
新・方法主義第三宣言

あは、あである。

足は、足である。

畔は、畔である。

畦は、畦である。

網は、網である。

亜は、亜である。

阿は、阿である。

案は、案である。

唖は、唖である。

堊は、堊である。

痾は、痾である。

我は、我である。

吾は、吾である。

彼は、彼である。

唖唖は、唖唖である。

ああは、ああである。

嗚呼は、嗚呼である。

噫は、噫である。

ああいうは、ああいうである。

アーヴィングは、アーヴィングである。

アーガイルチェックは、アーガイルチェックである。

アーカンソーは、アーカンソーである。

アーキテクチャーは、アーキテクチャーである。

アーキペンコは、アーキペンコである。

アークは、アークである。

アーク灯は、アーク灯である。

アーク放電は、アーク放電である。

アーク溶接は、アーク溶接である。

アークライトは、アークライトである。

アーク炉は、アーク炉である。

アーケイックは、アーケイックである。

アーケードは、アーケードである。

アーサー王物語は、アーサー王物語である。

ああしたは、ああしたである。

ああしやごしやは、ああしやごしやである。

アースは、アースである。

アースダムは、アースダムである。

アーチは、アーチである。

アーチェリーは、アーチェリーである。

アーチストは、アーチストである。

アーチダムは、アーチダムである。

アーティキュレーションは、アーティキュレーションである。

アーティチョークは、アーティチョークである。

アートは、アートである。



アート紙は、アート紙である。

アートシアターは、アートシアターである。

アートタイトルは、アートタイトルである。

アートタイプは、アートタイプである。

アートディレクターは、アートディレクターである。

アートマンは、アートマンである。

アーナンダは、アーナンダである。

アーノルドは、アーノルドである。

アーバニズムは、アーバニズムである。

アーバンは、アーバンである。

アーバンデザインは、アーバンデザインである。

アーバンライフは、アーバンライフである。

アーベルは、アーベルである。

アーヘンは、アーヘンである。

アーベントは、アーベントである。

アーマダバードは、アーマダバードである。

アーミーは、アーミーである。

アーミッシュは、アーミッシュである。

アーミテージは、アーミテージである。

アーミンは、アーミンである。

アームは、アームである。

噫無情は、噫無情である。

アームストロングは、アームストロングである。

アームチェアは、アームチェアである。

アームホールは、アームホールである。

アームレストは、アームレストである。

アームレスリングは、アームレスリングである。

アーメンは、アーメンである。

アーモンドは、アーモンドである。

ああらは、ああらである。

アーリアサマージは、アーリアサマージである。

アーリア人は、アーリア人である。

アーリマンは、アーリマンである。

アーリヤデーヴァは、アーリヤデーヴァである。

アーリントンは、アーリントンである。

Ｒは、Ｒである。

ｒは、ｒである。

アールは、アールである。

Ｒ＆Ｄは、Ｒ＆Ｄである。

Ｒｈ因子は、Ｒｈ因子である。

Ｒｈ式血液型は、Ｒｈ式血液型である。

ＲＮＡは、ＲＮＡである。

ＲＣ造りは、ＲＣ造りである。

アールデコは、アールデコである。

アールヌーヴォーは、アールヌーヴォーである。

ＲＶは、ＲＶである。



アーレントは、アーレントである。

ああんは、ああんである。

アーンドラ王朝は、アーンドラ王朝である。

アーンドランは、アーンドランである。

あいは、あいである。

合いは、合いである。

会いは、会いである。

間は、間である。

鮎は、鮎である。

藍は、藍である。

哀は、哀である。

埃は、埃である。

愛は、愛である。

隘は、隘である。

穢は、穢である。

アイは、アイである。

Ｉは、Ｉである。

ｉは、ｉである。

相は、相である。

ＩＲは、ＩＲである。

ＩＲＢＭは、ＩＲＢＭである。

相合は、相合である。

藹藹は、藹藹である。

靄靄は、靄靄である。

アイアイは、アイアイである。

相合井戸は、相合井戸である。

相合牛は、相合牛である。

相合傘は、相合傘である。

相合煙管は、相合煙管である。

愛愛しいは、愛愛しいである。

相合袴は、相合袴である。

間赤は、間赤である。

アイアンは、アイアンである。

ＩＥは、ＩＥである。

愛育は、愛育である。

アイーダは、アイーダである。

相容れないは、相容れないである。

合印は、合印である。

哀韻は、哀韻である。

愛飲は、愛飲である。

アイヴァンホーは、アイヴァンホーである。

アイヴズは、アイヴズである。

相撃ちは、相撃ちである。

相打ちは、相打ちである。

相討ちは、相討ちである。

相撃つは、相撃つである。



相打つは、相打つである。

藍絵は、藍絵である。

ＩＡＥＡは、ＩＡＥＡである。

ＩＳＯは、ＩＳＯである。

アイエスオー感度は、アイエスオー感度である。

ＩＳＤＮは、ＩＳＤＮである。

ＩＳＢＮは、ＩＳＢＮである。

哀咽は、哀咽である。

ＩＮＦは、ＩＮＦである。

ＩＦＣは、ＩＦＣである。

ＩＦＪは、ＩＦＪである。

ＩＦＴＵは、ＩＦＴＵである。

ＩＭＦは、ＩＭＦである。

ＩＬＯは、ＩＬＯである。

アイエルオー条約は、アイエルオー条約である。

哀婉は、哀婉である。

愛煙家は、愛煙家である。

合縁奇縁は、合縁奇縁である。

合縁機縁は、合縁機縁である。

相生は、相生である。

相老いは、相老いである。

相生挿しは、相生挿しである。

相生獅子は、相生獅子である。

相生の松は、相生の松である。

相生盆は、相生盆である。

相生結びは、相生結びである。

Ｉ／Ｏは、Ｉ／Ｏである。

ＩＯＣは、ＩＯＣである。

相思草は、相思草である。

合折釘は、合折釘である。

アイオロスは、アイオロスである。

アイオワは、アイオワである。

哀音は、哀音である。

哀歌は、哀歌である。

愛河は、愛河である。

アイガーは、アイガーである。

藍返しは、藍返しである。

相懸りは、相懸りである。

合鍵は、合鍵である。

合欠は、合欠である。

相欠は、相欠である。

相駕籠は、相駕籠である。

相傘は、相傘である。

相借家は、相借家である。

合方は、合方である。

相方は、相方である。



相肩は、相肩である。

間形は、間形である。

藍型は、藍型である。

Ｉ形鋼は、Ｉ形鋼である。

間語りは、間語りである。

相構へては、相構へてである。

間紙は、間紙である。

藍紙は、藍紙である。

藍瓶は、藍瓶である。

藍瓶役は、藍瓶役である。

アイカメラは、アイカメラである。

合鴨は、合鴨である。

間鴨は、間鴨である。

相川は、相川である。

鮎川は、鮎川である。

藍革は、藍革である。

相川音頭は、相川音頭である。

鮎川義介は、鮎川義介である。

相変らずは、相変らずである。

合鑑は、合鑑である。

哀感は、哀感である。

哀歓は、哀歓である。

哀願は、哀願である。

愛玩は、愛玩である。

愛玩動物は、愛玩動物である。

愛機は、愛機である。

あいきは、あいきである。

間黄は、間黄である。

間着は、間着である。

合着は、合着である。

愛妓は、愛妓である。

相聞は、相聞である。

合気道は、合気道である。

相客は、相客である。

アイキャッチャーは、アイキャッチャーである。

相給は、相給である。

哀求は、哀求である。

ＩＱは、ＩＱである。

哀叫は、哀叫である。

愛郷は、愛郷である。

愛敬は、愛敬である。

愛嬌は、愛嬌である。

あいきょうは、あいきょうである。

愛楽は、愛楽である。

愛敬痘痕は、愛敬痘痕である。

愛敬毛は、愛敬毛である。



間狂言は、間狂言である。

愛郷塾は、愛郷塾である。

愛敬商売は、愛敬商売である。

愛敬相は、愛敬相である。

愛敬付合いは、愛敬付合いである。

愛敬付くは、愛敬付くである。

愛敬の餅は、愛敬の餅である。

愛敬紅は、愛敬紅である。

愛敬黒子は、愛敬黒子である。

愛敬守りは、愛敬守りである。

愛敬者は、愛敬者である。

愛敬笑いは、愛敬笑いである。

間銀は、間銀である。

哀吟は、哀吟である。

愛吟は、愛吟である。

阿育王は、阿育王である。

阿育王山は、阿育王山である。

間釘は、間釘である。

合釘は、合釘である。

合薬は、合薬である。

合口は、合口である。

相口は、相口である。

合口造は、合口造である。

藍隈は、藍隈である。

相悔みは、相悔みである。

愛くるしいは、愛くるしいである。

間車は、間車である。

愛くろしは、愛くろしである。

愛琿条約は、愛琿条約である。

愛恵は、愛恵である。

合拳は、合拳である。

相見は、相見である。

愛犬は、愛犬である。

愛眼は、愛眼である。

あいこは、あいこである。

愛顧は、愛顧である。

相碁は、相碁である。

藍子は、藍子である。

愛護は、愛護である。

愛好は、愛好である。

哀号は、哀号である。

哀哭は、哀哭である。

愛国は、愛国である。

愛国公党は、愛国公党である。

愛国社は、愛国社である。

愛国婦人会は、愛国婦人会である。



相輿は、相輿である。

相言は、相言である。

合言葉は、合言葉である。

アイコノクラズムは、アイコノクラズムである。

アイコノスコープは、アイコノスコープである。

愛護の若は、愛護の若である。

間駒は、間駒である。

合駒は、合駒である。

アイコンは、アイコンである。

秋沙は、秋沙である。

あいさは、あいさである。

間座は、間座である。

愛妻は、愛妻である。

愛盛りは、愛盛りである。

相作は、相作である。

間作は、間作である。

相座敷は、相座敷である。

挨拶は、挨拶である。

藍鮫は、藍鮫である。

会沢は、会沢である。

相沢事件は、相沢事件である。

会沢正志斎は、会沢正志斎である。

間三は、間三である。

愛餐は、愛餐である。

相仕は、相仕である。

哀子は、哀子である。

哀史は、哀史である。

哀詩は、哀詩である。

愛子は、愛子である。

合地は、合地である。

相地は、相地である。

哀辞は、哀辞である。

愛児は、愛児である。

ＩＣは、ＩＣである。

Ｉｇは、Ｉｇである。

ＩＣＦＴＵは、ＩＣＦＴＵである。

アイシーカードは、アイシーカードである。

ＩＣＣは、ＩＣＣである。

ＩＣＢＭは、ＩＣＢＭである。

ＩＣＰＯは、ＩＣＰＯである。

ＩＣＵは、ＩＣＵである。

アイシェードは、アイシェードである。

藍下は、藍下である。

愛日は、愛日である。

間遮は、間遮である。

愛車は、愛車である。



相酌は、相酌である。

愛惜は、愛惜である。

愛着は、愛着である。

愛著は、愛著である。

合決は、合決である。

アイシャドーは、アイシャドーである。

相三味線は、相三味線である。

合三味線は、合三味線である。

哀愁は、哀愁である。

愛執は、愛執である。

愛書は、愛書である。

合性は、合性である。

相性は、相性である。

哀傷は、哀傷である。

愛妾は、愛妾である。

愛称は、愛称である。

愛唱は、愛唱である。

愛誦は、愛誦である。

哀情は、哀情である。

愛情は、愛情である。

愛嬢は、愛嬢である。

哀傷歌は、哀傷歌である。

あいしらいは、あいしらいである。

あひしらひ所は、あひしらひ所である。

あいしらうは、あいしらうである。

藍白地の革は、藍白地の革である。

藍汁は、藍汁である。

藍澱は、藍澱である。

合標は、合標である。

間白は、間白である。

愛人は、愛人である。

愛新覚羅は、愛新覚羅である。

アイシングは、アイシングである。

アイシングラスは、アイシングラスである。

愛洲は、愛洲である。

アイスは、アイスである。

愛すは、愛すである。

合図は、合図である。

相図は、相図である。

愛洲惟孝は、愛洲惟孝である。

愛洲陰流は、愛洲陰流である。

愛づかはしは、愛づかはしである。

アイスキネスは、アイスキネスである。

アイスキャンデーは、アイスキャンデーである。

アイスキュロスは、アイスキュロスである。

アイスクリームは、アイスクリームである。



アイスクリームサンデーは、アイスクリームサンデーである。

アイスクリームソーダは、アイスクリームソーダである。

アイスコーヒーは、アイスコーヒーである。

アイスショーは、アイスショーである。

アイススケートは、アイススケートである。

アイスダンスは、アイスダンスである。

アイスティーは、アイスティーである。

アイスハーケンは、アイスハーケンである。

アイスバーンは、アイスバーンである。

アイスピックは、アイスピックである。

アイスフォールは、アイスフォールである。

アイスペールは、アイスペールである。

アイスボックスは、アイスボックスである。

アイスホッケーは、アイスホッケーである。

相住みは、相住みである。

藍墨は、藍墨である。

相済むは、相済むである。

アイスランドは、アイスランドである。

アイスランド語は、アイスランド語である。

アイスランドポピーは、アイスランドポピーである。

相掏りは、相掏りである。

藍摺は、藍摺である。

アイスリンクは、アイスリンクである。

愛するは、愛するである。

愛婿は、愛婿である。

相席は、相席である。

哀惜は、哀惜である。

相関は、相関である。

哀切は、哀切である。

哀絶は、哀絶である。

アイセル湖は、アイセル湖である。

相先は、相先である。

間銭は、間銭である。

愛染は、愛染である。

靄然は、靄然である。

藹然は、藹然である。

アイゼンは、アイゼンである。

愛善苑は、愛善苑である。

愛染かつらは、愛染かつらである。

相前後するは、相前後するである。

アイゼンハワーは、アイゼンハワーである。

愛染法は、愛染法である。

愛染祭は、愛染祭である。

愛染曼荼羅は、愛染曼荼羅である。

愛染明王は、愛染明王である。

哀訴は、哀訴である。



愛想は、愛想である。

愛憎は、愛憎である。

愛蔵は、愛蔵である。

愛息は、愛息である。

アイソザイムは、アイソザイムである。

アイソスタシーは、アイソスタシーである。

愛想尽かしは、愛想尽かしである。

アイソトープは、アイソトープである。

アイソトニック飲料は、アイソトニック飲料である。

アイソポスは、アイソポスである。

逢い初めは、逢い初めである。

藍染は、藍染である。

藍染付は、藍染付である。

青華瓷は、青華瓷である。

アイソメトリックスは、アイソメトリックスである。

藍染屋は、藍染屋である。

愛想笑いは、愛想笑いである。

愛孫は、愛孫である。

会田は、会田である。

アイターンは、アイターンである。

相対は、相対である。

靉靆は、靉靆である。

欸乃は、欸乃である。

相対死には、相対死にである。

相対尽は、相対尽である。

相対済し令は、相対済し令である。

相対するは、相対するである。

相対相場は、相対相場である。

相対売買は、相対売買である。

間柄は、間柄である。

間食いは、間食いである。

藍茸は、藍茸である。

共食者は、共食者である。

あ痛しこは、あ痛しこである。

相太刀は、相太刀である。

あいだちなしは、あいだちなしである。

藍蓼は、藍蓼である。

藍建は、藍建である。

あいだてないは、あいだてないである。

朝所は、朝所である。

相店は、相店である。

アイダホは、アイダホである。

藍玉は、藍玉である。

間物は、間物である。

会田安明は、会田安明である。

間夜は、間夜である。



あいだるは、あいだるである。

愛知は、愛知である。

愛知教育大学は、愛知教育大学である。

愛知大学は、愛知大学である。

哀調は、哀調である。

愛重は、愛重である。

愛鳥は、愛鳥である。

愛鳥週間は、愛鳥週間である。

愛知用水は、愛知用水である。

彼奴は、彼奴である。

会津は、会津である。

哀痛は、哀痛である。

相通ずるは、相通ずるである。

会津御蔵入騒動は、会津御蔵入騒動である。

相次ぐは、相次ぐである。

相継ぐは、相継ぐである。

相作りは、相作りである。

会津暦は、会津暦である。

会津城は、会津城である。

阿逸多は、阿逸多である。

相槌は、相槌である。

相鎚は、相鎚である。

相勤めるは、相勤めるである。

会津塗は、会津塗である。

会津嶺は、会津嶺である。

会津農書は、会津農書である。

会津小鉄は、会津小鉄である。

会津磐梯山は、会津磐梯山である。

会津富士は、会津富士である。

合褄は、合褄である。

会津身知らずは、会津身知らずである。

会津八一は、会津八一である。

会津焼は、会津焼である。

会津屋八右衛門は、会津屋八右衛門である。

会津蝋燭は、会津蝋燭である。

会津若松は、会津若松である。

相悪阻は、相悪阻である。

相手は、相手である。

アイディアは、アイディアである。

アイディアマンは、アイディアマンである。

アイディアリストは、アイディアリストである。

アイディアリズムは、アイディアリズムである。

アイディアルは、アイディアルである。

ＩＤカードは、ＩＤカードである。

ＩＤ番号は、ＩＤ番号である。

相手方は、相手方である。



相弟子は、相弟子である。

相手次第は、相手次第である。

相手尽は、相手尽である。

藍鉄は、藍鉄である。

相手取るは、相手取るである。

アイテムは、アイテムである。

相手向いは、相手向いである。

相照らすは、相照らすである。

相殿は、相殿である。

アイデンティティーは、アイデンティティーである。

アイデンティファイは、アイデンティファイである。

相頭は、相頭である。

哀悼は、哀悼である。

間遠は、間遠である。

愛読は、愛読である。

相床は、相床である。

相年は、相年である。

アイトマートフは、アイトマートフである。

相伴うは、相伴うである。

相取りは、相取りである。

アイドリングは、アイドリングである。

アイドルは、アイドルである。

あいなは、あいなである。

相中は、相中である。

相半ばするは、相半ばするである。

あいなしは、あいなしである。

あいな頼みは、あいな頼みである。

鮎魚女は、鮎魚女である。

鮎並は、鮎並である。

藍韋は、藍韋である。

相嘗祭は、相嘗祭である。

相成るは、相成るである。

相馴るは、相馴るである。

生憎は、生憎である。

アイヌは、アイヌである。

アイヌ語は、アイヌ語である。

アイヌ新法は、アイヌ新法である。

アイネイアスは、アイネイアスである。

藍鼠は、藍鼠である。

あい嚢鈔は、あい嚢鈔である。

間の女は、間の女である。

間の垣は、間の垣である。

東風は、東風である。

愛の学校は、愛の学校である。

間の狂言は、間の狂言である。

間の楔は、間の楔である。



合の子は、合の子である。

間の子は、間の子である。

間の子船は、間の子船である。

間の子弁当は、間の子弁当である。

間宿は、間宿である。

愛の巣は、愛の巣である。

間の遊びは、間の遊びである。

相の田は、相の田である。

間ノ岳は、間ノ岳である。

相の鎚は、相の鎚である。

間の土山は、間の土山である。

間の手は、間の手である。

合の手は、合の手である。

相の手は、相の手である。

合の間は、合の間である。

相の間は、相の間である。

間の間は、間の間である。

間の物は、間の物である。

間の山は、間の山である。

相の山は、相の山である。

間の山節は、間の山節である。

相乗りは、相乗りである。

合端は、合端である。

合歯は、合歯である。

愛馬は、愛馬である。

アイバクは、アイバクである。

相挟みは、相挟みである。

藍花は、藍花である。

相孕みは、相孕みである。

合判は、合判である。

相判は、相判である。

相版は、相版である。

間判は、間判である。

相番は、相番である。

アイバンクは、アイバンクである。

相反するは、相反するである。

合火は、合火である。

アイビーは、アイビーである。

ＩＰは、ＩＰである。

ＩＰＲは、ＩＰＲである。

ＩＢＲＤは、ＩＢＲＤである。

ＩＢＭは、ＩＢＭである。

アイビーカレッジは、アイビーカレッジである。

アイビースタイルは、アイビースタイルである。

アイビームは、アイビームである。

アイビーリーグは、アイビーリーグである。



アイヒェンドルフは、アイヒェンドルフである。

合挽きは、合挽きである。

相引は、相引である。

合引は、合引である。

あひゞきは、あひゞきである。

相引の緒は、相引の緒である。

相等しいは、相等しいである。

アイヒマンは、アイヒマンである。

愛猫は、愛猫である。

哀憫は、哀憫である。

哀愍は、哀愍である。

合符は、合符である。

愛撫は、愛撫である。

歩ぶは、歩ぶである。

アイフォーメーションは、アイフォーメーションである。

合奉行は、合奉行である。

間服は、間服である。

合服は、合服である。

合札は、合札である。

アイブローは、アイブローである。

哀別は、哀別である。

愛別は、愛別である。

アイベックスは、アイベックスである。

愛別離苦は、愛別離苦である。

相部屋は、相部屋である。

合箆は、合箆である。

相返答は、相返答である。

哀慕は、哀慕である。

愛慕は、愛慕である。

相棒は、相棒である。

藍棒は、藍棒である。

相星は、相星である。

アイポッドは、アイポッドである。

アイボリーは、アイボリーである。

アイボルトは、アイボルトである。

相惚れは、相惚れである。

合間は、合間である。

相舞は、相舞である。

合舞は、合舞である。

曖昧は、曖昧である。

曖昧模糊は、曖昧模糊である。

曖昧屋は、曖昧屋である。

相孫は、相孫である。

合間小間は、合間小間である。

相俟っては、相俟ってである。

藍微塵は、藍微塵である。



相身互いは、相身互いである。

靉光は、靉光である。

相見積りは、相見積りである。

藍みどろは、藍みどろである。

藍海松茶は、藍海松茶である。

相婿は、相婿である。

アイモは、アイモである。

相も変らずは、相も変らずである。

相持ちは、相持ちである。

相物は、相物である。

合物は、合物である。

相物座は、相物座である。

合紋は、合紋である。

合文は、合文である。

藍屋は、藍屋である。

あいやは、あいやである。

相役は、相役である。

藍役は、藍役である。

相舅は、相舅である。

相宿は、相宿である。

相宿りは、相宿りである。

あいやのほろほろは、あいやのほろほろである。

相槍は、相槍である。

アイユーブ朝は、アイユーブ朝である。

愛用は、愛用である。

愛欲は、愛欲である。

愛慾は、愛慾である。

相四つは、相四つである。

相読みは、相読みである。

相嫁は、相嫁である。

彼等は、彼等である。

アイラインは、アイラインである。

哀楽は、哀楽である。

愛らしいは、愛らしいである。

アイランドは、アイランドである。

アイリスは、アイリスである。

アイリスアウトは、アイリスアウトである。

アイリスインは、アイリスインである。

アイリッシュは、アイリッシュである。

アイリッシュハープは、アイリッシュハープである。

あいりんは、あいりんである。

アイルランドは、アイルランドである。

アイルランド共和国は、アイルランド共和国である。

アイルランド語は、アイルランド語である。

アイレットワークは、アイレットワークである。

哀憐は、哀憐である。



愛恋は、愛恋である。

愛憐は、愛憐である。

文色は、文色である。

隘路は、隘路である。

藍蝋は、藍蝋である。

あいろこいろは、あいろこいろである。

アイロニーは、アイロニーである。

アイロンは、アイロンである。

哀話は、哀話である。

相和するは、相和するである。

アインシュタインは、アインシュタインである。

アインシュタイン宇宙は、アインシュタイン宇宙である。

アインスタイニウムは、アインスタイニウムである。

アインフュールングは、アインフュールングである。

合うは、合うである。

会うは、会うである。

逢うは、逢うである。

遭うは、遭うである。

遇うは、遇うである。

合ふは、合ふである。

和ふは、和ふである。

韲ふは、韲ふである。

敢ふは、敢ふである。

饗ふは、饗ふである。

アヴァンギャルドは、アヴァンギャルドである。

アヴィセンナは、アヴィセンナである。

アヴィニョンは、アヴィニョンである。

アウェーゲームは、アウェーゲームである。

アヴェスタは、アヴェスタである。

アヴェマリアは、アヴェマリアである。

アヴェロエスは、アヴェロエスである。

アヴォガドロは、アヴォガドロである。

アウグスティヌスは、アウグスティヌスである。

アウグストゥスは、アウグストゥスである。

アウクスブルクは、アウクスブルクである。

あうさきるさは、あうさきるさである。

あうさわには、あうさわにである。

アウシュヴィッツは、アウシュヴィッツである。

アウステルリッツは、アウステルリッツである。

アウストラロピテクスは、アウストラロピテクスである。

アウストロ語族は、アウストロ語族である。

アウストロネシア語族は、アウストロネシア語族である。

逢瀬は、逢瀬である。

あうたは、あうたである。

アウターは、アウターである。

アウタルキーは、アウタルキーである。



アウトは、アウトである。

アウトオブデートは、アウトオブデートである。

アウトオブバウンズは、アウトオブバウンズである。

アウトカウントは、アウトカウントである。

アウトコースは、アウトコースである。

アウトコーナーは、アウトコーナーである。

アウトサイダーは、アウトサイダーである。

アウトサイドは、アウトサイドである。

アウトドアは、アウトドアである。

アウトドアライフは、アウトドアライフである。

アウトバーンは、アウトバーンである。

アウトフィールドは、アウトフィールドである。

アウトフォーカスは、アウトフォーカスである。

アウトプットは、アウトプットである。

アウトボクシングは、アウトボクシングである。

アウト取引は、アウト取引である。

アウトラインは、アウトラインである。

アウトラインステッチは、アウトラインステッチである。

アウトラインフォントは、アウトラインフォントである。

アウトレットストアは、アウトレットストアである。

アウトローは、アウトローである。

アウフタクトは、アウフタクトである。

アウフヘーベンは、アウフヘーベンである。

足占は、足占である。

アウロスは、アウロスである。

アウロラは、アウロラである。

アウロラ号は、アウロラ号である。

あうんは、あうんである。

アウンサンは、アウンサンである。

阿吽の呼吸は、阿吽の呼吸である。

和えは、和えである。

韲えは、韲えである。

饗は、饗である。

あえかは、あえかである。

喘ぎは、喘ぎである。

喘ぐは、喘ぐである。

敢国神社は、敢国神社である。

あえしらいは、あえしらいである。

あえしらうは、あえしらうである。

あえすは、あえすである。

敢えずは、敢えずである。

和え作りは、和え作りである。

韲え作りは、韲え作りである。

敢えては、敢えてである。

合へ照るは、合へ照るである。

敢え無いは、敢え無いである。



敢へなむは、敢へなむである。

あえぬがには、あえぬがにである。

合へ貫くは、合へ貫くである。

アエネアスは、アエネアスである。

アエネーイスは、アエネーイスである。

饗の祭は、饗の祭である。

饗庭は、饗庭である。

饗庭篁村は、饗庭篁村である。

和え交ぜは、和え交ぜである。

肖物は、肖物である。

肖者は、肖者である。

和え物は、和え物である。

韲え物は、韲え物である。

和えるは、和えるである。

韲えるは、韲えるである。

亜鉛は、亜鉛である。

亜鉛華は、亜鉛華である。

亜鉛華軟膏は、亜鉛華軟膏である。

亜鉛鉄板は、亜鉛鉄板である。

亜鉛凸版は、亜鉛凸版である。

亜鉛版は、亜鉛版である。

青は、青である。

襖は、襖である。

青和えは、青和えである。

青青は、青青である。

青蘆は、青蘆である。

青葦は、青葦である。

青編笠は、青編笠である。

青嵐は、青嵐である。

青餡は、青餡である。

葵は、葵である。

青いは、青いである。

蒼いは、蒼いである。

葵科は、葵科である。

葵鬘は、葵鬘である。

青息吐息は、青息吐息である。

葵草は、葵草である。

葵座は、葵座である。

青い山脈は、青い山脈である。

青石は、青石である。

青石塔婆は、青石塔婆である。

葵下坂は、葵下坂である。

葵菫は、葵菫である。

青板昆布は、青板昆布である。

葵鍔は、葵鍔である。

青糸毛の車は、青糸毛の車である。



葵巴は、葵巴である。

青い鳥は、青い鳥である。

葵上は、葵上である。

青い花は、青い花である。

葵盆は、葵盆である。

葵祭は、葵祭である。

青色は、青色である。

青色申告は、青色申告である。

亜欧は、亜欧である。

阿翁は、阿翁である。

青萍は、青萍である。

青浮草は、青浮草である。

粟生光明寺は、粟生光明寺である。

亜欧堂田善は、亜欧堂田善である。

青海原は、青海原である。

青馬は、青馬である。

白馬は、白馬である。

白馬陣は、白馬陣である。

白馬節会は、白馬節会である。

青海亀は、青海亀である。

青梅は、青梅である。

青梅漬は、青梅漬である。

青絵は、青絵である。

青江下坂は、青江下坂である。

青江物は、青江物である。

青豌豆は、青豌豆である。

青男は、青男である。

青女は、青女である。

青貝は、青貝である。

青蛙は、青蛙である。

青垣は、青垣である。

青傘は、青傘である。

青ヶ島は、青ヶ島である。

青方は、青方である。

青褐は、青褐である。

青黴は、青黴である。

青紙は、青紙である。

青唐紙は、青唐紙である。

青枯らぶは、青枯らぶである。

青刈りは、青刈りである。

青刈り飼料は、青刈り飼料である。

青刈り大豆は、青刈り大豆である。

青枯れは、青枯れである。

青枯れ色は、青枯れ色である。

青枯れ病は、青枯れ病である。

青羹は、青羹である。



青木は、青木である。

青木ヶ原は、青木ヶ原である。

青木湖は、青木湖である。

青木昆陽は、青木昆陽である。

青木繁は、青木繁である。

青木周弼は、青木周弼である。

青木周蔵は、青木周蔵である。

青鱚は、青鱚である。

青北は、青北である。

扇ぎ立てるは、扇ぎ立てるである。

煽ぎ立てるは、煽ぎ立てるである。

青黄粉は、青黄粉である。

青き宮は、青き宮である。

仰ぎ見るは、仰ぎ見るである。

青木木米は、青木木米である。

青桐は、青桐である。

梧桐は、梧桐である。

青木鷺水は、青木鷺水である。

青金は、青金である。

仰ぐは、仰ぐである。

扇ぐは、扇ぐである。

煽ぐは、煽ぐである。

青公卿は、青公卿である。

青公家は、青公家である。

青草は、青草である。

青臭いは、青臭いである。

青草摺は、青草摺である。

青草屋は、青草屋である。

青朽葉は、青朽葉である。

青頸は、青頸である。

青首は、青首である。

青首鶩は、青首鶩である。

青首祝は、青首祝である。

青首大根は、青首大根である。

青隈は、青隈である。

青雲は、青雲である。

青雲のは、青雲のである。

青黒は、青黒である。

黝は、黝である。

青黒いは、青黒いである。

黝いは、黝いである。

青毛は、青毛である。

青鶏頭は、青鶏頭である。

青毛取は、青毛取である。

緑啄木鳥は、緑啄木鳥である。

青粉は、青粉である。



青駒は、青駒である。

石蓴は、石蓴である。

アオザイは、アオザイである。

青魚は、青魚である。

青鷺は、青鷺である。

青差は、青差である。

青挿は、青挿である。

青緡は、青緡である。

青繦は、青繦である。

青鯖は、青鯖である。

青侍は、青侍である。

青鮫は、青鮫である。

青ざめるは、青ざめるである。

襖子は、襖子である。

青しは、青しである。

青瓷は、青瓷である。

青磁は、青磁である。

蒿雀は、蒿雀である。

青軸は、青軸である。

青鹿は、青鹿である。

青紫蘇は、青紫蘇である。

青鵐は、青鵐である。

青柴は、青柴である。

青島は、青島である。

青縞は、青縞である。

青写真は、青写真である。

青熟は、青熟である。

青書生は、青書生である。

青白橡は、青白橡である。

青汁は、青汁である。

青白いは、青白いである。

蒼白いは、蒼白いである。

青信号は、青信号である。

青酢は、青酢である。

青菅山は、青菅山である。

青筋は、青筋である。

青筋鳳蝶は、青筋鳳蝶である。

青条揚羽は、青条揚羽である。

青裾濃は、青裾濃である。

青簾は、青簾である。

青墨は、青墨である。

青ずむは、青ずむである。

青摺は、青摺である。

青摺の衣は、青摺の衣である。

青銭は、青銭である。

青麻は、青麻である。



青苧は、青苧である。

青底翳は、青底翳である。

青空は、青空である。

青田は、青田である。

あおだは、あおだである。

青大将は、青大将である。

青田売りは、青田売りである。

青田買いは、青田買いである。

青田刈りは、青田刈りである。

青竹は、青竹である。

青竹踏みは、青竹踏みである。

青田差押えは、青田差押えである。

青畳は、青畳である。

青立ちは、青立ちである。

青田売買は、青田売買である。

あおだもは、あおだもである。

青短は、青短である。

あおたんは、あおたんである。

煽ちは、煽ちである。

青地は、青地である。

煽ち風は、煽ち風である。

煽ち貧乏は、煽ち貧乏である。

青茶は、青茶である。

青地林宗は、青地林宗である。

煽つは、煽つである。

青っ切りは、青っ切りである。

青漬は、青漬である。

青葛は、青葛である。

青葛藤は、青葛藤である。

青椿は、青椿である。

青っ洟は、青っ洟である。

青手は、青手である。

青泥は、青泥である。

青天井は、青天井である。

足音は、足音である。

青砥は、青砥である。

青唐辛子は、青唐辛子である。

青蕃椒は、青蕃椒である。

青道心は、青道心である。

青蜥蜴は、青蜥蜴である。

青石竜子は、青石竜子である。

青土佐は、青土佐である。

青砥稿花紅彩画は、青砥稿花紅彩画である。

青砥藤綱は、青砥藤綱である。

青砥藤綱模稜案は、青砥藤綱模稜案である。

青菜は、青菜である。



青ナイルは、青ナイルである。

青梨は、青梨である。

青波銭は、青波銭である。

青韋は、青韋である。

青二は、青二である。

青丹は、青丹である。

青煮は、青煮である。

青丹打は、青丹打である。

青和幣は、青和幣である。

青丹衣は、青丹衣である。

青二才は、青二才である。

青鈍は、青鈍である。

青女房は、青女房である。

青丹よしは、青丹よしである。

青饅は、青饅である。

青布子は、青布子である。

青根温泉は、青根温泉である。

青野は、青野である。

青暖簾は、青暖簾である。

仰のくは、仰のくである。

仰のけは、仰のけである。

仰のけるは、仰のけるである。

青野季吉は、青野季吉である。

青ノ洞門は、青ノ洞門である。

青海苔は、青海苔である。

青羽は、青羽である。

青翅は、青翅である。

青葉は、青葉である。

青翅蟻形羽隠虫は、青翅蟻形羽隠虫である。

青蠅は、青蠅である。

蒼蠅は、蒼蠅である。

青墓は、青墓である。

襖袴は、襖袴である。

青葉城は、青葉城である。

青葉梟は、青葉梟である。

青羽せせりは、青羽せせりである。

青肌は、青肌である。

青旗のは、青旗のである。

緑鳩は、緑鳩である。

青花は、青花である。

青洟は、青洟である。

青花紙は、青花紙である。

青葉の簾は、青葉の簾である。

青葉の笛は、青葉の笛である。

青翅羽衣は、青翅羽衣である。

青波布は、青波布である。



青ばむは、青ばむである。

青葉者は、青葉者である。

青葉闇は、青葉闇である。

青斑猫は、青斑猫である。

青火は、青火である。

竹刀は、竹刀である。

青光りは、青光りである。

青髯は、青髯である。

青人草は、青人草である。

青びゆは、青びゆである。

青票は、青票である。

青表紙は、青表紙である。

青標紙は、青標紙である。

青瓢箪は、青瓢箪である。

青びるは、青びるである。

青服は、青服である。

青瓢は、青瓢である。

青脹れは、青脹れである。

青房は、青房である。

青総は、青総である。

青柴垣は、青柴垣である。

青柴垣の神事は、青柴垣の神事である。

青札は、青札である。

青不動は、青不動である。

青反吐は、青反吐である。

青倍良は、青倍良である。

青遍羅は、青遍羅である。

青本は、青本である。

青松虫は、青松虫である。

青豆は、青豆である。

青豆売は、青豆売である。

青みは、青みである。

青み上戸は、青み上戸である。

青みずは、青みずである。

青水引は、青水引である。

青角髪は、青角髪である。

青緑は、青緑である。

水綿は、水綿である。

青味泥は、青味泥である。

青水無月は、青水無月である。

青むは、青むである。

仰向きは、仰向きである。

青麦は、青麦である。

仰向くは、仰向くである。

仰向けは、仰向けである。

仰向けるは、仰向けるである。



青虫は、青虫である。

青芽は、青芽である。

青眼は、青眼である。

青物は、青物である。

青物市は、青物市である。

青物屋は、青物屋である。

青紅葉は、青紅葉である。

青森は、青森である。

青森椴松は、青森椴松である。

青屋は、青屋である。

青やかは、青やかである。

青矢柄は、青矢柄である。

青焼は、青焼である。

青柳は、青柳である。

青柳草は、青柳草である。

青柳のは、青柳のである。

青屋大工は、青屋大工である。

青山は、青山である。

青山学院大学は、青山学院大学である。

青山御所は、青山御所である。

青山杉作は、青山杉作である。

青山忠俊は、青山忠俊である。

青山胤通は、青山胤通である。

青山延于は、青山延于である。

青山吹は、青山吹である。

青柚は、青柚である。

煽りは、煽りである。

障泥は、障泥である。

泥障は、泥障である。

煽り足は、煽り足である。

障泥烏賊は、障泥烏賊である。

障泥板は、障泥板である。

煽り買いは、煽り買いである。

煽り返しは、煽り返しである。

煽り立てるは、煽り立てるである。

煽り止めは、煽り止めである。

煽り窓は、煽り窓である。

呷るは、呷るである。

煽るは、煽るである。

青童は、青童である。

亜音速流は、亜音速流である。

あかは、あかである。

赤は、赤である。

垢は、垢である。

淦は、淦である。

閼伽は、閼伽である。



亜科は、亜科である。

赤赤は、赤赤である。

明明は、明明である。

赤痣は、赤痣である。

赤蟻は、赤蟻である。

亜槐は、亜槐である。

閼伽井は、閼伽井である。

赤いは、赤いである。

紅いは、紅いである。

あがいは、あがいである。

赤家蚊は、赤家蚊である。

赤烏賊は、赤烏賊である。

赤猪子は、赤猪子である。

赤石山脈は、赤石山脈である。

赤石岳は、赤石岳である。

赤糸縅は、赤糸縅である。

赤い鳥は、赤い鳥である。

赤色は、赤色である。

赤色の袍は、赤色の袍である。

赤鰯は、赤鰯である。

贖ふは、贖ふである。

購ふは、購ふである。

赤魚は、赤魚である。

赤浮草は、赤浮草である。

赤嘘は、赤嘘である。

赤馬は、赤馬である。

赤海亀は、赤海亀である。

アカウントは、アカウントである。

赤絵は、赤絵である。

赤えいは、赤えいである。

赤狗魚は、赤狗魚である。

赤蝦夷風説考は、赤蝦夷風説考である。

赤蝦は、赤蝦である。

赤海老は、赤海老である。

赤烏帽子は、赤烏帽子である。

赤襟は、赤襟である。

赤卒は、赤卒である。

赤大口は、赤大口である。

閼伽桶は、閼伽桶である。

赤縅は、赤縅である。

赤帯は、赤帯である。

赤御魚は、赤御魚である。

吾が御許は、吾が御許である。

赤貝は、赤貝である。

赤蛙は、赤蛙である。

赤酸漿は、赤酸漿である。



垢掻は、垢掻である。

赤垣は、赤垣である。

赤垣源蔵は、赤垣源蔵である。

赤鹿毛は、赤鹿毛である。

赤瘡は、赤瘡である。

赤樫は、赤樫である。

赤頭は、赤頭である。

赤柏は、赤柏である。

赤糟毛は、赤糟毛である。

赤合羽は、赤合羽である。

銅は、銅である。

銅色は、銅色である。

赤銅月代は、赤銅月代である。

赤蕪は、赤蕪である。

赤紙は、赤紙である。

皹は、皹である。

赤狩りは、赤狩りである。

赤狩衣は、赤狩衣である。

赤枯れは、赤枯れである。

赤革は、赤革である。

赤革縅は、赤革縅である。

閼伽灌頂は、閼伽灌頂である。

赤木は、赤木である。

赤城は、赤城である。

足掻きは、足掻きである。

赤城湖は、赤城湖である。

明き心は、明き心である。

赤木柄は、赤木柄である。

赤切符は、赤切符である。

赤衣は、赤衣である。

吾が君は、吾が君である。

赤城山は、赤城山である。

皸は、皸である。

赤金は、赤金である。

蛙楽は、蛙楽である。

あがくは、あがくである。

赤腐れは、赤腐れである。

赤薬は、赤薬である。

赤具足は、赤具足である。

赤朽葉は、赤朽葉である。

赤熊は、赤熊である。

淦汲みは、淦汲みである。

赤倉温泉は、赤倉温泉である。

赤栗毛は、赤栗毛である。

赤クローバーは、赤クローバーである。

赤毛は、赤毛である。



赤毛猿は、赤毛猿である。

赤ゲットは、赤ゲットである。

赤啄木鳥は、赤啄木鳥である。

褐毛和種は、褐毛和種である。

赤子は、赤子である。

赤児は、赤児である。

赤行嚢は、赤行嚢である。

赤膏薬は、赤膏薬である。

吾が心は、吾が心である。

赤子塚は、赤子塚である。

あかこっこは、あかこっこである。

赤御飯は、赤御飯である。

赤小本は、赤小本である。

赤駒は、赤駒である。

赤米は、赤米である。

藜は、藜である。

赤坂は、赤坂である。

藜科は、藜科である。

赤坂御用地は、赤坂御用地である。

赤坂城は、赤坂城である。

赤坂大理石は、赤坂大理石である。

赤坂見附は、赤坂見附である。

赤坂奴は、赤坂奴である。

赤坂離宮は、赤坂離宮である。

赤酒は、赤酒である。

赤砂糖は、赤砂糖である。

藜の羹は、藜の羹である。

藜の杖は、藜の杖である。

藜の灰は、藜の灰である。

赤錆は、赤錆である。

赤沢山は、赤沢山である。

赤珊瑚は、赤珊瑚である。

灯は、灯である。

証は、証である。

明石は、明石である。

明釣は、明釣である。

赤しは、赤しである。

紅しは、紅しである。

明しは、明しである。

赤地は、赤地である。

赤字は、赤字である。

アガシは、アガシである。

アカシアは、アカシアである。

赤潮は、赤潮である。

赤鹿は、赤鹿である。

明石海峡は、明石海峡である。



明かし暮すは、明かし暮すである。

赤字国債は、赤字国債である。

赤字財政は、赤字財政である。

明石志賀之助は、明石志賀之助である。

明石人骨は、明石人骨である。

赤紫蘇は、赤紫蘇である。

明石玉は、明石玉である。

明石縮は、明石縮である。

赤四手は、赤四手である。

明石上は、明石上である。

明石中宮は、明石中宮である。

赤地の錦の直垂は、赤地の錦の直垂である。

明石入道は、明石入道である。

証人は、証人である。

明石船は、明石船である。

証書は、証書である。

あかしま風は、あかしま風である。

垢染みるは、垢染みるである。

垢染むは、垢染むである。

赤字融資は、赤字融資である。

赤熟は、赤熟である。

赤翡翠は、赤翡翠である。

赤白髪は、赤白髪である。

赤白橡は、赤白橡である。

赤信号は、赤信号である。

赤新聞は、赤新聞である。

閼伽振鈴は、閼伽振鈴である。

明かすは、明かすである。

飽かすは、飽かすである。

赤酢は、赤酢である。

飽かずは、飽かずである。

あかすかべいは、あかすかべいである。

赤杉は、赤杉である。

赤頭巾は、赤頭巾である。

赤酸塊は、赤酸塊である。

赤砂は、赤砂である。

開かずのは、開かずのである。

不開の門は、不開の門である。

赤墨は、赤墨である。

垢擦りは、垢擦りである。

飽かせるは、飽かせるである。

赤線は、赤線である。

赤麻は、赤麻である。

赤備は、赤備である。

赤そぶは、赤そぶである。

赤染は、赤染である。



赤染衛門は、赤染衛門である。

阿伽陀は、阿伽陀である。

阿掲陀は、阿掲陀である。

県は、県である。

県歩行は、県歩行である。

赤鯛は、赤鯛である。

県居は、県居である。

県犬養三千代は、県犬養三千代である。

赤出しは、赤出しである。

赤襷は、赤襷である。

赤たてはは、赤たてはである。

閼伽棚は、閼伽棚である。

あかだには、あかだにである。

県主は、県主である。

県の井戸は、県の井戸である。

赤玉は、赤玉である。

赤玉の木は、赤玉の木である。

県見は、県見である。

県御子は、県御子である。

県巫は、県巫である。

県召は、県召である。

県召の除目は、県召の除目である。

赤短は、赤短である。

贖児は、贖児である。

班田は、班田である。

赤茶けるは、赤茶けるである。

赤ちゃんは、赤ちゃんである。

赤提灯は、赤提灯である。

赤チンは、赤チンである。

分つは、分つである。

頒つは、頒つである。

赤柄は、赤柄である。

暁は、暁である。

垢付は、垢付である。

閼伽坏は、閼伽坏である。

暁起きは、暁起きである。

暁月夜は、暁月夜である。

暁の茶事は、暁の茶事である。

暁の別れは、暁の別れである。

暁闇は、暁闇である。

上がったりは、上がったりである。

亜褐炭は、亜褐炭である。

赤土は、赤土である。

赭土は、赭土である。

赤詰草は、赤詰草である。

赤漆姑草は、赤漆姑草である。



赤面は、赤面である。

赭面は、赭面である。

赤手蟹は、赤手蟹である。

赤鉄は、赤鉄である。

アカデミーは、アカデミーである。

アカデミー賞は、アカデミー賞である。

アカデミーフランセーズは、アカデミーフランセーズである。

アカデミシャンは、アカデミシャンである。

アカデミズムは、アカデミズムである。

アカデミックは、アカデミックである。

赤点は、赤点である。

赤電車は、赤電車である。

赤電話は、赤電話である。

暁降ちは、暁降ちである。

赤と黒は、赤と黒である。

淦止めは、淦止めである。

垢取りは、垢取りである。

淦取りは、淦取りである。

赤取染は、赤取染である。

赤蜻蛉は、赤蜻蛉である。

贖いは、贖いである。

贓贖司は、贓贖司である。

贖うは、贖うである。

購うは、購うである。

赤茄子は、赤茄子である。

銅鍋は、銅鍋である。

赤丹は、赤丹である。

赤螺は、赤螺である。

アガニョークは、アガニョークである。

垢抜けは、垢抜けである。

垢抜けるは、垢抜けるである。

吾が主は、吾が主である。

赤塗りは、赤塗りである。

茜は、茜である。

茜色は、茜色である。

茜草科は、茜草科である。

赤布被りは、赤布被りである。

茜雲は、茜雲である。

茜さすは、茜さすである。

赤鼠は、赤鼠である。

茜菫は、茜菫である。

茜染は、茜染である。

赤根染は、赤根染である。

茜蜻蛉は、茜蜻蛉である。

赤練は、赤練である。

あかの粥は、あかの粥である。



阿賀野川は、阿賀野川である。

赤の御飯は、赤の御飯である。

赤のっぽは、赤のっぽである。

赤の広場は、赤の広場である。

赤の飯は、赤の飯である。

上野焼は、上野焼である。

赤暖簾は、赤暖簾である。

明衣は、明衣である。

アカバは、アカバである。

赤禿は、赤禿である。

赤恥は、赤恥である。

赤櫨は、赤櫨である。

赤旗は、赤旗である。

赤肌は、赤肌である。

赤膚は、赤膚である。

赤裸は、赤裸である。

赤旗事件は、赤旗事件である。

赤膚焼は、赤膚焼である。

赤初茸は、赤初茸である。

赤花は、赤花である。

赤鼻は、赤鼻である。

赤花科は、赤花科である。

赤埴は、赤埴である。

赤羽は、赤羽である。

赤ばむは、赤ばむである。

赤腹は、赤腹である。

赤腹いもりは、赤腹いもりである。

赤張るは、赤張るである。

アカバ湾は、アカバ湾である。

赤パン黴は、赤パン黴である。

アガパンサスは、アガパンサスである。

赤火は、赤火である。

垢光りは、垢光りである。

赤引の糸は、赤引の糸である。

赤鬚は、赤鬚である。

明櫃は、明櫃である。

赤海星は、赤海星である。

赤人手は、赤人手である。

赤紐は、赤紐である。

赤平は、赤平である。

明昼は、明昼である。

赤福餅は、赤福餅である。

赤袋は、赤袋である。

赤房は、赤房である。

赤総は、赤総である。

赤富士は、赤富士である。



赤不浄は、赤不浄である。

赤札は、赤札である。

赤不動は、赤不動である。

赤葡萄酒は、赤葡萄酒である。

赤船は、赤船である。

アカプリッチオは、アカプリッチオである。

アカプルコは、アカプルコである。

赤目は、赤目である。

アガペは、アガペである。

アガペーは、アガペーである。

赤べこは、赤べこである。

赤下手は、赤下手である。

赤倍良は、赤倍良である。

赤遍羅は、赤遍羅である。

アカペラは、アカペラである。

赤帽は、赤帽である。

赤坊鯨は、赤坊鯨である。

赤孑孑は、赤孑孑である。

赤棒振は、赤棒振である。

明星は、明星である。

明星のは、明星のである。

赤星病は、赤星病である。

吾が仏は、吾が仏である。

赤ほやは、赤ほやである。

赤堀は、赤堀である。

赤堀四郎は、赤堀四郎である。

赤本は、赤本である。

赤間は、赤間である。

淦間は、淦間である。

赤間石は、赤間石である。

崇まふは、崇まふである。

赤前垂れは、赤前垂れである。

赤間関は、赤間関である。

赤馬関は、赤馬関である。

赤間神宮は、赤間神宮である。

あかまたは、あかまたである。

赤また黒または、赤また黒またである。

赤松は、赤松である。

赤松克麿は、赤松克麿である。

赤松則祐は、赤松則祐である。

赤松則村は、赤松則村である。

赤松満祐は、赤松満祐である。

赤松義則は、赤松義則である。

吾が儘は、吾が儘である。

赤飯は、赤飯である。

赤みは、赤みである。



赤身は、赤身である。

吾が身は、吾が身である。

赤み上戸は、赤み上戸である。

赤水は、赤水である。

閼伽水は、閼伽水である。

赤味噌は、赤味噌である。

赤み走るは、赤み走るである。

赤耳亀は、赤耳亀である。

赤むは、赤むである。

崇むは、崇むである。

赤剥けは、赤剥けである。

赤虫は、赤虫である。

あかむつは、あかむつである。

赤紫は、赤紫である。

赤女は、赤女である。

赤芽は、赤芽である。

赤芽柏は、赤芽柏である。

赤目現象は、赤目現象である。

赤眼張は、赤眼張である。

赤目河豚は、赤目河豚である。

アガメムノンは、アガメムノンである。

赤芽黐は、赤芽黐である。

赤めるは、赤めるである。

崇めるは、崇めるである。

赤疱瘡は、赤疱瘡である。

赤斑瘡は、赤斑瘡である。

赤藻屑は、赤藻屑である。

赤物は、赤物である。

贖物は、贖物である。

赤門は、赤門である。

赤矢柄は、赤矢柄である。

赤郵袋は、赤郵袋である。

赤雪は、赤雪である。

赤弓は、赤弓である。

赤らは、赤らである。

赤ら小舟は、赤ら小舟である。

赤らかは、赤らかである。

赤ら顔は、赤ら顔である。

赤ら柏は、赤ら柏である。

あからさまは、あからさまである。

あからしは、あからしである。

あからしぶは、あからしぶである。

あからしま風は、あからしま風である。

赤ら引の糸は、赤ら引の糸である。

赤ら引くは、赤ら引くである。

赤らぶは、赤らぶである。



明らぶは、明らぶである。

赤らむは、赤らむである。

明らむは、明らむである。

あから目は、あから目である。

あから目さすは、あから目さすである。

赤らめるは、赤らめるである。

赤ランプは、赤ランプである。

明かりは、明かりである。

上がりは、上がりである。

揚りは、揚りである。

殯は、殯である。

騰り馬は、騰り馬である。

上がり下りは、上がり下りである。

上り兜は、上り兜である。

揚り甲は、揚り甲である。

上がり框は、上がり框である。

上がり口は、上がり口である。

上がり込むは、上がり込むである。

上がり下がりは、上がり下がりである。

明り先は、明り先である。

揚座敷は、揚座敷である。

明書院は、明書院である。

明り障子は、明り障子である。

上がり膳は、上がり膳である。

上がり高は、上がり高である。

上がりたる世は、上がりたる世である。

上がり段は、上がり段である。

上地は、上地である。

上知は、上知である。

上がり付くは、上がり付くである。

上がり田地は、上がり田地である。

明り床は、明り床である。

明り取りは、明り取りである。

上がり鯰は、上がり鯰である。

殯宮は、殯宮である。

上がり場は、上がり場である。

上がり端は、上がり端である。

上がり花は、上がり花である。

上がり藤は、上がり藤である。

揚り間は、揚り間である。

上がりまちは、上がりまちである。

明り窓は、明り窓である。

揚り繭は、揚り繭である。

上がり目は、上がり目である。

上がり物は、上がり物である。

上がり者は、上がり者である。



揚屋は、揚屋である。

上り屋敷は、上り屋敷である。

上がり湯は、上がり湯である。

上がり湯口は、上がり湯口である。

赤るは、赤るである。

明るは、明るである。

散るは、散るである。

分るは、分るである。

上がるは、上がるである。

揚がるは、揚がるである。

挙がるは、挙がるである。

騰るは、騰るである。

明るいは、明るいである。

明るさは、明るさである。

明るしは、明るしである。

明妙は、明妙である。

阿加流比売神は、阿加流比売神である。

明るみは、明るみである。

明るむは、明るむである。

散れは、散れである。

分れは、分れである。

阿寒は、阿寒である。

あかんは、あかんである。

阿寒湖は、阿寒湖である。

阿寒国立公園は、阿寒国立公園である。

アカンサスは、アカンサスである。

亜寒帯は、亜寒帯である。

亜寒帯気候は、亜寒帯気候である。

あかんべは、あかんべである。

赤ん坊は、赤ん坊である。

明きは、明きである。

空きは、空きである。

秋は、秋である。

飽きは、飽きである。

厭きは、厭きである。

安芸は、安芸である。

阿騎は、阿騎である。

安騎は、安騎である。

大辛螺は、大辛螺である。

顎は、顎である。

腮は、腮である。

阿魏は、阿魏である。

吾君は、吾君である。

秋茜は、秋茜である。

秋上がりは、秋上がりである。

飽き飽きは、飽き飽きである。



厭き厭きは、厭き厭きである。

秋上げは、秋上げである。

あきあじは、あきあじである。

秋袷は、秋袷である。

空家は、空家である。

明家は、明家である。

秋保温泉は、秋保温泉である。

商人は、商人である。

商人司は、商人司である。

秋扇は、秋扇である。

秋収めは、秋収めである。

秋落ちは、秋落ちである。

秋買いは、秋買いである。

商変は、商変である。

秋柏は、秋柏である。

秋風は、秋風である。

秋風のは、秋風のである。

秋風の曲は、秋風の曲である。

秋風の月は、秋風の月である。

厭き方は、厭き方である。

空き殻は、空き殻である。

秋唐松は、秋唐松である。

秋川は、秋川である。

空き缶は、空き缶である。

明き缶は、明き缶である。

秋葱は、秋葱である。

秋桐は、秋桐である。

秋霧のは、秋霧のである。

秋草は、秋草である。

秋草のは、秋草のである。

秋草の花は、秋草の花である。

秋口は、秋口である。

秋胡頽子は、秋胡頽子である。

空き車は、空き車である。

秋毛は、秋毛である。

秋蚕は、秋蚕である。

秋肥は、秋肥である。

秋小屋は、秋小屋である。

秋樵は、秋樵である。

秋作は、秋作である。

秋桜は、秋桜である。

あきさすは、あきさすである。

秋鯖は、秋鯖である。

秋さぶは、秋さぶである。

秋方は、秋方である。

秋寒は、秋寒である。



秋雨は、秋雨である。

秋雨前線は、秋雨前線である。

秋さり衣は、秋さり衣である。

秋さり姫は、秋さり姫である。

秋さるは、秋さるである。

秋ざれは、秋ざれである。

秋師は、秋師である。

秋しくの花は、秋しくの花である。

秋時雨は、秋時雨である。

商誤は、商誤である。

秋篠は、秋篠である。

秋篠月清集は、秋篠月清集である。

秋篠寺は、秋篠寺である。

秋篠宮は、秋篠宮である。

秋蕊の花は、秋蕊の花である。

昭島は、昭島である。

秋仕舞は、秋仕舞である。

秋湿りは、秋湿りである。

厭き性は、厭き性である。

飽き性は、飽き性である。

秋知草は、秋知草である。

明き白は、明き白である。

空き代は、空き代である。

空き巣は、空き巣である。

明き巣は、明き巣である。

秋津は、秋津である。

蜻蛉は、蜻蛉である。

秋津国は、秋津国である。

秋津洲は、秋津洲である。

秋津島は、秋津島である。

蜻蛉洲は、蜻蛉洲である。

秋津島根は、秋津島根である。

秋津根は、秋津根である。

空巣狙いは、空巣狙いである。

秋津野は、秋津野である。

蜻蛉野は、蜻蛉野である。

蜻蛉羽は、蜻蛉羽である。

蜻蛉領巾は、蜻蛉領巾である。

秋蝉は、秋蝉である。

秋空は、秋空である。

秋田は、秋田である。

秋大根は、秋大根である。

秋田犬は、秋田犬である。

秋田雨雀は、秋田雨雀である。

秋田おばこは、秋田おばこである。

秋田織は、秋田織である。



秋田音頭は、秋田音頭である。

秋高は、秋高である。

秋田貝は、秋田貝である。

秋田銀は、秋田銀である。

あきたこまちは、あきたこまちである。

厭きたしは、厭きたしである。

秋田事件は、秋田事件である。

秋田春慶は、秋田春慶である。

秋田城は、秋田城である。

秋田城介は、秋田城介である。

秋田新幹線は、秋田新幹線である。

秋田甚句は、秋田甚句である。

秋田杉は、秋田杉である。

秋田銭は、秋田銭である。

秋田大学は、秋田大学である。

空き店は、空き店である。

明き店は、明き店である。

秋田八丈は、秋田八丈である。

秋田蕗は、秋田蕗である。

秋田蘭画は、秋田蘭画である。

飽き足りるは、飽き足りるである。

飽き足るは、飽き足るである。

慊るは、慊るである。

空き地は、空き地である。

明き地は、明き地である。

秋遅草は、秋遅草である。

秋丁字は、秋丁字である。

秋入梅は、秋入梅である。

秋黴雨は、秋黴雨である。

現つ神は、現つ神である。

秋月は、秋月である。

秋月の乱は、秋月の乱である。

秋づくは、秋づくである。

秋つ葉は、秋つ葉である。

飽きっぽいは、飽きっぽいである。

現津御神は、現津御神である。

現御神は、現御神である。

明き手は、明き手である。

空き手は、空き手である。

アキテーヌは、アキテーヌである。

秋出水は、秋出水である。

顎門は、顎門である。

鰓は、鰓である。

あぎとうは、あぎとうである。

秋泊りは、秋泊りである。

商いは、商いである。



商い神は、商い神である。

商い口は、商い口である。

商い旦那は、商い旦那である。

商い手代は、商い手代である。

商い初めは、商い初めである。

商い拍子は、商い拍子である。

商い船は、商い船である。

商い冥加は、商い冥加である。

商い冥利は、商い冥利である。

商い物は、商い物である。

商い屋は、商い屋である。

商うは、商うである。

秋茄子は、秋茄子である。

安伎奈の山は、安伎奈の山である。

秋成は、秋成である。

アギナルドは、アギナルドである。

阿耆尼は、阿耆尼である。

秋楡は、秋楡である。

アキノは、アキノである。

秋の雨は、秋の雨である。

秋の色種は、秋の色種である。

秋の鰻攫みは、秋の鰻攫みである。

秋の扇は、秋の扇である。

秋の香は、秋の香である。

秋の蚊は、秋の蚊である。

明の方は、明の方である。

秋の川は、秋の川である。

秋の曲は、秋の曲である。

秋の麒麟草は、秋の麒麟草である。

秋の雲は、秋の雲である。

秋の暮れは、秋の暮れである。

秋の声は、秋の声である。

秋の心は、秋の心である。

秋の霜は、秋の霜である。

秋の除目は、秋の除目である。

秋の調べは、秋の調べである。

秋の蝉は、秋の蝉である。

秋の空は、秋の空である。

秋の田村草は、秋の田村草である。

秋の契りは、秋の契りである。

秋の蝶は、秋の蝶である。

秋の隣は、秋の隣である。

秋の七草は、秋の七草である。

秋の七日は、秋の七日である。

秋の野芥子は、秋の野芥子である。

秋の初月は、秋の初月である。



秋の花は、秋の花である。

秋の日は、秋の日である。

秋の灯は、秋の灯である。

秋の二夜は、秋の二夜である。

秋の水は、秋の水である。

秋の宮は、秋の宮である。

秋の百夜は、秋の百夜である。

秋の夜は、秋の夜である。

秋夜長物語は、秋夜長物語である。

秋場は、秋場である。

秋萩は、秋萩である。

秋萩帖は、秋萩帖である。

秋萩のは、秋萩のである。

秋場所は、秋場所である。

秋葉神社は、秋葉神社である。

厭き果てるは、厭き果てるである。

秋葉原は、秋葉原である。

秋晴は、秋晴である。

明き日は、明き日である。

秋彼岸は、秋彼岸である。

彰仁親王は、彰仁親王である。

秋日和は、秋日和である。

空き瓶は、空き瓶である。

空壜は、空壜である。

秋二毛は、秋二毛である。

秋二日は、秋二日である。

空き懐は、空き懐である。

秋穂は、秋穂である。

空き間は、空き間である。

秋蒔きは、秋蒔きである。

秋播きは、秋播きである。

秋待草は、秋待草である。

秋祭は、秋祭である。

秋豆は、秋豆である。

我君は、我君である。

あきみちは、あきみちである。

飽き満つは、飽き満つである。

秋めくは、秋めくである。

明き盲は、明き盲である。

アキメネスは、アキメネスである。

商物は、商物である。

空き家は、空き家である。

明き家は、明き家である。

空屋敷は、空屋敷である。

明山は、明山である。

秋山は、秋山である。



秋山玉山は、秋山玉山である。

秋山真之は、秋山真之である。

秋山定輔は、秋山定輔である。

秋山のは、秋山のである。

阿Ｑ正伝は、阿Ｑ正伝である。

アキュムレーターは、アキュムレーターである。

阿嬌は、阿嬌である。

阿膠は、阿膠である。

ア行は、ア行である。

阿行は、阿行である。

秋吉台は、秋吉台である。

秋吉大理石は、秋吉大理石である。

秋芳洞は、秋芳洞である。

明らかは、明らかである。

明らけしは、明らけしである。

諦むは、諦むである。

諦めは、諦めである。

諦めるは、諦めるである。

飽きるは、飽きるである。

厭きるは、厭きるである。

倦きるは、倦きるである。

呆るは、呆るである。

惘るは、惘るである。

あきる野は、あきる野である。

呆れは、呆れである。

足切は、足切である。

呆れ甚しは、呆れ甚しである。

呆れ入るは、呆れ入るである。

アキレウスは、アキレウスである。

呆れ返るは、呆れ返るである。

アキレスは、アキレスである。

アキレス腱は、アキレス腱である。

呆れ果てるは、呆れ果てるである。

呆れるは、呆れるである。

惘れるは、惘れるである。

秋忘れは、秋忘れである。

商人気質は、商人気質である。

商人船は、商人船である。

商人宿は、商人宿である。

灰汁は、灰汁である。

悪は、悪である。

幄は、幄である。

握は、握である。

明くは、明くである。

開くは、開くである。

空くは、空くである。



飽くは、飽くである。

厭くは、厭くである。

倦くは、倦くである。

あぐは、あぐである。

上ぐは、上ぐである。

挙ぐは、挙ぐである。

揚ぐは、揚ぐである。

悪悪しは、悪悪しである。

アクア錯体は、アクア錯体である。

アクアティントは、アクアティントである。

アクアポリスは、アクアポリスである。

アクアマリンは、アクアマリンである。

灰汁洗いは、灰汁洗いである。

アクアラングは、アクアラングである。

アクアリウムは、アクアリウムである。

悪衣は、悪衣である。

悪意は、悪意である。

安居院は、安居院である。

悪意占有は、悪意占有である。

悪因は、悪因である。

悪因悪果は、悪因悪果である。

悪因縁は、悪因縁である。

灰汁打紙は、灰汁打紙である。

悪運は、悪運である。

悪影響は、悪影響である。

悪疫は、悪疫である。

悪液質は、悪液質である。

悪縁は、悪縁である。

灰汁桶は、灰汁桶である。

悪方は、悪方である。

悪形は、悪形である。

憧るは、憧るである。

悪感情は、悪感情である。

悪戯は、悪戯である。

悪逆は、悪逆である。

悪逆無道は、悪逆無道である。

悪行は、悪行である。

悪業は、悪業である。

悪銀は、悪銀である。

悪月は、悪月である。

悪言は、悪言である。

悪源太は、悪源太である。

アクサーモスクは、アクサーモスクである。

悪才は、悪才である。

悪妻は、悪妻である。

悪材料は、悪材料である。



齷齪は、齷齪である。

灰酒は、灰酒である。

悪札は、悪札である。

悪左府は、悪左府である。

アクサンは、アクサンである。

悪事は、悪事である。

悪食は、悪食である。

悪七兵衛は、悪七兵衛である。

悪疾は、悪疾である。

悪質は、悪質である。

アクシデントは、アクシデントである。

灰汁柴は、灰汁柴である。

幄舎は、幄舎である。

悪手は、悪手である。

悪酒は、悪酒である。

悪趣は、悪趣である。

握手は、握手である。

悪臭は、悪臭である。

悪習は、悪習である。

悪趣味は、悪趣味である。

悪循環は、悪循環である。

悪所は、悪所である。

悪女は、悪女である。

悪性は、悪性である。

悪尉は、悪尉である。

悪性金は、悪性金である。

悪性狂いは、悪性狂いである。

悪条件は、悪条件である。

悪性所は、悪性所である。

悪性話は、悪性話である。

悪性者は、悪性者である。

悪所落ちは、悪所落ちである。

悪所落しは、悪所落しである。

アクショーノフは、アクショーノフである。

悪所金は、悪所金である。

悪所通いは、悪所通いである。

悪所狂いは、悪所狂いである。

悪所遣いは、悪所遣いである。

悪所場は、悪所場である。

悪所船は、悪所船である。

悪所宿は、悪所宿である。

アクションは、アクションである。

アクション映画は、アクション映画である。

アクションゲームは、アクションゲームである。

アクションペインティングは、アクションペインティングである。

アクションリサーチは、アクションリサーチである。



悪心は、悪心である。

悪臣は、悪臣である。

悪神は、悪神である。

悪水は、悪水である。

悪水路は、悪水路である。

アクスムは、アクスムである。

悪世は、悪世である。

悪声は、悪声である。

悪政は、悪政である。

悪税は、悪税である。

悪性黒色腫は、悪性黒色腫である。

悪性腫瘍は、悪性腫瘍である。

悪性貧血は、悪性貧血である。

悪性リンパ腫は、悪性リンパ腫である。

あくせくは、あくせくである。

アクセサリーは、アクセサリーである。

アクセスは、アクセスである。

アクセス権は、アクセス権である。

アクセスタイムは、アクセスタイムである。

悪舌は、悪舌である。

アクセルは、アクセルである。

アクセルパウルゼンジャンプは、アクセルパウルゼンジャンプである。

悪戦は、悪戦である。

悪銭は、悪銭である。

悪戦苦闘は、悪戦苦闘である。

アクセントは、アクセントである。

悪相は、悪相である。

悪僧は、悪僧である。

悪瘡は、悪瘡である。

あくぞもくぞは、あくぞもくぞである。

芥は、芥である。

阿骨打は、阿骨打である。

悪態は、悪態である。

悪対は、悪対である。

悪態祭は、悪態祭である。

あくたいもくたいは、あくたいもくたいである。

芥川は、芥川である。

芥川賞は、芥川賞である。

芥川竜之介は、芥川竜之介である。

芥火は、芥火である。

芥生は、芥生である。

悪玉は、悪玉である。

悪玉化は、悪玉化である。

芥もくたは、芥もくたである。

悪たれは、悪たれである。

悪たれ口は、悪たれ口である。



悪たれ者は、悪たれ者である。

悪たれるは、悪たれるである。

悪太郎は、悪太郎である。

開口は、開口である。

緊唇は、緊唇である。

口頭瘡は、口頭瘡である。

悪地は、悪地である。

悪血は、悪血である。

悪知識は、悪知識である。

アクチニウムは、アクチニウムである。

アクチニウム系列は、アクチニウム系列である。

アクチニドは、アクチニドである。

アクチノイドは、アクチノイドである。

アクチノマイシンは、アクチノマイシンである。

アクチブは、アクチブである。

悪茶利は、悪茶利である。

アクチュアリーは、アクチュアリーである。

アクチュアリティーは、アクチュアリティーである。

アクチュアルは、アクチュアルである。

アクチンは、アクチンである。

アクティウムは、アクティウムである。

アクティブは、アクティブである。

アクティブソーラーは、アクティブソーラーである。

アクティングは、アクティングである。

悪天は、悪天である。

悪点は、悪点である。

悪天候は、悪天候である。

踵は、踵である。

悪徒は、悪徒である。

アクトは、アクトである。

あくどいは、あくどいである。

悪投は、悪投である。

悪党は、悪党である。

悪童は、悪童である。

悪道は、悪道である。

悪党小説は、悪党小説である。

悪道者は、悪道者である。

悪徳は、悪徳である。

アクトミオシンは、アクトミオシンである。

飽くなきは、飽くなきである。

灰汁煮は、灰汁煮である。

アグニは、アグニである。

悪日は、悪日である。

悪人は、悪人である。

悪人形は、悪人形である。

悪人正機説は、悪人正機説である。



灰汁抜きは、灰汁抜きである。

灰汁抜けは、灰汁抜けである。

アグヌスデイは、アグヌスデイである。

阿久根は、阿久根である。

灰汁練りは、灰汁練りである。

あぐねるは、あぐねるである。

悪念は、悪念である。

悪念力は、悪念力である。

幄座は、幄座である。

悪の華は、悪の華である。

幄屋は、幄屋である。

悪馬は、悪馬である。

悪婆は、悪婆である。

悪罵は、悪罵である。

握髪吐哺は、握髪吐哺である。

アクバルは、アクバルである。

欠は、欠である。

欠伸は、欠伸である。

欠形は、欠形である。

悪筆は、悪筆である。

悪評は、悪評である。

悪病は、悪病である。

悪平等は、悪平等である。

悪婦は、悪婦である。

握斧は、握斧である。

欠ぶは、欠ぶである。

悪風は、悪風である。

灰振りは、灰振りである。

悪文は、悪文である。

悪弊は、悪弊である。

悪癖は、悪癖である。

悪変は、悪変である。

悪法は、悪法である。

悪報は、悪報である。

悪魔は、悪魔である。

足組まふは、足組まふである。

悪魔主義は、悪魔主義である。

飽く迄は、飽く迄である。

悪魔派は、悪魔派である。

悪魔払いは、悪魔払いである。

倦みは、倦みである。

足組みは、足組みである。

趺坐は、趺坐である。

悪名は、悪名である。

悪夢は、悪夢である。

倦むは、倦むである。



足組むは、足組むである。

趺むは、趺むである。

悪目は、悪目である。

悪物食いは、悪物食いである。

アクモラは、アクモラである。

悪役は、悪役である。

悪友は、悪友である。

悪用は、悪用である。

アクラは、アクラである。

胡床は、胡床である。

胡坐は、胡坐である。

アグラは、アグラである。

胡床居は、胡床居である。

悪辣は、悪辣である。

胡坐鍋は、胡坐鍋である。

安愚楽鍋は、安愚楽鍋である。

胡坐鼻は、胡坐鼻である。

握蘭の職は、握蘭の職である。

揚繰網は、揚繰網である。

アグリコラは、アグリコラである。

アクリジンは、アクリジンである。

アグリッパは、アグリッパである。

アグリビジネスは、アグリビジネスである。

悪竜は、悪竜である。

悪霊は、悪霊である。

悪霊民部卿は、悪霊民部卿である。

握力は、握力である。

握力計は、握力計である。

アクリルは、アクリルである。

アクリル絵具は、アクリル絵具である。

アクリル硝子は、アクリル硝子である。

アクリル酸は、アクリル酸である。

アクリル樹脂は、アクリル樹脂である。

アクリル繊維は、アクリル繊維である。

アクリロニトリルは、アクリロニトリルである。

アクリロニトリルブタジエンゴムは、アクリロニトリルブタジエンゴムである。

明くるは、明くるである。

明くる朝は、明くる朝である。

明くる今日は、明くる今日である。

明くるつとめては、明くるつとめてである。

明くる年は、明くる年である。

明くる日は、明くる日である。

悪例は、悪例である。

アグレッシブは、アグレッシブである。

アグレマンは、アグレマンである。

悪路は、悪路である。



アクロニムは、アクロニムである。

アクロバチックは、アクロバチックである。

アクロバットは、アクロバットである。

アクロポリスは、アクロポリスである。

アクロマチックレンズは、アクロマチックレンズである。

アクロレインは、アクロレインである。

朱は、朱である。

緋は、緋である。

明けは、明けである。

上げは、上げである。

揚げは、揚げである。

揚げ足は、揚げ足である。

挙足は、挙足である。

揚げ油は、揚げ油である。

阿兄は、阿兄である。

上げ魚は、上げ魚である。

上げ石は、上げ石である。

上げ板は、上げ板である。

揚げ板は、揚げ板である。

挙歌は、挙歌である。

上歌は、上歌である。

上馬は、上馬である。

揚馬は、揚馬である。

上げ裏は、上げ裏である。

揚げ縁は、揚げ縁である。

アゲーンは、アゲーンである。

上尾は、上尾である。

上緒は、上緒である。

上扇は、上扇である。

上げ劣りは、上げ劣りである。

上げ下ろしは、上げ下ろしである。

揚げ卸しは、揚げ卸しである。

揚げ貝は、揚げ貝である。

上書は、上書である。

上げ舵は、上げ舵である。

揚げ滓は、揚げ滓である。

明け方は、明け方である。

上鎌は、上鎌である。

明烏は、明烏である。

あけ烏は、あけ烏である。

明烏夢泡雪は、明烏夢泡雪である。

上げ金は、上げ金である。

挙句は、挙句である。

揚句は、揚句である。

上げ下しは、上げ下しである。

挙句の果ては、挙句の果てである。



盤領は、盤領である。

上げ頸は、上げ頸である。

明け暮すは、明け暮すである。

明け暮れは、明け暮れである。

明け暗れは、明け暗れである。

明け暮れるは、明け暮れるである。

上げ輿は、上げ輿である。

上げ事は、上げ事である。

緋袍は、緋袍である。

緋衣は、緋衣である。

上げ下げは、上げ下げである。

上げ様は、上げ様である。

明けさるは、明けさるである。

あけしいは、あけしいである。

上げ潮は、上げ潮である。

上げ蔀は、上げ蔀である。

上証文は、上証文である。

上げ代は、上げ代である。

上げずは、上げずである。

あけすけは、あけすけである。

揚簾戸は、揚簾戸である。

上げ銭は、上げ銭である。

揚銭は、揚銭である。

上げ膳は、上げ膳である。

上げ底は、上げ底である。

上田は、上田である。

高田は、高田である。

揚代は、揚代である。

上げ高は、上げ高である。

揚出しは、揚出しである。

上げ畳は、上げ畳である。

明け立つは、明け立つである。

開け閉ては、開け閉てである。

揚げ玉は、揚げ玉である。

明智は、明智である。

明智鞍は、明智鞍である。

明智秀満は、明智秀満である。

明智光秀は、明智光秀である。

揚超は、揚超である。

上知令は、上知令である。

上げ官は、上げ官である。

揚接ぎは、揚接ぎである。

明告鳥は、明告鳥である。

上土門は、上土門である。

明けっ放しは、明けっ放しである。

開けっ放しは、開けっ放しである。



明けっ広げは、明けっ広げである。

揚壺は、揚壺である。

揚げ詰めは、揚げ詰めである。

論いは、論いである。

論うは、論うである。

明けては、明けてである。

挙げては、挙げてである。

揚手拭は、揚手拭である。

揚戸は、揚戸である。

揚げ豆腐は、揚げ豆腐である。

揚げ斎は、揚げ斎である。

上げ所は、上げ所である。

揚げ鍋は、揚げ鍋である。

揚納屋は、揚納屋である。

明荷は、明荷である。

揚げ煮は、揚げ煮である。

揚荷は、揚荷である。

明荷馬は、明荷馬である。

明けの鐘は、明けの鐘である。

明け残るは、明け残るである。

赤のそほ船は、赤のそほ船である。

明けの春は、明けの春である。

明けの日は、明けの日である。

明延鉱山は、明延鉱山である。

明けの明星は、明けの明星である。

上端は、上端である。

上羽は、上羽である。

揚羽は、揚羽である。

揚げ場は、揚げ場である。

揚羽蝶は、揚羽蝶である。

鳳蝶は、鳳蝶である。

明け放しは、明け放しである。

開け放しは、開け放しである。

明け放すは、明け放すである。

開け放すは、開け放すである。

明け放つは、明け放つである。

開け放つは、開け放つである。

明け離れるは、明け離れるである。

揚浜は、揚浜である。

擬鳳蝶は、擬鳳蝶である。

揚羽擬は、揚羽擬である。

明け払うは、明け払うである。

開け払うは、開け払うである。

明け番は、明け番である。

木通は、木通である。

通草は、通草である。



通草木葉は、通草木葉である。

上げ庇は、上げ庇である。

揚げ雲雀は、揚げ雲雀である。

揚拍子は、揚拍子である。

明け広げるは、明け広げるである。

開け広げるは、開け広げるである。

揚げ麩は、揚げ麩である。

揚不足は、揚不足である。

上げ蓋は、上げ蓋である。

揚舞台は、揚舞台である。

揚げ法事は、揚げ法事である。

揚帽子は、揚帽子である。

上羈絆は、上羈絆である。

上械は、上械である。

曙は、曙である。

曙色は、曙色である。

曙杉は、曙杉である。

曙草は、曙草である。

曙染は、曙染である。

上本は、上本である。

上米は、上米である。

揚巻は、揚巻である。

揚播きは、揚播きである。

総角は、総角である。

揚巻貝は、揚巻貝である。

総角付の板は、総角付の板である。

揚巻結びは、揚巻結びである。

揚幕は、揚幕である。

上げ優りは、上げ優りである。

挙股は、挙股である。

上松は、上松である。

揚松は、揚松である。

揚窓は、揚窓である。

上鞠は、上鞠である。

上刃は、上刃である。

揚水は、揚水である。

明六つは、明六つである。

アケメネス朝は、アケメネス朝である。

揚げ餅は、揚げ餅である。

揚げ物は、揚げ物である。

揚屋入りは、揚屋入りである。

揚屋花車は、揚屋花車である。

揚屋紙は、揚屋紙である。

揚屋酒は、揚屋酒である。

揚屋差紙は、揚屋差紙である。

明け易いは、明け易いである。



揚屋町は、揚屋町である。

明け遣らぬは、明け遣らぬである。

あけらかんは、あけらかんである。

朱楽菅江は、朱楽菅江である。

あけらぽんは、あけらぽんである。

明けるは、明けるである。

開けるは、開けるである。

空けるは、空けるである。

上げるは、上げるである。

挙げるは、挙げるである。

揚げるは、揚げるである。

上路の山は、上路の山である。

明け渡しは、明け渡しである。

明け渡すは、明け渡すである。

明け渡るは、明け渡るである。

アゲンストは、アゲンストである。

下火は、下火である。

下炬は、下炬である。

吾子は、吾子である。

彼所は、彼所である。

距は、距である。

頤は、頤である。

飛魚は、飛魚である。

網子は、網子である。

顎足付きは、顎足付きである。

赤秀は、赤秀である。

赤穂は、赤穂である。

亜綱は、亜綱である。

阿衡は、阿衡である。

阿号は、阿号である。

赤穂義士は、赤穂義士である。

赤穂義人録は、赤穂義人録である。

亜高山帯は、亜高山帯である。

阿候鯛は、阿候鯛である。

赤魚鯛は、赤魚鯛である。

阿衡の紛議は、阿衡の紛議である。

赤穂浪士は、赤穂浪士である。

アコースティックギターは、アコースティックギターである。

アコーディオンは、アコーディオンである。

アコーディオンドアは、アコーディオンドアである。

アコーディオンプリーツは、アコーディオンプリーツである。

顎欠は、顎欠である。

憬るは、憬るである。

憧れは、憧れである。

憬れは、憬れである。

憧れるは、憧れるである。



あこぎは、あこぎである。

阿漕は、阿漕である。

阿漕ヶ浦は、阿漕ヶ浦である。

阿漕の平次は、阿漕の平次である。

阿漕焼は、阿漕焼である。

阿古陀は、阿古陀である。

阿古陀瓜は、阿古陀瓜である。

阿古陀形は、阿古陀形である。

腮付きは、腮付きである。

顎付きは、顎付きである。

アコニチンは、アコニチンである。

赤秀の樹は、赤秀の樹である。

顎鬚は、顎鬚である。

顎紐は、顎紐である。

阿子丸は、阿子丸である。

衵は、衵である。

袙は、袙である。

吾子女は、吾子女である。

衵扇は、衵扇である。

衵几帳は、衵几帳である。

衵衣は、衵衣である。

衵姿は、衵姿である。

衵の花は、衵の花である。

衵袴は、衵袴である。

阿古屋は、阿古屋である。

阿古屋貝は、阿古屋貝である。

阿古屋珠は、阿古屋珠である。

阿古屋餅は、阿古屋餅である。

アゴラは、アゴラである。

網子別れは、網子別れである。

英虞湾は、英虞湾である。

アコンカグアは、アコンカグアである。

阿含経は、阿含経である。

麻は、麻である。

朝は、朝である。

字は、字である。

痣は、痣である。

黶は、黶である。

青一は、青一である。

阿座は、阿座である。

朝上がりは、朝上がりである。

朝あけは、朝あけである。

浅緋は、浅緋である。

朝明けは、朝明けである。

浅浅は、浅浅である。

鮮鮮は、鮮鮮である。



浅浅しは、浅浅しである。

鮮鮮しは、鮮鮮しである。

朝雨は、朝雨である。

朝嵐は、朝嵐である。

アザーンは、アザーンである。

浅井は、浅井である。

朝寝は、朝寝である。

浅いは、浅いである。

朝飯は、朝飯である。

朝一は、朝一である。

朝市は、朝市である。

朝一見は、朝一見である。

浅井忠は、浅井忠である。

麻糸は、麻糸である。

朝比奈は、朝比奈である。

朝夷は、朝夷である。

浅井長政は、浅井長政である。

朝比奈島回りは、朝比奈島回りである。

朝夷巡島記は、朝夷巡島記である。

朝比奈知泉は、朝比奈知泉である。

朝比奈泰彦は、朝比奈泰彦である。

朝比奈義秀は、朝比奈義秀である。

阿佐井野は、阿佐井野である。

阿佐井野宗瑞は、阿佐井野宗瑞である。

浅井了意は、浅井了意である。

浅ふは、浅ふである。

糾ふは、糾ふである。

浅水の橋は、浅水の橋である。

朝謡は、朝謡である。

麻裏は、麻裏である。

麻裏草履は、麻裏草履である。

浅瓜は、浅瓜である。

朝恵比須は、朝恵比須である。

朝恵比寿は、朝恵比寿である。

麻苧は、麻苧である。

朝起きは、朝起きである。

麻織は、麻織である。

麻織物は、麻織物である。

安積は、安積である。

浅香は、浅香である。

朝霞は、朝霞である。

朝会は、朝会である。

糾返すは、糾返すである。

朝帰りは、朝帰りである。

朝顔は、朝顔である。

朝顔合せは、朝顔合せである。



朝顔市は、朝顔市である。

朝顔貝は、朝顔貝である。

朝顔笊は、朝顔笊である。

朝顔煎餅は、朝顔煎餅である。

朝顔染は、朝顔染である。

朝顔形は、朝顔形である。

朝顔日記は、朝顔日記である。

朝顔人形は、朝顔人形である。

朝顔姫は、朝顔姫である。

朝鏡は、朝鏡である。

朝影は、朝影である。

朝蔭は、朝蔭である。

朝駆けは、朝駆けである。

朝懸けは、朝懸けである。

安積艮斎は、安積艮斎である。

浅香社は、浅香社である。

朝風は、朝風である。

安積疎水は、安積疎水である。

麻型は、麻型である。

朝方は、朝方である。

朝型は、朝型である。

朝容は、朝容である。

安積澹泊は、安積澹泊である。

浅鹿の浦は、浅鹿の浦である。

安積の沼は、安積の沼である。

浅香の沼は、浅香の沼である。

朝香宮は、朝香宮である。

朝髪は、朝髪である。

麻上下は、麻上下である。

朝髪のは、朝髪のである。

安積山は、安積山である。

安積香山は、安積香山である。

朝香山は、朝香山である。

朝粥は、朝粥である。

麻幹は、麻幹である。

麻殻は、麻殻である。

白辛樹は、白辛樹である。

朝烏は、朝烏である。

麻刈りは、麻刈りである。

朝猟は、朝猟である。

朝狩は、朝狩である。

朝餉は、朝餉である。

朝餉の間は、朝餉の間である。

浅川は、浅川である。

朝川は、朝川である。

朝河は、朝河である。



朝河貫一は、朝河貫一である。

アサ感度は、アサ感度である。

朝観音は、朝観音である。

麻冠は、麻冠である。

浅木は、浅木である。

浅黄は、浅黄である。

浅葱は、浅葱である。

麻木は、麻木である。

浅葱糸は、浅葱糸である。

浅葱色は、浅葱色である。

浅葱裏は、浅葱裏である。

浅葱縅は、浅葱縅である。

浅葱桜は、浅葱桜である。

浅葱縞は、浅葱縞である。

浅木炭は、浅木炭である。

朝北は、朝北である。

朝木戸は、朝木戸である。

麻衣は、麻衣である。

浅葱の袍は、浅葱の袍である。

浅黄の袍は、浅黄の袍である。

浅葱幕は、浅葱幕である。

浅黄斑は、浅黄斑である。

あさぎみずは、あさぎみずである。

朝浄めは、朝浄めである。

朝霧は、朝霧である。

朝霧隠りは、朝霧隠りである。

朝霧高原は、朝霧高原である。

朝霧籠りは、朝霧籠りである。

朝霧草は、朝霧草である。

朝霧のは、朝霧のである。

浅葱椀は、浅葱椀である。

浅草は、浅草である。

浅草オペラは、浅草オペラである。

浅草紙は、浅草紙である。

浅草観音は、浅草観音である。

浅草公園は、浅草公園である。

浅草縞は、浅草縞である。

浅草田圃は、浅草田圃である。

浅草寺は、浅草寺である。

浅草人形は、浅草人形である。

浅草海苔は、浅草海苔である。

浅草文庫は、浅草文庫である。

浅草祭は、浅草祭である。

浅沓は、浅沓である。

朝蜘蛛は、朝蜘蛛である。

朝曇りは、朝曇りである。



朝倉は、朝倉である。

朝倉山椒は、朝倉山椒である。

朝倉孝景は、朝倉孝景である。

朝倉宮は、朝倉宮である。

朝倉文夫は、朝倉文夫である。

朝倉山は、朝倉山である。

朝倉義景は、朝倉義景である。

浅黒いは、浅黒いである。

朝明は、朝明である。

朝食は、朝食である。

朝稽古は、朝稽古である。

浅滅紫は、浅滅紫である。

朝煙は、朝煙である。

嘲りは、嘲りである。

嘲るは、嘲るである。

朝漕ぎは、朝漕ぎである。

朝東風は、朝東風である。

浅事は、浅事である。

朝込みは、朝込みである。

浅さは、浅さである。

あさ菜は、あさ菜である。

朝座は、朝座である。

朝桜は、朝桜である。

朝酒は、朝酒である。

麻真田は、麻真田である。

麻座蒲団は、麻座蒲団である。

朝侍は、朝侍である。

朝寒は、朝寒である。

朝さらずは、朝さらずである。

朝さればは、朝さればである。

浅しは、浅しである。

朝事は、朝事である。

朝勤は、朝勤である。

朝潮は、朝潮である。

麻地酒は、麻地酒である。

浅篠原は、浅篠原である。

朝事参りは、朝事参りである。

朝凍みは、朝凍みである。

朝湿りは、朝湿りである。

朝霜は、朝霜である。

朝霜のは、朝霜のである。

浅蘇芳は、浅蘇芳である。

朝姿は、朝姿である。

麻頭巾は、麻頭巾である。

朝涼は、朝涼である。

朝涼みは、朝涼みである。



浅瀬は、浅瀬である。

朝節は、朝節である。

あさだは、あさだである。

浅田は、浅田である。

麻田は、麻田である。

朝題目は、朝題目である。

朝鷹は、朝鷹である。

麻田剛立は、麻田剛立である。

浅田宗伯は、浅田宗伯である。

朝立ちは、朝立ちである。

浅茅は、浅茅である。

浅知恵は、浅知恵である。

浅茅ヶ原は、浅茅ヶ原である。

浅茅の縄は、浅茅の縄である。

浅茅原は、浅茅原である。

浅茅生は、浅茅生である。

浅茅生のは、浅茅生のである。

朝茶は、朝茶である。

糸葱は、糸葱である。

浅葱膾は、浅葱膾である。

朝月夜は、朝月夜である。

朝付く日は、朝付く日である。

浅漬は、浅漬である。

アサッシン派は、アサッシン派である。

明後日は、明後日である。

浅場は、浅場である。

朝っ腹は、朝っ腹である。

朝妻は、朝妻である。

朝妻船は、朝妻船である。

朝露は、朝露である。

朝露のは、朝露のである。

浅手は、浅手である。

浅傷は、浅傷である。

麻布は、麻布である。

麻手は、麻手である。

朝出は、朝出である。

麻手小衾は、麻手小衾である。

朝戸は、朝戸である。

アサドは、アサドである。

朝戸開けは、朝戸開けである。

あざといは、あざといである。

朝戸風は、朝戸風である。

朝床は、朝床である。

朝戸出は、朝戸出である。

安里屋ユンタは、安里屋ユンタである。

朝鳥のは、朝鳥のである。



朝菜は、朝菜である。

朝な朝なは、朝な朝なである。

朝直しは、朝直しである。

朝和ぎは、朝和ぎである。

朝凪は、朝凪である。

朝な日には、朝な日にである。

浅鍋は、浅鍋である。

朝な夕なは、朝な夕なである。

麻縄は、麻縄である。

糾はるは、糾はるである。

朝に日には、朝に日にである。

朝虹は、朝虹である。

アサニャは、アサニャである。

麻幣は、麻幣である。

浅沼は、浅沼である。

浅沼稲次郎は、浅沼稲次郎である。

朝寝髪は、朝寝髪である。

朝寝坊は、朝寝坊である。

朝寝坊夢楽は、朝寝坊夢楽である。

浅野は、浅野である。

麻の衣は、麻の衣である。

浅野総一郎は、浅野総一郎である。

浅野長勲は、浅野長勲である。

浅野長矩は、浅野長矩である。

浅野長政は、浅野長政である。

麻の葉は、麻の葉である。

麻の葉楓は、麻の葉楓である。

朝の間は、朝の間である。

麻の実は、麻の実である。

浅野幸長は、浅野幸長である。

浅はかは、浅はかである。

阿娑縛抄は、阿娑縛抄である。

朝鉢は、朝鉢である。

浅羽鳥は、浅羽鳥である。

浅縹は、浅縹である。

浅縹の袍は、浅縹の袍である。

朝羽振るは、朝羽振るである。

朝腹は、朝腹である。

朝晩は、朝晩である。

旭は、旭である。

朝日は、朝日である。

朝冷えは、朝冷えである。

朝氷魚は、朝氷魚である。

朝日隠れは、朝日隠れである。

朝日影は、朝日影である。

旭蟹は、旭蟹である。



朝日蟹は、朝日蟹である。

朝日蒲鉾は、朝日蒲鉾である。

旭川は、旭川である。

旭川医科大学は、旭川医科大学である。

朝日櫛は、朝日櫛である。

朝日子は、朝日子である。

朝日笄は、朝日笄である。

朝彦親王は、朝彦親王である。

朝日さすは、朝日さすである。

朝日山地は、朝日山地である。

朝日将軍は、朝日将軍である。

朝日新聞は、朝日新聞である。

朝日訴訟は、朝日訴訟である。

旭岳は、旭岳である。

朝日の御旗は、朝日の御旗である。

朝日宮は、朝日宮である。

旭日丸は、旭日丸である。

朝日饅頭は、朝日饅頭である。

朝日焼は、朝日焼である。

朝日山は、朝日山である。

朝日和は、朝日和である。

朝開きは、朝開きである。

浅ぶは、浅ぶである。

朝普茶は、朝普茶である。

朝臥しは、朝臥しである。

麻衾は、麻衾である。

朝臥せりは、朝臥せりである。

朝船は、朝船である。

朝風呂は、朝風呂である。

朝ぼらけは、朝ぼらけである。

浅まは、浅まである。

浅間は、浅間である。

朝間は、朝間である。

朝熊は、朝熊である。

朝参りは、朝参りである。

浅間温泉は、浅間温泉である。

浅ましいは、浅ましいである。

浅ましがるは、浅ましがるである。

朝まだきは、朝まだきである。

朝熊黄楊は、朝熊黄楊である。

朝政は、朝政である。

朝惑いは、朝惑いである。

浅間葡萄は、浅間葡萄である。

浅間物は、浅間物である。

朝守りは、朝守りである。

浅間山は、浅間山である。



朝熊山は、朝熊山である。

浅みは、浅みである。

浅見は、浅見である。

薊は、薊である。

薊馬は、薊馬である。

朝見草は、朝見草である。

朝御食は、朝御食である。

浅見絅斎は、浅見絅斎である。

浅道は、浅道である。

浅緑は、浅緑である。

朝宮は、朝宮である。

朝脈は、朝脈である。

麻実油は、麻実油である。

浅むは、浅むである。

諫むは、諫むである。

欺くは、欺くである。

朝婿入りは、朝婿入りである。

浅虫温泉は、浅虫温泉である。

朝六つは、朝六つである。

浅紫は、浅紫である。

浅紫の袍は、浅紫の袍である。

朝目は、朝目である。

朝飯前は、朝飯前である。

麻裳は、麻裳である。

朝靄は、朝靄である。

あさもよいは、あさもよいである。

朝催いは、朝催いである。

麻裳よしは、麻裳よしである。

鮮やかは、鮮やかである。

鮮やぐは、鮮やぐである。

朝焼けは、朝焼けである。

朝山は、朝山である。

朝湯は、朝湯である。

朝夕は、朝夕である。

朝行く月は、朝行く月である。

朝宵は、朝宵である。

浅らかは、浅らかである。

鮮らかは、鮮らかである。

鮮らけしは、鮮らけしである。

海豹は、海豹である。

海豹肢症は、海豹肢症である。

浅りは、浅りである。

漁は、漁である。

浅蜊は、浅蜊である。

蛤仔は、蛤仔である。

歯振は、歯振である。



目振は、目振である。

阿闍梨は、阿闍梨である。

漁るは、漁るである。

あざるは、あざるである。

狂るは、狂るである。

戯るは、戯るである。

アザレアは、アザレアである。

戯れがましは、戯れがましである。

戯ればむは、戯ればむである。

朝練は、朝練である。

嘲笑うは、嘲笑うである。

牙山は、牙山である。

アサンガは、アサンガである。

亜酸化窒素は、亜酸化窒素である。

亜酸化銅は、亜酸化銅である。

朝津の橋は、朝津の橋である。

アサンブラージュは、アサンブラージュである。

脚は、脚である。

葦は、葦である。

蘆は、蘆である。

葭は、葭である。

悪しは、悪しである。

味は、味である。

あじは、あじである。

鰺は、鰺である。

阿字は、阿字である。

按司は、按司である。

アジは、アジである。

アジアは、アジアである。

アジア会議は、アジア会議である。

足間は、足間である。

アジア開発銀行は、アジア開発銀行である。

アジア救済連盟は、アジア救済連盟である。

アジア競技大会は、アジア競技大会である。

脚揚げ倉は、脚揚げ倉である。

足足は、足足である。

アジア水牛は、アジア水牛である。

アジア象は、アジア象である。

アジア太平洋経済協力は、アジア太平洋経済協力である。

アジア的生産様式は、アジア的生産様式である。

足跡は、足跡である。

アジアトルコは、アジアトルコである。

足焙りは、足焙りである。

足洗いは、足洗いである。

足洗い酒は、足洗い酒である。

足洗い水は、足洗い水である。



アジアンタムは、アジアンタムである。

悪しいは、悪しいである。

庵治石は、庵治石である。

足入りは、足入りである。

アジールは、アジールである。

足入れは、足入れである。

足打は、足打である。

足打折敷は、足打折敷である。

足裏は、足裏である。

蹠は、蹠である。

味瓜は、味瓜である。

アジェンデは、アジェンデである。

足尾は、足尾である。

足緒は、足緒である。

足尾鉱毒事件は、足尾鉱毒事件である。

足押しは、足押しである。

足踊は、足踊である。

海馬は、海馬である。

葦鹿は、葦鹿である。

海驢は、海驢である。

簣は、簣である。

足利は、足利である。

足利氏満は、足利氏満である。

足利織は、足利織である。

足利学校は、足利学校である。

足利成氏は、足利成氏である。

足利時代は、足利時代である。

足利染は、足利染である。

足利尊氏は、足利尊氏である。

足利直冬は、足利直冬である。

足利直義は、足利直義である。

足利幕府は、足利幕府である。

足利文庫は、足利文庫である。

足利政知は、足利政知である。

足利持氏は、足利持氏である。

足利基氏は、足利基氏である。

足利義昭は、足利義昭である。

足利義詮は、足利義詮である。

足利義量は、足利義量である。

足利義勝は、足利義勝である。

足利義澄は、足利義澄である。

足利義稙は、足利義稙である。

足利義輝は、足利義輝である。

足利義教は、足利義教である。

足利義晴は、足利義晴である。

足利義尚は、足利義尚である。



足利義栄は、足利義栄である。

足利義政は、足利義政である。

足利義視は、足利義視である。

足利義満は、足利義満である。

足利義持は、足利義持である。

足掛りは、足掛りである。

葦垣は、葦垣である。

葦垣のは、葦垣のである。

足掛けは、足掛けである。

足掛け上がりは、足掛け上がりである。

味加減は、味加減である。

鰺ヶ沢は、鰺ヶ沢である。

足枷は、足枷である。

桎は、桎である。

あしかたは、あしかたである。

足形は、足形である。

足型は、足型である。

足固めは、足固めである。

葦が散るは、葦が散るである。

足鼎は、足鼎である。

アジ化鉛は、アジ化鉛である。

足金物は、足金物である。

葦蟹は、葦蟹である。

足金は、足金である。

アシガバードは、アシガバードである。

葦牙は、葦牙である。

蘆かびは、蘆かびである。

葦牙のは、葦牙のである。

あしがまは、あしがまである。

葦鴨は、葦鴨である。

あじがもは、あじがもである。

足柄は、足柄である。

足搦は、足搦である。

足柄小舟は、足柄小舟である。

悪しからずは、悪しからずである。

足柄関は、足柄関である。

足搦みは、足搦みである。

足柄山は、足柄山である。

葦刈は、葦刈である。

蘆刈は、蘆刈である。

葦刈小舟は、葦刈小舟である。

足軽は、足軽である。

足軽具足は、足軽具足である。

足軽大将は、足軽大将である。

足革は、足革である。

安治川は、安治川である。



阿字観は、阿字観である。

味利きは、味利きである。

味聞きは、味聞きである。

ア式蹴球は、ア式蹴球である。

あじきないは、あじきないである。

あじきながるは、あじきながるである。

あしぎぬは、あしぎぬである。

悪しき道は、悪しき道である。

悪しき鬼は、悪しき鬼である。

あしきりは、あしきりである。

足切りは、足切りである。

鰺切は、鰺切である。

鰺切庖丁は、鰺切庖丁である。

足癖は、足癖である。

足首は、足首である。

足久保茶は、足久保茶である。

蘆窪茶は、蘆窪茶である。

足競べは、足競べである。

足蹴は、足蹴である。

葦毛は、葦毛である。

足芸は、足芸である。

味気ないは、味気ないである。

葦毛雲雀は、葦毛雲雀である。

葦五位は、葦五位である。

足腰は、足腰である。

足拵えは、足拵えである。

彼所許は、彼所許である。

紫陽花は、紫陽花である。

味酒は、味酒である。

鰺刺は、鰺刺である。

足捌きは、足捌きである。

悪し様は、悪し様である。

あじさわうは、あじさわうである。

足触りは、足触りである。

足障りは、足障りである。

足繁くは、足繁くである。

足代は、足代である。

足白の太刀は、足白の太刀である。

アジスアベバは、アジスアベバである。

味耜高彦根神は、味耜高彦根神である。

阿遅は、阿遅である。

葦簾は、葦簾である。

アシスタントは、アシスタントである。

アシストは、アシストである。

足相撲は、足相撲である。

足摩りは、足摩りである。



足摺りは、足摺りである。

足摺宇和海国は、足摺宇和海国である。

足摺岬は、足摺岬である。

足摩るは、足摩るである。

足摺るは、足摺るである。

阿私仙は、阿私仙である。

足揃えは、足揃えである。

アジソンは、アジソンである。

アジソン病は、アジソン病である。

明日は、明日である。

阿氏多は、阿氏多である。

芦田は、芦田である。

足駄は、足駄である。

阿私陀は、阿私陀である。

アジタートは、アジタートである。

芦田恵之助は、芦田恵之助である。

足高は、足高である。

脚高は、脚高である。

足高蜘蛛は、足高蜘蛛である。

足駄掛けは、足駄掛けである。

愛鷹山は、愛鷹山である。

足高山は、足高山である。

鹹草は、鹹草である。

足駄蔵は、足駄蔵である。

足丈は、足丈である。

脚丈は、脚丈である。

足駄狭間は、足駄狭間である。

葦田鶴は、葦田鶴である。

葦田鶴のは、葦田鶴のである。

足立ちは、足立ちである。

明日天気は、明日天気である。

朝の露は、朝の露である。

朝の物は、朝の物である。

明日葉は、明日葉である。

芦田均は、芦田均である。

足玉は、足玉である。

足溜りは、足溜りである。

足垂星は、足垂星である。

足序では、足序でである。

足つ緒は、足つ緒である。

足遣いは、足遣いである。

足付は、足付である。

葦付は、葦付である。

足継ぎは、足継ぎである。

足付折敷は、足付折敷である。

味付けは、味付けである。



味付海苔は、味付海苔である。

味付飯は、味付飯である。

葦筒は、葦筒である。

葦筒のは、葦筒のである。

葦角は、葦角である。

足手は、足手である。

葦手は、葦手である。

葦手絵は、葦手絵である。

アジテーションは、アジテーションである。

アジテーターは、アジテーターである。

葦手書は、葦手書である。

足手限りは、足手限りである。

足手影は、足手影である。

葦手形は、葦手形である。

足手搦みは、足手搦みである。

足手息災は、足手息災である。

葦手の剣は、葦手の剣である。

足手纏いは、足手纏いである。

葦手文字は、葦手文字である。

アジトは、アジトである。

アシドーシスは、アシドーシスである。

足止りは、足止りである。

足留りは、足留りである。

足留めは、足留めである。

足留め金は、足留め金である。

足留め薬は、足留め薬である。

足留め丸太は、足留め丸太である。

足取は、足取である。

足取りは、足取りである。

足取表は、足取表である。

蘆名は、蘆名である。

味なは、味なである。

蹇は、蹇である。

跛は、跛である。

足半は、足半である。

足中は、足中である。

足長は、足長である。

脚長は、脚長である。

足長おじさんは、足長おじさんである。

足長蜘蛛は、足長蜘蛛である。

脚長蜂は、脚長蜂である。

足無し井守は、足無し井守である。

足無し蜥蜴は、足無し蜥蜴である。

足名椎は、足名椎である。

脚摩乳は、脚摩乳である。

足鍋は、足鍋である。



足並は、足並である。

足並には、足並にである。

蘆名盛氏は、蘆名盛氏である。

足馴らしは、足馴らしである。

脚荷は、脚荷である。

葦荷は、葦荷である。

足抜きは、足抜きである。

足拭いは、足拭いである。

足温めは、足温めである。

葦根延ふは、葦根延ふである。

葦の末のは、葦の末のである。

脚の気は、脚の気である。

芦ノ湖は、芦ノ湖である。

蘆ノ湖は、蘆ノ湖である。

足の甲は、足の甲である。

葦の角は、葦の角である。

葦の根のは、葦の根のである。

葦の葉鰈は、葦の葉鰈である。

葦の葉笛は、葦の葉笛である。

笳は、笳である。

葦の一夜は、葦の一夜である。

葦の穂綿は、葦の穂綿である。

葦の丸屋は、葦の丸屋である。

味の素は、味の素である。

葦の矢は、葦の矢である。

葦の屋は、葦の屋である。

葦屋菟原処女は、葦屋菟原処女である。

芦ノ湯は、芦ノ湯である。

足場は、足場である。

葦花毛は、葦花毛である。

アシハバードは、アシハバードである。

足場丸太は、足場丸太である。

足早は、足早である。

葦原は、葦原である。

足払いは、足払いである。

悪祓は、悪祓である。

葦原醜男は、葦原醜男である。

葦原の国は、葦原の国である。

葦原のは、葦原のである。

葦原の中つ国は、葦原の中つ国である。

葦原の瑞穂の国は、葦原の瑞穂の国である。

馬酔木は、馬酔木である。

葦火は、葦火である。

足引のは、足引のである。

足痛くは、足痛くである。

足拍子は、足拍子である。



アジビラは、アジビラである。

アジピン酸は、アジピン酸である。

あしふいごは、あしふいごである。

葦笛は、葦笛である。

足拭きは、足拭きである。

葦葺きは、葦葺きである。

あしぶちは、あしぶちである。

葦舟は、葦舟である。

葦船は、葦船である。

足踏みは、足踏みである。

アジプロは、アジプロである。

葦辺は、葦辺である。

蘆辺は、蘆辺である。

蘆辺踊は、蘆辺踊である。

芦別は、芦別である。

足偏は、足偏である。

足骨は、足骨である。

阿字本不生は、阿字本不生である。

葦間は、葦間である。

安島は、安島である。

足参りは、足参りである。

足任せは、足任せである。

葦枕は、葦枕である。

檳榔は、檳榔である。

足纏いは、足纏いである。

安島直円は、安島直円である。

嗜むは、嗜むである。

足まめは、足まめである。

あじまめは、あじまめである。

足回りは、足回りである。

足みは、足みである。

悪しみは、悪しみである。

味見は、味見である。

悪しみすは、悪しみすである。

あじむらは、あじむらである。

あじむらのは、あじむらのである。

味藻は、味藻である。

足下は、足下である。

足元は、足元である。

足許は、足許である。

足下瓦は、足下瓦である。

足下種姓は、足下種姓である。

足下貫は、足下貫である。

味物は、味物である。

アシモフは、アシモフである。

阿遮は、阿遮である。



唖者は、唖者である。

葦屋は、葦屋である。

芦屋は、芦屋である。

蘆屋は、蘆屋である。

網代家は、網代家である。

阿遮一睨は、阿遮一睨である。

芦屋釜は、芦屋釜である。

蘆屋釜は、蘆屋釜である。

阿闍世は、阿闍世である。

蘆屋道満は、蘆屋道満である。

蘆屋道満大内鑑は、蘆屋道満大内鑑である。

戯は、戯である。

戯講は、戯講である。

戯しいは、戯しいである。

アジャンターは、アジャンターである。

亜種は、亜種である。

足湯は、足湯である。

脚湯は、脚湯である。

アシュアリーは、アシュアリーである。

足結は、足結である。

足結の組は、足結の組である。

阿州は、阿州である。

アシュヴァゴーシャは、アシュヴァゴーシャである。

阿輸迦王は、阿輸迦王である。

阿しゅくは、阿しゅくである。

アシュケナジムは、アシュケナジムである。

阿修羅は、阿修羅である。

阿修羅王は、阿修羅王である。

阿修羅道は、阿修羅道である。

亜相は、亜相である。

亜将は、亜将である。

亜硝酸は、亜硝酸である。

亜硝酸アンモニウムは、亜硝酸アンモニウムである。

亜硝酸塩は、亜硝酸塩である。

亜硝酸カリウムは、亜硝酸カリウムである。

亜硝酸菌は、亜硝酸菌である。

亜硝酸ナトリウムは、亜硝酸ナトリウムである。

アショーカ王は、アショーカ王である。

足弱は、足弱である。

足弱車は、足弱車である。

あしらいは、あしらいである。

あしらうは、あしらうである。

亜字欄は、亜字欄である。

足漕は、足漕である。

アジるは、アジるである。

アシル基は、アシル基である。



網代は、網代である。

網代編みは、網代編みである。

網代打ちは、網代打ちである。

網代団扇は、網代団扇である。

網代織は、網代織である。

網代垣は、網代垣である。

網代駕籠は、網代駕籠である。

網代笠は、網代笠である。

網代形は、網代形である。

網代木は、網代木である。

網代組みは、網代組みである。

網代車は、網代車である。

網代輿は、網代輿である。

網代簀は、網代簀である。

網代天井は、網代天井である。

網代戸は、網代戸である。

網代乗物は、網代乗物である。

網代始は、網代始である。

網代張りは、網代張りである。

網代庇の車は、網代庇の車である。

網代人は、網代人である。

網代屏風は、網代屏風である。

足代弘訓は、足代弘訓である。

網代帆は、網代帆である。

網代守は、網代守である。

網代役は、網代役である。

味わいは、味わいである。

味わうは、味わうである。

葦若は、葦若である。

葦分は、葦分である。

葦別は、葦別である。

葦別小舟は、葦別小舟である。

足業は、足業である。

足技は、足技である。

葦綿は、葦綿である。

葦絮は、葦絮である。

アシンメトリーは、アシンメトリーである。

浅すは、浅すである。

填すは、填すである。

褪すは、褪すである。

崩岸は、崩岸である。

崩崖は、崩崖である。

明日明後日は、明日明後日である。

飛鳥は、飛鳥である。

明日香は、明日香である。

飛鳥井は、飛鳥井である。



飛鳥井雅有は、飛鳥井雅有である。

飛鳥井雅親は、飛鳥井雅親である。

飛鳥井雅経は、飛鳥井雅経である。

飛鳥井雅世は、飛鳥井雅世である。

飛鳥井流は、飛鳥井流である。

明日香風は、明日香風である。

飛鳥川は、飛鳥川である。

飛鳥京は、飛鳥京である。

飛鳥浄御原律令は、飛鳥浄御原律令である。

飛鳥時代は、飛鳥時代である。

飛鳥大仏は、飛鳥大仏である。

飛鳥寺は、飛鳥寺である。

飛鳥寺式は、飛鳥寺式である。

飛鳥板蓋宮は、飛鳥板蓋宮である。

飛鳥岡本宮は、飛鳥岡本宮である。

飛鳥川原宮は、飛鳥川原宮である。

飛鳥浄御原宮は、飛鳥浄御原宮である。

飛鳥文化は、飛鳥文化である。

飛鳥部は、飛鳥部である。

飛鳥部常則は、飛鳥部常則である。

飛鳥山は、飛鳥山である。

預かりは、預かりである。

預り銀は、預り銀である。

預り金は、預り金である。

預所は、預所である。

預り証は、預り証である。

預り状は、預り状である。

預り証券は、預り証券である。

預り証文は、預り証文である。

与り知るは、与り知るである。

預り立ては、預り立てである。

預地は、預地である。

預り手形は、預り手形である。

預り人は、預り人である。

預り主は、預り主である。

預り百姓は、預り百姓である。

預り前は、預り前である。

関り白すは、関り白すである。

預り物は、預り物である。

預り浴衣は、預り浴衣である。

与るは、与るである。

預かるは、預かるである。

小豆は、小豆である。

小豆アイスは、小豆アイスである。

アスキーは、アスキーである。

小豆色は、小豆色である。



小豆織は、小豆織である。

小豆垣は、小豆垣である。

小豆粥は、小豆粥である。

小豆革は、小豆革である。

小豆縞は、小豆縞である。

アスキスは、アスキスである。

小豆象虫は、小豆象虫である。

小豆梨は、小豆梨である。

あずきなしは、あずきなしである。

小豆鼠は、小豆鼠である。

小豆虫は、小豆虫である。

小豆飯は、小豆飯である。

小豆餅は、小豆餅である。

預くは、預くである。

アスクレピオスは、アスクレピオスである。

アスクレピオスの杖は、アスクレピオスの杖である。

預けは、預けである。

預合は、預合である。

預け入れるは、預け入れるである。

預け銀は、預け銀である。

預け状は、預け状である。

預けるは、預けるである。

アスコットタイは、アスコットタイである。

アスコルビン酸は、アスコルビン酸である。

梓は、梓である。

梓川は、梓川である。

梓巫女は、梓巫女である。

梓弓は、梓弓である。

アスターは、アスターである。

アスタチンは、アスタチンである。

堋は、堋である。

安土は、安土である。

あずち枕は、あずち枕である。

あずち門は、あずち門である。

あずち屋は、あずち屋である。

アステカは、アステカである。

アステリスクは、アステリスクである。

アステロイドは、アステロイドである。

アストゥリアスは、アストゥリアスである。

アストラカンは、アストラカンである。

アストラハンは、アストラハンである。

アストリンゼンは、アストリンゼンである。

アストロラーベは、アストロラーベである。

アストンは、アストンである。

翌檜は、翌檜である。

明日は檜は、明日は檜である。



アスパラガスは、アスパラガスである。

アスパラギンは、アスパラギンである。

アスパラギン酸は、アスパラギン酸である。

アズハル大学は、アズハル大学である。

アスパルテームは、アスパルテームである。

アスピーテは、アスピーテである。

アスピックは、アスピックである。

アスピリンは、アスピリンである。

遊ぶは、遊ぶである。

アスファルトは、アスファルトである。

アスファルトコンクリートは、アスファルトコンクリートである。

アスファルトジャングルは、アスファルトジャングルである。

アスファルト防水は、アスファルト防水である。

アスファルトルーフィングは、アスファルトルーフィングである。

アスペクトは、アスペクトである。

アスベストは、アスベストである。

吾妻は、吾妻である。

吾嬬は、吾嬬である。

東は、東である。

東遊は、東遊である。

東歌は、東歌である。

東人は、東人である。

東夷は、東夷である。

東蝦夷は、東蝦夷である。

東男は、東男である。

東をどりは、東をどりである。

東女は、東女である。

東折りは、東折りである。

吾妻鏡は、吾妻鏡である。

東鑑は、東鑑である。

東絡げは、東絡げである。

東烏は、東烏である。

東雁は、東雁である。

東家老は、東家老である。

東艦は、東艦である。

東菊は、東菊である。

東下りは、東下りである。

東下駄は、東下駄である。

東声は、東声である。

東コートは、東コートである。

東琴は、東琴である。

東路は、東路である。

あずましいは、あずましいである。

吾妻獅子は、吾妻獅子である。

東獅子は、東獅子である。

吾妻浄瑠璃は、吾妻浄瑠璃である。



吾妻育ちは、吾妻育ちである。

東っ子は、東っ子である。

東綴れは、東綴れである。

東訛は、東訛である。

吾妻錦絵は、吾妻錦絵である。

東錦絵は、東錦絵である。

東根笹は、東根笹である。

吾妻橋は、吾妻橋である。

東端折りは、東端折りである。

吾妻八景は、吾妻八景である。

東百官は、東百官である。

東舞は、東舞である。

東結びは、東結びである。

吾妻結びは、吾妻結びである。

吾妻問答は、吾妻問答である。

四阿は、四阿である。

東屋は、東屋である。

阿舎は、阿舎である。

吾妻焼は、吾妻焼である。

四阿山は、四阿山である。

吾妻山は、吾妻山である。

吾妻与次兵衛は、吾妻与次兵衛である。

アスマラは、アスマラである。

東孺は、東孺である。

東豎子は、東豎子である。

阿曇は、阿曇である。

安曇野は、安曇野である。

阿曇比邏夫は、阿曇比邏夫である。

アスモデは、アスモデである。

アスレチッククラブは、アスレチッククラブである。

アスレチックスは、アスレチックスである。

アスロックは、アスロックである。

アスワンダムは、アスワンダムである。

アスンシオンは、アスンシオンである。

汗は、汗である。

吾兄は、吾兄である。

綜は、綜である。

何は、何である。

汗膏は、汗膏である。

アセアンは、アセアンである。

亜聖は、亜聖である。

綜糸は、綜糸である。

畦織は、畦織である。

畔織は、畔織である。

汗掻きは、汗掻きである。

畦蚊屋吊は、畦蚊屋吊である。



畦莎草は、畦莎草である。

校木は、校木である。

汗臭いは、汗臭いである。

汗ぐむは、汗ぐむである。

校倉は、校倉である。

校倉造は、校倉造である。

畦越し田植は、畦越し田植である。

汗雫は、汗雫である。

汗襦袢は、汗襦袢である。

汗染みるは、汗染みるである。

汗知らずは、汗知らずである。

アセスメントは、アセスメントである。

汗するは、汗するである。

アセタール樹脂は、アセタール樹脂である。

汗だくは、汗だくである。

綜竹は、綜竹である。

按察使は、按察使である。

按察は、按察である。

庵室は、庵室である。

畔内は、畔内である。

アセチル基は、アセチル基である。

アセチルコリンは、アセチルコリンである。

アセチルサリチル酸は、アセチルサリチル酸である。

アセチルセルロースは、アセチルセルロースである。

アセチレンは、アセチレンである。

アセチレン系炭化水素は、アセチレン系炭化水素である。

アセチレン溶接は、アセチレン溶接である。

アセテートレーヨンは、アセテートレーヨンである。

アセトアニリドは、アセトアニリドである。

アセトアルデヒドは、アセトアルデヒドである。

汗殿は、汗殿である。

汗取りは、汗取りである。

アセトンは、アセトンである。

汗流しは、汗流しである。

畔塗りは、畔塗りである。

アセノスフェアは、アセノスフェアである。

汗ばむは、汗ばむである。

校羽目は、校羽目である。

畦引は、畦引である。

畦挽きは、畦挽きである。

馬酔木境は、馬酔木境である。

汗拭きは、汗拭きである。

汗疹は、汗疹である。

畦跨ぎは、畦跨ぎである。

汗塗れは、汗塗れである。

畦豆は、畦豆である。



汗水は、汗水である。

汗水漬は、汗水漬である。

汗溝は、汗溝である。

畦道は、畦道である。

汗みどろは、汗みどろである。

あせらかすは、あせらかすである。

焦りは、焦りである。

あぜりは、あぜりである。

焦るは、焦るである。

褪せるは、褪せるである。

アゼルバイジャンは、アゼルバイジャンである。

アゼルバイジャン語は、アゼルバイジャン語である。

アセローラは、アセローラである。

唖然は、唖然である。

アセンズは、アセンズである。

アセンブリーは、アセンブリーである。

アセンブリー言語は、アセンブリー言語である。

阿仙薬は、阿仙薬である。

阿蘇は、阿蘇である。

麻生は、麻生である。

阿僧祇は、阿僧祇である。

麻生久は、麻生久である。

アゾ化合物は、アゾ化合物である。

阿蘇くじゅう国立公園は、阿蘇くじゅう国立公園である。

阿蘇山は、阿蘇山である。

アソシエーションは、アソシエーションである。

アソシエーションフットボールは、アソシエーションフットボールである。

阿蘇神社は、阿蘇神社である。

アゾ染料は、アゾ染料である。

あそそには、あそそにである。

遊ばすは、遊ばすである。

遊ばせ歌は、遊ばせ歌である。

遊ばせ言葉は、遊ばせ言葉である。

遊びは、遊びである。

遊び相手は、遊び相手である。

遊び明かすは、遊び明かすである。

遊び歌は、遊び歌である。

遊男は、遊男である。

遊び敵は、遊び敵である。

遊び金は、遊び金である。

遊び紙は、遊び紙である。

遊び着は、遊び着である。

遊草は、遊草である。

遊び種は、遊び種である。

遊び暮すは、遊び暮すである。

遊び車は、遊び車である。



遊び毛は、遊び毛である。

遊び心は、遊び心である。

遊び言葉は、遊び言葉である。

遊び駒は、遊び駒である。

遊び仕事は、遊び仕事である。

遊び好きは、遊び好きである。

遊び手は、遊び手である。

遊び寺は、遊び寺である。

遊び道具は、遊び道具である。

遊び伽は、遊び伽である。

遊び友達は、遊び友達である。

遊鳥は、遊鳥である。

遊び人は、遊び人である。

遊び半分は、遊び半分である。

遊人は、遊人である。

遊び広ぐは、遊び広ぐである。

遊部は、遊部である。

遊び惚けるは、遊び惚けるである。

遊び呆けるは、遊び呆けるである。

遊女は、遊女である。

遊び物は、遊び物である。

遊者は、遊者である。

遊び宿は、遊び宿である。

遊輪は、遊輪である。

遊び業は、遊び業である。

遊糸は、遊糸である。

アゾフ海は、アゾフ海である。

朝臣は、朝臣である。

アゾレス諸島は、アゾレス諸島である。

仇は、仇である。

咫は、咫である。

尺は、尺である。

あたは、あたである。

敵は、敵である。

他は、他である。

異は、異である。

徒は、徒である。

空は、空である。

婀娜は、婀娜である。

アダージェットは、アダージェットである。

アダージョは、アダージョである。

熱熱は、熱熱である。

徒徒しは、徒徒しである。

価は、価である。

値は、値である。

直は、直である。



費は、費である。

費直は、費直である。

私は、私である。

価するは、価するである。

値するは、値するである。

価千金は、価千金である。

値千金は、値千金である。

徒命は、徒命である。

与ふは、与ふである。

能うは、能うである。

適うは、適うである。

徒ふは、徒ふである。

仇討は、仇討である。

仇討狂言は、仇討狂言である。

与えるは、与えるである。

徒疎かは、徒疎かである。

安宅は、安宅である。

仇敵は、仇敵である。

安宅の関は、安宅の関である。

安宅松は、安宅松である。

アタカマは、アタカマである。

恰もは、恰もである。

宛もは、宛もである。

熱川温泉は、熱川温泉である。

徒くは、徒くである。

徒口は、徒口である。

徒口念仏は、徒口念仏である。

あだくねは、あだくねである。

徒雲は、徒雲である。

徒競べは、徒競べである。

徒車は、徒車である。

徒けは、徒けである。

徒げは、徒げである。

安宅船は、安宅船である。

安宅丸は、安宅丸である。

あたけるは、あたけるである。

愛宕は、愛宕である。

徒恋は、徒恋である。

愛宕苔は、愛宕苔である。

徒心は、徒心である。

他心は、他心である。

愛宕山は、愛宕山である。

徒言は、徒言である。

徒事は、徒事である。

愛宕鳥は、愛宕鳥である。

愛宕の千日詣では、愛宕の千日詣でである。



愛宕白山は、愛宕白山である。

愛宕火は、愛宕火である。

愛宕百韻は、愛宕百韻である。

愛宕詣りは、愛宕詣りである。

徒桜は、徒桜である。

他しは、他しである。

異しは、異しである。

徒しは、徒しである。

空しは、空しである。

アダジオは、アダジオである。

あだ塩辛いは、あだ塩辛いである。

他し男は、他し男である。

徒し男は、徒し男である。

他し女は、他し女である。

徒し女は、徒し女である。

徒しが原は、徒しが原である。

仇し種は、仇し種である。

仇し草は、仇し草である。

他し国は、他し国である。

あたじけないは、あたじけないである。

徒し煙は、徒し煙である。

他し心は、他し心である。

徒し心は、徒し心である。

他し事は、他し事である。

徒し事は、徒し事である。

徒し言葉は、徒し言葉である。

あた舌たるいは、あた舌たるいである。

他し手枕は、他し手枕である。

徒し手枕は、徒し手枕である。

徒し契りは、徒し契りである。

徒し名は、徒し名である。

徒し情けは、徒し情けである。

徒野は、徒野である。

仇野は、仇野である。

化野は、化野である。

他し人は、他し人である。

徒し身は、徒し身である。

徒し雅は、徒し雅である。

徒し世は、徒し世である。

徒浄瑠璃は、徒浄瑠璃である。

あだすは、あだすである。

仇すは、仇すである。

敵すは、敵すである。

あた贅ばるは、あた贅ばるである。

徒銭は、徒銭である。

あただは、あただである。



暖かは、暖かである。

温かは、温かである。

暖かいは、暖かいである。

温かいは、温かいである。

暖かさの指数は、暖かさの指数である。

暖けしは、暖けしである。

温けしは、温けしである。

暖まるは、暖まるである。

温まるは、温まるである。

温め酒は、温め酒である。

暖めるは、暖めるである。

温めるは、温めるである。

安太多良真弓は、安太多良真弓である。

安達太郎檀弓は、安達太郎檀弓である。

安達太良山は、安達太良山である。

安達は、安達である。

足立は、足立である。

安達景盛は、安達景盛である。

安達ヶ原は、安達ヶ原である。

安達謙蔵は、安達謙蔵である。

安達式は、安達式である。

安達の真弓は、安達の真弓である。

安達泰盛は、安達泰盛である。

アタチュルクは、アタチュルクである。

アタックは、アタックである。

徒付くは、徒付くである。

アタックキャンプは、アタックキャンプである。

アタッシェは、アタッシェである。

アタッシェケースは、アタッシェケースである。

アタッチメントは、アタッチメントである。

婀娜っぽいは、婀娜っぽいである。

徒夫は、徒夫である。

徒妻は、徒妻である。

あだては、あだてである。

当は、当である。

徒名は、徒名である。

渾名は、渾名である。

綽名は、綽名である。

あだないは、あだないである。

寇なふは、寇なふである。

徒名草は、徒名草である。

仇名草は、仇名草である。

徒情けは、徒情けである。

仇情けは、仇情けである。

アタナシウスは、アタナシウスである。

仇なすは、仇なすである。



寇なすは、寇なすである。

徒波は、徒波である。

徒寝は、徒寝である。

阿太の大野は、阿太の大野である。

仇の風は、仇の風である。

あた縛伽は、あた縛伽である。

徒花は、徒花である。

疝は、疝である。

徒弾きは、徒弾きである。

他人は、他人である。

徒人は、徒人である。

徒臥しは、徒臥しである。

あたふたは、あたふたである。

アダプターは、アダプターである。

アダプテーションは、アダプテーションである。

アダプトは、アダプトである。

徒惚れは、徒惚れである。

頭は、頭である。

頭打ちは、頭打ちである。

頭隠しは、頭隠しである。

頭数は、頭数である。

頭勝ちは、頭勝ちである。

頭株は、頭株である。

頭からは、頭からである。

頭金は、頭金である。

頭くだしは、頭くだしである。

徒枕は、徒枕である。

頭越しは、頭越しである。

頭ごなしは、頭ごなしである。

頭虱は、頭虱である。

頭出しは、頭出しである。

頭付きは、頭付きである。

頭でっかちは、頭でっかちである。

頭の皿は、頭の皿である。

頭の鉢は、頭の鉢である。

頭割りは、頭割りである。

熱海は、熱海である。

仇むは、仇むである。

アダムは、アダムである。

アダムシャルは、アダムシャルである。

アダムズは、アダムズである。

アダムス症候群は、アダムス症候群である。

徒結びは、徒結びである。

アダムスミスは、アダムスミスである。

婀娜めくは、婀娜めくである。

徒物は、徒物である。



婀娜者は、婀娜者である。

徒矢は、徒矢である。

徒や疎かは、徒や疎かである。

あたゆまいは、あたゆまいである。

徒夢は、徒夢である。

可惜は、可惜である。

アタラクシアは、アタラクシアである。

可惜しは、可惜しである。

新しいは、新しいである。

新しがり屋は、新しがり屋である。

新しがるは、新しがるである。

可惜しがるは、可惜しがるである。

新しき村は、新しき村である。

可惜しぶは、可惜しぶである。

可惜しむは、可惜しむである。

新屋は、新屋である。

可惜身命は、可惜身命である。

可惜身は、可惜身である。

可惜物は、可惜物である。

可惜夜は、可惜夜である。

辺りは、辺りである。

当りは、当りである。

当り合いは、当り合いである。

辺り辺りは、辺り辺りである。

当り当りは、当り当りである。

当り芋は、当り芋である。

当り鉦は、当り鉦である。

あたりきは、あたりきである。

当り木は、当り木である。

当り狂言は、当り狂言である。

辺り近所は、辺り近所である。

辺り近辺は、辺り近辺である。

当り籤は、当り籤である。

辺り苦しは、辺り苦しである。

当り芸は、当り芸である。

当り様は、当り様である。

当り障りは、当り障りである。

当り墨は、当り墨である。

当り散らすは、当り散らすである。

当り年は、当り年である。

当り箱は、当り箱である。

当り外れは、当り外れである。

当り鉢は、当り鉢である。

当り日は、当り日である。

当り振舞は、当り振舞である。

当り棒は、当り棒である。



当り前は、当り前である。

当り眼は、当り眼である。

当り肉は、当り肉である。

当りめは、当りめである。

当り物は、当り物である。

当り屋は、当り屋である。

当り役は、当り役である。

アダリンは、アダリンである。

当たるは、当たるである。

中るは、中るである。

アダルトは、アダルトである。

アダルトビデオは、アダルトビデオである。

徒業は、徒業である。

亜炭は、亜炭である。

阿檀は、阿檀である。

アダンドラ‐アルは、アダンドラ‐アルである。

彼方は、彼方である。

アチーブは、アチーブである。

アチーブメントテストは、アチーブメントテストである。

アチェー王国は、アチェー王国である。

あちかおしは、あちかおしである。

阿直岐は、阿直岐である。

彼方此方は、彼方此方である。

阿知使主は、阿知使主である。

阿茶は、阿茶である。

あちゃらかは、あちゃらかである。

阿茶羅漬は、阿茶羅漬である。

あっは、あっである。

圧は、圧である。

当つは、当つである。

充つは、充つである。

厚揚げは、厚揚げである。

厚厚は、厚厚である。

厚いは、厚いである。

篤いは、篤いである。

暑いは、暑いである。

熱いは、熱いである。

厚板は、厚板である。

圧印機械は、圧印機械である。

厚臼は、厚臼である。

碾磑は、碾磑である。

あつえひとは、あつえひとである。

圧延は、圧延である。

圧延機は、圧延機である。

悪化は、悪化である。

悪貨は、悪貨である。



扱いは、扱いである。

厚飼は、厚飼である。

扱い種は、扱い種である。

扱い衆は、扱い衆である。

扱い尽は、扱い尽である。

扱い立ては、扱い立てである。

扱い手は、扱い手である。

扱い人は、扱い人である。

扱うは、扱うである。

熱かふは、熱かふである。

圧覚は、圧覚である。

アッカドは、アッカドである。

厚かましいは、厚かましいである。

厚紙は、厚紙である。

暑がりは、暑がりである。

熱がるは、熱がるである。

暑がるは、暑がるである。

厚皮は、厚皮である。

扱はしは、扱はしである。

暑かはしは、暑かはしである。

熱かはしは、熱かはしである。

厚皮面は、厚皮面である。

圧巻は、圧巻である。

悪漢は、悪漢である。

熱燗は、熱燗である。

悪漢小説は、悪漢小説である。

悪気は、悪気である。

悪鬼は、悪鬼である。

厚木は、厚木である。

厚着は、厚着である。

悪鬼貝は、悪鬼貝である。

厚衣は、厚衣である。

悪口は、悪口である。

熱苦しいは、熱苦しいである。

暑苦しいは、暑苦しいである。

呆気は、呆気である。

暑気は、暑気である。

悪計は、悪計である。

厚岸草は、厚岸草である。

厚化粧は、厚化粧である。

呆気ないは、呆気ないである。

あっけらかんは、あっけらかんである。

悪見は、悪見である。

悪口雑言は、悪口雑言である。

厚氷は、厚氷である。

厚肥ゆは、厚肥ゆである。



厚さは、厚さである。

暑さは、暑さである。

暑さ中りは、暑さ中りである。

圧砕は、圧砕である。

アッサイは、アッサイである。

圧砕岩は、圧砕岩である。

厚咲きは、厚咲きである。

圧搾は、圧搾である。

圧搾機は、圧搾機である。

圧搾空気は、圧搾空気である。

暑さ凌ぎは、暑さ凌ぎである。

圧殺は、圧殺である。

アッサムは、アッサムである。

あっさりは、あっさりである。

圧死は、圧死である。

遏止は、遏止である。

厚子は、厚子である。

厚司は、厚司である。

厚しは、厚しである。

篤しは、篤しである。

暑しは、暑しである。

熱しは、熱しである。

厚地は、厚地である。

アッシジは、アッシジである。

アッシュは、アッシュである。

圧縮は、圧縮である。

圧縮機は、圧縮機である。

圧縮記帳は、圧縮記帳である。

圧縮空気は、圧縮空気である。

圧縮空気機械は、圧縮空気機械である。

圧縮空気機関は、圧縮空気機関である。

圧縮酸素は、圧縮酸素である。

圧縮ポンプは、圧縮ポンプである。

圧縮率は、圧縮率である。

圧出は、圧出である。

押書は、押書である。

圧勝は、圧勝である。

圧条は、圧条である。

圧状は、圧状である。

厭勝銭は、厭勝銭である。

アッシリアは、アッシリアである。

篤しるは、篤しるである。

圧するは、圧するである。

圧制は、圧制である。

圧政は、圧政である。

斡旋は、斡旋である。



斡旋収賄罪は、斡旋収賄罪である。

熱田は、熱田である。

熱田神宮は、熱田神宮である。

アッチェレランドは、アッチェレランドである。

彼方織は、彼方織である。

アッチカは、アッチカである。

彼方国は、彼方国である。

安土時代は、安土時代である。

熱死は、熱死である。

安土宗論は、安土宗論である。

安土法論は、安土法論である。

彼方物は、彼方物である。

彼方者は、彼方者である。

安土桃山時代は、安土桃山時代である。

あつつは、あつつである。

圧痛点は、圧痛点である。

厚作りは、厚作りである。

アッツ島は、アッツ島である。

有っつらうは、有っつらうである。

厚手は、厚手である。

アッティカは、アッティカである。

アッティラは、アッティラである。

圧点は、圧点である。

圧電気は、圧電気である。

圧倒は、圧倒である。

圧倒的は、圧倒的である。

厚床は、厚床である。

アットバットは、アットバットである。

アットホームは、アットホームである。

アットランダムは、アットランダムである。

アツニは、アツニである。

圧入は、圧入である。

圧入仕上法は、圧入仕上法である。

あっぱは、あっぱである。

アッパーは、アッパーである。

アッパーカットは、アッパーカットである。

アッバース朝は、アッバース朝である。

圧迫は、圧迫である。

あっぱっぱは、あっぱっぱである。

熱原法難は、熱原法難である。

天晴は、天晴である。

遖は、遖である。

熱火は、熱火である。

圧尾は、圧尾である。

アッピア街道は、アッピア街道である。

アッピールは、アッピールである。



厚額は、厚額である。

厚鬢は、厚鬢である。

アップは、アップである。

あっぷあっぷは、あっぷあっぷである。

圧伏は、圧伏である。

圧服は、圧服である。

厚総は、厚総である。

アップスタイルは、アップスタイルである。

アップダウンは、アップダウンである。

アップツーデートは、アップツーデートである。

アップテンポは、アップテンポである。

アップビートは、アップビートである。

アップライトピアノは、アップライトピアノである。

アップリケは、アップリケである。

アップルは、アップルである。

アップルパイは、アップルパイである。

アップロードは、アップロードである。

アッベは、アッベである。

厚ぼったいは、厚ぼったいである。

集りは、集りである。

集り勢は、集り勢である。

集まるは、集まるである。

厚みは、厚みである。

渥美は、渥美である。

渥美清は、渥美清である。

敦実親王は、敦実親王である。

渥美半島は、渥美半島である。

集むは、集むである。

熱麦は、熱麦である。

集め汁は、集め汁である。

集めるは、集めるである。

羹は、羹である。

厚物は、厚物である。

敦盛は、敦盛である。

熱盛は、熱盛である。

敦盛草は、敦盛草である。

厚焼は、厚焼である。

熱湯は、熱湯である。

篤ゆは、篤ゆである。

厚様は、厚様である。

圧抑は、圧抑である。

アッラーは、アッラーである。

誂ふは、誂ふである。

誂えは、誂えである。

誂え向きは、誂え向きである。

誂え物は、誂え物である。



誂えるは、誂えるである。

厚らかは、厚らかである。

圧力は、圧力である。

圧力釜は、圧力釜である。

圧力計は、圧力計である。

圧力水頭は、圧力水頭である。

圧力団体は、圧力団体である。

圧力抵抗は、圧力抵抗である。

圧力鍋は、圧力鍋である。

圧力秤は、圧力秤である。

暑るは、暑るである。

軋轢は、軋轢である。

厚綿は、厚綿である。

あては、あてである。

父は、父である。

当ては、当てである。

宛は、宛である。

貴は、貴である。

艶は、艶である。

当て当ては、当て当てである。

宛宛は、宛宛である。

当て当てしは、当て当てしである。

貴貴しは、貴貴しである。

阿弟は、阿弟である。

アディオスは、アディオスである。

当て石は、当て石である。

アディソンは、アディソンである。

亜低木は、亜低木である。

当て馬は、当て馬である。

当て絵は、当て絵である。

充行は、充行である。

宛行は、宛行である。

充行状は、充行状である。

宛行状は、宛行状である。

当て行ふは、当て行ふである。

宛帯は、宛帯である。

当帯は、当帯である。

宛行扶持は、宛行扶持である。

宛行様は、宛行様である。

宛がうは、宛がうである。

宛書は、宛書である。

充書は、充書である。

当て木は、当て木である。

当て切れは、当て切れである。

当て口は、当て口である。

当て子は、当て子である。



宛腰は、宛腰である。

当腰は、当腰である。

当て擦りは、当て擦りである。

当て擦るは、当て擦るである。

当て言は、当て言である。

当て事は、当て事である。

当て込むは、当て込むである。

宛先は、宛先である。

当て字は、当て字である。

宛字は、宛字である。

当尻皮は、当尻皮である。

宛状は、宛状である。

アデスは、アデスである。

当て推量は、当て推量である。

艶姿は、艶姿である。

当てずっぽうは、当てずっぽうである。

アテストは、アテストである。

当て付けは、当て付けである。

当て付けがましいは、当て付けがましいである。

当て付けるは、当て付けるである。

当てっこは、当てっこである。

当て所は、当て所である。

アテトージスは、アテトージスである。

宛所は、宛所である。

充所は、充所である。

宛名は、宛名である。

アテナは、アテナである。

アテナイは、アテナイである。

アデナウアーは、アデナウアーである。

宛名広告は、宛名広告である。

当て無しは、当て無しである。

当て逃げは、当て逃げである。

アデニンは、アデニンである。

当て布は、当て布である。

アテネは、アテネである。

アデノイドは、アデノイドである。

アデノウイルスは、アデノウイルスである。

アデノシンは、アデノシンである。

アデノシン一燐酸は、アデノシン一燐酸である。

アデノシン三燐酸は、アデノシン三燐酸である。

アデノシン二燐酸は、アデノシン二燐酸である。

当て飲みは、当て飲みである。

貴はかは、貴はかである。

当て外れは、当て外れである。

当て嵌るは、当て嵌るである。

貴ばむは、貴ばむである。



当て嵌めるは、当て嵌めるである。

当て盤は、当て盤である。

貴人は、貴人である。

艶人は、艶人である。

貴ぶは、貴ぶである。

宛文は、宛文である。

充文は、充文である。

当て振りは、当て振りである。

アテブリンは、アテブリンである。

当て減しは、当て減しである。

当て身は、当て身である。

中身は、中身である。

貴宮は、貴宮である。

当て物は、当て物である。

当て物屋は、当て物屋である。

貴やかは、貴やかである。

艶やかは、艶やかである。

アデューは、アデューである。

当てよまは、当てよまである。

阿寺断層は、阿寺断層である。

当てられるは、当てられるである。

当てるは、当てるである。

充てるは、充てるである。

宛てるは、宛てるである。

アデレードは、アデレードである。

あてレコは、あてレコである。

アテロームは、アテロームである。

当て技は、当て技である。

アデンは、アデンである。

アテンションは、アテンションである。

アテンドは、アテンドである。

アテンポは、アテンポである。

後は、後である。

跡は、跡である。

阿堵は、阿堵である。

アトは、アトである。

迎合は、迎合である。

網所は、網所である。

アドは、アドである。

後上がりは、後上がりである。

後脚は、後脚である。

後味は、後味である。

後後は、後後である。

後後月は、後後月である。

後音信は、後音信である。

後入れ先出法は、後入れ先出法である。



阿党は、阿党である。

聘ふは、聘ふである。

迎合談は、迎合談である。

後歌は、後歌である。

後唄は、後唄である。

あどうつは、あどうつである。

後絵は、後絵である。

後笈は、後笈である。

跡追いは、跡追いである。

後追いは、後追いである。

後遅れは、後遅れである。

後押えは、後押えである。

後押しは、後押しである。

アド方式は、アド方式である。

後覆りは、後覆りである。

後書は、後書である。

跡隠雪は、跡隠雪である。

後方は、後方である。

後肩は、後肩である。

跡形は、跡形である。

後片付けは、後片付けである。

跡片付けは、跡片付けである。

後金は、後金である。

後姓は、後姓である。

跡株は、跡株である。

後釜は、後釜である。

後替りは、後替りである。

後浄めは、後浄めである。

後腐れは、後腐れである。

後口は、後口である。

後月は、後月である。

あどけないは、あどけないである。

後講釈は、後講釈である。

後輿は、後輿である。

跨ぶは、跨ぶである。

跨ゆは、跨ゆである。

後座は、後座である。

後下がりは、後下がりである。

後先は、後先である。

後作は、後作である。

後産は、後産である。

あとさんなんぼは、あとさんなんぼである。

跡式は、跡式である。

跡敷は、跡敷である。

跡職は、跡職である。

跡敷争論は、跡敷争論である。



後退りは、後退りである。

後仕手は、後仕手である。

後始末は、後始末である。

跡始末は、跡始末である。

亜土壌は、亜土壌である。

後じょうりは、後じょうりである。

跡白浪は、跡白浪である。

跡尻は、跡尻である。

後白は、後白である。

アトスは、アトスである。

後末は、後末である。

後窄まりは、後窄まりである。

後窄りは、後窄りである。

後刷は、後刷である。

後摺は、後摺である。

後世は、後世である。

後攻めは、後攻めである。

後備えは、後備えである。

後染めは、後染めである。

後出しは、後出しである。

後太刀は、後太刀である。

後頼みは、後頼みである。

後絶ゆは、後絶ゆである。

跡絶ゆは、跡絶ゆである。

跡垂るは、跡垂るである。

跡地は、跡地である。

後知恵は、後知恵である。

跡継ぎは、跡継ぎである。

後継ぎは、後継ぎである。

後付けは、後付けである。

跡付けは、跡付けである。

後付は、後付である。

跡付は、跡付である。

跡付けるは、跡付けるである。

後連れは、後連れである。

跡訪ふは、跡訪ふである。

跡留むは、跡留むである。

跡尋むは、跡尋むである。

後取りは、後取りである。

跡取りは、跡取りである。

跡無しは、跡無しである。

あどなしは、あどなしである。

跡無し事は、跡無し事である。

跡無し人は、跡無し人である。

跡無し者は、跡無し者である。

アトニーは、アトニーである。



後賑やかしは、後賑やかしである。

後賑わしは、後賑わしである。

アドニスは、アドニスである。

跡主は、跡主である。

後練りは、後練りである。

後の月は、後の月である。

後の名は、後の名である。

跡の間は、跡の間である。

後の祭は、後の祭である。

阿堵の物は、阿堵の物である。

後乗りは、後乗りである。

後歯は、後歯である。

アドバイザーは、アドバイザーである。

アドバイスは、アドバイスである。

あとはかなしは、あとはかなしである。

後箱は、後箱である。

後腹は、後腹である。

後払いは、後払いである。

跡ばらしは、跡ばらしである。

アドバルーンは、アドバルーンである。

後版は、後版である。

アドバンスは、アドバンスである。

アドバンテージは、アドバンテージである。

後火は、後火である。

跡火は、跡火である。

アトピーは、アトピーである。

アトピー性皮膚炎は、アトピー性皮膚炎である。

後引きは、後引きである。

後引き上戸は、後引き上戸である。

後びさりは、後びさりである。

跡札は、跡札である。

阿堵物は、阿堵物である。

後懐は、後懐である。

跡懐は、跡懐である。

後船は、後船である。

脚辺は、脚辺である。

跡部は、跡部である。

アドベは、アドベである。

アドベンチャーは、アドベンチャーである。

後棒は、後棒である。

アドホックは、アドホックである。

後幕は、後幕である。

後枕は、後枕である。

後丸は、後丸である。

後回しは、後回しである。

アドマンは、アドマンである。



跡見は、跡見である。

跡見花蹊は、跡見花蹊である。

アトミズムは、アトミズムである。

アトミックは、アトミックである。

アドミッションは、アドミッションである。

アドミッタンスは、アドミッタンスである。

アドミラルは、アドミラルである。

アトムは、アトムである。

後昔は、後昔である。

後目は、後目である。

後妻は、後妻である。

跡目は、跡目である。

跡目論は、跡目論である。

率ふは、率ふである。

アトモスフェアは、アトモスフェアである。

後戻りは、後戻りである。

後厄は、後厄である。

後役は、後役である。

後山は、後山である。

後槍は、後槍である。

アドラーは、アドラーである。

アトラクションは、アトラクションである。

アトラクティブは、アトラクティブである。

アトラスは、アトラスである。

アドラツキーは、アドラツキーである。

アトランタは、アトランタである。

アトランダムは、アトランダムである。

アトランティスは、アトランティスである。

アトランテスは、アトランテスである。

あとりは、あとりである。

アドリア海は、アドリア海である。

アドリアノープルは、アドリアノープルである。

アトリーは、アトリーである。

アトリウムは、アトリウムである。

アトリエは、アトリエである。

アドリビトゥムは、アドリビトゥムである。

アドリブは、アドリブである。

アドルノは、アドルノである。

アドルムは、アドルムである。

アドレスは、アドレスである。

アドレナリンは、アドレナリンである。

アトロピンは、アトロピンである。

後輪は、後輪である。

穴は、穴である。

孔は、孔である。

アナは、アナである。



あなは、あなである。

アナーキーは、アナーキーである。

アナーキストは、アナーキストである。

アナーキズムは、アナーキズムである。

孔明き銭は、孔明き銭である。

穴明き繭は、穴明き繭である。

穴上げは、穴上げである。

アナール学派は、アナール学派である。

案内は、案内である。

天名地鎮は、天名地鎮である。

穴一は、穴一である。

穴糸は、穴糸である。

あな憂は、あな憂である。

穴兎は、穴兎である。

穴打は、穴打である。

穴馬は、穴馬である。

穴埋めは、穴埋めである。

アナウンサーは、アナウンサーである。

アナウンスは、アナウンスである。

アナウンス効果は、アナウンス効果である。

穴縢りは、穴縢りである。

恐惶は、恐惶である。

穴賢は、穴賢である。

強ちは、強ちである。

あなかまは、あなかまである。

穴冠は、穴冠である。

アナクサゴラスは、アナクサゴラスである。

アナクシマンドロスは、アナクシマンドロスである。

アナクシメネスは、アナクシメネスである。

穴熊は、穴熊である。

穴蔵は、穴蔵である。

窖は、窖である。

アナグラムは、アナグラムである。

探るは、探るである。

索るは、索るである。

アナクレオンは、アナクレオンである。

アナクロは、アナクロである。

アナクロニズムは、アナクロニズムである。

穴子は、穴子である。

阿那含は、阿那含である。

アナコンダは、アナコンダである。

穴探しは、穴探しである。

あなじは、あなじである。

穴痔は、穴痔である。

あなじけは、あなじけである。

穴杓子は、穴杓子である。



穴印は、穴印である。

足末は、足末である。

アナスチグマートは、アナスチグマートである。

侮らはしは、侮らはしである。

侮るは、侮るである。

あなぜは、あなぜである。

穴施行は、穴施行である。

貴方は、貴方である。

彼方面は、彼方面である。

彼方方は、彼方方である。

貴方方は、貴方方である。

彼方様は、彼方様である。

貴方任せは、貴方任せである。

穴継ぎは、穴継ぎである。

穴燕は、穴燕である。

穴釣りは、穴釣りである。

穴門は、穴門である。

あな尊とは、あな尊とである。

アナトールフランスは、アナトールフランスである。

アナトキシンは、アナトキシンである。

侮りは、侮りである。

アナトリアは、アナトリアである。

アナトリア語派は、アナトリア語派である。

麻柱は、麻柱である。

あななうは、あななうである。

アナナスは、アナナスである。

あなには、あなにである。

美哉は、美哉である。

妍哉は、妍哉である。

あな憎は、あな憎である。

孔貫盤は、孔貫盤である。

穴狙いは、穴狙いである。

穴場は、穴場である。

穴蜂は、穴蜂である。

穴織は、穴織である。

穴番は、穴番である。

趺は、趺である。

アナフィラキシーは、アナフィラキシーである。

穴塞ぎは、穴塞ぎである。

穴ぼこは、穴ぼこである。

穴掘りは、穴掘りである。

穴掘り酒は、穴掘り酒である。

穴掘り大工は、穴掘り大工である。

アナボリックステロイドは、アナボリックステロイドである。

アナ論争は、アナ論争である。

穴惑いは、穴惑いである。



アナムネーシスは、アナムネーシスである。

穴布は、穴布である。

あなめは、あなめである。

穴止木は、穴止木である。

穴守稲荷は、穴守稲荷である。

あなやは、あなやである。

穴山は、穴山である。

穴山梅雪は、穴山梅雪である。

足悩むは、足悩むである。

アナライザーは、アナライザーである。

あなりは、あなりである。

アナリシスは、アナリシスである。

アナリストは、アナリストである。

阿那律は、阿那律である。

アナルコサンディカリスムは、アナルコサンディカリスムである。

アナログは、アナログである。

アナログ計算機は、アナログ計算機である。

アナロジーは、アナロジーである。

阿南は、阿南である。

阿難は、阿難である。

兄は、兄である。

豈は、豈である。

兄上は、兄上である。

アニオンは、アニオンである。

兄貴は、兄貴である。

兄君は、兄君である。

兄御は、兄御である。

兄御前は、兄御前である。

アニサキスは、アニサキスである。

アニサキス症は、アニサキス症である。

兄さんは、兄さんである。

兄じゃ人は、兄じゃ人である。

アニスは、アニスである。

アニス油は、アニス油である。

アニソールは、アニソールである。

亜二チオン酸ナトリウムは、亜二チオン酸ナトリウムである。

兄弟子は、兄弟子である。

阿仁銅山は、阿仁銅山である。

アニバーサリーは、アニバーサリーである。

兄分は、兄分である。

アニマは、アニマである。

アニマートは、アニマートである。

アニマティズムは、アニマティズムである。

アニマリズムは、アニマリズムである。

アニマルは、アニマルである。

アニミズムは、アニミズムである。



アニメは、アニメである。

アニメーションは、アニメーションである。

アニュスデイは、アニュスデイである。

兄嫁は、兄嫁である。

嫂は、嫂である。

兄嫁直しは、兄嫁直しである。

嫂直しは、嫂直しである。

アニリンは、アニリンである。

アニリン染料は、アニリン染料である。

アニリンブラックは、アニリンブラックである。

アヌイは、アヌイである。

姉は、姉である。

姉上は、姉上である。

姉えは、姉えである。

姉御許は、姉御許である。

姉小路は、姉小路である。

姉小路公知は、姉小路公知である。

姉小路式は、姉小路式である。

姉家督は、姉家督である。

姉川は、姉川である。

姉貴は、姉貴である。

姉君は、姉君である。

アネクドートは、アネクドートである。

アネクメネは、アネクメネである。

姉御は、姉御である。

姐御は、姐御である。

姉御前は、姉御前である。

姐御肌は、姐御肌である。

姉崎は、姉崎である。

姉崎正治は、姉崎正治である。

姉様は、姉様である。

姉様事は、姉様事である。

姉様人形は、姉様人形である。

姉さんは、姉さんである。

姉さん被りは、姉さん被りである。

姉さん女房は、姉さん女房である。

姉じゃ人は、姉じゃ人である。

姉姑は、姉姑である。

姉女郎は、姉女郎である。

アネックスは、アネックスである。

亜熱帯は、亜熱帯である。

亜熱帯気候は、亜熱帯気候である。

亜熱帯高気圧は、亜熱帯高気圧である。

亜熱帯林は、亜熱帯林である。

アネトールは、アネトールである。

姉女房は、姉女房である。



姉歯の松は、姉歯の松である。

姉分は、姉分である。

姉婿は、姉婿である。

アネモネは、アネモネである。

アネモメーターは、アネモメーターである。

アネルセンは、アネルセンである。

アネロイド気圧計は、アネロイド気圧計である。

彼のは、彼のである。

アノアは、アノアである。

賀名生は、賀名生である。

アノードは、アノードである。

阿耨観音は、阿耨観音である。

阿耨達池は、阿耨達池である。

阿耨多羅三藐三菩提は、阿耨多羅三藐三菩提である。

彼の子は、彼の子である。

案の如は、案の如である。

彼の様は、彼の様である。

安濃津は、安濃津である。

彼の手此の手は、彼の手此の手である。

あのねは、あのねである。

彼のの物のは、彼のの物のである。

アノフェレスは、アノフェレスである。

アノミーは、アノミーである。

彼の世は、彼の世である。

アノラックは、アノラックである。

安乗崎は、安乗崎である。

あばは、あばである。

網端は、網端である。

浮子は、浮子である。

アパートは、アパートである。

あばうは、あばうである。

アバウトは、アバウトである。

檍は、檍である。

網端木は、網端木である。

発き出すは、発き出すである。

暴き出すは、暴き出すである。

発き立てるは、発き立てるである。

あばくは、あばくである。

暴くは、暴くである。

発くは、発くである。

あばけ者は、あばけ者である。

アパシーは、アパシーである。

網走は、網走である。

あばずれは、あばずれである。

痘痕は、痘痕である。

アバダンは、アバダンである。



アパッシュは、アパッシュである。

アパッチは、アパッチである。

アパテイアは、アパテイアである。

アパトサウルスは、アパトサウルスである。

畔放ちは、畔放ちである。

足速は、足速である。

あばよは、あばよである。

肋は、肋である。

荒は、荒である。

疎は、疎である。

荒障子は、荒障子である。

荒簾戸は、荒簾戸である。

アパラチア山脈は、アパラチア山脈である。

肋骨は、肋骨である。

荒屋は、荒屋である。

アバランシュは、アバランシュである。

網針は、網針である。

荒るは、荒るである。

暴るは、暴るである。

アパルトヘイトは、アパルトヘイトである。

アパルトマンは、アパルトマンである。

暴れは、暴れである。

暴れ馬は、暴れ馬である。

暴れ川は、暴れ川である。

暴れ食いは、暴れ食いである。

暴れ丹前は、暴れ丹前である。

暴れ回るは、暴れ回るである。

暴れ者は、暴れ者である。

暴れるは、暴れるである。

アパレルは、アパレルである。

暴れん坊は、暴れん坊である。

アバンギャルドは、アバンギャルドである。

アバンゲールは、アバンゲールである。

アバンチュールは、アバンチュールである。

阿比は、阿比である。

阿鼻は、阿鼻である。

アピアは、アピアである。

アピールは、アピールである。

あびきは、あびきである。

網引は、網引である。

阿鼻叫喚は、阿鼻叫喚である。

網引くは、網引くである。

我孫子は、我孫子である。

阿毘古は、阿毘古である。

阿弭古は、阿弭古である。

我孫は、我孫である。



亜砒酸は、亜砒酸である。

阿鼻地獄は、阿鼻地獄である。

アビシニアは、アビシニアである。

アビシニアンは、アビシニアンである。

アビジャンは、アビジャンである。

浴びすは、浴びすである。

浴びせ掛けるは、浴びせ掛けるである。

浴せ倒しは、浴せ倒しである。

浴びせるは、浴びせるである。

アビタシオンは、アビタシオンである。

阿毘達磨は、阿毘達磨である。

アビラは、アビラである。

阿毘羅吽欠は、阿毘羅吽欠である。

アビリンピックは、アビリンピックである。

家鴨は、家鴨である。

鶩は、鶩である。

浴びるは、浴びるである。

家鴨下駄は、家鴨下駄である。

アヒンサーは、アヒンサーである。

亜父は、亜父である。

阿父は、阿父である。

阿附は、阿附である。

あぶは、あぶである。

浴ぶは、浴ぶである。

アファーマティブアクションは、アファーマティブアクションである。

アファナーシエフは、アファナーシエフである。

あぶあぶは、あぶあぶである。

アフィン幾何学は、アフィン幾何学である。

アブーバクルは、アブーバクルである。

アフェランドラは、アフェランドラである。

アフォリズムは、アフォリズムである。

アフガーニーは、アフガーニーである。

アフガニスタンは、アフガニスタンである。

アフガニスタン侵攻は、アフガニスタン侵攻である。

アフガンは、アフガンである。

アフガン編みは、アフガン編みである。

アフガンハウンドは、アフガンハウンドである。

泡は、泡である。

泡銭は、泡銭である。

阿武隈川は、阿武隈川である。

阿武隈高地は、阿武隈高地である。

阿武隈変成帯は、阿武隈変成帯である。

アプザイレンは、アプザイレンである。

あぶさうは、あぶさうである。

アブサンは、アブサンである。

アブシジン酸は、アブシジン酸である。



アブジャは、アブジャである。

浴ぶすは、浴ぶすである。

遺すは、遺すである。

跨むは、跨むである。

アブストラクトは、アブストラクトである。

アプストレーは、アプストレーである。

アブソリューティズムは、アブソリューティズムである。

アプソルバンは、アプソルバンである。

アフタは、アフタである。

あ浮陀は、あ浮陀である。

アフターは、アフターである。

アフターケアは、アフターケアである。

アフターサービスは、アフターサービスである。

アフタービートは、アフタービートである。

アフターファイブは、アフターファイブである。

アプダイクは、アプダイクである。

アフタヌーンは、アフタヌーンである。

アブダビは、アブダビである。

あぶちゃんは、あぶちゃんである。

鐙付は、鐙付である。

阿仏尼は、阿仏尼である。

アブドゥフは、アブドゥフである。

アプト式鉄道は、アプト式鉄道である。

危なは、危なである。

あふなあふなは、あふなあふなである。

危な危なは、危な危なである。

危ないは、危ないである。

危絵は、危絵である。

危ながるは、危ながるである。

危なくは、危なくである。

危な気は、危な気である。

危なっかしいは、危なっかしいである。

危な物は、危な物である。

アブノーマルは、アブノーマルである。

虻蜂取らずは、虻蜂取らずである。

アフマートヴァは、アフマートヴァである。

アフマドイブンハンバルは、アフマドイブンハンバルである。

鐙は、鐙である。

足踏板は、足踏板である。

鐙頭は、鐙頭である。

鐙革は、鐙革である。

鐙瓦は、鐙瓦である。

鐙鍬は、鐙鍬である。

鐙骨は、鐙骨である。

鐙摺は、鐙摺である。

鐙釣革は、鐙釣革である。



阿武山古墳は、阿武山古墳である。

油は、油である。

脂は、脂である。

膏は、膏である。

膩は、膩である。

油揚げは、油揚げである。

油揚本は、油揚本である。

膩足は、膩足である。

脂足は、脂足である。

脂汗は、脂汗である。

油飯は、油飯である。

油烏賊は、油烏賊である。

油石は、油石である。

油炒めは、油炒めである。

油井戸は、油井戸である。

油熬りは、油熬りである。

油色は、油色である。

油売りは、油売りである。

油絵は、油絵である。

油絵具は、油絵具である。

油掛は、油掛である。

油糟は、油糟である。

油粕は、油粕である。

油紙は、油紙である。

油瓶は、油瓶である。

油茅は、油茅である。

油萱は、油萱である。

油木は、油木である。

油菊は、油菊である。

油絹は、油絹である。

油桐は、油桐である。

脂ぎるは、脂ぎるである。

脂薬は、脂薬である。

膏薬は、膏薬である。

油口は、油口である。

油気は、油気である。

脂気は、脂気である。

油子は、油子である。

油蝙蝠は、油蝙蝠である。

油扱きは、油扱きである。

油漉しは、油漉しである。

油座は、油座である。

油尺は、油尺である。

油差しは、油差しである。

油注しは、油注しである。

油鮫は、油鮫である。



油皿は、油皿である。

油絞冥加は、油絞冥加である。

油染みるは、油染みるである。

油締めは、油締めである。

油搾木は、油搾木である。

脂性は、脂性である。

油障子は、油障子である。

油証文は、油証文である。

脂尻は、脂尻である。

油ずさは、油ずさである。

油薄は、油薄である。

油芒は、油芒である。

油清汁は、油清汁である。

油墨は、油墨である。

油蝉は、油蝉である。

鳴蜩は、鳴蜩である。

油球は、油球である。

油玉は、油玉である。

油瀝青は、油瀝青である。

油坏は、油坏である。

油注ぎは、油注ぎである。

油月は、油月である。

脂づくは、脂づくである。

油漬は、油漬である。

脂っこいは、脂っこいである。

油っこいは、油っこいである。

油土は、油土である。

油筒は、油筒である。

油角は、油角である。

油角鮫は、油角鮫である。

油壺は、油壺である。

脂手は、脂手である。

膩手は、膩手である。

油照りは、油照りである。

油砥石は、油砥石である。

アフラトキシンは、アフラトキシンである。

脂取りは、脂取りである。

油菜は、油菜である。

油菜科は、油菜科である。

油凪は、油凪である。

油ニスは、油ニスである。

油抜きは、油抜きである。

油鼠は、油鼠である。

油燃焼器は、油燃焼器である。

油粘土は、油粘土である。

主油司は、主油司である。



アブラハムは、アブラハムである。

油鮠は、油鮠である。

油火は、油火である。

油引かずは、油引かずである。

油引きは、油引きである。

油柄杓は、油柄杓である。

油火箭は、油火箭である。

油火矢は、油火矢である。

脂鰭は、脂鰭である。

油札は、油札である。

脂肥りは、脂肥りである。

油船運上は、油船運上である。

油ペイントは、油ペイントである。

油紅は、油紅である。

油坊主は、油坊主である。

アフラマズダは、アフラマズダである。

油松は、油松である。

脂松は、脂松である。

脂身は、脂身である。

油溝は、油溝である。

油虫は、油虫である。

油女は、油女である。

油魚は、油魚である。

油目鑢は、油目鑢である。

油物は、油物である。

油桃は、油桃である。

油守は、油守である。

油屋お紺は、油屋お紺である。

油屋絹は、油屋絹である。

油焼けは、油焼けである。

油椰子は、油椰子である。

油汚れは、油汚れである。

油綿は、油綿である。

油ワニスは、油ワニスである。

アプリオリは、アプリオリである。

アフリカは、アフリカである。

アフリカーンス語は、アフリカーンス語である。

アフリカ開発銀行は、アフリカ開発銀行である。

アフリカ菫は、アフリカ菫である。

アフリカ象は、アフリカ象である。

アフリカ大地溝帯は、アフリカ大地溝帯である。

アフリカ統一機構は、アフリカ統一機構である。

アフリカの角は、アフリカの角である。

アフリカ蝸牛は、アフリカ蝸牛である。

アプリケは、アプリケである。

アプリケーションは、アプリケーションである。



炙り子は、炙り子である。

焙籠は、焙籠である。

アプリコットは、アプリコットである。

炙り出しは、炙り出しである。

炙り出すは、炙り出すである。

焙り豆腐は、焙り豆腐である。

アフリマンは、アフリマンである。

炙り物は、炙り物である。

溢るは、溢るである。

焙るは、焙るである。

炙るは、炙るである。

アプルーブは、アプルーブである。

アプレイウスは、アプレイウスである。

アプレゲールは、アプレゲールである。

アフレコは、アフレコである。

溢れ出るは、溢れ出るである。

溢れ者は、溢れ者である。

溢れるは、溢れるである。

アフロは、アフロである。

アフロ語族は、アフロ語族である。

アプローチは、アプローチである。

アフロディテは、アフロディテである。

アフロヘアは、アフロヘアである。

安倍は、安倍である。

阿倍は、阿倍である。

安部は、安部である。

阿部は、阿部である。

あべいは、あべいである。

安部磯雄は、安部磯雄である。

阿部一族は、阿部一族である。

アペイロンは、アペイロンである。

あべかめりは、あべかめりである。

安倍川は、安倍川である。

安倍川紙子は、安倍川紙子である。

安倍川餅は、安倍川餅である。

安部公房は、安部公房である。

あべこべは、あべこべである。

あべしは、あべしである。

阿部将翁は、阿部将翁である。

阿部次郎は、阿部次郎である。

安倍神道は、安倍神道である。

アペタイザーは、アペタイザーである。

阿部忠秋は、阿部忠秋である。

阿倍橘は、阿倍橘である。

安倍茶は、安倍茶である。

アベックは、アベックである。



アヘッドは、アヘッドである。

阿部知二は、阿部知二である。

アベニューは、アベニューである。

アペニンは、アペニンである。

阿倍野は、阿倍野である。

阿部右大臣は、阿部右大臣である。

阿倍倉梯麻呂は、阿倍倉梯麻呂である。

安倍貞任は、安倍貞任である。

安倍晴明は、安倍晴明である。

阿倍仲麻呂は、阿倍仲麻呂である。

阿倍比羅夫は、阿倍比羅夫である。

阿部信行は、阿部信行である。

安倍宗任は、安倍宗任である。

安倍保名は、安倍保名である。

安倍頼時は、安倍頼時である。

アベベは、アベベである。

あべまきは、あべまきである。

阿部正弘は、阿部正弘である。

アベマリアは、アベマリアである。

安倍能成は、安倍能成である。

アベラールは、アベラールである。

アペリチフは、アペリチフである。

アベルは、アベルである。

アベレージは、アベレージである。

阿片は、阿片である。

鴉片は、鴉片である。

阿片窟は、阿片窟である。

阿片戦争は、阿片戦争である。

阿片煙草は、阿片煙草である。

阿片中毒は、阿片中毒である。

あへんどは、あへんどである。

阿母は、阿母である。

アポは、アポである。

アポイントメントは、アポイントメントである。

阿房は、阿房である。

阿防は、阿防である。

阿傍は、阿傍である。

阿房芋は、阿房芋である。

阿房烏は、阿房烏である。

阿房宮は、阿房宮である。

阿房臭いは、阿房臭いである。

阿房口は、阿房口である。

阿房狂いは、阿房狂いである。

阿房死には、阿房死にである。

阿房力は、阿房力である。

阿房面は、阿房面である。



信天翁は、信天翁である。

阿房鳥は、阿房鳥である。

阿房払いは、阿房払いである。

阿房律儀は、阿房律儀である。

アボカドは、アボカドである。

アボガドロは、アボガドロである。

アボガドロ定数は、アボガドロ定数である。

アボガドロの法則は、アボガドロの法則である。

アポクリファは、アポクリファである。

アポクリン腺は、アポクリン腺である。

アポクロマートは、アポクロマートである。

アボジは、アボジである。

阿保親王は、阿保親王である。

アポステリオリは、アポステリオリである。

アポストロは、アポストロである。

アポストロフィは、アポストロフィである。

阿呆陀羅経は、阿呆陀羅経である。

阿呆垂れは、阿呆垂れである。

アポトーシスは、アポトーシスである。

阿菩大神は、阿菩大神である。

阿呆らしいは、阿呆らしいである。

アポリアは、アポリアである。

アボリジニは、アボリジニである。

アポリネールは、アポリネールである。

アポロは、アポロである。

アホロートルは、アホロートルである。

アポロ計画は、アポロ計画である。

アポロ的は、アポロ的である。

アポロニウスは、アポロニウスである。

アポロニオスは、アポロニオスである。

アポロニオスの円は、アポロニオスの円である。

アポロンは、アポロンである。

天は、天である。

尼は、尼である。

海は、海である。

海人は、海人である。

蜑は、蜑である。

海士は、海士である。

案摩は、案摩である。

安摩は、安摩である。

亜麻は、亜麻である。

アマは、アマである。

阿媽は、阿媽である。

雨間は、雨間である。

雨上がりは、雨上がりである。

雨脚は、雨脚である。



雨足は、雨足である。

あまいは、あまいである。

甘いは、甘いである。

亜麻糸は、亜麻糸である。

天犬は、天犬である。

亜麻色は、亜麻色である。

雨承けは、雨承けである。

雨承け鼻は、雨承け鼻である。

雨打は、雨打である。

甘瓜は、甘瓜である。

甘えは、甘えである。

あまえいたしは、あまえいたしである。

甘え食いは、甘え食いである。

甘え垂れるは、甘え垂れるである。

甘えっ子は、甘えっ子である。

甘海老は、甘海老である。

甘えるは、甘えるである。

雨縁は、雨縁である。

甘えん坊は、甘えん坊である。

雨覆いは、雨覆いである。

雨押えは、雨押えである。

雨落は、雨落である。

雨落石は、雨落石である。

雨落拍子は、雨落拍子である。

甘御九献は、甘御九献である。

雨音は、雨音である。

天少女は、天少女である。

海少女は、海少女である。

海人小舟は、海人小舟である。

海人小舟貝は、海人小舟貝である。

雨外套は、雨外套である。

雨蛙は、雨蛙である。

雨蛙の家は、雨蛙の家である。

尼顔は、尼顔である。

尼媽は、尼媽である。

甘柿は、甘柿である。

雨隠れは、雨隠れである。

雨掛けは、雨掛けである。

天翔るは、天翔るである。

雨笠は、雨笠である。

雨傘は、雨傘である。

尼崎は、尼崎である。

尼崎台は、尼崎台である。

雨傘蛇は、雨傘蛇である。

雨飾山は、雨飾山である。

甘樫丘は、甘樫丘である。



甘檮岡は、甘檮岡である。

味橿丘は、味橿丘である。

甘糟は、甘糟である。

甘粕は、甘粕である。

甘粕事件は、甘粕事件である。

雨風は、雨風である。

天数ふは、天数ふである。

天語歌は、天語歌である。

天児は、天児である。

天倪は、天倪である。

雨合羽は、雨合羽である。

蜑金は、蜑金である。

天が紅は、天が紅である。

甘噛みは、甘噛みである。

雨紙は、雨紙である。

甘辛は、甘辛である。

甘辛いは、甘辛いである。

甘辛煎餅は、甘辛煎餅である。

天川は、天川である。

甘皮は、甘皮である。

雨皮は、雨皮である。

天川珊瑚珠は、天川珊瑚珠である。

雨皮持は、雨皮持である。

雨冠は、雨冠である。

甘草は、甘草である。

甘木は、甘木である。

雨着は、雨着である。

天城山は、天城山である。

天城峠は、天城峠である。

雨衣は、雨衣である。

尼君は、尼君である。

天霧らふは、天霧らふである。

天霧らすは、天霧らすである。

雨霧は、雨霧である。

案摩切斑は、案摩切斑である。

天霧るは、天霧るである。

雨具は、雨具である。

甘九献は、甘九献である。

天草は、天草である。

天草石は、天草石である。

天草一揆は、天草一揆である。

天草諸島は、天草諸島である。

天草四郎は、天草四郎である。

天草砥は、天草砥である。

天草陶石は、天草陶石である。

天草の乱は、天草の乱である。



天草版は、天草版である。

天降すは、天降すである。

天降りは、天降りである。

天下りは、天下りである。

天降り人は、天降り人である。

天降るは、天降るである。

天下るは、天下るである。

甘口は、甘口である。

甘口鼠は、甘口鼠である。

雨靴は、雨靴である。

天国は、天国である。

疎組は、疎組である。

阿麻組は、阿麻組である。

亜麻組は、亜麻組である。

天雲は、天雲である。

雨雲は、雨雲である。

甘九文字は、甘九文字である。

天雲のは、天雲のである。

雨曇りは、雨曇りである。

天座は、天座である。

甘栗は、甘栗である。

甘栗の使は、甘栗の使である。

雨栗日柿は、雨栗日柿である。

雨車は、雨車である。

雨黒燕は、雨黒燕である。

甘気は、甘気である。

雨気は、雨気である。

雨景色は、雨景色である。

甘気付くは、甘気付くである。

雨気付くは、雨気付くである。

尼子は、尼子である。

天魚は、天魚である。

雨乞いは、雨乞いである。

雨乞い唄は、雨乞い唄である。

雨乞い踊は、雨乞い踊である。

雨乞小町は、雨乞小町である。

祈雨使は、祈雨使である。

雨乞虫は、雨乞虫である。

尼講は、尼講である。

阿媽港は、阿媽港である。

亜媽港は、亜媽港である。

雨コートは、雨コートである。

尼子勝久は、尼子勝久である。

尼五山は、尼五山である。

尼子十勇士は、尼子十勇士である。

尼御所は、尼御所である。



尼御前は、尼御前である。

尼子経久は、尼子経久である。

尼子晴久は、尼子晴久である。

海人籠りは、海人籠りである。

雨隠りは、雨隠りである。

雨隠るは、雨隠るである。

天衣は、天衣である。

尼衣は、尼衣である。

海人衣は、海人衣である。

剰へは、剰へである。

天逆様は、天逆様である。

天離るは、天離るである。

甘作は、甘作である。

甘酒は、甘酒である。

醴は、醴である。

甘酒饅頭は、甘酒饅頭である。

天皿は、天皿である。

雨曝しは、雨曝しである。

雨晒しは、雨晒しである。

雨障は、雨障である。

亜麻子は、亜麻子である。

甘しは、甘しである。

天路は、天路である。

天道は、天道である。

甘塩は、甘塩である。

余肉は、余肉である。

剰肉は、剰肉である。

雨雫は、雨雫である。

雨支度は、雨支度である。

雨滴は、雨滴である。

雨仕舞は、雨仕舞である。

雨染みは、雨染みである。

雨湿りは、雨湿りである。

余し物は、余し物である。

余し者は、余し者である。

尼将軍は、尼将軍である。

雨障子は、雨障子である。

雨装束は、雨装束である。

甘食は、甘食である。

余すは、余すである。

甘酢は、甘酢である。

甘酸っぱいは、甘酸っぱいである。

甘葛は、甘葛である。

尼前は、尼前である。

天削は、天削である。

尼削は、尼削である。



雨注ぎは、雨注ぎである。

雨空は、雨空である。

アマゾンは、アマゾンである。

アマゾン川は、アマゾン川である。

アマゾン石は、アマゾン石である。

数多は、数多である。

あまだは、あまだである。

天田は、天田である。

あま台は、あま台である。

甘鯛は、甘鯛である。

数多重は、数多重である。

数多返りは、数多返りである。

天田愚庵は、天田愚庵である。

数多度は、数多度である。

天棚は、天棚である。

尼店は、尼店である。

尼棚は、尼棚である。

天飛むは、天飛むである。

天足らすは、天足らすである。

雨垂りは、雨垂りである。

雨垂り受けは、雨垂り受けである。

甘たるいは、甘たるいである。

雨垂れは、雨垂れである。

雨垂れ落ちは、雨垂れ落ちである。

雨垂れ拍子は、雨垂れ拍子である。

甘ちこいは、甘ちこいである。

甘茶は、甘茶である。

甘茶蔓は、甘茶蔓である。

甘ちゃんは、甘ちゃんである。

アマチュアは、アマチュアである。

アマチュアリズムは、アマチュアリズムである。

甘ちょろいは、甘ちょろいである。

天津は、天津である。

天つは、天つである。

天つ磐境は、天つ磐境である。

天つ枝は、天つ枝である。

天つ少女は、天つ少女である。

天つ風は、天つ風である。

天つ神は、天つ神である。

天つ神の御子は、天つ神の御子である。

天つ神の寿詞は、天つ神の寿詞である。

天つ君は、天つ君である。

天つ国は、天つ国である。

天つ雲居は、天つ雲居である。

天つ位は、天つ位である。

淡漬は、淡漬である。



味漬は、味漬である。

尼っこは、尼っこである。

剰えは、剰えである。

天つ印は、天つ印である。

天つ璽は、天つ璽である。

天つ袖は、天つ袖である。

天つ空は、天つ空である。

天伝ふは、天伝ふである。

甘ったるいは、甘ったるいである。

甘ったれるは、甘ったれるである。

甘土は、甘土である。

甘土権は、甘土権である。

尼っちょは、尼っちょである。

甘っちょろいは、甘っちょろいである。

雨続きは、雨続きである。

天つ次は、天つ次である。

天つ罪は、天つ罪である。

天つ祝詞は、天つ祝詞である。

雨燕は、雨燕である。

天つ日は、天つ日である。

雨粒は、雨粒である。

天つ彦は、天つ彦である。

天津彦彦火瓊は、天津彦彦火瓊である。

天つ日嗣は、天つ日嗣である。

天つ神籬は、天つ神籬である。

天つ領巾は、天つ領巾である。

雨っ降り風っ吹きは、雨っ降り風っ吹きである。

天津麻羅は、天津麻羅である。

天つ御祖は、天つ御祖である。

天つ御門は、天つ御門である。

天つ御食は、天つ御食である。

天つ御子は、天つ御子である。

天つ尊は、天つ尊である。

天つ水は、天つ水である。

天つ水影は、天つ水影である。

天つ御量は、天つ御量である。

天つ宮は、天つ宮である。

天つ社は、天つ社である。

案摩面は、案摩面である。

尼寺は、尼寺である。

尼寺五山は、尼寺五山である。

天照らすは、天照らすである。

天照大神は、天照大神である。

天照大御神は、天照大御神である。

天照るは、天照るである。

天照神は、天照神である。



天照るやは、天照るやである。

雨戸は、雨戸である。

雨樋は、雨樋である。

甘党は、甘党である。

雨胴服は、雨胴服である。

甘野老は、甘野老である。

天飛ぶは、天飛ぶである。

天飛ぶやは、天飛ぶやである。

雨鳥は、雨鳥である。

甘菜は、甘菜である。

甘なふは、甘なふである。

甘夏は、甘夏である。

甘納豆は、甘納豆である。

甘煮は、甘煮である。

亜麻仁は、亜麻仁である。

亜麻仁油は、亜麻仁油である。

尼入道は、尼入道である。

遍くは、遍くである。

普くは、普くである。

遍しは、遍しである。

普しは、普しである。

遍はすは、遍はすである。

遍はるは、遍はるである。

天野は、天野である。

天のは、天のである。

海人の漁火は、海人の漁火である。

海犬養は、海犬養である。

海犬養宿禰岡麻呂は、海犬養宿禰岡麻呂である。

天の命は、天の命である。

天の磐樟船は、天の磐樟船である。

天の磐座は、天の磐座である。

天の磐戸は、天の磐戸である。

天石戸別神は、天石戸別神である。

天の磐船は、天の磐船である。

天の岩屋は、天の岩屋である。

天の岩屋戸は、天の岩屋戸である。

天の浮橋は、天の浮橋である。

天鈿女命は、天鈿女命である。

天宇受売命は、天宇受売命である。

天忍日命は、天忍日命である。

天忍穂耳尊は、天忍穂耳尊である。

天尾羽張は、天尾羽張である。

案摩の面は、案摩の面である。

天の加久矢は、天の加久矢である。

天香山は、天香山である。

天香具山は、天香具山である。



海人の刈藻は、海人の刈藻である。

天の川は、天の川である。

天の河は、天の河である。

天之川は、天之川である。

天の河原は、天の河原である。

天久米命は、天久米命である。

海人の子は、海人の子である。

天児屋根命は、天児屋根命である。

天の幸は、天の幸である。

海人の囀りは、海人の囀りである。

天の逆手は、天の逆手である。

天の逆鉾は、天の逆鉾である。

天探女は、天探女である。

天野酒は、天野酒である。

天邪古は、天邪古である。

天野信景は、天野信景である。

天邪久は、天邪久である。

天邪鬼は、天邪鬼である。

天の透垣は、天の透垣である。

海人の捨舟は、海人の捨舟である。

天の関守は、天の関守である。

天野宗歩は、天野宗歩である。

天の高市は、天の高市である。

天手力男命は、天手力男命である。

天種子命は、天種子命である。

天の甜酒は、天の甜酒である。

天の足夜は、天の足夜である。

天野樽は、天野樽である。

天野貞祐は、天野貞祐である。

天の戸は、天の戸である。

天の戸河は、天の戸河である。

天常立神は、天常立神である。

天富命は、天富命である。

天の鳥船は、天の鳥船である。

天の瓊矛は、天の瓊矛である。

天の詔琴は、天の詔琴である。

天の羽車は、天の羽車である。

天の羽衣は、天の羽衣である。

天橋立は、天橋立である。

天の羽袖は、天の羽袖である。

天の羽羽斫は、天の羽羽斫である。

天の羽羽矢は、天の羽羽矢である。

天の羽羽弓は、天の羽羽弓である。

天の原は、天の原である。

天太玉命は、天太玉命である。

天火明命は、天火明命である。



天穂日命は、天穂日命である。

天の益人は、天の益人である。

海人の両手肩は、海人の両手肩である。

天目一箇神は、天目一箇神である。

天の御蔭は、天の御蔭である。

天之水分神は、天之水分神である。

天御中主神は、天御中主神である。

天の御量は、天の御量である。

天の御柱は、天の御柱である。

天御柱神は、天御柱神である。

天叢雲剣は、天叢雲剣である。

天野元之助は、天野元之助である。

天の安の河は、天の安の河である。

天の八十蔭は、天の八十蔭である。

天の八衢は、天の八衢である。

天野屋利兵衛は、天野屋利兵衛である。

天の余所は、天の余所である。

甘海苔は、甘海苔である。

雨羽織は、雨羽織である。

雨袴は、雨袴である。

雨吐は、雨吐である。

雨疏は、雨疏である。

天橋は、天橋である。

雨走は、雨走である。

天馳使は、天馳使である。

甘肌は、甘肌である。

雨畑は、雨畑である。

雨畑石は、雨畑石である。

雨畑硯は、雨畑硯である。

雨晴らしは、雨晴らしである。

雨晴れは、雨晴れである。

あまひきは、あまひきである。

天彦は、天彦である。

雨彦は、雨彦である。

天彦のは、天彦のである。

尼額は、尼額である。

天人は、天人である。

蜑人は、蜑人である。

尼姫君は、尼姫君である。

天領巾は、天領巾である。

雨蓋は、雨蓋である。

雨蓋瓦は、雨蓋瓦である。

尼船は、尼船である。

海人船は、海人船である。

余戸は、余戸である。

海部は、海部である。



海人部は、海人部である。

尼法師は、尼法師である。

甘干は、甘干である。

雨眉の車は、雨眉の車である。

奄美は、奄美である。

甘みは、甘みである。

甘味は、甘味である。

奄美大島は、奄美大島である。

あまみきよは、あまみきよである。

奄美諸島は、奄美諸島である。

雨水は、雨水である。

甘味噌は、甘味噌である。

尼御台所は、尼御台所である。

天満月は、天満月である。

天満星は、天満星である。

奄美の黒兎は、奄美の黒兎である。

火斑剥は、火斑剥である。

尼宮は、尼宮である。

あまめは、あまめである。

海女は、海女である。

甘藻は、甘藻である。

甘物は、甘物である。

雨催いは、雨催いである。

雨もよは、雨もよである。

雨模様は、雨模様である。

雨漏りは、雨漏りである。

天屋は、天屋である。

甘やかすは、甘やかすである。

尼焼は、尼焼である。

雨宿りは、雨宿りである。

雨止みは、雨止みである。

甘ゆは、甘ゆである。

雨夜は、雨夜である。

雨除けは、雨除けである。

雨避けは、雨避けである。

雨装いは、雨装いである。

雨夜の品定めは、雨夜の品定めである。

雨夜の月は、雨夜の月である。

雨夜の星は、雨夜の星である。

雨夜の尊は、雨夜の尊である。

甘撚りは、甘撚りである。

雨喜びは、雨喜びである。

アマランサスは、アマランサスである。

あまりは、あまりである。

余りは、余りである。

余り有るは、余り有るである。



余り事は、余り事である。

余り茶は、余り茶である。

余りては、余りてである。

余りには、余りにである。

余り物は、余り物である。

余り者は、余り者である。

雨竜は、雨竜である。

アマリリスは、アマリリスである。

余るは、余るである。

アマルガムは、アマルガムである。

アマルガム法は、アマルガム法である。

アマルナ時代は、アマルナ時代である。

余部は、余部である。

余目は、余目である。

天ん邪鬼は、天ん邪鬼である。

甘んじるは、甘んじるである。

甘んずるは、甘んずるである。

アマンドは、アマンドである。

醤蝦は、醤蝦である。

阿弥は、阿弥である。

アミは、アミである。

編上靴は、編上靴である。

アミアンは、アミアンである。

網行灯は、網行灯である。

網石は、網石である。

編板は、編板である。

編糸は、編糸である。

アミーバは、アミーバである。

網入硝子は、網入硝子である。

アミールは、アミールである。

網打ちは、網打ちである。

網打場は、網打場である。

網人は、網人である。

アミエルは、アミエルである。

網織は、網織である。

網卸しは、網卸しである。

網下しは、網下しである。

網垣は、網垣である。

編笠は、編笠である。

編笠尻は、編笠尻である。

編笠銭は、編笠銭である。

編笠草は、編笠草である。

編笠茸は、編笠茸である。

編笠茶屋は、編笠茶屋である。

編笠餅は、編笠餅である。

編笠百合は、編笠百合である。



罔頭は、罔頭である。

編み機は、編み機である。

網衣は、網衣である。

網組は、網組である。

網倉は、網倉である。

編み込みは、編み込みである。

網さすは、網さすである。

網地は、網地である。

網襦袢は、網襦袢である。

網島は、網島である。

網杓子は、網杓子である。

網シャツは、網シャツである。

阿弥衆は、阿弥衆である。

浴みすは、浴みすである。

網結は、網結である。

網結針は、網結針である。

編捨籠は、編捨籠である。

網麻は、網麻である。

阿弥陀は、阿弥陀である。

網大工は、網大工である。

阿弥陀笠は、阿弥陀笠である。

阿弥陀被りは、阿弥陀被りである。

阿弥陀ヶ峰は、阿弥陀ヶ峰である。

阿弥陀経は、阿弥陀経である。

阿弥陀籤は、阿弥陀籤である。

網茸は、網茸である。

阿弥陀講は、阿弥陀講である。

阿弥陀号は、阿弥陀号である。

阿弥陀護摩は、阿弥陀護摩である。

阿弥陀三尊は、阿弥陀三尊である。

阿弥陀寺は、阿弥陀寺である。

編み出すは、編み出すである。

阿弥陀堂は、阿弥陀堂である。

網棚は、網棚である。

阿弥陀二十五菩薩は、阿弥陀二十五菩薩である。

阿弥陀の光は、阿弥陀の光である。

阿弥陀胸割は、阿弥陀胸割である。

阿弥陀聖は、阿弥陀聖である。

阿弥陀法は、阿弥陀法である。

網玉は、網玉である。

阿弥陀曼荼羅は、阿弥陀曼荼羅である。

阿弥陀来迎図は、阿弥陀来迎図である。

編垂は、編垂である。

阿弥陀割は、阿弥陀割である。

網綱は、網綱である。

編み連れるは、編み連れるである。



網点は、網点である。

網戸は、網戸である。

編戸は、編戸である。

アミドは、アミドである。

網取りは、網取りである。

網鳥は、網鳥である。

網成は、網成である。

網縄は、網縄である。

網主は、網主である。

アミノは、アミノである。

あみのきは、あみのきである。

アミノ酸は、アミノ酸である。

アミノ酸醤油は、アミノ酸醤油である。

アミノピリンは、アミノピリンである。

網の目は、網の目である。

網の物は、網の物である。

網の者は、網の者である。

網乗物は、網乗物である。

網場は、網場である。

編針は、編針である。

網版は、網版である。

網引きは、網引きである。

網船は、網船である。

網ぼは、網ぼである。

編棒は、編棒である。

網星は、網星である。

網みどろは、網みどろである。

網目は、網目である。

編目は、編目である。

網目織は、網目織である。

網目蜉蝣目は、網目蜉蝣目である。

網元は、網元である。

編物は、編物である。

網模様灯籠菊桐は、網模様灯籠菊桐である。

網焼きは、網焼きである。

網役は、網役である。

アミューズメントは、アミューズメントである。

アミラーゼは、アミラーゼである。

アミルアルコールは、アミルアルコールである。

アミロイドは、アミロイドである。

アミロイドーシスは、アミロイドーシスである。

アミロースは、アミロースである。

アミロペクチンは、アミロペクチンである。

アミンは、アミンである。

あむは、あむである。

浴むは、浴むである。



編むは、編むである。

アムールは、アムールである。

アム河は、アム河である。

あむしろは、あむしろである。

浴むすは、浴むすである。

アムステルダムは、アムステルダムである。

アムステルダムインターナショナルは、アムステルダムインターナショナルである。

アムダリアは、アムダリアである。

あむつちは、あむつちである。

アムネスティインターナショナルは、アムネスティインターナショナルである。

アムハラ語は、アムハラ語である。

アムンゼンは、アムンゼンである。

雨は、雨である。

飴は、飴である。

あめは、あめである。

豆汁は、豆汁である。

雨上りは、雨上りである。

雨跡は、雨跡である。

雨霰は、雨霰である。

飴石は、飴石である。

蛙鳴蝉噪は、蛙鳴蝉噪である。

飴色は、飴色である。

黄牛は、黄牛である。

飴売は、飴売である。

アメーバは、アメーバである。

アメーバ運動は、アメーバ運動である。

アメーバ赤痢は、アメーバ赤痢である。

天圧の神は、天圧の神である。

雨男は、雨男である。

雨女は、雨女である。

飴菓子は、飴菓子である。

天が下は、天が下である。

飴粕は、飴粕である。

雨風食堂は、雨風食堂である。

雨風胴乱は、雨風胴乱である。

雨風祭は、雨風祭である。

雨勝ちは、雨勝ちである。

雨禁獄は、雨禁獄である。

叫くは、叫くである。

飴細工は、飴細工である。

アメシストは、アメシストである。

天知らすは、天知らすである。

黄牛簾は、黄牛簾である。

雨台風は、雨台風である。

飴炊きは、飴炊きである。

アメダスは、アメダスである。



飴玉は、飴玉である。

飴粽は、飴粽である。

飴ちょこは、飴ちょこである。

天地は、天地である。

天地の歌は、天地の歌である。

天地の詞は、天地の詞である。

天地の袋は、天地の袋である。

天地の道は、天地の道である。

雨露は、雨露である。

飴と鞭は、飴と鞭である。

天在るは、天在るである。

飴煮は、飴煮である。

アメニティは、アメニティである。

雨の脚は、雨の脚である。

江鮭は、江鮭である。

雨魚は、雨魚である。

天の海は、天の海である。

天の掟は、天の掟である。

天の印は、天の印である。

天の下は、天の下である。

天手長男神社は、天手長男神社である。

雨の手数は、雨の手数である。

天日槍は、天日槍である。

天之日矛は、天之日矛である。

天の御門は、天の御門である。

天の御孫は、天の御孫である。

雨の宮風の宮は、雨の宮風の宮である。

飴の餅は、飴の餅である。

雨森は、雨森である。

雨森芳洲は、雨森芳洲である。

アメフトは、アメフトである。

雨降らしは、雨降らしである。

雨降りは、雨降りである。

雨降り正月は、雨降り正月である。

雨降花は、雨降花である。

雨降星は、雨降星である。

畢宿は、畢宿である。

飴宝引は、飴宝引である。

雨鱒は、雨鱒である。

飴斑は、飴斑である。

雨やさめは、雨やさめである。

天山は、天山である。

阿米屋焼は、阿米屋焼である。

アメヤ横丁は、アメヤ横丁である。

飴湯は、飴湯である。

アメラガは、アメラガである。



アメラグは、アメラグである。

あめりは、あめりである。

アメリカは、アメリカである。

アメリカインディアンは、アメリカインディアンである。

アメリカ諸語は、アメリカ諸語である。

アメリカ合衆国は、アメリカ合衆国である。

アメリカ材は、アメリカ材である。

アメリカざりがには、アメリカざりがにである。

アメリカ白灯蛾は、アメリカ白灯蛾である。

アメリカズカップは、アメリカズカップである。

アメリカ篠懸の木は、アメリカ篠懸の木である。

アメリカ草は、アメリカ草である。

アメリカ駝鳥は、アメリカ駝鳥である。

アメリカ独立戦争は、アメリカ独立戦争である。

アメリカナイズは、アメリカナイズである。

アメリカ撫子は、アメリカ撫子である。

アメリカニズムは、アメリカニズムである。

アメリカねりは、アメリカねりである。

アメリカ楓は、アメリカ楓である。

アメリカ防風は、アメリカ防風である。

アメリカ松は、アメリカ松である。

アメリカ戦争は、アメリカ戦争である。

アメリカ労働総同盟産業別組合会議 は、アメリカ労働総同盟産業別組合会議 である。

アメリカ鰐は、アメリカ鰐である。

アメリカンは、アメリカンである。

アメリカンドリームは、アメリカンドリームである。

アメリカンフットボールは、アメリカンフットボールである。

アメリカンリーグは、アメリカンリーグである。

アメリカンルネサンスは、アメリカンルネサンスである。

アメリシウムは、アメリシウムである。

天稚彦は、天稚彦である。

天若日子は、天若日子である。

アメンチアは、アメンチアである。

アメンドウは、アメンドウである。

水黽は、水黽である。

飴ん棒は、飴ん棒である。

アメンホテップは、アメンホテップである。

餅は、餅である。

廈門は、廈門である。

亜目は、亜目である。

あ文字は、あ文字である。

余木は、余木である。

アモスは、アモスである。

餅搗は、餅搗である。

畦元は、畦元である。

足下踏下は、足下踏下である。



天降り付くは、天降り付くである。

アモルファスは、アモルファスである。

亜門は、亜門である。

アモンは、アモンである。

文は、文である。

綾は、綾である。

漢は、漢である。

あやは、あやである。

綾藺笠は、綾藺笠である。

綾糸は、綾糸である。

綾糸織は、綾糸織である。

危は、危である。

危ういは、危ういである。

危うがるは、危うがるである。

危うくは、危うくである。

危草は、危草である。

漢氏は、漢氏である。

綾縅は、綾縅である。

綾踊は、綾踊である。

綾織は、綾織である。

綾織竹は、綾織竹である。

綾織物は、綾織物である。

綾垣は、綾垣である。

綾笠は、綾笠である。

あやかしは、あやかしである。

あやかりは、あやかりである。

肖り者は、肖り者である。

肖るは、肖るである。

綾絹は、綾絹である。

綾切は、綾切である。

紋切れは、紋切れである。

綾語は、綾語である。

綾葛は、綾葛である。

綾子舞は、綾子舞である。

綾呉絽は、綾呉絽である。

怪しは、怪しである。

綾地は、綾地である。

怪しいは、怪しいである。

怪しばむは、怪しばむである。

怪し火は、怪し火である。

怪しぶは、怪しぶである。

あやしむは、あやしむである。

怪しむは、怪しむである。

あやすは、あやすである。

零すは、零すである。

綾杉は、綾杉である。



綾菅笠は、綾菅笠である。

綾摺は、綾摺である。

綾瀬は、綾瀬である。

綾竹は、綾竹である。

綾襷は、綾襷である。

綾槻は、綾槻である。

綾子は、綾子である。

操りは、操りである。

操狂言は、操狂言である。

操座は、操座である。

操三番は、操三番である。

操芝居は、操芝居である。

操浄瑠璃は、操浄瑠璃である。

操人形は、操人形である。

操るは、操るである。

アヤトラは、アヤトラである。

綾取りは、綾取りである。

挑文師は、挑文師である。

綾取るは、綾取るである。

文無は、文無である。

文無しは、文無しである。

あやなすは、あやなすである。

奇には、奇にである。

生憎がるは、生憎がるである。

生憎心は、生憎心である。

生憎しは、生憎しである。

生憎だつは、生憎だつである。

綾錦は、綾錦である。

文布は、文布である。

綾鼓は、綾鼓である。

漢織は、漢織である。

綾檜垣は、綾檜垣である。

漢人は、漢人である。

紋船は、紋船である。

綾船は、綾船である。

危ぶむは、危ぶむである。

あやふやは、あやふやである。

あやふや人形は、あやふや人形である。

綾振りは、綾振りである。

綾部は、綾部である。

危ほかどは、危ほかどである。

綾巻は、綾巻である。

過ちは、過ちである。

過料は、過料である。

過つは、過つである。

誤つは、誤つである。



誤りは、誤りである。

謬りは、謬りである。

謝りは、謝りである。

謝り証文は、謝り証文である。

誤るは、誤るである。

謬るは、謬るである。

謝るは、謝るである。

危むは、危むである。

怪むは、怪むである。

綾筵は、綾筵である。

菖蒲は、菖蒲である。

文目は、文目である。

漢女は、漢女である。

菖蒲合は、菖蒲合である。

菖蒲占は、菖蒲占である。

菖蒲科は、菖蒲科である。

菖蒲襲は、菖蒲襲である。

菖蒲鬘は、菖蒲鬘である。

菖蒲刀は、菖蒲刀である。

菖蒲兜は、菖蒲兜である。

菖蒲草は、菖蒲草である。

菖蒲輿は、菖蒲輿である。

菖蒲酒は、菖蒲酒である。

菖蒲団子は、菖蒲団子である。

文目鳥は、文目鳥である。

菖蒲の門は、菖蒲の門である。

菖蒲の車は、菖蒲の車である。

菖蒲の蔵人は、菖蒲の蔵人である。

菖蒲の盃は、菖蒲の盃である。

菖蒲の節句は、菖蒲の節句である。

菖蒲の案は、菖蒲の案である。

菖蒲の枕は、菖蒲の枕である。

菖蒲の湯は、菖蒲の湯である。

菖蒲葺は、菖蒲葺である。

菖蒲浴衣は、菖蒲浴衣である。

危めるは、危めるである。

香魚は、香魚である。

年魚は、年魚である。

阿諛は、阿諛である。

肖ゆは、肖ゆである。

零ゆは、零ゆである。

脚結は、脚結である。

脚結抄は、脚結抄である。

足結ふは、足結ふである。

鮎掛鉤は、鮎掛鉤である。

鮎籠は、鮎籠である。



揺くは、揺くである。

鮎汲みは、鮎汲みである。

鮎鮨は、鮎鮨である。

アユタヤは、アユタヤである。

年魚市は、年魚市である。

吾湯市は、吾湯市である。

年魚市潟は、年魚市潟である。

鮎釣鉤は、鮎釣鉤である。

鮎苗は、鮎苗である。

鮎の風は、鮎の風である。

歩まひは、歩まひである。

歩みは、歩みである。

歩み合いは、歩み合いである。

歩み足は、歩み足である。

歩板は、歩板である。

歩み振りは、歩み振りである。

歩み寄りは、歩み寄りである。

歩み寄るは、歩み寄るである。

歩むは、歩むである。

鮎擬きは、鮎擬きである。

粗は、粗である。

あらは、あらである。

現は、現である。

新は、新である。

アラーは、アラーである。

アラービーは、アラービーである。

アラームは、アラームである。

粗粗は、粗粗である。

荒荒は、荒荒である。

あらあらは、あらあらである。

あらあらかしこは、あらあらかしこである。

粗粗しいは、粗粗しいである。

荒荒しいは、荒荒しいである。

洗いは、洗いである。

荒井は、荒井である。

新井は、新井である。

荒いは、荒いである。

粗いは、粗いである。

洗い上げるは、洗い上げるである。

洗糸は、洗糸である。

洗芋は、洗芋である。

洗い桶は、洗い桶である。

洗い落しは、洗い落しである。

洗い替えは、洗い替えである。

洗柿は、洗柿である。

洗い方は、洗い方である。



洗い髪は、洗い髪である。

洗革は、洗革である。

荒井寛方は、荒井寛方である。

洗い衣は、洗い衣である。

洗い薬は、洗い薬である。

洗轡は、洗轡である。

洗い熊は、洗い熊である。

浣熊は、浣熊である。

洗い粉は、洗い粉である。

洗ひ越すは、洗ひ越すである。

洗い皿は、洗い皿である。

洗い浚いは、洗い浚いである。

洗い晒しは、洗い晒しである。

洗い晒すは、洗い晒すである。

荒石は、荒石である。

洗朱は、洗朱である。

洗い濯ぎは、洗い濯ぎである。

洗堰は、洗堰である。

荒磯は、荒磯である。

荒磯切は、荒磯切である。

荒磯島は、荒磯島である。

荒磯緞子は、荒磯緞子である。

荒磯波は、荒磯波である。

洗染は、洗染である。

退紅は、退紅である。

粗板は、粗板である。

洗い出しは、洗い出しである。

洗ひたづは、洗ひたづである。

洗い出すは、洗い出すである。

洗い立ては、洗い立てである。

洗い立てるは、洗い立てるである。

洗い直すは、洗い直すである。

洗い流すは、洗い流すである。

新居の関は、新居の関である。

荒井の関は、荒井の関である。

洗い場は、洗い場である。

新井白石は、新井白石である。

洗い張りは、洗い張りである。

洗い盤は、洗い盤である。

洗い蒔きは、洗い蒔きである。

洗い丸太は、洗い丸太である。

荒忌は、荒忌である。

散斎は、散斎である。

洗い飯は、洗い飯である。

荒芋は、荒芋である。

洗い物は、洗い物である。



洗矢は、洗矢である。

洗い米は、洗い米である。

荒鵜は、荒鵜である。

洗うは、洗うである。

アラウィーは、アラウィーである。

荒牛は、荒牛である。

荒打は、荒打である。

荒馬は、荒馬である。

新馬は、新馬である。

荒海は、荒海である。

荒海障子は、荒海障子である。

アラウンパヤー朝は、アラウンパヤー朝である。

荒蝦夷は、荒蝦夷である。

荒夷は、荒夷である。

荒尾は、荒尾である。

荒男は、荒男である。

荒雄は、荒雄である。

荒起しは、荒起しである。

粗起しは、粗起しである。

荒小田は、荒小田である。

新小田は、新小田である。

新小田をは、新小田をである。

粗織は、粗織である。

殿は、殿である。

争いは、争いである。

諍いは、諍いである。

抗いは、抗いである。

争うは、争うである。

諍うは、諍うである。

抗うは、抗うである。

荒垣は、荒垣である。

荒籬は、荒籬である。

荒垣のは、荒垣のである。

荒籠は、荒籠である。

粗籠は、粗籠である。

粗樫は、粗樫である。

予めは、予めである。

荒稼ぎは、荒稼ぎである。

粗方は、粗方である。

粗金は、粗金である。

鉱は、鉱である。

粗金のは、粗金のである。

粗壁は、粗壁である。

荒壁は、荒壁である。

荒神は、荒神である。

現神は、現神である。



アラカルトは、アラカルトである。

荒川は、荒川である。

粗皮は、粗皮である。

荒川豊蔵は、荒川豊蔵である。

荒川放水路は、荒川放水路である。

阿羅漢は、阿羅漢である。

荒鉋は、荒鉋である。

荒木は、荒木である。

荒城は、荒城である。

新木は、新木である。

新墾は、新墾である。

新開は、新開である。

荒開は、荒開である。

アラキは、アラキである。

荒儀は、荒儀である。

荒木寛畝は、荒木寛畝である。

荒木古童は、荒木古童である。

荒木貞夫は、荒木貞夫である。

荒木十畝は、荒木十畝である。

新墾田は、新墾田である。

荒木田は、荒木田である。

荒木田久老は、荒木田久老である。

荒木田守武は、荒木田守武である。

荒木田麗女は、荒木田麗女である。

疎木取りは、疎木取りである。

アラキドン酸は、アラキドン酸である。

殯の宮は、殯の宮である。

荒木の弓は、荒木の弓である。

新墾治は、新墾治である。

荒木船は、荒木船である。

荒木又右衛門は、荒木又右衛門である。

荒木村重は、荒木村重である。

荒肝は、荒肝である。

荒行は、荒行である。

荒切りは、荒切りである。

粗切りは、粗切りである。

荒木流は、荒木流である。

あらくは、あらくである。

散去くは、散去くである。

荒草は、荒草である。

粗櫛は、粗櫛である。

新口は、新口である。

荒くましいは、荒くましいである。

荒くもしいは、荒くもしいである。

荒くれは、荒くれである。

荒塊は、荒塊である。



荒塊起は、荒塊起である。

荒くれしは、荒くれしである。

荒くれ者は、荒くれ者である。

荒くれるは、荒くれるである。

あらくろ摺は、あらくろ摺である。

粗削りは、粗削りである。

荒けないは、荒けないである。

散去けるは、散去けるである。

荒げるは、荒げるである。

粗粉は、粗粉である。

荒肥は、荒肥である。

アラゴーは、アラゴーである。

粗漉しは、粗漉しである。

荒事は、荒事である。

荒事師は、荒事師である。

荒ごなしは、荒ごなしである。

荒駒は、荒駒である。

荒こましいは、荒こましいである。

粗薦は、粗薦である。

荒薦は、荒薦である。

アラゴンは、アラゴンである。

粗探しは、粗探しである。

荒しは、荒しである。

嵐は、嵐である。

粗しは、粗しである。

あらしは、あらしである。

荒し男は、荒し男である。

荒潮は、荒潮である。

荒塩は、荒塩である。

粗塩は、粗塩である。

嵐が丘は、嵐が丘である。

嵐寛寿郎は、嵐寛寿郎である。

嵐草は、嵐草である。

荒子は、荒子である。

嵐子は、嵐子である。

粗仕子は、粗仕子である。

粗鉋は、粗鉋である。

荒仕事は、荒仕事である。

嵐三右衛門は、嵐三右衛門である。

荒稲は、荒稲である。

荒野は、荒野である。

嵐の上は、嵐の上である。

嵐の末は、嵐の末である。

嵐の底は、嵐の底である。

嵐の床は、嵐の床である。

嵐の枕は、嵐の枕である。



暴風は、暴風である。

嵐窓は、嵐窓である。

新注連は、新注連である。

新標は、新標である。

嵐山は、嵐山である。

新精霊は、新精霊である。

新所帯は、新所帯である。

あら汁は、あら汁である。

荒代は、荒代である。

荒らすは、荒らすである。

産すは、産すである。

非ずは、非ずである。

荒水行は、荒水行である。

アラスカは、アラスカである。

アラスカ半島は、アラスカ半島である。

あらすさは、あらすさである。

粗筋は、粗筋である。

荒炭は、荒炭である。

あらずもがなは、あらずもがなである。

紫羅欄花は、紫羅欄花である。

新世帯は、新世帯である。

新節は、新節である。

荒銭は、荒銭である。

有らせられるは、有らせられるである。

在らせられるは、在らせられるである。

粗麻は、粗麻である。

争碁は、争碁である。

争えないは、争えないである。

荒育ちは、荒育ちである。

荒染は、荒染である。

桃花染は、桃花染である。

争われないは、争われないである。

あらたは、あらたである。

新たは、新たである。

荒田は、荒田である。

新田は、新田である。

荒妙は、荒妙である。

荒妙のは、荒妙のである。

荒倒しは、荒倒しである。

灼は、灼である。

新鷹は、新鷹である。

新しは、新しである。

アラタ体は、アラタ体である。

荒立つは、荒立つである。

略立は、略立である。

荒立は、荒立である。



荒立てるは、荒立てるである。

新棚は、新棚である。

粗玉は、粗玉である。

荒玉は、荒玉である。

璞は、璞である。

新玉のは、新玉のである。

荒玉のは、荒玉のである。

改まるは、改まるである。

革まるは、革まるである。

改むは、改むである。

革むは、革むである。

改めは、改めである。

改めては、改めてである。

改めるは、改めるである。

革めるは、革めるである。

新世は、新世である。

新代は、新代である。

新夜は、新夜である。

新血は、新血である。

荒血は、荒血である。

荒ち男は、荒ち男である。

愛発関は、愛発関である。

愛発山は、愛発山である。

有乳山は、有乳山である。

荒血山は、荒血山である。

放つは、放つである。

粗造りは、粗造りである。

粗土は、粗土である。

荒っぽいは、荒っぽいである。

粗っぽいは、粗っぽいである。

粗積りは、粗積りである。

粗手は、粗手である。

荒手は、荒手である。

新手は、新手である。

荒手網は、荒手網である。

粗手組むは、粗手組むである。

荒手結は、荒手結である。

荒手番は、荒手番である。

あらとは、あらとである。

粗砥は、粗砥である。

荒砥は、荒砥である。

粗銅は、粗銅である。

荒道具は、荒道具である。

粗研ぎは、粗研ぎである。

荒研ぎは、荒研ぎである。

荒床は、荒床である。



新床は、新床である。

荒鳥は、荒鳥である。

疎取は、疎取である。

あらなくには、あらなくにである。

荒波は、荒波である。

粗涙は、粗涙である。

荒縄は、荒縄である。

あら煮は、あら煮である。

荒荷は、荒荷である。

荒和の祓は、荒和の祓である。

アラニンは、アラニンである。

有らぬは、有らぬである。

有らぬ思いは、有らぬ思いである。

粗糠は、粗糠である。

有らぬ方は、有らぬ方である。

有らぬ事は、有らぬ事である。

有らぬ様は、有らぬ様である。

有らぬ姿は、有らぬ姿である。

粗布は、粗布である。

有らぬ世は、有らぬ世である。

粗塗りは、粗塗りである。

曠野は、曠野である。

阿羅野は、阿羅野である。

荒野らは、荒野らである。

曠野らは、曠野らである。

荒陵寺は、荒陵寺である。

荒筥は、荒筥である。

あらばこそは、あらばこそである。

新走りは、新走りである。

荒畑は、荒畑である。

新肌は、新肌である。

新膚は、新膚である。

荒畑寒村は、荒畑寒村である。

荒働きは、荒働きである。

アラバマは、アラバマである。

アラバマ物語は、アラバマ物語である。

アラビアは、アラビアである。

アラビア医学は、アラビア医学である。

アラビア馬は、アラビア馬である。

アラビア海は、アラビア海である。

アラビア記数法は、アラビア記数法である。

アラビア語は、アラビア語である。

アラビアゴムは、アラビアゴムである。

アラビアの樹は、アラビアの樹である。

アラビア人は、アラビア人である。

アラビア数字は、アラビア数字である。



アラビア糊は、アラビア糊である。

アラビア文字は、アラビア文字である。

アラビア湾は、アラビア湾である。

アラビアンナイトは、アラビアンナイトである。

アラビアンライトは、アラビアンライトである。

粗挽きは、粗挽きである。

粗醤は、粗醤である。

荒聖は、荒聖である。

現人神は、現人神である。

荒人神は、荒人神である。

荒びるは、荒びるである。

アラブは、アラブである。

荒ぶは、荒ぶである。

アラファトは、アラファトである。

荒吹は、荒吹である。

アラブ首長国連邦は、アラブ首長国連邦である。

アラブ人は、アラブ人である。

アラブ石油輸出国機構は、アラブ石油輸出国機構である。

荒船山は、荒船山である。

アラブ民族主義は、アラブ民族主義である。

アラフラ海は、アラフラ海である。

荒ぶる神は、荒ぶる神である。

アラブ連合は、アラブ連合である。

アラブ連盟は、アラブ連盟である。

アラベスクは、アラベスクである。

荒法師は、荒法師である。

新仏は、新仏である。

骼は、骼である。

粗彫は、粗彫である。

荒彫は、荒彫である。

新盆は、新盆である。

荒巻は、荒巻である。

苞苴は、苞苴である。

新巻は、新巻である。

荒蒔きは、荒蒔きである。

粗柾目は、粗柾目である。

あらましは、あらましである。

荒ましは、荒ましである。

あらましごとは、あらましごとである。

あらますは、あらますである。

荒祭宮は、荒祭宮である。

あらまほしは、あらまほしである。

あら見は、あら見である。

新身は、新身である。

荒御蔭は、荒御蔭である。

荒見川の祓は、荒見川の祓である。



荒御鋒は、荒御鋒である。

荒御裂神は、荒御裂神である。

荒溝は、荒溝である。

新霊は、新霊である。

荒御魂は、荒御魂である。

新身試しは、新身試しである。

荒道は、荒道である。

アラミド繊維は、アラミド繊維である。

アラム語は、アラム語である。

荒武者は、荒武者である。

粗筵は、粗筵である。

荒筵は、荒筵である。

アラム文字は、アラム文字である。

荒布は、荒布である。

荒目は、荒目である。

荒目網は、荒目網である。

庶妹は、庶妹である。

庶兄は、庶兄である。

荒目縅は、荒目縅である。

荒布のふくめは、荒布のふくめである。

アラモは、アラモである。

アラモードは、アラモードである。

あらもとは、あらもとである。

荒物は、荒物である。

荒者は、荒者である。

荒物屋は、荒物屋である。

新家は、新家である。

新屋敷は、新屋敷である。

阿頼耶識は、阿頼耶識である。

粗鑢は、粗鑢である。

荒鑢は、荒鑢である。

荒山は、荒山である。

荒湯は、荒湯である。

新湯は、新湯である。

荒弓は、荒弓である。

有らゆるは、有らゆるである。

荒世は、荒世である。

荒節は、荒節である。

あららは、あららである。

荒らかは、荒らかである。

粗らかは、粗らかである。

あららぎは、あららぎである。

蘭は、蘭である。

アララギは、アララギである。

荒らげるは、荒らげるである。

阿羅邏仙人は、阿羅邏仙人である。



アララト山は、アララト山である。

あらら松原は、あらら松原である。

粗利益は、粗利益である。

荒利益は、荒利益である。

あらりとは、あらりとである。

荒療治は、荒療治である。

アラル海は、アラル海である。

アラルコンは、アラルコンである。

霰は、霰である。

霰石は、霰石である。

霰打つは、霰打つである。

霰絣は、霰絣である。

霰釜は、霰釜である。

霰粥は、霰粥である。

霰羹は、霰羹である。

霰覆しは、霰覆しである。

霰小紋は、霰小紋である。

霰酒は、霰酒である。

霰地は、霰地である。

霰生薑は、霰生薑である。

霰蕎麦は、霰蕎麦である。

霰豆腐は、霰豆腐である。

有られぬは、有られぬである。

霰灰は、霰灰である。

霰走は、霰走である。

阿良礼走は、阿良礼走である。

霰降りは、霰降りである。

霰星は、霰星である。

安良礼松原は、安良礼松原である。

霰餅は、霰餅である。

あられもないは、あられもないである。

顕は、顕である。

露は、露である。

洗はひは、洗はひである。

荒技は、荒技である。

荒業は、荒業である。

著わし衣は、著わし衣である。

表すは、表すである。

現すは、現すである。

顕すは、顕すである。

著すは、著すである。

現れは、現れである。

顕れは、顕れである。

表れは、表れである。

現れるは、現れるである。

顕れるは、顕れるである。



表れるは、表れるである。

アランは、アランである。

有らん限りは、有らん限りである。

アランダムは、アランダムである。

阿蘭若は、阿蘭若である。

アランフェスは、アランフェスである。

アランフルニエは、アランフルニエである。

在りは、在りである。

有りは、有りである。

蟻は、蟻である。

アリアは、アリアである。

有り合いは、有り合いである。

有り合うは、有り合うである。

在り合うは、在り合うである。

有り明しは、有り明しである。

有明は、有明である。

有明行灯は、有明行灯である。

有明海は、有明海である。

有明方は、有明方である。

有明桜は、有明桜である。

有明月は、有明月である。

有明月夜は、有明月夜である。

有明の月は、有明の月である。

有明の灯は、有明の灯である。

有明の主水は、有明の主水である。

有明袋は、有明袋である。

有明節は、有明節である。

有明湾は、有明湾である。

アリアドネは、アリアドネである。

蟻穴は、蟻穴である。

有り余るは、有り余るである。

在り在りは、在り在りである。

在り在りしは、在り在りしである。

在り在りては、在り在りてである。

有り合せは、有り合せである。

有り合せるは、有り合せるである。

在り合せるは、在り合せるである。

アリーは、アリーである。

アリーナは、アリーナである。

アリール基は、アリール基である。

アリウスは、アリウスである。

有り内は、有り内である。

アリウムは、アリウムである。

有り得るは、有り得るである。

あり丘は、あり丘である。

有王は、有王である。



有王山は、有王山である。

アリオストは、アリオストである。

蟻落しは、蟻落しである。

在り居りは、在り居りである。

在り処は、在り処である。

在り所は、在り所である。

在香は、在香である。

在臭は、在臭である。

有り顔は、有り顔である。

蟻掛は、蟻掛である。

有り数は、有り数である。

有り形は、有り形である。

在り方は、在り方である。

有難は、有難である。

有り難いは、有り難いである。

有難涙は、有難涙である。

有難みは、有難みである。

有難迷惑は、有難迷惑である。

有難屋は、有難屋である。

有難山は、有難山である。

有り勝ちは、有り勝ちである。

有り難うは、有り難うである。

有り金は、有り金である。

蟻壁は、蟻壁である。

蟻壁長押は、蟻壁長押である。

在りが欲しは、在りが欲しである。

在り通ふは、在り通ふである。

歩きは、歩きである。

歩神は、歩神である。

歩き初めは、歩き初めである。

在り来りは、在り来りである。

あり衣は、あり衣である。

あり衣のは、あり衣のである。

有り限は、有り限である。

有り切れは、有り切れである。

有り布は、有り布である。

歩くは、歩くである。

在り来は、在り来である。

蟻食は、蟻食である。

食蟻獣は、食蟻獣である。

有国は、有国である。

在国は、在国である。

蟻蜘蛛は、蟻蜘蛛である。

在り苦しは、在り苦しである。

有りげは、有りげである。

アリゲーターは、アリゲーターである。



有毛検見は、有毛検見である。

有り事は、有り事である。

有坂は、有坂である。

有坂成章は、有坂成章である。

有坂秀世は、有坂秀世である。

蟻先は、蟻先である。

衽先は、衽先である。

蟻差は、蟻差である。

有様は、有様である。

ありさまは、ありさまである。

アリザリンは、アリザリンである。

在り去るは、在り去るである。

有沢は、有沢である。

有沢広巳は、有沢広巳である。

阿里山は、阿里山である。

蟻桟は、蟻桟である。

在りしは、在りしである。

蟻地獄は、蟻地獄である。

ありしながらは、ありしながらである。

有島は、有島である。

有島生馬は、有島生馬である。

有島武郎は、有島武郎である。

在りし世は、在りし世である。

蟻植物は、蟻植物である。

在り巣は、在り巣である。

蟻吸は、蟻吸である。

有栖川宮は、有栖川宮である。

在り過ぐすは、在り過ぐすである。

アリスタルコスは、アリスタルコスである。

アリスティッポスは、アリスティッポスである。

アリストクラシーは、アリストクラシーである。

アリストクラティックは、アリストクラティックである。

アリストテレスは、アリストテレスである。

アリストテレス主義は、アリストテレス主義である。

アリストテレスの提灯は、アリストテレスの提灯である。

アリストファネスは、アリストファネスである。

有寸は、有寸である。

荒磯海は、荒磯海である。

アリゾナは、アリゾナである。

荒磯松は、荒磯松である。

荒磯廻は、荒磯廻である。

有田は、有田である。

アリダードは、アリダードである。

有り高は、有り高である。

在りたき儘は、在りたき儘である。

有り丈は、有り丈である。



蟻茸は、蟻茸である。

有丈小丈は、有丈小丈である。

有田草は、有田草である。

在り立つは、在り立つである。

在り回るは、在り回るである。

有田焼は、有田焼である。

在千潟は、在千潟である。

蟻塚は、蟻塚である。

垤は、垤である。

蟻塚虫は、蟻塚虫である。

有り付かはしは、有り付かはしである。

在り付きは、在り付きである。

蟻継は、蟻継である。

在り付き顔は、在り付き顔である。

在り付くは、在り付くである。

アリッサムは、アリッサムである。

有りっ丈は、有りっ丈である。

蟻吊は、蟻吊である。

有りつるは、有りつるである。

有り体は、有り体である。

有りと有らゆるは、有りと有らゆるである。

有りと有るは、有りと有るである。

蟻通しは、蟻通しである。

虎刺は、虎刺である。

蟻通は、蟻通である。

蟻通明神は、蟻通明神である。

有りとし有るは、有りとし有るである。

在り慰むは、在り慰むである。

有り無しは、有り無しである。

有無の日は、有無の日である。

有り否むは、有り否むである。

在り習ふは、在り習ふである。

在り馴るは、在り馴るである。

阿利那礼河は、阿利那礼河である。

在り荷は、在り荷である。

在り悪しは、在り悪しである。

在根良しは、在根良しである。

有りの件は、有りの件である。

在りの悉は、在りの悉である。

在りの遊びは、在りの遊びである。

蟻の塔は、蟻の塔である。

蟻の塔草は、蟻の塔草である。

蟻の門渡りは、蟻の門渡りである。

ありのひふきは、ありのひふきである。

有りの紛ひは、有りの紛ひである。

有りの随には、有りの随にである。



有りの儘は、有りの儘である。

有の実は、有の実である。

アリバイは、アリバイである。

在場所は、在場所である。

在り果つは、在り果つである。

在原は、在原である。

在り経は、在り経である。

有り触れるは、有り触れるである。

ありべかかりは、ありべかかりである。

蟻ほぞは、蟻ほぞである。

有馬は、有馬である。

在米は、在米である。

有馬温泉は、有馬温泉である。

蟻巻は、蟻巻である。

有馬記念は、有馬記念である。

在方は、在方である。

有馬菅は、有馬菅である。

有馬草は、有馬草である。

在り待つは、在り待つである。

有松絞は、有松絞である。

有間皇子は、有間皇子である。

有馬晴信は、有馬晴信である。

有馬筆は、有馬筆である。

有馬山は、有馬山である。

有間山は、有間山である。

有馬流は、有馬流である。

擬蟻象虫は、擬蟻象虫である。

有り物は、有り物である。

有文字は、有文字である。

ありゃは、ありゃである。

ありゃありゃは、ありゃありゃである。

ありゃこりゃは、ありゃこりゃである。

亜流は、亜流である。

亜硫酸は、亜硫酸である。

亜硫酸塩は、亜硫酸塩である。

亜硫酸ガスは、亜硫酸ガスである。

亜硫酸ナトリウムは、亜硫酸ナトリウムである。

亜硫酸パルプは、亜硫酸パルプである。

アリューシャンは、アリューシャンである。

アリューシャン海溝は、アリューシャン海溝である。

アリューシャン低気圧は、アリューシャン低気圧である。

アリューシャン列島は、アリューシャン列島である。

有り様は、有り様である。

有り様はは、有り様はである。

有吉は、有吉である。

在り好しは、在り好しである。



有吉佐和子は、有吉佐和子である。

アリランは、アリランである。

アリルアルコールは、アリルアルコールである。

在り煩ふは、在り煩ふである。

在り渡るは、在り渡るである。

在り侘ぶは、在り侘ぶである。

在原寺は、在原寺である。

在原滋春は、在原滋春である。

在原業平は、在原業平である。

在原行平は、在原行平である。

亜燐酸は、亜燐酸である。

ありんすは、ありんすである。

ありんす国は、ありんす国である。

二は、二である。

生るは、生るである。

有るは、有るである。

在るは、在るである。

離るは、離るである。

或るは、或るである。

或いはは、或いはである。

アルヴァレズは、アルヴァレズである。

或る女は、或る女である。

有賀は、有賀である。

アルカイスムは、アルカイスムである。

アルカイックは、アルカイックである。

アルカイック芸術は、アルカイック芸術である。

アルカイックスマイルは、アルカイックスマイルである。

有るが上には、有るが上にである。

有る限りは、有る限りである。

アルカスは、アルカスである。

有賀長伯は、有賀長伯である。

アルカディアは、アルカディアである。

アルカディウスは、アルカディウスである。

有るが中は、有るが中である。

有るか無きかは、有るか無きかである。

有るか無しは、有るか無しである。

アルカリは、アルカリである。

アルカリ岩は、アルカリ岩である。

アルカリ乾電池は、アルカリ乾電池である。

アルカリ金属は、アルカリ金属である。

アルカリ血症は、アルカリ血症である。

アルカリ植物は、アルカリ植物である。

アルカリ性は、アルカリ性である。

アルカリ性食品は、アルカリ性食品である。

アルカリ性泉は、アルカリ性泉である。

アルカリ性土壌は、アルカリ性土壌である。



アルカリ蓄電池は、アルカリ蓄電池である。

アルカリ長石は、アルカリ長石である。

アルカリ土類金属は、アルカリ土類金属である。

アルカロイドは、アルカロイドである。

アルカローシスは、アルカローシスである。

アルカンは、アルカンである。

歩き神は、歩き神である。

歩き詰めは、歩き詰めである。

アルキド樹脂は、アルキド樹脂である。

アルギニンは、アルギニンである。

歩き振りは、歩き振りである。

アルキペンコは、アルキペンコである。

歩き回るは、歩き回るである。

アルキメデスは、アルキメデスである。

アルキメデスの原理は、アルキメデスの原理である。

アルキメデスの公理は、アルキメデスの公理である。

アルキルは、アルキルである。

アルキル基は、アルキル基である。

アルキルフェノールは、アルキルフェノールである。

アルキルベンゼンは、アルキルベンゼンである。

アルキルベンゼンスルホン酸塩は、アルキルベンゼンスルホン酸塩である。

アルキンは、アルキンである。

アルギン酸は、アルギン酸である。

アルクインは、アルクインである。

アルクトゥールスは、アルクトゥールスである。

アルケーは、アルケーである。

アルケミーは、アルケミーである。

アルケンは、アルケンである。

アルゴーは、アルゴーである。

アルゴー座は、アルゴー座である。

アルコーブは、アルコーブである。

アルコールは、アルコールである。

アルゴールは、アルゴールである。

アルコール依存症は、アルコール依存症である。

アルコール飲料は、アルコール飲料である。

アルコール温度計は、アルコール温度計である。

アルゴール型変光星は、アルゴール型変光星である。

アルコール中毒は、アルコール中毒である。

アルコール度は、アルコール度である。

アルコール発酵は、アルコール発酵である。

アルコールランプは、アルコールランプである。

有る事無い事は、有る事無い事である。

アルゴナウタイは、アルゴナウタイである。

アルゴリズムは、アルゴリズムである。

アルコンは、アルコンである。

アルゴンは、アルゴンである。



アルサケス朝は、アルサケス朝である。

アルザス語は、アルザス語である。

アルザスロレーヌは、アルザスロレーヌである。

主は、主である。

アルジェは、アルジェである。

アルジェリアは、アルジェリアである。

主顔は、主顔である。

主柄は、主柄である。

主がるは、主がるである。

主関白は、主関白である。

饗設は、饗設である。

アルジャーは、アルジャーである。

アルシンは、アルシンである。

アルスは、アルスである。

有る図は、有る図である。

アルストロメリアは、アルストロメリアである。

アルゼンチンは、アルゼンチンである。

アルゼンチンタンゴは、アルゼンチンタンゴである。

アルダーは、アルダーである。

アルタイは、アルタイである。

アルタイ語族は、アルタイ語族である。

アルタイルは、アルタイルである。

アルタシャーストラは、アルタシャーストラである。

アルタミラ洞窟は、アルタミラ洞窟である。

アルタンハンは、アルタンハンである。

アルタンブラクは、アルタンブラクである。

アルチザンは、アルチザンである。

アル中は、アル中である。

アルチュセールは、アルチュセールである。

アルツィバーシェフは、アルツィバーシェフである。

アルツハイマー病は、アルツハイマー病である。

アルデバランは、アルデバランである。

アルデヒドは、アルデヒドである。

アルデヒド基は、アルデヒド基である。

アルテピナコテークは、アルテピナコテークである。

アルテミスは、アルテミスである。

アルテリは、アルテリである。

アルデンテは、アルデンテである。

アルトは、アルトである。

有る時勝負は、有る時勝負である。

有る時払いは、有る時払いである。

アルドステロンは、アルドステロンである。

アルドステロン症は、アルドステロン症である。

アルトドルファーは、アルトドルファーである。

アルトハイデルベルクは、アルトハイデルベルクである。

有る名は、有る名である。



アルニカは、アルニカである。

アルニコ合金は、アルニコ合金である。

アルニムは、アルニムである。

有るにも有らずは、有るにも有らずである。

アルノは、アルノである。

或はは、或はである。

アルハーゼンは、アルハーゼンである。

アルバータは、アルバータである。

アルバイターは、アルバイターである。

アルバイトは、アルバイトである。

アルパカは、アルパカである。

アルバカーキは、アルバカーキである。

アルバトロスは、アルバトロスである。

アルバニアは、アルバニアである。

アルバニア語は、アルバニア語である。

アルバニア語派は、アルバニア語派である。

アルバムは、アルバムである。

アルハンブラは、アルハンブラである。

アルビオンは、アルビオンである。

アルピニストは、アルピニストである。

アルピニズムは、アルピニズムである。

アルビノは、アルビノである。

アルビノーニは、アルビノーニである。

有るべうもなしは、有るべうもなしである。

アルプは、アルプである。

Αは、Αである。
αは、αである。
アルファケンタウリは、アルファケンタウリである。

α星は、α星である。
α線は、α線である。
α澱粉は、α澱粉である。
αフェトプロテインは、αフェトプロテインである。
アルファベットは、アルファベットである。

α崩壊は、α崩壊である。
α米は、α米である。
α 粒子は、α 粒子である。

アルファルファは、アルファルファである。

アルフィエーリは、アルフィエーリである。

アルプスは、アルプスである。

アルプス造山運動は、アルプス造山運動である。

アルプホルンは、アルプホルンである。

アルブミンは、アルブミンである。

アルフレッドは、アルフレッドである。

アルフワリズミーは、アルフワリズミーである。

有平は、有平である。

有平糖は、有平糖である。



有平棒は、有平棒である。

あるべかしは、あるべかしである。

あるべかりは、あるべかりである。

あるべきは、あるべきである。

あるべきようはは、あるべきようはである。

アルペジオーネは、アルペジオーネである。

アルペッジョは、アルペッジョである。

アルベドは、アルベドである。

アルベニスは、アルベニスである。

アルベルティは、アルベルティである。

アルベルトゥスマグヌスは、アルベルトゥスマグヌスである。

アルペンは、アルペンである。

アルペン種目は、アルペン種目である。

アルヘンティーナは、アルヘンティーナである。

アルペンホルンは、アルペンホルンである。

アルマアタは、アルマアタである。

アルマイトは、アルマイトである。

アルマゲストは、アルマゲストである。

有るまじきは、有るまじきである。

アルマジロは、アルマジロである。

アルマダは、アルマダである。

アルマトゥイは、アルマトゥイである。

アルマナックは、アルマナックである。

アルマニャックは、アルマニャックである。

アルマンディンは、アルマンディンである。

アルマンドは、アルマンドである。

アルミは、アルミである。

アルミ金は、アルミ金である。

アルミサッシは、アルミサッシである。

アルミ青銅は、アルミ青銅である。

アルミナは、アルミナである。

アルミニウムは、アルミニウムである。

アルミニウム軽合金は、アルミニウム軽合金である。

アルミノ珪酸塩は、アルミノ珪酸塩である。

アルミ箔は、アルミ箔である。

アルミホイルは、アルミホイルである。

アルメイダは、アルメイダである。

アルメニアは、アルメニアである。

アルメニア語は、アルメニア語である。

アルメニア語派は、アルメニア語派である。

アルメリアは、アルメリアである。

有る物顔は、有る物顔である。

有る様は、有る様である。

荒るらくは、荒るらくである。

アルルは、アルルである。

アルルカンは、アルルカンである。



アルルの女は、アルルの女である。

村は、村である。

荒れは、荒れである。

阿礼は、阿礼である。

あれは、あれである。

亜鈴は、亜鈴である。

唖鈴は、唖鈴である。

アレイクサンドレは、アレイクサンドレである。

亜鈴体操は、亜鈴体操である。

アレインメントは、アレインメントである。

アレヴィーは、アレヴィーである。

アレウトは、アレウトである。

荒れ馬は、荒れ馬である。

暴馬は、暴馬である。

アレートは、アレートである。

アレーンは、アレーンである。

阿礼男は、阿礼男である。

阿礼少女は、阿礼少女である。

アレカ椰子は、アレカ椰子である。

アレキサンダーは、アレキサンダーである。

アレキサンドリアは、アレキサンドリアである。

あれきりは、あれきりである。

アレクサンドライトは、アレクサンドライトである。

アレクサンドリアは、アレクサンドリアである。

アレクサンドリア教理学校は、アレクサンドリア教理学校である。

アレクサンドリア図書館は、アレクサンドリア図書館である。

アレクサンドルは、アレクサンドルである。

アレクサンドロスは、アレクサンドロスである。

荒れ狂うは、荒れ狂うである。

アレグレットは、アレグレットである。

アレグロは、アレグロである。

アレゴリーは、アレゴリーである。

彼是は、彼是である。

あれさまは、あれさまである。

あれしきは、あれしきである。

荒れ性は、荒れ性である。

アレスは、アレスである。

荒れ田は、荒れ田である。

荒れ立つは、荒れ立つである。

荒れ地は、荒れ地である。

荒地は、荒地である。

荒地野菊は、荒地野菊である。

荒地引は、荒地引である。

ア列は、ア列である。

あれっきりは、あれっきりである。

生れ継ぐは、生れ継ぐである。



アレッツォは、アレッツォである。

アレッポは、アレッポである。

彼体は、彼体である。

荒れ止めは、荒れ止めである。

あれなりは、あれなりである。

アレニウスは、アレニウスである。

荒鼠は、荒鼠である。

荒れ野は、荒れ野である。

阿礼の幡は、阿礼の幡である。

荒れ場は、荒れ場である。

阿礼幡は、阿礼幡である。

荒れ肌は、荒れ肌である。

彼は誰時は、彼は誰時である。

荒れ果てるは、荒れ果てるである。

荒場引は、荒場引である。

阿礼引は、阿礼引である。

彼程は、彼程である。

荒れ枕は、荒れ枕である。

生れ坐すは、生れ坐すである。

荒れ模様は、荒れ模様である。

あれやは、あれやである。

彼や是やは、彼や是やである。

あれよは、あれよである。

あれよあれよは、あれよあれよである。

彼等体は、彼等体である。

荒れるは、荒れるである。

アレルギーは、アレルギーである。

アレルギー性疾患は、アレルギー性疾患である。

アレルギー性鼻炎は、アレルギー性鼻炎である。

アレルギー体質は、アレルギー体質である。

アレルゲンは、アレルゲンである。

アレルヤは、アレルヤである。

アレンジは、アレンジである。

アロイは、アロイである。

有ろう事かは、有ろう事かである。

アロエは、アロエである。

アロー戦争は、アロー戦争である。

アロカシアは、アロカシアである。

鴉鷺合戦物語は、鴉鷺合戦物語である。

アロステリック効果は、アロステリック効果である。

アロハは、アロハである。

アロハオエは、アロハオエである。

アロフェンは、アロフェンである。

アロマは、アロマである。

アロマセラピーは、アロマセラピーである。

アロワナは、アロワナである。



アロンは、アロンである。

沫は、沫である。

粟は、粟である。

安房は、安房である。

阿波は、阿波である。

アワーは、アワーである。

粟飴は、粟飴である。

淡淡しいは、淡淡しいである。

淡いは、淡いである。

粟飯は、粟飯である。

沫糸は、沫糸である。

淡海は、淡海である。

沫緒は、沫緒である。

あわおこしは、あわおこしである。

阿波踊は、阿波踊である。

粟粥は、粟粥である。

粟幹は、粟幹である。

泡ガラスは、泡ガラスである。

あわくは、あわくである。

喘くは、喘くである。

粟子は、粟子である。

泡構造は、泡構造である。

粟苔は、粟苔である。

淡心は、淡心である。

阿波座は、阿波座である。

阿波座烏は、阿波座烏である。

粟酒は、粟酒である。

合わさるは、合わさるである。

淡しは、淡しである。

淡路は、淡路である。

沫塩は、沫塩である。

白塩は、白塩である。

淡柿は、淡柿である。

漬柿は、漬柿である。

淡路島は、淡路島である。

淡路人形は、淡路人形である。

淡路廃帝は、淡路廃帝である。

淡島は、淡島である。

淡島寒月は、淡島寒月である。

淡島願人は、淡島願人である。

粟島のは、粟島のである。

淡島物は、淡島物である。

淡路結びは、淡路結びである。

淡路焼は、淡路焼である。

阿波浄瑠璃は、阿波浄瑠璃である。

安房神社は、安房神社である。



合わすは、合わすである。

会わすは、会わすである。

逢わすは、逢わすである。

遭わすは、遭わすである。

淡すは、淡すである。

醂すは、醂すである。

会はずまには、会はずまにである。

合せは、合せである。

袷は、袷である。

合せ糸は、合せ糸である。

合せ鏡は、合せ鏡である。

合柿は、合柿である。

袷帷子は、袷帷子である。

合せ硝子は、合せ硝子である。

合せ薬は、合せ薬である。

合香は、合香である。

合せ肥は、合せ肥である。

合せ醤油は、合せ醤油である。

合せ酢は、合せ酢である。

合薫物は、合薫物である。

合せ接ぎは、合せ接ぎである。

合せ土は、合せ土である。

合せ爪は、合せ爪である。

併せては、併せてである。

合せ砥は、合せ砥である。

合せ銅は、合せ銅である。

袷羽織は、袷羽織である。

合せ矧ぎは、合せ矧ぎである。

合せ梁は、合せ梁である。

合版行は、合版行である。

合鬢は、合鬢である。

合せ吹きは、合せ吹きである。

合米は、合米である。

合せ播きは、合せ播きである。

合せ味噌は、合せ味噌である。

合せ目は、合せ目である。

合わせ持つは、合わせ持つである。

併せ持つは、併せ持つである。

合せ物は、合せ物である。

合せ盛りは、合せ盛りである。

合せ焼きは、合せ焼きである。

合わせるは、合わせるである。

会わせるは、会わせるである。

逢わせるは、逢わせるである。

遭わせるは、遭わせるである。

合せ技は、合せ技である。



淡そかは、淡そかである。

あわたは、あわたである。

粟田は、粟田である。

粟鯛は、粟鯛である。

粟田口は、粟田口である。

粟田口隆光は、粟田口隆光である。

粟田口吉光は、粟田口吉光である。

粟茸は、粟茸である。

あわたこは、あわたこである。

粟田御所は、粟田御所である。

澆すは、澆すである。

慌しいは、慌しいである。

あわたつは、あわたつである。

泡立つは、泡立つである。

粟立つは、粟立つである。

泡立て器は、泡立て器である。

泡立てるは、泡立てるである。

粟田真人は、粟田真人である。

粟田焼は、粟田焼である。

粟田流は、粟田流である。

粟団子は、粟団子である。

阿波縮は、阿波縮である。

淡つは、淡つである。

澆つは、澆つである。

慌つは、慌つである。

周章つは、周章つである。

粟津は、粟津である。

粟津温泉は、粟津温泉である。

淡つかは、淡つかである。

粟津原は、粟津原である。

粟漬は、粟漬である。

淡つけしは、淡つけしである。

泡粒は、泡粒である。

粟粒は、粟粒である。

慌てふためくは、慌てふためくである。

慌て者は、慌て者である。

狼狽者は、狼狽者である。

慌てるは、慌てるである。

周章てるは、周章てるである。

あわには、あわにである。

淡には、淡にである。

阿波国文庫は、阿波国文庫である。

粟野膳は、粟野膳である。

阿波の門は、阿波の門である。

泡箱は、泡箱である。

粟花は、粟花である。



鮑は、鮑である。

鰒は、鰒である。

鮑返しは、鮑返しである。

鮑熨斗は、鮑熨斗である。

鮑結びは、鮑結びである。

粟生は、粟生である。

粟麩は、粟麩である。

泡吹は、泡吹である。

泡吹虫は、泡吹虫である。

口沫は、口沫である。

粟生田は、粟生田である。

粟穂稗穂は、粟穂稗穂である。

阿波彫は、阿波彫である。

阿波丸事件は、阿波丸事件である。

淡むは、淡むである。

粟餅は、粟餅である。

泡盛は、泡盛である。

泡盛升麻は、泡盛升麻である。

泡盛鯛は、泡盛鯛である。

あわやは、あわやである。

粟焼は、粟焼である。

泡雪は、泡雪である。

沫雪は、沫雪である。

淡雪は、淡雪である。

泡雪羹は、泡雪羹である。

泡雪蕎麦は、泡雪蕎麦である。

泡雪卵は、泡雪卵である。

泡雪豆腐は、泡雪豆腐である。

泡雪蒸しは、泡雪蒸しである。

あわよくばは、あわよくばである。

あわよしは、あわよしである。

あわらは、あわらである。

芦原温泉は、芦原温泉である。

哀れは、哀れである。

哀れがるは、哀れがるである。

哀れしは、哀れしである。

哀れっぽいは、哀れっぽいである。

憐れびは、憐れびである。

哀れぶは、哀れぶである。

憐れぶは、憐れぶである。

哀れみは、哀れみである。

憐れみは、憐れみである。

憫れみは、憫れみである。

哀れむは、哀れむである。

憐れむは、憐れむである。

あわわは、あわわである。



安は、安である。

行は、行である。

按は、按である。

晏は、晏である。

庵は、庵である。

菴は、菴である。

暗は、暗である。

鞍は、鞍である。

諳は、諳である。

闇は、闇である。

餡は、餡である。

アンは、アンである。

安阿弥は、安阿弥である。

安阿弥の作は、安阿弥の作である。

暗暗は、暗暗である。

闇闇は、闇闇である。

暗暗裏は、暗暗裏である。

暗暗裡は、暗暗裡である。

安位は、安位である。

安易は、安易である。

安意は、安意である。

安慰は、安慰である。

安逸は、安逸である。

安佚は、安佚である。

アンヴィルは、アンヴィルである。

アンヴェールは、アンヴェールである。

暗鬱は、暗鬱である。

暗雲は、暗雲である。

アンウントフュールジッヒは、アンウントフュールジッヒである。

安永は、安永である。

晏嬰は、晏嬰である。

暗影は、暗影である。

暗翳は、暗翳である。

安永南鐐は、安永南鐐である。

安穏は、安穏である。

安価は、安価である。

行火は、行火である。

案下は、案下である。

安臥は、安臥である。

晏駕は、晏駕である。

鞍瓦は、鞍瓦である。

アンカーは、アンカーである。

アンガージュマンは、アンガージュマンである。

アンカーボルトは、アンカーボルトである。

暗晦は、暗晦である。

案外は、案外である。



案外者は、案外者である。

餡掛は、餡掛である。

アンガスは、アンガスである。

暗褐色は、暗褐色である。

アンカットは、アンカットである。

あんがまは、あんがまである。

安嘉門は、安嘉門である。

安嘉門院は、安嘉門院である。

アンカラは、アンカラである。

アンカレジは、アンカレジである。

安閑は、安閑である。

安閑天皇は、安閑天皇である。

安危は、安危である。

安気は、安気である。

安徽は、安徽である。

晏起は、晏起である。

暗記は、暗記である。

諳記は、諳記である。

暗鬼は、暗鬼である。

アンギーナは、アンギーナである。

アンギオテンシンは、アンギオテンシンである。

鮟肝は、鮟肝である。

安喜門は、安喜門である。

安喜門院は、安喜門院である。

行脚は、行脚である。

安居は、安居である。

暗渠は、暗渠である。

安行は、安行である。

暗渠排水は、暗渠排水である。

アンキロサウルスは、アンキロサウルスである。

暗愚は、暗愚である。

鞍具は、鞍具である。

行宮は、行宮である。

アンクタッドは、アンクタッドである。

アングラは、アングラである。

アングラ経済は、アングラ経済である。

アングラマネーは、アングラマネーである。

あんぐりは、あんぐりである。

アングリカン教会は、アングリカン教会である。

アンクルは、アンクルである。

アングルは、アングルである。

アンクルサムは、アンクルサムである。

アンクルトムズケビンは、アンクルトムズケビンである。

アングロアメリカは、アングロアメリカである。

アングロアラブは、アングロアラブである。

アングロサクソンは、アングロサクソンである。



アングロノルマンは、アングロノルマンである。

暗君は、暗君である。

あんけは、あんけである。

安慶は、安慶である。

アンケートは、アンケートである。

安家神道は、安家神道である。

闇穴は、闇穴である。

暗穴は、暗穴である。

闇穴道は、闇穴道である。

案下官幣は、案下官幣である。

按検は、按検である。

案験は、案験である。

案件は、案件である。

安元は、安元である。

暗剣殺は、暗剣殺である。

あんこは、あんこである。

餡こは、餡こである。

安固は、安固である。

暗語は、暗語である。

安康は、安康である。

暗向は、暗向である。

暗香は、暗香である。

暗溝は、暗溝である。

鮟鱇は、鮟鱇である。

庵号は、庵号である。

暗号は、暗号である。

暗合は、暗合である。

暗号解読は、暗号解読である。

鮟鱇形は、鮟鱇形である。

暗紅色は、暗紅色である。

安康天皇は、安康天皇である。

鮟鱇鍋は、鮟鱇鍋である。

鮟鱇の餌待ちは、鮟鱇の餌待ちである。

鮟鱇の吊し切りは、鮟鱇の吊し切りである。

鮟鱇武者は、鮟鱇武者である。

アンコールは、アンコールである。

安国は、安国である。

暗黒は、暗黒である。

闇黒は、闇黒である。

安国院は、安国院である。

暗黒街は、暗黒街である。

安国寺は、安国寺である。

安国寺恵瓊は、安国寺恵瓊である。

暗黒時代は、暗黒時代である。

暗黒星雲は、暗黒星雲である。

暗黒大陸は、暗黒大陸である。



暗黒物質は、暗黒物質である。

暗黒面は、暗黒面である。

餡こ玉は、餡こ玉である。

アンゴラは、アンゴラである。

アンゴラ兎は、アンゴラ兎である。

アンゴラ毛は、アンゴラ毛である。

アンゴラ山羊は、アンゴラ山羊である。

餡ころは、餡ころである。

餡ころ餅は、餡ころ餅である。

安座は、安座である。

安坐は、安坐である。

アンサーは、アンサーである。

闇斎は、闇斎である。

闇斎学派は、闇斎学派である。

行在所は、行在所である。

安斎随筆は、安斎随筆である。

暗催青は、暗催青である。

闇斎点は、闇斎点である。

アンザイレンは、アンザイレンである。

アンザスは、アンザスである。

暗殺は、暗殺である。

暗殺教団は、暗殺教団である。

安産は、安産である。

暗算は、暗算である。

鞍山は、鞍山である。

安山岩は、安山岩である。

安産樹は、安産樹である。

アンサンブルは、アンサンブルである。

晏子は、晏子である。

案じは、案じである。

行師は、行師である。

暗示は、暗示である。

アンジェラスは、アンジェラスである。

アンジェリコは、アンジェリコである。

案じ方は、案じ方である。

アンシクロペディストは、アンシクロペディストである。

案じ事は、案じ事である。

案じ死には、案じ死にである。

安死術は、安死術である。

晏子春秋は、晏子春秋である。

暗紫色は、暗紫色である。

案じ過しは、案じ過しである。

暗視装置は、暗視装置である。

暗室は、暗室である。

アンジッヒは、アンジッヒである。

暗室ランプは、暗室ランプである。



晏子の御は、晏子の御である。

安史の乱は、安史の乱である。

案じふくれるは、案じふくれるである。

案じ文は、案じ文である。

安車は、安車である。

暗車は、暗車である。

暗射は、暗射である。

行者は、行者である。

暗弱は、暗弱である。

暗視野顕微鏡は、暗視野顕微鏡である。

暗赭色は、暗赭色である。

暗射地図は、暗射地図である。

アンジャベルは、アンジャベルである。

アンシャンレジームは、アンシャンレジームである。

按手は、按手である。

庵主は、庵主である。

暗主は、暗主である。

案主は、案主である。

諳誦は、諳誦である。

暗誦は、暗誦である。

暗愁は、暗愁である。

安住は、安住である。

庵住は、庵住である。

安重根は、安重根である。

案出は、案出である。

安寿姫は、安寿姫である。

按手礼は、按手礼である。

アンジュレーションは、アンジュレーションである。

暗順応は、暗順応である。

晏如は、晏如である。

暗女は、暗女である。

アンジョは、アンジョである。

暗証は、暗証である。

暗礁は、暗礁である。

鞍傷は、鞍傷である。

安城は、安城である。

鞍上は、鞍上である。

あんじょうは、あんじょうである。

案上官幣は、案上官幣である。

暗証の禅師は、暗証の禅師である。

暗証番号は、暗証番号である。

暗色は、暗色である。

鞍褥は、鞍褥である。

暗示療法は、暗示療法である。

按じるは、按じるである。

案じるは、案じるである。



アンジローは、アンジローである。

安心は、安心である。

安神は、安神である。

按針は、按針である。

安心決定は、安心決定である。

按針塚は、按針塚である。

安心立命は、安心立命である。

あんすは、あんすである。

杏子は、杏子である。

杏は、杏である。

杏子梅は、杏子梅である。

杏茸は、杏茸である。

アンスリウムは、アンスリウムである。

按ずるは、按ずるである。

案ずるは、案ずるである。

案ずるには、案ずるにである。

按ずるには、按ずるにである。

安政は、安政である。

安静は、安静である。

安政金銀は、安政金銀である。

安政地震は、安政地震である。

安西四鎮は、安西四鎮である。

安静度は、安静度である。

安政の仮条約は、安政の仮条約である。

安政の大獄は、安政の大獄である。

暗赤色は、暗赤色である。

アンセムは、アンセムである。

アンセルムスは、アンセルムスである。

暗線は、暗線である。

安全は、安全である。

晏然は、晏然である。

暗然は、暗然である。

黯然は、黯然である。

安全剃刀は、安全剃刀である。

安全硝子は、安全硝子である。

安全器は、安全器である。

安全教育は、安全教育である。

安全靴は、安全靴である。

安全係数は、安全係数である。

安全圏は、安全圏である。

安全光は、安全光である。

安全鉱柱は、安全鉱柱である。

安全色彩は、安全色彩である。

安全週間は、安全週間である。

安全装置は、安全装置である。

安全地帯は、安全地帯である。



安全灯は、安全灯である。

安全牌は、安全牌である。

安全爆薬は、安全爆薬である。

安全ピンは、安全ピンである。

安全弁は、安全弁である。

安全帽は、安全帽である。

安全保障は、安全保障である。

安全保障会議は、安全保障会議である。

安全保障条約は、安全保障条約である。

安全保障理事会は、安全保障理事会である。

安全マッチは、安全マッチである。

安全率は、安全率である。

暗騒音は、暗騒音である。

アンソールは、アンソールである。

安息は、安息である。

安息角は、安息角である。

安息香は、安息香である。

安息日は、安息日である。

安息香酸は、安息香酸である。

餡そぼろは、餡そぼろである。

アンソロジーは、アンソロジーである。

あんたは、あんたである。

あん輿は、あん輿である。

安打は、安打である。

アンダーは、アンダーである。

アンダーウェアは、アンダーウェアである。

アンダーグラウンドは、アンダーグラウンドである。

アンダーシャツは、アンダーシャツである。

アンダースローは、アンダースローである。

アンダーソンは、アンダーソンである。

アンダーパーは、アンダーパーである。

アンダーバストは、アンダーバストである。

アンダーライターは、アンダーライターである。

アンダーラインは、アンダーラインである。

アンダーリペアは、アンダーリペアである。

安泰は、安泰である。

アンタイドローンは、アンタイドローンである。

安陀会は、安陀会である。

あんたがたどこさは、あんたがたどこさである。

アンタキアは、アンタキアである。

安宅正路は、安宅正路である。

アンタッチャブルは、アンタッチャブルである。

アンタナナリヴォは、アンタナナリヴォである。

アンダマンは、アンダマンである。

あんだらは、あんだらである。

アンダルシアは、アンダルシアである。



アンタレスは、アンタレスである。

暗澹は、暗澹である。

アンダンテは、アンダンテである。

アンダンティーノは、アンダンティーノである。

アンタントは、アンタントである。

安置は、安置である。

アンチは、アンチである。

アンチクライマックスは、アンチクライマックスである。

アンチコドンは、アンチコドンである。

アンチセミティズムは、アンチセミティズムである。

アンチックは、アンチックである。

アンチテーゼは、アンチテーゼである。

アンチノック剤は、アンチノック剤である。

アンチノック性は、アンチノック性である。

アンチノミーは、アンチノミーである。

アンチヒーローは、アンチヒーローである。

アンチピリンは、アンチピリンである。

アンチモニーは、アンチモニーである。

アンチモンは、アンチモンである。

安着は、安着である。

兄ちゃんは、兄ちゃんである。

暗中は、暗中である。

暗中飛躍は、暗中飛躍である。

暗中模索は、暗中模索である。

暗潮は、暗潮である。

安直は、安直である。

あんちょこは、あんちょこである。

アンチョビーは、アンチョビーである。

アンチロマンは、アンチロマンである。

安珍清姫は、安珍清姫である。

安鎮法は、安鎮法である。

安鎮曼荼羅は、安鎮曼荼羅である。

アンツーカーは、アンツーカーである。

安定は、安定である。

安貞は、安貞である。

アンティークは、アンティークである。

アンディーブは、アンディーブである。

アンティオキアは、アンティオキアである。

安定株主は、安定株主である。

安定恐慌は、安定恐慌である。

アンティグアバーブーダは、アンティグアバーブーダである。

アンティゴネは、アンティゴネである。

安定剤は、安定剤である。

アンティステネスは、アンティステネスである。

安定成長は、安定成長である。

安定操作は、安定操作である。



安定同位体は、安定同位体である。

アンティル諸島は、アンティル諸島である。

アンデスは、アンデスである。

アンテナは、アンテナである。

アンテナショップは、アンテナショップである。

アンデパンダンは、アンデパンダンである。

アンテラミは、アンテラミである。

アンデルセンは、アンデルセンである。

アンデルセンネクセは、アンデルセンネクセである。

アンテロープは、アンテロープである。

暗転は、暗転である。

安堵は、安堵である。

安東は、安東である。

案頭は、案頭である。

暗投は、暗投である。

暗闘は、暗闘である。

安藤は、安藤である。

行灯は、行灯である。

行堂は、行堂である。

アントウェルペンは、アントウェルペンである。

安藤幸は、安藤幸である。

安藤昌益は、安藤昌益である。

安東省庵は、安東省庵である。

安藤信正は、安藤信正である。

安藤広重は、安藤広重である。

安藤正次は、安藤正次である。

安東蓮聖は、安東蓮聖である。

アンド回路は、アンド回路である。

安徳天皇は、安徳天皇である。

アントシアンは、アントシアンである。

安堵状は、安堵状である。

アントニーは、アントニーである。

アントニウスは、アントニウスである。

アントニムは、アントニムである。

安堵奉行は、安堵奉行である。

アンドラは、アンドラである。

アントラキノン染料は、アントラキノン染料である。

アントラセンは、アントラセンである。

アントルプルヌールは、アントルプルヌールである。

アントルメは、アントルメである。

アントレは、アントレである。

アンドレアデルサルトは、アンドレアデルサルトである。

アンドレーエフは、アンドレーエフである。

アントレプレナーは、アントレプレナーである。

アンドロイドは、アンドロイドである。

アンドロゲンは、アンドロゲンである。



アンドロステロンは、アンドロステロンである。

アンドロポフは、アンドロポフである。

アントロポロギーは、アントロポロギーである。

アンドロメダは、アンドロメダである。

アンドロメダ銀河は、アンドロメダ銀河である。

アンドロメダ座は、アンドロメダ座である。

アントワープは、アントワープである。

暗鈍は、暗鈍である。

闇鈍は、闇鈍である。

行灯水母は、行灯水母である。

行灯袴は、行灯袴である。

行灯部屋は、行灯部屋である。

安和は、安和である。

あんなは、あんなである。

案内記は、案内記である。

案内広告は、案内広告である。

案内者は、案内者である。

案内状は、案内状である。

案内人は、案内人である。

案内羽根は、案内羽根である。

案内望遠鏡は、案内望遠鏡である。

案内申は、案内申である。

安中は、安中である。

アンナカレーニナは、アンナカレーニナである。

安和の変は、安和の変である。

アンナプルナは、アンナプルナである。

あんなりは、あんなりである。

アンナンは、アンナンである。

アンナンごは、アンナンごである。

安南都護府は、安南都護府である。

安南焼は、安南焼である。

暗には、暗にである。

あんにゃもんにゃは、あんにゃもんにゃである。

アンニュイは、アンニュイである。

安養は、安養である。

安養界は、安養界である。

安養浄土は、安養浄土である。

杏仁は、杏仁である。

安寧は、安寧である。

安寧秩序は、安寧秩序である。

安寧天皇は、安寧天皇である。

アンネの日記は、アンネの日記である。

安然は、安然である。

鞍嚢は、鞍嚢である。

案の内は、案の内である。

案の定は、案の定である。



案の外は、案の外である。

鞍馬は、鞍馬である。

アンバーは、アンバーである。

塩梅は、塩梅である。

按排は、按排である。

按配は、按配である。

アンパイアは、アンパイアである。

塩梅酢は、塩梅酢である。

暗箱は、暗箱である。

暗函は、暗函である。

あんば様は、あんば様である。

暗発芽種子は、暗発芽種子である。

アンバランスは、アンバランスである。

餡パンは、餡パンである。

暗反応は、暗反応である。

安否は、安否である。

アンビヴァレンスは、アンビヴァレンスである。

アンビシャスは、アンビシャスである。

アンビションは、アンビションである。

アンビルは、アンビルである。

暗部は、暗部である。

鞍部は、鞍部である。

暗譜は、暗譜である。

アンプは、アンプである。

アンフェアは、アンフェアである。

アンフェタミンは、アンフェタミンである。

アンフォルメルは、アンフォルメルである。

按腹は、按腹である。

安福殿は、安福殿である。

安撫使は、安撫使である。

暗物は、暗物である。

アンプリファイアーは、アンプリファイアーである。

アンプルは、アンプルである。

アンプレアブルは、アンプレアブルである。

アンプレショニスムは、アンプレショニスムである。

アンブレラは、アンブレラである。

アンブロシウスは、アンブロシウスである。

アンプロンプチュは、アンプロンプチュである。

按分は、按分である。

案分は、案分である。

案文は、案文である。

按分比例は、按分比例である。

アンペアは、アンペアである。

アンペア計は、アンペア計である。

アンペア時は、アンペア時である。

安平は、安平である。



あんべいは、あんべいである。

安平豆腐は、安平豆腐である。

アンベードカルは、アンベードカルである。

アンペールは、アンペールである。

暗碧は、暗碧である。

あんべしは、あんべしである。

アンペラは、アンペラである。

アンペラ藺は、アンペラ藺である。

アンペルは、アンペルである。

安保は、安保である。

アンボイナ貝は、アンボイナ貝である。

罨法は、罨法である。

あんぽつは、あんぽつである。

安保闘争は、安保闘争である。

アンホ爆薬は、アンホ爆薬である。

安保理は、安保理である。

安本丹は、安本丹である。

按摩は、按摩である。

暗幕は、暗幕である。

按摩釣は、按摩釣である。

按摩取は、按摩取である。

余は、余である。

餡饅は、餡饅である。

アンマンは、アンマンである。

餡蜜は、餡蜜である。

安名は、安名である。

安眠は、安眠である。

アンミン錯体は、アンミン錯体である。

アンメーターは、アンメーターである。

あんめりは、あんめりである。

暗面は、暗面である。

暗黙は、暗黙である。

餡餅は、餡餅である。

アンモナイトは、アンモナイトである。

アンモニアは、アンモニアである。

アンモニア化成作用は、アンモニア化成作用である。

アンモニア合成法は、アンモニア合成法である。

アンモニア水は、アンモニア水である。

アンモニア曹達法は、アンモニア曹達法である。

アンモニア冷凍法は、アンモニア冷凍法である。

アンモニウムは、アンモニウムである。

菴没羅は、菴没羅である。

案問は、案問である。

按問は、按問である。

アンモン貝は、アンモン貝である。

アンモン角は、アンモン角である。



暗夜は、暗夜である。

闇夜は、闇夜である。

暗躍は、暗躍である。

暗夜行路は、暗夜行路である。

暗夜の礫は、暗夜の礫である。

暗喩は、暗喩である。

あんよは、あんよである。

安陽は、安陽である。

菴羅は、菴羅である。

奄羅は、奄羅である。

アンラは、アンラである。

菴羅園は、菴羅園である。

安楽は、安楽である。

安楽庵は、安楽庵である。

安楽庵裂は、安楽庵裂である。

安楽庵策伝は、安楽庵策伝である。

安楽椅子は、安楽椅子である。

安楽国は、安楽国である。

安楽死は、安楽死である。

安楽寺は、安楽寺である。

安楽集は、安楽集である。

安楽世界は、安楽世界である。

安楽律は、安楽律である。

アンラッキーは、アンラッキーである。

行履は、行履である。

アンリは、アンリである。

暗流は、暗流である。

暗緑色は、暗緑色である。

暗涙は、暗涙である。

行録は、行録である。

安禄山は、安禄山である。

いは、いである。

イは、イである。

五は、五である。

五十は、五十である。

井は、井である。

堰は、堰である。

亥は、亥である。

居は、居である。

胆は、胆である。

猪は、猪である。

豬は、豬である。

豕は、豕である。

寝は、寝である。

藺は、藺である。

已は、已である。



以は、以である。

伊は、伊である。

夷は、夷である。

衣は、衣である。

位は、位である。

囲は、囲である。

医は、医である。

依は、依である。

委は、委である。

易は、易である。

威は、威である。

姨は、姨である。

畏は、畏である。

胃は、胃である。

為は、為である。

唯は、唯である。

尉は、尉である。

帷は、帷である。

萎は、萎である。

惟は、惟である。

移は、移である。

偉は、偉である。

彙は、彙である。

意は、意である。

違は、違である。

維は、維である。

慰は、慰である。

遺は、遺である。

緯は、緯である。

彝は、彝である。

汝は、汝である。

斎は、斎である。

イアーゴは、イアーゴである。

居合は、居合である。

畏愛は、畏愛である。

遺愛は、遺愛である。

居合腰は、居合腰である。

居合師は、居合師である。

坐撃師は、坐撃師である。

遺愛寺は、遺愛寺である。

居合抜は、居合抜である。

射合うは、射合うである。

位襖は、位襖である。

居明かすは、居明かすである。

帷幄は、帷幄である。

帷幄上奏は、帷幄上奏である。



イアソンは、イアソンである。

威圧は、威圧である。

射当てるは、射当てるである。

胃アトニーは、胃アトニーである。

居余るは、居余るである。

居荒らすは、居荒らすである。

居合すは、居合すである。

居合せるは、居合せるである。

医案は、医案である。

慰安は、慰安である。

異安心は、異安心である。

慰安婦は、慰安婦である。

飯は、飯である。

いいは、いいである。

謂は、謂である。

井伊は、井伊である。

伊井は、伊井である。

委蛇は、委蛇である。

怡怡は、怡怡である。

易易は、易易である。

唯唯は、唯唯である。

遺意は、遺意である。

一は、一である。

Ｅは、Ｅである。

ｅは、ｅである。

善いは、善いである。

好いは、好いである。

言い合いは、言い合いである。

言い合うは、言い合うである。

言ひ明かすは、言ひ明かすである。

言ひ昂るは、言ひ昂るである。

言ひ揚がるは、言ひ揚がるである。

言ひ上ぐは、言ひ上ぐである。

言ひ扱ふは、言ひ扱ふである。

言ひ集むは、言ひ集むである。

言い当てるは、言い当てるである。

言ひ過つは、言ひ過つである。

言い誤るは、言い誤るである。

言ひ争ふは、言ひ争ふである。

言い争いは、言い争いである。

言い争うは、言い争うである。

言い表すは、言い表すである。

言ひ歩くは、言ひ歩くである。

言い歩くは、言い歩くである。

言い合せるは、言い合せるである。

ＥＥカメラは、ＥＥカメラである。



ＥＥＣは、ＥＥＣである。

ＥＥＧは、ＥＥＧである。

言ひ出づは、言ひ出づである。

言ひ出すは、言ひ出すである。

言い出では、言い出でである。

言ひ入るは、言ひ入るである。

言い入れは、言い入れである。

飯駅は、飯駅である。

否は、否である。

ＥＳＰは、ＥＳＰである。

ＥＭＡは、ＥＭＡである。

ＥＭＳは、ＥＭＳである。

ＥＭＧは、ＥＭＧである。

飯尾は、飯尾である。

言ひ負すは、言ひ負すである。

飯岡の助五郎は、飯岡の助五郎である。

言い置きは、言い置きである。

言い置くは、言い置くである。

言い送るは、言い送るである。

言い遅れるは、言い遅れるである。

言ひ遣すは、言ひ遣すである。

飯尾宗祇は、飯尾宗祇である。

言い落ちは、言い落ちである。

言い落すは、言い落すである。

言い及ぶは、言い及ぶである。

飯匙は、飯匙である。

言い甲斐は、言い甲斐である。

言詮は、言詮である。

言ひ甲斐無しは、言ひ甲斐無しである。

言い換えは、言い換えである。

言い返すは、言い返すである。

言い換えるは、言い換えるである。

好い顔は、好い顔である。

言掛りは、言掛りである。

言い掛かるは、言い掛かるである。

言ひ隠すは、言ひ隠すである。

言い掛けは、言い掛けである。

言い掛けるは、言い掛けるである。

好い加減は、好い加減である。

言ひ掠むは、言ひ掠むである。

言い方は、言い方である。

言い固めるは、言い固めるである。

言い語らうは、言い語らうである。

言ひ叶ふは、言ひ叶ふである。

言い兼ねるは、言い兼ねるである。

言い被せは、言い被せである。



言ひ被るは、言ひ被るである。

言ひ構ふは、言ひ構ふである。

飯嚼は、飯嚼である。

好い鴨は、好い鴨である。

言ひ通ふは、言ひ通ふである。

言い交すは、言い交すである。

言い交せは、言い交せである。

好い気は、好い気である。

異域は、異域である。

言い聞かせるは、言い聞かせるである。

好い気前は、好い気前である。

好い気味は、好い気味である。

ＥＱは、ＥＱである。

言い切りは、言い切りである。

飯桐は、飯桐である。

椅は、椅である。

言い切るは、言い切るである。

言ひ含むは、言ひ含むである。

言い種は、言い種である。

言い草は、言い草である。

言い腐すは、言い腐すである。

言ひ崩すは、言ひ崩すである。

言ひ朽すは、言ひ朽すである。

言ひ下すは、言ひ下すである。

言い暮すは、言い暮すである。

イーグルは、イーグルである。

イーグルトンは、イーグルトンである。

言い包めるは、言い包めるである。

言ひ包むは、言ひ包むである。

言ひ屈ずは、言ひ屈ずである。

飯笥は、飯笥である。

イーゲーファルベンは、イーゲーファルベンである。

言ひ汚すは、言ひ汚すである。

言い消すは、言い消すである。

言ひ消つは、言ひ消つである。

言ひけらくは、言ひけらくである。

好い児は、好い児である。

以夷攻夷は、以夷攻夷である。

言ひ拵ふは、言ひ拵ふである。

好い事は、好い事である。

言い事は、言い事である。

言いこなすは、言いこなすである。

言い籠めるは、言い籠めるである。

飯行李は、飯行李である。

イーゴリ軍記は、イーゴリ軍記である。

イーサーネットは、イーサーネットである。



飯坂温泉は、飯坂温泉である。

言ひ放くは、言ひ放くである。

言いさすは、言いさすである。

言ひ定むは、言ひ定むである。

好い様は、好い様である。

好い態は、好い態である。

言い様は、言い様である。

飯沢は、飯沢である。

飯沢匡は、飯沢匡である。

ＥＣは、ＥＣである。

イージーは、イージーである。

ＥＣＳＣは、ＥＣＳＣである。

イージーオーダーは、イージーオーダーである。

イージーゴーイングは、イージーゴーイングである。

ＥＣＧは、ＥＣＧである。

イージーペイメントは、イージーペイメントである。

ＥＣＵは、ＥＣＵである。

イージーリスニングは、イージーリスニングである。

イージス艦は、イージス艦である。

言ひ認むは、言ひ認むである。

飯したみは、飯したみである。

言い渋るは、言い渋るである。

異位重行は、異位重行である。

言い条は、言い条である。

言い白けるは、言い白けるである。

言ひ知らずは、言ひ知らずである。

言ひ知るは、言ひ知るである。

言い知れぬは、言い知れぬである。

言ひしろふは、言ひしろふである。

言い過ぎは、言い過ぎである。

言い過ぎるは、言い過ぎるである。

言い尽は、言い尽である。

言い竦めるは、言い竦めるである。

言い過しは、言い過しである。

言い過すは、言い過すである。

言ひ遊ぶは、言ひ遊ぶである。

飯鮨は、飯鮨である。

イースターは、イースターである。

イースタングリップは、イースタングリップである。

言い捨ては、言い捨てである。

言い捨てるは、言い捨てるである。

イーストは、イーストである。

イーストエンドは、イーストエンドである。

イーストサイドは、イーストサイドである。

イーストマンは、イーストマンである。

イーストレーキは、イーストレーキである。



いいずなは、いいずなである。

言い滑らすは、言い滑らすである。

以夷制夷は、以夷制夷である。

イーゼルは、イーゼルである。

言い添えるは、言い添えるである。

言い損いは、言い損いである。

言い損うは、言い損うである。

言ひ過すは、言ひ過すである。

言いそそくれるは、言いそそくれるである。

言いそびれるは、言いそびれるである。

言ひ初むは、言ひ初むである。

言い損じは、言い損じである。

飯田は、飯田である。

言いたい放題は、言いたい放題である。

言ひ違ふは、言ひ違ふである。

言い違えるは、言い違えるである。

唯唯諾諾は、唯唯諾諾である。

飯蛸は、飯蛸である。

飯田事件は、飯田事件である。

言い出し屁は、言い出し屁である。

言い足すは、言い足すである。

言い出すは、言い出すである。

飯田線は、飯田線である。

飯田武郷は、飯田武郷である。

飯田蛇笏は、飯田蛇笏である。

飯田忠彦は、飯田忠彦である。

言ひ立つは、言ひ立つである。

言い立ては、言い立てである。

言い立てるは、言い立てるである。

言ひ絶ゆは、言ひ絶ゆである。

言い違うは、言い違うである。

一荘は、一荘である。

言い散らすは、言い散らすである。

飯塚は、飯塚である。

言い付かるは、言い付かるである。

飯塚琅かん斎は、飯塚琅かん斎である。

言い継ぎは、言い継ぎである。

言ひ付くは、言ひ付くである。

言い継ぐは、言い継ぐである。

言い尽すは、言い尽すである。

言い繕うは、言い繕うである。

言い付けは、言い付けである。

言い付けるは、言い付けるである。

言い伝えは、言い伝えである。

言い伝えるは、言い伝えるである。

言い続けるは、言い続けるである。



言ひ伝て来らくは、言ひ伝て来らくである。

飯綱山は、飯綱山である。

飯縄山は、飯縄山である。

言い募るは、言い募るである。

言いっ放しは、言いっ放しである。

言い詰めるは、言い詰めるである。

言ひ論ふは、言ひ論ふである。

言い連ねるは、言い連ねるである。

好い面の皮は、好い面の皮である。

ＥＤＣは、ＥＤＣである。

ＥＤＴＡは、ＥＤＴＡである。

ＥＤＰ会計は、ＥＤＰ会計である。

飯豊山地は、飯豊山地である。

イーデンは、イーデンである。

言い通すは、言い通すである。

言ひ通るは、言ひ通るである。

いいとこは、いいとこである。

好い年は、好い年である。

言ひ調ふは、言ひ調ふである。

言ひ留むは、言ひ留むである。

いいとよは、いいとよである。

飯豊青皇女は、飯豊青皇女である。

好い鳥は、好い鳥である。

言ひ取るは、言ひ取るである。

イートンは、イートンである。

イートンカラーは、イートンカラーである。

イートンカレッジは、イートンカレッジである。

言い直すは、言い直すである。

井伊直弼は、井伊直弼である。

井伊直孝は、井伊直孝である。

井伊直政は、井伊直政である。

好い仲は、好い仲である。

言い流すは、言い流すである。

言い做しは、言い做しである。

飯無鮨は、飯無鮨である。

言い做すは、言い做すである。

許嫁は、許嫁である。

言ひ名付くは、言ひ名付くである。

言い悩むは、言い悩むである。

言い習わしは、言い習わしである。

言い習わすは、言い習わすである。

言い成りは、言い成りである。

言い成り三宝は、言い成り三宝である。

言い成り次第は、言い成り次第である。

言い成り放題は、言い成り放題である。

言い馴れるは、言い馴れるである。



言い慣れるは、言い慣れるである。

言い難いは、言い難いである。

言い抜けるは、言い抜けるである。

飯沼は、飯沼である。

飯沼慾斎は、飯沼慾斎である。

言い値は、言い値である。

言い逃れは、言い逃れである。

言い逃れるは、言い逃れるである。

言い退きは、言い退きである。

言い退けるは、言い退けるである。

言い残すは、言い残すである。

言ひの立ては、言ひの立てである。

言ひ罵るは、言ひ罵るである。

言ひ延ぶは、言ひ延ぶである。

言ひ上すは、言ひ上すである。

井伊谷宮は、井伊谷宮である。

言い逸れるは、言い逸れるである。

言ひ励ますは、言ひ励ますである。

言い始めるは、言い始めるである。

言ひ果つは、言ひ果つである。

言い放つは、言い放つである。

言い囃すは、言い囃すである。

言い張るは、言い張るである。

言ひ晴くは、言ひ晴くである。

ＥＰは、ＥＰである。

ＥＢＲＤは、ＥＢＲＤである。

ＥＰＡは、ＥＰＡである。

ＥＰＵは、ＥＰＵである。

ＥＰレコードは、ＥＰレコードである。

飯櫃は、飯櫃である。

飯櫃状は、飯櫃状である。

好い人は、好い人である。

言い開きは、言い開きである。

言い開くは、言い開くである。

言ひ広ぐは、言ひ広ぐである。

言い広めるは、言い広めるである。

一翻は、一翻である。

言い含めるは、言い含めるである。

言い伏せるは、言い伏せるである。

言い触らすは、言い触らすである。

言ひ触るは、言ひ触るである。

言い古すは、言い古すである。

言い旧すは、言い旧すである。

言触れ種は、言触れ種である。

言い分は、言い分である。

イーブンは、イーブンである。



イーブンパーは、イーブンパーである。

言ひ減らすは、言ひ減らすである。

飯粒は、飯粒である。

言ひ解すは、言ひ解すである。

言ひ解くは、言ひ解くである。

言い前は、言い前である。

言い負かすは、言い負かすである。

言い紛らすは、言い紛らすである。

言い紛らわすは、言い紛らわすである。

言い捲るは、言い捲るである。

言い負けるは、言い負けるである。

言い曲げるは、言い曲げるである。

言ひ弄るは、言ひ弄るである。

言ひ纏はすは、言ひ纏はすである。

言ひ丸むは、言ひ丸むである。

言回しは、言回しである。

言い回すは、言い回すである。

言ひ乱るは、言ひ乱るである。

好い耳は、好い耳である。

言ひ逆ふは、言ひ逆ふである。

好い目は、好い目である。

言ひ催すは、言ひ催すである。

飯貰いは、飯貰いである。

言い漏らすは、言い漏らすである。

飯盛山は、飯盛山である。

言い破るは、言い破るである。

飯山は、飯山である。

言い止むは、言い止むである。

言い遣るは、言い遣るである。

ＥＵは、ＥＵである。

伊井蓉峰は、伊井蓉峰である。

言い淀むは、言い淀むである。

飯依彦は、飯依彦である。

言い寄るは、言い寄るである。

居入るは、居入るである。

言い分けは、言い分けである。

言訳は、言訳である。

言い分けるは、言い分けるである。

言ひ煩ふは、言ひ煩ふである。

言い忘れるは、言い忘れるである。

言渡しは、言渡しである。

言い渡すは、言い渡すである。

言ひ渡るは、言ひ渡るである。

言ひ侘ぶは、言ひ侘ぶである。

飯椀は、飯椀である。

伊尹は、伊尹である。



医員は、医員である。

医院は、医院である。

委員は、委員である。

委員会は、委員会である。

言うは、言うである。

云うは、云うである。

謂うは、謂うである。

イヴは、イヴである。

イヴァーノフは、イヴァーノフである。

イヴァンは、イヴァンである。

言ふ言ふは、言ふ言ふである。

言ふ甲斐は、言ふ甲斐である。

言ふ甲斐無しは、言ふ甲斐無しである。

言ふ方無しは、言ふ方無しである。

居浮かるは、居浮かるである。

言うてもは、言うてもである。

謂う所のは、謂う所のである。

雖もは、雖もである。

説道は、説道である。

言う成りは、言う成りである。

言うなればは、言うなればである。

言うに言われぬは、言うに言われぬである。

イヴニングは、イヴニングである。

言ふ許り無しは、言ふ許り無しである。

言う迄も無いは、言う迄も無いである。

言ふ目は、言ふ目である。

言うも疎かは、言うも疎かである。

言ふ様は、言ふ様である。

家は、家である。

いえは、いえである。

家跡は、家跡である。

家主は、家主である。

家居は、家居である。

遺詠は、遺詠である。

遺影は、遺影である。

家居るは、家居るである。

家請は、家請である。

家移りは、家移りである。

イェーツは、イェーツである。

イェーテボリは、イェーテボリである。

イェーメンは、イェーメンである。

イェーリングは、イェーリングである。

イェール大学は、イェール大学である。

家蚊は、家蚊である。

イエガーは、イエガーである。

家抱えは、家抱えである。



家数人馬改帳は、家数人馬改帳である。

家風は、家風である。

家形は、家形である。

家形石棺は、家形石棺である。

家構えは、家構えである。

家柄は、家柄である。

胃液は、胃液である。

家君は、家君である。

癒薬は、癒薬である。

家蔵は、家蔵である。

家郭は、家郭である。

家蝙蝠は、家蝙蝠である。

家言は、家言である。

家桜は、家桜である。

家方は、家方である。

家地は、家地である。

家路は、家路である。

家質は、家質である。

伊江島は、伊江島である。

家島諸島は、家島諸島である。

家重代は、家重代である。

家印は、家印である。

家白蟻は、家白蟻である。

イエスは、イエスである。

イエスキリストは、イエスキリストである。

家筋は、家筋である。

イエズスは、イエズスである。

イエズス会は、イエズス会である。

イエズス会士は、イエズス会士である。

イエスタデーは、イエスタデーである。

イェスペルセンは、イェスペルセンである。

イエスマンは、イエスマンである。

家高は、家高である。

家建ちは、家建ちである。

家だには、家だにである。

怡悦は、怡悦である。

家つ芋は、家つ芋である。

家司は、家司である。

家付きは、家付きである。

家継ぎは、家継ぎである。

家付き娘は、家付き娘である。

家作りは、家作りである。

家造りは、家造りである。

家苞は、家苞である。

家裹は、家裹である。

家つ鳥は、家つ鳥である。



家出は、家出である。

家刀自は、家刀自である。

家童子は、家童子である。

家所は、家所である。

家名は、家名である。

家無しは、家無しである。

イェナ大学は、イェナ大学である。

家並は、家並である。

イェニセイは、イェニセイである。

イェニチェリは、イェニチェリである。

家楡は、家楡である。

菟葵は、菟葵である。

家猫は、家猫である。

家鼠は、家鼠である。

家の芋は、家の芋である。

家の長は、家の長である。

家の風は、家の風である。

家の君は、家の君である。

家の具は、家の具である。

家の具足は、家の具足である。

家の芸は、家の芸である。

家の子は、家の子である。

家子郎等は、家子郎等である。

家の集は、家の集である。

家の伝えは、家の伝えである。

家の研ぎは、家の研ぎである。

家の女房は、家の女房である。

家の主は、家の主である。

家の人は、家の人である。

家の判官は、家の判官である。

家の道は、家の道である。

家の妹は、家の妹である。

家の物の具は、家の物の具である。

家の紋は、家の紋である。

家蠅は、家蠅である。

言へば得には、言へば得にである。

言へば更なりは、言へば更なりである。

家蜂は、家蜂である。

家鳩は、家鳩である。

家人は、家人である。

家別は、家別である。

家彫は、家彫である。

家見は、家見である。

家見舞は、家見舞である。

家群は、家群である。

イエメンは、イエメンである。



家持ちは、家持ちである。

家元は、家元である。

家守は、家守である。

家役は、家役である。

家屋敷は、家屋敷である。

家様は、家様である。

謂へらくは、謂へらくである。

伊恵理は、伊恵理である。

イェリネックは、イェリネックである。

言えるは、言えるである。

癒えるは、癒えるである。

イェルサレムは、イェルサレムである。

イェルマックは、イェルマックである。

イェルムスレウは、イェルムスレウである。

イエローは、イエローである。

イエローカードは、イエローカードである。

イエローケーキは、イエローケーキである。

イエロージャーナリズムは、イエロージャーナリズムである。

イエローストーンは、イエローストーンである。

イエローペーパーは、イエローペーパーである。

家童は、家童である。

以遠は、以遠である。

胃炎は、胃炎である。

以遠権は、以遠権である。

イェンセンは、イェンセンである。

廬は、廬である。

魚は、魚である。

五百は、五百である。

イオは、イオである。

硫黄は、硫黄である。

以往は、以往である。

已往は、已往である。

医王は、医王である。

易往は、易往である。

威応は、威応である。

易往易行は、易往易行である。

硫黄華は、硫黄華である。

硫黄木は、硫黄木である。

硫黄細菌は、硫黄細菌である。

硫黄酸化物は、硫黄酸化物である。

医王山王は、医王山王である。

医王寺は、医王寺である。

硫黄島は、硫黄島である。

硫黄泉は、硫黄泉である。

硫黄軟膏は、硫黄軟膏である。

易往而無人は、易往而無人である。



萎黄病は、萎黄病である。

韋応物は、韋応物である。

硫黄マッチは、硫黄マッチである。

硫黄列島は、硫黄列島である。

五百枝は、五百枝である。

五百重は、五百重である。

五百重波は、五百重波である。

五百重山は、五百重山である。

い小矢は、い小矢である。

庵さすは、庵さすである。

五百代小田は、五百代小田である。

商陸は、商陸である。

五百箇は、五百箇である。

五百箇統は、五百箇統である。

五百箇御統は、五百箇御統である。

射落すは、射落すである。

イオニアは、イオニアである。

イオニア海は、イオニア海である。

イオニア学派は、イオニア学派である。

イオニア式は、イオニア式である。

魚鰾は、魚鰾である。

魚目は、魚目である。

五百入は、五百入である。

五百箭は、五百箭である。

五百機は、五百機である。

五百機衣は、五百機衣である。

五百引石は、五百引石である。

イオマンテは、イオマンテである。

庵守は、庵守である。

庵屋守は、庵屋守である。

五百万は、五百万である。

庵形は、庵形である。

庵看板は、庵看板である。

庵すは、庵すである。

庵点は、庵点である。

庵の梅は、庵の梅である。

庵木瓜は、庵木瓜である。

庵るは、庵るである。

倚音は、倚音である。

異音は、異音である。

遺恩は、遺恩である。

イオンは、イオンである。

イオン化は、イオン化である。

イオン価は、イオン価である。

イオン化エネルギーは、イオン化エネルギーである。

イオン化傾向は、イオン化傾向である。



イオン結合は、イオン結合である。

イオン結晶は、イオン結晶である。

イオン交換は、イオン交換である。

イオン交換樹脂は、イオン交換樹脂である。

イオン交換膜は、イオン交換膜である。

イオン重合は、イオン重合である。

イオン積は、イオン積である。

イオンチャンネルは、イオンチャンネルである。

イオン半径は、イオン半径である。

イオン反応は、イオン反応である。

イオンビームは、イオンビームである。

イ音便は、イ音便である。

烏賊は、烏賊である。

紙鳶は、紙鳶である。

凧は、凧である。

五十日は、五十日である。

以下は、以下である。

衣架は、衣架である。

医科は、医科である。

医家は、医家である。

異化は、異化である。

毬は、毬である。

伊賀は、伊賀である。

衣蛾は、衣蛾である。

渭河は、渭河である。

居飼は、居飼である。

猪養は、猪養である。

猪飼は、猪飼である。

位階は、位階である。

医界は、医界である。

慰解は、慰解である。

遺戒は、遺戒である。

遺誡は、遺誡である。

厳いは、厳いである。

以外は、以外である。

貽貝は、貽貝である。

意外は、意外である。

遺骸は、遺骸である。

威海衛は、威海衛である。

いがいがは、いがいがである。

厳厳しは、厳厳しである。

猪飼敬所は、猪飼敬所である。

位階制は、位階制である。

居開帳は、居開帳である。

胃潰瘍は、胃潰瘍である。

飯匙渡は、飯匙渡である。



射返すは、射返すである。

伊香保は、伊香保である。

如何は、如何である。

医化学は、医化学である。

如何しは、如何しである。

如何はは、如何はである。

居懸るは、居懸るである。

如何わしいは、如何わしいである。

笊籬は、笊籬である。

蜘蛛網は、蜘蛛網である。

斎垣は、斎垣である。

囲垣は、囲垣である。

位格は、位格である。

威嚇は、威嚇である。

異客は、異客である。

い掻くは、い掻くである。

沃懸くは、沃懸くである。

居懸くは、居懸くである。

居楽は、居楽である。

医学は、医学である。

異学は、異学である。

医学館は、医学館である。

医学所は、医学所である。

威嚇色は、威嚇色である。

威嚇説は、威嚇説である。

胃拡張は、胃拡張である。

伊賀組は、伊賀組である。

毬栗は、毬栗である。

毬栗頭は、毬栗頭である。

い隠るは、い隠るである。

居隠るは、居隠るである。

沃懸は、沃懸である。

鋳掛けは、鋳掛けである。

いがけは、いがけである。

鋳掛師は、鋳掛師である。

沃懸地は、沃懸地である。

射掛猪は、射掛猪である。

鋳掛松は、鋳掛松である。

鋳掛屋は、鋳掛屋である。

射掛けるは、射掛けるである。

異化効果は、異化効果である。

伊賀越えは、伊賀越えである。

伊賀越道中双六は、伊賀越道中双六である。

伊賀越の敵討は、伊賀越の敵討である。

藺笠は、藺笠である。

烏賊刺しは、烏賊刺しである。



如何様は、如何様である。

如何様師は、如何様師である。

如何様立ちは、如何様立ちである。

如何様物は、如何様物である。

如何様者は、如何様者である。

いかしは、いかしである。

厳しは、厳しである。

厳し日は、厳し日である。

厳し穂は、厳し穂である。

茂し穂は、茂し穂である。

厳し矛は、厳し矛である。

厳し御世は、厳し御世である。

伊賀衆は、伊賀衆である。

異花受粉は、異花受粉である。

いかすは、いかすである。

生かすは、生かすである。

活かすは、活かすである。

いかずは、いかずである。

烏賊巣網は、烏賊巣網である。

胃下垂は、胃下垂である。

いかず小母は、いかず小母である。

いかず後家は、いかず後家である。

雷は、雷である。

雷切りは、雷切りである。

雷丘は、雷丘である。

いかず物は、いかず物である。

座摩神は、座摩神である。

烏賊索麺は、烏賊索麺である。

遺家族は、遺家族である。

伊方は、伊方である。

筏は、筏である。

桴は、桴である。

鋳型は、鋳型である。

筏籠手は、筏籠手である。

筏牛蒡は、筏牛蒡である。

筏師は、筏師である。

筏地形は、筏地形である。

筏流しは、筏流しである。

筏膾は、筏膾である。

筏乗りは、筏乗りである。

筏張りは、筏張りである。

胃加答児は、胃加答児である。

鋳型枠は、鋳型枠である。

厳つは、厳つである。

威喝は、威喝である。

厳ついは、厳ついである。



厳つがましは、厳つがましである。

厳つ声は、厳つ声である。

烏賊角は、烏賊角である。

厳つ吐くは、厳つ吐くである。

いかっぱちは、いかっぱちである。

如何では、如何でである。

争では、争でである。

如何体は、如何体である。

如何でかは、如何でかである。

争でかは、争でかである。

厳と厳とは、厳と厳とである。

伊賀専女は、伊賀専女である。

烏賊徳利は、烏賊徳利である。

如何なは、如何なである。

如何な如何なは、如何な如何なである。

玉筋魚は、玉筋魚である。

玉筋魚醤油は、玉筋魚醤油である。

如何な事は、如何な事である。

如何なりは、如何なりである。

如何なるは、如何なるである。

如何には、如何にである。

如何に言はんやは、如何に言はんやである。

如何にかは、如何にかである。

如何にしては、如何にしてである。

如何にしてもは、如何にしてもである。

如何にせんは、如何にせんである。

如何にぞやは、如何にぞやである。

如何にもは、如何にもである。

如何に申し候は、如何に申し候である。

如何にもしては、如何にもしてである。

如何にや如何には、如何にや如何にである。

いかぬは、いかぬである。

五十日の祝は、五十日の祝である。

烏賊の黒作りは、烏賊の黒作りである。

烏賊の甲は、烏賊の甲である。

烏賊の墨は、烏賊の墨である。

烏賊の舟は、烏賊の舟である。

五十日の餅は、五十日の餅である。

伊賀袴は、伊賀袴である。

如何許りは、如何許りである。

異花被は、異花被である。

刺酸漿は、刺酸漿である。

厳星は、厳星である。

如何程は、如何程である。

伊香保の沼は、伊香保の沼である。

啀み合いは、啀み合いである。



啀み合うは、啀み合うである。

いがみの権太は、いがみの権太である。

歪むは、歪むである。

啀むは、啀むである。

厳めは、厳めである。

厳めしいは、厳めしいである。

胃カメラは、胃カメラである。

歪めるは、歪めるである。

毬餅は、毬餅である。

如何物は、如何物である。

伊賀者は、伊賀者である。

如何物食いは、如何物食いである。

如何物師は、如何物師である。

厳物作りは、厳物作りである。

伊賀焼は、伊賀焼である。

い通ふは、い通ふである。

怒らかすは、怒らかすである。

厳らしは、厳らしである。

五十嵐は、五十嵐である。

五十嵐信斎は、五十嵐信斎である。

五十嵐力は、五十嵐力である。

五十嵐道甫は、五十嵐道甫である。

怒らすは、怒らすである。

居枯らすは、居枯らすである。

いがらっぽいは、いがらっぽいである。

いかりは、いかりである。

怒りは、怒りである。

碇は、碇である。

錨は、錨である。

怒り肩は、怒り肩である。

錨酢漿は、錨酢漿である。

碇切は、碇切である。

碇公事は、碇公事である。

怒り毛は、怒り毛である。

怒り上戸は、怒り上戸である。

碇草は、碇草である。

碇綱は、碇綱である。

碇伝馬は、碇伝馬である。

碇知盛は、碇知盛である。

碇縄は、碇縄である。

碇の子は、碇の子である。

怒りの日は、怒りの日である。

怒りの葡萄は、怒りの葡萄である。

怒り鼻は、怒り鼻である。

碇番は、碇番である。

怒斑は、怒斑である。



碇防風は、碇防風である。

いかり水は、いかり水である。

錨虫は、錨虫である。

碇銛は、碇銛である。

いかりわけは、いかりわけである。

斑鳩は、斑鳩である。

鵤は、鵤である。

怒るは、怒るである。

活かるは、活かるである。

埋かるは、埋かるである。

斑鳩寺は、斑鳩寺である。

斑鳩尼寺は、斑鳩尼寺である。

斑鳩宮は、斑鳩宮である。

鵤宮は、鵤宮である。

いかれぽんちは、いかれぽんちである。

いかれるは、いかれるである。

イカロスは、イカロスである。

井側は、井側である。

居替るは、居替るである。

以還は、以還である。

已還は、已還である。

衣冠は、衣冠である。

位官は、位官である。

位冠は、位冠である。

医官は、医官である。

尉官は、尉官である。

移管は、移管である。

偉観は、偉観である。

異観は、異観である。

違勘は、違勘である。

遺憾は、遺憾である。

いかんは、いかんである。

奈何は、奈何である。

依願は、依願である。

胃癌は、胃癌である。

移龕は、移龕である。

如何せんは、如何せんである。

如何ぞは、如何ぞである。

維管束は、維管束である。

維管束植物は、維管束植物である。

衣冠束帯は、衣冠束帯である。

如何ともは、如何ともである。

遺憾無くは、遺憾無くである。

依願免職は、依願免職である。

偉鑒門は、偉鑒門である。

生きは、生きである。



行きは、行きである。

往きは、往きである。

息は、息である。

粋は、粋である。

壱岐は、壱岐である。

域は、域である。

閾は、閾である。

委棄は、委棄である。

位記は、位記である。

依稀は、依稀である。

偉器は、偉器である。

意気は、意気である。

遺棄は、遺棄である。

居木は、居木である。

威儀は、威儀である。

異義は、異義である。

異儀は、異儀である。

異議は、異議である。

意義は、意義である。

行合いは、行合いである。

息合は、息合である。

行合神は、行合神である。

息合の薬は、息合の薬である。

生き合ふは、生き合ふである。

生き逢ふは、生き逢ふである。

行き合うは、行き合うである。

行き逢うは、行き逢うである。

行き別るは、行き別るである。

生き上がるは、生き上がるである。

行き当りは、行き当りである。

行き当るは、行き当るである。

生き生きは、生き生きである。

生き出づは、生き出づである。

生き魚は、生き魚である。

活き魚は、活き魚である。

生き牛は、生き牛である。

行き憂しは、行き憂しである。

行き失すは、行き失すである。

生き写しは、生き写しである。

生き馬は、生き馬である。

生埋めは、生埋めである。

生絵は、生絵である。

生餌は、生餌である。

活餌は、活餌である。

勢いは、勢いである。

勢ひ掛かるは、勢ひ掛かるである。



勢い口は、勢い口である。

勢い込むは、勢い込むである。

勢い付くは、勢い付くである。

勢ふは、勢ふである。

威儀納の御膳は、威儀納の御膳である。

生魚槽は、生魚槽である。

閾下は、閾下である。

生き甲斐は、生き甲斐である。

域外は、域外である。

生き返すは、生き返すである。

行き帰りは、行き帰りである。

往き還りは、往き還りである。

生き返るは、生き返るである。

生き顔は、生き顔である。

行き掛りは、行き掛りである。

行き隠るは、行き隠るである。

行き掛けは、行き掛けである。

生火葬は、生火葬である。

生き方は、生き方である。

行き方は、行き方である。

裄肩は、裄肩である。

生き騙りは、生き騙りである。

生き神は、生き神である。

行き通うは、行き通うである。

粋がるは、粋がるである。

生き皮は、生き皮である。

生き替り死に替りは、生き替り死に替りである。

往き来は、往き来である。

生き肝は、生き肝である。

生き胆は、生き胆である。

息切れは、息切れである。

活草は、活草である。

生き腐れは、生き腐れである。

生き薬は、生き薬である。

生口は、生口である。

生き首は、生き首である。

意気組は、意気組である。

息苦しいは、息苦しいである。

意気軒昂は、意気軒昂である。

生き獄門は、生き獄門である。

粋事は、粋事である。

意気込みは、意気込みである。

意気込むは、意気込むである。

息籠るは、息籠るである。

遺棄罪は、遺棄罪である。

行先は、行先である。



息差は、息差である。

経緯は、経緯である。

生き様は、生き様である。

意気地は、意気地である。

威儀師は、威儀師である。

イキシアは、イキシアである。

生き地獄は、生き地獄である。

行きしなは、行きしなである。

生き死には、生き死にである。

生き字引は、生き字引である。

意気消沈は、意気消沈である。

意気銷沈は、意気銷沈である。

生き証文は、生き証文である。

いぎすは、いぎすである。

海髪は、海髪である。

壱岐水道は、壱岐水道である。

行過ぎは、行過ぎである。

行き過ぎるは、行き過ぎるである。

生き過ぐは、生き過ぐである。

意気尽は、意気尽である。

息筋は、息筋である。

粋筋は、粋筋である。

生魑魅は、生魑魅である。

生霊は、生霊である。

生掏摸は、生掏摸である。

息精は、息精である。

息急きは、息急きである。

息急くは、息急くである。

意義素は、意義素である。

威儀僧は、威儀僧である。

意気沮喪は、意気沮喪である。

意気阻喪は、意気阻喪である。

行き倒れは、行き倒れである。

行き斃れは、行き斃れである。

裄丈は、裄丈である。

息出しは、息出しである。

行き立つは、行き立つである。

寝穢いは、寝穢いである。

息急しは、息急しである。

生き血は、生き血である。

閾値は、閾値である。

行き違いは、行き違いである。

行き違うは、行き違うである。

生畜生は、生畜生である。

意気ちょんは、意気ちょんである。

息杖は、息杖である。



息遣いは、息遣いである。

息衝かしは、息衝かしである。

生月は、生月である。

息衝きは、息衝きである。

息継ぎは、息継ぎである。

息衝き穴は、息衝き穴である。

息衝き余るは、息衝き余るである。

息衝き次第は、息衝き次第である。

行き着くは、行き着くである。

息衝くは、息衝くである。

生作りは、生作りである。

粋作りは、粋作りである。

行き付けは、行き付けである。

息綱は、息綱である。

行き詰りは、行き詰りである。

行き詰るは、行き詰るである。

息詰るは、息詰るである。

息詰むは、息詰むである。

行き詰めは、行き詰めである。

生き面は、生き面である。

生き胴は、生き胴である。

意気投合は、意気投合である。

息どほしは、息どほしである。

憤らしは、憤らしである。

憤りは、憤りである。

憤るは、憤るである。

憤ろしいは、憤ろしいである。

行き所は、行き所である。

息どしは、息どしである。

生きとし生ける物は、生きとし生ける物である。

イキトスは、イキトスである。

行止りは、行止りである。

生き止るは、生き止るである。

行き止るは、行き止るである。

域内は、域内である。

生き長らえるは、生き長らえるである。

生き存えるは、生き存えるである。

生き流れは、生き流れである。

息無しは、息無しである。

行き成りは、行き成りである。

行き成り三宝は、行き成り三宝である。

行き成り放題は、行き成り放題である。

生き如来は、生き如来である。

生き人形は、生き人形である。

息抜きは、息抜きである。

生き抜くは、生き抜くである。



行抜けは、行抜けである。

生盗人は、生盗人である。

息根は、息根である。

生の緒は、生の緒である。

息の緒は、息の緒である。

威儀の御膳は、威儀の御膳である。

生き残りは、生き残りである。

生き残るは、生き残るである。

息の下は、息の下である。

威儀の陣は、威儀の陣である。

威儀の女房は、威儀の女房である。

息の根は、息の根である。

生き延びるは、生き延びるである。

生の松原は、生の松原である。

威儀の親王は、威儀の親王である。

威儀の命婦は、威儀の命婦である。

異議の申立ては、異議の申立てである。

威儀の物は、威儀の物である。

行端は、行端である。

行き場は、行き場である。

生き剥ぎは、生き剥ぎである。

生き恥は、生き恥である。

生きはだかるは、生きはだかるである。

生膚断は、生膚断である。

意気張は、意気張である。

意気張尽は、意気張尽である。

息張るは、息張るである。

意義深いは、意義深いである。

生き不動は、生き不動である。

行き触れは、行き触れである。

位記返上は、位記返上である。

生き菩薩は、生き菩薩である。

威儀細は、威儀細である。

生き仏は、生き仏である。

息骨は、息骨である。

生盆は、生盆である。

息まふは、息まふである。

息巻くは、息巻くである。

息みは、息みである。

生き身は、生き身である。

生身供は、生身供である。

生見玉は、生見玉である。

生御霊は、生御霊である。

息むは、息むである。

生き目は、生き目である。

生き回らふは、生き回らふである。



生き回るは、生き回るである。

生女郎は、生女郎である。

異議申立ては、異議申立てである。

行き戻りは、行き戻りである。

生き物は、生き物である。

生きやかは、生きやかである。

委却は、委却である。

違格は、違格である。

違却は、違却である。

遺却は、遺却である。

違逆は、違逆である。

生き薬師は、生き薬師である。

息休めは、息休めである。

生き譲りは、生き譲りである。

依拠は、依拠である。

生き世は、生き世である。

移御は、移御である。

胃鏡は、胃鏡である。

異香は、異香である。

異教は、異教である。

異郷は、異郷である。

異境は、異境である。

遺教は、遺教である。

遺響は、遺響である。

医業は、医業である。

易行は、易行である。

偉業は、偉業である。

異形は、異形である。

意楽は、意楽である。

遺業は、遺業である。

易行道は、易行道である。

異郷の鬼は、異郷の鬼である。

易行品は、易行品である。

意気揚揚は、意気揚揚である。

夷曲は、夷曲である。

囲局は、囲局である。

医局は、医局である。

委曲は、委曲である。

異曲同工は、異曲同工である。

熱は、熱である。

イギリスは、イギリスである。

イギリススパナは、イギリススパナである。

イギリス東インド会社は、イギリス東インド会社である。

イギリスビルマ戦争は、イギリスビルマ戦争である。

イギリス巻は、イギリス巻である。

イギリス連邦は、イギリス連邦である。



熱り立つは、熱り立つである。

生き霊は、生き霊である。

生きるは、生きるである。

活きるは、活きるである。

いきるは、いきるである。

射切るは、射切るである。

いきれは、いきれである。

熱れ臭いは、熱れ臭いである。

熱れるは、熱れるである。

生き別れは、生き別れである。

生き別れるは、生き別れるである。

行き別れるは、行き別れるである。

行き亘るは、行き亘るである。

衣衾は、衣衾である。

遺金は、遺金である。

衣錦の栄は、衣錦の栄である。

育は、育である。

郁は、郁である。

畏懼は、畏懼である。

偉躯は、偉躯である。

生くは、生くである。

活くは、活くである。

行くは、行くである。

生は、生である。

幾は、幾である。

イグアスは、イグアスである。

イグアナは、イグアナである。

イグアノドンは、イグアノドンである。

射は、射である。

斎杙は、斎杙である。

斎杭は、斎杭である。

生井は、生井である。

井杭は、井杭である。

居杭は、居杭である。

伊具比は、伊具比である。

居食いは、居食いである。

堰杙は、堰杙である。

郁郁は、郁郁である。

幾幾は、幾幾である。

射ふは、射ふである。

幾重は、幾重である。

育英は、育英である。

幾重にもは、幾重にもである。

育王山は、育王山である。

幾日は、幾日である。

幾返りは、幾返りである。



生薬は、生薬である。

生国魂神社は、生国魂神社である。

軍は、軍である。

戦は、戦である。

兵は、兵である。

藺草は、藺草である。

軍掟は、軍掟である。

藺草科は、藺草科である。

軍門出は、軍門出である。

軍神は、軍神である。

軍将は、軍将である。

軍ごっこは、軍ごっこである。

軍大将は、軍大将である。

軍立ちは、軍立ちである。

軍立ては、軍立てである。

軍内談は、軍内談である。

軍馴らしは、軍馴らしである。

軍の窺いは、軍の窺いである。

軍の君は、軍の君である。

軍の三奉行は、軍の三奉行である。

軍の園は、軍の園である。

軍の庭は、軍の庭である。

軍の法は、軍の法である。

軍場は、軍場である。

軍始めは、軍始めである。

軍人は、軍人である。

軍評定は、軍評定である。

軍奉行は、軍奉行である。

軍船は、軍船である。

軍星は、軍星である。

軍祭は、軍祭である。

軍物語は、軍物語である。

軍催いは、軍催いである。

軍喚いは、軍喚いである。

軍丁は、軍丁である。

居腐りは、居腐りである。

育蚕は、育蚕である。

幾時は、幾時である。

育児は、育児である。

斎串は、斎串である。

幾入は、幾入である。

育児休業は、育児休業である。

意気地無しは、意気地無しである。

育児嚢は、育児嚢である。

生島は、生島である。

生島新五郎は、生島新五郎である。



生島足島神社は、生島足島神社である。

幾霜は、幾霜である。

育種は、育種である。

いくすは、いくすである。

育雛は、育雛である。

幾瀬は、幾瀬である。

居曲は、居曲である。

育成は、育成である。

幾そは、幾そである。

幾そ度は、幾そ度である。

幾そ許は、幾そ許である。

イクソラは、イクソラである。

生田は、生田である。

幾多は、幾多である。

幾何は、幾何である。

幾許は、幾許である。

イクター制は、イクター制である。

生田川は、生田川である。

生田検校は、生田検校である。

生田春月は、生田春月である。

生田神社は、生田神社である。

生大刀は、生大刀である。

生田長江は、生田長江である。

郁達夫は、郁達夫である。

いくたては、いくたてである。

生田の森は、生田の森である。

幾度は、幾度である。

生玉は、生玉である。

生玉神社は、生玉神社である。

生玉心中は、生玉心中である。

活玉依毘売は、活玉依毘売である。

生田万は、生田万である。

幾人は、幾人である。

生田流は、生田流である。

欠唇は、欠唇である。

兎唇は、兎唇である。

猪口は、猪口である。

鋳口は、鋳口である。

イクチオサウルスは、イクチオサウルスである。

イクチオステガは、イクチオステガである。

生口島は、生口島である。

幾千代は、幾千代である。

幾千夜は、幾千夜である。

幾つは、幾つである。

藺履は、藺履である。

イクティノスは、イクティノスである。



異口同音は、異口同音である。

幾年は、幾年である。

イグナティウスデロヨラは、イグナティウスデロヨラである。

イグニッションは、イグニッションである。

イグニンブライトは、イグニンブライトである。

いぐねは、いぐねである。

生野は、生野である。

生野銀山は、生野銀山である。

生野の変は、生野の変である。

的は、的である。

イクバールは、イクバールである。

幾許も無くは、幾許も無くである。

的所は、的所である。

幾端は、幾端である。

生日は、生日である。

猪頸は、猪頸である。

猪首は、猪首である。

幾久しくは、幾久しくである。

育苗は、育苗である。

憤ぶは、憤ぶである。

幾分は、幾分である。

郁文は、郁文である。

幾遍は、幾遍である。

郁芳門は、郁芳門である。

郁芳門院は、郁芳門院である。

幾程は、幾程である。

い組竹は、い組竹である。

憤むは、憤むである。

い組むは、い組むである。

射組むは、射組むである。

幾昔は、幾昔である。

生弓矢は、生弓矢である。

幾世は、幾世である。

幾代は、幾代である。

幾夜は、幾夜である。

育養は、育養である。

幾世餅は、幾世餅である。

幾らは、幾らである。

イクラは、イクラである。

居座は、居座である。

幾らかは、幾らかである。

幾らとも無くは、幾らとも無くである。

幾ら何でもは、幾ら何でもである。

いぐら飯は、いぐら飯である。

幾らもは、幾らもである。

海石は、海石である。



郁李は、郁李である。

居繰網は、居繰網である。

育林は、育林である。

イグルーは、イグルーである。

鋳括みは、鋳括みである。

鋳包みは、鋳包みである。

いぐるみは、いぐるみである。

偉勲は、偉勲である。

遺訓は、遺訓である。

遺薫は、遺薫である。

彝訓は、彝訓である。

池は、池である。

いけは、いけである。

已下は、已下である。

遺偈は、遺偈である。

怡渓は、怡渓である。

畏敬は、畏敬である。

異型は、異型である。

異系は、異系である。

遺計は、遺計である。

縊刑は、縊刑である。

異形管は、異形管である。

異系交配は、異系交配である。

違警罪は、違警罪である。

異型増殖は、異型増殖である。

異形態は、異形態である。

胃痙攣は、胃痙攣である。

活魚は、活魚である。

池内は、池内である。

池内宏は、池内宏である。

池運上は、池運上である。

生垣は、生垣である。

生籬は、生籬である。

池上曾根遺跡は、池上曾根遺跡である。

池上本門寺は、池上本門寺である。

いけ口は、いけ口である。

行け口は、行け口である。

埋込柱は、埋込柱である。

埋け込むは、埋け込むである。

生け殺しは、生け殺しである。

活け締めは、活け締めである。

いけしゃあしゃあは、いけしゃあしゃあである。

池後寺は、池後寺である。

生簀は、生簀である。

いけずは、いけずである。

いけずうずうしいは、いけずうずうしいである。



いけ好かないは、いけ好かないである。

生食は、生食である。

生簀船は、生簀船である。

埋炭は、埋炭である。

活け炭は、活け炭である。

いけぞんざいは、いけぞんざいである。

池田は、池田である。

井桁は、井桁である。

池大雅は、池大雅である。

池田英泉は、池田英泉である。

池田亀鑑は、池田亀鑑である。

池田菊苗は、池田菊苗である。

池田湖は、池田湖である。

池田酒は、池田酒である。

池田成彬は、池田成彬である。

池田瑞仙は、池田瑞仙である。

池田炭は、池田炭である。

池田宗旦は、池田宗旦である。

池田輝政は、池田輝政である。

池谷は、池谷である。

池谷信三郎は、池谷信三郎である。

池田勇人は、池田勇人である。

池田光政は、池田光政である。

池田屋事件は、池田屋事件である。

池田遥邨は、池田遥邨である。

いげちないは、いげちないである。

池蝶貝は、池蝶貝である。

遺げつは、遺げつである。

生け作りは、生け作りである。

活け作りは、活け作りである。

いげつないは、いげつないである。

いけどう掏摸は、いけどう掏摸である。

いけ年は、いけ年である。

池殿は、池殿である。

生け捕りは、生け捕りである。

生擒は、生擒である。

生け捕るは、生け捕るである。

いけないは、いけないである。

池波は、池波である。

池波正太郎は、池波正太郎である。

生け贄は、生け贄である。

犠牲は、犠牲である。

池西は、池西である。

池西言水は、池西言水である。

いけぬは、いけぬである。

池野は、池野である。



池の心は、池の心である。

池野成一郎は、池野成一郎である。

池禅尼は、池禅尼である。

池大納言は、池大納言である。

池辺双槻宮は、池辺双槻宮である。

池坊は、池坊である。

池坊専応は、池坊専応である。

池坊専慶は、池坊専慶である。

池坊専好は、池坊専好である。

池の藻屑は、池の藻屑である。

埋墓は、埋墓である。

生剥は、生剥である。

生花は、生花である。

活花は、活花である。

埋火は、埋火である。

埋火小屋は、埋火小屋である。

生け袋は、生け袋である。

池袋は、池袋である。

生け槽は、生け槽である。

生け舟は、生け舟である。

池辺は、池辺である。

池辺三山は、池辺三山である。

池辺義象は、池辺義象である。

生馬は、生馬である。

牛皮消は、牛皮消である。

生け間は、生け間である。

活け間は、活け間である。

池見草は、池見草である。

池水のは、池水のである。

いけむは、いけむである。

活け物は、活け物である。

池役は、池役である。

いけるは、いけるである。

生けるは、生けるである。

活けるは、活けるである。

威権は、威権である。

移建は、移建である。

異見は、異見である。

意見は、意見である。

違憲は、違憲である。

遺賢は、遺賢である。

威厳は、威厳である。

異言は、異言である。

異験は、異験である。

違言は、違言である。

遺言は、遺言である。



意見広告は、意見広告である。

意見者は、意見者である。

異見立ては、異見立てである。

医原病は、医原病である。

意見封事は、意見封事である。

違憲立法審査権は、違憲立法審査権である。

遺孤は、遺孤である。

以後は、以後である。

囲碁は、囲碁である。

いごは、いごである。

憩いは、憩いである。

一向は、一向である。

已講は、已講である。

以降は、以降である。

衣香は、衣香である。

衣桁は、衣桁である。

威公は、威公である。

威光は、威光である。

胃腔は、胃腔である。

移行は、移行である。

移項は、移項である。

偉功は、偉功である。

偉効は、偉効である。

異寇は、異寇である。

意向は、意向である。

意嚮は、意嚮である。

維綱は、維綱である。

遺功は、遺功である。

遺香は、遺香である。

遺構は、遺構である。

遺稿は、遺稿である。

憩うは、憩うである。

息うは、息うである。

厳うは、厳うである。

移郷は、移郷である。

意業は、意業である。

移行帯は、移行帯である。

イコールは、イコールである。

動かすは、動かすである。

夷国は、夷国である。

異国は、異国である。

い漕ぐは、い漕ぐである。

動くは、動くである。

異国警固番役は、異国警固番役である。

異国趣味は、異国趣味である。

異国情緒は、異国情緒である。



異国情調は、異国情調である。

異国人は、異国人である。

異国船打払令は、異国船打払令である。

異国張は、異国張である。

居心地は、居心地である。

居心は、居心である。

医心は、医心である。

意固地は、意固地である。

依怙地は、依怙地である。

い掘ずは、い掘ずである。

医骨は、医骨である。

遺骨は、遺骨である。

いごっそうは、いごっそうである。

射籠手は、射籠手である。

いご練りは、いご練りである。

憩ふは、憩ふである。

いごのうは、いごのうである。

イコノクラスムは、イコノクラスムである。

イコノグラフィーは、イコノグラフィーである。

イコノロジーは、イコノロジーである。

居溢れるは、居溢れるである。

生駒は、生駒である。

生駒山は、生駒山である。

鋳込は、鋳込である。

居籠むは、居籠むである。

居込むは、居込むである。

射込むは、射込むである。

鋳込むは、鋳込むである。

忌籠りは、忌籠りである。

斎籠るは、斎籠るである。

忌籠るは、忌籠るである。

岐嶷は、岐嶷である。

イコライザーは、イコライザーである。

遺恨は、遺恨である。

イコンは、イコンである。

遺言執行者は、遺言執行者である。

遺言証書は、遺言証書である。

遺言能力は、遺言能力である。

鯨は、鯨である。

いさは、いさである。

いざは、いざである。

委細は、委細である。

偉才は、偉才である。

異才は、異才である。

異彩は、異彩である。

偉材は、偉材である。



異材は、異材である。

遺財は、遺財である。

イザイは、イザイである。

いざいざは、いざいざである。

居催促は、居催促である。

いざいほうは、いざいほうである。

叱ふは、叱ふである。

いざうれは、いざうれである。

勲は、勲である。

功は、功である。

渠帥は、渠帥である。

いさおしは、いさおしである。

いざかしは、いざかしである。

居酒屋は、居酒屋である。

率川は、率川である。

伊邪河は、伊邪河である。

伊佐木は、伊佐木である。

潔いは、潔いである。

違作は、違作である。

遺作は、遺作である。

遺策は、遺策である。

イサクは、イサクである。

いさくは、いさくである。

いさくさは、いさくさである。

居酒は、居酒である。

砂子は、砂子である。

砂は、砂である。

沙は、沙である。

いざこざは、いざこざである。

砂子路は、砂子路である。

沙煎餅は、沙煎餅である。

沙の波は、沙の波である。

沙虫は、沙虫である。

細小は、細小である。

いさざは、いさざである。

細小小川は、細小小川である。

細小小竹は、細小小竹である。

些かは、些かである。

聊かは、聊かである。

些かもは、些かもである。

聊かもは、聊かもである。

細小川は、細小川である。

大角草は、大角草である。

聊けしは、聊けしである。

聊け業は、聊け業である。

いざさすは、いざさすである。



いさざ鮨は、いさざ鮨である。

細小群竹は、細小群竹である。

いささめには、いささめにである。

いざすは、いざすである。

いさちるは、いさちるである。

縊殺は、縊殺である。

いさつは、いさつである。

寝聡は、寝聡である。

寝聡いは、寝聡いである。

勇魚は、勇魚である。

磯魚は、磯魚である。

誘いは、誘いである。

誘うは、誘うである。

伊弉諾景気は、伊弉諾景気である。

伊弉諾神宮は、伊弉諾神宮である。

伊弉諾尊は、伊弉諾尊である。

伊邪那岐命は、伊邪那岐命である。

鯨魚取は、鯨魚取である。

勇魚取は、勇魚取である。

勇魚取絵詞は、勇魚取絵詞である。

伊弉冉尊は、伊弉冉尊である。

伊邪那美命は、伊邪那美命である。

いさには、いさにである。

斑葉は、斑葉である。

五十集は、五十集である。

諫早は、諫早である。

五十集屋は、五十集屋である。

揺振るは、揺振るである。

イサベラは、イサベラである。

イサベルは、イサベルである。

居様は、居様である。

勇ましいは、勇ましいである。

勇みは、勇みである。

勇み足は、勇み足である。

勇み立つは、勇み立つである。

勇み肌は、勇み肌である。

勇むは、勇むである。

イサムノグチは、イサムノグチである。

勇めは、勇めである。

慰めは、慰めである。

禁めは、禁めである。

諫めは、諫めである。

寝覚めは、寝覚めである。

諫め返すは、諫め返すである。

諫めの鼓は、諫めの鼓である。

禁めるは、禁めるである。



諫めるは、諫めるである。

いさやは、いさやである。

いざやは、いざやである。

イザヤは、イザヤである。

イザヤ書は、イザヤ書である。

いざよいは、いざよいである。

十六夜は、十六夜である。

十六夜清心は、十六夜清心である。

十六夜日記は、十六夜日記である。

十六夜日記残月鈔は、十六夜日記残月鈔である。

十六夜の月は、十六夜の月である。

十六夜薔薇は、十六夜薔薇である。

いざようは、いざようである。

細小井は、細小井である。

尻は、尻である。

臀は、臀である。

細小細小には、細小細小にである。

鋳浚えは、鋳浚えである。

鋳掫は、鋳掫である。

細小波は、細小波である。

細小水は、細小水である。

水潦は、水潦である。

潦水は、潦水である。

漁りは、漁りである。

耒底は、耒底である。

躄は、躄である。

膝行は、膝行である。

躄魚は、躄魚である。

漁小舟は、漁小舟である。

躄機は、躄機である。

居座機は、居座機である。

漁火は、漁火である。

漁火のは、漁火のである。

漁舟は、漁舟である。

いざるは、いざるである。

躄るは、躄るである。

膝行るは、膝行るである。

石和は、石和である。

井沢は、井沢である。

伊沢は、伊沢である。

いざわは、いざわである。

伊沢修二は、伊沢修二である。

胆沢城は、胆沢城である。

伊雑宮は、伊雑宮である。

井沢弥惣兵衛は、井沢弥惣兵衛である。

伊沢蘭軒は、伊沢蘭軒である。



胃散は、胃散である。

胃酸は、胃酸である。

違算は、違算である。

遺算は、遺算である。

遺産は、遺産である。

いさんは、いさんである。

胃酸過多症は、胃酸過多症である。

胃酸欠乏症は、胃酸欠乏症である。

遺産債権者は、遺産債権者である。

遺産税は、遺産税である。

遺産相続は、遺産相続である。

石は、石である。

以次は、以次である。

位子は、位子である。

医師は、医師である。

倚子は、倚子である。

椅子は、椅子である。

移徙は、移徙である。

異志は、異志である。

意志は、意志である。

意思は、意思である。

違旨は、違旨である。

遺子は、遺子である。

遺矢は、遺矢である。

遺址は、遺址である。

遺志は、遺志である。

遺屍は、遺屍である。

頤指は、頤指である。

頤使は、頤使である。

縊死は、縊死である。

いしは、いしである。

懿旨は、懿旨である。

美しは、美しである。

位次は、位次である。

医事は、医事である。

異字は、異字である。

異事は、異事である。

異時は、異時である。

意地は、意地である。

意字は、意字である。

維持は、維持である。

遺児は、遺児である。

遺事は、遺事である。

石垢は、石垢である。

石頭は、石頭である。

石合せは、石合せである。



石井は、石井である。

美しいは、美しいである。

石井菊次郎は、石井菊次郎である。

いしいしは、いしいしである。

いじいじは、いじいじである。

石井十次は、石井十次である。

石井鶴三は、石井鶴三である。

石井漠は、石井漠である。

石井柏亭は、石井柏亭である。

石芋は、石芋である。

石井ランシング協定は、石井ランシング協定である。

石井流は、石井流である。

石井良助は、石井良助である。

石臼は、石臼である。

石臼芸は、石臼芸である。

石打ちは、石打ちである。

石打の征矢は、石打の征矢である。

石打の羽は、石打の羽である。

石打のやなぐいは、石打のやなぐいである。

石占は、石占である。

石漆は、石漆である。

石岡は、石岡である。

石落しは、石落しである。

医師会は、医師会である。

石鏡は、石鏡である。

石垣は、石垣である。

石垣崩れは、石垣崩れである。

石垣島は、石垣島である。

石垣鯛は、石垣鯛である。

石垣作りは、石垣作りである。

石垣山は、石垣山である。

石崖は、石崖である。

石崖小紋は、石崖小紋である。

石崖絞は、石崖絞である。

石垣町は、石垣町である。

石合戦は、石合戦である。

石蟹は、石蟹である。

石金は、石金である。

石壁は、石壁である。

石釜は、石釜である。

石鎌は、石鎌である。

石竈は、石竈である。

石窯は、石窯である。

石噛ませは、石噛ませである。

石神は、石神である。

石亀は、石亀である。



水亀は、水亀である。

石狩は、石狩である。

石狩川は、石狩川である。

石狩岳は、石狩岳である。

石狩炭田は、石狩炭田である。

石狩鍋は、石狩鍋である。

石狩平野は、石狩平野である。

いぢかり股は、いぢかり股である。

居敷かるは、居敷かるである。

石鰈は、石鰈である。

石川は、石川である。

石川五右衛門は、石川五右衛門である。

石川三四郎は、石川三四郎である。

石川島は、石川島である。

石川淳は、石川淳である。

石川丈山は、石川丈山である。

石川大浪は、石川大浪である。

石川啄木は、石川啄木である。

石川武美は、石川武美である。

石川達三は、石川達三である。

石川千代松は、石川千代松である。

石川豊信は、石川豊信である。

石川郎女は、石川郎女である。

石川雅望は、石川雅望である。

石瓦は、石瓦である。

石川林四郎は、石川林四郎である。

石敢当は、石敢当である。

居敷は、居敷である。

石城は、石城である。

石槨は、石槨である。

位色は、位色である。

意識は、意識である。

違式は、違式である。

遺式は、遺式である。

居敷当は、居敷当である。

尻当は、尻当である。

意識一般は、意識一般である。

い敷き折るは、い敷き折るである。

意思機関は、意思機関である。

意識障害は、意識障害である。

意地穢いは、意地穢いである。

意地汚いは、意地汚いである。

意識的は、意識的である。

意識不明は、意識不明である。

石切りは、石切りである。

石錐は、石錐である。



石切梶原は、石切梶原である。

石切鑿は、石切鑿である。

石切場は、石切場である。

石工は、石工である。

い及くは、い及くである。

居敷くは、居敷くである。

意地腐は、意地腐である。

石釧は、石釧である。

意地くね悪いは、意地くね悪いである。

石配りは、石配りである。

石組みは、石組みである。

美しくもは、美しくもである。

石倉は、石倉である。

弄くり回すは、弄くり回すである。

弄くるは、弄くるである。

石車は、石車である。

石塊は、石塊である。

石黒は、石黒である。

石黒忠悳は、石黒忠悳である。

美しげは、美しげである。

石毛は、石毛である。

石下駄は、石下駄である。

石蹴りは、石蹴りである。

いじけるは、いじけるである。

石拳は、石拳である。

石子は、石子である。

石粉は、石粉である。

いじこは、いじこである。

いしこいは、いしこいである。

石小刀は、石小刀である。

石御器は、石御器である。

石後家は、石後家である。

石木端は、石木端である。

石子積は、石子積である。

石子詰は、石子詰である。

いしこらしいは、いしこらしいである。

石凝姥命は、石凝姥命である。

石衣は、石衣である。

石細工は、石細工である。

石細胞は、石細胞である。

石坂は、石坂である。

石坂宗哲は、石坂宗哲である。

石坂洋次郎は、石坂洋次郎である。

石崎は、石崎である。

石崎融思は、石崎融思である。

意地酒は、意地酒である。



石匙は、石匙である。

石皿は、石皿である。

石珊瑚は、石珊瑚である。

石地は、石地である。

石敷は、石敷である。

石地蔵は、石地蔵である。

意思実現は、意思実現である。

石地塗は、石地塗である。

意思主義は、意思主義である。

異嗜症は、異嗜症である。

石尻は、石尻である。

維持飼料は、維持飼料である。

礎は、礎である。

意地尽は、意地尽である。

居鎮るは、居鎮るである。

石炭は、石炭である。

石摺は、石摺である。

石榻は、石榻である。

石摺襖は、石摺襖である。

異歯性は、異歯性である。

石底は、石底である。

石底織は、石底織である。

石田は、石田である。

石鯛は、石鯛である。

石大工は、石大工である。

石田英一郎は、石田英一郎である。

石高は、石高である。

石高道は、石高道である。

石抱きは、石抱きである。

石竹は、石竹である。

石出は、石出である。

石叩きは、石叩きである。

石敲きは、石敲きである。

石畳は、石畳である。

甃は、甃である。

石畳貝は、石畳貝である。

石立ては、石立てである。

石田梅岩は、石田梅岩である。

石田波郷は、石田波郷である。

いしたふやは、いしたふやである。

石田三成は、石田三成である。

石田未得は、石田未得である。

石田幽汀は、石田幽汀である。

石田流は、石田流である。

石段は、石段である。

石段石は、石段石である。



石千代は、石千代である。

委悉は、委悉である。

異質は、異質である。

痿疾は、痿疾である。

違失は、違失である。

遺失は、遺失である。

石津は、石津である。

畏日は、畏日である。

異日は、異日である。

意思通知は、意思通知である。

石塚は、石塚である。

石使は、石使である。

石塚竜麿は、石塚竜麿である。

石突は、石突である。

石造りは、石造りである。

石作りは、石作りである。

石作皇子は、石作皇子である。

石伝いは、石伝いである。

石鎚山は、石鎚山である。

石槌は、石槌である。

意地っ張りは、意地っ張りである。

遺失物は、遺失物である。

石壺は、石壺である。

石積みは、石積みである。

石手寺は、石手寺である。

一身田は、一身田である。

石童丸は、石童丸である。

石灯籠は、石灯籠である。

石床は、石床である。

石鶏冠は、石鶏冠である。

石投は、石投である。

石投げは、石投げである。

石投げん尉は、石投げん尉である。

石などりは、石などりである。

石並は、石並である。

石の油は、石の油である。

意思能力は、意思能力である。

石の大床は、石の大床である。

石の帯は、石の帯である。

倚子の御座は、倚子の御座である。

意志の自由は、意志の自由である。

石の竹は、石の竹である。

石の乳は、石の乳である。

石の壺は、石の壺である。

石の氷柱は、石の氷柱である。

石の階は、石の階である。



石の火は、石の火である。

石の間は、石の間である。

石巻は、石巻である。

石の間造は、石の間造である。

石鑿は、石鑿である。

石の湊は、石の湊である。

石灰は、石灰である。

石灰窯は、石灰窯である。

石灰の壇は、石灰の壇である。

意志薄弱は、意志薄弱である。

石階は、石階である。

石橋は、石橋である。

石弾きは、石弾きである。

石橋思案は、石橋思案である。

石橋湛山は、石橋湛山である。

石橋忍月は、石橋忍月である。

石橋山は、石橋山である。

石爆ぜは、石爆ぜである。

石鉢は、石鉢である。

石花火は、石花火である。

石原は、石原である。

石針は、石針である。

石張りは、石張りである。

意地張りは、意地張りである。

意地張るは、意地張るである。

石曳は、石曳である。

石引は、石引である。

石引唄は、石引唄である。

石聖は、石聖である。

石櫃は、石櫃である。

石人は、石人である。

石火矢は、石火矢である。

石火箭は、石火箭である。

意思表示は、意思表示である。

石伏は、石伏である。

石舞台古墳は、石舞台古墳である。

石船は、石船である。

石文は、石文である。

碑は、碑である。

石風呂は、石風呂である。

石塀は、石塀である。

石部金吉は、石部金吉である。

石偏は、石偏である。

医師法は、医師法である。

石棒は、石棒である。

石庖丁は、石庖丁である。



石仏は、石仏である。

窪は、窪である。

石間は、石間である。

石枕は、石枕である。

いじましいは、いじましいである。

畚は、畚である。

石見川は、石見川である。

石道は、石道である。

石光は、石光である。

石光真清は、石光真清である。

意地無地は、意地無地である。

意思無能力者は、意思無能力者である。

石村は、石村である。

石群は、石群である。

石村検校は、石村検校である。

石室は、石室である。

石目は、石目である。

苛めは、苛めである。

石目紙は、石目紙である。

石目小紋は、石目小紋である。

苛めっ子は、苛めっ子である。

苛めるは、苛めるである。

石母田は、石母田である。

石母田正は、石母田正である。

石持は、石持である。

石首魚は、石首魚である。

医者は、医者である。

倚藉は、倚藉である。

慰藉は、慰藉である。

石屋は、石屋である。

イシャウッドは、イシャウッドである。

石焼きは、石焼きである。

石焼き芋は、石焼き芋である。

石焼き豆腐は、石焼き豆腐である。

胃弱は、胃弱である。

石鏃は、石鏃である。

医者倒しは、医者倒しである。

伊舎那天は、伊舎那天である。

医者坊主は、医者坊主である。

医者坊は、医者坊である。

石山は、石山である。

石山切は、石山切である。

石山寺は、石山寺である。

石山寺縁起は、石山寺縁起である。

石山本願寺は、石山本願寺である。

石山詣では、石山詣でである。



いしゃら貝は、いしゃら貝である。

石槍は、石槍である。

慰謝料は、慰謝料である。

慰藉料は、慰藉料である。

異種は、異種である。

意趣は、意趣である。

遺珠は、遺珠である。

縊首は、縊首である。

医儒は、医儒である。

伊州は、伊州である。

異宗は、異宗である。

異臭は、異臭である。

異執は、異執である。

意執は、意執である。

蝟集は、蝟集である。

遺習は、遺習である。

移住は、移住である。

意趣討は、意趣討である。

意趣返しは、意趣返しである。

意趣斬は、意趣斬である。

畏縮は、畏縮である。

萎縮は、萎縮である。

異熟は、異熟である。

萎縮腎は、萎縮腎である。

萎縮病は、萎縮病である。

異種交配は、異種交配である。

移出は、移出である。

医術は、医術である。

異術は、異術である。

意趣晴らしは、意趣晴らしである。

意趣節は、意趣節である。

石弓は、石弓である。

弩は、弩である。

依遵は、依遵である。

違順は、違順である。

位署は、位署である。

医書は、医書である。

移書は、移書である。

異書は、異書である。

遺書は、遺書である。

遺緒は、遺緒である。

緯書は、緯書である。

衣裳は、衣裳である。

衣装は、衣装である。

囲障は、囲障である。

称唯は、称唯である。



帷牆は、帷牆である。

異生は、異生である。

異性は、異性である。

異称は、異称である。

意匠は、意匠である。

遺詔は、遺詔である。

以上は、以上である。

已上は、已上である。

囲繞は、囲繞である。

委譲は、委譲である。

移乗は、移乗である。

移譲は、移譲である。

異状は、異状である。

異常は、異常である。

衣裳合せは、衣裳合せである。

衣裳重ねは、衣裳重ねである。

衣裳方は、衣裳方である。

異常気象は、異常気象である。

衣裳着せは、衣裳着せである。

衣裳競べは、衣裳競べである。

意匠権は、意匠権である。

意匠広告は、意匠広告である。

異常光線は、異常光線である。

衣裳好みは、衣裳好みである。

意匠紙は、意匠紙である。

異常震域は、異常震域である。

異常心理学は、異常心理学である。

意匠図は、意匠図である。

異常性欲は、異常性欲である。

遺称地は、遺称地である。

異常聴域は、異常聴域である。

衣裳尽しは、衣裳尽しである。

衣裳付けは、衣裳付けである。

異乗同除は、異乗同除である。

衣裳所は、衣裳所である。

異称日本伝は、異称日本伝である。

衣裳人形は、衣裳人形である。

衣裳縫いは、衣裳縫いである。

帷牆の制は、帷牆の制である。

衣裳雛は、衣裳雛である。

衣裳櫃は、衣裳櫃である。

偉丈夫は、偉丈夫である。

異常分娩は、異常分娩である。

意匠法は、意匠法である。

衣裳幕は、衣裳幕である。

衣裳持ちは、衣裳持ちである。



衣食は、衣食である。

依嘱は、依嘱である。

委嘱は、委嘱である。

移植は、移植である。

異色は、異色である。

遺嘱は、遺嘱である。

居職は、居職である。

移植鏝は、移植鏝である。

衣食住は、衣食住である。

医食同源は、医食同源である。

移植免疫は、移植免疫である。

いじらしいは、いじらしいである。

射白ますは、射白ますである。

井尻は、井尻である。

弄り焼きは、弄り焼きである。

弄るは、弄るである。

異翅類は、異翅類である。

石綿は、石綿である。

石原莞爾は、石原莞爾である。

石原謙は、石原謙である。

石原忍は、石原忍である。

石原純は、石原純である。

石原正明は、石原正明である。

石原裕次郎は、石原裕次郎である。

石割は、石割である。

石割桜は、石割桜である。

石割地獄は、石割地獄である。

石割図は、石割図である。

石割雪駄は、石割雪駄である。

意地悪は、意地悪である。

意地悪いは、意地悪いである。

意地悪子は、意地悪子である。

威信は、威信である。

惟神は、惟神である。

移審は、移審である。

異心は、異心である。

彙進は、彙進である。

維新は、維新である。

遺臣は、遺臣である。

懿親は、懿親である。

夷人は、夷人である。

偉人は、偉人である。

異人は、異人である。

遺塵は、遺塵である。

異人館は、異人館である。

石丈は、石丈である。



維新史料編纂会は、維新史料編纂会である。

以心崇伝は、以心崇伝である。

以心伝心は、以心伝心である。

維新の三傑は、維新の三傑である。

医心方は、医心方である。

異人豆は、異人豆である。

柞は、柞である。

いすは、いすである。

厳は、厳である。

伊豆は、伊豆である。

出づは、出づである。

萎ずいは、萎ずいである。

伊豆石は、伊豆石である。

異数は、異数である。

射据うは、射据うである。

伊豆小笠原海溝は、伊豆小笠原海溝である。

交喙は、交喙である。

很しは、很しである。

居姿は、居姿である。

何方は、何方である。

何方ざまは、何方ざまである。

いすか継は、いすか継である。

濯ぐは、濯ぐである。

何処は、何処である。

何処辺は、何処辺である。

居竦まるは、居竦まるである。

居竦みは、居竦みである。

居竦むは、居竦むである。

射竦めるは、射竦めるである。

イスクラは、イスクラである。

いすくわしは、いすくわしである。

安んかは、安んかである。

焉んかは、焉んかである。

安んぞは、安んぞである。

焉んぞは、焉んぞである。

伊豆山神社は、伊豆山神社である。

出石は、出石である。

貽鮨は、貽鮨である。

出石神社は、出石神社である。

伊豆七島は、伊豆七島である。

出石焼は、出石焼である。

五十鈴川は、五十鈴川である。

いすすくは、いすすくである。

い涼暮月は、い涼暮月である。

五十鈴宮は、五十鈴宮である。

五十鈴依媛は、五十鈴依媛である。



伊豆千両は、伊豆千両である。

イスタラビは、イスタラビである。

イスタンブールは、イスタンブールである。

伊豆手の船は、伊豆手の船である。

伊豆手船は、伊豆手船である。

椅子取りゲームは、椅子取りゲームである。

伊豆の海は、伊豆の海である。

伊豆の踊子は、伊豆の踊子である。

蚊母樹は、蚊母樹である。

伊豆長八は、伊豆長八である。

柞灰は、柞灰である。

イスパニアは、イスパニアである。

厳原は、厳原である。

伊豆半島は、伊豆半島である。

イスファハンは、イスファハンである。

イズベスチヤは、イズベスチヤである。

暇は、暇である。

居住まいは、居住まいである。

イスマイルは、イスマイルである。

伊豆豆は、伊豆豆である。

伊豆マリアナ弧は、伊豆マリアナ弧である。

泉は、泉である。

出水は、出水である。

和泉は、和泉である。

和泉石は、和泉石である。

泉大津は、泉大津である。

泉川は、泉川である。

泉鏡花は、泉鏡花である。

泉佐野は、泉佐野である。

和泉式部は、和泉式部である。

和泉式部日記は、和泉式部日記である。

泉城は、泉城である。

泉殿は、泉殿である。

泉熱は、泉熱である。

泉の下は、泉の下である。

泉屋は、泉屋である。

和泉流は、和泉流である。

イズミルは、イズミルである。

イズムは、イズムである。

いずめは、いずめである。

出雲は、出雲である。

居相撲は、居相撲である。

出雲薬は、出雲薬である。

出雲轡は、出雲轡である。

出雲琴は、出雲琴である。

出雲崎は、出雲崎である。



出雲神社は、出雲神社である。

出雲大社は、出雲大社である。

出雲寺は、出雲寺である。

出雲阿国は、出雲阿国である。

出雲の神は、出雲の神である。

出雲国造は、出雲国造である。

出雲節は、出雲節である。

出雲風土記は、出雲風土記である。

出雲平野は、出雲平野である。

出雲筵は、出雲筵である。

出雲焼は、出雲焼である。

何らは、何らである。

イスラームは、イスラームである。

出づらふは、出づらふである。

イスラエルは、イスラエルである。

イスラマバードは、イスラマバードである。

イスラムは、イスラムである。

イスラム教は、イスラム教である。

イスラム銀行は、イスラム銀行である。

イスラム原理主義は、イスラム原理主義である。

イスラム諸国会議機構は、イスラム諸国会議機構である。

イスラム帝国は、イスラム帝国である。

イスラム復興は、イスラム復興である。

イスラム法は、イスラム法である。

イスラム暦は、イスラム暦である。

イスランド苔は、イスランド苔である。

揺るは、揺るである。

強請るは、強請るである。

医するは、医するである。

委するは、委するである。

慰するは、慰するである。

弋射は、弋射である。

譲るは、譲るである。

何れは、何れである。

孰れは、孰れである。

何れ劣らぬは、何れ劣らぬである。

何れ様は、何れ様である。

何れもは、何れもである。

何れも様は、何れも様である。

いすろこうは、いすろこうである。

居座るは、居座るである。

居据るは、居据るである。

李承晩は、李承晩である。

伊勢は、伊勢である。

縮縫は、縮縫である。

五十瀬は、五十瀬である。



伊勢編笠は、伊勢編笠である。

以西は、以西である。

医生は、医生である。

医聖は、医聖である。

威勢は、威勢である。

為政は、為政である。

異姓は、異姓である。

遺制は、遺制である。

遺精は、遺精である。

異性化酵素は、異性化酵素である。

胃生検は、胃生検である。

為政者は、為政者である。

以西底引網漁業は、以西底引網漁業である。

異性体は、異性体である。

伊勢蝦は、伊勢蝦である。

伊勢海老は、伊勢海老である。

伊勢白粉は、伊勢白粉である。

伊勢踊は、伊勢踊である。

伊勢音頭は、伊勢音頭である。

伊勢音頭恋寝刃は、伊勢音頭恋寝刃である。

伊勢海は、伊勢海である。

伊勢街道は、伊勢街道である。

井堰は、井堰である。

射席は、射席である。

医籍は、医籍である。

胃石は、胃石である。

移籍は、移籍である。

偉跡は、偉跡である。

偉績は、偉績である。

貽績は、貽績である。

遺跡は、遺跡である。

遺蹟は、遺蹟である。

伊勢木は、伊勢木である。

遺跡証文は、遺跡証文である。

遺跡帳は、遺跡帳である。

移積土は、移積土である。

遺跡島は、遺跡島である。

伊勢鯉は、伊勢鯉である。

伊勢講は、伊勢講である。

伊勢乞食は、伊勢乞食である。

いせ込むは、いせ込むである。

伊勢暦は、伊勢暦である。

伊勢行李は、伊勢行李である。

伊勢崎は、伊勢崎である。

伊勢崎織は、伊勢崎織である。

伊勢佐木町は、伊勢佐木町である。



伊勢崎銘仙は、伊勢崎銘仙である。

伊勢貞丈は、伊勢貞丈である。

伊勢貞親は、伊勢貞親である。

伊勢参宮は、伊勢参宮である。

伊勢参宮道者は、伊勢参宮道者である。

伊勢路は、伊勢路である。

伊勢縞は、伊勢縞である。

伊勢志摩国立公園は、伊勢志摩国立公園である。

伊勢島節は、伊勢島節である。

伊勢商人は、伊勢商人である。

伊勢神宮は、伊勢神宮である。

伊勢神道は、伊勢神道である。

伊勢菅笠は、伊勢菅笠である。

伊勢代参は、伊勢代参である。

伊勢大神宮は、伊勢大神宮である。

伊勢太太講は、伊勢太太講である。

伊勢代代講は、伊勢代代講である。

伊勢大廟は、伊勢大廟である。

いせちは、いせちである。

異説は、異説である。

異節類は、異節類である。

伊勢天目は、伊勢天目である。

伊勢豆腐は、伊勢豆腐である。

伊勢鳥居は、伊勢鳥居である。

伊勢長氏は、伊勢長氏である。

伊勢の海は、伊勢の海である。

伊勢の大輔は、伊勢の大輔である。

伊勢の御師は、伊勢の御師である。

伊勢の御田植は、伊勢の御田植である。

伊勢の神垣は、伊勢の神垣である。

伊勢の御縁日は、伊勢の御縁日である。

伊勢三郎は、伊勢三郎である。

伊勢大輔は、伊勢大輔である。

伊勢の使は、伊勢の使である。

伊勢の浜荻は、伊勢の浜荻である。

伊勢の二柱は、伊勢の二柱である。

いせのものがたりは、いせのものがたりである。

伊勢派は、伊勢派である。

伊勢原は、伊勢原である。

伊勢比丘尼は、伊勢比丘尼である。

伊勢風は、伊勢風である。

伊勢船は、伊勢船である。

伊勢平氏は、伊勢平氏である。

伊勢瓶子は、伊勢瓶子である。

伊勢平野は、伊勢平野である。

伊勢防風は、伊勢防風である。



伊勢間は、伊勢間である。

伊勢参りは、伊勢参りである。

伊勢水呑は、伊勢水呑である。

伊勢道は、伊勢道である。

伊勢物語は、伊勢物語である。

伊勢木綿は、伊勢木綿である。

伊勢屋は、伊勢屋である。

イセリア介殻虫は、イセリア介殻虫である。

伊勢流は、伊勢流である。

いせるは、いせるである。

伊勢例幣使は、伊勢例幣使である。

伊勢若和布は、伊勢若和布である。

伊勢湾は、伊勢湾である。

伊勢湾台風は、伊勢湾台風である。

医専は、医専である。

胃腺は、胃腺である。

渭川は、渭川である。

緯線は、緯線である。

以前は、以前である。

依然は、依然である。

怡然は、怡然である。

惟然は、惟然である。

已然形は、已然形である。

胃穿孔は、胃穿孔である。

胃洗浄は、胃洗浄である。

居船頭は、居船頭である。

磯は、磯である。

イソは、イソである。

磯明は、磯明である。

磯遊は、磯遊である。

磯洗いは、磯洗いである。

磯粟餅は、磯粟餅である。

いそいそは、いそいそである。

磯煎は、磯煎である。

位相は、位相である。

移相は、移相である。

移送は、移送である。

異相は、異相である。

異装は、異装である。

意想は、意想である。

遺草は、遺草である。

争ふは、争ふである。

勤ふは、勤ふである。

い添ふは、い添ふである。

倚像は、倚像である。

遺贈は、遺贈である。



意想外は、意想外である。

位相解析は、位相解析である。

移相器は、移相器である。

位相幾何学は、位相幾何学である。

位相空間は、位相空間である。

位相差顕微鏡は、位相差顕微鏡である。

位相写像は、位相写像である。

位相心理学は、位相心理学である。

位相数学は、位相数学である。

いそうれは、いそうれである。

居候は、居候である。

居候蜘蛛は、居候蜘蛛である。

イソオクタンは、イソオクタンである。

磯貝は、磯貝である。

磯海綿は、磯海綿である。

五十返りは、五十返りである。

磯牡蠣は、磯牡蠣である。

磯隠るは、磯隠るである。

磯陰は、磯陰である。

磯影は、磯影である。

忙しいは、忙しいである。

忙しがるは、忙しがるである。

急がし立つは、急がし立つである。

急がし業は、急がし業である。

急がすは、急がすである。

磯蟹は、磯蟹である。

磯金は、磯金である。

磯被りは、磯被りである。

磯竈は、磯竈である。

忙わしいは、忙わしいである。

イソ感度は、イソ感度である。

いそきは、いそきである。

急ぎは、急ぎである。

磯木は、磯木である。

急ぎ足は、急ぎ足である。

磯菊は、磯菊である。

急ぎ立つは、急ぎ立つである。

イソキノリンは、イソキノリンである。

急ぎ果つは、急ぎ果つである。

急ぎ満つは、急ぎ満つである。

急ぎ物は、急ぎ物である。

磯切は、磯切である。

磯際は、磯際である。

磯巾着は、磯巾着である。

夷則は、夷則である。

急ぐは、急ぐである。



夷俗は、夷俗である。

夷賊は、夷賊である。

異俗は、異俗である。

異族は、異族である。

異賊は、異賊である。

遺俗は、遺俗である。

遺族は、遺族である。

彝族は、彝族である。

磯臭いは、磯臭いである。

磯草塗は、磯草塗である。

遺族年金は、遺族年金である。

遺族補償は、遺族補償である。

イソクラテスは、イソクラテスである。

磯車は、磯車である。

磯山椒は、磯山椒である。

勤しは、勤しである。

五十路は、五十路である。

磯路は、磯路である。

磯鷸は、磯鷸である。

勤しむは、勤しむである。

磯ぜせりは、磯ぜせりである。

礒田は、礒田である。

礒田湖竜斎は、礒田湖竜斎である。

磯伊達は、磯伊達である。

磯千鳥は、磯千鳥である。

磯伝いは、磯伝いである。

イソップは、イソップである。

イソップ物語は、イソップ物語である。

磯釣は、磯釣である。

磯人は、磯人である。

磯菜は、磯菜である。

居備えは、居備えである。

磯凪は、磯凪である。

嘯嘆きは、嘯嘆きである。

磯菜摘みは、磯菜摘みである。

磯な鳥は、磯な鳥である。

磯波は、磯波である。

イソニコチン酸ヒドラジドは、イソニコチン酸ヒドラジドである。

磯蜷は、磯蜷である。

磯根は、磯根である。

磯寝は、磯寝である。

磯根松は、磯根松である。

石上は、石上である。

石上私淑言は、石上私淑言である。

石上神宮は、石上神宮である。

石上寺は、石上寺である。



石上中納言は、石上中納言である。

石上麻呂は、石上麻呂である。

石上宅嗣は、石上宅嗣である。

磯の口明は、磯の口明である。

磯禅師は、磯禅師である。

磯宮は、磯宮である。

いそばうは、いそばうである。

いそはくは、いそはくである。

磯花は、磯花である。

磯花火は、磯花火である。

磯浜は、磯浜である。

磯姫は、磯姫である。

磯鵯は、磯鵯である。

磯開きは、磯開きである。

磯笛は、磯笛である。

磯節は、磯節である。

イソブチレンは、イソブチレンである。

磯船は、磯船である。

磯振りは、磯振りである。

磯触りは、磯触りである。

いそふれは、いそふれである。

イソプレンは、イソプレンである。

イソプロピルアルコールは、イソプロピルアルコールである。

磯辺は、磯辺である。

磯褌は、磯褌である。

伊曾保物語は、伊曾保物語である。

磯間は、磯間である。

磯巻卵は、磯巻卵である。

磯枕は、磯枕である。

磯髷は、磯髷である。

磯松は、磯松である。

磯松科は、磯松科である。

磯松風は、磯松風である。

磯祭は、磯祭である。

磯回は、磯回である。

磯見は、磯見である。

磯目は、磯目である。

急めくは、急めくである。

イソメラーゼは、イソメラーゼである。

磯潜りは、磯潜りである。

急文字は、急文字である。

磯許は、磯許である。

磯最中は、磯最中である。

磯物は、磯物である。

磯屋は、磯屋である。

磯屋形は、磯屋形である。



磯館は、磯館である。

磯焼は、磯焼である。

磯焼けは、磯焼けである。

磯山は、磯山である。

磯羊羹は、磯羊羹である。

居反りは、居反りである。

磯料理は、磯料理である。

イソロイシンは、イソロイシンである。

異素六帖は、異素六帖である。

依存は、依存である。

異損は、異損である。

遺存は、遺存である。

異存は、異存である。

依存関係は、依存関係である。

依存効果は、依存効果である。

遺存種は、遺存種である。

射損ずるは、射損ずるである。

易損品は、易損品である。

板は、板である。

甚は、甚である。

痛は、痛である。

藺田は、藺田である。

韋陀は、韋陀である。

板井は、板井である。

板猪は、板猪である。

衣帯は、衣帯である。

位袋は、位袋である。

異体は、異体である。

遺体は、遺体である。

痛いは、痛いである。

甚いは、甚いである。

医大は、医大である。

偉大は、偉大である。

遺題は、遺題である。

イタイイタイ病は、イタイイタイ病である。

幼気は、幼気である。

韋提希は、韋提希である。

幼気盛りは、幼気盛りである。

幼気すは、幼気すである。

幼気ないは、幼気ないである。

板石は、板石である。

異体字は、異体字である。

痛痛草は、痛痛草である。

痛痛しいは、痛痛しいである。

異体同心は、異体同心である。

異体文字は、異体文字である。



板裏草履は、板裏草履である。

板縁は、板縁である。

板笈は、板笈である。

板扇は、板扇である。

板起しは、板起しである。

板錘は、板錘である。

威高は、威高である。

居高は、居高である。

移他家は、移他家である。

櫪飼は、櫪飼である。

板飼は、板飼である。

抱かふは、抱かふである。

板返しは、板返しである。

板欠は、板欠である。

板垣は、板垣である。

板垣征四郎は、板垣征四郎である。

板垣退助は、板垣退助である。

板掛は、板掛である。

板囲いは、板囲いである。

板頭は、板頭である。

板粕は、板粕である。

板金は、板金である。

板株は、板株である。

板壁は、板壁である。

板紙は、板紙である。

板硝子は、板硝子である。

板唐戸は、板唐戸である。

痛がるは、痛がるである。

伊太祁曾神社は、伊太祁曾神社である。

板切れは、板切れである。

居宅は、居宅である。

依託は、依託である。

委託は、委託である。

遺沢は、遺沢である。

甚くは、甚くである。

唯諾は、唯諾である。

抱くは、抱くである。

懐くは、懐くである。

委託会社は、委託会社である。

依託学生は、依託学生である。

委託加工貿易は、委託加工貿易である。

依託射撃は、依託射撃である。

委託証券は、委託証券である。

委託証拠金は、委託証拠金である。

委託手形は、委託手形である。

委託売買は、委託売買である。



委託販売は、委託販売である。

板倉は、板倉である。

板倉勝重は、板倉勝重である。

板倉重昌は、板倉重昌である。

板倉重宗は、板倉重宗である。

板車は、板車である。

居丈は、居丈である。

居丈高は、居丈高である。

五十猛命は、五十猛命である。

いたこは、いたこである。

潮来は、潮来である。

板子は、板子である。

板輿は、板輿である。

痛事は、痛事である。

潮来節は、潮来節である。

板金剛は、板金剛である。

イタコン酸は、イタコン酸である。

板材は、板材である。

痛しは、痛しである。

甚しは、甚しである。

出しは、出しである。

鋳出しは、鋳出しである。

出し衵は、出し衵である。

出し合すは、出し合すである。

板粃は、板粃である。

出し袿は、出し袿である。

致し方は、致し方である。

板敷は、板敷である。

出し衣は、出し衣である。

出し車は、出し車である。

出し立つは、出し立つである。

出し褄は、出し褄である。

板蔀は、板蔀である。

出し抜くは、出し抜くである。

出文机は、出文机である。

板締は、板締である。

板決は、板決である。

致し様は、致し様である。

致すは、致すである。

出すは、出すである。

鋳出すは、鋳出すである。

労がはしは、労がはしである。

労きは、労きである。

病は、病である。

労くは、労くである。

板硯は、板硯である。



徒寝ねは、徒寝ねである。

徒稲は、徒稲である。

徒歌は、徒歌である。

徒書は、徒書である。

悪戯書きは、悪戯書きである。

悪戯小僧は、悪戯小僧である。

徒死は、徒死である。

悪戯っ児は、悪戯っ児である。

徒には、徒にである。

徒奉公は、徒奉公である。

悪戯坊主は、悪戯坊主である。

徒者は、徒者である。

悪戯者は、悪戯者である。

板摺は、板摺である。

板草履は、板草履である。

頂は、頂である。

戴きは、戴きである。

戴き立ちは、戴き立ちである。

戴袋は、戴袋である。

戴きますは、戴きますである。

戴餅は、戴餅である。

戴き物は、戴き物である。

頂くは、頂くである。

戴くは、戴くである。

頂けるは、頂けるである。

戴けるは、戴けるである。

板畳は、板畳である。

居た堪らないは、居た堪らないである。

鼬は、鼬である。

鼬鼠は、鼬鼠である。

鼬魚は、鼬魚である。

鼬瓜は、鼬瓜である。

板違いは、板違いである。

鼬草は、鼬草である。

鼬雲は、鼬雲である。

鼬ごっこは、鼬ごっこである。

鼬羊歯は、鼬羊歯である。

板チョコは、板チョコである。

板賃は、板賃である。

い立つは、い立つである。

居立つは、居立つである。

遺脱は、遺脱である。

労かはしは、労かはしである。

板付は、板付である。

平題箭は、平題箭である。

板付蒲鉾は、板付蒲鉾である。



板付けは、板付けである。

板付遺跡は、板付遺跡である。

板付け釘は、板付け釘である。

板付け草履は、板付け草履である。

至っては、至ってである。

痛手は、痛手である。

井立は、井立である。

いたてには、いたてにである。

射立てるは、射立てるである。

韋駄天は、韋駄天である。

韋駄天走りは、韋駄天走りである。

板戸は、板戸である。

板塔婆は、板塔婆である。

板床は、板床である。

虎杖は、虎杖である。

い辿るは、い辿るである。

甚泣くは、甚泣くである。

板の間は、板の間である。

板の間稼ぎは、板の間稼ぎである。

板の物は、板の物である。

板場は、板場である。

板場稼ぎは、板場稼ぎである。

板矧ぎは、板矧ぎである。

板挟みは、板挟みである。

板橋は、板橋である。

痛歯蹙は、痛歯蹙である。

板馬氈は、板馬氈である。

伊太八は、伊太八である。

板発条は、板発条である。

板羽目は、板羽目である。

板張は、板張である。

板碑は、板碑である。

崖石榴は、崖石榴である。

板挽きは、板挽きである。

板引は、板引である。

板庇は、板庇である。

板廂は、板廂である。

板表紙は、板表紙である。

傷ぶは、傷ぶである。

板葺きは、板葺きである。

板蒲団は、板蒲団である。

板舟は、板舟である。

甚振らしは、甚振らしである。

甚振るは、甚振るである。

板風呂は、板風呂である。

板風炉は、板風炉である。



板文庫は、板文庫である。

板塀は、板塀である。

板甫牡蠣は、板甫牡蠣である。

板木履は、板木履である。

板仏は、板仏である。

板間は、板間である。

板前は、板前である。

板曲げロールは、板曲げロールである。

板柾は、板柾である。

痛ましいは、痛ましいである。

傷ましいは、傷ましいである。

傷ますは、傷ますである。

板毬は、板毬である。

板曼荼羅は、板曼荼羅である。

痛みは、痛みである。

傷みは、傷みである。

伊丹は、伊丹である。

板箕は、板箕である。

痛み入るは、痛み入るである。

伊丹酒は、伊丹酒である。

痛み止めは、痛み止めである。

伊丹風は、伊丹風である。

伊丹万作は、伊丹万作である。

痛み物は、痛み物である。

傷み分けは、傷み分けである。

痛み分けは、痛み分けである。

いたむは、いたむである。

痛むは、痛むである。

傷むは、傷むである。

悼むは、悼むである。

撓むは、撓むである。

い回むは、い回むである。

板目は、板目である。

板目紙は、板目紙である。

撓革は、撓革である。

痛め吟味は、痛め吟味である。

撓塩は、撓塩である。

炒め塩は、炒め塩である。

撓め付くは、撓め付くである。

痛め付けるは、痛め付けるである。

炒め煮は、炒め煮である。

板目肌は、板目肌である。

板目彫は、板目彫である。

板目木版は、板目木版である。

炒め物は、炒め物である。

炒めるは、炒めるである。



痛めるは、痛めるである。

傷めるは、傷めるである。

撓めるは、撓めるである。

甚もは、甚もである。

板持は、板持である。

板元は、板元である。

板物は、板物である。

板谷は、板谷である。

板屋は、板屋である。

板屋貝は、板屋貝である。

板屋槭樹は、板屋槭樹である。

板谷楓は、板谷楓である。

板屋形は、板屋形である。

板焼は、板焼である。

板焼豆腐は、板焼豆腐である。

痛矢串は、痛矢串である。

板谷峠は、板谷峠である。

板屋根は、板屋根である。

板谷波山は、板谷波山である。

板寄は、板寄である。

至らぬは、至らぬである。

至りは、至りである。

イタリアは、イタリアである。

イタリア語は、イタリア語である。

イタリアンは、イタリアンである。

イタリアンサイプレスは、イタリアンサイプレスである。

イタリアンライグラスは、イタリアンライグラスである。

イタリーは、イタリーである。

至り穿鑿は、至り穿鑿である。

至り染は、至り染である。

至り大尽は、至り大尽である。

至り茶屋は、至り茶屋である。

イタリックは、イタリックである。

イタリック語派は、イタリック語派である。

至り話は、至り話である。

至り風は、至り風である。

至り末社は、至り末社である。

至り物語は、至り物語である。

至り様は、至り様である。

至り料理は、至り料理である。

至り料理茶屋は、至り料理茶屋である。

至るは、至るである。

到るは、到るである。

イタルタスは、イタルタスである。

至る所は、至る所である。

到る所は、到る所である。



到る処は、到る処である。

板山葵は、板山葵である。

労しいは、労しいである。

労りは、労りである。

板割は、板割である。

労るは、労るである。

夷坦は、夷坦である。

畏憚は、畏憚である。

異端は、異端である。

異端視は、異端視である。

異端児は、異端児である。

異端者は、異端者である。

異端審問は、異端審問である。

市は、市である。

壱は、壱である。

逸は、逸である。

位地は、位地である。

位置は、位置である。

一握の砂は、一握の砂である。

逸足は、逸足である。

一案は、一案である。

櫟は、櫟である。

赤檮は、赤檮である。

一位は、一位である。

一意は、一意である。

一葦は、一葦である。

一位科は、一位科である。

いちいがしは、いちいがしである。

一意専心は、一意専心である。

一衣帯水は、一衣帯水である。

一一は、一一である。

一意直到は、一意直到である。

一葦の水は、一葦の水である。

一印は、一印である。

一因は、一因である。

一員は、一員である。

一院は、一院である。

一院制は、一院制である。

一印陀羅尼は、一印陀羅尼である。

一韻到底は、一韻到底である。

一宇は、一宇である。

一打は、一打である。

市売は、市売である。

一会は、一会である。

一栄一落は、一栄一落である。

位置エネルギーは、位置エネルギーである。



一円は、一円である。

一円一元説は、一円一元説である。

一塩基酸は、一塩基酸である。

一円知行は、一円知行である。

一応は、一応である。

一往は、一往である。

一億は、一億である。

一押しは、一押しである。

一推しは、一推しである。

一音一義説は、一音一義説である。

一河は、一河である。

一概は、一概である。

一概には、一概にである。

位置角は、位置角である。

市頭は、市頭である。

一方流は、一方流である。

都方流は、都方流である。

一月は、一月である。

一月寺は、一月寺である。

市神は、市神である。

市ヶ谷は、市ヶ谷である。

市川は、市川である。

市河は、市河である。

市川紙は、市川紙である。

市河寛斎は、市河寛斎である。

市川左団次は、市川左団次である。

市河三喜は、市河三喜である。

市川正一は、市川正一である。

市川大門は、市川大門である。

市川団十郎は、市川団十郎である。

市川房枝は、市川房枝である。

市河米庵は、市河米庵である。

一丸は、一丸である。

一眼は、一眼である。

位置感覚は、位置感覚である。

一眼レフは、一眼レフである。

一木は、一木である。

一義は、一義である。

一儀は、一儀である。

一議は、一議である。

一木喜徳郎は、一木喜徳郎である。

市杵島姫命は、市杵島姫命である。

一義的は、一義的である。

一極めは、一極めである。

一牛鳴地は、一牛鳴地である。

一行は、一行である。



一行一義説は、一行一義説である。

一行書は、一行書である。

一行三昧は、一行三昧である。

一行朱印は、一行朱印である。

移築は、移築である。

一具は、一具である。

一隅は、一隅である。

一具指懸は、一具指懸である。

一具差懸は、一具差懸である。

一具沙汰は、一具沙汰である。

一具弓懸は、一具弓懸である。

肆は、肆である。

市座は、市座である。

一庫炭は、一庫炭である。

一軍は、一軍である。

一群は、一群である。

一夏は、一夏である。

一芸は、一芸である。

一芸の士は、一芸の士である。

一撃は、一撃である。

一花草は、一花草である。

一月三舟は、一月三舟である。

一元は、一元である。

一見は、一見である。

一言は、一言である。

一元化は、一元化である。

一見客は、一見客である。

一弦琴は、一弦琴である。

一絃琴は、一絃琴である。

一言居士は、一言居士である。

一見識は、一見識である。

一元的は、一元的である。

一元描写は、一元描写である。

一見振舞は、一見振舞である。

一元論は、一元論である。

神巫は、神巫である。

巫子は、巫子である。

市子は、市子である。

苺は、苺である。

莓は、莓である。

一期は、一期である。

一期一会は、一期一会である。

一伍一什は、一伍一什である。

一毫は、一毫である。

一業所感は、一業所感である。

一石日和は、一石日和である。



一期生は、一期生である。

一個人は、一個人である。

壱越調は、壱越調である。

壱越は、壱越である。

一期の男は、一期の男である。

一期の始めは、一期の始めである。

一期分は、一期分である。

一語文は、一語文である。

一期末代は、一期末代である。

一期病は、一期病である。

一ころは、一ころである。

一言一句は、一言一句である。

一言題は、一言題である。

一言半句は、一言半句である。

一言芳恩は、一言芳恩である。

一言芳談は、一言芳談である。

一座は、一座である。

一座遊びは、一座遊びである。

一座一句物は、一座一句物である。

一座掛は、一座掛である。

いちさかきは、いちさかきである。

一下りは、一下りである。

一座建立は、一座建立である。

一座流れは、一座流れである。

一座の宣旨は、一座の宣旨である。

壱師は、壱師である。

市路は、市路である。

一字は、一字である。

一次は、一次である。

一事は、一事である。

一時は、一時である。

一字一句は、一字一句である。

一字一石経は、一字一石経である。

一字一点は、一字一点である。

一次エネルギーは、一次エネルギーである。

一時解雇は、一時解雇である。

一字書は、一字書である。

一時借入金は、一時借入金である。

一時間は、一時間である。

一次関数は、一次関数である。

一食は、一食である。

一時帰休制は、一時帰休制である。

一時金は、一時金である。

一字金輪は、一字金輪である。

無花果は、無花果である。

映日果は、映日果である。



無花果果は、無花果果である。

一次元は、一次元である。

一時硬水は、一時硬水である。

一字御免は、一字御免である。

一次産業は、一次産業である。

一次産品は、一次産品である。

一字三礼は、一字三礼である。

一時凌ぎは、一時凌ぎである。

一字状は、一字状である。

一字千金は、一字千金である。

一字体は、一字体である。

一字題は、一字題である。

一七日は、一七日である。

一日は、一日である。

一実は、一実である。

一実円頓は、一実円頓である。

一日三秋は、一日三秋である。

一実乗は、一実乗である。

一実神道は、一実神道である。

一日千秋は、一日千秋である。

一日程は、一日程である。

一日片時は、一日片時である。

一時的は、一時的である。

一次電池は、一次電池である。

一時逃れは、一時逃れである。

一字の師は、一字の師である。

一字拝領は、一字拝領である。

一時働きは、一時働きである。

一時払いは、一時払いである。

一字版は、一字版である。

一時分限は、一時分限である。

一事不再議は、一事不再議である。

一事不再理は、一事不再理である。

一字不説は、一字不説である。

一次変換は、一次変換である。

一次方程式は、一次方程式である。

一時保護は、一時保護である。

一樹は、一樹である。

一汁は、一汁である。

一汁一菜は、一汁一菜である。

一重切は、一重切である。

一汁五菜は、一汁五菜である。

一入再入は、一入再入である。

一汁三菜は、一汁三菜である。

位置習性は、位置習性である。

一旬は、一旬である。



一巡は、一巡である。

一順は、一順である。

一女は、一女である。

一助は、一助である。

一条は、一条である。

一定は、一定である。

一乗は、一乗である。

一場は、一場である。

一乗院は、一乗院である。

一条兼良は、一条兼良である。

一乗寺は、一乗寺である。

一乗止観院は、一乗止観院である。

一畳台は、一畳台である。

一乗谷は、一乗谷である。

一条天皇は、一条天皇である。

一場の春夢は、一場の春夢である。

一条冬良は、一条冬良である。

一条鞭法は、一条鞭法である。

一乗妙典は、一乗妙典である。

一事両様は、一事両様である。

著しは、著しである。

著しいは、著しいである。

一次冷却水は、一次冷却水である。

一人は、一人である。

一陣は、一陣である。

一新紀元は、一新紀元である。

一人物は、一人物である。

一塵法界は、一塵法界である。

一途は、一途である。

一随は、一随である。

市末は、市末である。

一生面は、一生面である。

一世界は、一世界である。

一膳飯は、一膳飯である。

一膳飯屋は、一膳飯屋である。

一族は、一族である。

市初めは、市初めである。

一存は、一存である。

一朶は、一朶である。

一駄は、一駄である。

一大は、一大である。

一代は、一代である。

一代一度は、一代一度である。

一代一度の奉幣は、一代一度の奉幣である。

一代男は、一代男である。

一代女は、一代女である。



一代記は、一代記である。

一代教は、一代教である。

一代後家は、一代後家である。

一代五時の仏法は、一代五時の仏法である。

一代雑種は、一代雑種である。

一大事は、一大事である。

一大事因縁は、一大事因縁である。

一代年寄は、一代年寄である。

一代の経文は、一代の経文である。

一代分限は、一代分限である。

一諾は、一諾である。

一諾千金は、一諾千金である。

一タ偏は、一タ偏である。

一団は、一団である。

一段は、一段である。

一段活用は、一段活用である。

一弾指は、一弾指である。

一旦那は、一旦那である。

一段落は、一段落である。

市司は、市司である。

位置付けは、位置付けである。

位置付けるは、位置付けるである。

位置天文学は、位置天文学である。

一度は、一度である。

一同は、一同である。

一堂は、一堂である。

一道は、一道である。

一同音は、一同音である。

一同には、一同にである。

一時には、一時にである。

一読は、一読である。

一度ならずは、一度ならずである。

一度には、一度にである。

一殿は、一殿である。

一度再度は、一度再度である。

一頓挫は、一頓挫である。

一名は、一名である。

市名は、市名である。

都名は、都名である。

一男は、一男である。

一難は、一難である。

一二は、一二である。

一二九運動は、一二九運動である。

一日一夜は、一日一夜である。

一日置きは、一日置きである。

一日買は、一日買である。



一日替りは、一日替りである。

一日経は、一日経である。

一日祭は、一日祭である。

一日路は、一日路である。

一日延ばしは、一日延ばしである。

一日晴は、一日晴である。

一日百首は、一日百首である。

位置入力装置は、位置入力装置である。

一如は、一如である。

一任は、一任である。

一人一役は、一人一役である。

一人会社は、一人会社である。

一人称は、一人称である。

一人当千は、一人当千である。

一人前は、一人前である。

一人役は、一人役である。

一寧は、一寧である。

一年は、一年である。

一念は、一念である。

一念往生は、一念往生である。

一年神主は、一年神主である。

一年忌は、一年忌である。

一念義は、一念義である。

一念化生は、一念化生である。

一念五百生は、一念五百生である。

一念三千は、一念三千である。

一念称名は、一念称名である。

一稔植物は、一稔植物である。

一年生植物は、一年生植物である。

一年草は、一年草である。

一念不生は、一念不生である。

一念発起は、一念発起である。

一年麦は、一年麦である。

一の家は、一の家である。

一の板は、一の板である。

一の糸は、一の糸である。

一の院は、一の院である。

一能は、一能である。

一の大臣は、一の大臣である。

一の折は、一の折である。

一ノ貝は、一ノ貝である。

市正は、市正である。

一の上は、一の上である。

一の后は、一の后である。

一の城戸は、一の城戸である。

一の位は、一の位である。



一ノ倉沢は、一ノ倉沢である。

一の才は、一の才である。

一の字繋ぎは、一の字繋ぎである。

一の字点は、一の字点である。

一上卿は、一上卿である。

一関は、一関である。

一の膳は、一の膳である。

一の対は、一の対である。

一谷は、一谷である。

一谷嫩軍記は、一谷嫩軍記である。

一の手は、一の手である。

一の胴は、一の胴である。

一の所は、一の所である。

一の酉は、一の酉である。

一の鳥居は、一の鳥居である。

一の内侍は、一の内侍である。

市聖は、市聖である。

一の人は、一の人である。

一の筆は、一の筆である。

一の舞は、一の舞である。

一の松は、一の松である。

一の御子は、一の御子である。

一の御台は、一の御台である。

一の宮は、一の宮である。

一宮は、一宮である。

一の物は、一の物である。

一の者は、一の者である。

一の矢は、一の矢である。

市場は、市場である。

市庭は、市庭である。

一倍は、一倍である。

一暴十寒は、一暴十寒である。

市庭銭は、市庭銭である。

鳶尾は、鳶尾である。

一八は、一八である。

一罰百戒は、一罰百戒である。

一端駆くは、一端駆くである。

一端駆けは、一端駆けである。

一端立つは、一端立つである。

市場町は、市場町である。

逸速くは、逸速くである。

逸速しは、逸速しである。

逸速ぶは、逸速ぶである。

市原は、市原である。

市原野は、市原野である。

市原王は、市原王である。



一番は、一番である。

一番受は、一番受である。

一番貝は、一番貝である。

一番駆けは、一番駆けである。

一番切は、一番切である。

一番草は、一番草である。

一番首は、一番首である。

一番子は、一番子である。

一番出世は、一番出世である。

一番勝負は、一番勝負である。

一番煎じは、一番煎じである。

一番備えは、一番備えである。

一番太鼓は、一番太鼓である。

一番出しは、一番出しである。

一番茶は、一番茶である。

一番手は、一番手である。

一番抵当は、一番抵当である。

一番弟子は、一番弟子である。

一番鶏は、一番鶏である。

一番成りは、一番成りである。

一番女房は、一番女房である。

一番乗りは、一番乗りである。

一番星は、一番星である。

一番目は、一番目である。

一番槍は、一番槍である。

一番列車は、一番列車である。

市日は、市日である。

いちびは、いちびである。

いちび稈は、いちび稈である。

いちびずさは、いちびずさである。

市人は、市人である。

いちび脛巾は、いちび脛巾である。

市姫は、市姫である。

一姫二太郎は、一姫二太郎である。

一病息災は、一病息災である。

一分は、一分である。

一部は、一部である。

一分一厘は、一分一厘である。

一分金は、一分金である。

一分銀は、一分銀である。

一分小判は、一分小判である。

一部始終は、一部始終である。

一分地頭は、一分地頭である。

一分自慢は、一分自慢である。

一部主権国は、一部主権国である。

一部準備制度は、一部準備制度である。



一分代は、一分代である。

一分試しは、一分試しである。

一仏は、一仏である。

一物は、一物である。

逸物は、逸物である。

一物一価の法則は、一物一価の法則である。

一物一権主義は、一物一権主義である。

一仏乗は、一仏乗である。

一仏浄土は、一仏浄土である。

一仏成道は、一仏成道である。

一仏世界は、一仏世界である。

一分の官は、一分の官である。

一分判金は、一分判金である。

一部判決は、一部判決である。

一部分は、一部分である。

一部保険は、一部保険である。

一分召は、一分召である。

位置ベクトルは、位置ベクトルである。

一別は、一別である。

一瞥は、一瞥である。

イチボは、イチボである。

一望は、一望である。

一眸は、一眸である。

一棒は、一棒である。

一木一草は、一木一草である。

一木造りは、一木造りである。

一牡多牝は、一牡多牝である。

市松は、市松である。

一枚は、一枚である。

一枚岩は、一枚岩である。

一枚絵は、一枚絵である。

一枚落は、一枚落である。

一枚かわは、一枚かわである。

一枚看板は、一枚看板である。

一枚起請文は、一枚起請文である。

一枚摺は、一枚摺である。

一枚刷は、一枚刷である。

一枚楯は、一枚楯である。

一枚棚は、一枚棚である。

一枚版は、一枚版である。

一枚交ぜは、一枚交ぜである。

一巻は、一巻である。

一抹は、一抹である。

市松編は、市松編である。

市松小紋は、市松小紋である。

市松染は、市松染である。



市松人形は、市松人形である。

市松模様は、市松模様である。

市祭は、市祭である。

一万度の祓箱は、一万度の祓箱である。

一万度祓は、一万度祓である。

一味は、一味である。

一味神水は、一味神水である。

一味同心は、一味同心である。

一味徒党は、一味徒党である。

一味の雨は、一味の雨である。

一脈は、一脈である。

一味連判は、一味連判である。

一眠は、一眠である。

市村は、市村である。

市村羽左衛門は、市村羽左衛門である。

市村座は、市村座である。

市村さん次郎は、市村さん次郎である。

一室造りは、一室造りである。

市女は、市女である。

一命は、一命である。

市女笠は、市女笠である。

一面は、一面である。

一面観は、一面観である。

一面識は、一面識である。

一面的は、一面的である。

一毛は、一毛である。

一毛作は、一毛作である。

一網打尽は、一網打尽である。

一目は、一目である。

一目散は、一目散である。

一目十行は、一目十行である。

一目瞭然は、一目瞭然である。

一物作りは、一物作りである。

一文は、一文である。

一門は、一門である。

一文商は、一文商である。

一文一字は、一文一字である。

一問一答は、一問一答である。

一文売りは、一文売りである。

一文惜しみは、一文惜しみである。

一門甲斐は、一門甲斐である。

一文菓子は、一文菓子である。

一文半銭は、一文半銭である。

一文字は、一文字である。

一文字笠は、一文字笠である。

一文字菊は、一文字菊である。



一文字切は、一文字切である。

一文字咲きは、一文字咲きである。

一文字せせりは、一文字せせりである。

一文字棚は、一文字棚である。

一文字蝶は、一文字蝶である。

一文字三星は、一文字三星である。

一文字屋は、一文字屋である。

一文銭は、一文銭である。

一文剃は、一文剃である。

一文無しは、一文無しである。

一文人形は、一文人形である。

一文笛は、一文笛である。

一文不知は、一文不知である。

一文不通は、一文不通である。

一門普門は、一門普門である。

一文屋は、一文屋である。

一文奴は、一文奴である。

いちゃは、いちゃである。

一夜は、一夜である。

いちゃいちゃは、いちゃいちゃである。

一夜飾りは、一夜飾りである。

一夜切は、一夜切である。

一役は、一役である。

一躍は、一躍である。

一薬草は、一薬草である。

一夜検校は、一夜検校である。

一夜酒は、一夜酒である。

一夜城は、一夜城である。

一夜鮨は、一夜鮨である。

いちゃつくは、いちゃつくである。

一夜造りは、一夜造りである。

一夜漬は、一夜漬である。

一夜妻は、一夜妻である。

一夜豆腐は、一夜豆腐である。

一夜百首は、一夜百首である。

いちゃもんは、いちゃもんである。

惟中は、惟中である。

移駐は、移駐である。

意中は、意中である。

一揖は、一揖である。

一遊一予は、一遊一予である。

一雄多雌は、一雄多雌である。

遺著は、遺著である。

イ調は、イ調である。

鴨脚樹は、鴨脚樹である。

銀杏は、銀杏である。



公孫樹は、公孫樹である。

医長は、医長である。

胃腸は、胃腸である。

帷帳は、帷帳である。

萎凋は、萎凋である。

異朝は、異朝である。

移牒は、移牒である。

移調は、移調である。

一葉は、一葉である。

一様は、一様である。

銀杏脚は、銀杏脚である。

銀杏芋は、銀杏芋である。

公孫樹科は、公孫樹科である。

銀杏返しは、銀杏返しである。

銀杏頭は、銀杏頭である。

銀杏形は、銀杏形である。

移調楽器は、移調楽器である。

銀杏切は、銀杏切である。

銀杏崩しは、銀杏崩しである。

鴨脚苔は、鴨脚苔である。

一葉双曲面は、一葉双曲面である。

銀杏羽は、銀杏羽である。

銀杏歯は、銀杏歯である。

萎凋病は、萎凋病である。

一様分布は、一様分布である。

銀杏髷は、銀杏髷である。

銀杏黄葉は、銀杏黄葉である。

一陽来復は、一陽来復である。

一葉蘭は、一葉蘭である。

違勅は、違勅である。

遺勅は、遺勅である。

一翼は、一翼である。

一落は、一落である。

一楽は、一楽である。

一楽編は、一楽編である。

一楽織は、一楽織である。

市楽織は、市楽織である。

一落索は、一落索である。

一覧は、一覧である。

一覧後定期払は、一覧後定期払である。

一卵性双生児は、一卵性双生児である。

一覧払は、一覧払である。

一覧表は、一覧表である。

一利は、一利である。

一里は、一里である。

一理は、一理である。



一利一害は、一利一害である。

一里鐘は、一里鐘である。

一力は、一力である。

一力茶屋は、一力茶屋である。

市立は、市立である。

一律は、一律である。

一里塚は、一里塚である。

一流は、一流である。

一粒万倍は、一粒万倍である。

一両は、一両である。

一領具足は、一領具足である。

一両刺は、一両刺である。

一両札は、一両札である。

一両日は、一両日である。

一両判は、一両判である。

一輪は、一輪である。

一輪活けは、一輪活けである。

一輪挿しは、一輪挿しである。

一輪車は、一輪車である。

一輪草は、一輪草である。

一縷は、一縷である。

一塁は、一塁である。

一類は、一類である。

一礼は、一礼である。

一列は、一列である。

一連は、一連である。

一聯は、一聯である。

一蓮托生は、一蓮托生である。

一路は、一路である。

一臈は、一臈である。

一臘は、一臘である。

一六は、一六である。

一六銀行は、一六銀行である。

一六勝負は、一六勝負である。

一六作りは、一六作りである。

一六日は、一六日である。

一話一言は、一話一言である。

一割は、一割である。

稜威は、稜威である。

佚は、佚である。

溢は、溢である。

何時は、何時である。

凍つは、凍つである。

冱つは、冱つである。

何時何時は、何時何時である。

何時何時迄もは、何時何時迄もである。



胃痛は、胃痛である。

五重は、五重である。

五重襲は、五重襲である。

五重の扇は、五重の扇である。

五重の御衣は、五重の御衣である。

五重の唐衣は、五重の唐衣である。

一下は、一下である。

一花は、一花である。

一価は、一価である。

一和は、一和である。

一家は、一家である。

一荷は、一荷である。

一過は、一過である。

一箇は、一箇である。

五日は、五日である。

何時かは、何時かである。

一価アルコールは、一価アルコールである。

一介は、一介である。

一回は、一回である。

一階は、一階である。

一塊は、一塊である。

いっかいは、いっかいである。

一回忌は、一回忌である。

一階僧正は、一階僧正である。

一家一口は、一家一口である。

一塊肉は、一塊肉である。

五日帰りは、五日帰りである。

一価関数は、一価関数である。

一角は、一角である。

一画は、一画である。

一劃は、一劃である。

一格は、一格である。

一郭は、一郭である。

一廓は、一廓である。

一角犀は、一角犀である。

一角獣は、一角獣である。

一角獣座は、一角獣座である。

一攫千金は、一攫千金である。

一角仙人は、一角仙人である。

一家言は、一家言である。

一化蚕は、一化蚕である。

厳橿は、厳橿である。

幾日中は、幾日中である。

何時か知らは、何時か知らである。

一過性は、一過性である。

一家相伝は、一家相伝である。



一家団欒は、一家団欒である。

一家中は、一家中である。

一括は、一括である。

一喝は、一喝である。

一廉は、一廉である。

五日熱は、五日熱である。

五日の節会は、五日の節会である。

何時かはは、何時かはである。

い繋るは、い繋るである。

一竿は、一竿である。

一貫は、一貫である。

一寒は、一寒である。

一閑は、一閑である。

一管は、一管である。

一環は、一環である。

一閑紙子は、一閑紙子である。

一貫教育は、一貫教育である。

一貫作業は、一貫作業である。

一貫性は、一貫性である。

一貫道は、一貫道である。

一貫日は、一貫日である。

一貫張は、一貫張である。

一閑張は、一閑張である。

一気は、一気である。

一季は、一季である。

一紀は、一紀である。

一揆は、一揆である。

一簣は、一簣である。

一騎は、一騎である。

一饋は、一饋である。

逸機は、逸機である。

五木は、五木である。

居着きは、居着きである。

居付きは、居付きである。

斎槻は、斎槻である。

居接ぎは、居接ぎである。

一喜一憂は、一喜一憂である。

一騎打は、一騎打である。

一気呵成は、一気呵成である。

一掬は、一掬である。

斎児は、斎児である。

居着き地主は、居着き地主である。

一騎当千は、一騎当千である。

一気には、一気にである。

五衣は、五衣である。

斎院は、斎院である。



五木の子守唄は、五木の子守唄である。

斎王は、斎王である。

斎宮は、斎宮である。

斎宮寮は、斎宮寮である。

居付餅は、居付餅である。

斎女は、斎女である。

傅娘は、傅娘である。

一客は、一客である。

一客一亭は、一客一亭である。

一休は、一休である。

一級は、一級である。

一級河川は、一級河川である。

一挙は、一挙である。

逸居は、逸居である。

一虚一実は、一虚一実である。

一挙一動は、一挙一動である。

一興は、一興である。

一驚は、一驚である。

逸興は、逸興である。

一曲は、一曲である。

一局は、一局である。

一挙手一投足は、一挙手一投足である。

一挙両得は、一挙両得である。

斎童は、斎童である。

一口は、一口である。

一句は、一句である。

一齣は、一齣である。

斎くは、斎くである。

傅くは、傅くである。

居着くは、居着くである。

射付くは、射付くである。

鋳付くは、鋳付くである。

五穀は、五穀である。

慈しは、慈しである。

慈しぶは、慈しぶである。

厳島は、厳島である。

厳島延年は、厳島延年である。

厳島神社は、厳島神社である。

厳島の戦は、厳島の戦である。

慈しみは、慈しみである。

慈しむは、慈しむである。

一口同音は、一口同音である。

逸群は、逸群である。

射付は、射付である。

一系は、一系である。

一計は、一計である。



一景は、一景である。

射付馬は、射付馬である。

一家衆は、一家衆である。

一穴は、一穴である。

一決は、一決である。

溢血は、溢血である。

一穴類は、一穴類である。

射付けるは、射付けるである。

一犬は、一犬である。

一件は、一件である。

一軒は、一軒である。

一間は、一間である。

逸言は、逸言である。

一件記録は、一件記録である。

一間社は、一間社である。

一見所は、一見所である。

一見状は、一見状である。

一軒前は、一軒前である。

一軒家は、一軒家である。

一軒屋は、一軒屋である。

一己は、一己である。

一戸は、一戸である。

一個は、一個である。

一顧は、一顧である。

壱鼓は、壱鼓である。

一鼓は、一鼓である。

一考は、一考である。

一更は、一更である。

一向一揆は、一向一揆である。

一光三尊は、一光三尊である。

一向しきは、一向しきである。

一向宗は、一向宗である。

一向専修は、一向専修である。

一向専念は、一向専念である。

一口両舌は、一口両舌である。

一刻は、一刻である。

一国は、一国である。

一国一城は、一国一城である。

一国社会主義は、一国社会主義である。

一刻攻めは、一刻攻めである。

一刻千金は、一刻千金である。

一刻者は、一刻者である。

一国者は、一国者である。

一戸建ては、一戸建てである。

一壺天は、一壺天である。

一箇半箇は、一箇半箇である。



一戸前は、一戸前である。

一喉は、一喉である。

一献は、一献である。

一斤染は、一斤染である。

一茶は、一茶である。

一切は、一切である。

一再は、一再である。

一菜は、一菜である。

逸才は、逸才である。

逸材は、逸材である。

一切有情は、一切有情である。

一切皆苦は、一切皆苦である。

一切皆空は、一切皆空である。

一切合切は、一切合切である。

一切経は、一切経である。

一切経会は、一切経会である。

一切経音義は、一切経音義である。

一切衆生は、一切衆生である。

一切種智は、一切種智である。

一妻多夫は、一妻多夫である。

一切智は、一切智である。

一斎点は、一斎点である。

一再ならずは、一再ならずである。

一切法は、一切法である。

一茶忌は、一茶忌である。

一昨は、一昨である。

一策は、一策である。

一昨昨は、一昨昨である。

一昨昨日は、一昨昨日である。

一昨日は、一昨日である。

一昨朝は、一昨朝である。

一昨年は、一昨年である。

一昨晩は、一昨晩である。

一昨夜は、一昨夜である。

一昨夕は、一昨夕である。

一札は、一札である。

一撮は、一撮である。

一殺多生は、一殺多生である。

一山は、一山である。

一盞は、一盞である。

一粲は、一粲である。

逸散は、逸散である。

一散は、一散である。

一山一寧は、一山一寧である。

一酸塩基は、一酸塩基である。

一酸化は、一酸化である。



一酸化炭素は、一酸化炭素である。

一酸化炭素中毒は、一酸化炭素中毒である。

一酸化窒素は、一酸化窒素である。

一酸化鉛は、一酸化鉛である。

逸散には、逸散にである。

一散には、一散にである。

逸散走りは、逸散走りである。

一散走りは、一散走りである。

一山ばらりは、一山ばらりである。

一三昧は、一三昧である。

一子は、一子である。

一矢は、一矢である。

一死は、一死である。

一糸は、一糸である。

一指は、一指である。

一紙は、一紙である。

逸史は、逸史である。

逸詩は、逸詩である。

軼詩は、軼詩である。

言っしは、言っしである。

逸事は、逸事である。

軼事は、軼事である。

一糸一毫は、一糸一毫である。

何時しかは、何時しかである。

一色は、一色である。

一式は、一式である。

一職は、一職である。

一色田は、一色田である。

一色物は、一色物である。

一死七生は、一死七生である。

一私人は、一私人である。

一子相伝は、一子相伝である。

一失は、一失である。

一室は、一室である。

逸失利益は、逸失利益である。

一視同仁は、一視同仁である。

いつ柴は、いつ柴である。

いつ柴原は、いつ柴原である。

一資半級は、一資半級である。

一紙半銭は、一紙半銭である。

何時時分は、何時時分である。

一死報国は、一死報国である。

一尺は、一尺である。

一酌は、一酌である。

一尺三寸は、一尺三寸である。

一尺八寸は、一尺八寸である。



一瀉千里は、一瀉千里である。

一朱は、一朱である。

一しゅは、一しゅである。

一種は、一種である。

一種一瓶は、一種一瓶である。

一周は、一周である。

一宗は、一宗である。

一週は、一週である。

一蹴は、一蹴である。

壱州は、壱州である。

一宗構は、一宗構である。

一週間は、一週間である。

一周忌は、一周忌である。

一周期は、一周期である。

一周年は、一周年である。

一朱金は、一朱金である。

一朱銀は、一朱銀である。

一宿は、一宿である。

一縮は、一縮である。

一宿一飯は、一宿一飯である。

逸出は、逸出である。

一種物は、一種物である。

一瞬は、一瞬である。

一瞬間は、一瞬間である。

一所は、一所である。

一書は、一書である。

一緒は、一緒である。

逸書は、逸書である。

佚書は、佚書である。

一升は、一升である。

一生は、一生である。

一将は、一将である。

一笑は、一笑である。

一生一世は、一生一世である。

一升買いは、一升買いである。

一生涯は、一生涯である。

一升悔みは、一升悔みである。

一生懸命は、一生懸命である。

一唱三嘆は、一唱三嘆である。

一倡三歎は、一倡三歎である。

五装束は、五装束である。

一升肉は、一升肉である。

一生補処は、一生補処である。

一升扶持は、一升扶持である。

一升枡は、一升枡である。

一触即発は、一触即発である。



一緒くたは、一緒くたである。

一所懸命は、一所懸命である。

一所不住は、一所不住である。

一心は、一心である。

一身は、一身である。

一新は、一新である。

一審は、一審である。

一進一退は、一進一退である。

一進会は、一進会である。

一神教は、一神教である。

一心協力は、一心協力である。

一心三観は、一心三観である。

一身上は、一身上である。

一心尽は、一心尽である。

一身専属権は、一身専属権である。

一心太助は、一心太助である。

一親等は、一親等である。

一心同体は、一心同体である。

一心不乱は、一心不乱である。

一真法界は、一真法界である。

一水は、一水である。

一炊は、一炊である。

一睡は、一睡である。

一穂は、一穂である。

溢水は、溢水である。

溢水罪は、溢水罪である。

逸するは、逸するである。

一寸は、一寸である。

一寸足は、一寸足である。

一寸板は、一寸板である。

一寸刻みは、一寸刻みである。

一寸試しは、一寸試しである。

一寸戸は、一寸戸である。

一寸抜けは、一寸抜けである。

一寸遁れは、一寸遁れである。

一寸法師は、一寸法師である。

一寸やらずは、一寸やらずである。

一世は、一世である。

一声は、一声である。

一斉は、一斉である。

一世一元は、一世一元である。

一斉教授は、一斉教授である。

一斉射撃は、一斉射撃である。

一斉上蔟は、一斉上蔟である。

一世一期は、一世一期である。

一世一代は、一世一代である。



一世一度は、一世一度である。

一斉には、一斉にである。

一世の雄は、一世の雄である。

一斉林は、一斉林である。

一夕は、一夕である。

一石は、一石である。

一席は、一席である。

一隻は、一隻である。

一跡は、一跡である。

一隻眼は、一隻眼である。

一隻手は、一隻手である。

一跡相続は、一跡相続である。

一石二鳥は、一石二鳥である。

一夕話は、一夕話である。

一節は、一節である。

一説は、一説である。

一刹那は、一刹那である。

一世の源氏は、一世の源氏である。

五瀬命は、五瀬命である。

一閃は、一閃である。

一戦は、一戦である。

一銭は、一銭である。

一線は、一線である。

一線級は、一線級である。

一銭切は、一銭切である。

一銭蒸汽は、一銭蒸汽である。

一銭職は、一銭職である。

一銭剃は、一銭剃である。

一闡提は、一闡提である。

一銭茶屋は、一銭茶屋である。

一千度祓は、一千度祓である。

一千物語は、一千物語である。

いっそは、いっそである。

何時ぞは、何時ぞである。

一双は、一双である。

一掃は、一掃である。

一層は、一層である。

逸走は、逸走である。

一左右は、一左右である。

一草一木は、一草一木である。

一噌流は、一噌流である。

一束は、一束である。

一足は、一足である。

一息は、一息である。

一束一本は、一束一本である。

一束一本の紙は、一束一本の紙である。



一束切は、一束切である。

一息切断は、一息切断である。

一足飛びは、一足飛びである。

いっそのくされには、いっそのくされにである。

いっその事は、いっその事である。

何時ぞやは、何時ぞやである。

佚存叢書は、佚存叢書である。

一体は、一体である。

一帯は、一帯である。

一袋は、一袋である。

一対一対応は、一対一対応である。

一体全体は、一体全体である。

一体分身は、一体分身である。

逸脱は、逸脱である。

一旦は、一旦である。

一反は、一反である。

一端は、一端である。

一箪は、一箪である。

一致は、一致である。

一地一作人は、一地一作人である。

一致派は、一致派である。

一知半解は、一知半解である。

一着は、一着である。

一ちゃく手は、一ちゃく手である。

一ちゃく手半は、一ちゃく手半である。

一中は、一中である。

一籌は、一籌である。

一中節は、一中節である。

一昼夜は、一昼夜である。

一丁は、一丁である。

一町は、一町である。

一張は、一張である。

一朝は、一朝である。

一調は、一調である。

一張一弛は、一張一弛である。

一朝一夕は、一朝一夕である。

一長一短は、一長一短である。

一挺切は、一挺切である。

一丁前は、一丁前である。

一丁三所は、一丁三所である。

一丁潜りは、一丁潜りである。

一張羅は、一張羅である。

一帳羅は、一帳羅である。

一直線は、一直線である。

五つは、五つである。

井筒は、井筒である。



五つ衵は、五つ衵である。

一対は、一対である。

五つ五つは、五つ五つである。

一通は、一通である。

五つ緒は、五つ緒である。

五つ緒の車は、五つ緒の車である。

五つ重ねは、五つ重ねである。

五つ襲は、五つ襲である。

五つ頭は、五つ頭である。

井筒基礎は、井筒基礎である。

五つ衣は、五つ衣である。

居続けは、居続けである。

いつつしは、いつつしである。

五つ道具は、五つ道具である。

井筒業平河内通は、井筒業平河内通である。

いっつには、いっつにである。

五つの色は、五つの色である。

五つの教えは、五つの教えである。

五つの薫りは、五つの薫りである。

五つの借物は、五つの借物である。

五つの雲は、五つの雲である。

五つの車は、五つの車である。

五つの障りは、五つの障りである。

五つの穀は、五つの穀である。

五つの巷は、五つの巷である。

五つの罪は、五つの罪である。

五つの十は、五つの十である。

五つの某は、五つの某である。

五つの濁りは、五つの濁りである。

五つの道は、五つの道である。

五つの文字は、五つの文字である。

五つ船は、五つ船である。

五つ星は、五つ星である。

五つ紋は、五つ紋である。

井筒屋庄兵衛は、井筒屋庄兵衛である。

一手は、一手である。

一丁字は、一丁字である。

一滴は、一滴である。

一擲は、一擲である。

一擲千金は、一擲千金である。

行って来いは、行って来いである。

往って来いは、往って来いである。

一手透きは、一手透きである。

一跌は、一跌である。

一徹は、一徹である。

一鉄は、一鉄である。



一徹者は、一徹者である。

一手販売は、一手販売である。

五手船は、五手船である。

何時でもは、何時でもである。

イッテルビウムは、イッテルビウムである。

一天は、一天である。

一点は、一点である。

一転は、一転である。

一点一画は、一点一画である。

一天下は、一天下である。

一転機は、一転機である。

一点紅は、一点紅である。

一天四海は、一天四海である。

一点鐘は、一点鐘である。

一天の君は、一天の君である。

一点張りは、一点張りである。

一天万乗は、一天万乗である。

一斗は、一斗である。

イットは、イットである。

一刀は、一刀である。

一党は、一党である。

一等は、一等である。

一統は、一統である。

一頭は、一頭である。

いっとうは、いっとうである。

一灯園は、一灯園である。

一等国は、一等国である。

一刀三礼は、一刀三礼である。

一等車は、一等車である。

一等星は、一等星である。

一投足は、一投足である。

いっとう鯛は、いっとう鯛である。

一等地は、一等地である。

一等兵は、一等兵である。

一刀彫は、一刀彫である。

一刀流は、一刀流である。

一刀両断は、一刀両断である。

一時攻めは、一時攻めである。

一時大工は、一時大工である。

一時遁れは、一時遁れである。

一時文は、一時文である。

一得は、一得である。

一得一失は、一得一失である。

五所籐は、五所籐である。

五所紋は、五所紋である。

一斗立は、一斗立である。



一斗枡は、一斗枡である。

五伴緒神は、五伴緒神である。

五部神は、五部神である。

五部書は、五部書である。

イットリウムは、イットリウムである。

井綱は、井綱である。

飯綱は、飯綱である。

飯綱使は、飯綱使である。

飯縄遣は、飯縄遣である。

一には、一にである。

溢乳は、溢乳である。

厳幣は、厳幣である。

逸然は、逸然である。

逸年号は、逸年号である。

伊都尾羽張は、伊都尾羽張である。

稜威言別は、稜威言別である。

稜威道別は、稜威道別である。

五幅蒲団は、五幅蒲団である。

一波は、一波である。

一派は、一派である。

言っぱは、言っぱである。

一杯は、一杯である。

一敗は、一敗である。

一杯一杯は、一杯一杯である。

一杯機嫌は、一杯機嫌である。

一杯飲屋は、一杯飲屋である。

一杯呑屋は、一杯呑屋である。

一杯開きは、一杯開きである。

一杯枡は、一杯枡である。

一杯飯は、一杯飯である。

一白は、一白である。

一拍は、一拍である。

一泊は、一泊である。

一発は、一発である。

一髪は、一髪である。

一発勝負は、一発勝負である。

一発屋は、一発屋である。

五葉の松は、五葉の松である。

一羽流は、一羽流である。

一半は、一半である。

一班は、一班である。

一般は、一般である。

一斑は、一斑である。

一飯は、一飯である。

一般意志は、一般意志である。

一般化は、一般化である。



一般会計は、一般会計である。

一般概念は、一般概念である。

一般角は、一般角である。

一般感覚は、一般感覚である。

一般官庁は、一般官庁である。

一般教育は、一般教育である。

一般教書は、一般教書である。

一般教養は、一般教養である。

一般均衡理論は、一般均衡理論である。

一般組合は、一般組合である。

一般減刑は、一般減刑である。

一般項は、一般項である。

一般国道は、一般国道である。

一般歳出は、一般歳出である。

一般消費税は、一般消費税である。

一般職は、一般職である。

一般人は、一般人である。

一般性は、一般性である。

一般選挙は、一般選挙である。

一般相対性理論は、一般相対性理論である。

一般担保は、一般担保である。

一般的は、一般的である。

一般の先取特権は、一般の先取特権である。

一般法は、一般法である。

一般予防は、一般予防である。

一般論は、一般論である。

溢美は、溢美である。

一匕は、一匕である。

一臂は、一臂である。

一匹は、一匹である。

一疋は、一疋である。

一匹狼は、一匹狼である。

一筆は、一筆である。

溢泌は、溢泌である。

一筆画は、一筆画である。

一筆書きは、一筆書きである。

一筆啓上は、一筆啓上である。

溢美之言は、溢美之言である。

一百三十六地獄は、一百三十六地獄である。

一瓢は、一瓢である。

一俵香奠は、一俵香奠である。

イッヒロマンは、イッヒロマンである。

一品は、一品である。

逸品は、逸品である。

一顰一笑は、一顰一笑である。

一品料理は、一品料理である。



一夫は、一夫である。

一夫一妻は、一夫一妻である。

一夫一婦は、一夫一婦である。

一風は、一風である。

一服は、一服である。

一幅は、一幅である。

一腹は、一腹である。

一腹一生は、一腹一生である。

一服一銭は、一服一銭である。

一幅掛は、一幅掛である。

一服茶は、一服茶である。

一服薬は、一服薬である。

鋳潰すは、鋳潰すである。

一夫多妻は、一夫多妻である。

逸文は、逸文である。

佚文は、佚文である。

逸聞は、逸聞である。

厳瓮は、厳瓮である。

一兵卒は、一兵卒である。

一碧は、一碧である。

一碧万頃は、一碧万頃である。

一片は、一片である。

一変は、一変である。

一偏は、一偏である。

一遍は、一遍である。

一編は、一編である。

一篇は、一篇である。

一遍こっきりは、一遍こっきりである。

一遍上人絵伝は、一遍上人絵伝である。

一遍上人語録は、一遍上人語録である。

一辺倒は、一辺倒である。

一遍には、一遍にである。

一片の氷心は、一片の氷心である。

一歩は、一歩である。

鷸蚌は、鷸蚌である。

一方は、一方である。

一法は、一法である。

一報は、一報である。

一方口は、一方口である。

一方行為は、一方行為である。

一方通行は、一方通行である。

一方的は、一方的である。

一抔土は、一抔土である。

一本は、一本である。

一本化は、一本化である。

一本懸りは、一本懸りである。



一本刀は、一本刀である。

一本刀土俵入は、一本刀土俵入である。

一本気は、一本気である。

一品経は、一品経である。

一本差は、一本差である。

一本湿地は、一本湿地である。

一本勝負は、一本勝負である。

一本背負は、一本背負である。

一本立ちは、一本立ちである。

一本調子は、一本調子である。

一本釣りは、一本釣りである。

一本独鈷は、一本独鈷である。

一本御書所は、一本御書所である。

一本歯は、一本歯である。

一本箸は、一本箸である。

一本橋は、一本橋である。

一本花は、一本花である。

一本道は、一本道である。

一本槍は、一本槍である。

五巻の日は、五巻の日である。

何時迄は、何時迄である。

何時迄草は、何時迄草である。

常春藤は、常春藤である。

何時迄もは、何時迄もである。

逸民は、逸民である。

いつ藻は、いつ藻である。

何時もは、何時もである。

何時も事は、何時も事である。

五本柳は、五本柳である。

い積るは、い積るである。

乙夜は、乙夜である。

乙夜の覧は、乙夜の覧である。

逸遊は、逸遊である。

五浦は、五浦である。

逸楽は、逸楽である。

佚楽は、佚楽である。

逸話は、逸話である。

偽りは、偽りである。

詐りは、詐りである。

偽り言は、偽り言である。

偽りの時雨は、偽りの時雨である。

偽り人は、偽り人である。

偽り表裏は、偽り表裏である。

偽り者は、偽り者である。

偽るは、偽るである。

詐るは、詐るである。



射手は、射手である。

行ては、行てである。

井手は、井手である。

出は、出である。

いでは、いでである。

イデアは、イデアである。

出で逢ふは、出で逢ふである。

井手曙覧は、井手曙覧である。

出居は、出居である。

イディオムは、イディオムである。

イディシュ語は、イディシュ語である。

いでいでは、いでいでである。

出居殿は、出居殿である。

出居の座は、出居の座である。

出居侍従は、出居侍従である。

出居次将は、出居次将である。

出で入りは、出で入りである。

出で入るは、出で入るである。

出で居るは、出で居るである。

イデーは、イデーである。

出で小舟は、出で小舟である。

イデオローグは、イデオローグである。

イデオロギーは、イデオロギーである。

出でかてには、出でかてにである。

夷狄は、夷狄である。

出で消えは、出で消えである。

出で来は、出で来である。

射手具足は、射手具足である。

凍て雲は、凍て雲である。

射手座は、射手座である。

出汐は、出汐である。

出潮は、出潮である。

射手素襖は、射手素襖である。

出で退りは、出で退りである。

いでそよは、いでそよである。

凍て空は、凍て空である。

出隆は、出隆である。

出立ちは、出立ちである。

出立ち急ぎは、出立ち急ぎである。

出立ち方は、出立ち方である。

出で立つは、出で立つである。

凍て蝶は、凍て蝶である。

鋳鉄は、鋳鉄である。

凍て付くは、凍て付くである。

出で頬は、出で頬である。

凍て鶴は、凍て鶴である。



出で所は、出で所である。

井手の下帯は、井手の下帯である。

射手の奏は、射手の奏である。

井手の玉川は、井手の玉川である。

凍場は、凍場である。

凍て蠅は、凍て蠅である。

出で映えは、出で映えである。

出で栄えは、出で栄えである。

射手船は、射手船である。

出船は、出船である。

出で座しは、出で座しである。

出座処は、出座処である。

出座の宮は、出座の宮である。

出で座すは、出で座すである。

出見浜は、出見浜である。

出で向ふは、出で向ふである。

いでやは、いでやである。

出で湯は、出で湯である。

凍て緩むは、凍て緩むである。

凍てるは、凍てるである。

冱てるは、冱てるである。

出羽神社は、出羽神社である。

移転は、移転である。

位田は、位田である。

遺伝は、遺伝である。

遺伝暗号は、遺伝暗号である。

遺伝因子は、遺伝因子である。

移転価格は、移転価格である。

遺伝学は、遺伝学である。

遺伝子は、遺伝子である。

遺伝子型は、遺伝子型である。

遺伝子給源は、遺伝子給源である。

遺伝子銀行は、遺伝子銀行である。

遺伝子組換えは、遺伝子組換えである。

遺伝子工学は、遺伝子工学である。

遺伝子座は、遺伝子座である。

遺伝子資源は、遺伝子資源である。

遺伝子操作は、遺伝子操作である。

遺伝子ターゲッティングは、遺伝子ターゲッティングである。

遺伝子治療は、遺伝子治療である。

遺伝子発現は、遺伝子発現である。

移転支払いは、移転支払いである。

移転収支は、移転収支である。

遺伝情報は、遺伝情報である。

遺伝性は、遺伝性である。

移転登記は、移転登記である。



遺伝病は、遺伝病である。

いとは、いとである。

糸は、糸である。

異図は、異図である。

意図は、意図である。

井戸は、井戸である。

居処は、居処である。

異土は、異土である。

緯度は、緯度である。

イドは、イドである。

糸商いは、糸商いである。

糸操りは、糸操りである。

糸鮑は、糸鮑である。

糸魚川は、糸魚川である。

糸魚川静岡構造は、糸魚川静岡構造である。

糸疣は、糸疣である。

糸入は、糸入である。

糸入縞は、糸入縞である。

糸入紬は、糸入紬である。

糸入双子は、糸入双子である。

糸印は、糸印である。

以東は、以東である。

伊当は、伊当である。

伊富は、伊富である。

伊東は、伊東である。

伊藤は、伊藤である。

厭うは、厭うである。

いとうは、いとうである。

医道は、医道である。

異同は、異同である。

異動は、異動である。

移動は、移動である。

伊東一刀斎は、伊東一刀斎である。

移動演劇は、移動演劇である。

糸魚は、糸魚である。

伊藤熹朔は、伊藤熹朔である。

移動警察は、移動警察である。

伊藤圭介は、伊藤圭介である。

伊東玄朴は、伊東玄朴である。

伊藤左千夫は、伊藤左千夫である。

移動撮影は、移動撮影である。

伊東静雄は、伊東静雄である。

医道者は、医道者である。

伊藤若冲は、伊藤若冲である。

医道審議会は、医道審議会である。

伊藤仁斎は、伊藤仁斎である。



伊東深水は、伊東深水である。

伊東祐親は、伊東祐親である。

伊東祐亨は、伊東祐亨である。

伊藤整は、伊藤整である。

移動性高気圧は、移動性高気圧である。

移動性盲腸は、移動性盲腸である。

伊藤宗看は、伊藤宗看である。

移動大使は、移動大使である。

伊藤大輔は、伊藤大輔である。

伊藤坦庵は、伊藤坦庵である。

糸打は、糸打である。

伊藤痴遊は、伊藤痴遊である。

伊東忠太は、伊東忠太である。

移動度は、移動度である。

伊藤東涯は、伊藤東涯である。

伊藤野枝は、伊藤野枝である。

伊藤梅宇は、伊藤梅宇である。

伊藤博文は、伊藤博文である。

移動舞台は、移動舞台である。

移動平均は、移動平均である。

伊東満所は、伊東満所である。

伊東巳代治は、伊東巳代治である。

移動郵便局は、移動郵便局である。

伊藤蘭嵎は、伊藤蘭嵎である。

移動律は、移動律である。

いとおしいは、いとおしいである。

いとおしがるは、いとおしがるである。

いとおしむは、いとおしむである。

射通すは、射通すである。

糸縅は、糸縅である。

糸織は、糸織である。

糸織姫は、糸織姫である。

井戸替えは、井戸替えである。

糸掛貝は、糸掛貝である。

井戸側は、井戸側である。

緯度観測所は、緯度観測所である。

幼しは、幼しである。

稚しは、稚しである。

糸切は、糸切である。

糸切団子は、糸切団子である。

糸切歯は、糸切歯である。

威徳は、威徳である。

遺徳は、遺徳である。

懿徳は、懿徳である。

糸屑は、糸屑である。

糸具足は、糸具足である。



懿徳太子は、懿徳太子である。

糸口は、糸口である。

緒は、緒である。

糸鞋は、糸鞋である。

懿徳天皇は、懿徳天皇である。

糸倉は、糸倉である。

糸蔵は、糸蔵である。

糸競べは、糸競べである。

糸繰りは、糸繰りである。

糸栗は、糸栗である。

糸繰魚は、糸繰魚である。

糸繰唄は、糸繰唄である。

糸繰り機械は、糸繰り機械である。

糸繰車は、糸繰車である。

糸車は、糸車である。

井戸車は、井戸車である。

糸毛は、糸毛である。

幼いは、幼いである。

稚いは、稚いである。

糸毛の車は、糸毛の車である。

いとこは、いとこである。

従兄弟は、従兄弟である。

従姉妹は、従姉妹である。

居所は、居所である。

何所は、何所である。

従兄弟合せは、従兄弟合せである。

従兄弟大小父は、従兄弟大小父である。

従兄弟大小母は、従兄弟大小母である。

従兄弟小父は、従兄弟小父である。

従兄弟小母は、従兄弟小母である。

従兄弟語りは、従兄弟語りである。

伊都国は、伊都国である。

怡土国は、怡土国である。

いとこせは、いとこせである。

従兄弟違いは、従兄弟違いである。

従兄弟どちは、従兄弟どちである。

従兄弟名乗りは、従兄弟名乗りである。

従兄弟煮は、従兄弟煮である。

従兄弟半は、従兄弟半である。

従兄弟女は、従兄弟女である。

居所変りは、居所変りである。

糸蒟蒻は、糸蒟蒻である。

糸先は、糸先である。

糸桜は、糸桜である。

糸捌きは、糸捌きである。

糸雨は、糸雨である。



井戸浚えは、井戸浚えである。

いとさんは、いとさんである。

いとしは、いとしである。

いとしいは、いとしいである。

いとしがるは、いとしがるである。

いとし子は、いとし子である。

いとし盛りは、いとし盛りである。

いとしなげは、いとしなげである。

糸芝は、糸芝である。

糸鮪は、糸鮪である。

いとしぼいは、いとしぼいである。

いとしぼげは、いとしぼげである。

愛しむは、愛しむである。

いとしもは、いとしもである。

怡土城は、怡土城である。

糸尻は、糸尻である。

糸心は、糸心である。

糸芯は、糸芯である。

糸透しは、糸透しである。

糸杉は、糸杉である。

糸筋は、糸筋である。

糸薄は、糸薄である。

緯度線は、緯度線である。

伊土戦争は、伊土戦争である。

糸象嵌は、糸象嵌である。

糸底は、糸底である。

糸竹は、糸竹である。

糸竹の道は、糸竹の道である。

糸経は、糸経である。

井戸茶碗は、井戸茶碗である。

糸作りは、糸作りである。

糸裹みは、糸裹みである。

糸爪は、糸爪である。

いとどは、いとどである。

居届くは、居届くである。

糸床は、糸床である。

糸所は、糸所である。

糸綴じは、糸綴じである。

いとどしは、いとどしである。

糸取りは、糸取りである。

糸蜻蛉は、糸蜻蛉である。

豆娘は、豆娘である。

井戸流しは、井戸流しである。

暇無しは、暇無しである。

営ぶは、営ぶである。

糸膾は、糸膾である。



営みは、営みである。

営みの火は、営みの火である。

営むは、営むである。

糸錦は、糸錦である。

井戸の神は、井戸の神である。

いとのきては、いとのきてである。

糸鋸は、糸鋸である。

糸萩は、糸萩である。

井戸端は、井戸端である。

井戸端会議は、井戸端会議である。

糸花は、糸花である。

いとはんは、いとはんである。

糸緋縅は、糸緋縅である。

糸引きは、糸引きである。

糸引鰺は、糸引鰺である。

糸引き唄は、糸引き唄である。

糸雛は、糸雛である。

糸檜葉は、糸檜葉である。

糸姫は、糸姫である。

幼姫君は、幼姫君である。

糸鬢は、糸鬢である。

糸鬢奴は、糸鬢奴である。

糸歩は、糸歩である。

井戸塀は、井戸塀である。

糸偏は、糸偏である。

緯度変化は、緯度変化である。

井戸掘りは、井戸掘りである。

遑は、遑である。

暇明きは、暇明きである。

糸巻は、糸巻である。

糸巻えいは、糸巻えいである。

糸巻の太刀は、糸巻の太刀である。

糸巻海星は、糸巻海星である。

糸巻湯葉は、糸巻湯葉である。

暇乞いは、暇乞いである。

糸柾は、糸柾である。

糸柾目は、糸柾目である。

挑ましは、挑ましである。

暇状は、暇状である。

糸襠は、糸襠である。

暇の隙は、暇の隙である。

暇の袋は、暇の袋である。

暇文は、暇文である。

暇申しは、暇申しである。

糸眉は、糸眉である。

糸繭は、糸繭である。



糸丸瓦は、糸丸瓦である。

糸満は、糸満である。

挑みは、挑みである。

挑み合いは、挑み合いである。

挑み顔は、挑み顔である。

挑み交すは、挑み交すである。

挑み事は、挑み事である。

糸水は、糸水である。

井戸水は、井戸水である。

糸道は、糸道である。

糸三葉は、糸三葉である。

糸蚯蚓は、糸蚯蚓である。

幼宮は、幼宮である。

糸脈は、糸脈である。

挑み業は、挑み業である。

挑むは、挑むである。

イトムカ鉱山は、イトムカ鉱山である。

鋳留めは、鋳留めである。

糸女は、糸女である。

糸目は、糸目である。

射止めるは、射止めるである。

糸目椀は、糸目椀である。

いともは、いともである。

糸物は、糸物である。

糸物だては、糸物だてである。

井戸屋形は、井戸屋形である。

糸宿は、糸宿である。

糸柳は、糸柳である。

糸屋者は、糸屋者である。

糸遊は、糸遊である。

糸遊結びは、糸遊結びである。

糸弓は、糸弓である。

糸縒は、糸縒である。

糸撚は、糸撚である。

糸縒車は、糸縒車である。

糸縒鯛は、糸縒鯛である。

糸縒女は、糸縒女である。

イドラは、イドラである。

糸蘭は、糸蘭である。

居取は、居取である。

イドリーシーは、イドリーシーである。

い取るは、い取るである。

射取るは、射取るである。

糸若布は、糸若布である。

糸枠は、糸枠である。

厭わしいは、厭わしいである。



糸綿の道は、糸綿の道である。

糸割符は、糸割符である。

猗頓は、猗頓である。

稲は、稲である。

鯔は、鯔である。

伊那は、伊那である。

伊奈は、伊奈である。

維那は、維那である。

いなは、いなである。

異なは、異なである。

稲井は、稲井である。

以内は、以内である。

いないいないばあは、いないいないばあである。

否否は、否否である。

否諾は、否諾である。

いなうしろは、いなうしろである。

稲負鳥は、稲負鳥である。

居直り強盗は、居直り強盗である。

居直るは、居直るである。

田舎は、田舎である。

亥中は、亥中である。

田舎歌は、田舎歌である。

田舎人は、田舎人である。

田舎夷は、田舎夷である。

田舎学問は、田舎学問である。

田舎稼ぎは、田舎稼ぎである。

田舎気質は、田舎気質である。

稲垣は、稲垣である。

稲垣足穂は、稲垣足穂である。

稲垣浩は、稲垣浩である。

田舎教師は、田舎教師である。

田舎臭いは、田舎臭いである。

稲掛けは、稲掛けである。

田舎源氏は、田舎源氏である。

田舎言葉は、田舎言葉である。

田舎酒は、田舎酒である。

田舎侍は、田舎侍である。

田舎芝居は、田舎芝居である。

田舎縞は、田舎縞である。

田舎染みるは、田舎染みるである。

田舎汁粉は、田舎汁粉である。

稲数は、稲数である。

射流すは、射流すである。

田舎世界は、田舎世界である。

田舎育ちは、田舎育ちである。

田舎大尽は、田舎大尽である。



田舎立ちは、田舎立ちである。

田舎だつは、田舎だつである。

田舎団子は、田舎団子である。

田舎作りは、田舎作りである。

田舎裹は、田舎裹である。

田舎っ兵衛は、田舎っ兵衛である。

田舎っぽうは、田舎っぽうである。

田舎出は、田舎出である。

田舎訛は、田舎訛である。

亥中の月は、亥中の月である。

田舎這い出は、田舎這い出である。

田舎びるは、田舎びるである。

稲株は、稲株である。

田舎節は、田舎節である。

田舎間は、田舎間である。

田舎回りは、田舎回りである。

田舎饅頭は、田舎饅頭である。

田舎味噌は、田舎味噌である。

田舎武者は、田舎武者である。

田舎娘は、田舎娘である。

田舎めくは、田舎めくである。

田舎者は、田舎者である。

田舎家は、田舎家である。

田舎役者は、田舎役者である。

稲幹は、稲幹である。

居乍らは、居乍らである。

坐らは、坐らである。

居流れるは、居流れるである。

田舎業は、田舎業である。

田舎忘れは、田舎忘れである。

田舎渡らいは、田舎渡らいである。

稲木は、稲木である。

稲城は、稲城である。

稲置は、稲置である。

稲ぎしは、稲ぎしである。

稲祈祷は、稲祈祷である。

稲城結びは、稲城結びである。

いなくは、いなくである。

稲茎は、稲茎である。

稲倉は、稲倉である。

稲不食は、稲不食である。

稲子は、稲子である。

蝗は、蝗である。

稲扱きは、稲扱きである。

異な事は、異な事である。

稲子麿は、稲子麿である。



いなさは、いなさである。

否然は、否然である。

稲作は、稲作である。

稲作地帯は、稲作地帯である。

伊那佐山は、伊那佐山である。

稲沢は、稲沢である。

居做しは、居做しである。

稲敷は、稲敷である。

稲株圧は、稲株圧である。

居馴染むは、居馴染むである。

去なすは、去なすである。

往なすは、往なすである。

稲雀は、稲雀である。

稲妻は、稲妻である。

電は、電である。

稲妻折れ釘は、稲妻折れ釘である。

稲妻形は、稲妻形である。

稲妻走りは、稲妻走りである。

稲妻菱は、稲妻菱である。

稲妻表紙は、稲妻表紙である。

稲妻模様は、稲妻模様である。

稲妻横這は、稲妻横這である。

稲妻雷五郎は、稲妻雷五郎である。

鯔背は、鯔背である。

鯔背銀杏は、鯔背銀杏である。

いなだは、いなだである。

稲田は、稲田である。

稲田石は、稲田石である。

稲田子は、稲田子である。

伊奈忠次は、伊奈忠次である。

伊那谷は、伊那谷である。

稲魂は、稲魂である。

稲田竜吉は、稲田竜吉である。

稲津は、稲津である。

稲束は、稲束である。

稲津祇空は、稲津祇空である。

稲つるびは、稲つるびである。

鯔飛は、鯔飛である。

否とよは、否とよである。

嘶くは、嘶くである。

稲波は、稲波である。

猪名野は、猪名野である。

いなのめは、いなのめである。

いなのめのは、いなのめのである。

因幡は、因幡である。

稲場は、稲場である。



稲葉は、稲葉である。

稲葉一鉄は、稲葉一鉄である。

稲葉迂斎は、稲葉迂斎である。

稲掃きは、稲掃きである。

稲掃き筵は、稲掃き筵である。

稲掃き席は、稲掃き席である。

稲機は、稲機である。

因幡堂は、因幡堂である。

因幡堂縁起は、因幡堂縁起である。

因幡の素兎は、因幡の素兎である。

因幡薬師は、因幡薬師である。

稲葉山城は、稲葉山城である。

稲光りは、稲光りである。

稲日野は、稲日野である。

辞ぶは、辞ぶである。

否ぶは、否ぶである。

稲葺は、稲葺である。

伊那節は、伊那節である。

稲舟は、稲舟である。

稲舟のは、稲舟のである。

稲ぶらは、稲ぶらである。

鋳鍋は、鋳鍋である。

稲贄は、稲贄である。

稲穂は、稲穂である。

伊那盆地は、伊那盆地である。

印南野は、印南野である。

印南別嬢は、印南別嬢である。

牛宿は、牛宿である。

辞むは、辞むである。

否むは、否むである。

居並むは、居並むである。

稲虫は、稲虫である。

稲虫送りは、稲虫送りである。

稲筵は、稲筵である。

稲蓆は、稲蓆である。

稲叢は、稲叢である。

稲村は、稲村である。

稲村ヶ崎は、稲村ヶ崎である。

稲村三伯は、稲村三伯である。

否めないは、否めないである。

否も諾もは、否も諾もである。

異な物は、異な物である。

稲屋は、稲屋である。

否やは、否やである。

居慣らふは、居慣らふである。

居並ぶは、居並ぶである。



稲荷は、稲荷である。

居成は、居成である。

稲荷講は、稲荷講である。

稲荷信仰は、稲荷信仰である。

稲荷神社は、稲荷神社である。

稲荷鮨は、稲荷鮨である。

稲荷鳥居は、稲荷鳥居である。

稲荷町は、稲荷町である。

稲荷待は、稲荷待である。

稲荷祭は、稲荷祭である。

稲荷詣では、稲荷詣でである。

稲荷山は、稲荷山である。

稲荷山古墳は、稲荷山古墳である。

いなるは、いなるである。

猪苗代は、猪苗代である。

猪苗代兼載は、猪苗代兼載である。

猪苗代湖は、猪苗代湖である。

以南は、以南である。

往に足は、往に足である。

往に跡は、往に跡である。

往に掛は、往に掛である。

去に掛は、去に掛である。

往に様は、往に様である。

往にしは、往にしである。

イニシアチブは、イニシアチブである。

イニシアライズは、イニシアライズである。

イニシアルは、イニシアルである。

古は、古である。

イニシエーションは、イニシエーションである。

古語りは、古語りである。

古恋ふる鳥は、古恋ふる鳥である。

古人は、古人である。

古風は、古風である。

古学びは、古学びである。

移入は、移入である。

遺尿は、遺尿である。

囲繞地は、囲繞地である。

委任は、委任である。

委任裏書は、委任裏書である。

委任行政は、委任行政である。

イニングは、イニングである。

委任事務は、委任事務である。

委任状は、委任状である。

委任代理は、委任代理である。

委任統治は、委任統治である。

委任命令は、委任命令である。



委任立法は、委任立法である。

犬は、犬である。

狗は、狗である。

戌は、戌である。

往ぬは、往ぬである。

去ぬは、去ぬである。

寝ぬは、寝ぬである。

犬アカシアは、犬アカシアである。

犬合せは、犬合せである。

犬居は、犬居である。

戌亥は、戌亥である。

乾は、乾である。

イヌイットは、イヌイットである。

乾門は、乾門である。

犬独活は、犬独活である。

犬槐は、犬槐である。

犬追物は、犬追物である。

犬脅しは、犬脅しである。

犬泳ぎは、犬泳ぎである。

犬飼は、犬飼である。

犬養は、犬養である。

犬養健は、犬養健である。

犬養毅は、犬養毅である。

犬飼星は、犬飼星である。

犬返しは、犬返しである。

犬掻きは、犬掻きである。

犬上は、犬上である。

犬神は、犬神である。

犬神憑は、犬神憑である。

犬上御田鍬は、犬上御田鍬である。

犬上流は、犬上流である。

犬榧は、犬榧である。

犬芥は、犬芥である。

犬狩は、犬狩である。

犬川は、犬川である。

犬雁足は、犬雁足である。

砌は、砌である。

居抜きは、居抜きである。

犬桐は、犬桐である。

射貫くは、射貫くである。

犬食いは、犬食いである。

犬釘は、犬釘である。

磚子苗は、磚子苗である。

犬潜りは、犬潜りである。

犬樟は、犬樟である。

犬公方は、犬公方である。



犬供養は、犬供養である。

犬芸は、犬芸である。

犬行李柳は、犬行李柳である。

犬ころは、犬ころである。

犬桜は、犬桜である。

犬サフランは、犬サフランである。

犬侍は、犬侍である。

犬山椒は、犬山椒である。

犬死には、犬死にである。

犬神人は、犬神人である。

犬芝居は、犬芝居である。

犬じものは、犬じものである。

犬卒塔婆は、犬卒塔婆である。

犬橇は、犬橇である。

犬蓼は、犬蓼である。

犬だましは、犬だましである。

犬畜生は、犬畜生である。

犬筑波は、犬筑波である。

犬蹲いは、犬蹲いである。

犬黄楊は、犬黄楊である。

犬の糞は、犬の糞である。

犬の陰嚢は、犬の陰嚢である。

犬の穂掛は、犬の穂掛である。

犬蚤は、犬蚤である。

犬箱は、犬箱である。

犬走りは、犬走りである。

犬張子は、犬張子である。

狗張子は、狗張子である。

犬稗は、犬稗である。

犬引は、犬引である。

犬牽は、犬牽である。

犬曳は、犬曳である。

犬人は、犬人である。

狗人は、狗人である。

犬びゆは、犬びゆである。

犬枇杷は、犬枇杷である。

犬陰嚢は、犬陰嚢である。

犬防ぎは、犬防ぎである。

仙毛欅は、仙毛欅である。

犬棒ガルタは、犬棒ガルタである。

犬吠埼は、犬吠埼である。

犬吠えは、犬吠えである。

狗吠えは、狗吠えである。

犬酸漿は、犬酸漿である。

犬槙は、犬槙である。

犬招きは、犬招きである。



犬目は、犬目である。

犬戻りは、犬戻りである。

犬山は、犬山である。

犬山城は、犬山城である。

犬山焼は、犬山焼である。

犬遣りは、犬遣りである。

犬槍は、犬槍である。

犬行は、犬行である。

犬除けは、犬除けである。

イヌリンは、イヌリンである。

犬鷲は、犬鷲である。

狗鷲は、狗鷲である。

犬蕨は、犬蕨である。

稲挙ぐは、稲挙ぐである。

伊寧は、伊寧である。

稲科は、稲科である。

寝ねかてには、寝ねかてにである。

稲刈りは、稲刈りである。

稲刈り唄は、稲刈り唄である。

稲扱き唄は、稲扱き唄である。

稲扱き器は、稲扱き器である。

いねこずみは、いねこずみである。

稲扱箸は、稲扱箸である。

寝ね方は、寝ね方である。

稲象虫は、稲象虫である。

稲舂は、稲舂である。

稲舂歌は、稲舂歌である。

稲舂子麿は、稲舂子麿である。

稲舂虫は、稲舂虫である。

稲苞虫は、稲苞虫である。

稲積むは、稲積むである。

稲根喰い葉虫は、稲根喰い葉虫である。

稲の螟虫は、稲の螟虫である。

稲の台は、稲の台である。

稲の丸は、稲の丸である。

居眠りは、居眠りである。

稲水象虫は、稲水象虫である。

居眠るは、居眠るである。

稲分けは、稲分けである。

意念は、意念である。

異年号は、異年号である。

いのは、いのである。

いのあしは、いのあしである。

いの一番は、いの一番である。

稲生は、稲生である。

伊能は、伊能である。



衣嚢は、衣嚢である。

異能は、異能である。

井上は、井上である。

井上因碩は、井上因碩である。

井上円了は、井上円了である。

井上馨は、井上馨である。

井上金峨は、井上金峨である。

井上毅は、井上毅である。

井上成美は、井上成美である。

井上十吉は、井上十吉である。

井上準之助は、井上準之助である。

井上士朗は、井上士朗である。

井上真改は、井上真改である。

井上通は、井上通である。

井上勤は、井上勤である。

井上哲次郎は、井上哲次郎である。

井上伝は、井上伝である。

井上日召は、井上日召である。

井上播磨掾は、井上播磨掾である。

井上文雄は、井上文雄である。

井上正夫は、井上正夫である。

井上勝は、井上勝である。

井上通泰は、井上通泰である。

井上光晴は、井上光晴である。

井上靖は、井上靖である。

井上頼圀は、井上頼圀である。

井上流は、井上流である。

稲生若水は、稲生若水である。

伊能忠敬は、伊能忠敬である。

井之頭公園は、井之頭公園である。

猪の牙は、猪の牙である。

居退くは、居退くである。

射退くは、射退くである。

井の口は、井の口である。

猪熊は、猪熊である。

猪熊弦一郎は、猪熊弦一郎である。

亥の子は、亥の子である。

猪子は、猪子である。

期剋ふは、期剋ふである。

猪子雲は、猪子雲である。

猪子扠首は、猪子扠首である。

豕扠首は、豕扠首である。

猪子差は、猪子差である。

射遺しは、射遺しである。

牛膝は、牛膝である。

亥の子突きは、亥の子突きである。



亥の子の祝は、亥の子の祝である。

豕偏は、豕偏である。

亥の子餅は、亥の子餅である。

居残りは、居残りである。

居残るは、居残るである。

猪鹿蝶は、猪鹿蝶である。

猪武者は、猪武者である。

イノシトールは、イノシトールである。

猪尻草は、猪尻草である。

イノシン酸は、イノシン酸である。

イノセラムスは、イノセラムスである。

イノセントは、イノセントである。

命は、命である。

命換えは、命換えである。

命限りは、命限りである。

命懸けは、命懸けである。

命果報は、命果報である。

命辛辛は、命辛辛である。

命がらりは、命がらりである。

命代りは、命代りである。

命限は、命限である。

命較べは、命較べである。

命毛は、命毛である。

命乞いは、命乞いである。

命沙汰は、命沙汰である。

命勝負は、命勝負である。

命知らずは、命知らずである。

命尽は、命尽である。

命代は、命代である。

命弾丸は、命弾丸である。

命玉は、命玉である。

命綱は、命綱である。

命取りは、命取りである。

命盗人は、命盗人である。

命の親は、命の親である。

命の限りは、命の限りである。

命の際は、命の際である。

命の境は、命の境である。

命の瀬戸は、命の瀬戸である。

命の洗濯は、命の洗濯である。

命の綱は、命の綱である。

命の露は、命の露である。

命の水は、命の水である。

命拾いは、命拾いである。

命冥加は、命冥加である。

命貰いは、命貰いである。



イノックアーデンは、イノックアーデンである。

猪の手は、猪の手である。

井の中は、井の中である。

井の中の蛙は、井の中の蛙である。

胃の腑は、胃の腑である。

イノベーションは、イノベーションである。

猪俣は、猪俣である。

猪俣津南雄は、猪俣津南雄である。

意の儘は、意の儘である。

猪の目は、猪の目である。

井口辺草は、井口辺草である。

鳳尾草は、鳳尾草である。

井口辺草科は、井口辺草科である。

祈りは、祈りである。

祷りは、祷りである。

祈り上げるは、祈り上げるである。

祈り殺すは、祈り殺すである。

祈り付くは、祈り付くである。

祈り退くは、祈り退くである。

祈りの師は、祈りの師である。

祈りの使は、祈りの使である。

祈奉行は、祈奉行である。

祈るは、祈るである。

祷るは、祷るである。

伊波は、伊波である。

異派は、異派である。

射場は、射場である。

位牌は、位牌である。

違背は、違背である。

遺灰は、遺灰である。

位牌白は、位牌白である。

位牌知行は、位牌知行である。

い這ひ回るは、い這ひ回るである。

位牌山は、位牌山である。

嘶ふは、嘶ふである。

医博士は、医博士である。

医伯は、医伯である。

医博は、医博である。

威迫は、威迫である。

帷薄は、帷薄である。

帷幕は、帷幕である。

居場所は、居場所である。

意馬心猿は、意馬心猿である。

射場丈は、射場丈である。

イバダンは、イバダンである。

衣鉢は、衣鉢である。



遺髪は、遺髪である。

い泊つは、い泊つである。

射場殿は、射場殿である。

イバニェスは、イバニェスである。

射場始は、射場始である。

伊波普猷は、伊波普猷である。

居囃子は、居囃子である。

嘶ゆは、嘶ゆである。

井原は、井原である。

伊原は、伊原である。

茨は、茨である。

棘は、棘である。

荊は、荊である。

薔薇は、薔薇である。

射払ふは、射払ふである。

茨垣は、茨垣である。

棘蟹は、棘蟹である。

茨木は、茨木である。

茨城は、茨城である。

茨城大学は、茨城大学である。

茨木童子は、茨木童子である。

茨城童子は、茨城童子である。

茨草は、茨草である。

茨畔は、茨畔である。

茨叢は、茨叢である。

井原西鶴は、井原西鶴である。

茨刺は、茨刺である。

伊原青々園は、伊原青々園である。

茨の道は、茨の道である。

茨鬚は、茨鬚である。

茨藻は、茨藻である。

尿は、尿である。

威張るは、威張るである。

異版は、異版である。

異板は、異板である。

違反は、違反である。

違犯は、違犯である。

夷蛮は、夷蛮である。

威部は、威部である。

萎靡は、萎靡である。

いびいびは、いびいびである。

揖斐川は、揖斐川である。

鼾は、鼾である。

居飛車は、居飛車である。

居浸り餅は、居浸り餅である。

居浸れるは、居浸れるである。



イヒチオールは、イヒチオールである。

遺筆は、遺筆である。

歪は、歪である。

飯櫃形は、飯櫃形である。

歪形は、歪形である。

異表は、異表である。

意表は、意表である。

胃病は、胃病である。

意表外は、意表外である。

医評定は、医評定である。

い拾ふは、い拾ふである。

いびり出すは、いびり出すである。

いびるは、いびるである。

異尾類は、異尾類である。

遺品は、遺品である。

夷俘は、夷俘である。

位封は、位封である。

委付は、委付である。

畏怖は、畏怖である。

移付は、移付である。

異父は、異父である。

威武は、威武である。

慰撫は、慰撫である。

イブは、イブである。

威風は、威風である。

為風は、為風である。

異風は、異風である。

遺風は、遺風である。

井深は、井深である。

井深梶之助は、井深梶之助である。

訝しいは、訝しいである。

訝しがるは、訝しがるである。

訝しむは、訝しむである。

訝るは、訝るである。

伊吹は、伊吹である。

息吹は、息吹である。

気吹は、気吹である。

伊吹颪は、伊吹颪である。

伊吹麝香草は、伊吹麝香草である。

気吹戸は、気吹戸である。

伊吹虎尾は、伊吹虎尾である。

伊吹柏槙は、伊吹柏槙である。

伊吹防風は、伊吹防風である。

伊吹艾は、伊吹艾である。

伊吹山は、伊吹山である。

伊孚九は、伊孚九である。



異父兄弟は、異父兄弟である。

衣服は、衣服である。

威服は、威服である。

威福は、威福である。

畏伏は、畏伏である。

畏服は、畏服である。

倚伏は、倚伏である。

異腹は、異腹である。

遺腹は、遺腹である。

息吹くは、息吹くである。

気吹くは、気吹くである。

胃袋は、胃袋である。

緯武経文は、緯武経文である。

燻しは、燻しである。

燻し銀は、燻し銀である。

燻し薬は、燻し薬である。

燻し出すは、燻し出すである。

Εは、Εである。
εは、εである。
射伏すは、射伏すである。

燻すは、燻すである。

指宿は、指宿である。

指宿葉は、指宿葉である。

井伏は、井伏である。

鬱悒しは、鬱悒しである。

井伏鱒二は、井伏鱒二である。

イプセンは、イプセンである。

韻塞ぎは、韻塞ぎである。

異物は、異物である。

遺物は、遺物である。

遺物崇拝は、遺物崇拝である。

イブニングは、イブニングである。

イブニングコートは、イブニングコートである。

イブニングドレスは、イブニングドレスである。

いぶりは、いぶりである。

胆振は、胆振である。

燻り出すは、燻り出すである。

いぶるは、いぶるである。

燻るは、燻るである。

以聞は、以聞である。

移文は、移文である。

異文は、異文である。

異聞は、異聞である。

遺文は、遺文である。

遺聞は、遺聞である。

イブンアラビーは、イブンアラビーである。



イブンアルハイサムは、イブンアルハイサムである。

異文化は、異文化である。

イフンケは、イフンケである。

イブンサウードは、イブンサウードである。

異分子は、異分子である。

イブンシーナーは、イブンシーナーである。

位分資人は、位分資人である。

イブンタイミーヤは、イブンタイミーヤである。

イブントゥファイルは、イブントゥファイルである。

イブンハズムは、イブンハズムである。

イブンバツータは、イブンバツータである。

イブンハルドゥーンは、イブンハルドゥーンである。

イブンルシュドは、イブンルシュドである。

イベールは、イベールである。

胃壁は、胃壁である。

イベリアは、イベリアである。

イペリットは、イペリットである。

韋編は、韋編である。

移変は、移変である。

異変は、異変である。

違変は、違変である。

イベントは、イベントである。

疣は、疣である。

異母は、異母である。

疣足は、疣足である。

疣結は、疣結である。

疣石は、疣石である。

疣猪は、疣猪である。

疣疣は、疣疣である。

位袍は、位袍である。

医方は、医方である。

移封は、移封である。

異邦は、異邦である。

異宝は、異宝である。

彙報は、彙報である。

違法は、違法である。

遺芳は、遺芳である。

遺法は、遺法である。

威望は、威望である。

遺忘は、遺忘である。

いぼうは、いぼうである。

違法行為は、違法行為である。

疣毟は、疣毟である。

異邦人は、異邦人である。

異方性は、異方性である。

違法性阻却は、違法性阻却である。



医方明は、医方明である。

疣蛙は、疣蛙である。

疣金物は、疣金物である。

疣蟹は、疣蟹である。

異母兄弟は、異母兄弟である。

以北は、以北である。

異木は、異木である。

遺墨は、遺墨である。

疣草は、疣草である。

移木の信は、移木の信である。

疣痔は、疣痔である。

疣毟巻は、疣毟巻である。

蟷螂巻は、蟷螂巻である。

疣取は、疣取である。

水蝋は、水蝋である。

疣鯛は、疣鯛である。

水蝋蛾は、水蝋蛾である。

水蝋樹介殻虫は、水蝋樹介殻虫である。

水蝋樹は、水蝋樹である。

疣取木は、疣取木である。

水蝋虫は、水蝋虫である。

水蝋樹蝋は、水蝋樹蝋である。

虫白蝋は、虫白蝋である。

水蝋樹蝋虫は、水蝋樹蝋虫である。

鋳仏は、鋳仏である。

疣取草は、疣取草である。

疣虫は、疣虫である。

疣毟りは、疣毟りである。

疣目は、疣目である。

疣結いは、疣結いである。

いぼるは、いぼるである。

異本は、異本である。

今は、今である。

居間は、居間である。

今井は、今井である。

今井慶松は、今井慶松である。

忌言は、忌言である。

今井似閑は、今井似閑である。

今泉は、今泉である。

今泉嘉一郎は、今泉嘉一郎である。

今井宗久は、今井宗久である。

今井正は、今井正である。

今一は、今一である。

今市は、今市である。

今市土は、今市土である。

今井登志喜は、今井登志喜である。



今今は、今今である。

忌忌しいは、忌忌しいである。

今入りは、今入りである。

忌まふは、忌まふである。

居前は、居前である。

射前は、射前である。

イマーゴは、イマーゴである。

イマージュは、イマージュである。

イマームは、イマームである。

今織は、今織である。

今鏡は、今鏡である。

今方は、今方である。

今川は、今川である。

今川仮名目録は、今川仮名目録である。

今川状は、今川状である。

今川範国は、今川範国である。

今川焼は、今川焼である。

今川義元は、今川義元である。

今川了俊は、今川了俊である。

今木は、今木である。

湯巻は、湯巻である。

今来は、今来である。

今后は、今后である。

今木神は、今木神である。

今切は、今切である。

今熊野は、今熊野である。

今小町は、今小町である。

今頃は、今頃である。

坐さふは、坐さふである。

今坂餅は、今坂餅である。

今更は、今更である。

今更めくは、今更めくである。

今しは、今しである。

今し方は、今し方である。

今しきは、今しきである。

イマジズムは、イマジズムである。

イマジネーションは、イマジネーションである。

今しはは、今しはである。

今時分は、今時分である。

戒むは、戒むである。

戒めは、戒めである。

誡めは、誡めである。

縛めは、縛めである。

戒め者は、戒め者である。

戒めるは、戒めるである。

誡めるは、誡めるである。



警めるは、警めるである。

縛めるは、縛めるである。

今しもは、今しもである。

今しもあれは、今しもあれである。

今城塚古墳は、今城塚古墳である。

在すは、在すである。

坐すは、坐すである。

在すがりは、在すがりである。

今少しは、今少しである。

今皇は、今皇である。

今摺米は、今摺米である。

今銭は、今銭である。

坐さうずは、坐さうずである。

在そがりは、在そがりである。

未だは、未だである。

今内裏は、今内裏である。

未だしは、未だしである。

未だには、未だにである。

居待は、居待である。

居待月は、居待月である。

今出は、今出である。

今出川豆腐は、今出川豆腐である。

今出来は、今出来である。

今戸は、今戸である。

今道心は、今道心である。

今当世は、今当世である。

今当代は、今当代である。

今時は、今時である。

今戸心中は、今戸心中である。

今戸人形は、今戸人形である。

今共には、今共にである。

今戸焼は、今戸焼である。

今には、今にである。

今西は、今西である。

今西錦司は、今西錦司である。

今にしては、今にしてである。

今西竜は、今西竜である。

今にもは、今にもである。

今の上は、今の上である。

今の程は、今の程である。

今の間は、今の間である。

今の世は、今の世である。

今将は、今将である。

今治は、今治である。

今挽米は、今挽米である。

今人は、今人である。



今一息は、今一息である。

今一つは、今一つである。

今姫君は、今姫君である。

今風は、今風である。

今吹きは、今吹きである。

今程は、今程である。

今参りは、今参りである。

今参は、今参である。

今迄は、今迄である。

今道は、今道である。

今宮は、今宮である。

今宮の心中は、今宮の心中である。

今宮祭は、今宮祭である。

今村は、今村である。

今紫は、今紫である。

今村紫紅は、今村紫紅である。

今めかしは、今めかしである。

今芽樫は、今芽樫である。

今めくは、今めくである。

今以ては、今以てである。

今物語は、今物語である。

今やは、今やである。

今焼は、今焼である。

今行末は、今行末である。

今様は、今様である。

今様合せは、今様合せである。

今様色は、今様色である。

今様歌は、今様歌である。

今様踊は、今様踊である。

今様立つは、今様立つである。

今様能は、今様能である。

当世下手談義は、当世下手談義である。

伊万里は、伊万里である。

伊万里土は、伊万里土である。

伊万里焼は、伊万里焼である。

今わは、今わである。

今際は、今際である。

忌わしいは、忌わしいである。

今渡りは、今渡りである。

今はの刻みは、今はの刻みである。

今わの際は、今わの際である。

今はの綴じ目は、今はの綴じ目である。

居回りは、居回りである。

斎はるは、斎はるである。

居回るは、居回るである。

帷幔は、帷幔である。



忌は、忌である。

異味は、異味である。

意味は、意味である。

意味合いは、意味合いである。

忌明きは、忌明きである。

忌明けは、忌明けである。

忌み忌みしは、忌み忌みしである。

斎斧は、斎斧である。

忌掛りは、忌掛りである。

忌数は、忌数である。

忌敵は、忌敵である。

斎鎌は、斎鎌である。

斎竈は、斎竈である。

忌寸は、忌寸である。

忌み嫌うは、忌み嫌うである。

斎蔵は、斎蔵である。

イミグレーションは、イミグレーションである。

斎子は、斎子である。

忌事は、忌事である。

忌詞は、忌詞である。

忌言葉は、忌言葉である。

忌御免は、忌御免である。

斎刺は、斎刺である。

斎侍屋は、斎侍屋である。

いみじは、いみじである。

いみじくもは、いみじくもである。

忌島田は、忌島田である。

意味深は、意味深である。

意味深長は、意味深長である。

斎鋤は、斎鋤である。

意味素は、意味素である。

井溝は、井溝である。

忌違えは、忌違えである。

忌竹は、忌竹である。

斎竹は、斎竹である。

イミダゾールは、イミダゾールである。

斎館は、斎館である。

イミタティオクリスティは、イミタティオクリスティである。

斎棚は、斎棚である。

斎玉作は、斎玉作である。

忌月は、忌月である。

意味付けるは、意味付けるである。

イミテーションは、イミテーションである。

斎殿は、斎殿である。

諱は、諱である。

斎鉈は、斎鉈である。



斎場は、斎場である。

斎柱は、斎柱である。

忌柱は、忌柱である。

忌外れは、忌外れである。

斎服殿は、斎服殿である。

斎服屋は、斎服屋である。

忌日は、忌日である。

斎日は、斎日である。

斎火は、斎火である。

忌火は、忌火である。

斎部は、斎部である。

忌部は、忌部である。

斎瓮は、斎瓮である。

忌負は、忌負である。

斎物は、斎物である。

忌物は、忌物である。

忌門は、忌門である。

異名は、異名である。

意味論は、意味論である。

移民は、移民である。

遺民は、遺民である。

医務は、医務である。

斎むは、斎むである。

忌むは、忌むである。

い向かふは、い向かふである。

射向は、射向である。

射向の袖は、射向の袖である。

忌子は、忌子である。

童女は、童女である。

斎事は、斎事である。

戒事は、戒事である。

斎子八女は、斎子八女である。

斎人は、斎人である。

忌人は、忌人である。

斎火の御飯は、斎火の御飯である。

斎火屋は、斎火屋である。

斎御衣は、斎御衣である。

居村は、居村である。

夢は、夢である。

射目は、射目である。

夢合せは、夢合せである。

威名は、威名である。

違命は、違命である。

遺命は、遺命である。

依命通達は、依命通達である。

イメージは、イメージである。



イメージアップは、イメージアップである。

イメージオルシコンは、イメージオルシコンである。

イメージ管は、イメージ管である。

イメージスキャナーは、イメージスキャナーである。

イメージダウンは、イメージダウンである。

イメージチェンジは、イメージチェンジである。

射目配りは、射目配りである。

射目立てては、射目立ててである。

夢の逢ひは、夢の逢ひである。

射目人は、射目人である。

射目人のは、射目人のである。

いもは、いもである。

芋は、芋である。

藷は、藷である。

薯は、薯である。

妹は、妹である。

痘は、痘である。

芋嵐は、芋嵐である。

藷餡は、藷餡である。

斎ひは、斎ひである。

斎ふは、斎ふである。

妹御は、妹御である。

妹女郎は、妹女郎である。

妹分は、妹分である。

芋餌は、芋餌である。

藷餌は、藷餌である。

芋貝は、芋貝である。

妹が家には、妹が家にである。

痘痕顔は、痘痕顔である。

妹が門は、妹が門である。

妹が着るは、妹が着るである。

薯掛豆腐は、薯掛豆腐である。

疱瘡は、疱瘡である。

芋頭は、芋頭である。

妹が袖は、妹が袖である。

妹が手をは、妹が手をである。

妹が紐は、妹が紐である。

藷釜は、藷釜である。

妹が目をは、妹が目をである。

芋粥は、芋粥である。

薯蕷粥は、薯蕷粥である。

芋幹は、芋幹である。

芋茎は、芋茎である。

妹許は、妹許である。

芋川は、芋川である。

妹子は、妹子である。



薯籠は、薯籠である。

芋酒は、芋酒である。

芋刺しは、芋刺しである。

いもじは、いもじである。

い文字は、い文字である。

鋳物師は、鋳物師である。

妹姑は、妹姑である。

藷焼酎は、藷焼酎である。

蟷螂は、蟷螂である。

芋汁は、芋汁である。

薯蕷汁は、薯蕷汁である。

薯しん薯は、薯しん薯である。

芋助は、芋助である。

妹背は、妹背である。

妹脊は、妹脊である。

妹背鳥は、妹背鳥である。

妹背結びは、妹背結びである。

妹背山は、妹背山である。

妹背山婦女庭訓は、妹背山婦女庭訓である。

芋台は、芋台である。

芋種は、芋種である。

稲熱病は、稲熱病である。

芋茶杓は、芋茶杓である。

芋継ぎは、芋継ぎである。

芋蔓は、芋蔓である。

芋蔓式は、芋蔓式である。

芋田楽は、芋田楽である。

芋納豆は、芋納豆である。

妹なねは、妹なねである。

妹なろは、妹なろである。

芋煮会は、芋煮会である。

妹に恋ひは、妹に恋ひである。

鋳物は、鋳物である。

痘の神は、痘の神である。

芋の子は、芋の子である。

鋳物尺は、鋳物尺である。

鋳物砂は、鋳物砂である。

鋳物彫は、鋳物彫である。

妹の命は、妹の命である。

芋の山は、芋の山である。

妹のらは、妹のらである。

芋版は、芋版である。

妹人は、妹人である。

芋雛は、芋雛である。

芋棒は、芋棒である。

芋掘りは、芋掘りである。



芋掘り坊主は、芋掘り坊主である。

芋苴は、芋苴である。

芋虫は、芋虫である。

芋虫ころころは、芋虫ころころである。

芋虫歯車は、芋虫歯車である。

芋名月は、芋名月である。

芋明月は、芋明月である。

芋飯は、芋飯である。

芋目地は、芋目地である。

薯蕷麺は、薯蕷麺である。

妹山は、妹山である。

芋羊羹は、芋羊羹である。

妹らは、妹らである。

妹ら許は、妹ら許である。

いもりは、いもりである。

井守の黒焼は、井守の黒焼である。

妹ろは、妹ろである。

倚門は、倚門である。

慰問は、慰問である。

倚門の望は、倚門の望である。

慰問袋は、慰問袋である。

礼は、礼である。

敬は、敬である。

嫌は、嫌である。

厭は、厭である。

居屋は、居屋である。

居家は、居家である。

祖谷は、祖谷である。

弥は、弥である。

いやは、いやである。

イヤーは、イヤーである。

イヤーブックは、イヤーブックである。

弥従兄弟は、弥従兄弟である。

弥従姉妹は、弥従姉妹である。

弥弥は、弥弥である。

嫌嫌は、嫌嫌である。

礼礼しは、礼礼しである。

弥生は、弥生である。

否応は、否応である。

弥をちには、弥をちにである。

嫌男は、嫌男である。

弥が上には、弥が上にである。

弥書は、弥書である。

嫌気質は、嫌気質である。

いやかもは、いやかもである。

嫌がらせは、嫌がらせである。



嫌がるは、嫌がるである。

嫌気は、嫌気である。

医薬は、医薬である。

意訳は、意訳である。

違約は、違約である。

違約金は、違約金である。

違約処分は、違約処分である。

違約手付は、違約手付である。

医薬の神は、医薬の神である。

違約賠償は、違約賠償である。

医薬部外品は、医薬部外品である。

医薬分業は、医薬分業である。

イヤゴーは、イヤゴーである。

礼言は、礼言である。

礼事は、礼事である。

否さは、否さである。

弥栄は、弥栄である。

卑しは、卑しである。

賤しは、賤しである。

忌地は、忌地である。

厭地は、厭地である。

卑しいは、卑しいである。

賤しいは、賤しいである。

弥頻くは、弥頻くである。

弥頻く頻くには、弥頻く頻くにである。

苟もは、苟もである。

いやし火は、いやし火である。

卑しぶは、卑しぶである。

賤しぶは、賤しぶである。

卑しむは、卑しむである。

賤しむは、賤しむである。

卑しめるは、卑しめるである。

賤しめるは、賤しめるである。

礼代は、礼代である。

礼物は、礼物である。

卑しん坊は、卑しん坊である。

癒すは、癒すである。

弥立つは、弥立つである。

灼然は、灼然である。

弥次次には、弥次次にである。

弥年には、弥年にである。

弥年のはには、弥年のはにである。

否ともは、否ともである。

礼無しは、礼無しである。

いやには、いやにである。

弥歯は、弥歯である。



弥初花は、弥初花である。

弥終は、弥終である。

いやはやは、いやはやである。

弥速には、弥速にである。

弥日異には、弥日異にである。

弥彦神社は、弥彦神社である。

礼ぶは、礼ぶである。

嫌風は、嫌風である。

否風は、否風である。

イヤホーンは、イヤホーンである。

敬ふは、敬ふである。

礼ふは、礼ふである。

イヤマークは、イヤマークである。

弥増さるは、弥増さるである。

否ましは、否ましである。

弥増には、弥増にである。

弥増すは、弥増すである。

嫌みは、嫌みである。

厭みは、厭みである。

嫌みたらしいは、嫌みたらしいである。

いや目は、いや目である。

嫌持ては、嫌持てである。

嫌物は、嫌物である。

礼やかは、礼やかである。

忌役は、忌役である。

弥世継は、弥世継である。

嫌らしいは、嫌らしいである。

イヤリングは、イヤリングである。

言やるは、言やるである。

癒ゆは、癒ゆである。

射ゆは、射ゆである。

畏友は、畏友である。

易融合金は、易融合金である。

い行き会ひは、い行き会ひである。

い行くは、い行くである。

伊予は、伊予である。

壱与は、壱与である。

いよは、いよである。

いよいよは、いよいよである。

医用は、医用である。

威容は、威容である。

移用は、移用である。

偉容は、偉容である。

異容は、異容である。

異様は、異様である。

いようは、いようである。



医用蛭は、医用蛭である。

伊予温湯碑文は、伊予温湯碑文である。

伊予絣は、伊予絣である。

伊予柑は、伊予柑である。

意欲は、意欲である。

意欲的は、意欲的である。

伊予札は、伊予札である。

いよしは、いよしである。

伊予簾は、伊予簾である。

伊予染は、伊予染である。

伊予砥は、伊予砥である。

伊予胴丸は、伊予胴丸である。

イヨネスコは、イヨネスコである。

伊予の湯桁は、伊予の湯桁である。

伊予節は、伊予節である。

伊予柾紙は、伊予柾紙である。

伊予万歳は、伊予万歳である。

イヨマンテは、イヨマンテである。

伊予三島は、伊予三島である。

いよやかは、いよやかである。

愈は、愈である。

いよよかは、いよよかである。

い寄るは、い寄るである。

居寄るは、居寄るである。

伊予蝋は、伊予蝋である。

刺は、刺である。

伊良は、伊良である。

苛は、苛である。

以来は、以来である。

依頼は、依頼である。

イライトは、イライトである。

苛苛は、苛苛である。

苛苛しは、苛苛しである。

弄うは、弄うである。

応ふは、応ふである。

答ふは、答ふである。

苛ふは、苛ふである。

借ふは、借ふである。

答えは、答えである。

応えは、応えである。

応えるは、応えるである。

答えるは、答えるである。

甍は、甍である。

刺蛾は、刺蛾である。

甍造は、甍造である。

怡楽は、怡楽である。



イラクは、イラクである。

刺草は、刺草である。

蕁麻は、蕁麻である。

刺草織は、刺草織である。

苛臭しは、苛臭しである。

いらくらは、いらくらである。

伊良子は、伊良子である。

伊良湖岬は、伊良湖岬である。

伊良子清白は、伊良子清白である。

イラジエーションは、イラジエーションである。

イラショナルは、イラショナルである。

貸すは、貸すである。

イラストは、イラストである。

イラストマップは、イラストマップである。

イラストレーションは、イラストレーションである。

イラストレーターは、イラストレーターである。

不入山は、不入山である。

いらせられるは、いらせられるである。

苛高は、苛高である。

刺高は、刺高である。

刺高数珠は、刺高数珠である。

苛立たしいは、苛立たしいである。

苛立つは、苛立つである。

苛立てるは、苛立てるである。

苛つは、苛つである。

郎君は、郎君である。

苛つくは、苛つくである。

郎子は、郎子である。

いらっしゃいは、いらっしゃいである。

いらっしゃるは、いらっしゃるである。

郎姫は、郎姫である。

郎女は、郎女である。

いらなしは、いらなしである。

入らぬは、入らぬである。

要らぬは、要らぬである。

伊羅保は、伊羅保である。

苛星は、苛星である。

刺虫は、刺虫である。

苛めくは、苛めくである。

苛ぐは、苛ぐである。

苛るは、苛るである。

焦らるは、焦らるである。

苛れがましは、苛れがましである。

イラワジは、イラワジである。

恚乱は、恚乱である。

違乱は、違乱である。



伊蘭は、伊蘭である。

イランは、イランである。

イラン戦争は、イラン戦争である。

イラン革命は、イラン革命である。

イラン語は、イラン語である。

イラン高原は、イラン高原である。

イラン語派は、イラン語派である。

入りは、入りである。

圦は、圦である。

委吏は、委吏である。

遺利は、遺利である。

伊犁は、伊犁である。

入会は、入会である。

入相は、入相である。

入合は、入合である。

入会権は、入会権である。

入会地は、入会地である。

入相時は、入相時である。

入相の鐘は、入相の鐘である。

入り揚げるは、入り揚げるである。

イリアスは、イリアスである。

イリアッドは、イリアッドである。

入綾は、入綾である。

炒霰は、炒霰である。

入り合すは、入り合すである。

イリイチは、イリイチである。

煎煎は、煎煎である。

入人は、入人である。

入海は、入海である。

入江は、入江である。

入縁は、入縁である。

入江泰吉は、入江泰吉である。

入江たか子は、入江たか子である。

入江波光は、入江波光である。

入王は、入王である。

西表は、西表である。

西表国立公園は、西表国立公園である。

西表山猫は、西表山猫である。

入り音声は、入り音声である。

入費は、入費である。

入角は、入角である。

入り加減は、入り加減である。

炒菓子は、炒菓子である。

入り稼ぎは、入り稼ぎである。

入り方は、入り方である。

入り門は、入り門である。



入り金は、入り金である。

炒榧は、炒榧である。

炒殻は、炒殻である。

入側は、入側である。

炒瓦は、炒瓦である。

入り替りは、入り替りである。

入り替り立ち替りは、入り替り立ち替りである。

入り替るは、入り替るである。

入り代るは、入り代るである。

入切手は、入切手である。

入草は、入草である。

入口は、入口である。

入組みは、入組みである。

入り組むは、入り組むである。

入り繰り歌は、入り繰り歌である。

炒子は、炒子である。

炒粉は、炒粉である。

海参は、海参である。

煎海鼠は、煎海鼠である。

揺子は、揺子である。

煎鯉は、煎鯉である。

入小作は、入小作である。

炒昆布は、炒昆布である。

炒胡麻は、炒胡麻である。

入込みは、入込みである。

入り込むは、入り込むである。

炒米は、炒米である。

入作は、入作である。

煎酒は、煎酒である。

煎雑魚は、煎雑魚である。

イリジウムは、イリジウムである。

入潮は、入潮である。

炒塩は、炒塩である。

入仕事は、入仕事である。

入り染めるは、入り染めるである。

伊犁条約は、伊犁条約である。

イリスは、イリスである。

入隅は、入隅である。

炒炭は、炒炭である。

煎鯛は、煎鯛である。

入立ちは、入立ちである。

入り立つは、入り立つである。

炒種は、炒種である。

煎玉子は、煎玉子である。

炒卵は、炒卵である。

入り違うは、入り違うである。



入り違えるは、入り違えるである。

入帳は、入帳である。

煎り付けるは、煎り付けるである。

入鉄砲出女は、入鉄砲出女である。

入手間は、入手間である。

入頭は、入頭である。

煎豆腐は、煎豆腐である。

煎鳥は、煎鳥である。

入り取りは、入り取りである。

炒鍋は、炒鍋である。

入荷は、入荷である。

炒煮は、炒煮である。

入野は、入野である。

イリノイは、イリノイである。

入能は、入能である。

入野義朗は、入野義朗である。

入端は、入端である。

入浜は、入浜である。

入浜権は、入浜権である。

入り日は、入り日である。

圦樋は、圦樋である。

入日影は、入日影である。

入り浸りは、入り浸りである。

入り浸るは、入り浸るである。

入百姓は、入百姓である。

入り臥すは、入り臥すである。

入り船は、入り船である。

炒船は、炒船である。

入船繋ぎは、入船繋ぎである。

入船祝は、入船祝である。

入部は、入部である。

鑿は、鑿である。

入穿は、入穿である。

鑿しは、鑿しである。

入穿しは、入穿しである。

熬乾は、熬乾である。

炒干は、炒干である。

入米は、入米である。

入舞は、入舞である。

入前は、入前である。

入り交じるは、入り交じるである。

入り雑じるは、入り雑じるである。

入枡は、入枡である。

炒豆は、炒豆である。

入身は、入身である。

入り乱れるは、入り乱れるである。



炒麦は、炒麦である。

入り婿は、入り婿である。

入目は、入目である。

炒りめくは、炒りめくである。

炒飯は、炒飯である。

炒物は、炒物である。

煎物は、煎物である。

熬物は、熬物である。

いり揉むは、いり揉むである。

入母屋は、入母屋である。

入母屋造は、入母屋造である。

入母屋破風は、入母屋破風である。

入谷は、入谷である。

熬焼は、熬焼である。

入山形は、入山形である。

炒湯は、炒湯である。

移流は、移流である。

慰留は、慰留である。

遺留は、遺留である。

移流霧は、移流霧である。

イリュージョンは、イリュージョンである。

遺留品は、遺留品である。

遺留分は、遺留分である。

倚閭は、倚閭である。

井料は、井料である。

衣料は、衣料である。

衣糧は、衣糧である。

医料は、医料である。

医療は、医療である。

違令は、違令である。

遺令は、遺令である。

遺領は、遺領である。

入り用は、入り用である。

医療過誤は、医療過誤である。

医療技術短期大は、医療技術短期大である。

衣料切符は、衣料切符である。

医療組合は、医療組合である。

医療ソーシャルワークは、医療ソーシャルワークである。

遺令の奏は、遺令の奏である。

医療費用保険は、医療費用保険である。

医療福祉は、医療福祉である。

医療扶助は、医療扶助である。

医療法は、医療法である。

医療法人は、医療法人である。

医療保険は、医療保険である。

医療保障保険は、医療保障保険である。



威力は、威力である。

偉力は、偉力である。

意力は、意力である。

糴は、糴である。

入り訳は、入り訳である。

彝倫は、彝倫である。

入るは、入るである。

要るは、要るである。

炒るは、炒るである。

煎るは、煎るである。

熬るは、熬るである。

いるは、いるである。

沃るは、沃るである。

居るは、居るである。

射るは、射るである。

率るは、率るである。

将るは、将るである。

鋳るは、鋳るである。

衣類は、衣類である。

異類は、異類である。

彙類は、彙類である。

異類婚姻譚は、異類婚姻譚である。

海豚は、海豚である。

海豚座は、海豚座である。

忽せは、忽せである。

イルクーツクは、イルクーツクである。

入るさは、入るさである。

入佐山は、入佐山である。

居留守は、居留守である。

伊児汗国は、伊児汗国である。

入間は、入間である。

入間川は、入間川である。

入間詞は、入間詞である。

入間様は、入間様である。

イルマンは、イルマンである。

イルミネーションは、イルミネーションである。

イルリガートルは、イルリガートルである。

煎れは、煎れである。

入れ揚げるは、入れ揚げるである。

入れ合すは、入れ合すである。

威令は、威令である。

威霊は、威霊である。

異例は、異例である。

違戻は、違戻である。

違例は、違例である。

慰霊は、慰霊である。



遺霊は、遺霊である。

偉霊崇拝は、偉霊崇拝である。

イレウスは、イレウスである。

イレヴンは、イレヴンである。

入替えは、入替えである。

入換えは、入換えである。

入替え子は、入替え子である。

入替え模様は、入替え模様である。

入替両替は、入替両替である。

入れ替えるは、入れ替えるである。

入れ換えるは、入れ換えるである。

入れ掛けは、入れ掛けである。

入帷子は、入帷子である。

入れ髪は、入れ髪である。

入れ替りは、入れ替りである。

入れ替り立ち替りは、入れ替り立ち替りである。

入れ替るは、入れ替るである。

入木は、入木である。

イレギュラーは、イレギュラーである。

イレギュラーバウンドは、イレギュラーバウンドである。

入れ食いは、入れ食いである。

入れ毛は、入れ毛である。

入れ子は、入れ子である。

入籠は、入籠である。

入子板は、入子板である。

入子首は、入子首である。

入子詞は、入子詞である。

入子盃は、入子盃である。

入子鮭は、入子鮭である。

内子鮭は、内子鮭である。

入子重は、入子重である。

入れこづむは、入れこづむである。

入れ事は、入れ事である。

入れ詞は、入れ詞である。

入子鍋は、入子鍋である。

入子鉢は、入子鉢である。

入子蓋は、入子蓋である。

入子縁は、入子縁である。

入子船は、入子船である。

入子枕は、入子枕である。

入子枡は、入子枡である。

入れ込みは、入れ込みである。

入れ籠みは、入れ籠みである。

入れ込むは、入れ込むである。

いれこむは、いれこむである。

入れ作は、入れ作である。



入れ質は、入れ質である。

入れ性根は、入れ性根である。

入れ墨は、入れ墨である。

入れ墨者は、入れ墨者である。

入れ立つは、入れ立つである。

入れ立ては、入れ立てである。

入れ知恵は、入れ知恵である。

入れ智慧は、入れ智慧である。

入れ違いは、入れ違いである。

入れ違うは、入れ違うである。

入れ違えるは、入れ違えるである。

入れ茶粥は、入れ茶粥である。

イ列は、イ列である。

位列は、位列である。

威烈は、威烈である。

偉烈は、偉烈である。

遺烈は、遺烈である。

威烈王は、威烈王である。

入れ手間は、入れ手間である。

入れ日記は、入れ日記である。

入れ歯は、入れ歯である。

入花は、入花である。

入紐は、入紐である。

入紐のは、入紐のである。

入れ節は、入れ節である。

入れ札は、入れ札である。

入れ仏事は、入れ仏事である。

入れ筆は、入れ筆である。

イレブンは、イレブンである。

入れ黒子は、入れ黒子である。

入れ雑ぜるは、入れ雑ぜるである。

いれ麦は、いれ麦である。

入れ目は、入れ目である。

入れ文字は、入れ文字である。

入れ元結は、入れ元結である。

入れ物は、入れ物である。

容れ物は、容れ物である。

入れるは、入れるである。

容れるは、容れるである。

炒れるは、炒れるである。

入れ枠は、入れ枠である。

入れ綿は、入れ綿である。

色は、色である。

同母は、同母である。

倚廬は、倚廬である。

色合いは、色合いである。



色揚りは、色揚りである。

色悪は、色悪である。

色揚げは、色揚げである。

色褪せるは、色褪せるである。

色遊びは、色遊びである。

色争いは、色争いである。

色合は、色合である。

色合せは、色合せである。

綺ひは、綺ひである。

弄ひは、弄ひである。

色板は、色板である。

色糸は、色糸である。

色色は、色色である。

色色縅は、色色縅である。

色色衣は、色色衣である。

色色しは、色色しである。

慰労は、慰労である。

遺老は、遺老である。

遺漏は、遺漏である。

色ふは、色ふである。

彩ふは、彩ふである。

艶ふは、艶ふである。

綺ふは、綺ふである。

弄ふは、弄ふである。

石廊崎は、石廊崎である。

色漆は、色漆である。

彩漆は、彩漆である。

彩へは、彩へである。

同母兄は、同母兄である。

同母姉は、同母姉である。

色絵は、色絵である。

色烏帽子は、色烏帽子である。

色鉛筆は、色鉛筆である。

色落ちは、色落ちである。

色男は、色男である。

色温度は、色温度である。

色女は、色女である。

色香は、色香である。

色貝は、色貝である。

色書は、色書である。

色駕籠は、色駕籠である。

色数は、色数である。

色敵は、色敵である。

色被衣は、色被衣である。

色がましいは、色がましいである。

色紙は、色紙である。



色裃は、色裃である。

色柄は、色柄である。

色硝子は、色硝子である。

色川は、色川である。

色革は、色革である。

色川三中は、色川三中である。

色河原は、色河原である。

色変りは、色変りである。

色着髪は、色着髪である。

色狂は、色狂である。

色客は、色客である。

色際は、色際である。

位禄は、位禄である。

色種は、色種である。

色草は、色草である。

位禄定めは、位禄定めである。

鱗は、鱗である。

色釉は、色釉である。

色競べは、色競べである。

色狂いは、色狂いである。

色ぐはしは、色ぐはしである。

色気は、色気である。

色消しは、色消しである。

色消しレンズは、色消しレンズである。

色気付くは、色気付くである。

色子は、色子である。

色恋は、色恋である。

イロコイは、イロコイである。

色声は、色声である。

鱗形は、鱗形である。

色心は、色心である。

色濃しは、色濃しである。

色小袖は、色小袖である。

色事は、色事である。

色事師は、色事師である。

色好みは、色好みである。

色子帽子は、色子帽子である。

色衣は、色衣である。

色再現は、色再現である。

色酒振りは、色酒振りである。

色盛りは、色盛りである。

色酒は、色酒である。

色差しは、色差しである。

色座敷は、色座敷である。

色里は、色里である。

色様は、色様である。



色騒ぎは、色騒ぎである。

色師は、色師である。

色仕掛けは、色仕掛けである。

色指数は、色指数である。

色品は、色品である。

色写真は、色写真である。

色州は、色州である。

色収差は、色収差である。

色上戸は、色上戸である。

色知りは、色知りである。

色白は、色白である。

色尽めは、色尽めである。

色砂は、色砂である。

色刷は、色刷である。

色摺は、色摺である。

同母弟は、同母弟である。

色添ふは、色添ふである。

色染は、色染である。

色代は、色代である。

色代納は、色代納である。

色高は、色高である。

色出しは、色出しである。

色立つは、色立つである。

色違いは、色違いである。

色茶屋は、色茶屋である。

色チョークは、色チョークである。

色遣いは、色遣いである。

色付くは、色付くである。

色付けは、色付けである。

色っぽいは、色っぽいである。

色艶は、色艶である。

同母妹は、同母妹である。

色床は、色床である。

色所は、色所である。

色止めは、色止めである。

色留袖は、色留袖である。

色取りは、色取りである。

彩りは、彩りである。

色鳥は、色鳥である。

色取月は、色取月である。

色取り取りは、色取り取りである。

色鳥の子は、色鳥の子である。

色取るは、色取るである。

彩るは、彩るである。

色直しは、色直しである。

色直しの盃は、色直しの盃である。



色流しは、色流しである。

色無草は、色無草である。

色無しは、色無しである。

イロニーは、イロニーである。

色にくしは、色にくしである。

色縫いは、色縫いである。

揺糠は、揺糠である。

色抜きは、色抜きである。

色音は、色音である。

色糊は、色糊である。

母は、母である。

伊呂波は、伊呂波である。

伊呂波歌は、伊呂波歌である。

伊呂波仮名は、伊呂波仮名である。

いろはガルタは、いろはガルタである。

いろは組町火消は、いろは組町火消である。

伊呂波小紋は、伊呂波小紋である。

いろは坂は、いろは坂である。

いろは順は、いろは順である。

色葉字類抄は、色葉字類抄である。

いろは新助は、いろは新助である。

伊呂波喩は、伊呂波喩である。

伊呂波短歌は、伊呂波短歌である。

いろは茶屋は、いろは茶屋である。

いろは付けは、いろは付けである。

色話は、色話である。

伊呂波船は、伊呂波船である。

いろは文庫は、いろは文庫である。

伊呂波楓は、伊呂波楓である。

伊呂波連歌は、伊呂波連歌である。

色人は、色人である。

色深しは、色深しである。

色節は、色節である。

色文は、色文である。

色分解は、色分解である。

色奉書は、色奉書である。

色蒔絵は、色蒔絵である。

色町は、色町である。

色街は、色街である。

色見は、色見である。

色身は、色身である。

色見草は、色見草である。

色み上戸は、色み上戸である。

色湊は、色湊である。

色斑は、色斑である。

色目は、色目である。



色めかしは、色めかしである。

色めかすは、色めかすである。

色眼鏡は、色眼鏡である。

色めき立つは、色めき立つである。

色めくは、色めくである。

色物は、色物である。

色物席は、色物席である。

色模様は、色模様である。

色焼けは、色焼けである。

色宿は、色宿である。

色聴しは、色聴しである。

色好いは、色好いである。

色好紙は、色好紙である。

いろりは、いろりである。

色利は、色利である。

煎汁は、煎汁である。

色立体は、色立体である。

いろり端は、いろり端である。

色分けは、色分けである。

異論は、異論である。

色んなは、色んなである。

異論派は、異論派である。

岩は、岩である。

巌は、巌である。

磐は、磐である。

錘は、錘である。

沈子は、沈子である。

墜子は、墜子である。

違和は、違和である。

岩穴は、岩穴である。

祝は、祝である。

岩井は、岩井である。

祝歌は、祝歌である。

頌は、頌である。

祝木は、祝木である。

祝具足は、祝具足である。

祝衣は、祝衣である。

祝言は、祝言である。

斎言は、斎言である。

祝事は、祝事である。

祝酒は、祝酒である。

岩磯目は、岩磯目である。

祝茸は、祝茸である。

祝立ては、祝立てである。

祝樽は、祝樽である。

岩銀杏は、岩銀杏である。



祝月は、祝月である。

斎月は、斎月である。

斎妻は、斎妻である。

いはゐ蔓は、いはゐ蔓である。

祝殿は、祝殿である。

斎主神は、斎主神である。

斎主は、斎主である。

祝の膳は、祝の膳である。

祝の杖は、祝の杖である。

祝の水は、祝の水である。

斎御幣は、斎御幣である。

磐井の乱は、磐井の乱である。

祝箸は、祝箸である。

岩井半四郎は、岩井半四郎である。

祝日は、祝日である。

祝部土器は、祝部土器である。

祝棒は、祝棒である。

祝物は、祝物である。

斎矢は、斎矢である。

斎うは、斎うである。

祝うは、祝うである。

岩団扇は、岩団扇である。

岩梅は、岩梅である。

岩絵具は、岩絵具である。

頤和園は、頤和園である。

岩黄耆は、岩黄耆である。

岩おこしは、岩おこしである。

岩沢瀉は、岩沢瀉である。

鳳了草は、鳳了草である。

岩鏡は、岩鏡である。

岩垣は、岩垣である。

巌垣は、巌垣である。

岩垣清水は、岩垣清水である。

岩垣沼は、岩垣沼である。

岩垣淵は、岩垣淵である。

巌垣松苗は、巌垣松苗である。

岩隠るは、岩隠るである。

岩隠れは、岩隠れである。

岩陰は、岩陰である。

岩角は、岩角である。

岩門は、岩門である。

岩蟹は、岩蟹である。

岩根は、岩根である。

岩根草は、岩根草である。

岩絡は、岩絡である。

居分るは、居分るである。



違和感は、違和感である。

石木は、石木である。

岩城は、岩城である。

磐城は、磐城である。

岩桔梗は、岩桔梗である。

岩木山は、岩木山である。

曰くは、曰くである。

稚くは、稚くである。

駭くは、駭くである。

居分くは、居分くである。

曰く因縁は、曰く因縁である。

岩崩えは、岩崩えである。

岩樟船は、岩樟船である。

石斛は、石斛である。

岩下すは、岩下すである。

いは沓は、いは沓である。

曰く付きは、曰く付きである。

岩国は、岩国である。

岩国縮は、岩国縮である。

岩国半紙は、岩国半紙である。

曰窓は、曰窓である。

岩組みは、岩組みである。

岩雲は、岩雲である。

岩座は、岩座である。

磐座は、磐座である。

岩倉は、岩倉である。

岩倉使節団は、岩倉使節団である。

岩倉具視は、岩倉具視である。

岩倉流は、岩倉流である。

岩群青は、岩群青である。

射分銭は、射分銭である。

岩越は、岩越である。

岩佐は、岩佐である。

磐境は、磐境である。

岩崎は、岩崎である。

岩崎灌園は、岩崎灌園である。

岩崎小弥太は、岩崎小弥太である。

岩崎久弥は、岩崎久弥である。

岩崎弥太郎は、岩崎弥太郎である。

岩崎弥之助は、岩崎弥之助である。

岩佐又兵衛は、岩佐又兵衛である。

言わ猿は、言わ猿である。

鰯は、鰯である。

鰮は、鰮である。

鰯網は、鰯網である。

岩塩は、岩塩である。



鰯粕は、鰯粕である。

鰯鯨は、鰯鯨である。

鰯雲は、鰯雲である。

鰯酸は、鰯酸である。

岩下は、岩下である。

岩下壮一は、岩下壮一である。

石清水は、石清水である。

石清水伝奏は、石清水伝奏である。

石清水八幡宮は、石清水八幡宮である。

石清水放生会は、石清水放生会である。

石清水祭は、石清水祭である。

石清水臨時祭は、石清水臨時祭である。

岩宿遺跡は、岩宿遺跡である。

岩代は、岩代である。

伊和神社は、伊和神社である。

不言は、不言である。

言わず語らずは、言わず語らずである。

言わずと知れたは、言わずと知れたである。

不言鳥は、不言鳥である。

言わずもがなは、言わずもがなである。

石瀬は、石瀬である。

岩瀬は、岩瀬である。

岩瀬忠震は、岩瀬忠震である。

言わせるは、言わせるである。

岩注くは、岩注くである。

岩田は、岩田である。

磐田は、磐田である。

岩田帯は、岩田帯である。

岩茸は、岩茸である。

石茸は、石茸である。

居渡すは、居渡すである。

射渡すは、射渡すである。

石立たすは、石立たすである。

岩畳は、岩畳である。

岩田豊雄は、岩田豊雄である。

岩棚は、岩棚である。

岩狸は、岩狸である。

岩煙草は、岩煙草である。

岩田涼菟は、岩田涼菟である。

居渡るは、居渡るである。

岩塚は、岩塚である。

岩槻は、岩槻である。

岩槻木綿は、岩槻木綿である。

岩躑躅は、岩躑躅である。

石綱は、石綱である。

岩綱は、岩綱である。



岩綱のは、岩綱のである。

岩燕は、岩燕である。

岩壺は、岩壺である。

岩垂氷は、岩垂氷である。

岩手は、岩手である。

岩手山は、岩手山である。

岩手大学は、岩手大学である。

磐手の森は、磐手の森である。

言わでもは、言わでもである。

石戸は、石戸である。

岩戸は、岩戸である。

岩戸神楽は、岩戸神楽である。

岩戸隠れは、岩戸隠れである。

岩戸景気は、岩戸景気である。

岩床は、岩床である。

岩飛は、岩飛である。

岩戸山古墳は、岩戸山古墳である。

岩魚は、岩魚である。

岩内は、岩内である。

岩梨は、岩梨である。

岩波は、岩波である。

岩波茂雄は、岩波茂雄である。

岩苦菜は、岩苦菜である。

言わぬ色は、言わぬ色である。

言わぬが花は、言わぬが花である。

岩沼は、岩沼である。

岩野は、岩野である。

伊和大神は、伊和大神である。

岩のドームは、岩のドームである。

磐之媛は、磐之媛である。

石之日売は、石之日売である。

岩野泡鳴は、岩野泡鳴である。

岩登りは、岩登りである。

岩海苔は、岩海苔である。

岩場は、岩場である。

言わばは、言わばである。

岩橋は、岩橋である。

石走るは、石走るである。

岩肌は、岩肌である。

岩鼻は、岩鼻である。

岩端は、岩端である。

岩檜葉は、岩檜葉である。

巻柏は、巻柏である。

岩雲雀は、岩雲雀である。

石笛は、石笛である。

岩笛は、岩笛である。



磐笛は、磐笛である。

岩藤は、岩藤である。

岩淵は、岩淵である。

岩船は、岩船である。

磐舟柵は、磐舟柵である。

岩風呂は、岩風呂である。

岩間は、岩間である。

言はまくは、言はまくである。

岩枕は、岩枕である。

言はまし事は、言はまし事である。

岩松は、岩松である。

岩間寺は、岩間寺である。

石見は、石見である。

岩見は、岩見である。

石見銀は、石見銀である。

石見銀山は、石見銀山である。

岩見沢は、岩見沢である。

岩見重太郎は、岩見重太郎である。

岩水は、岩水である。

聚むは、聚むである。

岩虫は、岩虫である。

岩群は、岩群である。

岩室は、岩室である。

岩本は、岩本である。

巌本は、巌本である。

岩本菅は、岩本菅である。

巌本善治は、巌本善治である。

岩物は、岩物である。

岩屋は、岩屋である。

窟は、窟である。

巌谷は、巌谷である。

巌谷一六は、巌谷一六である。

岩屋菊は、岩屋菊である。

巌谷小波は、巌谷小波である。

岩屋戸は、岩屋戸である。

岩山は、岩山である。

磐靫は、磐靫である。

所謂は、所謂である。

いわらじは、いわらじである。

謂れは、謂れである。

磐余は、磐余である。

謂れ因縁は、謂れ因縁である。

言はれざるは、言はれざるである。

言はれたりは、言はれたりである。

謂れ無いは、謂れ無いである。

言はれぬは、言はれぬである。



磐余の池は、磐余の池である。

磐余玉穂宮は、磐余玉穂宮である。

磐余稚桜宮は、磐余稚桜宮である。

岩蓮華は、岩蓮華である。

家ろは、家ろである。

岩緑青は、岩緑青である。

岩曲は、岩曲である。

岩割れ水は、岩割れ水である。

イワンは、イワンである。

言はん方無しは、言はん方無しである。

イワンの馬鹿は、イワンの馬鹿である。

況んやは、況んやである。

ゐは、ゐである。

允は、允である。

引は、引である。

尹は、尹である。

印は、印である。

因は、因である。

咽は、咽である。

姻は、姻である。

胤は、胤である。

音は、音である。

員は、員である。

殷は、殷である。

院は、院である。

寅は、寅である。

淫は、淫である。

婬は、婬である。

陰は、陰である。

飲は、飲である。

隕は、隕である。

蔭は、蔭である。

隠は、隠である。

韻は、韻である。

韵は、韵である。

インは、インである。

隠悪は、隠悪である。

陰圧は、陰圧である。

陰暗は、陰暗である。

因位は、因位である。

陰萎は、陰萎である。

陰イオンは、陰イオンである。

淫佚は、淫佚である。

淫逸は、淫逸である。

隠逸は、隠逸である。

隠逸花は、隠逸花である。



殷殷は、殷殷である。

陰陰は、陰陰である。

隠隠は、隠隠である。

陰陰滅滅は、陰陰滅滅である。

淫雨は、淫雨である。

陰雨は、陰雨である。

陰鬱は、陰鬱である。

いんうんは、いんうんである。

陰雲は、陰雲である。

印影は、印影である。

陰影は、陰影である。

陰翳は、陰翳である。

陰影画法は、陰影画法である。

因縁は、因縁である。

印欧語族は、印欧語族である。

印欧祖語は、印欧祖語である。

陰音階は、陰音階である。

允可は、允可である。

引火は、引火である。

印可は、印可である。

印花は、印花である。

印顆は、印顆である。

姻家は、姻家である。

陰火は、陰火である。

陰架は、陰架である。

隠家は、隠家である。

印画は、印画である。

因果は、因果である。

院画は、院画である。

陰画は、陰画である。

陰晦は、陰晦である。

湮晦は、湮晦である。

員外は、員外である。

院外は、院外である。

員外官は、員外官である。

院外団は、院外団である。

因果応報は、因果応報である。

因果関係は、因果関係である。

因果経は、因果経である。

陰核は、陰核である。

韻学は、韻学である。

因果晒しは、因果晒しである。

印画紙は、印画紙である。

隠花植物は、隠花植物である。

因果性は、因果性である。

院方は、院方である。



引火点は、引火点である。

因果とは、因果とである。

因果人は、因果人である。

印花布は、印花布である。

インカ文明は、インカ文明である。

因果法則は、因果法則である。

インカムは、インカムである。

インカムゲインは、インカムゲインである。

インカメラ手続は、インカメラ手続である。

因果者は、因果者である。

因果物語は、因果物語である。

因果律は、因果律である。

印鑑は、印鑑である。

院勘は、院勘である。

蔭官は、蔭官である。

印鑑証明は、印鑑証明である。

陰関数は、陰関数である。

殷鑑遠からずは、殷鑑遠からずである。

印記は、印記である。

陰気は、陰気である。

陰鬼は、陰鬼である。

インキは、インキである。

院議は、院議である。

陰気臭いは、陰気臭いである。

韻脚は、韻脚である。

淫虐は、淫虐である。

院宮は、院宮である。

飲泣は、飲泣である。

引級は、引級である。

引汲は、引汲である。

インキュナブラは、インキュナブラである。

インキュベーターは、インキュベーターである。

允許は、允許である。

引拠は、引拠である。

殷墟は、殷墟である。

陰虚は、陰虚である。

隠居は、隠居である。

陰茎は、陰茎である。

韻鏡は、韻鏡である。

印形は、印形である。

隠形は、隠形である。

允恭天皇は、允恭天皇である。

陰極は、陰極である。

陰極線は、陰極線である。

陰極線管は、陰極線管である。

隠居差控は、隠居差控である。



隠居番頭は、隠居番頭である。

隠居分は、隠居分である。

殷墟文字は、殷墟文字である。

隠居領は、隠居領である。

引磬は、引磬である。

印金は、印金である。

陰金は、陰金である。

慇懃は、慇懃である。

慇懃講は、慇懃講である。

陰金田虫は、陰金田虫である。

慇懃尾籠は、慇懃尾籠である。

慇懃無礼は、慇懃無礼である。

印矩は、印矩である。

インクは、インクである。

淫具は、淫具である。

イングは、イングである。

院宮給は、院宮給である。

インク消しは、インク消しである。

インクジェットプリンターは、インクジェットプリンターである。

インクスタンドは、インクスタンドである。

インクブロットテストは、インクブロットテストである。

インクラインは、インクラインである。

イングランドは、イングランドである。

イングランド銀行は、イングランド銀行である。

イングリッシュは、イングリッシュである。

イングリッシュブレックファーストは、イングリッシュブレックファーストである。

イングリッシュホルンは、イングリッシュホルンである。

インクリボンは、インクリボンである。

隠君子は、隠君子である。

院家は、院家である。

淫刑は、淫刑である。

隠計は、隠計である。

印契は、印契である。

印華革は、印華革である。

引決は、引決である。

音穴は、音穴である。

隠月は、隠月である。

引見は、引見である。

陰険は、陰険である。

隠見は、隠見である。

隠顕は、隠顕である。

いんげんは、いんげんである。

隠元は、隠元である。

隠顕インクは、隠顕インクである。

いんげん顔は、いんげん顔である。

隠元豆は、隠元豆である。



菜豆は、菜豆である。

鸚哥は、鸚哥である。

音呼は、音呼である。

隠語は、隠語である。

韻語は、韻語である。

引航は、引航である。

印行は、印行である。

印匣は、印匣である。

印香は、印香である。

咽喉は、咽喉である。

淫行は、淫行である。

引業は、引業である。

因業は、因業である。

院号は、院号である。

淫行勧誘罪は、淫行勧誘罪である。

隠公左伝は、隠公左伝である。

インコースは、インコースである。

インコーナーは、インコーナーである。

インゴールは、インゴールである。

印刻は、印刻である。

陰刻は、陰刻である。

陰国は、陰国である。

インゴットは、インゴットである。

戒は、戒である。

インコネルは、インコネルである。

印言は、印言である。

インサーションは、インサーションである。

インサートは、インサートである。

印西は、印西である。

印材は、印材である。

インサイダーは、インサイダーである。

インサイダー取引は、インサイダー取引である。

インサイドは、インサイドである。

インサイドベルトは、インサイドベルトである。

インサイドワークは、インサイドワークである。

往前は、往前である。

印刷は、印刷である。

印刷機は、印刷機である。

印刷局は、印刷局である。

印刷配線は、印刷配線である。

印刷版は、印刷版である。

インザホールは、インザホールである。

飲作用は、飲作用である。

陰惨は、陰惨である。

院参は、院参である。

院参衆は、院参衆である。



印子は、印子である。

印紙は、印紙である。

因子は、因子である。

院司は、院司である。

院使は、院使である。

淫祀は、淫祀である。

淫祠は、淫祠である。

いん祀は、いん祀である。

隠士は、隠士である。

韻士は、韻士である。

印地は、印地である。

印字は、印字である。

印璽は、印璽である。

因地は、因地である。

婬じは、婬じである。

淫事は、淫事である。

淫辞は、淫辞である。

隠事は、隠事である。

陰事は、陰事である。

韻字は、韻字である。

韻事は、韻事である。

往んじは、往んじである。

印地打は、印地打である。

因地打は、因地打である。

インジウムは、インジウムである。

インジェクションは、インジェクションである。

印字機は、印字機である。

インジケーターは、インジケーターである。

インジゴは、インジゴである。

インジゴイド染料は、インジゴイド染料である。

印紙税は、印紙税である。

陰湿は、陰湿である。

陰隲文は、陰隲文である。

因子分析は、因子分析である。

印紙法は、印紙法である。

隠者は、隠者である。

隠者上戸は、隠者上戸である。

インジャリータイムは、インジャリータイムである。

飲酒は、飲酒である。

印呪は、印呪である。

印綬は、印綬である。

院主は、院主である。

陰樹は、陰樹である。

引首印は、引首印である。

因州は、因州である。

因習は、因習である。



因襲は、因襲である。

隠州は、隠州である。

院中は、院中である。

淫縦は、淫縦である。

隠修士は、隠修士である。

インシュリンは、インシュリンである。

インシュレーションボードは、インシュレーションボードである。

因循は、因循である。

因循姑息は、因循姑息である。

音書は、音書である。

淫書は、淫書である。

韻書は、韻書である。

院助は、院助である。

淫女は、淫女である。

隠所は、隠所である。

引証は、引証である。

引照は、引照である。

印床は、印床である。

印章は、印章である。

印象は、印象である。

陰証は、陰証である。

引声は、引声である。

引唱は、引唱である。

引接は、引接である。

引摂は、引摂である。

因乗は、因乗である。

引請阿闍梨は、引請阿闍梨である。

印象主義は、印象主義である。

印象付けるは、印象付けるである。

印象的は、印象的である。

印象派は、印象派である。

印象批評は、印象批評である。

印色は、印色である。

飲食は、飲食である。

印褥は、印褥である。

茵蓐は、茵蓐である。

飲食物は、飲食物である。

姻親は、姻親である。

音信は、音信である。

殷賑は、殷賑である。

陰唇は、陰唇である。

陰森は、陰森である。

印信は、印信である。

殷賑産業は、殷賑産業である。

音信物は、音信物である。

引頭は、引頭である。



員数は、員数である。

韻図は、韻図である。

淫水は、淫水である。

因数は、因数である。

因数定理は、因数定理である。

因数分解は、因数分解である。

印子金は、印子金である。

インスタレーションは、インスタレーションである。

インスタントは、インスタントである。

インスタント写真は、インスタント写真である。

インスタント食品は、インスタント食品である。

インスティチューションは、インスティチューションである。

インスティチュートは、インスティチュートである。

インストールは、インストールである。

インストラクターは、インストラクターである。

インストルメンタリズムは、インストルメンタリズムである。

インストルメンタルは、インストルメンタルである。

インスピレーションは、インスピレーションである。

インスブルックは、インスブルックである。

インスリンは、インスリンである。

印するは、印するである。

淫するは、淫するである。

印施は、印施である。

殷盛は、殷盛である。

院生は、院生である。

院政は、院政である。

淫声は、淫声である。

陰性は、陰性である。

陰晴は、陰晴である。

隕星は、隕星である。

隠棲は、隠棲である。

隠栖は、隠栖である。

印税は、印税である。

引声阿弥陀経は、引声阿弥陀経である。

院政期は、院政期である。

陰生植物は、陰生植物である。

引声念仏は、引声念仏である。

引赤は、引赤である。

引責は、引責である。

姻戚は、姻戚である。

茵席は、茵席である。

隕石は、隕石である。

隕石孔は、隕石孔である。

インセストは、インセストである。

陰銭は、陰銭である。

陰線は、陰線である。



院宣は、院宣である。

隠然は、隠然である。

陰旋法は、陰旋法である。

引座は、引座である。

印相は、印相である。

姻族は、姻族である。

引率は、引率である。

インターは、インターである。

インターカレッジは、インターカレッジである。

インターセプトは、インターセプトである。

インタータイプは、インタータイプである。

インターチェンジは、インターチェンジである。

インターナショナリズムは、インターナショナリズムである。

インターナショナルは、インターナショナルである。

インターネットは、インターネットである。

インターハイは、インターハイである。

インターバルは、インターバルである。

インターバルトレーニングは、インターバルトレーニングである。

インターバンクは、インターバンクである。

インターバンク市場は、インターバンク市場である。

インターバンク取引は、インターバンク取引である。

インターフェアは、インターフェアである。

インターフェースは、インターフェースである。

インターフェロンは、インターフェロンである。

インタープリターは、インタープリターである。

インターポールは、インターポールである。

インターホンは、インターホンである。

インターラーケンは、インターラーケンである。

インターロイキンは、インターロイキンである。

インターンは、インターンである。

引退は、引退である。

院体は、院体である。

隠退は、隠退である。

院代は、院代である。

隠退蔵物資は、隠退蔵物資である。

尹大納言は、尹大納言である。

隠宅は、隠宅である。

インダクションは、インダクションである。

インダクタンスは、インダクタンスである。

インダスは、インダスである。

インダストリアルは、インダストリアルである。

インダストリアルエンジニアリングは、インダストリアルエンジニアリングである。

インダストリアルデザインは、インダストリアルデザインである。

インダス文明は、インダス文明である。

インタビューは、インタビューである。

因陀羅は、因陀羅である。



因陀羅網は、因陀羅網である。

インタレストは、インタレストである。

インタロゲーションマークは、インタロゲーションマークである。

インダンスレン染料は、インダンスレン染料である。

引致は、引致である。

印池は、印池である。

韻致は、韻致である。

インチは、インチである。

いんちきは、いんちきである。

印鈕は、印鈕である。

飲中八仙歌は、飲中八仙歌である。

院庁は、院庁である。

院長は、院長である。

仁川は、仁川である。

銀子は、銀子である。

員子は、員子である。

犬付は、犬付である。

陰梃は、陰梃である。

インディアは、インディアである。

インディアスは、インディアスである。

インディアナは、インディアナである。

インディアナポリスは、インディアナポリスである。

インディアペーパーは、インディアペーパーである。

インディアンは、インディアンである。

インディアン座は、インディアン座である。

インディアンサマーは、インディアンサマーである。

インディオは、インディオである。

インディカは、インディカである。

インディゴは、インディゴである。

インティファーダは、インティファーダである。

インデクセーションは、インデクセーションである。

インテグラルは、インテグラルである。

インテグレーションは、インテグレーションである。

隕鉄は、隕鉄である。

インデックスは、インデックスである。

インデックスファンドは、インデックスファンドである。

インデペンデンツは、インデペンデンツである。

インテリは、インテリである。

インテリアは、インテリアである。

インテリアデザインは、インテリアデザインである。

インテリゲンチアは、インテリゲンチアである。

インテリジェンスは、インテリジェンスである。

インテリジェントは、インテリジェントである。

インテリジェントビルは、インテリジェントビルである。

インテルは、インテルである。

インテルサットは、インテルサットである。



インテルメッツォは、インテルメッツォである。

インテレクチュアルは、インテレクチュアルである。

インテレクトは、インテレクトである。

印篆は、印篆である。

院展は、院展である。

院殿は、院殿である。

隠田は、隠田である。

印伝は、印伝である。

陰電気は、陰電気である。

陰電子は、陰電子である。

印度は、印度である。

インドアは、インドアである。

インドアーリア語派は、インドアーリア語派である。

インド藍は、インド藍である。

インド赤は、インド赤である。

インド亜大陸は、インド亜大陸である。

インド医学は、インド医学である。

印刀は、印刀である。

咽頭は、咽頭である。

淫蕩は、淫蕩である。

引導は、引導である。

咽頭炎は、咽頭炎である。

隠頭花序は、隠頭花序である。

インド牛は、インド牛である。

インドールは、インドールである。

インドール酢酸は、インドール酢酸である。

インド黄は、インド黄である。

インド教は、インド教である。

陰徳は、陰徳である。

隠匿は、隠匿である。

隠匿行為は、隠匿行為である。

隠匿罪は、隠匿罪である。

インド孔雀は、インド孔雀である。

インドクトリネーションは、インドクトリネーションである。

インド語族は、インド語族である。

インド語は、インド語である。

インド航路は、インド航路である。

インドゴムの樹は、インドゴムの樹である。

印度更紗は、印度更紗である。

印度支那は、印度支那である。

印度支那戦争は、印度支那戦争である。

印度支那難民は、印度支那難民である。

インド水牛は、インド水牛である。

インド象は、インド象である。

印度哲学は、印度哲学である。

イントネーションは、イントネーションである。



インドネシアは、インドネシアである。

インドネシア語は、インドネシア語である。

インドネシア語派は、インドネシア語派である。

インドネシア諸族は、インドネシア諸族である。

インド鮪は、インド鮪である。

インドメタシンは、インドメタシンである。

インド洋は、インド洋である。

インドヨーロッパ語族は、インドヨーロッパ語族である。

インドラは、インドラである。

イントラネットは、イントラネットである。

インド林檎は、インド林檎である。

イントレランスは、イントレランスである。

イントロは、イントロである。

イントロダクションは、イントロダクションである。

イントロンは、イントロンである。

インド綿は、インド綿である。

インド綿木は、インド綿木である。

隠遁は、隠遁である。

インナーは、インナーである。

インナーキャビネットは、インナーキャビネットである。

員内は、員内である。

院内は、院内である。

院内感染は、院内感染である。

院内銀山は、院内銀山である。

院内総務は、院内総務である。

陰には、陰にである。

印肉は、印肉である。

廴繞は、廴繞である。

隠忍は、隠忍である。

隠忍自重は、隠忍自重である。

因縁尽は、因縁尽である。

因縁話は、因縁話である。

陰嚢は、陰嚢である。

院の蔵人は、院の蔵人である。

インノケンティウスは、インノケンティウスである。

犬の子は、犬の子である。

院の御所は、院の御所である。

因島は、因島である。

因ノ島は、因ノ島である。

院庄は、院庄である。

インノセントは、インノセントである。

院庁下文は、院庁下文である。

院の伝奏は、院の伝奏である。

陰の節は、陰の節である。

院別当は、院別当である。

院の帝は、院の帝である。



院の武者所は、院の武者所である。

院派は、院派である。

インバーは、インバーである。

インバーターは、インバーターである。

インバーター制御は、インバーター制御である。

インバールは、インバールである。

インパールは、インパールである。

淫売は、淫売である。

淫売婦は、淫売婦である。

淫売屋は、淫売屋である。

インパクトは、インパクトである。

インパクトローンは、インパクトローンである。

インパストは、インパストである。

印旛沼は、印旛沼である。

インバネスは、インバネスである。

インパラは、インパラである。

インパルスは、インパルスである。

印判は、印判である。

印版は、印版である。

印板は、印板である。

印判状は、印判状である。

淫靡は、淫靡である。

隠微は、隠微である。

韻尾は、韻尾である。

隠避は、隠避である。

インピーダンスは、インピーダンスである。

インビトロは、インビトロである。

インビボは、インビボである。

隠火箭は、隠火箭である。

隠火矢は、隠火矢である。

允武は、允武である。

陰部は、陰部である。

印譜は、印譜である。

殷富は、殷富である。

淫婦は、淫婦である。

陰阜は、陰阜である。

陰符は、陰符である。

韻譜は、韻譜である。

インファイトは、インファイトである。

インフィールドは、インフィールドである。

インフィールドフライは、インフィールドフライである。

淫風は、淫風である。

陰風は、陰風である。

インフェリオリティーコンプレックスは、インフェリオリティーコンプレックスである。

インフェルノは、インフェルノである。

インフォーマルは、インフォーマルである。



インフォーマントは、インフォーマントである。

インフォームドコンセントは、インフォームドコンセントである。

インフォメーションは、インフォメーションである。

隠伏は、隠伏である。

引物は、引物である。

音物は、音物である。

印仏は、印仏である。

インプットは、インプットである。

殷富門は、殷富門である。

インフラは、インフラである。

インフラストラクチャーは、インフラストラクチャーである。

インプリンティングは、インプリンティングである。

インフルエンザは、インフルエンザである。

インフレは、インフレである。

インプレーは、インプレーである。

インフレーションは、インフレーションである。

インフレーション宇宙は、インフレーション宇宙である。

インフレギャップは、インフレギャップである。

インプレッショニズムは、インプレッショニズムである。

インプレッションは、インプレッションである。

インフレヘッジは、インフレヘッジである。

インプロヴィゼーションは、インプロヴィゼーションである。

允文は、允文である。

印文は、印文である。

陰文は、陰文である。

韻文は、韻文である。

允文允武は、允文允武である。

韻文劇は、韻文劇である。

院分国は、院分国である。

忌瓮は、忌瓮である。

隠蔽は、隠蔽である。

陰蔽は、陰蔽である。

隠蔽色は、隠蔽色である。

インベーダーは、インベーダーである。

斎部広成は、斎部広成である。

伊部焼は、伊部焼である。

インペリアリズムは、インペリアリズムである。

インベルターゼは、インベルターゼである。

インヘルノは、インヘルノである。

韻母は、韻母である。

インポは、インポである。

インボイスは、インボイスである。

陰謀は、陰謀である。

隠謀は、隠謀である。

インポートは、インポートである。

湮没は、湮没である。



インポテンツは、インポテンツである。

インボリュートは、インボリュートである。

インボリュート歯車は、インボリュート歯車である。

淫犯は、淫犯である。

印本は、印本である。

院本は、院本である。

淫本は、淫本である。

淫奔は、淫奔である。

インマヌエルは、インマヌエルである。

インマルサットは、インマルサットである。

印明は、印明である。

因明は、因明である。

陰明門は、陰明門である。

湮滅は、湮滅である。

堙滅は、堙滅である。

隠滅は、隠滅である。

インメモリアムは、インメモリアムである。

印面は、印面である。

印綿は、印綿である。

恁もは、恁もである。

陰毛は、陰毛である。

インモラルは、インモラルである。

院守は、院守である。

音問は、音問である。

陰門は、陰門である。

印鑰は、印鑰である。

印鎰は、印鎰である。

淫薬は、淫薬である。

隠約は、隠約である。

引喩は、引喩である。

因由は、因由である。

隠喩は、隠喩である。

隠喩法は、隠喩法である。

引用は、引用である。

陰葉は、陰葉である。

陰陽は、陰陽である。

飲用は、飲用である。

陰陽家は、陰陽家である。

淫羊かくは、淫羊かくである。

陰陽五行説は、陰陽五行説である。

引用符は、引用符である。

引用法は、引用法である。

陰陽和合は、陰陽和合である。

淫欲は、淫欲である。

インラインスケートは、インラインスケートである。

淫楽は、淫楽である。



淫乱は、淫乱である。

韻律は、韻律である。

飲料は、飲料である。

飲量は、飲量である。

蔭涼軒日録は、蔭涼軒日録である。

飲料水は、飲料水である。

引力は、引力である。

隠淪は、隠淪である。

引例は、引例である。

インレーは、インレーである。

陰暦は、陰暦である。

印籠は、印籠である。

印籠刻みは、印籠刻みである。

印籠決は、印籠決である。

印籠漬は、印籠漬である。

印籠蓋は、印籠蓋である。

印籠湯葉は、印籠湯葉である。

淫猥は、淫猥である。

うは、うである。

ウは、ウである。

卯は、卯である。

兎は、兎である。

諾は、諾である。

鵜は、鵜である。

右は、右である。

宇は、宇である。

有は、有である。

羽は、羽である。

迂は、迂である。

禹は、禹である。

烏は、烏である。

坐は、坐である。

得は、得である。

ヴァーグナーは、ヴァーグナーである。

ヴァージナルは、ヴァージナルである。

ヴァージニアは、ヴァージニアである。

ヴァージニアウルフなんか恐くないは、ヴァージニアウルフなんか恐くないである。

ヴァージルは、ヴァージルである。

ヴァーモントは、ヴァーモントである。

ヴァーラーナシーは、ヴァーラーナシーである。

ヴァールブルクは、ヴァールブルクである。

ヴァイオルは、ヴァイオルである。

ヴァイキングは、ヴァイキングである。

ヴァイシェーシカは、ヴァイシェーシカである。

ヴァイシャは、ヴァイシャである。

ヴァイスマンは、ヴァイスマンである。



ヴァザーリは、ヴァザーリである。

ヴァスコダガマは、ヴァスコダガマである。

ヴァスバンドゥは、ヴァスバンドゥである。

ヴァチカノは、ヴァチカノである。

ヴァチカンは、ヴァチカンである。

ヴァヌアツは、ヴァヌアツである。

ヴァラナシは、ヴァラナシである。

ヴァリニャーノは、ヴァリニャーノである。

ヴァルガは、ヴァルガである。

ヴァルカンは、ヴァルカンである。

ヴァルダナ朝は、ヴァルダナ朝である。

ヴァルダマーナは、ヴァルダマーナである。

ヴァルナは、ヴァルナである。

ヴァルネラビリティーは、ヴァルネラビリティーである。

ヴァレッタは、ヴァレッタである。

ヴァレリーは、ヴァレリーである。

ヴァレンチノは、ヴァレンチノである。

ウァロは、ウァロである。

ヴァロワ王朝は、ヴァロワ王朝である。

ヴァンアイクは、ヴァンアイクである。

ヴァン帯は、ヴァン帯である。

ヴァンクーヴァーは、ヴァンクーヴァーである。

雨安居は、雨安居である。

ヴァンゴッホは、ヴァンゴッホである。

ヴァンダイクは、ヴァンダイクである。

ヴァンダルは、ヴァンダルである。

ヴァンデヴェルデは、ヴァンデヴェルデである。

ウィは、ウィである。

宇井は、宇井である。

有為は、有為である。

羽衣は、羽衣である。

雨意は、雨意である。

憂いは、憂いである。

初は、初である。

Ｖは、Ｖである。

ｖは、ｖである。

ヴィーは、ヴィーである。

ウィークは、ウィークである。

ウィークエンドは、ウィークエンドである。

ウィークエンドハウスは、ウィークエンドハウスである。

ウィークデーは、ウィークデーである。

ウィークポイントは、ウィークポイントである。

ウィークボソンは、ウィークボソンである。

ウィークリーは、ウィークリーである。

ヴィーコは、ヴィーコである。

ウィーゼルは、ウィーゼルである。



ヴィーナは、ヴィーナである。

ウィーナーは、ウィーナーである。

ヴィーナスは、ヴィーナスである。

ウィービングは、ウィービングである。

ウィーラントは、ウィーラントである。

ヴィールスは、ヴィールスである。

ウィーンは、ウィーンである。

ウィーン会議は、ウィーン会議である。

ウィーン学団は、ウィーン学団である。

ウィーン学派は、ウィーン学派である。

ウィーン楽派は、ウィーン楽派である。

ウィーン古典派は、ウィーン古典派である。

ウィーン条約は、ウィーン条約である。

ウィーン大学は、ウィーン大学である。

ウィーン美術史博物館は、ウィーン美術史博物館である。

ヴィヴァーチェは、ヴィヴァーチェである。

ヴィヴァルディは、ヴィヴァルディである。

回回教は、回回教である。

初初しいは、初初しいである。

ヴィヴィッドは、ヴィヴィッドである。

ヴィエトは、ヴィエトである。

ヴィエンチャンは、ヴィエンチャンである。

ヴィオールは、ヴィオールである。

ヴィオラは、ヴィオラである。

ヴィオロンは、ヴィオロンである。

ヴィオロンチェロは、ヴィオロンチェロである。

初冠は、初冠である。

雨域は、雨域である。

禹域は、禹域である。

茴香は、茴香である。

茴香水は、茴香水である。

茴香油は、茴香油である。

ウィクセルは、ウィクセルである。

ヴィクトリアは、ヴィクトリアである。

ヴィクトリア勲章は、ヴィクトリア勲章である。

ウィグナーは、ウィグナーである。

ウィグモアは、ウィグモアである。

ウィクリフは、ウィクリフである。

ウイグルは、ウイグルである。

ウイグル語は、ウイグル語である。

初見参は、初見参である。

初子は、初子である。

初笄は、初笄である。

初言は、初言である。

初事は、初事である。

初産は、初産である。



泥土は、泥土である。

ヴィシーは、ヴィシーである。

ヴィシェグラードは、ヴィシェグラードである。

ヴィジャヤナガル朝は、ヴィジャヤナガル朝である。

ヴィシュヌは、ヴィシュヌである。

初陣は、初陣である。

ウィスキーは、ウィスキーである。

ウィスキーボンボンは、ウィスキーボンボンである。

ウィスコンシンは、ウィスコンシンである。

ヴィスコンティは、ヴィスコンティである。

ういするは、ういするである。

ヴィスワは、ヴィスワである。

ヴィセンテは、ヴィセンテである。

ヴィソーツキーは、ヴィソーツキーである。

ウィダール反応は、ウィダール反応である。

初立ちは、初立ちである。

初他火は、初他火である。

ウィッケットは、ウィッケットである。

ヴィッセンシャフトは、ヴィッセンシャフトである。

ウィッテは、ウィッテである。

ウィッテンベルクは、ウィッテンベルクである。

ウイットは、ウイットである。

ウィットフォーゲルは、ウィットフォーゲルである。

ヴィットリーニは、ヴィットリーニである。

ヴィットリオエマヌエレは、ヴィットリオエマヌエレである。

ウィディアは、ウィディアである。

有為転変は、有為転変である。

ウィドーは、ウィドーである。

ウィトゲンシュタインは、ウィトゲンシュタインである。

ウィトルウィウスは、ウィトルウィウスである。

ウイナーは、ウイナーである。

初には、初にである。

ヴィニーは、ヴィニーである。

ウィニペグは、ウィニペグである。

ウイニングは、ウイニングである。

ウイニングショットは、ウイニングショットである。

ウイニングボールは、ウイニングボールである。

初の子は、初の子である。

宇井伯寿は、宇井伯寿である。

初花は、初花である。

ヴィブラフォンは、ヴィブラフォンである。

ヴィブリオは、ヴィブリオである。

有為法は、有為法である。

初枕は、初枕である。

初孫は、初孫である。

初学びは、初学びである。



有為無常は、有為無常である。

初裳は、初裳である。

初山踏みは、初山踏みである。

うひ山ぶみは、うひ山ぶみである。

ヴィヨンは、ヴィヨンである。

ヴィラは、ヴィラである。

ヴィラロボスは、ヴィラロボスである。

ウィリアムは、ウィリアムである。

ウィリアムズは、ウィリアムズである。

ウィリアムテルは、ウィリアムテルである。

ウィリーは、ウィリーである。

ヴィリエドリラダンは、ヴィリエドリラダンである。

ヴィリジェルモは、ヴィリジェルモである。

ウィリスは、ウィリスである。

ヴィリニュスは、ヴィリニュスである。

ヴィリヨンは、ヴィリヨンである。

ウィルキンズは、ウィルキンズである。

ウィルキンソンは、ウィルキンソンである。

ウィルシュテッターは、ウィルシュテッターである。

ウイルスは、ウイルスである。

ウイルス肝炎は、ウイルス肝炎である。

ウィルソンは、ウィルソンである。

ウィルソン霧箱は、ウィルソン霧箱である。

ウィルソン山天文台は、ウィルソン山天文台である。

ウィルソン病は、ウィルソン病である。

ウィルタは、ウィルタである。

ヴィルドラックは、ヴィルドラックである。

ウィルバーフォースは、ウィルバーフォースである。

ウィルヒョウは、ウィルヒョウである。

ウィルヘルムは、ウィルヘルムである。

ウィルヘルムテルは、ウィルヘルムテルである。

ウィルヘルムマイスターは、ウィルヘルムマイスターである。

外郎は、外郎である。

外郎売は、外郎売である。

右院は、右院である。

ウィンカーは、ウィンカーである。

ウィンクは、ウィンクである。

ウィングは、ウィングである。

ウィングポンプは、ウィングポンプである。

ヴィンケルマンは、ヴィンケルマンである。

ウィンザーは、ウィンザーである。

ウィンザー公は、ウィンザー公である。

ウィンザーノットは、ウィンザーノットである。

ヴィンソンは、ヴィンソンである。

ウィンターは、ウィンターである。

ウィンタースポーツは、ウィンタースポーツである。



ウィンダウスは、ウィンダウスである。

ウィンチは、ウィンチである。

ウィンチェスターは、ウィンチェスターである。

ウィンチェスター銃は、ウィンチェスター銃である。

ウィンデルバントは、ウィンデルバントである。

ウィンドは、ウィンドである。

ウィンドウズは、ウィンドウズである。

ウィンドーは、ウィンドーである。

ウィンドーショッピングは、ウィンドーショッピングである。

ウィンドーディスプレーは、ウィンドーディスプレーである。

ウィンドードレッシングは、ウィンドードレッシングである。

ウィンドーファンは、ウィンドーファンである。

ウィンドクラストは、ウィンドクラストである。

ウィンドサーフィンは、ウィンドサーフィンである。

ウィンドシアーは、ウィンドシアーである。

ウィントフックは、ウィントフックである。

ウィンドブレーカーは、ウィンドブレーカーである。

ウィンドミルは、ウィンドミルである。

ウィンドヤッケは、ウィンドヤッケである。

ウィンドローズは、ウィンドローズである。

ウィンナは、ウィンナである。

ウィンナコーヒーは、ウィンナコーヒーである。

ウィンナソーセージは、ウィンナソーセージである。

ウィンナワルツは、ウィンナワルツである。

ウィンパーは、ウィンパーである。

ウィンブルドンは、ウィンブルドンである。

飢うは、飢うである。

植うは、植うである。

ううは、ううである。

ウーステッドは、ウーステッドである。

ウードは、ウードである。

ウーヌは、ウーヌである。

ウーファーは、ウーファーである。

ウーマンは、ウーマンである。

ウーマンパワーは、ウーマンパワーである。

ウーマンリブは、ウーマンリブである。

ウーラントは、ウーラントである。

ウーリーナイロンは、ウーリーナイロンである。

ウールは、ウールである。

ウールマークは、ウールマークである。

ウーレンベックは、ウーレンベックである。

烏竜茶は、烏竜茶である。

ううんは、ううんである。

上は、上である。

飢えは、飢えである。

餓えは、餓えである。



饑えは、饑えである。

筌は、筌である。

ウェアは、ウェアである。

植え傷みは、植え傷みである。

ウェイトは、ウェイトである。

ヴェイユは、ヴェイユである。

ウェインは、ウェインである。

上上は、上上である。

ウェーは、ウェーである。

ウェーク島は、ウェーク島である。

ウェーゲナーは、ウェーゲナーである。

ヴェーダは、ヴェーダである。

ウェーターは、ウェーターである。

ヴェーダーンタは、ヴェーダーンタである。

ウェーデルンは、ウェーデルンである。

ウェートは、ウェートである。

ウェードは、ウェードである。

ウェートリフティングは、ウェートリフティングである。

ウェートレスは、ウェートレスである。

ウェーバは、ウェーバである。

ウェーバーは、ウェーバーである。

ウェーバーの法則は、ウェーバーの法則である。

ウェーブは、ウェーブである。

ウェーファーは、ウェーファーである。

ウェーベルンは、ウェーベルンである。

ウェーラーは、ウェーラーである。

ウェーリーは、ウェーリーである。

ヴェールは、ヴェールである。

ウェールズは、ウェールズである。

ウェールズ語は、ウェールズ語である。

ヴェガは、ヴェガである。

植え髪は、植え髪である。

植木は、植木である。

植木市は、植木市である。

植木枝盛は、植木枝盛である。

植木算は、植木算である。

植木職は、植木職である。

植木鉢は、植木鉢である。

右掖門は、右掖門である。

植ゑぐよしは、植ゑぐよしである。

ヴェゲナーは、ヴェゲナーである。

上越すは、上越すである。

植込みは、植込みである。

植込みボルトは、植込みボルトである。

植え込むは、植え込むである。

上真行は、上真行である。



上様は、上様である。

上方は、上方である。

ヴェサリウスは、ヴェサリウスである。

植字は、植字である。

上下は、上下である。

餓え死には、餓え死にである。

植字版は、植字版である。

上島は、上島である。

上島鬼貫は、上島鬼貫である。

上白は、上白である。

植代掻きは、植代掻きである。

ウエスは、ウエスである。

ヴェスヴィオは、ヴェスヴィオである。

ウェスカーは、ウェスカーである。

上姿は、上姿である。

上杉は、上杉である。

上杉景勝は、上杉景勝である。

上杉謙信は、上杉謙信である。

上杉定正は、上杉定正である。

上杉重房は、上杉重房である。

上杉慎吉は、上杉慎吉である。

上杉禅秀は、上杉禅秀である。

上杉憲顕は、上杉憲顕である。

上杉憲実は、上杉憲実である。

上杉憲政は、上杉憲政である。

上杉鷹山は、上杉鷹山である。

ウェスタは、ウェスタである。

ウェスターマークは、ウェスターマークである。

ウェスタンは、ウェスタンである。

ウェスタングリップは、ウェスタングリップである。

ウェスティングハウスは、ウェスティングハウスである。

ウェストは、ウェストである。

ウェストヴァージニアは、ウェストヴァージニアである。

ウェストコーストは、ウェストコーストである。

ウェストコートは、ウェストコートである。

ウェストサイドは、ウェストサイドである。

ウェストニッパーは、ウェストニッパーである。

ウェストファリアは、ウェストファリアである。

ウェストファリア条約は、ウェストファリア条約である。

ウェストポイントは、ウェストポイントである。

ウェストポーチは、ウェストポーチである。

ウェストボールは、ウェストボールである。

ウェストミンスターは、ウェストミンスターである。

ウェストミンスター憲章は、ウェストミンスター憲章である。

ウェストミンスター寺院は、ウェストミンスター寺院である。

ウェストラインは、ウェストラインである。



ウェストンは、ウェストンである。

ウェスパシアヌスは、ウェスパシアヌスである。

ヴェスプッチは、ヴェスプッチである。

ウェスレーは、ウェスレーである。

ヴェズレーは、ヴェズレーである。

ウェセックスは、ウェセックスである。

植初めは、植初めである。

植田は、植田である。

上田秋成は、上田秋成である。

上田万年は、上田万年である。

上田縞は、上田縞である。

上田敏は、上田敏である。

上田三四二は、上田三四二である。

羽越は、羽越である。

上つ方は、上つ方である。

植え月は、植え月である。

植付けは、植付けである。

植付け籠りは、植付け籠りである。

植付け半作は、植付け半作である。

植え付けるは、植え付けるである。

ウェッジソールは、ウェッジソールである。

ウェットは、ウェットである。

ウェットスーツは、ウェットスーツである。

ウェッブは、ウェッブである。

上局は、上局である。

羽越本線は、羽越本線である。

ウェディングは、ウェディングである。

ウェディングケーキは、ウェディングケーキである。

ウェディングドレスは、ウェディングドレスである。

ウェディングマーチは、ウェディングマーチである。

ウェディングリングは、ウェディングリングである。

ウェデキントは、ウェデキントである。

ヴェテランは、ヴェテランである。

上頭は、上頭である。

ヴェトナムは、ヴェトナムである。

ヴェトミンは、ヴェトミンである。

上無しは、上無しである。

ヴェニスは、ヴェニスである。

ヴェニスの商人は、ヴェニスの商人である。

ウェヌスは、ウェヌスである。

ヴェネツィアは、ヴェネツィアである。

ヴェネツィア派は、ヴェネツィア派である。

上野は、上野である。

上野駅は、上野駅である。

上の男は、上の男である。

表の御衣は、表の御衣である。



表衣は、表衣である。

上野公園は、上野公園である。

上の候は、上の候である。

上野俊之丞は、上野俊之丞である。

上野戦争は、上野戦争である。

上の雑仕は、上の雑仕である。

上野図書館は、上野図書館である。

上の女房は、上の女房である。

表袴は、表袴である。

上野原は、上野原である。

上野彦馬は、上野彦馬である。

上の判官は、上の判官である。

ウエハーは、ウエハーである。

上八軒は、上八軒である。

上原は、上原である。

上原勇作は、上原勇作である。

植髭は、植髭である。

上人は、上人である。

ウェファースは、ウェファースである。

上臥しは、上臥しである。

ウェブスターは、ウェブスターである。

ヴェブレンは、ヴェブレンである。

ウエペケレは、ウエペケレである。

植え疱瘡は、植え疱瘡である。

上町者は、上町者である。

植え溝は、植え溝である。

上宮仕は、上宮仕である。

上村は、上村である。

植村は、植村である。

上村松園は、上村松園である。

植村直己は、植村直己である。

植村文楽軒は、植村文楽軒である。

植村正久は、植村正久である。

植女は、植女である。

植え物は、植え物である。

右衛門は、右衛門である。

右衛門督は、右衛門督である。

右衛門の陣は、右衛門の陣である。

右衛門府は、右衛門府である。

上屋は、上屋である。

ヴェラーレンは、ヴェラーレンである。

ヴェラスケスは、ヴェラスケスである。

ヴェリズモは、ヴェリズモである。

ウェリントンは、ウェリントンである。

飢えるは、飢えるである。

餓えるは、餓えるである。



饑えるは、饑えるである。

植えるは、植えるである。

ウェルウィッチアは、ウェルウィッチアである。

ヴェルガは、ヴェルガである。

ウェルカムは、ウェルカムである。

ウェルギリウスは、ウェルギリウスである。

ヴェルコールは、ヴェルコールである。

ヴェルサイユは、ヴェルサイユである。

ヴェルサイユ宮殿は、ヴェルサイユ宮殿である。

ヴェルサイユ条約は、ヴェルサイユ条約である。

ヴェルサイユ体制は、ヴェルサイユ体制である。

ウェルズは、ウェルズである。

ウェルター級は、ウェルター級である。

ウェルダンは、ウェルダンである。

ヴェルダンは、ヴェルダンである。

ヴェルダン条約は、ヴェルダン条約である。

ヴェルディは、ヴェルディである。

ウェルテルは、ウェルテルである。

ウェルトハイマーは、ウェルトハイマーである。

ヴェルトフは、ヴェルトフである。

ウェルナーは、ウェルナーである。

ウェルニッケ中枢は、ウェルニッケ中枢である。

ヴェルヌは、ヴェルヌである。

ヴェルハーレンは、ヴェルハーレンである。

ウェルフェルは、ウェルフェルである。

ヴェルフリンは、ヴェルフリンである。

ヴェルレーヌは、ヴェルレーヌである。

ヴェローナは、ヴェローナである。

ヴェロッキオは、ヴェロッキオである。

ヴェロニカは、ヴェロニカである。

ヴェロネーゼは、ヴェロネーゼである。

上童は、上童である。

有縁は、有縁である。

迂遠は、迂遠である。

烏焉は、烏焉である。

ヴェンチュリ計は、ヴェンチュリ計である。

魚市場は、魚市場である。

右往左往は、右往左往である。

ウォーは、ウォーである。

ヴォーヴナルグは、ヴォーヴナルグである。

ウォーカーは、ウォーカーである。

ウォーキングは、ウォーキングである。

ウォーキングシューズは、ウォーキングシューズである。

ウォーキングディクショナリーは、ウォーキングディクショナリーである。

ウォークは、ウォークである。

ウォークインクロゼットは、ウォークインクロゼットである。



ウォークマンは、ウォークマンである。

ヴォージュラは、ヴォージュラである。

ウォーターは、ウォーターである。

ウォータークーラーは、ウォータークーラーである。

ウォータークロゼットは、ウォータークロゼットである。

ウォーターゲート事件は、ウォーターゲート事件である。

ウォーターシュートは、ウォーターシュートである。

ウォーターハザードは、ウォーターハザードである。

ウォータープルーフは、ウォータープルーフである。

ウォーターフロントは、ウォーターフロントである。

ウォーターポロは、ウォーターポロである。

ヴォータンは、ヴォータンである。

ウォードは、ウォードである。

ウォートンは、ウォートンである。

ウォーホルは、ウォーホルである。

ウォーマーは、ウォーマーである。

ウォーミングアップは、ウォーミングアップである。

ウォームアップは、ウォームアップである。

ウォーム歯車は、ウォーム歯車である。

ウォーラーステインは、ウォーラーステインである。

ウォール街は、ウォール街である。

ウォールキャビネットは、ウォールキャビネットである。

ウォールトンは、ウォールトンである。

ウォーレスは、ウォーレスである。

ウォーレス線は、ウォーレス線である。

魚河岸は、魚河岸である。

魚滓は、魚滓である。

魚断は、魚断である。

魚串は、魚串である。

魚心は、魚心である。

魚座は、魚座である。

魚島時は、魚島時である。

魚醤油は、魚醤油である。

魚蝨は、魚蝨である。

魚鋤は、魚鋤である。

ヴォストークは、ヴォストークである。

魚説経は、魚説経である。

魚説法は、魚説法である。

魚鷹は、魚鷹である。

魚店は、魚店である。

魚津は、魚津である。

ウォツカは、ウォツカである。

魚付林は、魚付林である。

ウォッシャブルは、ウォッシャブルである。

ウォッシュアンドウェアは、ウォッシュアンドウェアである。

ウォッチは、ウォッチである。



ウォッチャーは、ウォッチャーである。

ウォッチングは、ウォッチングである。

魚釣は、魚釣である。

ウォトカは、ウォトカである。

魚荷は、魚荷である。

魚の棚は、魚の棚である。

鰾は、鰾である。

魚の目は、魚の目である。

魚醤は、魚醤である。

魚偏は、魚偏である。

魚見は、魚見である。

魚味噌は、魚味噌である。

魚貰いは、魚貰いである。

魚屋は、魚屋である。

ウォラストンは、ウォラストンである。

ヴォラピュークは、ヴォラピュークである。

ウォリスは、ウォリスである。

ヴォルガは、ヴォルガである。

ヴォルガの舟唄は、ヴォルガの舟唄である。

ヴォルゴグラードは、ヴォルゴグラードである。

ヴォルタは、ヴォルタである。

ヴォルテールは、ヴォルテールである。

ウォルトンは、ウォルトンである。

ウォルナットは、ウォルナットである。

ウォルフは、ウォルフである。

ウォルフ管は、ウォルフ管である。

ウォルフ体は、ウォルフ体である。

ウォルフラムは、ウォルフラムである。

ウォルフラム鋼は、ウォルフラム鋼である。

ヴォルフラムフォンエッシェンバハは、ヴォルフラムフォンエッシェンバハである。

ヴォルポーニは、ヴォルポーニである。

ウォルポールは、ウォルポールである。

ウォロシーロフは、ウォロシーロフである。

ウォンは、ウォンである。

元山は、元山である。

ウォンテッドは、ウォンテッドである。

ウォンバットは、ウォンバットである。

ウ音便は、ウ音便である。

食は、食である。

羽化は、羽化である。

雨下は、雨下である。

鵜飼は、鵜飼である。

有界は、有界である。

迂回は、迂回である。

迂廻は、迂廻である。

嗽は、嗽である。



有涯は、有涯である。

嗽薬は、嗽薬である。

烏喙骨は、烏喙骨である。

迂回生産は、迂回生産である。

嗽盥は、嗽盥である。

烏喙突起は、烏喙突起である。

鵜飼火は、鵜飼火である。

鵜飼船は、鵜飼船である。

鵜飼部は、鵜飼部である。

迂回貿易は、迂回貿易である。

嗽ふは、嗽ふである。

漱ふは、漱ふである。

うかうかは、うかうかである。

うかうかしは、うかうかしである。

伺いは、伺いである。

窺いは、窺いである。

窺い足は、窺い足である。

伺い書は、伺い書である。

伺い知るは、伺い知るである。

窺い知るは、窺い知るである。

伺い本は、伺い本である。

伺うは、伺うである。

窺うは、窺うである。

宇垣は、宇垣である。

宇垣一成は、宇垣一成である。

羽客は、羽客である。

羽かくは、羽かくである。

右楽は、右楽である。

有学は、有学である。

浮かされるは、浮かされるである。

浮かしは、浮かしである。

浮かし拍子は、浮かし拍子である。

宇賀神は、宇賀神である。

浮かすは、浮かすである。

宇迦魂は、宇迦魂である。

倉稲魂は、倉稲魂である。

穿ちは、穿ちである。

穿ち過ぎは、穿ち過ぎである。

迂闊は、迂闊である。

穿つは、穿つである。

うかとは、うかとである。

羽化登仙は、羽化登仙である。

浮かぬ顔は、浮かぬ顔である。

窺狙ふは、窺狙ふである。

宇賀の神は、宇賀の神である。

宇下の人言は、宇下の人言である。



宇迦御魂は、宇迦御魂である。

稲魂女は、稲魂女である。

浮かばれるは、浮かばれるである。

浮かび上がるは、浮かび上がるである。

浮かび出るは、浮かび出るである。

浮かぶは、浮かぶである。

泛ぶは、泛ぶである。

浮かべるは、浮かべるである。

泛べるは、泛べるである。

斥候は、斥候である。

浮むは、浮むである。

浮む瀬は、浮む瀬である。

浮め立ては、浮め立てである。

鵜草葺不合命は、鵜草葺不合命である。

親族は、親族である。

浮からかすは、浮からかすである。

浮かりは、浮かりである。

ウガリット語は、ウガリット語である。

浮かりひょんは、浮かりひょんである。

浮かり坊は、浮かり坊である。

受かるは、受かるである。

浮かるは、浮かるである。

浮かれは、浮かれである。

浮かれ歩くは、浮かれ歩くである。

浮かれ出づは、浮かれ出づである。

浮かれ人は、浮かれ人である。

浮かれ男は、浮かれ男である。

浮かれ烏は、浮かれ烏である。

浮かれ心は、浮かれ心である。

浮かれ騒きは、浮かれ騒きである。

浮かれ立つは、浮かれ立つである。

浮かれ調子は、浮かれ調子である。

浮かれ妻は、浮かれ妻である。

浮かれ出るは、浮かれ出るである。

浮かれ鳥は、浮かれ鳥である。

浮かれ拍子は、浮かれ拍子である。

浮かれ節は、浮かれ節である。

浮かれ坊主は、浮かれ坊主である。

浮かれ女は、浮かれ女である。

浮かれ者は、浮かれ者である。

浮かれ浴衣は、浮かれ浴衣である。

浮かれるは、浮かれるである。

鵜川は、鵜川である。

有官は、有官である。

右岸は、右岸である。

烏桓は、烏桓である。



烏丸は、烏丸である。

拝所は、拝所である。

ウガンダは、ウガンダである。

有官別当は、有官別当である。

ウ冠は、ウ冠である。

浮きは、浮きである。

泛子は、泛子である。

うきは、うきである。

盞は、盞である。

右揆は、右揆である。

雨季は、雨季である。

雨期は、雨期である。

雨儀は、雨儀である。

浮き上がるは、浮き上がるである。

浮上彫は、浮上彫である。

浮足は、浮足である。

浮足立つは、浮足立つである。

浮足場は、浮足場である。

浮脂は、浮脂である。

浮石は、浮石である。

浮岩は、浮岩である。

浮き魚は、浮き魚である。

浮き浮きは、浮き浮きである。

宇岐歌は、宇岐歌である。

盞歌は、盞歌である。

浮絵は、浮絵である。

浮画は、浮画である。

浮游ぎは、浮游ぎである。

浮折は、浮折である。

浮織は、浮織である。

浮織物は、浮織物である。

浮貸しは、浮貸しである。

浮金石は、浮金石である。

浮河竹は、浮河竹である。

憂き河竹は、憂き河竹である。

浮木は、浮木である。

浮木の亀は、浮木の亀である。

浮魚礁は、浮魚礁である。

浮具は、浮具である。

浮草は、浮草である。

浮萍は、浮萍である。

浮草稼業は、浮草稼業である。

浮沓は、浮沓である。

浮雲は、浮雲である。

浮繰りは、浮繰りである。

浮粉は、浮粉である。



浮腰は、浮腰である。

浮吾里は、浮吾里である。

浮鮴は、浮鮴である。

浮刺網は、浮刺網である。

浮桟橋は、浮桟橋である。

浮潮は、浮潮である。

憂き潮は、憂き潮である。

浮敷網は、浮敷網である。

浮き沈みは、浮き沈みである。

浮島は、浮島である。

浮島ヶ原は、浮島ヶ原である。

浮島人形は、浮島人形である。

浮城は、浮城である。

浮洲は、浮洲である。

浮巣は、浮巣である。

浮助は、浮助である。

浮巣鳥は、浮巣鳥である。

憂き住まいは、憂き住まいである。

憂き瀬は、憂き瀬である。

浮勢は、浮勢である。

雨奇晴好は、雨奇晴好である。

浮蔵主は、浮蔵主である。

浮備えは、浮備えである。

浮田は、浮田である。

宇喜多は、宇喜多である。

浮き鯛は、浮き鯛である。

浮田一けいは、浮田一けいである。

浮宝は、浮宝である。

浮出しは、浮出しである。

浮出し織は、浮出し織である。

浮き出すは、浮き出すである。

浮襷は、浮襷である。

浮き立つは、浮き立つである。

宇喜多秀家は、宇喜多秀家である。

浮津は、浮津である。

浮き土は、浮き土である。

浮鐔は、浮鐔である。

浮き出るは、浮き出るである。

浮灯台は、浮灯台である。

浮ドックは、浮ドックである。

浮き泊るは、浮き泊るである。

浮鳥は、浮鳥である。

憂き名は、憂き名である。

浮名は、浮名である。

浮浪は、浮浪である。

浮荷は、浮荷である。



浮人形は、浮人形である。

浮沼は、浮沼である。

浮蓴は、浮蓴である。

浮根は、浮根である。

浮寝は、浮寝である。

憂き音は、憂き音である。

憂哭は、憂哭である。

浮寝の床は、浮寝の床である。

浮寝の鳥は、浮寝の鳥である。

浮葉は、浮葉である。

浮延縄は、浮延縄である。

浮秤は、浮秤である。

浮橋は、浮橋である。

浮き飛車は、浮き飛車である。

憂き人は、憂き人である。

浮拍子は、浮拍子である。

浮袋は、浮袋である。

浮嚢は、浮嚢である。

憂き節は、憂き節である。

憂節の里は、憂節の里である。

浮舟は、浮舟である。

浮砲台は、浮砲台である。

浮防波堤は、浮防波堤である。

浮彫は、浮彫である。

浮枕は、浮枕である。

浮身は、浮身である。

浮き実は、浮き実である。

憂き身は、憂き身である。

浮御堂は、浮御堂である。

憂き耳は、憂き耳である。

浮武者は、浮武者である。

憂き目は、憂き目である。

浮海布は、浮海布である。

浮免は、浮免である。

浮物は、浮物である。

浮き者は、浮き者である。

浮文は、浮文である。

浮矢幹は、浮矢幹である。

浮役は、浮役である。

盞結は、盞結である。

烏臼は、烏臼である。

憂き世は、憂き世である。

浮世は、浮世である。

浮世一分五厘は、浮世一分五厘である。

右京は、右京である。

右京職は、右京職である。



有興人は、有興人である。

烏形幢は、烏形幢である。

右京大夫は、右京大夫である。

浮世絵は、浮世絵である。

浮世絵類考は、浮世絵類考である。

浮世男は、浮世男である。

浮世笠は、浮世笠である。

浮世語りは、浮世語りである。

浮世巾着は、浮世巾着である。

迂曲は、迂曲である。

紆曲は、紆曲である。

浮世狂いは、浮世狂いである。

浮世児は、浮世児である。

浮世小路は、浮世小路である。

浮世心は、浮世心である。

浮世茣蓙は、浮世茣蓙である。

浮世言葉は、浮世言葉である。

浮世小紋は、浮世小紋である。

浮世師は、浮世師である。

浮世草子は、浮世草子である。

浮世染は、浮世染である。

浮世叩きは、浮世叩きである。

浮世団子は、浮世団子である。

浮世茶屋は、浮世茶屋である。

浮世柄比翼稲妻は、浮世柄比翼稲妻である。

浮世寺は、浮世寺である。

浮世床は、浮世床である。

浮世人形は、浮世人形である。

浮世の有様は、浮世の有様である。

浮世の風は、浮世の風である。

浮世の絆は、浮世の絆である。

浮世の関は、浮世の関である。

浮世の塵は、浮世の塵である。

浮世の綱は、浮世の綱である。

浮世の情けは、浮世の情けである。

浮世の波は、浮世の波である。

浮世の習いは、浮世の習いである。

浮世の闇は、浮世の闇である。

浮世話は、浮世話である。

浮世離れは、浮世離れである。

浮世比丘尼は、浮世比丘尼である。

浮世人は、浮世人である。

浮世風は、浮世風である。

浮世袋は、浮世袋である。

浮世節は、浮世節である。

浮世風呂は、浮世風呂である。



浮世本は、浮世本である。

浮世元結は、浮世元結である。

浮世物語は、浮世物語である。

浮世物真似は、浮世物真似である。

浮輪は、浮輪である。

浮環は、浮環である。

烏金は、烏金である。

受くは、受くである。

享くは、享くである。

承くは、承くである。

請くは、請くである。

浮くは、浮くである。

迂愚は、迂愚である。

穿ぐは、穿ぐである。

石斑魚は、石斑魚である。

鶯は、鶯である。

鶯合せは、鶯合せである。

鶯色は、鶯色である。

鶯貝は、鶯貝である。

鶯垣は、鶯垣である。

鶯神楽は、鶯神楽である。

鶯羹は、鶯羹である。

鶯嬢は、鶯嬢である。

鶯砂は、鶯砂である。

鶯草は、鶯草である。

鶯袖は、鶯袖である。

鶯染は、鶯染である。

鶯茶は、鶯茶である。

鶯綴じは、鶯綴じである。

鶯菜は、鶯菜である。

鶯糠は、鶯糠である。

鶯呑みは、鶯呑みである。

鶯張りは、鶯張りである。

鶯笛は、鶯笛である。

鶯豆は、鶯豆である。

鶯眉は、鶯眉である。

鶯餅は、鶯餅である。

うぐうは、うぐうである。

うぐしは、うぐしである。

兎欠は、兎欠である。

驟くは、驟くである。

うぐめは、うぐめである。

うぐもつは、うぐもつである。

うくやかは、うくやかである。

ウクラードは、ウクラードである。

ウクライナは、ウクライナである。



ウクレレは、ウクレレである。

土豹は、土豹である。

うぐろもつは、うぐろもつである。

受けは、受けである。

請けは、請けである。

承けは、承けである。

浮けは、浮けである。

槽は、槽である。

有卦は、有卦である。

請合いは、請合いである。

受合いは、受合いである。

請け合うは、請け合うである。

受け合うは、受け合うである。

受網は、受網である。

浮け歩みは、浮け歩みである。

祈請は、祈請である。

誓約は、誓約である。

右傾は、右傾である。

祈狩は、祈狩である。

誓湯は、誓湯である。

受入りは、受入りである。

受入れは、受入れである。

受け入れるは、受け入れるである。

受け容れるは、受け容れるである。

祈誓ふは、祈誓ふである。

受け歌は、受け歌である。

浮裏は、浮裏である。

請浦は、請浦である。

請売りは、請売りである。

受売りは、受売りである。

受緒は、受緒である。

請負は、請負である。

請負業は、請負業である。

請負耕作は、請負耕作である。

請負小作は、請負小作である。

請負師は、請負師である。

請負賃金は、請負賃金である。

請負人は、請負人である。

請け負うは、請け負うである。

肯ふは、肯ふである。

肯へは、肯へである。

請け返すは、請け返すである。

請け懸るは、請け懸るである。

請書は、請書である。

受け方は、受け方である。

受株は、受株である。



受為替は、受為替である。

受け木は、受け木である。

羽檄は、羽檄である。

受け口は、受け口である。

承口は、承口である。

請口は、請口である。

穿沓は、穿沓である。

受け腰は、受け腰である。

受け答えは、受け答えである。

請込みは、請込みである。

受込みは、受込みである。

請込み手は、請込み手である。

請込み屋は、請込み屋である。

請け込むは、請け込むである。

受け込むは、受け込むである。

請座は、請座である。

請酒屋は、請酒屋である。

請作は、請作である。

請酒は、請酒である。

受け皿は、受け皿である。

請芝居は、請芝居である。

請所は、請所である。

請状は、請状である。

受け将棋は、受け将棋である。

請証文は、請証文である。

請奏は、請奏である。

受け備えは、受け備えである。

受け損じるは、受け損じるである。

受け損ずるは、受け損ずるである。

請田は、請田である。

請け出すは、請け出すである。

受け太刀は、受け太刀である。

承りは、承りである。

承り事は、承り事である。

承るは、承るである。

請地は、請地である。

受超は、受超である。

雨月は、雨月である。

受け継ぐは、受け継ぐである。

受付は、受付である。

受け付けるは、受け付けるである。

請けっこは、請けっこである。

受けっこは、受けっこである。

受筒は、受筒である。

受壺は、受壺である。

雨月物語は、雨月物語である。



受け手は、受け手である。

受け止めるは、受け止めるである。

受取りは、受取りである。

請取りは、請取りである。

受取勘定は、受取勘定である。

受取勘定相場は、受取勘定相場である。

受取り仕事は、受取り仕事である。

受取証書は、受取証書である。

受取手形は、受取手形である。

受取人は、受取人である。

請取り普請は、請取り普請である。

請取り渡しは、請取り渡しである。

受け取るは、受け取るである。

請け取るは、請け取るである。

受け流すは、受け流すである。

浮子縄は、浮子縄である。

請人は、請人である。

浮子の緒は、浮子の緒である。

穿げ除くは、穿げ除くである。

請花は、請花である。

受花は、受花である。

受け払いは、受け払いである。

浮張は、浮張である。

受張は、受張である。

浮け貼りは、浮け貼りである。

受け張るは、受け張るである。

請判は、請判である。

受樋は、受樋である。

承け引くは、承け引くである。

有卦船は、有卦船である。

宇気槽は、宇気槽である。

浮子船は、浮子船である。

請文は、請文である。

有卦振舞は、有卦振舞である。

受身は、受身である。

受身文は、受身文である。

受持ちは、受持ちである。

保食神は、保食神である。

受け持つは、受け持つである。

受戻しは、受戻しである。

請戻しは、請戻しである。

受戻し証券は、受戻し証券である。

受け戻すは、受け戻すである。

請け戻すは、請け戻すである。

請宿は、請宿である。

請山は、請山である。



朮は、朮である。

うけらが花は、うけらが花である。

請料は、請料である。

受けるは、受けるである。

享けるは、享けるである。

承けるは、承けるである。

請けるは、請けるである。

詛しげは、詛しげである。

受け渡しは、受け渡しである。

右舷は、右舷である。

有験は、有験である。

迂言は、迂言である。

繧繝は、繧繝である。

有見無見は、有見無見である。

愚は、愚である。

羽後は、羽後である。

雨後は、雨後である。

禹貢は、禹貢である。

烏江は、烏江である。

烏合は、烏合である。

蠢蠢は、蠢蠢である。

烏口骨は、烏口骨である。

禹行舜趨は、禹行舜趨である。

烏口突起は、烏口突起である。

烏合の衆は、烏合の衆である。

宇高連絡船は、宇高連絡船である。

五加は、五加である。

動きは、動きである。

五加科は、五加科である。

右獄は、右獄である。

動く歩道は、動く歩道である。

右顧左眄は、右顧左眄である。

烏骨鶏は、烏骨鶏である。

集るは、集るである。

右近衛は、右近衛である。

胡麻は、胡麻である。

蠢かすは、蠢かすである。

蠢くは、蠢くである。

墳つは、墳つである。

墳るは、墳るである。

うごろもちは、うごろもちである。

右近は、右近である。

鬱金は、鬱金である。

鬱金色は、鬱金色である。

鬱金空木は、鬱金空木である。

右近衛将監は、右近衛将監である。



右近衛少将は、右近衛少将である。

右近衛将曹は、右近衛将曹である。

右近衛大将は、右近衛大将である。

右近衛中将は、右近衛中将である。

右近衛府は、右近衛府である。

鬱金粉は、鬱金粉である。

鬱金香は、鬱金香である。

鬱金染は、鬱金染である。

右近人形は、右近人形である。

右近将監は、右近将監である。

右近の陣は、右近の陣である。

右近大夫は、右近大夫である。

右近の橘は、右近の橘である。

右近司は、右近司である。

右近の馬場は、右近の馬場である。

鬱金花は、鬱金花である。

鬱金木綿は、鬱金木綿である。

宇佐は、宇佐である。

憂さは、憂さである。

有作は、有作である。

有才は、有才である。

有罪は、有罪である。

有財餓鬼は、有財餓鬼である。

烏犀角は、烏犀角である。

烏犀帯は、烏犀帯である。

うざうざは、うざうざである。

鵜竿は、鵜竿である。

兎網は、兎網である。

兎馬は、兎馬である。

驢は、驢である。

兎狩りは、兎狩りである。

兎菊は、兎菊である。

兎小屋は、兎小屋である。

兎座は、兎座である。

兎跳びは、兎跳びである。

兎飛びは、兎飛びである。

兎跳ねは、兎跳ねである。

兎兵法は、兎兵法である。

兎笛は、兎笛である。

兎耳は、兎耳である。

兎結びは、兎結びである。

鰻作は、鰻作である。

宇佐神宮は、宇佐神宮である。

宇佐使は、宇佐使である。

うざつくは、うざつくである。

うざったいは、うざったいである。



宇佐鳥居は、宇佐鳥居である。

鵜捌きは、鵜捌きである。

宇佐八幡は、宇佐八幡である。

憂さ話は、憂さ話である。

憂さ晴らしは、憂さ晴らしである。

宇佐美は、宇佐美である。

宇佐美しん水は、宇佐美しん水である。

設弦は、設弦である。

儲弦は、儲弦である。

失さるは、失さるである。

うざるは、うざるである。

胡散は、胡散である。

烏盞は、烏盞である。

胡盞は、胡盞である。

胡散顔は、胡散顔である。

胡散臭いは、胡散臭いである。

胡散者は、胡散者である。

胡散らしは、胡散らしである。

牛は、牛である。

丑は、丑である。

大人は、大人である。

雨師は、雨師である。

齲歯は、齲歯である。

憂しは、憂しである。

うじは、うじである。

氏は、氏である。

蛆は、蛆である。

宇治は、宇治である。

有時は、有時である。

牛虻は、牛虻である。

丑雨は、丑雨である。

牛合せは、牛合せである。

雲林院は、雲林院である。

牛市は、牛市である。

うじうじは、うじうじである。

氏人は、氏人である。

氏産土は、氏産土である。

牛馬は、牛馬である。

氏生れは、氏生れである。

潮は、潮である。

牛追いは、牛追いである。

牛追い唄は、牛追い唄である。

牛追物は、牛追物である。

牛起きは、牛起きである。

潮汁は、潮汁である。

潮染は、潮染である。



潮煮は、潮煮である。

牛鬼は、牛鬼である。

牛鬼島は、牛鬼島である。

牛飼は、牛飼である。

牛飼座は、牛飼座である。

牛飼童は、牛飼童である。

牛蛙は、牛蛙である。

宇治加賀掾は、宇治加賀掾である。

牛駈は、牛駈である。

牛方は、牛方である。

牛方米は、牛方米である。

宇治嘉太夫は、宇治嘉太夫である。

氏神は、氏神である。

牛神祭は、牛神祭である。

牛氈鹿は、牛氈鹿である。

牛羚羊は、牛羚羊である。

うじかわは、うじかわである。

宇治川は、宇治川である。

牛川人骨は、牛川人骨である。

宇治川の先陣は、宇治川の先陣である。

有職は、有職である。

有識は、有識である。

牛久は、牛久である。

羽軸は、羽軸である。

蛆草は、蛆草である。

牛首紬は、牛首紬である。

牛供養は、牛供養である。

牛車は、牛車である。

氏蔵人は、氏蔵人である。

牛鍬は、牛鍬である。

牛毛海苔は、牛毛海苔である。

牛毛苔は、牛毛苔である。

氏子は、氏子である。

牛講は、牛講である。

氏子中は、氏子中である。

氏子総代は、氏子総代である。

牛健児は、牛健児である。

牛言葉は、牛言葉である。

氏子札は、氏子札である。

牛込は、牛込である。

牛殺しは、牛殺しである。

牛裂きは、牛裂きである。

宇治拾遺物語は、宇治拾遺物語である。

宇治十帖は、宇治十帖である。

氏素姓は、氏素姓である。

宇治大納言物語は、宇治大納言物語である。



牛婚は、牛婚である。

烏瑟は、烏瑟である。

氏地は、氏地である。

宇治茶は、宇治茶である。

牛使いは、牛使いである。

牛突きは、牛突きである。

うじつくは、うじつくである。

烏瑟膩沙は、烏瑟膩沙である。

氏寺は、氏寺である。

牛天神は、牛天神である。

丑寅は、丑寅である。

艮は、艮である。

丑寅除けは、丑寅除けである。

狢は、狢である。

宇品は、宇品である。

氏名は、氏名である。

失うは、失うである。

牛鍋は、牛鍋である。

失われた世代は、失われた世代である。

宇治人形は、宇治人形である。

牛盗人は、牛盗人である。

宇治網代障子は、宇治網代障子である。

氏院は、氏院である。

宇治の大君は、宇治の大君である。

氏長は、氏長である。

氏上は、氏上である。

氏宗は、氏宗である。

宇治関白は、宇治関白である。

氏挙は、氏挙である。

牛の車は、牛の車である。

丑の刻参りは、丑の刻参りである。

牛舌魚は、牛舌魚である。

氏爵は、氏爵である。

氏の神は、氏の神である。

牛の索麺は、牛の索麺である。

牛の玉は、牛の玉である。

氏長者は、氏長者である。

牛の角突きは、牛の角突きである。

牛の角文字は、牛の角文字である。

丑の時参りは、丑の時参りである。

宇治の橋姫は、宇治の橋姫である。

牛の鼻木は、牛の鼻木である。

丑の日は、丑の日である。

牛の骨は、牛の骨である。

氏の社は、氏の社である。

氏賤は、氏賤である。



菟道稚郎子は、菟道稚郎子である。

牛蠅は、牛蠅である。

領くは、領くである。

牛博労は、牛博労である。

牛繁縷は、牛繁縷である。

宇治橋は、宇治橋である。

宇治橋断碑は、宇治橋断碑である。

阻しは、阻しである。

劇しは、劇しである。

牛梁は、牛梁である。

牛深は、牛深である。

牛奉行は、牛奉行である。

氏房は、氏房である。

牛扶持は、牛扶持である。

氏文は、氏文である。

丑紅は、丑紅である。

牛部屋は、牛部屋である。

牛偏は、牛偏である。

牛仏は、牛仏である。

丑参りは、丑参りである。

牛祭は、牛祭である。

牛窓は、牛窓である。

宇治丸は、宇治丸である。

牛店は、牛店である。

丑三つは、丑三つである。

蛆虫は、蛆虫である。

氏女は、氏女である。

宇治目は、宇治目である。

宇治巡りは、宇治巡りである。

鵜じものは、鵜じものである。

牛屋は、牛屋である。

うしゃあがるは、うしゃあがるである。

うじゃうじゃは、うじゃうじゃである。

烏鵲は、烏鵲である。

烏鵲橋は、烏鵲橋である。

うじゃけるは、うじゃけるである。

うじゃじゃけるは、うじゃじゃけるである。

宇治山田は、宇治山田である。

迂儒は、迂儒である。

ウシュアイアは、ウシュアイアである。

氏結の神は、氏結の神である。

羽州は、羽州である。

羽州街道は、羽州街道である。

羽州探題は、羽州探題である。

温州橘は、温州橘である。

有主風は、有主風である。



ウジュンパンダンは、ウジュンパンダンである。

羽書は、羽書である。

右相は、右相である。

有生は、有生である。

有性は、有性である。

羽觴は、羽觴である。

鵜匠は、鵜匠である。

右仗は、右仗である。

有情は、有情である。

羽状は、羽状である。

烏城は、烏城である。

右相国は、右相国である。

うじょうじょは、うじょうじょである。

右少将は、右少将である。

右丞相は、右丞相である。

羽状複葉は、羽状複葉である。

右少弁は、右少弁である。

羽状脈は、羽状脈である。

鵜逍遥は、鵜逍遥である。

有所得は、有所得である。

烏糸欄は、烏糸欄である。

後ろは、後ろである。

後ろ明りは、後ろ明りである。

後ろ上がりは、後ろ上がりである。

後ろ明きは、後ろ明きである。

後ろ足は、後ろ足である。

後ろ頭は、後ろ頭である。

後ろ歩みは、後ろ歩みである。

後ろ合せは、後ろ合せである。

後いぶせしは、後いぶせしである。

後馬は、後馬である。

後ろ衣紋は、後ろ衣紋である。

後ろ押しは、後ろ押しである。

後ろ帯は、後ろ帯である。

後ろ返りは、後ろ返りである。

後ろ影は、後ろ影である。

後ろ髪は、後ろ髪である。

後軽しは、後軽しである。

後ろ疵は、後ろ疵である。

後ろ傷は、後ろ傷である。

後ろ穢いは、後ろ穢いである。

後ろ汚いは、後ろ汚いである。

後ろ頸は、後ろ頸である。

後ろ暗いは、後ろ暗いである。

後ろ袈裟は、後ろ袈裟である。

うしろごうは、うしろごうである。



後ろ腰は、後ろ腰である。

後ろ輿は、後ろ輿である。

後ろ言は、後ろ言である。

後ろ下がりは、後ろ下がりである。

後挿は、後挿である。

後ろ姿は、後ろ姿である。

後ろ攻めは、後ろ攻めである。

後ろ千両は、後ろ千両である。

後立は、後立である。

後ろ楯は、後ろ楯である。

後ろ盾は、後ろ盾である。

後立山は、後立山である。

後ろ付きは、後ろ付きである。

後ろ礫は、後ろ礫である。

後詰は、後詰である。

後ろ手は、後ろ手である。

後ろ戸は、後ろ戸である。

後堂は、後堂である。

後ろ飛びは、後ろ飛びである。

後ろ布は、後ろ布である。

後ろの目は、後ろの目である。

後ろ鉢巻は、後ろ鉢巻である。

後ろ幅は、後ろ幅である。

後張大口は、後張大口である。

後ろ紐は、後ろ紐である。

後ろ弁天は、後ろ弁天である。

後ろ前は、後ろ前である。

後ろ巻きは、後ろ巻きである。

後ろ幕は、後ろ幕である。

後ろ襠は、後ろ襠である。

後見は、後見である。

後ろ身は、後ろ身である。

後ろ身頃は、後ろ身頃である。

後見るは、後見るである。

後むは、後むである。

後ろ向きは、後ろ向きである。

後ろ結びは、後ろ結びである。

後ろめたいは、後ろめたいである。

後ろめたがるは、後ろめたがるである。

後めたしは、後めたしである。

後めたなしは、後めたなしである。

後面は、後面である。

後ろ矢は、後ろ矢である。

後安しは、後安しである。

後ろ指は、後ろ指である。

牛若丸は、牛若丸である。



右心は、右心である。

有心は、有心である。

右心室は、右心室である。

有心体は、有心体である。

右心房は、右心房である。

有心連歌は、有心連歌である。

臼は、臼である。

舂は、舂である。

碓は、碓である。

薄は、薄である。

失すは、失すである。

珍は、珍である。

渦は、渦である。

髻華は、髻華である。

烏頭は、烏頭である。

雲珠は、雲珠である。

倦ずは、倦ずである。

うずは、うずである。

薄青は、薄青である。

薄襖は、薄襖である。

薄青毛は、薄青毛である。

薄明りは、薄明りである。

薄商いは、薄商いである。

薄緋は、薄緋である。

薄揚げは、薄揚げである。

薄味は、薄味である。

薄痘痕は、薄痘痕である。

碓井は、碓井である。

薄いは、薄いである。

踞は、踞である。

雨水溝は、雨水溝である。

碓井貞光は、碓井貞光である。

薄板は、薄板である。

薄板発条は、薄板発条である。

碓氷峠は、碓氷峠である。

碓氷関は、碓氷関である。

踞者は、踞者である。

薄色は、薄色である。

薄浮彫は、薄浮彫である。

薄薄は、薄薄である。

うずうずは、うずうずである。

臼歌は、臼歌である。

臼起しは、臼起しである。

薄柿は、薄柿である。

薄書きは、薄書きである。

薄霞は、薄霞である。



薄金は、薄金である。

薄紙は、薄紙である。

薄皮は、薄皮である。

薄皮繭は、薄皮繭である。

臼杵は、臼杵である。

薄着は、薄着である。

疼きは、疼きである。

臼杵石仏は、臼杵石仏である。

薄穢いは、薄穢いである。

薄汚いは、薄汚いである。

薄衣は、薄衣である。

薄帛は、薄帛である。

薄絹は、薄絹である。

薄気味悪いは、薄気味悪いである。

薄切りは、薄切りである。

薄霧は、薄霧である。

薄切斑は、薄切斑である。

薄霧るは、薄霧るである。

疼くは、疼くである。

薄口は、薄口である。

薄口醤油は、薄口醤油である。

蹲は、蹲である。

蹲るは、蹲るである。

踞るは、踞るである。

薄雲は、薄雲である。

薄雲の女院は、薄雲の女院である。

薄曇は、薄曇である。

雲珠鞍は、雲珠鞍である。

薄暗いは、薄暗いである。

薄暗がりは、薄暗がりである。

薄栗毛は、薄栗毛である。

薄暮れは、薄暮れである。

薄紅は、薄紅である。

薄黒いは、薄黒いである。

薄化粧は、薄化粧である。

薄粧は、薄粧である。

薄紅梅は、薄紅梅である。

薄氷は、薄氷である。

薄氷るは、薄氷るである。

薄琥珀は、薄琥珀である。

薄彩色は、薄彩色である。

薄桜は、薄桜である。

雲珠桜は、雲珠桜である。

薄桜萌葱は、薄桜萌葱である。

烏枢沙摩明王は、烏枢沙摩明王である。

薄寒いは、薄寒いである。



有珠山は、有珠山である。

薄しは、薄しである。

薄地は、薄地である。

薄塩は、薄塩である。

渦潮は、渦潮である。

薄敷は、薄敷である。

薄下地は、薄下地である。

薄霜は、薄霜である。

薄知りは、薄知りである。

薄白は、薄白である。

薄白いは、薄白いである。

うすすくは、うすすくである。

うずすまるは、うずすまるである。

薄墨は、薄墨である。

薄墨色は、薄墨色である。

薄墨紙は、薄墨紙である。

薄墨衣は、薄墨衣である。

薄墨桜は、薄墨桜である。

薄墨の綸旨は、薄墨の綸旨である。

薄ずむは、薄ずむである。

薄摺は、薄摺である。

薄染は、薄染である。

薄染衣は、薄染衣である。

ウスターソースは、ウスターソースである。

臼太鼓は、臼太鼓である。

堆いは、堆いである。

臼茸は、臼茸である。

薄畳は、薄畳である。

薄手火蛾は、薄手火蛾である。

薄足袋蛾は、薄足袋蛾である。

臼玉は、臼玉である。

薄彩みは、薄彩みである。

薄彩むは、薄彩むである。

薄だんは、薄だんである。

薄茶は、薄茶である。

薄茶器は、薄茶器である。

薄茶手前は、薄茶手前である。

薄塵は、薄塵である。

臼搗きは、臼搗きである。

臼搗き唄は、臼搗き唄である。

臼搗き打ちは、臼搗き打ちである。

薄月夜は、薄月夜である。

臼づくは、臼づくである。

舂くは、舂くである。

うずつくは、うずつくである。

薄っぺらは、薄っぺらである。



薄手は、薄手である。

渦抵抗は、渦抵抗である。

渦電流は、渦電流である。

臼取りは、臼取りである。

うすどろは、うすどろである。

うすどろどろは、うすどろどろである。

薄鈍は、薄鈍である。

うずなうは、うずなうである。

薄情けは、薄情けである。

薄鍋は、薄鍋である。

薄匂いは、薄匂いである。

薄肉は、薄肉である。

薄肉彫は、薄肉彫である。

薄濁りは、薄濁りである。

臼庭は、臼庭である。

薄塗は、薄塗である。

薄鼠は、薄鼠である。

臼の声は、臼の声である。

薄鈍いは、薄鈍いである。

臼歯は、臼歯である。

薄刃は、薄刃である。

薄馬鹿は、薄馬鹿である。

薄羽蜉蝣は、薄羽蜉蝣である。

薄羽黄蜻蛉は、薄羽黄蜻蛉である。

薄葉細辛は、薄葉細辛である。

薄恥は、薄恥である。

薄機は、薄機である。

薄端は、薄端である。

珍機は、珍機である。

薄花色は、薄花色である。

薄花心は、薄花心である。

薄花衣は、薄花衣である。

薄花桜は、薄花桜である。

薄花染は、薄花染である。

薄縹は、薄縹である。

薄日は、薄日である。

薄陽は、薄陽である。

臼挽き歌は、臼挽き歌である。

薄額は、薄額である。

薄鬢は、薄鬢である。

臼伏は、臼伏である。

薄二藍は、薄二藍である。

護田鳥は、護田鳥である。

護田鳥尾は、護田鳥尾である。

薄部尾は、薄部尾である。

ウズベキスタンは、ウズベキスタンである。



ウズベクは、ウズベクである。

ウズベク語は、ウズベク語である。

薄べったいは、薄べったいである。

臼辺鳥は、臼辺鳥である。

薄縁は、薄縁である。

薄ぼんやりは、薄ぼんやりである。

薄舞は、薄舞である。

ウスマーンは、ウスマーンである。

渦巻は、渦巻である。

渦巻管は、渦巻管である。

渦巻銀河は、渦巻銀河である。

渦巻小紋は、渦巻小紋である。

渦巻線は、渦巻線である。

渦巻漬は、渦巻漬である。

渦巻発条は、渦巻発条である。

渦巻ポンプは、渦巻ポンプである。

渦巻くは、渦巻くである。

太秦は、太秦である。

太秦形は、太秦形である。

太秦寺は、太秦寺である。

薄まるは、薄まるである。

埋まるは、埋まるである。

埋みは、埋みである。

埋み樋は、埋み樋である。

埋み豆腐は、埋み豆腐である。

薄緑は、薄緑である。

薄美濃は、薄美濃である。

埋み火は、埋み火である。

埋み飯は、埋み飯である。

埋門は、埋門である。

埋むは、埋むである。

渦虫類は、渦虫類である。

薄紫は、薄紫である。

薄目は、薄目である。

薄めるは、薄めるである。

埋めるは、埋めるである。

薄萌葱は、薄萌葱である。

薄元手は、薄元手である。

薄物は、薄物である。

薄靄は、薄靄である。

薄模様は、薄模様である。

埋もれるは、埋もれるである。

臼屋は、臼屋である。

薄焼きは、薄焼きである。

薄約束は、薄約束である。

薄闇は、薄闇である。



薄雪は、薄雪である。

薄雪昆布は、薄雪昆布である。

薄雪草は、薄雪草である。

薄雪姫は、薄雪姫である。

薄雪物語は、薄雪物語である。

薄葉は、薄葉である。

薄様は、薄様である。

薄葉紙は、薄葉紙である。

薄汚れるは、薄汚れるである。

薄らは、薄らである。

鶉は、鶉である。

鶉合せは、鶉合せである。

薄らかは、薄らかである。

鶉籠は、鶉籠である。

鶉衣は、鶉衣である。

薄らぐは、薄らぐである。

鶉格子は、鶉格子である。

薄ら衣は、薄ら衣である。

薄ら寒いは、薄ら寒いである。

鶉茸は、鶉茸である。

鶉立ちは、鶉立ちである。

鶉縮緬は、鶉縮緬である。

鶉手は、鶉手である。

鶉鳴くは、鶉鳴くである。

鶉なすは、鶉なすである。

鶉野は、鶉野である。

鶉の衣は、鶉の衣である。

鶉の床は、鶉の床である。

薄ら氷は、薄ら氷である。

薄ら日は、薄ら日である。

薄ら陽は、薄ら陽である。

鶉斑は、鶉斑である。

鶉笛は、鶉笛である。

鶉豆は、鶉豆である。

鶉目は、鶉目である。

鶉杢は、鶉杢である。

鶉餅は、鶉餅である。

鶉焼は、鶉焼である。

薄ら笑いは、薄ら笑いである。

ウスリーは、ウスリーである。

ウズルジーアダスは、ウズルジーアダスである。

薄れ日は、薄れ日である。

薄れるは、薄れるである。

薄ろぐは、薄ろぐである。

渦輪は、渦輪である。

薄綿は、薄綿である。



薄笑いは、薄笑いである。

薄笑ふは、薄笑ふである。

迂生は、迂生である。

雨声は、雨声である。

雨声会は、雨声会である。

失人は、失人である。

右折は、右折である。

迂拙は、迂拙である。

雨雪は、雨雪である。

失せ人は、失せ人である。

失せ物は、失せ物である。

失せるは、失せるである。

うせるは、うせるである。

羽扇は、羽扇である。

羽前は、羽前である。

右旋性は、右旋性である。

嘘は、嘘である。

嘯は、嘯である。

獺は、獺である。

鷽は、鷽である。

うそは、うそである。

うそ甘いは、うそ甘いである。

嘘偽りは、嘘偽りである。

迂叟は、迂叟である。

有相は、有相である。

うそうそは、うそうそである。

うそうそ時は、うそうそ時である。

有相無相は、有相無相である。

有象無象は、有象無象である。

うそ笑むは、うそ笑むである。

鷽替は、鷽替である。

右側は、右側である。

うそ淋しいは、うそ淋しいである。

うそ寒は、うそ寒である。

うそ寒いは、うそ寒いである。

嘘字は、嘘字である。

嘘吐きは、嘘吐きである。

嘘つき祝は、嘘つき祝である。

嘘っぱちは、嘘っぱちである。

嘘泣きは、嘘泣きである。

嘘の皮は、嘘の皮である。

うそ恥かしいは、うそ恥かしいである。

嘘発見器は、嘘発見器である。

嘘八百は、嘘八百である。

うそ腹立つは、うそ腹立つである。

鷽姫は、鷽姫である。



嘯ぶは、嘯ぶである。

嘯笛は、嘯笛である。

嘯くは、嘯くである。

うぞ震ふは、うぞ震ふである。

うそやぐは、うそやぐである。

烏孫は、烏孫である。

うたは、うたである。

歌は、歌である。

宇陀は、宇陀である。

歌合は、歌合である。

歌行灯は、歌行灯である。

歌いは、歌いである。

謡は、謡である。

宇内は、宇内である。

有待は、有待である。

歌い上げるは、歌い上げるである。

謳い上げるは、謳い上げるである。

歌い返しは、歌い返しである。

謡講は、謡講である。

謡抄は、謡抄である。

右大将は、右大将である。

右大臣は、右大臣である。

謡初は、謡初である。

歌い出しは、歌い出しである。

歌い手は、歌い手である。

歌い鳥は、歌い鳥である。

ウダイプールは、ウダイプールである。

右大弁は、右大弁である。

謡本は、謡本である。

鵜松明は、鵜松明である。

歌い女は、歌い女である。

歌い物は、歌い物である。

謡い物は、謡い物である。

歌い文句は、歌い文句である。

謳い文句は、謳い文句である。

訴ふは、訴ふである。

歌うは、歌うである。

謡うは、謡うである。

唄うは、唄うである。

謳うは、謳うである。

うだうだは、うだうだである。

歌謡いは、歌謡いである。

謡唄いは、謡唄いである。

うだうだしいは、うだうだしいである。

歌占は、歌占である。

訴は、訴である。



歌絵は、歌絵である。

刑部省は、刑部省である。

訴文は、訴文である。

歌男は、歌男である。

歌会は、歌会である。

疑いは、疑いである。

歌貝は、歌貝である。

歌会始は、歌会始である。

疑い深いは、疑い深いである。

疑うは、疑うである。

歌垣は、歌垣である。

升麻は、升麻である。

歌頭は、歌頭である。

泡沫は、泡沫である。

唄方は、唄方である。

うたがたは、うたがたである。

泡沫人は、泡沫人である。

歌語りは、歌語りである。

歌がましは、歌がましである。

宇陀紙は、宇陀紙である。

歌柄は、歌柄である。

歌加留多は、歌加留多である。

歌川は、歌川である。

宇田川は、宇田川である。

歌川国貞は、歌川国貞である。

歌川国芳は、歌川国芳である。

宇田川玄真は、宇田川玄真である。

宇田川玄随は、宇田川玄随である。

疑わしいは、疑わしいである。

宇田川榛斎は、宇田川榛斎である。

歌川豊国は、歌川豊国である。

歌川豊春は、歌川豊春である。

歌川豊広は、歌川豊広である。

歌川派は、歌川派である。

歌川広重は、歌川広重である。

宇田川榕庵は、宇田川榕庵である。

歌勧進は、歌勧進である。

吼は、吼である。

御岳は、御岳である。

歌疵は、歌疵である。

歌螽斯は、歌螽斯である。

歌切は、歌切である。

吼くは、吼くである。

烏啄骨は、烏啄骨である。

歌鎖は、歌鎖である。

歌屑は、歌屑である。



歌癖は、歌癖である。

歌口は、歌口である。

歌競べは、歌競べである。

疑り深いは、疑り深いである。

疑るは、疑るである。

宴は、宴である。

讌は、讌である。

宇多源氏は、宇多源氏である。

歌声は、歌声である。

歌心は、歌心である。

歌箏は、歌箏である。

歌詞は、歌詞である。

歌祭文は、歌祭文である。

うた沢は、うた沢である。

歌沢は、歌沢である。

哥沢は、哥沢である。

哥沢芝金は、哥沢芝金である。

歌沢寅右衛門は、歌沢寅右衛門である。

歌字尽しは、歌字尽しである。

歌志内は、歌志内である。

唄浄瑠璃は、唄浄瑠璃である。

打たすは、打たすである。

打瀬網は、打瀬網である。

歌関は、歌関である。

歌説経は、歌説経である。

打たせ湯は、打たせ湯である。

歌煎餅は、歌煎餅である。

歌草紙は、歌草紙である。

歌空事は、歌空事である。

転たは、転たである。

歌題目は、歌題目である。

転た心は、転た心である。

転た寝は、転た寝である。

転楽しは、転楽しである。

うだちは、うだちである。

うだつは、うだつである。

雅楽寮は、雅楽寮である。

うだつくは、うだつくである。

うだつ屋は、うだつ屋である。

転ては、転てである。

うたていは、うたていである。

転てしは、転てしである。

転て人は、転て人である。

宇多天皇は、宇多天皇である。

歌詠めは、歌詠めである。

歌主は、歌主である。



歌念仏は、歌念仏である。

歌の家は、歌の家である。

雅楽頭は、雅楽頭である。

歌の中山は、歌の中山である。

歌の本は、歌の本である。

歌の筵は、歌の筵である。

歌の病は、歌の病である。

歌比丘尼は、歌比丘尼である。

歌披講は、歌披講である。

歌人は、歌人である。

歌姫は、歌姫である。

歌笛は、歌笛である。

歌袋は、歌袋である。

歌舞は、歌舞である。

歌舞所は、歌舞所である。

楽官は、楽官である。

歌舞人は、歌舞人である。

歌枕は、歌枕である。

歌麿は、歌麿である。

歌女は、歌女である。

歌銘は、歌銘である。

歌物は、歌物である。

唄物は、唄物である。

歌物語は、歌物語である。

歌詠みは、歌詠みである。

歌詠み鳥は、歌詠み鳥である。

うだら神明は、うだら神明である。

ウタリは、ウタリである。

茹だるは、茹だるである。

打たれるは、打たれるである。

歌論議は、歌論議である。

謳われるは、謳われるである。

ウタントは、ウタントである。

うちは、うちである。

内は、内である。

有知は、有知である。

有智は、有智である。

打ちは、打ちである。

打合いは、打合いである。

打ち合うは、打ち合うである。

内赤は、内赤である。

打ち明かすは、打ち明かすである。

内上げは、内上げである。

内揚げは、内揚げである。

打上げは、打上げである。

打揚げは、打揚げである。



打上げ乗物は、打上げ乗物である。

打明け話は、打明け話である。

打上げ花火は、打上げ花火である。

打ち明けるは、打ち明けるである。

打ち空けるは、打ち空けるである。

打ち上げるは、打ち上げるである。

打ち揚げるは、打ち揚げるである。

打衵は、打衵である。

打ち当てるは、打ち当てるである。

打網は、打網である。

打綾は、打綾である。

打ち有りは、打ち有りである。

腿は、腿である。

打合せは、打合せである。

打合せの餅は、打合せの餅である。

打合せ物は、打合せ物である。

打ち合せるは、打ち合せるである。

打鮑は、打鮑である。

内池は、内池である。

打ち出づは、打ち出づである。

打板は、打板である。

打ち出すは、打ち出すである。

打出は、打出である。

打出の衣は、打出の衣である。

打糸は、打糸である。

内入りは、内入りである。

討入りは、討入りである。

打ち入るは、打ち入るである。

討ち入るは、討ち入るである。

内祝は、内祝である。

内内は、内内である。

鞭つは、鞭つである。

打馬は、打馬である。

内海は、内海である。

内浦は、内浦である。

内裏は、内裏である。

内浦湾は、内浦湾である。

打柄は、打柄である。

打ち寄するは、打ち寄するである。

打枝は、打枝である。

打緒は、打緒である。

打覆いは、打覆いである。

打御衣は、打御衣である。

打置は、打置である。

打ち置くは、打ち置くである。

打桶は、打桶である。



打ち落すは、打ち落すである。

内劣りは、内劣りである。

打帯は、打帯である。

打ち下ろすは、打ち下ろすである。

打違いは、打違いである。

打交いは、打交いである。

打飼は、打飼である。

打櫂は、打櫂である。

打飼袋は、打飼袋である。

打ち更ふは、打ち更ふである。

打違えは、打違えである。

打交えは、打交えである。

打返しは、打返しである。

打ち返すは、打ち返すである。

打ち薫るは、打ち薫るである。

打ち掛るは、打ち掛るである。

打ち懸るは、打ち懸るである。

打鉤は、打鉤である。

打ち懸くは、打ち懸くである。

内隠しは、内隠しである。

打掛けは、打掛けである。

内掛けは、内掛けである。

打掛烏帽子は、打掛烏帽子である。

打掛肩衣は、打掛肩衣である。

打掛素袍は、打掛素袍である。

挂甲は、挂甲である。

打掛鎧は、打掛鎧である。

内貸しは、内貸しである。

打菓子は、打菓子である。

内方は、内方である。

打ち方は、打ち方である。

打肩は、打肩である。

打刀は、打刀である。

打ち傾くは、打ち傾くである。

打ち勝つは、打ち勝つである。

打ち克つは、打ち克つである。

打金は、打金である。

撃鉄は、撃鉄である。

内冑は、内冑である。

内神は、内神である。

打紙は、打紙である。

内借りは、内借りである。

内側は、内側である。

内側地震帯は、内側地震帯である。

打ち交すは、打ち交すである。

内管領は、内管領である。



袿は、袿である。

内気は、内気である。

打衣は、打衣である。

擣衣は、擣衣である。

打聞きは、打聞きである。

打聴きは、打聴きである。

打聞集は、打聞集である。

打ち聞くは、打ち聞くである。

打ち聴くは、打ち聴くである。

打ち傷は、打ち傷である。

袿姿は、袿姿である。

打ち鞫むは、打ち鞫むである。

打杵は、打杵である。

袿袴は、袿袴である。

内君は、内君である。

内客は、内客である。

打ち興ずるは、打ち興ずるである。

内嫌いは、内嫌いである。

打ち霧らすは、打ち霧らすである。

打切りは、打切りである。

打切り補償は、打切り補償である。

打ち切るは、打ち切るである。

内金は、内金である。

打ち具すは、打ち具すである。

打ち崩すは、打ち崩すである。

打ち砕くは、打ち砕くである。

うちくちぶりは、うちくちぶりである。

打ち寛ぐは、打ち寛ぐである。

打首は、打首である。

内曇りは、内曇りである。

内蔵は、内蔵である。

内競べは、内競べである。

打栗は、打栗である。

打ち呉るは、打ち呉るである。

内踝は、内踝である。

内車は、内車である。

内郭は、内郭である。

打ち屈ずは、打ち屈ずである。

内稽古は、内稽古である。

内芸者は、内芸者である。

打消しは、打消しである。

打ち消すは、打ち消すである。

打ち消つは、打ち消つである。

内ゲバは、内ゲバである。

内玄関は、内玄関である。

内検地は、内検地である。



打粉は、打粉である。

内校は、内校である。

内格子は、内格子である。

内冠は、内冠である。

内小作は、内小作である。

打越は、打越である。

打越歌は、打越歌である。

打越酒は、打越酒である。

打越垂木は、打越垂木である。

打ち越すは、打ち越すである。

有智子内親王は、有智子内親王である。

打込みは、打込みである。

打ち込むは、打ち込むである。

打ち籠むは、打ち籠むである。

打ち越ゆは、打ち越ゆである。

打ち殺すは、打ち殺すである。

裏衣は、裏衣である。

打毀しは、打毀しである。

打壊しは、打壊しである。

打ち毀すは、打ち毀すである。

打ち壊すは、打ち壊すである。

内差しは、内差しである。

内沙汰は、内沙汰である。

内侍は、内侍である。

内様は、内様である。

打ち鮫は、打ち鮫である。

打ち鰄は、打ち鰄である。

内猿楽は、内猿楽である。

内申楽は、内申楽である。

打ち萎れるは、打ち萎れるである。

打敷は、打敷である。

打頻りは、打頻りである。

打ち頻るは、打ち頻るである。

打ち沈むは、打ち沈むである。

討死は、討死である。

内衆は、内衆である。

家中は、家中である。

打ちすは、打ちすである。

打水干は、打水干である。

打ち据えるは、打ち据えるである。

打ち次ふは、打ち次ふである。

打ち過ぎるは、打ち過ぎるである。

打ち過ぐすは、打ち過ぐすである。

打ち捨ては、打ち捨てである。

打ち捨てるは、打ち捨てるである。

内住みは、内住みである。



内税は、内税である。

打銭は、打銭である。

うちぜんは、うちぜんである。

打麻は、打麻である。

打ち添ふは、打ち添ふである。

内造作は、内造作である。

内袖は、内袖である。

打麻やしは、打麻やしである。

内反りは、内反りである。

打ち揃うは、打ち揃うである。

打麻をは、打麻をである。

内田は、内田である。

内田五観は、内田五観である。

討ち平らげるは、討ち平らげるである。

打たえは、打たえである。

打ち絶えは、打ち絶えである。

打ち絶えては、打ち絶えてである。

打ち絶えるは、打ち絶えるである。

打ち倒すは、打ち倒すである。

打手折りは、打手折りである。

打ち倒れるは、打ち倒れるである。

内高は、内高である。

内田銀蔵は、内田銀蔵である。

内竹は、内竹である。

内田康哉は、内田康哉である。

打出しは、打出しである。

打出し鮫は、打出し鮫である。

打出し太鼓は、打出し太鼓である。

打出し彫は、打出し彫である。

打ち叩くは、打ち叩くである。

打太刀は、打太刀である。

打ち立つは、打ち立つである。

打ち立てるは、打ち立てるである。

内田吐夢は、内田吐夢である。

内田百けんは、内田百けんである。

内田祥三は、内田祥三である。

内田良平は、内田良平である。

打垂れ髪は、打垂れ髪である。

内田魯庵は、内田魯庵である。

打ち違うは、打ち違うである。

打ち違えるは、打ち違えるである。

打ち打擲は、打ち打擲である。

打ち散らすは、打ち散らすである。

打賃は、打賃である。

内つは、内つである。

内臣は、内臣である。



内つ国は、内つ国である。

内造りは、内造りである。

打付けは、打付けである。

打付け書は、打付け書である。

打付け懸想は、打付け懸想である。

打付け心は、打付け心である。

打付け言は、打付け言である。

打付け事は、打付け事である。

打付け錠は、打付け錠である。

打付け階子は、打付け階子である。

打付け目は、打付け目である。

打ち付けるは、打ち付けるである。

内つ事は、内つ事である。

打ち続くは、打ち続くである。

打ち集うは、打ち集うである。

内御門は、内御門である。

内宮は、内宮である。

内官家は、内官家である。

打爪は、打爪である。

打詰めは、打詰めである。

内面は、内面である。

打ち連れるは、打ち連れるである。

打手は、打手である。

内弟子は、内弟子である。

内手代は、内手代である。

打出の小槌は、打出の小槌である。

打出の太刀は、打出の太刀である。

打出の浜は、打出の浜である。

内外は、内外である。

打処は、打処である。

内樋は、内樋である。

打ち通すは、打ち通すである。

打ち解くは、打ち解くである。

打解けは、打解けである。

打解け顔は、打解け顔である。

打解け言は、打解け言である。

打解け様は、打解け様である。

打解け姿は、打解け姿である。

打解け話は、打解け話である。

打解け文は、打解け文である。

打解け優りは、打解け優りである。

打ち解けるは、打ち解けるである。

打解け業は、打解け業である。

打所は、打所である。

内外すは、内外すである。

内舎人は、内舎人である。



打殿は、打殿である。

擣殿は、擣殿である。

内外の典は、内外の典である。

内外の宮は、内外の宮である。

内との者は、内との者である。

打留めは、打留めである。

打止めは、打止めである。

打ち止めるは、打ち止めるである。

内取は、内取である。

打取りは、打取りである。

打ち取るは、打ち取るである。

沖縄口は、沖縄口である。

打ち直すは、打ち直すである。

打ち眺めるは、打ち眺めるである。

打ち鳴すは、打ち鳴すである。

内灘は、内灘である。

打ち靡くは、打ち靡くである。

打ち萎やすは、打ち萎やすである。

内習しは、内習しである。

打鳴らしは、打鳴らしである。

打ち鳴らすは、打ち鳴らすである。

打荷は、打荷である。

内庭は、内庭である。

打抜きは、打抜きである。

打抜き綴じは、打抜き綴じである。

打ち抜くは、打ち抜くである。

打ち貫くは、打ち貫くである。

打根は、打根である。

撃根は、撃根である。

内鼠は、内鼠である。

内野は、内野である。

内礼司は、内礼司である。

内の上は、内の上である。

内重は、内重である。

内の大殿は、内の大殿である。

宇智の大野は、宇智の大野である。

内の大野は、内の大野である。

内大臣は、内大臣である。

現の限りは、現の限りである。

内膳司は、内膳司である。

内の方は、内の方である。

内掃部司は、内掃部司である。

内蔵寮は、内蔵寮である。

内御書所は、内御書所である。

打熨鮑は、打熨鮑である。

内の昇殿は、内の昇殿である。



内記は、内記である。

内匠は、内匠である。

内匠頭は、内匠頭である。

内匠寮は、内匠寮である。

内の人は、内の人である。

内の姫御子は、内の姫御子である。

内辺は、内辺である。

打延べは、打延べである。

打ち上るは、打ち上るである。

内の御門は、内の御門である。

内の御子は、内の御子である。

内命婦は、内命婦である。

打ちのめすは、打ちのめすである。

内の者は、内の者である。

内物部は、内物部である。

内法は、内法である。

内法長押は、内法長押である。

内暖簾は、内暖簾である。

内端は、内端である。

打ち延ふは、打ち延ふである。

打ち延へては、打ち延へてである。

打袴は、打袴である。

打剥は、打剥である。

内歯車は、内歯車である。

打橋は、打橋である。

打ち始めるは、打ち始めるである。

打ち外すは、打ち外すである。

打ち果すは、打ち果すである。

討ち果すは、討ち果すである。

内八文字は、内八文字である。

打ち放しは、打ち放しである。

打ち放ちには、打ち放ちにである。

内馬場は、内馬場である。

打ち羽振くは、打ち羽振くである。

打ち填むは、打ち填むである。

内端者は、内端者である。

打囃しは、打囃しである。

打ち早すは、打ち早すである。

打ち囃すは、打ち囃すである。

打ち早むは、打ち早むである。

打ち逸るは、打ち逸るである。

打払いは、打払いである。

内払いは、内払いである。

打ち払うは、打ち払うである。

内張は、内張である。

内張りは、内張りである。



梁は、梁である。

打盤は、打盤である。

打樋は、打樋である。

打日は、打日である。

打火は、打火である。

うちひくは、うちひくである。

うちひさすは、うちひさすである。

打ち拉ぐは、打ち拉ぐである。

内人は、内人である。

打紐は、打紐である。

打ち開くは、打ち開くである。

打歩は、打歩である。

打歩公債は、打歩公債である。

内普請は、内普請である。

打ち臥すは、打ち臥すである。

打札は、打札である。

打歩詰めは、打歩詰めである。

内懐は、内懐である。

内文は、内文である。

打ち古るは、打ち古るである。

打ち振るは、打ち振るである。

内風呂は、内風呂である。

内耗は、内耗である。

内弁慶は、内弁慶である。

内房は、内房である。

内房線は、内房線である。

内ポケットは、内ポケットである。

内堀は、内堀である。

内壕は、内壕である。

内濠は、内濠である。

討ち滅ぼすは、討ち滅ぼすである。

内参りは、内参りである。

打ち任すは、打ち任すである。

打ち負かすは、打ち負かすである。

内巻きは、内巻きである。

打撒きは、打撒きである。

打ち紛れるは、打ち紛れるである。

内幕は、内幕である。

打ちまくるは、打ちまくるである。

内孫は、内孫である。

内股は、内股である。

打跨げは、打跨げである。

内股膏薬は、内股膏薬である。

内襠は、内襠である。

打松は、打松である。

打豆は、打豆である。



打ちまもるは、打ちまもるである。

内回りは、内回りである。

打見は、打見である。

打身は、打身である。

内御簾は、内御簾である。

打ち水は、打ち水である。

打ち乱りの筥は、打ち乱りの筥である。

打ち見るは、打ち見るである。

打ち廻るは、打ち廻るである。

打向い文は、打向い文である。

内向きは、内向きである。

内無双は、内無双である。

内村は、内村である。

内村鑑三は、内村鑑三である。

内紫は、内紫である。

内紫貝は、内紫貝である。

内室造りは、内室造りである。

打目は、打目である。

擣目は、擣目である。

内蒙古は、内蒙古である。

打物は、打物である。

打物師は、打物師である。

打物汚しは、打物汚しである。

打物業は、打物業である。

内腿は、内腿である。

討ち漏らすは、討ち漏らすである。

内モンゴル自治区は、内モンゴル自治区である。

打矢は、打矢である。

打ち破るは、打ち破るである。

内山は、内山である。

内山紙は、内山紙である。

内山完造は、内山完造である。

打ち遣るは、打ち遣るである。

内湯は、内湯である。

内結いは、内結いである。

宇宙は、宇宙である。

雨中は、雨中である。

宇宙医学は、宇宙医学である。

宇宙観は、宇宙観である。

宇宙空間は、宇宙空間である。

宇宙原理は、宇宙原理である。

宇宙工学は、宇宙工学である。

宇宙雑音は、宇宙雑音である。

右中将は、右中将である。

宇宙条約は、宇宙条約である。

宇宙人は、宇宙人である。



宇宙塵は、宇宙塵である。

宇宙ステーションは、宇宙ステーションである。

宇宙船は、宇宙船である。

宇宙線は、宇宙線である。

宇宙速度は、宇宙速度である。

宇宙探査機は、宇宙探査機である。

宇宙通信は、宇宙通信である。

宇宙定数は、宇宙定数である。

宇宙背景放射は、宇宙背景放射である。

宇宙発生論は、宇宙発生論である。

宇宙服は、宇宙服である。

宇宙物理学は、宇宙物理学である。

右中弁は、右中弁である。

宇宙酔いは、宇宙酔いである。

宇宙論は、宇宙論である。

宇宙論的証明は、宇宙論的証明である。

打ち行くは、打ち行くである。

有頂は、有頂である。

打楊枝は、打楊枝である。

有頂天は、有頂天である。

羽蝶蘭は、羽蝶蘭である。

打ち寄せるは、打ち寄せるである。

内寄合は、内寄合である。

打ち凌ずは、打ち凌ずである。

内露地は、内露地である。

内論議は、内論議である。

団扇は、団扇である。

内輪は、内輪である。

内曲は、内曲である。

団扇海老は、団扇海老である。

内枠は、内枠である。

内分けは、内分けである。

内訳は、内訳である。

打分けは、打分けである。

内輪喧嘩は、内輪喧嘩である。

団扇サボテンは、団扇サボテンである。

団扇すは、団扇すである。

打綿は、打綿である。

団扇太鼓は、団扇太鼓である。

内渡しは、内渡しである。

打ち渡しは、打ち渡しである。

打渡状は、打渡状である。

打ち渡すは、打ち渡すである。

内鰐は、内鰐である。

内輪揉めは、内輪揉めである。

内割は、内割である。



内割引は、内割引である。

打ち割るは、打ち割るである。

内輪割れは、内輪割れである。

うつは、うつである。

鬱は、鬱である。

欝は、欝である。

打つは、打つである。

討つは、討つである。

撃つは、撃つである。

棄つは、棄つである。

全は、全である。

虚は、虚である。

うつうつは、うつうつである。

鬱鬱は、鬱鬱である。

卯杖は、卯杖である。

卯杖の祝は、卯杖の祝である。

空木は、空木である。

空草は、空草である。

空柱は、空柱である。

空舟は、空舟である。

鬱懐は、鬱懐である。

鵜使いは、鵜使いである。

うっかとは、うっかとである。

相携ぶは、相携ぶである。

うっかりは、うっかりである。

うっかり者は、うっかり者である。

鬱気は、鬱気である。

卯木は、卯木である。

卯月は、卯月である。

空木岳は、空木岳である。

卯月鳥は、卯月鳥である。

卯月の忌は、卯月の忌である。

卯月の花は、卯月の花である。

卯月の御標は、卯月の御標である。

卯月の紅葉は、卯月の紅葉である。

有興は、有興である。

虚くは、虚くである。

弼くは、弼くである。

愛しいは、愛しいである。

美ヶ原は、美ヶ原である。

愛しがるは、愛しがるである。

慈愛は、慈愛である。

寵人は、寵人である。

愛しぶは、愛しぶである。

鬱屈は、鬱屈である。

空けは、空けである。



虚けは、虚けである。

鬱血は、鬱血である。

鬱結は、鬱結である。

空け者は、空け者である。

呆気者は、呆気者である。

虚けるは、虚けるである。

鬱乎は、鬱乎である。

鬱散は、鬱散である。

写しは、写しである。

移しは、移しである。

現しは、現しである。

顕しは、顕しである。

ウッジは、ウッジである。

移し色は、移し色である。

移馬は、移馬である。

写し絵は、写し絵である。

移し絵は、移し絵である。

映し絵は、映し絵である。

現人は、現人である。

移し語るは、移し語るである。

移し紙は、移し紙である。

移し草は、移し草である。

現国玉神は、現国玉神である。

移鞍は、移鞍である。

移し心は、移し心である。

現し心は、現し心である。

現し事は、現し事である。

現し様は、現し様である。

写し染めは、写し染めである。

写し出すは、写し出すである。

映し出すは、映し出すである。

移殿は、移殿である。

遷殿は、遷殿である。

写し取るは、写し取るである。

移しの灰は、移しの灰である。

移し花は、移し花である。

現し人は、現し人である。

現し真子は、現し真子である。

現し身は、現し身である。

現世は、現世である。

移すは、移すである。

遷すは、遷すである。

映すは、映すである。

写すは、写すである。

薄りは、薄りである。

鬱するは、鬱するである。



ウッセイは、ウッセイである。

虚貝は、虚貝である。

鬱積は、鬱積である。

空蝉は、空蝉である。

現人のは、現人のである。

空蝉のは、空蝉のである。

鬱然は、鬱然である。

蔚然は、蔚然である。

鬱葱は、鬱葱である。

鬱蒼は、鬱蒼である。

鬱塞は、鬱塞である。

うっそりは、うっそりである。

打つ田は、打つ田である。

訴えは、訴えである。

うつたえには、うつたえにである。

訴えの利益は、訴えの利益である。

訴えるは、訴えるである。

打っ立つは、打っ立つである。

鬱多羅僧は、鬱多羅僧である。

打ったり舞うたりは、打ったり舞うたりである。

卯槌は、卯槌である。

ウッチェロは、ウッチェロである。

打遣らかすは、打遣らかすである。

うっちゃりは、うっちゃりである。

打遣るは、打遣るである。

打棄るは、打棄るである。

打棄つは、打棄つである。

美いは、美いである。

現顔は、現顔である。

現川焼は、現川焼である。

現心は、現心である。

現責めは、現責めである。

現無しは、現無しである。

現の闇は、現の闇である。

現の夢は、現の夢である。

討手は、討手である。

打つ手は、打つ手である。

打って替えは、打って替えである。

打って変るは、打って変るである。

打って付けは、打って付けである。

打って出るは、打って出るである。

うってんばってんは、うってんばってんである。

ウッドは、ウッドである。

鬱陶は、鬱陶である。

鬱陶しいは、鬱陶しいである。

ウッド合金は、ウッド合金である。



ウッドパルプは、ウッドパルプである。

ウッドブロックは、ウッドブロックである。

うっとりは、うっとりである。

ウッドワードは、ウッドワードである。

うつなしは、うつなしである。

全抜きは、全抜きである。

内抜きは、内抜きである。

鬱念は、鬱念である。

宇都宮は、宇都宮である。

宇都宮騒動は、宇都宮騒動である。

宇都宮大学は、宇都宮大学である。

宇都宮遯庵は、宇都宮遯庵である。

宇都宮頼綱は、宇都宮頼綱である。

宇津の山は、宇津の山である。

全剥ぎは、全剥ぎである。

全服は、全服である。

内幡は、内幡である。

鬱病は、鬱病である。

俯きは、俯きである。

俯くは、俯くである。

俯けは、俯けである。

俯しは、俯しである。

空五倍子は、空五倍子である。

空柴は、空柴である。

空五倍子色は、空五倍子色である。

空柴色は、空柴色である。

空五倍子染は、空五倍子染である。

俯し目は、俯し目である。

俯すは、俯すである。

うつ伏すは、うつ伏すである。

俯せは、俯せである。

うつ伏せは、うつ伏せである。

俯せるは、俯せるである。

うつ伏せるは、うつ伏せるである。

鬱憤は、鬱憤である。

鬱閉は、鬱閉である。

靫は、靫である。

空穂は、空穂である。

うつぼは、うつぼである。

靫蔓は、靫蔓である。

靫瓦は、靫瓦である。

靫草は、靫草である。

靱猿は、靱猿である。

鬱勃は、鬱勃である。

空穂の実は、空穂の実である。

宇津保物語は、宇津保物語である。



俯き様は、俯き様である。

俯けるは、俯けるである。

無戸室は、無戸室である。

鬱悒は、鬱悒である。

鬱憂は、鬱憂である。

虚木綿のは、虚木綿のである。

うつらうつらは、うつらうつらである。

映りは、映りである。

移りは、移りである。

移り香は、移り香である。

移り替えは、移り替えである。

移り紙は、移り紙である。

移り変りは、移り変りである。

移り変るは、移り変るである。

移り気は、移り気である。

移り箸は、移り箸である。

移り舞は、移り舞である。

移り病は、移り病である。

移り行くは、移り行くである。

尉繚は、尉繚である。

鬱陵島は、鬱陵島である。

鬱林は、鬱林である。

移るは、移るである。

遷るは、遷るである。

映るは、映るである。

写るは、写るである。

空ろは、空ろである。

洞ろは、洞ろである。

虚ろは、虚ろである。

移ろいは、移ろいである。

移菊は、移菊である。

映ろうは、映ろうである。

移ろうは、移ろうである。

移ろはすは、移ろはすである。

器は、器である。

器物は、器物である。

偽言は、偽言である。

腕は、腕である。

烏亭焉馬は、烏亭焉馬である。

于定国は、于定国である。

腕押しは、腕押しである。

腕固めは、腕固めである。

腕金は、腕金である。

腕木は、腕木である。

腕利きは、腕利きである。

腕木門は、腕木門である。



腕首は、腕首である。

腕組みは、腕組みである。

腕競べは、腕競べである。

腕比べは、腕比べである。

腕車は、腕車である。

腕香は、腕香である。

腕扱きは、腕扱きである。

腕先は、腕先である。

腕自慢は、腕自慢である。

うてずは、うてずである。

腕尽は、腕尽である。

腕相撲は、腕相撲である。

腕揃いは、腕揃いである。

腕達者は、腕達者である。

腕立ては、腕立てである。

腕立て伏せは、腕立て伏せである。

茹で卵は、茹で卵である。

茹で玉子は、茹で玉子である。

腕試しは、腕試しである。

腕力は、腕力である。

腕っこは、腕っこである。

腕っ扱きは、腕っ扱きである。

腕っ節は、腕っ節である。

腕てんがうは、腕てんがうである。

腕どくは、腕どくである。

腕時計は、腕時計である。

腕取りは、腕取りである。

台は、台である。

萼は、萼である。

腕無しは、腕無しである。

腕貫は、腕貫である。

腕の喜三郎は、腕の喜三郎である。

腕引は、腕引である。

腕引くは、腕引くである。

腕袋は、腕袋である。

腕節は、腕節である。

腕骨は、腕骨である。

腕前は、腕前である。

腕枕は、腕枕である。

腕捲りは、腕捲りである。

腕守りは、腕守りである。

腕虫は、腕虫である。

打てるは、打てるである。

茹でるは、茹でるである。

腕輪は、腕輪である。

于てんは、于てんである。



雨天は、雨天である。

うてんつは、うてんつである。

優填王は、優填王である。

宇土は、宇土である。

烏兎は、烏兎である。

うどは、うどである。

独活は、独活である。

疎いは、疎いである。

善知鳥は、善知鳥である。

うとうとは、うとうとである。

疎疎しいは、疎疎しいである。

禹湯文武は、禹湯文武である。

善知鳥安方は、善知鳥安方である。

善知安方忠義伝は、善知安方忠義伝である。

有徳は、有徳である。

有得は、有得である。

有徳人は、有徳人である。

有徳銭は、有徳銭である。

疎しは、疎しである。

鵜戸神宮は、鵜戸神宮である。

烏兎匆匆は、烏兎匆匆である。

ウトナイ湖は、ウトナイ湖である。

独活の木は、独活の木である。

鵜殿の蘆は、鵜殿の蘆である。

疎ぶは、疎ぶである。

疎ましいは、疎ましいである。

疎むは、疎むである。

独活芽は、独活芽である。

饂飩は、饂飩である。

饂飩食らいは、饂飩食らいである。

優曇華は、優曇華である。

饂飩粉は、饂飩粉である。

饂飩粉病は、饂飩粉病である。

疎んじるは、疎んじるである。

疎んずるは、疎んずるである。

饂飩豆腐は、饂飩豆腐である。

饂飩篩は、饂飩篩である。

うなは、うなである。

ウナは、ウナである。

項は、項である。

髫髪は、髫髪である。

髫髪少女は、髫髪少女である。

菟原処女は、菟原処女である。

髫髪車は、髫髪車である。

髫髪子は、髫髪子である。

髫髪放りは、髫髪放りである。



髫髪松は、髫髪松である。

うなうは、うなうである。

うなうなは、うなうなである。

うながけるは、うながけるである。

令は、令である。

促しは、促しである。

促すは、促すである。

嬰がせるは、嬰がせるである。

項傾すは、項傾すである。

海上は、海上である。

鬣は、鬣である。

海上随鴎は、海上随鴎である。

海上胤平は、海上胤平である。

鰻は、鰻である。

鰻掻きは、鰻掻きである。

鰻重ねは、鰻重ねである。

鰻がじは、鰻がじである。

鰻塚は、鰻塚である。

鰻筒は、鰻筒である。

鰻丼は、鰻丼である。

鰻の鮨は、鰻の鮨である。

鰻の寝床は、鰻の寝床である。

鰻登りは、鰻登りである。

鰻上りは、鰻上りである。

鰻飯は、鰻飯である。

嬰ぐは、嬰ぐである。

海下るは、海下るである。

項瘤は、項瘤である。

海境は、海境である。

魘されるは、魘されるである。

海路は、海路である。

鰻重は、鰻重である。

頷くは、頷くである。

頷けるは、頷けるである。

項垂れるは、項垂れるである。

鰻茶漬は、鰻茶漬である。

項突は、項突である。

頸着は、頸着である。

宇奈月温泉は、宇奈月温泉である。

溝は、溝である。

ウナ電は、ウナ電である。

牝伴は、牝伴である。

項根は、項根である。

海原は、海原である。

海辺は、海辺である。

卯波は、卯波である。



ウナムーノは、ウナムーノである。

うなめは、うなめである。

畦目は、畦目である。

畦目縫は、畦目縫である。

海面は、海面である。

檻は、檻である。

唸りは、唸りである。

唸り独楽は、唸り独楽である。

唸るは、唸るである。

ヴナロードは、ヴナロードである。

鵜縄は、鵜縄である。

鵜縄網は、鵜縄網である。

うには、うにである。

海胆は、海胆である。

海栗は、海栗である。

雲丹起しは、雲丹起しである。

ウニコールは、ウニコールである。

海胆壺は、海胆壺である。

雲丹焼は、雲丹焼である。

右繞は、右繞である。

己は、己である。

己惚れは、己惚れである。

自惚れは、自惚れである。

己惚鏡は、己惚鏡である。

自惚鏡は、自惚鏡である。

自惚れるは、自惚れるである。

畝は、畝である。

畝合いは、畝合いである。

畝編みは、畝編みである。

畝打ちは、畝打ちである。

うねうねは、うねうねである。

畝帯は、畝帯である。

畝織は、畝織である。

うねくねは、うねくねである。

うねくるは、うねくるである。

畝刺しは、畝刺しである。

畝立ては、畝立てである。

畝足袋は、畝足袋である。

畝床は、畝床である。

うねどるは、うねどるである。

畝傍は、畝傍である。

畝傍橿原宮は、畝傍橿原宮である。

畝傍山は、畝傍山である。

采女は、采女である。

畝間は、畝間である。

采女田は、采女田である。



采女正は、采女正である。

采女司は、采女司である。

采女の丁は、采女の丁である。

うねりは、うねりである。

うねり串は、うねり串である。

うねるは、うねるである。

宇野は、宇野である。

鵜足貝は、鵜足貝である。

宇野円空は、宇野円空である。

鵜の頸造りは、鵜の頸造りである。

兎の毛は、兎の毛である。

兎の毛通しは、兎の毛通しである。

宇野浩二は、宇野浩二である。

宇野弘蔵は、宇野弘蔵である。

宇野重吉は、宇野重吉である。

宇野宗佑は、宇野宗佑である。

宇野千代は、宇野千代である。

鵜の咽喉は、鵜の咽喉である。

卯の花は、卯の花である。

卯の花和えは、卯の花和えである。

卯の花烏賊は、卯の花烏賊である。

卯の花炒りは、卯の花炒りである。

卯花縅は、卯花縅である。

卯の花垣は、卯の花垣である。

卯の花腐しは、卯の花腐しである。

卯の花曇は、卯の花曇である。

卯の花汁は、卯の花汁である。

卯の花鮨は、卯の花鮨である。

卯の花点ては、卯の花点てである。

卯の花月は、卯の花月である。

卯の花月夜は、卯の花月夜である。

卯の花漬は、卯の花漬である。

卯の花膾は、卯の花膾である。

卯の花比目魚は、卯の花比目魚である。

卯の花葺きは、卯の花葺きである。

卯の花飯は、卯の花飯である。

卯の花焼は、卯の花焼である。

うの笛は、うの笛である。

鵜呑みは、鵜呑みである。

鵜の目硫黄は、鵜の目硫黄である。

宇野明霞は、宇野明霞である。

畝目返しは、畝目返しである。

鵜の目鷹の目は、鵜の目鷹の目である。

右派は、右派である。

姥は、姥である。

媼は、媼である。



乳母は、乳母である。

うばは、うばである。

優婆夷は、優婆夷である。

烏梅は、烏梅である。

姥石は、姥石である。

姥糸は、姥糸である。

奪い取るは、奪い取るである。

奪うは、奪うである。

うはうはは、うはうはである。

姥貝は、姥貝である。

雨波貝は、雨波貝である。

うばがねもちは、うばがねもちである。

姥淵は、姥淵である。

姥餅は、姥餅である。

姥皮は、姥皮である。

薺蒿は、薺蒿である。

姥口は、姥口である。

乳母車は、乳母車である。

姥桜は、姥桜である。

姥鮫は、姥鮫である。

ウパスは、ウパスである。

姥捨山は、姥捨山である。

優婆塞は、優婆塞である。

優婆塞の宮は、優婆塞の宮である。

烏羽玉は、烏羽玉である。

烏羽玉のは、烏羽玉のである。

有髪は、有髪である。

右幕下は、右幕下である。

有髪僧は、有髪僧である。

有髪の尼は、有髪の尼である。

ウパニシャッドは、ウパニシャッドである。

于撥ね干引きは、于撥ね干引きである。

烏羽の玉藻は、烏羽の玉藻である。

姥鱶は、姥鱶である。

姥頬は、姥頬である。

乳母女は、乳母女である。

姥目樫は、姥目樫である。

姥山貝塚は、姥山貝塚である。

姥百合は、姥百合である。

荊棘は、荊棘である。

姥等は、姥等である。

うばら轡は、うばら轡である。

優波離は、優波離である。

雨飛は、雨飛である。

戴星は、戴星である。

戴星の馬は、戴星の馬である。



雨氷は、雨氷である。

右兵衛は、右兵衛である。

右兵衛督は、右兵衛督である。

右兵衛尉は、右兵衛尉である。

右兵衛佐は、右兵衛佐である。

右兵衛府は、右兵衛府である。

右府は、右府である。

迂腐は、迂腐である。

産は、産である。

右舞は、右舞である。

有部は、有部である。

ウファは、ウファである。

産井は、産井である。

ウフィーツィ美術館は、ウフィーツィ美術館である。

産石は、産石である。

産祝は、産祝である。

産泉は、産泉である。

産風邪は、産風邪である。

初刀は、初刀である。

産髪は、産髪である。

産神は、産神である。

産衣は、産衣である。

産着は、産着である。

産衣の祝は、産衣の祝である。

産衣袱紗は、産衣袱紗である。

産毛は、産毛である。

産子は、産子である。

産声は、産声である。

ウプサラは、ウプサラである。

ウプサラ大学は、ウプサラ大学である。

産土は、産土である。

産土神は、産土神である。

産土参りは、産土参りである。

産土詣では、産土詣でである。

産剃は、産剃である。

産立の祝は、産立の祝である。

産立は、産立である。

産立飯は、産立飯である。

産血は、産血である。

産血の飯は、産血の飯である。

産殿は、産殿である。

鵜舟は、鵜舟である。

産の神は、産の神である。

うふふは、うふふである。

産女は、産女である。

孕女は、孕女である。



産餅は、産餅である。

産屋は、産屋である。

産やは、産やである。

産屋明きは、産屋明きである。

産養いは、産養いである。

産屋装束は、産屋装束である。

産屋立祝は、産屋立祝である。

産湯は、産湯である。

宇文泰は、宇文泰である。

烏文木は、烏文木である。

宇部は、宇部である。

郁子は、郁子である。

宜は、宜である。

宜宜しは、宜宜しである。

うべしこそは、うべしこそである。

宇倍神社は、宇倍神社である。

諾うは、諾うである。

宜な宜なは、宜な宜なである。

諾むは、諾むである。

右辺は、右辺である。

羽片は、羽片である。

右弁官は、右弁官である。

禹歩は、禹歩である。

右方は、右方である。

羽旄は、羽旄である。

雨宝童子は、雨宝童子である。

右方の楽は、右方の楽である。

右方の舞は、右方の舞である。

烏木は、烏木である。

右僕射は、右僕射である。

うぽっぽは、うぽっぽである。

ウポポは、ウポポである。

盂盆斎は、盂盆斎である。

午は、午である。

馬は、馬である。

甘は、甘である。

馬合いは、馬合いである。

馬商人は、馬商人である。

馬上げは、馬上げである。

馬虻は、馬虻である。

旨寝は、旨寝である。

熟寝は、熟寝である。

旨いは、旨いである。

甘飯は、甘飯である。

馬筏は、馬筏である。

馬軍は、馬軍である。



馬医者は、馬医者である。

馬市は、馬市である。

ウマイヤ朝は、ウマイヤ朝である。

馬入は、馬入である。

殖ふは、殖ふである。

馬魚は、馬魚である。

馬打は、馬打である。

うまうまは、うまうまである。

旨旨しは、旨旨しである。

うまうまとは、うまうまとである。

馬追いは、馬追いである。

馬追い声は、馬追い声である。

馬長は、馬長である。

馬飼は、馬飼である。

馬飼部は、馬飼部である。

馬返しは、馬返しである。

馬顔は、馬顔である。

馬駆けは、馬駆けである。

馬方は、馬方である。

馬形は、馬形である。

馬形障子は、馬形障子である。

馬方節は、馬方節である。

馬合羽は、馬合羽である。

鵜巻は、鵜巻である。

鰻巻きは、鰻巻きである。

馬城は、馬城である。

牧は、牧である。

馬衣は、馬衣である。

秣は、秣である。

馬櫛は、馬櫛である。

馬梳は、馬梳である。

馬医は、馬医である。

馬沓は、馬沓である。

馬車は、馬車である。

馬鍬は、馬鍬である。

馬下駄は、馬下駄である。

馬煙は、馬煙である。

馬献上は、馬献上である。

孫は、孫である。

馬子は、馬子である。

馬小作は、馬小作である。

馬肥は、馬肥である。

苜蓿は、苜蓿である。

美織は、美織である。

青さくは、青さくである。

馬決は、馬決である。



旨酒は、旨酒である。

旨酒のは、旨酒のである。

旨酒をは、旨酒をである。

馬差は、馬差である。

旨しは、旨しである。

可美葦牙彦舅神は、可美葦牙彦舅神である。

美し国は、美し国である。

馬芝居は、馬芝居である。

甘し物は、甘し物である。

馬じものは、馬じものである。

馬装束は、馬装束である。

馬印は、馬印である。

馬標は、馬標である。

馬験は、馬験である。

馬標持は、馬標持である。

不生は、不生である。

不生の地獄は、不生の地獄である。

不生女は、不生女である。

石女は、石女である。

馬塞は、馬塞である。

馬柵は、馬柵である。

産駄は、産駄である。

馬蝉は、馬蝉である。

馬芹は、馬芹である。

馬副は、馬副である。

馬揃えは、馬揃えである。

馬出しは、馬出しである。

馬立は、馬立である。

馬楯は、馬楯である。

うまたまのは、うまたまのである。

馬溜りは、馬溜りである。

馬盥は、馬盥である。

馬太郎は、馬太郎である。

馬婚は、馬婚である。

馬司は、馬司である。

馬付は、馬付である。

馬継は、馬継である。

馬繕いは、馬繕いである。

馬繋ぎは、馬繋ぎである。

馬面は、馬面である。

馬面剥は、馬面剥である。

馬兵は、馬兵である。

馬咎めは、馬咎めである。

馬駐めは、馬駐めである。

馬舎人は、馬舎人である。

馬飛びは、馬飛びである。



馬跳びは、馬跳びである。

馬留は、馬留である。

馬取は、馬取である。

馬並めては、馬並めてである。

旨煮は、旨煮である。

馬荷は、馬荷である。

馬盗人は、馬盗人である。

馬の脚は、馬の脚である。

馬の足は、馬の足である。

うまのあしがたは、うまのあしがたである。

馬の後足は、馬の後足である。

馬尾蜂は、馬尾蜂である。

馬の尾結びは、馬の尾結びである。

午の貝は、午の貝である。

右馬頭は、右馬頭である。

馬の陰貝は、馬の陰貝である。

右馬陣は、右馬陣である。

右馬助は、右馬助である。

馬の鈴草は、馬の鈴草である。

馬兜鈴は、馬兜鈴である。

馬の背越えは、馬の背越えである。

馬の玉は、馬の玉である。

馬大夫は、馬大夫である。

馬寮は、馬寮である。

馬の爪は、馬の爪である。

馬内侍は、馬内侍である。

餞は、餞である。

馬の畚は、馬の畚である。

馬の骨は、馬の骨である。

馬乗りは、馬乗りである。

馬乗初は、馬乗初である。

馬乗羽織は、馬乗羽織である。

馬乗袴は、馬乗袴である。

馬場は、馬場である。

馬蠅は、馬蠅である。

馬博労は、馬博労である。

馬伯楽は、馬伯楽である。

馬走りは、馬走りである。

馬刷は、馬刷である。

馬場殿は、馬場殿である。

馬場の殿は、馬場の殿である。

馬場屋は、馬場屋である。

馬早飛脚は、馬早飛脚である。

馬引は、馬引である。

馬柄杓は、馬柄杓である。

馬人は、馬人である。



馬びゆは、馬びゆである。

馬蛭は、馬蛭である。

馬防ぎは、馬防ぎである。

馬槽は、馬槽である。

牛蒡は、牛蒡である。

馬偏は、馬偏である。

馬廻は、馬廻である。

旨みは、旨みである。

馬見古墳群は、馬見古墳群である。

うま味調味料は、うま味調味料である。

馬持は、馬持である。

厩は、厩である。

駅は、駅である。

駅家は、駅家である。

厩火事は、厩火事である。

厩肥は、厩肥である。

厩座敷は、厩座敷である。

厩侍は、厩侍である。

駅路は、駅路である。

駅館は、駅館である。

厩立の馬は、厩立の馬である。

駅使は、駅使である。

厩戸皇子は、厩戸皇子である。

駅長は、駅長である。

厩司は、厩司である。

厩舎人は、厩舎人である。

厩別当は、厩別当である。

厩橋は、厩橋である。

厩奉行は、厩奉行である。

厩舎祭は、厩舎祭である。

騎射は、騎射である。

馬弓は、馬弓である。

馬寄せは、馬寄せである。

馬鎧は、馬鎧である。

馬甲は、馬甲である。

旨らは、旨らである。

右馬寮は、右馬寮である。

ウマルは、ウマルである。

産るは、産るである。

ウマルハイヤームは、ウマルハイヤームである。

生れは、生れである。

生れ合うは、生れ合うである。

生れ上がるは、生れ上がるである。

生れ合せるは、生れ合せるである。

生れ生れは、生れ生れである。

生れ落ちるは、生れ落ちるである。



生れ返りは、生れ返りである。

生れ変りは、生れ変りである。

生れ変るは、生れ変るである。

生れ故郷は、生れ故郷である。

生れ在所は、生れ在所である。

生れ性は、生れ性である。

生れ素姓は、生れ素姓である。

生れ損いは、生れ損いである。

生れ立ちは、生れ立ちである。

生れ立ては、生れ立てである。

生れ付きは、生れ付きである。

生れ月は、生れ月である。

生れ付くは、生れ付くである。

生れ年は、生れ年である。

生れ乍らは、生れ乍らである。

生れ値は、生れ値である。

生まれるは、生まれるである。

産まれるは、産まれるである。

利は、利である。

殖は、殖である。

蕃殖るは、蕃殖るである。

生みは、生みである。

産みは、産みである。

膿は、膿である。

海明けは、海明けである。

生み集むは、生み集むである。

産み集むは、産み集むである。

生み出すは、生み出すである。

産み出すは、産み出すである。

海鵜は、海鵜である。

海兎は、海兎である。

海兎貝は、海兎貝である。

海牛は、海牛である。

海獺は、海獺である。

海団扇は、海団扇である。

海鰻は、海鰻である。

熟梅は、熟梅である。

熟瓜は、熟瓜である。

海鰓は、海鰓である。

績苧は、績苧である。

績麻は、績麻である。

生み落すは、生み落すである。

産み落すは、産み落すである。

海女子は、海女子である。

績苧なすは、績苧なすである。

海処は、海処である。



熟柿は、熟柿である。

海風は、海風である。

海形は、海形である。

産みが月は、産みが月である。

海禿は、海禿である。

海亀は、海亀である。

海鴨は、海鴨である。

海烏は、海烏である。

海唐松は、海唐松である。

海霧は、海霧である。

海際は、海際である。

海草は、海草である。

海蜘蛛類は、海蜘蛛類である。

海幸は、海幸である。

海幸山幸は、海幸山幸である。

海サボテンは、海サボテンである。

海ざりがには、海ざりがにである。

産字は、産字である。

生字は、生字である。

海鹿は、海鹿である。

海羊歯は、海羊歯である。

膿汁は、膿汁である。

産み巣は、産み巣である。

膿吸い石は、膿吸い石である。

海雀は、海雀である。

海千河千は、海千河千である。

海千山千は、海千山千である。

海索麺は、海索麺である。

海高は、海高である。

海筍貝は、海筍貝である。

海笋貝は、海笋貝である。

海たなごは、海たなごである。

海狸は、海狸である。

海樽は、海樽である。

膿血は、膿血である。

倦み疲れるは、倦み疲れるである。

産み月は、産み月である。

生み付けるは、生み付けるである。

産み付けるは、産み付けるである。

海燕は、海燕である。

海釣りは、海釣りである。

生み連るは、生み連るである。

産み連るは、産み連るである。

海手は、海手である。

海鶏頭は、海鶏頭である。

海鶏冠は、海鶏冠である。



海泥鰌は、海泥鰌である。

海鳥は、海鳥である。

産み流しは、産み流しである。

海鳴りは、海鳴りである。

海に生くる人々は、海に生くる人々である。

海蜷は、海蜷である。

海女房は、海女房である。

海猫は、海猫である。

海の家は、海の家である。

海の翁は、海の翁である。

海老は、海老である。

生みの親は、生みの親である。

産みの親は、産みの親である。

生みの恩は、生みの恩である。

産みの恩は、産みの恩である。

生みの苦しみは、生みの苦しみである。

産みの苦しみは、産みの苦しみである。

生みの子は、生みの子である。

産みの子は、産みの子である。

海の幸は、海の幸である。

海ノ中道は、海ノ中道である。

海の日は、海の日である。

海の外は、海の外である。

海の都は、海の都である。

海端は、海端である。

海鳩は、海鳩である。

海緋鯉は、海緋鯉である。

海開きは、海開きである。

生み広ぐは、生み広ぐである。

産み広ぐは、産み広ぐである。

海脹れは、海脹れである。

海蛇は、海蛇である。

海蛇座は、海蛇座である。

海坊主は、海坊主である。

海酸漿は、海酸漿である。

竜葵は、竜葵である。

海蛍は、海蛍である。

海松は、海松である。

海柳は、海柳である。

海山は、海山である。

危宿は、危宿である。

海幽霊は、海幽霊である。

海行かばは、海行かばである。

海百合は、海百合である。

海綿は、海綿である。

有無は、有無である。



生むは、生むである。

産むは、産むである。

熟むは、熟むである。

績むは、績むである。

膿むは、膿むである。

うむがしは、うむがしである。

うむがしむは、うむがしむである。

産むが月は、産むが月である。

海蛤は、海蛤である。

白蛤は、白蛤である。

淫羊霍は、淫羊霍である。

呻くは、呻くである。

蒸すは、蒸すである。

有無には、有無にである。

ウムラウトは、ウムラウトである。

梅は、梅である。

埋め穴は、埋め穴である。

埋め合せは、埋め合せである。

埋め合せるは、埋め合せるである。

梅王丸は、梅王丸である。

梅枝は、梅枝である。

梅返しは、梅返しである。

梅枝田麩は、梅枝田麩である。

梅香は、梅香である。

梅笠草は、梅笠草である。

梅襲は、梅襲である。

梅ヶ谷は、梅ヶ谷である。

梅川は、梅川である。

梅川忠兵衛は、梅川忠兵衛である。

呻きは、呻きである。

埋木は、埋木である。

埋木細工は、埋木細工である。

埋草は、埋草である。

梅毛虫は、梅毛虫である。

梅謙次郎は、梅謙次郎である。

埋め込み文は、埋め込み文である。

梅暦は、梅暦である。

梅暦辰巳園は、梅暦辰巳園である。

梅根性は、梅根性である。

梅崎は、梅崎である。

梅崎春生は、梅崎春生である。

梅沢は、梅沢である。

梅沢浜夫は、梅沢浜夫である。

梅酒は、梅酒である。

梅酢は、梅酢である。

梅園は、梅園である。



梅染は、梅染である。

梅田は、梅田である。

梅田雲浜は、梅田雲浜である。

埋忠は、埋忠である。

埋忠押形は、埋忠押形である。

埋忠明寿は、埋忠明寿である。

埋立ては、埋立てである。

埋立て地は、埋立て地である。

埋め立てるは、埋め立てるである。

埋茶は、埋茶である。

埋茶女郎は、埋茶女郎である。

埋茶造は、埋茶造である。

埋茶見世は、埋茶見世である。

梅津は、梅津である。

梅漬は、梅漬である。

梅つ五月は、梅つ五月である。

梅つ早花は、梅つ早花である。

梅つ月は、梅つ月である。

梅壺は、梅壺である。

梅津政景日記は、梅津政景日記である。

梅津美治郎は、梅津美治郎である。

埋め樋は、埋め樋である。

諾ふは、諾ふである。

梅にも春は、梅にも春である。

梅の雨は、梅の雨である。

梅の色月は、梅の色月である。

梅の木は、梅の木である。

梅の木学問は、梅の木学問である。

梅の樹苔は、梅の樹苔である。

梅の木分限は、梅の木分限である。

梅の花は、梅の花である。

梅の花貝は、梅の花貝である。

梅の花笠は、梅の花笠である。

梅の春は、梅の春である。

梅の都は、梅の都である。

梅宮大社は、梅宮大社である。

梅の由兵衛は、梅の由兵衛である。

梅圃は、梅圃である。

梅鉢は、梅鉢である。

梅鉢草は、梅鉢草である。

梅鉢藻は、梅鉢藻である。

梅初月は、梅初月である。

梅原は、梅原である。

梅原末治は、梅原末治である。

梅原竜三郎は、梅原竜三郎である。

梅醤は、梅醤である。



梅干は、梅干である。

梅干飴は、梅干飴である。

梅干婆は、梅干婆である。

梅暮里谷峨は、梅暮里谷峨である。

梅見は、梅見である。

埋め溝は、埋め溝である。

梅見月は、梅見月である。

梅結びは、梅結びである。

梅擬きは、梅擬きである。

楳茂都流は、楳茂都流である。

梅谷渋は、梅谷渋である。

埋湯は、埋湯である。

填湯は、填湯である。

梅羊羹は、梅羊羹である。

梅若は、梅若である。

梅若丸は、梅若丸である。

梅若万三郎は、梅若万三郎である。

梅若実は、梅若実である。

梅若六郎は、梅若六郎である。

梅椀は、梅椀である。

羽毛は、羽毛である。

う文字は、う文字である。

うもすは、うもすである。

埋もるは、埋もるである。

埋れは、埋れである。

埋れ井は、埋れ井である。

埋れ甚しは、埋れ甚しである。

埋れ木は、埋れ木である。

埋れ木細工は、埋れ木細工である。

埋れ草は、埋れ草である。

埋れ身は、埋れ身である。

埋れ水は、埋れ水である。

右門は、右門である。

有文は、有文である。

有紋は、有紋である。

烏夜は、烏夜である。

恭しいは、恭しいである。

礼烏帽子は、礼烏帽子である。

礼かくは、礼かくである。

飢かすは、飢かすである。

烏薬は、烏薬である。

飢すは、飢すである。

うやなやは、うやなやである。

敬いは、敬いである。

敬うは、敬うである。

有耶無耶は、有耶無耶である。



有耶無耶関は、有耶無耶関である。

飢ゆは、飢ゆである。

植ゆは、植ゆである。

烏有は、烏有である。

烏有先生は、烏有先生である。

ヴュルツブルクは、ヴュルツブルクである。

ヴュルテンベルクは、ヴュルテンベルクである。

有余は、有余である。

雨余は、雨余である。

紆余は、紆余である。

うようよは、うようよである。

紆余曲折は、紆余曲折である。

右翼は、右翼である。

羽翼は、羽翼である。

有余涅槃は、有余涅槃である。

心は、心である。

占は、占である。

末は、末である。

浦は、浦である。

裏は、裏である。

ウラーは、ウラーである。

占合ふは、占合ふである。

浦遊びは、浦遊びである。

裏編みは、裏編みである。

裏合せは、裏合せである。

浦磯は、浦磯である。

裏板は、裏板である。

裏一巡は、裏一巡である。

裏一順は、裏一順である。

裏印は、裏印である。

占ふは、占ふである。

裏表は、裏表である。

裏渦貝は、裏渦貝である。

裏打は、裏打である。

裏打鎖は、裏打鎖である。

裏移りは、裏移りである。

裏梅は、裏梅である。

うらうらは、うらうらである。

浦浦は、浦浦である。

占へは、占へである。

占へ田は、占へ田である。

裏襟は、裏襟である。

裏衿は、裏衿である。

裏衽は、裏衽である。

心思ふは、心思ふである。

浦賀は、浦賀である。



裏街道は、裏街道である。

裏返しは、裏返しである。

裏返すは、裏返すである。

裏返るは、裏返るである。

裏書は、裏書である。

裏書禁止は、裏書禁止である。

裏書譲渡は、裏書譲渡である。

裏書人は、裏書人である。

裏かくは、裏かくである。

浦隠るは、浦隠るである。

裏貸屋は、裏貸屋である。

うらがすは、うらがすである。

浦賀水道は、浦賀水道である。

浦風は、浦風である。

浦風草は、浦風草である。

占方は、占方である。

占形は、占形である。

卜兆は、卜兆である。

占象は、占象である。

浦方は、浦方である。

裏方は、裏方である。

裏形は、裏形である。

浦方番所は、浦方番所である。

浦賤は、浦賤である。

心悲しいは、心悲しいである。

裏曲は、裏曲である。

裏矩は、裏矩である。

裏金は、裏金である。

裏鉄は、裏鉄である。

浦賀奉行は、浦賀奉行である。

浦上は、浦上である。

浦上玉堂は、浦上玉堂である。

浦上崩れは、浦上崩れである。

浦上春琴は、浦上春琴である。

末枯れは、末枯れである。

末枯れるは、末枯れるである。

浦河は、浦河である。

裏革は、裏革である。

裏皮は、裏皮である。

裏側は、裏側である。

末木は、末木である。

浦菊は、浦菊である。

裏菊は、裏菊である。

浦切手は、浦切手である。

裏木戸は、裏木戸である。

浦君は、浦君である。



裏鬼門は、裏鬼門である。

裏切りは、裏切りである。

裏切るは、裏切るである。

裏切れは、裏切れである。

うらぐは、うらぐである。

裏釘は、裏釘である。

卜串は、卜串である。

裏崩れは、裏崩れである。

裏口は、裏口である。

裏組は、裏組である。

有楽流は、有楽流である。

心細しは、心細しである。

裏毛は、裏毛である。

裏罫は、裏罫である。

裏芸は、裏芸である。

心恋しは、心恋しである。

裏甲は、裏甲である。

心恋ふは、心恋ふである。

裏工作は、裏工作である。

裏声は、裏声である。

心恋ほしは、心恋ほしである。

末殺は、末殺である。

梢殺は、梢殺である。

浦越しは、浦越しである。

裏腰は、裏腰である。

裏漉しは、裏漉しである。

占事は、占事である。

卜事は、卜事である。

裏言葉は、裏言葉である。

裏彩色は、裏彩色である。

裏作は、裏作である。

裏差は、裏差である。

裏挿は、裏挿である。

占定めは、占定めである。

浦里は、浦里である。

浦里時次郎は、浦里時次郎である。

心淋しいは、心淋しいである。

心荒ぶは、心荒ぶである。

占算は、占算である。

裏桟は、裏桟である。

浦路は、浦路である。

裏地は、裏地である。

ウラジーミルは、ウラジーミルである。

ウラジヴォストークは、ウラジヴォストークである。

浦潮は、浦潮である。

浦島は、浦島である。



浦仕舞は、浦仕舞である。

浦島草は、浦島草である。

浦島太郎は、浦島太郎である。

浦島躑躅は、浦島躑躅である。

浦島の子は、浦島の子である。

ウラジミルツォフは、ウラジミルツォフである。

裏尺は、裏尺である。

裏借屋は、裏借屋である。

裏正面は、裏正面である。

浦証文は、浦証文である。

ウラシルは、ウラシルである。

裏白は、裏白である。

裏白科は、裏白科である。

裏白樫は、裏白樫である。

裏白樺は、裏白樺である。

裏白金梅は、裏白金梅である。

裏白青磁は、裏白青磁である。

裏白の木は、裏白の木である。

白梨樹は、白梨樹である。

白綿子樹は、白綿子樹である。

裏白樅は、裏白樅である。

裏白連歌は、裏白連歌である。

浦洲は、浦洲である。

裏背戸は、裏背戸である。

裏千家は、裏千家である。

浦添は、浦添である。

裏店は、裏店である。

裏店借りは、裏店借りである。

裏店住いは、裏店住いである。

浦千鳥は、浦千鳥である。

裏付は、裏付である。

裏付けは、裏付けである。

裏付草履は、裏付草履である。

裏付けるは、裏付けるである。

浦伝いは、浦伝いである。

浦伝ふは、浦伝ふである。

裏褄模様は、裏褄模様である。

占手は、占手である。

浦手は、浦手である。

裏手は、裏手である。

浦手形は、浦手形である。

占問ふは、占問ふである。

心問ふは、心問ふである。

裏問ふは、裏問ふである。

占問橋は、占問橋である。

浦遠しは、浦遠しである。



裏通しは、裏通しである。

裏通りは、裏通りである。

心解くは、心解くである。

裏年は、裏年である。

裏撮りは、裏撮りである。

裏取引は、裏取引である。

占いは、占いである。

卜は、卜である。

占い算は、占い算である。

占い者は、占い者である。

占うは、占うである。

裏長屋は、裏長屋である。

浦凪は、浦凪である。

浦和ぎは、浦和ぎである。

心泣くは、心泣くである。

裏嘆くは、裏嘆くである。

心情は、心情である。

裏無しは、裏無しである。

心無しは、心無しである。

裏馴染は、裏馴染である。

浦波は、浦波である。

末生りは、末生りである。

末成りは、末成りである。

浦鳴りは、浦鳴りである。

ウラニウムは、ウラニウムである。

裏日本は、裏日本である。

裏庭は、裏庭である。

卜庭神は、卜庭神である。

裏布は、裏布である。

ウラノスは、ウラノスである。

陰陽寮は、陰陽寮である。

裏の目は、裏の目である。

末葉は、末葉である。

末矧は、末矧である。

裏箔は、裏箔である。

末弭は、末弭である。

末筈は、末筈である。

心恥かしいは、心恥かしいである。

占八卦は、占八卦である。

裏話は、裏話である。

卜食は、卜食である。

裏腹は、裏腹である。

裏針は、裏針である。

裏判は、裏判である。

裏番組は、裏番組である。

裏磐梯は、裏磐梯である。



浦人は、浦人である。

浦百姓は、浦百姓である。

裏表紙は、裏表紙である。

うらびるは、うらびるである。

裏封は、裏封である。

占文は、占文である。

卜書は、卜書である。

うらぶれるは、うらぶれるである。

卜部は、卜部である。

浦辺は、浦辺である。

卜部懐賢は、卜部懐賢である。

卜部兼倶は、卜部兼倶である。

裏剥げは、裏剥げである。

卜部神道は、卜部神道である。

卜部兼好は、卜部兼好である。

卜部神は、卜部神である。

卜部季武は、卜部季武である。

裏星科は、裏星科である。

裏掘りは、裏掘りである。

裏盆は、裏盆である。

盂蘭盆は、盂蘭盆である。

盂蘭盆経は、盂蘭盆経である。

浦曲は、浦曲である。

ウラマーは、ウラマーである。

裏優り紅梅は、裏優り紅梅である。

裏町は、裏町である。

裏松は、裏松である。

心待つは、心待つである。

裏松光世は、裏松光世である。

浦祭は、浦祭である。

裏祭は、裏祭である。

裏窓は、裏窓である。

ヴラマンクは、ヴラマンクである。

怨みは、怨みである。

恨みは、恨みである。

憾みは、憾みである。

浦廻は、浦廻である。

浦見は、浦見である。

怨み歌は、怨み歌である。

怨み顔は、怨み顔である。

恨みがましいは、恨みがましいである。

怨み言は、怨み言である。

裏身頃は、裏身頃である。

怨み死には、怨み死にである。

裏道は、裏道である。

怨みっこは、怨みっこである。



怨みつらみは、怨みつらみである。

怨み所は、怨み所である。

怨み寝は、怨み寝である。

恨の介は、恨の介である。

恨みるは、恨みるである。

恨み侘ぶは、恨み侘ぶである。

恨むは、恨むである。

怨むは、怨むである。

憾むは、憾むである。

怨むらくはは、怨むらくはである。

末紫は、末紫である。

裏目は、裏目である。

裏銘は、裏銘である。

恨めしいは、恨めしいである。

怨めしいは、怨めしいである。

心愛づは、心愛づである。

心思いは、心思いである。

心許無しは、心許無しである。

裏模様は、裏模様である。

裏漏りは、裏漏りである。

裏門は、裏門である。

裏紋は、裏紋である。

裏文書は、裏文書である。

裏屋は、裏屋である。

裏焼きは、裏焼きである。

浦役は、浦役である。

浦役銀は、浦役銀である。

浦役銭は、浦役銭である。

裏約束は、裏約束である。

浦役場は、浦役場である。

裏屋小路は、裏屋小路である。

心安は、心安である。

浦安は、浦安である。

浦安国は、浦安国である。

浦安の舞は、浦安の舞である。

裏屋住いは、裏屋住いである。

裏屋住みは、裏屋住みである。

裏柳は、裏柳である。

浦山は、浦山である。

裏山は、裏山である。

浦山風は、浦山風である。

羨ましいは、羨ましいである。

裏山吹は、裏山吹である。

羨みは、羨みである。

羨み顔は、羨み顔である。

羨むは、羨むである。



裏行は、裏行である。

麗らは、麗らである。

麗らかは、麗らかである。

麗らけしは、麗らけしである。

裏流は、裏流である。

裏輪は、裏輪である。

ウラルは、ウラルである。

ウラル川は、ウラル川である。

ウラル語族は、ウラル語族である。

ウラル山脈は、ウラル山脈である。

浦和は、浦和である。

占兆は、占兆である。

うら若いは、うら若いである。

裏技は、裏技である。

ウランは、ウランである。

ウランウデは、ウランウデである。

売らんかなは、売らんかなである。

ウラン系列は、ウラン系列である。

ウラン鉛法は、ウラン鉛法である。

ウランバートルは、ウランバートルである。

瓜は、瓜である。

売りは、売りである。

売上げは、売上げである。

売上勘定は、売上勘定である。

売上勘定書は、売上勘定書である。

売上計算書は、売上計算書である。

売上原価は、売上原価である。

売上債権は、売上債権である。

売上税は、売上税である。

売上総利益は、売上総利益である。

売上高は、売上高である。

売上帳は、売上帳である。

売り上げるは、売り上げるである。

売浴せは、売浴せである。

売り余るは、売り余るである。

売り歩くは、売り歩くである。

売家は、売家である。

売り急ぐは、売り急ぐである。

瓜生は、瓜生である。

売抑えは、売抑えである。

売り惜しみは、売り惜しみである。

売オペレーションは、売オペレーションである。

瓜科は、瓜科である。

売り買いは、売り買いである。

売掛は、売掛である。

売掛金は、売掛金である。



売掛金勘定は、売掛金勘定である。

売方は、売方である。

売為替は、売為替である。

売気は、売気である。

売玉は、売玉である。

瓜切は、瓜切である。

売り切るは、売り切るである。

売切れは、売切れである。

売り切れるは、売り切れるである。

売り食いは、売り食いである。

売崩しは、売崩しである。

売薬は、売薬である。

売り口は、売り口である。

売券は、売券である。

沽券は、沽券である。

売子は、売子である。

売り声は、売り声である。

売りこかすは、売りこかすである。

売越しは、売越しである。

売り言葉は、売り言葉である。

瓜子姫は、瓜子姫である。

売込みは、売込みである。

売込問屋は、売込問屋である。

売り込むは、売り込むである。

売子宿は、売子宿である。

売材料は、売材料である。

売り先は、売り先である。

売り下げるは、売り下げるである。

瓜核は、瓜核である。

瓜実は、瓜実である。

瓜核顔は、瓜核顔である。

瓜実顔は、瓜実顔である。

瓜実条虫は、瓜実条虫である。

売り捌くは、売り捌くである。

売り慕うは、売り慕うである。

売り渋るは、売り渋るである。

売り代は、売り代である。

売据えは、売据えである。

うりずんは、うりずんである。

売り初めは、売り初めである。

売高は、売高である。

売出しは、売出しである。

売出し株は、売出し株である。

売出し中は、売出し中である。

売出し手形は、売出し手形である。

売出発行は、売出発行である。



売り出すは、売り出すである。

売り叩くは、売り叩くである。

売立ては、売立てである。

売建は、売建である。

売建玉は、売建玉である。

売溜めは、売溜めである。

売地は、売地である。

売り尽すは、売り尽すである。

売り付けるは、売り付けるである。

売繋ぎは、売繋ぎである。

売手は、売手である。

売手形は、売手形である。

売手市場は、売手市場である。

売手筋は、売手筋である。

売り時は、売り時である。

売り飛ばすは、売り飛ばすである。

売止めは、売止めである。

売名は、売名である。

売仲買は、売仲買である。

売り流すは、売り流すである。

売逃げは、売逃げである。

売抜けは、売抜けである。

売主は、売主である。

瓜盗人は、瓜盗人である。

売値は、売値である。

瓜の木は、瓜の木である。

売乗せは、売乗せである。

売場は、売場である。

瓜蠅は、瓜蠅である。

守瓜は、守瓜である。

瓜膚楓は、瓜膚楓である。

瓜羽虫は、瓜羽虫である。

瓜金花虫は、瓜金花虫である。

売り払うは、売り払うである。

瓜番は、瓜番である。

売日は、売日である。

売り拉ぐは、売り拉ぐである。

売り広めるは、売り広めるである。

瓜舟は、瓜舟である。

売剥ぎは、売剥ぎである。

売り減らすは、売り減らすである。

瓜坊は、瓜坊である。

瓜転びは、瓜転びである。

売り回るは、売り回るである。

瓜実蠅は、瓜実蠅である。

売り向かうは、売り向かうである。



売持は、売持である。

売物は、売物である。

瓜揉みは、瓜揉みである。

売屋は、売屋である。

売約定は、売約定である。

兀良哈は、兀良哈である。

兀良哈台は、兀良哈台である。

瓜生岩は、瓜生岩である。

瓜生外吉は、瓜生外吉である。

瓜生保は、瓜生保である。

瓜生野は、瓜生野である。

雨量は、雨量である。

雨量計は、雨量計である。

雨緑樹林は、雨緑樹林である。

売米は、売米である。

糶は、糶である。

売連合は、売連合である。

売渡しは、売渡しである。

売渡し状は、売渡し状である。

売渡し担保は、売渡し担保である。

売渡し抵当は、売渡し抵当である。

売り渡すは、売り渡すである。

羽林は、羽林である。

羽林家は、羽林家である。

粳は、粳である。

ウルは、ウルである。

売るは、売るである。

熟るは、熟るである。

得るは、得るである。

粳粟は、粳粟である。

閏は、閏である。

潤は、潤である。

烏塁城は、烏塁城である。

潤ふは、潤ふである。

閏月は、閏月である。

閏年は、閏年である。

閏日は、閏日である。

閏秒は、閏秒である。

うるうるは、うるうるである。

潤いは、潤いである。

潤うは、潤うである。

霑うは、霑うである。

潤すは、潤すである。

うるかは、うるかである。

ウルガタは、ウルガタである。

ウルカヌスは、ウルカヌスである。



烏児干伴天連は、烏児干伴天連である。

夏枯草は、夏枯草である。

粳黍は、粳黍である。

女宿は、女宿である。

ウルグアイは、ウルグアイである。

ウルグアイラウンドは、ウルグアイラウンドである。

ウルグベクは、ウルグベクである。

潤けるは、潤けるである。

ウルゲンチは、ウルゲンチである。

粳米は、粳米である。

煩は、煩である。

煩いは、煩いである。

五月蠅いは、五月蠅いである。

うるさ型は、うるさ型である。

煩がるは、煩がるである。

煩しは、煩しである。

五月蠅しは、五月蠅しである。

蔚山は、蔚山である。

漆は、漆である。

漆糸は、漆糸である。

漆絵は、漆絵である。

ウルシオールは、ウルシオールである。

漆科は、漆科である。

漆掻きは、漆掻きである。

漆感は、漆感である。

漆瘡は、漆瘡である。

漆紙文書は、漆紙文書である。

漆工芸は、漆工芸である。

漆漉しは、漆漉しである。

漆細工は、漆細工である。

漆地は、漆地である。

漆塗は、漆塗である。

粳稲は、粳稲である。

漆年貢は、漆年貢である。

漆糊は、漆糊である。

漆箔は、漆箔である。

漆刷毛は、漆刷毛である。

漆判は、漆判である。

油漆奉行は、油漆奉行である。

漆風呂は、漆風呂である。

漆負けは、漆負けである。

漆室は、漆室である。

漆木綿は、漆木綿である。

漆紋は、漆紋である。

漆弓は、漆弓である。

ウルストンクラフトは、ウルストンクラフトである。



うるせしは、うるせしである。

ヴルタヴァは、ヴルタヴァである。

得撫草は、得撫草である。

得撫島は、得撫島である。

ウルドゥー語は、ウルドゥー語である。

ウルトラは、ウルトラである。

ウルトラシーは、ウルトラシーである。

ウルトラナショナリズムは、ウルトラナショナリズムである。

ウルトラマリンは、ウルトラマリンである。

ウルトラモンタニズムは、ウルトラモンタニズムである。

ウルバヌスは、ウルバヌスである。

ウルピアヌスは、ウルピアヌスである。

ウルフは、ウルフである。

ウルブリヒトは、ウルブリヒトである。

宇流麻は、宇流麻である。

潤ませるは、潤ませるである。

潤みは、潤みである。

潤み色は、潤み色である。

潤み朱は、潤み朱である。

潤み椀は、潤み椀である。

ウルムは、ウルムである。

潤むは、潤むである。

烏魯木斉は、烏魯木斉である。

潤目は、潤目である。

潤目鰯は、潤目鰯である。

粳餅は、粳餅である。

うるりこは、うるりこである。

うるるこは、うるるこである。

麗しいは、麗しいである。

麗しだつは、麗しだつである。

愛しみは、愛しみである。

売れは、売れである。

うれは、うれである。

ウレアーゼは、ウレアーゼである。

売れ足は、売れ足である。

愁いは、愁いである。

憂い事は、憂い事である。

愁三重は、愁三重である。

愁状は、愁状である。

愁の毛は、愁の毛である。

愁節は、愁節である。

愁髷は、愁髷である。

愁結びは、愁結びである。

憂ふは、憂ふである。

愁ふは、愁ふである。

患ふは、患ふである。



憂えは、憂えである。

愁えは、愁えである。

憂え顔は、憂え顔である。

愁文は、愁文である。

憂えるは、憂えるである。

愁えるは、愁えるである。

患えるは、患えるである。

売れ口は、売れ口である。

売れ先は、売れ先である。

嬉しは、嬉しである。

嬉しいは、嬉しいである。

嬉しい悲鳴は、嬉しい悲鳴である。

嬉し顔は、嬉し顔である。

嬉し悲しいは、嬉し悲しいである。

嬉しがらせは、嬉しがらせである。

嬉し泣きは、嬉し泣きである。

嬉し涙は、嬉し涙である。

嬉野は、嬉野である。

嬉野茶は、嬉野茶である。

嬉野焼は、嬉野焼である。

嬉しぶは、嬉しぶである。

嬉しむは、嬉しむである。

うれずくは、うれずくである。

売れ筋は、売れ筋である。

売れ高は、売れ高である。

うれたしは、うれたしである。

うれたむは、うれたむである。

ウレタンは、ウレタンである。

ウレタン樹脂は、ウレタン樹脂である。

ウ列は、ウ列である。

梢付塔婆は、梢付塔婆である。

売っ子は、売っ子である。

末摘花は、末摘花である。

売れ残りは、売れ残りである。

売れ残るは、売れ残るである。

杪葉は、杪葉である。

うれむぞは、うれむぞである。

売行きは、売行きである。

売れるは、売れるである。

熟れるは、熟れるである。

憂わしいは、憂わしいである。

末わわら葉は、末わわら葉である。

洞は、洞である。

有漏は、有漏である。

迂路は、迂路である。

烏鷺は、烏鷺である。



うろうろは、うろうろである。

うろうろ涙は、うろうろ涙である。

うろうろ船は、うろうろ船である。

うろうろ眼は、うろうろ眼である。

疎覚えは、疎覚えである。

ウロキナーゼは、ウロキナーゼである。

鱗石は、鱗石である。

鱗釘は、鱗釘である。

鱗雲は、鱗雲である。

鱗相場は、鱗相場である。

有漏路は、有漏路である。

狼狽ふは、狼狽ふである。

狼狽は、狼狽である。

狼狽眼は、狼狽眼である。

狼狽えるは、狼狽えるである。

うろちょろは、うろちょろである。

うろづかみは、うろづかみである。

うろつくは、うろつくである。

ヴロツワフは、ヴロツワフである。

疎抜くは、疎抜くである。

ウロビリノゲンは、ウロビリノゲンである。

ウロビリンは、ウロビリンである。

売ろ舟は、売ろ舟である。

有漏無漏法は、有漏無漏法である。

胡乱は、胡乱である。

胡乱座は、胡乱座である。

胡乱者は、胡乱者である。

上顎は、上顎である。

上足取は、上足取である。

上臼は、上臼である。

ウワウルシは、ウワウルシである。

うわうわは、うわうわである。

上枝は、上枝である。

上絵は、上絵である。

上絵釉は、上絵釉である。

上絵付は、上絵付である。

うわえなしは、うわえなしである。

上絵具は、上絵具である。

上絵屋は、上絵屋である。

上襟は、上襟である。

上領は、上領である。

上夫は、上夫である。

後夫は、後夫である。

上被いは、上被いである。

上覆いは、上覆いである。

上置きは、上置きである。



上襲は、上襲である。

上帯は、上帯である。

宇和海は、宇和海である。

上交は、上交である。

上替は、上替である。

上書きは、上書きである。

上掛けは、上掛けである。

上嵩は、上嵩である。

上霞は、上霞である。

上風は、上風である。

上傾きは、上傾きである。

上紙は、上紙である。

上借りは、上借りである。

上枯るは、上枯るである。

上嗄るは、上嗄るである。

上皮は、上皮である。

上側は、上側である。

上木は、上木である。

浮気は、浮気である。

上気は、上気である。

表着は、表着である。

上着は、上着である。

上衣は、上衣である。

浮気烏は、浮気烏である。

浮気酒は、浮気酒である。

浮気の蒲焼は、浮気の蒲焼である。

浮気者は、浮気者である。

釉は、釉である。

上薬は、上薬である。

表具足は、表具足である。

上唇は、上唇である。

上靴は、上靴である。

上頸は、上頸である。

うわぐむは、うわぐむである。

上曇るは、上曇るである。

上鞍は、上鞍である。

上毛は、上毛である。

上景気は、上景気である。

上声は、上声である。

上氷は、上氷である。

譫言は、譫言である。

囈語は、囈語である。

噂は、噂である。

上座は、上座である。

上刺は、上刺である。

上差は、上差である。



上刺袋は、上刺袋である。

噂話は、噂話である。

上鞘は、上鞘である。

上皿天秤は、上皿天秤である。

上桟は、上桟である。

上敷は、上敷である。

宇和島は、宇和島である。

上白むは、上白むである。

上汁は、上汁である。

上簾は、上簾である。

上滑りは、上滑りである。

上澄みは、上澄みである。

上澄むは、上澄むである。

上摺りは、上摺りである。

上擦るは、上擦るである。

上背は、上背である。

上脊は、上脊である。

上草履は、上草履である。

上染めは、上染めである。

うわだなは、うわだなである。

上千鳥は、上千鳥である。

上調子は、上調子である。

上地料は、上地料である。

うわつくは、うわつくである。

上つ国は、上つ国である。

上付は、上付である。

上土は、上土である。

上土権は、上土権である。

上土持は、上土持である。

表筒男命は、表筒男命である。

上包みは、上包みである。

上っ面は、上っ面である。

上っ張りは、上っ張りである。

上積みは、上積みである。

上露は、上露である。

上面は、上面である。

上手は、上手である。

上手舵は、上手舵である。

上手出し投げは、上手出し投げである。

上手投げは、上手投げである。

上手捻りは、上手捻りである。

上手回しは、上手回しである。

上長押は、上長押である。

上波は、上波である。

上鳴りは、上鳴りである。

表鳴りは、表鳴りである。



次妻は、次妻である。

嫐は、嫐である。

後妻打は、後妻打である。

後妻嫉妬は、後妻嫉妬である。

上荷は、上荷である。

上荷差は、上荷差である。

上荷船は、上荷船である。

上塗りは、上塗りである。

上値は、上値である。

上乗せは、上乗せである。

上乗せ条例は、上乗せ条例である。

上の空は、上の空である。

上乗りは、上乗りである。

上葉は、上葉である。

上歯は、上歯である。

上這いは、上這いである。

上履きは、上履きである。

蟒蛇は、蟒蛇である。

蟒草は、蟒草である。

表腹帯は、表腹帯である。

上腹巻は、上腹巻である。

上張りは、上張りである。

上盤は、上盤である。

上翳は、上翳である。

外障眼は、外障眼である。

上火は、上火である。

上髭は、上髭である。

上紐は、上紐である。

上表紙は、上表紙である。

上葺きは、上葺きである。

上文は、上文である。

上辺は、上辺である。

上前は、上前である。

上巻は、上巻である。

表巻は、表巻である。

上幕は、上幕である。

上回るは、上回るである。

上廻るは、上廻るである。

褶は、褶である。

上身は、上身である。

上水は、上水である。

上溝桜は、上溝桜である。

上不見桜は、上不見桜である。

上向きは、上向きである。

上向くは、上向くである。

表筵は、表筵である。



上蓆は、上蓆である。

上目は、上目である。

上目遣いは、上目遣いである。

表裳は、表裳である。

上裳は、上裳である。

上物は、上物である。

上盛りは、上盛りである。

上盛るは、上盛るである。

上矢は、上矢である。

表矢は、表矢である。

上家は、上家である。

上屋形は、上屋形である。

上役は、上役である。

上槍は、上槍である。

上屋渡しは、上屋渡しである。

上縒は、上縒である。

植わるは、植わるである。

右腕は、右腕である。

云は、云である。

吽は、吽である。

芸は、芸である。

運は、運である。

雲は、雲である。

暈は、暈である。

うんは、うんである。

云為は、云為である。

雲雨は、雲雨である。

うんうんは、うんうんである。

運営は、運営である。

雲影は、雲影である。

雲翳は、雲翳である。

雲烟は、雲烟である。

雲煙は、雲煙である。

暈おうは、暈おうである。

蘊奥は、蘊奥である。

暈おう式は、暈おう式である。

浮塵子は、浮塵子である。

雲霞は、雲霞である。

運河は、運河である。

雲海は、雲海である。

雲外は、雲外である。

芸閣は、芸閣である。

雲角は、雲角である。

雲客は、雲客である。

雲鶴は、雲鶴である。

雲鶴手は、雲鶴手である。



ウンガレッティは、ウンガレッティである。

雲漢は、雲漢である。

温気は、温気である。

運気は、運気である。

雲気は、雲気である。

雲貴高原は、雲貴高原である。

雲気文は、雲気文である。

運脚は、運脚である。

雲脚は、雲脚である。

雲脚台は、雲脚台である。

雲脚茶会は、雲脚茶会である。

運休は、運休である。

雲級は、雲級である。

運弓法は、運弓法である。

雲鏡は、雲鏡である。

運慶は、運慶である。

雲形は、雲形である。

雲霓は、雲霓である。

雲形定規は、雲形定規である。

暈繝は、暈繝である。

繧繝雲形は、繧繝雲形である。

繧繝錦は、繧繝錦である。

繧繝縁は、繧繝縁である。

うんこは、うんこである。

芸香は、芸香である。

運行は、運行である。

運航は、運航である。

雲向は、雲向である。

雲高は、雲高である。

雲崗は、雲崗である。

雲岡は、雲岡である。

雲合霧集は、雲合霧集である。

雲谷は、雲谷である。

雲谷等顔は、雲谷等顔である。

雲谷派は、雲谷派である。

雲居寺は、雲居寺である。

雲根は、雲根である。

雲根志は、雲根志である。

運座は、運座である。

運載は、運載である。

雲彩は、雲彩である。

雲斎は、雲斎である。

雲際は、雲際である。

うんざいは、うんざいである。

運歳は、運歳である。

雲斎織は、雲斎織である。



運斎織は、運斎織である。

運定めは、運定めである。

うんざりは、うんざりである。

雲桟は、雲桟である。

雲散は、雲散である。

運算は、運算である。

雲山は、雲山である。

雲散霧消は、雲散霧消である。

雲脂は、雲脂である。

云爾は、云爾である。

倦じ顔は、倦じ顔である。

温室は、温室である。

運指法は、運指法である。

運者は、運者である。

雲車は、雲車である。

海神祭は、海神祭である。

ウンジャメナは、ウンジャメナである。

ウンシャンは、ウンシャンである。

うんじゅは、うんじゅである。

温州は、温州である。

雲州は、雲州である。

雲岫は、雲岫である。

雲集は、雲集である。

雲州消息は、雲州消息である。

温州蜜柑は、温州蜜柑である。

雲集霧散は、雲集霧散である。

うん寿平は、うん寿平である。

運珠法は、運珠法である。

雲上は、雲上である。

雲生は、雲生である。

雲照は、雲照である。

雲霄は、雲霄である。

うんじょうは、うんじょうである。

運上は、運上である。

雲壌は、雲壌である。

うん醸は、うん醸である。

運上方は、運上方である。

運上所は、運上所である。

雲上人は、雲上人である。

雲消霧散は、雲消霧散である。

雲上明覧は、雲上明覧である。

運上物は、運上物である。

運上山は、運上山である。

雲蒸竜変は、雲蒸竜変である。

慍色は、慍色である。

暈色は、暈色である。



運針は、運針である。

雲心月性は、雲心月性である。

雲水は、雲水である。

運尽は、運尽である。

倦ずるは、倦ずるである。

ウンスンカルタは、ウンスンカルタである。

運勢は、運勢である。

運積土は、運積土である。

ウンセットは、ウンセットである。

雲箋は、雲箋である。

暈せんは、暈せんである。

雲仙は、雲仙である。

雲仙天草国立公園は、雲仙天草国立公園である。

暈せん式は、暈せん式である。

雲仙岳は、雲仙岳である。

雲仙躑躅は、雲仙躑躅である。

運祚は、運祚である。

運送は、運送である。

運漕は、運漕である。

蘊藻は、蘊藻である。

温糟は、温糟である。

温糟粥は、温糟粥である。

紅糟粥は、紅糟粥である。

運送業は、運送業である。

運送状は、運送状である。

運送証券は、運送証券である。

運送人は、運送人である。

運送保険は、運送保険である。

運送料は、運送料である。

雲孫は、雲孫である。

ウンターデンリンデンは、ウンターデンリンデンである。

芸台は、芸台である。

雲台は、雲台である。

運試しは、運試しである。

うん太郎は、うん太郎である。

うんちは、うんちである。

蘊蓄は、蘊蓄である。

薀蓄は、薀蓄である。

雲中は、雲中である。

運賃は、運賃である。

運賃協定は、運賃協定である。

運賃建は、運賃建である。

運賃表は、運賃表である。

運賃保険は、運賃保険である。

運賃前払いは、運賃前払いである。

うんつくは、うんつくである。



芸亭は、芸亭である。

雲底は、雲底である。

雲梯は、雲梯である。

雲泥は、雲泥である。

雲泥の差は、雲泥の差である。

うんてれがんは、うんてれがんである。

運転は、運転である。

運転士は、運転士である。

運転資金は、運転資金である。

運転資本は、運転資本である。

運転手は、運転手である。

雲伝神道は、雲伝神道である。

運転時計は、運転時計である。

うんてんばんてんは、うんてんばんてんである。

うんとは、うんとである。

ヴントは、ヴントである。

運動は、運動である。

雲堂は、雲堂である。

運動員は、運動員である。

運動エネルギーは、運動エネルギーである。

運動家は、運動家である。

運動会は、運動会である。

運動学は、運動学である。

運動感覚は、運動感覚である。

運動器官は、運動器官である。

運動競技は、運動競技である。

運動靴は、運動靴である。

運動失調は、運動失調である。

運動場は、運動場である。

運動神経は、運動神経である。

運動性失語症は、運動性失語症である。

運動星団は、運動星団である。

運動中枢は、運動中枢である。

運動の法則は、運動の法則である。

運動費は、運動費である。

運動方程式は、運動方程式である。

運動摩擦は、運動摩擦である。

運動麻痺は、運動麻痺である。

運動野は、運動野である。

運動量は、運動量である。

運動領は、運動領である。

運動量保存の法則は、運動量保存の法則である。

うんともすんともは、うんともすんともである。

雲屯は、雲屯である。

運鈍根は、運鈍根である。

雲南は、雲南である。



うん南田は、うん南田である。

云云は、云云である。

海野は、海野である。

雲衲は、雲衲である。

暈のうは、暈のうである。

海野勝みんは、海野勝みんである。

鵜呑むは、鵜呑むである。

うんのろは、うんのろである。

運搬は、運搬である。

雲版は、雲版である。

運搬ＲＮＡは、運搬ＲＮＡである。

運搬作用は、運搬作用である。

運筆は、運筆である。

雲表は、雲表である。

雲豹は、雲豹である。

雲萍雑志は、雲萍雑志である。

雲鬢は、雲鬢である。

運否は、運否である。

運否天賦は、運否天賦である。

ウンブリアは、ウンブリアである。

雲平は、雲平である。

雲平細工は、雲平細工である。

雲平糖は、雲平糖である。

雲母は、雲母である。

運歩色葉集は、運歩色葉集である。

雲甍は、雲甍である。

うん袍は、うん袍である。

雲夢秦簡は、雲夢秦簡である。

雲夢沢は、雲夢沢である。

ウンマは、ウンマである。

運任せは、運任せである。

雲霧は、雲霧である。

運命は、運命である。

運命劇は、運命劇である。

運命的は、運命的である。

温明殿は、温明殿である。

運命論は、運命論である。

運命論者は、運命論者である。

饂麺は、饂麺である。

雲母片岩は、雲母片岩である。

雲門は、雲門である。

雲門山は、雲門山である。

雲紋竹は、雲紋竹である。

雲屋台は、雲屋台である。

運輸は、運輸である。

雲遊は、雲遊である。



運輸省は、運輸省である。

運輸大臣は、運輸大臣である。

運用は、運用である。

運用術は、運用術である。

雲鑼は、雲鑼である。

雲竜は、雲竜である。

雲竜型は、雲竜型である。

雲竜紙は、雲竜紙である。

雲竜水は、雲竜水である。

雲量は、雲量である。

雲廊は、雲廊である。

えは、えである。

江は、江である。

役は、役である。

枝は、枝である。

肢は、肢である。

故は、故である。

柄は、柄である。

疫は、疫である。

胞は、胞である。

荏は、荏である。

榎は、榎である。

餌は、餌である。

回は、回である。

会は、会である。

恵は、恵である。

慧は、慧である。

絵は、絵である。

縁は、縁である。

飢は、飢である。

能は、能である。

方は、方である。

重は、重である。

エアは、エアである。

エアーズロックは、エアーズロックである。

エアカーテンは、エアカーテンである。

エアガールは、エアガールである。

エアガンは、エアガンである。

エアクッションは、エアクッションである。

エアクリーナーは、エアクリーナーである。

エアコンは、エアコンである。

エアコンディショナーは、エアコンディショナーである。

エアコンディショニングは、エアコンディショニングである。

エアコンプレッサーは、エアコンプレッサーである。

エアシップは、エアシップである。

エアシャーは、エアシャーである。



エアシューターは、エアシューターである。

エアステーションは、エアステーションである。

エアゾールは、エアゾールである。

エアターミナルは、エアターミナルである。

エアチェックは、エアチェックである。

エアドームは、エアドームである。

エアトンは、エアトンである。

エアバスは、エアバスである。

エアバッグは、エアバッグである。

エアハルトは、エアハルトである。

エアフィールドは、エアフィールドである。

エアフィルターは、エアフィルターである。

エアブラシは、エアブラシである。

エアプランツは、エアプランツである。

エアブレーキは、エアブレーキである。

エアポートは、エアポートである。

エアホールは、エアホールである。

エアポケットは、エアポケットである。

エアホステスは、エアホステスである。

エアポンプは、エアポンプである。

エアマットは、エアマットである。

エアメールは、エアメールである。

エアラインは、エアラインである。

エアログラムは、エアログラムである。

エアロックは、エアロックである。

エアロビクスは、エアロビクスである。

絵合は、絵合である。

絵行灯は、絵行灯である。

酔ひは、酔ひである。

海鷂魚は、海鷂魚である。

え衣は、え衣である。

え被は、え被である。

永は、永である。

曳は、曳である。

泳は、泳である。

英は、英である。

映は、映である。

栄は、栄である。

洩は、洩である。

盈は、盈である。

郢は、郢である。

営は、営である。

詠は、詠である。

咏は、咏である。

裔は、裔である。

影は、影である。



鋭は、鋭である。

叡は、叡である。

穎は、穎である。

衛は、衛である。

嬰は、嬰である。

翳は、翳である。

纓は、纓である。

良いは、良いである。

えいは、えいである。

永預は、永預である。

永安門は、永安門である。

栄位は、栄位である。

営為は、営為である。

鋭意は、鋭意である。

衛尉は、衛尉である。

塋域は、塋域である。

影印は、影印である。

嬰羽は、嬰羽である。

永永は、永永である。

営営は、営営である。

衛営は、衛営である。

えいえいは、えいえいである。

えいえいおうは、えいえいおうである。

えいえい声は、えいえい声である。

英英辞典は、英英辞典である。

えいえいとうは、えいえいとうである。

永延は、永延である。

永遠は、永遠である。

永遠回帰は、永遠回帰である。

永遠公債は、永遠公債である。

永遠性は、永遠性である。

永遠の真理は、永遠の真理である。

英貨は、英貨である。

詠歌は、詠歌である。

穎果は、穎果である。

映画は、映画である。

栄華は、栄華である。

栄花は、栄花である。

詠懐は、詠懐である。

営外は、営外である。

嬰孩は、嬰孩である。

瀛涯勝覧は、瀛涯勝覧である。

詠歌一体は、詠歌一体である。

永嘉学派は、永嘉学派である。

映画館は、映画館である。

映画監督は、映画監督である。



鋭角は、鋭角である。

英学は、英学である。

鋭角三角形は、鋭角三角形である。

映画芸術は、映画芸術である。

映画劇は、映画劇である。

詠歌大概抄は、詠歌大概抄である。

詠歌之大概は、詠歌之大概である。

栄華の夢は、栄華の夢である。

永嘉の乱は、永嘉の乱である。

栄花物語は、栄花物語である。

栄華物語は、栄華物語である。

永嘉門は、永嘉門である。

永観は、永観である。

栄冠は、栄冠である。

叡感は、叡感である。

永観堂は、永観堂である。

永閑節は、永閑節である。

永喜は、永喜である。

永機は、永機である。

英気は、英気である。

盈虧は、盈虧である。

鋭気は、鋭気である。

影戯は、影戯である。

嬰記号は、嬰記号である。

永久は、永久である。

永久機関は、永久機関である。

永久気体は、永久気体である。

永久局外中立は、永久局外中立である。

永久欠番は、永久欠番である。

永久公債は、永久公債である。

永久硬水は、永久硬水である。

永久小作は、永久小作である。

永久歯は、永久歯である。

永久磁石は、永久磁石である。

永久選挙人名簿は、永久選挙人名簿である。

永久凍土は、永久凍土である。

永久歪は、永久歪である。

永久百首は、永久百首である。

永久法は、永久法である。

盈虚は、盈虚である。

永享は、永享である。

英京は、英京である。

影響は、影響である。

営業は、営業である。

営業案内は、営業案内である。

営業外収益は、営業外収益である。



営業外費用は、営業外費用である。

営業キロは、営業キロである。

営業警察は、営業警察である。

営業権は、営業権である。

営業財産は、営業財産である。

営業質は、営業質である。

営業所は、営業所である。

営業譲渡は、営業譲渡である。

営業所得は、営業所得である。

営業信託は、営業信託である。

営業税は、営業税である。

営業台は、営業台である。

営業停止は、営業停止である。

永業田は、永業田である。

営業年度は、営業年度である。

永享の乱は、永享の乱である。

営業費は、営業費である。

営業秘密は、営業秘密である。

営業費用は、営業費用である。

営業報告書は、営業報告書である。

営業保険は、営業保険である。

営業無尽は、営業無尽である。

営業利益は、営業利益である。

影響力は、影響力である。

郢曲は、郢曲である。

郢曲抄は、郢曲抄である。

英斤は、英斤である。

纓金は、纓金である。

詠吟は、詠吟である。

影供は、影供である。

栄遇は、栄遇である。

影供歌合は、影供歌合である。

エイクマンは、エイクマンである。

酔ひ狂ひは、酔ひ狂ひである。

英君は、英君である。

鋭形は、鋭形である。

永訣は、永訣である。

英傑は、英傑である。

盈月は、盈月である。

営繭は、営繭である。

永源寺は、永源寺である。

永源寺派は、永源寺派である。

栄枯は、栄枯である。

英語は、英語である。

穎悟は、穎悟である。

英悟は、英悟である。



衛護は、衛護である。

え衣香は、え衣香である。

え被香は、え被香である。

曳行は、曳行である。

曳航は、曳航である。

栄光は、栄光である。

営口は、営口である。

影向は、影向である。

永劫は、永劫である。

永劫回帰は、永劫回帰である。

曳光弾は、曳光弾である。

えい声は、えい声である。

英国は、英国である。

英国国教会は、英国国教会である。

酔ひ心地は、酔ひ心地である。

永小作は、永小作である。

永小作権は、永小作権である。

エイコサペンタエン酸は、エイコサペンタエン酸である。

酔ひ言は、酔ひ言である。

英魂は、英魂である。

えいさは、えいさである。

えいさあは、えいさあである。

英才は、英才である。

穎才は、穎才である。

栄西は、栄西である。

永済渠は、永済渠である。

英才教育は、英才教育である。

穎才新誌は、穎才新誌である。

英作文は、英作文である。

えいさっさは、えいさっさである。

永様は、永様である。

酔ひ様は、酔ひ様である。

酔ひさまたるは、酔ひさまたるである。

酔ひ覚めは、酔ひ覚めである。

叡算は、叡算である。

瑩山は、瑩山である。

叡山は、叡山である。

叡山酢漿草は、叡山酢漿草である。

叡山苔は、叡山苔である。

栄山寺は、栄山寺である。

叡山菫は、叡山菫である。

叡山版は、叡山版である。

英姿は、英姿である。

英詩は、英詩である。

英資は、英資である。

詠史は、詠史である。



鋭師は、鋭師である。

叡旨は、叡旨である。

殪死は、殪死である。

衛士は、衛士である。

衛視は、衛視である。

永字は、永字である。

永治は、永治である。

英字は、英字である。

嬰児は、嬰児である。

永字銀は、永字銀である。

永字小判は、永字小判である。

英字新聞は、英字新聞である。

永字丁銀は、永字丁銀である。

衛氏朝鮮は、衛氏朝鮮である。

永日は、永日である。

酔ひ死ぬは、酔ひ死ぬである。

永字八法は、永字八法である。

永字豆板銀は、永字豆板銀である。

泳者は、泳者である。

映写は、映写である。

映射は、映射である。

営舎は、営舎である。

映写機は、映写機である。

栄爵は、栄爵である。

影写本は、影写本である。

映写幕は、映写幕である。

英主は、英主である。

贏輸は、贏輸である。

永寿は、永寿である。

衛戍は、衛戍である。

瀛州は、瀛州である。

永住は、永住である。

影従は、影従である。

衛戍監獄は、衛戍監獄である。

詠出は、詠出である。

衛戍病院は、衛戍病院である。

英俊は、英俊である。

英書は、英書である。

営所は、営所である。

衛所は、衛所である。

永正は、永正である。

永承は、永承である。

詠唱は、詠唱である。

詠誦は、詠誦である。

嬰商は、嬰商である。

英照皇太后は、英照皇太后である。



営城子は、営城子である。

影鈔本は、影鈔本である。

影照本は、影照本である。

栄職は、栄職である。

栄辱は、栄辱である。

衛所制度は、衛所制度である。

酔ひ痴るは、酔ひ痴るである。

映じるは、映じるである。

詠じるは、詠じるである。

栄進は、栄進である。

詠進は、詠進である。

英人は、英人である。

鋭刃は、鋭刃である。

エイズは、エイズである。

潁水は、潁水である。

エイズウイルスは、エイズウイルスである。

英数字は、英数字である。

映ずるは、映ずるである。

詠ずるは、詠ずるである。

永世は、永世である。

永生は、永生である。

永逝は、永逝である。

叡聖は、叡聖である。

英聖は、英聖である。

衛生は、衛生である。

衛青は、衛青である。

衛星は、衛星である。

衛生害虫は、衛生害虫である。

衛生学は、衛生学である。

衛生行政は、衛生行政である。

衛生警察は、衛生警察である。

衛生検査技師は、衛生検査技師である。

衛星国は、衛星国である。

衛生紙は、衛生紙である。

衛生試験所は、衛生試験所である。

衛生車は、衛生車である。

衛星船は、衛星船である。

永精銭は、永精銭である。

衛星速度は、衛星速度である。

衛星中継は、衛星中継である。

永世中立は、永世中立である。

衛星通信は、衛星通信である。

衛生的は、衛生的である。

衛生陶器は、衛生陶器である。

衛星都市は、衛星都市である。

叡聖文武は、叡聖文武である。



衛星放送は、衛星放送である。

永世名人は、永世名人である。

永世禄は、永世禄である。

永銭は、永銭である。

曳船は、曳船である。

潁川は、潁川である。

営繕は、営繕である。

鋭尖形は、鋭尖形である。

永宣旨は、永宣旨である。

エイゼンシュテインは、エイゼンシュテインである。

永祚は、永祚である。

英宗は、英宗である。

泳層は、泳層である。

営倉は、営倉である。

営巣は、営巣である。

詠草は、詠草である。

映像は、映像である。

営造は、営造である。

影像は、影像である。

映像信号は、映像信号である。

営造物は、営造物である。

永続は、永続である。

永続的は、永続的である。

永祚の風は、永祚の風である。

叡尊は、叡尊である。

睿尊は、睿尊である。

永代は、永代である。

映帯は、映帯である。

永代売は、永代売である。

永代経は、永代経である。

永代供養は、永代供養である。

永代蔵は、永代蔵である。

永代講は、永代講である。

永泰公主は、永泰公主である。

永代小作は、永代小作である。

永代借地権は、永代借地権である。

永代証文は、永代証文である。

永代橋は、永代橋である。

酔ひ倒れは、酔ひ倒れである。

永高は、永高である。

郢たくは、郢たくである。

栄達は、栄達である。

穎脱は、穎脱である。

詠嘆は、詠嘆である。

詠歎は、詠歎である。

叡嘆は、叡嘆である。



睿歎は、睿歎である。

英断は、英断である。

営団は、営団である。

叡断は、叡断である。

営団地下鉄は、営団地下鉄である。

詠嘆法は、詠嘆法である。

英知は、英知である。

叡知は、叡知である。

叡智は、叡智である。

Ｈは、Ｈである。

ｈは、ｈである。

叡知界は、叡知界である。

永蟄居は、永蟄居である。

江市屋格子は、江市屋格子である。

営中は、営中である。

裔胄は、裔胄である。

永長は、永長である。

えいっは、えいっである。

酔ひ潰るは、酔ひ潰るである。

営庭は、営庭である。

永定河は、永定河である。

英哲は、英哲である。

穎哲は、穎哲である。

叡哲は、叡哲である。

睿哲は、睿哲である。

栄典は、栄典である。

栄転は、栄転である。

永伝は、永伝である。

営田は、営田である。

栄典大権は、栄典大権である。

エイトは、エイトである。

鋭頭は、鋭頭である。

えいとうは、えいとうである。

影堂は、影堂である。

永徳は、永徳である。

エイドスは、エイドスである。

えいとなは、えいとなである。

酔ひどれは、酔ひどれである。

英噸は、英噸である。

営内は、営内である。

酔ひ泣きは、酔ひ泣きである。

永仁は、永仁である。

栄任は、栄任である。

永仁徳政令は、永仁徳政令である。

永寧寺は、永寧寺である。

永年は、永年である。



永年勤続は、永年勤続である。

永年地は、永年地である。

永年変化は、永年変化である。

営農は、営農である。

えいの尾は、えいの尾である。

曳白は、曳白である。

英発は、英発である。

映発は、映発である。

曳尾は、曳尾である。

鋭敏は、鋭敏である。

英布は、英布である。

郢斧は、郢斧である。

衛府は、衛府である。

英武は、英武である。

英風は、英風である。

叡福寺は、叡福寺である。

永福門は、永福門である。

永福門院は、永福門院である。

酔ひ臥すは、酔ひ臥すである。

英仏は、英仏である。

詠物は、詠物である。

英仏海峡は、英仏海峡である。

英仏海峡トンネルは、英仏海峡トンネルである。

英仏協商は、英仏協商である。

英文は、英文である。

叡聞は、叡聞である。

英文学は、英文学である。

英文典は、英文典である。

英文法は、英文法である。

影屏は、影屏である。

鋭兵は、鋭兵である。

衛兵は、衛兵である。

英米は、英米である。

永平寺は、永平寺である。

英米法は、英米法である。

永別は、永別である。

エイヘンバウムは、エイヘンバウムである。

永宝は、永宝である。

永保は、永保である。

英法は、英法である。

泳法は、泳法である。

鋭鋒は、鋭鋒である。

永保寺は、永保寺である。

英邁は、英邁である。

酔ひ紛れは、酔ひ紛れである。

永万は、永万である。



盈満は、盈満である。

衛満は、衛満である。

永眠は、永眠である。

英名は、英名である。

英明は、英明である。

栄名は、栄名である。

英緬戦争は、英緬戦争である。

永盛は、永盛である。

営門は、営門である。

永夜は、永夜である。

えいやは、えいやである。

えいやあは、えいやあである。

えいやおうは、えいやおうである。

英訳は、英訳である。

えいやっは、えいやっである。

えいやっとは、えいやっとである。

えいやらやは、えいやらやである。

英雄は、英雄である。

英雄家は、英雄家である。

英雄交響曲は、英雄交響曲である。

英雄主義は、英雄主義である。

英雄神話は、英雄神話である。

英雄崇拝は、英雄崇拝である。

英雄伝は、英雄伝である。

栄誉は、栄誉である。

永陽は、永陽である。

栄養は、栄養である。

営養は、営養である。

栄耀は、栄耀である。

栄耀栄華は、栄耀栄華である。

栄養塩類は、栄養塩類である。

栄養価は、栄養価である。

栄養学は、栄養学である。

栄養器官は、栄養器官である。

栄養形式は、栄養形式である。

栄養雑種は、栄養雑種である。

栄養士は、栄養士である。

栄養指数は、栄養指数である。

栄養失調は、栄養失調である。

栄養障害は、栄養障害である。

栄養食は、栄養食である。

栄養生殖は、栄養生殖である。

栄養素は、栄養素である。

栄養体は、栄養体である。

栄養段階は、栄養段階である。

栄養繁殖は、栄養繁殖である。



栄養物は、栄養物である。

栄養不良は、栄養不良である。

栄養葉は、栄養葉である。

栄誉権は、栄誉権である。

栄誉礼は、栄誉礼である。

永楽は、永楽である。

永楽赤絵は、永楽赤絵である。

永楽銭は、永楽銭である。

永楽大典は、永楽大典である。

永楽通宝は、永楽通宝である。

永楽帝は、永楽帝である。

永楽焼は、永楽焼である。

永楽窯は、永楽窯である。

英蘭は、英蘭である。

叡覧は、叡覧である。

英蘭戦争は、英蘭戦争である。

絵入りは、絵入りである。

英里は、英里である。

栄利は、栄利である。

営利は、営利である。

鋭利は、鋭利である。

贏利は、贏利である。

エイリアンは、エイリアンである。

営利会社は、営利会社である。

絵入狂言本は、絵入狂言本である。

営利行為は、営利行為である。

営利事業は、営利事業である。

営利資本は、営利資本である。

営利社団は、営利社団である。

営利主義は、営利主義である。

絵入り新聞は、絵入り新聞である。

営利的は、営利的である。

絵入根本は、絵入根本である。

営利法人は、営利法人である。

営利保険は、営利保険である。

絵入り本は、絵入り本である。

永暦は、永暦である。

英略は、英略である。

営利誘拐罪は、営利誘拐罪である。

叡慮は、叡慮である。

英領は、英領である。

営力は、営力である。

絵入読本は、絵入読本である。

映倫は、映倫である。

営林は、営林である。

営林局は、営林局である。



営林財産は、営林財産である。

営林署は、営林署である。

英霊は、英霊である。

永暦帝は、永暦帝である。

英連邦は、英連邦である。

永牢は、永牢である。

英露協商は、英露協商である。

永禄は、永禄である。

永和は、永和である。

英和は、英和である。

英和辞典は、英和辞典である。

衛綰は、衛綰である。

会陰は、会陰である。

絵印は、絵印である。

絵因果経は、絵因果経である。

エイントーフェンは、エイントーフェンである。

会陰裂傷は、会陰裂傷である。

酔ふは、酔ふである。

エヴァは、エヴァである。

エヴァンズは、エヴァンズである。

エヴァンズプリチャードは、エヴァンズプリチャードである。

エヴェレストは、エヴェレストである。

エウカリスチヤは、エウカリスチヤである。

エウクレイデスは、エウクレイデスである。

エヴゲニーオネーギンは、エヴゲニーオネーギンである。

エウゲニウスは、エウゲニウスである。

エウスタキオ管は、エウスタキオ管である。

絵団扇は、絵団扇である。

エウフラテスは、エウフラテスである。

エウリピデスは、エウリピデスである。

絵漆は、絵漆である。

エウロパは、エウロパである。

エウロペは、エウロペである。

Ａは、Ａである。

ａは、ａである。

ええは、ええである。

ＡＩは、ＡＩである。

ＡＥカメラは、ＡＥカメラである。

ＡＡ会議は、ＡＡ会議である。

ＡＳＡ感度は、ＡＳＡ感度である。

ＡＳ洗剤は、ＡＳ洗剤である。

ＡＦＬＣＩＯは、ＡＦＬＣＩＯである。

ＡＦカメラは、ＡＦカメラである。

ＡＦ２は、ＡＦ２である。

ＡＦＰは、ＡＦＰである。

エーエムは、エーエムである。



ＡＭは、ＡＭである。

ＡＭＰは、ＡＭＰである。

ＡＭ放送は、ＡＭ放送である。

ＡＬＣ板は、ＡＬＣ板である。

エーカーは、エーカーである。

Ａ型肝炎は、Ａ型肝炎である。

ＡＱは、ＡＱである。

Ａ級戦犯は、Ａ級戦犯である。

Ａクラスは、Ａクラスである。

エーゲ海は、エーゲ海である。

エーゲ文明は、エーゲ文明である。

エーコは、エーコである。

Ａ５判は、Ａ５判である。

エーコン管は、エーコン管である。

ＡＣは、ＡＣである。

ＡＣＴＨは、ＡＣＴＨである。

エージェンシーは、エージェンシーである。

エージェントは、エージェントである。

ええしやごしやは、ええしやごしやである。

ええじゃないかは、ええじゃないかである。

エースは、エースである。

ＡＴは、ＡＴである。

エーディーは、エーディーである。

ＡＤＡは、ＡＤＡである。

ＡＤＡ欠損症は、ＡＤＡ欠損症である。

ＡＴＳは、ＡＴＳである。

ＡＴＭは、ＡＴＭである。

ＡＴＬは、ＡＴＬである。

ＡＴＣは、ＡＴＣである。

ＡＴＰは、ＡＴＰである。

ＡＤＢは、ＡＤＢである。

ＡＤＰは、ＡＤＰである。

エーテルは、エーテルである。

エーデルワイスは、エーデルワイスである。

ええとは、ええとである。

エードは、エードである。

エートスは、エートスである。

Ａ判は、Ａ判である。

ＡＰは、ＡＰである。

ＡＢＳは、ＡＢＳである。

ＡＰＳは、ＡＰＳである。

ＡＢＳ樹脂は、ＡＢＳ樹脂である。

ＡＢＳ洗剤は、ＡＢＳ洗剤である。

ＡＢＭは、ＡＢＭである。

ＡＢＣは、ＡＢＣである。

ＡＢＣ制度は、ＡＢＣ制度である。



ＡＢＣＤ包囲陣は、ＡＢＣＤ包囲陣である。

ＡＢＣ分析は、ＡＢＣ分析である。

ＡＢＣ兵器は、ＡＢＣ兵器である。

ＡＶは、ＡＶである。

エーブイ機器は、エーブイ機器である。

エープリルフールは、エープリルフールである。

エーペックは、エーペックである。

エーベルトは、エーベルトである。

Ａ面は、Ａ面である。

エーラインは、エーラインである。

エールは、エールである。

エール大学は、エール大学である。

エールリッヒは、エールリッヒである。

エーレンスレーヤーは、エーレンスレーヤーである。

Ａ６判は、Ａ６判である。

エーロゾルは、エーロゾルである。

Ａ１は、Ａ１である。

会厭は、会厭である。

会厭軟骨は、会厭軟骨である。

エオアントロプスは、エオアントロプスである。

絵扇は、絵扇である。

伯父は、伯父である。

エオシンは、エオシンである。

エオスは、エオスである。

愛男は、愛男である。

愛少女は、愛少女である。

エオヒップスは、エオヒップスである。

エオルス音は、エオルス音である。

慧遠は、慧遠である。

会下は、会下である。

恵果は、恵果である。

慧可は、慧可である。

垣下は、垣下である。

餌飼いは、餌飼いである。

絵貝は、絵貝である。

絵海気は、絵海気である。

餌飼ふは、餌飼ふである。

笑顔は、笑顔である。

柄鏡は、柄鏡である。

絵鑑は、絵鑑である。

絵描きは、絵描きである。

絵書きは、絵書きである。

絵書き歌は、絵書き歌である。

描き出すは、描き出すである。

画部は、画部である。

依学は、依学である。



描くは、描くである。

画くは、画くである。

依学の宗は、依学の宗である。

荏粕は、荏粕である。

絵絣は、絵絣である。

得難いは、得難いである。

慧可断臂は、慧可断臂である。

笑勝ちは、笑勝ちである。

得難には、得難にである。

エカテリーナは、エカテリーナである。

エカテリンブルグは、エカテリンブルグである。

餌香の市は、餌香の市である。

垣下の座は、垣下の座である。

エカフェは、エカフェである。

絵紙は、絵紙である。

餌殻は、餌殻である。

絵柄は、絵柄である。

え辛いは、え辛いである。

絵唐津は、絵唐津である。

え辛っぽいは、え辛っぽいである。

荏柄天神は、荏柄天神である。

荏柄天神縁起は、荏柄天神縁起である。

江川は、江川である。

江河は、江河である。

絵革は、絵革である。

画韋は、画韋である。

江川太郎左衛門は、江川太郎左衛門である。

江川の玉乗は、江川の玉乗である。

絵看板は、絵看板である。

奕は、奕である。

益は、益である。

掖は、掖である。

液は、液である。

腋は、腋である。

江木は、江木である。

餌木は、餌木である。

縁起は、縁起である。

液圧式ブレーキは、液圧式ブレーキである。

易医は、易医である。

エギーユは、エギーユである。

駅員は、駅員である。

液雨は、液雨である。

駅売りは、駅売りである。

役役は、役役である。

奕奕は、奕奕である。

繹繹は、繹繹である。



胃宿は、胃宿である。

液化は、液化である。

液果は、液果である。

腋下は、腋下である。

腋花は、腋花である。

腋窩は、腋窩である。

腋芽は、腋芽である。

易学は、易学である。

疫学は、疫学である。

疫学的証明は、疫学的証明である。

江木千之は、江木千之である。

液化石油ガスは、液化石油ガスである。

液化天然ガスは、液化天然ガスである。

奕棊は、奕棊である。

疫鬼は、疫鬼である。

駅起田は、駅起田である。

駅起稲は、駅起稲である。

役牛は、役牛である。

易経は、易経である。

益金は、益金である。

役権は、役権である。

益軒十訓は、益軒十訓である。

駅戸は、駅戸である。

液材は、液材である。

液剤は、液剤である。

エキサイティングは、エキサイティングである。

エキサイトは、エキサイトである。

易簀は、易簀である。

役使は、役使である。

駅子は、駅子である。

繹史は、繹史である。

エキジビションは、エキジビションである。

エキジビションゲームは、エキジビションゲームである。

易者は、易者である。

駅舎は、駅舎である。

益者三友は、益者三友である。

益州は、益州である。

腋臭は、腋臭である。

液汁は、液汁である。

液晶は、液晶である。

液状は、液状である。

液状化は、液状化である。

液晶ディスプレーは、液晶ディスプレーである。

液晶テレビは、液晶テレビである。

疫神は、疫神である。

疫神祭は、疫神祭である。



役身折酬は、役身折酬である。

越幾斯は、越幾斯である。

役すは、役すである。

易水は、易水である。

エキストラは、エキストラである。

エキストライニングは、エキストライニングである。

エキスパートは、エキスパートである。

エキスパートシステムは、エキスパートシステムである。

エキスパンダーは、エキスパンダーである。

エキスポは、エキスポである。

益するは、益するである。

易世は、易世である。

易姓は、易姓である。

奕世は、奕世である。

腋生は、腋生である。

駅制は、駅制である。

益税は、益税である。

易姓革命は、易姓革命である。

駅船は、駅船である。

エキセントリックは、エキセントリックである。

液相は、液相である。

繹騒は、繹騒である。

エキゾーストは、エキゾーストである。

エキゾーストパイプは、エキゾーストパイプである。

エキゾチシズムは、エキゾチシズムである。

エキゾチックは、エキゾチックである。

エキソンは、エキソンである。

液体は、液体である。

液態は、液態である。

液体アンモニアは、液体アンモニアである。

液体温度計は、液体温度計である。

液体空気は、液体空気である。

液体酸素は、液体酸素である。

液体窒素は、液体窒素である。

液体燃料は、液体燃料である。

液体ヘリウムは、液体ヘリウムである。

液体摩擦は、液体摩擦である。

江木翼は、江木翼である。

駅站は、駅站である。

易断は、易断である。

役畜は、役畜である。

益虫は、益虫である。

液柱計は、液柱計である。

役丁は、役丁である。

益鳥は、益鳥である。

駅丁は、駅丁である。



掖庭は、掖庭である。

駅亭は、駅亭である。

駅逓は、駅逓である。

駅程は、駅程である。

駅逓局は、駅逓局である。

易田は、易田である。

駅田は、駅田である。

駅伝は、駅伝である。

駅伝競走は、駅伝競走である。

駅稲は、駅稲である。

駅頭は、駅頭である。

駅道は、駅道である。

駅留めは、駅留めである。

駅止めは、駅止めである。

絵衣は、絵衣である。

絵絹は、絵絹である。

エキノコッカスは、エキノコッカスである。

エキノコッカス症は、エキノコッカス症である。

役馬は、役馬である。

駅馬は、駅馬である。

易博士は、易博士である。

駅馬車は、駅馬車である。

液肥は、液肥である。

疫病は、疫病である。

駅ビルは、駅ビルである。

役夫は、役夫である。

駅夫は、駅夫である。

駅弁は、駅弁である。

役法は、役法である。

液胞は、液胞である。

エキホスは、エキホスである。

駅本屋は、駅本屋である。

役務は、役務である。

駅務掛は、駅務掛である。

駅務係は、駅務係である。

役務賠償は、役務賠償である。

液面計は、液面計である。

掖門は、掖門である。

腋門は、腋門である。

エキュは、エキュである。

益友は、益友である。

役用は、役用である。

奕葉は、奕葉である。

会行事は、会行事である。

疫痢は、疫痢である。

易林本は、易林本である。



疫癘は、疫癘である。

駅鈴は、駅鈴である。

液冷機関は、液冷機関である。

駅路の鈴は、駅路の鈴である。

絵金は、絵金である。

えぐは、えぐである。

恵供は、恵供である。

会供は、会供である。

エクアドルは、エクアドルである。

えぐいは、えぐいである。

エクイティーは、エクイティーである。

エクイティーファイナンスは、エクイティーファイナンスである。

えぐ芋は、えぐ芋である。

エクサは、エクサである。

エクササイズは、エクササイズである。

エグザミネーションは、エグザミネーションである。

エグザンプルは、エグザンプルである。

えぐしは、えぐしである。

柄串は、柄串である。

エグジスタンシアリスムは、エグジスタンシアリスムである。

エクジソンは、エクジソンである。

エクシビションは、エクシビションである。

エクスアンプロヴァンスは、エクスアンプロヴァンスである。

エクスカーションは、エクスカーションである。

エクスクラメーションマークは、エクスクラメーションマークである。

エクスタシーは、エクスタシーである。

エクスタシスは、エクスタシスである。

エクスチェンジは、エクスチェンジである。

エクステリアは、エクステリアである。

エクスプレスは、エクスプレスである。

エクスプレッショニズムは、エクスプレッショニズムである。

エクスプレッションは、エクスプレッションである。

エクスペディションは、エクスペディションである。

エクスペリメントは、エクスペリメントである。

エクスリブリスは、エクスリブリスである。

エグゼクティブは、エグゼクティブである。

エクセプションは、エクセプションである。

得具足は、得具足である。

エクソンは、エクソンである。

江口は、江口である。

江口の君は、江口の君である。

恵供の若菜は、恵供の若菜である。

エグバートは、エグバートである。

エクバタナは、エクバタナである。

靨は、靨である。

靨餅は、靨餅である。



絵組は、絵組である。

エクメネは、エクメネである。

エグモントは、エグモントである。

エクランは、エクランである。

えぐりは、えぐりである。

抉りは、抉りである。

刳りは、刳りである。

抉り出すは、抉り出すである。

エクリチュールは、エクリチュールである。

刳り舟は、刳り舟である。

エクリン腺は、エクリン腺である。

抉るは、抉るである。

刳るは、刳るである。

剔るは、剔るである。

エクレアは、エクレアである。

エクレシアは、エクレシアである。

抉れるは、抉れるである。

刳れるは、刳れるである。

エクロジャイトは、エクロジャイトである。

餌笥は、餌笥である。

慧解は、慧解である。

穢気は、穢気である。

恵瓊は、恵瓊である。

会下傘は、会下傘である。

会下僧は、会下僧である。

えげつないは、えげつないである。

エゲディは、エゲディである。

エケレジヤは、エケレジヤである。

エゲレスは、エゲレスである。

慧剣は、慧剣である。

慧眼は、慧眼である。

長子は、長子である。

依怙は、依怙である。

えごは、えごである。

エゴは、エゴである。

餌乞いは、餌乞いである。

刳いは、刳いである。

エゴイスティックは、エゴイスティックである。

エゴイストは、エゴイストである。

エゴイズムは、エゴイズムである。

回向は、回向である。

廻向は、廻向である。

壊劫は、壊劫である。

回向院は、回向院である。

餌合子は、餌合子である。

絵合子は、絵合子である。



会合衆は、会合衆である。

回向帳は、回向帳である。

回向発願心は、回向発願心である。

回向文は、回向文である。

絵高麗は、絵高麗である。

柄香炉は、柄香炉である。

えごえごは、えごえごである。

エコーは、エコーである。

エコー検査は、エコー検査である。

エコールは、エコールである。

エコールドパリは、エコールドパリである。

え漕ぎは、え漕ぎである。

衣こくは、衣こくである。

穢国は、穢国である。

絵心は、絵心である。

エコツーリズムは、エコツーリズムである。

エゴティズムは、エゴティズムである。

絵詞は、絵詞である。

えごのきは、えごのきである。

えごのき科は、えごのき科である。

エコノマイザーは、エコノマイザーである。

エコノミーは、エコノミーである。

エコノミークラスは、エコノミークラスである。

エコノミカルは、エコノミカルである。

エコノミクスは、エコノミクスである。

エコノミストは、エコノミストである。

エコノミックは、エコノミックである。

エコノミックアニマルは、エコノミックアニマルである。

エコノメトリックスは、エコノメトリックスである。

エコノモ脳炎は、エコノモ脳炎である。

恵胡海苔は、恵胡海苔である。

依怙贔屓は、依怙贔屓である。

エコビジネスは、エコビジネスである。

荏胡麻は、荏胡麻である。

エコマークは、エコマークである。

絵暦は、絵暦である。

エコロジーは、エコロジーである。

エコロジカルは、エコロジカルである。

エコロジストは、エコロジストである。

慧根は、慧根である。

会座は、会座である。

絵探しは、絵探しである。

江崎ダイオードは、江崎ダイオードである。

会釈は、会釈である。

江刺は、江刺である。

江差は、江差である。



餌差は、餌差である。

餌刺は、餌刺である。

江差追分は、江差追分である。

江差田は、江差田である。

柄差箒は、柄差箒である。

えさまさは、えさまさである。

絵皿は、絵皿である。

えさらぬは、えさらぬである。

恵山は、恵山である。

会三帰一は、会三帰一である。

絵師は、絵師である。

画師は、画師である。

慧思は、慧思である。

壊死は、壊死である。

良しは、良しである。

好しは、好しである。

慧慈は、慧慈である。

衛士籠は、衛士籠である。

ゑじかり股は、ゑじかり股である。

会式は、会式である。

壊色は、壊色である。

餌食は、餌食である。

絵地口は、絵地口である。

エジソンは、エジソンである。

エジソン電池は、エジソン電池である。

衛士督は、衛士督である。

絵師草紙は、絵師草紙である。

衛士府は、衛士府である。

エジプトは、エジプトである。

エジプト語は、エジプト語である。

エジプト煙草は、エジプト煙草である。

エジプトトルコ戦争は、エジプトトルコ戦争である。

エジプト鼠は、エジプト鼠である。

エジプト文字は、エジプト文字である。

江島は、江島である。

絵島は、絵島である。

江島其磧は、江島其磧である。

えじめるは、えじめるである。

会者定離は、会者定離である。

エシャロットは、エシャロットである。

会衆は、会衆である。

依正は、依正である。

懐奘は、懐奘である。

懐弉は、懐弉である。

エジョフは、エジョフである。

回心は、回心である。



依身は、依身である。

恵心は、恵心である。

穢身は、穢身である。

恵信尼は、恵信尼である。

恵心派は、恵心派である。

恵心流は、恵心流である。

Ｓは、Ｓである。

ｓは、ｓである。

エスは、エスである。

会すは、会すである。

絵図は、絵図である。

怨ずは、怨ずである。

ＳＲＣ造りは、ＳＲＣ造りである。

ＳＲ説は、ＳＲ説である。

ＳＩは、ＳＩである。

えずいは、えずいである。

ＳＥは、ＳＥである。

ＳＥＣは、ＳＥＣである。

エスイタは、エスイタである。

ＳＳＴは、ＳＳＴである。

ＳＮ比は、ＳＮ比である。

ＳＦは、ＳＦである。

ＳＦＸは、ＳＦＸである。

ＳＬは、ＳＬである。

ＳＲは、ＳＲである。

ＳＬＥは、ＳＬＥである。

ＳＬＢＭは、ＳＬＢＭである。

ＳＯＳは、ＳＯＳである。

絵姿は、絵姿である。

絵姿女房は、絵姿女房である。

エスカップは、エスカップである。

エスカベーシュは、エスカベーシュである。

エスカルゴは、エスカルゴである。

エスカレーションは、エスカレーションである。

エスカレーターは、エスカレーターである。

エスカレーター条項は、エスカレーター条項である。

エスカレートは、エスカレートである。

エスカロップは、エスカロップである。

エスキスは、エスキスである。

エスキモーは、エスキモーである。

エスキモー犬は、エスキモー犬である。

エスキモー語族は、エスキモー語族である。

Ｓ極は、Ｓ極である。

嘔吐くは、嘔吐くである。

エスクードは、エスクードである。

ＳＫＤは、ＳＫＤである。



エスケープは、エスケープである。

エスケープキーは、エスケープキーである。

エスケープクローズは、エスケープクローズである。

エス語は、エス語である。

えずこは、えずこである。

エスコートは、エスコートである。

えずこ払は、えずこ払である。

エスコリアルは、エスコリアルである。

絵双六は、絵双六である。

ＳＧＭＬは、ＳＧＭＬである。

Ｓ字状結腸は、Ｓ字状結腸である。

エスタブリッシュメントは、エスタブリッシュメントである。

ＳＤは、ＳＤである。

ＳＤＲは、ＳＤＲである。

ＳＤＩは、ＳＤＩである。

ＳＤ法は、ＳＤ法である。

エステティークは、エステティークである。

エステティシャンは、エステティシャンである。

エステラーゼは、エステラーゼである。

エステルは、エステルである。

エステル化は、エステル化である。

エストッペルは、エストッペルである。

エストニアは、エストニアである。

エストラゴンは、エストラゴンである。

エストロゲンは、エストロゲンである。

エストロンは、エストロンである。

エスニシティは、エスニシティである。

エスニックは、エスニックである。

エスノグラフィーは、エスノグラフィーである。

エスノサイエンスは、エスノサイエンスである。

エスノセントリズムは、エスノセントリズムである。

エスノメソドロジーは、エスノメソドロジーである。

エスノロジーは、エスノロジーである。

Ｓ波は、Ｓ波である。

エスパーは、エスパーである。

エスパニョーラは、エスパニョーラである。

ＳＰは、ＳＰである。

絵図引きは、絵図引きである。

エスファハンは、エスファハンである。

エスプリは、エスプリである。

エスプレッソは、エスプレッソである。

エスペランサは、エスペランサである。

エスペランチストは、エスペランチストである。

エスペラントは、エスペラントである。

Ｓ巻は、Ｓ巻である。

絵図面は、絵図面である。



餌摺子木は、餌摺子木である。

似非は、似非である。

似而非は、似而非である。

似非歌は、似非歌である。

エセーニンは、エセーニンである。

似非親は、似非親である。

似非方人は、似非方人である。

似非形は、似非形である。

似非木は、似非木である。

エゼキエルは、エゼキエルである。

似非事は、似非事である。

似非幸いは、似非幸いである。

似非侍は、似非侍である。

似非受領は、似非受領である。

エセックスは、エセックスである。

絵銭は、絵銭である。

似非人は、似非人である。

似非法師は、似非法師である。

似非者は、似非者である。

似非笑いは、似非笑いである。

也先は、也先である。

狗母魚は、狗母魚である。

壊疽は、壊疽である。

蝦夷は、蝦夷である。

蝦夷鼬は、蝦夷鼬である。

絵像は、絵像である。

絵双紙は、絵双紙である。

絵草子は、絵草子である。

絵双紙売は、絵双紙売である。

依草付木は、依草付木である。

蝦夷管領は、蝦夷管領である。

蝦夷菊は、蝦夷菊である。

蝦夷志は、蝦夷志である。

蝦夷鹿は、蝦夷鹿である。

蝦夷菫は、蝦夷菫である。

胡菫菜は、胡菫菜である。

蝦夷蝉は、蝦夷蝉である。

蝦夷代官は、蝦夷代官である。

蝦夷地は、蝦夷地である。

蝦夷梅雨は、蝦夷梅雨である。

蝦夷錦は、蝦夷錦である。

蝦夷奉行は、蝦夷奉行である。

蝦夷盆は、蝦夷盆である。

蝦夷松は、蝦夷松である。

蝦夷山鳥は、蝦夷山鳥である。

蝦夷雷鳥は、蝦夷雷鳥である。



絵空事は、絵空事である。

エソロジーは、エソロジーである。

蝦夷若布は、蝦夷若布である。

えたは、えたである。

えたいは、えたいである。

柄太鼓は、柄太鼓である。

枝打ちは、枝打ちである。

枝移りは、枝移りである。

枝枝は、枝枝である。

枝扇は、枝扇である。

枝劣りは、枝劣りである。

枝掻きは、枝掻きである。

枝柿は、枝柿である。

枝神は、枝神である。

裔神は、裔神である。

枝髢は、枝髢である。

枝川は、枝川である。

枝変りは、枝変りである。

画工は、画工である。

画工司は、画工司である。

枝栗は、枝栗である。

枝毛は、枝毛である。

絵凧は、絵凧である。

枝差は、枝差である。

枝挿しは、枝挿しである。

枝珊瑚は、枝珊瑚である。

枝下は、枝下である。

江田島は、江田島である。

枝尺蠖は、枝尺蠖である。

枝城は、枝城である。

枝炭は、枝炭である。

枝調子は、枝調子である。

役つは、役つである。

枝束は、枝束である。

枝接ぎは、枝接ぎである。

枝流れは、枝流れである。

枝肉は、枝肉である。

エタニティーは、エタニティーである。

支繞は、支繞である。

支根は、支根である。

エタノールは、エタノールである。

エタノールアミンは、エタノールアミンである。

枝の雪は、枝の雪である。

枝葉は、枝葉である。

枝払いは、枝払いである。

枝番は、枝番である。



枝髭虫は、枝髭虫である。

江田船山古墳は、江田船山古墳である。

枝船は、枝船である。

枝振りは、枝振りである。

枝骨は、枝骨である。

肢骨は、肢骨である。

枝豆は、枝豆である。

枝道は、枝道である。

岐路は、岐路である。

枝宮は、枝宮である。

エダムチーズは、エダムチーズである。

枝物は、枝物である。

得たりは、得たりである。

得たりおうは、得たりおうである。

得たり顔は、得たり顔である。

得たり賢しは、得たり賢しである。

得たりやおうは、得たりやおうである。

柄樽は、柄樽である。

えたれは、えたれである。

枝分れは、枝分れである。

エタンは、エタンである。

恵檀二流は、恵檀二流である。

エチェガライは、エチェガライである。

エチオピアは、エチオピアである。

エチオピア区は、エチオピア区である。

エチオピア語は、エチオピア語である。

エチオピア高原は、エチオピア高原である。

越川屋は、越川屋である。

エチケットは、エチケットである。

越期は、越期である。

越後は、越後である。

越後帷子は、越後帷子である。

越後晒は、越後晒である。

越後獅子は、越後獅子である。

越後上布は、越後上布である。

越後縮は、越後縮である。

越後布は、越後布である。

越後の七不思議は、越後の七不思議である。

越後筆は、越後筆である。

越後平野は、越後平野である。

越後屋は、越後屋である。

越後湯沢は、越後湯沢である。

越後流は、越後流である。

絵地図は、絵地図である。

越前は、越前である。

越前蟹は、越前蟹である。



越前紙は、越前紙である。

越前水母は、越前水母である。

えちものは、えちものである。

エチモロジーは、エチモロジーである。

エチュードは、エチュードである。

絵提灯は、絵提灯である。

エチルは、エチルである。

エチルアルコールは、エチルアルコールである。

エチルエーテルは、エチルエーテルである。

エチレンは、エチレンである。

エチレンオキシドは、エチレンオキシドである。

エチレングリコールは、エチレングリコールである。

エチレン系炭化水素は、エチレン系炭化水素である。

エチレンジアミンは、エチレンジアミンである。

エチレンジアミン四酢酸は、エチレンジアミン四酢酸である。

エチレンプロピレンゴムは、エチレンプロピレンゴムである。

えっは、えっである。

斉魚は、斉魚である。

悦は、悦である。

粤は、粤である。

越は、越である。

鉞は、鉞である。

謁は、謁である。

閲は、閲である。

会通は、会通である。

エッカーマンは、エッカーマンである。

越階は、越階である。

粤海関は、粤海関である。

悦喜は、悦喜である。

役調は、役調である。

課役は、課役である。

餌付は、餌付である。

越境は、越境である。

越境入学は、越境入学である。

エッグは、エッグである。

餌付くは、餌付くである。

絵尽しは、絵尽しである。

Ｘは、Ｘである。

ｘは、ｘである。

Ｘ脚は、Ｘ脚である。

Ｘ線は、Ｘ線である。

Ｘ線回折法は、Ｘ線回折法である。

Ｘ線管は、Ｘ線管である。

Ｘ線写真は、Ｘ線写真である。

Ｘ染色体は、Ｘ染色体である。

Ｘ線天体は、Ｘ線天体である。



Ｘ線天文学は、Ｘ線天文学である。

Ｘ線バーストは、Ｘ線バーストである。

エックスデーは、エックスデーである。

エックスバー理論は、エックスバー理論である。

エックハルトは、エックハルトである。

絵付は、絵付である。

餌付けは、餌付けである。

越劇は、越劇である。

エッケルトは、エッケルトである。

越権は、越権である。

謁見は、謁見である。

越権代理は、越権代理である。

越獄は、越獄である。

えっさは、えっさである。

悦哉は、悦哉である。

えっさっさは、えっさっさである。

えっさっさ節は、えっさっさ節である。

えっさらおっさらは、えっさらおっさらである。

エッジは、エッジである。

謁者は、謁者である。

エッシャーは、エッシャーである。

越州は、越州である。

越州窯は、越州窯である。

越人は、越人である。

謁するは、謁するである。

閲するは、閲するである。

エッセイストは、エッセイストである。

エッセーは、エッセーである。

エッセネ派は、エッセネ派である。

エッセンは、エッセンである。

エッセンシャルは、エッセンシャルである。

エッセンスは、エッセンスである。

越俎は、越俎である。

越訴は、越訴である。

閲蔵知津は、閲蔵知津である。

えったは、えったである。

エッダは、エッダである。

ＨＲ図は、ＨＲ図である。

Ｈアイアン法は、Ｈアイアン法である。

ＨＩＶは、ＨＩＶである。

ＨＭＤは、ＨＭＤである。

ＨＬＡ抗原は、ＨＬＡ抗原である。

Ｈ形鋼は、Ｈ形鋼である。

Ｈ形コンベヤーは、Ｈ形コンベヤーである。

ＨＴＭＬは、ＨＴＭＬである。

エッチビープロセスは、エッチビープロセスである。



越中は、越中である。

越中おわら節は、越中おわら節である。

越中島は、越中島である。

越中縞は、越中縞である。

越中褌は、越中褌である。

越鳥は、越鳥である。

えっちらおっちらは、えっちらおっちらである。

エッチングは、エッチングである。

兄鼓は、兄鼓である。

荏裹は、荏裹である。

越冬は、越冬である。

閲読は、閲読である。

越南は、越南である。

越年は、越年である。

越年生は、越年生である。

悦般は、悦般である。

閲微草堂筆記は、閲微草堂筆記である。

えつ病は、えつ病である。

エッフェル塔は、エッフェル塔である。

悦服は、悦服である。

閲兵は、閲兵である。

笑壺は、笑壺である。

餌壺は、餌壺である。

悦目抄は、悦目抄である。

悦予は、悦予である。

嘲すは、嘲すである。

悦楽は、悦楽である。

閲覧は、閲覧である。

桟は、桟である。

越流は、越流である。

閲歴は、閲歴である。

えては、えてである。

得手は、得手である。

得ては、得てである。

エディアカラ動物群は、エディアカラ動物群である。

エティエンヌは、エティエンヌである。

エディションは、エディションである。

エディソンは、エディソンである。

エディターは、エディターである。

エディプスは、エディプスである。

エディプスコンプレックスは、エディプスコンプレックスである。

エディルネは、エディルネである。

エディントンは、エディントンである。

エディンバラは、エディンバラである。

得手勝手は、得手勝手である。

得手吉は、得手吉である。



得手具足は、得手具足である。

猿公は、猿公である。

得てしては、得てしてである。

得てはは、得てはである。

猿頬面は、猿頬面である。

絵手本は、絵手本である。

得手物は、得手物である。

エデュケーションは、エデュケーションである。

絵伝は、絵伝である。

エデンは、エデンである。

越天楽は、越天楽である。

越殿楽は、越殿楽である。

干支は、干支である。

江戸は、江戸である。

穢土は、穢土である。

江戸商いは、江戸商いである。

江藤は、江藤である。

恵灯は、恵灯である。

慧灯は、慧灯である。

エトヴェシュは、エトヴェシュである。

得道具は、得道具である。

江藤新平は、江藤新平である。

江戸唄は、江戸唄である。

江戸団扇は、江戸団扇である。

江戸生艶気樺焼は、江戸生艶気樺焼である。

江戸絵は、江戸絵である。

江戸表は、江戸表である。

江戸学問所は、江戸学問所である。

江戸金は、江戸金である。

江戸狩野は、江戸狩野である。

江戸歌舞伎は、江戸歌舞伎である。

江戸家老は、江戸家老である。

江戸川は、江戸川である。

江戸川紙は、江戸川紙である。

江戸川区は、江戸川区である。

江戸為替は、江戸為替である。

江戸瓦は、江戸瓦である。

江戸川乱歩は、江戸川乱歩である。

江戸看板は、江戸看板である。

絵解きは、絵解きである。

江戸菊は、江戸菊である。

絵解き比丘尼は、絵解き比丘尼である。

江戸狂言は、江戸狂言である。

エドキンズは、エドキンズである。

会得は、会得である。

江戸芸者は、江戸芸者である。



餌床は、餌床である。

江戸語は、江戸語である。

江戸小唄は、江戸小唄である。

江戸言葉は、江戸言葉である。

江戸小紋は、江戸小紋である。

絵所は、絵所である。

画所は、画所である。

絵所預は、絵所預である。

江戸座は、江戸座である。

江戸桜は、江戸桜である。

江戸三界は、江戸三界である。

江戸三座は、江戸三座である。

江戸時代は、江戸時代である。

江戸時代文学は、江戸時代文学である。

江戸十里四方御構は、江戸十里四方御構である。

江戸巡礼は、江戸巡礼である。

江戸状は、江戸状である。

江戸城は、江戸城である。

江戸城明渡しは、江戸城明渡しである。

江戸城門は、江戸城門である。

江戸浄瑠璃は、江戸浄瑠璃である。

エトスは、エトスである。

江戸雀は、江戸雀である。

エトセトラは、エトセトラである。

江戸千家は、江戸千家である。

江戸染は、江戸染である。

江戸棚は、江戸棚である。

江戸店は、江戸店である。

江戸追放は、江戸追放である。

江戸っ子は、江戸っ子である。

江戸っ児は、江戸っ児である。

江戸褄は、江戸褄である。

江戸詰は、江戸詰である。

エトナは、エトナである。

江戸菜は、江戸菜である。

江戸長唄は、江戸長唄である。

江戸の水は、江戸の水である。

江戸派は、江戸派である。

江戸幕府は、江戸幕府である。

江戸払は、江戸払である。

江戸ハルマは、江戸ハルマである。

江戸番は、江戸番である。

江戸繁昌記は、江戸繁昌記である。

江戸半太夫は、江戸半太夫である。

江戸彼岸は、江戸彼岸である。

江戸引回しは、江戸引回しである。



エトピリカは、エトピリカである。

江戸風は、江戸風である。

江戸節は、江戸節である。

江戸船は、江戸船である。

江戸文学は、江戸文学である。

江戸弁は、江戸弁である。

江戸間は、江戸間である。

江戸前は、江戸前である。

江戸枡は、江戸枡である。

江戸町年寄は、江戸町年寄である。

江戸町奉行は、江戸町奉行である。

江戸廻しは、江戸廻しである。

江戸万歳は、江戸万歳である。

江戸紫は、江戸紫である。

江戸名所記は、江戸名所記である。

江戸名所図会は、江戸名所図会である。

江戸文字は、江戸文字である。

江戸元結は、江戸元結である。

江戸者は、江戸者である。

エドモントンは、エドモントンである。

江戸四座は、江戸四座である。

エトランゼは、エトランゼである。

餌取りは、餌取りである。

餌鳥は、餌鳥である。

絵取は、絵取である。

忌取餅は、忌取餅である。

江戸琳派は、江戸琳派である。

絵取るは、絵取るである。

エトルリアは、エトルリアである。

エトルリア人は、エトルリア人である。

江泥は、江泥である。

択捉島は、択捉島である。

エドワードは、エドワードである。

エトワールは、エトワールである。

エトワスは、エトワスである。

江戸煩いは、江戸煩いである。

恵那は、恵那である。

胞衣は、胞衣である。

胞衣桶は、胞衣桶である。

胞衣納めは、胞衣納めである。

柄長は、柄長である。

江流しは、江流しである。

胞衣刀は、胞衣刀である。

胞衣刀包は、胞衣刀包である。

胞衣着は、胞衣着である。

恵那山は、恵那山である。



エナジーは、エナジーである。

エナメルは、エナメルである。

エナメル革は、エナメル革である。

エナメル質は、エナメル質である。

エナメル線は、エナメル線である。

エナメルペイントは、エナメルペイントである。

えならずは、えならずである。

胞衣笑いは、胞衣笑いである。

淮南子は、淮南子である。

絵難坊は、絵難坊である。

金雀枝は、金雀枝である。

金雀児は、金雀児である。

槐は、槐である。

エニセイは、エニセイである。

慧日は、慧日である。

絵日記は、絵日記である。

絵女房は、絵女房である。

恵庭は、恵庭である。

Ｎは、Ｎである。

ｎは、ｎである。

ＮＥＤは、ＮＥＤである。

ＮＨＫは、ＮＨＫである。

ＮＲＦは、ＮＲＦである。

ＮＯＣは、ＮＯＣである。

ｎ型半導体は、ｎ型半導体である。

絵緯は、絵緯である。

Ｎ極は、Ｎ極である。

ＮＣは、ＮＣである。

ＮＧは、ＮＧである。

ＮＧＯは、ＮＧＯである。

ＮＧＣ星表は、ＮＧＣ星表である。

ＮＤＣは、ＮＤＣである。

ＮＴＴは、ＮＴＴである。

ＮＰＡは、ＮＰＡである。

ＮＰＯは、ＮＰＯである。

ＮＢＣは、ＮＢＣである。

ＮＢＣ兵器は、ＮＢＣ兵器である。

エネスコは、エネスコである。

エネルギーは、エネルギーである。

エネルギー革命は、エネルギー革命である。

エネルギー交代は、エネルギー交代である。

エネルギー産業は、エネルギー産業である。

エネルギー資源は、エネルギー資源である。

エネルギー準位は、エネルギー準位である。

エネルギー代謝は、エネルギー代謝である。

エネルギー代謝率は、エネルギー代謝率である。



エネルギー保存の法則は、エネルギー保存の法則である。

エネルギー論は、エネルギー論である。

エネルギッシュは、エネルギッシュである。

エネルゲイアは、エネルゲイアである。

荏油は、荏油である。

慧能は、慧能である。

榎草は、榎草である。

榎茸は、榎茸である。

榎寺は、榎寺である。

絵具は、絵具である。

犬子は、犬子である。

犬児は、犬児である。

えのごは、えのごである。

犬子集は、犬子集である。

えのこずちは、えのこずちである。

狗児は、狗児である。

狗尾草は、狗尾草である。

狗児投は、狗児投である。

江ノ島は、江ノ島である。

榎葉は、榎葉である。

絵幟は、絵幟である。

榎の実鉄砲は、榎の実鉄砲である。

埃宮は、埃宮である。

榎本は、榎本である。

榎本其角は、榎本其角である。

榎本健一は、榎本健一である。

榎本武揚は、榎本武揚である。

慧の矢は、慧の矢である。

餌ばは、餌ばである。

絵羽は、絵羽である。

エバは、エバである。

エバーは、エバーである。

エバーホワイトは、エバーホワイトである。

絵羽織は、絵羽織である。

絵葉書は、絵葉書である。

絵刷毛は、絵刷毛である。

絵羽絞りは、絵羽絞りである。

絵肌は、絵肌である。

絵羽縫は、絵羽縫である。

絵羽羽織は、絵羽羽織である。

餌食みは、餌食みである。

エパミノンダスは、エパミノンダスである。

エバミルクは、エバミルクである。

餌食むは、餌食むである。

絵羽模様は、絵羽模様である。

江林は、江林である。



江原は、江原である。

荏原は、荏原である。

潁原は、潁原である。

江原素六は、江原素六である。

潁原退蔵は、潁原退蔵である。

絵半切は、絵半切である。

蝦は、蝦である。

葡萄は、葡萄である。

えびは、えびである。

海老上りは、海老上りである。

蝦芋は、蝦芋である。

葡萄色は、葡萄色である。

海老尾は、海老尾である。

蝦尾は、蝦尾である。

エピオルニスは、エピオルニスである。

絵日傘は、絵日傘である。

葡萄葛は、葡萄葛である。

海老型は、海老型である。

蝦固めは、蝦固めである。

海老蟹は、海老蟹である。

エピキュリアンは、エピキュリアンである。

エピクテトスは、エピクテトスである。

エピグラフは、エピグラフである。

エピグラムは、エピグラムである。

エピクロスは、エピクロスである。

エピクロス主義は、エピクロス主義である。

海老虹梁は、海老虹梁である。

エピゴーネンは、エピゴーネンである。

蝦蟋蟀は、蝦蟋蟀である。

英彦山は、英彦山である。

海老腰は、海老腰である。

蝦腰は、蝦腰である。

蝦雑魚は、蝦雑魚である。

海老鞘巻は、海老鞘巻である。

海老錠は、海老錠である。

蝦錠は、蝦錠である。

戎は、戎である。

恵比須は、恵比須である。

恵比寿は、恵比寿である。

蛭子は、蛭子である。

恵比須網端は、恵比須網端である。

恵比須石は、恵比須石である。

夷歌は、夷歌である。

恵比須扇は、恵比須扇である。

戎折敷は、戎折敷である。

恵比須顔は、恵比須顔である。



恵比須舁きは、恵比須舁きである。

戎金は、戎金である。

戎紙は、戎紙である。

恵比須切れは、恵比須切れである。

恵比須銀は、恵比須銀である。

夷草は、夷草である。

恵比須草は、恵比須草である。

恵比須講は、恵比須講である。

夷講は、夷講である。

夷心は、夷心である。

エピスコパル教会は、エピスコパル教会である。

戎衣は、戎衣である。

夷三郎は、夷三郎である。

戎姿は、戎姿である。

恵比須銭は、恵比須銭である。

夷膳は、夷膳である。

エピステーメーは、エピステーメーである。

恵比須の魚は、恵比須の魚である。

恵比須歯は、恵比須歯である。

恵比須柱は、恵比須柱である。

夷柱は、夷柱である。

恵比須舞は、恵比須舞である。

夷舞は、夷舞である。

恵比須祭は、恵比須祭である。

恵比須回しは、恵比須回しである。

夷布は、夷布である。

夷病は、夷病である。

夷弓は、夷弓である。

海老責めは、海老責めである。

蝦責めは、蝦責めである。

海老煎餅は、海老煎餅である。

蝦素麺は、蝦素麺である。

エピソードは、エピソードである。

葡萄染は、葡萄染である。

エピタキシャルは、エピタキシャルである。

葡萄茶は、葡萄茶である。

海老茶は、海老茶である。

葡萄茶式部は、葡萄茶式部である。

絵櫃は、絵櫃である。

蝦束は、蝦束である。

海老束は、海老束である。

エピックは、エピックである。

蝦蔓は、蝦蔓である。

蝦蔓虫は、蝦蔓虫である。

海老手の人参は、海老手の人参である。

海老名は、海老名である。



海老名弾正は、海老名弾正である。

海老根は、海老根である。

蝦根は、蝦根である。

エピネフリンは、エピネフリンである。

えびのは、えびのである。

海老の尻尾は、海老の尻尾である。

蝦の鰭槽は、蝦の鰭槽である。

海老原は、海老原である。

海老原喜之助は、海老原喜之助である。

兄姫は、兄姫である。

愛媛は、愛媛である。

愛媛大学は、愛媛大学である。

蝦藻は、蝦藻である。

海老藻は、海老藻である。

箙は、箙である。

絵ビラは、絵ビラである。

箙刀は、箙刀である。

箙の梅は、箙の梅である。

エピローグは、エピローグである。

笑び割るは、笑び割るである。

エビングハウスは、エビングハウスである。

絵符は、絵符である。

会符は、会符である。

Ｆは、Ｆである。

ｆは、ｆである。

ＦＲは、ＦＲである。

ＦＲＰは、ＦＲＰである。

エフィアルテスは、エフィアルテスである。

ＦＥＴは、ＦＥＴである。

エフィシェンシーは、エフィシェンシーである。

Ｆ因子は、Ｆ因子である。

ＦＡは、ＦＡである。

ＦＡＳは、ＦＡＳである。

ＦＡＯは、ＦＡＯである。

エフェクティブは、エフェクティブである。

エフェクトは、エフェクトである。

エフェソスは、エフェソスである。

エフェドリンは、エフェドリンである。

ＦＦは、ＦＦである。

ＦＭは、ＦＭである。

ＦＭ放送は、ＦＭ放送である。

ＦＯは、ＦＯである。

ＦＯＢは、ＦＯＢである。

餌脹るは、餌脹るである。

餌袋は、餌袋である。

餌畚は、餌畚である。



エプスタインは、エプスタインである。

江伏せは、江伏せである。

エフタは、エフタである。

絵札は、絵札である。

エフタルは、エフタルである。

衛府司は、衛府司である。

絵仏師は、絵仏師である。

絵筆は、絵筆である。

エフトゥーシェンコは、エフトゥーシェンコである。

江鮒は、江鮒である。

Ｆナンバーは、Ｆナンバーである。

家船は、家船である。

衛府督は、衛府督である。

衛府佐は、衛府佐である。

衛府の太刀は、衛府の太刀である。

ＦＢＩは、ＦＢＩである。

絵踏みは、絵踏みである。

柄振は、柄振である。

柄振板は、柄振板である。

えぶりこは、えぶりこである。

えぶり摺は、えぶり摺である。

エブロは、エブロである。

エプロンは、エプロンである。

エプロンステージは、エプロンステージである。

エプロンドレスは、エプロンドレスである。

Ｆ１は、Ｆ１である。

エペは、エペである。

江別は、江別である。

えへへは、えへへである。

えへらえへらは、えへらえへらである。

エベレストは、エベレストである。

えへんは、えへんである。

エベントは、エベントである。

吉方は、吉方である。

依報は、依報である。

恵方は、恵方である。

恵方神は、恵方神である。

絵奉書は、絵奉書である。

恵方棚は、恵方棚である。

えぼうないは、えぼうないである。

恵方参りは、恵方参りである。

エポキシ樹脂は、エポキシ樹脂である。

エポケーは、エポケーである。

烏帽子は、烏帽子である。

烏帽子親は、烏帽子親である。

烏帽子折は、烏帽子折である。



烏帽子貝は、烏帽子貝である。

烏帽子掛は、烏帽子掛である。

烏帽子髪は、烏帽子髪である。

烏帽子着は、烏帽子着である。

烏帽子子は、烏帽子子である。

烏帽子下は、烏帽子下である。

烏帽子鏨は、烏帽子鏨である。

烏帽子付は、烏帽子付である。

烏帽子名は、烏帽子名である。

烏帽子直衣は、烏帽子直衣である。

烏帽子始めは、烏帽子始めである。

エポスは、エポスである。

疣草履は、疣草履である。

えぼ鯛は、えぼ鯛である。

エポックは、エポックである。

エポックメーキングは、エポックメーキングである。

エボナイトは、エボナイトである。

エホバは、エホバである。

エボラ出血熱は、エボラ出血熱である。

エボリューションは、エボリューションである。

エポレットは、エポレットである。

会本は、会本である。

絵本は、絵本である。

絵本太功記は、絵本太功記である。

絵本太閤記は、絵本太閤記である。

絵本番付は、絵本番付である。

江馬は、江馬である。

絵馬は、絵馬である。

笑まひは、笑まひである。

絵馬医者は、絵馬医者である。

エマーソンは、エマーソンである。

エマーユは、エマーユである。

笑まふは、笑まふである。

エマージェンシーは、エマージェンシーである。

絵巻は、絵巻である。

絵巻物は、絵巻物である。

江馬細香は、江馬細香である。

笑ましは、笑ましである。

咲まし麦は、咲まし麦である。

咲ますは、咲ますである。

笑ますは、笑ますである。

江馬務は、江馬務である。

絵馬殿は、絵馬殿である。

絵馬堂は、絵馬堂である。

エマヌエルは、エマヌエルである。

江馬蘭斎は、江馬蘭斎である。



エマルションは、エマルションである。

笑まはしは、笑まはしである。

エマンシペーションは、エマンシペーションである。

笑みは、笑みである。

江見は、江見である。

恵美は、恵美である。

エミールは、エミールである。

笑み笑みは、笑み笑みである。

笑み顔は、笑み顔である。

笑草は、笑草である。

エミグラントは、エミグラントである。

エミグレは、エミグレである。

エミグレーションは、エミグレーションである。

笑みこだるは、笑みこだるである。

笑み栄ゆは、笑み栄ゆである。

江見水蔭は、江見水蔭である。

エミッターは、エミッターである。

エミネスクは、エミネスクである。

恵美押勝は、恵美押勝である。

笑み広ごるは、笑み広ごるである。

笑み曲るは、笑み曲るである。

笑み曲ぐは、笑み曲ぐである。

エミューは、エミューである。

エミュレーションは、エミュレーションである。

慧命は、慧命である。

笑み割れるは、笑み割れるである。

笑むは、笑むである。

Ｍは、Ｍである。

ｍは、ｍである。

ＭＲＩは、ＭＲＩである。

ＭＲＡ運動は、ＭＲＡ運動である。

ＭＲＳＡは、ＭＲＳＡである。

ｍＲＮＡは、ｍＲＮＡである。

ＭＩＴは、ＭＩＴである。

Ｍ＆Ａは、Ｍ＆Ａである。

ＭＥは、ＭＥである。

ＭＳＡは、ＭＳＡである。

ＭＳＡ協定は、ＭＳＡ協定である。

エムエスドスは、エムエスドスである。

ＭＭＣは、ＭＭＣである。

エムオーディスクは、エムオーディスクである。

ＭＱは、ＭＱである。

ＭＫＳ単位系は、ＭＫＳ単位系である。

ＭＫ鋼は、ＭＫ鋼である。

絵筵は、絵筵である。

兄娘は、兄娘である。



エムデン海淵は、エムデン海淵である。

Ｍ判は、Ｍ判である。

ＭＰは、ＭＰである。

ＭＶＰは、ＭＶＰである。

エムペグは、エムペグである。

江村は、江村である。

江村北海は、江村北海である。

エムロードは、エムロードである。

エメラルドは、エメラルドである。

エメラルドグリーンは、エメラルドグリーンである。

エメリーは、エメリーである。

エメリーペーパーは、エメリーペーパーである。

エメンタールは、エメンタールである。

えもは、えもである。

えも言はずは、えも言はずである。

えも言われぬは、えも言われぬである。

エモーションは、エモーションである。

え文字は、え文字である。

絵文字は、絵文字である。

絵元結は、絵元結である。

得物は、得物である。

獲物は、獲物である。

絵物語は、絵物語である。

柄漏りは、柄漏りである。

衣紋は、衣紋である。

衣文は、衣文である。

衛門は、衛門である。

衣紋鏡は、衣紋鏡である。

衣紋描きは、衣紋描きである。

衣紋掛は、衣紋掛である。

衣紋方は、衣紋方である。

衣紋家は、衣紋家である。

衣紋竿は、衣紋竿である。

衣紋坂は、衣紋坂である。

衣紋竹は、衣紋竹である。

衣紋付きは、衣紋付きである。

衣紋流しは、衣紋流しである。

衛門の陣は、衛門の陣である。

衛門府は、衛門府である。

衣紋風は、衣紋風である。

えやは、えやである。

エヤは、エヤである。

えやはは、えやはである。

えやみは、えやみである。

瘧草は、瘧草である。

疫病の神は、疫病の神である。



絵様は、絵様である。

栄耀食いは、栄耀食いである。

栄耀使いは、栄耀使いである。

栄耀道具は、栄耀道具である。

豪は、豪である。

顋は、顋である。

エラーは、エラーである。

鰓孔は、鰓孔である。

偉いは、偉いである。

豪いは、豪いである。

えらえらは、えらえらである。

偉がるは、偉がるである。

豪がるは、豪がるである。

えらくは、えらくである。

鰓呼吸は、鰓呼吸である。

エラスチンは、エラスチンである。

エラスティックは、エラスティックである。

エラストマーは、エラストマーである。

エラスムスは、エラスムスである。

エラトステネスは、エラトステネスである。

選びは、選びである。

択びは、択びである。

選び出すは、選び出すである。

選び手は、選び手である。

選び取るは、選び取るである。

選ぶは、選ぶである。

択ぶは、択ぶである。

永良部鰻は、永良部鰻である。

永良部海蛇は、永良部海蛇である。

鰓蓋は、鰓蓋である。

偉物は、偉物である。

豪物は、豪物である。

偉ぶるは、偉ぶるである。

鰓骨は、鰓骨である。

選むは、選むである。

択むは、択むである。

偉者は、偉者である。

豪者は、豪者である。

栄蘭は、栄蘭である。

エランヴィタルは、エランヴィタルである。

エランドは、エランドである。

彫は、彫である。

えりは、えりである。

襟は、襟である。

衿は、衿である。

エリアは、エリアである。



エリアーデは、エリアーデである。

襟垢は、襟垢である。

襟開きは、襟開きである。

襟足は、襟足である。

領脚は、領脚である。

エリア随筆は、エリア随筆である。

襟当ては、襟当てである。

エリー湖は、エリー湖である。

選り出づは、選り出づである。

彫板は、彫板である。

エリートは、エリートである。

彫り入るは、彫り入るである。

襟祝は、襟祝である。

エリウゲナは、エリウゲナである。

選り討ちは、選り討ちである。

襟裏は、襟裏である。

襟白粉は、襟白粉である。

エリオットは、エリオットである。

エリカは、エリカである。

襟替えは、襟替えである。

襟飾りは、襟飾りである。

襟数は、襟数である。

襟肩は、襟肩である。

衿肩は、衿肩である。

襟肩明は、襟肩明である。

襟髪は、襟髪である。

選り嫌いは、選り嫌いである。

彫櫛は、彫櫛である。

選り屑は、選り屑である。

撰屑は、撰屑である。

エリクソンは、エリクソンである。

襟首は、襟首である。

領頸は、領頸である。

襟刳りは、襟刳りである。

エリコは、エリコである。

襟腰は、襟腰である。

選り好みは、選り好みである。

襟先は、襟先である。

衿先は、衿先である。

エリザベスは、エリザベスである。

エリサベトは、エリサベトである。

えり蚕は、えり蚕である。

エリジウムは、エリジウムである。

襟下は、襟下である。

襟章は、襟章である。

襟芯は、襟芯である。



衿心は、衿心である。

エリスは、エリスである。

選りすぐるは、選りすぐるである。

襟筋は、襟筋である。

エリスロマイシンは、エリスロマイシンである。

エリセーエフは、エリセーエフである。

エリゼ宮は、エリゼ宮である。

撰銭は、撰銭である。

選苧は、選苧である。

エリソンは、エリソンである。

襟丈は、襟丈である。

エリダヌス座は、エリダヌス座である。

エリダノスは、エリダノスである。

エリツィンは、エリツィンである。

襟付きは、襟付きである。

襟付けは、襟付けである。

彫り付けるは、彫り付けるである。

エリテマトーデスは、エリテマトーデスである。

選り留むは、選り留むである。

襟止は、襟止である。

エリトリアは、エリトリアである。

選り取るは、選り取るである。

エリニュエスは、エリニュエスである。

選り抜きは、選り抜きである。

選り抜くは、選り抜くである。

選り人は、選り人である。

エリブルスは、エリブルスである。

襟巻は、襟巻である。

襟巻蜥蜴は、襟巻蜥蜴である。

襟周りは、襟周りである。

襟回りは、襟回りである。

エリミネーターは、エリミネーターである。

襟元は、襟元である。

彫物は、彫物である。

襟裳岬は、襟裳岬である。

エリヤは、エリヤである。

エリュアールは、エリュアールである。

エリュトゥラー海案内記は、エリュトゥラー海案内記である。

襟輪は、襟輪である。

選り分けるは、選り分けるである。

慧琳は、慧琳である。

恵林寺は、恵林寺である。

エリントンは、エリントンである。

Ｌは、Ｌである。

ｌは、ｌである。

エルは、エルである。



彫るは、彫るである。

えるは、えるである。

選るは、選るである。

ＬＥＤは、ＬＥＤである。

エルーは、エルーである。

エルヴェシウスは、エルヴェシウスである。

ＬＳＩは、ＬＳＩである。

エルエスコリアルは、エルエスコリアルである。

ＬＳＴは、ＬＳＴである。

ＬＳＤは、ＬＳＤである。

ＬＮＧは、ＬＮＧである。

ＬＬは、ＬＬである。

ＬＬ牛乳は、ＬＬ牛乳である。

ＬＬＤＣは、ＬＬＤＣである。

エルガーは、エルガーである。

エルギンは、エルギンである。

エルクは、エルクである。

エルグは、エルグである。

エルグレコは、エルグレコである。

也里可温は、也里可温である。

エルゴステリンは、エルゴステリンである。

エルゴステロールは、エルゴステロールである。

エルサルバドルは、エルサルバドルである。

エルサレムは、エルサレムである。

ＬＣは、ＬＣである。

エルシッドは、エルシッドである。

エルスケンは、エルスケンである。

エルステッドは、エルステッドである。

ＬＤは、ＬＤである。

ＬＤＫは、ＬＤＫである。

ＬＤ転炉は、ＬＤ転炉である。

ＬＴ貿易は、ＬＴ貿易である。

エルトールコレラは、エルトールコレラである。

Ｌ特急は、Ｌ特急である。

エルドラドは、エルドラドである。

エルトンは、エルトンである。

エルニーニョは、エルニーニョである。

エルバは、エルバである。

エルパソは、エルパソである。

Ｌ判は、Ｌ判である。

ＬＰは、ＬＰである。

ＬＰＧは、ＬＰＧである。

ＬＰレコードは、ＬＰレコードである。

エルビウムは、エルビウムである。

エルフは、エルフである。

エルブールズは、エルブールズである。



エルベは、エルベである。

エルマックは、エルマックである。

エルミートは、エルミートである。

エルミタージュは、エルミタージュである。

エルミンは、エルミンである。

エルムは、エルムである。

エルンストは、エルンストである。

エレア学派は、エレア学派である。

エレヴァンは、エレヴァンである。

エレウシスは、エレウシスである。

エレガンスは、エレガンスである。

エレガントは、エレガントである。

エレキは、エレキである。

エレキギターは、エレキギターである。

エレキテルは、エレキテルである。

エレクテイオンは、エレクテイオンである。

エレクトーンは、エレクトーンである。

エレクトラは、エレクトラである。

エレクトラコンプレックスは、エレクトラコンプレックスである。

エレクトリックは、エレクトリックである。

エレクトリックギターは、エレクトリックギターである。

エレクトロタイプは、エレクトロタイプである。

エレクトロニクスは、エレクトロニクスである。

エレクトロニックバンキングは、エレクトロニックバンキングである。

エレクトロメーターは、エレクトロメーターである。

エレクトロルミネセンスは、エレクトロルミネセンスである。

エレクトロンは、エレクトロンである。

エレクトロン焼夷弾は、エレクトロン焼夷弾である。

エレクトロンボルトは、エレクトロンボルトである。

エレジーは、エレジーである。

エ列は、エ列である。

エレプシンは、エレプシンである。

エレベーションは、エレベーションである。

エレベーターは、エレベーターである。

エレミヤは、エレミヤである。

エレメンタリーは、エレメンタリーである。

エレメントは、エレメントである。

エレンケーは、エレンケーである。

エレンブルグは、エレンブルグである。

エロは、エロである。

エロアは、エロアである。

絵蝋燭は、絵蝋燭である。

エローラは、エローラである。

エロキューションは、エロキューションである。

エログロは、エログロである。

エロシェンコは、エロシェンコである。



エロスは、エロスである。

エロチシズムは、エロチシズムである。

エロチックは、エロチックである。

酔はすは、酔はすである。

咲笑ふは、咲笑ふである。

ゑは、ゑである。

円は、円である。

延は、延である。

沿は、沿である。

炎は、炎である。

垣は、垣である。

怨は、怨である。

衍は、衍である。

冤は、冤である。

捐は、捐である。

婉は、婉である。

掩は、掩である。

淵は、淵である。

焉は、焉である。

援は、援である。

焔は、焔である。

園は、園である。

苑は、苑である。

煙は、煙である。

烟は、烟である。

猿は、猿である。

筵は、筵である。

遠は、遠である。

鉛は、鉛である。

塩は、塩である。

演は、演である。

燕は、燕である。

縁合は、縁合である。

延安は、延安である。

宴安は、宴安である。

塩安は、塩安である。

円位は、円位である。

炎威は、炎威である。

遠域は、遠域である。

縁板は、縁板である。

延引は、延引である。

宴飲は、宴飲である。

讌飲は、讌飲である。

掩韻は、掩韻である。

援引は、援引である。

遠因は、遠因である。



煙雨は、煙雨である。

円売りは、円売りである。

煙雲は、煙雲である。

燕雲十六州は、燕雲十六州である。

円運動は、円運動である。

遠泳は、遠泳である。

遠裔は、遠裔である。

演繹は、演繹である。

演繹的は、演繹的である。

演繹論理学は、演繹論理学である。

奄奄は、奄奄である。

延延は、延延である。

炎炎は、炎炎である。

婉婉は、婉婉である。

煙えんは、煙えんである。

蜿蜒は、蜿蜒である。

えんえんは、えんえんである。

厭悪は、厭悪である。

延応は、延応である。

冤枉は、冤枉である。

閻王は、閻王である。

鴛鴦は、鴛鴦である。

鴛鴦の契りは、鴛鴦の契りである。

鴛鴦の衾は、鴛鴦の衾である。

延音は、延音である。

延音記号は、延音記号である。

宴穏の座は、宴穏の座である。

円価は、円価である。

円貨は、円貨である。

炎夏は、炎夏である。

煙火は、煙火である。

煙霞は、煙霞である。

烟霞は、烟霞である。

遠遐は、遠遐である。

鉛華は、鉛華である。

塩化は、塩化である。

塩課は、塩課である。

演歌は、演歌である。

艶歌は、艶歌である。

縁家は、縁家である。

燕窩は、燕窩である。

轅下は、轅下である。

嚥下は、嚥下である。

咽下は、咽下である。

偃臥は、偃臥である。

塩化亜鉛は、塩化亜鉛である。



塩化アルミニウムは、塩化アルミニウムである。

塩化アンモニウムは、塩化アンモニウムである。

延会は、延会である。

沿海は、沿海である。

宴会は、宴会である。

遠海は、遠海である。

縁海は、縁海である。

円蓋は、円蓋である。

掩蓋は、掩蓋である。

煙害は、煙害である。

塩害は、塩害である。

沿海漁業は、沿海漁業である。

沿海区域は、沿海区域である。

沿海州は、沿海州である。

鉛灰色は、鉛灰色である。

縁かいな節は、縁かいな節である。

塩化エチレンは、塩化エチレンである。

塩化カリウムは、塩化カリウムである。

塩化カルシウムは、塩化カルシウムである。

塩化金は、塩化金である。

塩化銀は、塩化銀である。

塩化金酸は、塩化金酸である。

沿革は、沿革である。

煙客は、煙客である。

遠隔は、遠隔である。

円覚は、円覚である。

縁覚は、縁覚である。

燕楽は、燕楽である。

円覚経は、円覚経である。

遠隔作用は、遠隔作用である。

円覚寺は、円覚寺である。

縁覚乗は、縁覚乗である。

遠隔診断は、遠隔診断である。

遠隔操作は、遠隔操作である。

塩化コバルトは、塩化コバルトである。

演歌師は、演歌師である。

艶歌師は、艶歌師である。

塩化水銀は、塩化水銀である。

塩化水素は、塩化水素である。

塩化錫は、塩化錫である。

縁葛は、縁葛である。

煙火中の人は、煙火中の人である。

円滑は、円滑である。

円貨手形は、円貨手形である。

塩化鉄は、塩化鉄である。

塩化銅は、塩化銅である。



塩化ナトリウムは、塩化ナトリウムである。

煙霞の痼疾は、煙霞の痼疾である。

煙火の食は、煙火の食である。

垣下の所は、垣下の所である。

垣下の舞は、垣下の舞である。

塩化白金酸は、塩化白金酸である。

塩化バリウムは、塩化バリウムである。

塩化ビニリデンは、塩化ビニリデンである。

塩化ビニルは、塩化ビニルである。

塩化ビニル樹脂は、塩化ビニル樹脂である。

塩化物は、塩化物である。

塩化物イオンは、塩化物イオンである。

塩化マグネシウムは、塩化マグネシウムである。

縁框は、縁框である。

煙霞療養は、煙霞療養である。

艶がるは、艶がるである。

縁側は、縁側である。

円為替は、円為替である。

円環は、円環である。

捐官は、捐官である。

捐館は、捐館である。

煙管は、煙管である。

烟管は、烟管である。

遠感は、遠感である。

鉛管は、鉛管である。

塩乾は、塩乾である。

閹官は、閹官である。

沿岸は、沿岸である。

遠眼は、遠眼である。

沿岸海は、沿岸海である。

遠眼鏡は、遠眼鏡である。

沿岸漁業は、沿岸漁業である。

沿岸漁業等振興法は、沿岸漁業等振興法である。

燕頷虎頸は、燕頷虎頸である。

円関数は、円関数である。

沿岸動物は、沿岸動物である。

円環面は、円環面である。

沿岸流は、沿岸流である。

沿岸領海は、沿岸領海である。

淵鑑類函は、淵鑑類函である。

円規は、円規である。

延期は、延期である。

冤鬼は、冤鬼である。

焉耆は、焉耆である。

遠忌は、遠忌である。

塩基は、塩基である。



延喜は、延喜である。

衍義は、衍義である。

演技は、演技である。

演義は、演義である。

縁起絵巻は、縁起絵巻である。

円機活法は、円機活法である。

延喜格は、延喜格である。

延期抗弁は、延期抗弁である。

延喜式は、延喜式である。

縁起状は、縁起状である。

塩基性は、塩基性である。

塩基性塩は、塩基性塩である。

塩基性岩は、塩基性岩である。

塩基性酸化物は、塩基性酸化物である。

塩基性製鋼法は、塩基性製鋼法である。

塩基性染料は、塩基性染料である。

塩基性炭酸鉛は、塩基性炭酸鉛である。

塩基性肥料は、塩基性肥料である。

縁起棚は、縁起棚である。

延吉は、延吉である。

塩基対は、塩基対である。

延期手形は、延期手形である。

縁起直しは、縁起直しである。

延喜の治は、延喜の治である。

縁起物は、縁起物である。

円丘は、円丘である。

円球は、円球である。

延久は、延久である。

淹久は、淹久である。

燕居は、燕居である。

塩魚は、塩魚である。

円鏡は、円鏡である。

延享は、延享である。

延慶は、延慶である。

遠境は、遠境である。

円教は、円教である。

円教寺は、円教寺である。

縁行道は、縁行道である。

宴曲は、宴曲である。

婉曲は、婉曲である。

遠距離は、遠距離である。

縁切りは、縁切りである。

縁切寺は、縁切寺である。

遠近は、遠近である。

遠近法は、遠近法である。

円空は、円空である。



冤屈は、冤屈である。

縁組は、縁組である。

円グラフは、円グラフである。

エンクルマは、エンクルマである。

エンクロージュアは、エンクロージュアである。

援軍は、援軍である。

艶げは、艶げである。

円形は、円形である。

煙景は、煙景である。

烟景は、烟景である。

遠計は、遠計である。

遠景は、遠景である。

燕京は、燕京である。

園芸は、園芸である。

演芸は、演芸である。

円形劇場は、円形劇場である。

燕京歳時記は、燕京歳時記である。

園芸作物は、園芸作物である。

園芸植物は、園芸植物である。

燕京大学は、燕京大学である。

円形脱毛症は、円形脱毛症である。

円形動物は、円形動物である。

園芸農は、園芸農である。

えん渓訪戴は、えん渓訪戴である。

エンゲージは、エンゲージである。

エンゲージメントは、エンゲージメントである。

エンゲージリングは、エンゲージリングである。

掩撃は、掩撃である。

演劇は、演劇である。

演劇博物館は、演劇博物館である。

演劇論は、演劇論である。

縁桁は、縁桁である。

円月は、円月である。

烟月は、烟月である。

偃月は、偃月である。

偃月城は、偃月城である。

偃月刀は、偃月刀である。

エンケファリンは、エンケファリンである。

エンゲルは、エンゲルである。

エンゲル係数は、エンゲル係数である。

エンゲルスは、エンゲルスである。

エンゲルの法則は、エンゲルの法則である。

延見は、延見である。

偃蹇は、偃蹇である。

遠見は、遠見である。

厭倦は、厭倦である。



鳶肩は、鳶肩である。

延元は、延元である。

延言は、延言である。

怨言は、怨言である。

淵源は、淵源である。

艶言は、艶言である。

袁彦道は、袁彦道である。

えんこは、えんこである。

円弧は、円弧である。

塩湖は、塩湖である。

縁故は、縁故である。

婉語は、婉語である。

掩護は、掩護である。

援護は、援護である。

縁語は、縁語である。

円光は、円光である。

猿猴は、猿猴である。

遠行は、遠行である。

遠郊は、遠郊である。

遠候は、遠候である。

掩壕は、掩壕である。

縁甲板は、縁甲板である。

遠交近攻は、遠交近攻である。

円光寺版は、円光寺版である。

猿猴杉は、猿猴杉である。

猿猴草は、猿猴草である。

袁宏道は、袁宏道である。

円口類は、円口類である。

遠国は、遠国である。

遠国奉行は、遠国奉行である。

延胡索は、延胡索である。

掩護射撃は、掩護射撃である。

縁故地は、縁故地である。

えんころ節は、えんころ節である。

怨恨は、怨恨である。

怨嗟は、怨嗟である。

円座は、円座である。

円坐は、円坐である。

縁座は、縁座である。

縁坐は、縁坐である。

燕座は、燕座である。

宴坐は、宴坐である。

奄蔡は、奄蔡である。

冤罪は、冤罪である。

エンサイクロペディアは、エンサイクロペディアである。

エンザイムは、エンザイムである。



円座柿は、円座柿である。

えんさかほいは、えんさかほいである。

縁先は、縁先である。

円鑿方ぜいは、円鑿方ぜいである。

縁座敷は、縁座敷である。

縁定めは、縁定めである。

円座虫は、円座虫である。

塩酸は、塩酸である。

塩山は、塩山である。

遠山は、遠山である。

遠竄は、遠竄である。

鉛槧は、鉛槧である。

演算は、演算である。

演算回路は、演算回路である。

塩酸ガスは、塩酸ガスである。

演算子は、演算子である。

演算子法は、演算子法である。

演算装置は、演算装置である。

遠山の眉は、遠山の眉である。

遠山流は、遠山流である。

円匙は、円匙である。

園司は、園司である。

遠視は、遠視である。

鉛糸は、鉛糸である。

衍字は、衍字である。

園児は、園児である。

遠寺は、遠寺である。

遠邇は、遠邇である。

臙脂は、臙脂である。

燕脂は、燕脂である。

エンジーは、エンジーである。

臙脂色は、臙脂色である。

エンジェルは、エンジェルである。

臙脂墨は、臙脂墨である。

煙室は、煙室である。

鉛室は、鉛室である。

燕室は、燕室である。

遠日点は、遠日点である。

円実頓悟は、円実頓悟である。

鉛室法は、鉛室法である。

エンジニアは、エンジニアである。

エンジニアリングは、エンジニアリングである。

エンジニアリングプラスチックは、エンジニアリングプラスチックである。

円シフトは、円シフトである。

えんじ籬は、えんじ籬である。

臙脂虫は、臙脂虫である。



臙脂紫は、臙脂紫である。

演者は、演者である。

縁者は、縁者である。

円寂は、円寂である。

燕雀は、燕雀である。

閻錫山は、閻錫山である。

燕雀類は、燕雀類である。

円借款は、円借款である。

閻若きょは、閻若きょである。

縁者続きは、縁者続きである。

延寿は、延寿である。

円珠庵雑記は、円珠庵雑記である。

円周は、円周である。

円宗は、円宗である。

怨讐は、怨讐である。

遠州は、遠州である。

演習は、演習である。

遠州行灯は、遠州行灯である。

遠州織物は、遠州織物である。

円周角は、円周角である。

遠州信楽は、遠州信楽である。

遠州七窯は、遠州七窯である。

遠州縞は、遠州縞である。

遠州高取は、遠州高取である。

遠州灯籠は、遠州灯籠である。

遠州灘は、遠州灘である。

円周率は、円周率である。

遠州流は、遠州流である。

演習林は、演習林である。

円珠経は、円珠経である。

円熟は、円熟である。

延寿祭は、延寿祭である。

演出は、演出である。

燕出は、燕出である。

演述は、演述である。

演出家は、演出家である。

延寿堂は、延寿堂である。

延寿屠蘇は、延寿屠蘇である。

円順列は、円順列である。

炎暑は、炎暑である。

怨緒は、怨緒である。

縁書は、縁書である。

艶書は、艶書である。

怨女は、怨女である。

援助は、援助である。

艶女は、艶女である。



艶書合は、艶書合である。

エンジョイは、エンジョイである。

延焼は、延焼である。

炎症は、炎症である。

烟嶂は、烟嶂である。

袁紹は、袁紹である。

焔硝は、焔硝である。

塩硝は、塩硝である。

遠称は、遠称である。

塩商は、塩商である。

厭勝は、厭勝である。

縁生は、縁生である。

艶笑は、艶笑である。

炎上は、炎上である。

縁成は、縁成である。

艶状は、艶状である。

円成寺は、円成寺である。

艶書歌は、艶書歌である。

焔硝火は、焔硝火である。

怨色は、怨色である。

艶色は、艶色である。

えん食は、えん食である。

炎色反応は、炎色反応である。

焔色反応は、焔色反応である。

怨じるは、怨じるである。

演じるは、演じるである。

エンシレージは、エンシレージである。

艶二郎は、艶二郎である。

円心は、円心である。

炎心は、炎心である。

焔心は、焔心である。

延伸は、延伸である。

遠心は、遠心である。

円陣は、円陣である。

煙塵は、煙塵である。

猿人は、猿人である。

遠人は、遠人である。

厭人は、厭人である。

閹人は、閹人である。

エンジンは、エンジンである。

遠心圧縮機は、遠心圧縮機である。

遠心過給機は、遠心過給機である。

遠心花序は、遠心花序である。

遠心性神経は、遠心性神経である。

遠心鋳造法は、遠心鋳造法である。

エンジンブレーキは、エンジンブレーキである。



遠心分離機は、遠心分離機である。

円唇母音は、円唇母音である。

遠心ポンプは、遠心ポンプである。

遠心力は、遠心力である。

宴すは、宴すである。

えんすは、えんすである。

円錐は、円錐である。

烟水は、烟水である。

淵水は、淵水である。

遠水は、遠水である。

遠陲は、遠陲である。

鉛錘は、鉛錘である。

塩水は、塩水である。

延髄は、延髄である。

淵酔は、淵酔である。

円錐花序は、円錐花序である。

円錐曲線は、円錐曲線である。

円錐形は、円錐形である。

円錐図法は、円錐図法である。

塩水選は、塩水選である。

円錐台は、円錐台である。

円錐面は、円錐面である。

遠陬は、遠陬である。

円通は、円通である。

円通大士は、円通大士である。

円助は、円助である。

縁涼みは、縁涼みである。

エンストは、エンストである。

怨ずるは、怨ずるである。

演ずるは、演ずるである。

延性は、延性である。

怨声は、怨声である。

遠征は、遠征である。

遠逝は、遠逝である。

塩井は、塩井である。

厭世は、厭世である。

塩税は、塩税である。

厭世家は、厭世家である。

袁世凱は、袁世凱である。

厭世観は、厭世観である。

厭世主義は、厭世主義である。

塩生植物は、塩生植物である。

延世大学校は、延世大学校である。

厭世的は、厭世的である。

円正方化問題は、円正方化問題である。

円ぜい方鑿は、円ぜい方鑿である。



延政門は、延政門である。

円石は、円石である。

宴席は、宴席である。

筵席は、筵席である。

遠戚は、遠戚である。

塩析は、塩析である。

縁石は、縁石である。

縁戚は、縁戚である。

燕石は、燕石である。

遠赤外線は、遠赤外線である。

燕石雑志は、燕石雑志である。

燕石十種は、燕石十種である。

円積問題は、円積問題である。

演説は、演説である。

演舌は、演舌である。

エンセラダスは、エンセラダスである。

エンゼルは、エンゼルである。

エンゼルフィッシュは、エンゼルフィッシュである。

沿線は、沿線である。

塩泉は、塩泉である。

厭戦は、厭戦である。

宛然は、宛然である。

婉然は、婉然である。

嫣然は、嫣然である。

艶然は、艶然である。

燕然都護府は、燕然都護府である。

偃鼠は、偃鼠である。

園蔬は、園蔬である。

遠祖は、遠祖である。

塩素は、塩素である。

塩酢は、塩酢である。

塩噌は、塩噌である。

円相は、円相である。

円窓は、円窓である。

淵藪は、淵藪である。

淵叢は、淵叢である。

演奏は、演奏である。

燕巣は、燕巣である。

怨憎は、怨憎である。

塩蔵は、塩蔵である。

演奏会は、演奏会である。

演奏会形式は、演奏会形式である。

演奏記号は、演奏記号である。

沿層坑道は、沿層坑道である。

円相場は、円相場である。

エンソールは、エンソールである。



偃息は、偃息である。

堰塞は、堰塞である。

偃塞は、偃塞である。

遠足は、遠足である。

堰塞湖は、堰塞湖である。

塩素酸は、塩素酸である。

塩素酸カリウムは、塩素酸カリウムである。

塩素爆鳴気は、塩素爆鳴気である。

遠孫は、遠孫である。

エンターテイナーは、エンターテイナーである。

エンターテインメントは、エンターテインメントである。

エンタープライズは、エンタープライズである。

延滞は、延滞である。

掩体は、掩体である。

淹滞は、淹滞である。

援隊は、援隊である。

鉛黛は、鉛黛である。

煙台は、煙台である。

艶態は、艶態である。

遠大は、遠大である。

演台は、演台である。

演題は、演題である。

縁台は、縁台である。

延滞金は、延滞金である。

縁台将棋は、縁台将棋である。

エンタイトルは、エンタイトルである。

厭対日は、厭対日である。

延滞日歩は、延滞日歩である。

エンダイブは、エンダイブである。

延滞利息は、延滞利息である。

園太暦は、園太暦である。

延滞料は、延滞料である。

円高は、円高である。

円卓は、円卓である。

円タクは、円タクである。

円卓会議は、円卓会議である。

円卓物語は、円卓物語である。

エンタシスは、エンタシスである。

艶立つは、艶立つである。

円建ては、円建てである。

エンタブレチュアは、エンタブレチュアである。

エンタルピーは、エンタルピーである。

円太郎馬車は、円太郎馬車である。

鉛丹は、鉛丹である。

演壇は、演壇である。

縁談は、縁談である。



演段術は、演段術である。

燕丹乗亀は、燕丹乗亀である。

円地は、円地である。

園地は、園地である。

園池は、園池である。

遠地は、遠地である。

園池司は、園池司である。

遠地点は、遠地点である。

円地文子は、円地文子である。

延着は、延着である。

円柱は、円柱である。

炎昼は、炎昼である。

円柱座標は、円柱座標である。

鉛中毒は、鉛中毒である。

円柱面は、円柱面である。

円柱レンズは、円柱レンズである。

円頂は、円頂である。

延長は、延長である。

園長は、園長である。

円頂黒衣は、円頂黒衣である。

延長戦は、延長戦である。

延長線は、延長線である。

延長予報は、延長予報である。

鉛直は、鉛直である。

鉛直距離は、鉛直距離である。

鉛直線は、鉛直線である。

鉛直線偏差は、鉛直線偏差である。

鉛直面は、鉛直面である。

円珍は、円珍である。

エンツェンスベルガーは、エンツェンスベルガーである。

縁束は、縁束である。

縁付きは、縁付きである。

縁付くは、縁付くである。

縁付けるは、縁付けるである。

縁続きは、縁続きである。

燕手は、燕手である。

エンデは、エンデである。

炎帝は、炎帝である。

淵底は、淵底である。

堰堤は、堰堤である。

園丁は、園丁である。

園庭は、園庭である。

エンディングは、エンディングである。

簷滴は、簷滴である。

塩鉄論は、塩鉄論である。

エンテレケイアは、エンテレケイアである。



円転は、円転である。

宛転は、宛転である。

炎天は、炎天である。

遠点は、遠点である。

塩田は、塩田である。

円転滑脱は、円転滑脱である。

塩田法は、塩田法である。

遠図は、遠図である。

エンドは、エンドである。

円筒は、円筒である。

円頭は、円頭である。

円とうは、円とうである。

煙筒は、煙筒である。

遠投は、遠投である。

遠島は、遠島である。

鉛刀は、鉛刀である。

鉛糖は、鉛糖である。

簷頭は、簷頭である。

円堂は、円堂である。

沿道は、沿道である。

遠藤は、遠藤である。

煙道は、煙道である。

筵道は、筵道である。

豌豆は、豌豆である。

円筒ゲージは、円筒ゲージである。

円筒研削盤は、円筒研削盤である。

遠藤周作は、遠藤周作である。

円筒図法は、円筒図法である。

豌豆瘡は、豌豆瘡である。

円筒埴輪は、円筒埴輪である。

豌豆豆は、豌豆豆である。

遠藤盛遠は、遠藤盛遠である。

縁遠いは、縁遠いである。

延徳は、延徳である。

煙毒は、煙毒である。

鉛毒は、鉛毒である。

延徳版は、延徳版である。

園所は、園所である。

宛としては、宛としてである。

エンドセリンは、エンドセリンである。

エンドゾーンは、エンドゾーンである。

煙突は、煙突である。

エンドプレートは、エンドプレートである。

エンドミルは、エンドミルである。

エンドユーザーは、エンドユーザーである。

エンドラインは、エンドラインである。



エントランスは、エントランスである。

エントリーは、エントリーである。

エンドルフィンは、エンドルフィンである。

エンドレスは、エンドレスである。

エンドレステープは、エンドレステープである。

エントロピーは、エントロピーである。

円頓は、円頓である。

円頓戒は、円頓戒である。

円頓宗は、円頓宗である。

えんなかは、えんなかである。

縁長押は、縁長押である。

円爾は、円爾である。

エンニウスは、エンニウスである。

厭日は、厭日である。

縁日は、縁日である。

円融は、円融である。

衍入は、衍入である。

延繞は、延繞である。

円仁は、円仁である。

延任は、延任である。

延引棒は、延引棒である。

炎熱は、炎熱である。

炎熱地獄は、炎熱地獄である。

延年は、延年である。

延年草は、延年草である。

延納は、延納である。

捐納は、捐納である。

演能は、演能である。

役の優婆塞は、役の優婆塞である。

役小角は、役小角である。

役行者は、役行者である。

縁の詞は、縁の詞である。

宴の座は、宴の座である。

縁の下は、縁の下である。

縁の綱は、縁の綱である。

焉馬は、焉馬である。

遠馬は、遠馬である。

簷馬は、簷馬である。

円派は、円派である。

煙波は、煙波である。

烟波は、烟波である。

エンバーゴーは、エンバーゴーである。

袁枚は、袁枚である。

煙煤は、煙煤である。

エンパイアは、エンパイアである。

エンパイアステートビルディングは、エンパイアステートビルディングである。



燕麦は、燕麦である。

鉛白は、鉛白である。

縁柱は、縁柱である。

延発は、延発である。

縁端は、縁端である。

円板は、円板である。

円盤は、円盤である。

鉛版は、鉛版である。

遠帆は、遠帆である。

円板クラッチは、円板クラッチである。

円盤投げは、円盤投げである。

婉美は、婉美である。

塩ビは、塩ビである。

燕尾は、燕尾である。

艶美は、艶美である。

猿臂は、猿臂である。

縁引は、縁引である。

鉛被線は、鉛被線である。

鉛筆は、鉛筆である。

鉛筆画は、鉛筆画である。

円ピッチは、円ピッチである。

鉛筆の木は、鉛筆の木である。

鉛筆柏槙は、鉛筆柏槙である。

燕尾服は、燕尾服である。

円舞は、円舞である。

偃武は、偃武である。

厭舞は、厭舞である。

振鉾は、振鉾である。

演武は、演武である。

演舞は、演舞である。

閻浮は、閻浮である。

怨府は、怨府である。

エンファサイズは、エンファサイズである。

円舞曲は、円舞曲である。

艶福は、艶福である。

閻浮樹は、閻浮樹である。

エンプソンは、エンプソンである。

縁蓋は、縁蓋である。

閻浮提は、閻浮提である。

閻浮檀金は、閻浮檀金である。

閻浮の塵は、閻浮の塵である。

閻浮の身は、閻浮の身である。

エンプラは、エンプラである。

えんぶりは、えんぶりである。

エンプレスは、エンプレスである。

エンブレムは、エンブレムである。



延文は、延文である。

衍文は、衍文である。

遠聞は、遠聞である。

塩分は、塩分である。

艶文は、艶文である。

艶聞は、艶聞である。

円墳は、円墳である。

鉛粉は、鉛粉である。

掩蔽は、掩蔽である。

援兵は、援兵である。

延平王は、延平王である。

掩蔽地は、掩蔽地である。

怨別は、怨別である。

エンペドクレスは、エンペドクレスである。

えんぺらは、えんぺらである。

エンペラーは、エンペラーである。

延辺は、延辺である。

縁辺は、縁辺である。

縁辺海は、縁辺海である。

円偏光は、円偏光である。

淵謨は、淵謨である。

園圃は、園圃である。

遠浦は、遠浦である。

怨望は、怨望である。

遠望は、遠望である。

遠謀は、遠謀である。

延宝は、延宝である。

遠方は、遠方である。

塩法は、塩法である。

塩剥は、塩剥である。

円本は、円本である。

艶本は、艶本である。

閻魔は、閻魔である。

円満井座は、円満井座である。

閻魔王は、閻魔王である。

閻魔顔は、閻魔顔である。

煙幕は、煙幕である。

閻魔蟋蟀は、閻魔蟋蟀である。

閻魔卒は、閻魔卒である。

閻魔帳は、閻魔帳である。

閻魔鳥は、閻魔鳥である。

閻魔天は、閻魔天である。

閻魔天供法は、閻魔天供法である。

閻魔天曼荼羅は、閻魔天曼荼羅である。

閻魔堂は、閻魔堂である。

閻魔堂大念仏は、閻魔堂大念仏である。



閻魔の庁は、閻魔の庁である。

閻魔虫は、閻魔虫である。

閻魔詣では、閻魔詣でである。

閻魔羅闍は、閻魔羅闍である。

円満は、円満である。

円満院は、円満院である。

塩味は、塩味である。

魘魅は、魘魅である。

厭魅は、厭魅である。

延命は、延命である。

煙霧は、煙霧である。

縁結びは、縁結びである。

縁結びの神は、縁結びの神である。

艶名は、艶名である。

円明園は、円明園である。

延命観音は、延命観音である。

延命菊は、延命菊である。

延命地蔵は、延命地蔵である。

延命地蔵経は、延命地蔵経である。

延命酒は、延命酒である。

延命草は、延命草である。

延命袋は、延命袋である。

延命法は、延命法である。

延命菩薩は、延命菩薩である。

煙滅は、煙滅である。

円網は、円網である。

演目は、演目である。

鳶目は、鳶目である。

鳶目兎耳は、鳶目兎耳である。

轅門は、轅門である。

園冶は、園冶である。

塩冶は、塩冶である。

艶冶は、艶冶である。

えんやは、えんやである。

えんやこりゃは、えんやこりゃである。

円安は、円安である。

塩谷判官は、塩谷判官である。

えんやらは、えんやらである。

えんやらやっとは、えんやらやっとである。

縁由は、縁由である。

苑囿は、苑囿である。

宴遊は、宴遊である。

遠猷は、遠猷である。

園遊会は、園遊会である。

円融天皇は、円融天皇である。

炎陽は、炎陽である。



婉容は、婉容である。

援用は、援用である。

遠洋は、遠洋である。

艶容は、艶容である。

艶陽は、艶陽である。

遠洋漁業は、遠洋漁業である。

遠洋漁船は、遠洋漁船である。

遠洋区域は、遠洋区域である。

遠洋航海は、遠洋航海である。

塩浴炉は、塩浴炉である。

閻羅は、閻羅である。

遠来は、遠来である。

遠雷は、遠雷である。

閻羅王は、閻羅王である。

宴楽は、宴楽である。

閻羅人は、閻羅人である。

烟嵐は、烟嵐である。

遠巒は、遠巒である。

円理は、円理である。

垣籬は、垣籬である。

遠離は、遠離である。

厭離は、厭離である。

厭離穢土は、厭離穢土である。

エンリケは、エンリケである。

エンリッチは、エンリッチである。

閻立本は、閻立本である。

延暦は、延暦である。

遠略は、遠略である。

延暦儀式帳は、延暦儀式帳である。

延暦寺は、延暦寺である。

延暦僧録は、延暦僧録である。

淹留は、淹留である。

遠慮は、遠慮である。

円領は、円領である。

炎涼は、炎涼である。

遠慮勝ちは、遠慮勝ちである。

遠慮縄は、遠慮縄である。

遠慮深いは、遠慮深いである。

円鱗は、円鱗である。

園林は、園林である。

塩類は、塩類である。

遠類は、遠類である。

縁類は、縁類である。

塩類泉は、塩類泉である。

延齢は、延齢である。

婉麗は、婉麗である。



援例は、援例である。

艶麗は、艶麗である。

延齢客は、延齢客である。

延齢草は、延齢草である。

延齢丹は、延齢丹である。

円顱は、円顱である。

沿路は、沿路である。

遠路は、遠路である。

煙浪は、煙浪である。

烟浪は、烟浪である。

おは、おである。

オは、オである。

尾は、尾である。

峰は、峰である。

丘は、丘である。

苧は、苧である。

雄は、雄である。

牡は、牡である。

男は、男である。

汚は、汚である。

小は、小である。

御は、御である。

汚埃は、汚埃である。

汚穢は、汚穢である。

御愛想は、御愛想である。

御間は、御間である。

御生憎様は、御生憎様である。

御和えは、御和えである。

御韲えは、御韲えである。

オア回路は、オア回路である。

御明しは、御明しである。

御明りは、御明りである。

お上がりは、お上がりである。

御灰切は、御灰切である。

雄麻は、雄麻である。

御朝の物は、御朝の物である。

御浅物は、御浅物である。

御足は、御足である。

オアシスは、オアシスである。

御預けは、御預けである。

御預人は、御預人である。

御誂え向きは、御誂え向きである。

オアハカは、オアハカである。

オアフは、オアフである。

オアペックは、オアペックである。

小天温泉は、小天温泉である。



御余りは、御余りである。

御合せは、御合せである。

緒合せは、緒合せである。

御庵は、御庵である。

御案内もは、御案内もである。

おあんなんしは、おあんなんしである。

おあんなんすは、おあんなんすである。

おあむ物語は、おあむ物語である。

老いは、老いである。

負は、負である。

追は、追である。

笈は、笈である。

甥は、甥である。

おいは、おいである。

追い上げるは、追い上げるである。

追網は、追網である。

生ひ出づは、生ひ出づである。

老い入れは、老い入れである。

老い鶯は、老い鶯である。

追討ちは、追討ちである。

追撃ちは、追撃ちである。

追い討つは、追い討つである。

追い撃つは、追い撃つである。

御家は、御家である。

御家狂言は、御家狂言である。

御家芸は、御家芸である。

御家様は、御家様である。

御家騒動は、御家騒動である。

御家頬は、御家頬である。

御家物は、御家物である。

御家流は、御家流である。

追い追いは、追い追いである。

おいおいは、おいおいである。

老い老いしは、老い老いしである。

追落しは、追落しである。

追い落すは、追い落すである。

追い返すは、追い返すである。

老い屈まるは、老い屈まるである。

追い書きは、追い書きである。

老懸は、老懸である。

追懸けは、追懸けである。

追い掛けるは、追い掛けるである。

老頭は、老頭である。

追風は、追風である。

追風半円は、追風半円である。

追風用意は、追風用意である。



負方は、負方である。

追金は、追金である。

老い嗄るは、老い嗄るである。

追河は、追河である。

老冠は、老冠である。

老い木は、老い木である。

負い木は、負い木である。

おいきたは、おいきたである。

追切りは、追切りである。

追斬りは、追斬りである。

男軍は、男軍である。

追ひ崩すは、追ひ崩すである。

追口は、追口である。

老い朽ちるは、老い朽ちるである。

追首は、追首である。

老いぐむは、老いぐむである。

追いぐりは、追いぐりである。

追ひ繰るは、追ひ繰るである。

オイゲノールは、オイゲノールである。

オイケンは、オイケンである。

老い子は、老い子である。

甥御は、甥御である。

老い声は、老い声である。

追肥は、追肥である。

追いこくらは、追いこくらである。

老い心は、老い心である。

追い越すは、追い越すである。

老御達は、老御達である。

追込みは、追込みである。

追込場は、追込場である。

老い込むは、老い込むである。

押い籠むは、押い籠むである。

追い込むは、追い込むである。

生ひ凝るは、生ひ凝るである。

追肴は、追肴である。

生い下りは、生い下りである。

生い先は、生い先である。

老い先は、老い先である。

追ひ放くは、追ひ放くである。

追酒は、追酒である。

負幸物は、負幸物である。

老いさぶは、老いさぶである。

追い様は、追い様である。

生い様は、生い様である。

老いさらばふは、老いさらばふである。

老いさらばえるは、老いさらばえるである。



老いさらぼふは、老いさらぼふである。

大石は、大石である。

おいしいは、おいしいである。

追敷は、追敷である。

生ひ及くは、生ひ及くである。

追ひ及くは、追ひ及くである。

生い茂るは、生い茂るである。

老い舌は、老い舌である。

覆下園は、覆下園である。

追証は、追証である。

追証拠金は、追証拠金である。

老い痴らふは、老い痴らふである。

追ひしらがふは、追ひしらがふである。

老い白くは、老い白くである。

老い痴らむは、老い痴らむである。

老い痴るは、老い痴るである。

生い末は、生い末である。

追ひ次ふは、追ひ次ふである。

追い縋るは、追い縋るである。

オイスターは、オイスターである。

オイスターソースは、オイスターソースである。

オイストラフは、オイストラフである。

おいずりは、おいずりである。

追刷りは、追刷りである。

笈摺は、笈摺である。

老いせぬ門は、老いせぬ門である。

老いせぬ宮は、老いせぬ宮である。

追銭は、追銭である。

生ひ添ふは、生ひ添ふである。

おいそけ者は、おいそけ者である。

生い育ちは、生い育ちである。

老蘇の杜は、老蘇の杜である。

老曾の森は、老曾の森である。

負征矢は、負征矢である。

おいそれは、おいそれである。

おいそれとは、おいそれとである。

おいそれ者は、おいそれ者である。

おいたは、おいたである。

御板は、御板である。

追焚きは、追焚きである。

追出しは、追出しである。

追出し粥は、追出し粥である。

追出し薬は、追出し薬である。

追い出すは、追い出すである。

生い立ちは、生い立ちである。

生い立つは、生い立つである。



追立ては、追立てである。

追立の使は、追立の使である。

追い立てるは、追い立てるである。

オイタナジーは、オイタナジーである。

おいたみは、おいたみである。

お市は、お市である。

追丁は、追丁である。

追帳は、追帳である。

おいちょかぶは、おいちょかぶである。

追い散らすは、追い散らすである。

追い使うは、追い使うである。

追継ぎは、追継ぎである。

老い月は、老い月である。

追付き首は、追付き首である。

追い付くは、追い付くである。

追い着くは、追い着くである。

生ひ継ぐは、生ひ継ぐである。

老い就くは、老い就くである。

老い苞は、老い苞である。

追綱は、追綱である。

追い詰めるは、追い詰めるである。

老い手は、老い手である。

追手は、追手である。

於ては、於てである。

措いては、措いてである。

御出では、御出でである。

オイディプスは、オイディプスである。

オイディプス王は、オイディプス王である。

オイディプスコンプレックスは、オイディプスコンプレックスである。

御出で御出では、御出で御出でである。

置いてきぼりは、置いてきぼりである。

置いてけ堀は、置いてけ堀である。

御出奉行は、御出奉行である。

御出でるは、御出でるである。

御居処は、御居処である。

おいとこ節は、おいとこ節である。

生ひ調ほるは、生ひ調ほるである。

御愛ぼいは、御愛ぼいである。

追鳥は、追鳥である。

追鳥狩は、追鳥狩である。

老いどれは、老いどれである。

おいどんは、おいどんである。

生ひ直るは、生ひ直るである。

負ひなすは、負ひなすである。

老次は、老次である。

老波は、老波である。



負ひ並むは、負ひ並むである。

御稲荷さんは、御稲荷さんである。

生ひ成るは、生ひ成るである。

老い成るは、老い成るである。

負い縄は、負い縄である。

追縄は、追縄である。

負荷は、負荷である。

笈日記は、笈日記である。

老女房は、老女房である。

狼は、狼である。

御犬は、御犬である。

追い抜くは、追い抜くである。

大兄は、大兄である。

追い願いは、追い願いである。

老いの一徹は、老いの一徹である。

老いの入舞は、老いの入舞である。

老いの入前は、老いの入前である。

老いの方人は、老いの方人である。

老いの繰り言は、老いの繰り言である。

老いの気は、老いの気である。

追い退けるは、追い退けるである。

笈の小文は、笈の小文である。

老いの坂は、老いの坂である。

老ノ坂は、老ノ坂である。

老いの積りは、老いの積りである。

老いの波は、老いの波である。

老いの並は、老いの並である。

老いの寝覚めは、老いの寝覚めである。

老いの春は、老いの春である。

老いの僻耳は、老いの僻耳である。

老いの僻目は、老いの僻目である。

追幟は、追幟である。

老いの病は、老いの病である。

老いの世は、老いの世である。

御祈奉行は、御祈奉行である。

生い端は、生い端である。

追剥は、追剥である。

追掃きは、追掃きである。

追羽子は、追羽子である。

老い果てるは、老い果てるである。

追い放すは、追い放すである。

追い放つは、追い放つである。

追羽根は、追羽根である。

老いばむは、老いばむである。

追腹は、追腹である。

追い払いは、追い払いである。



追い払うは、追い払うである。

老人は、老人である。

追ひ伏すは、追ひ伏すである。

老い耄くは、老い耄くである。

追星は、追星である。

老い耄れは、老い耄れである。

老い耄れるは、老い耄れるである。

笈巻くは、笈巻くである。

追い捲るは、追い捲るである。

生ひ優るは、生ひ優るである。

老松は、老松である。

追ひ惑はすは、追ひ惑はすである。

追回しは、追回しである。

追い回すは、追い回すである。

負真綿は、負真綿である。

御忌は、御忌である。

御忌荒れは、御忌荒れである。

追水は、追水である。

老緑は、老緑である。

老武者は、老武者である。

老妻は、老妻である。

負い目は、負い目である。

追目は、追目である。

負ひ持つは、負ひ持つである。

追い求めるは、追い求めるである。

負い物は、負い物である。

追物射は、追物射である。

おいやは、おいやである。

老病みは、老病みである。

生ひ遣るは、生ひ遣るである。

追い遣るは、追い遣るである。

生ひ行くは、生ひ行くである。

己等は、己等である。

オイラーは、オイラーである。

瓦剌は、瓦剌である。

オイラーの図は、オイラーの図である。

オイラーの多面体定理は、オイラーの多面体定理である。

オイラーの標数は、オイラーの標数である。

おいらかは、おいらかである。

おいらがは、おいらがである。

老いらくは、老いらくである。

老楽は、老楽である。

老いらくの恋は、老いらくの恋である。

おいらけ者は、おいらけ者である。

奥入瀬川は、奥入瀬川である。

花魁は、花魁である。



花魁草は、花魁草である。

花魁道中は、花魁道中である。

花魁鳥は、花魁鳥である。

御入りは、御入りである。

御煎は、御煎である。

御入りあるは、御入りあるである。

オイルは、オイルである。

老いるは、老いるである。

オイルエンジンは、オイルエンジンである。

オイルガスは、オイルガスである。

オイルクロスは、オイルクロスである。

オイル語は、オイル語である。

オイルサンドは、オイルサンドである。

オイルシェールは、オイルシェールである。

オイルシャンプーは、オイルシャンプーである。

オイルショックは、オイルショックである。

オイルシルクは、オイルシルクである。

オイルスキンは、オイルスキンである。

オイルダラーは、オイルダラーである。

オイルタンカーは、オイルタンカーである。

オイルダンパーは、オイルダンパーである。

オイルバーナーは、オイルバーナーである。

オイルフェンスは、オイルフェンスである。

オイルボールは、オイルボールである。

オイルポンプは、オイルポンプである。

オイルマネーは、オイルマネーである。

老入は、老入である。

尾入は、尾入である。

御色は、御色である。

御色直しは、御色直しである。

お岩は、お岩である。

御祝は、御祝である。

御祝方は、御祝方である。

御祝奉行は、御祝奉行である。

追分は、追分である。

追分節は、追分節である。

白貝は、白貝である。

王は、王である。

凹は、凹である。

央は、央である。

応は、応である。

往は、往である。

押は、押である。

枉は、枉である。

欧は、欧である。

殴は、殴である。



皇は、皇である。

桜は、桜である。

翁は、翁である。

黄は、黄である。

奥は、奥である。

嘔は、嘔である。

横は、横である。

墺は、墺である。

謳は、謳である。

生ふは、生ふである。

会ふは、会ふである。

逢ふは、逢ふである。

遭ふは、遭ふである。

遇ふは、遇ふである。

負うは、負うである。

追うは、追うである。

逐うは、逐うである。

終ふは、終ふである。

覆ふは、覆ふである。

おうは、おうである。

欧亜は、欧亜である。

応安は、応安である。

応安新式は、応安新式である。

王安石は、王安石である。

王位は、王位である。

王威は、王威である。

王維は、王維である。

横位は、横位である。

奥行くは、奥行くである。

横逸は、横逸である。

横佚は、横佚である。

横溢は、横溢である。

汪溢は、汪溢である。

オウィディウスは、オウィディウスである。

王胤は、王胤である。

王院は、王院である。

押印は、押印である。

押韻は、押韻である。

奥羽は、奥羽である。

奥羽越列藩同盟は、奥羽越列藩同盟である。

奥羽廻船は、奥羽廻船である。

奥羽山脈は、奥羽山脈である。

奥羽本線は、奥羽本線である。

桜雲は、桜雲である。

御上は、御上である。

黄衣は、黄衣である。



応永は、応永である。

応永の外寇は、応永の外寇である。

応永の乱は、応永の乱である。

御上様は、御上様である。

応援は、応援である。

黄鉛は、黄鉛である。

大魚は、大魚である。

汪汪は、汪汪である。

往往は、往往である。

怏怏は、怏怏である。

嚶嚶は、嚶嚶である。

追う追うは、追う追うである。

おうおうは、おうおうである。

鶯鶯伝は、鶯鶯伝である。

王応麟は、王応麟である。

大魚よしは、大魚よしである。

王化は、王化である。

王家は、王家である。

応化は、応化である。

欧化は、欧化である。

殃禍は、殃禍である。

桜花は、桜花である。

秧歌は、秧歌である。

黄化は、黄化である。

横禍は、横禍である。

謳歌は、謳歌である。

枉駕は、枉駕である。

横臥は、横臥である。

鴎外は、鴎外である。

王かい運は、王かい運である。

凹角は、凹角である。

王学は、王学である。

横隔膜は、横隔膜である。

横臥褶曲は、横臥褶曲である。

欧化主義は、欧化主義である。

桜花賞は、桜花賞である。

黄褐色は、黄褐色である。

王冠は、王冠である。

王鑑は、王鑑である。

往還は、往還である。

横貫は、横貫である。

黄巻赤軸は、黄巻赤軸である。

小右記は、小右記である。

王圻は、王圻である。

王熙は、王熙である。

王畿は、王畿である。



王きは、王きである。

応器は、応器である。

嘔気は、嘔気である。

扇は、扇である。

奥義は、奥義である。

奥儀は、奥儀である。

横議は、横議である。

扇網は、扇網である。

扇合は、扇合である。

扇紙鳶は、扇紙鳶である。

扇売は、扇売である。

扇落しは、扇落しである。

扇折りは、扇折りである。

扇貝は、扇貝である。

扇垣は、扇垣である。

扇掛けは、扇掛けである。

扇形は、扇形である。

扇形歯車は、扇形歯車である。

扇蟹は、扇蟹である。

扇紙は、扇紙である。

扇谷は、扇谷である。

扇切りは、扇切りである。

扇車は、扇車である。

扇算は、扇算である。

王徽之は、王徽之である。

王羲之は、王羲之である。

奥義抄は、奥義抄である。

扇相撲は、扇相撲である。

扇染は、扇染である。

扇丈は、扇丈である。

扇棚は、扇棚である。

扇垂木は、扇垂木である。

扇尽しは、扇尽しである。

扇巴は、扇巴である。

扇取りは、扇取りである。

扇流しは、扇流しである。

扇の賀は、扇の賀である。

扇の曲は、扇の曲である。

扇の島は、扇の島である。

扇の拝は、扇の拝である。

扇の的は、扇の的である。

扇の別れは、扇の別れである。

扇箱は、扇箱である。

扇芭蕉は、扇芭蕉である。

扇腹は、扇腹である。

扇引は、扇引である。



扇拍子は、扇拍子である。

扇ほぞは、扇ほぞである。

扇骨は、扇骨である。

扇襠は、扇襠である。

押脚は、押脚である。

鴨脚は、鴨脚である。

横虐は、横虐である。

横逆は、横逆である。

扇屋染は、扇屋染である。

王宮は、王宮である。

応急は、応急である。

応急手当は、応急手当である。

王業は、王業である。

横行は、横行である。

枉曲は、枉曲である。

黄玉は、黄玉である。

応挙寺は、応挙寺である。

横句は、横句である。

応供は、応供である。

枉屈は、枉屈である。

横屈光性は、横屈光性である。

央掘摩羅は、央掘摩羅である。

王気は、王気である。

王卿は、王卿である。

往詣は、往詣である。

殃慶は、殃慶である。

黄経は、黄経である。

横撃は、横撃である。

押纈は、押纈である。

横穴は、横穴である。

甌穴は、甌穴である。

黄血塩は、黄血塩である。

王気付くは、王気付くである。

応化利生は、応化利生である。

王建は、王建である。

王権は、王権である。

王言は、王言である。

応現は、応現である。

横言は、横言である。

横痃は、横痃である。

王原祁は、王原祁である。

王献之は、王献之である。

王権神授説は、王権神授説である。

朸は、朸である。

枴は、枴である。

往古は、往古である。



枉顧は、枉顧である。

会ふ期は、会ふ期である。

応護は、応護である。

擁護は、擁護である。

押後は、押後である。

押伍は、押伍である。

鶯語は、鶯語である。

王公は、王公である。

王后は、王后である。

王侯は、王侯である。

往航は、往航である。

鶯簧は、鶯簧である。

王公家軌範は、王公家軌範である。

応其寺は、応其寺である。

王公族は、王公族である。

横行の介士は、横行の介士である。

王国は、王国である。

横谷は、横谷である。

鶯谷は、鶯谷である。

王国維は、王国維である。

朸撓めは、朸撓めである。

黄金は、黄金である。

黄金海岸は、黄金海岸である。

黄金時代は、黄金時代である。

黄金数は、黄金数である。

黄金世紀は、黄金世紀である。

黄金伝説は、黄金伝説である。

黄金の三角地帯は、黄金の三角地帯である。

黄金の術は、黄金の術である。

黄金の膚は、黄金の膚である。

黄金分割は、黄金分割である。

黄金文書は、黄金文書である。

黄金律は、黄金律である。

王佐は、王佐である。

応作は、応作である。

鶯梭は、鶯梭である。

おうさは、おうさである。

王座は、王座である。

往歳は、往歳である。

殃災は、殃災である。

横災は、横災である。

おうさえは、おうさえである。

逢坂は、逢坂である。

逢坂越えは、逢坂越えである。

逢坂関は、逢坂関である。

おうさきるさは、おうさきるさである。



応札は、応札である。

殴殺は、殴殺である。

横冊は、横冊である。

鏖殺は、鏖殺である。

王様は、王様である。

おうさわには、おうさわにである。

王粲は、王粲である。

王散位は、王散位である。

牡牛は、牡牛である。

雄牛は、雄牛である。

王氏は、王氏である。

王師は、王師である。

押紙は、押紙である。

黄紙は、黄紙である。

奥旨は、奥旨である。

横死は、横死である。

横恣は、横恣である。

王子は、王子である。

王地は、王地である。

王事は、王事である。

応治は、応治である。

往事は、往事である。

往時は、往時である。

押字は、押字である。

皇子は、皇子である。

王之渙は、王之渙である。

欧氏管は、欧氏管である。

黄鐘は、黄鐘である。

黄鐘調は、黄鐘調である。

牡牛座は、牡牛座である。

王侍従は、王侍従である。

王士しんは、王士しんである。

鶯実は、鶯実である。

王室は、王室である。

往日は、往日である。

横日性は、横日性である。

王実甫は、王実甫である。

王士禎は、王士禎である。

全匏は、全匏である。

王時敏は、王時敏である。

生ふしもとは、生ふしもとである。

王者は、王者である。

応射は、応射である。

往者は、往者である。

枉車は、枉車である。

横斜は、横斜である。



王蛇は、王蛇である。

応迹は、応迹である。

おう弱は、おう弱である。

往昔は、往昔である。

横笛は、横笛である。

王舎城は、王舎城である。

王種は、王種である。

応手は、応手である。

黄酒は、黄酒である。

横主は、横主である。

応需は、応需である。

横竪は、横竪である。

応酬は、応酬である。

押収は、押収である。

欧州は、欧州である。

奥州は、奥州である。

王子猷は、王子猷である。

王充は、王充である。

王戎は、王戎である。

奥州安達原は、奥州安達原である。

奥州街道は、奥州街道である。

奥州管領は、奥州管領である。

欧州議会は、欧州議会である。

欧州共同体は、欧州共同体である。

欧州経済共同体は、欧州経済共同体である。

欧州経済協力機構は、欧州経済協力機構である。

欧州決済同盟は、欧州決済同盟である。

欧州自由貿易連合は、欧州自由貿易連合である。

奥州征伐は、奥州征伐である。

欧州石炭鉄鋼共同体は、欧州石炭鉄鋼共同体である。

奥州総奉行は、奥州総奉行である。

欧州大戦は、欧州大戦である。

奥州探題は、奥州探題である。

欧州通貨協定は、欧州通貨協定である。

欧州通貨制度は、欧州通貨制度である。

欧州通貨単位は、欧州通貨単位である。

欧州復興開発銀行は、欧州復興開発銀行である。

欧州復興計画は、欧州復興計画である。

欧州防衛共同体は、欧州防衛共同体である。

王重陽は、王重陽である。

欧州連合は、欧州連合である。

欧州連合条約は、欧州連合条約である。

王粛は、王粛である。

黄熟は、黄熟である。

黄熟香は、黄熟香である。

鶯宿梅は、鶯宿梅である。



王守仁は、王守仁である。

黄綬褒章は、黄綬褒章である。

王女は、王女である。

皇女は、皇女である。

王将は、王将である。

応召は、応召である。

応唱は、応唱である。

応詔は、応詔である。

応鐘は、応鐘である。

殴傷は、殴傷である。

鞅掌は、鞅掌である。

王城は、王城である。

往生は、往生である。

皇じょうは、皇じょうである。

往生院は、往生院である。

往生際は、往生際である。

王昭君は、王昭君である。

往生講は、往生講である。

往生拾因は、往生拾因である。

圧状竦めは、圧状竦めである。

往生伝は、往生伝である。

往生所は、往生所である。

往生人は、往生人である。

往生場は、往生場である。

往生要集は、往生要集である。

王昌齢は、王昌齢である。

往生論註は、往生論註である。

黄色は、黄色である。

黄色火薬は、黄色火薬である。

黄色組合は、黄色組合である。

黄色人種は、黄色人種である。

黄色新聞は、黄色新聞である。

黄蜀葵は、黄蜀葵である。

応じるは、応じるである。

王臣は、王臣である。

往信は、往信である。

往診は、往診である。

桜唇は、桜唇である。

鶯唇は、鶯唇である。

応身は、応身である。

横陣は、横陣である。

応神天皇は、応神天皇である。

御薄は、御薄である。

雄臼は、雄臼である。

負すは、負すである。

王水は、王水である。



黄水は、黄水である。

小碓命は、小碓命である。

応ずるは、応ずるである。

王制は、王制である。

王政は、王政である。

皇政は、皇政である。

応制は、応制である。

旺盛は、旺盛である。

横政は、横政である。

汪精衛は、汪精衛である。

王世貞は、王世貞である。

王政復古は、王政復古である。

応接は、応接である。

横截は、横截である。

鶯舌は、鶯舌である。

応接室は、応接室である。

横説竪説は、横説竪説である。

応接間は、応接間である。

応戦は、応戦である。

黄癬は、黄癬である。

横線は、横線である。

鏖戦は、鏖戦である。

鶯遷は、鶯遷である。

汪然は、汪然である。

旺然は、旺然である。

横川景三は、横川景三である。

王先謙は、王先謙である。

横線小切手は、横線小切手である。

王船山は、王船山である。

応訴は、応訴である。

往相は、往相である。

押送は、押送である。

往相回向は、往相回向である。

王相神は、王相神である。

王族は、王族である。

王孫は、王孫である。

おうたは、おうたである。

御歌は、御歌である。

殴打は、殴打である。

横舵は、横舵である。

応対は、応対である。

拗体は、拗体である。

黄体は、黄体である。

横体は、横体である。

横隊は、横隊である。

王代は、王代である。



王台は、王台である。

往代は、往代である。

皇帝は、皇帝である。

黄体期は、黄体期である。

黄体形成ホルモンは、黄体形成ホルモンである。

黄体刺激ホルモンは、黄体刺激ホルモンである。

皇帝破陣楽は、皇帝破陣楽である。

王大夫は、王大夫である。

黄体ホルモンは、黄体ホルモンである。

王代物は、王代物である。

御歌会は、御歌会である。

凹多角形は、凹多角形である。

王沢は、王沢である。

応諾は、応諾である。

横奪は、横奪である。

御歌所は、御歌所である。

枉断は、枉断である。

黄丹は、黄丹である。

黄疸は、黄疸である。

横断は、横断である。

横断組合は、横断組合である。

黄疸出血性レプトスピラ病は、黄疸出血性レプトスピラ病である。

横断的賃金は、横断的賃金である。

横断歩道は、横断歩道である。

横断幕は、横断幕である。

横断面は、横断面である。

楝は、楝である。

樗は、樗である。

御内は、御内である。

奥地は、奥地である。

横着は、横着である。

王朝は、王朝である。

応長は、応長である。

横超は、横超である。

王寵恵は、王寵恵である。

王朝時代は、王朝時代である。

汪兆銘は、汪兆銘である。

王直は、王直である。

王通は、王通である。

追うつ捲っつは、追うつ捲っつである。

御移りは、御移りである。

王手は、王手である。

押丁は、押丁である。

奥底は、奥底である。

黄鉄鉱は、黄鉄鉱である。

王手飛車は、王手飛車である。



横転は、横転である。

応天門は、応天門である。

応天門の変は、応天門の変である。

夫は、夫である。

首は、首である。

王都は、王都である。

嘔吐は、嘔吐である。

王土は、王土である。

黄土は、黄土である。

黄土色は、黄土色である。

王党は、王党である。

王統は、王統である。

応答は、応答である。

桜桃は、桜桃である。

王道は、王道である。

王導は、王導である。

黄道は、黄道である。

黄銅は、黄銅である。

横道は、横道である。

桜桃忌は、桜桃忌である。

奥陶紀は、奥陶紀である。

黄銅鉱は、黄銅鉱である。

応当日は、応当日である。

王道楽土は、王道楽土である。

応徳は、応徳である。

凹凸は、凹凸である。

女は、女である。

老女は、老女である。

嫗は、嫗である。

おうなおうなは、おうなおうなである。

奥なしは、奥なしである。

押捺は、押捺である。

王難は、王難である。

横難は、横難である。

王女御は、王女御である。

応仁は、応仁である。

応仁の乱は、応仁の乱である。

黄熱は、黄熱である。

往年は、往年である。

王念孫は、王念孫である。

懊悩は、懊悩である。

王の鼻は、王の鼻である。

王覇は、王覇である。

横波は、横波である。

黄梅は、黄梅である。

黄檗は、黄檗である。



黄蘗は、黄蘗である。

黄柏は、黄柏である。

黄檗希運は、黄檗希運である。

黄檗山は、黄檗山である。

黄蘗紙は、黄蘗紙である。

黄檗宗は、黄檗宗である。

黄檗版は、黄檗版である。

黄檗料理は、黄檗料理である。

凹版は、凹版である。

黄斑は、黄斑である。

黄飯は、黄飯である。

横帆は、横帆である。

往反は、往反である。

黄幡は、黄幡である。

椀飯は、椀飯である。

椀飯振舞は、椀飯振舞である。

王妃は、王妃である。

応否は、応否である。

奥秘は、奥秘である。

横披は、横披である。

王弼は、王弼である。

黄白は、黄白である。

応病与薬は、応病与薬である。

王父は、王父である。

王符は、王符である。

欧風は、欧風である。

王夫之は、王夫之である。

往復は、往復である。

往復圧縮機は、往復圧縮機である。

往復機関は、往復機関である。

往復切符は、往復切符である。

往復送風機は、往復送風機である。

往復台は、往復台である。

往復葉書は、往復葉書である。

往復ポンプは、往復ポンプである。

応分は、応分である。

欧文は、欧文である。

横文は、横文である。

王文成公は、王文成公である。

欧文タイプライターは、欧文タイプライターである。

欧文脈は、欧文脈である。

横柄は、横柄である。

欧米は、欧米である。

応変は、応変である。

往返は、往返である。

黄変米は、黄変米である。



王母は、王母である。

応募は、応募である。

王法は、王法である。

応保は、応保である。

応報は、応報である。

往訪は、往訪である。

押妨は、押妨である。

枉法は、枉法である。

黄袍は、黄袍である。

横暴は、横暴である。

応報刑主義は、応報刑主義である。

応募価格は、応募価格である。

応募者利回りは、応募者利回りである。

王勃は、王勃である。

牡馬は、牡馬である。

雄馬は、雄馬である。

黄麻は、黄麻である。

逢魔が時は、逢魔が時である。

黄麻紙は、黄麻紙である。

近江は、近江である。

苧績みは、苧績みである。

近江商人は、近江商人である。

近江女は、近江女である。

近江源氏は、近江源氏である。

近江源氏先陣館は、近江源氏先陣館である。

近江猿楽は、近江猿楽である。

青海島は、青海島である。

近江神宮は、近江神宮である。

近江聖人は、近江聖人である。

近江の海は、近江の海である。

近江大津宮は、近江大津宮である。

近江のお兼は、近江のお兼である。

淡海三船は、淡海三船である。

近江八幡は、近江八幡である。

近江八景は、近江八景である。

近江節は、近江節である。

近江鮒は、近江鮒である。

近江盆地は、近江盆地である。

苧績宿は、苧績宿である。

王命婦は、王命婦である。

近江令は、近江令である。

王民は、王民である。

鸚鵡は、鸚鵡である。

鸚鵡石は、鸚鵡石である。

鸚鵡貝は、鸚鵡貝である。

鸚鵡返しは、鸚鵡返しである。



鸚鵡小町は、鸚鵡小町である。

鸚鵡の杯は、鸚鵡の杯である。

鸚鵡病は、鸚鵡病である。

鸚鵡籠中記は、鸚鵡籠中記である。

王命は、王命である。

王明は、王明である。

嚶鳴は、嚶鳴である。

鴎盟は、鴎盟である。

嚶鳴社は、嚶鳴社である。

王鳴盛は、王鳴盛である。

青梅街道は、青梅街道である。

青梅縞は、青梅縞である。

青梅線は、青梅線である。

青梅綿は、青梅綿である。

凹面は、凹面である。

凹面鏡は、凹面鏡である。

王莽は、王莽である。

王猛は、王猛である。

王蒙は、王蒙である。

往亡日は、往亡日である。

横目縦鼻は、横目縦鼻である。

応門は、応門である。

応問は、応問である。

横紋筋は、横紋筋である。

王融は、王融である。

応用は、応用である。

汪洋は、汪洋である。

鷹揚は、鷹揚である。

応用花は、応用花である。

応用化学は、応用化学である。

応用科学は、応用科学である。

欧陽脩は、欧陽脩である。

欧陽詢は、欧陽詢である。

応用心理学は、応用心理学である。

応用人類学は、応用人類学である。

応用数学は、応用数学である。

応用美術は、応用美術である。

応用物理学は、応用物理学である。

王陽明は、王陽明である。

応用問題は、応用問題である。

奥寄るは、奥寄るである。

往来は、往来である。

往来軸は、往来軸である。

往来相場は、往来相場である。

往来手形は、往来手形である。

往来止めは、往来止めである。



往来の巻物は、往来の巻物である。

往来妨害罪は、往来妨害罪である。

往来物は、往来物である。

御裏様は、御裏様である。

王立は、王立である。

横流は、横流である。

黄竜山は、黄竜山である。

黄竜派は、黄竜派である。

押領は、押領である。

横領は、横領である。

応量器は、応量器である。

横領罪は、横領罪である。

押領使は、押領使である。

応力は、応力である。

鴨緑江は、鴨緑江である。

鴨緑江節は、鴨緑江節である。

黄燐は、黄燐である。

王霊官は、王霊官である。

黄連は、黄連である。

黄蓮は、黄蓮である。

凹レンズは、凹レンズである。

往路は、往路である。

欧露は、欧露である。

女王禄は、女王禄である。

応和は、応和である。

枉惑は、枉惑である。

横惑は、横惑である。

応和の宗論は、応和の宗論である。

オウンゴールは、オウンゴールである。

小江は、小江である。

おえは、おえである。

御家様顔は、御家様顔である。

御会式は、御会式である。

嗚咽は、嗚咽である。

お江戸日本橋は、お江戸日本橋である。

おえないは、おえないである。

御偉方は、御偉方である。

生えるは、生えるである。

終えるは、終えるである。

御塩噌は、御塩噌である。

凡は、凡である。

太は、太である。

多は、多である。

Ｏは、Ｏである。

ｏは、ｏである。

大は、大である。



おおは、おおである。

ＯＲは、ＯＲである。

大饗は、大饗である。

大東島は、大東島である。

大商いは、大商いである。

大商人は、大商人である。

大胡坐は、大胡坐である。

大顎は、大顎である。

大字は、大字である。

大麻比古神社は、大麻比古神社である。

大足は、大足である。

大味は、大味である。

大あしらいは、大あしらいである。

大汗は、大汗である。

大頭は、大頭である。

巨頭は、巨頭である。

大当りは、大当りである。

大穴は、大穴である。

大穴牟遅命は、大穴牟遅命である。

大姉は、大姉である。

大甘は、大甘である。

大尼君は、大尼君である。

大海人皇子は、大海人皇子である。

大雨は、大雨である。

大綾は、大綾である。

大洗は、大洗である。

大新城は、大新城である。

大殯は、大殯である。

大荒目は、大荒目である。

大有りは、大有りである。

大蟻食いは、大蟻食いである。

大荒れは、大荒れである。

大荒地野菊は、大荒地野菊である。

大粟は、大粟である。

粱は、粱である。

大慌ては、大慌てである。

大安殿は、大安殿である。

被いは、被いである。

覆いは、覆いである。

大井は、大井である。

大炊は、大炊である。

多いは、多いである。

正は、正である。

おおいは、おおいである。

ＯＥＥＣは、ＯＥＥＣである。

ＯＥＭは、ＯＥＭである。



ＯＥＣＤは、ＯＥＣＤである。

ＯＥＤは、ＯＥＤである。

太皇太后宮は、太皇太后宮である。

覆い隠すは、覆い隠すである。

覆い被さるは、覆い被さるである。

大井川は、大井川である。

大堰川は、大堰川である。

大堰川行幸和歌序は、大堰川行幸和歌序である。

大息は、大息である。

皇太后宮は、皇太后宮である。

大君は、大君である。

大軍は、大軍である。

大藺草は、大藺草である。

大井憲太郎は、大井憲太郎である。

大子は、大子である。

大御は、大御である。

大石主税は、大石主税である。

大石千引は、大石千引である。

大石久敬は、大石久敬である。

大石正巳は、大石正巳である。

大石良雄は、大石良雄である。

大磯は、大磯である。

大忙しは、大忙しである。

大急ぎは、大急ぎである。

大分は、大分である。

大板は、大板である。

大分医科大学は、大分医科大学である。

大分大学は、大分大学である。

大板葺は、大板葺である。

大分平野は、大分平野である。

大一座は、大一座である。

大一番は、大一番である。

大銀杏は、大銀杏である。

大炊寮は、大炊寮である。

大糸線は、大糸線である。

大炊殿は、大炊殿である。

大殿は、大殿である。

大いなるは、大いなるである。

大いなる遺産は、大いなる遺産である。

大いなる幻影は、大いなる幻影である。

大いには、大いにである。

大犬座は、大犬座である。

大犬蓼は、大犬蓼である。

大犬の陰嚢は、大犬の陰嚢である。

大炊頭は、大炊頭である。

大炊帝は、大炊帝である。



覆い羽は、覆い羽である。

大威張りは、大威張りである。

太政大臣は、太政大臣である。

太政官は、太政官である。

大炊御門殿は、大炊御門殿である。

大臣は、大臣である。

大納言は、大納言である。

大娘は、大娘である。

大嬢は、大嬢である。

大郎女は、大郎女である。

大入りは、大入りである。

大入場は、大入場である。

大入袋は、大入袋である。

大入は、大入である。

被うは、被うである。

覆うは、覆うである。

掩うは、掩うである。

蔽うは、蔽うである。

蓋うは、蓋うである。

オーヴィッドは、オーヴィッドである。

大上は、大上である。

オーウェルは、オーウェルである。

オーウェンは、オーウェンである。

大受けは、大受けである。

大歌は、大歌である。

大歌所は、大歌所である。

大歌始は、大歌始である。

大内は、大内である。

大内方は、大内方である。

大内刈は、大内刈である。

大袿は、大袿である。

大内桐は、大内桐である。

大内氏掟書は、大内氏掟書である。

大内守護は、大内守護である。

大内育ちは、大内育ちである。

大内塗は、大内塗である。

大内版は、大内版である。

大内菱は、大内菱である。

大内人は、大内人である。

大内雛は、大内雛である。

大内兵衛は、大内兵衛である。

大打物は、大打物である。

大内山は、大内山である。

大内熊耳は、大内熊耳である。

大内義興は、大内義興である。

大内義隆は、大内義隆である。



大内義弘は、大内義弘である。

大写しは、大写しである。

大鰻は、大鰻である。

大海原は、大海原である。

大海は、大海である。

大浦は、大浦である。

大裏は、大裏である。

大浦天主堂は、大浦天主堂である。

大売出しは、大売出しである。

大江は、大江である。

大枝は、大枝である。

ＯＡは、ＯＡである。

ＯＡＵは、ＯＡＵである。

オーエスは、オーエスである。

ＯＳは、ＯＳである。

オーエスキー病は、オーエスキー病である。

ＯＳＣＥは、ＯＳＣＥである。

ＯＨＰは、ＯＨＰである。

大江戸は、大江戸である。

大江朝綱は、大江朝綱である。

大江音人は、大江音人である。

大江千里は、大江千里である。

大江広元は、大江広元である。

大江匡衡は、大江匡衡である。

大江匡房は、大江匡房である。

ＯＦケーブルは、ＯＦケーブルである。

大江丸は、大江丸である。

ＯＭＲは、ＯＭＲである。

大江山は、大江山である。

ＯＬは、ＯＬである。

大峰は、大峰である。

大緒は、大緒である。

大扇は、大扇である。

大祖父は、大祖父である。

大岡は、大岡である。

大岡裁きは、大岡裁きである。

大岡昇平は、大岡昇平である。

大岡政談は、大岡政談である。

大岡忠相は、大岡忠相である。

大奥は、大奥である。

従祖父は、従祖父である。

大伯父は、大伯父である。

大叔父は、大叔父である。

大軽率鳥は、大軽率鳥である。

大男は、大男である。

大落しは、大落しである。



大踊は、大踊である。

大鬼蓮は、大鬼蓮である。

大祖母は、大祖母である。

従祖母は、従祖母である。

大伯母は、大伯母である。

大叔母は、大叔母である。

大指は、大指である。

大女は、大女である。

大鋸は、大鋸である。

オーカーは、オーカーである。

大峡は、大峡である。

大貝は、大貝である。

頁は、頁である。

大鏡は、大鏡である。

大掛りは、大掛りである。

大垣は、大垣である。

大楽は、大楽である。

大笠は、大笠である。

大翳は、大翳である。

大膳職は、大膳職である。

大数は、大数である。

オーガズムは、オーガズムである。

大風は、大風である。

大方は、大方である。

大形は、大形である。

大型は、大型である。

大潟は、大潟である。

大型株は、大型株である。

大方殿は、大方殿である。

大方なしは、大方なしである。

大帷子は、大帷子である。

オーガナイザーは、オーガナイザーである。

大金貝は、大金貝である。

オーガニゼーションは、オーガニゼーションである。

オーガニックは、オーガニックである。

大金は、大金である。

大矩は、大矩である。

大鐘は、大鐘である。

大金持は、大金持である。

大樺斑は、大樺斑である。

大鏑は、大鏑である。

大かぶりは、大かぶりである。

大壁は、大壁である。

大神は、大神である。

狼魚は、狼魚である。

狼座は、狼座である。



狼少年は、狼少年である。

大神祭は、大神祭である。

狼弾きは、狼弾きである。

大亀の木は、大亀の木である。

大伽羅は、大伽羅である。

意富伽羅は、意富伽羅である。

大辛は、大辛である。

大柄は、大柄である。

多かりは、多かりである。

大雁は、大雁である。

鴻は、鴻である。

多かれ少なかれは、多かれ少なかれである。

大川は、大川である。

大革は、大革である。

大鼓は、大鼓である。

大川口は、大川口である。

大川周明は、大川周明である。

大川端は、大川端である。

大川淀は、大川淀である。

オーガンディーは、オーガンディーである。

大神主は、大神主である。

大看板は、大看板である。

大木は、大木である。

大きいは、大きいである。

大御前は、大御前である。

大后宮は、大后宮である。

大后は、大后である。

オーキシンは、オーキシンである。

太上天皇は、太上天皇である。

大木喬任は、大木喬任である。

大北の方は、大北の方である。

大北の政所は、大北の政所である。

大木戸は、大木戸である。

大きなは、大きなである。

大きな顔は、大きな顔である。

大きには、大きにである。

正親町天皇は、正親町天皇である。

大君姿は、大君姿である。

大君のは、大君のである。

正親司は、正親司である。

大肝煎は、大肝煎である。

大きやかは、大きやかである。

Ｏ脚は、Ｏ脚である。

大清は、大清である。

大行は、大行である。

大切りは、大切りである。



大切斑は、大切斑である。

諸王は、諸王である。

多くは、多くである。

オークは、オークである。

大食いは、大食いである。

大句数は、大句数である。

大絎は、大絎である。

大腐りは、大腐りである。

オークションは、オークションである。

オークスは、オークスである。

大具足は、大具足である。

大口は、大口である。

大口のは、大口のである。

大口袴は、大口袴である。

大口バスは、大口バスである。

大国は、大国である。

大国隆正は、大国隆正である。

大国魂神社は、大国魂神社である。

大国主命は、大国主命である。

大伯皇女は、大伯皇女である。

大領は、大領である。

衽は、衽である。

大首絵は、大首絵である。

大久保は、大久保である。

大窪は、大窪である。

大窪詩仏は、大窪詩仏である。

大久保忠教は、大久保忠教である。

大久保忠隣は、大久保忠隣である。

大久保忠寛は、大久保忠寛である。

大久保利通は、大久保利通である。

大久保長安は、大久保長安である。

大久保彦左衛門は、大久保彦左衛門である。

大隈は、大隈である。

大熊は、大熊である。

大隈言道は、大隈言道である。

大熊座は、大熊座である。

大隈重信は、大隈重信である。

大熊喜邦は、大熊喜邦である。

大組は、大組である。

大久米部は、大久米部である。

大来目部は、大来目部である。

大倉は、大倉である。

大蔵は、大蔵である。

大倉喜八郎は、大倉喜八郎である。

大蔵卿は、大蔵卿である。

大蔵原案は、大蔵原案である。



大蔵省は、大蔵省である。

大蔵省証券は、大蔵省証券である。

大蔵大臣は、大蔵大臣である。

大蔵虎明は、大蔵虎明である。

大蔵永常は、大蔵永常である。

大倉流は、大倉流である。

大蔵流は、大蔵流である。

オークランドは、オークランドである。

オークリッジは、オークリッジである。

大塊は、大塊である。

大暮は、大暮である。

大系図は、大系図である。

ＯＫは、ＯＫである。

多けくは、多けくである。

大袈裟は、大袈裟である。

オーケストラは、オーケストラである。

オーケストラボックスは、オーケストラボックスである。

オーケストリオンは、オーケストリオンである。

大毛蓼は、大毛蓼である。

大宜津比売は、大宜津比売である。

おおけなしは、おおけなしである。

大下馬は、大下馬である。

大検見は、大検見である。

大柑子は、大柑子である。

大格子は、大格子である。

大河内は、大河内である。

大河内一男は、大河内一男である。

大河内伝次郎は、大河内伝次郎である。

大河内正敏は、大河内正敏である。

大蝙蝠は、大蝙蝠である。

大声は、大声である。

大御座船は、大御座船である。

大腰は、大腰である。

大御所は、大御所である。

大小姓は、大小姓である。

大御所時代は、大御所時代である。

大五寸は、大五寸である。

大事は、大事である。

大木葉木菟は、大木葉木菟である。

大御番は、大御番である。

大駒は、大駒である。

大籠りは、大籠りである。

大前張は、大前張である。

大阪は、大阪である。

大坂は、大坂である。

大堺は、大堺である。



大坂一分金は、大坂一分金である。

大坂大番は、大坂大番である。

大坂音頭は、大坂音頭である。

大阪会議は、大阪会議である。

大阪外国語大学は、大阪外国語大学である。

大坂加番は、大坂加番である。

大阪瓦は、大阪瓦である。

大阪環状線は、大阪環状線である。

大阪教育大学は、大阪教育大学である。

大坂蔵奉行は、大坂蔵奉行である。

大坂在番は、大坂在番である。

大阪狭山は、大阪狭山である。

大坂三郷は、大坂三郷である。

大阪事件は、大阪事件である。

大阪城は、大阪城である。

大坂城は、大坂城である。

大阪証券取引所は、大阪証券取引所である。

大坂城代は、大坂城代である。

大坂定番は、大坂定番である。

大阪市立大学は、大阪市立大学である。

大阪鮨は、大阪鮨である。

大阪大学は、大阪大学である。

大坂土は、大坂土である。

大坂戸は、大坂戸である。

大坂独吟集は、大坂独吟集である。

大坂夏の陣は、大坂夏の陣である。

大阪俄は、大阪俄である。

大坂冬の陣は、大坂冬の陣である。

大阪府立大学は、大阪府立大学である。

大阪平野は、大阪平野である。

大阪弁は、大阪弁である。

大坂町奉行は、大坂町奉行である。

大坂目付は、大坂目付である。

大阪湾は、大阪湾である。

大前駆は、大前駆である。

大崎八幡宮は、大崎八幡宮である。

大桜草は、大桜草である。

大酒は、大酒である。

大鷦鷯尊は、大鷦鷯尊である。

大匙は、大匙である。

大札は、大札である。

大雑把は、大雑把である。

大薩摩は、大薩摩である。

大薩摩節は、大薩摩節である。

邑は、邑である。

大皺は、大皺である。



大寒小寒は、大寒小寒である。

大左右は、大左右である。

大騒ぎは、大騒ぎである。

大沢の池は、大沢の池である。

大爽やかは、大爽やかである。

大山椒魚は、大山椒魚である。

大桟橋は、大桟橋である。

大しは、大しである。

多しは、多しである。

雄雄しは、雄雄しである。

大路は、大路である。

祖父は、祖父である。

多しいは、多しいである。

雄雄しいは、雄雄しいである。

ＯＧは、ＯＧである。

ＯＣＲは、ＯＣＲである。

ＯＪＴは、ＯＪＴである。

大塩は、大塩である。

大潮は、大潮である。

大塩平八郎は、大塩平八郎である。

麋は、麋である。

大仕掛は、大仕掛である。

おおじが蛸は、おおじが蛸である。

大敷網は、大敷網である。

凡河内は、凡河内である。

凡河内躬恒は、凡河内躬恒である。

大地鴫は、大地鴫である。

大地震は、大地震である。

大下は、大下である。

大時代は、大時代である。

大時代狂言は、大時代狂言である。

生し立つは、生し立つである。

大下藤次郎は、大下藤次郎である。

皇祖は、皇祖である。

大芝居は、大芝居である。

大島は、大島である。

大島火山は、大島火山である。

大島桜は、大島桜である。

大島如雲は、大島如雲である。

大島田は、大島田である。

大島高任は、大島高任である。

大島紬は、大島紬である。

大島のは、大島のである。

大島風通は、大島風通である。

大島節は、大島節である。

大島流は、大島流である。



大島亮吉は、大島亮吉である。

大島蓼太は、大島蓼太である。

大霜は、大霜である。

オーシャンは、オーシャンである。

大正月は、大正月である。

大鉦鼓は、大鉦鼓である。

大猩猩は、大猩猩である。

大庄屋は、大庄屋である。

大上臈は、大上臈である。

大所帯は、大所帯である。

大白檜曾は、大白檜曾である。

大新聞は、大新聞である。

生すは、生すである。

課すは、課すである。

仰すは、仰すである。

果すは、果すである。

大洲は、大洲である。

大須賀は、大須賀である。

大須賀乙字は、大須賀乙字である。

大須観音は、大須観音である。

大杉は、大杉である。

大杉栄は、大杉栄である。

大介は、大介である。

大づけないは、大づけないである。

大筋は、大筋である。

オースティンは、オースティンである。

オーステナイトは、オーステナイトである。

オーストラリアは、オーストラリアである。

オーストラリア区は、オーストラリア区である。

オーストラリア諸語は、オーストラリア諸語である。

オーストラレーシアは、オーストラレーシアである。

オーストリアは、オーストリアである。

オーストリア学派は、オーストリア学派である。

オーストリア継承戦争は、オーストリア継承戦争である。

オーストリアハンガリーは、オーストリアハンガリーである。

オーストリッチは、オーストリッチである。

オーストリッチレザーは、オーストリッチレザーである。

オーストロアジア語族は、オーストロアジア語族である。

オーストロネシア語族は、オーストロネシア語族である。

大洲半紙は、大洲半紙である。

大垂髪は、大垂髪である。

大隅は、大隅である。

大隅諸島は、大隅諸島である。

大隅半島は、大隅半島である。

大相撲は、大相撲である。

大刷は、大刷である。



大摺上は、大摺上である。

大磨上は、大磨上である。

仰せは、仰せである。

仰せ上ぐは、仰せ上ぐである。

仰せ合すは、仰せ合すである。

大勢は、大勢である。

仰せ出すは、仰せ出すである。

仰せ出では、仰せ出でである。

仰書は、仰書である。

課方は、課方である。

大関は、大関である。

仰せ言は、仰せ言である。

大世帯は、大世帯である。

仰せ付かるは、仰せ付かるである。

仰せ遣はすは、仰せ遣はすである。

大節季は、大節季である。

仰せ付けるは、仰せ付けるである。

大切羽は、大切羽である。

大銭は、大銭である。

仰文は、仰文である。

大芹は、大芹である。

果せるは、果せるである。

大宣旨は、大宣旨である。

おおぞうは、おおぞうである。

大掃除は、大掃除である。

大総代は、大総代である。

大総領は、大総領である。

大底は、大底である。

大袖は、大袖である。

大外は、大外である。

大外刈は、大外刈である。

大外車は、大外車である。

オーソドックスは、オーソドックスである。

大備えは、大備えである。

大空は、大空である。

オーソライズは、オーソライズである。

大空者は、大空者である。

大反りは、大反りである。

オーソリティーは、オーソリティーである。

おおそれながらは、おおそれながらである。

大損は、大損である。

大田は、大田である。

太田は、太田である。

オーダーは、オーダーである。

オーダーストップは、オーダーストップである。

オーダーメードは、オーダーメードである。



大台は、大台である。

大鯛は、大鯛である。

大台ヶ原山は、大台ヶ原山である。

大太鼓は、大太鼓である。

大台割れは、大台割れである。

大田植は、大田植である。

大高は、大高である。

大鷹は、大鷹である。

大鷹狩は、大鷹狩である。

大田垣は、大田垣である。

大田垣蓮月は、大田垣蓮月である。

大高源吾は、大高源吾である。

太田川は、太田川である。

大多喜は、大多喜である。

太田玉茗は、太田玉茗である。

大田錦城は、大田錦城である。

大匠は、大匠である。

大工は、大工である。

大竹は、大竹である。

大助かりは、大助かりである。

太田全斎は、太田全斎である。

大裁ちは、大裁ちである。

大太刀は、大太刀である。

大太刀使いは、大太刀使いである。

大立回りは、大立回りである。

大立は、大立である。

大殺陣は、大殺陣である。

大館は、大館である。

大立挙は、大立挙である。

大立物は、大立物である。

大立者は、大立者である。

大畳紙は、大畳紙である。

太田道灌は、太田道灌である。

大店は、大店である。

大田南畝は、大田南畝である。

大谷は、大谷である。

大谷句仏は、大谷句仏である。

大谷光瑞は、大谷光瑞である。

大谷大学は、大谷大学である。

大谷竹次郎は、大谷竹次郎である。

大谷派は、大谷派である。

大谷別院は、大谷別院である。

大谷本廟は、大谷本廟である。

大谷渡りは、大谷渡りである。

大束は、大束である。

大髻は、大髻である。



大田文は、大田文である。

大玉は、大玉である。

大玉起しは、大玉起しである。

太田水穂は、太田水穂である。

太田焼は、太田焼である。

大だらは、大だらである。

大田原は、大田原である。

大檀那は、大檀那である。

大旦那は、大旦那である。

大税は、大税である。

大稚児は、大稚児である。

大茶は、大茶である。

オーチャードグラスは、オーチャードグラスである。

大津は、大津である。

大通事は、大通事である。

大通詞は、大通詞である。

大津馬は、大津馬である。

大津絵は、大津絵である。

大津絵節は、大津絵節である。

大塚は、大塚である。

大塚金之助は、大塚金之助である。

大塚楠緒子は、大塚楠緒子である。

大学寮は、大学寮である。

大塚久雄は、大塚久雄である。

大掴みは、大掴みである。

大塚弥之助は、大塚弥之助である。

大塚嘉樹は、大塚嘉樹である。

大月は、大月である。

大槻は、大槻である。

大槻玄沢は、大槻玄沢である。

大槻磐渓は、大槻磐渓である。

大槻文彦は、大槻文彦である。

大津脚絆は、大津脚絆である。

大津京は、大津京である。

大作りは、大作りである。

大晦は、大晦である。

大津事件は、大津事件である。

大土は、大土である。

大槌は、大槌である。

大地は、大地である。

大筒は、大筒である。

大葛藤は、大葛藤である。

大綱は、大綱である。

大津皇子は、大津皇子である。

大角羊は、大角羊である。

大津宮は、大津宮である。



おおっぴらは、おおっぴらである。

大粒は、大粒である。

大津袋は、大津袋である。

大壺は、大壺である。

大坪流は、大坪流である。

大詰めは、大詰めである。

大爪草は、大爪草である。

大積りは、大積りである。

大面は、大面である。

大兵は、大兵である。

大手は、大手である。

大手合は、大手合である。

大体は、大体である。

ＯＴは、ＯＴである。

ＯＤＡは、ＯＤＡである。

ＯＤＰは、ＯＤＰである。

オーディエンスは、オーディエンスである。

オーディオは、オーディオである。

オーディオビジュアルは、オーディオビジュアルである。

オーディオメーターは、オーディオメーターである。

オーディションは、オーディションである。

オーディトリアムは、オーディトリアムである。

オーディンは、オーディンである。

大手形は、大手形である。

大出来は、大出来である。

オーデコロンは、オーデコロンである。

大手私鉄は、大手私鉄である。

大手筋は、大手筋である。

大父は、大父である。

大手町は、大手町である。

大手鞠は、大手鞠である。

大手門は、大手門である。

オーデルは、オーデルである。

オーデルナイセ線は、オーデルナイセ線である。

オーデンは、オーデンである。

大天井は、大天井である。

オーデンセは、オーデンセである。

大門は、大門である。

オートは、オートである。

大戸は、大戸である。

オードは、オードである。

大胴は、大胴である。

オートヴォルタは、オートヴォルタである。

大道具は、大道具である。

大道具方は、大道具方である。

大塔宮は、大塔宮である。



大塔宮曦鎧は、大塔宮曦鎧である。

大通りは、大通りである。

おおどかは、おおどかである。

大蜥蜴は、大蜥蜴である。

オートキャンプは、オートキャンプである。

大兜巾は、大兜巾である。

おおどくは、おおどくである。

オートクチュールは、オートクチュールである。

オートクラシーは、オートクラシーである。

オートクレーブは、オートクレーブである。

大床は、大床である。

大所は、大所である。

オート三輪は、オート三輪である。

大年は、大年である。

大歳は、大歳である。

大刀自は、大刀自である。

大年越しは、大年越しである。

大年神は、大年神である。

大歳神は、大歳神である。

大年増は、大年増である。

オートジャイロは、オートジャイロである。

大年寄は、大年寄である。

大どたは、大どたである。

オートデートは、オートデートである。

オードトワレは、オードトワレである。

大殿油は、大殿油である。

大舎人は、大舎人である。

大舎人寮は、大舎人寮である。

大宿直は、大宿直である。

大殿籠りは、大殿籠りである。

大殿籠るは、大殿籠るである。

大殿祭は、大殿祭である。

オートバイは、オートバイである。

大飛出は、大飛出である。

オートフォーカスは、オートフォーカスである。

オードブルは、オードブルである。

オートマチックは、オートマチックである。

オートマットは、オートマットである。

オートマティスムは、オートマティスムである。

オートマトンは、オートマトンである。

大泊は、大泊である。

オートミールは、オートミールである。

オートメは、オートメである。

オートメーションは、オートメーションである。

大友は、大友である。

大伴は、大伴である。



大供は、大供である。

弁は、弁である。

大伴大江丸は、大伴大江丸である。

大友宗麟は、大友宗麟である。

大伴のは、大伴のである。

大友皇子は、大友皇子である。

大伴金村は、大伴金村である。

大友黒主は、大友黒主である。

大伴黒主は、大伴黒主である。

大伴坂上郎女は、大伴坂上郎女である。

大伴大納言は、大伴大納言である。

大伴旅人は、大伴旅人である。

大伴御行は、大伴御行である。

大伴家持は、大伴家持である。

大伴安麻呂は、大伴安麻呂である。

オートモビルは、オートモビルである。

大伴部は、大伴部である。

大鳥は、大鳥である。

大鳥歩みは、大鳥歩みである。

大鳥毛は、大鳥毛である。

大鳥圭介は、大鳥圭介である。

鷲神社は、鷲神社である。

大鳥神社は、大鳥神社である。

大鳥造は、大鳥造である。

大鳥のは、大鳥のである。

オートリバースは、オートリバースである。

おおどるは、おおどるである。

オートレースは、オートレースである。

大どろは、大どろである。

オートロックは、オートロックである。

大名は、大名である。

オーナーは、オーナーである。

オーナードライバーは、オーナードライバーである。

おおなおおなは、おおなおおなである。

大直毘は、大直毘である。

大直毘神は、大直毘神である。

大中黒は、大中黒である。

大中白は、大中白である。

大仲雑用は、大仲雑用である。

大中臣は、大中臣である。

大中臣能宣は、大中臣能宣である。

大流れは、大流れである。

大鉈は、大鉈である。

大名題は、大名題である。

大魚船は、大魚船である。

大波は、大波である。



大己貴神は、大己貴神である。

大穴牟遅神は、大穴牟遅神である。

大汝神は、大汝神である。

大滑は、大滑である。

大嘗は、大嘗である。

大嘗祭は、大嘗祭である。

大楢は、大楢である。

大成りは、大成りである。

大鳴門橋は、大鳴門橋である。

大汝小汝は、大汝小汝である。

大納戸は、大納戸である。

大南北は、大南北である。

凡には、凡にである。

大贄は、大贄である。

大西は、大西である。

大西祝は、大西祝である。

大入道は、大入道である。

大庭は、大庭である。

大人数は、大人数である。

大幣は、大幣である。

大主は、大主である。

大盗人は、大盗人である。

大沼は、大沼である。

大沼枕山は、大沼枕山である。

大根は、大根である。

大鼠らは、大鼠らである。

大野は、大野である。

大納会は、大納会である。

おおのかは、おおのかである。

大野貝は、大野貝である。

大野洒竹は、大野洒竹である。

大野城は、大野城である。

大野東人は、大野東人である。

大野治長は、大野治長である。

大野伴睦は、大野伴睦である。

太安万侶は、太安万侶である。

大のらは、大のらである。

大乗は、大乗である。

大野ろは、大野ろである。

大羽は、大羽である。

大場は、大場である。

大葉は、大葉である。

祖母は、祖母である。

オーバーは、オーバーである。

オーバーオールは、オーバーオールである。

オーバーキルは、オーバーキルである。



オーバーコートは、オーバーコートである。

オーバーシューズは、オーバーシューズである。

オーバーシュートは、オーバーシュートである。

オーバースローは、オーバースローである。

オーバータイムは、オーバータイムである。

オーバー手袋は、オーバー手袋である。

オーバードクターは、オーバードクターである。

オーバートップは、オーバートップである。

オーバードラフトは、オーバードラフトである。

オーバーパーは、オーバーパーである。

オーバーハングは、オーバーハングである。

オーバーヒートは、オーバーヒートである。

オーバーブラウスは、オーバーブラウスである。

オーバーフローは、オーバーフローである。

オーバーヘッドプロジェクターは、オーバーヘッドプロジェクターである。

オーバーホールは、オーバーホールである。

オーバーボローイングは、オーバーボローイングである。

オーバーラップは、オーバーラップである。

オーバーランは、オーバーランである。

オーバーローンは、オーバーローンである。

オーバーワークは、オーバーワークである。

大庭景親は、大庭景親である。

大葉擬宝珠は、大葉擬宝珠である。

大博打は、大博打である。

大白鳥は、大白鳥である。

大葉子は、大葉子である。

車前は、車前である。

車前科は、車前科である。

大嘴は、大嘴である。

大橋は、大橋である。

大恥は、大恥である。

大橋新太郎は、大橋新太郎である。

大橋宗桂は、大橋宗桂である。

大橋訥庵は、大橋訥庵である。

大場所は、大場所である。

大橋流は、大橋流である。

大筈は、大筈である。

大肌脱ぎは、大肌脱ぎである。

大話は、大話である。

大幅は、大幅である。

大喰岳は、大喰岳である。

大葉峰榛は、大葉峰榛である。

大原は、大原である。

大祓は、大祓である。

大払いは、大払いである。

大祓の詞は、大祓の詞である。



大原御幸は、大原御幸である。

大原重徳は、大原重徳である。

大原野は、大原野である。

大原野神社は、大原野神社である。

大原美術館は、大原美術館である。

大原孫三郎は、大原孫三郎である。

大原女は、大原女である。

大原問答は、大原問答である。

大原幽学は、大原幽学である。

大波斯菊は、大波斯菊である。

大判は、大判である。

大番は、大番である。

大鷭は、大鷭である。

大番頭は、大番頭である。

大番組は、大番組である。

大判座は、大判座である。

大番衆は、大番衆である。

大番席は、大番席である。

大熊猫は、大熊猫である。

大盤振舞は、大盤振舞である。

大番役は、大番役である。

ＯＢは、ＯＢである。

ＯＰＰは、ＯＰＰである。

大比叡は、大比叡である。

大引は、大引である。

大蟇目は、大蟇目である。

大引値段は、大引値段である。

大鬚回りは、大鬚回りである。

大菱は、大菱である。

大額は、大額である。

大篳篥は、大篳篥である。

オーピッツは、オーピッツである。

大人弥五郎は、大人弥五郎である。

大姫君は、大姫君である。

大姫蜘蛛は、大姫蜘蛛である。

大姫御前は、大姫御前である。

大樋焼は、大樋焼である。

大白衣は、大白衣である。

大百姓は、大百姓である。

大百日は、大百日である。

大平は、大平である。

おおびらは、おおびらである。

大平正芳は、大平正芳である。

大蒜は、大蒜である。

おおひるめのむちは、おおひるめのむちである。

大鰭は、大鰭である。



大比礼歌は、大比礼歌である。

大広は、大広である。

大広間は、大広間である。

大府は、大府である。

大蒸しは、大蒸しである。

大ぶきは、大ぶきである。

大服は、大服である。

大福は、大福である。

大服茶は、大服茶である。

大福茶は、大福茶である。

大臥りは、大臥りである。

大舞台は、大舞台である。

大筆は、大筆である。

大太は、大太である。

大船渡は、大船渡である。

オープニングは、オープニングである。

大船は、大船である。

大船のは、大船のである。

大振りは、大振りである。

大降りは、大降りである。

大振袖は、大振袖である。

大振舞は、大振舞である。

大風呂敷は、大風呂敷である。

オーブンは、オーブンである。

オープンは、オープンである。

オープンアカウントは、オープンアカウントである。

オープンエアは、オープンエアである。

オープンエンドモーゲージは、オープンエンドモーゲージである。

オープンカーは、オープンカーである。

オープン型投資信託は、オープン型投資信託である。

オープンカラーは、オープンカラーである。

オープンゲームは、オープンゲームである。

オープンコースは、オープンコースである。

オープンゴルフは、オープンゴルフである。

オープンサイドは、オープンサイドである。

オープンサンドは、オープンサンドである。

オープンシャツは、オープンシャツである。

オープンショップは、オープンショップである。

オープンスクールは、オープンスクールである。

オープンスタンスは、オープンスタンスである。

オープンスペースは、オープンスペースである。

オープンセットは、オープンセットである。

オープン戦は、オープン戦である。

オープンチケットは、オープンチケットである。

オープンドアは、オープンドアである。

オーブントースターは、オーブントースターである。



オープンハウスは、オープンハウスである。

オープンマーケットオペレーションは、オープンマーケットオペレーションである。

オープンリールは、オープンリールである。

大べしは、大べしである。

大べし見るは、大べし見るである。

大別当は、大別当である。

オーベピンは、オーベピンである。

大部屋は、大部屋である。

オーベロンは、オーベロンである。

オーヘンリーは、オーヘンリーである。

大帽子花は、大帽子花である。

大奉書は、大奉書である。

オーボエは、オーボエである。

大歩危は、大歩危である。

大崩壊は、大崩壊である。

大星は、大星である。

大星由良之助は、大星由良之助である。

大本は、大本である。

大間は、大間である。

大目麁籠は、大目麁籠である。

大前は、大前である。

大前田英五郎は、大前田英五郎である。

大まかは、大まかである。

大間書は、大間書である。

大籬は、大籬である。

大禍津日神は、大禍津日神である。

大禍時は、大禍時である。

大曲りは、大曲りである。

大曲は、大曲である。

大幕は、大幕である。

大座しますは、大座しますである。

大真面目は、大真面目である。

大枡は、大枡である。

大股は、大股である。

大跨ぎは、大跨ぎである。

大斑は、大斑である。

大町は、大町である。

大町桂月は、大町桂月である。

大待宵草は、大待宵草である。

太政は、太政である。

参議は、参議である。

大的は、大的である。

大的御覧は、大的御覧である。

大豆は、大豆である。

大眉は、大眉である。

大回しは、大回しである。



大廻しは、大廻しである。

大回りは、大回りである。

オーマンは、オーマンである。

大満小満は、大満小満である。

大政所は、大政所である。

大忌は、大忌である。

大斎は、大斎である。

大身は、大身である。

大御饗は、大御饗である。

大御灯は、大御灯である。

大御遊びは、大御遊びである。

大御稜威は、大御稜威である。

大御歌は、大御歌である。

大見得は、大見得である。

大御祖は、大御祖である。

大御門は、大御門である。

大御神は、大御神である。

大御巫は、大御巫である。

大身替りは、大身替りである。

大御酒は、大御酒である。

大御位は、大御位である。

大御食は、大御食である。

大御食津神は、大御食津神である。

大御心は、大御心である。

大御言は、大御言である。

大宰は、大宰である。

大宰帥は、大宰帥である。

大宰府は、大宰府である。

大三島は、大三島である。

大水は、大水である。

大水青は、大水青である。

大水薙鳥は、大水薙鳥である。

大御衣は、大御衣である。

大晦日は、大晦日である。

大御田は、大御田である。

大御台所は、大御台所である。

大御宝は、大御宝である。

百姓は、百姓である。

公民は、公民である。

大見出しは、大見出しである。

大道は、大道である。

大御執らしは、大御執らしである。

大湊は、大湊である。

大峰入は、大峰入である。

大峰先達は、大峰先達である。

大峰聖は、大峰聖である。



大忌の御湯は、大忌の御湯である。

大御葬の歌は、大御葬の歌である。

大御船は、大御船である。

大御馬は、大御馬である。

大耳は、大耳である。

大御身は、大御身である。

大眉目は、大眉目である。

大御許は、大御許である。

大御物は、大御物である。

大宮は、大宮である。

大宮御所は、大宮御所である。

大宮暦は、大宮暦である。

大御息所は、大御息所である。

大宮仕えは、大宮仕えである。

大宮司は、大宮司である。

大宮所は、大宮所である。

大宮売神は、大宮売神である。

大宮人は、大宮人である。

大御行は、大御行である。

大御代は、大御代である。

薤は、薤である。

大神神社は、大神神社である。

オームは、オームである。

大昔は、大昔である。

大麦は、大麦である。

大向うは、大向うである。

大牟田は、大牟田である。

大旨は、大旨である。

概は、概である。

大棟は、大棟である。

大棟門は、大棟門である。

大村は、大村である。

大紫は、大紫である。

大連は、大連である。

大村純忠は、大村純忠である。

大村益次郎は、大村益次郎である。

大村湾は、大村湾である。

大室は、大室である。

大目は、大目である。

大名物は、大名物である。

大廻りは、大廻りである。

大飯は、大飯である。

大飯喰らいは、大飯喰らいである。

大目玉は、大目玉である。

大目付は、大目付である。

大文字は、大文字である。



大持合は、大持合である。

大保合は、大保合である。

大持は、大持である。

大本教は、大本教である。

大元結は、大元結である。

大物は、大物である。

大物忌は、大物忌である。

大物忌神社は、大物忌神社である。

大物食いは、大物食いである。

大物主神は、大物主神である。

大物見は、大物見である。

大股立は、大股立である。

大盛りは、大盛りである。

大森は、大森である。

大森貝塚は、大森貝塚である。

大森彦七は、大森彦七である。

大森房吉は、大森房吉である。

大森義太郎は、大森義太郎である。

大門口は、大門口である。

大矢は、大矢である。

大箭は、大箭である。

大宅は、大宅である。

大家は、大家である。

大屋は、大屋である。

大谷石は、大谷石である。

大やかは、大やかである。

大矢数は、大矢数である。

公は、公である。

公公しは、公公しである。

公方は、公方である。

公心は、公心である。

公事は、公事である。

公沙汰は、公沙汰である。

公様は、公様である。

公しは、公しである。

公使は、公使である。

公所は、公所である。

公の私は、公の私である。

公腹は、公腹である。

公腹立たしは、公腹立たしである。

公人は、公人である。

公物は、公物である。

公業は、公業である。

公私は、公私である。

大八洲は、大八洲である。

大八洲国は、大八洲国である。



大社は、大社である。

大社造は、大社造である。

大宅壮一は、大宅壮一である。

大矢透は、大矢透である。

大屋根は、大屋根である。

大屋裏住は、大屋裏住である。

大谷の石仏は、大谷の石仏である。

大山は、大山である。

大山郁夫は、大山郁夫である。

大山巌は、大山巌である。

大山咋神は、大山咋神である。

大山崎は、大山崎である。

大山崎神人は、大山崎神人である。

大山崎離宮八幡宮は、大山崎離宮八幡宮である。

大山桜は、大山桜である。

大山祇神社は、大山祇神社である。

大山祇神は、大山祇神である。

大倭は、大倭である。

大日本は、大日本である。

大和古墳群は、大和古墳群である。

大和神社は、大和神社である。

大日本豊秋津洲は、大日本豊秋津洲である。

大倭根子天皇は、大倭根子天皇である。

大山猫は、大山猫である。

大山詣では、大山詣でである。

大山守は、大山守である。

大山康晴は、大山康晴である。

大山蓮華は、大山蓮華である。

大守宮は、大守宮である。

大湯温泉は、大湯温泉である。

大湯環状列石は、大湯環状列石である。

大雪は、大雪である。

大湯女は、大湯女である。

大弓は、大弓である。

大様は、大様である。

大様らかは、大様らかである。

大夜着は、大夜着である。

大横目は、大横目である。

大葦切は、大葦切である。

大寄せは、大寄せである。

大凡は、大凡である。

おほよそ衣は、おほよそ衣である。

凡人は、凡人である。

大淀は、大淀である。

大淀三千風は、大淀三千風である。

大娵は、大娵である。



大鎧は、大鎧である。

大喜びは、大喜びである。

オーラは、オーラである。

オーライは、オーライである。

多らかは、多らかである。

大らかは、大らかである。

オーラミンは、オーラミンである。

オーラルは、オーラルである。

オーラルメソッドは、オーラルメソッドである。

オーランドは、オーランドである。

おおりは、おおりである。

オーリックは、オーリックである。

大輪転は、大輪転である。

オールは、オールである。

おおるは、おおるである。

オールインワンは、オールインワンである。

オールウェーブは、オールウェーブである。

オールウェザーは、オールウェザーである。

オールウェザーコートは、オールウェザーコートである。

オールヴォワールは、オールヴォワールである。

オールオアナッシングは、オールオアナッシングである。

オールスターキャストは、オールスターキャストである。

オールスターゲームは、オールスターゲームである。

オールスパイスは、オールスパイスである。

オールドは、オールドである。

オールトーキーは、オールトーキーである。

オールドタイマーは、オールドタイマーである。

オールドファッションは、オールドファッションである。

オールドファッショングラスは、オールドファッショングラスである。

オールドボーイは、オールドボーイである。

オールドミスは、オールドミスである。

オールドリベラリストは、オールドリベラリストである。

オールナイトは、オールナイトである。

オールバックは、オールバックである。

オールビーは、オールビーである。

オールマイティーは、オールマイティーである。

オールラウンドは、オールラウンドである。

大瑠璃は、大瑠璃である。

オーレオマイシンは、オーレオマイシンである。

大廊下は、大廊下である。

おおろかは、おおろかである。

大六は、大六である。

オーロックスは、オーロックスである。

オーロラは、オーロラである。

大輪は、大輪である。

大脇差は、大脇差である。



大涌谷は、大涌谷である。

大業は、大業である。

大技は、大技である。

大業物は、大業物である。

大鷲は、大鷲である。

大腸は、大腸である。

大和田は、大和田である。

大渡しは、大渡しである。

大渡し鐶は、大渡し鐶である。

大和田建樹は、大和田建樹である。

大輪田の泊は、大輪田の泊である。

大鰐温泉は、大鰐温泉である。

大笑いは、大笑いである。

大童は、大童である。

御方は、御方である。

御衣は、御衣である。

御宝は、御宝である。

御弓は、御弓である。

御時は、御時である。

大御服は、大御服である。

岡は、岡である。

陸は、陸である。

傍は、傍である。

牡鹿は、牡鹿である。

雄鹿は、雄鹿である。

男鹿は、男鹿である。

丘浅次郎は、丘浅次郎である。

御母様は、御母様である。

御母さんは、御母さんである。

小峡は、小峡である。

御蚕は、御蚕である。

御蚕包みは、御蚕包みである。

御返しは、御返しである。

御代え盆は、御代え盆である。

お帰りなさいは、お帰りなさいである。

岡鬼太郎は、岡鬼太郎である。

おかかは、おかかである。

御母は、御母である。

御嬶は、御嬶である。

御抱えは、御抱えである。

御嬶様は、御嬶様である。

尾鏡は、尾鏡である。

御鏡は、御鏡である。

御欠は、御欠である。

男餓鬼は、男餓鬼である。

小垣内は、小垣内である。



岡潔は、岡潔である。

御隠し物は、御隠し物である。

大鋸屑は、大鋸屑である。

御学問所は、御学問所である。

岡倉は、岡倉である。

御神楽は、御神楽である。

岡倉天心は、岡倉天心である。

岡倉由三郎は、岡倉由三郎である。

御隠れは、御隠れである。

尾掛は、尾掛である。

御掛は、御掛である。

御蔭は、御蔭である。

御蔭様は、御蔭様である。

御蔭年は、御蔭年である。

御蔭参りは、御蔭参りである。

岡研介は、岡研介である。

小笠は、小笠である。

丘岬は、丘岬である。

岡崎は、岡崎である。

岡崎雪声は、岡崎雪声である。

岡崎味噌は、岡崎味噌である。

おかさまは、おかさまである。

御飾りは、御飾りである。

小笠原は、小笠原である。

小笠原気団は、小笠原気団である。

小笠原高気圧は、小笠原高気圧である。

小笠原国立公園は、小笠原国立公園である。

小笠原貞宗は、小笠原貞宗である。

小笠原諸島は、小笠原諸島である。

小笠原騒動は、小笠原騒動である。

小笠原長清は、小笠原長清である。

小笠原長時は、小笠原長時である。

小笠原長秀は、小笠原長秀である。

小笠原流は、小笠原流である。

犯しは、犯しである。

おかしは、おかしである。

小楫は、小楫である。

おかしいは、おかしいである。

岡鹿之助は、岡鹿之助である。

おかしがるは、おかしがるである。

をかし気は、をかし気である。

おかしなは、おかしなである。

可笑仲間は、可笑仲間である。

陸稲は、陸稲である。

おかしばむは、おかしばむである。

岡島は、岡島である。



岡島冠山は、岡島冠山である。

おかしみは、おかしみである。

おかしやかは、おかしやかである。

陸蒸気は、陸蒸気である。

尾頭は、尾頭である。

御頭は、御頭である。

尾頭付は、尾頭付である。

犯すは、犯すである。

侵すは、侵すである。

冒すは、冒すである。

御数は、御数である。

尾被は、尾被である。

御数好みは、御数好みである。

麻がせは、麻がせである。

岡田は、岡田である。

陸田は、陸田である。

尾形は、尾形である。

雄型は、雄型である。

緒方は、緒方である。

岡田寒泉は、岡田寒泉である。

御方狂いは、御方狂いである。

岡田啓介は、岡田啓介である。

尾形乾山は、尾形乾山である。

緒方洪庵は、緒方洪庵である。

尾形光琳は、尾形光琳である。

御方御所は、御方御所である。

岡田三郎助は、岡田三郎助である。

御方侍は、御方侍である。

緒方塾は、緒方塾である。

御方住いは、御方住いである。

緒方竹虎は、緒方竹虎である。

岡田武松は、岡田武松である。

岡田為恭は、岡田為恭である。

御方田地は、御方田地である。

緒方知三郎は、緒方知三郎である。

御方成りは、御方成りである。

岡田半江は、岡田半江である。

御方打は、御方打である。

岡田米山人は、岡田米山人である。

御方奉公は、御方奉公である。

御方庖丁は、御方庖丁である。

小賀玉木は、小賀玉木である。

黄心樹は、黄心樹である。

御方見は、御方見である。

御方迎えは、御方迎えである。

岡溜めは、岡溜めである。



御方めくは、御方めくである。

岡太夫は、岡太夫である。

岡田嘉子は、岡田嘉子である。

岡田良平は、岡田良平である。

御徒は、御徒である。

御徒衆は、御徒衆である。

雄勝柵は、雄勝柵である。

御徒目付は、御徒目付である。

おかちめんこは、おかちめんこである。

おかちんは、おかちんである。

雄勝石は、雄勝石である。

陸着けは、陸着けである。

岡付けは、岡付けである。

御方様は、御方様である。

おかったるいは、おかったるいである。

御勝手は、御勝手である。

御河童は、御河童である。

岡っ引きは、岡っ引きである。

男桂は、男桂である。

楓は、楓である。

陸釣は、陸釣である。

岡寺は、岡寺である。

御門違いは、御門違いである。

桔梗は、桔梗である。

岡虎尾は、岡虎尾である。

岡西は、岡西である。

岡西惟中は、岡西惟中である。

岡の水門は、岡の水門である。

岡の屋は、岡の屋である。

岡場所は、岡場所である。

岡白駒は、岡白駒である。

男鹿半島は、男鹿半島である。

岡傍は、岡傍である。

オカピは、オカピである。

岡引きは、岡引きである。

大鋸挽は、大鋸挽である。

陸鹿尾菜は、陸鹿尾菜である。

傍評議は、傍評議である。

陸生は、陸生である。

御株は、御株である。

岡麓は、岡麓である。

岡ぶらは、岡ぶらである。

陸ぶらは、陸ぶらである。

御壁は、御壁である。

岡辺は、岡辺である。

丘辺は、丘辺である。



おかぼそは、おかぼそである。

陸掘りは、陸掘りである。

傍惚れは、傍惚れである。

岡惚れは、岡惚れである。

御釜は、御釜である。

御竈は、御竈である。

御蒲は、御蒲である。

御構いは、御構いである。

御構い無しは、御構い無しである。

御竈蟋蟀は、御竈蟋蟀である。

御釜様は、御釜様である。

御竈の祓は、御竈の祓である。

おかみは、おかみである。

尾髪は、尾髪である。

岡見は、岡見である。

拝みは、拝みである。

男神は、男神である。

拝み石は、拝み石である。

拝み入るは、拝み入るである。

拝み撃ちは、拝み撃ちである。

拝み打ちは、拝み打ちである。

御上家は、御上家である。

御上さんは、御上さんである。

御髪剃は、御髪剃である。

拝み倒すは、拝み倒すである。

拝み搗きは、拝み搗きである。

拝み取りは、拝み取りである。

拝み松は、拝み松である。

拝むは、拝むである。

お亀は、お亀である。

阿亀は、阿亀である。

傍目は、傍目である。

岡目は、岡目である。

阿亀笹は、阿亀笹である。

阿亀蕎麦は、阿亀蕎麦である。

傍目八目は、傍目八目である。

お亀与兵衛は、お亀与兵衛である。

御母文字は、御母文字である。

岡持は、岡持である。

岡本は、岡本である。

岡本一平は、岡本一平である。

岡本かの子は、岡本かの子である。

岡本綺堂は、岡本綺堂である。

岡本秋暉は、岡本秋暉である。

岡本大八事件は、岡本大八事件である。

岡本太郎は、岡本太郎である。



岡本寺は、岡本寺である。

岡本文弥は、岡本文弥である。

岡本保孝は、岡本保孝である。

陸物は、陸物である。

岡谷は、岡谷である。

小萱は、小萱である。

傍焼きは、傍焼きである。

岡焼きは、岡焼きである。

陸宿借は、陸宿借である。

陸寄居虫は、陸寄居虫である。

岡山は、岡山である。

岡山大学は、岡山大学である。

岡山平野は、岡山平野である。

陸湯は、陸湯である。

岡義武は、岡義武である。

おからは、おからである。

苧殻は、苧殻である。

おからこは、おからこである。

麻幹頭巾は、麻幹頭巾である。

麻幹箸は、麻幹箸である。

オカリナは、オカリナである。

お軽は、お軽である。

おがるは、おがるである。

オカルティズムは、オカルティズムである。

オカルトは、オカルトである。

陸蓮根は、陸蓮根である。

岡鹿門は、岡鹿門である。

御厠は、御厠である。

清器は、清器である。

小川は、小川である。

小川芋銭は、小川芋銭である。

御為替組は、御為替組である。

小川琢治は、小川琢治である。

小川破笠は、小川破笠である。

小川平吉は、小川平吉である。

小川未明は、小川未明である。

牡瓦は、牡瓦である。

男瓦は、男瓦である。

小川原湖は、小川原湖である。

御代りは、御代りである。

おかんは、おかんである。

悪寒は、悪寒である。

御髪上げは、御髪上げである。

御冠船は、御冠船である。

御冠船踊は、御冠船踊である。

御看板は、御看板である。



御冠は、御冠である。

おきは、おきである。

沖は、沖である。

澳は、澳である。

起きは、起きである。

置きは、置きである。

燠は、燠である。

熾は、熾である。

堡は、堡である。

隠岐は、隠岐である。

荻は、荻である。

小木は、小木である。

男木は、男木である。

雄木は、雄木である。

沖合は、沖合である。

沖合漁業は、沖合漁業である。

沖上りは、沖上りである。

起上り小法師は、起上り小法師である。

起き上がるは、起き上がるである。

置上げは、置上げである。

沖鰺は、沖鰺である。

沖蜑は、沖蜑である。

置網は、置網である。

沖醤蝦は、沖醤蝦である。

置き合せは、置き合せである。

置石は、置石である。

オキーフは、オキーフである。

沖魚は、沖魚である。

置唄は、置唄である。

おきうとは、おきうとである。

沖売りは、沖売りである。

招餌は、招餌である。

荻江節は、荻江節である。

置縁は、置縁である。

起き起きは、起き起きである。

置換えは、置換えである。

置替えは、置替えである。

起返しは、起返しである。

起き返るは、起き返るである。

置き換えるは、置き換えるである。

置き顔は、置き顔である。

沖繋りは、沖繋りである。

沖掛りは、沖掛りである。

燠掻きは、燠掻きである。

沖懸けは、沖懸けである。

起き掛けは、起き掛けである。



置き傘は、置き傘である。

荻風は、荻風である。

置型は、置型である。

置看板は、置看板である。

沖着物は、沖着物である。

お菊は、お菊である。

置き薬は、置き薬である。

置き口は、置き口である。

阿菊虫は、阿菊虫である。

おきく物語は、おきく物語である。

置座は、置座である。

オキクルミは、オキクルミである。

置碁は、置碁である。

置鯉は、置鯉である。

置炬燵は、置炬燵である。

置火燵は、置火燵である。

沖言葉は、沖言葉である。

置き籠むは、置き籠むである。

沖座は、沖座である。

沖放くは、沖放くである。

置き去りは、置き去りである。

オキザリスは、オキザリスである。

沖鰆は、沖鰆である。

御雉子は、御雉子である。

置字は、置字である。

置き潮は、置き潮である。

オキシゲナーゼは、オキシゲナーゼである。

オキシ酸は、オキシ酸である。

オキシダーゼは、オキシダーゼである。

オキシダントは、オキシダントである。

オキシテトラサイクリンは、オキシテトラサイクリンである。

オキシドールは、オキシドールである。

オキシドレダクターゼは、オキシドレダクターゼである。

起きしなは、起きしなである。

オキシフルは、オキシフルである。

オキシヘモグロビンは、オキシヘモグロビンである。

置尺は、置尺である。

置浄瑠璃は、置浄瑠璃である。

起上臈は、起上臈である。

沖洲は、沖洲である。

荻須は、荻須である。

置き据えは、置き据えである。

置き据えるは、置き据えるである。

置頭巾は、置頭巾である。

沖鱸は、沖鱸である。

荻須高徳は、荻須高徳である。



置捨ては、置捨てである。

置き炭は、置き炭である。

置き墨は、置き墨である。

置き銭は、置き銭である。

沖船頭は、沖船頭である。

息嘯は、息嘯である。

置き添ふは、置き添ふである。

置き添えるは、置き添えるである。

オキソ酸は、オキソ酸である。

オキソニウムイオンは、オキソニウムイオンである。

起き立つは、起き立つである。

置楯は、置楯である。

置賜は、置賜である。

お吉は、お吉である。

置千木は、置千木である。

起縮病は、起縮病である。

沖つは、沖つである。

興津は、興津である。

掟つは、掟つである。

沖つ荒磯は、沖つ荒磯である。

沖つ櫂は、沖つ櫂である。

沖つ楫は、沖つ楫である。

沖つ風は、沖つ風である。

奥つ城は、奥つ城である。

置注ぎは、置注ぎである。

置月は、置月である。

沖つ国は、沖つ国である。

置付けは、置付けである。

沖漬は、沖漬である。

沖つ島守は、沖つ島守である。

沖つ白波は、沖つ白波である。

奥つ棄戸は、奥つ棄戸である。

興津鯛は、興津鯛である。

沖つ玉藻は、沖つ玉藻である。

置き土は、置き土である。

置筒は、置筒である。

置鼓は、置鼓である。

沖つ鳥は、沖つ鳥である。

沖つ波は、沖つ波である。

興津海苔は、興津海苔である。

沖つ船は、沖つ船である。

沖つ御神は、沖つ御神である。

奥つ御年は、奥つ御年である。

沖つ宮は、沖つ宮である。

沖つ藻は、沖つ藻である。

沖つ藻のは、沖つ藻のである。



沖つ藻葉は、沖つ藻葉である。

沖釣は、沖釣である。

掟は、掟である。

置手紙は、置手紙である。

掟作は、掟作である。

置手拭は、置手拭である。

掟米は、掟米である。

置戸は、置戸である。

置洞庫は、置洞庫である。

置時計は、置時計である。

置床は、置床である。

置き所は、置き所である。

置鳥は、置鳥である。

沖取漁業は、沖取漁業である。

翁飴は、翁飴である。

補いは、補いである。

補い薬は、補い薬である。

補うは、補うである。

翁恵比須貝は、翁恵比須貝である。

起き直るは、起き直るである。

冲中は、冲中である。

沖仲仕は、沖仲仕である。

冲中重雄は、冲中重雄である。

息長足媛命は、息長足媛命である。

翁忌は、翁忌である。

翁草は、翁草である。

翁格子は、翁格子である。

翁言は、翁言である。

翁さぶは、翁さぶである。

沖魚汁は、沖魚汁である。

翁汁粉は、翁汁粉である。

翁漬は、翁漬である。

翁人は、翁人である。

翁ぶは、翁ぶである。

沖膾は、沖膾である。

沖波は、沖波である。

沖浪は、沖浪である。

翁問答は、翁問答である。

翁焼は、翁焼である。

翁百合は、翁百合である。

沖鳴りは、沖鳴りである。

沖縄は、沖縄である。

招縄は、招縄である。

沖縄開発庁は、沖縄開発庁である。

沖縄諸島は、沖縄諸島である。

沖縄戦は、沖縄戦である。



翁渡しは、翁渡しである。

沖縄本島は、沖縄本島である。

置荷商いは、置荷商いである。

御気に入りは、御気に入りである。

御気に召すは、御気に召すである。

沖荷役は、沖荷役である。

補ふは、補ふである。

起き抜けは、起き抜けである。

荻野は、荻野である。

隠岐院は、隠岐院である。

沖永良部島は、沖永良部島である。

荻野学説は、荻野学説である。

荻野吟子は、荻野吟子である。

沖の口は、沖の口である。

沖の口口銭は、沖の口口銭である。

沖の口番所は、沖の口番所である。

荻野検校は、荻野検校である。

荻の声は、荻の声である。

沖ノ島は、沖ノ島である。

隠岐島は、隠岐島である。

沖の尉は、沖の尉である。

沖の大夫は、沖の大夫である。

御気の毒様は、御気の毒様である。

沖ノ鳥島は、沖ノ鳥島である。

沖乗りは、沖乗りである。

荻野流は、荻野流である。

おきのり業は、おきのり業である。

おきのるは、おきのるである。

置き場は、置き場である。

沖箱は、沖箱である。

置花は、置花である。

荻原は、荻原である。

置針は、置針である。

起き番は、起き番である。

熾火は、熾火である。

置引きは、置引きである。

置柄杓は、置柄杓である。

招人は、招人である。

起き臥しは、起き臥しである。

起き伏しは、起き伏しである。

置舞台は、置舞台である。

置文は、置文である。

置き旧しは、置き旧しである。

置き旧すは、置き旧すである。

沖方は、沖方である。

沖辺は、沖辺である。



おき日照りは、おき日照りである。

沖待ちは、沖待ちである。

釈奠は、釈奠である。

置き惑はすは、置き惑はすである。

置き迷ふは、置き迷ふである。

御決りは、御決りである。

置き路は、置き路である。

置土産は、置土産である。

尺蠖は、尺蠖である。

置目は、置目である。

御気文字は、御気文字である。

置物は、置物である。

置物厨子は、置物厨子である。

置物机は、置物机である。

置屋は、置屋である。

おぎゃあは、おぎゃあである。

置きゃあがれは、置きゃあがれである。

沖役は、沖役である。

置屋詐欺は、置屋詐欺である。

置藪は、置藪である。

御侠は、御侠である。

荻生は、荻生である。

荻生徂徠は、荻生徂徠である。

おきゅうとは、おきゅうとである。

御形は、御形である。

御狂言師は、御狂言師である。

御清所は、御清所である。

起きるは、起きるである。

おぎろは、おぎろである。

おぎろなしは、おぎろなしである。

置き忘れるは、置き忘れるである。

置綿は、置綿である。

沖渡しは、沖渡しである。

沖渡り法は、沖渡り法である。

荻原重秀は、荻原重秀である。

荻原井泉水は、荻原井泉水である。

荻原守衛は、荻原守衛である。

屋は、屋である。

億は、億である。

憶は、憶である。

臆は、臆である。

招くは、招くである。

起くは、起くである。

置くは、置くである。

措くは、措くである。

擱くは、擱くである。



奥意は、奥意である。

奥医師は、奥医師である。

奥入は、奥入である。

奥印は、奥印である。

奥印金は、奥印金である。

屋宇は、屋宇である。

屋烏は、屋烏である。

屋烏の愛は、屋烏の愛である。

奥裏は、奥裏である。

奥絵師は、奥絵師である。

奥処は、奥処である。

屋下は、屋下である。

屋外は、屋外である。

屋外広告物法は、屋外広告物法である。

奥街道は、奥街道である。

奥書は、奥書である。

奥方は、奥方である。

奥処無しは、奥処無しである。

おくがましいは、おくがましいである。

奥家老は、奥家老である。

小岫は、小岫である。

奥鬼怒温泉は、奥鬼怒温泉である。

奥口は、奥口である。

億劫は、億劫である。

奥高家は、奥高家である。

奥小姓は、奥小姓である。

奥御前は、奥御前である。

奥御殿は、奥御殿である。

御九献は、御九献である。

小草は、小草である。

小草生月は、小草生月である。

奥座敷は、奥座敷である。

奥様は、奥様である。

奥さんは、奥さんである。

憶持は、憶持である。

小櫛は、小櫛である。

御髪は、御髪である。

オクシデントは、オクシデントである。

奥縞は、奥縞である。

奥社は、奥社である。

屋舎は、屋舎である。

オクジャワは、オクジャワである。

奥儒者は、奥儒者である。

奥書院は、奥書院である。

屋上は、屋上である。

屋上庭園は、屋上庭園である。



奥浄瑠璃は、奥浄瑠璃である。

奥女中は、奥女中である。

奥尻島は、奥尻島である。

遣すは、遣すである。

奥筋は、奥筋である。

臆するは、臆するである。

奥勢は、奥勢である。

臆説は、臆説である。

憶説は、憶説である。

奥攻めは、奥攻めである。

臆測は、臆測である。

憶測は、憶測である。

苧屑頭巾は、苧屑頭巾である。

奥袖は、奥袖である。

奥田は、奥田である。

オクターブは、オクターブである。

オクターボは、オクターボである。

オクタウィアヌスは、オクタウィアヌスである。

奥田穎川は、奥田穎川である。

臆高しは、臆高しである。

臆度は、臆度である。

奥只見ダムは、奥只見ダムである。

奥多摩は、奥多摩である。

奥多摩湖は、奥多摩湖である。

御降りは、御降りである。

オクタンは、オクタンである。

臆断は、臆断である。

オクタン価は、オクタン価である。

奥丹後半島は、奥丹後半島である。

オクタントは、オクタントである。

尾口は、尾口である。

奥知恵は、奥知恵である。

奥秩父は、奥秩父である。

億兆は、億兆である。

奥帳場は、奥帳場である。

麻沓は、麻沓である。

麻鞋は、麻鞋である。

奥つ方は、奥つ方である。

奥つ城所は、奥つ城所である。

奥筑紫は、奥筑紫である。

奥付は、奥付である。

奥勤めは、奥勤めである。

奥妻は、奥妻である。

奥紬は、奥紬である。

奥詰衆は、奥詰衆である。

奥つ物は、奥つ物である。



奥手は、奥手である。

晩生は、晩生である。

晩稲は、晩稲である。

オクテットは、オクテットである。

奥伝は、奥伝である。

奥土は、奥土である。

奥道者は、奥道者である。

奥床は、奥床である。

奥年寄は、奥年寄である。

奥殿は、奥殿である。

童男は、童男である。

屋内は、屋内である。

屋内育は、屋内育である。

奥なくは、奥なくである。

小国は、小国である。

阿国は、阿国である。

御国は、御国である。

御国入りは、御国入りである。

阿国歌舞伎は、阿国歌舞伎である。

御国郷談は、御国郷談である。

御国言葉は、御国言葉である。

御国自慢は、御国自慢である。

御国衆は、御国衆である。

御国浄瑠璃は、御国浄瑠璃である。

小国神社は、小国神社である。

御九日は、御九日である。

奥日光は、奥日光である。

御国訛は、御国訛である。

御国腹は、御国腹である。

御国者は、御国者である。

奥庭は、奥庭である。

奥布は、奥布である。

憶念は、憶念である。

憶念弥陀仏は、憶念弥陀仏である。

奥の院は、奥の院である。

奥の手は、奥の手である。

奥の細道は、奥の細道である。

奥の間は、奥の間である。

奥の巻は、奥の巻である。

奥宮は、奥宮である。

奥宮健之は、奥宮健之である。

奥の屋は、奥の屋である。

奥歯は、奥歯である。

屋背は、屋背である。

おくびは、おくびである。

袵は、袵である。



臆病は、臆病である。

臆病板は、臆病板である。

臆病風は、臆病風である。

臆病金は、臆病金である。

臆病神は、臆病神である。

臆病口は、臆病口である。

臆病窓は、臆病窓である。

臆病虫は、臆病虫である。

臆病者は、臆病者である。

奥深いは、奥深いである。

奥坊主は、奥坊主である。

奥穂高岳は、奥穂高岳である。

おくまは、おくまである。

小熊は、小熊である。

奥まへては、奥まへてである。

奥まけては、奥まけてである。

小熊秀雄は、小熊秀雄である。

奥まるは、奥まるである。

億万は、億万である。

億万劫は、億万劫である。

億万長者は、億万長者である。

御組は、御組である。

衽下りは、衽下りである。

衽形は、衽形である。

奥向は、奥向である。

奥村は、奥村である。

奥村五百子は、奥村五百子である。

奥村土牛は、奥村土牛である。

奥村政信は、奥村政信である。

奥目は、奥目である。

奥目付は、奥目付である。

臆面は、臆面である。

おくもじは、おくもじである。

奥屋は、奥屋である。

奥役は、奥役である。

奥山は、奥山である。

奥山のは、奥山のである。

奥右筆は、奥右筆である。

奥床しいは、奥床しいである。

奥行は、奥行である。

奥行知覚は、奥行知覚である。

奥許は、奥許である。

奥横目は、奥横目である。

御蔵は、御蔵である。

オクラは、オクラである。

小倉は、小倉である。



小倉アイスは、小倉アイスである。

小倉餡は、小倉餡である。

小暗いは、小暗いである。

後らかすは、後らかすである。

御蔵紙は、御蔵紙である。

小倉羹は、小倉羹である。

小倉金之助は、小倉金之助である。

小倉山荘は、小倉山荘である。

小倉色紙は、小倉色紙である。

小倉汁粉は、小倉汁粉である。

小倉進平は、小倉進平である。

後らすは、後らすである。

遅らすは、遅らすである。

小倉付は、小倉付である。

巨椋の池は、巨椋の池である。

小倉百人一首は、小倉百人一首である。

オクラホマは、オクラホマである。

小倉正恒は、小倉正恒である。

小倉山は、小倉山である。

送りは、送りである。

贈りは、贈りである。

御庫裏は、御庫裏である。

小栗は、小栗である。

送り足は、送り足である。

送蟻は、送蟻である。

送り狼は、送り狼である。

送り返すは、送り返すである。

送り仮名は、送り仮名である。

オクリカンキリは、オクリカンキリである。

送り経は、送り経である。

送り券は、送り券である。

贈り号は、贈り号である。

諡号は、諡号である。

小栗上野介は、小栗上野介である。

送り込むは、送り込むである。

送り先は、送り先である。

送猿は、送猿である。

送り三重は、送り三重である。

送り字は、送り字である。

送り状は、送り状である。

送り正月は、送り正月である。

送り膳は、送り膳である。

小栗宗湛は、小栗宗湛である。

送り装置は、送り装置である。

送り倒しは、送り倒しである。

送り出しは、送り出しである。



送り出すは、送り出すである。

送り団子は、送り団子である。

送り付けるは、送り付けるである。

送り筒は、送り筒である。

送り手は、送り手である。

送り届けるは、送り届けるである。

贈り名は、贈り名である。

諡は、諡である。

送り主は、送り主である。

贈り主は、贈り主である。

送りの内侍は、送りの内侍である。

小栗判官は、小栗判官である。

送りバントは、送りバントである。

送り火は、送り火である。

送り人は、送り人である。

送り拍子木は、送り拍子木である。

送り夫は、送り夫である。

小栗風葉は、小栗風葉である。

送り船は、送り船である。

送り文は、送り文である。

送り盆は、送り盆である。

送りまぜは、送りまぜである。

送り迎えは、送り迎えである。

贈物は、贈物である。

後るは、後るである。

遅るは、遅るである。

送るは、送るである。

贈るは、贈るである。

小栗栖は、小栗栖である。

小栗栖の長兵衛は、小栗栖の長兵衛である。

小車は、小車である。

小車錦は、小車錦である。

御包みは、御包みである。

後れは、後れである。

遅れは、遅れである。

後れ駆けは、後れ駆けである。

後れ髪は、後れ髪である。

後れ毛は、後れ毛である。

後れ咲きは、後れ咲きである。

後れ先立つは、後れ先立つである。

後れ馳せは、後れ馳せである。

後れるは、後れるである。

遅れるは、遅れるである。

小畔は、小畔である。

屋漏は、屋漏である。

御黒戸は、御黒戸である。



御鍬立ては、御鍬立てである。

桶は、桶である。

麻笥は、麻笥である。

オケは、オケである。

おけは、おけである。

オケアノスは、オケアノスである。

桶海女は、桶海女である。

オケーシーは、オケーシーである。

桶川は、桶川である。

桶側は、桶側である。

桶側胴は、桶側胴である。

オケゲムは、オケゲムである。

桶越しは、桶越しである。

おけさ節は、おけさ節である。

をけ猿は、をけ猿である。

桶据えは、桶据えである。

お血は、お血である。

桶胴は、桶胴である。

桶狭間は、桶狭間である。

桶狭間の戦は、桶狭間の戦である。

桶火は、桶火である。

桶伏せは、桶伏せである。

桶風呂は、桶風呂である。

桶屋は、桶屋である。

桶結いは、桶結いである。

おけらは、おけらである。

螻蛄は、螻蛄である。

朮の餅は、朮の餅である。

朮詣りは、朮詣りである。

白朮詣りは、白朮詣りである。

朮祭は、朮祭である。

白朮祭は、白朮祭である。

於けるは、於けるである。

痴は、痴である。

烏滸は、烏滸である。

尾籠は、尾籠である。

御御は、御御である。

牡恋は、牡恋である。

おこうは、おこうである。

御講は、御講である。

汚行は、汚行である。

汚垢は、汚垢である。

御御様は、御御様である。

小河内ダムは、小河内ダムである。

御講日和は、御講日和である。

痴絵は、痴絵である。



烏滸絵は、烏滸絵である。

御声掛りは、御声掛りである。

痴痴しは、痴痴しである。

小郡は、小郡である。

烏滸がましいは、烏滸がましいである。

痴がるは、痴がるである。

御御供は、御御供である。

御焦げは、御焦げである。

麻小笥は、麻小笥である。

苧桶は、苧桶である。

おこごは、おこごである。

おごごしは、おごごしである。

痴言は、痴言である。

烏滸言は、烏滸言である。

雄心は、雄心である。

右近左近は、右近左近である。

御子様ランチは、御子様ランチである。

起しは、起しである。

熾しは、熾しである。

興しは、興しである。

御越しは、御越しである。

御腰は、御腰である。

峰越しは、峰越しである。

尾越しは、尾越しである。

起し絵は、起し絵である。

起し反るは、起し反るである。

起し金は、起し金である。

興し米は、興し米である。

熾し炭は、熾し炭である。

おこし種は、おこし種である。

御腰の物奉行は、御腰の物奉行である。

熾し火は、熾し火である。

おこじょは、おこじょである。

起すは、起すである。

興すは、興すである。

おこぜは、おこぜである。

厳かは、厳かである。

御高祖頭巾は、御高祖頭巾である。

おこたは、おこたである。

オゴタイは、オゴタイである。

オゴタイ汗国は、オゴタイ汗国である。

怠りは、怠りである。

怠り方は、怠り方である。

怠文は、怠文である。

怠るは、怠るである。

惰るは、惰るである。



おこたれは、おこたれである。

おこづくは、おこづくである。

痴づくは、痴づくである。

誘るは、誘るである。

御事は、御事である。

小琴は、小琴である。

御事納は、御事納である。

御事汁は、御事汁である。

乎古止点は、乎古止点である。

御事煮は、御事煮である。

御事始は、御事始である。

行いは、行いである。

行ひ出すは、行ひ出すである。

行い勝ちは、行い勝ちである。

行い声は、行い声である。

おこない様は、おこない様である。

行ひさらぼふは、行ひさらぼふである。

行い澄ますは、行い澄ますである。

行い人は、行い人である。

行ひ窶るは、行ひ窶るである。

行うは、行うである。

御好み焼は、御好み焼である。

痴ぶは、痴ぶである。

御零れは、御零れである。

お駒才三は、お駒才三である。

海髪祭は、海髪祭である。

痴めくは、痴めくである。

御薦は、御薦である。

尾籠物語は、尾籠物語である。

御籠りは、御籠りである。

おこよ源之丞は、おこよ源之丞である。

御子良子は、御子良子である。

起は、起である。

瘧は、瘧である。

驕りは、驕りである。

傲りは、傲りである。

奢りは、奢りである。

怒りっぽいは、怒りっぽいである。

瘧日は、瘧日である。

瘧慄いは、瘧慄いである。

怒りん坊は、怒りん坊である。

起るは、起るである。

興るは、興るである。

驕るは、驕るである。

傲るは、傲るである。

奢るは、奢るである。



御御覧ずは、御御覧ずである。

おころりよは、おころりよである。

御強は、御強である。

お恐は、お恐である。

御強草は、御強草である。

おこんは、おこんである。

オコンナーは、オコンナーである。

オコンネルは、オコンネルである。

おさは、おさである。

長は、長である。

筬は、筬である。

訳語は、訳語である。

御座は、御座である。

幼児は、幼児である。

おさいは、おさいである。

御宰は、御宰である。

御菜は、御菜である。

押ふは、押ふである。

抑ふは、抑ふである。

圧さふは、圧さふである。

押えは、押えである。

抑えは、抑えである。

押え木は、押え木である。

抑え込みは、抑え込みである。

押え込むは、押え込むである。

押え字は、押え字である。

抑え字は、抑え字である。

押え城は、押え城である。

押え勢は、押え勢である。

押え台は、押え台である。

押え立ちは、押え立ちである。

押え付けるは、押え付けるである。

抑え付けるは、抑え付けるである。

押え所は、押え所である。

押え歯は、押え歯である。

押え柱は、押え柱である。

押えボルトは、押えボルトである。

押え物は、押え物である。

押えるは、押えるである。

抑えるは、抑えるである。

圧さえるは、圧さえるである。

小棹は、小棹である。

おさおさは、おさおさである。

長長しは、長長しである。

忍坂は、忍坂である。

筬掻きは、筬掻きである。



長蟹は、長蟹である。

筬蟹は、筬蟹である。

刑部狐は、刑部狐である。

於佐賀部狐は、於佐賀部狐である。

忍壁親王は、忍壁親王である。

刑部親王は、刑部親王である。

長亀は、長亀である。

革亀は、革亀である。

御下がりは、御下がりである。

男盛りは、男盛りである。

御座替りは、御座替りである。

尾先は、尾先である。

尾崎は、尾崎である。

尾前は、尾前である。

御先は、御先である。

尾崎一雄は、尾崎一雄である。

御先狐は、御先狐である。

尾裂狐は、尾裂狐である。

尾崎紅葉は、尾崎紅葉である。

尾崎士郎は、尾崎士郎である。

御先煙草は、御先煙草である。

御先棒は、御先棒である。

尾崎放哉は、尾崎放哉である。

尾崎秀実は、尾崎秀実である。

尾崎雅嘉は、尾崎雅嘉である。

御先真っ暗は、御先真っ暗である。

長君は、長君である。

御先者は、御先者である。

尾崎行雄は、尾崎行雄である。

尾先四白は、尾先四白である。

御座切りは、御座切りである。

御さくは、御さくである。

御作立ては、御作立てである。

御下げは、御下げである。

雄叫びは、雄叫びである。

小笹は、小笹である。

長酒は、長酒である。

小笹原は、小笹原である。

御差は、御差である。

御匙は、御匙である。

尾差は、尾差である。

尾指は、尾指である。

御座敷は、御座敷である。

御座敷唄は、御座敷唄である。

筬羊歯は、筬羊歯である。

建すは、建すである。



御摩りは、御摩りである。

御摩り医者は、御摩り医者である。

長田は、長田である。

長田新は、長田新である。

御沙汰書は、御沙汰書である。

尾佐竹は、尾佐竹である。

尾佐竹猛は、尾佐竹猛である。

訳語田幸玉宮は、訳語田幸玉宮である。

御定まりは、御定まりである。

御定書は、御定書である。

御札は、御札である。

御薩は、御薩である。

御座付は、御座付である。

御里は、御里である。

御茶道は、御茶道である。

幼は、幼である。

幼遊びは、幼遊びである。

小山内は、小山内である。

小山内薫は、小山内薫である。

幼生いは、幼生いである。

幼顔は、幼顔である。

幼子は、幼子である。

幼心地は、幼心地である。

幼心は、幼心である。

幼言葉は、幼言葉である。

幼姿は、幼姿である。

幼育ちは、幼育ちである。

幼立ちは、幼立ちである。

幼友達は、幼友達である。

幼名は、幼名である。

幼馴染は、幼馴染である。

幼びるは、幼びるである。

幼目は、幼目である。

幼等は、幼等である。

御座なりは、御座なりである。

小狭柱は、小狭柱である。

長百姓は、長百姓である。

長船は、長船である。

長船物は、長船物である。

納まりは、納まりである。

収まりは、収まりである。

納まり返るは、納まり返るである。

治まるは、治まるである。

修まるは、修まるである。

納まるは、納まるである。

収まるは、収まるである。



治むは、治むである。

修むは、修むである。

納むは、納むである。

収むは、収むである。

御寒いは、御寒いである。

筬虫は、筬虫である。

歩行虫は、歩行虫である。

治部省は、治部省である。

治めは、治めである。

納めは、納めである。

収めは、収めである。

専領は、専領である。

長女は、長女である。

納め顔は、納め顔である。

納め浚いは、納め浚いである。

納相場は、納相場である。

納太刀は、納太刀である。

修理職は、修理職である。

納手拭は、納手拭である。

納殿は、納殿である。

納め札は、納め札である。

納め物は、納め物である。

納め宿は、納め宿である。

治めるは、治めるである。

修めるは、修めるである。

納めるは、納めるである。

収めるは、収めるである。

押ゆは、押ゆである。

抑ゆは、抑ゆである。

御浚いは、御浚いである。

大仏は、大仏である。

大仏次郎は、大仏次郎である。

御晒は、御晒である。

おさらばは、おさらばである。

筬欄間は、筬欄間である。

尾去沢鉱山は、尾去沢鉱山である。

御申待は、御申待である。

小沢は、小沢である。

小沢儀明は、小沢儀明である。

小沢蘆庵は、小沢蘆庵である。

おさんは、おさんである。

御産は、御産である。

御三時は、御三時である。

おざんすは、おざんすである。

おさんどんは、おさんどんである。

おざんないは、おざんないである。



御三の間は、御三の間である。

オザンファンは、オザンファンである。

おさん茂兵衛は、おさん茂兵衛である。

圧しは、圧しである。

押しは、押しである。

御師は、御師である。

惜しは、惜しである。

愛しは、愛しである。

おしは、おしである。

小父は、小父である。

老翁は、老翁である。

叔父は、叔父である。

押合いは、押合いである。

押し合い圧し合いは、押し合い圧し合いである。

押合い祭は、押合い祭である。

押し合うは、押し合うである。

押し明けは、押し明けである。

押し明け方は、押し明け方である。

押上げポンプは、押上げポンプである。

押し上げるは、押し上げるである。

怖ぢ浅むは、怖ぢ浅むである。

推し当ては、推し当てである。

推し宛がいは、推し宛がいである。

押し当てるは、押し当てるである。

おしあなは、おしあなである。

押鮎は、押鮎である。

オシアンは、オシアンである。

惜しいは、惜しいである。

御祖父さんは、御祖父さんである。

御爺さんは、御爺さんである。

押し出づは、押し出づである。

押板は、押板である。

押し出しは、押し出しである。

押し出し衣は、押し出し衣である。

押し出すは、押し出すである。

押し戴くは、押し戴くである。

押入りは、押入りである。

押し入るは、押し入るである。

押入れは、押入れである。

押し入れるは、押し入れるである。

教ふは、教ふである。

オシヴェンチムは、オシヴェンチムである。

押魚は、押魚である。

推し移るは、推し移るである。

押売りは、押売りである。

教えは、教えである。



訓は、訓である。

押絵は、押絵である。

教え顔は、教え顔である。

教え草は、教え草である。

教え子は、教え子である。

教え込むは、教え込むである。

教え諭すは、教え諭すである。

オシエツキーは、オシエツキーである。

教え鳥は、教え鳥である。

教えの庭は、教えの庭である。

教えるは、教えるである。

御潮斎は、御潮斎である。

御仕置は、御仕置である。

御仕置者は、御仕置者である。

御仕置例類集は、御仕置例類集である。

押送りは、押送りである。

押桶は、押桶である。

おしおしは、おしおしである。

怖じ怖じは、怖じ怖じである。

怖ぢ恐るは、怖ぢ恐るである。

伯父親は、伯父親である。

叔父親は、叔父親である。

小塩山は、小塩山である。

押し下ろすは、押し下ろすである。

押界は、押界である。

押買いは、押買いである。

押し返しは、押し返しである。

押し返すは、押し返すである。

押し掛かるは、押し掛かるである。

押角は、押角である。

押し隠すは、押し隠すである。

押し掛けは、押し掛けである。

押し掛け女房は、押し掛け女房である。

押し掛けるは、押し掛けるである。

惶ぢ懼まるは、惶ぢ懼まるである。

圧滓は、圧滓である。

押方は、押方である。

押形は、押形である。

押型は、押型である。

押型硝子は、押型硝子である。

伯父敵は、伯父敵である。

押型付は、押型付である。

押型文は、押型文である。

捺型文は、捺型文である。

牡鹿半島は、牡鹿半島である。

押し被せは、押し被せである。



押し被せ褶曲は、押し被せ褶曲である。

押し被せ断層は、押し被せ断層である。

鴛鴦鴨は、鴛鴦鴨である。

押し柄は、押し柄である。

押し柄立つは、押し柄立つである。

押借りは、押借りである。

惜しがるは、惜しがるである。

韋は、韋である。

押川は、押川である。

押川春浪は、押川春浪である。

折敷は、折敷である。

御敷は、御敷である。

押木は、押木である。

御直は、御直である。

伯父貴は、伯父貴である。

叔父貴は、叔父貴である。

御辞儀は、御辞儀である。

御直衆は、御直衆である。

押し傷は、押し傷である。

御仕着せは、御仕着せである。

含羞草は、含羞草である。

押木珠縵は、押木珠縵である。

押切りは、押切りである。

押切帳は、押切帳である。

押切判は、押切判である。

押し切るは、押し切るである。

押し包みは、押し包みである。

押し包むは、押し包むである。

押し草は、押し草である。

押し下すは、押し下すである。

鴛鴦沓は、鴛鴦沓である。

押し隈は、押し隈である。

押し競べは、押し競べである。

押し競饅頭は、押し競饅頭である。

押栗は、押栗である。

惜しげは、惜しげである。

怖気は、怖気である。

惜しけくは、惜しけくである。

惜しけしは、惜しけしである。

怖気立つは、怖気立つである。

押し消つは、押し消つである。

怖気付くは、怖気付くである。

御しげりは、御しげりである。

怖けるは、怖けるである。

伯父御は、伯父御である。

叔父御は、叔父御である。



押小路殿は、押小路殿である。

押し事は、押し事である。

推し言は、推し言である。

おしこなすは、おしこなすである。

押込みは、押込みである。

押込み通風は、押込み通風である。

押し込むは、押し込むである。

押込めは、押込めである。

押込め隠居は、押込め隠居である。

押し込めるは、押し込めるである。

押し凝るは、押し凝るである。

押し殺すは、押し殺すである。

圧し殺すは、圧し殺すである。

押し下げるは、押し下げるである。

御師さんは、御師さんである。

小父さんは、小父さんである。

伯父さんは、伯父さんである。

叔父さんは、叔父さんである。

押し責るは、押し責るである。

押し静まるは、押し静まるである。

押し沈めるは、押し沈めるである。

押し鎮めるは、押し鎮めるである。

伯父じゃ人は、伯父じゃ人である。

叔父じゃ人は、叔父じゃ人である。

押し推量は、押し推量である。

押鮨は、押鮨である。

推し進めるは、推し進めるである。

押し進めるは、押し進めるである。

御寝は、御寝である。

押し相撲は、押し相撲である。

押し摩るは、押し摩るである。

お静礼三は、お静礼三である。

押し迫るは、押し迫るである。

唖蝉は、唖蝉である。

捺染は、捺染である。

御下は、御下である。

雄羊歯は、雄羊歯である。

圧鯛は、圧鯛である。

押太鼓は、押太鼓である。

押し倒しは、押し倒しである。

押し倒すは、押し倒すである。

雄羊歯科は、雄羊歯科である。

押し違ふは、押し違ふである。

唖竹は、唖竹である。

御浸しは、御浸しである。

御下地は、御下地である。



押出し仏は、押出し仏である。

御認めは、御認めである。

押し立つは、押し立つである。

押立て門は、押立て門である。

押し立てるは、押し立てるである。

叔父騙しは、叔父騙しである。

押し黙るは、押し黙るである。

お七は、お七である。

お七風は、お七風である。

御七夜は、御七夜である。

押しっくらは、押しっくらである。

試饌は、試饌である。

押し付けは、押し付けである。

押し付けがましいは、押し付けがましいである。

押付の板は、押付の板である。

押し付けるは、押し付けるである。

押し付け業は、押し付け業である。

おしっこは、おしっこである。

押し潰すは、押し潰すである。

押し詰るは、押し詰るである。

押し詰めるは、押し詰めるである。

押手は、押手である。

押しては、押してである。

押手入は、押手入である。

押手作りは、押手作りである。

押手文は、押手文である。

押し照るは、押し照るである。

押し通すは、押し通すである。

おしとどとしとどは、おしとどとしとどである。

押し止めるは、押し止めるである。

鴛鴦のは、鴛鴦のである。

鴛鴦夫婦は、鴛鴦夫婦である。

押し取るは、押し取るである。

おしなは、おしなである。

小父直りは、小父直りである。

押し直るは、押し直るである。

押し流すは、押し流すである。

おじなしは、おじなしである。

押し並ぶは、押し並ぶである。

押し靡ぶは、押し靡ぶである。

押し並べては、押し並べてである。

押し並みには、押し並みにである。

押し並むは、押し並むである。

押し並めては、押し並めてである。

怖ぢ習ふは、怖ぢ習ふである。

押し均すは、押し均すである。



押し並べるは、押し並べるである。

押し成るは、押し成るである。

押し抜き機は、押し抜き機である。

押し拭うは、押し拭うである。

押し捩子は、押し捩子である。

押し退けるは、押し退けるである。

忍野八海は、忍野八海である。

御忍びは、御忍びである。

御忍び駕籠は、御忍び駕籠である。

押歯は、押歯である。

押羽は、押羽である。

押し葉は、押し葉である。

押羽織は、押羽織である。

推し量りは、推し量りである。

推し量るは、推し量るである。

推し測るは、推し測るである。

圧箱は、圧箱である。

押箱は、押箱である。

押し肌脱ぐは、押し肌脱ぐである。

押し花は、押し花である。

押し張るは、押し張るである。

押し引きは、押し引きである。

押し引き分布は、押し引き分布である。

押し拉ぐは、押し拉ぐである。

押し一向には、押し一向にである。

押し開くは、押し開くである。

押し広げるは、押し広げるである。

押し広めるは、押し広めるである。

押しピンは、押しピンである。

押し伏せるは、押し伏せるである。

押し蓋は、押し蓋である。

押縁は、押縁である。

押舟は、押舟である。

押文は、押文である。

雄蕊は、雄蕊である。

押し圧すは、押し圧すである。

押し棒は、押し棒である。

押帽子は、押帽子である。

押し釦は、押し釦である。

押堀は、押堀である。

御絞りは、御絞りである。

押堀引は、押堀引である。

渡島は、渡島である。

雄島は、雄島である。

小島は、小島である。

御仕舞は、御仕舞である。



押前は、押前である。

押し巻くは、押し巻くである。

押捲りは、押捲りである。

押し捲るは、押し捲るである。

圧髷は、圧髷である。

押し曲げるは、押し曲げるである。

几は、几である。

小島祐馬は、小島祐馬である。

小島田は、小島田である。

怖ぢ惑ふは、怖ぢ惑ふである。

渡島半島は、渡島半島である。

押し丸かすは、押し丸かすである。

押し転かすは、押し転かすである。

押し回しは、押し回しである。

惜しみは、惜しみである。

惜しみ使いは、惜しみ使いである。

惜しみ綱は、惜しみ綱である。

惜しみ手は、惜しみ手である。

惜しみ無いは、惜しみ無いである。

惜しみの木は、惜しみの木である。

惜しむは、惜しむである。

押麦は、押麦である。

圧麦は、圧麦である。

押し向けるは、押し向けるである。

惜しむらくはは、惜しむらくはである。

御湿は、御湿である。

襁褓は、襁褓である。

押目は、押目である。

緒締めは、緒締めである。

押目買は、押目買である。

御湿りは、御湿りである。

押し捩りは、押し捩りである。

御霜月は、御霜月である。

押戻は、押戻である。

押し戻すは、押し戻すである。

押物は、押物である。

食物は、食物である。

鴛鴦紋は、鴛鴦紋である。

押問答は、押問答である。

押し屋は、押し屋である。

おじゃは、おじゃである。

おじやは、おじやである。

御釈迦は、御釈迦である。

御釈迦様は、御釈迦様である。

御酌は、御酌である。

御蝦蛄は、御蝦蛄である。



伯父や人は、伯父や人である。

叔父や人は、叔父や人である。

おしゃぶりは、おしゃぶりである。

押し破るは、押し破るである。

御喋りは、御喋りである。

おしゃまは、おしゃまである。

御邪魔は、御邪魔である。

おしゃますは、おしゃますである。

御邪魔虫は、御邪魔虫である。

長万部は、長万部である。

御洒落は、御洒落である。

御舎利は、御舎利である。

おしゃるは、おしゃるである。

押し遣るは、押し遣るである。

おじゃるは、おじゃるである。

おじゃれは、おじゃれである。

おじゃんは、おじゃんである。

おしゃんすは、おしゃんすである。

押し湯は、押し湯である。

教ゆは、教ゆである。

御主は、御主である。

汚臭は、汚臭である。

御重は、御重である。

御十夜は、御十夜である。

押し湯口は、押し湯口である。

御宿老は、御宿老である。

お俊伝兵衛は、お俊伝兵衛である。

和尚は、和尚である。

御嬢は、御嬢である。

和尚吉三は、和尚吉三である。

お嬢吉三は、お嬢吉三である。

御錠口は、御錠口である。

御嬢様は、御嬢様である。

御嬢さんは、御嬢さんである。

御嬢さん育ちは、御嬢さん育ちである。

御上手は、御上手である。

御職は、御職である。

汚職は、汚職である。

汚辱は、汚辱である。

汚濁は、汚濁である。

押し寄すは、押し寄すである。

押し寄せるは、押し寄せるである。

おしょぼからげは、おしょぼからげである。

おしらは、おしらである。

おしら講は、おしら講である。

おしら様は、おしら様である。



おしらるは、おしらるである。

オシリスは、オシリスである。

怖じるは、怖じるである。

白粉は、白粉である。

白粉臭いは、白粉臭いである。

白粉下は、白粉下である。

白粉中毒は、白粉中毒である。

白粉花は、白粉花である。

白粉焼けは、白粉焼けである。

オシログラフは、オシログラフである。

御城碁は、御城碁である。

オシロスコープは、オシロスコープである。

尾白鷲は、尾白鷲である。

押し分けるは、押し分けるである。

押割りは、押割りである。

汚疹は、汚疹である。

おじんは、おじんである。

汚塵は、汚塵である。

御新香は、御新香である。

小簾は、小簾である。

おすは、おすである。

押すは、押すである。

圧すは、圧すである。

推すは、推すである。

捺すは、捺すである。

食すは、食すである。

怖づは、怖づである。

襲は、襲である。

汚水は、汚水である。

御推文字は、御推文字である。

オスウィーゴー運動は、オスウィーゴー運動である。

御末は、御末である。

御末衆は、御末衆である。

怖ず怖ずは、怖ず怖ずである。

オスカーは、オスカーである。

お杉お玉は、お杉お玉である。

御数寄屋坊主は、御数寄屋坊主である。

御救い小屋は、御救い小屋である。

オスグッドシュラッテル病は、オスグッドシュラッテル病である。

食国は、食国である。

おずけは、おずけである。

悍しは、悍しである。

御煤は、御煤である。

小鈴は、小鈴である。

御啜りは、御啜りである。

御裾分けは、御裾分けである。



オスチヤは、オスチヤである。

オストラシズムは、オストラシズムである。

オストリッチは、オストリッチである。

オストロフスキーは、オストロフスキーである。

オストワルトは、オストワルトである。

オストワルト法は、オストワルト法である。

オズの魔法使いは、オズの魔法使いである。

おすべらかしは、おすべらかしである。

御滑りは、御滑りである。

オズボーンは、オズボーンである。

御澄ましは、御澄ましである。

おすまるは、おすまるである。

オスマンは、オスマンである。

オスマン語は、オスマン語である。

オスマン帝国は、オスマン帝国である。

オスミウムは、オスミウムである。

御墨付は、御墨付である。

小集楽は、小集楽である。

御す文字は、御す文字である。

オスロは、オスロである。

御座りは、御座りである。

小瀬は、小瀬である。

尾瀬は、尾瀬である。

オセアニアは、オセアニアである。

押せ押せは、押せ押せである。

おせぐくは、おせぐくである。

おせぐむは、おせぐむである。

御世辞は、御世辞である。

おせせは、おせせである。

御節は、御節である。

御節振舞は、御節振舞である。

御節介は、御節介である。

を背長は、を背長である。

尾瀬沼は、尾瀬沼である。

小瀬甫庵は、小瀬甫庵である。

おせりは、おせりである。

オセロは、オセロである。

オセロゲームは、オセロゲームである。

オセロットは、オセロットである。

御世話様は、御世話様である。

汚染は、汚染である。

御膳立ては、御膳立てである。

御膳の宿は、御膳の宿である。

遅は、遅である。

鈍は、鈍である。

軽率は、軽率である。



悪阻は、悪阻である。

遅足は、遅足である。

遅いは、遅いである。

悍いは、悍いである。

鈍いは、鈍いである。

襲い掛かるは、襲い掛かるである。

襲羽は、襲羽である。

圧ふは、圧ふである。

襲うは、襲うである。

御草は、御草である。

遅牛は、遅牛である。

御草草は、御草草である。

遅打ちは、遅打ちである。

遅生れは、遅生れである。

御副は、御副である。

遅かれ早かれは、遅かれ早かれである。

襲着は、襲着である。

遅き日は、遅き日である。

汚俗は、汚俗である。

偃息図の絵は、偃息図の絵である。

遅くともは、遅くともである。

嘘言は、嘘言である。

遅咲きは、遅咲きである。

遅桜は、遅桜である。

遅しは、遅しである。

鈍しは、鈍しである。

御祖師様は、御祖師様である。

遅霜は、遅霜である。

遅知恵は、遅知恵である。

遅出は、遅出である。

御供えは、御供えである。

御供え餅は、御供え餅である。

御供え物は、御供え物である。

遅なわるは、遅なわるである。

小そねは、小そねである。

獺の祭は、獺の祭である。

お園六三は、お園六三である。

御側は、御側である。

遅場は、遅場である。

おそ歯は、おそ歯である。

おそばうは、おそばうである。

御側御用人は、御側御用人である。

御側様は、御側様である。

御側去らずは、御側去らずである。

御側衆は、御側衆である。

御側付は、御側付である。



遅早もは、遅早もである。

おそばゆは、おそばゆである。

遅番は、遅番である。

遅日は、遅日である。

おそびきは、おそびきである。

遅便は、遅便である。

押そぶるは、押そぶるである。

遅蒔きは、遅蒔きである。

悍しいは、悍しいである。

鈍しいは、鈍しいである。

御粗末は、御粗末である。

御粗末様は、御粗末様である。

お染の七役は、お染の七役である。

お染半九郎は、お染半九郎である。

お染久松は、お染久松である。

遅物田は、遅物田である。

嬋媛は、嬋媛である。

恐らくは、恐らくである。

恐らく造は、恐らく造である。

恐らくはは、恐らくはである。

恐りは、恐りである。

恐るは、恐るである。

恐る恐るは、恐る恐るである。

恐るべきは、恐るべきである。

恐れは、恐れである。

畏れは、畏れである。

虞は、虞である。

恐れ入るは、恐れ入るである。

畏れ入るは、畏れ入るである。

恐れ多いは、恐れ多いである。

畏れ多いは、畏れ多いである。

恐れ戦くは、恐れ戦くである。

恐れがましは、恐れがましである。

恐れ気は、恐れ気である。

恐山は、恐山である。

恐れ乍らは、恐れ乍らである。

恐れるは、恐れるである。

畏れるは、畏れるである。

怖れるは、怖れるである。

懼れるは、懼れるである。

恐ろは、恐ろである。

おそろは、おそろである。

御ぞろは、御ぞろである。

恐ろしいは、恐ろしいである。

教わるは、教わるである。

魘われるは、魘われるである。



汚損は、汚損である。

オゾンは、オゾンである。

オゾン層は、オゾン層である。

オゾンホールは、オゾンホールである。

おだは、おだである。

小田は、小田である。

織田は、織田である。

穏は、穏である。

御代は、御代である。

御台は、御台である。

御台匙は、御台匙である。

御代官は、御代官である。

御台供御は、御台供御である。

御太鼓は、御太鼓である。

御太鼓結びは、御太鼓結びである。

御大師は、御大師である。

穏しは、穏しである。

御大切は、御大切である。

御内付は、御内付である。

御台場は、御台場である。

御台盤は、御台盤である。

御台櫃は、御台櫃である。

御大方は、御大方である。

御大名は、御大名である。

御題目は、御題目である。

御平らには、御平らにである。

御田植は、御田植である。

御田植祭は、御田植祭である。

織田有楽斎は、織田有楽斎である。

緒絶えは、緒絶えである。

おたおたは、おたおたである。

尾高は、尾高である。

御高いは、御高いである。

御互い様は、御互い様である。

御多賀杓子は、御多賀杓子である。

織田一磨は、織田一磨である。

尾高朝雄は、尾高朝雄である。

御高盛りは、御高盛りである。

雄宝香は、雄宝香である。

小田刈月は、小田刈月である。

雄滝は、雄滝である。

小田急線は、小田急線である。

御宅は、御宅である。

雄竹は、雄竹である。

男建は、男建である。

雄誥は、雄誥である。



織田作之助は、織田作之助である。

おたしは、おたしである。

御尋ね者は、御尋ね者である。

おたたは、おたたである。

御立ちは、御立ちである。

小太刀は、小太刀である。

御立会いは、御立会いである。

御立ち酒は、御立ち酒である。

御立ち台は、御立ち台である。

御達しは、御達しである。

折立は、折立である。

煽ては、煽てである。

小楯は、小楯である。

苧経は、苧経である。

煽てるは、煽てるである。

御店は、御店である。

御棚薪は、御棚薪である。

御店者は、御店者である。

小谷は、小谷である。

男谷は、男谷である。

男谷精一郎は、男谷精一郎である。

小谷の方は、小谷の方である。

御種人参は、御種人参である。

御楽は、御楽である。

小田野は、小田野である。

小田野直武は、小田野直武である。

織田信雄は、織田信雄である。

織田信孝は、織田信孝である。

織田信忠は、織田信忠である。

織田信長は、織田信長である。

織田信秀は、織田信秀である。

おたはうは、おたはうである。

御煙草盆は、御煙草盆である。

御旅は、御旅である。

御旅所は、御旅所である。

お多福は、お多福である。

お多福飴は、お多福飴である。

お多福風は、お多福風である。

お多福豆は、お多福豆である。

お多福面は、お多福面である。

おだ袋は、おだ袋である。

御陀仏は、御陀仏である。

御玉は、御玉である。

苧玉は、苧玉である。

お玉が池は、お玉が池である。

苧環は、苧環である。



苧環蒸は、苧環蒸である。

小田巻蒸は、小田巻蒸である。

御玉杓子は、御玉杓子である。

御霊屋は、御霊屋である。

御溜りは、御溜りである。

御溜り小法師は、御溜り小法師である。

御為は、御為である。

御賜めは、御賜めである。

御為顔は、御為顔である。

御為倒しは、御為倒しである。

御為者は、御為者である。

御為尽は、御為尽である。

御為筋は、御為筋である。

小田守は、小田守である。

穏やかは、穏やかである。

小弛むは、小弛むである。

小田屋守は、小田屋守である。

御盥は、御盥である。

オダリスクは、オダリスクである。

小樽は、小樽である。

尾垂木は、尾垂木である。

小樽商科大学は、小樽商科大学である。

尾垂れは、尾垂れである。

オタワは、オタワである。

オタワ協定は、オタワ協定である。

小田原は、小田原である。

小田原城は、小田原城である。

小田原征伐は、小田原征伐である。

小田原提灯は、小田原提灯である。

小田原評定は、小田原評定である。

小田原葺は、小田原葺である。

おたんこなすは、おたんこなすである。

おたんちんは、おたんちんである。

落ちは、落ちである。

復は、復である。

変若は、変若である。

お薹は、お薹である。

お池は、お池である。

御乳は、御乳である。

越智は、越智である。

おちは、おちである。

落合いは、落合いである。

落合は、落合である。

落合直文は、落合直文である。

落合い夫婦は、落合い夫婦である。

落合焼は、落合焼である。



落ち合うは、落ち合うである。

落ち足は、落ち足である。

落ち穴は、落ち穴である。

落ちあぶるは、落ちあぶるである。

落鮎は、落鮎である。

落板敷は、落板敷である。

落入は、落入である。

陥るは、陥るである。

落ち入るは、落ち入るである。

落ち居るは、落ち居るである。

落魚は、落魚である。

落ち失すは、落ち失すである。

落人は、落人である。

落人伝説は、落人伝説である。

落鰻は、落鰻である。

越智越人は、越智越人である。

落縁は、落縁である。

条条は、条条である。

おちおちは、おちおちである。

落買は、落買である。

復ち返るは、復ち返るである。

変若ち返るは、変若ち返るである。

落ち掛りは、落ち掛りである。

落ち掛かるは、落ち掛かるである。

落ち重なるは、落ち重なるである。

落ち方は、落ち方である。

遠方人は、遠方人である。

御近付きは、御近付きである。

落髪は、落髪である。

落草は、落草である。

落ち口は、落ち口である。

落首は、落首である。

落窪は、落窪である。

落窪物語は、落窪物語である。

落栗は、落栗である。

落毛は、落毛である。

御児は、御児である。

御稚児は、御稚児である。

遠近人は、遠近人である。

御児成は、御児成である。

落ち零れは、落ち零れである。

落ち込むは、落ち込むである。

落ち転びは、落ち転びである。

御稚児髷は、御稚児髷である。

落座は、落座である。

落ち様は、落ち様である。



落潮は、落潮である。

落勢は、落勢である。

落ち添ふは、落ち添ふである。

落ち滾つは、落ち滾つである。

落着きは、落着きである。

落着き雑煮は、落着き雑煮である。

落ち着き払うは、落ち着き払うである。

落ち着くは、落ち着くである。

落ち着けるは、落ち着けるである。

彼つ年は、彼つ年である。

遠つ年は、遠つ年である。

落角は、落角である。

落椿は、落椿である。

落度は、落度である。

越度は、越度である。

落ち留るは、落ち留るである。

御乳人は、御乳人である。

落ち延びるは、落ち延びるである。

落葉は、落葉である。

落葉色は、落葉色である。

落葉衣は、落葉衣である。

落葉集は、落葉集である。

落葉焚きは、落葉焚きである。

落葉船は、落葉船である。

落雲雀は、落雲雀である。

落札は、落札である。

落鮒は、落鮒である。

零落れるは、零落れるである。

落魄れるは、落魄れるである。

落穂は、落穂である。

落ち細るは、落ち細るである。

落穂拾いは、落穂拾いである。

落間は、落間である。

復水は、復水である。

変若水は、変若水である。

落武者は、落武者である。

落ち目は、落ち目である。

御茶は、御茶である。

落屋は、落屋である。

小千谷は、小千谷である。

御茶請けは、御茶請けである。

御茶帯は、御茶帯である。

御茶銀は、御茶銀である。

御茶子は、御茶子である。

御茶小姓は、御茶小姓である。

御茶所は、御茶所である。



小千谷縮は、小千谷縮である。

おちゃっぴいは、おちゃっぴいである。

御茶壺道中は、御茶壺道中である。

おちゃないは、おちゃないである。

御茶の通いは、御茶の通いである。

御茶の子は、御茶の子である。

御茶の子さいさいは、御茶の子さいさいである。

御茶の間は、御茶の間である。

御茶の水は、御茶の水である。

お茶の水女子大学は、お茶の水女子大学である。

御茶挽きは、御茶挽きである。

御茶坊主は、御茶坊主である。

御茶目は、御茶目である。

御茶持は、御茶持である。

おちゃらかすは、おちゃらかすである。

おちゃらけは、おちゃらけである。

落ち行くは、落ち行くである。

阿千代は、阿千代である。

オチョアは、オチョアである。

御町は、御町である。

御丁は、御丁である。

御帳は、御帳である。

雄蝶は、雄蝶である。

御調子者は、御調子者である。

御手水は、御手水である。

御帳付は、御帳付である。

御町話は、御町話である。

おちょうぶは、おちょうぶである。

おちょくるは、おちょくるである。

御猪口は、御猪口である。

おちょちょらは、おちょちょらである。

お千代半兵衛は、お千代半兵衛である。

おちょぼは、おちょぼである。

おちょぼ口は、おちょぼ口である。

落ちるは、落ちるである。

墜ちるは、墜ちるである。

堕ちるは、堕ちるである。

おちんちんは、おちんちんである。

押っは、押っである。

追っは、追っである。

おっは、おっである。

乙は、乙である。

落つは、落つである。

墜つは、墜つである。

堕つは、堕つである。

復つは、復つである。



変若つは、変若つである。

小津は、小津である。

乙うは、乙うである。

おっかあは、おっかあである。

屋階は、屋階である。

尾使いは、尾使いである。

おっかい晴れたは、おっかい晴れたである。

押っ返すは、押っ返すである。

追っ返すは、追っ返すである。

押っ掛るは、押っ掛るである。

追っ掛けは、追っ掛けである。

追っ掛け継ぎは、追っ掛け継ぎである。

追っ掛け引っ掛けは、追っ掛け引っ掛けである。

追っ掛けるは、追っ掛けるである。

おっかさんは、おっかさんである。

おっかじめるは、おっかじめるである。

乙甲は、乙甲である。

おっかないは、おっかないである。

おっかながるは、おっかながるである。

おっかなびっくりは、おっかなびっくりである。

押っ被さるは、押っ被さるである。

押っ被せは、押っ被せである。

押っ被せるは、押っ被せるである。

押掴みは、押掴みである。

オッカムは、オッカムである。

オッカムの剃刀は、オッカムの剃刀である。

御疲れ様は、御疲れ様である。

越関は、越関である。

御付は、御付である。

御次は、御次である。

オック語は、オック語である。

オックスフォードは、オックスフォードである。

オックスフォード運動は、オックスフォード運動である。

オックスフォード学派は、オックスフォード学派である。

オックスフォードシューズは、オックスフォードシューズである。

オックスフォード大学は、オックスフォード大学である。

御作りは、御作りである。

御漬は、御漬である。

緒付は、緒付である。

御告げは、御告げである。

オッケーは、オッケーである。

御告げの祝日は、御告げの祝日である。

おっけ晴れては、おっけ晴れてである。

御告文は、御告文である。

臆見は、臆見である。

おっこちは、おっこちである。



おっこちるは、おっこちるである。

おっことすは、おっことすである。

押っ込むは、押っ込むである。

追様は、追様である。

おっさんは、おっさんである。

乙字は、乙字である。

仰しゃるは、仰しゃるである。

乙種は、乙種である。

乙種合格は、乙種合格である。

御師匠さんは、御師匠さんである。

オッズは、オッズである。

越奏は、越奏である。

越訴奉行は、越訴奉行である。

オッタートロールは、オッタートロールである。

乙第は、乙第である。

押っ手繰るは、押っ手繰るである。

押っ立つは、押っ立つである。

追っ立つは、追っ立つである。

押っ立ては、押っ立てである。

追っ立ては、追っ立てである。

押っ立て尻は、押っ立て尻である。

追っ立て汁は、追っ立て汁である。

押っ立て垂木は、押っ立て垂木である。

追立の官人は、追立の官人である。

押っ立てるは、押っ立てるである。

追っ立てるは、追っ立てるである。

おっちょこちょいは、おっちょこちょいである。

尾筒は、尾筒である。

おっつかっつは、おっつかっつである。

押っ掴みは、押っ掴みである。

追っ付くは、追っ付くである。

おっつくねるは、おっつくねるである。

押っ付けは、押っ付けである。

追っ付けは、追っ付けである。

押っ付けるは、押っ付けるである。

御筒様は、御筒様である。

追っては、追ってである。

追而書は、追而書である。

良人は、良人である。

おっとは、おっとである。

オットーは、オットーである。

オットーサイクル機関は、オットーサイクル機関である。

押っ通しは、押っ通しである。

膃肭臍は、膃肭臍である。

押っ取っては、押っ取ってである。

おっとっとは、おっとっとである。



おっとまかせは、おっとまかせである。

オットマンは、オットマンである。

御勤めは、御勤めである。

御勤め品は、御勤め品である。

おっとりは、おっとりである。

押っ取り刀は、押っ取り刀である。

押っ取るは、押っ取るである。

苧綱は、苧綱である。

乙二は、乙二である。

乙繞は、乙繞である。

越任は、越任である。

越年米は、越年米である。

おっぱは、おっぱである。

おっぱいは、おっぱいである。

追っ放すは、追っ放すである。

追っ払うは、追っ払うである。

押っ開くは、押っ開くである。

オップアートは、オップアートである。

オッフェンバックは、オッフェンバックである。

押っ伏せるは、押っ伏せるである。

オッペケペ節は、オッペケペ節である。

押っ圧折るは、押っ圧折るである。

押っ圧すは、押っ圧すである。

オッペンハイマーは、オッペンハイマーである。

苧坪は、苧坪である。

御壺は、御壺である。

尾っぽは、尾っぽである。

御壺口は、御壺口である。

御局は、御局である。

押っ放り出すは、押っ放り出すである。

おっぽろ髪は、おっぽろ髪である。

お妻八郎兵衛は、お妻八郎兵衛である。

おつむは、おつむである。

御詰は、御詰である。

御詰衆は、御詰衆である。

御積りは、御積りである。

御通夜は、御通夜である。

小津安二郎は、小津安二郎である。

御汁は、御汁である。

乙由は、乙由である。

御釣りは、御釣りである。

乙りきは、乙りきである。

御手は、御手である。

御手上げは、御手上げである。

汚泥は、汚泥である。

御出居様は、御出居様である。



御手医者は、御手医者である。

御手討は、御手討である。

御手打は、御手打である。

御手掛けは、御手掛けである。

御敵は、御敵である。

御出来は、御出来である。

御手子は、御手子である。

おでこは、おでこである。

御手塩は、御手塩である。

御手玉は、御手玉である。

おてちんは、おてちんである。

御手付きは、御手付きである。

御手付けは、御手付けである。

オデッサは、オデッサである。

オデッセーは、オデッセーである。

おてては、おててである。

御出木偶は、御出木偶である。

御出木偶芝居は、御出木偶芝居である。

御手長は、御手長である。

御手並拝見は、御手並拝見である。

御手の内は、御手の内である。

御手の物は、御手の物である。

御手前は、御手前である。

御手前医者は、御手前医者である。

御出座しは、御出座しである。

彼面此面は、彼面此面である。

御手許は、御手許である。

御手元は、御手元である。

御手許金は、御手許金である。

おてもやんは、おてもやんである。

御手盛りは、御手盛りである。

御手柔らかには、御手柔らかにである。

オデュッセイアは、オデュッセイアである。

オデュッセウスは、オデュッセウスである。

御寺は、御寺である。

オテロは、オテロである。

汚点は、汚点である。

御田は、御田である。

御天気は、御天気である。

御天気師は、御天気師である。

御天気屋は、御天気屋である。

御天道様は、御天道様である。

於転婆は、於転婆である。

御転婆は、御転婆である。

弟は、弟である。

於菟は、於菟である。



小戸は、小戸である。

小門は、小門である。

オドアケルは、オドアケルである。

音合せは、音合せである。

音入れは、音入れである。

御東は、御東である。

御頭会は、御頭会である。

男踏歌は、男踏歌である。

御父様は、御父様である。

御父さんは、御父さんである。

弟月は、弟月である。

弟御は、弟御である。

弟弟子は、弟弟子である。

弟直しは、弟直しである。

弟分は、弟分である。

弟娘は、弟娘である。

オドエフスキーは、オドエフスキーである。

御通しは、御通しである。

阿叔は、阿叔である。

おどおどは、おどおどである。

御通りは、御通りである。

頤頭巾は、頤頭巾である。

脅かしは、脅かしである。

脅かすは、脅かすである。

嚇かすは、嚇かすである。

御斎は、御斎である。

御伽は、御伽である。

男時は、男時である。

御伽犬は、御伽犬である。

音聞きは、音聞きである。

御伽小姓は、御伽小姓である。

御伽芝居は、御伽芝居である。

御伽衆は、御伽衆である。

御伽草子は、御伽草子である。

御伽の国は、御伽の国である。

御伽噺は、御伽噺である。

御伽這子は、御伽這子である。

御伽婢子は、御伽婢子である。

伽婢子は、伽婢子である。

御伽坊主は、御伽坊主である。

弟切草は、弟切草である。

汚涜は、汚涜である。

おどくは、おどくである。

乙州は、乙州である。

弟国宮は、弟国宮である。

戯けは、戯けである。



戯歌は、戯歌である。

戯絵は、戯絵である。

戯け口は、戯け口である。

戯芝居は、戯芝居である。

戯話は、戯話である。

戯け者は、戯け者である。

戯けるは、戯けるである。

弟子は、弟子である。

乙子は、乙子である。

小床は、小床である。

男主は、男主である。

男一匹は、男一匹である。

男絵は、男絵である。

男郎花は、男郎花である。

男帯は、男帯である。

男親は、男親である。

男女は、男女である。

男影は、男影である。

男方は、男方である。

男形は、男形である。

男仮名は、男仮名である。

男髪結は、男髪結である。

男柄は、男柄である。

男気は、男気である。

侠気は、侠気である。

男君は、男君である。

男嫌いは、男嫌いである。

男切れは、男切れである。

男公達は、男公達である。

男草は、男草である。

男臭いは、男臭いである。

男公事は、男公事である。

男狂いは、男狂いである。

男芸者は、男芸者である。

男傾城は、男傾城である。

男冠は、男冠である。

男心は、男心である。

男坂は、男坂である。

男座敷は、男座敷である。

男さびは、男さびである。

男地獄は、男地獄である。

男じものは、男じものである。

男衆は、男衆である。

男所帯は、男所帯である。

男すは、男すである。

男姿は、男姿である。



男好きは、男好きである。

男尽は、男尽である。

男住みは、男住みである。

乙御前は、乙御前である。

男達は、男達である。

男伊達は、男伊達である。

男畜生は、男畜生である。

男使は、男使である。

男付は、男付である。

乙子月は、乙子月である。

男っ振りは、男っ振りである。

男手は、男手である。

男出入は、男出入である。

男名は、男名である。

男泣きは、男泣きである。

男憎みは、男憎みである。

乙子の祝いは、乙子の祝いである。

男の記録は、男の記録である。

男の子は、男の子である。

男の節句は、男の節句である。

男望みは、男望みである。

男の魂は、男の魂である。

乙子の餅は、乙子の餅である。

男端折りは、男端折りである。

男柱は、男柱である。

男はつらいよは、男はつらいよである。

男腹は、男腹である。

男膝は、男膝である。

男聖は、男聖である。

男旱は、男旱である。

乙小昼は、乙小昼である。

男ぶは、男ぶである。

男文は、男文である。

男振りは、男振りである。

男部屋は、男部屋である。

乙護法は、乙護法である。

男舞は、男舞である。

男前は、男前である。

男間男は、男間男である。

男髷は、男髷である。

男勝りは、男勝りである。

男松は、男松である。

男眉は、男眉である。

男神子は、男神子である。

男巫は、男巫である。

男御子は、男御子である。



男皇子は、男皇子である。

男水は、男水である。

男宮は、男宮である。

男冥加は、男冥加である。

男冥利は、男冥利である。

男結びは、男結びである。

男妾は、男妾である。

男文字は、男文字である。

男持ちは、男持ちである。

男物は、男物である。

男模様は、男模様である。

男役は、男役である。

男山は、男山である。

男鰥は、男鰥である。

男湯は、男湯である。

男呼ばりは、男呼ばりである。

男艾は、男艾である。

牡蒿は、牡蒿である。

男らしいは、男らしいである。

男六尺は、男六尺である。

男陸尺は、男陸尺である。

音沙汰は、音沙汰である。

落しは、落しである。

威しは、威しである。

脅しは、脅しである。

縅は、縅である。

落し穴は、落し穴である。

落し網は、落し網である。

落し薯は、落し薯である。

陥れるは、陥れるである。

落し入れるは、落し入れるである。

落し餌は、落し餌である。

落し縁は、落し縁である。

落し懸けは、落し懸けである。

落し掛けは、落し掛けである。

落し紙は、落し紙である。

落し巾着は、落し巾着である。

威し種は、威し種である。

縅毛は、縅毛である。

落し子は、落し子である。

落し差しは、落し差しである。

落し閉ては、落し閉てである。

落し棚は、落し棚である。

落し胤は、落し胤である。

御年玉は、御年玉である。

落し玉子は、落し玉子である。



落し違い棚は、落し違い棚である。

落し着くは、落し着くである。

威し付けるは、威し付けるである。

脅し付けるは、脅し付けるである。

威し鉄砲は、威し鉄砲である。

落し天井は、落し天井である。

落し所は、落し所である。

脅し取るは、脅し取るである。

落し主は、落し主である。

落しの親は、落しの親である。

落し噺は、落し噺である。

落し咄は、落し咄である。

落し散毛は、落し散毛である。

落し蓋は、落し蓋である。

落し文は、落し文である。

落書は、落書である。

落し堀は、落し堀である。

落し前は、落し前である。

落し幕は、落し幕である。

落し水は、落し水である。

落し味噌は、落し味噌である。

貶むは、貶むである。

貶め言は、貶め言である。

貶め方は、貶め方である。

貶めるは、貶めるである。

落し物は、落し物である。

落し者は、落し者である。

落し矢は、落し矢である。

御土砂は、御土砂である。

落し焼は、落し焼である。

落すは、落すである。

墜すは、墜すである。

貶すは、貶すである。

威すは、威すである。

脅すは、脅すである。

縅すは、縅すである。

訪るは、訪るである。

訪れは、訪れである。

訪れ捨つは、訪れ捨つである。

訪れるは、訪れるである。

弟橘媛は、弟橘媛である。

弟棚機は、弟棚機である。

弟鼓は、弟鼓である。

おととは、おととである。

弟兄は、弟兄である。

大臣がねは、大臣がねである。



大殿町は、大殿町である。

大殿屋は、大殿屋である。

乙名は、乙名である。

おとないは、おとないである。

おとなひ人は、おとなひ人である。

おとなうは、おとなうである。

大人大人しは、大人大人しである。

大人くれるは、大人くれるである。

大人気無いは、大人気無いである。

大人心は、大人心である。

大人事は、大人事である。

大人しいは、大人しいである。

音無紙は、音無紙である。

音無川は、音無川である。

音無しの構えは、音無しの構えである。

音無の滝は、音無の滝である。

大人しやかは、大人しやかである。

大人立つは、大人立つである。

大人っぽいは、大人っぽいである。

大人並は、大人並である。

乙名成は、乙名成である。

大人恥かしは、大人恥かしである。

乙名百姓は、乙名百姓である。

大人びるは、大人びるである。

大人ぶるは、大人ぶるである。

大人役は、大人役である。

御隣事は、御隣事である。

乙名渡しは、乙名渡しである。

音の壁は、音の壁である。

おとばせは、おとばせである。

弟日は、弟日である。

弟姫は、弟姫である。

乙姫は、乙姫である。

乙姫海老は、乙姫海老である。

乙姫の花笠は、乙姫の花笠である。

音骨は、音骨である。

弟優りは、弟優りである。

おとましは、おとましである。

お富は、お富である。

乙見は、乙見である。

弟見は、弟見である。

澱みは、澱みである。

弟見悪阻は、弟見悪阻である。

音耳は、音耳である。

弟宮は、弟宮である。

澱むは、澱むである。



弟息子は、弟息子である。

乙息子は、乙息子である。

乙娘は、乙娘である。

夫妻は、夫妻である。

夫婦は、夫婦である。

少女は、少女である。

乙女は、乙女である。

緒止めは、緒止めである。

オドメーターは、オドメーターである。

少女子は、少女子である。

少女心は、少女心である。

乙女心は、乙女心である。

乙女座は、乙女座である。

少女さびは、少女さびである。

処女塚は、処女塚である。

乙女椿は、乙女椿である。

おとめなしは、おとめなしである。

御留場は、御留場である。

少女神子は、少女神子である。

乙女巫は、乙女巫である。

少女等には、少女等にである。

御供は、御供である。

御伴は、御伴である。

御供鞍は、御供鞍である。

乙文字は、乙文字である。

御伴衆は、御伴衆である。

おどもりは、おどもりである。

乙矢は、乙矢である。

弟矢は、弟矢である。

尾戸焼は、尾戸焼である。

弟嫁は、弟嫁である。

乙嫁は、乙嫁である。

踊らかしは、踊らかしである。

踊らすは、踊らすである。

躍らすは、躍らすである。

劣りは、劣りである。

囮は、囮である。

媒鳥は、媒鳥である。

雄鳥は、雄鳥である。

踊りは、踊りである。

躍りは、躍りである。

躍り上がるは、躍り上がるである。

躍り入るは、躍り入るである。

踊歌は、踊歌である。

躍り懸るは、躍り懸るである。

踊烏は、踊烏である。



躍り食いは、躍り食いである。

踊口説は、踊口説である。

踊り子は、踊り子である。

御取越は、御取越である。

踊り子草は、踊り子草である。

踊り言葉は、踊り言葉である。

躍り込むは、躍り込むである。

御酉様は、御酉様である。

劣り様は、劣り様である。

踊地は、踊地である。

踊り字は、踊り字である。

囮捜査は、囮捜査である。

御取初は、御取初である。

踊太鼓は、踊太鼓である。

踊題目は、踊題目である。

踊り手は、踊り手である。

躍り出るは、躍り出るである。

踊堂は、踊堂である。

踊り庭は、踊り庭である。

踊念仏は、踊念仏である。

踊り場は、踊り場である。

劣り腹は、劣り腹である。

踊り歩は、踊り歩である。

踊り屋台は、踊り屋台である。

劣るは、劣るである。

踊るは、踊るである。

躍るは、躍るである。

跳るは、跳るである。

衰ふは、衰ふである。

衰えは、衰えである。

衰えるは、衰えるである。

おどろおどろしは、おどろおどろしである。

驚かしは、驚かしである。

驚かすは、驚かすである。

荊棘が軒は、荊棘が軒である。

驚きは、驚きである。

愕きは、愕きである。

駭きは、駭きである。

驚き足は、驚き足である。

驚き入るは、驚き入るである。

驚き馬は、驚き馬である。

驚盤は、驚盤である。

驚くは、驚くである。

愕くは、愕くである。

驚しは、驚しである。

棘路は、棘路である。



音羽は、音羽である。

音羽屋は、音羽屋である。

音羽焼は、音羽焼である。

音羽山は、音羽山である。

おなは、おなである。

おなあは、おなあである。

オナーは、オナーである。

御内儀は、御内儀である。

同い年は、同い年である。

御中は、御中である。

尾長は、尾長である。

御中入れは、御中入れである。

御中頭は、御中頭である。

御中心は、御中心である。

尾長鮫は、尾長鮫である。

尾長猿は、尾長猿である。

尾長鳥は、尾長鳥である。

御流れは、御流れである。

御慰みは、御慰みである。

女子は、女子である。

女子扇は、女子扇である。

女子気は、女子気である。

女子衆は、女子衆である。

女子所帯は、女子所帯である。

女子竹は、女子竹である。

女子達は、女子達である。

女侠は、女侠である。

女子直しは、女子直しである。

女子水は、女子水である。

女子結びは、女子結びである。

女子らしいは、女子らしいである。

女子業は、女子業である。

御情けは、御情けである。

同じは、同じである。

同じいは、同じいである。

同じかは、同じかである。

同じくは、同じくである。

同じくはは、同じくはである。

同蝸牛は、同蝸牛である。

同じゅうするは、同じゅうするである。

をな上臈は、をな上臈である。

お夏清十郎は、お夏清十郎である。

御撫では、御撫でである。

オナニーは、オナニーである。

小名浜は、小名浜である。

お鍋は、お鍋である。



御生は、御生である。

御膾は、御膾である。

男波は、男波である。

御涙頂戴は、御涙頂戴である。

巻耳は、巻耳である。

屁は、屁である。

おなりは、おなりである。

御成は、御成である。

おなり神は、おなり神である。

御成切は、御成切である。

おなりどは、おなりどである。

御成庭は、御成庭である。

御成道は、御成道である。

御成門は、御成門である。

苧縄は、苧縄である。

御納戸は、御納戸である。

御納戸色は、御納戸色である。

鬼は、鬼である。

鬼麻は、鬼麻である。

鬼薊は、鬼薊である。

鬼遊びは、鬼遊びである。

御兄さんは、御兄さんである。

鬼板は、鬼板である。

オニールは、オニールである。

鬼打は、鬼打である。

鬼打木は、鬼打木である。

鬼打豆は、鬼打豆である。

鬼王団三郎は、鬼王団三郎である。

鬼おこぜは、鬼おこぜである。

鬼押出は、鬼押出である。

鬼威しは、鬼威しである。

鬼踊は、鬼踊である。

鬼鬼は、鬼鬼である。

鬼鬼しは、鬼鬼しである。

オニオンは、オニオンである。

オニオングラタンは、オニオングラタンである。

鬼ヶ島は、鬼ヶ島である。

鬼ヶ城は、鬼ヶ城である。

鬼頭は、鬼頭である。

おにかますは、おにかますである。

鬼神は、鬼神である。

鬼殻焼は、鬼殻焼である。

鬼皮は、鬼皮である。

鬼瓦は、鬼瓦である。

鬼木は、鬼木である。

御新木は、御新木である。



鬼北は、鬼北である。

鬼切は、鬼切である。

御握りは、御握りである。

尾肉は、尾肉である。

御肉は、御肉である。

鬼食いは、鬼食いである。

鬼草は、鬼草である。

鬼蜘蛛は、鬼蜘蛛である。

鬼胡桃は、鬼胡桃である。

鬼罌粟は、鬼罌粟である。

鬼子は、鬼子である。

鬼首温泉郷は、鬼首温泉郷である。

鬼ここめは、鬼ここめである。

鬼心は、鬼心である。

鬼ごっこは、鬼ごっこである。

鬼事は、鬼事である。

鬼殺しは、鬼殺しである。

鬼作左は、鬼作左である。

鬼更紗は、鬼更紗である。

御西は、御西である。

鬼しは、鬼しである。

鬼縛りは、鬼縛りである。

鬼絞りは、鬼絞りである。

鬼清水は、鬼清水である。

鬼杉原は、鬼杉原である。

鬼蘇鉄は、鬼蘇鉄である。

鬼田平子は、鬼田平子である。

オニックスは、オニックスである。

鬼っ子は、鬼っ子である。

鬼貫は、鬼貫である。

鬼斗は、鬼斗である。

鬼野老は、鬼野老である。

鬼殿は、鬼殿である。

鬼山芹菜は、鬼山芹菜である。

鬼の子は、鬼の子である。

鬼の皿は、鬼の皿である。

鬼の醜草は、鬼の醜草である。

鬼の念仏は、鬼の念仏である。

鬼の間は、鬼の間である。

鬼の継子は、鬼の継子である。

鬼飲みは、鬼飲みである。

鬼の矢柄は、鬼の矢柄である。

鬼歯は、鬼歯である。

鬼蓮は、鬼蓮である。

鬼婆は、鬼婆である。

鬼番は、鬼番である。



鬼火は、鬼火である。

鬼火焚は、鬼火焚である。

鬼一口は、鬼一口である。

鬼海星は、鬼海星である。

鬼夫婦は、鬼夫婦である。

鬼燻べは、鬼燻べである。

鬼星は、鬼星である。

鬼舞は、鬼舞である。

鬼丸は、鬼丸である。

鬼御影は、鬼御影である。

鬼味噌は、鬼味噌である。

鬼武者は、鬼武者である。

鬼娘は、鬼娘である。

鬼綟は、鬼綟である。

御荷物は、御荷物である。

鬼物は、鬼物である。

鬼役は、鬼役である。

鬼藪蘇鉄は、鬼藪蘇鉄である。

鬼遣らいは、鬼遣らいである。

鬼やんまは、鬼やんまである。

御ニューは、御ニューである。

鬼百合は、鬼百合である。

鬼渡しは、鬼渡しである。

御庭番は、御庭番である。

御庭焼は、御庭焼である。

鬼童は、鬼童である。

小沼は、小沼である。

小野は、小野である。

御温は、御温である。

尾根は、尾根である。

オネーギンは、オネーギンである。

御姉さんは、御姉さんである。

オネゲルは、オネゲルである。

雄猫は、雄猫である。

男猫は、男猫である。

雄螺子は、雄螺子である。

雄螺子切は、雄螺子切である。

おねしょは、おねしょである。

お熱は、お熱である。

悪熱は、悪熱である。

御粘は、御粘である。

御根葉は、御根葉である。

大根葉は、大根葉である。

御睡は、御睡である。

御煉は、御煉である。

御練は、御練である。



おねんぶりは、おねんぶりである。

斧は、斧である。

おのは、おのである。

斧足類は、斧足類である。

小野梓は、小野梓である。

斧石は、斧石である。

尾上は、尾上である。

尾上伊太八は、尾上伊太八である。

尾上菊五郎は、尾上菊五郎である。

尾上柴舟は、尾上柴舟である。

尾上松緑は、尾上松緑である。

尾上の松は、尾上の松である。

尾上梅幸は、尾上梅幸である。

尾上松助は、尾上松助である。

尾上松之助は、尾上松之助である。

各々は、各々である。

各々方は、各々方である。

斧折れは、斧折れである。

斧折れ樺は、斧折れ樺である。

己がは、己がである。

己が色色は、己が色色である。

己が様様は、己が様様である。

己がじしは、己がじしである。

己が品品は、己が品品である。

己が散り散りは、己が散り散りである。

己がでには、己がでにである。

小野鵞堂は、小野鵞堂である。

己がどちは、己がどちである。

己が向き向きは、己が向き向きである。

己が世世は、己が世世である。

男の子子は、男の子子である。

小野御幸は、小野御幸である。

小野湖山は、小野湖山である。

男の子じものは、男の子じものである。

男同胞は、男同胞である。

男の子奴は、男の子奴である。

男の子鰥は、男の子鰥である。

おのころ島は、おのころ島である。

己様は、己様である。

自ずからは、自ずからである。

自ずとは、自ずとである。

小野田は、小野田である。

小野忠明は、小野忠明である。

小野竹喬は、小野竹喬である。

小野塚は、小野塚である。

小野塚喜平次は、小野塚喜平次である。



斧旁は、斧旁である。

己妻は、己妻である。

己夫は、己夫である。

小野寺は、小野寺である。

小野寺十内は、小野寺十内である。

斧音は、斧音である。

小野十三郎は、小野十三郎である。

おのともおのやは、おのともおのやである。

小野妹子は、小野妹子である。

小野お通は、小野お通である。

小野老は、小野老である。

戦くは、戦くである。

小野皇太后は、小野皇太后である。

小野小町は、小野小町である。

小野篁は、小野篁である。

小野道風は、小野道風である。

小野宮は、小野宮である。

小野好古は、小野好古である。

小野派一刀流は、小野派一刀流である。

斧始めは、斧始めである。

御上りは、御上りである。

御上りさんは、御上りさんである。

オノマトペアは、オノマトペアである。

尾の身は、尾の身である。

尾道は、尾道である。

雄水門は、雄水門である。

各も各もは、各も各もである。

小野門跡は、小野門跡である。

小野蘭山は、小野蘭山である。

小野流は、小野流である。

己生いは、己生いである。

己顔は、己顔である。

己咲きは、己咲きである。

己とは、己とである。

己やれは、己やれである。

御惚気豆は、御惚気豆である。

男童は、男童である。

オノンは、オノンである。

尾羽は、尾羽である。

小母は、小母である。

老婆は、老婆である。

伯母は、伯母である。

叔母は、叔母である。

御祖母さんは、御祖母さんである。

御婆さんは、御婆さんである。

オパーリンは、オパーリンである。



オパールは、オパールである。

オハイオは、オハイオである。

祖母おとどは、祖母おとどである。

伯母が酒は、伯母が酒である。

御歯形は、御歯形である。

御萩は、御萩である。

小母暮しは、小母暮しである。

御羽車は、御羽車である。

御歯黒は、御歯黒である。

鉄漿は、鉄漿である。

御歯黒親は、御歯黒親である。

御歯黒壺は、御歯黒壺である。

御歯黒溝は、御歯黒溝である。

御歯黒蜻蛉は、御歯黒蜻蛉である。

鉄漿蜻蛉は、鉄漿蜻蛉である。

御歯黒花は、御歯黒花である。

御歯黒筆は、御歯黒筆である。

御刷毛は、御刷毛である。

御化けは、御化けである。

尾羽毛は、尾羽毛である。

御化け貝は、御化け貝である。

御化け暦は、御化け暦である。

御箱は、御箱である。

おばこは、おばこである。

姨子は、姨子である。

祖母子は、祖母子である。

御運びは、御運びである。

おばこ節は、おばこ節である。

小母さんは、小母さんである。

伯母さんは、伯母さんである。

叔母さんは、叔母さんである。

御弾きは、御弾きである。

御半下は、御半下である。

御半下衆は、御半下衆である。

欄は、欄である。

伯母じゃ人は、伯母じゃ人である。

叔母じゃ人は、叔母じゃ人である。

御端折りは、御端折りである。

雄柱は、雄柱である。

帯ばすは、帯ばすである。

姨捨は、姨捨である。

伯母捨は、伯母捨である。

姨捨山は、姨捨山である。

男茎は、男茎である。

男茎形は、男茎形である。

小幡は、小幡である。



小幡景憲は、小幡景憲である。

御鉢は、御鉢である。

雄蜂は、雄蜂である。

御鉢入れは、御鉢入れである。

御鉢米は、御鉢米である。

御鉢巡りは、御鉢巡りである。

お初は、お初である。

御初は、御初である。

御葉漬は、御葉漬である。

お初徳兵衛は、お初徳兵衛である。

御花は、御花である。

尾花は、尾花である。

雄花は、雄花である。

尾花葦毛は、尾花葦毛である。

尾花色は、尾花色である。

尾花粥は、尾花粥である。

御花独楽は、御花独楽である。

尾花沢は、尾花沢である。

御放しは、御放しである。

尾花摺は、尾花摺である。

御花畑は、御花畑である。

御花畠は、御花畠である。

お花半七は、お花半七である。

小放りは、小放りである。

御跳ねは、御跳ねである。

おばねは、おばねである。

御葉広は、御葉広である。

おはまは、おはまである。

小浜は、小浜である。

御填りは、御填りである。

おはむきは、おはむきである。

御は文字は、御は文字である。

御林は、御林である。

御林帳は、御林帳である。

御林奉行は、御林奉行である。

お早うは、お早うである。

御払いは、御払いである。

御祓は、御祓である。

御祓団子は、御祓団子である。

御祓箱は、御祓箱である。

御払い物は、御払い物である。

御祓立は、御祓立である。

大原木は、大原木である。

小原木踊は、小原木踊である。

おはら節は、おはら節である。

小原女は、小原女である。



小原流は、小原流である。

御針は、御針である。

お針子は、お針子である。

小墾田宮は、小墾田宮である。

御晴れは、御晴れである。

おばんは、おばんである。

お晩は、お晩である。

御番は、御番である。

おばんざいは、おばんざいである。

お半長右衛門は、お半長右衛門である。

帯は、帯である。

飫肥は、飫肥である。

オビは、オビである。

帯揚げは、帯揚げである。

御姫様は、御姫様である。

帯板は、帯板である。

帯祝は、帯祝である。

帯占は、帯占である。

御冷えは、御冷えである。

脅えは、脅えである。

怯えは、怯えである。

怯え鬨は、怯え鬨である。

怯え鯨波は、怯え鯨波である。

脅えるは、脅えるである。

怯えるは、怯えるである。

帯親は、帯親である。

帯掛は、帯掛である。

帯金具は、帯金具である。

帯金は、帯金である。

帯紙は、帯紙である。

帯枯葉は、帯枯葉である。

帯革は、帯革である。

帯皮は、帯皮である。

帯側は、帯側である。

御引は、御引である。

誘き入れるは、誘き入れるである。

御引摺りは、御引摺りである。

誘き出すは、誘き出すである。

御引直衣は、御引直衣である。

誘き寄せるは、誘き寄せるである。

帯際は、帯際である。

帯筋は、帯筋である。

誘くは、誘くである。

帯食は、帯食である。

帯水母は、帯水母である。

帯グラフは、帯グラフである。



御髭は、御髭である。

帯鋼は、帯鋼である。

帯広告は、帯広告である。

御日様は、御日様である。

御膝下は、御膝下である。

帯桟は、帯桟である。

御菱は、御菱である。

帯しは、帯しである。

帯地は、帯地である。

帯下は、帯下である。

雄日芝は、雄日芝である。

帯縛りは、帯縛りである。

帯締めは、帯締めである。

御歩射は、御歩射である。

帯状は、帯状である。

帯代裸は、帯代裸である。

雄陽皺は、雄陽皺である。

帯心は、帯心である。

帯芯は、帯芯である。

帯添の太刀は、帯添の太刀である。

帯初めは、帯初めである。

御火焚は、御火焚である。

夥しいは、夥しいである。

おびたなは、おびたなである。

御櫃は、御櫃である。

牡羊座は、牡羊座である。

帯鉄は、帯鉄である。

帯鉄筋は、帯鉄筋である。

帯戸は、帯戸である。

帯解きは、帯解きである。

帯解き姿は、帯解き姿である。

帯解き前は、帯解き前である。

帯留は、帯留である。

御人好しは、御人好しである。

帯取は、帯取である。

帯取革は、帯取革である。

御雛は、御雛である。

男雛は、男雛である。

帯直しは、帯直しである。

御雛事は、御雛事である。

御雛様は、御雛様である。

オピニオンは、オピニオンである。

オピニオンリーダーは、オピニオンリーダーである。

御捻りは、御捻りである。

帯の祝は、帯の祝である。

帯鋸は、帯鋸である。



帯鋸盤は、帯鋸盤である。

帯挟みは、帯挟みである。

帯番組は、帯番組である。

帯引きは、帯引きである。

帯広は、帯広である。

帯広畜産大学は、帯広畜産大学である。

帯封は、帯封である。

佩袋は、佩袋である。

帯枕は、帯枕である。

小紐は、小紐である。

雄紐は、雄紐である。

佩物は、佩物である。

御冷は、御冷である。

御百度は、御百度である。

御冷しは、御冷しである。

産屋人は、産屋人である。

おひゃらかすは、おひゃらかすである。

おひゃるは、おひゃるである。

脅ゆは、脅ゆである。

怯ゆは、怯ゆである。

御飛代は、御飛代である。

大鮃は、大鮃である。

オヒョウは、オヒョウである。

御平は、御平である。

御開きは、御開きである。

御平椀は、御平椀である。

御昼は、御昼である。

おびるは、おびるである。

帯びるは、帯びるである。

雄蛭木は、雄蛭木である。

御昼成るは、御昼成るである。

尾鰭は、尾鰭である。

御拾いは、御拾いである。

御広敷は、御広敷である。

御披露目は、御披露目である。

御比んは、御比んである。

御鬢は、御鬢である。

御賓頭盧は、御賓頭盧である。

おふは、おふである。

オフは、オフである。

帯ぶは、帯ぶである。

オファーは、オファーである。

オフィオライトは、オフィオライトである。

オフィシャルは、オフィシャルである。

オフィシャルレコードは、オフィシャルレコードである。

オフィスは、オフィスである。



オフィスオートメーションは、オフィスオートメーションである。

オフィスガールは、オフィスガールである。

オフィスコンピューターは、オフィスコンピューターである。

オフィスランドスケープは、オフィスランドスケープである。

オフィスレディーは、オフィスレディーである。

負い紐は、負い紐である。

おぶうは、おぶうである。

オフェーリアは、オフェーリアである。

オフェンスは、オフェンスである。

御吹は、御吹である。

御服は、御服である。

御福は、御福である。

御仏供は、御仏供である。

御仏供頭は、御仏供頭である。

御袋は、御袋である。

尾袋は、尾袋である。

御福分けは、御福分けである。

御深井焼は、御深井焼である。

オフコンは、オフコンである。

尾房は、尾房である。

緒総は、緒総である。

綬は、綬である。

オブザーバーは、オブザーバーである。

オフサイドは、オフサイドである。

お房徳兵衛は、お房徳兵衛である。

負さるは、負さるである。

小柴は、小柴である。

男節は、男節である。

雄節は、雄節である。

オフシーズンは、オフシーズンである。

オブジェは、オブジェである。

オフジェーティーは、オフジェーティーである。

オブジェクトは、オブジェクトである。

オブジェクト指向プログラミングは、オブジェクト指向プログラミングである。

オブジェクトプログラムは、オブジェクトプログラムである。

オフショアは、オフショアである。

オフショア市場は、オフショア市場である。

オフショア生産は、オフショア生産である。

オプショナルツアーは、オプショナルツアーである。

オフショルダーは、オフショルダーである。

オプションは、オプションである。

オプション取引は、オプション取引である。

おふすは、おふすである。

オプスは、オプスである。

オブストラクションは、オブストラクションである。

男衾三郎絵巻は、男衾三郎絵巻である。



御布施は、御布施である。

オフセット印刷は、オフセット印刷である。

オフタイムは、オフタイムである。

御二焚は、御二焚である。

尾斑は、尾斑である。

尾駮は、尾駮である。

汚物は、汚物である。

御仏名は、御仏名である。

オプティカルアートは、オプティカルアートである。

オプティカル効果は、オプティカル効果である。

オプティミストは、オプティミストである。

オプティミズムは、オプティミズムである。

御筆先は、御筆先である。

緒太は、緒太である。

オプトエレクトロニクスは、オプトエレクトロニクスである。

御船歌は、御船歌である。

小舟は、小舟である。

御舟入りは、御舟入りである。

御船祭は、御船祭である。

オフバランス取引は、オフバランス取引である。

オフビートは、オフビートである。

オフホワイトは、オフホワイトである。

御文は、御文である。

オブラートは、オブラートである。

オフラインは、オフラインである。

オブリガートは、オブリガートである。

オブリゲーションは、オブリゲーションである。

オフリミットは、オフリミットである。

御古は、御古である。

御触れは、御触れである。

御触書は、御触書である。

御触書集成は、御触書集成である。

オフレコは、オフレコである。

オフロードは、オフロードである。

オブローモフは、オブローモフである。

オペは、オペである。

おべたべたは、おべたべたである。

おべっかは、おべっかである。

オペックは、オペックである。

おべべは、おべべである。

御部屋は、御部屋である。

御部屋入りは、御部屋入りである。

御部屋様は、御部屋様である。

御部屋衆は、御部屋衆である。

オペラは、オペラである。

オペラグラスは、オペラグラスである。



オペラコミックは、オペラコミックである。

オペラ座は、オペラ座である。

オペラセリアは、オペラセリアである。

オペラハウスは、オペラハウスである。

オペラバッグは、オペラバッグである。

オペラハットは、オペラハットである。

オペラブッファは、オペラブッファである。

オベリスクは、オベリスクである。

オペレーションは、オペレーションである。

オペレーションズリサーチは、オペレーションズリサーチである。

オペレーターは、オペレーターである。

オペレーティングシステムは、オペレーティングシステムである。

オペレッタは、オペレッタである。

オベロンは、オベロンである。

オペロンは、オペロンである。

オペロン説は、オペロン説である。

おべんちゃらは、おべんちゃらである。

お坊吉三は、お坊吉三である。

御坊さんは、御坊さんである。

覚えは、覚えである。

覚書は、覚書である。

覚え込むは、覚え込むである。

覚えずは、覚えずである。

覚え帳は、覚え帳である。

覚えるは、覚えるである。

オホーツクは、オホーツクである。

オホーツク海は、オホーツク海である。

オホーツク海気団は、オホーツク海気団である。

オホーツク海高気圧は、オホーツク海高気圧である。

オホーツク文化は、オホーツク文化である。

朧朧は、朧朧である。

朧朧しは、朧朧しである。

初草取は、初草取である。

おぼこは、おぼこである。

おぼこ娘は、おぼこ娘である。

思しは、思しである。

男星は、男星である。

思しいは、思しいである。

覚しいは、覚しいである。

思し召しは、思し召しである。

思し召すは、思し召すである。

生ほすは、生ほすである。

思すは、思すである。

御細は、御細である。

おぼだては、おぼだてである。

おぼ鉤は、おぼ鉤である。



オポチュニストは、オポチュニストである。

オポチュニズムは、オポチュニズムである。

覚束無は、覚束無である。

覚束無いは、覚束無いである。

覚束無みは、覚束無みである。

オポッサムは、オポッサムである。

おぽっぽは、おぽっぽである。

おぼとるは、おぼとるである。

蓬頭は、蓬頭である。

蓬髪は、蓬髪である。

尾骨は、尾骨である。

おぼのは、おぼのである。

おほほは、おほほである。

おぼぼしは、おぼぼしである。

思ほすは、思ほすである。

溺ほすは、溺ほすである。

思ほゆは、思ほゆである。

惚ほるは、惚ほるである。

溺ほるは、溺ほるである。

おぼめかしは、おぼめかしである。

おぼめくは、おぼめくである。

覚ゆは、覚ゆである。

溺らかすは、溺らかすである。

溺らすは、溺らすである。

おぼりは、おぼりである。

溺るは、溺るである。

おぼるは、おぼるである。

溺れ死には、溺れ死にである。

溺れ谷は、溺れ谷である。

溺れるは、溺れるである。

朧は、朧である。

朧朧とは、朧朧とである。

朧影は、朧影である。

朧駕籠は、朧駕籠である。

朧銀は、朧銀である。

朧雲は、朧雲である。

朧げは、朧げである。

朧昆布は、朧昆布である。

朧染は、朧染である。

朧月は、朧月である。

朧月夜は、朧月夜である。

朧豆腐は、朧豆腐である。

朧の清水は、朧の清水である。

朧富士は、朧富士である。

朧船は、朧船である。

朧饅頭は、朧饅頭である。



朧夜は、朧夜である。

おほんは、おほんである。

御盆は、御盆である。

御参りは、御参りである。

御前は、御前である。

御前方は、御前方である。

御前崎は、御前崎である。

御前沙汰は、御前沙汰である。

御前様は、御前様である。

御前達は、御前達である。

御前の試は、御前の試である。

御前奉公は、御前奉公である。

御前町は、御前町である。

オマージュは、オマージュである。

オマール蝦は、オマール蝦である。

オマーンは、オマーンである。

緒巻は、緒巻である。

尾巻猿は、尾巻猿である。

男幕は、男幕である。

おまけは、おまけである。

御負けは、御負けである。

御負けには、御負けにである。

御座所は、御座所である。

御交りは、御交りである。

おますは、おますである。

御座すは、御座すである。

御ませは、御ませである。

雄町は、雄町である。

御町衆は、御町衆である。

御待使は、御待使である。

御待遠様は、御待遠様である。

雄松は、雄松である。

おまっすは、おまっすである。

御祭は、御祭である。

御祭気分は、御祭気分である。

お祭佐七は、お祭佐七である。

御祭騒ぎは、御祭騒ぎである。

御真魚は、御真魚である。

御間中は、御間中である。

御学始は、御学始である。

オマハは、オマハである。

おまはんは、おまはんである。

御真向様は、御真向様である。

御守りは、御守りである。

おまらすは、おまらすである。

御虎子は、御虎子である。



オマルハイヤームは、オマルハイヤームである。

御回しは、御回しである。

御回りは、御回りである。

御巡りは、御巡りである。

御巡りさんは、御巡りさんである。

御饅は、御饅である。

阿万が飴は、阿万が飴である。

おまんがときは、おまんがときである。

おまん源五兵衛は、おまん源五兵衛である。

お守袋は、お守袋である。

御飯は、御飯である。

臣は、臣である。

使主は、使主である。

小忌は、小忌である。

麻績は、麻績である。

御身は、御身である。

御御灯火は、御御灯火である。

御御足は、御御足である。

御御御付は、御御御付である。

御磨きは、御磨きである。

御見限りは、御見限りである。

御神酒は、御神酒である。

御神酒徳利は、御神酒徳利である。

御御鬮は、御御鬮である。

御神籤は、御神籤である。

御神輿は、御神輿である。

小忌衣は、小忌衣である。

御身様は、御身様である。

御水借りは、御水借りである。

御水取りは、御水取りである。

御見逸れは、御見逸れである。

オミットは、オミットである。

御見通しは、御見通しである。

女郎花は、女郎花である。

女郎花月は、女郎花月である。

女神は、女神である。

女髪長は、女髪長である。

御身拭いは、御身拭いである。

小峰は、小峰である。

小忌の御湯は、小忌の御湯である。

臣の木は、臣の木である。

臣の子は、臣の子である。

小忌人は、小忌人である。

おみやは、おみやである。

御宮は、御宮である。

御宮入りは、御宮入りである。



御土産は、御土産である。

御土産人形は、御土産人形である。

陰陽師は、陰陽師である。

お三輪は、お三輪である。

御神渡りは、御神渡りである。

怖むは、怖むである。

峰向いは、峰向いである。

御向いは、御向いである。

御迎えは、御迎えである。

御迎え坊主は、御迎え坊主である。

おむがしは、おむがしである。

おむがしむは、おむがしむである。

御無垢は、御無垢である。

御無垢無垢は、御無垢無垢である。

おむさむさは、おむさむさである。

おむしは、おむしである。

おむしの御汁は、おむしの御汁である。

おむしゃるは、おむしゃるである。

御娘は、御娘である。

オムスクは、オムスクである。

御結びは、御結びである。

御襁褓は、御襁褓である。

おむつかしながらは、おむつかしながらである。

オムニバスは、オムニバスである。

御紫は、御紫である。

オムライスは、オムライスである。

オムレツは、オムレツである。

御室は、御室である。

御室御所は、御室御所である。

御室門跡は、御室門跡である。

御室焼は、御室焼である。

御目は、御目である。

おめあしは、おめあしである。

汚名は、汚名である。

御影供は、御影供である。

御命講は、御命講である。

おめおめは、おめおめである。

おめおめしは、おめおめしである。

おめかは、おめかである。

Ωは、Ωである。
ωは、ωである。
おめかしは、おめかしである。

御眼鏡は、御眼鏡である。

面変りは、面変りである。

喚くは、喚くである。

おめざは、おめざである。



御召は、御召である。

御召替えは、御召替えである。

御召出しは、御召出しである。

御召縮緬は、御召縮緬である。

御召納戸は、御召納戸である。

御召物は、御召物である。

御召列車は、御召列車である。

怖めず臆せずは、怖めず臆せずである。

御目玉は、御目玉である。

おめでたは、おめでたである。

おめでたいは、おめでたいである。

御目出糖は、御目出糖である。

おめでとうは、おめでとうである。

御目通りは、御目通りである。

小目無しは、小目無しである。

御目見は、御目見である。

御目見得は、御目見得である。

御目見以下は、御目見以下である。

御目見以上は、御目見以上である。

御目見得狂言は、御目見得狂言である。

御目見得泥棒は、御目見得泥棒である。

御目見得奉公は、御目見得奉公である。

臆虫は、臆虫である。

御目目は、御目目である。

御目文字は、御目文字である。

於女里は、於女里である。

面は、面である。

重あどは、重あどである。

面荒は、面荒である。

面合せは、面合せである。

思いは、思いである。

念いは、念いである。

想いは、想いである。

重いは、重いである。

思い合うは、思い合うである。

思ひ敢へずは、思ひ敢へずである。

思い上がりは、思い上がりである。

思い上がるは、思い上がるである。

思い当るは、思い当るである。

思ひ当つは、思ひ当つである。

思ひ扱ふは、思ひ扱ふである。

思ひ集むは、思ひ集むである。

思い当ては、思い当てである。

思ひ侮るは、思ひ侮るである。

思い余るは、思い余るである。

思ひ歩くは、思ひ歩くである。



思い合せるは、思い合せるである。

思ひ出づは、思ひ出づである。

思ひ出すは、思ひ出すである。

思ひ労くは、思ひ労くである。

思い至るは、思い至るである。

思ひ出は、思ひ出である。

思ひ出顔は、思ひ出顔である。

思ひ営むは、思ひ営むである。

思い入りは、思い入りである。

思ひ入るは、思ひ入るである。

思い入れは、思い入れである。

思ひ得は、思ひ得である。

思い浮ぶは、思い浮ぶである。

思い浮べるは、思い浮べるである。

思ひ浮かるは、思ひ浮かるである。

思い歌は、思い歌である。

思ひ疑ふは、思ひ疑ふである。

思ひ移るは、思ひ移るである。

思ひ疎むは、思ひ疎むである。

思ひ倦むは、思ひ倦むである。

思ひうらぶるは、思ひうらぶるである。

思ひ倦んずは、思ひ倦んずである。

思い描くは、思い描くである。

思い置きは、思い置きである。

思ひ掟つは、思ひ掟つである。

思ひ置くは、思ひ置くである。

思ひ後るは、思ひ後るである。

思い起すは、思い起すである。

思ひ遣すは、思ひ遣すである。

思ひ怠るは、思ひ怠るである。

思ひ驕るは、思ひ驕るである。

思ひ貶すは、思ひ貶すである。

思ひ劣るは、思ひ劣るである。

思い思いは、思い思いである。

思ひ思ふは、思ひ思ふである。

思い及ぶは、思い及ぶである。

思い甲斐は、思い甲斐である。

思い返すは、思い返すである。

思ひ返るは、思ひ返るである。

思い顔は、思い顔である。

思ひ掛るは、思ひ掛るである。

思ひ限るは、思ひ限るである。

思ひ掛くは、思ひ掛くである。

思い掛けずは、思い掛けずである。

思い掛け無いは、思い掛け無いである。

思ひ傅くは、思ひ傅くである。



思ひ固むは、思ひ固むである。

思ひ愛しは、思ひ愛しである。

思金神は、思金神である。

思兼神は、思兼神である。

思い兼ねるは、思い兼ねるである。

思ひ構ふは、思ひ構ふである。

思川は、思川である。

思い交すは、思い交すである。

思ひ競ふは、思ひ競ふである。

思い切っては、思い切ってである。

思いきやは、思いきやである。

思ひ消ゆは、思ひ消ゆである。

思い切りは、思い切りである。

思い切るは、思い切るである。

思草は、思草である。

思い種は、思い種である。

思ひ砕くは、思ひ砕くである。

思ひ腐すは、思ひ腐すである。

思ひ朽つは、思ひ朽つである。

思ひ屈すは、思ひ屈すである。

思ひ隈は、思ひ隈である。

思ひ隈無しは、思ひ隈無しである。

思い暮すは、思い暮すである。

思い比べるは、思い比べるである。

思ひ暮るは、思ひ暮るである。

思ひ苦しは、思ひ苦しである。

思ひ屈ずは、思ひ屈ずである。

思ひ消すは、思ひ消すである。

思ひ消つは、思ひ消つである。

思い子は、思い子である。

思ひ恋ふは、思ひ恋ふである。

思い焦がれるは、思い焦がれるである。

思ひ越すは、思ひ越すである。

思い事は、思い事である。

思ひこなすは、思ひこなすである。

思ひ零るは、思ひ零るである。

思い込みは、思い込みである。

思い込むは、思い込むである。

思ひ籠むは、思ひ籠むである。

思ひ懲るは、思ひ懲るである。

思ひ差しは、思ひ差しである。

思い定めるは、思い定めるである。

思ひ醒すは、思ひ醒すである。

思い覚めは、思い覚めである。

思ひ萎るは、思ひ萎るである。

思い沈むは、思い沈むである。



思ひ鎮むは、思ひ鎮むである。

思ひ萎ゆは、思ひ萎ゆである。

思い死には、思い死にである。

思ひ死ぬは、思ひ死ぬである。

思ひ染むは、思ひ染むである。

思ひ湿るは、思ひ湿るである。

思い知らせるは、思い知らせるである。

思い知るは、思い知るである。

思ひづは、思ひづである。

思い過ぎは、思い過ぎである。

思ひ過ぐは、思ひ過ぐである。

思ひ過すは、思ひ過すである。

思い過しは、思い過しである。

思い過すは、思い過すである。

思ひ捨つは、思ひ捨つである。

思ひ澄ますは、思ひ澄ますである。

思ひ添ふは、思ひ添ふである。

思い初めるは、思い初めるである。

思ひ違ひは、思ひ違ひである。

思ひ違ふは、思ひ違ふである。

思ひ健ぶは、思ひ健ぶである。

思い出し笑いは、思い出し笑いである。

思い出すは、思い出すである。

思ひ漂ふは、思ひ漂ふである。

思い立つは、思い立つである。

思ひ断つは、思ひ断つである。

思ひ辿るは、思ひ辿るである。

思ひ頼むは、思ひ頼むである。

思ひ絶ゆは、思ひ絶ゆである。

思ひたゆたふは、思ひたゆたふである。

思ひ弛むは、思ひ弛むである。

思ひ足らはすは、思ひ足らはすである。

思ひ撓むは、思ひ撓むである。

思ひ戯るは、思ひ戯るである。

思い違いは、思い違いである。

思い違えは、思い違えである。

思い違えるは、思い違えるである。

思い付きは、思い付きである。

思い付くは、思い付くである。

思い続けるは、思い続けるである。

思ひ包むは、思ひ包むである。

思い募るは、思い募るである。

思い夫は、思い夫である。

思い妻は、思い妻である。

思ひ積むは、思ひ積むである。

思い詰めるは、思い詰めるである。



思ひ強るは、思ひ強るである。

思ひ連ぬは、思ひ連ぬである。

思い出は、思い出である。

想い出は、想い出である。

思出の記は、思出の記である。

思い出話は、思い出話である。

思い出笑は、思い出笑である。

思所は、思所である。

思処は、思処である。

思い通りは、思い通りである。

思ひ解くは、思ひ解くである。

思ひ閉ぢむは、思ひ閉ぢむである。

思ひどちは、思ひどちである。

思ひ滞るは、思ひ滞るである。

思い止まるは、思い止まるである。

思ひ止むは、思ひ止むである。

思い止るは、思い止るである。

思ひ取りは、思ひ取りである。

思ひ取るは、思ひ取るである。

思い直すは、思い直すである。

思ひ直るは、思ひ直るである。

思ひ流すは、思ひ流すである。

思ひ慰むは、思ひ慰むである。

思い做しは、思い做しである。

思い做すは、思い做すである。

思ひ準ふは、思ひ準ふである。

思ひ宥むは、思ひ宥むである。

思ひ宥らむは、思ひ宥らむである。

思い悩むは、思い悩むである。

思ひ習ふは、思ひ習ふである。

思ひ成るは、思ひ成るである。

思ひ馴るは、思ひ馴るである。

思ひ寝は、思ひ寝である。

思ひ寝覚めは、思ひ寝覚めである。

思ひ念ずは、思ひ念ずである。

思ひの家は、思ひの家である。

思ひの色は、思ひの色である。

思いの霞は、思いの霞である。

思いの絆は、思いの絆である。

思ひの煙は、思ひの煙である。

思い残すは、思い残すである。

思いの底は、思いの底である。

思いの丈は、思いの丈である。

思いの種は、思いの種である。

念ひの珠は、念ひの珠である。

思ひの綱は、思ひの綱である。



思ひの露は、思ひの露である。

思いの火は、思いの火である。

思ひ伸ぶは、思ひ伸ぶである。

思いの淵は、思いの淵である。

思いの外は、思いの外である。

思ひ上るは、思ひ上るである。

思いの儘は、思いの儘である。

思いの道は、思いの道である。

思いの山は、思いの山である。

思いの闇は、思いの闇である。

思い羽は、思い羽である。

思い葉は、思い葉である。

思ひばか行かずは、思ひばか行かずである。

思ひ量るは、思ひ量るである。

思ひ育むは、思ひ育むである。

思ひ励むは、思ひ励むである。

思ひ果つは、思ひ果つである。

思い羽包みは、思い羽包みである。

思ひ放つは、思ひ放つである。

思ひ離るは、思ひ離るである。

思い羽根は、思い羽根である。

思ひ憚るは、思ひ憚るである。

思い同胞は、思い同胞である。

思ひ散かすは、思ひ散かすである。

思ひ晴くは、思ひ晴くである。

思い人は、思い人である。

思い耽るは、思い耽るである。

思い振りは、思い振りである。

思ひ旧るは、思ひ旧るである。

思ひ隔つは、思ひ隔つである。

思ひ惚くは、思ひ惚くである。

思ひ誇るは、思ひ誇るである。

思ひ惚るは、思ひ惚るである。

思ひ紛ふは、思ひ紛ふである。

思ひ増すは、思ひ増すである。

思ひ優すは、思ひ優すである。

思ひ纏はすは、思ひ纏はすである。

思ひ纏はるは、思ひ纏はるである。

思い惑うは、思い惑うである。

思い迷うは、思い迷うである。

思い回すは、思い回すである。

思い乱れるは、思い乱れるである。

思ひ見るは、思ひ見るである。

惟みるは、惟みるである。

思ひ咽すは、思ひ咽すである。

思ひ結ぼほるは、思ひ結ぼほるである。



思ひ結ぼるは、思ひ結ぼるである。

思ひ咽ぶは、思ひ咽ぶである。

思ひ睦ぶは、思ひ睦ぶである。

思い巡らすは、思い巡らすである。

思い設けるは、思い設けるである。

思い者は、思い者である。

思ひ休むは、思ひ休むである。

思ひ息むは、思ひ息むである。

思ひ休らふは、思ひ休らふである。

思ひ病むは、思ひ病むである。

思い遣りは、思い遣りである。

思い遣るは、思い遣るである。

思ひ譲るは、思ひ譲るである。

思ひ許すは、思ひ許すである。

思ひ寄すは、思ひ寄すである。

思ひ寄そふは、思ひ寄そふである。

思い寄りは、思い寄りである。

思い寄るは、思い寄るである。

思ひ弱るは、思ひ弱るである。

思入れは、思入れである。

思ひ分くは、思ひ分くである。

思い煩うは、思い煩うである。

思ひ渡すは、思ひ渡すである。

思ひ渡るは、思ひ渡るである。

思ひ侘ぶは、思ひ侘ぶである。

思うは、思うである。

想うは、想うである。

憶うは、憶うである。

念うは、念うである。

思ふ思ふは、思ふ思ふである。

思ふげには、思ふげにである。

思う子は、思う子である。

思う様は、思う様である。

御申しは、御申しである。

思ふ空は、思ふ空である。

思う存分は、思う存分である。

思う壺は、思う壺である。

思ふ所無しは、思ふ所無しである。

思ふどちは、思ふどちである。

思うには、思うにである。

惟うには、惟うにである。

思う日は、思う日である。

思う人は、思う人である。

思う儘は、思う儘である。

思へらくは、思へらくである。

以為へらくは、以為へらくである。



面貌は、面貌である。

思えるは、思えるである。

重重しいは、重重しいである。

面懸は、面懸である。

面繋は、面繋である。

面隠しは、面隠しである。

面隠すは、面隠すである。

面影は、面影である。

俤は、俤である。

於母影は、於母影である。

面影付は、面影付である。

俤付は、俤付である。

面舵は、面舵である。

面形は、面形である。

面勝つは、面勝つである。

面軽しは、面軽しである。

重木は、重木である。

主木は、主木である。

重客は、重客である。

面嫌いは、面嫌いである。

面瘡は、面瘡である。

重くすは、重くすである。

重苦しいは、重苦しいである。

重くれるは、重くれるである。

面黒いは、面黒いである。

重くろしいは、重くろしいである。

本懸魚は、本懸魚である。

おもごは、おもごである。

面河渓は、面河渓である。

重さは、重さである。

面差しは、面差しである。

重しは、重しである。

重石は、重石である。

おもしゃるは、おもしゃるである。

面知るは、面知るである。

面白は、面白である。

面白いは、面白いである。

面白可笑しいは、面白可笑しいである。

面白がるは、面白がるである。

面白さは、面白さである。

面白しは、面白しである。

面白尽は、面白尽である。

面白半分は、面白半分である。

面白みは、面白みである。

羈は、羈である。

重たいは、重たいである。



沢瀉は、沢瀉である。

面高は、面高である。

沢瀉縅は、沢瀉縅である。

沢瀉慈姑は、沢瀉慈姑である。

沢瀉摺は、沢瀉摺である。

沢瀉久孝は、沢瀉久孝である。

思た気は、思た気である。

御持たせは、御持たせである。

おもただしは、おもただしである。

面立たしは、面立たしである。

面立ちは、面立ちである。

重立つは、重立つである。

主立つは、主立つである。

面立ては、面立てである。

重た増しは、重た増しである。

面足るは、面足るである。

御持筒頭は、御持筒頭である。

玩具は、玩具である。

主茶碗は、主茶碗である。

御持弓頭は、御持弓頭である。

主遣いは、主遣いである。

おも釣は、おも釣である。

表は、表である。

重手は、重手である。

重傷は、重傷である。

表編みは、表編みである。

面歌は、面歌である。

表絵師は、表絵師である。

面起しは、面起しである。

面面は、面面である。

表替えは、表替えである。

表書きは、表書きである。

表方は、表方である。

表構えは、表構えである。

表家老は、表家老である。

表革は、表革である。

表皮は、表皮である。

表側は、表側である。

表看板は、表看板である。

面客は、面客である。

表口は、表口である。

表組は、表組である。

表罫は、表罫である。

表芸は、表芸である。

表玄関は、表玄関である。

表高家は、表高家である。



表御座所は、表御座所である。

表小姓は、表小姓である。

表御殿は、表御殿である。

表作は、表作である。

表差は、表差である。

表座敷は、表座敷である。

表沙汰は、表沙汰である。

面去りは、面去りである。

表仕は、表仕である。

表地は、表地である。

表潮は、表潮である。

表敷は、表敷である。

表書院は、表書院である。

表千家は、表千家である。

重手代は、重手代である。

表大名は、表大名である。

表高は、表高である。

表立つは、表立つである。

表店は、表店である。

表使は、表使である。

面使いは、面使いである。

表付は、表付である。

当罪は、当罪である。

面道具は、面道具である。

表通りは、表通りである。

表長屋は、表長屋である。

表日本は、表日本である。

表印は、表印である。

表八句は、表八句である。

表半畳は、表半畳である。

面伏せは、面伏せである。

表坊主は、表坊主である。

面負けは、面負けである。

表向きは、表向きである。

表銘は、表銘である。

表門は、表門である。

表紋は、表紋である。

表山は、表山である。

表右筆は、表右筆である。

表流は、表流である。

面照るは、面照るである。

万年青は、万年青である。

御許は、御許である。

母刀自は、母刀自である。

御許人は、御許人である。

侍従は、侍従である。



面無は、面無である。

面長は、面長である。

面無しは、面無しである。

重習いは、重習いである。

面馴るは、面馴るである。

面馴れは、面馴れである。

重荷は、重荷である。

オモニは、オモニである。

主には、主にである。

面憎しは、面憎しである。

主根は、主根である。

阿るは、阿るである。

珮は、珮である。

御物は、御物である。

御物射は、御物射である。

雄物川は、雄物川である。

御物師は、御物師である。

御物棚は、御物棚である。

御物茶師は、御物茶師である。

御物作りは、御物作りである。

御物奉行は、御物奉行である。

御物宿りは、御物宿りである。

思はふは、思はふである。

主柱は、主柱である。

重馬場は、重馬場である。

思はゆは、思はゆである。

面映ゆいは、面映ゆいである。

母同胞は、母同胞である。

面腫るは、面腫るである。

趣は、趣である。

趣くは、趣くである。

趣けは、趣けである。

徐には、徐にである。

思ほえずは、思ほえずである。

思ほしは、思ほしである。

思ほし召すは、思ほし召すである。

面熱りは、面熱りである。

思ほゆらくは、思ほゆらくである。

重みは、重みである。

赴くは、赴くである。

面持ちは、面持ちである。

面やは、面やである。

母屋は、母屋である。

母家は、母家である。

主家は、主家である。

重やかは、重やかである。



重役は、重役である。

重役人は、重役人である。

面痩すは、面痩すである。

面痩せは、面痩せである。

面窶れは、面窶れである。

面柳は、面柳である。

重湯は、重湯である。

面様は、面様である。

御貰いは、御貰いである。

重らかは、重らかである。

重りは、重りである。

御守は、御守である。

重りかは、重りかである。

錘頭巾は、錘頭巾である。

重るは、重るである。

おもろは、おもろである。

おもろいは、おもろいである。

おもろさうしは、おもろさうしである。

面輪は、面輪である。

思わくは、思わくである。

思惑売は、思惑売である。

思わく女は、思わく女である。

思惑買は、思惑買である。

思惑師は、思惑師である。

思惑筋は、思惑筋である。

思惑違いは、思惑違いである。

思惑外れは、思惑外れである。

思惑話は、思惑話である。

思わしいは、思わしいである。

思わずは、思わずである。

思わず顔は、思わず顔である。

思はずげは、思はずげである。

面忘れは、面忘れである。

思わせ人は、思わせ人である。

思わせ振りは、思わせ振りである。

思わぬは、思わぬである。

思われ人は、思われ人である。

重んじるは、重んじるである。

重んずるは、重んずるである。

慮りは、慮りである。

慮るは、慮るである。

親は、親である。

祖は、祖である。

小屋は、小屋である。

小家は、小家である。

おやは、おやである。



親芋は、親芋である。

親思いは、親思いである。

親親は、親親である。

おやおやは、おやおやである。

親甲斐は、親甲斐である。

親会社は、親会社である。

親顔は、親顔である。

親掛りは、親掛りである。

親匿し場は、親匿し場である。

親掛は、親掛である。

生やかすは、生やかすである。

親風は、親風である。

親方は、親方である。

親方掛りは、親方掛りである。

親方分は、親方分である。

親方持ちは、親方持ちである。

親株は、親株である。

御喧しゅうは、御喧しゅうである。

親竈は、親竈である。

祖神は、祖神である。

親がるは、親がるである。

親代りは、親代りである。

御焼は、御焼である。

親木は、親木である。

御焼餅は、御焼餅である。

親君は、親君である。

親兄弟は、親兄弟である。

御役は、御役である。

痘瘡は、痘瘡である。

おやぐは、おやぐである。

御役御免は、御役御免である。

御役所仕事は、御役所仕事である。

親雲上は、親雲上である。

親げなしは、親げなしである。

親子は、親子である。

親御は、親御である。

親孝行は、親孝行である。

親子垣は、親子垣である。

親子鑑別は、親子鑑別である。

親子草は、親子草である。

親心は、親心である。

親御前は、親御前である。

親子月は、親子月である。

親子丼は、親子丼である。

親子鍋は、親子鍋である。

親子成りは、親子成りである。



親子南蛮は、親子南蛮である。

親子広いは、親子広いである。

親作は、親作である。

親里は、親里である。

親様は、親様である。

親父は、親父である。

親仁は、親仁である。

親爺は、親爺である。

親字は、親字である。

親潮は、親潮である。

親仁形は、親仁形である。

親仁方は、親仁方である。

親質は、親質である。

親縛り石は、親縛り石である。

親じゃ人は、親じゃ人である。

親重代は、親重代である。

親不知は、親不知である。

親不知歯は、親不知歯である。

小社は、小社である。

親代は、親代である。

おやすは、おやすである。

御養は、御養である。

生やすは、生やすである。

瘁やすは、瘁やすである。

御安いは、御安いである。

御休みは、御休みである。

御休みなさいは、御休みなさいである。

親田は、親田である。

親代代は、親代代である。

親宝は、親宝である。

親立つは、親立つである。

親玉は、親玉である。

親旦那は、親旦那である。

御八つは、御八つである。

親月は、親月である。

親蔓は、親蔓である。

御雇は、御雇である。

御傭は、御傭である。

御雇外国人は、御雇外国人である。

親時計は、親時計である。

親鳥は、親鳥である。

親取り子取りは、親取り子取りである。

小柳は、小柳である。

小柳司気太は、小柳司気太である。

親無しは、親無しである。

親無し子は、親無し子である。



親無し無尽講は、親無し無尽講である。

親睨みは、親睨みである。

親螺子は、親螺子である。

親の風は、親の風である。

親の膳は、親の膳である。

親の唾は、親の唾である。

親の官は、親の官である。

親の日は、親の日である。

親馬鹿は、親馬鹿である。

親柱は、親柱である。

親罰は、親罰である。

親離れは、親離れである。

親判は、親判である。

親引けは、親引けである。

親人は、親人である。

親不孝は、親不孝である。

親船は、親船である。

親分は、親分である。

親分肌は、親分肌である。

親分鉢は、親分鉢である。

小矢部は、小矢部である。

親骨は、親骨である。

親本は、親本である。

お山は、お山である。

女形は、女形である。

小山は、小山である。

御山は、御山である。

お山絵は、お山絵である。

お山狂いは、お山狂いである。

お山見じは、お山見じである。

親優りは、親優りである。

親勝りは、親勝りである。

御山雀は、御山雀である。

小山田は、小山田である。

小山田与清は、小山田与清である。

女形人形は、女形人形である。

御山の大将は、御山の大将である。

御山ぶは、御山ぶである。

小止みは、小止みである。

小止むは、小止むである。

親無尽講は、親無尽講である。

親めくは、親めくである。

親文字は、親文字である。

親許は、親許である。

親元は、親元である。

親許身請は、親許身請である。



親譲りは、親譲りである。

親指は、親指である。

親椀は、親椀である。

オヤングーレンは、オヤングーレンである。

おやんなさいやしは、おやんなさいやしである。

老ゆは、老ゆである。

瘁ゆは、瘁ゆである。

御湯殿は、御湯殿である。

御湯殿の上は、御湯殿の上である。

御湯殿の上の日記は、御湯殿の上の日記である。

御湯殿の儀式は、御湯殿の儀式である。

御湯殿始は、御湯殿始である。

おゆのしたは、おゆのしたである。

指は、指である。

御弓の神事は、御弓の神事である。

老ゆらくは、老ゆらくである。

お由良騒動は、お由良騒動である。

泳がすは、泳がすである。

泳ぎは、泳ぎである。

泳ぐは、泳ぐである。

游ぐは、游ぐである。

老男は、老男である。

およしよしは、およしよしである。

およすぐは、およすぐである。

およすげは、およすげである。

妖は、妖である。

妖言は、妖言である。

妖人は、妖人である。

凡そは、凡そである。

御夜長は、御夜長である。

及ばず乍らは、及ばず乍らである。

御招ばれは、御招ばれである。

御呼ばれは、御呼ばれである。

御呼びは、御呼びである。

及びは、及びである。

及び掛るは、及び掛るである。

及び難いは、及び難いである。

及び苦しは、及び苦しである。

及び腰は、及び腰である。

及び剃りは、及び剃りである。

及び無しは、及び無しである。

指貫は、指貫である。

及ぶは、及ぶである。

及ぼすは、及ぼすである。

およ物は、およ物である。

御寄講は、御寄講である。



御夜は、御夜である。

御寝るは、御寝るである。

御寝なるは、御寝なるである。

御寝んなるは、御寝んなるである。

おらが春は、おらが春である。

オラクルは、オラクルである。

オラショは、オラショである。

己っちは、己っちである。

遠羅天釜は、遠羅天釜である。

オラトリオは、オラトリオである。

叫ぶは、叫ぶである。

オランウータンは、オランウータンである。

オランダは、オランダである。

オランダ苺は、オランダ苺である。

阿蘭陀海芋は、阿蘭陀海芋である。

オランダ芥子は、オランダ芥子である。

和蘭雉隠しは、和蘭雉隠しである。

オランダ競売法は、オランダ競売法である。

和蘭下りは、和蘭下りである。

和蘭翹揺は、和蘭翹揺である。

オランダ語は、オランダ語である。

和蘭字彙は、和蘭字彙である。

和蘭獅子頭は、和蘭獅子頭である。

和蘭正月は、和蘭正月である。

和蘭商館は、和蘭商館である。

和蘭墨は、和蘭墨である。

和蘭石竹は、和蘭石竹である。

和蘭芹は、和蘭芹である。

和蘭千里眼は、和蘭千里眼である。

和蘭通詞は、和蘭通詞である。

オランダ東印度会社は、オランダ東印度会社である。

阿蘭陀風説書は、阿蘭陀風説書である。

和蘭三葉は、和蘭三葉である。

塘蒿は、塘蒿である。

和蘭焼は、和蘭焼である。

和蘭屋敷は、和蘭屋敷である。

阿蘭陀流は、阿蘭陀流である。

折は、折である。

澱は、澱である。

織は、織である。

汚吏は、汚吏である。

居りは、居りである。

折合いは、折合いである。

折り合うは、折り合うである。

織襖は、織襖である。

居り明かすは、居り明かすである。



織上りは、織上りである。

織り上がるは、織り上がるである。

折上げは、折上げである。

織り上げるは、織り上げるである。

折悪しは、折悪しである。

折悪しくは、折悪しくである。

下り居は、下り居である。

オリーヴは、オリーヴである。

織り出づは、織り出づである。

織り出すは、織り出すである。

折り入っては、折り入ってである。

織糸は、織糸である。

下り居の帝は、下り居の帝である。

下り居の宮は、下り居の宮である。

オリーブは、オリーブである。

オリーブ色は、オリーブ色である。

オリーブ山は、オリーブ山である。

オリーブ油は、オリーブ油である。

下り居るは、下り居るである。

折り入るは、折り入るである。

織色は、織色である。

オリヴァートゥイストは、オリヴァートゥイストである。

オリヴィエは、オリヴィエである。

折櫃は、折櫃である。

折詠草は、折詠草である。

折り枝は、折り枝である。

織葡萄は、織葡萄である。

折烏帽子は、折烏帽子である。

折襟は、折襟である。

オリエンタリストは、オリエンタリストである。

オリエンタリズムは、オリエンタリズムである。

オリエンタルは、オリエンタルである。

オリエンテーションは、オリエンテーションである。

オリエンテーリングは、オリエンテーリングである。

オリエントは、オリエントである。

折置は、折置である。

折折は、折折である。

オリオンは、オリオンである。

オリオン座は、オリオン座である。

オリオン星雲は、オリオン星雲である。

オリガーキーは、オリガーキーである。

折返しは、折返しである。

折返し銘は、折返し銘である。

折り返すは、折り返すである。

折り屈みは、折り屈みである。

折り懸くは、折り懸くである。



折懸は、折懸である。

折掛は、折掛である。

折掛位牌は、折掛位牌である。

折懸垣は、折懸垣である。

折掛樽は、折掛樽である。

折懸灯籠は、折懸灯籠である。

折懸旗は、折懸旗である。

折籠は、折籠である。

折り重なるは、折り重なるである。

折り重ねるは、折り重ねるである。

折菓子は、折菓子である。

折形は、折形である。

折金は、折金である。

折鞄は、折鞄である。

折紙は、折紙である。

折紙状は、折紙状である。

折紙太刀は、折紙太刀である。

折紙付は、折紙付である。

折紙道具は、折紙道具である。

折紙物は、折紙物である。

氈は、氈である。

折柄は、折柄である。

折唐戸は、折唐戸である。

織機は、織機である。

折り記号は、折り記号である。

折木戸は、折木戸である。

織金は、織金である。

折句は、折句である。

折釘は、折釘である。

下り口は、下り口である。

降り口は、降り口である。

折口は、折口である。

折口信夫は、折口信夫である。

折罫は、折罫である。

オリゲネスは、オリゲネスである。

織子は、織子である。

織工は、織工である。

織紅梅は、織紅梅である。

折琴は、折琴である。

オリゴマーは、オリゴマーである。

折込みは、折込みである。

折込み広告は、折込み広告である。

折り込むは、折り込むである。

織り込むは、織り込むである。

織紺は、織紺である。

オリザニンは、オリザニンである。



織り様は、織り様である。

織地は、織地である。

折り敷くは、折り敷くである。

折り頻くは、折り頻くである。

オリジナリティーは、オリジナリティーである。

オリジナルは、オリジナルである。

折しもは、折しもである。

折しもあれは、折しもあれである。

折り尺は、折り尺である。

織尻は、織尻である。

織鞦は、織鞦である。

折知り顔は、折知り顔である。

オリジンは、オリジンである。

折据えは、折据えである。

折頭巾は、折頭巾である。

折助は、折助である。

折助根性は、折助根性である。

織筋は、織筋である。

オリストストロームは、オリストストロームである。

折節は、折節である。

おりそうは、おりそうである。

織底は、織底である。

折たく柴の記は、折たく柴の記である。

折畳みは、折畳みである。

折り畳むは、折り畳むである。

下り立ちは、下り立ちである。

下り立つは、下り立つである。

降り立つは、降り立つである。

折丁は、折丁である。

織り付くは、織り付くである。

オリックスは、オリックスである。

織付は、織付である。

オリッサは、オリッサである。

折妻戸は、折妻戸である。

織り詰りは、織り詰りである。

折詰は、折詰である。

折鶴は、折鶴である。

折鶴蘭は、折鶴蘭である。

折り手は、折り手である。

織り手は、織り手である。

折手本は、折手本である。

折戸は、折戸である。

居り所は、居り所である。

織殿は、織殿である。

織留めは、織留めである。

下名は、下名である。



おりないは、おりないである。

織り成すは、織り成すである。

オリノコは、オリノコである。

折熨斗は、折熨斗である。

織延べは、織延べである。

織延べ絹は、織延べ絹である。

織延べ衣は、織延べ衣である。

下り上りは、下り上りである。

降り乗りは、降り乗りである。

下り乗りは、下り乗りである。

下り端は、下り端である。

折羽は、折羽である。

折り延ふは、折り延ふである。

折箱は、折箱である。

折箸は、折箸である。

織一重は、織一重である。

織姫は、織姫である。

織姫星は、織姫星である。

オリフィスは、オリフィスである。

折文箱は、折文箱である。

織部は、織部である。

織部形は、織部形である。

織部盃は、織部盃である。

織部床は、織部床である。

織部司は、織部司である。

織部窓は、織部窓である。

織部饅頭は、織部饅頭である。

織部焼は、織部焼である。

織部流は、織部流である。

折骨は、折骨である。

折本は、折本である。

折り曲げるは、折り曲げるである。

織り交ぜるは、織り交ぜるである。

折松は、折松である。

折見草は、折見草である。

織り乱るは、織り乱るである。

折見舞は、折見舞である。

織り斑は、織り斑である。

折目は、折目である。

織女は、織女である。

織目は、織目である。

折目高は、折目高である。

折もあろうには、折もあろうにである。

折も折は、折も折である。

織元は、織元である。

下り物は、下り物である。



織物は、織物である。

織模様は、織模様である。

織紋は、織紋である。

織文は、織文である。

折屋は、折屋である。

織屋は、織屋である。

折柳は、折柳である。

折山は、折山である。

おりゃらしますは、おりゃらしますである。

おりゃるは、おりゃるである。

下り湯は、下り湯である。

居り湯は、居り湯である。

御寮は、御寮である。

下りるは、下りるである。

降りるは、降りるである。

オリンピアは、オリンピアである。

オリンピアードは、オリンピアードである。

オリンピア祭は、オリンピア祭である。

オリンピックは、オリンピックである。

オリンピック競技は、オリンピック競技である。

オリンピック種目は、オリンピック種目である。

オリンピック冬季競技大会は、オリンピック冬季競技大会である。

オリンピック村は、オリンピック村である。

オリンポスは、オリンポスである。

下るは、下るである。

降るは、降るである。

折るは、折るである。

愚るは、愚るである。

織るは、織るである。

オルガスムスは、オルガスムスである。

オルガナイザーは、オルガナイザーである。

オルガニズムは、オルガニズムである。

オルガネラは、オルガネラである。

オルガノンは、オルガノンである。

オルガンは、オルガンである。

オルガンティーノは、オルガンティーノである。

オルグは、オルグである。

オルゴールは、オルゴールである。

オルコックは、オルコックである。

オルコットは、オルコットである。

オルセー美術館は、オルセー美術館である。

オルソは、オルソである。

オルソパンフィルムは、オルソパンフィルムである。

オルターナティヴは、オルターナティヴである。

オルテガイガセットは、オルテガイガセットである。

オルトは、オルトである。



オルドヴァイ遺跡は、オルドヴァイ遺跡である。

鄂爾多斯は、鄂爾多斯である。

オルドビス紀は、オルドビス紀である。

オルドビス系は、オルドビス系である。

オルトランは、オルトランである。

オルニチンは、オルニチンである。

オルニチン回路は、オルニチン回路である。

オルフは、オルフである。

オルフェウスは、オルフェウスである。

オルフェウス教は、オルフェウス教である。

オルメカは、オルメカである。

オルレアンは、オルレアンである。

折れは、折れである。

折れ合うは、折れ合うである。

御礼は、御礼である。

御礼参りは、御礼参りである。

オレイン酸は、オレイン酸である。

オレーフは、オレーフである。

オレームは、オレームである。

愚愚しは、愚愚しである。

折れ返るは、折れ返るである。

折れ屈みは、折れ屈みである。

オレガノは、オレガノである。

御歴歴は、御歴歴である。

折れ釘は、折れ釘である。

折れ釘流は、折れ釘流である。

折れ口は、折れ口である。

折れこだるは、折れこだるである。

折れ込ますは、折れ込ますである。

折れ込むは、折れ込むである。

オレゴンは、オレゴンである。

俺様は、俺様である。

オレステスは、オレステスである。

折れ線は、折れ線である。

折れ線グラフは、折れ線グラフである。

おれそれは、おれそれである。

オ列は、オ列である。

オレフは、オレフである。

オレフィンは、オレフィンである。

折れ曲るは、折れ曲るである。

折れ目は、折れ目である。

己奴は、己奴である。

愚者は、愚者である。

折れるは、折れるである。

オレンジは、オレンジである。

オレンジエードは、オレンジエードである。



オレンジカードは、オレンジカードである。

オレンジ自由国は、オレンジ自由国である。

オレンジジュースは、オレンジジュースである。

おろは、おろである。

尾ろは、尾ろである。

峰ろは、峰ろである。

緒ろは、緒ろである。

悪露は、悪露である。

疎癒ゆは、疎癒ゆである。

おろおろは、おろおろである。

おろおろ声は、おろおろ声である。

おろおろ涙は、おろおろ涙である。

疎かは、疎かである。

愚かは、愚かである。

疎生は、疎生である。

愚かしいは、愚かしいである。

愚か者は、愚か者である。

おろくは、おろくである。

阿六櫛は、阿六櫛である。

おろしは、おろしである。

下ろしは、下ろしである。

卸は、卸である。

下ろし和えは、下ろし和えである。

下ろし歩みは、下ろし歩みである。

卸売は、卸売である。

卸売市場は、卸売市場である。

卸売物価指数は、卸売物価指数である。

下ろし枝は、下ろし枝である。

下ろし金は、下ろし金である。

下ろし薬は、下ろし薬である。

堕薬は、堕薬である。

下ろし子は、下ろし子である。

下ろし籠むは、下ろし籠むである。

下ろし米は、下ろし米である。

下ろし立つは、下ろし立つである。

下ろし立ては、下ろし立てである。

卸問屋は、卸問屋である。

卸並は、卸並である。

卸値は、卸値である。

卸値段は、卸値段である。

颪の風は、颪の風である。

下ろし機は、下ろし機である。

下ろし物は、下ろし物である。

オロシャは、オロシャである。

下ろし矢は、下ろし矢である。

俄羅斯は、俄羅斯である。



下ろすは、下ろすである。

降ろすは、降ろすである。

卸すは、卸すである。

織ろすは、織ろすである。

下ろ据うは、下ろ据うである。

オロスコは、オロスコである。

おろせは、おろせである。

おろせ駕籠は、おろせ駕籠である。

おろせ宿は、おろせ宿である。

峰ろ田は、峰ろ田である。

大蛇は、大蛇である。

大蛇の麁正は、大蛇の麁正である。

オロチョンは、オロチョンである。

オロッコは、オロッコである。

疎眠るは、疎眠るである。

尾ろの鏡は、尾ろの鏡である。

疎よしは、疎よしである。

おわは、おわである。

汚穢屋は、汚穢屋である。

追はふは、追はふである。

御座さふは、御座さふである。

御座しまさふは、御座しまさふである。

御座しますは、御座しますである。

尾鷲は、尾鷲である。

御座さうずは、御座さうずである。

御笑いは、御笑いである。

おわら節は、おわら節である。

終りは、終りである。

尾張は、尾張である。

尾張旭は、尾張旭である。

尾張家は、尾張家である。

尾張大根は、尾張大根である。

終値は、終値である。

尾張廼家苞は、尾張廼家苞である。

尾張国郡司百姓等解文は、尾張国郡司百姓等解文である。

終り初物は、終り初物である。

尾張万歳は、尾張万歳である。

生はるは、生はるである。

終るは、終るである。

畢るは、畢るである。

竟るは、竟るである。

畢んぬは、畢んぬである。

をは、をである。

恩は、恩である。

おんは、おんである。

温は、温である。



オンは、オンである。

恩愛は、恩愛である。

音圧は、音圧である。

おん阿毘羅吽欠は、おん阿毘羅吽欠である。

音阿弥は、音阿弥である。

温罨法は、温罨法である。

恩威は、恩威である。

温位は、温位である。

蔭位は、蔭位である。

音域は、音域である。

御入り有るは、御入り有るである。

音韻は、音韻である。

音韻学は、音韻学である。

音韻調査報告書は、音韻調査報告書である。

音韻論は、音韻論である。

オンエアは、オンエアである。

瘟疫は、瘟疫である。

恩怨は、恩怨である。

音画は、音画である。

温雅は、温雅である。

音階は、音階である。

怨害は、怨害である。

恩返しは、恩返しである。

遠賀川は、遠賀川である。

遠賀川式土器は、遠賀川式土器である。

温覚は、温覚である。

音楽は、音楽である。

音楽家は、音楽家である。

音楽会は、音楽会である。

音楽堂は、音楽堂である。

音楽取調掛は、音楽取調掛である。

音仮名は、音仮名である。

恩がましは、恩がましである。

音感は、音感である。

恩簡は、恩簡である。

温官は、温官である。

恩顔は、恩顔である。

温顔は、温顔である。

音感教育は、音感教育である。

瘟鬼は、瘟鬼である。

音義は、音義である。

恩義は、恩義である。

恩誼は、恩誼である。

恩着せがましいは、恩着せがましいである。

音義説は、音義説である。

恩給は、恩給である。



温灸は、温灸である。

恩許は、恩許である。

音響は、音響である。

温恭は、温恭である。

温恭院は、温恭院である。

音響学は、音響学である。

隠形鬼は、隠形鬼である。

音響効果は、音響効果である。

音響測深は、音響測深である。

隠形法は、隠形法である。

音曲は、音曲である。

音曲噺は、音曲噺である。

恩金は、恩金である。

恩遇は、恩遇である。

オングストレームは、オングストレームである。

オングストロームは、オングストロームである。

オングルは、オングルである。

音訓は、音訓である。

温燻は、温燻である。

音型は、音型である。

音形は、音形である。

恩恵は、恩恵である。

恩恵期間は、恩恵期間である。

恩恵の国は、恩恵の国である。

温血は、温血である。

温血動物は、温血動物である。

恩眷は、恩眷である。

隠剣は、隠剣である。

穏健は、穏健である。

音源は、音源である。

温言は、温言である。

おんこは、おんこである。

恩顧は、恩顧である。

恩光は、恩光である。

恩降は、恩降である。

温厚は、温厚である。

温克は、温克である。

遠国役は、遠国役である。

遠国役人は、遠国役人である。

温故知新は、温故知新である。

温故知新書は、温故知新書である。

温故焼は、温故焼である。

御暦の奏は、御暦の奏である。

おんころは、おんころである。

音叉は、音叉である。

温座は、温座である。



穏座は、穏座である。

オンサーガーは、オンサーガーである。

オンサイドは、オンサイドである。

おんさくのかむりは、おんさくのかむりである。

穏座の初物は、穏座の初物である。

音叉発振器は、音叉発振器である。

オンザロックは、オンザロックである。

オンサンは、オンサンである。

音詩は、音詩である。

恩師は、恩師である。

恩賜は、恩賜である。

蔭子は、蔭子である。

音字は、音字である。

陰地は、陰地である。

遠志は、遠志である。

恩賜賞は、恩賜賞である。

音質は、音質である。

瘟疾は、瘟疾である。

温室効果は、温室効果である。

温室効果ガスは、温室効果ガスである。

温室粉虱は、温室粉虱である。

温室育ちは、温室育ちである。

温湿布は、温湿布である。

御社は、御社である。

恩赦は、恩赦である。

温藉は、温藉である。

恩借は、恩借である。

温石は、温石である。

温石石は、温石石である。

温石綿は、温石綿である。

恩主は、恩主である。

隠首は、隠首である。

恩讐は、恩讐である。

温習は、温習である。

温柔は、温柔である。

温習会は、温習会である。

温柔郷は、温柔郷である。

温柔敦厚は、温柔敦厚である。

恩讐の彼方には、恩讐の彼方にである。

飲酒戒は、飲酒戒である。

御宿は、御宿である。

恩恤は、恩恤である。

温順は、温順である。

恩叙は、恩叙である。

恩詔は、恩詔である。

恩賞は、恩賞である。



温床は、温床である。

音声は、音声である。

恩情は、恩情である。

温情は、温情である。

恩賞方は、恩賞方である。

園城寺は、園城寺である。

温情主義は、温情主義である。

恩賞地は、恩賞地である。

恩賞奉行は、恩賞奉行である。

音色は、音色である。

温色は、温色である。

温職は、温職である。

恩知らずは、恩知らずである。

恩信は、恩信である。

恩人は、恩人である。

怨親平等は、怨親平等である。

オンスは、オンスである。

音図は、音図である。

温水は、温水である。

温水暖房は、温水暖房である。

温水プールは、温水プールである。

音数律は、音数律である。

おんせいは、おんせいである。

温製は、温製である。

音声学は、音声学である。

音声器官は、音声器官である。

音声記号は、音声記号である。

音声言語は、音声言語である。

音声多重放送は、音声多重放送である。

音節は、音節である。

音節文字は、音節文字である。

音栓は、音栓である。

温泉は、温泉である。

温然は、温然である。

温泉華は、温泉華である。

温泉権は、温泉権である。

温泉場は、温泉場である。

温泉法は、温泉法である。

温泉マークは、温泉マークである。

温泉宿は、温泉宿である。

温泉余土は、温泉余土である。

温泉療法は、温泉療法である。

音素は、音素である。

怨憎会苦は、怨憎会苦である。

温蔵庫は、温蔵庫である。

御曹司は、御曹司である。



御曹子は、御曹子である。

御衣がちは、御衣がちである。

音速は、音速である。

音素文字は、音素文字である。

恩候かは、恩候かである。

蔭孫は、蔭孫である。

温存は、温存である。

温存療法は、温存療法である。

オンターデは、オンターデである。

御大は、御大である。

恩待は、恩待である。

温帯は、温帯である。

温帯気候は、温帯気候である。

温帯植物は、温帯植物である。

恩貸地制は、恩貸地制である。

温帯低気圧は、温帯低気圧である。

温帯林は、温帯林である。

恩沢は、恩沢である。

恩沢奉行は、恩沢奉行である。

御嶽は、御嶽である。

御岳教は、御岳教である。

御蓼は、御蓼である。

御執は、御執である。

御弓の奏は、御弓の奏である。

オンタリオは、オンタリオである。

オンタリオ湖は、オンタリオ湖である。

温暖は、温暖である。

温暖前線は、温暖前線である。

御地は、御地である。

音痴は、音痴である。

恩地は、恩地である。

隠地は、隠地である。

恩地孝四郎は、恩地孝四郎である。

隠忠は、隠忠である。

音調は、音調である。

恩寵は、恩寵である。

温調は、温調である。

音通は、音通である。

音遣いは、音遣いである。

音程は、音程である。

温庭いんは、温庭いんである。

怨敵は、怨敵である。

おんでもないは、おんでもないである。

おん出るは、おん出るである。

恩典は、恩典である。

温点は、温点である。



恩田は、恩田である。

隠田百姓は、隠田百姓である。

音吐は、音吐である。

音頭は、音頭である。

温度は、温度である。

温湯は、温湯である。

穏当は、穏当である。

温湯浸法は、温湯浸法である。

温度感覚は、温度感覚である。

恩徳は、恩徳である。

音読は、音読である。

温度計は、温度計である。

音頭取りは、音頭取りである。

御殿油は、御殿油である。

音戸瀬戸は、音戸瀬戸である。

温度輻射は、温度輻射である。

オンドマルトノは、オンドマルトノである。

己共は、己共である。

温突は、温突である。

音吐朗朗は、音吐朗朗である。

オントロギーは、オントロギーである。

女遊びは、女遊びである。

女主は、女主である。

女一の宮は、女一の宮である。

女今川は、女今川である。

女絵は、女絵である。

女扇は、女扇である。

女帯は、女帯である。

女親は、女親である。

女懸りは、女懸りである。

女楽は、女楽である。

女方は、女方である。

女仮名は、女仮名である。

女歌舞伎は、女歌舞伎である。

女髪結は、女髪結である。

女柄は、女柄である。

女気は、女気である。

女義太夫は、女義太夫である。

女君は、女君である。

女嫌いは、女嫌いである。

女君達は、女君達である。

女喰いは、女喰いである。

女草は、女草である。

女公事は、女公事である。

女癖は、女癖である。

女狂いは、女狂いである。



女車は、女車である。

女芸者は、女芸者である。

婦系図は、婦系図である。

女剣劇は、女剣劇である。

女冠は、女冠である。

女心地は、女心地である。

女心は、女心である。

女戸主は、女戸主である。

女言は、女言である。

女子供は、女子供である。

女殺しは、女殺しである。

女殺油地獄は、女殺油地獄である。

女座は、女座である。

女坂は、女坂である。

女盛りは、女盛りである。

女侍は、女侍である。

女三の宮は、女三の宮である。

女三昧は、女三昧である。

女しは、女しである。

女四書は、女四書である。

女師匠は、女師匠である。

女芝居は、女芝居である。

女叙位は、女叙位である。

女正月は、女正月である。

女浄瑠璃は、女浄瑠璃である。

女所帯は、女所帯である。

女姿は、女姿である。

女好きは、女好きである。

女相撲は、女相撲である。

女清玄は、女清玄である。

女節分は、女節分である。

女大学は、女大学である。

女太鼓は、女太鼓である。

女達は、女達である。

女伊達は、女伊達である。

女だてらには、女だてらにである。

女太夫は、女太夫である。

女誑しは、女誑しである。

女団七は、女団七である。

女使は、女使である。

女付きは、女付きである。

女手は、女手である。

女庭訓は、女庭訓である。

女出入は、女出入である。

女手形は、女手形である。

女寺は、女寺である。



女天下は、女天下である。

女踏歌は、女踏歌である。

女東宮は、女東宮である。

女道楽は、女道楽である。

女所は、女所である。

女どちは、女どちである。

女共は、女共である。

女二の宮は、女二の宮である。

女の家は、女の家である。

女の一生は、女の一生である。

女能は、女能である。

女の子は、女の子である。

女の筋は、女の筋である。

女の節句は、女の節句である。

女の魂は、女の魂である。

女の道は、女の道である。

女乗物は、女乗物である。

女袴は、女袴である。

女腹は、女腹である。

女儕は、女儕である。

女膝は、女膝である。

女旱は、女旱である。

女ぶは、女ぶである。

女文は、女文である。

女振りは、女振りである。

女部屋は、女部屋である。

女偏は、女偏である。

女舞は、女舞である。

女松は、女松である。

女神子は、女神子である。

女巫は、女巫である。

女御子は、女御子である。

女宮は、女宮である。

女冥利は、女冥利である。

女向きは、女向きである。

女結びは、女結びである。

妾は、妾である。

女めかしは、女めかしである。

女文字は、女文字である。

女持ちは、女持ちである。

女物は、女物である。

女物狂いは、女物狂いである。

女役は、女役である。

女役者は、女役者である。

女山は、女山である。

女山賊は、女山賊である。



女寡は、女寡である。

女湯は、女湯である。

女らしいは、女らしいである。

女礼者は、女礼者である。

女牢は、女牢である。

女六尺は、女六尺である。

女陸尺は、女陸尺である。

女業は、女業である。

女童は、女童である。

恩盗人は、恩盗人である。

温熱療法は、温熱療法である。

怨念は、怨念である。

穏の座は、穏の座である。

御の字は、御の字である。

穏婆は、穏婆である。

音波は、音波である。

恩波は、恩波である。

温排水は、温排水である。

音博士は、音博士である。

乳母日傘は、乳母日傘である。

オンパレードは、オンパレードである。

音盤は、音盤である。

音引きは、音引きである。

瘟病は、瘟病である。

音標文字は、音標文字である。

音便は、音便である。

穏便は、穏便である。

恩補は、恩補である。

蔭補は、蔭補である。

音符は、音符である。

音譜は、音譜である。

温風は、温風である。

音部記号は、音部記号である。

オンブズマンは、オンブズマンである。

恩物は、恩物である。

負蝗虫は、負蝗虫である。

御幣は、御幣である。

おんべいは、おんべいである。

御幣焼は、御幣焼である。

御幣笑いは、御幣笑いである。

隠坊は、隠坊である。

隠亡は、隠亡である。

御坊は、御坊である。

おん袍は、おん袍である。

隠坊草履は、隠坊草履である。

隠亡焼は、隠亡焼である。



おんぼろは、おんぼろである。

おんまくじるは、おんまくじるである。

オンマヤ朝は、オンマヤ朝である。

追ん回すは、追ん回すである。

隠密は、隠密である。

音名は、音名である。

恩命は、恩命である。

恩免は、恩免である。

おんもは、おんもである。

恩問は、恩問である。

諺文は、諺文である。

音訳は、音訳である。

オンユアマークは、オンユアマークである。

恩宥は、恩宥である。

音容は、音容である。

温容は、温容である。

陰陽道は、陰陽道である。

陰陽頭は、陰陽頭である。

陰陽博士は、陰陽博士である。

温浴は、温浴である。

恩賚は、恩賚である。

恩頼は、恩頼である。

オンラインは、オンラインである。

オンラインシステムは、オンラインシステムである。

おんりは、おんりである。

オンリーは、オンリーである。

音律は、音律である。

怨霊は、怨霊である。

音量は、音量である。

恩領は、恩領である。

温良は、温良である。

温良恭倹譲は、温良恭倹譲である。

遠流は、遠流である。

オンレコは、オンレコである。

音聾は、音聾である。

恩禄は、恩禄である。

温和は、温和である。

穏和は、穏和である。

かは、かである。

日は、日である。

香は、香である。

蚊は、蚊である。

鹿は、鹿である。

甕は、甕である。

下は、下である。

化は、化である。



戈は、戈である。

火は、火である。

加は、加である。

可は、可である。

仮は、仮である。

何は、何である。

伽は、伽である。

花は、花である。

価は、価である。

佳は、佳である。

果は、果である。

河は、河である。

呵は、呵である。

苛は、苛である。

科は、科である。

架は、架である。

夏は、夏である。

家は、家である。

荷は、荷である。

華は、華である。

菓は、菓である。

訛は、訛である。

貨は、貨である。

渦は、渦である。

過は、過である。

嫁は、嫁である。

暇は、暇である。

瑕は、瑕である。

禍は、禍である。

靴は、靴である。

嘉は、嘉である。

寡は、寡である。

歌は、歌である。

箇は、箇である。

个は、个である。

ケは、ケである。

稼は、稼である。

課は、課である。

霞は、霞である。

顆は、顆である。

彼は、彼である。

処は、処である。

がは、がである。

牙は、牙である。

瓦は、瓦である。

我は、我である。



画は、画である。

臥は、臥である。

芽は、芽である。

賀は、賀である。

蛾は、蛾である。

衙は、衙である。

雅は、雅である。

餓は、餓である。

駕は、駕である。

カーは、カーである。

か青は、か青である。

毬は、毬である。

かあかあは、かあかあである。

があがあは、があがあである。

カーキ色は、カーキ色である。

ＫＧＢは、ＫＧＢである。

カーゴは、カーゴである。

カーゴカルトは、カーゴカルトである。

ガーザーンは、ガーザーンである。

母様は、母様である。

母さんは、母さんである。

カージャール朝は、カージャール朝である。

ガーシュウィンは、ガーシュウィンである。

カーズは、カーズである。

カーストは、カーストである。

ガーゼは、ガーゼである。

カーソルは、カーソルである。

カーソンは、カーソンである。

カーゾンは、カーゾンである。

カーターは、カーターである。

ガーターは、ガーターである。

ガーター編みは、ガーター編みである。

ガーター勲章は、ガーター勲章である。

ガーダマーは、ガーダマーである。

カーダンパーは、カーダンパーである。

カーチェイスは、カーチェイスである。

母ちゃんは、母ちゃんである。

加圧は、加圧である。

加圧水型原子炉は、加圧水型原子炉である。

ガーディアンは、ガーディアンである。

カーディガンは、カーディガンである。

カーディナルは、カーディナルである。

カーディナル数は、カーディナル数である。

カーディフは、カーディフである。

ガーデニングは、ガーデニングである。

カーテル船は、カーテル船である。



カーテンは、カーテンである。

ガーデンは、ガーデンである。

カーテンウォールは、カーテンウォールである。

カーテンコールは、カーテンコールである。

ガーデントラクターは、ガーデントラクターである。

ガーデンパーティーは、ガーデンパーティーである。

ガーデンハウスは、ガーデンハウスである。

カーテンレールは、カーテンレールである。

カートは、カートである。

カードは、カードである。

ガードは、ガードである。

ガードマンは、ガードマンである。

カートライトは、カートライトである。

カードリーダーは、カードリーダーである。

カートリッジは、カートリッジである。

ガードルは、ガードルである。

カートレインは、カートレインである。

ガードレールは、ガードレールである。

カードローンは、カードローンである。

カートンは、カートンである。

ガーナは、ガーナである。

ガーナ帝国は、ガーナ帝国である。

カーナビは、カーナビである。

カーナビゲーションは、カーナビゲーションである。

カーニバルは、カーニバルである。

カーヌーンは、カーヌーンである。

カーネーションは、カーネーションである。

カーネギーは、カーネギーである。

ガーネットは、ガーネットである。

カーバは、カーバである。

カーバイドは、カーバイドである。

カーバメート剤は、カーバメート剤である。

カービングナイフは、カービングナイフである。

カービン銃は、カービン銃である。

カーフは、カーフである。

カーブは、カーブである。

ガーフィンケルは、ガーフィンケルである。

カーフェリーは、カーフェリーである。

ガープの世界は、ガープの世界である。

カーブミラーは、カーブミラーである。

カーブルは、カーブルである。

カーペットは、カーペットである。

ガーベラは、ガーベラである。

カーヘルは、カーヘルである。

カーペンターは、カーペンターである。

カーボヴェルデは、カーボヴェルデである。



カーポートは、カーポートである。

カーボナタイトは、カーボナタイトである。

カーボランダムは、カーボランダムである。

カーボンは、カーボンである。

カーボン紙は、カーボン紙である。

カーボン写真は、カーボン写真である。

カーボンファイバーは、カーボンファイバーである。

カーボンブラックは、カーボンブラックである。

カーマは、カーマである。

カーマスートラは、カーマスートラである。

カーミンは、カーミンである。

カーメネフは、カーメネフである。

カーラーは、カーラーである。

カーライルは、カーライルである。

カーリーヘアは、カーリーヘアである。

カーリダーサは、カーリダーサである。

ガーリックは、ガーリックである。

カーリットは、カーリットである。

カーリングは、カーリングである。

カールは、カールである。

ガールは、ガールである。

ガールガイドは、ガールガイドである。

カール湖は、カール湖である。

ガールスカウトは、ガールスカウトである。

カールスバートは、カールスバートである。

カールスルーエは、カールスルーエである。

ガールフレンドは、ガールフレンドである。

カールマルテルは、カールマルテルである。

何晏は、何晏である。

があんは、があんである。

ガーンジーは、ガーンジーである。

カーンプルは、カーンプルである。

交いは、交いである。

卵は、卵である。

貝は、貝である。

峡は、峡である。

匙は、匙である。

梭は、梭である。

殻は、殻である。

粥は、粥である。

買いは、買いである。

詮は、詮である。

甲斐は、甲斐である。

飼いは、飼いである。

櫂は、櫂である。

介は、介である。



会は、会である。

回は、回である。

灰は、灰である。

快は、快である。

戒は、戒である。

改は、改である。

怪は、怪である。

拐は、拐である。

廻は、廻である。

悔は、悔である。

恢は、恢である。

海は、海である。

界は、界である。

皆は、皆である。

害は、害である。

偕は、偕である。

晦は、晦である。

械は、械である。

絵は、絵である。

街は、街である。

開は、開である。

階は、階である。

解は、解である。

塊は、塊である。

楷は、楷である。

隗は、隗である。

魁は、魁である。

槐は、槐である。

誨は、誨である。

誡は、誡である。

潰は、潰である。

壊は、壊である。

懐は、懐である。

獪は、獪である。

諧は、諧である。

下位は、下位である。

下意は、下意である。

価位は、価位である。

果位は、果位である。

華夷は、華夷である。

歌意は、歌意である。

かいは、かいである。

掻は、掻である。

外は、外である。

亥は、亥である。

劾は、劾である。



咳は、咳である。

垓は、垓である。

崖は、崖である。

涯は、涯である。

凱は、凱である。

慨は、慨である。

碍は、碍である。

該は、該である。

概は、概である。

蓋は、蓋である。

骸は、骸である。

我意は、我意である。

画意は、画意である。

賀意は、賀意である。

雅意は、雅意である。

ガイは、ガイである。

がいは、がいである。

ガイアは、ガイアである。

買い煽るは、買い煽るである。

改悪は、改悪である。

害悪は、害悪である。

買上げは、買上げである。

買上げ償還は、買上げ償還である。

買上げ米は、買上げ米である。

買い上げるは、買い上げるである。

買い漁るは、買い漁るである。

橈脚類は、橈脚類である。

外圧は、外圧である。

ガイアナは、ガイアナである。

貝合せは、貝合せである。

貝鮑は、貝鮑である。

艾安は、艾安である。

乂安は、乂安である。

槐安国は、槐安国である。

介意は、介意である。

会意は、会意である。

快意は、快意である。

怪異は、怪異である。

乖違は、乖違である。

海尉は、海尉である。

階位は、階位である。

解頤は、解頤である。

魁偉は、魁偉である。

槐位は、槐位である。

痒いは、痒いである。

外夷は、外夷である。



外衣は、外衣である。

外位は、外位である。

外囲は、外囲である。

害意は、害意である。

海域は、海域である。

貝石は、貝石である。

飼犬は、飼犬である。

買入れは、買入れである。

買入れ償還は、買入れ償還である。

買入れ消却は、買入れ消却である。

買い入れるは、買い入れるである。

会員は、会員である。

会飲は、会飲である。

改印は、改印である。

拐引は、拐引である。

海員は、海員である。

開院は、開院である。

解員は、解員である。

誨淫は、誨淫である。

外印は、外印である。

外因は、外因である。

外陰は、外陰である。

海印三昧は、海印三昧である。

海印寺は、海印寺である。

開院式は、開院式である。

海員審判所は、海員審判所である。

改印届は、改印届である。

海員名簿は、海員名簿である。

快雨は、快雨である。

怪雨は、怪雨である。

海宇は、海宇である。

買い受けるは、買い受けるである。

飼兎は、飼兎である。

ガイウスは、ガイウスである。

買埋は、買埋である。

海運は、海運である。

開運は、開運である。

海運局は、海運局である。

海運同盟は、海運同盟である。

開会は、開会である。

カイエは、カイエである。

孩嬰は、孩嬰である。

改易は、改易である。

外役は、外役である。

海淵は、海淵である。

海塩は、海塩である。



海燕は、海燕である。

開園は、開園である。

開演は、開演である。

外延は、外延である。

外炎は、外炎である。

外焔は、外焔である。

外苑は、外苑である。

外援は、外援である。

外縁は、外縁である。

海援隊は、海援隊である。

懐遠府は、懐遠府である。

外延量は、外延量である。

穢汚は、穢汚である。

海王星は、海王星である。

貝覆は、貝覆である。

貝おほひは、貝おほひである。

買い置きは、買い置きである。

壊屋は、壊屋である。

貝桶は、貝桶である。

飼桶は、飼桶である。

買オペレーションは、買オペレーションである。

掻い折るは、掻い折るである。

掻折れ釘は、掻折れ釘である。

介音は、介音である。

回音は、回音である。

快音は、快音である。

開音は、開音である。

海音寺潮五郎は、海音寺潮五郎である。

開音節は、開音節である。

改過は、改過である。

改嫁は、改嫁である。

怪火は、怪火である。

開化は、開化である。

開花は、開花である。

開架は、開架である。

階下は、階下である。

誨化は、誨化である。

諧和は、諧和である。

怪訝は、怪訝である。

界画は、界画である。

絵画は、絵画である。

外貨は、外貨である。

垓下は、垓下である。

崖下は、崖下である。

凱歌は、凱歌である。

蓋果は、蓋果である。



ガイガーミュラー計数管は、ガイガーミュラー計数管である。

かいかいは、かいかいである。

怪怪は、怪怪である。

恢恢は、恢恢である。

晦晦は、晦晦である。

詼諧は、詼諧である。

海外は、海外である。

外海は、外海である。

外界は、外界である。

がいがいは、がいがいである。

艾艾は、艾艾である。

皚皚は、皚皚である。

海外経済協力基金は、海外経済協力基金である。

甲斐甲斐しいは、甲斐甲斐しいである。

海外新聞は、海外新聞である。

回回青は、回回青である。

快快的は、快快的である。

海外渡航禁止令は、海外渡航禁止令である。

下位概念は、下位概念である。

買い返すは、買い返すである。

買い換えるは、買い換えるである。

買い替えるは、買い替えるである。

外花蓋は、外花蓋である。

買い掛りは、買い掛りである。

外貨金融は、外貨金融である。

介殻は、介殻である。

改革は、改革である。

恢廓は、恢廓である。

海角は、海角である。

海岳は、海岳である。

開学は、開学である。

外角は、外角である。

外客は、外客である。

外核は、外核である。

外殻は、外殻である。

外郭は、外郭である。

街郭は、街郭である。

改革開放政策は、改革開放政策である。

外郭団体は、外郭団体である。

改革派教会は、改革派教会である。

外郭門は、外郭門である。

買掛は、買掛である。

皆掛けは、皆掛けである。

買掛金は、買掛金である。

買掛金勘定は、買掛金勘定である。

外貨債は、外貨債である。



外貨集中制度は、外貨集中制度である。

外貨準備は、外貨準備である。

外貨証券は、外貨証券である。

買ひ被くは、買ひ被くである。

開花前線は、開花前線である。

買方は、買方である。

貝形は、貝形である。

外貨建相場は、外貨建相場である。

快活は、快活である。

快闊は、快闊である。

開豁は、開豁である。

概括は、概括である。

外貨手形は、外貨手形である。

外貨手取率は、外貨手取率である。

開化天皇は、開化天皇である。

開化丼は、開化丼である。

掻いかなぐるは、掻いかなぐるである。

胛は、胛である。

貝金は、貝金である。

貝鉦は、貝鉦である。

貝鐘は、貝鐘である。

繋金は、繋金である。

甲斐が根は、甲斐が根である。

甲斐が嶺は、甲斐が嶺である。

開化派は、開化派である。

外果皮は、外果皮である。

買い被るは、買い被るである。

開花ホルモンは、開花ホルモンである。

外貨預金は、外貨預金である。

外貨預託は、外貨預託である。

貝殻は、貝殻である。

掻い紮ぐは、掻い紮ぐである。

貝殻追放は、貝殻追放である。

貝殻節は、貝殻節である。

貝殻骨は、貝殻骨である。

介殻虫は、介殻虫である。

買為替は、買為替である。

会歓は、会歓である。

会館は、会館である。

快感は、快感である。

快漢は、快漢である。

怪漢は、怪漢である。

挂冠は、挂冠である。

海関は、海関である。

開巻は、開巻である。

開管は、開管である。



開館は、開館である。

解官は、解官である。

回雁は、回雁である。

怪巌は、怪巌である。

怪岩は、怪岩である。

海岸は、海岸である。

開眼は、開眼である。

開龕は、開龕である。

解顔は、解顔である。

魁岸は、魁岸である。

蟹眼は、蟹眼である。

外官は、外官である。

外患は、外患である。

外間は、外間である。

外観は、外観である。

碍管は、碍管である。

概観は、概観である。

蓋棺は、蓋棺である。

開巻驚奇侠客伝は、開巻驚奇侠客伝である。

海岸工学は、海岸工学である。

外患罪は、外患罪である。

海岸砂丘は、海岸砂丘である。

開環重合は、開環重合である。

海岸線は、海岸線である。

海岸段丘は、海岸段丘である。

海関平は、海関平である。

海岸平野は、海岸平野である。

海岸保安林は、海岸保安林である。

買気は、買気である。

甲斐絹は、甲斐絹である。

遐域は、遐域である。

会規は、会規である。

会期は、会期である。

回忌は、回忌である。

回帰は、回帰である。

快気は、快気である。

怪奇は、怪奇である。

海気は、海気である。

改機は、改機である。

海黄は、海黄である。

皆既は、皆既である。

開基は、開基である。

開期は、開期である。

槐記は、槐記である。

会議は、会議である。

回議は、回議である。



快技は、快技である。

海技は、海技である。

解義は、解義である。

懐疑は、懐疑である。

外気は、外気である。

咳気は、咳気である。

外議は、外議である。

快気祝は、快気祝である。

怪気炎は、怪気炎である。

怪気焔は、怪気焔である。

回帰月は、回帰月である。

皆既月食は、皆既月食である。

回帰圏は、回帰圏である。

外気圏は、外気圏である。

会議所は、会議所である。

開基勝宝は、開基勝宝である。

皆既食は、皆既食である。

皆既蝕は、皆既蝕である。

回帰線は、回帰線である。

回帰的定義は、回帰的定義である。

皆既日食は、皆既日食である。

回帰熱は、回帰熱である。

回帰年は、回帰年である。

怪奇派は、怪奇派である。

懐疑派は、懐疑派である。

会議は踊るは、会議は踊るである。

回帰無風帯は、回帰無風帯である。

海技免状は、海技免状である。

諧謔は、諧謔である。

諧謔曲は、諧謔曲である。

開脚登行は、開脚登行である。

戒急は、戒急である。

階級は、階級である。

壊朽は、壊朽である。

懐旧は、懐旧である。

海牛は、海牛である。

外舅は、外舅である。

階級意識は、階級意識である。

階級国家は、階級国家である。

階級政党は、階級政党である。

階級闘争は、階級闘争である。

快挙は、快挙である。

海居は、海居である。

開渠は、開渠である。

海魚は、海魚である。

街渠は、街渠である。



回教は、回教である。

回疆は、回疆である。

改鋏は、改鋏である。

契経は、契経である。

海況は、海況である。

海峡は、海峡である。

開経は、開経である。

懐郷は、懐郷である。

戒行は、戒行である。

改行は、改行である。

開業は、開業である。

外教は、外教である。

概況は、概況である。

開業医は、開業医である。

回教紀元は、回教紀元である。

開胸術は、開胸術である。

回教徒は、回教徒である。

回教徒連盟は、回教徒連盟である。

懐郷病は、懐郷病である。

回教暦は、回教暦である。

開局は、開局である。

槐棘は、槐棘である。

買玉は、買玉である。

外曲は、外曲である。

外局は、外局である。

買切りは、買切りである。

買切裁ちは、買切裁ちである。

買い切るは、買い切るである。

掻い切るは、掻い切るである。

会議録は、会議録である。

懐疑論は、懐疑論である。

戒禁は、戒禁である。

海禁は、海禁である。

皆勤は、皆勤である。

開襟は、開襟である。

解禁は、解禁である。

塊金は、塊金である。

外勤は、外勤である。

海金砂は、海金砂である。

開襟シャツは、開襟シャツである。

化育は、化育である。

戒懼は、戒懼である。

海区は、海区である。

戒具は、戒具である。

皆具は、皆具である。

外懼は、外懼である。



街区は、街区である。

街衢は、街衢である。

買い食いは、買い食いである。

会遇は、会遇である。

海隅は、海隅である。

開区間は、開区間である。

掻い包むは、掻い包むである。

掻い潜るは、掻い潜るである。

飼い草は、飼い草である。

買い薬は、買い薬である。

飼口は、飼口である。

掻首は、掻首である。

貝鞍は、貝鞍である。

掻暗み時は、掻暗み時である。

掻い繰りは、掻い繰りである。

搗栗は、搗栗である。

勝栗は、勝栗である。

掻い繰るは、掻い繰るである。

掻い暮れは、掻い暮れである。

回訓は、回訓である。

海軍は、海軍である。

海軍記念日は、海軍記念日である。

海軍卿は、海軍卿である。

海軍工廠は、海軍工廠である。

海軍省は、海軍省である。

海軍操練所は、海軍操練所である。

海軍大学校は、海軍大学校である。

海軍大臣は、海軍大臣である。

海軍伝習所は、海軍伝習所である。

海軍奉行は、海軍奉行である。

海軍兵学校は、海軍兵学校である。

海軍予備学生は、海軍予備学生である。

海軍陸戦隊は、海軍陸戦隊である。

界繋は、界繋である。

匙笥は、匙笥である。

掻笥は、掻笥である。

外家は、外家である。

会計は、会計である。

会稽は、会稽である。

快慶は、快慶である。

塊茎は、塊茎である。

外形は、外形である。

外径は、外径である。

概計は、概計である。

会計学は、会計学である。

会計監査は、会計監査である。



会計検査院は、会計検査院である。

会計検査官は、会計検査官である。

会稽山は、会稽山である。

会計士は、会計士である。

蓋けい子は、蓋けい子である。

会計士補は、会計士補である。

会計年度は、会計年度である。

会稽の恥は、会稽の恥である。

会計法は、会計法である。

皆生温泉は、皆生温泉である。

怪傑は、怪傑である。

開結は、開結である。

解決は、解決である。

魁傑は、魁傑である。

潰決は、潰決である。

掻い消つは、掻い消つである。

海月は、海月である。

懐月堂安度は、懐月堂安度である。

壊血病は、壊血病である。

改悔文は、改悔文である。

会見は、会見である。

戒賢は、戒賢である。

改憲は、改憲である。

海権は、海権である。

開顕は、開顕である。

懐剣は、懐剣である。

戒厳は、戒厳である。

改元は、改元である。

開元は、開元である。

開関は、開関である。

解元は、解元である。

外見は、外見である。

概見は、概見である。

概言は、概言である。

外言語は、外言語である。

開元寺は、開元寺である。

開元釈教録は、開元釈教録である。

開元通宝は、開元通宝である。

戒厳令は、戒厳令である。

蚕は、蚕である。

回顧は、回顧である。

開口は、開口である。

解雇は、解雇である。

懐古は、懐古である。

介護は、介護である。

回護は、回護である。



戒護は、戒護である。

改悟は、改悟である。

悔悟は、悔悟である。

開悟は、開悟である。

解悟は、解悟である。

解語は、解語である。

魁梧は、魁梧である。

外姑は、外姑である。

外語は、外語である。

貝香は、貝香である。

甲香は、甲香である。

歌意考は、歌意考である。

回航は、回航である。

廻航は、廻航である。

戒功は、戒功である。

戒香は、戒香である。

改稿は、改稿である。

怪光は、怪光である。

恢弘は、恢弘である。

恢宏は、恢宏である。

海口は、海口である。

海航は、海航である。

海寇は、海寇である。

海港は、海港である。

海溝は、海溝である。

偕行は、偕行である。

開坑は、開坑である。

開校は、開校である。

開高は、開高である。

開港は、開港である。

開講は、開講である。

開闔は、開闔である。

塊鉱は、塊鉱である。

邂逅は、邂逅である。

蟹甲は、蟹甲である。

蟹行は、蟹行である。

会合は、会合である。

回合は、回合である。

改号は、改号である。

開合は、開合である。

外交は、外交である。

外光は、外光である。

外向は、外向である。

外寇は、外寇である。

外港は、外港である。

外項は、外項である。



外合は、外合である。

開口一番は、開口一番である。

外交員は、外交員である。

開口音は、開口音である。

外交家は、外交家である。

外交官は、外交官である。

開口器は、開口器である。

外交機関は、外交機関である。

外交使節は、外交使節である。

偕行社は、偕行社である。

会合周期は、会合周期である。

開港場は、開港場である。

灰黄色は、灰黄色である。

外交辞令は、外交辞令である。

開口数は、開口数である。

外向性は、外向性である。

外光線は、外光線である。

外航船は、外航船である。

外交大権は、外交大権である。

開高健は、開高健である。

外交団は、外交団である。

外交特権は、外交特権である。

外光派は、外光派である。

会合犯は、会合犯である。

外交文書は、外交文書である。

蟹行文字は、蟹行文字である。

外肛類は、外肛類である。

開港論は、開港論である。

懐古園は、懐古園である。

蚕蛾は、蚕蛾である。

外呼吸は、外呼吸である。

介護休業は、介護休業である。

回国は、回国である。

廻国は、廻国である。

戒告は、戒告である。

誡告は、誡告である。

海谷は、海谷である。

海国は、海国である。

開国は、開国である。

外国は、外国である。

外国為替は、外国為替である。

外国為替及び外国貿易法は、外国為替及び外国貿易法である。

外国為替銀行は、外国為替銀行である。

外国為替公認銀行は、外国為替公認銀行である。

外国為替資金は、外国為替資金である。

外国為替市場は、外国為替市場である。



外国為替相場は、外国為替相場である。

外国為替手形は、外国為替手形である。

外国官は、外国官である。

外国語は、外国語である。

外国航路は、外国航路である。

外国債は、外国債である。

廻国雑記は、廻国雑記である。

外国使節は、外国使節である。

開国始末は、開国始末である。

廻国巡礼は、廻国巡礼である。

外国人は、外国人である。

外国人登録法は、外国人登録法である。

海国図志は、海国図志である。

外国税額控除は、外国税額控除である。

外国奉行は、外国奉行である。

海国兵談は、海国兵談である。

外国法は、外国法である。

外国貿易は、外国貿易である。

外国米は、外国米である。

開国論は、開国論である。

買越しは、買越しである。

介護支援専門員は、介護支援専門員である。

掻い越すは、掻い越すである。

掻い偏むは、掻い偏むである。

蚕棚は、蚕棚である。

回鶻は、回鶻である。

廻忽は、廻忽である。

骸骨は、骸骨である。

外骨格は、外骨格である。

買い言葉は、買い言葉である。

開口人は、開口人である。

蚕の蛆蠅は、蚕の蛆蠅である。

解語の花は、解語の花である。

蚕日待は、蚕日待である。

介護福祉士は、介護福祉士である。

介護保険は、介護保険である。

甲斐駒は、甲斐駒である。

買い込むは、買い込むである。

掻い込むは、掻い込むである。

養屋は、養屋である。

回顧録は、回顧録である。

飼い殺しは、飼い殺しである。

悔恨は、悔恨である。

開墾は、開墾である。

塊根は、塊根である。

外婚は、外婚である。



開権顕実は、開権顕実である。

海佐は、海佐である。

開鎖は、開鎖である。

階差は、階差である。

カイザーは、カイザーである。

快哉は、快哉である。

改歳は、改歳である。

皆済は、皆済である。

開催は、開催である。

介在は、介在である。

外債は、外債である。

外鰓は、外鰓である。

涯際は、涯際である。

睚眥は、睚眥である。

外在は、外在である。

外材は、外材である。

外在因は、外在因である。

貝細工は、貝細工である。

睚眥の怨みは、睚眥の怨みである。

外在批評は、外在批評である。

外剤薬は、外剤薬である。

買材料は、買材料である。

貝肴は、貝肴である。

櫂先は、櫂先である。

快作は、快作である。

改作は、改作である。

晦朔は、晦朔である。

開作は、開作である。

開削は、開削である。

開鑿は、開鑿である。

快削鋼は、快削鋼である。

改作法は、改作法である。

掻い探るは、掻い探るである。

買支えは、買支えである。

改札は、改札である。

開札は、開札である。

改札口は、改札口である。

反様は、反様である。

改刪は、改刪である。

海産は、海産である。

開山は、開山である。

解散は、解散である。

潰散は、潰散である。

改竄は、改竄である。

海山は、海山である。

壊残は、壊残である。



がい山は、がい山である。

概算は、概算である。

開山忌は、開山忌である。

改算記は、改算記である。

開三顕一は、開三顕一である。

開山堂は、開山堂である。

概算払いは、概算払いである。

海産物は、海産物である。

概算要求は、概算要求である。

概算渡しは、概算渡しである。

介士は、介士である。

会子は、会子である。

会試は、会試である。

回思は、回思である。

回視は、回視である。

戒師は、戒師である。

怪死は、怪死である。

芥子は、芥子である。

芥視は、芥視である。

廻使は、廻使である。

海士は、海士である。

海市は、海市である。

界紙は、界紙である。

開市は、開市である。

開示は、開示である。

開始は、開始である。

解屍は、解屍である。

解試は、解試である。

懐紙は、懐紙である。

快事は、快事である。

怪事は、怪事である。

海事は、海事である。

界磁は、界磁である。

絵事は、絵事である。

開士は、開士である。

解字は、解字である。

外史は、外史である。

外使は、外使である。

外姉は、外姉である。

外紙は、外紙である。

外資は、外資である。

碍子は、碍子である。

外字は、外字である。

外耳は、外耳である。

外事は、外事である。

孩児は、孩児である。



外耳炎は、外耳炎である。

芥子園画伝は、芥子園画伝である。

苴は、苴である。

掻敷は、掻敷である。

皆敷は、皆敷である。

下意識は、下意識である。

解式は、解式である。

皆式は、皆式である。

皆色は、皆色である。

海事金融は、海事金融である。

海事公法は、海事公法である。

開示悟入は、開示悟入である。

外史氏は、外史氏である。

外字紙は、外字紙である。

海事私法は、海事私法である。

戒侍者は、戒侍者である。

介之推は、介之推である。

芥子精は、芥子精である。

海事代理士は、海事代理士である。

懐紙立は、懐紙立である。

改質は、改質である。

会日は、会日である。

晦日は、晦日である。

戒日王は、戒日王である。

概日リズムは、概日リズムである。

概しては、概してである。

芥子泥は、芥子泥である。

外耳道は、外耳道である。

外資導入は、外資導入である。

貝鎬は、貝鎬である。

掻い忍びやかは、掻い忍びやかである。

買い渋るは、買い渋るである。

下位子房は、下位子房である。

外資法は、外資法である。

買縞は、買縞である。

買占めは、買占めである。

買い占めるは、買い占めるである。

会社は、会社である。

会者は、会者である。

膾炙は、膾炙である。

外車は、外車である。

蓋車は、蓋車である。

会社員は、会社員である。

介錯は、介錯である。

戒尺は、戒尺である。

界尺は、界尺である。



解釈は、解釈である。

海若は、海若である。

解釈学は、解釈学である。

解釈規定は、解釈規定である。

開迹顕本は、開迹顕本である。

貝杓子は、貝杓子である。

解釈全損は、解釈全損である。

会社組合は、会社組合である。

解釈論は、解釈論である。

会社更生法は、会社更生法である。

外車船は、外車船である。

会社法は、会社法である。

会社訪問は、会社訪問である。

会主は、会主である。

快手は、快手である。

拐取は、拐取である。

皆朱は、皆朱である。

魁首は、魁首である。

解綬は、解綬である。

槐樹は、槐樹である。

外需は、外需である。

会衆は、会衆である。

会集は、会集である。

回収は、回収である。

改宗は、改宗である。

改修は、改修である。

海州は、海州である。

怪獣は、怪獣である。

海獣は、海獣である。

晦渋は、晦渋である。

懐柔は、懐柔である。

外周は、外周である。

鎧袖は、鎧袖である。

鎧袖一触は、鎧袖一触である。

怪獣映画は、怪獣映画である。

開集合は、開集合である。

解集合は、解集合である。

解重合は、解重合である。

灰重石は、灰重石である。

海住山寺は、海住山寺である。

外柔内剛は、外柔内剛である。

会衆派は、会衆派である。

海獣葡萄鏡は、海獣葡萄鏡である。

外叔は、外叔である。

外出は、外出である。

外出血は、外出血である。



外珠皮は、外珠皮である。

外種皮は、外種皮である。

買春は、買春である。

回春は、回春である。

改春は、改春である。

改悛は、改悛である。

悔悛は、悔悛である。

懐春は、懐春である。

悔悛の秘跡は、悔悛の秘跡である。

回春病院は、回春病院である。

甲斐性は、甲斐性である。

会所は、会所である。

回書は、回書である。

楷書は、楷書である。

海恕は、海恕である。

介助は、介助である。

解除は、解除である。

解舒は、解舒である。

外書は、外書である。

会商は、会商である。

回章は、回章である。

廻章は、廻章である。

快捷は、快捷である。

快勝は、快勝である。

改称は、改称である。

改しょうは、改しょうである。

海上は、海上である。

海相は、海相である。

海将は、海将である。

海商は、海商である。

海象は、海象である。

海嘯は、海嘯である。

開敞は、開敞である。

解消は、解消である。

会場は、会場である。

回状は、回状である。

廻状は、廻状である。

戒杖は、戒杖である。

戒場は、戒場である。

開城は、開城である。

開場は、開場である。

開静は、開静である。

階上は、階上である。

階乗は、階乗である。

塊状は、塊状である。

外妾は、外妾である。



外相は、外相である。

外商は、外商である。

外傷は、外傷である。

街娼は、街娼である。

街商は、街商である。

外城は、外城である。

外情は、外情である。

街上は、街上である。

戒定慧は、戒定慧である。

回照器は、回照器である。

海上勤務は、海上勤務である。

海上権は、海上権である。

海上自衛隊は、海上自衛隊である。

海上衝突予防法は、海上衝突予防法である。

外省人は、外省人である。

下意上達は、下意上達である。

開静時は、開静時である。

甲斐性無しは、甲斐性無しである。

醢醤品は、醢醤品である。

海上封鎖は、海上封鎖である。

皆成仏道は、皆成仏道である。

海上保安庁は、海上保安庁である。

海商法は、海商法である。

海上法は、海上法である。

海上捕獲は、海上捕獲である。

海上保険は、海上保険である。

会昌門は、会昌門である。

海上礼式は、海上礼式である。

会食は、会食である。

灰色は、灰色である。

戒飭は、戒飭である。

海食は、海食である。

海蝕は、海蝕である。

解職は、解職である。

外食は、外食である。

外辱は、外辱である。

海食崖は、海食崖である。

外食券は、外食券である。

外食産業は、外食産業である。

解職請求は、解職請求である。

海食台地は、海食台地である。

海食棚は、海食棚である。

海食洞は、海食洞である。

解除権は、解除権である。

解除条件は、解除条件である。

掻い調ぶは、掻い調ぶである。



外翅類は、外翅類である。

垣代は、垣代である。

会心は、会心である。

回心は、回心である。

回申は、回申である。

回信は、回信である。

回診は、回診である。

快心は、快心である。

戒心は、戒心である。

戒慎は、戒慎である。

改心は、改心である。

改進は、改進である。

改新は、改新である。

海神は、海神である。

海進は、海進である。

海震は、海震である。

開申は、開申である。

開進は、開進である。

灰塵は、灰塵である。

灰燼は、灰燼である。

怪人は、怪人である。

開陣は、開陣である。

外心は、外心である。

外臣は、外臣である。

外信は、外信である。

害心は、害心である。

外人は、外人である。

外陣は、外陣である。

凱陣は、凱陣である。

海人草は、海人草である。

改進党は、改進党である。

会心の友は、会心の友である。

外人部隊は、外人部隊である。

介すは、介すである。

かいずは、かいずである。

買窩は、買窩である。

海図は、海図である。

概すは、概すである。

海水は、海水である。

魁帥は、魁帥である。

海瑞は、海瑞である。

崖錐は、崖錐である。

魁翠園焼は、魁翠園焼である。

海水着は、海水着である。

海水準は、海水準である。

海水石鹸は、海水石鹸である。



海水淡水化は、海水淡水化である。

海水パンツは、海水パンツである。

海水浴は、海水浴である。

回数は、回数である。

海陬は、海陬である。

概数は、概数である。

回数券は、回数券である。

ガイストは、ガイストである。

掻い澄むは、掻い澄むである。

ガイスラー管は、ガイスラー管である。

貝摺は、貝摺である。

介するは、介するである。

会するは、会するである。

解するは、解するである。

害するは、害するである。

慨するは、慨するである。

皆是は、皆是である。

回生は、回生である。

回青は、回青である。

快晴は、快晴である。

改正は、改正である。

改姓は、改姓である。

開成は、開成である。

魁星は、魁星である。

懐生は、懐生である。

諧声は、諧声である。

外姓は、外姓である。

外征は、外征である。

外政は、外政である。

外甥は、外甥である。

慨世は、慨世である。

蓋世は、蓋世である。

駭世は、駭世である。

開成学校は、開成学校である。

開成館は、開成館である。

開成所は、開成所である。

海成層は、海成層である。

回生ブレーキは、回生ブレーキである。

改税約書は、改税約書である。

会席は、会席である。

怪石は、怪石である。

開析は、開析である。

解析は、解析である。

懐石は、懐石である。

外戚は、外戚である。

外積は、外積である。



解析学は、解析学である。

解析幾何学は、解析幾何学である。

海跡湖は、海跡湖である。

会席膳は、会席膳である。

会席茶屋は、会席茶屋である。

解析力学は、解析力学である。

会席料理は、会席料理である。

回折は、回折である。

回雪は、回雪である。

怪説は、怪説である。

開設は、開設である。

解説は、解説である。

快絶は、快絶である。

外接は、外接である。

外切は、外切である。

剴切は、剴切である。

概説は、概説である。

外接円は、外接円である。

回折格子は、回折格子である。

回折縞は、回折縞である。

外接多角形は、外接多角形である。

カイゼルは、カイゼルである。

カイゼル髭は、カイゼル髭である。

会戦は、会戦である。

回宣は、回宣である。

廻宣は、廻宣である。

回旋は、回旋である。

廻旋は、廻旋である。

回船は、回船である。

廻船は、廻船である。

回線は、回線である。

改銭は、改銭である。

改選は、改選である。

海戦は、海戦である。

海鮮は、海鮮である。

界線は、界線である。

疥癬は、疥癬である。

開戦は、開戦である。

懐銭は、懐銭である。

介然は、介然である。

快然は、快然である。

戒善は、戒善である。

改善は、改善である。

恢然は、恢然である。

階前は、階前である。

外船は、外船である。



外線は、外線である。

凱旋は、凱旋である。

慨然は、慨然である。

蓋然は、蓋然である。

駭然は、駭然である。

開船渠は、開船渠である。

回旋曲は、回旋曲である。

外線作戦は、外線作戦である。

廻船式目は、廻船式目である。

凱旋将軍は、凱旋将軍である。

蓋然性は、蓋然性である。

疥癬虫は、疥癬虫である。

廻船問屋は、廻船問屋である。

回旋塔は、回旋塔である。

蓋然判断は、蓋然判断である。

概然判断は、概然判断である。

階前万里は、階前万里である。

凱旋門は、凱旋門である。

海仙楽は、海仙楽である。

蓋然率は、蓋然率である。

改組は、改組である。

海鼠は、海鼠である。

絵素は、絵素である。

開祖は、開祖である。

懐素は、懐素である。

外祖は、外祖である。

会葬は、会葬である。

回送は、回送である。

廻送は、廻送である。

回想は、回想である。

回漕は、回漕である。

廻漕は、廻漕である。

快走は、快走である。

快爽は、快爽である。

改葬は、改葬である。

改装は、改装である。

海草は、海草である。

海曹は、海曹である。

海葱は、海葱である。

海藻は、海藻である。

階層は、階層である。

開創は、開創である。

潰走は、潰走である。

掻い添ふは、掻い添ふである。

改造は、改造である。

海蔵は、海蔵である。



晦蔵は、晦蔵である。

外装は、外装である。

外層は、外層である。

劾奏は、劾奏である。

咳嗽は、咳嗽である。

回送車は、回送車である。

解像度は、解像度である。

海藻灰は、海藻灰である。

海草肥料は、海草肥料である。

外挿法は、外挿法である。

解像力は、解像力である。

回想録は、回想録である。

介添は、介添である。

会則は、会則である。

快足は、快足である。

快速は、快速である。

改測は、改測である。

掻い殺ぐは、掻い殺ぐである。

回族は、回族である。

海賊は、海賊である。

外側は、外側である。

概則は、概則である。

外族は、外族である。

蟹足腫は、蟹足腫である。

海賊衆は、海賊衆である。

海賊船は、海賊船である。

海賊大将は、海賊大将である。

海賊版は、海賊版である。

海賊放送は、海賊放送である。

外祖父は、外祖父である。

外祖母は、外祖母である。

買い初めは、買い初めである。

貝揃えは、貝揃えである。

海損は、海損である。

塊村は、塊村である。

買い損は、買い損である。

外孫は、外孫である。

街村は、街村である。

懈惰は、懈惰である。

咳唾は、咳唾である。

改替は、改替である。

拐帯は、拐帯である。

芥蔕は、芥蔕である。

海退は、海退である。

解体は、解体である。

壊頽は、壊頽である。



懐胎は、懐胎である。

懈怠は、懈怠である。

改題は、改題である。

海内は、海内である。

海台は、海台である。

開題は、開題である。

解題は、解題である。

外帯は、外帯である。

解体新書は、解体新書である。

掻い手折りは、掻い手折りである。

掻い手折るは、掻い手折るである。

階高は、階高である。

開拓は、開拓である。

快諾は、快諾である。

開拓使は、開拓使である。

開拓使官有物払い下げ事件は、開拓使官有物払い下げ事件である。

貝蛸は、貝蛸である。

買出しは、買出しである。

買い足すは、買い足すである。

掻い出すは、掻い出すである。

買い叩くは、買い叩くである。

回達は、回達である。

開達は、開達である。

飼ひ立つは、飼ひ立つである。

買立ては、買立てである。

飼立ては、飼立てである。

垣楯は、垣楯である。

掻楯は、掻楯である。

買建は、買建である。

買建玉は、買建玉である。

買い立てるは、買い立てるである。

買溜めは、買溜めである。

外為は、外為である。

外為法は、外為法である。

腕弛しは、腕弛しである。

掻垂は、掻垂である。

怪誕は、怪誕である。

塊炭は、塊炭である。

会談は、会談である。

快談は、快談である。

戒壇は、戒壇である。

怪談は、怪談である。

開壇は、開壇である。

階段は、階段である。

解団は、解団である。

慨嘆は、慨嘆である。



慨歎は、慨歎である。

骸炭は、骸炭である。

街談は、街談である。

戒壇院は、戒壇院である。

階段教室は、階段教室である。

階段耕作は、階段耕作である。

快男児は、快男児である。

階段室は、階段室である。

ガイダンスは、ガイダンスである。

戒壇石は、戒壇石である。

怪談全書は、怪談全書である。

階段箪笥は、階段箪笥である。

戒壇堂は、戒壇堂である。

階段登行は、階段登行である。

怪談噺は、怪談噺である。

階段掘りは、階段掘りである。

戒壇廻りは、戒壇廻りである。

怪談物は、怪談物である。

垣内は、垣内である。

改置は、改置である。

開地は、開地である。

開知は、開知である。

開智は、開智である。

外地は、外地である。

改築は、改築である。

回茶は、回茶である。

回着米は、回着米である。

介冑は、介冑である。

回虫は、回虫である。

蛔虫は、蛔虫である。

改鋳は、改鋳である。

海中は、海中である。

懐中は、懐中である。

外注は、外注である。

外註は、外註である。

害虫は、害虫である。

鎧冑は、鎧冑である。

懐中鏡は、懐中鏡である。

懐中笠は、懐中笠である。

海中火山は、海中火山である。

懐中合羽は、懐中合羽である。

海中公園は、海中公園である。

懐中汁粉は、懐中汁粉である。

懐中硯は、懐中硯である。

懐中電灯は、懐中電灯である。

懐中時計は、懐中時計である。



懐中日記は、懐中日記である。

外中比は、外中比である。

懐中物は、懐中物である。

買注文は、買注文である。

海中林は、海中林である。

会長は、会長である。

回腸は、回腸である。

快暢は、快暢である。

快調は、快調である。

戒牒は、戒牒である。

改丁は、改丁である。

怪鳥は、怪鳥である。

海鳥は、海鳥である。

海潮は、海潮である。

開庁は、開庁である。

開帳は、開帳である。

開張は、開張である。

階調は、階調である。

諧調は、諧調である。

外朝は、外朝である。

害鳥は、害鳥である。

海潮音は、海潮音である。

懐寵尸位は、懐寵尸位である。

灰長石は、灰長石である。

外聴道は、外聴道である。

開帳場は、開帳場である。

海鳥糞は、海鳥糞である。

開帳物は、開帳物である。

回勅は、回勅である。

開陳は、開陳である。

海津は、海津である。

会通は、会通である。

開通は、開通である。

華夷通商考は、華夷通商考である。

貝塚は、貝塚である。

貝塚伊吹は、貝塚伊吹である。

貝塚茂樹は、貝塚茂樹である。

貝塚時代は、貝塚時代である。

掻い掴むは、掻い掴むである。

買継ぎ商は、買継ぎ商である。

掻い付くは、掻い付くである。

飼ひ付くは、飼ひ付くである。

貝尽しは、貝尽しである。

掻い繕いは、掻い繕いである。

掻い繕うは、掻い繕うである。

買付は、買付である。



飼付は、飼付である。

買付委託は、買付委託である。

飼付漁業は、飼付漁業である。

買付問屋は、買付問屋である。

買い付けるは、買い付けるである。

買繋ぎは、買繋ぎである。

掻い角繰るは、掻い角繰るである。

買い募るは、買い募るである。

かいつぶりは、かいつぶりである。

掻い摘むは、掻い摘むである。

かいつむりは、かいつむりである。

貝爪は、貝爪である。

掻い詰めは、掻い詰めである。

貝つ物は、貝つ物である。

掻い連ぬは、掻い連ぬである。

掻い連るは、掻い連るである。

買手は、買手である。

介弟は、介弟である。

改定は、改定である。

改訂は、改訂である。

海底は、海底である。

海程は、海程である。

開廷は、開廷である。

階梯は、階梯である。

解停は、解停である。

外廷は、外廷である。

外弟は、外弟である。

孩提は、孩提である。

海底拡大説は、海底拡大説である。

海底火山は、海底火山である。

海底ケーブルは、海底ケーブルである。

海底谷は、海底谷である。

海底トンネルは、海底トンネルである。

海底油田は、海底油田である。

改定律例は、改定律例である。

快適は、快適である。

外的は、外的である。

外敵は、外敵である。

外的生活は、外的生活である。

買手市場は、買手市場である。

買手筋は、買手筋である。

回天は、回天である。

廻天は、廻天である。

回転は、回転である。

廻転は、廻転である。

開店は、開店である。



開展は、開展である。

皆伝は、皆伝である。

外典は、外典である。

外伝は、外伝である。

外電は、外電である。

回転圧縮機は、回転圧縮機である。

回転椅子は、回転椅子である。

回転異性は、回転異性である。

回転移動は、回転移動である。

回転運動は、回転運動である。

回転角は、回転角である。

回転機は、回転機である。

回転儀は、回転儀である。

開店休業は、開店休業である。

回転競技は、回転競技である。

回転計は、回転計である。

回転子は、回転子である。

回転式発動機は、回転式発動機である。

回転資金は、回転資金である。

回転軸は、回転軸である。

回転磁場は、回転磁場である。

外転神経は、外転神経である。

回転寿司は、回転寿司である。

回転鮨は、回転鮨である。

回転送風機は、回転送風機である。

回転速度計は、回転速度計である。

回転体は、回転体である。

回転対称は、回転対称である。

回転楕円体は、回転楕円体である。

回転ドアは、回転ドアである。

回転鐙は、回転鐙である。

回転扉は、回転扉である。

回転半径は、回転半径である。

回転篩は、回転篩である。

回転偏光は、回転偏光である。

回転変流機は、回転変流機である。

回転放物面は、回転放物面である。

回転ポンプは、回転ポンプである。

回転窓は、回転窓である。

回転蔟は、回転蔟である。

回転面は、回転面である。

回転木馬は、回転木馬である。

回転翼は、回転翼である。

回転率は、回転率である。

回転炉は、回転炉である。

垣外は、垣外である。



飼所は、飼所である。

灰土は、灰土である。

塊土は、塊土である。

外都は、外都である。

外土は、外土である。

ガイドは、ガイドである。

買問屋は、買問屋である。

会党は、会党である。

会頭は、会頭である。

回答は、回答である。

灰陶は、灰陶である。

快刀は、快刀である。

戒刀は、戒刀である。

怪盗は、怪盗である。

械闘は、械闘である。

開冬は、開冬である。

解党は、解党である。

解凍は、解凍である。

解答は、解答である。

解糖は、解糖である。

会同は、会同である。

会堂は、会堂である。

怪童は、怪童である。

海棠は、海棠である。

海道は、海道である。

街道は、街道である。

開堂は、開堂である。

外灯は、外灯である。

外套は、外套である。

街灯は、街灯である。

街頭は、街頭である。

該当は、該当である。

孩童は、孩童である。

外套眼は、外套眼である。

回答旗は、回答旗である。

海道記は、海道記である。

海道下りは、海道下りである。

海藤花は、海藤花である。

街頭劇は、街頭劇である。

外套細胞は、外套細胞である。

開頭術は、開頭術である。

海道筋は、海道筋である。

街道筋は、街道筋である。

海東青は、海東青である。

外套膜は、外套膜である。

垣内松三は、垣内松三である。



怪童丸は、怪童丸である。

海島綿は、海島綿である。

街道湯漬は、街道湯漬である。

街頭録音は、街頭録音である。

改土帰流は、改土帰流である。

晦匿は、晦匿である。

解得は、解得である。

買い得は、買い得である。

会読は、会読である。

回読は、回読である。

解読は、解読である。

害毒は、害毒である。

懐徳書院は、懐徳書院である。

外毒素は、外毒素である。

懐徳堂は、懐徳堂である。

買い整えるは、買い整えるである。

買い調えるは、買い調えるである。

ガイドナンバーは、ガイドナンバーである。

垣外番は、垣外番である。

ガイドブックは、ガイドブックである。

ガイドポストは、ガイドポストである。

掻灯は、掻灯である。

ガイドラインは、ガイドラインである。

買取りは、買取りである。

楫取は、楫取である。

掻取は、掻取である。

飼鳥は、飼鳥である。

鑰取は、鑰取である。

掻取小褄は、掻取小褄である。

掻取姿は、掻取姿である。

掻取褄は、掻取褄である。

掻取前は、掻取前である。

買い取るは、買い取るである。

掻い取るは、掻い取るである。

腕は、腕である。

肱は、肱である。

かいなは、かいなである。

がいなは、がいなである。

腕挙は、腕挙である。

甲斐無しは、甲斐無しである。

買い馴染むは、買い馴染むである。

掻い撫づは、掻い撫づである。

掻い撫では、掻い撫でである。

腕引は、腕引である。

腕捻りは、腕捻りである。

掻い均しは、掻い均しである。



飼い馴らすは、飼い馴らすである。

貝状は、貝状である。

貝状形は、貝状形である。

海南は、海南である。

海難は、海難である。

海南学派は、海南学派である。

海難救助は、海難救助である。

海難証明書は、海難証明書である。

海難審判庁は、海難審判庁である。

海難審判法は、海難審判法である。

海南島は、海南島である。

海軟風は、海軟風である。

海難法師は、海難法師である。

がいには、がいにである。

介入は、介入である。

外乳は、外乳である。

介入権は、介入権である。

解任は、解任である。

懐妊は、懐妊である。

懐姙は、懐姙である。

買人気は、買人気である。

解任状は、解任状である。

買主は、買主である。

飼主は、飼主である。

垣根は、垣根である。

峡嶺は、峡嶺である。

買値は、買値である。

会寧は、会寧である。

飼い猫は、飼い猫である。

カイネチンは、カイネチンである。

掻練は、掻練である。

皆練は、皆練である。

掻練襲は、掻練襲である。

改年は、改年である。

艾年は、艾年である。

概念は、概念である。

外燃機関は、外燃機関である。

概念実在論は、概念実在論である。

概念図は、概念図である。

概念的は、概念的である。

概念法学は、概念法学である。

概念論は、概念論である。

皆納は、皆納である。

開農は、開農である。

貝の口は、貝の口である。

開の口は、開の口である。



掻い拭ふは、掻い拭ふである。

戒の師は、戒の師である。

買い乗せは、買い乗せである。

会派は、会派である。

回波は、回波である。

海波は、海波である。

買場は、買場である。

飼葉は、飼葉である。

介馬は、介馬である。

快馬は、快馬である。

海馬は、海馬である。

カイバー峠は、カイバー峠である。

改廃は、改廃である。

乖背は、乖背である。

潰敗は、潰敗である。

壊敗は、壊敗である。

壊廃は、壊廃である。

貝灰は、貝灰である。

外売は、外売である。

外胚葉は、外胚葉である。

飼葉桶は、飼葉桶である。

飼葉切は、飼葉切である。

灰白は、灰白である。

かい貊は、かい貊である。

掻い掃くは、掻い掃くである。

外泊は、外泊である。

外舶は、外舶である。

該博は、該博である。

駭魄は、駭魄である。

海舶互市新例は、海舶互市新例である。

灰白質は、灰白質である。

灰白色は、灰白色である。

灰白軟膏は、灰白軟膏である。

掻い挟むは、掻い挟むである。

貝柱は、貝柱である。

開畑は、開畑である。

開発は、開発である。

解発は、解発である。

海抜は、海抜である。

皆伐は、皆伐である。

解発因は、解発因である。

開発援助委員会は、開発援助委員会である。

開発規制は、開発規制である。

開発教育は、開発教育である。

開発教授は、開発教授である。

外罰的は、外罰的である。



開発途上国は、開発途上国である。

開発輸入は、開発輸入である。

開発領主は、開発領主である。

掻い放つは、掻い放つである。

垣間見は、垣間見である。

かいばむは、かいばむである。

貝原は、貝原である。

掻い払ふは、掻い払ふである。

貝原益軒は、貝原益軒である。

戒波羅蜜は、戒波羅蜜である。

貝張は、貝張である。

カイバル峠は、カイバル峠である。

改版は、改版である。

開帆は、開帆である。

開版は、開版である。

開板は、開板である。

解版は、解版である。

快板は、快板である。

外板は、外板である。

外販は、外販である。

外藩は、外藩である。

鎧板は、鎧板である。

外蕃は、外蕃である。

外反足は、外反足である。

外反拇趾は、外反拇趾である。

会費は、会費である。

回避は、回避である。

海彼は、海彼である。

開披は、開披である。

開扉は、開扉である。

快美は、快美である。

外皮は、外皮である。

買い控えは、買い控えである。

掻い弾くは、掻い弾くである。

掻膝は、掻膝である。

掻い潜むは、掻い潜むである。

開白は、開白である。

開闢は、開闢である。

乖謬は、乖謬である。

海氷は、海氷である。

海豹は、海豹である。

界標は、界標である。

開票は、開票である。

解氷は、解氷である。

介病は、介病である。

海錨は、海錨である。



概評は、概評である。

咳病は、咳病である。

界標設置権は、界標設置権である。

海豹島は、海豹島である。

貝屏風は、貝屏風である。

海浜は、海浜である。

外賓は、外賓である。

海浜学校は、海浜学校である。

海浜植物は、海浜植物である。

介婦は、介婦である。

回付は、回付である。

廻附は、廻附である。

開府は、開府である。

開敷は、開敷である。

回部は、回部である。

海浦は、海浦である。

海賦は、海賦である。

外侮は、外侮である。

外部は、外部である。

回風は、回風である。

廻風は、廻風である。

海風は、海風である。

開封は、開封である。

凱風は、凱風である。

懐風藻は、懐風藻である。

外部監査は、外部監査である。

貝吹は、貝吹である。

外部記憶装置は、外部記憶装置である。

外部寄生は、外部寄生である。

開府儀同三司は、開府儀同三司である。

外部金融は、外部金融である。

回復は、回復である。

恢復は、恢復である。

快復は、快復である。

開腹は、開腹である。

回復期は、回復期である。

開腹術は、開腹術である。

回復登記は、回復登記である。

外部経済は、外部経済である。

外部効果は、外部効果である。

蚊燻しは、蚊燻しである。

掻い伏すは、掻い伏すである。

怪物は、怪物である。

外物は、外物である。

開物成務は、開物成務である。

外部不経済は、外部不経済である。



灰分は、灰分である。

快聞は、快聞である。

怪聞は、怪聞である。

回文は、回文である。

廻文は、廻文である。

外分は、外分である。

外聞は、外聞である。

涯分は、涯分である。

外聞晒しは、外聞晒しである。

怪文書は、怪文書である。

涯分すは、涯分すである。

外分泌は、外分泌である。

外分泌腺は、外分泌腺である。

下位分類は、下位分類である。

海兵は、海兵である。

皆兵は、皆兵である。

開平は、開平である。

開閉は、開閉である。

潰兵は、潰兵である。

開閉器は、開閉器である。

開閉橋は、開閉橋である。

海兵隊は、海兵隊である。

海兵団は、海兵団である。

改ページ改頁は、改ページ改頁である。

海壁は、海壁である。

外壁は、外壁である。

貝偏は、貝偏である。

改変は、改変である。

改編は、改編である。

海辺は、海辺である。

壊変は、壊変である。

快弁は、快弁である。

快便は、快便である。

外辺は、外辺である。

外変は、外変である。

外編は、外編である。

外篇は、外篇である。

海保は、海保である。

介母は、介母である。

懐慕は、懐慕である。

介抱は、介抱である。

会報は、会報である。

回報は、回報である。

廻報は、廻報である。

快方は、快方である。

快報は、快報である。



戒法は、戒法である。

改封は、改封である。

海北は、海北である。

海法は、海法である。

海堡は、海堡である。

開方は、開方である。

開放は、開放である。

開法は、開法である。

解放は、解放である。

解法は、解法である。

楷法は、楷法である。

潰崩は、潰崩である。

懐抱は、懐抱である。

海防は、海防である。

海膨は、海膨である。

解剖は、解剖である。

外方は、外方である。

外邦は、外邦である。

外報は、外報である。

外防は、外防である。

外貌は、外貌である。

概貌は、概貌である。

解剖学は、解剖学である。

海防艦は、海防艦である。

回峰行は、回峰行である。

解放区は、解放区である。

開放経済は、開放経済である。

開放血管系は、開放血管系である。

開放弦は、開放弦である。

解剖祭は、解剖祭である。

開放性結核は、開放性結核である。

海泡石は、海泡石である。

開放体系は、開放体系である。

開放的は、開放的である。

解放の神学は、解放の神学である。

海北派は、海北派である。

開放病棟は、開放病棟である。

海北友松は、海北友松である。

解放令は、解放令である。

海防論は、海防論である。

海保漁村は、海保漁村である。

海北若沖は、海北若沖である。

掻い乾すは、掻い乾すである。

海保青陵は、海保青陵である。

掻い細るは、掻い細るである。

掻い掘りは、掻い掘りである。



海盆は、海盆である。

外翻足は、外翻足である。

買米は、買米である。

回米は、回米である。

廻米は、廻米である。

外米は、外米である。

掻巻は、掻巻である。

掻い紛るは、掻い紛るである。

開幕は、開幕である。

蓋膜は、蓋膜である。

開幕劇は、開幕劇である。

掻い捲るは、掻い捲るである。

掻いまさぐるは、掻いまさぐるである。

垣間見るは、垣間見るである。

垣間むは、垣間むである。

買回り品は、買回り品である。

掻い回るは、掻い回るである。

海漫は、海漫である。

カイマンは、カイマンである。

快味は、快味である。

戒脈は、戒脈である。

戒名は、戒名である。

改名は、改名である。

快眠は、快眠である。

会務は、会務である。

快夢は、快夢である。

怪夢は、怪夢である。

海霧は、海霧である。

皆無は、皆無である。

槐夢は、槐夢である。

外務は、外務である。

外務卿は、外務卿である。

外務公務員は、外務公務員である。

外務省は、外務省である。

外務書記生は、外務書記生である。

外務大臣は、外務大臣である。

外務通訳生は、外務通訳生である。

掻い群るは、掻い群るである。

会盟は、会盟である。

海めいは、海めいである。

海鳴は、海鳴である。

晦明は、晦明である。

晦冥は、晦冥である。

開明は、開明である。

階名は、階名である。

解明は、解明である。



壊滅は、壊滅である。

潰滅は、潰滅である。

改免は、改免である。

皆免は、皆免である。

海面は、海面である。

海綿は、海綿である。

界面は、界面である。

開綿は、開綿である。

外面は、外面である。

界面化学は、界面化学である。

界面活性剤は、界面活性剤である。

海面漁業は、海面漁業である。

海面更正は、海面更正である。

海綿質は、海綿質である。

海綿状組織は、海綿状組織である。

海綿体は、海綿体である。

界面張力は、界面張力である。

外面的は、外面的である。

海綿鉄は、海綿鉄である。

海綿動物は、海綿動物である。

開毛は、開毛である。

外蒙古は、外蒙古である。

回盲部は、回盲部である。

開目は、開目である。

皆目は、皆目である。

開目抄は、開目抄である。

買持は、買持である。

掻餅は、掻餅である。

買持米は、買持米である。

垣下は、垣下である。

垣下饗は、垣下饗である。

掻い回れるは、掻い回れるである。

買戻しは、買戻しである。

買戻し契約は、買戻し契約である。

買戻し権は、買戻し権である。

買い戻すは、買い戻すである。

買い求めるは、買い求めるである。

買物は、買物である。

買物使は、買物使である。

戒文は、戒文である。

海門は、海門である。

開門は、開門である。

開聞は、開聞である。

槐門は、槐門である。

槐門棘路は、槐門棘路である。

開聞岳は、開聞岳である。



飼屋は、飼屋である。

外野は、外野である。

かいやいは、かいやいである。

貝焼は、貝焼である。

改訳は、改訳である。

解約は、解約である。

華夷訳語は、華夷訳語である。

買約定は、買約定である。

解約手付は、解約手付である。

貝櫓は、貝櫓である。

蜃楼は、蜃楼である。

外野手は、外野手である。

掻い遣るは、掻い遣るである。

ガイヤルドは、ガイヤルドである。

快癒は、快癒である。

誨諭は、誨諭である。

外油は、外油である。

外輸は、外輸である。

会友は、会友である。

灰釉は、灰釉である。

回遊は、回遊である。

快遊は、快遊である。

外遊は、外遊である。

外憂は、外憂である。

回遊魚は、回遊魚である。

回游魚は、回游魚である。

回遊式庭園は、回遊式庭園である。

海洋は、海洋である。

海容は、海容である。

解傭は、解傭である。

潰瘍は、潰瘍である。

懐孕は、懐孕である。

外用は、外用である。

外洋は、外洋である。

概要は、概要である。

海洋運河は、海洋運河である。

海洋汚染は、海洋汚染である。

海洋学は、海洋学である。

海洋気候は、海洋気候である。

海洋気象台は、海洋気象台である。

海洋国は、海洋国である。

海洋自由は、海洋自由である。

潰瘍性大腸炎は、潰瘍性大腸炎である。

海洋地殻は、海洋地殻である。

海洋底は、海洋底である。

海洋底拡大説は、海洋底拡大説である。



海洋投棄は、海洋投棄である。

海洋プレートは、海洋プレートである。

海洋法は、海洋法である。

海洋牧場は、海洋牧場である。

開陽丸は、開陽丸である。

外用薬は、外用薬である。

貝寄せは、貝寄せである。

貝寄せの風は、貝寄せの風である。

糴は、糴である。

カイヨワは、カイヨワである。

界雷は、界雷である。

疥癩は、疥癩である。

傀儡は、傀儡である。

かい磊は、かい磊である。

外来は、外来である。

外来患者は、外来患者である。

外来語は、外来語である。

傀儡師は、傀儡師である。

外来思想は、外来思想である。

傀儡政権は、傀儡政権である。

梅花皮は、梅花皮である。

鰄は、鰄である。

快楽は、快楽である。

偕楽は、偕楽である。

開落は、開落である。

壊落は、壊落である。

偕楽園は、偕楽園である。

快楽原則は、快楽原則である。

快楽主義は、快楽主義である。

回覧は、回覧である。

廻覧は、廻覧である。

回瀾は、回瀾である。

廻瀾は、廻瀾である。

回鑾は、回鑾である。

廻鑾は、廻鑾である。

乖乱は、乖乱である。

開らんは、開らんである。

解纜は、解纜である。

潰乱は、潰乱である。

潰爛は、潰爛である。

壊乱は、壊乱である。

外乱は、外乱である。

外覧は、外覧である。

回覧雑誌は、回覧雑誌である。

回覧板は、回覧板である。

回鯉は、回鯉である。



乖離は、乖離である。

海里は、海里である。

浬は、浬である。

海狸は、海狸である。

解離は、解離である。

懐裡は、懐裡である。

乖離概念は、乖離概念である。

戒力は、戒力である。

怪力は、怪力である。

海陸は、海陸である。

海陸風は、海陸風である。

解離性大動脈瘤は、解離性大動脈瘤である。

介立は、介立である。

戒律は、戒律である。

開立は、開立である。

外率は、外率である。

戒律宗は、戒律宗である。

解離度は、解離度である。

解離熱は、解離熱である。

概略は、概略である。

会流は、会流である。

回流は、回流である。

廻流は、廻流である。

海流は、海流である。

海竜王は、海竜王である。

海竜王寺は、海竜王寺である。

廻立殿は、廻立殿である。

海流瓶は、海流瓶である。

飼い料は、飼い料である。

改良は、改良である。

外療は、外療である。

外料は、外料である。

海陵王は、海陵王である。

改良行為は、改良行為である。

改良種は、改良種である。

改良主義は、改良主義である。

改良鼠返しは、改良鼠返しである。

改良半紙は、改良半紙である。

皆令満足は、皆令満足である。

外力は、外力である。

海緑石は、海緑石である。

怪力乱神は、怪力乱神である。

介鱗は、介鱗である。

外輪は、外輪である。

外輪山は、外輪山である。

外輪船は、外輪船である。



蛙は、蛙である。

帰るは、帰るである。

外塁は、外塁である。

会礼は、会礼である。

回礼は、回礼である。

乖戻は、乖戻である。

海嶺は、海嶺である。

瑰麗は、瑰麗である。

回暦は、回暦である。

回歴は、回歴である。

改暦は、改暦である。

開裂は、開裂である。

壊裂は、壊裂である。

潰裂は、潰裂である。

潰裂強度は、潰裂強度である。

買連合は、買連合である。

かいろは、かいろである。

回路は、回路である。

海路は、海路である。

開炉は、開炉である。

懐炉は、懐炉である。

薤露は、薤露である。

カイロは、カイロである。

街路は、街路である。

貝楼は、貝楼である。

回廊は、回廊である。

廻廊は、廻廊である。

戒臈は、戒臈である。

戒臘は、戒臘である。

海老は、海老である。

海楼は、海楼である。

偕老は、偕老である。

偕老同穴は、偕老同穴である。

海老尾は、海老尾である。

街路園は、街路園である。

回禄は、回禄である。

かいろぐは、かいろぐである。

回路遮断器は、回路遮断器である。

街路樹は、街路樹である。

カイロ宣言は、カイロ宣言である。

回路素子は、回路素子である。

カイロネイアの戦は、カイロネイアの戦である。

懐炉灰は、懐炉灰である。

カイロプラクチックは、カイロプラクチックである。

買論は、買論である。

概論は、概論である。



貝輪は、貝輪である。

会話は、会話である。

界隈は、界隈である。

外惑星は、外惑星である。

戒和尚は、戒和尚である。

戒和上は、戒和上である。

会話体は、会話体である。

会話文は、会話文である。

飼藁は、飼藁である。

卵割りは、卵割りである。

貝割りは、貝割りである。

穎割りは、穎割りである。

貝割り菜は、貝割り菜である。

貝割れは、貝割れである。

穎割れは、穎割れである。

貝割れ大根は、貝割れ大根である。

貝割れ葉は、貝割れ葉である。

怪腕は、怪腕である。

海湾は、海湾である。

下院は、下院である。

火印は、火印である。

訛音は、訛音である。

禍因は、禍因である。

課員は、課員である。

カインは、カインである。

画院は、画院である。

雅音は、雅音である。

カインパンジャンは、カインパンジャンである。

支うは、支うである。

交うは、交うである。

肯ふは、肯ふである。

替ふは、替ふである。

換ふは、換ふである。

代ふは、代ふである。

変ふは、変ふである。

買うは、買うである。

飼うは、飼うである。

カヴァーは、カヴァーである。

カウアイは、カウアイである。

カヴァルカンティは、カヴァルカンティである。

カヴールは、カヴールである。

ガウェイン卿と緑の騎士は、ガウェイン卿と緑の騎士である。

ガウガメラの戦は、ガウガメラの戦である。

ガウスは、ガウスである。

ガウス記号は、ガウス記号である。

ガウス曲線は、ガウス曲線である。



ガウスの法則は、ガウスの法則である。

ガウス分布は、ガウス分布である。

ガウス平面は、ガウス平面である。

カウチは、カウチである。

ガウチョは、ガウチョである。

カウチンセーターは、カウチンセーターである。

カウツキーは、カウツキーである。

ガウディは、ガウディである。

カウボーイは、カウボーイである。

カウルネックラインは、カウルネックラインである。

夏雲は、夏雲である。

家運は、家運である。

臥雲は、臥雲である。

ガウンは、ガウンである。

カウンシルは、カウンシルである。

カウンセラーは、カウンセラーである。

カウンセリングは、カウンセリングである。

カウンターは、カウンターである。

カウンターカルチャーは、カウンターカルチャーである。

カウンターキッチンは、カウンターキッチンである。

カウンターシャフトは、カウンターシャフトである。

カウンターテナーは、カウンターテナーである。

カウンターパンチは、カウンターパンチである。

カウンターブロウは、カウンターブロウである。

臥雲辰致は、臥雲辰致である。

カウントは、カウントである。

カウントアウトは、カウントアウトである。

カウントダウンは、カウントダウンである。

代えは、代えである。

替えは、替えである。

換えは、換えである。

萱は、萱である。

柏は、柏である。

がえは、がえである。

花営は、花営である。

花影は、花影である。

果鋭は、果鋭である。

嘉永は、嘉永である。

牙営は、牙営である。

花営三代記は、花営三代記である。

替え歌は、替え歌である。

替え劣りは、替え劣りである。

替親は、替親である。

替え替えは、替え替えである。

替駕籠は、替駕籠である。

替肩は、替肩である。



替帷子は、替帷子である。

課役は、課役である。

替着は、替着である。

替え事は、替え事である。

易え事は、易え事である。

代詞は、代詞である。

帰さは、帰さである。

返さひ奏すは、返さひ奏すである。

返さひ申すは、返さひ申すである。

返さふは、返さふである。

返様は、返様である。

替鞘は、替鞘である。

カエサルは、カエサルである。

返しは、返しである。

替字は、替字である。

返し合すは、返し合すである。

返し歌は、返し歌である。

返し刀は、返し刀である。

返し勾配は、返し勾配である。

返し様は、返し様である。

返し字は、返し字である。

返し状は、返し状である。

返し突は、返し突である。

返し留めは、返し留めである。

返し縫いは、返し縫いである。

返し針は、返し針である。

返し文は、返し文である。

返し幕は、返し幕である。

返し物は、返し物である。

返し股立は、返し股立である。

返し矢は、返し矢である。

替唱歌は、替唱歌である。

替装束は、替装束である。

返し技は、返し技である。

替え芯は、替え芯である。

反すは、反すである。

返すは、返すである。

帰すは、帰すである。

還すは、還すである。

返す返すは、返す返すである。

変え姿は、変え姿である。

返す刀は、返す刀である。

替えズボンは、替えズボンである。

替銭は、替銭である。

替銭屋は、替銭屋である。

替草履は、替草履である。



替え損は、替え損である。

汲田は、汲田である。

替え玉は、替え玉である。

替地は、替地である。

替茶碗は、替茶碗である。

却っては、却ってである。

反っては、反ってである。

却って説くは、却って説くである。

替弦は、替弦である。

替手は、替手である。

槭樹は、槭樹である。

楓は、楓である。

楓科は、楓科である。

楓棚は、楓棚である。

楓鳥は、楓鳥である。

楓糖は、楓糖である。

楓の間は、楓の間である。

替え得は、替え得である。

柏殿は、柏殿である。

替名は、替名である。

肯へにすは、肯へにすである。

替の型は、替の型である。

かえ葉は、かえ葉である。

替刃は、替刃である。

換刃は、換刃である。

替蓋は、替蓋である。

換え乾しは、換え乾しである。

換へ乾すは、換へ乾すである。

換え掘りは、換え掘りである。

替米は、替米である。

替え優りは、替え優りである。

換え物は、換え物である。

代紋は、代紋である。

替紋は、替紋である。

替矢は、替矢である。

代櫓は、代櫓である。

替弓は、替弓である。

還らひみるは、還らひみるである。

反らふは、反らふである。

帰らふは、帰らふである。

返らかすは、返らかすである。

孵らかすは、孵らかすである。

帰らぬ旅は、帰らぬ旅である。

帰らぬ人は、帰らぬ人である。

却らばには、却らばにである。

却らまには、却らまにである。



反りは、反りである。

返りは、返りである。

帰りは、帰りである。

還りは、還りである。

回りは、回りである。

帰り足は、帰り足である。

還遊は、還遊である。

還饗は、還饗である。

返り討ちは、返り討ちである。

反り打つは、反り打つである。

帰り馬は、帰り馬である。

帰り掛けは、帰り掛けである。

返り感状は、返り感状である。

還り聞くは、還り聞くである。

帰り際は、帰り際である。

反公事は、反公事である。

返り隈は、返り隈である。

帰り車は、帰り車である。

帰りげは、帰りげである。

返り声は、返り声である。

返りごつは、返りごつである。

返り言は、返り言である。

返り事は、返り事である。

返り咲きは、返り咲きである。

帰り咲きは、帰り咲きである。

返り咲くは、返り咲くである。

帰り方は、帰り方である。

帰り様は、帰り様である。

返り字は、返り字である。

帰り路は、帰り路である。

帰りしなは、帰りしなである。

返り正月は、返り正月である。

返り証文は、返り証文である。

返り初日は、返り初日である。

帰り新参は、帰り新参である。

返り攻めは、返り攻めである。

還立は、還立である。

還立の饗は、還立の饗である。

還り立つは、還り立つである。

返り血は、返り血である。

返り忠は、返り忠である。

帰り着くは、帰り着くである。

復り即くは、復り即くである。

却りては、却りてである。

返り点は、返り点である。

還殿上は、還殿上である。



還り為るは、還り為るである。

返り入幕は、返り入幕である。

返り花は、返り花である。

帰り花は、帰り花である。

返り引出物は、返り引出物である。

帰り雛は、帰り雛である。

撫生は、撫生である。

反生は、反生である。

返り書は、返り書である。

帰り罷るは、帰り罷るである。

顧みは、顧みである。

帰り道は、帰り道である。

顧みるは、顧みるである。

省みるは、省みるである。

帰り婿は、帰り婿である。

返り申しは、返り申しである。

帰り詣づは、帰り詣づである。

返り詣では、返り詣でである。

帰山は、帰山である。

帰山教正は、帰山教正である。

返り病みは、返り病みである。

反り弓は、反り弓である。

帰り煩ふは、帰り煩ふである。

帰り渡るは、帰り渡るである。

蛤は、蛤である。

蝦は、蝦である。

替えるは、替えるである。

換えるは、換えるである。

代えるは、代えるである。

変えるは、変えるである。

反るは、反るである。

返るは、返るである。

還るは、還るである。

蛙足は、蛙足である。

帰る朝は、帰る朝である。

蛙軍は、蛙軍である。

蛙泳ぎは、蛙泳ぎである。

返る返るは、返る返るである。

帰る雁は、帰る雁である。

返拳は、返拳である。

蛙子は、蛙子である。

帰るさは、帰るさである。

帰る方は、帰る方である。

帰る様は、帰る様である。

帰る空は、帰る空である。

蛙手は、蛙手である。



鶏冠木は、鶏冠木である。

返る年は、返る年である。

蛙飛びは、蛙飛びである。

蛙女房は、蛙女房である。

蛙の尾は、蛙の尾である。

蛙の行列は、蛙の行列である。

蛙の相撲は、蛙の相撲である。

蛙の目借時は、蛙の目借時である。

蛙葉は、蛙葉である。

蛙股は、蛙股である。

蟇股は、蟇股である。

換艪は、換艪である。

蛙目粘土は、蛙目粘土である。

火焔は、火焔である。

火炎は、火炎である。

花筵は、花筵である。

佳宴は、佳宴である。

臥煙は、臥煙である。

賀宴は、賀宴である。

賀筵は、賀筵である。

火焔隈は、火焔隈である。

火焔光背は、火焔光背である。

火焔菜は、火焔菜である。

火焔式は、火焔式である。

肯じるは、肯じるである。

肯ずるは、肯ずるである。

過塩素酸は、過塩素酸である。

火焔太鼓は、火焔太鼓である。

火焔玉は、火焔玉である。

臥煙肌は、臥煙肌である。

火炎瓶は、火炎瓶である。

火炎放射器は、火炎放射器である。

顔は、顔である。

貌は、貌である。

顔合せは、顔合せである。

顔色は、顔色である。

可翁は、可翁である。

花王は、花王である。

花押は、花押である。

華押は、華押である。

禍殃は、禍殃である。

歌嘔は、歌嘔である。

歌謳は、歌謳である。

嘉応は、嘉応である。

何応欽は、何応欽である。

顔隠しは、顔隠しである。



顔貌は、顔貌である。

顔容は、顔容である。

顔形は、顔形である。

顔が花は、顔が花である。

貌が花は、貌が花である。

顔変りは、顔変りである。

顔利きは、顔利きである。

仮屋は、仮屋である。

家屋は、家屋である。

家屋雑考は、家屋雑考である。

顔癖は、顔癖である。

家屋税は、家屋税である。

家屋文鏡は、家屋文鏡である。

顔競べは、顔競べである。

顔気色は、顔気色である。

顔先は、顔先である。

顔様は、顔様である。

顔自慢は、顔自慢である。

顔写真は、顔写真である。

高山族は、高山族である。

カオスは、カオスである。

顔尽は、顔尽である。

顔揃いは、顔揃いである。

高台教は、高台教である。

顔出しは、顔出しである。

顔立ちは、顔立ちである。

顔立ては、顔立てである。

顔違いは、顔違いである。

顔杖は、顔杖である。

顔付きは、顔付きである。

顔作りは、顔作りである。

顔繋ぎは、顔繋ぎである。

顔鳥は、顔鳥である。

貌鳥は、貌鳥である。

容鳥は、容鳥である。

顔馴染は、顔馴染である。

顔の衣は、顔の衣である。

顔の住いは、顔の住いである。

顔の道具は、顔の道具である。

顔パスは、顔パスである。

顔ばせは、顔ばせである。

顔花は、顔花である。

貌花は、貌花である。

顔触れは、顔触れである。

顔負けは、顔負けである。

顔見知りは、顔見知りである。



顔見世は、顔見世である。

顔見世狂言は、顔見世狂言である。

顔見世銀は、顔見世銀である。

顔見世興行は、顔見世興行である。

顔見世番付は、顔見世番付である。

顔向けは、顔向けである。

顔持ちは、顔持ちである。

カオヤーズは、カオヤーズである。

顔役は、顔役である。

顔佳草は、顔佳草である。

顔汚しは、顔汚しである。

顔世御前は、顔世御前である。

顔佳しは、顔佳しである。

顔寄せは、顔寄せである。

顔佳鳥は、顔佳鳥である。

顔佳花は、顔佳花である。

顔佳人は、顔佳人である。

薫は、薫である。

薫煙草は、薫煙草である。

カオリナイトは、カオリナイトである。

高粱は、高粱である。

カオリンは、カオリンである。

薫るは、薫るである。

香るは、香るである。

馨るは、馨るである。

我折るは、我折るである。

薫大将は、薫大将である。

顔割は、顔割である。

加音は、加音である。

加恩は、加恩である。

和音は、和音である。

家恩は、家恩である。

牙音は、牙音である。

かかは、かかである。

嚊は、嚊である。

嬶は、嬶である。

禾稼は、禾稼である。

仮花は、仮花である。

仮果は、仮果である。

花下は、花下である。

花果は、花果である。

呵呵は、呵呵である。

華夏は、華夏である。

利は、利である。

加賀は、加賀である。

花芽は、花芽である。



夏芽は、夏芽である。

画架は、画架である。

画家は、画家である。

賀歌は、賀歌である。

雅歌は、雅歌である。

峨峨は、峨峨である。

嚊左衛門は、嚊左衛門である。

嚊大明神は、嚊大明神である。

嚊束ねは、嚊束ねである。

嚊天下は、嚊天下である。

ガガーリンは、ガガーリンである。

加階は、加階である。

花会は、花会である。

河海は、河海である。

嘉会は、嘉会である。

歌会は、歌会である。

かがいは、かがいである。

化外は、化外である。

加害は、加害である。

花街は、花街である。

花蓋は、花蓋である。

華蓋は、華蓋である。

禍害は、禍害である。

課外は、課外である。

がかいは、がかいである。

牙かいは、牙かいである。

瓦解は、瓦解である。

画会は、画会である。

雅懐は、雅懐である。

課外活動は、課外活動である。

河海工学は、河海工学である。

加害者は、加害者である。

火界呪は、火界呪である。

河海抄は、河海抄である。

かが稲は、かが稲である。

蘿いもは、蘿いもである。

蘿いも科は、蘿いも科である。

抱ふは、抱ふである。

か歌ふは、か歌ふである。

加賀梅染は、加賀梅染である。

抱えは、抱えである。

抱え入れるは、抱え入れるである。

抱扇は、抱扇である。

抱え帯は、抱え帯である。

抱え車は、抱え車である。

抱え込むは、抱え込むである。



抱字は、抱字である。

抱え車夫は、抱え車夫である。

抱地は、抱地である。

抱え手は、抱え手である。

抱え田地は、抱え田地である。

抱え主は、抱え主である。

抱え者は、抱え者である。

抱屋敷は、抱屋敷である。

抱えるは、抱えるである。

カカオは、カカオである。

カカオ脂は、カカオ脂である。

加賀笠は、加賀笠である。

加賀絹は、加賀絹である。

花客は、花客である。

花郭は、花郭である。

花閣は、花閣である。

価格は、価格である。

家格は、家格である。

華客は、華客である。

貨客は、貨客である。

過客は、過客である。

歌格は、歌格である。

蝸角は、蝸角である。

掲ぐは、掲ぐである。

挑ぐは、挑ぐである。

下学は、下学である。

下顎は、下顎である。

化学は、化学である。

価額は、価額である。

科学は、科学である。

家学は、家学である。

歌学は、歌学である。

画角は、画角である。

画客は、画客である。

画閣は、画閣である。

賀客は、賀客である。

雅客は、雅客である。

画学は、画学である。

画額は、画額である。

雅楽は、雅楽である。

科学アカデミーは、科学アカデミーである。

化学エネルギーは、化学エネルギーである。

価格革命は、価格革命である。

科学革命は、科学革命である。

化学化石は、化学化石である。

歌学方は、歌学方である。



化学岩は、化学岩である。

化学機械は、化学機械である。

化学記号は、化学記号である。

科学技術庁は、科学技術庁である。

科学教育は、科学教育である。

価格景気は、価格景気である。

化学結合は、化学結合である。

化学元素は、化学元素である。

価格効果は、価格効果である。

化学工学は、化学工学である。

化学工業は、化学工業である。

化学合成は、化学合成である。

化学構造は、化学構造である。

下顎骨は、下顎骨である。

価格差補給金は、価格差補給金である。

化学作用は、化学作用である。

華岳寺は、華岳寺である。

花岳寺は、花岳寺である。

画学紙は、画学紙である。

化学式は、化学式である。

科学者は、科学者である。

下学集は、下学集である。

化学受容器は、化学受容器である。

歌学書は、歌学書である。

科学小説は、科学小説である。

下学上達は、下学上達である。

化学進化は、化学進化である。

化学親和力は、化学親和力である。

化学製品は、化学製品である。

化学戦は、化学戦である。

科学戦は、科学戦である。

化学繊維は、化学繊維である。

科学捜査は、科学捜査である。

化学探鉱は、化学探鉱である。

化学縮は、化学縮である。

化学調味料は、化学調味料である。

化学的は、化学的である。

科学的は、科学的である。

化学的感覚は、化学的感覚である。

科学的管理法は、科学的管理法である。

化学的酸素要求量は、化学的酸素要求量である。

科学的社会主義は、科学的社会主義である。

化学的堆積岩は、化学的堆積岩である。

化学的堆積物は、化学的堆積物である。

化学的防除は、化学的防除である。

科学的方法は、科学的方法である。



科学哲学は、科学哲学である。

化学天秤は、化学天秤である。

化学当量は、化学当量である。

化学熱力学は、化学熱力学である。

価格破壊は、価格破壊である。

科学博物館は、科学博物館である。

化学パルプは、化学パルプである。

化学反応は、化学反応である。

科学万能は、科学万能である。

化学反応式は、化学反応式である。

科学批判は、科学批判である。

化学肥料は、化学肥料である。

化学物質は、化学物質である。

化学物理学は、化学物理学である。

化学分析は、化学分析である。

化学兵器は、化学兵器である。

科学兵器は、科学兵器である。

化学平衡は、化学平衡である。

化学変化は、化学変化である。

化学方程式は、化学方程式である。

化学ポテンシャルは、化学ポテンシャルである。

化学鍍金は、化学鍍金である。

化学薬品は、化学薬品である。

雅楽寮は、雅楽寮である。

化学療法は、化学療法である。

化学量論は、化学量論である。

かかぐるは、かかぐるである。

掻上の箱は、掻上の箱である。

掲げるは、掲げるである。

挑げるは、挑げるである。

加賀籠手は、加賀籠手である。

嬶座は、嬶座である。

画架座は、画架座である。

案山子は、案山子である。

鹿驚は、鹿驚である。

嚊衆は、嚊衆である。

彼某は、彼某である。

案山子揚げは、案山子揚げである。

案山子引きは、案山子引きである。

蚊頭は、蚊頭である。

欠かすは、欠かすである。

かかずらうは、かかずらうである。

蚊飛白は、蚊飛白である。

蚊絣は、蚊絣である。

加賀苧は、加賀苧である。

加賀象嵌は、加賀象嵌である。



加賀騒動は、加賀騒動である。

加賀染は、加賀染である。

呵呵大笑は、呵呵大笑である。

かがちは、かがちである。

掛かったは、掛かったである。

掛かっては、掛かってである。

踵は、踵である。

夏下冬上は、夏下冬上である。

加賀鳶は、加賀鳶である。

かか鳴くは、かか鳴くである。

かがなべては、かがなべてである。

カガノーヴィチは、カガノーヴィチである。

加賀国一向一揆は、加賀国一向一揆である。

加賀千代は、加賀千代である。

かか飲むは、かか飲むである。

かかはゆしは、かかはゆしである。

襤褸は、襤褸である。

加賀節は、加賀節である。

ががぶたは、ががぶたである。

冠は、冠である。

被るは、被るである。

かがべは、かがべである。

加賀奉書は、加賀奉書である。

加賀頬は、加賀頬である。

加賀米は、加賀米である。

屈まるは、屈まるである。

鏡は、鏡である。

かがみは、かがみである。

各務は、各務である。

鏡鐙は、鏡鐙である。

鏡池は、鏡池である。

鏡石は、鏡石である。

鏡板は、鏡板である。

鏡岩は、鏡岩である。

鏡魚は、鏡魚である。

鏡団扇は、鏡団扇である。

鏡絵は、鏡絵である。

屈み鬼は、屈み鬼である。

鏡帯は、鏡帯である。

鏡貝は、鏡貝である。

鏡掛は、鏡掛である。

鏡形は、鏡形である。

各務原は、各務原である。

鏡川は、鏡川である。

鏡草は、鏡草である。

鏡銜は、鏡銜である。



鏡轡は、鏡轡である。

鏡鞍は、鏡鞍である。

酸漿は、酸漿である。

屈み込むは、屈み込むである。

鏡師は、鏡師である。

鏡地は、鏡地である。

各務支考は、各務支考である。

鏡獅子は、鏡獅子である。

鏡銑は、鏡銑である。

かがみそは、かがみそである。

鏡鯛は、鏡鯛である。

鏡立は、鏡立である。

鏡作りは、鏡作りである。

鏡作部は、鏡作部である。

鏡天井は、鏡天井である。

鏡戸は、鏡戸である。

鏡磨ぎは、鏡磨ぎである。

鏡なすは、鏡なすである。

鏡なるは、鏡なるである。

加賀蓑は、加賀蓑である。

鏡の家は、鏡の家である。

鏡王女は、鏡王女である。

鏡の間は、鏡の間である。

鏡の松は、鏡の松である。

鏡匣は、鏡匣である。

鏡肌は、鏡肌である。

鏡張りは、鏡張りである。

鏡開きは、鏡開きである。

鏡袋は、鏡袋である。

鏡蓋は、鏡蓋である。

鏡蒲団は、鏡蒲団である。

鏡枕は、鏡枕である。

鏡文字は、鏡文字である。

鏡餅は、鏡餅である。

鏡物は、鏡物である。

鏡山は、鏡山である。

加賀見山旧錦絵は、加賀見山旧錦絵である。

鑑みるは、鑑みるである。

鏡割りは、鏡割りである。

屈むは、屈むである。

かかめくは、かかめくである。

屈めるは、屈めるである。

加賀紋は、加賀紋である。

輝かしいは、輝かしいである。

赫かしいは、赫かしいである。

輝かすは、輝かすである。



赫かすは、赫かすである。

輝きは、輝きである。

赫きは、赫きである。

輝き渡るは、輝き渡るである。

輝くは、輝くである。

耀くは、耀くである。

赫くは、赫くである。

輝く日の宮は、輝く日の宮である。

抱ゆは、抱ゆである。

加賀友禅は、加賀友禅である。

耀ふは、耀ふである。

赫ふは、赫ふである。

関らふは、関らふである。

斯からばは、斯からばである。

かからめくは、かからめくである。

関らはしは、関らはしである。

係りは、係りである。

掛りは、掛りである。

懸りは、懸りである。

繋りは、繋りである。

斯かりは、斯かりである。

篝は、篝である。

縢りは、縢りである。

掛は、掛である。

懸は、懸である。

ががりは、ががりである。

掛り合いは、掛り合いである。

掛り合うは、掛り合うである。

篝筏は、篝筏である。

係員は、係員である。

掛り人は、掛り人である。

篝籠は、篝籠である。

係官は、係官である。

掛り切りは、掛り切りである。

掛り口は、掛り口である。

掛り稽古は、掛り稽古である。

掛り子は、掛り子である。

係辞は、係辞である。

掛り根性は、掛り根性である。

縢り細工は、縢り細工である。

係助詞は、係助詞である。

掛り太鼓は、掛り太鼓である。

係長は、係長である。

掛り付けは、掛り付けである。

懸り敵は、懸り敵である。

掛り敵は、掛り敵である。



篝灯籠は、篝灯籠である。

掛り鬨は、掛り鬨である。

掛り所は、掛り所である。

懸の坪は、懸の坪である。

懸の松は、懸の松である。

掛り端は、掛り端である。

繋り場は、繋り場である。

篝火は、篝火である。

篝飛脚は、篝飛脚である。

篝火花は、篝火花である。

掛り船は、掛り船である。

繋り船は、繋り船である。

篝船は、篝船である。

掛り負けは、掛り負けである。

篝松は、篝松である。

掛り武者は、掛り武者である。

掛り息子は、掛り息子である。

係り結びは、係り結びである。

掛り物は、掛り物である。

懸り物は、懸り物である。

掛り者は、掛り者である。

篝屋は、篝屋である。

篝屋守護人は、篝屋守護人である。

掛り湯は、掛り湯である。

掛かるは、掛かるである。

懸かるは、懸かるである。

架かるは、架かるである。

繋かるは、繋かるである。

係るは、係るである。

斯かるは、斯かるである。

皹るは、皹るである。

縢るは、縢るである。

がかるは、がかるである。

斯かる程には、斯かる程にである。

斯かれどは、斯かれどである。

斯かればは、斯かればである。

かかわは、かかわである。

香川は、香川である。

賀川は、賀川である。

香川医科大学は、香川医科大学である。

香川景樹は、香川景樹である。

香川修徳は、香川修徳である。

香川大学は、香川大学である。

賀川豊彦は、賀川豊彦である。

かかは火は、かかは火である。

拘らずは、拘らずである。



関りは、関りである。

拘りは、拘りである。

係り合うは、係り合うである。

関り合うは、関り合うである。

関るは、関るである。

拘るは、拘るである。

かかは草鞋は、かかは草鞋である。

下浣は、下浣である。

下澣は、下澣である。

下瞰は、下瞰である。

火管は、火管である。

加冠は、加冠である。

可換は、可換である。

花冠は、花冠である。

花間は、花間である。

果敢は、果敢である。

河漢は、河漢である。

夏官は、夏官である。

華翰は、華翰である。

禍患は、禍患である。

かがんは、かがんである。

花顔は、花顔である。

河岸は、河岸である。

過雁は、過雁である。

鵞眼は、鵞眼である。

過換気症候群は、過換気症候群である。

牙関緊急は、牙関緊急である。

花間集は、花間集である。

河岸段丘は、河岸段丘である。

河漢の言は、河漢の言である。

火浣布は、火浣布である。

大蚊は、大蚊である。

垣は、垣である。

牆は、牆である。

柿は、柿である。

牡蠣は、牡蠣である。

下記は、下記である。

火気は、火気である。

火器は、火器である。

花卉は、花卉である。

花気は、花気である。

花期は、花期である。

花器は、花器である。

佳期は、佳期である。

和気は、和気である。

果毅は、果毅である。



夏気は、夏気である。

夏季は、夏季である。

夏期は、夏期である。

家記は、家記である。

嫁期は、嫁期である。

禍機は、禍機である。

嘉卉は、嘉卉である。

嘉気は、嘉気である。

掻きは、掻きである。

陰は、陰である。

鉤は、鉤である。

鍵は、鍵である。

鑰は、鑰である。

火技は、火技である。

訛偽は、訛偽である。

賈誼は、賈誼である。

嘉義は、嘉義である。

嘉儀は、嘉儀である。

歌妓は、歌妓である。

牙旗は、牙旗である。

瓦器は、瓦器である。

餓鬼は、餓鬼である。

賀儀は、賀儀である。

書合手形は、書合手形である。

掻き合ふは、掻き合ふである。

掻き和えは、掻き和えである。

書上げは、書上げである。

掻揚げは、掻揚げである。

掻上げは、掻上げである。

掻揚げ城は、掻揚げ城である。

掻揚げの木は、掻揚げの木である。

掻揚げ匣は、掻揚げ匣である。

掻上げ鬢は、掻上げ鬢である。

掻揚げ屋敷は、掻揚げ屋敷である。

書き上げるは、書き上げるである。

掻き揚げるは、掻き揚げるである。

掻き上げるは、掻き上げるである。

書き味は、書き味である。

書き集めるは、書き集めるである。

掻き集めるは、掻き集めるである。

嗅ぎ当てるは、嗅ぎ当てるである。

鍵穴は、鍵穴である。

鍵穴隠しは、鍵穴隠しである。

牡蠣油は、牡蠣油である。

垣網は、垣網である。

書き誤りは、書き誤りである。



書き誤るは、書き誤るである。

書き改めるは、書き改めるである。

書き表すは、書き表すである。

掻き歩くは、掻き歩くである。

嗅ぎ合すは、嗅ぎ合すである。

掻合せは、掻合せである。

柿合せ塗は、柿合せ塗である。

掻き合せるは、掻き合せるである。

書き出づは、書き出づである。

掻き出づは、掻き出づである。

掻板は、掻板である。

攪板は、攪板である。

掻き抱からふは、掻き抱からふである。

掻き抱くは、掻き抱くである。

書き出すは、書き出すである。

掻き出すは、掻き出すである。

書入れは、書入れである。

書入れ時は、書入れ時である。

書き入れるは、書き入れるである。

柿色は、柿色である。

柿色紙は、柿色紙である。

欠打は、欠打である。

牡蠣打は、牡蠣打である。

柿団扇は、柿団扇である。

書き写すは、書き写すである。

柿売は、柿売である。

書絵は、書絵である。

書絵小袖は、書絵小袖である。

柿右衛門は、柿右衛門である。

花卉園芸は、花卉園芸である。

掻き負ふは、掻き負ふである。

賭き果すは、賭き果すである。

書き果せるは、書き果せるである。

書き置きは、書き置きである。

書き置くは、書き置くである。

鉤衽は、鉤衽である。

鉤衽裁ちは、鉤衽裁ちである。

掻送りは、掻送りである。

書送るは、書送るである。

書き送るは、書き送るである。

掻き送るは、掻き送るである。

書き起しは、書き起しである。

描き起しは、描き起しである。

書き起すは、書き起すである。

描き起すは、描き起すである。

掻き起すは、掻き起すである。



書き納めるは、書き納めるである。

柿落葉は、柿落葉である。

掻き落しは、掻き落しである。

書き落すは、書き落すである。

掻き落すは、掻き落すである。

書き劣りは、書き劣りである。

書き及ぶは、書き及ぶである。

書下ろしは、書下ろしである。

書き下ろすは、書き下ろすである。

掻き下ろすは、掻き下ろすである。

牡蠣貝は、牡蠣貝である。

書替えは、書替えである。

書換えは、書換えである。

繋き替えは、繋き替えである。

書替え狂言は、書替え狂言である。

掻き返すは、掻き返すである。

書き替えるは、書き替えるである。

書き換えるは、書き換えるである。

鉤掛は、鉤掛である。

鉤葛は、鉤葛である。

鉤藤は、鉤藤である。

掻き数ふは、掻き数ふである。

書き方は、書き方である。

鉤形は、鉤形である。

鍵形は、鍵形である。

掻鰹は、掻鰹である。

鉤括弧は、鉤括弧である。

夏期学校は、夏期学校である。

垣壁は、垣壁である。

柿紙は、柿紙である。

書き通はすは、書き通はすである。

牡蠣殻は、牡蠣殻である。

蠣殻町は、蠣殻町である。

牡蠣殻灰は、牡蠣殻灰である。

牡蠣殻葺きは、牡蠣殻葺きである。

牡蠣殻屋根は、牡蠣殻屋根である。

書き交すは、書き交すである。

掻木は、掻木である。

掻き消えるは、掻き消えるである。

掻き疵は、掻き疵である。

掻き霧らすは、掻き霧らすである。

掻き切るは、掻き切るである。

書き崩しは、書き崩しである。

書き崩すは、書き崩すである。

掻き崩すは、掻き崩すである。

嗅ぎ薬は、嗅ぎ薬である。



書き癖は、書き癖である。

書下しは、書下しである。

書下し状は、書下し状である。

書き下すは、書き下すである。

掻き口説くは、掻き口説くである。

欠首は、欠首である。

掻き曇るは、掻き曇るである。

掻き暗がるは、掻き暗がるである。

掻き暗すは、掻き暗すである。

掻き暗れるは、掻き暗れるである。

書き加えるは、書き加えるである。

書き汚すは、書き汚すである。

掻き消すは、掻き消すである。

書き消つは、書き消つである。

掻き消つは、掻き消つである。

欠氷は、欠氷である。

垣越しは、垣越しである。

書き越すは、書き越すである。

掻き越すは、掻き越すである。

書き言葉は、書き言葉である。

書込みは、書込みである。

書き込むは、書き込むである。

掻き込むは、掻き込むである。

嗅ぎ込むは、嗅ぎ込むである。

掻き籠るは、掻き籠るである。

柿根性は、柿根性である。

鉤竿は、鉤竿である。

蠣崎は、蠣崎である。

鉤裂きは、鉤裂きである。

蠣崎波響は、蠣崎波響である。

掻き裂くは、掻き裂くである。

掻き探るは、掻き探るである。

掻下げ鬢は、掻下げ鬢である。

書き止すは、書き止すである。

書き様は、書き様である。

掻き冷ますは、掻き冷ますである。

掻き攫うは、掻き攫うである。

描更紗は、描更紗である。

書地は、書地である。

鍵刺激は、鍵刺激である。

書き認めるは、書き認めるである。

柿渋は、柿渋である。

掻きしゃなぐるは、掻きしゃなぐるである。

鉤十字は、鉤十字である。

書き順は、書き順である。

鉤嬢は、鉤嬢である。



描きじらは、描きじらである。

掻き調ぶは、掻き調ぶである。

書き記すは、書き記すである。

垣城は、垣城である。

柿酢は、柿酢である。

舁き据うは、舁き据うである。

舁据え屋形舟は、舁据え屋形舟である。

柿木菟は、柿木菟である。

書き竦むは、書き竦むである。

書き遊ぶは、書き遊ぶである。

掻き遊むは、掻き遊むである。

書捨ては、書捨てである。

掻き捨ては、掻き捨てである。

書捨て文は、書捨て文である。

書き捨てるは、書き捨てるである。

書き澄ますは、書き澄ますである。

鉤墨は、鉤墨である。

柿衣は、柿衣である。

掻き添ふは、掻き添ふである。

鍵層は、鍵層である。

餓鬼草紙は、餓鬼草紙である。

書き添えるは、書き添えるである。

書き損うは、書き損うである。

柿染は、柿染である。

書き初めは、書き初めである。

描染は、描染である。

繋き初めは、繋き初めである。

書き損じは、書き損じである。

書き損じるは、書き損じるである。

書き損ずるは、書き損ずるである。

垣田は、垣田である。

牡蠣田は、牡蠣田である。

夏期大学は、夏期大学である。

餓鬼大将は、餓鬼大将である。

柿田川は、柿田川である。

掻きたくるは、掻きたくるである。

垣出は、垣出である。

書出しは、書出しである。

書出し時分は、書出し時分である。

書き足すは、書き足すである。

嗅ぎ出すは、嗅ぎ出すである。

垣立は、垣立である。

書立ては、書立てである。

掻立て木は、掻立て木である。

掻立て汁は、掻立て汁である。

掻立て棒は、掻立て棒である。



書立て目録は、書立て目録である。

書き立てるは、書き立てるである。

掻き立てるは、掻き立てるである。

垣棚は、垣棚である。

餓鬼棚は、餓鬼棚である。

嗅煙草は、嗅煙草である。

掻卵は、掻卵である。

掻玉は、掻玉である。

掻き絶ゆは、掻き絶ゆである。

書き垂るは、書き垂るである。

掻き垂るは、掻き垂るである。

嗅茶は、嗅茶である。

書き散らしは、書き散らしである。

書き散らすは、書き散らすである。

垣小鳥は、垣小鳥である。

かきつは、かきつである。

嘉吉は、嘉吉である。

柿づきは、柿づきである。

柿月毛は、柿月毛である。

書き付くは、書き付くである。

掻き付くは、掻き付くである。

書き尽すは、書き尽すである。

掻き造るは、掻き造るである。

掻き繕ふは、掻き繕ふである。

書付は、書付である。

書き付けるは、書き付けるである。

嗅ぎ付けるは、嗅ぎ付けるである。

鍵っ子は、鍵っ子である。

垣内田は、垣内田である。

書き伝えるは、書き伝えるである。

掻き続くは、掻き続くである。

書き続けるは、書き続けるである。

書き綴るは、書き綴るである。

限っては、限ってである。

嘉吉の一揆は、嘉吉の一揆である。

嘉吉の乱は、嘉吉の乱である。

杜若は、杜若である。

燕子花は、燕子花である。

書き潰しは、書き潰しである。

書き集むは、書き集むである。

掻き集むは、掻き集むである。

鉤爪は、鉤爪である。

書き詰めるは、書き詰めるである。

垣内柳は、垣内柳である。

掻き連ぬは、掻き連ぬである。

書き連ねるは、書き連ねるである。



掻き連るは、掻き連るである。

書き手は、書き手である。

鉤手は、鉤手である。

柿手拭は、柿手拭である。

餓鬼道は、餓鬼道である。

垣通しは、垣通しである。

書き閉ぢむは、書き閉ぢむである。

書き留めるは、書き留めるである。

垣隣は、垣隣である。

書き飛ばすは、書き飛ばすである。

書き止めは、書き止めである。

書留は、書留である。

書留小包は、書留小包である。

書留郵便は、書留郵便である。

書取りは、書取りである。

鍵取は、鍵取である。

鎰取は、鎰取である。

書き取るは、書き取るである。

嗅ぎ取るは、嗅ぎ取るである。

書き直すは、書き直すである。

書き流しは、書き流しである。

書き流すは、書き流すである。

掻き流すは、掻き流すである。

書きなぐるは、書きなぐるである。

書き成すは、書き成すである。

掻き鳴すは、掻き鳴すである。

掻き撫では、掻き撫でである。

掻き撫でるは、掻き撫でるである。

牡蠣鍋は、牡蠣鍋である。

柿膾は、柿膾である。

掻膾は、掻膾である。

掻き均すは、掻き均すである。

掻き鳴らすは、掻き鳴らすである。

書き並べるは、書き並べるである。

鉤状は、鉤状である。

書き成るは、書き成るである。

書き馴れるは、書き馴れるである。

書き慣れるは、書き慣れるである。

鉤縄は、鉤縄である。

書抜きは、書抜きである。

書き抜くは、書き抜くである。

垣根隠れは、垣根隠れである。

垣根草は、垣根草である。

垣根越しは、垣根越しである。

夏季熱は、夏季熱である。

垣根続きは、垣根続きである。



柿樹は、柿樹である。

柿木は、柿木である。

柿木金助は、柿木金助である。

掻き退けるは、掻き退けるである。

書き残すは、書き残すである。

柿の衣は、柿の衣である。

書熨斗は、書熨斗である。

掻き載すは、掻き載すである。

書き載せるは、書き載せるである。

垣覗きは、垣覗きである。

柿の種は、柿の種である。

部曲は、部曲である。

民部は、民部である。

鉤の手は、鉤の手である。

書き延ぶは、書き延ぶである。

柿の蔕は、柿の蔕である。

掻き登るは、掻き登るである。

餓鬼の飯は、餓鬼の飯である。

書きのめすは、書きのめすである。

掻きのめすは、掻きのめすである。

柿本は、柿本である。

柿本衆は、柿本衆である。

柿本人麻呂は、柿本人麻呂である。

柿暖簾は、柿暖簾である。

片葉は、片葉である。

牡蠣灰は、牡蠣灰である。

懸佩は、懸佩である。

掻き掃くは、掻き掃くである。

鍵箱は、鍵箱である。

掻き挟むは、掻き挟むである。

鉤鼻は、鉤鼻である。

掻き放つは、掻き放つである。

掻き早むは、掻き早むである。

掻き払うは、掻き払うである。

鉤針は、鉤針である。

鉤針編みは、鉤針編みである。

書判は、書判である。

鍵番は、鍵番である。

餓饑牽は、餓饑牽である。

掻き弾くは、掻き弾くである。

書髭は、書髭である。

描髭は、描髭である。

柿浸しは、柿浸しである。

餓鬼病は、餓鬼病である。

描表具は、描表具である。

書表具は、書表具である。



描表装は、描表装である。

書き開くは、書き開くである。

掻鬢は、掻鬢である。

掻き伏すは、掻き伏すである。

掻き臥すは、掻き臥すである。

かき船は、かき船である。

牡蠣船は、牡蠣船である。

書き振りは、書き振りである。

垣辺は、垣辺である。

餓鬼偏執は、餓鬼偏執である。

垣穂は、垣穂である。

垣穂隠れは、垣穂隠れである。

書きほぐしは、書きほぐしである。

鉤ホックは、鉤ホックである。

垣穂なすは、垣穂なすである。

餓鬼骨は、餓鬼骨である。

書本は、書本である。

垣間は、垣間である。

書き紛らはすは、書き紛らはすである。

掻き紛らはすは、掻き紛らはすである。

掻き紛るは、掻き紛るである。

書き捲るは、書き捲るである。

書き勝りは、書き勝りである。

掻き混ぜは、掻き混ぜである。

掻き雑ぜは、掻き雑ぜである。

掻き混ぜるは、掻き混ぜるである。

掻き雑ぜるは、掻き雑ぜるである。

籬豆は、籬豆である。

描き眉は、描き眉である。

鉤眉は、鉤眉である。

掻き回すは、掻き回すである。

嗅ぎ回るは、嗅ぎ回るである。

垣見草は、垣見草である。

牡蠣味噌は、牡蠣味噌である。

掻き乱すは、掻き乱すである。

書き乱るは、書き乱るである。

掻き乱るは、掻き乱るである。

掻き廻るは、掻き廻るである。

掻き向くは、掻き向くである。

鉤虫は、鉤虫である。

餓鬼武者は、餓鬼武者である。

掻き毟るは、掻き毟るである。

掻き結ぶは、掻き結ぶである。

牡蠣飯は、牡蠣飯である。

餓鬼飯は、餓鬼飯である。

垣面は、垣面である。



欠餅は、欠餅である。

柿餅は、柿餅である。

書き物は、書き物である。

嗅物聴は、嗅物聴である。

書き物台は、書き物台である。

柿紅葉は、柿紅葉である。

書模様は、書模様である。

書き漏らすは、書き漏らすである。

書紋は、書紋である。

嘉喜門は、嘉喜門である。

嘉喜門院は、嘉喜門院である。

かき文句は、かき文句である。

垣屋は、垣屋である。

掛矢は、掛矢である。

かぎやは、かぎやである。

鍵屋は、鍵屋である。

書役は、書役である。

加虐は、加虐である。

可逆は、可逆である。

苛虐は、苛虐である。

鎰役は、鎰役である。

可逆機関は、可逆機関である。

貨客船は、貨客船である。

可逆反応は、可逆反応である。

可逆変化は、可逆変化である。

舁櫓は、舁櫓である。

書き休らふは、書き休らふである。

牡蠣屋根は、牡蠣屋根である。

垣破りは、垣破りである。

柿山伏は、柿山伏である。

鉤槍は、鉤槍である。

書き遣るは、書き遣るである。

掻き遣るは、掻き遣るである。

下級は、下級である。

火急は、火急である。

火球は、火球である。

加級は、加級である。

加給は、加給である。

花厩は、花厩である。

火牛は、火牛である。

蝸牛は、蝸牛である。

蝸牛殻は、蝸牛殻である。

蝸牛管は、蝸牛管である。

下級官庁は、下級官庁である。

過給器は、過給器である。

蝸牛考は、蝸牛考である。



下級裁判所は、下級裁判所である。

下級審は、下級審である。

描き友禅は、描き友禅である。

可及的は、可及的である。

加挙は、加挙である。

河渠は、河渠である。

科挙は、科挙である。

家居は、家居である。

寡居は、寡居である。

河魚は、河魚である。

駕御は、駕御である。

火坑は、火坑である。

花鏡は、花鏡である。

佳境は、佳境である。

河峡は、河峡である。

架橋は、架橋である。

家郷は、家郷である。

華僑は、華僑である。

歌境は、歌境である。

嘉慶は、嘉慶である。

カ行は、カ行である。

加行は、加行である。

家業は、家業である。

稼業は、稼業である。

課業は、課業である。

画境は、画境である。

ガ行は、ガ行である。

丸桁は、丸桁である。

瓦経は、瓦経である。

画業は、画業である。

下郷運動は、下郷運動である。

柿羊羹は、柿羊羹である。

河況係数は、河況係数である。

ガ行鼻音は、ガ行鼻音である。

歌経標式は、歌経標式である。

カ行変格活用は、カ行変格活用である。

下局は、下局である。

佳局は、佳局である。

歌曲は、歌曲である。

掻き寄せるは、掻き寄せるである。

柿蘭は、柿蘭である。

限りは、限りである。

限り限りは、限り限りである。

限り所は、限り所である。

限り無いは、限り無いである。

限りの事は、限りの事である。



限りの太鼓は、限りの太鼓である。

限りの度は、限りの度である。

限りの旅は、限りの旅である。

限りの月は、限りの月である。

掻入るは、掻入るである。

限るは、限るである。

陽炎は、陽炎である。

火光は、火光である。

陽炎のは、陽炎のである。

蜉蝣は、蜉蝣である。

蜻蛉は、蜻蛉である。

堅磐は、堅磐である。

柿若葉は、柿若葉である。

書分けは、書分けである。

書き分けるは、書き分けるである。

掻き分けるは、掻き分けるである。

嗅ぎ分けるは、嗅ぎ分けるである。

掻き渡すは、掻き渡すである。

鉤蕨は、鉤蕨である。

欠割は、欠割である。

書割は、書割である。

家訓は、家訓である。

家禽は、家禽である。

過勤は、過勤である。

瑕瑾は、瑕瑾である。

各は、各である。

角は、角である。

拡は、拡である。

客は、客である。

革は、革である。

格は、格である。

核は、核である。

郭は、郭である。

廓は、廓である。

喀は、喀である。

覚は、覚である。

較は、較である。

隔は、隔である。

劃は、劃である。

膈は、膈である。

赫は、赫である。

閣は、閣である。

槨は、槨である。

確は、確である。

獲は、獲である。

嚇は、嚇である。



擱は、擱である。

穫は、穫である。

鶴は、鶴である。

攪は、攪である。

下矩は、下矩である。

佳句は、佳句である。

かくは、かくである。

欠くは、欠くである。

闕くは、闕くである。

書くは、書くである。

掛くは、掛くである。

懸くは、懸くである。

掻くは、掻くである。

駆くは、駆くである。

繋くは、繋くである。

構くは、構くである。

舁くは、舁くである。

斯くは、斯くである。

是くは、是くである。

下愚は、下愚である。

加供は、加供である。

家具は、家具である。

嗅ぐは、嗅ぐである。

学は、学である。

岳は、岳である。

嶽は、嶽である。

鄂は、鄂である。

愕は、愕である。

楽は、楽である。

萼は、萼である。

額は、額である。

顎は、顎である。

画具は、画具である。

臥具は、臥具である。

格上げは、格上げである。

額紫陽花は、額紫陽花である。

角網は、角網である。

角行灯は、角行灯である。

額行灯は、額行灯である。

刈杭は、刈杭である。

各位は、各位である。

客衣は、客衣である。

客意は、客意である。

隔意は、隔意である。

角いは、角いである。

学位は、学位である。



角石は、角石である。

核移植は、核移植である。

額板は、額板である。

額一分は、額一分である。

画一は、画一である。

劃一は、劃一である。

画一的は、画一的である。

蚊食鳥は、蚊食鳥である。

学位令は、学位令である。

学位論文は、学位論文である。

各員は、各員である。

客員は、客員である。

閣員は、閣員である。

学院は、学院である。

楽員は、楽員である。

架空は、架空である。

囲ふは、囲ふである。

仮寓は、仮寓である。

我空は、我空である。

架空ケーブルは、架空ケーブルである。

架空索道は、架空索道である。

架空線は、架空線である。

楽打は、楽打である。

額打は、額打である。

架空地線は、架空地線である。

額空木は、額空木である。

額裏は、額裏である。

革運は、革運である。

角運動量は、角運動量である。

角運動量保存の法則は、角運動量保存の法則である。

各駅は、各駅である。

赫奕は、赫奕である。

各駅停車は、各駅停車である。

核エネルギーは、核エネルギーである。

角襟は、角襟である。

赫焉は、赫焉である。

学園は、学園である。

鰐淵寺は、鰐淵寺である。

覚王は、覚王である。

岳翁蔵丘は、岳翁蔵丘である。

核黄疸は、核黄疸である。

角折敷は、角折敷である。

角落ちは、角落ちである。

角落しは、角落しである。

角帯は、角帯である。

学恩は、学恩である。



楽音は、楽音である。

顎音は、顎音である。

格花は、格花である。

鶴駕は、鶴駕である。

顎下は、顎下である。

角界は、角界である。

郭隗は、郭隗である。

格外は、格外である。

郭外は、郭外である。

廓外は、廓外である。

閣外は、閣外である。

学外は、学外である。

核外遺伝子は、核外遺伝子である。

閣外協力は、閣外協力である。

核化学は、核化学である。

赫赫は、赫赫である。

斯く斯くは、斯く斯くである。

がくがくは、がくがくである。

諤諤は、諤諤である。

核拡散防止条約は、核拡散防止条約である。

角化症は、角化症である。

核家族は、核家族である。

角形は、角形である。

核型は、核型である。

覚賀鳥は、覚賀鳥である。

角刈りは、角刈りである。

擱岸は、擱岸である。

擱岩は、擱岩である。

客気は、客気である。

郭熙は、郭熙である。

角技は、角技である。

格技は、格技である。

格義は、格義である。

閣議は、閣議である。

楽毅は、楽毅である。

郭巨は、郭巨である。

覚挙は、覚挙である。

鰐魚は、鰐魚である。

客郷は、客郷である。

角行は、角行である。

学行は、学行である。

学業は、学業である。

学業不振児は、学業不振児である。

覚行法親王は、覚行法親王である。

赫居世は、赫居世である。

霍去病は、霍去病である。



角距離は、角距離である。

角切りは、角切りである。

額銀は、額銀である。

角銀鉱は、角銀鉱である。

隔句は、隔句である。

客寓は、客寓である。

客遇は、客遇である。

学解は、学解である。

客卿は、客卿である。

学兄は、学兄である。

学芸は、学芸である。

学芸員は、学芸員である。

学芸会は、学芸会である。

学芸大学は、学芸大学である。

楽劇は、楽劇である。

各月は、各月である。

客月は、客月である。

隔月は、隔月である。

格言は、格言である。

確言は、確言である。

客語は、客語である。

恪勤は、恪勤である。

覚悟は、覚悟である。

各校は、各校である。

霍光は、霍光である。

角笄は、角笄である。

恪勤者は、恪勤者である。

額小袖は、額小袖である。

顎骨は、顎骨である。

客恨は、客恨である。

格差は、格差である。

較差は、較差である。

擱坐は、擱坐である。

擱座は、擱座である。

客歳は、客歳である。

隔歳は、隔歳である。

角材は、角材である。

学才は、学才である。

学債は、学債である。

学際は、学際である。

楽才は、楽才である。

隠さふは、隠さふである。

画策は、画策である。

客作は、客作である。

格下げは、格下げである。

か臭しは、か臭しである。



格殺は、格殺である。

挌殺は、挌殺である。

角砂糖は、角砂糖である。

斯く様は、斯く様である。

角皿は、角皿である。

額皿は、額皿である。

各盞は、各盞である。

拡散は、拡散である。

核酸は、核酸である。

客桟は、客桟である。

学参は、学参である。

拡散星雲は、拡散星雲である。

拡散ポンプは、拡散ポンプである。

隠しは、隠しである。

各氏は、各氏である。

各紙は、各紙である。

各誌は、各誌である。

画指は、画指である。

客死は、客死である。

客思は、客思である。

核子は、核子である。

各自は、各自である。

角字は、角字である。

家具師は、家具師である。

学士は、学士である。

学資は、学資である。

楽師は、楽師である。

学地は、学地である。

学事は、学事である。

隠し味は、隠し味である。

隠し衣裳は、隠し衣裳である。

学士院は、学士院である。

学士院賞は、学士院賞である。

隠し魚は、隠し魚である。

隠し裏は、隠し裏である。

隠し絵は、隠し絵である。

隠し男は、隠し男である。

隠し女は、隠し女である。

学士会は、学士会である。

隠し顔は、隠し顔である。

隠し金は、隠し金である。

匸構えは、匸構えである。

格式は、格式である。

郭子儀は、郭子儀である。

学識は、学識である。

楽式は、楽式である。



核磁気共鳴は、核磁気共鳴である。

学識経験者は、学識経験者である。

隠し起請は、隠し起請である。

格式張るは、格式張るである。

隠し釘は、隠し釘である。

隠し芸は、隠し芸である。

隠し化粧は、隠し化粧である。

隠し子は、隠し子である。

隠し事は、隠し事である。

隠し詞は、隠し詞である。

隠し躾は、隠し躾である。

隠し勢は、隠し勢である。

隠し田は、隠し田である。

隠し題は、隠し題である。

画時代的は、画時代的である。

劃時代的は、劃時代的である。

隠し立ては、隠し立てである。

額仕立ては、額仕立てである。

隠狸は、隠狸である。

隠し球は、隠し球である。

角質は、角質である。

客室は、客室である。

革質は、革質である。

確執は、確執である。

鶴膝は、鶴膝である。

隔日は、隔日である。

確実は、確実である。

角質海綿は、角質海綿である。

核実験は、核実験である。

確実性は、確実性である。

角質層は、角質層である。

隠し夫は、隠し夫である。

隠し妻は、隠し妻である。

斯くしては、斯くしてである。

隠し道具は、隠し道具である。

隠し所は、隠し所である。

隠しどりは、隠しどりである。

隠し名は、隠し名である。

隠し泣きは、隠し泣きである。

隠し女房は、隠し女房である。

隠し縫いは、隠し縫いである。

隠し念仏は、隠し念仏である。

隠し売女は、隠し売女である。

隠し針は、隠し針である。

隠し文は、隠し文である。

隠し庖丁は、隠し庖丁である。



隠し黒子は、隠し黒子である。

学資保険は、学資保険である。

隠し釦は、隠し釦である。

隠しマイクは、隠しマイクである。

隠し町は、隠し町である。

隠し窓は、隠し窓である。

隠し結びは、隠し結びである。

隠し目付は、隠し目付である。

隠し紋は、隠し紋である。

客舎は、客舎である。

覚者は、覚者である。

学舎は、学舎である。

学者は、学者である。

赫灼は、赫灼である。

矍鑠は、矍鑠である。

各種は、各種である。

恪守は、恪守である。

核種は、核種である。

馘首は、馘首である。

鶴首は、鶴首である。

攫取は、攫取である。

覚樹は、覚樹である。

鶴寿は、鶴寿である。

楽手は、楽手である。

客舟は、客舟である。

客愁は、客愁である。

隔週は、隔週である。

拡充は、拡充である。

学修は、学修である。

学習は、学習である。

岳州は、岳州である。

学習院は、学習院である。

学習活動は、学習活動である。

学習館は、学習館である。

学習漢字は、学習漢字である。

学習曲線は、学習曲線である。

学習権は、学習権である。

学習参考書は、学習参考書である。

学習指導は、学習指導である。

学習指導案は、学習指導案である。

学習指導要領は、学習指導要領である。

学習塾は、学習塾である。

学習心理学は、学習心理学である。

学習単元は、学習単元である。

各種学校は、各種学校である。

郭守敬は、郭守敬である。



学術は、学術である。

学術会議は、学術会議である。

学術団体は、学術団体である。

学術用語は、学術用語である。

恪遵は、恪遵である。

恪循は、恪循である。

各所は、各所である。

鶴書は、鶴書である。

廓如は、廓如である。

楽所は、楽所である。

楽書は、楽書である。

各省は、各省である。

客将は、客将である。

膈症は、膈症である。

確証は、確証である。

鶴しょうは、鶴しょうである。

各条は、各条である。

角状は、角状である。

客情は、客情である。

閣上は、閣上である。

学生は、学生である。

学匠は、学匠である。

楽生は、楽生である。

楽匠は、楽匠である。

楽章は、楽章である。

鶴しょう衣は、鶴しょう衣である。

核小体は、核小体である。

各省大臣は、各省大臣である。

郭松齢は、郭松齢である。

革職は、革職である。

学食は、学食である。

学殖は、学殖である。

格助詞は、格助詞である。

隠し娼は、隠し娼である。

隠し落款は、隠し落款である。

革翅類は、革翅類である。

客心は、客心である。

客臣は、客臣である。

革進は、革進である。

革新は、革新である。

核心は、核心である。

隔心は、隔心である。

閣臣は、閣臣である。

確信は、確信である。

各人は、各人である。

岳人は、岳人である。



岳神は、岳神である。

楽人は、楽人である。

革新倶楽部は、革新倶楽部である。

革新主義は、革新主義である。

革新的は、革新的である。

各神同格教は、各神同格教である。

覚信尼は、覚信尼である。

確信犯は、確信犯である。

隠すは、隠すである。

匿すは、匿すである。

角すは、角すである。

覚すは、覚すである。

嚇すは、嚇すである。

馘すは、馘すである。

学すは、学すである。

角錐は、角錐である。

画数は、画数である。

角頭巾は、角頭巾である。

角助は、角助である。

かくすすは、かくすすである。

画するは、画するである。

劃するは、劃するである。

客星は、客星である。

革正は、革正である。

覚醒は、覚醒である。

隔世は、隔世である。

廓清は、廓清である。

鶴声は、鶴声である。

学制は、学制である。

学政は、学政である。

楽聖は、楽聖である。

隔世遺伝は、隔世遺伝である。

学生運動は、学生運動である。

拡声器は、拡声器である。

覚醒剤は、覚醒剤である。

学生社会科学連合会は、学生社会科学連合会である。

学生主事は、学生主事である。

隔世の感は、隔世の感である。

学制頒布は、学制頒布である。

学生服は、学生服である。

学生割引は、学生割引である。

学績は、学績である。

学籍は、学籍である。

学籍簿は、学籍簿である。

確説は、確説である。

隔絶は、隔絶である。



学説は、学説である。

楽節は、楽節である。

角銭は、角銭である。

客船は、客船である。

客戦は、客戦である。

格戦は、格戦である。

挌戦は、挌戦である。

画然は、画然である。

劃然は、劃然である。

廓然は、廓然である。

赫然は、赫然である。

確然は、確然である。

楽船は、楽船である。

愕然は、愕然である。

角閃岩は、角閃岩である。

覚禅抄は、覚禅抄である。

角閃石は、角閃石である。

核戦争は、核戦争である。

各層は、各層である。

客窓は、客窓である。

客僧は、客僧である。

核相は、核相である。

学窓は、学窓である。

学僧は、学僧である。

楽想は、楽想である。

楽箏は、楽箏である。

核相交代は、核相交代である。

学則は、学則である。

角速度は、角速度である。

学卒は、学卒である。

角袖は、角袖である。

角袖巡査は、角袖巡査である。

覚他は、覚他である。

角田は、角田である。

客体は、客体である。

革帯は、革帯である。

角大は、角大である。

拡大は、拡大である。

廓大は、廓大である。

楽隊は、楽隊である。

拡大解釈は、拡大解釈である。

拡大鏡は、拡大鏡である。

拡大均衡は、拡大均衡である。

楽太鼓は、楽太鼓である。

拡大再生産は、拡大再生産である。

拡大尺は、拡大尺である。



拡大図は、拡大図である。

拡大造林は、拡大造林である。

カクタスは、カクタスである。

角太夫節は、角太夫節である。

確たるは、確たるである。

喀痰は、喀痰である。

画断は、画断である。

劃断は、劃断である。

格段は、格段である。

楽団は、楽団である。

楽壇は、楽壇である。

喀痰検査は、喀痰検査である。

核弾頭は、核弾頭である。

核蛋白質は、核蛋白質である。

各地は、各地である。

客地は、客地である。

覚知は、覚知である。

隔地は、隔地である。

確知は、確知である。

角逐は、角逐である。

隔地者は、隔地者である。

角柱は、角柱である。

客中は、客中である。

郭中は、郭中である。

廓中は、廓中である。

拡張は、拡張である。

格調は、格調である。

学長は、学長である。

楽長は、楽長である。

楽調は、楽調である。

拡張解釈は、拡張解釈である。

格調派は、格調派である。

各通は、各通である。

角通は、角通である。

額束は、額束である。

格付けは、格付けである。

格付表は、格付表である。

迦具土神は、迦具土神である。

角髱は、角髱である。

がくっとは、がくっとである。

角鍔は、角鍔である。

角爪は、角爪である。

掻く手は、掻く手である。

斯くては、斯くてである。

各停は、各停である。

角觝は、角觝である。



角抵は、角抵である。

画定は、画定である。

劃定は、劃定である。

客亭は、客亭である。

確定は、確定である。

確定期限は、確定期限である。

確定期売買は、確定期売買である。

確定公債は、確定公債である。

確定鉱量は、確定鉱量である。

確定債権は、確定債権である。

確定裁判は、確定裁判である。

確定条件は、確定条件である。

確定申告は、確定申告である。

確定年金は、確定年金である。

確定判決は、確定判決である。

確定日付は、確定日付である。

確定利付証券は、確定利付証券である。

確定力は、確定力である。

カクテキは、カクテキである。

学的は、学的である。

斯くてもは、斯くてもである。

斯くてものことには、斯くてものことにである。

カクテルは、カクテルである。

カクテルグラスは、カクテルグラスである。

カクテルソースは、カクテルソースである。

カクテルドレスは、カクテルドレスである。

カクテルパーティーは、カクテルパーティーである。

カクテルラウンジは、カクテルラウンジである。

楽典は、楽典である。

学田は、学田である。

楽殿は、楽殿である。

額殿は、額殿である。

殻斗は、殻斗である。

角度は、角度である。

客土は、客土である。

赫怒は、赫怒である。

確度は、確度である。

学徒は、学徒である。

学都は、学都である。

楽都は、楽都である。

角灯は、角灯である。

角とうは、角とうである。

客冬は、客冬である。

格闘は、格闘である。

挌闘は、挌闘である。

確答は、確答である。



覚道は、覚道である。

学統は、学統である。

学頭は、学頭である。

学堂は、学堂である。

学童は、学童である。

学道は、学道である。

額堂は、額堂である。

学童疎開は、学童疎開である。

学童保育は、学童保育である。

学童擁護員は、学童擁護員である。

学道用心集は、学道用心集である。

額灯籠は、額灯籠である。

殻斗科は、殻斗科である。

獲得は、獲得である。

学徳は、学徳である。

獲得形質は、獲得形質である。

獲得免疫は、獲得免疫である。

角度計は、角度計である。

角時計は、角時計である。

確としたは、確としたである。

学徒出陣は、学徒出陣である。

学徒動員は、学徒動員である。

角内は、角内である。

郭内は、郭内である。

廓内は、廓内である。

閣内は、閣内である。

学内は、学内である。

斯くながらは、斯くながらである。

江南は、江南である。

漢南は、漢南である。

結果は、結果である。

香菓泡は、香菓泡である。

角煮は、角煮である。

覚如は、覚如である。

確認は、確認である。

学人は、学人である。

確認信用状は、確認信用状である。

確認訴訟は、確認訴訟である。

確認判決は、確認判決である。

家具塗師は、家具塗師である。

隠ねるは、隠ねるである。

客年は、客年である。

隔年は、隔年である。

学年は、学年である。

隔年結実は、隔年結実である。

廓然無聖は、廓然無聖である。



核燃料は、核燃料である。

核燃料サイクルは、核燃料サイクルである。

核燃料再処理は、核燃料再処理である。

格納は、格納である。

格納庫は、格納庫である。

核の傘は、核の傘である。

斯くの如は、斯くの如である。

斯くの如くは、斯くの如くである。

斯くの如しは、斯くの如しである。

如此は、如此である。

如斯は、如斯である。

香の菓は、香の菓である。

角の三等分は、角の三等分である。

楽の師は、楽の師である。

角館は、角館である。

楽の堂は、楽の堂である。

額の堂は、額の堂である。

額の花は、額の花である。

楽の船は、楽の船である。

核の冬は、核の冬である。

額の間は、額の間である。

香菓は、香菓である。

斯くのみは、斯くのみである。

膈の病は、膈の病である。

角乗は、角乗である。

各派は、各派である。

学派は、学派である。

斯く許りは、斯く許りである。

郭璞は、郭璞である。

核爆発は、核爆発である。

額柱は、額柱である。

格外れは、格外れである。

鶴髪は、鶴髪である。

画伐は、画伐である。

劃伐は、劃伐である。

学閥は、学閥である。

鶴髪童顔は、鶴髪童顔である。

角張るは、角張るである。

各般は、各般である。

拡販は、拡販である。

隔板は、隔板である。

攪拌は、攪拌である。

覚鑁は、覚鑁である。

隔晩は、隔晩である。

隔番は、隔番である。

額判は、額判である。



核反応は、核反応である。

角皮は、角皮である。

学費は、学費である。

岳飛は、岳飛である。

画引きは、画引きである。

角菱は、角菱である。

角筆は、角筆である。

擱筆は、擱筆である。

脚病は、脚病である。

膈病は、膈病である。

楽琵琶は、楽琵琶である。

各部は、各部である。

学府は、学府である。

岳父は、岳父である。

楽譜は、楽譜である。

学部は、学部である。

楽部は、楽部である。

学風は、学風である。

核不拡散条約は、核不拡散条約である。

拡幅は、拡幅である。

格袋は、格袋である。

核武装は、核武装である。

額縁は、額縁である。

額縁縫は、額縁縫である。

額縁舞台は、額縁舞台である。

杜夫魚は、杜夫魚である。

格物は、格物である。

格物学は、格物学である。

格物致知は、格物致知である。

核物理学は、核物理学である。

画分は、画分である。

確聞は、確聞である。

核分裂は、核分裂である。

客兵は、客兵である。

核兵器は、核兵器である。

角兵衛獅子は、角兵衛獅子である。

隔壁は、隔壁である。

格別は、格別である。

各別は、各別である。

萼片は、萼片である。

格変化は、格変化である。

確保は、確保である。

各方は、各方である。

確報は、確報である。

角帽は、角帽である。

客房は、客房である。



学報は、学報である。

学帽は、学帽である。

各方面は、各方面である。

学僕は、学僕である。

角盆は、角盆である。

匿いは、匿いである。

匿うは、匿うである。

角巻は、角巻である。

角膜は、角膜である。

核膜は、核膜である。

隔膜は、隔膜である。

角膜移植は、角膜移植である。

角膜翳は、角膜翳である。

角膜炎は、角膜炎である。

角膜潰瘍は、角膜潰瘍である。

角膜銀行は、角膜銀行である。

郭沫若は、郭沫若である。

斯く迄は、斯く迄である。

囲みは、囲みである。

客夢は、客夢である。

囲むは、囲むである。

学務は、学務である。

学務委員は、学務委員である。

革命は、革命である。

学名は、学名である。

額銘は、額銘である。

革命家は、革命家である。

革命歌は、革命歌である。

革命児は、革命児である。

革命的は、革命的である。

革命暦は、革命暦である。

楽面は、楽面である。

額面は、額面である。

額面価格は、額面価格である。

額面株は、額面株である。

額面金額は、額面金額である。

額面題は、額面題である。

額面通りは、額面通りである。

額面発行は、額面発行である。

額面募集法は、額面募集法である。

額面割れは、額面割れである。

角物は、角物である。

角銛は、角銛である。

各問は、各問である。

学問は、学問である。

学文は、学文である。



学問所は、学問所である。

学問所勤番は、学問所勤番である。

学問所奉行は、学問所奉行である。

学問僧は、学問僧である。

学問的は、学問的である。

学問の自由は、学問の自由である。

学問のすゝめは、学問のすゝめである。

学問料は、学問料である。

学文連歌は、学文連歌である。

覚弥は、覚弥である。

隔夜は、隔夜である。

楽屋は、楽屋である。

楽屋銀杏は、楽屋銀杏である。

楽屋入りは、楽屋入りである。

楽屋裏は、楽屋裏である。

楽屋落ちは、楽屋落ちである。

楽屋顔は、楽屋顔である。

確約は、確約である。

隔夜上人は、隔夜上人である。

格安は、格安である。

楽屋雀は、楽屋雀である。

隔夜道心は、隔夜道心である。

楽屋頭取は、楽屋頭取である。

楽屋鳶は、楽屋鳶である。

楽屋話は、楽屋話である。

楽屋番は、楽屋番である。

かぐや姫は、かぐや姫である。

楽屋風呂は、楽屋風呂である。

香具山は、香具山である。

香久山は、香久山である。

角矢来は、角矢来である。

客遊は、客遊である。

覚猷は、覚猷である。

学友は、学友である。

核融合は、核融合である。

斯く故には、斯く故にである。

各様は、各様である。

岳陽は、岳陽である。

学庸は、学庸である。

学用品は、学用品である。

岳陽楼は、岳陽楼である。

鶴翼は、鶴翼である。

核抑止は、核抑止である。

狩座は、狩座である。

神楽は、神楽である。

隠らふは、隠らふである。



神楽歌は、神楽歌である。

神楽男は、神楽男である。

神楽面は、神楽面である。

神楽岡は、神楽岡である。

隠らくは、隠らくである。

神楽笹は、神楽笹である。

神楽鮫は、神楽鮫である。

かぐらさんは、かぐらさんである。

神楽師は、神楽師である。

神楽獅子は、神楽獅子である。

神楽鈴は、神楽鈴である。

神楽銭は、神楽銭である。

神楽太鼓は、神楽太鼓である。

神楽月は、神楽月である。

神楽殿は、神楽殿である。

神楽堂は、神楽堂である。

神楽囃子は、神楽囃子である。

神楽姫は、神楽姫である。

神楽笛は、神楽笛である。

神楽女は、神楽女である。

狩倉山は、狩倉山である。

鹿倉山は、鹿倉山である。

霍乱は、霍乱である。

攪乱は、攪乱である。

学らんは、学らんである。

客裡は、客裡である。

客裏は、客裏である。

隔離は、隔離である。

学理は、学理である。

脚力は、脚力である。

学力は、学力である。

隔離処分は、隔離処分である。

隔離説は、隔離説である。

格率は、格率である。

確立は、確立である。

確率は、確率である。

楽律は、楽律である。

確率過程は、確率過程である。

確率誤差は、確率誤差である。

確率抽出は、確率抽出である。

確率の加法定理は、確率の加法定理である。

確率分布は、確率分布である。

確率分布曲線は、確率分布曲線である。

確率変数は、確率変数である。

確率密度関数は、確率密度関数である。

確率予報は、確率予報である。



確率論は、確率論である。

がくりとは、がくりとである。

隔離病舎は、隔離病舎である。

客旅は、客旅である。

隠り世は、隠り世である。

学侶は、学侶である。

廓寥は、廓寥である。

閣僚は、閣僚である。

学料は、学料である。

学寮は、学寮である。

学料田は、学料田である。

角力は、角力である。

核力は、核力である。

学力検査は、学力検査である。

獲麟は、獲麟である。

鶴林は、鶴林である。

学林は、学林である。

鶴林玉露は、鶴林玉露である。

鶴林寺は、鶴林寺である。

隠るは、隠るである。

隠れは、隠れである。

隠れ遊びは、隠れ遊びである。

隠れ穴は、隠れ穴である。

隠れ居は、隠れ居である。

客礼は、客礼である。

革令は、革令である。

格例は、格例である。

閣令は、閣令である。

鶴唳は、鶴唳である。

学齢は、学齢である。

学齢児童は、学齢児童である。

学齢人口は、学齢人口である。

学齢生徒は、学齢生徒である。

学齢簿は、学齢簿である。

隠れ岩は、隠れ岩である。

隠れ魚は、隠れ魚である。

隠れ鬼は、隠れ鬼である。

隠れ帯は、隠れ帯である。

隠れ陰陽師は、隠れ陰陽師である。

隠処は、隠処である。

隠れ家は、隠れ家である。

隠れ顔は、隠れ顔である。

隠れ駕籠は、隠れ駕籠である。

隠れ笠は、隠れ笠である。

隠れ蟹は、隠れ蟹である。

学歴は、学歴である。



角礫岩は、角礫岩である。

学歴社会は、学歴社会である。

隠れ切支丹は、隠れ切支丹である。

隠れ子は、隠れ子である。

隠れ心は、隠れ心である。

隠れ言は、隠れ言である。

隠れ事は、隠れ事である。

隠れ里は、隠れ里である。

隠れ夫は、隠れ夫である。

隠れ妻は、隠れ妻である。

隠れ所は、隠れ所である。

隠れ無しは、隠れ無しである。

隠沼は、隠沼である。

隠沼のは、隠沼のである。

幽宮は、幽宮である。

隠れ場は、隠れ場である。

隠れ売女は、隠れ売女である。

隠れ屏風は、隠れ屏風である。

隠れ弁慶は、隠れ弁慶である。

隠れ道は、隠れ道である。

隠れ蓑は、隠れ蓑である。

隠れるは、隠れるである。

角櫺子は、角櫺子である。

学連事件は、学連事件である。

かくれんぼは、かくれんぼである。

隠れん坊は、隠れん坊である。

赫連勃勃は、赫連勃勃である。

か黒いは、か黒いである。

客臘は、客臘である。

閣老は、閣老である。

隠ろふは、隠ろふである。

隠ろへは、隠ろへである。

隠ろへ事は、隠ろへ事である。

隠ろへばむは、隠ろへばむである。

角ろくは、角ろくである。

岳麓は、岳麓である。

各論は、各論である。

確論は、確論である。

芳しいは、芳しいである。

香しいは、香しいである。

馨しいは、馨しいである。

学割は、学割である。

家君は、家君である。

寡君は、寡君である。

がくんとは、がくんとである。

欠けは、欠けである。



闕けは、闕けである。

掛けは、掛けである。

懸けは、懸けである。

駆けは、駆けである。

駈けは、駈けである。

賭けは、賭けである。

鶏は、鶏である。

影は、影である。

蔭は、蔭である。

翳は、翳である。

縵は、縵である。

蘿は、蘿である。

鹿毛は、鹿毛である。

掛合いは、掛合いである。

懸合いは、懸合いである。

掛合い台詞は、掛合い台詞である。

懸合いの飯は、懸合いの飯である。

掛合い話は、掛合い話である。

掛合い万歳は、掛合い万歳である。

掛け合うは、掛け合うである。

駆け合ふは、駆け合ふである。

駆け上がるは、駆け上がるである。

掛け商いは、掛け商いである。

駆足は、駆足である。

駈足は、駈足である。

掛け集めは、掛け集めである。

駆け合すは、駆け合すである。

掛合せは、掛合せである。

掛け合せるは、掛け合せるである。

掛行灯は、掛行灯である。

筧は、筧である。

下掲は、下掲である。

火刑は、火刑である。

花兄は、花兄である。

花形は、花形である。

花茎は、花茎である。

佳景は、佳景である。

河系は、河系である。

科刑は、科刑である。

夏珪は、夏珪である。

家兄は、家兄である。

家系は、家系である。

家計は、家計である。

家鶏は、家鶏である。

荷兮は、荷兮である。

賀慶は、賀慶である。



雅兄は、雅兄である。

家系図は、家系図である。

駆け出づは、駆け出づである。

掛板は、掛板である。

家計調査は、家計調査である。

駆出では、駆出でである。

駈出では、駈出でである。

掛糸は、掛糸である。

懸稲は、懸稲である。

家計簿は、家計簿である。

駆入りは、駆入りである。

駈入りは、駈入りである。

駆け入るは、駆け入るである。

欠け穿ぐは、欠け穿ぐである。

懸牛は、懸牛である。

懸歌は、懸歌である。

陰唄は、陰唄である。

掛饂飩は、掛饂飩である。

賭馬は、賭馬である。

陰裏は、陰裏である。

掛売りは、掛売りである。

掛絵は、掛絵である。

影絵は、影絵である。

影画は、影画である。

影絵芝居は、影絵芝居である。

掛烏帽子は、掛烏帽子である。

掛襟は、掛襟である。

掛衿は、掛衿である。

掛焔硝は、掛焔硝である。

懸緒は、懸緒である。

駆落ちは、駆落ちである。

駈落ちは、駈落ちである。

駆落ち者は、駆落ち者である。

掛踊は、掛踊である。

懸踊は、懸踊である。

掛帯は、掛帯である。

懸帯は、懸帯である。

掛買いは、掛買いである。

掛替えは、掛替えである。

掛返し債務は、掛返し債務である。

掛け替えるは、掛け替えるである。

掛額は、掛額である。

影隠しは、影隠しである。

かけかけしは、かけかけしである。

鹿毛糟毛は、鹿毛糟毛である。

影勝団子は、影勝団子である。



掛金は、掛金である。

掛け構いは、掛け構いである。

懸紙は、懸紙である。

掛けがらしは、掛けがらしである。

掛川は、掛川である。

掛瓦は、掛瓦である。

掛木は、掛木である。

戈戟は、戈戟である。

過激は、過激である。

歌劇は、歌劇である。

罅隙は、罅隙である。

画劇は、画劇である。

過激派は、過激派である。

景清は、景清である。

影草は、影草である。

陰草は、陰草である。

懸鎖は、懸鎖である。

崖崩れは、崖崩れである。

陰口は、陰口である。

懸久真は、懸久真である。

駆け組むは、駆け組むである。

掛鞍は、掛鞍である。

駆け競は、駆け競である。

駈け競は、駈け競である。

賭け鞍は、賭け鞍である。

駆け競べは、駆け競べである。

駈け競べは、駈け競べである。

掛け比べるは、掛け比べるである。

賭碁は、賭碁である。

懸子は、懸子である。

掛子は、掛子である。

陰子は、陰子である。

蔭子は、蔭子である。

掛乞いは、掛乞いである。

懸香は、懸香である。

掛香は、掛香である。

掛麹は、掛麹である。

掛け声は、掛け声である。

掛肥は、掛肥である。

掛け声倒れは、掛け声倒れである。

駆けごくらは、駆けごくらである。

懸小鯛は、懸小鯛である。

賭言は、賭言である。

賭事は、賭事である。

陰言は、陰言である。

陰事は、陰事である。



掛詞は、掛詞である。

懸詞は、懸詞である。

懸子塗は、懸子塗である。

掛子塗は、掛子塗である。

掛込は、掛込である。

駆込みは、駆込みである。

駈込みは、駈込みである。

駆込訴は、駆込訴である。

駆込み寺は、駆込み寺である。

駆込願は、駆込願である。

駆込み者は、駆込み者である。

掛け込むは、掛け込むである。

駆け込むは、駆け込むである。

掛薦は、掛薦である。

掛け籠るは、掛け籠るである。

掛小屋は、掛小屋である。

掛竿は、掛竿である。

懸魚は、懸魚である。

掛け離るは、掛け離るである。

掛先は、掛先である。

影桜は、影桜である。

陰沙汰は、陰沙汰である。

掛け定めは、掛け定めである。

懸鞘は、懸鞘である。

掛け算は、掛け算である。

掛字は、掛字である。

闕字は、闕字である。

欠字は、欠字である。

懸路は、懸路である。

陰路は、陰路である。

崖路は、崖路である。

掛字掛けは、掛字掛けである。

掛軸は、掛軸である。

陰芝居は、陰芝居である。

賭将棋は、賭将棋である。

掛障子は、掛障子である。

掛醤油は、掛醤油である。

掛燭は、掛燭である。

掛汁は、掛汁である。

懸巣は、懸巣である。

掛図は、掛図である。

かけずは、かけずである。

掛数は、掛数である。

駆け据うは、駆け据うである。

掛素襖は、掛素襖である。

賭け尽は、賭け尽である。



懸硯は、懸硯である。

掛け捨ては、掛け捨てである。

駆けずり回るは、駆けずり回るである。

駆けづるは、駆けづるである。

欠銭は、欠銭である。

陰台詞は、陰台詞である。

陰白は、陰白である。

掛銭は、掛銭である。

陰膳は、陰膳である。

かけそくは、かけそくである。

掛束米は、掛束米である。

掛蕎麦は、掛蕎麦である。

掛反りは、掛反りである。

掛台は、掛台である。

懸鯛は、懸鯛である。

陰代は、陰代である。

蔭代は、蔭代である。

掛代金は、掛代金である。

懸け大根は、懸け大根である。

掛倒れは、掛倒れである。

かけたかの鳥は、かけたかの鳥である。

掛出しは、掛出しである。

駆出しは、駆出しである。

掛出し舞台は、掛出し舞台である。

駆出し者は、駆出し者である。

掛け出すは、掛け出すである。

駆け出すは、駆け出すである。

駆け立つは、駆け立つである。

懸煙草は、懸煙草である。

陰地は、陰地である。

掛違いは、掛違いである。

掛け違うは、掛け違うである。

懸税は、懸税である。

掛茶屋は、掛茶屋である。

掛帳は、掛帳である。

駆け散らすは、駆け散らすである。

可決は、可決である。

果決は、果決である。

花月は、花月である。

佳月は、佳月である。

嘉月は、嘉月である。

懸官は、懸官である。

駆継ぎは、駆継ぎである。

掛接ぎは、掛接ぎである。

掛継ぎは、掛継ぎである。

駆け付くは、駆け付くである。



懸案は、懸案である。

駆けっ競は、駆けっ競である。

懸け造りは、懸け造りである。

崖造りは、崖造りである。

懸け造るは、懸け造るである。

駆付けは、駆付けである。

駈付けは、駈付けである。

駆付け三杯は、駆付け三杯である。

駆け付けるは、駆け付けるである。

駆けっこは、駆けっこである。

花月双紙は、花月双紙である。

掛筒は、掛筒である。

懸筒は、懸筒である。

過血糖は、過血糖である。

火血刀は、火血刀である。

掛繋ぎは、掛繋ぎである。

掛繋ぎ取引は、掛繋ぎ取引である。

懸角は、懸角である。

崖っ縁は、崖っ縁である。

花月巻は、花月巻である。

掛積みは、掛積みである。

駆け詰めは、駆け詰めである。

繋爪は、繋爪である。

掛釣は、掛釣である。

掛けては、掛けてである。

駆出は、駆出である。

掛けてもは、掛けてもである。

駆け出るは、駆け出るである。

掛戸は、掛戸である。

掛樋は、掛樋である。

懸灯蓋は、懸灯蓋である。

影灯籠は、影灯籠である。

駆け通しは、駆け通しである。

駆け通るは、駆け通るである。

賭徳は、賭徳である。

欠徳利は、欠徳利である。

掛時計は、掛時計である。

掛床店は、掛床店である。

懸け留まるは、懸け留まるである。

懸け留むは、懸け留むである。

影富は、影富である。

影面は、影面である。

山陽道は、山陽道である。

掛取りは、掛取りである。

掛鳥は、掛鳥である。

翔鳥は、翔鳥である。



掛取引は、掛取引である。

懸菜は、懸菜である。

掛流しは、掛流しである。

陰ながらは、陰ながらである。

掛投げは、掛投げである。

影無しは、影無しである。

駆け靡くは、駆け靡くである。

影靡く星は、影靡く星である。

駆け悩ますは、駆け悩ますである。

駆け並ぶは、駆け並ぶである。

掛縄は、掛縄である。

影人形は、影人形である。

陰縫いは、陰縫いである。

駆け抜けるは、駆け抜けるである。

掛値は、掛値である。

掛念仏は、掛念仏である。

陰野は、陰野である。

懸の魚は、懸の魚である。

陰の子は、陰の子である。

影の内閣は、影の内閣である。

陰の舞は、陰の舞である。

かけのめすは、かけのめすである。

影の病は、影の病である。

影の煩いは、影の煩いである。

駆場は、駆場である。

駈場は、駈場である。

掛売買は、掛売買である。

陰這入りは、陰這入りである。

掛矧ぎは、掛矧ぎである。

掛橋は、掛橋である。

懸橋は、懸橋である。

掛け外しは、掛け外しである。

掛け外すは、掛け外すである。

崖端は、崖端である。

崖端歩きは、崖端歩きである。

掛撥は、掛撥である。

掛花は、掛花である。

懸花は、懸花である。

掛花生けは、掛花生けである。

懸花生けは、懸花生けである。

懸け離すは、懸け離すである。

懸け離れるは、懸け離れるである。

陰腹は、陰腹である。

掛払いは、掛払いである。

掛鉤は、掛鉤である。

掛針は、掛針である。



影貼りは、影貼りである。

懸盤は、懸盤である。

掛盤は、掛盤である。

懸樋は、懸樋である。

陰日は、陰日である。

駆引きは、駆引きである。

懸引きは、懸引きである。

懸髭は、懸髭である。

掛直垂は、掛直垂である。

掛雛は、掛雛である。

陰日向は、陰日向である。

鹿毛雲雀は、鹿毛雲雀である。

掛暇は、掛暇である。

掛紐は、掛紐である。

懸鬢鬘は、懸鬢鬘である。

掛袱紗は、掛袱紗である。

駆け塞がるは、駆け塞がるである。

影富士は、影富士である。

掛衾は、掛衾である。

掛札は、掛札である。

鹿毛斑は、鹿毛斑である。

掛蒲団は、掛蒲団である。

掛布団は、掛布団である。

掛船は、掛船である。

影踏みは、影踏みである。

懸け隔たるは、懸け隔たるである。

懸け隔てるは、懸け隔てるである。

掛減りは、掛減りである。

陰弁慶は、陰弁慶である。

影法師は、影法師である。

陰干しは、陰干しである。

陰乾しは、陰乾しである。

懸仏は、懸仏である。

陰間は、陰間である。

蔭間は、蔭間である。

掛米は、掛米である。

陰舞は、陰舞である。

懸けまくは、懸けまくである。

掛けまくは、掛けまくである。

駆け負くは、駆け負くである。

影待ちは、影待ちである。

陰間茶屋は、陰間茶屋である。

陰祭は、陰祭である。

賭け的は、賭け的である。

懸け守りは、懸け守りである。

駆け回るは、駆け回るである。



影見は、影見である。

影身は、影身である。

懸水は、懸水である。

陰店は、陰店である。

陰見世は、陰見世である。

崖道は、崖道である。

掛向いは、掛向いである。

掛向の従兄弟は、掛向の従兄弟である。

駆け向かふは、駆け向かふである。

掛無垢は、掛無垢である。

駆武者は、駆武者である。

懸武者は、懸武者である。

影武者は、影武者である。

掛蓆は、掛蓆である。

掛莚は、掛莚である。

欠け目は、欠け目である。

掛け目は、掛け目である。

陰妻は、陰妻である。

駆け巡るは、駆け巡るである。

掛毛氈は、掛毛氈である。

陰萌葱は、陰萌葱である。

掛靠れは、掛靠れである。

掛持ちは、掛持ちである。

掛戻し金は、掛戻し金である。

掛物は、掛物である。

賭け物は、賭け物である。

懸け物は、懸け物である。

掛物掛けは、掛物掛けである。

懸物状は、懸物状である。

駆け催すは、駆け催すである。

陰紋は、陰紋である。

掛屋は、掛屋である。

懸屋は、懸屋である。

駆け破るは、駆け破るである。

陰山は、陰山である。

景山は、景山である。

景山英子は、景山英子である。

掛け破るは、掛け破るである。

勘解由は、勘解由である。

勘解由使は、勘解由使である。

駆け寄るは、駆け寄るである。

挂甲は、挂甲である。

欠片は、欠片である。

翔らふは、翔らふである。

欠片かんつうは、欠片かんつうである。

翔りは、翔りである。



翳りは、翳りである。

陰流は、陰流である。

欠けるは、欠けるである。

闕けるは、闕けるである。

架けるは、架けるである。

掛けるは、掛けるである。

懸けるは、懸けるである。

駆けるは、駆けるである。

駈けるは、駈けるである。

賭けるは、賭けるである。

翔るは、翔るである。

陰るは、陰るである。

翳るは、翳るである。

かけろは、かけろである。

陰郎は、陰郎である。

影ろふは、影ろふである。

陰ろふは、陰ろふである。

蜻蛉日記は、蜻蛉日記である。

蜉蝣の命は、蜉蝣の命である。

賭け禄は、賭け禄である。

加計呂麻島は、加計呂麻島である。

掛け渡すは、掛け渡すである。

花瞼は、花瞼である。

家眷は、家眷である。

家憲は、家憲である。

華軒は、華軒である。

下元は、下元である。

下弦は、下弦である。

下限は、下限である。

加減は、加減である。

仮現は、仮現である。

佳言は、佳言である。

和弦は、和弦である。

苛厳は、苛厳である。

家厳は、家厳である。

訛言は、訛言である。

過言は、過言である。

過現は、過現である。

嘉元は、嘉元である。

嘉言は、嘉言である。

寡言は、寡言である。

管弦は、管弦である。

管絃は、管絃である。

瓦硯は、瓦硯である。

我見は、我見である。

雅言は、雅言である。



過現因果経は、過現因果経である。

仮現運動は、仮現運動である。

華原磬は、華原磬である。

雅言集覧は、雅言集覧である。

加減乗除は、加減乗除である。

加減酢は、加減酢である。

仮言的は、仮言的である。

仮言的三段論法は、仮言的三段論法である。

仮言的判断は、仮言的判断である。

仮言的命法は、仮言的命法である。

加減法は、加減法である。

加減見は、加減見である。

過現未は、過現未である。

加減物は、加減物である。

加減例は、加減例である。

仮現論は、仮現論である。

か具は、か具である。

水夫は、水夫である。

水手は、水手である。

鹿子は、鹿子である。

過去は、過去である。

課戸は、課戸である。

籠は、籠である。

駕籠は、駕籠である。

下午は、下午である。

加護は、加護である。

華語は、華語である。

訛語は、訛語である。

過誤は、過誤である。

歌語は、歌語である。

臥虎は、臥虎である。

餓虎は、餓虎である。

雅語は、雅語である。

籠鐙は、籠鐙である。

籠洗は、籠洗である。

籠行灯は、籠行灯である。

囲いは、囲いである。

囲い女は、囲い女である。

囲い狂いは、囲い狂いである。

囲い込みは、囲い込みである。

囲い込むは、囲い込むである。

囲い米は、囲い米である。

囲女郎は、囲女郎である。

鹿恋女郎は、鹿恋女郎である。

囲の間は、囲の間である。

囲い船は、囲い船である。



囲い者は、囲い者である。

囲い籾は、囲い籾である。

囲い山は、囲い山である。

過去因果経は、過去因果経である。

下行は、下行である。

下降は、下降である。

火口は、火口である。

火工は、火工である。

火攻は、火攻である。

加工は、加工である。

加功は、加功である。

仮構は、仮構である。

花香は、花香である。

花候は、花候である。

花梗は、花梗である。

河口は、河口である。

河工は、河工である。

河公は、河公である。

河港は、河港である。

架構は、架構である。

華甲は、華甲である。

華構は、華構である。

靴工は、靴工である。

嘉幸は、嘉幸である。

嘉肴は、嘉肴である。

佳肴は、佳肴である。

嘉興は、嘉興である。

歌行は、歌行である。

歌稿は、歌稿である。

稼行は、稼行である。

課口は、課口である。

囲うは、囲うである。

下合は、下合である。

化合は、化合である。

加号は、加号である。

牙行は、牙行である。

画工は、画工である。

画稿は、画稿である。

雅号は、雅号である。

下高音は、下高音である。

華興会は、華興会である。

花崗岩は、花崗岩である。

火口丘は、火口丘である。

下降気流は、下降気流である。

火口原は、火口原である。

火口原湖は、火口原湖である。



火口湖は、火口湖である。

火口港は、火口港である。

河口港は、河口港である。

火口谷は、火口谷である。

加工糸は、加工糸である。

加工紙は、加工紙である。

架工歯は、架工歯である。

画工司は、画工司である。

元興寺は、元興寺である。

火口瀬は、火口瀬である。

河口堰は、河口堰である。

下降線は、下降線である。

花崗閃緑岩は、花崗閃緑岩である。

鵝口瘡は、鵝口瘡である。

可耕地は、可耕地である。

籠写しは、籠写しである。

加工乳は、加工乳である。

可航半円は、可航半円である。

化合物は、化合物である。

化合物半導体は、化合物半導体である。

火口壁は、火口壁である。

加工貿易は、加工貿易である。

加工輸入は、加工輸入である。

水主浦は、水主浦である。

舸子浦は、舸子浦である。

加子浦は、加子浦である。

雅語音声考は、雅語音声考である。

かごかは、かごかである。

駕籠舁きは、駕籠舁きである。

か具頭は、か具頭である。

籠型アンテナは、籠型アンテナである。

加古川は、加古川である。

加古川本蔵は、加古川本蔵である。

過去完了は、過去完了である。

水夫極めは、水夫極めである。

漁夫定めは、漁夫定めである。

過呼吸は、過呼吸である。

下刻は、下刻である。

禾穀は、禾穀である。

河谷は、河谷である。

苛酷は、苛酷である。

家国は、家国である。

過刻は、過刻である。

過酷は、過酷である。

嘉穀は、嘉穀である。

籠草は、籠草である。



華国鋒は、華国鋒である。

家刻本は、家刻本である。

禾穀類は、禾穀類である。

過去現在因果経は、過去現在因果経である。

籠輿は、籠輿である。

籠字は、籠字である。

過去七仏は、過去七仏である。

鹿児島は、鹿児島である。

鹿児島汁は、鹿児島汁である。

鹿児島神宮は、鹿児島神宮である。

鹿児島大学は、鹿児島大学である。

鹿児島本線は、鹿児島本線である。

鹿児島湾は、鹿児島湾である。

鹿児じものは、鹿児じものである。

過去精霊は、過去精霊である。

過去世は、過去世である。

駕籠訴は、駕籠訴である。

夏枯草は、夏枯草である。

駕籠送は、駕籠送である。

駕籠橇は、駕籠橇である。

籠出しは、籠出しである。

託ちは、託ちである。

託ち顔は、託ち顔である。

託ちがましは、託ちがましである。

託ち種は、託ち種である。

託ち泣きは、託ち泣きである。

過去帳は、過去帳である。

籠提灯は、籠提灯である。

託ち寄すは、託ち寄すである。

託ち寄るは、託ち寄るである。

化骨は、化骨である。

仮骨は、仮骨である。

託つは、託つである。

託けは、託けである。

託け言は、託け言である。

託けるは、託けるである。

籠釣瓶は、籠釣瓶である。

籠釣瓶花街酔醒は、籠釣瓶花街酔醒である。

過去敵は、過去敵である。

託言は、託言である。

託言がましは、託言がましである。

託言許りは、託言許りである。

籠長持は、籠長持である。

籠抜きは、籠抜きである。

籠脱けは、籠脱けである。

籠脱け詐欺は、籠脱け詐欺である。



可古島は、可古島である。

駕籠の衆は、駕籠の衆である。

籠の鳥は、籠の鳥である。

駕籠の者は、駕籠の者である。

籠の渡しは、籠の渡しである。

籠場は、籠場である。

籠張りは、籠張りである。

籠船は、籠船である。

過去分詞は、過去分詞である。

籠枕は、籠枕である。

囲み記事は、囲み記事である。

籠耳は、籠耳である。

かこ結びは、かこ結びである。

籠目は、籠目である。

籠目籠目は、籠目籠目である。

籠目土器は、籠目土器である。

香籠には、香籠にである。

駕籠屋は、駕籠屋である。

かごやかは、かごやかである。

水主役は、水主役である。

駕籠役は、駕籠役である。

駕籠遣ろは、駕籠遣ろである。

過去幽霊は、過去幽霊である。

鹿児弓は、鹿児弓である。

加護力は、加護力である。

駕籠脇は、駕籠脇である。

籠渡しは、籠渡しである。

囲われは、囲われである。

仮根は、仮根である。

禍根は、禍根である。

笠は、笠である。

傘は、傘である。

嵩は、嵩である。

暈は、暈である。

瘡は、瘡である。

枷鎖は、枷鎖である。

過差は、過差である。

風は、風である。

冠者は、冠者である。

跏坐は、跏坐である。

がさは、がさである。

画叉は、画叉である。

ガザは、ガザである。

カザークは、カザークである。

嵩上げは、嵩上げである。

風脚は、風脚である。



笠当ては、笠当てである。

風穴は、風穴である。

ガザーリーは、ガザーリーである。

火災は、火災である。

加西は、加西である。

花菜は、花菜である。

果菜は、果菜である。

苛細は、苛細である。

家妻は、家妻である。

家宰は、家宰である。

家裁は、家裁である。

葛西は、葛西である。

禍災は、禍災である。

寡妻は、寡妻である。

歌才は、歌才である。

火罪は、火罪である。

花材は、花材である。

家財は、家財である。

貨財は、貨財である。

歌材は、歌材である。

画才は、画才である。

画材は、画材である。

葛西踊は、葛西踊である。

火砕岩は、火砕岩である。

火砕丘は、火砕丘である。

火災救助袋は、火災救助袋である。

笠石は、笠石である。

葛西善蔵は、葛西善蔵である。

笠板は、笠板である。

葛西太郎は、葛西太郎である。

葛西念仏は、葛西念仏である。

葛西海苔は、葛西海苔である。

葛西囃子は、葛西囃子である。

火砕物は、火砕物である。

葛西舟は、葛西舟である。

火災報知機は、火災報知機である。

火災保険は、火災保険である。

火砕流は、火砕流である。

風入れは、風入れである。

花綵列島は、花綵列島である。

風上は、風上である。

かざへ扇は、かざへ扇である。

笠岡は、笠岡である。

風招きは、風招きである。

風押えは、風押えである。

嵩押しは、嵩押しである。



風落ちは、風落ちである。

傘踊は、傘踊である。

笠踊は、笠踊である。

傘驚きは、傘驚きである。

風面は、風面である。

風表は、風表である。

風折烏帽子は、風折烏帽子である。

風折るは、風折るである。

風折れは、風折れである。

笠貝は、笠貝である。

風返しは、風返しである。

瘡掻きは、瘡掻きである。

風隠れは、風隠れである。

笠懸は、笠懸である。

笠懸馬は、笠懸馬である。

笠懸野は、笠懸野である。

笠懸蟇目は、笠懸蟇目である。

かさかさは、かさかさである。

がさがさは、がさがさである。

笠ヶ岳は、笠ヶ岳である。

風合羽は、風合羽である。

笠被せは、笠被せである。

風構えは、風構えである。

傘紙は、傘紙である。

笠木は、笠木である。

笠置は、笠置である。

笠置落は、笠置落である。

笠置形灯籠は、笠置形灯籠である。

笠木反りは、笠木反りである。

笠置寺は、笠置寺である。

笠置山は、笠置山である。

風切は、風切である。

風切羽は、風切羽である。

笠着連歌は、笠着連歌である。

仮作は、仮作である。

佳作は、佳作である。

家作は、家作である。

寡作は、寡作である。

がさくさ流は、がさくさ流である。

風邪薬は、風邪薬である。

風口は、風口である。

笠雲は、笠雲である。

風雲は、風雲である。

仮作物語は、仮作物語である。

風車は、風車である。

瘡気は、瘡気である。



風気は、風気である。

我酒は、我酒である。

笠子は、笠子である。

風邪声は、風邪声である。

傘御光は、傘御光である。

風越は、風越である。

風越の峰は、風越の峰である。

風越山は、風越山である。

かさこそは、かさこそである。

がさごそは、がさごそである。

鵲は、鵲である。

風先は、風先である。

鵲の鏡は、鵲の鏡である。

鵲の橋は、鵲の橋である。

傘札は、傘札である。

笠狭崎は、笠狭崎である。

傘地は、傘地である。

翳しは、翳しである。

挿頭は、挿頭である。

風潮は、風潮である。

挿頭草は、挿頭草である。

笠時雨は、笠時雨である。

翳詞は、翳詞である。

笠錏は、笠錏である。

挿頭抄は、挿頭抄である。

風下は、風下である。

挿頭の台は、挿頭の台である。

翳しの羽は、翳しの羽である。

挿頭の箱は、挿頭の箱である。

挿頭の花は、挿頭の花である。

挿頭の綿は、挿頭の綿である。

翳文句は、翳文句である。

風後は、風後である。

笠標は、笠標である。

笠符は、笠符である。

風標は、風標である。

笠標付の鐶は、笠標付の鐶である。

翳すは、翳すである。

挿頭すは、挿頭すである。

笠菅は、笠菅である。

嵩高は、嵩高である。

飾太刀は、飾太刀である。

傘立は、傘立である。

苛察は、苛察である。

がさつは、がさつである。

かさつくは、かさつくである。



カザックは、カザックである。

がさつくは、がさつくである。

笠付は、笠付である。

風戸は、風戸である。

風樋は、風樋である。

風通しは、風通しである。

笠咎めは、笠咎めである。

瘡処は、瘡処である。

笠取山は、笠取山である。

嵩取るは、嵩取るである。

風流れは、風流れである。

風和ぎは、風和ぎである。

風凪ぎは、風凪ぎである。

風波は、風波である。

風並は、風並である。

重なりは、重なりである。

重なるは、重なるである。

重ぬは、重ぬである。

笠縫は、笠縫である。

笠縫邑は、笠縫邑である。

笠縫草は、笠縫草である。

風抜きは、風抜きである。

笠脱ぎ所は、笠脱ぎ所である。

重ねは、重ねである。

襲は、襲である。

累は、累である。

重ね板発条は、重ね板発条である。

重井筒は、重井筒である。

重ね氏は、重ね氏である。

重ね落ちは、重ね落ちである。

重ね織物は、重ね織物である。

重ね垣は、重ね垣である。

重ね重ねは、重ね重ねである。

重ね土器は、重ね土器である。

重ね着は、重ね着である。

襲着は、襲着である。

重ね切りは、重ね切りである。

重ね斬りは、重ね斬りである。

重ね句は、重ね句である。

重ね郭は、重ね郭である。

重ね詞は、重ね詞である。

重ね盃は、重ね盃である。

重ね字は、重ね字である。

重ね重は、重ね重である。

襲装束は、襲装束である。

重ね装束は、重ね装束である。



重ね硯は、重ね硯である。

重ね刷は、重ね刷である。

重ね雪踏は、重ね雪踏である。

重ね草履は、重ね草履である。

重ね楯は、重ね楯である。

重ね短冊は、重ね短冊である。

重ね箪笥は、重ね箪笥である。

重ね違い棚は、重ね違い棚である。

重ね継ぎは、重ね継ぎである。

重ね継手は、重ね継手である。

重ね接手は、重ね接手である。

重ね褄は、重ね褄である。

重ねては、重ねてである。

重ね斎は、重ね斎である。

重ね縫いは、重ね縫いである。

襲の色目は、襲の色目である。

重ね返事は、重ね返事である。

重ね餅は、重ね餅である。

重ね模様は、重ね模様である。

重ね盛羽は、重ね盛羽である。

重ね焼は、重ね焼である。

重ねるは、重ねるである。

笠女郎は、笠女郎である。

カザノヴァは、カザノヴァである。

笠金村は、笠金村である。

笠の仮手は、笠の仮手である。

笠の下は、笠の下である。

笠の台は、笠の台である。

笠の雪は、笠の雪である。

傘海苔は、傘海苔である。

傘歯車は、傘歯車である。

笠はずしは、笠はずしである。

瘡鉢は、瘡鉢である。

風花は、風花である。

風早は、風早である。

嵩張るは、嵩張るである。

風日待は、風日待である。

カザフは、カザフである。

風吹烏は、風吹烏である。

傘袋は、傘袋である。

笠袋は、笠袋である。

風袋は、風袋である。

風嚢は、風嚢である。

カザフスタンは、カザフスタンである。

瘡蓋は、瘡蓋である。

痂は、痂である。



カサブランカは、カサブランカである。

風振りは、風振りである。

風震しは、風震しである。

傘鉾は、傘鉾である。

笠鉾は、笠鉾である。

傘鉾雲は、傘鉾雲である。

傘鉾鞘は、傘鉾鞘である。

風ほろしは、風ほろしである。

笠間は、笠間である。

風間は、風間である。

風負けは、風負けである。

風待ちは、風待ちである。

笠松は、笠松である。

風祭は、風祭である。

風窓は、風窓である。

風守りは、風守りである。

汗衫は、汗衫である。

風見は、風見である。

がざみは、がざみである。

風見安定は、風見安定である。

風見草は、風見草である。

風道は、風道である。

風見鶏は、風見鶏である。

風見の烏は、風見の烏である。

嵩むは、嵩むである。

風向きは、風向きである。

傘持は、傘持である。

風守は、風守である。

笠森稲荷は、笠森稲荷である。

笠森お仙は、笠森お仙である。

傘屋は、傘屋である。

笠屋は、笠屋である。

笠宿りは、笠宿りである。

風除けは、風除けである。

飾らふは、飾らふである。

飾りは、飾りである。

飾り編みは、飾り編みである。

飾石は、飾石である。

飾井筒は、飾井筒である。

飾り糸は、飾り糸である。

飾井戸は、飾井戸である。

飾り臼は、飾り臼である。

飾り馬は、飾り馬である。

飾り売りは、飾り売りである。

飾り海老は、飾り海老である。

飾り菓子は、飾り菓子である。



飾り頭は、飾り頭である。

飾り金は、飾り金である。

飾り冑は、飾り冑である。

飾革は、飾革である。

飾り切りは、飾り切りである。

飾り釘は、飾り釘である。

飾串は、飾串である。

飾り鞍は、飾り鞍である。

飾車は、飾車である。

餝車は、餝車である。

飾り気は、飾り気である。

飾り罫は、飾り罫である。

飾り三方は、飾り三方である。

飾師は、飾師である。

錺師は、錺師である。

飾り仕付けは、飾り仕付けである。

飾職は、飾職である。

錺職は、錺職である。

飾り炭は、飾り炭である。

飾雪隠は、飾雪隠である。

荘雪隠は、荘雪隠である。

飾り竹は、飾り竹である。

飾太刀代は、飾太刀代である。

飾り立てるは、飾り立てるである。

飾り棚は、飾り棚である。

飾り玉は、飾り玉である。

飾り粽は、飾り粽である。

飾調度懸は、飾調度懸である。

飾り付けは、飾り付けである。

飾り付けるは、飾り付けるである。

飾り壺は、飾り壺である。

飾り苗は、飾り苗である。

飾り縄は、飾り縄である。

飾り縫いは、飾り縫いである。

飾り花は、飾り花である。

飾り囃しは、飾り囃しである。

飾り紐は、飾り紐である。

飾り瓶子は、飾り瓶子である。

飾り庖丁は、飾り庖丁である。

飾り松は、飾り松である。

飾り窓は、飾り窓である。

飾りミシンは、飾りミシンである。

飾目貫は、飾目貫である。

飾り物は、飾り物である。

飾屋は、飾屋である。

錺屋は、錺屋である。



飾り弓は、飾り弓である。

飾り藁は、飾り藁である。

飾るは、飾るである。

カザルスは、カザルスである。

鹿沢温泉は、鹿沢温泉である。

風脇は、風脇である。

加算は、加算である。

加餐は、加餐である。

可算は、可算である。

家蚕は、家蚕である。

家産は、家産である。

火山は、火山である。

仮山は、仮山である。

家山は、家山である。

華山は、華山である。

カザンは、カザンである。

画賛は、画賛である。

画讃は、画讃である。

臥蚕は、臥蚕である。

牙山は、牙山である。

花山院は、花山院である。

花山院長親は、花山院長親である。

花山院師賢は、花山院師賢である。

過酸化は、過酸化である。

火山ガスは、火山ガスである。

過酸化水素は、過酸化水素である。

過酸化水素水は、過酸化水素水である。

火山活動は、火山活動である。

過酸化ナトリウムは、過酸化ナトリウムである。

過酸化バリウムは、過酸化バリウムである。

過酸化物は、過酸化物である。

過酸化ベンゾイルは、過酸化ベンゾイルである。

火山ガラスは、火山ガラスである。

火山岩は、火山岩である。

火山群は、火山群である。

家産国家は、家産国家である。

火山砂は、火山砂である。

火山砕屑岩は、火山砕屑岩である。

火山砕屑丘は、火山砕屑丘である。

火山砕屑物は、火山砕屑物である。

火山作用は、火山作用である。

家蚕糸は、家蚕糸である。

花山寺は、花山寺である。

可算集合は、可算集合である。

過酸症は、過酸症である。

火山昇華物は、火山昇華物である。



火山塵は、火山塵である。

仮山水は、仮山水である。

画山水は、画山水である。

加算税は、加算税である。

火山性地震は、火山性地震である。

家産制度は、家産制度である。

火山前線は、火山前線である。

火山帯は、火山帯である。

火山弾は、火山弾である。

花山天皇は、花山天皇である。

火山島は、火山島である。

火山灰は、火山灰である。

火山灰地は、火山灰地である。

火山灰土は、火山灰土である。

火山灰土壌は、火山灰土壌である。

カザン汗国は、カザン汗国である。

臥蚕眉は、臥蚕眉である。

火山フロントは、火山フロントである。

火山噴火予知連絡会は、火山噴火予知連絡会である。

火山脈は、火山脈である。

可算名詞は、可算名詞である。

火山毛は、火山毛である。

火山礫は、火山礫である。

火山列は、火山列である。

枷は、枷である。

徒は、徒である。

貸しは、貸しである。

樫は、樫である。

橿は、橿である。

かしは、かしである。

カ氏は、カ氏である。

下士は、下士である。

下肢は、下肢である。

下視は、下視である。

下賜は、下賜である。

加賜は、加賜である。

可視は、可視である。

仮子は、仮子である。

仮死は、仮死である。

仮歯は、仮歯である。

花糸は、花糸である。

花肆は、花肆である。

佳詞は、佳詞である。

佳詩は、佳詩である。

家士は、家士である。

家資は、家資である。



華氏は、華氏である。

華侈は、華侈である。

菓子は、菓子である。

嫁資は、嫁資である。

瑕疵は、瑕疵である。

歌詞は、歌詞である。

歌誌は、歌誌である。

課試は、課試である。

梶は、梶である。

楫は、楫である。

舵は、舵である。

構は、構である。

楮は、楮である。

鍛冶は、鍛冶である。

火事は、火事である。

加持は、加持である。

花時は、花時である。

夏時は、夏時である。

家事は、家事である。

家慈は、家慈である。

華字は、華字である。

花字は、花字である。

遐邇は、遐邇である。

嘉事は、嘉事である。

瓦市は、瓦市である。

画師は、画師である。

画紙は、画紙である。

賀詞は、賀詞である。

雅旨は、雅旨である。

餓死は、餓死である。

がしは、がしである。

借上は、借上である。

貸上げは、貸上げである。

貸献は、貸献である。

河岸揚げは、河岸揚げである。

貸上げ侍は、貸上げ侍である。

かし網は、かし網である。

貸編笠は、貸編笠である。

香椎は、香椎である。

梶井は、梶井である。

貸家は、貸家である。

香椎宮は、香椎宮である。

貸衣裳は、貸衣裳である。

貸衣装は、貸衣装である。

梶苺は、梶苺である。

香椎造は、香椎造である。



橿日宮は、橿日宮である。

梶井基次郎は、梶井基次郎である。

カシウスは、カシウスである。

貸売りは、貸売りである。

楫緒は、楫緒である。

貸し惜しみは、貸し惜しみである。

楫音は、楫音である。

カシオペア座は、カシオペア座である。

カシオペイアは、カシオペイアである。

菓子折は、菓子折である。

カ氏温度は、カ氏温度である。

鰍は、鰍である。

杜父魚は、杜父魚である。

河鹿は、河鹿である。

河鹿蛙は、河鹿蛙である。

金襖子は、金襖子である。

鰍沢は、鰍沢である。

がしがしは、がしがしである。

貸方は、貸方である。

菓子型は、菓子型である。

貸株は、貸株である。

鍛冶被りは、鍛冶被りである。

囂しは、囂しである。

悴むは、悴むである。

梶柄は、梶柄である。

貸し借りは、貸し借りである。

梶川蒔絵は、梶川蒔絵である。

下士官は、下士官である。

貸看板は、貸看板である。

炊きは、炊きである。

爨きは、爨きである。

花式は、花式である。

喝食は、喝食である。

菓子器は、菓子器である。

かじきは、かじきである。

加敷は、加敷である。

梶木は、梶木である。

旗魚は、旗魚である。

炊飯は、炊飯である。

旗魚座は、旗魚座である。

花式図は、花式図である。

加持祈祷は、加持祈祷である。

梶木通しは、梶木通しである。

炊殿は、炊殿である。

喝食成は、喝食成である。

菓子黍は、菓子黍である。



梶木鮪は、梶木鮪である。

炊き女は、炊き女である。

炊き屋は、炊き屋である。

貸切りは、貸切りである。

貸し切るは、貸し切るである。

貸金は、貸金である。

貸金庫は、貸金庫である。

恐は、恐である。

畏は、畏である。

可祝は、可祝である。

炊ぐは、炊ぐである。

爨ぐは、爨ぐである。

傾ぐは、傾ぐである。

花軸は、花軸である。

悴くは、悴くである。

貸被下は、貸被下である。

貸庫は、貸庫である。

貸倉は、貸倉である。

河岸蔵は、河岸蔵である。

かじくろしは、かじくろしである。

傾げるは、傾げるである。

悴けるは、悴けるである。

賢は、賢である。

彼処は、彼処である。

彼所は、彼所である。

楫子は、楫子である。

加地子は、加地子である。

賢争いは、賢争いである。

賢いは、賢いである。

加持香水は、加持香水である。

可視光線は、可視光線である。

賢顔は、賢顔である。

賢がるは、賢がるである。

畏き辺りは、畏き辺りである。

畏くもは、畏くもである。

貸御座は、貸御座である。

貸越は、貸越である。

畏しは、畏しである。

恐しは、恐しである。

賢しは、賢しである。

貸越限は、貸越限である。

賢島は、賢島である。

貸し越すは、貸し越すである。

貸小袖は、貸小袖である。

賢立ては、賢立てである。

賢所は、賢所である。



賢所大前の儀は、賢所大前の儀である。

賢所御神楽は、賢所御神楽である。

畏鳥は、畏鳥である。

畏りは、畏りである。

畏り置くは、畏り置くである。

畏り胼胝は、畏り胼胝である。

畏まるは、畏まるである。

畏むは、畏むである。

淅米は、淅米である。

貸下げは、貸下げである。

貸座敷は、貸座敷である。

菓子皿は、菓子皿である。

華字紙は、華字紙である。

貸室は、貸室である。

菓子重は、菓子重である。

華子城は、華子城である。

火事装束は、火事装束である。

貸証文は、貸証文である。

家事審判は、家事審判である。

家事審判法は、家事審判法である。

カシスは、カシスである。

傅きは、傅きである。

傅き営むは、傅き営むである。

傅き種は、傅き種である。

傅き立つは、傅き立つである。

傅き人は、傅き人である。

傅き娘は、傅き娘である。

傅き物は、傅き物である。

火事頭巾は、火事頭巾である。

傅くは、傅くである。

貸席は、貸席である。

餓死線は、餓死線である。

橿園は、橿園である。

橿園集は、橿園集である。

橿園随筆は、橿園随筆である。

梶田は、梶田である。

樫帯は、樫帯である。

下肢帯は、下肢帯である。

貸倒れは、貸倒れである。

貸倒れ引当金は、貸倒れ引当金である。

貸出しは、貸出しである。

貸し出すは、貸し出すである。

貸店は、貸店である。

菓子種は、菓子種である。

梶田半古は、梶田半古である。

瑕疵担保は、瑕疵担保である。



貸地は、貸地である。

家質は、家質である。

家質講は、家質講である。

家事調停は、家事調停である。

貸賃は、貸賃である。

火失は、火失である。

火室は、火室である。

加湿は、加湿である。

仮漆は、仮漆である。

家室は、家室である。

過失は、過失である。

蝸室は、蝸室である。

下日は、下日である。

花実は、花実である。

佳日は、佳日である。

嘉日は、嘉日である。

果実は、果実である。

夏日は、夏日である。

過日は、過日である。

暇日は、暇日である。

画室は、画室である。

画質は、画質である。

舵柄は、舵柄である。

貸付は、貸付である。

貸付金は、貸付金である。

貸付資本は、貸付資本である。

貸付信託は、貸付信託である。

貸付料は、貸付料である。

貸し付けるは、貸し付けるである。

果実酒は、果実酒である。

過失傷害罪は、過失傷害罪である。

果実シロップは、果実シロップである。

果実酢は、果実酢である。

過失責任主義は、過失責任主義である。

過失相殺は、過失相殺である。

過失致死罪は、過失致死罪である。

梶常吉は、梶常吉である。

過失犯は、過失犯である。

夏日斑は、夏日斑である。

貸手は、貸手である。

貸手拭は、貸手拭である。

賈似道は、賈似道である。

菓子杜氏は、菓子杜氏である。

梶通しは、梶通しである。

河岸通りは、河岸通りである。

舵床は、舵床である。



樫鳥は、樫鳥である。

楫取りは、楫取りである。

舵取りは、舵取りである。

樫鳥縅は、樫鳥縅である。

火事泥は、火事泥である。

貸し主は、貸し主である。

カジノは、カジノである。

楫の音のは、楫の音のである。

梶の木は、梶の木である。

構の木は、構の木である。

楮の木は、楮の木である。

和氏の璧は、和氏の璧である。

鍛冶司は、鍛冶司である。

梶の葉は、梶の葉である。

梶の葉姫は、梶の葉姫である。

樫の実のは、樫の実のである。

香芝は、香芝である。

火事場は、火事場である。

火事羽織は、火事羽織である。

鍛冶橋狩野は、鍛冶橋狩野である。

梶柱は、梶柱である。

河岸端は、河岸端である。

火事場泥棒は、火事場泥棒である。

火事場見廻役は、火事場見廻役である。

橿原は、橿原である。

橿原神宮は、橿原神宮である。

橿原宮は、橿原宮である。

樫原流は、樫原流である。

浸針は、浸針である。

菓子パンは、菓子パンである。

貸ビルは、貸ビルである。

貸蒲団は、貸蒲団である。

貸舟は、貸舟である。

家資分散は、家資分散である。

梶棒は、梶棒である。

舵棒は、舵棒である。

貸本は、貸本である。

菓子盆は、菓子盆である。

加島は、加島である。

鹿島は、鹿島である。

貸間は、貸間である。

楫間は、楫間である。

鹿島踊は、鹿島踊である。

鹿島紀行は、鹿島紀行である。

楫枕は、楫枕である。

囂しいは、囂しいである。



姦しいは、姦しいである。

鹿島神宮は、鹿島神宮である。

舵股は、舵股である。

鹿島立ちは、鹿島立ちである。

鹿島鳥居は、鹿島鳥居である。

鹿島灘は、鹿島灘である。

鹿島の帯は、鹿島の帯である。

鹿島の事触れは、鹿島の事触れである。

加島屋は、加島屋である。

鹿島槍ヶ岳は、鹿島槍ヶ岳である。

梶鞠は、梶鞠である。

鹿島臨海工業地域は、鹿島臨海工業地域である。

カシミアは、カシミアである。

カシミールは、カシミールである。

淅水は、淅水である。

河岸見世は、河岸見世である。

火事見舞は、火事見舞である。

カシミヤは、カシミヤである。

カシミヤ糸は、カシミヤ糸である。

カシミヤ山羊は、カシミヤ山羊である。

家事向きは、家事向きである。

かしめは、かしめである。

搗布は、搗布である。

貸元は、貸元である。

貸物は、貸物である。

貸盛物は、貸盛物である。

火車は、火車である。

火舎は、火舎である。

仮借は、仮借である。

花車は、花車である。

華奢は、華奢である。

貨車は、貨車である。

蝸舎は、蝸舎である。

菓子屋は、菓子屋である。

鍛冶屋は、鍛冶屋である。

ガシャーブルムは、ガシャーブルムである。

カジャール朝は、カジャール朝である。

かしゃかしゃは、かしゃかしゃである。

がじゃがじゃは、がじゃがじゃである。

花車形は、花車形である。

呵責は、呵責である。

挂錫は、挂錫である。

掛錫は、掛錫である。

家借は、家借である。

河岸役は、河岸役である。

貸夜具は、貸夜具である。



下若は、下若である。

仮借無いは、仮借無いである。

貸家組合は、貸家組合である。

鍛冶屋炭は、鍛冶屋炭である。

貸家建ては、貸家建てである。

鍛冶屋箸は、鍛冶屋箸である。

火車婆は、火車婆である。

貸家普請は、貸家普請である。

貸家札は、貸家札である。

貨車渡しは、貨車渡しである。

下種は、下種である。

火酒は、火酒である。

佳酒は、佳酒である。

嘉酒は、嘉酒である。

華主は、華主である。

貨主は、貨主である。

嫁娶は、嫁娶である。

嘉手は、嘉手である。

歌手は、歌手である。

歌酒は、歌酒である。

下寿は、下寿である。

花樹は、花樹である。

果樹は、果樹である。

華寿は、華寿である。

画手は、画手である。

画趣は、画趣である。

雅趣は、雅趣である。

賀寿は、賀寿である。

カジュアルは、カジュアルである。

カジュアルウォーターは、カジュアルウォーターである。

何首烏は、何首烏である。

加州は、加州である。

加修は、加修である。

河州は、河州である。

河舟は、河舟である。

家集は、家集である。

賀集は、賀集である。

歌集は、歌集である。

カシューは、カシューである。

加重は、加重である。

佳什は、佳什である。

果汁は、果汁である。

家什は、家什である。

家従は、家従である。

荷重は、荷重である。

過重は、過重である。



我執は、我執である。

画集は、画集である。

賀州は、賀州である。

カシューアップルは、カシューアップルである。

何首烏藷は、何首烏藷である。

加州金は、加州金である。

荷重検査器は、荷重検査器である。

勧修寺は、勧修寺である。

荷重試験は、荷重試験である。

カシューナッツは、カシューナッツである。

荷重倍数は、荷重倍数である。

加重平均は、加重平均である。

賀集みん平は、賀集みん平である。

果樹園は、果樹園である。

果樹園芸は、果樹園芸である。

カシュガルは、カシュガルである。

加宿は、加宿である。

家塾は、家塾である。

過熟児は、過熟児である。

莪じゅつは、莪じゅつである。

仮種皮は、仮種皮である。

榕樹は、榕樹である。

河潤は、河潤である。

賀春は、賀春である。

雅馴は、雅馴である。

雅醇は、雅醇である。

加署は、加署である。

花書は、花書である。

佳所は、佳所である。

家書は、家書である。

華胥は、華胥である。

過所は、過所である。

過書は、過書である。

歌書は、歌書である。

箇所は、箇所である。

箇処は、箇処である。

加叙は、加叙である。

加除は、加除である。

花序は、花序である。

家女は、家女である。

歌女は、歌女である。

歌序は、歌序である。

瓦書は、瓦書である。

賀書は、賀書である。

下舂は、下舂である。

火生は、火生である。



火床は、火床である。

火傷は、火傷である。

仮称は、仮称である。

仮晶は、仮晶である。

仮象は、仮象である。

花床は、花床である。

和尚は、和尚である。

和上は、和上である。

河床は、河床である。

苛小は、苛小である。

迦葉は、迦葉である。

華商は、華商である。

訛称は、訛称である。

過小は、過小である。

過少は、過少である。

過称は、過称である。

過賞は、過賞である。

か焼は、か焼である。

靴傷は、靴傷である。

嘉尚は、嘉尚である。

嘉称は、嘉称である。

嘉祥は、嘉祥である。

嘉奨は、嘉奨である。

嘉賞は、嘉賞である。

佳賞は、佳賞である。

寡少は、寡少である。

歌唱は、歌唱である。

歌誦は、歌誦である。

下情は、下情である。

火定は、火定である。

佳城は、佳城である。

佳醸は、佳醸である。

官掌は、官掌である。

河上は、河上である。

科条は、科条である。

科場は、科場である。

架上は、架上である。

家乗は、家乗である。

家常は、家常である。

家醸は、家醸である。

款状は、款状である。

渦状は、渦状である。

過状は、過状である。

過剰は、過剰である。

遐壌は、遐壌である。

箇条は、箇条である。



嘉承は、嘉承である。

牙商は、牙商である。

画商は、画商である。

画障は、画障である。

臥床は、臥床である。

賀正は、賀正である。

賀頌は、賀頌である。

雅称は、雅称である。

牙城は、牙城である。

画帖は、画帖である。

賀状は、賀状である。

箇条書は、箇条書である。

可笑記は、可笑記である。

がしょうぎは、がしょうぎである。

がしょうきんは、がしょうきんである。

渦状銀河は、渦状銀河である。

荷葉座は、荷葉座である。

家常茶飯は、家常茶飯である。

過剰生産は、過剰生産である。

嘉祥大師は、嘉祥大師である。

過剰避難は、過剰避難である。

迦葉仏は、迦葉仏である。

芽条変異は、芽条変異である。

過剰防衛は、過剰防衛である。

迦葉摩騰は、迦葉摩騰である。

火床面積は、火床面積である。

過剰流動性は、過剰流動性である。

科条類典は、科条類典である。

火食は、火食である。

仮色は、仮色である。

仮植は、仮植である。

河食は、河食である。

河蝕は、河蝕である。

家職は、家職である。

華飾は、華飾である。

花飾は、花飾である。

華燭は、華燭である。

貨殖は、貨殖である。

過食は、過食である。

過飾は、過飾である。

稼穡は、稼穡である。

臥褥は、臥褥である。

過食症は、過食症である。

華燭の典は、華燭の典である。

加色法は、加色法である。

歌書羽織は、歌書羽織である。



過所船は、過所船である。

過書船は、過書船である。

過所文は、過所文である。

可処分所得は、可処分所得である。

頭は、頭である。

かしらは、かしらである。

頭芋は、頭芋である。

頭書は、頭書である。

頭勝ちは、頭勝ちである。

頭神は、頭神である。

頭字は、頭字である。

頭煎じは、頭煎じである。

頭高は、頭高である。

頭立つは、頭立つである。

頭付きは、頭付きである。

頭裹みは、頭裹みである。

頭貫は、頭貫である。

顱は、顱である。

頭の霜は、頭の霜である。

頭の雪は、頭の雪である。

頭張りは、頭張りである。

頭分は、頭分である。

頭骨は、頭骨である。

頭文字は、頭文字である。

頭物は、頭物である。

頭役は、頭役である。

かしらんは、かしらんである。

呪は、呪である。

齧り付くは、齧り付くである。

貸料は、貸料である。

菓子料は、菓子料である。

呪るは、呪るである。

齧るは、齧るである。

かしわは、かしわである。

槲は、槲である。

柏木は、柏木である。

柏木義円は、柏木義円である。

柏木如亭は、柏木如亭である。

柏崎は、柏崎である。

膳は、膳である。

膳夫は、膳夫である。

拍手は、拍手である。

柏手は、柏手である。

膳司は、膳司である。

膳殿は、膳殿である。

槲の窪手は、槲の窪手である。



柏の葉椀は、柏の葉椀である。

柏夾は、柏夾である。

膳人は、膳人である。

膳部は、膳部である。

柏梟は、柏梟である。

柏木菟は、柏木菟である。

柏餅は、柏餅である。

柏原は、柏原である。

梶原は、梶原である。

梶原景季は、梶原景季である。

梶原景時は、梶原景時である。

梶原直景は、梶原直景である。

梶原流は、梶原流である。

下臣は、下臣である。

下唇は、下唇である。

火身は、火身である。

火針は、火針である。

花心は、花心である。

花信は、花信である。

花神は、花神である。

花唇は、花唇である。

河心は、河心である。

河身は、河身である。

河津は、河津である。

河神は、河神である。

家臣は、家臣である。

家信は、家信である。

家親は、家親である。

過信は、過信である。

禍心は、禍心である。

嘉辰は、嘉辰である。

佳辰は、佳辰である。

歌神は、歌神である。

下塵は、下塵である。

佳人は、佳人である。

家人は、家人である。

華人は、華人である。

寡人は、寡人である。

歌人は、歌人である。

牙人は、牙人である。

画人は、画人である。

雅人は、雅人である。

臥薪嘗胆は、臥薪嘗胆である。

がしんたれは、がしんたれである。

佳人之奇遇は、佳人之奇遇である。

佳人薄命は、佳人薄命である。



花信風は、花信風である。

カシンベック病は、カシンベック病である。

嘉辰令月は、嘉辰令月である。

かすは、かすである。

滓は、滓である。

糟は、糟である。

粕は、粕である。

淅すは、淅すである。

浸すは、浸すである。

貸すは、貸すである。

藉すは、藉すである。

仮すは、仮すである。

呵すは、呵すである。

和すは、和すである。

数は、数である。

火途は、火途である。

ガスは、ガスである。

臥すは、臥すである。

駕すは、駕すである。

屑は、屑である。

下垂は、下垂である。

加水は、加水である。

禾穂は、禾穂である。

仮睡は、仮睡である。

花穂は、花穂である。

河水は、河水である。

歌吹は、歌吹である。

花蕊は、花蕊である。

嘉瑞は、嘉瑞である。

歌吹海は、歌吹海である。

可睡斎は、可睡斎である。

下垂体は、下垂体である。

瓦斯糸は、瓦斯糸である。

蚊吸鳥は、蚊吸鳥である。

加水分解は、加水分解である。

加水分解酵素は、加水分解酵素である。

ガス入電球は、ガス入電球である。

加数は、加数である。

仮数は、仮数である。

遐陬は、遐陬である。

数ふは、数ふである。

数打は、数打である。

ガス液は、ガス液である。

ガス壊疽は、ガス壊疽である。

主計頭は、主計頭である。

主計寮は、主計寮である。



ガスエンジンは、ガスエンジンである。

糟尾は、糟尾である。

数扇は、数扇である。

瓦斯織は、瓦斯織である。

幽かは、幽かである。

微かは、微かである。

春日は、春日である。

鎹は、鎹である。

春日井は、春日井である。

瓦斯海気は、瓦斯海気である。

鎹思案は、鎹思案である。

春日形は、春日形である。

春日権現は、春日権現である。

春日権現験記は、春日権現験記である。

春日神社は、春日神社である。

かすかすは、かすかすである。

数数は、数数である。

春日潜庵は、春日潜庵である。

春日造は、春日造である。

春日灯籠は、春日灯籠である。

春日鳥居は、春日鳥居である。

瓦斯金巾は、瓦斯金巾である。

春日野は、春日野である。

春日率川宮は、春日率川宮である。

春日老は、春日老である。

春日の神木は、春日の神木である。

春日使は、春日使である。

春日局は、春日局である。

春日版は、春日版である。

春日藤織は、春日藤織である。

春日部は、春日部である。

春日盆は、春日盆である。

春日舞は、春日舞である。

春日政治は、春日政治である。

春日祭は、春日祭である。

春日饅頭は、春日饅頭である。

春日曼荼羅は、春日曼荼羅である。

春日明神は、春日明神である。

春日山は、春日山である。

カスカラサグラダは、カスカラサグラダである。

春日竜神は、春日竜神である。

春日若宮神社は、春日若宮神社である。

ガス管は、ガス管である。

かずきは、かずきである。

被きは、被きである。

被衣は、被衣である。



潜きは、潜きである。

ガス機関は、ガス機関である。

被衣初めは、被衣初めである。

潜き女は、潜き女である。

被き物は、被き物である。

糟客は、糟客である。

被くは、被くである。

潜くは、潜くである。

我尽は、我尽である。

糟公家は、糟公家である。

数具足は、数具足である。

瓦斯黒八は、瓦斯黒八である。

ガスクロマトグラフィーは、ガスクロマトグラフィーである。

糟毛は、糟毛である。

カスケードシャワーは、カスケードシャワーである。

カスケード反応は、カスケード反応である。

加助郷は、加助郷である。

幽けしは、幽けしである。

ガス欠は、ガス欠である。

ガスケットは、ガスケットである。

被け物は、被け物である。

被けるは、被けるである。

被け綿は、被け綿である。

ガス交換は、ガス交換である。

ガスコークスは、ガスコークスである。

かすごめは、かすごめである。

ガス焜炉は、ガス焜炉である。

上総は、上総である。

数差は、数差である。

上総鞦は、上総鞦である。

上総掘りは、上総掘りである。

糟侍は、糟侍である。

糟鮫は、糟鮫である。

上総木綿は、上総木綿である。

ガス七厘は、ガス七厘である。

瓦斯縞は、瓦斯縞である。

ガス銃は、ガス銃である。

ガス状星雲は、ガス状星雲である。

数知らずは、数知らずである。

糟汁は、糟汁である。

粕汁は、粕汁である。

数知れずは、数知れずである。

粕酢は、粕酢である。

糟酢は、糟酢である。

かずすは、かずすである。

ガスストーブは、ガスストーブである。



ガス井は、ガス井である。

数雪駄は、数雪駄である。

家頭銭は、家頭銭である。

数添ふは、数添ふである。

ガス層は、ガス層である。

カスターは、カスターである。

カスタードは、カスタードである。

カスタードクリームは、カスタードクリームである。

カスタードプディングは、カスタードプディングである。

ガスタービンは、ガスタービンである。

ガス台は、ガス台である。

数立は、数立である。

カスタネットは、カスタネットである。

カスタマーは、カスタマーである。

カスタムは、カスタムである。

カスタムカーは、カスタムカーである。

カスタムメードは、カスタムメードである。

ガス溜めは、ガス溜めである。

ガス弾は、ガス弾である。

ガスタンクは、ガスタンクである。

数茶碗は、数茶碗である。

ガス中毒は、ガス中毒である。

瓦斯縮緬は、瓦斯縮緬である。

数塚は、数塚である。

糟漬は、糟漬である。

粕漬は、粕漬である。

カスティリアは、カスティリアである。

カスティリョーネは、カスティリョーネである。

ガステーブルは、ガステーブルである。

カステラは、カステラである。

ガス田は、ガス田である。

カストは、カストである。

瓦斯灯は、瓦斯灯である。

ガス突出は、ガス突出である。

カストラートは、カストラートである。

粕取りは、粕取りである。

糟取りは、糟取りである。

数取りは、数取りである。

カストリーズは、カストリーズである。

数取り器は、数取り器である。

カストリ雑誌は、カストリ雑誌である。

ガストリンは、ガストリンである。

カストルは、カストルである。

カストロは、カストロである。

ガストロカメラは、ガストロカメラである。

数長櫃は、数長櫃である。



数無しは、数無しである。

ガズナ朝は、ガズナ朝である。

数ならぬは、数ならぬである。

ガス抜きは、ガス抜きである。

葛根は、葛根である。

糟禰宜は、糟禰宜である。

かずの木は、かずの木である。

数の子は、数の子である。

数の外は、数の外である。

和宮は、和宮である。

カスバは、カスバである。

ガスバーナーは、ガスバーナーである。

ガスハイドレートは、ガスハイドレートである。

ガスパイプは、ガスパイプである。

瓦斯八丈は、瓦斯八丈である。

ガスパチョは、ガスパチョである。

ガス発生炉は、ガス発生炉である。

ガス発動機は、ガス発動機である。

瓦斯羽二重は、瓦斯羽二重である。

カスピ海は、カスピ海である。

数拍子は、数拍子である。

糟斑は、糟斑である。

求ぶは、求ぶである。

瓦斯風通は、瓦斯風通である。

数札は、数札である。

瓦斯双子は、瓦斯双子である。

ガス風呂は、ガス風呂である。

ガス分析は、ガス分析である。

糟法師は、糟法師である。

ガスボンベは、ガスボンベである。

数まふは、数まふである。

数枕は、数枕である。

ガスマスクは、ガスマスクである。

数松は、数松である。

ガスマットは、ガスマットである。

ガスマントルは、ガスマントルである。

霞網は、霞網である。

霞石は、霞石である。

霞ヶ浦は、霞ヶ浦である。

霞隠れは、霞隠れである。

霞ヶ関は、霞ヶ関である。

霞ヶ関離宮は、霞ヶ関離宮である。

霞組みは、霞組みである。

霞み暮るは、霞み暮るである。

霞み籠むは、霞み籠むである。

霞桜は、霞桜である。



霞草は、霞草である。

霞初月は、霞初月である。

霞堤は、霞堤である。

霞の網は、霞の網である。

霞の命は、霞の命である。

霞の海は、霞の海である。

霞の扇は、霞の扇である。

霞み残るは、霞み残るである。

霞の衣は、霞の衣である。

霞の末は、霞の末である。

霞の裾は、霞の裾である。

霞の関は、霞の関である。

霞の底は、霞の底である。

霞の袖は、霞の袖である。

霞の袂は、霞の袂である。

霞の褄は、霞の褄である。

霞の洞は、霞の洞である。

霞の籬は、霞の籬である。

霞の紛れは、霞の紛れである。

霞の眉は、霞の眉である。

霞幕は、霞幕である。

翳み目は、翳み目である。

霞絽は、霞絽である。

霞み渡るは、霞み渡るである。

霞割は、霞割である。

掠むは、掠むである。

霞むは、霞むである。

翳むは、翳むである。

ガスメーターは、ガスメーターである。

掠め取るは、掠め取るである。

掠めるは、掠めるである。

滓面は、滓面である。

飼面は、飼面である。

蚊相撲は、蚊相撲である。

数物は、数物である。

糟揉は、糟揉である。

瓦斯木綿は、瓦斯木綿である。

数紋は、数紋である。

数矢は、数矢である。

糟奴は、糟奴である。

数槍は、数槍である。

瓦斯結城は、瓦斯結城である。

糟湯酒は、糟湯酒である。

数楊枝は、数楊枝である。

ガス溶接は、ガス溶接である。

葛は、葛である。



蔓は、蔓である。

鬘は、鬘である。

葛石は、葛石である。

ガスライターは、ガスライターである。

鬘糸は、鬘糸である。

ガスライト紙は、ガスライト紙である。

鬘桶は、鬘桶である。

鬘帯は、鬘帯である。

鬘顔は、鬘顔である。

葛掛けは、葛掛けである。

葛城は、葛城である。

葛城神は、葛城神である。

葛城襲津彦は、葛城襲津彦である。

葛城高丘宮は、葛城高丘宮である。

鬘くは、鬘くである。

葛草は、葛草である。

葛子は、葛子である。

鬘事は、鬘事である。

鬘師は、鬘師である。

鬘下は、鬘下である。

葛縄は、葛縄である。

鬘鉢巻は、鬘鉢巻である。

葛曳きは、葛曳きである。

鬘髭は、鬘髭である。

鬘捻りは、鬘捻りである。

鬘物は、鬘物である。

ガスランプは、ガスランプである。

掠りは、掠りである。

擦りは、擦りである。

飛白は、飛白である。

絣は、絣である。

飛白岩は、飛白岩である。

掠り唄は、掠り唄である。

掠り書きは、掠り書きである。

掠り傷は、掠り傷である。

掠り墨は、掠り墨である。

掠り手は、掠り手である。

掠り取りは、掠り取りである。

掠り筆は、掠り筆である。

掠り矢は、掠り矢である。

ガス量計は、ガス量計である。

瓦斯綸子は、瓦斯綸子である。

掠るは、掠るである。

擦るは、擦るである。

化するは、化するである。

科するは、科するである。



架するは、架するである。

嫁するは、嫁するである。

課するは、課するである。

ガスるは、ガスるである。

賀するは、賀するである。

掠れは、掠れである。

ガス冷蔵庫は、ガス冷蔵庫である。

掠れ傷は、掠れ傷である。

掠れ筆は、掠れ筆である。

掠れるは、掠れるである。

擦れるは、擦れるである。

ガスレンジは、ガスレンジである。

ガス炉は、ガス炉である。

糟童は、糟童である。

カズワルは、カズワルである。

かせは、かせである。

綛は、綛である。

石陰子は、石陰子である。

悴は、悴である。

風邪は、風邪である。

がせは、がせである。

がぜは、がぜである。

風当りは、風当りである。

かせいは、かせいである。

化生は、化生である。

化成は、化成である。

化性は、化性である。

化政は、化政である。

火成は、火成である。

火星は、火星である。

火勢は、火勢である。

加勢は、加勢である。

仮声は、仮声である。

仮性は、仮性である。

和声は、和声である。

河西は、河西である。

河清は、河清である。

苛性は、苛性である。

苛政は、苛政である。

家世は、家世である。

家声は、家声である。

家政は、家政である。

家勢は、家勢である。

歌声は、歌声である。

歌聖は、歌聖である。

カセイは、カセイである。



苛税は、苛税である。

過税は、過税である。

寡勢は、寡勢である。

課税は、課税である。

我精は、我精である。

我勢は、我勢である。

画聖は、画聖である。

牙税は、牙税である。

苛性アルカリは、苛性アルカリである。

悴家は、悴家である。

課税価格は、課税価格である。

家政学は、家政学である。

火成活動は、火成活動である。

苛性加里は、苛性加里である。

火成岩は、火成岩である。

華清宮は、華清宮である。

仮性近視は、仮性近視である。

仮性クループは、仮性クループである。

仮性小児コレラは、仮性小児コレラである。

課税所得は、課税所得である。

芽生生殖は、芽生生殖である。

花青素は、花青素である。

苛性ソーダは、苛性ソーダである。

カセイタは、カセイタである。

加勢立ては、加勢立てである。

かせ糸は、かせ糸である。

綛札は、綛札である。

課税標準は、課税標準である。

化成肥料は、化成肥料である。

家政婦は、家政婦である。

課税物件は、課税物件である。

風色は、風色である。

火成論は、火成論である。

カゼインは、カゼインである。

風音は、風音である。

かせ買いは、かせ買いである。

化石は、化石である。

家跡は、家跡である。

家籍は、家籍である。

稼ぎは、稼ぎである。

かせ木は、かせ木である。

瓦石は、瓦石である。

風聞草は、風聞草である。

河跡湖は、河跡湖である。

化石人類は、化石人類である。

稼ぎ高は、稼ぎ高である。



稼ぎ出すは、稼ぎ出すである。

稼ぎ手は、稼ぎ手である。

稼ぎ人は、稼ぎ人である。

化石燃料は、化石燃料である。

風切りは、風切りである。

風切鎌は、風切鎌である。

化石林は、化石林である。

風切る領巾は、風切る領巾である。

枷ぐは、枷ぐである。

かせぐは、かせぐである。

稼ぐは、稼ぐである。

枷杭は、枷杭である。

風草は、風草である。

カセクシスは、カセクシスである。

悴首は、悴首である。

かせ車は、かせ車である。

風邪気は、風邪気である。

風邪心地は、風邪心地である。

風定めは、風定めである。

悴侍は、悴侍である。

悴所帯は、悴所帯である。

風知草は、風知草である。

悴世帯は、悴世帯である。

風戯えは、風戯えである。

加世田は、加世田である。

風台風は、風台風である。

風立ては、風立てである。

がぜち和えは、がぜち和えである。

下拙は、下拙である。

仮設は、仮設である。

仮説は、仮説である。

佳節は、佳節である。

嘉節は、嘉節である。

架設は、架設である。

佳絶は、佳絶である。

賀節は、賀節である。

鹿杖は、鹿杖である。

カセットは、カセットである。

ガゼットは、ガゼットである。

カセットデッキは、カセットデッキである。

仮説の棄却は、仮説の棄却である。

仮説の検定は、仮説の検定である。

風通りは、風通りである。

風と共に去りぬは、風と共に去りぬである。

カセトメーターは、カセトメーターである。

カセドラルは、カセドラルである。



かせどりは、かせどりである。

風につれなき物語は、風につれなき物語である。

悴人は、悴人である。

風の脚は、風の脚である。

風の息は、風の息である。

風の色は、風の色である。

風の訪れは、風の訪れである。

風の神は、風の神である。

風の神送りは、風の神送りである。

風の神祭は、風の神祭である。

風の聞えは、風の聞えである。

風邪の気は、風邪の気である。

風の子は、風の子である。

風の先は、風の先である。

風の下水は、風の下水である。

風の末は、風の末である。

風の姿は、風の姿である。

風の手枕は、風の手枕である。

風の便りは、風の便りである。

風の使は、風の使である。

風の伝は、風の伝である。

風の音のは、風の音のである。

風の流れは、風の流れである。

風の祝は、風の祝である。

風の盆は、風の盆である。

風の間は、風の間である。

風の宿は、風の宿である。

風の柳は、風の柳である。

風の病は、風の病である。

風邪引きは、風邪引きである。

かせ鱶は、かせ鱶である。

風振る領巾は、風振る領巾である。

風任せは、風任せである。

枷巻は、枷巻である。

風待草は、風待草である。

風待月は、風待月である。

風見舞は、風見舞である。

風持草は、風持草である。

悴者は、悴者である。

鹿背山は、鹿背山である。

かせるは、かせるである。

ガゼルは、ガゼルである。

かせ輪は、かせ輪である。

綛枠は、綛枠である。

化繊は、化繊である。

戈船は、戈船である。



火船は、火船である。

火戦は、火戦である。

火箭は、火箭である。

火線は、火線である。

火氈は、火氈である。

加線は、加線である。

花仙は、花仙である。

佳饌は、佳饌である。

嘉饌は、嘉饌である。

河川は、河川である。

河船は、河船である。

河戦は、河戦である。

科銭は、科銭である。

架線は、架線である。

夏癬は、夏癬である。

華箋は、華箋である。

華氈は、華氈である。

貨泉は、貨泉である。

過銭は、過銭である。

靴氈は、靴氈である。

寡占は、寡占である。

歌仙は、歌仙である。

蝸涎は、蝸涎である。

可染は、可染である。

果然は、果然である。

牙銭は、牙銭である。

牙箋は、牙箋である。

画仙は、画仙である。

瓦全は、瓦全である。

俄然は、俄然である。

歌仙絵は、歌仙絵である。

河川工学は、河川工学である。

画仙紙は、画仙紙である。

河川敷は、河川敷である。

迦旃延は、迦旃延である。

画線部は、画線部である。

歌仙分限は、歌仙分限である。

河川法は、河川法である。

何羨録は、何羨録である。

火鼠は、火鼠である。

果蔬は、果蔬である。

家祖は、家祖である。

家鼠は、家鼠である。

過疎は、過疎である。

課租は、課租である。

父は、父である。



加須は、加須である。

画素は、画素である。

父母は、父母である。

下層は、下層である。

火葬は、火葬である。

禾草は、禾草である。

仮相は、仮相である。

仮葬は、仮葬である。

仮装は、仮装である。

仮想は、仮想である。

家相は、家相である。

掠ふは、掠ふである。

加増は、加増である。

仮像は、仮像である。

架蔵は、架蔵である。

家蔵は、家蔵である。

萱草は、萱草である。

我相は、我相である。

画僧は、画僧である。

画像は、画像である。

下層雲は、下層雲である。

可想界は、可想界である。

下層階級は、下層階級である。

仮想記憶は、仮想記憶である。

画像鏡は、画像鏡である。

仮装行列は、仮装行列である。

仮装行為は、仮装行為である。

画像工学は、画像工学である。

下層社会は、下層社会である。

画像処理は、画像処理である。

画像石は、画像石である。

画像通信は、画像通信である。

仮想敵国は、仮想敵国である。

和雑膾は、和雑膾である。

火葬場は、火葬場である。

仮装舞踏会は、仮装舞踏会である。

数えは、数えである。

数え上げるは、数え上げるである。

数え歌は、数え歌である。

数え立てるは、数え立てるである。

数え月は、数え月である。

数え年は、数え年である。

数へなすは、数へなすである。

数え日は、数え日である。

数えるは、数えるである。

カソードは、カソードである。



加速は、加速である。

仮足は、仮足である。

家族は、家族である。

家属は、家属である。

華族は、華族である。

雅俗は、雅俗である。

家族合せは、家族合せである。

下属音は、下属音である。

華族会館は、華族会館である。

加速器は、加速器である。

加速系は、加速系である。

家族計画は、家族計画である。

華族女学校は、華族女学校である。

家族制度は、家族制度である。

家族手当は、家族手当である。

加速度は、加速度である。

加速度原理は、加速度原理である。

加速度的は、加速度的である。

加速度病は、加速度病である。

家族風呂は、家族風呂である。

家族法は、家族法である。

加速ポンプは、加速ポンプである。

家族療法は、家族療法である。

家族歴は、家族歴である。

下属和音は、下属和音である。

幽しは、幽しである。

可塑剤は、可塑剤である。

可塑性は、可塑性である。

可塑性物質は、可塑性物質である。

加曾利貝塚は、加曾利貝塚である。

カソリックは、カソリックである。

ガソリンは、ガソリンである。

ガソリン機関は、ガソリン機関である。

ガソリンスタンドは、ガソリンスタンドである。

ガソリン税は、ガソリン税である。

方は、方である。

片は、片である。

形は、形である。

型は、型である。

肩は、肩である。

潟は、潟である。

掛搭は、掛搭である。

過多は、過多である。

夥多は、夥多である。

かだは、かだである。

伽陀は、伽陀である。



荷田は、荷田である。

華佗は、華佗である。

華陀は、華陀である。

がたは、がたである。

ガターは、ガターである。

片相手は、片相手である。

肩明きは、肩明きである。

肩上げは、肩上げである。

肩揚げは、肩揚げである。

片足は、片足である。

肩当ては、肩当てである。

カターニアは、カターニアである。

固油は、固油である。

固飴は、固飴である。

片荒しは、片荒しである。

カタールは、カタールである。

乞丐は、乞丐である。

下腿は、下腿である。

化体は、化体である。

科怠は、科怠である。

過怠は、過怠である。

禍胎は、禍胎である。

歌体は、歌体である。

堅いは、堅いである。

固いは、固いである。

硬いは、硬いである。

難いは、難いである。

火大は、火大である。

仮題は、仮題である。

花台は、花台である。

科第は、科第である。

架台は、架台である。

夏台は、夏台である。

過大は、過大である。

遐代は、遐代である。

歌題は、歌題である。

課題は、課題である。

がたいは、がたいである。

画題は、画題である。

臥内は、臥内である。

片庵は、片庵である。

片行きは、片行きである。

片息は、片息である。

肩息は、肩息である。

下腿筋は、下腿筋である。

過怠金は、過怠金である。



カダイ語族は、カダイ語族である。

下腿骨は、下腿骨である。

片蹇りは、片蹇りである。

片意地は、片意地である。

下大静脈は、下大静脈である。

家大人は、家大人である。

化体説は、化体説である。

過怠銭は、過怠銭である。

型板は、型板である。

形板は、形板である。

潟板は、潟板である。

型板硝子は、型板硝子である。

片一方は、片一方である。

過怠手鎖は、過怠手鎖である。

片糸は、片糸である。

片糸鳥は、片糸鳥である。

片糸のは、片糸のである。

片田舎は、片田舎である。

過怠破産は、過怠破産である。

方忌は、方忌である。

歌体約言は、歌体約言である。

過怠約款は、過怠約款である。

肩入れは、肩入れである。

肩入れ奉公は、肩入れ奉公である。

片色は、片色である。

過怠牢は、過怠牢である。

かたうは、かたうである。

片鶉は、片鶉である。

片歌は、片歌である。

型打ち作業は、型打ち作業である。

片腕は、片腕である。

方人は、方人である。

片馬は、片馬である。

肩馬は、肩馬である。

片恨みは、片恨みである。

片方は、片方である。

傍は、傍である。

片枝は、片枝である。

片靨は、片靨である。

片笑みは、片笑みである。

片笑むは、片笑むである。

片緒は、片緒である。

片生いは、片生いである。

片扇は、片扇である。

片岡は、片岡である。

片岡健吉は、片岡健吉である。



片岡千恵蔵は、片岡千恵蔵である。

片岡鉄兵は、片岡鉄兵である。

片岡仁左衛門は、片岡仁左衛門である。

型置きは、型置きである。

片押えは、片押えである。

片押しは、片押しである。

型押しは、型押しである。

片落ちは、片落ちである。

がた落ちは、がた落ちである。

片落つは、片落つである。

片落しは、片落しである。

片男波は、片男波である。

片思いは、片思いである。

片面は、片面である。

片趣は、片趣である。

片親は、片親である。

固織は、固織である。

片折戸は、片折戸である。

固織物は、固織物である。

片下ろしは、片下ろしである。

片貝は、片貝である。

片飼は、片飼である。

片顔は、片顔である。

片顔無しは、片顔無しである。

片鉤は、片鉤である。

方書きは、方書きである。

肩書は、肩書である。

肩書付きは、肩書付きである。

片掛くは、片掛くである。

片隠るは、片隠るである。

片掛けは、片掛けである。

肩掛は、肩掛である。

片陰は、片陰である。

片掛け小舟は、片掛け小舟である。

堅香子は、堅香子である。

片炊きの飯は、片炊きの飯である。

固頭は、固頭である。

片葛は、片葛である。

かたかたは、かたかたである。

堅堅は、堅堅である。

方方は、方方である。

旁は、旁である。

がたがたは、がたがたである。

旁以ては、旁以てである。

片方物は、片方物である。

片合掌は、片合掌である。



片才は、片才である。

片角は、片角である。

片仮名は、片仮名である。

片釜は、片釜である。

片鎌は、片鎌である。

片鎌槍は、片鎌槍である。

片上は、片上である。

型紙は、型紙である。

片上伸は、片上伸である。

固粥は、固粥である。

片硝子は、片硝子である。

カタカリは、カタカリである。

片皮は、片皮である。

片側は、片側である。

片為替は、片為替である。

片側町は、片側町である。

片側破りは、片側破りである。

肩代りは、肩代りである。

敵は、敵である。

難は、難である。

片食は、片食である。

気質は、気質である。

形木は、形木である。

模は、模である。

堅木は、堅木である。

堅気は、堅気である。

敵討は、敵討である。

敵討物は、敵討物である。

片聞きは、片聞きである。

片岸は、片岸である。

かたきしは、かたきしである。

敵立つは、敵立つである。

敵同士は、敵同士である。

敵無しは、敵無しである。

担ぎ女房は、担ぎ女房である。

肩衣は、肩衣である。

肩衣袴は、肩衣袴である。

敵持ちは、敵持ちである。

気質物は、気質物である。

敵役は、敵役である。

片桐は、片桐である。

片桐且元は、片桐且元である。

片桐石州は、片桐石州である。

片切鏨は、片切鏨である。

片切刃造りは、片切刃造りである。

片切彫は、片切彫である。



片吟は、片吟である。

火宅は、火宅である。

仮託は、仮託である。

花托は、花托である。

家宅は、家宅である。

担ぐは、担ぐである。

がたくさは、がたくさである。

片挫けは、片挫けである。

家宅侵入罪は、家宅侵入罪である。

片崩れは、片崩れである。

型崩れは、型崩れである。

火宅僧は、火宅僧である。

家宅捜索は、家宅捜索である。

片口は、片口である。

肩口は、肩口である。

片口鰯は、片口鰯である。

頑は、頑である。

頑しは、頑しである。

頑はしは、頑はしである。

肩首は、肩首である。

肩くまは、肩くまである。

片雲は、片雲である。

片倉は、片倉である。

片倉兼太郎は、片倉兼太郎である。

片栗は、片栗である。

がたくりは、がたくりである。

片栗粉は、片栗粉である。

堅くるは、堅くるである。

片苦しは、片苦しである。

堅苦しいは、堅苦しいである。

肩車は、肩車である。

担げは、担げである。

片敬は、片敬である。

片毛作は、片毛作である。

形削り盤は、形削り盤である。

担げるは、担げるである。

片子は、片子である。

片恋は、片恋である。

形鋼は、形鋼である。

片髪鬢は、片髪鬢である。

片心は、片心である。

肩輿は、肩輿である。

肩越しは、肩越しである。

片小手は、片小手である。

かたことは、かたことである。

片言は、片言である。



がたごとは、がたごとである。

片言交りは、片言交りである。

片小鬢は、片小鬢である。

片駒は、片駒である。

肩駒は、肩駒である。

型込機は、型込機である。

型小紋は、型小紋である。

肩凝りは、肩凝りである。

片根性は、片根性である。

カタコンベは、カタコンベである。

硬さは、硬さである。

片下がりは、片下がりである。

肩下がりは、肩下がりである。

肩先は、肩先である。

片咲くは、片咲くである。

堅桜は、堅桜である。

醇酒は、醇酒である。

肩指は、肩指である。

片差縄は、片差縄である。

片里は、片里である。

方様は、方様である。

堅侍は、堅侍である。

片皿は、片皿である。

片去るは、片去るである。

鍛しは、鍛しである。

片しは、片しである。

型師は、型師である。

堅しは、堅しである。

固しは、固しである。

硬しは、硬しである。

難しは、難しである。

片字は、片字である。

堅地は、堅地である。

固地は、固地である。

堅塩は、堅塩である。

固塩は、固塩である。

片潮押しは、片潮押しである。

片し貝は、片し貝である。

片し片しは、片し片しである。

片敷きは、片敷きである。

型式は、型式である。

片膳は、片膳である。

片敷き衣は、片敷き衣である。

型式証明は、型式証明である。

かたし歩は、かたし歩である。

片敷くは、片敷くである。



片時雨は、片時雨である。

忝ありは、忝ありである。

忝いは、忝いである。

辱いは、辱いである。

忝がるは、忝がるである。

辱がるは、辱がるである。

忝しは、忝しである。

辱しは、辱しである。

忝涙は、忝涙である。

辱涙は、辱涙である。

忝むは、忝むである。

辱むは、辱むである。

堅肉は、堅肉である。

片鎬造りは、片鎬造りである。

片仕舞は、片仕舞である。

片し目貫は、片し目貫である。

片しゃぎりは、片しゃぎりである。

片蛇腹は、片蛇腹である。

片商売は、片商売である。

片情張りは、片情張りである。

片痴るは、片痴るである。

肩章は、肩章である。

片白は、片白である。

形代は、形代である。

肩白は、肩白である。

片白草は、片白草である。

片白の兜は、片白の兜である。

堅石は、堅石である。

堅人は、堅人である。

片すは、片すである。

肩すは、肩すである。

鍛すは、鍛すである。

固唾は、固唾である。

肩透かしは、肩透かしである。

堅洲国は、堅洲国である。

肩裾は、肩裾である。

偏頭痛は、偏頭痛である。

カタストロフは、カタストロフである。

カタストロフィは、カタストロフィである。

肩辷りは、肩辷りである。

片隅は、片隅である。

堅炭は、堅炭である。

片ずむは、片ずむである。

片瀬は、片瀬である。

肩背苦しは、肩背苦しである。

片岨は、片岨である。



片添いは、片添いである。

片副いは、片副いである。

片添ふは、片添ふである。

堅蔵は、堅蔵である。

片削ぎは、片削ぎである。

片袖は、片袖である。

片袖机は、片袖机である。

片袖の夜着は、片袖の夜着である。

片傍は、片傍である。

型染めは、型染めである。

片空は、片空である。

堅田は、堅田である。

方違いは、方違いである。

片違いは、片違いである。

方違ふは、方違ふである。

方違えは、方違えである。

方違え所は、方違え所である。

片襷は、片襷である。

肩助けは、肩助けである。

肩叩きは、肩叩きである。

肩畳は、肩畳である。

片手綱は、片手綱である。

片便りは、片便りである。

容は、容である。

片地は、片地である。

片ちぐは、片ちぐである。

形様は、形様である。

容しらひは、容しらひである。

形族は、形族である。

形作りは、形作りである。

容作りは、容作りである。

形作るは、形作るである。

容作るは、容作るである。

儻ふは、儻ふである。

阿党ふは、阿党ふである。

形許りは、形許りである。

容人は、容人である。

片跛は、片跛である。

下達は、下達である。

崇つは、崇つである。

片つ枝は、片つ枝である。

片つ貝は、片つ貝である。

片つ方は、片つ方である。

片搗きは、片搗きである。

形付は、形付である。

型付は、型付である。



肩付きは、肩付きである。

肩衝は、肩衝である。

偏付きは、偏付きである。

肩衝釜は、肩衝釜である。

かたっきしは、かたっきしである。

片月見は、片月見である。

カタックは、カタックである。

偏付くは、偏付くである。

片付くは、片付くである。

がたつくは、がたつくである。

型付けは、型付けである。

片付けは、片付けである。

型付け職人は、型付け職人である。

型付け染は、型付け染である。

片付けるは、片付けるである。

がたっとは、がたっとである。

片っ端は、片っ端である。

片っ端からは、片っ端からである。

片っ方は、片っ方である。

片端は、片端である。

片褄は、片褄である。

片褄模様は、片褄模様である。

片釣るは、片釣るである。

片聾は、片聾である。

片手は、片手である。

堅手は、堅手である。

かたでは、かたでである。

片手打ちは、片手打ちである。

片手桶は、片手桶である。

片手落ちは、片手落ちである。

片手切りは、片手切りである。

片手仕事は、片手仕事である。

片手上段は、片手上段である。

片手正眼は、片手正眼である。

片手突きは、片手突きである。

片手擲りは、片手擲りである。

片手鍋は、片手鍋である。

片手人形は、片手人形である。

片手抜は、片手抜である。

片手払いは、片手払いである。

片手間は、片手間である。

片手巻は、片手巻である。

片手捩りは、片手捩りである。

片手矢は、片手矢である。

偏照は、偏照である。

片手業は、片手業である。



片点は、片点である。

肩点は、肩点である。

片戸は、片戸である。

片通りは、片通りである。

型通りは、型通りである。

片時は、片時である。

片時去らずは、片時去らずである。

片時片時は、片時片時である。

片泊りは、片泊りである。

肩取は、肩取である。

肩取縅は、肩取縅である。

象るは、象るである。

模るは、模るである。

方取るは、方取るである。

刀は、刀である。

片名は、片名である。

偏名は、偏名である。

刀掛けは、刀掛けである。

刀鍛冶は、刀鍛冶である。

刀狩は、刀狩である。

片流れは、片流れである。

片流れ造りは、片流れ造りである。

片泣きは、片泣きである。

片鳴きは、片鳴きである。

刀疵は、刀疵である。

刀差しは、刀差しである。

刀三昧は、刀三昧である。

形無しは、形無しである。

堅梨は、堅梨である。

結政は、結政である。

がたなしは、がたなしである。

形無し銭は、形無し銭である。

結政所は、結政所である。

刀玉は、刀玉である。

片馴付けは、片馴付けである。

刀砥は、刀砥である。

刀磨ぎは、刀磨ぎである。

刀の刃渡りは、刀の刃渡りである。

刀早は、刀早である。

刀引きは、刀引きである。

片靡きは、片靡きである。

刀目は、刀目である。

刀銘は、刀銘である。

刀目利きは、刀目利きである。

刀持ちは、刀持ちである。

刀汚しは、刀汚しである。



肩慣らしは、肩慣らしである。

片生りは、片生りである。

片荷は、片荷である。

片荷釣るは、片荷釣るである。

片二本諸は、片二本諸である。

堅庭は、堅庭である。

結ぬは、結ぬである。

肩抜は、肩抜である。

肩脱ぎは、肩脱ぎである。

片抜手は、片抜手である。

肩脱ぐは、肩脱ぐである。

片寝は、片寝である。

偏寝は、偏寝である。

固根は、固根である。

片眠りは、片眠りである。

片練は、片練である。

固練は、固練である。

固煉は、固煉である。

交野は、交野である。

堅箆は、堅箆である。

荷田春満は、荷田春満である。

荷田在満は、荷田在満である。

偏乗りは、偏乗りである。

片乗りは、片乗りである。

片刃は、片刃である。

片羽は、片羽である。

片肺は、片肺である。

片羽交は、片羽交である。

片袴は、片袴である。

肩箱は、肩箱である。

形筥は、形筥である。

がた馬車は、がた馬車である。

片外しは、片外しである。

片肌は、片肌である。

片旅籠は、片旅籠である。

片撥は、片撥である。

肩パッドは、肩パッドである。

肩幅は、肩幅である。

片羽二重は、片羽二重である。

酢漿草は、酢漿草である。

酢漿草藻は、酢漿草藻である。

片腹は、片腹である。

片腹痛いは、片腹痛いである。

片晴るは、片晴るである。

カタパルトは、カタパルトである。

堅パンは、堅パンである。



片贔屓は、片贔屓である。

片引きは、片引きである。

方引きは、方引きである。

片引くは、片引くである。

方引くは、方引くである。

潟引くは、潟引くである。

片膝は、片膝である。

片庇は、片庇である。

片膝立ては、片膝立てである。

片肘は、片肘である。

肩肘は、肩肘である。

我他彼此は、我他彼此である。

がたぴしは、がたぴしである。

片肘上がりは、片肘上がりである。

片檜葉は、片檜葉である。

帷は、帷である。

帷子は、帷子である。

カタピラーは、カタピラーである。

片開きは、片開きである。

帷子衣は、帷子衣である。

帷子時は、帷子時である。

帷子布は、帷子布である。

帷子雪は、帷子雪である。

片鬢は、片鬢である。

片便宜は、片便宜である。

片鬢剃は、片鬢剃である。

カダフィは、カダフィである。

傾き合ふは、傾き合ふである。

傾くは、傾くである。

肩袋は、肩袋である。

傾けるは、傾けるである。

肩総は、肩総である。

方塞がりは、方塞がりである。

方塞ぎは、方塞ぎである。

片蓋柱は、片蓋柱である。

片淵は、片淵である。

堅物は、堅物である。

固太りは、固太りである。

肩蒲団は、肩蒲団である。

片船は、片船である。

偏降は、偏降である。

傍片は、傍片である。

がた減りは、がた減りである。

方偏は、方偏である。

片偏は、片偏である。

片辺土は、片辺土である。



偏は、偏である。

片秀は、片秀である。

片帆は、片帆である。

片頬は、片頬である。

片棒は、片棒である。

片貿易は、片貿易である。

固法華は、固法華である。

片辺は、片辺である。

偏辺は、偏辺である。

片間は、片間である。

堅間は、堅間である。

片舞は、片舞である。

片前は、片前である。

片幕は、片幕である。

片設くは、片設くである。

片優りは、片優りである。

かだましは、かだましである。

片町は、片町である。

片町線は、片町線である。

片待つは、片待つである。

片麻布は、片麻布である。

堅豆は、堅豆である。

片眉は、片眉である。

肩紕ふは、肩紕ふである。

カタマランは、カタマランである。

固まりは、固まりである。

固まり法華は、固まり法華である。

固まるは、固まるである。

筐は、筐である。

片身は、片身である。

形見は、形見である。

肩身は、肩身である。

片身恨みは、片身恨みである。

片身泳ぎは、片身泳ぎである。

形見顔は、形見顔である。

片身替りは、片身替りである。

互替りは、互替りである。

形見草は、形見草である。

片身頃は、片身頃である。

難みすは、難みすである。

片見世は、片見世である。

片店は、片店である。

肩見出しは、肩見出しである。

片乱れは、片乱れである。

片道は、片道である。

がた光は、がた光である。



片身漬は、片身漬である。

片三輪は、片三輪である。

片孤は、片孤である。

互には、互にである。

形見の色は、形見の色である。

形見の櫛は、形見の櫛である。

形見の衣は、形見の衣である。

傍耳は、傍耳である。

形見物は、形見物である。

片名字は、片名字である。

形見分けは、形見分けである。

固むは、固むである。

かだむは、かだむである。

佞むは、佞むである。

傾きは、傾きである。

堅躯は、堅躯である。

片掬びは、片掬びである。

片結びは、片結びである。

固めは、固めである。

片目は、片目である。

加太和布は、加太和布である。

固め事は、固め事である。

片盲は、片盲である。

固めの盃は、固めの盃である。

固め筆は、固め筆である。

固め文は、固め文である。

固めるは、固めるである。

固め技は、固め技である。

片面刷は、片面刷である。

片もいは、片もいである。

片文字は、片文字である。

肩持ちは、肩持ちである。

堅餅は、堅餅である。

肩持ち顔は、肩持ち顔である。

片持梁は、片持梁である。

型物は、型物である。

かだ者は、かだ者である。

堅物矢は、堅物矢である。

片燃ゆは、片燃ゆである。

固文は、固文である。

方屋は、方屋である。

片屋は、片屋である。

形屋は、形屋である。

片やは、片やである。

片矢は、片矢である。

傍屋は、傍屋である。



方屋入は、方屋入である。

肩灼きは、肩灼きである。

堅焼は、堅焼である。

固焼は、固焼である。

肩灼くは、肩灼くである。

蚊絶やしは、蚊絶やしである。

片藪は、片藪である。

型破りは、型破りである。

片山は、片山である。

肩山は、肩山である。

堅山は、堅山である。

片山家は、片山家である。

片山貝は、片山貝である。

片山陰は、片山陰である。

片山岸は、片山岸である。

片山兼山は、片山兼山である。

片山里は、片山里である。

片山潜は、片山潜である。

片山津温泉は、片山津温泉である。

片山哲は、片山哲である。

片山東熊は、片山東熊である。

堅山南風は、堅山南風である。

片山病は、片山病である。

片山北海は、片山北海である。

片山下は、片山下である。

片山流は、片山流である。

片夕暮は、片夕暮である。

嘉太夫節は、嘉太夫節である。

片裄は、片裄である。

肩裄は、肩裄である。

固茹では、固茹でである。

片寄せるは、片寄せるである。

片寄りは、片寄りである。

偏りは、偏りである。

片縒りは、片縒りである。

片撚りは、片撚りである。

片寄るは、片寄るである。

偏るは、偏るである。

カタラーゼは、カタラーゼである。

語らいは、語らいである。

語らい種は、語らい種である。

語らひ勢は、語らひ勢である。

語らひ付くは、語らひ付くである。

語らひ取るは、語らひ取るである。

語らひ人は、語らひ人である。

語らひ寄すは、語らひ寄すである。



語らひ寄るは、語らひ寄るである。

語らうは、語らうである。

堅らかは、堅らかである。

語らくは、語らくである。

かたりは、かたりである。

語りは、語りである。

騙りは、騙りである。

がたりは、がたりである。

ガタリは、ガタリである。

語り間は、語り間である。

語り合うは、語り合うである。

語り明かすは、語り明かすである。

語り合すは、語り合すである。

語り出づは、語り出づである。

語り句は、語り句である。

語り種は、語り種である。

語り口は、語り口である。

語辞は、語辞である。

騙り事は、騙り事である。

語り放くは、語り放くである。

語り調ぶは、語り調ぶである。

語り添ふは、語り添ふである。

語り継がふは、語り継がふである。

語り継ぐは、語り継ぐである。

語り伝えるは、語り伝えるである。

語り手は、語り手である。

カタリナは、カタリナである。

語り成すは、語り成すである。

カタリ派は、カタリ派である。

語り半分は、語り半分である。

がたりぴしりは、がたりぴしりである。

語り古すは、語り古すである。

語部は、語部である。

語り物は、語り物である。

語り寄るは、語り寄るである。

カタルは、カタルである。

語るは、語るである。

騙るは、騙るである。

ガダルカナル島は、ガダルカナル島である。

カタルシスは、カタルシスである。

カタル性肺炎は、カタル性肺炎である。

カタルニアは、カタルニアである。

カタルニア語は、カタルニア語である。

カタレプシーは、カタレプシーである。

片連尺は、片連尺である。

川太郎は、川太郎である。



片廊下は、片廊下である。

カタログは、カタログである。

カタログレゾネは、カタログレゾネである。

カタロニアは、カタロニアである。

片輪は、片輪である。

方分ちは、方分ちである。

方分きは、方分きである。

片脇は、片脇である。

片枠は、片枠である。

型枠は、型枠である。

方分くは、方分くである。

片輪車は、片輪車である。

片端しは、片端しである。

傍らは、傍らである。

傍ら痛いは、傍ら痛いである。

傍ら劣りは、傍ら劣りである。

傍ら顔は、傍ら顔である。

傍ら苦しは、傍ら苦しである。

傍ら寂しは、傍ら寂しである。

傍ら方は、傍ら方である。

傍ら無しは、傍ら無しである。

傍ら臥しは、傍ら臥しである。

傍ら臥すは、傍ら臥すである。

傍ら骨は、傍ら骨である。

傍ら見は、傍ら見である。

傍ら目は、傍ら目である。

片割れは、片割れである。

片割れ月は、片割れ月である。

片割れ舟は、片割れ舟である。

片割れ星は、片割れ星である。

かたんは、かたんである。

下端は、下端である。

荷担は、荷担である。

賈耽は、賈耽である。

花壇は、花壇である。

果断は、果断である。

華壇は、華壇である。

歌談は、歌談である。

歌壇は、歌壇である。

がたんは、がたんである。

画談は、画談である。

画壇は、画壇である。

雅談は、雅談である。

カタン糸は、カタン糸である。

カタンガは、カタンガである。

難んずは、難んずである。



可鍛性は、可鍛性である。

可鍛鋳鉄は、可鍛鋳鉄である。

荷担人は、荷担人である。

加担犯は、加担犯である。

勝ちは、勝ちである。

褐は、褐である。

価値は、価値である。

価直は、価直である。

月は、月である。

瓦智は、瓦智である。

雅致は、雅致である。

搗合いは、搗合いである。

搗ち合うは、搗ち合うである。

褐襖は、褐襖である。

勝ち上がるは、勝ち上がるである。

搗ち上げは、搗ち上げである。

徒歩みは、徒歩みである。

徒歩きは、徒歩きである。

交飯は、交飯である。

搗飯は、搗飯である。

勝軍は、勝軍である。

勝戦は、勝戦である。

徒歩軍は、徒歩軍である。

歩兵は、歩兵である。

徒医者は、徒医者である。

勝ち色は、勝ち色である。

褐色は、褐色である。

褐色縅は、褐色縅である。

勝馬は、勝馬である。

勝馬投票券は、勝馬投票券である。

勝絵は、勝絵である。

褐衣は、褐衣である。

勝ち得るは、勝ち得るである。

贏ち得るは、贏ち得るである。

勝尾寺は、勝尾寺である。

搗ち落すは、搗ち落すである。

カチオンは、カチオンである。

褐返しは、褐返しである。

価値学説は、価値学説である。

徒頭は、徒頭である。

大麦は、大麦である。

勝方は、勝方である。

かちかちは、かちかちである。

がちがちは、がちがちである。

かちかち山は、かちかち山である。

褐冠は、褐冠である。



かち烏は、かち烏である。

価値観は、価値観である。

勝気は、勝気である。

搗杵は、搗杵である。

月行事は、月行事である。

月行司は、月行司である。

家畜は、家畜である。

家畜商は、家畜商である。

歩具足は、歩具足である。

家畜伝染病は、家畜伝染病である。

徒組は、徒組である。

勝越しは、勝越しである。

勝ち越すは、勝ち越すである。

勝ちさびは、勝ちさびである。

徒侍は、徒侍である。

徒路は、徒路である。

擣塩は、擣塩である。

搗稲は、搗稲である。

歩行衆は、歩行衆である。

徒士衆は、徒士衆である。

賀知章は、賀知章である。

褐水干は、褐水干である。

褐随身は、褐随身である。

勝ち進むは、勝ち進むである。

褐染は、褐染である。

価値体系は、価値体系である。

徒立ちは、徒立ちである。

歩行立ちは、歩行立ちである。

加秩は、加秩である。

家秩は、家秩である。

がちつくは、がちつくである。

価値付けるは、価値付けるである。

勝ち鼓は、勝ち鼓である。

かちっとは、かちっとである。

価値哲学は、価値哲学である。

徒人は、徒人である。

勝ち投手は、勝ち投手である。

徒同心は、徒同心である。

勝鬨は、勝鬨である。

勝鬨橋は、勝鬨橋である。

勝鶏は、勝鶏である。

勝ち取るは、勝ち取るである。

勝名乗りは、勝名乗りである。

徒荷は、徒荷である。

勝ち逃げは、勝ち逃げである。

徒荷持は、徒荷持である。



勝抜きは、勝抜きである。

勝ち抜くは、勝ち抜くである。

褐布は、褐布である。

勝ち残るは、勝ち残るである。

月の女郎は、月の女郎である。

徒の者は、徒の者である。

かちの病は、かちの病である。

徒運びは、徒運びである。

徒走りは、徒走りである。

徒跣は、徒跣である。

徒肌者は、徒肌者である。

勝ち放すは、勝ち放すである。

価値判断は、価値判断である。

勝ち鞭は、勝ち鞭である。

勝振舞は、勝振舞である。

徒奉公は、徒奉公である。

価値法則は、価値法則である。

勝ち誇るは、勝ち誇るである。

勝星は、勝星である。

勝ち負けは、勝ち負けである。

勝ち守りは、勝ち守りである。

勝ち味は、勝ち味である。

勝ち迎いは、勝ち迎いである。

徒行縢は、徒行縢である。

徒武者は、徒武者である。

勝ち目は、勝ち目である。

徒目付は、徒目付である。

がちゃがちゃは、がちゃがちゃである。

がちゃがちゃ煙草は、がちゃがちゃ煙草である。

家嫡は、家嫡である。

がちゃつくは、がちゃつくである。

かちゃりは、かちゃりである。

がちゃりは、がちゃりである。

かちゃんは、かちゃんである。

がちゃんは、がちゃんである。

がちゃんこは、がちゃんこである。

火中は、火中である。

花柱は、花柱である。

架柱は、架柱である。

夏虫は、夏虫である。

家中は、家中である。

華中は、華中である。

華胄は、華胄である。

渦中は、渦中である。

牙籌は、牙籌である。

下中音は、下中音である。



華胄界は、華胄界である。

カチューシャは、カチューシャである。

カチューシャの唄は、カチューシャの唄である。

花虫類は、花虫類である。

歩靫は、歩靫である。

歩射は、歩射である。

徒弓は、徒弓である。

家猪は、家猪である。

蚊帳は、蚊帳である。

火長は、火長である。

加徴は、加徴である。

花鳥は、花鳥である。

花朝は、花朝である。

佳調は、佳調である。

嘉調は、嘉調である。

家長は、家長である。

嘉兆は、嘉兆である。

歌調は、歌調である。

課丁は、課丁である。

課長は、課長である。

画帳は、画帳である。

鵞鳥は、鵞鳥である。

可聴音は、可聴音である。

花鳥画は、花鳥画である。

課徴金は、課徴金である。

蚊帳草は、蚊帳草である。

家長権は、家長権である。

華頂山は、華頂山である。

花鳥の使は、花鳥の使である。

華頂宮は、華頂宮である。

花鳥諷詠は、花鳥諷詠である。

花鳥風月は、花鳥風月である。

加徴米は、加徴米である。

花鳥余情は、花鳥余情である。

嘉躅は、嘉躅である。

徒横目は、徒横目である。

かちりは、かちりである。

がちりは、がちりである。

月輪は、月輪である。

月輪観は、月輪観である。

価値倫理学は、価値倫理学である。

価値論は、価値論である。

徒若党は、徒若党である。

勝態は、勝態である。

勝業は、勝業である。

徒渡りは、徒渡りである。



搗ち割りは、搗ち割りである。

かちんは、かちんである。

がちんは、がちんである。

かちんこは、かちんこである。

カチン語は、カチン語である。

カチン族は、カチン族である。

かちんなんばは、かちんなんばである。

合は、合である。

勝は、勝である。

括は、括である。

活は、活である。

渇は、渇である。

割は、割である。

喝は、喝である。

滑は、滑である。

闊は、闊である。

濶は、濶である。

轄は、轄である。

カツは、カツである。

勝つは、勝つである。

贏つは、贏つである。

克つは、克つである。

堪つは、堪つである。

搗つは、搗つである。

糅つは、糅つである。

且つは、且つである。

がつは、がつである。

渇愛は、渇愛である。

割愛は、割愛である。

かつあげは、かつあげである。

葛衣は、葛衣である。

勝色縅は、勝色縅である。

飢うは、飢うである。

餓うは、餓うである。

且つうはは、且つうはである。

勝浦は、勝浦である。

勝浦温泉は、勝浦温泉である。

滑液は、滑液である。

飢え死には、飢え死にである。

餓え死には、餓え死にである。

飢えるは、飢えるである。

餓えるは、餓えるである。

鰹は、鰹である。

松魚は、松魚である。

堅魚は、堅魚である。

鰹色利は、鰹色利である。



鰹煎汁は、鰹煎汁である。

鰹木は、鰹木である。

堅魚木は、堅魚木である。

鰹釣りは、鰹釣りである。

鰹鳥は、鰹鳥である。

鰹縄は、鰹縄である。

鰹の烏帽子は、鰹の烏帽子である。

鰹の冠は、鰹の冠である。

鰹節は、鰹節である。

鰹節虫は、鰹節虫である。

鰹船は、鰹船である。

鰹味噌は、鰹味噌である。

かっかは、かっかである。

各科は、各科である。

各課は、各課である。

画可は、画可である。

活火は、活火である。

核果は、核果である。

閣下は、閣下である。

活画は、活画である。

学科は、学科である。

学課は、学課である。

各界は、各界である。

客懐は、客懐である。

月蓋は、月蓋である。

学会は、学会である。

学海は、学海である。

学界は、学界である。

学階は、学階である。

楽界は、楽界である。

勝海舟は、勝海舟である。

活火山は、活火山である。

顎下腺は、顎下腺である。

隔靴掻痒は、隔靴掻痒である。

かっかちめくは、かっかちめくである。

かっかっは、かっかっである。

かつかつは、かつかつである。

戛戛は、戛戛である。

且且は、且且である。

がつがつは、がつがつである。

がっかりは、がっかりである。

楽家録は、楽家録である。

勝川は、勝川である。

勝川春章は、勝川春章である。

勝川派は、勝川派である。

客観は、客観である。



渇感は、渇感である。

刮眼は、刮眼である。

活眼は、活眼である。

学官は、学官である。

学監は、学監である。

学館は、学館である。

楽官は、楽官である。

学館院は、学館院である。

褐寛博は、褐寛博である。

かっきは、かっきである。

下器は、下器である。

画期は、画期である。

劃期は、劃期である。

活気は、活気である。

担ぎは、担ぎである。

潜は、潜である。

香月は、香月である。

月忌は、月忌である。

学期は、学期である。

楽器は、楽器である。

担ぎ商いは、担ぎ商いである。

担ぎ上げるは、担ぎ上げるである。

担ぎ込むは、担ぎ込むである。

担ぎ出すは、担ぎ出すである。

担ぎ茶番は、担ぎ茶番である。

活気付くは、活気付くである。

画期的は、画期的である。

劃期的は、劃期的である。

餓鬼奴は、餓鬼奴である。

担ぎ屋は、担ぎ屋である。

香月泰男は、香月泰男である。

割球は、割球である。

学究は、学究である。

学級は、学級である。

学宮は、学宮である。

学窮は、学窮である。

楽弓は、楽弓である。

学級経営は、学級経営である。

学級担任は、学級担任である。

学究的は、学究的である。

学級編成は、学級編成である。

割拠は、割拠である。

活魚は、活魚である。

活況は、活況である。

活業は、活業である。

渇仰は、渇仰である。



学教は、学教である。

楽曲は、楽曲である。

かっきりは、かっきりである。

かっきりとは、かっきりとである。

掻っ切るは、掻っ切るである。

角巾は、角巾である。

葛巾は、葛巾である。

鶴禁は、鶴禁である。

活句は、活句である。

学区は、学区である。

楽句は、楽句である。

蚊っ食いは、蚊っ食いである。

滑空は、滑空である。

月宮は、月宮である。

滑空機は、滑空機である。

月宮天子は、月宮天子である。

滑空比は、滑空比である。

学区制は、学区制である。

学区取締は、学区取締である。

がっくりは、がっくりである。

がっくりそっくりは、がっくりそっくりである。

脚気は、脚気である。

活計は、活計である。

活計歓楽は、活計歓楽である。

活劇は、活劇である。

脚気衝心は、脚気衝心である。

喀血は、喀血である。

活現は、活現である。

かっこは、かっこである。

各戸は、各戸である。

各個は、各個である。

括弧は、括弧である。

喝火は、喝火である。

葛戸は、葛戸である。

確固は、確固である。

確乎は、確乎である。

羯鼓は、羯鼓である。

かっ餬は、かっ餬である。

活語は、活語である。

かっこいいは、かっこいいである。

恰好は、恰好である。

郭公は、郭公である。

滑降は、滑降である。

葛洪は、葛洪である。

滑合は、滑合である。

月光は、月光である。



学校は、学校である。

学校医は、学校医である。

学校園は、学校園である。

学校開放は、学校開放である。

学校拡張は、学校拡張である。

学校給食は、学校給食である。

学校教育法は、学校教育法である。

滑降競技は、滑降競技である。

学校行事は、学校行事である。

学校教練は、学校教練である。

学校近視は、学校近視である。

学校組合は、学校組合である。

学校群制度は、学校群制度である。

学校新聞は、学校新聞である。

学校設置基準は、学校設置基準である。

顎口虫は、顎口虫である。

月光殿は、月光殿である。

学校伝染病は、学校伝染病である。

学校図書館は、学校図書館である。

学校配属将校は、学校配属将校である。

滑腔砲は、滑腔砲である。

学校法人は、学校法人である。

学校放送は、学校放送である。

学校保健は、学校保健である。

月光菩薩は、月光菩薩である。

学校令は、学校令である。

各国は、各国である。

各個撃破は、各個撃破である。

活語雑話は、活語雑話である。

活語指南は、活語指南である。

活語断続譜は、活語断続譜である。

括弧付きは、括弧付きである。

確固不抜は、確固不抜である。

掻っ込むは、掻っ込むである。

掻っ込めは、掻っ込めである。

掻っ込め乞食は、掻っ込め乞食である。

葛根湯は、葛根湯である。

喝采は、喝采である。

滑剤は、滑剤である。

合切は、合切である。

合切袋は、合切袋である。

合作は、合作である。

合作社は、合作社である。

カッサシオンは、カッサシオンである。

甲刹は、甲刹である。

活殺は、活殺である。



合冊は、合冊である。

カッサツィオーネは、カッサツィオーネである。

活殺自在は、活殺自在である。

掻っ捌くは、掻っ捌くである。

掻っ攫うは、掻っ攫うである。

月山は、月山である。

月参は、月参である。

合算は、合算である。

月山神社は、月山神社である。

ガッサンディは、ガッサンディである。

かっしは、かっしである。

甲子は、甲子である。

活嘴は、活嘴である。

活字は、活字である。

臥しは、臥しである。

合膝は、合膝である。

カッシーニは、カッシーニである。

カッシーラーは、カッシーラーである。

葛飾は、葛飾である。

葛飾派は、葛飾派である。

葛飾風は、葛飾風である。

葛飾北斎は、葛飾北斎である。

割糸機は、割糸機である。

合式は、合式である。

喝食行者は、喝食行者である。

喝食姿は、喝食姿である。

甲子吟行は、甲子吟行である。

活字ケースは、活字ケースである。

活字合金は、活字合金である。

活字体は、活字体である。

活字鋳造機は、活字鋳造機である。

活字版は、活字版である。

活字本は、活字本である。

活写は、活写である。

滑車は、滑車である。

活社会は、活社会である。

滑尺は、滑尺である。

滑車神経は、滑車神経である。

甲子夜話は、甲子夜話である。

ガッシュは、ガッシュである。

合衆国は、合衆国である。

合宿は、合宿である。

括出は、括出である。

豁如は、豁如である。

滑翔は、滑翔である。

割譲は、割譲である。



合従は、合従である。

合唱は、合唱である。

合掌は、合掌である。

合焦は、合焦である。

月城は、月城である。

合掌泳ぎは、合掌泳ぎである。

合唱曲は、合唱曲である。

合食禁は、合食禁である。

合掌組は、合掌組である。

合掌造りは、合掌造りである。

合掌鳥居は、合掌鳥居である。

合掌捻りは、合掌捻りである。

合従連衡は、合従連衡である。

月食は、月食である。

月蝕は、月蝕である。

褐色植物は、褐色植物である。

褐色森林土は、褐色森林土である。

褐色土は、褐色土である。

褐色木炭は、褐色木炭である。

褐色矮星は、褐色矮星である。

がっしりは、がっしりである。

活人は、活人である。

活人画は、活人画である。

カッシング病は、カッシング病である。

活人剣は、活人剣である。

喝すは、喝すである。

活水は、活水である。

活錘は、活錘である。

渇水は、渇水である。

滑水は、滑水である。

月水は、月水である。

渇水期は、渇水期である。

渇するは、渇するである。

合するは、合するである。

活性は、活性である。

活性アルミナは、活性アルミナである。

活性汚泥は、活性汚泥である。

活性汚泥法は、活性汚泥法である。

活性化は、活性化である。

活性化エネルギーは、活性化エネルギーである。

活性剤は、活性剤である。

活性錯体は、活性錯体である。

活性酸素は、活性酸素である。

活性炭は、活性炭である。

活性中心は、活性中心である。

滑石は、滑石である。



滑席は、滑席である。

合戦は、合戦である。

活栓は、活栓である。

割線は、割線である。

戛然は、戛然である。

豁然は、豁然である。

闊疎は、闊疎である。

滑走は、滑走である。

褐藻は、褐藻である。

兀僧は、兀僧である。

月奏は、月奏である。

合奏は、合奏である。

合葬は、合葬である。

合奏協奏曲は、合奏協奏曲である。

月像幢は、月像幢である。

滑走路は、滑走路である。

カッソーラは、カッソーラである。

活塞は、活塞である。

勝田は、勝田である。

ガッダは、ガッダである。

カッターは、カッターである。

カッターシャツは、カッターシャツである。

カッターシューズは、カッターシューズである。

癩は、癩である。

闊大は、闊大である。

合体は、合体である。

闊大貨物は、闊大貨物である。

癩眉は、癩眉である。

滑沢は、滑沢である。

滑沢釉は、滑沢釉である。

闊達は、闊達である。

豁達は、豁達である。

滑脱は、滑脱である。

がったりは、がったりである。

がったり頭は、がったり頭である。

かったるいは、かったるいである。

褐炭は、褐炭である。

活断層は、活断層である。

猾知は、猾知である。

猾智は、猾智である。

闊地は、闊地である。

合致は、合致である。

活着は、活着である。

がっちゃんは、がっちゃんである。

甲冑は、甲冑である。

甲冑魚類は、甲冑魚類である。



甲冑師は、甲冑師である。

掻っ散らかすは、掻っ散らかすである。

かっちりは、かっちりである。

がっちりは、がっちりである。

がっちんこは、がっちんこである。

ガッツは、ガッツである。

がっつくは、がっつくである。

掻っ蹲ふは、掻っ蹲ふである。

ガッツポーズは、ガッツポーズである。

勝手は、勝手である。

嘗ては、嘗てである。

曾ては、曾てである。

都ては、都てである。

カッティングは、カッティングである。

カッテージチーズは、カッテージチーズである。

勝手方は、勝手方である。

勝手気儘は、勝手気儘である。

勝手口は、勝手口である。

勝手次第は、勝手次第である。

勝手尽は、勝手尽である。

合綴は、合綴である。

褐鉄鉱は、褐鉄鉱である。

買って出るは、買って出るである。

勝手床は、勝手床である。

勝手屏風は、勝手屏風である。

勝手向きは、勝手向きである。

勝手許は、勝手許である。

勝手用人は、勝手用人である。

月天は、月天である。

合点は、合点である。

合点首は、合点首である。

月天子は、月天子である。

合点尽は、合点尽である。

カッテンディーケは、カッテンディーケである。

カットは、カットである。

かっとは、かっとである。

黠奴は、黠奴である。

ガットは、ガットである。

カットアウトは、カットアウトである。

カットアンドソーンは、カットアンドソーンである。

カットインは、カットインである。

割当は、割当である。

葛藤は、葛藤である。

活動は、活動である。

喝道は、喝道である。

滑道は、滑道である。



活動家は、活動家である。

活動口座は、活動口座である。

活動写真は、活動写真である。

活動的は、活動的である。

活動電位は、活動電位である。

活動度は、活動度である。

活動分析は、活動分析である。

滑動弁は、滑動弁である。

カットグラスは、カットグラスである。

カットステップは、カットステップである。

カットソーは、カットソーである。

かっ飛ばすは、かっ飛ばすである。

カットバックは、カットバックである。

カットフィルムは、カットフィルムである。

カットワークは、カットワークである。

カツ丼は、カツ丼である。

勝沼は、勝沼である。

鹿角は、鹿角である。

且つはは、且つはである。

河童は、河童である。

喝破は、喝破である。

カッパは、カッパである。

月牌は、月牌である。

闊背筋は、闊背筋である。

合羽籠は、合羽籠である。

合羽紙は、合羽紙である。

河童忌は、河童忌である。

合羽笊は、合羽笊である。

合羽刷りは、合羽刷りである。

合羽煙草入は、合羽煙草入である。

活発は、活発である。

活溌は、活溌である。

活溌溌地は、活溌溌地である。

かっぱとは、かっぱとである。

カッパドキアは、カッパドキアである。

合羽版は、合羽版である。

河童巻は、河童巻である。

掻っ払いは、掻っ払いである。

掻っ払うは、掻っ払うである。

活版は、活版である。

活版所は、活版所である。

活版刷は、活版刷である。

褐斑病は、褐斑病である。

活版本は、活版本である。

月日は、月日である。

渇筆は、渇筆である。



合筆は、合筆である。

合評は、合評である。

割賦は、割賦である。

葛布は、葛布である。

褐夫は、褐夫である。

カップは、カップである。

恰幅は、恰幅である。

割腹は、割腹である。

カップケーキは、カップケーキである。

鰹節石は、鰹節石である。

カップスタンは、カップスタンである。

かつふつは、かつふつである。

活仏は、活仏である。

活物は、活物である。

闊物は、闊物である。

活物寄生は、活物寄生である。

割賦販売は、割賦販売である。

カップ麺は、カップ麺である。

割瓜は、割瓜である。

がっぷりは、がっぷりである。

カップリングは、カップリングである。

カップルは、カップルである。

カッペは、カッペである。

合併は、合併である。

合併集合は、合併集合である。

合併症は、合併症である。

合壁は、合壁である。

活弁は、活弁である。

滑弁は、滑弁である。

歹偏は、歹偏である。

闊歩は、闊歩である。

渇望は、渇望である。

活法は、活法である。

割烹は、割烹である。

合邦は、合邦である。

割烹着は、割烹着である。

割烹店は、割烹店である。

合法鳥は、合法鳥である。

がっぽがっぽは、がっぽがっぽである。

かっぽこは、かっぽこである。

掻っ穿るは、掻っ穿るである。

がっぽりは、がっぽりである。

かっぽれは、かっぽれである。

合本は、合本である。

勝間は、勝間である。

羯磨は、羯磨である。



羯磨金剛は、羯磨金剛である。

勝俣は、勝俣である。

且つ又は、且つ又である。

勝俣銓吉郎は、勝俣銓吉郎である。

羯磨曼荼羅は、羯磨曼荼羅である。

勝見は、勝見である。

渇命は、渇命である。

活命は、活命である。

刮目は、刮目である。

活躍は、活躍である。

括約筋は、括約筋である。

勝安芳は、勝安芳である。

勝山は、勝山である。

蛞蝓は、蛞蝓である。

活喩法は、活喩法である。

活用は、活用である。

活用形は、活用形である。

活用言は、活用言である。

活用語は、活用語である。

活用語尾は、活用語尾である。

闊葉樹は、闊葉樹である。

活用連語は、活用連語である。

渇欲は、渇欲である。

桂は、桂である。

桂鮎は、桂鮎である。

桂男は、桂男である。

桂籠は、桂籠である。

桂楫は、桂楫である。

かっらかっらは、かっらかっらである。

桂川は、桂川である。

桂川甫周は、桂川甫周である。

桂川連理柵は、桂川連理柵である。

葛城織は、葛城織である。

葛城山は、葛城山である。

葛城神道は、葛城神道である。

滑落は、滑落である。

桂小五郎は、桂小五郎である。

桂田は、桂田である。

桂田富士郎は、桂田富士郎である。

桂タフト協定は、桂タフト協定である。

桂太郎は、桂太郎である。

桂包は、桂包である。

桂の眉は、桂の眉である。

桂宮は、桂宮である。

桂浜は、桂浜である。

葛原親王は、葛原親王である。



桂ハリマン協定は、桂ハリマン協定である。

桂春団治は、桂春団治である。

桂姫は、桂姫である。

桂船は、桂船である。

桂文楽は、桂文楽である。

桂巻は、桂巻である。

桂剥きは、桂剥きである。

桂女は、桂女である。

桂離宮は、桂離宮である。

活量は、活量である。

月令は、月令である。

活力は、活力である。

活力説は、活力説である。

割礼は、割礼である。

活歴は、活歴である。

活歴物は、活歴物である。

カツレツは、カツレツである。

活路は、活路である。

勝論は、勝論である。

がつんは、がつんである。

糅は、糅である。

糧は、糧である。

粮は、粮である。

かては、かてである。

下底は、下底である。

仮定は、仮定である。

花亭は、花亭である。

河底は、河底である。

河堤は、河堤である。

科程は、科程である。

柯亭は、柯亭である。

家丁は、家丁である。

家弟は、家弟である。

家庭は、家庭である。

過程は、過程である。

嘉禎は、嘉禎である。

課程は、課程である。

駕丁は、駕丁である。

家庭医は、家庭医である。

家庭科は、家庭科である。

家庭教育は、家庭教育である。

家庭教師は、家庭教師である。

仮定形は、仮定形である。

家庭劇は、家庭劇である。

家庭菜園は、家庭菜園である。

家庭裁判所は、家庭裁判所である。



家庭裁判所調査官は、家庭裁判所調査官である。

仮定条件は、仮定条件である。

家庭小説は、家庭小説である。

カディスは、カディスである。

家庭争議は、家庭争議である。

家庭通信は、家庭通信である。

家庭的は、家庭的である。

仮定法は、仮定法である。

家庭奉仕員は、家庭奉仕員である。

家庭訪問は、家庭訪問である。

家庭欄は、家庭欄である。

カティン事件は、カティン事件である。

カテージチーズは、カテージチーズである。

カテーテルは、カテーテルである。

貨狄は、貨狄である。

化狄は、化狄である。

カテキズムは、カテキズムである。

貨狄尊者は、貨狄尊者である。

カテキューは、カテキューである。

カテキンは、カテキンである。

カテコールは、カテコールである。

カテコールアミンは、カテコールアミンである。

カテゴリーは、カテゴリーである。

蚊弟子は、蚊弟子である。

糅てて加えては、糅てて加えてである。

カテドラルは、カテドラルである。

嘉手納は、嘉手納である。

勝てには、勝てにである。

糅てには、糅てにである。

難には、難にである。

糅飯は、糅飯である。

がてらは、がてらである。

がてりは、がてりである。

糅てるは、糅てるである。

火天は、火天である。

火点は、火点である。

加点は、加点である。

賀殿は、賀殿である。

嘉典は、嘉典である。

嘉点は、嘉点である。

歌天は、歌天である。

歌典は、歌典である。

火田は、火田である。

瓜田は、瓜田である。

家伝は、家伝である。

家電は、家電である。



荷電は、荷電である。

訛伝は、訛伝である。

過電圧は、過電圧である。

我田引水は、我田引水である。

花天月地は、花天月地である。

価電子は、価電子である。

花伝書は、花伝書である。

カデンツは、カデンツである。

カデンツァは、カデンツァである。

課田法は、課田法である。

火田民は、火田民である。

渦電流は、渦電流である。

火斗は、火斗である。

河図は、河図である。

家兎は、家兎である。

過渡は、過渡である。

蝌蚪は、蝌蚪である。

才は、才である。

門は、門である。

廉は、廉である。

鰊は、鰊である。

下土は、下土である。

下奴は、下奴である。

家奴は、家奴である。

過度は、過度である。

画図は、画図である。

門行灯は、門行灯である。

門出では、門出でである。

下等は、下等である。

火灯は、火灯である。

火頭は、火頭である。

瓦灯は、瓦灯である。

可撓は、可撓である。

加藤は、加藤である。

仮痘は、仮痘である。

果糖は、果糖である。

河東は、河東である。

河頭は、河頭である。

河套は、河套である。

過当は、過当である。

賈島は、賈島である。

寡頭は、寡頭である。

歌頭は、歌頭である。

裹頭は、裹頭である。

化導は、化導である。

火動は、火動である。



火道は、火道である。

可動は、可動である。

花堂は、花堂である。

河道は、河道である。

家道は、家道である。

家僮は、家僮である。

華道は、華道である。

花道は、花道である。

渦動は、渦動である。

歌堂は、歌堂である。

歌道は、歌道である。

稼働は、稼働である。

稼動は、稼動である。

勾引ふは、勾引ふである。

牙纛は、牙纛である。

瓦当は、瓦当である。

臥榻は、臥榻である。

画道は、画道である。

加藤宇万伎は、加藤宇万伎である。

加藤枝直は、加藤枝直である。

火灯垣は、火灯垣である。

加藤景正は、加藤景正である。

火灯形は、火灯形である。

仮導管は、仮導管である。

仮道管は、仮道管である。

加藤勘十は、加藤勘十である。

可動橋は、可動橋である。

架道橋は、架道橋である。

過当競争は、過当競争である。

加藤暁台は、加藤暁台である。

加藤清正は、加藤清正である。

火灯口は、火灯口である。

可動コイル形は、可動コイル形である。

加藤繁は、加藤繁である。

裹頭衆は、裹頭衆である。

加藤楸邨は、加藤楸邨である。

下等小学は、下等小学である。

下等植物は、下等植物である。

寡頭制は、寡頭制である。

可動堰は、可動堰である。

門謡いは、門謡いである。

加藤高明は、加藤高明である。

加藤千蔭は、加藤千蔭である。

歌道伝授は、歌道伝授である。

渦動電流は、渦動電流である。

加藤唐九郎は、加藤唐九郎である。



下等動物は、下等動物である。

加藤友三郎は、加藤友三郎である。

臥榻の側は、臥榻の側である。

加藤磐斎は、加藤磐斎である。

火灯額は、火灯額である。

加藤弘之は、加藤弘之である。

河東節は、河東節である。

可動間仕切は、可動間仕切である。

火灯窓は、火灯窓である。

花頭窓は、花頭窓である。

加藤嘉明は、加藤嘉明である。

裹頭楽は、裹頭楽である。

稼働率は、稼働率である。

渦動輪は、渦動輪である。

カトゥルスは、カトゥルスである。

カトーは、カトーである。

ガトーは、ガトーである。

門送りは、門送りである。

門飾りは、門飾りである。

角角は、角角である。

廉廉は、廉廉である。

才才しは、才才しである。

角角しいは、角角しいである。

門構えは、門構えである。

角革は、角革である。

過渡期は、過渡期である。

門経は、門経である。

家督は、家督である。

嘉徳は、嘉徳である。

寡徳は、寡徳である。

可読性は、可読性である。

家督相続は、家督相続である。

門口は、門口である。

過度経済力集中排除法は、過度経済力集中排除法である。

過渡現象は、過渡現象である。

門乞食は、門乞食である。

門前は、門前である。

門先は、門先である。

門さし時は、門さし時である。

門浄瑠璃は、門浄瑠璃である。

門涼みは、門涼みである。

門説経は、門説経である。

門田は、門田である。

門違いは、門違いである。

門違えは、門違えである。

門立ちは、門立ちである。



角立つは、角立つである。

角立てるは、角立てるである。

門談義は、門談義である。

角地は、角地である。

門近は、門近である。

門茶は、門茶である。

門付けは、門付けである。

門付け歌は、門付け歌である。

門詰は、門詰である。

門出は、門出である。

首途は、首途である。

過渡的は、過渡的である。

過度適応は、過度適応である。

門並は、門並である。

門並びは、門並びである。

門並べは、門並べである。

看督長は、看督長である。

門の神は、門の神である。

葛野流は、葛野流である。

門柱は、門柱である。

門磔は、門磔である。

角番は、角番である。

門火は、門火である。

門百姓は、門百姓である。

門開きは、門開きである。

門臥しは、門臥しである。

門札は、門札である。

門辺は、門辺である。

門部は、門部である。

カドヘリンは、カドヘリンである。

門真は、門真である。

門松は、門松である。

カトマンズは、カトマンズである。

カドミウムは、カドミウムである。

カドミウムイエローは、カドミウムイエローである。

カドミウム中毒は、カドミウム中毒である。

角店は、角店である。

門迎えは、門迎えである。

才めくは、才めくである。

かとも言はずは、かとも言はずである。

門守は、門守である。

門守の神は、門守の神である。

蝌蚪文字は、蝌蚪文字である。

角屋は、角屋である。

門屋は、門屋である。

角屋敷は、角屋敷である。



門柳は、門柳である。

カトラリーは、カトラリーである。

かとりは、かとりである。

香取は、香取である。

カドリールは、カドリールである。

カトリシズムは、カトリシズムである。

香取神宮は、香取神宮である。

蚊取線香は、蚊取線香である。

カトリックは、カトリックである。

カトリック教会は、カトリック教会である。

楫取魚彦は、楫取魚彦である。

ガドリニウムは、ガドリニウムである。

かとりの衣は、かとりの衣である。

香取秀真は、香取秀真である。

ガトリング砲は、ガトリング砲である。

制るは、制るである。

主るは、主るである。

気取るは、気取るである。

カトレアは、カトレアである。

門礼は、門礼である。

門礼者は、門礼者である。

勾引は、勾引である。

勾引かすは、勾引かすである。

門脇は、門脇である。

門脇宰相は、門脇宰相である。

勾引すは、勾引すである。

門割は、門割である。

火遁は、火遁である。

可敦は、可敦である。

河豚は、河豚である。

花緞子は、花緞子である。

蚊蜻蛉は、蚊蜻蛉である。

金は、金である。

鉋は、鉋である。

縢は、縢である。

仮名は、仮名である。

仮字は、仮字である。

哉は、哉である。

かなは、かなである。

がなは、がなである。

鉄味は、鉄味である。

金足駄は、金足駄である。

カナートは、カナートである。

金網は、金網である。

カナールは、カナールである。

金行灯は、金行灯である。



家内は、家内である。

家内工業は、家内工業である。

釜殿は、釜殿である。

金色は、金色である。

家内労働は、家内労働である。

金印は、金印である。

適うは、適うである。

叶うは、叶うである。

カナウジは、カナウジである。

鉄臼は、鉄臼である。

鼎は、鼎である。

鼎殿は、鼎殿である。

適えるは、適えるである。

叶えるは、叶えるである。

金岡は、金岡である。

金筬は、金筬である。

カナカは、カナカである。

金貝は、金貝である。

金匙は、金匙である。

金貝細工は、金貝細工である。

金貝貼りは、金貝貼りである。

仮名反しは、仮名反しである。

金掻きは、金掻きである。

仮名書きは、仮名書きである。

仮名垣魯文は、仮名垣魯文である。

金頭は、金頭である。

火魚は、火魚である。

仮名頭は、仮名頭である。

金型は、金型である。

かなかなは、かなかなである。

神奈川は、神奈川である。

神奈川県立近代美術館は、神奈川県立近代美術館である。

神奈川条約は、神奈川条約である。

神奈川奉行は、神奈川奉行である。

金瓦は、金瓦である。

仮名漢字変換は、仮名漢字変換である。

鉗は、鉗である。

金切り声は、金切り声である。

金切るは、金切るである。

カナキンは、カナキンである。

金具は、金具である。

金釘は、金釘である。

金釘流は、金釘流である。

金臭いは、金臭いである。

金鎖は、金鎖である。

仮名鎖は、仮名鎖である。



金串は、金串である。

金屑は、金屑である。

金屎は、金屎である。

鉄沓は、鉄沓である。

金轡は、金轡である。

金具廻りは、金具廻りである。

伽那久羅虫は、伽那久羅虫である。

金繰りは、金繰りである。

かなぐりすてるは、かなぐりすてるである。

かなぐるは、かなぐるである。

金鍬は、金鍬である。

金気は、金気である。

鉄気は、鉄気である。

金下戸は、金下戸である。

仮名源流考は、仮名源流考である。

金氷は、金氷である。

金扱は、金扱である。

鉄拳は、鉄拳である。

仮名暦は、仮名暦である。

鉄小槌は、鉄小槌である。

鉄尖棒は、鉄尖棒である。

鉄撮棒は、鉄撮棒である。

金鑽神社は、金鑽神社である。

金錆は、金錆である。

金沢は、金沢である。

金沢庄三郎は、金沢庄三郎である。

金沢大学は、金沢大学である。

金沢八景は、金沢八景である。

金沢文庫は、金沢文庫である。

仮名詩は、仮名詩である。

悲しいは、悲しいである。

哀しいは、哀しいである。

愛しいは、愛しいである。

悲しがるは、悲しがるである。

愛しがるは、愛しがるである。

鉄敷は、鉄敷である。

金敷は、金敷である。

悲しき玩具は、悲しき玩具である。

悲しけくは、悲しけくである。

金縛りは、金縛りである。

金縛りの法は、金縛りの法である。

悲しびは、悲しびである。

哀しびは、哀しびである。

鉄渋は、鉄渋である。

愛しぶは、愛しぶである。

悲しぶは、悲しぶである。



愛しみは、愛しみである。

悲しみは、悲しみである。

哀しみは、哀しみである。

悲しみの節は、悲しみの節である。

愛しむは、愛しむである。

悲しむは、悲しむである。

哀しむは、哀しむである。

金杓子は、金杓子である。

悲しらは、悲しらである。

仮名尻は、仮名尻である。

奏づは、奏づである。

金鋤は、金鋤である。

鉄鋤は、鉄鋤である。

仮名草子は、仮名草子である。

彼方は、彼方である。

カナダは、カナダである。

金箍は、金箍である。

金工は、金工である。

彼方此方は、彼方此方である。

カナダ藻は、カナダ藻である。

金盥は、金盥である。

鉄杖は、鉄杖である。

仮名遣は、仮名遣である。

仮字遣奥山路は、仮字遣奥山路である。

鉄鎖は、鉄鎖である。

金突きは、金突きである。

仮名付は、仮名付である。

金造りは、金造りである。

金槌は、金槌である。

鉄鎚は、鉄鎚である。

金槌頭は、金槌頭である。

金槌気根は、金槌気根である。

金槌論は、金槌論である。

カナッペは、カナッペである。

金壺は、金壺である。

金壺眼は、金壺眼である。

鉄聾は、鉄聾である。

金聾は、金聾である。

奏では、奏でである。

カナディアンカヌーは、カナディアンカヌーである。

鉄梃は、鉄梃である。

鉄梃親父は、鉄梃親父である。

鉄梃棒は、鉄梃棒である。

仮名手本は、仮名手本である。

仮名手本忠臣蔵は、仮名手本忠臣蔵である。

奏でるは、奏でるである。



金門は、金門である。

鉄門は、鉄門である。

金胴は、金胴である。

鉄胴は、鉄胴である。

金灯籠は、金灯籠である。

鉄通しは、鉄通しである。

鉄床は、鉄床である。

鉄砧は、鉄砧である。

鉄床下ろしは、鉄床下ろしである。

鉄床雲は、鉄床雲である。

金門田は、金門田である。

金門出は、金門出である。

鉄鍋は、鉄鍋である。

金鍋は、金鍋である。

仮字本末は、仮字本末である。

矩計りは、矩計りである。

金鋏は、金鋏である。

金鉗は、金鉗である。

金箸は、金箸である。

金弭は、金弭である。

金筈は、金筈である。

鉄肌は、鉄肌である。

金肌は、金肌である。

金機は、金機である。

金鉢は、金鉢である。

鉄鉢は、鉄鉢である。

金腹巻は、金腹巻である。

金判は、金判である。

金版は、金版である。

金盤は、金盤である。

金挽鋸は、金挽鋸である。

金引くは、金引くである。

金柄杓は、金柄杓である。

金火箸は、金火箸である。

かなふくしは、かなふくしである。

鉄鞭は、鉄鞭である。

金仏は、金仏である。

仮名文は、仮名文である。

金風炉は、金風炉である。

金ぶんは、金ぶんである。

かなぶんぶんは、かなぶんぶんである。

金蛇は、金蛇である。

蛇舅母は、蛇舅母である。

金箆は、金箆である。

鉄棒は、鉄棒である。

金棒は、金棒である。



かな法師は、かな法師である。

鉄棒曳きは、鉄棒曳きである。

鉄枷は、鉄枷である。

仮名本は、仮名本である。

カナマイシンは、カナマイシンである。

仮名交りは、仮名交りである。

仮名文章娘節用は、仮名文章娘節用である。

金交ぜは、金交ぜである。

鉄交ぜは、鉄交ぜである。

鉄叉は、鉄叉である。

金椀は、金椀である。

鋺は、鋺である。

金葎は、金葎である。

葎草は、葎草である。

要は、要である。

要石は、要石である。

要垣は、要垣である。

要の木は、要の木である。

要黐は、要黐である。

要下は、要下である。

鉄面は、鉄面である。

仮名文字は、仮名文字である。

仮名文字遣は、仮名文字遣である。

金物は、金物である。

金物尽めは、金物尽めである。

金森は、金森である。

金森宗和は、金森宗和である。

金森徳次郎は、金森徳次郎である。

仮名紋は、仮名紋である。

金谷は、金谷である。

金屋は、金屋である。

鉄焼きは、鉄焼きである。

金屋子神は、金屋子神である。

金山は、金山である。

金山騙りは、金山騙りである。

金山世帯は、金山世帯である。

金山彦は、金山彦である。

必じは、必じである。

必ずは、必ずである。

必ず必ずは、必ず必ずである。

必ずしもは、必ずしもである。

必ずやは、必ずやである。

可也は、可也である。

可成は、可成である。

カナリアは、カナリアである。

金糸雀色は、金糸雀色である。



カナリア諸島は、カナリア諸島である。

可也がけは、可也がけである。

可也八合は、可也八合である。

がなるは、がなるである。

カナレットは、カナレットである。

金輪は、金輪である。

鉄輪は、鉄輪である。

鉄輪請けは、鉄輪請けである。

金輪継ぎは、金輪継ぎである。

敵わないは、敵わないである。

適わないは、適わないである。

鉄蕨は、鉄蕨である。

火難は、火難である。

河南は、河南である。

家難は、家難である。

華南は、華南である。

禍難は、禍難である。

カナンは、カナンである。

河南浦は、河南浦である。

蟹は、蟹である。

可児は、可児である。

がには、がにである。

かに霰は、かに霰である。

蟹石は、蟹石である。

かにかくには、かにかくにである。

果肉は、果肉である。

蟹食い猿は、蟹食い猿である。

蟹草は、蟹草である。

蟹屎は、蟹屎である。

蟹蜘蛛は、蟹蜘蛛である。

蟹工船は、蟹工船である。

蟹蝙蝠は、蟹蝙蝠である。

蟹座は、蟹座である。

カニシカは、カニシカである。

蟹星雲は、蟹星雲である。

蟹玉は、蟹玉である。

蟹瞞しは、蟹瞞しである。

カニッツァーロは、カニッツァーロである。

蟹取は、蟹取である。

蟹取小紋は、蟹取小紋である。

蟹の褌は、蟹の褌である。

蟹の目は、蟹の目である。

蟹葉サボテンは、蟹葉サボテンである。

蟹挟みは、蟹挟みである。

綺は、綺である。

蟹払いは、蟹払いである。



蟹祓は、蟹祓である。

カニバリズムは、カニバリズムである。

我に張り者は、我に張り者である。

かにひは、かにひである。

蟹醢は、蟹醢である。

蟹牡丹は、蟹牡丹である。

蟹股は、蟹股である。

蟹満寺は、蟹満寺である。

蟹味噌は、蟹味噌である。

擬蠍は、擬蠍である。

蟹目釘は、蟹目釘である。

ガニメデは、ガニメデである。

かにもかくにもは、かにもかくにもである。

蟹文字は、蟹文字である。

掃部は、掃部である。

蟹守は、蟹守である。

掃部寮は、掃部寮である。

蟹山伏は、蟹山伏である。

加入は、加入である。

罅入は、罅入である。

加入電信は、加入電信である。

加入電話は、加入電話である。

カニューレは、カニューレである。

ガニュメデスは、ガニュメデスである。

兼ふは、兼ふである。

樺は、樺である。

桜皮は、桜皮である。

樺桜は、樺桜である。

カニングは、カニングである。

兼ぬは、兼ぬである。

カヌーは、カヌーである。

カヌー競技は、カヌー競技である。

カヌートは、カヌートである。

鍛冶部は、鍛冶部である。

鹿沼は、鹿沼である。

鹿沼土は、鹿沼土である。

印は、印である。

矩は、矩である。

鐘は、鐘である。

鉦は、鉦である。

鉄漿は、鉄漿である。

がねは、がねである。

兼合いは、兼合いである。

兼ね合ふは、兼ね合ふである。

金商人は、金商人である。

兼明親王は、兼明親王である。



金家は、金家である。

金入れは、金入れである。

金請けは、金請けである。

兼氏は、兼氏である。

金打は、金打である。

鉦打は、鉦打である。

金打つは、金打つである。

金売は、金売である。

金売吉次は、金売吉次である。

金親は、金親である。

鉄漿親は、鉄漿親である。

矩折は、矩折である。

銀替は、銀替である。

包ね隠すは、包ね隠すである。

金ヶ崎は、金ヶ崎である。

金崎宮は、金崎宮である。

金崎城は、金崎城である。

金貸しは、金貸しである。

金掠りは、金掠りである。

予予は、予予である。

鐘ヶ淵は、鐘ヶ淵である。

金巾は、金巾である。

かね金山寺は、かね金山寺である。

金食いは、金食いである。

金食い虫は、金食い虫である。

金公事は、金公事である。

金口入は、金口入である。

銀口入は、銀口入である。

鐘供養は、鐘供養である。

金蔵は、金蔵である。

金食らい子は、金食らい子である。

鉄漿黒は、鉄漿黒である。

金子は、金子である。

矩勾配は、矩勾配である。

金肥は、金肥である。

金子薫園は、金子薫園である。

金子堅太郎は、金子堅太郎である。

予言は、予言である。

兼言は、兼言である。

金事は、金事である。

金子光晴は、金子光晴である。

金子元臣は、金子元臣である。

金財布は、金財布である。

矩差は、矩差である。

金沙汰は、金沙汰である。

金沢実時は、金沢実時である。



金沢柵は、金沢柵である。

金重は、金重である。

矩尺は、矩尺である。

曲尺は、曲尺である。

金尽は、金尽である。

金尽めは、金尽めである。

金塞は、金塞である。

兼宣旨は、兼宣旨である。

兼ね備えるは、兼ね備えるである。

鉄漿染めは、鉄漿染めである。

金高は、金高である。

鉦叩きは、鉦叩きである。

火熱は、火熱である。

加熱は、加熱である。

過熱は、過熱である。

金遣いは、金遣いである。

加熱器は、加熱器である。

過熱器は、過熱器である。

鐘撞きは、鐘撞きである。

鉄漿坏は、鉄漿坏である。

鐘撞堂は、鐘撞堂である。

鉄漿付けは、鉄漿付けである。

金付け石は、金付け石である。

鉄漿付け蜻蛉は、鉄漿付け蜻蛉である。

鉄漿付け筆は、鉄漿付け筆である。

過熱蒸気は、過熱蒸気である。

カネッティは、カネッティである。

鉄漿壺は、鉄漿壺である。

金詰りは、金詰りである。

金詰めは、金詰めである。

金面は、金面である。

金蔓は、金蔓である。

加熱炉は、加熱炉である。

予ては、予てである。

金所は、金所である。

金戸棚は、金戸棚である。

兼ねないは、兼ねないである。

包永は、包永である。

懐良親王は、懐良親王である。

鐘の緒は、鐘の緒である。

金の鎖は、金の鎖である。

金鋸は、金鋸である。

矩の定めは、矩の定めである。

金の塞は、金の塞である。

金の使は、金の使である。

金の蔓は、金の蔓である。



矩の手は、矩の手である。

鐘の音は、鐘の音である。

金の御岳は、金の御岳である。

鉄漿吐きは、鉄漿吐きである。

金箱は、金箱である。

鉄漿始は、鉄漿始である。

金罰は、金罰である。

金離れは、金離れである。

鉄判は、鉄判である。

金飛脚は、金飛脚である。

金櫃は、金櫃である。

鐘匱の制は、鐘匱の制である。

包平は、包平である。

金片は、金片である。

金吹きは、金吹きである。

金奉行は、金奉行である。

金袋は、金袋である。

鉄漿筆は、鉄漿筆である。

金偏は、金偏である。

金掘りは、金掘りである。

金巻は、金巻である。

鐘巻は、鐘巻である。

鐘巻自斎は、鐘巻自斎である。

金回りは、金回りである。

金見は、金見である。

兼光は、兼光である。

金目は、金目である。

金儲けは、金儲けである。

金持は、金持である。

銀持は、銀持である。

金元は、金元である。

兼元は、兼元である。

金焼きは、金焼きである。

印焼きは、印焼きである。

兼役は、兼役である。

鐘四つは、鐘四つである。

兼ねるは、兼ねるである。

鉄漿沸しは、鉄漿沸しである。

金訳は、金訳である。

加年は、加年である。

可燃は、可燃である。

可燃性は、可燃性である。

過年度は、過年度である。

過年度支出は、過年度支出である。

過年度収入は、過年度収入である。

可燃物は、可燃物である。



刈野は、刈野である。

狩野は、狩野である。

彼のは、彼のである。

賀の祝は、賀の祝である。

化膿は、化膿である。

加納は、加納である。

加能は、加能である。

可能は、可能である。

仮納は、仮納である。

嘉納は、嘉納である。

画嚢は、画嚢である。

狩野永徳は、狩野永徳である。

化膿菌は、化膿菌である。

狩野亨吉は、狩野亨吉である。

加能作次郎は、加能作次郎である。

鹿野山は、鹿野山である。

狩野山雪は、狩野山雪である。

狩野山楽は、狩野山楽である。

嘉納治五郎は、嘉納治五郎である。

可能性は、可能性である。

可能態は、可能態である。

狩野探幽は、狩野探幽である。

狩野常信は、狩野常信である。

可能動詞は、可能動詞である。

狩野尚信は、狩野尚信である。

加納夏雄は、加納夏雄である。

狩野派は、狩野派である。

叶福助は、叶福助である。

加農砲は、加農砲である。

狩野芳崖は、狩野芳崖である。

狩野正信は、狩野正信である。

狩野光信は、狩野光信である。

叶結びは、叶結びである。

狩野元信は、狩野元信である。

加納諸平は、加納諸平である。

庚は、庚である。

庚申は、庚申である。

カノーヴァは、カノーヴァである。

狩野桶は、狩野桶である。

カノープスは、カノープスである。

狩野川は、狩野川である。

彼の岸は、彼の岸である。

靴の沓は、靴の沓である。

彼の国は、彼の国である。

鹿の子は、鹿の子である。

鹿の子足は、鹿の子足である。



鹿の子編みは、鹿の子編みである。

鹿の子魚は、鹿の子魚である。

鹿の子打は、鹿の子打である。

鹿の子帯は、鹿の子帯である。

鹿子木は、鹿子木である。

鹿子木孟郎は、鹿子木孟郎である。

鹿の子地は、鹿の子地である。

鹿の子絞りは、鹿の子絞りである。

鹿の子摺は、鹿の子摺である。

鹿の子草は、鹿の子草である。

纈草は、纈草である。

鹿の子染は、鹿の子染である。

鹿の子繍は、鹿の子繍である。

鹿の子斑は、鹿の子斑である。

鹿の子目結いは、鹿の子目結いである。

鹿の子餅は、鹿の子餅である。

鹿の子紋は、鹿の子紋である。

鹿の子結いは、鹿の子結いである。

鹿の子百合は、鹿の子百合である。

彼の様は、彼の様である。

彼女は、彼女である。

カノッサは、カノッサである。

辛は、辛である。

狩野直喜は、狩野直喜である。

我飲みは、我飲みである。

彼の面は、彼の面である。

鹿屋は、鹿屋である。

鹿屋体育大学は、鹿屋体育大学である。

彼の世は、彼の世である。

カノンは、カノンである。

カノン砲は、カノン砲である。

かはは、かはである。

蒲は、蒲である。

河馬は、河馬である。

画派は、画派である。

カバーは、カバーである。

カバーガールは、カバーガールである。

カバーグラスは、カバーグラスである。

ガバージンは、ガバージンである。

カバーチャージは、カバーチャージである。

下拝は、下拝である。

下輩は、下輩である。

加配は、加配である。

佳配は、佳配である。

禍敗は、禍敗である。

庇いは、庇いである。



歌唄は、歌唄である。

庇い口は、庇い口である。

庇い立ては、庇い立てである。

庇い手は、庇い手である。

蒲色は、蒲色である。

樺色は、樺色である。

庇うは、庇うである。

がばがばは、がばがばである。

斯許りは、斯許りである。

樺黄小町蜘蛛は、樺黄小町蜘蛛である。

下膊は、下膊である。

仮泊は、仮泊である。

河伯は、河伯である。

科白は、科白である。

夏伯は、夏伯である。

寡薄は、寡薄である。

遐ばくは、遐ばくである。

画伯は、画伯である。

蒲桜は、蒲桜である。

加波山事件は、加波山事件である。

蚊柱は、蚊柱である。

樺茶色は、樺茶色である。

仮髪は、仮髪である。

か髪は、か髪である。

寡髪は、寡髪である。

科罰は、科罰である。

可罰的違法性は、可罰的違法性である。

カバディは、カバディである。

かはとは、かはとである。

がばとは、がばとである。

カバニスは、カバニスである。

姓は、姓である。

屍は、屍である。

尸は、尸である。

姓書は、姓書である。

屍草は、屍草である。

尸所は、尸所である。

樺の油は、樺の油である。

蒲の冠者は、蒲の冠者である。

樺の木は、樺の木である。

樺の木科は、樺の木科である。

樺海苔は、樺海苔である。

樺矧ぎは、樺矧ぎである。

樺太は、樺太である。

樺巻は、樺巻である。

カバヤは、カバヤである。



蒲焼は、蒲焼である。

樺山は、樺山である。

樺山資紀は、樺山資紀である。

カバラは、カバラである。

過払いは、過払いである。

我波羅蜜は、我波羅蜜である。

蚊鉤は、蚊鉤である。

蚊針は、蚊針である。

我張りは、我張りである。

カバリエは、カバリエである。

下半は、下半である。

加判は、加判である。

河畔は、河畔である。

夏半は、夏半である。

過半は、過半である。

過般は、過般である。

鞄は、鞄である。

下番は、下番である。

加番は、加番である。

画板は、画板である。

下半身は、下半身である。

過半数は、過半数である。

加判人は、加判人である。

鞄持ちは、鞄持ちである。

下婢は、下婢である。

化肥は、化肥である。

可否は、可否である。

花被は、花被である。

果皮は、果皮である。

痂皮は、痂皮である。

蚊火は、蚊火である。

鹿火は、鹿火である。

寡妃は、寡妃である。

歌碑は、歌碑である。

柄は、柄である。

穎は、穎である。

黴は、黴である。

加被は、加被である。

華美は、華美である。

過美は、過美である。

画眉は、画眉である。

蛾眉は、蛾眉である。

カビアは、カビアである。

ガビアルは、ガビアルである。

黴臭いは、黴臭いである。

峨眉山は、峨眉山である。



峨嵋山は、峨嵋山である。

カピタルは、カピタルである。

カピタンは、カピタンである。

甲比丹雪踏は、甲比丹雪踏である。

カピチュレーションは、カピチュレーションである。

加筆は、加筆である。

画筆は、画筆である。

カピッツァは、カピッツァである。

カピテインは、カピテインである。

カビネ判は、カビネ判である。

加比の理は、加比の理である。

カピバラは、カピバラである。

鹿火屋は、鹿火屋である。

過謬は、過謬である。

かひよは、かひよである。

下平は、下平である。

価標は、価標である。

苛評は、苛評である。

華表は、華表である。

花表は、花表である。

家猫は、家猫である。

賀表は、賀表である。

餓ひょうは、餓ひょうである。

画鋲は、画鋲である。

臥病は、臥病である。

迦毘羅は、迦毘羅である。

カピラヴァスツは、カピラヴァスツである。

迦毘羅衛は、迦毘羅衛である。

迦毘羅外道は、迦毘羅外道である。

黴びるは、黴びるである。

黴浪人は、黴浪人である。

かひろくは、かひろくである。

下品は、下品である。

佳品は、佳品である。

佳賓は、佳賓である。

河浜は、河浜である。

花瓶は、花瓶である。

過敏は、過敏である。

画品は、画品である。

過敏症は、過敏症である。

過敏性腸症候群は、過敏性腸症候群である。

下付は、下付である。

火夫は、火夫である。

仮父は、仮父である。

花布は、花布である。

花譜は、花譜である。



家父は、家父である。

家扶は、家扶である。

家婦は、家婦である。

家譜は、家譜である。

華府は、華府である。

寡婦は、寡婦である。

かぶは、かぶである。

株は、株である。

蕪は、蕪である。

蕪菁は、蕪菁である。

鏑は、鏑である。

下部は、下部である。

歌舞は、歌舞である。

黴ぶは、黴ぶである。

画布は、画布である。

画譜は、画譜である。

楽府は、楽府である。

衙府は、衙府である。

下風は、下風である。

火風は、火風である。

花風は、花風である。

家風は、家風である。

荷風は、荷風である。

歌風は、歌風である。

画風は、画風である。

夏風楽は、夏風楽である。

カブールは、カブールである。

カフェは、カフェである。

カフェインは、カフェインである。

カフェオレは、カフェオレである。

カフェテラスは、カフェテラスである。

カフェテリアは、カフェテリアである。

カフェロワイヤルは、カフェロワイヤルである。

カフカは、カフカである。

株価は、株価である。

株価指数は、株価指数である。

株価指数先物取引は、株価指数先物取引である。

株価収益率は、株価収益率である。

株価純資産倍率は、株価純資産倍率である。

カフカスは、カフカスである。

カフカス語は、カフカス語である。

がぶがぶは、がぶがぶである。

歌舞伎は、歌舞伎である。

歌舞妓は、歌舞妓である。

冠木は、冠木である。

歌舞伎唄は、歌舞伎唄である。



歌舞伎踊は、歌舞伎踊である。

歌舞伎音楽は、歌舞伎音楽である。

歌舞伎狂言は、歌舞伎狂言である。

歌舞伎劇は、歌舞伎劇である。

歌舞伎子は、歌舞伎子である。

歌舞伎座は、歌舞伎座である。

歌舞伎芝居は、歌舞伎芝居である。

歌舞伎十八番は、歌舞伎十八番である。

歌舞伎浄瑠璃は、歌舞伎浄瑠璃である。

歌舞伎草子は、歌舞伎草子である。

歌舞伎町は、歌舞伎町である。

衡胴は、衡胴である。

歌舞伎年代記は、歌舞伎年代記である。

歌舞伎者は、歌舞伎者である。

冠木門は、冠木門である。

歌舞伎役者は、歌舞伎役者である。

過不及は、過不及である。

株切りは、株切りである。

歌舞伎若衆は、歌舞伎若衆である。

下付金は、下付金である。

下腹は、下腹である。

禍福は、禍福である。

画幅は、画幅である。

下腹部は、下腹部である。

株券は、株券である。

下部構造は、下部構造である。

株細胞は、株細胞である。

被さるは、被さるである。

株式は、株式である。

株式会社は、株式会社である。

株式金融は、株式金融である。

株式公開は、株式公開である。

株式公開買付は、株式公開買付である。

株式合資会社は、株式合資会社である。

株式先物取引は、株式先物取引である。

株式市場は、株式市場である。

株式消却は、株式消却である。

株式取引所は、株式取引所である。

株式仲買人は、株式仲買人である。

株式配当は、株式配当である。

株式分割は、株式分割である。

株式持合は、株式持合である。

株代は、株代である。

カフスは、カフスである。

臭橙は、臭橙である。

被すは、被すである。



傾すは、傾すである。

カブスカウトは、カブスカウトである。

カフスカバーは、カフスカバーである。

蚊燻は、蚊燻である。

カフスボタンは、カフスボタンである。

被せは、被せである。

加布施は、加布施である。

被せ網は、被せ網である。

被せ蓋は、被せ蓋である。

被せ彫りは、被せ彫りである。

被せ物は、被せ物である。

被せるは、被せるである。

カプセルは、カプセルである。

カプセルホテルは、カプセルホテルである。

過不足は、過不足である。

楽府題は、楽府題である。

カプタインは、カプタインである。

株立ちは、株立ちである。

カフタンは、カフタンである。

カプチーノは、カプチーノである。

家父長制は、家父長制である。

カプチン会は、カプチン会である。

下物は、下物である。

果物は、果物である。

貨物は、貨物である。

株っ切りは、株っ切りである。

がぶつくは、がぶつくである。

頭椎の大刀は、頭椎の大刀である。

頭槌の大刀は、頭槌の大刀である。

兜は、兜である。

冑は、冑である。

兜改めは、兜改めである。

兜岩は、兜岩である。

兜蝦は、兜蝦である。

兜貝は、兜貝である。

兜掛は、兜掛である。

兜蟹は、兜蟹である。

兜金は、兜金である。

甲金は、甲金である。

兜菊は、兜菊である。

兜首は、兜首である。

兜苔は、兜苔である。

兜頭巾は、兜頭巾である。

兜立は、兜立である。

兜町は、兜町である。

兜煮は、兜煮である。



兜人形は、兜人形である。

兜の緒は、兜の緒である。

兜の座は、兜の座である。

兜の手先は、兜の手先である。

兜の星は、兜の星である。

兜鉢は、兜鉢である。

兜花は、兜花である。

兜虫は、兜虫である。

甲虫は、甲虫である。

兜焼は、兜焼である。

蕪菜は、蕪菜である。

株直しは、株直しである。

株仲間は、株仲間である。

株主は、株主である。

株主権は、株主権である。

株主資本は、株主資本である。

株主資本利益率は、株主資本利益率である。

株主総会は、株主総会である。

株主相互金融会社は、株主相互金融会社である。

株主割当は、株主割当である。

歌舞の地は、歌舞の地である。

歌舞の菩薩は、歌舞の菩薩である。

がぶ飲みは、がぶ飲みである。

可付番集合は、可付番集合である。

株札は、株札である。

株間は、株間である。

株屋は、株屋である。

根茎は、根茎である。

鏑鐫は、鏑鐫である。

かぶらかすは、かぶらかすである。

鏑木は、鏑木である。

鏑木清方は、鏑木清方である。

蕪汁は、蕪汁である。

蕪鮨は、蕪鮨である。

蕪鮓は、蕪鮓である。

蕪無しは、蕪無しである。

蕪菁蜂は、蕪菁蜂である。

蕪菁葉蜂は、蕪菁葉蜂である。

蕪骨は、蕪骨である。

蕪蒸しは、蕪蒸しである。

鏑矢は、鏑矢である。

カブラルは、カブラルである。

カプラン水車は、カプラン水車である。

被りは、被りである。

過振りは、過振りである。

カプリは、カプリである。



がぶりは、がぶりである。

ガブリエルは、ガブリエルである。

冠桶は、冠桶である。

被り笠は、被り笠である。

頭頭は、頭頭である。

齧り付きは、齧り付きである。

カプリッチオは、カプリッチオである。

冠の板は、冠の板である。

被り物は、被り物である。

被り者は、被り者である。

カプリン酸は、カプリン酸である。

がぶるは、がぶるである。

気触れは、気触れである。

気触れ物は、気触れ物である。

気触れるは、気触れるである。

禿は、禿である。

禿居士は、禿居士である。

禿鞘は、禿鞘である。

禿立ちは、禿立ちである。

禿筆は、禿筆である。

禿松は、禿松である。

禿山は、禿山である。

カプロラクタムは、カプロラクタムである。

カプロン酸は、カプロン酸である。

株分けは、株分けである。

株分け法は、株分け法である。

株割は、株割である。

花粉は、花粉である。

下聞は、下聞である。

可分は、可分である。

過分は、過分である。

寡聞は、寡聞である。

雅文は、雅文である。

花粉管は、花粉管である。

可分給付は、可分給付である。

可分債権は、可分債権である。

可分債務は、可分債務である。

花粉症は、花粉症である。

花粉情報は、花粉情報である。

仮分数は、仮分数である。

花粉培養は、花粉培養である。

可分物は、可分物である。

花粉分析は、花粉分析である。

壁は、壁である。

戈兵は、戈兵である。

火兵は、火兵である。



加平は、加平である。

花柄は、花柄である。

貨幣は、貨幣である。

寡兵は、寡兵である。

歌病は、歌病である。

画餅は、画餅である。

カペイカは、カペイカである。

貨幣価値は、貨幣価値である。

貨幣経済は、貨幣経済である。

嘉平次平は、嘉平次平である。

貨幣資本は、貨幣資本である。

加陪従は、加陪従である。

貨幣数量説は、貨幣数量説である。

貨幣制度は、貨幣制度である。

貨幣石は、貨幣石である。

火兵戦は、火兵戦である。

壁板は、壁板である。

壁糸は、壁糸である。

貨幣同盟は、貨幣同盟である。

壁糸織は、壁糸織である。

貨幣法は、貨幣法である。

貨幣本位は、貨幣本位である。

カペー王朝は、カペー王朝である。

壁御召は、壁御召である。

壁織は、壁織である。

壁垣は、壁垣である。

壁書は、壁書である。

壁掛は、壁掛である。

壁紙は、壁紙である。

壁草は、壁草である。

壁見参は、壁見参である。

壁構造は、壁構造である。

壁越しは、壁越しである。

壁越し推量は、壁越し推量である。

壁下地は、壁下地である。

壁上布は、壁上布である。

壁代は、壁代である。

壁新聞は、壁新聞である。

かべすは、かべすである。

壁透綾は、壁透綾である。

壁寸莎は、壁寸莎である。

壁訴訟は、壁訴訟である。

壁著羅は、壁著羅である。

壁千代絽は、壁千代絽である。

壁縮緬は、壁縮緬である。

壁付暖炉は、壁付暖炉である。



壁土は、壁土である。

壁床は、壁床である。

壁隣は、壁隣である。

壁貫は、壁貫である。

壁塗りは、壁塗りである。

壁羽二重は、壁羽二重である。

壁一重は、壁一重である。

壁風通は、壁風通である。

カペラは、カペラである。

壁絽は、壁絽である。

カ変は、カ変である。

火片は、火片である。

可変は、可変である。

花片は、花片である。

佳編は、佳編である。

河辺は、河辺である。

花弁は、花弁である。

鵞ペンは、鵞ペンである。

可変コンデンサーは、可変コンデンサーである。

可変資本は、可変資本である。

可変抵抗器は、可変抵抗器である。

可変ピッチプロペラは、可変ピッチプロペラである。

可変費用は、可変費用である。

花圃は、花圃である。

家母は、家母である。

牙保は、牙保である。

ガボは、ガボである。

下方は、下方である。

下放は、下放である。

戈法は、戈法である。

火砲は、火砲である。

加法は、加法である。

加俸は、加俸である。

佳芳は、佳芳である。

果報は、果報である。

苛法は、苛法である。

家宝は、家宝である。

家法は、家法である。

貨宝は、貨宝である。

過訪は、過訪である。

過褒は、過褒である。

嘉保は、嘉保である。

花貌は、花貌である。

画法は、画法である。

画報は、画報である。

芽胞は、芽胞である。



画舫は、画舫である。

臥房は、臥房である。

画法幾何学は、画法幾何学である。

加法定理は、加法定理である。

果報負けは、果報負けである。

果報者は、果報者である。

過飽和は、過飽和である。

過飽和蒸気は、過飽和蒸気である。

カポーティは、カポーティである。

ガボールは、ガボールである。

河北は、河北である。

華北は、華北である。

花木は、花木である。

佳木は、佳木である。

嘉木は、嘉木である。

家僕は、家僕である。

華墨は、華墨である。

雅樸は、雅樸である。

河北潟は、河北潟である。

華北分離工作は、華北分離工作である。

下北面は、下北面である。

過保護は、過保護である。

がほしは、がほしである。

カポジ肉腫は、カポジ肉腫である。

かぼすは、かぼすである。

か細いは、か細いである。

南瓜は、南瓜である。

南瓜野郎は、南瓜野郎である。

カポックは、カポックである。

カポックの木は、カポックの木である。

ガボットは、ガボットである。

斯程は、斯程である。

河姆渡遺跡は、河姆渡遺跡である。

カポネは、カポネである。

画本は、画本である。

ガボンは、ガボンである。

禾本科は、禾本科である。

かまは、かまである。

鎌は、鎌である。

竈は、竈である。

釜は、釜である。

窯は、窯である。

缶は、缶である。

がまは、がまである。

蝦蟇は、蝦蟇である。

蝦蟆は、蝦蟆である。



降魔は、降魔である。

ガマは、ガマである。

釜揚げは、釜揚げである。

釜揚げ饂飩は、釜揚げ饂飩である。

鎌脚は、鎌脚である。

蝦蟇足は、蝦蟇足である。

鎌足虫目は、鎌足虫目である。

構いは、構いである。

釜石は、釜石である。

釜石鉱山は、釜石鉱山である。

鎌鼬は、鎌鼬である。

構い付けるは、構い付けるである。

構い手は、構い手である。

構ひては、構ひてである。

釜糸は、釜糸である。

釜煎りは、釜煎りである。

釜熬りは、釜熬りである。

釜炒り茶は、釜炒り茶である。

鎌入れは、鎌入れである。

構うは、構うである。

蒲団扇は、蒲団扇である。

釜茹では、釜茹でである。

竈占は、竈占である。

構えは、構えである。

構へ出づは、構へ出づである。

構内は、構内である。

構へては、構へてである。

構えるは、構えるである。

蒲扇は、蒲扇である。

鎌尾根は、鎌尾根である。

カマーバンドは、カマーバンドである。

鎌親父は、鎌親父である。

蟇は、蟇である。

釜ヶ崎は、釜ヶ崎である。

囂囂しは、囂囂しである。

竈神は、竈神である。

鎌ヶ谷は、鎌ヶ谷である。

蒲笥は、蒲笥である。

竈木は、竈木である。

薪は、薪である。

竈木大工は、竈木大工である。

鎌切は、鎌切である。

螳螂は、螳螂である。

蟷螂は、蟷螂である。

擬螳螂は、擬螳螂である。

感くは、感くである。



蝦蟇口は、蝦蟇口である。

鎌首は、鎌首である。

かまくらは、かまくらである。

鎌倉は、鎌倉である。

鎌倉アカデミアは、鎌倉アカデミアである。

鎌倉尼五山は、鎌倉尼五山である。

鎌倉右大臣は、鎌倉右大臣である。

鎌倉蝦は、鎌倉蝦である。

鎌倉大番役は、鎌倉大番役である。

鎌倉街道は、鎌倉街道である。

鎌倉景政は、鎌倉景政である。

鎌倉管領は、鎌倉管領である。

鎌倉宮は、鎌倉宮である。

鎌倉公方は、鎌倉公方である。

鎌倉声は、鎌倉声である。

鎌倉五山は、鎌倉五山である。

鎌倉御所は、鎌倉御所である。

鎌倉下緒は、鎌倉下緒である。

鎌倉三代記は、鎌倉三代記である。

鎌倉時代は、鎌倉時代である。

鎌倉時代文学は、鎌倉時代文学である。

鎌倉殿は、鎌倉殿である。

鎌倉の大仏は、鎌倉の大仏である。

鎌倉幕府は、鎌倉幕府である。

鎌倉檜葉は、鎌倉檜葉である。

鎌倉府は、鎌倉府である。

鎌倉武士は、鎌倉武士である。

鎌倉彫は、鎌倉彫である。

鎌倉武者は、鎌倉武者である。

鎌倉焼は、鎌倉焼である。

鎌倉山は、鎌倉山である。

鎌倉様は、鎌倉様である。

蚊負けは、蚊負けである。

感けるは、感けるである。

竈子は、竈子である。

蒲郡は、蒲郡である。

鎌ささげは、鎌ささげである。

鎌差は、鎌差である。

蒲差縄は、蒲差縄である。

釜師は、釜師である。

がましいは、がましいである。

釜敷は、釜敷である。

羚羊は、羚羊である。

氈鹿は、氈鹿である。

竈注連は、竈注連である。

竈標は、竈標である。



蝦蟇腫は、蝦蟇腫である。

鎌十文字は、鎌十文字である。

鎌状赤血球貧血は、鎌状赤血球貧血である。

窯印は、窯印である。

叺は、叺である。

梭魚は、梭魚である。

噛ますは、噛ますである。

嚼ますは、嚼ますである。

咬ますは、咬ますである。

釜据えは、釜据えである。

かます切先は、かます切先である。

叺子は、叺子である。

叺頭巾は、叺頭巾である。

叺袖は、叺袖である。

莢ずみは、莢ずみである。

噛ませるは、噛ませるである。

嚼ませるは、嚼ませるである。

咬ませるは、咬ませるである。

蝦蟇仙は、蝦蟇仙である。

蝦蟇禅は、蝦蟇禅である。

蝦蟇仙人は、蝦蟇仙人である。

蒲田は、蒲田である。

缶焚きは、缶焚きである。

窯出しは、窯出しである。

框は、框である。

輔は、輔である。

框鋸は、框鋸である。

蒲池焼は、蒲池焼である。

鎌柄は、鎌柄である。

鎌継は、鎌継である。

かまつぼ草は、かまつぼ草である。

缶胴は、缶胴である。

竈馬は、竈馬である。

竈数は、竈数である。

竈将軍は、竈将軍である。

蒲魚は、蒲魚である。

竈祓は、竈祓である。

鎌止めは、鎌止めである。

竈役は、竈役である。

竈割は、竈割である。

釜無川は、釜無川である。

釜鳴りは、釜鳴りである。

鎌箆は、鎌箆である。

蝦蟇の膏は、蝦蟇の膏である。

竈の神は、竈の神である。

竈の神祭は、竈の神祭である。



釜座は、釜座である。

降魔の相は、降魔の相である。

窯場は、窯場である。

蒲脛巾は、蒲脛巾である。

鎌腹は、鎌腹である。

釜日は、釜日である。

鎌髭は、鎌髭である。

鎌髭奴は、鎌髭奴である。

喧しいは、喧しいである。

窯普請は、窯普請である。

竈譜代は、竈譜代である。

竈風呂は、竈風呂である。

鎌穂は、鎌穂である。

蒲帆は、蒲帆である。

鎌宝蔵院流は、鎌宝蔵院流である。

蒲鉾は、蒲鉾である。

蒲鉾形は、蒲鉾形である。

蒲鉾小屋は、蒲鉾小屋である。

蒲鉾箍は、蒲鉾箍である。

蒲鉾道は、蒲鉾道である。

蒲鉾弓は、蒲鉾弓である。

竈祭は、竈祭である。

鎌麻呂は、鎌麻呂である。

鎌虫は、鎌虫である。

蒲蓆は、蒲蓆である。

鴎は、鴎である。

釜飯は、釜飯である。

窯元は、窯元である。

竈元は、竈元である。

釜元は、釜元である。

竈屋は、竈屋である。

竈山は、竈山である。

竈山神社は、竈山神社である。

鎌槍は、鎌槍である。

竈湯は、竈湯である。

蒲靫は、蒲靫である。

かまりは、かまりである。

カマリングオネスは、カマリングオネスである。

鎌輪奴は、鎌輪奴である。

花幔は、花幔である。

我慢は、我慢である。

過マンガン酸カリウムは、過マンガン酸カリウムである。

我慢競べは、我慢競べである。

我慢強いは、我慢強いである。

カマンベールは、カマンベールである。

我慢者は、我慢者である。



上は、上である。

守は、守である。

神は、神である。

髪は、髪である。

紙は、紙である。

長官は、長官である。

加味は、加味である。

佳味は、佳味である。

雅味は、雅味である。

噛み合いは、噛み合いである。

咬み合いは、咬み合いである。

咬み合いクラッチは、咬み合いクラッチである。

噛み合うは、噛み合うである。

神上がるは、神上がるである。

神上げは、神上げである。

髪上げは、髪上げである。

神あしゃげは、神あしゃげである。

神遊は、神遊である。

神集めは、神集めである。

髪油は、髪油である。

髪洗いは、髪洗いである。

髪洗い粉は、髪洗い粉である。

神在月は、神在月である。

神荒れは、神荒れである。

噛み合せは、噛み合せである。

噛み合せるは、噛み合せるである。

神弄りは、神弄りである。

上泉は、上泉である。

上泉秀綱は、上泉秀綱である。

上泉流は、上泉流である。

髪出は、髪出である。

上一段活用は、上一段活用である。

上一人は、上一人である。

紙糸は、紙糸である。

咬み犬は、咬み犬である。

紙入れは、紙入れである。

神歌は、神歌である。

紙打ちは、紙打ちである。

紙写しは、紙写しである。

紙絵は、紙絵である。

かみえびは、かみえびである。

紙烏帽子は、紙烏帽子である。

紙緒は、紙緒である。

上大父は、上大父である。

神岡鉱山は、神岡鉱山である。

髪置きは、髪置きである。



神送りは、神送りである。

紙押えは、紙押えである。

紙白粉は、紙白粉である。

神少女は、神少女である。

紙御襁褓は、紙御襁褓である。

上降ろしは、上降ろしである。

神降ろしは、神降ろしである。

上女は、上女である。

噛み反すは、噛み反すである。

神帰りは、神帰りである。

上掛りは、上掛りである。

神懸りは、神懸りである。

神憑りは、神憑りである。

神懸るは、神懸るである。

神憑るは、神憑るである。

神垣は、神垣である。

髪掻は、髪掻である。

神垣のは、神垣のである。

神垣やは、神垣やである。

神隠しは、神隠しである。

神隠るは、神隠るである。

神隠れは、神隠れである。

神掛けては、神掛けてである。

盟三五大切は、盟三五大切である。

髪飾りは、髪飾りである。

髪頭は、髪頭である。

髟頭は、髟頭である。

神風は、神風である。

神風特別攻撃隊は、神風特別攻撃隊である。

神風のは、神風のである。

神風やは、神風やである。

上方は、上方である。

髪形は、髪形である。

髪型は、髪型である。

上方唄は、上方唄である。

上方歌は、上方歌である。

上方絵は、上方絵である。

上方歌舞伎は、上方歌舞伎である。

上方狂言は、上方狂言である。

上方語は、上方語である。

上方才六は、上方才六である。

頭堅しは、頭堅しである。

上方衆は、上方衆である。

上方浄瑠璃は、上方浄瑠璃である。

上方筋は、上方筋である。

上方贅六は、上方贅六である。



髪容は、髪容である。

髪貌は、髪貌である。

上方文学は、上方文学である。

上方舞は、上方舞である。

上方者は、上方者である。

神語りは、神語りである。

紙合羽は、紙合羽である。

紙冠は、紙冠である。

がみがみは、がみがみである。

上賀茂神社は、上賀茂神社である。

紙蚊帳吊は、紙蚊帳吊である。

守柄は、守柄である。

神柄は、神柄である。

神がるは、神がるである。

紙革は、紙革である。

上川盆地は、上川盆地である。

髟冠は、髟冠である。

上期は、上期である。

紙生地は、紙生地である。

紙地は、紙地である。

咬み傷は、咬み傷である。

神来月は、神来月である。

紙衣は、紙衣である。

紙砧は、紙砧である。

上京は、上京である。

紙切りは、紙切りである。

髪切りは、髪切りである。

紙切り小刀は、紙切り小刀である。

髪切虫は、髪切虫である。

天牛は、天牛である。

噛み切るは、噛み切るである。

紙切れは、紙切れである。

髪際は、髪際である。

紙鬮は、紙鬮である。

紙籤は、紙籤である。

紙屑は、紙屑である。

紙屑買いは、紙屑買いである。

紙屑拾いは、紙屑拾いである。

髪癖は、髪癖である。

噛み砕くは、噛み砕くである。

神口は、神口である。

上口は、上口である。

神国は、神国である。

上座は、上座である。

紙クロースは、紙クロースである。

上けは、上けである。



神気は、神気である。

上家司は、上家司である。

髪化粧は、髪化粧である。

神子は、神子である。

紙子は、紙子である。

紙戸は、紙戸である。

上御一人は、上御一人である。

紙香水は、紙香水である。

上高地は、上高地である。

神冠は、神冠である。

神声は、神声である。

神郡は、神郡である。

紙子紙は、紙子紙である。

神心は、神心である。

上御所は、上御所である。

紙子頭巾は、紙子頭巾である。

紙子染は、紙子染である。

神言は、神言である。

神語は、神語である。

神事は、神事である。

噛み熟すは、噛み熟すである。

紙子羽織は、紙子羽織である。

神駒は、神駒である。

紙駒は、紙駒である。

上駒は、上駒である。

紙子浪人は、紙子浪人である。

噛み殺すは、噛み殺すである。

紙婚式は、紙婚式である。

紙座は、紙座である。

紙細工は、紙細工である。

紙盃は、紙盃である。

髪月代は、髪月代である。

噛酒は、噛酒である。

醸酒は、醸酒である。

紙下げ虫は、紙下げ虫である。

神さびは、神さびである。

神さびるは、神さびるである。

上様は、上様である。

神様は、神様である。

神さむは、神さむである。

神去月は、神去月である。

神去るは、神去るである。

紙治は、紙治である。

上椎葉ダムは、上椎葉ダムである。

紙塩は、紙塩である。

噛みしだくは、噛みしだくである。



紙仕度は、紙仕度である。

紙垂は、紙垂である。

紙四手は、紙四手である。

紙芝居は、紙芝居である。

上四方固めは、上四方固めである。

神島は、神島である。

神しむは、神しむである。

噛み締めるは、噛み締めるである。

上下は、上下である。

神路山は、神路山である。

上条は、上条である。

上条嘉門次は、上条嘉門次である。

紙障子は、紙障子である。

上女中は、上女中である。

神信心は、神信心である。

紙漉きは、紙漉きである。

髪梳きは、髪梳きである。

神杉は、神杉である。

紙漉き歌は、紙漉き歌である。

紙漉き機は、紙漉き機である。

紙漉き槽は、紙漉き槽である。

紙寸莎は、紙寸莎である。

髪筋は、髪筋である。

紙相撲は、紙相撲である。

剃刀は、剃刀である。

上づりは、上づりである。

上づるは、上づるである。

上する女は、上する女である。

上諏訪温泉は、上諏訪温泉である。

紙製は、紙製である。

紙石盤は、紙石盤である。

神せせりは、神せせりである。

紙石鹸は、紙石鹸である。

紙銭は、紙銭である。

紙草履は、紙草履である。

髪削ぎは、髪削ぎである。

剃刀貝は、剃刀貝である。

剃刀気触れは、剃刀気触れである。

剃刀砥は、剃刀砥である。

剃刀研ぎは、剃刀研ぎである。

剃刀負けは、剃刀負けである。

神田は、神田である。

神だありは、神だありである。

上台所は、上台所である。

上高森遺跡は、上高森遺跡である。

神助けは、神助けである。



神叩きは、神叩きである。

紙裁ちは、紙裁ちである。

紙裁ち庖丁は、紙裁ち庖丁である。

神楯は、神楯である。

髪立ては、髪立てである。

神棚は、神棚である。

神頼みは、神頼みである。

噛煙草は、噛煙草である。

髪垂れは、髪垂れである。

花蜜は、花蜜である。

過密は、過密である。

上つ枝は、上つ枝である。

紙遣いは、紙遣いである。

上司は、上司である。

主神は、主神である。

神司は、神司である。

神官は、神官である。

神祇官は、神祇官である。

上司小剣は、上司小剣である。

上つ方は、上つ方である。

髪付きは、髪付きである。

噛み付くは、噛み付くである。

がみつくは、がみつくである。

紙付け合いは、紙付け合いである。

上毛野は、上毛野である。

上つ瀬は、上つ瀬である。

紙土は、紙土である。

紙包みは、紙包みである。

神集いは、神集いである。

髪綱は、髪綱である。

噛み潰しは、噛み潰しである。

噛み潰し錘は、噛み潰し錘である。

噛み潰すは、噛み潰すである。

紙礫は、紙礫である。

上つ道は、上つ道である。

上つ弓張は、上つ弓張である。

上つ世は、上つ世である。

上つ丁は、上つ丁である。

カミツレは、カミツレである。

上手は、上手である。

紙テープは、紙テープである。

紙鉄砲は、紙鉄砲である。

上問屋は、上問屋である。

上唐人は、上唐人である。

上通りは、上通りである。

霹靂は、霹靂である。



髪床は、髪床である。

神所は、神所である。

神地は、神地である。

神殿守は、神殿守である。

神部は、神部である。

神伴緒は、神伴緒である。

神問はしは、神問はしである。

寄居虫は、寄居虫である。

髪長は、髪長である。

随神は、随神である。

惟神は、惟神である。

巫は、巫である。

覡は、覡である。

上長押は、上長押である。

上無しは、上無しである。

醸み成すは、醸み成すである。

神無月は、神無月である。

神名備は、神名備である。

神南備は、神南備である。

紙ナプキンは、紙ナプキンである。

雷は、雷である。

神鳴は、神鳴である。

雷おこしは、雷おこしである。

雷落しは、雷落しである。

雷親父は、雷親父である。

雷雲は、雷雲である。

雷声は、雷声である。

雷族は、雷族である。

雷鳴の陣は、雷鳴の陣である。

雷鳴壺は、雷鳴壺である。

雷の間は、雷の間である。

雷婆は、雷婆である。

雷乾しは、雷乾しである。

雷門は、雷門である。

雷除けは、雷除けである。

紙縄は、紙縄である。

上二段活用は、上二段活用である。

紙粘土は、紙粘土である。

神能は、神能である。

髪の落ちは、髪の落ちである。

上の方は、上の方である。

紙の木は、紙の木である。

上の句は、上の句である。

神の国は、神の国である。

神の気は、神の気である。

髪の毛は、髪の毛である。



髪座は、髪座である。

神の子は、神の子である。

神の言は、神の言である。

神の僕は、神の僕である。

神食薦は、神食薦である。

神の簀薦は、神の簀薦である。

神の園は、神の園である。

神の存在の証明は、神の存在の証明である。

神の旅は、神の旅である。

神の民は、神の民である。

神の使は、神の使である。

神の司は、神の司である。

神の綱は、神の綱である。

上の戸は、上の戸である。

神の門は、神の門である。

上の十日は、上の十日である。

神の祝は、神の祝である。

神の麓は、神の麓である。

靂は、靂である。

上の部屋は、上の部屋である。

紙幟は、紙幟である。

上の町は、上の町である。

神の松は、神の松である。

上の御井は、上の御井である。

神の御面は、神の御面である。

神の御門は、神の御門である。

神の御衣は、神の御衣である。

神の御子は、神の御子である。

神の命は、神の命である。

神の御坂は、神の御坂である。

神の道は、神の道である。

神の御戸は、神の御戸である。

神の御室は、神の御室である。

上の宮は、上の宮である。

神の宮は、神の宮である。

神の宮居は、神の宮居である。

神の御奴は、神の御奴である。

神の宮寺は、神の宮寺である。

神の宮人は、神の宮人である。

上山は、上山である。

上の弓張は、上の弓張である。

神の代は、神の代である。

神の世継は、神の世継である。

神の留守は、神の留守である。

紙矧ぎは、紙矧ぎである。

紙挟みは、紙挟みである。



紙鋏は、紙鋏である。

上機は、上機である。

神八幡は、神八幡である。

紙花は、紙花である。

紙纏頭は、紙纏頭である。

紙貼りは、紙貼りである。

紙貼り筒は、紙貼り筒である。

上半期は、上半期である。

紙雛は、紙雛である。

紙飛行機は、紙飛行機である。

神人は、神人である。

紙一重は、紙一重である。

紙捻りは、紙捻りである。

紙紐は、紙紐である。

紙表具は、紙表具である。

紙屏風は、紙屏風である。

紙風船は、紙風船である。

上福岡は、上福岡である。

紙袋は、紙袋である。

紙衾は、紙衾である。

紙槽は、紙槽である。

紙槽役は、紙槽役である。

紙船役は、紙船役である。

紙吹雪は、紙吹雪である。

上辺は、上辺である。

紙紅は、紙紅である。

神仏は、神仏である。

神舞は、神舞である。

神参りは、神参りである。

紙巻は、紙巻である。

紙巻煙草は、紙巻煙草である。

上町は、上町である。

神松は、神松である。

神祭は、神祭である。

神御鬮は、神御鬮である。

上無は、上無である。

神迎えは、神迎えである。

上向きは、上向きである。

神産巣日神は、神産巣日神である。

神皇産霊神は、神皇産霊神である。

神詣では、神詣でである。

神物は、神物である。

神矢は、神矢である。

神箭は、神箭である。

神屋は、神屋である。

紙屋は、紙屋である。



紙屋院は、紙屋院である。

紙屋紙は、紙屋紙である。

紙屋川は、紙屋川である。

上屋敷は、上屋敷である。

紙屋治兵衛は、紙屋治兵衛である。

紙鑢は、紙鑢である。

神屋宗湛は、神屋宗湛である。

神奴は、神奴である。

紙八手は、紙八手である。

神山は、神山である。

カミュは、カミュである。

髪結いは、髪結いである。

髪結新三は、髪結新三である。

髪結床は、髪結床である。

髪結いの亭主は、髪結いの亭主である。

神代は、神代である。

家名は、家名である。

神吉日は、神吉日である。

神寄せは、神寄せである。

神代七代は、神代七代である。

神世七代は、神世七代である。

神代の風は、神代の風である。

紙縒は、紙縒である。

神憑板は、神憑板である。

神依板は、神依板である。

神寄板は、神寄板である。

韮は、韮である。

上流は、上流である。

神留岐は、神留岐である。

神留弥は、神留弥である。

カミルレは、カミルレである。

カミルレ花は、カミルレ花である。

神漏岐は、神漏岐である。

神漏美は、神漏美である。

噛み分けるは、噛み分けるである。

神業は、神業である。

神渡しは、神渡しである。

下民は、下民である。

仮眠は、仮眠である。

夏眠は、夏眠である。

カミンは、カミンである。

カミングスは、カミングスである。

家務は、家務である。

カムは、カムである。

かむは、かむである。

噛むは、噛むである。



嚼むは、嚼むである。

咬むは、咬むである。

醸むは、醸むである。

ガムは、ガムである。

神上がりは、神上がりである。

カムイは、カムイである。

神居古潭は、神居古潭である。

神今食は、神今食である。

神丘は、神丘である。

神祖は、神祖である。

かむかいは、かむかいである。

神木は、神木である。

神下すは、神下すである。

神性は、神性である。

神実は、神実である。

神さぶは、神さぶである。

牙虫は、牙虫である。

我武者は、我武者である。

我武者羅は、我武者羅である。

ガムシロップは、ガムシロップである。

神留るは、神留るである。

カムタイ語族は、カムタイ語族である。

神宝は、神宝である。

神立ちは、神立ちである。

麹は、麹である。

神館は、神館である。

神税は、神税である。

カムチャツカ半島は、カムチャツカ半島である。

神集ふは、神集ふである。

ガムテープは、ガムテープである。

神床は、神床である。

神牀は、神牀である。

神殿は、神殿である。

惟神の道は、惟神の道である。

神字日文伝は、神字日文伝である。

神南備山は、神南備山である。

神嘗は、神嘗である。

神庭は、神庭である。

神主は、神主である。

神登るは、神登るである。

神上るは、神上るである。

神議るは、神議るである。

カムバックは、カムバックである。

神服部は、神服部である。

神葬るは、神葬るである。

神掃ふは、神掃ふである。



神ぶは、神ぶである。

カムフラージュは、カムフラージュである。

神戸は、神戸である。

神寿は、神寿である。

神賀は、神賀である。

神寿くは、神寿くである。

神祝くは、神祝くである。

神御衣は、神御衣である。

神御衣の使は、神御衣の使である。

神服の使は、神服の使である。

神御衣の祭は、神御衣の祭である。

神宮は、神宮である。

神遣ふは、神遣ふである。

神和すは、神和すである。

神寿詞は、神寿詞である。

嘉村は、嘉村である。

嘉村礒多は、嘉村礒多である。

ガムランは、ガムランである。

カムラン湾は、カムラン湾である。

冠石は、冠石である。

冠板は、冠板である。

被帷子は、被帷子である。

冠句は、冠句である。

冠座は、冠座である。

冠師は、冠師である。

冠字連歌は、冠字連歌である。

冠棚は、冠棚である。

冠付は、冠付である。

冠るは、冠るである。

カムルチイは、カムルチイである。

カムレットは、カムレットである。

瓶は、瓶である。

亀は、亀である。

カメは、カメである。

亀綾は、亀綾である。

亀井は、亀井である。

亀居は、亀居である。

下名は、下名である。

下命は、下命である。

加盟は、加盟である。

佳名は、佳名である。

画名は、画名である。

雅名は、雅名である。

亀井勝一郎は、亀井勝一郎である。

亀井算は、亀井算である。

亀井昭陽は、亀井昭陽である。



下命処分は、下命処分である。

亀戸は、亀戸である。

亀戸事件は、亀戸事件である。

亀戸天神は、亀戸天神である。

亀井南冥は、亀井南冥である。

亀卜は、亀卜である。

カメオは、カメオである。

亀岡は、亀岡である。

亀ヶ岡式土器は、亀ヶ岡式土器である。

甕棺は、甕棺である。

亀菊は、亀菊である。

亀蔵小紋は、亀蔵小紋である。

亀田は、亀田である。

亀田鵬斎は、亀田鵬斎である。

がめついは、がめついである。

がめつい奴は、がめつい奴である。

亀の卜は、亀の卜である。

亀の尾は、亀の尾である。

亀の鑑は、亀の鑑である。

亀の子は、亀の子である。

亀の甲は、亀の甲である。

亀の甲船は、亀の甲船である。

亀の子笊は、亀の子笊である。

亀の子縛りは、亀の子縛りである。

亀の子煎餅は、亀の子煎餅である。

亀の子束子は、亀の子束子である。

亀の子流しは、亀の子流しである。

亀の子半纏は、亀の子半纏である。

亀の手は、亀の手である。

甕の蓋は、甕の蓋である。

亀葉引き起しは、亀葉引き起しである。

カメハメハは、カメハメハである。

亀腹は、亀腹である。

亀節は、亀節である。

亀舞は、亀舞である。

椿象は、椿象である。

亀虫は、亀虫である。

椿象目は、椿象目である。

亀屋縞は、亀屋縞である。

亀屋頭巾は、亀屋頭巾である。

亀山は、亀山である。

亀山鐔は、亀山鐔である。

亀山天皇は、亀山天皇である。

亀山の仇討は、亀山の仇討である。

カメラは、カメラである。

カメラアイは、カメラアイである。



カメラアングルは、カメラアングルである。

カメラオブスキュラは、カメラオブスキュラである。

カメラポジションは、カメラポジションである。

カメラマンは、カメラマンである。

カメラリハーサルは、カメラリハーサルである。

カメラワークは、カメラワークである。

カメラ割りは、カメラ割りである。

カメリアは、カメリアである。

がめるは、がめるである。

カメルーンは、カメルーンである。

カメレオンは、カメレオンである。

カメレオン座は、カメレオン座である。

下面は、下面である。

火面は、火面である。

火綿は、火綿である。

仮免は、仮免である。

仮面は、仮面である。

画面は、画面である。

仮面鬱病は、仮面鬱病である。

仮面劇は、仮面劇である。

かもは、かもである。

鴨は、鴨である。

鳧は、鳧である。

氈は、氈である。

佳模は、佳模である。

加茂は、加茂である。

賀茂は、賀茂である。

賀茂葵は、賀茂葵である。

鴨合せは、鴨合せである。

鴨居は、鴨居である。

鴨居隠しは、鴨居隠しである。

鴨池は、鴨池である。

鴨居下は、鴨居下である。

加茂岩倉遺跡は、加茂岩倉遺跡である。

火網は、火網である。

蒲生は、蒲生である。

鵝毛は、鵝毛である。

蒲生氏郷は、蒲生氏郷である。

蒲生君平は、蒲生君平である。

氈瓜は、氈瓜である。

鴨柄は、鴨柄である。

鴨枝は、鴨枝である。

カモエンスは、カモエンスである。

かもかくもは、かもかくもである。

鴨型飛行機は、鴨型飛行機である。

賀茂楓は、賀茂楓である。



加茂紙は、加茂紙である。

かもかもは、かもかもである。

鴨茅は、鴨茅である。

賀茂川は、賀茂川である。

加茂川は、加茂川である。

鴨川は、鴨川である。

鴨川踊は、鴨川踊である。

鴨川染は、鴨川染である。

賀茂川人形は、賀茂川人形である。

鴨河原毛は、鴨河原毛である。

科目は、科目である。

寡黙は、寡黙である。

課目は、課目である。

鴨沓は、鴨沓である。

鴨毛は、鴨毛である。

鴨毛の車は、鴨毛の車である。

加茂湖は、加茂湖である。

賀茂侍は、賀茂侍である。

か文字は、か文字である。

髪文字は、髪文字である。

髢は、髢である。

氈鹿織は、氈鹿織である。

髢掛は、髢掛である。

髢草は、髢草である。

醸し出すは、醸し出すである。

鴨じものは、鴨じものである。

賀茂衆は、賀茂衆である。

かも知れないは、かも知れないである。

賀茂神社は、賀茂神社である。

醸すは、醸すである。

加茂季鷹は、加茂季鷹である。

神魂神社は、神魂神社である。

賀茂建角身命は、賀茂建角身命である。

鴨武津身命は、鴨武津身命である。

鹿持は、鹿持である。

鹿持雅澄は、鹿持雅澄である。

貨物駅は、貨物駅である。

鴨着く島は、鴨着く島である。

貨物自動車は、貨物自動車である。

貨物船は、貨物船である。

貨物引換証は、貨物引換証である。

貨物列車は、貨物列車である。

鴨鳥は、鴨鳥である。

がもなは、がもなである。

鴨南蛮は、鴨南蛮である。

鴨葱は、鴨葱である。



が物は、が物である。

賀茂の足揃えは、賀茂の足揃えである。

賀茂の斎は、賀茂の斎である。

鴨の入首は、鴨の入首である。

賀茂の国祭は、賀茂の国祭である。

賀茂の競馬は、賀茂の競馬である。

鴨の騒立は、鴨の騒立である。

鴨長明は、鴨長明である。

鴨嘴は、鴨嘴である。

賀茂の祭は、賀茂の祭である。

賀茂真淵は、賀茂真淵である。

賀茂の御生は、賀茂の御生である。

賀茂の臨時祭は、賀茂の臨時祭である。

ガモフは、ガモフである。

カモフラージュは、カモフラージュである。

賀茂祭は、賀茂祭である。

カモミールは、カモミールである。

賀茂御祖神社は、賀茂御祖神社である。

かもめは、かもめである。

鴎尻は、鴎尻である。

鴎髱は、鴎髱である。

鴎蔓は、鴎蔓である。

鴎のジョナサンは、鴎のジョナサンである。

賀茂詣では、賀茂詣でである。

がもやは、がもやである。

がもよは、がもよである。

掃部司は、掃部司である。

賀茂流は、賀茂流である。

鴨猟は、鴨猟である。

かもるは、かもるである。

賀茂別雷神社は、賀茂別雷神社である。

賀茂別雷命は、賀茂別雷命である。

下問は、下問である。

火門は、火門である。

花紋は、花紋である。

科文は、科文である。

家門は、家門である。

家紋は、家紋である。

勘文は、勘文である。

渦紋は、渦紋である。

か文は、か文である。

牙門は、牙門である。

衙門は、衙門である。

カモンイスは、カモンイスである。

掃部頭は、掃部頭である。

茅は、茅である。



榧は、榧である。

加舎は、加舎である。

伽耶は、伽耶である。

蚊屋は、蚊屋である。

賀陽は、賀陽である。

かやは、かやである。

がやは、がやである。

ガヤは、ガヤである。

榧飴は、榧飴である。

高陽院は、高陽院である。

蚊屋売は、蚊屋売である。

茅負は、茅負である。

茅垣は、茅垣である。

茅が軒は、茅が軒である。

がやがやは、がやがやである。

家焼きは、家焼きである。

伽や琴は、伽や琴である。

火薬は、火薬である。

加役は、加役である。

加薬は、加薬である。

可約は、可約である。

加薬饂飩は、加薬饂飩である。

かやくきは、かやくきである。

茅潜りは、茅潜りである。

火薬庫は、火薬庫である。

加薬飯は、加薬飯である。

伽耶山は、伽耶山である。

蚊屋地は、蚊屋地である。

蚊帳地は、蚊帳地である。

加舎白雄は、加舎白雄である。

茅尻は、茅尻である。

か易しは、か易しである。

彼奴は、彼奴である。

カヤックは、カヤックである。

蚊屋吊草は、蚊屋吊草である。

莎草は、莎草である。

莎草科は、莎草科である。

榧寺は、榧寺である。

茅戸は、茅戸である。

茅根は、茅根である。

萱鼠は、萱鼠である。

茅野は、茅野である。

榧の油は、榧の油である。

賀陽院水閣歌合は、賀陽院水閣歌合である。

蚊帳の外は、蚊帳の外である。

賀陽豊年は、賀陽豊年である。



賀陽宮は、賀陽宮である。

茅場は、茅場である。

茅場町は、茅場町である。

茅場町の夕薬師は、茅場町の夕薬師である。

茅原は、茅原である。

茅生は、茅生である。

茅葺きは、茅葺きである。

萱札は、萱札である。

カヤプテは、カヤプテである。

茅船は、茅船である。

萱船は、萱船である。

茅枕は、茅枕である。

蚊帳待ちは、蚊帳待ちである。

榧味噌は、榧味噌である。

茅門は、茅門である。

萱門は、萱門である。

茅屋は、茅屋である。

蚊遣りは、蚊遣りである。

蚊遣り木は、蚊遣り木である。

蚊遣り香は、蚊遣り香である。

蚊遣り線香は、蚊遣り線香である。

蚊遣り火は、蚊遣り火である。

蚊遣り火のは、蚊遣り火のである。

花油は、花油である。

換ゆは、換ゆである。

変ゆは、変ゆである。

可融は、可融である。

通ふは、通ふである。

臥遊は、臥遊である。

雅遊は、雅遊である。

過融解は、過融解である。

可融合金は、可融合金である。

仮雄蕊は、仮雄蕊である。

粥占の神事は、粥占の神事である。

粥掻き棒は、粥掻き棒である。

粥杖は、粥杖である。

粥の木は、粥の木である。

粥柱は、粥柱である。

粥腹は、粥腹である。

カユプットは、カユプットである。

痒みは、痒みである。

痒み止めは、痒み止めである。

過誉は、過誉である。

駕輿は、駕輿である。

通いは、通いである。

通い商いは、通い商いである。



通ひ男は、通ひ男である。

通ひ女は、通ひ女である。

通い口は、通い口である。

通ひ車は、通ひ車である。

通い稽古は、通い稽古である。

通小町は、通小町である。

通い路は、通い路である。

通衆は、通衆である。

通樽は、通樽である。

通い帳は、通い帳である。

通い勤めは、通い勤めである。

通い詰めは、通い詰めである。

通い詰めるは、通い詰めるである。

通箱は、通箱である。

通い船は、通い船である。

通盆は、通盆である。

通ひ窓は、通ひ窓である。

斯様は、斯様である。

火曜は、火曜である。

加養は、加養である。

可溶は、可溶である。

仮葉は、仮葉である。

花葉は、花葉である。

花様は、花様である。

佳容は、佳容である。

哥窯は、哥窯である。

荷用は、荷用である。

加用は、加用である。

荷葉は、荷葉である。

歌謡は、歌謡である。

通うは、通うである。

可溶化は、可溶化である。

通ふ神は、通ふ神である。

歌謡曲は、歌謡曲である。

歌謡形式は、歌謡形式である。

画用紙は、画用紙である。

可溶性は、可溶性である。

嘉陽門は、嘉陽門である。

寡欲は、寡欲である。

我欲は、我欲である。

嘉峪関は、嘉峪関である。

蚊除けは、蚊除けである。

駕輿丁は、駕輿丁である。

駕輿丁座は、駕輿丁座である。

か寄りかく寄るは、か寄りかく寄るである。

か寄るは、か寄るである。



か弱いは、か弱いである。

通はくは、通はくである。

通わすは、通わすである。

通わせ文は、通わせ文である。

空は、空である。

虚は、虚である。

故は、故である。

枯は、枯である。

涸は、涸である。

乾は、乾である。

幹は、幹である。

韓は、韓である。

唐は、唐である。

漢は、漢である。

加羅は、加羅である。

果らは、果らである。

掛絡は、掛絡である。

掛落は、掛落である。

掛羅は、掛羅である。

からは、からである。

がらは、がらである。

カラーは、カラーである。

韓藍は、韓藍である。

カラー映画は、カラー映画である。

唐葵は、唐葵である。

蜀葵は、蜀葵である。

がら空きは、がら空きである。

がら明きは、がら明きである。

空揚げは、空揚げである。

カラーコンディショニングは、カラーコンディショニングである。

カラアザールは、カラアザールである。

空足は、空足である。

カラー写真は、カラー写真である。

カラー受像管は、カラー受像管である。

カラースキャナーは、カラースキャナーである。

カラーチャートは、カラーチャートである。

カラーテレビは、カラーテレビである。

カラーネガフィルムは、カラーネガフィルムである。

カラーフィルムは、カラーフィルムである。

カラープリントは、カラープリントである。

唐綾は、唐綾である。

唐綾縅は、唐綾縅である。

カラーリバーサルフィルムは、カラーリバーサルフィルムである。

柄合せは、柄合せである。

柄井は、柄井である。

涸井は、涸井である。



渦雷は、渦雷である。

辛いは、辛いである。

空生けは、空生けである。

空活けは、空活けである。

唐居敷は、唐居敷である。

柄井川柳は、柄井川柳である。

空板は、空板である。

唐糸は、唐糸である。

可良糸は、可良糸である。

唐糸織は、唐糸織である。

可良糸織は、可良糸織である。

唐糸草は、唐糸草である。

唐犬は、唐犬である。

空威張りは、空威張りである。

唐薯は、唐薯である。

乾煎りは、乾煎りである。

殻煎りは、殻煎りである。

カラヴァッジオは、カラヴァッジオである。

唐臼は、唐臼である。

碓は、碓である。

唐櫃は、唐櫃である。

唐臼拍子は、唐臼拍子である。

空嘘は、空嘘である。

唐歌は、唐歌である。

唐打は、唐打である。

空馬は、空馬である。

唐馬は、唐馬である。

唐梅は、唐梅である。

空売りは、空売りである。

唐瓜は、唐瓜である。

唐荏は、唐荏である。

唐絵は、唐絵である。

空嘔は、空嘔である。

枯枝は、枯枝である。

唐蓬は、唐蓬である。

枯荻は、枯荻である。

空送りは、空送りである。

空オケは、空オケである。

馭戎慨言は、馭戎慨言である。

空押しは、空押しである。

唐帯は、唐帯である。

唐織は、唐織である。

唐織錦は、唐織錦である。

唐織物は、唐織物である。

空女は、空女である。

からがは、からがである。



空買いは、空買いである。

からかうは、からかうである。

唐墻は、唐墻である。

韓垣は、韓垣である。

鉤匙は、鉤匙である。

傘一本は、傘一本である。

傘灸は、傘灸である。

傘後光は、傘後光である。

傘茸は、傘茸である。

傘亭は、傘亭である。

傘火は、傘火である。

傘松は、傘松である。

傘連判は、傘連判である。

唐楫は、唐楫である。

カラカスは、カラカスである。

空風は、空風である。

乾風は、乾風である。

韓鍛冶は、韓鍛冶である。

唐金は、唐金である。

空株は、空株である。

唐紙は、唐紙である。

韓神は、韓神である。

唐紙師は、唐紙師である。

唐紙障子は、唐紙障子である。

からからは、からからである。

カラカラは、カラカラである。

辛辛は、辛辛である。

がらがらは、がらがらである。

がらがら煎餅は、がらがら煎餅である。

がらがら蛇は、がらがら蛇である。

絡がるは、絡がるである。

辛がるは、辛がるである。

辛皮は、辛皮である。

唐皮は、唐皮である。

唐革は、唐革である。

唐革小笠は、唐革小笠である。

辛皮漬は、辛皮漬である。

辛皮流しは、辛皮流しである。

枯木は、枯木である。

唐木は、唐木である。

唐木細工は、唐木細工である。

からきしは、からきしである。

カラキタイは、カラキタイである。

空木建ては、空木建てである。

唐衣は、唐衣である。

唐絹は、唐絹である。



辛き目は、辛き目である。

からきりは、からきりである。

花洛は、花洛である。

華洛は、華洛である。

和楽は、和楽である。

絡ぐは、絡ぐである。

枯草は、枯草である。

唐草は、唐草である。

唐草瓦は、唐草瓦である。

唐草模様は、唐草模様である。

唐櫛は、唐櫛である。

空鬮は、空鬮である。

空籤は、空籤である。

唐櫛笥は、唐櫛笥である。

厳器は、厳器である。

辛くしては、辛くしてである。

空崩れは、空崩れである。

がらくたは、がらくたである。

我楽多文庫は、我楽多文庫である。

唐果物は、唐果物である。

唐菓子は、唐菓子である。

がらくた物は、がらくた物である。

辛口は、辛口である。

ガラクトースは、ガラクトースである。

唐国は、唐国である。

韓国は、韓国である。

韓国岳は、韓国岳である。

唐国のは、唐国のである。

韓国のは、韓国のである。

唐組は、唐組である。

絡組むは、絡組むである。

カラクム砂漠は、カラクム砂漠である。

辛くもは、辛くもである。

唐鞍は、唐鞍である。

唐鞍轡は、唐鞍轡である。

絡繰は、絡繰である。

機関は、機関である。

からくり儀右衛門は、からくり儀右衛門である。

絡繰仕掛は、絡繰仕掛である。

絡繰芝居は、絡繰芝居である。

絡繰身上は、絡繰身上である。

絡繰灯籠は、絡繰灯籠である。

絡繰人形は、絡繰人形である。

絡繰的は、絡繰的である。

絡繰眼鏡は、絡繰眼鏡である。

絡繰屋は、絡繰屋である。



絡繰るは、絡繰るである。

空車は、空車である。

唐車は、唐車である。

韓紅は、韓紅である。

唐桑は、唐桑である。

絡げは、絡げである。

紮げは、紮げである。

紮げ編みは、紮げ編みである。

空景気は、空景気である。

絡げ緒は、絡げ緒である。

空穴は、空穴である。

絡げ付けるは、絡げ付けるである。

絡げ縄は、絡げ縄である。

絡げ縫いは、絡げ縫いである。

絡げ紐は、絡げ紐である。

絡げるは、絡げるである。

紮げるは、紮げるである。

空元気は、空元気である。

空子は、空子である。

唐子は、唐子である。

殻粉は、殻粉である。

韓子は、韓子である。

絡海鼠は、絡海鼠である。

ガラゴは、ガラゴである。

唐古遺跡は、唐古遺跡である。

枯声は、枯声である。

嗄声は、嗄声である。

漢音は、漢音である。

唐子踊は、唐子踊である。

漢心は、漢心である。

漢意は、漢意である。

空小札は、空小札である。

唐言は、唐言である。

唐琴は、唐琴である。

唐語は、唐語である。

韓語は、韓語である。

唐子人形は、唐子人形である。

唐子髷は、唐子髷である。

唐薦は、唐薦である。

韓薦は、韓薦である。

カラコルムは、カラコルムである。

からころは、からころである。

韓衣は、韓衣である。

唐衣橘洲は、唐衣橘洲である。

ガラコンサートは、ガラコンサートである。

カラザは、カラザである。



ガラサは、ガラサである。

漢才は、漢才である。

唐棹は、唐棹である。

連枷は、連枷である。

唐棹歌は、唐棹歌である。

唐棹投げは、唐棹投げである。

唐崎は、唐崎である。

辛崎は、辛崎である。

苦酒は、苦酒である。

空酒は、空酒である。

乾鮭は、乾鮭である。

乾鮭色は、乾鮭色である。

空緡は、空緡である。

からさぶは、からさぶである。

唐様は、唐様である。

涸沢は、涸沢である。

空騒ぎは、空騒ぎである。

涸沢岳は、涸沢岳である。

唐沢山は、唐沢山である。

唐沢山神社は、唐沢山神社である。

空算は、空算である。

唐三界は、唐三界である。

辛しは、辛しである。

鹹しは、鹹しである。

芥子和えは、芥子和えである。

カラジウムは、カラジウムである。

鹹塩は、鹹塩である。

唐獅子は、唐獅子である。

殻蜆は、殻蜆である。

芥子酢は、芥子酢である。

芥子酢味噌は、芥子酢味噌である。

芥子漬は、芥子漬である。

からしては、からしてである。

芥子菜は、芥子菜である。

芥菜は、芥菜である。

ガラシヤは、ガラシヤである。

空洒落は、空洒落である。

芥子油は、芥子油である。

空出張は、空出張である。

唐装束は、唐装束である。

軽尻は、軽尻である。

空尻は、空尻である。

空汁は、空汁である。

雪花菜汁は、雪花菜汁である。

豆滓汁は、豆滓汁である。

殻汁は、殻汁である。



芥子蓮根は、芥子蓮根である。

烏は、烏である。

鴉は、鴉である。

皆素は、皆素である。

カラスは、カラスである。

枯らすは、枯らすである。

涸らすは、涸らすである。

嗄らすは、嗄らすである。

ガラスは、ガラスである。

烏揚羽は、烏揚羽である。

烏石は、烏石である。

硝子板は、硝子板である。

ガラスウールは、ガラスウールである。

硝子写しは、硝子写しである。

烏占は、烏占である。

烏瓜は、烏瓜である。

硝子絵は、硝子絵である。

烏扇は、烏扇である。

烏威しは、烏威しである。

烏貝は、烏貝である。

蚌は、蚌である。

烏頭は、烏頭である。

烏金は、烏金である。

烏紙は、烏紙である。

硝子紙は、硝子紙である。

烏勘左衛門は、烏勘左衛門である。

唐鋤は、唐鋤である。

犂は、犂である。

唐鋤星は、唐鋤星である。

犂星は、犂星である。

硝子切りは、硝子切りである。

烏口は、烏口である。

烏黒は、烏黒である。

烏座は、烏座である。

烏山椒は、烏山椒である。

硝子質は、硝子質である。

硝子鐘は、硝子鐘である。

硝子障子は、硝子障子である。

硝子繊維は、硝子繊維である。

烏染は、烏染である。

硝子体は、硝子体である。

烏棚は、烏棚である。

ガラス電極は、ガラス電極である。

烏天狗は、烏天狗である。

硝子戸は、硝子戸である。

烏飛びは、烏飛びである。



烏鳶は、烏鳶である。

転筋は、転筋である。

烏鳴きは、烏鳴きである。

空臑は、空臑である。

烏の足跡は、烏の足跡である。

烏の印は、烏の印である。

烏野豌豆は、烏野豌豆である。

烏の灸は、烏の灸である。

ガラスの動物園は、ガラスの動物園である。

烏の濡羽色は、烏の濡羽色である。

烏羽は、烏羽である。

烏羽色は、烏羽色である。

烏鳩は、烏鳩である。

硝子張りは、硝子張りである。

烏柄杓は、烏柄杓である。

がらすひばあは、がらすひばあである。

硝子瓶は、硝子瓶である。

烏笛は、烏笛である。

ガラスブロックは、ガラスブロックである。

烏蛇は、烏蛇である。

硝子窓は、硝子窓である。

烏丸は、烏丸である。

烏丸殿は、烏丸殿である。

烏丸蒔絵は、烏丸蒔絵である。

烏丸光広は、烏丸光広である。

唐墨は、唐墨である。

から子は、から子である。

から子酢は、から子酢である。

烏麦は、烏麦である。

硝子綿は、硝子綿である。

空摺は、空摺である。

空贅は、空贅である。

空誓文は、空誓文である。

空咳は、空咳である。

乾咳は、乾咳である。

空世辞は、空世辞である。

枯山水は、枯山水である。

空相場は、空相場である。

柄染は、柄染である。

体は、体である。

空大名は、空大名である。

空焚きは、空焚きである。

幹竹は、幹竹である。

漢竹は、漢竹である。

唐竹は、唐竹である。

幹竹割りは、幹竹割りである。



体倒しは、体倒しである。

枳は、枳である。

枸橘は、枸橘である。

枳殻は、枳殻である。

唐大刀は、唐大刀である。

唐橘は、唐橘である。

体付きは、体付きである。

辛蓼は、辛蓼である。

唐玉は、唐玉である。

カラチは、カラチである。

乾乳は、乾乳である。

空茶は、空茶である。

枯茶は、枯茶である。

唐茶は、唐茶である。

唐蝶は、唐蝶である。

空手水は、空手水である。

唐津は、唐津である。

空遣いは、空遣いである。

空っ風は、空っ風である。

乾っ風は、乾っ風である。

からっきしは、からっきしである。

からっきりは、からっきりである。

からつくは、からつくである。

がらつくは、がらつくである。

唐作りは、唐作りである。

鹹漬は、鹹漬である。

空っ穴は、空っ穴である。

カラッチは、カラッチである。

空筒は、空筒である。

カラットは、カラットである。

からっとは、からっとである。

カラッパは、カラッパである。

空唾は、空唾である。

がらっぱちは、がらっぱちである。

空っ腹は、空っ腹である。

空っ下手は、空っ下手である。

空っぽは、空っぽである。

空積みは、空積みである。

唐津物は、唐津物である。

唐津屋は、唐津屋である。

唐津焼は、唐津焼である。

空梅雨は、空梅雨である。

乾梅雨は、乾梅雨である。

空釣は、空釣である。

空釣延縄は、空釣延縄である。

空手は、空手である。



唐手は、唐手である。

カラテアは、カラテアである。

カラディウムは、カラディウムである。

カラテオドリは、カラテオドリである。

空手形は、空手形である。

空鉄砲は、空鉄砲である。

ガラテヤは、ガラテヤである。

ガラテヤ書は、ガラテヤ書である。

ガラテヤ人への手紙は、ガラテヤ人への手紙である。

唐天竺は、唐天竺である。

唐戸は、唐戸である。

辛党は、辛党である。

空胴は、空胴である。

唐綴じは、唐綴じである。

空葬は、空葬である。

唐鳥は、唐鳥である。

唐鳥の跡は、唐鳥の跡である。

空取引は、空取引である。

辛菜は、辛菜である。

唐名は、唐名である。

ガラナは、ガラナである。

唐梨は、唐梨である。

唐棗は、唐棗である。

唐撫子は、唐撫子である。

空荷は、空荷である。

鹹煮は、鹹煮である。

からには、からにである。

唐錦は、唐錦である。

唐錦縅は、唐錦縅である。

唐縫いは、唐縫いである。

唐猫は、唐猫である。

空念仏は、空念仏である。

枯野は、枯野である。

唐の犬は、唐の犬である。

唐の薄物は、唐の薄物である。

唐の御衣は、唐の御衣である。

唐の鏡は、唐の鏡である。

唐の頭は、唐の頭である。

唐の紙は、唐の紙である。

韓神祭は、韓神祭である。

唐の綺は、唐の綺である。

唐の小紋は、唐の小紋である。

唐の正月は、唐の正月である。

唐の浮線綾は、唐の浮線綾である。

唐の船は、唐の船である。

辛の水は、辛の水である。



唐の横町は、唐の横町である。

枯葉は、枯葉である。

カラパは、カラパである。

空売買は、空売買である。

柄秤は、柄秤である。

権衡は、権衡である。

唐秤は、唐秤である。

空脛は、空脛である。

唐萩は、唐萩である。

唐箱は、唐箱である。

空箱は、空箱である。

ガラパゴス諸島は、ガラパゴス諸島である。

空鋏は、空鋏である。

唐橋は、唐橋である。

呉茱萸は、呉茱萸である。

カラバッジョは、カラバッジョである。

唐鳩は、唐鳩である。

唐花は、唐花である。

唐花草は、唐花草である。

唐破風は、唐破風である。

カラハリは、カラハリである。

加剌抜児豆は、加剌抜児豆である。

カラハンは、カラハンである。

カラバンは、カラバンである。

カラハン朝は、カラハン朝である。

唐庇は、唐庇である。

唐庇の車は、唐庇の車である。

屍櫃は、屍櫃である。

辛櫃は、辛櫃である。

韓櫃は、韓櫃である。

唐櫃奉行は、唐櫃奉行である。

韓人は、韓人である。

唐人は、唐人である。

カラビナは、カラビナである。

辛蒜は、辛蒜である。

乾びるは、乾びるである。

涸びるは、涸びるである。

枯びるは、枯びるである。

嗄びるは、嗄びるである。

唐鶸は、唐鶸である。

カラビンは、カラビンである。

乾ぶは、乾ぶである。

涸ぶは、涸ぶである。

枯ぶは、枯ぶである。

嗄ぶは、嗄ぶである。

唐風は、唐風である。



唐笛は、唐笛である。

乾拭きは、乾拭きである。

乾布巾は、乾布巾である。

唐総は、唐総である。

空札は、空札である。

樺太犬は、樺太犬である。

樺太玉は、樺太玉である。

樺太千島交換条約は、樺太千島交換条約である。

樺太鱒は、樺太鱒である。

樺太松は、樺太松である。

空船は、空船である。

唐船は、唐船である。

唐船奉行は、唐船奉行である。

漢書は、漢書である。

漢書読みは、漢書読みである。

空振りは、空振りである。

カラフルは、カラフルである。

空風呂は、空風呂である。

唐瓶子は、唐瓶子である。

空下手は、空下手である。

空返事は、空返事である。

枯穂は、枯穂である。

がら紡は、がら紡である。

カラホージョは、カラホージョである。

乾干しは、乾干しである。

カラホトは、カラホトである。

空堀は、空堀である。

カラマイは、カラマイである。

カラマーゾフの兄弟は、カラマーゾフの兄弟である。

絡巻は、絡巻である。

絡巻染は、絡巻染である。

唐巻染は、唐巻染である。

絡巻くは、絡巻くである。

絡ますは、絡ますである。

唐松は、唐松である。

落葉松は、落葉松である。

唐松草は、唐松草である。

唐学びは、唐学びである。

唐豆は、唐豆である。

絡まるは、絡まるである。

空回りは、空回りである。

絡みは、絡みである。

からみは、からみである。

辛みは、辛みである。

辛味は、辛味である。

空身は、空身である。



搦みは、搦みである。

絡み合うは、絡み合うである。

絡み上ぐは、絡み上ぐである。

絡み織は、絡み織である。

搦み織は、搦み織である。

辛味噌は、辛味噌である。

絡み付くは、絡み付くである。

絡み付けるは、絡み付けるである。

辛味餅は、辛味餅である。

絡むは、絡むである。

殻麦は、殻麦である。

苧は、苧である。

空蒸しは、空蒸しである。

カラムジーンは、カラムジーンである。

苧頭巾は、苧頭巾である。

唐棟は、唐棟である。

ガラムマサラは、ガラムマサラである。

辛目は、辛目である。

唐目は、唐目である。

からめかすは、からめかすである。

柄目木の火は、柄目木の火である。

からめくは、からめくである。

枯らめくは、枯らめくである。

唐めくは、唐めくである。

搦手は、搦手である。

搦め捕るは、搦め捕るである。

韓婦は、韓婦である。

カラメルは、カラメルである。

絡めるは、絡めるである。

搦めるは、搦めるである。

カラメル麦芽は、カラメル麦芽である。

唐文字は、唐文字である。

唐物は、唐物である。

乾物は、乾物である。

干物は、干物である。

柄物は、柄物である。

唐物商は、唐物商である。

唐物語は、唐物語である。

唐物点ては、唐物点てである。

唐物店は、唐物店である。

唐物の使は、唐物の使である。

唐物奉行は、唐物奉行である。

唐物屋は、唐物屋である。

唐桃は、唐桃である。

唐門は、唐門である。

唐屋形船は、唐屋形船である。



空約束は、空約束である。

韓奴は、韓奴である。

枯山は、枯山である。

カラヤンは、カラヤンである。

唐行きは、唐行きである。

柄行きは、柄行きである。

唐様書きは、唐様書きである。

唐様大刀は、唐様大刀である。

唐艾は、唐艾である。

がららは、がららである。

からりは、からりである。

がらりは、がらりである。

がらり板は、がらり板である。

カラリストは、カラリストである。

がらり戸は、がらり戸である。

駆られるは、駆られるである。

空艪は、空艪である。

唐艪は、唐艪である。

唐輪は、唐輪である。

夏卵は、夏卵である。

禍乱は、禍乱である。

鰕卵は、鰕卵である。

カランは、カランである。

がらんは、がらんである。

伽藍は、伽藍である。

カランコエは、カランコエである。

伽藍神は、伽藍神である。

伽藍石は、伽藍石である。

ガランタミンは、ガランタミンである。

伽藍鳥は、伽藍鳥である。

カランツは、カランツである。

ガランティンは、ガランティンである。

伽藍堂は、伽藍堂である。

がらんどうは、がらんどうである。

伽藍配置は、伽藍配置である。

がらんびしは、がらんびしである。

かりは、かりである。

刈りは、刈りである。

苅りは、苅りである。

借りは、借りである。

猟は、猟である。

狩は、狩である。

雁は、雁である。

下吏は、下吏である。

貨利は、貨利である。

カリは、カリである。



がりは、がりである。

許は、許である。

我利は、我利である。

ガリアは、ガリアである。

狩襖は、狩襖である。

刈り開くは、刈り開くである。

かり上ぐは、かり上ぐである。

刈上げは、刈上げである。

刈揚げは、刈揚げである。

借上げは、借上げである。

刈り上げるは、刈り上げるである。

借り上げるは、借り上げるである。

ガリア戦記は、ガリア戦記である。

カリアチードは、カリアチードである。

駆り集めるは、駆り集めるである。

刈跡は、刈跡である。

カリアリは、カリアリである。

ガリーは、ガリーである。

仮家は、仮家である。

借家は、借家である。

仮庵は、仮庵である。

仮廬は、仮廬である。

仮庵の祭は、仮庵の祭である。

駆り出すは、駆り出すである。

狩り出すは、狩り出すである。

カリーニンは、カリーニンである。

カリーニングラードは、カリーニングラードである。

猟犬は、猟犬である。

借り答ひは、借り答ひである。

刈入れは、刈入れである。

借入れは、借入れである。

借入金は、借入金である。

借入資本は、借入資本である。

刈り入れるは、刈り入れるである。

借り入れるは、借り入れるである。

刈生は、刈生である。

ガリヴァーりょこうき旅行記は、ガリヴァーりょこうき旅行記である。

仮植えは、仮植えである。

借り受けるは、借り受けるである。

樗蒲は、樗蒲である。

駆り移すは、駆り移すである。

狩靫は、狩靫である。

狩空穂は、狩空穂である。

猟人は、猟人である。

狩人は、狩人である。

カリウムは、カリウムである。



ガリウムは、ガリウムである。

カリウムアルゴン法は、カリウムアルゴン法である。

ガリウム砒素は、ガリウム砒素である。

仮埋めは、仮埋めである。

カリエールは、カリエールである。

カリエスは、カリエスである。

加里塩は、加里塩である。

ガリオアは、ガリオアである。

刈小田は、刈小田である。

仮男は、仮男である。

仮親は、仮親である。

刈り飼ふは、刈り飼ふである。

借換えは、借換えである。

借換公債は、借換公債である。

借り換えるは、借り換えるである。

仮囲いは、仮囲いである。

借り貸しは、借り貸しである。

借方は、借方である。

狩勝峠は、狩勝峠である。

カリカチュアは、カリカチュアである。

カリカチュールは、カリカチュールである。

カリカットは、カリカットである。

かり活用は、かり活用である。

ガリカニズムは、ガリカニズムである。

雁が音は、雁が音である。

雁金は、雁金である。

雁金五人男は、雁金五人男である。

雁金草は、雁金草である。

雁点は、雁点である。

雁金菱は、雁金菱である。

雁額は、雁額である。

胛骨は、胛骨である。

刈株は、刈株である。

借株は、借株である。

仮株券は、仮株券である。

加里硝子は、加里硝子である。

かりかりは、かりかりである。

がりがりは、がりがりである。

我利我利は、我利我利である。

カリガリ博士は、カリガリ博士である。

我利我利亡者は、我利我利亡者である。

仮勘定は、仮勘定である。

刈葱は、刈葱である。

借着は、借着である。

仮議長は、仮議長である。

狩衣は、狩衣である。



狩衣装束は、狩衣装束である。

狩衣直衣は、狩衣直衣である。

狩衣袴は、狩衣袴である。

狩衣雛は、狩衣雛である。

カリキュラムは、カリキュラムである。

借り切るは、借り切るである。

刈杙は、刈杙である。

刈草地は、刈草地である。

借被下は、借被下である。

借り下すは、借り下すである。

仮首は、仮首である。

雁首は、雁首である。

狩倉は、狩倉である。

狩競は、狩競である。

狩り暮すは、狩り暮すである。

カリグラフィーは、カリグラフィーである。

狩り暮るは、狩り暮るである。

借券は、借券である。

仮元服は、仮元服である。

かり子は、かり子である。

狩子は、狩子である。

狩声は、狩声である。

借越は、借越である。

仮拵えは、仮拵えである。

仮御殿は、仮御殿である。

刈込みは、刈込みである。

狩込みは、狩込みである。

刈込み鋏は、刈込み鋏である。

刈込み物は、刈込み物である。

刈り込むは、刈り込むである。

刈菰は、刈菰である。

刈菰のは、刈菰のである。

仮小屋は、仮小屋である。

仮債券は、仮債券である。

仮差押えは、仮差押えである。

仮様は、仮様である。

仮鞘は、仮鞘である。

借字は、借字である。

刈しほは、刈しほである。

苅敷は、苅敷である。

刈り敷くは、刈り敷くである。

仮執行は、仮執行である。

仮執行の宣言は、仮執行の宣言である。

猟路の小野は、猟路の小野である。

刈標は、刈標である。

仮標は、仮標である。



仮釈放は、仮釈放である。

仮祝言は、仮祝言である。

仮住所は、仮住所である。

仮需給は、仮需給である。

仮出獄は、仮出獄である。

仮出所は、仮出所である。

仮出場は、仮出場である。

狩装束は、狩装束である。

仮条約は、仮条約である。

仮処分は、仮処分である。

カリスは、カリスである。

カリストは、カリストである。

カリスマは、カリスマである。

仮住いは、仮住いである。

借住いは、借住いである。

仮刷は、仮刷である。

仮製は、仮製である。

仮政府は、仮政府である。

仮製本は、仮製本である。

加里石鹸は、加里石鹸である。

仮遷宮は、仮遷宮である。

刈り除くは、刈り除くである。

仮初は、仮初である。

苟且は、苟且である。

仮初にもは、仮初にもである。

仮初人は、仮初人である。

仮初臥しは、仮初臥しである。

刈田は、刈田である。

カリダーデは、カリダーデである。

仮退院は、仮退院である。

仮逮捕状は、仮逮捕状である。

借り倒すは、借り倒すである。

刈高は、刈高である。

仮宅は、仮宅である。

借り出すは、借り出すである。

駆り立てるは、駆り立てるである。

借店は、借店である。

刈田狼藉は、刈田狼藉である。

借地は、借地である。

仮調印は、仮調印である。

加里長石は、加里長石である。

借賃は、借賃である。

課率は、課率である。

狩杖は、狩杖である。

駆り使ふは、駆り使ふである。

借次ぎは、借次ぎである。



借りっ放しは、借りっ放しである。

刈り集むは、刈り集むである。

かりては、かりてである。

刈り手は、刈り手である。

借り手は、借り手である。

訶梨帝母は、訶梨帝母である。

仮登記は、仮登記である。

仮投票は、仮投票である。

仮床は、仮床である。

仮綴じは、仮綴じである。

仮殿は、仮殿である。

権殿は、権殿である。

仮殿遷宮は、仮殿遷宮である。

刈取りは、刈取りである。

借り取りは、借り取りである。

刈取り機は、刈取り機である。

刈取り結束機は、刈取り結束機である。

刈り取るは、刈り取るである。

借名は、借名である。

仮には、仮にである。

カリニ肺炎は、カリニ肺炎である。

仮にもは、仮にもである。

狩場は、狩場である。

仮縫いは、仮縫いである。

借り主は、借り主である。

刈根は、刈根である。

仮寝は、仮寝である。

雁の池は、雁の池である。

仮の命は、仮の命である。

仮の憂き世は、仮の憂き世である。

仮の現は、仮の現である。

仮の親は、仮の親である。

雁の子は、雁の子である。

雁の琴柱は、雁の琴柱である。

仮の随身は、仮の随身である。

雁の玉章は、雁の玉章である。

雁の便りは、雁の便りである。

狩の使は、狩の使である。

雁の使は、雁の使である。

雁の伝は、雁の伝である。

雁の文は、雁の文である。

雁の間は、雁の間である。

仮の枕は、仮の枕である。

仮の物は、仮の物である。

仮の宿は、仮の宿である。

仮の世は、仮の世である。



猟場は、猟場である。

刈ばかは、刈ばかである。

狩袴は、狩袴である。

仮橋は、仮橋である。

カリパスは、カリパスである。

カリバダムは、カリバダムである。

雁鼻は、雁鼻である。

雁鼻の沓は、雁鼻の沓である。

仮花道は、仮花道である。

刈ばねは、刈ばねである。

狩場の雉は、狩場の雉である。

狩場の鳥は、狩場の鳥である。

刈り生やすは、刈り生やすである。

仮払いは、仮払いである。

刈払い機は、刈払い機である。

仮貼りは、仮貼りである。

がり張りは、がり張りである。

ガリバルディは、ガリバルディである。

がり版は、がり版である。

借り火は、借り火である。

雁菱は、雁菱である。

加里肥料は、加里肥料である。

カリフは、カリフである。

カリブーは、カリブーである。

カリフォルニアは、カリフォルニアである。

カリフォルニア工科大学は、カリフォルニア工科大学である。

カリフォルニア大学は、カリフォルニア大学である。

カリフォルニア半島は、カリフォルニア半島である。

カリブ海は、カリブ海である。

仮葺きは、仮葺きである。

刈り葺くは、刈り葺くである。

仮臥しは、仮臥しである。

仮普請は、仮普請である。

カリプソは、カリプソである。

カリフラワーは、カリフラワーである。

我利勉は、我利勉である。

刈穂は、刈穂である。

刈法師は、刈法師である。

仮繃帯所は、仮繃帯所である。

仮放免は、仮放免である。

狩鉾は、狩鉾である。

刈干切唄は、刈干切唄である。

刈り干すは、刈り干すである。

カリポス法は、カリポス法である。

カリホルニウムは、カリホルニウムである。

仮埋葬は、仮埋葬である。



仮枕は、仮枕である。

狩股は、狩股である。

雁股は、雁股である。

狩股の矢は、狩股の矢である。

カリマンタンは、カリマンタンである。

仮宮は、仮宮である。

仮免許は、仮免許である。

仮免状は、仮免状である。

かりもは、かりもである。

殯は、殯である。

借り物は、借り物である。

借物奉行は、借物奉行である。

駆り催すは、駆り催すである。

かりもりは、かりもりである。

刈谷は、刈谷である。

狩矢は、狩矢である。

狩谷は、狩谷である。

狩谷えき斎は、狩谷えき斎である。

下略は、下略である。

嘉暦は、嘉暦である。

仮役は、仮役である。

瓦礫は、瓦礫である。

仮約定は、仮約定である。

仮約束は、仮約束である。

仮櫓は、仮櫓である。

刈安は、刈安である。

青茅は、青茅である。

刈安染は、刈安染である。

仮宿は、仮宿である。

狩やなぐいは、狩やなぐいである。

狩山は、狩山である。

下流は、下流である。

加硫は、加硫である。

花柳は、花柳である。

河流は、河流である。

渦流は、渦流である。

顆粒は、顆粒である。

我流は、我流である。

画竜は、画竜である。

賀竜は、賀竜である。

花柳界は、花柳界である。

顆粒球は、顆粒球である。

加硫ゴムは、加硫ゴムである。

過硫酸は、過硫酸である。

花柳の巷は、花柳の巷である。

顆粒白血球は、顆粒白血球である。



花柳病は、花柳病である。

過慮は、過慮である。

下僚は、下僚である。

火竜は、火竜である。

加療は、加療である。

佳良は、佳良である。

河梁は、河梁である。

科料は、科料である。

家領は、家領である。

過料は、過料である。

訶陵は、訶陵である。

画料は、画料である。

臥竜は、臥竜である。

雅量は、雅量である。

仮養子は、仮養子である。

画竜点睛は、画竜点睛である。

臥竜梅は、臥竜梅である。

迦陵頻は、迦陵頻である。

迦陵頻伽は、迦陵頻伽である。

火力は、火力である。

夏緑樹林は、夏緑樹林である。

火力発電は、火力発電である。

カリヨンは、カリヨンである。

ガリラヤは、ガリラヤである。

借りるは、借りるである。

上るは、上るである。

ガリレイは、ガリレイである。

ガリレイ式望遠鏡は、ガリレイ式望遠鏡である。

ガリレイの相対性原理は、ガリレイの相対性原理である。

ガリレイ変換は、ガリレイ変換である。

ガリレオは、ガリレオである。

訶梨勒は、訶梨勒である。

仮枠は、仮枠である。

刈分けは、刈分けである。

刈分け小作は、刈分け小作である。

仮渡しは、仮渡しである。

下臨は、下臨である。

火輪は、火輪である。

花梨は、花梨である。

花櫚は、花櫚である。

榠りんは、榠りんである。

芽鱗は、芽鱗である。

花梨頭は、花梨頭である。

カリンガは、カリンガである。

過燐酸石灰は、過燐酸石灰である。

火輪車は、火輪車である。



火輪船は、火輪船である。

花林糖は、花林糖である。

軽は、軽である。

刈るは、刈るである。

苅るは、苅るである。

狩るは、狩るである。

猟るは、猟るである。

借るは、借るである。

涸るは、涸るである。

枯るは、枯るである。

嗄るは、嗄るである。

駆るは、駆るである。

駈るは、駈るである。

離るは、離るである。

着るは、着るである。

ガルは、ガルである。

がるは、がるである。

家累は、家累である。

軽いは、軽いである。

軽井沢は、軽井沢である。

軽石は、軽石である。

かるうは、かるうである。

ガルヴァーニは、ガルヴァーニである。

カルヴァンは、カルヴァンである。

カルヴァン主義は、カルヴァン主義である。

カルヴィーノは、カルヴィーノである。

カルヴィンは、カルヴィンである。

カルヴィン回路は、カルヴィン回路である。

カルーソーは、カルーソーである。

ガルーダは、ガルーダである。

かるかは、かるかである。

カルカッタは、カルカッタである。

軽鴨は、軽鴨である。

刈茅は、刈茅である。

刈草は、刈草である。

刈萱は、刈萱である。

苅萱は、苅萱である。

刈萱束子は、刈萱束子である。

苅萱堂は、苅萱堂である。

苅萱道心は、苅萱道心である。

苅萱桑門筑紫車榮は、苅萱桑門筑紫車榮である。

刈茅のは、刈茅のである。

かるがゆえには、かるがゆえにである。

カルガリーは、カルガリーである。

軽軽は、軽軽である。

軽軽しいは、軽軽しいである。



軽羹は、軽羹である。

ガルガンチュアは、ガルガンチュアである。

カルキは、カルキである。

カルキ流しは、カルキ流しである。

カルクは、カルクである。

カルク岩は、カルク岩である。

軽口は、軽口である。

軽口立ては、軽口立てである。

軽口話は、軽口話である。

カルケミッシュは、カルケミッシュである。

軽子は、軽子である。

軽籠は、軽籠である。

カルコは、カルコである。

軽子賃は、軽子賃である。

カルサイは、カルサイである。

カルサンは、カルサンである。

軽しは、軽しである。

ガルシアマルケスは、ガルシアマルケスである。

ガルシアロルカは、ガルシアロルカである。

カルシウムは、カルシウムである。

カルシウムシアナミドは、カルシウムシアナミドである。

カルシトニンは、カルシトニンである。

カルシフェロールは、カルシフェロールである。

ガルシンは、ガルシンである。

カルスは、カルスである。

カルストは、カルストである。

カルセオラリアは、カルセオラリアである。

ガルソンは、ガルソンである。

カルタは、カルタである。

ガルダは、ガルダである。

カルダーノは、カルダーノである。

伽留陀夷は、伽留陀夷である。

迦留陀夷は、迦留陀夷である。

カルタ会は、カルタ会である。

カルタゴは、カルタゴである。

カルタ取りは、カルタ取りである。

骨牌函は、骨牌函である。

骨牌結びは、骨牌結びである。

カルダモンは、カルダモンである。

カルタンは、カルタンである。

ガルダンは、ガルダンである。

カルダン台車は、カルダン台車である。

カルチエラタンは、カルチエラタンである。

カルチノイドは、カルチノイドである。

カルチベーターは、カルチベーターである。

カルチャーは、カルチャーである。



カルチャーショックは、カルチャーショックである。

カルチャーセンターは、カルチャーセンターである。

カルテは、カルテである。

カルデア人は、カルデア人である。

カルティエブレッソンは、カルティエブレッソンである。

カルディナルは、カルディナルである。

カルテットは、カルテットである。

カルデラは、カルデラである。

カルデラ湖は、カルデラ湖である。

カルテルは、カルテルである。

カルデロンデラ‐バルカは、カルデロンデラ‐バルカである。

カルトは、カルトである。

カルドゥッチは、カルドゥッチである。

カルト映画は、カルト映画である。

ガルドスは、ガルドスである。

カルトンは、カルトンである。

カルナップは、カルナップである。

カルナティックは、カルナティックである。

軽荷は、軽荷である。

カルネは、カルネである。

カルノーは、カルノーである。

カルノーサイクルは、カルノーサイクルである。

軽鳧の子は、軽鳧の子である。

軽はずみは、軽はずみである。

カルバゾールは、カルバゾールである。

カルパチアは、カルパチアである。

カルパッチオは、カルパッチオである。

カルバドスは、カルバドスである。

ガルバノメーターは、ガルバノメーターである。

カルバラーは、カルバラーである。

ガルバンソは、ガルバンソである。

カルビは、カルビである。

カルピーニは、カルピーニである。

カルピスは、カルピスである。

軽ぶは、軽ぶである。

ガルブレイスは、ガルブレイスである。

カルペンティエールは、カルペンティエールである。

ガルボは、ガルボである。

カルポーは、カルポーである。

カルボキシル基は、カルボキシル基である。

カルホスは、カルホスである。

カルボナードは、カルボナードである。

カルボナーラは、カルボナーラである。

カルボナリは、カルボナリである。

カルボニル基は、カルボニル基である。

カルボン酸は、カルボン酸である。



カルマは、カルマである。

カルマン渦は、カルマン渦である。

軽みは、軽みである。

カルミアは、カルミアである。

カルミナブラーナは、カルミナブラーナである。

カルミンは、カルミンである。

軽むは、軽むである。

軽目は、軽目である。

カルメは、カルメである。

軽目金は、軽目金である。

軽目墨は、軽目墨である。

軽目羽二重は、軽目羽二重である。

軽目焼は、軽目焼である。

カルメラは、カルメラである。

カルメルは、カルメルである。

カルメル会は、カルメル会である。

カルメンは、カルメンである。

刈藻は、刈藻である。

枯草掻くは、枯草掻くである。

カルモジュリンは、カルモジュリンである。

カルモチンは、カルモチンである。

軽物は、軽物である。

軽物蔵は、軽物蔵である。

軽やかは、軽やかである。

軽焼は、軽焼である。

軽焼煎餅は、軽焼煎餅である。

軽行きは、軽行きである。

迦楼羅は、迦楼羅である。

迦楼羅炎は、迦楼羅炎である。

軽らかは、軽らかである。

迦楼羅法は、迦楼羅法である。

カルルス泉塩は、カルルス泉塩である。

カルルス煎餅は、カルルス煎餅である。

カルルックは、カルルックである。

カルロヴィヴァリは、カルロヴィヴァリである。

軽業は、軽業である。

軽業師は、軽業師である。

軽業人形は、軽業人形である。

枯れは、枯れである。

涸れは、涸れである。

嗄れは、嗄れである。

がれは、がれである。

枯葦は、枯葦である。

枯蘆は、枯蘆である。

鰈は、鰈である。

餉は、餉である。



下隷は、下隷である。

加齢は、加齢である。

花れいは、花れいである。

佳麗は、佳麗である。

苛令は、苛令である。

家令は、家令である。

家例は、家例である。

家隷は、家隷である。

華麗は、華麗である。

遐齢は、遐齢である。

嘉礼は、嘉礼である。

嘉例は、嘉例である。

佳例は、佳例である。

嘉齢は、嘉齢である。

乾飯は、乾飯である。

過冷却は、過冷却である。

餉笥は、餉笥である。

餉付は、餉付である。

枯茨は、枯茨である。

枯色は、枯色である。

涸魚は、涸魚である。

カレーは、カレーである。

ガレーは、ガレーである。

カレー粉は、カレー粉である。

ガレージは、ガレージである。

ガレージセールは、ガレージセールである。

カレーズは、カレーズである。

カレードスコープは、カレードスコープである。

カレーライスは、カレーライスである。

枯尾花は、枯尾花である。

枯尾華は、枯尾華である。

ガレオンは、ガレオンである。

枯れ方は、枯れ方である。

離れ方は、離れ方である。

枯れ枯れは、枯れ枯れである。

涸れ涸れは、涸れ涸れである。

嗄れ嗄れは、嗄れ嗄れである。

離れ離れは、離れ離れである。

花暦学は、花暦学である。

枯菊は、枯菊である。

枯れ草は、枯れ草である。

嗄れ声は、嗄れ声である。

枯木立は、枯木立である。

彼此は、彼此である。

彼此屋は、彼此屋である。

彼氏は、彼氏である。



涸れ潮は、涸れ潮である。

枯芝は、枯芝である。

枯柴は、枯柴である。

枯薄は、枯薄である。

涸れ谷は、涸れ谷である。

苛烈は、苛烈である。

罅裂は、罅裂である。

カレツキは、カレツキである。

カレッジは、カレッジである。

枯蔦は、枯蔦である。

カレドニア造山運動は、カレドニア造山運動である。

カレドニアンは、カレドニアンである。

離れなでは、離れなでである。

枯れ残るは、枯れ残るである。

ガレノスは、ガレノスである。

枯野原は、枯野原である。

枯れ葉は、枯れ葉である。

がれ場は、がれ場である。

枯葉蛾は、枯葉蛾である。

枯葉剤は、枯葉剤である。

枯芭蕉は、枯芭蕉である。

枯蓮は、枯蓮である。

彼は誰そ時は、彼は誰そ時である。

離れ果つは、離れ果つである。

枯れ果てるは、枯れ果てるである。

枯ればむは、枯ればむである。

嗄ればむは、嗄ればむである。

枯生は、枯生である。

枯葎は、枯葎である。

離れ様は、離れ様である。

彼等は、彼等である。

カレリアは、カレリアである。

ガレリーは、ガレリーである。

涸れるは、涸れるである。

枯れるは、枯れるである。

カレル大学は、カレル大学である。

枯れ渡るは、枯れ渡るである。

カレワラは、カレワラである。

可憐は、可憐である。

カレンズは、カレンズである。

カレン族は、カレン族である。

カレンダーは、カレンダーである。

苛斂誅求は、苛斂誅求である。

カレントは、カレントである。

カレントトピックスは、カレントトピックスである。

カレントニュースは、カレントニュースである。



火炉は、火炉である。

貨賂は、貨賂である。

蝸廬は、蝸廬である。

ガロア虫は、ガロア虫である。

花郎は、花郎である。

家老は、家老である。

過労は、過労である。

かろうは、かろうである。

画廊は、画廊である。

画楼は、画楼である。

哥老会は、哥老会である。

家老格は、家老格である。

過労死は、過労死である。

辛うじては、辛うじてである。

家老並は、家老並である。

家老列は、家老列である。

軽軽しは、軽軽しである。

下路橋は、下路橋である。

加禄は、加禄である。

家禄は、家禄である。

嘉禄は、嘉禄である。

瓜呂根は、瓜呂根である。

カロザースは、カロザースである。

軽しめるは、軽しめるである。

カロチンは、カロチンである。

カロッサは、カロッサである。

ガロップは、ガロップである。

カロテノイドは、カロテノイドである。

カロテンは、カロテンである。

夏炉冬扇は、夏炉冬扇である。

軽びやかは、軽びやかである。

カロメルは、カロメルである。

カロメル電極は、カロメル電極である。

カロリーは、カロリーである。

カロリメーターは、カロリメーターである。

カロリング朝は、カロリング朝である。

カロリン諸島は、カロリン諸島である。

カロルは、カロルである。

軽ろかは、軽ろかである。

ガロワは、ガロワである。

歌論は、歌論である。

カロンは、カロンである。

画論は、画論である。

ガロンは、ガロンである。

軽んじるは、軽んじるである。

軽んずるは、軽んずるである。



ガロンヌは、ガロンヌである。

かわは、かわである。

川は、川である。

皮は、皮である。

側は、側である。

佳話は、佳話である。

歌話は、歌話である。

ガワーは、ガワーである。

川合いは、川合いである。

川明りは、川明りである。

川明きは、川明きである。

川揚げは、川揚げである。

川揚げ水は、川揚げ水である。

川揚げ用水は、川揚げ用水である。

川遊びは、川遊びである。

皮厚は、皮厚である。

カワードは、カワードである。

川浴みは、川浴みである。

川浴むは、川浴むである。

川嵐は、川嵐である。

川合は、川合である。

河井は、河井である。

河合は、河合である。

河淮は、河淮である。

かわいは、かわいである。

かわいいは、かわいいである。

河合栄治郎は、河合栄治郎である。

河合乙州は、河合乙州である。

かわいがるは、かわいがるである。

河井寛次郎は、河井寛次郎である。

川合玉堂は、川合玉堂である。

かわいげは、かわいげである。

かわいさは、かわいさである。

河井酔茗は、河井酔茗である。

かわいそうは、かわいそうである。

河合曾良は、河合曾良である。

河合武雄は、河合武雄である。

河井継之助は、河井継之助である。

かわいらしいは、かわいらしいである。

川入りは、川入りである。

皮熬りは、皮熬りである。

河井流は、河井流である。

河海豚は、河海豚である。

革色は、革色である。

川魚は、川魚である。

皮薄は、皮薄である。



川獺は、川獺である。

獺は、獺である。

川獺の祭は、川獺の祭である。

革箙は、革箙である。

革緒は、革緒である。

川長は、川長である。

熟皮は、熟皮である。

川遠は、川遠である。

川音は、川音である。

革縅は、革縅である。

革緒の太刀は、革緒の太刀である。

川颪は、川颪である。

皮買おうは、皮買おうである。

川欠引は、川欠引である。

かわかしは、かわかしである。

川鰍は、川鰍である。

河膳は、河膳である。

かわかすは、かわかすである。

乾かすは、乾かすである。

川風は、川風である。

革刀は、革刀である。

皮金は、皮金である。

皮被りは、皮被りである。

川上は、川上である。

川神は、川神である。

川上音二郎は、川上音二郎である。

川上貞奴は、川上貞奴である。

河上丈太郎は、河上丈太郎である。

河上神社は、河上神社である。

川上澄生は、川上澄生である。

川上操六は、川上操六である。

川上冬崖は、川上冬崖である。

川上梟帥は、川上梟帥である。

河上肇は、河上肇である。

川上眉山は、川上眉山である。

川上不白は、川上不白である。

川亀は、川亀である。

川柄は、川柄である。

河烏は、河烏である。

川狩は、川狩である。

乾きは、乾きである。

渇きは、渇きである。

川雉子は、川雉子である。

川岸は、川岸である。

乾砂子は、乾砂子である。

川喜多は、川喜多である。



川喜多長政は、川喜多長政である。

皮衣は、皮衣である。

乾きの病は、乾きの病である。

乾き物は、乾き物である。

皮切りは、皮切りである。

川霧は、川霧である。

飼はくは、飼はくである。

かわくは、かわくである。

乾くは、乾くである。

渇くは、渇くである。

革具は、革具である。

革ぐくみは、革ぐくみである。

皮鯨は、皮鯨である。

河薬は、河薬である。

革具足は、革具足である。

川下りは、川下りである。

川口は、川口である。

河口慧海は、河口慧海である。

河口湖は、河口湖である。

川口松太郎は、川口松太郎である。

皮靴は、皮靴である。

革靴は、革靴である。

川隈は、川隈である。

川隈葛は、川隈葛である。

川蜘蛛は、川蜘蛛である。

かわ翅は、かわ翅である。

皮籠は、皮籠である。

革籠は、革籠である。

革鯉は、革鯉である。

皮籠馬は、皮籠馬である。

川越は、川越である。

川越芋は、川越芋である。

川越城は、川越城である。

川越斜子は、川越斜子である。

川越平は、川越平である。

川苔草は、川苔草である。

川御座は、川御座である。

革小札は、革小札である。

川御座船は、川御座船である。

川越しは、川越しである。

川越し人足は、川越し人足である。

川垢離は、川垢離である。

裘は、裘である。

皮細工は、皮細工である。

革細工は、革細工である。

川崎は、川崎である。



川崎音頭は、川崎音頭である。

川崎九淵は、川崎九淵である。

川崎大師は、川崎大師である。

川崎病は、川崎病である。

川崎船は、川崎船である。

川浚えは、川浚えである。

川浚え冥加金は、川浚え冥加金である。

皮算用は、皮算用である。

為替は、為替である。

川路は、川路である。

がわしいは、がわしいである。

川治温泉は、川治温泉である。

川敷は、川敷である。

為替銀は、為替銀である。

川路聖謨は、川路聖謨である。

川路利良は、川路利良である。

川島は、川島である。

川島甚兵衛は、川島甚兵衛である。

川島武宜は、川島武宜である。

川島皇子は、川島皇子である。

川下は、川下である。

革ジャンは、革ジャンである。

側中は、側中である。

河庄は、河庄である。

川蒸気は、川蒸気である。

川逍遥は、川逍遥である。

川尻は、川尻である。

川真珠貝は、川真珠貝である。

川洲は、川洲である。

交すは、交すである。

躱すは、躱すである。

川簀は、川簀である。

蛙合戦は、蛙合戦である。

川筋は、川筋である。

川涼みは、川涼みである。

川裾は、川裾である。

川瀬は、川瀬である。

為替安定資金は、為替安定資金である。

川施餓鬼は、川施餓鬼である。

為替方は、為替方である。

為替関税は、為替関税である。

為替管理は、為替管理である。

為替管理法は、為替管理法である。

川堰は、川堰である。

為替銀行は、為替銀行である。

為替契約は、為替契約である。



為替裁定は、為替裁定である。

為替差益は、為替差益である。

為替資金は、為替資金である。

為替市場は、為替市場である。

為替自由化は、為替自由化である。

為替尻は、為替尻である。

為替清算協定は、為替清算協定である。

川せせりは、川せせりである。

為替相場は、為替相場である。

為替ダンピングは、為替ダンピングである。

為替手形は、為替手形である。

為替取組先は、為替取組先である。

為替取引は、為替取引である。

為替仲買人は、為替仲買人である。

為替のカバーは、為替のカバーである。

為替平価は、為替平価である。

為替平衡勘定は、為替平衡勘定である。

為替平衡資金は、為替平衡資金である。

為替マリーは、為替マリーである。

川蝉は、川蝉である。

翡翠は、翡翠である。

為替予約は、為替予約である。

為替料は、為替料である。

為替レートは、為替レートである。

川沿いは、川沿いである。

川沿い柳は、川沿い柳である。

革装は、革装である。

皮草履は、皮草履である。

川底は、川底である。

川竹は、川竹である。

河竹は、河竹である。

革茸は、革茸である。

茅蕈は、茅蕈である。

河竹繁俊は、河竹繁俊である。

河竹新七は、河竹新七である。

川竹のは、川竹のである。

河竹黙阿弥は、河竹黙阿弥である。

過渡しは、過渡しである。

皮畳は、皮畳である。

川立ちは、川立ちである。

革裁着は、革裁着である。

革足袋は、革足袋である。

かわたれは、かわたれである。

かわたれ時は、かわたれ時である。

かわたれ星は、かわたれ星である。

河太郎は、河太郎である。



河内は、河内である。

河内音頭は、河内音頭である。

河内鍬は、河内鍬である。

川千鳥は、川千鳥である。

河内長野は、河内長野である。

西文氏は、西文氏である。

河内本は、河内本である。

河内木綿は、河内木綿である。

河内屋与兵衛は、河内屋与兵衛である。

川津は、川津である。

革柄は、革柄である。

川支えは、川支えである。

河津掛は、河津掛である。

川付きは、川付きである。

皮付きは、皮付きである。

皮作りは、皮作りである。

河津祐泰は、河津祐泰である。

川伝いは、川伝いである。

革包み胴は、革包み胴である。

革裹太刀は、革裹太刀である。

革葛籠は、革葛籠である。

川面は、川面である。

川釣りは、川釣りである。

かわつるみは、かわつるみである。

川手は、川手である。

河手は、河手である。

川門は、川門である。

革砥は、革砥である。

革綴じは、革綴じである。

川留めは、川留めである。

川止めは、川止めである。

河蜻蛉は、河蜻蛉である。

川中は、川中である。

川中島は、川中島である。

川流れは、川流れである。

川菜草は、川菜草である。

河鍋は、河鍋である。

河鍋暁斎は、河鍋暁斎である。

皮膾は、皮膾である。

川波は、川波である。

川並は、川並である。

川次は、川次である。

川波千鳥は、川波千鳥である。

川並股引は、川並股引である。

川成は、川成である。

川成引は、川成引である。



川西は、川西である。

川蜷は、川蜷である。

河貝子は、河貝子である。

川鼠は、川鼠である。

川粘は、川粘である。

川之江は、川之江である。

河の神は、河の神である。

川海苔は、川海苔である。

革羽織は、革羽織である。

革袴は、革袴である。

皮剥がれは、皮剥がれである。

皮剥ぎは、皮剥ぎである。

川薑は、川薑である。

川柱は、川柱である。

側柱は、側柱である。

川端は、川端である。

川端玉章は、川端玉章である。

川端道喜は、川端道喜である。

川端茅舎は、川端茅舎である。

川端康成は、川端康成である。

川端竜子は、川端竜子である。

革鉢は、革鉢である。

川幅は、川幅である。

河幅は、河幅である。

川原は、川原である。

川祓は、川祓である。

川原慶賀は、川原慶賀である。

皮針は、皮針である。

革貼りは、革貼りである。

革張りは、革張りである。

川傍は、川傍である。

革緋縅は、革緋縅である。

川東は、川東である。

河東碧梧桐は、河東碧梧桐である。

皮引きは、皮引きである。

川浸りは、川浸りである。

川浸りの朔日は、川浸りの朔日である。

川浸り餅は、川浸り餅である。

革紐は、革紐である。

革表紙は、革表紙である。

川開きは、川開きである。

かわひらこは、かわひらこである。

皮笛は、皮笛である。

革嚢は、革嚢である。

皮袋は、皮袋である。

川伏しは、川伏しである。



川普請は、川普請である。

川札は、川札である。

川縁は、川縁である。

革蒲団は、革蒲団である。

川船は、川船である。

川船改役は、川船改役である。

川船奉行は、川船奉行である。

革文箱は、革文箱である。

革文庫は、革文庫である。

肌は、肌である。

川辺は、川辺である。

革偏は、革偏である。

川干しは、川干しである。

河骨は、河骨である。

蝙蝠は、蝙蝠である。

蝙蝠扇は、蝙蝠扇である。

蝙蝠傘は、蝙蝠傘である。

蝙蝠羽織は、蝙蝠羽織である。

河鱒は、河鱒である。

川股江は、川股江である。

川俣絹は、川俣絹である。

川祭は、川祭である。

皮惑いは、皮惑いである。

川水は、川水である。

川緑は、川緑である。

川向いは、川向いである。

皮剥きは、皮剥きである。

川向うは、川向うである。

川虫は、川虫である。

皮虫は、皮虫である。

皮虫臭しは、皮虫臭しである。

皮虫立つは、皮虫立つである。

河むつは、河むつである。

川村は、川村である。

河村は、河村である。

川村清雄は、川村清雄である。

河村瑞賢は、河村瑞賢である。

川村純義は、川村純義である。

川村多実二は、川村多実二である。

川藻は、川藻である。

川水雲は、川水雲である。

川本は、川本である。

川本幸民は、川本幸民である。

川守は、川守である。

厠は、厠である。

川屋は、川屋である。



皮屋は、皮屋である。

川柳は、川柳である。

川屋敷は、川屋敷である。

川社は、川社である。

川八目は、川八目である。

厠の神は、厠の神である。

かわゆいは、かわゆいである。

川湯温泉は、川湯温泉である。

川床は、川床である。

かわゆがるは、かわゆがるである。

かわゆごかしは、かわゆごかしである。

かわゆしは、かわゆしである。

かわゆらしは、かわゆらしである。

川除は、川除である。

川淀は、川淀である。

川依田は、川依田である。

革鎧は、革鎧である。

かわらは、かわらである。

骨は、骨である。

河原は、河原である。

磧は、磧である。

瓦板塀は、瓦板塀である。

変らふは、変らふである。

瓦占は、瓦占である。

河原鬼は、河原鬼である。

河原面は、河原面である。

清爽は、清爽である。

瓦垣は、瓦垣である。

川原風は、川原風である。

河原歌舞伎子は、河原歌舞伎子である。

瓦窯は、瓦窯である。

河原通いは、河原通いである。

乾らぐは、乾らぐである。

瓦釘は、瓦釘である。

土器は、土器である。

川原毛は、川原毛である。

土器色は、土器色である。

土器声は、土器声である。

土器師は、土器師である。

土器作りは、土器作りである。

河原決明は、河原決明である。

土器菜は、土器菜である。

土器投げは、土器投げである。

土器物は、土器物である。

土器焼は、土器焼である。

河原乞食は、河原乞食である。



瓦座は、瓦座である。

川原柴胡は、川原柴胡である。

河原崎は、河原崎である。

河原崎長十郎は、河原崎長十郎である。

瓦猿は、瓦猿である。

瓦師は、瓦師である。

河原雀は、河原雀である。

瓦煎餅は、瓦煎餅である。

河原田は、河原田である。

瓦茸は、瓦茸である。

川原寺は、川原寺である。

瓦糖は、瓦糖である。

河原撫子は、河原撫子である。

瓦人形は、瓦人形である。

河原院は、河原院である。

河原の左大臣は、河原の左大臣である。

瓦の松は、瓦の松である。

瓦の窓は、瓦の窓である。

河原鳩は、河原鳩である。

川原母子は、川原母子である。

瓦版は、瓦版である。

瓦樋は、瓦樋である。

瓦庇は、瓦庇である。

河原人は、河原人である。

川原鶸は、川原鶸である。

瓦葺きは、瓦葺きである。

瓦塀は、瓦塀である。

瓦棒葺は、瓦棒葺である。

河原町は、河原町である。

川原松葉は、川原松葉である。

河原飯は、河原飯である。

瓦餅は、瓦餅である。

河原者は、河原者である。

瓦屋は、瓦屋である。

瓦焼は、瓦焼である。

瓦屋根は、瓦屋根である。

河原艾は、河原艾である。

代りは、代りである。

変りは、変りである。

替りは、替りである。

代り合うは、代り合うである。

代り居るは、代り居るである。

変り裏は、変り裏である。

変り絵は、変り絵である。

替り絵は、替り絵である。

代り代りは、代り代りである。



代り絹は、代り絹である。

替狂言は、替狂言である。

変り鯉は、変り鯉である。

変り心は、変り心である。

変り事は、変り事である。

変り酒は、変り酒である。

替り銭は、替り銭である。

変り種は、変り種である。

替りちんつは、替りちんつである。

変り塗は、変り塗である。

代り歯は、代り歯である。

代り映えは、代り映えである。

変り果てるは、変り果てるである。

代り番は、代り番である。

代り番こは、代り番こである。

代り人は、代り人である。

変り人は、変り人である。

変り雛は、変り雛である。

変り斑は、変り斑である。

変り籬は、変り籬である。

変り身は、変り身である。

代り目は、代り目である。

変り目は、変り目である。

変り飯は、変り飯である。

変り者は、変り者である。

変り模様は、変り模様である。

代り役は、代り役である。

川流は、川流である。

川猟は、川猟である。

変り様は、変り様である。

替わるは、替わるである。

代わるは、代わるである。

換わるは、換わるである。

変わるは、変わるである。

代る代るは、代る代るである。

河郎は、河郎である。

川論は、川論である。

川曲は、川曲である。

川渡りは、川渡りである。

干は、干である。

欠は、欠である。

刊は、刊である。

甘は、甘である。

甲は、甲である。

奸は、奸である。

汗は、汗である。



罐は、罐である。

鑵は、鑵である。

坎は、坎である。

完は、完である。

旱は、旱である。

肝は、肝である。

函は、函である。

官は、官である。

姦は、姦である。

看は、看である。

竿は、竿である。

巻は、巻である。

莞は、莞である。

悍は、悍である。

浣は、浣である。

澣は、澣である。

疳は、疳である。

陥は、陥である。

桿は、桿である。

勘は、勘である。

患は、患である。

貫は、貫である。

喚は、喚である。

堪は、堪である。

換は、換である。

敢は、敢である。

棺は、棺である。

款は、款である。

皖は、皖である。

稈は、稈である。

間は、間である。

閑は、閑である。

寒は、寒である。

嵌は、嵌である。

勧は、勧である。

寛は、寛である。

感は、感である。

骭は、骭である。

慣は、慣である。

管は、管である。

関は、関である。

歓は、歓である。

監は、監である。

緩は、緩である。

緘は、緘である。

燗は、燗である。



翰は、翰である。

諫は、諫である。

還は、還である。

憾は、憾である。

館は、館である。

環は、環である。

癇は、癇である。

瞰は、瞰である。

簡は、簡である。

観は、観である。

羹は、羹である。

灌は、灌である。

艦は、艦である。

鐶は、鐶である。

鑑は、鑑である。

かんは、かんである。

丸は、丸である。

元は、元である。

含は、含である。

岸は、岸である。

玩は、玩である。

翫は、翫である。

岩は、岩である。

眼は、眼である。

鴈は、鴈である。

癌は、癌である。

贋は、贋である。

願は、願である。

巌は、巌である。

龕は、龕である。

ガンは、ガンである。

寒鴉は、寒鴉である。

寒葵は、寒葵である。

杜衡は、杜衡である。

奸悪は、奸悪である。

姦悪は、姦悪である。

寒明けは、寒明けである。

眼圧は、眼圧である。

感圧紙は、感圧紙である。

観阿弥は、観阿弥である。

勘案は、勘案である。

汗衣は、汗衣である。

官位は、官位である。

官医は、官医である。

官威は、官威である。

冠位は、冠位である。



浣衣は、浣衣である。

換衣は、換衣である。

換位は、換位である。

敢為は、敢為である。

寒衣は、寒衣である。

寒威は、寒威である。

寛衣は、寛衣である。

漢医は、漢医である。

環囲は、環囲である。

簡易は、簡易である。

含意は、含意である。

願意は、願意である。

簡易書留郵便は、簡易書留郵便である。

簡易課税制度は、簡易課税制度である。

寰域は、寰域である。

灌域は、灌域である。

簡易公判手続は、簡易公判手続である。

簡易裁判所は、簡易裁判所である。

簡易裁判所判事は、簡易裁判所判事である。

願以此功徳は、願以此功徳である。

冠位十二階は、冠位十二階である。

簡易小学校は、簡易小学校である。

簡易水道は、簡易水道である。

簡易生命保険は、簡易生命保険である。

官位相当は、官位相当である。

眼意足は、眼意足である。

簡易耐火建築物は、簡易耐火建築物である。

間一髪は、間一髪である。

癌遺伝子は、癌遺伝子である。

簡易郵便局は、簡易郵便局である。

寒入りは、寒入りである。

官印は、官印である。

官員は、官員である。

姦淫は、姦淫である。

換韻は、換韻である。

閑院は、閑院である。

姦淫罪は、姦淫罪である。

関尹子は、関尹子である。

閑院の大臣は、閑院の大臣である。

閑院宮は、閑院宮である。

甘雨は、甘雨である。

冠羽は、冠羽である。

換羽は、換羽である。

寒雨は、寒雨である。

関羽は、関羽である。

江原道は、江原道である。



換羽期は、換羽期である。

官打は、官打である。

甘雨亭叢書は、甘雨亭叢書である。

関羽髯は、関羽髯である。

旱雲は、旱雲である。

閑雲は、閑雲である。

寒雲は、寒雲である。

韓雲孟竜は、韓雲孟竜である。

閑雲野鶴は、閑雲野鶴である。

甘英は、甘英である。

官営は、官営である。

冠纓は、冠纓である。

巻纓は、巻纓である。

寛永は、寛永である。

寛永御前試合は、寛永御前試合である。

寛永三馬術は、寛永三馬術である。

寛永寺は、寛永寺である。

寛永諸家系図伝は、寛永諸家系図伝である。

寛永銭は、寛永銭である。

寛永通宝は、寛永通宝である。

寛永の三筆は、寛永の三筆である。

寒駅は、寒駅である。

感悦は、感悦である。

関越は、関越である。

歓悦は、歓悦である。

簡閲は、簡閲である。

観閲は、観閲である。

関越自動車道は、関越自動車道である。

簡閲点呼は、簡閲点呼である。

肝炎は、肝炎である。

奐焉は、奐焉である。

寒煙は、寒煙である。

勧縁は、勧縁である。

寛延は、寛延である。

翰苑は、翰苑である。

岩塩は、岩塩である。

顔淵は、顔淵である。

顔延之は、顔延之である。

乾塩皮は、乾塩皮である。

感応は、感応である。

韓欧は、韓欧である。

観応は、観応である。

観桜は、観桜である。

観桜会は、観桜会である。

観応の擾乱は、観応の擾乱である。

棺桶は、棺桶である。



桓温は、桓温である。

感恩は、感恩である。

幹音は、幹音である。

観音寺は、観音寺である。

干戈は、干戈である。

坩堝は、坩堝である。

函架は、函架である。

官家は、官家である。

柑果は、柑果である。

看過は、看過である。

乾果は、乾果である。

勘過は、勘過である。

患家は、患家である。

患禍は、患禍である。

換価は、換価である。

閑暇は、閑暇である。

寒花は、寒花である。

寛仮は、寛仮である。

感化は、感化である。

感果は、感果である。

感荷は、感荷である。

漢家は、漢家である。

管下は、管下である。

瞰下は、瞰下である。

轗軻は、轗軻である。

鰥寡は、鰥寡である。

官衙は、官衙である。

閑雅は、閑雅である。

漢画は、漢画である。

眼下は、眼下である。

眼火は、眼火である。

眼科は、眼科である。

眼窩は、眼窩である。

頷下は、頷下である。

癌化は、癌化である。

巌下は、巌下である。

がんがは、がんがである。

ガンガーは、ガンガーである。

官海は、官海である。

官界は、官界である。

官階は、官階である。

官廨は、官廨である。

勘会は、勘会である。

勧戒は、勧戒である。

勧誡は、勧誡である。

勧解は、勧解である。



寛解は、寛解である。

緩解は、緩解である。

感懐は、感懐である。

歓会は、歓会である。

諫誨は、諫誨である。

環海は、環海である。

鑑戒は、鑑戒である。

干害は、干害である。

旱害は、旱害である。

函蓋は、函蓋である。

陥害は、陥害である。

患害は、患害である。

菅蓋は、菅蓋である。

寒害は、寒害である。

感慨は、感慨である。

管外は、管外である。

灌漑は、灌漑である。

眼界は、眼界である。

顔回は、顔回である。

願海は、願海である。

管海官庁は、管海官庁である。

感慨深いは、感慨深いである。

感慨無量は、感慨無量である。

観海流は、観海流である。

感化院は、感化院である。

考ふは、考ふである。

考えは、考えである。

考え合せるは、考え合せるである。

考え落ちは、考え落ちである。

考え方は、考え方である。

考え事は、考え事である。

考え込むは、考え込むである。

考え出すは、考え出すである。

考え違いは、考え違いである。

考え付くは、考え付くである。

考え直すは、考え直すである。

考へ文は、考へ文である。

考え物は、考え物である。

考えるは、考えるである。

勘えるは、勘えるである。

稽えるは、稽えるである。

官加階は、官加階である。

眼科学は、眼科学である。

換価株は、換価株である。

棺舁きは、棺舁きである。

丱角は、丱角である。



扞格は、扞格である。

看客は、看客である。

棺槨は、棺槨である。

棺椁は、棺椁である。

間隔は、間隔である。

閑客は、閑客である。

感覚は、感覚である。

観客は、観客である。

かんがくは、かんがくである。

侃諤は、侃諤である。

官学は、官学である。

勧学は、勧学である。

漢学は、漢学である。

管楽は、管楽である。

勧学院は、勧学院である。

勧学会は、勧学会である。

感覚界は、感覚界である。

感覚器官は、感覚器官である。

感覚細胞は、感覚細胞である。

感覚刺激は、感覚刺激である。

漢学者は、漢学者である。

感覚遮断は、感覚遮断である。

感覚上皮は、感覚上皮である。

感覚神経は、感覚神経である。

感覚中枢は、感覚中枢である。

感覚的は、感覚的である。

感覚点は、感覚点である。

勧学田は、勧学田である。

漢学派は、漢学派である。

感覚描写は、感覚描写である。

感覚毛は、感覚毛である。

感覚野は、感覚野である。

感覚領は、感覚領である。

感覚論は、感覚論である。

願掛けは、願掛けである。

寒霞渓は、寒霞渓である。

鰥寡孤独は、鰥寡孤独である。

雁瘡は、雁瘡である。

感化事業は、感化事業である。

間架税は、間架税である。

かんかちは、かんかちである。

かんかち団子は、かんかち団子である。

奸黠は、奸黠である。

姦黠は、姦黠である。

寛闊は、寛闊である。

管轄は、管轄である。



寛闊女は、寛闊女である。

管楽器は、管楽器である。

寛闊声は、寛闊声である。

管轄裁判所は、管轄裁判所である。

寛闊姿は、寛闊姿である。

管轄違いは、管轄違いである。

寛闊念仏は、寛闊念仏である。

寛闊者は、寛闊者である。

頷下の珠は、頷下の珠である。

漢画派は、漢画派である。

閑花風は、閑花風である。

かんからは、かんからである。

がんがらがんは、がんがらがんである。

寒烏は、寒烏である。

かんから太鼓は、かんから太鼓である。

がんがりは、がんがりである。

カンガルーは、カンガルーである。

かんかんは、かんかんである。

汗簡は、汗簡である。

肝管は、肝管である。

侃侃は、侃侃である。

看官は、看官である。

看貫は、看貫である。

桓寛は、桓寛である。

閑官は、閑官である。

閑閑は、閑閑である。

寛緩は、寛緩である。

感官は、感官である。

漢奸は、漢奸である。

関関は、関関である。

緩緩は、緩緩である。

韓幹は、韓幹である。

観官は、観官である。

カンカンは、カンカンである。

汗顔は、汗顔である。

宦官は、宦官である。

還願は、還願である。

がんがんは、がんがんである。

巌巌は、巌巌である。

かんかん石は、かんかん石である。

看看踊は、看看踊である。

侃侃諤諤は、侃侃諤諤である。

関漢卿は、関漢卿である。

がんがんさんは、がんがんさんである。

観艦式は、観艦式である。

かんかん照りは、かんかん照りである。



かんかんのうは、かんかんのうである。

看貫秤は、看貫秤である。

かんかん帽は、かんかん帽である。

かんかん虫は、かんかん虫である。

甘輝は、甘輝である。

刊記は、刊記である。

官紀は、官紀である。

官記は、官記である。

乾季は、乾季である。

乾期は、乾期である。

勘気は、勘気である。

喚起は、喚起である。

換気は、換気である。

寒気は、寒気である。

感喜は、感喜である。

管窺は、管窺である。

歓喜は、歓喜である。

韓きは、韓きである。

官妓は、官妓である。

冠儀は、冠儀である。

寛喜は、寛喜である。

関木は、関木である。

諫議は、諫議である。

眼気は、眼気である。

顔輝は、顔輝である。

雁木は、雁木である。

雁木えいは、雁木えいである。

咸宜園は、咸宜園である。

歓喜園は、歓喜園である。

雁木頭は、雁木頭である。

かん菊は、かん菊である。

寒菊は、寒菊である。

観菊は、観菊である。

観菊会は、観菊会である。

雁木車は、雁木車である。

換気口は、換気口である。

雁木悟りは、雁木悟りである。

歓喜地は、歓喜地である。

換気扇は、換気扇である。

諫議大夫は、諫議大夫である。

雁木棚は、雁木棚である。

雁木玉は、雁木玉である。

寒気団は、寒気団である。

歓喜団は、歓喜団である。

寒忌竹は、寒忌竹である。

柑橘類は、柑橘類である。



歓喜天は、歓喜天である。

換気塔は、換気塔である。

肝機能検査は、肝機能検査である。

寛喜の飢饉は、寛喜の飢饉である。

雁木梯子は、雁木梯子である。

閑却は、閑却である。

鉗脚は、鉗脚である。

還却は、還却である。

雁木鑢は、雁木鑢である。

官給は、官給である。

貫休は、貫休である。

感泣は、感泣である。

緩急は、緩急である。

還給は、還給である。

眼球は、眼球である。

龕柩は、龕柩である。

緩急記号は、緩急記号である。

眼球筋は、眼球筋である。

緩急車は、緩急車である。

汗牛充棟は、汗牛充棟である。

眼球振盪は、眼球振盪である。

肝吸虫は、肝吸虫である。

函渠は、函渠である。

官許は、官許である。

乾薑は、乾薑である。

閑居は、閑居である。

扞禦は、扞禦である。

乾魚は、乾魚である。

干魚は、干魚である。

還御は、還御である。

鹹魚は、鹹魚である。

奸凶は、奸凶である。

姦凶は、姦凶である。

乾姜は、乾姜である。

寒郷は、寒郷である。

寒蛩は、寒蛩である。

感興は、感興である。

漢鏡は、漢鏡である。

緩頬は、緩頬である。

還郷は、還郷である。

環境は、環境である。

艦橋は、艦橋である。

官業は、官業である。

寒行は、寒行である。

勧業は、勧業である。

諫暁は、諫暁である。



観行は、観行である。

観経は、観経である。

眼鏡は、眼鏡である。

頑強は、頑強である。

元暁は、元暁である。

元慶は、元慶である。

願行は、願行である。

環境アセスメントは、環境アセスメントである。

環境影響評価は、環境影響評価である。

環境衛生は、環境衛生である。

環境科学は、環境科学である。

環境基準は、環境基準である。

環境基本法は、環境基本法である。

環境教育は、環境教育である。

勧業銀行は、勧業銀行である。

環境権は、環境権である。

元慶寺は、元慶寺である。

環境税は、環境税である。

環境庁は、環境庁である。

咸鏡南道は、咸鏡南道である。

環境ビデオは、環境ビデオである。

環境変異は、環境変異である。

咸鏡北道は、咸鏡北道である。

環境ホルモンは、環境ホルモンである。

環境要因は、環境要因である。

環境容量は、環境容量である。

奸曲は、奸曲である。

姦曲は、姦曲である。

閑居友は、閑居友である。

缶切りは、缶切りである。

官金は、官金である。

官禁は、官禁である。

看経は、看経である。

桿菌は、桿菌である。

換金は、換金である。

寒禽は、寒禽である。

監禁は、監禁である。

官銀は、官銀である。

閑吟は、閑吟である。

勧銀は、勧銀である。

感吟は、感吟である。

元金は、元金である。

眼筋は、眼筋である。

贋金は、贋金である。

監禁罪は、監禁罪である。

換金作物は、換金作物である。



閑吟集は、閑吟集である。

元金据置きは、元金据置きである。

甘苦は、甘苦である。

患苦は、患苦である。

寒九は、寒九である。

寒苦は、寒苦である。

管区は、管区である。

艱苦は、艱苦である。

完具は、完具である。

閑具は、閑具である。

寒具は、寒具である。

岸駒は、岸駒である。

玩具は、玩具である。

頑愚は、頑愚である。

雁食い豆は、雁食い豆である。

管区気象台は、管区気象台である。

寒苦鳥は、寒苦鳥である。

巌窟は、巌窟である。

岩窟は、岩窟である。

巌窟王は、巌窟王である。

寒九の雨は、寒九の雨である。

寒九の水は、寒九の水である。

雁首草は、雁首草である。

カンクリは、カンクリである。

甲繰は、甲繰である。

勘繰りは、勘繰りである。

ガングリオンは、ガングリオンである。

勘繰るは、勘繰るである。

カンクンは、カンクンである。

官軍は、官軍である。

監軍は、監軍である。

菅家は、菅家である。

勧化は、勧化である。

奸計は、奸計である。

姦計は、姦計である。

換刑は、換刑である。

寒閨は、寒閨である。

寛刑は、寛刑である。

関係は、関係である。

関契は、関契である。

還啓は、還啓である。

簡勁は、簡勁である。

歓迎は、歓迎である。

岩頸は、岩頸である。

眼形は、眼形である。

菅家遺誡は、菅家遺誡である。



関係会社は、関係会社である。

関係概念は、関係概念である。

関係学は、関係学である。

寒稽古は、寒稽古である。

関係式は、関係式である。

関係者は、関係者である。

関係集団は、関係集団である。

関係代名詞は、関係代名詞である。

関係付けるは、関係付けるである。

環形動物は、環形動物である。

関係妄想は、関係妄想である。

間隙は、間隙である。

感激は、感激である。

観劇は、観劇である。

菅家後集は、菅家後集である。

緩下剤は、緩下剤である。

勧化所は、勧化所である。

勧化帳は、勧化帳である。

奸譎は、奸譎である。

姦譎は、姦譎である。

完結は、完結である。

勘決は、勘決である。

間歇は、間歇である。

間欠は、間欠である。

簡潔は、簡潔である。

閑月は、閑月である。

寒月は、寒月である。

漢月は、漢月である。

観月は、観月である。

巌穴は、巌穴である。

観月会は、観月会である。

間欠性跛行症は、間欠性跛行症である。

間歇泉は、間歇泉である。

間欠熱は、間欠熱である。

巌穴の士は、巌穴の士である。

汗血馬は、汗血馬である。

勧化富は、勧化富である。

菅家文草は、菅家文草である。

菅家万葉集は、菅家万葉集である。

官権は、官権である。

官憲は、官憲である。

乾繭は、乾繭である。

干繭は、干繭である。

勘検は、勘検である。

寒暄は、寒暄である。

管見は、管見である。



関鍵は、関鍵である。

甘言は、甘言である。

乾舷は、乾舷である。

換言は、換言である。

閑言は、閑言である。

寛元は、寛元である。

寛厳は、寛厳である。

諫言は、諫言である。

還元は、還元である。

岩圏は、岩圏である。

眼瞼は、眼瞼である。

頑健は、頑健である。

還元炎は、還元炎である。

還元焔は、還元焔である。

管弦楽は、管弦楽である。

管弦楽団は、管弦楽団である。

管弦楽法は、管弦楽法である。

管弦講は、管弦講である。

還元酵素は、還元酵素である。

管弦祭は、管弦祭である。

還元剤は、還元剤である。

還元主義は、還元主義である。

諫言立ては、諫言立てである。

還元建は、還元建である。

還元地は、還元地である。

還元鉄は、還元鉄である。

還元糖は、還元糖である。

乾繭取引は、乾繭取引である。

還元乳は、還元乳である。

還元漂白剤は、還元漂白剤である。

管弦舞楽は、管弦舞楽である。

還元分裂は、還元分裂である。

眼瞼閉鎖反射は、眼瞼閉鎖反射である。

還元米は、還元米である。

完固は、完固である。

官戸は、官戸である。

官庫は、官庫である。

乾固は、乾固である。

乾枯は、乾枯である。

煥乎は、煥乎である。

歓呼は、歓呼である。

諫鼓は、諫鼓である。

簡古は、簡古である。

鹹湖は、鹹湖である。

看護は、看護である。

款語は、款語である。



閑語は、閑語である。

感悟は、感悟である。

漢語は、漢語である。

歓娯は、歓娯である。

歓語は、歓語である。

監護は、監護である。

含糊は、含糊である。

がん袴は、がん袴である。

頑固は、頑固である。

寒鯉は、寒鯉である。

頑固一徹は、頑固一徹である。

刊行は、刊行である。

甘汞は、甘汞である。

完工は、完工である。

旱荒は、旱荒である。

函工は、函工である。

官公は、官公である。

咸興は、咸興である。

桓公は、桓公である。

勘考は、勘考である。

勘校は、勘校である。

嵌工は、嵌工である。

敢行は、敢行である。

款項は、款項である。

菅公は、菅公である。

間行は、間行である。

間候は、間候である。

寒光は、寒光である。

勧工は、勧工である。

勧降は、勧降である。

寛弘は、寛弘である。

寛宏は、寛宏である。

寛厚は、寛厚である。

感光は、感光である。

漢口は、漢口である。

漢江は、漢江である。

慣行は、慣行である。

箝口は、箝口である。

鉗口は、鉗口である。

緩行は、緩行である。

緘口は、緘口である。

還向は、還向である。

還幸は、還幸である。

かん甲は、かん甲である。

韓江は、韓江である。

観光は、観光である。



かん江は、かん江である。

勘合は、勘合である。

嵌合は、嵌合である。

眼孔は、眼孔である。

眼光は、眼光である。

雁行は、雁行である。

勘合印は、勘合印である。

感光液は、感光液である。

寒候期予報は、寒候期予報である。

顔杲卿は、顔杲卿である。

乾荒原は、乾荒原である。

還幸祭は、還幸祭である。

感光材料は、感光材料である。

感光紙は、感光紙である。

顔厚忸怩は、顔厚忸怩である。

観光資源は、観光資源である。

環濠集落は、環濠集落である。

観光繻子は、観光繻子である。

眼高手低は、眼高手低である。

官公署は、官公署である。

感光性は、感光性である。

感光性樹脂は、感光性樹脂である。

勘合船は、勘合船である。

観光地は、観光地である。

官公庁は、官公庁である。

感光度は、感光度である。

観光都市は、観光都市である。

感光乳剤は、感光乳剤である。

勧工場は、勧工場である。

寒紅梅は、寒紅梅である。

慣行犯は、慣行犯である。

感光板は、感光板である。

勘合符は、勘合符である。

刊行物は、刊行物である。

感光物質は、感光物質である。

肝硬変は、肝硬変である。

款項目節は、款項目節である。

嵌工卵は、嵌工卵である。

岩高蘭は、岩高蘭である。

官公吏は、官公吏である。

箝口令は、箝口令である。

官公労は、官公労である。

甲声は、甲声である。

寒声は、寒声である。

寒肥は、寒肥である。

癇声は、癇声である。



羯鼓踊は、羯鼓踊である。

漢呉音図は、漢呉音図である。

看護学は、看護学である。

監護義務者は、監護義務者である。

汗国は、汗国である。

官刻は、官刻である。

寒国は、寒国である。

勧告は、勧告である。

澗谷は、澗谷である。

監国は、監国である。

監獄は、監獄である。

函谷関は、函谷関である。

韓国語は、韓国語である。

紙子臭いは、紙子臭いである。

幹国之器は、幹国之器である。

韓国併合は、韓国併合である。

韓国併合条約は、韓国併合条約である。

官国幣社は、官国幣社である。

監獄部屋は、監獄部屋である。

監獄法は、監獄法である。

看護士は、看護士である。

寛骨は、寛骨である。

顴骨は、顴骨である。

寛骨臼は、寛骨臼である。

換骨奪胎は、換骨奪胎である。

かんこ鳥は、かんこ鳥である。

看護人は、看護人である。

看護婦は、看護婦である。

寒肥しは、寒肥しである。

寒垢離は、寒垢離である。

かんころは、かんころである。

雁殺しは、雁殺しである。

還魂は、還魂である。

還魂紙は、還魂紙である。

冠婚葬祭は、冠婚葬祭である。

奸詐は、奸詐である。

姦詐は、姦詐である。

勘査は、勘査である。

感作は、感作である。

関左は、関左である。

関鎖は、関鎖である。

監査は、監査である。

鑑査は、鑑査である。

環座は、環座である。

鑵座は、鑵座である。

甘菜は、甘菜である。



奸才は、奸才である。

姦才は、姦才である。

完済は、完済である。

旱災は、旱災である。

官祭は、官祭である。

官裁は、官裁である。

乾菜は、乾菜である。

関西は、関西である。

関塞は、関塞である。

簡裁は、簡裁である。

鹹菜は、鹹菜である。

艦載は、艦載である。

乾剤は、乾剤である。

寒剤は、寒剤である。

岩滓は、岩滓である。

丸剤は、丸剤である。

監査委員は、監査委員である。

艦載機は、艦載機である。

関西国際空港は、関西国際空港である。

関西大学は、関西大学である。

管財人は、管財人である。

関西節は、関西節である。

関西弁は、関西弁である。

関西辯は、関西辯である。

桿細胞は、桿細胞である。

間細胞は、間細胞である。

幹細胞は、幹細胞である。

癌細胞は、癌細胞である。

関西本線は、関西本線である。

神崎は、神崎である。

監査機関は、監査機関である。

神崎与五郎は、神崎与五郎である。

奸策は、奸策である。

姦策は、姦策である。

間作は、間作である。

漢作は、漢作である。

官爵は、官爵である。

玩索は、玩索である。

贋作は、贋作である。

寒桜は、寒桜である。

間作林は、間作林である。

燗酒は、燗酒である。

菅茶山は、菅茶山である。

簪は、簪である。

髪ざしは、髪ざしである。

貫緡は、貫緡である。



貫差は、貫差である。

簪占は、簪占である。

カンザスは、カンザスである。

カンザスシティーは、カンザスシティーである。

官札は、官札である。

監察は、監察である。

簡札は、簡札である。

観察は、観察である。

鑑札は、鑑札である。

雁札は、雁札である。

贋札は、贋札である。

監察医は、監察医である。

監察医務院は、監察医務院である。

観察眼は、観察眼である。

監察御史は、監察御史である。

観察使は、観察使である。

燗冷ましは、燗冷ましである。

監査役は、監査役である。

寒復習は、寒復習である。

寒晒しは、寒晒しである。

寒晒し粉は、寒晒し粉である。

甘酸は、甘酸である。

換算は、換算である。

閑散は、閑散である。

寒酸は、寒酸である。

漢讃は、漢讃である。

寒山は、寒山である。

関山は、関山である。

元三は、元三である。

雁山は、雁山である。

寒山寺は、寒山寺である。

寒山拾得は、寒山拾得である。

漢山城は、漢山城である。

元三大師は、元三大師である。

寒山竹は、寒山竹である。

韓山童は、韓山童である。

元三日は、元三日である。

換算表は、換算表である。

菅三品は、菅三品である。

干支は、干支である。

甘死は、甘死である。

官仕は、官仕である。

官司は、官司である。

官私は、官私である。

官使は、官使である。

冠詞は、冠詞である。



換歯は、換歯である。

敢死は、敢死である。

款識は、款識である。

寒士は、寒士である。

幹枝は、幹枝である。

感思は、感思である。

漢子は、漢子である。

漢詩は、漢詩である。

鉗子は、鉗子である。

管子は、管子である。

関市は、関市である。

監使は、監使である。

監視は、監視である。

諫子は、諫子である。

諫止は、諫止である。

諫死は、諫死である。

環視は、環視である。

瞰視は、瞰視である。

寒じは、寒じである。

感じは、感じである。

甘辞は、甘辞である。

完治は、完治である。

官士は、官士である。

官寺は、官寺である。

官次は、官次である。

官事は、官事である。

冠辞は、冠辞である。

柑子は、柑子である。

勘事は、勘事である。

莞爾は、莞爾である。

閑事は、閑事である。

幹事は、幹事である。

漢字は、漢字である。

寛治は、寛治である。

監寺は、監寺である。

監事は、監事である。

丸子は、丸子である。

雁使は、雁使である。

雁歯は、雁歯である。

眼字は、眼字である。

雁字は、雁字である。

ガンジーは、ガンジーである。

感じ入るは、感じ入るである。

雁字鶯梭は、雁字鶯梭である。

漢字音は、漢字音である。

韓詩外伝は、韓詩外伝である。



顔氏家訓は、顔氏家訓である。

雁字搦みは、雁字搦みである。

雁字搦めは、雁字搦めである。

巻式は、巻式である。

乾式は、乾式である。

鑑識は、鑑識である。

橇は、橇である。

含識は、含識である。

眼識は、眼識である。

環式化合物は、環式化合物である。

漢式鏡は、漢式鏡である。

感色性は、感色性である。

乾式整流器は、乾式整流器である。

乾式変圧器は、乾式変圧器である。

乾式冶金は、乾式冶金である。

閑事業は、閑事業である。

巻軸は、巻軸である。

乾屎けつは、乾屎けつである。

顔師古は、顔師古である。

冠辞考は、冠辞考である。

漢字御廃止之儀は、漢字御廃止之儀である。

観自在は、観自在である。

漢字三音考は、漢字三音考である。

幹枝術は、幹枝術である。

監視哨は、監視哨である。

幹事証券会社は、幹事証券会社である。

ガンジスは、ガンジスである。

顔之推は、顔之推である。

神鎮まるは、神鎮まるである。

漢字制限は、漢字制限である。

カンジダ症は、カンジダ症である。

乾湿は、乾湿である。

乾漆は、乾漆である。

換質は、換質である。

閑室は、閑室である。

寒室は、寒室である。

寒疾は、寒疾である。

寒湿は、寒湿である。

癇疾は、癇疾である。

灌室は、灌室である。

閑日は、閑日である。

眼疾は、眼疾である。

元日は、元日である。

換質換位は、換質換位である。

乾湿球湿度計は、乾湿球湿度計である。

乾湿計は、乾湿計である。



閑日月は、閑日月である。

間質性肺炎は、間質性肺炎である。

乾漆像は、乾漆像である。

元日草は、元日草である。

元日の節会は、元日の節会である。

乾漆粉は、乾漆粉である。

感じ取るは、感じ取るである。

鉗子分娩は、鉗子分娩である。

雁字巻きは、雁字巻きである。

監視網は、監視網である。

甘蔗は、甘蔗である。

官社は、官社である。

官舎は、官舎である。

感謝は、感謝である。

緩射は、緩射である。

緩斜は、緩斜である。

館舎は、館舎である。

瞰射は、瞰射である。

檻車は、檻車である。

奸邪は、奸邪である。

姦邪は、姦邪である。

勘者は、勘者である。

患者は、患者である。

間者は、間者である。

観者は、観者である。

癇癪は、癇癪である。

貫籍は、貫籍である。

閑寂は、閑寂である。

癇癪玉は、癇癪玉である。

癇癪持ちは、癇癪持ちである。

感謝祭は、感謝祭である。

感謝状は、感謝状である。

感じ易いは、感じ易いである。

官社帳は、官社帳である。

冠者聖は、冠者聖である。

官守は、官守である。

看守は、看守である。

看取は、看取である。

竿首は、竿首である。

巻首は、巻首である。

感取は、感取である。

管主は、管主である。

管守は、管守である。

監守は、監守である。

緩手は、緩手である。

観取は、観取である。



艦首は、艦首である。

干珠は、干珠である。

甘受は、甘受である。

官需は、官需である。

巻数は、巻数である。

貫首は、貫首である。

貫主は、貫主である。

感受は、感受である。

漢儒は、漢儒である。

岩株は、岩株である。

癌腫は、癌腫である。

願主は、願主である。

願酒は、願酒である。

官臭は、官臭である。

官修は、官修である。

勘収は、勘収である。

慣習は、慣習である。

監修は、監修である。

還収は、還収である。

環周は、環周である。

観衆は、観衆である。

かん州は、かん州である。

閑住は、閑住である。

含羞は、含羞である。

菅秀才は、菅秀才である。

間充織は、間充織である。

慣習風袋は、慣習風袋である。

慣習法は、慣習法である。

甘州楽は、甘州楽である。

間主観性は、間主観性である。

艦首旗は、艦首旗である。

巻数木は、巻数木である。

甘粛は、甘粛である。

管叔は、管叔である。

完熟は、完熟である。

慣熟は、慣熟である。

感受性は、感受性である。

慣手段は、慣手段である。

看守長は、看守長である。

干出は、干出である。

癌腫病は、癌腫病である。

刊書は、刊書である。

甘藷は、甘藷である。

甘薯は、甘薯である。

旱暑は、旱暑である。

官署は、官署である。



患所は、患所である。

閑所は、閑所である。

寒暑は、寒暑である。

関雎は、関雎である。

丱女は、丱女である。

官女は、官女である。

寛恕は、寛恕である。

感書は、感書である。

緩徐は、緩徐である。

緩舒は、緩舒である。

灌所は、灌所である。

雁書は、雁書である。

願所は、願所である。

願書は、願書である。

願女は、願女である。

干渉は、干渉である。

奸商は、奸商である。

姦商は、姦商である。

完勝は、完勝である。

官省は、官省である。

冠省は、冠省である。

冠称は、冠称である。

竿檣は、竿檣である。

喚鐘は、喚鐘である。

寒松は、寒松である。

勧奨は、勧奨である。

勧賞は、勧賞である。

感傷は、感傷である。

感賞は、感賞である。

寛正は、寛正である。

管掌は、管掌である。

関渉は、関渉である。

歓笑は、歓笑である。

緩衝は、緩衝である。

環象は、環象である。

環礁は、環礁である。

癇症は、癇症である。

癇性は、癇性である。

簡捷は、簡捷である。

観象は、観象である。

観照は、観照である。

観賞は、観賞である。

鑑賞は、鑑賞である。

干城は、干城である。

函丈は、函丈である。

官情は、官情である。



冠状は、冠状である。

勘状は、勘状である。

勘定は、勘定である。

勧請は、勧請である。

感状は、感状である。

感情は、感情である。

管状は、管状である。

緩声は、緩声である。

還昇は、還昇である。

環状は、環状である。

灌頂は、灌頂である。

艦上は、艦上である。

元正は、元正である。

岩床は、岩床である。

岩漿は、岩漿である。

岩礁は、岩礁である。

銜傷は、銜傷である。

翫賞は、翫賞である。

巌松は、巌松である。

岩乗は、岩乗である。

頑丈は、頑丈である。

願状は、願状である。

環状アデニル酸は、環状アデニル酸である。

感情移入は、感情移入である。

環状ＡＭＰは、環状ＡＭＰである。

緩衝液は、緩衝液である。

乾生薑は、乾生薑である。

管状花は、管状花である。

勧請開山は、勧請開山である。

勘定書は、勘定書である。

勘定頭は、勘定頭である。

勘定方は、勘定方である。

勘定科目は、勘定科目である。

鑑賞眼は、鑑賞眼である。

緩衝器は、緩衝器である。

艦上機は、艦上機である。

観賞魚は、観賞魚である。

感情教育は、感情教育である。

勘定吟味役は、勘定吟味役である。

勘定組頭は、勘定組頭である。

干渉計は、干渉計である。

官場現形記は、官場現形記である。

勘定口座は、勘定口座である。

緩衝国は、緩衝国である。

管状骨は、管状骨である。

管城子は、管城子である。



完晶質は、完晶質である。

干渉縞は、干渉縞である。

勘定衆は、勘定衆である。

感傷主義は、感傷主義である。

観掌術は、観掌術である。

勘定所は、勘定所である。

関城書は、関城書である。

菅丞相は、菅丞相である。

干渉色は、干渉色である。

勘定尽は、勘定尽である。

環状星雲は、環状星雲である。

環状線は、環状線である。

緩衝装置は、緩衝装置である。

勘定組織は、勘定組織である。

灌頂大法王子は、灌頂大法王子である。

勘定高は、勘定高である。

勘定高いは、勘定高いである。

灌頂壇は、灌頂壇である。

緩衝地帯は、緩衝地帯である。

感傷的は、感傷的である。

感情的は、感情的である。

感情的道徳説は、感情的道徳説である。

灌頂道場は、灌頂道場である。

冠状動脈は、冠状動脈である。

かんじゃう膾は、かんじゃう膾である。

環状軟骨は、環状軟骨である。

寛正の飢饉は、寛正の飢饉である。

灌頂の師は、灌頂の師である。

勧商場は、勧商場である。

干将莫耶は、干将莫耶である。

干将莫邪は、干将莫邪である。

勘定日は、勘定日である。

鑑賞批評は、鑑賞批評である。

勘定奉行は、勘定奉行である。

官省符荘は、官省符荘である。

勘定縒は、勘定縒である。

環状列石は、環状列石である。

感情論は、感情論である。

かん食は、かん食である。

官食は、官食である。

官職は、官職である。

間色は、間色である。

間食は、間食である。

閑職は、閑職である。

寒色は、寒色である。

寒食は、寒食である。



感触は、感触である。

甘藷先生は、甘藷先生である。

甘蔗糖は、甘蔗糖である。

かんじ縒は、かんじ縒である。

感じるは、感じるである。

観じるは、観じるである。

甘心は、甘心である。

奸心は、奸心である。

姦心は、姦心である。

奸臣は、奸臣である。

姦臣は、姦臣である。

汗疹は、汗疹である。

勘進は、勘進である。

勘審は、勘審である。

閑心は、閑心である。

寒心は、寒心である。

感心は、感心である。

管鍼は、管鍼である。

関心は、関心である。

歓心は、歓心である。

諫臣は、諫臣である。

韓信は、韓信である。

奸人は、奸人である。

姦人は、姦人である。

肝心は、肝心である。

肝腎は、肝腎である。

函人は、函人である。

官人は、官人である。

勘申は、勘申である。

閑人は、閑人である。

勧進は、勧進である。

寛仁は、寛仁である。

漢人は、漢人である。

観心は、観心である。

鑑真は、鑑真である。

肝心要は、肝心要である。

韓人漢文手管始は、韓人漢文手管始である。

感震器は、感震器である。

顔真卿は、顔真卿である。

勧進興行は、勧進興行である。

かんじん紙縒は、かんじん紙縒である。

関心事は、関心事である。

観心寺は、観心寺である。

カンジンスキーは、カンジンスキーである。

勧進相撲は、勧進相撲である。

完新世は、完新世である。



寛仁大度は、寛仁大度である。

勧進帳は、勧進帳である。

勧進能は、勧進能である。

勧進比丘尼は、勧進比丘尼である。

勧進柄杓は、勧進柄杓である。

勧進聖は、勧進聖である。

勧進船は、勧進船である。

勧進平家は、勧進平家である。

観心本尊抄は、観心本尊抄である。

勧進舞は、勧進舞である。

勧進元は、勧進元である。

勧進読は、勧進読である。

かんじん縒は、かんじん縒である。

鑵子は、鑵子である。

間すは、間すである。

燗すは、燗すである。

勘ずは、勘ずである。

寒ずは、寒ずである。

頑子は、頑子である。

ガンスは、ガンスである。

がんすは、がんすである。

丸ずは、丸ずである。

願ずは、願ずである。

完遂は、完遂である。

旱水は、旱水である。

冠水は、冠水である。

かん水は、かん水である。

淦水は、淦水である。

酣酔は、酣酔である。

寒水は、寒水である。

漢水は、漢水である。

澗水は、澗水である。

鼾睡は、鼾睡である。

鹹水は、鹹水である。

灌水は、灌水である。

鹹水魚は、鹹水魚である。

鹹水湖は、鹹水湖である。

寒水石は、寒水石である。

含水炭素は、含水炭素である。

淦水道は、淦水道である。

含翠堂は、含翠堂である。

含水爆薬は、含水爆薬である。

灌水浴は、灌水浴である。

酣酔楽は、酣酔楽である。

函数は、函数である。

乾芻は、乾芻である。



関数は、関数である。

関数解析は、関数解析である。

関数空間は、関数空間である。

漢数字は、漢数字である。

関数表は、関数表である。

関数方程式は、関数方程式である。

関数論は、関数論である。

寒雀は、寒雀である。

巻子本は、巻子本である。

刊するは、刊するである。

冠するは、冠するである。

姦するは、姦するである。

管するは、管するである。

関するは、関するである。

緘するは、緘するである。

感ずるは、感ずるである。

観ずるは、観ずるである。

観世は、観世である。

甘井は、甘井である。

甘精は、甘精である。

汗青は、汗青である。

完成は、完成である。

完整は、完整である。

官制は、官制である。

官製は、官製である。

陥穽は、陥穽である。

乾性は、乾性である。

喚声は、喚声である。

喊声は、喊声である。

間性は、間性である。

閑静は、閑静である。

寒生は、寒生である。

感声は、感声である。

感性は、感性である。

寛政は、寛政である。

慣性は、慣性である。

管制は、管制である。

箝制は、箝制である。

歓声は、歓声である。

澗声は、澗声である。

監生は、監生である。

監製は、監製である。

諫制は、諫制である。

鼾声は、鼾声である。

檻穽は、檻穽である。

勧説は、勧説である。



関税は、関税である。

眼勢は、眼勢である。

眼睛は、眼睛である。

眼精は、眼精である。

巌棲は、巌棲である。

巌栖は、巌栖である。

寛政異学の禁は、寛政異学の禁である。

関税および貿易に関する一般協定は、関税および貿易に関する一般協定である。

感性界は、感性界である。

関西学院大学は、関西学院大学である。

完成教育は、完成教育である。

慣性系は、慣性系である。

関税警察は、関税警察である。

完成検査は、完成検査である。

慣性航法は、慣性航法である。

肝性昏睡は、肝性昏睡である。

関税自主権は、関税自主権である。

慣性質量は、慣性質量である。

関税譲許は、関税譲許である。

関税障壁は、関税障壁である。

乾生植物は、乾生植物である。

関税政策は、関税政策である。

韓世忠は、韓世忠である。

寛政重修諸家譜は、寛政重修諸家譜である。

関税定率法は、関税定率法である。

管制塔は、管制塔である。

関税同盟は、関税同盟である。

閑清縫は、閑清縫である。

寛政の改革は、寛政の改革である。

寛政の三奇人は、寛政の三奇人である。

寛政の三助は、寛政の三助である。

寛政の三忠臣は、寛政の三忠臣である。

寛政の三博士は、寛政の三博士である。

慣性の法則は、慣性の法則である。

官製葉書は、官製葉書である。

眼精疲労は、眼精疲労である。

関税法は、関税法である。

慣性モーメントは、慣性モーメントである。

乾性油は、乾性油である。

寛政暦は、寛政暦である。

感性論は、感性論である。

関税割当制度は、関税割当制度である。

観世音は、観世音である。

観世音寺は、観世音寺である。

観世華雪は、観世華雪である。

缶石は、缶石である。



勘責は、勘責である。

漢籍は、漢籍である。

艦籍は、艦籍である。

岩石は、岩石である。

漢籍家は、漢籍家である。

岩石学は、岩石学である。

岩石区は、岩石区である。

岩石圏は、岩石圏である。

岩石繊維は、岩石繊維である。

岩石豆腐は、岩石豆腐である。

寒施行は、寒施行である。

観世清次は、観世清次である。

漢籍読みは、漢籍読みである。

観世紙縒は、観世紙縒である。

観世紙縷は、観世紙縷である。

観世座は、観世座である。

観世左近は、観世左近である。

観世汁は、観世汁である。

観世大夫は、観世大夫である。

官設は、官設である。

冠雪は、冠雪である。

間接は、間接である。

関節は、関節である。

環節は、環節である。

冠絶は、冠絶である。

関節炎は、関節炎である。

間接為替は、間接為替である。

間接還元法は、間接還元法である。

環節器は、環節器である。

間接強制は、間接強制である。

関節強直は、関節強直である。

間接金融は、間接金融である。

関節腔は、関節腔である。

間接撮影は、間接撮影である。

関節肢は、関節肢である。

間接射撃は、間接射撃である。

間接証拠は、間接証拠である。

間接照準は、間接照準である。

間接証明は、間接証明である。

間接照明は、間接照明である。

間接審理主義は、間接審理主義である。

間接侵略は、間接侵略である。

間接推理は、間接推理である。

間接税は、間接税である。

間接正犯は、間接正犯である。

間接選挙は、間接選挙である。



間接訴権は、間接訴権である。

間接代理は、間接代理である。

間接的は、間接的である。

間接伝染は、間接伝染である。

間接投資は、間接投資である。

関節軟骨は、関節軟骨である。

関節鼠は、関節鼠である。

間接費は、間接費である。

間接肥料は、間接肥料である。

間接民主制は、間接民主制である。

間接目的語は、間接目的語である。

関節リウマチは、関節リウマチである。

岩屑流は、岩屑流である。

間接論証は、間接論証である。

関節技は、関節技である。

間接話法は、間接話法である。

観世銕之丞は、観世銕之丞である。

頑是無いは、頑是無いである。

観世長俊は、観世長俊である。

観世信光は、観世信光である。

観世麩は、観世麩である。

寒蝉は、寒蝉である。

観世水は、観世水である。

観世元清は、観世元清である。

観世元重は、観世元重である。

観世元雅は、観世元雅である。

観世縒は、観世縒である。

観世流は、観世流である。

甘泉は、甘泉である。

汗腺は、汗腺である。

官船は、官船である。

官撰は、官撰である。

官賤は、官賤である。

官選は、官選である。

乾癬は、乾癬である。

貫穿は、貫穿である。

敢戦は、敢戦である。

酣戦は、酣戦である。

寒泉は、寒泉である。

幹線は、幹線である。

感染は、感染である。

盥洗は、盥洗である。

簡選は、簡選である。

観戦は、観戦である。

灌洗は、灌洗である。

艦船は、艦船である。



完全は、完全である。

完然は、完然である。

莞然は、莞然である。

敢然は、敢然である。

渙然は、渙然である。

間然は、間然である。

閑全は、閑全である。

勧善は、勧善である。

煥然は、煥然である。

歓然は、歓然である。

がん扇は、がん扇である。

眼閃は、眼閃である。

頑癬は、頑癬である。

巌泉は、巌泉である。

眼前は、眼前である。

頑然は、頑然である。

完全裏書は、完全裏書である。

完全花は、完全花である。

完全看護は、完全看護である。

完全気体は、完全気体である。

甘泉宮は、甘泉宮である。

乾船渠は、乾船渠である。

完全競争は、完全競争である。

感染経路は、感染経路である。

完全原稿は、完全原稿である。

完全雇用は、完全雇用である。

完全雇傭は、完全雇傭である。

緩染剤は、緩染剤である。

官宣旨は、官宣旨である。

完全試合は、完全試合である。

完全失業者は、完全失業者である。

完全主義は、完全主義である。

感染症は、感染症である。

完全数は、完全数である。

完全弾性は、完全弾性である。

勧善懲悪は、勧善懲悪である。

勧善懲悪覗機関は、勧善懲悪覗機関である。

完全導体は、完全導体である。

完全犯罪は、完全犯罪である。

完全肥料は、完全肥料である。

観戦武官は、観戦武官である。

完全平方は、完全平方である。

完全癖は、完全癖である。

官選弁護人は、官選弁護人である。

完全変態は、完全変態である。

完全無欠は、完全無欠である。



完全葉は、完全葉である。

完全流体は、完全流体である。

奸訴は、奸訴である。

姦訴は、姦訴である。

官租は、官租である。

閑疎は、閑疎である。

寒素は、寒素である。

諫疏は、諫疏である。

簡素は、簡素である。

簡粗は、簡粗である。

元祖は、元祖である。

がん素は、がん素である。

巌岨は、巌岨である。

汗瘡は、汗瘡である。

完走は、完走である。

官奏は、官奏である。

官曹は、官曹である。

官僧は、官僧である。

疳瘡は、疳瘡である。

乾草は、乾草である。

乾燥は、乾燥である。

喚想は、喚想である。

敢争は、敢争である。

間奏は、間奏である。

閑窓は、閑窓である。

寒草は、寒草である。

感想は、感想である。

歓送は、歓送である。

盥漱は、盥漱である。

翰藻は、翰藻である。

諫争は、諫争である。

諫諍は、諫諍である。

還送は、還送である。

檻送は、檻送である。

檻倉は、檻倉である。

監倉は、監倉である。

観相は、観相である。

観想は、観想である。

甘草は、甘草である。

肝臓は、肝臓である。

含嗽は、含嗽である。

含漱は、含漱である。

岩相は、岩相である。

岩窓は、岩窓である。

贋造は、贋造である。

龕像は、龕像である。



乾燥芋は、乾燥芋である。

萱草色は、萱草色である。

肝臓炎は、肝臓炎である。

乾燥果は、乾燥果である。

観相学は、観相学である。

肝臓癌は、肝臓癌である。

乾燥機は、乾燥機である。

間奏曲は、間奏曲である。

乾燥血漿は、乾燥血漿である。

乾燥酵母は、乾燥酵母である。

乾燥剤は、乾燥剤である。

含嗽剤は、含嗽剤である。

監送使は、監送使である。

肝臓ジストマは、肝臓ジストマである。

肝臓ジストマ病は、肝臓ジストマ病である。

乾燥室は、乾燥室である。

肝臓製剤は、肝臓製剤である。

乾燥洗濯は、乾燥洗濯である。

肝臓茸は、肝臓茸である。

乾燥卵は、乾燥卵である。

乾燥断熱減率は、乾燥断熱減率である。

かんざう膾は、かんざう膾である。

肝臓膿瘍は、肝臓膿瘍である。

乾燥肥料は、乾燥肥料である。

乾燥無味は、乾燥無味である。

乾燥野菜は、乾燥野菜である。

乾燥油は、乾燥油である。

乾燥林は、乾燥林である。

乾燥輪廻は、乾燥輪廻である。

管束は、管束である。

管足は、管足である。

観測は、観測である。

奸賊は、奸賊である。

姦賊は、姦賊である。

官賊は、官賊である。

貫属は、貫属である。

漢族は、漢族である。

雁足は、雁足である。

観測気球は、観測気球である。

観測鏡は、観測鏡である。

観測所は、観測所である。

完存は、完存である。

旱損は、旱損である。

寒村は、寒村である。

官尊民卑は、官尊民卑である。

かんだは、かんだである。



カンターは、カンターである。

カンタータは、カンタータである。

カンタービレは、カンタービレである。

ガンダーラは、ガンダーラである。

冠帯は、冠帯である。

寒帯は、寒帯である。

寛待は、寛待である。

歓待は、歓待である。

款待は、款待である。

緩怠は、緩怠である。

緩帯は、緩帯である。

環帯は、環帯である。

艦隊は、艦隊である。

官代は、官代である。

貫代は、貫代である。

寛大は、寛大である。

関内は、関内である。

寰内は、寰内である。

館代は、館代である。

寒鯛は、寒鯛である。

眼帯は、眼帯である。

眼代は、眼代である。

寒帯気候は、寒帯気候である。

寒帯気団は、寒帯気団である。

韓退之は、韓退之である。

簡体字は、簡体字である。

寒帯植物は、寒帯植物である。

環太平洋火山帯は、環太平洋火山帯である。

寒帯林は、寒帯林である。

甲高は、甲高である。

貫高は、貫高である。

甲高いは、甲高いである。

疳高いは、疳高いである。

干拓は、干拓である。

官宅は、官宅である。

乾拓は、乾拓である。

閑宅は、閑宅である。

寒柝は、寒柝である。

澣濯は、澣濯である。

浣濯は、浣濯である。

簡択は、簡択である。

甘諾は、甘諾である。

感諾は、感諾である。

歓諾は、歓諾である。

干拓地は、干拓地である。

神田上水は、神田上水である。



神田孝平は、神田孝平である。

神立は、神立である。

願断ちは、願断ちである。

上達部は、上達部である。

神田っ子は、神田っ子である。

願立ては、願立てである。

神田乃武は、神田乃武である。

神田伯山は、神田伯山である。

神田伯竜は、神田伯竜である。

カンダハルは、カンダハルである。

乾打碑は、乾打碑である。

カンタベリーは、カンタベリーである。

カンタベリー物語は、カンタベリー物語である。

寒卵は、寒卵である。

神田祭は、神田祭である。

神田明神は、神田明神である。

神田結びは、神田結びである。

かんだらは、かんだらである。

カンタリジンは、カンタリジンである。

カンタリスは、カンタリスである。

雁垂は、雁垂である。

肝胆は、肝胆である。

邯鄲は、邯鄲である。

感嘆は、感嘆である。

感歎は、感歎である。

簡単は、簡単である。

簡短は、簡短である。

寒暖は、寒暖である。

歓談は、歓談である。

款談は、款談である。

間断は、間断である。

閑談は、閑談である。

元旦は、元旦である。

邯鄲男は、邯鄲男である。

寒暖計は、寒暖計である。

邯鄲師は、邯鄲師である。

感嘆詞は、感嘆詞である。

感嘆符は、感嘆符である。

簡単服は、簡単服である。

感嘆文は、感嘆文である。

奸知は、奸知である。

姦智は、姦智である。

官地は、官地である。

官治は、官治である。

換地は、換地である。

換置は、換置である。



閑地は、閑地である。

寒地は、寒地である。

寒雉は、寒雉である。

感知は、感知である。

関知は、関知である。

監置は、監置である。

がんちは、がんちである。

カンチェンジュンガは、カンチェンジュンガである。

勘違いは、勘違いである。

官治行政は、官治行政である。

涵蓄は、涵蓄である。

寒竹は、寒竹である。

含蓄は、含蓄である。

換地処分は、換地処分である。

官治組織は、官治組織である。

官秩は、官秩である。

巻帙は、巻帙である。

換置法は、換置法である。

緩着は、緩着である。

還着は、還着である。

冠注は、冠注である。

勘注は、勘注である。

閑中は、閑中である。

寒中は、寒中である。

漢中は、漢中である。

管仲は、管仲である。

関中は、関中である。

寰中は、寰中である。

灌注は、灌注である。

眼中は、眼中である。

勘仲記は、勘仲記である。

干潮は、干潮である。

完調は、完調である。

官庁は、官庁である。

官長は、官長である。

官帳は、官帳である。

官牒は、官牒である。

貫長は、貫長である。

貫頂は、貫頂である。

酣暢は、酣暢である。

間諜は、間諜である。

寒鳥は、寒鳥である。

勧懲は、勧懲である。

漢朝は、漢朝である。

管庁は、管庁である。

管長は、管長である。



翰長は、翰長である。

翰鳥は、翰鳥である。

館長は、館長である。

観潮は、観潮である。

灌腸は、灌腸である。

浣腸は、浣腸である。

艦長は、艦長である。

元朝は、元朝である。

感潮河川は、感潮河川である。

官庁事務は、官庁事務である。

勧懲小説は、勧懲小説である。

干潮線は、干潮線である。

官庁簿記は、官庁簿記である。

灌腸薬は、灌腸薬である。

槓子は、槓子である。

姦通は、姦通である。

貫通は、貫通である。

感通は、感通である。

姦通罪は、姦通罪である。

貫通銃創は、貫通銃創である。

貫通ブレーキは、貫通ブレーキである。

カンツォーナは、カンツォーナである。

カンツォーネは、カンツォーネである。

カンツォネッタは、カンツォネッタである。

髪束は、髪束である。

鐶付は、鐶付である。

感付くは、感付くである。

勘付くは、勘付くである。

眼付くは、眼付くである。

寒造りは、寒造りである。

寒漬は、寒漬である。

蟹漬は、蟹漬である。

環筒は、環筒である。

寒椿は、寒椿である。

缶詰は、缶詰である。

雁爪は、雁爪である。

雁爪打ちは、雁爪打ちである。

雁爪直しは、雁爪直しである。

駻強いは、駻強いである。

寒釣は、寒釣である。

カンテは、カンテである。

函底は、函底である。

官廷は、官廷である。

官底は、官底である。

官邸は、官邸である。

勘亭は、勘亭である。



閑庭は、閑庭である。

寒庭は、寒庭である。

戡定は、戡定である。

関帝は、関帝である。

澗底は、澗底である。

艦艇は、艦艇である。

鑑定は、鑑定である。

眼底は、眼底である。

ガンディーは、ガンディーである。

鑑定官は、鑑定官である。

眼底検査は、眼底検査である。

眼底出血は、眼底出血である。

鑑定書は、鑑定書である。

鑑定人は、鑑定人である。

関帝廟は、関帝廟である。

勘亭流は、勘亭流である。

カンティレバーは、カンティレバーである。

カンディンスキーは、カンディンスキーである。

かんてきは、かんてきである。

閑適は、閑適である。

間適は、間適である。

監的は、監的である。

看的は、看的である。

陥溺は、陥溺である。

肝蛭は、肝蛭である。

貫徹は、貫徹である。

カンデヤは、カンデヤである。

カンテラは、カンテラである。

カンデラは、カンデラである。

干天は、干天である。

旱天は、旱天である。

官展は、官展である。

寒天は、寒天である。

寛典は、寛典である。

漢天は、漢天である。

観点は、観点である。

官田は、官田である。

乾田は、乾田である。

間田は、間田である。

感電は、感電である。

眼点は、眼点である。

閑田詠草は、閑田詠草である。

簡天儀は、簡天儀である。

歓天喜地は、歓天喜地である。

閑田耕筆は、閑田耕筆である。

寒天紙は、寒天紙である。



閑田次筆は、閑田次筆である。

間点線は、間点線である。

乾電池は、乾電池である。

乾田直播は、乾田直播である。

寒天培養基は、寒天培養基である。

乾田馬耕は、乾田馬耕である。

寒天版は、寒天版である。

観天望気は、観天望気である。

奸徒は、奸徒である。

姦徒は、姦徒である。

官途は、官途である。

環堵は、環堵である。

カントは、カントである。

寒土は、寒土である。

感度は、感度である。

漢土は、漢土である。

韓土は、韓土である。

鹹度は、鹹度である。

願土は、願土である。

奸盗は、奸盗である。

姦盗は、姦盗である。

完投は、完投である。

官当は、官当である。

官等は、官等である。

官稲は、官稲である。

竿燈は、竿燈である。

竿灯は、竿灯である。

竿頭は、竿頭である。

巻頭は、巻頭である。

敢闘は、敢闘である。

款冬は、款冬である。

間島は、間島である。

間道は、間道である。

寒灯は、寒灯である。

関東は、関東である。

関頭は、関頭である。

丱童は、丱童である。

官道は、官道である。

勘当は、勘当である。

貫道は、貫道である。

換頭は、換頭である。

喚頭は、喚頭である。

閑道は、閑道である。

感動は、感動である。

岸頭は、岸頭である。

岩洞は、岩洞である。



雁塔は、雁塔である。

巌頭は、巌頭である。

岩頭は、岩頭である。

強盗は、強盗である。

頑童は、頑童である。

龕灯は、龕灯である。

貫頭衣は、貫頭衣である。

強盗返しは、強盗返しである。

関東管領は、関東管領である。

関東公方は、関東公方である。

関東軍は、関東軍である。

関東郡代は、関東郡代である。

巻頭言は、巻頭言である。

関東御分国は、関東御分国である。

関東御領は、関東御領である。

関東山地は、関東山地である。

間投詞は、間投詞である。

感動詞は、感動詞である。

関東州は、関東州である。

関東十八檀林は、関東十八檀林である。

雁塔聖教序は、雁塔聖教序である。

間投助詞は、間投助詞である。

強盗頭巾は、強盗頭巾である。

関東大震災は、関東大震災である。

関東焚は、関東焚である。

関東地方は、関東地方である。

勘当帳は、勘当帳である。

強盗提灯は、強盗提灯である。

関東取締出役は、関東取締出役である。

関東煮は、関東煮である。

環頭大刀は、環頭大刀である。

勘当箱は、勘当箱である。

関東八州は、関東八州である。

関東節は、関東節である。

勘当船は、勘当船である。

感動文は、感動文である。

関東べいは、関東べいである。

関東平野は、関東平野である。

冠動脈は、冠動脈である。

関東申次は、関東申次である。

関東ロームは、関東ロームである。

カンドーは、カンドーである。

カント学派は、カント学派である。

奸慝は、奸慝である。

姦慝は、姦慝である。

感得は、感得である。



寛徳は、寛徳である。

監督は、監督である。

簡牘は、簡牘である。

関特演は、関特演である。

監督官は、監督官である。

監督官庁は、監督官庁である。

監督機関は、監督機関である。

監督教会は、監督教会である。

監督権は、監督権である。

簡牘文は、簡牘文である。

燗徳利は、燗徳利である。

甲所は、甲所である。

勘所は、勘所である。

肝所は、肝所である。

頑としては、頑としてである。

カント主義は、カント主義である。

丸都城は、丸都城である。

官途推挙状は、官途推挙状である。

官途吹挙状は、官途吹挙状である。

乾ドックは、乾ドックである。

官途成は、官途成である。

官途奉行は、官途奉行である。

カントラプラスの星雲説は、カントラプラスの星雲説である。

カントリーは、カントリーである。

カントリーアンドウェスタンは、カントリーアンドウェスタンである。

カントリーエレベーターは、カントリーエレベーターである。

カントリークラブは、カントリークラブである。

ガントリークレーンは、ガントリークレーンである。

カントリーリスクは、カントリーリスクである。

カントルは、カントルである。

カンドルは、カンドルである。

嵌頓は、嵌頓である。

広東は、広東である。

頑鈍は、頑鈍である。

広東語は、広東語である。

広東縞は、広東縞である。

関東縞は、関東縞である。

広東政府は、広東政府である。

広東窯は、広東窯である。

広東料理は、広東料理である。

漢和は、漢和である。

寛和は、寛和である。

カンナは、カンナである。

管内は、管内である。

鉋掛けは、鉋掛けである。

寒凪は、寒凪である。



鉋屑は、鉋屑である。

漢拏山は、漢拏山である。

看話禅は、看話禅である。

燗鍋は、燗鍋である。

神嘗祭は、神嘗祭である。

雷鳴は、雷鳴である。

雷の壺は、雷の壺である。

漢和聯句は、漢和聯句である。

鉄輪温泉は、鉄輪温泉である。

患難は、患難である。

艱難は、艱難である。

皖南事件は、皖南事件である。

艱難辛苦は、艱難辛苦である。

ガンニーは、ガンニーである。

乾肉は、乾肉である。

坎日は、坎日である。

陥入は、陥入である。

貫入は、貫入である。

貫乳は、貫乳である。

嵌入は、嵌入である。

観入は、観入である。

貫入岩は、貫入岩である。

凵繞は、凵繞である。

堪忍は、堪忍である。

感人は、感人である。

還任は、還任である。

願人は、願人である。

カンニングは、カンニングである。

堪忍蔵は、堪忍蔵である。

堪忍庫は、堪忍庫である。

堪忍頃は、堪忍頃である。

堪忍地は、堪忍地である。

堪忍情は、堪忍情である。

堪忍強いは、堪忍強いである。

堪忍袋は、堪忍袋である。

堪忍分は、堪忍分である。

願人坊主は、願人坊主である。

堪忍負けは、堪忍負けである。

堪忍領は、堪忍領である。

官奴は、官奴である。

カンヌは、カンヌである。

閂は、閂である。

貫木は、貫木である。

閂差しは、閂差しである。

閂止めは、閂止めである。

官奴司は、官奴司である。



官奴婢は、官奴婢である。

奸佞は、奸佞である。

姦佞は、姦佞である。

カンネーは、カンネーである。

寒熱は、寒熱である。

寒熱往来は、寒熱往来である。

感熱紙は、感熱紙である。

寒念仏は、寒念仏である。

観念は、観念である。

元年は、元年である。

観念修行は、観念修行である。

観念小説は、観念小説である。

観念性は、観念性である。

観念的は、観念的である。

観念的競合は、観念的競合である。

観念念仏は、観念念仏である。

観念奔逸は、観念奔逸である。

観念連合は、観念連合である。

観念論は、観念論である。

管野は、管野である。

簡野は、簡野である。

寒の雨は、寒の雨である。

寒の入りは、寒の入りである。

完納は、完納である。

肝脳は、肝脳である。

官能は、官能である。

貫納は、貫納である。

堪能は、堪能である。

間脳は、間脳である。

勧農は、勧農である。

還納は、還納である。

感応遺伝は、感応遺伝である。

官能基は、官能基である。

神呪寺は、神呪寺である。

感応精神病は、感応精神病である。

寒の内は、寒の内である。

勧農鳥は、勧農鳥である。

官能的は、官能的である。

感応道交は、感応道交である。

肝膿瘍は、肝膿瘍である。

甘の御衣は、甘の御衣である。

貫の木は、貫の木である。

関の木は、関の木である。

かんの君は、かんの君である。

上の件は、上の件である。

官の外記は、官の外記である。



管野スガは、管野スガである。

官の庁は、官の庁である。

官の司は、官の司である。

簡野道明は、簡野道明である。

かんの殿は、かんの殿である。

寒の水は、寒の水である。

疳の虫は、疳の虫である。

癇の虫は、癇の虫である。

寒の餅は、寒の餅である。

寒の戻りは、寒の戻りである。

漢委奴国王印は、漢委奴国王印である。

観音は、観音である。

観音観は、観音観である。

観音経は、観音経である。

観音供は、観音供である。

観音籤は、観音籤である。

観音講は、観音講である。

観音崎は、観音崎である。

観音寺城は、観音寺城である。

観音懺法は、観音懺法である。

観音草は、観音草である。

観音竹は、観音竹である。

観音堂は、観音堂である。

観音の本誓は、観音の本誓である。

観音開きは、観音開きである。

観音品は、観音品である。

観音巡りは、観音巡りである。

観音力は、観音力である。

汗馬は、汗馬である。

燗場は、燗場である。

駻馬は、駻馬である。

悍馬は、悍馬である。

看破は、看破である。

寒波は、寒波である。

簡派は、簡派である。

カンパは、カンパである。

カンパーニアは、カンパーニアである。

完売は、完売である。

寒梅は、寒梅である。

観梅は、観梅である。

完敗は、完敗である。

乾杯は、乾杯である。

乾盃は、乾盃である。

勧杯は、勧杯である。

勧盃は、勧盃である。

感佩は、感佩である。



寒梅粉は、寒梅粉である。

関白は、関白である。

歓伯は、歓伯である。

雁帛は、雁帛である。

棺箱は、棺箱である。

羹箸は、羹箸である。

甲走るは、甲走るである。

カンバスは、カンバスである。

カンバセーションは、カンバセーションである。

間八は、間八である。

捍撥画は、捍撥画である。

旱魃は、旱魃である。

間伐は、間伐である。

簡抜は、簡抜である。

渙発は、渙発である。

煥発は、煥発である。

関八州は、関八州である。

カンパニアは、カンパニアである。

カンパニーは、カンパニーである。

カンパニュラは、カンパニュラである。

カンパネラは、カンパネラである。

汗馬の労は、汗馬の労である。

上林は、上林である。

上林暁は、上林暁である。

蒲原は、蒲原である。

カンパラは、カンパラである。

蒲原有明は、蒲原有明である。

蒲原粘土は、蒲原粘土である。

頑張りは、頑張りである。

頑張りズムは、頑張りズムである。

カンバリックは、カンバリックである。

甲張るは、甲張るである。

眼張るは、眼張るである。

頑張るは、頑張るである。

看板は、看板である。

燗番は、燗番である。

干犯は、干犯である。

甲板は、甲板である。

肝斑は、肝斑である。

官版は、官版である。

官板は、官板である。

乾板は、乾板である。

勘判は、勘判である。

乾パンは、乾パンである。

岩盤は、岩盤である。

ガンバンは、ガンバンである。



看板絵は、看板絵である。

看板倒れは、看板倒れである。

官板バタビヤ新聞は、官板バタビヤ新聞である。

かんばん方式は、かんばん方式である。

看板娘は、看板娘である。

甘美は、甘美である。

完美は、完美である。

完備は、完備である。

巻尾は、巻尾である。

艦尾は、艦尾である。

官費は、官費である。

乾皮は、乾皮である。

堪否は、堪否である。

韓非は、韓非である。

岩菲は、岩菲である。

雁皮は、雁皮である。

ガンビアは、ガンビアである。

缶ビールは、缶ビールである。

ガンビールは、ガンビールである。

完備花は、完備花である。

寒弾きは、寒弾きである。

韓非子は、韓非子である。

雁皮紙は、雁皮紙である。

柑皮症は、柑皮症である。

看病は、看病である。

干瓢は、干瓢である。

乾瓢は、乾瓢である。

寛平は、寛平である。

眼病は、眼病である。

寛平遺誡は、寛平遺誡である。

間氷期は、間氷期である。

寛平御時后宮歌合は、寛平御時后宮歌合である。

寛平法皇は、寛平法皇である。

燗壜は、燗壜である。

寒貧は、寒貧である。

官武は、官武である。

患部は、患部である。

幹部は、幹部である。

漢武は、漢武である。

奸婦は、奸婦である。

完膚は、完膚である。

官府は、官府である。

官符は、官符である。

姦夫は、姦夫である。

姦婦は、姦婦である。

悍婦は、悍婦である。



乾布は、乾布である。

感孚は、感孚である。

関釜は、関釜である。

還付は、還付である。

頑夫は、頑夫である。

江華島は、江華島である。

カンファレンスは、カンファレンスである。

功夫は、功夫である。

完封は、完封である。

寒風は、寒風である。

観楓は、観楓である。

還付金は、還付金である。

官服は、官服である。

感服は、感服である。

眼福は、眼福である。

観普賢経は、観普賢経である。

幹部候補生は、幹部候補生である。

官符衆徒は、官符衆徒である。

肝不全は、肝不全である。

冠不全は、冠不全である。

官府宣は、官府宣である。

カンプチアは、カンプチアである。

奸物は、奸物である。

姦物は、姦物である。

官物は、官物である。

換物は、換物である。

観仏は、観仏である。

灌仏は、灌仏である。

玩物は、玩物である。

頑物は、頑物である。

贋物は、贋物である。

灌仏会は、灌仏会である。

玩物喪志は、玩物喪志である。

寒鮒は、寒鮒である。

かんぷらは、かんぷらである。

カンプラは、カンプラである。

寒鰤は、寒鰤である。

カンブリアは、カンブリアである。

カンブリア紀は、カンブリア紀である。

カンブリア系は、カンブリア系である。

雁振瓦は、雁振瓦である。

カンブリックは、カンブリックである。

カンフルは、カンフルである。

カンフル剤は、カンフル剤である。

カンフル注射は、カンフル注射である。

カンフル丁幾は、カンフル丁幾である。



雁風呂は、雁風呂である。

漢文は、漢文である。

寛文は、寛文である。

感憤は、感憤である。

感奮は、感奮である。

漢文学は、漢文学である。

漢文崩しは、漢文崩しである。

韓文公は、韓文公である。

官文書は、官文書である。

漢文体は、漢文体である。

漢文典は、漢文典である。

漢文法は、漢文法である。

扞蔽は、扞蔽である。

官兵は、官兵である。

官幣は、官幣である。

勘平は、勘平である。

観兵は、観兵である。

乾貝は、乾貝である。

官幣使は、官幣使である。

観兵式は、観兵式である。

官幣社は、官幣社である。

完璧は、完璧である。

環壁は、環壁である。

癇癖は、癇癖である。

岸壁は、岸壁である。

岩壁は、岩壁である。

巌壁は、巌壁である。

神部署は、神部署である。

鑑別は、鑑別である。

寒紅は、寒紅である。

冠冕は、冠冕である。

勘弁は、勘弁である。

歓抃は、歓抃である。

簡便は、簡便である。

官辺は、官辺である。

勘返状は、勘返状である。

官簿は、官簿である。

閑歩は、閑歩である。

寛歩は、寛歩である。

緩歩は、緩歩である。

奸謀は、奸謀である。

姦謀は、姦謀である。

官房は、官房である。

冠帽は、冠帽である。

看忙は、看忙である。

看坊は、看坊である。



感冒は、感冒である。

関防は、関防である。

監房は、監房である。

観望は、観望である。

汗疱は、汗疱である。

官報は、官報である。

漢方は、漢方である。

寛保は、寛保である。

簡法は、簡法である。

観法は、観法である。

艦砲は、艦砲である。

願望は、願望である。

漢方医は、漢方医である。

官房学は、官房学である。

願望充足は、願望充足である。

冠帽図会は、冠帽図会である。

官房長は、官房長である。

官房長官は、官房長官である。

管鮑の交りは、管鮑の交りである。

漢方薬は、漢方薬である。

ガンボージは、ガンボージである。

肝木は、肝木である。

官牧は、官牧である。

翰墨は、翰墨である。

簡朴は、簡朴である。

簡樸は、簡樸である。

灌木は、灌木である。

翰墨場は、翰墨場である。

灌木帯は、灌木帯である。

カンボジアは、カンボジアである。

カンボジア語は、カンボジア語である。

寒牡丹は、寒牡丹である。

官没は、官没である。

陥没は、陥没である。

勘発は、勘発である。

陥没湖は、陥没湖である。

緩歩動物は、緩歩動物である。

願解きは、願解きである。

刊本は、刊本である。

完本は、完本である。

官本は、官本である。

監本は、監本である。

韓本は、韓本である。

元本は、元本である。

元本債権は、元本債権である。

カンマは、カンマである。



Γは、Γである。
γは、γである。
欠米は、欠米である。

寒米は、寒米である。

頑昧は、頑昧である。

寒参りは、寒参りである。

寒詣りは、寒詣りである。

γグロブリンは、γグロブリンである。
寒負けは、寒負けである。

γＧＴＰは、γＧＴＰである。
γ星は、γ星である。
γ線は、γ線である。
γ線バーストは、γ線バーストである。
巻末は、巻末である。

ガンマフィールドは、ガンマフィールドである。

雁豆は、雁豆である。

干満は、干満である。

緩慢は、緩慢である。

ガンマンは、ガンマンである。

甘味は、甘味である。

鹹味は、鹹味である。

含味は、含味である。

玩味は、玩味である。

含蜜糖は、含蜜糖である。

寒見舞は、寒見舞である。

岩脈は、岩脈である。

官名は、官名である。

漢名は、漢名である。

甘味料は、甘味料である。

奸民は、奸民である。

姦民は、姦民である。

官民は、官民である。

間民は、間民である。

頑民は、頑民である。

漢民族は、漢民族である。

官民有区分は、官民有区分である。

官務は、官務である。

関務は、関務である。

桓武天皇は、桓武天皇である。

桓武平氏は、桓武平氏である。

冠落し造りは、冠落し造りである。

冠形は、冠形である。

冠下は、冠下である。

冠鶴は、冠鶴である。

冠直衣は、冠直衣である。

冠松次郎は、冠松次郎である。



感無量は、感無量である。

観無量寿経は、観無量寿経である。

観無量寿経疏は、観無量寿経疏である。

冠鷲は、冠鷲である。

貫目は、貫目である。

貫目改所は、貫目改所である。

官命は、官命である。

感銘は、感銘である。

肝銘は、肝銘である。

簡明は、簡明である。

頑迷は、頑迷である。

頑冥は、頑冥である。

頑冥不霊は、頑冥不霊である。

ガンメタルは、ガンメタルである。

貫目筒は、貫目筒である。

乾麺は、乾麺である。

岩綿は、岩綿である。

顔面は、顔面である。

願面は、願面である。

顔面角は、顔面角である。

顔面筋は、顔面筋である。

顔面骨は、顔面骨である。

顔面神経は、顔面神経である。

顔面神経痛は、顔面神経痛である。

顔面神経麻痺は、顔面神経麻痺である。

完面像は、完面像である。

乾麺麭は、乾麺麭である。

がんもは、がんもである。

冠毛は、冠毛である。

換毛は、換毛である。

寛猛は、寛猛である。

頑蒙は、頑蒙である。

寒詣では、寒詣でである。

緘黙は、緘黙である。

眼目は、眼目である。

閑文字は、閑文字である。

寒餅は、寒餅である。

癇持ちは、癇持ちである。

勘物は、勘物である。

雁擬きは、雁擬きである。

肝文は、肝文である。

勘問は、勘問である。

貫文は、貫文である。

喚問は、喚問である。

棺文は、棺文である。

関門は、関門である。



雁門は、雁門である。

願文は、願文である。

関門海峡は、関門海峡である。

関門橋は、関門橋である。

関門トンネルは、関門トンネルである。

看聞日記は、看聞日記である。

肝門脈は、肝門脈である。

寒夜は、寒夜である。

完訳は、完訳である。

漢訳は、漢訳である。

漢薬は、漢薬である。

管籥は、管籥である。

関鑰は、関鑰である。

簡約は、簡約である。

丸薬は、丸薬である。

官約移民は、官約移民である。

神宿りは、神宿りである。

漢冶萍公司は、漢冶萍公司である。

神日本磐余彦天皇は、神日本磐余彦天皇である。

肝油は、肝油である。

乾油は、乾油である。

韓愈は、韓愈である。

含油は、含油である。

甘誘は、甘誘である。

奸雄は、奸雄である。

姦雄は、姦雄である。

官有は、官有である。

官遊は、官遊である。

敢勇は、敢勇である。

勧誘は、勧誘である。

寛宥は、寛宥である。

寛裕は、寛裕である。

含有は、含有である。

官有財産は、官有財産である。

官有林は、官有林である。

含油頁岩は、含油頁岩である。

含油軸受は、含油軸受である。

含油層は、含油層である。

換喩法は、換喩法である。

干与は、干与である。

関与は、関与である。

肝要は、肝要である。

官用は、官用である。

官窯は、官窯である。

咸陽は、咸陽である。

涵養は、涵養である。



換用は、換用である。

間葉は、間葉である。

寒羊は、寒羊である。

寛容は、寛容である。

漢洋は、漢洋である。

漢陽は、漢陽である。

漢窯は、漢窯である。

慣用は、慣用である。

環擁は、環擁である。

簡要は、簡要である。

慣用音は、慣用音である。

慣用句は、慣用句である。

慣用語は、慣用語である。

慣用手段は、慣用手段である。

観葉植物は、観葉植物である。

含耀門は、含耀門である。

慣用読みは、慣用読みである。

寒雷は、寒雷である。

元来は、元来である。

雁来紅は、雁来紅である。

かんらかんらは、かんらかんらである。

陥落は、陥落である。

乾酪は、乾酪である。

酣楽は、酣楽である。

歓楽は、歓楽である。

歓楽街は、歓楽街である。

乾酪素は、乾酪素である。

乾酪変性は、乾酪変性である。

甘藍は、甘藍である。

寒蘭は、寒蘭である。

橄欖は、橄欖である。

観覧は、観覧である。

橄欖岩は、橄欖岩である。

橄欖山は、橄欖山である。

観覧車は、観覧車である。

橄欖石は、橄欖石である。

奸吏は、奸吏である。

姦吏は、姦吏である。

官吏は、官吏である。

冠履は、冠履である。

管理は、管理である。

監吏は、監吏である。

監理は、監理である。

元利は、元利である。

管理会計は、管理会計である。

管理価格は、管理価格である。



眼力は、眼力である。

願力は、願力である。

願力回向は、願力回向である。

管理権は、管理権である。

管理行為は、管理行為である。

管理工学は、管理工学である。

管理社会は、管理社会である。

管理職は、管理職である。

官立は、官立である。

管理通貨制度は、管理通貨制度である。

冠履顛倒は、冠履顛倒である。

管理人は、管理人である。

管理農は、管理農である。

官吏服務紀律は、官吏服務紀律である。

管理貿易は、管理貿易である。

管理命令は、管理命令である。

簡略は、簡略である。

乾留は、乾留である。

乾溜は、乾溜である。

貫流は、貫流である。

寒流は、寒流である。

幹流は、幹流である。

緩流は、緩流である。

還流は、還流である。

環流は、環流である。

灌流は、灌流である。

韓柳欧蘇は、韓柳欧蘇である。

岩流圏は、岩流圏である。

巌流島は、巌流島である。

完了は、完了である。

官僚は、官僚である。

感量は、感量である。

管領は、管領である。

岩稜は、岩稜である。

顔料は、顔料である。

官僚主義は、官僚主義である。

官僚制は、官僚制である。

官僚政治は、官僚政治である。

官僚的は、官僚的である。

寒林は、寒林である。

翰林は、翰林である。

翰林院は、翰林院である。

翰林学士は、翰林学士である。

眼輪筋は、眼輪筋である。

韓林児は、韓林児である。

翰林図画院は、翰林図画院である。



咸臨丸は、咸臨丸である。

感涙は、感涙である。

函嶺は、函嶺である。

冠礼は、冠礼である。

勘例は、勘例である。

寒冷は、寒冷である。

漢隷は、漢隷である。

慣例は、慣例である。

艦齢は、艦齢である。

寒冷渦は、寒冷渦である。

寒冷高気圧は、寒冷高気圧である。

寒冷紗は、寒冷紗である。

寒冷前線は、寒冷前線である。

官歴は、官歴である。

還暦は、還暦である。

乾裂は、乾裂である。

干裂は、干裂である。

寒烈は、寒烈である。

環列は、環列である。

かん裂は、かん裂である。

棺斂は、棺斂である。

関連は、関連である。

関聯は、関聯である。

頷聯は、頷聯である。

関連性理論は、関連性理論である。

甘露は、甘露である。

寒露は、寒露である。

関路は、関路である。

頑魯は、頑魯である。

疳癆は、疳癆である。

玩弄は、玩弄である。

頑陋は、頑陋である。

巌廊は、巌廊である。

玩弄物は、玩弄物である。

干禄は、干禄である。

官禄は、官禄である。

貫禄は、貫禄である。

間禄は、間禄である。

勘六は、勘六である。

観勒は、観勒である。

干禄字書は、干禄字書である。

勘録状は、勘録状である。

甘露酒は、甘露酒である。

甘露水は、甘露水である。

甘露煮は、甘露煮である。

甘露日は、甘露日である。



甘露梅は、甘露梅である。

甘露法は、甘露法である。

頑論は、頑論である。

官話は、官話である。

閑話は、閑話である。

緩和は、緩和である。

閑話休題は、閑話休題である。

緩和現象は、緩和現象である。

神事舞は、神事舞である。

漢和字典は、漢和字典である。

漢和辞典は、漢和辞典である。

緩和政策は、緩和政策である。

きは、きである。

寸は、寸である。

匹は、匹である。

疋は、疋である。

木は、木である。

樹は、樹である。

生は、生である。

君は、君である。

杵は、杵である。

柵は、柵である。

城は、城である。

酒は、酒である。

黄は、黄である。

着は、着である。

葱は、葱である。

几は、几である。

己は、己である。

企は、企である。

危は、危である。

机は、机である。

気は、気である。

岐は、岐である。

希は、希である。

忌は、忌である。

汽は、汽である。

奇は、奇である。

祈は、祈である。

季は、季である。

癸は、癸である。

紀は、紀である。

軌は、軌である。

姫は、姫である。

既は、既である。

記は、記である。



起は、起である。

飢は、飢である。

鬼は、鬼である。

帰は、帰である。

基は、基である。

寄は、寄である。

規は、規である。

喜は、喜である。

幾は、幾である。

葵は、葵である。

揮は、揮である。

揆は、揆である。

期は、期である。

棋は、棋である。

棊は、棊である。

碁は、碁である。

稀は、稀である。

貴は、貴である。

毀は、毀である。

棄は、棄である。

詭は、詭である。

旗は、旗である。

箕は、箕である。

器は、器である。

嬉は、嬉である。

毅は、毅である。

畿は、畿である。

輝は、輝である。

冀は、冀である。

機は、機である。

騎は、騎である。

饑は、饑である。

羈は、羈である。

驥は、驥である。

ぎは、ぎである。

伎は、伎である。

妓は、妓である。

技は、技である。

宜は、宜である。

偽は、偽である。

欺は、欺である。

義は、義である。

疑は、疑である。

儀は、儀である。

戯は、戯である。

誼は、誼である。



擬は、擬である。

犠は、犠である。

魏は、魏である。

議は、議である。

ギアは、ギアである。

木藍は、木藍である。

気合は、気合である。

気合術は、気合術である。

気合負けは、気合負けである。

来合ふは、来合ふである。

気上がりは、気上がりである。

気上がるは、気上がるである。

偽悪は、偽悪である。

忌明けは、忌明けである。

黄揚羽は、黄揚羽である。

生麻は、生麻である。

黄葦毛は、黄葦毛である。

黄脚鷸は、黄脚鷸である。

ギアシフトは、ギアシフトである。

キアズマは、キアズマである。

気当りは、気当りである。

気圧は、気圧である。

汽圧は、汽圧である。

ギアツは、ギアツである。

気扱いは、気扱いである。

気圧計は、気圧計である。

気圧傾度は、気圧傾度である。

気圧の谷は、気圧の谷である。

気圧配置は、気圧配置である。

ギアナは、ギアナである。

黄蟻は、黄蟻である。

キアロスクーロは、キアロスクーロである。

来合せるは、来合せるである。

几案は、几案である。

起案は、起案である。

議案は、議案である。

輝安鉱は、輝安鉱である。

徽安門は、徽安門である。

紀伊は、紀伊である。

忌諱は、忌諱である。

奇異は、奇異である。

貴意は、貴意である。

キーは、キーである。

キーインダストリーは、キーインダストリーである。

キーカレンシーは、キーカレンシーである。

きいきいは、きいきいである。



きいきい声は、きいきい声である。

紀伊家は、紀伊家である。

ギーザは、ギーザである。

基肄城は、基肄城である。

紀伊水道は、紀伊水道である。

キーステーションは、キーステーションである。

キーストーンは、キーストーンである。

キーストーンコンビは、キーストーンコンビである。

キースラガーは、キースラガーである。

ギーゼキングは、ギーゼキングである。

妓生は、妓生である。

聞いたか坊主は、聞いたか坊主である。

利いた風は、利いた風である。

聞いた風は、聞いた風である。

木苺は、木苺である。

懸鉤子は、懸鉤子である。

帰一倍一は、帰一倍一である。

帰一法は、帰一法である。

鬼一法眼は、鬼一法眼である。

鬼一法眼三略巻は、鬼一法眼三略巻である。

気逸物は、気逸物である。

帰一は、帰一である。

キーツは、キーツである。

生一本は、生一本である。

生糸は、生糸である。

黄糸縅は、黄糸縅である。

生糸検査所は、生糸検査所である。

生糸取引所は、生糸取引所である。

キートンは、キートンである。

キーノートは、キーノートである。

紀伊の国は、紀伊の国である。

キーパーは、キーパーである。

キーパーソンは、キーパーソンである。

キーパンチャーは、キーパンチャーである。

紀伊半島は、紀伊半島である。

キープは、キープである。

キーベッドは、キーベッドである。

キーポイントは、キーポイントである。

キーボードは、キーボードである。

キーホルダーは、キーホルダーである。

きいやりは、きいやりである。

吉林は、吉林である。

キールは、キールである。

来居るは、来居るである。

ギールケは、ギールケである。

キールナは、キールナである。



基隆は、基隆である。

黄色は、黄色である。

黄色いは、黄色いである。

黄色猩猩蠅は、黄色猩猩蠅である。

キーロフは、キーロフである。

キーワードは、キーワードである。

気韻は、気韻である。

起因は、起因である。

基因は、基因である。

棋院は、棋院である。

妓院は、妓院である。

偽印は、偽印である。

議員は、議員である。

議院は、議院である。

議院規則は、議院規則である。

議院証言法は、議院証言法である。

気韻生動は、気韻生動である。

議院石は、議院石である。

議員特典は、議員特典である。

議院内閣制は、議院内閣制である。

キーンベック病は、キーンベック病である。

議院法は、議院法である。

議員立法は、議員立法である。

気宇は、気宇である。

祈雨は、祈雨である。

喜雨は、喜雨である。

キヴァ汗国は、キヴァ汗国である。

キウィは、キウィである。

気受けは、気受けである。

杵歌は、杵歌である。

木内は、木内である。

木内惣五郎は、木内惣五郎である。

気鬱は、気鬱である。

気鬱症は、気鬱症である。

気移りは、気移りである。

季移りは、季移りである。

木馬は、木馬である。

木馬路は、木馬路である。

木裏は、木裏である。

黄瓜は、黄瓜である。

木瓜は、木瓜である。

胡瓜は、胡瓜である。

生漆は、生漆である。

黄漆は、黄漆である。

気運は、気運である。

希運は、希運である。



機運は、機運である。

疑雲は、疑雲である。

帰依は、帰依である。

消え敢ふは、消え敢ふである。

気鋭は、気鋭である。

帰営は、帰営である。

機影は、機影である。

虧盈は、虧盈である。

消え入るは、消え入るである。

消え失せるは、消え失せるである。

消え返るは、消え返るである。

消え方は、消え方である。

消え難は、消え難である。

消え消えは、消え消えである。

消え去るは、消え去るである。

帰依三宝は、帰依三宝である。

消えすは、消えすである。

帰依僧は、帰依僧である。

消え初めるは、消え初めるである。

喜悦は、喜悦である。

消え尽くは、消え尽くである。

キエティスムは、キエティスムである。

消え止るは、消え止るである。

消え残るは、消え残るである。

消え果てるは、消え果てるである。

キエフは、キエフである。

キエフ公国は、キエフ公国である。

帰依仏は、帰依仏である。

帰依法は、帰依法である。

消え惑ふは、消え惑ふである。

消えやらずは、消えやらずである。

消えるは、消えるである。

キェルケゴールは、キェルケゴールである。

消え侘ぶは、消え侘ぶである。

気炎は、気炎である。

気焔は、気焔である。

奇縁は、奇縁である。

帰燕は、帰燕である。

棄捐は、棄捐である。

機縁は、機縁である。

起縁は、起縁である。

義捐は、義捐である。

義淵は、義淵である。

戯園は、戯園である。

義捐金は、義捐金である。

希塩酸は、希塩酸である。



稀塩酸は、稀塩酸である。

起縁直しは、起縁直しである。

気炎万丈は、気炎万丈である。

競いは、競いである。

勢は、勢である。

木負は、木負である。

気負いは、気負いである。

競い馬は、競い馬である。

競い顔は、競い顔である。

競い掛るは、競い掛るである。

競い競いには、競い競いにである。

競い口は、競い口である。

競い組は、競い組である。

競い込むは、競い込むである。

勢獅子は、勢獅子である。

競い立つは、競い立つである。

競い飛びは、競い飛びである。

競い肌は、競い肌である。

既往は、既往である。

期央は、期央である。

競ふは、競ふである。

気負うは、気負うである。

祇王は、祇王である。

妓王は、妓王である。

奇応丸は、奇応丸である。

祇王寺は、祇王寺である。

既往症は、既往症である。

黄大津は、黄大津である。

記憶は、記憶である。

記憶術は、記憶術である。

記憶障害は、記憶障害である。

記憶喪失は、記憶喪失である。

記憶装置は、記憶装置である。

記憶素子は、記憶素子である。

記憶媒体は、記憶媒体である。

記憶容量は、記憶容量である。

気後れは、気後れである。

キオスクは、キオスクである。

気落ちは、気落ちである。

生男は、生男である。

木男は、木男である。

黄縅は、黄縅である。

気重は、気重である。

木表は、木表である。

着重りは、着重りである。

木折は、木折である。



気折は、気折である。

生織は、生織である。

生織物は、生織物である。

気折れは、気折れである。

着下ろしは、着下ろしである。

気音は、気音である。

気温は、気温である。

黄苑は、黄苑である。

基音は、基音である。

棄恩は、棄恩である。

祇園は、祇園である。

擬音は、擬音である。

祇園会は、祇園会である。

祇園狂いは、祇園狂いである。

気温減率は、気温減率である。

擬音語は、擬音語である。

祇園祭礼信仰記は、祇園祭礼信仰記である。

祇園社は、祇園社である。

祇園精舎は、祇園精舎である。

祇園造は、祇園造である。

祇園豆腐は、祇園豆腐である。

生女は、生女である。

木女は、木女である。

祇園南海は、祇園南海である。

祇園女御九重錦は、祇園女御九重錦である。

祇園の神は、祇園の神である。

祇園の社は、祇園の社である。

祇園の夜桜は、祇園の夜桜である。

祇園八講は、祇園八講である。

祇園囃子は、祇園囃子である。

祇園坊は、祇園坊である。

祇園祭は、祇園祭である。

祇園守は、祇園守である。

祇園臨時祭は、祇園臨時祭である。

机下は、机下である。

几下は、几下である。

気化は、気化である。

奇貨は、奇貨である。

奇禍は、奇禍である。

季夏は、季夏である。

帰化は、帰化である。

幾何は、幾何である。

貴家は、貴家である。

旗下は、旗下である。

麾下は、麾下である。

貴下は、貴下である。



木香は、木香である。

起臥は、起臥である。

飢餓は、飢餓である。

饑餓は、饑餓である。

帰臥は、帰臥である。

偽花は、偽花である。

偽果は、偽果である。

偽貨は、偽貨である。

羲和は、羲和である。

戯画は、戯画である。

巍峨は、巍峨である。

ギガは、ギガである。

気海は、気海である。

気塊は、気塊である。

奇怪は、奇怪である。

規戒は、規戒である。

規誨は、規誨である。

棋界は、棋界である。

毀壊は、毀壊である。

機会は、機会である。

機械は、機械である。

器械は、器械である。

危害は、危害である。

気概は、気概である。

義解は、義解である。

議会は、議会である。

機械油は、機械油である。

機械編みは、機械編みである。

機械糸は、機械糸である。

機械織機は、機械織機である。

機会音楽は、機会音楽である。

機械化は、機械化である。

鬼界ヶ島は、鬼界ヶ島である。

器械楽器は、器械楽器である。

気海観瀾は、気海観瀾である。

機会均等は、機会均等である。

機会原因論は、機会原因論である。

機械語は、機械語である。

機械工学は、機械工学である。

機械工業は、機械工業である。

機械効率は、機械効率である。

機会詩は、機会詩である。

期外収縮は、期外収縮である。

議会主義は、議会主義である。

機械信管は、機械信管である。

機械水雷は、機械水雷である。



機械漉きは、機械漉きである。

幾何異性は、幾何異性である。

議会政治は、議会政治である。

機械製図は、機械製図である。

器械体操は、器械体操である。

機械的は、機械的である。

機械的エネルギーは、機械的エネルギーである。

機械的性質は、機械的性質である。

機械的唯物論は、機械的唯物論である。

機械鋸は、機械鋸である。

擬階の奏は、擬階の奏である。

機械機は、機械機である。

機械パルプは、機械パルプである。

機会犯罪人は、機会犯罪人である。

機会費用は、機会費用である。

機械文明は、機械文明である。

機械掘りは、機械掘りである。

機械翻訳は、機械翻訳である。

機械論は、機械論である。

錯ふは、錯ふである。

柵養ふは、柵養ふである。

着替えは、着替えである。

黄返しは、黄返しである。

着替えるは、着替えるである。

戯画化は、戯画化である。

幾何学は、幾何学である。

幾何学原論は、幾何学原論である。

幾何学的精神は、幾何学的精神である。

幾何学的模様は、幾何学的模様である。

幾何学様式は、幾何学様式である。

幾何画法は、幾何画法である。

気掛りは、気掛りである。

来掛るは、来掛るである。

気化器は、気化器である。

幾何級数は、幾何級数である。

幾何級数的は、幾何級数的である。

企画は、企画である。

気格は、気格である。

其角は、其角である。

寄客は、寄客である。

掎角は、掎角である。

規画は、規画である。

規格は、規格である。

棋客は、棋客である。

葵かくは、葵かくである。

聞かくは、聞かくである。



器楽は、器楽である。

擬革は、擬革である。

伎楽は、伎楽である。

妓楽は、妓楽である。

偽学は、偽学である。

義学は、義学である。

企画院は、企画院である。

企画院事件は、企画院事件である。

規格化は、規格化である。

擬革紙は、擬革紙である。

伎楽師は、伎楽師である。

規格住宅は、規格住宅である。

伎楽生は、伎楽生である。

規格判は、規格判である。

規格品は、規格品である。

伎楽面は、伎楽面である。

生掛は、生掛である。

来掛けは、来掛けである。

喜歌劇は、喜歌劇である。

幾何原本は、幾何原本である。

幾何光学は、幾何光学である。

気嵩は、気嵩である。

季重なりは、季重なりである。

気嵩者は、気嵩者である。

聞か猿は、聞か猿である。

着飾るは、着飾るである。

帰化植物は、帰化植物である。

木頭は、木頭である。

柝頭は、柝頭である。

帰化人は、帰化人である。

利かすは、利かすである。

聞かすは、聞かすである。

木ガスは、木ガスである。

希ガスは、希ガスである。

稀ガスは、稀ガスである。

幾何数列は、幾何数列である。

聞かず顔は、聞かず顔である。

不聞座頭は、不聞座頭である。

帰家性は、帰家性である。

利かせるは、利かせるである。

効かせるは、効かせるである。

聞かせるは、聞かせるである。

木型は、木型である。

木型尺は、木型尺である。

幾何中項は、幾何中項である。

飢渇は、飢渇である。



饑渇は、饑渇である。

きかとは、きかとである。

生金巾は、生金巾である。

聞かぬ顔は、聞かぬ顔である。

利かぬ気は、利かぬ気である。

木尺は、木尺である。

木矩は、木矩である。

気兼ねは、気兼ねである。

黄金は、黄金である。

気化熱は、気化熱である。

ギガバイトは、ギガバイトである。

幾何平均は、幾何平均である。

気構えは、気構えである。

生紙は、生紙である。

黄紙は、黄紙である。

牙噛むは、牙噛むである。

幾何模様は、幾何模様である。

飢餓輸出は、飢餓輸出である。

来通ふは、来通ふである。

木柄は、木柄である。

黄唐紙は、黄唐紙である。

黄烏瓜は、黄烏瓜である。

黄枯茶は、黄枯茶である。

黄枯茶飯は、黄枯茶飯である。

木柄屋は、木柄屋である。

キガリは、キガリである。

気軽は、気軽である。

気軽いは、気軽いである。

橘皮は、橘皮である。

黄皮は、黄皮である。

黄川原毛は、黄川原毛である。

黄土器毛は、黄土器毛である。

気変りは、気変りである。

気管は、気管である。

汽缶は、汽缶である。

奇観は、奇観である。

季刊は、季刊である。

軌間は、軌間である。

既刊は、既刊である。

飢寒は、飢寒である。

饑寒は、饑寒である。

帰還は、帰還である。

帰館は、帰館である。

基幹は、基幹である。

亀鑑は、亀鑑である。

幾諫は、幾諫である。



期間は、期間である。

貴官は、貴官である。

貴翰は、貴翰である。

貴簡は、貴簡である。

旗艦は、旗艦である。

器官は、器官である。

機感は、機感である。

奇巌は、奇巌である。

奇岩は、奇岩である。

祈願は、祈願である。

起龕は、起龕である。

帰雁は、帰雁である。

輝岩は、輝岩である。

妓館は、妓館である。

技官は、技官である。

技監は、技監である。

議官は、議官である。

義眼は、義眼である。

機関委任事務は、機関委任事務である。

利かん気は、利かん気である。

機関区は、機関区である。

気乾材は、気乾材である。

起寒剤は、起寒剤である。

基幹産業は、基幹産業である。

気管支は、気管支である。

機関士は、機関士である。

機関紙は、機関紙である。

機関誌は、機関誌である。

気管支炎は、気管支炎である。

気管支拡張症は、気管支拡張症である。

気管支加答児は、気管支加答児である。

気管支鏡は、気管支鏡である。

気管支喘息は、気管支喘息である。

機関室は、機関室である。

気管支肺炎は、気管支肺炎である。

機関車は、機関車である。

機関銃は、機関銃である。

祈願所は、祈願所である。

奇関数は、奇関数である。

気管切開は、気管切開である。

機関訴訟は、機関訴訟である。

ギガンテスは、ギガンテスである。

機関投資家は、機関投資家である。

黄雁皮は、黄雁皮である。

機関砲は、機関砲である。

利かん坊は、利かん坊である。



利きは、利きである。

効きは、効きである。

聞きは、聞きである。

危機は、危機である。

汽機は、汽機である。

奇気は、奇気である。

奇奇は、奇奇である。

記紀は、記紀である。

記旗は、記旗である。

起期は、起期である。

鬼気は、鬼気である。

帰期は、帰期である。

喜気は、喜気である。

毀棄は、毀棄である。

ききは、ききである。

嬉嬉は、嬉嬉である。

輝輝は、輝輝である。

暉暉は、暉暉である。

機器は、機器である。

器機は、器機である。

窺基は、窺基である。

騏驥は、騏驥である。

木木は、木木である。

危疑は、危疑である。

気気は、気気である。

奇技は、奇技である。

詭偽は、詭偽である。

嬉戯は、嬉戯である。

機宜は、機宜である。

偽器は、偽器である。

義気は、義気である。

義旗は、義旗である。

儀軌は、儀軌である。

議貴は、議貴である。

義義は、義義である。

疑義は、疑義である。

擬議は、擬議である。

巍巍は、巍巍である。

聞き敢ふは、聞き敢ふである。

聞き明らむは、聞き明らむである。

聞き飽きるは、聞き飽きるである。

利き足は、利き足である。

聞き集めるは、聞き集めるである。

聞き誤るは、聞き誤るである。

聞き顕すは、聞き顕すである。

聞き合せるは、聞き合せるである。



危機意識は、危機意識である。

利き医者は、利き医者である。

聞き出づは、聞き出づである。

聞き出すは、聞き出すである。

聞き厭はしは、聞き厭はしである。

聞き忌は、聞き忌である。

聞き入るは、聞き入るである。

聞き入れるは、聞き入れるである。

聞き浮ぶは、聞き浮ぶである。

利き腕は、利き腕である。

聞き負ふは、聞き負ふである。

聞き果すは、聞き果すである。

聞き置くは、聞き置くである。

聞き納めは、聞き納めである。

聞き怖じは、聞き怖じである。

聞き落ちは、聞き落ちである。

利き男は、利き男である。

聞き落すは、聞き落すである。

聞き覚えは、聞き覚えである。

聞き覚えるは、聞き覚えるである。

聞き思ふは、聞き思ふである。

聞き及ぶは、聞き及ぶである。

奇奇怪怪は、奇奇怪怪である。

聞き換ふは、聞き換ふである。

聞き返すは、聞き返すである。

聞き顔は、聞き顔である。

聞書は、聞書である。

聞き齧りは、聞き齧りである。

聞き齧るは、聞き齧るである。

聴き方は、聴き方である。

聞き方は、聞き方である。

聞き難しは、聞き難しである。

記紀歌謡は、記紀歌謡である。

聞き通ふは、聞き通ふである。

聞き交すは、聞き交すである。

危機感は、危機感である。

危機管理は、危機管理である。

聞き切るは、聞き切るである。

聞句は、聞句である。

黄菊は、黄菊である。

聞き暮すは、聞き暮すである。

聞き苦しいは、聞き苦しいである。

聞き恋ふは、聞き恋ふである。

聞き巧者は、聞き巧者である。

聞き困ずは、聞き困ずである。

聞香炉は、聞香炉である。



聞き応えは、聞き応えである。

聞き事は、聞き事である。

利き駒は、利き駒である。

聞込みは、聞込みである。

聞き込むは、聞き込むである。

聞き籠むは、聞き籠むである。

毀棄罪は、毀棄罪である。

聞酒は、聞酒である。

利酒は、利酒である。

聞き止すは、聞き止すである。

聞き定むは、聞き定むである。

喜々猿は、喜々猿である。

聞きされは、聞きされである。

雉は、雉である。

雉子は、雉子である。

汽機室は、汽機室である。

聞き忍ぶは、聞き忍ぶである。

聞き染むは、聞き染むである。

聞き上手は、聞き上手である。

聞知り顔は、聞知り顔である。

聞き知るは、聞き知るである。

危機神学は、危機神学である。

聞き過ぐすは、聞き過ぐすである。

聞き過すは、聞き過すである。

聞き捨ては、聞き捨てである。

聞き捨てるは、聞き捨てるである。

聞き済ますは、聞き済ますである。

聞き澄ますは、聞き澄ますである。

聞き済みは、聞き済みである。

聞き済むは、聞き済むである。

聞き添ふは、聞き添ふである。

聞き損うは、聞き損うである。

聞きそなはすは、聞きそなはすである。

聞き初むは、聞き初むである。

聞き損は、聞き損である。

聞き違いは、聞き違いである。

聞き違ふは、聞き違ふである。

聞き違えは、聞き違えである。

聞き違えるは、聞き違えるである。

聞き足すは、聞き足すである。

聞き質すは、聞き質すである。

聞き立つは、聞き立つである。

聞茶は、聞茶である。

利茶は、利茶である。

利き猪口は、利き猪口である。

聞き付くは、聞き付くである。



聞き継ぐは、聞き継ぐである。

聞き尽すは、聞き尽すである。

聞き繕ふは、聞き繕ふである。

聞き付けるは、聞き付けるである。

聞き伝えは、聞き伝えである。

聞き伝えるは、聞き伝えるである。

聞き伝ては、聞き伝てである。

聞き積るは、聞き積るである。

聞きづらいは、聞きづらいである。

利き手は、利き手である。

聞き手は、聞き手である。

聞き遠しは、聞き遠しである。

聞き通すは、聞き通すである。

聞き咎めるは、聞き咎めるである。

聞き解くは、聞き解くである。

聞き遂ぐは、聞き遂ぐである。

聞き得は、聞き得である。

利き所は、利き所である。

聞き所は、聞き所である。

聞き届けるは、聞き届けるである。

聞き留むは、聞き留むである。

聞き留めるは、聞き留めるである。

聞きとも無いは、聞きとも無いである。

聞取りは、聞取りである。

聴取りは、聴取りである。

聴取り書は、聴取り書である。

聞取り学問は、聞取り学問である。

聞取り法問は、聞取り法問である。

聞き取るは、聞き取るである。

聴き取るは、聴き取るである。

聞き蕩れるは、聞き蕩れるである。

聞き直すは、聞き直すである。

聞流しは、聞流しである。

聞き流すは、聞き流すである。

聞き做しは、聞き做しである。

聞き做すは、聞き做すである。

聞き悩むは、聞き悩むである。

聞き習ふは、聞き習ふである。

聞き馴らすは、聞き馴らすである。

聞き馴れるは、聞き馴れるである。

聞き慣れるは、聞き慣れるである。

聞き難いは、聞き難いである。

聞き逃げは、聞き逃げである。

生絹は、生絹である。

聞き逃すは、聞き逃すである。

聞き挿むは、聞き挿むである。



聞き外すは、聞き外すである。

聞き果つは、聞き果つである。

聞きはつるは、聞きはつるである。

聞き放つは、聞き放つである。

聞き囃すは、聞き囃すである。

聞き腹は、聞き腹である。

聞番は、聞番である。

聞番役は、聞番役である。

聞き僻むは、聞き僻むである。

聞き開くは、聞き開くである。

聞き耽るは、聞き耽るである。

聞き臥すは、聞き臥すである。

聞き伏すは、聞き伏すである。

聞き旧るは、聞き旧るである。

聞き触るは、聞き触るである。

聞き旧すは、聞き旧すである。

機器分析は、機器分析である。

聞き下手は、聞き下手である。

聞き惚れるは、聞き惚れるである。

聞き紛ふは、聞き紛ふである。

聞き紛はすは、聞き紛はすである。

聞き惑ふは、聞き惑ふである。

聞き惑はすは、聞き惑はすである。

聞耳は、聞耳である。

聴耳は、聴耳である。

奇奇妙妙は、奇奇妙妙である。

聞き見るは、聞き見るである。

利き目は、利き目である。

効き目は、効き目である。

ぎぎめくは、ぎぎめくである。

聞き愛づは、聞き愛づである。

聞き喪は、聞き喪である。

聞き持たりは、聞き持たりである。

利き者は、利き者である。

聞き物は、聞き物である。

聞き洩らすは、聞き洩らすである。

棄却は、棄却である。

利き役は、利き役である。

聞き役は、聞き役である。

戯謔は、戯謔である。

企及は、企及である。

危急は、危急である。

気球は、気球である。

希求は、希求である。

冀求は、冀求である。

耆旧は、耆旧である。



帰休は、帰休である。

欷泣は、欷泣である。

箕裘は、箕裘である。

気球観測は、気球観測である。

危急存亡は、危急存亡である。

起居は、起居である。

寄居は、寄居である。

欷歔は、欷歔である。

跪居は、跪居である。

箕踞は、箕踞である。

帰御は、帰御である。

綺語は、綺語である。

義挙は、義挙である。

聞き善いは、聞き善いである。

気胸は、気胸である。

奇矯は、奇矯である。

桔梗は、桔梗である。

帰京は、帰京である。

帰郷は、帰郷である。

帰敬は、帰敬である。

亀鏡は、亀鏡である。

棄教は、棄教である。

聞き様は、聞き様である。

企業は、企業である。

気形は、気形である。

起業は、起業である。

鬼形は、鬼形である。

基業は、基業である。

機業は、機業である。

偽経は、偽経である。

義侠は、義侠である。

議卿は、議卿である。

儀刑は、儀刑である。

儀形は、儀形である。

儀型は、儀型である。

企業意識は、企業意識である。

桔梗色は、桔梗色である。

桔梗科は、桔梗科である。

企業家は、企業家である。

企業会計は、企業会計である。

企業会計原則は、企業会計原則である。

桔梗笠は、桔梗笠である。

企業間信用は、企業間信用である。

企業組合は、企業組合である。

企業系列は、企業系列である。

企業結合は、企業結合である。



企業合同は、企業合同である。

桔梗皿は、桔梗皿である。

帰敬式は、帰敬式である。

企業者は、企業者である。

起業者は、起業者である。

企業集団は、企業集団である。

企業集中は、企業集中である。

企業所得は、企業所得である。

企業整備は、企業整備である。

企業責任は、企業責任である。

義兄弟は、義兄弟である。

企業担保付社債は、企業担保付社債である。

企業内教育は、企業内教育である。

企業年金は、企業年金である。

桔梗の間は、桔梗の間である。

企業風土は、企業風土である。

桔梗袋は、桔梗袋である。

企業文化は、企業文化である。

企業別組合は、企業別組合である。

桔梗門は、桔梗門である。

企業用財産は、企業用財産である。

起業利得は、起業利得である。

気胸療法は、気胸療法である。

企業倫理は、企業倫理である。

企業連合は、企業連合である。

危局は、危局である。

枳棘は、枳棘である。

棋局は、棋局である。

棊局は、棊局である。

器局は、器局である。

鰭棘は、鰭棘である。

戯曲は、戯曲である。

聞き寄すは、聞き寄すである。

起居注は、起居注である。

帰去来は、帰去来である。

帰去来辞は、帰去来辞である。

木切れは、木切れである。

着際は、着際である。

聞き分くは、聞き分くである。

聞分けは、聞分けである。

聞き分けるは、聞き分けるである。

聞き煩ふは、聞き煩ふである。

聞き忘れるは、聞き忘れるである。

聞き渡すは、聞き渡すである。

聞き渡るは、聞き渡るである。

聞き侘ぶは、聞き侘ぶである。



飢饉は、飢饉である。

饑饉は、饑饉である。

基金は、基金である。

寄金は、寄金である。

偽金は、偽金である。

義金は、義金である。

輝銀鉱は、輝銀鉱である。

貴金属は、貴金属である。

菊は、菊である。

危懼は、危懼である。

奇句は、奇句である。

起句は、起句である。

崎嶇は、崎嶇である。

規矩は、規矩である。

喜懼は、喜懼である。

利くは、利くである。

効くは、効くである。

聞くは、聞くである。

聴くは、聴くである。

木具は、木具である。

危惧は、危惧である。

器具は、器具である。

機具は、機具である。

ぎくは、ぎくである。

疑懼は、疑懼である。

ギグは、ギグである。

菊秋は、菊秋である。

菊合は、菊合である。

木杭は、木杭である。

鞠育は、鞠育である。

菊石類は、菊石類である。

菊戴は、菊戴である。

菊一文字は、菊一文字である。

木食い虫は、木食い虫である。

木蠧虫は、木蠧虫である。

菊芋は、菊芋である。

奇偶は、奇偶である。

奇遇は、奇遇である。

帰寓は、帰寓である。

寄寓は、寄寓である。

羇寓は、羇寓である。

祇空は、祇空である。

菊岡は、菊岡である。

菊岡検校は、菊岡検校である。

菊花は、菊花である。

菊科は、菊科である。



菊襲は、菊襲である。

菊頭蝙蝠は、菊頭蝙蝠である。

菊形は、菊形である。

菊唐草は、菊唐草である。

菊川は、菊川である。

菊川英山は、菊川英山である。

菊瓦は、菊瓦である。

木釘は、木釘である。

きくきくは、きくきくである。

聞く聞くは、聞く聞くである。

ぎくぎくは、ぎくぎくである。

菊桐は、菊桐である。

麹菌は、麹菌である。

菊供養は、菊供養である。

菊毛は、菊毛である。

木具拵えは、木具拵えである。

菊五郎は、菊五郎である。

菊衣は、菊衣である。

菊座は、菊座である。

菊細工は、菊細工である。

菊酒は、菊酒である。

菊皿は、菊皿である。

麹氏は、麹氏である。

菊慈童は、菊慈童である。

菊尺は、菊尺である。

ぎくしゃくは、ぎくしゃくである。

規矩術は、規矩術である。

規矩準縄は、規矩準縄である。

鞠訊は、鞠訊である。

鞫訊は、鞫訊である。

麹塵は、麹塵である。

麹塵の袍は、麹塵の袍である。

掬すは、掬すである。

木屑は、木屑である。

菊水は、菊水である。

菊吸天牛は、菊吸天牛である。

菊炭は、菊炭である。

生薬は、生薬である。

生薬屋は、生薬屋である。

着崩れは、着崩れである。

気崩れは、気崩れである。

着癖は、着癖である。

木具膳は、木具膳である。

鞠足は、鞠足である。

菊揃えは、菊揃えである。

菊多は、菊多である。



菊田は、菊田である。

菊田一夫は、菊田一夫である。

菊多摺は、菊多摺である。

菊立涌は、菊立涌である。

菊多関は、菊多関である。

気草臥は、気草臥である。

菊池は、菊池である。

木口は、木口である。

菊池海荘は、菊池海荘である。

菊池寛は、菊池寛である。

菊池寛賞は、菊池寛賞である。

菊池契月は、菊池契月である。

菊池五山は、菊池五山である。

菊池神社は、菊池神社である。

菊池正士は、菊池正士である。

菊池大麓は、菊池大麓である。

菊池武重は、菊池武重である。

菊池武時は、菊池武時である。

菊池武敏は、菊池武敏である。

菊池武朝は、菊池武朝である。

菊池武光は、菊池武光である。

黄朽葉は、黄朽葉である。

菊池幽芳は、菊池幽芳である。

菊池容斎は、菊池容斎である。

奇崛は、奇崛である。

木沓は、木沓である。

木履は、木履である。

菊月は、菊月である。

ぎくつくは、ぎくつくである。

菊作りは、菊作りである。

菊作りの太刀は、菊作りの太刀である。

ぎくっとは、ぎくっとである。

菊鍔は、菊鍔である。

菊灯台は、菊灯台である。

菊綴じは、菊綴じである。

菊菜は、菊菜である。

菊膾は、菊膾である。

聞道は、聞道である。

聞説は、聞説である。

菊人形は、菊人形である。

菊の宴は、菊の宴である。

菊の賀は、菊の賀である。

菊の被綿は、菊の被綿である。

菊の御作は、菊の御作である。

菊の盃は、菊の盃である。

菊の酒は、菊の酒である。



菊の雫は、菊の雫である。

菊の下水は、菊の下水である。

菊の節会は、菊の節会である。

菊の節句は、菊の節句である。

企救の高浜は、企救の高浜である。

菊の露は、菊の露である。

菊の花は、菊の花である。

菊の花摺は、菊の花摺である。

菊の花包みは、菊の花包みである。

企救の浜は、企救の浜である。

菊の浜は、菊の浜である。

菊の日は、菊の日である。

菊の間は、菊の間である。

菊の水は、菊の水である。

菊海苔は、菊海苔である。

菊の綿は、菊の綿である。

菊畑は、菊畑である。

気配りは、気配りである。

菊判は、菊判である。

菊半截は、菊半截である。

菊醤は、菊醤である。

菊雛は、菊雛である。

菊日和は、菊日和である。

菊枕は、菊枕である。

菊見は、菊見である。

木組みは、木組みである。

気組みは、気組みである。

菊蒸しは、菊蒸しである。

菊結びは、菊結びである。

菊目石は、菊目石である。

海花石は、海花石である。

鞠問は、鞠問である。

鞫問は、鞫問である。

木具屋は、木具屋である。

鞠養は、鞠養である。

木倉は、木倉である。

木蔵は、木蔵である。

気位は、気位である。

木耳は、木耳である。

キクラデス文明は、キクラデス文明である。

きくりは、きくりである。

ぎくりは、ぎくりである。

轜車は、轜車である。

着包みは、着包みである。

気苦労は、気苦労である。

菊綿は、菊綿である。



貴君は、貴君である。

義訓は、義訓である。

戯訓は、戯訓である。

義軍は、義軍である。

偽君子は、偽君子である。

記家は、記家である。

忌景は、忌景である。

奇形は、奇形である。

畸形は、畸形である。

畸型は、畸型である。

奇計は、奇計である。

奇景は、奇景である。

奇警は、奇警である。

詭計は、詭計である。

機警は、機警である。

貴兄は、貴兄である。

祇敬は、祇敬である。

偽計は、偽計である。

義兄は、義兄である。

義髻は、義髻である。

ぎ刑は、ぎ刑である。

蟻径は、蟻径である。

伎芸は、伎芸である。

技芸は、技芸である。

義経記は、義経記である。

奇形児は、奇形児である。

畸形児は、畸形児である。

伎芸天は、伎芸天である。

聞け顔は、聞け顔である。

喜劇は、喜劇である。

詭激は、詭激である。

生下戸は、生下戸である。

気血は、気血である。

奇傑は、奇傑である。

既決は、既決である。

起結は、起結である。

帰結は、帰結である。

剞けつは、剞けつである。

忌月は、忌月である。

期月は、期月である。

虧月は、虧月である。

議決は、議決である。

議決機関は、議決機関である。

議決権は、議決権である。

剞けつ氏は、剞けつ氏である。

既決囚は、既決囚である。



黄華鬘は、黄華鬘である。

利け者は、利け者である。

聞けるは、聞けるである。

キケロは、キケロである。

きけわだつみのこえは、きけわだつみのこえである。

危険は、危険である。

気圏は、気圏である。

貴顕は、貴顕である。

棄権は、棄権である。

危言は、危言である。

奇幻は、奇幻である。

奇言は、奇言である。

紀元は、紀元である。

起原は、起原である。

起源は、起源である。

期限は、期限である。

毀言は、毀言である。

機嫌は、機嫌である。

譏嫌は、譏嫌である。

偽言は、偽言である。

戯言は、戯言である。

魏源は、魏源である。

機嫌伺いは、機嫌伺いである。

機嫌買いは、機嫌買いである。

機嫌変えは、機嫌変えである。

機嫌顔は、機嫌顔である。

擬絹糸は、擬絹糸である。

危険思想は、危険思想である。

喜見城は、喜見城である。

機嫌上戸は、機嫌上戸である。

危険信号は、危険信号である。

危険人物は、危険人物である。

危険責任は、危険責任である。

紀元節は、紀元節である。

紀元前は、紀元前である。

希元素は、希元素である。

稀元素は、稀元素である。

危険速度は、危険速度である。

期限付は、期限付である。

機嫌取りは、機嫌取りである。

機嫌直しは、機嫌直しである。

危険な関係は、危険な関係である。

期限の利益は、期限の利益である。

危険犯は、危険犯である。

危険半円は、危険半円である。

危険負担は、危険負担である。



帰忌は、帰忌である。

旗鼓は、旗鼓である。

騎虎は、騎虎である。

奇語は、奇語である。

季語は、季語である。

寄語は、寄語である。

義故は、義故である。

擬古は、擬古である。

議故は、議故である。

危行は、危行である。

気孔は、気孔である。

気功は、気功である。

気候は、気候である。

奇功は、奇功である。

奇巧は、奇巧である。

奇行は、奇行である。

奇効は、奇効である。

季候は、季候である。

紀行は、紀行である。

紀綱は、紀綱である。

起工は、起工である。

起稿は、起稿である。

帰向は、帰向である。

帰耕は、帰耕である。

帰航は、帰航である。

帰降は、帰降である。

帰港は、帰港である。

寄口は、寄口である。

寄港は、寄港である。

寄航は、寄航である。

寄稿は、寄稿である。

亀甲は、亀甲である。

貴幸は、貴幸である。

葵向は、葵向である。

稀覯は、稀覯である。

希覯は、希覯である。

機巧は、機巧である。

機甲は、機甲である。

機構は、機構である。

騎行は、騎行である。

貴公は、貴公である。

記号は、記号である。

鬼号は、鬼号である。

帰仰は、帰仰である。

揮毫は、揮毫である。

貴号は、貴号である。



旗号は、旗号である。

徽号は、徽号である。

技工は、技工である。

技巧は、技巧である。

義公は、義公である。

義甲は、義甲である。

義校は、義校である。

擬講は、擬講である。

戯号は、戯号である。

寄稿家は、寄稿家である。

機甲科は、機甲科である。

技巧家は、技巧家である。

気候学は、気候学である。

機構学は、機構学である。

記号学は、記号学である。

気候型は、気候型である。

記号偽造罪は、記号偽造罪である。

気候区は、気候区である。

貴公子は、貴公子である。

記号素は、記号素である。

気候帯は、気候帯である。

乞巧奠は、乞巧奠である。

技巧派は、技巧派である。

機甲部隊は、機甲部隊である。

紀行文は、紀行文である。

気候変動枠組条約は、気候変動枠組条約である。

稀覯本は、稀覯本である。

揮毫料は、揮毫料である。

気候療法は、気候療法である。

記号論は、記号論である。

記号論理学は、記号論理学である。

聞えは、聞えである。

聞え上ぐは、聞え上ぐである。

聞え合せ人は、聞え合せ人である。

聞え落すは、聞え落すである。

聞え返すは、聞え返すである。

聞え通ふは、聞え通ふである。

聞え交すは、聞え交すである。

聞え切るは、聞え切るである。

聞えごつは、聞えごつである。

聞えさすは、聞えさすである。

聞え付くは、聞え付くである。

聞えよがしは、聞えよがしである。

聞えるは、聞えるである。

黄小雁皮は、黄小雁皮である。

鬼哭は、鬼哭である。



帰国は、帰国である。

貴国は、貴国である。

旗国は、旗国である。

疑獄は、疑獄である。

鬼谷子は、鬼谷子である。

帰国子女は、帰国子女である。

旗国主義は、旗国主義である。

枳殻邸は、枳殻邸である。

旗国法は、旗国法である。

着心地は、着心地である。

着心は、着心である。

気心は、気心である。

着茣蓙は、着茣蓙である。

木輿は、木輿である。

黄腰は、黄腰である。

聞し食すは、聞し食すである。

聞し召し入るは、聞し召し入るである。

聞召し物は、聞召し物である。

聞し召すは、聞し召すである。

擬古主義は、擬古主義である。

綺語抄は、綺語抄である。

聞すは、聞すである。

ぎごちないは、ぎごちないである。

気骨は、気骨である。

肌骨は、肌骨である。

奇骨は、奇骨である。

ぎこつなしは、ぎこつなしである。

ぎごとなしは、ぎごとなしである。

季言葉は、季言葉である。

着こなしは、着こなしである。

着こなすは、着こなすである。

帰忌日は、帰忌日である。

輝コバルト鉱は、輝コバルト鉱である。

擬古文は、擬古文である。

着零すは、着零すである。

着込みは、着込みである。

着籠みは、着籠みである。

気込みは、気込みである。

着込むは、着込むである。

着籠むは、着籠むである。

生米は、生米である。

着籠めは、着籠めである。

擬古物語は、擬古物語である。

木小屋は、木小屋である。

聞ゆは、聞ゆである。

聞ゆるは、聞ゆるである。



樵は、樵である。

樵るは、樵るである。

着殺すは、着殺すである。

義強は、義強である。

気強しは、気強しである。

木強しは、木強しである。

気根は、気根である。

気魂は、気魂である。

既婚は、既婚である。

基根は、基根である。

機根は、機根である。

蚶は、蚶である。

象は、象である。

きさは、きさである。

詭詐は、詭詐である。

機作は、機作である。

刻は、刻である。

危坐は、危坐である。

危座は、危座である。

気障は、気障である。

起坐は、起坐である。

起座は、起座である。

帰座は、帰座である。

跪坐は、跪坐である。

跪座は、跪座である。

箕坐は、箕坐である。

ぎざは、ぎざである。

后は、后である。

忌祭は、忌祭である。

奇才は、奇才である。

奇祭は、奇祭である。

既済は、既済である。

既裁は、既裁である。

記載は、記載である。

起債は、起債である。

鬼才は、鬼才である。

機才は、機才である。

木材は、木材である。

器材は、器材である。

器財は、器財である。

機材は、機材である。

起債市場は、起債市場である。

私部は、私部である。

后の宮は、后の宮である。

后宮職は、后宮職である。

后腹は、后腹である。



后町は、后町である。

蚶貝は、蚶貝である。

気逆いは、気逆いである。

きざ柿は、きざ柿である。

象潟は、象潟である。

気離りは、気離りである。

気障がるは、気障がるである。

気先は、気先である。

機先は、機先である。

后がねは、后がねである。

木崎湖は、木崎湖である。

后詞は、后詞である。

刻刻は、刻刻である。

段段は、段段である。

ぎざぎざは、ぎざぎざである。

后立ちは、后立ちである。

后職は、后職である。

后町の井は、后町の井である。

后町の廊は、后町の廊である。

期先物は、期先物である。

木杓は、木杓である。

気さくは、気さくである。

奇策は、奇策である。

詭策は、詭策である。

刮ぐは、刮ぐである。

偽作は、偽作である。

戯作は、戯作である。

擬作は、擬作である。

黄桜は、黄桜である。

きさげは、きさげである。

生酒は、生酒である。

細螺は、細螺である。

扁螺は、扁螺である。

喜佐古は、喜佐古である。

起座呼吸は、起座呼吸である。

細螺弾きは、細螺弾きである。

木ささぎは、木ささぎである。

木ささげは、木ささげである。

兆しは、兆しである。

萌しは、萌しである。

気ざしは、気ざしである。

兆すは、兆すである。

萌すは、萌すである。

季札は、季札である。

貴札は、貴札である。

偽札は、偽札である。



気障っぽいは、気障っぽいである。

象の牙は、象の牙である。

貴様は、貴様である。

刻みは、刻みである。

刻み足は、刻み足である。

刻み荒布は、刻み荒布である。

刻み稲妻は、刻み稲妻である。

刻み売りは、刻み売りである。

刻み金は、刻み金である。

刻み込むは、刻み込むである。

刻み昆布は、刻み昆布である。

刻み鞘は、刻み鞘である。

刻み煙草は、刻み煙草である。

刻み漬は、刻み漬である。

刻み付けるは、刻み付けるである。

刻み供は、刻み供である。

刻み階は、刻み階である。

刻み燧は、刻み燧である。

刻み拍子は、刻み拍子である。

刻み目は、刻み目である。

刻むは、刻むである。

樹雨は、樹雨である。

象山は、象山である。

木鞘巻は、木鞘巻である。

木皿は、木皿である。

如月は、如月である。

衣更着は、衣更着である。

如月の灸は、如月の灸である。

如月の仏の縁は、如月の仏の縁である。

如月の別れは、如月の別れである。

木晒は、木晒である。

木更津は、木更津である。

生猿は、生猿である。

木醂は、木醂である。

木淡は、木淡である。

気障りは、気障りである。

起蚕は、起蚕である。

起算は、起算である。

帰参は、帰参である。

岐山は、岐山である。

祁山は、祁山である。

箕山は、箕山である。

蟻蚕は、蟻蚕である。

蟻酸は、蟻酸である。

義山は、義山である。

木珊瑚は、木珊瑚である。



気散じは、気散じである。

気散じ者は、気散じ者である。

起算点は、起算点である。

キサントフィルは、キサントフィルである。

キサントプロテイン反応は、キサントプロテイン反応である。

起算日は、起算日である。

吉士は、吉士である。

吉師は、吉師である。

吉志は、吉志である。

奇士は、奇士である。

季子は、季子である。

起死は、起死である。

基址は、基址である。

棋士は、棋士である。

棋子は、棋子である。

貴使は、貴使である。

貴姉は、貴姉である。

貴紙は、貴紙である。

貴誌は、貴誌である。

愧死は、愧死である。

棄市は、棄市である。

旗幟は、旗幟である。

箕子は、箕子である。

騎士は、騎士である。

譏刺は、譏刺である。

木地は、木地である。

生地は、生地である。

素地は、素地である。

黄地は、黄地である。

奇事は、奇事である。

記事は、記事である。

きじは、きじである。

喜字は、喜字である。

棋峙は、棋峙である。

棄児は、棄児である。

詭辞は、詭辞である。

機事は、機事である。

技師は、技師である。

祇支は、祇支である。

義士は、義士である。

義子は、義子である。

義姉は、義姉である。

義枝は、義枝である。

義肢は、義肢である。

義歯は、義歯である。

擬死は、擬死である。



魏志は、魏志である。

義字は、義字である。

疑字は、疑字である。

疑弐は、疑弐である。

疑似は、疑似である。

擬似は、擬似である。

疑事は、疑事である。

疑辞は、疑辞である。

擬餌は、擬餌である。

議事は、議事である。

起死回生は、起死回生である。

雉隠しは、雉隠しである。

木地笠は、木地笠である。

来し方は、来し方である。

来し方行く先は、来し方行く先である。

来し方行く末は、来し方行く末である。

既視感は、既視感である。

規式は、規式である。

器識は、器識である。

記時器は、記時器である。

儀式は、儀式である。

儀式菓子は、儀式菓子である。

きしきしは、きしきしである。

ぎしぎしは、ぎしぎしである。

羊蹄は、羊蹄である。

儀式張るは、儀式張るである。

儀式めくは、儀式めくである。

来及くは、来及くである。

基軸は、基軸である。

機軸は、機軸である。

基軸通貨は、基軸通貨である。

雉子車は、雉子車である。

記事広告は、記事広告である。

記事差止めは、記事差止めである。

岸沢は、岸沢である。

木地師は、木地師である。

擬侍従は、擬侍従である。

騎士修道会は、騎士修道会である。

疑似症は、疑似症である。

岸清一は、岸清一である。

旗幟鮮明は、旗幟鮮明である。

岸岨は、岸岨である。

岸田は、岸田である。

岸田吟香は、岸田吟香である。

岸田国士は、岸田国士である。

岸田俊子は、岸田俊子である。



黄下翅は、黄下翅である。

岸田劉生は、岸田劉生である。

箕子朝鮮は、箕子朝鮮である。

気室は、気室である。

記室は、記室である。

基質は、基質である。

忌日は、忌日である。

枳実は、枳実である。

記実は、記実である。

期日は、期日である。

器質化は、器質化である。

期日指定定期預金は、期日指定定期預金である。

気質の性は、気質の性である。

記実文は、記実文である。

岸面は、岸面である。

騎士道は、騎士道である。

議事堂は、議事堂である。

騎士道物語は、騎士道物語である。

来しなは、来しなである。

木地長持は、木地長持である。

岸頽れは、岸頽れである。

議事日程は、議事日程である。

キシニョフは、キシニョフである。

木地塗は、木地塗である。

岸根は、岸根である。

岸根蛙は、岸根蛙である。

岸野は、岸野である。

岸の浦回は、岸の浦回である。

雉尾は、雉尾である。

雉尾羊歯は、雉尾羊歯である。

岸の司は、岸の司である。

岸の額は、岸の額である。

岸信介は、岸信介である。

岸の柳は、岸の柳である。

岸派は、岸派である。

雉鳩は、雉鳩である。

擬餌鉤は、擬餌鉤である。

木地挽きは、木地挽きである。

生渋は、生渋である。

雉笛は、雉笛である。

記事文は、記事文である。

岸辺は、岸辺である。

吉師部楽は、吉師部楽である。

議事妨害は、議事妨害である。

鬼子母神は、鬼子母神である。

紀事本末体は、紀事本末体である。



吉志舞は、吉志舞である。

木地蒔絵は、木地蒔絵である。

軋ますは、軋ますである。

軋ませるは、軋ませるである。

軋みは、軋みである。

軋むは、軋むである。

雉蓆は、雉蓆である。

軋めくは、軋めくである。

雉飯は、雉飯である。

棊子麺は、棊子麺である。

鬼子母は、鬼子母である。

岸本は、岸本である。

岸本由豆流は、岸本由豆流である。

木地物は、木地物である。

生地物は、生地物である。

汽車は、汽車である。

記者は、記者である。

喜捨は、喜捨である。

貴社は、貴社である。

騎射は、騎射である。

木地屋は、木地屋である。

義者は、義者である。

騎射笠は、騎射笠である。

雉焼は、雉焼である。

雉焼豆腐は、雉焼豆腐である。

騎射宮は、騎射宮である。

希釈は、希釈である。

稀釈は、稀釈である。

着尺は、着尺である。

気癪は、気癪である。

帰寂は、帰寂である。

着尺地は、着尺地である。

耆闍崛山は、耆闍崛山である。

希釈度は、希釈度である。

希釈熱は、希釈熱である。

着尺物は、着尺物である。

記者クラブは、記者クラブである。

騎射の節は、騎射の節である。

騎射挟み物は、騎射挟み物である。

義者張るは、義者張るである。

汽車ぽっぽは、汽車ぽっぽである。

汽車馬陸は、汽車馬陸である。

奇手は、奇手である。

記主は、記主である。

起首は、起首である。

鬼手は、鬼手である。



帰趣は、帰趣である。

帰趨は、帰趨である。

寄主は、寄主である。

亀手は、亀手である。

期首は、期首である。

貴種は、貴種である。

旗手は、旗手である。

機首は、機首である。

機種は、機種である。

騎手は、騎手である。

奇樹は、奇樹である。

耆儒は、耆儒である。

喜寿は、喜寿である。

技手は、技手である。

義手は、義手である。

奇習は、奇習である。

奇襲は、奇襲である。

季秋は、季秋である。

紀州は、紀州である。

既習は、既習である。

貴州は、貴州である。

貴酬は、貴酬である。

箕帚は、箕帚である。

箕箒は、箕箒である。

冀州は、冀州である。

羇愁は、羇愁である。

奇獣は、奇獣である。

帰従は、帰従である。

寄住は、寄住である。

器什は、器什である。

機銃は、機銃である。

騎従は、騎従である。

騎銃は、騎銃である。

魏収は、魏収である。

艤舟は、艤舟である。

蟻集は、蟻集である。

起重機は、起重機である。

起重機船は、起重機船である。

紀州家は、紀州家である。

紀州伝は、紀州伝である。

紀州ネルは、紀州ネルである。

箕帚の妾は、箕帚の妾である。

紀州蜜柑は、紀州蜜柑である。

宜秋門は、宜秋門である。

宜秋門院は、宜秋門院である。

宜秋門院丹後は、宜秋門院丹後である。



紀州焼は、紀州焼である。

紀州流は、紀州流である。

耆宿は、耆宿である。

鬼宿は、鬼宿である。

寄宿は、寄宿である。

義塾は、義塾である。

寄宿学校は、寄宿学校である。

寄宿舎は、寄宿舎である。

寄宿生は、寄宿生である。

鬼宿日は、鬼宿日である。

寄宿寮は、寄宿寮である。

生繻子は、生繻子である。

奇術は、奇術である。

既述は、既述である。

記述は、記述である。

詭術は、詭術である。

技術は、技術である。

技術移転は、技術移転である。

技術家は、技術家である。

技術革新は、技術革新である。

技術家庭科は、技術家庭科である。

技術教育は、技術教育である。

記述言語学は、記述言語学である。

奇術師は、奇術師である。

技術士は、技術士である。

技術者は、技術者である。

技術的は、技術的である。

記述的科学は、記述的科学である。

記述文法は、記述文法である。

鬼手仏心は、鬼手仏心である。

貴種流離譚は、貴種流離譚である。

季春は、季春である。

帰順は、帰順である。

基準は、基準である。

規準は、規準である。

基準為替相場は、基準為替相場である。

基準線は、基準線である。

基準内賃金は、基準内賃金である。

基準面は、基準面である。

喜春楽は、喜春楽である。

奇書は、奇書である。

寄書は、寄書である。

稀書は、稀書である。

希書は、希書である。

貴所は、貴所である。

貴書は、貴書である。



季女は、季女である。

鬼女は、鬼女である。

帰除は、帰除である。

貴女は、貴女である。

機女は、機女である。

機序は、機序である。

機杼は、機杼である。

偽書は、偽書である。

義疏は、義疏である。

戯書は、戯書である。

魏書は、魏書である。

議所は、議所である。

伎女は、伎女である。

妓女は、妓女である。

祇女は、祇女である。

木性は、木性である。

気性は、気性である。

気象は、気象である。

希少は、希少である。

稀少は、稀少である。

奇峭は、奇峭である。

奇捷は、奇捷である。

奇勝は、奇勝である。

記章は、記章である。

記誦は、記誦である。

起床は、起床である。

起請は、起請である。

き檣は、き檣である。

毀傷は、毀傷である。

旗章は、旗章である。

嬉笑は、嬉笑である。

徽章は、徽章である。

机上は、机上である。

気丈は、気丈である。

気情は、気情である。

軌条は、軌条である。

帰城は、帰城である。

器仗は、器仗である。

機上は、機上である。

騎乗は、騎乗である。

鰭条は、鰭条である。

宜昌は、宜昌である。

偽称は、偽称である。

偽証は、偽証である。

義湘は、義湘である。

戯笑は、戯笑である。



擬傷は、擬傷である。

義浄は、義浄である。

儀仗は、儀仗である。

儀状は、儀状である。

戯場は、戯場である。

議定は、議定である。

議場は、議場である。

気象衛星は、気象衛星である。

気象学は、気象学である。

希少価値は、希少価値である。

気象観測は、気象観測である。

気象観測船は、気象観測船である。

希少金属は、希少金属である。

気象警報は、気象警報である。

議請減贖は、議請減贖である。

気象光学は、気象光学である。

気象災害は、気象災害である。

起請誓紙は、起請誓紙である。

気象台は、気象台である。

気象大学校は、気象大学校である。

気象注意報は、気象注意報である。

気象庁は、気象庁である。

気象潮は、気象潮である。

気象通報は、気象通報である。

起請継ぎは、起請継ぎである。

気象電気は、気象電気である。

起承転結は、起承転結である。

起承転合は、起承転合である。

気象電報は、気象電報である。

記誦の学は、記誦の学である。

机上の空論は、机上の空論である。

気象病は、気象病である。

黄菖蒲は、黄菖蒲である。

気丈夫は、気丈夫である。

机上プランは、机上プランである。

儀仗兵は、儀仗兵である。

起請前書は、起請前書である。

起請文は、起請文である。

生醤油は、生醤油である。

気象要素は、気象要素である。

気象予報士は、気象予報士である。

気象レーダーは、気象レーダーである。

気色は、気色である。

寄食は、寄食である。

喜色は、喜色である。

貴職は、貴職である。



機織は、機織である。

饑色は、饑色である。

飢色は、飢色である。

気色顔は、気色顔である。

気色すは、気色すである。

気色ばむは、気色ばむである。

気色誇りは、気色誇りである。

喜色満面は、喜色満面である。

帰除法は、帰除法である。

黄白地は、黄白地である。

木蝨は、木蝨である。

キシランは、キシランである。

きしりは、きしりである。

木尻は、木尻である。

ぎしりは、ぎしりである。

軋り合うは、軋り合うである。

軋るは、軋るである。

轢るは、轢るである。

着知るは、着知るである。

き印は、き印である。

木印は、木印である。

キシレンは、キシレンである。

軋ろひは、軋ろひである。

軋ろひ顔は、軋ろひ顔である。

木地蝋色は、木地蝋色である。

軋ろふは、軋ろふである。

キシロースは、キシロースである。

キシロールは、キシロールである。

議事録は、議事録である。

魏志倭人伝は、魏志倭人伝である。

岸和田は、岸和田である。

忌辰は、忌辰である。

紀信は、紀信である。

鬼神は、鬼神である。

帰心は、帰心である。

寄進は、寄進である。

規箴は、規箴である。

き針は、き針である。

貴臣は、貴臣である。

貴紳は、貴紳である。

愧心は、愧心である。

機心は、機心である。

虧心は、虧心である。

奇人は、奇人である。

畸人は、畸人である。

帰陣は、帰陣である。



寄人は、寄人である。

貴人は、貴人である。

旗人は、旗人である。

義心は、義心である。

義臣は、義臣である。

義真は、義真である。

疑心は、疑心である。

議親は、議親である。

義人は、義人である。

擬人は、擬人である。

疑心暗鬼は、疑心暗鬼である。

擬人化は、擬人化である。

擬人観は、擬人観である。

寄進芝居は、寄進芝居である。

寄進状は、寄進状である。

寄進浄瑠璃は、寄進浄瑠璃である。

寄進地系荘園は、寄進地系荘園である。

気しんどは、気しんどである。

魏晋南北朝時代は、魏晋南北朝時代である。

杞人の憂いは、杞人の憂いである。

鬼神のお松は、鬼神のお松である。

擬人法は、擬人法である。

擬人名は、擬人名である。

寄進物は、寄進物である。

起信論は、起信論である。

鱚は、鱚である。

キスは、キスである。

着すは、着すである。

記すは、記すである。

規すは、規すである。

期すは、期すである。

騎すは、騎すである。

傷は、傷である。

疵は、疵である。

木酢は、木酢である。

生酢は、生酢である。

螽斯は、螽斯である。

擬すは、擬すである。

艤すは、艤すである。

議すは、議すである。

傷跡は、傷跡である。

傷痕は、傷痕である。

疵痕は、疵痕である。

汽水は、汽水である。

既遂は、既遂である。

帰綏は、帰綏である。



気随は、気随である。

奇瑞は、奇瑞である。

輝水鉛鉱は、輝水鉛鉱である。

気随気儘は、気随気儘である。

汽水湖は、汽水湖である。

黄水晶は、黄水晶である。

黄水仙は、黄水仙である。

汽水分離器は、汽水分離器である。

気随者は、気随者である。

奇数は、奇数である。

基数は、基数である。

基数詞は、基数詞である。

記数法は、記数法である。

キスカは、キスカである。

生漉きは、生漉きである。

築き上げるは、築き上げるである。

生漉紙は、生漉紙である。

ぎすぎすは、ぎすぎすである。

生直は、生直である。

築くは、築くである。

傷薬は、傷薬である。

傷口は、傷口である。

疵口は、疵口である。

喜助は、喜助である。

黄菅は、黄菅である。

儀助煮は、儀助煮である。

鱚子は、鱚子である。

黄生絹は、黄生絹である。

傷つくは、傷つくである。

疵つくは、疵つくである。

傷つけるは、傷つけるである。

疵つけるは、疵つけるである。

着捨ては、着捨てである。

着棄ては、着棄てである。

着捨てるは、着捨てるである。

傷咎めは、傷咎めである。

絆は、絆である。

紲は、紲である。

生砂は、生砂である。

キスマークは、キスマークである。

生清汁は、生清汁である。

木炭は、木炭である。

蔵むは、蔵むである。

来棲むは、来棲むである。

傷物は、傷物である。

疵物は、疵物である。



傷病みは、傷病みである。

木摺は、木摺である。

生磨りは、生磨りである。

キスリングは、キスリングである。

記するは、記するである。

帰するは、帰するである。

期するは、期するである。

擬するは、擬するである。

議するは、議するである。

帰する所は、帰する所である。

木瀬は、木瀬である。

気勢は、気勢である。

気精は、気精である。

希世は、希世である。

稀世は、稀世である。

奇正は、奇正である。

奇声は、奇声である。

祈誓は、祈誓である。

祈請は、祈請である。

季世は、季世である。

既成は、既成である。

既製は、既製である。

帰省は、帰省である。

寄生は、寄生である。

規正は、規正である。

規制は、規制である。

規整は、規整である。

期成は、期成である。

棋聖は、棋聖である。

旗旌は、旗旌である。

機制は、機制である。

亀筮は、亀筮である。

偽製は、偽製である。

儀制は、儀制である。

擬制は、擬制である。

擬勢は、擬勢である。

義勢は、義勢である。

儀勢は、儀勢である。

擬製は、擬製である。

犠牲は、犠牲である。

寄生火山は、寄生火山である。

議政官は、議政官である。

規制緩和は、規制緩和である。

擬声語は、擬声語である。

気成鉱物は、気成鉱物である。

寄生根は、寄生根である。



既成作家は、既成作家である。

気成作用は、気成作用である。

帰省子は、帰省子である。

既成事実は、既成事実である。

寄生地主は、寄生地主である。

擬制資本は、擬制資本である。

寄生植物は、寄生植物である。

気生植物は、気生植物である。

擬制親族は、擬制親族である。

既成政党は、既成政党である。

犠牲打は、犠牲打である。

寄生虫は、寄生虫である。

寄生虫症は、寄生虫症である。

既成道徳は、既成道徳である。

擬製豆腐は、擬製豆腐である。

期成同盟は、期成同盟である。

寄生蠅は、寄生蠅である。

寄生蜂は、寄生蜂である。

犠牲バントは、犠牲バントである。

既製品は、既製品である。

既製服は、既製服である。

犠牲フライは、犠牲フライである。

紀勢本線は、紀勢本線である。

器世界は、器世界である。

着せ替え人形は、着せ替え人形である。

着せ替えるは、着せ替えるである。

着せ代えるは、着せ代えるである。

着せ掛けるは、着せ掛けるである。

黄瀬川は、黄瀬川である。

木瀬川は、木瀬川である。

気急きは、気急きである。

奇石は、奇石である。

奇跡は、奇跡である。

奇蹟は、奇蹟である。

軌跡は、軌跡である。

鬼籍は、鬼籍である。

帰責は、帰責である。

帰籍は、帰籍である。

貴石は、貴石である。

貴戚は、貴戚である。

毀瘠は、毀瘠である。

輝石は、輝石である。

妓籍は、妓籍である。

擬石は、擬石である。

議席は、議席である。

輝石安山岩は、輝石安山岩である。



奇蹟劇は、奇蹟劇である。

奇跡的は、奇跡的である。

黄鶺鴒は、黄鶺鴒である。

器世間は、器世間である。

木瀬三之は、木瀬三之である。

期せずしては、期せずしてである。

気節は、気節である。

季節は、季節である。

既設は、既設である。

期節は、期節である。

気絶は、気絶である。

奇絶は、奇絶である。

儀節は、儀節である。

義絶は、義絶である。

季節回遊は、季節回遊である。

季節型は、季節型である。

季節関税は、季節関税である。

木雪踏は、木雪踏である。

季節外れは、季節外れである。

季節病は、季節病である。

季節品は、季節品である。

季節風は、季節風である。

季節風気候は、季節風気候である。

季節予報は、季節予報である。

季節列車は、季節列車である。

季節労働は、季節労働である。

黄瀬戸は、黄瀬戸である。

着背長は、着背長である。

著長は、著長である。

キセニアは、キセニアである。

キセノンは、キセノンである。

着せ剥ぎは、着せ剥ぎである。

被物は、被物である。

キセルは、キセルである。

着せるは、着せるである。

煙管貝は、煙管貝である。

煙管筒は、煙管筒である。

煙管通しは、煙管通しである。

煙管乗りは、煙管乗りである。

煙管張りは、煙管張りである。

煙管焼きは、煙管焼きである。

生世話は、生世話である。

気忙しいは、気忙しいである。

気忙しないは、気忙しないである。

着せ綿は、着せ綿である。

被綿は、被綿である。



木銭は、木銭である。

汽船は、汽船である。

帰泉は、帰泉である。

基線は、基線である。

棋戦は、棋戦である。

貴賤は、貴賤である。

喜撰は、喜撰である。

麾扇は、麾扇である。

機船は、機船である。

騎戦は、騎戦である。

気前は、気前である。

喟然は、喟然である。

毅然は、毅然である。

義戦は、義戦である。

擬戦は、擬戦である。

偽善は、偽善である。

巍然は、巍然である。

喜撰ヶ岳は、喜撰ヶ岳である。

窺仙ヶ岳は、窺仙ヶ岳である。

既然言は、既然言である。

喜撰式は、喜撰式である。

輝線スペクトルは、輝線スペクトルである。

基線測量は、基線測量である。

機船底引網漁業は、機船底引網漁業である。

喜撰巻は、喜撰巻である。

木銭宿は、木銭宿である。

汽船宿は、汽船宿である。

木曾は、木曾である。

起訴は、起訴である。

基礎は、基礎である。

稀疎は、稀疎である。

機素は、機素である。

昨夜は、昨夜である。

基礎編は、基礎編である。

基礎医学は、基礎医学である。

競い語りは、競い語りである。

着襲狩は、着襲狩である。

競狩は、競狩である。

気相は、気相である。

奇相は、奇相である。

奇想は、奇想である。

起草は、起草である。

帰巣は、帰巣である。

帰葬は、帰葬である。

帰装は、帰装である。

基層は、基層である。



寄贈は、寄贈である。

貴相は、貴相である。

貴僧は、貴僧である。

貴霜は、貴霜である。

徽宗は、徽宗である。

競うは、競うである。

着襲ふは、着襲ふである。

帰蔵は、帰蔵である。

寄蔵は、寄蔵である。

跪像は、跪像である。

偽装は、偽装である。

擬装は、擬装である。

偽層は、偽層である。

義倉は、義倉である。

儀装は、儀装である。

擬生は、擬生である。

艤装は、艤装である。

議奏は、議奏である。

偽造は、偽造である。

輝蒼鉛鉱は、輝蒼鉛鉱である。

気送管は、気送管である。

蟻走感は、蟻走感である。

奇想曲は、奇想曲である。

綺想曲は、綺想曲である。

偽造罪は、偽造罪である。

帰巣性は、帰巣性である。

奇想天外は、奇想天外である。

ギゾーは、ギゾーである。

木曾御岳は、木曾御岳である。

木曾街道は、木曾街道である。

木曾川は、木曾川である。

きそきそは、きそきそである。

気息は、気息である。

規則は、規則である。

亀足は、亀足である。

貴息は、貴息である。

窺測は、窺測である。

羈束は、羈束である。

驥足は、驥足である。

帰属は、帰属である。

貴族は、貴族である。

偽足は、偽足である。

擬足は、擬足である。

義足は、義足である。

儀則は、儀則である。

義賊は、義賊である。



貴族院は、貴族院である。

貴族院議員は、貴族院議員である。

気息奄奄は、気息奄奄である。

羈束行為は、羈束行為である。

貴族主義は、貴族主義である。

貴族制は、貴族制である。

規則正しいは、規則正しいである。

規則的は、規則的である。

貴族的は、貴族的である。

規則動詞は、規則動詞である。

気色めくは、気色めくである。

羈束力は、羈束力である。

基礎控除は、基礎控除である。

木曾駒は、木曾駒である。

木曾桟道は、木曾桟道である。

木曾山脈は、木曾山脈である。

木曾路は、木曾路である。

起訴状は、起訴状である。

起訴状一本主義は、起訴状一本主義である。

基礎体温は、基礎体温である。

基礎代謝は、基礎代謝である。

木曾谷は、木曾谷である。

騎卒は、騎卒である。

義卒は、義卒である。

基礎付けるは、基礎付けるである。

基礎定数は、基礎定数である。

着具ふは、着具ふである。

基礎年金は、基礎年金である。

木曾の五木は、木曾の五木である。

生蕎麦は、生蕎麦である。

着衣始は、着衣始である。

木曾福島は、木曾福島である。

木曾節は、木曾節である。

起訴便宜主義は、起訴便宜主義である。

基礎法は、基礎法である。

基礎法学は、基礎法学である。

起訴法定主義は、起訴法定主義である。

基礎ボルトは、基礎ボルトである。

着初むは、着初むである。

着初めは、着初めである。

起訴猶予は、起訴猶予である。

木曾義仲は、木曾義仲である。

きそんは、きそんである。

既存は、既存である。

帰村は、帰村である。

毀損は、毀損である。



虧損は、虧損である。

着損じるは、着損じるである。

着損ずるは、着損ずるである。

北は、北である。

喜田は、喜田である。

喜多は、喜多である。

きだは、きだである。

段は、段である。

義太は、義太である。

犠打は、犠打である。

ギターは、ギターである。

北アイルランドは、北アイルランドである。

北アメリカは、北アメリカである。

北アルプスは、北アルプスである。

きたいは、きたいである。

危殆は、危殆である。

気体は、気体である。

気態は、気態である。

希代は、希代である。

稀代は、稀代である。

奇態は、奇態である。

鬼胎は、鬼胎である。

基体は、基体である。

期待は、期待である。

機体は、機体である。

契丹は、契丹である。

木鯛は、木鯛である。

黄鯛は、黄鯛である。

季題は、季題である。

寄題は、寄題である。

貴台は、貴台である。

疑殆は、疑殆である。

擬態は、擬態である。

議題は、議題である。

北イエメンは、北イエメンである。

希代縁は、希代縁である。

気体温度計は、気体温度計である。

期待可能性は、期待可能性である。

期待権は、期待権である。

擬態語は、擬態語である。

期待値は、期待値である。

北一輝は、北一輝である。

気体定数は、気体定数である。

気体電池は、気体電池である。

気体燃料は、気体燃料である。

期待外れは、期待外れである。



北茨城は、北茨城である。

気体反応の法則は、気体反応の法則である。

希代不思議は、希代不思議である。

気体分子運動論は、気体分子運動論である。

擬態法は、擬態法である。

希代未聞は、希代未聞である。

契丹文字は、契丹文字である。

気体力学は、気体力学である。

喜多院は、喜多院である。

鍛ふは、鍛ふである。

北受けは、北受けである。

北打は、北打である。

北浦は、北浦である。

鍛えは、鍛えである。

鍛え上げるは、鍛え上げるである。

鍛肌は、鍛肌である。

鍛えるは、鍛えるである。

北尾は、北尾である。

北大路は、北大路である。

北大路魯山人は、北大路魯山人である。

北尾重政は、北尾重政である。

北尾派は、北尾派である。

北尾政演は、北尾政演である。

北尾政美は、北尾政美である。

北面は、北面である。

着倒れは、着倒れである。

北下ろしは、北下ろしである。

北颪は、北颪である。

気高は、気高である。

北回帰線は、北回帰線である。

北陰は、北陰である。

北風は、北風である。

喜多方は、喜多方である。

木鏨は、木鏨である。

北上は、北上である。

北上川は、北上川である。

北上高地は、北上高地である。

北上盆地は、北上盆地である。

北川は、北川である。

喜多川は、喜多川である。

喜多川歌麿は、喜多川歌麿である。

北川民次は、北川民次である。

喜多川派は、喜多川派である。

北木石は、北木石である。

北狐は、北狐である。

北九州は、北九州である。



北九州工業地帯は、北九州工業地帯である。

着た切りは、着た切りである。

着た切り雀は、着た切り雀である。

帰宅は、帰宅である。

寄託は、寄託である。

亀たくは、亀たくである。

貴宅は、貴宅である。

北国は、北国である。

木竹は、木竹である。

着丈は、着丈である。

北げは、北げである。

北東風は、北東風である。

喜田貞吉は、喜田貞吉である。

北里は、北里である。

北里柴三郎は、北里柴三郎である。

北様は、北様である。

北時雨は、北時雨である。

喜多七太夫は、喜多七太夫である。

北島は、北島である。

北島見信は、北島見信である。

北島雪山は、北島雪山である。

北白川宮は、北白川宮である。

来すは、来すである。

気助けは、気助けである。

北静廬は、北静廬である。

祇陀太子は、祇陀太子である。

北大西洋は、北大西洋である。

北大西洋条約は、北大西洋条約である。

北太平洋は、北太平洋である。

北太平洋高気圧は、北太平洋高気圧である。

木叩きは、木叩きである。

北岳は、北岳である。

木立ちは、木立ちである。

木質は、木質である。

木太刀は、木太刀である。

木立ち加密爾列は、木立ち加密爾列である。

北朝鮮は、北朝鮮である。

既達は、既達である。

来立つは、来立つである。

木楯は、木楯である。

気立ては、気立てである。

季立ては、季立てである。

北ドイツ連邦は、北ドイツ連邦である。

北殿は、北殿である。

汚いは、汚いである。

穢いは、穢いである。



段半は、段半である。

汚しは、汚しである。

穢しは、穢しである。

汚びるは、汚びるである。

穢びるは、穢びるである。

汚むは、汚むである。

穢むは、穢むである。

汚らしいは、汚らしいである。

穢らしいは、穢らしいである。

北野は、北野である。

北野大茶の湯は、北野大茶の湯である。

北の翁は、北の翁である。

北の叟は、北の叟である。

北の御方は、北の御方である。

北の方は、北の方である。

北の御番所は、北の御番所である。

北ノ庄は、北ノ庄である。

北の陣は、北の陣である。

北野神社は、北野神社である。

北の対は、北の対である。

北の台は、北の台である。

北野天神縁起は、北野天神縁起である。

北野天満宮は、北野天満宮である。

北の藤波は、北の藤波である。

北辺の左大臣は、北辺の左大臣である。

北野祭は、北野祭である。

北の祭は、北の祭である。

北の丸は、北の丸である。

北の政所は、北の政所である。

北の道は、北の道である。

北の宮は、北の宮である。

北の物は、北の物である。

北の門は、北の門である。

北畠は、北畠である。

北畠顕家は、北畠顕家である。

北畠顕信は、北畠顕信である。

北畠顕能は、北畠顕能である。

北畠准后は、北畠准后である。

北畠親房は、北畠親房である。

北畠具教は、北畠具教である。

北畠満雅は、北畠満雅である。

北八は、北八である。

喜多八は、喜多八である。

北桔橋門は、北桔橋門である。

北浜は、北浜である。

北原は、北原である。



北原白秋は、北原白秋である。

北半球は、北半球である。

北広島は、北広島である。

北穂高岳は、北穂高岳である。

北辺は、北辺である。

北ボルネオは、北ボルネオである。

北前船は、北前船である。

北枕は、北枕である。

北町奉行は、北町奉行である。

北祭は、北祭である。

北窓は、北窓である。

北マリアナ諸島は、北マリアナ諸島である。

北見は、北見である。

北見工業大学は、北見工業大学である。

北道は、北道である。

北御堂は、北御堂である。

きだみのるは、きだみのるである。

北見盆地は、北見盆地である。

鞫むは、鞫むである。

北向きは、北向きである。

北村は、北村である。

喜多村は、喜多村である。

北村季吟は、北村季吟である。

北村西望は、北村西望である。

北村透谷は、北村透谷である。

喜多村信節は、喜多村信節である。

喜多村緑郎は、喜多村緑郎である。

北本は、北本である。

北山は、北山である。

北山時雨は、北山時雨である。

北山杉は、北山杉である。

北山殿は、北山殿である。

北山文化は、北山文化である。

北山磨き丸太は、北山磨き丸太である。

義太夫は、義太夫である。

義太夫語りは、義太夫語りである。

義太夫狂言は、義太夫狂言である。

義太夫三味線は、義太夫三味線である。

義太夫節は、義太夫節である。

義太夫本は、義太夫本である。

北ヨーロッパは、北ヨーロッパである。

キタラは、キタラである。

ギタリストは、ギタリストである。

喜多流は、喜多流である。

祇陀林は、祇陀林である。

来るは、来るである。



来るべきは、来るべきである。

喜多六平太は、喜多六平太である。

北脇は、北脇である。

北脇塵は、北脇塵である。

北脇昇は、北脇昇である。

忌憚は、忌憚である。

奇譚は、奇譚である。

起単は、起単である。

起端は、起端である。

気団は、気団である。

奇談は、奇談である。

基壇は、基壇である。

綺談は、綺談である。

義胆は、義胆である。

義断は、義断である。

疑団は、疑団である。

紀淡海峡は、紀淡海峡である。

奇男子は、奇男子である。

吉は、吉である。

危地は、危地である。

奇知は、奇知である。

奇智は、奇智である。

既知は、既知である。

基地は、基地である。

貴地は、貴地である。

棄置は、棄置である。

旗地は、旗地である。

機知は、機知である。

機智は、機智である。

窺知は、窺知である。

黄血は、黄血である。

期近は、期近である。

気違いは、気違いである。

気狂いは、気狂いである。

季違いは、季違いである。

気違い雨は、気違い雨である。

気違い沙汰は、気違い沙汰である。

気違い染みるは、気違い染みるである。

気違い茄子は、気違い茄子である。

気違い花は、気違い花である。

気違い日和は、気違い日和である。

気違い水は、気違い水である。

期近物は、期近物である。

きちきちは、きちきちである。

ぎちぎちは、ぎちぎちである。

きちきち蝗虫は、きちきち蝗虫である。



鬼畜は、鬼畜である。

騎竹は、騎竹である。

騎竹の年は、騎竹の年である。

騎竹の交りは、騎竹の交りである。

吉事は、吉事である。

喜知次は、喜知次である。

吉日は、吉日である。

吉上は、吉上である。

吉祥は、吉祥である。

吉祥果は、吉祥果である。

吉祥悔過は、吉祥悔過である。

吉祥寺は、吉祥寺である。

吉祥草は、吉祥草である。

吉祥天は、吉祥天である。

吉祥日は、吉祥日である。

吉瑞は、吉瑞である。

既知数は、既知数である。

吉蔵は、吉蔵である。

ぎちつくは、ぎちつくである。

きちっとは、きちっとである。

黄茅渟は、黄茅渟である。

吉夢は、吉夢である。

吉弥は、吉弥である。

吉弥白粉は、吉弥白粉である。

吉弥笠は、吉弥笠である。

帰着は、帰着である。

吉弥結びは、吉弥結びである。

吉弥様は、吉弥様である。

吉弥流は、吉弥流である。

忌中は、忌中である。

奇中は、奇中である。

鬼誅は、鬼誅である。

亀紐は、亀紐である。

期中は、期中である。

貴胄は、貴胄である。

魏忠賢は、魏忠賢である。

義仲寺は、義仲寺である。

忌中島田は、忌中島田である。

忌中髷は、忌中髷である。

貴著は、貴著である。

黄蝶は、黄蝶である。

几帳は、几帳である。

木丁は、木丁である。

記帳は、記帳である。

帰朝は、帰朝である。

帰潮は、帰潮である。



基調は、基調である。

貴重は、貴重である。

貴寵は、貴寵である。

機長は、機長である。

吉曜は、吉曜である。

毬打は、毬打である。

偽朝は、偽朝である。

義塚は、義塚である。

魏徴は、魏徴である。

議長は、議長である。

几帳越しは、几帳越しである。

几帳尺は、几帳尺である。

熙朝詩薈は、熙朝詩薈である。

貴重品は、貴重品である。

几帳面は、几帳面である。

起潮力は、起潮力である。

きちりは、きちりである。

吉礼は、吉礼である。

吉例は、吉例である。

木賃は、木賃である。

キチンは、キチンである。

キチン循環は、キチン循環である。

きちんとは、きちんとである。

木賃泊りは、木賃泊りである。

木賃宿は、木賃宿である。

狐は、狐である。

吃は、吃である。

喫は、喫である。

詰は、詰である。

橘は、橘である。

きついは、きついである。

きつうは、きつうである。

吉宴は、吉宴である。

喫煙は、喫煙である。

喫煙室は、喫煙室である。

吃音は、吃音である。

奇っ怪は、奇っ怪である。

気遣いは、気遣いである。

気遣うは、気遣うである。

菊花切りは、菊花切りである。

切っ掛けは、切っ掛けである。

菊花酒は、菊花酒である。

菊花章は、菊花章である。

菊花賞は、菊花賞である。

菊花章頸飾は、菊花章頸飾である。

菊花石は、菊花石である。



菊花大綬章は、菊花大綬章である。

きっかとは、きっかとである。

菊花膾は、菊花膾である。

菊花の杯は、菊花の杯である。

菊花の酒は、菊花の酒である。

菊花紋は、菊花紋である。

きっかりは、きっかりである。

気疲れは、気疲れである。

吉川は、吉川である。

木津川は、木津川である。

吉川惟足は、吉川惟足である。

気遣わしいは、気遣わしいである。

吉川広家は、吉川広家である。

吉川元春は、吉川元春である。

吉川霊華は、吉川霊華である。

木付きは、木付きである。

杵築は、杵築である。

気付きは、気付きである。

黄桃花毛は、黄桃花毛である。

屹屹は、屹屹である。

ぎつぎつは、ぎつぎつである。

きっきっとは、きっきっとである。

杵築宮は、杵築宮である。

吃逆は、吃逆である。

鞠躬如は、鞠躬如である。

拮据は、拮据である。

吉凶は、吉凶である。

喫驚は、喫驚である。

吃驚は、吃驚である。

喫緊は、喫緊である。

キックは、キックである。

来着くは、来着くである。

気付くは、気付くである。

キックアウトは、キックアウトである。

キックオフは、キックオフである。

気尽しは、気尽しである。

キックステップは、キックステップである。

キックターンは、キックターンである。

佶屈は、佶屈である。

詰屈は、詰屈である。

佶屈ごう牙は、佶屈ごう牙である。

キックバックは、キックバックである。

キックボールは、キックボールである。

キックボクシングは、キックボクシングである。

ぎっくりは、ぎっくりである。

ぎっくり腰は、ぎっくり腰である。



着付けは、着付けである。

気付けは、気付けである。

気付は、気付である。

季付は、季付である。

吉慶は、吉慶である。

気付け薬は、気付け薬である。

吃語は、吃語である。

乞巧は、乞巧である。

吉行は、吉行である。

拮抗は、拮抗である。

桔槹は、桔槹である。

亀甲打は、亀甲打である。

亀甲形は、亀甲形である。

拮抗筋は、拮抗筋である。

拮抗作用は、拮抗作用である。

亀甲墓は、亀甲墓である。

亀甲船は、亀甲船である。

乞巧棚は、乞巧棚である。

亀甲餅は、亀甲餅である。

亀甲槍は、亀甲槍である。

契骨は、契骨である。

給孤独は、給孤独である。

給孤独園は、給孤独園である。

喫茶は、喫茶である。

譎詐は、譎詐である。

切っ先は、切っ先である。

鋒は、鋒である。

切っ先上りは、切っ先上りである。

切っ先下りは、切っ先下りである。

切っ先外しは、切っ先外しである。

切っ先外れは、切っ先外れである。

喫茶去は、喫茶去である。

喫茶店は、喫茶店である。

喫茶養生記は、喫茶養生記である。

きっさりは、きっさりである。

吉時は、吉時である。

蓄縮は、蓄縮である。

牛車は、牛車である。

牛車宣旨は、牛車宣旨である。

キッシュは、キッシュである。

吉所は、吉所である。

吉書は、吉書である。

吉書の奏は、吉書の奏である。

吉書始は、吉書始である。

吉書奉行は、吉書奉行である。

きっしりは、きっしりである。



ぎっしりは、ぎっしりである。

吉辰は、吉辰である。

ギッシングは、ギッシングである。

キッシンジャーは、キッシンジャーである。

キッスは、キッスである。

キッズは、キッズである。

生粋は、生粋である。

喫水は、喫水である。

吃水は、吃水である。

喫水線は、喫水線である。

吃水線は、吃水線である。

喫するは、喫するである。

詰斥は、詰斥である。

詰責は、詰責である。

屹然は、屹然である。

吉相は、吉相である。

吉草は、吉草である。

吉左右は、吉左右である。

吉草根は、吉草根である。

急速は、急速である。

木蔦は、木蔦である。

切っ立つは、切っ立つである。

切立は、切立である。

切立鞘は、切立鞘である。

吉旦は、吉旦である。

詰旦は、詰旦である。

契丹国志は、契丹国志である。

ぎったんばっこんは、ぎったんばっこんである。

木槌は、木槌である。

汽槌は、汽槌である。

キッチナーは、キッチナーである。

キッチュは、キッチュである。

橘中の楽しみは、橘中の楽しみである。

ぎっちょは、ぎっちょである。

吉兆は、吉兆である。

吉徴は、吉徴である。

詰朝は、詰朝である。

毬杖は、毬杖である。

きっちょむ話は、きっちょむ話である。

きっちりは、きっちりである。

ぎっちりは、ぎっちりである。

キッチンは、キッチンである。

キッチンドリンカーは、キッチンドリンカーである。

啄木鳥は、啄木鳥である。

切付は、切付である。

切付紋は、切付紋である。



切手は、切手である。

切ってのは、切ってのである。

キットは、キットである。

屹度は、屹度である。

急度は、急度である。

キッドは、キッドである。

ぎっとは、ぎっとである。

屹度しいは、屹度しいである。

屹度叱りは、屹度叱りである。

屹度馬鹿は、屹度馬鹿である。

橘飩は、橘飩である。

詰難は、詰難である。

狐薊は、狐薊である。

狐色は、狐色である。

狐饂飩は、狐饂飩である。

狐落しは、狐落しである。

狐拳は、狐拳である。

狐格子は、狐格子である。

狐猿は、狐猿である。

狐施行は、狐施行である。

狐蕎麦は、狐蕎麦である。

狐忠信は、狐忠信である。

狐塚は、狐塚である。

狐使いは、狐使いである。

狐遣いは、狐遣いである。

狐付きは、狐付きである。

狐憑きは、狐憑きである。

狐釣は、狐釣である。

狐戸は、狐戸である。

狐の絵筆は、狐の絵筆である。

狐の剃刀は、狐の剃刀である。

狐の茶袋は、狐の茶袋である。

狐の提灯は、狐の提灯である。

狐の手袋は、狐の手袋である。

狐の牡丹は、狐の牡丹である。

狐の孫は、狐の孫である。

狐の嫁入りは、狐の嫁入りである。

狐火は、狐火である。

狐日和は、狐日和である。

狐福は、狐福である。

狐窓は、狐窓である。

狐飯は、狐飯である。

狐物語は、狐物語である。

狐矢は、狐矢である。

狐焼は、狐焼である。

狐綿は、狐綿である。



切刃は、切刃である。

ぎっぱは、ぎっぱである。

切っ端は、切っ端である。

きっぱりは、きっぱりである。

喫飯は、喫飯である。

切符は、切符である。

気風は、気風である。

キップの装置は、キップの装置である。

キップリングは、キップリングである。

吉方は、吉方である。

吉報は、吉報である。

気褄は、気褄である。

気詰りは、気詰りである。

木積りは、木積りである。

詰問は、詰問である。

気強いは、気強いである。

屹立は、屹立である。

黄橡は、黄橡である。

木連格子は、木連格子である。

来手は、来手である。

汽艇は、汽艇である。

既定は、既定である。

起程は、起程である。

帰程は、帰程である。

基底は、基底である。

規定は、規定である。

規程は、規程である。

貴弟は、貴弟である。

旗亭は、旗亭である。

義弟は、義弟である。

規定液は、規定液である。

議定憲法は、議定憲法である。

議定書は、議定書である。

基底小体は、基底小体である。

基底状態は、基底状態である。

規定打席数は、規定打席数である。

既定費は、既定費である。

基底膜は、基底膜である。

奇蹄類は、奇蹄類である。

基底礫岩は、基底礫岩である。

ギディングズは、ギディングズである。

汽笛は、汽笛である。

棄擲は、棄擲である。

儀狄は、儀狄である。

木偶は、木偶である。

軌轍は、軌轍である。



蟻垤は、蟻垤である。

きてれつは、きてれつである。

気転は、気転である。

機転は、機転である。

帰天は、帰天である。

起点は、起点である。

基点は、基点である。

輝点は、輝点である。

紀伝は、紀伝である。

記伝は、記伝である。

起電は、起電である。

帰田は、帰田である。

貴殿は、貴殿である。

義天は、義天である。

疑点は、疑点である。

儀典は、儀典である。

饋電線は、饋電線である。

紀伝体は、紀伝体である。

紀伝道は、紀伝道である。

紀伝博士は、紀伝博士である。

起電力は、起電力である。

キトは、キトである。

企図は、企図である。

帰途は、帰途である。

きとは、きとである。

木戸は、木戸である。

喜怒は、喜怒である。

輝度は、輝度である。

義徒は、義徒である。

ぎとは、ぎとである。

喜怒哀楽は、喜怒哀楽である。

几董は、几董である。

気筒は、気筒である。

祈祷は、祈祷である。

季冬は、季冬である。

既倒は、既倒である。

帰投は、帰投である。

亀頭は、亀頭である。

貴答は、貴答である。

来問ふは、来問ふである。

気道は、気道である。

奇童は、奇童である。

奇道は、奇道である。

軌道は、軌道である。

起動は、起動である。

鬼道は、鬼道である。



棋道は、棋道である。

詭道は、詭道である。

機動は、機動である。

儀刀は、儀刀である。

擬闘は、擬闘である。

亀頭炎は、亀頭炎である。

軌道角運動量は、軌道角運動量である。

起動器は、起動器である。

軌道客土は、軌道客土である。

輝銅鉱は、輝銅鉱である。

機動作戦は、機動作戦である。

儀同三司は、儀同三司である。

儀同三司の母は、儀同三司の母である。

祈祷師は、祈祷師である。

軌道車は、軌道車である。

気動車は、気動車である。

義堂周信は、義堂周信である。

祈祷書は、祈祷書である。

機動性は、機動性である。

軌道電子は、軌道電子である。

祈祷奉行は、祈祷奉行である。

機動部隊は、機動部隊である。

軌道要素は、軌道要素である。

着道楽は、着道楽である。

気道楽は、気道楽である。

起倒流は、起倒流である。

機動力は、機動力である。

祈祷連歌は、祈祷連歌である。

軌道論は、軌道論である。

着通すは、着通すである。

気通るは、気通るである。

ぎとぎとは、ぎとぎとである。

危篤は、危篤である。

奇特は、奇特である。

既得は、既得である。

耆徳は、耆徳である。

貴徳は、貴徳である。

既得権は、既得権である。

奇特頭巾は、奇特頭巾である。

木戸口は、木戸口である。

奇特帽子は、奇特帽子である。

奇特者は、奇特者である。

木戸芸者は、木戸芸者である。

木戸幸一は、木戸幸一である。

木戸御免は、木戸御免である。

木所は、木所である。



着所寝は、着所寝である。

木戸銭は、木戸銭である。

木戸孝允は、木戸孝允である。

城殿は、城殿である。

綺殿は、綺殿である。

城殿折は、城殿折である。

城殿の扇は、城殿の扇である。

木戸番は、木戸番である。

木戸門は、木戸門である。

木取りは、木取りである。

気取りは、気取りである。

気取り屋は、気取り屋である。

希土類元素は、希土類元素である。

稀土類元素は、稀土類元素である。

キトンは、キトンである。

黄蜻蛉は、黄蜻蛉である。

キナは、キナである。

キナーゼは、キナーゼである。

畿内は、畿内である。

機内は、機内である。

機内食は、機内食である。

規那越幾斯は、規那越幾斯である。

規那塩は、規那塩である。

半銭は、半銭である。

季中は、季中である。

気長は、気長である。

木流しは、木流しである。

着流しは、着流しである。

着流すは、着流すである。

きなきなは、きなきなである。

来鳴くは、来鳴くである。

きな臭いは、きな臭いである。

気慰みは、気慰みである。

きなけつは、きなけつである。

黄粉は、黄粉である。

黄粉餅は、黄粉餅である。

気無しは、気無しである。

着為すは、着為すである。

ぎなた読みは、ぎなた読みである。

規那丁幾は、規那丁幾である。

規那の木は、規那の木である。

キナバルは、キナバルである。

規那皮は、規那皮である。

木納屋は、木納屋である。

着萎すは、着萎すである。

気な奴は、気な奴である。



着習ふは、着習ふである。

着馴らすは、着馴らすである。

生成りは、生成りである。

着形は、着形である。

気成りは、気成りである。

来馴れるは、来馴れるである。

着馴れるは、着馴れるである。

危難は、危難である。

擬軟体動物は、擬軟体動物である。

雌黄は、雌黄である。

ギニアは、ギニアである。

ギニアビサウは、ギニアビサウである。

ギニア湾は、ギニア湾である。

ギニーは、ギニーである。

キニーネは、キニーネである。

気に入りは、気に入りである。

キニク学派は、キニク学派である。

着逃げは、着逃げである。

記入は、記入である。

鬼乳は、鬼乳である。

奇乳は、奇乳である。

鬼繞は、鬼繞である。

生女房は、生女房である。

ギニョルは、ギニョルである。

帰任は、帰任である。

キニンは、キニンである。

義認は、義認である。

貴人口は、貴人口である。

貴人畳は、貴人畳である。

衣は、衣である。

絹は、絹である。

絹綾は、絹綾である。

衣板は、衣板である。

絹糸は、絹糸である。

絹糸草は、絹糸草である。

絹糸紡績は、絹糸紡績である。

絹雲母は、絹雲母である。

絹絵は、絹絵である。

絹織は、絹織である。

絹織物は、絹織物である。

絹垣は、絹垣である。

衣掛山は、衣掛山である。

衣笠は、衣笠である。

絹傘は、絹傘である。

衣笠草は、衣笠草である。

絹傘茸は、絹傘茸である。



衣笠貞之助は、衣笠貞之助である。

衣笠山は、衣笠山である。

衣被きは、衣被きである。

衣勝ちは、衣勝ちである。

衣被ぎは、衣被ぎである。

衣被りは、衣被りである。

鬼怒川は、鬼怒川である。

着抜きは、着抜きである。

気抜き孔は、気抜き孔である。

衣衣は、衣衣である。

後朝は、後朝である。

後朝の使は、後朝の使である。

衣配りは、衣配りである。

絹座は、絹座である。

気抜けは、気抜けである。

絹毛鼠は、絹毛鼠である。

絹小倉は、絹小倉である。

衣越しは、衣越しである。

絹漉しは、絹漉しである。

絹漉し豆腐は、絹漉し豆腐である。

絹小町糸は、絹小町糸である。

絹呉絽は、絹呉絽である。

絹莢は、絹莢である。

絹更紗は、絹更紗である。

絹地は、絹地である。

絹しじらは、絹しじらである。

絹上布は、絹上布である。

絹頭巾は、絹頭巾である。

衣少なは、衣少なである。

衣擦れは、衣擦れである。

衣摺れは、衣摺れである。

絹セルは、絹セルである。

砧は、砧である。

碪は、碪である。

砧骨は、砧骨である。

砧青磁は、砧青磁である。

砧物は、砧物である。

絹縮は、絹縮である。

絹天は、絹天である。

絹鳴りは、絹鳴りである。

生布は、生布である。

衣の頸は、衣の頸である。

衣の後は、衣の後である。

衣の尻は、衣の尻である。

絹の道は、絹の道である。

絹針は、絹針である。



絹張りは、絹張りである。

衣櫃は、衣櫃である。

絹表具は、絹表具である。

絹双子は、絹双子である。

絹篩は、絹篩である。

絹巻線は、絹巻線である。

絹目は、絹目である。

絹モスリンは、絹モスリンである。

絹物は、絹物である。

絹屋は、絹屋である。

絹綿は、絹綿である。

巫覡は、巫覡である。

木根は、木根である。

帰寧は、帰寧である。

キネオラマは、キネオラマである。

キネスコープは、キネスコープである。

ギネスブックは、ギネスブックである。

木鼠は、木鼠である。

木根立は、木根立である。

杵束は、杵束である。

杵柄は、杵柄である。

キネティックアートは、キネティックアートである。

キネマは、キネマである。

キネマトグラフは、キネマトグラフである。

杵屋は、杵屋である。

稀音家は、稀音家である。

杵屋勘五郎は、杵屋勘五郎である。

杵屋佐吉は、杵屋佐吉である。

稀音家浄観は、稀音家浄観である。

杵屋六左衛門は、杵屋六左衛門である。

杵屋六三郎は、杵屋六三郎である。

祈念は、祈念である。

紀年は、紀年である。

記念は、記念である。

期年は、期年である。

朞年は、朞年である。

疑念は、疑念である。

記念切手は、記念切手である。

偽年号は、偽年号である。

祈年穀奉幣は、祈年穀奉幣である。

記念祭は、記念祭である。

祈年祭は、祈年祭である。

記念章は、記念章である。

記念スタンプは、記念スタンプである。

記念碑は、記念碑である。

記念日は、記念日である。



紀女郎は、紀女郎である。

喜の祝は、喜の祝である。

昨日は、昨日である。

気嚢は、気嚢である。

帰納は、帰納である。

帰農は、帰農である。

機能は、機能である。

技能は、技能である。

技能官吏は、技能官吏である。

昨日今日は、昨日今日である。

機能語は、機能語である。

機能紙は、機能紙である。

技能士は、技能士である。

機能主義は、機能主義である。

機能障害は、機能障害である。

機能性高分子は、機能性高分子である。

機能性食品は、機能性食品である。

木内石亭は、木内石亭である。

帰納的は、帰納的である。

機能的は、機能的である。

機能的弱視は、機能的弱視である。

帰納的推理は、帰納的推理である。

帰納的定義は、帰納的定義である。

きのふはけふの物語は、きのふはけふの物語である。

機能美は、機能美である。

帰納法は、帰納法である。

帰納論理学は、帰納論理学である。

甲子大黒は、甲子大黒である。

甲子待は、甲子待である。

甲子祭は、甲子祭である。

木の香は、木の香である。

紀海音は、紀海音である。

木の頭は、木の頭である。

紀ノ川は、紀ノ川である。

気の薬は、気の薬である。

紀国は、紀国である。

紀伊国屋は、紀伊国屋である。

紀国屋文左衛門は、紀国屋文左衛門である。

菌は、菌である。

茸は、茸である。

茸狩は、茸狩である。

茸雲は、茸雲である。

茸採りは、茸採りである。

蕈虫は、蕈虫である。

茸飯は、茸飯である。

城崎温泉は、城崎温泉である。



きの字は、きの字である。

喜の字は、喜の字である。

木下は、木下である。

木下駒は、木下駒である。

木下順庵は、木下順庵である。

木下幸文は、木下幸文である。

木下長嘯子は、木下長嘯子である。

木下藤吉郎は、木下藤吉郎である。

木下尚江は、木下尚江である。

木下杢太郎は、木下杢太郎である。

木下利玄は、木下利玄である。

喜の字の祝は、喜の字の祝である。

喜の字屋は、喜の字屋である。

紀上太郎は、紀上太郎である。

木の空は、木の空である。

紀貫之は、紀貫之である。

乙は、乙である。

紀時文は、紀時文である。

気の毒は、気の毒である。

気の毒銭は、気の毒銭である。

紀友則は、紀友則である。

キノドラマは、キノドラマである。

紀内侍は、紀内侍である。

木の端は、木の端である。

気延しは、気延しである。

気暢ばしは、気暢ばしである。

紀長谷雄は、紀長谷雄である。

忌の日は、忌の日である。

柵戸は、柵戸である。

気逆上は、気逆上である。

木登りは、木登りである。

木登り魚は、木登り魚である。

木登り蜥蜴は、木登り蜥蜴である。

キノホルムは、キノホルムである。

着の儘は、着の儘である。

気の儘は、気の儘である。

木の丸殿は、木の丸殿である。

木の実は、木の実である。

木の実油は、木の実油である。

着の身着の儘は、着の身着の儘である。

木の道は、木の道である。

木の道の工は、木の道の工である。

季の御読経は、季の御読経である。

木の耳は、木の耳である。

木の芽は、木の芽である。

木の芽和えは、木の芽和えである。



木の芽立ちは、木の芽立ちである。

木の芽漬は、木の芽漬である。

木の芽田楽は、木の芽田楽である。

木ノ芽峠は、木ノ芽峠である。

木の芽焼は、木の芽焼である。

気の病は、気の病である。

紀淑望は、紀淑望である。

気乗りは、気乗りである。

気乗り薄は、気乗り薄である。

キノリンは、キノリンである。

宜野湾は、宜野湾である。

キノンは、キノンである。

木場は、木場である。

騎馬は、騎馬である。

ぎばは、ぎばである。

耆婆は、耆婆である。

気配は、気配である。

起拝は、起拝である。

亀背は、亀背である。

毀敗は、毀敗である。

跪拝は、跪拝である。

木灰は、木灰である。

着映えは、着映えである。

気延えは、気延えである。

木萩は、木萩である。

気迫は、気迫である。

気魄は、気魄である。

希薄は、希薄である。

稀薄は、稀薄である。

起爆は、起爆である。

起爆剤は、起爆剤である。

起爆薬は、起爆薬である。

木鋏は、木鋏である。

木走りは、木走りである。

黄走るは、黄走るである。

気恥かしいは、気恥かしいである。

騎馬戦は、騎馬戦である。

木肌は、木肌である。

黄肌は、黄肌である。

黄蘗は、黄蘗である。

黄蘗色は、黄蘗色である。

気働きは、気働きである。

黄巴旦は、黄巴旦である。

樹蜂は、樹蜂である。

義蜂は、義蜂である。

黄八丈は、黄八丈である。



木蓮は、木蓮である。

既発は、既発である。

揮発は、揮発である。

奇抜は、奇抜である。

揮発油は、揮発油である。

揮発油税は、揮発油税である。

騎馬供は、騎馬供である。

木鼻は、木鼻である。

黄花石南花は、黄花石南花である。

黄花の駒の爪は、黄花の駒の爪である。

来離るは、来離るである。

牙のろは、牙のろである。

耆婆扁鵲は、耆婆扁鵲である。

帰馬放牛は、帰馬放牛である。

騎馬民族は、騎馬民族である。

騎馬民族説は、騎馬民族説である。

黄ばむは、黄ばむである。

気ばむは、気ばむである。

黄疸は、黄疸である。

黄病は、黄病である。

気早は、気早である。

気早いは、気早いである。

着栄すは、着栄すである。

木原は、木原である。

気晴らしは、気晴らしである。

木原均は、木原均である。

気張りは、気張りである。

気張るは、気張るである。

帰帆は、帰帆である。

規範は、規範である。

軌範は、軌範である。

羈絆は、羈絆である。

基板は、基板である。

基盤は、基盤である。

偽版は、偽版である。

儀範は、儀範である。

規範学は、規範学である。

軌範師は、軌範師である。

生半紙は、生半紙である。

機帆船は、機帆船である。

規範的責任論は、規範的責任論である。

規範文法は、規範文法である。

規範法則は、規範法則である。

既判力は、既判力である。

忌避は、忌避である。

基肥は、基肥である。



黍は、黍である。

稷は、稷である。

吉備は、吉備である。

気味は、気味である。

機微は、機微である。

羈縻は、羈縻である。

驥尾は、驥尾である。

吉備楽は、吉備楽である。

黍稈細工は、黍稈細工である。

忌引は、忌引である。

きびきびは、きびきびである。

忌避剤は、忌避剤である。

厳しいは、厳しいである。

きびしょは、きびしょである。

気味助は、気味助である。

生皮苧は、生皮苧である。

吉備大臣は、吉備大臣である。

吉備大臣入唐絵詞は、吉備大臣入唐絵詞である。

黄鶲は、黄鶲である。

黍団子は、黍団子である。

吉備団子は、吉備団子である。

起筆は、起筆である。

偽筆は、偽筆である。

吉備津神社は、吉備津神社である。

吉備津造は、吉備津造である。

吉備津彦神社は、吉備津彦神社である。

紀人は、紀人である。

黍魚子は、黍魚子である。

吉備奈仔は、吉備奈仔である。

吉備人形は、吉備人形である。

吉備の中山は、吉備の中山である。

吉備真備は、吉備真備である。

木雲雀は、木雲雀である。

黍餅は、黍餅である。

帰謬法は、帰謬法である。

気味好いは、気味好いである。

起票は、起票である。

旗標は、旗標である。

気病は、気病である。

奇病は、奇病である。

鬼病は、鬼病である。

疑氷は、疑氷である。

儀表は、儀表である。

戯評は、戯評である。

黄表紙は、黄表紙である。

生平は、生平である。



黄帷子は、黄帷子である。

きびわは、きびわである。

気味悪いは、気味悪いである。

気品は、気品である。

気稟は、気稟である。

貴賓は、貴賓である。

機敏は、機敏である。

宜賓は、宜賓である。

肌膚は、肌膚である。

季父は、季父である。

記譜は、記譜である。

帰付は、帰付である。

帰府は、帰府である。

寄付は、寄付である。

寄附は、寄附である。

亀趺は、亀趺である。

棋布は、棋布である。

棊布は、棊布である。

棋譜は、棋譜である。

機婦は、機婦である。

来経は、来経である。

基部は、基部である。

岐阜は、岐阜である。

妓夫は、妓夫である。

義父は、義父である。

蟻付は、蟻付である。

ギブアップは、ギブアップである。

ギブアンドテークは、ギブアンドテークである。

きぶいは、きぶいである。

棋風は、棋風である。

岐阜団扇は、岐阜団扇である。

擬風通は、擬風通である。

起伏は、起伏である。

帰服は、帰服である。

帰伏は、帰伏である。

忌服は、忌服である。

黄覆輪は、黄覆輪である。

着脹るは、着脹るである。

着脹れは、着脹れである。

着脹れるは、着脹れるである。

寄付行為は、寄付行為である。

気塞いは、気塞いである。

気塞ぎは、気塞ぎである。

黄藤は、黄藤である。

木五倍子は、木五倍子である。

木付子は、木付子である。



生五倍子は、生五倍子である。

木節粘土は、木節粘土である。

気無性は、気無性である。

気不精は、気不精である。

貴夫人は、貴夫人である。

貴婦人は、貴婦人である。

ギブスは、ギブスである。

ギブズは、ギブズである。

ギプスは、ギプスである。

ギブス石は、ギブス石である。

ギプス包帯は、ギプス包帯である。

岐阜大学は、岐阜大学である。

欽察汗国は、欽察汗国である。

金帳汗国は、金帳汗国である。

岐阜蝶は、岐阜蝶である。

岐阜提灯は、岐阜提灯である。

木仏は、木仏である。

奇物は、奇物である。

鬼物は、鬼物である。

器物は、器物である。

キブツは、キブツである。

偽物は、偽物である。

擬物は、擬物である。

気ぶっせいは、気ぶっせいである。

器物損壊罪は、器物損壊罪である。

擬物法は、擬物法である。

ギフトは、ギフトである。

黄不動は、黄不動である。

ギフトカードは、ギフトカードである。

ギフトショップは、ギフトショップである。

着太りは、着太りである。

着肥りは、着肥りである。

貴船は、貴船である。

貴船神社は、貴船神社である。

貴船祭は、貴船祭である。

黄文画師は、黄文画師である。

黄書画師は、黄書画師である。

キブラは、キブラである。

木振りは、木振りである。

着振りは、着振りである。

キプリアヌスは、キプリアヌスである。

キプリングは、キプリングである。

着古しは、着古しである。

着古すは、着古すである。

キプロスは、キプロスである。

貴腐ワインは、貴腐ワインである。



気分は、気分である。

奇聞は、奇聞である。

紀文は、紀文である。

記文は、記文である。

記聞は、記聞である。

紀聞は、紀聞である。

機分は、機分である。

義憤は、義憤である。

戯文は、戯文である。

偽文書は、偽文書である。

紀文大尽は、紀文大尽である。

奇兵は、奇兵である。

喜平は、喜平である。

麾兵は、麾兵である。

騎兵は、騎兵である。

義兵は、義兵である。

奇兵隊は、奇兵隊である。

騎兵大将軍は、騎兵大将軍である。

義兵闘争は、義兵闘争である。

騎兵奉行は、騎兵奉行である。

奇癖は、奇癖である。

記別は、記別である。

亀鼈は、亀鼈である。

来隔るは、来隔るである。

木辺派は、木辺派である。

木部屋は、木部屋である。

来経行くは、来経行くである。

ギベリンは、ギベリンである。

ギベルティは、ギベルティである。

ギベレリンは、ギベレリンである。

木偏は、木偏である。

机辺は、机辺である。

欺騙は、欺騙である。

機変は、機変である。

貴辺は、貴辺である。

詭弁は、詭弁である。

旗弁は、旗弁である。

擬娩は、擬娩である。

詭弁学派は、詭弁学派である。

季母は、季母である。

鬼簿は、鬼簿である。

規模は、規模である。

義母は、義母である。

危邦は、危邦である。

危峰は、危峰である。

気泡は、気泡である。



気胞は、気胞である。

奇峰は、奇峰である。

既報は、既報である。

鬼方は、鬼方である。

貴方は、貴方である。

貴邦は、貴邦である。

貴報は、貴報である。

機法は、機法である。

機鋒は、機鋒である。

き鳳は、き鳳である。

木棒は、木棒である。

企望は、企望である。

危亡は、危亡である。

気貌は、気貌である。

希望は、希望である。

冀望は、冀望である。

奇謀は、奇謀である。

祈望は、祈望である。

既望は、既望である。

飢乏は、飢乏である。

鬼謀は、鬼謀である。

幾望は、幾望である。

欺罔は、欺罔である。

毀謗は、毀謗である。

詭謀は、詭謀である。

匱乏は、匱乏である。

技法は、技法である。

儀法は、儀法である。

蟻封は、蟻封である。

き鳳鏡は、き鳳鏡である。

気泡コンクリートは、気泡コンクリートである。

気放じは、気放じである。

擬宝珠は、擬宝珠である。

希望退職は、希望退職である。

希望的観測は、希望的観測である。

気泡病は、気泡病である。

喜望峰は、喜望峰である。

儀鳳暦は、儀鳳暦である。

義僕は、義僕である。

擬宝珠勾欄は、擬宝珠勾欄である。

黄星円跳虫は、黄星円跳虫である。

擬宝珠虫は、擬宝珠虫である。

気細いは、気細いである。

規模の経済性は、規模の経済性である。

気保養は、気保養である。

木彫は、木彫である。



基本は、基本である。

ギボンは、ギボンである。

基本給は、基本給である。

基本語彙は、基本語彙である。

基本財産は、基本財産である。

基本図は、基本図である。

基本数は、基本数である。

基本設計は、基本設計である。

基本組織系は、基本組織系である。

基本単位は、基本単位である。

基本手形は、基本手形である。

基本的人権は、基本的人権である。

基本値段は、基本値段である。

基本ベクトルは、基本ベクトルである。

基本法は、基本法である。

擬麻は、擬麻である。

期米は、期米である。

貴妹は、貴妹である。

義妹は、義妹である。

期米市場は、期米市場である。

キマイラは、キマイラである。

気任せは、気任せである。

義膜は、義膜である。

偽膜は、偽膜である。

木枕は、木枕である。

気紛れは、気紛れである。

気紛れ天気は、気紛れ天気である。

気紛れ者は、気紛れ者である。

木呪は、木呪である。

生真面目は、生真面目である。

気まずいは、気まずいである。

黄斑日陰は、黄斑日陰である。

来待石は、来待石である。

季末は、季末である。

期末は、期末である。

決っては、決ってである。

木守りは、木守りである。

気儘は、気儘である。

気儘勝手は、気儘勝手である。

気儘頭巾は、気儘頭巾である。

気儘放題は、気儘放題である。

気まめは、気まめである。

気迷いは、気迷いである。

決りは、決りである。

極りは、極りである。

決り切るは、決り切るである。



極り切るは、極り切るである。

極り酒は、極り酒である。

極り手は、極り手である。

極番付は、極番付である。

極り文句は、極り文句である。

極り悪いは、極り悪いである。

決まるは、決まるである。

極るは、極るである。

着回しは、着回しである。

期満は、期満である。

欺瞞は、欺瞞である。

公は、公である。

黄みは、黄みである。

黄身は、黄身である。

鬼魅は、鬼魅である。

気味合は、気味合である。

気味合の思い入れは、気味合の思い入れである。

紀三井寺は、紀三井寺である。

君が着るは、君が着るである。

君影草は、君影草である。

君が差すは、君が差すである。

君方は、君方である。

君がねは、君がねである。

君が代は、君が代である。

君が代には、君が代にである。

君が代のは、君が代のである。

君が代はは、君が代はである。

君が代蘭は、君が代蘭である。

君許は、君許である。

君傾城は、君傾城である。

君ざねは、君ざねである。

君様は、君様である。

君沢形は、君沢形である。

気短は、気短である。

黄身時雨は、黄身時雨である。

君知らずは、君知らずである。

木毟茄子は、木毟茄子である。

生水は、生水である。

黄水は、黄水である。

黄身酢は、黄身酢である。

黄身鮨は、黄身鮨である。

生蜜は、生蜜である。

気密は、気密である。

機密は、機密である。

君津は、君津である。

気密室は、気密室である。



機密費は、機密費である。

気密服は、気密服である。

機密文書は、機密文書である。

黄身豆腐は、黄身豆腐である。

黄緑は、黄緑である。

君名は、君名である。

君の名はは、君の名はである。

黄み走るは、黄み走るである。

気脈は、気脈である。

奇妙は、奇妙である。

帰命は、帰命である。

奇妙きてれつは、奇妙きてれつである。

帰命頂礼は、帰命頂礼である。

飢民は、飢民である。

棄民は、棄民である。

義民は、義民である。

機務は、機務である。

決むは、決むである。

極むは、極むである。

義務は、義務である。

金日成は、金日成である。

金玉均は、金玉均である。

来向かふは、来向かふである。

義務教育は、義務教育である。

黄無垢は、黄無垢である。

金九は、金九である。

金芝河は、金芝河である。

義務者は、義務者である。

金正日は、金正日である。

気難しいは、気難しいである。

気難し屋は、気難し屋である。

生息子は、生息子である。

生娘は、生娘である。

沈菜は、沈菜である。

義務付けるは、義務付けるである。

来睦ぶは、来睦ぶである。

義務的は、義務的である。

金大中は、金大中である。

ギムナジウムは、ギムナジウムである。

義務年限は、義務年限である。

義務能力は、義務能力である。

義務費は、義務費である。

金浦は、金浦である。

金泳三は、金泳三である。

木村は、木村である。

木村伊兵衛は、木村伊兵衛である。



木村毅は、木村毅である。

木村謹治は、木村謹治である。

木村蜘蛛は、木村蜘蛛である。

木村蒹葭堂は、木村蒹葭堂である。

木村重成は、木村重成である。

木村庄之助は、木村庄之助である。

木村荘八は、木村荘八である。

木村泰賢は、木村泰賢である。

黄紫茸は、黄紫茸である。

木村栄は、木村栄である。

木村正辞は、木村正辞である。

木村資生は、木村資生である。

木村義雄は、木村義雄である。

木室は、木室である。

木室卯雲は、木室卯雲である。

決めは、決めである。

極めは、極めである。

木目は、木目である。

肌理は、肌理である。

忌明は、忌明である。

記名は、記名である。

記銘は、記銘である。

貴命は、貴命である。

偽名は、偽名である。

気鳴楽器は、気鳴楽器である。

記名株券は、記名株券である。

記名公債は、記名公債である。

記名債券は、記名債券である。

記名式は、記名式である。

記名式裏書は、記名式裏書である。

記名式持参人払債権は、記名式持参人払債権である。

記名式手形は、記名式手形である。

記名社債は、記名社債である。

記名証券は、記名証券である。

記名投票は、記名投票である。

木目細は、木目細である。

肌理細は、肌理細である。

木目細かは、木目細かである。

肌理細かは、肌理細かである。

極込は、極込である。

木目込は、木目込である。

木目込人形は、木目込人形である。

木目込雛は、木目込雛である。

決め込むは、決め込むである。

極め込むは、極め込むである。

生飯は、生飯である。



極め倒しは、極め倒しである。

極出しは、極出しである。

決め球は、決め球である。

決め付けるは、決め付けるである。

極め付けるは、極め付けるである。

決め手は、決め手である。

極め手は、極め手である。

決め所は、決め所である。

極め所は、極め所である。

ギメ美術館は、ギメ美術館である。

キメラは、キメラである。

決めるは、決めるである。

極めるは、極めるである。

鬼面は、鬼面である。

貴面は、貴面である。

鬼面蟹は、鬼面蟹である。

胆は、胆である。

肝煎は、肝煎である。

肝煎宿は、肝煎宿である。

肝煎るは、肝煎るである。

起毛は、起毛である。

疑網は、疑網である。

起毛機は、起毛機である。

起毛筋は、起毛筋である。

亀毛兎角は、亀毛兎角である。

肝肝しは、肝肝しである。

肝消ゆは、肝消ゆである。

肝先は、肝先である。

肝吸は、肝吸である。

肝精は、肝精である。

肝魂は、肝魂である。

肝玉は、肝玉である。

肝試しは、肝試しである。

気持は、気持である。

肝っ魂は、肝っ魂である。

肝っ玉は、肝っ玉である。

肝潰しは、肝潰しである。

気縺れは、気縺れである。

生もとは、生もとである。

キモトリプシンは、キモトリプシンである。

肝膾は、肝膾である。

木物は、木物である。

着物は、着物である。

季物は、季物である。

着物虱は、着物虱である。

着物スリーブは、着物スリーブである。



肝引けは、肝引けである。

肝太しは、肝太しである。

黄紅葉は、黄紅葉である。

肝向かふは、肝向かふである。

生木綿は、生木綿である。

気門は、気門である。

奇問は、奇問である。

記問は、記問である。

鬼門は、鬼門である。

崎門は、崎門である。

旗門は、旗門である。

キモンは、キモンである。

義門は、義門である。

疑問は、疑問である。

崎門学派は、崎門学派である。

鬼門角は、鬼門角である。

疑問仮名遣は、疑問仮名遣である。

鬼門金神は、鬼門金神である。

疑問詞は、疑問詞である。

擬文章生は、擬文章生である。

疑問代名詞は、疑問代名詞である。

記問の学は、記問の学である。

疑問符は、疑問符である。

疑問文は、疑問文である。

鬼門除けは、鬼門除けである。

脚は、脚である。

木屋は、木屋である。

祇夜は、祇夜である。

ギヤは、ギヤである。

きゃあは、きゃあである。

ぎゃあは、ぎゃあである。

きゃあきゃあは、きゃあきゃあである。

ぎゃあぎゃあは、ぎゃあぎゃあである。

キャヴェンディシュは、キャヴェンディシュである。

きやきやは、きやきやである。

却は、却である。

奇薬は、奇薬である。

規約は、規約である。

羈軛は、羈軛である。

虐は、虐である。

逆は、逆である。

瘧は、瘧である。

偽薬は、偽薬である。

ギャグは、ギャグである。

逆悪は、逆悪である。

客足は、客足である。



客あしらいは、客あしらいである。

客扱いは、客扱いである。

客位は、客位である。

逆位は、逆位である。

逆威は、逆威である。

逆意は、逆意である。

客色は、客色である。

脚韻は、脚韻である。

客受けは、客受けである。

逆打は、逆打である。

逆裏書は、逆裏書である。

逆運は、逆運である。

客択みは、客択みである。

客演は、客演である。

逆縁は、逆縁である。

逆遠近法は、逆遠近法である。

逆縁ながらは、逆縁ながらである。

逆勝手は、逆勝手である。

逆為替は、逆為替である。

逆関数は、逆関数である。

逆起電力は、逆起電力である。

虐遇は、虐遇である。

逆九九は、逆九九である。

逆軍は、逆軍である。

逆撃は、逆撃である。

客戸は、客戸である。

逆効果は、逆効果である。

逆光線は、逆光線である。

逆コースは、逆コースである。

客好みは、客好みである。

客座は、客座である。

逆座は、逆座である。

逆罪は、逆罪である。

逆指は、逆指である。

客座敷は、客座敷である。

虐殺は、虐殺である。

逆鞘は、逆鞘である。

逆算は、逆算である。

逆産は、逆産である。

逆三角関数は、逆三角関数である。

逆三角形は、逆三角形である。

客辞は、客辞である。

虐使は、虐使である。

脚疾は、脚疾である。

瘧疾は、瘧疾である。

客車は、客車である。



客車便は、客車便である。

客衆は、客衆である。

逆取は、逆取である。

逆修は、逆修である。

逆襲は、逆襲である。

逆順は、逆順である。

虐瘴は、虐瘴である。

逆上は、逆上である。

隔生即忘は、隔生即忘である。

客商売は、客商売である。

脚色は、脚色である。

客人は、客人である。

客神は、客神である。

客塵は、客塵である。

逆心は、逆心である。

逆臣は、逆臣である。

逆シングルは、逆シングルである。

客人権現は、客人権現である。

逆進税は、逆進税である。

逆浸透は、逆浸透である。

隔心隔ては、隔心隔てである。

逆水は、逆水である。

逆数は、逆数である。

客好きは、客好きである。

客筋は、客筋である。

キャクストンは、キャクストンである。

虐政は、虐政である。

逆性石鹸は、逆性石鹸である。

客席は、客席である。

逆接は、逆接である。

逆説は、逆説である。

逆説睡眠は、逆説睡眠である。

逆説的は、逆説的である。

脚線は、脚線である。

客膳は、客膳である。

逆善は、逆善である。

逆宣伝は、逆宣伝である。

脚線美は、脚線美である。

却走は、却走である。

卻走は、卻走である。

客層は、客層である。

逆送は、逆送である。

逆相続は、逆相続である。

逆賊は、逆賊である。

却退は、却退である。

卻退は、卻退である。



脚台は、脚台である。

虐待は、虐待である。

客畳は、客畳である。

客種は、客種である。

逆断層は、逆断層である。

逆探知は、逆探知である。

脚注は、脚注である。

脚註は、脚註である。

逆潮は、逆潮である。

逆調整池は、逆調整池である。

逆付は、逆付である。

客勤めは、客勤めである。

逆手は、逆手である。

逆手形は、逆手形である。

客殿は、客殿である。

逆転は、逆転である。

逆転写は、逆転写である。

逆転層は、逆転層である。

逆転眼鏡は、逆転眼鏡である。

逆徒は、逆徒である。

逆睹は、逆睹である。

脚湯は、脚湯である。

逆党は、逆党である。

逆胴は、逆胴である。

客止めは、客止めである。

逆止め弁は、逆止め弁である。

客取りは、客取りである。

逆の峰入は、逆の峰入である。

逆張りは、逆張りである。

逆比は、逆比である。

客引きは、客引きである。

逆引きは、逆引きである。

逆日歩は、逆日歩である。

瘧病は、瘧病である。

逆比例は、逆比例である。

客部は、客部である。

脚部は、脚部である。

逆風は、逆風である。

客札は、客札である。

客振りは、客振りである。

客分は、客分である。

既約分数は、既約分数である。

逆謀は、逆謀である。

逆謗は、逆謗である。

脚本は、脚本である。

逆叛は、逆叛である。



客間は、客間である。

客待ちは、客待ちである。

逆名は、逆名である。

客向いは、客向いである。

逆命は、逆命である。

逆モーションは、逆モーションである。

逆戻りは、逆戻りである。

逆輸入は、逆輸入である。

客用は、客用である。

虐用は、虐用である。

逆用は、逆用である。

客寄せは、客寄せである。

却来は、却来である。

客来は、客来である。

逆乱は、逆乱である。

逆理は、逆理である。

格率分は、格率分である。

逆流は、逆流である。

逆旅は、逆旅である。

客料は、客料である。

逆鱗は、逆鱗である。

逆類は、逆類である。

逆蓮は、逆蓮である。

逆浪は、逆浪である。

客路地は、客路地である。

きやこんは、きやこんである。

キャザーは、キャザーである。

ギャザーは、ギャザーである。

ギャザースカートは、ギャザースカートである。

花車商いは、花車商いである。

花車遊びは、花車遊びである。

花車がるは、花車がるである。

花車尽は、花車尽である。

花車道具は、花車道具である。

花車どくは、花車どくである。

花車者は、花車者である。

気安いは、気安いである。

ギャスケルは、ギャスケルである。

キャスターは、キャスターである。

キャスティングは、キャスティングである。

キャスティングボートは、キャスティングボートである。

キャストは、キャストである。

気休めは、気休めである。

着痩せは、着痩せである。

キャセロールは、キャセロールである。

キャタストロフィは、キャタストロフィである。



脚榻は、脚榻である。

脚立は、脚立である。

脚榻釣は、脚榻釣である。

キャタピラーは、キャタピラーである。

きゃっは、きゃっである。

ぎゃっは、ぎゃっである。

却下は、却下である。

脚下は、脚下である。

逆火は、逆火である。

逆換は、逆換である。

客観価値説は、客観価値説である。

客観主義は、客観主義である。

客観性は、客観性である。

客観的は、客観的である。

客観的観念論は、客観的観念論である。

客観的真理は、客観的真理である。

客観的精神は、客観的精神である。

客観的妥当性は、客観的妥当性である。

客観テストは、客観テストである。

客観描写は、客観描写である。

きゃっきゃは、きゃっきゃである。

逆境は、逆境である。

却行は、却行である。

脚光は、脚光である。

逆光は、逆光である。

逆行は、逆行である。

逆行運動は、逆行運動である。

逆行性健忘は、逆行性健忘である。

逆向抑制は、逆向抑制である。

キャッサバは、キャッサバである。

キャッシャーは、キャッシャーである。

キャッシュは、キャッシュである。

キャッシュカードは、キャッシュカードである。

キャッシュディスペンサーは、キャッシュディスペンサーである。

キャッシュメモリーは、キャッシュメモリーである。

キャッシュレスは、キャッシュレスである。

キャッシングは、キャッシングである。

キャッチは、キャッチである。

キャッチアンドリリースは、キャッチアンドリリースである。

キャッチセールスは、キャッチセールスである。

キャッチフレーズは、キャッチフレーズである。

キャッチボールは、キャッチボールである。

キャッチホンは、キャッチホンである。

キャッチャーは、キャッチャーである。

キャッチャーボートは、キャッチャーボートである。

キャッツアイは、キャッツアイである。



キャットは、キャットである。

彼奴原は、彼奴原である。

キャップは、キャップである。

ギャップは、ギャップである。

キャップライトは、キャップライトである。

ギャップレースは、ギャップレースである。

彼奴奴は、彼奴奴である。

彼奴等は、彼奴等である。

キャディーは、キャディーである。

キャドは、キャドである。

ぎやどぺかどるは、ぎやどぺかどるである。

キャノピーは、キャノピーである。

キャノンは、キャノンである。

キャパは、キャパである。

ギャバは、ギャバである。

キャパシタンスは、キャパシタンスである。

キャパシティーは、キャパシティーである。

ギャバジンは、ギャバジンである。

キャバレーは、キャバレーである。

脚半は、脚半である。

脚絆は、脚絆である。

ギャバンは、ギャバンである。

キャビアは、キャビアである。

キャピタリズムは、キャピタリズムである。

キャピタルは、キャピタルである。

キャピタルゲインは、キャピタルゲインである。

キャピタルレターは、キャピタルレターである。

キャピタルロスは、キャピタルロスである。

キャビテーションは、キャビテーションである。

キャビネは、キャビネである。

キャビネットは、キャビネットである。

キャビンは、キャビンである。

脚布は、脚布である。

キャフェは、キャフェである。

キャフェテリアは、キャフェテリアである。

キャブオーバーは、キャブオーバーである。

キャプションは、キャプションである。

キャプスタンは、キャプスタンである。

脚布銭は、脚布銭である。

キャフタは、キャフタである。

キャブタイヤケーブルは、キャブタイヤケーブルである。

恰克図条約は、恰克図条約である。

キャプテンは、キャプテンである。

脚布娘は、脚布娘である。

キャプラは、キャプラである。

キャブレターは、キャブレターである。



ぎゃふんは、ぎゃふんである。

キャベツは、キャベツである。

木山は、木山である。

ギヤマンは、ギヤマンである。

ギヤマン石は、ギヤマン石である。

ギヤマン彫は、ギヤマン彫である。

気病みは、気病みである。

キャミソールは、キャミソールである。

キャムは、キャムである。

キャメラは、キャメラである。

キャメルは、キャメルである。

伽羅は、伽羅である。

ギャラは、ギャラである。

伽羅色は、伽羅色である。

キャラウェーは、キャラウェーである。

きゃらきゃらは、きゃらきゃらである。

キャラクターは、キャラクターである。

キャラクター商品は、キャラクター商品である。

キャラコは、キャラコである。

伽羅細工は、伽羅細工である。

伽羅代は、伽羅代である。

きゃ羅陀山は、きゃ羅陀山である。

ギャラップは、ギャラップである。

伽羅の油は、伽羅の油である。

伽羅の御方は、伽羅の御方である。

伽羅の香りは、伽羅の香りである。

伽羅の木は、伽羅の木である。

伽羅の字は、伽羅の字である。

キャラバンは、キャラバンである。

キャラバンサライは、キャラバンサライである。

キャラバンシューズは、キャラバンシューズである。

伽羅蕗は、伽羅蕗である。

伽羅木は、伽羅木である。

伽羅枕は、伽羅枕である。

伽羅女は、伽羅女である。

キャラメルは、キャラメルである。

伽羅者は、伽羅者である。

ギャラリーは、ギャラリーである。

ギャランティーは、ギャランティーである。

きやりは、きやりである。

木遣は、木遣である。

キャリアは、キャリアである。

キャリアーは、キャリアーである。

キャリアウーマンは、キャリアウーマンである。

キャリーは、キャリーである。

キャリーバックは、キャリーバックである。



木遣歌は、木遣歌である。

木遣音頭は、木遣音頭である。

キャリコは、キャリコである。

ギャリソンは、ギャリソンである。

キャリパスは、キャリパスである。

キャリングボールは、キャリングボールである。

ギャルは、ギャルである。

ギャルソンは、ギャルソンである。

ギャレージは、ギャレージである。

ギャロップは、ギャロップである。

キャロルは、キャロルである。

侠は、侠である。

ギャングは、ギャングである。

キャンサーは、キャンサーである。

キャンセルは、キャンセルである。

キャンターは、キャンターである。

ギャンツェは、ギャンツェである。

キャンディ王国は、キャンディ王国である。

キャンデーは、キャンデーである。

キャンドルは、キャンドルである。

キャンドルサービスは、キャンドルサービスである。

キャンパーは、キャンパーである。

キャンバスは、キャンバスである。

キャンパスは、キャンパスである。

キャンピングは、キャンピングである。

キャンピングカーは、キャンピングカーである。

キャンプは、キャンプである。

キャンプサイトは、キャンプサイトである。

キャンプ場は、キャンプ場である。

キャンプデーヴィッドは、キャンプデーヴィッドである。

キャンプファイアは、キャンプファイアである。

キャンプ村は、キャンプ村である。

ギャンブラーは、ギャンブラーである。

ギャンブルは、ギャンブルである。

キャンペーンは、キャンペーンである。

キャンベラは、キャンベラである。

窺ゆは、窺ゆである。

覬覦は、覬覦である。

消ゆは、消ゆである。

キュイジーヌは、キュイジーヌである。

ギュイヨーは、ギュイヨーである。

きゅうは、きゅうである。

九は、九である。

久は、久である。

弓は、弓である。

仇は、仇である。



及は、及である。

丘は、丘である。

旧は、旧である。

休は、休である。

吸は、吸である。

朽は、朽である。

臼は、臼である。

求は、求である。

灸は、灸である。

究は、究である。

泣は、泣である。

急は、急である。

級は、級である。

糾は、糾である。

糺は、糺である。

宮は、宮である。

笈は、笈である。

躬は、躬である。

救は、救である。

球は、球である。

給は、給である。

厩は、厩である。

鳩は、鳩である。

窮は、窮である。

キューは、キューである。

Ｑは、Ｑである。

ｑは、ｑである。

机右は、机右である。

杞憂は、杞憂である。

喜憂は、喜憂である。

き勇は、き勇である。

嬉遊は、嬉遊である。

ぎゅうは、ぎゅうである。

牛は、牛である。

義勇は、義勇である。

旧痾は、旧痾である。

求愛は、求愛である。

旧悪は、旧悪である。

久安は、久安である。

Ｑ＆Ａは、Ｑ＆Ａである。

九夷は、九夷である。

九位は、九位である。

旧衣は、旧衣である。

休意は、休意である。

宮囲は、宮囲である。

球威は、球威である。



キュヴィエは、キュヴィエである。

宮域は、宮域である。

旧姻は、旧姻である。

旧院は、旧院である。

吸引は、吸引である。

吸飲は、吸飲である。

蚯蚓は、蚯蚓である。

窮陰は、窮陰である。

牛飲馬食は、牛飲馬食である。

急雨は、急雨である。

仇英は、仇英である。

宮掖は、宮掖である。

牛疫は、牛疫である。

久延は、久延である。

久遠は、久遠である。

仇怨は、仇怨である。

旧怨は、旧怨である。

旧縁は、旧縁である。

休演は、休演である。

求縁は、求縁である。

救援は、救援である。

球宴は、球宴である。

鳩翁道話は、鳩翁道話である。

旧恩は、旧恩である。

吸音は、吸音である。

吸音材は、吸音材である。

九夏は、九夏である。

旧家は、旧家である。

休暇は、休暇である。

急火は、急火である。

毬花は、毬花である。

球花は、球花である。

毬果は、毬果である。

球果は、球果である。

給暇は、給暇である。

急カーブは、急カーブである。

九界は、九界である。

旧懐は、旧懐である。

休会は、休会である。

朽壊は、朽壊である。

球界は、球界である。

九回腸は、九回腸である。

吸角は、吸角である。

嗅覚は、嗅覚である。

丘壑は、丘壑である。

休学は、休学である。



吸鍔は、吸鍔である。

汲鍔は、汲鍔である。

嗅覚器は、嗅覚器である。

急角度は、急角度である。

九学派は、九学派である。

九ヵ国条約は、九ヵ国条約である。

休火山は、休火山である。

九夏三伏は、九夏三伏である。

級化層理は、級化層理である。

旧華族は、旧華族である。

九華帳は、九華帳である。

久闊は、久闊である。

裘葛は、裘葛である。

裘褐は、裘褐である。

休暇闘争は、休暇闘争である。

旧仮名遣は、旧仮名遣である。

旧株は、旧株である。

九官は、九官である。

旧勘は、旧勘である。

旧貫は、旧貫である。

旧慣は、旧慣である。

旧歓は、旧歓である。

旧観は、旧観である。

休刊は、休刊である。

休閑は、休閑である。

休館は、休館である。

急疳は、急疳である。

急患は、急患である。

急癇は、急癇である。

牛眼は、牛眼である。

休閑地は、休閑地である。

九官鳥は、九官鳥である。

休肝日は、休肝日である。

旧刊本は、旧刊本である。

旧記は、旧記である。

旧規は、旧規である。

吸気は、吸気である。

吸器は、吸器である。

窮鬼は、窮鬼である。

旧儀は、旧儀である。

旧誼は、旧誼である。

球技は、球技である。

球戯は、球戯である。

牛鬼は、牛鬼である。

吸気音は、吸気音である。

吸気管は、吸気管である。



九帰法は、九帰法である。

きゅうきゅうは、きゅうきゅうである。

岌岌は、岌岌である。

汲汲は、汲汲である。

急急は、急急である。

救急は、救急である。

ぎゅうぎゅうは、ぎゅうぎゅうである。

救急救命士は、救急救命士である。

救急車は、救急車である。

ぎゅうぎゅう詰めは、ぎゅうぎゅう詰めである。

救急田は、救急田である。

急急如律令は、急急如律令である。

九牛の一毛は、九牛の一毛である。

救急箱は、救急箱である。

救急病院は、救急病院である。

救急料稲は、救急料稲である。

旧居は、旧居である。

急遽は、急遽である。

鳩居は、鳩居である。

九竅は、九竅である。

旧教は、旧教である。

究竟は、究竟である。

窮境は、窮境である。

旧業は、旧業である。

休業は、休業である。

仇教運動は、仇教運動である。

休業手当は、休業手当である。

急驚風は、急驚風である。

休業補償は、休業補償である。

九曲は、九曲である。

九棘は、九棘である。

究極は、究極である。

窮極は、窮極である。

嬉遊曲は、嬉遊曲である。

窮極的は、窮極的である。

鳩居堂は、鳩居堂である。

九去法は、九去法である。

九禁は、九禁である。

宮禁は、宮禁である。

球菌は、球菌である。

給金は、給金である。

給銀は、給銀である。

給金相撲は、給金相撲である。

給金付は、給金付である。

給金直しは、給金直しである。

窮苦は、窮苦である。



窮屈は、窮屈である。

窮屈袋は、窮屈袋である。

キュークラックスクランは、キュークラックスクランである。

旧君は、旧君である。

旧訓は、旧訓である。

旧勲は、旧勲である。

義勇軍は、義勇軍である。

九刑は、九刑である。

九経は、九経である。

九卿は、九卿である。

弓形は、弓形である。

休憩は、休憩である。

求刑は、求刑である。

宮刑は、宮刑である。

球形は、球形である。

球茎は、球茎である。

旧刑法は、旧刑法である。

旧劇は、旧劇である。

急撃は、急撃である。

急激は、急激である。

急劇は、急劇である。

九穴は、九穴である。

吸血は、吸血である。

灸穴は、灸穴である。

泣血は、泣血である。

宮闕は、宮闕である。

給血は、給血である。

吸血鬼は、吸血鬼である。

吸血動物は、吸血動物である。

九原は、九原である。

急言は、急言である。

給源は、給源である。

旧憲法は、旧憲法である。

旧故は、旧故である。

急鼓は、急鼓である。

舅姑は、舅姑である。

九五は、九五である。

救護は、救護である。

牛後は、牛後である。

九功は、九功である。

九江は、九江である。

九皐は、九皐である。

旧功は、旧功である。

旧交は、旧交である。

旧好は、旧好である。

旧稿は、旧稿である。



休校は、休校である。

休耕は、休耕である。

休航は、休航である。

休講は、休講である。

急行は、急行である。

躬行は、躬行である。

救荒は、救荒である。

旧号は、旧号である。

糾合は、糾合である。

鳩合は、鳩合である。

牛口は、牛口である。

急降下は、急降下である。

急行軍は、急行軍である。

急行券は、急行券である。

救荒作物は、救荒作物である。

救荒植物は、救荒植物である。

旧口動物は、旧口動物である。

急行列車は、急行列車である。

汲古閣は、汲古閣である。

九国は、九国である。

九穀は、九穀である。

旧国は、旧国である。

泣哭は、泣哭である。

急告は、急告である。

救国は、救国である。

急拵えは、急拵えである。

旧五代史は、旧五代史である。

朽骨は、朽骨である。

九五の位は、九五の位である。

九五の尊は、九五の尊である。

救護班は、救護班である。

救護法は、救護法である。

吸根は、吸根である。

求婚は、求婚である。

球根は、球根である。

窮困は、窮困である。

求婚伝説は、求婚伝説である。

球根類は、球根類である。

久三は、久三である。

旧債は、旧債である。

休載は、休載である。

救災は、救災である。

救済は、救済である。

宮宰は、宮宰である。

糾罪は、糾罪である。

嗅剤は、嗅剤である。



救済権は、救済権である。

九寨溝は、九寨溝である。

嗅細胞は、嗅細胞である。

救済命令は、救済命令である。

灸下がりは、灸下がりである。

旧作は、旧作である。

朽索は、朽索である。

求索は、求索である。

窮策は、窮策である。

糾察は、糾察である。

球座標は、球座標である。

久三郎は、久三郎である。

急霰は、急霰である。

丘山は、丘山である。

九死は、九死である。

九枝は、九枝である。

九紫は、九紫である。

弓矢は、弓矢である。

仇視は、仇視である。

旧史は、旧史である。

旧址は、旧址である。

旧思は、旧思である。

旧師は、旧師である。

休止は、休止である。

臼歯は、臼歯である。

急死は、急死である。

急使は、急使である。

給資は、給資である。

舅氏は、舅氏である。

窮子は、窮子である。

窮死は、窮死である。

旧寺は、旧寺である。

旧事は、旧事である。

旧時は、旧時である。

旧辞は、旧辞である。

灸治は、灸治である。

急事は、急事である。

救治は、救治である。

球児は、球児である。

給仕は、給仕である。

給餌は、給餌である。

牛脂は、牛脂である。

牛耳は、牛耳である。

ＱＣは、ＱＣである。

キューシーサークルは、キューシーサークルである。

休止核は、休止核である。



旧式は、旧式である。

旧識は、旧識である。

給仕口は、給仕口である。

久七は、久七である。

給事中は、給事中である。

吸湿は、吸湿である。

宮室は、宮室である。

球質は、球質である。

きゅう漆は、きゅう漆である。

旧日は、旧日である。

休日は、休日である。

給湿剤は、給湿剤である。

吸湿性は、吸湿性である。

休止符は、休止符である。

急斜は、急斜である。

柩車は、柩車である。

厩舎は、厩舎である。

鳩舎は、鳩舎である。

牛舎は、牛舎である。

九錫は、九錫である。

旧主は、旧主である。

給主は、給主である。

鳩首は、鳩首である。

久寿は、久寿である。

九州は、九州である。

九秋は、九秋である。

仇讐は、仇讐である。

旧習は、旧習である。

吸収は、吸収である。

急襲は、急襲である。

九州横断自動車道は、九州横断自動車道である。

吸収合併は、吸収合併である。

九州芸術工科大学は、九州芸術工科大学である。

九州工業大学は、九州工業大学である。

九州山地は、九州山地である。

九州自動車道は、九州自動車道である。

吸収スペクトルは、吸収スペクトルである。

九州征伐は、九州征伐である。

吸収線量は、吸収線量である。

九州大学は、九州大学である。

九州探題は、九州探題である。

九州地方は、九州地方である。

吸収動力計は、吸収動力計である。

九八年の世代は、九八年の世代である。

九州弁は、九州弁である。

鳩首凝議は、鳩首凝議である。



救出は、救出である。

弓術は、弓術である。

灸術は、灸術である。

救恤は、救恤である。

救恤金は、救恤金である。

九春は、九春である。

急峻は、急峻である。

灸所は、灸所である。

急所は、急所である。

急書は、急書である。

給所は、給所である。

宮女は、宮女である。

救助は、救助である。

給助は、給助である。

翕如は、翕如である。

牛女は、牛女である。

救助網は、救助網である。

九章は、九章である。

九霄は、九霄である。

旧称は、旧称である。

旧章は、旧章である。

休祥は、休祥である。

求償は、求償である。

急症は、急症である。

宮相は、宮相である。

弓状は、弓状である。

旧情は、旧情である。

休場は、休場である。

臼状は、臼状である。

宮城は、宮城である。

球状は、球状である。

球場は、球場である。

鳩杖は、鳩杖である。

窮状は、窮状である。

臼状火山は、臼状火山である。

旧正月は、旧正月である。

求償権は、求償権である。

九章算術は、九章算術である。

宮城十二門は、宮城十二門である。

球状星団は、球状星団である。

球状船首は、球状船首である。

球晶体は、球晶体である。

旧商法は、旧商法である。

求償貿易は、求償貿易である。

嬉遊笑覧は、嬉遊笑覧である。

休職は、休職である。



求職は、求職である。

給食は、給食である。

給食センターは、給食センターである。

キュー植物園は、キュー植物園である。

救助銃は、救助銃である。

救助梯子は、救助梯子である。

救助袋は、救助袋である。

救助米は、救助米である。

救助幕は、救助幕である。

救助料は、救助料である。

Ｑ資料は、Ｑ資料である。

牛耳るは、牛耳るである。

九真は、九真である。

丘疹は、丘疹である。

旧臣は、旧臣である。

休心は、休心である。

休神は、休神である。

休診は、休診である。

求心は、求心である。

急伸は、急伸である。

急信は、急信である。

急進は、急進である。

急診は、急診である。

球審は、球審である。

九仞は、九仞である。

旧人は、旧人である。

吸塵は、吸塵である。

求人は、求人である。

宮人は、宮人である。

球人は、球人である。

窮人は、窮人である。

嗅神経は、嗅神経である。

急進社会党は、急進社会党である。

急進主義は、急進主義である。

求心性神経は、求心性神経である。

求心的は、求心的である。

急進的は、急進的である。

急進党は、急進党である。

扱心流は、扱心流である。

求心力は、求心力である。

急須は、急須である。

休錘は、休錘である。

吸水は、吸水である。

汲水は、汲水である。

給水は、給水である。

給水加熱器は、給水加熱器である。



給水管は、給水管である。

給水逆止め弁は、給水逆止め弁である。

給水車は、給水車である。

給水栓は、給水栓である。

給水船は、給水船である。

給水装置は、給水装置である。

給水タンクは、給水タンクである。

給水池は、給水池である。

給水塔は、給水塔である。

給水ポンプは、給水ポンプである。

給水濾過器は、給水濾過器である。

級数は、級数である。

久助は、久助である。

休するは、休するである。

給するは、給するである。

窮するは、窮するである。

九星は、九星である。

旧制は、旧制である。

旧姓は、旧姓である。

旧栖は、旧栖である。

旧棲は、旧棲である。

旧製は、旧製である。

急性は、急性である。

急逝は、急逝である。

糾正は、糾正である。

救世は、救世である。

急性灰白髄炎は、急性灰白髄炎である。

救世軍は、救世軍である。

旧制高校は、旧制高校である。

救世主は、救世主である。

九星術は、九星術である。

旧制中学は、旧制中学である。

急性伝染病は、急性伝染病である。

旧制度は、旧制度である。

急性腹症は、急性腹症である。

旧世界は、旧世界である。

旧跡は、旧跡である。

旧蹟は、旧蹟である。

旧績は、旧績である。

休戚は、休戚である。

求積は、求積である。

九折は、九折である。

旧説は、旧説である。

急切は、急切である。

急設は、急設である。

旧石器は、旧石器である。



旧石器時代は、旧石器時代である。

九泉は、九泉である。

弓箭は、弓箭である。

旧染は、旧染である。

旧銭は、旧銭である。

休戦は、休戦である。

求仙は、求仙である。

気宇仙は、気宇仙である。

宮前は、宮前である。

翕然は、翕然である。

休前日は、休前日である。

弓箭筋は、弓箭筋である。

弓箭の道は、弓箭の道である。

九山八海は、九山八海である。

急先鋒は、急先鋒である。

泣訴は、泣訴である。

窮鼠は、窮鼠である。

九相は、九相である。

九想は、九想である。

旧草は、旧草である。

旧巣は、旧巣である。

灸瘡は、灸瘡である。

穹蒼は、穹蒼である。

急送は、急送である。

宮僧は、宮僧である。

きゅう鏘は、きゅう鏘である。

旧蔵は、旧蔵である。

吸蔵は、吸蔵である。

急造は、急造である。

急増は、急増である。

旧相識は、旧相識である。

牛僧孺は、牛僧孺である。

休息は、休息である。

休足は、休足である。

球速は、球速である。

窮塞は、窮塞である。

九族は、九族である。

旧俗は、旧俗である。

旧族は、旧族である。

窮措大は、窮措大である。

朽損は、朽損である。

久滞は、久滞である。

旧苔は、旧苔である。

旧態は、旧態である。

休怠は、休怠である。

休退は、休退である。



球体は、球体である。

球帯は、球帯である。

裘代は、裘代である。

及第は、及第である。

旧題は、旧題である。

休題は、休題である。

妓夫台は、妓夫台である。

旧態依然は、旧態依然である。

及台子は、及台子である。

旧体制は、旧体制である。

久大本線は、久大本線である。

旧太陽暦は、旧太陽暦である。

旧大陸は、旧大陸である。

旧宅は、旧宅である。

窮達は、窮達である。

妓夫太郎は、妓夫太郎である。

急湍は、急湍である。

給炭は、給炭である。

急談は、急談である。

急灘は、急灘である。

糾弾は、糾弾である。

糺弾は、糺弾である。

球団は、球団である。

給炭機は、給炭機である。

九地は、九地である。

旧地は、旧地である。

旧知は、旧知である。

給地は、給地である。

窮地は、窮地である。

求知心は、求知心である。

吸着は、吸着である。

吸着剤は、吸着剤である。

宮中は、宮中である。

宮中顧問官は、宮中顧問官である。

宮中三殿は、宮中三殿である。

宮中杖は、宮中杖である。

宮中席次は、宮中席次である。

宮中喪は、宮中喪である。

吸虫類は、吸虫類である。

九重は、九重である。

九腸は、九腸である。

休徴は、休徴である。

咎徴は、咎徴である。

急潮は、急潮である。

急調は、急調である。

級長は、級長である。



窮鳥は、窮鳥である。

九重の天は、九重の天である。

九重の門は、九重の門である。

急追は、急追である。

窮追は、窮追である。

九通は、九通である。

窮通は、窮通である。

ぎゅう詰めは、ぎゅう詰めである。

九鼎は、九鼎である。

休廷は、休廷である。

泣涕は、泣涕である。

宮廷は、宮廷である。

キューティクルは、キューティクルである。

宮廷語は、宮廷語である。

九鼎大呂は、九鼎大呂である。

宮廷費は、宮廷費である。

宮廷文学は、宮廷文学である。

仇敵は、仇敵である。

丘垤は、丘垤である。

九哲は、九哲である。

九天は、九天である。

旧典は、旧典である。

灸点は、灸点である。

急転は、急転である。

旧伝は、旧伝である。

休電は、休電である。

宮殿は、宮殿である。

給田は、給田である。

給電は、給電である。

牛店は、牛店である。

九点円は、九点円である。

給電線は、給電線である。

急転直下は、急転直下である。

急テンポは、急テンポである。

旧都は、旧都である。

窮途は、窮途である。

キュートは、キュートである。

旧土は、旧土である。

九冬は、九冬である。

旧冬は、旧冬である。

旧套は、旧套である。

急登は、急登である。

急騰は、急騰である。

球灯は、球灯である。

給湯は、給湯である。

窮冬は、窮冬である。



弓道は、弓道である。

旧道は、旧道である。

求道は、求道である。

牛刀は、牛刀である。

牛痘は、牛痘である。

旧唐書は、旧唐書である。

九徳は、九徳である。

旧徳は、旧徳である。

牛丼は、牛丼である。

牛鍋は、牛鍋である。

急難は、急難である。

救難は、救難である。

牛肉は、牛肉である。

吸入は、吸入である。

牛乳は、牛乳である。

吸入器は、吸入器である。

牛乳計は、牛乳計である。

吸入弁は、吸入弁である。

吸入麻酔は、吸入麻酔である。

旧任は、旧任である。

給人は、給人である。

Ｑ熱は、Ｑ熱である。

旧熱帯区は、旧熱帯区である。

吸熱反応は、吸熱反応である。

旧年は、旧年である。

嗅脳は、嗅脳である。

急の舞は、急の舞である。

旧派は、旧派である。

急派は、急派である。

弓馬は、弓馬である。

急場は、急場である。

キューバは、キューバである。

牛馬は、牛馬である。

九拝は、九拝である。

朽敗は、朽敗である。

朽廃は、朽廃である。

給排水は、給排水である。

キューバ危機は、キューバ危機である。

九陌は、九陌である。

休泊は、休泊である。

急迫は、急迫である。

窮迫は、窮迫である。

旧幕は、旧幕である。

旧派刑法学は、旧派刑法学である。

旧派劇は、旧派劇である。

急場凌ぎは、急場凌ぎである。



牛馬走は、牛馬走である。

窮髪は、窮髪である。

救抜は、救抜である。

急発進は、急発進である。

弓馬の家は、弓馬の家である。

弓馬の道は、弓馬の道である。

急腹は、急腹である。

旧版は、旧版である。

旧藩は、旧藩である。

急坂は、急坂である。

吸盤は、吸盤である。

求版本は、求版本である。

給費は、給費である。

厩肥は、厩肥である。

鳩尾は、鳩尾である。

きゅう糒は、きゅう糒である。

牛皮は、牛皮である。

求肥は、求肥である。

求肥飴は、求肥飴である。

キューピーは、キューピーである。

鳩尾先は、鳩尾先である。

旧皮質は、旧皮質である。

キュービズムは、キュービズムである。

給費生は、給費生である。

急ピッチは、急ピッチである。

キューピッドは、キューピッドである。

求肥糖は、求肥糖である。

鳩尾の板は、鳩尾の板である。

九尾の狐は、九尾の狐である。

急病は、急病である。

宮嬪は、宮嬪である。

救貧は、救貧である。

急便は、急便である。

九品中正は、九品中正である。

救貧法は、救貧法である。

旧夫は、旧夫である。

旧婦は、旧婦である。

休符は、休符である。

朽腐は、朽腐である。

給付は、給付である。

キューブは、キューブである。

旧風は、旧風である。

急風は、急風である。

給付行政は、給付行政である。

九服は、九服である。

給付訴訟は、給付訴訟である。



旧物は、旧物である。

給付判決は、給付判決である。

キューブリックは、キューブリックである。

急ブレーキは、急ブレーキである。

旧聞は、旧聞である。

球分は、球分である。

給分は、給分である。

牛糞は、牛糞である。

旧弊は、旧弊である。

義勇兵は、義勇兵である。

急変は、急変である。

九辺鎮は、九辺鎮である。

急歩は、急歩である。

急募は、急募である。

牛歩は、牛歩である。

旧邦は、旧邦である。

旧法は、旧法である。

旧封は、旧封である。

臼砲は、臼砲である。

急報は、急報である。

きゅう法は、きゅう法である。

窮乏は、窮乏である。

窮乏化法則は、窮乏化法則である。

吸墨紙は、吸墨紙である。

朽木糞牆は、朽木糞牆である。

牛歩戦術は、牛歩戦術である。

旧北区は、旧北区である。

キューポラは、キューポラである。

旧盆は、旧盆である。

救米は、救米である。

給名は、給名である。

九民は、九民である。

休眠は、休眠である。

救民は、救民である。

窮民は、窮民である。

休眠芽は、休眠芽である。

休眠鉱区は、休眠鉱区である。

旧民法は、旧民法である。

旧夢は、旧夢である。

休務は、休務である。

急務は、急務である。

厩務員は、厩務員である。

旧名は、旧名である。

旧盟は、旧盟である。

休明は、休明である。

究明は、究明である。



急命は、急命である。

糾明は、糾明である。

糺明は、糺明である。

救命は、救命である。

窮命は、窮命である。

救命筏は、救命筏である。

救命焔は、救命焔である。

救命器は、救命器である。

救命具は、救命具である。

救命索は、救命索である。

救命帯は、救命帯である。

救命艇は、救命艇である。

救命胴衣は、救命胴衣である。

救命ブイは、救命ブイである。

牛飯は、牛飯である。

球面は、球面である。

球面角は、球面角である。

球面幾何学は、球面幾何学である。

球面鏡は、球面鏡である。

球面計は、球面計である。

球面三角法は、球面三角法である。

球面三角形は、球面三角形である。

球面収差は、球面収差である。

九門は、九門である。

糾問は、糾問である。

糺問は、糺問である。

宮門は、宮門である。

毬門は、毬門である。

糾問主義は、糾問主義である。

九野は、九野である。

牛屋は、牛屋である。

旧約は、旧約である。

旧訳は、旧訳である。

窮厄は、窮厄である。

己酉約条は、己酉約条である。

旧約聖書は、旧約聖書である。

旧約全書は、旧約全書である。

給油は、給油である。

旧友は、旧友である。

旧遊は、旧遊である。

級友は、級友である。

きゅうよは、きゅうよである。

救与は、救与である。

給与は、給与である。

窮余は、窮余である。

休養は、休養である。



急用は、急用である。

球陽は、球陽である。

給養は、給養である。

急養子は、急養子である。

給与所得は、給与所得である。

旧来は、旧来である。

急瀬は、急瀬である。

及落は、及落である。

急落は、急落である。

牛酪は、牛酪である。

朽爛は、朽爛である。

久離は、久離である。

旧離は、旧離である。

旧里は、旧里である。

究理は、究理である。

窮理は、窮理である。

胡瓜魚は、胡瓜魚である。

窮理学は、窮理学である。

旧里帰農は、旧里帰農である。

胡瓜草は、胡瓜草である。

究理催青は、究理催青である。

窮理図解は、窮理図解である。

窮理通は、窮理通である。

胡瓜遣は、胡瓜遣である。

胡瓜揉みは、胡瓜揉みである。

九流は、九流である。

九竜は、九竜である。

旧流は、旧流である。

穹窿は、穹窿である。

急流は、急流である。

穹窿形は、穹窿形である。

丘陵は、丘陵である。

旧領は、旧領である。

休漁は、休漁である。

きゅう竜は、きゅう竜である。

救療は、救療である。

給料は、給料である。

給領は、給領である。

旧例は、旧例である。

旧暦は、旧暦である。

キューレットは、キューレットである。

九連環は、九連環である。

旧廬は、旧廬である。

穹廬は、穹廬である。

丘隴は、丘隴である。

旧労は、旧労である。



旧臘は、旧臘である。

宮漏は、宮漏である。

久六は、久六である。

久六鍬は、久六鍬である。

九六陝は、九六陝である。

旧話は、旧話である。

ギュオーは、ギュオーである。

キュクロペスは、キュクロペスである。

きゅっとは、きゅっとである。

ぎゅっとは、ぎゅっとである。

キュニョーは、キュニョーである。

キュビスムは、キュビスムである。

キュプラは、キュプラである。

キュポラは、キュポラである。

キュラソーは、キュラソーである。

キュリーは、キュリーである。

キュリー温度は、キュリー温度である。

キュリウムは、キュリウムである。

ギュルデンは、ギュルデンである。

キュレーターは、キュレーターである。

キュレネ学派は、キュレネ学派である。

キュレルは、キュレルである。

キュロスは、キュロスである。

キュロットは、キュロットである。

キュロットスカートは、キュロットスカートである。

きゅんは、きゅんである。

凶は、凶である。

去は、去である。

巨は、巨である。

居は、居である。

拒は、拒である。

拠は、拠である。

炬は、炬である。

挙は、挙である。

渠は、渠である。

距は、距である。

裾は、裾である。

墟は、墟である。

寄与は、寄与である。

毀誉は、毀誉である。

ぎょは、ぎょである。

魚は、魚である。

御は、御である。

漁は、漁である。

禦は、禦である。

巨悪は、巨悪である。



虚位は、虚位である。

虚威は、虚威である。

清いは、清いである。

浄いは、浄いである。

御衣は、御衣である。

御意は、御意である。

今日は、今日である。

狭布は、狭布である。

兄は、兄である。

兇は、兇である。

共は、共である。

匈は、匈である。

叫は、叫である。

向は、向である。

孝は、孝である。

狂は、狂である。

享は、享である。

京は、京である。

供は、供である。

協は、協である。

怯は、怯である。

況は、況である。

羌は、羌である。

挟は、挟である。

拱は、拱である。

狭は、狭である。

莢は、莢である。

恭は、恭である。

胸は、胸である。

脅は、脅である。

強は、強である。

教は、教である。

梟は、梟である。

経は、経である。

郷は、郷である。

竟は、竟である。

卿は、卿である。

境は、境である。

嬌は、嬌である。

橋は、橋である。

興は、興である。

頬は、頬である。

矯は、矯である。

嚮は、嚮である。

疆は、疆である。

轎は、轎である。



競は、競である。

響は、響である。

饗は、饗である。

驚は、驚である。

驕は、驕である。

気葉は、気葉である。

紀要は、紀要である。

起用は、起用である。

飢鷹は、飢鷹である。

貴陽は、貴陽である。

器用は、器用である。

き羊は、き羊である。

仰は、仰である。

行は、行である。

尭は、尭である。

暁は、暁である。

業は、業である。

凝は、凝である。

ぎょうは、ぎょうである。

御宇は、御宇である。

技癢は、技癢である。

伎癢は、伎癢である。

偽葉は、偽葉である。

儀容は、儀容である。

行阿は、行阿である。

狭隘は、狭隘である。

凶悪は、凶悪である。

兇悪は、兇悪である。

強悪は、強悪である。

梟悪は、梟悪である。

今日明日は、今日明日である。

強圧は、強圧である。

強圧的は、強圧的である。

教案は、教案である。

暁闇は、暁闇である。

胸囲は、胸囲である。

脅威は、脅威である。

強意は、強意である。

驚異は、驚異である。

境域は、境域である。

疆域は、疆域である。

教育は、教育である。

教育愛は、教育愛である。

教育委員会は、教育委員会である。

教育科学は、教育科学である。

教育学は、教育学である。



教育学部は、教育学部である。

教育課程は、教育課程である。

教育漢字は、教育漢字である。

教育機器は、教育機器である。

教育基本法は、教育基本法である。

教育行政は、教育行政である。

教育刑主義は、教育刑主義である。

教育権は、教育権である。

教育原理は、教育原理である。

教育工学は、教育工学である。

教育公務員は、教育公務員である。

教育公務員特例法は、教育公務員特例法である。

教育刷新委員会は、教育刷新委員会である。

教育実習は、教育実習である。

教育社会学は、教育社会学である。

教育召集は、教育召集である。

教育職員免許法は、教育職員免許法である。

教育審議会は、教育審議会である。

教育人口は、教育人口である。

教育心理学は、教育心理学である。

教育総監部は、教育総監部である。

教育相談は、教育相談である。

教育測定は、教育測定である。

教育大学は、教育大学である。

教育長は、教育長である。

教育勅語は、教育勅語である。

教育的は、教育的である。

教育哲学は、教育哲学である。

教育投資論は、教育投資論である。

教育白書は、教育白書である。

教育評価は、教育評価である。

教育扶助は、教育扶助である。

教育保険は、教育保険である。

教育ママは、教育ママである。

教育目標は、教育目標である。

教育令は、教育令である。

経石は、経石である。

驚逸は、驚逸である。

驕佚は、驕佚である。

驕逸は、驕逸である。

驕溢は、驕溢である。

京出では、京出でである。

驚異的は、驚異的である。

京芋は、京芋である。

京入りは、京入りである。

凶音は、凶音である。



教員は、教員である。

郷音は、郷音である。

教員組合は、教員組合である。

教員検定は、教員検定である。

教員赤化事件は、教員赤化事件である。

教員免許状は、教員免許状である。

教員養成は、教員養成である。

胸宇は、胸宇である。

暁雨は、暁雨である。

京唄は、京唄である。

京打ちは、京打ちである。

京内参りは、京内参りである。

京内詣では、京内詣でである。

京団扇は、京団扇である。

狂雲は、狂雲である。

強運は、強運である。

慶雲は、慶雲である。

慶運は、慶運である。

暁雲は、暁雲である。

経会は、経会である。

経衣は、経衣である。

共栄は、共栄である。

共営は、共営である。

狂詠は、狂詠である。

鏡映は、鏡映である。

競泳は、競泳である。

競映は、競映である。

共益は、共益である。

享益は、享益である。

共益権は、共益権である。

共益債権は、共益債権である。

共益費は、共益費である。

共益費用は、共益費用である。

恭悦は、恭悦である。

恐悦は、恐悦である。

共演は、共演である。

狂焔は、狂焔である。

狂炎は、狂炎である。

郷園は、郷園である。

竟宴は、竟宴である。

嬌艶は、嬌艶である。

興宴は、興宴である。

競演は、競演である。

饗宴は、饗宴である。

饗筵は、饗筵である。

強塩基は、強塩基である。



供応は、供応である。

胸奥は、胸奥である。

教皇は、教皇である。

経王は、経王である。

薑黄は、薑黄である。

嚮往は、嚮往である。

響応は、響応である。

饗応は、饗応である。

驕横は、驕横である。

京扇は、京扇である。

教王護国寺は、教王護国寺である。

怯臆は、怯臆である。

胸臆は、胸臆である。

京白粉は、京白粉である。

香落ちは、香落ちである。

京男は、京男である。

京折は、京折である。

跫音は、跫音である。

嬌音は、嬌音である。

京女は、京女である。

狂花は、狂花である。

狂歌は、狂歌である。

京家は、京家である。

供花は、供花である。

供華は、供華である。

拱架は、拱架である。

莢果は、莢果である。

強化は、強化である。

教化は、教化である。

教科は、教科である。

嬌歌は、嬌歌である。

橋架は、橋架である。

鏡花は、鏡花である。

鏡架は、鏡架である。

驕誇は、驕誇である。

狂画は、狂画である。

恭賀は、恭賀である。

仰臥は、仰臥である。

狂歌合は、狂歌合である。

交会は、交会である。

協会は、協会である。

胸懐は、胸懐である。

教会は、教会である。

教戒は、教戒である。

教誡は、教誡である。

教誨は、教誨である。



境界は、境界である。

興懐は、興懐である。

凶害は、凶害である。

兇害は、兇害である。

境外は、境外である。

境涯は、境涯である。

驚駭は、驚駭である。

業界は、業界である。

凝塊は、凝塊である。

境界因数は、境界因数である。

教会音楽は、教会音楽である。

凝灰角礫岩は、凝灰角礫岩である。

凝灰岩は、凝灰岩である。

業界紙は、業界紙である。

境界条件は、境界条件である。

教会旋法は、教会旋法である。

境界層は、境界層である。

教会大分裂は、教会大分裂である。

教会堂は、教会堂である。

京街道は、京街道である。

境界変更は、境界変更である。

教会法は、教会法である。

教会暦は、教会暦である。

鏡花縁は、鏡花縁である。

教科課程は、教科課程である。

強化ガラスは、強化ガラスである。

京掛りは、京掛りである。

匡郭は、匡郭である。

挟角は、挟角である。

夾角は、夾角である。

狂客は、狂客である。

侠客は、侠客である。

胸郭は、胸郭である。

胸膈は、胸膈である。

脅嚇は、脅嚇である。

鋏角は、鋏角である。

共学は、共学である。

京学は、京学である。

教学は、教学である。

郷学は、郷学である。

驚愕は、驚愕である。

仰角は、仰角である。

行革は、行革である。

磽かくは、磽かくである。

行学は、行学である。

教学局は、教学局である。



胸郭成形術は、胸郭成形術である。

教学大旨は、教学大旨である。

侠客伝は、侠客伝である。

鋏角類は、鋏角類である。

京駕籠は、京駕籠である。

狂歌師は、狂歌師である。

京菓子は、京菓子である。

経島は、経島である。

凝花舎は、凝花舎である。

凝華舎は、凝華舎である。

教科書は、教科書である。

教科書検定制度は、教科書検定制度である。

教科書事件は、教科書事件である。

教科書体は、教科書体である。

鏡花水月は、鏡花水月である。

鏡花水月法は、鏡花水月法である。

仰臥像は、仰臥像である。

京方は、京方である。

京形は、京形である。

経帷子は、経帷子である。

教科担任は、教科担任である。

恐喝は、恐喝である。

恐喝罪は、恐喝罪である。

京狩野は、京狩野である。

京鹿子は、京鹿子である。

京鹿子娘道成寺は、京鹿子娘道成寺である。

狂歌の摺物は、狂歌の摺物である。

今日が日は、今日が日である。

強化プラスチックは、強化プラスチックである。

強化米は、強化米である。

行構えは、行構えである。

経紙は、経紙である。

京烏は、京烏である。

興がるは、興がるである。

経瓦は、経瓦である。

凶悍は、凶悍である。

兇悍は、兇悍である。

凶漢は、凶漢である。

兇漢は、兇漢である。

共感は、共感である。

叫喚は、叫喚である。

狂簡は、狂簡である。

京官は、京官である。

峡間は、峡間である。

胸間は、胸間である。

胸管は、胸管である。



強諫は、強諫である。

教官は、教官である。

教観は、教観である。

経函は、経函である。

経巻は、経巻である。

郷貫は、郷貫である。

郷関は、郷関である。

鏡鑑は、鏡鑑である。

驕悍は、驕悍である。

強顔は、強顔である。

嬌顔は、嬌顔である。

響岩は、響岩である。

行間は、行間である。

驍悍は、驍悍である。

共感覚は、共感覚である。

行願寺は、行願寺である。

叫喚地獄は、叫喚地獄である。

京官の除目は、京官の除目である。

共観福音書は、共観福音書である。

凶器は、凶器である。

兇器は、兇器である。

狂気は、狂気である。

狂喜は、狂喜である。

侠気は、侠気である。

狭軌は、狭軌である。

恐悸は、恐悸である。

強記は、強記である。

強毅は、強毅である。

教規は、教規である。

経軌は、経軌である。

競起は、競起である。

驚起は、驚起である。

驚悸は、驚悸である。

驚喜は、驚喜である。

驕気は、驕気である。

共議は、共議である。

供犠は、供犠である。

協議は、協議である。

狭義は、狭義である。

教義は、教義である。

経木は、経木である。

競技は、競技である。

行基は、行基である。

暁気は、暁気である。

暁起は、暁起である。

澆季は、澆季である。



驍毅は、驍毅である。

行儀は、行儀である。

凝議は、凝議である。

経木編は、経木編である。

行儀霰は、行儀霰である。

教義学は、教義学である。

経木真田は、経木真田である。

行儀作法は、行儀作法である。

凶器準備集合罪は、凶器準備集合罪である。

競技場は、競技場である。

行基図は、行基図である。

行儀強しは、行儀強しである。

経木流しは、経木流しである。

行基葺は、行基葺である。

行基焼は、行基焼である。

橋脚は、橋脚である。

凶逆は、凶逆である。

狂虐は、狂虐である。

匡救は、匡救である。

供給は、供給である。

強弓は、強弓である。

供給曲線は、供給曲線である。

供給契約は、供給契約である。

供給源は、供給源である。

狂牛病は、狂牛病である。

筐筥は、筐筥である。

僑居は、僑居である。

強禦は、強禦である。

恟恟は、恟恟である。

拱橋は、拱橋である。

洶洶は、洶洶である。

恐恐は、恐恐である。

皎皎は、皎皎である。

兢兢は、兢兢である。

驕矜は、驕矜である。

協業は、協業である。

経教は、経教である。

兢業は、兢業である。

競業は、競業である。

業況は、業況である。

業業は、業業である。

恐恐謹言は、恐恐謹言である。

競業禁止は、競業禁止である。

胸脇苦満は、胸脇苦満である。

協業経営は、協業経営である。

仰仰子は、仰仰子である。



行行子は、行行子である。

仰仰しいは、仰仰しいである。

教行信証は、教行信証である。

協業組織は、協業組織である。

今日今日とは、今日今日とである。

競業避止は、競業避止である。

郷曲は、郷曲である。

鏡玉は、鏡玉である。

郷挙里選は、郷挙里選である。

協議離縁は、協議離縁である。

協議離婚は、協議離婚である。

凶饉は、凶饉である。

恭謹は、恭謹である。

胸筋は、胸筋である。

胸襟は、胸襟である。

頬筋は、頬筋である。

狂句は、狂句である。

恐懼は、恐懼である。

教区は、教区である。

凶具は、凶具である。

兇具は、兇具である。

狂愚は、狂愚である。

供具は、供具である。

教具は、教具である。

僑寓は、僑寓である。

境遇は、境遇である。

京下りは、京下りである。

敬屈は、敬屈である。

経供養は、経供養である。

行比べは、行比べである。

京ぐるは、京ぐるである。

教訓は、教訓である。

教訓抄は、教訓抄である。

行化は、行化である。

恭敬は、恭敬である。

鏡径は、鏡径である。

行刑は、行刑である。

行啓は、行啓である。

暁鶏は、暁鶏である。

行刑官は、行刑官である。

行刑累進処遇令は、行刑累進処遇令である。

京劇は、京劇である。

挟撃は、挟撃である。

夾撃は、夾撃である。

徼撃は、徼撃である。

矯激は、矯激である。



夾纈は、夾纈である。

供血は、供血である。

皎潔は、皎潔である。

竅穴は、竅穴である。

凝血は、凝血である。

凝結は、凝結である。

暁月は、暁月である。

凝結核は、凝結核である。

教外別伝は、教外別伝である。

凶険は、凶険である。

兇険は、兇険である。

凶歉は、凶歉である。

狂犬は、狂犬である。

狂狷は、狂狷である。

恭倹は、恭倹である。

恭謙は、恭謙である。

強肩は、強肩である。

強健は、強健である。

強権は、強権である。

教権は、教権である。

驕蹇は、驕蹇である。

狂言は、狂言である。

郷原は、郷原である。

郷愿は、郷愿である。

嬌言は、嬌言である。

興言は、興言である。

狂言謡は、狂言謡である。

狂言方は、狂言方である。

狂言記は、狂言記である。

狂言綺語は、狂言綺語である。

狂言座は、狂言座である。

狂言作者は、狂言作者である。

狂言師は、狂言師である。

狂言浄瑠璃は、狂言浄瑠璃である。

強権体制は、強権体制である。

狂言袴は、狂言袴である。

狂言柱は、狂言柱である。

強権発動は、強権発動である。

狂犬病は、狂犬病である。

狂言本は、狂言本である。

狂言幕は、狂言幕である。

狂言回しは、狂言回しである。

狂言面は、狂言面である。

狂言役者は、狂言役者である。

興言利口は、興言利口である。

京胡は、京胡である。



強固は、強固である。

鞏固は、鞏固である。

向後は、向後である。

嚮後は、嚮後である。

教護は、教護である。

嬌語は、嬌語である。

暁鼓は、暁鼓である。

凝固は、凝固である。

暁悟は、暁悟である。

教護院は、教護院である。

凶行は、凶行である。

兇行は、兇行である。

凶荒は、凶荒である。

匡衡は、匡衡である。

狂講は、狂講である。

侠行は、侠行である。

峡江は、峡江である。

拱構は、拱構である。

狭巷は、狭巷である。

挟攻は、挟攻である。

夾攻は、夾攻である。

恐慌は、恐慌である。

恐惶は、恐惶である。

胸高は、胸高である。

胸腔は、胸腔である。

強行は、強行である。

強攻は、強攻である。

強硬は、強硬である。

強項は、強項である。

郷校は、郷校である。

郷貢は、郷貢である。

橋構は、橋構である。

叫号は、叫号である。

狂号は、狂号である。

協合は、協合である。

校合は、校合である。

強剛は、強剛である。

強豪は、強豪である。

競合は、競合である。

驕傲は、驕傲である。

行劫は、行劫である。

行幸は、行幸である。

暁光は、暁光である。

暁行は、暁行である。

暁更は、暁更である。

僥倖は、僥倖である。



行香は、行香である。

行業は、行業である。

強行規定は、強行規定である。

恐惶謹言は、恐惶謹言である。

強行軍は、強行軍である。

行幸啓は、行幸啓である。

恐惶敬白は、恐惶敬白である。

競合罪は、競合罪である。

京格子は、京格子である。

競合脱線は、競合脱線である。

教皇庁は、教皇庁である。

強行法は、強行法である。

経声は、経声である。

享国は、享国である。

峡谷は、峡谷である。

強国は、強国である。

郷国は、郷国である。

頃刻は、頃刻である。

京極は、京極である。

京極高次は、京極高次である。

京極為兼は、京極為兼である。

京極殿は、京極殿である。

京極上は、京極上である。

京五山は、京五山である。

京小袖は、京小袖である。

侠骨は、侠骨である。

胸骨は、胸骨である。

軽忽は、軽忽である。

軽骨は、軽骨である。

頬骨は、頬骨である。

きょう骨は、きょう骨である。

行乞は、行乞である。

頬骨筋は、頬骨筋である。

凝固点は、凝固点である。

凝固点降下は、凝固点降下である。

今日毎は、今日毎である。

京詞は、京詞である。

京言葉は、京言葉である。

凝固熱は、凝固熱である。

今日此の頃は、今日此の頃である。

京暦は、京暦である。

教唆は、教唆である。

京座は、京座である。

行作は、行作である。

行者は、行者である。

餃子は、餃子である。



凶歳は、凶歳である。

共済は、共済である。

共催は、共催である。

匡済は、匡済である。

恐妻は、恐妻である。

境栽は、境栽である。

共在は、共在である。

教材は、教材である。

梟罪は、梟罪である。

絞罪は、絞罪である。

業際は、業際である。

京細工は、京細工である。

共済組合は、共済組合である。

共済年金は、共済年金である。

胸鎖関節は、胸鎖関節である。

凶作は、凶作である。

狭窄は、狭窄である。

警策は、警策である。

競作は、競作である。

景迹は、景迹である。

凶作減免は、凶作減免である。

狭窄射撃は、狭窄射撃である。

京酒は、京酒である。

挟殺は、挟殺である。

恐察は、恐察である。

夾雑は、夾雑である。

夾雑物は、夾雑物である。

教唆犯は、教唆犯である。

京様は、京様である。

興醒しは、興醒しである。

京侍は、京侍である。

興醒めは、興醒めである。

興醒め顔は、興醒め顔である。

興醒めるは、興醒めるである。

共産は、共産である。

夾算は、夾算である。

協賛は、協賛である。

胸算は、胸算である。

強酸は、強酸である。

慶讃は、慶讃である。

仰山は、仰山である。

京桟織は、京桟織である。

共産主義は、共産主義である。

共産主義インターナショナルは、共産主義インターナショナルである。

共産青年同盟は、共産青年同盟である。

共産党は、共産党である。



共産党宣言は、共産党宣言である。

楽山焼は、楽山焼である。

狂死は、狂死である。

狂詩は、狂詩である。

姜詩は、姜詩である。

強仕は、強仕である。

教士は、教士である。

教示は、教示である。

教旨は、教旨である。

教師は、教師である。

経師は、経師である。

郷思は、郷思である。

郷試は、郷試である。

嬌姿は、嬌姿である。

驕肆は、驕肆である。

驕恣は、驕恣である。

凶事は、凶事である。

享持は、享持である。

矜恃は、矜恃である。

香匙は、香匙である。

香箸は、香箸である。

挟持は、挟持である。

胸次は、胸次である。

脇侍は、脇侍である。

脇士は、脇士である。

夾侍は、夾侍である。

挟侍は、挟侍である。

驕児は、驕児である。

仰視は、仰視である。

凝脂は、凝脂である。

凝視は、凝視である。

行事は、行事である。

行司は、行司である。

行持は、行持である。

京職は、京職である。

強識は、強識である。

拱式構造は、拱式構造である。

胸式呼吸は、胸式呼吸である。

狂詩曲は、狂詩曲である。

共時言語学は、共時言語学である。

行事所は、行事所である。

強磁性は、強磁性である。

強磁性体は、強磁性体である。

共時態は、共時態である。

行司溜りは、行司溜りである。

きょう自珍は、きょう自珍である。



狂疾は、狂疾である。

教室は、教室である。

凶日は、凶日である。

嚮日は、嚮日である。

業室は、業室である。

行実は、行実である。

暁日は、暁日である。

行事人は、行事人である。

今日しもあれは、今日しもあれである。

狂者は、狂者である。

侠者は、侠者である。

狭斜は、狭斜である。

香車は、香車である。

強者は、強者である。

郷射は、郷射である。

驕奢は、驕奢である。

経師屋は、経師屋である。

業者は、業者である。

教迹は、教迹である。

教跡は、教跡である。

教籍は、教籍である。

怯弱は、怯弱である。

強弱は、強弱である。

凝寂は、凝寂である。

強弱記号は、強弱記号である。

行者講は、行者講である。

行者堂は、行者堂である。

行者道は、行者道である。

行者葫は、行者葫である。

行者参りは、行者参りである。

凶手は、凶手である。

兇手は、兇手である。

拱手は、拱手である。

強取は、強取である。

教主は、教主である。

教趣は、教趣である。

梟首は、梟首である。

興趣は、興趣である。

享受は、享受である。

教授は、教授である。

行守は、行守である。

行酒は、行酒である。

業主は、業主である。

業種は、業種である。

共修は、共修である。

強襲は、強襲である。



教習は、教習である。

経宗は、経宗である。

郷愁は、郷愁である。

嬌羞は、嬌羞である。

京中は、京中である。

軽重は、軽重である。

凝集は、凝集である。

凝聚は、凝聚である。

行住は、行住である。

共重合は、共重合である。

行住坐臥は、行住坐臥である。

凝集反応は、凝集反応である。

凝集力は、凝集力である。

教授会は、教授会である。

教授学は、教授学である。

恐縮は、恐縮である。

強縮は、強縮である。

郷塾は、郷塾である。

凝縮は、凝縮である。

凝縮機は、凝縮機である。

凝縮熱は、凝縮熱である。

教授細目は、教授細目である。

教授師は、教授師である。

教授段階は、教授段階である。

供出は、供出である。

供述は、供述である。

矜恤は、矜恤である。

供述拒否権は、供述拒否権である。

供述書は、供述書である。

供述証拠は、供述証拠である。

供出米は、供出米である。

供述録取書は、供述録取書である。

教授法は、教授法である。

拱手傍観は、拱手傍観である。

恭順は、恭順である。

尭舜は、尭舜である。

尭舜時代は、尭舜時代である。

京順礼は、京順礼である。

京巡礼は、京巡礼である。

挟書は、挟書である。

校書は、校書である。

郷書は、郷書である。

教書は、教書である。

共助は、共助である。

狂女は、狂女である。

侠女は、侠女である。



興女は、興女である。

行書は、行書である。

共晶は、共晶である。

夾鐘は、夾鐘である。

協商は、協商である。

狭小は、狭小である。

胸墻は、胸墻である。

強将は、強将である。

梟将は、梟将である。

喬松は、喬松である。

嬌笑は、嬌笑である。

橋床は、橋床である。

きょう捷は、きょう捷である。

凶状は、凶状である。

兇状は、兇状である。

教条は、教条である。

教場は、教場である。

境場は、境場である。

行商は、行商である。

暁鐘は、暁鐘である。

驍将は、驍将である。

行状は、行状である。

鋏状価格差は、鋏状価格差である。

行状記は、行状記である。

教条主義は、教条主義である。

仰韶文化は、仰韶文化である。

凶状持は、凶状持である。

京浄瑠璃は、京浄瑠璃である。

京上臈は、京上臈である。

共食は、共食である。

矜式は、矜式である。

教職は、教職である。

矯飾は、矯飾である。

暁色は、暁色である。

教職員は、教職員である。

教職課程は、教職課程である。

教職科目は、教職科目である。

教職追放は、教職追放である。

校書殿は、校書殿である。

挟書の禁は、挟書の禁である。

狂女物は、狂女物である。

興じるは、興じるである。

共振は、共振である。

狂信は、狂信である。

京進は、京進である。

供進は、供進である。



協心は、協心である。

侠心は、侠心である。

恭慎は、恭慎である。

強震は、強震である。

郷信は、郷信である。

郷紳は、郷紳である。

驕心は、驕心である。

驕臣は、驕臣である。

凶人は、凶人である。

兇人は、兇人である。

凶刃は、凶刃である。

兇刃は、兇刃である。

狂人は、狂人である。

狂仁は、狂仁である。

拱陣は、拱陣である。

強陣は、強陣である。

強靱は、強靱である。

郷人は、郷人である。

器用人は、器用人である。

共進化は、共進化である。

共進会は、共進会である。

強震計は、強震計である。

強心剤は、強心剤である。

供進使は、供進使である。

狭心症は、狭心症である。

暁新世は、暁新世である。

狂人日記は、狂人日記である。

恭親王奕きんは、恭親王奕きんである。

鏡新明智流は、鏡新明智流である。

香子は、香子である。

拱すは、拱すである。

梟すは、梟すである。

孝ずは、孝ずである。

狂酔は、狂酔である。

胸水は、胸水である。

行水は、行水である。

恐水病は、恐水病である。

行水船は、行水船である。

京鋤は、京鋤である。

京雀は、京雀である。

狂するは、狂するである。

供するは、供するである。

饗するは、饗するである。

興ずるは、興ずるである。

行ずるは、行ずるである。

共生は、共生である。



共棲は、共棲である。

匡正は、匡正である。

京済は、京済である。

享正は、享正である。

胸声は、胸声である。

強制は、強制である。

強盛は、強盛である。

強勢は、強勢である。

強請は、強請である。

教正は、教正である。

教生は、教生である。

嬌声は、嬌声である。

矯正は、矯正である。

行政は、行政である。

暁星は、暁星である。

擬陽性は、擬陽性である。

行政委員会は、行政委員会である。

強制移民は、強制移民である。

矯正院は、矯正院である。

行政院は、行政院である。

行政改革は、行政改革である。

行政学は、行政学である。

強制隔離は、強制隔離である。

強制借換えは、強制借換えである。

強制カルテルは、強制カルテルである。

行政官は、行政官である。

行政監察は、行政監察である。

行政官庁は、行政官庁である。

行政監督は、行政監督である。

強制管理は、強制管理である。

行政管理庁は、行政管理庁である。

行政機関は、行政機関である。

行政規則は、行政規則である。

行政救済は、行政救済である。

矯正教育は、矯正教育である。

行政協定は、行政協定である。

行政区は、行政区である。

行政区画は、行政区画である。

強制組合は、強制組合である。

行政計画は、行政計画である。

行政警察は、行政警察である。

強制競売は、強制競売である。

行政契約は、行政契約である。

行政権は、行政権である。

行政行為は、行政行為である。

強制公債は、強制公債である。



行政財産は、行政財産である。

行政裁判は、行政裁判である。

行政裁判所は、行政裁判所である。

行政作用は、行政作用である。

強製紙は、強製紙である。

行政事件は、行政事件である。

行政事件訴訟法は、行政事件訴訟法である。

強制執行は、強制執行である。

行政執行法は、行政執行法である。

行政指導は、行政指導である。

行政事務は、行政事務である。

矯正術は、矯正術である。

強制消却は、強制消却である。

行政書士は、行政書士である。

強制処分は、強制処分である。

矯正処分は、矯正処分である。

行政処分は、行政処分である。

矯正視力は、矯正視力である。

強制振動は、強制振動である。

共生説は、共生説である。

強制送還は、強制送還である。

強制捜査は、強制捜査である。

強制疎開は、強制疎開である。

行政組織は、行政組織である。

行政訴訟は、行政訴訟である。

行政大権は、行政大権である。

行政代執行法は、行政代執行法である。

行政大臣は、行政大臣である。

強制仲裁は、強制仲裁である。

行政庁は、行政庁である。

行政調査は、行政調査である。

強制徴収は、強制徴収である。

強制調停は、強制調停である。

強制通風は、強制通風である。

強制通用力は、強制通用力である。

強制的は、強制的である。

行政手続は、行政手続である。

行政手続法は、行政手続法である。

強制認知は、強制認知である。

行政罰は、行政罰である。

行政犯は、行政犯である。

行政府は、行政府である。

行政不服審査法は、行政不服審査法である。

強制弁護は、強制弁護である。

行政法は、行政法である。

強制保険は、強制保険である。



行政命令は、行政命令である。

矯正薬は、矯正薬である。

強制履行は、強制履行である。

行政立法は、行政立法である。

強制力は、強制力である。

強制労働は、強制労働である。

強制猥褻罪は、強制猥褻罪である。

強制和議は、強制和議である。

行跡は、行跡である。

行迹は、行迹である。

業績は、業績である。

凝析は、凝析である。

業績給は、業績給である。

共析晶は、共析晶である。

業績相場は、業績相場である。

経説は、経説である。

京銭は、京銭である。

胸腺は、胸腺である。

教宣は、教宣である。

饗饌は、饗饌である。

驕僭は、驕僭である。

恟然は、恟然である。

教禅は、教禅である。

跫然は、跫然である。

饗膳は、饗膳である。

仰瞻は、仰瞻である。

凝煎は、凝煎である。

凝然は、凝然である。

郷先生は、郷先生である。

教祖は、教祖である。

翹楚は、翹楚である。

凶相は、凶相である。

叫騒は、叫騒である。

狂草は、狂草である。

狂騒は、狂騒である。

狂躁は、狂躁である。

強壮は、強壮である。

教相は、教相である。

競争は、競争である。

競走は、競走である。

競漕は、競漕である。

驚奏は、驚奏である。

胸像は、胸像である。

経蔵は、経蔵である。

鏡像は、鏡像である。

行草は、行草である。



行装は、行装である。

行粧は、行粧である。

形相は、形相である。

凝霜は、凝霜である。

形像は、形像である。

競争価格は、競争価格である。

狂想曲は、狂想曲である。

協奏曲は、協奏曲である。

競争契約は、競争契約である。

強壮剤は、強壮剤である。

競争財は、競争財である。

競争試験は、競争試験である。

競争心は、競争心である。

鏡像体は、鏡像体である。

鏡像段階は、鏡像段階である。

競争入札は、競争入札である。

競走馬は、競走馬である。

競争売買は、競争売買である。

教相判釈は、教相判釈である。

京草履は、京草履である。

脇息は、脇息である。

教則は、教則である。

凶賊は、凶賊である。

兇賊は、兇賊である。

共属は、共属である。

強賊は、強賊である。

教則本は、教則本である。

強卒は、強卒である。

きょう蛆病は、きょう蛆病である。

京染は、京染である。

京反りは、京反りである。

共存は、共存である。

郷村は、郷村である。

行尊は、行尊である。

共存遺物は、共存遺物である。

共存共栄は、共存共栄である。

怯懦は、怯懦である。

強打は、強打である。

行田は、行田である。

交代は、交代である。

交替は、交替である。

形体は、形体である。

狂体は、狂体である。

狂態は、狂態である。

暁台は、暁台である。

筐体は、筐体である。



嬌態は、嬌態である。

驕泰は、驕泰である。

兄弟は、兄弟である。

矜大は、矜大である。

強大は、強大である。

経題は、経題である。

橋台は、橋台である。

鏡台は、鏡台である。

行体は、行体である。

業態は、業態である。

凝滞は、凝滞である。

京大事件は、京大事件である。

兄弟分は、兄弟分である。

供託は、供託である。

教卓は、教卓である。

供託金は、供託金である。

供託所は、供託所である。

供託書は、供託書である。

供託法は、供託法である。

強打者は、強打者である。

暁達は、暁達である。

饗立は、饗立である。

器用立は、器用立である。

京田辺は、京田辺である。

京太郎は、京太郎である。

敬嘆は、敬嘆である。

驚嘆は、驚嘆である。

驚歎は、驚歎である。

凶弾は、凶弾である。

兇弾は、兇弾である。

杏壇は、杏壇である。

狂談は、狂談である。

京談は、京談である。

教団は、教団である。

教壇は、教壇である。

暁旦は、暁旦である。

侠男児は、侠男児である。

夾炭層は、夾炭層である。

狂痴は、狂痴である。

京地は、京地である。

境地は、境地である。

興致は、興致である。

夾竹桃は、夾竹桃である。

経帙は、経帙である。

凝着は、凝着である。

峡中は、峡中である。



胸中は、胸中である。

筐中は、筐中である。

蟯虫は、蟯虫である。

共著は、共著である。

夾紵は、夾紵である。

凶兆は、凶兆である。

供帳は、供帳である。

協調は、協調である。

恐鳥は、恐鳥である。

強調は、強調である。

協調会は、協調会である。

協調介入は、協調介入である。

強調の虚偽は、強調の虚偽である。

協調融資は、協調融資である。

強直は、強直である。

胸椎は、胸椎である。

共通は、共通である。

胸痛は、胸痛である。

暁通は、暁通である。

共通一次試験は、共通一次試験である。

共通因数は、共通因数である。

共通感覚は、共通感覚である。

共通語は、共通語である。

共通項は、共通項である。

共通集合は、共通集合である。

共通接線は、共通接線である。

共通農業政策は、共通農業政策である。

共通部分は、共通部分である。

経塚は、経塚である。

経机は、経机である。

経筒は、経筒である。

協定は、協定である。

恭帝は、恭帝である。

胸底は、胸底である。

教程は、教程である。

筐底は、筐底である。

橋亭は、橋亭である。

轎丁は、轎丁である。

競艇は、競艇である。

行程は、行程である。

業体は、業体である。

協定価格は、協定価格である。

協定憲法は、協定憲法である。

協定世界時は、協定世界時である。

狂的は、狂的である。

強敵は、強敵である。



梟敵は、梟敵である。

鏡鉄は、鏡鉄である。

狂癲は、狂癲である。

教典は、教典である。

経典は、経典である。

凶伝は、凶伝である。

強電は、強電である。

敬田は、敬田である。

競田は、競田である。

仰天は、仰天である。

暁天は、暁天である。

宜陽殿は、宜陽殿である。

強電解質は、強電解質である。

驚天動地は、驚天動地である。

暁天の星は、暁天の星である。

凶徒は、凶徒である。

兇徒は、兇徒である。

京都は、京都である。

教徒は、教徒である。

匈奴は、匈奴である。

強弩は、強弩である。

彊弩は、彊弩である。

強度は、強度である。

郷土は、郷土である。

疆土は、疆土である。

競渡は、競渡である。

郷土愛は、郷土愛である。

京都尼五山は、京都尼五山である。

きょうといは、きょうといである。

凶党は、凶党である。

兇党は、兇党である。

共闘は、共闘である。

狂濤は、狂濤である。

侠盗は、侠盗である。

教頭は、教頭である。

経塔は、経塔である。

郷党は、郷党である。

橋塔は、橋塔である。

競闘は、競闘である。

驚倒は、驚倒である。

共同は、共同である。

共働は、共働である。

享堂は、享堂である。

協同は、協同である。

協働は、協働である。

教導は、教導である。



経堂は、経堂である。

嚮導は、嚮導である。

鏡胴は、鏡胴である。

鏡銅は、鏡銅である。

響胴は、響胴である。

行頭は、行頭である。

行道は、行道である。

凝当は、凝当である。

凝濁は、凝濁である。

共同遺言は、共同遺言である。

共同海損は、共同海損である。

共同海損契約書は、共同海損契約書である。

嚮導艦は、嚮導艦である。

共同企業体は、共同企業体である。

共同居留地は、共同居留地である。

協同組合は、協同組合である。

共同決定法は、共同決定法である。

共同溝は、共同溝である。

共同小作は、共同小作である。

響堂山は、響堂山である。

共同施設税は、共同施設税である。

共同支配は、共同支配である。

共同社会は、共同社会である。

共同住宅は、共同住宅である。

共同出資は、共同出資である。

教導職は、教導職である。

共同人名票は、共同人名票である。

共同正犯は、共同正犯である。

共同絶交は、共同絶交である。

共同栓は、共同栓である。

共同宣言は、共同宣言である。

共同戦線は、共同戦線である。

協同戦線は、協同戦線である。

共同相続は、共同相続である。

共同租界は、共同租界である。

共同訴訟は、共同訴訟である。

共同体は、共同体である。

協同体は、協同体である。

共同代表は、共同代表である。

共同代理は、共同代理である。

共同担保は、共同担保である。

共同地は、共同地である。

共同通信社は、共同通信社である。

共同抵当は、共同抵当である。

共同電話は、共同電話である。

共同苗代は、共同苗代である。



共同被告人は、共同被告人である。

共同不法行為は、共同不法行為である。

共同便所は、共同便所である。

橋頭堡は、橋頭堡である。

共同謀議は、共同謀議である。

共同募金は、共同募金である。

共同保険は、共同保険である。

共同保証は、共同保証である。

共同墓地は、共同墓地である。

きょう答弥は、きょう答弥である。

行道面は、行道面である。

共同浴場は、共同浴場である。

協同連帯は、協同連帯である。

郷土玩具は、郷土玩具である。

経時は、経時である。

郷土教育は、郷土教育である。

京都教育大学は、京都教育大学である。

凶徳は、凶徳である。

享徳は、享徳である。

行徳は、行徳である。

郷土芸術は、郷土芸術である。

郷土芸能は、郷土芸能である。

京都工芸繊維大学は、京都工芸繊維大学である。

京都国立近代美術館は、京都国立近代美術館である。

京都国立博物館は、京都国立博物館である。

京都五山は、京都五山である。

京都御所は、京都御所である。

郷土史は、郷土史である。

京都守護は、京都守護である。

京都守護職は、京都守護職である。

郷土色は、郷土色である。

京都所司代は、京都所司代である。

京都大学は、京都大学である。

京都代官は、京都代官である。

きょうとないは、きょうとないである。

京都府立医科大学は、京都府立医科大学である。

京都盆地は、京都盆地である。

京都町組小学校は、京都町組小学校である。

京都町奉行は、京都町奉行である。

郷土料理は、郷土料理である。

きょう曇弥は、きょう曇弥である。

京菜は、京菜である。

教内は、教内である。

経流しは、経流しである。

仰には、仰にである。

教如は、教如である。



京女房は、京女房である。

杏仁は、杏仁である。

侠任は、侠任である。

行人は、行人である。

杏仁形は、杏仁形である。

京人形は、京人形である。

杏仁水は、杏仁水である。

行人塚は、行人塚である。

杏仁豆腐は、杏仁豆腐である。

行人偏は、行人偏である。

杏仁油は、杏仁油である。

凶年は、凶年である。

享年は、享年である。

行年は、行年である。

凝念は、凝念である。

行年書は、行年書である。

強撚糸は、強撚糸である。

行年衰日は、行年衰日である。

経念仏は、経念仏である。

今日の秋は、今日の秋である。

今日の今は、今日の今である。

今日の今宵は、今日の今宵である。

狭布の狭布は、狭布の狭布である。

京の四季は、京の四季である。

饗の膳は、饗の膳である。

今日の月は、今日の月である。

今日の日は、今日の日である。

狭布の細布は、狭布の細布である。

京上りは、京上りである。

京上り夫は、京上り夫である。

経の巻は、経の巻である。

京の水は、京の水である。

今日の昔は、今日の昔である。

拱把は、拱把である。

教派は、教派である。

向背は、向背である。

嚮背は、嚮背である。

狂俳は、狂俳である。

胸背は、胸背である。

敬拝は、敬拝である。

経唄は、経唄である。

競売は、競売である。

競売買は、競売買である。

脅迫は、脅迫である。

強迫は、強迫である。

強拍は、強拍である。



澆薄は、澆薄である。

強迫観念は、強迫観念である。

脅迫罪は、脅迫罪である。

強迫神経症は、強迫神経症である。

経箱は、経箱である。

京橋は、京橋である。

教派神道は、教派神道である。

京外れは、京外れである。

矜伐は、矜伐である。

京終は、京終である。

京花紙は、京花紙である。

共犯は、共犯である。

狭範は、狭範である。

教判は、教判である。

教範は、教範である。

橋畔は、橋畔である。

夾板は、夾板である。

響板は、響板である。

共販機関は、共販機関である。

今日日は、今日日である。

京緋色は、京緋色である。

狭鼻猿類は、狭鼻猿類である。

擬羊皮紙は、擬羊皮紙である。

強皮症は、強皮症である。

匡弼は、匡弼である。

経櫃は、経櫃である。

京人は、京人である。

器用貧乏は、器用貧乏である。

狂夫は、狂夫である。

怯夫は、怯夫である。

侠婦は、侠婦である。

挟扶は、挟扶である。

恐怖は、恐怖である。

教父は、教父である。

襁負は、襁負である。

轎夫は、轎夫である。

驚怖は、驚怖である。

胸部は、胸部である。

行歩は、行歩である。

驍武は、驍武である。

狂風は、狂風である。

京風は、京風である。

強風は、強風である。

矯風は、矯風である。

驚風は、驚風である。

暁風は、暁風である。



矯風会は、矯風会である。

尭風舜雨は、尭風舜雨である。

教父学は、教父学である。

教部卿は、教部卿である。

刑部卿は、刑部卿である。

凶服は、凶服である。

胸腹は、胸腹である。

軽服は、軽服である。

経袋は、経袋である。

恐怖症は、恐怖症である。

教部省は、教部省である。

刑部省は、刑部省である。

恐怖政治は、恐怖政治である。

胸部大動脈は、胸部大動脈である。

共沸は、共沸である。

行仏性は、行仏性である。

教父哲学は、教父哲学である。

凶聞は、凶聞である。

狂文は、狂文である。

強兵は、強兵である。

郷兵は、郷兵である。

矯弊は、矯弊である。

胸壁は、胸壁である。

凶変は、凶変である。

兇変は、兇変である。

共編は、共編である。

強弁は、強弁である。

教鞭は、教鞭である。

京辺土は、京辺土である。

匡輔は、匡輔である。

夾輔は、夾輔である。

競歩は、競歩である。

凶報は、凶報である。

享保は、享保である。

強邦は、強邦である。

教法は、教法である。

郷保は、郷保である。

襁褓は、襁褓である。

凶暴は、凶暴である。

兇暴は、兇暴である。

共謀は、共謀である。

狂妄は、狂妄である。

狂暴は、狂暴である。

強暴は、強暴である。

教坊は、教坊である。

経法は、経法である。



競望は、競望である。

驕暴は、驕暴である。

刑法は、刑法である。

仰望は、仰望である。

行法は、行法である。

凝望は、凝望である。

翹望は、翹望である。

共謀共同正犯は、共謀共同正犯である。

享保金は、享保金である。

享保銀は、享保銀である。

襁褓のうちは、襁褓のうちである。

享保の改革は、享保の改革である。

享保の飢饉は、享保の飢饉である。

享保名物帳は、享保名物帳である。

梟木は、梟木である。

喬木は、喬木である。

狂奔は、狂奔である。

教本は、教本である。

経本は、経本である。

競奔は、競奔である。

京間は、京間である。

京舞は、京舞である。

供米は、供米である。

莢膜は、莢膜である。

胸膜は、胸膜である。

強膜は、強膜である。

鞏膜は、鞏膜である。

胸膜炎は、胸膜炎である。

強膜炎は、強膜炎である。

京枡は、京枡である。

行末は、行末である。

澆末は、澆末である。

軽慢は、軽慢である。

きょう慢は、きょう慢である。

驕慢は、驕慢である。

興味は、興味である。

矯味矯臭薬は、矯味矯臭薬である。

興味津津は、興味津津である。

興味深いは、興味深いである。

興味本位は、興味本位である。

交名は、交名である。

狂名は、狂名である。

凶夢は、凶夢である。

教務は、教務である。

郷夢は、郷夢である。

暁霧は、暁霧である。



業務は、業務である。

業務管理は、業務管理である。

業務執行者は、業務執行者である。

業務執行社員は、業務執行社員である。

教務主任は、教務主任である。

業務上横領は、業務上横領である。

業務上過失は、業務上過失である。

業務中心地区は、業務中心地区である。

業務妨害罪は、業務妨害罪である。

京紫は、京紫である。

共鳴は、共鳴である。

教命は、教命である。

嬌名は、嬌名である。

矯命は、矯命である。

驍名は、驍名である。

共鳴器は、共鳴器である。

共鳴説は、共鳴説である。

鏡面は、鏡面である。

強綿薬は、強綿薬である。

凶猛は、凶猛である。

兇猛は、兇猛である。

梟猛は、梟猛である。

驍猛は、驍猛である。

京物は、京物である。

京者は、京者である。

器用者は、器用者である。

京物店は、京物店である。

凶問は、凶問である。

狂紋は、狂紋である。

拱門は、拱門である。

教門は、教門である。

経文は、経文である。

行屋は、行屋である。

京焼は、京焼である。

交易は、交易である。

共役は、共役である。

共軛は、共軛である。

共訳は、共訳である。

狂薬は、狂薬である。

協約は、協約である。

郷約は、郷約である。

共役運動は、共役運動である。

共役角は、共役角である。

共役径は、共役径である。

協約憲法は、協約憲法である。

共役弧は、共役弧である。



行疫神は、行疫神である。

共役点は、共役点である。

共役二重結合は、共役二重結合である。

共役複素数は、共役複素数である。

教諭は、教諭である。

暁諭は、暁諭である。

共有は、共有である。

享有は、享有である。

侠勇は、侠勇である。

洶涌は、洶涌である。

洶湧は、洶湧である。

梟勇は、梟勇である。

梟雄は、梟雄である。

郷邑は、郷邑である。

郷勇は、郷勇である。

驍勇は、驍勇である。

共有結合は、共有結合である。

共有結合半径は、共有結合半径である。

共融混合物は、共融混合物である。

共有地は、共有地である。

共融点は、共融点である。

強誘電体は、強誘電体である。

教諭所は、教諭所である。

供与は、供与である。

轎輿は、轎輿である。

業余は、業余である。

共用は、共用である。

孝養は、孝養である。

供用は、供用である。

供養は、供養である。

強要は、強要である。

教養は、教養である。

嬌容は、嬌容である。

杏葉は、杏葉である。

業容は、業容である。

杏葉轡は、杏葉轡である。

強要罪は、強要罪である。

教養小説は、教養小説である。

共用栓は、共用栓である。

教養部は、教養部である。

杏葉藤は、杏葉藤である。

杏葉牡丹は、杏葉牡丹である。

共用林野は、共用林野である。

協翼は、協翼である。

矯抑は、矯抑である。

楽欲は、楽欲である。



経読みは、経読みである。

経読み鳥は、経読み鳥である。

今日等は、今日等である。

清浦は、清浦である。

向来は、向来である。

敬礼は、敬礼である。

享楽は、享楽である。

京洛は、京洛である。

競落は、競落である。

享楽主義は、享楽主義である。

享楽的は、享楽的である。

清浦奎吾は、清浦奎吾である。

狂乱は、狂乱である。

狂瀾は、狂瀾である。

供覧は、供覧である。

狂乱物は、狂乱物である。

胸裏は、胸裏である。

胸裡は、胸裡である。

教理は、教理である。

郷里は、郷里である。

筐裏は、筐裏である。

筐裡は、筐裡である。

鏡裏は、鏡裏である。

鏡裡は、鏡裡である。

澆漓は、澆漓である。

経力は、経力である。

行力は、行力である。

強力粉は、強力粉である。

郷里制は、郷里制である。

膠鯉煎は、膠鯉煎である。

共立は、共立である。

凝立は、凝立である。

経律異相は、経律異相である。

共立女子大学は、共立女子大学である。

経律論は、経律論である。

教理問答書は、教理問答書である。

劫略は、劫略である。

劫掠は、劫掠である。

恐竜は、恐竜である。

強虜は、強虜である。

郷閭は、郷閭である。

狭量は、狭量である。

校了は、校了である。

経料は、経料である。

較量は、較量である。

校量は、校量である。



彊梁は、彊梁である。

強梁は、強梁である。

橋梁は、橋梁である。

協力は、協力である。

強力は、強力である。

杏林は、杏林である。

喬林は、喬林である。

凶類は、凶類である。

兇類は、兇類である。

郷涙は、郷涙である。

匡励は、匡励である。

教令は、教令である。

饗礼は、饗礼である。

強烈は、強烈である。

行列は、行列である。

行列式は、行列式である。

狂恋は、狂恋である。

教練は、教練である。

鏡奩は、鏡奩である。

匡廬は、匡廬である。

京呂は、京呂である。

暁露は、暁露である。

経楼は、経楼である。

享禄は、享禄である。

経論は、経論である。

共和は、共和である。

協和は、協和である。

享和は、享和である。

共和演説事件は、共和演説事件である。

協和音は、協和音である。

協和音程は、協和音程である。

狂惑は、狂惑である。

誑惑は、誑惑である。

共和国は、共和国である。

共和制は、共和制である。

共和党は、共和党である。

京童は、京童である。

京童部は、京童部である。

共和暦は、共和暦である。

峡湾は、峡湾である。

虚栄は、虚栄である。

魚影は、魚影である。

御詠は、御詠である。

御影は、御影である。

虚栄心は、虚栄心である。

虚栄の市は、虚栄の市である。



巨益は、巨益である。

許遠は、許遠である。

魚塩は、魚塩である。

御苑は、御苑である。

御宴は、御宴である。

御筵は、御筵である。

居延漢簡は、居延漢簡である。

ギヨーは、ギヨーである。

漁翁は、漁翁である。

巨億は、巨億である。

居屋は、居屋である。

去家は、去家である。

炬火は、炬火である。

挙火は、挙火である。

挙家は、挙家である。

許可は、許可である。

許嫁は、許嫁である。

魚蝦は、魚蝦である。

御歌は、御歌である。

漁火は、漁火である。

漁家は、漁家である。

漁歌は、漁歌である。

巨魁は、巨魁である。

渠魁は、渠魁である。

魚介は、魚介である。

魚膾は、魚膾である。

御階は、御階である。

巨蟹宮は、巨蟹宮である。

魚介類は、魚介類である。

許可営業は、許可営業である。

清書は、清書である。

許可漁業は、許可漁業である。

巨額は、巨額である。

漁獲は、漁獲である。

漁獲可能量は、漁獲可能量である。

巨核球は、巨核球である。

許可抗告は、許可抗告である。

魚滓は、魚滓である。

虚喝は、虚喝である。

清河は、清河である。

清河八郎は、清河八郎である。

巨漢は、巨漢である。

巨観は、巨観である。

巨艦は、巨艦である。

居館は、居館である。

巨岩は、巨岩である。



巨巌は、巨巌である。

巨眼は、巨眼である。

炬眼は、炬眼である。

魚貫は、魚貫である。

御感は、御感である。

魚眼は、魚眼である。

拒捍使は、拒捍使である。

魚眼写真は、魚眼写真である。

魚眼石は、魚眼石である。

清鉋は、清鉋である。

魚眼レンズは、魚眼レンズである。

虚器は、虚器である。

歔欷は、歔欷である。

虚偽は、虚偽である。

虚儀は、虚儀である。

御忌は、御忌である。

御記は、御記である。

漁期は、漁期である。

虚偽競売は、虚偽競売である。

虚偽表示は、虚偽表示である。

御忌詣では、御忌詣でである。

虚業は、虚業である。

漁協は、漁協である。

漁況は、漁況である。

漁業は、漁業である。

虚業家は、虚業家である。

漁業気象は、漁業気象である。

漁業協同組合は、漁業協同組合である。

漁業組合は、漁業組合である。

漁業権は、漁業権である。

漁業権証券は、漁業権証券である。

漁業水域は、漁業水域である。

漁業生産組合は、漁業生産組合である。

漁業制度改革は、漁業制度改革である。

漁業センサスは、漁業センサスである。

漁業登録は、漁業登録である。

漁業法は、漁業法である。

漁業保険は、漁業保険である。

漁業免許は、漁業免許である。

去去月は、去去月である。

去去日は、去去日である。

虚虚実実は、虚虚実実である。

去去年は、去去年である。

醵金は、醵金である。

曲は、曲である。

旭は、旭である。



局は、局である。

棘は、棘である。

極は、極である。

巨躯は、巨躯である。

玉は、玉である。

魚鼓は、魚鼓である。

御句は、御句である。

漁区は、漁区である。

漁具は、漁具である。

極鰺刺は、極鰺刺である。

玉案は、玉案である。

玉案下は、玉案下である。

棘囲は、棘囲である。

極位は、極位である。

玉衣は、玉衣である。

玉いは、玉いである。

極移動は、極移動である。

局員は、局員である。

玉印は、玉印である。

玉音は、玉音である。

玉韻は、玉韻である。

極右は、極右である。

挙隅は、挙隅である。

曲打ちは、曲打ちである。

挙隅法は、挙隅法である。

旭影は、旭影である。

玉詠は、玉詠である。

曲宴は、曲宴である。

局外は、局外である。

玉海は、玉海である。

局外中立は、局外中立である。

極核は、極核である。

曲学は、曲学である。

曲学阿世は、曲学阿世である。

玉澗は、玉澗である。

玉眼は、玉眼である。

玉顔は、玉顔である。

曲技は、曲技である。

局戯は、局戯である。

極気団は、極気団である。

極距離は、極距離である。

玉具は、玉具である。

曲芸は、曲芸である。

極圏は、極圏である。

曲言は、曲言である。

局限は、局限である。



極言は、極言である。

極限は、極限である。

極限状況は、極限状況である。

極限強さは、極限強さである。

極光は、極光である。

曲独楽は、曲独楽である。

極左は、極左である。

玉座は、玉座である。

局在は、局在である。

玉砕は、玉砕である。

玉摧は、玉摧である。

玉札は、玉札である。

極座標は、極座標である。

玉山は、玉山である。

曲山人は、曲山人である。

きょく子は、きょく子である。

曲私は、曲私である。

曲師は、曲師である。

局紙は、局紙である。

曲事は、曲事である。

清櫛は、清櫛である。

玉巵は、玉巵である。

玉姿は、玉姿である。

玉趾は、玉趾である。

玉詞は、玉詞である。

玉璽は、玉璽である。

曲軸は、曲軸である。

旭日は、旭日である。

玉質は、玉質である。

旭日旗は、旭日旗である。

旭日章は、旭日章である。

旭日昇天は、旭日昇天である。

曲者は、曲者である。

曲射は、曲射である。

曲赦は、曲赦である。

曲射砲は、曲射砲である。

曲手は、曲手である。

玉手は、玉手である。

玉珠は、玉珠である。

玉酒は、玉酒である。

玉樹は、玉樹である。

玉什は、玉什である。

玉潤は、玉潤である。

局所は、局所である。

極所は、極所である。

玉書は、玉書である。



玉女は、玉女である。

極小は、極小である。

極少は、極少である。

玉将は、玉将である。

玉章は、玉章である。

玉觴は、玉觴である。

玉条は、玉条である。

極小値は、極小値である。

玉食は、玉食である。

局所麻酔は、局所麻酔である。

曲尽は、曲尽である。

玉唇は、玉唇である。

玉簪は、玉簪である。

玉人は、玉人である。

きょくすは、きょくすである。

跼すは、跼すである。

曲水は、曲水である。

玉蘂は、玉蘂である。

玉髄は、玉髄である。

曲水の宴は、曲水の宴である。

局するは、局するである。

極性は、極性である。

極星は、極星である。

玉成は、玉成である。

極性分子は、極性分子である。

玉整理は、玉整理である。

跼蹐は、跼蹐である。

玉石は、玉石である。

玉石混淆は、玉石混淆である。

曲折は、曲折である。

曲節は、曲節である。

曲説は、曲説である。

玉折は、玉折である。

玉屑は、玉屑である。

曲折の揖は、曲折の揖である。

曲線は、曲線である。

極線は、極線である。

玉泉は、玉泉である。

玉蟾は、玉蟾である。

極前線は、極前線である。

曲線美は、曲線美である。

曲線標は、曲線標である。

曲想は、曲想である。

極相は、極相である。

玉装は、玉装である。

局促は、局促である。



極体は、極体である。

極大は、極大である。

玉体は、玉体である。

玉帯は、玉帯である。

玉代は、玉代である。

玉台は、玉台である。

曲太鼓は、曲太鼓である。

玉台新詠は、玉台新詠である。

玉台体は、玉台体である。

極大値は、極大値である。

玉高は、玉高である。

極端は、極端である。

局地は、局地である。

極地は、極地である。

極値は、極値である。

極致は、極致である。

局地気象は、局地気象である。

玉池吟社は、玉池吟社である。

局地戦は、局地戦である。

局地戦争は、局地戦争である。

局地的は、局地的である。

局地風は、局地風である。

極地法は、極地法である。

玉茶は、玉茶である。

曲調は、曲調である。

局長は、局長である。

玉帳は、玉帳である。

玉牒は、玉牒である。

極超短波は、極超短波である。

曲直は、曲直である。

曲搗きは、曲搗きである。

曲鼓は、曲鼓である。

玉庭は、玉庭である。

極低温は、極低温である。

曲亭馬琴は、曲亭馬琴である。

玉滴石は、玉滴石である。

極点は、極点である。

玉殿は、玉殿である。

跼天蹐地は、跼天蹐地である。

極度は、極度である。

玉斗は、玉斗である。

玉兎は、玉兎である。

極東は、極東である。

玉堂は、玉堂である。

極東委員会は、極東委員会である。

極東国際軍事裁判は、極東国際軍事裁判である。



極東選手権競技大会は、極東選手権競技大会である。

玉堂富貴は、玉堂富貴である。

局留は、局留である。

曲取りは、曲取りである。

曲抜きは、曲抜きである。

曲鼠は、曲鼠である。

曲飲みは、曲飲みである。

曲乗りは、曲乗りである。

曲馬は、曲馬である。

玉佩は、玉佩である。

玉杯は、玉杯である。

玉帛は、玉帛である。

曲馬師は、曲馬師である。

曲馬団は、曲馬団である。

曲撥は、曲撥である。

局版は、局版である。

局番は、局番である。

玉盤は、玉盤である。

玉旛は、玉旛である。

玉幡は、玉幡である。

曲庇は、曲庇である。

曲眉は、曲眉である。

極微は、極微である。

曲弾きは、曲弾きである。

曲筆は、曲筆である。

玉筆は、玉筆である。

棘皮動物は、棘皮動物である。

曲阜は、曲阜である。

曲譜は、曲譜である。

局部は、局部である。

玉斧は、玉斧である。

玉膚は、玉膚である。

極風は、極風である。

局部的は、局部的である。

局部発振器は、局部発振器である。

曲阜文廟は、曲阜文廟である。

局部麻酔は、局部麻酔である。

曲柄は、曲柄である。

曲弁は、曲弁である。

きょく勉は、きょく勉である。

玉偏は、玉偏である。

玉篇は、玉篇である。

曲浦は、曲浦である。

極浦は、極浦である。

玉歩は、玉歩である。

局方は、局方である。



玉貌は、玉貌である。

極北は、極北である。

曲枕は、曲枕である。

曲鞠は、曲鞠である。

極妙は、極妙である。

局務は、局務である。

曲面は、曲面である。

局面は、局面である。

玉面は、玉面である。

曲目は、曲目である。

極目は、極目である。

曲持ちは、曲持ちである。

玉文は、玉文である。

玉門は、玉門である。

玉門関は、玉門関である。

曲用は、曲用である。

極洋は、極洋である。

玉容は、玉容である。

玉葉は、玉葉である。

玉葉和歌集は、玉葉和歌集である。

曲読みは、曲読みである。

曲礼は、曲礼である。

玉蘭は、玉蘭である。

玉瀾は、玉瀾である。

曲律は、曲律である。

曲率は、曲率である。

曲率円は、曲率円である。

曲率中心は、曲率中心である。

曲率半径は、曲率半径である。

曲流は、曲流である。

局量は、局量である。

極量は、極量である。

極力は、極力である。

玉輪は、玉輪である。

曲るは、曲るである。

曲領は、曲領である。

玉輦は、玉輦である。

玉簾は、玉簾である。

棘路は、棘路である。

玉露は、玉露である。

極老は、極老である。

極臈は、極臈である。

玉楼は、玉楼である。

玉楼殿は、玉楼殿である。

曲ろくは、曲ろくである。

玉露糖は、玉露糖である。



曲論は、曲論である。

極論は、極論である。

玉椀は、玉椀である。

玉腕は、玉腕である。

魚群は、魚群である。

魚群探知機は、魚群探知機である。

清げは、清げである。

居敬は、居敬である。

虚恵は、虚恵である。

魚形は、魚形である。

御慶は、御慶である。

魚形水雷は、魚形水雷である。

御慶帳は、御慶帳である。

虚血は、虚血である。

去月は、去月である。

虚言は、虚言である。

御剣は、御剣である。

魚玄機は、魚玄機である。

虚言症は、虚言症である。

御剣の役は、御剣の役である。

虚語は、虚語である。

漁戸は、漁戸である。

巨熕は、巨熕である。

挙行は、挙行である。

虚耗は、虚耗である。

虚構は、虚構である。

許衡は、許衡である。

鉅公は、鉅公である。

倨傲は、倨傲である。

魚膠は、魚膠である。

御幸は、御幸である。

御溝は、御溝である。

漁港は、漁港である。

挙行地法は、挙行地法である。

許広平は、許広平である。

挙国は、挙国である。

挙国一致は、挙国一致である。

距骨は、距骨である。

虚根は、虚根である。

許婚は、許婚である。

許渾は、許渾である。

挙座は、挙座である。

踞座は、踞座である。

御座は、御座である。

去歳は、去歳である。

巨細は、巨細である。



巨材は、巨材である。

巨財は、巨財である。

巨済島は、巨済島である。

御作は、御作である。

巨刹は、巨刹である。

御札は、御札である。

清里は、清里である。

清沢は、清沢である。

清沢満之は、清沢満之である。

魚山は、魚山である。

巨資は、巨資である。

拒止は、拒止である。

挙子は、挙子である。

挙止は、挙止である。

挙試は、挙試である。

虚士は、虚士である。

虚子は、虚子である。

鋸歯は、鋸歯である。

清しは、清しである。

浄しは、浄しである。

虚字は、虚字である。

虚辞は、虚辞である。

魚肆は、魚肆である。

御史は、御史である。

御旨は、御旨である。

漁史は、漁史である。

禦止は、禦止である。

御璽は、御璽である。

虚子忌は、虚子忌である。

挙式は、挙式である。

御史台は、御史台である。

御史大夫は、御史大夫である。

巨嘴鳥座は、巨嘴鳥座である。

巨室は、巨室である。

居室は、居室である。

虚室は、虚室である。

虚日は、虚日である。

虚実は、虚実である。

虚実皮膜は、虚実皮膜である。

巨視的は、巨視的である。

巨視的分析は、巨視的分析である。

御寝なるは、御寝なるである。

鋸歯文は、鋸歯文である。

御者は、御者である。

馭者は、馭者である。

漁舎は、漁舎である。



漁者は、漁者である。

虚弱は、虚弱である。

虚弱児は、虚弱児である。

馭者座は、馭者座である。

御し易いは、御し易いである。

御者台は、御者台である。

挙手は、挙手である。

巨儒は、巨儒である。

巨樹は、巨樹である。

去秋は、去秋である。

去就は、去就である。

虚舟は、虚舟である。

醵集は、醵集である。

居住は、居住である。

据銃は、据銃である。

漁舟は、漁舟である。

居住移転の自由は、居住移転の自由である。

居住権は、居住権である。

居住性は、居住性である。

居住地は、居住地である。

虚宿は、虚宿である。

挙手注目の礼は、挙手注目の礼である。

醵出は、醵出である。

拠出は、拠出である。

御出は、御出である。

去春は、去春である。

居所は、居所である。

居諸は、居諸である。

去声は、去声である。

巨匠は、巨匠である。

巨商は、巨商である。

巨晶は、巨晶である。

巨鐘は、巨鐘である。

挙証は、挙証である。

挙踵は、挙踵である。

裾礁は、裾礁である。

居城は、居城である。

居常は、居常である。

挙状は、挙状である。

挙場は、挙場である。

許状は、許状である。

魚醤は、魚醤である。

漁樵は、漁樵である。

魚礁は、魚礁である。

漁場は、漁場である。

虚掌実指は、虚掌実指である。



挙証責任は、挙証責任である。

虚焦点は、虚焦点である。

漁場標識は、漁場標識である。

炬燭は、炬燭である。

虚飾は、虚飾である。

漁色は、漁色である。

拒食症は、拒食症である。

虚心は、虚心である。

許慎は、許慎である。

巨人は、巨人である。

挙人は、挙人である。

魚信は、魚信である。

御寝は、御寝である。

圉人は、圉人である。

馭人は、馭人である。

漁人は、漁人である。

巨人症は、巨人症である。

虚心坦懐は、虚心坦懐である。

御寝所は、御寝所である。

虚心平気は、虚心平気である。

居すは、居すである。

挙すは、挙すである。

虚すは、虚すである。

踞すは、踞すである。

醵すは、醵すである。

清洲は、清洲である。

来寄すは、来寄すである。

御すは、御すである。

漁すは、漁すである。

渠帥は、渠帥である。

魚水は、魚水である。

虚数は、虚数である。

虚数単位は、虚数単位である。

キヨスクは、キヨスクである。

清澄寺は、清澄寺である。

清澄山は、清澄山である。

清刷は、清刷である。

清剃りは、清剃りである。

御するは、御するである。

木寄せは、木寄せである。

季寄は、季寄である。

清瀬は、清瀬である。

去勢は、去勢である。

巨星は、巨星である。

挙世は、挙世である。

虚声は、虚声である。



虚勢は、虚勢である。

虚静は、虚静である。

距星は、距星である。

挙税は、挙税である。

御製は、御製である。

巨石は、巨石である。

巨石記念物は、巨石記念物である。

虚説は、虚説である。

鋸屑は、鋸屑である。

拒絶は、拒絶である。

拒絶症は、拒絶症である。

拒絶証書は、拒絶証書である。

拒絶反応は、拒絶反応である。

巨船は、巨船である。

拒戦は、拒戦である。

居然は、居然である。

遽然は、遽然である。

御撰は、御撰である。

御選は、御選である。

漁船は、漁船である。

挙措は、挙措である。

距爪は、距爪である。

虚像は、虚像である。

魚巣は、魚巣である。

キヨソーネは、キヨソーネである。

巨賊は、巨賊である。

挙族は、挙族である。

魚族は、魚族である。

居村は、居村である。

踞蹲は、踞蹲である。

漁村は、漁村である。

許多は、許多である。

巨体は、巨体である。

巨大は、巨大である。

魚袋は、魚袋である。

御体は、御体である。

御題は、御題である。

巨大科学は、巨大科学である。

巨大地震は、巨大地震である。

巨大分子は、巨大分子である。

清滝は、清滝である。

居宅は、居宅である。

虚託は、虚託である。

許諾は、許諾である。

魚拓は、魚拓である。

魚柝は、魚柝である。



挙達は、挙達である。

虚脱は、虚脱である。

去痰は、去痰である。

虚誕は、虚誕である。

巨弾は、巨弾である。

虚談は、虚談である。

魚探は、魚探である。

きょ痰薬は、きょ痰薬である。

居中は、居中である。

魚虫は、魚虫である。

御注は、御注である。

御註は、御註である。

居中調停は、居中調停である。

挙朝は、挙朝である。

秬鬯は、秬鬯である。

魚鳥は、魚鳥である。

漁釣は、漁釣である。

魚鳥留めは、魚鳥留めである。

魚腸肥は、魚腸肥である。

ギヨチンは、ギヨチンである。

曲解は、曲解である。

玉階は、玉階である。

極官は、極官である。

極冠は、極冠である。

極諫は、極諫である。

玉冠は、玉冠である。

玉簡は、玉簡である。

玉翰は、玉翰である。

旭暉は、旭暉である。

旭旗は、旭旗である。

玉机は、玉机である。

玉几は、玉几である。

玉肌は、玉肌である。

玉器は、玉器である。

曲球は、曲球である。

極刑は、極刑である。

玉笄は、玉笄である。

玉磬は、玉磬である。

曲形動物は、曲形動物である。

玉けつは、玉けつである。

玉闕は、玉闕である。

玉壺は、玉壺である。

旭光は、旭光である。

曲行は、曲行である。

曲肱は、曲肱である。

玉稿は、玉稿である。



玉骨は、玉骨である。

ぎょっとは、ぎょっとである。

清経は、清経である。

居邸は、居邸である。

魚梯は、魚梯である。

漁艇は、漁艇である。

拠点は、拠点である。

虚伝は、虚伝である。

魚田は、魚田である。

魚肚は、魚肚である。

きょといは、きょといである。

去冬は、去冬である。

巨盗は、巨盗である。

巨頭は、巨頭である。

巨濤は、巨濤である。

挙党は、挙党である。

挙動は、挙動である。

魚灯は、魚灯である。

魚頭は、魚頭である。

漁灯は、漁灯である。

魚道は、魚道である。

挙動犯は、挙動犯である。

魚灯油は、魚灯油である。

きょときょとは、きょときょとである。

清所は、清所である。

きょとんは、きょとんである。

魚肉は、魚肉である。

許認可は、許認可である。

去年は、去年である。

巨然は、巨然である。

魚脳は、魚脳である。

魚脳提灯は、魚脳提灯である。

清の役は、清の役である。

馭馬は、馭馬である。

御馬は、御馬である。

巨杯は、巨杯である。

許配は、許配である。

御杯は、御杯である。

御盃は、御盃である。

巨舶は、巨舶である。

巨擘は、巨擘である。

挙白は、挙白である。

挙白集は、挙白集である。

挙白堂は、挙白堂である。

虚発は、虚発である。

清原は、清原である。



清祓は、清祓である。

清原家衡は、清原家衡である。

清原清衡は、清原清衡である。

清原武則は、清原武則である。

清原武衡は、清原武衡である。

清原俊蔭は、清原俊蔭である。

清原夏野は、清原夏野である。

清原宣賢は、清原宣賢である。

清原深養父は、清原深養父である。

清原元輔は、清原元輔である。

清貼りは、清貼りである。

魚飯は、魚飯である。

魚板は、魚板である。

巨費は、巨費である。

拒否は、拒否である。

許否は、許否である。

清火は、清火である。

魚皮は、魚皮である。

魚肥は、魚肥である。

魚尾は、魚尾である。

拒否権は、拒否権である。

拒否反応は、拒否反応である。

清姫は、清姫である。

虚病は、虚病である。

魚鰾は、魚鰾である。

巨富は、巨富である。

倨侮は、倨侮である。

魚符は、魚符である。

御府は、御府である。

漁夫は、漁夫である。

漁父は、漁父である。

清拭きは、清拭きである。

魚腹は、魚腹である。

御服は、御服である。

魚物は、魚物である。

御物は、御物である。

御物石器は、御物石器である。

漁父の利は、漁父の利である。

虚聞は、虚聞である。

寄与分は、寄与分である。

魚粉は、魚粉である。

巨文島は、巨文島である。

挙兵は、挙兵である。

魚鼈は、魚鼈である。

巨編は、巨編である。

巨篇は、巨篇である。



巨歩は、巨歩である。

墟墓は、墟墓である。

巨砲は、巨砲である。

巨峰は、巨峰である。

虚報は、虚報である。

居房は、居房である。

虚妄は、虚妄である。

漁法は、漁法である。

毀誉褒貶は、毀誉褒貶である。

巨木は、巨木である。

漁牧は、漁牧である。

清間は、清間である。

清まりは、清まりである。

清まるは、清まるである。

清麿は、清麿である。

清まはりは、清まはりである。

清まはるは、清まはるである。

巨万は、巨万である。

倨慢は、倨慢である。

清見は、清見である。

魚味は、魚味である。

清見ヶ関は、清見ヶ関である。

清見潟は、清見潟である。

清御酒は、清御酒である。

清水は、清水である。

清水座頭は、清水座頭である。

清水清玄は、清水清玄である。

清水寺は、清水寺である。

清水焼は、清水焼である。

清水六兵衛は、清水六兵衛である。

魚味の祝は、魚味の祝である。

浄御原令は、浄御原令である。

居民は、居民である。

漁民は、漁民である。

虚無は、虚無である。

虚夢は、虚夢である。

清むは、清むである。

浄むは、浄むである。

虚無主義は、虚無主義である。

虚無的は、虚無的である。

虚無党は、虚無党である。

虚無の学は、虚無の学である。

清めは、清めである。

浄めは、浄めである。

虚名は、虚名である。

御名は、御名である。



清め書きは、清め書きである。

清め紙は、清め紙である。

清めの水は、清めの水である。

清めるは、清めるである。

浄めるは、浄めるである。

魚網は、魚網である。

魚目燕石は、魚目燕石である。

清元は、清元である。

清元延寿太夫は、清元延寿太夫である。

清元羽織は、清元羽織である。

清元節は、清元節である。

魚文は、魚文である。

魚紋は、魚紋である。

魚躍は、魚躍である。

魚鑰は、魚鑰である。

魚油は、魚油である。

虚勇は、虚勇である。

許由は、許由である。

御遊は、御遊である。

虚誉は、虚誉である。

挙用は、挙用である。

許容は、許容である。

許容応力は、許容応力である。

居庸関は、居庸関である。

許容線量は、許容線量である。

許容法規は、許容法規である。

許容量は、許容量である。

清らは、清らである。

去来は、去来である。

魚雷は、魚雷である。

去来今は、去来今である。

去来抄は、去来抄である。

清らかは、清らかである。

魚籃は、魚籃である。

魚籃観音は、魚籃観音である。

巨利は、巨利である。

距離は、距離である。

漁利は、漁利である。

距離競技は、距離競技である。

許六は、許六である。

距離空間は、距離空間である。

距離計は、距離計である。

距離標は、距離標である。

居留は、居留である。

魚竜は、魚竜である。

御柳は、御柳である。



居留地は、居留地である。

居留民は、居留民である。

魚綾は、魚綾である。

魚陵は、魚陵である。

御綾は、御綾である。

漁猟は、漁猟である。

魚竜爵馬は、魚竜爵馬である。

魚鱗は、魚鱗である。

魚鱗懸りは、魚鱗懸りである。

魚鱗図冊は、魚鱗図冊である。

魚鱗癬は、魚鱗癬である。

来寄るは、来寄るである。

魚類は、魚類である。

挙例は、挙例である。

虚礼は、虚礼である。

魚麗は、魚麗である。

虚霊不昧は、虚霊不昧である。

挙例法は、挙例法である。

御簾は、御簾である。

虚労は、虚労である。

漁撈は、漁撈である。

漁労は、漁労である。

漁労長は、漁労長である。

きょろきょろは、きょろきょろである。

ぎょろぎょろは、ぎょろぎょろである。

鉅鹿は、鉅鹿である。

きょろつくは、きょろつくである。

ぎょろつくは、ぎょろつくである。

ぎょろっとは、ぎょろっとである。

ぎょろ目は、ぎょろ目である。

きょろりは、きょろりである。

ぎょろりは、ぎょろりである。

気弱は、気弱である。

きょんは、きょんである。

京畿道は、京畿道である。

慶尚南道は、慶尚南道である。

慶尚北道は、慶尚北道である。

慶州は、慶州である。

きらは、きらである。

吉良は、吉良である。

棋羅は、棋羅である。

綺羅は、綺羅である。

キラーは、キラーである。

キラー細胞は、キラー細胞である。

嫌いは、嫌いである。

帰来は、帰来である。



機雷は、機雷である。

綺羅衣は、綺羅衣である。

儀礼は、儀礼である。

機雷原は、機雷原である。

鬼来迎は、鬼来迎である。

嫌い物は、嫌い物である。

嫌うは、嫌うである。

霧らふは、霧らふである。

キラウエアは、キラウエアである。

雲母絵は、雲母絵である。

きらきらは、きらきらである。

ぎらぎらは、ぎらぎらである。

煌煌しは、煌煌しである。

気楽は、気楽である。

帰洛は、帰洛である。

喜楽は、喜楽である。

吉良上野介は、吉良上野介である。

切らすは、切らすである。

霧らすは、霧らすである。

切らずは、切らずである。

雪花菜は、雪花菜である。

雲母刷は、雲母刷である。

きらつくは、きらつくである。

ぎらつくは、ぎらつくである。

きらっとは、きらっとである。

綺羅殿は、綺羅殿である。

雲母引は、雲母引である。

きらびやかは、きらびやかである。

綺羅星は、綺羅星である。

煌めかすは、煌めかすである。

煌めきは、煌めきである。

煌めくは、煌めくである。

きらやかは、きらやかである。

吉良義央は、吉良義央である。

きららは、きららである。

雲母は、雲母である。

きららかは、きららかである。

雲母紙は、雲母紙である。

きらりは、きらりである。

ぎらりは、ぎらりである。

切られ役は、切られ役である。

斬られ役は、斬られ役である。

切られ与三は、切られ与三である。

嫌はしは、嫌はしである。

貴覧は、貴覧である。

金瘡小草は、金瘡小草である。



ギランバレー症候群は、ギランバレー症候群である。

切りは、切りである。

限は、限である。

桐は、桐である。

錐は、錐である。

霧は、霧である。

奇利は、奇利である。

棋理は、棋理である。

キリは、キリである。

義理は、義理である。

切合いは、切合いである。

斬合いは、斬合いである。

義理合いは、義理合いである。

切り合うは、切り合うである。

斬り合うは、斬り合うである。

霧り合ふは、霧り合ふである。

切和えは、切和えである。

切上げは、切上げである。

切揚げは、切揚げである。

切り明けるは、切り明けるである。

切り上げるは、切り上げるである。

桐麻は、桐麻である。

切穴は、切穴である。

錐穴は、錐穴である。

桐油は、桐油である。

霧雨は、霧雨である。

切石は、切石である。

切石積は、切石積である。

切り出すは、切り出すである。

義理一遍は、義理一遍である。

切り入るは、切り入るである。

斬り入るは、斬り入るである。

切蛆は、切蛆である。

切売りは、切売りである。

切絵は、切絵である。

截絵は、截絵である。

キリエは、キリエである。

切回向は、切回向である。

切絵図は、切絵図である。

切落しは、切落しである。

切落し口は、切落し口である。

切落し旋盤は、切落し旋盤である。

切り落すは、切り落すである。

切り下ろすは、切り下ろすである。

錐貝は、錐貝である。

切替えは、切替えである。



切換えは、切換えである。

切返しは、切返しである。

切り返すは、切り返すである。

斬り返すは、斬り返すである。

切替え畑は、切替え畑である。

切り替えるは、切り替えるである。

切り換えるは、切り換えるである。

切り掛るは、切り掛るである。

斬り掛るは、斬り掛るである。

切欠きは、切欠きである。

霧隠るは、霧隠るである。

霧隠れは、霧隠れである。

切掛けは、切掛けである。

切り掛けるは、切り掛けるである。

斬り掛けるは、斬り掛けるである。

切り方は、切り方である。

切形は、切形である。

義理堅いは、義理堅いである。

切語りは、切語りである。

切金は、切金である。

截金は、截金である。

切株は、切株である。

切髪は、切髪である。

切紙は、切紙である。

桐紙は、桐紙である。

切紙伝授は、切紙伝授である。

霧ヶ峰は、霧ヶ峰である。

切禿は、切禿である。

桐ヶ谷は、桐ヶ谷である。

切り替るは、切り替るである。

切り刻むは、切り刻むである。

切り岸は、切り岸である。

切り傷は、切り傷である。

切り疵は、切り疵である。

切狂言は、切狂言である。

きりきりは、きりきりである。

ぎりぎりは、ぎりぎりである。

旋毛は、旋毛である。

きりきりしゃんとは、きりきりしゃんとである。

蟋蟀は、蟋蟀である。

きりきり舞は、きりきり舞である。

切銀は、切銀である。

切杭は、切杭である。

切釘は、切釘である。

切り屑は、切り屑である。

切り崩しは、切り崩しである。



切り崩すは、切り崩すである。

切具足は、切具足である。

切り砕くは、切り砕くである。

切下文は、切下文である。

切り口は、切り口である。

切首は、切首である。

斬首は、斬首である。

斬組は、斬組である。

切組みは、切組みである。

切組み絵は、切組み絵である。

切組み灯籠絵は、切組み灯籠絵である。

切り組むは、切り組むである。

霧雲は、霧雲である。

霧曇るは、霧曇るである。

錐ゲージは、錐ゲージである。

切子は、切子である。

切籠は、切籠である。

伐子は、伐子である。

キリコは、キリコである。

切口上は、切口上である。

切声は、切声である。

切子硝子は、切子硝子である。

切炬燵は、切炬燵である。

切子玉は、切子玉である。

切籠灯籠は、切籠灯籠である。

切籠棒は、切籠棒である。

切胡麻は、切胡麻である。

切り細裂くは、切り細裂くである。

切込みは、切込みである。

切込み桟瓦は、切込み桟瓦である。

切込み砂利は、切込み砂利である。

切込み炭は、切込み炭である。

切り込むは、切り込むである。

斬り込むは、斬り込むである。

切り殺すは、切り殺すである。

斬り殺すは、斬り殺すである。

切り苛むは、切り苛むである。

斬り苛むは、斬り苛むである。

切裂きは、切裂きである。

切り裂くは、切り裂くである。

切下げは、切下げである。

切下げ髪は、切下げ髪である。

切下げ縄は、切下げ縄である。

切り下げるは、切り下げるである。

桐指は、桐指である。

切り捌くは、切り捌くである。



切山椒は、切山椒である。

ギリシアは、ギリシアである。

ギリシア語は、ギリシア語である。

ギリシア神話は、ギリシア神話である。

ギリシア正教会は、ギリシア正教会である。

ギリシア哲学は、ギリシア哲学である。

ギリシア文字は、ギリシア文字である。

霧時雨は、霧時雨である。

切肉は、切肉である。

キリシタンは、キリシタンである。

キリシタン寺は、キリシタン寺である。

キリシタン大名は、キリシタン大名である。

キリシタン伴天連は、キリシタン伴天連である。

キリシタン版は、キリシタン版である。

キリシタン奉行は、キリシタン奉行である。

キリシタン文学は、キリシタン文学である。

キリシタン屋敷は、キリシタン屋敷である。

切り死には、切り死にである。

斬り死には、斬り死にである。

霧島は、霧島である。

霧島温泉は、霧島温泉である。

霧島火山帯は、霧島火山帯である。

霧島神宮は、霧島神宮である。

霧島躑躅は、霧島躑躅である。

霧島屋久国立公園は、霧島屋久国立公園である。

霧島山は、霧島山である。

義理知らずは、義理知らずである。

切り据うは、切り据うである。

斬り据うは、斬り据うである。

切り透かすは、切り透かすである。

義理尽は、義理尽である。

義理尽めは、義理尽めである。

切捨ては、切捨てである。

斬捨て御免は、斬捨て御免である。

キリステルは、キリステルである。

切り捨てるは、切り捨てるである。

キリストは、キリストである。

キリスト教は、キリスト教である。

キリスト教会は、キリスト教会である。

基督教綱要は、基督教綱要である。

キリスト教社会主義は、キリスト教社会主義である。

キリスト教女子青年会は、キリスト教女子青年会である。

キリスト教神話は、キリスト教神話である。

キリスト教青年会は、キリスト教青年会である。

キリスト教民主党は、キリスト教民主党である。

キリスト降誕祭は、キリスト降誕祭である。



基督者の自由は、基督者の自由である。

キリスト論は、キリスト論である。

切角は、切角である。

切炭は、切炭である。

切墨は、切墨である。

切銭は、切銭である。

切畝歩は、切畝歩である。

義理責めは、義理責めである。

切添えは、切添えである。

切素絹は、切素絹である。

切り揃えるは、切り揃えるである。

切鯛は、切鯛である。

切台盤は、切台盤である。

切り倒すは、切り倒すである。

斬り倒すは、斬り倒すである。

切鏨は、切鏨である。

桐竹は、桐竹である。

桐竹紋十郎は、桐竹紋十郎である。

切出しは、切出しである。

切り立つは、切り立つである。

切立ては、切立てである。

義理立ては、義理立てである。

切り立てるは、切り立てるである。

切溜は、切溜である。

切りたんぽは、切りたんぽである。

切りちゃちゃくるは、切りちゃちゃくるである。

切り散らすは、切り散らすである。

斬り散らすは、斬り散らすである。

切賃は、切賃である。

起立は、起立である。

規律は、規律である。

紀律は、紀律である。

擬律は、擬律である。

切遣いは、切遣いである。

切接ぎは、切接ぎである。

切継ぎは、切継ぎである。

義理付合いは、義理付合いである。

切付けは、切付けである。

斬付けは、斬付けである。

切漬は、切漬である。

切付雪駄は、切付雪駄である。

切り付けるは、切り付けるである。

斬り付けるは、斬り付けるである。

起立性蛋白尿は、起立性蛋白尿である。

きりっとは、きりっとである。

切壺は、切壺である。



桐壺は、桐壺である。

桐壺の帝は、桐壺の帝である。

切妻は、切妻である。

切妻造は、切妻造である。

切妻破風は、切妻破風である。

切妻屋根は、切妻屋根である。

義理詰めは、義理詰めである。

切り詰めるは、切り詰めるである。

義理強しは、義理強しである。

切り手は、切り手である。

斬り手は、斬り手である。

切鉄は、切鉄である。

切戸は、切戸である。

切灯台は、切灯台である。

切通しは、切通しである。

切り通すは、切り通すである。

切戸口は、切戸口である。

切り調えるは、切り調えるである。

斬り留むは、斬り留むである。

切り留むは、切り留むである。

切取りは、切取りである。

斬取りは、斬取りである。

切り取り線は、切り取り線である。

切り取るは、切り取るである。

限無しは、限無しである。

切縄は、切縄である。

桐に鳳凰は、桐に鳳凰である。

切抜きは、切抜きである。

切抜き絵は、切抜き絵である。

切抜き帳は、切抜き帳である。

切り抜くは、切り抜くである。

切り抜けるは、切り抜けるである。

切麻は、切麻である。

切幣は、切幣である。

桐野は、桐野である。

キリノは、キリノである。

桐の糸は、桐の糸である。

切能は、切能である。

尾能は、尾能である。

霧の海は、霧の海である。

桐の木炭は、桐の木炭である。

義理の柵は、義理の柵である。

桐の薹は、桐の薹である。

桐野利秋は、桐野利秋である。

霧の帳は、霧の帳である。

桐の花は、桐の花である。



霧の籬は、霧の籬である。

霧の紛れは、霧の紛れである。

霧の幕は、霧の幕である。

霧の迷いは、霧の迷いである。

切暖簾は、切暖簾である。

切羽は、切羽である。

切場は、切場である。

切袴は、切袴である。

切箔は、切箔である。

霧箱は、霧箱である。

霧函は、霧函である。

切端しは、切端しである。

切箸は、切箸である。

切羽支保は、切羽支保である。

キリバスは、キリバスである。

切り外すは、切り外すである。

切畑は、切畑である。

切りはたくは、切りはたくである。

きりはたりちょうは、きりはたりちょうである。

切刃造りは、切刃造りである。

切り花は、切り花である。

切り離すは、切り離すである。

切り放すは、切り放すである。

切り放つは、切り放つである。

切り離れは、切り離れである。

切羽子は、切羽子である。

切破風は、切破風である。

切り払うは、切り払うである。

斬り払うは、斬り払うである。

切り張りは、切り張りである。

切り貼りは、切り貼りである。

義理張るは、義理張るである。

切盤は、切盤である。

切り火は、切り火である。

鑽り火は、鑽り火である。

桐火桶は、桐火桶である。

切柄杓は、切柄杓である。

切り人は、切り人である。

桐一葉は、桐一葉である。

切火縄は、切火縄である。

切開きは、切開きである。

切り開くは、切り開くである。

切り広げるは、切り広げるである。

切斑は、切斑である。

切生は、切生である。

切歩は、切歩である。



切封じは、切封じである。

霧笛は、霧笛である。

霧吹きは、霧吹きである。

霧吹き染めは、霧吹き染めである。

切り伏せるは、切り伏せるである。

斬り伏せるは、斬り伏せるである。

切札は、切札である。

霧り塞がるは、霧り塞がるである。

切斑の矢は、切斑の矢である。

霧降滝は、霧降滝である。

切目山は、切目山である。

切棒は、切棒である。

切棒駕籠は、切棒駕籠である。

切りポケットは、切りポケットである。

切干しは、切干しである。

切乾しは、切乾しである。

切干し大根は、切干し大根である。

切り解くは、切り解くである。

斬り解くは、斬り解くである。

切米は、切米である。

切米手形改役は、切米手形改役である。

切前は、切前である。

切幕は、切幕である。

切り捲るは、切り捲るである。

斬り捲るは、斬り捲るである。

切り増すは、切り増すである。

切的は、切的である。

切窓は、切窓である。

切丸太は、切丸太である。

切り回すは、切り回すである。

キリマンジャロは、キリマンジャロである。

切り身は、切り身である。

切簾は、切簾である。

切り水は、切り水である。

切店は、切店である。

切見世は、切見世である。

切麦は、切麦である。

切り結ぶは、切り結ぶである。

斬り結ぶは、斬り結ぶである。

切棟は、切棟である。

切目は、切目である。

切目板は、切目板である。

切目縁は、切目縁である。

切目王子は、切目王子である。

切飯は、切飯である。

切馬道は、切馬道である。



切目長押は、切目長押である。

切面は、切面である。

切虎落は、切虎落である。

切艾は、切艾である。

切餅は、切餅である。

切戻しは、切戻しである。

切物は、切物である。

切り者は、切り者である。

錐揉みは、錐揉みである。

切り盛りは、切り盛りである。

桐紋は、桐紋である。

ギリヤークは、ギリヤークである。

機略は、機略である。

切り破るは、切り破るである。

斬り破るは、斬り破るである。

桐生は、桐生である。

気流は、気流である。

寄留は、寄留である。

旗旒は、旗旒である。

桐生織物は、桐生織物である。

気流型は、気流型である。

鬼竜子は、鬼竜子である。

桐生悠々は、桐生悠々である。

貴慮は、貴慮である。

羈旅は、羈旅である。

羇旅は、羇旅である。

切節は、切節である。

着料は、着料である。

祈療は、祈療である。

器量は、器量である。

技量は、技量である。

技倆は、技倆である。

伎倆は、伎倆である。

蟻量は、蟻量である。

議了は、議了である。

器量好みは、器量好みである。

器量自慢は、器量自慢である。

器量人は、器量人である。

器量望みは、器量望みである。

器量負けは、器量負けである。

器量好しは、器量好しである。

気力は、気力である。

汽力は、汽力である。

棋力は、棋力である。

霧除けは、霧除けである。

霧除け庇は、霧除け庇である。



きりりは、きりりである。

ぎりりは、ぎりりである。

きりりしゃんとは、きりりしゃんとである。

キリル文字は、キリル文字である。

霧り渡るは、霧り渡るである。

切藁は、切藁である。

切割りは、切割りである。

切り割るは、切り割るである。

騏りんは、騏りんである。

麒麟は、麒麟である。

麒麟閣は、麒麟閣である。

麒麟座は、麒麟座である。

麒麟菜は、麒麟菜である。

麒麟児は、麒麟児である。

麒麟草は、麒麟草である。

切るは、切るである。

斬るは、斬るである。

截るは、截るである。

伐るは、伐るである。

剪るは、剪るである。

著るは、著るである。

霧るは、霧るである。

鑽るは、鑽るである。

着類は、着類である。

着類着そげは、着類着そげである。

ギルガメシュは、ギルガメシュである。

キルギスは、キルギスである。

キルギスタンは、キルギスタンである。

キルクは、キルクである。

キルク草履は、キルク草履である。

キルケは、キルケである。

キルケゴールは、キルケゴールである。

キルスは、キルスである。

ギルダーは、ギルダーである。

キルティングは、キルティングである。

キルトは、キルトである。

ギルトは、ギルトである。

ギルドは、ギルドである。

キルド鋼は、キルド鋼である。

ギルド社会主義は、ギルド社会主義である。

ギルトトップは、ギルトトップである。

莫切自根金生木は、莫切自根金生木である。

ギルバートは、ギルバートである。

ギルバート諸島は、ギルバート諸島である。

キルヒナーは、キルヒナーである。

キルヒホフは、キルヒホフである。



キルビメーターは、キルビメーターである。

ギルランダイオは、ギルランダイオである。

切れは、切れである。

切れ上がるは、切れ上がるである。

切れ味は、切れ味である。

綺麗は、綺麗である。

奇麗は、奇麗である。

綺麗首は、綺麗首である。

綺麗事は、綺麗事である。

綺麗さっぱりは、綺麗さっぱりである。

綺麗好きは、綺麗好きである。

綺麗所は、綺麗所である。

キレートは、キレートである。

切鑑は、切鑑である。

切れ切れは、切れ切れである。

切れ金は、切れ金である。

切れ屑は、切れ屑である。

切れ口は、切れ口である。

切れ込みは、切れ込みである。

切れ込むは、切れ込むである。

切れ地は、切れ地である。

布地は、布地である。

裂地は、裂地である。

切字は、切字である。

裂痔は、裂痔である。

切痔は、切痔である。

切字十八字は、切字十八字である。

亀裂は、亀裂である。

棋列は、棋列である。

皹裂は、皹裂である。

義烈は、義烈である。

切処は、切処である。

切れ手は、切れ手である。

切れ長は、切れ長である。

キレネ学派は、キレネ学派である。

切れ端は、切れ端である。

切れ離るは、切れ離るである。

切れ離れは、切れ離れである。

切れ筆は、切れ筆である。

切れ文は、切れ文である。

切れ間は、切れ間である。

切れ目は、切れ目である。

切れ物は、切れ物である。

切れ者は、切れ者である。

切れ屋は、切れ屋である。

布屋は、布屋である。



切れるは、切れるである。

起聯は、起聯である。

祁連山は、祁連山である。

黄連雀は、黄連雀である。

生絽は、生絽である。

岐路は、岐路である。

季路は、季路である。

帰路は、帰路である。

キロは、キロである。

生蝋は、生蝋である。

耆老は、耆老である。

帰老は、帰老である。

棄老は、棄老である。

妓楼は、妓楼である。

戯弄は、戯弄である。

キロカロリーは、キロカロリーである。

きろきろは、きろきろである。

ぎろぎろは、ぎろぎろである。

季禄は、季禄である。

記録は、記録である。

鬼録は、鬼録である。

記録映画は、記録映画である。

記録書は、記録書である。

記録管は、記録管である。

記録所は、記録所である。

木六駄は、木六駄である。

記録的は、記録的である。

記録文学は、記録文学である。

記録破りは、記録破りである。

キログラムは、キログラムである。

キログラム原器は、キログラム原器である。

キログラム重は、キログラム重である。

キログラムメートルは、キログラムメートルである。

ギロチンは、ギロチンである。

ギロチン窓は、ギロチン窓である。

ぎろつくは、ぎろつくである。

粁程は、粁程である。

キロ程運賃は、キロ程運賃である。

キロトンは、キロトンである。

キロヘルツは、キロヘルツである。

キロメートルは、キロメートルである。

ぎろりは、ぎろりである。

キロリットルは、キロリットルである。

キロワットは、キロワットである。

キロワット時は、キロワット時である。

奇論は、奇論である。



議論は、議論である。

議論家は、議論家である。

議論倒れは、議論倒れである。

際は、際である。

奇話は、奇話である。

際際は、際際である。

際際しは、際際しである。

際際とは、際際とである。

疑惑は、疑惑である。

際墨は、際墨である。

気煩いは、気煩いである。

木棉は、木棉である。

木綿は、木綿である。

際高は、際高である。

際高しは、際高しである。

際剛しは、際剛しである。

際立つは、際立つである。

際立てるは、際立てるである。

黄肌鮪は、黄肌鮪である。

義和団は、義和団である。

際付くは、際付くである。

際疾いは、際疾いである。

際無しは、際無しである。

際根太は、際根太である。

際暈し染めは、際暈し染めである。

極まりは、極まりである。

窮まりは、窮まりである。

極月は、極月である。

極まりては、極まりてである。

極まり無いは、極まり無いである。

極まるは、極まるである。

窮まるは、窮まるである。

極みは、極みである。

窮むは、窮むである。

極印は、極印である。

極書は、極書である。

極め付きは、極め付きである。

極め尽すは、極め尽すである。

極めては、極めてである。

極札は、極札である。

窮めるは、窮めるである。

究めるは、究めるである。

際物は、際物である。

際物売りは、際物売りである。

際物師は、際物師である。

際やかは、際やかである。



木割は、木割である。

気悪は、気悪である。

剋るは、剋るである。

気を付けは、気を付けである。

巾は、巾である。

今は、今である。

斤は、斤である。

听は、听である。

均は、均である。

近は、近である。

欣は、欣である。

衿は、衿である。

衾は、衾である。

勤は、勤である。

欽は、欽である。

琴は、琴である。

筋は、筋である。

僅は、僅である。

禁は、禁である。

禽は、禽である。

緊は、緊である。

錦は、錦である。

磬は、磬である。

謹は、謹である。

襟は、襟である。

釁は、釁である。

吟は、吟である。

銀は、銀である。

禁圧は、禁圧である。

禁遏は、禁遏である。

金改役は、金改役である。

金衣は、金衣である。

金位は、金位である。

琴意は、琴意である。

錦衣は、錦衣である。

銀位は、銀位である。

銀緯は、銀緯である。

金硫黄は、金硫黄である。

錦衣玉食は、錦衣玉食である。

錦衣行は、錦衣行である。

金衣公子は、金衣公子である。

筋萎縮症は、筋萎縮症である。

均一は、均一である。

金一封は、金一封である。

金入りは、金入りである。

銀入りは、銀入りである。



銀色は、銀色である。

近因は、近因である。

近姻は、近姻である。

金員は、金員である。

金印勅書は、金印勅書である。

金烏は、金烏である。

金打歩は、金打歩である。

金運は、金運である。

金雲母は、金雲母である。

近詠は、近詠である。

近影は、近影である。

菌えいは、菌えいである。

禁衛は、禁衛である。

吟詠は、吟詠である。

禁衛軍は、禁衛軍である。

金液は、金液である。

禁掖は、禁掖である。

欣悦は、欣悦である。

近縁は、近縁である。

金円は、金円である。

金塩は、金塩である。

筋炎は、筋炎である。

禁苑は、禁苑である。

禁園は、禁園である。

禁煙は、禁煙である。

禁烟は、禁烟である。

禁厭は、禁厭である。

金甌無欠は、金甌無欠である。

金織は、金織である。

銀織は、銀織である。

琴音は、琴音である。

近火は、近火である。

金花は、金花である。

金華は、金華である。

金柑は、金柑である。

金貨は、金貨である。

琴歌は、琴歌である。

禁火は、禁火である。

槿花は、槿花である。

禁河は、禁河である。

謹賀は、謹賀である。

銀貨は、銀貨である。

銀河は、銀河である。

金柑頭は、金柑頭である。

近海は、近海である。

欣快は、欣快である。



欣懐は、欣懐である。

金海は、金海である。

金塊は、金塊である。

禁戒は、禁戒である。

襟懐は、襟懐である。

菌蓋は、菌蓋である。

錦鞋は、錦鞋である。

銀塊は、銀塊である。

近海魚は、近海魚である。

金解禁は、金解禁である。

近海区域は、近海区域である。

金槐集は、金槐集である。

銀灰色は、銀灰色である。

菫外線は、菫外線である。

金塊相場は、金塊相場である。

銀塊相場は、銀塊相場である。

金槐和歌集は、金槐和歌集である。

金科玉条は、金科玉条である。

巾幗は、巾幗である。

金革は、金革である。

金閣は、金閣である。

菌核は、菌核である。

勤恪は、勤恪である。

筋覚は、筋覚である。

金額は、金額である。

勤学は、勤学である。

吟客は、吟客である。

銀角は、銀角である。

銀閣は、銀閣である。

金額株は、金額株である。

金額債権は、金額債権である。

金隠しは、金隠しである。

金閣寺は、金閣寺である。

銀閣寺は、銀閣寺である。

巾幗者流は、巾幗者流である。

菌核病は、菌核病である。

金核本位制は、金核本位制である。

銀河群は、銀河群である。

銀河系は、銀河系である。

銀掛屋は、銀掛屋である。

金華山は、金華山である。

金華山織は、金華山織である。

金華山手は、金華山手である。

金華山焼は、金華山焼である。

キンカジューは、キンカジューである。

金貨準備は、金貨準備である。



謹賀新年は、謹賀新年である。

金方は、金方である。

銀方は、銀方である。

銀河団は、銀河団である。

錦華鳥は、錦華鳥である。

銀河鉄道の夜は、銀河鉄道の夜である。

琴歌譜は、琴歌譜である。

菌株は、菌株である。

金貨本位制は、金貨本位制である。

錦窯は、錦窯である。

金紙は、金紙である。

銀紙は、銀紙である。

ギンガムは、ギンガムである。

金柑元結は、金柑元結である。

金唐革は、金唐革である。

金唐革紙は、金唐革紙である。

金側は、金側である。

銀革は、銀革である。

銀側は、銀側である。

金為替は、金為替である。

銀為替は、銀為替である。

金為替本位制は、金為替本位制である。

吟変りは、吟変りである。

近刊は、近刊である。

金冠は、金冠である。

金棺は、金棺である。

金管は、金管である。

金環は、金環である。

金簪は、金簪である。

菌環は、菌環である。

琴管は、琴管である。

近眼は、近眼である。

銀漢は、銀漢である。

銀環は、銀環である。

銀簪は、銀簪である。

金管楽器は、金管楽器である。

近眼鏡は、近眼鏡である。

金棺出現は、金棺出現である。

金環食は、金環食である。

金環蝕は、金環蝕である。

金冠塚は、金冠塚である。

金看板は、金看板である。

金柑麩は、金柑麩である。

近眼目金は、近眼目金である。

きんきは、きんきである。

近畿は、近畿である。



欣喜は、欣喜である。

金匱は、金匱である。

金器は、金器である。

禁忌は、禁忌である。

錦旗は、錦旗である。

銀器は、銀器である。

錦輝館事件は、錦輝館事件である。

近畿自動車道は、近畿自動車道である。

欣喜雀躍は、欣喜雀躍である。

琴棋書画は、琴棋書画である。

金着せは、金着せである。

銀着せは、銀着せである。

金匱石室は、金匱石室である。

近畿大学は、近畿大学である。

近畿地方は、近畿地方である。

銀狐は、銀狐である。

金毬は、金毬である。

緊急は、緊急である。

金牛宮は、金牛宮である。

緊急権は、緊急権である。

緊急行為は、緊急行為である。

緊急財政処分は、緊急財政処分である。

緊急事態は、緊急事態である。

緊急質問は、緊急質問である。

緊急自動車は、緊急自動車である。

緊急集会は、緊急集会である。

緊急逮捕は、緊急逮捕である。

緊急調整は、緊急調整である。

緊急勅令は、緊急勅令である。

緊急動議は、緊急動議である。

緊急反応は、緊急反応である。

緊急避難は、緊急避難である。

緊急命令は、緊急命令である。

金魚は、金魚である。

禁漁は、禁漁である。

禁禦は、禁禦である。

銀魚は、銀魚である。

金魚頭は、金魚頭である。

近況は、近況である。

近境は、近境である。

金鏡は、金鏡である。

禁教は、禁教である。

近業は、近業である。

欽仰は、欽仰である。

銀鏡は、銀鏡である。

銀鏡反応は、銀鏡反応である。



金魚売りは、金魚売りである。

金局は、金局である。

琴曲は、琴曲である。

金玉は、金玉である。

禁漁具は、禁漁具である。

吟曲は、吟曲である。

金玉糖は、金玉糖である。

金玉の声は、金玉の声である。

金魚掬いは、金魚掬いである。

金魚草は、金魚草である。

金魚袋は、金魚袋である。

銀魚袋は、銀魚袋である。

金魚玉は、金魚玉である。

金魚の糞は、金魚の糞である。

金魚鉢は、金魚鉢である。

金魚麩は、金魚麩である。

金魚本多は、金魚本多である。

金魚藻は、金魚藻である。

近距離は、近距離である。

きんきらきんは、きんきらきんである。

金切りは、金切りである。

錦切れは、錦切れである。

きんきんは、きんきんである。

近近は、近近である。

欣欣は、欣欣である。

金金は、金金である。

僅僅は、僅僅である。

金銀は、金銀である。

ぎんぎんは、ぎんぎんである。

金銀勘定は、金銀勘定である。

金銀座は、金銀座である。

金銀地は、金銀地である。

金銀出納帳は、金銀出納帳である。

金銀出納簿は、金銀出納簿である。

金銀尽は、金銀尽である。

金々先生栄花夢は、金々先生栄花夢である。

筋緊張性ジストロフィーは、筋緊張性ジストロフィーである。

金銀作りは、金銀作りである。

金銀泥絵は、金銀泥絵である。

金銀比価は、金銀比価である。

金銀複本位制は、金銀複本位制である。

金銀木は、金銀木である。

金銀巻は、金銀巻である。

金口は、金口である。

金句は、金句である。

勤苦は、勤苦である。



禁句は、禁句である。

キングは、キングである。

吟句は、吟句である。

謹空は、謹空である。

キングコブラは、キングコブラである。

キングコングは、キングコングである。

キングサーモンは、キングサーモンである。

キングサイズは、キングサイズである。

金句集は、金句集である。

キングズイングリッシュは、キングズイングリッシュである。

キングスタウンは、キングスタウンである。

キングストンは、キングストンである。

キングズリーは、キングズリーである。

キングメーカーは、キングメーカーである。

銀蔵は、銀蔵である。

金黒は、金黒である。

銀黒は、銀黒である。

金黒羽白は、金黒羽白である。

禁軍は、禁軍である。

近景は、近景である。

金鶏は、金鶏である。

錦鶏は、錦鶏である。

謹啓は、謹啓である。

銀経は、銀経である。

銀鶏は、銀鶏である。

錦鶏菊は、錦鶏菊である。

錦鶏障は、錦鶏障である。

金鶏星は、金鶏星である。

錦鶏間は、錦鶏間である。

錦鶏間祗候は、錦鶏間祗候である。

釁隙は、釁隙である。

金欠は、金欠である。

金穴は、金穴である。

金闕は、金闕である。

禁穴は、禁穴である。

禁闕は、禁闕である。

菌血症は、菌血症である。

金欠病は、金欠病である。

近県は、近県である。

金券は、金券である。

金権は、金権である。

勤倹は、勤倹である。

金言は、金言である。

琴絃は、琴絃である。

琴弦は、琴弦である。

謹言は、謹言である。



謹厳は、謹厳である。

銀券は、銀券である。

銀元は、銀元である。

勤倹尚武は、勤倹尚武である。

金権政治は、金権政治である。

筋原線維は、筋原線維である。

金現送は、金現送である。

金現送点は、金現送点である。

今古は、今古である。

光参は、光参である。

金海鼠は、金海鼠である。

近古は、近古である。

金庫は、金庫である。

金粉は、金粉である。

金鼓は、金鼓である。

禁錮は、禁錮である。

禁固は、禁固である。

きんごは、きんごである。

金吾は、金吾である。

銀粉は、銀粉である。

均衡は、均衡である。

近郊は、近郊である。

欣幸は、欣幸である。

金光は、金光である。

金坑は、金坑である。

金鉱は、金鉱である。

金膏は、金膏である。

勤功は、勤功である。

噤口は、噤口である。

錦江は、錦江である。

謹厚は、謹厚である。

近郷は、近郷である。

吟行は、吟行である。

銀光は、銀光である。

銀行は、銀行である。

銀坑は、銀坑である。

銀鉱は、銀鉱である。

銀鉤は、銀鉤である。

銀号は、銀号である。

金紅花は、金紅花である。

銀行家は、銀行家である。

銀行為替は、銀行為替である。

銀行恐慌は、銀行恐慌である。

銀行券は、銀行券である。

勤工倹学は、勤工倹学である。

銀行小切手は、銀行小切手である。



銀行主義は、銀行主義である。

銀行準備金は、銀行準備金である。

銀行信用は、銀行信用である。

金紅石は、金紅石である。

琴高仙人は、琴高仙人である。

菌交代症は、菌交代症である。

銀行手形は、銀行手形である。

近郊農業は、近郊農業である。

銀行法は、銀行法である。

銀行簿記は、銀行簿記である。

金口木舌は、金口木舌である。

均衡予算は、均衡予算である。

均衡理論は、均衡理論である。

銀行割引は、銀行割引である。

錦江湾は、錦江湾である。

金庫株は、金庫株である。

今古奇観は、今古奇観である。

金穀は、金穀である。

謹告は、謹告である。

近国は、近国である。

禁国は、禁国である。

禁獄は、禁獄である。

金吾校尉は、金吾校尉である。

金小札は、金小札である。

銀小札は、銀小札である。

金巾子は、金巾子である。

金吾次将は、金吾次将である。

金巾子の冠は、金巾子の冠である。

琴後集は、琴後集である。

金吾将軍は、金吾将軍である。

金鐺は、金鐺である。

銀鐺は、銀鐺である。

金骨は、金骨である。

筋骨は、筋骨である。

筋骨型は、筋骨型である。

琴古流は、琴古流である。

菌根は、菌根である。

禁こんは、禁こんである。

緊褌は、緊褌である。

吟魂は、吟魂である。

緊褌一番は、緊褌一番である。

金婚式は、金婚式である。

銀婚式は、銀婚式である。

欽差は、欽差である。

僅差は、僅差である。

金座は、金座である。



銀座は、銀座である。

金釵は、金釵である。

近在は、近在である。

銀釵は、銀釵である。

金再禁は、金再禁である。

斤先掘りは、斤先掘りである。

近作は、近作である。

金策は、金策である。

金錯は、金錯である。

銀鮭は、銀鮭である。

銀ささげは、銀ささげである。

欽差大臣は、欽差大臣である。

金札は、金札である。

禁札は、禁札である。

禁殺は、禁殺である。

銀札は、銀札である。

銀鮫は、銀鮫である。

金更紗は、金更紗である。

銀更紗は、銀更紗である。

菌傘は、菌傘である。

銀山は、銀山である。

径山寺は、径山寺である。

金山寺は、金山寺である。

径山寺味噌は、径山寺味噌である。

金山寺味噌は、金山寺味噌である。

金山鉄壁は、金山鉄壁である。

近思は、近思である。

近視は、近視である。

金史は、金史である。

金糸は、金糸である。

金紫は、金紫である。

金鵄は、金鵄である。

菌糸は、菌糸である。

勤仕は、勤仕である。

禁止は、禁止である。

近似は、近似である。

近事は、近事である。

近侍は、近侍である。

近時は、近時である。

金地は、金地である。

金字は、金字である。

銀糸は、銀糸である。

銀地は、銀地である。

銀字は、銀字である。

禁止営業は、禁止営業である。

近視眼は、近視眼である。



禁止関税は、禁止関税である。

近視眼的は、近視眼的である。

禁色は、禁色である。

禁色宣下は、禁色宣下である。

禁止規定は、禁止規定である。

禁色の人は、禁色の人である。

禁止漁業は、禁止漁業である。

金枝玉葉は、金枝玉葉である。

金地金本位制は、金地金本位制である。

金鵄勲章は、金鵄勲章である。

近似計算は、近似計算である。

金糸猴は、金糸猴である。

金糸牛蒡は、金糸牛蒡である。

錦糸牛蒡は、錦糸牛蒡である。

金糸昆布は、金糸昆布である。

均時差は、均時差である。

金市場は、金市場である。

筋ジストロフィー症は、筋ジストロフィー症である。

禁止税は、禁止税である。

金糸卵は、金糸卵である。

錦糸卵は、錦糸卵である。

近似値は、近似値である。

禁止鳥は、禁止鳥である。

均質は、均質である。

金漆は、金漆である。

琴瑟は、琴瑟である。

近日は、近日である。

近日点は、近日点である。

近日点距離は、近日点距離である。

禁じ手は、禁じ手である。

金糸桃は、金糸桃である。

金字塔は、金字塔である。

近侍の人は、近侍の人である。

金糸梅は、金糸梅である。

金枝篇は、金枝篇である。

禁止法は、禁止法である。

禁止本は、禁止本である。

巾車は、巾車である。

近者は、近者である。

金車は、金車である。

金砂は、金砂である。

金紗は、金紗である。

錦紗は、錦紗である。

禽舎は、禽舎である。

吟社は、吟社である。

銀砂は、銀砂である。



銀雀山漢墓は、銀雀山漢墓である。

キンシャサは、キンシャサである。

銀舎利は、銀舎利である。

金主は、金主である。

金種は、金種である。

筋腫は、筋腫である。

禁酒は、禁酒である。

近習は、近習である。

銀主は、銀主である。

銀朱は、銀朱である。

金秋は、金秋である。

菌褶は、菌褶である。

錦州は、錦州である。

錦秋は、錦秋である。

錦繍は、錦繍である。

近什は、近什である。

禽獣は、禽獣である。

禁酒固めは、禁酒固めである。

緊縮は、緊縮である。

緊縮財政は、緊縮財政である。

近習出頭人は、近習出頭人である。

近習番は、近習番である。

禁酒法は、禁酒法である。

金春秋は、金春秋である。

金準備は、金準備である。

銀準備は、銀準備である。

琴書は、琴書である。

禁書は、禁書である。

謹書は、謹書である。

近所は、近所である。

禁所は、禁所である。

禁処は、禁処である。

近称は、近称である。

金匠は、金匠である。

金性は、金性である。

金将は、金将である。

金章は、金章である。

金傷は、金傷である。

金賞は、金賞である。

きん衝は、きん衝である。

筋鞘は、筋鞘である。

僅少は、僅少である。

擒縦は、擒縦である。

今上は、今上である。

近状は、近状である。

近情は、近情である。



金城は、金城である。

禁城は、禁城である。

錦上は、錦上である。

錦城は、錦城である。

謹上は、謹上である。

吟誦は、吟誦である。

吟嘯は、吟嘯である。

銀性は、銀性である。

銀将は、銀将である。

吟情は、吟情である。

吟醸は、吟醸である。

銀錠は、銀錠である。

謹上書は、謹上書である。

謹上再拝は、謹上再拝である。

吟醸酒は、吟醸酒である。

錦祥女は、錦祥女である。

金生水は、金生水である。

金城鉄壁は、金城鉄壁である。

今上天皇は、今上天皇である。

金城湯池は、金城湯池である。

銀生麩は、銀生麩である。

今上陛下は、今上陛下である。

近所合壁は、近所合壁である。

近所近辺は、近所近辺である。

錦色は、錦色である。

銀燭は、銀燭である。

錦織寺は、錦織寺である。

近所迷惑は、近所迷惑である。

禁じるは、禁じるである。

吟じるは、吟じるである。

近思録は、近思録である。

近臣は、近臣である。

近信は、近信である。

近親は、近親である。

金針は、金針である。

金鍼は、金鍼である。

琴心は、琴心である。

謹慎は、謹慎である。

金人は、金人である。

菌蕈は、菌蕈である。

銀針は、銀針である。

銀鍼は、銀鍼である。

銀人は、銀人である。

近親結婚は、近親結婚である。

近親婚は、近親婚である。

錦心繍口は、錦心繍口である。



近親相姦は、近親相姦である。

銀子は、銀子である。

金筋は、金筋である。

銀筋は、銀筋である。

銀煤竹は、銀煤竹である。

銀簾は、銀簾である。

金砂子は、金砂子である。

銀砂子は、銀砂子である。

ギンズバーグは、ギンズバーグである。

ギンズブルグは、ギンズブルグである。

禁ずるは、禁ずるである。

吟ずるは、吟ずるである。

均斉は、均斉である。

均整は、均整である。

均勢は、均勢である。

近世は、近世である。

金声は、金声である。

金星は、金星である。

禁制は、禁制である。

禁省は、禁省である。

謹製は、謹製である。

謹請は、謹請である。

謹誓は、謹誓である。

吟声は、吟声である。

近世畸人伝は、近世畸人伝である。

禁制原理は、禁制原理である。

菫青石は、菫青石である。

禁制線は、禁制線である。

金聖嘆は、金聖嘆である。

禁制品は、禁制品である。

禁制物は、禁制物である。

近世文学は、近世文学である。

銀世界は、銀世界である。

金石は、金石である。

金石学は、金石学である。

金石の交わりは、金石の交わりである。

金石文は、金石文である。

金石併用期は、金石併用期である。

近世説美少年録は、近世説美少年録である。

近接は、近接である。

筋節は、筋節である。

緊切は、緊切である。

禁絶は、禁絶である。

銀雪は、銀雪である。

近接作用は、近接作用である。

近接信管は、近接信管である。



金扇は、金扇である。

金銭は、金銭である。

欽羨は、欽羨である。

琴線は、琴線である。

謹撰は、謹撰である。

謹選は、謹選である。

欣然は、欣然である。

吟箋は、吟箋である。

銀川は、銀川である。

銀扇は、銀扇である。

銀銭は、銀銭である。

銀髯は、銀髯である。

筋繊維は、筋繊維である。

筋線維は、筋線維である。

金盞花は、金盞花である。

金銭債権は、金銭債権である。

金銭債務は、金銭債務である。

金銭証券は、金銭証券である。

金銭信託は、金銭信託である。

金銭出納帳は、金銭出納帳である。

金銭出納簿は、金銭出納簿である。

金銭尽は、金銭尽である。

金銭登録器は、金銭登録器である。

金銭延売買会所は、金銭延売買会所である。

巾箱は、巾箱である。

金瘡は、金瘡である。

謹奏は、謹奏である。

金相学は、金相学である。

金相場は、金相場である。

金相場会所は、金相場会所である。

巾箱本は、巾箱本である。

禁足は、禁足である。

禁則は、禁則である。

緊束は、緊束である。

金属は、金属である。

勤続は、勤続である。

金属音は、金属音である。

金属温度計は、金属温度計である。

金属灰は、金属灰である。

金属間化合物は、金属間化合物である。

金属気圧計は、金属気圧計である。

金属器時代は、金属器時代である。

金属結合は、金属結合である。

金属元素は、金属元素である。

金属光沢は、金属光沢である。

金属鉱物は、金属鉱物である。



禁則処理は、禁則処理である。

金属性は、金属性である。

金属石鹸は、金属石鹸である。

金属探知機は、金属探知機である。

金属バットは、金属バットである。

金属疲労は、金属疲労である。

金属平版は、金属平版である。

筋組織は、筋組織である。

勤惰は、勤惰である。

近体は、近体である。

勤怠は、勤怠である。

襟帯は、襟帯である。

衿帯は、衿帯である。

近代は、近代である。

金台は、金台である。

禁内は、禁内である。

銀台は、銀台である。

錦袋円は、錦袋円である。

近代音楽は、近代音楽である。

近代化は、近代化である。

錦帯橋は、錦帯橋である。

近代経済学は、近代経済学である。

近代劇は、近代劇である。

近代建築は、近代建築である。

近代五種競技は、近代五種競技である。

近代国家は、近代国家である。

近代産業は、近代産業である。

錦袋子は、錦袋子である。

近代詩は、近代詩である。

近代秀歌は、近代秀歌である。

近代主義は、近代主義である。

禁帯出は、禁帯出である。

金田一は、金田一である。

金田一京助は、金田一京助である。

金大中事件は、金大中事件である。

近代的は、近代的である。

近代都市は、近代都市である。

近代能楽集は、近代能楽集である。

近代派刑法学は、近代派刑法学である。

近代文学は、近代文学である。

銀高は、銀高である。

金柝は、金柝である。

欣諾は、欣諾である。

金諾は、金諾である。

銀出しは、銀出しである。

銀出し油は、銀出し油である。



公達は、公達である。

公達家は、公達家である。

公達受領は、公達受領である。

禁闥は、禁闥である。

金建ては、金建てである。

銀建ては、銀建てである。

銀玉は、銀玉である。

金玉火鉢は、金玉火鉢である。

金彩は、金彩である。

銀彩は、銀彩である。

金彩地は、金彩地である。

銀彩地は、銀彩地である。

銀鱈は、銀鱈である。

キンタルは、キンタルである。

金太郎は、金太郎である。

金太郎飴は、金太郎飴である。

金太郎鰯は、金太郎鰯である。

金太郎鯛は、金太郎鯛である。

金太郎焼は、金太郎焼である。

金丹は、金丹である。

金緞は、金緞である。

釁端は、釁端である。

金談は、金談である。

禁断は、禁断である。

禁断症状は、禁断症状である。

禁断の木の実は、禁断の木の実である。

禁池は、禁池である。

錦地は、錦地である。

禁治産者は、禁治産者である。

近地点は、近地点である。

金茶は、金茶である。

金茶金十郎は、金茶金十郎である。

巾着は、巾着である。

近着は、近着である。

巾着網は、巾着網である。

巾着銀は、巾着銀である。

巾着革は、巾着革である。

巾着切りは、巾着切りである。

巾着草は、巾着草である。

巾着鯛は、巾着鯛である。

巾着結びは、巾着結びである。

禁中は、禁中である。

禁中並公家諸法度は、禁中並公家諸法度である。

金中蒔地は、金中蒔地である。

銀中蒔地は、銀中蒔地である。

近著は、近著である。



金帳は、金帳である。

禁鳥は、禁鳥である。

禽鳥は、禽鳥である。

緊張は、緊張である。

錦帳は、錦帳である。

謹聴は、謹聴である。

吟腸は、吟腸である。

銀丁は、銀丁である。

緊張緩和は、緊張緩和である。

緊張病は、緊張病である。

謹直は、謹直である。

謹飭は、謹飭である。

金通縞は、金通縞である。

銀遣いは、銀遣いである。

金鍔は、金鍔である。

銀鍔は、銀鍔である。

金鍔焼は、金鍔焼である。

銀鍔焼は、銀鍔焼である。

銀潰しは、銀潰しである。

欽定は、欽定である。

禁廷は、禁廷である。

謹呈は、謹呈である。

金泥は、金泥である。

銀泥は、銀泥である。

キンディーは、キンディーである。

欽定英訳聖書は、欽定英訳聖書である。

欽定憲法は、欽定憲法である。

禁廷様は、禁廷様である。

欽定詩宗は、欽定詩宗である。

銀テール銀両は、銀テール銀両である。

金的は、金的である。

金鉄は、金鉄である。

近鉄電車は、近鉄電車である。

均霑は、均霑である。

近点は、近点である。

金点は、金点である。

鈞天は、鈞天である。

禁転は、禁転である。

金殿は、金殿である。

銀点は、銀点である。

欽天監は、欽天監である。

金殿玉楼は、金殿玉楼である。

筋電計は、筋電計である。

近点月は、近点月である。

禁転小切手は、禁転小切手である。

筋電図は、筋電図である。



禁転手形は、禁転手形である。

近点年は、近点年である。

均田法は、均田法である。

近点離角は、近点離角である。

忻都は、忻都である。

金途は、金途である。

筋斗は、筋斗である。

襟度は、襟度である。

均等は、均等である。

近東は、近東である。

金当は、金当である。

金湯は、金湯である。

銀濤は、銀濤である。

金冬瓜は、金冬瓜である。

金藤左衛門は、金藤左衛門である。

金刀点は、金刀点である。

均等割りは、均等割りである。

きん斗雲は、きん斗雲である。

金時は、金時である。

金時鯛は、金時鯛である。

金時豆は、金時豆である。

金徳は、金徳である。

銀徳は、銀徳である。

金時計は、金時計である。

銀時計は、銀時計である。

きんととは、きんととである。

金団は、金団である。

銀流しは、銀流しである。

金梨子地は、金梨子地である。

銀梨子地は、銀梨子地である。

緊那羅は、緊那羅である。

銀杏は、銀杏である。

筋肉は、筋肉である。

筋肉運動は、筋肉運動である。

筋肉感覚は、筋肉感覚である。

筋肉質は、筋肉質である。

筋肉増強剤は、筋肉増強剤である。

筋肉リウマチは、筋肉リウマチである。

筋肉労働は、筋肉労働である。

金猫は、金猫である。

銀猫は、銀猫である。

銀鼠は、銀鼠である。

均熱炉は、均熱炉である。

銀合歓は、銀合歓である。

近年は、近年である。

金納は、金納である。



金農は、金農である。

金嚢は、金嚢である。

勤皇は、勤皇である。

勤王は、勤王である。

錦嚢は、錦嚢である。

吟嚢は、吟嚢である。

琴の琴は、琴の琴である。

禁の詞は、禁の詞である。

銀の匙は、銀の匙である。

金の卵は、金の卵である。

金歯は、金歯である。

金波は、金波である。

銀波は、銀波である。

金梅は、金梅である。

金杯は、金杯である。

金盃は、金盃である。

金牌は、金牌である。

銀杯は、銀杯である。

銀盃は、銀盃である。

銀牌は、銀牌である。

金廃貨は、金廃貨である。

金梅草は、金梅草である。

銀梅草は、銀梅草である。

金蠅は、金蠅である。

青蠅は、青蠅である。

銀蠅は、銀蠅である。

金秤は、金秤である。

銀秤は、銀秤である。

禁縛は、禁縛である。

緊縛は、緊縛である。

金帛は、金帛である。

金箔は、金箔である。

窘迫は、窘迫である。

緊迫は、緊迫である。

謹白は、謹白である。

銀箔は、銀箔である。

金箔押しは、金箔押しである。

金箔験電器は、金箔験電器である。

銀白色は、銀白色である。

金箔付きは、金箔付きである。

銀挟みは、銀挟みである。

禁伐は、禁伐である。

金髪は、金髪である。

銀髪は、銀髪である。

禁伐林は、禁伐林である。

金鳩は、金鳩である。



金馬門は、金馬門である。

金原は、金原である。

金腹は、金腹である。

金原明善は、金原明善である。

キンバリーは、キンバリーである。

キンバリー岩は、キンバリー岩である。

金貼付けは、金貼付けである。

銀張るは、銀張るである。

勤番は、勤番である。

錦旛は、錦旛である。

銀盤は、銀盤である。

禁反言は、禁反言である。

勤番侍は、勤番侍である。

銀板写真は、銀板写真である。

金ぴかは、金ぴかである。

金ぴか物は、金ぴか物である。

禁秘抄は、禁秘抄である。

勤評は、勤評である。

金瓢馬表は、金瓢馬表である。

金屏風は、金屏風である。

銀屏風は、銀屏風である。

金平は、金平である。

公平は、公平である。

金平牛蒡は、金平牛蒡である。

金平縞は、金平縞である。

金平浄瑠璃は、金平浄瑠璃である。

公平浄瑠璃は、公平浄瑠璃である。

金平足袋は、金平足袋である。

金平人形は、金平人形である。

金平糊は、金平糊である。

金平節は、金平節である。

金平骨は、金平骨である。

金平本は、金平本である。

公平本は、公平本である。

金平物は、金平物である。

経行は、経行である。

金品は、金品である。

欣舞は、欣舞である。

斤斧は、斤斧である。

金風は、金風である。

銀鱶は、銀鱶である。

金覆輪は、金覆輪である。

銀覆輪は、銀覆輪である。

金峰山は、金峰山である。

金襖は、金襖である。

銀襖は、銀襖である。



金襖物は、金襖物である。

金峯山寺は、金峯山寺である。

金縁は、金縁である。

銀縁は、銀縁である。

金縁証券は、金縁証券である。

金縁眼鏡は、金縁眼鏡である。

銀縁眼鏡は、銀縁眼鏡である。

銀鮒は、銀鮒である。

金麩羅は、金麩羅である。

銀ぶらは、銀ぶらである。

金ブロックは、金ブロックである。

今文は、今文である。

均分は、均分である。

金文は、金文である。

今文学は、今文学である。

今文尚書は、今文尚書である。

均分相続は、均分相続である。

金粉蒔地は、金粉蒔地である。

銀粉蒔地は、銀粉蒔地である。

金幣は、金幣である。

禁兵は、禁兵である。

銀幣は、銀幣である。

金平価は、金平価である。

金瓶梅は、金瓶梅である。

金碧は、金碧である。

金碧山水は、金碧山水である。

金碧障壁画は、金碧障壁画である。

巾偏は、巾偏である。

勤勉は、勤勉である。

近辺は、近辺である。

金ペンは、金ペンである。

近辺衆は、近辺衆である。

欽慕は、欽慕である。

銀宝は、銀宝である。

近傍は、近傍である。

金榜は、金榜である。

菌帽は、菌帽である。

禁防は、禁防である。

禁方は、禁方である。

禁法は、禁法である。

錦袍は、錦袍である。

銀榜は、銀榜である。

金鳳花は、金鳳花である。

金鳳花科は、金鳳花科である。

筋紡錘は、筋紡錘である。

金釦は、金釦である。



金本位は、金本位である。

金本位制は、金本位制である。

銀本位制は、銀本位制である。

金本位ブロックは、金本位ブロックである。

きんまは、きんまである。

蒟醤は、蒟醤である。

筋膜は、筋膜である。

銀幕は、銀幕である。

蒟醤手は、蒟醤手である。

蒟醤塗は、蒟醤塗である。

金満家は、金満家である。

吟味は、吟味である。

吟味伺書は、吟味伺書である。

吟味掛は、吟味掛である。

吟味方は、吟味方である。

吟味方改役は、吟味方改役である。

吟味筋は、吟味筋である。

金水引は、金水引である。

緊密は、緊密である。

吟味物は、吟味物である。

吟味物調役は、吟味物調役である。

金脈は、金脈である。

銀脈は、銀脈である。

吟味役は、吟味役である。

近未来は、近未来である。

近民は、近民である。

勤務は、勤務である。

勤務延長制は、勤務延長制である。

金無垢は、金無垢である。

金虫食塗は、金虫食塗である。

銀虫食塗は、銀虫食塗である。

勤務評定は、勤務評定である。

筋無力症は、筋無力症である。

斤目は、斤目である。

金眼は、金眼である。

銀目は、銀目である。

欽命は、欽命である。

金明水は、金明水である。

銀明水は、銀明水である。

金明竹は、金明竹である。

欽明天皇は、欽明天皇である。

金眼銀眼は、金眼銀眼である。

金眼鯛は、金眼鯛である。

金メダルは、金メダルである。

銀メダルは、銀メダルである。

金鍍金は、金鍍金である。



銀鍍金は、銀鍍金である。

銀面は、銀面である。

訓蒙は、訓蒙である。

訓蒙図彙は、訓蒙図彙である。

金モールは、金モールである。

銀モールは、銀モールである。

金木犀は、金木犀である。

銀木犀は、銀木犀である。

金文字は、金文字である。

銀文字は、銀文字である。

禁物は、禁物である。

金元結は、金元結である。

金紋は、金紋である。

禁門は、禁門である。

金門海峡は、金門海峡である。

金門五三桐は、金門五三桐である。

金紋先箱は、金紋先箱である。

金紋紗は、金紋紗である。

金門島は、金門島である。

禁門の変は、禁門の変である。

禁野は、禁野である。

欣躍は、欣躍である。

勤役は、勤役である。

銀鑰は、銀鑰である。

金約款は、金約款である。

銀やんまは、銀やんまである。

禁輸は、禁輸である。

金融は、金融である。

吟友は、吟友である。

金融界は、金融界である。

金融会社は、金融会社である。

金融寡頭制は、金融寡頭制である。

金融緩慢は、金融緩慢である。

金融緩和は、金融緩和である。

金融機関は、金融機関である。

金融恐慌は、金融恐慌である。

金融検査官は、金融検査官である。

金融公庫は、金融公庫である。

金融債は、金融債である。

金融先物取引は、金融先物取引である。

金融資産は、金融資産である。

金融市場は、金融市場である。

吟遊詩人は、吟遊詩人である。

金融資本は、金融資本である。

金融自由化は、金融自由化である。

金融政策は、金融政策である。



金融相場は、金融相場である。

金融の証券化は、金融の証券化である。

金融引締めは、金融引締めである。

金融逼迫は、金融逼迫である。

金融持株会社は、金融持株会社である。

金輸出解禁は、金輸出解禁である。

金輸出禁止は、金輸出禁止である。

金ゆ信は、金ゆ信である。

均輸法は、均輸法である。

均窯は、均窯である。

鈞窯は、鈞窯である。

金容は、金容である。

金葉は、金葉である。

金曜は、金曜である。

緊要は、緊要である。

銀葉は、銀葉である。

金葉紙は、金葉紙である。

金葉和歌集は、金葉和歌集である。

禁欲は、禁欲である。

銀翼は、銀翼である。

禁欲主義は、禁欲主義である。

金鑼は、金鑼である。

近来は、近来である。

近来俳諧風体抄は、近来俳諧風体抄である。

近来風体抄は、近来風体抄である。

欣来節は、欣来節である。

金蘭は、金蘭である。

金襴は、金襴である。

銀蘭は、銀蘭である。

銀襴は、銀襴である。

金襴衣は、金襴衣である。

金襴手は、金襴手である。

金蘭簿は、金蘭簿である。

金利は、金利である。

禁裏は、禁裏である。

禁裡は、禁裡である。

禁裏様は、禁裏様である。

金利政策は、金利政策である。

禁裏付は、禁裏付である。

金竜山は、金竜山である。

禁旅は、禁旅である。

斤量は、斤量である。

金陵は、金陵である。

禁猟は、禁猟である。

禁猟期は、禁猟期である。

禁猟区は、禁猟区である。



銀竜草は、銀竜草である。

禁猟地は、禁猟地である。

金力は、金力である。

筋力は、筋力である。

金緑石は、金緑石である。

近隣は、近隣である。

金鱗は、金鱗である。

菌輪は、菌輪である。

錦鱗は、錦鱗である。

銀輪は、銀輪である。

銀鱗は、銀鱗である。

金輪寺は、金輪寺である。

近隣住区は、近隣住区である。

近流は、近流である。

金縷は、金縷である。

金類は、金類である。

菌類は、菌類である。

金縷玉衣は、金縷玉衣である。

金鏤細工は、金鏤細工である。

金鈴は、金鈴である。

禁令は、禁令である。

銀嶺は、銀嶺である。

金鈴塚は、金鈴塚である。

金蓮花は、金蓮花である。

金蓮歩は、金蓮歩である。

金鑞は、金鑞である。

勤労は、勤労である。

禁牢は、禁牢である。

禁漏は、禁漏である。

禁籠は、禁籠である。

銀鑞は、銀鑞である。

勤労感謝の日は、勤労感謝の日である。

勤労権は、勤労権である。

勤労者は、勤労者である。

勤労所得は、勤労所得である。

勤労奉仕は、勤労奉仕である。

近路行者は、近路行者である。

金禄公債は、金禄公債である。

金露梅は、金露梅である。

銀露梅は、銀露梅である。

謹話は、謹話である。

くは、くである。

口は、口である。

工は、工である。

区は、区である。

功は、功である。



句は、句である。

苦は、苦である。

狗は、狗である。

垢は、垢である。

紅は、紅である。

倶は、倶である。

庫は、庫である。

貢は、貢である。

駆は、駆である。

躯は、躯である。

懼は、懼である。

来は、来である。

消は、消である。

ぐは、ぐである。

五は、五である。

弘は、弘である。

具は、具である。

惧は、惧である。

愚は、愚である。

虞は、虞である。

具合は、具合である。

工合は、工合である。

工合物は、工合物である。

口悪説は、口悪説である。

句上は、句上である。

クアジーモドは、クアジーモドである。

グアダラハラは、グアダラハラである。

グアダルーペは、グアダルーペである。

クアッガは、クアッガである。

グアテマラは、グアテマラである。

グアナコは、グアナコである。

グアニジンは、グアニジンである。

グアニル酸は、グアニル酸である。

グアニンは、グアニンである。

グアノは、グアノである。

グアノシンは、グアノシンである。

グアバは、グアバである。

クアハウスは、クアハウスである。

グアム島は、グアム島である。

グアヤキルは、グアヤキルである。

グアヤクは、グアヤクである。

グアヤコールは、グアヤコールである。

クアラルンプールは、クアラルンプールである。

グアルディは、グアルディである。

句合は、句合である。

具案は、具案である。



愚案は、愚案である。

愚闇は、愚闇である。

愚暗は、愚暗である。

光州は、光州である。

広南は、広南である。

杭は、杭である。

杙は、杙である。

悔いは、悔いである。

食いは、食いである。

句意は、句意である。

愚意は、愚意である。

食い合いは、食い合いである。

食い合うは、食い合うである。

食い飽きるは、食い飽きるである。

食い厭きるは、食い厭きるである。

食い上げは、食い上げである。

食ひ当つは、食ひ当つである。

食い余すは、食い余すである。

食い余るは、食い余るである。

食い荒らすは、食い荒らすである。

悔い改めは、悔い改めである。

悔い改めるは、悔い改めるである。

食ひ合すは、食ひ合すである。

食合せは、食合せである。

食い合せるは、食い合せるである。

食い意地は、食い意地である。

食ひ出すは、食ひ出すである。

食い入るは、食い入るである。

クイーンは、クイーンである。

クイーンサイズは、クイーンサイズである。

クイーンズイングリッシュは、クイーンズイングリッシュである。

杭打ちは、杭打ちである。

杙打ちは、杙打ちである。

杭打ち地形は、杭打ち地形である。

食置きは、食置きである。

悔い返すは、悔い返すである。

食い掛るは、食い掛るである。

食ひ欠くは、食ひ欠くである。

食い掛けは、食い掛けである。

食い掛けるは、食い掛けるである。

食い兼ねるは、食い兼ねるである。

区域は、区域である。

食切りは、食切りである。

食い切るは、食い切るである。

くいくいは、くいくいである。

ぐいぐいは、ぐいぐいである。



杙鞋は、杙鞋である。

食い気は、食い気である。

食い込むは、食い込むである。

食い頃は、食い頃である。

食い殺すは、食い殺すである。

食い下がるは、食い下がるである。

食い裂きは、食い裂きである。

食い裂くは、食い裂くである。

食い止しは、食い止しである。

食ひ止すは、食ひ止すである。

食い縛るは、食い縛るである。

食ひ湿すは、食ひ湿すである。

食い締めるは、食い締めるである。

食い代は、食い代である。

食いしん坊は、食いしん坊である。

クイズは、クイズである。

食い過ぎるは、食い過ぎるである。

杭瀬川は、杭瀬川である。

食い初めは、食い初めである。

食い初め椀は、食い初め椀である。

食ひ反らすは、食ひ反らすである。

食い倒すは、食い倒すである。

食い倒れは、食い倒れである。

杭出しは、杭出しである。

杙出しは、杙出しである。

食い溜めは、食い溜めである。

食い足りないは、食い足りないである。

五一は、五一である。

食い違いは、食い違いである。

食い違い軸歯車は、食い違い軸歯車である。

食い違うは、食い違うである。

食い千切るは、食い千切るである。

九一金は、九一金である。

五一三六は、五一三六である。

くいちゃあは、くいちゃあである。

食い散らすは、食い散らすである。

食付きは、食付きである。

クイックは、クイックである。

食い付くは、食い付くである。

クイックサンドは、クイックサンドである。

食い尽すは、食い尽すである。

クイックステップは、クイックステップである。

クイックターンは、クイックターンである。

クイックランチは、クイックランチである。

食いつなぐは、食いつなぐである。

食いっ逸れは、食いっ逸れである。



食い潰すは、食い潰すである。

食積は、食積である。

食摘は、食摘である。

食い詰めるは、食い詰めるである。

食い手は、食い手である。

食い出は、食い出である。

食跡は、食跡である。

ぐいとは、ぐいとである。

食い道楽は、食い道楽である。

食い得は、食い得である。

食い所は、食い所である。

杭留めは、杭留めである。

食い止めるは、食い止めるである。

水鶏は、水鶏である。

秧鶏は、秧鶏である。

水鶏笛は、水鶏笛である。

食い逃げは、食い逃げである。

食ひ抜くは、食ひ抜くである。

食ひ濡らすは、食ひ濡らすである。

食い退きは、食い退きである。

食ひ退くは、食ひ退くである。

食い残しは、食い残しである。

食い延すは、食い延すである。

ぐい飲みは、ぐい飲みである。

食い逸れは、食い逸れである。

食い逸れるは、食い逸れるである。

食い外すは、食い外すである。

クイブイシェフは、クイブイシェフである。

食ひ伏すは、食ひ伏すである。

食扶持は、食扶持である。

食い分は、食い分である。

食い放題は、食い放題である。

ぐい松は、ぐい松である。

食ひ回すは、食ひ回すである。

食い回るは、食い回るである。

食ひ持つは、食ひ持つである。

食い物は、食い物である。

食い物むづかりは、食い物むづかりである。

食い破るは、食い破るである。

食い養生は、食い養生である。

食い寄りは、食い寄りである。

鳩夷羅は、鳩夷羅である。

クイリヌスは、クイリヌスである。

食い料は、食い料である。

悔いるは、悔いるである。

食い別れは、食い別れである。



食い分けるは、食い分けるである。

杙草鞋は、杙草鞋である。

食ひ割るは、食ひ割るである。

九院は、九院である。

庫院は、庫院である。

クインケ浮腫は、クインケ浮腫である。

クインズランドは、クインズランドである。

クインティリアヌスは、クインティリアヌスである。

クインテットは、クインテットである。

区宇は、区宇である。

食うは、食うである。

喰うは、喰うである。

構ふは、構ふである。

蹴うは、蹴うである。

ぐうは、ぐうである。

偶は、偶である。

寓は、寓である。

遇は、遇である。

隅は、隅である。

グーは、グーである。

空位は、空位である。

空尉は、空尉である。

寓意は、寓意である。

空域は、空域である。

寓意小説は、寓意小説である。

クヴィッデは、クヴィッデである。

偶因は、偶因である。

偶因論は、偶因論である。

空有は、空有である。

偶詠は、偶詠である。

クウェートは、クウェートである。

空押は、空押である。

空屋は、空屋である。

空界は、空界である。

空海は、空海である。

空階は、空階である。

隅角は、隅角である。

空間は、空間である。

空観は、空観である。

偶感は、偶感である。

空間曲線は、空間曲線である。

空間群は、空間群である。

空間芸術は、空間芸術である。

空間格子は、空間格子である。

偶関数は、偶関数である。

空間図形は、空間図形である。



空閑地は、空閑地である。

空間知覚は、空間知覚である。

空間的は、空間的である。

空間反転は、空間反転である。

空気は、空気である。

空気圧縮機は、空気圧縮機である。

空気入れは、空気入れである。

空気ガスは、空気ガスである。

空気機械は、空気機械である。

空気機関は、空気機関である。

空気工具は、空気工具である。

空気シャワーは、空気シャワーである。

空気銃は、空気銃である。

偶奇性は、偶奇性である。

空気制動機は、空気制動機である。

空気タービンは、空気タービンである。

空気調節は、空気調節である。

空気伝染は、空気伝染である。

空気伝送管は、空気伝送管である。

空気電池は、空気電池である。

空気動力計は、空気動力計である。

空気ドリルは、空気ドリルである。

空気抜きは、空気抜きである。

空気ハンマーは、空気ハンマーである。

空気噴射式機関は、空気噴射式機関である。

空気弁は、空気弁である。

空気ポンプは、空気ポンプである。

空気枕は、空気枕である。

空虚は、空虚である。

空御は、空御である。

寓居は、寓居である。

空教は、空教である。

空気予熱器は、空気予熱器である。

空気力学は、空気力学である。

偶吟は、偶吟である。

空空は、空空である。

ぐうぐうは、ぐうぐうである。

空空寂寂は、空空寂寂である。

空空漠漠は、空空漠漠である。

クークラックスクランは、クークラックスクランである。

空軍は、空軍である。

空華は、空華である。

郡家は、郡家である。

藕花は、藕花である。

空閨は、空閨である。

空隙は、空隙である。



空隙率は、空隙率である。

空仮中は、空仮中である。

空見は、空見である。

空拳は、空拳である。

空言は、空言である。

寓言は、寓言である。

寓言法は、寓言法である。

空語は、空語である。

箜篌は、箜篌である。

偶語は、偶語である。

空劫は、空劫である。

空港は、空港である。

ぐう耕は、ぐう耕である。

空盒気圧計は、空盒気圧計である。

空谷は、空谷である。

空佐は、空佐である。

空際は、空際である。

偶作は、偶作である。

空撮は、空撮である。

空山は、空山である。

クーザンは、クーザンである。

空士は、空士である。

ぐう刺は、ぐう刺である。

藕糸は、藕糸である。

宮司は、宮司である。

宮寺は、宮寺である。

空室は、空室である。

クーシネンは、クーシネンである。

寓舎は、寓舎である。

空寂は、空寂である。

窮子喩は、窮子喩である。

空宗は、空宗である。

空襲は、空襲である。

寓宗は、寓宗である。

空集合は、空集合である。

空所は、空所である。

寓所は、寓所である。

空性は、空性である。

空将は、空将である。

空振は、空振である。

偶人は、偶人である。

供ずは、供ずである。

空翠は、空翠である。

偶数は、偶数である。

ぐうすかは、ぐうすかである。

グーズベリーは、グーズベリーである。



寓するは、寓するである。

遇するは、遇するである。

偶成は、偶成である。

偶性は、偶性である。

寓生は、寓生である。

空席は、空席である。

空説は、空説である。

空戦は、空戦である。

空前は、空前である。

偶然は、偶然である。

空前絶後は、空前絶後である。

空疎は、空疎である。

空相は、空相である。

空曹は、空曹である。

空想は、空想である。

偶像は、偶像である。

空想科学小説は、空想科学小説である。

偶像崇拝は、偶像崇拝である。

空想的社会主義は、空想的社会主義である。

偶像破壊は、偶像破壊である。

空即是色は、空即是色である。

空諦は、空諦である。

空大は、空大である。

ぐうたらは、ぐうたらである。

ぐうたら兵衛は、ぐうたら兵衛である。

空弾は、空弾である。

空談は、空談である。

空地は、空地である。

空中は、空中である。

空中滑走は、空中滑走である。

空中魚雷は、空中魚雷である。

空中権は、空中権である。

空中写真は、空中写真である。

空中戦は、空中戦である。

空中線は、空中線である。

空中聴音機は、空中聴音機である。

空中電気は、空中電気である。

空中爆撃は、空中爆撃である。

空中分解は、空中分解である。

空中焼は、空中焼である。

空中楼閣は、空中楼閣である。

空腸は、空腸である。

空調は、空調である。

空頂黒さくは、空頂黒さくである。

功付くは、功付くである。

グーツムーツは、グーツムーツである。



空挺は、空挺である。

空挺作戦は、空挺作戦である。

空挺部隊は、空挺部隊である。

偶蹄類は、偶蹄類である。

クーデターは、クーデターである。

空転は、空転である。

供田は、供田である。

空電は、空電である。

グーテンベルクは、グーテンベルクである。

空洞は、空洞である。

空洞共振器は、空洞共振器である。

空頭病は、空頭病である。

空洞煉瓦は、空洞煉瓦である。

空胴煉瓦は、空胴煉瓦である。

クードポアンは、クードポアンである。

姑娘は、姑娘である。

空嚢は、空嚢である。

クーパーは、クーパーである。

空白は、空白である。

空漠は、空漠である。

空爆は、空爆である。

空発は、空発である。

偶発は、偶発である。

偶発誤差は、偶発誤差である。

偶発債務は、偶発債務である。

偶発犯は、偶発犯である。

空範疇は、空範疇である。

空費は、空費である。

空便は、空便である。

空腹は、空腹である。

クープランは、クープランである。

空文は、空文である。

クーペは、クーペである。

クーベルタンは、クーベルタンである。

クーヘンは、クーヘンである。

空母は、空母である。

空包は、空包である。

空法は、空法である。

空胞は、空胞である。

空砲は、空砲である。

空乏は、空乏である。

空房は、空房である。

クーポンは、クーポンである。

クーポンレートは、クーポンレートである。

空米は、空米である。

空米切手は、空米切手である。



空米相場は、空米相場である。

空無は、空無である。

空名は、空名である。

空明は、空明である。

空濛は、空濛である。

寓目は、寓目である。

空門は、空門である。

空門子は、空門子である。

空也は、空也である。

空夜は、空夜である。

空也踊は、空也踊である。

空也忌は、空也忌である。

空也堂は、空也堂である。

空也豆腐は、空也豆腐である。

空也念仏は、空也念仏である。

空也餅は、空也餅である。

空輸は、空輸である。

偶有は、偶有である。

偶有性は、偶有性である。

クーラーは、クーラーである。

空雷は、空雷である。

空欄は、空欄である。

クーランジュは、クーランジュである。

クーラントは、クーラントである。

空理は、空理である。

クーリーは、クーリーである。

クーリエは、クーリエである。

空力加熱は、空力加熱である。

クーリッジ管は、クーリッジ管である。

偶力は、偶力である。

空輪は、空輪である。

クーリングオフは、クーリングオフである。

クールは、クールである。

クールーは、クールーである。

グール朝は、グール朝である。

グールドは、グールドである。

グールドナーは、グールドナーである。

クールノーは、クールノーである。

クールベは、クールベである。

空冷は、空冷である。

空冷機関は、空冷機関である。

空路は、空路である。

クーロアールは、クーロアールである。

クーロスは、クーロスである。

クーロメーターは、クーロメーターである。

空論は、空論である。



庫倫は、庫倫である。

クーロンは、クーロンである。

クーロンの法則は、クーロンの法則である。

寓話は、寓話である。

クーンは、クーンである。

崩えは、崩えである。

潰えは、潰えである。

九会は、九会である。

九絵は、九絵である。

垢穢は、垢穢である。

愚詠は、愚詠である。

孔穎達は、孔穎達である。

倶会一処は、倶会一処である。

公営田は、公営田である。

クエーカーは、クエーカーである。

クエーサーは、クエーサーである。

崩え垣は、崩え垣である。

苦役は、苦役である。

駆役は、駆役である。

崩え込むは、崩え込むである。

クエスチョンは、クエスチョンである。

クエスチョンマークは、クエスチョンマークである。

食えないは、食えないである。

凶会日は、凶会日である。

グェノンは、グェノンである。

久延毘古は、久延毘古である。

九会曼荼羅は、九会曼荼羅である。

食えるは、食えるである。

クェルチャは、クェルチャである。

グェルフは、グェルフである。

公宴は、公宴である。

枸櫞は、枸櫞である。

枸櫞酸は、枸櫞酸である。

枸櫞酸回路は、枸櫞酸回路である。

枸櫞酸鉄アンモニウムは、枸櫞酸鉄アンモニウムである。

枸櫞皮は、枸櫞皮である。

枸櫞油は、枸櫞油である。

クオヴァディスは、クオヴァディスである。

クオークは、クオークである。

クオータは、クオータである。

クオーターは、クオーターである。

クオーターバックは、クオーターバックである。

クオーターファイナルは、クオーターファイナルである。

クオーターマスターは、クオーターマスターである。

クオータリーは、クオータリーである。

クオーツは、クオーツである。



クオーテーションは、クオーテーションである。

クオーテーションマークは、クオーテーションマークである。

クオートは、クオートである。

クオリティーは、クオリティーである。

クォリティーオブライフは、クォリティーオブライフである。

クオリティーペーパーは、クオリティーペーパーである。

クオレは、クオレである。

久遠劫は、久遠劫である。

久遠寺は、久遠寺である。

久遠実成は、久遠実成である。

クオンティティーは、クオンティティーである。

久遠仏は、久遠仏である。

探湯は、探湯である。

苦果は、苦果である。

陸は、陸である。

区会は、区会である。

句会は、句会である。

苦海は、苦海である。

公界は、公界である。

公廨は、公廨である。

苦艾は、苦艾である。

苦界は、苦界である。

苦界十年は、苦界十年である。

公界知らずは、公界知らずである。

苦灰石は、苦灰石である。

九蓋草は、九蓋草である。

公界人は、公界人である。

公界者は、公界者である。

苦艾油は、苦艾油である。

陸羯南は、陸羯南である。

区画は、区画である。

区劃は、区劃である。

苦学は、苦学である。

区画漁業は、区画漁業である。

区画整理は、区画整理である。

陸方は、陸方である。

陸路は、陸路である。

工数は、工数である。

句数は、句数である。

盟神探湯は、盟神探湯である。

誓湯は、誓湯である。

九月は、九月である。

九月五日は、九月五日である。

九月蚊帳は、九月蚊帳である。

九月尽は、九月尽である。

九月の節句は、九月の節句である。



ク活用は、ク活用である。

苦髪楽爪は、苦髪楽爪である。

句柄は、句柄である。

区間は、区間である。

苦寒は、苦寒である。

苦諫は、苦諫である。

躯幹は、躯幹である。

句眼は、句眼である。

弘願は、弘願である。

具眼は、具眼である。

躯幹骨は、躯幹骨である。

愚管抄は、愚管抄である。

岫は、岫である。

茎は、茎である。

九鬼は、九鬼である。

久喜は、久喜である。

群来は、群来である。

釘は、釘である。

口義は、口義である。

区議は、区議である。

句義は、句義である。

虞姫は、虞姫である。

茎桶は、茎桶である。

区議会は、区議会である。

釘隠しは、釘隠しである。

釘鍛冶は、釘鍛冶である。

釘鎹は、釘鎹である。

釘氷は、釘氷である。

釘応えは、釘応えである。

釘裂きは、釘裂きである。

釘下地は、釘下地である。

釘締めは、釘締めである。

九鬼周造は、九鬼周造である。

九鬼水軍は、九鬼水軍である。

茎立つは、茎立つである。

茎漬は、茎漬である。

釘付けは、釘付けである。

茎長は、茎長である。

釘抜きは、釘抜きである。

釘貫は、釘貫である。

釘彫は、釘彫である。

茎短は、茎短である。

釘目は、釘目である。

苦虐は、苦虐である。

公給は、公給である。

供御は、供御である。



愚挙は、愚挙である。

句境は、句境である。

苦境は、苦境である。

矩鏡は、矩鏡である。

公卿は、公卿である。

公暁は、公暁である。

供饗は、供饗である。

苦行は、苦行である。

弘経は、弘経である。

具行は、具行である。

倶行は、倶行である。

究竟一乗宝性論は、究竟一乗宝性論である。

究竟覚は、究竟覚である。

公卿給は、公卿給である。

苦行釈迦は、苦行釈迦である。

公卿僉議は、公卿僉議である。

究竟即は、究竟即である。

弘経大士は、弘経大士である。

公卿衝重は、公卿衝重である。

公卿の座は、公卿の座である。

公卿の間は、公卿の間である。

公卿補任は、公卿補任である。

九鬼嘉隆は、九鬼嘉隆である。

拘耆羅は、拘耆羅である。

拘枳羅は、拘枳羅である。

倶伎羅は、倶伎羅である。

句切りは、句切りである。

区切りは、区切りである。

句切り符号は、句切り符号である。

句切るは、句切るである。

区切るは、区切るである。

茎若布は、茎若布である。

口吟は、口吟である。

苦吟は、苦吟である。

九九は、九九である。

区区は、区区である。

煦煦は、煦煦である。

漏くは、漏くである。

磚子苗は、磚子苗である。

ククイは、ククイである。

鵠は、鵠である。

括しは、括しである。

括し帯は、括し帯である。

括し小袖は、括し小袖である。

括し染めは、括し染めである。

括し物は、括し物である。



纐纈は、纐纈である。

括すは、括すである。

屈背は、屈背である。

傴僂は、傴僂である。

茎立は、茎立である。

裹は、裹である。

傀儡回しは、傀儡回しである。

傀儡女は、傀儡女である。

くく鳴きは、くく鳴きである。

莎草縄は、莎草縄である。

久久能智神は、久久能智神である。

句配りは、句配りである。

銜みは、銜みである。

含みは、含みである。

包みは、包みである。

銜み薬は、銜み薬である。

茎韮は、茎韮である。

銜むは、銜むである。

含むは、含むである。

くぐもり声は、くぐもり声である。

くぐもるは、くぐもるである。

括りは、括りである。

潜りは、潜りである。

括り上げるは、括り上げるである。

括緒の袴は、括緒の袴である。

括猿は、括猿である。

括頭巾は、括頭巾である。

括り袖は、括り袖である。

括り染めは、括り染めである。

括り付けるは、括り付けるである。

潜り戸は、潜り戸である。

潜り抜けるは、潜り抜けるである。

括袴は、括袴である。

括り紐は、括り紐である。

括り枕は、括り枕である。

括り目は、括り目である。

括り物は、括り物である。

潜り門は、潜り門である。

括るは、括るである。

潜るは、潜るである。

括れるは、括れるである。

公家は、公家である。

供笥は、供笥である。

公家悪は、公家悪である。

漏穴は、漏穴である。

匿穴は、匿穴である。



区系は、区系である。

矩形は、矩形である。

愚兄は、愚兄である。

愚計は、愚計である。

供華会は、供華会である。

公家華族は、公家華族である。

公家方は、公家方である。

駒隙は、駒隙である。

絎口は、絎口である。

公家故実は、公家故実である。

絎け込むは、絎け込むである。

公家侍は、公家侍である。

漏路は、漏路である。

匿路は、匿路である。

公家衆は、公家衆である。

公家諸法度は、公家諸法度である。

絎台は、絎台である。

口訣は、口訣である。

弘決外典抄は、弘決外典抄である。

駆血帯は、駆血帯である。

公廨田は、公廨田である。

公廨稲は、公廨稲である。

絎縫いは、絎縫いである。

公家法度は、公家法度である。

絎針は、絎針である。

絎紐は、絎紐である。

絎目は、絎目である。

絎けるは、絎けるである。

公家列影図巻は、公家列影図巻である。

公験は、公験である。

苦言は、苦言である。

苦患は、苦患である。

愚見は、愚見である。

具現は、具現である。

区検察庁は、区検察庁である。

枸杞は、枸杞である。

供御院は、供御院である。

句稿は、句稿である。

供講は、供講である。

口業は、口業である。

苦業は、苦業である。

愚公は、愚公である。

愚考は、愚考である。

愚行は、愚行である。

愚稿は、愚稿である。

供御方は、供御方である。



九国条約は、九国条約である。

句心は、句心である。

供御所は、供御所である。

枸杞茶は、枸杞茶である。

供御人は、供御人である。

ク語法は、ク語法である。

口籠るは、口籠るである。

枸杞葉は、枸杞葉である。

九献は、九献である。

草は、草である。

種は、種である。

倶舎は、倶舎である。

具者は、具者である。

草合は、草合である。

臭いは、臭いである。

供祭は、供祭である。

愚妻は、愚妻である。

草いきれは、草いきれである。

草市は、草市である。

草苺は、草苺である。

野猪は、野猪である。

九斎日は、九斎日である。

区裁判所は、区裁判所である。

草入り水晶は、草入り水晶である。

草色は、草色である。

草魚は、草魚である。

草占は、草占である。

孔舎衛坂は、孔舎衛坂である。

久坂は、久坂である。

草飼いは、草飼いである。

草飼い所は、草飼い所である。

草掻きは、草掻きである。

草垣は、草垣である。

草隠るは、草隠るである。

草隠れは、草隠れである。

草陰は、草陰である。

草陰のは、草陰のである。

草蜉蝣は、草蜉蝣である。

草蜻蛉は、草蜻蛉である。

久坂玄瑞は、久坂玄瑞である。

草籠は、草籠である。

孔舎衙坂は、孔舎衙坂である。

草霞むは、草霞むである。

草鬘は、草鬘である。

草酢漿は、草酢漿である。

日下部は、日下部である。



草壁皇子は、草壁皇子である。

日下部鳴鶴は、日下部鳴鶴である。

草鎌は、草鎌である。

草屈は、草屈である。

草亀は、草亀である。

臭亀は、臭亀である。

草茅姫は、草茅姫である。

草香山は、草香山である。

草刈は、草刈である。

草刈唄は、草刈唄である。

草刈馬は、草刈馬である。

草刈鎌は、草刈鎌である。

草刈壺鯛は、草刈壺鯛である。

草刈笛は、草刈笛である。

草刈童は、草刈童である。

草枯れは、草枯れである。

草冠は、草冠である。

草木は、草木である。

臭木は、臭木である。

草木染は、草木染である。

臭木の虫は、臭木の虫である。

草夾竹桃は、草夾竹桃である。

草切りは、草切りである。

臭桐は、臭桐である。

耘るは、耘るである。

句作は、句作である。

孔雀は、孔雀である。

愚作は、愚作である。

愚策は、愚策である。

草潜は、草潜である。

くさくさは、くさくさである。

種種は、種種である。

草果物は、草果物である。

草蜘蛛は、草蜘蛛である。

草倉は、草倉である。

草鞍は、草鞍である。

草競馬は、草競馬である。

草削りは、草削りである。

草肥は、草肥である。

草衣は、草衣である。

草雌黄は、草雌黄である。

草鷸は、草鷸である。

草鹿は、草鹿である。

草下隠るは、草下隠るである。

草芝居は、草芝居である。

草蝨は、草蝨である。



腐すは、腐すである。

草杉蔓は、草杉蔓である。

臭墨は、臭墨である。

草相撲は、草相撲である。

草摺は、草摺である。

草摺長は、草摺長である。

草摺引は、草摺引である。

草摺曳は、草摺曳である。

草千里は、草千里である。

草双紙は、草双紙である。

草蘇鉄は、草蘇鉄である。

草田は、草田である。

草代は、草代である。

草高は、草高である。

草丈は、草丈である。

草立ちは、草立ちである。

草質は、草質である。

草本は、草本である。

草立つは、草立つである。

草束ねは、草束ねである。

草団子は、草団子である。

草津は、草津である。

愚札は、愚札である。

愚察は、愚察である。

草付は、草付である。

草付くは、草付くである。

草尽しは、草尽しである。

草つ月は、草つ月である。

草苞は、草苞である。

草裹は、草裹である。

草津節は、草津節である。

草摘みは、草摘みである。

草津焼は、草津焼である。

ぐさとは、ぐさとである。

草戸千軒町は、草戸千軒町である。

草扉は、草扉である。

草取りは、草取りである。

草取り爪は、草取り爪である。

草取るは、草取るである。

日柳は、日柳である。

日柳燕石は、日柳燕石である。

草薙剣は、草薙剣である。

草根は、草根である。

草合歓は、草合歓である。

草年貢は、草年貢である。

草野は、草野である。



草の主は、草の主である。

草の庵は、草の庵である。

草の王は、草の王である。

草黄は、草黄である。

草の陰は、草の陰である。

草の香は、草の香である。

草の汁は、草の汁である。

草野心平は、草野心平である。

草の便りは、草の便りである。

草の戸は、草の戸である。

草のとざしは、草のとざしである。

草の枢は、草の枢である。

草の錦は、草の錦である。

草の根は、草の根である。

草の根民主主義は、草の根民主主義である。

草の葉は、草の葉である。

草の花は、草の花である。

草の原は、草の原である。

草の枕は、草の枕である。

草の実は、草の実である。

草の筵は、草の筵である。

草の芽は、草の芽である。

草の捩摺は、草の捩摺である。

草の屋は、草の屋である。

草の宿りは、草の宿りである。

草の縁は、草の縁である。

草葉は、草葉である。

草場は、草場である。

草葉色は、草葉色である。

草花は、草花である。

草葉の陰は、草葉の陰である。

草葉の露は、草葉の露である。

草葉の床は、草葉の床である。

草場珮川は、草場珮川である。

草原は、草原である。

楔は、楔である。

楔石は、楔石である。

楔形は、楔形である。

楔形文字は、楔形文字である。

草人形は、草人形である。

楔留めは、楔留めである。

楔鋸は、楔鋸である。

巻柏は、巻柏である。

草雲雀は、草雲雀である。

草片は、草片である。

草片石は、草片石である。



草笛は、草笛である。

草深いは、草深いである。

草深百合は、草深百合である。

草葺きは、草葺きである。

草河豚は、草河豚である。

草藤は、草藤である。

草臥しは、草臥しである。

草蒲団は、草蒲団である。

草箒は、草箒である。

草木瓜は、草木瓜である。

草間は、草間である。

草枕は、草枕である。

草間直方は、草間直方である。

嚏は、嚏である。

臭みは、臭みである。

草むしりは、草むしりである。

草筵は、草筵である。

草生すは、草生すである。

草産すは、草産すである。

草結びは、草結びである。

草結ぶは、草結ぶである。

草叢は、草叢である。

叢は、叢である。

草萌えは、草萌えである。

草餅は、草餅である。

草餅の節句は、草餅の節句である。

臭物は、臭物である。

草物は、草物である。

草紅葉は、草紅葉である。

くさやは、くさやである。

草矢は、草矢である。

草屋は、草屋である。

草野球は、草野球である。

草役永は、草役永である。

草役米は、草役米である。

草屋根は、草屋根である。

草藪は、草藪である。

草寄せは、草寄せである。

腐らかすは、腐らかすである。

腐らすは、腐らすである。

腐りは、腐りである。

齣は、齣である。

鎖は、鎖である。

ぐさりは、ぐさりである。

腐り合いは、腐り合いである。

腐り合ふは、腐り合ふである。



鎖編みは、鎖編みである。

鎖糸は、鎖糸である。

腐り縁は、腐り縁である。

鎖羈は、鎖羈である。

鎖帷子は、鎖帷子である。

鎖金は、鎖金である。

鎖鎌は、鎖鎌である。

鎖脚絆は、鎖脚絆である。

鎖車は、鎖車である。

鎖籠手は、鎖籠手である。

鎖珊瑚は、鎖珊瑚である。

腐り死には、腐り死にである。

腐り鮓は、腐り鮓である。

鎖題は、鎖題である。

腐り太刀は、腐り太刀である。

鎖楯は、鎖楯である。

腐り付くは、腐り付くである。

鎖繋ぎは、鎖繋ぎである。

鎖縫いは、鎖縫いである。

鎖の間は、鎖の間である。

鎖袴は、鎖袴である。

鎖歯車は、鎖歯車である。

鎖鉢巻は、鎖鉢巻である。

鎖蛇は、鎖蛇である。

鎖結びは、鎖結びである。

鎖連歌は、鎖連歌である。

鎖渡しは、鎖渡しである。

腐るは、腐るである。

鏈るは、鏈るである。

腐れは、腐れである。

腐れ合いは、腐れ合いである。

腐れ合うは、腐れ合うである。

腐れ市は、腐れ市である。

腐れ縁は、腐れ縁である。

腐れ金は、腐れ金である。

腐れ儒者は、腐れ儒者である。

腐れ鮨は、腐れ鮨である。

草連玉は、草連玉である。

腐れ付くは、腐れ付くである。

腐れるは、腐れるである。

種はひは、種はひである。

草若葉は、草若葉である。

草分は、草分である。

草脇は、草脇である。

草分けは、草分けである。

草分け衣は、草分け衣である。



草分名主は、草分名主である。

草藁は、草藁である。

くしは、くしである。

串は、串である。

櫛は、櫛である。

口四は、口四である。

口詩は、口詩である。

好士は、好士である。

苦使は、苦使である。

駆使は、駆使である。

齲歯は、齲歯である。

奇しは、奇しである。

籤は、籤である。

鬮は、鬮である。

九字は、九字である。

久慈は、久慈である。

公事は、公事である。

孔子は、孔子である。

ぐしは、ぐしである。

五四は、五四である。

愚姉は、愚姉である。

虞氏は、虞氏である。

公事相手は、公事相手である。

串鮑は、串鮑である。

屈し甚しは、屈し甚しである。

櫛占は、櫛占である。

籤運は、籤運である。

櫛置きは、櫛置きである。

櫛押えは、櫛押えである。

くじかは、くじかである。

串貝は、串貝である。

串柿は、串柿である。

籤笠懸は、籤笠懸である。

櫛形は、櫛形である。

公事方は、公事方である。

公事方御定書は、公事方御定書である。

串形機関は、串形機関である。

櫛形の穴は、櫛形の穴である。

櫛形塀は、櫛形塀である。

櫛形窓は、櫛形窓である。

串カツは、串カツである。

具志川は、具志川である。

九識は、九識である。

奇しきは、奇しきである。

挫きは、挫きである。

求食は、求食である。



旧事紀は、旧事紀である。

串木野は、串木野である。

櫛巾は、櫛巾である。

挫くは、挫くである。

ぐしぐしは、ぐしぐしである。

ぐじぐじは、ぐじぐじである。

籤配りは、籤配りである。

奇しくもは、奇しくもである。

櫛水母類は、櫛水母類である。

櫛笥は、櫛笥である。

梳るは、梳るである。

挫けるは、挫けるである。

串海鼠は、串海鼠である。

九字護身法は、九字護身法である。

公事根源は、公事根源である。

鬮罪人は、鬮罪人である。

串刺しは、串刺しである。

公事沙汰は、公事沙汰である。

公事師は、公事師である。

公事所は、公事所である。

櫛田は、櫛田である。

公事工みは、公事工みである。

櫛田神社は、櫛田神社である。

櫛田民蔵は、櫛田民蔵である。

籤筒は、籤筒である。

櫛道具は、櫛道具である。

公事外様は、公事外様である。

籤取りは、籤取りである。

クシナガラは、クシナガラである。

拘尸那城は、拘尸那城である。

奇稲田姫は、奇稲田姫である。

櫛名田姫は、櫛名田姫である。

ぐし縫いは、ぐし縫いである。

酒の司は、酒の司である。

酒の長は、酒の長である。

籤逃れは、籤逃れである。

櫛の台は、櫛の台である。

公事場は、公事場である。

櫛匣は、櫛匣である。

屈し果つは、屈し果つである。

櫛払いは、櫛払いである。

奇びは、奇びである。

霊びは、霊びである。

公事日は、公事日である。

櫛挽きは、櫛挽きである。

籤引きは、籤引きである。



霊ぶは、霊ぶである。

奇ぶは、奇ぶである。

公事奉行人は、公事奉行人である。

籤札は、籤札である。

籤札付は、籤札付である。

狗子仏性は、狗子仏性である。

公事文は、公事文である。

旧事本紀は、旧事本紀である。

串間は、串間である。

櫛巻は、櫛巻である。

櫛松は、櫛松である。

籤的は、籤的である。

奇御魂は、奇御魂である。

公事宮は、公事宮である。

櫛目は、櫛目である。

句締は、句締である。

櫛目文土器は、櫛目文土器である。

串本は、串本である。

串本節は、串本節である。

句者は、句者である。

公事家は、公事家である。

愚者は、愚者である。

クシャーナ朝は、クシャーナ朝である。

串焼は、串焼である。

拘惜は、拘惜である。

孔雀王朝は、孔雀王朝である。

孔雀貝は、孔雀貝である。

孔雀経は、孔雀経である。

孔雀経音義は、孔雀経音義である。

孔雀経法は、孔雀経法である。

孔雀座は、孔雀座である。

孔雀サボテンは、孔雀サボテンである。

孔雀羊歯は、孔雀羊歯である。

孔雀絞りは、孔雀絞りである。

くしゃくしゃは、くしゃくしゃである。

ぐしゃぐしゃは、ぐしゃぐしゃである。

ぐじゃぐじゃは、ぐじゃぐじゃである。

孔雀石は、孔雀石である。

孔雀草は、孔雀草である。

孔雀染は、孔雀染である。

孔雀蝶は、孔雀蝶である。

九尺二間は、九尺二間である。

孔雀の間は、孔雀の間である。

孔雀明王は、孔雀明王である。

倶舎宗は、倶舎宗である。

公事宿は、公事宿である。



クシャトリヤは、クシャトリヤである。

嚏ガスは、嚏ガスである。

ぐしゃりは、ぐしゃりである。

倶舎論は、倶舎論である。

くしゃんは、くしゃんである。

クシャンは、クシャンである。

久修は、久修である。

口受は、口受である。

口授は、口授である。

九宗は、九宗である。

句集は、句集である。

久住は、久住である。

旧住は、旧住である。

苦汁は、苦汁である。

苦渋は、苦渋である。

九十川は、九十川である。

九十九島は、九十九島である。

九十九里浜は、九十九里浜である。

久住者は、久住者である。

九重山は、九重山である。

旧住の菩薩は、旧住の菩薩である。

瞿秋白は、瞿秋白である。

苦集滅道は、苦集滅道である。

クシュ王国は、クシュ王国である。

具述は、具述である。

久修練行は、久修練行である。

虞舜は、虞舜である。

公所は、公所である。

区処は、区処である。

供所は、供所である。

駆除は、駆除である。

具書は、具書である。

愚書は、愚書である。

愚女は、愚女である。

口称は、口称である。

苦笑は、苦笑である。

九条は、九条である。

公帖は、公帖である。

公請は、公請である。

苦情は、苦情である。

宮掌は、宮掌である。

供餉は、供餉である。

具象は、具象である。

具状は、具状である。

愚状は、愚状である。

郡上踊は、郡上踊である。



九条兼実は、九条兼実である。

久成正覚は、久成正覚である。

苦情処理は、苦情処理である。

苦情処理機関は、苦情処理機関である。

倶生神は、倶生神である。

九条武子は、九条武子である。

九条殿遺誡は、九条殿遺誡である。

口称念仏は、口称念仏である。

九帖の御書は、九帖の御書である。

九条道家は、九条道家である。

具象名詞は、具象名詞である。

九条良経は、九条良経である。

九条頼嗣は、九条頼嗣である。

九条頼経は、九条頼経である。

ぐしょぐしょは、ぐしょぐしょである。

ぐしょ濡れは、ぐしょ濡れである。

倶尸羅は、倶尸羅である。

鯨は、鯨である。

鯨油は、鯨油である。

鯨帯は、鯨帯である。

鯨組は、鯨組である。

鯨車は、鯨車である。

鯨座は、鯨座である。

鯨差は、鯨差である。

鯨尺は、鯨尺である。

鯨汁は、鯨汁である。

鯨取りは、鯨取りである。

鯨鍋は、鯨鍋である。

鯨の蕪骨は、鯨の蕪骨である。

鯨熨斗は、鯨熨斗である。

鯨鬚は、鯨鬚である。

鯨幕は、鯨幕である。

鯨銛は、鯨銛である。

抉りは、抉りである。

抉るは、抉るである。

釧は、釧である。

くしろは、くしろである。

釧路は、釧路である。

釧路湿原国立公園は、釧路湿原国立公園である。

釧着くは、釧着くである。

釧路平野は、釧路平野である。

苦心は、苦心である。

苦辛は、苦辛である。

苦参は、苦参である。

具申は、具申である。

愚心は、愚心である。



愚臣は、愚臣である。

愚身は、愚身である。

愚人は、愚人である。

苦心惨憺は、苦心惨憺である。

苦参紙は、苦参紙である。

愚神礼讃は、愚神礼讃である。

樟は、樟である。

薬は、薬である。

くすは、くすである。

屈すは、屈すである。

国栖は、国栖である。

国樔は、国樔である。

国巣は、国巣である。

ぐずは、ぐずである。

葛餡は、葛餡である。

鼓吹は、鼓吹である。

駆水は、駆水である。

鼓吹戸は、鼓吹戸である。

公出挙は、公出挙である。

鼓吹司は、鼓吹司である。

駆水装置は、駆水装置である。

屑糸は、屑糸である。

屑糸織は、屑糸織である。

屑入れは、屑入れである。

弘通は、弘通である。

葛鬱金は、葛鬱金である。

国栖歌は、国栖歌である。

頽れるは、頽れるである。

葛垣は、葛垣である。

屑籠は、屑籠である。

葛蔓は、葛蔓である。

葛帷子は、葛帷子である。

葛鰹は、葛鰹である。

屑紙は、屑紙である。

国栖紙は、国栖紙である。

葛紙は、葛紙である。

葛切りは、葛切りである。

ぐすくは、ぐすくである。

クスクスは、クスクスである。

くすくすは、くすくすである。

ぐすぐすは、ぐすぐすである。

ぐずぐずは、ぐずぐずである。

擽ったいは、擽ったいである。

擽りは、擽りである。

擽るは、擽るである。

薬子は、薬子である。



クスコは、クスコである。

葛粉は、葛粉である。

薬子の変は、薬子の変である。

葛桜は、葛桜である。

樟蚕は、樟蚕である。

薬師は、薬師である。

医は、医である。

崩しは、崩しである。

崩し出づは、崩し出づである。

崩し売りは、崩し売りである。

崩し書きは、崩し書きである。

奇しがるは、奇しがるである。

崩し字は、崩し字である。

崩し立つは、崩し立つである。

薬師の神は、薬師の神である。

薬師書は、薬師書である。

崩し紋は、崩し紋である。

薬師指は、薬師指である。

葛醤油は、葛醤油である。

薬すは、薬すである。

医すは、医すである。

崩すは、崩すである。

葛素麺は、葛素麺である。

瞿薩旦那は、瞿薩旦那である。

グスタフは、グスタフである。

薬玉は、薬玉である。

葛溜りは、葛溜りである。

葛団子は、葛団子である。

葛粽は、葛粽である。

ぐずつくは、ぐずつくである。

屑鉄は、屑鉄である。

屑鉄法は、屑鉄法である。

ぐすとは、ぐすとである。

クストーは、クストーである。

薬殿は、薬殿である。

葛煮は、葛煮である。

薬煉は、薬煉である。

天鼠子は、天鼠子である。

薬煉糸は、薬煉糸である。

くすね食いは、くすね食いである。

くすね銭は、くすね銭である。

クズネッツは、クズネッツである。

葛煉りは、葛煉りである。

くすねるは、くすねるである。

葛の裏風は、葛の裏風である。

楠は、楠である。



楠木は、楠木である。

樟科は、樟科である。

楠学問は、楠学問である。

楠分限は、楠分限である。

楠木正成は、楠木正成である。

楠木正行は、楠木正行である。

楠木正儀は、楠木正儀である。

楠木流は、楠木流である。

国栖奏は、国栖奏である。

葛の葉は、葛の葉である。

葛の葉のは、葛の葉のである。

葛袴は、葛袴である。

奇ばしは、奇ばしである。

葛引は、葛引である。

国栖人は、国栖人である。

燻ぶは、燻ぶである。

国栖笛は、国栖笛である。

燻るは、燻るである。

楠部は、楠部である。

燻べ柿は、燻べ柿である。

燻べ革は、燻べ革である。

楠部弥弌は、楠部弥弌である。

燻べるは、燻べるである。

屑米は、屑米である。

国栖舞は、国栖舞である。

葛巻は、葛巻である。

屑繭は、屑繭である。

葛饅頭は、葛饅頭である。

久隅は、久隅である。

鐃は、鐃である。

愚集みは、愚集みである。

具墨は、具墨である。

くすみ返るは、くすみ返るである。

くすみきるは、くすみきるである。

葛水は、葛水である。

久隅守景は、久隅守景である。

くすむは、くすむである。

句相撲は、句相撲である。

葛餅は、葛餅である。

楠本は、楠本である。

楠本雪渓は、楠本雪渓である。

屑物は、屑物である。

屑屋は、屑屋である。

葛屋は、葛屋である。

楠山は、楠山である。

楠山正雄は、楠山正雄である。



葛湯は、葛湯である。

貂熊は、貂熊である。

屈狸は、屈狸である。

薬売りは、薬売りである。

薬卸しは、薬卸しである。

釉掛けは、釉掛けである。

薬掛けは、薬掛けである。

薬勝ちは、薬勝ちである。

薬猟は、薬猟である。

薬狩は、薬狩である。

薬食いは、薬食いである。

薬酒は、薬酒である。

薬代は、薬代である。

薬頼みは、薬頼みである。

薬茶は、薬茶である。

薬漬けは、薬漬けである。

薬包は、薬包である。

薬土瓶は、薬土瓶である。

薬取りは、薬取りである。

薬鍋は、薬鍋である。

薬悩みは、薬悩みである。

典薬頭は、典薬頭である。

薬の事は、薬の事である。

薬司は、薬司である。

典薬寮は、典薬寮である。

薬の女官は、薬の女官である。

薬箱は、薬箱である。

薬日は、薬日である。

薬瓶は、薬瓶である。

薬壜は、薬壜である。

薬風呂は、薬風呂である。

薬風炉は、薬風炉である。

薬掘りは、薬掘りである。

薬枡は、薬枡である。

薬水は、薬水である。

薬艾は、薬艾である。

薬屋は、薬屋である。

薬湯は、薬湯である。

九頭竜川は、九頭竜川である。

薬指は、薬指である。

薬炉は、薬炉である。

崩るは、崩るである。

具するは、具するである。

ぐずるは、ぐずるである。

崩れは、崩れである。

崩れ足は、崩れ足である。



崩れ色は、崩れ色である。

崩れ落ちるは、崩れ落ちるである。

崩れ下るは、崩れ下るである。

崩れ掛るは、崩れ掛るである。

崩れ際は、崩れ際である。

崩れ口は、崩れ口である。

崩れ簗は、崩れ簗である。

崩れるは、崩れるである。

樟若葉は、樟若葉である。

くすんは、くすんである。

九寸五分は、九寸五分である。

癖は、癖である。

曲瀬は、曲瀬である。

愚生は、愚生である。

弘誓は、弘誓である。

貢税は、貢税である。

虞ぜいは、虞ぜいである。

虞世南は、虞世南である。

弘誓の網は、弘誓の網である。

虞ぜいの訴えは、虞ぜいの訴えである。

弘誓の海は、弘誓の海である。

弘誓の船は、弘誓の船である。

弘誓の鎧は、弘誓の鎧である。

貢税料所は、貢税料所である。

曲形は、曲形である。

救世観世音菩薩は、救世観世音菩薩である。

曲曲しは、曲曲しである。

癖毛は、癖毛である。

癖事は、癖事である。

癖地は、癖地である。

口舌は、口舌である。

口説は、口説である。

苦節は、苦節である。

愚拙は、愚拙である。

愚説は、愚説である。

口舌歌は、口舌歌である。

曲付くは、曲付くである。

口舌文は、口舌文である。

癖直しは、癖直しである。

クセナキスは、クセナキスである。

癖には、癖にである。

救世の闡提は、救世の闡提である。

救世の誓いは、救世の誓いである。

クセノファネスは、クセノファネスである。

クセノフォンは、クセノフォンである。

クセノンは、クセノンである。



曲人は、曲人である。

救世菩薩は、救世菩薩である。

曲舞は、曲舞である。

癖むは、癖むである。

癇癖談は、癇癖談である。

クセルクセスは、クセルクセスである。

苦戦は、苦戦である。

口宣は、口宣である。

供饌は、供饌である。

具瞻は、具瞻である。

駆潜艇は、駆潜艇である。

糞は、糞である。

屎は、屎である。

苦楚は、苦楚である。

くそは、くそである。

九僧は、九僧である。

口唱は、口唱である。

供僧は、供僧である。

具相は、具相である。

愚草は、愚草である。

愚僧は、愚僧である。

臭水は、臭水である。

糞桶は、糞桶である。

糞落着きは、糞落着きである。

糞蛙は、糞蛙である。

屎葛は、屎葛である。

具足は、具足である。

愚息は、愚息である。

具足親は、具足親である。

具足戒は、具足戒である。

具足鏡開き餅は、具足鏡開き餅である。

具足帷子は、具足帷子である。

具足金は、具足金である。

具足細工は、具足細工である。

具足師は、具足師である。

具足下は、具足下である。

具足煮は、具足煮である。

具足羽織は、具足羽織である。

具足櫃は、具足櫃である。

具足開きは、具足開きである。

具足奉行は、具足奉行である。

具足震いは、具足震いである。

具足武者は、具足武者である。

具足餅は、具足餅である。

糞溜めは、糞溜めである。

糞垂れは、糞垂れである。



糞力は、糞力である。

糞壺は、糞壺である。

糞度胸は、糞度胸である。

糞鴟は、糞鴟である。

糞蠅は、糞蠅である。

くそふくは、くそふくである。

糞袋は、糞袋である。

屎鮒は、屎鮒である。

糞船は、糞船である。

糞戸は、糞戸である。

屎戸は、屎戸である。

糞骨は、糞骨である。

糞真面目は、糞真面目である。

糞放るは、糞放るである。

糞味噌は、糞味噌である。

糞虫は、糞虫である。

糞腸は、糞腸である。

九尊は、九尊である。

愚存は、愚存である。

腐は、腐である。

芥は、芥である。

くだは、くだである。

九体は、九体である。

苦諦は、苦諦である。

裙帯は、裙帯である。

躯体は、躯体である。

口代は、口代である。

句題は、句題である。

具体は、具体である。

具体化は、具体化である。

具体概念は、具体概念である。

九体寺は、九体寺である。

具体性は、具体性である。

具体的は、具体的である。

具体的真理は、具体的真理である。

くたかけは、くたかけである。

くたかけ鳥は、くたかけ鳥である。

管粥は、管粥である。

管狐は、管狐である。

砕くは、砕くである。

摧くは、摧くである。

くたくたは、くたくたである。

くだくだは、くだくだである。

ぐたぐたは、ぐたぐたである。

くだくだしいは、くだくだしいである。

管水母は、管水母である。



砕けは、砕けである。

砕け米は、砕け米である。

砕けるは、砕けるである。

摧けるは、摧けるである。

下さいは、下さいである。

下さるは、下さるである。

下され物は、下され物である。

下されるは、下されるである。

管珊瑚は、管珊瑚である。

下さんすは、下さんすである。

下しは、下しである。

下し薬は、下し薬である。

下文は、下文である。

管朱引は、管朱引である。

下すは、下すである。

降すは、降すである。

管炭は、管炭である。

管掃除器は、管掃除器である。

管玉は、管玉である。

降ちは、降ちである。

降つは、降つである。

下っては、下ってである。

ぐたっとは、ぐたっとである。

管流しは、管流しである。

くたには、くたにである。

九谷は、九谷である。

グダニスクは、グダニスクである。

九谷焼は、九谷焼である。

小角は、小角である。

管の笛は、管の笛である。

管暖簾は、管暖簾である。

管梯子は、管梯子である。

管柱は、管柱である。

くたばり損いは、くたばり損いである。

くたばりはずれは、くたばりはずれである。

くたばるは、くたばるである。

草臥るは、草臥るである。

草臥は、草臥である。

草臥儲けは、草臥儲けである。

草臥休めは、草臥休めである。

草臥れるは、草臥れるである。

管巻は、管巻である。

下松は、下松である。

管虫は、管虫である。

腐藻は、腐藻である。

菓物は、菓物である。



管物は、管物である。

果物急ぎは、果物急ぎである。

管槍は、管槍である。

百済は、百済である。

百済楽は、百済楽である。

百済楽師は、百済楽師である。

百済川は、百済川である。

百済観音は、百済観音である。

百済琴は、百済琴である。

百済寺は、百済寺である。

下らないは、下らないである。

下らぬは、下らぬである。

百済野は、百済野である。

百済大井宮は、百済大井宮である。

百済河成は、百済河成である。

百済宮は、百済宮である。

下りは、下りである。

降りは、降りである。

件は、件である。

領は、領である。

ぐたりは、ぐたりである。

下り飴は、下り飴である。

下り鮎は、下り鮎である。

下り鰻は、下り鰻である。

下り絵本は、下り絵本である。

降懸魚は、降懸魚である。

下り坂は、下り坂である。

下り杯は、下り杯である。

下り酒屋は、下り酒屋である。

下り酒は、下り酒である。

下り薩摩は、下り薩摩である。

行狭は、行狭である。

降り月は、降り月である。

下り着くは、下り着くである。

下り手は、下り手である。

下り果つは、下り果つである。

下り腹は、下り腹である。

瀉腹は、瀉腹である。

下り船は、下り船である。

下り米は、下り米である。

降り棟は、降り棟である。

下り諸白は、下り諸白である。

下り役者は、下り役者である。

下り簗は、下り簗である。

下り闇は、下り闇である。

下り行くは、下り行くである。



降り竜は、降り竜である。

下るは、下るである。

降るは、降るである。

九段は、九段である。

九段坂は、九段坂である。

下んすは、下んすである。

くちは、くちである。

朽ちは、朽ちである。

駆馳は、駆馳である。

ぐちは、ぐちである。

愚知は、愚知である。

愚智は、愚智である。

愚痴は、愚痴である。

口合は、口合である。

口開けは、口開けである。

口明けは、口明けである。

口悪しは、口悪しである。

口遊びは、口遊びである。

口当りは、口当りである。

口網は、口網である。

口荒は、口荒である。

口争いは、口争いである。

くちいは、くちいである。

口入るは、口入るである。

口入れは、口入れである。

口入れ人は、口入れ人である。

口入れ屋は、口入れ屋である。

口歌は、口歌である。

口唄は、口唄である。

口写しは、口写しである。

口移しは、口移しである。

口占は、口占である。

口裏は、口裏である。

口煩いは、口煩いである。

口絵は、口絵である。

口餌は、口餌である。

口永は、口永である。

口覆いは、口覆いである。

口可笑しは、口可笑しである。

口置きは、口置きである。

口置くは、口置くである。

口惜しいは、口惜しいである。

口遅しは、口遅しである。

口恐ろしは、口恐ろしである。

口重は、口重である。

口重いは、口重いである。



口書は、口書である。

口賢いは、口賢いである。

口数は、口数である。

口堅いは、口堅いである。

口固むは、口固むである。

口固めは、口固めである。

口語りは、口語りである。

口金は、口金である。

口喧しいは、口喧しいである。

口鴨は、口鴨である。

口軽は、口軽である。

口軽いは、口軽いである。

口軽しは、口軽しである。

口替りは、口替りである。

口木は、口木である。

朽木は、朽木である。

朽木形は、朽木形である。

口利きは、口利きである。

口利き立ては、口利き立てである。

朽木座は、朽木座である。

朽木桜は、朽木桜である。

朽木倒しは、朽木倒しである。

朽木茸は、朽木茸である。

口穢は、口穢である。

口穢いは、口穢いである。

口汚いは、口汚いである。

朽木虫は、朽木虫である。

口器用は、口器用である。

口清しは、口清しである。

口清らかは、口清らかである。

口切りは、口切りである。

口綺麗は、口綺麗である。

口際は、口際である。

口銀は、口銀である。

苦竹は、苦竹である。

駆逐は、駆逐である。

駆逐艦は、駆逐艦である。

腐草は、腐草である。

口薬は、口薬である。

口癖は、口癖である。

口口は、口口である。

クチクラは、クチクラである。

口車は、口車である。

口喧嘩は、口喧嘩である。

口広言は、口広言である。

口巧者は、口巧者である。



口小言は、口小言である。

口答えは、口答えである。

口言は、口言である。

口詞は、口詞である。

口言葉は、口言葉である。

口コミは、口コミである。

口強は、口強である。

口強しは、口強しである。

口座は、口座である。

口賢しは、口賢しである。

口盃は、口盃である。

口さがないは、口さがないである。

口先は、口先である。

口先らは、口先らである。

口差縄は、口差縄である。

口寂しいは、口寂しいである。

口三味線は、口三味線である。

口触りは、口触りである。

口塩は、口塩である。

口凌ぎは、口凌ぎである。

口上手は、口上手である。

口吸いは、口吸いである。

口ずからは、口ずからである。

口過ぎは、口過ぎである。

口少なは、口少なである。

口過しは、口過しである。

口遊ぶは、口遊ぶである。

口遊みは、口遊みである。

口遊は、口遊である。

口遊むは、口遊むである。

嗽ぐは、嗽ぐである。

漱ぐは、漱ぐである。

口づつは、口づつである。

口酸っぱくは、口酸っぱくである。

口窄は、口窄である。

口銭は、口銭である。

口添えは、口添えである。

口添え酒は、口添え酒である。

口出しは、口出しである。

口敲きは、口敲きである。

口叩きは、口叩きである。

口達者は、口達者である。

口立ては、口立てである。

口近いは、口近いである。

口茶は、口茶である。

口中風は、口中風である。



口調法は、口調法である。

口序では、口序でである。

口付きは、口付きである。

口次ぎは、口次ぎである。

口付煙草は、口付煙草である。

口付くは、口付くである。

口繕いは、口繕いである。

口付けは、口付けである。

口伝えは、口伝えである。

口鼓は、口鼓である。

口伝ては、口伝てである。

愚痴っぽいは、愚痴っぽいである。

口紬は、口紬である。

口てづつは、口てづつである。

口手間は、口手間である。

口てんがうは、口てんがうである。

口砥は、口砥である。

口疾は、口疾である。

口銅は、口銅である。

口疾しは、口疾しである。

口鋭田は、口鋭田である。

口止めは、口止めである。

口止め料は、口止め料である。

口取は、口取である。

口取肴は、口取肴である。

口取皿は、口取皿である。

口取縄は、口取縄である。

口取物は、口取物である。

口直しは、口直しである。

口慰みは、口慰みである。

口無しは、口無しである。

梔子は、梔子である。

巵子は、巵子である。

山梔子は、山梔子である。

梔子色は、梔子色である。

梔子飯は、梔子飯である。

口舐りは、口舐りである。

口馴らしは、口馴らしである。

口馴らすは、口馴らすである。

口馴るは、口馴るである。

蛇は、蛇である。

口縄は、口縄である。

朽縄は、朽縄である。

口憎しは、口憎しである。

口抜きは、口抜きである。

口布は、口布である。



朽根は、朽根である。

口の思惑は、口の思惑である。

口の籠は、口の籠である。

朽ち残るは、朽ち残るである。

口の虎は、口の虎である。

口の端は、口の端である。

口の世は、口の世である。

口端は、口端である。

朽葉は、朽葉である。

朽葉色は、朽葉色である。

口恥は、口恥である。

嘴は、嘴である。

朽葉地は、朽葉地である。

口走るは、口走るである。

朽ち果てるは、朽ち果てるである。

口幅ったいは、口幅ったいである。

口幅広しは、口幅広しである。

くちばみは、くちばみである。

朽葉叢濃は、朽葉叢濃である。

口速は、口速である。

口早は、口早である。

口番は、口番である。

口火は、口火である。

口曳は、口曳である。

口髭は、口髭である。

くちひそむは、くちひそむである。

くちひびは、くちひびである。

口疼くは、口疼くである。

口拍子は、口拍子である。

口開きは、口開きである。

唇は、唇である。

口広いは、口広いである。

口封じは、口封じである。

口笛は、口笛である。

口塞ぎは、口塞ぎである。

口塞げは、口塞げである。

口不調法は、口不調法である。

朽筆は、朽筆である。

口振りは、口振りである。

口下手は、口下手である。

口紅は、口紅である。

口減らしは、口減らしである。

口偏は、口偏である。

口返答は、口返答である。

朽ち坊は、朽ち坊である。

口鉾は、口鉾である。



口細は、口細である。

口程は、口程である。

口米は、口米である。

口前は、口前である。

口任せは、口任せである。

口巻は、口巻である。

口幕は、口幕である。

口惑は、口惑である。

口松は、口松である。

口真似は、口真似である。

口学びは、口学びである。

口忠実は、口忠実である。

口回しは、口回しである。

口むしるは、口むしるである。

口女は、口女である。

口目は、口目である。

朽女は、朽女である。

朽目は、朽目である。

口持は、口持である。

口元は、口元である。

口許は、口許である。

口籾は、口籾である。

口貰ふは、口貰ふである。

庫車は、庫車である。

口約束は、口約束である。

くちゃくちゃは、くちゃくちゃである。

ぐちゃぐちゃは、ぐちゃぐちゃである。

ぐちゃりは、ぐちゃりである。

苦衷は、苦衷である。

駆虫は、駆虫である。

駆虫剤は、駆虫剤である。

句中対は、句中対である。

具注暦は、具注暦である。

クチュリエは、クチュリエである。

口調は、口調である。

区長は、区長である。

愚直は、愚直である。

口汚しは、口汚しである。

口寄せは、口寄せである。

口利口は、口利口である。

朽ちるは、朽ちるである。

愚痴るは、愚痴るである。

口論は、口論である。

口輪は、口輪である。

口脇は、口脇である。

口分けは、口分けである。



口悪は、口悪である。

クチンは、クチンである。

具陳は、具陳である。

沓は、沓である。

履は、履である。

屈は、屈である。

掘は、掘である。

窟は、窟である。

朽つは、朽つである。

沓石は、沓石である。

苦痛は、苦痛である。

口号は、口号である。

靴音は、靴音である。

覆すは、覆すである。

覆るは、覆るである。

沓形は、沓形である。

靴型は、靴型である。

口形の餅は、口形の餅である。

沓冠は、沓冠である。

崛起は、崛起である。

クッキーは、クッキーである。

朽木昌綱は、朽木昌綱である。

屈強は、屈強である。

究竟一は、究竟一である。

屈曲は、屈曲である。

くっきりは、くっきりである。

沓切は、沓切である。

屈筋は、屈筋である。

クッキングは、クッキングである。

クッキングカードは、クッキングカードである。

クッキングホイルは、クッキングホイルである。

クックは、クックである。

クック時刻表は、クック時刻表である。

クック諸島は、クック諸島である。

くっくっは、くっくっである。

くつくつは、くつくつである。

ぐつぐつは、ぐつぐつである。

句繕いは、句繕いである。

屈継は、屈継である。

屈系は、屈系である。

屈原は、屈原である。

口籠は、口籠である。

屈行は、屈行である。

屈光性は、屈光性である。

沓込は、沓込である。

掘採は、掘採である。



掘削は、掘削である。

掘鑿は、掘鑿である。

掘削機は、掘削機である。

掘鑿機は、掘鑿機である。

屈指は、屈指である。

沓師は、沓師である。

靴師は、靴師である。

屈し入るは、屈し入るである。

靴敷きは、靴敷きである。

沓下は、沓下である。

靴下は、靴下である。

靴下留めは、靴下留めである。

屈斜路湖は、屈斜路湖である。

屈従は、屈従である。

屈請は、屈請である。

崛請は、崛請である。

屈辱は、屈辱である。

屈触性は、屈触性である。

ぐっしょりは、ぐっしょりである。

クッションは、クッションである。

屈伸は、屈伸である。

掘進は、掘進である。

屈伸為替相場制は、屈伸為替相場制である。

クッシング症候群は、クッシング症候群である。

屈伸性は、屈伸性である。

屈伸制限法は、屈伸制限法である。

グッズは、グッズである。

ぐっすとは、ぐっすとである。

靴墨は、靴墨である。

ぐっすりは、ぐっすりである。

屈するは、屈するである。

靴擦れは、靴擦れである。

屈性は、屈性である。

屈折は、屈折である。

屈折角は、屈折角である。

屈折計は、屈折計である。

屈折語は、屈折語である。

屈折語尾は、屈折語尾である。

屈折の法則は、屈折の法則である。

屈折望遠鏡は、屈折望遠鏡である。

屈折率は、屈折率である。

クッソは、クッソである。

屈宋は、屈宋である。

屈葬は、屈葬である。

苦蘇花は、苦蘇花である。

掘足類は、掘足類である。



靴底は、靴底である。

屈託は、屈託である。

靴足袋は、靴足袋である。

グッタペルカは、グッタペルカである。

グッタペルカの樹は、グッタペルカの樹である。

倶多楽湖は、倶多楽湖である。

ぐったりは、ぐったりである。

くつちは、くつちである。

屈地性は、屈地性である。

倶知安は、倶知安である。

くっつくは、くっつくである。

沓付は、沓付である。

くっつけるは、くっつけるである。

沓手は、沓手である。

沓直は、沓直である。

沓手鳥は、沓手鳥である。

沓直鳥は、沓直鳥である。

くっとは、くっとである。

ぐっとは、ぐっとである。

グッドは、グッドである。

グッドアフターヌーンは、グッドアフターヌーンである。

グッドイブニングは、グッドイブニングである。

屈撓は、屈撓である。

グッドデザインは、グッドデザインである。

グッドナイトは、グッドナイトである。

グッドバイは、グッドバイである。

グッドマンは、グッドマンである。

グッドモーニングは、グッドモーニングである。

グッドラックは、グッドラックである。

沓取は、沓取である。

靴直しは、靴直しである。

忽那諸島は、忽那諸島である。

沓脱ぎは、沓脱ぎである。

沓脱ぎ石は、沓脱ぎ石である。

靴拭いは、靴拭いである。

沓の子は、沓の子である。

クッパは、クッパである。

沓穿かずは、沓穿かずである。

靴刷毛は、靴刷毛である。

轡は、轡である。

馬銜は、馬銜である。

グッピーは、グッピーである。

沓引は、沓引である。

臥機は、臥機である。

沓櫃は、沓櫃である。

沓人は、沓人である。



靴紐は、靴紐である。

屈伏は、屈伏である。

屈服は、屈服である。

沓船は、沓船である。

靴箆は、靴箆である。

沓巻は、沓巻である。

久津見は、久津見である。

靴磨きは、靴磨きである。

久津見蕨村は、久津見蕨村である。

くつめくは、くつめくである。

苦爪楽髪は、苦爪楽髪である。

沓持は、沓持である。

寛かは、寛かである。

寛ぎは、寛ぎである。

寛ぎがましは、寛ぎがましである。

寛殿は、寛殿である。

寛の御衣は、寛の御衣である。

寛ぐは、寛ぐである。

寛げるは、寛げるである。

銜は、銜である。

轡掛りは、轡掛りである。

轡形は、轡形である。

轡格子は、轡格子である。

轡心は、轡心である。

轡女郎は、轡女郎である。

轡蔓は、轡蔓である。

轡助けは、轡助けである。

轡虫は、轡虫である。

轡屋は、轡屋である。

忘八屋は、忘八屋である。

湫は、湫である。

倶胝は、倶胝である。

公庭は、公庭である。

愚弟は、愚弟である。

ぐでぐでは、ぐでぐでである。

クテシフォンは、クテシフォンである。

苦鉄質は、苦鉄質である。

工手間は、工手間である。

句点は、句点である。

口伝は、口伝である。

公田は、公田である。

功田は、功田である。

ぐでんぐでんは、ぐでんぐでんである。

口伝鈔は、口伝鈔である。

くとは、くとである。

くどは、くどである。



苦土は、苦土である。

くどいは、くどいである。

口頭は、口頭である。

句読は、句読である。

句頭は、句頭である。

狗盗は、狗盗である。

苦闘は、苦闘である。

工藤は、工藤である。

駆動は、駆動である。

愚答は、愚答である。

口頭三昧は、口頭三昧である。

駆動軸は、駆動軸である。

工藤祐経は、工藤祐経である。

句読点は、句読点である。

クトゥブッディーンアイバクは、クトゥブッディーンアイバクである。

工藤平助は、工藤平助である。

句読法は、句読法である。

口説きは、口説きである。

詢は、詢である。

口説歌は、口説歌である。

口説き落しは、口説き落しである。

口説き落すは、口説き落すである。

口説き言は、口説き言である。

口説き泣きは、口説き泣きである。

口説節は、口説節である。

口説模様は、口説模様である。

功徳は、功徳である。

口説くは、口説くである。

具徳は、具徳である。

愚禿は、愚禿である。

功徳衣は、功徳衣である。

愚禿鈔は、愚禿鈔である。

功徳蔵は、功徳蔵である。

功徳池は、功徳池である。

功徳茶は、功徳茶である。

功徳天は、功徳天である。

くどくどは、くどくどである。

ぐどぐどは、ぐどぐどである。

くどくどしいは、くどくどしいである。

功徳風呂は、功徳風呂である。

功徳林は、功徳林である。

九度山は、九度山である。

瞿曇は、瞿曇である。

愚鈍は、愚鈍である。

区内は、区内である。

宮内は、宮内である。



宮内官は、宮内官である。

宮内卿は、宮内卿である。

宮内省は、宮内省である。

グナイストは、グナイストである。

宮内大臣は、宮内大臣である。

宮内庁は、宮内庁である。

婚は、婚である。

婚ぐは、婚ぐである。

くなくなは、くなくなである。

ぐなぐなは、ぐなぐなである。

国後島は、国後島である。

国後目梨の戦いは、国後目梨の戦いである。

頑狂は、頑狂である。

久那斗神は、久那斗神である。

岐神は、岐神である。

狗奴国は、狗奴国である。

くなりくなりは、くなりくなりである。

苦難は、苦難である。

国は、国である。

邦は、邦である。

訓は、訓である。

垢膩は、垢膩である。

五二は、五二である。

国争いは、国争いである。

九二一は、九二一である。

国一揆は、国一揆である。

国入りは、国入りである。

国人は、国人である。

国絵図は、国絵図である。

国表は、国表である。

国飼は、国飼である。

国替は、国替である。

国懸神宮は、国懸神宮である。

国翔るは、国翔るである。

国形は、国形である。

国方は、国方である。

国包は、国包である。

北陸の道は、北陸の道である。

国構えは、国構えである。

国柄は、国柄である。

国家老は、国家老である。

国木田は、国木田である。

国木田独歩は、国木田独歩である。

恭仁京は、恭仁京である。

国郷談は、国郷談である。

苦肉は、苦肉である。



国崩しは、国崩しである。

苦肉の策は、苦肉の策である。

国言葉は、国言葉である。

国細工は、国細工である。

国境は、国境である。

国界は、国界である。

国東半島は、国東半島である。

国酒は、国酒である。

国貞は、国貞である。

国定忠次は、国定忠次である。

国里は、国里である。

国侍は、国侍である。

国重は、国重である。

思国歌は、思国歌である。

国衆は、国衆である。

国上臈は、国上臈である。

国勢は、国勢である。

国宣旨は、国宣旨である。

国訴は、国訴である。

国育ちは、国育ちである。

国大名は、国大名である。

国立は、国立である。

国魂は、国魂である。

国魂神は、国魂神である。

国民は、国民である。

国太夫節は、国太夫節である。

九日小袖は、九日小袖である。

国津は、国津である。

国つは、国つである。

国つ主は、国つ主である。

国つ神は、国つ神である。

地祇は、地祇である。

国次は、国次である。

国尽しは、国尽しである。

国造は、国造である。

国土は、国土である。

国続きは、国続きである。

国つ罪は、国つ罪である。

国綱は、国綱である。

国つ書は、国つ書である。

国記は、国記である。

国つ学びは、国つ学びである。

国つ守りは、国つ守りである。

国つ御神は、国つ御神である。

国つ都は、国つ都である。

国紬は、国紬である。



国詰は、国詰である。

国つ物は、国つ物である。

国つ社は、国つ社である。

国つ業は、国つ業である。

国手形は、国手形である。

国処は、国処である。

国所は、国所である。

国俊は、国俊である。

国隣は、国隣である。

国友は、国友である。

国友藤兵衛は、国友藤兵衛である。

国取りは、国取りである。

国取大名は、国取大名である。

国名は、国名である。

国中連公麻呂は、国中連公麻呂である。

国訛は、国訛である。

国並びは、国並びである。

くにのあゆみは、くにのあゆみである。

国の主は、国の主である。

国長は、国長である。

国の親は、国の親である。

国の風は、国の風である。

国守は、国守である。

国書生は、国書生である。

国底立尊は、国底立尊である。

国館は、国館である。

国の乳房は、国の乳房である。

国司は、国司である。

国常立尊は、国常立尊である。

国博士は、国博士である。

国の柱は、国の柱である。

国の華は、国の華である。

国の母は、国の母である。

国の秀は、国の秀である。

国の真秀らは、国の真秀らである。

国の真秀ろばは、国の真秀ろばである。

国之水分神は、国之水分神である。

国宰は、国宰である。

国御柱神は、国御柱神である。

久邇宮は、久邇宮である。

国原は、国原である。

国腹は、国腹である。

国払いは、国払いである。

国引きは、国引きである。

国広は、国広である。

国奉行は、国奉行である。



国武士は、国武士である。

国文は、国文である。

国風は、国風である。

国辺は、国辺である。

国覓ぎは、国覓ぎである。

国祭は、国祭である。

国見は、国見である。

国御魂は、国御魂である。

国光は、国光である。

国宗は、国宗である。

国目付は、国目付である。

国持は、国持である。

国持衆は、国持衆である。

国持大名は、国持大名である。

国元は、国元である。

国許は、国許である。

国者は、国者である。

国焼は、国焼である。

国役は、国役である。

国役方は、国役方である。

国役金は、国役金である。

くにゃくにゃは、くにゃくにゃである。

ぐにゃぐにゃは、ぐにゃぐにゃである。

国役普請は、国役普請である。

国安は、国安である。

ぐにゃりは、ぐにゃりである。

国野郎は、国野郎である。

口入は、口入である。

国行は、国行である。

国譲りは、国譲りである。

国吉は、国吉である。

国吉康雄は、国吉康雄である。

国別れは、国別れである。

公人は、公人である。

公人朝夕人は、公人朝夕人である。

公人奉行は、公人奉行である。

クヌートは、クヌートである。

薫衣香は、薫衣香である。

北陸道は、北陸道である。

櫟は、櫟である。

椚は、椚である。

橡は、橡である。

櫪は、櫪である。

櫟炭は、櫟炭である。

国中は、国中である。

公奴婢は、公奴婢である。



くねは、くねである。

くねくねは、くねくねである。

くねくねしは、くねくねしである。

くね竹は、くね竹である。

苦熱は、苦熱である。

くねらすは、くねらすである。

くねるは、くねるである。

九年母は、九年母である。

久野は、久野である。

くノ一は、くノ一である。

功能は、功能である。

苦悩は、苦悩である。

久能山は、久能山である。

グノーは、グノーである。

グノーシスは、グノーシスである。

愚の骨頂は、愚の骨頂である。

くの字点は、くの字点である。

クノップ液は、クノップ液である。

具の者は、具の者である。

久野寧は、久野寧である。

くはは、くはである。

狗吠は、狗吠である。

苦杯は、苦杯である。

駆梅は、駆梅である。

駆梅院は、駆梅院である。

駆梅剤は、駆梅剤である。

琥珀は、琥珀である。

瞿麦は、瞿麦である。

具縛は、具縛である。

瞿麦湯は、瞿麦湯である。

倶発は、倶発である。

くはやは、くはやである。

句早は、句早である。

句早いは、句早いである。

久原は、久原である。

久原房之助は、久原房之助である。

配りは、配りである。

賦りは、賦りである。

配り立ては、配り立てである。

配り散らすは、配り散らすである。

配り納豆は、配り納豆である。

配り番付は、配り番付である。

配り札は、配り札である。

配り幣は、配り幣である。

配り物は、配り物である。

賦別奉行は、賦別奉行である。



配るは、配るである。

賦るは、賦るである。

焼るは、焼るである。

虞犯少年は、虞犯少年である。

鳩槃荼は、鳩槃荼である。

句碑は、句碑である。

首は、首である。

頸は、頸である。

具否は、具否である。

具備は、具備である。

首板は、首板である。

首馬は、首馬である。

頸馬は、頸馬である。

頸被いは、頸被いである。

首桶は、首桶である。

首賭けは、首賭けである。

頸掛芝居は、頸掛芝居である。

首飾りは、首飾りである。

頸飾りは、頸飾りである。

首枷は、首枷である。

頸枷は、頸枷である。

首合点は、首合点である。

頸上は、頸上である。

首紙は、首紙である。

首狩は、首狩である。

首唐櫃は、首唐櫃である。

軛は、軛である。

頸木は、頸木である。

衡は、衡である。

頸城油田は、頸城油田である。

首切りは、首切りである。

首斬りは、首斬りである。

首切りぎすは、首切りぎすである。

首切り疔は、首切り疔である。

首切り飛蝗は、首切り飛蝗である。

首切れは、首切れである。

首切れ歌は、首切れ歌である。

首縊りは、首縊りである。

ぐびぐびは、ぐびぐびである。

首供養は、首供養である。

首見参は、首見参である。

首実検は、首実検である。

首数珠は、首数珠である。

首印は、首印である。

虞美人は、虞美人である。

虞美人草は、虞美人草である。



首筋は、首筋である。

頸筋は、頸筋である。

首銭は、首銭である。

首代は、首代である。

首台は、首台である。

首対面は、首対面である。

頸丈は、頸丈である。

首丈は、首丈である。

頸玉は、頸玉である。

首玉は、首玉である。

くびちは、くびちである。

首帳は、首帳である。

首帳付は、首帳付である。

愚筆は、愚筆である。

首塚は、首塚である。

首っ枷は、首っ枷である。

頸っ枷は、頸っ枷である。

頸着は、頸着である。

首っ丈は、首っ丈である。

頸っ丈は、頸っ丈である。

首っ玉は、首っ玉である。

頸っ玉は、頸っ玉である。

頸綱は、頸綱である。

首綱は、首綱である。

首っ引きは、首っ引きである。

首吊りは、首吊りである。

首釣りは、首釣りである。

首取始は、首取始である。

首長竜は、首長竜である。

首投げは、首投げである。

頸縄は、頸縄である。

首縄は、首縄である。

首人形は、首人形である。

首抜きは、首抜きである。

首根っこは、首根っこである。

頸根っこは、頸根っこである。

首引きは、首引きである。

首引は、首引である。

首捻りは、首捻りである。

頸総は、頸総である。

首札は、首札である。

首振り芝居は、首振り芝居である。

頸細しは、頸細しである。

頸骨は、頸骨である。

首巻は、首巻である。

頸巻は、頸巻である。



首巻き固めは、首巻き固めである。

首祭は、首祭である。

首回りは、首回りである。

頸廻りは、頸廻りである。

九百は、九百である。

首櫓は、首櫓である。

句拍子は、句拍子である。

宮毘羅は、宮毘羅である。

忽必烈は、忽必烈である。

宮毘羅大将は、宮毘羅大将である。

ぐびりぐびりは、ぐびりぐびりである。

縊り殺すは、縊り殺すである。

縊るは、縊るである。

括れは、括れである。

縊れ死には、縊れ死にである。

縊れるは、縊れるである。

首輪は、首輪である。

頸輪は、頸輪である。

狗賓は、狗賓である。

愚貧は、愚貧である。

愚貧僧は、愚貧僧である。

焼ぶは、焼ぶである。

愚夫は、愚夫である。

愚父は、愚父である。

愚婦は、愚婦である。

弘布は、弘布である。

供奉は、供奉である。

工夫は、工夫である。

句風は、句風である。

颶風は、颶風である。

駆風剤は、駆風剤である。

弘福寺は、弘福寺である。

九分九厘は、九分九厘である。

くふしは、くふしである。

供奉車は、供奉車である。

九分十分は、九分十分である。

供奉僧は、供奉僧である。

グプタは、グプタである。

倶不戴天は、倶不戴天である。

供仏は、供仏である。

愚物は、愚物である。

頭槌は、頭槌である。

頭椎は、頭椎である。

九分通りは、九分通りである。

求不得苦は、求不得苦である。

クプリーンは、クプリーンである。



口分は、口分である。

区分は、区分である。

区分求積法は、区分求積法である。

区分原理は、区分原理である。

区分肢は、区分肢である。

区分枝は、区分枝である。

区分所有は、区分所有である。

口分田は、口分田である。

区別は、区別である。

焼べるは、焼べるである。

苦扁桃は、苦扁桃である。

苦扁桃水は、苦扁桃水である。

苦扁桃油は、苦扁桃油である。

矩歩は、矩歩である。

駆歩は、駆歩である。

駈歩は、駈歩である。

凹は、凹である。

窪は、窪である。

久保は、久保である。

愚母は、愚母である。

凹いは、凹いである。

窪いは、窪いである。

句法は、句法である。

苦報は、苦報である。

公方は、公方である。

弘法は、弘法である。

求法は、求法である。

公方人は、公方人である。

公方者は、公方者である。

公方役は、公方役である。

凹かは、凹かである。

窪かは、窪かである。

久保貝は、久保貝である。

苦木は、苦木である。

久保栄は、久保栄である。

凹田は、凹田である。

窪田は、窪田である。

久保田は、久保田である。

窪田空穂は、窪田空穂である。

久保田城は、久保田城である。

凹溜りは、凹溜りである。

窪溜りは、窪溜りである。

久保田万太郎は、久保田万太郎である。

凹地は、凹地である。

窪地は、窪地である。

窪坏は、窪坏である。



窪手は、窪手である。

葉椀は、葉椀である。

久保天随は、久保天随である。

凹まるは、凹まるである。

窪まるは、窪まるである。

凹みは、凹みである。

窪みは、窪みである。

凹み石は、凹み石である。

凹むは、凹むである。

窪むは、窪むである。

凹目は、凹目である。

窪目は、窪目である。

凹めるは、凹めるである。

窪めるは、窪めるである。

久保亮五は、久保亮五である。

九品は、九品である。

九品安養界は、九品安養界である。

九品往生は、九品往生である。

九品上生は、九品上生である。

九品浄土は、九品浄土である。

九品念仏は、九品念仏である。

九品の台は、九品の台である。

九品の行業は、九品の行業である。

九品の教主は、九品の教主である。

九品の望は、九品の望である。

九品仏は、九品仏である。

九品来迎図は、九品来迎図である。

九品蓮台は、九品蓮台である。

奠は、奠である。

隈は、隈である。

阿は、阿である。

熊は、熊である。

熊蟻は、熊蟻である。

愚妹は、愚妹である。

愚昧は、愚昧である。

九枚笹は、九枚笹である。

供米所は、供米所である。

供米田は、供米田である。

熊送りは、熊送りである。

熊谷は、熊谷である。

熊谷笠は、熊谷笠である。

熊谷桜は、熊谷桜である。

熊谷陣屋は、熊谷陣屋である。

熊谷草は、熊谷草である。

熊谷岱蔵は、熊谷岱蔵である。

熊谷直実は、熊谷直実である。



熊谷直好は、熊谷直好である。

熊谷守一は、熊谷守一である。

熊樫は、熊樫である。

球磨川は、球磨川である。

隈隈しは、隈隈しである。

熊啄木鳥は、熊啄木鳥である。

熊公八公は、熊公八公である。

熊坂は、熊坂である。

熊坂心は、熊坂心である。

熊坂頭巾は、熊坂頭巾である。

熊坂長範は、熊坂長範である。

隈笹は、隈笹である。

熊笹は、熊笹である。

熊沢は、熊沢である。

熊沢蕃山は、熊沢蕃山である。

隈路は、隈路である。

奠稲は、奠稲である。

球磨焼酎は、球磨焼酎である。

熊蝉は、熊蝉である。

熊襲は、熊襲である。

熊鷹は、熊鷹である。

熊鷹眼は、熊鷹眼である。

熊葛は、熊葛である。

熊葛科は、熊葛科である。

隈手は、隈手である。

熊手は、熊手である。

熊手性は、熊手性である。

熊手婆は、熊手婆である。

隈所は、隈所である。

隈取りは、隈取りである。

暈取りは、暈取りである。

隈取り筆は、隈取り筆である。

隈取るは、隈取るである。

暈取るは、暈取るである。

隈無くは、隈無くである。

隈無しは、隈無しである。

熊鼠は、熊鼠である。

熊野は、熊野である。

熊胆は、熊胆である。

熊野懐紙は、熊野懐紙である。

熊野街道は、熊野街道である。

熊野川は、熊野川である。

熊野牛王は、熊野牛王である。

熊野三山は、熊野三山である。

熊野三社は、熊野三社である。

熊野三所権現は、熊野三所権現である。



熊野神社は、熊野神社である。

熊野水軍は、熊野水軍である。

熊の伝三郎は、熊の伝三郎である。

熊野道者は、熊野道者である。

熊野灘は、熊野灘である。

熊野那智神社は、熊野那智神社である。

熊野坐神社は、熊野坐神社である。

熊野速玉神社は、熊野速玉神社である。

熊野比丘尼は、熊野比丘尼である。

熊野筆は、熊野筆である。

熊野曼荼羅は、熊野曼荼羅である。

熊之実は、熊之実である。

熊野詣では、熊野詣でである。

熊野山伏は、熊野山伏である。

熊ノ湯温泉は、熊ノ湯温泉である。

熊蜂は、熊蜂である。

熊神籬は、熊神籬である。

隈筆は、隈筆である。

隈回は、隈回である。

熊虫は、熊虫である。

熊本は、熊本である。

熊本城は、熊本城である。

熊本大学は、熊本大学である。

熊本バンドは、熊本バンドである。

熊本洋学校は、熊本洋学校である。

熊柳は、熊柳である。

鳩摩羅什は、鳩摩羅什である。

クマリンは、クマリンである。

分るは、分るである。

阿新丸は、阿新丸である。

熊ん蜂は、熊ん蜂である。

組は、組である。

胡頽子は、胡頽子である。

苦味は、苦味である。

茱萸は、茱萸である。

グミは、グミである。

組合は、組合である。

組合員は、組合員である。

組合教会は、組合教会である。

組合契約は、組合契約である。

組合主義は、組合主義である。

組合製糸は、組合製糸である。

組合専従者は、組合専従者である。

組み合うは、組み合うである。

組み上がるは、組み上がるである。

汲み上げるは、汲み上げるである。



組み上げるは、組み上げるである。

組足は、組足である。

汲鮎は、汲鮎である。

組み合すは、組み合すである。

組合せは、組合せである。

組み合せるは、組み合せるである。

組糸は、組糸である。

組糸屋は、組糸屋である。

組入れは、組入れである。

組入れ天井は、組入れ天井である。

汲み入れるは、汲み入れるである。

組み入れるは、組み入れるである。

組員は、組員である。

組歌は、組歌である。

組唄は、組唄である。

組討ちは、組討ちである。

組打ちは、組打ちである。

組緒は、組緒である。

汲み置きは、汲み置きである。

組押は、組押である。

組踊は、組踊である。

組帯は、組帯である。

組換えは、組換えである。

組替えは、組替えである。

組換えＤＮＡは、組換えＤＮＡである。

組み換えるは、組み換えるである。

組み替えるは、組み替えるである。

組垣は、組垣である。

組懸は、組懸である。

組頭は、組頭である。

組紙は、組紙である。

組髪は、組髪である。

酌み交すは、酌み交すである。

組み交すは、組み交すである。

組木は、組木である。

組曲は、組曲である。

組子は、組子である。

組香は、組香である。

汲み込むは、汲み込むである。

組み込むは、組み込むである。

組杯は、組杯である。

組盃は、組盃である。

組肴は、組肴である。

茱萸酒は、茱萸酒である。

胡頽子酒は、胡頽子酒である。

組師は、組師である。



組み敷くは、組み敷くである。

組下は、組下である。

組写真は、組写真である。

与し易いは、与し易いである。

組衆は、組衆である。

組中は、組中である。

組重は、組重である。

クミスは、クミスである。

クミスクチンは、クミスクチンである。

与するは、与するである。

組題は、組題である。

汲出し茶碗は、汲出し茶碗である。

汲み出すは、汲み出すである。

汲み立ては、汲み立てである。

組立ては、組立てである。

組立工は、組立工である。

組立単位は、組立単位である。

組み立てるは、組み立てるである。

組違いは、組違いである。

組み交えは、組み交えである。

組み交えるは、組み交えるである。

組長は、組長である。

苦味丁幾は、苦味丁幾である。

口密は、口密である。

組付は、組付である。

組み付くは、組み付くである。

組付けは、組付けである。

組手は、組手である。

組手形は、組手形である。

組天井は、組天井である。

くみ所は、くみ所である。

組戸は、組戸である。

組み留めるは、組み留めるである。

汲取りは、汲取りである。

汲取り口は、汲取り口である。

汲み取るは、汲み取るである。

くみ寝は、くみ寝である。

組繍は、組繍である。

組の緒は、組の緒である。

酌み量るは、酌み量るである。

組版は、組版である。

組紐は、組紐である。

組夫は、組夫である。

茱萸嚢は、茱萸嚢である。

組総は、組総である。

組み伏せるは、組み伏せるである。



汲み干すは、汲み干すである。

汲み乾すは、汲み乾すである。

汲み紛ふは、汲み紛ふである。

組み交ぜるは、組み交ぜるである。

組町は、組町である。

組見本は、組見本である。

組目は、組目である。

組物は、組物である。

組屋は、組屋である。

苦味薬は、苦味薬である。

組み夜具は、組み夜具である。

組屋敷は、組屋敷である。

弘明集は、弘明集である。

共命鳥は、共命鳥である。

組入は、組入である。

組分けは、組分けである。

汲み分けるは、汲み分けるである。

酌み分けるは、酌み分けるである。

区民は、区民である。

クミンは、クミンである。

愚民は、愚民である。

区民税は、区民税である。

愚民政策は、愚民政策である。

雲は、雲である。

汲むは、汲むである。

酌むは、酌むである。

組むは、組むである。

ぐむは、ぐむである。

久村は、久村である。

久村暁台は、久村暁台である。

クムランは、クムランである。

久米は、久米である。

貢馬は、貢馬である。

苦茗は、苦茗である。

具名は、具名である。

愚命は、愚命である。

愚迷発心集は、愚迷発心集である。

久米歌は、久米歌である。

クメールは、クメールである。

クメール語は、クメール語である。

久米邦武は、久米邦武である。

久米桂一郎は、久米桂一郎である。

久米島は、久米島である。

久米田寺は、久米田寺である。

久米寺は、久米寺である。

久米の岩橋は、久米の岩橋である。



久米の皿山は、久米の皿山である。

久米仙人は、久米仙人である。

久米平内は、久米平内である。

粂平内は、粂平内である。

久米部は、久米部である。

来目部は、来目部である。

久米舞は、久米舞である。

来目舞は、来目舞である。

久米正雄は、久米正雄である。

工面は、工面である。

工面ごかしは、工面ごかしである。

工面次第は、工面次第である。

工面尽は、工面尽である。

蜘蛛は、蜘蛛である。

雲合いは、雲合いである。

雲脚は、雲脚である。

雲居は、雲居である。

雲井は、雲井である。

雲居隠るは、雲居隠るである。

雲居路は、雲居路である。

雲井竜雄は、雲井竜雄である。

雲井調子は、雲井調子である。

雲居雁は、雲居雁である。

雲井曲は、雲井曲である。

雲居の桜は、雲居の桜である。

雲居の空は、雲居の空である。

雲居の庭は、雲居の庭である。

雲居の余所は、雲居の余所である。

雲入は、雲入である。

雲井弄斎は、雲井弄斎である。

愚蒙は、愚蒙である。

雲隠るは、雲隠るである。

雲隠れは、雲隠れである。

雲霞は、雲霞である。

雲形は、雲形である。

雲形定規は、雲形定規である。

雲形斗きょうは、雲形斗きょうである。

雲形肘木は、雲形肘木である。

蜘蛛合戦は、蜘蛛合戦である。

雲紙は、雲紙である。

雲霧は、雲霧である。

蜘蛛切丸は、蜘蛛切丸である。

雲切れは、雲切れである。

雲煙は、雲煙である。

蜘蛛猿は、蜘蛛猿である。

く文字は、く文字である。



雲路は、雲路である。

雲障子は、雲障子である。

雲透かしは、雲透かしである。

雲透きは、雲透きである。

雲助は、雲助である。

蜘蛛助は、蜘蛛助である。

雲助唄は、雲助唄である。

雲助根性は、雲助根性である。

雲立涌は、雲立涌である。

公物は、公物である。

供物は、供物である。

蜘蛛手は、蜘蛛手である。

蜘蛛手格子は、蜘蛛手格子である。

蜘蛛手の橋は、蜘蛛手の橋である。

雲斗は、雲斗である。

雲鳥は、雲鳥である。

雲鳥のは、雲鳥のである。

雲取山は、雲取山である。

天衣紛上野初花は、天衣紛上野初花である。

雲の脚は、雲の脚である。

蜘蛛の網は、蜘蛛の網である。

雲の主は、雲の主である。

蜘蛛の糸は、蜘蛛の糸である。

雲の上は、雲の上である。

雲の上人は、雲の上人である。

雲の上臥しは、雲の上臥しである。

雲の浮波は、雲の浮波である。

雲の裏は、雲の裏である。

雲の扇は、雲の扇である。

蜘蛛の行いは、蜘蛛の行いである。

雲の返しは、雲の返しである。

雲の梯は、雲の梯である。

雲の通い路は、雲の通い路である。

雲の輿は、雲の輿である。

雲の梢は、雲の梢である。

雲の衣は、雲の衣である。

蜘蛛の巣は、蜘蛛の巣である。

蜘蛛の巣がきは、蜘蛛の巣がきである。

蜘蛛の巣黴は、蜘蛛の巣黴である。

蜘蛛の巣後光は、蜘蛛の巣後光である。

雲の便りは、雲の便りである。

雲の使は、雲の使である。

雲の鎖しは、雲の鎖しである。

雲の帳は、雲の帳である。

雲の波は、雲の波である。

雲の波路は、雲の波路である。



雲の果は、雲の果である。

雲の林は、雲の林である。

蜘蛛の振舞は、蜘蛛の振舞である。

雲の黛は、雲の黛である。

雲の迷いは、雲の迷いである。

雲の峰は、雲の峰である。

雲の都は、雲の都である。

雲の余所は、雲の余所である。

雲箔は、雲箔である。

雲離れは、雲離れである。

雲肘木は、雲肘木である。

蜘蛛人手は、蜘蛛人手である。

雲間は、雲間である。

蜘蛛舞は、蜘蛛舞である。

蜘蛛膜は、蜘蛛膜である。

蜘蛛膜下出血は、蜘蛛膜下出血である。

雲間褄黄蝶は、雲間褄黄蝶である。

雲水は、雲水である。

雲行きは、雲行きである。

雲夜は、雲夜である。

曇らふは、曇らふである。

曇らすは、曇らすである。

曇らはしは、曇らはしである。

曇りは、曇りである。

曇り霞は、曇り霞である。

曇り勝ちは、曇り勝ちである。

曇り硝子は、曇り硝子である。

曇草は、曇草である。

曇り声は、曇り声である。

曇り空は、曇り空である。

曇り夜のは、曇り夜のである。

曇り渡るは、曇り渡るである。

曇るは、曇るである。

雲分け眉は、雲分け眉である。

雲腸は、雲腸である。

公文は、公文である。

苦悶は、苦悶である。

愚問は、愚問である。

愚問賢注は、愚問賢注である。

求聞持法は、求聞持法である。

公文所は、公文所である。

公文奉行は、公文奉行である。

公役は、公役である。

苦厄は、苦厄である。

公役小間は、公役小間である。

区役所は、区役所である。



くやくやは、くやくやである。

悔しは、悔しである。

悔しいは、悔しいである。

悔しがるは、悔しがるである。

悔し泣きは、悔し泣きである。

悔し涙は、悔し涙である。

悔しぶは、悔しぶである。

悔し紛れは、悔し紛れである。

悔しむは、悔しむである。

悔しん坊は、悔しん坊である。

此奴は、此奴である。

悔みは、悔みである。

悔み顔は、悔み顔である。

悔み種は、悔み種である。

悔み言は、悔み言である。

悔み状は、悔み状である。

悔み泣きは、悔み泣きである。

悔み文は、悔み文である。

悔やむは、悔やむである。

悔ゆは、悔ゆである。

崩ゆは、崩ゆである。

越ゆは、越ゆである。

蹴ゆは、蹴ゆである。

瞿佑は、瞿佑である。

具有は、具有である。

燻らかすは、燻らかすである。

燻らすは、燻らすである。

燻らせるは、燻らせるである。

燻り満つは、燻り満つである。

九曜は、九曜である。

口養は、口養である。

公用は、公用である。

公羊学派は、公羊学派である。

公羊高は、公羊高である。

九曜星は、九曜星である。

公羊伝は、公羊伝である。

供養塔は、供養塔である。

供養法は、供養法である。

九曜紋は、九曜紋である。

くよくよは、くよくよである。

座は、座である。

蔵は、蔵である。

倉は、倉である。

鞍は、鞍である。

クラークは、クラークである。

鞍味は、鞍味である。



蔵預りは、蔵預りである。

蔵預り切手は、蔵預り切手である。

グラーツは、グラーツである。

グラードは、グラードである。

グラーフ卵胞は、グラーフ卵胞である。

クラーレは、クラーレである。

食らいは、食らいである。

位は、位である。

暗いは、暗いである。

昏いは、昏いである。

冥いは、冥いである。

クライアントは、クライアントである。

クライアントサーバーシステムは、クライアントサーバーシステムである。

クライヴは、クライヴである。

位衣は、位衣である。

食らい込むは、食らい込むである。

倉石は、倉石である。

クライシスは、クライシスである。

倉石武四郎は、倉石武四郎である。

クライシュは、クライシュである。

蔵衣裳は、蔵衣裳である。

クライストは、クライストである。

クライストチャーチは、クライストチャーチである。

クライストロンは、クライストロンである。

クライスラーは、クライスラーである。

位するは、位するである。

グライ層は、グライ層である。

グライダーは、グライダーである。

食らい倒れは、食らい倒れである。

位倒れは、位倒れである。

位高は、位高である。

食らい付くは、食らい付くである。

位付けは、位付けである。

位詰は、位詰である。

位取りは、位取りである。

食らい抜けは、食らい抜けである。

位抜けは、位抜けである。

位盗人は、位盗人である。

位の色は、位の色である。

位の山は、位の山である。

クライペダは、クライペダである。

クライマーは、クライマーである。

位負けは、位負けである。

クライマックスは、クライマックスである。

クライミングは、クライミングである。

クライモグラフは、クライモグラフである。



位山は、位山である。

位譲りは、位譲りである。

食らい酔うは、食らい酔うである。

蔵入りは、蔵入りである。

蔵入地は、蔵入地である。

蔵入れは、蔵入れである。

庫入れは、庫入れである。

位論は、位論である。

クラインは、クラインである。

クラインガルテンは、クラインガルテンである。

グラインダーは、グラインダーである。

クラインの壺は、クラインの壺である。

クラインフェルター症候群は、クラインフェルター症候群である。

食らうは、食らうである。

グラヴァー邸は、グラヴァー邸である。

クラヴィアは、クラヴィアである。

クラヴィコードは、クラヴィコードである。

クラヴサンは、クラヴサンである。

クラウジウスは、クラウジウスである。

クラウゼウィッツは、クラウゼウィッツである。

鞍打ちは、鞍打ちである。

クラウチングスタートは、クラウチングスタートである。

庫移しは、庫移しである。

クラウディングアウトは、クラウディングアウトである。

蔵人は、蔵人である。

グラウトは、グラウトである。

グラウト工法は、グラウト工法である。

クラウンは、クラウンである。

クラウンエーテルは、クラウンエーテルである。

クラウン硝子は、クラウン硝子である。

クラウンギヤは、クラウンギヤである。

グラウンダーは、グラウンダーである。

グラウンドは、グラウンドである。

グラウンドキーパーは、グラウンドキーパーである。

グラウンドシーツは、グラウンドシーツである。

グラウンドストロークは、グラウンドストロークである。

グラウンドパルプは、グラウンドパルプである。

グラウンドマナーは、グラウンドマナーである。

グラウンドルールは、グラウンドルールである。

グラウンドレスリングは、グラウンドレスリングである。

鞍覆いは、鞍覆いである。

闇おかみは、闇おかみである。

蔵置きは、蔵置きである。

鞍置は、鞍置である。

鞍置馬は、鞍置馬である。

鞍置所は、鞍置所である。



鞍皆具は、鞍皆具である。

クラカウは、クラカウである。

クラカウアは、クラカウアである。

鞍替えは、鞍替えである。

蔵垣は、蔵垣である。

鞍掛は、鞍掛である。

鞍懸は、鞍懸である。

鞍掛馬は、鞍掛馬である。

鞍笠は、鞍笠である。

鞍数は、鞍数である。

倉方は、倉方である。

クラカタウは、クラカタウである。

座上は、座上である。

暗がりは、暗がりである。

闇は、闇である。

暗がるは、暗がるである。

闇がるは、闇がるである。

冥き途は、冥き途である。

苦楽は、苦楽である。

来らくは、来らくである。

クラクションは、クラクションである。

鞍具足は、鞍具足である。

クラクフは、クラクフである。

くらくらは、くらくらである。

暗暗は、暗暗である。

ぐらぐらは、ぐらぐらである。

水母は、水母である。

海月桶は、海月桶である。

暗けくは、暗けくである。

水母の骨は、水母の骨である。

鞍心は、鞍心である。

暗事は、暗事である。

蔵浚えは、蔵浚えである。

暮しは、暮しである。

暗しは、暗しである。

昏しは、昏しである。

冥しは、冥しである。

グラジオラスは、グラジオラスである。

クラシカルは、クラシカルである。

倉敷は、倉敷である。

鞍敷は、鞍敷である。

倉敷料は、倉敷料である。

鞍鹿は、鞍鹿である。

鞍下は、鞍下である。

クラシックは、クラシックである。

クラシックレースは、クラシックレースである。



暮し向きは、暮し向きである。

蔵衆は、蔵衆である。

座後は、座後である。

鞍尻は、鞍尻である。

倉代は、倉代である。

グラシン紙は、グラシン紙である。

クラスは、クラスである。

暗すは、暗すである。

暮らすは、暮らすである。

グラスは、グラスである。

クラスアクションは、クラスアクションである。

グラスウールは、グラスウールである。

グラズーノフは、グラズーノフである。

クラス会は、クラス会である。

グラスゴーは、グラスゴーである。

グラスゴー大学は、グラスゴー大学である。

グラスコートは、グラスコートである。

クラスター化合物は、クラスター化合物である。

クラストは、クラストである。

グラスノスチは、グラスノスチである。

グラスハープは、グラスハープである。

グラスハーモニカは、グラスハーモニカである。

グラスファイバーは、グラスファイバーである。

クラスメートは、クラスメートである。

鞍擦れは、鞍擦れである。

クラスレート化合物は、クラスレート化合物である。

グラスロッドは、グラスロッドである。

グラスワークは、グラスワークである。

倉田は、倉田である。

蔵代官は、蔵代官である。

庫出しは、庫出しである。

蔵出しは、蔵出しである。

庫出し指図書は、庫出し指図書である。

庫出し税は、庫出し税である。

鞍立ちは、鞍立ちである。

くら谷は、くら谷である。

倉田百三は、倉田百三である。

グラタンは、グラタンである。

クラッカーは、クラッカーである。

内蔵使は、内蔵使である。

内蔵寮は、内蔵寮である。

蔵司は、蔵司である。

鞍築きは、鞍築きである。

鞍接ぎは、鞍接ぎである。

クラッキングは、クラッキングである。

クラックは、クラックである。



ぐらつくは、ぐらつくである。

グラックスは、グラックスである。

蔵造りは、蔵造りである。

鞍作止利は、鞍作止利である。

鞍作鳥は、鞍作鳥である。

鞍作部は、鞍作部である。

グラッシは、グラッシである。

クラッシャーは、クラッシャーである。

クラッシュは、クラッシュである。

クラッシュ症候群は、クラッシュ症候群である。

クラッススは、クラッススである。

グラッセは、グラッセである。

クラッチは、クラッチである。

くらっとは、くらっとである。

ぐらっとは、ぐらっとである。

グラッドストンは、グラッドストンである。

鞍壺は、鞍壺である。

鞍爪は、鞍爪である。

鞍強は、鞍強である。

グラデーションは、グラデーションである。

グラトコフは、グラトコフである。

クラトンは、クラトンである。

グラナは、グラナである。

グラナダは、グラナダである。

クラナッハは、クラナッハである。

グラナドスは、グラナドスである。

倉荷は、倉荷である。

倉荷証券は、倉荷証券である。

倉荷証書は、倉荷証書である。

グラニットは、グラニットである。

グラニュー糖は、グラニュー糖である。

グラニュライトは、グラニュライトである。

倉主は、倉主である。

内蔵頭は、内蔵頭である。

内蔵助は、内蔵助である。

倉橋は、倉橋である。

倉橋惣三は、倉橋惣三である。

クラバットは、クラバットである。

蔵払いは、蔵払いである。

蔵番は、蔵番である。

グラビアは、グラビアである。

クラビコードは、クラビコードである。

鞍櫃は、鞍櫃である。

クラビホは、クラビホである。

蔵開きは、蔵開きである。

クラブは、クラブである。



比ぶは、比ぶである。

較ぶは、較ぶである。

競ぶは、競ぶである。

グラフは、グラフである。

グラブは、グラブである。

グラファイトは、グラファイトである。

グラフィックは、グラフィックである。

グラフィックアートは、グラフィックアートである。

グラフィックデザインは、グラフィックデザインである。

グラフィティは、グラフィティである。

クラブ活動は、クラブ活動である。

蔵奉行は、蔵奉行である。

クラブサンは、クラブサンである。

クラブサンドイッチは、クラブサンドイッチである。

クラフトは、クラフトである。

クラフト紙は、クラフト紙である。

クラフトパルプは、クラフトパルプである。

クラフトユニオンは、クラフトユニオンである。

倉船は、倉船である。

クラブハウスは、クラブハウスである。

グラブバケットは、グラブバケットである。

暗部山は、暗部山である。

闇部山は、闇部山である。

クラプロートは、クラプロートである。

比べは、比べである。

較べは、較べである。

競べは、競べである。

蔵部は、蔵部である。

クラペイロンは、クラペイロンである。

競べ馬は、競べ馬である。

比べ苦しは、比べ苦しである。

比べ物は、比べ物である。

暗部屋は、暗部屋である。

比べるは、比べるである。

較べるは、較べるである。

競べるは、競べるである。

比べ侘ぶは、比べ侘ぶである。

蔵法師は、蔵法師である。

鞍橋は、鞍橋である。

鞍瓦は、鞍瓦である。

鞍馬は、鞍馬である。

グラマーは、グラマーである。

グラマースクールは、グラマースクールである。

蔵米は、蔵米である。

蔵米切手は、蔵米切手である。

鞍馬石は、鞍馬石である。



蔵米知行は、蔵米知行である。

蔵米取は、蔵米取である。

蔵前は、蔵前である。

蔵前衆は、蔵前衆である。

蔵前風は、蔵前風である。

グラマーガールは、グラマーガールである。

暗紛れは、暗紛れである。

鞍馬苔は、鞍馬苔である。

鞍馬獅子は、鞍馬獅子である。

暗ますは、暗ますである。

晦ますは、晦ますである。

蔵町は、蔵町である。

鞍馬寺は、鞍馬寺である。

鞍馬天狗は、鞍馬天狗である。

鞍馬の木芽漬は、鞍馬の木芽漬である。

鞍馬の竹伐りは、鞍馬の竹伐りである。

鞍馬の火祭は、鞍馬の火祭である。

鞍馬八流は、鞍馬八流である。

鞍馬参りは、鞍馬参りである。

鞍馬詣では、鞍馬詣でである。

鞍馬山は、鞍馬山である。

グラマラスは、グラマラスである。

鞍馬流は、鞍馬流である。

蔵回りは、蔵回りである。

クラミジアは、クラミジアである。

蔵店は、蔵店である。

クラミドモナスは、クラミドモナスである。

暗むは、暗むである。

眩むは、眩むである。

クラムは、クラムである。

グラムは、グラムである。

グラム陰性は、グラム陰性である。

グラムカロリーは、グラムカロリーである。

グラム原子は、グラム原子である。

グラムシは、グラムシである。

グラム重は、グラム重である。

グラム染色は、グラム染色である。

グラム当量は、グラム当量である。

グラム分子は、グラム分子である。

グラム陽性は、グラム陽性である。

暗めは、暗めである。

蔵目付は、蔵目付である。

倉持は、倉持である。

蔵持は、蔵持である。

くらもちの皇子は、くらもちの皇子である。

倉元は、倉元である。



蔵元は、蔵元である。

暗者は、暗者である。

蔵物は、蔵物である。

暗屋は、暗屋である。

倉役は、倉役である。

蔵役人は、蔵役人である。

蔵屋敷は、蔵屋敷である。

蔵屋敷衆は、蔵屋敷衆である。

暗宿は、暗宿である。

蔵宿は、蔵宿である。

蔵宿師は、蔵宿師である。

暗闇は、暗闇である。

暗闇細工は、暗闇細工である。

暗闇番は、暗闇番である。

暗闇祭は、暗闇祭である。

倉吉は、倉吉である。

暗らかは、暗らかである。

くらりは、くらりである。

ぐらりは、ぐらりである。

クラリオネットは、クラリオネットである。

クラリオンは、クラリオンである。

くらりくらりは、くらりくらりである。

ぐらりぐらりは、ぐらりぐらりである。

クラリッサは、クラリッサである。

クラリネットは、クラリネットである。

クラルテは、クラルテである。

クラレットは、クラレットである。

食はじ無い物は、食はじ無い物である。

食らわすは、食らわすである。

食らわせるは、食らわせるである。

倉渡しは、倉渡しである。

食らわんか舟は、食らわんか舟である。

クランは、クランである。

クランクは、クランクである。

クランクアップは、クランクアップである。

クランクインは、クランクインである。

クランク軸は、クランク軸である。

クランケは、クランケである。

グラントは、グラントである。

グランドは、グランドである。

グラントエレメントは、グラントエレメントである。

グランドオペラは、グランドオペラである。

グランドキャニオンは、グランドキャニオンである。

グランドジョラスは、グランドジョラスである。

グランドスラムは、グランドスラムである。

グランドゼコールは、グランドゼコールである。



グランドピアノは、グランドピアノである。

クランプは、クランプである。

グランプリは、グランプリである。

クランベリーは、クランベリーである。

クランポンは、クランポンである。

刳りは、刳りである。

栗は、栗である。

涅は、涅である。

繰りは、繰りである。

庫裏は、庫裏である。

庫裡は、庫裡である。

屈輪は、屈輪である。

クリアは、クリアである。

繰り上がるは、繰り上がるである。

繰上げは、繰上げである。

繰り上げるは、繰り上げるである。

グリア細胞は、グリア細胞である。

クリアビジョンは、クリアビジョンである。

繰網は、繰網である。

繰り歩みは、繰り歩みである。

クリアランスは、クリアランスである。

クリアランスセールは、クリアランスセールである。

繰り合せは、繰り合せである。

繰り合せるは、繰り合せるである。

栗餡は、栗餡である。

グリーは、グリーである。

クリーヴランドは、クリーヴランドである。

クリークは、クリークである。

グリークは、グリークである。

グリーグは、グリーグである。

グリークラブは、グリークラブである。

栗石は、栗石である。

グリースは、グリースである。

グリースカップは、グリースカップである。

繰り出すは、繰り出すである。

グリーティングカードは、グリーティングカードである。

繰糸は、繰糸である。

クリートは、クリートである。

クリーナーは、クリーナーである。

クリーニングは、クリーニングである。

クリーピングインフレーションは、クリーピングインフレーションである。

クリープは、クリープである。

クリーマーは、クリーマーである。

クリーミーは、クリーミーである。

クリームは、クリームである。

クリーム色は、クリーム色である。



クリームサンデーは、クリームサンデーである。

クリームソースは、クリームソースである。

クリームソーダは、クリームソーダである。

クリームチーズは、クリームチーズである。

クリーム煮は、クリーム煮である。

クリームパンは、クリームパンである。

繰り入るは、繰り入るである。

繰入れは、繰入れである。

繰り入れるは、繰り入れるである。

栗色は、栗色である。

涅色は、涅色である。

栗色土は、栗色土である。

クリーンは、クリーンである。

グリーンは、グリーンである。

クリーンアップトリオは、クリーンアップトリオである。

グリーンカードは、グリーンカードである。

グリーン関数は、グリーン関数である。

グリーン車は、グリーン車である。

グリーンタフは、グリーンタフである。

グリーンツーリズムは、グリーンツーリズムである。

グリーンティーは、グリーンティーである。

グリーンピースは、グリーンピースである。

クリーンヒーターは、クリーンヒーターである。

クリーンヒットは、クリーンヒットである。

クリーンビルは、クリーンビルである。

グリーンフィーは、グリーンフィーである。

グリーンベルトは、グリーンベルトである。

グリーンベレーは、グリーンベレーである。

グリーンランドは、グリーンランドである。

クリーンルームは、クリーンルームである。

クリーンローンは、クリーンローンである。

クリヴォイログは、クリヴォイログである。

栗梅は、栗梅である。

クリエーションは、クリエーションである。

クリエーターは、クリエーターである。

クリエーティブは、クリエーティブである。

クリエートは、クリエートである。

クリオーリョは、クリオーリョである。

繰り下ろすは、繰り下ろすである。

繰替えは、繰替えである。

繰返しは、繰返しである。

繰返し繰返しは、繰返し繰返しである。

繰返し符号は、繰返し符号である。

繰り返すは、繰り返すである。

繰替え払いは、繰替え払いである。

繰り替えるは、繰り替えるである。



繰り懸くは、繰り懸くである。

栗糟毛は、栗糟毛である。

刳形は、刳形である。

繰形は、繰形である。

栗形は、栗形である。

栗鹿の子は、栗鹿の子である。

倶利迦羅は、倶利迦羅である。

倶利伽羅峠は、倶利伽羅峠である。

倶利迦羅不動は、倶利迦羅不動である。

倶利迦羅紋紋は、倶利迦羅紋紋である。

倶利迦羅焼は、倶利迦羅焼である。

倶利迦羅竜王は、倶利迦羅竜王である。

栗皮は、栗皮である。

栗皮茶は、栗皮茶である。

烏皮の沓は、烏皮の沓である。

功力は、功力である。

栗金団は、栗金団である。

くりくりは、くりくりである。

ぐりぐりは、ぐりぐりである。

くりくり坊主は、くりくり坊主である。

栗毛は、栗毛である。

クリケットは、クリケットである。

栗毛駁は、栗毛駁である。

グリコーゲンは、グリコーゲンである。

グリコールは、グリコールである。

繰越しは、繰越しである。

繰越金は、繰越金である。

繰越計算書は、繰越計算書である。

グリコシドは、グリコシドである。

繰り越すは、繰り越すである。

繰り言は、繰り言である。

繰り言葉は、繰り言葉である。

栗粉の餅は、栗粉の餅である。

栗駒山は、栗駒山である。

くりこみ理論は、くりこみ理論である。

繰り込むは、繰り込むである。

グリザイユは、グリザイユである。

栗崎流は、栗崎流である。

繰下げは、繰下げである。

繰り下げるは、繰り下げるである。

栗鴫象虫は、栗鴫象虫である。

栗島は、栗島である。

栗島すみ子は、栗島すみ子である。

繰締めは、繰締めである。

繰締の緒は、繰締の緒である。

繰締の鐶は、繰締の鐶である。



クリシュナは、クリシュナである。

グリシンは、グリシンである。

クリスタルは、クリスタルである。

クリスタル硝子は、クリスタル硝子である。

クリスタルマイクロフォンは、クリスタルマイクロフォンである。

クリスチャニアは、クリスチャニアである。

クリスチャンは、クリスチャンである。

クリスチャンサイエンスは、クリスチャンサイエンスである。

クリスチャンネームは、クリスチャンネームである。

クリスティは、クリスティである。

クリスティーナは、クリスティーナである。

クリスティーヌドピザンは、クリスティーヌドピザンである。

クリステヴァは、クリステヴァである。

クリステルは、クリステルである。

クリストは、クリストである。

クリストバル石は、クリストバル石である。

クリスマスは、クリスマスである。

クリスマスイブは、クリスマスイブである。

クリスマスカードは、クリスマスカードである。

クリスマスカロルは、クリスマスカロルである。

クリスマスキャロルは、クリスマスキャロルである。

クリスマスケーキは、クリスマスケーキである。

クリスマスツリーは、クリスマスツリーである。

クリスマスプレゼントは、クリスマスプレゼントである。

クリスマスリースは、クリスマスリースである。

クリスマスローズは、クリスマスローズである。

グリセードは、グリセードである。

グリセリドは、グリセリドである。

グリセリンは、グリセリンである。

グリセロールは、グリセロールである。

涅染は、涅染である。

栗田は、栗田である。

栗帯は、栗帯である。

栗茸は、栗茸である。

繰出しは、繰出しである。

繰出し歩みは、繰出し歩みである。

繰り畳ぬは、繰り畳ぬである。

栗田寛は、栗田寛である。

栗たま蜂は、栗たま蜂である。

クリックは、クリックである。

グリッサンドは、グリッサンドである。

グリッドは、グリッドである。

グリッドバイアスは、グリッドバイアスである。

グリッドプランは、グリッドプランである。

クリッパーは、クリッパーである。

クリップは、クリップである。



グリップは、グリップである。

クリティカルは、クリティカルである。

繰り戸は、繰り戸である。

クリトリスは、クリトリスである。

刳りなすは、刳りなすである。

グリニジは、グリニジである。

グリニジ時は、グリニジ時である。

クリニックは、クリニックである。

グリニッジビレッジは、グリニッジビレッジである。

グリニャールは、グリニャールである。

グリニャール試薬は、グリニャール試薬である。

刳貫きは、刳貫きである。

刳り貫くは、刳り貫くである。

栗鼠は、栗鼠である。

栗鼠色は、栗鼠色である。

栗の子餅は、栗の子餅である。

繰延べは、繰延べである。

繰延勘定は、繰延勘定である。

繰延資産は、繰延資産である。

繰り延べるは、繰り延べるである。

クリノメーターは、クリノメーターである。

栗本衆は、栗本衆である。

繰り延ふは、繰り延ふである。

刳り鉢は、刳り鉢である。

久里浜は、久里浜である。

ぐりはまは、ぐりはまである。

栗葉蘭は、栗葉蘭である。

クリビアは、クリビアである。

繰引きは、繰引きである。

栗拾いは、栗拾いである。

繰り広げるは、繰り広げるである。

刳鬢は、刳鬢である。

グリフィスは、グリフィスである。

栗駁は、栗駁である。

クリプトコッカスは、クリプトコッカスである。

クリプトンは、クリプトンである。

刳舟は、刳舟である。

グリボエードフは、グリボエードフである。

繰り回すは、繰り回すである。

栗饅頭は、栗饅頭である。

クリミアは、クリミアである。

クリミア戦争は、クリミア戦争である。

クリミア汗国は、クリミア汗国である。

クリムは、クリムである。

グリムは、グリムである。

クリムソンは、クリムソンである。



クリムソンレーキは、クリムソンレーキである。

クリムトは、クリムトである。

グリムの法則は、グリムの法則である。

クリム汗国は、クリム汗国である。

栗名月は、栗名月である。

栗飯は、栗飯である。

栗本は、栗本である。

栗本鋤雲は、栗本鋤雲である。

繰り戻すは、繰り戻すである。

栗本派は、栗本派である。

厨は、厨である。

繰矢は、繰矢である。

厨川は、厨川である。

厨川柵は、厨川柵である。

厨川白村は、厨川白村である。

栗焼は、栗焼である。

厨人は、厨人である。

厨船は、厨船である。

栗山は、栗山である。

栗山桶は、栗山桶である。

栗山潜鋒は、栗山潜鋒である。

栗山大膳は、栗山大膳である。

厨女は、厨女である。

呉りゃるは、呉りゃるである。

グリュイエールは、グリュイエールである。

クリューガーは、クリューガーである。

グリューネヴァルトは、グリューネヴァルトである。

クリュニーは、クリュニーである。

グリュフィウスは、グリュフィウスである。

苦慮は、苦慮である。

供料は、供料である。

栗羊羹は、栗羊羹である。

繰り寄せるは、繰り寄せるである。

グリルは、グリルである。

クリルタイは、クリルタイである。

グリルパルツァーは、グリルパルツァーである。

繰綿は、繰綿である。

九輪は、九輪である。

苦輪は、苦輪である。

グリンカは、グリンカである。

クリンカーは、クリンカーである。

クリンガーは、クリンガーである。

九輪草は、九輪草である。

屈輪玉は、屈輪玉である。

クリンチは、クリンチである。

グリンデルヴァルトは、グリンデルヴァルトである。



クリントンは、クリントンである。

グリンメルスハウゼンは、グリンメルスハウゼンである。

枢は、枢である。

佝僂は、佝僂である。

呉るは、呉るである。

刳るは、刳るである。

眩るは、眩るである。

暮るは、暮るである。

繰るは、繰るである。

ぐるは、ぐるである。

狂いは、狂いである。

狂い咲きは、狂い咲きである。

狂い死には、狂い死にである。

クルイローフは、クルイローフである。

クルーは、クルーである。

狂うは、狂うである。

グルーは、グルーである。

クルーザーは、クルーザーである。

クルージングは、クルージングである。

クルーズは、クルーズである。

グルーズは、グルーズである。

グルーピーは、グルーピーである。

グルーピングは、グルーピングである。

グループは、グループである。

グループ学習は、グループ学習である。

グループサウンズは、グループサウンズである。

クループスカヤは、クループスカヤである。

グループダイナミックスは、グループダイナミックスである。

グループホームは、グループホームである。

グループワークは、グループワークである。

グルーミーは、グルーミーである。

グルーミングは、グルーミングである。

狂おしいは、狂おしいである。

くるおすは、くるおすである。

グルオンは、グルオンである。

グルカは、グルカである。

グルカゴンは、グルカゴンである。

グルカ兵は、グルカ兵である。

くるくるは、くるくるである。

ぐるぐるは、ぐるぐるである。

ぐるぐる髷は、ぐるぐる髷である。

グルクロン酸は、グルクロン酸である。

グルコースは、グルコースである。

グルココルチコイドは、グルココルチコイドである。

グルジアは、グルジアである。

グルジア語は、グルジア語である。



苦しいは、苦しいである。

苦しき海は、苦しき海である。

苦しびは、苦しびである。

苦しぶは、苦しぶである。

来島海峡は、来島海峡である。

苦し紛れは、苦し紛れである。

苦しみは、苦しみである。

苦しむは、苦しむである。

苦しめるは、苦しめるである。

来栖は、来栖である。

クルスは、クルスである。

来栖三郎は、来栖三郎である。

栗栖野は、栗栖野である。

クルゼイロは、クルゼイロである。

拘留孫仏は、拘留孫仏である。

クルタは、クルタである。

グルタチオンは、グルタチオンである。

グルタミンは、グルタミンである。

グルタミン酸は、グルタミン酸である。

クルツーアは、クルツーアである。

グルックは、グルックである。

クルックス管は、クルックス管である。

クルッツェンは、クルッツェンである。

くるっとは、くるっとである。

ぐるっとは、ぐるっとである。

クルップは、クルップである。

クルップ性肺炎は、クルップ性肺炎である。

クルップ砲は、クルップ砲である。

クルップレン法は、クルップレン法である。

グルッペは、グルッペである。

クルディスタンは、クルディスタンである。

グルテンは、グルテンである。

グルデンは、グルデンである。

来る年は、来る年である。

クルド人は、クルド人である。

クルトンは、クルトンである。

グルノーブルは、グルノーブルである。

来る日は、来る日である。

佝僂病は、佝僂病である。

踝は、踝である。

転べかすは、転べかすである。

反転は、反転である。

転べくは、転べくである。

車は、車である。

車争いは、車争いである。

車井は、車井である。



車椅子は、車椅子である。

車井戸は、車井戸である。

車牛は、車牛である。

車蝦は、車蝦である。

車大路は、車大路である。

車返しは、車返しである。

車返りは、車返りである。

車翻りは、車翻りである。

車懸りは、車懸りである。

車垣は、車垣である。

車笠は、車笠である。

車貸しは、車貸しである。

車借は、車借である。

車刀は、車刀である。

くる巻は、くる巻である。

車軋ろいは、車軋ろいである。

車切りは、車切りである。

ぐる髷は、ぐる髷である。

車桁は、車桁である。

車輿は、車輿である。

車籠めは、車籠めである。

車座は、車座である。

車裂きは、車裂きである。

車路は、車路である。

車仕掛けは、車仕掛けである。

車借金は、車借金である。

車善七は、車善七である。

車副は、車副である。

車僧は、車僧である。

車双紙は、車双紙である。

車装束は、車装束である。

車代は、車代である。

車鯛は、車鯛である。

車竹束は、車竹束である。

車裁ちは、車裁ちである。

車楯は、車楯である。

車立て論は、車立て論である。

車賃は、車賃である。

車塚は、車塚である。

車作りは、車作りである。

車鍔は、車鍔である。

車戸は、車戸である。

車糖は、車糖である。

車戸棚は、車戸棚である。

車止めは、車止めである。

車長持は、車長持である。



車人形は、車人形である。

車箱は、車箱である。

車葉草は、車葉草である。

車蝗虫は、車蝗虫である。

車火は、車火である。

車引きは、車引きである。

車曳きは、車曳きである。

車引網は、車引網である。

車菱は、車菱である。

車麩は、車麩である。

車船は、車船である。

車偏は、車偏である。

車回しは、車回しである。

車虫は、車虫である。

車持部は、車持部である。

車屋は、車屋である。

車宿は、車宿である。

車宿りは、車宿りである。

車百合は、車百合である。

車寄せは、車寄せである。

包まるは、包まるである。

グルマンは、グルマンである。

胡桃は、胡桃である。

山胡桃は、山胡桃である。

胡桃足膳は、胡桃足膳である。

胡桃油は、胡桃油である。

胡桃色は、胡桃色である。

胡桃科は、胡桃科である。

包み製本は、包み製本である。

胡桃豆腐は、胡桃豆腐である。

包み糊入れは、包み糊入れである。

包み貼りは、包み貼りである。

包み表紙は、包み表紙である。

包みボタンは、包みボタンである。

胡桃餅は、胡桃餅である。

くるみ餅は、くるみ餅である。

胡桃割りは、胡桃割りである。

胡桃割人形は、胡桃割人形である。

包むは、包むである。

久留米は、久留米である。

グルメは、グルメである。

包めは、包めである。

転めかすは、転めかすである。

久留米絣は、久留米絣である。

眩くは、眩くである。

久留米縞は、久留米縞である。



久留米躑躅は、久留米躑躅である。

包めるは、包めるである。

くるりは、くるりである。

転は、転である。

周は、周である。

周落は、周落である。

転転は、転転である。

久留里城は、久留里城である。

周高は、周高である。

くるり矢は、くるり矢である。

枢木は、枢木である。

枢戸は、枢戸である。

曲輪は、曲輪である。

狂はかすは、狂はかすである。

郭通いは、郭通いである。

郭詞は、郭詞である。

郭沙汰は、郭沙汰である。

郭三界は、郭三界である。

狂わしいは、狂わしいである。

狂わすは、狂わすである。

狂わせるは、狂わせるである。

郭勤めは、郭勤めである。

郭の網は、郭の網である。

廓文章は、廓文章である。

郭者は、郭者である。

郭模様は、郭模様である。

郭様は、郭様である。

郭四筋は、郭四筋である。

グルントは、グルントである。

グルントシューレは、グルントシューレである。

呉は、呉である。

暗れは、暗れである。

暮れは、暮れである。

榑は、榑である。

某は、某である。

ぐれは、ぐれである。

暮合は、暮合である。

クレアチニンは、クレアチニンである。

クレアチニンクリアランスは、クレアチニンクリアランスである。

クレアチンは、クレアチンである。

グレアムは、グレアムである。

グレイは、グレイである。

クレイステネスは、クレイステネスである。

榑板は、榑板である。

クレイトン法は、クレイトン法である。

塊打ちは、塊打ちである。



榑売は、榑売である。

クレーは、クレーである。

グレーは、グレーである。

クレーヴのおくがたの奥方は、クレーヴのおくがたの奥方である。

グレーカラーは、グレーカラーである。

クレーコートは、クレーコートである。

グレーザーは、グレーザーである。

クレージーは、クレージーである。

グレーシャーは、グレーシャーである。

クレー射撃は、クレー射撃である。

クレーターは、クレーターである。

グレーダーは、グレーダーである。

グレートは、グレートである。

グレードは、グレードである。

グレードアップは、グレードアップである。

グレートソルト湖は、グレートソルト湖である。

グレートデーンは、グレートデーンである。

グレートバリアリーフは、グレートバリアリーフである。

グレートブリテンは、グレートブリテンである。

グレートベア湖は、グレートベア湖である。

グレーバーは、グレーバーである。

グレーハウンドは、グレーハウンドである。

クレープは、クレープである。

グレープは、グレープである。

クレープシャツは、クレープシャツである。

グレープジュースは、グレープジュースである。

クレープデシンは、クレープデシンである。

グレープフルーツは、グレープフルーツである。

クレープペーパーは、クレープペーパーである。

クレームは、クレームである。

クレールは、クレールである。

榑縁は、榑縁である。

クレーンは、クレーンである。

クレーン車は、クレーン車である。

グレーンは、グレーンである。

クレオールは、クレオールである。

クレオール語は、クレオール語である。

クレオソートは、クレオソートである。

クレオソート注入法は、クレオソート注入法である。

クレオソート油は、クレオソート油である。

クレオパトラは、クレオパトラである。

クレオンは、クレオンである。

暮れ懸るは、暮れ懸るである。

呉楽は、呉楽である。

暮れ方は、暮れ方である。

榑木は、榑木である。



榑木山は、榑木山である。

呉釘は、呉釘である。

暮れ暮れは、暮れ暮れである。

呉呉は、呉呉である。

暮れ暮れとは、暮れ暮れとである。

暗れ暗れとは、暗れ暗れとである。

グレコは、グレコである。

暮古月は、暮古月である。

グレゴリーは、グレゴリーである。

グレゴリウスは、グレゴリウスである。

グレゴリウス暦は、グレゴリウス暦である。

グレゴリオは、グレゴリオである。

グレゴリオ聖歌は、グレゴリオ聖歌である。

グレコローマンスタイルは、グレコローマンスタイルである。

呉茂一は、呉茂一である。

暮新月は、暮新月である。

クレジットは、クレジットである。

クレジットカードは、クレジットカードである。

クレジットタイトルは、クレジットタイトルである。

グレシャムは、グレシャムである。

グレシャムの法則は、グレシャムの法則である。

呉秀三は、呉秀三である。

クレゾールは、クレゾールである。

クレゾール石鹸液は、クレゾール石鹸液である。

暮れ初むは、暮れ初むである。

クレソンは、クレソンである。

クレタは、クレタである。

呉竹は、呉竹である。

呉竹のは、呉竹のである。

呉竹の台は、呉竹の台である。

呉竹寮は、呉竹寮である。

塊叩きは、塊叩きである。

クレタ文明は、クレタ文明である。

クレチアンドトロワは、クレチアンドトロワである。

クレチン病は、クレチン病である。

愚劣は、愚劣である。

暮つ方は、暮つ方である。

ぐれつくは、ぐれつくである。

クレッシェンドは、クレッシェンドである。

クレッチマーは、クレッチマーである。

呉鼓は、呉鼓である。

クレップは、クレップである。

クレドは、クレドである。

呉床は、呉床である。

牙床は、牙床である。

紅色は、紅色である。



紅打は、紅打である。

紅縅は、紅縅である。

紅菊は、紅菊である。

紅絞りは、紅絞りである。

紅筋は、紅筋である。

紅裾濃は、紅裾濃である。

紅染は、紅染である。

紅匂いは、紅匂いである。

紅のは、紅のである。

紅の薄様は、紅の薄様である。

紅の梅は、紅の梅である。

紅の装束は、紅の装束である。

紅の塵は、紅の塵である。

紅の涙は、紅の涙である。

紅の葉は、紅の葉である。

紅の袴は、紅の袴である。

紅の筆は、紅の筆である。

紅の文は、紅の文である。

紅の峰は、紅の峰である。

紅紅葉は、紅紅葉である。

暮れ泥むは、暮れ泥むである。

グレナダは、グレナダである。

榑貫は、榑貫である。

呉藍は、呉藍である。

紅藍は、紅藍である。

暮の秋は、暮の秋である。

呉の母は、呉の母である。

懐香は、懐香である。

呉の楽は、呉の楽である。

暮れ残るは、暮れ残るである。

呉の鼓は、呉の鼓である。

呉椒は、呉椒である。

暮の春は、暮の春である。

呉の蚯蚓は、呉の蚯蚓である。

呉階は、呉階である。

呉橋は、呉橋である。

クレバスは、クレバスである。

クレパスは、クレパスである。

暮れ果てるは、暮れ果てるである。

呉織は、呉織である。

クレバネットは、クレバネットである。

ぐれはまは、ぐれはまである。

暗れ塞がるは、暗れ塞がるである。

クレブスは、クレブスである。

クレブス回路は、クレブス回路である。

榑船は、榑船である。



クレペリンは、クレペリンである。

クレペリン検査は、クレペリン検査である。

暮紛れは、暮紛れである。

クレマチスは、クレマチスである。

暗れ惑ふは、暗れ惑ふである。

クレマンは、クレマンである。

クレマンソーは、クレマンソーである。

暮六つは、暮六つである。

クレムリンは、クレムリンである。

クレメンスは、クレメンスである。

クレメンティは、クレメンティである。

クレモナは、クレモナである。

ぐれ宿は、ぐれ宿である。

暗れ闇は、暗れ闇である。

暮れ行くは、暮れ行くである。

クレヨンは、クレヨンである。

ぐれりぐれりは、ぐれりぐれりである。

呉れるは、呉れるである。

眩れるは、眩れるである。

暮れるは、暮れるである。

ぐれるは、ぐれるである。

暮れ渡るは、暮れ渡るである。

塊割りは、塊割りである。

紅蓮は、紅蓮である。

クレンザーは、クレンザーである。

紅蓮地獄は、紅蓮地獄である。

クレンジングは、クレンジングである。

クレンジングクリームは、クレンジングクリームである。

愚連隊は、愚連隊である。

紅蓮の井戸掘りは、紅蓮の井戸掘りである。

畔は、畔である。

黒は、黒である。

ぐろは、ぐろである。

グロは、グロである。

黒和えは、黒和えである。

黒揚羽は、黒揚羽である。

黒痣は、黒痣である。

黒葦毛は、黒葦毛である。

黒小豆は、黒小豆である。

クロアチアは、クロアチアである。

黒油は、黒油である。

黒蟻は、黒蟻である。

黒いは、黒いである。

黒い雨は、黒い雨である。

黒い霧は、黒い霧である。

黒石は、黒石である。



黒磯は、黒磯である。

黒板は、黒板である。

黒板勝美は、黒板勝美である。

クロイツァーは、クロイツァーである。

クロイツェルソナタは、クロイツェルソナタである。

クロイツフェルトヤコブ病は、クロイツフェルトヤコブ病である。

黒糸は、黒糸である。

黒糸縅は、黒糸縅である。

黒井峰遺跡は、黒井峰遺跡である。

黒岩は、黒岩である。

黒岩涙香は、黒岩涙香である。

苦労は、苦労である。

鼓楼は、鼓楼である。

愚老は、愚老である。

愚弄は、愚弄である。

愚陋は、愚陋である。

クロヴィスは、クロヴィスである。

苦労がるは、苦労がるである。

苦労性は、苦労性である。

黒歌鳥は、黒歌鳥である。

玄人は、玄人である。

玄人筋は、玄人筋である。

蔵人所は、蔵人所である。

蔵人の五位は、蔵人の五位である。

蔵人頭は、蔵人頭である。

玄人跣は、玄人跣である。

蔵人町は、蔵人町である。

苦労人は、苦労人である。

黒馬は、黒馬である。

黒梅擬きは、黒梅擬きである。

鼠李は、鼠李である。

黒梅擬き科は、黒梅擬き科である。

黒雲母は、黒雲母である。

黒江は、黒江である。

黒江塗は、黒江塗である。

黒大蟻は、黒大蟻である。

クローカスは、クローカスである。

クロークは、クロークである。

クロークルームは、クロークルームである。

クローシュは、クローシュである。

クロースは、クロースである。

クローズは、クローズである。

クローズアップは、クローズアップである。

クローズドショップは、クローズドショップである。

クローズドスタンスは、クローズドスタンスである。

クローズドモーゲージは、クローズドモーゲージである。



クローチェは、クローチェである。

クローデルは、クローデルである。

黒御鳥は、黒御鳥である。

クローナは、クローナである。

クローニングは、クローニングである。

クローネは、クローネである。

クローバーは、クローバーである。

グローバルは、グローバルである。

黒帯は、黒帯である。

クローブは、クローブである。

グローブは、グローブである。

グローブ座は、グローブ座である。

グロー放電は、グロー放電である。

クロームは、クロームである。

グローランプは、グローランプである。

クロールは、クロールである。

クローンは、クローンである。

クローン培養は、クローン培養である。

クローン病は、クローン病である。

黒柿は、黒柿である。

黒鹿毛は、黒鹿毛である。

黒樫は、黒樫である。

黒橿は、黒橿である。

黒頭は、黒頭である。

黒糟毛は、黒糟毛である。

緇門は、緇門である。

鉄は、鉄である。

鉄取りは、鉄取りである。

鉄の城は、鉄の城である。

鉄の楯は、鉄の楯である。

鉄の帳は、鉄の帳である。

鉄の肌は、鉄の肌である。

黒黴は、黒黴である。

黒構えは、黒構えである。

黒髪は、黒髪である。

黒髪のは、黒髪のである。

黒髪山は、黒髪山である。

黒鴨は、黒鴨である。

黒鴨出立ちは、黒鴨出立ちである。

黒鴨仕立ては、黒鴨仕立てである。

黒川は、黒川である。

黒韋は、黒韋である。

黒革は、黒革である。

黒革縅は、黒革縅である。

黒川利雄は、黒川利雄である。

黒川能は、黒川能である。



黒川春村は、黒川春村である。

黒川真頼は、黒川真頼である。

黒川原毛は、黒川原毛である。

黒木は、黒木である。

黒酒は、黒酒である。

黒木売は、黒木売である。

グロキシニアは、グロキシニアである。

黒木鳥居は、黒木鳥居である。

黒衣は、黒衣である。

黒木の御所は、黒木の御所である。

黒木の屋は、黒木の屋である。

九六は、九六である。

黒具は、黒具である。

黒瘡は、黒瘡である。

九六銭は、九六銭である。

黒具足は、黒具足である。

黒蛇は、黒蛇である。

黒沓は、黒沓である。

九六百は、九六百である。

黒雲は、黒雲である。

黒鞍は、黒鞍である。

黒栗毛は、黒栗毛である。

黒車は、黒車である。

黒黒は、黒黒である。

黒鍬は、黒鍬である。

畔鍬は、畔鍬である。

黒慈姑は、黒慈姑である。

黒毛は、黒毛である。

クロケットは、クロケットである。

黒毛和種は、黒毛和種である。

黒玄は、黒玄である。

黒鉱は、黒鉱である。

黒格子は、黒格子である。

黒ごきぶりは、黒ごきぶりである。

黒極上上吉は、黒極上上吉である。

黒焦げは、黒焦げである。

黒胡椒は、黒胡椒である。

クロコダイルは、クロコダイルである。

黒駒は、黒駒である。

黒胡麻は、黒胡麻である。

黒駒の勝蔵は、黒駒の勝蔵である。

黒米は、黒米である。

玄米は、玄米である。

黒砂糖は、黒砂糖である。

黒核は、黒核である。

黒沢は、黒沢である。



黒沢翁満は、黒沢翁満である。

黒沢琴古は、黒沢琴古である。

黒桟は、黒桟である。

黒珊瑚は、黒珊瑚である。

黒桟留は、黒桟留である。

黒しは、黒しである。

黒字は、黒字である。

黒鵐は、黒鵐である。

黒潮は、黒潮である。

黒潮大蛇行は、黒潮大蛇行である。

黒支度は、黒支度である。

黒仕立ては、黒仕立てである。

黒字倒産は、黒字倒産である。

黒搾りは、黒搾りである。

黒絞りは、黒絞りである。

黒島は、黒島である。

黒島伝治は、黒島伝治である。

黒シャツ党は、黒シャツ党である。

黒書院は、黒書院である。

黒猩猩は、黒猩猩である。

黒装束は、黒装束である。

黒白は、黒白である。

クロスは、クロスである。

黒酢は、黒酢である。

グロスは、グロスである。

黒水晶は、黒水晶である。

クロスエグザミネーションは、クロスエグザミネーションである。

クロスオーバーは、クロスオーバーである。

クロスカウンターは、クロスカウンターである。

クロスカントリーは、クロスカントリーである。

クロスキックは、クロスキックである。

クロスゲームは、クロスゲームである。

九郎助住家は、九郎助住家である。

クロスシートは、クロスシートである。

クロスステッチは、クロスステッチである。

黒雀蜂は、黒雀蜂である。

クロスセクションは、クロスセクションである。

黒砂は、黒砂である。

クロスバーは、クロスバーである。

クロスファイアは、クロスファイアである。

クロスプレーは、クロスプレーである。

クロスヘッドは、クロスヘッドである。

クロスベルトは、クロスベルトである。

黒住は、黒住である。

黒炭は、黒炭である。

黒住教は、黒住教である。



黒住宗忠は、黒住宗忠である。

黒ずむは、黒ずむである。

クロスレートは、クロスレートである。

クロスワードパズルは、クロスワードパズルである。

黒瀬川は、黒瀬川である。

クロゼットは、クロゼットである。

黒底翳は、黒底翳である。

黒染めは、黒染めである。

黒田は、黒田である。

畔田は、畔田である。

黒鯛は、黒鯛である。

黒ダイヤは、黒ダイヤである。

黒田清隆は、黒田清隆である。

黒岳は、黒岳である。

黒田如水は、黒田如水である。

畔田翠山は、畔田翠山である。

黒田清輝は、黒田清輝である。

黒田騒動は、黒田騒動である。

黒太刀は、黒太刀である。

黒棚は、黒棚である。

黒田長政は、黒田長政である。

黒谷は、黒谷である。

黒谷上人は、黒谷上人である。

黒谷上人語灯録は、黒谷上人語灯録である。

黒種は、黒種である。

黒種子草は、黒種子草である。

黒田売買は、黒田売買である。

黒田節は、黒田節である。

黒玉は、黒玉である。

黒田孝高は、黒田孝高である。

黒垂は、黒垂である。

黒血は、黒血である。

黒竹は、黒竹である。

烏竹は、烏竹である。

黒茶は、黒茶である。

黒茶色は、黒茶色である。

黒茶宇は、黒茶宇である。

黒茶染は、黒茶染である。

黒中は、黒中である。

黒中形は、黒中形である。

黒蝶貝は、黒蝶貝である。

畔塚は、畔塚である。

黒塚は、黒塚である。

クロッカスは、クロッカスである。

クロッキーは、クロッキーである。

グロッキーは、グロッキーである。



黒月毛は、黒月毛である。

黒桃花毛は、黒桃花毛である。

クロックは、クロックである。

くろ榔は、くろ榔である。

黒鶫は、黒鶫である。

黒作りは、黒作りである。

黒作りの太刀は、黒作りの太刀である。

烏装横刀は、烏装横刀である。

クロッケーは、クロッケーである。

グロッケンシュピールは、グロッケンシュピールである。

グロッサリーは、グロッサリーである。

グロッシーは、グロッシーである。

黒土は、黒土である。

黒つ羽は、黒つ羽である。

黒っぽいは、黒っぽいである。

黒面は、黒面である。

黒鶴は、黒鶴である。

黒橡は、黒橡である。

グロティウスは、グロティウスである。

黒手縞は、黒手縞である。

グロテスクは、グロテスクである。

黒貂は、黒貂である。

黒戸は、黒戸である。

黒とかげは、黒とかげである。

黒戸の御所は、黒戸の御所である。

黒鳥は、黒鳥である。

黒鳥毛は、黒鳥毛である。

クロトンは、クロトンである。

黒肉は、黒肉である。

クロニクルは、クロニクルである。

畔塗りは、畔塗りである。

黒塗りは、黒塗りである。

黒猫は、黒猫である。

黒根来は、黒根来である。

黒鼠は、黒鼠である。

クロノグラフは、クロノグラフである。

クロノスは、クロノスである。

クロノメーターは、クロノメーターである。

黒羽は、黒羽である。

黒南風は、黒南風である。

黒蠅は、黒蠅である。

黒白鳥は、黒白鳥である。

黒鵠は、黒鵠である。

黒八は、黒八である。

黒八丈は、黒八丈である。

クロパトキンは、クロパトキンである。



黒ばむは、黒ばむである。

黒パンは、黒パンである。

黒日は、黒日である。

黒檜は、黒檜である。

黒ビールは、黒ビールである。

グロピウスは、グロピウスである。

黒光りは、黒光りである。

黒髭は、黒髭である。

グロビゲリナは、グロビゲリナである。

黒豹は、黒豹である。

黒表紙は、黒表紙である。

グロビンは、グロビンである。

黒生は、黒生である。

黒斑は、黒斑である。

黒房は、黒房である。

黒総は、黒総である。

クロプシュトックは、クロプシュトックである。

黒不浄は、黒不浄である。

黒蓋は、黒蓋である。

黒駁は、黒駁である。

黒ぶなは、黒ぶなである。

黒船は、黒船である。

黒船切は、黒船切である。

黒船頭巾は、黒船頭巾である。

黒船忠右衛門は、黒船忠右衛門である。

グロブリンは、グロブリンである。

黒部は、黒部である。

黒部川は、黒部川である。

黒部五郎岳は、黒部五郎岳である。

黒穂は、黒穂である。

黒方は、黒方である。

黒穂菌は、黒穂菌である。

黒ぼくは、黒ぼくである。

黒ぼこは、黒ぼこである。

黒星は、黒星である。

黒星病は、黒星病である。

黒星笛鯛は、黒星笛鯛である。

黒牡丹は、黒牡丹である。

クロポトキンは、クロポトキンである。

黒骨は、黒骨である。

黒穂病は、黒穂病である。

黒保呂は、黒保呂である。

黒本は、黒本である。

クロマキーは、クロマキーである。

黒蒔絵は、黒蒔絵である。

黒幕は、黒幕である。



黒鮪は、黒鮪である。

黒ますは、黒ますである。

クロマチンは、クロマチンである。

黒松は、黒松である。

クロマトグラフィーは、クロマトグラフィーである。

黒眼は、黒眼である。

クロマニョンは、クロマニョンである。

黒豆は、黒豆である。

黒豆数えは、黒豆数えである。

黒豆の木は、黒豆の木である。

黒眉は、黒眉である。

黒丸は、黒丸である。

黒円は、黒円である。

黒まるは、黒まるである。

黒円花蜂は、黒円花蜂である。

黒みは、黒みである。

黒御影は、黒御影である。

黒御酒は、黒御酒である。

黒御簾は、黒御簾である。

黒水引は、黒水引である。

黒み棚は、黒み棚である。

黒蜜は、黒蜜である。

黒み走るは、黒み走るである。

黒み渡るは、黒み渡るである。

クロムは、クロムである。

黒むは、黒むである。

クロムイエローは、クロムイエローである。

グロムイコは、グロムイコである。

クロムウェルは、クロムウェルである。

クロム革は、クロム革である。

黒麦は、黒麦である。

クロムグリーンは、クロムグリーンである。

クロム鋼は、クロム鋼である。

クロム酸は、クロム酸である。

クロム酸カリウムは、クロム酸カリウムである。

クロム酸混液は、クロム酸混液である。

クロム酸鉛は、クロム酸鉛である。

黒虫は、黒虫である。

黒筵の車は、黒筵の車である。

クロム鉄鉱は、クロム鉄鉱である。

クロム鞣は、クロム鞣である。

クロムニッケルステンレス鋼は、クロムニッケルステンレス鋼である。

クロムバナジウム鋼は、クロムバナジウム鋼である。

クロムマンガン鋼は、クロムマンガン鋼である。

クロム明礬は、クロム明礬である。

クロムモリブデン鋼は、クロムモリブデン鋼である。



黒めは、黒めである。

黒目は、黒目である。

黒海布は、黒海布である。

黒め漆は、黒め漆である。

黒目勝ちは、黒目勝ちである。

黒目玉は、黒目玉である。

黒め屋は、黒め屋である。

黒めるは、黒めるである。

黒藻は、黒藻である。

黒文字は、黒文字である。

黒文字の油は、黒文字の油である。

黒元結は、黒元結である。

黒物は、黒物である。

黒焼は、黒焼である。

黒柳は、黒柳である。

黒柳召波は、黒柳召波である。

黒山は、黒山である。

黒百合は、黒百合である。

九六四は、九六四である。

黒四ダムは、黒四ダムである。

クロラールは、クロラールである。

黒らかは、黒らかである。

クロラムフェニコールは、クロラムフェニコールである。

グロリアは、グロリアである。

グロリオーサは、グロリオーサである。

クロルは、クロルである。

クロルカルキは、クロルカルキである。

クロル石灰は、クロル石灰である。

クロルテトラサイクリンは、クロルテトラサイクリンである。

クロルプロマジンは、クロルプロマジンである。

クロレラは、クロレラである。

クロロアセトフェノンは、クロロアセトフェノンである。

黒蝋色蒔絵は、黒蝋色蒔絵である。

クロロキンは、クロロキンである。

クロロキン網膜症は、クロロキン網膜症である。

クロロシスは、クロロシスである。

クロロジフェニルアルシンは、クロロジフェニルアルシンである。

クロロピクリンは、クロロピクリンである。

クロロフィツムは、クロロフィツムである。

クロロフィルは、クロロフィルである。

クロロプレンは、クロロプレンである。

クロロブロマイド紙は、クロロブロマイド紙である。

クロロベンゼンは、クロロベンゼンである。

クロロホルムは、クロロホルムである。

クロロマイセチンは、クロロマイセチンである。

黒枠は、黒枠である。



黒框は、黒框である。

クロワッサンは、クロワッサンである。

句論は、句論である。

クロンは、クロンである。

愚論は、愚論である。

クロンシュタットは、クロンシュタットである。

黒ん坊は、黒ん坊である。

桑は、桑である。

鍬は、鍬である。

慈姑は、慈姑である。

慈姑頭は、慈姑頭である。

桑石は、桑石である。

鍬弄りは、鍬弄りである。

桑苺は、桑苺である。

鍬入れは、鍬入れである。

桑色は、桑色である。

クワインは、クワインである。

加ふは、加ふである。

銜ふは、銜ふである。

啣ふは、啣ふである。

加うるには、加うるにである。

加えは、加えである。

銜えは、銜えである。

銜え煙管は、銜え煙管である。

加え薬は、加え薬である。

銜え込むは、銜え込むである。

加え算は、加え算である。

桑枝尺は、桑枝尺である。

銜え煙草は、銜え煙草である。

銜え箸は、銜え箸である。

銜え面は、銜え面である。

銜え楊枝は、銜え楊枝である。

加えるは、加えるである。

銜えるは、銜えるである。

啣えるは、啣えるである。

桑科は、桑科である。

鍬形は、鍬形である。

鍬形石は、鍬形石である。

鍬形けい斎は、鍬形けい斎である。

鍬形草は、鍬形草である。

鍬形の兜は、鍬形の兜である。

鍬形虫は、鍬形虫である。

桑天牛は、桑天牛である。

桑皮紙は、桑皮紙である。

桑木は、桑木である。

桑木厳翼は、桑木厳翼である。



桑木虱は、桑木虱である。

区分けは、区分けである。

桑子は、桑子である。

桑蚕は、桑蚕である。

野蚕は、野蚕である。

桑扱きは、桑扱きである。

桑扱き器は、桑扱き器である。

桑瘤は、桑瘤である。

鍬先山は、鍬先山である。

桑酒は、桑酒である。

細しは、細しである。

美しは、美しである。

精しいは、精しいである。

詳しいは、詳しいである。

委しいは、委しいである。

細し妹は、細し妹である。

美し妹は、美し妹である。

クワシオルコールは、クワシオルコールである。

鍬下は、鍬下である。

鍬下年期は、鍬下年期である。

細戈千足国は、細戈千足国である。

細し女は、細し女である。

美し女は、美し女である。

桑尺蠖は、桑尺蠖である。

桑代は、桑代である。

クワスは、クワスである。

交はすは、交はすである。

食わすは、食わすである。

不喰芋は、不喰芋である。

食わず嫌いは、食わず嫌いである。

食わせ物は、食わせ物である。

食わせ者は、食わせ者である。

食わせるは、食わせるである。

桑染は、桑染である。

桑染足袋は、桑染足袋である。

クワタは、クワタである。

桑高は、桑高である。

企つは、企つである。

鍬立ては、鍬立てである。

企ては、企てである。

企てるは、企てるである。

桑茶は、桑茶である。

桑付けは、桑付けである。

グワッシュは、グワッシュである。

桑摘みは、桑摘みである。

桑摘み唄は、桑摘み唄である。



桑時は、桑時である。

鍬取りは、鍬取りである。

桑名は、桑名である。

桑名の殿様は、桑名の殿様である。

桑名盆は、桑名盆である。

桑の門は、桑の門である。

桑の箸は、桑の箸である。

桑実寺は、桑実寺である。

桑弓は、桑弓である。

鍬初めは、鍬初めである。

鍬始めは、鍬始めである。

桑原は、桑原である。

桑原隲蔵は、桑原隲蔵である。

桑原武夫は、桑原武夫である。

鍬平は、鍬平である。

桑箒は、桑箒である。

鍬箒は、鍬箒である。

桑繭は、桑繭である。

桑虫は、桑虫である。

鍬焼は、鍬焼である。

桑山は、桑山である。

桑山玉洲は、桑山玉洲である。

加ゆは、加ゆである。

鍬丁は、鍬丁である。

钁丁は、钁丁である。

区割りは、区割りである。

クヮルテットは、クヮルテットである。

加わるは、加わるである。

くんは、くんである。

裙は、裙である。

葷は、葷である。

勲は、勲である。

軍は、軍である。

郡は、郡である。

群は、群である。

君位は、君位である。

勲位は、勲位である。

軍医は、軍医である。

訓育は、訓育である。

葷粥は、葷粥である。

薫育は、薫育である。

軍医総監は、軍医総監である。

郡院は、郡院である。

軍営は、軍営である。

軍役は、軍役である。

薫煙は、薫煙である。



燻煙は、燻煙である。

燻煙剤は、燻煙剤である。

郡王は、郡王である。

君恩は、君恩である。

君家は、君家である。

訓化は、訓化である。

薫化は、薫化である。

軍靴は、軍靴である。

軍歌は、軍歌である。

群下は、群下である。

軍衙は、軍衙である。

郡衙は、郡衙である。

訓戒は、訓戒である。

訓誡は、訓誡である。

訓解は、訓解である。

訓誨は、訓誨である。

軍拡は、軍拡である。

群鶴は、群鶴である。

軍学は、軍学である。

軍楽は、軍楽である。

軍学者は、軍学者である。

軍楽隊は、軍楽隊である。

訓伽陀は、訓伽陀である。

訓仮名は、訓仮名である。

軍官は、軍官である。

軍監は、軍監である。

軍艦は、軍艦である。

軍艦旗は、軍艦旗である。

軍管区は、軍管区である。

軍艦操練所は、軍艦操練所である。

軍艦鳥は、軍艦鳥である。

軍艦奉行は、軍艦奉行である。

軍艦マーチは、軍艦マーチである。

軍艦羅紗は、軍艦羅紗である。

勲記は、勲記である。

軍気は、軍気である。

軍紀は、軍紀である。

軍記は、軍記である。

軍旗は、軍旗である。

軍器は、軍器である。

軍毅は、軍毅である。

軍機は、軍機である。

群起は、群起である。

軍議は、軍議である。

群疑は、群疑である。

群議は、群議である。



軍旗祭は、軍旗祭である。

軍機処は、軍機処である。

軍機大臣は、軍機大臣である。

軍機保護法は、軍機保護法である。

軍記物は、軍記物である。

軍記物語は、軍記物語である。

群居は、群居である。

勲業は、勲業である。

軍記読みは、軍記読みである。

クングールは、クングールである。

くんくんは、くんくんである。

ぐんぐんは、ぐんぐんである。

軍鶏は、軍鶏である。

群系は、群系である。

軍刑法は、軍刑法である。

君権は、君権である。

訓言は、訓言である。

軍犬は、軍犬である。

群言は、群言である。

郡県制度は、郡県制度である。

訓詁は、訓詁である。

軍戸は、軍戸である。

軍袴は、軍袴である。

軍鼓は、軍鼓である。

君公は、君公である。

君侯は、君侯である。

くん蒿は、くん蒿である。

勲功は、勲功である。

薫香は、薫香である。

軍功は、軍功である。

軍港は、軍港である。

群口は、群口である。

群行は、群行である。

群豪は、群豪である。

君合国は、君合国である。

訓詁学は、訓詁学である。

君国は、君国である。

訓告は、訓告である。

軍国は、軍国である。

軍国主義は、軍国主義である。

郡国制は、郡国制である。

くん採は、くん採である。

葷菜は、葷菜である。

くんさるは、くんさるである。

群参は、群参である。

群山は、群山である。



軍産複合体は、軍産複合体である。

君子は、君子である。

薫紙は、薫紙である。

訓示は、訓示である。

訓辞は、訓辞である。

軍士は、軍士である。

軍使は、軍使である。

軍師は、軍師である。

群司は、群司である。

軍事は、軍事である。

軍持は、軍持である。

郡司は、郡司である。

屈じ甚しは、屈じ甚しである。

軍事化は、軍事化である。

訓示規定は、訓示規定である。

軍事教練は、軍事教練である。

軍資金は、軍資金である。

軍事行動は、軍事行動である。

君子国は、君子国である。

軍事裁判所は、軍事裁判所である。

軍事参議院は、軍事参議院である。

君子人は、君子人である。

軍事占領は、軍事占領である。

軍事探偵は、軍事探偵である。

燻室は、燻室である。

軍事同盟は、軍事同盟である。

郡司成忠は、郡司成忠である。

軍事封鎖は、軍事封鎖である。

郡司召は、郡司召である。

軍事目標主義は、軍事目標主義である。

軍者は、軍者である。

訓釈は、訓釈である。

勲爵は、勲爵である。

薫灼は、薫灼である。

君主は、君主である。

葷酒は、葷酒である。

群集は、群集である。

薫修は、薫修である。

軍需は、軍需である。

熏習は、熏習である。

薫習は、薫習である。

群衆は、群衆である。

群聚は、群聚である。

群集劇は、群集劇である。

群集心理は、群集心理である。

群集生態学は、群集生態学である。



群集墳は、群集墳である。

軍縮は、軍縮である。

軍縮会議は、軍縮会議である。

軍需景気は、軍需景気である。

軍需工業は、軍需工業である。

君主国は、君主国である。

軍需省は、軍需省である。

君主制は、君主制である。

軍事輸送は、軍事輸送である。

軍術は、軍術である。

君主道徳は、君主道徳である。

軍需品は、軍需品である。

君主論は、君主論である。

軍書は、軍書である。

群書は、群書である。

群書一覧は、群書一覧である。

勲章は、勲章である。

勲賞は、勲賞である。

君上は、君上である。

勲状は、勲状である。

燻蒸は、燻蒸である。

軍将は、軍将である。

軍餉は、軍餉である。

群小は、群小である。

軍情は、軍情である。

群生は、群生である。

群青は、群青である。

群青色は、群青色である。

燻蒸剤は、燻蒸剤である。

勲章年金は、勲章年金である。

勲章藻は、勲章藻である。

軍職は、軍職である。

群書索引は、群書索引である。

群書治要は、群書治要である。

軍書読みは、軍書読みである。

群書類従は、群書類従である。

君子蘭は、君子蘭である。

軍司令官は、軍司令官である。

軍司令部は、軍司令部である。

君臣は、君臣である。

葷辛は、葷辛である。

勲臣は、勲臣である。

軍神は、軍神である。

群臣は、群臣である。

軍人は、軍人である。

軍陣は、軍陣である。



軍陣医学は、軍陣医学である。

軍人皇帝は、軍人皇帝である。

軍神祭は、軍神祭である。

軍人将棋は、軍人将棋である。

軍人勅諭は、軍人勅諭である。

裙子は、裙子である。

屈ずは、屈ずである。

くんずは、くんずである。

軍すは、軍すである。

軍帥は、軍帥である。

クンストは、クンストである。

組んず解れつは、組んず解れつである。

訓ずるは、訓ずるである。

薫ずるは、薫ずるである。

燻ずるは、燻ずるである。

燻製は、燻製である。

薫製は、薫製である。

軍制は、軍制である。

軍政は、軍政である。

軍勢は、軍勢である。

群星は、群星である。

群棲は、群棲である。

くんせきは、くんせきである。

勲績は、勲績である。

軍籍は、軍籍である。

群籍は、群籍である。

葷羶は、葷羶である。

薫染は、薫染である。

薫然は、薫然である。

醺然は、醺然である。

軍扇は、軍扇である。

軍船は、軍船である。

君仙子は、君仙子である。

軍曹は、軍曹である。

軍装は、軍装である。

群叢は、群叢である。

群像は、群像である。

君側は、君側である。

軍足は、軍足である。

軍属は、軍属である。

群俗は、群俗である。

軍卒は、軍卒である。

軍体は、軍体である。

軍隊は、軍隊である。

群体は、群体である。

軍代は、軍代である。



郡代は、郡代である。

君台観左右帳記は、君台観左右帳記である。

軍隊手牒は、軍隊手牒である。

軍荼利は、軍荼利である。

軍荼利法は、軍荼利法である。

軍荼利明王は、軍荼利明王である。

軍荼利夜叉は、軍荼利夜叉である。

軍団は、軍団である。

軍談は、軍談である。

軍談師は、軍談師である。

軍秩は、軍秩である。

訓注は、訓注である。

訓註は、訓註である。

軍中は、軍中である。

軍忠は、軍忠である。

軍忠状は、軍忠状である。

君長は、君長である。

君朝は、君朝である。

君寵は、君寵である。

郡長は、郡長である。

君付けは、君付けである。

軍手は、軍手である。

訓典は、訓典である。

訓点は、訓点である。

訓伝は、訓伝である。

訓電は、訓電である。

訓点語は、訓点語である。

訓点資料は、訓点資料である。

ぐんとは、ぐんとである。

勲等は、勲等である。

薫陶は、薫陶である。

君道は、君道である。

訓導は、訓導である。

軍刀は、軍刀である。

郡稲は、郡稲である。

群党は、群党である。

群島は、群島である。

群盗は、群盗である。

群島理論は、群島理論である。

君徳は、君徳である。

訓読は、訓読である。

グンドルフは、グンドルフである。

郡内は、郡内である。

郡内織は、郡内織である。

郡内縞は、郡内縞である。

ぐんなりは、ぐんなりである。



燻肉は、燻肉である。

ぐんにゃりは、ぐんにゃりである。

君王は、君王である。

軍馬は、軍馬である。

軍配は、軍配である。

軍配団扇は、軍配団扇である。

軍配者は、軍配者である。

軍配昼顔は、軍配昼顔である。

勲閥は、勲閥である。

軍閥は、軍閥である。

群発地震は、群発地震である。

軍閥政治は、軍閥政治である。

軍幡は、軍幡である。

軍備は、軍備である。

軍費は、軍費である。

群飛は、群飛である。

軍備拡張は、軍備拡張である。

軍備管理は、軍備管理である。

軍備縮小は、軍備縮小である。

軍費賠償金は、軍費賠償金である。

軍兵は、軍兵である。

軍票は、軍票である。

君父は、君父である。

軍部は、軍部である。

郡部は、郡部である。

群舞は、群舞である。

軍夫は、軍夫である。

軍府は、軍府である。

薫風は、薫風である。

郡部会は、郡部会である。

軍服は、軍服である。

軍部大臣現役武官制は、軍部大臣現役武官制である。

グンプロヴィッチは、グンプロヴィッチである。

君辺は、君辺である。

勲簿は、勲簿である。

軍帽は、軍帽である。

群謀は、群謀である。

軍法は、軍法である。

軍鋒は、軍鋒である。

群芳は、群芳である。

群峰は、群峰である。

軍法会議は、軍法会議である。

軍法者は、軍法者である。

軍法立は、軍法立である。

軍封帝国主義は、軍封帝国主義である。

群牧は、群牧である。



群馬は、群馬である。

クンマーは、クンマーである。

群馬事件は、群馬事件である。

群馬大学は、群馬大学である。

君民は、君民である。

軍民は、軍民である。

群民は、群民である。

訓民正音は、訓民正音である。

君民同治は、君民同治である。

軍務は、軍務である。

軍務局は、軍務局である。

君命は、君命である。

群盲は、群盲である。

薫沐は、薫沐である。

君門は、君門である。

軍門は、軍門である。

郡役所は、郡役所である。

訓諭は、訓諭である。

薫蕕は、薫蕕である。

群遊は、群遊である。

群游は、群游である。

群雄は、群雄である。

群雄割拠は、群雄割拠である。

軍用は、軍用である。

軍容は、軍容である。

群羊は、群羊である。

軍用金は、軍用金である。

軍用犬は、軍用犬である。

軍用鳩は、軍用鳩である。

訓読みは、訓読みである。

群落は、群落である。

軍吏は、軍吏である。

群吏は、群吏である。

薫陸は、薫陸である。

軍律は、軍律である。

軍略は、軍略である。

軍旅は、軍旅である。

軍虜は、軍虜である。

軍慮は、軍慮である。

群侶は、群侶である。

軍糧は、軍糧である。

郡領は、郡領である。

群僚は、群僚である。

君臨は、君臨である。

群類は、群類である。

訓令は、訓令である。



軍令は、軍令である。

郡令は、郡令である。

群黎は、群黎である。

訓令式ローマ字は、訓令式ローマ字である。

軍令部は、軍令部である。

軍令部総長は、軍令部総長である。

訓練は、訓練である。

薫炉は、薫炉である。

勲労は、勲労である。

薫籠は、薫籠である。

群論は、群論である。

訓話は、訓話である。

けは、けである。

毛は、毛である。

食は、食である。

笥は、笥である。

異は、異である。

褻は、褻である。

卦は、卦である。

恠は、恠である。

罫は、罫である。

げは、げである。

偈は、偈である。

ケアは、ケアである。

蹴合いは、蹴合いである。

蹴合うは、蹴合うである。

蹴上がりは、蹴上がりである。

夏解は、夏解である。

蹴上げは、蹴上げである。

蹴上は、蹴上である。

蹴上げるは、蹴上げるである。

毛脚は、毛脚である。

毛足は、毛足である。

気悪しは、気悪しである。

毛穴は、毛穴である。

毛孔は、毛孔である。

ケアハウスは、ケアハウスである。

ケアマネージメントは、ケアマネージメントである。

ケアリーは、ケアリーである。

ケアレスミスは、ケアレスミスである。

夏安居は、夏安居である。

ケアンズは、ケアンズである。

褻居は、褻居である。

刑は、刑である。

圭は、圭である。

系は、系である。



径は、径である。

係は、係である。

奎は、奎である。

契は、契である。

計は、計である。

恵は、恵である。

珪は、珪である。

啓は、啓である。

掲は、掲である。

渓は、渓である。

蛍は、蛍である。

頃は、頃である。

敬は、敬である。

景は、景である。

荊は、荊である。

傾は、傾である。

携は、携である。

継は、継である。

詣は、詣である。

閨は、閨である。

慶は、慶である。

慧は、慧である。

稽は、稽である。

憩は、憩である。

蹊は、蹊である。

繋は、繋である。

警は、警である。

ケイは、ケイである。

芸は、芸である。

迎は、迎である。

げいは、げいである。

睨は、睨である。

黥は、黥である。

ゲイは、ゲイである。

恵愛は、恵愛である。

敬愛は、敬愛である。

敬愛法は、敬愛法である。

芸阿弥は、芸阿弥である。

桂庵は、桂庵である。

慶庵は、慶庵である。

慶安は、慶安である。

芸案は、芸案である。

桂庵口は、桂庵口である。

桂庵侍は、桂庵侍である。

慶安太平記は、慶安太平記である。

慶安御触書は、慶安御触書である。



慶安の変は、慶安の変である。

経緯は、経緯である。

敬畏は、敬畏である。

敬意は、敬意である。

軽衣は、軽衣である。

軽易は、軽易である。

経緯儀は、経緯儀である。

芸域は、芸域である。

京尹は、京尹である。

契印は、契印である。

鯨飲は、鯨飲である。

恵雨は、恵雨である。

芸裏は、芸裏である。

奎運は、奎運である。

景雲は、景雲である。

卿雲は、卿雲である。

迎雲は、迎雲である。

倪雲林は、倪雲林である。

形影は、形影である。

勁鋭は、勁鋭である。

経営は、経営である。

継泳は、継泳である。

警衛は、警衛である。

経営学は、経営学である。

経営管理は、経営管理である。

経営協議会は、経営協議会である。

経営経済学は、経営経済学である。

経営権は、経営権である。

経営工学は、経営工学である。

経営参加は、経営参加である。

経営者は、経営者である。

経営戦略は、経営戦略である。

軽営倉は、軽営倉である。

経営ビジョンは、経営ビジョンである。

経営分析は、経営分析である。

経営理念は、経営理念である。

経営倫理は、経営倫理である。

迎謁は、迎謁である。

桂園は、桂園である。

経筵は、経筵である。

敬遠は、敬遠である。

傾延は、傾延である。

閨怨は、閨怨である。

瓊筵は、瓊筵である。

芸苑は、芸苑である。

桂園一枝は、桂園一枝である。



軽演劇は、軽演劇である。

桂園時代は、桂園時代である。

桂園派は、桂園派である。

慶応は、慶応である。

慶応義塾は、慶応義塾である。

京王線は、京王線である。

芸表は、芸表である。

鯨音は、鯨音である。

軽音楽は、軽音楽である。

京華は、京華である。

珪化は、珪化である。

珪華は、珪華である。

経過は、経過である。

荊軻は、荊軻である。

恵果は、恵果である。

蛍火は、蛍火である。

軽科は、軽科である。

軽舸は、軽舸である。

慶賀は、慶賀である。

繋駕は、繋駕である。

猊下は、猊下である。

計会は、計会である。

啓開は、啓開である。

経回は、経回である。

軽快は、軽快である。

傾壊は、傾壊である。

経界は、経界である。

警戒は、警戒である。

形骸は、形骸である。

荊芥は、荊芥である。

傾蓋は、傾蓋である。

謦咳は、謦咳である。

芸界は、芸界である。

警戒警報は、警戒警報である。

警戒色は、警戒色である。

珪灰石は、珪灰石である。

警戒線は、警戒線である。

計会人は、計会人である。

京華織は、京華織である。

軽火器は、軽火器である。

圭角は、圭角である。

計画は、計画である。

計較は、計較である。

傾角は、傾角である。

掲額は、掲額である。

渓壑は、渓壑である。



谿壑は、谿壑である。

経学は、経学である。

計画経済は、計画経済である。

計画的は、計画的である。

軽歌劇は、軽歌劇である。

軽過失は、軽過失である。

彑頭は、彑頭である。

契闊は、契闊である。

慧黠は、慧黠である。

経過法は、経過法である。

珪化木は、珪化木である。

冏構えは、冏構えである。

経過利子は、経過利子である。

圭冠は、圭冠である。

径間は、径間である。

勁悍は、勁悍である。

掛冠は、掛冠である。

桂冠は、桂冠である。

荊冠は、荊冠である。

渓間は、渓間である。

渓澗は、渓澗である。

景観は、景観である。

軽患は、軽患である。

繋桿は、繋桿である。

警官は、警官である。

鶏冠は、鶏冠である。

鶏姦は、鶏姦である。

炯眼は、炯眼である。

珪岩は、珪岩である。

啓龕は、啓龕である。

慧眼は、慧眼である。

繋岸は、繋岸である。

鶏眼は、鶏眼である。

迎寒は、迎寒である。

鶏冠花は、鶏冠花である。

桂冠詩人は、桂冠詩人である。

鶏冠石は、鶏冠石である。

刑期は、刑期である。

京畿は、京畿である。

勁騎は、勁騎である。

契機は、契機である。

計器は、計器である。

経紀は、経紀である。

景気は、景気である。

軽機は、軽機である。

軽騎は、軽騎である。



傾危は、傾危である。

継起は、継起である。

慶喜は、慶喜である。

計議は、計議である。

経義は、経義である。

芸気は、芸気である。

芸妓は、芸妓である。

軽機関銃は、軽機関銃である。

軽気球は、軽気球である。

経義考は、経義考である。

景気指標は、景気指標である。

景気循環は、景気循環である。

景気付けは、景気付けである。

軽喫水は、軽喫水である。

景気動向指数は、景気動向指数である。

景気の歌は、景気の歌である。

計器飛行は、計器飛行である。

軽騎兵は、軽騎兵である。

景気変動は、景気変動である。

勁弓は、勁弓である。

軽裘は、軽裘である。

警急は、警急である。

桂宮院は、桂宮院である。

警急自動受信機は、警急自動受信機である。

軽裘肥馬は、軽裘肥馬である。

軽挙は、軽挙である。

敬恭は、敬恭である。

景況は、景況である。

景教は、景教である。

馨香は、馨香である。

敬仰は、敬仰である。

景仰は、景仰である。

荊棘は、荊棘である。

閨局は、閨局である。

瓊玉は、瓊玉である。

景曲体は、景曲体である。

桂玉の艱は、桂玉の艱である。

軽挙妄動は、軽挙妄動である。

奚琴は、奚琴である。

携琴は、携琴である。

軽銀は、軽銀である。

軽金属は、軽金属である。

警句は、警句である。

刑具は、刑具である。

敬具は、敬具である。

軽愚は、軽愚である。



珪孔雀石は、珪孔雀石である。

警句法は、警句法である。

経訓は、経訓である。

鶏群は、鶏群である。

鶏群鶴立は、鶏群鶴立である。

けいけいは、けいけいである。

炯炯は、炯炯である。

経芸は、経芸である。

鯨鯢は、鯨鯢である。

けいげいしいは、けいげいしいである。

荊渓尊者は、荊渓尊者である。

迎撃は、迎撃である。

経穴は、経穴である。

桂月は、桂月である。

鶏血石は、鶏血石である。

勁健は、勁健である。

契券は、契券である。

経験は、経験である。

敬虔は、敬虔である。

軽軒は、軽軒である。

鶏犬は、鶏犬である。

軽減は、軽減である。

経験科学は、経験科学である。

経験学習は、経験学習である。

経験カリキュラムは、経験カリキュラムである。

経験者は、経験者である。

経験主義は、経験主義である。

敬虔主義は、敬虔主義である。

経験則は、経験則である。

経験的は、経験的である。

経験的概念は、経験的概念である。

経験的法則は、経験的法則である。

経験批判論は、経験批判論である。

経験論は、経験論である。

頸肩腕症候群は、頸肩腕症候群である。

恵顧は、恵顧である。

袿袴は、袿袴である。

稽古は、稽古である。

瓊戸は、瓊戸である。

けい蛄は、けい蛄である。

鶏距は、鶏距である。

敬語は、敬語である。

慧悟は、慧悟である。

警固は、警固である。

警悟は、警悟である。

警語は、警語である。



警護は、警護である。

芸子は、芸子である。

囈語は、囈語である。

芸子上がりは、芸子上がりである。

径行は、径行である。

啓行は、啓行である。

経口は、経口である。

蛍光は、蛍光である。

敬公は、敬公である。

けい康は、けい康である。

傾向は、傾向である。

携行は、携行である。

閨閤は、閨閤である。

慶幸は、慶幸である。

磬控は、磬控である。

鶏口は、鶏口である。

契合は、契合である。

芸劫は、芸劫である。

迎合は、迎合である。

傾向映画は、傾向映画である。

経口感染は、経口感染である。

軽工業は、軽工業である。

軽合金は、軽合金である。

蛍光抗体法は、蛍光抗体法である。

蛍光色は、蛍光色である。

傾向性は、傾向性である。

傾光性は、傾光性である。

蛍光染料は、蛍光染料である。

蛍光増白剤は、蛍光増白剤である。

蛍光体は、蛍光体である。

景行天皇は、景行天皇である。

蛍光灯は、蛍光灯である。

蛍光塗料は、蛍光塗料である。

閨閤の臣は、閨閤の臣である。

蛍光板は、蛍光板である。

経口避妊薬は、経口避妊薬である。

傾向文学は、傾向文学である。

蛍光ペンは、蛍光ペンである。

経口免疫は、経口免疫である。

稽古着は、稽古着である。

京国は、京国である。

啓告は、啓告である。

渓谷は、渓谷である。

谿谷は、谿谷である。

経国は、経国である。

傾国は、傾国である。



警告は、警告である。

けい惑は、けい惑である。

繋獄は、繋獄である。

経国集は、経国集である。

警告色は、警告色である。

警告反応は、警告反応である。

経国美談は、経国美談である。

稽古事は、稽古事である。

稽古所は、稽古所である。

稽古浄瑠璃は、稽古浄瑠璃である。

稽古台は、稽古台である。

脛骨は、脛骨である。

稽古通事は、稽古通事である。

稽古通詞は、稽古通詞である。

警固田は、警固田である。

景事は、景事である。

芸事は、芸事である。

稽古能は、稽古能である。

稽古始は、稽古始である。

敬語法は、敬語法である。

稽古本は、稽古本である。

稽古屋は、稽古屋である。

稽査は、稽査である。

繋鎖は、繋鎖である。

猊座は、猊座である。

掲載は、掲載である。

頃歳は、頃歳である。

荊妻は、荊妻である。

継妻は、継妻である。

茎菜は、茎菜である。

刑罪は、刑罪である。

径材は、径材である。

経済は、経済である。

軽罪は、軽罪である。

迎歳は、迎歳である。

経済安定九原則は、経済安定九原則である。

経済安定本部は、経済安定本部である。

渓斎英泉は、渓斎英泉である。

経済家は、経済家である。

経済界は、経済界である。

経済外的強制は、経済外的強制である。

経済学は、経済学である。

経済観念は、経済観念である。

経済企画庁は、経済企画庁である。

経済協力は、経済協力である。

経済協力開発機構は、経済協力開発機構である。



経済警察は、経済警察である。

経済原則は、経済原則である。

経済行為は、経済行為である。

経済財は、経済財である。

経済史は、経済史である。

経済社会理事会は、経済社会理事会である。

経済主義は、経済主義である。

経済人は、経済人である。

経済審議庁は、経済審議庁である。

経済人類学は、経済人類学である。

経済水域は、経済水域である。

経済性は、経済性である。

経済政策は、経済政策である。

経済成長は、経済成長である。

経済成長率は、経済成長率である。

経済単位は、経済単位である。

経済団体連合会は、経済団体連合会である。

経済地理学は、経済地理学である。

経済的は、経済的である。

経済統計は、経済統計である。

経済統制は、経済統制である。

経済闘争は、経済闘争である。

経済同友会は、経済同友会である。

経済特区は、経済特区である。

経済白書は、経済白書である。

経済表は、経済表である。

経済封鎖は、経済封鎖である。

経済ブロックは、経済ブロックである。

経済法は、経済法である。

経済面は、経済面である。

経済要録は、経済要録である。

経済予測は、経済予測である。

経済録は、経済録である。

計策は、計策である。

繋索は、繋索である。

警察は、警察である。

警察医は、警察医である。

警察学校は、警察学校である。

警察官は、警察官である。

警察官職務執行法は、警察官職務執行法である。

警察機動隊は、警察機動隊である。

警察犬は、警察犬である。

警察権は、警察権である。

警察国家は、警察国家である。

警察署は、警察署である。

警察処分は、警察処分である。



警察庁は、警察庁である。

警察手帳は、警察手帳である。

警察比例の原則は、警察比例の原則である。

警察法は、警察法である。

警察予備隊は、警察予備隊である。

卦算は、卦算である。

圭算は、圭算である。

計算は、計算である。

珪酸は、珪酸である。

瑩山は、瑩山である。

倪さんは、倪さんである。

珪酸塩は、珪酸塩である。

珪酸塩鉱物は、珪酸塩鉱物である。

卦算冠は、卦算冠である。

計算器は、計算器である。

計算機は、計算機である。

計算機科学は、計算機科学である。

計算尺は、計算尺である。

計算書は、計算書である。

計算尽は、計算尽である。

計算図表は、計算図表である。

計算高いは、計算高いである。

珪酸ナトリウムは、珪酸ナトリウムである。

経産婦は、経産婦である。

刑死は、刑死である。

京師は、京師である。

家司は、家司である。

屐子は、屐子である。

恵施は、恵施である。

恵賜は、恵賜である。

桂枝は、桂枝である。

桂芝は、桂芝である。

経史は、経史である。

経死は、経死である。

経始は、経始である。

軽士は、軽士である。

軽視は、軽視である。

継子は、継子である。

継嗣は、継嗣である。

罫紙は、罫紙である。

けい子は、けい子である。

瓊枝は、瓊枝である。

瓊姿は、瓊姿である。

繋止は、繋止である。

警視は、警視である。

鶏子は、鶏子である。



兄事は、兄事である。

刑事は、刑事である。

形似は、形似である。

計時は、計時である。

啓示は、啓示である。

啓事は、啓事である。

掲示は、掲示である。

敬事は、敬事である。

携持は、携持である。

慶事は、慶事である。

繋辞は、繋辞である。

鯨志は、鯨志である。

形而下は、形而下である。

形而下学は、形而下学である。

刑事学は、刑事学である。

形式は、形式である。

型式学的研究法は、型式学的研究法である。

形式言語は、形式言語である。

形式社会学は、形式社会学である。

形式主義は、形式主義である。

形式的は、形式的である。

形式的真実主義は、形式的真実主義である。

形式陶冶は、形式陶冶である。

形式張るは、形式張るである。

形式犯は、形式犯である。

形式美は、形式美である。

形式法は、形式法である。

形式名詞は、形式名詞である。

形式論は、形式論である。

形式論理学は、形式論理学である。

刑事警察は、刑事警察である。

鯨史稿は、鯨史稿である。

刑事裁判は、刑事裁判である。

刑事事件は、刑事事件である。

経史子集は、経史子集である。

刑事施設は、刑事施設である。

啓示宗教は、啓示宗教である。

刑事巡査は、刑事巡査である。

形而上は、形而上である。

形而上学は、形而上学である。

形而上学的唯物論は、形而上学的唯物論である。

刑事処分は、刑事処分である。

刑事政策は、刑事政策である。

刑事責任は、刑事責任である。

刑事責任年齢は、刑事責任年齢である。

瓊枝栴檀は、瓊枝栴檀である。



警視総監は、警視総監である。

刑事訴訟は、刑事訴訟である。

刑事訴訟規則は、刑事訴訟規則である。

刑事訴訟法は、刑事訴訟法である。

警視庁は、警視庁である。

形質は、形質である。

勁疾は、勁疾である。

継室は、継室である。

閨室は、閨室である。

憩室は、憩室である。

頃日は、頃日である。

形質細胞は、形質細胞である。

珪質堆積岩は、珪質堆積岩である。

形質転換は、形質転換である。

形質導入は、形質導入である。

形質発現は、形質発現である。

繋辞伝は、繋辞伝である。

軽自動車は、軽自動車である。

刑事罰は、刑事罰である。

刑事犯は、刑事犯である。

掲示板は、掲示板である。

刑事被告人は、刑事被告人である。

刑事部は、刑事部である。

刑事法は、刑事法である。

刑事補償は、刑事補償である。

刑事免責は、刑事免責である。

珪砂は、珪砂である。

頃者は、頃者である。

軽車は、軽車である。

傾斜は、傾斜である。

鶏舎は、鶏舎である。

芸者は、芸者である。

迎車は、迎車である。

傾斜儀は、傾斜儀である。

鶏雀寺は、鶏雀寺である。

傾斜屈性は、傾斜屈性である。

傾斜計は、傾斜計である。

傾斜試験は、傾斜試験である。

傾斜生産は、傾斜生産である。

傾斜家賃制度は、傾斜家賃制度である。

景趣は、景趣である。

稽首は、稽首である。

啓首は、啓首である。

警手は、警手である。

警守は、警守である。

継受は、継受である。



黥首は、黥首である。

桂秋は、桂秋である。

荊州は、荊州である。

軽舟は、軽舟である。

閨秀は、閨秀である。

繋囚は、繋囚である。

芸州は、芸州である。

慶祝は、慶祝である。

継受取得は、継受取得である。

掲出は、掲出である。

経術は、経術である。

継述は、継述である。

芸術は、芸術である。

芸術院は、芸術院である。

芸術院賞は、芸術院賞である。

芸術家は、芸術家である。

芸術座は、芸術座である。

芸術祭は、芸術祭である。

芸術至上主義は、芸術至上主義である。

芸術心理学は、芸術心理学である。

芸術選奨は、芸術選奨である。

芸術的は、芸術的である。

芸術派は、芸術派である。

芸術品は、芸術品である。

継受法は、継受法である。

慶春は、慶春である。

警巡は、警巡である。

迎春は、迎春である。

迎春花は、迎春花である。

軽巡洋艦は、軽巡洋艦である。

啓所は、啓所である。

経書は、経書である。

鶏黍は、鶏黍である。

刑賞は、刑賞である。

形勝は、形勝である。

形象は、形象である。

勁松は、勁松である。

勁捷は、勁捷である。

奎章は、奎章である。

桂漿は、桂漿である。

啓将は、啓将である。

啓請は、啓請である。

経渉は、経渉である。

卿相は、卿相である。

けい紹は、けい紹である。

敬承は、敬承である。



敬称は、敬称である。

景勝は、景勝である。

痙笑は、痙笑である。

軽少は、軽少である。

軽症は、軽症である。

軽笑は、軽笑である。

軽捷は、軽捷である。

軽傷は、軽傷である。

軽鬆は、軽鬆である。

継承は、継承である。

継紹は、継紹である。

警鐘は、警鐘である。

鶏唱は、鶏唱である。

鶏障は、鶏障である。

刑場は、刑場である。

形状は、形状である。

形情は、形情である。

京城は、京城である。

契状は、契状である。

計上は、計上である。

啓上は、啓上である。

経常は、経常である。

敬譲は、敬譲である。

景情は、景情である。

景状は、景状である。

警乗は、警乗である。

霓裳は、霓裳である。

経常移転収支は、経常移転収支である。

桂昌院は、桂昌院である。

霓裳羽衣曲は、霓裳羽衣曲である。

奎章閣は、奎章閣である。

形状記憶合金は、形状記憶合金である。

形状記憶樹脂は、形状記憶樹脂である。

形状言は、形状言である。

敬譲語は、敬譲語である。

京城事変は、京城事変である。

経常収支は、経常収支である。

形象信号は、形象信号である。

経常損益は、経常損益である。

京城帝国大学は、京城帝国大学である。

軽鬆土は、軽鬆土である。

経常取引は、経常取引である。

形象埴輪は、形象埴輪である。

経常費は、経常費である。

頸静脈は、頸静脈である。

形象文字は、形象文字である。



経常利益は、経常利益である。

啓書記は、啓書記である。

景色は、景色である。

軽食は、軽食である。

慶色は、慶色である。

頸飾は、頸飾である。

傾触性は、傾触性である。

警職法は、警職法である。

京津は、京津である。

桂心は、桂心である。

敬信は、敬信である。

敬神は、敬神である。

荊榛は、荊榛である。

軽信は、軽信である。

軽震は、軽震である。

慧心は、慧心である。

鶏晨は、鶏晨である。

刑人は、刑人である。

啓陣は、啓陣である。

鶏人は、鶏人である。

迎新は、迎新である。

継親子は、継親子である。

慶親王奕きょうは、慶親王奕きょうである。

啓すは、啓すである。

詣すは、詣すである。

系図は、系図である。

黥すは、黥すである。

渓水は、渓水である。

谿水は、谿水である。

経水は、経水である。

軽水は、軽水である。

軽水炉は、軽水炉である。

径数は、径数である。

係数は、係数である。

計数は、計数である。

計数貨幣は、計数貨幣である。

計数管は、計数管である。

計数器は、計数器である。

系図買いは、系図買いである。

窩主買は、窩主買である。

系図知りは、系図知りである。

系図立ては、系図立てである。

刑するは、刑するである。

敬するは、敬するである。

慶するは、慶するである。

刑政は、刑政である。



形成は、形成である。

形声は、形声である。

形勢は、形勢である。

渓声は、渓声である。

谿声は、谿声である。

経世は、経世である。

景星は、景星である。

傾性は、傾性である。

傾城は、傾城である。

契情は、契情である。

警世は、警世である。

警醒は、警醒である。

軽税は、軽税である。

けいせい浅間嶽は、けいせい浅間嶽である。

傾城阿波の鳴門は、傾城阿波の鳴門である。

けいせい色三味線は、けいせい色三味線である。

傾城請状は、傾城請状である。

けいせい歌三味線は、けいせい歌三味線である。

経世家は、経世家である。

傾城買いは、傾城買いである。

傾城買四十八手は、傾城買四十八手である。

契情買虎之巻は、契情買虎之巻である。

傾城買二筋道は、傾城買二筋道である。

傾城禁短気は、傾城禁短気である。

傾城狂いは、傾城狂いである。

形成外科は、形成外科である。

形成権は、形成権である。

経世済民は、経世済民である。

形成手術は、形成手術である。

京成線は、京成線である。

形成層は、形成層である。

形成訴訟は、形成訴訟である。

形成体は、形成体である。

傾城代は、傾城代である。

経世大典は、経世大典である。

傾城柄は、傾城柄である。

形成的評価は、形成的評価である。

形成判決は、形成判決である。

傾城反魂香は、傾城反魂香である。

経世秘策は、経世秘策である。

傾城町は、傾城町である。

傾城冥加は、傾城冥加である。

傾城屋は、傾城屋である。

形成力は、形成力である。

形跡は、形跡である。

形迹は、形迹である。



珪石は、珪石である。

経籍は、経籍である。

蛍石は、蛍石である。

経籍せき詁は、経籍せき詁である。

珪石煉瓦は、珪石煉瓦である。

鶏舌は、鶏舌である。

勁雪は、勁雪である。

勁節は、勁節である。

蛍雪は、蛍雪である。

磬折は、磬折である。

迎接は、迎接である。

鶏舌香は、鶏舌香である。

蛍雪の功は、蛍雪の功である。

勁箭は、勁箭である。

渓泉は、渓泉である。

谿泉は、谿泉である。

経専は、経専である。

経線は、経線である。

罫線は、罫線である。

繋船は、繋船である。

係船は、係船である。

炯然は、炯然である。

けい然は、けい然である。

桂仙花は、桂仙花である。

経線儀は、経線儀である。

珪線石は、珪線石である。

罫線表は、罫線表である。

繋船浮標は、繋船浮標である。

繋船用ドックは、繋船用ドックである。

珪素は、珪素である。

硅素は、硅素である。

ケイ素は、ケイ素である。

けい鼠は、けい鼠である。

係争は、係争である。

繋争は、繋争である。

勁草は、勁草である。

計装は、計装である。

珪藻は、珪藻である。

啓奏は、啓奏である。

蛍窓は、蛍窓である。

敬相は、敬相である。

軽装は、軽装である。

軽燥は、軽燥である。

軽躁は、軽躁である。

継走は、継走である。

稽そうは、稽そうである。



鶏窓は、鶏窓である。

恵贈は、恵贈である。

形相因は、形相因である。

珪藻土は、珪藻土である。

珪藻軟泥は、珪藻軟泥である。

係争物は、係争物である。

計測は、計測である。

繋束は、繋束である。

係属は、係属である。

繋属は、繋属である。

経俗は、経俗である。

継続は、継続である。

継続会は、継続会である。

継続審議は、継続審議である。

鶏足山は、鶏足山である。

継続地役権は、継続地役権である。

継続犯は、継続犯である。

継続費は、継続費である。

珪素鋼は、珪素鋼である。

荊楚歳時記は、荊楚歳時記である。

珪素樹脂は、珪素樹脂である。

軽卒は、軽卒である。

軽率は、軽率である。

恵存は、恵存である。

形態は、形態である。

けい台は、けい台である。

敬体は、敬体である。

敬待は、敬待である。

景体は、景体である。

傾頽は、傾頽である。

携帯は、携帯である。

継体は、継体である。

境内は、境内である。

瓊台は、瓊台である。

形態音韻論は、形態音韻論である。

形態学は、形態学である。

形態形成は、形態形成である。

経帯時は、経帯時である。

境内社は、境内社である。

形態心理学は、形態心理学である。

形態素は、形態素である。

継体天皇は、継体天皇である。

携帯電話は、携帯電話である。

卿大夫士は、卿大夫士である。

形態模写は、形態模写である。

形態論は、形態論である。



恵沢は、恵沢である。

啓達は、啓達である。

閨闥は、閨闥である。

芸達者は、芸達者である。

荊旦は、荊旦である。

鶏旦は、鶏旦である。

敬憚は、敬憚である。

軽暖は、軽暖である。

軽煖は、軽煖である。

芸談は、芸談である。

経団連は、経団連である。

景致は、景致である。

啓蟄は、啓蟄である。

契沖は、契沖である。

敬忠は、敬忠である。

傾注は、傾注である。

閨中は、閨中である。

京兆は、京兆である。

計帳は、計帳である。

敬弔は、敬弔である。

敬重は、敬重である。

敬聴は、敬聴である。

軽佻は、軽佻である。

傾聴は、傾聴である。

慶弔は、慶弔である。

慶兆は、慶兆である。

慶長は、慶長である。

慶長一分判金は、慶長一分判金である。

慶長大判金は、慶長大判金である。

慶長活字は、慶長活字である。

慶長金銀は、慶長金銀である。

慶長見聞集は、慶長見聞集である。

慶長小判金は、慶長小判金である。

慶長地震は、慶長地震である。

珪長質は、珪長質である。

慶長勅版本は、慶長勅版本である。

京兆尹は、京兆尹である。

慶長の役は、慶長の役である。

慶長版は、慶長版である。

軽佻浮薄は、軽佻浮薄である。

警枕は、警枕である。

頸椎は、頸椎である。

軽追放は、軽追放である。

芸尽しは、芸尽しである。

径庭は、径庭である。

逕庭は、逕庭である。



軽艇は、軽艇である。

勁敵は、勁敵である。

警笛は、警笛である。

刑典は、刑典である。

恵展は、恵展である。

啓典は、啓典である。

慶典は、慶典である。

経伝は、経伝である。

敬天愛人は、敬天愛人である。

軽電機は、軽電機である。

継電器は、継電器である。

経典釈文は、経典釈文である。

啓典の民は、啓典の民である。

毛糸は、毛糸である。

刑徒は、刑徒である。

計図は、計図である。

計都は、計都である。

珪土は、珪土である。

経度は、経度である。

軽土は、軽土である。

軽度は、軽度である。

傾度は、傾度である。

圭竇は、圭竇である。

閨竇は、閨竇である。

系統は、系統である。

挂灯は、挂灯である。

恵投は、恵投である。

敬祷は、敬祷である。

傾倒は、傾倒である。

継投は、継投である。

継統は、継統である。

鶏頭は、鶏頭である。

けいどうは、けいどうである。

傾動は、傾動である。

芸当は、芸当である。

芸道は、芸道である。

系統金融は、系統金融である。

系統栽培は、系統栽培である。

系統樹は、系統樹である。

傾動地塊は、傾動地塊である。

系統的は、系統的である。

系統発生は、系統発生である。

系統分類は、系統分類である。

系統分類学は、系統分類学である。

頸動脈は、頸動脈である。

煢独は、煢独である。



景徳鎮は、景徳鎮である。

けい独田は、けい独田である。

景徳伝灯録は、景徳伝灯録である。

傾度風は、傾度風である。

鶏豚は、鶏豚である。

芸無しは、芸無しである。

芸無し猿は、芸無し猿である。

荊南は、荊南である。

鶏肉は、鶏肉である。

珪ニッケル鉱は、珪ニッケル鉱である。

芸人は、芸人である。

経年は、経年である。

頃年は、頃年である。

芸能は、芸能である。

芸能科は、芸能科である。

芸能人は、芸能人である。

傾破は、傾破である。

慶派は、慶派である。

競馬は、競馬である。

鯨波は、鯨波である。

ケイパーは、ケイパーである。

ゲイバーは、ゲイバーである。

珪肺は、珪肺である。

軽輩は、軽輩である。

傾敗は、傾敗である。

傾廃は、傾廃である。

啓培は、啓培である。

競売法は、競売法である。

啓白は、啓白である。

敬白は、敬白である。

軽薄は、軽薄である。

繋縛は、繋縛である。

軽爆撃機は、軽爆撃機である。

軽薄酒は、軽薄酒である。

軽薄子は、軽薄子である。

軽薄児は、軽薄児である。

軽薄短小は、軽薄短小である。

軽薄所は、軽薄所である。

競馬組は、競馬組である。

競馬場は、競馬場である。

警八風は、警八風である。

啓発は、啓発である。

刑罰は、刑罰である。

軽罰は、軽罰である。

閨閥は、閨閥である。

警抜は、警抜である。



刑罰権は、刑罰権である。

閨閥政治は、閨閥政治である。

競馬法は、競馬法である。

京阪は、京阪である。

京坂は、京坂である。

畦畔は、畦畔である。

景盤は、景盤である。

荊蛮は、荊蛮である。

罫版は、罫版である。

軽犯罪は、軽犯罪である。

軽犯罪法は、軽犯罪法である。

京阪神は、京阪神である。

京阪電車は、京阪電車である。

京阪奈丘陵は、京阪奈丘陵である。

桂皮は、桂皮である。

経費は、経費である。

荊扉は、荊扉である。

軽微は、軽微である。

警備は、警備である。

芸備は、芸備である。

検非違使は、検非違使である。

軽飛行機は、軽飛行機である。

桂皮酸は、桂皮酸である。

桂皮水は、桂皮水である。

桂皮精は、桂皮精である。

芸備線は、芸備線である。

警蹕は、警蹕である。

勁筆は、勁筆である。

警備府は、警備府である。

桂皮油は、桂皮油である。

軽剽は、軽剽である。

警標は、警標である。

軽費老人ホームは、軽費老人ホームである。

京浜は、京浜である。

啓稟は、啓稟である。

景品は、景品である。

けい賓は、けい賓である。

慧敏は、慧敏である。

迎賓は、迎賓である。

迎賓館は、迎賓館である。

京浜急行線は、京浜急行線である。

京浜港は、京浜港である。

京浜工業地帯は、京浜工業地帯である。

京浜東北線は、京浜東北線である。

系譜は、系譜である。

契夫は、契夫である。



軽浮は、軽浮である。

継夫は、継夫である。

継父は、継父である。

刑部は、刑部である。

恵撫は、恵撫である。

軽侮は、軽侮である。

頸部は、頸部である。

警部は、警部である。

黥布は、黥布である。

勁風は、勁風である。

恵風は、恵風である。

軽風は、軽風である。

芸風は、芸風である。

圭復は、圭復である。

敬服は、敬服である。

敬復は、敬復である。

景福は、景福である。

傾覆は、傾覆である。

慶福は、慶福である。

景福宮は、景福宮である。

景物は、景物である。

景物詩は、景物詩である。

継父母は、継父母である。

警部補は、警部補である。

芸振りは、芸振りである。

軽粉は、軽粉である。

瓊粉は、瓊粉である。

鶏糞は、鶏糞である。

奎文は、奎文である。

芸文は、芸文である。

経文緯武は、経文緯武である。

軽文学は、軽文学である。

勁兵は、勁兵である。

桂平は、桂平である。

啓閉は、啓閉である。

経閉期は、経閉期である。

刑辟は、刑辟である。

軽蔑は、軽蔑である。

渓辺は、渓辺である。

谿辺は、谿辺である。

刑鞭は、刑鞭である。

軽便は、軽便である。

軽便鉄道は、軽便鉄道である。

警保は、警保である。

敬慕は、敬慕である。

景慕は、景慕である。



傾慕は、傾慕である。

継母は、継母である。

京報は、京報である。

軽砲は、軽砲である。

警報は、警報である。

形貌は、形貌である。

計謀は、計謀である。

閨房は、閨房である。

警防は、警防である。

警棒は、警棒である。

警報器は、警報器である。

警防団は、警防団である。

ゲイボーイは、ゲイボーイである。

計歩器は、計歩器である。

警保局は、警保局である。

京本通俗小説は、京本通俗小説である。

桂馬は、桂馬である。

軽妙は、軽妙である。

軽妙洒脱は、軽妙洒脱である。

傾眠は、傾眠である。

警務は、警務である。

刑務官は、刑務官である。

刑務所は、刑務所である。

刑名は、刑名である。

啓明は、啓明である。

敬命は、敬命である。

景命は、景命である。

傾命は、傾命である。

鶏鳴は、鶏鳴である。

芸名は、芸名である。

刑名学は、刑名学である。

黥面は、黥面である。

啓蒙は、啓蒙である。

啓蒙思想は、啓蒙思想である。

啓蒙絶対君主は、啓蒙絶対君主である。

啓蒙的は、啓蒙的である。

契文は、契文である。

荊門は、荊門である。

閨門は、閨門である。

芸文類聚は、芸文類聚である。

契約は、契約である。

契約移民は、契約移民である。

契約親は、契約親である。

契約書は、契約書である。

契約説は、契約説である。

経由は、経由である。



軽油は、軽油である。

京邑は、京邑である。

経遊は、経遊である。

刑余は、刑余である。

恵与は、恵与である。

形容は、形容である。

京葉は、京葉である。

茎葉は、茎葉である。

掲揚は、掲揚である。

形容句は、形容句である。

京葉工業地帯は、京葉工業地帯である。

形容詞は、形容詞である。

茎葉植物は、茎葉植物である。

京葉線は、京葉線である。

茎葉体は、茎葉体である。

形容動詞は、形容動詞である。

形容矛盾は、形容矛盾である。

啓沃は、啓沃である。

芸予諸島は、芸予諸島である。

軽羅は、軽羅である。

警邏は、警邏である。

頃来は、頃来である。

経絡は、経絡である。

鶏卵は、鶏卵である。

渓嵐拾葉集は、渓嵐拾葉集である。

刑吏は、刑吏である。

計理は、計理である。

経理は、経理である。

警吏は、警吏である。

刑戮は、刑戮である。

計理士は、計理士である。

刑律は、刑律である。

計略は、計略である。

経略は、経略である。

経略使は、経略使である。

渓流は、渓流である。

谿流は、谿流である。

稽留は、稽留である。

繋留は、繋留である。

係留は、係留である。

繋留気球は、繋留気球である。

繋留機雷は、繋留機雷である。

軽粒子は、軽粒子である。

係留ドックは、係留ドックである。

稽留熱は、稽留熱である。

計慮は、計慮である。



計料は、計料である。

計量は、計量である。

軽量は、軽量である。

慶陵は、慶陵である。

鯨猟は、鯨猟である。

計量化は、計量化である。

軽量形鋼は、軽量形鋼である。

計量カップは、計量カップである。

計量器は、計量器である。

計量経済学は、計量経済学である。

軽量コンクリートは、軽量コンクリートである。

鶏竜山窯は、鶏竜山窯である。

計量スプーンは、計量スプーンである。

計量法は、計量法である。

桂林は、桂林である。

経綸は、経綸である。

鶏林は、鶏林である。

競輪は、競輪である。

芸林は、芸林である。

係累は、係累である。

繋累は、繋累である。

経歴は、経歴である。

系列は、系列である。

系列学習は、系列学習である。

系列関係は、系列関係である。

系列企業は、系列企業である。

系列融資は、系列融資である。

係恋は、係恋である。

痙攣は、痙攣である。

頸聯は、頸聯である。

毛色は、毛色である。

径路は、径路である。

逕路は、逕路である。

経路は、経路である。

敬老は、敬老である。

鯨浪は、鯨浪である。

鯨蝋は、鯨蝋である。

敬老会は、敬老会である。

鶏婁鼓は、鶏婁鼓である。

奚婁鼓は、奚婁鼓である。

軽労働は、軽労働である。

敬老の日は、敬老の日である。

鶏籠の山は、鶏籠の山である。

鶏肋は、鶏肋である。

頸腕症候群は、頸腕症候群である。

ゲインは、ゲインである。



ケインジアンは、ケインジアンである。

ケインズは、ケインズである。

ケインズ学派は、ケインズ学派である。

仮有は、仮有である。

希有は、希有である。

稀有は、稀有である。

毛受は、毛受である。

消失すは、消失すである。

毛打は、毛打である。

毛靫は、毛靫である。

気疎しは、気疎しである。

気疎ないは、気疎ないである。

気疎ましは、気疎ましである。

毛裏は、毛裏である。

Ｋは、Ｋである。

ｋは、ｋである。

ケーは、ケーである。

外衛は、外衛である。

ＫＳ磁石鋼は、ＫＳ磁石鋼である。

ＫＯは、ＫＯである。

ケーキは、ケーキである。

ＫＫは、ＫＫである。

ＫＫＫは、ＫＫＫである。

ケーザルは、ケーザルである。

ケージは、ケージである。

ゲージは、ゲージである。

ゲージ圧力は、ゲージ圧力である。

ゲージガラスは、ゲージガラスである。

ケージ飼育は、ケージ飼育である。

ゲージブロックは、ゲージブロックである。

ゲージ変換は、ゲージ変換である。

ゲージ粒子は、ゲージ粒子である。

ゲージ理論は、ゲージ理論である。

ケースは、ケースである。

ゲーズ語は、ゲーズ語である。

ケーススタディーは、ケーススタディーである。

ケースバイケースは、ケースバイケースである。

ケースマネージメントは、ケースマネージメントである。

ケースワーカーは、ケースワーカーである。

ケースワークは、ケースワークである。

ケーソンは、ケーソンである。

ケーソン病は、ケーソン病である。

ケータリングは、ケータリングである。

Ｋ２は、Ｋ２である。

ゲーテは、ゲーテである。

ＫＤＤは、ＫＤＤである。



ゲーデルは、ゲーデルである。

Ｋ点は、Ｋ点である。

ゲートは、ゲートである。

ゲートインは、ゲートインである。

ゲートウェイは、ゲートウェイである。

ゲートボールは、ゲートボールである。

ゲートルは、ゲートルである。

ケーナは、ケーナである。

ケーニッヒは、ケーニッヒである。

ケーニヒスベルクは、ケーニヒスベルクである。

ケープは、ケープである。

外衛府は、外衛府である。

ケープカナヴェラルは、ケープカナヴェラルである。

ケープ区系界は、ケープ区系界である。

ケープタウンは、ケープタウンである。

ケーブルは、ケーブルである。

ケーブルカーは、ケーブルカーである。

ケーブルテレビジョンは、ケーブルテレビジョンである。

ケーブル敷設船は、ケーブル敷設船である。

ケーブルレリーズは、ケーブルレリーズである。

ＧＰＵは、ＧＰＵである。

ケーベルは、ケーベルである。

ゲームは、ゲームである。

ゲーム差は、ゲーム差である。

ゲームセットは、ゲームセットである。

ゲームセンターは、ゲームセンターである。

ゲーム取は、ゲーム取である。

ゲームの理論は、ゲームの理論である。

ゲームメーカーは、ゲームメーカーである。

ケーラーは、ケーラーである。

ケーララは、ケーララである。

ゲーリーは、ゲーリーである。

Ｋ粒子は、Ｋ粒子である。

ゲーリュサックは、ゲーリュサックである。

ゲーリュサックの法則は、ゲーリュサックの法則である。

ゲーリングは、ゲーリングである。

ゲーリンクスは、ゲーリンクスである。

ケールは、ケールである。

化縁は、化縁である。

ゲーンズバラは、ゲーンズバラである。

褻納めは、褻納めである。

気圧されるは、気圧されるである。

気恐ろしは、気恐ろしである。

蹴落すは、蹴落すである。

気劣るは、気劣るである。

毛織は、毛織である。



毛織物は、毛織物である。

ゲオルギウスは、ゲオルギウスである。

ゲオルゲは、ゲオルゲである。

悔過は、悔過である。

怪我は、怪我である。

外科は、外科である。

怪我過ちは、怪我過ちである。

下界は、下界である。

外階は、外階である。

外科医は、外科医である。

結解無しは、結解無しである。

毛替えは、毛替えである。

蹴返しは、蹴返しである。

蹴返すは、蹴返すである。

怪我勝ちは、怪我勝ちである。

毛掻きは、毛掻きである。

毛描きは、毛描きである。

罫書きは、罫書きである。

罫描きは、罫描きである。

夏書きは、夏書きである。

毛描き筆は、毛描き筆である。

外学は、外学である。

穢すは、穢すである。

汚すは、汚すである。

毛蟹は、毛蟹である。

怪我にもは、怪我にもである。

怪我人は、怪我人である。

毛黴は、毛黴である。

怪我船は、怪我船である。

怪我負けは、怪我負けである。

穢らひは、穢らひである。

穢らふは、穢らふである。

穢らわしいは、穢らわしいである。

汚らわしいは、汚らわしいである。

穢るは、穢るである。

汚るは、汚るである。

穢れは、穢れである。

汚れは、汚れである。

穢れるは、穢れるである。

汚れるは、汚れるである。

毛皮は、毛皮である。

毛更りは、毛更りである。

懈倦は、懈倦である。

下官は、下官である。

下疳は、下疳である。

下官集は、下官集である。



外官の除目は、外官の除目である。

褻着は、褻着である。

化儀は、化儀である。

屐は、屐である。

戟は、戟である。

隙は、隙である。

劇は、劇である。

撃は、撃である。

激は、激である。

檄は、檄である。

闃は、闃である。

鷁は、鷁である。

下機は、下機である。

外記は、外記である。

外儀は、外儀である。

隙意は、隙意である。

劇映画は、劇映画である。

激越は、激越である。

劇化は、劇化である。

激化は、激化である。

劇画は、劇画である。

劇界は、劇界である。

隙間ゲージは、隙間ゲージである。

外記局は、外記局である。

隙駒は、隙駒である。

隙穴は、隙穴である。

撃剣は、撃剣である。

激減は、激減である。

激語は、激語である。

下機根は、下機根である。

撃砕は、撃砕である。

撃摧は、撃摧である。

劇剤は、劇剤である。

戟槊は、戟槊である。

劇作は、劇作である。

撃殺は、撃殺である。

屐歯は、屐歯である。

隙駟は、隙駟である。

劇詩は、劇詩である。

撃刺は、撃刺である。

戟手は、戟手である。

鷁首は、鷁首である。

激臭は、激臭である。

劇臭は、劇臭である。

激暑は、激暑である。

劇暑は、劇暑である。



劇症は、劇症である。

激症は、激症である。

激奨は、激奨である。

激賞は、激賞である。

鬩牆は、鬩牆である。

劇場は、劇場である。

撃壌は、撃壌である。

撃攘は、撃攘である。

激情は、激情である。

劇症肝炎は、劇症肝炎である。

撃壌の歌は、撃壌の歌である。

激職は、激職である。

劇職は、劇職である。

撃針は、撃針である。

激震は、激震である。

劇震は、劇震である。

戟塵は、戟塵である。

激甚は、激甚である。

劇甚は、劇甚である。

激すは、激すである。

激水は、激水である。

激するは、激するである。

檄するは、檄するである。

屐声は、屐声である。

激成は、激成である。

激声は、激声である。

闃寂は、闃寂である。

激切は、激切である。

鴃舌は、鴃舌である。

激戦は、激戦である。

劇戦は、劇戦である。

闃然は、闃然である。

鬩争は、鬩争である。

激増は、激増である。

撃退は、撃退である。

鷁退は、鷁退である。

撃柝は、撃柝である。

撃柝売買は、撃柝売買である。

気穢しは、気穢しである。

激湍は、激湍である。

劇団は、劇団である。

劇談は、劇談である。

劇壇は、劇壇である。

劇中劇は、劇中劇である。

撃沈は、撃沈である。

撃墜は、撃墜である。



劇通は、劇通である。

激痛は、激痛である。

劇痛は、劇痛である。

劇的は、劇的である。

撃鉄は、撃鉄である。

激怒は、激怒である。

激盪は、激盪である。

激闘は、激闘である。

激動は、激動である。

劇毒は、劇毒である。

激突は、激突である。

外記大夫は、外記大夫である。

外記庁は、外記庁である。

外記の政は、外記の政である。

外記の政始は、外記の政始である。

撃破は、撃破である。

撃発は、撃発である。

激発は、激発である。

劇評は、劇評である。

外記節は、外記節である。

劇物は、劇物である。

激憤は、激憤である。

檄文は、檄文である。

激変は、激変である。

劇変は、劇変である。

戟矛は、戟矛である。

激務は、激務である。

劇務は、劇務である。

撃滅は、撃滅である。

外記門は、外記門である。

解却は、解却である。

劇薬は、劇薬である。

下御は、下御である。

化教は、化教である。

夏行は、夏行である。

夏経は、夏経である。

解行は、解行である。

顕形は、顕形である。

現形は、現形である。

気清しは、気清しである。

毛嫌いは、毛嫌いである。

激流は、激流である。

撃力は、撃力である。

毛切れは、毛切れである。

激励は、激励である。

激烈は、激烈である。



劇烈は、劇烈である。

激浪は、激浪である。

激論は、激論である。

劇論は、劇論である。

毛際は、毛際である。

毛巾着は、毛巾着である。

けくは、けくである。

外宮は、外宮である。

下宮は、下宮である。

外宮神道は、外宮神道である。

下括りは、下括りである。

希求言は、希求言である。

毛沓は、毛沓である。

けくでは、けくでである。

毛車は、毛車である。

ケクレは、ケクレである。

下下は、下下である。

解夏は、解夏である。

蘆虎は、蘆虎である。

けけしは、けけしである。

下化衆生は、下化衆生である。

下血は、下血である。

毛毛の鎧は、毛毛の鎧である。

下化冥闇は、下化冥闇である。

心は、心である。

化現は、化現である。

笥籠は、笥籠である。

笥子は、笥子である。

花籠は、花籠である。

華筥は、華筥である。

けごは、けごである。

毛子は、毛子である。

毛仔は、毛仔である。

毛蚕は、毛蚕である。

家子は、家子である。

戯語は、戯語である。

下戸は、下戸である。

華香は、華香である。

下向は、下向である。

下校は、下校である。

外考は、外考である。

下格子は、下格子である。

下向道は、下向道である。

下国は、下国である。

下獄は、下獄である。

下剋上は、下剋上である。



下克上は、下克上である。

食事は、食事である。

餔は、餔である。

褻事は、褻事である。

蹴込は、蹴込である。

けごみは、けごみである。

蹴込床は、蹴込床である。

けごみるは、けごみるである。

蹴込むは、蹴込むである。

夏籠りは、夏籠りである。

毛小屋は、毛小屋である。

褻小屋は、褻小屋である。

蹴転は、蹴転である。

蹴転ばしは、蹴転ばしである。

毛衣は、毛衣である。

褻衣は、褻衣である。

け衣をは、け衣をである。

華厳は、華厳である。

下根は、下根である。

華厳会は、華厳会である。

華厳縁起は、華厳縁起である。

華厳経は、華厳経である。

華厳五教章は、華厳五教章である。

華厳五十五所絵巻は、華厳五十五所絵巻である。

華厳時は、華厳時である。

華厳寺は、華厳寺である。

華厳宗は、華厳宗である。

華厳滝は、華厳滝である。

毛牛蒡は、毛牛蒡である。

今朝は、今朝である。

袈裟は、袈裟である。

化作は、化作である。

華座は、華座である。

下座は、下座である。

潔斎は、潔斎である。

解斎は、解斎である。

下在は、下在である。

下財は、下財である。

下剤は、下剤である。

解斎殿は、解斎殿である。

毛才六は、毛才六である。

下座唄は、下座唄である。

下座音楽は、下座音楽である。

袈裟懸けは、袈裟懸けである。

今朝方は、今朝方である。

袈裟形は、袈裟形である。



袈裟固めは、袈裟固めである。

袈裟衣は、袈裟衣である。

袈裟斬りは、袈裟斬りである。

下作は、下作である。

下策は、下策である。

戯作者は、戯作者である。

下作人は、下作人である。

戯作本は、戯作本である。

食酒は、食酒である。

けざけざは、けざけざである。

袈裟御前は、袈裟御前である。

けささは、けささである。

毛刺しは、毛刺しである。

袈裟頭巾は、袈裟頭巾である。

下座台は、下座台である。

袈裟襷は、袈裟襷である。

下座付は、下座付である。

外座付は、外座付である。

今朝斎は、今朝斎である。

今朝の秋は、今朝の秋である。

今朝の春は、今朝の春である。

下座触れは、下座触れである。

今朝程は、今朝程である。

下座見は、下座見である。

毛鞘は、毛鞘である。

けざやかは、けざやかである。

けざやぐは、けざやぐである。

下山は、下山である。

下散は、下散である。

下算は、下算である。

見参は、見参である。

見参の文は、見参の文である。

罌粟は、罌粟である。

異しは、異しである。

怪しは、怪しである。

けしは、けしである。

仮時は、仮時である。

下司は、下司である。

夏至は、夏至である。

解司は、解司である。

蚰蜒は、蚰蜒である。

下地は、下地である。

下知は、下知である。

消し合いは、消し合いである。

芥子頭は、芥子頭である。

芥子霰は、芥子霰である。



消印は、消印である。

異しうは、異しうである。

罌粟科は、罌粟科である。

嗾けるは、嗾けるである。

芥子金は、芥子金である。

芥子殻は、芥子殻である。

怪しからずは、怪しからずである。

怪しからぬは、怪しからぬである。

怪しかりは、怪しかりである。

化色は、化色である。

下直は、下直である。

気色酒は、気色酒である。

気色立つは、気色立つである。

気色付くは、気色付くである。

気色取るは、気色取るである。

下食日は、下食日である。

気色許りは、気色許りである。

下知切れは、下知切れである。

牙軸は、牙軸である。

げじくは、げじくである。

芥子括りは、芥子括りである。

消口は、消口である。

異しくはあらずは、異しくはあらずである。

蚰蜒羊歯は、蚰蜒羊歯である。

蚰蜒眉は、蚰蜒眉である。

消し込みは、消し込みである。

消しゴムは、消しゴムである。

消し去るは、消し去るである。

下知状は、下知状である。

消炭は、消炭である。

消炭色は、消炭色である。

夏至線は、夏至線である。

芥子玉は、芥子玉である。

芥子粒は、芥子粒である。

消壺は、消壺である。

決しては、決してである。

夏至点は、夏至点である。

消し飛ぶは、消し飛ぶである。

けしとむは、けしとむである。

消し止めるは、消し止めるである。

御寝成るは、御寝成るである。

解死人は、解死人である。

下手人は、下手人である。

芥子人形は、芥子人形である。

芥子繍いは、芥子繍いである。

褻稲は、褻稲である。



芥子香は、芥子香である。

芥子雛は、芥子雛である。

下知札は、下知札である。

消粉は、消粉である。

消粉蒔立は、消粉蒔立である。

芥子坊主は、芥子坊主である。

芥子本は、芥子本である。

消幕は、消幕である。

滅紫は、滅紫である。

けじめは、けじめである。

消鍍金は、消鍍金である。

気湿るは、気湿るである。

けし麺は、けし麺である。

下車は、下車である。

芥子焼は、芥子焼である。

牙笏は、牙笏である。

外戚腹は、外戚腹である。

外借腹は、外借腹である。

化主は、化主である。

夏衆は、夏衆である。

偈頌は、偈頌である。

げしゅうは、げしゅうである。

異しうはあらずは、異しうはあらずである。

下宿は、下宿である。

下宿屋は、下宿屋である。

毛繻子は、毛繻子である。

ゲシュタポは、ゲシュタポである。

ゲシュタルトは、ゲシュタルトである。

ゲシュタルト心理学は、ゲシュタルト心理学である。

外術は、外術である。

下術は、下術である。

下旬は、下旬である。

化女は、化女である。

下書は、下書である。

下女は、下女である。

化粧は、化粧である。

仮粧は、仮粧である。

顕証は、顕証である。

懸想は、懸想である。

毛上は、毛上である。

下生は、下生である。

下姓は、下姓である。

下性は、下性である。

下乗は、下乗である。

下城は、下城である。

牙象は、牙象である。



解状は、解状である。

化粧軍は、化粧軍である。

化粧板は、化粧板である。

化粧金は、化粧金である。

化粧紙は、化粧紙である。

化粧革は、化粧革である。

化粧側は、化粧側である。

化粧煙管は、化粧煙管である。

化粧崩れは、化粧崩れである。

化粧合板は、化粧合板である。

化粧声は、化粧声である。

化粧木舞は、化粧木舞である。

化粧塩は、化粧塩である。

化粧下は、化粧下である。

化粧室は、化粧室である。

化粧水は、化粧水である。

化粧石鹸は、化粧石鹸である。

化粧田は、化粧田である。

化粧台は、化粧台である。

化粧立ちは、化粧立ちである。

化粧裁ちは、化粧裁ちである。

化粧棚は、化粧棚である。

化粧垂木は、化粧垂木である。

化粧箪笥は、化粧箪笥である。

化粧っ気は、化粧っ気である。

化粧積みは、化粧積みである。

化粧直しは、化粧直しである。

化粧縄は、化粧縄である。

化粧の板は、化粧の板である。

化生の者は、化生の者である。

化粧箱は、化粧箱である。

化粧品は、化粧品である。

懸想文は、懸想文である。

化粧幕は、化粧幕である。

化粧回しは、化粧回しである。

化粧元結は、化粧元結である。

化粧柳は、化粧柳である。

化粧屋根裏は、化粧屋根裏である。

化城喩は、化城喩である。

化粧結いは、化粧結いである。

化粧料は、化粧料である。

化粧業は、化粧業である。

下職は、下職である。

毛虱は、毛虱である。

化身は、化身である。

下心は、下心である。



解信は、解信である。

外塵は、外塵である。

解陣は、解陣である。

化身事は、化身事である。

解深密経は、解深密経である。

灰身滅智は、灰身滅智である。

消すは、消すである。

化すは、化すである。

下衆は、下衆である。

解すは、解すである。

げすは、げすである。

下水は、下水である。

下水板は、下水板である。

下水管は、下水管である。

下水管渠は、下水管渠である。

下水処理は、下水処理である。

下水道は、下水道である。

毛水嚢は、毛水嚢である。

下種男は、下種男である。

下種女は、下種女である。

下種瓶は、下種瓶である。

毛頭巾は、毛頭巾である。

下種下種しは、下種下種しである。

下種根性は、下種根性である。

毛寸莎は、毛寸莎である。

気凄じは、気凄じである。

毛筋は、毛筋である。

下種しは、下種しである。

毛筋立ては、毛筋立てである。

ケスタは、ケスタである。

下種近は、下種近である。

ゲストは、ゲストである。

下種徳人は、下種徳人である。

ケストナーは、ケストナーである。

ゲストハウスは、ゲストハウスである。

毛脛は、毛脛である。

毛臑は、毛臑である。

下種腹は、下種腹である。

下種張るは、下種張るである。

下種奉公は、下種奉公である。

下種法師は、下種法師である。

けすらいは、けすらいである。

けすらうは、けすらうである。

削りは、削りである。

梳りは、梳りである。

削り掛けは、削り掛けである。



削り掛けの神事は、削り掛けの神事である。

削り木は、削り木である。

削り際は、削り際である。

梳り櫛は、梳り櫛である。

削り屑は、削り屑である。

削り友達は、削り友達である。

削り筈は、削り筈である。

削り花は、削り花である。

削り氷は、削り氷である。

削り節は、削り節である。

削り防風は、削り防風である。

削り回しは、削り回しである。

削り餅は、削り餅である。

削り物は、削り物である。

削るは、削るである。

下説は、下説である。

毛雪踏は、毛雪踏である。

毛雪駄は、毛雪駄である。

ケセラセラは、ケセラセラである。

解せるは、解せるである。

ゲゼルシャフトは、ゲゼルシャフトである。

下世話は、下世話である。

花扇は、花扇である。

下船は、下船である。

下賤は、下賤である。

牙籤は、牙籤である。

気仙沼は、気仙沼である。

げそは、げそである。

見証は、見証である。

下僧は、下僧である。

華蔵界は、華蔵界である。

懸想立つは、懸想立つである。

懸想ばむは、懸想ばむである。

懸想人は、懸想人である。

懸想ぶは、懸想ぶである。

懸想文売は、懸想文売である。

華足は、華足である。

花足は、花足である。

下足は、下足である。

化俗結縁は、化俗結縁である。

下足番は、下足番である。

下足料は、下足料である。

けそけそは、けそけそである。

毛染めは、毛染めである。

けそりは、けそりである。

毛剃は、毛剃である。



げそりは、げそりである。

毛剃九右衛門は、毛剃九右衛門である。

家損は、家損である。

ケソンシティは、ケソンシティである。

桁は、桁である。

化他は、化他である。

下駄は、下駄である。

桁網は、桁網である。

仮諦は、仮諦である。

卦体は、卦体である。

外題は、外題である。

外題安堵は、外題安堵である。

外題学問は、外題学問である。

外題飾りは、外題飾りである。

外題看板は、外題看板である。

卦体糞は、卦体糞である。

外題国宣は、外題国宣である。

下駄印は、下駄印である。

桁受は、桁受である。

下駄打ちは、下駄打ちである。

気絶えは、気絶えである。

桁縁は、桁縁である。

蹴倒しは、蹴倒しである。

蹴倒すは、蹴倒すである。

気高いは、気高いである。

桁隠しは、桁隠しである。

下駄掛けは、下駄掛けである。

気高しは、気高しである。

桁構えは、桁構えである。

下駄組は、下駄組である。

蹴手繰りは、蹴手繰りである。

けたけたは、けたけたである。

げたげたは、げたげたである。

蹴出しは、蹴出しである。

蓋しは、蓋しである。

蓋しくは、蓋しくである。

蓋しくもは、蓋しくもである。

気多神社は、気多神社である。

蹴出すは、蹴出すである。

けたたましいは、けたたましいである。

夏断ちは、夏断ちである。

桁違いは、桁違いである。

解脱は、解脱である。

解脱上人は、解脱上人である。

解脱幢相は、解脱幢相である。

解脱の衣は、解脱の衣である。



蹴立てるは、蹴立てるである。

毛だには、毛だにである。

下駄履きは、下駄履きである。

下駄箱は、下駄箱である。

桁橋は、桁橋である。

桁外れは、桁外れである。

下駄判は、下駄判である。

毛玉は、毛玉である。

けたましは、けたましである。

下駄目は、下駄目である。

獣は、獣である。

桁行は、桁行である。

気怠いは、気怠いである。

毛垂れは、毛垂れである。

化壇は、化壇である。

下段は、下段である。

下段の間は、下段の間である。

けちは、けちである。

結は、結である。

闕は、闕である。

血縁は、血縁である。

掲焉は、掲焉である。

結縁は、結縁である。

結縁灌頂は、結縁灌頂である。

結縁経は、結縁経である。

結縁八講は、結縁八講である。

蹴違いは、蹴違いである。

蹴違ふは、蹴違ふである。

蹴違えるは、蹴違えるである。

気近しは、気近しである。

結願は、結願である。

結願日は、結願日である。

仮契は、仮契である。

化契は、化契である。

けちくさいは、けちくさいである。

けちけちは、けちけちである。

結集は、結集である。

決定は、決定である。

血途は、血途である。

闕巡は、闕巡である。

けちつくは、けちつくである。

結番は、結番である。

けち太いは、けち太いである。

血脈は、血脈である。

血脈相承は、血脈相承である。

血脈袋は、血脈袋である。



ケチャは、ケチャである。

下着は、下着である。

ケチャップは、ケチャップである。

ケチュア族は、ケチュア族である。

化鳥は、化鳥である。

化鳥風は、化鳥風である。

けちょんけちょんは、けちょんけちょんである。

蹴散らかすは、蹴散らかすである。

蹴散らすは、蹴散らすである。

けちりんは、けちりんである。

けちるは、けちるである。

けちん坊は、けちん坊である。

穴は、穴である。

血は、血である。

決は、決である。

けつは、けつである。

桀は、桀である。

訣は、訣である。

傑は、傑である。

碣は、碣である。

潔は、潔である。

羯は、羯である。

消つは、消つである。

げつは、げつである。

ケツァールは、ケツァールである。

血圧は、血圧である。

血圧計は、血圧計である。

血圧亢進症は、血圧亢進症である。

決意は、決意である。

闕位は、闕位である。

欠位は、欠位である。

欠員は、欠員である。

闕員は、闕員である。

血胤は、血胤である。

結印は、結印である。

血暈は、血暈である。

月暈は、月暈である。

欠盈は、欠盈である。

月影は、月影である。

血液は、血液である。

闕掖は、闕掖である。

闕腋は、闕腋である。

血液型は、血液型である。

血液型不適合は、血液型不適合である。

血液凝固は、血液凝固である。

血液凝固因子は、血液凝固因子である。



血液循環は、血液循環である。

血液製剤は、血液製剤である。

血液センターは、血液センターである。

血液像は、血液像である。

血液透析は、血液透析である。

血液ドーピングは、血液ドーピングである。

闕焉は、闕焉である。

欠焉は、欠焉である。

血縁関係は、血縁関係である。

血縁集団は、血縁集団である。

血縁淘汰は、血縁淘汰である。

桀王は、桀王である。

月央は、月央である。

欠課は、欠課である。

決河は、決河である。

結跏は、結跏である。

闕下は、闕下である。

月下は、月下である。

月華は、月華である。

けっかいは、けっかいである。

欠壊は、欠壊である。

血塊は、血塊である。

決潰は、決潰である。

決壊は、決壊である。

結改は、結改である。

結界は、結界である。

結界地は、結界地である。

月下翁は、月下翁である。

欠格は、欠格である。

結核は、結核である。

闕画は、闕画である。

欠画は、欠画である。

月客は、月客である。

月額は、月額である。

結核菌は、結核菌である。

月角差は、月角差である。

結核症は、結核症である。

結核予防法は、結核予防法である。

月下香は、月下香である。

結果枝は、結果枝である。

結果説は、結果説である。

結果的は、結果的である。

結果的加重犯は、結果的加重犯である。

月下点は、月下点である。

決河の勢いは、決河の勢いである。

月下の一群は、月下の一群である。



結果犯は、結果犯である。

月下美人は、月下美人である。

月下氷人は、月下氷人である。

結跏趺坐は、結跏趺坐である。

月華門は、月華門である。

けつかるは、けつかるである。

月下老人は、月下老人である。

結果論は、結果論である。

欠巻は、欠巻である。

欠陥は、欠陥である。

血管は、血管である。

結巻は、結巻である。

闕官は、闕官である。

欠官は、欠官である。

頁岩は、頁岩である。

月刊は、月刊である。

月間は、月間である。

血管系は、血管系である。

血管腫は、血管腫である。

血管造影は、血管造影である。

頁岩油は、頁岩油である。

血気は、血気である。

譎詭は、譎詭である。

蹶起は、蹶起である。

決起は、決起である。

決議は、決議である。

月気は、月気である。

決議案は、決議案である。

月季花は、月季花である。

血気盛りは、血気盛りである。

血気の勇は、血気の勇である。

血気者は、血気者である。

血球は、血球である。

結球は、結球である。

月球は、月球である。

月給は、月給である。

月球儀は、月球儀である。

月宮殿は、月宮殿である。

月給取りは、月給取りである。

月給泥棒は、月給泥棒である。

穴居は、穴居である。

結経は、結経である。

結局は、結局である。

決疑論は、決疑論である。

欠勤は、欠勤である。

月琴は、月琴である。



結句は、結句である。

毛繕いは、毛繕いである。

結夏は、結夏である。

結解は、結解である。

毛付けは、毛付けである。

月計は、月計である。

月桂は、月桂である。

月経は、月経である。

月渓は、月渓である。

月卿は、月卿である。

月桂冠は、月桂冠である。

月経困難症は、月経困難症である。

月桂樹は、月桂樹である。

月経痛は、月経痛である。

月経閉止期は、月経閉止期である。

穴隙は、穴隙である。

孑孑は、孑孑である。

決決は、決決である。

月月は、月月である。

蹴付けるは、蹴付けるである。

結語は、結語である。

歇後は、歇後である。

欠航は、欠航である。

血行は、血行である。

決行は、決行である。

結喉は、結喉である。

結構は、結構である。

結講は、結講である。

頡頏は、頡頏である。

結合は、結合である。

月江は、月江である。

月虹は、月虹である。

隙孔は、隙孔である。

激昂は、激昂である。

激高は、激高である。

結合エネルギーは、結合エネルギーである。

結合音は、結合音である。

結合角は、結合角である。

結合織は、結合織である。

結構者は、結構者である。

血紅色は、血紅色である。

結構人は、結構人である。

結合水は、結合水である。

結構尽は、結構尽である。

結合組織は、結合組織である。

結構立ては、結構立てである。



欠効犯は、欠効犯である。

結合犯は、結合犯である。

結合半径は、結合半径である。

結合法則は、結合法則である。

欠刻は、欠刻である。

闕国は、闕国である。

血痕は、血痕である。

結婚は、結婚である。

月痕は、月痕である。

結婚記念日は、結婚記念日である。

結婚式は、結婚式である。

結婚適齢期は、結婚適齢期である。

結婚年齢は、結婚年齢である。

結婚指輪は、結婚指輪である。

決済は、決済である。

決裁は、決裁である。

決済通貨は、決済通貨である。

傑作は、傑作である。

月朔は、月朔である。

結紮は、結紮である。

決算は、決算である。

月産は、月産である。

決算期は、決算期である。

決算日は、決算日である。

決算報告は、決算報告である。

決死は、決死である。

決志は、決志である。

結使は、結使である。

傑士は、傑士である。

楔子は、楔子である。

訣辞は、訣辞である。

月氏は、月氏である。

月支は、月支である。

月次は、月次である。

月事は、月事である。

木鑷は、木鑷である。

血色素は、血色素である。

血色素尿は、血色素尿である。

決死隊は、決死隊である。

欠失は、欠失である。

闕失は、闕失である。

結実は、結実である。

結社は、結社である。

月謝は、月謝である。

結社罪は、結社罪である。

血腫は、血腫である。



血讐は、血讐である。

月収は、月収である。

傑出は、傑出である。

血書は、血書である。

闕所は、闕所である。

欠如は、欠如である。

闕如は、闕如である。

欠除は、欠除である。

闕除は、闕除である。

血漿は、血漿である。

決勝は、決勝である。

結晶は、結晶である。

欠場は、欠場である。

結縄は、結縄である。

楔状は、楔状である。

潔浄は、潔浄である。

月性は、月性である。

月商は、月商である。

月照は、月照である。

決定往生は、決定往生である。

結晶化学は、結晶化学である。

結晶学は、結晶学である。

結晶系は、結晶系である。

決定業は、決定業である。

結晶光学は、結晶光学である。

結晶格子は、結晶格子である。

結晶構造は、結晶構造である。

楔状骨は、楔状骨である。

結晶軸は、結晶軸である。

結晶質は、結晶質である。

決定信は、決定信である。

結晶水は、結晶水である。

決勝線は、決勝線である。

決勝点は、決勝点である。

血小板は、血小板である。

結晶分化作用は、結晶分化作用である。

結晶片岩は、結晶片岩である。

結晶面は、結晶面である。

楔状文字は、楔状文字である。

欠如概念は、欠如概念である。

闕所金は、闕所金である。

欠食は、欠食である。

血色は、血色である。

血食は、血食である。

月色は、月色である。

闕所蔵は、闕所蔵である。



闕所物奉行は、闕所物奉行である。

齧歯類は、齧歯類である。

欠唇は、欠唇である。

欠脣は、欠脣である。

決心は、決心である。

結審は、結審である。

傑人は、傑人である。

けつ人は、けつ人である。

竭尽は、竭尽である。

結すは、結すである。

決水は、決水である。

血髄は、血髄である。

決するは、決するである。

血清は、血清である。

結成は、結成である。

血税は、血税である。

血清アルブミンは、血清アルブミンである。

血税一揆は、血税一揆である。

欠性概念は、欠性概念である。

血清肝炎は、血清肝炎である。

血清診断は、血清診断である。

血清病は、血清病である。

血清療法は、血清療法である。

月世界は、月世界である。

欠席は、欠席である。

血石は、血石である。

結石は、結石である。

月夕は、月夕である。

欠席裁判は、欠席裁判である。

欠席判決は、欠席判決である。

結節は、結節である。

結節点は、結節点である。

ゲッセマネは、ゲッセマネである。

血栓は、血栓である。

血戦は、血戦である。

決戦は、決戦である。

決選は、決選である。

孑然は、孑然である。

決然は、決然である。

蹶然は、蹶然である。

月僊は、月僊である。

月前は、月前である。

血栓症は、血栓症である。

決選投票は、決選投票である。

血相は、血相である。

結草は、結草である。



結装は、結装である。

傑僧は、傑僧である。

月相は、月相である。

纈草根は、纈草根である。

結束は、結束である。

血族は、血族である。

血族結婚は、血族結婚である。

血族親は、血族親である。

げっそりは、げっそりである。

欠損は、欠損である。

ゲッターは、ゲッターである。

けったいは、けったいである。

結体は、結体である。

結滞は、結滞である。

結代は、結代である。

決択は、決択である。

結託は、結託である。

けったくそは、けったくそである。

血炭は、血炭である。

血痰は、血痰である。

決断は、決断である。

結団は、結団である。

月旦は、月旦である。

決断所は、決断所である。

月旦評は、月旦評である。

決断力は、決断力である。

闕地は、闕地である。

決着は、決着である。

結着は、結着である。

桀紂は、桀紂である。

結腸は、結腸である。

月長石は、月長石である。

血沈は、血沈である。

ゲッツーは、ゲッツーである。

結締は、結締である。

闕廷は、闕廷である。

決定傾向は、決定傾向である。

決定的は、決定的である。

決定版は、決定版である。

決定論は、決定論である。

ゲッティンゲンは、ゲッティンゲンである。

欠掖は、欠掖である。

闕腋の袍は、闕腋の袍である。

欠典は、欠典である。

闕典は、闕典である。

欠点は、欠点である。



ケットは、ケットである。

ゲットは、ゲットである。

血刀は、血刀である。

血統は、血統である。

血糖は、血糖である。

決答は、決答である。

決闘は、決闘である。

結党は、結党である。

月桃は、月桃である。

月頭は、月頭である。

決闘罪は、決闘罪である。

血統主義は、血統主義である。

血統書は、血統書である。

決闘状は、決闘状である。

血糖値は、血糖値である。

ゲットーは、ゲットーである。

月徳は、月徳である。

ゲットセットは、ゲットセットである。

蹴っ飛ばすは、蹴っ飛ばすである。

ケットルは、ケットルである。

毛綱は、毛綱である。

血肉は、血肉である。

血尿は、血尿である。

結納は、結納である。

けっぱいは、けっぱいである。

欠配は、欠配である。

潔白は、潔白である。

月迫は、月迫である。

月魄は、月魄である。

結髪は、結髪である。

欠番は、欠番である。

血判は、血判である。

血斑は、血斑である。

結尾は、結尾である。

血肥は、血肥である。

結氷は、結氷である。

月表は、月表である。

月評は、月評である。

欠便は、欠便である。

げっぷは、げっぷである。

月賦は、月賦である。

傑物は、傑物である。

欠文は、欠文である。

闕文は、闕文である。

結文は、結文である。

血粉は、血粉である。



血餅は、血餅である。

月餅は、月餅である。

潔癖は、潔癖である。

決別は、決別である。

訣別は、訣別である。

月鼈は、月鼈である。

ゲッベルスは、ゲッベルスである。

ケッヘル番号は、ケッヘル番号である。

血便は、血便である。

欠乏は、欠乏である。

欠望は、欠望である。

闕望は、闕望である。

月俸は、月俸である。

月報は、月報である。

欠盆は、欠盆である。

欠本は、欠本である。

闕本は、闕本である。

結膜は、結膜である。

結膜炎は、結膜炎である。

蹴躓くは、蹴躓くである。

結末は、結末である。

月末は、月末である。

月末払いは、月末払いである。

毛詰りは、毛詰りである。

蹴爪は、蹴爪である。

血盟は、血盟である。

決明は、決明である。

結盟は、結盟である。

月明は、月明である。

血盟団は、血盟団である。

月面は、月面である。

月面図は、月面図である。

月夜は、月夜である。

結約は、結約である。

血友病は、血友病である。

月余は、月余である。

月曜は、月曜である。

月曜病は、月曜病である。

月来は、月来である。

けつらうは、けつらうである。

欠落は、欠落である。

血痢は、血痢である。

月利は、月利である。

欠略は、欠略である。

闕略は、闕略である。

結了は、結了である。



血涙は、血涙である。

欠礼は、欠礼である。

闕礼は、闕礼である。

月例は、月例である。

月齢は、月齢である。

決裂は、決裂である。

結聯は、結聯である。

血路は、血路である。

結露は、結露である。

月露は、月露である。

欠漏は、欠漏である。

闕漏は、闕漏である。

月老は、月老である。

結論は、結論である。

ゲティスバーグは、ゲティスバーグである。

下手物は、下手物である。

怪顛は、怪顛である。

下天は、下天である。

下田は、下田である。

下殿は、下殿である。

怪顛顔は、怪顛顔である。

けどは、けどである。

化土は、化土である。

化度は、化度である。

毛唐は、毛唐である。

現当は、現当である。

外道は、外道である。

夏油温泉は、夏油温泉である。

毛唐人は、毛唐人である。

外道月毛は、外道月毛である。

化導利生は、化導利生である。

気遠しは、気遠しである。

食時は、食時である。

解毒は、解毒である。

解毒剤は、解毒剤である。

褻所は、褻所である。

言葉は、言葉である。

蹴飛ばしは、蹴飛ばしである。

蹴飛ばすは、蹴飛ばすである。

けどもは、けどもである。

ケトルは、ケトルである。

ケトレーは、ケトレーである。

ケトンは、ケトンである。

毛緞子は、毛緞子である。

異なは、異なである。

げなは、げなである。



けないどは、けないどである。

毛長鼬は、毛長鼬である。

日長しは、日長しである。

毛長鼠は、毛長鼠である。

健気は、健気である。

健気立ては、健気立てである。

健気者は、健気者である。

毛無し山は、毛無し山である。

貶すは、貶すである。

気懐かしは、気懐かしである。

ケナフは、ケナフである。

毛並は、毛並である。

日並ぶは、日並ぶである。

褻形は、褻形である。

異なりは、異なりである。

けなりいは、けなりいである。

けなりがるは、けなりがるである。

けなりげは、けなりげである。

けなるいは、けなるいである。

ケナンは、ケナンである。

下男は、下男である。

化尼は、化尼である。

介爾は、介爾である。

異には、異にである。

実には、実にである。

げには、げにである。

ケニアは、ケニアである。

気憎しは、気憎しである。

実に実には、実に実にである。

実に実にしは、実に実にしである。

牽牛子は、牽牛子である。

毛二歳は、毛二歳である。

実にはは、実にはである。

実にまことは、実にまことである。

実にもは、実にもである。

実にやは、実にやである。

実にや実には、実にや実にである。

ケニヤッタは、ケニヤッタである。

仮寧は、仮寧である。

化人は、化人である。

下人は、下人である。

外任は、外任である。

下人並は、下人並である。

外任の奏は、外任の奏である。

下人分は、下人分である。

毛野は、毛野である。



毛抜は、毛抜である。

鑷は、鑷である。

毛抜合せは、毛抜合せである。

毛抜親は、毛抜親である。

毛抜女は、毛抜女である。

毛抜形の太刀は、毛抜形の太刀である。

毛抜鮨は、毛抜鮨である。

気温しは、気温しである。

ケネーは、ケネーである。

解熱は、解熱である。

解熱剤は、解熱剤である。

ケネディは、ケネディである。

ゲネプロは、ゲネプロである。

懸念は、懸念である。

毛の麁物は、毛の麁物である。

毛の沓は、毛の沓である。

蹴退けるは、蹴退けるである。

褻の御所は、褻の御所である。

消残るは、消残るである。

褻の衣は、褻の衣である。

褻の装束は、褻の装束である。

毛の柔物は、毛の柔物である。

蹴伸びは、蹴伸びである。

気上るは、気上るである。

ゲノムは、ゲノムである。

毛の席は、毛の席である。

ゲノムプロジェクトは、ゲノムプロジェクトである。

ゲノム分析は、ゲノム分析である。

ゲノンは、ゲノンである。

毳は、毳である。

毛羽は、毛羽である。

下馬は、下馬である。

ゲバは、ゲバである。

けばいは、けばいである。

下馬売は、下馬売である。

毛生え薬は、毛生え薬である。

下馬落しは、下馬落しである。

下白は、下白である。

毳毳は、毳毳である。

毳毳しいは、毳毳しいである。

食箱は、食箱である。

餉箱は、餉箱である。

下馬先は、下馬先である。

下馬将軍は、下馬将軍である。

蹴外すは、蹴外すである。

下馬雀は、下馬雀である。



毳立つは、毳立つである。

毛羽立つは、毛羽立つである。

毛花は、毛花である。

夏花は、夏花である。

蹴放しは、蹴放しである。

蹴放すは、蹴放すである。

下馬牌は、下馬牌である。

下馬評は、下馬評である。

下馬札は、下馬札である。

けばやは、けばやである。

毳焼きは、毳焼きである。

毛羽焼きは、毛羽焼きである。

ゲバラは、ゲバラである。

毛払いは、毛払いである。

蹴はらかすは、蹴はらかすである。

毛鉤は、毛鉤である。

ゲバルトは、ゲバルトである。

褻晴は、褻晴である。

下阪は、下阪である。

下版は、下版である。

下卑は、下卑である。

検非違使庁は、検非違使庁である。

検非違使所は、検非違使所である。

検非違使尉は、検非違使尉である。

検非違使別当は、検非違使別当である。

毛引は、毛引である。

罫引は、罫引である。

毛引縅は、毛引縅である。

罫引紙は、罫引紙である。

気比神宮は、気比神宮である。

下卑助は、下卑助である。

下卑蔵は、下卑蔵である。

気比松原は、気比松原である。

仮病は、仮病である。

華瓶は、華瓶である。

気びらひは、気びらひである。

下びるは、下びるである。

ケビンは、ケビンである。

毛ピンは、毛ピンである。

煙は、煙である。

烟は、烟である。

けぶは、けぶである。

ケファリンは、ケファリンである。

煙いは、煙いである。

ケフェウスは、ケフェウスである。

ケフェウス座は、ケフェウス座である。



毛深いは、毛深いである。

煙がるは、煙がるである。

毛吹草は、毛吹草である。

煙たいは、煙たいである。

煙たがるは、煙たがるである。

化仏は、化仏である。

毛蒲団は、毛蒲団である。

外文は、外文である。

解文は、解文である。

ケプラーは、ケプラーである。

ケプラーの法則は、ケプラーの法則である。

気振らひは、気振らひである。

気振りは、気振りである。

煙競べは、煙競べである。

煙の波は、煙の波である。

煙るは、煙るである。

烟るは、烟るである。

ケプロンは、ケプロンである。

ケベードは、ケベードである。

ゲベール銃は、ゲベール銃である。

ケベックは、ケベックである。

外弁は、外弁である。

化法は、化法である。

仮法は、仮法である。

家抱は、家抱である。

外法は、外法である。

外法頭は、外法頭である。

毛箒は、毛箒である。

外法下駄は、外法下駄である。

外法様は、外法様である。

毛帽子は、毛帽子である。

毛坊主は、毛坊主である。

外法遣いは、外法遣いである。

外法仏は、外法仏である。

毛祝は、毛祝である。

下僕は、下僕である。

化菩薩は、化菩薩である。

毛程のは、毛程のである。

毛彫は、毛彫である。

牙彫は、牙彫である。

毛彫象嵌は、毛彫象嵌である。

毛彫鏨は、毛彫鏨である。

ゲマインシャフトは、ゲマインシャフトである。

毛巻は、毛巻である。

けまくは、けまくである。

蹴纏ふは、蹴纏ふである。



蹴鞠は、蹴鞠である。

ケマルアタチュルクは、ケマルアタチュルクである。

ケマルパシャは、ケマルパシャである。

蹴廻しは、蹴廻しである。

華鬘は、華鬘である。

懈慢は、懈慢である。

懈慢界は、懈慢界である。

華鬘草は、華鬘草である。

華鬘結びは、華鬘結びである。

毛見は、毛見である。

検見は、検見である。

ケミカルは、ケミカルである。

ケミカルシューズは、ケミカルシューズである。

ケミカルパルプは、ケミカルパルプである。

ケミカルレースは、ケミカルレースである。

ケミストリーは、ケミストリーである。

閲するは、閲するである。

褻道は、褻道である。

毛見取は、毛見取である。

ゲミュートは、ゲミュートである。

外命婦は、外命婦である。

けむは、けむである。

毛むくじゃらは、毛むくじゃらである。

毛むく立つは、毛むく立つである。

毛虫は、毛虫である。

毛虫眉は、毛虫眉である。

煙出しは、煙出しである。

烟出しは、烟出しである。

気難しは、気難しである。

煙返しは、煙返しである。

煙管は、煙管である。

煙水晶は、煙水晶である。

下免は、下免である。

気も無いは、気も無いである。

畜仆しは、畜仆しである。

獣偏は、獣偏である。

獣道は、獣道である。

毛桃は、毛桃である。

仮門は、仮門である。

暇文は、暇文である。

假文は、假文である。

顕紋紗は、顕紋紗である。

花文綾は、花文綾である。

けやは、けやである。

下屋は、下屋である。

下野は、下野である。



けやかは、けやかである。

欅は、欅である。

槻は、槻である。

毛焼きは、毛焼きである。

下薬は、下薬である。

解薬は、解薬である。

けやけしは、けやけしである。

消易しは、消易しである。

毛奴は、毛奴である。

蹴破るは、蹴破るである。

毛谷村六助は、毛谷村六助である。

毛槍は、毛槍である。

毛槍頭は、毛槍頭である。

毛槍虫は、毛槍虫である。

解由は、解由である。

解由状は、解由状である。

下用は、下用である。

下用櫃は、下用櫃である。

褻装いは、褻装いである。

けらは、けらである。

螻蛄は、螻蛄である。

螻は、螻である。

ゲラは、ゲラである。

ケラーは、ケラーである。

家来は、家来である。

家礼は、家礼である。

家来竈は、家来竈である。

家来分は、家来分である。

けらくは、けらくである。

下洛は、下洛である。

下落は、下落である。

化楽天は、化楽天である。

螻蛄首は、螻蛄首である。

螻首は、螻首である。

快楽不退は、快楽不退である。

螻蛄芸は、螻蛄芸である。

けらけらは、けらけらである。

げらげらは、げらげらである。

螻蛄才は、螻蛄才である。

けらしは、けらしである。

ゲラ刷は、ゲラ刷である。

ゲラダ狒狒は、ゲラダ狒狒である。

ケラチンは、ケラチンである。

螻羽は、螻羽である。

螻羽瓦は、螻羽瓦である。

慶良間鹿は、慶良間鹿である。



慶良間列島は、慶良間列島である。

ケララは、ケララである。

来りは、来りである。

服りは、服りである。

着りは、着りである。

けりは、けりである。

下痢は、下痢である。

外吏は、外吏である。

けりかもは、けりかもである。

蹴彫は、蹴彫である。

ゲリマンダーは、ゲリマンダーである。

仮令は、仮令である。

ゲリラは、ゲリラである。

蹴るは、蹴るである。

ゲルは、ゲルである。

毛類は、毛類である。

ケルヴィンは、ケルヴィンである。

ケルヴィン温度は、ケルヴィン温度である。

ゲル化は、ゲル化である。

ケルカリアは、ケルカリアである。

ゲルク派は、ゲルク派である。

ケルシェンシュタイナーは、ケルシェンシュタイナーである。

ケルゼンは、ケルゼンである。

ゲルツェンは、ゲルツェンである。

ケルトは、ケルトである。

ゲルトは、ゲルトである。

ケルト語派は、ケルト語派である。

ゲルトナー菌は、ゲルトナー菌である。

ゲルニカは、ゲルニカである。

ゲルバー橋は、ゲルバー橋である。

ケルビーニは、ケルビーニである。

ケルビムは、ケルビムである。

ケルビンは、ケルビンである。

ゲルピンは、ゲルピンである。

ケルプは、ケルプである。

ゲルマニアは、ゲルマニアである。

ゲルマニウムは、ゲルマニウムである。

ゲルマンは、ゲルマンである。

ゲルマン語派は、ゲルマン語派である。

ゲルマン人は、ゲルマン人である。

ゲルマン法は、ゲルマン法である。

ゲル濾過は、ゲル濾過である。

ケルンは、ケルンである。

ゲルンジーは、ゲルンジーである。

けれは、けれである。

ゲレインは、ゲレインである。



ケレオソートは、ケレオソートである。

ケレスは、ケレスである。

下劣は、下劣である。

ケレドは、ケレドである。

けれどは、けれどである。

けれどもは、けれどもである。

外連は、外連である。

ケレンは、ケレンである。

ケレンスキーは、ケレンスキーである。

ゲレンデは、ゲレンデである。

ゲレンデシュプリンゲンは、ゲレンデシュプリンゲンである。

外連味は、外連味である。

げろは、げろである。

ケロイドは、ケロイドである。

下郎は、下郎である。

下臈は、下臈である。

夏臘は、夏臘である。

下臈徳人は、下臈徳人である。

下臈の蔵人は、下臈の蔵人である。

下臈の女房は、下臈の女房である。

下呂温泉は、下呂温泉である。

げろ掛けは、げろ掛けである。

繋驢けつは、繋驢けつである。

けろけろは、けろけろである。

げろげろは、げろげろである。

ケロシンは、ケロシンである。

ケロッグは、ケロッグである。

けろっとは、けろっとである。

けろりは、けろりである。

けろりかんは、けろりかんである。

戯論は、戯論である。

けわいは、けわいである。

化粧化粧は、化粧化粧である。

化粧坂は、化粧坂である。

仮粧坂は、仮粧坂である。

けはひ付くは、けはひ付くである。

化粧殿は、化粧殿である。

化粧ふは、化粧ふである。

険しいは、険しいである。

嶮しいは、嶮しいである。

けんは、けんである。

犬は、犬である。

妍は、妍である。

見は、見である。

券は、券である。

建は、建である。



研は、研である。

県は、県である。

倹は、倹である。

倦は、倦である。

兼は、兼である。

剣は、剣である。

拳は、拳である。

軒は、軒である。

健は、健である。

牽は、牽である。

険は、険である。

捲は、捲である。

喧は、喧である。

圏は、圏である。

堅は、堅である。

検は、検である。

硯は、硯である。

嫌は、嫌である。

献は、献である。

腱は、腱である。

遣は、遣である。

権は、権である。

嶮は、嶮である。

憲は、憲である。

諠は、諠である。

黔は、黔である。

謙は、謙である。

繭は、繭である。

顕は、顕である。

験は、験である。

譴は、譴である。

幻は、幻である。

玄は、玄である。

言は、言である。

弦は、弦である。

原は、原である。

現は、現である。

絃は、絃である。

舷は、舷である。

衒は、衒である。

減は、減である。

源は、源である。

厳は、厳である。

げんは、げんである。

ゲンは、ゲンである。

兼愛は、兼愛である。



涓埃は、涓埃である。

眷愛は、眷愛である。

険隘は、険隘である。

険悪は、険悪である。

元悪は、元悪である。

減圧は、減圧である。

検圧器は、検圧器である。

減圧症は、減圧症である。

減圧蒸留は、減圧蒸留である。

減圧弁は、減圧弁である。

建安は、建安である。

検案は、検案である。

原案は、原案である。

建安七子は、建安七子である。

検案書は、検案書である。

建安体は、建安体である。

建安府は、建安府である。

険夷は、険夷である。

険易は、険易である。

権威は、権威である。

顕位は、顕位である。

言意は、言意である。

原委は、原委である。

源委は、源委である。

原意は、原意である。

厳威は、厳威である。

健胃剤は、健胃剤である。

剣石は、剣石である。

権威主義は、権威主義である。

権威筋は、権威筋である。

見一は、見一である。

見一無頭は、見一無頭である。

権威的性格は、権威的性格である。

権威道徳は、権威道徳である。

見印は、見印である。

牽引は、牽引である。

険韻は、険韻である。

検印は、検印である。

けん允は、けん允である。

原因は、原因である。

現員は、現員である。

減員は、減員である。

牽引自動車は、牽引自動車である。

牽引車は、牽引車である。

原因において自由な行為は、原因において自由な行為である。

牽引療法は、牽引療法である。



幻有は、幻有である。

巻雲は、巻雲である。

玄雲は、玄雲である。

眩暈は、眩暈である。

玄慧は、玄慧である。

玄恵は、玄恵である。

建永は、建永である。

県営は、県営である。

兼営は、兼営である。

牽曳は、牽曳である。

献詠は、献詠である。

顕栄は、顕栄である。

元永は、元永である。

幻影は、幻影である。

兼営銀行は、兼営銀行である。

幻影肢は、幻影肢である。

玄英神は、玄英神である。

検疫は、検疫である。

権益は、権益である。

原液は、原液である。

現役は、現役である。

減益は、減益である。

検疫港は、検疫港である。

検疫船は、検疫船である。

検疫伝染病は、検疫伝染病である。

検閲は、検閲である。

犬猿は、犬猿である。

妍艶は、妍艶である。

倦厭は、倦厭である。

嫌煙は、嫌煙である。

慊焉は、慊焉である。

けん園は、けん園である。

玄猿は、玄猿である。

減塩は、減塩である。

諺苑は、諺苑である。

けん園学派は、けん園学派である。

検塩器は、検塩器である。

減塩食は、減塩食である。

原猿類は、原猿類である。

嫌悪は、嫌悪である。

遣欧は、遣欧である。

賢王は、賢王である。

元応は、元応である。

玄奥は、玄奥である。

検温は、検温である。

原音は、原音である。



検温器は、検温器である。

県下は、県下である。

喧嘩は、喧嘩である。

諠譁は、諠譁である。

堅果は、堅果である。

献花は、献花である。

権家は、権家である。

懸果は、懸果である。

鹸化は、鹸化である。

犬牙は、犬牙である。

懸河は、懸河である。

元嘉は、元嘉である。

言下は、言下である。

弦歌は、弦歌である。

絃歌は、絃歌である。

原価は、原価である。

元価は、元価である。

現下は、現下である。

現価は、現価である。

現果は、現果である。

減価は、減価である。

厳科は、厳科である。

原画は、原画である。

見解は、見解である。

県会は、県会である。

狷介は、狷介である。

硯海は、硯海である。

顕晦は、顕晦である。

兼該は、兼該である。

険害は、険害である。

圏外は、圏外である。

遣外は、遣外である。

権外は、権外である。

懸崖は、懸崖である。

幻怪は、幻怪である。

言海は、言海である。

限界は、限界である。

諺解は、諺解である。

厳戒は、厳戒である。

顕界は、顕界である。

言外は、言外である。

限外は、限外である。

限外遠心機は、限外遠心機である。

限界ゲージは、限界ゲージである。

限外顕微鏡は、限外顕微鏡である。

限界効用は、限界効用である。



限界効用逓減の法則は、限界効用逓減の法則である。

限界状況は、限界状況である。

限界消費性向は、限界消費性向である。

限界生産費は、限界生産費である。

限界貯蓄性向は、限界貯蓄性向である。

玄界灘は、玄界灘である。

限外発行は、限外発行である。

限界費用は、限界費用である。

圏界面は、圏界面である。

限界利益は、限界利益である。

限外濾過は、限外濾過である。

顕戒論は、顕戒論である。

喧嘩売りは、喧嘩売りである。

鹸化価は、鹸化価である。

喧嘩買いは、喧嘩買いである。

原価管理は、原価管理である。

研覈は、研覈である。

剣客は、剣客である。

堅革は、堅革である。

堅確は、堅確である。

検覈は、検覈である。

懸隔は、懸隔である。

見学は、見学である。

建学は、建学である。

研学は、研学である。

兼学は、兼学である。

謇諤は、謇諤である。

蹇愕は、蹇愕である。

幻覚は、幻覚である。

玄鶴は、玄鶴である。

厳格は、厳格である。

玄学は、玄学である。

弦楽は、弦楽である。

絃楽は、絃楽である。

衒学は、衒学である。

減額は、減額である。

弦楽五重奏は、弦楽五重奏である。

弦楽四重奏は、弦楽四重奏である。

厳格主義は、厳格主義である。

原核生物は、原核生物である。

衒学的は、衒学的である。

原価計算は、原価計算である。

喧嘩腰は、喧嘩腰である。

喧嘩師は、喧嘩師である。

喧嘩仕掛けは、喧嘩仕掛けである。

原価主義は、原価主義である。



減価償却は、減価償却である。

顕花植物は、顕花植物である。

間頭は、間頭である。

犬牙相制は、犬牙相制である。

剣形は、剣形である。

験方は、験方である。

元嘉体は、元嘉体である。

剣酢漿は、剣酢漿である。

鍵楽器は、鍵楽器である。

弦楽器は、弦楽器である。

絃楽器は、絃楽器である。

喧嘩早いは、喧嘩早いである。

現株は、現株である。

剣ヶ峰は、剣ヶ峰である。

喧嘩四つは、喧嘩四つである。

喧嘩両成敗は、喧嘩両成敗である。

元嘉暦は、元嘉暦である。

喧嘩別れは、喧嘩別れである。

建艦は、建艦である。

県官は、県官である。

兼官は、兼官である。

険艱は、険艱である。

堅艦は、堅艦である。

権官は、権官である。

顕官は、顕官である。

検眼は、検眼である。

玄関は、玄関である。

玄鑒は、玄鑒である。

玄鑑は、玄鑑である。

阮咸は、阮咸である。

弦管は、弦管である。

絃管は、絃管である。

現官は、現官である。

減感は、減感である。

厳寒は、厳寒である。

厳顔は、厳顔である。

玄関構えは、玄関構えである。

検眼鏡は、検眼鏡である。

玄関先は、玄関先である。

減感作療法は、減感作療法である。

玄関子は、玄関子である。

玄関付きの洒落は、玄関付きの洒落である。

兼官の除目は、兼官の除目である。

玄関払いは、玄関払いである。

玄関番は、玄関番である。

軒騎は、軒騎である。



嫌忌は、嫌忌である。

愆期は、愆期である。

遣帰は、遣帰である。

権奇は、権奇である。

権貴は、権貴である。

顕貴は、顕貴である。

建議は、建議である。

県議は、県議である。

嫌疑は、嫌疑である。

権宜は、権宜である。

権義は、権義である。

元気は、元気である。

元亀は、元亀である。

玄機は、玄機である。

原基は、原基である。

原器は、原器である。

衒気は、衒気である。

減気は、減気である。

源きは、源きである。

験気は、験気である。

元魏は、元魏である。

玄義は、玄義である。

言議は、言議である。

弦妓は、弦妓である。

絃妓は、絃妓である。

原義は、原義である。

厳儀は、厳儀である。

県議会は、県議会である。

嫌気性細菌は、嫌気性細菌である。

元気付けるは、元気付けるである。

現奇特は、現奇特である。

験奇特は、験奇特である。

玄輝門は、玄輝門である。

健脚は、健脚である。

蹇脚は、蹇脚である。

減却は、減却である。

研究は、研究である。

建久は、建久である。

牽牛は、牽牛である。

元久は、元久である。

言及は、言及である。

原級は、原級である。

減給は、減給である。

原牛は、原牛である。

牽牛花は、牽牛花である。

研究会は、研究会である。



研究開発は、研究開発である。

研究授業は、研究授業である。

牽牛星は、牽牛星である。

検挙は、検挙である。

謙虚は、謙虚である。

原拠は、原拠である。

言語は、言語である。

建教は、建教である。

けん教は、けん教である。

剣侠は、剣侠である。

狷狭は、狷狭である。

牽強は、牽強である。

喧狂は、喧狂である。

堅強は、堅強である。

検鏡は、検鏡である。

謙恭は、謙恭である。

建業は、建業である。

兼業は、兼業である。

検校は、検校である。

顕教は、顕教である。

元凶は、元凶である。

元兇は、元兇である。

現況は、現況である。

厳教は、厳教である。

現業は、現業である。

げんぎょうは、げんぎょうである。

鉗狂人は、鉗狂人である。

現業庁は、現業庁である。

兼業農家は、兼業農家である。

牽強付会は、牽強付会である。

牽強附会は、牽強附会である。

建極は、建極である。

元曲は、元曲である。

限局は、限局である。

原曲は、原曲である。

減極剤は、減極剤である。

元曲四大家は、元曲四大家である。

言語四種論は、言語四種論である。

間切は、間切である。

兼勤は、兼勤である。

乾金は、乾金である。

献芹は、献芹である。

献金は、献金である。

献勤は、献勤である。

懸金は、懸金である。

現金は、現金である。



厳禁は、厳禁である。

現銀は、現銀である。

現金商いは、現金商いである。

現金書留は、現金書留である。

現金勘定は、現金勘定である。

現金自動支払機は、現金自動支払機である。

現金出納帳は、現金出納帳である。

現金取引は、現金取引である。

現金割引は、現金割引である。

賢愚は、賢愚である。

言句は、言句である。

原句は、原句である。

眷遇は、眷遇である。

源空は、源空である。

賢愚経は、賢愚経である。

験比べは、験比べである。

源九郎狐は、源九郎狐である。

源九郎義経は、源九郎義経である。

賢君は、賢君である。

懸軍は、懸軍である。

元勲は、元勲である。

厳君は、厳君である。

厳訓は、厳訓である。

建勲神社は、建勲神社である。

謙下は、謙下である。

幻化は、幻化である。

紫雲英は、紫雲英である。

翹揺は、翹揺である。

現化は、現化である。

券契は、券契である。

建渓は、建渓である。

賢兄は、賢兄である。

元型は、元型である。

原形は、原形である。

原型は、原型である。

現計は、現計である。

減刑は、減刑である。

減軽は、減軽である。

厳刑は、厳刑である。

原形質は、原形質である。

原形質運動は、原形質運動である。

原形質分離は、原形質分離である。

原形質膜は、原形質膜である。

原形質流動は、原形質流動である。

元軽白俗は、元軽白俗である。

剣戟は、剣戟である。



剣劇は、剣劇である。

欠缺は、欠缺である。

献血は、献血である。

幻月は、幻月である。

弦月は、弦月である。

限月は、限月である。

けんけんは、けんけんである。

件件は、件件である。

拳拳は、拳拳である。

娟娟は、娟娟である。

涓涓は、涓涓である。

眷眷は、眷眷である。

喧喧は、喧喧である。

蹇蹇は、蹇蹇である。

建元は、建元である。

建言は、建言である。

乾元は、乾元である。

献言は、献言である。

権限は、権限である。

権原は、権原である。

顕現は、顕現である。

原権は、原権である。

原憲は、原憲である。

厳譴は、厳譴である。

元元は、元元である。

玄玄は、玄玄である。

玄言は、玄言である。

阮元は、阮元である。

言言は、言言である。

舷舷は、舷舷である。

衒言は、衒言である。

喧喧諤諤は、喧喧諤諤である。

喧喧囂囂は、喧喧囂囂である。

玄玄皇帝は、玄玄皇帝である。

玄言詩は、玄言詩である。

元元集は、元元集である。

玄々集は、玄々集である。

蹇蹇匪躬は、蹇蹇匪躬である。

拳拳服膺は、拳拳服膺である。

蹇蹇録は、蹇蹇録である。

眷顧は、眷顧である。

険固は、険固である。

堅固は、堅固である。

謙語は、謙語である。

拳固は、拳固である。

儼乎は、儼乎である。



玄語は、玄語である。

原語は、原語である。

源語は、源語である。

諺語は、諺語である。

建康は、建康である。

兼好は、兼好である。

兼行は、兼行である。

剣工は、剣工である。

剣光は、剣光である。

軒昂は、軒昂である。

乾綱は、乾綱である。

健康は、健康である。

堅甲は、堅甲である。

堅硬は、堅硬である。

献香は、献香である。

権綱は、権綱である。

剣豪は、剣豪である。

軒号は、軒号である。

健剛は、健剛である。

喧囂は、喧囂である。

堅剛は、堅剛である。

賢豪は、賢豪である。

元后は、元后である。

元弘は、元弘である。

元亨は、元亨である。

元寇は、元寇である。

玄黄は、玄黄である。

言行は、言行である。

原口は、原口である。

原鉱は、原鉱である。

原稿は、原稿である。

現行は、現行である。

減劫は、減劫である。

減耗は、減耗である。

元号は、元号である。

減号は、減号である。

賢劫は、賢劫である。

言行一致は、言行一致である。

健康権は、健康権である。

肩甲骨は、肩甲骨である。

肩胛骨は、肩胛骨である。

検光子は、検光子である。

元亨釈書は、元亨釈書である。

健康診査は、健康診査である。

健康診断は、健康診断である。

健康相談は、健康相談である。



健康体は、健康体である。

健康的は、健康的である。

元弘の乱は、元弘の乱である。

現行犯は、現行犯である。

健康美は、健康美である。

現行法は、現行法である。

元号法は、元号法である。

剣光帽影は、剣光帽影である。

健康保険は、健康保険である。

健康保険法は、健康保険法である。

元好問は、元好問である。

原稿用紙は、原稿用紙である。

元亨利貞は、元亨利貞である。

原稿料は、原稿料である。

言語運用は、言語運用である。

言語学は、言語学である。

言語教育は、言語教育である。

言語共同体は、言語共同体である。

建国は、建国である。

圏谷は、圏谷である。

懸谷は、懸谷である。

兼国は、兼国である。

原告は、原告である。

現石は、現石である。

減石は、減石である。

厳酷は、厳酷である。

厳刻は、厳刻である。

建国記念の日は、建国記念の日である。

原告適格は、原告適格である。

言語ゲームは、言語ゲームである。

言語障害は、言語障害である。

言語心理学は、言語心理学である。

言語生活は、言語生活である。

諺語大辞典は、諺語大辞典である。

言語地図は、言語地図である。

言語中枢は、言語中枢である。

言語地理学は、言語地理学である。

言語治療士は、言語治療士である。

拳骨は、拳骨である。

拳固取は、拳固取である。

言語能力は、言語能力である。

言語分析は、言語分析である。

源五兵衛は、源五兵衛である。

言語野は、言語野である。

源五郎は、源五郎である。

源五郎鮒は、源五郎鮒である。



倦困は、倦困である。

乾坤は、乾坤である。

堅昆は、堅昆である。

現今は、現今である。

乾坤一擲は、乾坤一擲である。

検査は、検査である。

権詐は、権詐である。

賢佐は、賢佐である。

験左は、験左である。

験者は、験者である。

兼済は、兼済である。

兼載は、兼載である。

険塞は、険塞である。

堅塞は、堅塞である。

賢才は、賢才である。

賢妻は、賢妻である。

賢宰は、賢宰である。

建材は、建材である。

健在は、健在である。

硯材は、硯材である。

顕在は、顕在である。

幻妻は、幻妻である。

衒妻は、衒妻である。

減殺は、減殺である。

減債は、減債である。

原罪は、原罪である。

現在は、現在である。

見在は、見在である。

現在員は、現在員である。

現在完了は、現在完了である。

減債基金は、減債基金である。

現在生は、現在生である。

現在世は、現在世である。

現在高は、現在高である。

現在地は、現在地である。

現在能は、現在能である。

原裁判は、原裁判である。

現在分詞は、現在分詞である。

現在法は、現在法である。

現在物は、現在物である。

原材料は、原材料である。

間竿は、間竿である。

間棹は、間棹である。

検査官は、検査官である。

剣先は、剣先である。

剣先烏賊は、剣先烏賊である。



剣先烏帽子は、剣先烏帽子である。

剣先鯣は、剣先鯣である。

剣先鏨は、剣先鏨である。

現先取引は、現先取引である。

剣先船は、剣先船である。

建策は、建策である。

研削は、研削である。

剣笏は、剣笏である。

検索は、検索である。

献策は、献策である。

羂索は、羂索である。

原作は、原作である。

絃索は、絃索である。

弦索は、弦索である。

減作は、減作である。

減削は、減削である。

原索動物は、原索動物である。

検索の抗弁は、検索の抗弁である。

研削盤は、研削盤である。

拳酒は、拳酒である。

検札は、検札である。

検察は、検察である。

賢察は、賢察である。

検察官は、検察官である。

検察審査会は、検察審査会である。

検察庁は、検察庁である。

玄様は、玄様である。

検査役は、検査役である。

建盞は、建盞である。

研鑽は、研鑽である。

兼参は、兼参である。

剣山は、剣山である。

乾山は、乾山である。

険山は、険山である。

嶮山は、嶮山である。

検算は、検算である。

験算は、験算である。

献残は、献残である。

原蚕は、原蚕である。

原産は、原産である。

減産は、減産である。

元山は、元山である。

減算は、減算である。

原蚕種は、原蚕種である。

見参所は、見参所である。

原産地は、原産地である。



原産地証明書は、原産地証明書である。

見参の板は、見参の板である。

源三位頼政は、源三位頼政である。

献残屋は、献残屋である。

乾山焼は、乾山焼である。

犬歯は、犬歯である。

妍姿は、妍姿である。

剣士は、剣士である。

堅紙は、堅紙である。

検使は、検使である。

検屍は、検屍である。

検視は、検視である。

献詞は、献詞である。

賢士は、賢士である。

繭糸は、繭糸である。

見思は、見思である。

建治は、建治である。

剣璽は、剣璽である。

健児は、健児である。

堅持は、堅持である。

検字は、検字である。

検事は、検事である。

献辞は、献辞である。

謙辞は、謙辞である。

顕示は、顕示である。

元子は、元子である。

元巳は、元巳である。

元史は、元史である。

元始は、元始である。

元詩は、元詩である。

幻肢は、幻肢である。

幻視は、幻視である。

玄旨は、玄旨である。

言志は、言志である。

言詞は、言詞である。

原子は、原子である。

原糸は、原糸である。

原始は、原始である。

原紙は、原紙である。

原詩は、原詩である。

原資は、原資である。

眼子は、眼子である。

減資は、減資である。

厳旨は、厳旨である。

元治は、元治である。

言次は、言次である。



言辞は、言辞である。

現示は、現示である。

現時は、現時である。

源氏は、源氏である。

源氏合せは、源氏合せである。

源氏糸は、源氏糸である。

源氏打は、源氏打である。

源氏絵は、源氏絵である。

源氏絵合は、源氏絵合である。

原子エネルギーは、原子エネルギーである。

源氏追いは、源氏追いである。

原子価は、原子価である。

原子核は、原子核である。

原子核乾板は、原子核乾板である。

原子核人工変換は、原子核人工変換である。

原子核反応は、原子核反応である。

原子核物理学は、原子核物理学である。

原子核分裂は、原子核分裂である。

原子核崩壊は、原子核崩壊である。

原子核融合は、原子核融合である。

原始関数は、原始関数である。

見識は、見識である。

検糸器は、検糸器である。

原子記号は、原子記号である。

見識張るは、見識張るである。

玄旨帰命壇は、玄旨帰命壇である。

原始共産制は、原始共産制である。

原始共同体は、原始共同体である。

検事局は、検事局である。

原始キリスト教は、原始キリスト教である。

乾字金は、乾字金である。

元字金は、元字金である。

原子雲は、原子雲である。

源氏雲は、源氏雲である。

源氏供養は、源氏供養である。

源氏車は、源氏車である。

剣歯虎は、剣歯虎である。

源氏香は、源氏香である。

検事控訴は、検事控訴である。

絹糸光沢は、絹糸光沢である。

源氏国名は、源氏国名である。

元始祭は、元始祭である。

源氏酒は、源氏酒である。

原始産業は、原始産業である。

原子時は、原子時である。

原始時代は、原始時代である。



原史時代は、原史時代である。

原子質量単位は、原子質量単位である。

原始社会は、原始社会である。

源氏釈は、源氏釈である。

原始取得は、原始取得である。

言志四録は、言志四録である。

原始人は、原始人である。

原子水素溶接は、原子水素溶接である。

原子スペクトルは、原子スペクトルである。

検事正は、検事正である。

原始星は、原始星である。

絹糸腺は、絹糸腺である。

検事総長は、検事総長である。

原糸体は、原糸体である。

原子団は、原子団である。

見質は、見質である。

現質は、現質である。

繭糸長は、繭糸長である。

検事長は、検事長である。

剣室は、剣室である。

兼日は、兼日である。

堅実は、堅実である。

権実は、権実である。

玄室は、玄室である。

言質は、言質である。

原質は、原質である。

幻日は、幻日である。

現実は、現実である。

現実界は、現実界である。

現実原則は、現実原則である。

現実主義は、現実主義である。

現実性は、現実性である。

現実的は、現実的である。

現実売買は、現実売買である。

現実離れは、現実離れである。

原始的は、原始的である。

原始的蓄積は、原始的蓄積である。

原始的反応は、原始的反応である。

原始的不能は、原始的不能である。

原子的命題は、原子的命題である。

現時点は、現時点である。

元始天尊は、元始天尊である。

剣璽渡御は、剣璽渡御である。

原子時計は、原子時計である。

源氏名は、源氏名である。

原子熱は、原子熱である。



剣璽の案は、剣璽の案である。

源氏の氏神は、源氏の氏神である。

源氏の君は、源氏の君である。

健児の社は、健児の社である。

源氏の大将は、源氏の大将である。

源氏の間は、源氏の間である。

源氏宮は、源氏宮である。

原子爆弾は、原子爆弾である。

源氏箱は、源氏箱である。

源氏八領鎧は、源氏八領鎧である。

原子番号は、原子番号である。

源氏節は、源氏節である。

原始仏教は、原始仏教である。

原子物理学は、原子物理学である。

源氏塀は、源氏塀である。

原子砲は、原子砲である。

限時法は、限時法である。

源氏蛍は、源氏蛍である。

源氏巻は、源氏巻である。

源氏窓は、源氏窓である。

源氏豆は、源氏豆である。

原子模型は、原子模型である。

源氏物語は、源氏物語である。

源氏物語絵巻は、源氏物語絵巻である。

源氏物語奥入は、源氏物語奥入である。

源氏物語釈は、源氏物語釈である。

源氏物語玉の小櫛は、源氏物語玉の小櫛である。

源氏物語評釈は、源氏物語評釈である。

犬舎は、犬舎である。

県社は、県社である。

検車は、検車である。

顕者は、顕者である。

懸車は、懸車である。

見者は、見者である。

賢者は、賢者である。

言者は、言者である。

減車は、減車である。

献酌は、献酌である。

顕爵は、顕爵である。

剣尺は、剣尺である。

検尺は、検尺である。

間尺は、間尺である。

現尺は、現尺である。

検尺器は、検尺器である。

賢者立ては、賢者立てである。

賢者の石は、賢者の石である。



現写法は、現写法である。

巻鬚は、巻鬚である。

堅守は、堅守である。

賢主は、賢主である。

賢酒は、賢酒である。

黔首は、黔首である。

懸珠は、懸珠である。

剣樹は、剣樹である。

賢首は、賢首である。

賢衆は、賢衆である。

元首は、元首である。

玄趣は、玄趣である。

原酒は、原酒である。

原種は、原種である。

厳守は、厳守である。

研修は、研修である。

兼修は、兼修である。

検収は、検収である。

献酬は、献酬である。

顕宗は、顕宗である。

犬戎は、犬戎である。

拳銃は、拳銃である。

けん従は、けん従である。

玄宗は、玄宗である。

現収は、現収である。

減収は、減収である。

現住は、現住である。

還住は、還住である。

厳重は、厳重である。

幻住庵は、幻住庵である。

幻住庵記は、幻住庵記である。

現住所は、現住所である。

建州女直は、建州女直である。

現住民は、現住民である。

原住民は、原住民である。

犬儒学派は、犬儒学派である。

減縮は、減縮である。

厳粛は、厳粛である。

厳粛主義は、厳粛主義である。

蜆縮涼鼓集は、蜆縮涼鼓集である。

剣樹地獄は、剣樹地獄である。

元首政治は、元首政治である。

検出は、検出である。

剣術は、剣術である。

幻出は、幻出である。

現出は、現出である。



幻術は、幻術である。

験術は、験術である。

剣術使いは、剣術使いである。

険峻は、険峻である。

嶮峻は、嶮峻である。

賢俊は、賢俊である。

厳峻は、厳峻である。

建春門は、建春門である。

建春門院は、建春門院である。

建春門院中納言日記は、建春門院中納言日記である。

見所は、見所である。

券書は、券書である。

険所は、険所である。

嶮所は、嶮所である。

建除は、建除である。

巻舒は、巻舒である。

慊如は、慊如である。

賢女は、賢女である。

原初は、原初である。

原書は、原書である。

厳暑は、厳暑である。

見性は、見性である。

兼掌は、兼掌である。

剣匠は、剣匠である。

健訟は、健訟である。

健勝は、健勝である。

検証は、検証である。

腱鞘は、腱鞘である。

憲章は、憲章である。

けんしょうは、けんしょうである。

賢相は、賢相である。

賢将は、賢将である。

謙称は、謙称である。

顕正は、顕正である。

顕昭は、顕昭である。

顕彰は、顕彰である。

顕賞は、顕賞である。

懸章は、懸章である。

懸賞は、懸賞である。

券状は、券状である。

けん仗は、けん仗である。

喧擾は、喧擾である。

堅城は、堅城である。

献上は、献上である。

賢聖は、賢聖である。

謙譲は、謙譲である。



元宵は、元宵である。

言笑は、言笑である。

弦誦は、弦誦である。

絃誦は、絃誦である。

現生は、現生である。

現象は、現象である。

舷墻は、舷墻である。

減少は、減少である。

減省は、減省である。

原子容は、原子容である。

玄奘は、玄奘である。

玄象は、玄象である。

玄上は、玄上である。

原状は、原状である。

現成は、現成である。

見成は、見成である。

現状は、現状である。

現場は、現場である。

眼象は、眼象である。

腱鞘炎は、腱鞘炎である。

原状回復は、原状回復である。

現象学は、現象学である。

現象学的社会学は、現象学的社会学である。

献上菓子は、献上菓子である。

減少関数は、減少関数である。

現象空間は、現象空間である。

謙譲語は、謙譲語である。

現成公案は、現成公案である。

玄裳縞衣は、玄裳縞衣である。

顕晶質は、顕晶質である。

健常者は、健常者である。

現象主義は、現象主義である。

見性成仏は、見性成仏である。

元宵節は、元宵節である。

元正天皇は、元正天皇である。

賢聖障子は、賢聖障子である。

献上博多は、献上博多である。

現成飯は、現成飯である。

現場不在証明は、現場不在証明である。

検証物は、検証物である。

献上物は、献上物である。

還城楽は、還城楽である。

兼職は、兼職である。

顕職は、顕職である。

見濁は、見濁である。

言色は、言色である。



言職は、言職である。

原色は、原色である。

現職は、現職である。

減食は、減食である。

現職教育は、現職教育である。

原色版は、原色版である。

減色法は、減色法である。

賢女倒しは、賢女倒しである。

賢女立ては、賢女立てである。

現所労は、現所労である。

原子量は、原子量である。

原子力は、原子力である。

原子力委員会は、原子力委員会である。

原子力基本法は、原子力基本法である。

原子力三原則は、原子力三原則である。

原子力船は、原子力船である。

原子力潜水艦は、原子力潜水艦である。

原子力電池は、原子力電池である。

原子力発電は、原子力発電である。

原始林は、原始林である。

献じるは、献じるである。

減じるは、減じるである。

原子炉は、原子炉である。

源四郎は、源四郎である。

言志録は、言志録である。

原子論は、原子論である。

見思惑は、見思惑である。

欠伸は、欠伸である。

見神は、見神である。

健診は、健診である。

堅信は、堅信である。

堅振は、堅振である。

検真は、検真である。

検針は、検針である。

検診は、検診である。

献身は、献身である。

献進は、献進である。

権臣は、権臣である。

賢臣は、賢臣である。

懸針は、懸針である。

研尋は、研尋である。

県人は、県人である。

涓人は、涓人である。

堅陣は、堅陣である。

堅靱は、堅靱である。

賢人は、賢人である。



元しんは、元しんである。

原審は、原審である。

現身は、現身である。

源信は、源信である。

厳親は、厳親である。

玄参は、玄参である。

原人は、原人である。

原腎は、原腎である。

減尽は、減尽である。

県人会は、県人会である。

原腎管は、原腎管である。

賢人倒しは、賢人倒しである。

見真大師は、見真大師である。

賢人立ては、賢人立てである。

献身的は、献身的である。

兼すは、兼すである。

けんすは、けんすである。

見ずは、見ずである。

眩すは、眩すである。

原図は、原図である。

現図は、現図である。

験ずは、験ずである。

建水は、建水である。

硯水は、硯水である。

懸垂は、懸垂である。

間水は、間水である。

元帥は、元帥である。

玄水は、玄水である。

減水は、減水である。

減衰は、減衰である。

源水は、源水である。

懸垂下降は、懸垂下降である。

原水協は、原水協である。

原水禁は、原水禁である。

験水コックは、験水コックである。

源水独楽は、源水独楽である。

遣隋使は、遣隋使である。

懸垂式鉄道は、懸垂式鉄道である。

減衰振動は、減衰振動である。

玄水石は、玄水石である。

懸垂線は、懸垂線である。

原水爆は、原水爆である。

元帥府は、元帥府である。

件数は、件数である。

軒数は、軒数である。

間数は、間数である。



権数は、権数である。

現数は、現数である。

減数は、減数である。

減数分裂は、減数分裂である。

権尽は、権尽である。

現図工事は、現図工事である。

現図曼荼羅は、現図曼荼羅である。

拳相撲は、拳相撲である。

拳角力は、拳角力である。

検するは、検するである。

験するは、験するである。

献ずるは、献ずるである。

現ずるは、現ずるである。

減ずるは、減ずるである。

原寸は、原寸である。

現世は、現世である。

建制は、建制である。

研精は、研精である。

県勢は、県勢である。

牽制は、牽制である。

権勢は、権勢である。

憲政は、憲政である。

県税は、県税である。

元政は、元政である。

幻世は、幻世である。

弦声は、弦声である。

絃声は、絃声である。

芫菁は、芫菁である。

原生は、原生である。

現制は、現制である。

現勢は、現勢である。

厳正は、厳正である。

減税は、減税である。

元政庵は、元政庵である。

憲政会は、憲政会である。

牽制球は、牽制球である。

検税使は、検税使である。

現生人類は、現生人類である。

原生生物は、原生生物である。

原生代は、原生代である。

厳正中立は、厳正中立である。

憲政党は、憲政党である。

原生動物は、原生動物である。

憲政の常道は、憲政の常道である。

憲政本党は、憲政本党である。

憲政擁護は、憲政擁護である。



原生林は、原生林である。

譴責は、譴責である。

元夕は、元夕である。

玄石は、玄石である。

言責は、言責である。

阮籍は、阮籍である。

原石は、原石である。

原籍は、原籍である。

厳責は、厳責である。

巻積雲は、巻積雲である。

原積土は、原積土である。

堅石白馬は、堅石白馬である。

現世主義は、現世主義である。

建設は、建設である。

倹節は、倹節である。

兼摂は、兼摂である。

懸絶は、懸絶である。

言説は、言説である。

原説は、原説である。

原石器は、原石器である。

建設業は、建設業である。

建設公債は、建設公債である。

建設国債は、建設国債である。

建設省は、建設省である。

建設大臣は、建設大臣である。

建設的は、建設的である。

建設利息は、建設利息である。

現世的は、現世的である。

現世利益は、現世利益である。

剣尖は、剣尖である。

捲線は、捲線である。

献饌は、献饌である。

健全は、健全である。

喧然は、喧然である。

歉然は、歉然である。

顕然は、顕然である。

元銭は、元銭である。

言泉は、言泉である。

弦線は、弦線である。

絃線は、絃線である。

原潜は、原潜である。

源泉は、源泉である。

原泉は、原泉である。

厳選は、厳選である。

げん然は、げん然である。

眩然は、眩然である。



現前は、現前である。

厳然は、厳然である。

儼然は、儼然である。

源泉課税は、源泉課税である。

源泉徴収は、源泉徴収である。

源泉分離課税は、源泉分離課税である。

倹素は、倹素である。

険阻は、険阻である。

嶮岨は、嶮岨である。

けん素は、けん素である。

元素は、元素である。

減租は、減租である。

剣相は、剣相である。

険相は、険相である。

喧噪は、喧噪である。

喧騒は、喧騒である。

検僧は、検僧である。

憲宗は、憲宗である。

建造は、建造である。

幻相は、幻相である。

幻想は、幻想である。

現送は、現送である。

舷窓は、舷窓である。

還相は、還相である。

験僧は、験僧である。

幻像は、幻像である。

現像は、現像である。

巻層雲は、巻層雲である。

現像液は、現像液である。

還相回向は、還相回向である。

懸痩果は、懸痩果である。

幻想曲は、幻想曲である。

幻想交響曲は、幻想交響曲である。

見参酒は、見参酒である。

幻想的は、幻想的である。

現送点は、現送点である。

顕宗天皇は、顕宗天皇である。

建造物は、建造物である。

元素記号は、元素記号である。

検束は、検束である。

賢息は、賢息である。

県属は、県属である。

眷属は、眷属である。

眷族は、眷族である。

原則は、原則である。

舷側は、舷側である。



減速は、減速である。

還俗は、還俗である。

減速材は、減速材である。

原則法は、原則法である。

舷側渡しは、舷側渡しである。

元素鉱物は、元素鉱物である。

元素周期律は、元素周期律である。

元素周期律表は、元素周期律表である。

元素分析は、元素分析である。

謙遜は、謙遜である。

玄孫は、玄孫である。

現存は、現存である。

減損は、減損である。

厳存は、厳存である。

現存在は、現存在である。

検損田使は、検損田使である。

倦惰は、倦惰である。

拳打は、拳打である。

源太は、源太である。

肩帯は、肩帯である。

倦怠は、倦怠である。

兼帯は、兼帯である。

剣帯は、剣帯である。

検体は、検体である。

献体は、献体である。

献替は、献替である。

謙退は、謙退である。

見台は、見台である。

兼題は、兼題である。

献題は、献題である。

憲台は、憲台である。

賢台は、賢台である。

原隊は、原隊である。

原態は、原態である。

現態は、現態である。

減退は、減退である。

原題は、原題である。

現代は、現代である。

現代華は、現代華である。

現代仮名遣は、現代仮名遣である。

倦怠期は、倦怠期である。

現代劇は、現代劇である。

原体験は、原体験である。

現代語は、現代語である。

減大升は、減大升である。

現代的は、現代的である。



現代文は、現代文である。

ケンタウルス座は、ケンタウルス座である。

ケンタウロスは、ケンタウロスである。

権高は、権高である。

見高は、見高である。

現高は、現高である。

源太が産衣は、源太が産衣である。

懸濁液は、懸濁液である。

顕達は、顕達である。

厳達は、厳達である。

ケンタッキーは、ケンタッキーである。

乾闥婆は、乾闥婆である。

乾闥婆城は、乾闥婆城である。

剣玉は、剣玉である。

拳玉は、拳玉である。

乾陀羅は、乾陀羅である。

乾陀羅樹は、乾陀羅樹である。

健啖は、健啖である。

検痰は、検痰である。

間短は、間短である。

契短は、契短である。

暄暖は、暄暖である。

検断は、検断である。

減反は、減反である。

減段は、減段である。

厳探は、厳探である。

幻談は、幻談である。

玄談は、玄談である。

言談は、言談である。

原単位は、原単位である。

現段階は、現段階である。

検断沙汰は、検断沙汰である。

見地は、見地である。

見知は、見知である。

検知は、検知である。

県治は、県治である。

兼治は、兼治である。

軒輊は、軒輊である。

堅緻は、堅緻である。

検地は、検地である。

硯池は、硯池である。

けん稚は、けん稚である。

権知は、権知である。

賢智は、賢智である。

玄地は、玄地である。

現地は、現地である。



ゲンチアナは、ゲンチアナである。

間知石は、間知石である。

検地打ちは、検地打ちである。

建築は、建築である。

建築家は、建築家である。

建築学は、建築学である。

建築基準法は、建築基準法である。

建築協定は、建築協定である。

建築士は、建築士である。

建築主事は、建築主事である。

建築物は、建築物である。

建築面積は、建築面積である。

検地竿は、検地竿である。

県知事は、県知事である。

検地帳は、検地帳である。

現地法人は、現地法人である。

現地保護は、現地保護である。

献茶は、献茶である。

巻繊は、巻繊である。

検注は、検注である。

繭紬は、繭紬である。

絹紬は、絹紬である。

元中は、元中である。

原虫は、原虫である。

原注は、原注である。

原註は、原註である。

厳誅は、厳誅である。

源註拾遺は、源註拾遺である。

検注帳は、検注帳である。

顕著は、顕著である。

玄猪は、玄猪である。

原著は、原著である。

見丁は、見丁である。

建長は、建長である。

県庁は、県庁である。

堅調は、堅調である。

権寵は、権寵である。

けん帳は、けん帳である。

幻聴は、幻聴である。

玄鳥は、玄鳥である。

玄朝は、玄朝である。

原腸は、原腸である。

検潮儀は、検潮儀である。

建長寺は、建長寺である。

建長寺船は、建長寺船である。

健聴者は、健聴者である。



原腸胚は、原腸胚である。

元朝秘史は、元朝秘史である。

厳飭は、厳飭である。

巻煎は、巻煎である。

巻繊汁は、巻繊汁である。

鉗鎚は、鉗鎚である。

けんつうは、けんつうである。

原付きは、原付きである。

剣付鉄砲は、剣付鉄砲である。

剣突は、剣突である。

権付は、権付である。

間積りは、間積りである。

兼程は、兼程である。

検定は、検定である。

献呈は、献呈である。

賢弟は、賢弟である。

懸蹄は、懸蹄である。

元帝は、元帝である。

限定は、限定である。

舷梯は、舷梯である。

検定教科書は、検定教科書である。

限定詞は、限定詞である。

検定試験は、検定試験である。

限定承認は、限定承認である。

限定責任能力は、限定責任能力である。

限定戦争は、限定戦争である。

限定相続は、限定相続である。

見丁帳は、見丁帳である。

限定版は、限定版である。

涓滴は、涓滴である。

硯滴は、硯滴である。

賢哲は、賢哲である。

圏点は、圏点である。

喧伝は、喧伝である。

検田は、検田である。

硯田は、硯田である。

研田は、研田である。

玄天は、玄天である。

原典は、原典である。

原点は、原点である。

減点は、減点である。

限田は、限田である。

検電器は、検電器である。

験電器は、験電器である。

検田使は、検田使である。

元典章は、元典章である。



原典批判は、原典批判である。

ケントは、ケントである。

けん度は、けん度である。

権度は、権度である。

譴怒は、譴怒である。

玄兎は、玄兎である。

玄菟は、玄菟である。

限度は、限度である。

原土は、原土である。

見当は、見当である。

剣頭は、剣頭である。

拳闘は、拳闘である。

軒灯は、軒灯である。

健闘は、健闘である。

喧鬧は、喧鬧である。

諠鬧は、諠鬧である。

圏套は、圏套である。

検討は、検討である。

献灯は、献灯である。

遣唐は、遣唐である。

賢答は、賢答である。

見道は、見道である。

県道は、県道である。

剣道は、剣道である。

乾道は、乾道である。

萱堂は、萱堂である。

権道は、権道である。

幻灯は、幻灯である。

玄冬は、玄冬である。

原頭は、原頭である。

舷灯は、舷灯である。

舷頭は、舷頭である。

減等は、減等である。

厳冬は、厳冬である。

玄同は、玄同である。

言動は、言動である。

原動は、原動である。

幻灯機は、幻灯機である。

原動機は、原動機である。

原動機付自転車は、原動機付自転車である。

検糖計は、検糖計である。

遣唐使は、遣唐使である。

見当識は、見当識である。

献堂式は、献堂式である。

遣唐船は、遣唐船である。

見当違いは、見当違いである。



玄同放言は、玄同放言である。

原動力は、原動力である。

見得は、見得である。

見徳は、見徳である。

建徳は、建徳である。

倹徳は、倹徳である。

乾徳は、乾徳である。

賢徳は、賢徳である。

謙徳は、謙徳である。

元徳は、元徳である。

玄徳は、玄徳である。

験得は、験得である。

験徳は、験徳である。

見徳売は、見徳売である。

謙徳公は、謙徳公である。

ケント紙は、ケント紙である。

厳としては、厳としてである。

儼としては、儼としてである。

捲土重来は、捲土重来である。

間斗束は、間斗束である。

源都督は、源都督である。

ケンドルーは、ケンドルーである。

犬豚は、犬豚である。

絹緞は、絹緞である。

慳貪は、慳貪である。

慳貪饂飩は、慳貪饂飩である。

慳貪頽れは、慳貪頽れである。

慳貪酒は、慳貪酒である。

慳貪女郎は、慳貪女郎である。

慳貪蕎麦は、慳貪蕎麦である。

慳貪箱は、慳貪箱である。

慳貪船は、慳貪船である。

慳貪屋は、慳貪屋である。

元和は、元和である。

圏内は、圏内である。

権内は、権内である。

源内は、源内である。

建内記は、建内記である。

源内櫛は、源内櫛である。

源内焼は、源内焼である。

元和偃武は、元和偃武である。

験直しは、験直しである。

見惑は、見惑である。

元和航海書は、元和航海書である。

元和大殉教は、元和大殉教である。

げんなりは、げんなりである。



間縄は、間縄である。

剣難は、剣難である。

険難は、険難である。

嶮難は、嶮難である。

現には、現にである。

厳には、厳にである。

顕如は、顕如である。

検尿は、検尿である。

建仁は、建仁である。

兼任は、兼任である。

堅忍は、堅忍である。

検認は、検認である。

元仁は、元仁である。

現任は、現任である。

見任は、見任である。

現認は、現認である。

元任は、元任である。

建仁寺は、建仁寺である。

建仁寺垣は、建仁寺垣である。

建仁寺流は、建仁寺流である。

堅忍不抜は、堅忍不抜である。

原人論は、原人論である。

けんねじは、けんねじである。

ケンネルは、ケンネルである。

現年度は、現年度である。

検納は、検納である。

献納は、献納である。

権能は、権能である。

賢能は、賢能である。

玄応は、玄応である。

玄能は、玄能である。

玄翁は、玄翁である。

源翁は、源翁である。

元の字銭は、元の字銭である。

現の証拠は、現の証拠である。

験の証拠は、験の証拠である。

剣の樋は、剣の樋である。

玄の実は、玄の実である。

げんのみは、げんのみである。

剣呑は、剣呑である。

険難性は、険難性である。

犬馬は、犬馬である。

検波は、検波である。

玄蕃は、玄蕃である。

犬吠は、犬吠である。

剣舞は、剣舞である。



検梅は、検梅である。

検黴は、検黴である。

倦憊は、倦憊である。

献杯は、献杯である。

献盃は、献盃である。

減配は、減配である。

券売機は、券売機である。

玄蕃石は、玄蕃石である。

剣バイトは、剣バイトである。

玄蕃桶は、玄蕃桶である。

現場監督は、現場監督である。

建白は、建白である。

絹帛は、絹帛である。

玄麦は、玄麦である。

原麦は、原麦である。

原爆は、原爆である。

建白書は、建白書である。

原爆症は、原爆症である。

元白体は、元白体である。

堅白同異は、堅白同異である。

原爆ドームは、原爆ドームである。

譴罰は、譴罰である。

圏発は、圏発である。

厳罰は、厳罰である。

原発は、原発である。

原発性免疫不全症は、原発性免疫不全症である。

険抜怒張は、険抜怒張である。

玄蕃頭は、玄蕃頭である。

現場売買は、現場売買である。

玄蕃寮は、玄蕃寮である。

現場渡しは、現場渡しである。

検番は、検番である。

見番は、見番である。

鍵盤は、鍵盤である。

元版は、元版である。

原盤は、原盤である。

原板は、原板である。

原版は、原版である。

鍵盤楽器は、鍵盤楽器である。

検番芸者は、検番芸者である。

原判決は、原判決である。

腱反射は、腱反射である。

兼備は、兼備である。

顕微は、顕微である。

犬皮は、犬皮である。

建碑は、建碑である。



倦疲は、倦疲である。

拳匪は、拳匪である。

権扉は、権扉である。

賢否は、賢否である。

顕否は、顕否である。

玄微は、玄微である。

元妃は、元妃である。

原皮は、原皮である。

原肥は、原肥である。

厳秘は、厳秘である。

顕微解剖は、顕微解剖である。

痃癖は、痃癖である。

検引は、検引である。

現引は、現引である。

顕微鏡は、顕微鏡である。

顕微鏡座は、顕微鏡座である。

剣菱は、剣菱である。

顕微手術は、顕微手術である。

検非所は、検非所である。

健筆は、健筆である。

減筆は、減筆である。

硯屏は、硯屏である。

堅氷は、堅氷である。

懸氷は、懸氷である。

原票は、原票である。

原尾類は、原尾類である。

巻餅は、巻餅である。

検品は、検品である。

原品は、原品である。

現品は、現品である。

元贇焼は、元贇焼である。

乾符は、乾符である。

絹布は、絹布である。

賢婦は、賢婦である。

けん符は、けん符である。

玄武は、玄武である。

厳父は、厳父である。

見風は、見風である。

検封は、検封である。

玄風は、玄風である。

厳封は、厳封である。

原風景は、原風景である。

玄武岩は、玄武岩である。

玄武旗は、玄武旗である。

厳復は、厳復である。

元服は、元服である。



げん服は、げん服である。

阮福映は、阮福映である。

元服劣りは、元服劣りである。

元服親は、元服親である。

験福者は、験福者である。

元服名は、元服名である。

元服奉行は、元服奉行である。

元服吉は、元服吉である。

賢夫人は、賢夫人である。

見仏は、見仏である。

見物は、見物である。

元物は、元物である。

原物は、原物である。

現物は、現物である。

験仏は、験仏である。

現物株は、現物株である。

現物為替は、現物為替である。

現物給付は、現物給付である。

現物給与は、現物給与である。

現物経済は、現物経済である。

見物事は、見物事である。

験仏者は、験仏者である。

見物衆は、見物衆である。

現物出資は、現物出資である。

現物取引は、現物取引である。

現物仲買人は、現物仲買人である。

現物売買は、現物売買である。

現物銘柄は、現物銘柄である。

見仏聞法は、見仏聞法である。

玄武洞は、玄武洞である。

玄武門の変は、玄武門の変である。

ケンブリッジは、ケンブリッジである。

ケンブリッジ学派は、ケンブリッジ学派である。

ケンブリッジ大学は、ケンブリッジ大学である。

見聞は、見聞である。

検分は、検分である。

見分は、見分である。

元文は、元文である。

言文は、言文である。

原文は、原文である。

諺文は、諺文である。

言文一致は、言文一致である。

元文金銀は、元文金銀である。

兼併は、兼併である。

乾餅は、乾餅である。

権柄は、権柄である。



憲兵は、憲兵である。

源平は、源平である。

権柄押しは、権柄押しである。

源平臭木は、源平臭木である。

源平香は、源平香である。

源平時代は、源平時代である。

源平盛衰記は、源平盛衰記である。

権柄尽は、権柄尽である。

権柄面は、権柄面である。

源平藤橘は、源平藤橘である。

源平布引滝は、源平布引滝である。

権柄眼は、権柄眼である。

源平桃は、源平桃である。

建蔽率は、建蔽率である。

肩癖は、肩癖である。

軒別は、軒別である。

甄別は、甄別である。

ケンペルは、ケンペルである。

軒冕は、軒冕である。

検便は、検便である。

権変は、権変である。

賢母は、賢母である。

けん畝は、けん畝である。

兼補は、兼補である。

健歩は、健歩である。

健保は、健保である。

賢輔は、賢輔である。

原簿は、原簿である。

玄圃は、玄圃である。

還補は、還補である。

兼房は、兼房である。

憲房は、憲房である。

剣鋩は、剣鋩である。

健忘は、健忘である。

健棒は、健棒である。

嫌謗は、嫌謗である。

絹紡は、絹紡である。

権謀は、権謀である。

憲法は、憲法である。

賢髦は、賢髦である。

建保は、建保である。

剣法は、剣法である。

剣鋒は、剣鋒である。

拳法は、拳法である。

玄ぼうは、玄ぼうである。

元謀は、元謀である。



言貌は、言貌である。

厳貌は、厳貌である。

元宝は、元宝である。

幻法は、幻法である。

現俸は、現俸である。

現報は、現報である。

減法は、減法である。

減俸は、減俸である。

厳法は、厳法である。

憲法違反は、憲法違反である。

憲法改正は、憲法改正である。

憲法学は、憲法学である。

憲法義解は、憲法義解である。

憲法記念日は、憲法記念日である。

憲法小紋は、憲法小紋である。

憲法十七条は、憲法十七条である。

権謀術数は、権謀術数である。

健忘症は、健忘症である。

憲法上の機関は、憲法上の機関である。

憲法上の自由は、憲法上の自由である。

憲法染は、憲法染である。

絹紡縮緬は、絹紡縮緬である。

憲法流は、憲法流である。

硯北は、硯北である。

研北は、研北である。

原木は、原木である。

愿朴は、愿朴である。

検牧使は、検牧使である。

玄圃梨は、玄圃梨である。

献本は、献本である。

絹本は、絹本である。

原本は、原本である。

顕本法華宗は、顕本法華宗である。

肩摩は、肩摩である。

研磨は、研磨である。

研摩は、研摩である。

減摩は、減摩である。

現米は、現米である。

玄米食は、玄米食である。

玄米茶は、玄米茶である。

衒売女色は、衒売女色である。

玄米パンは、玄米パンである。

研磨機は、研磨機である。

剣幕は、剣幕である。

見幕は、見幕である。

権幕は、権幕である。



減摩合金は、減摩合金である。

肩摩轂撃は、肩摩轂撃である。

研磨材は、研磨材である。

減摩材は、減摩材である。

研磨盤は、研磨盤である。

減摩油は、減摩油である。

拳回しは、拳回しである。

拳廻しは、拳廻しである。

拳万は、拳万である。

現未は、現未である。

剣微塵子は、剣微塵子である。

顕密は、顕密である。

厳密は、厳密である。

見脈は、見脈である。

玄妙は、玄妙である。

県民は、県民である。

遣明は、遣明である。

遣明使は、遣明使である。

県民税は、県民税である。

遣明船は、遣明船である。

建武は、建武である。

兼務は、兼務である。

幻夢は、幻夢である。

現務は、現務である。

建武以来追加は、建武以来追加である。

建武式目は、建武式目である。

建武年間記は、建武年間記である。

建武年中行事は、建武年中行事である。

建武新政は、建武新政である。

件名は、件名である。

建茗は、建茗である。

賢明は、賢明である。

懸命は、懸命である。

言明は、言明である。

原名は、原名である。

眩瞑は、眩瞑である。

厳命は、厳命である。

厳明は、厳明である。

弦鳴楽器は、弦鳴楽器である。

顕名主義は、顕名主義である。

元明天皇は、元明天皇である。

懸命の地は、懸命の地である。

幻滅は、幻滅である。

還滅は、還滅である。

券面は、券面である。

硯面は、硯面である。



けん免は、けん免である。

原綿は、原綿である。

減免は、減免である。

見妄は、見妄である。

原毛は、原毛である。

玄黙は、玄黙である。

眩目は、眩目である。

献物は、献物である。

監物は、監物である。

献物帳は、献物帳である。

けんもほろろは、けんもほろろである。

県門は、県門である。

検問は、検問である。

権門は、権門である。

玄門は、玄門である。

舷門は、舷門である。

見聞覚知は、見聞覚知である。

権門駕籠は、権門駕籠である。

検問所は、検問所である。

県門の三才女は、県門の三才女である。

県門の四天王は、県門の四天王である。

乾也は、乾也である。

原野は、原野である。

倹約は、倹約である。

兼約は、兼約である。

軒役は、軒役である。

堅約は、堅約である。

鍵鑰は、鍵鑰である。

現益は、現益である。

倹約令は、倹約令である。

玄冶店は、玄冶店である。

乾也焼は、乾也焼である。

原由は、原由である。

原油は、原油である。

県有は、県有である。

兼有は、兼有である。

現有は、現有である。

厳有院は、厳有院である。

硯友社は、硯友社である。

権輿は、権輿である。

顕誉は、顕誉である。

犬羊は、犬羊である。

見様は、見様である。

建窯は、建窯である。

兼用は、兼用である。

娟容は、娟容である。



妍容は、妍容である。

眷養は、眷養である。

険要は、険要である。

権要は、権要である。

顕用は、顕用である。

顕要は、顕要である。

顕揚は、顕揚である。

幻妖は、幻妖である。

言容は、言容である。

げん耀は、げん耀である。

眩耀は、眩耀である。

衒耀は、衒耀である。

厳容は、厳容である。

玄洋社は、玄洋社である。

兼用種は、兼用種である。

原葉体は、原葉体である。

牽用動物は、牽用動物である。

謙抑は、謙抑である。

けんよもないは、けんよもないである。

還来穢国は、還来穢国である。

検卵は、検卵である。

絢爛は、絢爛である。

賢覧は、賢覧である。

玄覧は、玄覧である。

県吏は、県吏である。

堅利は、堅利である。

権利は、権利である。

賢吏は、賢吏である。

玄理は、玄理である。

原理は、原理である。

現利は、現利である。

権利落は、権利落である。

権利株は、権利株である。

験力は、験力である。

権利金は、権利金である。

権利拘束は、権利拘束である。

権利質は、権利質である。

原理主義は、原理主義である。

権利証は、権利証である。

権利章典は、権利章典である。

権利請願は、権利請願である。

権利宣言は、権利宣言である。

建立は、建立である。

県立は、県立である。

厳律は、厳律である。

権利付は、権利付である。



権利能力は、権利能力である。

権利問題は、権利問題である。

建暦は、建暦である。

権略は、権略である。

元暦は、元暦である。

元暦校本万葉集は、元暦校本万葉集である。

剣竜は、剣竜である。

乾隆は、乾隆である。

源流は、源流である。

検流計は、検流計である。

乾隆帝は、乾隆帝である。

玄竜湯は、玄竜湯である。

賢慮は、賢慮である。

見料は、見料である。

兼領は、兼領である。

乾陵は、乾陵である。

権量は、権量である。

賢良は、賢良である。

元良は、元良である。

原料は、原料である。

現量は、現量である。

減量は、減量である。

原料炭は、原料炭である。

原料糖は、原料糖である。

権力は、権力である。

減力は、減力である。

権力意志は、権力意志である。

権力関係は、権力関係である。

権力分立は、権力分立である。

倹吝は、倹吝である。

慳吝は、慳吝である。

乾臨は、乾臨である。

原林は、原林である。

乾臨閣は、乾臨閣である。

剣林地獄は、剣林地獄である。

堅塁は、堅塁である。

妍麗は、妍麗である。

県令は、県令である。

黔黎は、黔黎である。

厳令は、厳令である。

厳れいは、厳れいである。

建礼門は、建礼門である。

建礼門院は、建礼門院である。

建礼門院右京大夫は、建礼門院右京大夫である。

厳烈は、厳烈である。

眷恋は、眷恋である。



牽連は、牽連である。

牽連犯は、牽連犯である。

涓露は、涓露である。

険路は、険路である。

嶮路は、嶮路である。

賢路は、賢路である。

顕露は、顕露である。

言路は、言路である。

倦労は、倦労である。

堅牢は、堅牢である。

嶮浪は、嶮浪である。

賢郎は、賢郎である。

元老は、元老である。

元老院は、元老院である。

元老院議官は、元老院議官である。

堅牢地神は、堅牢地神である。

元禄は、元禄である。

兼六園は、兼六園である。

元禄金銀は、元禄金銀である。

元禄下駄は、元禄下駄である。

元禄小袖は、元禄小袖である。

元禄地震は、元禄地震である。

元禄袖は、元禄袖である。

元禄鯛は、元禄鯛である。

元禄大平記は、元禄大平記である。

元禄忠臣蔵は、元禄忠臣蔵である。

元禄花見踊は、元禄花見踊である。

元禄文学は、元禄文学である。

元禄見得は、元禄見得である。

元禄模様は、元禄模様である。

言論は、言論である。

原論は、原論である。

言論の自由は、言論の自由である。

原話は、原話である。

幻惑は、幻惑である。

眩惑は、眩惑である。

現渡しは、現渡しである。

懸腕直筆は、懸腕直筆である。

こは、こである。

子は、子である。

児は、児である。

粉は、粉である。

濃は、濃である。

戸は、戸である。

古は、古である。

呼は、呼である。



固は、固である。

姑は、姑である。

股は、股である。

虎は、虎である。

孤は、孤である。

弧は、弧である。

胡は、胡である。

個は、個である。

袴は、袴である。

壺は、壺である。

湖は、湖である。

雇は、雇である。

誇は、誇である。

賈は、賈である。

跨は、跨である。

鈷は、鈷である。

鼓は、鼓である。

滬は、滬である。

糊は、糊である。

瞽は、瞽である。

顧は、顧である。

蠱は、蠱である。

是は、是である。

此は、此である。

小は、小である。

乎は、乎である。

ごは、ごである。

豆汁は、豆汁である。

豆油は、豆油である。

互は、互である。

午は、午である。

伍は、伍である。

吾は、吾である。

後は、後である。

娯は、娯である。

悟は、悟である。

語は、語である。

誤は、誤である。

護は、護である。

コアは、コアである。

ゴアは、ゴアである。

御挨拶は、御挨拶である。

小葵は、小葵である。

小上がりは、小上がりである。

コアカリキュラムは、コアカリキュラムである。

小商いは、小商いである。



小商人は、小商人である。

五悪は、五悪である。

五悪趣は、五悪趣である。

小揚は、小揚である。

小字は、小字である。

五明後日は、五明後日である。

小足は、小足である。

小味は、小味である。

古アジア語は、古アジア語である。

小紫陽花は、小紫陽花である。

コアシステムは、コアシステムである。

コアセルベートは、コアセルベートである。

コアタイムは、コアタイムである。

小当りは、小当りである。

ゴアテックスは、ゴアテックスである。

小甘いは、小甘いである。

小編笠は、小編笠である。

小網座は、小網座である。

小鮎は、小鮎である。

コアラは、コアラである。

ごあるは、ごあるである。

小歩きは、小歩きである。

孤鞍は、孤鞍である。

ごあんすは、ごあんすである。

小安殿は、小安殿である。

凍は、凍である。

恋は、恋である。

こいは、こいである。

請いは、請いである。

乞いは、乞いである。

鯉は、鯉である。

木居は、木居である。

古意は、古意である。

虎威は、虎威である。

故意は、故意である。

濃いは、濃いである。

五位は、五位である。

五噫は、五噫である。

唔いは、唔いである。

語彙は、語彙である。

語意は、語意である。

恋ひ明かすは、恋ひ明かすである。

恋商人は、恋商人である。

恋ひ余るは、恋ひ余るである。

請い受けるは、請い受けるである。

乞い受けるは、乞い受けるである。



恋歌は、恋歌である。

恋占は、恋占である。

恋ひ恨むは、恋ひ恨むである。

小家は、小家である。

小家勝ちは、小家勝ちである。

小家吟味は、小家吟味である。

恋教え鳥は、恋教え鳥である。

濃柿は、濃柿である。

恋風は、恋風である。

恋敵は、恋敵である。

恋河は、恋河である。

恋川春町は、恋川春町である。

小息は、小息である。

小意気は、小意気である。

小粋は、小粋である。

呉偉業は、呉偉業である。

顧維鈞は、顧維鈞である。

恋草は、恋草である。

濃口は、濃口である。

鯉口は、鯉口である。

濃口醤油は、濃口醤油である。

恋郭は、恋郭である。

恋廓は、恋廓である。

濃紅は、濃紅である。

濃化粧は、濃化粧である。

語意考は、語意考である。

恋い焦れるは、恋い焦れるである。

鯉濃は、鯉濃である。

恋心は、恋心である。

恋衣は、恋衣である。

恋盛りは、恋盛りである。

五位鷺は、五位鷺である。

恋里は、恋里である。

恋醒めは、恋醒めである。

こいさんは、こいさんである。

コイサンは、コイサンである。

小石は、小石である。

礫は、礫である。

恋しは、恋しである。

恋路は、恋路である。

碁石は、碁石である。

御倚子は、御倚子である。

恋しいは、恋しいである。

小石打合いは、小石打合いである。

礫打合いは、礫打合いである。

小石織は、小石織である。



小石川は、小石川である。

小石川養生所は、小石川養生所である。

碁石金は、碁石金である。

恋しけくは、恋しけくである。

恋い慕うは、恋い慕うである。

五位七十五法は、五位七十五法である。

恋し鳥は、恋し鳥である。

恋死には、恋死にである。

恋ひ死ぬは、恋ひ死ぬである。

恋路の闇は、恋路の闇である。

碁石蛤は、碁石蛤である。

碁石豆は、碁石豆である。

恋知らずは、恋知らずである。

恋しらには、恋しらにである。

恋知りは、恋知りである。

恋知り鳥は、恋知り鳥である。

請い捨ては、請い捨てである。

小泉は、小泉である。

古泉は、古泉である。

小泉信三は、小泉信三である。

古泉千樫は、古泉千樫である。

小泉文夫は、小泉文夫である。

小泉丹は、小泉丹である。

小泉八雲は、小泉八雲である。

恋するは、恋するである。

鯉筌は、鯉筌である。

小磯は、小磯である。

コイ族は、コイ族である。

小磯国昭は、小磯国昭である。

小磯良平は、小磯良平である。

小板は、小板である。

恋痛しは、恋痛しである。

小板敷は、小板敷である。

小戴は、小戴である。

小一は、小一である。

乞ひ誓ふは、乞ひ誓ふである。

恋力は、恋力である。

五一五事件は、五一五事件である。

後一条天皇は、後一条天皇である。

小一条殿は、小一条殿である。

濃茶は、濃茶である。

濃茶茶碗は、濃茶茶碗である。

濃茶手前は、濃茶手前である。

恋塚は、恋塚である。

鯉攫は、鯉攫である。

恋疲れは、恋疲れである。



恋尽しは、恋尽しである。

御一新は、御一新である。

恋妻は、恋妻である。

請ひ詰むは、請ひ詰むである。

小出は、小出である。

小出楢重は、小出楢重である。

小糸は、小糸である。

小絲は、小絲である。

小絲源太郎は、小絲源太郎である。

小糸佐七は、小糸佐七である。

木居鳥は、木居鳥である。

恋仲は、恋仲である。

恋慰めは、恋慰めである。

恋情けは、恋情けである。

小稲半兵衛は、小稲半兵衛である。

小雛半兵衛は、小雛半兵衛である。

小いな半は、小いな半である。

恋女房は、恋女房である。

恋女房染分手綱は、恋女房染分手綱である。

小犬は、小犬である。

子犬は、子犬である。

小犬座は、小犬座である。

コイネーは、コイネーである。

希うは、希うである。

庶幾うは、庶幾うである。

冀うは、冀うである。

請い願うは、請い願うである。

希くはは、希くはである。

庶幾くはは、庶幾くはである。

冀くはは、冀くはである。

恋猫は、恋猫である。

濃鼠は、濃鼠である。

恋の仇は、恋の仇である。

恋の歌は、恋の歌である。

恋の重荷は、恋の重荷である。

恋重荷は、恋重荷である。

恋の敵は、恋の敵である。

恋の絆は、恋の絆である。

五位蔵人は、五位蔵人である。

恋の煙は、恋の煙である。

恋の坂は、恋の坂である。

恋の関は、恋の関である。

恋の関守は、恋の関守である。

鯉の滝登りは、鯉の滝登りである。

恋の端は、恋の端である。

恋の峠は、恋の峠である。



恋の初風は、恋の初風である。

恋の淵は、恋の淵である。

恋の蛍は、恋の蛍である。

鯉幟は、鯉幟である。

乞ひ祈むは、乞ひ祈むである。

恋の奴は、恋の奴である。

恋の山は、恋の山である。

恋の病は、恋の病である。

恋の山路は、恋の山路である。

恋の闇は、恋の闇である。

恋の世は、恋の世である。

濃縹は、濃縹である。

故意犯は、故意犯である。

恋人は、恋人である。

五位百法は、五位百法である。

臥伏すは、臥伏すである。

恋文は、恋文である。

恋震いは、恋震いである。

古医方は、古医方である。

濃蒔梨子地は、濃蒔梨子地である。

古伊万里は、古伊万里である。

臥転ぶは、臥転ぶである。

恋水は、恋水である。

恋ひ乱るは、恋ひ乱るである。

請婿は、請婿である。

乞婿は、乞婿である。

恋婿は、恋婿である。

恋結びは、恋結びである。

恋娘昔八丈は、恋娘昔八丈である。

乞目は、乞目である。

子芋は、子芋である。

小芋は、小芋である。

恋ひ思ふは、恋ひ思ふである。

恋ひ痩すは、恋ひ痩すである。

鯉山は、鯉山である。

恋病みは、恋病みである。

恋ひ止むは、恋ひ止むである。

後入りは、後入りである。

コイルは、コイルである。

恋いるは、恋いるである。

コイル発条は、コイル発条である。

コイルボビンは、コイルボビンである。

小岩井農場は、小岩井農場である。

恋煩いは、恋煩いである。

恋患いは、恋患いである。

恋忘れ貝は、恋忘れ貝である。



恋忘れ草は、恋忘れ草である。

恋ひ渡るは、恋ひ渡るである。

恋ひ侘ぶは、恋ひ侘ぶである。

小院は、小院である。

古韻は、古韻である。

故院は、故院である。

雇員は、雇員である。

コインは、コインである。

五音は、五音である。

五韻は、五韻である。

後院は、後院である。

五韻相通は、五韻相通である。

五音の占いは、五音の占いである。

コインブラは、コインブラである。

コインランドリーは、コインランドリーである。

五韻連声は、五韻連声である。

コインロッカーは、コインロッカーである。

鸛は、鸛である。

国府は、国府である。

亢は、亢である。

孔は、孔である。

爻は、爻である。

巧は、巧である。

広は、広である。

交は、交である。

光は、光である。

好は、好である。

攷は、攷である。

江は、江である。

考は、考である。

劫は、劫である。

坑は、坑である。

宏は、宏である。

抗は、抗である。

攻は、攻である。

更は、更である。

効は、効である。

幸は、幸である。

拘は、拘である。

肯は、肯である。

侯は、侯である。

厚は、厚である。

哄は、哄である。

巷は、巷である。

恒は、恒である。

昂は、昂である。



洪は、洪である。

狡は、狡である。

皇は、皇である。

荒は、荒である。

郊は、郊である。

候は、候である。

校は、校である。

浩は、浩である。

紘は、紘である。

耕は、耕である。

耗は、耗である。

航は、航である。

降は、降である。

高は、高である。

寇は、寇である。

康は、康である。

控は、控である。

喉は、喉である。

慌は、慌である。

腔は、腔である。

港は、港である。

皓は、皓である。

硬は、硬である。

絞は、絞である。

項は、項である。

溝は、溝である。

鉱は、鉱である。

礦は、礦である。

鈎は、鈎である。

敲は、敲である。

綱は、綱である。

膏は、膏である。

酵は、酵である。

閤は、閤である。

膠は、膠である。

稿は、稿である。

鋼は、鋼である。

薨は、薨である。

講は、講である。

購は、購である。

鴻は、鴻である。

曠は、曠である。

乞うは、乞うである。

請うは、請うである。

支ふは、支ふである。

交ふは、交ふである。



恋うは、恋うである。

買ふは、買ふである。

飼ふは、飼ふである。

斯うは、斯うである。

号は、号である。

拷は、拷である。

剛は、剛である。

毫は、毫である。

傲は、傲である。

豪は、豪である。

壕は、壕である。

濠は、濠である。

轟は、轟である。

向阿は、向阿である。

黄埃は、黄埃である。

光圧は、光圧である。

高圧は、高圧である。

高圧浣腸は、高圧浣腸である。

降圧剤は、降圧剤である。

高圧酸素療法は、高圧酸素療法である。

高圧線は、高圧線である。

高圧的は、高圧的である。

興亜奉公日は、興亜奉公日である。

幸阿弥は、幸阿弥である。

香合は、香合である。

公安は、公安である。

公案は、公案である。

弘安は、弘安である。

考案は、考案である。

苟安は、苟安である。

香案は、香案である。

康安は、康安である。

公安委員会は、公安委員会である。

孔安国は、孔安国である。

公安条例は、公安条例である。

公安審査委員会は、公安審査委員会である。

公安調査庁は、公安調査庁である。

孝安天皇は、孝安天皇である。

弘安の役は、弘安の役である。

興安嶺は、興安嶺である。

功位は、功位である。

交椅は、交椅である。

好意は、好意である。

行為は、行為である。

攻囲は、攻囲である。

更衣は、更衣である。



更位は、更位である。

厚意は、厚意である。

垢衣は、垢衣である。

皇位は、皇位である。

皇威は、皇威である。

紅夷は、紅夷である。

紅衣は、紅衣である。

荒夷は、荒夷である。

校医は、校医である。

校尉は、校尉である。

校異は、校異である。

高位は、高位である。

黄緯は、黄緯である。

綱位は、綱位である。

綱維は、綱維である。

号衣は、号衣である。

合囲は、合囲である。

合意は、合意である。

斯ういうは、斯ういうである。

甲烏賊は、甲烏賊である。

高位株は、高位株である。

広域は、広域である。

広域行政は、広域行政である。

広域経済は、広域経済である。

行為規範は、行為規範である。

広域変成作用は、広域変成作用である。

皇位継承は、皇位継承である。

更衣室は、更衣室である。

後遺症は、後遺症である。

行為税は、行為税である。

格板は、格板である。

行為地法は、行為地法である。

後逸は、後逸である。

合一は、合一である。

好一対は、好一対である。

紅一点は、紅一点である。

好意手形は、好意手形である。

好意的は、好意的である。

高緯度は、高緯度である。

行為能力は、行為能力である。

更衣腹は、更衣腹である。

行為法は、行為法である。

香色は、香色である。

工員は、工員である。

公印は、公印である。

広韻は、広韻である。



交引は、交引である。

光陰は、光陰である。

好音は、好音である。

行員は、行員である。

拘引は、拘引である。

後印は、後印である。

後胤は、後胤である。

皇胤は、皇胤である。

荒淫は、荒淫である。

貢院は、貢院である。

強引は、強引である。

強淫は、強淫である。

業因は、業因である。

豪飲は、豪飲である。

勾引状は、勾引状である。

紅雨は、紅雨である。

降雨は、降雨である。

項羽は、項羽である。

膏雨は、膏雨である。

豪雨は、豪雨である。

抗ウイルス剤は、抗ウイルス剤である。

降雨量は、降雨量である。

光暈は、光暈である。

行雲は、行雲である。

幸運は、幸運である。

好運は、好運である。

皇運は、皇運である。

香雲は、香雲である。

耕耘は、耕耘である。

耕雲は、耕雲である。

高運は、高運である。

黄雲は、黄雲である。

行雲廻雪体は、行雲廻雪体である。

耕耘機は、耕耘機である。

耕運機は、耕運機である。

幸運児は、幸運児である。

行雲流水は、行雲流水である。

故上は、故上である。

香会は、香会である。

香衣は、香衣である。

黄衣は、黄衣である。

講会は、講会である。

公営は、公営である。

光永は、光永である。

光栄は、光栄である。

行営は、行営である。



後栄は、後栄である。

後裔は、後裔である。

後衛は、後衛である。

皇裔は、皇裔である。

高詠は、高詠である。

康永は、康永である。

構営は、構営である。

公営企業は、公営企業である。

公営企業金融公庫は、公営企業金融公庫である。

公営住宅は、公営住宅である。

紅衛兵は、紅衛兵である。

公益は、公益である。

広益は、広益である。

行役は、行役である。

効益は、効益である。

公益委員は、公益委員である。

公益事業は、公益事業である。

公益質屋は、公益質屋である。

交易条件は、交易条件である。

公益信託は、公益信託である。

公益法人は、公益法人である。

光悦は、光悦である。

校閲は、校閲である。

高閲は、高閲である。

光悦寺垣は、光悦寺垣である。

光悦本は、光悦本である。

光悦蒔絵は、光悦蒔絵である。

光悦楽焼は、光悦楽焼である。

光悦流は、光悦流である。

高エネルギー物理学は、高エネルギー物理学である。

高エネルギー燐酸結合は、高エネルギー燐酸結合である。

口演は、口演である。

公園は、公園である。

公演は、公演である。

弘遠は、弘遠である。

光焔は、光焔である。

光炎は、光炎である。

好演は、好演である。

宏遠は、宏遠である。

広遠は、広遠である。

後炎は、後炎である。

後焔は、後焔である。

後援は、後援である。

後園は、後園である。

後燕は、後燕である。

紅炎は、紅炎である。



紅焔は、紅焔である。

香煙は、香煙である。

高遠は、高遠である。

硬鉛は、硬鉛である。

溘焉は、溘焉である。

講筵は、講筵である。

講演は、講演である。

曠遠は、曠遠である。

強縁は、強縁である。

剛縁は、剛縁である。

後援会は、後援会である。

好塩基球は、好塩基球である。

好塩菌は、好塩菌である。

好悪は、好悪である。

康応は、康応である。

黄鶯は、黄鶯である。

高屋は、高屋である。

黄屋は、黄屋である。

剛臆は、剛臆である。

剛臆の座は、剛臆の座である。

甲乙は、甲乙である。

甲乙人は、甲乙人である。

講親は、講親である。

口音は、口音である。

厚恩は、厚恩である。

恒温は、恒温である。

皇恩は、皇恩である。

高音は、高音である。

高恩は、高恩である。

高温は、高温である。

喉音は、喉音である。

構音は、構音である。

鴻恩は、鴻恩である。

洪恩は、洪恩である。

号音は、号音である。

合音は、合音である。

轟音は、轟音である。

高温計は、高温計である。

構音障害は、構音障害である。

恒温槽は、恒温槽である。

高温超伝導は、高温超伝導である。

光音天は、光音天である。

恒温動物は、恒温動物である。

高音部記号は、高音部記号である。

工科は、工科である。

公暇は、公暇である。



公課は、公課である。

功科は、功科である。

功過は、功過である。

功課は、功課である。

甲科は、甲科である。

弘化は、弘化である。

光華は、光華である。

考課は、考課である。

劫火は、劫火である。

効果は、効果である。

後架は、後架である。

皇化は、皇化である。

皇家は、皇家である。

紅花は、紅花である。

紅霞は、紅霞である。

香火は、香火である。

校歌は、校歌である。

耕稼は、耕稼である。

航河は、航河である。

降下は、降下である。

降嫁は、降嫁である。

高価は、高価である。

高架は、高架である。

高廈は、高廈である。

高歌は、高歌である。

黄花は、黄花である。

黄禍は、黄禍である。

硬化は、硬化である。

硬貨は、硬貨である。

鉱化は、鉱化である。

閤下は、閤下である。

膠化は、膠化である。

鴻化は、鴻化である。

洪化は、洪化である。

闔家は、闔家である。

公衙は、公衙である。

広雅は、広雅である。

甲賀は、甲賀である。

光画は、光画である。

江河は、江河である。

こう娥は、こう娥である。

洪河は、洪河である。

紅河は、紅河である。

高臥は、高臥である。

高雅は、高雅である。

黄河は、黄河である。



号火は、号火である。

剛果は、剛果である。

業火は、業火である。

業果は、業果である。

豪家は、豪家である。

豪華は、豪華である。

恒河は、恒河である。

工会は、工会である。

公会は、公会である。

公海は、公海である。

公開は、公開である。

叩解は、叩解である。

江海は、江海である。

更改は、更改である。

後会は、後会である。

後悔は、後悔である。

狡獪は、狡獪である。

紅海は、紅海である。

耿介は、耿介である。

航海は、航海である。

降灰は、降灰である。

黄海は、黄海である。

膠灰は、膠灰である。

笄は、笄である。

口外は、口外である。

口蓋は、口蓋である。

公害は、公害である。

光害は、光害である。

こうがいは、こうがいである。

後害は、後害である。

荒外は、荒外である。

郊外は、郊外である。

校外は、校外である。

梗概は、梗概である。

鉱害は、鉱害である。

慷慨は、慷慨である。

構外は、構外である。

蝗害は、蝗害である。

豪快は、豪快である。

号外は、号外である。

口蓋音は、口蓋音である。

公開鍵暗号方式は、公開鍵暗号方式である。

公開株は、公開株である。

公会議は、公会議である。

笄ぐるは、笄ぐるである。

公開講座は、公開講座である。



口蓋骨は、口蓋骨である。

公害罪は、公害罪である。

公害裁判は、公害裁判である。

航海士は、航海士である。

公開市場は、公開市場である。

公開市場操作は、公開市場操作である。

公開質問状は、公開質問状である。

校外指導は、校外指導である。

公開主義は、公開主義である。

航海術は、航海術である。

公開状は、公開状である。

航海証書は、航海証書である。

航海条例は、航海条例である。

公開審理主義は、公開審理主義である。

航海図は、航海図である。

口蓋垂は、口蓋垂である。

公開捜査は、公開捜査である。

公害対策基本法は、公害対策基本法である。

郊外電車は、郊外電車である。

航海天文学は、航海天文学である。

航海灯は、航海灯である。

公会堂は、公会堂である。

公害等調整委員会は、公害等調整委員会である。

広開土王は、広開土王である。

黄海南道は、黄海南道である。

航海日誌は、航海日誌である。

黄海の海戦は、黄海の海戦である。

口蓋破裂は、口蓋破裂である。

航海表は、航海表である。

公害病は、公害病である。

笄蛭は、笄蛭である。

公害紛争処理は、公害紛争処理である。

航海法は、航海法である。

公害防止管理者は、公害防止管理者である。

公害防止条例は、公害防止条例である。

黄海北道は、黄海北道である。

航海暦は、航海暦である。

笄髷は、笄髷である。

勘ふは、勘ふである。

功過格は、功過格である。

光化学は、光化学である。

光化学スモッグは、光化学スモッグである。

効果器は、効果器である。

紺掻きは、紺掻きである。

降河魚は、降河魚である。

高架橋は、高架橋である。



合科教授は、合科教授である。

口角は、口角である。

広角は、広角である。

甲殻は、甲殻である。

交角は、交角である。

光覚は、光覚である。

考覈は、考覈である。

行客は、行客である。

岬角は、岬角である。

厚角は、厚角である。

後覚は、後覚である。

降格は、降格である。

高閣は、高閣である。

工学は、工学である。

光学は、光学である。

向学は、向学である。

好学は、好学である。

後学は、後学である。

皇学は、皇学である。

高額は、高額である。

溝壑は、溝壑である。

講学は、講学である。

鴻学は、鴻学である。

合格は、合格である。

光学異性は、光学異性である。

口角炎は、口角炎である。

好角家は、好角家である。

光学活性体は、光学活性体である。

光学ガラスは、光学ガラスである。

光学器械は、光学器械である。

光学系は、光学系である。

光学顕微鏡は、光学顕微鏡である。

厚角細胞は、厚角細胞である。

向嶽寺は、向嶽寺である。

高額紙幣は、高額紙幣である。

向学心は、向学心である。

厚角組織は、厚角組織である。

光学的一軸性結晶は、光学的一軸性結晶である。

光学的二軸性結晶は、光学的二軸性結晶である。

光格天皇は、光格天皇である。

高学年は、高学年である。

光学兵器は、光学兵器である。

高角砲は、高角砲である。

甲賀組は、甲賀組である。

高額療養費は、高額療養費である。

甲殻類は、甲殻類である。



広角レンズは、広角レンズである。

黄鶴楼は、黄鶴楼である。

首懸は、首懸である。

甲掛は、甲掛である。

甲懸は、甲懸である。

黄花崗は、黄花崗である。

航河工事は、航河工事である。

恒河沙は、恒河沙である。

甲賀衆は、甲賀衆である。

耕家春秋は、耕家春秋である。

考課状は、考課状である。

講頭は、講頭である。

抗火石は、抗火石である。

高架線は、高架線である。

広闊は、広闊である。

交割は、交割である。

狡猾は、狡猾である。

郷学校は、郷学校である。

交割物は、交割物である。

効果的は、効果的である。

高架鉄道は、高架鉄道である。

合歓の木は、合歓の木である。

効果の法則は、効果の法則である。

豪華版は、豪華版である。

考課表は、考課表である。

硬化病は、硬化病である。

降下部隊は、降下部隊である。

好下物は、好下物である。

甲賀者は、甲賀者である。

皇嘉門は、皇嘉門である。

皇嘉門院は、皇嘉門院である。

硬化油は、硬化油である。

紅花緑葉は、紅花緑葉である。

公刊は、公刊である。

公館は、公館である。

交換は、交換である。

交感は、交感である。

交歓は、交歓である。

交驩は、交驩である。

光冠は、光冠である。

光環は、光環である。

向寒は、向寒である。

好感は、好感である。

好漢は、好漢である。

江漢は、江漢である。

巷間は、巷間である。



後勘は、後勘である。

後患は、後患である。

後漢は、後漢である。

後鑑は、後鑑である。

皇侃は、皇侃である。

皇漢は、皇漢である。

校勘は、校勘である。

浩瀚は、浩瀚である。

降鑒は、降鑒である。

高官は、高官である。

黄巻は、黄巻である。

構陥は、構陥である。

槓桿は、槓桿である。

槓杆は、槓杆である。

鋼管は、鋼管である。

曠官は、曠官である。

向顔は、向顔である。

抗顔は、抗顔である。

厚顔は、厚顔である。

紅顔は、紅顔である。

睾丸は、睾丸である。

合巻は、合巻である。

合歓は、合歓である。

剛悍は、剛悍である。

強姦は、強姦である。

業感は、業感である。

傲岸は、傲岸である。

皇漢医学は、皇漢医学である。

業感縁起は、業感縁起である。

校勘学は、校勘学である。

交換学生は、交換学生である。

交換価値は、交換価値である。

交換機は、交換機である。

広寒宮は、広寒宮である。

交換教授は、交換教授である。

交換経済は、交換経済である。

交換公文は、交換公文である。

抗癌剤は、抗癌剤である。

強姦罪は、強姦罪である。

仰願寺は、仰願寺である。

交換手は、交換手である。

交換所は、交換所である。

厚顔抄は、厚顔抄である。

交換条件は、交換条件である。

交換尻は、交換尻である。

交感神経は、交感神経である。



黄巻赤軸は、黄巻赤軸である。

交換船は、交換船である。

交換台は、交換台である。

郊寒島痩は、郊寒島痩である。

広寒府は、広寒府である。

交換分合は、交換分合である。

交換法則は、交換法則である。

合歓木は、合歓木である。

合巻本は、合巻本である。

合巻物は、合巻物である。

皇漢薬は、皇漢薬である。

交換輸血は、交換輸血である。

交換力は、交換力である。

口気は、口気である。

口器は、口器である。

工期は、工期である。

公器は、公器である。

孔器は、孔器である。

広軌は、広軌である。

弘毅は、弘毅である。

光輝は、光輝である。

好奇は、好奇である。

好期は、好期である。

好機は、好機である。

拘忌は、拘忌である。

後記は、後記である。

後喜は、後喜である。

後期は、後期である。

恒規は、恒規である。

洪基は、洪基である。

皇紀は、皇紀である。

皇基は、皇基である。

紅木は、紅木である。

香気は、香気である。

候騎は、候騎である。

校紀は、校紀である。

校規は、校規である。

校旗は、校旗である。

降旗は、降旗である。

高貴は、高貴である。

康熙は、康熙である。

綱紀は、綱紀である。

興起は、興起である。

衡器は、衡器である。

鴻基は、鴻基である。

公儀は、公儀である。



公議は、公議である。

巧技は、巧技である。

巧偽は、巧偽である。

広義は、広義である。

交誼は、交誼である。

光儀は、光儀である。

好誼は、好誼である。

抗議は、抗議である。

狎妓は、狎妓である。

厚誼は、厚誼である。

巷議は、巷議である。

後魏は、後魏である。

恒儀は、恒儀である。

高義は、高義である。

高誼は、高誼である。

高議は、高議である。

講義は、講義である。

号旗は、号旗である。

拷器は、拷器である。

剛気は、剛気である。

豪気は、豪気である。

剛毅は、剛毅である。

豪毅は、豪毅である。

合議は、合議である。

嗷議は、嗷議である。

豪儀は、豪儀である。

強気は、強気である。

高気圧は、高気圧である。

後期印象主義は、後期印象主義である。

高貴織は、高貴織である。

好機会は、好機会である。

香聞きは、香聞きである。

合議機関は、合議機関である。

公企業は、公企業である。

後期高齢者は、後期高齢者である。

合議裁判所は、合議裁判所である。

公儀沙汰は、公儀沙汰である。

高貴寺は、高貴寺である。

康熙字典は、康熙字典である。

公儀者は、公儀者である。

公儀十年は、公儀十年である。

綱紀粛正は、綱紀粛正である。

公議所は、公議所である。

講義所は、講義所である。

好奇心は、好奇心である。

合議制は、合議制である。



合議制官庁は、合議制官庁である。

好気性細菌は、好気性細菌である。

公議政体論は、公議政体論である。

高貴石斛は、高貴石斛である。

公儀立ては、公儀立てである。

後期中等教育は、後期中等教育である。

康熙帝は、康熙帝である。

弘徽殿は、弘徽殿である。

光起電力は、光起電力である。

康熙綴じは、康熙綴じである。

公議人は、公議人である。

後喜の祝は、後喜の祝である。

公儀振りは、公儀振りである。

公義務は、公義務である。

公儀向は、公儀向である。

後脚は、後脚である。

口脚類は、口脚類である。

公休は、公休である。

孔丘は、孔丘である。

功級は、功級である。

光球は、光球である。

好仇は、好仇である。

好逑は、好逑である。

考究は、考究である。

行宮は、行宮である。

攻究は、攻究である。

後宮は、後宮である。

恒久は、恒久である。

皇宮は、皇宮である。

降給は、降給である。

高級は、高級である。

高給は、高給である。

硬球は、硬球である。

講究は、講究である。

購求は、購求である。

曠久は、曠久である。

耕牛は、耕牛である。

黄牛は、黄牛である。

号泣は、号泣である。

合級は、合級である。

剛球は、剛球である。

豪球は、豪球である。

高級アルコールは、高級アルコールである。

高級概念は、高級概念である。

高級言語は、高級言語である。

後臼歯は、後臼歯である。



高級脂肪酸は、高級脂肪酸である。

後宮十二司は、後宮十二司である。

高級船員は、高級船員である。

好逑伝は、好逑伝である。

公休日は、公休日である。

恒久法は、恒久法である。

公許は、公許である。

広居は、広居である。

考拠は、考拠である。

抗拒は、抗拒である。

皇居は、皇居である。

荒墟は、荒墟である。

貢挙は、貢挙である。

高距は、高距である。

康居は、康居である。

惶遽は、惶遽である。

溝渠は、溝渠である。

薨去は、薨去である。

交魚は、交魚である。

香魚は、香魚である。

控御は、控御である。

薨御は、薨御である。

傲倨は、傲倨である。

口供は、口供である。

口峡は、口峡である。

公共は、公共である。

孔竅は、孔竅である。

広狭は、広狭である。

交響は、交響である。

好況は、好況である。

孝経は、孝経である。

紅教は、紅教である。

紅鏡は、紅鏡である。

荒凶は、荒凶である。

耕境は、耕境である。

高教は、高教である。

黄教は、黄教である。

溝橋は、溝橋である。

鋼橋は、鋼橋である。

講経は、講経である。

工業は、工業である。

功業は、功業である。

宏業は、宏業である。

洪業は、洪業である。

鴻業は、鴻業である。

鉱業は、鉱業である。



興行は、興行である。

興業は、興業である。

号叫は、号叫である。

剛強は、剛強である。

豪侠は、豪侠である。

工業暗化は、工業暗化である。

公教育は、公教育である。

口峡炎は、口峡炎である。

公教会は、公教会である。

工業化学は、工業化学である。

交響楽は、交響楽である。

交響楽団は、交響楽団である。

工業学校は、工業学校である。

工業規格は、工業規格である。

公共企業体は、公共企業体である。

公共危険罪は、公共危険罪である。

工業技術院は、工業技術院である。

交響曲は、交響曲である。

興業銀行は、興業銀行である。

公共組合は、公共組合である。

公共経済学は、公共経済学である。

鉱業権は、鉱業権である。

興行権は、興行権である。

公共建築は、公共建築である。

工業高等学校は、工業高等学校である。

抗凝固剤は、抗凝固剤である。

公共財は、公共財である。

興業債券は、興業債券である。

鉱業財団は、鉱業財団である。

交響詩は、交響詩である。

興行師は、興行師である。

公共事業は、公共事業である。

工業試験所は、工業試験所である。

公共職業安定所は、公共職業安定所である。

公共職業能力開発施設は、公共職業能力開発施設である。

工業所有権は、工業所有権である。

公共心は、公共心である。

公共性は、公共性である。

鉱業税は、鉱業税である。

公共政策は、公共政策である。

公共善は、公共善である。

公共訴訟は、公共訴訟である。

公共団体は、公共団体である。

工業団地は、工業団地である。

工業地域は、工業地域である。

工業地帯は、工業地帯である。



鉱業抵当は、鉱業抵当である。

公共投資は、公共投資である。

公共の福祉は、公共の福祉である。

工業分析は、工業分析である。

鉱業法は、鉱業法である。

公共放送は、公共放送である。

工業簿記は、工業簿記である。

工業薬品は、工業薬品である。

公共用財産は、公共用財産である。

工業用水は、工業用水である。

工業用テレビジョンは、工業用テレビジョンである。

公共用物は、公共用物である。

工業立地は、工業立地である。

公共料金は、公共料金である。

皇居宮殿は、皇居宮殿である。

攻玉は、攻玉である。

紅玉は、紅玉である。

黄玉は、黄玉である。

硬玉は、硬玉である。

鋼玉は、鋼玉である。

攻玉社は、攻玉社である。

皇極天皇は、皇極天皇である。

講義録は、講義録である。

口琴は、口琴である。

公金は、公金である。

行金は、行金である。

抗菌は、抗菌である。

拘禁は、拘禁である。

咬筋は、咬筋である。

後金は、後金である。

講金は、講金である。

工銀は、工銀である。

高吟は、高吟である。

興銀は、興銀である。

合金は、合金である。

合きんは、合きんである。

剛吟は、剛吟である。

強吟は、強吟である。

合金鋼は、合金鋼である。

拘禁場は、拘禁場である。

抗菌スペクトルは、抗菌スペクトルである。

抗菌性は、抗菌性である。

抗菌性物質は、抗菌性物質である。

合金鉄は、合金鉄である。

紅巾の乱は、紅巾の乱である。

黄巾の乱は、黄巾の乱である。



工区は、工区である。

康衢は、康衢である。

惶懼は、惶懼である。

鉱区は、鉱区である。

工具は、工具である。

香具は、香具である。

校具は、校具である。

耕具は、耕具である。

業苦は、業苦である。

業垢は、業垢である。

口腔は、口腔である。

航空は、航空である。

高空は、高空である。

后宮は、后宮である。

厚遇は、厚遇である。

皇后は、皇后である。

航空医学は、航空医学である。

航空管制は、航空管制である。

航空管制塔は、航空管制塔である。

航空機は、航空機である。

航空機関士は、航空機関士である。

皇宮警察は、皇宮警察である。

口腔外科は、口腔外科である。

航空券は、航空券である。

航空検疫は、航空検疫である。

航空交通管制は、航空交通管制である。

皇宮護衛官は、皇宮護衛官である。

航空士は、航空士である。

航空自衛隊は、航空自衛隊である。

航空写真は、航空写真である。

航空障害灯は、航空障害灯である。

航空書簡は、航空書簡である。

航空信号は、航空信号である。

航空税関は、航空税関である。

航空灯台は、航空灯台である。

航空燃料は、航空燃料である。

航空農業は、航空農業である。

航空発動機は、航空発動機である。

航空病は、航空病である。

航空便は、航空便である。

航空保安施設は、航空保安施設である。

航空法は、航空法である。

航空母艦は、航空母艦である。

航空保険は、航空保険である。

航空郵便は、航空郵便である。

航空輸送は、航空輸送である。



香具売は、香具売である。

航空路は、航空路である。

工具研削盤は、工具研削盤である。

工具鋼は、工具鋼である。

香具師は、香具師である。

香具芝居は、香具芝居である。

鉱区税は、鉱区税である。

合口は、合口である。

後屈は、後屈である。

格組みは、格組みである。

広弘明集は、広弘明集である。

香具屋は、香具屋である。

郷倉は、郷倉である。

郷蔵は、郷蔵である。

高句麗は、高句麗である。

高勾麗は、高勾麗である。

功勲は、功勲である。

光勲は、光勲である。

紅裙は、紅裙である。

校訓は、校訓である。

行軍は、行軍である。

後軍は、後軍である。

皇軍は、皇軍である。

紅軍は、紅軍である。

郷軍は、郷軍である。

行軍将棋は、行軍将棋である。

こうけは、こうけである。

高家は、高家である。

香華は、香華である。

香花は、香花である。

高下は、高下である。

合毛は、合毛である。

江家は、江家である。

口径は、口径である。

光景は、光景である。

行径は、行径である。

拘繋は、拘繋である。

肯綮は、肯綮である。

後勁は、後勁である。

後景は、後景である。

後継は、後継である。

狡計は、狡計である。

皇兄は、皇兄である。

皇系は、皇系である。

皇継は、皇継である。

紅閨は、紅閨である。



荒径は、荒径である。

高啓は、高啓である。

康慶は、康慶である。

黄経は、黄経である。

絞刑は、絞刑である。

興京は、興京である。

鎬京は、鎬京である。

工芸は、工芸である。

虹霓は、虹霓である。

合計は、合計である。

巧芸画は、巧芸画である。

好景気は、好景気である。

公経済は、公経済である。

工芸作物は、工芸作物である。

弘慶子は、弘慶子である。

後形質は、後形質である。

口径食は、口径食である。

黄景仁は、黄景仁である。

口径比は、口径比である。

工芸品は、工芸品である。

香華院は、香華院である。

高家がましは、高家がましである。

抗撃は、抗撃である。

攻撃は、攻撃である。

攻撃同盟は、攻撃同盟である。

高家肝煎は、高家肝煎である。

孔隙率は、孔隙率である。

甲袈裟は、甲袈裟である。

江家次第は、江家次第である。

構桁は、構桁である。

高家立つは、高家立つである。

交纈は、交纈である。

孔穴は、孔穴である。

皇闕は、皇闕である。

紅血は、紅血である。

高潔は、高潔である。

硬結は、硬結である。

膏血は、膏血である。

壙穴は、壙穴である。

江月は、江月である。

皓月は、皓月である。

皐月は、皐月である。

豪傑は、豪傑である。

高血圧症は、高血圧症である。

合毛付は、合毛付である。

抗血清は、抗血清である。



江月宗玩は、江月宗玩である。

高血糖は、高血糖である。

豪傑肌は、豪傑肌である。

豪傑笑いは、豪傑笑いである。

高家張るは、高家張るである。

こうけんは、こうけんである。

公権は、公権である。

考験は、考験である。

効験は、効験である。

厚絹は、厚絹である。

後件は、後件である。

後見は、後見である。

後賢は、後賢である。

皇憲は、皇憲である。

貢献は、貢献である。

貢絹は、貢絹である。

高見は、高見である。

康健は、康健である。

黄繭は、黄繭である。

公言は、公言である。

巧言は、巧言である。

広言は、広言である。

荒言は、荒言である。

広原は、広原である。

曠原は、曠原である。

光源は、光源である。

抗言は、抗言である。

抗原は、抗原である。

抗元は、抗元である。

後言は、後言である。

恒言は、恒言である。

荒原は、荒原である。

郊原は、郊原である。

高言は、高言である。

高原は、高原である。

康元は、康元である。

合憲は、合憲である。

剛健は、剛健である。

剛堅は、剛堅である。

豪健は、豪健である。

甲源一刀流は、甲源一刀流である。

考現学は、考現学である。

後見監督人は、後見監督人である。

黄犬契約は、黄犬契約である。

抗原決定基は、抗原決定基である。

高原玄武岩は、高原玄武岩である。



抗原抗体反応は、抗原抗体反応である。

後件肯定の虚偽は、後件肯定の虚偽である。

後見座は、後見座である。

公現祭は、公現祭である。

寇謙之は、寇謙之である。

向原寺は、向原寺である。

膠原質は、膠原質である。

膠原線維は、膠原線維である。

公権的解釈は、公権的解釈である。

孝謙天皇は、孝謙天皇である。

孝元天皇は、孝元天皇である。

後見人は、後見人である。

後見柱は、後見柱である。

膠原病は、膠原病である。

後見役は、後見役である。

公権力は、公権力である。

巧言令色は、巧言令色である。

公庫は、公庫である。

好古は、好古である。

好個は、好個である。

江湖は、江湖である。

後顧は、後顧である。

香香は、香香である。

曠古は、曠古である。

口語は、口語である。

甲午は、甲午である。

交互は、交互である。

交語は、交語である。

行伍は、行伍である。

庚午は、庚午である。

巷語は、巷語である。

香壺は、香壺である。

高戸は、高戸である。

郷戸は、郷戸である。

合期は、合期である。

豪語は、豪語である。

神籠石は、神籠石である。

公功は、公功である。

公行は、公行である。

公侯は、公侯である。

功効は、功効である。

広広は、広広である。

交媾は、交媾である。

江口は、江口である。

行行は、行行である。

孝行は、孝行である。



宏高は、宏高である。

杲杲は、杲杲である。

後考は、後考である。

後攻は、後攻である。

後項は、後項である。

皇考は、皇考である。

郊行は、郊行である。

浩浩は、浩浩である。

耿耿は、耿耿である。

航行は、航行である。

降紅は、降紅である。

高校は、高校である。

高崗は、高崗である。

黄口は、黄口である。

黄こうは、黄こうである。

黄興は、黄興である。

港口は、港口である。

皓皓は、皓皓である。

硬膏は、硬膏である。

硬鋼は、硬鋼である。

煌煌は、煌煌である。

晃晃は、晃晃である。

鉱坑は、鉱坑である。

膏肓は、膏肓である。

鴻功は、鴻功である。

鴻荒は、鴻荒である。

鴻溝は、鴻溝である。

曠曠は、曠曠である。

鏗鏗は、鏗鏗である。

斯う斯うは、斯う斯うである。

交合は、交合である。

咬合は、咬合である。

苟合は、苟合である。

香盒は、香盒である。

媾合は、媾合である。

曠劫は、曠劫である。

毫光は、毫光である。

嗷嗷は、嗷嗷である。

囂囂は、囂囂である。

轟轟は、轟轟である。

合口音は、合口音である。

硬口蓋は、硬口蓋である。

硬口蓋音は、硬口蓋音である。

孝行顔は、孝行顔である。

皇后旗は、皇后旗である。

航行期間は、航行期間である。



鉱工業は、鉱工業である。

航行区域は、航行区域である。

皇后宮は、皇后宮である。

皇后宮職は、皇后宮職である。

光行差は、光行差である。

黄口児は、黄口児である。

神神しいは、神神しいである。

香光荘厳は、香光荘厳である。

向光性は、向光性である。

光合成は、光合成である。

光合成細菌は、光合成細菌である。

剛構造は、剛構造である。

降交点は、降交点である。

光孝天皇は、光孝天皇である。

後口動物は、後口動物である。

公侯伯子男は、公侯伯子男である。

黄公望は、黄公望である。

好好爺は、好好爺である。

江湖会は、江湖会である。

口語歌は、口語歌である。

考古学は、考古学である。

考古画譜は、考古画譜である。

小動きは、小動きである。

公告は、公告である。

公国は、公国である。

広告は、広告である。

抗告は、抗告である。

侯国は、侯国である。

皇国は、皇国である。

康国は、康国である。

興国は、興国である。

鴻鵠は、鴻鵠である。

闔国は、闔国である。

号哭は、号哭である。

合刻は、合刻である。

抗告裁判所は、抗告裁判所である。

皇国史観は、皇国史観である。

抗告審は、抗告審である。

抗告訴訟は、抗告訴訟である。

広告代理業は、広告代理業である。

広告塔は、広告塔である。

鴻鵠の志は、鴻鵠の志である。

広告媒体は、広告媒体である。

広告屋は、広告屋である。

交互計算は、交互計算である。

鈎股弦は、鈎股弦である。



勾股弦は、勾股弦である。

鈎股弦の定理は、鈎股弦の定理である。

高巾子は、高巾子である。

口語詩は、口語詩である。

江湖詩社は、江湖詩社である。

交互尋問は、交互尋問である。

口語体は、口語体である。

恍惚は、恍惚である。

硬骨は、硬骨である。

硬骨漢は、硬骨漢である。

硬骨魚類は、硬骨魚類である。

甲骨文字は、甲骨文字である。

庚午年籍は、庚午年籍である。

甲午農民戦争は、甲午農民戦争である。

後顧の憂えは、後顧の憂えである。

口語文は、口語文である。

口語文法は、口語文法である。

口語法は、口語法である。

後昆は、後昆である。

後根は、後根である。

黄昏は、黄昏である。

耕墾器は、耕墾器である。

広厳寺は、広厳寺である。

公墾田は、公墾田である。

光厳天皇は、光厳天皇である。

公差は、公差である。

巧詐は、巧詐である。

交叉は、交叉である。

交差は、交差である。

考査は、考査である。

黄砂は、黄砂である。

黄沙は、黄沙である。

膠沙は、膠沙である。

広座は、広座である。

後座は、後座である。

高座は、高座である。

講座は、講座である。

合座は、合座である。

口才は、口才である。

公裁は、公裁である。

公債は、公債である。

交際は、交際である。

光彩は、光彩である。

宏才は、宏才である。

幸西は、幸西である。

後妻は、後妻である。



荒歳は、荒歳である。

虹彩は、虹彩である。

香菜は、香菜である。

高才は、高才である。

高裁は、高裁である。

鉱滓は、鉱滓である。

公罪は、公罪である。

功罪は、功罪である。

劫材は、劫材である。

杭材は、杭材である。

硬材は、硬材である。

構材は、構材である。

膠剤は、膠剤である。

鋼材は、鋼材である。

噛砕は、噛砕である。

合材は、合材である。

合剤は、合剤である。

虹彩炎は、虹彩炎である。

交際家は、交際家である。

公債借換えは、公債借換えである。

広済寺は、広済寺である。

高材疾足は、高材疾足である。

公債証書は、公債証書である。

紅菜薹は、紅菜薹である。

交叉いとこ婚は、交叉いとこ婚である。

交際費は、交際費である。

強細風は、強細風である。

光彩陸離は、光彩陸離である。

好材料は、好材料である。

後鰓類は、後鰓類である。

交叉概念は、交叉概念である。

工作は、工作である。

交錯は、交錯である。

耕作は、耕作である。

鋼索は、鋼索である。

視告朔は、視告朔である。

工作員は、工作員である。

工作買は、工作買である。

工作機械は、工作機械である。

工作教育は、工作教育である。

耕作禁止は、耕作禁止である。

工作ゲージは、工作ゲージである。

耕作権は、耕作権である。

耕作限界は、耕作限界である。

工作図は、工作図である。

工作船は、工作船である。



鋼索鉄道は、鋼索鉄道である。

工作物は、工作物である。

講座制は、講座制である。

考察は、考察である。

劫殺は、劫殺である。

高札は、高札である。

高察は、高察である。

黄冊は、黄冊である。

絞殺は、絞殺である。

構殺は、構殺である。

交雑は、交雑である。

交雑育種は、交雑育種である。

高札場は、高札場である。

交叉点は、交叉点である。

交差点は、交差点である。

講座派は、講座派である。

口座振替は、口座振替である。

江左文学は、江左文学である。

後座砲は、後座砲である。

交叉方位は、交叉方位である。

こうさまは、こうさまである。

格狭間は、格狭間である。

郷侍は、郷侍である。

業曝しは、業曝しである。

公算は、公算である。

行桟は、行桟である。

恒産は、恒産である。

降参は、降参である。

鉱産は、鉱産である。

鉱酸は、鉱酸である。

講讃は、講讃である。

江山は、江山である。

恒山は、恒山である。

荒残は、荒残である。

高山は、高山である。

黄山は、黄山である。

鉱山は、鉱山である。

衡山は、衡山である。

鉱山学は、鉱山学である。

鉱山機械は、鉱山機械である。

好酸球は、好酸球である。

抗酸菌は、抗酸菌である。

高山国は、高山国である。

高山寺は、高山寺である。

高山寺本古往来は、高山寺本古往来である。

高山植物は、高山植物である。



鉱産税は、鉱産税である。

降三世明王は、降三世明王である。

高山帯は、高山帯である。

高山蝶は、高山蝶である。

高山病は、高山病である。

鉱山保安法は、鉱山保安法である。

高山流水は、高山流水である。

公算論は、公算論である。

子牛は、子牛である。

犢は、犢である。

工師は、工師である。

公子は、公子である。

公司は、公司である。

公私は、公私である。

公使は、公使である。

公試は、公試である。

交子は、交子である。

交趾は、交趾である。

交阯は、交阯である。

光子は、光子である。

考試は、考試である。

行死は、行死である。

行使は、行使である。

孝子は、孝子である。

孝志は、孝志である。

更始は、更始である。

厚志は、厚志である。

厚紙は、厚紙である。

後肢は、後肢である。

後翅は、後翅である。

後嗣は、後嗣である。

皇子は、皇子である。

皇師は、皇師である。

皇嗣は、皇嗣である。

紅脂は、紅脂である。

紅紫は、紅紫である。

郊祀は、郊祀である。

香脂は、香脂である。

格子は、格子である。

貢士は、貢士である。

貢使は、貢使である。

高士は、高士である。

高師は、高師である。

皓歯は、皓歯である。

構思は、構思である。

嚆矢は、嚆矢である。



講師は、講師である。

小路は、小路である。

糀は、糀である。

口耳は、口耳である。

工事は、工事である。

公示は、公示である。

弘治は、弘治である。

向自は、向自である。

好字は、好字である。

好事は、好事である。

好餌は、好餌である。

後事は、後事である。

香餌は、香餌である。

高次は、高次である。

康治は、康治である。

鉤餌は、鉤餌である。

合子は、合子である。

合祀は、合祀である。

合資は、合資である。

剛志は、剛志である。

強市は、強市である。

郷士は、郷士である。

合字は、合字である。

郷司は、郷司である。

孔子頭は、孔子頭である。

小路軍は、小路軍である。

柑子色は、柑子色である。

格子祝は、格子祝である。

考試院は、考試院である。

甲子園は、甲子園である。

合資会社は、合資会社である。

孔子顔は、孔子顔である。

小路隠れは、小路隠れである。

麹黴は、麹黴である。

公使館は、公使館である。

公式は、公式である。

香敷は、香敷である。

硬式は、硬式である。

講式は、講式である。

高直は、高直である。

合糸機は、合糸機である。

公式主義は、公式主義である。

公式戦は、公式戦である。

公式的は、公式的である。

硬式飛行船は、硬式飛行船である。

小路切りは、小路切りである。



公式令は、公式令である。

公式論は、公式論である。

光軸は、光軸である。

孔子臭しは、孔子臭しである。

柑子栗毛は、柑子栗毛である。

格子鍬は、格子鍬である。

孔子家語は、孔子家語である。

格子欠陥は、格子欠陥である。

公事結社は、公事結社である。

高脂血症は、高脂血症である。

高次言語は、高次言語である。

格子子は、格子子である。

行使罪は、行使罪である。

公示催告は、公示催告である。

合資算は、合資算である。

口耳四寸は、口耳四寸である。

格子縞は、格子縞である。

江侍従は、江侍従である。

小牛尉は、小牛尉である。

格子女郎は、格子女郎である。

格子振動は、格子振動である。

ごうし頭巾は、ごうし頭巾である。

高姿勢は、高姿勢である。

公示送達は、公示送達である。

行尸走肉は、行尸走肉である。

此うしたは、此うしたである。

斯うしたは、斯うしたである。

江次第抄は、江次第抄である。

格子太夫は、格子太夫である。

郷質は、郷質である。

公室は、公室である。

後室は、後室である。

皇室は、皇室である。

硬質は、硬質である。

閘室は、閘室である。

膠漆は、膠漆である。

膠質は、膠質である。

口実は、口実である。

好日は、好日である。

狎昵は、狎昵である。

曠日は、曠日である。

皇室会議は、皇室会議である。

硬質ガラスは、硬質ガラスである。

格子造りは、格子造りである。

皇室経済会議は、皇室経済会議である。

皇室経済法は、皇室経済法である。



皇室財産は、皇室財産である。

硬質磁器は、硬質磁器である。

皇室神道は、皇室神道である。

向日性は、向日性である。

皇室典範は、皇室典範である。

硬質陶器は、硬質陶器である。

皇室費は、皇室費である。

曠日弥久は、曠日弥久である。

後室模様は、後室模様である。

皇室用財産は、皇室用財産である。

斯うしては、斯うしてである。

格子定数は、格子定数である。

格子点は、格子点である。

格子戸は、格子戸である。

小路名は、小路名である。

合子投は、合子投である。

口耳の学は、口耳の学である。

麹花は、麹花である。

孔子廟は、孔子廟である。

高次方程式は、高次方程式である。

麹町は、麹町である。

麹町の井戸は、麹町の井戸である。

格子窓は、格子窓である。

柑子蜜柑は、柑子蜜柑である。

麹室は、麹室である。

公社は、公社である。

公舎は、公舎である。

功者は、功者である。

叩謝は、叩謝である。

巧者は、巧者である。

向斜は、向斜である。

厚謝は、厚謝である。

後車は、後車である。

後者は、後者である。

郊社は、郊社である。

候者は、候者である。

校舎は、校舎である。

降車は、降車である。

高車は、高車である。

高射は、高射である。

絞車は、絞車である。

絳紗は、絳紗である。

鉱車は、鉱車である。

鉱舎は、鉱舎である。

講社は、講社である。

恒沙は、恒沙である。



郷社は、郷社である。

豪奢は、豪奢である。

壕舎は、壕舎である。

高射機関銃は、高射機関銃である。

公爵は、公爵である。

孔釈は、孔釈である。

侯爵は、侯爵である。

講釈は、講釈である。

黄雀は、黄雀である。

黄雀雨は、黄雀雨である。

講釈師は、講釈師である。

降車口は、降車口である。

講釈場は、講釈場である。

黄雀風は、黄雀風である。

向斜谷は、向斜谷である。

公社債は、公社債である。

公社債投信は、公社債投信である。

高射砲は、高射砲である。

工手は、工手である。

公主は、公主である。

叩首は、叩首である。

巧手は、巧手である。

甲首は、甲首である。

甲種は、甲種である。

交手は、交手である。

好手は、好手である。

好守は、好守である。

攻守は、攻守である。

攻取は、攻取である。

後主は、後主である。

校主は、校主である。

耕種は、耕種である。

黄酒は、黄酒である。

絞首は、絞首である。

講衆は、講衆である。

坑儒は、坑儒である。

紅樹は、紅樹である。

高寿は、高寿である。

こう樹は、こう樹である。

講授は、講授である。

鴻儒は、鴻儒である。

強酒は、強酒である。

口臭は、口臭である。

公衆は、公衆である。

広州は、広州である。

甲州は、甲州である。



杭州は、杭州である。

拘囚は、拘囚である。

後周は、後周である。

後集は、後集である。

寇讐は、寇讐である。

講修は、講修である。

講習は、講習である。

講中は、講中である。

江州は、江州である。

豪州は、豪州である。

濠州は、濠州である。

濠洲は、濠洲である。

剛柔は、剛柔である。

公衆衛生は、公衆衛生である。

江州音頭は、江州音頭である。

甲州街道は、甲州街道である。

扛重機は、扛重機である。

杭州絹は、杭州絹である。

甲州金は、甲州金である。

紅十字は、紅十字である。

光州事件は、光州事件である。

後周書は、後周書である。

講習所は、講習所である。

光周性は、光周性である。

洪秀全は、洪秀全である。

公衆電話は、公衆電話である。

講習堂は、講習堂である。

公衆道徳は、公衆道徳である。

高周波は、高周波である。

高周波加熱は、高周波加熱である。

甲州法度は、甲州法度である。

高周波電気炉は、高周波電気炉である。

高周波ミシンは、高周波ミシンである。

甲州葡萄は、甲州葡萄である。

公衆便所は、公衆便所である。

江州米は、江州米である。

甲州枡は、甲州枡である。

公衆浴場は、公衆浴場である。

甲州流は、甲州流である。

広州湾は、広州湾である。

杭州湾は、杭州湾である。

膠州湾は、膠州湾である。

拘縮は、拘縮である。

黄熟は、黄熟である。

黄熟香は、黄熟香である。

絞首刑は、絞首刑である。



甲種合格は、甲種合格である。

香じゅ散は、香じゅ散である。

絞首台は、絞首台である。

口述は、口述である。

後述は、後述である。

講述は、講述である。

口述試験は、口述試験である。

公述人は、公述人である。

口述筆記は、口述筆記である。

攻守同盟は、攻守同盟である。

耕種方式は、耕種方式である。

紅綬褒章は、紅綬褒章である。

紅樹林は、紅樹林である。

公準は、公準である。

交詢は、交詢である。

孝順は、孝順である。

降順は、降順である。

豪俊は、豪俊である。

黄遵憲は、黄遵憲である。

交詢社は、交詢社である。

公書は、公書である。

公署は、公署である。

光緒は、光緒である。

向暑は、向暑である。

行署は、行署である。

高所は、高所である。

高書は、高書である。

綱所は、綱所である。

講書は、講書である。

購書は、購書である。

鴻緒は、鴻緒である。

工女は、工女である。

公序は、公序である。

孝女は、孝女である。

後序は、後序である。

皇女は、皇女である。

耕鋤は、耕鋤である。

高女は、高女である。

控除は、控除である。

扣除は、扣除である。

劫初は、劫初である。

口承は、口承である。

口誦は、口誦である。

工匠は、工匠である。

工商は、工商である。

工廠は、工廠である。



公相は、公相である。

公称は、公称である。

公娼は、公娼である。

公証は、公証である。

公傷は、公傷である。

巧匠は、巧匠である。

巧笑は、巧笑である。

甲匠は、甲匠である。

交床は、交床である。

交渉は、交渉である。

交鈔は、交鈔である。

交睫は、交睫である。

好尚は、好尚である。

考証は、考証である。

行省は、行省である。

行障は、行障である。

行賞は、行賞である。

厚相は、厚相である。

厚賞は、厚賞である。

咬傷は、咬傷である。

哄笑は、哄笑である。

後章は、後章である。

後証は、後証である。

洪鐘は、洪鐘である。

紅晶は、紅晶である。

校章は、校章である。

降将は、降将である。

高声は、高声である。

高姓は、高姓である。

高尚は、高尚である。

高承は、高承である。

高昌は、高昌である。

高商は、高商である。

高唱は、高唱である。

高蹤は、高蹤である。

黄鐘は、黄鐘である。

康正は、康正である。

康尚は、康尚である。

鉱床は、鉱床である。

綱掌は、綱掌である。

講頌は、講頌である。

講誦は、講誦である。

こう翔は、こう翔である。

口上は、口上である。

口状は、口状である。

工場は、工場である。



甲仗は、甲仗である。

甲状は、甲状である。

交情は、交情である。

交譲は、交譲である。

向上は、向上である。

好情は、好情である。

江上は、江上である。

考状は、考状である。

攻城は、攻城である。

定考は、定考である。

厚情は、厚情である。

後乗は、後乗である。

恒常は、恒常である。

皇上は、皇上である。

皇城は、皇城である。

荒城は、荒城である。

黄壌は、黄壌である。

綱常は、綱常である。

膠状は、膠状である。

鋼条は、鋼条である。

号鐘は、号鐘である。

江商は、江商である。

降生は、降生である。

業障は、業障である。

豪商は、豪商である。

強情は、強情である。

剛情は、剛情である。

口上商人は、口上商人である。

口上言いは、口上言いである。

工場委員会は、工場委員会である。

工場衛生は、工場衛生である。

公生涯は、公生涯である。

高障害は、高障害である。

高障碍は、高障碍である。

杭上家屋は、杭上家屋である。

口上書は、口上書である。

考証学は、考証学である。

鉱床学は、鉱床学である。

高勝鐶は、高勝鐶である。

興譲館は、興譲館である。

工場監督官は、工場監督官である。

口上看板は、口上看板である。

孔祥熙は、孔祥熙である。

恒常現象は、恒常現象である。

高陞号事件は、高陞号事件である。

工場財団は、工場財団である。



高勝山は、高勝山である。

興正寺は、興正寺である。

興聖寺は、興聖寺である。

向上心は、向上心である。

恒常性は、恒常性である。

工場制手工業は、工場制手工業である。

甲状腺は、甲状腺である。

甲状腺機能亢進症は、甲状腺機能亢進症である。

甲状腺機能低下症は、甲状腺機能低下症である。

甲状腺刺激ホルモンは、甲状腺刺激ホルモンである。

甲状腺腫は、甲状腺腫である。

甲状腺ホルモンは、甲状腺ホルモンである。

口上代は、口上代である。

高声高は、高声高である。

交渉団体は、交渉団体である。

口上茶番は、口上茶番である。

孝昭天皇は、孝昭天皇である。

甲状軟骨は、甲状軟骨である。

公証人は、公証人である。

口上人は、口上人である。

向上の一路は、向上の一路である。

荒城の月は、荒城の月である。

公称馬力は、公称馬力である。

口上張るは、口上張るである。

広精風は、広精風である。

口上触れは、口上触れである。

口承文学は、口承文学である。

工場閉鎖は、工場閉鎖である。

工場法は、工場法である。

攻城砲は、攻城砲である。

興正菩薩は、興正菩薩である。

高所恐怖は、高所恐怖である。

公職は、公職である。

孔食は、孔食である。

交織は、交織である。

后稷は、后稷である。

好色は、好色である。

行色は、行色である。

更埴は、更埴である。

後蜀は、後蜀である。

紅燭は、紅燭である。

香卓は、香卓である。

耕殖は、耕殖である。

耕織は、耕織である。

降職は、降職である。

曠職は、曠職である。



劫濁は、劫濁である。

詬辱は、詬辱である。

好色一代男は、好色一代男である。

好色一代女は、好色一代女である。

好色家は、好色家である。

好色漢は、好色漢である。

好色五人女は、好色五人女である。

紅色植物は、紅色植物である。

公職選挙法は、公職選挙法である。

公職追放は、公職追放である。

好色二代男は、好色二代男である。

好色本は、好色本である。

好色物は、好色物である。

皇庶子は、皇庶子である。

孝女白菊の歌は、孝女白菊の歌である。

紅蜀葵は、紅蜀葵である。

強情っ張りは、強情っ張りである。

光緒帝は、光緒帝である。

高所トレーニングは、高所トレーニングである。

講書始は、講書始である。

合除比の理は、合除比の理である。

公序良俗は、公序良俗である。

困じるは、困じるである。

高じるは、高じるである。

昂じるは、昂じるである。

講じるは、講じるである。

口印は、口印である。

講印は、講印である。

口唇は、口唇である。

亢進は、亢進である。

昂進は、昂進である。

高進は、高進である。

功臣は、功臣である。

甲申は、甲申である。

交信は、交信である。

光神は、光神である。

行神は、行神である。

行進は、行進である。

孝心は、孝心である。

抗心は、抗心である。

更新は、更新である。

幸臣は、幸臣である。

後心は、後心である。

後身は、後身である。

後晋は、後晋である。

後秦は、後秦である。



後進は、後進である。

恒心は、恒心である。

皇親は、皇親である。

紅唇は、紅唇である。

貢進は、貢進である。

高辛は、高辛である。

降神は、降神である。

港津は、港津である。

興信は、興信である。

工人は、工人である。

功人は、功人である。

幸甚は、幸甚である。

巷塵は、巷塵である。

後人は、後人である。

後陣は、後陣である。

後腎は、後腎である。

後塵は、後塵である。

紅塵は、紅塵である。

荒神は、荒神である。

候人は、候人である。

耕人は、耕人である。

貢人は、貢人である。

降人は、降人である。

高人は、高人である。

黄塵は、黄塵である。

鮫人は、鮫人である。

仰信は、仰信である。

拷訊は、拷訊である。

庚申会は、庚申会である。

甲信越は、甲信越である。

工人会は、工人会である。

庚申風は、庚申風である。

口唇期は、口唇期である。

行進曲は、行進曲である。

荒神供は、荒神供である。

高真空は、高真空である。

庚申講は、庚申講である。

降真香は、降真香である。

後進国は、後進国である。

庚申山は、庚申山である。

降神術は、降神術である。

興信所は、興信所である。

庚申青面は、庚申青面である。

更新世は、更新世である。

口唇性格は、口唇性格である。

皇親政治は、皇親政治である。



甲申政変は、甲申政変である。

降神説は、降神説である。

更新剪定は、更新剪定である。

庚申草は、庚申草である。

荒神棚は、荒神棚である。

荒神谷遺跡は、荒神谷遺跡である。

庚申塚は、庚申塚である。

庚申月は、庚申月である。

庚申堂は、庚申堂である。

公信の原則は、公信の原則である。

荒神柱は、荒神柱である。

庚申薔薇は、庚申薔薇である。

荒神祓は、荒神祓である。

公審判は、公審判である。

黄塵万丈は、黄塵万丈である。

恒信風は、恒信風である。

好人物は、好人物である。

荒神帚は、荒神帚である。

庚申待は、庚申待である。

荒神松は、荒神松である。

荒神祭は、荒神祭である。

香辛料は、香辛料である。

公信力は、公信力である。

向心力は、向心力である。

口唇裂は、口唇裂である。

興信録は、興信録である。

考信録は、考信録である。

幸すは、幸すである。

校すは、校すである。

貢すは、貢すである。

寇すは、寇すである。

膠すは、膠すである。

公図は、公図である。

港図は、港図である。

構図は、構図である。

候ずは、候ずである。

降ずは、降ずである。

拷ずは、拷ずである。

拷すは、拷すである。

公水は、公水である。

交綏は、交綏である。

江水は、江水である。

幸水は、幸水である。

香水は、香水である。

降水は、降水である。

硬水は、硬水である。



鉱水は、鉱水である。

洪水は、洪水である。

降水確率予報は、降水確率予報である。

香水紙は、香水紙である。

高水工事は、高水工事である。

高水準言語は、高水準言語である。

洪水神話は、洪水神話である。

降水短時間予報は、降水短時間予報である。

降水日は、降水日である。

降水量は、降水量である。

恒数は、恒数である。

荒陬は、荒陬である。

号数は、号数である。

号数活字は、号数活字である。

高嵩谷は、高嵩谷である。

好事家は、好事家である。

上野は、上野である。

抗するは、抗するである。

航するは、航するである。

困ずるは、困ずるである。

高ずるは、高ずるである。

昂ずるは、昂ずるである。

薨ずるは、薨ずるである。

講ずるは、講ずるである。

号するは、号するである。

公是は、公是である。

公正は、公正である。

孔聖は、孔聖である。

広西は、広西である。

江西は、江西である。

江青は、江青である。

向性は、向性である。

好晴は、好晴である。

行星は、行星である。

坑井は、坑井である。

攻勢は、攻勢である。

更正は、更正である。

更生は、更生である。

厚生は、厚生である。

後世は、後世である。

後生は、後生である。

恒性は、恒性である。

恒星は、恒星である。

苟生は、苟生である。

荒政は、荒政である。

校正は、校正である。



控制は、控制である。

甦生は、甦生である。

硬性は、硬性である。

較正は、較正である。

構成は、構成である。

興盛は、興盛である。

薨逝は、薨逝である。

鴻声は、鴻声である。

曠世は、曠世である。

公税は、公税である。

行成は、行成である。

合成は、合成である。

剛性は、剛性である。

豪勢は、豪勢である。

更生会社は、更生会社である。

江西学派は、江西学派である。

合成ガスは、合成ガスである。

行成紙は、行成紙である。

更生管財人は、更生管財人である。

高青邱は、高青邱である。

交声曲は、交声曲である。

恒星系は、恒星系である。

更生計画は、更生計画である。

厚生経済学は、厚生経済学である。

硬性下疳は、硬性下疳である。

恒星月は、恒星月である。

更正決定は、更正決定である。

向性検査は、向性検査である。

硬性憲法は、硬性憲法である。

合成語は、合成語である。

後生鉱床は、後生鉱床である。

合成酵素は、合成酵素である。

合成ゴムは、合成ゴムである。

更生債権は、更生債権である。

恒星時は、恒星時である。

合成紙は、合成紙である。

恒星日は、恒星日である。

江西詩派は、江西詩派である。

合成写真は、合成写真である。

合成酒は、合成酒である。

構成主義は、構成主義である。

合成樹脂は、合成樹脂である。

厚生省は、厚生省である。

公正証書は、公正証書である。

厚生新編は、厚生新編である。

向精神薬は、向精神薬である。



構成心理学は、構成心理学である。

合成酢は、合成酢である。

合成数は、合成数である。

校正刷は、校正刷である。

合成石油は、合成石油である。

後成説は、後成説である。

合成繊維は、合成繊維である。

合成洗剤は、合成洗剤である。

合成染料は、合成染料である。

構成素は、構成素である。

厚生大臣は、厚生大臣である。

更生担保権は、更生担保権である。

恒星天は、恒星天である。

更正登記は、更正登記である。

後生動物は、後生動物である。

公正取引委員会は、公正取引委員会である。

恒星年は、恒星年である。

厚生年金は、厚生年金である。

厚生年金基金制度は、厚生年金基金制度である。

郷誠之助は、郷誠之助である。

構成派は、構成派である。

恒星表は、恒星表である。

行成表紙は、行成表紙である。

抗生物質は、抗生物質である。

後世方は、後世方である。

行成様は、行成様である。

構成要件は、構成要件である。

剛性率は、剛性率である。

幸清流は、幸清流である。

合成力は、合成力である。

口跡は、口跡である。

孔席は、孔席である。

功績は、功績である。

光跡は、光跡である。

洪積は、洪積である。

皇籍は、皇籍である。

荒瘠は、荒瘠である。

航跡は、航跡である。

高適は、高適である。

黄石は、黄石である。

鉱石は、鉱石である。

衡石は、衡石である。

講席は、講席である。

拷責は、拷責である。

高積雲は、高積雲である。

鉱石落しは、鉱石落しである。



鉱石検波器は、鉱石検波器である。

黄石公は、黄石公である。

鉱石鉱物は、鉱石鉱物である。

鉱石式受信機は、鉱石式受信機である。

洪積世は、洪積世である。

洪積層は、洪積層である。

洪積台地は、洪積台地である。

洪積統は、洪積統である。

洪積土壌は、洪積土壌である。

鉱石法は、鉱石法である。

皇籍離脱は、皇籍離脱である。

講説は、講説である。

公設は、公設である。

巧拙は、巧拙である。

交接は、交接である。

狎褻は、狎褻である。

巷説は、巷説である。

紅雪は、紅雪である。

荒説は、荒説である。

降雪は、降雪である。

高節は、高節である。

高説は、高説である。

膠接は、膠接である。

黄舌は、黄舌である。

喉舌は、喉舌である。

豪雪は、豪雪である。

公設市場は、公設市場である。

高設温床は、高設温床である。

硬石鹸は、硬石鹸である。

硬石膏は、硬石膏である。

公設質屋は、公設質屋である。

強窃盗は、強窃盗である。

口舌の争いは、口舌の争いである。

喉舌の官は、喉舌の官である。

口舌の徒は、口舌の徒である。

口舌の雄は、口舌の雄である。

降雪量は、降雪量である。

貢銭は、貢銭である。

工専は、工専である。

工船は、工船である。

工銭は、工銭である。

公船は、公船である。

公賤は、公賤である。

公選は、公選である。

勾践は、勾践である。

功銭は、功銭である。



広宣は、広宣である。

交戦は、交戦である。

交線は、交線である。

光線は、光線である。

好戦は、好戦である。

抗戦は、抗戦である。

攻戦は、攻戦である。

後先は、後先である。

香煎は、香煎である。

香饌は、香饌である。

高専は、高専である。

黄泉は、黄泉である。

黄筌は、黄筌である。

腔線は、腔線である。

鉱泉は、鉱泉である。

鋼船は、鋼船である。

講銭は、講銭である。

公然は、公然である。

哄然は、哄然である。

昂然は、昂然である。

紅髯は、紅髯である。

浩然は、浩然である。

耿然は、耿然である。

皓然は、皓然である。

煌然は、煌然である。

鏗然は、鏗然である。

合繊は、合繊である。

傲然は、傲然である。

豪然は、豪然である。

囂然は、囂然である。

轟然は、轟然である。

鉱泉塩は、鉱泉塩である。

光線過敏症は、光線過敏症である。

閘船渠は、閘船渠である。

交戦区域は、交戦区域である。

交戦権は、交戦権である。

交戦国は、交戦国である。

興禅護国論は、興禅護国論である。

高仙芝は、高仙芝である。

交戦団体は、交戦団体である。

好戦的は、好戦的である。

交閃灯は、交閃灯である。

浩然の気は、浩然の気である。

公然の秘密は、公然の秘密である。

交戦法規は、交戦法規である。

公然猥褻罪は、公然猥褻罪である。



公租は、公租である。

公訴は、公訴である。

江蘇は、江蘇である。

後素は、後素である。

皇祖は、皇祖である。

皇祚は、皇祚である。

貢租は、貢租である。

高祖は、高祖である。

控訴は、控訴である。

酵素は、酵素である。

縞素は、縞素である。

拷訴は、拷訴である。

強訴は、強訴である。

嗷訴は、嗷訴である。

控訴院は、控訴院である。

口奏は、口奏である。

公葬は、公葬である。

広壮は、広壮である。

宏壮は、宏壮である。

好走は、好走である。

抗争は、抗争である。

厚葬は、厚葬である。

咬創は、咬創である。

後奏は、後奏である。

後送は、後送である。

後装は、後装である。

皇宗は、皇宗である。

紅藻は、紅藻である。

香草は、香草である。

倥偬は、倥偬である。

校葬は、校葬である。

航送は、航送である。

訌争は、訌争である。

降霜は、降霜である。

高宗は、高宗である。

高相は、高相である。

高僧は、高僧である。

高層は、高層である。

高燥は、高燥である。

黄巣は、黄巣である。

鉱層は、鉱層である。

構想は、構想である。

鴻爪は、鴻爪である。

鏗鏘は、鏗鏘である。

行蔵は、行蔵である。

香象は、香象である。



構造は、構造である。

合装は、合装である。

豪壮は、豪壮である。

豪爽は、豪爽である。

構造異性は、構造異性である。

構造遺伝子は、構造遺伝子である。

高層雲は、高層雲である。

構造運動は、構造運動である。

紅槍会は、紅槍会である。

構造改革論は、構造改革論である。

構造化プログラミングは、構造化プログラミングである。

黄宗羲は、黄宗羲である。

高層気象観測は、高層気象観測である。

高層気象台は、高層気象台である。

後奏曲は、後奏曲である。

構造言語学は、構造言語学である。

構造式は、構造式である。

構造地震は、構造地震である。

構造主義は、構造主義である。

構造線は、構造線である。

皇曾孫は、皇曾孫である。

構造地質学は、構造地質学である。

構造的失業は、構造的失業である。

構造的不況は、構造的不況である。

高僧伝は、高僧伝である。

高層天気図は、高層天気図である。

黄巣の乱は、黄巣の乱である。

構造用材は、構造用材である。

構想力は、構想力である。

楮紙は、楮紙である。

控訴期間は、控訴期間である。

公訴棄却は、公訴棄却である。

控訴棄却は、控訴棄却である。

光束は、光束である。

光速は、光速である。

拘束は、拘束である。

後足は、後足である。

校則は、校則である。

高足は、高足である。

高速は、高速である。

梗塞は、梗塞である。

港則は、港則である。

公族は、公族である。

甲族は、甲族である。

後続は、後続である。

皇族は、皇族である。



豪族は、豪族である。

皇族会議は、皇族会議である。

高速機関は、高速機関である。

航続距離は、航続距離である。

光触寺は、光触寺である。

拘束時間は、拘束時間である。

拘束性預金は、拘束性預金である。

高速増殖炉は、高速増殖炉である。

光速度は、光速度である。

高速度は、高速度である。

高速道路は、高速道路である。

高速度映画は、高速度映画である。

高速度鋼は、高速度鋼である。

高速度写真は、高速度写真である。

皇族費は、皇族費である。

皇族譜は、皇族譜である。

恒速プロペラは、恒速プロペラである。

拘束力は、拘束力である。

皇祖考は、皇祖考である。

皇祖皇宗は、皇祖皇宗である。

控訴裁判所は、控訴裁判所である。

公訴時効は、公訴時効である。

公訴事実は、公訴事実である。

控訴趣意書は、控訴趣意書である。

好訴症は、好訴症である。

控訴審は、控訴審である。

甲卒は、甲卒である。

降卒は、降卒である。

高卒は、高卒である。

控訴人は、控訴人である。

抗租奴変は、抗租奴変である。

皇祖妣は、皇祖妣である。

高祖父は、高祖父である。

強麁風は、強麁風である。

高祖母は、高祖母である。

香染は、香染である。

紺染は、紺染である。

紅染月は、紅染月である。

髪剃は、髪剃である。

髪剃菜は、髪剃菜である。

毛蓮菜は、毛蓮菜である。

公孫は、公孫である。

江村は、江村である。

孝孫は、孝孫である。

皇孫は、皇孫である。

荒村は、荒村である。



荒損は、荒損である。

公孫樹は、公孫樹である。

荒損田は、荒損田である。

公孫竜は、公孫竜である。

小唄は、小唄である。

小歌は、小歌である。

巧打は、巧打である。

好打は、好打である。

幸田は、幸田である。

幸田文は、幸田文である。

小謡は、小謡である。

抗体は、抗体である。

更代は、更代である。

後退は、後退である。

荒怠は、荒怠である。

広大は、広大である。

宏大は、宏大である。

弘大は、弘大である。

甲第は、甲第である。

交題は、交題である。

好題は、好題である。

行台は、行台である。

後代は、後代である。

香台は、香台である。

浩大は、浩大である。

高大は、高大である。

高台は、高台である。

鴻大は、鴻大である。

洪大は、洪大である。

剛体は、剛体である。

高台院は、高台院である。

好太王は、好太王である。

後退角は、後退角である。

皇太后は、皇太后である。

皇太后宮は、皇太后宮である。

皇太后宮職は、皇太后宮職である。

皇太后宮大夫は、皇太后宮大夫である。

交代鉱床は、交代鉱床である。

交代作用は、交代作用である。

交替使は、交替使である。

皇太子は、皇太子である。

高台寺は、高台寺である。

交代式は、交代式である。

交替式は、交替式である。

皇太子妃は、皇太子妃である。

高台寺蒔絵は、高台寺蒔絵である。



後退色は、後退色である。

皇大神は、皇大神である。

交替神教は、交替神教である。

皇大神宮は、皇大神宮である。

皇太神宮儀式帳は、皇太神宮儀式帳である。

皇太孫は、皇太孫である。

皇太弟は、皇太弟である。

後退的論証は、後退的論証である。

皇太妃は、皇太妃である。

皇太夫人は、皇太夫人である。

交代本位は、交代本位である。

広大無辺は、広大無辺である。

後退翼は、後退翼である。

交代寄合は、交代寄合である。

剛体力学は、剛体力学である。

小歌踊は、小歌踊である。

甲拆は、甲拆である。

光沢は、光沢である。

皇沢は、皇沢である。

膏沢は、膏沢である。

肯諾は、肯諾である。

黄濁は、黄濁である。

光沢機は、光沢機である。

光沢紙は、光沢紙である。

江沢民は、江沢民である。

幸田成友は、幸田成友である。

小打瀬網は、小打瀬網である。

香畳は、香畳である。

口達は、口達である。

曠達は、曠達である。

劫奪は、劫奪である。

寇奪は、寇奪である。

強奪は、強奪である。

光達距離は、光達距離である。

甲立は、甲立である。

劫立ては、劫立てである。

後宇多天皇は、後宇多天皇である。

幸田延は、幸田延である。

小歌比丘尼は、小歌比丘尼である。

幸田露伴は、幸田露伴である。

後端は、後端である。

荒誕は、荒誕である。

浩嘆は、浩嘆である。

降誕は、降誕である。

硬炭は、硬炭である。

公団は、公団である。



光弾は、光弾である。

巷談は、巷談である。

後段は、後段である。

香だんは、香だんである。

香壇は、香壇である。

降壇は、降壇である。

高段は、高段である。

高談は、高談である。

講談は、講談である。

講壇は、講壇である。

剛胆は、剛胆である。

豪胆は、豪胆である。

毫端は、毫端である。

強談は、強談である。

降誕会は、降誕会である。

降誕祭は、降誕祭である。

講談師は、講談師である。

好男子は、好男子である。

講壇社会主義は、講壇社会主義である。

公団住宅は、公団住宅である。

江談抄は、江談抄である。

光弾性は、光弾性である。

硬蛋白質は、硬蛋白質である。

川内は、川内である。

工緻は、工緻である。

公地は、公地である。

公知は、公知である。

巧知は、巧知である。

巧智は、巧智である。

巧遅は、巧遅である。

巧緻は、巧緻である。

拘置は、拘置である。

後置は、後置である。

狡知は、狡知である。

狡智は、狡智である。

荒地は、荒地である。

耕地は、耕地である。

高地は、高地である。

高知は、高知である。

高致は、高致である。

碁打ちは、碁打ちである。

高知医科大学は、高知医科大学である。

小内刈は、小内刈である。

拘置監は、拘置監である。

小袿は、小袿である。

構築は、構築である。



公地公民は、公地公民である。

後置詞は、後置詞である。

拘置所は、拘置所である。

向地性は、向地性である。

耕地整理は、耕地整理である。

高知大学は、高知大学である。

紅茶は、紅茶である。

貢茶は、貢茶である。

降着は、降着である。

膠着は、膠着である。

合着は、合着である。

降着円盤は、降着円盤である。

膠着語は、膠着語である。

降着装置は、降着装置である。

河内山は、河内山である。

口中は、口中である。

行厨は、行厨である。

校注は、校注である。

校註は、校註である。

膠柱は、膠柱である。

蝗虫は、蝗虫である。

興中会は、興中会である。

好中球は、好中球である。

口中散は、口中散である。

紅柱石は、紅柱石である。

甲虫目は、甲虫目である。

口中薬は、口中薬である。

好著は、好著である。

皇儲は、皇儲である。

高著は、高著である。

較著は、較著である。

合著は、合著である。

広聴は、広聴である。

弘長は、弘長である。

好調は、好調である。

更張は、更張である。

後凋は、後凋である。

後腸は、後腸である。

後趙は、後趙である。

皇朝は、皇朝である。

紅潮は、紅潮である。

候鳥は、候鳥である。

校長は、校長である。

貢調は、貢調である。

高張は、高張である。

高潮は、高潮である。



高調は、高調である。

高聴は、高聴である。

黄鳥は、黄鳥である。

港長は、港長である。

硬調は、硬調である。

絳帳は、絳帳である。

腔腸は、腔腸である。

綱丁は、綱丁である。

郷長は、郷長である。

郷帳は、郷帳である。

高張液は、高張液である。

公聴会は、公聴会である。

貢調使は、貢調使である。

皇長子は、皇長子である。

皇朝十二銭は、皇朝十二銭である。

皇朝史略は、皇朝史略である。

広長舌は、広長舌である。

高潮線は、高潮線である。

腔腸動物は、腔腸動物である。

高調波は、高調波である。

抗張力は、抗張力である。

硬直は、硬直である。

こう直は、こう直である。

剛直は、剛直である。

口陳は、口陳である。

工賃は、工賃である。

轟沈は、轟沈である。

郷鎮企業は、郷鎮企業である。

国府津は、国府津である。

神津は、神津である。

高津は、高津である。

江津は、江津である。

交通は、交通である。

交通機関は、交通機関である。

交通銀行は、交通銀行である。

交通警察は、交通警察である。

交通権は、交通権である。

交通事故は、交通事故である。

交通巡査は、交通巡査である。

交通税は、交通税である。

交通止めは、交通止めである。

交通博物館は、交通博物館である。

交通反則金は、交通反則金である。

交通網は、交通網である。

香机は、香机である。

強突張りは、強突張りである。



業突張りは、業突張りである。

好都合は、好都合である。

神津俶祐は、神津俶祐である。

香包は、香包である。

斯うっとは、斯うっとである。

高津春繁は、高津春繁である。

鸛鶴は、鸛鶴である。

斯うては、斯うてである。

小腕は、小腕である。

工程は、工程である。

公廷は、公廷である。

公定は、公定である。

公邸は、公邸である。

功程は、功程である。

考定は、考定である。

考訂は、考訂である。

孝貞は、孝貞である。

孝悌は、孝悌である。

孝弟は、孝弟である。

抗抵は、抗抵である。

更訂は、更訂である。

肯定は、肯定である。

後庭は、後庭である。

皇弟は、皇弟である。

皇帝は、皇帝である。

香亭は、香亭である。

校定は、校定である。

校訂は、校訂である。

校庭は、校庭である。

航程は、航程である。

高低は、高低である。

高弟は、高弟である。

高帝は、高帝である。

黄帝は、黄帝である。

康定は、康定である。

こう釘は、こう釘である。

拘泥は、拘泥である。

豪邸は、豪邸である。

口蹄疫は、口蹄疫である。

肯定概念は、肯定概念である。

公定価格は、公定価格である。

工程管理は、工程管理である。

黄庭堅は、黄庭堅である。

工程図は、工程図である。

公定相場は、公定相場である。

行程体積は、行程体積である。



黄帝内経は、黄帝内経である。

肯定判断は、肯定判断である。

工程表は、工程表である。

公定歩合は、公定歩合である。

公定歩合政策は、公定歩合政策である。

肯定文は、肯定文である。

公定力は、公定力である。

公的は、公的である。

好適は、好適である。

抗敵は、抗敵である。

号笛は、号笛である。

強的は、強的である。

豪的は、豪的である。

剛敵は、剛敵である。

好敵手は、好敵手である。

公的年金は、公的年金である。

公的扶助は、公的扶助である。

更迭は、更迭である。

鋼鉄は、鋼鉄である。

甲鉄艦は、甲鉄艦である。

甲鉄板は、甲鉄板である。

公転は、公転である。

交点は、交点である。

向点は、向点である。

好天は、好天である。

好転は、好転である。

江天は、江天である。

昊天は、昊天である。

後天は、後天である。

後転は、後転である。

皇天は、皇天である。

皇典は、皇典である。

荒天は、荒天である。

高天は、高天である。

高点は、高点である。

公電は、公電である。

荒田は、荒田である。

香典は、香典である。

香奠は、香奠である。

校田は、校田である。

耕田は、耕田である。

講田は、講田である。

曠田は、曠田である。

江天一色は、江天一色である。

香典返しは、香典返しである。

光電管は、光電管である。



交点月は、交点月である。

光電効果は、光電効果である。

皇典講究所は、皇典講究所である。

皇天后土は、皇天后土である。

告天子は、告天子である。

光電子は、光電子である。

格天井は、格天井である。

後天性免疫は、後天性免疫である。

後天性免疫不全症は、後天性免疫不全症である。

後天説は、後天説である。

光電池は、光電池である。

後天的は、後天的である。

光伝導は、光伝導である。

光電流は、光電流である。

公道は、公道である。

江都は、江都である。

宏図は、宏図である。

後図は、後図である。

狡兎は、狡兎である。

皇図は、皇図である。

皇都は、皇都である。

鴨頭は、鴨頭である。

鴻図は、鴻図である。

洪図は、洪図である。

斯うとは、斯うとである。

公度は、公度である。

光度は、光度である。

后土は、后土である。

宏度は、宏度である。

皇土は、皇土である。

紅土は、紅土である。

荒土は、荒土である。

耕土は、耕土である。

高度は、高度である。

黄土は、黄土である。

硬度は、硬度である。

口答は、口答である。

公党は、公党である。

公盗は、公盗である。

公稲は、公稲である。

勾当は、勾当である。

功稲は、功稲である。

叩頭は、叩頭である。

光頭は、光頭である。

好投は、好投である。

好闘は、好闘である。



江東は、江東である。

後唐は、後唐である。

後頭は、後頭である。

洪統は、洪統である。

洪濤は、洪濤である。

皇統は、皇統である。

紅灯は、紅灯である。

紅桃は、紅桃である。

荒唐は、荒唐である。

香頭は、香頭である。

鶴頭は、鶴頭である。

浩蕩は、浩蕩である。

降等は、降等である。

高等は、高等である。

高踏は、高踏である。

高騰は、高騰である。

昂騰は、昂騰である。

寇盗は、寇盗である。

喉頭は、喉頭である。

港灯は、港灯である。

篝灯は、篝灯である。

行動は、行動である。

坑道は、坑道である。

孝道は、孝道である。

哄堂は、哄堂である。

恒道は、恒道である。

狡童は、狡童である。

皇道は、皇道である。

革堂は、革堂である。

香道は、香道である。

高堂は、高堂である。

黄道は、黄道である。

黄銅は、黄銅である。

講堂は、講堂である。

劫盗は、劫盗である。

豪宕は、豪宕である。

鼇頭は、鼇頭である。

合同は、合同である。

喉頭炎は、喉頭炎である。

喉頭音は、喉頭音である。

高等科は、高等科である。

喉頭蓋は、喉頭蓋である。

行動科学は、行動科学である。

喉頭カタルは、喉頭カタルである。

高等学校は、高等学校である。

高等官は、高等官である。



喉頭癌は、喉頭癌である。

弘道館は、弘道館である。

講道館は、講道館である。

講道館流は、講道館流である。

黄道吉日は、黄道吉日である。

喉頭鏡は、喉頭鏡である。

高等教育は、高等教育である。

香道具は、香道具である。

高等警察は、高等警察である。

喉頭結核は、喉頭結核である。

喉頭結節は、喉頭結節である。

高等検察庁は、高等検察庁である。

黄道光は、黄道光である。

合同行為は、合同行為である。

高等工業学校は、高等工業学校である。

強盗罪は、強盗罪である。

高等栽培は、高等栽培である。

高等裁判所は、高等裁判所である。

孝堂山は、孝堂山である。

恒等式は、恒等式である。

合同式は、合同式である。

高等試験は、高等試験である。

高等師範学校は、高等師範学校である。

口頭試問は、口頭試問である。

行道樹は、行道樹である。

黄道十二宮は、黄道十二宮である。

口頭主義は、口頭主義である。

行動主義は、行動主義である。

高等小学校は、高等小学校である。

高等商業学校は、高等商業学校である。

高等商船学校は、高等商船学校である。

高等女学校は、高等女学校である。

高等植物は、高等植物である。

行動心理学は、行動心理学である。

高等水産学校は、高等水産学校である。

高等数学は、高等数学である。

口頭禅は、口頭禅である。

高等専門学校は、高等専門学校である。

黄道帯は、黄道帯である。

高等中学校は、高等中学校である。

高踏的は、高踏的である。

光導電効果は、光導電効果である。

口頭伝承は、口頭伝承である。

高等動物は、高等動物である。

幸堂得知は、幸堂得知である。

高等農林学校は、高等農林学校である。



紅灯の巷は、紅灯の巷である。

勾当内侍は、勾当内侍である。

高踏派は、高踏派である。

皇道派は、皇道派である。

行動半径は、行動半径である。

皇統譜は、皇統譜である。

高等普通教育は、高等普通教育である。

高等文官試験は、高等文官試験である。

高等弁務官は、高等弁務官である。

口頭弁論は、口頭弁論である。

口頭弁論期日は、口頭弁論期日である。

口頭弁論調書は、口頭弁論調書である。

高等法院は、高等法院である。

荒唐無稽は、荒唐無稽である。

後頭葉は、後頭葉である。

宏道流は、宏道流である。

行動療法は、行動療法である。

黄頭郎は、黄頭郎である。

合同労組は、合同労組である。

高度回遊性魚類は、高度回遊性魚類である。

攪土器は、攪土器である。

公徳は、公徳である。

孝徳は、孝徳である。

幸徳は、幸徳である。

厚徳は、厚徳である。

皇徳は、皇徳である。

高徳は、高徳である。

溝涜は、溝涜である。

興徳は、興徳である。

鉱毒は、鉱毒である。

講読は、講読である。

購読は、購読である。

高徳院は、高徳院である。

幸徳秋水は、幸徳秋水である。

公徳心は、公徳心である。

高徳線は、高徳線である。

抗毒素は、抗毒素である。

孝徳天皇は、孝徳天皇である。

光度計は、光度計である。

高度計は、高度計である。

黄土高原は、黄土高原である。

高度成長は、高度成長である。

高度地区は、高度地区である。

督殿は、督殿である。

長官殿は、長官殿である。

高度病は、高度病である。



公取委は、公取委である。

口内は、口内である。

坑内は、坑内である。

校内は、校内である。

港内は、港内である。

口内炎は、口内炎である。

喉内音は、喉内音である。

坑内火災は、坑内火災である。

校内暴力は、校内暴力である。

小女子は、小女子である。

功成り武士は、功成り武士である。

攻難は、攻難である。

後難は、後難である。

硬軟は、硬軟である。

膏肉は、膏肉である。

抗日は、抗日である。

広日本文典は、広日本文典である。

購入は、購入である。

後入斎は、後入斎である。

購入通帳は、購入通帳である。

公認は、公認である。

弘仁は、弘仁である。

更任は、更任である。

後任は、後任である。

降任は、降任である。

業人は、業人である。

公認会計士は、公認会計士である。

弘仁格は、弘仁格である。

弘仁式は、弘仁式である。

弘仁貞観時代は、弘仁貞観時代である。

光仁天皇は、光仁天皇である。

江寧は、江寧である。

康寧は、康寧である。

口熱は、口熱である。

高熱は、高熱である。

黄熱は、黄熱である。

光熱費は、光熱費である。

光年は、光年である。

後年は、後年である。

荒年は、荒年である。

高年は、高年である。

更年期は、更年期である。

更年期障害は、更年期障害である。

後年度負担は、後年度負担である。

河野は、河野である。

幸野は、幸野である。



鴻池は、鴻池である。

鴻池善右衛門は、鴻池善右衛門である。

河野一郎は、河野一郎である。

行嚢は、行嚢である。

効能は、効能である。

後納は、後納である。

後脳は、後脳である。

香嚢は、香嚢である。

貢納は、貢納である。

膠嚢は、膠嚢である。

豪農は、豪農である。

効能書きは、効能書きである。

江川は、江川である。

長官の君は、長官の君である。

香の袈裟は、香の袈裟である。

香の輿は、香の輿である。

香の衣は、香の衣である。

甲の座は、甲の座である。

鴻巣は、鴻巣である。

香の図は、香の図である。

河野水軍は、河野水軍である。

鴻巣人形は、鴻巣人形である。

鴻巣雛は、鴻巣雛である。

国府台は、国府台である。

河野敏鎌は、河野敏鎌である。

長官の殿は、長官の殿である。

督の殿は、督の殿である。

頭の殿は、頭の殿である。

守の殿は、守の殿である。

幸野楳嶺は、幸野楳嶺である。

業の秤は、業の秤である。

河野広中は、河野広中である。

鴻ノ舞鉱山は、鴻ノ舞鉱山である。

河野通有は、河野通有である。

甲の物は、甲の物である。

香の物は、香の物である。

剛の者は、剛の者である。

高師直は、高師直である。

河野与一は、河野与一である。

広播は、広播である。

光波は、光波である。

洪波は、洪波である。

紅波は、紅波である。

硬派は、硬派である。

行馬は、行馬である。

耕馬は、耕馬である。



詬罵は、詬罵である。

功牌は、功牌である。

交配は、交配である。

伉配は、伉配である。

光背は、光背である。

向拝は、向拝である。

好配は、好配である。

後拝は、後拝である。

後背は、後背である。

後輩は、後輩である。

荒廃は、荒廃である。

高配は、高配である。

項背は、項背である。

興敗は、興敗である。

興廃は、興廃である。

曠廃は、曠廃である。

こうばいは、こうばいである。

公売は、公売である。

勾配は、勾配である。

紅梅は、紅梅である。

黄梅は、黄梅である。

購買は、購買である。

紅梅色は、紅梅色である。

紅梅裏は、紅梅裏である。

勾配織は、勾配織である。

紅梅織は、紅梅織である。

高配海気は、高配海気である。

勾配甲斐絹は、勾配甲斐絹である。

紅梅襲は、紅梅襲である。

後配株は、後配株である。

広背筋は、広背筋である。

購買組合は、購買組合である。

光背効果は、光背効果である。

後背湿地は、後背湿地である。

公倍数は、公倍数である。

後背地は、後背地である。

紅梅殿は、紅梅殿である。

紅梅匂は、紅梅匂である。

黄梅の雨は、黄梅の雨である。

紅梅袴は、紅梅袴である。

勾配標は、勾配標である。

購買部は、購買部である。

紅梅餅は、紅梅餅である。

紅梅焼は、紅梅焼である。

購買力は、購買力である。

購買力平価説は、購買力平価説である。



広博は、広博である。

侯伯は、侯伯である。

厚薄は、厚薄である。

洽博は、洽博である。

紅白は、紅白である。

黄白は、黄白である。

皓白は、皓白である。

公幕は、公幕である。

広漠は、広漠である。

宏漠は、宏漠である。

荒漠は、荒漠である。

紅白試合は、紅白試合である。

香箱は、香箱である。

香ばしは、香ばしである。

芳ばしは、芳ばしである。

業恥は、業恥である。

香ばしいは、香ばしいである。

芳ばしいは、芳ばしいである。

好発は、好発である。

後発は、後発である。

黄髪は、黄髪である。

功伐は、功伐である。

攻伐は、攻伐である。

攻抜は、攻抜である。

毫髪は、毫髪である。

劫罰は、劫罰である。

後発開発途上国は、後発開発途上国である。

貢馬奉行は、貢馬奉行である。

業腹は、業腹である。

強張は、強張である。

強張りは、強張りである。

剛張りは、剛張りである。

公判は、公判である。

孔版は、孔版である。

広範は、広範である。

広汎は、広汎である。

江畔は、江畔である。

後半は、後半である。

洪範は、洪範である。

紅斑は、紅斑である。

鋼板は、鋼板である。

交番は、交番である。

香盤は、香盤である。

降板は、降板である。

皓礬は、皓礬である。

絞盤は、絞盤である。



合判は、合判である。

合板は、合板である。

強飯は、強飯である。

広範囲は、広範囲である。

交番応力は、交番応力である。

後半期は、後半期である。

公判期日は、公判期日である。

洪範九疇は、洪範九疇である。

甲板室は、甲板室である。

公判準備は、公判準備である。

後半生は、後半生である。

紅斑性狼瘡は、紅斑性狼瘡である。

公判調書は、公判調書である。

甲板積は、甲板積である。

公判廷は、公判廷である。

交番電流は、交番電流である。

公判闘争は、公判闘争である。

甲板旅客は、甲板旅客である。

甲板渡しは、甲板渡しである。

口碑は、口碑である。

工費は、工費である。

公比は、公比である。

公妃は、公妃である。

公費は、公費である。

叩扉は、叩扉である。

甲皮は、甲皮である。

光比は、光比である。

光被は、光被である。

后妃は、后妃である。

考妣は、考妣である。

皇妃は、皇妃である。

皇妣は、皇妣である。

高庇は、高庇である。

高批は、高批である。

高卑は、高卑である。

糠粃は、糠粃である。

交尾は、交尾である。

後尾は、後尾である。

後備は、後備である。

合否は、合否である。

合肥は、合肥である。

後備役は、後備役である。

広鼻猿類は、広鼻猿類である。

交尾期は、交尾期である。

紅皮症は、紅皮症である。

抗ヒスタミン剤は、抗ヒスタミン剤である。



行筆は、行筆である。

硬筆は、硬筆である。

鋼筆は、鋼筆である。

紙捻は、紙捻である。

合比の理は、合比の理である。

合百は、合百である。

合百師は、合百師である。

公表は、公表である。

公評は、公評である。

好評は、好評である。

降雹は、降雹である。

高評は、高評である。

講評は、講評である。

孔廟は、孔廟である。

剛兵は、剛兵である。

業病は、業病である。

後氷期は、後氷期である。

香屏風は、香屏風である。

公賓は、公賓である。

幸便は、幸便である。

後便は、後便である。

高品位テレビジョンは、高品位テレビジョンである。

口賦は、口賦である。

公布は、公布である。

功布は、功布である。

功封は、功封である。

広敷は、広敷である。

甲府は、甲府である。

交付は、交付である。

坑夫は、坑夫である。

荒不は、荒不である。

耕夫は、耕夫である。

貢賦は、貢賦である。

降付は、降付である。

鉱夫は、鉱夫である。

工部は、工部である。

公武は、公武である。

後部は、後部である。

洪武は、洪武である。

荒蕪は、荒蕪である。

講武は、講武である。

豪富は、豪富である。

光風は、光風である。

好風は、好風である。

恒風は、恒風である。

皇風は、皇風である。



校風は、校風である。

高風は、高風である。

業風は、業風である。

光風会は、光風会である。

光風霽月は、光風霽月である。

公武合体は、公武合体である。

好不況は、好不況である。

工部卿は、工部卿である。

郷奉行は、郷奉行である。

工部局は、工部局である。

交付金は、交付金である。

甲府勤番は、甲府勤番である。

甲府勤番支配は、甲府勤番支配である。

口腹は、口腹である。

公服は、公服である。

光復は、光復である。

幸福は、幸福である。

降伏は、降伏である。

降服は、降服である。

興復は、興復である。

剛愎は、剛愎である。

剛腹は、剛腹である。

光復会は、光復会である。

興福寺は、興福寺である。

幸福主義は、幸福主義である。

光復節は、光復節である。

幸福追求権は、幸福追求権である。

降伏点は、降伏点である。

後腹膜は、後腹膜である。

香袋は、香袋である。

交付公債は、交付公債である。

合武三島流は、合武三島流である。

香附子は、香附子である。

講武所は、講武所である。

工部省は、工部省である。

洪武銭は、洪武銭である。

工部大学校は、工部大学校である。

格縁は、格縁である。

好不調は、好不調である。

功物は、功物である。

好物は、好物である。

肴物は、肴物である。

貢物は、貢物である。

鉱物は、鉱物である。

鉱物学は、鉱物学である。

鉱物質肥料は、鉱物質肥料である。



鉱物性色素は、鉱物性色素である。

洪武帝は、洪武帝である。

光武帝は、光武帝である。

工部美術学校は、工部美術学校である。

甲府盆地は、甲府盆地である。

高芙蓉は、高芙蓉である。

冠の緒は、冠の緒である。

口吻は、口吻である。

公憤は、公憤である。

昂奮は、昂奮である。

亢奮は、亢奮である。

紅粉は、紅粉である。

荒墳は、荒墳である。

香粉は、香粉である。

黄吻は、黄吻である。

興奮は、興奮である。

行文は、行文である。

告文は、告文である。

後聞は、後聞である。

高文は、高文である。

高聞は、高聞である。

構文は、構文である。

合文は、合文である。

弘文院は、弘文院である。

弘文館は、弘文館である。

広文庫は、広文庫である。

興奮剤は、興奮剤である。

高分子は、高分子である。

高分子化学は、高分子化学である。

高分子化合物は、高分子化合物である。

公文書は、公文書である。

好文亭は、好文亭である。

孝文帝は、孝文帝である。

弘文天皇は、弘文天皇である。

公分母は、公分母である。

好文木は、好文木である。

構文論は、構文論である。

工兵は、工兵である。

甲兵は、甲兵である。

降兵は、降兵である。

康平は、康平である。

衡平は、衡平である。

公平委員会は、公平委員会である。

航米日録は、航米日録である。

衡平法は、衡平法である。

公平無私は、公平無私である。



厚壁は、厚壁である。

荒僻は、荒僻である。

降羃は、降羃である。

厚壁細胞は、厚壁細胞である。

厚壁組織は、厚壁組織である。

神戸事件は、神戸事件である。

神戸商船大学は、神戸商船大学である。

神戸女学院は、神戸女学院である。

神戸大学は、神戸大学である。

皇別は、皇別である。

旋頭歌は、旋頭歌である。

口辺は、口辺である。

公辺は、公辺である。

後編は、後編である。

後篇は、後篇である。

口弁は、口弁である。

巧弁は、巧弁である。

抗弁は、抗弁である。

高弁は、高弁である。

合弁は、合弁である。

合瓣は、合瓣である。

合べんは、合べんである。

合弁花は、合弁花である。

合弁会社は、合弁会社である。

合弁花冠は、合弁花冠である。

合弁花類は、合弁花類である。

抗弁権は、抗弁権である。

孔辺細胞は、孔辺細胞である。

公辺向きは、公辺向きである。

後圃は、後圃である。

香蒲は、香蒲である。

候補は、候補である。

黄埔は、黄埔である。

公募は、公募である。

公簿は、公簿である。

宏謨は、宏謨である。

後母は、後母である。

皇謨は、皇謨である。

酵母は、酵母である。

鴻謨は、鴻謨である。

洪謨は、洪謨である。

口俸は、口俸である。

工法は、工法である。

公法は、公法である。

公報は、公報である。

孔方は、孔方である。



広報は、広報である。

弘報は、弘報である。

後方は、後方である。

後報は、後報である。

紅幇は、紅幇である。

航法は、航法である。

貢法は、貢法である。

高峰は、高峰である。

康保は、康保である。

構法は、構法である。

鴻宝は、鴻宝である。

工房は、工房である。

広袤は、広袤である。

光芒は、光芒である。

好望は、好望である。

攻防は、攻防である。

後房は、後房である。

紅帽は、紅帽である。

荒亡は、荒亡である。

荒妄は、荒妄である。

香房は、香房である。

興亡は、興亡である。

号俸は、号俸である。

号砲は、号砲である。

合抱は、合抱である。

合法は、合法である。

業報は、業報である。

豪放は、豪放である。

弘法穴は、弘法穴である。

後方勤務は、後方勤務である。

弘法芝は、弘法芝である。

弘法清水は、弘法清水である。

公法人は、公法人である。

合法性は、合法性である。

合法則性は、合法則性である。

弘法大師は、弘法大師である。

弘法茶は、弘法茶である。

合法的は、合法的である。

業報人は、業報人である。

紅帽派は、紅帽派である。

黄帽派は、黄帽派である。

孔方兄は、孔方兄である。

弘法麦は、弘法麦である。

酵母菌は、酵母菌である。

江北は、江北である。

公僕は、公僕である。



孔墨は、孔墨である。

考卜は、考卜である。

坑木は、坑木である。

厚朴は、厚朴である。

香木は、香木である。

校僕は、校僕である。

耕牧は、耕牧である。

高木は、高木である。

槁木は、槁木である。

拷木は、拷木である。

高木限界は、高木限界である。

槁木死灰は、槁木死灰である。

高木帯は、高木帯である。

黄浦江は、黄浦江である。

候補生は、候補生である。

川骨は、川骨である。

皇甫謐は、皇甫謐である。

広本は、広本である。

校本は、校本である。

絖本は、絖本である。

稿本は、稿本である。

香盆は、香盆である。

小馬は、小馬である。

子馬は、子馬である。

黄麻は、黄麻である。

格間は、格間である。

業魔は、業魔である。

工米は、工米である。

貢米は、貢米である。

高邁は、高邁である。

豪邁は、豪邁である。

講参りは、講参りである。

厚膜は、厚膜である。

硬膜は、硬膜である。

厚膜細胞は、厚膜細胞である。

厚膜組織は、厚膜組織である。

香枕は、香枕である。

小馬座は、小馬座である。

黄麻紙は、黄麻紙である。

口沫は、口沫である。

劫末は、劫末である。

毫末は、毫末である。

降魔の印は、降魔の印である。

降魔の利剣は、降魔の利剣である。

高慢は、高慢である。

傲慢は、傲慢である。



紅卍教は、紅卍教である。

高慢ちきは、高慢ちきである。

小海は、小海である。

好味は、好味である。

厚味は、厚味である。

香味は、香味である。

小海線は、小海線である。

鉱脈は、鉱脈である。

功名は、功名である。

巧妙は、巧妙である。

光明は、光明である。

高名は、高名である。

光明供は、光明供である。

光明皇后は、光明皇后である。

光明寺は、光明寺である。

功名心は、功名心である。

光明真言は、光明真言である。

光明丹は、光明丹である。

高名帳は、高名帳である。

光明天皇は、光明天皇である。

高名盗みは、高名盗みである。

光明遍照は、光明遍照である。

香味料は、香味料である。

公民は、公民である。

皇民は、皇民である。

高眠は、高眠である。

郷民は、郷民である。

皇民化政策は、皇民化政策である。

公民館は、公民館である。

公民教育は、公民教育である。

公民権は、公民権である。

公民権運動は、公民権運動である。

工務は、工務である。

公務は、公務である。

行務は、行務である。

校務は、校務である。

港務は、港務である。

公務員は、公務員である。

公務執行妨害罪は、公務執行妨害罪である。

公務所は、公務所である。

乞胸は、乞胸である。

行務年度は、行務年度である。

蒙るは、蒙るである。

小梅は、小梅である。

公明は、公明である。

孔明は、孔明である。



抗命は、抗命である。

後名は、後名である。

香銘は、香銘である。

高明は、高明である。

講明は、講明である。

鴻名は、鴻名である。

合名会社は、合名会社である。

公明正大は、公明正大である。

公明選挙は、公明選挙である。

孝明天皇は、孝明天皇である。

公明党は、公明党である。

厚免は、厚免である。

垢面は、垢面である。

後面は、後面である。

荒湎は、荒湎である。

高免は、高免である。

毫もは、毫もである。

孔孟は、孔孟である。

紅毛は、紅毛である。

鴻毛は、鴻毛である。

剛毛は、剛毛である。

剛猛は、剛猛である。

豪猛は、豪猛である。

毫毛は、毫毛である。

紅毛人は、紅毛人である。

紅毛船は、紅毛船である。

孔孟の教えは、孔孟の教えである。

紅毛碧眼は、紅毛碧眼である。

講孟余話は、講孟余話である。

項目は、項目である。

綱目は、綱目である。

合目的性は、合目的性である。

合目的的は、合目的的である。

広目天は、広目天である。

香元は、香元である。

講元は、講元である。

香元台は、香元台である。

蝙蝠蛾は、蝙蝠蛾である。

蝙蝠葛は、蝙蝠葛である。

蝙蝠半纏は、蝙蝠半纏である。

公門は、公門である。

孔門は、孔門である。

肛門は、肛門である。

後門は、後門である。

校門は、校門である。

黄門は、黄門である。



港門は、港門である。

閘門は、閘門である。

閤門は、閤門である。

衡門は、衡門である。

鴻門は、鴻門である。

拷問は、拷問である。

閘門運河は、閘門運河である。

肛門括約筋は、肛門括約筋である。

肛門期は、肛門期である。

肛門性格は、肛門性格である。

鴻門の会は、鴻門の会である。

孔門の十哲は、孔門の十哲である。

広野は、広野である。

曠野は、曠野である。

甲夜は、甲夜である。

荒野は、荒野である。

郊野は、郊野である。

高野は、高野である。

紺屋は、紺屋である。

高野街道は、高野街道である。

高野笠は、高野笠である。

高野紙は、高野紙である。

高野切は、高野切である。

口約は、口約である。

口訳は、口訳である。

公約は、公約である。

膏薬は、膏薬である。

合薬は、合薬である。

郷役は、郷役である。

業厄は、業厄である。

公約数は、公約数である。

膏薬代は、膏薬代である。

高野口は、高野口である。

膏薬煉は、膏薬煉である。

膏薬貼りは、膏薬貼りである。

膏薬病は、膏薬病である。

高野山は、高野山である。

高野三方は、高野三方である。

高野山大学は、高野山大学である。

高野春秋は、高野春秋である。

公冶長は、公冶長である。

郷宿は、郷宿である。

高野豆腐は、高野豆腐である。

高野の玉川は、高野の玉川である。

高野版は、高野版である。

高野聖は、高野聖である。



高野箒は、高野箒である。

高野参りは、高野参りである。

高野槙は、高野槙である。

高野物狂は、高野物狂である。

紺屋役は、紺屋役である。

香油は、香油である。

鉱油は、鉱油である。

膏油は、膏油である。

膏腴は、膏腴である。

公有は、公有である。

孔融は、孔融である。

交友は、交友である。

交遊は、交遊である。

孝友は、孝友である。

幸祐は、幸祐である。

後憂は、後憂である。

皇猷は、皇猷である。

荒遊は、荒遊である。

校友は、校友である。

鴻猷は、鴻猷である。

合有は、合有である。

剛勇は、剛勇である。

豪勇は、豪勇である。

豪遊は、豪遊である。

豪雄は、豪雄である。

康有為は、康有為である。

校友会は、校友会である。

公有財産は、公有財産である。

皇猶子は、皇猶子である。

公有水面は、公有水面である。

公有地は、公有地である。

公有林は、公有林である。

公余は、公余である。

皇輿は、皇輿である。

斯う様は、斯う様である。

功用は、功用である。

広葉は、広葉である。

光耀は、光耀である。

行用は、行用である。

効用は、効用である。

後葉は、後葉である。

紅葉は、紅葉である。

高揚は、高揚である。

昂揚は、昂揚である。

黄葉は、黄葉である。

綱要は、綱要である。



衡陽は、衡陽である。

公用営造物は、公用営造物である。

効用価値説は、効用価値説である。

甲陽軍鑑は、甲陽軍鑑である。

公用語は、公用語である。

公用財産は、公用財産である。

広葉杉は、広葉杉である。

広葉樹は、広葉樹である。

硬葉樹林は、硬葉樹林である。

公用制限は、公用制限である。

黄葉夕陽村舎詩は、黄葉夕陽村舎詩である。

公用徴収は、公用徴収である。

公用人は、公用人である。

公用負担は、公用負担である。

公用物は、公用物である。

公用文は、公用文である。

後葉ホルモンは、後葉ホルモンである。

膏沃は、膏沃である。

強欲は、強欲である。

強慾は、強慾である。

高翼飛行機は、高翼飛行機である。

郷義弘は、郷義弘である。

皇輿全覧図は、皇輿全覧図である。

甲羅は、甲羅である。

香螺は、香螺である。

光来は、光来である。

後来は、後来である。

高麗は、高麗である。

高麗鶯は、高麗鶯である。

高麗蝦は、高麗蝦である。

高麗垣は、高麗垣である。

高麗烏は、高麗烏である。

高麗雉は、高麗雉である。

高麗史は、高麗史である。

高麗芝は、高麗芝である。

高麗卓は、高麗卓である。

高麗青磁は、高麗青磁である。

高麗煎餅は、高麗煎餅である。

高麗大学校は、高麗大学校である。

高麗台子は、高麗台子である。

高麗大蔵経は、高麗大蔵経である。

高麗茶碗は、高麗茶碗である。

高麗端は、高麗端である。

高麗版は、高麗版である。

高麗板は、高麗板である。

高麗縁は、高麗縁である。



高麗門は、高麗門である。

高麗屋は、高麗屋である。

高麗焼は、高麗焼である。

強羅温泉は、強羅温泉である。

恋ふらくは、恋ふらくである。

行楽は、行楽である。

攻落は、攻落である。

後楽は、後楽である。

黄落は、黄落である。

後楽園は、後楽園である。

後楽園焼は、後楽園焼である。

康楽寺流は、康楽寺流である。

行楽地は、行楽地である。

高良神社は、高良神社である。

甲羅干しは、甲羅干しである。

高良明神は、高良明神である。

勾欄は、勾欄である。

鉤欄は、鉤欄である。

洪瀾は、洪瀾である。

紅蘭は、紅蘭である。

高覧は、高覧である。

高欄は、高欄である。

広卵形は、広卵形である。

小売は、小売である。

公吏は、公吏である。

公利は、公利である。

公理は、公理である。

功利は、功利である。

行李は、行李である。

梱は、梱である。

狡吏は、狡吏である。

荒籬は、荒籬である。

高利は、高利である。

黄りは、黄りである。

蒿里は、蒿里である。

合理は、合理である。

毫釐は、毫釐である。

合理化は、合理化である。

合理化カルテルは、合理化カルテルである。

高利貸は、高利貸である。

合力は、合力である。

剛力は、剛力である。

業力は、業力である。

高力士は、高力士である。

強力犯は、強力犯である。

公理系は、公理系である。



公理主義は、公理主義である。

功利主義は、功利主義である。

合理主義は、合理主義である。

合理性は、合理性である。

工率は、工率である。

公立は、公立である。

効率は、効率である。

高率は、高率である。

公立学校は、公立学校である。

効率的は、効率的である。

功利的は、功利的である。

合理的は、合理的である。

公理的方法は、公理的方法である。

広略は、広略である。

攻略は、攻略である。

後略は、後略である。

寇掠は、寇掠である。

康暦は、康暦である。

亢竜は、亢竜である。

公流は、公流である。

勾留は、勾留である。

交流は、交流である。

江流は、江流である。

幸流は、幸流である。

拘留は、拘留である。

後流は、後流である。

蛟竜は、蛟竜である。

興隆は、興隆である。

合流は、合流である。

降流魚は、降流魚である。

広隆寺は、広隆寺である。

勾留質問は、勾留質問である。

勾留状は、勾留状である。

交流整流子機は、交流整流子機である。

交流電動機は、交流電動機である。

交流発電機は、交流発電機である。

勾留理由の開示は、勾留理由の開示である。

考慮は、考慮である。

行旅は、行旅である。

高慮は、高慮である。

闔閭は、闔閭である。

闔廬は、闔廬である。

口糧は、口糧である。

公領は、公領である。

広量は、広量である。

宏量は、宏量である。



向陵は、向陵である。

江陵は、江陵である。

考量は、考量である。

劫量は、劫量である。

後梁は、後梁である。

後涼は、後涼である。

皇陵は、皇陵である。

荒涼は、荒涼である。

荒寥は、荒寥である。

虹梁は、虹梁である。

香料は、香料である。

高嶺は、高嶺である。

黄粱は、黄粱である。

綱領は、綱領である。

膏粱は、膏粱である。

稿料は、稿料である。

衡量は、衡量である。

黄竜旗は、黄竜旗である。

光量子は、光量子である。

告陵使は、告陵使である。

後涼殿は、後涼殿である。

膏粱の子弟は、膏粱の子弟である。

虹梁鼻は、虹梁鼻である。

公力は、公力である。

抗力は、抗力である。

効力は、効力である。

効力規定は、効力規定である。

合力金は、合力金である。

高力陶器は、高力陶器である。

合力米は、合力米である。

行旅死亡人は、行旅死亡人である。

行旅病者は、行旅病者である。

公理論は、公理論である。

合理論は、合理論である。

光琳は、光琳である。

光輪は、光輪である。

光臨は、光臨である。

後輪は、後輪である。

降臨は、降臨である。

高林は、高林である。

光琳派は、光琳派である。

光琳風は、光琳風である。

光琳蒔絵は、光琳蒔絵である。

光琳水は、光琳水である。

光琳模様は、光琳模様である。

梱るは、梱るである。



柑類は、柑類である。

紅涙は、紅涙である。

高塁は、高塁である。

猴類は、猴類である。

小煩いは、小煩いである。

交霊は、交霊である。

伉儷は、伉儷である。

好例は、好例である。

恒例は、恒例である。

皇霊は、皇霊である。

高齢は、高齢である。

号令は、号令である。

剛戻は、剛戻である。

高齢化社会は、高齢化社会である。

高齢化率は、高齢化率である。

皇霊祭は、皇霊祭である。

皇霊殿は、皇霊殿である。

孝霊天皇は、孝霊天皇である。

功烈は、功烈である。

後列は、後列である。

鴻烈は、鴻烈である。

抗裂性は、抗裂性である。

公廉は、公廉である。

孝廉は、孝廉である。

厚斂は、厚斂である。

後聯は、後聯である。

香奩は、香奩である。

紅簾石は、紅簾石である。

香奩体は、香奩体である。

紅簾片岩は、紅簾片岩である。

公路は、公路である。

行路は、行路である。

紅炉は、紅炉である。

香炉は、香炉である。

航路は、航路である。

高炉は、高炉である。

黄櫨は、黄櫨である。

鴻臚は、鴻臚である。

功労は、功労である。

劫臈は、劫臈である。

紅楼は、紅楼である。

郊労は、郊労である。

候楼は、候楼である。

高楼は、高楼である。

黄老は、黄老である。

犒労は、犒労である。



こう潦は、こう潦である。

公労委は、公労委である。

功労株は、功労株である。

郊労使は、郊労使である。

黄老の学は、黄老の学である。

公労法は、公労法である。

紅楼夢は、紅楼夢である。

鴻臚館は、鴻臚館である。

香炉木は、香炉木である。

鉤勒は、鉤勒である。

勾勒は、勾勒である。

光禄は、光禄である。

行録は、行録である。

厚禄は、厚禄である。

高禄は、高禄である。

光禄勲は、光禄勲である。

光禄卿は、光禄卿である。

光禄寺は、光禄寺である。

光禄侍郎は、光禄侍郎である。

光禄大夫は、光禄大夫である。

鴻臚卿は、鴻臚卿である。

鴻臚寺は、鴻臚寺である。

高炉スラグは、高炉スラグである。

黄櫨染は、黄櫨染である。

黄櫨染の御袍は、黄櫨染の御袍である。

行路難は、行路難である。

行路の人は、行路の人である。

航路標識は、航路標識である。

行路病者は、行路病者である。

香炉峰は、香炉峰である。

公論は、公論である。

行論は、行論である。

抗論は、抗論である。

高論は、高論である。

硬論は、硬論である。

甲論乙駁は、甲論乙駁である。

口話は、口話である。

弘和は、弘和である。

高話は、高話である。

康和は、康和である。

媾和は、媾和である。

講和は、講和である。

講話は、講話である。

幸若は、幸若である。

幸若舞は、幸若舞である。

汞和金は、汞和金である。



惶惑は、惶惑である。

講和条約は、講和条約である。

口話法は、口話法である。

港湾は、港湾である。

孤雲は、孤雲である。

五運は、五運である。

五雲は、五雲である。

五蘊は、五蘊である。

五雲箋は、五雲箋である。

小運送業は、小運送業である。

五雲の車は、五雲の車である。

声は、声である。

肥は、肥である。

越えは、越えである。

孤影は、孤影である。

護衛は、護衛である。

御詠歌は、御詠歌である。

護衛艦は、護衛艦である。

越馬は、越馬である。

肥桶は、肥桶である。

声掛りは、声掛りである。

声柄は、声柄である。

声変りは、声変りである。

故駅は、故駅である。

古駅は、古駅である。

雇役は、雇役である。

肥切れは、肥切れである。

越え暮すは、越え暮すである。

越え暮るは、越え暮るである。

肥車は、肥車である。

声声は、声声である。

声様は、声様である。

声自慢は、声自慢である。

小枝は、小枝である。

肥代は、肥代である。

声絶えは、声絶えである。

肥担桶は、肥担桶である。

声援けは、声援けである。

肥溜めは、肥溜めである。

胡越は、胡越である。

呉越は、呉越である。

声付は、声付である。

呉越春秋は、呉越春秋である。

肥土は、肥土である。

呉越同舟は、呉越同舟である。

肥壺は、肥壺である。



肥取りは、肥取りである。

肥取り車は、肥取り車である。

声並は、声並である。

声の文は、声の文である。

声の色は、声の色である。

声の下は、声の下である。

音博士は、音博士である。

声番は、声番である。

小海老は、小海老である。

肥柄杓は、肥柄杓である。

五衛府は、五衛府である。

声仏事は、声仏事である。

肥船は、肥船である。

肥松は、肥松である。

五右衛門風呂は、五右衛門風呂である。

声山は、声山である。

肥えらかは、肥えらかである。

小襟は、小襟である。

肥えるは、肥えるである。

越えるは、越えるである。

超えるは、超えるである。

声技は、声技である。

越え侘ぶは、越え侘ぶである。

小縁は、小縁である。

古園は、古園である。

故園は、故園である。

故縁は、故縁である。

後宴は、後宴である。

コエンドロは、コエンドロである。

顧炎武は、顧炎武である。

後円融天皇は、後円融天皇である。

ゴーは、ゴーである。

子負虫は、子負虫である。

ゴーイングマイウェイは、ゴーイングマイウェイである。

呼応は、呼応である。

五黄は、五黄である。

牛王は、牛王である。

牛黄は、牛黄である。

牛王売は、牛王売である。

古往今来は、古往今来である。

護王神社は、護王神社である。

牛王宝印は、牛王宝印である。

古近江は、古近江である。

コーエンは、コーエンである。

小大君は、小大君である。

ゴーカートは、ゴーカートである。



コーカサスは、コーカサスである。

コーカサス諸語は、コーカサス諸語である。

コーカサス人種は、コーカサス人種である。

コーカソイドは、コーカソイドである。

ゴーガンは、ゴーガンである。

コーカンドは、コーカンドである。

コーカンド汗国は、コーカンド汗国である。

ゴーキーは、ゴーキーである。

コーキングは、コーキングである。

コークは、コークである。

コークスは、コークスである。

コークス比は、コークス比である。

ゴーグルは、ゴーグルである。

小桶は、小桶である。

ゴーゴーは、ゴーゴーである。

ゴーゴリは、ゴーゴリである。

ゴーサインは、ゴーサインである。

恋ほしは、恋ほしである。

コーシーは、コーシーである。

ゴージャスは、ゴージャスである。

コースは、コースである。

ゴースは、ゴースである。

コースオブスタディーは、コースオブスタディーである。

コースターは、コースターである。

コースターブレーキは、コースターブレーキである。

ゴースターンは、ゴースターンである。

コーストは、コーストである。

ゴーストは、ゴーストである。

ゴーストタウンは、ゴーストタウンである。

ゴーストダンスは、ゴーストダンスである。

ゴーストップは、ゴーストップである。

ゴーストライターは、ゴーストライターである。

コースラインは、コースラインである。

コースロープは、コースロープである。

コーダは、コーダである。

ゴーダチーズは、ゴーダチーズである。

ゴータマは、ゴータマである。

コーチは、コーチである。

交趾印伝は、交趾印伝である。

ゴーチエは、ゴーチエである。

交趾支那は、交趾支那である。

コーチゾンは、コーチゾンである。

コーチャーは、コーチャーである。

交趾焼は、交趾焼である。

コーチンは、コーチンである。

コーチングステッチは、コーチングステッチである。



刻子は、刻子である。

コーディネーションは、コーディネーションである。

コーディネーターは、コーディネーターである。

コーディネートは、コーディネートである。

ゴーディマーは、ゴーディマーである。

コーティングは、コーティングである。

コーディングは、コーディングである。

コーテッドレンズは、コーテッドレンズである。

コーデュロイは、コーデュロイである。

コートは、コートである。

コードは、コードである。

ゴートは、ゴートである。

小男は、小男である。

ゴート語は、ゴート語である。

コート紙は、コート紙である。

ゴートスキンは、ゴートスキンである。

コートダジュールは、コートダジュールである。

コートディヴォアールは、コートディヴォアールである。

コードネームは、コードネームである。

コートハウスは、コートハウスである。

コードバンは、コードバンである。

小躍りは、小躍りである。

雀躍は、雀躍である。

コードレスは、コードレスである。

コードレス電話は、コードレス電話である。

コーナーは、コーナーである。

コーナーキックは、コーナーキックである。

コーナーワークは、コーナーワークである。

コーナリングは、コーナリングである。

小鬼田平子は、小鬼田平子である。

小鬼百合は、小鬼百合である。

コーパルは、コーパルである。

コーヒーは、コーヒーである。

コーヒーシロップは、コーヒーシロップである。

コーヒー茶は、コーヒー茶である。

コーヒーの樹は、コーヒーの樹である。

コーヒーブレークは、コーヒーブレークである。

コーヒーポットは、コーヒーポットである。

コーヒー豆は、コーヒー豆である。

コーヒーミルは、コーヒーミルである。

コーヒー沸かしは、コーヒー沸かしである。

コープは、コープである。

コープランドは、コープランドである。

ゴーフルは、ゴーフルである。

ゴーヘーは、ゴーヘーである。

コオペラティヴシステムは、コオペラティヴシステムである。



コーポラスは、コーポラスである。

コーポラティズムは、コーポラティズムである。

コーポラティブハウスは、コーポラティブハウスである。

コーポレーションは、コーポレーションである。

コーポレートは、コーポレートである。

コーポレートアイデンティティーは、コーポレートアイデンティティーである。

コーポレートガバナンスは、コーポレートガバナンスである。

小面は、小面である。

ゴーヤーは、ゴーヤーである。

コーラは、コーラである。

コーラーは、コーラーである。

コーライトは、コーライトである。

コーラ飲料は、コーラ飲料である。

コーラスは、コーラスである。

コーラスガールは、コーラスガールである。

コーラルは、コーラルである。

コーランは、コーランである。

氷は、氷である。

凍りは、凍りである。

氷小豆は、氷小豆である。

氷石は、氷石である。

氷梅は、氷梅である。

氷売りは、氷売りである。

氷卸しは、氷卸しである。

氷掛けは、氷掛けである。

氷襲は、氷襲である。

氷菓子は、氷菓子である。

ゴーリキーは、ゴーリキーである。

凍り蒟蒻は、凍り蒟蒻である。

氷蒟蒻は、氷蒟蒻である。

氷砂糖は、氷砂糖である。

氷汁粉は、氷汁粉である。

氷水は、氷水である。

氷滑りは、氷滑りである。

ゴーリスムは、ゴーリスムである。

氷蕎麦は、氷蕎麦である。

凍り付くは、凍り付くである。

氷詰めは、氷詰めである。

凍り豆腐は、凍り豆腐である。

氷の魚は、氷の魚である。

氷の楔は、氷の楔である。

氷の垢離は、氷の垢離である。

氷の衣は、氷の衣である。

氷の地獄は、氷の地獄である。

氷の朔日は、氷の朔日である。

氷の剣は、氷の剣である。



凍りの梨は、凍りの梨である。

氷の橋は、氷の橋である。

氷の枕は、氷の枕である。

郡造は、郡造である。

氷の刃は、氷の刃である。

郡奉行は、郡奉行である。

氷枕は、氷枕である。

氷蜜は、氷蜜である。

凍り餅は、凍り餅である。

氷餅は、氷餅である。

氷焼は、氷焼である。

郡山は、郡山である。

高粱酒は、高粱酒である。

コールは、コールである。

氷るは、氷るである。

凍るは、凍るである。

ゴールは、ゴールである。

コールアングレは、コールアングレである。

ゴールインは、ゴールインである。

ゴールエリアは、ゴールエリアである。

コールガールは、コールガールである。

コールカッターは、コールカッターである。

ゴールキーパーは、ゴールキーパーである。

ゴールキックは、ゴールキックである。

コールサインは、コールサインである。

コール資金は、コール資金である。

コール市場は、コール市場である。

コールスローは、コールスローである。

ゴールズワージーは、ゴールズワージーである。

コールダーは、コールダーである。

コールタールは、コールタールである。

コールタール染料は、コールタール染料である。

ゴール朝は、ゴール朝である。

ゴールディングは、ゴールディングである。

コール天は、コール天である。

ゴールデンは、ゴールデンである。

ゴールデンアワーは、ゴールデンアワーである。

ゴールデンウィークは、ゴールデンウィークである。

ゴールデンエージは、ゴールデンエージである。

ゴールデンゲートは、ゴールデンゲートである。

ゴールデンタイムは、ゴールデンタイムである。

ゴールデントライアングルは、ゴールデントライアングルである。

ゴールデンバットは、ゴールデンバットである。

コールドは、コールドである。

ゴールドは、ゴールドである。

コールドウェーブは、コールドウェーブである。



コールドウェルは、コールドウェルである。

コールドウォーは、コールドウォーである。

コールドカラーは、コールドカラーである。

コールドクリームは、コールドクリームである。

コールドゲームは、コールドゲームである。

ゴールドスミスは、ゴールドスミスである。

コールドタイプシステムは、コールドタイプシステムである。

コールドチェーンは、コールドチェーンである。

コールドパーマは、コールドパーマである。

コールドビーフは、コールドビーフである。

コールドボルテックスは、コールドボルテックスである。

コールドミートは、コールドミートである。

ゴールドラッシュは、ゴールドラッシュである。

ゴールトンは、ゴールトンである。

コールピックは、コールピックである。

ゴールポストは、ゴールポストである。

コールマネーは、コールマネーである。

コールマン髭は、コールマン髭である。

コールユーブンゲンは、コールユーブンゲンである。

ゴールラインは、ゴールラインである。

コールラビは、コールラビである。

コールリッジは、コールリッジである。

コールレートは、コールレートである。

コールローンは、コールローンである。

ゴーレスは、ゴーレスである。

蟋蟀臑は、蟋蟀臑である。

蟋蟀擬きは、蟋蟀擬きである。

こおろこおろは、こおろこおろである。

子堕しは、子堕しである。

古音は、古音である。

コーンは、コーンである。

五陰は、五陰である。

呉音は、呉音である。

御恩は、御恩である。

語音は、語音である。

五音音階は、五音音階である。

御恩所は、御恩所である。

五陰盛苦は、五陰盛苦である。

五音図は、五音図である。

コーンスープは、コーンスープである。

コーンスターチは、コーンスターチである。

小御衣は、小御衣である。

御恩地は、御恩地である。

小女は、小女である。

コーンバーグは、コーンバーグである。

コーンビーフは、コーンビーフである。



コーンフラワーは、コーンフラワーである。

コーンフレークは、コーンフレークである。

コーンミールは、コーンミールである。

古家は、古家である。

古歌は、古歌である。

估価は、估価である。

故家は、故家である。

胡笳は、胡笳である。

胡歌は、胡歌である。

胯下は、胯下である。

跨下は、跨下である。

瓠瓜は、瓠瓜である。

鼓歌は、鼓歌である。

糊化は、糊化である。

コカは、コカである。

桶は、桶である。

古河は、古河である。

古画は、古画である。

古賀は、古賀である。

古雅は、古雅である。

虎牙は、虎牙である。

個我は、個我である。

五加は、五加である。

五果は、五果である。

五菓は、五菓である。

五稼は、五稼である。

午下は、午下である。

梧下は、梧下である。

巨海は、巨海である。

孤介は、孤介である。

湖海は、湖海である。

子飼いは、子飼いである。

小貝は、小貝である。

小買いは、小買いである。

蚕飼いは、蚕飼いである。

籠飼いは、籠飼いである。

戸外は、戸外である。

沙蚕は、沙蚕である。

五戒は、五戒である。

五悔は、五悔である。

碁会は、碁会である。

誤解は、誤解である。

顧がい之は、顧がい之である。

子会社は、子会社である。

碁会所は、碁会所である。

五街道は、五街道である。



湖海の士は、湖海の士である。

五蓋松は、五蓋松である。

コカインは、コカインである。

小返しは、小返しである。

子転りは、子転りである。

小返りは、小返りである。

小書は、小書である。

小餓鬼は、小餓鬼である。

小書出は、小書出である。

古格は、古格である。

呼格は、呼格である。

狐貉は、狐貉である。

孤客は、孤客である。

胡角は、胡角である。

顧客は、顧客である。

古学は、古学である。

古楽は、古楽である。

胡楽は、胡楽である。

鼓楽は、鼓楽である。

五角は、五角である。

互角は、互角である。

牛角は、牛角である。

碁客は、碁客である。

語格は、語格である。

五岳は、五岳である。

五楽は、五楽である。

語学は、語学である。

五角形は、五角形である。

顧客志向は、顧客志向である。

語学自在は、語学自在である。

古学小伝は、古学小伝である。

語学新書は、語学新書である。

古学先生は、古学先生である。

顧客ニーズは、顧客ニーズである。

古河公方は、古河公方である。

顧客満足は、顧客満足である。

木隠るは、木隠るである。

木隠れは、木隠れである。

小陰は、小陰である。

小蔭は、小蔭である。

木陰は、木陰である。

木蔭は、木蔭である。

コカコーラは、コカコーラである。

小笠懸は、小笠懸である。

こかしは、こかしである。

小鍛冶は、小鍛冶である。



焦がしは、焦がしである。

ごかしは、ごかしである。

五鍛冶は、五鍛冶である。

焦がし箆は、焦がし箆である。

コカ酒は、コカ酒である。

五ヵ条の誓文は、五ヵ条の誓文である。

五箇所商人は、五箇所商人である。

五ケ所湾は、五ケ所湾である。

小頭は、小頭である。

後柏原天皇は、後柏原天皇である。

転かすは、転かすである。

倒かすは、倒かすである。

焦がすは、焦がすである。

小風は、小風である。

古賀精里は、古賀精里である。

子方は、子方である。

小形は、小形である。

小型は、小型である。

小型赤家蚊は、小型赤家蚊である。

碁敵は、碁敵である。

小型自動車は、小型自動車である。

古歌立ては、古歌立てである。

小刀は、小刀である。

小刀細工は、小刀細工である。

小刀櫃は、小刀櫃である。

小帷子は、小帷子である。

五河地方は、五河地方である。

枯渇は、枯渇である。

涸渇は、涸渇である。

五月は、五月である。

五月秋は、五月秋である。

五月女は、五月女である。

五月革命は、五月革命である。

五月冑は、五月冑である。

五月蚊帳は、五月蚊帳である。

五月ささげは、五月ささげである。

古活字本は、古活字本である。

五月人形は、五月人形である。

五月幟は、五月幟である。

五月病は、五月病である。

古賀とう庵は、古賀とう庵である。

小金は、小金である。

小金井は、小金井である。

小金井小次郎は、小金井小次郎である。

小金井良精は、小金井良精である。

黄金色は、黄金色である。



小金貸しは、小金貸しである。

黄金羹は、黄金羹である。

黄金蜘蛛は、黄金蜘蛛である。

黄金札は、黄金札である。

黄金羊歯は、黄金羊歯である。

黄金作りは、黄金作りである。

黄金の台は、黄金の台である。

黄金の岸は、黄金の岸である。

黄金の車は、黄金の車である。

黄金の言葉は、黄金の言葉である。

黄金の太刀は、黄金の太刀である。

黄金の蔓は、黄金の蔓である。

黄金の泥は、黄金の泥である。

黄金の堂は、黄金の堂である。

黄金の殿は、黄金の殿である。

黄金の波は、黄金の波である。

黄金の花は、黄金の花である。

黄金の光は、黄金の光である。

黄金の御手は、黄金の御手である。

黄金の文字は、黄金の文字である。

黄金の山は、黄金の山である。

黄金虫は、黄金虫である。

金亀子は、金亀子である。

黄金目貫は、黄金目貫である。

五箇年計画は、五箇年計画である。

呉下の阿蒙は、呉下の阿蒙である。

五箇の声は、五箇の声である。

五家荘は、五家荘である。

五箇の調は、五箇の調である。

五家の法は、五家の法である。

古賀春江は、古賀春江である。

五加皮は、五加皮である。

古画品録は、古画品録である。

子株は、子株である。

小蕪は、小蕪である。

古楽府は、古楽府である。

小壁は、小壁である。

五家宝は、五家宝である。

小構えは、小構えである。

古賀政男は、古賀政男である。

小紙は、小紙である。

小腹は、小腹である。

後亀山天皇は、後亀山天皇である。

小鴨は、小鴨である。

御家門は、御家門である。

五箇山は、五箇山である。



コカ葉は、コカ葉である。

子柄は、子柄である。

小辛は、小辛である。

小柄は、小柄である。

小雀は、小雀である。

木枯しは、木枯しである。

凩は、凩である。

木枯し茶は、木枯し茶である。

小烏は、小烏である。

小烏造は、小烏造である。

古唐津は、古唐津である。

小狩衣は、小狩衣である。

焦るは、焦るである。

焦れは、焦れである。

焦れ香は、焦れ香である。

焦れ死には、焦れ死にである。

焦れ死ぬは、焦れ死ぬである。

焦れ泣きは、焦れ泣きである。

焦れ増さるは、焦れ増さるである。

焦れ行くは、焦れ行くである。

焦れるは、焦れるである。

焦れ侘ぶは、焦れ侘ぶである。

粉河寺は、粉河寺である。

小川殿は、小川殿である。

子変りは、子変りである。

小冠は、小冠である。

股間は、股間である。

胯間は、胯間である。

孤館は、孤館である。

枯旱は、枯旱である。

孤雁は、孤雁である。

胡雁は、胡雁である。

湖岸は、湖岸である。

五官は、五官である。

五感は、五感である。

互換は、互換である。

冱寒は、冱寒である。

語幹は、語幹である。

語感は、語感である。

呉がんは、呉がんである。

御願は、御願である。

護岸は、護岸である。

御願寺は、御願寺である。

小冠者は、小冠者である。

後漢書は、後漢書である。

虎関師錬は、虎関師錬である。



虎眼石は、虎眼石である。

股関節は、股関節である。

股関節脱臼は、股関節脱臼である。

五巻の日は、五巻の日である。

小かん平兵衛は、小かん平兵衛である。

古刊本は、古刊本である。

胡漢民は、胡漢民である。

呼韓邪単于は、呼韓邪単于である。

小気は、小気である。

古希は、古希である。

古稀は、古稀である。

古記は、古記である。

古器は、古器である。

呼気は、呼気である。

国忌は、国忌である。

孤危は、孤危である。

黒器は、黒器である。

小木は、小木である。

古義は、古義である。

古儀は、古儀である。

狐疑は、狐疑である。

胡鬼は、胡鬼である。

五気は、五気である。

五紀は、五紀である。

五旗は、五旗である。

五器は、五器である。

五畿は、五畿である。

呉起は、呉起である。

呉器は、呉器である。

御器は、御器である。

碁器は、碁器である。

語気は、語気である。

語基は、語基である。

誤記は、誤記である。

五義は、五義である。

五儀は、五儀である。

語義は、語義である。

漕ぎ逢ふは、漕ぎ逢ふである。

扱上げ祝は、扱上げ祝である。

漕網は、漕網である。

漕ぎ出づは、漕ぎ出づである。

胡鬼板は、胡鬼板である。

コキーユは、コキーユである。

コキールは、コキールである。

扱き入るは、扱き入るである。

扱き入れるは、扱き入れるである。



濃色は、濃色である。

凍えるは、凍えるである。

扱き落すは、扱き落すである。

扱き下ろすは、扱き下ろすである。

呼気音は、呼気音である。

漕ぎ返すは、漕ぎ返すである。

漕ぎ返るは、漕ぎ返るである。

古義学は、古義学である。

漕ぎ隠るは、漕ぎ隠るである。

御器籠は、御器籠である。

御器噛りは、御器噛りである。

漕ぎ通ふは、漕ぎ通ふである。

小菊は、小菊である。

濃栗毛は、濃栗毛である。

漕ぎ来るは、漕ぎ来るである。

漕ぎ暮るは、漕ぎ暮るである。

御機嫌は、御機嫌である。

御機嫌伺いは、御機嫌伺いである。

御機嫌斜めは、御機嫌斜めである。

御機嫌ようは、御機嫌ようである。

小刻みは、小刻みである。

幾許は、幾許である。

扱き敷くは、扱き敷くである。

五畿七道は、五畿七道である。

狐疑逡巡は、狐疑逡巡である。

古義真言宗は、古義真言宗である。

小疵は、小疵である。

小傷は、小傷である。

漕ぎ出は、漕ぎ出である。

漕ぎ過ぐは、漕ぎ過ぐである。

漕ぎ退くは、漕ぎ退くである。

幾許くは、幾許くである。

扱き竹は、扱き竹である。

幾許しは、幾許しである。

漕ぎ出すは、漕ぎ出すである。

小穢いは、小穢いである。

小汚いは、小汚いである。

漕ぎ回むは、漕ぎ回むである。

漕ぎ徘徊るは、漕ぎ徘徊るである。

扱き垂るは、扱き垂るである。

扱き散らすは、扱き散らすである。

扱き使うは、扱き使うである。

漕ぎ着くは、漕ぎ着くである。

漕ぎ着けるは、漕ぎ着けるである。

小切手は、小切手である。

小切手帳は、小切手帳である。



小狐は、小狐である。

子狐は、子狐である。

小狐座は、小狐座である。

小狐丸は、小狐丸である。

小狐礼三は、小狐礼三である。

漕ぎ連ねるは、漕ぎ連ねるである。

漕釣は、漕釣である。

漕ぎ連るは、漕ぎ連るである。

合器蔓は、合器蔓である。

合子草は、合子草である。

漕ぎ手は、漕ぎ手である。

小機転は、小機転である。

弘徽殿の女御は、弘徽殿の女御である。

古義堂は、古義堂である。

コギトエルゴスムは、コギトエルゴスムである。

五畿内は、五畿内である。

小衣は、小衣である。

漕ぎ抜けるは、漕ぎ抜けるである。

胡鬼の子は、胡鬼の子である。

御器の実は、御器の実である。

扱き箸は、扱き箸である。

漕ぎ泊つは、漕ぎ泊つである。

小気味は、小気味である。

御器挽きは、御器挽きである。

古器物は、古器物である。

ごきぶりは、ごきぶりである。

漕ぎ回ふは、漕ぎ回ふである。

扱き混ぜるは、扱き混ぜるである。

漕ぎ回すは、漕ぎ回すである。

漕ぎ回るは、漕ぎ回るである。

小君は、小君である。

子君は、子君である。

故君は、故君である。

小気味好いは、小気味好いである。

漕ぎ戻すは、漕ぎ戻すである。

扱元結は、扱元結である。

摎元結は、摎元結である。

沽却は、沽却である。

五逆は、五逆である。

五逆罪は、五逆罪である。

コキュは、コキュである。

呼吸は、呼吸である。

狐裘は、狐裘である。

故旧は、故旧である。

故宮は、故宮である。

枯朽は、枯朽である。



胡弓は、胡弓である。

鼓弓は、鼓弓である。

御給は、御給である。

呉牛は、呉牛である。

呼吸運動は、呼吸運動である。

呼吸音は、呼吸音である。

呼吸器は、呼吸器である。

呼吸筋は、呼吸筋である。

呼吸酵素は、呼吸酵素である。

呼吸根は、呼吸根である。

呼吸困難は、呼吸困難である。

呼吸鎖は、呼吸鎖である。

呼吸式は、呼吸式である。

呼吸商は、呼吸商である。

呼吸中枢は、呼吸中枢である。

故宮博物院は、故宮博物院である。

故居は、故居である。

故墟は、故墟である。

枯魚は、枯魚である。

古経は、古経である。

古鏡は、古鏡である。

故京は、故京である。

古京は、古京である。

故郷は、故郷である。

小器用は、小器用である。

五教は、五教である。

五経は、五経である。

五境は、五境である。

五行は、五行である。

御形は、御形である。

五行易は、五行易である。

後京極流は、後京極流である。

五教十宗は、五教十宗である。

五経正義は、五経正義である。

五経大全は、五経大全である。

五経博士は、五経博士である。

五行六信は、五行六信である。

護教論は、護教論である。

古曲は、古曲である。

呉玉章は、呉玉章である。

扱き寄すは、扱き寄すである。

漕ぎ寄せるは、漕ぎ寄せるである。

こきりは、こきりである。

小切りは、小切りである。

小切子は、小切子である。

筑子は、筑子である。



小切子踊は、小切子踊である。

小切戸は、小切戸である。

小切斑は、小切斑である。

小切り目は、小切り目である。

扱入るは、扱入るである。

漕入るは、漕入るである。

小切るは、小切るである。

小切れは、小切れである。

小綺麗は、小綺麗である。

五紀暦は、五紀暦である。

古記録は、古記録である。

漕ぎ分くは、漕ぎ分くである。

漕ぎ渡るは、漕ぎ渡るである。

古今は、古今である。

古金は、古金である。

孤衾は、孤衾である。

胡琴は、胡琴である。

鼓琴は、鼓琴である。

古銀は、古銀である。

庫銀は、庫銀である。

五金は、五金である。

古金大判は、古金大判である。

古金銀は、古金銀である。

古今組は、古今組である。

小巾刺しは、小巾刺しである。

古今集は、古今集である。

古今集遠鏡は、古今集遠鏡である。

胡錦鳥は、胡錦鳥である。

古今伝授は、古今伝授である。

御金当は、御金当である。

古今雛は、古今雛である。

古今節は、古今節である。

古今帽子は、古今帽子である。

古今余材抄は、古今余材抄である。

古金襴は、古金襴である。

古今六帖は、古今六帖である。

古今和歌集は、古今和歌集である。

吾吟我集は、吾吟我集である。

古今和歌集打聴は、古今和歌集打聴である。

古今和歌集正義は、古今和歌集正義である。

古今和歌六帖は、古今和歌六帖である。

古今綿は、古今綿である。

石は、石である。

克は、克である。

告は、告である。

谷は、谷である。



剋は、剋である。

哭は、哭である。

斛は、斛である。

穀は、穀である。

酷は、酷である。

轂は、轂である。

こくは、こくである。

古句は、古句である。

扱くは、扱くである。

放くは、放くである。

転くは、転くである。

倒くは、倒くである。

痩くは、痩くである。

扱ぐは、扱ぐである。

焦ぐは、焦ぐである。

漕ぐは、漕ぐである。

獄は、獄である。

五苦は、五苦である。

後句は、後句である。

御供は、御供である。

語句は、語句である。

国阿は、国阿である。

酷悪は、酷悪である。

極悪は、極悪である。

極悪人は、極悪人である。

黒闇は、黒闇である。

獄案は、獄案である。

黒暗暗は、黒暗暗である。

黒闇闇は、黒闇闇である。

黒闇地獄は、黒闇地獄である。

黒闇天は、黒闇天である。

黒闇女は、黒闇女である。

刻意は、刻意である。

国位は、国位である。

国威は、国威である。

小食いは、小食いである。

極意は、極意である。

獄衣は、獄衣である。

国意考は、国意考である。

刻一刻は、刻一刻である。

刻印は、刻印である。

国印は、国印である。

黒印は、黒印である。

黒印状は、黒印状である。

黒印地は、黒印地である。

極印付は、極印付である。



極印元は、極印元である。

極印役は、極印役である。

虚空は、虚空である。

黒雨は、黒雨である。

穀雨は、穀雨である。

虚空界は、虚空界である。

御供所は、御供所である。

御供水は、御供水である。

虚空蔵菩薩は、虚空蔵菩薩である。

穀打台は、穀打台である。

御供田は、御供田である。

虚空者は、虚空者である。

御供料は、御供料である。

国運は、国運である。

国営は、国営である。

黒影は、黒影である。

黒翳は、黒翳である。

国営企業労働関係法は、国営企業労働関係法である。

国営農場は、国営農場である。

国益は、国益である。

黒衣御免は、黒衣御免である。

黒衣の宰相は、黒衣の宰相である。

国遠は、国遠である。

黒煙は、黒煙である。

黒鉛は、黒鉛である。

国王は、国王である。

国音は、国音である。

国恩は、国恩である。

穀果は、穀果である。

国衙は、国衙である。

穀蛾は、穀蛾である。

極果は、極果である。

国外は、国外である。

国外犯は、国外犯である。

国画会は、国画会である。

国学は、国学である。

国学院大学は、国学院大学である。

国学者は、国学者である。

国衙領は、国衙領である。

国患は、国患である。

酷寒は、酷寒である。

極寒は、極寒である。

国技は、国技である。

国儀は、国儀である。

国議は、国議である。

国技館は、国技館である。



酷虐は、酷虐である。

酷遇は、酷遇である。

克鯨は、克鯨である。

穀糞は、穀糞である。

穀口は、穀口である。

穀倉は、穀倉である。

国軍は、国軍である。

国郡は、国郡である。

国郡卜定は、国郡卜定である。

国郡里制は、国郡里制である。

国解は、国解である。

極下は、極下である。

国劇は、国劇である。

轂撃は、轂撃である。

黒月は、黒月である。

刻限は、刻限である。

刻限付けは、刻限付けである。

国語は、国語である。

国号は、国号である。

黒業は、黒業である。

国語科は、国語科である。

国語学は、国語学である。

国語仮名遣は、国語仮名遣である。

国語教育は、国語教育である。

こくこくは、こくこくである。

ごくごくは、ごくごくである。

極極は、極極である。

国語審議会は、国語審議会である。

国語のためは、国語のためである。

国語問題は、国語問題である。

小草は、小草である。

告祭は、告祭である。

国債は、国債である。

国際は、国際である。

国財は、国財である。

国債依存度は、国債依存度である。

国際運河は、国際運河である。

国際オリンピック委員会は、国際オリンピック委員会である。

国際音声学協会は、国際音声学協会である。

国際音声記号は、国際音声記号である。

国際温度目盛は、国際温度目盛である。

国際化は、国際化である。

国際会議は、国際会議である。

国際海峡は、国際海峡である。

国際会計は、国際会計である。

国際会計基準は、国際会計基準である。



国際海事機関は、国際海事機関である。

国際開発協会は、国際開発協会である。

国際価格は、国際価格である。

国際河川は、国際河川である。

国際カルテルは、国際カルテルである。

国際慣習法は、国際慣習法である。

国際関税協定は、国際関税協定である。

国債管理は、国債管理である。

国際協力事業団は、国際協力事業団である。

国際基督教大学は、国際基督教大学である。

国際キリスト教労働組合連盟は、国際キリスト教労働組合連盟である。

国際均衡は、国際均衡である。

国際金融公社は、国際金融公社である。

国際空港は、国際空港である。

国際軍事裁判は、国際軍事裁判である。

国際警察軍は、国際警察軍である。

国際刑事警察機構は、国際刑事警察機構である。

国際刑法は、国際刑法である。

国際結婚は、国際結婚である。

国際決済銀行は、国際決済銀行である。

国際検疫伝染病は、国際検疫伝染病である。

国際原子力機関は、国際原子力機関である。

国際語は、国際語である。

国際航空条約は、国際航空条約である。

国際公法は、国際公法である。

国際公務員は、国際公務員である。

国際交流基金は、国際交流基金である。

国際債は、国際債である。

国際裁判所は、国際裁判所である。

国際サッカー連盟は、国際サッカー連盟である。

国際産業別書記局は、国際産業別書記局である。

極彩色は、極彩色である。

国際実用温度目盛は、国際実用温度目盛である。

国際私法は、国際私法である。

国際司法裁判所は、国際司法裁判所である。

国際収支は、国際収支である。

国際自由労連は、国際自由労連である。

国際主義は、国際主義である。

国際商業会議所は、国際商業会議所である。

国債証券は、国債証券である。

国際商品は、国際商品である。

国際商品市場は、国際商品市場である。

国際商法は、国際商法である。

国際条約は、国際条約である。

国際色は、国際色である。

国際人は、国際人である。



国際人権規約は、国際人権規約である。

国際信号旗は、国際信号旗である。

国際審査は、国際審査である。

国際人道法は、国際人道法である。

国際線は、国際線である。

国際大学は、国際大学である。

国際貸借は、国際貸借である。

国際単位は、国際単位である。

国際単位系は、国際単位系である。

国際地役は、国際地役である。

国際地球観測年は、国際地球観測年である。

国際仲裁裁判所は、国際仲裁裁判所である。

国際調停は、国際調停である。

国際通貨は、国際通貨である。

国際通貨基金は、国際通貨基金である。

国際通信は、国際通信である。

国際手形は、国際手形である。

国際的は、国際的である。

国際電気通信連合は、国際電気通信連合である。

国際電信電話は、国際電信電話である。

国際伝染病は、国際伝染病である。

国際電話は、国際電話である。

国際都市は、国際都市である。

国際度量衡委員会は、国際度量衡委員会である。

国際農業開発基金は、国際農業開発基金である。

国際犯罪は、国際犯罪である。

国際標準化機構は、国際標準化機構である。

国際婦人デーは、国際婦人デーである。

国際復興開発銀行は、国際復興開発銀行である。

告祭文は、告祭文である。

国際分業は、国際分業である。

国際紛争は、国際紛争である。

国際ペンクラブは、国際ペンクラブである。

国際法は、国際法である。

国際法委員会は、国際法委員会である。

国際貿易は、国際貿易である。

国際貿易憲章は、国際貿易憲章である。

国際放送は、国際放送である。

国際法団体は、国際法団体である。

国際捕鯨委員会は、国際捕鯨委員会である。

国際捕鯨条約は、国際捕鯨条約である。

国際保護動物は、国際保護動物である。

国際見本市は、国際見本市である。

国際民間航空機関は、国際民間航空機関である。

国際民法は、国際民法である。

国際郵便は、国際郵便である。



国際郵便為替は、国際郵便為替である。

国際流動性は、国際流動性である。

国際礼譲は、国際礼譲である。

国際連合は、国際連合である。

国際連盟は、国際連盟である。

国際労働機関は、国際労働機関である。

国際労働組合連盟は、国際労働組合連盟である。

国際労働憲章は、国際労働憲章である。

国際労働者協会は、国際労働者協会である。

国際労連は、国際労連である。

小臭木は、小臭木である。

告朔は、告朔である。

刻削は、刻削である。

国策は、国策である。

国策会社は、国策会社である。

告朔のき羊は、告朔のき羊である。

五句去りは、五句去りである。

国産は、国産である。

国産会所は、国産会所である。

国蚕糸は、国蚕糸である。

国産奨励は、国産奨励である。

告子は、告子である。

国士は、国士である。

国子は、国子である。

国史は、国史である。

国使は、国使である。

国師は、国師である。

国詩は、国詩である。

国資は、国資である。

黒子は、黒子である。

酷使は、酷使である。

こく紙は、こく紙である。

告示は、告示である。

告辞は、告辞である。

刻字は、刻字である。

国字は、国字である。

国事は、国事である。

国璽は、国璽である。

酷似は、酷似である。

小串は、小串である。

獄司は、獄司である。

獄死は、獄死である。

国字解は、国字解である。

国子学は、国子学である。

国子監は、国子監である。

黒色素胞は、黒色素胞である。



国師号は、国師号である。

国事行為は、国事行為である。

国子祭酒は、国子祭酒である。

国璽尚書は、国璽尚書である。

国司代は、国司代である。

国史大系は、国史大系である。

梏桎は、梏桎である。

黒漆は、黒漆である。

黒漆の太刀は、黒漆の太刀である。

コクシディウム症は、コクシディウム症である。

国事犯は、国事犯である。

黒死病は、黒死病である。

国字本は、国字本である。

国士無双は、国士無双である。

国字問題は、国字問題である。

国社は、国社である。

獄舎は、獄舎である。

国写田は、国写田である。

国手は、国手である。

国主は、国主である。

刻舟は、刻舟である。

国讐は、国讐である。

獄囚は、獄囚である。

獄衆は、獄衆である。

極重は、極重である。

極重悪人は、極重悪人である。

穀菽は、穀菽である。

国主大名は、国主大名である。

国初は、国初である。

国書は、国書である。

酷暑は、酷暑である。

極暑は、極暑である。

獄所は、獄所である。

克捷は、克捷である。

国相は、国相である。

国掌は、国掌である。

黒漿は、黒漿である。

酷肖は、酷肖である。

濃漿は、濃漿である。

国城は、国城である。

国常は、国常である。

国情は、国情である。

国状は、国状である。

極聖は、極聖である。

獄訟は、獄訟である。

極上は、極上である。



獄定は、獄定である。

黒障眼は、黒障眼である。

黒縄地獄は、黒縄地獄である。

国書解題は、国書解題である。

国色は、国色である。

黒色は、黒色である。

穀食は、穀食である。

国辱は、国辱である。

黒色火薬は、黒色火薬である。

黒色腫は、黒色腫である。

黒色人種は、黒色人種である。

黒色土は、黒色土である。

国史略は、国史略である。

告身は、告身である。

黒人は、黒人である。

極心は、極心である。

極信は、極信である。

黒人アフリカは、黒人アフリカである。

黒人霊歌は、黒人霊歌である。

谷水は、谷水である。

国粋は、国粋である。

極髄は、極髄である。

国粋会は、国粋会である。

国粋主義は、国粋主義である。

黒水熱は、黒水熱である。

石数船は、石数船である。

粉薬は、粉薬である。

極摺は、極摺である。

刻するは、刻するである。

剋するは、剋するである。

克するは、克するである。

哭するは、哭するである。

国是は、国是である。

国姓は、国姓である。

国政は、国政である。

国婿は、国婿である。

哭声は、哭声である。

国税は、国税である。

酷税は、酷税である。

極製は、極製である。

国税滞納処分は、国税滞納処分である。

国税庁は、国税庁である。

国勢調査は、国勢調査である。

国政調査権は、国政調査権である。

国税通則法は、国税通則法である。

国税付加税は、国税付加税である。



刻石は、刻石である。

国籍は、国籍である。

国籍裁判官は、国籍裁判官である。

国籍条項は、国籍条項である。

国籍の回復は、国籍の回復である。

国籍の抵触は、国籍の抵触である。

国籍の離脱は、国籍の離脱である。

国籍法は、国籍法である。

石銭は、石銭である。

国宣は、国宣である。

国選は、国選である。

極善は、極善である。

国選弁護人は、国選弁護人である。

国姓爺は、国姓爺である。

国性爺合戦は、国性爺合戦である。

木屎は、木屎である。

蚕糞は、蚕糞である。

告訴は、告訴である。

告愬は、告愬である。

国租は、国租である。

国礎は、国礎である。

国喪は、国喪である。

国葬は、国葬である。

穀象は、穀象である。

獄窓は、獄窓である。

穀倉院は、穀倉院である。

穀草式は、穀草式である。

国造田は、国造田である。

穀象虫は、穀象虫である。

こくそくは、こくそくである。

国俗は、国俗である。

国賊は、国賊である。

小具足は、小具足である。

極足は、極足である。

獄則は、獄則である。

五具足は、五具足である。

告訴状は、告訴状である。

獄卒は、獄卒である。

国体は、国体である。

石代は、石代である。

国内は、国内である。

石代納は、石代納である。

国体の本義は、国体の本義である。

黒体放射は、黒体放射である。

国体明徴問題は、国体明徴問題である。

国体論は、国体論である。



石高は、石高である。

穀断ちは、穀断ちである。

告達は、告達である。

黒韃事略は、黒韃事略である。

古九谷は、古九谷である。

後百済は、後百済である。

黒檀は、黒檀である。

黒胆汁質は、黒胆汁質である。

告知は、告知である。

国恥は、国恥である。

小口は、小口である。

虎口は、虎口である。

小口扱いは、小口扱いである。

木口蟻は、木口蟻である。

小口書は、小口書である。

国恥記念日は、国恥記念日である。

告知義務は、告知義務である。

小口切りは、小口切りである。

小口積みは、小口積みである。

小口取りは、小口取りである。

小口縄は、小口縄である。

小口袴は、小口袴である。

木口彫は、木口彫である。

木口木版は、木口木版である。

獄中は、獄中である。

国儲は、国儲である。

告牒は、告牒である。

刻彫は、刻彫である。

国鳥は、国鳥である。

国朝は、国朝である。

刻付けは、刻付けである。

刻付け状は、刻付け状である。

ごくっとは、ごくっとである。

穀潰しは、穀潰しである。

極詰は、極詰である。

国定は、国定である。

国底は、国底である。

剋定は、剋定である。

獄丁は、獄丁である。

国定教科書は、国定教科書である。

国定公園は、国定公園である。

国定式ローマ字は、国定式ローマ字である。

コクテールは、コクテールである。

国鉄は、国鉄である。

国典は、国典である。

黒点は、黒点である。



国電は、国電である。

極伝は、極伝である。

国都は、国都である。

国蠧は、国蠧である。

国帑は、国帑である。

国度は、国度である。

黒奴は、黒奴である。

黒陶は、黒陶である。

黒糖は、黒糖である。

国道は、国道である。

極道は、極道である。

獄道は、獄道である。

黒頭公は、黒頭公である。

極道者は、極道者である。

獄道者は、獄道者である。

コクトーは、コクトーである。

国土計画は、国土計画である。

国土庁は、国土庁である。

国土地理院は、国土地理院である。

極内は、極内である。

獄内は、獄内である。

国内関税は、国内関税である。

国内均衡は、国内均衡である。

国内航路は、国内航路である。

国内市場は、国内市場である。

黒内障は、黒内障である。

国内城は、国内城である。

国内線は、国内線である。

国内総需要は、国内総需要である。

国内総生産は、国内総生産である。

国内通は、国内通である。

国内通計は、国内通計である。

国内法は、国内法である。

石直しは、石直しである。

国難は、国難である。

ごくに立たぬは、ごくに立たぬである。

穀盗人は、穀盗人である。

極熱は、極熱である。

酷熱は、酷熱である。

極熱地獄は、極熱地獄である。

玉の帯は、玉の帯である。

曲の物は、曲の物である。

扱葉は、扱葉である。

扱葉掻は、扱葉掻である。

告白は、告白である。

酷薄は、酷薄である。



刻薄は、刻薄である。

告発は、告発である。

黒飯は、黒飯である。

黒斑病は、黒斑病である。

国費は、国費である。

小首は、小首である。

小領は、小領である。

極秘は、極秘である。

黒白衣は、黒白衣である。

黒表は、黒表である。

酷評は、酷評である。

国賓は、国賓である。

極品は、極品である。

極貧は、極貧である。

国父は、国父である。

国符は、国符である。

国富は、国富である。

国分は、国分である。

谷風は、谷風である。

黒風は、黒風である。

黒風白雨は、黒風白雨である。

国風文化は、国風文化である。

克服は、克服である。

克復は、克復である。

剋復は、剋復である。

国分寺は、国分寺である。

国府煙草は、国府煙草である。

極太は、極太である。

漕ぐ船のは、漕ぐ船のである。

国富論は、国富論である。

国文学は、国文学である。

国文学研究資料館は、国文学研究資料館である。

国分尼寺は、国分尼寺である。

国文法は、国文法である。

国秉は、国秉である。

国幣は、国幣である。

国幣社は、国幣社である。

告別は、告別である。

告別式は、告別式である。

穀減りは、穀減りである。

国歩は、国歩である。

国保は、国保である。

国母は、国母である。

国宝は、国宝である。

国法は、国法である。

国防は、国防である。



国防会議は、国防会議である。

国法学は、国法学である。

国法銀行は、国法銀行である。

国防色は、国防色である。

国防総省は、国防総省である。

国防婦人会は、国防婦人会である。

極細は、極細である。

刻本は、刻本である。

国本は、国本である。

国本社は、国本社である。

小熊は、小熊である。

子熊は、子熊である。

黒熊は、黒熊である。

穀米は、穀米である。

小熊座は、小熊座である。

こくみは、こくみである。

小組は、小組である。

小組格天井は、小組格天井である。

国民医療費は、国民医療費である。

国民栄誉賞は、国民栄誉賞である。

国民科は、国民科である。

国民会議派は、国民会議派である。

国民皆年金は、国民皆年金である。

国民皆兵は、国民皆兵である。

国民皆保険は、国民皆保険である。

国民楽派は、国民楽派である。

国民革命は、国民革命である。

国民学校は、国民学校である。

国民議会は、国民議会である。

国民休暇村は、国民休暇村である。

国民義勇隊は、国民義勇隊である。

国民教育は、国民教育である。

国民協会は、国民協会である。

国民金融公庫は、国民金融公庫である。

国民軍は、国民軍である。

国民経済は、国民経済である。

国民経済計算は、国民経済計算である。

国民健康保険は、国民健康保険である。

国民公会は、国民公会である。

国民国家は、国民国家である。

国民車は、国民車である。

国民主義は、国民主義である。

国民宿舎は、国民宿舎である。

国民純生産は、国民純生産である。

国民所得は、国民所得である。

国民審査は、国民審査である。



国民新聞は、国民新聞である。

国民性は、国民性である。

国民精神は、国民精神である。

国民政党は、国民政党である。

国民政府は、国民政府である。

国民戦線は、国民戦線である。

国民総支出は、国民総支出である。

国民総生産は、国民総生産である。

国民総背番号制は、国民総背番号制である。

国民体育大会は、国民体育大会である。

国民徴用令は、国民徴用令である。

国民的は、国民的である。

国民党は、国民党である。

国民道徳は、国民道徳である。

国民投票は、国民投票である。

国民年金は、国民年金である。

国民の祝日は、国民の祝日である。

国民之友は、国民之友である。

国民発案は、国民発案である。

国民服は、国民服である。

国民福祉指標は、国民福祉指標である。

国民負担率は、国民負担率である。

国民文学は、国民文学である。

国民兵は、国民兵である。

国民兵役は、国民兵役である。

国務は、国務である。

国務院は、国務院である。

国務相は、国務相である。

国務省は、国務省である。

国務大臣は、国務大臣である。

国務長官は、国務長官である。

克明は、克明である。

刻銘は、刻銘である。

国命は、国命である。

国免荘は、国免荘である。

黒餅は、黒餅である。

石持は、石持である。

黒餅付は、黒餅付である。

穀物は、穀物である。

穀物限界は、穀物限界である。

穀物酢は、穀物酢である。

穀物法は、穀物法である。

石盛は、石盛である。

獄守は、獄守である。

獄門は、獄門である。

獄門首は、獄門首である。



獄門台は、獄門台である。

獄門柱は、獄門柱である。

穀屋は、穀屋である。

獄屋は、獄屋である。

国訳は、国訳である。

極安は、極安である。

告諭は、告諭である。

国有は、国有である。

国有財産は、国有財産である。

国有鉄道は、国有鉄道である。

国有林は、国有林である。

国用は、国用である。

黒曜石は、黒曜石である。

小倉は、小倉である。

こくらは、こくらである。

黒癩は、黒癩である。

小暗いは、小暗いである。

小倉織は、小倉織である。

小暗がりは、小暗がりである。

木暗がりは、木暗がりである。

こぐらかるは、こぐらかるである。

極楽は、極楽である。

極楽安養浄土は、極楽安養浄土である。

極楽往生は、極楽往生である。

極楽落しは、極楽落しである。

極楽界は、極楽界である。

極楽寺は、極楽寺である。

極楽寺坂は、極楽寺坂である。

極楽浄土は、極楽浄土である。

極楽世界は、極楽世界である。

極楽鳥は、極楽鳥である。

極楽鳥花は、極楽鳥花である。

極楽蜻蛉は、極楽蜻蛉である。

極楽縄は、極楽縄である。

極楽の余風は、極楽の余風である。

極楽の台は、極楽の台である。

極楽の東門は、極楽の東門である。

極楽の願いは、極楽の願いである。

極楽の迎えは、極楽の迎えである。

極楽坊は、極楽坊である。

極楽曼荼羅は、極楽曼荼羅である。

木暗しは、木暗しである。

小倉裁ちは、小倉裁ちである。

小倉服地は、小倉服地である。

国乱は、国乱である。

こくりは、こくりである。



国利は、国利である。

酷吏は、酷吏である。

ごくりは、ごくりである。

獄吏は、獄吏である。

獄裡は、獄裡である。

国立衛生試験所は、国立衛生試験所である。

国立科学博物館は、国立科学博物館である。

国立教育研究所は、国立教育研究所である。

国立競技場は、国立競技場である。

国立銀行は、国立銀行である。

国立近代美術館は、国立近代美術館である。

国立劇場は、国立劇場である。

国立公園は、国立公園である。

国立公文書館は、国立公文書館である。

国立国語研究所は、国立国語研究所である。

国立国会図書館は、国立国会図書館である。

国立自然教育園は、国立自然教育園である。

国立西洋美術館は、国立西洋美術館である。

国立大学は、国立大学である。

国立天文台は、国立天文台である。

国立博物館は、国立博物館である。

国立民族学博物館は、国立民族学博物館である。

国立歴史民俗博物館は、国立歴史民俗博物館である。

国利民福は、国利民福である。

穀粒は、穀粒である。

黒竜会は、黒竜会である。

黒竜江は、黒竜江である。

国領は、国領である。

国料船は、国料船である。

穀梁伝は、穀梁伝である。

国力は、国力である。

こくるは、こくるである。

木暮るは、木暮るである。

穀類は、穀類である。

小車は、小車である。

木暗れは、木暗れである。

木暮は、木暮である。

刻励は、刻励である。

穀霊は、穀霊である。

酷烈は、酷烈である。

木暮理太郎は、木暮理太郎である。

国連は、国連である。

刻廉は、刻廉である。

国連安全保障理事会は、国連安全保障理事会である。

国連海洋法条約は、国連海洋法条約である。

国連環境計画は、国連環境計画である。



国連旗は、国連旗である。

国連教育科学文化機関は、国連教育科学文化機関である。

国連軍は、国連軍である。

国連軍縮特別総会は、国連軍縮特別総会である。

国連経済社会理事会は、国連経済社会理事会である。

国連憲章は、国連憲章である。

国連公用語は、国連公用語である。

国連事務総長は、国連事務総長である。

国連食糧農業機関は、国連食糧農業機関である。

国連信託統治理事会は、国連信託統治理事会である。

国連専門機関は、国連専門機関である。

国連総会は、国連総会である。

国連大学は、国連大学である。

国連難民高等弁務官事務所は、国連難民高等弁務官事務所である。

国連人間環境会議は、国連人間環境会議である。

刻漏は、刻漏である。

刻鏤は、刻鏤である。

国老は、国老である。

御苦労は、御苦労である。

御苦労様は、御苦労様である。

国論は、国論である。

こくわは、こくわである。

木鍬は、木鍬である。

古訓は、古訓である。

孤軍は、孤軍である。

五葷は、五葷である。

語群は、語群である。

古訓古事記は、古訓古事記である。

孤軍奮闘は、孤軍奮闘である。

苔は、苔である。

蘚は、蘚である。

鱗は、鱗である。

虚仮は、虚仮である。

焦げは、焦げである。

五家は、五家である。

後家は、後家である。

碁笥は、碁笥である。

五礙は、五礙である。

古形は、古形である。

虎渓は、虎渓である。

固形は、固形である。

孤閨は、孤閨である。

五刑は、五刑である。

互恵は、互恵である。

御禊は、御禊である。

語形は、語形である。



互恵関税は、互恵関税である。

虎渓三笑は、虎渓三笑である。

呉敬梓は、呉敬梓である。

互恵条約は、互恵条約である。

固形燃料は、固形燃料である。

固形物は、固形物である。

後家入りは、後家入りである。

こげいるは、こげいるである。

苔色は、苔色である。

語形論は、語形論である。

虚仮歌は、虚仮歌である。

虚仮惜しみは、虚仮惜しみである。

虚仮威しは、虚仮威しである。

苔織衣は、苔織衣である。

苔革は、苔革である。

焦げ臭いは、焦げ臭いである。

後家蜘蛛は、後家蜘蛛である。

こけこっこうは、こけこっこうである。

苔衣は、苔衣である。

鱗小波は、鱗小波である。

後家鞘は、後家鞘である。

こけ猿は、こけ猿である。

小芥子は、小芥子である。

苔路は、苔路である。

五家七宗は、五家七宗である。

苔忍は、苔忍である。

後家島田は、後家島田である。

苔清水は、苔清水である。

苔植物は、苔植物である。

後家銭は、後家銭である。

後家倒しは、後家倒しである。

焦茶は、焦茶である。

固結は、固結である。

虎穴は、虎穴である。

枯竭は、枯竭である。

涸竭は、涸竭である。

孤月は、孤月である。

湖月は、湖月である。

焦付きは、焦付きである。

焦付き相場は、焦付き相場である。

焦げ付くは、焦げ付くである。

顧頡剛は、顧頡剛である。

湖月抄は、湖月抄である。

コケットは、コケットである。

コケットリーは、コケットリーである。

コケティッシュは、コケティッシュである。



苔寺は、苔寺である。

後家縄は、後家縄である。

苔庭は、苔庭である。

御家人は、御家人である。

御家人株は、御家人株である。

御家人並は、御家人並である。

御家人役は、御家人役である。

苔の庵は、苔の庵である。

苔の通路は、苔の通路である。

苔の衣は、苔の衣である。

苔の下は、苔の下である。

苔の下水は、苔の下水である。

苔の下路は、苔の下路である。

苔の褥は、苔の褥である。

苔の袖は、苔の袖である。

苔の袂は、苔の袂である。

苔の戸は、苔の戸である。

苔の床は、苔の床である。

苔の枕は、苔の枕である。

苔の筵は、苔の筵である。

苔の行方は、苔の行方である。

後家蓋は、後家蓋である。

後家分は、後家分である。

御家分は、御家分である。

苔枕は、苔枕である。

小検見は、小検見である。

苔蘚虫類は、苔蘚虫類である。

苔筵は、苔筵である。

苔むすは、苔むすである。

焦げ目は、焦げ目である。

焦げ飯は、焦げ飯である。

苔桃は、苔桃である。

小啄木鳥は、小啄木鳥である。

柿板は、柿板である。

柿落しは、柿落しである。

柿鮓は、柿鮓である。

柿葺きは、柿葺きである。

木屑山伏は、木屑山伏である。

苔竜胆は、苔竜胆である。

転けるは、転けるである。

倒けるは、倒けるである。

痩けるは、痩けるである。

こけるは、こけるである。

焦げるは、焦げるである。

苔類は、苔類である。

後家髷は、後家髷である。



古剣は、古剣である。

古検は、古検である。

古賢は、古賢である。

沽券は、沽券である。

估券は、估券である。

孤剣は、孤剣である。

故券は、故券である。

顧眷は、顧眷である。

古言は、古言である。

古諺は、古諺である。

固関は、固関である。

五見は、五見である。

誤見は、誤見である。

護憲は、護憲である。

五弦は、五弦である。

五絃は、五絃である。

五眼は、五眼である。

御見は、御見である。

御監は、御監である。

語源は、語源である。

語原は、語原である。

護憲運動は、護憲運動である。

古言衣延弁は、古言衣延弁である。

語源学は、語源学である。

五弦琴は、五弦琴である。

五権憲法は、五権憲法である。

護憲三派は、護憲三派である。

五元集は、五元集である。

顧憲成は、顧憲成である。

語源俗解は、語源俗解である。

古言梯は、古言梯である。

五賢帝は、五賢帝である。

御見文字は、御見文字である。

ここは、ここである。

戸戸は、戸戸である。

呱呱は、呱呱である。

個個は、個個である。

此所は、此所である。

此処は、此処である。

斯は、斯である。

こごは、こごである。

古語は、古語である。

故吾は、故吾である。

胡語は、胡語である。

五古は、五古である。

五胡は、五胡である。



五鈷は、五鈷である。

午後は、午後である。

午后は、午后である。

後五は、後五である。

晤語は、晤語である。

御後は、御後である。

語語は、語語である。

ココアは、ココアである。

此処いらは、此処いらである。

戸口は、戸口である。

股肱は、股肱である。

孤高は、孤高である。

孤鴻は、孤鴻である。

弧光は、弧光である。

枯槁は、枯槁である。

湖港は、湖港である。

鼓行は、鼓行である。

糊口は、糊口である。

餬口は、餬口である。

小督は、小督である。

古豪は、古豪である。

呼号は、呼号である。

五光は、五光である。

五更は、五更である。

五香は、五香である。

五港は、五港である。

五綱は、五綱である。

呉広は、呉広である。

後光は、後光である。

五綱教判は、五綱教判である。

古甲金は、古甲金である。

御幸鞍は、御幸鞍である。

五公五民は、五公五民である。

後光厳天皇は、後光厳天皇である。

小格子は、小格子である。

紅格子は、紅格子である。

五劫思惟は、五劫思惟である。

小定考は、小定考である。

小考定は、小考定である。

古公亶父は、古公亶父である。

戸口調査は、戸口調査である。

弧光灯は、弧光灯である。

五合日は、五合日である。

虎口の讒言は、虎口の讒言である。

虎口の難は、虎口の難である。

御幸始は、御幸始である。



御行始は、御行始である。

五合無菜は、五合無菜である。

後光明天皇は、後光明天皇である。

御告文は、御告文である。

小声は、小声である。

凍え死には、凍え死にである。

凍え死ぬは、凍え死ぬである。

凍え付くは、凍え付くである。

凍え果てるは、凍え果てるである。

ここが江戸小腕達引は、ここが江戸小腕達引である。

此所彼所は、此所彼所である。

古国は、古国である。

故国は、故国である。

胡国は、胡国である。

五穀は、五穀である。

後刻は、後刻である。

護国は、護国である。

護国卿は、護国卿である。

護国寺は、護国寺である。

護国神社は、護国神社である。

五穀潰しは、五穀潰しである。

五穀の神は、五穀の神である。

子心は、子心である。

小御座船は、小御座船である。

五五三は、五五三である。

子子しは、子子しである。

小腰は、小腰である。

小輿は、小輿である。

凝しは、凝しである。

古語拾遺は、古語拾遺である。

五胡十六国は、五胡十六国である。

ココシュカは、ココシュカである。

小御所は、小御所である。

五鈷杵は、五鈷杵である。

小小姓は、小小姓である。

御己証は、御己証である。

小御所会議は、小御所会議である。

個個人は、個個人である。

ここぞは、ここぞである。

五こ大夫は、五こ大夫である。

心地は、心地である。

心地誤るは、心地誤るである。

心地後るは、心地後るである。

心地違ふは、心地違ふである。

心地無しは、心地無しである。

心地行くは、心地行くである。



心地好いは、心地好いである。

枯骨は、枯骨である。

小言は、小言である。

戸毎は、戸毎である。

こごとは、こごとである。

小言幸兵衛は、小言幸兵衛である。

此所なは、此所なである。

此所乍らは、此所乍らである。

ココナッツは、ココナッツである。

ココナッツミルクは、ココナッツミルクである。

此所なるは、此所なるである。

此には、此にである。

是には、是にである。

爰には、爰にである。

是に於ては、是に於てである。

此にしては、此にしてである。

九日は、九日である。

九日の宴は、九日の宴である。

此所のは、此所のである。

九重座は、九重座である。

九重人は、九重人である。

九返りは、九返りである。

九重ねは、九重ねである。

九十は、九十である。

九つは、九つである。

九つ時分は、九つ時分である。

五五八八は、五五八八である。

後五百歳は、後五百歳である。

五五百年は、五五百年である。

後五百年は、後五百年である。

個個別別は、個個別別である。

小駒は、小駒である。

古古米は、古古米である。

後小松天皇は、後小松天皇である。

屈みは、屈みである。

ココムは、ココムである。

魔は、魔である。

醜女は、醜女である。

粉米は、粉米である。

小米は、小米である。

小米空木は、小米空木である。

小米桜は、小米桜である。

小米花は、小米花である。

小米雛は、小米雛である。

小米柳は、小米柳である。

小米雪は、小米雪である。



此許は、此許である。

爰許は、爰許である。

爰元は、爰元である。

子籠りは、子籠りである。

子籠り鮭は、子籠り鮭である。

ココ椰子は、ココ椰子である。

凍ゆは、凍ゆである。

此所等は、此所等である。

爰等は、爰等である。

凝らすは、凝らすである。

凝りは、凝りである。

ココリスは、ココリスである。

凝豆腐は、凝豆腐である。

凝鮒は、凝鮒である。

凍鮒は、凍鮒である。

凝るは、凝るである。

五鈷鈴は、五鈷鈴である。

こゝろは、こゝろである。

心合いは、心合いである。

心上がりは、心上がりである。

心浅しは、心浅しである。

心悪しは、心悪しである。

心暖まるは、心暖まるである。

心当りは、心当りである。

心扱いは、心扱いである。

心当ては、心当てである。

心誤ちは、心誤ちである。

心誤りは、心誤りである。

心有りは、心有りである。

心有り顔は、心有り顔である。

心有るは、心有るである。

心意気は、心意気である。

心勢いは、心勢いである。

心意地は、心意地である。

心急ぎは、心急ぎである。

心一杯は、心一杯である。

心苛らるは、心苛らるである。

心苛られは、心苛られである。

心入るは、心入るである。

心入れは、心入れである。

心祝いは、心祝いである。

心憂は、心憂である。

心得は、心得である。

心憂がるは、心憂がるである。

心動くは、心動くである。

心憂しは、心憂しである。



心失すは、心失すである。

心美しは、心美しである。

心移しは、心移しである。

心移りは、心移りである。

心得顔は、心得顔である。

心得違いは、心得違いである。

心得るは、心得るである。

心生ふは、心生ふである。

心可笑しは、心可笑しである。

心掟は、心掟である。

心置きなくは、心置きなくである。

心置くは、心置くである。

心後るは、心後るである。

心後れは、心後れである。

心驕りは、心驕りである。

心惜しは、心惜しである。

心鈍しは、心鈍しである。

心落ちは、心落ちである。

心劣りは、心劣りである。

心覚えは、心覚えである。

心重しは、心重しである。

心趣けは、心趣けである。

心替えは、心替えである。

心掛りは、心掛りである。

心懸りは、心懸りである。

心掛けは、心掛けである。

心懸けは、心懸けである。

心掛けた者は、心掛けた者である。

心掛けるは、心掛けるである。

心懸けるは、心懸けるである。

心嵩は、心嵩である。

心がねは、心がねである。

心構えは、心構えである。

心からは、心からである。

心柄は、心柄である。

心軽は、心軽である。

心軽しは、心軽しである。

心変りは、心変りである。

心利きは、心利きである。

心汚しは、心汚しである。

心肝は、心肝である。

心器用は、心器用である。

心清しは、心清しである。

心切れは、心切れである。

心際は、心際である。

心ぐしは、心ぐしである。



心癖は、心癖である。

心砕きは、心砕きである。

心砕くは、心砕くである。

心配りは、心配りである。

心隈は、心隈である。

心組みは、心組みである。

心競べは、心競べである。

心苦しいは、心苦しいである。

心化粧は、心化粧である。

心心は、心心である。

心異は、心異である。

心殊は、心殊である。

心強しは、心強しである。

心前は、心前である。

志は、志である。

志すは、志すである。

心淋しいは、心淋しいである。

心淋しは、心淋しである。

心様は、心様である。

心寒しは、心寒しである。

心騒ぎは、心騒ぎである。

心騒ぐは、心騒ぐである。

心障りは、心障りである。

子殺しは、子殺しである。

心静かは、心静かである。

心次第は、心次第である。

心支度は、心支度である。

心しては、心してである。

心締むは、心締むである。

心丈夫は、心丈夫である。

心しらひは、心しらひである。

心しらふは、心しらふである。

心知りは、心知りである。

心知るは、心知るである。

心づからは、心づからである。

心少なしは、心少なしである。

心凄しは、心凄しである。

心涼しは、心涼しである。

心するは、心するである。

心誓文は、心誓文である。

心急きは、心急きである。

心急くは、心急くである。

心狭しは、心狭しである。

心忙しいは、心忙しいである。

心添えは、心添えである。

心染むは、心染むである。



心空は、心空である。

心違いは、心違いである。

心高しは、心高しである。

心匠みは、心匠みである。

心起つは、心起つである。

心立ては、心立てである。

心頼みは、心頼みである。

心魂は、心魂である。

心頼りは、心頼りである。

心足らひは、心足らひである。

心遣いは、心遣いである。

心付きは、心付きである。

心付き無しは、心付き無しである。

心付くは、心付くである。

心尽しは、心尽しである。

心繕ろいは、心繕ろいである。

心付けは、心付けである。

心付け顔は、心付け顔である。

心付けるは、心付けるである。

悸くは、悸くである。

心夫は、心夫である。

心妻は、心妻である。

心積りは、心積りである。

心強は、心強である。

心強いは、心強いである。

心強がるは、心強がるである。

心太は、心太である。

心とは、心とである。

心利は、心利である。

心悸は、心悸である。

心解くは、心解くである。

心疾しは、心疾しである。

心留るは、心留るである。

心留むは、心留むである。

心取りは、心取りである。

心無は、心無である。

心無いは、心無いである。

心長しは、心長しである。

心乍らは、心乍らである。

心和ぐは、心和ぐである。

心慰は、心慰である。

心慰めは、心慰めである。

心情けは、心情けである。

心做しは、心做しである。

心無しは、心無しである。

心習いは、心習いである。



心ならずは、心ならずである。

心ならずもは、心ならずもである。

心憎いは、心憎いである。

心根は、心根である。

心嫉しは、心嫉しである。

心の垢は、心の垢である。

心の秋は、心の秋である。

心の跡は、心の跡である。

心の雨は、心の雨である。

心の綾は、心の綾である。

心の嵐は、心の嵐である。

心の池は、心の池である。

心の泉は、心の泉である。

心の至りは、心の至りである。

心の糸は、心の糸である。

心の暇は、心の暇である。

心の色は、心の色である。

心の馬は、心の馬である。

心の海は、心の海である。

心の占は、心の占である。

心の浦は、心の浦である。

心の裏は、心の裏である。

心の緒は、心の緒である。

心の熾は、心の熾である。

心の掟は、心の掟である。

心の奥は、心の奥である。

心の鬼は、心の鬼である。

心の鏡は、心の鏡である。

心の限りは、心の限りである。

心の風は、心の風である。

心の糧は、心の糧である。

心の際は、心の際である。

心の草は、心の草である。

心の隈は、心の隈である。

心の雲は、心の雲である。

心の氷は、心の氷である。

心の駒は、心の駒である。

心残りは、心残りである。

心の錆は、心の錆である。

心の猿は、心の猿である。

心の注連は、心の注連である。

心の末は、心の末である。

心の杉は、心の杉である。

心の遊びは、心の遊びである。

心の勢は、心の勢である。

心の関は、心の関である。



心の底は、心の底である。

心の空は、心の空である。

心の丈は、心の丈である。

心の塵は、心の塵である。

心の使は、心の使である。

心の月は、心の月である。

心の綱は、心の綱である。

心の角は、心の角である。

心の露は、心の露である。

心の剣は、心の剣である。

心長閑は、心長閑である。

心の止りは、心の止りである。

心の友は、心の友である。

心の做しは、心の做しである。

心の濁りは、心の濁りである。

心の柱は、心の柱である。

心の蓮は、心の蓮である。

心の果ては、心の果てである。

心の花は、心の花である。

心の針は、心の針である。

心の春は、心の春である。

心の紐は、心の紐である。

心の蓋は、心の蓋である。

心の外は、心の外である。

心の仏は、心の仏である。

心の松は、心の松である。

心の儘は、心の儘である。

心の水は、心の水である。

心の道は、心の道である。

心の湊は、心の湊である。

心の刃は、心の刃である。

心の宿は、心の宿である。

心の山は、心の山である。

心の闇は、心の闇である。

心の夢は、心の夢である。

心の蓬は、心の蓬である。

心葉は、心葉である。

心延えは、心延えである。

心許りは、心許りである。

心走りは、心走りである。

心恥かしは、心恥かしである。

心馳せは、心馳せである。

心馳せ人は、心馳せ人である。

心ばむは、心ばむである。

心早は、心早である。

心早しは、心早しである。



心逸りは、心逸りである。

心晴らしは、心晴らしである。

心晴れは、心晴れである。

心引きは、心引きである。

心引くは、心引くである。

心拍子は、心拍子である。

心深しは、心深しである。

心不精は、心不精である。

心震いは、心震いである。

心隔ては、心隔てである。

心細いは、心細いである。

心任せは、心任せである。

心勝りは、心勝りである。

心待ちは、心待ちである。

心惑いは、心惑いである。

心迷いは、心迷いである。

試みは、試みである。

心見えは、心見えである。

試み顔は、試み顔である。

試み事は、試み事である。

試み酒は、試み酒である。

心短は、心短である。

心短しは、心短しである。

心乱れは、心乱れである。

試みには、試みにである。

試みの衆は、試みの衆である。

試みるは、試みるである。

試むは、試むである。

心向きは、心向きである。

心向けは、心向けである。

心設けは、心設けである。

心持は、心持である。

心用いは、心用いである。

心以ては、心以てである。

心元は、心元である。

心許無いは、心許無いである。

心許無がるは、心許無がるである。

心安は、心安である。

心安いは、心安いである。

心安立ては、心安立てである。

心安所は、心安所である。

心安振りは、心安振りである。

心休めは、心休めである。

心傷れは、心傷れである。

心病むは、心病むである。

心遣りは、心遣りである。



心遣り所は、心遣り所である。

心やるは、心やるである。

心遣るは、心遣るである。

心ゆは、心ゆである。

心行かしは、心行かしである。

心懐しは、心懐しである。

心行きは、心行きである。

心行合いは、心行合いである。

心行き顔は、心行き顔である。

心行くは、心行くである。

心弛びは、心弛びである。

快いは、快いである。

心好しは、心好しである。

心寄せは、心寄せである。

心粧いは、心粧いである。

心よりは、心よりである。

心弱いは、心弱いである。

心別くは、心別くである。

是を以ては、是を以てである。

五根は、五根である。

語根は、語根である。

五言は、五言である。

古今夷曲集は、古今夷曲集である。

五言古詩は、五言古詩である。

五言絶句は、五言絶句である。

古今著聞集は、古今著聞集である。

古今亭志ん生は、古今亭志ん生である。

古今東西は、古今東西である。

古今図書集成は、古今図書集成である。

古今独歩は、古今独歩である。

五言排律は、五言排律である。

故混馬鹿集は、故混馬鹿集である。

古今百馬鹿は、古今百馬鹿である。

古今未曾有は、古今未曾有である。

古今無双は、古今無双である。

古今銘尽大全は、古今銘尽大全である。

古今要覧稿は、古今要覧稿である。

五言律は、五言律である。

古今類句は、古今類句である。

胡沙は、胡沙である。

木障は、木障である。

こざは、こざである。

小座は、小座である。

胡坐は、胡坐である。

コザは、コザである。

誤差は、誤差である。



茣蓙は、茣蓙である。

蓙は、蓙である。

コサージュは、コサージュである。

御座在るは、御座在るである。

小才は、小才である。

故歳は、故歳である。

胡菜は、胡菜である。

胡塞は、胡塞である。

湖西は、湖西である。

瓠犀は、瓠犀である。

五才は、五才である。

御菜は、御菜である。

五彩は、五彩である。

五菜は、五菜である。

御宰は、御宰である。

御祭は、御祭である。

五罪は、五罪である。

御座いは、御座いである。

御斎会は、御斎会である。

小才覚は、小才覚である。

小細工は、小細工である。

御斎講は、御斎講である。

小才子は、小才子である。

後西天皇は、後西天皇である。

巨細の者は、巨細の者である。

御菜葉は、御菜葉である。

小前張は、小前張である。

御祭服は、御祭服である。

語斎節は、語斎節である。

御座いますは、御座いますである。

後催眠暗示は、後催眠暗示である。

コサインは、コサインである。

ゴサインタンは、ゴサインタンである。

茣蓙打は、茣蓙打である。

拵えるは、拵えるである。

小竿は、小竿である。

小坂鉱山は、小坂鉱山である。

小賢しいは、小賢しいである。

後嵯峨天皇は、後嵯峨天皇である。

小魚は、小魚である。

小肴は、小肴である。

誤差関数は、誤差関数である。

小前駆は、小前駆である。

小鷺は、小鷺である。

小崎は、小崎である。

小崎弘道は、小崎弘道である。



誤差曲線は、誤差曲線である。

小作は、小作である。

古作は、古作である。

小作官は、小作官である。

小作権は、小作権である。

小作争議は、小作争議である。

小作地は、小作地である。

小作調停法は、小作調停法である。

小作人は、小作人である。

小作農は、小作農である。

小作米は、小作米である。

小桜は、小桜である。

小桜縅は、小桜縅である。

小桜革は、小桜革である。

後桜町天皇は、後桜町天皇である。

小作料は、小作料である。

醴は、醴である。

こさこさは、こさこさである。

こざこざは、こざこざである。

ござござは、ござござである。

ござござ船は、ござござ船である。

小笹は、小笹である。

小笹原は、小笹原である。

小笹生は、小笹生である。

小指は、小指である。

小匙は、小匙である。

小差し出づは、小差し出づである。

小座敷は、小座敷である。

跨座式鉄道は、跨座式鉄道である。

小差し出るは、小差し出るである。

御座所は、御座所である。

御座候は、御座候である。

御沙汰は、御沙汰である。

御座畳は、御座畳である。

小札は、小札である。

古刹は、古刹である。

故殺は、故殺である。

誤殺は、誤殺である。

小五月会は、小五月会である。

コサックは、コサックである。

コザックは、コザックである。

ござっしゃるは、ござっしゃるである。

五雑組は、五雑組である。

五雑俎は、五雑俎である。

茣蓙包は、茣蓙包である。

御座包は、御座包である。



こざっぱりは、こざっぱりである。

古薩摩は、古薩摩である。

阜偏は、阜偏である。

御座直しは、御座直しである。

御座無しは、御座無しである。

御座なれは、御座なれである。

小札草摺は、小札草摺である。

誤差の限界は、誤差の限界である。

御座の間は、御座の間である。

小皺は、小皺である。

小寂しは、小寂しである。

胡沙笛は、胡沙笛である。

御座船は、御座船である。

小侍は、小侍である。

茣蓙帆は、茣蓙帆である。

御座帆は、御座帆である。

茣蓙枕は、茣蓙枕である。

御座枕は、御座枕である。

小寒いは、小寒いである。

茣蓙筵は、茣蓙筵である。

小侍所は、小侍所である。

小雨は、小雨である。

茣蓙目は、茣蓙目である。

御座目は、御座目である。

小鮫鶲は、小鮫鶲である。

ごさめれは、ごさめれである。

小皿は、小皿である。

小晒し網は、小晒し網である。

ござらっしゃるは、ござらっしゃるである。

御座りますは、御座りますである。

御座り申すは、御座り申すである。

ござりんすは、ござりんすである。

小猿は、小猿である。

子猿は、子猿である。

御座るは、御座るである。

小猿鉤は、小猿鉤である。

小猿七之助は、小猿七之助である。

こさるらめは、こさるらめである。

古参は、古参である。

孤山は、孤山である。

故山は、故山である。

五三は、五三である。

午餐は、午餐である。

御参は、御参である。

御傘は、御傘である。

誤算は、誤算である。



五山は、五山である。

吾山は、吾山である。

午餐会は、午餐会である。

五酸化燐は、五酸化燐である。

御三卿は、御三卿である。

小さん金五郎は、小さん金五郎である。

御三家は、御三家である。

呉三桂は、呉三桂である。

五三十事件は、五三十事件である。

御産所は、御産所である。

後三条天皇は、後三条天皇である。

御産所奉行は、御産所奉行である。

御座んすは、御座んすである。

ごさんなれは、ごさんなれである。

ござんなれは、ござんなれである。

五三日は、五三日である。

後三年の役は、後三年の役である。

五三の桐は、五三の桐である。

五山版は、五山版である。

五山文学は、五山文学である。

ごさんまいは、ごさんまいである。

五三昧は、五三昧である。

ごさんめれは、ごさんめれである。

越は、越である。

高志は、高志である。

腰は、腰である。

層は、層である。

輿は、輿である。

古史は、古史である。

古址は、古址である。

故址は、故址である。

古祠は、古祠である。

古詩は、古詩である。

虎子は、虎子である。

虎視は、虎視である。

孤子は、孤子である。

故紙は、故紙である。

古紙は、古紙である。

枯死は、枯死である。

誇示は、誇示である。

顧視は、顧視である。

濃しは、濃しである。

小師は、小師である。

巾子は、巾子である。

火箸は、火箸である。

火筋は、火筋である。



古字は、古字である。

古寺は、古寺である。

古時は、古時である。

固持は、固持である。

固辞は、固辞である。

居士は、居士である。

怙恃は、怙恃である。

虎児は、虎児である。

孤寺は、孤寺である。

孤児は、孤児である。

故事は、故事である。

兀子は、兀子である。

五指は、五指である。

五師は、五師である。

互市は、互市である。

呉子は、呉子である。

碁子は、碁子である。

碁師は、碁師である。

語史は、語史である。

語詞は、語詞である。

語誌は、語誌である。

語志は、語志である。

吾子は、吾子である。

越しは、越しである。

五事は、五事である。

五時は、五時である。

午時は、午時である。

語次は、語次である。

誤字は、誤字である。

護持は、護持である。

腰赤燕は、腰赤燕である。

腰明りは、腰明りである。

腰明きは、腰明きである。

腰揚げは、腰揚げである。

抉じ開けるは、抉じ開けるである。

腰網代は、腰網代である。

腰当は、腰当である。

漉油は、漉油である。

小思案は、小思案である。

漉餡は、漉餡である。

腰居は、腰居である。

腰石は、腰石である。

腰板は、腰板である。

腰祈は、腰祈である。

輿入れは、輿入れである。

抉じ入れるは、抉じ入れるである。



孤児院は、孤児院である。

護持院は、護持院である。

護持院原の仇討は、護持院原の仇討である。

腰打は、腰打である。

腰馬は、腰馬である。

腰礼は、腰礼である。

五四運動は、五四運動である。

居士衣は、居士衣である。

小潮は、小潮である。

小四方は、小四方である。

腰扇は、腰扇である。

輿送りは、輿送りである。

腰桶は、腰桶である。

腰押しは、腰押しである。

腰推しは、腰推しである。

腰帯は、腰帯である。

腰折れは、腰折れである。

腰折れ歌は、腰折れ歌である。

腰折れ文は、腰折れ文である。

腰折れ松は、腰折れ松である。

腰折れ屋根は、腰折れ屋根である。

輿舁きは、輿舁きである。

腰垣は、腰垣である。

腰掛は、腰掛である。

小仕掛は、小仕掛である。

腰掛石は、腰掛石である。

腰掛枝は、腰掛枝である。

腰掛銀は、腰掛銀である。

腰掛尻は、腰掛尻である。

腰掛茶屋は、腰掛茶屋である。

腰掛松は、腰掛松である。

腰掛けるは、腰掛けるである。

輿形は、輿形である。

輦形は、輦形である。

腰形は、腰形である。

巾子形は、巾子形である。

腰刀は、腰刀である。

濾紙は、濾紙である。

巾子紙は、巾子紙である。

子鹿物語は、子鹿物語である。

越谷は、越谷である。

越谷吾山は、越谷吾山である。

越谷雛は、越谷雛である。

腰唐戸は、腰唐戸である。

腰絡みは、腰絡みである。

越川汁は、越川汁である。



越川鱠は、越川鱠である。

腰変りは、腰変りである。

腰替りは、腰替りである。

甑は、甑である。

古式は、古式である。

乞食は、乞食である。

古事記は、古事記である。

五色は、五色である。

五識は、五識である。

御直は、御直である。

五色揚は、五色揚である。

五色海老は、五色海老である。

甑落しは、甑落しである。

五色温泉は、五色温泉である。

五色革は、五色革である。

五色木は、五色木である。

乞食小屋は、乞食小屋である。

乞食根性は、乞食根性である。

乞食芝居は、乞食芝居である。

甑島列島は、甑島列島である。

五色青海鸚哥は、五色青海鸚哥である。

五色索麺は、五色索麺である。

甑倒しは、甑倒しである。

五色団子は、五色団子である。

五色茶漬は、五色茶漬である。

古事記伝は、古事記伝である。

五色鳥は、五色鳥である。

五色鱠は、五色鱠である。

甑布は、甑布である。

五色の糸は、五色の糸である。

五色の酒は、五色の酒である。

五色の賤は、五色の賤である。

五色の水は、五色の水である。

御直拝は、御直拝である。

五色針は、五色針である。

乞食袋は、乞食袋である。

小式部内侍は、小式部内侍である。

乞食坊主は、乞食坊主である。

五時教は、五時教である。

腰切半纏は、腰切半纏である。

甑藁は、甑藁である。

腰巾着は、腰巾着である。

拗くは、拗くである。

乞食くは、乞食くである。

腰挫きは、腰挫きである。

腰砕けは、腰砕けである。



越車は、越車である。

腰車は、腰車である。

腰郭は、腰郭である。

腰黒は、腰黒である。

腰気は、腰気である。

木繁しは、木繁しである。

拗けるは、拗けるである。

腰越は、腰越である。

腰越状は、腰越状である。

コジコーデは、コジコーデである。

越石は、越石である。

ごしごしは、ごしごしである。

腰小旗は、腰小旗である。

腰衣は、腰衣である。

小自作は、小自作である。

腰提げは、腰提げである。

腰挿は、腰挿である。

腰挿提灯は、腰挿提灯である。

腰桟は、腰桟である。

越路は、越路である。

小獅子座は、小獅子座である。

五獅子の如意は、五獅子の如意である。

越路吹雪は、越路吹雪である。

五侍者は、五侍者である。

小侍従集は、小侍従集である。

伍子胥は、伍子胥である。

互市場は、互市場である。

腰障子は、腰障子である。

腰印は、腰印である。

腰白は、腰白である。

五糸節は、五糸節である。

腰銭は、腰銭である。

輿添いは、輿添いである。

虎耳草は、虎耳草である。

護持僧は、護持僧である。

御持僧は、御持僧である。

輿添えは、輿添えである。

腰反りは、腰反りである。

蚕下は、蚕下である。

袴下は、袴下である。

小羊歯は、小羊歯である。

小歯朶は、小歯朶である。

小舌は、小舌である。

輿台は、輿台である。

越高は、越高である。

腰高は、腰高である。



腰高岩殻は、腰高岩殻である。

腰高雁空は、腰高雁空である。

腰高障子は、腰高障子である。

腰高饅頭は、腰高饅頭である。

腰丈は、腰丈である。

腰だめは、腰だめである。

木下闇は、木下闇である。

古事談は、古事談である。

虎視眈眈は、虎視眈眈である。

五七は、五七である。

五七調は、五七調である。

五七日は、五七日である。

後七日は、後七日である。

後七日の阿闍梨は、後七日の阿闍梨である。

後七日の御修法は、後七日の御修法である。

五七の桐は、五七の桐である。

コシチューシコは、コシチューシコである。

古史徴は、古史徴である。

腰提灯は、腰提灯である。

固執は、固執である。

個室は、個室である。

痼疾は、痼疾である。

鼓室は、鼓室である。

故実は、故実である。

牛膝は、牛膝である。

後日は、後日である。

古史通は、古史通である。

故実家は、故実家である。

小確は、小確である。

腰付は、腰付である。

輿付は、輿付である。

腰次は、腰次である。

腰継は、腰継である。

こじつくは、こじつくである。

ゴシックは、ゴシックである。

ゴシック式は、ゴシック式である。

ゴシック小説は、ゴシック小説である。

腰付けは、腰付けである。

こじつけは、こじつけである。

こじつけるは、こじつけるである。

五十算は、五十算である。

故実叢書は、故実叢書である。

後日談は、後日談である。

腰鼓は、腰鼓である。

腰綱は、腰綱である。

ゴシップは、ゴシップである。



五十歩百歩は、五十歩百歩である。

腰強は、腰強である。

故実読みは、故実読みである。

期しては、期してである。

後しては、後してである。

古史伝は、古史伝である。

小蔀は、小蔀である。

腰取は、腰取である。

抉じ直すは、抉じ直すである。

腰投げは、腰投げである。

腰長押は、腰長押である。

腰泥むは、腰泥むである。

腰縄は、腰縄である。

腰縄付は、腰縄付である。

越荷は、越荷である。

腰貫は、腰貫である。

腰抜けは、腰抜けである。

腰抜け払いは、腰抜け払いである。

腰抜け風呂は、腰抜け風呂である。

腰抜け役は、腰抜け役である。

小鎬は、小鎬である。

腰の句は、腰の句である。

越の国は、越の国である。

越の白嶺は、越の白嶺である。

越の道は、越の道である。

腰の物は、腰の物である。

越の雪は、越の雪である。

輿乗り初めは、輿乗り初めである。

越の渡島は、越の渡島である。

小柴は、小柴である。

小芝居は、小芝居である。

小柴垣は、小柴垣である。

腰挟むは、腰挟むである。

腰ばせは、腰ばせである。

五時八教は、五時八教である。

抉じ放すは、抉じ放すである。

抉じ放つは、抉じ放つである。

腰羽目は、腰羽目である。

腰張りは、腰張りである。

こしひかりは、こしひかりである。

腰曳は、腰曳である。

抉じ引きは、抉じ引きである。

腰紐は、腰紐である。

腰屏風は、腰屏風である。

腰兵糧は、腰兵糧である。

漉袋は、漉袋である。



腰衾は、腰衾である。

居士仏教は、居士仏教である。

腰蒲団は、腰蒲団である。

腰文は、腰文である。

御自分は、御自分である。

五四文化革命は、五四文化革命である。

越辺は、越辺である。

腰弁は、腰弁である。

腰弁当は、腰弁当である。

腰細は、腰細である。

腰骨は、腰骨である。

古史本辞経は、古史本辞経である。

小島は、小島である。

古島は、古島である。

児島は、児島である。

児島惟謙は、児島惟謙である。

小島烏水は、小島烏水である。

腰前垂れは、腰前垂れである。

古島一雄は、古島一雄である。

腰巻は、腰巻である。

児島喜久雄は、児島喜久雄である。

腰巻羽織は、腰巻羽織である。

腰巻蓑は、腰巻蓑である。

児島善三郎は、児島善三郎である。

児島高徳は、児島高徳である。

腰窓は、腰窓である。

小島法師は、小島法師である。

子島曼荼羅は、子島曼荼羅である。

腰回りは、腰回りである。

児島湾は、児島湾である。

昏鐘鳴は、昏鐘鳴である。

濾水は、濾水である。

腰蓑は、腰蓑である。

輿迎えは、輿迎えである。

ごじめくは、ごじめくである。

こしめすは、こしめすである。

腰裳は、腰裳である。

小除目は、小除目である。

腰元は、腰元である。

腰元金は、腰元金である。

腰元衆は、腰元衆である。

腰元使いは、腰元使いである。

腰元彫は、腰元彫である。

腰物は、腰物である。

腰模様は、腰模様である。

鼓車は、鼓車である。



瞽者は、瞽者である。

輿屋は、輿屋である。

五車は、五車である。

五舎は、五舎である。

誤写は、誤写である。

五車韻瑞は、五車韻瑞である。

古写経は、古写経である。

小癪は、小癪である。

古借は、古借である。

孤弱は、孤弱である。

五尺は、五尺である。

五爵は、五爵である。

語釈は、語釈である。

五尺手拭は、五尺手拭である。

五尺の童子は、五尺の童子である。

五尺の身は、五尺の身である。

ごしゃごしゃは、ごしゃごしゃである。

ごじゃごじゃは、ごじゃごじゃである。

古社寺は、古社寺である。

古社寺保存法は、古社寺保存法である。

越屋根は、越屋根である。

腰屋根は、腰屋根である。

古写本は、古写本である。

コシャマインは、コシャマインである。

小じゃれたは、小じゃれたである。

戸主は、戸主である。

古酒は、古酒である。

固守は、固守である。

沽酒は、沽酒である。

虎鬚は、虎鬚である。

孤主は、孤主である。

故主は、故主である。

壺酒は、壺酒である。

鼓手は、鼓手である。

腰湯は、腰湯である。

孤樹は、孤樹である。

五衆は、五衆である。

五種は、五種である。

五趣は、五趣である。

御酒は、御酒である。

腰結は、腰結である。

御朱印は、御朱印である。

古集は、古集である。

呼集は、呼集である。

孤舟は、孤舟である。

孤愁は、孤愁である。



故習は、故習である。

袴褶は、袴褶である。

湖州は、湖州である。

扈従は、扈従である。

五臭は、五臭である。

五重は、五重である。

後住は、後住である。

後拾遺和歌集は、後拾遺和歌集である。

五十韻は、五十韻である。

五十腕は、五十腕である。

五十音は、五十音である。

五十音仮名は、五十音仮名である。

五十音順は、五十音順である。

五十音図は、五十音図である。

五十肩は、五十肩である。

五十雀は、五十雀である。

御祝儀は、御祝儀である。

湖州鏡は、湖州鏡である。

五五年体制は、五五年体制である。

五十三次は、五十三次である。

コシューシコは、コシューシコである。

五重唱は、五重唱である。

御愁傷様は、御愁傷様である。

互酬性は、互酬性である。

五重奏は、五重奏である。

五重相伝は、五重相伝である。

五十展転は、五十展転である。

小舅は、小舅である。

小姑は、小姑である。

五十二位は、五十二位である。

五十日鬘は、五十日鬘である。

五十二類は、五十二類である。

小十人組は、小十人組である。

五十の賀は、五十の賀である。

五重塔は、五重塔である。

小昼飯は、小昼飯である。

五種競技は、五種競技である。

小綬鶏は、小綬鶏である。

戸主権は、戸主権である。

五種香は、五種香である。

五銖銭は、五銖銭である。

御主殿は、御主殿である。

御守殿は、御守殿である。

御守殿枕は、御守殿枕である。

御守殿門は、御守殿門である。

五種法師は、五種法師である。



呉春は、呉春である。

語順は、語順である。

五旬祭は、五旬祭である。

古書は、古書である。

五所は、五所である。

御所は、御所である。

御書は、御書である。

互助は、互助である。

語序は、語序である。

小叙位は、小叙位である。

小姓は、小姓である。

小性は、小性である。

古松は、古松である。

古称は、古称である。

古鐘は、古鐘である。

呼称は、呼称である。

股掌は、股掌である。

虎嘯は、虎嘯である。

孤松は、孤松である。

孤称は、孤称である。

故障は、故障である。

枯松は、枯松である。

枯傷は、枯傷である。

胡床は、胡床である。

胡牀は、胡牀である。

胡椒は、胡椒である。

壺觴は、壺觴である。

湖沼は、湖沼である。

誇称は、誇称である。

小尉は、小尉である。

古状は、古状である。

古城は、古城である。

孤城は、孤城である。

弧状は、弧状である。

枯条は、枯条である。

湖上は、湖上である。

五生は、五生である。

五性は、五性である。

五姓は、五姓である。

五障は、五障である。

午餉は、午餉である。

護照は、護照である。

五条は、五条である。

五乗は、五乗である。

五常は、五常である。

五情は、五情である。



互譲は、互譲である。

御状は、御状である。

御諚は、御諚である。

小姓上がりは、小姓上がりである。

後生一生は、後生一生である。

五条大橋は、五条大橋である。

呉承恩は、呉承恩である。

湖沼学は、湖沼学である。

五性各別は、五性各別である。

五姓各別は、五姓各別である。

湖沼型は、湖沼型である。

小正月は、小正月である。

後生気は、後生気である。

後生嫌いは、後生嫌いである。

小姓組は、小姓組である。

五丈原は、五丈原である。

後生心は、後生心である。

五条坂は、五条坂である。

五障三従は、五障三従である。

小障子は、小障子である。

小姓衆は、小姓衆である。

呉祥瑞は、呉祥瑞である。

湖沼水質保全特別措置法は、湖沼水質保全特別措置法である。

胡椒頭巾は、胡椒頭巾である。

後生善処は、後生善処である。

胡椒鯛は、胡椒鯛である。

後生大事は、後生大事である。

小姓立ちは、小姓立ちである。

後生立ては、後生立てである。

後生頼みは、後生頼みである。

小姓頭取は、小姓頭取である。

後生願いは、後生願いである。

五条の后は、五条の后である。

五条の袈裟は、五条の袈裟である。

五条三位は、五条三位である。

五条内裏は、五条内裏である。

湖上の美人は、湖上の美人である。

後生始めは、後生始めである。

後生菩提は、後生菩提である。

古抄本は、古抄本である。

古鈔本は、古鈔本である。

小姓廻しは、小姓廻しである。

後生楽は、後生楽である。

五常楽は、五常楽である。

五聖楽は、五聖楽である。

孤城落日は、孤城落日である。



古浄瑠璃は、古浄瑠璃である。

弧状列島は、弧状列島である。

小上臈は、小上臈である。

互助会は、互助会である。

御所柿は、御所柿である。

御所被衣は、御所被衣である。

御所方は、御所方である。

五所川原は、五所川原である。

御所羹は、御所羹である。

古色は、古色である。

個食は、個食である。

孤食は、孤食である。

小食は、小食である。

小職は、小職である。

誤植は、誤植である。

五濁は、五濁である。

五濁悪世は、五濁悪世である。

五色旗は、五色旗である。

五濁増は、五濁増である。

古色蒼然は、古色蒼然である。

御所車は、御所車である。

御所詞は、御所詞である。

御所桜は、御所桜である。

御所桜堀川夜討は、御所桜堀川夜討である。

御所侍は、御所侍である。

輿寄せは、輿寄せである。

御所育ちは、御所育ちである。

御所染は、御所染である。

御所散らしは、御所散らしである。

御所作りは、御所作りである。

御所勤めは、御所勤めである。

御書所は、御書所である。

御所人形は、御所人形である。

御所の五郎蔵は、御所の五郎蔵である。

御書始は、御書始である。

五所八幡は、五所八幡である。

御所風は、御所風である。

御所奉行は、御所奉行である。

五所平之助は、五所平之助である。

互除法は、互除法である。

御所的は、御所的である。

御所棟は、御所棟である。

御書物奉行は、御書物奉行である。

御所模様は、御所模様である。

御所落雁は、御所落雁である。

小女郎は、小女郎である。



腰弱は、腰弱である。

小手斧は、小手斧である。

ゴジラは、ゴジラである。

故事来歴は、故事来歴である。

拵ふは、拵ふである。

拵えは、拵えである。

拵え事は、拵え事である。

拵え状は、拵え状である。

拵え栄えは、拵え栄えである。

拵え文は、拵え文である。

拵え物は、拵え物である。

拵え屋は、拵え屋である。

拵え弓は、拵え弓である。

後白河天皇は、後白河天皇である。

拗らすは、拗らすである。

拗らせるは、拗らせるである。

鐺は、鐺である。

湖尻は、湖尻である。

鐺当ては、鐺当てである。

鐺下がりは、鐺下がりである。

鐺咎めは、鐺咎めである。

呉汁は、呉汁である。

古事類苑は、古事類苑である。

拗れは、拗れである。

小焦れたいは、小焦れたいである。

拗れるは、拗れるである。

子代は、子代である。

小城は、小城である。

輿脇は、輿脇である。

漉枠は、漉枠である。

腰技は、腰技である。

己心は、己心である。

己身は、己身である。

孤臣は、孤臣である。

孤身は、孤身である。

故親は、故親である。

湖心は、湖心である。

古人は、古人である。

故人は、故人である。

胡人は、胡人である。

個人は、個人である。

賈人は、賈人である。

瞽人は、瞽人である。

五辛は、五辛である。

御身は、御身である。

誤信は、誤信である。



誤診は、誤診である。

誤審は、誤審である。

護身は、護身である。

五塵は、五塵である。

御仁は、御仁である。

吾人は、吾人である。

御真影は、御真影である。

御神火は、御神火である。

護身加持は、護身加持である。

個人企業は、個人企業である。

個人競技は、個人競技である。

個人銀行は、個人銀行である。

個人言語は、個人言語である。

個人差は、個人差である。

御新様は、御新様である。

個人主義は、個人主義である。

小尋常は、小尋常である。

個人心理学は、個人心理学である。

御新造は、御新造である。

御仁体は、御仁体である。

個人タクシーは、個人タクシーである。

個人手形は、個人手形である。

個人的は、個人的である。

小寝殿は、小寝殿である。

古神道は、古神道である。

護身刀は、護身刀である。

五親等は、五親等である。

御神灯は、御神灯である。

個人年金は、個人年金である。

護身符は、護身符である。

御親父は、御親父である。

護身仏は、護身仏である。

個人プレーは、個人プレーである。

小新聞は、小新聞である。

御親兵は、御親兵である。

護身法は、護身法である。

個人メドレーは、個人メドレーである。

御心文字は、御心文字である。

御親文字は、御親文字である。

個人倫理は、個人倫理である。

小簾は、小簾である。

庫主は、庫主である。

越すは、越すである。

遣すは、遣すである。

濾すは、濾すである。

漉すは、漉すである。



扈すは、扈すである。

錮すは、錮すである。

餬すは、餬すである。

糊すは、糊すである。

こすは、こすである。

抉ずは、抉ずである。

掘ずは、掘ずである。

呉須は、呉須である。

ごすは、ごすである。

牛頭は、牛頭である。

呉須青絵は、呉須青絵である。

呉須赤絵は、呉須赤絵である。

巨水は、巨水である。

胡すいは、胡すいである。

湖水は、湖水である。

狡いは、狡いである。

五衰は、五衰である。

午睡は、午睡である。

五瑞は、五瑞である。

コスイギンは、コスイギンである。

小随身は、小随身である。

湖水地方は、湖水地方である。

御推文字は、御推文字である。

戸数は、戸数である。

個数は、個数である。

語数は、語数である。

五数性は、五数性である。

個数賃金は、個数賃金である。

戸数割は、戸数割である。

梢は、梢である。

杪は、杪である。

梢の秋は、梢の秋である。

梢の床は、梢の床である。

梢の雪は、梢の雪である。

子ずえ婆は、子ずえ婆である。

小素襖は、小素襖である。

こずかは、こずかである。

狡辛いは、狡辛いである。

木鋤は、木鋤である。

樹透は、樹透である。

小杉は、小杉である。

小杉天外は、小杉天外である。

子過ぎ腹は、子過ぎ腹である。

小杉放庵は、小杉放庵である。

小杉原は、小杉原である。

小菅は、小菅である。



牛頭香は、牛頭香である。

後崇光院は、後崇光院である。

後朱雀天皇は、後朱雀天皇である。

御所様は、御所様である。

小硯は、小硯である。

牛頭栴檀は、牛頭栴檀である。

呉須染付は、呉須染付である。

コスタデルソルは、コスタデルソルである。

コスタリカは、コスタリカである。

コスチュームは、コスチュームである。

コスチュームプレーは、コスチュームプレーである。

狡っ辛いは、狡っ辛いである。

呉須手は、呉須手である。

牛頭天王は、牛頭天王である。

コストは、コストである。

コストアップは、コストアップである。

コストインフレは、コストインフレである。

コストダウンは、コストダウンである。

コストパフォーマンスは、コストパフォーマンスである。

コストレは、コストレである。

コスト割れは、コスト割れである。

小簾の戸は、小簾の戸である。

ゴスバンクは、ゴスバンクである。

ゴスプランは、ゴスプランである。

ゴスペルは、ゴスペルである。

ゴスペルソングは、ゴスペルソングである。

尖は、尖である。

小隅は、小隅である。

小炭は、小炭である。

粉炭は、粉炭である。

濃墨は、濃墨である。

後炭は、後炭である。

偏むは、偏むである。

牛頭馬頭は、牛頭馬頭である。

コスメチックは、コスメチックである。

コスメッツは、コスメッツである。

小相撲は、小相撲である。

小角力は、小角力である。

小相撲取は、小相撲取である。

コスモスは、コスモスである。

コスモポリタニズムは、コスモポリタニズムである。

コスモポリタニズム批判は、コスモポリタニズム批判である。

コスモポリタンは、コスモポリタンである。

コスモロジーは、コスモロジーである。

錯は、錯である。

擦り付くは、擦り付くである。



擦り付けるは、擦り付けるである。

錯るは、錯るである。

鼓するは、鼓するである。

伍するは、伍するである。

コスローは、コスローである。

コズロフは、コズロフである。

五寸は、五寸である。

五寸釘は、五寸釘である。

五寸局は、五寸局である。

五寸模様は、五寸模様である。

巨勢は、巨勢である。

御前は、御前である。

瞽女は、瞽女である。

古生は、古生である。

古制は、古制である。

古製は、古製である。

呼声は、呼声である。

個性は、個性である。

糊精は、糊精である。

小勢は、小勢である。

五声は、五声である。

五星は、五星である。

五牲は、五牲である。

五清は、五清である。

五聖は、五聖である。

互生は、互生である。

悟性は、悟性である。

碁聖は、碁聖である。

語勢は、語勢である。

古生界は、古生界である。

悟性概念は、悟性概念である。

五星紅旗は、五星紅旗である。

湖西線は、湖西線である。

古生層は、古生層である。

古生代は、古生代である。

個生態学は、個生態学である。

個性的は、個性的である。

御成敗式目は、御成敗式目である。

古生物は、古生物である。

古生物学は、古生物学である。

瞽女歌は、瞽女歌である。

ごぜえすは、ごぜえすである。

こせがさは、こせがさである。

小倅は、小倅である。

コセカントは、コセカントである。

小関は、小関である。



戸籍は、戸籍である。

古昔は、古昔である。

古跡は、古跡である。

古蹟は、古蹟である。

古関は、古関である。

五石は、五石である。

戸籍原本は、戸籍原本である。

小関三英は、小関三英である。

戸籍抄本は、戸籍抄本である。

戸籍謄本は、戸籍謄本である。

戸籍筆頭者は、戸籍筆頭者である。

戸籍簿は、戸籍簿である。

戸籍法は、戸籍法である。

古関裕而は、古関裕而である。

こせこせは、こせこせである。

こせ言は、こせ言である。

瞽女座頭は、瞽女座頭である。

後世者は、後世者である。

五姓田は、五姓田である。

五姓田芳柳は、五姓田芳柳である。

五姓田義松は、五姓田義松である。

五節は、五節である。

五節会は、五節会である。

五節供は、五節供である。

五節定めは、五節定めである。

五節所は、五節所である。

五節殿は、五節殿である。

五節の淵酔は、五節の淵酔である。

五節の局は、五節の局である。

五節の舞は、五節の舞である。

五節の舞姫は、五節の舞姫である。

五節の参りは、五節の参りである。

五節の童女は、五節の童女である。

古拙は、古拙である。

古説は、古説である。

孤絶は、孤絶である。

五絶は、五絶である。

五説経は、五説経である。

こせつくは、こせつくである。

五節句は、五節句である。

五摂家は、五摂家である。

小切羽は、小切羽である。

古瀬戸は、古瀬戸である。

小銭は、小銭である。

巨勢野は、巨勢野である。

巨勢金岡は、巨勢金岡である。



巨勢派は、巨勢派である。

後攻めは、後攻めである。

こせめくは、こせめくである。

巨勢山は、巨勢山である。

小競り合いは、小競り合いである。

小忙しいは、小忙しいである。

古銭は、古銭である。

巨川は、巨川である。

姑洗は、姑洗である。

弧線は、弧線である。

故戦は、故戦である。

賈船は、賈船である。

虎髯は、虎髯である。

胡髯は、胡髯である。

五泉は、五泉である。

五線は、五線である。

五賤は、五賤である。

互選は、互選である。

御饌は、御饌である。

五善は、五善である。

午前は、午前である。

御膳は、御膳である。

後撰夷曲集は、後撰夷曲集である。

古銭家は、古銭家である。

御前会議は、御前会議である。

御前掛りは、御前掛りである。

古銭学は、古銭学である。

御膳籠は、御膳籠である。

五線記譜法は、五線記譜法である。

跨線橋は、跨線橋である。

御前公事は、御前公事である。

御前講は、御前講である。

午前様は、午前様である。

御前様は、御前様である。

小宣旨は、小宣旨である。

濃染紙は、濃染紙である。

五線紙は、五線紙である。

御前試合は、御前試合である。

後撰集は、後撰集である。

古戦場は、古戦場である。

御膳上等は、御膳上等である。

御膳汁粉は、御膳汁粉である。

涸山水は、涸山水である。

御前僧は、御前僧である。

御膳蕎麦は、御膳蕎麦である。

御前橘は、御前橘である。



御膳棚は、御膳棚である。

御前帳は、御前帳である。

御前勅使は、御前勅使である。

巨川の済渉は、巨川の済渉である。

御膳箱鮨は、御膳箱鮨である。

ごぜん箸は、ごぜん箸である。

御膳番は、御膳番である。

御前披講は、御前披講である。

五泉平は、五泉平である。

五線譜は、五線譜である。

御膳奉行は、御膳奉行である。

御膳米は、御膳米である。

御前交わりは、御前交わりである。

御前向きは、御前向きである。

御膳蒸は、御膳蒸である。

古川柳は、古川柳である。

後撰和歌集は、後撰和歌集である。

コソは、コソである。

こそは、こそである。

こぞは、こぞである。

こそあどは、こそあどである。

古層は、古層である。

固相は、固相である。

枯燥は、枯燥である。

胡僧は、胡僧である。

鼓譟は、鼓譟である。

鼓騒は、鼓騒である。

瞽叟は、瞽叟である。

小僧は、小僧である。

姑臧は、姑臧である。

故造は、故造である。

五宗は、五宗である。

五葬は、五葬である。

互層は、互層である。

御僧は、御僧である。

誤想は、誤想である。

護送は、護送である。

吾曹は、吾曹である。

五臓は、五臓である。

コソヴォは、コソヴォである。

枯草菌は、枯草菌である。

御造作は、御造作である。

小草紙は、小草紙である。

御葬司は、御葬司である。

小雑色は、小雑色である。

五相成身は、五相成身である。



枯草熱は、枯草熱である。

五臓太は、五臓太である。

誤想防衛は、誤想防衛である。

小草履取は、小草履取である。

五臓六腑は、五臓六腑である。

古則は、古則である。

姑息は、姑息である。

古俗は、古俗である。

故俗は、故俗である。

五則は、五則である。

五族は、五族である。

語族は、語族である。

五族共和は、五族共和である。

去年草は、去年草である。

御息災は、御息災である。

御息文字は、御息文字である。

御足労は、御足労である。

刮げ剃りは、刮げ剃りである。

刮げるは、刮げるである。

こそこそは、こそこそである。

ごそごそは、ごそごそである。

こそこそ三里は、こそこそ三里である。

こそこそ契りは、こそこそ契りである。

こそこそ泥棒は、こそこそ泥棒である。

こそこそ話は、こそこそ話である。

こそこそ宿は、こそこそ宿である。

去年今年は、去年今年である。

呉楚七国の乱は、呉楚七国の乱である。

姑蘇台は、姑蘇台である。

子育ては、子育てである。

こそつくは、こそつくである。

ごそつくは、ごそつくである。

小僧子は、小僧子である。

挙っては、挙ってである。

ごそっとは、ごそっとである。

小袖は、小袖である。

小袖凧は、小袖凧である。

小袖包みは、小袖包みである。

小袖装束は、小袖装束である。

小袖曾我は、小袖曾我である。

小袖曾我薊色縫は、小袖曾我薊色縫である。

小袖脱ぎは、小袖脱ぎである。

小袖袴は、小袖袴である。

小袖引きは、小袖引きである。

小袖幕は、小袖幕である。

小袖綿は、小袖綿である。



こそ泥は、こそ泥である。

小備えは、小備えである。

こそばいは、こそばいである。

こそばゆいは、こそばゆいである。

古曾部焼は、古曾部焼である。

濃染は、濃染である。

こそめくは、こそめくである。

ごそめくは、ごそめくである。

濃染草は、濃染草である。

濃染月は、濃染月である。

木染月は、木染月である。

古染付は、古染付である。

こそりは、こそりである。

ごそりは、ごそりである。

小反刃は、小反刃である。

挙るは、挙るである。

孤村は、孤村である。

胡孫は、胡孫である。

御存じは、御存じである。

御存知は、御存知である。

御存じよりは、御存じよりである。

コダーイは、コダーイである。

ゴダールは、ゴダールである。

古体は、古体である。

固体は、固体である。

固態は、固態である。

故態は、故態である。

個体は、個体である。

古代は、古代である。

誇大は、誇大である。

五体は、五体である。

五帯は、五帯である。

五大は、五大である。

五内は、五内である。

五代は、五代である。

御代は、御代である。

固体エレクトロニクスは、固体エレクトロニクスである。

個体概念は、個体概念である。

小代官は、小代官である。

五大官寺は、五大官寺である。

古代切は、古代切である。

古代裂は、古代裂である。

個体群は、個体群である。

個体群生態学は、個体群生態学である。

古代研究は、古代研究である。

小太鼓は、小太鼓である。



五大湖は、五大湖である。

誇大広告は、誇大広告である。

五大虚空蔵は、五大虚空蔵である。

後醍醐天皇は、後醍醐天皇である。

五体籠めは、五体籠めである。

古代更紗は、古代更紗である。

五台山は、五台山である。

古第三紀は、古第三紀である。

古第三系は、古第三系である。

五代史は、五代史である。

五代十国は、五代十国である。

五大州は、五大州である。

五大洲は、五大洲である。

個体主義は、個体主義である。

五体清文鑑は、五体清文鑑である。

御大切は、御大切である。

御大葬は、御大葬である。

御大層は、御大層である。

五大尊は、五大尊である。

五体付きは、五体付きである。

五体付は、五体付である。

御体付は、御体付である。

五大堂は、五大堂である。

五体投地は、五体投地である。

五代友厚は、五代友厚である。

固体燃料は、固体燃料である。

御体の御占は、御体の御占である。

個体発生は、個体発生である。

五大夫は、五大夫である。

固体物理学は、固体物理学である。

碁太平記白石噺は、碁太平記白石噺である。

個体変異は、個体変異である。

五体満足は、五体満足である。

五大明王は、五大明王である。

古代紫は、古代紫である。

誇大妄想は、誇大妄想である。

古代模様は、古代模様である。

五大洋は、五大洋である。

小平は、小平である。

小平邦彦は、小平邦彦である。

五大力は、五大力である。

五大力恋緘は、五大力恋緘である。

五大力船は、五大力船である。

五大力菩薩は、五大力菩薩である。

五大老は、五大老である。

堪ふは、堪ふである。



答ふは、答ふである。

応ふは、応ふである。

堪えは、堪えである。

答は、答である。

応えは、応えである。

堪えられないは、堪えられないである。

堪えるは、堪えるである。

答えるは、答えるである。

応えるは、応えるである。

小鷹は、小鷹である。

小高いは、小高いである。

小鷹狩は、小鷹狩である。

後高倉院は、後高倉院である。

木高しは、木高しである。

小高檀紙は、小高檀紙である。

小高坏は、小高坏である。

子宝は、子宝である。

コタキナバルは、コタキナバルである。

故宅は、故宅である。

湖沢は、湖沢である。

御託は、御託である。

ごたくさは、ごたくさである。

子沢山は、子沢山である。

小沢山は、小沢山である。

御託宣は、御託宣である。

木工は、木工である。

木匠は、木匠である。

木工頭は、木工頭である。

木工寮は、木工寮である。

古武は、古武である。

古武弥四郎は、古武弥四郎である。

ごたごたは、ごたごたである。

小出しは、小出しである。

小裁ちは、小裁ちである。

木立は、木立である。

小太刀は、小太刀である。

御達は、御達である。

炬燵は、炬燵である。

火燵は、火燵である。

五達は、五達である。

誤脱は、誤脱である。

炬燵掛けは、炬燵掛けである。

ごたつきは、ごたつきである。

ごたつくは、ごたつくである。

炬燵兵法は、炬燵兵法である。

炬燵蒲団は、炬燵蒲団である。



炬燵弁慶は、炬燵弁慶である。

炬燵櫓は、炬燵櫓である。

小楯は、小楯である。

碁立ては、碁立てである。

こたには、こたにである。

小谷は、小谷である。

ごた煮は、ごた煮である。

小谷正雄は、小谷正雄である。

小谷渡りは、小谷渡りである。

子種は、子種である。

木種は、木種である。

小束は、小束である。

小把は、小把である。

ごた箱は、ごた箱である。

此度は、此度である。

御多分は、御多分である。

御多分連は、御多分連である。

小玉は、小玉である。

木霊は、木霊である。

谺は、谺である。

児玉は、児玉である。

蚕霊は、蚕霊である。

蚕玉は、蚕玉である。

蚕霊揚げは、蚕霊揚げである。

小玉貝は、小玉貝である。

児玉花外は、児玉花外である。

小玉銀は、小玉銀である。

児玉源太郎は、児玉源太郎である。

ごた混ぜは、ごた混ぜである。

蚕玉祭は、蚕玉祭である。

小太夫鹿の子は、小太夫鹿の子である。

こだるは、こだるである。

こだれるは、こだれるである。

こだわりは、こだわりである。

こだわるは、こだわるである。

夸誕は、夸誕である。

枯淡は、枯淡である。

コタンは、コタンである。

小段は、小段である。

五段は、五段である。

五壇は、五壇である。

後談は、後談である。

誤断は、誤断である。

五段階教授法は、五段階教授法である。

五段活用は、五段活用である。

五段砧は、五段砧である。



コタンジェントは、コタンジェントである。

五炭糖は、五炭糖である。

小旦那は、小旦那である。

五壇の法は、五壇の法である。

鯒は、鯒である。

東風は、東風である。

故地は、故地である。

故知は、故知である。

故智は、故智である。

胡地は、胡地である。

此方は、此方である。

五地は、五地である。

五智は、五智である。

五智網は、五智網である。

小力は、小力である。

小税は、小税である。

胡竹は、胡竹である。

五畜は、五畜である。

梧竹は、梧竹である。

小稚児は、小稚児である。

こちこちは、こちこちである。

此方此方は、此方此方である。

ごちごちは、ごちごちである。

骨骨しは、骨骨しである。

五智五仏は、五智五仏である。

古地磁気は、古地磁気である。

古地磁気学は、古地磁気学である。

此方衆は、此方衆である。

古地図は、古地図である。

言出づは、言出づである。

御馳走は、御馳走である。

御馳走様は、御馳走様である。

御馳走攻めは、御馳走攻めである。

こちたしは、こちたしである。

ゴチックは、ゴチックである。

此方人は、此方人である。

此方人等は、此方人等である。

小千鳥は、小千鳥である。

骨無しは、骨無しである。

コチニールは、コチニールである。

五智如来は、五智如来である。

此方の人は、此方の人である。

五智の宝冠は、五智の宝冠である。

こちゃは、こちゃである。

古茶は、古茶である。

粉茶は、粉茶である。



こちゃえ節は、こちゃえ節である。

固着は、固着である。

糊着は、糊着である。

固着観念は、固着観念である。

こちゃこちゃは、こちゃこちゃである。

ごちゃごちゃは、ごちゃごちゃである。

ごちゃつくは、ごちゃつくである。

御着袴は、御着袴である。

小ちゃぼは、小ちゃぼである。

ごちゃ混ぜは、ごちゃ混ぜである。

籠中は、籠中である。

古注は、古注である。

古註は、古註である。

孤忠は、孤忠である。

孤注は、孤注である。

個中は、個中である。

個虫は、個虫である。

壺中は、壺中である。

五虫は、五虫である。

壺中の天は、壺中の天である。

コチュジャンは、コチュジャンである。

戸長は、戸長である。

古町は、古町である。

古冢は、古冢である。

古塚は、古塚である。

古帳は、古帳である。

古調は、古調である。

孤蝶は、孤蝶である。

枯凋は、枯凋である。

枯腸は、枯腸である。

胡蝶は、胡蝶である。

蝴蝶は、蝴蝶である。

誇張は、誇張である。

鼓腸は、鼓腸である。

五調は、五調である。

伍長は、伍長である。

語調は、語調である。

古丁銀は、古丁銀である。

胡蝶骨は、胡蝶骨である。

五調子は、五調子である。

胡蝶菫は、胡蝶菫である。

古朝鮮は、古朝鮮である。

胡蝶装は、胡蝶装である。

胡蝶の夢は、胡蝶の夢である。

小朝拝は、小朝拝である。

五丁紐は、五丁紐である。



誇張法は、誇張法である。

五丁町は、五丁町である。

胡蝶結びは、胡蝶結びである。

戸長役場は、戸長役場である。

胡蝶楽は、胡蝶楽である。

胡蝶蘭は、胡蝶蘭である。

こちょこちょは、こちょこちょである。

古地理は、古地理である。

古地理学は、古地理学である。

こちんは、こちんである。

呉鎮は、呉鎮である。

こちんこちんは、こちんこちんである。

こぢんまりは、こぢんまりである。

小塚は、小塚である。

忽は、忽である。

笏は、笏である。

ごつは、ごつである。

骨合いは、骨合いである。

骨揚げは、骨揚げである。

こついは、こついである。

ごついは、ごついである。

小通事は、小通事である。

小通詞は、小通詞である。

忽焉は、忽焉である。

骨桶は、骨桶である。

刻下は、刻下である。

国花は、国花である。

国家は、国家である。

国華は、国華である。

国貨は、国貨である。

国歌は、国歌である。

骨化は、骨化である。

黒花は、黒花である。

轂下は、轂下である。

コッカースパニエルは、コッカースパニエルである。

国家安全保障会議は、国家安全保障会議である。

告解は、告解である。

国会は、国会である。

骨灰は、骨灰である。

黒海は、黒海である。

骨骸は、骨骸である。

小使は、小使である。

小遣は、小遣である。

国会開設運動は、国会開設運動である。

小遣稼ぎは、小遣稼ぎである。

国会議員は、国会議員である。



国会議事堂は、国会議事堂である。

国会期成同盟は、国会期成同盟である。

小遣銭は、小遣銭である。

小遣帳は、小遣帳である。

国会図書館は、国会図書館である。

小遣取りは、小遣取りである。

乞丐人は、乞丐人である。

国会法は、国会法である。

小遣料は、小遣料である。

国家学は、国家学である。

国家管理は、国家管理である。

国家機関は、国家機関である。

国家行政組織法は、国家行政組織法である。

骨格は、骨格である。

骨骼は、骨骼である。

骨角器は、骨角器である。

骨格筋は、骨格筋である。

国家経済は、国家経済である。

国家警察は、国家警察である。

国家契約説は、国家契約説である。

国家権力は、国家権力である。

国家公安委員会は、国家公安委員会である。

国家公務員は、国家公務員である。

国家公務員法は、国家公務員法である。

骨芽細胞は、骨芽細胞である。

国家試験は、国家試験である。

国家社会主義は、国家社会主義である。

国家衆は、国家衆である。

国家主義は、国家主義である。

国家神道は、国家神道である。

国家責任は、国家責任である。

国家総動員法は、国家総動員法である。

国家訴追主義は、国家訴追主義である。

国歌大観は、国歌大観である。

国家地方警察は、国家地方警察である。

黒褐色は、黒褐色である。

小塚原は、小塚原である。

国家独占資本主義は、国家独占資本主義である。

骨化年齢は、骨化年齢である。

国家賠償は、国家賠償である。

国家破産は、国家破産である。

国歌八論は、国歌八論である。

国家非常事態は、国家非常事態である。

国家法は、国家法である。

国家法人説は、国家法人説である。

国家補償は、国家補償である。



骨瓶は、骨瓶である。

国家有機体説は、国家有機体説である。

骨柄は、骨柄である。

骨柄男は、骨柄男である。

国家理性は、国家理性である。

国家両面説は、国家両面説である。

国家連合は、国家連合である。

国幹は、国幹である。

国漢は、国漢である。

骨幹は、骨幹である。

獄官は、獄官である。

克己は、克己である。

刻器は、刻器である。

国基は、国基である。

国旗は、国旗である。

国器は、国器である。

骨器は、骨器である。

斛器は、斛器である。

黒旗は、黒旗である。

子付は、子付である。

粉舂きは、粉舂きである。

小衝蝦は、小衝蝦である。

骨基質は、骨基質である。

克己心は、克己心である。

克己復礼は、克己復礼である。

黒旗兵は、黒旗兵である。

小突き回すは、小突き回すである。

刻急は、刻急である。

国舅は、国舅である。

哭泣は、哭泣である。

国教は、国教である。

国共合作は、国共合作である。

国境関税は、国境関税である。

骨棘は、骨棘である。

こっきりは、こっきりである。

国禁は、国禁である。

刻苦は、刻苦である。

コックは、コックである。

小突くは、小突くである。

小衝くは、小衝くである。

コッククロフトは、コッククロフトである。

コックスは、コックスである。

コックピットは、コックピットである。

こっくりは、こっくりである。

小作りは、小作りである。

木造は、木造である。



ごっくりは、ごっくりである。

こっくり往生は、こっくり往生である。

木造初めは、木造初めである。

木造るは、木造るである。

国君は、国君である。

国訓は、国訓である。

小付は、小付である。

小漬は、小漬である。

国警は、国警である。

滑稽は、滑稽である。

酷刑は、酷刑である。

国慶節は、国慶節である。

滑稽本は、滑稽本である。

滑稽和合人は、滑稽和合人である。

国権は、国権である。

国憲は、国憲である。

黒圏は、黒圏である。

黒鍵は、黒鍵である。

国権論は、国権論である。

国庫は、国庫である。

ごっこは、ごっこである。

国交は、国交である。

国交回復は、国交回復である。

御都合主義は、御都合主義である。

国交断絶は、国交断絶である。

国公立は、国公立である。

国庫借入金は、国庫借入金である。

国庫金は、国庫金である。

国庫債券は、国庫債券である。

国庫債務負担行為は、国庫債務負担行為である。

国庫支出金は、国庫支出金である。

国庫剰余金は、国庫剰余金である。

こつこつは、こつこつである。

兀兀は、兀兀である。

忽忽は、忽忽である。

ごつごつは、ごつごつである。

小晦日は、小晦日である。

国庫余裕金は、国庫余裕金である。

骨材は、骨材である。

骨細胞は、骨細胞である。

乞索圧状は、乞索圧状である。

乞索状は、乞索状である。

骨酒は、骨酒である。

乞士は、乞士である。

骨子は、骨子である。

骨脂は、骨脂である。



忽爾は、忽爾である。

乞食調は、乞食調である。

骨肉は、骨肉である。

骨質は、骨質である。

乞者は、乞者である。

骨腫は、骨腫である。

骨腫瘍は、骨腫瘍である。

忽諸は、忽諸である。

忽如は、忽如である。

ごっすは、ごっすである。

骨髄は、骨髄である。

骨髄移植は、骨髄移植である。

骨髄炎は、骨髄炎である。

骨髄腫は、骨髄腫である。

骨髄バンクは、骨髄バンクである。

骨折は、骨折である。

骨節は、骨節である。

兀然は、兀然である。

忽然は、忽然である。

骨疽は、骨疽である。

骨相は、骨相である。

骨相学は、骨相学である。

骨蔵器は、骨蔵器である。

骨組織は、骨組織である。

骨粗鬆症は、骨粗鬆症である。

忽卒は、忽卒である。

こっそりは、こっそりである。

ごっそりは、ごっそりである。

ごったは、ごったである。

コッターは、コッターである。

ゴッダードは、ゴッダードである。

木伝ふは、木伝ふである。

ごった返すは、ごった返すである。

ごった煮は、ごった煮である。

ごった箱は、ごった箱である。

ごった混ぜは、ごった混ぜである。

骨炭は、骨炭である。

ごったんは、ごったんである。

兀庵は、兀庵である。

骨端炎は、骨端炎である。

忽地は、忽地である。

小土は、小土である。

小槌は、小槌である。

此方の物は、此方の物である。

後土御門天皇は、後土御門天皇である。

こっちゃは、こっちゃである。



ごっちゃは、ごっちゃである。

ごっちゃ混ぜは、ごっちゃ混ぜである。

骨張は、骨張である。

骨頂は、骨頂である。

こっちりは、こっちりである。

小筒は、小筒である。

ゴッツィは、ゴッツィである。

ごっついは、ごっついである。

濃躑躅は、濃躑躅である。

骨壺は、骨壺である。

小鼓は、小鼓である。

小包は、小包である。

小包郵便物は、小包郵便物である。

こっては、こってである。

毎は、毎である。

特牛は、特牛である。

コッテージは、コッテージである。

こってりは、こってりである。

ごってりは、ごってりである。

こってり作りは、こってり作りである。

骨伝導は、骨伝導である。

ゴッドは、ゴッドである。

特牛肥やしは、特牛肥やしである。

特牛草履は、特牛草履である。

兀頭は、兀頭である。

骨董は、骨董である。

骨堂は、骨堂である。

骨董集は、骨董集である。

骨董飯は、骨董飯である。

骨董品は、骨董品である。

ゴットシェートは、ゴットシェートである。

ゴッドセイヴザ‐クイーンは、ゴッドセイヴザ‐クイーンである。

こっとつは、こっとつである。

榾柮は、榾柮である。

ゴッドファーザーは、ゴッドファーザーである。

ゴットフリートフォンシュトラースブルクは、ゴットフリートフォンシュトラースブルクである。

コッド岬は、コッド岬である。

コットンは、コットンである。

コットンペーパーは、コットンペーパーである。

コットン油は、コットン油である。

骨軟化症は、骨軟化症である。

骨肉腫は、骨肉腫である。

骨年齢は、骨年齢である。

木端は、木端である。

木片は、木片である。

粉灰は、粉灰である。



骨牌は、骨牌である。

骨牌税は、骨牌税である。

骨箱は、骨箱である。

小っ恥ずかしいは、小っ恥ずかしいである。

木端大名は、木端大名である。

木端天狗は、木端天狗である。

木端の火は、木端の火である。

木端拾いは、木端拾いである。

木端微塵は、木端微塵である。

木端武者は、木端武者である。

子燕は、子燕である。

骨盤は、骨盤である。

骨盤位は、骨盤位である。

こっぴどいは、こっぴどいである。

骨拾いは、骨拾いである。

骨品は、骨品である。

小粒は、小粒である。

コップは、コップである。

小粒金は、小粒金である。

コップ座は、コップ座である。

コップ酒は、コップ酒である。

骨粉は、骨粉である。

コッペパンは、コッペパンである。

コッペリアは、コッペリアである。

コッヘルは、コッヘルである。

骨片は、骨片である。

コッホは、コッホである。

子壺は、子壺である。

小壺は、小壺である。

小坪は、小坪である。

ゴッホは、ゴッホである。

骨法は、骨法である。

骨法用筆は、骨法用筆である。

骨仏は、骨仏である。

こっぽり下駄は、こっぽり下駄である。

小夫は、小夫である。

子夫は、子夫である。

小褄は、小褄である。

小褄紮げは、小褄紮げである。

骨膜は、骨膜である。

骨膜炎は、骨膜炎である。

勝間木綿は、勝間木綿である。

木積は、木積である。

小爪は、小爪である。

小詰は、小詰である。

後詰は、後詰である。



骨迷路は、骨迷路である。

骨油は、骨油である。

骨湯は、骨湯である。

小面憎いは、小面憎いである。

こつりは、こつりである。

ごつりは、ごつりである。

兀立は、兀立である。

骨立は、骨立である。

忽略は、忽略である。

骨鱗は、骨鱗である。

小蔓は、小蔓である。

小釣は、小釣である。

子連れは、子連れである。

こつんは、こつんである。

ごつんは、ごつんである。

鏝は、鏝である。

小手は、小手である。

籠手は、籠手である。

後手は、後手である。

御亭は、御亭である。

碁手は、碁手である。

小体は、小体である。

戸庭は、戸庭である。

固定は、固定である。

孤亭は、孤亭である。

湖底は、湖底である。

五帝は、五帝である。

五鼎は、五鼎である。

固定液は、固定液である。

固定円木は、固定円木である。

固定株は、固定株である。

固定観念は、固定観念である。

固定給は、固定給である。

固定子は、固定子である。

固定資金は、固定資金である。

固定資産は、固定資産である。

固定資産税は、固定資産税である。

固定資本は、固定資本である。

御亭主は、御亭主である。

固定堰は、固定堰である。

固定相場制は、固定相場制である。

鏝板は、鏝板である。

固定ディスクは、固定ディスクである。

固定羽根は、固定羽根である。

固定費は、固定費である。

固定比率は、固定比率である。



固定負債は、固定負債である。

顧亭林は、顧亭林である。

コデインは、コデインである。

鏝絵は、鏝絵である。

コテージは、コテージである。

小手返しは、小手返しである。

御亭嬶は、御亭嬶である。

五手掛は、五手掛である。

故敵は、故敵である。

胡狄は、胡狄である。

胡適は、胡適である。

鼓笛は、鼓笛である。

鼓笛隊は、鼓笛隊である。

こてこては、こてこてである。

ごてごては、ごてごてである。

小手先は、小手先である。

小手指原は、小手指原である。

小手定めは、小手定めである。

御亭様は、御亭様である。

小手調べは、小手調べである。

小手袖は、小手袖である。

小手試しは、小手試しである。

古哲は、古哲である。

故轍は、故轍である。

虎徹は、虎徹である。

五綴は、五綴である。

ごてつくは、ごてつくである。

小丁稚は、小丁稚である。

ごて得は、ごて得である。

小手投げは、小手投げである。

籠手の覆いは、籠手の覆いである。

籠手袋は、籠手袋である。

小手招きは、小手招きである。

小手毬は、小手毬である。

小手回しは、小手回しである。

碁手物は、碁手物である。

ごてるは、ごてるである。

古典は、古典である。

古点は、古点である。

個展は、個展である。

戸田は、戸田である。

古田は、古田である。

古伝は、古伝である。

五典は、五典である。

午天は、午天である。

呉天は、呉天である。



御殿は、御殿である。

語典は、語典である。

誤伝は、誤伝である。

御典医は、御典医である。

御殿医は、御殿医である。

古典音楽は、古典音楽である。

古典学派は、古典学派である。

小天狗は、小天狗である。

古典経済学派は、古典経済学派である。

古典古代は、古典古代である。

こてんこてんは、こてんこてんである。

御殿様は、御殿様である。

五天竺は、五天竺である。

古典主義は、古典主義である。

御殿女中は、御殿女中である。

小天神は、小天神である。

古典的は、古典的である。

御殿場は、御殿場である。

古典派音楽は、古典派音楽である。

古典派刑法学は、古典派刑法学である。

御殿場線は、御殿場線である。

古典バレエは、古典バレエである。

こてんぱんは、こてんぱんである。

御殿番は、御殿番である。

古典物理学は、古典物理学である。

古典文学は、古典文学である。

古典力学は、古典力学である。

古典量子論は、古典量子論である。

事は、事である。

箏は、箏である。

殊は、殊である。

古都は、古都である。

古渡は、古渡である。

糊塗は、糊塗である。

如は、如である。

弧度は、弧度である。

五斗は、五斗である。

ごとは、ごとである。

五度は、五度である。

後度は、後度である。

後途は、後途である。

事合ふは、事合ふである。

言挙げは、言挙げである。

事新しいは、事新しいである。

別天神は、別天神である。

言誤りは、言誤りである。



事誤りは、事誤りである。

事有り顔は、事有り顔である。

事有れかしは、事有れかしである。

言合せは、言合せである。

特牛のは、特牛のである。

琴板は、琴板である。

言痛しは、言痛しである。

琴糸は、琴糸である。

言忌みは、言忌みである。

事忌みは、事忌みである。

五度入は、五度入である。

異色は、異色である。

小藤は、小藤である。

戸頭は、戸頭である。

古刀は、古刀である。

古塔は、古塔である。

孤灯は、孤灯である。

孤島は、孤島である。

弧灯は、弧灯である。

胡豆は、胡豆である。

湖頭は、湖頭である。

小胴は、小胴である。

古道は、古道である。

古銅は、古銅である。

胡銅は、胡銅である。

鼓動は、鼓動である。

五島は、五島である。

後藤は、後藤である。

御灯は、御灯である。

語頭は、語頭である。

誤答は、誤答である。

五道は、五道である。

悟道は、悟道である。

梧桐は、梧桐である。

ゴドウィンは、ゴドウィンである。

古銅器は、古銅器である。

古銅輝石は、古銅輝石である。

小道具は、小道具である。

小道具売は、小道具売である。

小道具方は、小道具方である。

五島鯨は、五島鯨である。

小道具付は、小道具付である。

小道具屋は、小道具屋である。

言承けは、言承けである。

呉道玄は、呉道玄である。

後藤艮山は、後藤艮山である。



呉道子は、呉道子である。

後藤芝山は、後藤芝山である。

五等爵は、五等爵である。

御当所は、御当所である。

後藤象二郎は、後藤象二郎である。

御当所相撲は、御当所相撲である。

後藤新平は、後藤新平である。

五島鯣は、五島鯣である。

五当銭は、五当銭である。

箏歌は、箏歌である。

御当地は、御当地である。

後藤宙外は、後藤宙外である。

後藤点は、後藤点である。

後藤藤四郎は、後藤藤四郎である。

小藤文次郎は、小藤文次郎である。

後藤彫は、後藤彫である。

後藤又兵衛は、後藤又兵衛である。

後藤光次は、後藤光次である。

後藤物は、後藤物である。

湖東焼は、湖東焼である。

後藤祐乗は、後藤祐乗である。

琴占は、琴占である。

異浦は、異浦である。

古同僚は、古同僚である。

言美はしは、言美はしである。

事美はしは、事美はしである。

五島列島は、五島列島である。

言選りは、言選りである。

異仰せ言は、異仰せ言である。

五十日は、五十日である。

事可笑しは、事可笑しである。

事納は、事納である。

異男は、異男である。

異男子は、異男子である。

異思いは、異思いである。

異折は、異折である。

ゴドーをまちながらを待ちながらは、ゴドーをまちながらを待ちながらである。

異女は、異女である。

事欠きは、事欠きである。

事書は、事書である。

言書は、言書である。

事欠くは、事欠くである。

事欠けは、事欠けである。

異父は、異父である。

異方は、異方である。

異方方は、異方方である。



言語らふは、言語らふである。

事勝ちは、事勝ちである。

事がましは、事がましである。

言囂しは、言囂しである。

琴頭は、琴頭である。

言柄は、言柄である。

事柄は、事柄である。

異木は、異木である。

蚕時は、蚕時である。

異后は、異后である。

異君は、異君である。

異君取りは、異君取りである。

事切れは、事切れである。

事切の御成敗は、事切の御成敗である。

事切文書は、事切文書である。

事切れるは、事切れるである。

古徳は、古徳である。

孤独は、孤独である。

五徳は、五徳である。

悟得は、悟得である。

誤読は、誤読である。

異草は、異草である。

言種は、言種である。

後徳大寺実定は、後徳大寺実定である。

後得智は、後得智である。

事諄いは、事諄いである。

異国は、異国である。

子徳人は、子徳人である。

胡徳楽は、胡徳楽である。

琴水母は、琴水母である。

言加ふは、言加ふである。

事加ふは、事加ふである。

子時計は、子時計である。

言乞いは、言乞いである。

異恋は、異恋である。

異心は、異心である。

ことことは、ことことである。

事毎は、事毎である。

事事は、事事である。

悉は、悉である。

異事は、異事である。

異異は、異異である。

ごとごとは、ごとごとである。

悉くは、悉くである。

尽くは、尽くである。

事事しいは、事事しいである。



ことことはは、ことことはである。

事好みは、事好みである。

事好むは、事好むである。

事細かは、事細かである。

事細やかは、事細やかである。

言籠むは、言籠むである。

事籠るは、事籠るである。

小所は、小所である。

碁所は、碁所である。

琴座は、琴座である。

異才は、異才である。

言さへくは、言さへくである。

事解は、事解である。

事離は、事離である。

言離は、言離である。

異境は、異境である。

琴軋は、琴軋である。

事幸くは、事幸くである。

言幸くは、言幸くである。

こと放けばは、こと放けばである。

琴酒をは、琴酒をである。

異里は、異里である。

異悟りは、異悟りである。

事様は、事様である。

異様は、異様である。

事醒ましは、事醒ましである。

事醒むは、事醒むである。

言さやぐは、言さやぐである。

殊更は、殊更である。

殊更ぶは、殊更ぶである。

殊更めくは、殊更めくである。

事去るは、事去るである。

今年は、今年である。

琴師は、琴師である。

小刀自は、小刀自である。

琴柱は、琴柱である。

箏柱は、箏柱である。

如しは、如しである。

今年生いは、今年生いである。

琴柱火灯は、琴柱火灯である。

事繁は、事繁である。

事繁しは、事繁しである。

言繁しは、言繁しである。

今年米は、今年米である。

今年酒は、今年酒である。

今年竹は、今年竹である。



今年の今日は、今年の今日である。

今年の去年は、今年の去年である。

琴柱棒は、琴柱棒である。

事しもは、事しもである。

事しもあり顔は、事しもあり顔である。

事しもあれは、事しもあれである。

事しもこそあれは、事しもこそあれである。

小年寄は、小年寄である。

事知りは、事知りである。

琴尾は、琴尾である。

琴後は、琴後である。

事知り顔は、事知り顔である。

事代は、事代である。

事代主神は、事代主神である。

今年渡りは、今年渡りである。

言出は、言出である。

言少なは、言少なである。

事少なは、事少なである。

琴責は、琴責である。

事殺ぐは、事殺ぐである。

事削ぐは、事削ぐである。

事戯えは、事戯えである。

異対は、異対である。

故には、故にである。

言立つは、言立つである。

辞立つは、辞立つである。

事立つは、事立つである。

言立ては、言立てである。

辞立ては、辞立てである。

異議は、異議である。

言霊は、言霊である。

言霊の幸ふ国は、言霊の幸ふ国である。

言霊指南は、言霊指南である。

言絶ゆは、言絶ゆである。

事足りるは、事足りるである。

事足るは、事足るである。

託かりは、託かりである。

託かり物は、託かり物である。

言付かるは、言付かるである。

託かるは、託かるである。

言告ぐは、言告ぐである。

ごとつくは、ごとつくである。

言付けは、言付けである。

託け顔は、託け顔である。

言付けるは、言付けるである。

言伝えは、言伝えである。



言伝つは、言伝つである。

言伝ては、言伝てである。

言伝汁は、言伝汁である。

異夫は、異夫である。

異妻は、異妻である。

琴爪は、琴爪である。

事典は、事典である。

事跡は、事跡である。

事とは、事とである。

ことどは、ことどである。

言問は、言問である。

言問ひは、言問ひである。

言問団子は、言問団子である。

言問橋は、言問橋である。

言問ふは、言問ふである。

言咎めは、言咎めである。

異時は、異時である。

異所は、異所である。

言疾しは、言疾しである。

言吃りは、言吃りである。

事執りは、事執りである。

事取りは、事取りである。

琴鳥は、琴鳥である。

言直すは、言直すである。

事直るは、事直るである。

事勿れ主義は、事勿れ主義である。

事無酒は、事無酒である。

殊なしは、殊なしである。

事無しは、事無しである。

事成し顔は、事成し顔である。

事無草は、事無草である。

事無しびは、事無しびである。

事無しぶは、事無しぶである。

言成すは、言成すである。

異夏は、異夏である。

事名付くは、事名付くである。

ことならばは、ことならばである。

異なるは、異なるである。

事成るは、事成るである。

事馴るは、事馴るである。

殊には、殊にである。

小舎人は、小舎人である。

小舎人所は、小舎人所である。

小舎人童は、小舎人童である。

故殿は、故殿である。

言の葉は、言の葉である。



琴の緒は、琴の緒である。

事の数は、事の数である。

事の聞えは、事の聞えである。

琴の組は、琴の組である。

事の心は、事の心である。

琴の下樋は、琴の下樋である。

五度の祝儀は、五度の祝儀である。

事の便りは、事の便りである。

事の序では、事の序でである。

言の慰は、言の慰である。

言の葉風は、言の葉風である。

言の葉草は、言の葉草である。

言の葉の道は、言の葉の道である。

言の葉の緑は、言の葉の緑である。

小殿原は、小殿原である。

殊の外は、殊の外である。

事の由は、事の由である。

ことはは、ことはである。

詞は、詞である。

辞は、辞である。

言葉遊びは、言葉遊びである。

言葉荒は、言葉荒である。

言葉争いは、言葉争いである。

事映えは、事映えである。

言葉返しは、言葉返しである。

詞書は、詞書である。

言葉数は、言葉数である。

言葉敵は、言葉敵である。

事計りは、事計りである。

言葉質は、言葉質である。

事始は、事始である。

言葉後は、言葉後である。

言葉尻は、言葉尻である。

言葉少なは、言葉少なである。

言葉違えは、言葉違えである。

言葉巧みは、言葉巧みである。

言葉戦いは、言葉戦いである。

言葉費えは、言葉費えである。

言葉遣いは、言葉遣いである。

言葉付きは、言葉付きである。

言葉尽しは、言葉尽しである。

言葉詰めは、言葉詰めである。

言葉強は、言葉強である。

辞典は、辞典である。

言葉典は、言葉典である。

後鳥羽天皇は、後鳥羽天皇である。



言葉咎めは、言葉咎めである。

異花は、異花である。

言葉の綾は、言葉の綾である。

言葉の泉は、言葉の泉である。

ことばの泉は、ことばの泉である。

言葉の色は、言葉の色である。

言葉の海は、言葉の海である。

詞の緒環は、詞の緒環である。

詞通路は、詞通路である。

言葉の先は、言葉の先である。

言葉の下は、言葉の下である。

言葉の末は、言葉の末である。

言葉の園は、言葉の園である。

言葉の玉は、言葉の玉である。

詞の玉緒は、詞の玉緒である。

詞玉橋は、詞玉橋である。

言葉の塵は、言葉の塵である。

言葉の露は、言葉の露である。

言葉の端は、言葉の端である。

言葉の外れは、言葉の外れである。

言葉の花は、言葉の花である。

言葉の林は、言葉の林である。

言葉の針は、言葉の針である。

言葉の引っ放しは、言葉の引っ放しである。

詞八衢は、詞八衢である。

言葉偏は、言葉偏である。

詞寄は、詞寄である。

異腹は、異腹である。

異同胞は、異同胞である。

異腹腹は、異腹腹である。

言葉論は、言葉論である。

琴弾きは、琴弾きである。

琴弾き草は、琴弾き草である。

琴弾き鳥は、琴弾き鳥である。

小飛出は、小飛出である。

琴人は、琴人である。

異人は、異人である。

琴平は、琴平である。

金刀比羅宮は、金刀比羅宮である。

寿は、寿である。

寿狂言は、寿狂言である。

寿草は、寿草である。

寿競は、寿競である。

寿くは、寿くである。

事旧るは、事旧るである。

言旧るは、言旧るである。



事触れは、事触れである。

言触れは、言触れである。

五斗米は、五斗米である。

五斗米道は、五斗米道である。

弧度法は、弧度法である。

言祝は、言祝である。

言寿は、言寿である。

寿ぐは、寿ぐである。

言祝ぐは、言祝ぐである。

小灯は、小灯である。

事程左様には、事程左様にである。

異巻は、異巻である。

後途負は、後途負である。

事祭は、事祭である。

言学びは、言学びである。

五泊は、五泊である。

事見は、事見である。

五斗味噌は、五斗味噌である。

異道は、異道である。

言趣くは、言趣くである。

言向くは、言向くである。

言結ぶは、言結ぶである。

事むつかしいは、事むつかしいである。

殊もは、殊もである。

子供は、子供である。

子供上がりは、子供上がりである。

子供扱いは、子供扱いである。

事も有ろうには、事も有ろうにである。

事も疎かは、事も疎かである。

子供会は、子供会である。

子供顔は、子供顔である。

子供気は、子供気である。

子供狂言は、子供狂言である。

子供組は、子供組である。

子供芸者は、子供芸者である。

子供心は、子供心である。

子供盛りは、子供盛りである。

子供芝居は、子供芝居である。

子供染みるは、子供染みるである。

子供衆は、子供衆である。

子供好きは、子供好きである。

子供騙しは、子供騙しである。

子供誑しは、子供誑しである。

子供茶屋は、子供茶屋である。

子供っぽいは、子供っぽいである。

子供友達は、子供友達である。



事も無げは、事も無げである。

異物は、異物である。

子どもの権利条約は、子どもの権利条約である。

こどもの日は、こどもの日である。

子供保険は、子供保険である。

子供屋は、子供屋である。

子供宿は、子供宿である。

子供らしいは、子供らしいである。

子供業は、子供業である。

事破りは、事破りである。

別倭種は、別倭種である。

言止むは、言止むである。

事故は、事故である。

事行くは、事行くである。

言許すは、言許すである。

異用は、異用である。

事八日は、事八日である。

言好がりは、言好がりである。

言好がるは、言好がるである。

事善げさは、事善げさである。

異夜さは、異夜さである。

言寄さすは、言寄さすである。

事寄さすは、事寄さすである。

言好しは、言好しである。

言寄すは、言寄すである。

事寄すは、事寄すである。

言縁妻は、言縁妻である。

言寄せるは、言寄せるである。

事寄せるは、事寄せるである。

事寄るは、事寄るである。

ゴトランド紀は、ゴトランド紀である。

ことりは、ことりである。

子捕りは、子捕りである。

子取りは、子取りである。

小鳥は、小鳥である。

部領は、部領である。

ごとりは、ごとりである。

小鳥網は、小鳥網である。

小鳥合せは、小鳥合せである。

古鳥蘇は、古鳥蘇である。

部領使は、部領使である。

子取婆は、子取婆である。

小取回は、小取回である。

小取回しは、小取回しである。

小鳥焼は、小鳥焼である。

辞別きは、辞別きである。



言別きは、言別きである。

辞別くは、辞別くである。

言別くは、言別くである。

事訳は、事訳である。

辞別けは、辞別けである。

言別けは、言別けである。

諺は、諺である。

言事は、言事である。

事業は、事業である。

異業は、異業である。

断りは、断りである。

理は、理である。

断り書きは、断り書きである。

断り状は、断り状である。

理の兵は、理の兵である。

理の装いは、理の装いである。

断るは、断るである。

判るは、判るである。

ことんは、ことんである。

コドンは、コドンである。

小鳶は、小鳶である。

子なは、子なである。

小名は、小名である。

小菜は、小菜である。

此なは、此なである。

御内儀は、御内儀である。

御内室は、御内室である。

御内書は、御内書である。

御内証は、御内証である。

此間は、此間である。

御内方は、御内方である。

粉白粉は、粉白粉である。

子中は、子中である。

子仲は、子仲である。

小菜蛾は、小菜蛾である。

小轅は、小轅である。

こなかきは、こなかきである。

小中黒は、小中黒である。

熟金は、熟金である。

小中村は、小中村である。

小中村清矩は、小中村清矩である。

小半は、小半である。

二合半は、二合半である。

小半入は、小半入である。

小半酒は、小半酒である。

小水葱は、小水葱である。



粉口は、粉口である。

粉口鹿毛は、粉口鹿毛である。

コナクリは、コナクリである。

粉粉は、粉粉である。

此方様は、此方様である。

此様は、此様である。

熟しは、熟しである。

小梨は、小梨である。

熟し木屋は、熟し木屋である。

熟し部屋は、熟し部屋である。

熟すは、熟すである。

小茄子は、小茄子である。

粉石鹸は、粉石鹸である。

熟田は、熟田である。

水田は、水田である。

小名題は、小名題である。

此方方は、此方方である。

此方合点は、此方合点である。

此方彼方は、此方彼方である。

此方暗は、此方暗である。

熟田作りは、熟田作りである。

粉だには、粉だにである。

粉チーズは、粉チーズである。

粉茶立虫は、粉茶立虫である。

小棗は、小棗である。

ゴナドトロピンは、ゴナドトロピンである。

此な人は、此な人である。

小魚船は、小魚船である。

小鍋は、小鍋である。

小鍋立ては、小鍋立てである。

小生意気は、小生意気である。

小訛るは、小訛るである。

嫡妻は、嫡妻である。

前妻は、前妻である。

小波は、小波である。

粉微塵は、粉微塵である。

粉味噌は、粉味噌である。

粉ミルクは、粉ミルクである。

粉屋は、粉屋である。

粉屋の泥棒は、粉屋の泥棒である。

粉雪は、粉雪である。

小楢は、小楢である。

後奈良天皇は、後奈良天皇である。

熟るは、熟るである。

熟れは、熟れである。

熟れるは、熟れるである。



小縄は、小縄である。

湖南は、湖南である。

こなんは、こなんである。

御難は、御難である。

湖南事件は、湖南事件である。

小納戸は、小納戸である。

小納戸衆は、小納戸衆である。

小納戸頭取は、小納戸頭取である。

小納戸坊主は、小納戸坊主である。

御難の餅は、御難の餅である。

コニーアイランドは、コニーアイランドである。

コニーデは、コニーデである。

コニインは、コニインである。

小憎いは、小憎いである。

小憎らしいは、小憎らしいである。

小二才は、小二才である。

小西は、小西である。

胡にしは、胡にしである。

小西重直は、小西重直である。

小西信八は、小西信八である。

小西行長は、小西行長である。

後二条天皇は、後二条天皇である。

小二条殿は、小二条殿である。

小西来山は、小西来山である。

小荷駄は、小荷駄である。

小荷駄馬は、小荷駄馬である。

小荷駄押えは、小荷駄押えである。

小荷駄方は、小荷駄方である。

小荷駄印は、小荷駄印である。

小荷駄奉行は、小荷駄奉行である。

小荷駄船は、小荷駄船である。

五日十座は、五日十座である。

後日の菊は、後日の菊である。

小荷物は、小荷物である。

蒟蒻は、蒟蒻である。

コニャックは、コニャックである。

悟入は、悟入である。

小女房は、小女房である。

ごにょごにょは、ごにょごにょである。

小庭は、小庭である。

五人は、五人である。

誤認は、誤認である。

五人組は、五人組である。

五人組帳は、五人組帳である。

小人数は、小人数である。

五人囃子は、五人囃子である。



五人張は、五人張である。

捏ぬは、捏ぬである。

小糠は、小糠である。

粉糠は、粉糠である。

小糠雨は、小糠雨である。

小糠祝は、小糠祝である。

小糠三合は、小糠三合である。

小麻は、小麻である。

小幣は、小幣である。

小盗人は、小盗人である。

子盗人は、子盗人である。

小盗みは、小盗みである。

木末は、木末である。

木末隠るは、木末隠るである。

小根は、小根である。

コネは、コネである。

来ねは、来ねである。

捏ね上げるは、捏ね上げるである。

捏ね合せるは、捏ね合せるである。

捏ね返すは、捏ね返すである。

コネクションは、コネクションである。

コネクターは、コネクターである。

コネクティングロッドは、コネクティングロッドである。

捏ねくり返すは、捏ねくり返すである。

捏ねくるは、捏ねくるである。

子猫は、子猫である。

小猫は、小猫である。

仔猫は、仔猫である。

子鼠は、子鼠である。

小鼠は、小鼠である。

練墨は、練墨である。

コネチカットは、コネチカットである。

午熱は、午熱である。

ごね得は、ごね得である。

捏ね取りは、捏ね取りである。

小寝巻は、小寝巻である。

捏ね回すは、捏ね回すである。

木練は、木練である。

木練柿は、木練柿である。

捏ねるは、捏ねるである。

ごねるは、ごねるである。

古年は、古年である。

顧念は、顧念である。

御念は、御念である。

護念は、護念である。

古年刀は、古年刀である。



古年兵は、古年兵である。

五念門は、五念門である。

此のは、此のである。

斯のは、斯のである。

此の間は、此の間である。

此明は、此明である。

此の後は、此の後である。

此糸は、此糸である。

雇農は、雇農である。

御悩は、御悩である。

誤納は、誤納である。

此の上は、此の上である。

此の上ともは、此の上ともである。

此の上ないは、此の上ないである。

御悩気は、御悩気である。

小直衣は、小直衣である。

此の内は、此の内である。

此の中は、此の中である。

木の末は、木の末である。

木の枝は、木の枝である。

近衛は、近衛である。

近衛篤麿は、近衛篤麿である。

近衛家熙は、近衛家熙である。

近衛前久は、近衛前久である。

近衛師団は、近衛師団である。

近衛声明は、近衛声明である。

近衛府は、近衛府である。

近衛天皇は、近衛天皇である。

近衛大将は、近衛大将である。

近衛中将は、近衛中将である。

近衛舎人は、近衛舎人である。

近衛信尹は、近衛信尹である。

近衛御門は、近衛御門である。

近衛秀麿は、近衛秀麿である。

近衛文麿は、近衛文麿である。

近衛兵は、近衛兵である。

近衛牡丹は、近衛牡丹である。

近衛流は、近衛流である。

木の陰は、木の陰である。

此の方は、此の方である。

以来は、以来である。

氏上は、氏上である。

兄心は、兄心である。

兄だつは、兄だつである。

此君は、此君である。

此の位は、此の位である。



木の暗れは、木の暗れである。

木の暮は、木の暮である。

木の暗れ茂は、木の暗れ茂である。

木の暗れのは、木の暗れのである。

海鼠子は、海鼠子である。

此の期は、此の期である。

兄部は、兄部である。

此の頃は、此の頃である。

此の頃中は、此の頃中である。

此の頃様は、此の頃様である。

此の際は、此の際である。

此の先は、此の先である。

木の下は、木の下である。

木の下隠るは、木の下隠るである。

木の下隠れは、木の下隠れである。

木の下陰は、木の下陰である。

木の下風は、木の下風である。

木の下狩りは、木の下狩りである。

木の下月夜は、木の下月夜である。

木の下露は、木の下露である。

木の下水は、木の下水である。

木の下道は、木の下道である。

木の下闇は、木の下闇である。

鮗は、鮗である。

籠神社は、籠神社である。

此の瀬は、此の瀬である。

此の節は、此の節である。

五の膳は、五の膳である。

此の度は、此の度である。

此の段は、此の段である。

此の月は、此の月である。

コノテーションは、コノテーションである。

児手柏は、児手柏である。

側柏は、側柏である。

此の伝は、此の伝である。

此の通りは、此の通りである。

此の所は、此の所である。

此の年頃は、此の年頃である。

コノドントは、コノドントである。

木の根は、木の根である。

木の葉は、木の葉である。

木の葉石は、木の葉石である。

木の葉落しは、木の葉落しである。

木の葉鬼は、木の葉鬼である。

木の葉返しは、木の葉返しである。

木の葉掻きは、木の葉掻きである。



木の葉隠りは、木の葉隠りである。

木の葉隠るは、木の葉隠るである。

木の葉隠れは、木の葉隠れである。

木の葉髪は、木の葉髪である。

木の葉鰈は、木の葉鰈である。

木の葉屑は、木の葉屑である。

木の葉籠るは、木の葉籠るである。

木の葉衣は、木の葉衣である。

木の葉侍は、木の葉侍である。

木の葉猿は、木の葉猿である。

木の葉時雨は、木の葉時雨である。

木の葉木菟は、木の葉木菟である。

木の葉煎餅は、木の葉煎餅である。

木の葉蝶は、木の葉蝶である。

木の葉天狗は、木の葉天狗である。

木の葉採り月は、木の葉採り月である。

木の花は、木の花である。

此の花は、此の花である。

木花之開耶姫は、木花之開耶姫である。

木花之佐久夜毘売は、木花之佐久夜毘売である。

木の葉銜は、木の葉銜である。

木の葉舟は、木の葉舟である。

木の葉坊主は、木の葉坊主である。

木の葉虫は、木の葉虫である。

木の葉武者は、木の葉武者である。

此の分は、此の分である。

此の程は、此の程である。

木の間は、木の間である。

蚕の舞は、蚕の舞である。

此の前は、此の前である。

好ましいは、好ましいである。

此の儘は、此の儘である。

好みは、好みである。

好み心は、好み心である。

好み好みは、好み好みである。

好み過すは、好み過すである。

好み立つは、好み立つである。

木の実鳥は、木の実鳥である。

好むは、好むである。

木の芽風は、木の芽風である。

木の芽月は、木の芽月である。

木の芽時は、木の芽時である。

此の面は、此の面である。

此の面彼の面は、此の面彼の面である。

好もしいは、好もしいである。

好もしがるは、好もしがるである。



木の下祭は、木の下祭である。

此の故には、此の故にである。

此の世は、此の世である。

此の様は、此の様である。

此の世ならずは、此の世ならずである。

此の世の限りは、此の世の限りである。

此の世の外は、此の世の外である。

此の夜らは、此の夜らである。

兄鷂は、兄鷂である。

海鼠腸は、海鼠腸である。

好んでは、好んでである。

此はは、此はである。

是はは、是はである。

小場は、小場である。

木羽は、木羽である。

胡馬は、胡馬である。

五派は、五派である。

五覇は、五覇である。

呉派は、呉派である。

語派は、語派である。

五馬は、五馬である。

後場は、後場である。

故買は、故買である。

御拝は、御拝である。

誤配は、誤配である。

古梅園は、古梅園である。

小梅けい草は、小梅けい草である。

五倍子は、五倍子である。

呉梅村は、呉梅村である。

木羽板は、木羽板である。

小羽板は、小羽板である。

コパイバは、コパイバである。

向拝柱は、向拝柱である。

コパイババルサムは、コパイババルサムである。

呉佩孚は、呉佩孚である。

小蠅は、小蠅である。

小馬鹿は、小馬鹿である。

コパカバーナは、コパカバーナである。

小袴は、小袴である。

小馬鹿回しは、小馬鹿回しである。

小脛は、小脛である。

小萩は、小萩である。

小萩原は、小萩原である。

賈舶は、賈舶である。

琥珀織は、琥珀織である。

琥珀玉は、琥珀玉である。



琥珀酸は、琥珀酸である。

琥珀縞は、琥珀縞である。

琥珀糖は、琥珀糖である。

琥珀油は、琥珀油である。

小箱は、小箱である。

小筥は、小筥である。

籠箱は、籠箱である。

木場作は、木場作である。

御破算は、御破算である。

小半蔀は、小半蔀である。

小走りは、小走りである。

粉走は、粉走である。

小走衆は、小走衆である。

こばすは、こばすである。

小恥かしいは、小恥かしいである。

小鉤は、小鉤である。

鞐は、鞐である。

小鉤掛けは、小鉤掛けである。

小鉤脚絆は、小鉤脚絆である。

小鰭は、小鰭である。

木皮は、木皮である。

木膚は、木膚である。

樸は、樸である。

小旗は、小旗である。

小畠染は、小畠染である。

小幡小平次は、小幡小平次である。

小鉢は、小鉢である。

五八の賀は、五八の賀である。

小八葉の車は、小八葉の車である。

御法度は、御法度である。

裔は、裔である。

小鼻は、小鼻である。

小話は、小話である。

小咄は、小咄である。

小咄本は、小咄本である。

小噺本は、小噺本である。

後花園天皇は、後花園天皇である。

小花鳥は、小花鳥である。

子離れは、子離れである。

小羽根は、小羽根である。

小羽根釘は、小羽根釘である。

小葉のとねりこは、小葉のとねりこである。

小幅は、小幅である。

小幅板は、小幅板である。

小幅往来は、小幅往来である。

小浜縮緬は、小浜縮緬である。



古浜縮緬は、古浜縮緬である。

五葉豆は、五葉豆である。

拒み人は、拒み人である。

拒むは、拒むである。

小早は、小早である。

子早いは、子早いである。

小早いは、小早いである。

小早川は、小早川である。

小早川隆景は、小早川隆景である。

小早川秀秋は、小早川秀秋である。

小林は、小林である。

小林一三は、小林一三である。

小林一茶は、小林一茶である。

小林清親は、小林清親である。

小林古径は、小林古径である。

小林多喜二は、小林多喜二である。

小林秀雄は、小林秀雄である。

小早船は、小早船である。

後払いは、後払いである。

五波羅蜜は、五波羅蜜である。

粉張は、粉張である。

小針は、小針である。

小春は、小春である。

コパルは、コパルである。

小春治兵衛は、小春治兵衛である。

小春空は、小春空である。

コバルトは、コバルトである。

コバルト華は、コバルト華である。

コバルトグリーンは、コバルトグリーンである。

コバルト爆弾は、コバルト爆弾である。

コバルトブルーは、コバルトブルーである。

小春凪は、小春凪である。

小春日は、小春日である。

小春日和は、小春日和である。

古版は、古版である。

孤帆は、孤帆である。

湖畔は、湖畔である。

小判は、小判である。

小番は、小番である。

火番は、火番である。

枯礬は、枯礬である。

午飯は、午飯である。

伍伴は、伍伴である。

御判は、御判である。

御飯は、御飯である。

誤判は、誤判である。



五番は、五番である。

御番は、御番である。

碁盤は、碁盤である。

御番医師は、御番医師である。

小判頂きは、小判頂きである。

小判市は、小判市である。

御番入は、御番入である。

御番鍛冶は、御番鍛冶である。

小判形は、小判形である。

五番方は、五番方である。

小半斤は、小半斤である。

小判金は、小判金である。

小判銀は、小判銀である。

碁盤格子は、碁盤格子である。

小判鮫は、小判鮫である。

小半紙は、小半紙である。

湖畔詩人は、湖畔詩人である。

碁盤縞は、碁盤縞である。

小番衆は、小番衆である。

御番所は、御番所である。

小判女郎は、小判女郎である。

小判草は、小判草である。

碁盤太平記は、碁盤太平記である。

御飯炊きは、御飯炊きである。

碁盤忠信は、碁盤忠信である。

五番立は、五番立である。

小判漬は、小判漬である。

御飯粒は、御飯粒である。

御判手は、御判手である。

小半時は、小半時である。

小半日は、小半日である。

碁盤人形は、碁盤人形である。

小半年は、小半年である。

御判の御教書は、御判の御教書である。

碁盤乗りは、碁盤乗りである。

小判粉は、小判粉である。

古版本は、古版本である。

御飯蒸しは、御飯蒸しである。

五番目物は、五番目物である。

御判物は、御判物である。

碁盤割りは、碁盤割りである。

古碑は、古碑である。

虎皮は、虎皮である。

喉痺は、喉痺である。

媚は、媚である。

狐媚は、狐媚である。



寤寐は、寤寐である。

語尾は、語尾である。

ゴビは、ゴビである。

コピーは、コピーである。

コピー紙は、コピー紙である。

コピー食品は、コピー食品である。

コヒーラーは、コヒーラーである。

コピーライターは、コピーライターである。

コピーライトは、コピーライトである。

コヒーレントは、コヒーレントである。

虎皮下は、虎皮下である。

小引きは、小引きである。

木挽は、木挽である。

小引合は、小引合である。

木挽唄は、木挽唄である。

小引出しは、小引出しである。

小抽斗は、小抽斗である。

木挽町は、木挽町である。

木挽町狩野は、木挽町狩野である。

小髭は、小髭である。

小膝は、小膝である。

小庇は、小庇である。

小膝突きは、小膝突きである。

コヒサンは、コヒサンである。

泥は、泥である。

小臂は、小臂である。

小肘は、小肘である。

媚び鎮むは、媚び鎮むである。

古皮質は、古皮質である。

古美術は、古美術である。

古備前は、古備前である。

小額は、小額である。

媚茶は、媚茶である。

古筆は、古筆である。

五筆は、五筆である。

古筆家は、古筆家である。

古筆切は、古筆切である。

こびつくは、こびつくである。

媚び付くは、媚び付くである。

小引裂元結は、小引裂元結である。

小羊は、小羊である。

子羊は、子羊である。

こびっちょは、こびっちょである。

古筆見は、古筆見である。

古筆了佐は、古筆了佐である。

小人は、小人である。



小人頭は、小人頭である。

小人河馬は、小人河馬である。

小人革は、小人革である。

小人組は、小人組である。

小人島は、小人島である。

小人症は、小人症である。

小人目付は、小人目付である。

小雛は、小雛である。

小捻は、小捻である。

ゴビノーは、ゴビノーである。

媚び諂うは、媚び諂うである。

語尾変化は、語尾変化である。

五秘密は、五秘密である。

小姫は、小姫である。

小紐は、小紐である。

こび者は、こび者である。

五百は、五百である。

五百戒は、五百戒である。

五百切は、五百切である。

小百姓は、小百姓である。

五百生は、五百生である。

五百塵点劫は、五百塵点劫である。

五百八十年は、五百八十年である。

五百羅漢は、五百羅漢である。

誤謬は、誤謬である。

コピュラは、コピュラである。

小兵は、小兵である。

虎豹は、虎豹である。

孤平は、孤平である。

瓠瓢は、瓠瓢である。

小俵は、小俵である。

古廟は、古廟である。

五廟は、五廟である。

御廟は、御廟である。

小拍子は、小拍子である。

小屏風は、小屏風である。

こびりつくは、こびりつくである。

小昼は、小昼である。

こびるは、こびるである。

媚びるは、媚びるである。

古品は、古品である。

小鬢は、小鬢である。

五品江戸廻令は、五品江戸廻令である。

小鬢先は、小鬢先である。

虎符は、虎符である。

誇負は、誇負である。



鼓桴は、鼓桴である。

瘤は、瘤である。

昆布は、昆布である。

戸部は、戸部である。

鼓舞は、鼓舞である。

こぶは、こぶである。

媚ぶは、媚ぶである。

五府は、五府である。

後夫は、後夫である。

護符は、護符である。

御符は、御符である。

御封は、御封である。

五分は、五分である。

五部は、五部である。

こぶいは、こぶいである。

御無音は、御無音である。

古風は、古風である。

胡風は、胡風である。

瘤牛は、瘤牛である。

五風十雨は、五風十雨である。

昆布売は、昆布売である。

鼓風炉は、鼓風炉である。

木深いは、木深いである。

後深草天皇は、後深草天皇である。

五分粥は、五分粥である。

五分刈りは、五分刈りである。

粉吹き芋は、粉吹き芋である。

五奉行は、五奉行である。

古服は、古服である。

胡服は、胡服である。

鼓腹は、鼓腹である。

子福は、子福である。

五服は、五服である。

五福は、五福である。

呉服は、呉服である。

御福は、御福である。

鼓腹撃壌は、鼓腹撃壌である。

小袱紗は、小袱紗である。

呉服差は、呉服差である。

五分櫛は、五分櫛である。

子福者は、子福者である。

呉服尺は、呉服尺である。

呉服所は、呉服所である。

呉服店は、呉服店である。

呉服棚は、呉服棚である。

五服継は、五服継である。



御服所は、御服所である。

呉服の間は、呉服の間である。

御福餅は、御福餅である。

呉服橋門は、呉服橋門である。

呉服聖は、呉服聖である。

小瓠は、小瓠である。

小服綿は、小服綿である。

呉服物は、呉服物である。

呉服物差は、呉服物差である。

呉服屋は、呉服屋である。

子袋は、子袋である。

小袋は、小袋である。

こふこふは、こふこふである。

瘤瘤は、瘤瘤である。

五分五分は、五分五分である。

五分月代は、五分月代である。

五分挿は、五分挿である。

御無沙汰は、御無沙汰である。

鼓桴指は、鼓桴指である。

辛夷は、辛夷である。

小節は、小節である。

古武士は、古武士である。

御無事は、御無事である。

拳上がりは、拳上がりである。

拳打ちは、拳打ちである。

甲武信ヶ岳は、甲武信ヶ岳である。

拳固めは、拳固めである。

小節絹は、小節絹である。

小節材は、小節材である。

拳下がりは、拳下がりである。

拳鼻は、拳鼻である。

後伏見天皇は、後伏見天皇である。

昆布締めは、昆布締めである。

御不承は、御不承である。

御不浄は、御不浄である。

戸部尚書は、戸部尚書である。

小普請は、小普請である。

五分心は、五分心である。

小普請入は、小普請入である。

小普請方は、小普請方である。

小普請金は、小普請金である。

小普請組は、小普請組である。

小普請支配は、小普請支配である。

小普請奉行は、小普請奉行である。

小衾は、小衾である。

瘤鯛は、瘤鯛である。



五部大乗経は、五部大乗経である。

昆布出しは、昆布出しである。

瘤立つは、瘤立つである。

昆布鱈は、昆布鱈である。

首打は、首打である。

小扶持は、小扶持である。

小淵沢は、小淵沢である。

昆布茶は、昆布茶である。

古仏は、古仏である。

古物は、古物である。

個物は、個物である。

誤払は、誤払である。

五仏は、五仏である。

互物は、互物である。

後仏は、後仏である。

瘤付きは、瘤付きである。

五分搗きは、五分搗きである。

五分漬は、五分漬である。

古物商は、古物商である。

御仏前は、御仏前である。

五仏宝冠は、五仏宝冠である。

小筆は、小筆である。

コブデンは、コブデンである。

コブドは、コブドである。

コプトは、コプトである。

古風土記は、古風土記である。

コプト語は、コプト語である。

コプト美術は、コプト美術である。

小肥りは、小肥りである。

小太りは、小太りである。

瘤取りは、瘤取りである。

小鮒は、小鮒である。

御府内は、御府内である。

小鮒草は、小鮒草である。

小舟は、小舟である。

小船は、小船である。

小舟役は、小舟役である。

昆布熨斗は、昆布熨斗である。

瘤白鳥は、瘤白鳥である。

瘤病は、瘤病である。

昆布巻は、昆布巻である。

小文は、小文である。

瘤楊枝は、瘤楊枝である。

腓は、腓である。

コブラは、コブラである。

コプラは、コプラである。



ゴブランは、ゴブランである。

子振りは、子振りである。

小振りは、小振りである。

小降りは、小降りである。

コプリック斑は、コプリック斑である。

ゴブレットは、ゴブレットである。

コブレンツは、コブレンツである。

小風呂は、小風呂である。

古墳は、古墳である。

股ふんは、股ふんである。

孤憤は、孤憤である。

子分は、子分である。

古文は、古文である。

胡粉は、胡粉である。

誤聞は、誤聞である。

御分は、御分である。

胡粉絵は、胡粉絵である。

古文学は、古文学である。

古文聞きは、古文聞きである。

古文辞は、古文辞である。

胡粉地は、胡粉地である。

古文辞学は、古文辞学である。

古文字金銀は、古文字金銀である。

古墳時代は、古墳時代である。

御文章は、御文章である。

古文尚書は、古文尚書である。

古文真宝は、古文真宝である。

古文めくは、古文めくである。

コペは、コペである。

古兵は、古兵である。

古弊は、古弊である。

胡兵は、胡兵である。

胡瓶は、胡瓶である。

庫平は、庫平である。

雇兵は、雇兵である。

雇聘は、雇聘である。

鼓へいは、鼓へいである。

御幣は、御幣である。

語弊は、語弊である。

コペイカは、コペイカである。

御幣担ぎは、御幣担ぎである。

庫平銀は、庫平銀である。

五平太は、五平太である。

御幣持ちは、御幣持ちである。

御幣餅は、御幣餅である。

古癖は、古癖である。



小べし見は、小べし見である。

戸別は、戸別である。

個別は、個別である。

箇別は、箇別である。

個別概念は、個別概念である。

コペックは、コペックである。

戸別訪問は、戸別訪問である。

コペポーダは、コペポーダである。

コペルニクスは、コペルニクスである。

コペルニクス的転回は、コペルニクス的転回である。

子偏は、子偏である。

顧眄は、顧眄である。

互変は、互変である。

御辺は、御辺である。

互変異性は、互変異性である。

五辺形は、五辺形である。

小便当は、小便当である。

互変二形は、互変二形である。

コペンハーゲンは、コペンハーゲンである。

コペンハーゲン大学は、コペンハーゲン大学である。

孤歩は、孤歩である。

五保は、五保である。

小袍は、小袍である。

古方は、古方である。

古法は、古法である。

孤峰は、孤峰である。

顧望は、顧望である。

五方は、五方である。

五宝は、五宝である。

午砲は、午砲である。

御報は、御報である。

語法は、語法である。

誤報は、誤報である。

護法は、護法である。

牛蒡は、牛蒡である。

御坊は、御坊である。

御房は、御房である。

孤篷庵は、孤篷庵である。

古方家は、古方家である。

古法眼は、古法眼である。

牛蒡剣は、牛蒡剣である。

小法師は、小法師である。

語法指南は、語法指南である。

牛蒡縞は、牛蒡縞である。

小奉書は、小奉書である。

後北条氏は、後北条氏である。



牛蒡尻は、牛蒡尻である。

小坊主は、小坊主である。

御宝前は、御宝前である。

護法善神は、護法善神である。

護法童子は、護法童子である。

牛蒡抜きは、牛蒡抜きである。

五榜の掲示は、五榜の掲示である。

古朋輩は、古朋輩である。

御方便は、御方便である。

湖北は、湖北である。

古木は、古木である。

古墨は、古墨である。

五木は、五木である。

枯木寒巌は、枯木寒巌である。

枯木死灰は、枯木死灰である。

古木責めは、古木責めである。

枯木立ちは、枯木立ちである。

こほこほは、こほこほである。

ごほごほは、ごほごほである。

ごぼごぼは、ごぼごぼである。

翻は、翻である。

零しは、零しである。

毀すは、毀すである。

零すは、零すである。

溢すは、溢すである。

毀ち家は、毀ち家である。

毀つは、毀つである。

小仏は、小仏である。

小仏峠は、小仏峠である。

子骨は、子骨である。

小骨は、小骨である。

ごほめかすは、ごほめかすである。

ごほめくは、ごほめくである。

小堀は、小堀である。

小堀遠州は、小堀遠州である。

後堀河天皇は、後堀河天皇である。

小堀鞆音は、小堀鞆音である。

コボルは、コボルである。

毀るは、毀るである。

零るは、零るである。

溢るは、溢るである。

毀れは、毀れである。

零れは、零れである。

零れ梅は、零れ梅である。

零れ落ちるは、零れ落ちるである。

零れ懸るは、零れ懸るである。



零れ幸いは、零れ幸いである。

零れ桜は、零れ桜である。

零れ墨は、零れ墨である。

零れ種は、零れ種である。

零れ話は、零れ話である。

零れ松葉は、零れ松葉である。

零れ物は、零れ物である。

毀れるは、毀れるである。

零れるは、零れるである。

溢れるは、溢れるである。

こほろは、こほろである。

小本は、小本である。

古本は、古本である。

虎賁は、虎賁である。

孤本は、孤本である。

鼓盆は、鼓盆である。

ごほんは、ごほんである。

御本は、御本である。

古本説話集は、古本説話集である。

御本手は、御本手である。

子煩悩は、子煩悩である。

狛は、狛である。

駒は、駒である。

小間は、小間である。

木間は、木間である。

古満は、古満である。

独楽は、独楽である。

コマは、コマである。

護摩は、護摩である。

胡麻は、胡麻である。

胡麻和えは、胡麻和えである。

コマーシャリズムは、コマーシャリズムである。

コマーシャルは、コマーシャルである。

コマーシャルソングは、コマーシャルソングである。

コマーシャルベースは、コマーシャルベースである。

コマーシャルメッセージは、コマーシャルメッセージである。

駒遊びは、駒遊びである。

胡麻油は、胡麻油である。

細編みは、細編みである。

細雨は、細雨である。

胡麻餡は、胡麻餡である。

氷下魚は、氷下魚である。

小舞は、小舞である。

木舞は、木舞である。

古米は、古米である。

細いは、細いである。



五枚は、五枚である。

小舞謡は、小舞謡である。

木舞掻は、木舞掻である。

五枚兜は、五枚兜である。

五枚笹は、五枚笹である。

狛犬は、狛犬である。

木舞貫は、木舞貫である。

駒入れは、駒入れである。

高麗人は、高麗人である。

小前は、小前である。

小間絵は、小間絵である。

駒絵は、駒絵である。

狛江は、狛江である。

コマーシャルペーパーは、コマーシャルペーパーである。

小前百姓は、小前百姓である。

駒落ちは、駒落ちである。

齣落しは、齣落しである。

駒落しは、駒落しである。

駒踊は、駒踊である。

細かは、細かである。

細かいは、細かいである。

駒返しは、駒返しである。

こまがえるは、こまがえるである。

細書きは、細書きである。

高麗楽は、高麗楽である。

細かしは、細かしである。

ごまかしは、ごまかしである。

ごまかすは、ごまかすである。

駒方は、駒方である。

駒形は、駒形である。

駒ヶ岳は、駒ヶ岳である。

細金は、細金である。

細銀は、細銀である。

駒ヶ根は、駒ヶ根である。

小間紙は、小間紙である。

胡麻幹は、胡麻幹である。

胡麻幹縞は、胡麻幹縞である。

胡麻幹決りは、胡麻幹決りである。

胡麻殻決りは、胡麻殻決りである。

小牧は、小牧である。

護摩木は、護摩木である。

古満休意は、古満休意である。

細切りは、細切りである。

細切れは、細切れである。

小間切れは、小間切れである。

小幕は、小幕である。



鼓膜は、鼓膜である。

駒草は、駒草である。

駒組みは、駒組みである。

小枕は、小枕である。

小枕返しは、小枕返しである。

駒競べは、駒競べである。

駒競行幸絵巻は、駒競行幸絵巻である。

細けは、細けである。

細けしは、細けしである。

駒下駄は、駒下駄である。

細事は、細事である。

細言は、細言である。

細細は、細細である。

細細しいは、細細しいである。

駒込は、駒込である。

駒座は、駒座である。

こまさくれるは、こまさくれるである。

胡麻鯖は、胡麻鯖である。

細杷は、細杷である。

細攫いは、細攫いである。

細攫えは、細攫えである。

駒沢大学は、駒沢大学である。

駒師は、駒師である。

薦脚は、薦脚である。

細字は、細字である。

胡麻塩は、胡麻塩である。

高麗尺は、高麗尺である。

こましゃくれるは、こましゃくれるである。

こますは、こますである。

胡麻酢は、胡麻酢である。

胡麻擂りは、胡麻擂りである。

こませは、こませである。

こませ醤蝦は、こませ醤蝦である。

コマソンは、コマソンである。

コ又は、コ又である。

小股は、小股である。

胡麻竹は、胡麻竹である。

小股掬いは、小股掬いである。

小股走りは、小股走りである。

胡麻斑天牛は、胡麻斑天牛である。

小間怠いは、小間怠いである。

胡麻垂れは、胡麻垂れである。

護摩壇は、護摩壇である。

護摩壇の不動は、護摩壇の不動である。

小町は、小町である。

小町糸は、小町糸である。



小町踊は、小町踊である。

狛近真は、狛近真である。

小町草は、小町草である。

小町針は、小町針である。

小町娘は、小町娘である。

小町屋惣七は、小町屋惣七である。

小松は、小松である。

語末は、語末である。

小松石は、小松石である。

小間使は、小間使である。

こま付けるは、こま付けるである。

小松耕輔は、小松耕輔である。

小松島は、小松島である。

小松摺は、小松摺である。

小松帯刀は、小松帯刀である。

こまっちゃくれは、こまっちゃくれである。

こまっちゃくれるは、こまっちゃくれるである。

小松殿は、小松殿である。

小松菜は、小松菜である。

駒繋ぎは、駒繋ぎである。

小松の内府は、小松の内府である。

小松帝は、小松帝である。

小松宮は、小松宮である。

小松原は、小松原である。

小松引きは、小松引きである。

木祭は、木祭である。

高麗剣は、高麗剣である。

胡麻点は、胡麻点である。

小的は、小的である。

護摩堂は、護摩堂である。

胡麻豆腐は、胡麻豆腐である。

胡麻胴乱は、胡麻胴乱である。

駒留めは、駒留めである。

駒鳥は、駒鳥である。

齣撮りは、齣撮りである。

小間取は、小間取である。

細取は、細取である。

胡麻菜は、胡麻菜である。

高麗錦は、高麗錦である。

駒繍は、駒繍である。

拱くは、拱くである。

高麗塗は、高麗塗である。

独楽鼠は、独楽鼠である。

高麗鼠は、高麗鼠である。

駒の足形は、駒の足形である。

胡麻の油は、胡麻の油である。



駒の爪は、駒の爪である。

護摩の灰は、護摩の灰である。

胡麻の葉草は、胡麻の葉草である。

胡麻の葉草科は、胡麻の葉草科である。

駒場は、駒場である。

駒牽きは、駒牽きである。

駒引きは、駒引きである。

駒牽き唄は、駒牽き唄である。

駒牽銭は、駒牽銭である。

肥人は、肥人である。

胡麻斑は、胡麻斑である。

胡麻斑海豹は、胡麻斑海豹である。

高麗笛は、高麗笛である。

狛笛は、狛笛である。

護摩札は、護摩札である。

狛鉾は、狛鉾である。

狛桙は、狛桙である。

古満蒔絵は、古満蒔絵である。

独楽回しは、独楽回しである。

胡麻味噌は、胡麻味噌である。

駒迎えは、駒迎えである。

細結びは、細結びである。

小まめは、小まめである。

古女は、古女である。

ごまめ膾は、ごまめ膾である。

小間物は、小間物である。

小間物店は、小間物店である。

小間物屋は、小間物屋である。

細やかは、細やかである。

濃やかは、濃やかである。

駒焼は、駒焼である。

胡麻焼は、胡麻焼である。

小繭蜂は、小繭蜂である。

駒除けは、駒除けである。

胡麻汚しは、胡麻汚しである。

駒寄せは、駒寄せである。

駒撚糸は、駒撚糸である。

困り入るは、困り入るである。

困り切るは、困り切るである。

困り抜くは、困り抜くである。

困り果てるは、困り果てるである。

困り者は、困り者である。

駒綸子は、駒綸子である。

込まるは、込まるである。

困るは、困るである。

護摩炉は、護摩炉である。



小回りは、小回りである。

駒割は、駒割である。

小万島田は、小万島田である。

コマンドは、コマンドである。

ごまんとは、ごまんとである。

込みは、込みである。

コミは、コミである。

塵は、塵である。

五味は、五味である。

込合いは、込合いである。

込み合うは、込み合うである。

塵芥は、塵芥である。

込み上げるは、込み上げるである。

コミーヌは、コミーヌである。

込み入るは、込み入るである。

込み居るは、込み居るである。

込馬は、込馬である。

樽は、樽である。

小御門は、小御門である。

小御門神社は、小御門神社である。

コミカルは、コミカルである。

小蜜柑草は、小蜜柑草である。

込み込みは、込み込みである。

ごみごみは、ごみごみである。

込先は、込先である。

芥浚いは、芥浚いである。

繁桟は、繁桟である。

五味子は、五味子である。

小短しは、小短しである。

古三島は、古三島である。

五味粥は、五味粥である。

こみずは、こみずである。

濃水は、濃水である。

白飲は、白飲である。

コミスコは、コミスコである。

後水尾天皇は、後水尾天皇である。

小水虫は、小水虫である。

小店は、小店である。

込み栓は、込み栓である。

ごみそは、ごみそである。

込高は、込高である。

小見出しは、小見出しである。

込出しは、込出しである。

芥溜めは、芥溜めである。

芥太夫は、芥太夫である。

小乱は、小乱である。



こみちは、こみちである。

小道は、小道である。

小径は、小径である。

コミックは、コミックである。

込み付くは、込み付くである。

コミックオペラは、コミックオペラである。

コミッサールは、コミッサールである。

コミッショナーは、コミッショナーである。

コミッションは、コミッションである。

コミッティーは、コミッティーである。

コミットは、コミットである。

コミットメントは、コミットメントである。

コミティアは、コミティアである。

濃緑は、濃緑である。

芥取りは、芥取りである。

小湊は、小湊である。

小峰は、小峰である。

小美濃は、小美濃である。

込み乗るは、込み乗るである。

芥箱は、芥箱である。

込歩は、込歩である。

込米は、込米である。

小耳は、小耳である。

芥虫は、芥虫である。

歩行虫は、歩行虫である。

込矢は、込矢である。

小宮は、小宮である。

語脈は、語脈である。

小宮豊隆は、小宮豊隆である。

小宮山は、小宮山である。

小宮山楓軒は、小宮山楓軒である。

込み遣りは、込み遣りである。

コミューター航空は、コミューター航空である。

コミューンは、コミューンである。

コミュナリズムは、コミュナリズムである。

コミュニケは、コミュニケである。

コミュニケーションは、コミュニケーションである。

コミュニケートは、コミュニケートである。

コミュニストは、コミュニストである。

コミュニズムは、コミュニズムである。

コミュニティーは、コミュニティーである。

コミュニティーケアは、コミュニティーケアである。

コミュニティースクールは、コミュニティースクールである。

コミュニティーセンターは、コミュニティーセンターである。

五明は、五明である。

御名代は、御名代である。



小韮は、小韮である。

込藁は、込藁である。

護民官は、護民官である。

五眠蚕は、五眠蚕である。

コミンテルンは、コミンテルンである。

コミンフォルムは、コミンフォルムである。

コムは、コムである。

こむは、こむである。

混むは、混むである。

込むは、込むである。

籠むは、籠むである。

子産むは、子産むである。

卵産むは、卵産むである。

ゴムは、ゴムである。

ゴム編みは、ゴム編みである。

ゴム印は、ゴム印である。

小蜈蚣は、小蜈蚣である。

ゴム管は、ゴム管である。

小麦は、小麦である。

小麦色は、小麦色である。

小麦粉は、小麦粉である。

ゴム靴は、ゴム靴である。

小椋鳥は、小椋鳥である。

ゴム消しは、ゴム消しである。

仔虫は、仔虫である。

ゴム腫は、ゴム腫である。

ゴム漿は、ゴム漿である。

ゴム植物は、ゴム植物である。

こむずかしいは、こむずかしいである。

小息子は、小息子である。

小結は、小結である。

小娘は、小娘である。

虚無僧は、虚無僧である。

御夢想は、御夢想である。

ゴム草履は、ゴム草履である。

コムソモールは、コムソモールである。

ゴム足袋は、ゴム足袋である。

ゴム玉は、ゴム玉である。

ゴム弾性は、ゴム弾性である。

こむつかしいは、こむつかしいである。

ゴムテープは、ゴムテープである。

ゴム長は、ゴム長である。

コムニズムは、コムニズムである。

五墓日は、五墓日である。

ゴム布は、ゴム布である。

小胸は、小胸である。



ゴムの樹は、ゴムの樹である。

ゴム糊は、ゴム糊である。

ゴム絆創膏は、ゴム絆創膏である。

ゴムバンドは、ゴムバンドである。

ゴム引きは、ゴム引きである。

ゴム紐は、ゴム紐である。

ゴム風船は、ゴム風船である。

ゴムホースは、ゴムホースである。

御謀叛は、御謀叛である。

ゴム毬は、ゴム毬である。

小無益しいは、小無益しいである。

御無用は、御無用である。

小村は、小村である。

木叢は、木叢である。

腓返りは、腓返りである。

後村上天皇は、後村上天皇である。

紺村濃は、紺村濃である。

小紫は、小紫である。

濃紫は、濃紫である。

小村寿太郎は、小村寿太郎である。

御無理御尤もは、御無理御尤もである。

ゴムルカは、ゴムルカである。

小室節は、小室節である。

ゴム輪は、ゴム輪である。

米は、米である。

こめは、こめである。

小目は、小目である。

籠めは、籠めである。

込めは、込めである。

米揚げは、米揚げである。

米揚げ笊は、米揚げ笊である。

米預り切手は、米預り切手である。

古名は、古名である。

顧命は、顧命である。

御名算は、御名算である。

御明算は、御明算である。

米市は、米市である。

こめ織は、こめ織である。

米会所は、米会所である。

米浙は、米浙である。

子めかしは、子めかしである。

米河岸は、米河岸である。

米浙桶は、米浙桶である。

米浙笊は、米浙笊である。

込型は、込型である。

米搗杵は、米搗杵である。



米噛みは、米噛みである。

蟀谷は、蟀谷である。

米唐櫃は、米唐櫃である。

米為替は、米為替である。

米切手は、米切手である。

子めくは、子めくである。

米食いは、米食いである。

米喰い鼠は、米喰い鼠である。

米食い虫は、米食い虫である。

米公方は、米公方である。

米蔵は、米蔵である。

米粉は、米粉である。

米麹は、米麹である。

コメコンは、コメコンである。

米座は、米座である。

米裂は、米裂である。

米雑魚は、米雑魚である。

米刺は、米刺である。

米質は、米質である。

こめ紗は、こめ紗である。

米将軍は、米将軍である。

米酢は、米酢である。

米薄は、米薄である。

米騒動は、米騒動である。

米相場は、米相場である。

米代は、米代である。

籠め題は、籠め題である。

米俵は、米俵である。

米苞は、米苞である。

米栂は、米栂である。

米搗きは、米搗きである。

米搗き唄は、米搗き唄である。

米搗蟹は、米搗蟹である。

米搗き猿は、米搗き猿である。

米搗き飛蝗は、米搗き飛蝗である。

米搗き虫は、米搗き虫である。

叩頭虫は、叩頭虫である。

米躑躅は、米躑躅である。

米粒は、米粒である。

コメディアデラルテは、コメディアデラルテである。

コメディアンは、コメディアンである。

コメディーは、コメディーである。

コメディーフランセーズは、コメディーフランセーズである。

コメディーリリーフは、コメディーリリーフである。

コメディカルは、コメディカルである。

米問屋は、米問屋である。



米磨ぎは、米磨ぎである。

米所は、米所である。

コメニウスは、コメニウスである。

米糠は、米糠である。

こめの絹は、こめの絹である。

米の粉は、米の粉である。

米の字は、米の字である。

米の虫は、米の虫である。

米の飯は、米の飯である。

小女の童は、小女の童である。

米櫃は、米櫃である。

米袋は、米袋である。

米船は、米船である。

米踏みは、米踏みである。

米踏み虫は、米踏み虫である。

米偏は、米偏である。

籠骨は、籠骨である。

小目見せ立ては、小目見せ立てである。

米味噌は、米味噌である。

米虫は、米虫である。

込め物は、込め物である。

米屋は、米屋である。

米屋冠は、米屋冠である。

籠山は、籠山である。

米屋町は、米屋町である。

小女童は、小女童である。

籠めるは、籠めるである。

込めるは、込めるである。

湖面は、湖面である。

牛面は、牛面である。

御免は、御免である。

御免駕籠は、御免駕籠である。

御免革は、御免革である。

御免下さいは、御免下さいである。

御免下駄は、御免下駄である。

御面相は、御面相である。

コメンテーターは、コメンテーターである。

コメントは、コメントである。

御免なさいは、御免なさいである。

御免筆は、御免筆である。

菰は、菰である。

薦は、薦である。

熊川は、熊川である。

薦被りは、薦被りである。

薦被り風呂は、薦被り風呂である。

五目は、五目である。



五目鮨は、五目鮨である。

五目蕎麦は、五目蕎麦である。

五目漬は、五目漬である。

五目並べは、五目並べである。

五目豆は、五目豆である。

五目飯は、五目飯である。

コモ湖は、コモ湖である。

こもごもは、こもごもである。

こ文字は、こ文字である。

小文字は、小文字である。

五文字は、五文字である。

薦簾は、薦簾である。

薦僧は、薦僧である。

菰僧は、菰僧である。

薦畳は、薦畳である。

薦垂れは、薦垂れである。

子持は、子持である。

子持石は、子持石である。

子持岩は、子持岩である。

子持罫は、子持罫である。

子持羊歯は、子持羊歯である。

子持縞は、子持縞である。

子持筋は、子持筋である。

小望月は、小望月である。

子持聖は、子持聖である。

子持風呂は、子持風呂である。

子持勾玉は、子持勾玉である。

子持筵は、子持筵である。

嫗山姥は、嫗山姥である。

子持若布は、子持若布である。

御物上がりは、御物上がりである。

御物装は、御物装である。

薦槌は、薦槌である。

薦槌越えは、薦槌越えである。

薦包みは、薦包みである。

御尤もは、御尤もである。

菰角は、菰角である。

御物奉行は、御物奉行である。

御物袋は、御物袋である。

御物蒔絵は、御物蒔絵である。

コモド大蜥蜴は、コモド大蜥蜴である。

小戻しは、小戻しである。

小戻りは、小戻りである。

小物は、小物である。

小者は、小者である。

籠物は、籠物である。



小者上がりは、小者上がりである。

菰の子は、菰の子である。

小物師は、小物師である。

小物成は、小物成である。

薦張りは、薦張りである。

薦張芝居は、薦張芝居である。

薦枕は、薦枕である。

菰蓆は、菰蓆である。

こももじろは、こももじろである。

後桃園天皇は、後桃園天皇である。

小股立は、小股立である。

菰屋形は、菰屋形である。

ゴモラは、ゴモラである。

隠は、隠である。

籠りは、籠りである。

子守は、子守である。

木守は、木守である。

籠り居るは、籠り居るである。

子守歌は、子守歌である。

子守唄は、子守唄である。

隠江は、隠江である。

隠江のは、隠江のである。

子守蛙は、子守蛙である。

子守学校は、子守学校である。

隠国のは、隠国のである。

隠処のは、隠処のである。

子守蜘蛛は、子守蜘蛛である。

隠り恋ふは、隠り恋ふである。

籠り声は、籠り声である。

籠り僧は、籠り僧である。

籠守棚は、籠守棚である。

隠妻は、隠妻である。

籠り堂は、籠り堂である。

子守鼠は、子守鼠である。

籠るは、籠るである。

木洩れ日は、木洩れ日である。

小諸は、小諸である。

コモロは、コモロである。

小諸馬子唄は、小諸馬子唄である。

小門は、小門である。

小紋は、小紋である。

顧問は、顧問である。

五門は、五門である。

御門は、御門である。

御紋は、御紋である。

小紋返しは、小紋返しである。



小紋型は、小紋型である。

小紋革は、小紋革である。

細紋革は、細紋革である。

顧問官は、顧問官である。

御門衆は、御門衆である。

御紋衆は、御紋衆である。

古文書は、古文書である。

古文書学は、古文書学である。

御門跡は、御門跡である。

コモンセンスは、コモンセンスである。

小紋染は、小紋染である。

五門徒は、五門徒である。

五文取は、五文取である。

御紋拝領は、御紋拝領である。

御門番は、御門番である。

五匁銀は、五匁銀である。

御門役は、御門役である。

コモンローは、コモンローである。

昆陽は、昆陽である。

小矢は、小矢である。

小屋は、小屋である。

蚕屋は、蚕屋である。

五夜は、五夜である。

午夜は、午夜である。

後夜は、後夜である。

ゴヤは、ゴヤである。

昆陽池は、昆陽池である。

顧野王は、顧野王である。

後夜起きは、後夜起きである。

小屋落しは、小屋落しである。

小屋掛けは、小屋掛けである。

小矢数は、小矢数である。

小喧しいは、小喧しいである。

子役は、子役である。

五薬は、五薬である。

誤訳は、誤訳である。

小役人は、小役人である。

小屋組は、小屋組である。

姑射山は、姑射山である。

姑耶山は、姑耶山である。

肥やしは、肥やしである。

肥やし木屋は、肥やし木屋である。

子安は、子安である。

肥やすは、肥やすである。

臥やすは、臥やすである。

子安貝は、子安貝である。



子安講は、子安講である。

子安地蔵は、子安地蔵である。

小休みは、小休みである。

古堂は、古堂である。

小屋束は、小屋束である。

小奴は、小奴である。

此奴等は、此奴等である。

小宿は、小宿である。

小宿入りは、小宿入りである。

古柳は、古柳である。

小柳は、小柳である。

小屋貫は、小屋貫である。

小屋根は、小屋根である。

蚕屋払いは、蚕屋払いである。

小屋梁は、小屋梁である。

胡也頻は、胡也頻である。

小山は、小山である。

肥山は、肥山である。

湖山池は、湖山池である。

小山正太郎は、小山正太郎である。

小止みは、小止みである。

小屋者は、小屋者である。

児遣らいは、児遣らいである。

小槍は、小槍である。

臥るは、臥るである。

肥ゆは、肥ゆである。

臥ゆは、臥ゆである。

超ゆは、超ゆである。

御油は、御油である。

小結烏帽子は、小結烏帽子である。

固有は、固有である。

故友は、故友である。

五友は、五友である。

互有は、互有である。

娯遊は、娯遊である。

固有運動は、固有運動である。

固有Ｘ線は、固有Ｘ線である。

固有角運動量は、固有角運動量である。

互有権は、互有権である。

固有光は、固有光である。

固有財産は、固有財産である。

固有事務は、固有事務である。

固有種は、固有種である。

固有振動は、固有振動である。

固有性は、固有性である。

固有値は、固有値である。



固有ベクトルは、固有ベクトルである。

固有法は、固有法である。

固有名詞は、固有名詞である。

小雪は、小雪である。

小湯女は、小湯女である。

小弓は、小弓である。

小揺ぎは、小揺ぎである。

小余綾のは、小余綾のである。

小余綾の磯は、小余綾の磯である。

今宵は、今宵である。

小用は、小用である。

戸ようは、戸ようである。

古謡は、古謡である。

雇用は、雇用である。

雇傭は、雇傭である。

五葉は、五葉である。

互用は、互用である。

梧葉は、梧葉である。

御用は、御用である。

誤用は、誤用である。

御用絵師は、御用絵師である。

御用納めは、御用納めである。

御用掛は、御用掛である。

御用学者は、御用学者である。

御用聞きは、御用聞きである。

御用記者は、御用記者である。

御用金は、御用金である。

御用組合は、御用組合である。

小楊枝は、小楊枝である。

御用紙は、御用紙である。

雇用者所得は、雇用者所得である。

御用商人は、御用商人である。

御用新聞は、御用新聞である。

御用済みは、御用済みである。

後陽成天皇は、後陽成天皇である。

御用船は、御用船である。

固溶体は、固溶体である。

雇用対策法は、雇用対策法である。

御用達は、御用達である。

雇用調整は、雇用調整である。

御用提灯は、御用提灯である。

小用筒は、小用筒である。

五葉躑躅は、五葉躑躅である。

御用邸は、御用邸である。

御用出役は、御用出役である。

御用取次は、御用取次である。



御用人は、御用人である。

御用人衆は、御用人衆である。

御用箱は、御用箱である。

御用始めは、御用始めである。

御用部屋は、御用部屋である。

胡耀邦は、胡耀邦である。

雇用保険は、雇用保険である。

五葉松は、五葉松である。

御用召は、御用召である。

御用物は、御用物である。

互用犂は、互用犂である。

語用論は、語用論である。

コヨーテは、コヨーテである。

小夜着は、小夜着である。

子負着は、子負着である。

鼓翼は、鼓翼である。

五欲は、五欲である。

ごよざごよざは、ごよざごよざである。

寒凝は、寒凝である。

凍物は、凍物である。

こよなは、こよなである。

こよなくは、こよなくである。

こよなしは、こよなしである。

こよねは、こよねである。

暦は、暦である。

暦売りは、暦売りである。

暦小紋は、暦小紋である。

暦手は、暦手である。

暦の奏は、暦の奏である。

暦の中段は、暦の中段である。

暦の博士は、暦の博士である。

暦貼りは、暦貼りである。

紙撚は、紙撚である。

蚕寄りは、蚕寄りである。

紙縒締めは、紙縒締めである。

紙縒虫は、紙縒虫である。

小夜は、小夜である。

小鎧は、小鎧である。

こらは、こらである。

子良は、子良である。

子等は、子等である。

児等は、児等である。

コラは、コラである。

コラーゲンは、コラーゲンである。

コラージュは、コラージュである。

コラールは、コラールである。



古来は、古来である。

御来光は、御来光である。

御来迎は、御来迎である。

御頼談は、御頼談である。

古来風躰抄は、古来風躰抄である。

怺えは、怺えである。

堪え性は、堪え性である。

堪え情は、堪え情である。

堪え精は、堪え精である。

堪え場は、堪え場である。

堪え袋は、堪え袋である。

怺えるは、怺えるである。

子等が手をは、子等が手をである。

娯楽は、娯楽である。

懲らしめは、懲らしめである。

懲らしめるは、懲らしめるである。

懲らすは、懲らすである。

コラズムは、コラズムである。

子良の子は、子良の子である。

子良の館は、子良の館である。

胡蘿蔔は、胡蘿蔔である。

此程は、此程である。

コラムは、コラムである。

コラムシフトは、コラムシフトである。

コラムニストは、コラムニストである。

堪やは、堪やである。

嘖らるは、嘖らるである。

コランは、コランである。

御覧は、御覧である。

ゴラン高原は、ゴラン高原である。

御覧じは、御覧じである。

御覧じ事は、御覧じ事である。

御覧じ所は、御覧じ所である。

御覧ずは、御覧ずである。

コランダムは、コランダムである。

垢離は、垢離である。

狐狸は、狐狸である。

鮴は、鮴である。

ゴリアテは、ゴリアテである。

コリアンダーは、コリアンダーである。

コリーは、コリーである。

コリウスは、コリウスである。

ごり押しは、ごり押しである。

コリオリは、コリオリである。

コリオリの力は、コリオリの力である。

垢離掻きは、垢離掻きである。



凝り固まりは、凝り固まりである。

凝り固まるは、凝り固まるである。

五力は、五力である。

五力明王は、五力明王である。

樵木屋は、樵木屋である。

小利口は、小利口である。

こりこりは、こりこりである。

懲り懲りは、懲り懲りである。

ごりごりは、ごりごりである。

凝り咲くは、凝り咲くである。

凝り敷くは、凝り敷くである。

凝り性は、凝り性である。

懲り性は、懲り性である。

御利生は、御利生である。

懲りずまには、懲りずまにである。

樵り初めは、樵り初めである。

香焼は、香焼である。

古律は、古律である。

股栗は、股栗である。

股慄は、股慄である。

孤立は、孤立である。

孤立系は、孤立系である。

孤立語は、孤立語である。

孤立主義は、孤立主義である。

樵り集むは、樵り集むである。

樵り積むは、樵り積むである。

コリデールは、コリデールである。

五離日は、五離日である。

垢離場は、垢離場である。

垢離払いは、垢離払いである。

五里霧中は、五里霧中である。

コリメーターは、コリメーターである。

こりゃは、こりゃである。

凝り屋は、凝り屋である。

コリヤークは、コリヤークである。

コリャードは、コリャードである。

御利益は、御利益である。

御暦の奏は、御暦の奏である。

こりゃこりゃは、こりゃこりゃである。

行李柳は、行李柳である。

こりゃまたは、こりゃまたである。

故柳は、故柳である。

古流は、古流である。

五柳は、五柳である。

五流は、五流である。

五柳帰荘は、五柳帰荘である。



五竜祭は、五竜祭である。

五柳先生は、五柳先生である。

五竜岳は、五竜岳である。

胡虜は、胡虜である。

顧慮は、顧慮である。

古陵は、古陵である。

悟了は、悟了である。

御料は、御料である。

御陵は、御陵である。

御領は、御領である。

御寮は、御寮である。

御霊は、御霊である。

御霊会は、御霊会である。

五稜郭は、五稜郭である。

御料車は、御料車である。

御料所は、御料所である。

御霊信仰は、御霊信仰である。

御霊神社は、御霊神社である。

御料地は、御料地である。

御霊塚は、御霊塚である。

御寮人は、御寮人である。

御料人は、御料人である。

御猟場は、御猟場である。

御霊祭は、御霊祭である。

小料理は、小料理である。

小料理屋は、小料理屋である。

御料林は、御料林である。

ゴリラは、ゴリラである。

懲りるは、懲りるである。

火鈴は、火鈴である。

コリンは、コリンである。

五倫は、五倫である。

五輪は、五輪である。

コリンエステラーゼは、コリンエステラーゼである。

五輪旗は、五輪旗である。

五輪九字明秘密釈は、五輪九字明秘密釈である。

小林檎は、小林檎である。

五輪五体は、五輪五体である。

五輪成身観は、五輪成身観である。

コリンズは、コリンズである。

小輪転は、小輪転である。

コリントは、コリントである。

五輪塔は、五輪塔である。

コリントゲームは、コリントゲームである。

コリント式は、コリント式である。

コリント書は、コリント書である。



コリント人への手紙は、コリント人への手紙である。

五輪書は、五輪書である。

コルは、コルである。

懲るは、懲るである。

古塁は、古塁である。

孤塁は、孤塁である。

ゴルギアスは、ゴルギアスである。

コルクは、コルクである。

コルク樫は、コルク樫である。

コルク組織は、コルク組織である。

コルク抜きは、コルク抜きである。

ゴルゴーは、ゴルゴーである。

ゴルゴタは、ゴルゴタである。

ゴルゴンは、ゴルゴンである。

コルサージュは、コルサージュである。

コルサコフは、コルサコフである。

コルサコフ症状群は、コルサコフ症状群である。

コルサコフ病は、コルサコフ病である。

ゴルジは、ゴルジである。

コルシカは、コルシカである。

ゴルジ装置は、ゴルジ装置である。

ゴルジュは、ゴルジュである。

コルスは、コルスである。

コルセットは、コルセットである。

コルタサルは、コルタサルである。

コルチカムは、コルチカムである。

コルチコイドは、コルチコイドである。

コルチシンは、コルチシンである。

コルチゾンは、コルチゾンである。

コルチンは、コルチンである。

コルディエは、コルディエである。

コルテスは、コルテスである。

コルトは、コルトである。

コルトーは、コルトーである。

ゴルドーニは、ゴルドーニである。

コルドバは、コルドバである。

ゴルドマンは、ゴルドマンである。

ゴルドンは、ゴルドンである。

コルニッシュボイラーは、コルニッシュボイラーである。

コルヌコピアは、コルヌコピアである。

コルネーユは、コルネーユである。

コルネットは、コルネットである。

ゴルバチョフは、ゴルバチョフである。

コルビエールは、コルビエールである。

コルヒチンは、コルヒチンである。

コルビュジエは、コルビュジエである。



コルフは、コルフである。

ゴルフは、ゴルフである。

ゴルファーは、ゴルファーである。

ゴルフパンツは、ゴルフパンツである。

ゴルフリンクは、ゴルフリンクである。

コルベは、コルベである。

コルベールは、コルベールである。

コルベットは、コルベットである。

コルホーズは、コルホーズである。

ゴルムドは、ゴルムドである。

こる女は、こる女である。

コルモゴロフは、コルモゴロフである。

凝藻葉は、凝藻葉である。

小瑠璃は、小瑠璃である。

コルレーニョは、コルレーニョである。

コルレスは、コルレスである。

コルレス契約は、コルレス契約である。

コルレス先は、コルレス先である。

コルンブ石は、コルンブ石である。

之は、之である。

惟は、惟である。

古礼は、古礼である。

古例は、古例である。

五礼は、五礼である。

語例は、語例である。

後冷泉天皇は、後冷泉天皇である。

御霊前は、御霊前である。

コレーは、コレーである。

コレージュは、コレージュである。

コレージュドフランスは、コレージュドフランスである。

これからは、これからである。

此彼は、此彼である。

古暦は、古暦である。

呉歴は、呉歴である。

これ切りは、これ切りである。

コレクションは、コレクションである。

コレクションビルは、コレクションビルである。

コレクターは、コレクターである。

コレクティヴィズムは、コレクティヴィズムである。

コレクトは、コレクトである。

コレクトコールは、コレクトコールである。

コレクトマニアは、コレクトマニアである。

これ位は、これ位である。

此此は、此此である。

是是は、是是である。

これこれは、これこれである。



これ幸いは、これ幸いである。

是沙汰は、是沙汰である。

是様は、是様である。

是式は、是式である。

コレシストキニンパンクレオザイミンは、コレシストキニンパンクレオザイミンである。

是者は、是者である。

コレジヨは、コレジヨである。

コレステリック液晶は、コレステリック液晶である。

コレステリンは、コレステリンである。

コレステロールは、コレステロールである。

コレスポンデンスは、コレスポンデンスである。

コレスポンデントは、コレスポンデントである。

惟喬親王は、惟喬親王である。

是だけは、是だけである。

これっ切しは、これっ切しである。

これっ切りは、これっ切りである。

コレッジョは、コレッジョである。

コレットは、コレットである。

これっぱかしは、これっぱかしである。

これっぱかりは、これっぱかりである。

これっぽっちは、これっぽっちである。

此連れは、此連れである。

是連れは、是連れである。

是体は、是体である。

コレニアは、コレニアである。

是に由りては、是に由りてである。

是のは、是のである。

是のうは、是のうである。

是の人は、是の人である。

是の世は、是の世である。

是許りは、是許りである。

これはこれはは、これはこれはである。

これはしたりは、これはしたりである。

是程は、是程である。

是迄は、是迄である。

惟光は、惟光である。

此見よ顔は、此見よ顔である。

此見よがしは、此見よがしである。

惟康親王は、惟康親王である。

コレラは、コレラである。

此等は、此等である。

是等は、是等である。

コレラ菌は、コレラ菌である。

コレルリは、コレルリである。

これわいさは、これわいさである。

これわいなは、これわいなである。



五斂子は、五斂子である。

御連枝は、御連枝である。

御簾中は、御簾中である。

ころは、ころである。

自は、自である。

比は、比である。

子ろは、子ろである。

胡盧は、胡盧である。

葫蘆は、葫蘆である。

ごろは、ごろである。

語呂は、語呂である。

語路は、語路である。

ゴロは、ゴロである。

呉羅は、呉羅である。

呉呂は、呉呂である。

呉絽は、呉絽である。

頃合は、頃合である。

語呂合せは、語呂合せである。

語路合せは、語路合せである。

コロイドは、コロイドである。

コロイド化学は、コロイド化学である。

コロイド溶液は、コロイド溶液である。

固陋は、固陋である。

狐狼は、狐狼である。

虎狼は、虎狼である。

孤陋は、孤陋である。

故老は、故老である。

古老は、古老である。

五郎は、五郎である。

御覧じるは、御覧じるである。

ゴロウニンは、ゴロウニンである。

ごろうひばは、ごろうひばである。

コローは、コローである。

コローニュは、コローニュである。

ゴローニンは、ゴローニンである。

コロールは、コロールである。

転柿は、転柿である。

枯露柿は、枯露柿である。

転がしは、転がしである。

転がすは、転がすである。

転がり込むは、転がり込むである。

転がり摩擦は、転がり摩擦である。

転がるは、転がるである。

ころくは、ころくである。

小六は、小六である。

胡ろくは、胡ろくである。



五六は、五六である。

語録は、語録である。

小六月は、小六月である。

小六染は、小六染である。

小六節は、小六節である。

コロケーションは、コロケーションである。

転げ落ちるは、転げ落ちるである。

転げ込むは、転げ込むである。

転げ回るは、転げ回るである。

転げるは、転げるである。

ころころは、ころころである。

頃頃は、頃頃である。

ごろごろは、ごろごろである。

ごろごろ様は、ごろごろ様である。

殺しは、殺しである。

コロシアムは、コロシアムである。

コロジオンは、コロジオンである。

転軸受は、転軸受である。

殺し塗りは、殺し塗りである。

殺し場は、殺し場である。

頃しもは、頃しもである。

殺し文句は、殺し文句である。

コロシント瓜は、コロシント瓜である。

コロスは、コロスである。

殺すは、殺すである。

懲ろすは、懲ろすである。

五郎助は、五郎助である。

コロセウムは、コロセウムである。

コロセオは、コロセオである。

ころ銭は、ころ銭である。

五郎太は、五郎太である。

胡盧鯛は、胡盧鯛である。

ごろた石は、ごろた石である。

コロタイプは、コロタイプである。

ころたつは、ころたつである。

ごろた縄は、ごろた縄である。

ごろつきは、ごろつきである。

ごろつくは、ごろつくである。

コロッケは、コロッケである。

コロッサスは、コロッサスである。

ころっとは、ころっとである。

コロップは、コロップである。

コロップ抜きは、コロップ抜きである。

コロナは、コロナである。

転流しは、転流しである。

コロナグラフは、コロナグラフである。



コロナ放電は、コロナ放電である。

コロニアルは、コロニアルである。

コロニーは、コロニーである。

コロヌスは、コロヌスである。

ごろ寝は、ごろ寝である。

コロネーションは、コロネーションである。

コロネードは、コロネードである。

コロネットは、コロネットである。

コロネルは、コロネルである。

転ばかすは、転ばかすである。

転ばしは、転ばしである。

転ばし根太は、転ばし根太である。

転ばし餅は、転ばし餅である。

転ばし床は、転ばし床である。

転ばすは、転ばすである。

五郎八茶碗は、五郎八茶碗である。

嘖は、嘖である。

転びは、転びである。

転び合いは、転び合いである。

転び石は、転び石である。

転び打つは、転び打つである。

転び牡蠣は、転び牡蠣である。

転び切支丹は、転び切支丹である。

転び寝は、転び寝である。

転び引き釣は、転び引き釣である。

嘖ふは、嘖ふである。

転ぶは、転ぶである。

呉絽服は、呉絽服である。

ゴロフクレンは、ゴロフクレンである。

コロブスは、コロブスである。

小艪船は、小艪船である。

コロポックルは、コロポックルである。

コロマンデルは、コロマンデルである。

挙母は、挙母である。

衣更えは、衣更えである。

衣粥は、衣粥である。

衣川は、衣川である。

衣川の関は、衣川の関である。

衣川の館は、衣川の館である。

衣虱は、衣虱である。

衣包みは、衣包みである。

衣手は、衣手である。

衣手のは、衣手のである。

衣手をは、衣手をである。

衣の裏の珠は、衣の裏の珠である。

衣領は、衣領である。



衣の下の鎧は、衣の下の鎧である。

衣の裾は、衣の裾である。

衣の関は、衣の関である。

衣の館は、衣の館である。

衣の珠は、衣の珠である。

衣の闇は、衣の闇である。

衣箱は、衣箱である。

衣偏は、衣偏である。

衣屋は、衣屋である。

コロラドは、コロラドである。

コロラトゥーラは、コロラトゥーラである。

コロラトゥーラソプラノは、コロラトゥーラソプラノである。

コロラド葉虫は、コロラド葉虫である。

ころりは、ころりである。

虎狼痢は、虎狼痢である。

古呂利は、古呂利である。

ごろりは、ごろりである。

コロレンコは、コロレンコである。

嘶咽くは、嘶咽くである。

コロンは、コロンである。

ごろんじゃるは、ごろんじゃるである。

コロンタイは、コロンタイである。

コロンビアは、コロンビアである。

コロンビア大学は、コロンビア大学である。

コロンブは、コロンブである。

コロンブスは、コロンブスである。

コロンボは、コロンボである。

怖は、怖である。

怖いは、怖いである。

恐いは、恐いである。

強いは、強いである。

強意見は、強意見である。

声色は、声色である。

声色遣いは、声色遣いである。

小若君は、小若君である。

小若衆は、小若衆である。

強金は、強金である。

怖がりは、怖がりである。

恐がりは、恐がりである。

怖がるは、怖がるである。

恐がるは、恐がるである。

子別れは、子別れである。

小脇は、小脇である。

小脇差は、小脇差である。

蠱惑は、蠱惑である。

強供御は、強供御である。



小涌谷は、小涌谷である。

小分けは、小分けである。

仔分けは、仔分けである。

怖げは、怖げである。

恐げは、恐げである。

怖げ立つは、怖げ立つである。

恐げ立つは、恐げ立つである。

こわごは、こわごである。

強言は、強言である。

怖怖は、怖怖である。

強強は、強強である。

強強しは、強強しである。

小技は、小技である。

声先は、声先である。

声差しは、声差しである。

声状は、声状である。

強戯れは、強戯れである。

乞はしは、乞はしである。

壊しは、壊しである。

毀しは、毀しである。

強強いは、強強いである。

強装束は、強装束である。

声後は、声後である。

声尻は、声尻である。

乞はすは、乞はすである。

壊すは、壊すである。

ごわすは、ごわすである。

剛装束は、剛装束である。

声高は、声高である。

古渡りは、古渡りである。

強談判は、強談判である。

声遣いは、声遣いである。

強つくは、強つくである。

声作りは、声作りである。

声作るは、声作るである。

声作ろいは、声作ろいである。

声繕いは、声繕いである。

小童は、小童である。

こわなしは、こわなしである。

声音は、声音である。

強張るは、強張るである。

声引きは、声引きである。

強賦物は、強賦物である。

声風は、声風である。

声枕は、声枕である。

強胸は、強胸である。



強持ては、強持てである。

強面は、強面である。

怖物は、怖物である。

恐物は、恐物である。

強らかは、強らかである。

小割は、小割である。

強るは、強るである。

壊るは、壊るである。

壊れは、壊れである。

コワレフスカヤは、コワレフスカヤである。

壊れ物は、壊れ物である。

毀れ物は、毀れ物である。

壊れるは、壊れるである。

子を捕ろ子捕ろは、子を捕ろ子捕ろである。

こんは、こんである。

困は、困である。

坤は、坤である。

昏は、昏である。

昆は、昆である。

恨は、恨である。

根は、根である。

混は、混である。

痕は、痕である。

紺は、紺である。

渾は、渾である。

魂は、魂である。

墾は、墾である。

懇は、懇である。

鯀は、鯀である。

鯤は、鯤である。

コンは、コンである。

ごんは、ごんである。

艮は、艮である。

今案は、今案である。

今案意楽は、今案意楽である。

婚衣は、婚衣である。

袞衣は、袞衣である。

懇意は、懇意である。

混一は、混一である。

渾一は、渾一である。

紺糸は、紺糸である。

紺糸縅は、紺糸縅である。

婚姻は、婚姻である。

婚姻色は、婚姻色である。

婚姻適齢は、婚姻適齢である。

婚姻届は、婚姻届である。



婚姻能力は、婚姻能力である。

婚姻予約は、婚姻予約である。

こんえは、こんえである。

渾円は、渾円である。

渾円球は、渾円球である。

根音は、根音である。

今夏は、今夏である。

婚家は、婚家である。

婚嫁は、婚嫁である。

混和は、混和である。

渾家は、渾家である。

困臥は、困臥である。

コンガは、コンガである。

今回は、今回である。

吼かいは、吼かいである。

婚外は、婚外である。

こん外は、こん外である。

金戒光明寺は、金戒光明寺である。

こん外の臣は、こん外の臣である。

こん外の任は、こん外の任である。

根限りは、根限りである。

困学は、困学である。

困学紀聞は、困学紀聞である。

紺飛白は、紺飛白である。

紺絣は、紺絣である。

紺紙は、紺紙である。

矜羯羅は、矜羯羅である。

金伽羅は、金伽羅である。

こんがらかるは、こんがらかるである。

こんがりは、こんがりである。

根冠は、根冠である。

根幹は、根幹である。

根管は、根管である。

懇願は、懇願である。

悃願は、悃願である。

紺看板は、紺看板である。

今季は、今季である。

今期は、今期である。

根気は、根気である。

根基は、根基である。

根機は、根機である。

婚期は、婚期である。

懇祈は、懇祈である。

坤儀は、坤儀である。

婚儀は、婚儀である。

権記は、権記である。



紺桔梗は、紺桔梗である。

コンキスタドールは、コンキスタドールである。

こん吉は、こん吉である。

困却は、困却である。

困窮は、困窮である。

困窮年は、困窮年である。

根拠は、根拠である。

今暁は、今暁である。

言教は、言教である。

権教は、権教である。

勤行は、勤行である。

坤極は、坤極である。

崑曲は、崑曲である。

懇棘は、懇棘である。

根拠地は、根拠地である。

五寸切は、五寸切である。

コンキリエは、コンキリエである。

困苦は、困苦である。

欣求は、欣求である。

勤求は、勤求である。

ゴングは、ゴングである。

坤宮は、坤宮である。

コンクールは、コンクールである。

ゴンクールは、ゴンクールである。

ゴンクール賞は、ゴンクール賞である。

紺括りは、紺括りである。

金口直説は、金口直説である。

欣求浄土は、欣求浄土である。

紺葛の袴は、紺葛の袴である。

欣求大宝は、欣求大宝である。

勤求大法は、勤求大法である。

コンクラーベは、コンクラーベである。

こんぐらかるは、こんぐらかるである。

コングラチュレーションは、コングラチュレーションである。

根競べは、根競べである。

コングリーヴは、コングリーヴである。

コンクリートは、コンクリートである。

コンクリートジャングルは、コンクリートジャングルである。

コンクリートバイブレーターは、コンクリートバイブレーターである。

コンクリートプレーサーは、コンクリートプレーサーである。

コンクリートブロックは、コンクリートブロックである。

コンクリート舗装は、コンクリート舗装である。

コンクリートポンプは、コンクリートポンプである。

コンクリートミキサーは、コンクリートミキサーである。

コングレスは、コングレスである。

コングロマリットは、コングロマリットである。



権化は、権化である。

崑劇は、崑劇である。

混血は、混血である。

今月は、今月である。

混血児は、混血児である。

こん鉗は、こん鉗である。

根元は、根元である。

根源は、根源である。

根原は、根原である。

権剣は、権剣である。

権現は、権現である。

権現様は、権現様である。

根元事象は、根元事象である。

権現造は、権現造である。

権現鳥居は、権現鳥居である。

権現舞は、権現舞である。

今吾は、今吾である。

今後は、今後である。

コンゴは、コンゴである。

婚媾は、婚媾である。

崑腔は、崑腔である。

混交は、混交である。

混淆は、混淆である。

渾淆は、渾淆である。

金剛は、金剛である。

根号は、根号である。

婚合は、婚合である。

混合は、混合である。

金剛鸚哥は、金剛鸚哥である。

金剛界は、金剛界である。

金剛界法は、金剛界法である。

金剛界曼荼羅は、金剛界曼荼羅である。

金剛垣は、金剛垣である。

混合株は、混合株である。

混合関税は、混合関税である。

混合感染は、混合感染である。

混合気は、混合気である。

混合器は、混合器である。

金光教は、金光教である。

金剛経は、金剛経である。

混合霧は、混合霧である。

混合経済は、混合経済である。

混合契約は、混合契約である。

金剛けつは、金剛けつである。

金剛堅固は、金剛堅固である。

金剛光沢は、金剛光沢である。



金剛座は、金剛座である。

混合裁判所は、混合裁判所である。

金剛蔵王は、金剛蔵王である。

金剛柵は、金剛柵である。

金剛索は、金剛索である。

金剛鑿井機は、金剛鑿井機である。

金剛桜は、金剛桜である。

金剛薩たは、金剛薩たである。

金剛山は、金剛山である。

金剛子は、金剛子である。

金剛寺は、金剛寺である。

金剛砂は、金剛砂である。

金剛手は、金剛手である。

混合酒は、混合酒である。

金剛杵は、金剛杵である。

金剛乗は、金剛乗である。

金剛心は、金剛心である。

金剛身は、金剛身である。

金剛神は、金剛神である。

金剛石は、金剛石である。

金剛草履は、金剛草履である。

混合ダブルスは、混合ダブルスである。

金剛智は、金剛智である。

金剛頂経は、金剛頂経である。

金剛杖は、金剛杖である。

金剛童子は、金剛童子である。

金剛童子法は、金剛童子法である。

混合農業は、混合農業である。

金剛盤は、金剛盤である。

金剛般若経は、金剛般若経である。

混合比は、混合比である。

金剛不壊は、金剛不壊である。

金剛峯寺は、金剛峯寺である。

混合物は、混合物である。

金剛仏子は、金剛仏子である。

金剛べい論は、金剛べい論である。

混汞法は、混汞法である。

混合保険は、混合保険である。

金光明経は、金光明経である。

金光明最勝王経は、金光明最勝王経である。

金光明四天王護国之寺は、金光明四天王護国之寺である。

混合薬は、混合薬である。

金剛夜叉は、金剛夜叉である。

金剛薬叉は、金剛薬叉である。

金剛夜叉法は、金剛夜叉法である。

金剛力は、金剛力である。



金剛力士は、金剛力士である。

金剛流は、金剛流である。

混交林は、混交林である。

混合林は、混合林である。

金剛鈴は、金剛鈴である。

混合ワクチンは、混合ワクチンである。

コンコースは、コンコースである。

コンコードは、コンコードである。

コンゴーレッドは、コンゴーレッドである。

言語進退は、言語進退である。

跟骨は、跟骨である。

言語道断は、言語道断である。

ゴンゴラは、ゴンゴラである。

コンコルダートは、コンコルダートである。

コンコルド広場は、コンコルド広場である。

こんこんは、こんこんである。

昏昏は、昏昏である。

渾渾は、渾渾である。

混混は、混混である。

献献は、献献である。

滾滾は、滾滾である。

懇悃は、懇悃である。

懇懇は、懇懇である。

悃悃は、悃悃である。

ごんごんは、ごんごんである。

こんこんちきは、こんこんちきである。

権者は、権者である。

紺サージは、紺サージである。

コンサートは、コンサートである。

コンサートホールは、コンサートホールである。

コンサートマスターは、コンサートマスターである。

今歳は、今歳である。

根菜は、根菜である。

混載は、混載である。

今在は、今在である。

混在は、混在である。

権妻は、権妻である。

コンサイスは、コンサイスである。

今作は、今作である。

混作は、混作である。

墾鑿は、墾鑿である。

恨殺は、恨殺である。

混雑は、混雑である。

混雑率は、混雑率である。

コンサバティブは、コンサバティブである。

コンサルは、コンサルである。



コンサルタントは、コンサルタントである。

コンサルタントエンジニアは、コンサルタントエンジニアである。

コンサルティングは、コンサルティングである。

ゴンサレスは、ゴンサレスである。

混酸は、混酸である。

崑山は、崑山である。

崑山の玉は、崑山の玉である。

健士は、健士である。

懇志は、懇志である。

今次は、今次である。

今時は、今時である。

今じは、今じである。

恨事は、恨事である。

根治は、根治である。

紺地は、紺地である。

こん寺は、こん寺である。

金色世界は、金色世界である。

金色堂は、金色堂である。

金色夜叉は、金色夜叉である。

金軸は、金軸である。

坤軸は、坤軸である。

紺紙金泥は、紺紙金泥である。

金翅鳥は、金翅鳥である。

言失は、言失である。

権実不二は、権実不二である。

婚資保険は、婚資保険である。

紺絞りは、紺絞りである。

今者は、今者である。

今昔は、今昔である。

権迹は、権迹である。

今昔の感は、今昔の感である。

今昔物語集は、今昔物語集である。

婚娶は、婚娶である。

胡飲酒は、胡飲酒である。

勤修は、勤修である。

今秋は、今秋である。

今週は、今週である。

此ん中は、此ん中である。

コンシューマーは、コンシューマーである。

コンシューマリズムは、コンシューマリズムである。

混種語は、混種語である。

根出葉は、根出葉である。

紺綬褒章は、紺綬褒章である。

今春は、今春である。

懇書は、懇書である。

昏鐘は、昏鐘である。



混晶は、混晶である。

今生は、今生である。

近仗は、近仗である。

根性は、根性である。

紺青は、紺青である。

懇情は、懇情である。

言上は、言上である。

厳浄は、厳浄である。

言上書は、言上書である。

紺青鬼は、紺青鬼である。

根性腐りは、根性腐りである。

コン症候群は、コン症候群である。

根性魂は、根性魂である。

今生の暇乞いは、今生の暇乞いである。

根性骨は、根性骨である。

混色は、混色である。

混食は、混食である。

袞職は、袞職である。

困辱は、困辱である。

混じるは、混じるである。

紺四郎は、紺四郎である。

今身は、今身である。

混信は、混信である。

渾身は、渾身である。

懇親は、懇親である。

今人は、今人である。

金神は、金神である。

根塵は、根塵である。

こん沈は、こん沈である。

こん人は、こん人である。

金神奈落は、金神奈落である。

金神の間日は、金神の間日である。

金神避けは、金神避けである。

こんずは、こんずである。

ごんすは、ごんすである。

ごんずは、ごんずである。

困睡は、困睡である。

昏酔は、昏酔である。

昏睡は、昏睡である。

跟随は、跟随である。

言水は、言水である。

権萃は、権萃である。

権瑞は、権瑞である。

ごんずい場は、ごんずい場である。

根数は、根数である。

権助は、権助である。



紺裾濃は、紺裾濃である。

コンスターチは、コンスターチである。

コンスタブルは、コンスタブルである。

コンスタンは、コンスタンである。

コンスタンタンは、コンスタンタンである。

コンスタンチノープルは、コンスタンチノープルである。

コンスタンチノープル海峡は、コンスタンチノープル海峡である。

コンスタンツは、コンスタンツである。

コンスタンティヌスは、コンスタンティヌスである。

コンスタントは、コンスタントである。

コンスティチューションは、コンスティチューションである。

コンストラクションは、コンストラクションである。

権す文字は、権す文字である。

コンズランゴは、コンズランゴである。

コンスルは、コンスルである。

婚するは、婚するである。

混ずるは、混ずるである。

今世は、今世である。

根生は、根生である。

こんせいは、こんせいである。

混生は、混生である。

混成は、混成である。

混声は、混声である。

懇誠は、懇誠である。

悃誠は、悃誠である。

懇請は、懇請である。

混声合唱は、混声合唱である。

混成岩は、混成岩である。

混成競技は、混成競技である。

混成酒は、混成酒である。

金精神は、金精神である。

金勢神は、金勢神である。

根生葉は、根生葉である。

混成旅団は、混成旅団である。

今夕は、今夕である。

痕跡は、痕跡である。

権蹟は、権蹟である。

権跡は、権跡である。

痕跡器官は、痕跡器官である。

今節は、今節である。

懇切は、懇切である。

困絶は、困絶である。

昏絶は、昏絶である。

根絶は、根絶である。

言舌は、言舌である。

コンセプションは、コンセプションである。



コンセプチュアルアートは、コンセプチュアルアートである。

コンセプトは、コンセプトである。

コンセルヴァトワールは、コンセルヴァトワールである。

金仙は、金仙である。

混戦は、混戦である。

混線は、混線である。

渾然は、渾然である。

コンセンサスは、コンセンサスである。

根釧台地は、根釧台地である。

コンセントは、コンセントである。

勤操は、勤操である。

権蔵は、権蔵である。

コンソーシアムは、コンソーシアムである。

コンソールは、コンソールである。

根足虫類は、根足虫類である。

コンソナントは、コンソナントである。

コンソメは、コンソメである。

コンソル公債は、コンソル公債である。

昆孫は、昆孫である。

こんだは、こんだである。

昏惰は、昏惰である。

権太は、権太である。

権田は、権田である。

コンターは、コンターである。

困殆は、困殆である。

昏怠は、昏怠である。

根蔕は、根蔕である。

懇待は、懇待である。

今代は、今代である。

混題は、混題である。

金胎寺は、金胎寺である。

権大乗は、権大乗である。

権大納言は、権大納言である。

金胎両部は、金胎両部である。

混濁は、混濁である。

溷濁は、溷濁である。

コンダクターは、コンダクターである。

コンダクタンスは、コンダクタンスである。

コンタクトは、コンタクトである。

コンダクトは、コンダクトである。

コンタクトレンズは、コンタクトレンズである。

混濁流は、混濁流である。

誉田御廟山古墳は、誉田御廟山古墳である。

コンタツは、コンタツである。

献立は、献立である。

献立書は、献立書である。



献立表は、献立表である。

権田直助は、権田直助である。

混打綿工程は、混打綿工程である。

権田保之助は、権田保之助である。

今旦は、今旦である。

魂胆は、魂胆である。

懇嘆は、懇嘆である。

懇歎は、懇歎である。

懇談は、懇談である。

魂胆話は、魂胆話である。

権智は、権智である。

金地院は、金地院である。

コンチェルトは、コンチェルトである。

コンチェルトグロッソは、コンチェルトグロッソである。

此畜生は、此畜生である。

権知事は、権知事である。

コンチネンタルは、コンチネンタルである。

コンチネンタルタンゴは、コンチネンタルタンゴである。

コンチネンタルブレックファーストは、コンチネンタルブレックファーストである。

今日はは、今日はである。

ゴンチャローフは、ゴンチャローフである。

昆虫は、昆虫である。

昆虫ウイルスは、昆虫ウイルスである。

昆虫記は、昆虫記である。

昆虫ホルモンは、昆虫ホルモンである。

根調は、根調である。

コンチリサンは、コンチリサンである。

コンツェルトは、コンツェルトである。

コンツェルンは、コンツェルンである。

コンテは、コンテである。

昆弟は、昆弟である。

根底は、根底である。

根柢は、根柢である。

コンティーニは、コンティーニである。

金泥駒は、金泥駒である。

コンディショナーは、コンディショナーである。

コンディショニングは、コンディショニングである。

コンディションは、コンディションである。

昏定晨省は、昏定晨省である。

健児田は、健児田である。

健児所は、健児所である。

コンティニュイティは、コンティニュイティである。

コンディヤックは、コンディヤックである。

健児童は、健児童である。

権的は、権的である。

コンテクストは、コンテクストである。



コンテストは、コンテストである。

コンテナは、コンテナである。

コンテナ船は、コンテナ船である。

コンテムツスムンヂは、コンテムツスムンヂである。

混点は、混点である。

墾田は、墾田である。

墾田永年私財法は、墾田永年私財法である。

渾天儀は、渾天儀である。

コンデンサーは、コンデンサーである。

権典侍は、権典侍である。

コンデンスミルクは、コンデンスミルクである。

コンテンツは、コンテンツである。

コンテンポラリーは、コンテンポラリーである。

コントは、コントである。

今度は、今度である。

埃所は、埃所である。

今冬は、今冬である。

昏倒は、昏倒である。

懇到は、懇到である。

近藤は、近藤である。

坤道は、坤道である。

金堂は、金堂である。

金銅は、金銅である。

混同は、混同である。

近藤勇は、近藤勇である。

巨頭鯨は、巨頭鯨である。

近藤重蔵は、近藤重蔵である。

近藤芳樹は、近藤芳樹である。

コンドームは、コンドームである。

坤徳は、坤徳である。

懇篤は、懇篤である。

悃篤は、悃篤である。

紺土佐は、紺土佐である。

来ん年は、来ん年である。

コンドミニアムは、コンドミニアムである。

コントラは、コントラである。

ゴンドラは、ゴンドラである。

コンドライトは、コンドライトである。

コントラ舵は、コントラ舵である。

コントラストは、コントラストである。

コンドラチエフは、コンドラチエフである。

コンドラチエフの波は、コンドラチエフの波である。

コントラバスは、コントラバスである。

コントラファゴットは、コントラファゴットである。

コントラプロペラは、コントラプロペラである。

コントラプンクトは、コントラプンクトである。



コントラルトは、コントラルトである。

コンドルは、コンドルである。

コンドルセは、コンドルセである。

コントルダンスは、コントルダンスである。

コンドロイチン硫酸は、コンドロイチン硫酸である。

コントローラーは、コントローラーである。

コントロールは、コントロールである。

コントロールキーは、コントロールキーである。

コントロールタワーは、コントロールタワーである。

ゴンドワナは、ゴンドワナである。

困頓は、困頓である。

混沌は、混沌である。

渾沌は、渾沌である。

こん飩は、こん飩である。

混沌社は、混沌社である。

こんなは、こんなである。

困難は、困難である。

今日庵は、今日庵である。

今日様は、今日様である。

今日唯今は、今日唯今である。

今日的は、今日的である。

今日たは、今日たである。

菎蒻は、菎蒻である。

蒟蒻芋は、蒟蒻芋である。

蒟蒻粉は、蒟蒻粉である。

蒟蒻玉は、蒟蒻玉である。

蒟蒻版は、蒟蒻版である。

蒟蒻本は、蒟蒻本である。

蒟蒻問答は、蒟蒻問答である。

混入は、混入である。

混農林は、混農林である。

権守は、権守である。

権頭は、権頭である。

権北方は、権北方である。

五の字は、五の字である。

権の字は、権の字である。

権帥は、権帥である。

紺のだいなしは、紺のだいなしである。

コンパは、コンパである。

ゴンパーズは、ゴンパーズである。

コンバーターは、コンバーターである。

コンバーチブルは、コンバーチブルである。

コンバートは、コンバートである。

コンパートメントは、コンパートメントである。

困憊は、困憊である。

コンパイラーは、コンパイラーである。



コンバインは、コンバインである。

コンバインドレースは、コンバインドレースである。

コンバウン朝は、コンバウン朝である。

困迫は、困迫である。

魂魄は、魂魄である。

コンパクトは、コンパクトである。

コンパクトディスクは、コンパクトディスクである。

コンパスは、コンパスである。

コンパス座は、コンパス座である。

権八は、権八である。

権八小紫は、権八小紫である。

コンパチブルは、コンパチブルである。

コンバットは、コンバットである。

コンパニーは、コンパニーである。

コンパニオンは、コンパニオンである。

コンパニヤは、コンパニヤである。

金春は、金春である。

金春座は、金春座である。

金春禅竹は、金春禅竹である。

金春禅鳳は、金春禅鳳である。

コンパルソリーは、コンパルソリーである。

金春流は、金春流である。

コンパレーターは、コンパレーターである。

今晩は、今晩である。

今般は、今般である。

今晩はは、今晩はである。

コンビは、コンビである。

コンビーフは、コンビーフである。

コンピエーニュは、コンピエーニュである。

コンヒサンは、コンヒサンである。

コンビナートは、コンビナートである。

コンビニは、コンビニである。

コンビニエンスは、コンビニエンスである。

コンビニエンスストアは、コンビニエンスストアである。

コンビニエンスフードは、コンビニエンスフードである。

コンビネーションは、コンビネーションである。

コンビネーションジャンプは、コンビネーションジャンプである。

コンピューターは、コンピューターである。

コンピューターウイルスは、コンピューターウイルスである。

コンピューター会計は、コンピューター会計である。

コンピューター組版は、コンピューター組版である。

コンピューターグラフィックスは、コンピューターグラフィックスである。

コンピューターサイエンスは、コンピューターサイエンスである。

コンピューターセキュリティは、コンピューターセキュリティである。

コンピューター断層撮影法は、コンピューター断層撮影法である。

コンピューターネットワークは、コンピューターネットワークである。



コンピューター犯罪は、コンピューター犯罪である。

金毘羅は、金毘羅である。

金比羅は、金比羅である。

金毘羅船は、金毘羅船である。

金毘羅船船は、金毘羅船船である。

昆布刈りは、昆布刈りである。

コンプトンは、コンプトンである。

コンプトン効果は、コンプトン効果である。

コンプラドールは、コンプラドールである。

コンフリーは、コンフリーである。

コンプレックスは、コンプレックスである。

コンプレッサーは、コンプレッサーである。

コンペは、コンペである。

困弊は、困弊である。

コンペイトーは、コンペイトーである。

権兵衛は、権兵衛である。

権兵衛焼は、権兵衛焼である。

紺碧は、紺碧である。

コンヘソルは、コンヘソルである。

コンペティションは、コンペティションである。

コンベヤーは、コンベヤーである。

コンベヤーシステムは、コンベヤーシステムである。

袞冕は、袞冕である。

言偏は、言偏である。

コンベンショナリズムは、コンベンショナリズムである。

コンベンショナルは、コンベンショナルである。

コンベンショナル方式は、コンベンショナル方式である。

コンベンションは、コンベンションである。

コンベンションセンターは、コンベンションセンターである。

コンボは、コンボである。

コンポは、コンポである。

コンボイは、コンボイである。

鯤鵬は、鯤鵬である。

困乏は、困乏である。

混紡は、混紡である。

棍棒は、棍棒である。

梱包は、梱包である。

混紡糸は、混紡糸である。

コンポートは、コンポートである。

コンポーネントは、コンポーネントである。

混牧林は、混牧林である。

コンポジションは、コンポジションである。

コンポストは、コンポストである。

根本は、根本である。

根本悪は、根本悪である。

混本歌は、混本歌である。



根本規範は、根本規範である。

根本仕出しは、根本仕出しである。

根本主義は、根本主義である。

根本史料は、根本史料である。

根本大塔は、根本大塔である。

根本中堂は、根本中堂である。

根本的は、根本的である。

コンマは、コンマである。

混米は、混米である。

コンマ以下は、コンマ以下である。

根負けは、根負けである。

コンマバチルスは、コンマバチルスである。

コンミューンは、コンミューンである。

今明は、今明である。

今明日は、今明日である。

今明年は、今明年である。

こんみりは、こんみりである。

困民党は、困民党である。

昏迷は、昏迷である。

昏冥は、昏冥である。

昆明は、昆明である。

混迷は、混迷である。

渾名は、渾名である。

諢名は、諢名である。

懇命は、懇命である。

昆明湖は、昆明湖である。

昆明池は、昆明池である。

昆明池障子は、昆明池障子である。

コンメンタールは、コンメンタールである。

根毛は、根毛である。

懇望は、懇望である。

コンモートは、コンモートである。

こんもりは、こんもりである。

今夜は、今夜である。

昏夜は、昏夜である。

困厄は、困厄である。

困阨は、困阨である。

婚約は、婚約である。

紺屋染は、紺屋染である。

紺屋糊は、紺屋糊である。

懇諭は、懇諭である。

婚遊は、婚遊である。

渾融は、渾融である。

来ん世は、来ん世である。

来ん夜は、来ん夜である。

坤輿は、坤輿である。



根葉は、根葉である。

混用は、混用である。

混浴は、混浴である。

坤輿万国全図は、坤輿万国全図である。

今良は、今良である。

今来は、今来である。

コンラッドは、コンラッドである。

昏乱は、昏乱である。

混乱は、混乱である。

根粒は、根粒である。

根粒菌は、根粒菌である。

建立奉加は、建立奉加である。

袞竜は、袞竜である。

袞竜の御衣は、袞竜の御衣である。

袞竜の袖は、袞竜の袖である。

金輪王は、金輪王である。

銀輪王は、銀輪王である。

金輪際は、金輪際である。

金輪奈落は、金輪奈落である。

紺瑠璃は、紺瑠璃である。

婚礼は、婚礼である。

権令は、権令である。

金蓮寺は、金蓮寺である。

焜炉は、焜炉である。

軒廊は、軒廊である。

軒廊の御卜は、軒廊の御卜である。

崑崙は、崑崙である。

崑崙八仙は、崑崙八仙である。

渾和は、渾和である。

懇話は、懇話である。

困惑は、困惑である。

昏惑は、昏惑である。

今和次郎は、今和次郎である。

さは、さである。

箭は、箭である。

叉は、叉である。

左は、左である。

再は、再である。

些は、些である。

佐は、佐である。

作は、作である。

沙は、沙である。

査は、査である。

砂は、砂である。

茶は、茶である。

唆は、唆である。



差は、差である。

紗は、紗である。

梭は、梭である。

詐は、詐である。

瑣は、瑣である。

鎖は、鎖である。

然は、然である。

ざは、ざである。

坐は、坐である。

座は、座である。

挫は、挫である。

ザは、ザである。

サーは、サーである。

さあは、さあである。

サーヴィンコフは、サーヴィンコフである。

サーガは、サーガである。

サーカスは、サーカスである。

サーカディアンリズムは、サーカディアンリズムである。

サーキットは、サーキットである。

サーキットトレーニングは、サーキットトレーニングである。

サーキュラーは、サーキュラーである。

サーキュラースカートは、サーキュラースカートである。

サーキュラーピッチは、サーキュラーピッチである。

サーキュレーションは、サーキュレーションである。

サークラインは、サークラインである。

サークルは、サークルである。

さあさあは、さあさあである。

ざあざあは、ざあざあである。

サーサーン朝は、サーサーン朝である。

搾菜は、搾菜である。

サージは、サージである。

サージタンクは、サージタンクである。

サージングは、サージングである。

サータヴァーハナ朝は、サータヴァーハナ朝である。

サーチは、サーチである。

サーチライトは、サーチライトである。

サーティーは、サーティーである。

サアディーは、サアディーである。

サーディンは、サーディンである。

サードは、サードである。

先後月は、先後月である。

先跡月は、先跡月である。

サーニンは、サーニンである。

ザーネンは、ザーネンである。

サーバは、サーバである。

サーバーは、サーバーである。



サーバントは、サーバントである。

サービスは、サービスである。

サービスエースは、サービスエースである。

サービスエリアは、サービスエリアである。

サービスガールは、サービスガールである。

サービス業は、サービス業である。

サービスコートは、サービスコートである。

サービスサイズは、サービスサイズである。

サービス収支は、サービス収支である。

サービスステーションは、サービスステーションである。

サービスマークは、サービスマークである。

サービスヤードは、サービスヤードである。

サービスラインは、サービスラインである。

サービスロードは、サービスロードである。

サーフは、サーフである。

サーブは、サーブである。

サーファーは、サーファーである。

サーフィンは、サーフィンである。

サーフボードは、サーフボードである。

サーブルは、サーブルである。

サーベイは、サーベイである。

サーベルは、サーベルである。

サーベルタイガーは、サーベルタイガーである。

サーボは、サーボである。

サーボ機構は、サーボ機構である。

サーボ増幅器は、サーボ増幅器である。

サーボブレーキは、サーボブレーキである。

サーボモーターは、サーボモーターである。

サーマーン朝は、サーマーン朝である。

ざあます言葉は、ざあます言葉である。

サーミスターは、サーミスターである。

サーメットは、サーメットである。

ザーメンは、ザーメンである。

サーモカップルは、サーモカップルである。

サーモグラフィーは、サーモグラフィーである。

サーモスタットは、サーモスタットである。

サーモメーターは、サーモメーターである。

サーモンは、サーモンである。

サーモンピンクは、サーモンピンクである。

紗綾は、紗綾である。

座争いは、座争いである。

然有らぬは、然有らぬである。

サーランギは、サーランギである。

然有りは、然有りである。

ザールは、ザールである。

ザールラントは、ザールラントである。



サーロインは、サーロインである。

サーンキヤは、サーンキヤである。

サーンチーは、サーンチーである。

さいは、さいである。

さ猪は、さ猪である。

才は、才である。

切は、切である。

西は、西である。

災は、災である。

妻は、妻である。

采は、采である。

斉は、斉である。

哉は、哉である。

砕は、砕である。

宰は、宰である。

栽は、栽である。

殺は、殺である。

豺は、豺である。

財は、財である。

彩は、彩である。

採は、採である。

済は、済である。

祭は、祭である。

斎は、斎である。

細は、細である。

菜は、菜である。

最は、最である。

犀は、犀である。

裁は、裁である。

債は、債である。

催は、催である。

塞は、塞である。

歳は、歳である。

滓は、滓である。

載は、載である。

截は、截である。

綵は、綵である。

際は、際である。

蔡は、蔡である。

賽は、賽である。

差異は、差異である。

差違は、差違である。

在は、在である。

材は、材である。

剤は、剤である。

罪は、罪である。



座位は、座位である。

最愛は、最愛である。

最悪は、最悪である。

罪悪は、罪悪である。

罪悪感は、罪悪感である。

サイアミンは、サイアミンである。

サイアロンは、サイアロンである。

再案は、再案である。

罪案は、罪案である。

最暗黒之東京は、最暗黒之東京である。

災異は、災異である。

彩衣は、彩衣である。

在位は、在位である。

西域は、西域である。

サイードは、サイードである。

サイイド朝は、サイイド朝である。

ザイールは、ザイールである。

斎院は、斎院である。

斎院司は、斎院司である。

西院帝は、西院帝である。

細雨は、細雨である。

最右翼は、最右翼である。

彩雲は、彩雲である。

斎会は、斎会である。

細纓は、細纓である。

歳役は、歳役である。

在役は、在役である。

才媛は、才媛である。

再演は、再演である。

再縁は、再縁である。

菜園は、菜園である。

臍炎は、臍炎である。

サイエンスは、サイエンスである。

サイエンスフィクションは、サイエンスフィクションである。

サイエンティフィックは、サイエンティフィックである。

再応は、再応である。

再往は、再往である。

災殃は、災殃である。

斎王は、斎王である。

最奥は、最奥である。

塞翁は、塞翁である。

在欧は、在欧である。

柴屋軒は、柴屋軒である。

蔡温は、蔡温である。

西園寺は、西園寺である。

西園寺公望は、西園寺公望である。



才華は、才華である。

再嫁は、再嫁である。

西下は、西下である。

災禍は、災禍である。

細瑕は、細瑕である。

最下は、最下である。

裁可は、裁可である。

歳華は、歳華である。

載貨は、載貨である。

綵花は、綵花である。

宰我は、宰我である。

催芽は、催芽である。

在家は、在家である。

在荷は、在荷である。

財貨は、財貨である。

罪科は、罪科である。

罪過は、罪過である。

再会は、再会である。

再開は、再開である。

西海は、西海である。

崔嵬は、崔嵬である。

斎戒は、斎戒である。

際会は、際会である。

災害は、災害である。

塞外は、塞外である。

際涯は、際涯である。

鰓蓋は、鰓蓋である。

財界は、財界である。

罪魁は、罪魁である。

在外は、在外である。

在外為替資金は、在外為替資金である。

西海国立公園は、西海国立公園である。

在外資産は、在外資産である。

在外正貨は、在外正貨である。

雑賀一揆は、雑賀一揆である。

西海道は、西海道である。

再開発は、再開発である。

災害補償は、災害補償である。

斎戒沐浴は、斎戒沐浴である。

催花雨は、催花雨である。

再返るは、再返るである。

載貨喫水線は、載貨喫水線である。

才覚は、才覚である。

西鶴は、西鶴である。

採獲は、採獲である。

犀角は、犀角である。



才学は、才学である。

在学は、在学である。

西鶴大矢数は、西鶴大矢数である。

西鶴置土産は、西鶴置土産である。

西鶴織留は、西鶴織留である。

西鶴諸国ばなしは、西鶴諸国ばなしである。

犀角の帯は、犀角の帯である。

才覚者は、才覚者である。

載貨重量噸は、載貨重量噸である。

載貨水線は、載貨水線である。

在方は、在方である。

さい莢は、さい莢である。

さい莢虫は、さい莢虫である。

在華紡は、在華紡である。

犀川は、犀川である。

才幹は、才幹である。

再刊は、再刊である。

再感は、再感である。

災旱は、災旱である。

災患は、災患である。

彩管は、彩管である。

祭官は、祭官である。

斎官は、斎官である。

斎館は、斎館である。

細奸は、細奸である。

細間は、細間である。

菜館は、菜館である。

歳寒は、歳寒である。

在官は、在官である。

材幹は、材幹である。

歳寒三友は、歳寒三友である。

歳寒仙侶は、歳寒仙侶である。

歳寒二雅は、歳寒二雅である。

歳寒二友は、歳寒二友である。

佐伯は、佐伯である。

才気は、才気である。

才器は、才器である。

再起は、再起である。

猜忌は、猜忌である。

祭器は、祭器である。

細木は、細木である。

債鬼は、債鬼である。

幸木は、幸木である。

再議は、再議である。

猜疑は、猜疑である。

祭儀は、祭儀である。



再帰化は、再帰化である。

才気煥発は、才気煥発である。

催奇形性は、催奇形性である。

催奇性は、催奇性である。

再起訴は、再起訴である。

再帰代名詞は、再帰代名詞である。

再帰動詞は、再帰動詞である。

細木藤兵衛は、細木藤兵衛である。

才気走るは、才気走るである。

罪咎は、罪咎である。

西宮記は、西宮記である。

再挙は、再挙である。

裁許は、裁許である。

西京は、西京である。

最強は、最強である。

歳刑は、歳刑である。

西行は、西行である。

在京は、在京である。

在郷は、在郷である。

再教育は、再教育である。

西行被きは、西行被きである。

西行忌は、西行忌である。

西行桜は、西行桜である。

西教寺は、西教寺である。

埼京線は、埼京線である。

西京漬は、西京漬である。

在京人は、在京人である。

西京味噌は、西京味噌である。

西京焼は、西京焼である。

裁許状は、裁許状である。

裁許留は、裁許留である。

遮るは、遮るである。

砕金は、砕金である。

細金は、細金である。

截金は、截金である。

細菌は、細菌である。

細瑾は、細瑾である。

細謹は、細謹である。

最近は、最近である。

砕銀は、砕銀である。

在勤は、在勤である。

細菌ウイルスは、細菌ウイルスである。

細菌学は、細菌学である。

細金細工は、細金細工である。

最近親は、最近親である。

在勤手当は、在勤手当である。



細菌毒素は、細菌毒素である。

細菌兵器は、細菌兵器である。

再吟味は、再吟味である。

在勤者は、在勤者である。

斎鼓は、斎鼓である。

細工は、細工である。

祭具は、祭具である。

罪垢は、罪垢である。

斎宮は、斎宮である。

際遇は、際遇である。

斎宮司は、斎宮司である。

斎宮の忌詞は、斎宮の忌詞である。

斎宮女御は、斎宮女御である。

斎宮寮は、斎宮寮である。

細工頭は、細工頭である。

細工利きは、細工利きである。

細工昆布は、細工昆布である。

三枝は、三枝である。

三枝博音は、三枝博音である。

三枝祭は、三枝祭である。

細工所は、細工所である。

在口は、在口である。

採掘は、採掘である。

採掘権は、採掘権である。

細工人は、細工人である。

細区分は、細区分である。

細工冥加は、細工冥加である。

細工むは、細工むである。

細工物は、細工物である。

サイクリックＡＭＰは、サイクリックＡＭＰである。

サイクリングは、サイクリングである。

サイクルは、サイクルである。

サイクルヒットは、サイクルヒットである。

サイクロイドは、サイクロイドである。

サイクロイド歯車は、サイクロイド歯車である。

サイクロトロンは、サイクロトロンである。

サイクロンは、サイクロンである。

細君は、細君である。

再軍備は、再軍備である。

サイケは、サイケである。

済家は、済家である。

宰卿は、宰卿である。

菜畦は、菜畦である。

歳計は、歳計である。

蔡京は、蔡京である。

才芸は、才芸である。



財形は、財形である。

財経は、財経である。

最恵国は、最恵国である。

最恵国条款は、最恵国条款である。

歳計剰余金は、歳計剰余金である。

罪刑法定主義は、罪刑法定主義である。

最敬礼は、最敬礼である。

細隙は、細隙である。

在家僧は、在家僧である。

採血は、採血である。

採決は、採決である。

裁決は、裁決である。

災げつは、災げつである。

歳月は、歳月である。

再結晶は、再結晶である。

サイケデリックは、サイケデリックである。

在家役は、在家役である。

才賢は、才賢である。

再見は、再見である。

再建は、再建である。

再検は、再検である。

細見は、細見である。

債券は、債券である。

債権は、債権である。

再現は、再現である。

際限は、際限である。

財源は、財源である。

細見売は、細見売である。

債権行為は、債権行為である。

債権国は、債権国である。

債券先物取引は、債券先物取引である。

債権質は、債権質である。

債権者は、債権者である。

債権者代位権は、債権者代位権である。

債権者遅滞は、債権者遅滞である。

債権者取消権は、債権者取消権である。

債権証券は、債権証券である。

歳遣船は、歳遣船である。

再検討は、再検討である。

蔡元培は、蔡元培である。

西湖は、西湖である。

柴胡は、柴胡である。

豺虎は、豺虎である。

細故は、細故である。

最古は、最古である。

最後は、最後である。



最期は、最期である。

在庫は、在庫である。

在五は、在五である。

サイコアナリシスは、サイコアナリシスである。

再考は、再考である。

再校は、再校である。

再興は、再興である。

西光は、西光である。

西郊は、西郊である。

斉衡は、斉衡である。

砕鉱は、砕鉱である。

宰衡は、宰衡である。

採工は、採工である。

採光は、採光である。

採鉱は、採鉱である。

斎羹は、斎羹である。

細行は、細行である。

菜羹は、菜羹である。

最高は、最高である。

西郷は、西郷である。

在校は、在校である。

罪業は、罪業である。

在郷歌は、在郷歌である。

在郷唄は、在郷唄である。

在郷馬は、在郷馬である。

最高温度計は、最高温度計である。

最高学府は、最高学府である。

在郷軍人は、在郷軍人である。

在郷軍人病は、在郷軍人病である。

最高血圧は、最高血圧である。

最高検察庁は、最高検察庁である。

再抗告は、再抗告である。

最高裁は、最高裁である。

最高最低温度計は、最高最低温度計である。

最高最低税率主義は、最高最低税率主義である。

最高裁判所は、最高裁判所である。

最高裁判所規則は、最高裁判所規則である。

最高裁判所裁判官は、最高裁判所裁判官である。

最高裁判所長官は、最高裁判所長官である。

西郷札は、西郷札である。

最高神は、最高神である。

最高善は、最高善である。

西郷隆盛は、西郷隆盛である。

彩光弾は、彩光弾である。

最高潮は、最高潮である。

西郷従道は、西郷従道である。



最高発行額制限制度は、最高発行額制限制度である。

最高発行法は、最高発行法である。

最後尾は、最後尾である。

在郷人は、在郷人である。

再抗弁は、再抗弁である。

最高峰は、最高峰である。

最高法院は、最高法院である。

最高法規は、最高法規である。

在五が物語は、在五が物語である。

在庫管理は、在庫管理である。

サイコキネシスは、サイコキネシスである。

斎国は、斎国である。

催告は、催告である。

西国は、西国である。

在国は、在国である。

西国街道は、西国街道である。

西国三十三所は、西国三十三所である。

西国路は、西国路である。

在国司は、在国司である。

在国衆は、在国衆である。

西国巡礼は、西国巡礼である。

西国筋郡代は、西国筋郡代である。

催告の抗弁は、催告の抗弁である。

西国船は、西国船である。

再刻本は、再刻本である。

西国立志編は、西国立志編である。

さい越しは、さい越しである。

在庫循環は、在庫循環である。

サイコセラピーは、サイコセラピーである。

在五中将は、在五中将である。

在庫調整は、在庫調整である。

鰓骨は、鰓骨である。

最後通牒は、最後通牒である。

最後っ屁は、最後っ屁である。

柴胡湯は、柴胡湯である。

在庫投資は、在庫投資である。

最期所は、最期所である。

サイコドラマは、サイコドラマである。

最後の十念は、最後の十念である。

最期の十念は、最期の十念である。

最後の審判は、最後の審判である。

最後の助は、最後の助である。

最後の晩餐は、最後の晩餐である。

菜好みは、菜好みである。

最期場は、最期場である。

最期日は、最期日である。



最後屁は、最後屁である。

再雇用制は、再雇用制である。

賽子は、賽子である。

骰子は、骰子である。

サイコロジーは、サイコロジーである。

再婚は、再婚である。

菜根は、菜根である。

サイゴンは、サイゴンである。

罪根は、罪根である。

菜根譚は、菜根譚である。

歳差は、歳差である。

騒騒は、騒騒である。

再再は、再再である。

済済は、済済である。

細細は、細細である。

歳歳は、歳歳である。

在在は、在在である。

騒騒しは、騒騒しである。

在在所所は、在在所所である。

歳差運動は、歳差運動である。

幸先は、幸先である。

再昨は、再昨である。

砦柵は、砦柵である。

細作は、細作である。

さ砂は、さ砂である。

サイザル麻は、サイザル麻である。

再三は、再三である。

採算は、採算である。

財産は、財産である。

財産家は、財産家である。

採算株は、採算株である。

財産勘定は、財産勘定である。

財産区は、財産区である。

財産刑は、財産刑である。

財産権は、財産権である。

再三再四は、再三再四である。

財産出資は、財産出資である。

財産所得は、財産所得である。

財産税は、財産税である。

財産相続は、財産相続である。

財産分離は、財産分離である。

財産法は、財産法である。

財産目録は、財産目録である。

財産留保は、財産留保である。

採算割れは、採算割れである。

才子は、才子である。



再思は、再思である。

妻子は、妻子である。

祭司は、祭司である。

祭使は、祭使である。

祭祀は、祭祀である。

祭粢は、祭粢である。

細思は、細思である。

細疵は、細疵である。

細視は、細視である。

釵子は、釵子である。

歳試は、歳試である。

嘴子は、嘴子である。

再治は、再治である。

西寺は、西寺である。

妻児は、妻児である。

祭事は、祭事である。

細字は、細字である。

細事は、細事である。

催事は、催事である。

歳次は、歳次である。

歳事は、歳事である。

歳時は、歳時である。

さい爾は、さい爾である。

祭祀遺跡は、祭祀遺跡である。

才識は、才識である。

彩色は、彩色である。

祭式は、祭式である。

歳時記は、歳時記である。

斎食は、斎食である。

財色は、財色である。

彩色土器は、彩色土器である。

彩色筆は、彩色筆である。

彩色くは、彩色くである。

妻子眷属は、妻子眷属である。

催事場は、催事場である。

再自乗は、再自乗である。

祭祀相続は、祭祀相続である。

祭祀大権は、祭祀大権である。

才子多病は、才子多病である。

才質は、才質である。

妻室は、妻室である。

祭日は、祭日である。

斎日は、斎日である。

在室は、在室である。

材質は、材質である。

罪質は、罪質である。



際しては、際してである。

在社は、在社である。

細嚼は、細嚼である。

纔着は、纔着である。

摧邪輪は、摧邪輪である。

採取は、採取である。

採種は、採種である。

祭主は、祭主である。

祭酒は、祭酒である。

債主は、債主である。

催主は、催主である。

歳首は、歳首である。

再誦は、再誦である。

材種は、材種である。

西収は、西収である。

採集は、採集である。

最終は、最終である。

歳終は、歳終である。

罪囚は、罪囚である。

在住は、在住である。

再従兄は、再従兄である。

再従兄弟は、再従兄弟である。

再従弟は、再従弟である。

済州島は、済州島である。

最終弁論は、最終弁論である。

再宿は、再宿である。

斎宿は、斎宿である。

在宿は、在宿である。

採取経済は、採取経済である。

再出は、再出である。

歳出は、歳出である。

崔述は、崔述である。

再出発は、再出発である。

才俊は、才俊である。

最純は、最純である。

細書は、細書である。

最初は、最初である。

税所は、税所である。

才女は、才女である。

妻女は、妻女である。

斎女は、斎女である。

細叙は、細叙である。

歳序は、歳序である。

歳除は、歳除である。

在所は、在所である。

税所敦子は、税所敦子である。



妻妾は、妻妾である。

宰相は、宰相である。

採証は、採証である。

済勝は、済勝である。

細小は、細小である。

最小は、最小である。

最少は、最少である。

最勝は、最勝である。

歳星は、歳星である。

西条は、西条である。

祭場は、祭場である。

斎場は、斎場である。

最上は、最上である。

在荘は、在荘である。

在庄は、在庄である。

罪証は、罪証である。

罪障は、罪障である。

罪状は、罪状である。

最勝会は、最勝会である。

最勝王経は、最勝王経である。

西条柿は、西条柿である。

最小可知差異は、最小可知差異である。

最勝河原は、最勝河原である。

最上級は、最上級である。

最小限は、最小限である。

最勝講は、最勝講である。

最小公倍数は、最小公倍数である。

最勝寺は、最勝寺である。

最小自乗法は、最小自乗法である。

最少準備法は、最少準備法である。

最小数は、最小数である。

最勝尊は、最勝尊である。

最小値は、最小値である。

祭場殿は、祭場殿である。

最勝人は、最勝人である。

済勝の具は、済勝の具である。

宰相の中将は、宰相の中将である。

西条柾は、西条柾である。

西条八十は、西条八十である。

最上流は、最上流である。

在所駕籠は、在所駕籠である。

西所川原は、西所川原である。

才色は、才色である。

采色は、采色である。

栽植は、栽植である。

菜色は、菜色である。



菜食は、菜食である。

在職は、在職である。

才色兼備は、才色兼備である。

菜食主義は、菜食主義である。

在職老齢年金は、在職老齢年金である。

在所女郎衆は、在所女郎衆である。

在所育ちは、在所育ちである。

在所者は、在所者である。

賽尻は、賽尻である。

才尻は、才尻である。

再伸は、再伸である。

再進は、再進である。

再審は、再審である。

采薪は、采薪である。

柴薪は、柴薪である。

砕心は、砕心である。

摧心は、摧心である。

砕身は、砕身である。

摧身は、摧身である。

済進は、済進である。

細心は、細心である。

細辛は、細辛である。

最深は、最深である。

最新は、最新である。

才人は、才人である。

祭神は、祭神である。

細人は、細人である。

賽人は、賽人である。

最新世は、最新世である。

差異心理学は、差異心理学である。

裁すは、裁すである。

擠すは、擠すである。

賽すは、賽すである。

サイズは、サイズである。

座椅子は、座椅子である。

坐椅子は、坐椅子である。

採水器は、採水器である。

罪数は、罪数である。

さいずえは、さいずえである。

囀らふは、囀らふである。

際するは、際するである。

囀るは、囀るである。

囀るやは、囀るやである。

採寸は、採寸である。

在世は、在世である。

財施は、財施である。



再生は、再生である。

再製は、再製である。

済世は、済世である。

済生は、済生である。

祭政は、祭政である。

最盛は、最盛である。

裁制は、裁制である。

催青は、催青である。

財政は、財政である。

祭政一致は、祭政一致である。

財政インフレーションは、財政インフレーションである。

財政家は、財政家である。

済生会は、済生会である。

財政学は、財政学である。

財政関税は、財政関税である。

最盛期は、最盛期である。

再製生糸は、再製生糸である。

崔済愚は、崔済愚である。

財政硬直化は、財政硬直化である。

再生ゴムは、再生ゴムである。

財政財産は、財政財産である。

再生産は、再生産である。

再生産表式は、再生産表式である。

再生紙は、再生紙である。

財政資金は、財政資金である。

再製酒は、再製酒である。

再生繊維は、再生繊維である。

再製茶は、再製茶である。

財政投融資は、財政投融資である。

財政犯は、財政犯である。

再生不良性貧血は、再生不良性貧血である。

財政法は、財政法である。

再生毛は、再生毛である。

砕石は、砕石である。

採石は、採石である。

細石は、細石である。

載積は、載積である。

載籍は、載籍である。

在昔は、在昔である。

在席は、在席である。

在籍は、在籍である。

材積は、材積である。

罪責は、罪責である。

罪跡は、罪跡である。

採石権は、採石権である。

砕石術は、砕石術である。



在籍専従は、在籍専従である。

砕石道は、砕石道である。

再説は、再説である。

西刹は、西刹である。

砕屑は、砕屑である。

細節は、細節である。

細説は、細説である。

歳殺は、歳殺である。

砕屑岩は、砕屑岩である。

細石器は、細石器である。

砕屑丘は、砕屑丘である。

砕屑物は、砕屑物である。

再選は、再選である。

賽銭は、賽銭である。

最前は、最前である。

最善は、最善である。

截然は、截然である。

再選挙は、再選挙である。

細線細工は、細線細工である。

最前線は、最前線である。

最先端は、最先端である。

賽銭箱は、賽銭箱である。

再洗礼派は、再洗礼派である。

再祚は、再祚である。

再訴は、再訴である。

菜蔬は、菜蔬である。

才藻は、才藻である。

再送は、再送である。

栽桑は、栽桑である。

彩層は、彩層である。

採草は、採草である。

灑掃は、灑掃である。

洒掃は、洒掃である。

才蔵は、才蔵である。

採草地は、採草地である。

再造林は、再造林である。

採桑老は、採桑老である。

細則は、細則である。

催促は、催促である。

在俗は、在俗である。

催促がましいは、催促がましいである。

催促状は、催促状である。

催促振舞は、催促振舞である。

最多は、最多である。

サイダーは、サイダーである。

妻帯は、妻帯である。



臍帯は、臍帯である。

細大は、細大である。

最大は、最大である。

罪体は、罪体である。

最大級は、最大級である。

最大限は、最大限である。

最大公約数は、最大公約数である。

西大寺は、西大寺である。

最大瞬間風速は、最大瞬間風速である。

最大蒸気圧は、最大蒸気圧である。

最大数は、最大数である。

最大多数は、最大多数である。

最大値は、最大値である。

最大殿は、最大殿である。

最大離角は、最大離角である。

採択は、採択である。

在宅は、在宅である。

在宅介護は、在宅介護である。

在宅ケアは、在宅ケアである。

咲いた桜は、咲いた桜である。

さいたずまは、さいたずまである。

さいたづま色は、さいたづま色である。

先立つは、先立つである。

戯射は、戯射である。

埼玉は、埼玉である。

埼玉大学は、埼玉大学である。

才太郎畑は、才太郎畑である。

斎太郎節は、斎太郎節である。

最たるは、最たるである。

再誕は、再誕である。

採炭は、採炭である。

菜単は、菜単である。

最短は、最短である。

歳旦は、歳旦である。

祭壇は、祭壇である。

裁断は、裁断である。

財団は、財団である。

採炭機は、採炭機である。

最短距離は、最短距離である。

祭壇座は、祭壇座である。

歳旦祭は、歳旦祭である。

財団債権は、財団債権である。

歳旦帖は、歳旦帖である。

財団抵当は、財団抵当である。

歳旦開きは、歳旦開きである。

財団法人は、財団法人である。



歳旦三物は、歳旦三物である。

才知は、才知である。

才智は、才智である。

采地は、采地である。

細緻は、細緻である。

裁知は、裁知である。

裁智は、裁智である。

在地は、在地である。

再築は、再築である。

在地判は、在地判である。

細注は、細注である。

細註は、細註である。

最中は、最中である。

在中は、在中である。

才調は、才調である。

再調は、再調である。

細長は、細長である。

最長は、最長である。

最澄は、最澄である。

犀鳥は、犀鳥である。

在庁は、在庁である。

在朝は、在朝である。

在庁人は、在庁人である。

在庁官人は、在庁官人である。

最長不倒距離は、最長不倒距離である。

採長補短は、採長補短である。

采柄は、采柄である。

先使は、先使である。

先つ頃は、先つ頃である。

才槌は、才槌である。

木槌は、木槌である。

才槌頭は、才槌頭である。

先つ年は、先つ年である。

割出は、割出である。

再訂は、再訂である。

最低は、最低である。

裁定は、裁定である。

在廷は、在廷である。

最低温度計は、最低温度計である。

蔡廷かいは、蔡廷かいである。

裁定為替相場は、裁定為替相場である。

最低血圧は、最低血圧である。

最低限は、最低限である。

在廷証人は、在廷証人である。

最低賃金制は、最低賃金制である。

裁定取引は、裁定取引である。



再手形は、再手形である。

最適は、最適である。

財テクは、財テクである。

衰てつは、衰てつである。

再出卵は、再出卵である。

ザイデルの五収差は、ザイデルの五収差である。

再転は、再転である。

西天は、西天である。

采椽は、采椽である。

採点は、採点である。

祭天は、祭天である。

祭典は、祭典である。

祭奠は、祭奠である。

祭殿は、祭殿である。

斎田は、斎田である。

斎殿は、斎殿である。

在天は、在天である。

西都は、西都である。

サイトは、サイトである。

才度は、才度である。

再度は、再度である。

西土は、西土である。

妻孥は、妻孥である。

彩度は、彩度である。

済度は、済度である。

細土は、細土である。

サイドは、サイドである。

サイドアウトは、サイドアウトである。

西島は、西島である。

西塔は、西塔である。

采頭は、采頭である。

柴灯は、柴灯である。

斎灯は、斎灯である。

彩陶は、彩陶である。

菜豆は、菜豆である。

斎藤は、斎藤である。

西堂は、西堂である。

斎堂は、斎堂である。

斎藤月岑は、斎藤月岑である。

斎藤実盛は、斎藤実盛である。

採銅使は、採銅使である。

斎藤拙堂は、斎藤拙堂である。

斎藤隆夫は、斎藤隆夫である。

斎藤竹堂は、斎藤竹堂である。

斎藤道三は、斎藤道三である。

斎藤徳元は、斎藤徳元である。



道祖土払は、道祖土払である。

斎藤彦麿は、斎藤彦麿である。

斎藤秀三郎は、斎藤秀三郎である。

砕動風は、砕動風である。

斎藤実は、斎藤実である。

斎藤茂吉は、斎藤茂吉である。

斎藤弥九郎は、斎藤弥九郎である。

斎藤緑雨は、斎藤緑雨である。

サイドカーは、サイドカーである。

サイトカイニンは、サイトカイニンである。

サイトカインは、サイトカインである。

才徳は、才徳である。

再読は、再読である。

細読は、細読である。

再読文字は、再読文字である。

サイトシーイングは、サイトシーイングである。

サイドステップは、サイドステップである。

サイドストロークは、サイドストロークである。

サイドスラスターは、サイドスラスターである。

サイドスローは、サイドスローである。

再突入は、再突入である。

サイドテーブルは、サイドテーブルである。

一昨昨年は、一昨昨年である。

サイドドラムは、サイドドラムである。

西都原は、西都原である。

サイドビジネスは、サイドビジネスである。

サイドブレーキは、サイドブレーキである。

サイドベンツは、サイドベンツである。

サイドボードは、サイドボードである。

サイドポールは、サイドポールである。

サイドミラーは、サイドミラーである。

サイトメガロウイルスは、サイトメガロウイルスである。

道祖土焼は、道祖土焼である。

サイドライトは、サイドライトである。

サイドラインは、サイドラインである。

刺捕は、刺捕である。

才取りは、才取りである。

サイドリーダーは、サイドリーダーである。

才取り会員は、才取り会員である。

刺捕竿は、刺捕竿である。

刺捕差は、刺捕差である。

才取り棒は、才取り棒である。

サイドワークは、サイドワークである。

サイドワインダーは、サイドワインダーである。

細屯は、細屯である。

さいなあは、さいなあである。



塞内は、塞内である。

嘖むは、嘖むである。

苛むは、苛むである。

災難は、災難である。

済南は、済南である。

済南事件は、済南事件である。

災難除けは、災難除けである。

賽日は、賽日である。

在日は、在日である。

在日朝鮮人は、在日朝鮮人である。

在日本大韓民国民団は、在日本大韓民国民団である。

在日本朝鮮人総聯合会は、在日本朝鮮人総聯合会である。

歳入は、歳入である。

歳入欠陥は、歳入欠陥である。

採尿は、採尿である。

細尿管は、細尿管である。

再任は、再任である。

再認は、再認である。

裁人は、裁人である。

在任は、在任である。

罪人は、罪人である。

再認識は、再認識である。

済寧は、済寧である。

再熱タービンは、再熱タービンである。

サイネリアは、サイネリアである。

再燃は、再燃である。

西念は、西念である。

最年少は、最年少である。

最年長は、最年長である。

さいのは、さいのである。

才能は、才能である。

採納は、採納である。

臍嚢は、臍嚢である。

財嚢は、財嚢である。

塞の神は、塞の神である。

道祖神は、道祖神である。

賽の河原は、賽の河原である。

采の目は、采の目である。

賽の目は、賽の目である。

さいのろは、さいのろである。

柴杷は、柴杷である。

砕破は、砕破である。

摧破は、摧破である。

歳破は、歳破である。

細馬は、細馬である。

サイバーパンクは、サイバーパンクである。



再拝は、再拝である。

采配は、采配である。

儕輩は、儕輩である。

栽培は、栽培である。

栽培漁業は、栽培漁業である。

再配当は、再配当である。

采配蘭は、采配蘭である。

さいはかは、さいはかである。

財帛は、財帛である。

菜箸は、菜箸である。

才弾け者は、才弾け者である。

才弾けるは、才弾けるである。

才走るは、才走るである。

最果は、最果である。

再発は、再発である。

採伐は、採伐である。

財閥は、財閥である。

財閥解体は、財閥解体である。

再発見は、再発見である。

最果ては、最果てである。

サイバネティックスは、サイバネティックスである。

催馬楽は、催馬楽である。

采払いは、采払いである。

榛は、榛である。

前張は、前張である。

再犯は、再犯である。

再版は、再版である。

菜板は、菜板である。

裁判は、裁判である。

歳晩は、歳晩である。

サイパンは、サイパンである。

在判は、在判である。

在藩は、在藩である。

罪犯は、罪犯である。

在番は、在番である。

裁判官は、裁判官である。

裁判管轄は、裁判管轄である。

裁判官弾劾法は、裁判官弾劾法である。

裁判規範は、裁判規範である。

再販契約は、再販契約である。

裁判権は、裁判権である。

裁判沙汰は、裁判沙汰である。

裁判所は、裁判所である。

裁判書は、裁判書である。

裁判上の和解は、裁判上の和解である。

裁判所書記官は、裁判所書記官である。



裁判所調査官は、裁判所調査官である。

裁判所法は、裁判所法である。

裁判籍は、裁判籍である。

裁判長は、裁判長である。

柴扉は、柴扉である。

採否は、採否である。

犀皮は、犀皮である。

歳費は、歳費である。

細微は、細微である。

最尾は、最尾である。

最微は、最微である。

才筆は、才筆である。

細筆は、細筆である。

載筆は、載筆である。

犀皮塗は、犀皮塗である。

砕氷は、砕氷である。

採氷は、採氷である。

細氷は、細氷である。

細評は、細評である。

再評価は、再評価である。

再評価利益は、再評価利益である。

採苗器は、採苗器である。

砕氷船は、砕氷船である。

最頻値は、最頻値である。

割符は、割符である。

宰府は、宰府である。

財布は、財布である。

採譜は、採譜である。

西部は、西部である。

細部は、細部である。

在府は、在府である。

在釜は、在釜である。

サイフォンは、サイフォンである。

祭服は、祭服である。

斎服は、斎服である。

摧伏は、摧伏である。

罪福は、罪福である。

財布尻は、財布尻である。

才物は、才物である。

財物は、財物である。

割符屋は、割符屋である。

采振りは、采振りである。

采振木は、采振木である。

サイプレスは、サイプレスである。

彩文は、彩文である。

祭文は、祭文である。



細分は、細分である。

財幣は、財幣である。

細別は、細別である。

臍ヘルニアは、臍ヘルニアである。

再返は、再返である。

再篇は、再篇である。

再変は、再変である。

再編は、再編である。

災変は、災変である。

砕片は、砕片である。

細片は、細片である。

才弁は、才弁である。

宰輔は、宰輔である。

菜圃は、菜圃である。

歳暮は、歳暮である。

才鋒は、才鋒である。

再訪は、再訪である。

西方は、西方である。

砦堡は、砦堡である。

採訪は、採訪である。

細胞は、細胞である。

細報は、細報である。

裁縫は、裁縫である。

才望は、才望である。

撮棒は、撮棒である。

材棒は、材棒である。

財宝は、財宝である。

罪報は、罪報である。

西方安楽国は、西方安楽国である。

細胞遺伝学は、細胞遺伝学である。

細胞運動は、細胞運動である。

細胞液は、細胞液である。

細胞核は、細胞核である。

細胞学は、細胞学である。

西方行者は、西方行者である。

細胞工学は、細胞工学である。

西方極楽は、西方極楽である。

細胞骨格は、細胞骨格である。

西芳寺は、西芳寺である。

細胞質は、細胞質である。

細胞質遺伝は、細胞質遺伝である。

西方十万億土は、西方十万億土である。

細胞小器官は、細胞小器官である。

西方浄土は、西方浄土である。

細胞診は、細胞診である。

細胞性免疫は、細胞性免疫である。



西方世界は、西方世界である。

細胞内消化は、細胞内消化である。

西方念仏は、西方念仏である。

西方の教えは、西方の教えである。

細胞培養は、細胞培養である。

細胞分画法は、細胞分画法である。

細胞分裂は、細胞分裂である。

細胞壁は、細胞壁である。

細胞膜は、細胞膜である。

細胞融合は、細胞融合である。

サイボーグは、サイボーグである。

砕木は、砕木である。

彩墨は、彩墨である。

砕木機は、砕木機である。

砕木パルプは、砕木パルプである。

再保険は、再保険である。

ざい掘りは、ざい掘りである。

サイホンは、サイホンである。

材本は、材本である。

財本は、財本である。

在米は、在米である。

先まぐるは、先まぐるである。

割松は、割松である。

細末は、細末である。

最末は、最末である。

歳末は、歳末である。

西曼荼羅は、西曼荼羅である。

貲布は、貲布である。

細布は、細布である。

細見竹は、細見竹である。

細密は、細密である。

細密画は、細密画である。

最密構造は、最密構造である。

細脈は、細脈である。

在名は、在名である。

在苗は、在苗である。

最明寺は、最明寺である。

細民は、細民である。

催眠は、催眠である。

催眠剤は、催眠剤である。

催眠術は、催眠術である。

在民部卿は、在民部卿である。

在民部卿家歌合は、在民部卿家歌合である。

催眠分析は、催眠分析である。

細務は、細務である。

債務は、債務である。



財務は、財務である。

財務会計は、財務会計である。

財務管理は、財務管理である。

債務国は、債務国である。

債務者は、債務者である。

債務者遅滞は、債務者遅滞である。

財務諸表は、財務諸表である。

債務不履行は、債務不履行である。

財務分析は、財務分析である。

債務名義は、債務名義である。

細目は、細目である。

際目は、際目である。

境目は、境目である。

才名は、才名である。

在銘は、在銘である。

罪名は、罪名である。

斉明天皇は、斉明天皇である。

細目帷子は、細目帷子である。

摧滅は、摧滅である。

境目論は、境目論である。

西面は、西面である。

西面の武士は、西面の武士である。

細網内皮系は、細網内皮系である。

斎沐は、斎沐である。

材木は、材木である。

材木岩は、材木岩である。

材木座は、材木座である。

材木奉行は、材木奉行である。

材木屋風は、材木屋風である。

済物は、済物である。

祭物は、祭物である。

賽物は、賽物である。

済物浦は、済物浦である。

幸貰いは、幸貰いである。

柴門は、柴門である。

祭文語りは、祭文語りである。

サイモンズは、サイモンズである。

彩文土器は、彩文土器である。

祭文節は、祭文節である。

祭文読は、祭文読である。

菜屋は、菜屋である。

在野は、在野である。

災厄は、災厄である。

採薬は、採薬である。

在野党は、在野党である。

採油は、採油である。



西遊は、西遊である。

采邑は、采邑である。

蔡ゆうは、蔡ゆうである。

西遊記は、西遊記である。

最優秀選手は、最優秀選手である。

最優先は、最優先である。

再輸出は、再輸出である。

再輸入は、再輸入である。

宰予は、宰予である。

歳余は、歳余である。

災妖は、災妖である。

採用は、採用である。

細腰は、細腰である。

最要は、最要である。

歳用は、歳用である。

蔡ようは、蔡ようである。

財用は、財用である。

細腰鼓は、細腰鼓である。

財欲は、財欲である。

さいらは、さいらである。

再来は、再来である。

西来は、西来である。

在来は、在来である。

在来工業は、在来工業である。

在来種は、在来種である。

在来線は、在来線である。

さいらくは、さいらくである。

在洛は、在洛である。

採卵は、採卵である。

采覧異言は、采覧異言である。

宰吏は、宰吏である。

犀利は、犀利である。

座入りは、座入りである。

サイリスターは、サイリスターである。

才略は、才略である。

細柳は、細柳である。

細流は、細流である。

細粒は、細粒である。

截留は、截留である。

在留は、在留である。

才量は、才量である。

宰領は、宰領である。

菜料は、菜料である。

最良は、最良である。

裁量は、裁量である。

載量は、載量である。



材料は、材料である。

材料強弱学は、材料強弱学である。

裁量行為は、裁量行為である。

材料試験機は、材料試験機である。

裁量弁護は、裁量弁護である。

材料力学は、材料力学である。

才力は、才力である。

材力は、材力である。

財力は、財力である。

再臨は、再臨である。

細鱗は、細鱗である。

蔡倫は、蔡倫である。

細鱗魚は、細鱗魚である。

ザイルは、ザイルである。

菜類は、菜類である。

催涙は、催涙である。

罪累は、罪累である。

催涙ガスは、催涙ガスである。

催涙弾は、催涙弾である。

災れいは、災れいである。

祭礼は、祭礼である。

罪戻は、罪戻である。

罪例は、罪例である。

祭礼笠は、祭礼笠である。

祭礼草紙は、祭礼草紙である。

サイレージは、サイレージである。

細裂は、細裂である。

鰓裂は、鰓裂である。

細漣は、細漣である。

サイレンは、サイレンである。

サイレンサーは、サイレンサーである。

サイレントは、サイレントである。

サイレント鎖は、サイレント鎖である。

サイレントマジョリティーは、サイレントマジョリティーである。

サイロは、サイロである。

宰老は、宰老である。

豺狼は、豺狼である。

菜籠は、菜籠である。

豺狼当路は、豺狼当路である。

サイロキシンは、サイロキシンである。

才六は、才六である。

采六は、采六である。

賽六は、賽六である。

再録は、再録である。

採録は、採録である。

載録は、載録である。



再論は、再論である。

細論は、細論である。

再話は、再話である。

幸いは、幸いである。

幸織は、幸織である。

幸いするは、幸いするである。

幸茸は、幸茸である。

幸いには、幸いにである。

幸いの守りは、幸いの守りである。

幸菱は、幸菱である。

幸い人は、幸い人である。

幸ふは、幸ふである。

菜割りは、菜割りである。

再割引は、再割引である。

氷割船は、氷割船である。

才腕は、才腕である。

左院は、左院である。

鎖陰は、鎖陰である。

サインは、サインである。

座員は、座員である。

座隠は、座隠である。

坐隠は、坐隠である。

ザインは、ザインである。

サインブックは、サインブックである。

サインプレーは、サインプレーである。

サインペンは、サインペンである。

サイン棒は、サイン棒である。

左右は、左右である。

障ふは、障ふである。

支ふは、支ふである。

座右は、座右である。

ザウアークラウトは、ザウアークラウトである。

サヴィニーは、サヴィニーである。

サヴォイアは、サヴォイアである。

サヴォイオペラは、サヴォイオペラである。

サヴォナロラは、サヴォナロラである。

サウサンプトンは、サウサンプトンである。

サウジアラビアは、サウジアラビアである。

サウジーは、サウジーである。

サウスカロライナは、サウスカロライナである。

サウスダコタは、サウスダコタである。

サウスポーは、サウスポーである。

サウディアラビアは、サウディアラビアである。

サウナは、サウナである。

サウンは、サウンである。

サウンドは、サウンドである。



サウンドエフェクトは、サウンドエフェクトである。

サウンドスカルプチャーは、サウンドスカルプチャーである。

サウンドトラックは、サウンドトラックである。

サウンド版は、サウンド版である。

サウンドボックスは、サウンドボックスである。

サウンドボディーは、サウンドボディーである。

冴えは、冴えである。

冱えは、冱えである。

さえは、さえである。

冴え返るは、冴え返るである。

才がるは、才がるである。

差役は、差役である。

差益は、差益である。

佐伯定胤は、佐伯定胤である。

左掖門は、左掖門である。

佐伯祐三は、佐伯祐三である。

冴え冴えは、冴え冴えである。

冱え冱えは、冱え冱えである。

才才しは、才才しである。

冴え冴えしいは、冴え冴えしいである。

冴え冴えては、冴え冴えてである。

囀りは、囀りである。

囀りとよむは、囀りとよむである。

囀りの根は、囀りの根である。

さ枝は、さ枝である。

さ枝草は、さ枝草である。

査閲は、査閲である。

さえなうは、さえなうである。

才名乗りは、才名乗りである。

さえには、さえにである。

支人は、支人である。

才の男は、才の男である。

才の覚えは、才の覚えである。

障の神は、障の神である。

道祖神場は、道祖神場である。

冴え勝るは、冴え勝るである。

左衛門は、左衛門である。

左衛門督は、左衛門督である。

左衛門の陣は、左衛門の陣である。

左衛門府は、左衛門府である。

冴え行くは、冴え行くである。

冴えるは、冴えるである。

冱えるは、冱えるである。

障えるは、障えるである。

支えるは、支えるである。

冴え渡るは、冴え渡るである。



茶園は、茶園である。

竿は、竿である。

棹は、棹である。

さ青は、さ青である。

さ麻は、さ麻である。

さ緒は、さ緒である。

佐保は、佐保である。

竿石は、竿石である。

竿入れは、竿入れである。

沙翁は、沙翁である。

蔵王は、蔵王である。

左往右往は、左往右往である。

蔵王温泉は、蔵王温泉である。

蔵王権現は、蔵王権現である。

蔵王山は、蔵王山である。

棹歌は、棹歌である。

竿打ちは、竿打ちである。

蔵王堂は、蔵王堂である。

さ小峰は、さ小峰である。

佐保風は、佐保風である。

竿金は、竿金である。

佐保川は、佐保川である。

棹子は、棹子である。

竿コンパスは、竿コンパスである。

棹さすは、棹さすである。

さ牡鹿は、さ牡鹿である。

さ牡鹿のは、さ牡鹿のである。

竿鷹は、竿鷹である。

竿竹は、竿竹である。

棹立ちは、棹立ちである。

竿継ぎは、竿継ぎである。

竿付の緒は、竿付の緒である。

竿釣は、竿釣である。

早少女は、早少女である。

早乙女は、早乙女である。

早乙女花は、早乙女花である。

竿取は、竿取である。

棹取は、棹取である。

さ躍るは、さ躍るである。

竿除きは、竿除きである。

竿延びは、竿延びである。

棹秤は、棹秤である。

竿秤は、竿秤である。

さ小橋は、さ小橋である。

狭穂彦狭穂姫は、狭穂彦狭穂姫である。

沙本毘古沙本毘売は、沙本毘古沙本毘売である。



佐保姫は、佐保姫である。

竿奉行は、竿奉行である。

竿縁は、竿縁である。

さ小舟は、さ小舟である。

竿ほぞは、竿ほぞである。

棹掘りは、棹掘りである。

棹物は、棹物である。

佐保山は、佐保山である。

さおりは、さおりである。

狭織は、狭織である。

差音は、差音である。

尺は、尺である。

坂は、坂である。

阪は、阪である。

冠は、冠である。

栄は、栄である。

逆は、逆である。

倒は、倒である。

酒は、酒である。

斛は、斛である。

境は、境である。

沙河は、沙河である。

茶菓は、茶菓である。

釈迦は、釈迦である。

さがは、さがである。

相は、相である。

性は、性である。

祥は、祥である。

佐賀は、佐賀である。

嵯峨は、嵯峨である。

サガは、サガである。

座下は、座下である。

坐臥は、坐臥である。

酒挨拶は、酒挨拶である。

逆上がりは、逆上がりである。

ザカートは、ザカートである。

酒膏は、酒膏である。

醪は、醪である。

逆網は、逆網である。

逆網船は、逆網船である。

堺は、堺である。

界は、界である。

酒井は、酒井である。

さかいは、さかいである。

詐害は、詐害である。

境争いは、境争いである。



佐賀医科大学は、佐賀医科大学である。

逆息は、逆息である。

酒息は、酒息である。

境木は、境木である。

堺検断は、堺検断である。

詐害行為は、詐害行為である。

堺事件は、堺事件である。

堺重は、堺重である。

堺筋は、堺筋である。

逆板は、逆板である。

酒井忠勝は、酒井忠勝である。

酒井忠清は、酒井忠清である。

酒井忠次は、酒井忠次である。

酒井忠世は、酒井忠世である。

堺段通は、堺段通である。

堺町は、堺町である。

坂出は、坂出である。

堺伝授は、堺伝授である。

堺利彦は、堺利彦である。

酒井の太鼓は、酒井の太鼓である。

堺奉行は、堺奉行である。

堺船は、堺船である。

酒井抱一は、酒井抱一である。

境港は、境港である。

境揉めは、境揉めである。

酒煎りは、酒煎りである。

堺流は、堺流である。

境論は、境論である。

逆祝いは、逆祝いである。

境和談は、境和談である。

栄ふは、栄ふである。

逆ふは、逆ふである。

境ふは、境ふである。

逆討ちは、逆討ちである。

逆馬は、逆馬である。

逆恨みは、逆恨みである。

栄えは、栄えである。

寒河江は、寒河江である。

酒酔いは、酒酔いである。

栄少女は、栄少女である。

栄えるは、栄えるである。

逆衽は、逆衽である。

酒男は、酒男である。

逆落しは、逆落しである。

逆沢瀉は、逆沢瀉である。

酒折宮は、酒折宮である。



酒粕は、酒粕である。

逆髪は、逆髪である。

逆髪祭は、逆髪祭である。

酒甕は、酒甕である。

さかがりは、さかがりである。

榊は、榊である。

賢木は、賢木である。

彭城は、彭城である。

逆木は、逆木である。

倒木は、倒木である。

榊かきは、榊かきである。

酒機嫌は、酒機嫌である。

逆木柱は、逆木柱である。

榊原は、榊原である。

榊原鍵吉は、榊原鍵吉である。

榊原篁洲は、榊原篁洲である。

榊原紫峰は、榊原紫峰である。

榊原康政は、榊原康政である。

彭城百川は、彭城百川である。

嵯峨切は、嵯峨切である。

左楽は、左楽である。

差額は、差額である。

座客は、座客である。

坐客は、坐客である。

酒臭しは、酒臭しである。

逆公事は、逆公事である。

酒癖は、酒癖である。

坂口は、坂口である。

坂口安吾は、坂口安吾である。

坂口謹一郎は、坂口謹一郎である。

坂口昂は、坂口昂である。

逆轡は、逆轡である。

差額ベッドは、差額ベッドである。

酒蔵は、酒蔵である。

酒狂いは、酒狂いである。

酒気は、酒気である。

逆毛は、逆毛である。

嵯峨源氏は、嵯峨源氏である。

逆児は、逆児である。

逆子は、逆子である。

坂輿は、坂輿である。

逆言は、逆言である。

倒言は、倒言である。

逆事は、逆事である。

酒事は、酒事である。

逆言葉は、逆言葉である。



酒薦は、酒薦である。

嵯峨御流は、嵯峨御流である。

逆さは、逆さである。

逆さ思いは、逆さ思いである。

賢賢しは、賢賢しである。

逆さ川は、逆さ川である。

逆さ着物は、逆さ着物である。

逆さ脚絆は、逆さ脚絆である。

逆さ燻べは、逆さ燻べである。

逆さ言葉は、逆さ言葉である。

逆さ詞は、逆さ詞である。

逆さ竹は、逆さ竹である。

逆さ柱は、逆さ柱である。

逆さ磔は、逆さ磔である。

逆さ屏風は、逆さ屏風である。

逆さ富士は、逆さ富士である。

逆さまは、逆さまである。

逆様は、逆様である。

逆さま言は、逆さま言である。

逆さま事は、逆さま事である。

逆さ睫は、逆さ睫である。

逆さ水は、逆さ水である。

逆さ別れは、逆さ別れである。

賢しは、賢しである。

然かしは、然かしである。

嶮しは、嶮しである。

険しは、険しである。

捜し当てるは、捜し当てるである。

探し当てるは、探し当てるである。

賢しいは、賢しいである。

探し絵は、探し絵である。

捜し絵は、捜し絵である。

逆潮は、逆潮である。

酒塩は、酒塩である。

賢し顔は、賢し顔である。

賢しがるは、賢しがるである。

捜し出すは、捜し出すである。

探し出すは、探し出すである。

賢し立つは、賢し立つである。

坂下門は、坂下門である。

坂下門外の変は、坂下門外の変である。

賢し人は、賢し人である。

逆しまは、逆しまである。

賢し女は、賢し女である。

捜し求めるは、捜し求めるである。

探し求めるは、探し求めるである。



捜し物は、捜し物である。

探し物は、探し物である。

賢しらは、賢しらである。

座頭は、座頭である。

賢しらがるは、賢しらがるである。

賢しら口は、賢しら口である。

賢しら心は、賢しら心である。

賢しら人は、賢しら人である。

酒代は、酒代である。

栄すは、栄すである。

探すは、探すである。

捜すは、捜すである。

杯は、杯である。

盃は、盃である。

杯洗いは、杯洗いである。

杯親は、杯親である。

杯事は、杯事である。

杯台は、杯台である。

杯流しは、杯流しである。

杯の皿は、杯の皿である。

杯論は、杯論である。

逆剃りは、逆剃りである。

坂田は、坂田である。

酒田は、酒田である。

座方は、座方である。

佐賀大学は、佐賀大学である。

坂田鮫は、坂田鮫である。

坂田三吉は、坂田三吉である。

坂田昌一は、坂田昌一である。

逆立ちは、逆立ちである。

酒断ちは、酒断ちである。

逆立つは、逆立つである。

坂田寺は、坂田寺である。

逆立てるは、逆立てるである。

坂田藤十郎は、坂田藤十郎である。

酒店は、酒店である。

坂田公時は、坂田公時である。

酒樽は、酒樽である。

酒造りは、酒造りである。

酒造冥加は、酒造冥加である。

造酒児は、造酒児である。

造酒童女は、造酒童女である。

酒壺は、酒壺である。

逆頬は、逆頬である。

酒面は、酒面である。

酒頬は、酒頬である。



逆頬箙は、逆頬箙である。

酒面雁は、酒面雁である。

坂弦は、坂弦である。

逆手は、逆手である。

酒手は、酒手である。

嵯峨天皇は、嵯峨天皇である。

坂戸は、坂戸である。

酒杜氏は、酒杜氏である。

酒刀自は、酒刀自である。

逆刺は、逆刺である。

坂戸座は、坂戸座である。

逆とったりは、逆とったりである。

酒殿は、酒殿である。

逆艫は、逆艫である。

坂鳥のは、坂鳥のである。

逆とんぶりは、逆とんぶりである。

逆蜻蛉は、逆蜻蛉である。

逆蜻蛉返りは、逆蜻蛉返りである。

肴は、肴である。

魚は、魚である。

さがなは、さがなである。

さがないは、さがないである。

肴謡は、肴謡である。

肴懸は、肴懸である。

肴河岸は、肴河岸である。

魚転がしは、魚転がしである。

肴浄瑠璃は、肴浄瑠璃である。

肴台は、肴台である。

肴店は、肴店である。

逆撫では、逆撫でである。

肴舞は、肴舞である。

逆波は、逆波である。

逆浪は、逆浪である。

さかなみは、さかなみである。

さがな目は、さがな目である。

肴物は、肴物である。

さがな者は、さがな者である。

座金物は、座金物である。

魚屋は、魚屋である。

魚屋宗五郎は、魚屋宗五郎である。

酒荷は、酒荷である。

さがにくしは、さがにくしである。

酒荷口金は、酒荷口金である。

佐賀錦は、佐賀錦である。

嵯峨日記は、嵯峨日記である。

嵯峨人形は、嵯峨人形である。



座金は、座金である。

逆捩じは、逆捩じである。

逆強請は、逆強請である。

嵯峨野は、嵯峨野である。

坂上は、坂上である。

坂上郎女は、坂上郎女である。

坂上是則は、坂上是則である。

坂上田村麻呂は、坂上田村麻呂である。

坂上望城は、坂上望城である。

嵯峨の釈迦は、嵯峨の釈迦である。

嵯峨の大念仏は、嵯峨の大念仏である。

遡るは、遡るである。

溯るは、溯るである。

泝るは、泝るである。

嵯峨の屋お室は、嵯峨の屋お室である。

佐賀の乱は、佐賀の乱である。

坂刃は、坂刃である。

逆羽は、逆羽である。

酒場は、酒場である。

栄映えは、栄映えである。

逆剥ぎは、逆剥ぎである。

逆柱は、逆柱である。

逆蓮は、逆蓮である。

酒外れは、酒外れである。

酒旗は、酒旗である。

逆機物は、逆機物である。

逆罰は、逆罰である。

逆磔は、逆磔である。

坂は照る照るは、坂は照る照るである。

酒林は、酒林である。

逆針は、逆針である。

酒番は、酒番である。

逆火は、逆火である。

酒浸りは、酒浸りである。

酒浸は、酒浸である。

酒人は、酒人である。

掌酒は、掌酒である。

逆鬢は、逆鬢である。

酒奉行は、酒奉行である。

逆葺くは、逆葺くである。

酒袋は、酒袋である。

酒太りは、酒太りである。

酒肥りは、酒肥りである。

逆船は、逆船である。

酒槽は、酒槽である。

酒船石は、酒船石である。



酒振りは、酒振りである。

酒振舞は、酒振舞である。

酒部は、酒部である。

酒部所は、酒部所である。

酒部屋は、酒部屋である。

酒箒は、酒箒である。

酒寿は、酒寿である。

酒祝は、酒祝である。

逆鉾は、逆鉾である。

逆矛は、逆矛である。

嵯峨本は、嵯峨本である。

酒幣は、酒幣である。

逆巻くは、逆巻くである。

坂枕は、坂枕である。

酒枡は、酒枡である。

逆叉は、逆叉である。

逆戟は、逆戟である。

逆睫は、逆睫である。

嵯峨丸太は、嵯峨丸太である。

酒饅頭は、酒饅頭である。

相模は、相模である。

相摸は、相摸である。

相模女は、相模女である。

相模川は、相模川である。

相模下女は、相模下女である。

相模湖は、相模湖である。

逆水は、逆水である。

酒水漬くは、酒水漬くである。

逆乱れは、逆乱れである。

相模太郎は、相模太郎である。

坂道は、坂道である。

坂路は、坂路である。

相模トラフは、相模トラフである。

相模灘は、相模灘である。

相模入道は、相模入道である。

相模原は、相模原である。

さ噛むは、さ噛むである。

酒迎ひは、酒迎ひである。

坂迎へは、坂迎へである。

境迎へは、境迎へである。

逆剥けは、逆剥けである。

逆虫は、逆虫である。

酒蒸しは、酒蒸しである。

酒室は、酒室である。

逆目は、逆目である。

逆虎落は、逆虎落である。



逆茂木は、逆茂木である。

坂下は、坂下である。

坂本は、坂本である。

坂本嘉治馬は、坂本嘉治馬である。

酒戻しは、酒戻しである。

坂本四方太は、坂本四方太である。

坂本天山は、坂本天山である。

坂本繁二郎は、坂本繁二郎である。

坂本様は、坂本様である。

坂本竜馬は、坂本竜馬である。

酒盛りは、酒盛りである。

酒屋は、酒屋である。

酒屋会議は、酒屋会議である。

栄やかすは、栄やかすである。

月代は、月代である。

月額は、月額である。

嵯峨焼は、嵯峨焼である。

酒役は、酒役である。

酒焼けは、酒焼けである。

酒屋土倉は、酒屋土倉である。

酒病は、酒病である。

酒屋役は、酒屋役である。

酒湯は、酒湯である。

栄ゆは、栄ゆである。

栄行くは、栄行くである。

逆夢は、逆夢である。

嵯峨様は、嵯峨様である。

逆寄せは、逆寄せである。

逆読みは、逆読みである。

相良は、相良である。

座柄は、座柄である。

逆らうは、逆らうである。

相良氏法度は、相良氏法度である。

相楽総三は、相楽総三である。

相良繍は、相良繍である。

相良布は、相良布である。

サカラメントは、サカラメントである。

盛りは、盛りである。

下がりは、下がりである。

さがりは、さがりである。

下がりいすは、下がりいすである。

盛り漆は、盛り漆である。

下がり銀は、下がり銀である。

下がり口は、下がり口である。

下がり蜘蛛は、下がり蜘蛛である。

下がり苔は、下がり苔である。



下がり潮は、下がり潮である。

盛り時は、盛り時である。

下がり猫は、下がり猫である。

盛り場は、盛り場である。

下破は、下破である。

下端は、下端である。

下がり端は、下がり端である。

下花は、下花である。

下がり腹は、下がり腹である。

盛り人は、盛り人である。

下がり藤は、下がり藤である。

懸疣は、懸疣である。

下がり松は、下がり松である。

下がり目は、下がり目である。

嵯峨流は、嵯峨流である。

逆るは、逆るである。

盛るは、盛るである。

離るは、離るである。

下がるは、下がるである。

サガレンは、サガレンである。

逆艪は、逆艪である。

逆輪は、逆輪である。

酒匂川は、酒匂川である。

逆鰐口は、逆鰐口である。

盛んは、盛んである。

主典は、主典である。

左官は、左官である。

佐官は、佐官である。

左岸は、左岸である。

砂岩は、砂岩である。

鎖龕は、鎖龕である。

サガンは、サガンである。

座棺は、座棺である。

坐棺は、坐棺である。

先は、先である。

前は、前である。

幸は、幸である。

咲きは、咲きである。

崎は、崎である。

さきは、さきである。

左記は、左記である。

左揆は、左揆である。

サキは、サキである。

鷺は、鷺である。

詐偽は、詐偽である。

詐欺は、詐欺である。



鷺足は、鷺足である。

先綾は、先綾である。

先案内は、先案内である。

先行きは、先行きである。

咲き出づは、咲き出づである。

咲き出すは、咲き出すである。

先入れ先出法は、先入れ先出法である。

先打ちは、先打ちである。

先馬は、先馬である。

先売は、先売である。

先追いは、先追いである。

前追いは、前追いである。

先追ふは、先追ふである。

前追ふは、前追ふである。

咲き撓るは、咲き撓るである。

先送りは、先送りである。

一昨昨日は、一昨昨日である。

裂織は、裂織である。

割織は、割織である。

先買は、先買である。

先買権は、先買権である。

先駆けは、先駆けである。

先駈けは、先駈けである。

魁は、魁である。

先駆けるは、先駆けるである。

先駈けるは、先駈けるである。

魁けるは、魁けるである。

先貸しは、先貸しである。

先方は、先方である。

先肩は、先肩である。

先金は、先金である。

先借りは、先借りである。

先限は、先限である。

幸くは、幸くである。

先潜りは、先潜りである。

鷺草は、鷺草である。

三枝のは、三枝のである。

先組は、先組である。

先繰りは、先繰りである。

裂笄は、裂笄である。

割笄は、割笄である。

先笄は、先笄である。

前笄は、前笄である。

鷺苔は、鷺苔である。

先輿は、先輿である。

前輿は、前輿である。



咲き溢れるは、咲き溢れるである。

先込めは、先込めである。

先頃は、先頃である。

詐欺罪は、詐欺罪である。

向坂は、向坂である。

向坂逸郎は、向坂逸郎である。

さきさかまきは、さきさかまきである。

先下がりは、先下がりである。

先先は、先先である。

先様は、先様である。

詐欺師は、詐欺師である。

サキシトキシンは、サキシトキシンである。

先島諸島は、先島諸島である。

前生は、前生である。

先状は、先状である。

前状は、前状である。

咲き出は、咲き出である。

咲きすさぶは、咲きすさぶである。

前世は、前世である。

先勢は、先勢である。

先備えは、先備えである。

サキソフォンは、サキソフォンである。

先染めは、先染めである。

咲き初めるは、咲き初めるである。

先反りは、先反りである。

咲き揃うは、咲き揃うである。

幸田は、幸田である。

先高は、先高である。

割竹は、割竹である。

先立ちは、先立ちである。

先太刀は、先太刀である。

先駄賃は、先駄賃である。

先達ては、先達てである。

先立っては、先立ってである。

先達て中は、先達て中である。

佐紀盾列古墳群は、佐紀盾列古墳群である。

先立てるは、先立てるである。

幸魂は、幸魂である。

埼玉稲荷山古墳は、埼玉稲荷山古墳である。

左義長は、左義長である。

三毬杖は、三毬杖である。

さきつは、さきつである。

先祖は、先祖である。

咲き継ぐは、咲き継ぐである。

先付は、先付である。

先付小切手は、先付小切手である。



先っちょは、先っちょである。

先綱は、先綱である。

先つ日は、先つ日である。

先っぽは、先っぽである。

先手は、先手である。

裂手は、裂手である。

先手頭は、先手頭である。

先手組は、先手組である。

先手船は、先手船である。

咲き調ほるは、咲き調ほるである。

先隣は、先隣である。

先供は、先供である。

先取りは、先取りである。

先取特権は、先取特権である。

裂き膾は、裂き膾である。

先荷は、先荷である。

先には、先にである。

曩には、曩にである。

咲き匂うは、咲き匂うである。

先にからは、先にからである。

先練りは、先練りである。

咲き残すは、咲き残すである。

咲き残るは、咲き残るである。

先の度は、先の度である。

先後は、先後である。

前中書王は、前中書王である。

先の日は、先の日である。

鷺森別院は、鷺森別院である。

先の世は、先の世である。

先乗りは、先乗りである。

割羽織は、割羽織である。

先箱は、先箱である。

詐欺破産罪は、詐欺破産罪である。

先走りは、先走りである。

先走るは、先走るである。

先腹は、先腹である。

先払いは、先払いである。

先火は、先火である。

先日付小切手は、先日付小切手である。

先太は、先太である。

先太りは、先太りである。

先触れは、先触れである。

先棒は、先棒である。

先棒担ぎは、先棒担ぎである。

咲き誇るは、咲き誇るである。

裂乾しは、裂乾しである。



先細は、先細である。

先細りは、先細りである。

先程は、先程である。

鷺舞は、鷺舞である。

咲き優るは、咲き優るである。

先回りは、先回りである。

先見ずは、先見ずである。

咲き乱れるは、咲き乱れるである。

先武者は、先武者である。

鷺娘は、鷺娘である。

防人は、防人である。

先物は、先物である。

先物買は、先物買である。

先物為替は、先物為替である。

先物取引は、先物取引である。

防人歌は、防人歌である。

防人部領使は、防人部領使である。

防人司は、防人司である。

先安は、先安である。

先山は、先山である。

前山は、前山である。

先槍は、先槍である。

砂丘は、砂丘である。

左丘明は、左丘明である。

左京は、左京である。

サ行は、サ行である。

作業は、作業である。

座興は、座興である。

座業は、座業である。

坐業は、坐業である。

作業仮説は、作業仮説である。

作業機は、作業機である。

作業検査は、作業検査である。

左京職は、左京職である。

作業単元は、作業単元である。

左京大夫は、左京大夫である。

サ行変格活用は、サ行変格活用である。

作業療法は、作業療法である。

作業療法士は、作業療法士である。

叉棘は、叉棘である。

先らは、先らである。

狭霧は、狭霧である。

鷺流は、鷺流である。

幸ひは、幸ひである。

咲分けは、咲分けである。

先渡しは、先渡しである。



咲き渡るは、咲き渡るである。

先割れスプーンは、先割れスプーンである。

砂金は、砂金である。

沙金は、沙金である。

差金は、差金である。

差金決済は、差金決済である。

左金吾は、左金吾である。

先んじるは、先んじるである。

先んずるは、先んずるである。

砂金石は、砂金石である。

さ公達やは、さ公達やである。

砂金包は、砂金包である。

砂金裹は、砂金裹である。

差金取引は、差金取引である。

さくは、さくである。

冊は、冊である。

削は、削である。

昨は、昨である。

柵は、柵である。

朔は、朔である。

笏は、笏である。

索は、索である。

策は、策である。

酢は、酢である。

搾は、搾である。

錯は、錯である。

爵は、爵である。

簀は、簀である。

鑿は、鑿である。

佐久は、佐久である。

咲くは、咲くである。

裂くは、裂くである。

割くは、割くである。

避くは、避くである。

離くは、離くである。

放くは、放くである。

下ぐは、下ぐである。

ざくは、ざくである。

座具は、座具である。

坐具は、坐具である。

作間は、作間である。

作合は、作合である。

作当りは、作当りである。

策案は、策案である。

作案は、作案である。

栄井は、栄井である。



作為は、作為である。

作意は、作意である。

さくいは、さくいである。

錯イオンは、錯イオンである。

作為債務は、作為債務である。

作為体験は、作為体験である。

柵板塀は、柵板塀である。

作為的は、作為的である。

作為犯は、作為犯である。

索引は、索引である。

索隠は、索隠である。

ザクースカは、ザクースカである。

錯塩は、錯塩である。

策応は、策応である。

作男は、作男である。

昨夏は、昨夏である。

さく果は、さく果である。

作画は、作画である。

朔晦は、朔晦である。

錯愕は、錯愕である。

作神は、作神である。

作柄は、作柄である。

削岩機は、削岩機である。

鑿岩機は、鑿岩機である。

昨暁は、昨暁である。

ざく切りは、ざく切りである。

索具は、索具である。

拆釧は、拆釧である。

さぐくむは、さぐくむである。

作毛は、作毛である。

作劇法は、作劇法である。

朔月は、朔月である。

削減は、削減である。

遡源は、遡源である。

溯源は、溯源である。

策彦周良は、策彦周良である。

策源地は、策源地である。

錯語は、錯語である。

錯誤は、錯誤である。

昨歳は、昨歳である。

さくさくは、さくさくである。

索索は、索索である。

嘖嘖は、嘖嘖である。

ざくざくは、ざくざくである。

さくざくしは、さくざくしである。

さくさく汁は、さくさく汁である。



ざくざく汁は、ざくざく汁である。

錯雑は、錯雑である。

さくさめの刀自は、さくさめの刀自である。

柞蚕は、柞蚕である。

朔参は、朔参である。

酢酸は、酢酸である。

醋酸は、醋酸である。

酢酸アミルは、酢酸アミルである。

酢酸エステルは、酢酸エステルである。

酢酸エチルは、酢酸エチルである。

酢酸カルシウムは、酢酸カルシウムである。

酢酸菌は、酢酸菌である。

酢酸絹糸は、酢酸絹糸である。

柞蚕糸は、柞蚕糸である。

酢酸繊維素は、酢酸繊維素である。

酢酸鉛は、酢酸鉛である。

酢酸発酵は、酢酸発酵である。

酢酸ビニルは、酢酸ビニルである。

作詞は、作詞である。

作詩は、作詩である。

策士は、策士である。

策試は、策試である。

錯視は、錯視である。

作字は、作字である。

作事は、作事である。

さぐじは、さぐじである。

三狐神は、三狐神である。

作事方は、作事方である。

作職は、作職である。

昨日は、昨日である。

朔日は、朔日である。

作事場は、作事場である。

作事奉行は、作事奉行である。

作者は、作者である。

削弱は、削弱である。

作者部屋は、作者部屋である。

作手は、作手である。

搾取は、搾取である。

作州は、作州である。

昨秋は、昨秋である。

昨週は、昨週である。

作述は、作述である。

昨春は、昨春である。

策書は、策書である。

削除は、削除である。

昨宵は、昨宵である。



作条は、作条である。

索条は、索条である。

さく杖は、さく杖である。

錫杖は、錫杖である。

柵状組織は、柵状組織である。

さくじりは、さくじりである。

作事料は、作事料である。

さくじるは、さくじるである。

作図は、作図である。

拆鈴は、拆鈴である。

作図題は、作図題である。

作図不能問題は、作図不能問題である。

サクスホルンは、サクスホルンである。

策するは、策するである。

作成は、作成である。

作製は、作製である。

鑿井は、鑿井である。

昨夕は、昨夕である。

サクセスは、サクセスである。

サクセスストーリーは、サクセスストーリーである。

錯節は、錯節である。

ざく銭は、ざく銭である。

作戦は、作戦である。

策戦は、策戦である。

索然は、索然である。

ザクセンは、ザクセンである。

錯綜は、錯綜である。

作蔵は、作蔵である。

サクソグラマティクスは、サクソグラマティクスである。

サクソニアは、サクソニアである。

サクソニーは、サクソニーである。

サクソフォーンは、サクソフォーンである。

サクソルンは、サクソルンである。

サクソンは、サクソンである。

錯体は、錯体である。

作大将は、作大将である。

削奪は、削奪である。

作立ては、作立てである。

作頼みは、作頼みである。

作試しは、作試しである。

昨旦は、昨旦である。

朔旦は、朔旦である。

朔旦冬至は、朔旦冬至である。

作違いは、作違いである。

作中は、作中である。

索緒は、索緒である。



昨朝は、昨朝である。

座屈は、座屈である。

作付けは、作付けである。

作付け方式は、作付け方式である。

作庭は、作庭である。

削蹄は、削蹄である。

索梯は、索梯である。

策定は、策定である。

作庭記は、作庭記である。

索敵は、索敵である。

釈奠は、釈奠である。

策伝は、策伝である。

さくとは、さくとである。

作土は、作土である。

作陶は、作陶である。

昨冬は、昨冬である。

錯刀は、錯刀である。

索道は、索道である。

策動は、策動である。

作得は、作得である。

作徳は、作徳である。

作取りは、作取りである。

さくなだりは、さくなだりである。

さくなむざは、さくなむざである。

作様は、作様である。

搾乳は、搾乳である。

作人は、作人である。

作人職は、作人職である。

昨年は、昨年である。

作の鐙は、作の鐙である。

柵の木は、柵の木である。

作の鞍は、作の鞍である。

策の労は、策の労である。

作場は、作場である。

削剥は、削剥である。

索莫は、索莫である。

索寞は、索寞である。

索漠は、索漠である。

尺八は、尺八である。

削髪は、削髪である。

炸発は、炸発である。

作半は、作半である。

昨晩は、昨晩である。

冊妃は、冊妃である。

昨非今是は、昨非今是である。

錯謬は、錯謬である。



作病は、作病である。

作兵衛は、作兵衛である。

作品は、作品である。

作風は、作風である。

朔風は、朔風である。

作物は、作物である。

作文は、作文である。

策文は、策文である。

朔幣は、朔幣である。

索餅は、索餅である。

朔平門は、朔平門である。

削片板は、削片板である。

昨暮は、昨暮である。

酢母は、酢母である。

醋母は、醋母である。

冊封は、冊封である。

作法は、作法である。

昨報は、昨報である。

朔方は、朔方である。

朔望は、朔望である。

策謀は、策謀である。

朔望月は、朔望月である。

冊封使は、冊封使である。

笏拍子は、笏拍子である。

朔望潮は、朔望潮である。

朔北は、朔北である。

佐久盆地は、佐久盆地である。

削磨は、削磨である。

佐久間は、佐久間である。

作間商いは、作間商いである。

作間稼ぎは、作間稼ぎである。

佐久間象山は、佐久間象山である。

佐久間ダムは、佐久間ダムである。

佐久間勉は、佐久間勉である。

佐久間貞一は、佐久間貞一である。

佐久間盛政は、佐久間盛政である。

座組みは、座組みである。

昨夢は、昨夢である。

さくむは、さくむである。

冊命は、冊命である。

策命は、策命である。

錯迷は、錯迷である。

策命使は、策命使である。

さくもうは、さくもうである。

さくも月は、さくも月である。

さ曇るは、さ曇るである。



柵門は、柵門である。

策問は、策問である。

昨夜は、昨夜である。

炸薬は、炸薬である。

炸薬室は、炸薬室である。

柵矢来は、柵矢来である。

搾油は、搾油である。

搾油機は、搾油機である。

さく葉は、さく葉である。

桜は、桜である。

佐倉は、佐倉である。

佐久良は、佐久良である。

桜麻のは、桜麻のである。

佐久良東雄は、佐久良東雄である。

桜雨は、桜雨である。

桜井は、桜井である。

桜烏賊は、桜烏賊である。

桜井錠二は、桜井錠二である。

桜井忠温は、桜井忠温である。

桜井丹波少掾は、桜井丹波少掾である。

桜一分銀は、桜一分銀である。

桜井梅室は、桜井梅室である。

桜井焼は、桜井焼である。

桜煎は、桜煎である。

桜井吏登は、桜井吏登である。

桜色は、桜色である。

桜魚は、桜魚である。

桜鰄は、桜鰄である。

桜梅は、桜梅である。

桜会は、桜会である。

桜蝦は、桜蝦である。

桜縅は、桜縅である。

桜貝は、桜貝である。

桜挿頭は、桜挿頭である。

桜襲は、桜襲である。

桜膳は、桜膳である。

桜紙は、桜紙である。

桜粥は、桜粥である。

桜狩は、桜狩である。

桜川は、桜川である。

桜川慈悲成は、桜川慈悲成である。

桜木は、桜木である。

桜木町事件は、桜木町事件である。

佐倉義民伝は、佐倉義民伝である。

錯落は、錯落である。

桜衣は、桜衣である。



桜島は、桜島である。

桜島大根は、桜島大根である。

佐倉炭は、佐倉炭である。

桜前線は、桜前線である。

桜草は、桜草である。

佐倉宗吾は、佐倉宗吾である。

桜田は、桜田である。

桜鯛は、桜鯛である。

桜田一郎は、桜田一郎である。

桜田治助は、桜田治助である。

桜蓼は、桜蓼である。

桜玉は、桜玉である。

桜田門は、桜田門である。

桜田門外の変は、桜田門外の変である。

桜茶屋は、桜茶屋である。

桜月は、桜月である。

桜尽しは、桜尽しである。

桜漬は、桜漬である。

桜灯籠は、桜灯籠である。

桜時は、桜時である。

桜鍋は、桜鍋である。

桜煮は、桜煮である。

桜肉は、桜肉である。

桜の園は、桜の園である。

桜海苔は、桜海苔である。

桜灰は、桜灰である。

桜花は、桜花である。

桜張は、桜張である。

桜人は、桜人である。

桜姫東文章は、桜姫東文章である。

桜姫全伝曙草紙は、桜姫全伝曙草紙である。

桜吹雪は、桜吹雪である。

桜乾しは、桜乾しである。

桜間は、桜間である。

桜間弓川は、桜間弓川である。

桜間左陣は、桜間左陣である。

桜鱒は、桜鱒である。

桜町天皇は、桜町天皇である。

桜町中納言は、桜町中納言である。

桜丸は、桜丸である。

桜味噌は、桜味噌である。

桜結びは、桜結びである。

桜飯は、桜飯である。

サクラメントは、サクラメントである。

桜餅は、桜餅である。

桜紅葉は、桜紅葉である。



桜湯は、桜湯である。

桜蘭は、桜蘭である。

錯乱は、錯乱である。

桜ん坊は、桜ん坊である。

桜桃は、桜桃である。

さくりは、さくりである。

決りは、決りである。

刳りは、刳りである。

吃逆は、吃逆である。

探りは、探りである。

ざくりは、ざくりである。

座繰は、座繰である。

坐繰は、坐繰である。

探り合いは、探り合いである。

さくり上ぐは、さくり上ぐである。

探り足は、探り足である。

探り当てるは、探り当てるである。

座繰糸は、座繰糸である。

探り題は、探り題である。

探り出すは、探り出すである。

冊立は、冊立である。

探り杖は、探り杖である。

吃逆泣きは、吃逆泣きである。

探り箸は、探り箸である。

決り食みは、決り食みである。

作略は、作略である。

策略は、策略である。

索虜は、索虜である。

作料は、作料である。

作離料は、作離料である。

決るは、決るである。

刳るは、刳るである。

さくるは、さくるである。

探るは、探るである。

柵塁は、柵塁である。

作例は、作例である。

作澪は、作澪である。

策励は、策励である。

炸裂は、炸裂である。

錯列は、錯列である。

ザグレブは、ザグレブである。

石榴は、石榴である。

柘榴は、柘榴である。

若榴は、若榴である。

石榴石は、石榴石である。

石榴口は、石榴口である。



ザグロスは、ザグロスである。

石榴草は、石榴草である。

石榴鼻は、石榴鼻である。

石榴風呂は、石榴風呂である。

索話は、索話である。

梟は、梟である。

鮭は、鮭である。

下げは、下げである。

邪気は、邪気である。

下げ足は、下げ足である。

垂尼は、垂尼である。

下尼は、下尼である。

左契は、左契である。

左傾は、左傾である。

砂鶏は、砂鶏である。

下歌は、下歌である。

酒運上は、酒運上である。

下げ緒は、下げ緒である。

下尾垂は、下尾垂である。

下げ緒通しは、下げ緒通しである。

下げ帯は、下げ帯である。

提げ帯は、提げ帯である。

下げ舵は、下げ舵である。

酒糟は、酒糟である。

酒方は、酒方である。

提げ刀は、提げ刀である。

下鎌は、下鎌である。

下げ紙は、下げ紙である。

下げ髪は、下げ髪である。

垂髪は、垂髪である。

酒気違いは、酒気違いである。

酒狂は、酒狂である。

下げ斬りは、下げ斬りである。

酒臭いは、酒臭いである。

酒食らいは、酒食らいである。

下げ輿は、下げ輿である。

酒強飯は、酒強飯である。

酒肴は、酒肴である。

提げ鞘は、提げ鞘である。

裂け痔は、裂け痔である。

下げ潮は、下げ潮である。

提食籠は、提食籠である。

下げ下地は、下げ下地である。

下げ渋りは、下げ渋りである。

下げ島田は、下げ島田である。

蔑みは、蔑みである。



蔑むは、蔑むである。

提げ重は、提げ重である。

提重箱は、提重箱である。

酒鮨は、酒鮨である。

貶みは、貶みである。

下墨は、下墨である。

貶むは、貶むである。

下墨むは、下墨むである。

下げ銭は、下げ銭である。

下苧は、下苧である。

提太刀は、提太刀である。

下げ棚は、下げ棚である。

提煙草盆は、提煙草盆である。

酒漬けは、酒漬けである。

提げ筒は、提げ筒である。

下げ髱は、下げ髱である。

下げ縄は、下げ縄である。

鮭の大助は、鮭の大助である。

酒の気は、酒の気である。

酒司は、酒司である。

酒飲みは、酒飲みである。

酒の実は、酒の実である。

下げ針は、下げ針である。

叫びは、叫びである。

叫び死には、叫び死にである。

叫び泣きは、叫び泣きである。

叫ぶは、叫ぶである。

下げ札は、下げ札である。

下げ振りは、下げ振りである。

下げ前髪は、下げ前髪である。

下げ幕は、下げ幕である。

鮭鱒漁業は、鮭鱒漁業である。

裂け目は、裂け目である。

裂け目噴火は、裂け目噴火である。

下げ戻しは、下げ戻しである。

提げ物は、提げ物である。

下げ翼は、下げ翼である。

裂けるは、裂けるである。

避けるは、避けるである。

下げるは、下げるである。

提げるは、提げるである。

下げ渡すは、下げ渡すである。

左券は、左券である。

左験は、左験である。

査験は、査験である。

査検は、査検である。



差遣は、差遣である。

左舷は、左舷である。

瑣言は、瑣言である。

谷は、谷である。

迫は、迫である。

左顧は、左顧である。

さ子は、さ子である。

サゴは、サゴである。

雑魚は、雑魚である。

雑喉は、雑喉である。

座五は、座五である。

左降は、左降である。

作興は、作興である。

査公は、査公である。

砂鉱は、砂鉱である。

鎖肛は、鎖肛である。

鎖港は、鎖港である。

座功は、座功である。

座高は、座高である。

坐高は、坐高である。

麝香は、麝香である。

座講釈は、座講釈である。

左顧右眄は、左顧右眄である。

砂耕法は、砂耕法である。

鎖国は、鎖国である。

左獄は、左獄である。

雑穀は、雑穀である。

左国史漢は、左国史漢である。

鎖国令は、鎖国令である。

さございは、さございである。

青箭魚は、青箭魚である。

然こそは、然こそである。

然こそ言へは、然こそ言へである。

鎖骨は、鎖骨である。

坐骨は、坐骨である。

座骨は、座骨である。

挫骨は、挫骨である。

坐骨神経は、坐骨神経である。

坐骨神経痛は、坐骨神経痛である。

雑魚寝は、雑魚寝である。

雑居寝は、雑居寝である。

左近衛は、左近衛である。

雑魚場は、雑魚場である。

雑喉場は、雑喉場である。

沙穀米は、沙穀米である。

沙穀椰子は、沙穀椰子である。



狭衣は、狭衣である。

狭衣のは、狭衣のである。

狭衣大将は、狭衣大将である。

狭衣物語は、狭衣物語である。

左近は、左近である。

左近衛大将は、左近衛大将である。

左近衛府は、左近衛府である。

左近太郎は、左近太郎である。

左近の桜は、左近の桜である。

左近尉は、左近尉である。

左近将監は、左近将監である。

左近の陣は、左近の陣である。

左近大夫は、左近大夫である。

左近司は、左近司である。

左近の馬場は、左近の馬場である。

ささは、ささである。

笹は、笹である。

篠は、篠である。

小竹は、小竹である。

然然は、然然である。

些些は、些些である。

瑣瑣は、瑣瑣である。

小は、小である。

さざは、さざである。

坐作は、坐作である。

ざざは、ざざである。

笹飴は、笹飴である。

些細は、些細である。

瑣細は、瑣細である。

栄螺は、栄螺である。

鷦鷯は、鷦鷯である。

座剤は、座剤である。

坐剤は、坐剤である。

栄螺殻は、栄螺殻である。

支いこさいは、支いこさいである。

栄螺の灯火は、栄螺の灯火である。

栄螺梯子は、栄螺梯子である。

笹色は、笹色である。

笹生は、笹生である。

刺さふ重なふは、刺さふ重なふである。

支えは、支えである。

小筒は、小筒である。

竹筒は、竹筒である。

拳螺は、拳螺である。

支え口は、支え口である。

支へこさへは、支へこさへである。



支え言は、支え言である。

支え状は、支え状である。

支えだては、支えだてである。

栄螺堂は、栄螺堂である。

栄螺の壺焼は、栄螺の壺焼である。

支え柱は、支え柱である。

栄螺割は、栄螺割である。

小砂丘は、小砂丘である。

小砂丘忠義は、小砂丘忠義である。

笹小舟は、笹小舟である。

笹折は、笹折である。

笹垣は、笹垣である。

笹掻きは、笹掻きである。

笹掻き膾は、笹掻き膾である。

笹がしは、笹がしである。

細蟹は、細蟹である。

細蟹のは、細蟹のである。

細蟹姫は、細蟹姫である。

ささがねのは、ささがねのである。

笹蒲鉾は、笹蒲鉾である。

笹鰈は、笹鰈である。

笹川は、笹川である。

笹川の繁蔵は、笹川の繁蔵である。

笹川臨風は、笹川臨風である。

佐佐木は、佐佐木である。

佐々木は、佐々木である。

ささぎは、ささぎである。

佐々木巌流は、佐々木巌流である。

佐々木惣一は、佐々木惣一である。

佐々木高氏は、佐々木高氏である。

佐々木高綱は、佐々木高綱である。

佐佐木高行は、佐佐木高行である。

佐佐木信綱は、佐佐木信綱である。

佐佐木弘綱は、佐佐木弘綱である。

茶杓は、茶杓である。

ささくは、ささくである。

捧ぐは、捧ぐである。

笹草は、笹草である。

笹熊は、笹熊である。

捧げは、捧げである。

小栗は、小栗である。

ささくれは、ささくれである。

ささくれ立つは、ささくれ立つである。

ささくれるは、ささくれるである。

大角豆は、大角豆である。

捧げ銃は、捧げ銃である。



捧げ物は、捧げ物である。

捧げるは、捧げるである。

笹五位は、笹五位である。

捧ごては、捧ごてである。

笹子峠は、笹子峠である。

然然しては、然然してである。

笹島焼は、笹島焼である。

ささじんは、ささじんである。

坐作進退は、坐作進退である。

笹鮨は、笹鮨である。

笹竹は、笹竹である。

篠竹は、篠竹である。

笹茸は、笹茸である。

篠竹のは、篠竹のである。

笹団子は、笹団子である。

笹粽は、笹粽である。

査察は、査察である。

笹作りは、笹作りである。

酒筒は、酒筒である。

笹っ叩きは、笹っ叩きである。

笹褄は、笹褄である。

ささてんぼだいは、ささてんぼだいである。

笹戸は、笹戸である。

小鳴きは、小鳴きである。

笹鳴きは、笹鳴きである。

細波は、細波である。

小波は、小波である。

漣は、漣である。

細波のは、細波のである。

ささなみの舎集は、ささなみの舎集である。

細波やは、細波やである。

小濁りは、小濁りである。

細濁りは、細濁りである。

薄濁りは、薄濁りである。

ささにしきは、ささにしきである。

篠の青は、篠の青である。

笹の庵は、笹の庵である。

ささのくまは、ささのくまである。

笹の子は、笹の子である。

笹野権三は、笹野権三である。

笹の才蔵は、笹の才蔵である。

笹の露は、笹の露である。

笹の戸は、笹の戸である。

笹の葉は、笹の葉である。

笹の葉書きは、笹の葉書きである。

笹の葉鰈は、笹の葉鰈である。



笹の葉草は、笹の葉草である。

笹の葉倍良は、笹の葉倍良である。

笹の実は、笹の実である。

座左の銘は、座左の銘である。

笹の屋は、笹の屋である。

笹の雪は、笹の雪である。

笹矧ぎは、笹矧ぎである。

笹叩きは、笹叩きである。

ささはなさ月は、ささはなさ月である。

笹原は、笹原である。

笹襞は、笹襞である。

笹ひみは、笹ひみである。

笹笛は、笹笛である。

笹吹きは、笹吹きである。

笹葺きは、笹葺きである。

笹伏せは、笹伏せである。

笹舟は、笹舟である。

細瓮は、細瓮である。

笹紅は、笹紅である。

笹縁は、笹縁である。

笹帆は、笹帆である。

笹穂は、笹穂である。

ささほうさは、ささほうさである。

小法師は、小法師である。

笹穂垣は、笹穂垣である。

ささぼさつは、ささぼさつである。

笹巻は、笹巻である。

笹巻鮨は、笹巻鮨である。

笹枕は、笹枕である。

座不冷は、座不冷である。

座不冷の御修法は、座不冷の御修法である。

座不冷秘法は、座不冷秘法である。

笹身は、笹身である。

細水は、細水である。

笹緑は、笹緑である。

ざざ虫は、ざざ虫である。

笹蓆は、笹蓆である。

笹結びは、笹結びである。

私語は、私語である。

莎草は、莎草である。

ざざめかすは、ざざめかすである。

さざめきは、さざめきである。

ささめくは、ささめくである。

さざめくは、さざめくである。

さゝめごとは、さゝめごとである。

細雪は、細雪である。



笹藻は、笹藻である。

笹餅は、笹餅である。

笹屋は、笹屋である。

細やかは、細やかである。

ささやかすは、ささやかすである。

囁きは、囁きである。

囁くは、囁くである。

私語くは、私語くである。

笹櫓は、笹櫓である。

ささやけ人は、ささやけ人である。

笹屋根は、笹屋根である。

笹藪は、笹藪である。

篠山は、篠山である。

笹湯は、笹湯である。

笹百合は、笹百合である。

簓は、簓である。

細好男は、細好男である。

細荻は、細荻である。

簓踊は、簓踊である。

簓貝は、簓貝である。

細形は、細形である。

細川は、細川である。

簓木は、簓木である。

ささらぐは、ささらぐである。

簓桁は、簓桁である。

簓子は、簓子である。

簓子下見は、簓子下見である。

簓子塀は、簓子塀である。

簓先穂は、簓先穂である。

簓三八は、簓三八である。

簓摺は、簓摺である。

簓だには、簓だにである。

簓縁は、簓縁である。

簓目は、簓目である。

サザランドは、サザランドである。

笹竜胆は、笹竜胆である。

刺さるは、刺さるである。

細小波は、細小波である。

細砂は、細砂である。

笹分は、笹分である。

障りは、障りである。

障るは、障るである。

坐参は、坐参である。

座参は、座参である。

山茶花は、山茶花である。

サザンクロスは、サザンクロスである。



ざざんざは、ざざんざである。

ざざんざ節は、ざざんざ節である。

薩珊朝は、薩珊朝である。

差しは、差しである。

城は、城である。

左史は、左史である。

左思は、左思である。

沙市は、沙市である。

砂嘴は、砂嘴である。

渣滓は、渣滓である。

狭しは、狭しである。

止しは、止しである。

匙は、匙である。

匕は、匕である。

瑣事は、瑣事である。

些事は、些事である。

座視は、座視である。

坐視は、坐視である。

座次は、座次である。

差合は、差合である。

指合は、指合である。

差合繰るは、差合繰るである。

差合見は、差合見である。

指し合ふは、指し合ふである。

差し合うは、差し合うである。

差し仰ぐは、差し仰ぐである。

差し上がるは、差し上がるである。

差上げ物は、差上げ物である。

差し上げるは、差し上げるである。

差し足は、差し足である。

差し当っては、差し当ってである。

差し当りは、差し当りである。

差し当るは、差し当るである。

差し集まるは、差し集まるである。

差し当てては、差し当ててである。

差し当てるは、差し当てるである。

差し油は、差し油である。

刺網は、刺網である。

差し零すは、差し零すである。

差し歩むは、差し歩むである。

差し合すは、差し合すである。

差合せは、差合せである。

射し出づは、射し出づである。

差し出づは、差し出づである。

差し急ぐは、差し急ぐである。

差し出すは、差し出すである。



差出では、差出でである。

差出で口は、差出で口である。

差し応へは、差し応へである。

射し入るは、射し入るである。

差し入るは、差し入るである。

挿し入るは、挿し入るである。

差入れは、差入れである。

差し入れるは、差し入れるである。

挿し入れるは、挿し入れるである。

差し受くは、差し受くである。

差し乳母は、差し乳母である。

差し裏は、差し裏である。

緡売は、緡売である。

挿絵は、挿絵である。

サジェスチョンは、サジェスチョンである。

サジェストは、サジェストである。

指箙は、指箙である。

差箙は、差箙である。

差し扇は、差し扇である。

差し置くは、差し置くである。

差押えは、差押えである。

差押え禁止財産は、差押え禁止財産である。

差し押えるは、差し押えるである。

匙沢瀉は、匙沢瀉である。

差し表は、差し表である。

差し交ふは、差し交ふである。

差替えは、差替えである。

差換えは、差換えである。

差返しは、差返しである。

差し帰るは、差し帰るである。

差し替えるは、差し替えるである。

挿し替えるは、挿し替えるである。

差し掛るは、差し掛るである。

差し隠すは、差し隠すである。

指し掛けは、指し掛けである。

差掛けは、差掛けである。

差掛け傘は、差掛け傘である。

指し掛けるは、指し掛けるである。

差し掛けるは、差し掛けるである。

匙加減は、匙加減である。

差し傘は、差し傘である。

差し翳すは、差し翳すである。

差し肩は、差し肩である。

矩形は、矩形である。

差し刀は、差し刀である。

差し固めるは、差し固めるである。



鎖し固めるは、鎖し固めるである。

差し金は、差し金である。

差し構いは、差し構いである。

差し構ふは、差し構ふである。

指し紙は、指し紙である。

差し紙は、差し紙である。

刺椿象は、刺椿象である。

刺亀虫は、刺亀虫である。

差鴨居は、差鴨居である。

指狩は、指狩である。

差し交わすは、差し交わすである。

挿し木は、挿し木である。

差し木は、差し木である。

桟敷は、桟敷である。

座敷は、座敷である。

桟敷焙りは、桟敷焙りである。

座敷行灯は、座敷行灯である。

座敷踊は、座敷踊である。

鎖式化合物は、鎖式化合物である。

座敷着は、座敷着である。

座敷芸は、座敷芸である。

座敷乞食は、座敷乞食である。

座敷浄瑠璃は、座敷浄瑠璃である。

座敷女中は、座敷女中である。

刺し傷は、刺し傷である。

差し几帳は、差し几帳である。

指し几帳は、指し几帳である。

挿し木接ぎは、挿し木接ぎである。

桟敷殿は、桟敷殿である。

座敷能は、座敷能である。

座敷幟は、座敷幟である。

座敷持は、座敷持である。

桟敷屋は、桟敷屋である。

指し切りは、指し切りである。

指し切るは、指し切るである。

差し切るは、差し切るである。

座敷牢は、座敷牢である。

座敷童は、座敷童である。

差銀は、差銀である。

指し句は、指し句である。

挿し櫛は、挿し櫛である。

差し薬は、差し薬である。

注し薬は、注し薬である。

指し口は、指し口である。

差し口は、差し口である。

さしぐみは、さしぐみである。



差し汲むは、差し汲むである。

差し含むは、差し含むである。

差し曇るは、差し曇るである。

差し呉るは、差し呉るである。

差し繰るは、差し繰るである。

差し榑は、差し榑である。

差し加えるは、差し加えるである。

差し食はすは、差し食はすである。

差し毛は、差し毛である。

指桁は、指桁である。

差下駄は、差下駄である。

刺子は、刺子である。

指子は、指子である。

指袴は、指袴である。

差声は、差声である。

指声は、指声である。

差し越えるは、差し越えるである。

刺子織は、刺子織である。

差越しは、差越しである。

差越し願は、差越し願である。

差し越すは、差し越すである。

差しこなしは、差しこなしである。

指小旗は、指小旗である。

刺子半纏は、刺子半纏である。

指込みは、指込みである。

差込みは、差込みである。

差込み帯は、差込み帯である。

差込みプラグは、差込みプラグである。

射し込むは、射し込むである。

差し込むは、差し込むである。

鎖し籠むは、鎖し籠むである。

鎖し籠るは、鎖し籠るである。

差し越ゆは、差し越ゆである。

刺し殺すは、刺し殺すである。

差し強らすは、差し強らすである。

差竿は、差竿である。

刺竿は、刺竿である。

匙先は、匙先である。

刺鯖は、刺鯖である。

差障りは、差障りである。

差し障るは、差し障るである。

差し潮は、差し潮である。

差し塩は、差し塩である。

差敷居は、差敷居である。

指し示すは、指し示すである。

指図は、指図である。



差し次ふは、差し次ふである。

さしすぎは、さしすぎである。

さしすぎのは、さしすぎのである。

差し過ぎ人は、差し過ぎ人である。

差し過ぐは、差し過ぐである。

差し過ぐすは、差し過ぐすである。

指図債権は、指図債権である。

指図式小切手は、指図式小切手である。

指図証券は、指図証券である。

差し捨ては、差し捨てである。

指し捨ては、指し捨てである。

指図人は、指図人である。

さしずみのは、さしずみのである。

差詰めは、差詰めである。

差し迫るは、差し迫るである。

差添いは、差添いである。

差添人は、差添人である。

射し添ふは、射し添ふである。

差し添うは、差し添うである。

差添えは、差添えである。

差し添えるは、差し添えるである。

挿し添えるは、挿し添えるである。

差初めは、差初めである。

指出は、指出である。

差出しは、差出しである。

差出し人は、差出し人である。

差立ては、差立てである。

差し立てるは、差し立てるである。

刺足袋は、刺足袋である。

然したるは、然したるである。

指樽は、指樽である。

差乳は、差乳である。

差し知恵は、差し知恵である。

刺し違えは、刺し違えである。

差し違えは、差し違えである。

刺し違えるは、刺し違えるである。

差し違えるは、差し違えるである。

差支えは、差支えである。

差し支えるは、差し支えるである。

差し遣わすは、差し遣わすである。

刺継ぎは、刺継ぎである。

指し継ぎは、指し継ぎである。

差次は、差次である。

差継は、差継である。

差し着くは、差し着くである。

差し付くは、差し付くである。



差し次ぐは、差し次ぐである。

差し継ぐは、差し継ぐである。

差付けては、差付けてである。

差付けには、差付けにである。

然知ったりは、然知ったりである。

指筒は、指筒である。

差髱は、差髱である。

差し集うは、差し集うである。

差綱は、差綱である。

差し詰るは、差し詰るである。

差詰め引詰めは、差詰め引詰めである。

刺し貫くは、刺し貫くである。

指し手は、指し手である。

差し手は、差し手である。

さしては、さしてである。

差し出は、差し出である。

差し出がましいは、差し出がましいである。

差し出口は、差し出口である。

差出の磯は、差出の磯である。

差出半学は、差出半学である。

差し出者は、差し出者である。

差し出るは、差し出るである。

左氏伝は、左氏伝である。

差銅は、差銅である。

刺し通すは、刺し通すである。

差し止むは、差し止むである。

刺し留むは、刺し留むである。

鎖し留むは、鎖し留むである。

差止めは、差止めである。

差止書は、差止書である。

差止め請求は、差止め請求である。

差止め訴訟は、差止め訴訟である。

差し止めるは、差し止めるである。

差し取らすは、差し取らすである。

匙執りは、匙執りである。

差取り引詰めは、差取り引詰めである。

差取り引取りは、差取り引取りである。

差し直すは、差し直すである。

さしながらは、さしながらである。

銚子は、銚子である。

差し並むは、差し並むである。

差し並ぶは、差し並ぶである。

差縄は、差縄である。

指縄は、指縄である。

緡縄は、緡縄である。

差縄緒は、差縄緒である。



差し荷は、差し荷である。

差し担いは、差し担いである。

刺縫いは、刺縫いである。

差縫いは、差縫いである。

差し縫ふは、差し縫ふである。

指貫は、指貫である。

指貫の袴は、指貫の袴である。

指値は、指値である。

指値注文は、指値注文である。

差し退くは、差し退くである。

差し覗くは、差し覗くである。

差し伸べるは、差し伸べるである。

差し延べるは、差し延べるである。

差し上すは、差し上すである。

差し上るは、差し上るである。

差し昇るは、差し昇るである。

翳は、翳である。

差羽は、差羽である。

差し歯は、差し歯である。

指し延ふは、指し延ふである。

指し延へは、指し延へである。

刺蠅は、刺蠅である。

差し佩くは、差し佩くである。

差し履くは、差し履くである。

差し矧ぐは、差し矧ぐである。

挟むは、挟むである。

差し挟むは、差し挟むである。

差し外すは、差し外すである。

挿花は、挿花である。

差し放すは、差し放すである。

差し放つは、差し放つである。

差し離るは、差し離るである。

差し囃すは、差し囃すである。

指梁は、指梁である。

差し火は、差し火である。

差控えは、差控えである。

差し控えるは、差し控えるである。

差引きは、差引きである。

差引勘定は、差引勘定である。

差し引くは、差し引くである。

挿肘木は、挿肘木である。

指肘木は、指肘木である。

差肘木は、差肘木である。

差し響きは、差し響きである。

差し響くは、差し響くである。

差鬢は、差鬢である。



差符は、差符である。

烏草樹は、烏草樹である。

差し札は、差し札である。

挿し蓋は、挿し蓋である。

差文は、差文である。

差し旧すは、差し旧すである。

挿し旧すは、挿し旧すである。

挿穂は、挿穂である。

差し誇らかすは、差し誇らかすである。

差し誇らすは、差し誇らすである。

猿島は、猿島である。

差米は、差米である。

指米は、指米である。

刺米は、刺米である。

差前は、差前である。

差し賄ふは、差し賄ふである。

差し任くは、差し任くである。

差し纏くは、差し纏くである。

差枕は、差枕である。

差し増すは、差し増すである。

さしますは、さしますである。

差し招くは、差し招くである。

麾くは、麾くである。

差し回しは、差し回しである。

差し回すは、差し回すである。

刺身は、刺身である。

差し身は、差し身である。

差水は、差水である。

刺身庖丁は、刺身庖丁である。

差向いは、差向いである。

差し向かうは、差し向かうである。

差し向きは、差し向きである。

差し向くは、差し向くである。

差し向けるは、差し向けるである。

差筵は、差筵である。

差棟は、差棟である。

尺目は、尺目である。

差目は、差目である。

差し芽は、差し芽である。

さしめは、さしめである。

さしもは、さしもである。

指焼草は、指焼草である。

指艾は、指艾である。

差し縺るは、差し縺るである。

差縺れは、差縺れである。

差しもどくは、差しもどくである。



差戻しは、差戻しである。

差し戻すは、差し戻すである。

指物は、指物である。

差物は、差物である。

挿物は、挿物である。

指物師は、指物師である。

指物旗は、指物旗である。

指物持は、指物持である。

指物屋は、指物屋である。

差母屋は、差母屋である。

刺銛は、刺銛である。

差矢は、差矢である。

差合いは、差合いである。

差矢懸りは、差矢懸りである。

さしゃくは、さしゃくである。

差し焼くは、差し焼くである。

指し宿は、指し宿である。

差し柳は、差し柳である。

差矢弓懸は、差矢弓懸である。

さしゃるは、さしゃるである。

差し遣るは、差し遣るである。

さしゃんすは、さしゃんすである。

叉手は、叉手である。

詐取は、詐取である。

佐州は、佐州である。

査収は、査収である。

砂洲は、砂洲である。

砂州は、砂州である。

叉銃は、叉銃である。

茶頭は、茶頭である。

左支右吾は、左支右吾である。

差集合は、差集合である。

詐術は、詐術である。

差し許すは、差し許すである。

座所は、座所である。

左相は、左相である。

左証は、左証である。

些少は、些少である。

査証は、査証である。

詐称は、詐称である。

嗟傷は、嗟傷である。

嗟賞は、嗟賞である。

叉状は、叉状である。

左仗は、左仗である。

砂上は、砂上である。

差定は、差定である。



鎖状は、鎖状である。

座商は、座商である。

坐商は、坐商である。

座礁は、座礁である。

坐礁は、坐礁である。

挫傷は、挫傷である。

座上は、座上である。

坐上は、坐上である。

座乗は、座乗である。

坐乗は、坐乗である。

鎖状高分子は、鎖状高分子である。

左相国は、左相国である。

左少将は、左少将である。

左丞相は、左丞相である。

砂壌土は、砂壌土である。

左少弁は、左少弁である。

座食は、座食である。

坐食は、坐食である。

座職は、座職である。

坐職は、坐職である。

差し寄すは、差し寄すである。

指し寄りは、指し寄りである。

差し寄るは、差し寄るである。

差料は、差料である。

差し分くは、差し分くである。

指し分けは、指し分けである。

差渡しは、差渡しである。

差渡しの従兄弟は、差渡しの従兄弟である。

刺し渡すは、刺し渡すである。

差し渡すは、差し渡すである。

差し渡るは、差し渡るである。

左心は、左心である。

左衽は、左衽である。

砂塵は、砂塵である。

茶人は、茶人である。

左心室は、左心室である。

左心房は、左心房である。

さすは、さすである。

扠首は、扠首である。

止すは、止すである。

刺すは、刺すである。

挿すは、挿すである。

注すは、注すである。

点すは、点すである。

差すは、差すである。

指すは、指すである。



捺すは、捺すである。

鎖すは、鎖すである。

座主は、座主である。

座洲は、座洲である。

坐洲は、坐洲である。

座州は、座州である。

座睡は、座睡である。

坐睡は、坐睡である。

誘ふは、誘ふである。

さすえは、さすえである。

さすがは、さすがである。

刺刀は、刺刀である。

刺鉄は、刺鉄である。

指肘は、指肘である。

指肱は、指肱である。

サスカチュワンは、サスカチュワンである。

さすがには、さすがにである。

さすがはは、さすがはである。

指神は、指神である。

授かり物は、授かり物である。

授かるは、授かるである。

授くは、授くである。

授け物は、授け物である。

授けるは、授けるである。

扠首竿は、扠首竿である。

砂錫は、砂錫である。

刺竹のは、刺竹のである。

扠首束は、扠首束である。

差手は、差手である。

差手引手は、差手引手である。

刺鑿は、刺鑿である。

指の神子は、指の神子である。

サスプロは、サスプロである。

サスペンションは、サスペンションである。

サスペンスは、サスペンスである。

サスペンダーは、サスペンダーである。

サスペンダースカートは、サスペンダースカートである。

サスペンデッドゲームは、サスペンデッドゲームである。

刺股は、刺股である。

指叉は、指叉である。

流離は、流離である。

流離うは、流離うである。

摩りは、摩りである。

摩り車は、摩り車である。

さすりびとは、さすりびとである。

摩るは、摩るである。



座するは、座するである。

坐するは、坐するである。

然為ればは、然為ればである。

蟋蟀は、蟋蟀である。

させいほうせいは、させいほうせいである。

佐蹟は、佐蹟である。

砂石は、砂石である。

沙石は、沙石である。

座席は、座席である。

沙石集は、沙石集である。

左折は、左折である。

挫折は、挫折である。

サセックスは、サセックスである。

指取童は、指取童である。

佐世保は、佐世保である。

指棒は、指棒である。

させますは、させますである。

させもは、させもである。

させるは、させるである。

左遷は、左遷である。

作善は、作善である。

座銭は、座銭である。

座前は、座前である。

坐禅は、坐禅である。

座禅は、座禅である。

座禅独楽は、座禅独楽である。

左旋性は、左旋性である。

座禅草は、座禅草である。

座禅豆は、座禅豆である。

坐禅用心記は、坐禅用心記である。

嘸は、嘸である。

誘いは、誘いである。

誘い合せるは、誘い合せるである。

誘い掛けるは、誘い掛けるである。

誘い込むは、誘い込むである。

誘い出すは、誘い出すである。

誘い水は、誘い水である。

誘うは、誘うである。

さそうは、さそうである。

ざ桑は、ざ桑である。

挫創は、挫創である。

ざ瘡は、ざ瘡である。

座像は、座像である。

坐像は、坐像である。

左宗棠は、左宗棠である。

嘸かしは、嘸かしである。



左側は、左側である。

早足は、早足である。

早速は、早速である。

左側通行は、左側通行である。

嘸なは、嘸なである。

嘸やは、嘸やである。

採蘇羅は、採蘇羅である。

蠍は、蠍である。

さそりは、さそりである。

蠍座は、蠍座である。

蠍擬は、蠍擬である。

差損は、差損である。

沙汰は、沙汰である。

さだは、さだである。

狭田は、狭田である。

佐田は、佐田である。

蹉だは、蹉だである。

定は、定である。

サターンは、サターンである。

左大将は、左大将である。

左大臣は、左大臣である。

左大神は、左大神である。

左大弁は、左大弁である。

定かは、定かである。

沙汰外は、沙汰外である。

佐田介石は、佐田介石である。

座卓は、座卓である。

佐竹は、佐竹である。

定けしは、定けしである。

佐竹曙山は、佐竹曙山である。

佐竹義躬は、佐竹義躬である。

定定とは、定定とである。

沙汰雑掌は、沙汰雑掌である。

貞しは、貞しである。

佐太神社は、佐太神社である。

さだ過ぎ人は、さだ過ぎ人である。

さだ過ぐは、さだ過ぐである。

沙汰だしは、沙汰だしである。

沙陀調は、沙陀調である。

騒立つは、騒立つである。

貞次は、貞次である。

サダトは、サダトである。

沙汰所は、沙汰所である。

定利は、定利である。

沙汰無は、沙汰無である。

沙汰人は、沙汰人である。



佐太大神は、佐太大神である。

沙汰場は、沙汰場である。

定まりは、定まりである。

定まり事は、定まり事である。

定まるは、定まるである。

佐多岬は、佐多岬である。

佐田岬は、佐田岬である。

定むは、定むである。

貞宗は、貞宗である。

佐太村は、佐太村である。

定めは、定めである。

定書は、定書である。

定め切るは、定め切るである。

定め事は、定め事である。

定めしは、定めしである。

定めては、定めてである。

定め無いは、定め無いである。

定米は、定米である。

定めるは、定めるである。

さた物は、さた物である。

沙汰止みは、沙汰止みである。

佐太郎は、佐太郎である。

左袒は、左袒である。

嗟嘆は、嗟嘆である。

嗟歎は、嗟歎である。

サタンは、サタンである。

瑣談は、瑣談である。

座談は、座談である。

座談会は、座談会である。

蹉躓は、蹉躓である。

幸替えは、幸替えである。

幸鉤は、幸鉤である。

幸無しは、幸無しである。

幸はふは、幸はふである。

幸人は、幸人である。

鯱は、鯱である。

幸矢は、幸矢である。

左注は、左注である。

左註は、左註である。

座中は、座中である。

沙中偶語は、沙中偶語である。

左中将は、左中将である。

左中弁は、左中弁である。

幸弓は、幸弓である。

座長は、座長である。

早は、早である。



札は、札である。

刷は、刷である。

刹は、刹である。

察は、察である。

撮は、撮である。

撒は、撒である。

擦は、擦である。

さつは、さつである。

雑は、雑である。

殺意は、殺意である。

札入れは、札入れである。

茶通は、茶通である。

茶桶は、茶桶である。

撮影は、撮影である。

雑詠は、雑詠である。

撮影機は、撮影機である。

薩英戦争は、薩英戦争である。

雑役は、雑役である。

雑益は、雑益である。

猟男は、猟男である。

薩男は、薩男である。

雑音は、雑音である。

作家は、作家である。

作歌は、作歌である。

察化は、察化である。

さっ果は、さっ果である。

擦過は、擦過である。

雑家は、雑家である。

雑貨は、雑貨である。

雑歌は、雑歌である。

サッカーは、サッカーである。

鑿開は、鑿開である。

殺害は、殺害である。

薩戒記は、薩戒記である。

佐束紙は、佐束紙である。

遡河魚は、遡河魚である。

錯角は、錯角である。

錯覚は、錯覚である。

雑学は、雑学である。

雑楽は、雑楽である。

擦過傷は、擦過傷である。

雑株は、雑株である。

サッカラーゼは、サッカラーゼである。

サッカリメーターは、サッカリメーターである。

サッカリンは、サッカリンである。

サッカレーは、サッカレーである。



サッカロースは、サッカロースである。

錯簡は、錯簡である。

雑感は、雑感である。

殺気は、殺気である。

数奇は、数奇である。

箚記は、箚記である。

撮記は、撮記である。

五月は、五月である。

皐月は、皐月である。

雑記は、雑記である。

雑器は、雑器である。

座付は、座付である。

雑伎は、雑伎である。

雑技は、雑技である。

五月雨は、五月雨である。

五月馬は、五月馬である。

五月会は、五月会である。

五月女は、五月女である。

五月川は、五月川である。

座付作者は、座付作者である。

皐月賞は、皐月賞である。

殺気立つは、殺気立つである。

雑記帳は、雑記帳である。

五月躑躅は、五月躑躅である。

五月波は、五月波である。

皐月波は、皐月波である。

五月の節は、五月の節である。

五月の珠は、五月の珠である。

五月の御精進は、五月の御精進である。

五月晴は、五月晴である。

五月飯は、五月飯である。

早却は、早却である。

五月山は、五月山である。

五月闇は、五月闇である。

早急は、早急である。

遡及は、遡及である。

索居は、索居である。

雑居は、雑居である。

作況は、作況である。

雑業は、雑業である。

作況指数は、作況指数である。

雑漁業は、雑漁業である。

作曲は、作曲である。

作曲法は、作曲法である。

雑居地は、雑居地である。

雑居ビルは、雑居ビルである。



殺菌は、殺菌である。

雑菌は、雑菌である。

ザッキンは、ザッキンである。

殺菌剤は、殺菌剤である。

サックは、サックである。

ざっくは、ざっくである。

ザックは、ザックである。

鑿空は、鑿空である。

サックコートは、サックコートである。

サックスは、サックスである。

ザックスは、ザックスである。

ざっくばらんは、ざっくばらんである。

さっくりは、さっくりである。

ざっくりは、ざっくりである。

雑軍は、雑軍である。

雑芸は、雑芸である。

雑劇は、雑劇である。

サッケッティは、サッケッティである。

雑件は、雑件である。

擦弦楽器は、擦弦楽器である。

雑言古詩は、雑言古詩である。

雑戸は、雑戸である。

錯交は、錯交である。

錯行は、錯行である。

雑交は、雑交である。

雑考は、雑考である。

昨今は、昨今である。

擦痕は、擦痕である。

雑婚は、雑婚である。

雑言は、雑言である。

雑言体は、雑言体である。

佐々は、佐々である。

札座は、札座である。

擦剤は、擦剤である。

雑載は、雑載である。

佐々絣は、佐々絣である。

佐々十竹は、佐々十竹である。

佐々醒雪は、佐々醒雪である。

左左立ては、左左立てである。

察察は、察察である。

颯颯は、颯颯である。

さっさっとは、さっさっとである。

さっさとは、さっさとである。

佐々成政は、佐々成政である。

サッサフラスは、サッサフラスである。

サッサフラス油は、サッサフラス油である。



雑纂は、雑纂である。

察しは、察しである。

冊子は、冊子である。

刷子は、刷子である。

サッシは、サッシである。

さっしは、さっしである。

雑仕は、雑仕である。

雑紙は、雑紙である。

雑誌は、雑誌である。

雑事は、雑事である。

雑色は、雑色である。

雑色官稲は、雑色官稲である。

雑色田は、雑色田である。

冊子本は、冊子本である。

さっしゃるは、さっしゃるである。

サッシュは、サッシュである。

雑修は、雑修である。

雑酒は、雑酒である。

雑種は、雑種である。

薩州は、薩州である。

雑糅は、雑糅である。

雑収入は、雑収入である。

雑種強勢は、雑種強勢である。

雑種細胞は、雑種細胞である。

雑種第一代は、雑種第一代である。

雑種不稔性は、雑種不稔性である。

雑書は、雑書である。

殺傷は、殺傷である。

擦傷は、擦傷である。

雑抄は、雑抄である。

雑掌は、雑掌である。

雑餉は、雑餉である。

雑掌奉行は、雑掌奉行である。

雑食は、雑食である。

雑所得は、雑所得である。

刷新は、刷新である。

殺人は、殺人である。

殺陣は、殺陣である。

殺人鬼は、殺人鬼である。

殺人剣は、殺人剣である。

殺人罪は、殺人罪である。

殺人的は、殺人的である。

撒すは、撒すである。

撒水は、撒水である。

冊数は、冊数である。

察するは、察するである。



殺声は、殺声である。

殺青は、殺青である。

颯声は、颯声である。

雑税は、雑税である。

雑節は、雑節である。

雑説は、雑説である。

颯然は、颯然である。

雑然は、雑然である。

雑訴は、雑訴である。

颯爽は、颯爽である。

雑草は、雑草である。

撮像管は、撮像管である。

雑草防除は、雑草防除である。

雑則は、雑則である。

雑訴決断所は、雑訴決断所である。

殺鼠剤は、殺鼠剤である。

雑訴沙汰は、雑訴沙汰である。

雑卒は、雑卒である。

雑損は、雑損である。

薩たは、薩たである。

雑多は、雑多である。

雑体は、雑体である。

雑題は、雑題である。

薩った峠は、薩った峠である。

札束は、札束である。

雑談は、雑談である。

察知は、察知である。

サッチャーは、サッチャーである。

殺虫剤は、殺虫剤である。

雑著は、雑著である。

薩長は、薩長である。

薩長盟約は、薩長盟約である。

幸手は、幸手である。

さっては、さってである。

さってもは、さってもである。

察度は、察度である。

颯とは、颯とである。

撮土は、撮土である。

ざっとは、ざっとである。

殺到は、殺到である。

察当は、察当である。

雑稲は、雑稲である。

雑踏は、雑踏である。

雑沓は、雑沓である。

雑鬧は、雑鬧である。

薩都剌は、薩都剌である。



薩南は、薩南である。

薩南学派は、薩南学派である。

薩南諸島は、薩南諸島である。

雑念は、雑念である。

雑納は、雑納である。

雑嚢は、雑嚢である。

さっぱは、さっぱである。

撒播は、撒播である。

雑俳は、雑俳である。

雑排水は、雑排水である。

雑駁は、雑駁である。

さっぱさっぱは、さっぱさっぱである。

殺伐は、殺伐である。

薩閥は、薩閥である。

さっぱとは、さっぱとである。

さっぱりは、さっぱりである。

雑費は、雑費である。

差っ引くは、差っ引くである。

擦筆は、擦筆である。

雑筆は、雑筆である。

擦筆画は、擦筆画である。

猟人は、猟人である。

猟人のは、猟人のである。

雑兵は、雑兵である。

札片は、札片である。

雑品は、雑品である。

撒布は、撒布である。

ざっぶは、ざっぶである。

殺風景は、殺風景である。

サッフォーは、サッフォーである。

冊府元亀は、冊府元亀である。

雑物は、雑物である。

ざっぷりは、ざっぷりである。

雑文は、雑文である。

雑粉は、雑粉である。

撒兵は、撒兵である。

雑編は、雑編である。

雑袍は、雑袍である。

雑報は、雑報である。

雑方家は、雑方家である。

雑木は、雑木である。

札幌は、札幌である。

札幌農学校は、札幌農学校である。

薩摩は、薩摩である。

薩摩揚げは、薩摩揚げである。

薩摩糸雛は、薩摩糸雛である。



薩摩芋は、薩摩芋である。

甘藷は、甘藷である。

薩摩炒りは、薩摩炒りである。

薩摩馬は、薩摩馬である。

薩摩絣は、薩摩絣である。

薩摩硝子は、薩摩硝子である。

薩摩菊は、薩摩菊である。

薩摩櫛は、薩摩櫛である。

薩摩外記は、薩摩外記である。

薩摩下駄は、薩摩下駄である。

薩摩拳は、薩摩拳である。

薩摩国府は、薩摩国府である。

薩摩駒は、薩摩駒である。

薩摩暦は、薩摩暦である。

薩摩辞書は、薩摩辞書である。

薩摩浄雲は、薩摩浄雲である。

薩摩上布は、薩摩上布である。

薩摩汁は、薩摩汁である。

薩摩杉は、薩摩杉である。

薩摩人形は、薩摩人形である。

薩摩守は、薩摩守である。

薩摩隼人は、薩摩隼人である。

薩摩版は、薩摩版である。

薩摩半島は、薩摩半島である。

薩摩飛脚は、薩摩飛脚である。

薩摩琵琶は、薩摩琵琶である。

薩摩節は、薩摩節である。

薩摩焼は、薩摩焼である。

薩摩蝋燭は、薩摩蝋燭である。

雑務は、雑務である。

雑務沙汰は、雑務沙汰である。

刷毛機は、刷毛機である。

雑毛色は、雑毛色である。

擦文は、擦文である。

擦文文化は、擦文文化である。

猟矢は、猟矢である。

猟弓は、猟弓である。

撮要は、撮要である。

雑用は、雑用である。

雑徭は、雑徭である。

殺戮は、殺戮である。

殺掠は、殺掠である。

殺略は、殺略である。

雑録は、雑録である。

雑話は、雑話である。

さては、さてである。



小網は、小網である。

桟手は、桟手である。

叉手網は、叉手網である。

サティは、サティである。

査定は、査定である。

サディストは、サディストである。

サディズムは、サディズムである。

サティヤーグラハは、サティヤーグラハである。

左提右挈は、左提右挈である。

扨措きは、扨措きである。

扨置きは、扨置きである。

扨措くは、扨措くである。

扨置くは、扨置くである。

さで掻きは、さで掻きである。

さてこそは、さてこそである。

さてさては、さてさてである。

砂鉄は、砂鉄である。

蹉跌は、蹉跌である。

さてのみは、さてのみである。

さてはは、さてはである。

扨又は、扨又である。

扨もは、扨もである。

さてもさてもは、さてもさてもである。

扨も其の後は、扨も其の後である。

サテライトは、サテライトである。

サテライトオフィスは、サテライトオフィスである。

サテライトスタジオは、サテライトスタジオである。

茶店は、茶店である。

サテンは、サテンである。

左伝は、左伝である。

サテンステッチは、サテンステッチである。

里は、里である。

佐渡は、佐渡である。

砂土は、砂土である。

サドは、サドである。

里居は、里居である。

聡いは、聡いである。

里犬は、里犬である。

里芋は、里芋である。

里芋科は、里芋科である。

左党は、左党である。

左道は、左道である。

左纛は、左纛である。

佐藤は、佐藤である。

沙頭は、沙頭である。

砂糖は、砂糖である。



茶湯は、茶湯である。

差等は、差等である。

鮓答は、鮓答である。

鮓荅は、鮓荅である。

作動は、作動である。

茶道は、茶道である。

さどうは、さどうである。

佐藤一斎は、佐藤一斎である。

佐藤栄作は、佐藤栄作である。

砂糖楓は、砂糖楓である。

座頭金は、座頭金である。

砂糖黍は、砂糖黍である。

甘蔗は、甘蔗である。

座頭鯨は、座頭鯨である。

茶道口は、茶道口である。

砂糖計は、砂糖計である。

佐藤紅緑は、佐藤紅緑である。

坐道場は、坐道場である。

佐藤誠実は、佐藤誠実である。

佐藤惣之助は、佐藤惣之助である。

砂糖染は、砂糖染である。

作働体は、作働体である。

砂糖大根は、砂糖大根である。

甜菜は、甜菜である。

佐藤忠信は、佐藤忠信である。

佐藤継信は、佐藤継信である。

砂糖漬は、砂糖漬である。

里移りは、里移りである。

佐藤直方は、佐藤直方である。

佐藤錦は、佐藤錦である。

佐藤信淵は、佐藤信淵である。

差動歯車は、差動歯車である。

サトウは、サトウである。

ハチローは、ハチローである。

佐藤春夫は、佐藤春夫である。

茶道坊主は、茶道坊主である。

里馬は、里馬である。

砂糖蜜は、砂糖蜜である。

座頭虫は、座頭虫である。

砂糖蜀黍は、砂糖蜀黍である。

砂糖椰子は、砂糖椰子である。

サトゥルヌスは、サトゥルヌスである。

サトーは、サトーである。

佐渡おけさは、佐渡おけさである。

里長は、里長である。

さ遠しは、さ遠しである。



里親は、里親である。

サドカイ派は、サドカイ派である。

里帰りは、里帰りである。

里神楽は、里神楽である。

佐渡島は、佐渡島である。

里方は、里方である。

里勝ちは、里勝ちである。

里通いは、里通いである。

里烏は、里烏である。

里鴉は、里鴉である。

佐渡狐は、佐渡狐である。

里下りは、里下りである。

里狂いは、里狂いである。

里子は、里子である。

佐渡鉱山は、佐渡鉱山である。

里心は、里心である。

里言葉は、里言葉である。

里桜は、里桜である。

諭しは、諭しである。

里知りは、里知りである。

諭すは、諭すである。

里姿は、里姿である。

里雀は、里雀である。

里住みは、里住みである。

里田は、里田である。

里内は、里内である。

佐渡代官は、佐渡代官である。

里内裏は、里内裏である。

里付は、里付である。

里隣は、里隣である。

里中は、里中である。

里流れは、里流れである。

里訛は、里訛である。

里馴れるは、里馴れるである。

里主は、里主である。

佐渡院は、佐渡院である。

里の子は、里の子である。

里之子は、里之子である。

里の刀禰は、里の刀禰である。

座頭の坊は、座頭の坊である。

里外れは、里外れである。

里端は、里端である。

里離るは、里離るである。

里離れは、里離れである。

里林は、里林である。

里腹は、里腹である。



俚びは、俚びである。

俚歌は、俚歌である。

俚意は、俚意である。

俚言葉は、俚言葉である。

里人は、里人である。

里人心地は、里人心地である。

里開きは、里開きである。

俚ぶは、俚ぶである。

佐渡奉行は、佐渡奉行である。

里扶持は、里扶持である。

ザトペックは、ザトペックである。

里偏は、里偏である。

里坊は、里坊である。

里回りは、里回りである。

里見は、里見である。

里曲は、里曲である。

里廻は、里廻である。

里巫は、里巫である。

里見とんは、里見とんである。

里見八犬伝は、里見八犬伝である。

里見舞は、里見舞である。

里宮は、里宮である。

里村は、里村である。

里村紹巴は、里村紹巴である。

里山は、里山である。

里雪は、里雪である。

悟りは、悟りである。

覚りは、覚りである。

悟り絵は、悟り絵である。

悟り澄ますは、悟り澄ますである。

悟るは、悟るである。

覚るは、覚るである。

サドルは、サドルである。

座取るは、座取るである。

里童は、里童である。

サドンデスは、サドンデスである。

哨吶は、哨吶である。

左内節は、左内節である。

早苗は、早苗である。

秧は、秧である。

早苗歌は、早苗歌である。

早苗打ちは、早苗打ちである。

早苗月は、早苗月である。

早苗取りは、早苗取りである。

早苗鳥は、早苗鳥である。

早苗蜻蛉は、早苗蜻蛉である。



早苗開きは、早苗開きである。

座直しは、座直しである。

さなかは、さなかである。

さな葛は、さな葛である。

宛らは、宛らである。

鐸は、鐸である。

蛹は、蛹である。

さなきだには、さなきだにである。

蛹襯は、蛹襯である。

蛹油は、蛹油である。

さなくともは、さなくともである。

さなくばは、さなくばである。

核子は、核子である。

さ寝すは、さ寝すである。

真田は、真田である。

真田織は、真田織である。

真田十勇士は、真田十勇士である。

真田紐は、真田紐である。

真田昌幸は、真田昌幸である。

真田虫は、真田虫である。

絛虫は、絛虫である。

真田幸村は、真田幸村である。

サナトリウムは、サナトリウムである。

然ななりは、然ななりである。

早苗饗は、早苗饗である。

さなへは、さなへである。

座並は、座並である。

席次は、席次である。

さ鳴らくは、さ鳴らくである。

さ並ぶは、さ並ぶである。

細鳴りは、細鳴りである。

然なりは、然なりである。

座成りは、座成りである。

座形は、座形である。

ざなりは、ざなりである。

さ丹は、さ丹である。

然に非ずは、然に非ずである。

サニーレタスは、サニーレタスである。

サニタリーは、サニタリーである。

さにつらうは、さにつらうである。

さ丹塗は、さ丹塗である。

さ似るは、さ似るである。

さ庭は、さ庭である。

座人は、座人である。

さ寝は、さ寝である。

サヌアは、サヌアである。



サヌカイトは、サヌカイトである。

讃岐は、讃岐である。

讃岐円座は、讃岐円座である。

讃岐岩は、讃岐岩である。

讃岐山脈は、讃岐山脈である。

讃岐典侍日記は、讃岐典侍日記である。

讃岐平野は、讃岐平野である。

讃岐藁座は、讃岐藁座である。

さ寝らくは、さ寝らくである。

核は、核である。

実は、実である。

さねは、さねである。

札足は、札足である。

実生いは、実生いである。

札頭は、札頭である。

真葛は、真葛である。

さ根萱は、さ根萱である。

さねさしは、さねさしである。

さ寝さ寝は、さ寝さ寝である。

実隆公記は、実隆公記である。

実接ぎは、実接ぎである。

さ寝処は、さ寝処である。

さ寝床は、さ寝床である。

実朝忌は、実朝忌である。

真長は、真長である。

実成は、実成である。

さ根延ふは、さ根延ふである。

実矧ぎは、実矧ぎである。

実柱は、実柱である。

実肘木は、実肘木である。

核太は、核太である。

核太棗は、核太棗である。

酸棗は、酸棗である。

実盛は、実盛である。

真守は、真守である。

実盛送りは、実盛送りである。

佐野は、佐野である。

砂嚢は、砂嚢である。

車匿は、車匿である。

さ残るは、さ残るである。

さのさ節は、さのさ節である。

佐野紹益は、佐野紹益である。

佐野次郎左衛門は、佐野次郎左衛門である。

佐野縮は、佐野縮である。

さ野つ鳥は、さ野つ鳥である。

佐野常民は、佐野常民である。



佐野利器は、佐野利器である。

佐野源左衛門尉常世は、佐野源左衛門尉常世である。

狭野茅上娘子は、狭野茅上娘子である。

佐野の渡りは、佐野の渡りである。

さ野榛は、さ野榛である。

早上りは、早上りである。

早上るは、早上るである。

佐野学は、佐野学である。

さのみは、さのみである。

佐野了伯は、佐野了伯である。

左派は、左派である。

サハは、サハである。

然はは、然はである。

鯖は、鯖である。

娑婆は、娑婆である。

生飯は、生飯である。

サバは、サバである。

さばは、さばである。

サパーは、サパーである。

差配は、差配である。

坐拝は、坐拝である。

座配は、座配である。

然は言へは、然は言へである。

サバイバルは、サバイバルである。

五月蠅は、五月蠅である。

鯖江は、鯖江である。

鯖折りは、鯖折りである。

鯖亀節は、鯖亀節である。

さばかりは、さばかりである。

捌きは、捌きである。

裁きは、裁きである。

座箒は、座箒である。

捌き髪は、捌き髪である。

捌き手は、捌き手である。

裁きの庭は、裁きの庭である。

捌き筆は、捌き筆である。

捌き役は、捌き役である。

佐幕は、佐幕である。

砂漠は、砂漠である。

沙漠は、沙漠である。

捌くは、捌くである。

裁くは、裁くである。

砂漠化は、砂漠化である。

鯖雲は、鯖雲である。

さばくるは、さばくるである。

捌けは、捌けである。



捌け口は、捌け口である。

捌けるは、捌けるである。

さばさばは、さばさばである。

さ走るは、さ走るである。

鯖鮨は、鯖鮨である。

さはたは、さはたである。

サパタは、サパタである。

麻綿蒲団は、麻綿蒲団である。

砂鉢は、砂鉢である。

沙鉢は、沙鉢である。

皿鉢は、皿鉢である。

サバティエは、サバティエである。

サバティカルイヤーは、サバティカルイヤーである。

サバトは、サバトである。

サバナは、サバナである。

早花咲月は、早花咲月である。

さばには、さばにである。

鯖尾は、鯖尾である。

鯖河豚は、鯖河豚である。

鯖節は、鯖節である。

さばめくは、さばめくである。

鯖読みは、鯖読みである。

サハラは、サハラである。

座払いは、座払いである。

サバランは、サバランである。

胡銅器は、胡銅器である。

響銅は、響銅である。

サハリンは、サハリンである。

さばれは、さばれである。

サハロフは、サハロフである。

ザハロフは、ザハロフである。

茶飯は、茶飯である。

座盤は、座盤である。

茶飯事は、茶飯事である。

サバンナは、サバンナである。

サバンナモンキーは、サバンナモンキーである。

さびは、さびである。

寂は、寂である。

皺は、皺である。

錆は、錆である。

銹は、銹である。

サピアは、サピアである。

サピアウォーフの仮説は、サピアウォーフの仮説である。

錆上蒔絵は、錆上蒔絵である。

荒鮎は、荒鮎である。

錆鮎は、錆鮎である。



宿鮎は、宿鮎である。

錆色は、錆色である。

錆漆は、錆漆である。

錆絵は、錆絵である。

皺烏帽子は、皺烏帽子である。

ザビエルは、ザビエルである。

錆押えは、錆押えである。

寂び返るは、寂び返るである。

錆刀は、錆刀である。

錆固め塗は、錆固め塗である。

錆壁は、錆壁である。

さびき釣りは、さびき釣りである。

銹菌は、銹菌である。

寂声は、寂声である。

錆地は、錆地である。

寂しいは、寂しいである。

淋しいは、淋しいである。

寂しみは、寂しみである。

寂しむは、寂しむである。

淋しむは、淋しむである。

錆朱は、錆朱である。

淋しらは、淋しらである。

錆竹は、錆竹である。

左筆は、左筆である。

宿月毛は、宿月毛である。

錆び付くは、錆び付くである。

錆付けは、錆付けである。

錆止めは、錆止めである。

錆塗は、錆塗である。

錆鼠は、錆鼠である。

錆箆は、錆箆である。

さ檜の隈は、さ檜の隈である。

銹病は、銹病である。

寂物は、寂物である。

錆矢は、錆矢である。

詐病は、詐病である。

座標は、座標である。

左兵衛は、左兵衛である。

左兵衛督は、左兵衛督である。

左兵衛尉は、左兵衛尉である。

左兵衛佐は、左兵衛佐である。

左兵衛府は、左兵衛府である。

座標幾何学は、座標幾何学である。

座標系は、座標系である。

座標軸は、座標軸である。

座標変換は、座標変換である。



早開きは、早開きである。

荒びるは、荒びるである。

寂びるは、寂びるである。

錆びるは、錆びるである。

銹びるは、銹びるである。

寂るは、寂るである。

さびるは、さびるである。

寂れは、寂れである。

寂れるは、寂れるである。

座広は、座広である。

錆浪人は、錆浪人である。

左府は、左府である。

寒は、寒である。

左武は、左武である。

左舞は、左舞である。

サブは、サブである。

荒ぶは、荒ぶである。

寂ぶは、寂ぶである。

錆ぶは、錆ぶである。

さぶは、さぶである。

ざぶは、ざぶである。

サファイアは、サファイアである。

サファヴィー朝は、サファヴィー朝である。

サファリは、サファリである。

サファリコートは、サファリコートである。

サファリパークは、サファリパークである。

寒いは、寒いである。

サフィールは、サフィールである。

サフィズムは、サフィズムである。

サブウェーは、サブウェーである。

サブカルチャーは、サブカルチャーである。

サブザックは、サブザックである。

ざぶざぶは、ざぶざぶである。

淋しは、淋しである。

サブジェクトは、サブジェクトである。

サブスタンスは、サブスタンスである。

サブタイトルは、サブタイトルである。

サブダクションゾーンは、サブダクションゾーンである。

サブドミナントは、サブドミナントである。

座蒲団は、座蒲団である。

サブヘッディングは、サブヘッディングである。

サブマリンは、サブマリンである。

侍は、侍である。

サプライは、サプライである。

サプライサイドエコノミックスは、サプライサイドエコノミックスである。

侍大将は、侍大将である。



侍ひ付くは、侍ひ付くである。

侍所は、侍所である。

侍名は、侍名である。

候名は、候名である。

侍人は、侍人である。

侍童は、侍童である。

候ふは、候ふである。

侍ふは、侍ふである。

サフラワーは、サフラワーである。

サフランは、サフランである。

サフラン擬きは、サフラン擬きである。

ざぶりは、ざぶりである。

サブリナパンツは、サブリナパンツである。

サブリミナル効果は、サブリミナル効果である。

サプリメントは、サプリメントである。

佐分利流は、佐分利流である。

サブルーチンは、サブルーチンである。

さぶるこは、さぶるこである。

座振舞は、座振舞である。

サブレーは、サブレーである。

三郎は、三郎である。

サフロールは、サフロールである。

三六協定は、三六協定である。

差分は、差分である。

ざぶんは、ざぶんである。

左文右武は、左文右武である。

鎖閉は、鎖閉である。

左平次は、左平次である。

然可しは、然可しである。

差別は、差別である。

差別化は、差別化である。

差別関税は、差別関税である。

差別待遇は、差別待遇である。

ザベリヨは、ザベリヨである。

サヘルは、サヘルである。

喋るは、喋るである。

サ変は、サ変である。

左辺は、左辺である。

左弁官は、左弁官である。

サボは、サボである。

左方は、左方である。

砂防は、砂防である。

茶房は、茶房である。

詐謀は、詐謀である。

坐法は、坐法である。

坐忘は、坐忘である。



座傍は、座傍である。

砂防ダムは、砂防ダムである。

左方の楽は、左方の楽である。

左方の舞は、左方の舞である。

左輔右弼は、左輔右弼である。

サポーターは、サポーターである。

サポートは、サポートである。

左僕射は、左僕射である。

座星は、座星である。

曝すは、曝すである。

早穂田は、早穂田である。

サボタージュは、サボタージュである。

仙人掌は、仙人掌である。

然程は、然程である。

サポニンは、サポニンである。

サボるは、サボるである。

サボンは、サボンである。

ザボンは、ザボンである。

石鹸草は、石鹸草である。

様は、様である。

状は、状である。

方は、方である。

狭間は、狭間である。

態は、態である。

座間は、座間である。

サマーは、サマーである。

サマーウールは、サマーウールである。

様悪しは、様悪しである。

サマースクールは、サマースクールである。

サマータイムは、サマータイムである。

サマーハウスは、サマーハウスである。

サマーラは、サマーラである。

様変ふは、様変ふである。

様形は、様形である。

様変りは、様変りである。

ざまくは、ざまくである。

狭間潜りは、狭間潜りである。

狭間口は、狭間口である。

様異は、様異である。

様様は、様様である。

冷ますは、冷ますである。

覚ますは、覚ますである。

醒ますは、醒ますである。

ざますは、ざますである。

小股は、小股である。

妨ぐは、妨ぐである。



妨げは、妨げである。

妨げるは、妨げるである。

様垂るは、様垂るである。

瑣末は、瑣末である。

些末は、些末である。

様付けは、様付けである。

早松茸は、早松茸である。

然迄は、然迄である。

狭窓は、狭窓である。

様憎は、様憎である。

さまねしは、さまねしである。

左馬頭は、左馬頭である。

左馬允は、左馬允である。

左馬助は、左馬助である。

左馬寮は、左馬寮である。

様許りは、様許りである。

三昧耶は、三昧耶である。

三摩耶は、三摩耶である。

三昧耶形は、三昧耶形である。

呻吟ふは、呻吟ふである。

さ迷うは、さ迷うである。

さまよえる和蘭人は、さまよえる和蘭人である。

さまよえる猶太人は、さまよえる猶太人である。

様好しは、様好しである。

遮莫は、遮莫である。

サマリアは、サマリアである。

サマリーは、サマリーである。

サマリウムは、サマリウムである。

サマルカンドは、サマルカンドである。

さ身は、さ身である。

沙弥は、沙弥である。

三味は、三味である。

褊すは、褊すである。

真水は、真水である。

素水は、素水である。

サミズダートは、サミズダートである。

三味線は、三味線である。

五月雨るは、五月雨るである。

さ乱れ髪は、さ乱れ髪である。

五月雨雲は、五月雨雲である。

サミットは、サミットである。

さ緑は、さ緑である。

早緑月は、早緑月である。

沙弥満誓は、沙弥満誓である。

ザミャーチンは、ザミャーチンである。

サミングは、サミングである。



ザミンダールは、ザミンダールである。

作務は、作務である。

冷むは、冷むである。

覚むは、覚むである。

醒むは、醒むである。

褪むは、褪むである。

作務衣は、作務衣である。

サムエルソンは、サムエルソンである。

寒風は、寒風である。

寒がりは、寒がりである。

寒がるは、寒がるである。

寒川神社は、寒川神社である。

寒気は、寒気である。

寒けくは、寒けくである。

寒けしは、寒けしである。

寒気立つは、寒気立つである。

寒さは、寒さである。

寒さ凌ぎは、寒さ凌ぎである。

寒さ負けは、寒さ負けである。

寒寒は、寒寒である。

寒寒しいは、寒寒しいである。

寒しは、寒しである。

狭席は、狭席である。

狭筵は、狭筵である。

寒空は、寒空である。

サムソンは、サムソンである。

サムナーは、サムナーである。

ザムボアは、ザムボアである。

サムホールは、サムホールである。

寒病みは、寒病みである。

寒らは、寒らである。

侍烏帽子は、侍烏帽子である。

侍気質は、侍気質である。

侍気は、侍気である。

侍汚しは、侍汚しである。

侍衆は、侍衆である。

侍大将軍は、侍大将軍である。

侍法師は、侍法師である。

侍冥加は、侍冥加である。

侍名字は、侍名字である。

侍冥利は、侍冥利である。

鮫は、鮫である。

白眼は、白眼である。

鮫が橋は、鮫が橋である。

鮫皮は、鮫皮である。

沙皮は、沙皮である。



鮫肝油は、鮫肝油である。

覚め際は、覚め際である。

醒め際は、醒め際である。

さめくは、さめくである。

覚め口は、覚め口である。

醒め口は、醒め口である。

鮫小紋は、鮫小紋である。

さめざめは、さめざめである。

鮫鞘は、鮫鞘である。

鮫氷は、鮫氷である。

挫滅症候群は、挫滅症候群である。

鮫肌は、鮫肌である。

鮫肌焼は、鮫肌焼である。

鮫鶲は、鮫鶲である。

鮫焼は、鮫焼である。

鮫鑢は、鮫鑢である。

覚め遣らぬは、覚め遣らぬである。

醒め遣らぬは、醒め遣らぬである。

ざめりは、ざめりである。

冷めるは、冷めるである。

覚めるは、覚めるである。

醒めるは、醒めるである。

褪めるは、褪めるである。

ザメンホフは、ザメンホフである。

然もは、然もである。

サモアは、サモアである。

サモイェードは、サモイェードである。

さ文字は、さ文字である。

左文字は、左文字である。

杓文字は、杓文字である。

さもしいは、さもしいである。

座持ちは、座持ちである。

座元は、座元である。

座本は、座本である。

サモトラケのニケは、サモトラケのニケである。

さもとらしは、さもとらしである。

雑物箱は、雑物箱である。

早桃は、早桃である。

伺候は、伺候である。

サモワールは、サモワールである。

左門は、左門である。

沙門は、沙門である。

査問は、査問である。

砂紋は、砂紋である。

さやは、さやである。

明は、明である。



清は、清である。

莢は、莢である。

鞘は、鞘である。

然やは、然やである。

鞘当ては、鞘当てである。

莢隠元は、莢隠元である。

鞘絵は、鞘絵である。

鞘画は、鞘画である。

莢豌豆は、莢豌豆である。

明かは、明かである。

清かは、清かである。

紗綾形は、紗綾形である。

さやぎは、さやぎである。

鎖鑰は、鎖鑰である。

さやぐは、さやぐである。

座役は、座役である。

座薬は、座薬である。

坐薬は、坐薬である。

鞘口は、鞘口である。

鞘組は、鞘組である。

明けしは、明けしである。

さやさやは、さやさやである。

鞘師は、鞘師である。

鞘尻は、鞘尻である。

紗綾縮緬は、紗綾縮緬である。

鞘堂は、鞘堂である。

鞘咎めは、鞘咎めである。

鞘取りは、鞘取りである。

鞘長は、鞘長である。

さやなむは、さやなむである。

鞘鳴りは、鞘鳴りである。

明には、明にである。

清には、清にである。

佐夜の中山は、佐夜の中山である。

小夜の中山は、小夜の中山である。

鞘の間は、鞘の間である。

鞘走るは、鞘走るである。

鞘平は、鞘平である。

鞘袋は、鞘袋である。

狭山は、狭山である。

佐山は、佐山である。

狭山池は、狭山池である。

鞘巻は、鞘巻である。

鞘巻切は、鞘巻切である。

佐山検校は、佐山検校である。

狭山湖は、狭山湖である。



狭山茶は、狭山茶である。

莢豆は、莢豆である。

鞘みどろは、鞘みどろである。

さやむは、さやむである。

ざやめくは、ざやめくである。

鞘持は、鞘持である。

鞘持立ては、鞘持立てである。

鞘寄せは、鞘寄せである。

白湯は、白湯である。

冴ゆは、冴ゆである。

左右左は、左右左である。

左右するは、左右するである。

左右相称は、左右相称である。

座右の銘は、座右の銘である。

真夜床は、真夜床である。

さ百合は、さ百合である。

さ百合花は、さ百合花である。

さ揺ぐは、さ揺ぐである。

小夜は、小夜である。

小夜嵐は、小夜嵐である。

然様は、然様である。

左様は、左様である。

作用は、作用である。

作用因は、作用因である。

作用言は、作用言である。

左様然らばは、左様然らばである。

作用素は、作用素である。

作用点は、作用点である。

左様ならは、左様ならである。

作用反作用の法則は、作用反作用の法則である。

作用量は、作用量である。

作用量子は、作用量子である。

小夜風は、小夜風である。

小夜烏は、小夜烏である。

小夜砧は、小夜砧である。

小夜曲は、小夜曲である。

左翼は、左翼である。

砂浴は、砂浴である。

座浴は、座浴である。

坐浴は、坐浴である。

左翼演劇は、左翼演劇である。

左翼作家連盟は、左翼作家連盟である。

左翼小児病は、左翼小児病である。

左翼冒険主義は、左翼冒険主義である。

小夜格子は、小夜格子である。

小夜衣は、小夜衣である。



小夜時雨は、小夜時雨である。

小夜すがらは、小夜すがらである。

小夜千鳥は、小夜千鳥である。

小夜床は、小夜床である。

小夜中は、小夜中である。

小夜鳴き鳥は、小夜鳴き鳥である。

さよならは、さよならである。

小夜の寝覚めは、小夜の寝覚めである。

さ婚は、さ婚である。

小夜更くは、小夜更くである。

小夜蒲団は、小夜蒲団である。

小夜枕は、小夜枕である。

細魚は、細魚である。

針魚は、針魚である。

皿は、皿である。

盤は、盤である。

更は、更である。

新は、新である。

娑羅は、娑羅である。

ざらは、ざらである。

サラートは、サラートである。

サラーフアッディーンは、サラーフアッディーンである。

杷は、杷である。

浚いは、浚いである。

渫いは、渫いである。

復習は、復習である。

作礼は、作礼である。

嗟来は、嗟来である。

サライは、サライである。

坐来は、坐来である。

復習書は、復習書である。

再来月は、再来月である。

皿石は、皿石である。

再来週は、再来週である。

作礼而去は、作礼而去である。

再来年は、再来年である。

浚いの風は、浚いの風である。

嗟来の食は、嗟来の食である。

浚うは、浚うである。

渫うは、渫うである。

攫うは、攫うである。

復習うは、復習うである。

皿饂飩は、皿饂飩である。

サラウンドは、サラウンドである。

サラウンドシステムは、サラウンドシステムである。

さらえは、さらえである。



浚えは、浚えである。

サラエヴォは、サラエヴォである。

浚えるは、浚えるである。

渫えるは、渫えるである。

復習えるは、復習えるである。

更返るは、更返るである。

ざら紙は、ざら紙である。

サラ金は、サラ金である。

サラクルーは、サラクルーである。

浅甕は、浅甕である。

曝け出すは、曝け出すである。

さらけ止めるは、さらけ止めるである。

さらけ遣るは、さらけ遣るである。

曝けるは、曝けるである。

サラゴサは、サラゴサである。

皿小鉢は、皿小鉢である。

サラサは、サラサである。

サラサーテは、サラサーテである。

更紗団扇は、更紗団扇である。

更紗形は、更紗形である。

更紗禿は、更紗禿である。

更紗紙は、更紗紙である。

更紗革は、更紗革である。

更紗染は、更紗染である。

更紗どうだんは、更紗どうだんである。

更紗馬蹄螺は、更紗馬蹄螺である。

さらさらは、さらさらである。

更更は、更更である。

ざらざらは、ざらざらである。

サラザルは、サラザルである。

晒しは、晒しである。

曝しは、曝しである。

晒は、晒である。

晒し飴は、晒し飴である。

晒し餡は、晒し餡である。

晒井は、晒井である。

晒売りは、晒売りである。

晒嬶は、晒嬶である。

晒し鯨は、晒し鯨である。

晒し首は、晒し首である。

晒し粉は、晒し粉である。

晒搗きは、晒搗きである。

更科は、更科である。

更級は、更級である。

更科紀行は、更科紀行である。

晒菜升麻は、晒菜升麻である。



更科蕎麦は、更科蕎麦である。

更級日記は、更級日記である。

晒し布は、晒し布である。

晒し葱は、晒し葱である。

晒し場は、晒し場である。

晒女は、晒女である。

晒し物は、晒し物である。

晒し者は、晒し者である。

晒木綿は、晒木綿である。

晒屋は、晒屋である。

晒屋根は、晒屋根である。

曝屋根は、曝屋根である。

娑羅樹は、娑羅樹である。

沙羅樹は、沙羅樹である。

晒し蝋は、晒し蝋である。

さらすは、さらすである。

晒すは、晒すである。

避らずは、避らずである。

然らずはは、然らずはである。

サラセニアは、サラセニアである。

サラセンは、サラセンである。

娑羅双樹は、娑羅双樹である。

沙羅双樹は、沙羅双樹である。

更田は、更田である。

サラダは、サラダである。

サラダオイルは、サラダオイルである。

サラダドレッシングは、サラダドレッシングである。

サラダ菜は、サラダ菜である。

サラダボールは、サラダボールである。

サラダ油は、サラダ油である。

更地は、更地である。

新地は、新地である。

ざらつくは、ざらつくである。

さらっとは、さらっとである。

然らでは、然らでである。

サラディンは、サラディンである。

然らでだには、然らでだにである。

然らではは、然らではである。

然らでもは、然らでもである。

皿斗は、皿斗である。

サラトガは、サラトガである。

更なりは、更なりである。

更なるは、更なるである。

更には、更にである。

然らぬは、然らぬである。

然らぬ顔は、然らぬ顔である。



然らぬだには、然らぬだにである。

然らぬ体は、然らぬ体である。

避らぬ別れは、避らぬ別れである。

然らばは、然らばである。

ざら場は、ざら場である。

さらばうは、さらばうである。

さらばえるは、さらばえるである。

然らば垣は、然らば垣である。

皿秤は、皿秤である。

盤秤は、盤秤である。

サラバンドは、サラバンドである。

サラファンは、サラファンである。

サラブレッドは、サラブレッドである。

サラベルナールは、サラベルナールである。

さらぼうは、さらぼうである。

皿ボルトは、皿ボルトである。

皿回しは、皿回しである。

ざらまんは、ざらまんである。

サラマンカは、サラマンカである。

サラミは、サラミである。

サラミスは、サラミスである。

粗目は、粗目である。

さらめかすは、さらめかすである。

さらめくは、さらめくである。

ざらめくは、ざらめくである。

粗目糖は、粗目糖である。

粗目雪は、粗目雪である。

皿屋敷は、皿屋敷である。

更湯は、更湯である。

新湯は、新湯である。

さらりは、さらりである。

ざらりは、ざらりである。

サラリーは、サラリーである。

サラリーマンは、サラリーマンである。

サラリーマン金融は、サラリーマン金融である。

皿リベットは、皿リベットである。

娑羅林は、娑羅林である。

去られん坊は、去られん坊である。

サラワクは、サラワクである。

サランは、サランである。

然らんにはは、然らんにはである。

サランパアは、サランパアである。

サランボーは、サランボーである。

舎利は、舎利である。

然りは、然りである。

さりは、さりである。



砂利は、砂利である。

ざりは、ざりである。

避り敢へずは、避り敢へずである。

サリーは、サリーである。

サリヴァンは、サリヴァンである。

サリエリは、サリエリである。

避り難しは、避り難しである。

去り難しは、去り難しである。

ざり蛄は、ざり蛄である。

去嫌は、去嫌である。

然りげは、然りげである。

然りげ無いは、然りげ無いである。

去り状は、去り状である。

避状は、避状である。

サリチル酸は、サリチル酸である。

サリチル酸ナトリウムは、サリチル酸ナトリウムである。

蓑笠は、蓑笠である。

サリットは、サリットである。

避り所無しは、避り所無しである。

然りとては、然りとてである。

然りとてはは、然りとてはである。

然りとてもは、然りとてもである。

然りとはは、然りとはである。

サリドマイドは、サリドマイドである。

然りともは、然りともである。

然り乍らは、然り乍らである。

然りぬべしは、然りぬべしである。

去りぬるは、去りぬるである。

去り文は、去り文である。

避文は、避文である。

然りやは、然りやである。

差略は、差略である。

詐略は、詐略である。

茶寮は、茶寮である。

座料は、座料である。

紗綸は、紗綸である。

サリンは、サリンである。

サリンジャーは、サリンジャーである。

申は、申である。

猿は、猿である。

去るは、去るである。

避るは、避るである。

曝るは、曝るである。

然るは、然るである。

さるは、さるである。

笊は、笊である。



戯るは、戯るである。

然る間は、然る間である。

サルーンは、サルーンである。

猿尾は、猿尾である。

猿おがせは、猿おがせである。

秦吉了は、秦吉了である。

猿飼は、猿飼である。

猿楽ふは、猿楽ふである。

散楽ふは、散楽ふである。

猿替勾当は、猿替勾当である。

猿返りは、猿返りである。

猿楽は、猿楽である。

申楽は、申楽である。

猿楽座は、猿楽座である。

猿楽師は、猿楽師である。

猿楽太鼓は、猿楽太鼓である。

申楽談儀は、申楽談儀である。

猿楽法師は、猿楽法師である。

猿懸は、猿懸である。

猿賢しは、猿賢しである。

然る方は、然る方である。

猿蟹合戦は、猿蟹合戦である。

猿神は、猿神である。

猿が餅は、猿が餅である。

然るからは、然るからである。

猿環は、猿環である。

猿木は、猿木である。

サルキーは、サルキーである。

さるくは、さるくである。

猿轡は、猿轡である。

猿隈は、猿隈である。

さるけは、さるけである。

猿毛は、猿毛である。

猿子は、猿子である。

猿籠は、猿籠である。

笊碁は、笊碁である。

サルコイドーシスは、サルコイドーシスである。

散楽は、散楽である。

猿楽がましは、猿楽がましである。

猿楽言は、猿楽言である。

サルコウジャンプは、サルコウジャンプである。

然る事は、然る事である。

笊転がしは、笊転がしである。

サルゴンは、サルゴンである。

サルサは、サルサである。

撒爾沙は、撒爾沙である。



撒児沙は、撒児沙である。

猿酒は、猿酒である。

猿座頭は、猿座頭である。

猿沢池は、猿沢池である。

猿芝居は、猿芝居である。

猿縛りは、猿縛りである。

サルスエラは、サルスエラである。

サルスティウスは、サルスティウスである。

猿辷りは、猿辷りである。

猿滑りは、猿滑りである。

百日紅は、百日紅である。

紫薇花は、紫薇花である。

サルゼは、サルゼである。

笊蕎麦は、笊蕎麦である。

サルダーナは、サルダーナである。

猿田彦は、猿田彦である。

サルタンは、サルタンである。

猿知恵は、猿知恵である。

猿遣いは、猿遣いである。

猿繋ぎは、猿繋ぎである。

ザルツブルクは、ザルツブルクである。

ザルツマンは、ザルツマンである。

サルディニアは、サルディニアである。

サルデーニャは、サルデーニャである。

サルデーニャ王国は、サルデーニャ王国である。

サルデスは、サルデスである。

猿戸は、猿戸である。

猿唐人は、猿唐人である。

猿飛佐助は、猿飛佐助である。

さるとりいばらは、さるとりいばらである。

サルトルは、サルトルである。

猿梨は、猿梨である。

猿滑は、猿滑である。

猿似は、猿似である。

然るには、然るにである。

然るにてもは、然るにてもである。

猿の生肝は、猿の生肝である。

猿の腰掛は、猿の腰掛である。

胡孫眼は、胡孫眼である。

猿幟は、猿幟である。

然るはは、然るはである。

サルパは、サルパである。

猿袴は、猿袴である。

猿橋は、猿橋である。

サルバドルは、サルバドルである。

サルバルサンは、サルバルサンである。



サルビアは、サルビアである。

猿引は、猿引である。

猿曳は、猿曳である。

薩爾滸は、薩爾滸である。

サルファイトパルプは、サルファイトパルプである。

サルファ剤は、サルファ剤である。

サルファダイアジンは、サルファダイアジンである。

サルベージは、サルベージである。

然るべしは、然るべしである。

笊法は、笊法である。

さるぼうがいは、さるぼうがいである。

猿頬は、猿頬である。

猿頬天井は、猿頬天井である。

猿頬面は、猿頬面である。

然る程には、然る程にである。

猿ぼぼは、猿ぼぼである。

猿舞腰は、猿舞腰である。

然るまじは、然るまじである。

猿股は、猿股である。

猿松は、猿松である。

猿眼は、猿眼である。

猿真似は、猿真似である。

然る儘にはは、然る儘にはである。

猿丸大夫は、猿丸大夫である。

猿丸は、猿丸である。

猿回しは、猿回しである。

猿蓑は、猿蓑である。

笊耳は、笊耳である。

猿女は、猿女である。

猿目は、猿目である。

猿面は、猿面である。

猿面冠者は、猿面冠者である。

サルモネラは、サルモネラである。

然る者は、然る者である。

然る物は、然る物である。

然るものにては、然るものにてである。

猿股引は、猿股引である。

然る様は、然る様である。

猿若は、猿若である。

猿若座は、猿若座である。

猿若町は、猿若町である。

戯れは、戯れである。

戯れ合うは、戯れ合うである。

茶礼は、茶礼である。

座礼は、座礼である。

坐礼は、坐礼である。



戯歌は、戯歌である。

戯絵は、戯絵である。

曝貝は、曝貝である。

戯書きは、戯書きである。

砂礫は、砂礫である。

戯句は、戯句である。

戯れ覆るは、戯れ覆るである。

髑髏は、髑髏である。

戯心は、戯心である。

戯言は、戯言である。

戯事は、戯事である。

戯言歌は、戯言歌である。

座列は、座列である。

坐列は、坐列である。

戯れつくは、戯れつくである。

サレップは、サレップである。

然れどは、然れどである。

然ればは、然ればである。

然ればいなは、然ればいなである。

然ればこそは、然ればこそである。

戯ればむは、戯ればむである。

然ればよは、然ればよである。

戯筆は、戯筆である。

曝松は、曝松である。

戯者は、戯者である。

されるは、されるである。

戯れるは、戯れるである。

サレルノ大学は、サレルノ大学である。

サロイヤンは、サロイヤンである。

砂漏は、砂漏である。

サロートは、サロートである。

座ろくは、座ろくである。

サロス周期は、サロス周期である。

サロッドは、サロッドである。

サロニカは、サロニカである。

サロベツ原野は、サロベツ原野である。

サロペットは、サロペットである。

サロマ湖は、サロマ湖である。

サロメは、サロメである。

サロンは、サロンである。

座論は、座論である。

座論梅は、座論梅である。

サロンエプロンは、サロンエプロンである。

サロンミュージックは、サロンミュージックである。

多は、多である。

沢は、沢である。



茶話は、茶話である。

サワーは、サワーである。

ザワークラウトは、ザワークラウトである。

サワークリームは、サワークリームである。

沢紫陽花は、沢紫陽花である。

沢蘭は、沢蘭である。

沢泉は、沢泉である。

沢小車は、沢小車である。

茶話会は、茶話会である。

騒がしいは、騒がしいである。

騒がせるは、騒がせるである。

沢蟹は、沢蟹である。

騒がれは、騒がれである。

騒がはしは、騒がはしである。

騒ぎは、騒ぎである。

騒ぎ唄は、騒ぎ唄である。

沢桔梗は、沢桔梗である。

騒ぎ立つは、騒ぎ立つである。

騒ぎ立てるは、騒ぎ立てるである。

騒ぎ仲間は、騒ぎ仲間である。

騒ぎ人は、騒ぎ人である。

騒ぐは、騒ぐである。

沢胡桃は、沢胡桃である。

爽爽は、爽爽である。

醂しは、醂しである。

沢紫苑は、沢紫苑である。

醂柿は、醂柿である。

醂箆は、醂箆である。

沢柴は、沢柴である。

沢正は、沢正である。

醂すは、醂すである。

沢住は、沢住である。

沢角は、沢角である。

沢住検校は、沢住検校である。

沢角検校は、沢角検校である。

沢田は、沢田である。

さわだは、さわだである。

沢田正二郎は、沢田正二郎である。

沢潦は、沢潦である。

爽立つは、爽立つである。

沢田東江は、沢田東江である。

さわたるは、さわたるである。

さ渡るは、さ渡るである。

皿鉢料理は、皿鉢料理である。

騒つくは、騒つくである。

沢手は、沢手である。



沢手米は、沢手米である。

沢煮は、沢煮である。

沢野は、沢野である。

沢野忠庵は、沢野忠庵である。

沢宣嘉は、沢宣嘉である。

沢登りは、沢登りである。

さわひこめは、さわひこめである。

沢鵯は、沢鵯である。

沢蓋木は、沢蓋木である。

沢辺は、沢辺である。

多巻くは、多巻くである。

沢水は、沢水である。

沢村は、沢村である。

沢村栄治は、沢村栄治である。

沢村宗十郎は、沢村宗十郎である。

沢村田之助は、沢村田之助である。

騒めきは、騒めきである。

騒めくは、騒めくである。

爽やかは、爽やかである。

爽やぐは、爽やぐである。

黄菜は、黄菜である。

沢柳は、沢柳である。

沢柳事件は、沢柳事件である。

沢柳政太郎は、沢柳政太郎である。

多山は、多山である。

沢山は、沢山である。

さわらは、さわらである。

椹は、椹である。

鰆は、鰆である。

佐原は、佐原である。

障らふは、障らふである。

爽らかは、爽らかである。

早蕨は、早蕨である。

触りは、触りである。

触り金は、触り金である。

障り所は、障り所である。

障り虫は、障り虫である。

月水虫は、月水虫である。

障り用事は、障り用事である。

触るは、触るである。

さわれは、さわれである。

左腕は、左腕である。

さんは、さんである。

三は、三である。

参は、参である。

山は、山である。



杉は、杉である。

桟は、桟である。

蚕は、蚕である。

惨は、惨である。

産は、産である。

傘は、傘である。

散は、散である。

算は、算である。

酸は、酸である。

賛は、賛である。

讃は、讃である。

簒は、簒である。

餐は、餐である。

燦は、燦である。

纂は、纂である。

サンは、サンである。

残は、残である。

斬は、斬である。

慙は、慙である。

慚は、慚である。

暫は、暫である。

讒は、讒である。

三亜は、三亜である。

三愛は、三愛である。

山靄は、山靄である。

三悪は、三悪である。

三悪趣は、三悪趣である。

三悪道は、三悪道である。

三阿弥は、三阿弥である。

酸アミドは、酸アミドである。

サンアントニオは、サンアントニオである。

サンアンドレアス断層は、サンアンドレアス断層である。

三位は、三位である。

三畏は、三畏である。

山彙は、山彙である。

参椅は、参椅である。

産衣は、産衣である。

産医は、産医である。

散位は、散位である。

賛意は、賛意である。

簒位は、簒位である。

慚恚は、慚恚である。

散一位は、散一位である。

三一五事件は、三一五事件である。

三一独立運動は、三一独立運動である。

散逸は、散逸である。



散佚は、散佚である。

散逸構造は、散逸構造である。

三一致は、三一致である。

三院は、三院である。

山陰は、山陰である。

参院は、参院である。

産院は、産院である。

山陰海岸国立公園は、山陰海岸国立公園である。

山陰地方は、山陰地方である。

山陰道は、山陰道である。

山陰本線は、山陰本線である。

三有は、三有である。

山雨は、山雨である。

残雨は、残雨である。

散鬱は、散鬱である。

桟雲は、桟雲である。

残雲は、残雲である。

三会は、三会である。

三衣は、三衣である。

三慧は、三慧である。

産穢は、産穢である。

山影は、山影である。

残英は、残英である。

残映は、残映である。

残影は、残影である。

三衣一鉢は、三衣一鉢である。

三易は、三易である。

山駅は、山駅である。

三益友は、三益友である。

三越は、三越である。

参謁は、参謁である。

三衣匣は、三衣匣である。

三衣袋は、三衣袋である。

三猿は、三猿である。

三遠は、三遠である。

三縁は、三縁である。

山猿は、山猿である。

山塩は、山塩である。

残炎は、残炎である。

残煙は、残煙である。

酸塩化物は、酸塩化物である。

三塩基酸は、三塩基酸である。

酸塩基指示薬は、酸塩基指示薬である。

三王は、三王である。

山鶯は、山鶯である。

残桜は、残桜である。



残鶯は、残鶯である。

算置は、算置である。

三音は、三音である。

三温糖は、三温糖である。

三化は、三化である。

三夏は、三夏である。

三過は、三過である。

山下は、山下である。

山果は、山果である。

山菓は、山菓である。

山河は、山河である。

山家は、山家である。

山窩は、山窩である。

参加は、参加である。

蚕架は、蚕架である。

惨禍は、惨禍である。

産科は、産科である。

傘下は、傘下である。

酸化は、酸化である。

餐霞は、餐霞である。

讃歌は、讃歌である。

賛歌は、賛歌である。

参賀は、参賀である。

蚕蛾は、蚕蛾である。

算賀は、算賀である。

残火は、残火である。

残花は、残花である。

サンガーは、サンガーである。

酸化亜鉛は、酸化亜鉛である。

酸化アルミニウムは、酸化アルミニウムである。

三戒は、三戒である。

三魁は、三魁である。

三槐は、三槐である。

山海は、山海である。

山塊は、山塊である。

参会は、参会である。

散会は、散会である。

散開は、散開である。

三界は、三界である。

三階は、三階である。

三蓋は、三蓋である。

三懸は、三懸である。

三繋は、三繋である。

三掛は、三掛である。

山外は、山外である。

惨害は、惨害である。



残壊は、残壊である。

慚悔は、慚悔である。

残害は、残害である。

残骸は、残骸である。

三蓋笠は、三蓋笠である。

三界火宅は、三界火宅である。

山海関は、山海関である。

三回忌は、三回忌である。

山槐記は、山槐記である。

山海経は、山海経である。

三階教は、三階教である。

三界諸天は、三界諸天である。

散開星団は、散開星団である。

三戒壇は、三戒壇である。

三蓋菱は、三蓋菱である。

三階節は、三階節である。

三界坊は、三界坊である。

三蓋松は、三蓋松である。

三会目は、三会目である。

三界唯心は、三界唯心である。

三界流転は、三界流転である。

酸化エチレンは、酸化エチレンである。

酸化炎は、酸化炎である。

酸化焔は、酸化焔である。

三鏡は、三鏡である。

酸化カルシウムは、酸化カルシウムである。

酸化還元酵素は、酸化還元酵素である。

酸化還元反応は、酸化還元反応である。

産科鉗子は、産科鉗子である。

山河襟帯は、山河襟帯である。

酸化銀電池は、酸化銀電池である。

三角は、三角である。

三革は、三革である。

参画は、参画である。

賛画は、賛画である。

三学は、三学である。

三覚は、三覚である。

山岳は、山岳である。

山壑は、山壑である。

参学は、参学である。

産額は、産額である。

算学は、算学である。

算額は、算額である。

斬獲は、斬獲である。

残額は、残額である。

三角藺は、三角藺である。



三角貝は、三角貝である。

三角関係は、三角関係である。

三角関数は、三角関数である。

産学協同は、産学協同である。

三角巾は、三角巾である。

三角筋は、三角筋である。

三角形は、三角形である。

三角江は、三角江である。

三角コーナーは、三角コーナーである。

三角座は、三角座である。

三角術は、三角術である。

三角定規は、三角定規である。

山岳信仰は、山岳信仰である。

三角洲は、三角洲である。

三角州は、三角州である。

三角測量は、三角測量である。

三角袖は、三角袖である。

三角達磨は、三角達磨である。

三角壇は、三角壇である。

三角柱は、三角柱である。

三角点は、三角点である。

山岳党は、山岳党である。

三角波は、三角波である。

三角捩子は、三角捩子である。

三角比は、三角比である。

山岳病は、山岳病である。

三角縁神獣鏡は、三角縁神獣鏡である。

山岳仏教は、山岳仏教である。

三角法は、三角法である。

三角貿易は、三角貿易である。

三角帽子は、三角帽子である。

三角方程式は、三角方程式である。

三角翼は、三角翼である。

酸化クロムは、酸化クロムである。

酸化酵素は、酸化酵素である。

酸化剤は、酸化剤である。

参加支払は、参加支払である。

山家集は、山家集である。

酸化水銀は、酸化水銀である。

酸化数は、酸化数である。

酸化錫は、酸化錫である。

酸化染料は、酸化染料である。

酸化窒素は、酸化窒素である。

山家鳥虫歌は、山家鳥虫歌である。

三月は、三月である。

三月五日は、三月五日である。



三月革命は、三月革命である。

三月事件は、三月事件である。

三月尽は、三月尽である。

三月節句は、三月節句である。

三月庭訓は、三月庭訓である。

三月堂は、三月堂である。

三月菜は、三月菜である。

三勝半七は、三勝半七である。

酸化鉄は、酸化鉄である。

酸化銅は、酸化銅である。

酸化鉛は、酸化鉛である。

三箇日は、三箇日である。

三箇の重事は、三箇の重事である。

三箇津は、三箇津である。

三箇都は、三箇都である。

酸化バリウムは、酸化バリウムである。

参加引受は、参加引受である。

酸化砒素は、酸化砒素である。

酸化漂白剤は、酸化漂白剤である。

酸化物は、酸化物である。

酸化マグネシウムは、酸化マグネシウムである。

三化螟蛾は、三化螟蛾である。

三化螟虫は、三化螟虫である。

山歌野唱は、山歌野唱である。

山荷葉は、山荷葉である。

桟唐草瓦は、桟唐草瓦である。

三柄大名は、三柄大名である。

桟唐戸は、桟唐戸である。

酸化燐は、酸化燐である。

桟瓦は、桟瓦である。

三冠は、三冠である。

三竿は、三竿である。

三管は、三管である。

三関は、三関である。

三澣は、三澣である。

三浣は、三浣である。

三韓は、三韓である。

山間は、山間である。

山館は、山館である。

参看は、参看である。

参館は、参館である。

参観は、参観である。

散官は、散官である。

散渙は、散渙である。

散関は、散関である。

算勘は、算勘である。



三観は、三観である。

孱顔は、孱顔である。

残寒は、残寒である。

残簡は、残簡である。

慚汗は、慚汗である。

讒奸は、讒奸である。

讒陥は、讒陥である。

讒間は、讒間である。

巉巌は、巉巌である。

三冠王は、三冠王である。

三韓楽は、三韓楽である。

三関国は、三関国である。

三寒四温は、三寒四温である。

算勘者は、算勘者である。

斬奸状は、斬奸状である。

三冠馬は、三冠馬である。

三管領は、三管領である。

三季は、三季である。

三帰は、三帰である。

三器は、三器である。

山気は、山気である。

酸基は、酸基である。

纂記は、纂記である。

三木は、三木である。

参木は、参木である。

三儀は、三儀である。

三犠は、三犠である。

参議は、参議である。

算木は、算木である。

残毀は、残毀である。

慙悸は、慙悸である。

慙愧は、慙愧である。

慚愧は、慚愧である。

讒毀は、讒毀である。

三期商いは、三期商いである。

参議院は、参議院である。

参議院議員は、参議院議員である。

三帰依は、三帰依である。

三奇橋は、三奇橋である。

残菊は、残菊である。

残菊の宴は、残菊の宴である。

慚愧懺悔は、慚愧懺悔である。

三騎射は、三騎射である。

三吉は、三吉である。

算木餅は、算木餅である。

三脚は、三脚である。



山脚は、山脚である。

三逆は、三逆である。

簒虐は、簒虐である。

残虐は、残虐である。

三脚椅子は、三脚椅子である。

三脚稲架は、三脚稲架である。

参究は、参究である。

産休は、産休である。

サンキューは、サンキューである。

残丘は、残丘である。

サンキュロットは、サンキュロットである。

山居は、山居である。

散居は、散居である。

三峡は、三峡である。

三教は、三教である。

三卿は、三卿である。

山峡は、山峡である。

桟橋は、桟橋である。

惨況は、惨況である。

三業は、三業である。

蚕業は、蚕業である。

産業は、産業である。

鑽仰は、鑽仰である。

残響は、残響である。

残業は、残業である。

産業医は、産業医である。

産業革命は、産業革命である。

三経義疏は、三経義疏である。

産業教育は、産業教育である。

三業組合は、三業組合である。

産業組合は、産業組合である。

産業航空は、産業航空である。

産業考古学は、産業考古学である。

三行広告は、三行広告である。

産業構造は、産業構造である。

産業合理化は、産業合理化である。

残響時間は、残響時間である。

産業資金は、産業資金である。

蚕業試験場は、蚕業試験場である。

産業資本は、産業資本である。

産業心理学は、産業心理学である。

三教図は、三教図である。

産業スパイは、産業スパイである。

三峡ダムは、三峡ダムである。

三業地は、三業地である。

産業の空洞化は、産業の空洞化である。



産業廃棄物は、産業廃棄物である。

産業別組合は、産業別組合である。

産業報国会は、産業報国会である。

産業用ロボットは、産業用ロボットである。

産業予備軍は、産業予備軍である。

産業連関表は、産業連関表である。

三曲は、三曲である。

三局は、三局である。

三極は、三極である。

三曲合奏は、三曲合奏である。

山居人は、山居人である。

山帰来は、山帰来である。

山奇量は、山奇量である。

散切りは、散切りである。

散切り頭は、散切り頭である。

散切狂言は、散切狂言である。

散切物は、散切物である。

山金は、山金である。

参勤は、参勤である。

参覲は、参覲である。

産金は、産金である。

散禁は、散禁である。

三吟は、三吟である。

残金は、残金である。

残銀は、残銀である。

参勤交代は、参勤交代である。

参覲交代は、参覲交代である。

三苦は、三苦である。

三垢は、三垢である。

惨苦は、惨苦である。

酸苦は、酸苦である。

三具は、三具である。

蚕具は、蚕具である。

産具は、産具である。

散供は、散供である。

サングイネーティは、サングイネーティである。

三宮は、三宮である。

参宮は、参宮である。

参宮街道は、参宮街道である。

サンクコストは、サンクコストである。

算崩しは、算崩しである。

サンクチュアリは、サンクチュアリである。

山窟は、山窟である。

サンクトゥスは、サンクトゥスである。

サンクトペテルブルグは、サンクトペテルブルグである。

サングラスは、サングラスである。



三九郎は、三九郎である。

三軍は、三軍である。

三郡変成帯は、三郡変成帯である。

三家は、三家である。

産気は、産気である。

散華は、散華である。

懺悔は、懺悔である。

三径は、三径である。

三逕は、三逕である。

三計は、三計である。

三景は、三景である。

山系は、山系である。

山径は、山径である。

山景は、山景である。

山鶏は、山鶏である。

参詣は、参詣である。

惨刑は、惨刑である。

算計は、算計である。

算経は、算経である。

繖形は、繖形である。

散形は、散形である。

さん猊は、さん猊である。

斬刑は、斬刑である。

散形科は、散形科である。

散形花序は、散形花序である。

算経十書は、算経十書である。

産経新聞は、産経新聞である。

山家会は、山家会である。

山家学生式は、山家学生式である。

惨劇は、惨劇である。

懺悔懺悔は、懺悔懺悔である。

散華師は、散華師である。

三解脱門は、三解脱門である。

三傑は、三傑である。

酸欠は、酸欠である。

山月は、山月である。

産月は、産月である。

残欠は、残欠である。

残闕は、残闕である。

残月は、残月である。

産気付くは、産気付くである。

酸欠空気は、酸欠空気である。

酸血症は、酸血症である。

懺悔滅罪は、懺悔滅罪である。

懺悔文は、懺悔文である。

懺悔録は、懺悔録である。



三権は、三権である。

三賢は、三賢である。

蚕繭は、蚕繭である。

散見は、散見である。

三元は、三元である。

三玄は、三玄である。

三弦は、三弦である。

三絃は、三絃である。

讒言は、讒言である。

三間社は、三間社である。

三原色は、三原色である。

三言二拍は、三言二拍である。

山元派は、山元派である。

三権分立は、三権分立である。

三戸は、三戸である。

三呼は、三呼である。

三孤は、三孤である。

三鈷は、三鈷である。

三鼓は、三鼓である。

三顧は、三顧である。

山呼は、山呼である。

三五は、三五である。

参伍は、参伍である。

珊瑚は、珊瑚である。

産後は、産後である。

三公は、三公である。

三光は、三光である。

三后は、三后である。

三考は、三考である。

三行は、三行である。

三孝は、三孝である。

三更は、三更である。

三皇は、三皇である。

三香は、三香である。

三綱は、三綱である。

山行は、山行である。

参向は、参向である。

参考は、参考である。

参候は、参候である。

参校は、参校である。

参較は、参較である。

散光は、散光である。

燦光は、燦光である。

鑽孔は、鑽孔である。

三合は、三合である。

三楽は、三楽である。



山号は、山号である。

讃仰は、讃仰である。

賛仰は、賛仰である。

残光は、残光である。

残更は、残更である。

残肴は、残肴である。

残香は、残香である。

讒口は、讒口である。

讒構は、讒構である。

塹壕は、塹壕である。

三光一文字は、三光一文字である。

三合会は、三合会である。

鑽孔機は、鑽孔機である。

三皇后は、三皇后である。

三光作戦は、三光作戦である。

三号雑誌は、三号雑誌である。

三教指帰は、三教指帰である。

三公社五現業は、三公社五現業である。

参考書は、参考書である。

三光尉は、三光尉である。

山高水長は、山高水長である。

散光星雲は、散光星雲である。

三光政策は、三光政策である。

三業相応は、三業相応である。

参考太平記は、参考太平記である。

三光鳥は、三光鳥である。

三光天子は、三光天子である。

三光鳥居は、三光鳥居である。

参考人は、参考人である。

塹壕熱は、塹壕熱である。

三光の鋲は、三光の鋲である。

三業惑乱は、三業惑乱である。

サンゴールは、サンゴールである。

珊瑚海は、珊瑚海である。

山谷は、山谷である。

惨酷は、惨酷である。

酸酷は、酸酷である。

三国は、三国である。

残酷は、残酷である。

残刻は、残刻である。

三国遺事は、三国遺事である。

三国一は、三国一である。

三国干渉は、三国干渉である。

三国間輸送は、三国間輸送である。

三国協商は、三国協商である。

三国司は、三国司である。



三国志は、三国志である。

三国志演義は、三国志演義である。

三国史記は、三国史記である。

三国時代は、三国時代である。

三国通覧図説は、三国通覧図説である。

三国伝記は、三国伝記である。

三国伝来は、三国伝来である。

三国同盟は、三国同盟である。

三国無双は、三国無双である。

三国仏法伝通縁起は、三国仏法伝通縁起である。

珊瑚珠は、珊瑚珠である。

珊瑚樹は、珊瑚樹である。

珊瑚樹菜は、珊瑚樹菜である。

珊瑚礁は、珊瑚礁である。

サンゴタルド峠は、サンゴタルド峠である。

珊瑚虫は、珊瑚虫である。

山骨は、山骨である。

散骨は、散骨である。

三鈷柄は、三鈷柄である。

珊瑚島は、珊瑚島である。

珊瑚蛇は、珊瑚蛇である。

三五夜は、三五夜である。

三鈷鈴は、三鈷鈴である。

三献は、三献である。

残恨は、残恨である。

残痕は、残痕である。

三叉は、三叉である。

蚕渣は、蚕渣である。

蚕沙は、蚕沙である。

さんさは、さんさである。

参座は、参座である。

蚕座は、蚕座である。

さんざは、さんざである。

残渣は、残渣である。

ざんざは、ざんざである。

サンサーンスは、サンサーンスである。

三才は、三才である。

三災は、三災である。

三彩は、三彩である。

三斎は、三斎である。

三際は、三際である。

山妻は、山妻である。

山斎は、山斎である。

山菜は、山菜である。

山寨は、山寨である。

山塞は、山塞である。



山砦は、山砦である。

散斎は、散斎である。

散在は、散在である。

散材は、散材である。

散剤は、散剤である。

散財は、散財である。

残滓は、残滓である。

斬衰は、斬衰である。

斬罪は、斬罪である。

散在石は、散在石である。

三斎市は、三斎市である。

三斎月は、三斎月である。

三才女は、三才女である。

散在神経系は、散在神経系である。

三才図会は、三才図会である。

三才石は、三才石である。

三斎羽織は、三斎羽織である。

散財袋は、散財袋である。

三斎彫は、三斎彫である。

三斎流は、三斎流である。

三下りは、三下りである。

三作は、三作である。

三朔は、三朔である。

刪削は、刪削である。

散策は、散策である。

三尺は、三尺である。

三三九は、三三九である。

山作所は、山作所である。

さんざ騒ぎは、さんざ騒ぎである。

山査子は、山査子である。

さんさ時雨は、さんさ時雨である。

三叉神経は、三叉神経である。

三叉神経痛は、三叉神経痛である。

残殺は、残殺である。

惨殺は、惨殺である。

斬殺は、斬殺である。

さんざっぱらは、さんざっぱらである。

さんさ節は、さんさ節である。

さんざめくは、さんざめくである。

ざんざら掛は、ざんざら掛である。

ざんざら笠は、ざんざら笠である。

さんざらめくは、さんざらめくである。

サンサルバドルは、サンサルバドルである。

三叉路は、三叉路である。

三三は、三三である。

珊珊は、珊珊である。



粲粲は、粲粲である。

潸潸は、潸潸である。

さんさんは、さんさんである。

燦燦は、燦燦である。

三山は、三山である。

散散は、散散である。

ざんざんは、ざんざんである。

三酸化は、三酸化である。

三酸化硫黄は、三酸化硫黄である。

三酸化クロムは、三酸化クロムである。

三酸化砒素は、三酸化砒素である。

三酸化燐は、三酸化燐である。

三山冠は、三山冠である。

三三九度は、三三九度である。

三三五五は、三三五五である。

残山剰水は、残山剰水である。

三酸図は、三酸図である。

三三昧は、三三昧である。

三子は、三子である。

三尸は、三尸である。

三支は、三支である。

三史は、三史である。

三四は、三四である。

三始は、三始である。

三思は、三思である。

三師は、三師である。

山市は、山市である。

山趾は、山趾である。

山觜は、山觜である。

参仕は、参仕である。

蚕糸は、蚕糸である。

蚕紙は、蚕紙である。

惨死は、惨死である。

散士は、散士である。

散史は、散史である。

算師は、算師である。

讃詞は、讃詞である。

三事は、三事である。

三時は、三時である。

山寺は、山寺である。

参事は、参事である。

蚕児は、蚕児である。

蚕事は、蚕事である。

惨事は、惨事である。

産児は、産児である。

散事は、散事である。



讃辞は、讃辞である。

賛辞は、賛辞である。

慙死は、慙死である。

暫時は、暫時である。

簒弑は、簒弑である。

三Ｃ政策は、三Ｃ政策である。

サンジェルマンは、サンジェルマンである。

サンジェルマン条約は、サンジェルマン条約である。

三事戒は、三事戒である。

参事会は、参事会である。

山子学は、山子学である。

サンジカリスムは、サンジカリスムである。

三司官は、三司官である。

参事官は、参事官である。

三色は、三色である。

算式は、算式である。

三色紙は、三色紙である。

三色菫は、三色菫である。

蚕糸業は、蚕糸業である。

三時教は、三時教である。

蚕糸業組合は、蚕糸業組合である。

三字切れは、三字切れである。

三次元は、三次元である。

三次元映画は、三次元映画である。

三事兼帯は、三事兼帯である。

三四五は、三四五である。

三時業は、三時業である。

三時坐禅は、三時坐禅である。

蚕糸試験場は、蚕糸試験場である。

三師七証は、三師七証である。

山紫水明は、山紫水明である。

産児制限は、産児制限である。

三下は、三下である。

三下奴は、三下奴である。

三七全伝南柯夢は、三七全伝南柯夢である。

三七草は、三七草である。

山漆草は、山漆草である。

三七日は、三七日である。

三尸虫は、三尸虫である。

蚕室は、蚕室である。

産室は、産室である。

散失は、散失である。

三日は、三日である。

残疾は、残疾である。

三十講は、三十講である。

三十石船は、三十石船である。



三枝の礼は、三枝の礼である。

ザンジバルは、ザンジバルである。

サンシモンは、サンシモンである。

三社は、三社である。

三車は、三車である。

三舎は、三舎である。

三者は、三者である。

三斜は、三斜である。

山車は、山車である。

参社は、参社である。

算者は、算者である。

賛者は、賛者である。

讒者は、讒者である。

讒邪は、讒邪である。

参酌は、参酌である。

山鵲は、山鵲である。

三尺帯は、三尺帯である。

三尺頭巾は、三尺頭巾である。

三尺店は、三尺店である。

三尺手拭は、三尺手拭である。

三尺の秋水は、三尺の秋水である。

三尺の童子は、三尺の童子である。

三尺帽子は、三尺帽子である。

三者執行は、三者執行である。

三斜晶系は、三斜晶系である。

三社託宣は、三社託宣である。

三社奉幣は、三社奉幣である。

三社祭は、三社祭である。

三沙弥は、三沙弥である。

三種は、三種である。

三趣は、三趣である。

山主は、山主である。

蚕種は、蚕種である。

讃衆は、讃衆である。

三寿は、三寿である。

傘寿は、傘寿である。

散手は、散手である。

斬首は、斬首である。

三州は、三州である。

参州は、参州である。

三舟は、三舟である。

三周は、三周である。

三秋は、三秋である。

山州は、山州である。

刪修は、刪修である。

参集は、参集である。



纂修は、纂修である。

纂輯は、纂輯である。

讃州は、讃州である。

三重は、三重である。

三従は、三従である。

山戎は、山戎である。

残秋は、残秋である。

三十一文字は、三十一文字である。

三周忌は、三周忌である。

三重苦は、三重苦である。

三従兄弟は、三従兄弟である。

三重結合は、三重結合である。

三十後家は、三十後家である。

三十五日は、三十五日である。

三十五ミリ判は、三十五ミリ判である。

三重殺は、三重殺である。

三十三回忌は、三十三回忌である。

三十三観音は、三十三観音である。

三十三間堂は、三十三間堂である。

三十三間堂棟由来は、三十三間堂棟由来である。

三十三所は、三十三所である。

三十三身は、三十三身である。

三十三天は、三十三天である。

三十三開は、三十三開である。

三銃士は、三銃士である。

三汁七菜は、三汁七菜である。

三十七尊は、三十七尊である。

三十七道品は、三十七道品である。

三重唱は、三重唱である。

三十帖冊子は、三十帖冊子である。

三重水素は、三重水素である。

三重奏は、三重奏である。

三州叩きは、三州叩きである。

三重棚は、三重棚である。

三州土は、三州土である。

三重点は、三重点である。

三獣渡河は、三獣渡河である。

三十二相は、三十二相である。

三二年テーゼは、三二年テーゼである。

三十年戦争は、三十年戦争である。

三秋の思いは、三秋の思いである。

三舟の才は、三舟の才である。

三重の塔は、三重の塔である。

三十八度線は、三十八度線である。

三十番神は、三十番神である。

三十振袖四十島田は、三十振袖四十島田である。



三重母音は、三重母音である。

三十棒は、三十棒である。

三州味噌は、三州味噌である。

三十六禽は、三十六禽である。

三十六詩仙は、三十六詩仙である。

三十六人集は、三十六人集である。

三十六鱗は、三十六鱗である。

三十六歌仙は、三十六歌仙である。

三十六歌仙絵巻は、三十六歌仙絵巻である。

三十六計は、三十六計である。

三十六俵は、三十六俵である。

三十六峰は、三十六峰である。

散宿は、散宿である。

三聚浄戒は、三聚浄戒である。

産出は、産出である。

算出は、算出である。

刪述は、刪述である。

算術は、算術である。

纂述は、纂述である。

算術級数は、算術級数である。

算術数列は、算術数列である。

算術平均は、算術平均である。

三首日は、三首日である。

三種の神器は、三種の神器である。

散手破陣楽は、散手破陣楽である。

山茱萸は、山茱萸である。

三春は、三春である。

三旬は、三旬である。

刪潤は、刪潤である。

残春は、残春である。

さんしょは、さんしょである。

三所は、三所である。

山椒は、山椒である。

山墅は、山墅である。

刪除は、刪除である。

芟除は、芟除である。

産所は、産所である。

散所は、散所である。

賛助は、賛助である。

残暑は、残暑である。

三生は、三生である。

三性は、三性である。

三省は、三省である。

三笑は、三笑である。

三商は、三商である。

三唱は、三唱である。



三章は、三章である。

三焦は、三焦である。

三証は、三証である。

三障は、三障である。

三殤は、三殤である。

参照は、参照である。

賛頌は、賛頌である。

讃頌は、讃頌である。

讃称は、讃称である。

讃賞は、讃賞である。

三上は、三上である。

三条は、三条である。

三乗は、三乗である。

三譲は、三譲である。

山上は、山上である。

山城は、山城である。

参上は、参上である。

惨状は、惨状である。

散杖は、散杖である。

散状は、散状である。

賛襄は、賛襄である。

驂乗は、驂乗である。

残照は、残照である。

三条院は、三条院である。

三条院女蔵人左近は、三条院女蔵人左近である。

山椒魚は、山椒魚である。

山上ヶ岳は、山上ヶ岳である。

三条河原は、三条河原である。

三畳紀は、三畳紀である。

山椒喰は、山椒喰である。

三畳系は、三畳系である。

山上講は、山上講である。

三条小鍛冶は、三条小鍛冶である。

三乗根は、三乗根である。

三条実万は、三条実万である。

三条実美は、三条実美である。

山上様は、山上様である。

三定聚は、三定聚である。

山椒醤油は、山椒醤油である。

山椒太夫は、山椒太夫である。

三笑亭可楽は、三笑亭可楽である。

三条天皇は、三条天皇である。

三条西は、三条西である。

三条西実隆は、三条西実隆である。

山上の説教は、山上の説教である。

三譲の奏は、三譲の奏である。



山椒薔薇は、山椒薔薇である。

山椒鋲は、山椒鋲である。

三条仏所は、三条仏所である。

山上参りは、山上参りである。

山椒味噌は、山椒味噌である。

山椒藻は、山椒藻である。

三条物は、三条物である。

三条流は、三条流である。

三食は、三食である。

三職は、三職である。

山色は、山色である。

蚕食は、蚕食である。

蚕織は、蚕織である。

産褥は、産褥である。

残蝕は、残蝕である。

残燭は、残燭である。

慙色は、慙色である。

三色旗は、三色旗である。

産褥期は、産褥期である。

三色説は、三色説である。

産褥熱は、産褥熱である。

三色版は、三色版である。

三所権現は、三所権現である。

散所随身は、散所随身である。

三所問屋は、三所問屋である。

サンジョンペルスは、サンジョンペルスである。

参じるは、参じるである。

散じるは、散じるである。

三四郎は、三四郎である。

三辰は、三辰である。

三信は、三信である。

三津は、三津である。

三振は、三振である。

三晋は、三晋である。

三線は、三線である。

三親は、三親である。

参進は、参進である。

参審は、参審である。

三心は、三心である。

三身は、三身である。

三神は、三神である。

山人は、山人である。

山神は、山神である。

散人は、散人である。

残心は、残心である。

斬新は、斬新である。



讒心は、讒心である。

讒臣は、讒臣である。

讒人は、讒人である。

三身円満は、三身円満である。

三神山は、三神山である。

三審制度は、三審制度である。

三世相は、三世相である。

三親等は、三親等である。

三新法は、三新法である。

さんすは、さんすである。

賛すは、賛すである。

簒すは、簒すである。

讃すは、讃すである。

三途は、三途である。

三頭は、三頭である。

三図は、三図である。

ざんすは、ざんすである。

山水は、山水である。

爨炊は、爨炊である。

三水は、三水である。

山水男は、山水男である。

山水画は、山水画である。

山水詩は、山水詩である。

撒水車は、撒水車である。

三酔人経綸問答は、三酔人経綸問答である。

三垂線の定理は、三垂線の定理である。

酸水素炎は、酸水素炎である。

山水長巻は、山水長巻である。

三水偏は、三水偏である。

算数は、算数である。

サンスーシ宮殿は、サンスーシ宮殿である。

三数性は、三数性である。

三竦みは、三竦みである。

サンスクリットは、サンスクリットである。

三介は、三介である。

三助は、三助である。

サンステファノ条約は、サンステファノ条約である。

三途の川は、三途の川である。

三途の闇は、三途の闇である。

参するは、参するである。

産するは、産するである。

算するは、算するである。

参ずるは、参ずるである。

散ずるは、散ずるである。

竄するは、竄するである。

讒するは、讒するである。



三寸は、三寸である。

三寸釘は、三寸釘である。

三寸縄は、三寸縄である。

三寸不律は、三寸不律である。

三寸見通しは、三寸見通しである。

三寸模様は、三寸模様である。

三施は、三施である。

三世は、三世である。

三正は、三正である。

三姓は、三姓である。

三牲は、三牲である。

三聖は、三聖である。

三精は、三精である。

山西は、山西である。

山棲は、山棲である。

山勢は、山勢である。

山精は、山精である。

刪正は、刪正である。

参政は、参政である。

参星は、参星である。

産生は、産生である。

産制は、産制である。

散聖は、散聖である。

酸性は、酸性である。

賛成は、賛成である。

残生は、残生である。

残声は、残声である。

残星は、残星である。

酸性雨は、酸性雨である。

酸性塩は、酸性塩である。

酸性岩は、酸性岩である。

三聖吸酸は、三聖吸酸である。

参政権は、参政権である。

酸性酸化物は、酸性酸化物である。

酸性紙は、酸性紙である。

三生児は、三生児である。

酸性食品は、酸性食品である。

酸性製鋼法は、酸性製鋼法である。

酸性泉は、酸性泉である。

酸性染料は、酸性染料である。

酸性炭酸ナトリウムは、酸性炭酸ナトリウムである。

三世一身の法は、三世一身の法である。

酸性度は、酸性度である。

酸性土壌は、酸性土壌である。

三牲の養いは、三牲の養いである。

酸性白土は、酸性白土である。



酸性肥料は、酸性肥料である。

酸性霧は、酸性霧である。

三世因果は、三世因果である。

三世覚母は、三世覚母である。

三席は、三席である。

三蹟は、三蹟である。

三跡は、三跡である。

山積は、山積である。

霰石は、霰石である。

三夕の和歌は、三夕の和歌である。

三世間は、三世間である。

三世十方は、三世十方である。

三世諸仏は、三世諸仏である。

三世相命鑑は、三世相命鑑である。

三節会は、三節会である。

三節は、三節である。

三絶は、三絶である。

惨絶は、惨絶である。

残雪は、残雪である。

讒説は、讒説である。

讒舌は、讒舌である。

三世の縁は、三世の縁である。

三世の契りは、三世の契りである。

サンセベーリアは、サンセベーリアである。

三世了達は、三世了達である。

三仙は、三仙である。

三遷は、三遷である。

山川は、山川である。

参戦は、参戦である。

散銭は、散銭である。

三千は、三千である。

参禅は、参禅である。

惨然は、惨然である。

産前は、産前である。

粲然は、粲然である。

潸然は、潸然である。

燦然は、燦然である。

残蝉は、残蝉である。

残喘は、残喘である。

嶄然は、嶄然である。

三千院は、三千院である。

三千界は、三千界である。

三千家は、三千家である。

三善根は、三善根である。

三戦神は、三戦神である。

三千世界は、三千世界である。



三千大千世界は、三千大千世界である。

三千年の図は、三千年の図である。

三船の才は、三船の才である。

山川万里は、山川万里である。

三尖弁は、三尖弁である。

蚕蛆は、蚕蛆である。

酸素は、酸素である。

酸楚は、酸楚である。

讒訴は、讒訴である。

酸素アセチレン炎は、酸素アセチレン炎である。

三倉は、三倉である。

三草は、三草である。

山相は、山相である。

山荘は、山荘である。

山草は、山草である。

山窓は、山窓である。

山葬は、山葬である。

山僧は、山僧である。

山藪は、山藪である。

蚕桑は、蚕桑である。

攅叢は、攅叢である。

三蔵は、三蔵である。

竄走は、竄走である。

讒奏は、讒奏である。

残像は、残像である。

サンソヴィーノは、サンソヴィーノである。

山相家は、山相家である。

山相学は、山相学である。

三蔵教は、三蔵教である。

三相交流は、三相交流である。

三冊子は、三冊子である。

三草四木は、三草四木である。

酸棗仁は、酸棗仁である。

三草二木は、三草二木である。

三蔵法師は、三蔵法師である。

然候は、然候である。

酸素上吹転炉は、酸素上吹転炉である。

酸素吸入は、酸素吸入である。

山足は、山足である。

三足は、三足である。

三族は、三族である。

山賊は、山賊である。

サン族は、サン族である。

残賊は、残賊である。

三足の烏は、三足の烏である。

三族の罪は、三族の罪である。



酸素酸は、酸素酸である。

散卒は、散卒である。

酸素添加酵素は、酸素添加酵素である。

酸素テントは、酸素テントである。

三尊は、三尊である。

山村は、山村である。

散村は、散村である。

残存は、残存である。

残樽は、残樽である。

残存種は、残存種である。

山村水郭は、山村水郭である。

三損友は、三損友である。

残存輸入制限は、残存輸入制限である。

三尊来迎は、三尊来迎である。

三太は、三太である。

三多は、三多である。

サンタは、サンタである。

三田は、三田である。

三台は、三台である。

三体は、三体である。

三態は、三態である。

三諦は、三諦である。

三大は、三大である。

三代は、三代である。

参内は、参内である。

散大は、散大である。

三大会は、三大会である。

三諦円融は、三諦円融である。

参内傘は、参内傘である。

三代格式は、三代格式である。

三大橋は、三大橋である。

三体詩は、三体詩である。

三大師は、三大師である。

三大寺は、三大寺である。

三大事件建白運動は、三大事件建白運動である。

三代実録は、三代実録である。

三太守は、三太守である。

三代集は、三代集である。

三大臣家は、三大臣家である。

三台星は、三台星である。

三大節は、三大節である。

三代相恩は、三代相恩である。

三諦即是は、三諦即是である。

参内殿は、参内殿である。

三体唐詩は、三体唐詩である。

三大発明は、三大発明である。



三題噺は、三題噺である。

三大秘法は、三大秘法である。

三大部は、三大部である。

三大仏は、三大仏である。

三代目は、三代目である。

三大門は、三大門である。

三体問題は、三体問題である。

三大問題は、三大問題である。

三大洋は、三大洋である。

残高は、残高である。

サンダカンは、サンダカンである。

山沢は、山沢である。

竄謫は、竄謫である。

サンタクルーズ諸島は、サンタクルーズ諸島である。

サンタクロースは、サンタクロースである。

簒奪は、簒奪である。

三達尊は、三達尊である。

三達徳は、三達徳である。

三棚は、三棚である。

サンタバーバラは、サンタバーバラである。

サンタフェデ‐ボゴタは、サンタフェデ‐ボゴタである。

サンタマリアは、サンタマリアである。

サンタモニカは、サンタモニカである。

サンタヤーナは、サンタヤーナである。

三太夫は、三太夫である。

桟俵法師は、桟俵法師である。

サンダルは、サンダルである。

サンダル履きは、サンダル履きである。

三太郎は、三太郎である。

三太郎の日記は、三太郎の日記である。

桟俵は、桟俵である。

三丹は、三丹である。

三嘆は、三嘆である。

三歎は、三歎である。

三端は、三端である。

惨憺は、惨憺である。

惨澹は、惨澹である。

讃嘆は、讃嘆である。

讃歎は、讃歎である。

賛嘆は、賛嘆である。

三段は、三段である。

算段は、算段である。

霰弾は、霰弾である。

散弾は、散弾である。

讃談は、讃談である。

山丹花は、山丹花である。



三段構えは、三段構えである。

三段峡は、三段峡である。

三段切れは、三段切れである。

三炭三露は、三炭三露である。

散弾銃は、散弾銃である。

三炭糖は、三炭糖である。

三段跳は、三段跳である。

三段抜きは、三段抜きである。

三段の係りは、三段の係りである。

三段の結びは、三段の結びである。

三壇法は、三壇法である。

讃談参りは、讃談参りである。

三段目は、三段目である。

三段論法は、三段論法である。

三段論法外の推理は、三段論法外の推理である。

三知は、三知である。

三智は、三智である。

三遅は、三遅である。

山地は、山地である。

山池は、山池である。

参知は、参知である。

産地は、産地である。

散地は、散地である。

糎は、糎である。

珊は、珊である。

残置は、残置である。

サンチアゴは、サンチアゴである。

サンチアゴデコンポステーラは、サンチアゴデコンポステーラである。

サンチームは、サンチームである。

参知政事は、参知政事である。

山地帯は、山地帯である。

山茶は、山茶である。

散茶は、散茶である。

参着は、参着である。

参着払いは、参着払いである。

散茶女郎は、散茶女郎である。

散茶造は、散茶造である。

三ちゃん農業は、三ちゃん農業である。

山中は、山中である。

算籌は、算籌である。

山中人饒舌は、山中人饒舌である。

三鳥は、三鳥である。

三朝は、三朝である。

山頂は、山頂である。

山鳥は、山鳥である。

参朝は、参朝である。



散超は、散超である。

三長斎は、三長斎である。

三長制は、三長制である。

三鳥派は、三鳥派である。

産直は、産直である。

サンチョパンサは、サンチョパンサである。

三朔日は、三朔日である。

三通は、三通である。

惨痛は、惨痛である。

酸痛は、酸痛である。

彡旁は、彡旁である。

さん付けは、さん付けである。

産綱は、産綱である。

山亭は、山亭である。

刪定は、刪定である。

桟梯は、桟梯である。

算定は、算定である。

暫定は、暫定である。

３Ｄ映画は、３Ｄ映画である。

サンディエゴは、サンディエゴである。

サンディカリストは、サンディカリストである。

サンディカリスムは、サンディカリスムである。

暫定球は、暫定球である。

暫定的は、暫定的である。

算定風袋は、算定風袋である。

暫定予算は、暫定予算である。

サンデーは、サンデーである。

残滴は、残滴である。

残敵は、残敵である。

サンテグジュペリは、サンテグジュペリである。

鑽鉄は、鑽鉄である。

サンデッキは、サンデッキである。

三天は、三天である。

山巓は、山巓である。

山顛は、山顛である。

散点は、散点である。

三伝は、三伝である。

三殿は、三殿である。

参殿は、参殿である。

産殿は、産殿である。

散田は、散田である。

慙靦は、慙靦である。

讒諂は、讒諂である。

三点支持は、三点支持である。

参天台五台山記は、参天台五台山記である。

三都は、三都である。



山斗は、山斗である。

山徒は、山徒である。

山途は、山途である。

三度は、三度である。

桟戸は、桟戸である。

酸度は、酸度である。

サンドは、サンドである。

残徒は、残徒である。

残土は、残土である。

サンドイッチは、サンドイッチである。

サンドイッチ構造は、サンドイッチ構造である。

サンドイッチマンは、サンドイッチマンである。

三度芋は、三度芋である。

三度入は、三度入である。

三冬は、三冬である。

三到は、三到である。

三島は、三島である。

三等は、三等である。

三塔は、三塔である。

山刀は、山刀である。

山東は、山東である。

山頭は、山頭である。

山濤は、山濤である。

算当は、算当である。

三道は、三道である。

山童は、山童である。

山道は、山道である。

参堂は、参堂である。

参道は、参道である。

桟道は、桟道である。

産道は、産道である。

散瞳は、散瞳である。

算道は、算道である。

賛同は、賛同である。

残灯は、残灯である。

残党は、残党である。

残盗は、残盗である。

山頭火は、山頭火である。

山東還付問題は、山東還付問題である。

山東京山は、山東京山である。

山東京伝は、山東京伝である。

三等車は、三等車である。

三等重役は、三等重役である。

山東出兵は、山東出兵である。

三塔巡礼は、三塔巡礼である。

三答状は、三答状である。



三頭政治は、三頭政治である。

三塔僉議は、三塔僉議である。

算当違いは、算当違いである。

山東菜は、山東菜である。

山東白菜は、山東白菜である。

散瞳薬は、散瞳薬である。

三等郵便局は、三等郵便局である。

三統暦は、三統暦である。

三度笠は、三度笠である。

三徳は、三徳である。

三毒は、三毒である。

惨毒は、惨毒である。

慙徳は、慙徳である。

竄匿は、竄匿である。

三度栗は、三度栗である。

三年寄は、三年寄である。

サントスは、サントスである。

サンドスキーは、サンドスキーである。

サンドストーンは、サンドストーンである。

サントスの御作業は、サントスの御作業である。

三読会は、三読会である。

サントドミンゴは、サントドミンゴである。

サントニンは、サントニンである。

三都賦は、三都賦である。

サンドバーグは、サンドバーグである。

サンドバッグは、サンドバッグである。

三度飛脚は、三度飛脚である。

サントブーヴは、サントブーヴである。

サンドペーパーは、サンドペーパーである。

サンドポンプは、サンドポンプである。

三度豆は、三度豆である。

サントメは、サントメである。

三度目は、三度目である。

桟留革は、桟留革である。

桟留縞は、桟留縞である。

桟留針は、桟留針である。

サントメプリンシペは、サントメプリンシペである。

サントラは、サントラである。

サントリーニは、サントリーニである。

サンドレスは、サンドレスである。

サントロペは、サントロペである。

さんなは、さんなである。

三内は、三内である。

山内は、山内である。

三内音は、三内音である。

三内丸山遺跡は、三内丸山遺跡である。



三泣車は、三泣車である。

三惑は、三惑である。

慙なしは、慙なしである。

三難は、三難である。

散日は、散日である。

参入は、参入である。

算入は、算入である。

竄入は、竄入である。

酸乳飲料は、酸乳飲料である。

参入音声は、参入音声である。

算用は、算用である。

三如来は、三如来である。

散位寮は、散位寮である。

三人は、三人である。

残忍は、残忍である。

三人片輪は、三人片輪である。

三人官女は、三人官女である。

三人吉三は、三人吉三である。

三人組は、三人組である。

三人輿は、三人輿である。

三人姉妹は、三人姉妹である。

三人称は、三人称である。

三人上戸は、三人上戸である。

三人遣いは、三人遣いである。

三人張は、三人張である。

三人法師は、三人法師である。

去んぬるは、去んぬるである。

讒佞は、讒佞である。

三熱は、三熱である。

散熱は、散熱である。

残熱は、残熱である。

三年は、三年である。

残年は、残年である。

残念は、残念である。

残念会は、残念会である。

三年忌は、三年忌である。

三年坂は、三年坂である。

三年竹は、三年竹である。

三年の喪は、三年の喪である。

三年塞りは、三年塞りである。

三年米は、三年米である。

三年味噌は、三年味噌である。

三年三月は、三年三月である。

三年物は、三年物である。

三の板は、三の板である。

三の糸は、三の糸である。



山王は、山王である。

山王一実神道は、山王一実神道である。

山王権現は、山王権現である。

山王七社は、山王七社である。

山王大師は、山王大師である。

山王鳥居は、山王鳥居である。

山王二十一社は、山王二十一社である。

三の午は、三の午である。

山王祭は、山王祭である。

山王霊験記は、山王霊験記である。

三の折は、三の折である。

三の替りは、三の替りである。

三の木戸は、三の木戸である。

三の切りは、三の切りである。

三の郭は、三の郭である。

産の気は、産の気である。

三の図は、三の図である。

三の頭は、三の頭である。

サンノゼは、サンノゼである。

三の膳は、三の膳である。

三の鼓は、三の鼓である。

産の戸開けは、産の戸開けである。

三の酉は、三の酉である。

産の紐は、産の紐である。

三の間は、三の間である。

三の松は、三の松である。

三の丸は、三の丸である。

産の飯は、産の飯である。

三板は、三板である。

散飯は、散飯である。

産婆は、産婆である。

驂馬は、驂馬である。

サンバは、サンバである。

さんぱは、さんぱである。

残葩は、残葩である。

サンバーは、サンバーである。

さんばいは、さんばいである。

三杯は、三杯である。

三盃は、三盃である。

三拝は、三拝である。

山背は、山背である。

参拝は、参拝である。

酸敗は、酸敗である。

残梅は、残梅である。

残杯は、残杯である。

残盃は、残盃である。



惨敗は、惨敗である。

さんばい降しは、さんばい降しである。

三盃機嫌は、三盃機嫌である。

三拝九拝は、三拝九拝である。

サンバイザーは、サンバイザーである。

三杯酢は、三杯酢である。

三倍体は、三倍体である。

残杯冷炙は、残杯冷炙である。

サンパウロは、サンパウロである。

産婆蛙は、産婆蛙である。

算博士は、算博士である。

三羽烏は、三羽烏である。

三波川は、三波川である。

三波川変成岩は、三波川変成岩である。

三波川変成帯は、三波川変成帯である。

三白は、三白である。

蚕箔は、蚕箔である。

三白眼は、三白眼である。

斬馬剣は、斬馬剣である。

産婆術は、産婆術である。

桟橋渡しは、桟橋渡しである。

三番叟は、三番叟である。

三八は、三八である。

三八式歩兵銃は、三八式歩兵銃である。

傘伐は、傘伐である。

散発は、散発である。

散髪は、散髪である。

斬伐は、斬伐である。

斬髪は、斬髪である。

散髪脱刀令は、散髪脱刀令である。

散髪屋は、散髪屋である。

三婆は、三婆である。

山馬筆は、山馬筆である。

産婆役は、産婆役である。

三跋羅は、三跋羅である。

さんばら髪は、さんばら髪である。

桟梁は、桟梁である。

サンバルテルミの虐殺は、サンバルテルミの虐殺である。

三番は、三番である。

算盤は、算盤である。

散判は、散判である。

残飯は、残飯である。

三番頭は、三番頭である。

三半規管は、三半規管である。

三番稽古は、三番稽古である。

三反五反運動は、三反五反運動である。



三反主義は、三反主義である。

三番勝負は、三番勝負である。

三番太鼓は、三番太鼓である。

三番茶は、三番茶である。

三番鶏は、三番鶏である。

三藩の乱は、三藩の乱である。

三番目物は、三番目物である。

酸鼻は、酸鼻である。

讃美は、讃美である。

賛美は、賛美である。

三碑は、三碑である。

産忌は、産忌である。

産火は、産火である。

賛否は、賛否である。

残碑は、残碑である。

ザンビアは、ザンビアである。

三Ｂ政策は、三Ｂ政策である。

サンピエールは、サンピエールである。

サンピエトロ大聖堂は、サンピエトロ大聖堂である。

讃美歌は、讃美歌である。

賛美歌は、賛美歌である。

三筆は、三筆である。

算筆は、算筆である。

三姫は、三姫である。

三百は、三百である。

三百諸侯は、三百諸侯である。

三百代言は、三百代言である。

三百店は、三百店である。

三百面は、三百面である。

三苗は、三苗である。

蚕病は、蚕病である。

散票は、散票である。

讃評は、讃評である。

三拍子は、三拍子である。

三平等観は、三平等観である。

三平は、三平である。

三一は、三一である。

三品は、三品である。

産品は、産品である。

残品は、残品である。

三一侍は、三一侍である。

蚕品種は、蚕品種である。

三品取引所は、三品取引所である。

三一奴は、三一奴である。

三部は、三部である。

三府は、三府である。



参府は、参府である。

産婦は、産婦である。

散布は、散布である。

算賦は、算賦である。

ざんぶは、ざんぶである。

残部は、残部である。

讒誣は、讒誣である。

サンファンは、サンファンである。

三分一銀納は、三分一銀納である。

三武一宗は、三武一宗である。

山風は、山風である。

杉風は、杉風である。

サンフェリペ号事件は、サンフェリペ号事件である。

サンフォライズは、サンフォライズである。

三部会は、三部会である。

三部合唱は、三部合唱である。

三部仮名鈔は、三部仮名鈔である。

三不去は、三不去である。

三部経は、三部経である。

三奉行は、三奉行である。

三伏は、三伏である。

三復は、三復である。

三福は、三福である。

山腹は、山腹である。

竄伏は、竄伏である。

三幅対は、三幅対である。

三福田は、三福田である。

算袋は、算袋である。

三部形式は、三部形式である。

撒布剤は、撒布剤である。

三部作は、三部作である。

産婦人科は、産婦人科である。

散布体は、散布体である。

三物は、三物である。

産物は、産物である。

讃仏は、讃仏である。

残物は、残物である。

讃仏会は、讃仏会である。

産物会所は、産物会所である。

三仏寺は、三仏寺である。

讃仏乗は、讃仏乗である。

三仏斉は、三仏斉である。

三仏土は、三仏土である。

三仏菩提は、三仏菩提である。

散布度は、散布度である。

三不動は、三不動である。



三部の大法は、三部の大法である。

三部の秘経は、三部の秘経である。

三釜の養は、三釜の養である。

残部判決は、残部判決である。

三部本書は、三部本書である。

サンフランシスコは、サンフランシスコである。

ざんぶりは、ざんぶりである。

サンプリングは、サンプリングである。

サンプルは、サンプルである。

サンプル調査は、サンプル調査である。

三不惑は、三不惑である。

三分は、三分である。

惨聞は、惨聞である。

散文は、散文である。

三墳は、三墳である。

慙憤は、慙憤である。

散文詩は、散文詩である。

三分鼎足は、三分鼎足である。

散文的は、散文的である。

三分法は、三分法である。

傘柄は、傘柄である。

散兵は、散兵である。

残兵は、残兵である。

三平開胸は、三平開胸である。

散兵壕は、散兵壕である。

三平二満は、三平二満である。

三平汁は、三平汁である。

散兵線は、散兵線である。

三平方の定理は、三平方の定理である。

三碧は、三碧である。

三瓶山は、三瓶山である。

ザンベジは、ザンベジである。

産別会議は、産別会議である。

サンヘドリンは、サンヘドリンである。

サンベルトは、サンベルトである。

三遍は、三遍である。

残片は、残片である。

残編は、残編である。

竄貶は、竄貶である。

サンボは、サンボである。

三浦は、三浦である。

三輔は、三輔である。

刪補は、刪補である。

散歩は、散歩である。

ザンボアは、ザンボアである。

三方は、三方である。



三宝は、三宝である。

三房は、三房である。

三報は、三報である。

山房は、山房である。

参謀は、参謀である。

さん謗は、さん謗である。

散亡は、散亡である。

山砲は、山砲である。

産報は、産報である。

算法は、算法である。

残亡は、残亡である。

残暴は、残暴である。

讒謗は、讒謗である。

三方一両損は、三方一両損である。

三宝印は、三宝印である。

三法印は、三法印である。

三宝院は、三宝院である。

三宝絵は、三宝絵である。

三方楽人は、三方楽人である。

三宝加持は、三宝加持である。

散房花序は、散房花序である。

繖房花序は、繖房花序である。

三宝柑は、三宝柑である。

三宝吉日は、三宝吉日である。

三方桐は、三方桐である。

三方金は、三方金である。

三宝銀は、三宝銀である。

三宝荒神は、三宝荒神である。

三方晶系は、三方晶系である。

参謀総長は、参謀総長である。

三宝鳥は、三宝鳥である。

算法統宗は、算法統宗である。

三宝の捨て者は、三宝の捨て者である。

参謀本部は、参謀本部である。

三蓬莱は、三蓬莱である。

讒謗律は、讒謗律である。

三方論議は、三方論議である。

散木は、散木である。

三木一草は、三木一草である。

散木奇歌集は、散木奇歌集である。

三圃式農業は、三圃式農業である。

サンホセは、サンホセである。

三菩提は、三菩提である。

三浦の乱は、三浦の乱である。

サンボリストは、サンボリストである。

サンボリスムは、サンボリスムである。



サンボルは、サンボルである。

三本は、三本である。

三盆は、三盆である。

残本は、残本である。

槧本は、槧本である。

三本団扇は、三本団扇である。

三本傘は、三本傘である。

三本木は、三本木である。

三本木原は、三本木原である。

三本締めは、三本締めである。

三品成就は、三品成就である。

三盆白は、三盆白である。

三本杉は、三本杉である。

三本の柱は、三本の柱である。

秋刀魚は、秋刀魚である。

三枚は、三枚である。

三昧は、三昧である。

産米は、産米である。

散米は、散米である。

三枚袷は、三枚袷である。

三枚下ろしは、三枚下ろしである。

三枚卸しは、三枚卸しである。

三枚襲は、三枚襲である。

三枚肩は、三枚肩である。

三枚兜は、三枚兜である。

三枚ガルタは、三枚ガルタである。

三枚革は、三枚革である。

三枚起請は、三枚起請である。

三昧境は、三昧境である。

三枚笹は、三枚笹である。

三昧僧は、三昧僧である。

三昧湯は、三昧湯である。

三昧堂は、三昧堂である。

三枚肉は、三枚肉である。

三昧派は、三昧派である。

三昧場は、三昧場である。

三枚目は、三枚目である。

サンマーは、サンマーである。

三摩地は、三摩地である。

三股は、三股である。

三摩提は、三摩提である。

三昧耶戒は、三昧耶戒である。

三昧耶曼荼羅は、三昧耶曼荼羅である。

サンマリノは、サンマリノである。

サンマルコ大聖堂は、サンマルコ大聖堂である。

サンマルティンは、サンマルティンである。



散満は、散満である。

散漫は、散漫である。

酸味は、酸味である。

三位一体は、三位一体である。

三密は、三密である。

三密加持は、三密加持である。

三密観は、三密観である。

三密行法は、三密行法である。

三密護摩は、三密護摩である。

三密相応は、三密相応である。

三密瑜伽は、三密瑜伽である。

三位の中将は、三位の中将である。

三脈は、三脈である。

山脈は、山脈である。

三藐院流は、三藐院流である。

三藐三菩提は、三藐三菩提である。

三明は、三明である。

三明の覚路は、三明の覚路である。

三明の月は、三明の月である。

三眠蚕は、三眠蚕である。

三民主義は、三民主義である。

残務は、残務である。

残夢は、残夢である。

酸無水物は、酸無水物である。

残滅は、残滅である。

三めりは、三めりである。

三面は、三面である。

三面角は、三面角である。

三面記事は、三面記事である。

三面鏡は、三面鏡である。

三面契約は、三面契約である。

三面訴訟は、三面訴訟である。

三面大黒天は、三面大黒天である。

三面等価の原則は、三面等価の原則である。

三面六臂は、三面六臂である。

蚕網は、蚕網である。

三毛作は、三毛作である。

散物は、散物である。

サンモリッツは、サンモリッツである。

三文は、三文である。

三門は、三門である。

三問は、三問である。

山門は、山門である。

三文絵は、三文絵である。

三文オペラは、三文オペラである。

三門峡は、三門峡である。



三問三答は、三問三答である。

三問状は、三問状である。

三文小説は、三文小説である。

山門造りは、山門造りである。

三門徒は、三門徒である。

三門徒派は、三門徒派である。

山門派は、山門派である。

三文花は、三文花である。

三文判は、三文判である。

山門奉行は、山門奉行である。

三文文士は、三文文士である。

三文奴は、三文奴である。

さんやは、さんやである。

三夜は、三夜である。

三野は、三野である。

三谷は、三谷である。

山野は、山野である。

産屋は、産屋である。

残夜は、残夜である。

山谷通いは、山谷通いである。

三役は、三役である。

山薬は、山薬である。

散薬は、散薬である。

纂訳は、纂訳である。

三厄日は、三厄日である。

山谷草履は、山谷草履である。

さんや袋は、さんや袋である。

山谷船は、山谷船である。

山谷堀は、山谷堀である。

讒諛は、讒諛である。

三友は、三友である。

山郵は、山郵である。

三遊間は、三遊間である。

三夕暮の和歌は、三夕暮の和歌である。

三遊亭は、三遊亭である。

三遊亭円生は、三遊亭円生である。

三遊亭円朝は、三遊亭円朝である。

産油国は、産油国である。

三余は、三余である。

山輿は、山輿である。

参与は、参与である。

残余は、残余である。

参与員は、参与員である。

山容は、山容である。

山陽は、山陽である。

山腰は、山腰である。



蚕蛹は、蚕蛹である。

散用は、散用である。

残陽は、残陽である。

算用合いは、算用合いである。

山陽自動車道は、山陽自動車道である。

算用状は、算用状である。

散用状は、散用状である。

山陽新幹線は、山陽新幹線である。

山容水態は、山容水態である。

算用数字は、算用数字である。

算用高いは、算用高いである。

算用立ては、算用立てである。

算用違いは、算用違いである。

山陽地方は、山陽地方である。

三葉虫は、三葉虫である。

山陽道は、山陽道である。

算用無しは、算用無しである。

算用場は、算用場である。

山羊皮は、山羊皮である。

山陽本線は、山陽本線である。

参与官は、参与官である。

残余財産は、残余財産である。

三礼は、三礼である。

三籟は、三籟である。

山籟は、山籟である。

山楽は、山楽である。

参洛は、参洛である。

惨落は、惨落である。

山巒は、山巒である。

蚕卵は、蚕卵である。

産卵は、産卵である。

散乱は、散乱である。

燦爛は、燦爛である。

産卵管は、産卵管である。

産卵鶏は、産卵鶏である。

蚕卵台紙は、蚕卵台紙である。

散乱波通信方式は、散乱波通信方式である。

蚕卵布は、蚕卵布である。

三里は、三里である。

散吏は、散吏である。

三里紙は、三里紙である。

三陸は、三陸である。

三陸大津波は、三陸大津波である。

三陸沖地震は、三陸沖地震である。

三陸海岸は、三陸海岸である。

三陸鉄道は、三陸鉄道である。



山立は、山立である。

惨慄は、惨慄である。

簒立は、簒立である。

攅立は、攅立である。

三里塚は、三里塚である。

三略は、三略である。

刪略は、刪略である。

残掠は、残掠である。

三流は、三流である。

山流は、山流である。

産瘤は、産瘤である。

残留は、残留である。

残溜は、残溜である。

竄流は、竄流である。

残留応力は、残留応力である。

残留鉱床は、残留鉱床である。

残留磁気は、残留磁気である。

霰粒腫は、霰粒腫である。

三稜は、三稜である。

山梁は、山梁である。

山陵は、山陵である。

山稜は、山稜である。

山寮は、山寮である。

残量は、残量である。

三稜鏡は、三稜鏡である。

山陵使は、山陵使である。

山陵志は、山陵志である。

三稜鍼は、三稜鍼である。

三稜石は、三稜石である。

山陵奉行は、山陵奉行である。

三輪は、三輪である。

山林は、山林である。

三輪車は、三輪車である。

三隣亡は、三隣亡である。

三塁は、三塁である。

サンルイは、サンルイである。

残涙は、残涙である。

残塁は、残塁である。

残類は、残類である。

サンルーフは、サンルーフである。

サンルームは、サンルームである。

山霊は、山霊である。

山嶺は、山嶺である。

蚕齢は、蚕齢である。

三令五申は、三令五申である。

算暦は、算暦である。



残暦は、残暦である。

残瀝は、残瀝である。

参列は、参列である。

惨烈は、惨烈である。

サンレモは、サンレモである。

三連は、三連である。

三連音符は、三連音符である。

三連星は、三連星である。

山路は、山路である。

三老は、三老である。

山老は、山老である。

山廊は、山廊である。

山楼は、山楼である。

参籠は、参籠である。

三老五更は、三老五更である。

山路が笛は、山路が笛である。

山麓は、山麓である。

散録は、散録である。

纂録は、纂録である。

三論は、三論である。

山論は、山論である。

三論玄義は、三論玄義である。

三論宗は、三論宗である。

三和は、三和である。

三和音は、三和音である。

しは、しである。

風は、風である。

士は、士である。

子は、子である。

尸は、尸である。

巳は、巳である。

支は、支である。

止は、止である。

氏は、氏である。

仕は、仕である。

司は、司である。

史は、史である。

四は、四である。

市は、市である。

矢は、矢である。

示は、示である。

旨は、旨である。

次は、次である。

此は、此である。

死は、死である。

糸は、糸である。



自は、自である。

至は、至である。

伺は、伺である。

址は、址である。

巵は、巵である。

志は、志である。

私は、私である。

使は、使である。

刺は、刺である。

始は、始である。

姉は、姉である。

枝は、枝である。

肢は、肢である。

祀は、祀である。

祉は、祉である。

姿は、姿である。

屍は、屍である。

思は、思である。

指は、指である。

施は、施である。

食は、食である。

師は、師である。

恣は、恣である。

祠は、祠である。

紙は、紙である。

脂は、脂である。

梓は、梓である。

紫は、紫である。

視は、視である。

趾は、趾である。

斯は、斯である。

觜は、觜である。

詞は、詞である。

歯は、歯である。

嗣は、嗣である。

肆は、肆である。

詩は、詩である。

試は、試である。

資は、資である。

雌は、雌である。

飼は、飼である。

緇は、緇である。

誌は、誌である。

賜は、賜である。

駟は、駟である。

諮は、諮である。



諡は、諡である。

贄は、贄である。

シは、シである。

其は、其である。

じは、じである。

柱は、柱である。

除は、除である。

路は、路である。

道は、道である。

寺は、寺である。

地は、地である。

字は、字である。

而は、而である。

耳は、耳である。

似は、似である。

児は、児である。

事は、事である。

治は、治である。

持は、持である。

時は、時である。

瓷は、瓷である。

痔は、痔である。

滋は、滋である。

慈は、慈である。

辞は、辞である。

爾は、爾である。

磁は、磁である。

餌は、餌である。

璽は、璽である。

箇は、箇である。

四阿は、四阿である。

四愛は、四愛である。

糸鞋は、糸鞋である。

至愛は、至愛である。

私愛は、私愛である。

試合は、試合である。

仕合は、仕合である。

地合は、地合である。

自愛は、自愛である。

時合は、時合である。

慈愛は、慈愛である。

為合うは、為合うである。

為敢ふは、為敢ふである。

次亜塩素酸は、次亜塩素酸である。

仕上りは、仕上りである。

仕上がるは、仕上がるである。



四悪は、四悪である。

至悪は、至悪である。

四悪趣は、四悪趣である。

塩飽諸島は、塩飽諸島である。

仕上げは、仕上げである。

仕揚げは、仕揚げである。

地上げは、地上げである。

地揚げは、地揚げである。

仕上げ鉋は、仕上げ鉋である。

仕上げ代は、仕上げ代である。

仕上げ砥は、仕上げ砥である。

仕上げ糊は、仕上げ糊である。

仕上げ彫りは、仕上げ彫りである。

仕上げ物は、仕上げ物である。

仕上げ者は、仕上げ者である。

仕上げるは、仕上げるである。

四阿含経は、四阿含経である。

明明後日は、明明後日である。

地足は、地足である。

ジアスターゼは、ジアスターゼである。

ジアゾは、ジアゾである。

ジアゾ化合物は、ジアゾ化合物である。

ジアゾ感光紙は、ジアゾ感光紙である。

ジアゾジニトロフェノールは、ジアゾジニトロフェノールである。

ジアゾ写真は、ジアゾ写真である。

ジアゾニウム塩は、ジアゾニウム塩である。

シアターは、シアターである。

シアターオルガンは、シアターオルガンである。

地頭は、地頭である。

指圧は、指圧である。

地圧は、地圧である。

地厚は、地厚である。

為扱ふは、為扱ふである。

指圧法は、指圧法である。

指圧療法は、指圧療法である。

為当てるは、為当てるである。

シアトーは、シアトーである。

シアトルは、シアトルである。

シアニン染料は、シアニン染料である。

シアヌークは、シアヌークである。

シアノコバラミンは、シアノコバラミンである。

為余すは、為余すである。

字余りは、字余りである。

地網は、地網である。

シアムは、シアムである。

地雨は、地雨である。



為過つは、為過つである。

為誤るは、為誤るである。

地嵐は、地嵐である。

為歩くは、為歩くである。

次亜硫酸ナトリウムは、次亜硫酸ナトリウムである。

次亜燐酸は、次亜燐酸である。

シアルは、シアルである。

為合はすは、為合はすである。

仕合せは、仕合せである。

幸せは、幸せである。

詩合は、詩合である。

仕合せ次第は、仕合せ次第である。

仕合せ拍子は、仕合せ拍子である。

仕合せ者は、仕合せ者である。

仕合吉は、仕合吉である。

私案は、私案である。

思案は、思案である。

試案は、試案である。

シアンは、シアンである。

治安は、治安である。

事案は、事案である。

思案顔は、思案顔である。

シアン化カリウムは、シアン化カリウムである。

シアン化水素は、シアン化水素である。

シアン化ナトリウムは、シアン化ナトリウムである。

シアン化物は、シアン化物である。

思案点は、思案点である。

思案所は、思案所である。

思案投げ首は、思案投げ首である。

思案涙は、思案涙である。

思案橋は、思案橋である。

尿は、尿である。

しいは、しいである。

椎は、椎である。

癈は、癈である。

尸位は、尸位である。

四夷は、四夷である。

四位は、四位である。

四囲は、四囲である。

四維は、四維である。

示威は、示威である。

私意は、私意である。

思惟は、思惟である。

施為は、施為である。

師位は、師位である。

恣意は、恣意である。



肆意は、肆意である。

徙移は、徙移である。

紫衣は、紫衣である。

詩意は、詩意である。

緇衣は、緇衣である。

Ｃは、Ｃである。

ｃは、ｃである。

十は、十である。

シーは、シーである。

祖父は、祖父である。

爺は、爺である。

字彙は、字彙である。

次位は、次位である。

自為は、自為である。

自慰は、自慰である。

事彙は、事彙である。

侍医は、侍医である。

時衣は、時衣である。

辞彙は、辞彙である。

辞意は、辞意である。

Ｇは、Ｇである。

ｇは、ｇである。

ＣＲＴは、ＣＲＴである。

ＣＩは、ＣＩである。

ＧＩは、ＧＩである。

ＣＩＥは、ＣＩＥである。

ＣＩＡは、ＣＩＡである。

ＣＩＳは、ＣＩＳである。

ＣＩＦは、ＣＩＦである。

ＣＩＯは、ＣＩＯである。

ＧＩカットは、ＧＩカットである。

シーア派は、シーア派である。

シーアンカーは、シーアンカーである。

ＧＥは、ＧＥである。

ＧＥＫは、ＧＥＫである。

示威運動は、示威運動である。

ＣＡＩは、ＣＡＩである。

ＣＡＴＶは、ＣＡＴＶである。

ＧＨＱは、ＧＨＱである。

ＧＮＥは、ＧＮＥである。

ＣＮＮは、ＣＮＮである。

ＧＮＰは、ＧＮＰである。

シーエフは、シーエフである。

ＣＦは、ＣＦである。

ＣＭは、ＣＭである。

ＧＭＰは、ＧＭＰである。



ＣＯＤは、ＣＯＤである。

ＧＯＴは、ＧＯＴである。

詩歌は、詩歌である。

シーカーシャーは、シーカーシャーである。

詩歌合は、詩歌合である。

椎樫は、椎樫である。

爺が背は、爺が背である。

石鼈は、石鼈である。

Ｃ型肝炎は、Ｃ型肝炎である。

強い語りは、強い語りである。

市域は、市域である。

四威儀は、四威儀である。

寺域は、寺域である。

地息は、地息である。

弑逆は、弑逆である。

弑虐は、弑虐である。

ＣＱは、ＣＱである。

シーギリヤは、シーギリヤである。

ジーキル博士とハイド氏は、ジーキル博士とハイド氏である。

飼育は、飼育である。

慈育は、慈育である。

字育は、字育である。

ジーグは、ジーグである。

シークエンスは、シークエンスである。

シーク教は、シーク教である。

ジーグバーンは、ジーグバーンである。

飼育瓶は、飼育瓶である。

ジークフリートは、ジークフリートである。

ジークフリート線は、ジークフリート線である。

ジークムントは、ジークムントである。

シークレットは、シークレットである。

シークレットサービスは、シークレットサービスである。

思惟経済説は、思惟経済説である。

Ｃ言語は、Ｃ言語である。

シーケンシャルアクセスは、シーケンシャルアクセスである。

シーケンスは、シーケンスである。

シーケンス制御は、シーケンス制御である。

至孝は、至孝である。

ジーコードは、ジーコードである。

至極甚深は、至極甚深である。

強い言は、強い言である。

誣い言は、誣い言である。

シーサーは、シーサーである。

シーザーは、シーザーである。

シーサイドは、シーサイドである。

強い肴は、強い肴である。



先生は、先生である。

祖父さんは、祖父さんである。

爺さんは、爺さんである。

Ｃ３植物は、Ｃ３植物である。

西双版納は、西双版納である。

しいしは、しいしである。

四至は、四至である。

四時は、四時である。

シーシーは、シーシーである。

為い為いは、為い為いである。

ＣＧは、ＣＧである。

じいじいは、じいじいである。

ＣＧＳ単位系は、ＣＧＳ単位系である。

ＣＣＫＰＺは、ＣＣＫＰＺである。

ＣＣ団は、ＣＣ団である。

ＣＣＤは、ＣＣＤである。

字字紋紋は、字字紋紋である。

自意識は、自意識である。

シーシックは、シーシックである。

椎柴は、椎柴である。

椎柴垣は、椎柴垣である。

シージャックは、シージャックである。

旨趣は、旨趣である。

Ｃ一四は、Ｃ一四である。

シースは、シースである。

為出づは、為出づである。

シーズニングは、シーズニングである。

弑するは、弑するである。

シースルーは、シースルーである。

シーズンは、シーズンである。

シーズンオフは、シーズンオフである。

至切は、至切である。

Ｇ７は、Ｇ７である。

ジーゼルは、ジーゼルである。

至善は、至善である。

シーソーは、シーソーである。

シーソーゲームは、シーソーゲームである。

尸位素餐は、尸位素餐である。

強ひ過すは、強ひ過すである。

至尊は、至尊である。

粃は、粃である。

地板は、地板である。

虐ぐは、虐ぐである。

椎茸は、椎茸である。

香蕈は、香蕈である。

椎茸髱は、椎茸髱である。



虐げるは、虐げるである。

為出すは、為出すである。

椎たぶ帯は、椎たぶ帯である。

視位置は、視位置である。

四一半は、四一半である。

四一半打は、四一半打である。

四一半銭は、四一半銭である。

Ｃ調は、Ｃ調である。

四一六事件は、四一六事件である。

十錦は、十錦である。

什錦は、什錦である。

四逸は、四逸である。

シーツは、シーツである。

強い付けるは、強い付けるである。

強いては、強いてである。

ＣＴは、ＣＴである。

ＣＤは、ＣＤである。

ＣＤＩは、ＣＤＩである。

ＣＴＳは、ＣＴＳである。

ＣＴＣは、ＣＴＣである。

ＣＴスキャナーは、ＣＴスキャナーである。

ＧＤＰは、ＧＤＰである。

シーディーロムは、シーディーロムである。

シーディーロムエックスエーは、シーディーロムエックスエーである。

舅は、舅である。

シートは、シートである。

シードは、シードである。

地糸は、地糸である。

ジードは、ジードである。

至道は、至道である。

至徳は、至徳である。

シートノックは、シートノックである。

シートパイルは、シートパイルである。

シートフィルムは、シートフィルムである。

シートベルトは、シートベルトである。

姑は、姑である。

シードルは、シードルである。

シートンは、シートンである。

秕は、秕である。

椎名は、椎名である。

椎名紬は、椎名紬である。

椎形は、椎形である。

椎名麟三は、椎名麟三である。

ジーニアスは、ジーニアスである。

シーニュは、シーニュである。

地犬は、地犬である。



悪核は、悪核である。

瘤は、瘤である。

侍医頭は、侍医頭である。

椎の木は、椎の木である。

四位少将は、四位少将である。

四位諸大夫は、四位諸大夫である。

椎の実は、椎の実である。

椎の実弾は、椎の実弾である。

椎の実筆は、椎の実筆である。

椎葉は、椎葉である。

シーバースは、シーバースである。

シーハイルは、シーハイルである。

ジーパンは、ジーパンである。

ＣＰは、ＣＰである。

ＣＢＲは、ＣＢＲである。

ＣＢＲ兵器は、ＣＢＲ兵器である。

ＣＰＩは、ＣＰＩである。

ＣＢＳは、ＣＢＳである。

ＧＰＳは、ＧＰＳである。

ＧＰＴは、ＧＰＴである。

ＣＰＵは、ＣＰＵである。

シープは、シープである。

ジープは、ジープである。

ＣＶケーブルは、ＣＶケーブルである。

シーフードは、シーフードである。

シープシャンクは、シープシャンクである。

シープスキンは、シープスキンである。

シーベルトは、シーベルトである。

ジーペンは、ジーペンである。

至宝は、至宝である。

シーボーグは、シーボーグである。

シーボルトは、シーボルトである。

ジーマークは、ジーマークである。

シームレスは、シームレスである。

ジーメンは、ジーメンである。

シーメンスは、シーメンスである。

ジーメンスは、ジーメンスである。

シーメンス事件は、シーメンス事件である。

ジーメンスマルタン炉は、ジーメンスマルタン炉である。

シーモノフは、シーモノフである。

爺やは、爺やである。

ＧＵＩは、ＧＵＩである。

Ｃ４植物は、Ｃ４植物である。

しいらは、しいらである。

シーラーズは、シーラーズである。

シーラカンスは、シーラカンスである。



しいら漬は、しいら漬である。

シーリングは、シーリングである。

シールは、シールである。

しいるは、しいるである。

強いるは、強いるである。

誣いるは、誣いるである。

仕入るは、仕入るである。

シールドは、シールドである。

シールド工法は、シールド工法である。

仕入れは、仕入れである。

シーレは、シーレである。

シーレーンは、シーレーンである。

仕入書は、仕入書である。

仕入小作は、仕入小作である。

仕入れ先は、仕入れ先である。

癈目は、癈目である。

仕入れるは、仕入れるである。

地色は、地色である。

シーローは、シーローである。

シーロスタットは、シーロスタットである。

シーロメーターは、シーロメーターである。

子音は、子音である。

子院は、子院である。

支院は、支院である。

枝院は、枝院である。

四韻は、四韻である。

市尹は、市尹である。

市隠は、市隠である。

死因は、死因である。

私印は、私印である。

試飲は、試飲である。

資蔭は、資蔭である。

シーンは、シーンである。

寺印は、寺印である。

寺院は、寺院である。

次韻は、次韻である。

自印は、自印である。

自因は、自因である。

ジーンは、ジーンである。

私印偽造は、私印偽造である。

死因行為は、死因行為である。

死因処分は、死因処分である。

ジーンズは、ジーンズである。

死因贈与は、死因贈与である。

しいんとは、しいんとである。

じいんとは、じいんとである。



寺院法度は、寺院法度である。

四有は、四有である。

死有は、死有である。

糸雨は、糸雨である。

祠宇は、祠宇である。

紫芋は、紫芋である。

強ふは、強ふである。

誣ふは、誣ふである。

癈ふは、癈ふである。

時雨は、時雨である。

慈雨は、慈雨である。

シヴァは、シヴァである。

シヴァージーは、シヴァージーである。

地薄は、地薄である。

地歌は、地歌である。

地唄は、地唄である。

シウダードフアレスは、シウダードフアレスである。

地謡は、地謡である。

地謡男は、地謡男である。

地謡武士は、地謡武士である。

地唄舞は、地唄舞である。

仕打ちは、仕打ちである。

紫雲は、紫雲である。

自運は、自運である。

似雲は、似雲である。

時運は、時運である。

慈雲は、慈雲である。

紫雲英は、紫雲英である。

試運転は、試運転である。

視運動は、視運動である。

四衛は、四衛である。

シェアは、シェアである。

シェアクロッパーは、シェアクロッパーである。

四裔は、四裔である。

市営は、市営である。

私営は、私営である。

自営は、自営である。

自衛は、自衛である。

侍衛は、侍衛である。

シエイエスは、シエイエスである。

自衛官は、自衛官である。

自衛艦は、自衛艦である。

自衛艦隊は、自衛艦隊である。

自衛権は、自衛権である。

自衛隊は、自衛隊である。

私営田は、私営田である。



ジェヴォンズは、ジェヴォンズである。

Ｊは、Ｊである。

ｊは、ｊである。

ＪＲは、ＪＲである。

ＪＡは、ＪＡである。

ＪＯＣは、ＪＯＣである。

シェーカーは、シェーカーである。

Ｊカーブ効果は、Ｊカーブ効果である。

シェークは、シェークである。

シェークスピアは、シェークスピアである。

シェークハンドは、シェークハンドである。

シェーグレン症候群は、シェーグレン症候群である。

ジェーターンは、ジェーターンである。

シェードは、シェードである。

シェーバーは、シェーバーである。

シェーパーは、シェーパーである。

シェービングは、シェービングである。

シェーファーは、シェーファーである。

シェープアップは、シェープアップである。

ジェーペグは、ジェーペグである。

シェーマは、シェーマである。

ジェームズは、ジェームズである。

ジェームズボンドは、ジェームズボンドである。

シェーラーは、シェーラーである。

ジェーリーグは、ジェーリーグである。

シェーレは、シェーレである。

ジェーンエアは、ジェーンエアである。

シェーンベルクは、シェーンベルクである。

四駅は、四駅である。

私益は、私益である。

使役は、使役である。

資益は、資益である。

自益は、自益である。

時疫は、時疫である。

滋液は、滋液である。

自益権は、自益権である。

自益信託は、自益信託である。

市易法は、市易法である。

謝謝は、謝謝である。

紫衣事件は、紫衣事件である。

ジェズイットは、ジェズイットである。

ジェズイット教団は、ジェズイット教団である。

シエスタは、シエスタである。

ジェスチャーは、ジェスチャーである。

シェストフは、シェストフである。

冤ぐは、冤ぐである。



ジエチルエーテルは、ジエチルエーテルである。

四エチル鉛は、四エチル鉛である。

私謁は、私謁である。

ジェッダは、ジェッダである。

ジェットは、ジェットである。

ジェットエンジンは、ジェットエンジンである。

ジェット機は、ジェット機である。

ジェットコースターは、ジェットコースターである。

ジェットストリームは、ジェットストリームである。

ジェット燃料は、ジェット燃料である。

ジェットフォイルは、ジェットフォイルである。

ジェットポンプは、ジェットポンプである。

ジェトロは、ジェトロである。

シエナは、シエナである。

シエナ派は、シエナ派である。

ジェニーヴァは、ジェニーヴァである。

シェニール糸は、シェニール糸である。

シェニエは、シェニエである。

ジェネラルは、ジェネラルである。

ジェネレーションは、ジェネレーションである。

ジェノアは、ジェノアである。

ジェノヴァは、ジェノヴァである。

ジェノサイドは、ジェノサイドである。

ジェノサイド条約は、ジェノサイド条約である。

シェパードは、シェパードである。

シェフは、シェフである。

ジェファソンは、ジェファソンである。

シェフィールドは、シェフィールドである。

シェフチェンコは、シェフチェンコである。

シェヘラザードは、シェヘラザードである。

しえやは、しえやである。

ジェラートは、ジェラートである。

ジェラシーは、ジェラシーである。

シェラックは、シェラックである。

シエラネバダは、シエラネバダである。

シエラレオネは、シエラレオネである。

ジェランドは、ジェランドである。

シェリーは、シェリーである。

ジェリーは、ジェリーである。

ジェリコーは、ジェリコーである。

シェリダンは、シェリダンである。

シェリフは、シェリフである。

シェリングは、シェリングである。

シェルは、シェルである。

シェル構造は、シェル構造である。

ジェルジンスキーは、ジェルジンスキーである。



シェルターは、シェルターである。

シェルパ族は、シェルパ族である。

シェルモールド法は、シェルモールド法である。

ジェロニモは、ジェロニモである。

シェワルナゼは、シェワルナゼである。

支援は、支援である。

四遠は、四遠である。

四縁は、四縁である。

私怨は、私怨である。

紙鳶は、紙鳶である。

紫煙は、紫煙である。

詩筵は、詩筵である。

試演は、試演である。

資縁は、資縁である。

賜宴は、賜宴である。

侍宴は、侍宴である。

慈円は、慈円である。

ジエンは、ジエンである。

四塩化珪素は、四塩化珪素である。

四塩化炭素は、四塩化炭素である。

シェンキェーヴィチは、シェンキェーヴィチである。

ジエン系炭化水素は、ジエン系炭化水素である。

支援戦闘機は、支援戦闘機である。

ジェンダーは、ジェンダーである。

ジェンティーレは、ジェンティーレである。

ジエンドは、ジエンドである。

ジェントリーは、ジェントリーである。

ジェントルマンは、ジェントルマンである。

ジェンナーは、ジェンナーである。

入は、入である。

塩は、塩である。

潮は、潮である。

汐は、汐である。

潮合は、潮合である。

潮足は、潮足である。

潮蘆は、潮蘆である。

塩味は、塩味である。

潮浴びは、潮浴びである。

潮浴みは、潮浴みである。

塩鮎は、塩鮎である。

潮嵐は、潮嵐である。

潮泡は、潮泡である。

潮沫は、潮沫である。

塩餡は、塩餡である。

塩塩梅は、塩塩梅である。

塩井は、塩井である。



塩井雨江は、塩井雨江である。

ジオイドは、ジオイドである。

潮入は、潮入である。

潮入池は、潮入池である。

潮炒責めは、潮炒責めである。

塩炒責めは、塩炒責めである。

四王は、四王である。

死王は、死王である。

嗣王は、嗣王である。

雌黄は、雌黄である。

地黄は、地黄である。

塩魚は、塩魚である。

地黄粥は、地黄粥である。

地黄丸は、地黄丸である。

地黄煎は、地黄煎である。

塩打は、塩打である。

四王天は、四王天である。

塩雲丹は、塩雲丹である。

潮海は、潮海である。

為終えるは、為終えるである。

潮追風は、潮追風である。

ジオークは、ジオークである。

潮桶は、潮桶である。

塩押しは、塩押しである。

塩圧しは、塩圧しである。

為果せるは、為果せるである。

しおおには、しおおにである。

塩貝は、塩貝である。

潮貝は、潮貝である。

潮間は、潮間である。

潮替節は、潮替節である。

潮繋りは、潮繋りである。

塩加減は、塩加減である。

潮頭は、潮頭である。

潮風は、潮風である。

塩竈は、塩竈である。

塩釜は、塩釜である。

塩竈菊は、塩竈菊である。

塩竈桜は、塩竈桜である。

塩竈神社は、塩竈神社である。

塩辛は、塩辛である。

塩辛いは、塩辛いである。

塩辛声は、塩辛声である。

塩辛蜻蛉は、塩辛蜻蛉である。

潮涸れは、潮涸れである。

仕置は、仕置である。



塩木は、塩木である。

潮菊は、潮菊である。

仕置者は、仕置者である。

仕置場は、仕置場である。

仕置咄は、仕置咄である。

潮切は、潮切である。

為置くは、為置くである。

仕置くは、仕置くである。

塩莎草は、塩莎草である。

塩鯨は、塩鯨である。

塩首は、塩首である。

潮頸は、潮頸である。

入首は、入首である。

潮汲は、潮汲である。

汐汲は、汐汲である。

潮汲車は、潮汲車である。

汐汲人形は、汐汲人形である。

潮汲船は、潮汲船である。

潮曇りは、潮曇りである。

仕送りは、仕送りである。

為送りは、為送りである。

仕送るは、仕送るである。

為送るは、為送るである。

塩気は、塩気である。

鹹気は、鹹気である。

潮気は、潮気である。

潮蹴は、潮蹴である。

塩煙は、塩煙である。

潮煙は、潮煙である。

潮越は、潮越である。

汐越は、汐越である。

地起しは、地起しである。

潮越の松は、潮越の松である。

潮垢離は、潮垢離である。

潮衣は、潮衣である。

塩昆布は、塩昆布である。

潮騒は、潮騒である。

地押えは、地押えである。

潮境は、潮境である。

塩肴は、塩肴である。

潮先は、潮先である。

塩鮭は、塩鮭である。

仕納めは、仕納めである。

為納めは、為納めである。

塩沢は、塩沢である。

塩山椒は、塩山椒である。



塩押は、塩押である。

塩圧は、塩圧である。

塩地は、塩地である。

潮路は、潮路である。

地押しは、地押しである。

しおしおは、しおしおである。

潮染むは、潮染むである。

塩尻は、塩尻である。

塩尻峠は、塩尻峠である。

塩汁は、塩汁である。

潮汁は、潮汁である。

潮瀬は、潮瀬である。

塩瀬は、塩瀬である。

塩煎餅は、塩煎餅である。

塩田は、塩田である。

塩出しは、塩出しである。

塩断ちは、塩断ちである。

潮溜りは、潮溜りである。

塩鱈は、塩鱈である。

潮垂れるは、潮垂れるである。

為落ちは、為落ちである。

塩茶は、塩茶である。

塩築地は、塩築地である。

塩漬は、塩漬である。

潮付けは、潮付けである。

塩付けは、塩付けである。

塩土老翁は、塩土老翁である。

潮津浪は、潮津浪である。

塩鶴は、塩鶴である。

牛尾菜は、牛尾菜である。

四方手は、四方手である。

しおとは、しおとである。

潮湯治は、潮湯治である。

潮時は、潮時である。

潮どくは、潮どくである。

潮どけは、潮どけである。

潮どけしは、潮どけしである。

塩所は、塩所である。

為落しは、為落しである。

潮どしは、潮どしである。

為落すは、為落すである。

塩父は、塩父である。

潮止りは、潮止りである。

汐留駅は、汐留駅である。

塩鳥は、塩鳥である。

塩蜻蛉は、塩蜻蛉である。



塩菜は、塩菜である。

潮嘗めは、潮嘗めである。

塩嘗めは、塩嘗めである。

塩嘗め指は、塩嘗め指である。

潮ならぬ海は、潮ならぬ海である。

塩ならぬ海は、塩ならぬ海である。

潮鳴りは、潮鳴りである。

潮馴るは、潮馴るである。

潮馴れ衣は、潮馴れ衣である。

塩荷は、塩荷である。

塩煮は、塩煮である。

紫苑は、紫苑である。

シオニズムは、シオニズムである。

塩抜きは、塩抜きである。

潮の間は、潮の間である。

潮岬は、潮岬である。

潮の目は、潮の目である。

塩谷は、塩谷である。

潮の八百重は、潮の八百重である。

塩谷宕陰は、塩谷宕陰である。

潮のわりは、潮のわりである。

塩場は、塩場である。

塩花は、塩花である。

塩浜は、塩浜である。

塩浜運上は、塩浜運上である。

塩浜年貢は、塩浜年貢である。

鹹しは、鹹しである。

塩原は、塩原である。

塩払いは、塩払いである。

塩原七湯は、塩原七湯である。

塩原多助は、塩原多助である。

潮ばりは、潮ばりである。

潮干は、潮干である。

潮干潟は、潮干潟である。

潮干狩は、潮干狩である。

塩引は、塩引である。

潮干珠は、潮干珠である。

潮乾珠は、潮乾珠である。

潮干の道は、潮干の道である。

潮干の山は、潮干の山である。

潮干船は、潮干船である。

潮吹は、潮吹である。

潮吹貝は、潮吹貝である。

潮吹面は、潮吹面である。

塩豚は、塩豚である。

ジオプトリーは、ジオプトリーである。



塩船は、塩船である。

潮舟は、潮舟である。

汐舟は、汐舟である。

潮舟のは、潮舟のである。

汐舟のは、汐舟のである。

塩風呂は、塩風呂である。

潮風呂は、潮風呂である。

ジオフロントは、ジオフロントである。

塩干しは、塩干しである。

塩乾しは、塩乾しである。

塩鱒は、塩鱒である。

潮待ちは、潮待ちである。

潮祭は、潮祭である。

潮招きは、潮招きである。

望潮は、望潮である。

塩豆は、塩豆である。

潮回りは、潮回りである。

塩水は、塩水である。

潮水は、潮水である。

塩見岳は、塩見岳である。

潮道は、潮道である。

潮満珠は、潮満珠である。

潮盈珠は、潮盈珠である。

潮見橋は、潮見橋である。

塩剥きは、塩剥きである。

塩蒸しは、塩蒸しである。

塩目は、塩目である。

潮目は、潮目である。

塩物は、塩物である。

塩揉みは、塩揉みである。

塩屋は、塩屋である。

塩灸は、塩灸である。

塩焼は、塩焼である。

塩焼衣は、塩焼衣である。

潮焼けは、潮焼けである。

汐焼けは、汐焼けである。

塩屋煙は、塩屋煙である。

塩屋蜻蛉は、塩屋蜻蛉である。

塩湯は、塩湯である。

潮湯は、潮湯である。

塩茹では、塩茹でである。

しおらしいは、しおらしいである。

ジオラマは、ジオラマである。

栞は、栞である。

萎は、萎である。

撓は、撓である。



枝折は、枝折である。

地織は、地織である。

枝折垣は、枝折垣である。

枝折戸は、枝折戸である。

柴折戸は、柴折戸である。

撓萩は、撓萩である。

責るは、責るである。

萎るは、萎るである。

撓るは、撓るである。

霑るは、霑るである。

枝折るは、枝折るである。

栞るは、栞るである。

萎れるは、萎れるである。

四恩は、四恩である。

至恩は、至恩である。

私恩は、私恩である。

師恩は、師恩である。

歯音は、歯音である。

シオンは、シオンである。

字音は、字音である。

慈恩は、慈恩である。

字音仮名遣は、字音仮名遣である。

字音仮字用格は、字音仮字用格である。

慈恩寺は、慈恩寺である。

慈恩大師は、慈恩大師である。

地女は、地女である。

鹿は、鹿である。

子夏は、子夏である。

史科は、史科である。

史家は、史家である。

史禍は、史禍である。

四花は、四花である。

四果は、四果である。

四科は、四科である。

市価は、市価である。

死火は、死火である。

死花は、死花である。

紙花は、紙花である。

死貨は、死貨である。

糸価は、糸価である。

志賀は、志賀である。

私家は、私家である。

知客は、知客である。

師家は、師家である。

疵瑕は、疵瑕である。

紙価は、紙価である。



翅果は、翅果である。

詞華は、詞華である。

詞花は、詞花である。

歯科は、歯科である。

詩家は、詩家である。

雌花は、雌花である。

賜暇は、賜暇である。

しかは、しかである。

しがは、しがである。

滋賀は、滋賀である。

指画は、指画である。

歯牙は、歯牙である。

直は、直である。

寺家は、寺家である。

耳科は、耳科である。

自火は、自火である。

自科は、自科である。

自過は、自過である。

自家は、自家である。

自歌は、自歌である。

時下は、時下である。

時花は、時花である。

時華は、時華である。

時価は、時価である。

時果は、時果である。

磁化は、磁化である。

磁荷は、磁荷である。

自我は、自我である。

自画は、自画である。

爾雅は、爾雅である。

シガーは、シガーである。

しかあれどは、しかあれどである。

自歌合は、自歌合である。

尸解は、尸解である。

司会は、司会である。

四海は、四海である。

四界は、四界である。

市会は、市会である。

死灰は、死灰である。

死海は、死海である。

志怪は、志怪である。

視界は、視界である。

斯界は、斯界である。

詞海は、詞海である。

詩会は、詩会である。

市外は、市外である。



市街は、市街である。

死骸は、死骸である。

屍骸は、屍骸である。

紫蓋は、紫蓋である。

字解は、字解である。

次回は、次回である。

耳介は、耳介である。

自戒は、自戒である。

自晦は、自晦である。

自壊は、自壊である。

持戒は、持戒である。

時晦は、時晦である。

慈誨は、慈誨である。

辞海は、辞海である。

磁界は、磁界である。

地貝は、地貝である。

自害は、自害である。

市街化区域は、市街化区域である。

滋賀医科大学は、滋賀医科大学である。

市街化調整区域は、市街化調整区域である。

四海兄弟は、四海兄弟である。

死骸塩詰めは、死骸塩詰めである。

自我意識は、自我意識である。

死海写本は、死海写本である。

市街戦は、市街戦である。

紫外線は、紫外線である。

紫外線写真は、紫外線写真である。

紫外線療法は、紫外線療法である。

四戒壇は、四戒壇である。

四海波は、四海波である。

しがうは、しがうである。

鹿占は、鹿占である。

仕替えは、仕替えである。

歯科衛生士は、歯科衛生士である。

仕返しは、仕返しである。

仕返すは、仕返すである。

仕替えるは、仕替えるである。

地顔は、地顔である。

四箇格言は、四箇格言である。

鹿糟毛は、鹿糟毛である。

四鏡は、四鏡である。

仕掛りは、仕掛りである。

仕懸りは、仕懸りである。

仕掛り品は、仕掛り品である。

仕掛るは、仕掛るである。

鹿革は、鹿革である。



鹿皮は、鹿皮である。

自我関与は、自我関与である。

鹿木は、鹿木である。

鹿垣は、鹿垣である。

歯科技工士は、歯科技工士である。

磁化曲線は、磁化曲線である。

志賀潔は、志賀潔である。

志賀菌は、志賀菌である。

四角は、四角である。

死角は、死角である。

刺客は、刺客である。

始覚は、始覚である。

視角は、視角である。

視覚は、視覚である。

詞客は、詞客である。

詩客は、詩客である。

詩格は、詩格である。

資格は、資格である。

然くは、然くである。

爾くは、爾くである。

仕学は、仕学である。

仕覚は、仕覚である。

史学は、史学である。

四岳は、四岳である。

死学は、死学である。

志学は、志学である。

私学は、私学である。

視学は、視学である。

斯学は、斯学である。

詩学は、詩学である。

試楽は、試楽である。

地格は、地格である。

字画は、字画である。

字格は、字格である。

寺格は、寺格である。

耳殻は、耳殻である。

自覚は、自覚である。

時角は、時角である。

痔核は、痔核である。

耳学は、耳学である。

自学は、自学である。

四角行灯は、四角行灯である。

四角藺は、四角藺である。

四角いは、四角いである。

視学官は、視学官である。

四角形は、四角形である。



時角圏は、時角圏である。

視覚言語は、視覚言語である。

四角号碼は、四角号碼である。

四角四境の祭は、四角四境の祭である。

資格試験は、資格試験である。

四角四面は、四角四面である。

自覚症状は、自覚症状である。

私学助成は、私学助成である。

四角錐は、四角錐である。

慈覚大師は、慈覚大師である。

四角竹は、四角竹である。

四角柱は、四角柱である。

四角とうは、四角とうである。

資格任用は、資格任用である。

四角八方は、四角八方である。

四角張るは、四角張るである。

四角豆は、四角豆である。

仕掛けは、仕掛けである。

仕懸けは、仕懸けである。

仕掛け事は、仕掛け事である。

仕掛小道具は、仕掛小道具である。

仕掛鉄砲は、仕掛鉄砲である。

仕掛花火は、仕掛花火である。

仕掛品は、仕掛品である。

仕懸文庫は、仕懸文庫である。

仕掛物は、仕掛物である。

仕懸け者は、仕懸け者である。

仕掛け者は、仕掛け者である。

仕掛山伏は、仕掛山伏である。

仕掛けるは、仕掛けるである。

シカゴは、シカゴである。

志賀高原は、志賀高原である。

シカゴ学派は、シカゴ学派である。

直挿しは、直挿しである。

鹿猿は、鹿猿である。

死火山は、死火山である。

自画讃は、自画讃である。

自画賛は、自画賛である。

私窩子は、私窩子である。

然しは、然しである。

併しは、併しである。

如かじは、如かじである。

地貸しは、地貸しである。

確確は、確確である。

云云は、云云である。

四家式は、四家式である。



詩画軸は、詩画軸である。

志賀重昂は、志賀重昂である。

自画自讃は、自画自讃である。

自画自賛は、自画自賛である。

紫家七論は、紫家七論である。

自我実現説は、自我実現説である。

而しては、而してである。

然しては、然してである。

然し乍らは、然し乍らである。

併し乍らは、併し乍らである。

私家集は、私家集である。

詞華集は、詞華集である。

詞花集は、詞花集である。

時価主義は、時価主義である。

自花受精は、自花受精である。

自家受精は、自家受精である。

自家受粉は、自家受粉である。

如かずは、如かずである。

若かずは、若かずである。

しかすがには、しかすがにである。

然菅の渡りは、然菅の渡りである。

自家製は、自家製である。

耳下腺は、耳下腺である。

耳下腺炎は、耳下腺炎である。

自画像は、自画像である。

しかたは、しかたである。

仕方は、仕方である。

地方は、地方である。

地肩は、地肩である。

地形は、地形である。

滋賀大学は、滋賀大学である。

地方三帳は、地方三帳である。

地方三役は、地方三役である。

地方書は、地方書である。

地方知行は、地方知行である。

地方頭人は、地方頭人である。

地方取は、地方取である。

仕方無いは、仕方無いである。

直頼みは、直頼みである。

仕方話は、仕方話である。

仕形噺は、仕形噺である。

地方凡例録は、地方凡例録である。

地下足袋は、地下足袋である。

地方奉行は、地方奉行である。

仕形舞は、仕形舞である。

地固めは、地固めである。



地方文書は、地方文書である。

直談は、直談である。

直談判は、直談判である。

仕勝ちは、仕勝ちである。

自家中毒症は、自家中毒症である。

死活は、死活である。

四月は、四月である。

自活は、自活である。

シガツェは、シガツェである。

直接ぎは、直接ぎである。

直付けは、直付けである。

私学校は、私学校である。

四月馬鹿は、四月馬鹿である。

しかつべしいは、しかつべしいである。

鹿都部真顔は、鹿都部真顔である。

しかつべらしいは、しかつべらしいである。

しかつめ顔は、しかつめ顔である。

しかつめらしいは、しかつめらしいである。

死活問題は、死活問題である。

シガテラは、シガテラである。

志賀寺は、志賀寺である。

しかとは、しかとである。

確とは、確とである。

聢とは、聢とである。

至花道は、至花道である。

賜暇闘争は、賜暇闘争である。

自家撞着は、自家撞着である。

四ヶ度の幣は、四ヶ度の幣である。

直取引は、直取引である。

しがなは、しがなである。

しがないは、しがないである。

志賀直哉は、志賀直哉である。

然無顔は、然無顔である。

然ながらは、然ながらである。

鹿鳴草は、鹿鳴草である。

直には、直にである。

地火日は、地火日である。

地金は、地金である。

地金同士は、地金同士である。

地金の錆は、地金の錆である。

為兼ねるは、為兼ねるである。

鹿野は、鹿野である。

四日の悪日は、四日の悪日である。

志賀浦は、志賀浦である。

滋賀浦は、滋賀浦である。

志賀の大曲は、志賀の大曲である。



鹿の柵は、鹿の柵である。

志賀島は、志賀島である。

鹿の苑は、鹿の苑である。

鹿の園生は、鹿の園生である。

志賀高穴穂宮は、志賀高穴穂宮である。

鹿の角切りは、鹿の角切りである。

鹿の妻は、鹿の妻である。

鹿野武左衛門は、鹿野武左衛門である。

四箇の法要は、四箇の法要である。

鹿の巻筆は、鹿の巻筆である。

加之は、加之である。

滋賀の都は、滋賀の都である。

志賀の都は、志賀の都である。

滋賀の山越えは、滋賀の山越えである。

志賀の山越えは、志賀の山越えである。

然はあれどは、然はあれどである。

然許りは、然許りである。

直穿きは、直穿きである。

直履きは、直履きである。

似我蜂は、似我蜂である。

時価発行は、時価発行である。

自家発電は、自家発電である。

死花花は、死花花である。

尸冠は、尸冠である。

私家版は、私家版である。

直火は、直火である。

鹿笛は、鹿笛である。

自家不和合性は、自家不和合性である。

史可法は、史可法である。

自我本能は、自我本能である。

飾磨は、飾磨である。

直播きは、直播きである。

飾磨褐は、飾磨褐である。

飾磨紺は、飾磨紺である。

飾磨の褐は、飾磨の褐である。

顰は、顰である。

獅噛は、獅噛である。

地神は、地神である。

地紙は、地紙である。

地髪は、地髪である。

地紙売は、地紙売である。

地紙形は、地紙形である。

顰銭は、顰銭である。

しがみつくは、しがみつくである。

顰み面は、顰み面である。

地雷は、地雷である。



獅噛の兜は、獅噛の兜である。

獅噛火鉢は、獅噛火鉢である。

顰むは、顰むである。

顰めっ面は、顰めっ面である。

顰め面は、顰め面である。

顰めるは、顰めるである。

而もは、而もである。

直焼きは、直焼きである。

滋賀山は、滋賀山である。

志賀山は、志賀山である。

志賀山寺は、志賀山寺である。

志賀山流は、志賀山流である。

自家用は、自家用である。

信楽は、信楽である。

信楽笠は、信楽笠である。

信楽宮は、信楽宮である。

紫香楽宮は、紫香楽宮である。

信楽焼は、信楽焼である。

然らしめるは、然らしめるである。

為枯らすは、為枯らすである。

然らずばは、然らずばである。

然らずんばは、然らずんばである。

しからみ草紙は、しからみ草紙である。

柵むは、柵むである。

しかりは、しかりである。

叱は、叱である。

呵は、呵である。

地借りは、地借りである。

しかり毛は、しかり毛である。

然り而しては、然り而してである。

磁化率は、磁化率である。

叱杖は、叱杖である。

叱り付けるは、叱り付けるである。

しかりとは、しかりとである。

叱り飛ばすは、叱り飛ばすである。

しかり者は、しかり者である。

叱るは、叱るである。

呵るは、呵るである。

然る上はは、然る上はである。

然るが故には、然るが故にである。

而るには、而るにである。

然る可きは、然る可きである。

然る可き物は、然る可き物である。

然る可くはは、然る可くはである。

然る可しは、然る可しである。

ジカルボン酸は、ジカルボン酸である。



然るをは、然るをである。

而るをは、而るをである。

シガレットは、シガレットである。

シガレットケースは、シガレットケースである。

然れどもは、然れどもである。

地火炉は、地火炉である。

詞花和歌集は、詞花和歌集である。

詞華和歌集は、詞華和歌集である。

志賀渡は、志賀渡である。

士官は、士官である。

子癇は、子癇である。

支干は、支干である。

支管は、支管である。

止観は、止観である。

仕官は、仕官である。

史官は、史官である。

史観は、史観である。

弛緩は、弛緩である。

糸管は、糸管である。

私感は、私感である。

使館は、使館である。

始冠は、始冠である。

枝幹は、枝幹である。

屍姦は、屍姦である。

屍諫は、屍諫である。

尸諫は、尸諫である。

祠官は、祠官である。

紙冠は、紙冠である。

紙管は、紙管である。

脂肝は、脂肝である。

視官は、視官である。

視感は、視感である。

詞翰は、詞翰である。

歯冠は、歯冠である。

詩巻は、詩巻である。

篩管は、篩管である。

師管は、師管である。

此岸は、此岸である。

至願は、至願である。

志願は、志願である。

詩眼は、詩眼である。

字間は、字間である。

寺官は、寺官である。

寺観は、寺観である。

次官は、次官である。

耳管は、耳管である。



耳環は、耳環である。

時間は、時間である。

時艱は、時艱である。

字眼は、字眼である。

慈眼は、慈眼である。

慈顔は、慈顔である。

歯間音は、歯間音である。

時間外は、時間外である。

時間外協定は、時間外協定である。

時間外手当は、時間外手当である。

時間外労働は、時間外労働である。

士官学校は、士官学校である。

時間給は、時間給である。

時間切れは、時間切れである。

時間芸術は、時間芸術である。

芝翫下駄は、芝翫下駄である。

時間研究は、時間研究である。

止観業は、止観業である。

士官候補生は、士官候補生である。

止汗剤は、止汗剤である。

脂環式化合物は、脂環式化合物である。

止観十乗は、止観十乗である。

時間帯は、時間帯である。

只管打坐は、只管打坐である。

祗管打坐は、祗管打坐である。

時間知覚は、時間知覚である。

時間潰しは、時間潰しである。

時間反転は、時間反転である。

時間表は、時間表である。

私間法は、私間法である。

時間割は、時間割である。

敷は、敷である。

鋪は、鋪である。

閾は、閾である。

頻は、頻である。

磯城は、磯城である。

式は、式である。

色は、色である。

織は、織である。

職は、職である。

識は、識である。

士気は、士気である。

子規は、子規である。

子器は、子器である。

史記は、史記である。

四気は、四気である。



四季は、四季である。

四器は、四器である。

死期は、死期である。

至貴は、至貴である。

志木は、志木である。

志気は、志気である。

私記は、私記である。

始期は、始期である。

指帰は、指帰である。

指揮は、指揮である。

指麾は、指麾である。

紙器は、紙器である。

紫気は、紫気である。

視器は、視器である。

鴫は、鴫である。

鷸は、鷸である。

仕儀は、仕儀である。

四儀は、四儀である。

市議は、市議である。

旨義は、旨義である。

私議は、私議である。

思議は、思議である。

試技は、試技である。

諮議は、諮議である。

次期は、次期である。

自記は、自記である。

自欺は、自欺である。

自棄は、自棄である。

児嬉は、児嬉である。

事記は、事記である。

侍姫は、侍姫である。

時季は、時季である。

時期は、時期である。

時機は、時機である。

瓷器は、瓷器である。

辞気は、辞気である。

磁気は、磁気である。

磁器は、磁器である。

字義は、字義である。

児戯は、児戯である。

事宜は、事宜である。

時宜は、時宜である。

時儀は、時儀である。

辞宜は、辞宜である。

辞儀は、辞儀である。

辞義は、辞義である。



辞宜合は、辞宜合である。

辞儀合は、辞儀合である。

四季悪日は、四季悪日である。

敷網は、敷網である。

磁気嵐は、磁気嵐である。

敷居は、敷居である。

識閾は、識閾である。

敷居越しは、敷居越しである。

敷石は、敷石である。

甃石は、甃石である。

鋪石は、鋪石である。

敷板は、敷板である。

敷尹は、敷尹である。

職印は、職印である。

敷写しは、敷写しである。

敷浦は、敷浦である。

色衣は、色衣である。

四季絵は、四季絵である。

自記温湿計は、自記温湿計である。

自記温度計は、自記温度計である。

磁気カードは、磁気カードである。

色界は、色界である。

市議会は、市議会である。

市議会議員は、市議会議員である。

色界天は、色界天である。

色覚は、色覚である。

式楽は、式楽である。

色覚異常は、色覚異常である。

式菓子は、式菓子である。

敷金は、敷金である。

敷銀は、敷銀である。

敷紙は、敷紙である。

式神は、式神である。

識神は、識神である。

職神は、職神である。

敷皮は、敷皮である。

敷瓦は、敷瓦である。

甃は、甃である。

色感は、色感である。

指揮官は、指揮官である。

直願は、直願である。

磁気感応は、磁気感応である。

子規忌は、子規忌である。

鋪着は、鋪着である。

自記気圧計は、自記気圧計である。

私企業は、私企業である。



磁気共鳴映像法は、磁気共鳴映像法である。

磁気機雷は、磁気機雷である。

磁気記録は、磁気記録である。

敷金小作は、敷金小作である。

敷草は、敷草である。

式家は、式家である。

式外は、式外である。

直下は、直下である。

敷桁は、敷桁である。

識見は、識見である。

指揮権は、指揮権である。

磁気圏は、磁気圏である。

直見参は、直見参である。

私擬憲法案は、私擬憲法案である。

式乾門は、式乾門である。

識語は、識語である。

直小作は、直小作である。

敷炬燵は、敷炬燵である。

色彩は、色彩である。

直裁は、直裁である。

色彩感覚は、色彩感覚である。

色彩調節は、色彩調節である。

四季咲きは、四季咲きである。

四季咲薔薇は、四季咲薔薇である。

四季桜は、四季桜である。

直差は、直差である。

直札は、直札である。

直様は、直様である。

信貴山は、信貴山である。

直参は、直参である。

信貴山縁起絵巻は、信貴山縁起絵巻である。

式三献は、式三献である。

信貴山寺は、信貴山寺である。

式三番は、式三番である。

式三番叟は、式三番叟である。

色紙は、色紙である。

式次は、式次である。

式事は、式事である。

式辞は、式辞である。

職事は、職事である。

識字は、識字である。

色紙形は、色紙形である。

職事官は、職事官である。

式式は、式式である。

頻頻は、頻頻である。

直直は、直直である。



磁気子午線は、磁気子午線である。

式次第は、式次第である。

式日は、式日である。

自記湿度計は、自記湿度計である。

式日寄合は、式日寄合である。

式子内親王は、式子内親王である。

直指人心見性成仏は、直指人心見性成仏である。

色紙箱は、色紙箱である。

敷島は、敷島である。

磯城島は、磯城島である。

色紙窓は、色紙窓である。

敷島のは、敷島のである。

敷島の道は、敷島の道である。

式社は、式社である。

識者は、識者である。

指揮者は、指揮者である。

色弱は、色弱である。

職写田は、職写田である。

式叉摩那は、式叉摩那である。

職衆は、職衆である。

色衆は、色衆である。

直書は、直書である。

直叙は、直叙である。

式正は、式正である。

職掌は、職掌である。

史記抄は、史記抄である。

式条は、式条である。

式状は、式状である。

式場は、式場である。

色情は、色情である。

直状は、直状である。

色情狂は、色情狂である。

時期尚早は、時期尚早である。

色情倒錯は、色情倒錯である。

式正の装束は、式正の装束である。

色心は、色心である。

色身は、色身である。

色神は、色神である。

直心は、直心である。

直心影流は、直心影流である。

敷簀は、敷簀である。

磁気図は、磁気図である。

敷砂は、敷砂である。

ジギスムントは、ジギスムントである。

為着せは、為着せである。

仕着せは、仕着せである。



四季施は、四季施である。

磁気赤道は、磁気赤道である。

四季施金は、四季施金である。

為着せ代は、為着せ代である。

仕着せ代は、仕着せ代である。

食攻めは、食攻めである。

敷銭は、敷銭である。

直銭は、直銭である。

色素は、色素である。

直訴は、直訴である。

色相は、色相である。

直奏は、直奏である。

直送は、直送である。

磁気双極子は、磁気双極子である。

自記装置は、自記装置である。

磁気増幅器は、磁気増幅器である。

色即是空は、色即是空である。

色素細胞は、色素細胞である。

色素体は、色素体である。

色素蛋白質は、色素蛋白質である。

色素胞は、色素胞である。

直孫は、直孫である。

敷田は、敷田である。

色代は、色代である。

色体は、色体である。

式体は、式体である。

敷台は、敷台である。

式台は、式台である。

色代銭は、色代銭である。

色代納は、色代納である。

敷妙は、敷妙である。

敷妙のは、敷妙のである。

直高は、直高である。

色沢は、色沢である。

敷畳は、敷畳である。

敷き立つは、敷き立つである。

直達は、直達である。

鴫立沢は、鴫立沢である。

敷田年治は、敷田年治である。

為来りは、為来りである。

仕来りは、仕来りである。

ジギタリスは、ジギタリスである。

磁気探鉱は、磁気探鉱である。

直談鈔は、直談鈔である。

磁気探傷法は、磁気探傷法である。

敷地は、敷地である。



色調は、色調である。

色聴は、色聴である。

四季帳は、四季帳である。

直丁は、直丁である。

頻っては、頻ってである。

直積は、直積である。

敷き詰めるは、敷き詰めるである。

敷手は、敷手である。

直弟は、直弟である。

式亭三馬は、式亭三馬である。

磁気ディスクは、磁気ディスクである。

磁気テープは、磁気テープである。

直弟子は、直弟子である。

式典は、式典である。

色天は、色天である。

職田は、職田である。

直伝は、直伝である。

色度は、色度である。

指揮刀は、指揮刀である。

色道は、色道である。

直答は、直答である。

直稲は、直稲である。

直堂は、直堂である。

直道は、直道である。

食堂は、食堂である。

色道大鏡は、色道大鏡である。

色読は、色読である。

色度図は、色度図である。

直綴は、直綴である。

磁気ドラムは、磁気ドラムである。

直取りは、直取りである。

鋪内は、鋪内である。

四畿内は、四畿内である。

式内は、式内である。

鋪内追込は、鋪内追込である。

布き流るは、布き流るである。

頻き鳴くは、頻き鳴くである。

敷き靡ぶは、敷き靡ぶである。

頻浪は、頻浪である。

重波は、重波である。

頻浪草は、頻浪草である。

頻には、頻にである。

食肉は、食肉である。

直入は、直入である。

識認は、識認である。

直任は、直任である。



地絹は、地絹である。

閾貫は、閾貫である。

敷寝は、敷寝である。

式根島は、式根島である。

敷寝の船は、敷寝の船である。

式年は、式年である。

式年祭は、式年祭である。

式年遷宮祭は、式年遷宮祭である。

式能は、式能である。

直納は、直納である。

磁気能率は、磁気能率である。

式の神は、式の神である。

四季の曲は、四季の曲である。

敷伸しは、敷伸しである。

職曹司は、職曹司である。

四季の眺は、四季の眺である。

志貴皇子は、志貴皇子である。

施基皇子は、施基皇子である。

磯城瑞籬宮は、磯城瑞籬宮である。

職の御曹司は、職の御曹司である。

四季の山姥は、四季の山姥である。

直乗船頭は、直乗船頭である。

敷膚は、敷膚である。

地黄八幡の旗は、地黄八幡の旗である。

識抜は、識抜である。

直話は、直話である。

四季払は、四季払である。

敷梁は、敷梁である。

直判は、直判である。

樒は、樒である。

式微は、式微である。

直披は、直披である。

直筆は、直筆である。

式評定衆は、式評定衆である。

敷平瓦は、敷平瓦である。

敷布は、敷布である。

職封は、職封である。

式部は、式部である。

食封は、食封である。

式部官は、式部官である。

式部卿は、式部卿である。

式部局は、式部局である。

式服は、式服である。

式部省は、式部省である。

磁気浮上式鉄道は、磁気浮上式鉄道である。

式部職は、式部職である。



敷衾は、敷衾である。

敷蒲団は、敷蒲団である。

直船は、直船である。

式部大夫は、式部大夫である。

式部節は、式部節である。

式部寮は、式部寮である。

頻き降るは、頻き降るである。

職分資人は、職分資人である。

職分田は、職分田である。

磁気分離は、磁気分離である。

識別は、識別である。

磁気ヘッドは、磁気ヘッドである。

式法は、式法である。

色法は、色法である。

式帽は、式帽である。

指揮棒は、指揮棒である。

辞宜法は、辞宜法である。

色魔は、色魔である。

敷米は、敷米である。

式米は、式米である。

直米は、直米である。

重播は、重播である。

頻播は、頻播である。

直末寺は、直末寺である。

敷松葉は、敷松葉である。

敷味噌は、敷味噌である。

四季味噌は、四季味噌である。

直宮は、直宮である。

鴫虫は、鴫虫である。

敷女は、敷女である。

敷目は、敷目である。

色名は、色名である。

敷目板は、敷目板である。

指揮命令は、指揮命令である。

敷目縅は、敷目縅である。

色盲は、色盲である。

磁気モーメントは、磁気モーメントである。

式目は、式目である。

式目歌は、式目歌である。

色目人は、色目人である。

しきもしは、しきもしである。

食物は、食物である。

敷物は、敷物である。

直物は、直物である。

直物為替は、直物為替である。

式守は、式守である。



式守伊之助は、式守伊之助である。

直門は、直門である。

鴫焼は、鴫焼である。

嗜虐は、嗜虐である。

自虐は、自虐である。

嗜虐的は、嗜虐的である。

四脚門は、四脚門である。

直山は、直山である。

頻闇は、頻闇である。

子宮は、子宮である。

支給は、支給である。

四球は、四球である。

死球は、死球である。

至急は、至急である。

屍柩は、屍柩である。

指球は、指球である。

梓宮は、梓宮である。

色釉は、色釉である。

自救は、自救である。

自給は、自給である。

持久は、持久である。

時球は、時球である。

時給は、時給である。

子宮外妊娠は、子宮外妊娠である。

子宮癌は、子宮癌である。

子宮筋腫は、子宮筋腫である。

子宮頸管は、子宮頸管である。

自救権は、自救権である。

自救行為は、自救行為である。

子宮後屈は、子宮後屈である。

始球式は、始球式である。

自給自足は、自給自足である。

持久戦は、持久戦である。

持久走は、持久走である。

糸球体は、糸球体である。

糸毬体は、糸毬体である。

糸球体腎炎は、糸球体腎炎である。

子宮脱は、子宮脱である。

至急電報は、至急電報である。

磁気誘導は、磁気誘導である。

子宮内膜炎は、子宮内膜炎である。

子宮内膜症は、子宮内膜症である。

自給肥料は、自給肥料である。

四窮民は、四窮民である。

持久力は、持久力である。

敷幽霊は、敷幽霊である。



しきゅまは、しきゅまである。

四虚は、四虚である。

死去は、死去である。

辞去は、辞去である。

侍御は、侍御である。

司教は、司教である。

四教は、四教である。

四境は、四境である。

市況は、市況である。

示教は、示教である。

死境は、死境である。

至境は、至境である。

思郷は、思郷である。

指教は、指教である。

詩経は、詩経である。

詩境は、詩境である。

詩興は、詩興である。

鴟梟は、鴟梟である。

仕業は、仕業である。

司業は、司業である。

志業は、志業である。

始業は、始業である。

施行は、施行である。

施業は、施業である。

執行は、執行である。

斯業は、斯業である。

試業は、試業である。

字鏡は、字鏡である。

耳竅は、耳竅である。

耳鏡は、耳鏡である。

自供は、自供である。

自彊は、自彊である。

持経は、持経である。

字形は、字形である。

自行は、自行である。

事業は、事業である。

事業家は、事業家である。

事業会社は、事業会社である。

地形籠は、地形籠である。

自行加持は、自行加持である。

事業協同組合は、事業協同組合である。

自行化他は、自行化他である。

地狂言は、地狂言である。

事業債は、事業債である。

司教座聖堂は、司教座聖堂である。

事業資本は、事業資本である。



持経者は、持経者である。

字鏡集は、字鏡集である。

事業所税は、事業所税である。

事業所得は、事業所得である。

事業税は、事業税である。

事業年度は、事業年度である。

試供品は、試供品である。

事業部制組織は、事業部制組織である。

四強雄蕊は、四強雄蕊である。

視距儀は、視距儀である。

支局は、支局である。

史局は、史局である。

四極は、四極である。

私曲は、私曲である。

紫極は、紫極である。

詞曲は、詞曲である。

色欲は、色欲である。

色慾は、色慾である。

事局は、事局である。

時局は、時局である。

磁極は、磁極である。

食欲は、食欲である。

磁気羅針儀は、磁気羅針儀である。

直覧は、直覧である。

陣は、陣である。

頻りは、頻りである。

仕切りは、仕切りである。

地切は、地切である。

仕切り板は、仕切り板である。

仕切価格は、仕切価格である。

仕切為替は、仕切為替である。

仕切金は、仕切金である。

仕切状は、仕切状である。

仕切り違い棚は、仕切り違い棚である。

仕切り直しは、仕切り直しである。

頻りには、頻りにである。

仕切値段は、仕切値段である。

頻りの年は、頻りの年である。

仕切羽は、仕切羽である。

仕切場は、仕切場である。

仕切売買は、仕切売買である。

仕切矧ぎは、仕切矧ぎである。

仕切枡は、仕切枡である。

仕切屋は、仕切屋である。

識慮は、識慮である。

敷料は、敷料である。



式量は、式量である。

識量は、識量である。

直領は、直領である。

磁気量は、磁気量である。

識力は、識力である。

磁気力は、磁気力である。

頻るは、頻るである。

仕切るは、仕切るである。

尻切は、尻切である。

式礼は、式礼である。

直路は、直路である。

直廬は、直廬である。

食籠は、食籠である。

直渡しは、直渡しである。

鴫羂は、鴫羂である。

為極むは、為極むである。

敷藁は、敷藁である。

至近は、至近である。

私金は、私金である。

紫金は、紫金である。

紫禁は、紫禁である。

試金は、試金である。

資金は、資金である。

賜金は、賜金である。

市銀は、市銀である。

歯齦は、歯齦である。

詩吟は、詩吟である。

資金運用部は、資金運用部である。

歯齦炎は、歯齦炎である。

紫金牛は、紫金牛である。

資金繰りは、資金繰りである。

資金繰り表は、資金繰り表である。

資金計算書は、資金計算書である。

資金循環は、資金循環である。

紫金錠は、紫金錠である。

紫禁城は、紫禁城である。

試金石は、試金石である。

資金凍結は、資金凍結である。

資金統制は、資金統制である。

資金保険は、資金保険である。

資金ポジションは、資金ポジションである。

夙は、夙である。

宿は、宿である。

四九は、四九である。

四句は、四句である。

四苦は、四苦である。



四衢は、四衢である。

市区は、市区である。

死句は、死句である。

死苦は、死苦である。

詩句は、詩句である。

如くは、如くである。

若くは、若くである。

及くは、及くである。

敷くは、敷くである。

布くは、布くである。

頻くは、頻くである。

しくは、しくである。

至愚は、至愚である。

資具は、資具である。

舳は、舳である。

軸は、軸である。

地句は、地句である。

字句は、字句である。

慈救は、慈救である。

磁区は、磁区である。

ジグは、ジグである。

軸足は、軸足である。

しぐいあうは、しぐいあうである。

司空は、司空である。

四隅は、四隅である。

時空は、時空である。

軸受は、軸受である。

軸承は、軸承である。

軸受合金は、軸受合金である。

四宮職は、四宮職である。

時空世界は、時空世界である。

四隅八方は、四隅八方である。

軸飾は、軸飾である。

軸荘は、軸荘である。

シク活用は、シク活用である。

軸木は、軸木である。

軸距は、軸距である。

シク教は、シク教である。

軸組は、軸組である。

軸頸は、軸頸である。

仕種は、仕種である。

仕草は、仕草である。

軸索は、軸索である。

ジグザグは、ジグザグである。

ジグザグ航行は、ジグザグ航行である。

軸索突起は、軸索突起である。



ジグザグミシンは、ジグザグミシンである。

忸怩は、忸怩である。

しくしくは、しくしくである。

じくじくは、じくじくである。

しくじりは、しくじりである。

しくじるは、しくじるである。

仕崩すは、仕崩すである。

軸簾は、軸簾である。

軸性は、軸性である。

四弘誓願は、四弘誓願である。

シク戦争は、シク戦争である。

軸装は、軸装である。

ジグソーは、ジグソーである。

ジグソーパズルは、ジグソーパズルである。

仕口は、仕口である。

地口は、地口である。

地口行灯は、地口行灯である。

地口銭は、地口銭である。

地口付は、地口付である。

試掘は、試掘である。

軸釣は、軸釣である。

しくとは、しくとである。

竺土は、竺土である。

シグナルは、シグナルである。

じくねるは、じくねるである。

軸箱は、軸箱である。

軸函は、軸函である。

四衢八街は、四衢八街である。

四苦八苦は、四苦八苦である。

字配りは、字配りである。

軸馬力は、軸馬力である。

竺法護は、竺法護である。

竺法蘭は、竺法蘭である。

軸盆は、軸盆である。

羆は、羆である。

Σは、Σである。
σ は、σ である。
地隈は、地隈である。

σ電子は、σ電子である。
仕組みは、仕組みである。

仕組絵は、仕組絵である。

仕組狂言は、仕組狂言である。

仕組み船は、仕組み船である。

仕組むは、仕組むである。

しぐむは、しぐむである。

シグメット情報は、シグメット情報である。



地蜘蛛は、地蜘蛛である。

軸本は、軸本である。

軸元は、軸元である。

軸物は、軸物である。

ジグモンディは、ジグモンディである。

しぐらうは、しぐらうである。

しぐらむは、しぐらむである。

シクラメンは、シクラメンである。

しくりは、しくりである。

じぐりは、じぐりである。

軸流は、軸流である。

軸流水車は、軸流水車である。

軸流送風機は、軸流送風機である。

軸流タービンは、軸流タービンである。

時雨るは、時雨るである。

じぐるは、じぐるである。

地車は、地車である。

しくれは、しくれである。

時雨羹は、時雨羹である。

時雨忌は、時雨忌である。

時雨心地は、時雨心地である。

時雨西行は、時雨西行である。

時雨月は、時雨月である。

時雨亭文庫は、時雨亭文庫である。

時雨煮は、時雨煮である。

時雨の秋は、時雨の秋である。

時雨の色は、時雨の色である。

時雨蛤は、時雨蛤である。

時雨饅頭は、時雨饅頭である。

時雨れるは、時雨れるである。

舳艫は、舳艫である。

シクロフスキーは、シクロフスキーである。

シクロヘキサンは、シクロヘキサンである。

ジクロロベンゼンは、ジクロロベンゼンである。

為加ふは、為加ふである。

仕くはすは、仕くはすである。

四君は、四君である。

此君は、此君である。

使君は、使君である。

師君は、師君である。

師訓は、師訓である。

嗣君は、嗣君である。

二君は、二君である。

字訓は、字訓である。

士君子は、士君子である。

四君子は、四君子である。



使君子は、使君子である。

字訓詩は、字訓詩である。

しけは、しけである。

四家は、四家である。

四華は、四華である。

繁は、繁である。

地下は、地下である。

地毛は、地毛である。

寺解は、寺解である。

自解は、自解である。

治下は、治下である。

地下網は、地下網である。

支系は、支系である。

四計は、四計である。

死刑は、死刑である。

私刑は、私刑である。

私計は、私計である。

私恵は、私恵である。

枝茎は、枝茎である。

施恵は、施恵である。

紙型は、紙型である。

詞兄は、詞兄である。

詩形は、詩形である。

詩型は、詩型である。

四芸は、四芸である。

至芸は、至芸である。

詞芸は、詞芸である。

繁いは、繁いである。

茂いは、茂いである。

次兄は、次兄である。

自形は、自形である。

自剄は、自剄である。

自敬は、自敬である。

自警は、自警である。

じ刑は、じ刑である。

慈恵は、慈恵である。

地芸は、地芸である。

慈恵医院は、慈恵医院である。

歯茎音は、歯茎音である。

歯茎口蓋音は、歯茎口蓋音である。

淑景舎は、淑景舎である。

私経済は、私経済である。

自警団は、自警団である。

しけ糸は、しけ糸である。

しけ糸織は、しけ糸織である。

時系列は、時系列である。



シケイロスは、シケイロスである。

地下請は、地下請である。

繁打は、繁打である。

しけ織は、しけ織である。

地下方は、地下方である。

繁金物は、繁金物である。

繁木は、繁木である。

史劇は、史劇である。

私隙は、私隙である。

刺撃は、刺撃である。

刺激は、刺激である。

刺戟は、刺戟である。

詩劇は、詩劇である。

刺激閾は、刺激閾である。

刺激伝導系は、刺激伝導系である。

しけ絹は、しけ絹である。

刺激肥料は、刺激肥料である。

刺激療法は、刺激療法である。

繁くは、繁くである。

繁けくは、繁けくである。

しけこむは、しけこむである。

繁狭間は、繁狭間である。

地下侍は、地下侍である。

蕪しは、蕪しである。

繁しは、繁しである。

茂しは、茂しである。

繁道は、繁道である。

繁路は、繁路である。

繁繁は、繁繁である。

湿羊歯は、湿羊歯である。

時化空は、時化空である。

繁太夫節は、繁太夫節である。

繁だるきは、繁だるきである。

地下町は、地下町である。

止血は、止血である。

四穴は、四穴である。

四傑は、四傑である。

四けつは、四けつである。

死結は、死結である。

自決は、自決である。

痔血は、痔血である。

辞訣は、辞訣である。

止血剤は、止血剤である。

止血栓は、止血栓である。

シゲティは、シゲティである。

重籐は、重籐である。



滋籐は、滋籐である。

しげないは、しげないである。

地下人は、地下人である。

繁縫いは、繁縫いである。

重野は、重野である。

滋野は、滋野である。

繁野は、繁野である。

滋野井は、滋野井である。

重の井は、重の井である。

重の井子別れは、重の井子別れである。

しけの糸は、しけの糸である。

地下の公卿は、地下の公卿である。

地下の諸大夫は、地下の諸大夫である。

滋野貞主は、滋野貞主である。

地下の舞は、地下の舞である。

重野安繹は、重野安繹である。

地下派は、地下派である。

重衡は、重衡である。

重縁は、重縁である。

繁骨は、繁骨である。

繁みは、繁みである。

茂みは、茂みである。

重光は、重光である。

重光葵は、重光葵である。

滋目結は、滋目結である。

しけもくは、しけもくである。

繁文は、繁文である。

茂山は、茂山である。

繁山は、繁山である。

茂山弥五郎は、茂山弥五郎である。

繁慶は、繁慶である。

繁りは、繁りである。

茂りは、茂りである。

繁り合うは、繁り合うである。

しけるは、しけるである。

湿気るは、湿気るである。

しげるは、しげるである。

茂るは、茂るである。

繁るは、繁るである。

至健は、至健である。

私見は、私見である。

私権は、私権である。

試験は、試験である。

至言は、至言である。

始原は、始原である。

資源は、資源である。



事件は、事件である。

時圏は、時圏である。

示現は、示現である。

示顕は、示顕である。

字源は、字源である。

次元は、次元である。

時限は、時限である。

辞源は、辞源である。

資源衛星は、資源衛星である。

資源エネルギー庁は、資源エネルギー庁である。

次元解析は、次元解析である。

試験官は、試験官である。

試験管は、試験管である。

試験管ベビーは、試験管ベビーである。

資源管理型漁業は、資源管理型漁業である。

事件記者は、事件記者である。

始原細胞は、始原細胞である。

試験紙は、試験紙である。

試験場は、試験場である。

時限ストは、時限ストである。

時限装置は、時限装置である。

試験台は、試験台である。

始原代は、始原代である。

慈眼大師は、慈眼大師である。

自検断は、自検断である。

試験的は、試験的である。

時限爆弾は、時限爆弾である。

試験片は、試験片である。

時限立法は、時限立法である。

示現流は、示現流である。

醜は、醜である。

鬼は、鬼である。

しこは、しこである。

司鼓は、司鼓である。

史庫は、史庫である。

四股は、四股である。

四庫は、四庫である。

四顧は、四顧である。

市賈は、市賈である。

矢壺は、矢壺である。

矢籠は、矢籠である。

尻籠は、尻籠である。

指呼は、指呼である。

指顧は、指顧である。

飼戸は、飼戸である。

四五は、四五である。



死後は、死後である。

死語は、死語である。

枝梧は、枝梧である。

詩語は、詩語である。

自己は、自己である。

事故は、事故である。

じごは、じごである。

耳語は、耳語である。

事後は、事後である。

持碁は、持碁である。

爾後は、爾後である。

自己愛は、自己愛である。

自己暗示は、自己暗示である。

自己意識は、自己意識である。

子貢は、子貢である。

支考は、支考である。

司寇は、司寇である。

四光は、四光である。

四行は、四行である。

四劫は、四劫である。

四更は、四更である。

死交は、死交である。

至公は、至公である。

至巧は、至巧である。

至交は、至交である。

至行は、至行である。

至幸は、至幸である。

至厚は、至厚である。

至高は、至高である。

志向は、志向である。

私交は、私交である。

私考は、私考である。

私行は、私行である。

始皇は、始皇である。

思考は、思考である。

指甲は、指甲である。

指向は、指向である。

施工は、施工である。

恣行は、恣行である。

祗候は、祗候である。

紙工は、紙工である。

脂膏は、脂膏である。

紫甲は、紫甲である。

視紅は、視紅である。

歯垢は、歯垢である。

歯腔は、歯腔である。



嗜好は、嗜好である。

詩稿は、詩稿である。

試行は、試行である。

試航は、試航である。

趣向は、趣向である。

糸毫は、糸毫である。

至剛は、至剛である。

師号は、師号である。

紫毫は、紫毫である。

詩豪は、詩豪である。

試毫は、試毫である。

諡号は、諡号である。

耳孔は、耳孔である。

自校は、自校である。

自貢は、自貢である。

事行は、事行である。

事項は、事項である。

侍講は、侍講である。

時好は、時好である。

時効は、時効である。

時候は、時候である。

字号は、字号である。

寺号は、寺号である。

次号は、次号である。

時号は、時号である。

次高音は、次高音である。

指甲花は、指甲花である。

時効期間は、時効期間である。

施行規則は、施行規則である。

紙腔琴は、紙腔琴である。

思考経済説は、思考経済説である。

試行錯誤は、試行錯誤である。

四向四果は、四向四果である。

思考実験は、思考実験である。

自業自得は、自業自得である。

自業自縛は、自業自縛である。

志向性は、志向性である。

指向性は、指向性である。

趾行性は、趾行性である。

至高善は、至高善である。

視号通信は、視号通信である。

始皇帝は、始皇帝である。

四行程機関は、四行程機関である。

始皇帝兵馬俑坑は、始皇帝兵馬俑坑である。

慈江道は、慈江道である。

思考の原理は、思考の原理である。



時効の中断は、時効の中断である。

時効の停止は、時効の停止である。

試行の独立は、試行の独立である。

時候外れは、時候外れである。

嗜好品は、嗜好品である。

施行法は、施行法である。

施行令は、施行令である。

四公六民は、四公六民である。

自己運動は、自己運動である。

地声は、地声である。

醜男は、醜男である。

自己株式は、自己株式である。

子午環は、子午環である。

自己観察は、自己観察である。

自己感情は、自己感情である。

自己感応は、自己感応である。

扱きは、扱きである。

子午儀は、子午儀である。

扱き帯は、扱き帯である。

扱き拭きは、扱き拭きである。

自己欺瞞は、自己欺瞞である。

扱き元結は、扱き元結である。

自己金融は、自己金融である。

四国は、四国である。

紫黒は、紫黒である。

司獄は、司獄である。

至極は、至極である。

扱くは、扱くである。

二黒は、二黒である。

自国は、自国である。

時刻は、時刻である。

地獄は、地獄である。

地獄網は、地獄網である。

至極色は、至極色である。

地獄絵は、地獄絵である。

地獄落しは、地獄落しである。

地獄覚えは、地獄覚えである。

四国艦隊下関砲撃事件は、四国艦隊下関砲撃事件である。

醜草は、醜草である。

四国三郎は、四国三郎である。

地獄狭間は、地獄狭間である。

四国山地は、四国山地である。

四国自動車道は、四国自動車道である。

四国巡礼は、四国巡礼である。

四国順礼は、四国順礼である。

四国征伐は、四国征伐である。



地獄草紙は、地獄草紙である。

四国地方は、四国地方である。

地獄蝶蝶は、地獄蝶蝶である。

地獄詰めは、地獄詰めである。

持国天は、持国天である。

地獄道は、地獄道である。

四国同盟は、四国同盟である。

時刻到来は、時刻到来である。

四国八十八箇所は、四国八十八箇所である。

地獄腹は、地獄腹である。

四国稗は、四国稗である。

時刻表は、時刻表である。

地獄変は、地獄変である。

四国遍路は、四国遍路である。

地獄ほぞは、地獄ほぞである。

四国参りは、四国参りである。

地獄耳は、地獄耳である。

四国麦は、四国麦である。

四国巡りは、四国巡りである。

自己契約は、自己契約である。

自己原因は、自己原因である。

自己嫌悪は、自己嫌悪である。

自己顕示は、自己顕示である。

死後行為は、死後行為である。

自己抗体は、自己抗体である。

死後硬直は、死後硬直である。

事後強盗は、事後強盗である。

醜事は、醜事である。

自小作は、自小作である。

自己指図手形は、自己指図手形である。

しこしこは、しこしこである。

自己実現は、自己実現である。

自己資本は、自己資本である。

自己受容器は、自己受容器である。

自己消化は、自己消化である。

自己紹介は、自己紹介である。

事後承諾は、事後承諾である。

死後処分は、死後処分である。

仕拵えは、仕拵えである。

地拵えは、地拵えである。

為拗らすは、為拗らすである。

事後審は、事後審である。

譖づは、譖づである。

自己生産は、自己生産である。

子午線は、子午線である。

子午線観測は、子午線観測である。



子午線高度は、子午線高度である。

四庫全書は、四庫全書である。

四庫全書簡明目録は、四庫全書簡明目録である。

四庫全書総目提要は、四庫全書総目提要である。

子午線通過は、子午線通過である。

自己疎外は、自己疎外である。

しこたまは、しこたまである。

しこためるは、しこためるである。

色丹は、色丹である。

色丹草は、色丹草である。

色丹繁縷は、色丹繁縷である。

色丹松は、色丹松である。

自己中心は、自己中心である。

自己中心性は、自己中心性である。

死骨は、死骨である。

肢骨は、肢骨である。

指骨は、指骨である。

趾骨は、趾骨である。

歯骨は、歯骨である。

篩骨は、篩骨である。

醜つ翁は、醜つ翁である。

支笏湖は、支笏湖である。

支笏洞爺国立公園は、支笏洞爺国立公園である。

地骨皮は、地骨皮である。

飼戸田は、飼戸田である。

仕事は、仕事である。

仕事唄は、仕事唄である。

仕事納めは、仕事納めである。

仕事柄は、仕事柄である。

仕事関数は、仕事関数である。

仕事着は、仕事着である。

仕事給は、仕事給である。

仕事算は、仕事算である。

仕事師は、仕事師である。

仕事高は、仕事高である。

仕事の原理は、仕事の原理である。

仕事場は、仕事場である。

仕事箱は、仕事箱である。

仕事始めは、仕事始めである。

仕事率は、仕事率である。

醜名は、醜名である。

しこなしは、しこなしである。

しこなし顔は、しこなし顔である。

しこなすは、しこなすである。

醜の木は、醜の木である。

醜の御楯は、醜の御楯である。



自己売買は、自己売買である。

自己破産は、自己破産である。

自己否定は、自己否定である。

自己批判は、自己批判である。

自己負罪拒否特権は、自己負罪拒否特権である。

しこぶちは、しこぶちである。

しこへいは、しこへいである。

自己弁護は、自己弁護である。

じごぼうは、じごぼうである。

事後法の禁止は、事後法の禁止である。

自己保存は、自己保存である。

ジゴマは、ジゴマである。

自己満足は、自己満足である。

仕込みは、仕込みである。

仕込み桶は、仕込み桶である。

仕込制度は、仕込制度である。

仕込み杖は、仕込み杖である。

仕込みっ子は、仕込みっ子である。

仕込むは、仕込むである。

自己矛盾は、自己矛盾である。

醜女は、醜女である。

地米は、地米である。

四個名辞の虚偽は、四個名辞の虚偽である。

醜めしは、醜めしである。

子午面は、子午面である。

自己免疫は、自己免疫である。

自己免疫疾患は、自己免疫疾患である。

醜屋は、醜屋である。

矢壺矢は、矢壺矢である。

矢籠矢は、矢籠矢である。

尻籠矢は、尻籠矢である。

子午屋は、子午屋である。

自己融資は、自己融資である。

自己誘導は、自己誘導である。

しこりは、しこりである。

痼は、痼である。

凝は、凝である。

痼博打は、痼博打である。

自己流は、自己流である。

しこるは、しこるである。

痼るは、痼るである。

凝るは、凝るである。

事故るは、事故るである。

錏は、錏である。

錣は、錣である。

ジゴロは、ジゴロである。



錏頭巾は、錏頭巾である。

錣引は、錣引である。

錏曳は、錏曳である。

錏庇は、錏庇である。

錏葺は、錏葺である。

錏屋根は、錏屋根である。

士魂は、士魂である。

支根は、支根である。

私恨は、私恨である。

紫根は、紫根である。

紫紺は、紫紺である。

歯根は、歯根である。

詩魂は、詩魂である。

自今は、自今である。

爾今は、爾今である。

自今以後は、自今以後である。

紫根色は、紫根色である。

自言辞は、自言辞である。

二言辞は、二言辞である。

士魂商才は、士魂商才である。

私墾田は、私墾田である。

示唆は、示唆である。

咨嗟は、咨嗟である。

視差は、視差である。

四座は、四座である。

視座は、視座である。

自差は、自差である。

時差は、時差である。

侍坐は、侍坐である。

シザーズパスは、シザーズパスである。

示差圧力計は、示差圧力計である。

子細は、子細である。

仔細は、仔細である。

司宰は、司宰である。

司祭は、司祭である。

四祭は、四祭である。

四塞は、四塞である。

市債は、市債である。

私祭は、私祭である。

私債は、私債である。

詞彩は、詞彩である。

詩才は、詩才である。

死罪は、死罪である。

私財は、私財である。

私罪は、私罪である。

詩材は、詩材である。



資材は、資材である。

資財は、資財である。

自裁は、自裁である。

持斎は、持斎である。

自在は、自在である。

自在画は、自在画である。

子細顔は、子細顔である。

自在鉤は、自在鉤である。

四サイクル機関は、四サイクル機関である。

自在燭台は、自在燭台である。

自在スパナは、自在スパナである。

自在竹は、自在竹である。

資財帳は、資財帳である。

自在継手は、自在継手である。

子細面は、子細面である。

自在天は、自在天である。

子細無しは、子細無しである。

自在煮は、自在煮である。

刺細胞は、刺細胞である。

視細胞は、視細胞である。

時際法は、時際法である。

自在餅は、自在餅である。

子細者は、子細者である。

子細らしいは、子細らしいである。

地境は、地境である。

地先は、地先である。

地先山は、地先山である。

史策は、史策である。

思索は、思索である。

施策は、施策である。

詩作は、詩作である。

試作は、試作である。

試策は、試策である。

自作は、自作である。

時策は、時策である。

自作農は、自作農である。

地酒は、地酒である。

字指しは、字指しである。

時差出勤は、時差出勤である。

為止すは、為止すである。

伺察は、伺察である。

刺殺は、刺殺である。

視察は、視察である。

試刷は、試刷である。

寺刹は、寺刹である。

自殺は、自殺である。



自殺関与罪は、自殺関与罪である。

自殺教唆罪は、自殺教唆罪である。

自殺的は、自殺的である。

自殺点は、自殺点である。

自殺幇助罪は、自殺幇助罪である。

地錆は、地錆である。

時差惚けは、時差惚けである。

為様は、為様である。

シサムは、シサムである。

地侍は、地侍である。

地士は、地士である。

尻鞘は、尻鞘である。

字去は、字去である。

退り馬は、退り馬である。

退るは、退るである。

シザル麻は、シザル麻である。

為騒ぐは、為騒ぐである。

子産は、子産である。

四三は、四三である。

四散は、四散である。

私産は、私産である。

試算は、試算である。

試鑽は、試鑽である。

資産は、資産である。

雌山は、雌山である。

賜餐は、賜餐である。

死産は、死産である。

地算は、地算である。

自讃は、自讃である。

自賛は、自賛である。

持参は、持参である。

資産家は、資産家である。

四酸化三鉄は、四酸化三鉄である。

四酸化三鉛は、四酸化三鉛である。

資産株は、資産株である。

資産勘定は、資産勘定である。

持参金は、持参金である。

資産再評価は、資産再評価である。

持参債務は、持参債務である。

死産児は、死産児である。

市参事会は、市参事会である。

死産証書は、死産証書である。

資産調査は、資産調査である。

資産凍結は、資産凍結である。

持参人払いは、持参人払いである。

試算表は、試算表である。



資産評価は、資産評価である。

磁山文化は、磁山文化である。

市参与は、市参与である。

父は、父である。

肉は、肉である。

宍は、宍である。

獣は、獣である。

猪は、猪である。

士師は、士師である。

子思は、子思である。

尸子は、尸子である。

支子は、支子である。

史詩は、史詩である。

四四は、四四である。

四始は、四始である。

四肢は、四肢である。

四詩は、四詩である。

市肆は、市肆である。

死士は、死士である。

死屍は、死屍である。

志士は、志士である。

孜孜は、孜孜である。

私子は、私子である。

私史は、私史である。

私資は、私資である。

刺史は、刺史である。

指示は、指示である。

指使は、指使である。

師資は、師資である。

恣肆は、恣肆である。

紙誌は、紙誌である。

紫史は、紫史である。

嗣子は、嗣子である。

獅子は、獅子である。

師子は、師子である。

詩史は、詩史である。

詩思は、詩思である。

ししは、ししである。

榻は、榻である。

支持は、支持である。

四事は、四事である。

死児は、死児である。

至事は、至事である。

至慈は、至慈である。

私事は、私事である。

使事は、使事である。



指似は、指似である。

指事は、指事である。

師事は、師事である。

進士は、進士である。

示指は、示指である。

地子は、地子である。

次子は、次子である。

自死は、自死である。

自恣は、自恣である。

弐志は、弐志である。

児子は、児子である。

侍史は、侍史である。

慈氏は、慈氏である。

じじは、じじである。

自恃は、自恃である。

事事は、事事である。

時事は、時事である。

時時は、時時である。

爾時は、爾時である。

肉合いは、肉合いである。

肉合研出は、肉合研出である。

肉合彫は、肉合彫である。

鹿足は、鹿足である。

獣穴は、獣穴である。

肉市は、肉市である。

紫宸殿は、紫宸殿である。

猪独活は、猪独活である。

肌は、肌である。

鹿箙は、鹿箙である。

獅子王は、獅子王である。

肉置きは、肉置きである。

鹿威しは、鹿威しである。

鹿踊は、鹿踊である。

支持価格は、支持価格である。

蹙まるは、蹙まるである。

獅子頭は、獅子頭である。

獅子頭の兜は、獅子頭の兜である。

鹿ヶ谷は、鹿ヶ谷である。

シシカバブは、シシカバブである。

蹙むは、蹙むである。

猪狩は、猪狩である。

鹿狩は、鹿狩である。

獣狩は、獣狩である。

司式は、司式である。

四職は、四職である。

歯式は、歯式である。



地敷は、地敷である。

地鴫は、地鴫である。

四色啄木は、四色啄木である。

四死球は、四死球である。

獅子宮は、獅子宮である。

地子銀は、地子銀である。

獅子吼は、獅子吼である。

師子吼は、師子吼である。

支軸は、支軸である。

視軸は、視軸である。

詩軸は、詩軸である。

縮くは、縮くである。

ししくしろは、ししくしろである。

獅子口は、獅子口である。

獣食らいは、獣食らいである。

四次元は、四次元である。

指示元素は、指示元素である。

指示語は、指示語である。

獅子国は、獅子国である。

時時刻刻は、時時刻刻である。

獅子駒は、獅子駒である。

ししこらかすは、ししこらかすである。

獅子座は、獅子座である。

四時坐禅は、四時坐禅である。

獅子座流星群は、獅子座流星群である。

獅子猴は、獅子猴である。

子思子は、子思子である。

指示詞は、指示詞である。

猪じものは、猪じものである。

鹿じものは、鹿じものである。

次侍従は、次侍従である。

時事新報は、時事新報である。

ししずくは、ししずくである。

地子銭は、地子銭である。

師資相承は、師資相承である。

子子孫孫は、子子孫孫である。

猪田は、猪田である。

鹿田は、鹿田である。

支持体は、支持体である。

指示代名詞は、指示代名詞である。

猪茸は、猪茸である。

四七品は、四七品である。

地子帳は、地子帳である。

私室は、私室である。

屍室は、屍室である。

紙質は、紙質である。



脂質は、脂質である。

歯質は、歯質である。

資質は、資質である。

史実は、史実である。

四実は、四実である。

至日は、至日である。

地質は、地質である。

耳疾は、耳疾である。

自失は、自失である。

痔疾は、痔疾である。

事実は、事実である。

時日は、時日である。

時事通信社は、時事通信社である。

資治通鑑は、資治通鑑である。

資治通鑑綱目は、資治通鑑綱目である。

肉付きは、肉付きである。

猪突きは、猪突きである。

肉付くは、肉付くである。

事実行為は、事実行為である。

事実婚は、事実婚である。

事実婚主義は、事実婚主義である。

事実審は、事実審である。

事実審理は、事実審理である。

子実体は、子実体である。

四悉檀は、四悉檀である。

事実認定は、事実認定である。

事実の真理は、事実の真理である。

獅子っ鼻は、獅子っ鼻である。

事実無根は、事実無根である。

事実問題は、事実問題である。

地子田は、地子田である。

獅子唐は、獅子唐である。

地子稲は、地子稲である。

繁貫くは、繁貫くである。

獅子の面は、獅子の面である。

四四の金は、四四の金である。

獅子の座は、獅子の座である。

獅子の丸は、獅子の丸である。

榻の役は、榻の役である。

獅子葉は、獅子葉である。

地芝居は、地芝居である。

獅子鼻は、獅子鼻である。

祖父祖母は、祖父祖母である。

爺婆は、爺婆である。

地縛りは、地縛りである。

指示馬力は、指示馬力である。



肉醤は、肉醤である。

醢は、醢である。

宍人は、宍人である。

地渋は、地渋である。

ししふし言ふは、ししふし言ふである。

止止不須説は、止止不須説である。

シシフスは、シシフスである。

猪防ぎは、猪防ぎである。

鹿防ぎは、鹿防ぎである。

事事物物は、事事物物である。

獅子奮迅は、獅子奮迅である。

獅子文六は、獅子文六である。

四至ぼう示は、四至ぼう示である。

肉骨は、肉骨である。

黙は、黙である。

静寂は、静寂である。

獅子舞は、獅子舞である。

地子米は、地子米である。

蹙まふは、蹙まふである。

縮まるは、縮まるである。

蜆は、蜆である。

蜆貝は、蜆貝である。

蜆掻きは、蜆掻きである。

蜆川は、蜆川である。

蜆汁は、蜆汁である。

猪道は、猪道である。

鹿道は、鹿道である。

蜆蝶は、蜆蝶である。

小灰蝶は、小灰蝶である。

蜆橋は、蜆橋である。

蜆花は、蜆花である。

縮むは、縮むである。

爺むさいは、爺むさいである。

肉叢は、肉叢である。

臠は、臠である。

しじめは、しじめである。

史思明は、史思明である。

鎮扇は、鎮扇である。

じじめくは、じじめくである。

しし申しは、しし申しである。

獅子物は、獅子物である。

獅子門は、獅子門である。

時事問題は、時事問題である。

支社は、支社である。

仕者は、仕者である。

死者は、死者である。



使者は、使者である。

紫紗は、紫紗である。

詩社は、詩社である。

試写は、試写である。

試射は、試射である。

紫麝は、紫麝である。

寺社は、寺社である。

侍者は、侍者である。

持者は、持者である。

辞謝は、辞謝である。

轜車は、轜車である。

使者男は、使者男である。

寺社方は、寺社方である。

子爵は、子爵である。

指示薬は、指示薬である。

地借は、地借である。

字釈は、字釈である。

自酌は、自酌である。

磁石は、磁石である。

示寂は、示寂である。

自若は、自若である。

磁石鋼は、磁石鋼である。

磁石盤は、磁石盤である。

四捨五入は、四捨五入である。

止瀉剤は、止瀉剤である。

寺社溜は、寺社溜である。

寺社伝奏は、寺社伝奏である。

寺社取次は、寺社取次である。

死者の書は、死者の書である。

猟矢の征矢は、猟矢の征矢である。

シシャパンマは、シシャパンマである。

寺社奉行は、寺社奉行である。

肉病は、肉病である。

柳葉魚は、柳葉魚である。

鹿砦は、鹿砦である。

鹿矢来は、鹿矢来である。

寺社領は、寺社領である。

四衆は、四衆である。

四種は、四種である。

四趣は、四趣である。

旨酒は、旨酒である。

死守は、死守である。

巵酒は、巵酒である。

詩酒は、詩酒である。

詩趣は、詩趣である。

錙銖は、錙銖である。



師授は、師授である。

紫綬は、紫綬である。

地主は、地主である。

寺主は、寺主である。

自主は、自主である。

自守は、自守である。

自首は、自首である。

時衆は、時衆である。

侍豎は、侍豎である。

璽綬は、璽綬である。

四周は、四周である。

四洲は、四洲である。

死囚は、死囚である。

死臭は、死臭である。

屍臭は、屍臭である。

志州は、志州である。

私讐は、私讐である。

刺繍は、刺繍である。

詩集は、詩集である。

止住は、止住である。

四重は、四重である。

四獣は、四獣である。

始終は、始終である。

詩什は、詩什である。

尼衆は、尼衆である。

次週は、次週である。

自修は、自修である。

自習は、自習である。

時宗は、時宗である。

時羞は、時羞である。

時習は、時習である。

慈周は、慈周である。

自重は、自重である。

侍従は、侍従である。

四十腕は、四十腕である。

歯周炎は、歯周炎である。

四十肩は、四十肩である。

四十雀は、四十雀である。

時習館は、時習館である。

四重禁は、四重禁である。

四十九院は、四十九院である。

四十九苗は、四十九苗である。

四十九日は、四十九日である。

四十九餅は、四十九餅である。

四十暗がりは、四十暗がりである。

四十七士は、四十七士である。



四十島田は、四十島田である。

侍従所は、侍従所である。

四重唱は、四重唱である。

侍従職は、侍従職である。

四重奏は、四重奏である。

刺繍台は、刺繍台である。

侍従代は、侍従代である。

侍従長は、侍従長である。

仁寿殿は、仁寿殿である。

四十二章経は、四十二章経である。

四十二の二つ子は、四十二の二つ子である。

四十八願は、四十八願である。

四十八夜は、四十八夜である。

四十八鷹は、四十八鷹である。

四十八棚は、四十八棚である。

四十八手は、四十八手である。

歯周病は、歯周病である。

侍従武官は、侍従武官である。

四十振袖は、四十振袖である。

磁州窯は、磁州窯である。

自主管理は、自主管理である。

自主規制は、自主規制である。

止宿は、止宿である。

四宿は、四宿である。

私淑は、私淑である。

私塾は、私塾である。

自粛は、自粛である。

自主権は、自主権である。

自首減免は、自首減免である。

十種香は、十種香である。

地主権現は、地主権現である。

四種三昧は、四種三昧である。

四種姓は、四種姓である。

自主占有は、自主占有である。

四種相承は、四種相承である。

支出は、支出である。

四出は、四出である。

四術は、四術である。

施術は、施術である。

師術は、師術である。

支出国民所得は、支出国民所得である。

自主的は、自主的である。

自主独往は、自主独往である。

四種念仏は、四種念仏である。

四種の花は、四種の花である。

私聚百因縁集は、私聚百因縁集である。



シシュフォスは、シシュフォスである。

四種法は、四種法である。

自主法は、自主法である。

紫綬褒章は、紫綬褒章である。

自受法楽は、自受法楽である。

四種曼荼羅は、四種曼荼羅である。

自主流通米は、自主流通米である。

四旬は、四旬である。

至純は、至純である。

視準は、視準である。

諮詢は、諮詢である。

咨詢は、咨詢である。

耳順は、耳順である。

示準化石は、示準化石である。

思春期は、思春期である。

視準器は、視準器である。

視準儀は、視準儀である。

諮詢機関は、諮詢機関である。

四旬祭は、四旬祭である。

視準軸は、視準軸である。

四旬節は、四旬節である。

士庶は、士庶である。

支所は、支所である。

支庶は、支庶である。

支署は、支署である。

司書は、司書である。

史書は、史書である。

四書は、四書である。

死所は、死所である。

死処は、死処である。

私書は、私書である。

私署は、私署である。

詩書は、詩書である。

士女は、士女である。

子女は、子女である。

仕女は、仕女である。

紫女は、紫女である。

歯序は、歯序である。

廝女は、廝女である。

地所は、地所である。

字書は、字書である。

自処は、自処である。

自書は、自書である。

自署は、自署である。

辞書は、辞書である。

璽書は、璽書である。



次女は、次女である。

二女は、二女である。

次序は、次序である。

自如は、自如である。

自助は、自助である。

自序は、自序である。

自叙は、自叙である。

児女は、児女である。

侍女は、侍女である。

時序は、時序である。

爾汝は、爾汝である。

支証は、支証である。

支障は、支障である。

司掌は、司掌である。

四生は、四生である。

四声は、四声である。

四姓は、四姓である。

四象は、四象である。

四障は、四障である。

死生は、死生である。

死傷は、死傷である。

私消は、私消である。

私娼は、私娼である。

私傷は、私傷である。

私償は、私償である。

刺傷は、刺傷である。

刺衝は、刺衝である。

指掌は、指掌である。

師匠は、師匠である。

師承は、師承である。

祠掌は、祠掌である。

視床は、視床である。

詞章は、詞章である。

嗤笑は、嗤笑である。

詩抄は、詩抄である。

詩鈔は、詩鈔である。

熾昌は、熾昌である。

史生は、史生である。

史上は、史上である。

史乗は、史乗である。

四条は、四条である。

市上は、市上である。

市場は、市場である。

糸状は、糸状である。

至上は、至上である。

至情は、至情である。



私乗は、私乗である。

私情は、私情である。

枝条は、枝条である。

姿情は、姿情である。

施条は、施条である。

紙上は、紙上である。

詞場は、詞場である。

詩情は、詩情である。

試乗は、試乗である。

誌上は、誌上である。

熾盛は、熾盛である。

字性は、字性である。

次将は、次将である。

自性は、自性である。

自称は、自称である。

自証は、自証である。

自傷は、自傷である。

自照は、自照である。

事象は、事象である。

侍妾は、侍妾である。

治承は、治承である。

時正は、時正である。

時称は、時称である。

時鐘は、時鐘である。

自乗は、自乗である。

二乗は、二乗である。

自浄は、自浄である。

事情は、事情である。

治定は、治定である。

辞譲は、辞譲である。

磁場は、磁場である。

私生涯は、私生涯である。

市場価格は、市場価格である。

市場価値は、市場価値である。

視床下部は、視床下部である。

四条河原は、四条河原である。

持将棋は、持将棋である。

糸状菌は、糸状菌である。

私娼窟は、私娼窟である。

市場経済は、市場経済である。

四正見は、四正見である。

熾盛光仏頂は、熾盛光仏頂である。

耳小骨は、耳小骨である。

自乗根は、自乗根である。

四摂事は、四摂事である。

指小辞は、指小辞である。



慈照寺は、慈照寺である。

市場志向は、市場志向である。

自縄自縛は、自縄自縛である。

死傷者は、死傷者である。

至上者は、至上者である。

施条銃は、施条銃である。

自性清浄は、自性清浄である。

至上神は、至上神である。

至誠心は、至誠心である。

自乗数は、自乗数である。

市場生産は、市場生産である。

私小説は、私小説である。

市場占有率は、市場占有率である。

四聖諦は、四聖諦である。

四条大納言は、四条大納言である。

四条隆資は、四条隆資である。

糸状虫は、糸状虫である。

市場調査は、市場調査である。

事情通は、事情通である。

四条天皇は、四条天皇である。

四条畷は、四条畷である。

四生の苦輪は、四生の苦輪である。

事象の従属は、事象の従属である。

自性の月は、自性の月である。

事象の独立は、事象の独立である。

四条派は、四条派である。

事情判決は、事情判決である。

時鐘番兵は、時鐘番兵である。

死生不知は、死生不知である。

自照文学は、自照文学である。

事情変更の原則は、事情変更の原則である。

施条砲は、施条砲である。

事上磨錬は、事上磨錬である。

至上命令は、至上命令である。

四条流は、四条流である。

児女英雄伝は、児女英雄伝である。

私書函は、私書函である。

死色は、死色である。

至嘱は、至嘱である。

姿色は、姿色である。

脂燭は、脂燭である。

紙燭は、紙燭である。

紫色は、紫色である。

試食は、試食である。

試植は、試植である。

耳食は、耳食である。



自色は、自色である。

自殖は、自殖である。

侍食は、侍食である。

辞色は、辞色である。

辞職は、辞職である。

自助具は、自助具である。

紫色金は、紫色金である。

四色問題は、四色問題である。

四書五経は、四書五経である。

四書集注は、四書集注である。

私署証書は、私署証書である。

時所諸縁は、時所諸縁である。

自叙体は、自叙体である。

四書大全は、四書大全である。

自叙伝は、自叙伝である。

爾汝の交わりは、爾汝の交わりである。

自助売却は、自助売却である。

私書箱は、私書箱である。

四所明神は、四所明神である。

自助論は、自助論である。

縮羅は、縮羅である。

しじら織は、しじら織である。

しじら間道は、しじら間道である。

しじらぎは、しじらぎである。

木防己は、木防己である。

地尻は、地尻である。

シシリーは、シシリーである。

為知るは、為知るである。

しじれるは、しじれるである。

地代は、地代である。

地白は、地白である。

地白形は、地白形である。

地白染は、地白染である。

獣論は、獣論である。

鹿論は、鹿論である。

ししわきは、ししわきである。

仕進は、仕進である。

司辰は、司辰である。

史臣は、史臣である。

四診は、四診である。

四箴は、四箴である。

至心は、至心である。

至信は、至信である。

至神は、至神である。

至親は、至親である。

私心は、私心である。



私信は、私信である。

私親は、私親である。

使臣は、使臣である。

指針は、指針である。

指診は、指診である。

紫宸は、紫宸である。

視診は、視診である。

詩心は、詩心である。

詩神は、詩神である。

士人は、士人である。

四神は、四神である。

市人は、市人である。

市塵は、市塵である。

矢刃は、矢刃である。

至人は、至人である。

至仁は、至仁である。

私人は、私人である。

使人は、使人である。

梓人は、梓人である。

詞人は、詞人である。

詩人は、詩人である。

資人は、資人である。

し尽は、し尽である。

地震は、地震である。

自身は、自身である。

自信は、自信である。

弐心は、弐心である。

二心は、二心である。

弐臣は、弐臣である。

侍臣は、侍臣である。

時辰は、時辰である。

時針は、時針である。

慈心は、慈心である。

磁針は、磁針である。

寺人は、寺人である。

自刃は、自刃である。

自尽は、自尽である。

時人は、時人である。

慈仁は、慈仁である。

歯唇音は、歯唇音である。

し尽灰滅は、し尽灰滅である。

地震学は、地震学である。

地震加藤は、地震加藤である。

地震雷の間は、地震雷の間である。

四神旗は、四神旗である。

時辰儀は、時辰儀である。



地震記象は、地震記象である。

地神経は、地神経である。

地神経読みは、地神経読みである。

地震口は、地震口である。

視神経は、視神経である。

地震計は、地震計である。

視神経交叉は、視神経交叉である。

地神講は、地神講である。

地震工学は、地震工学である。

自身自仏は、自身自仏である。

至信心は、至信心である。

至心信楽は、至心信楽である。

始新世は、始新世である。

四神相応は、四神相応である。

私人訴追主義は、私人訴追主義である。

地震帯は、地震帯である。

地震探鉱は、地震探鉱である。

地震断層は、地震断層である。

地震津波は、地震津波である。

地震動は、地震動である。

自身捕りは、自身捕りである。

四親王家は、四親王家である。

地震の間は、地震の間である。

地震波は、地震波である。

地震売買は、地震売買である。

自身番は、自身番である。

自身番屋は、自身番屋である。

地震保険は、地震保険である。

地震約款は、地震約款である。

地震予知は、地震予知である。

地親類は、地親類である。

シスは、シスである。

殺すは、殺すである。

死すは、死すである。

弑すは、弑すである。

静は、静である。

賤は、賤である。

鎮は、鎮である。

倭文は、倭文である。

垂づは、垂づである。

帙簀は、帙簀である。

ジスは、ジスである。

治すは、治すである。

辞すは、辞すである。

止水は、止水である。

四陲は、四陲である。



四垂は、四垂である。

四睡は、四睡である。

死水は、死水である。

私水は、私水である。

泗水は、泗水である。

脂水は、脂水である。

紫翠は、紫翠である。

試錐は、試錐である。

歯髄は、歯髄である。

雌蕊は、雌蕊である。

自水は、自水である。

自炊は、自炊である。

歯髄炎は、歯髄炎である。

地水火風空は、地水火風空である。

試錐機は、試錐機である。

私出挙は、私出挙である。

歯髄腔は、歯髄腔である。

賤稲は、賤稲である。

泗水の学は、泗水の学である。

死水容量は、死水容量である。

指数は、指数である。

紙数は、紙数である。

為据うは、為据うである。

字数は、字数である。

次数は、次数である。

指数関数は、指数関数である。

志都歌は、志都歌である。

指数法則は、指数法則である。

尻居は、尻居である。

下枝は、下枝である。

賤男は、賤男である。

静岡は、静岡である。

静岡事件は、静岡事件である。

静岡大学は、静岡大学である。

沈折は、沈折である。

倭文織は、倭文織である。

静かは、静かである。

閑かは、閑かである。

ジスカールデスタンは、ジスカールデスタンである。

閑掻は、閑掻である。

静掻は、静掻である。

静かさは、静かさである。

閑かさは、閑かさである。

賤ヶ岳は、賤ヶ岳である。

賤ヶ岳の七本槍は、賤ヶ岳の七本槍である。

賤ヶ岳の戦は、賤ヶ岳の戦である。



賤が屋は、賤が屋である。

シスクは、シスクである。

滴は、滴である。

雫は、雫である。

沈くは、沈くである。

雫もは、雫もである。

倭文鞍は、倭文鞍である。

静けさは、静けさである。

静けしは、静けしである。

シスコは、シスコである。

ジスコードは、ジスコードである。

静心は、静心である。

静意は、静意である。

仕過しは、仕過しである。

仕過すは、仕過すである。

静静は、静静である。

しづ菅は、しづ菅である。

シスターは、シスターである。

閑谷黌は、閑谷黌である。

倭文手纏は、倭文手纏である。

シスチンは、シスチンである。

システィナ礼拝堂は、システィナ礼拝堂である。

システインは、システインである。

システマチックは、システマチックである。

システムは、システムである。

システムエンジニアは、システムエンジニアである。

システム家具は、システム家具である。

システムキッチンは、システムキッチンである。

システム工学は、システム工学である。

システムコンポは、システムコンポである。

システムソフトウェアは、システムソフトウェアである。

ジステンパーは、ジステンパーである。

ジストマは、ジストマである。

シストランス異性は、シストランス異性である。

賤鳥は、賤鳥である。

ジストロフィーは、ジストロフィーである。

倭文幣は、倭文幣である。

倭文布は、倭文布である。

賤の男は、賤の男である。

倭文の苧環は、倭文の苧環である。

賤の女は、賤の女である。

賤の屋は、賤の屋である。

倭文機は、倭文機である。

倭文機帯は、倭文機帯である。

賤機帯は、賤機帯である。

倭文機衣は、倭文機衣である。



賤機焼は、賤機焼である。

賤機山は、賤機山である。

ジスプロシウムは、ジスプロシウムである。

地滑りは、地滑りである。

地辷りは、地辷りである。

シスマは、シスマである。

倭文纏は、倭文纏である。

為済ますは、為済ますである。

賤間月は、賤間月である。

静まり返るは、静まり返るである。

志頭磨流は、志頭磨流である。

志津磨流は、志津磨流である。

鎮まるは、鎮まるである。

静まるは、静まるである。

沈みは、沈みである。

沈み魚は、沈み魚である。

沈み木は、沈み木である。

沈み繰りは、沈み繰りである。

沈み込みは、沈み込みである。

沈み込み帯は、沈み込み帯である。

鎮宮は、鎮宮である。

沈むは、沈むである。

沈めは、沈めである。

鎮めは、鎮めである。

沈め石は、沈め石である。

鎮め物は、鎮め物である。

沈めるは、沈めるである。

鎮めるは、鎮めるである。

静めるは、静めるである。

静もるは、静もるである。

鎮もるは、鎮もるである。

ジズヤは、ジズヤである。

静やかは、静やかである。

賤家小菅は、賤家小菅である。

閑野小菅は、閑野小菅である。

垂らかすは、垂らかすである。

垂りは、垂りである。

地擦りは、地擦りである。

地摺は、地摺である。

垂り雪は、垂り雪である。

歯するは、歯するである。

資するは、資するである。

垂るは、垂るである。

侍するは、侍するである。

持するは、持するである。

辞するは、辞するである。



シスレーは、シスレーである。

後輪は、後輪である。

氏姓は、氏姓である。

四清は、四清である。

四聖は、四聖である。

市井は、市井である。

市制は、市制である。

市政は、市政である。

市勢は、市勢である。

至正は、至正である。

至聖は、至聖である。

至誠は、至誠である。

至精は、至精である。

私生は、私生である。

私製は、私製である。

刺青は、刺青である。

姿勢は、姿勢である。

施政は、施政である。

紙製は、紙製である。

粢盛は、粢盛である。

詩聖は、詩聖である。

試製は、試製である。

資性は、資性である。

雌性は、雌性である。

賜姓は、賜姓である。

市税は、市税である。

蓍筮は、蓍筮である。

自生は、自生である。

自制は、自制である。

自省は、自省である。

自製は、自製である。

自誓は、自誓である。

治世は、治世である。

時世は、時世である。

時制は、時制である。

時勢は、時勢である。

辞世は、辞世である。

磁性は、磁性である。

磁性インクは、磁性インクである。

私生活は、私生活である。

死生観は、死生観である。

司政官は、司政官である。

施政権は、施政権である。

自誓語は、自誓語である。

賜姓降下は、賜姓降下である。

自生鉱物は、自生鉱物である。



私生子は、私生子である。

私生児は、私生児である。

示性式は、示性式である。

自生植物は、自生植物である。

氏姓制度は、氏姓制度である。

雌性先熟は、雌性先熟である。

時世粧は、時世粧である。

始生代は、始生代である。

磁性体は、磁性体である。

自生的は、自生的である。

四世同堂は、四世同堂である。

市井の臣は、市井の臣である。

四姓の使は、四姓の使である。

市井の徒は、市井の徒である。

市井の人は、市井の人である。

私製葉書は、私製葉書である。

四声八病は、四声八病である。

姿勢反射は、姿勢反射である。

雌性ホルモンは、雌性ホルモンである。

しせきは、しせきである。

士籍は、士籍である。

史跡は、史跡である。

史蹟は、史蹟である。

史籍は、史籍である。

矢石は、矢石である。

咫尺は、咫尺である。

指斥は、指斥である。

歯石は、歯石である。

次席は、次席である。

耳石は、耳石である。

自席は、自席である。

自責は、自責である。

事跡は、事跡である。

事蹟は、事蹟である。

事迹は、事迹である。

事績は、事績である。

史籍集覧は、史籍集覧である。

咫尺千里は、咫尺千里である。

自責点は、自責点である。

支石墓は、支石墓である。

史跡名勝天然記念物は、史跡名勝天然記念物である。

士節は、士節である。

四節は、四節である。

志節は、志節である。

私設は、私設である。

私説は、私説である。



使節は、使節である。

施設は、施設である。

師説は、師説である。

死絶は、死絶である。

自切は、自切である。

自説は、自説である。

持節は、持節である。

持説は、持説である。

時節は、時節である。

施設科は、施設科である。

時節柄は、時節柄である。

持節将軍は、持節将軍である。

持節大使は、持節大使である。

時節到来は、時節到来である。

地銭は、地銭である。

ジゼルは、ジゼルである。

死せる魂は、死せる魂である。

子銭は、子銭である。

支線は、支線である。

四川は、四川である。

死戦は、死戦である。

死線は、死線である。

糸腺は、糸腺である。

私船は、私船である。

私撰は、私撰である。

私線は、私線である。

私賤は、私賤である。

私選は、私選である。

泗川は、泗川である。

紙銭は、紙銭である。

紙線は、紙線である。

脂腺は、脂腺である。

視線は、視線である。

詩仙は、詩仙である。

詩箋は、詩箋である。

賜饌は、賜饌である。

史前は、史前である。

四善は、四善である。

四禅は、四禅である。

自然は、自然である。

耳栓は、耳栓である。

自撰は、自撰である。

自選は、自選である。

自薦は、自薦である。

次善は、次善である。

事前は、事前である。



慈善は、慈善である。

自然硫黄は、自然硫黄である。

慈善市は、慈善市である。

事前運動は、事前運動である。

自然栄養は、自然栄養である。

子銭家は、子銭家である。

自然界は、自然界である。

自然価格は、自然価格である。

自然科学は、自然科学である。

自然学は、自然学である。

自然環境保全法は、自然環境保全法である。

自然気胸は、自然気胸である。

自然休会は、自然休会である。

自然休養林は、自然休養林である。

自然教は、自然教である。

自然金は、自然金である。

自然銀は、自然銀である。

自然経済は、自然経済である。

自然血族は、自然血族である。

自然権は、自然権である。

自然言語は、自然言語である。

自然現象は、自然現象である。

自然光は、自然光である。

自然公園は、自然公園である。

慈善興行は、慈善興行である。

自然公物は、自然公物である。

自然災害は、自然災害である。

自然債務は、自然債務である。

自然残留磁気は、自然残留磁気である。

使宣旨は、使宣旨である。

指宣旨は、指宣旨である。

自然史は、自然史である。

自然死は、自然死である。

自然誌は、自然誌である。

自然児は、自然児である。

慈善事業は、慈善事業である。

自然失業率は、自然失業率である。

自然社会は、自然社会である。

自然宗教は、自然宗教である。

自然主義は、自然主義である。

事前準備は、事前準備である。

自然上蔟は、自然上蔟である。

自然状態は、自然状態である。

自然食は、自然食である。

自然神は、自然神である。

自然人は、自然人である。



自然真営道は、自然真営道である。

自然神学は、自然神学である。

自然神教は、自然神教である。

自然人類学は、自然人類学である。

自然神論は、自然神論である。

自然神話は、自然神話である。

自然水銀は、自然水銀である。

自然数は、自然数である。

自然崇拝は、自然崇拝である。

自然石は、自然石である。

二千石は、二千石である。

自然選択は、自然選択である。

自然葬は、自然葬である。

自然増加率は、自然増加率である。

自然増収は、自然増収である。

視線速度は、視線速度である。

慈善組織協会は、慈善組織協会である。

自然体は、自然体である。

自然対数は、自然対数である。

自然地理学は、自然地理学である。

自然通風は、自然通風である。

自然堤防は、自然堤防である。

自然的は、自然的である。

自然的短音階は、自然的短音階である。

自然鉄は、自然鉄である。

自然哲学は、自然哲学である。

四禅天は、四禅天である。

詩仙堂は、詩仙堂である。

自然銅は、自然銅である。

自然淘汰は、自然淘汰である。

自然と人生は、自然と人生である。

慈善鍋は、慈善鍋である。

自然農法は、自然農法である。

自然の国は、自然の国である。

自然の事は、自然の事である。

自然の数は、自然の数である。

自然の斉一性は、自然の斉一性である。

自然の光は、自然の光である。

自然生えは、自然生えである。

自然発火は、自然発火である。

自然発生は、自然発生である。

自然犯は、自然犯である。

自然必然性は、自然必然性である。

自然描写は、自然描写である。

自然物は、自然物である。

自然分類は、自然分類である。



私選弁護人は、私選弁護人である。

自然弁証法は、自然弁証法である。

自然法は、自然法である。

自然法則は、自然法則である。

自然法論は、自然法論である。

自然木は、自然木である。

自然保護は、自然保護である。

自然免疫は、自然免疫である。

自然律は、自然律である。

四千両は、四千両である。

自然力は、自然力である。

紫髯緑眼は、紫髯緑眼である。

自然暦は、自然暦である。

私撰和歌集は、私撰和歌集である。

尸素は、尸素である。

始祖は、始祖である。

紙塑は、紙塑である。

紫蘇は、紫蘇である。

緇素は、緇素である。

自訴は、自訴である。

四相は、四相である。

四葬は、四葬である。

死相は、死相である。

志操は、志操である。

使送は、使送である。

使僧は、使僧である。

刺草は、刺草である。

刺創は、刺創である。

芝草は、芝草である。

思想は、思想である。

指爪は、指爪である。

指嗾は、指嗾である。

使嗾は、使嗾である。

師僧は、師僧である。

紙窓は、紙窓である。

紫草は、紫草である。

詞宗は、詞宗である。

詞藻は、詞藻である。

歯槽は、歯槽である。

詩宗は、詩宗である。

詩草は、詩草である。

詩僧は、詩僧である。

詩想は、詩想である。

試走は、試走である。

飼槽は、飼槽である。

駛走は、駛走である。



四蔵は、四蔵である。

死蔵は、死蔵である。

私蔵は、私蔵である。

祗承は、祗承である。

寺僧は、寺僧である。

自走は、自走である。

児曹は、児曹である。

事相は、事相である。

侍曹は、侍曹である。

持僧は、持僧である。

時粧は、時粧である。

地蔵は、地蔵である。

自蔵は、自蔵である。

地蔵会は、地蔵会である。

思想家は、思想家である。

思想界は、思想界である。

地蔵顔は、地蔵顔である。

地蔵頭は、地蔵頭である。

示相化石は、示相化石である。

思想警察は、思想警察である。

思想劇は、思想劇である。

地蔵講は、地蔵講である。

地蔵格子は、地蔵格子である。

自走支保は、自走支保である。

思想戦は、思想戦である。

地蔵尊は、地蔵尊である。

地蔵堂は、地蔵堂である。

歯槽膿瘍は、歯槽膿瘍である。

歯槽膿漏は、歯槽膿漏である。

思想の自由は、思想の自由である。

四三の星は、四三の星である。

四艘張網は、四艘張網である。

思想犯は、思想犯である。

思想犯保護観察法は、思想犯保護観察法である。

自走砲は、自走砲である。

地蔵菩薩は、地蔵菩薩である。

地蔵盆は、地蔵盆である。

地蔵舞は、地蔵舞である。

地蔵眉は、地蔵眉である。

シソーラスは、シソーラスである。

紫蘇科は、紫蘇科である。

紫蘇輝石は、紫蘇輝石である。

子息は、子息である。

四足は、四足である。

四則は、四則である。

視束は、視束である。



士族は、士族である。

支族は、支族である。

枝族は、枝族である。

氏族は、氏族である。

私属は、私属である。

嗣続は、嗣続である。

親族は、親族である。

鷙族は、鷙族である。

退くは、退くである。

自足は、自足である。

時速は、時速である。

磁束は、磁束である。

持続は、持続である。

時俗は、時俗である。

脂燭色は、脂燭色である。

持続可能な開発は、持続可能な開発である。

磁束計は、磁束計である。

四則算は、四則算である。

士族授産は、士族授産である。

氏族制度は、氏族制度である。

持続的農業は、持続的農業である。

四足動物は、四足動物である。

士族の商法は、士族の商法である。

士族反乱は、士族反乱である。

磁束密度は、磁束密度である。

為損うは、為損うである。

紫蘇酒は、紫蘇酒である。

為過すは、為過すである。

始祖鳥は、始祖鳥である。

士卒は、士卒である。

紫蘇糖は、紫蘇糖である。

為損はかすは、為損はかすである。

紫蘇醤は、紫蘇醤である。

紫蘇巻は、紫蘇巻である。

為初むは、為初むである。

為初めは、為初めである。

仕初めは、仕初めである。

地染めは、地染めである。

自剃りは、自剃りである。

子孫は、子孫である。

耳孫は、耳孫である。

自存は、自存である。

自尊は、自尊である。

自損は、自損である。

児孫は、児孫である。

慈尊は、慈尊である。



慈尊三会は、慈尊三会である。

自尊宗は、自尊宗である。

為損じるは、為損じるである。

自尊心は、自尊心である。

為損ずるは、為損ずるである。

下は、下である。

舌は、舌である。

簧は、簧である。

羊歯は、羊歯である。

歯朶は、歯朶である。

志太は、志太である。

志田は、志田である。

自他は、自他である。

耳朶は、耳朶である。

下煽りは、下煽りである。

下顎は、下顎である。

下味は、下味である。

ジダーノフは、ジダーノフである。

下洗いは、下洗いである。

シタールは、シタールである。

支隊は、支隊である。

枝隊は、枝隊である。

四体は、四体である。

四諦は、四諦である。

死体は、死体である。

屍体は、屍体である。

死胎は、死胎である。

肢体は、肢体である。

肢帯は、肢帯である。

姿態は、姿態である。

詩体は、詩体である。

四大は、四大である。

市大は、市大である。

次第は、次第である。

至大は、至大である。

私大は、私大である。

進退は、進退である。

詩題は、詩題である。

地体は、地体である。

字体は、字体である。

自体は、自体である。

事態は、事態である。

時態は、時態である。

辞退は、辞退である。

地大は、地大である。

次代は、次代である。



自大は、自大である。

事大は、事大である。

時代は、時代である。

施耐庵は、施耐庵である。

次第至りは、次第至りである。

次第送りは、次第送りである。

時代後れは、時代後れである。

時代男は、時代男である。

時代親父は、時代親父である。

四大家は、四大家である。

したいがいは、したいがいである。

四大海は、四大海である。

時代がかるは、時代がかるである。

次第書は、次第書である。

時代紙は、時代紙である。

次第柄は、次第柄である。

時代感覚は、時代感覚である。

四大奇書は、四大奇書である。

時代絹は、時代絹である。

時代狂言は、時代狂言である。

時代行列は、時代行列である。

時代切は、時代切である。

時代区分は、時代区分である。

時代劇は、時代劇である。

時代考証は、時代考証である。

次第乞食は、次第乞食である。

時代錯誤は、時代錯誤である。

次第司は、次第司である。

次第紙は、次第紙である。

四大師は、四大師である。

四大寺は、四大寺である。

時代史は、時代史である。

次第次第には、次第次第にである。

時代思潮は、時代思潮である。

四大種は、四大種である。

四大洲は、四大洲である。

事大主義は、事大主義である。

時代小説は、時代小説である。

時代浄瑠璃は、時代浄瑠璃である。

時代色は、時代色である。

時代精神は、時代精神である。

四大節は、四大節である。

時代相は、時代相である。

次第高は、次第高である。

次第棚は、次第棚である。

時代違いは、時代違いである。



次第長者は、次第長者である。

次第梯磴は、次第梯磴である。

四大弟子は、四大弟子である。

四大天王は、四大天王である。

事大党は、事大党である。

次第名は、次第名である。

次第には、次第にである。

四堆の陣は、四堆の陣である。

時代の寵児は、時代の寵児である。

慕い葉は、慕い葉である。

時代離れは、時代離れである。

士大夫は、士大夫である。

次第分限は、次第分限である。

肢体不自由児は、肢体不自由児である。

四大不調は、四大不調である。

次第不同は、次第不同である。

為たい放題は、為たい放題である。

時代蒔絵は、時代蒔絵である。

時代祭は、時代祭である。

時代めくは、時代めくである。

時代物は、時代物である。

時代模様は、時代模様である。

視太陽時は、視太陽時である。

慕い寄るは、慕い寄るである。

下入れは、下入れである。

下色は、下色である。

時代渡りは、時代渡りである。

慕うは、慕うである。

舌上は、舌上である。

下請は、下請である。

下請負は、下請負である。

下請工場は、下請工場である。

下請人は、下請人である。

襪は、襪である。

下沓は、下沓である。

舌打ちは、舌打ちである。

下馬は、下馬である。

下絵は、下絵である。

下絵付は、下絵付である。

下絵具は、下絵具である。

下笑むは、下笑むである。

下夫は、下夫である。

前夫は、前夫である。

下尾は、下尾である。

下荻は、下荻である。

下押しは、下押しである。



下帯は、下帯である。

下帯の祝は、下帯の祝である。

下思いは、下思いである。

下折るは、下折るである。

下折れは、下折れである。

したがは、したがである。

下交は、下交である。

従うは、従うである。

随うは、随うである。

順うは、順うである。

従えるは、従えるである。

随えるは、随えるである。

舌掻きは、舌掻きである。

下書きは、下書きである。

下掻きは、下掻きである。

下陰は、下陰である。

下襲は、下襲である。

下風は、下風である。

下方は、下方である。

下形は、下形である。

従っては、従ってである。

下金は、下金である。

下金屋は、下金屋である。

下構えは、下構えである。

下刈りは、下刈りである。

下狩は、下狩である。

歯朶革は、歯朶革である。

下土器は、下土器である。

下木は、下木である。

下着は、下着である。

下消えは、下消えである。

下聞きは、下聞きである。

下脚絆は、下脚絆である。

下消ゆは、下消ゆである。

舌切雀は、舌切雀である。

支度は、支度である。

仕度は、仕度である。

私宅は、私宅である。

しだくは、しだくである。

自宅は、自宅である。

支度金は、支度金である。

下括りは、下括りである。

下草は、下草である。

しだ草は、しだ草である。

下草銭は、下草銭である。

下崩るは、下崩るである。



下口は、下口である。

下唇は、下唇である。

胡は、胡である。

下組みは、下組みである。

下雲は、下雲である。

下燻るは、下燻るである。

下鞍は、下鞍である。

下苦しは、下苦しである。

舌車は、舌車である。

下罫は、下罫である。

下稽古は、下稽古である。

下検分は、下検分である。

字凧は、字凧である。

下恋は、下恋である。

下焦るは、下焦るである。

舌扱きは、舌扱きである。

下心は、下心である。

下拵えは、下拵えである。

下小屋は、下小屋である。

下衣は、下衣である。

舌強しは、舌強しである。

下細工は、下細工である。

舌先は、舌先である。

舌先三寸は、舌先三寸である。

下作は、下作である。

下鞘は、下鞘である。

舌触りは、舌触りである。

下三奉行は、下三奉行である。

親しは、親しである。

下地は、下地である。

下道は、下道である。

仕出しは、仕出しである。

親しいは、親しいである。

仕出し衣裳は、仕出し衣裳である。

下地馬は、下地馬である。

仕出し女は、仕出し女である。

下敷は、下敷である。

親しくは、親しくである。

下仕組みは、下仕組みである。

下仕事は、下仕事である。

下錏は、下錏である。

下地師は、下地師である。

仕出し女郎は、仕出し女郎である。

仕出し染は、仕出し染である。

したしたは、したしたである。

下下は、下下である。



じたじたは、じたじたである。

下地中分は、下地中分である。

下地っ子は、下地っ子である。

舌粢は、舌粢である。

仕出し名は、仕出し名である。

仕出し女房は、仕出し女房である。

仕出し人形は、仕出し人形である。

下柴は、下柴である。

仕出し弁当は、仕出し弁当である。

下地窓は、下地窓である。

助枝窓は、助枝窓である。

親しみは、親しみである。

親しみ深いは、親しみ深いである。

親しむは、親しむである。

下締めは、下締めである。

仕出し飯は、仕出し飯である。

浸し物は、浸し物である。

仕出し屋は、仕出し屋である。

下準備は、下準備である。

下職は、下職である。

羊歯植物は、羊歯植物である。

下調べは、下調べである。

親しんずは、親しんずである。

下図は、下図である。

仕出すは、仕出すである。

下姿は、下姿である。

下梳きは、下梳きである。

下涼みは、下涼みである。

下簾は、下簾である。

車帷は、車帷である。

下刷りは、下刷りである。

下摺は、下摺である。

下相談は、下相談である。

下染めは、下染めである。

下剃りは、下剃りである。

地だだは、地だだである。

下代は、下代である。

舌代は、舌代である。

健かは、健かである。

強かは、強かである。

地戦いは、地戦いである。

健か者は、健か者である。

強か者は、強か者である。

下焚くは、下焚くである。

舌出し三番叟は、舌出し三番叟である。

したたには、したたにである。



認るは、認るである。

細螺は、細螺である。

認むは、認むである。

舌訛むは、舌訛むである。

認めは、認めである。

認めるは、認めるである。

地たたらは、地たたらである。

滴らすは、滴らすである。

舌足らずは、舌足らずである。

滴りは、滴りである。

瀝は、瀝である。

滴るは、滴るである。

舌たるいは、舌たるいである。

四達は、四達である。

紫闥は、紫闥である。

滴つは、滴つである。

仕立つは、仕立つである。

示達は、示達である。

下つ磐根は、下つ磐根である。

下使は、下使である。

下司は、下司である。

舌つきは、舌つきである。

下机は、下机である。

下つ国は、下つ国である。

下作りは、下作りである。

下繕いは、下繕いである。

下付は、下付である。

自脱コンバインは、自脱コンバインである。

舌鼓は、舌鼓である。

下っ端は、下っ端である。

下っ腹は、下っ腹である。

下局は、下局である。

下積みは、下積みである。

下つ道は、下つ道である。

下露は、下露である。

仕立ては、仕立てである。

下手は、下手である。

仕立上りは、仕立上りである。

仕立て上げるは、仕立て上げるである。

仕立下ろしは、仕立下ろしである。

仕立て顔は、仕立て顔である。

仕立て際は、仕立て際である。

仕立口は、仕立口である。

仕立て券は、仕立て券である。

下手代は、下手代である。

下手出し投げは、下手出し投げである。



仕立て直しは、仕立て直しである。

下手投げは、下手投げである。

下手捻りは、下手捻りである。

下手回しは、下手回しである。

仕立物は、仕立物である。

仕立屋は、仕立屋である。

臨瀝は、臨瀝である。

仕立てるは、仕立てるである。

下照るは、下照るである。

下照媛は、下照媛である。

下照姫は、下照姫である。

舌疾は、舌疾である。

下問いは、下問いである。

下聘いは、下聘いである。

舌疾しは、舌疾しである。

志田順は、志田順である。

下供は、下供である。

下取りは、下取りである。

下取焙烙は、下取焙烙である。

下名は、下名である。

下内は、下内である。

舌長は、舌長である。

舌長鐙は、舌長鐙である。

下流しは、下流しである。

舌長しは、舌長しである。

下泣きは、下泣きである。

舌哭きは、舌哭きである。

舌鳴きは、舌鳴きである。

下投げは、下投げである。

下長押は、下長押である。

下波は、下波である。

舌舐りは、舌舐りである。

舌嘗めずりは、舌嘗めずりである。

下馴らしは、下馴らしである。

下荷は、下荷である。

下煮は、下煮である。

下縫いは、下縫いである。

下抜きは、下抜きである。

下貫は、下貫である。

下塗りは、下塗りである。

下値は、下値である。

下根は、下根である。

下禰宜は、下禰宜である。

下の帯は、下の帯である。

下の褌は、下の褌である。

褌は、褌である。



舌の剣は、舌の剣である。

舌の根は、舌の根である。

下の袴は、下の袴である。

下の物は、下の物である。

下乗りは、下乗りである。

下葉は、下葉である。

下歯は、下歯である。

下延ふは、下延ふである。

下生えは、下生えである。

下延えは、下延えである。

下袴は、下袴である。

下穿きは、下穿きである。

下履きは、下履きである。

じたばたは、じたばたである。

下働きは、下働きである。

下話は、下話である。

舌速は、舌速である。

下腹は、下腹である。

下腹巻は、下腹巻である。

下腹者は、下腹者である。

下原物は、下原物である。

下張りは、下張りである。

下貼りは、下貼りである。

下盤は、下盤である。

したひは、したひである。

下火は、下火である。

下樋は、下樋である。

下冷えは、下冷えである。

下鬚は、下鬚である。

下紐は、下紐である。

下紐のは、下紐のである。

下百姓は、下百姓である。

舌鮃は、舌鮃である。

したふは、したふである。

下臥しは、下臥しである。

下懐は、下懐である。

舌振りは、舌振りである。

舌風は、舌風である。

舌振いは、舌振いである。

黄泉は、黄泉である。

舌偏は、舌偏である。

地玉は、地玉である。

地卵は、地卵である。

下前は、下前である。

下町は、下町である。

埋伏は、埋伏である。



下町風は、下町風である。

下待つは、下待つである。

下回りは、下回りである。

下廻りは、下廻りである。

下回るは、下回るである。

下廻るは、下廻るである。

したみは、したみである。

下見は、下見である。

下身は、下身である。

地溜は、地溜である。

下見板は、下見板である。

したみ酒は、したみ酒である。

舌短鐙は、舌短鐙である。

下見所は、下見所である。

下水は、下水である。

下見世は、下見世である。

下乱れは、下乱れである。

地溜筆は、地溜筆である。

したむは、したむである。

下向きは、下向きである。

下向くは、下向くである。

為たむなしは、為たむなしである。

下目は、下目である。

じだめくは、じだめくである。

下裳は、下裳である。

下萌えは、下萌えである。

下燃えは、下燃えである。

舌捩りは、舌捩りである。

舌縺れは、舌縺れである。

舌許は、舌許である。

下物は、下物である。

下紅葉は、下紅葉である。

下萌ゆは、下萌ゆである。

下燃ゆは、下燃ゆである。

下谷は、下谷である。

下家は、下家である。

下屋は、下屋である。

下谷一番は、下谷一番である。

下館は、下館である。

下屋形は、下屋形である。

下役は、下役である。

下訳は、下訳である。

下谷組は、下谷組である。

下屋敷は、下屋敷である。

下安しは、下安しである。

下宿は、下宿である。



志太野坡は、志太野坡である。

下闇は、下闇である。

下槍は、下槍である。

下ゆは、下ゆである。

下結いは、下結いである。

下結ふ紐は、下結ふ紐である。

治太夫節は、治太夫節である。

下茹では、下茹でである。

下横目役は、下横目役である。

下詠みは、下詠みである。

下読みは、下読みである。

下縒は、下縒である。

したらは、したらである。

しだらは、しだらである。

しだら歌は、しだら歌である。

自堕落は、自堕落である。

しだらでんは、しだらでんである。

しだらなしは、しだらなしである。

しだらの神は、しだらの神である。

したらばは、したらばである。

したりは、したりである。

垂り尾は、垂り尾である。

したり顔は、したり顔である。

垂り桜は、垂り桜である。

垂り葉は、垂り葉である。

垂り桃は、垂り桃である。

垂り柳は、垂り柳である。

地垂木は、地垂木である。

垂るさは、垂るさである。

したるしは、したるしである。

垂れは、垂れである。

枝垂れは、枝垂れである。

垂れ糸は、垂れ糸である。

垂れ糸杉は、垂れ糸杉である。

垂れ梅は、垂れ梅である。

垂れ桜は、垂れ桜である。

垂れ鳥毛は、垂れ鳥毛である。

垂れ葉は、垂れ葉である。

垂れ彼岸は、垂れ彼岸である。

垂れ桃は、垂れ桃である。

垂れ柳は、垂れ柳である。

垂れるは、垂れるである。

慕わしいは、慕わしいである。

下蕨は、下蕨である。

したをは、したをである。

四端は、四端である。



肢端は、肢端である。

咨嘆は、咨嘆である。

紫檀は、紫檀である。

史談は、史談である。

指弾は、指弾である。

師団は、師団である。

師檀は、師檀である。

詞壇は、詞壇である。

詩壇は、詩壇である。

自歎は、自歎である。

自嘆は、自嘆である。

事端は、事端である。

時短は、時短である。

示談は、示談である。

試胆会は、試胆会である。

じだんぐりは、じだんぐりである。

地団駄は、地団駄である。

地団太は、地団太である。

紫檀塗は、紫檀塗である。

七は、七である。

失は、失である。

質は、質である。

四知は、四知である。

四智は、四智である。

死地は、死地である。

至知は、至知である。

至智は、至智である。

至治は、至治である。

私地は、私地である。

差池は、差池である。

詞致は、詞致である。

しちは、しちである。

自知は、自知である。

自治は、自治である。

時値は、時値である。

じ（ぢ）は、じ（ぢ）である。

自治医科大学は、自治医科大学である。

日域は、日域である。

質入れは、質入れである。

質入裏書は、質入裏書である。

質入証券は、質入証券である。

七音は、七音である。

質請けは、質請けである。

シチェドリーンは、シチェドリーンである。

質置きは、質置きである。

質置き主は、質置き主である。



自治会は、自治会である。

七回忌は、七回忌である。

七階草は、七階草である。

為違えるは、為違えるである。

七覚は、七覚である。

七月は、七月である。

七月王政は、七月王政である。

七月革命は、七月革命である。

七官は、七官である。

七観音は、七観音である。

七騎落は、七騎落である。

自治機関は、自治機関である。

七去は、七去である。

七教は、七教である。

七竅は、七竅である。

質業は、質業である。

七卿落は、七卿落である。

自治行政は、自治行政である。

糸竹は、糸竹である。

私蓄は、私蓄である。

紫竹は、紫竹である。

飼畜は、飼畜である。

自治区は、自治区である。

質草は、質草である。

質種は、質種である。

しちくどいは、しちくどいである。

質倉は、質倉である。

七経は、七経である。

質契約は、質契約である。

七賢は、七賢である。

質券は、質券である。

質権は、質権である。

自治権は、自治権である。

七絃琴は、七絃琴である。

七弦琴は、七弦琴である。

質権者は、質権者である。

七賢人は、七賢人である。

質権設定者は、質権設定者である。

七古は、七古である。

七高山は、七高山である。

七公三民は、七公三民である。

七高僧は、七高僧である。

七五三は、七五三である。

七五調は、七五調である。

七言は、七言である。

七言古詩は、七言古詩である。



七言絶句は、七言絶句である。

七金山は、七金山である。

七献の引出物は、七献の引出物である。

七言排律は、七言排律である。

七言律は、七言律である。

七座は、七座である。

七彩は、七彩である。

質材は、質材である。

七三は、七三である。

七三黄銅は、七三黄銅である。

七子は、七子である。

七事式は、七事式である。

七七日は、七七日である。

七支刀は、七支刀である。

私地私民は、私地私民である。

七社は、七社である。

七衆は、七衆である。

七種は、七種である。

七宗は、七宗である。

七重は、七重である。

七十五日は、七十五日である。

七重唱は、七重唱である。

七十二候は、七十二候である。

七十人訳聖書は、七十人訳聖書である。

七縦八横は、七縦八横である。

七重宝樹は、七重宝樹である。

七出は、七出である。

七種の船は、七種の船である。

七種蓋置は、七種蓋置である。

七所は、七所である。

七書は、七書である。

七生は、七生である。

七星は、七星である。

質商は、質商である。

七条は、七条である。

七情は、七情である。

自治省は、自治省である。

七条院は、七条院である。

七条大宮仏所は、七条大宮仏所である。

七縦七擒は、七縦七擒である。

七条の袈裟は、七条の袈裟である。

七条仏所は、七条仏所である。

七色は、七色である。

七声は、七声である。

七清華は、七清華である。

七夕は、七夕である。



七赤は、七赤である。

七絶は、七絶である。

七祖は、七祖である。

七僧は、七僧である。

四地相応は、四地相応である。

自治体は、自治体である。

自治体警察は、自治体警察である。

七大寺は、七大寺である。

七大私学は、七大私学である。

自治大臣は、自治大臣である。

七多羅樹は、七多羅樹である。

七段は、七段である。

自治団体は、自治団体である。

七壇の修法は、七壇の修法である。

七段の備えは、七段の備えである。

質地は、質地である。

自地町人は、自地町人である。

七珍は、七珍である。

七殿は、七殿である。

七転八起は、七転八起である。

七顛八起は、七顛八起である。

七転八倒は、七転八倒である。

七顛八倒は、七顛八倒である。

七度は、七度である。

七度入は、七度入である。

七島は、七島である。

七等は、七等である。

七頭は、七頭である。

七堂は、七堂である。

七道は、七道である。

七島藺は、七島藺である。

七島表は、七島表である。

七堂伽藍は、七堂伽藍である。

七島熱は、七島熱である。

七島筵は、七島筵である。

七徳は、七徳である。

七徳の舞は、七徳の舞である。

七度焼は、七度焼である。

質流れは、質流れである。

七並べは、七並べである。

七難は、七難である。

七難九厄は、七難九厄である。

七難即滅日は、七難即滅日である。

七難八苦は、七難八苦である。

質人は、質人である。

七人の侍は、七人の侍である。



七人張は、七人張である。

七年は、七年である。

失念は、失念である。

七年忌は、七年忌である。

七年戦争は、七年戦争である。

七年味噌は、七年味噌である。

七年物は、七年物である。

七の字尽しは、七の字尽しである。

七の図は、七の図である。

七八は、七八である。

七俳仙は、七俳仙である。

七博士建白事件は、七博士建白事件である。

しち針は、しち針である。

七半は、七半である。

七番日記は、七番日記である。

七分は、七分である。

七分粥は、七分粥である。

七福神は、七福神である。

七福神踊は、七福神踊である。

七福神盗賊は、七福神盗賊である。

七福神詣では、七福神詣でである。

七分三分は、七分三分である。

七部集は、七部集である。

七分袖は、七分袖である。

質札は、質札である。

七仏は、七仏である。

七分搗きは、七分搗きである。

七分積金は、七分積金である。

七仏薬師は、七仏薬師である。

七仏薬師法は、七仏薬師法である。

視地平は、視地平である。

七弁は、七弁である。

七変化は、七変化である。

七宝は、七宝である。

質奉公は、質奉公である。

七歩の才は、七歩の才である。

七本は、七本である。

七本立は、七本立である。

七本仏は、七本仏である。

七枚起請は、七枚起請である。

質店は、質店である。

七味唐辛子は、七味唐辛子である。

七明年は、七明年である。

七名八体は、七名八体である。

しち難しいは、しち難しいである。

実目は、実目である。



七面山は、七面山である。

七面鳥は、七面鳥である。

七面造は、七面造である。

七面倒は、七面倒である。

七面倒臭いは、七面倒臭いである。

しちもくれんは、しちもくれんである。

質物は、質物である。

質物奉公は、質物奉公である。

七夜は、七夜である。

質屋は、質屋である。

試着は、試着である。

七夜待は、七夜待である。

節浴は、節浴である。

支柱は、支柱である。

仔虫は、仔虫である。

司厨は、司厨である。

史籀は、史籀である。

四仲は、四仲である。

市中は、市中である。

死中は、死中である。

至忠は、至忠である。

私注は、私注である。

私註は、私註である。

私鋳は、私鋳である。

シチューは、シチューである。

七雄は、七雄である。

寺中は、寺中である。

次忠は、次忠である。

自注は、自注である。

自註は、自註である。

侍中は、侍中である。

次中音は、次中音である。

市中銀行は、市中銀行である。

市中金利は、市中金利である。

支柱根は、支柱根である。

市中消化は、市中消化である。

四柱推命は、四柱推命である。

私鋳銭は、私鋳銭である。

四注造は、四注造である。

シチュエーションは、シチュエーションである。

自著は、自著である。

征は、征である。

支庁は、支庁である。

仕丁は、仕丁である。

市庁は、市庁である。

市長は、市長である。



市朝は、市朝である。

弛張は、弛張である。

至重は、至重である。

使庁は、使庁である。

思潮は、思潮である。

師長は、師長である。

紙帳は、紙帳である。

視聴は、視聴である。

斯調は、斯調である。

詩調は、詩調である。

試帖は、試帖である。

試聴は、試聴である。

廝丁は、廝丁である。

輜重は、輜重である。

鷙鳥は、鷙鳥である。

七曜は、七曜である。

寺牒は、寺牒である。

次丁は、次丁である。

次長は、次長である。

自嘲は、自嘲である。

持重は、持重である。

慈鳥は、慈鳥である。

実用は、実用である。

紙帳売は、紙帳売である。

視聴覚は、視聴覚である。

視聴覚教育は、視聴覚教育である。

次長検事は、次長検事である。

視聴者は、視聴者である。

七曜星は、七曜星である。

市町村は、市町村である。

市町村会は、市町村会である。

市町村議会は、市町村議会である。

市町村組合は、市町村組合である。

市町村公安委員会は、市町村公安委員会である。

市町村条例は、市町村条例である。

市町村助役は、市町村助役である。

市町村税は、市町村税である。

市町村長は、市町村長である。

市町村民税は、市町村民税である。

弛張熱は、弛張熱である。

四鳥の別れは、四鳥の別れである。

七曜表は、七曜表である。

輜重兵は、輜重兵である。

四長雄蕊は、四長雄蕊である。

輜重輸卒は、輜重輸卒である。

視聴率は、視聴率である。



七曜暦は、七曜暦である。

司直は、司直である。

視直径は、視直径である。

失礼は、失礼である。

実らしいは、実らしいである。

七里は、七里である。

シチリアは、シチリアである。

シチリアの晩鐘は、シチリアの晩鐘である。

七里ヶ浜は、七里ヶ浜である。

七里結界は、七里結界である。

七里けっぱいは、七里けっぱいである。

七里けんばいは、七里けんばいである。

七律は、七律である。

七里継宿は、七里継宿である。

七里灘は、七里灘である。

七里飛脚は、七里飛脚である。

七里役所は、七里役所である。

自治領は、自治領である。

七厘は、七厘である。

七輪は、七輪である。

七郎鼠は、七郎鼠である。

繻珍は、繻珍である。

自沈は、自沈である。

慈鎮は、慈鎮である。

地鎮祭は、地鎮祭である。

児枕痛は、児枕痛である。

地鎮法は、地鎮法である。

室は、室である。

疾は、疾である。

執は、執である。

悉は、悉である。

湿は、湿である。

嫉は、嫉である。

瑟は、瑟である。

漆は、漆である。

膝は、膝である。

志津は、志津である。

日は、日である。

昵は、昵である。

実悪は、実悪である。

失意は、失意である。

室韋は、室韋である。

執意は、執意である。

実意は、実意である。

実印は、実印である。

実員は、実員である。



止痛は、止痛である。

史通は、史通である。

四通は、四通である。

私通は、私通である。

歯痛は、歯痛である。

耳痛は、耳痛である。

実有は、実有である。

四通八達は、四通八達である。

疾疫は、疾疫である。

実益は、実益である。

死杖の祭は、死杖の祭である。

実演は、実演である。

執拗は、執拗である。

室温は、室温である。

失火は、失火である。

室家は、室家である。

膝下は、膝下である。

漆画は、漆画である。

実価は、実価である。

実科は、実科である。

実家は、実家である。

実貨は、実貨である。

執蓋は、執蓋である。

悉皆は、悉皆である。

室外は、室外である。

膝蓋は、膝蓋である。

十戒は、十戒である。

十界は、十界である。

日外は、日外である。

実害は、実害である。

膝蓋腱は、膝蓋腱である。

十界互具は、十界互具である。

膝蓋骨は、膝蓋骨である。

十界図は、十界図である。

十界大曼荼羅は、十界大曼荼羅である。

悉皆調査は、悉皆調査である。

膝蓋反射は、膝蓋反射である。

悉皆屋は、悉皆屋である。

師仕えは、師仕えである。

失格は、失格である。

膝膕は、膝膕である。

実覚は、実覚である。

実学は、実学である。

実額は、実額である。

実学主義は、実学主義である。

実科高等女学校は、実科高等女学校である。



失火罪は、失火罪である。

実方は、実方である。

実敵は、実敵である。

志津兼氏は、志津兼氏である。

実株は、実株である。

日華門は、日華門である。

確りは、確りである。

聢りは、聢りである。

確り者は、確り者である。

シッカロールは、シッカロールである。

実川は、実川である。

実川延若は、実川延若である。

失官は、失官である。

失陥は、失陥である。

疾患は、疾患である。

質感は、質感である。

十干は、十干である。

実感は、実感である。

膝関節は、膝関節である。

湿気は、湿気である。

漆器は、漆器である。

失儀は、失儀である。

質疑は、質疑である。

志筑は、志筑である。

実記は、実記である。

地付きは、地付きである。

地着きは、地着きである。

地搗きは、地搗きである。

字突きは、字突きである。

実技は、実技である。

実義は、実義である。

実儀は、実儀である。

質疑応答は、質疑応答である。

志筑忠雄は、志筑忠雄である。

シッキムは、シッキムである。

失却は、失却である。

失脚は、失脚である。

失脚負けは、失脚負けである。

十脚類は、十脚類である。

失拠は、失拠である。

失業は、失業である。

実況は、実況である。

実教は、実教である。

実業は、実業である。

実業科は、実業科である。

実業家は、実業家である。



実業界は、実業界である。

実業学校は、実業学校である。

実業教育は、実業教育である。

実況見分は、実況見分である。

失業者は、失業者である。

失業人口は、失業人口である。

実業専門学校は、実業専門学校である。

失業対策事業は、失業対策事業である。

実業団は、実業団である。

失業保険は、失業保険である。

実業補習学校は、実業補習学校である。

失業率は、失業率である。

尻切草履は、尻切草履である。

失禁は、失禁である。

昵近は、昵近である。

執金吾は、執金吾である。

昵近衆は、昵近衆である。

十訓抄は、十訓抄である。

疾苦は、疾苦である。

疾駆は、疾駆である。

シックは、シックである。

仕付くは、仕付くである。

漆喰は、漆喰である。

漆喰天井は、漆喰天井である。

字尽しは、字尽しである。

シックスは、シックスである。

為尽すは、為尽すである。

シック反応は、シック反応である。

ジッグラトは、ジッグラトである。

しっくりは、しっくりである。

じっくりは、じっくりである。

仕付けは、仕付けである。

尻付は、尻付である。

実化は、実化である。

失計は、失計である。

失敬は、失敬である。

漆芸は、漆芸である。

実兄は、実兄である。

実刑は、実刑である。

実形は、実形である。

実系は、実系である。

実景は、実景である。

躾糸は、躾糸である。

仕付糸は、仕付糸である。

仕付銀は、仕付銀である。

仕付苧は、仕付苧である。



しつけた餅は、しつけた餅である。

失血は、失血である。

十傑は、十傑である。

日月は、日月である。

日月の旗は、日月の旗である。

仕付け時は、仕付け時である。

仕付け所は、仕付け所である。

躾針は、躾針である。

仕付針は、仕付針である。

湿気眼は、湿気眼である。

仕付けるは、仕付けるである。

為付けるは、為付けるである。

失権は、失権である。

執権は、執権である。

失言は、失言である。

疾言は、疾言である。

湿原は、湿原である。

実見は、実見である。

実検は、実検である。

実権は、実権である。

実験は、実験である。

実現は、実現である。

実験科学は、実験科学である。

実験教育学は、実験教育学である。

疾言遽色は、疾言遽色である。

実験形態学は、実験形態学である。

実験現象学は、実験現象学である。

実験校は、実験校である。

実検使は、実検使である。

実験式は、実験式である。

実験室は、実験室である。

実験主義は、実験主義である。

実検状は、実検状である。

実験小説は、実験小説である。

実験心理学は、実験心理学である。

実験水槽は、実験水槽である。

実験台は、実験台である。

実験的は、実験的である。

実験動物は、実験動物である。

実検の間は、実検の間である。

実験発生学は、実験発生学である。

実験物理学は、実験物理学である。

実検窓は、実検窓である。

失権約款は、失権約款である。

しっこは、しっこである。

疾呼は、疾呼である。



失語は、失語である。

失誤は、失誤である。

地っ子は、地っ子である。

実語は、実語である。

しつこいは、しつこいである。

失行は、失行である。

失効は、失効である。

疾行は、疾行である。

執綱は、執綱である。

漆工は、漆工である。

膝行は、膝行である。

実行は、実行である。

実効は、実効である。

実講は、実講である。

執行委員会は、執行委員会である。

執行委任は、執行委任である。

執行官は、執行官である。

実行器は、実行器である。

執行機関は、執行機関である。

実行教は、実行教である。

実効金利は、実効金利である。

執行権は、執行権である。

執行行為は、執行行為である。

執行裁判所は、執行裁判所である。

膝行三度は、膝行三度である。

実効湿度は、実効湿度である。

執行証書は、執行証書である。

執行処分は、執行処分である。

実効税率は、実効税率である。

実効値は、実効値である。

執行停止は、執行停止である。

執行罰は、執行罰である。

執行判決は、執行判決である。

執行部は、執行部である。

執行文は、執行文である。

執行命令は、執行命令である。

執行猶予は、執行猶予である。

実行予算は、実行予算である。

執行力は、執行力である。

実語教は、実語教である。

桎梏は、桎梏である。

漆黒は、漆黒である。

十国峠は、十国峠である。

尻腰は、尻腰である。

失語症は、失語症である。

実事は、実事である。



実事師は、実事師である。

漆胡瓶は、漆胡瓶である。

入魂は、入魂である。

実根は、実根である。

昵懇は、昵懇である。

執金剛は、執金剛である。

実査は、実査である。

質剤は、質剤である。

実際は、実際である。

実在は、実在である。

実際家は、実際家である。

実在気体は、実在気体である。

実在根拠は、実在根拠である。

十才子は、十才子である。

実在性は、実在性である。

実際的は、実際的である。

十斎日は、十斎日である。

実際風袋は、実際風袋である。

実在理由は、実在理由である。

実在論は、実在論である。

失策は、失策である。

失錯は、失錯である。

実作は、実作である。

十刹は、十刹である。

疾視は、疾視である。

嫉視は、嫉視である。

執事は、執事である。

執持は、執持である。

十死は、十死である。

十指は、十指である。

十師は、十師である。

実子は、実子である。

実姉は、実姉である。

実施は、実施である。

日時は、日時である。

実字は、実字である。

十死一生は、十死一生である。

十死一生日は、十死一生日である。

湿式は、湿式である。

失食は、失食である。

湿式冶金は、湿式冶金である。

実事求是は、実事求是である。

実施設計は、実施設計である。

執事代は、執事代である。

叱叱は、叱叱である。

瑟瑟は、瑟瑟である。



質実は、質実である。

実質は、実質である。

実質国民所得は、実質国民所得である。

瑟瑟座は、瑟瑟座である。

実質主義は、実質主義である。

実質賃金は、実質賃金である。

実質的は、実質的である。

実質陶冶は、実質陶冶である。

実質犯は、実質犯である。

実質法は、実質法である。

実質預金は、実質預金である。

実視等級は、実視等級である。

十死日は、十死日である。

実写は、実写である。

実車は、実車である。

実者は、実者である。

実射は、実射である。

実社会は、実社会である。

失借は、失借である。

十種は、十種である。

実需は、実需である。

十宗は、十宗である。

実収は、実収である。

実習は、実習である。

実習校は、実習校である。

実収率は、実収率である。

十種雲級は、十種雲級である。

十種競技は、十種競技である。

十種供養は、十種供養である。

湿潤は、湿潤である。

湿潤断熱減率は、湿潤断熱減率である。

失除は、失除である。

悉除は、悉除である。

失笑は、失笑である。

湿生は、湿生である。

漆匠は、漆匠である。

実正は、実正である。

実性は、実性である。

実証は、実証である。

実状は、実状である。

実情は、実情である。

実証主義は、実証主義である。

失象徴は、失象徴である。

実証的は、実証的である。

実証哲学は、実証哲学である。

実証論は、実証論である。



室女宮は、室女宮である。

失職は、失職である。

十職は、十職である。

失書症は、失書症である。

実視連星は、実視連星である。

失心は、失心である。

失神は、失神である。

湿疹は、湿疹である。

十身は、十身である。

日新は、日新である。

実親子は、実親子である。

十進分類法は、十進分類法である。

十進法は、十進法である。

叱すは、叱すである。

執すは、執すである。

悉すは、悉すである。

直歳は、直歳である。

実数は、実数である。

実尽は、実尽である。

失するは、失するである。

叱正は、叱正である。

叱声は、叱声である。

失政は、失政である。

執政は、執政である。

湿性は、湿性である。

日星は、日星である。

実勢は、実勢である。

実勢価格は、実勢価格である。

実生活は、実生活である。

執政官は、執政官である。

失声症は、失声症である。

湿生植物は、湿生植物である。

執政政府は、執政政府である。

実勢預金は、実勢預金である。

実勢レートは、実勢レートである。

叱責は、叱責である。

失跡は、失跡である。

実跡は、実跡である。

実蹟は、実蹟である。

実積は、実積である。

実績は、実績である。

実世間は、実世間である。

湿舌は、湿舌である。

実説は、実説である。

実戦は、実戦である。

実践は、実践である。



実線は、実線である。

実践躬行は、実践躬行である。

実践女子大学は、実践女子大学である。

実践的は、実践的である。

実践哲学は、実践哲学である。

実然判断は、実然判断である。

実践理性は、実践理性である。

実践理性の要請は、実践理性の要請である。

実践倫理は、実践倫理である。

質素は、質素である。

失踪は、失踪である。

疾走は、疾走である。

執奏は、執奏である。

漆瘡は、漆瘡である。

実相は、実相である。

実装は、実装である。

実左右は、実左右である。

実像は、実像である。

実相院は、実相院である。

実相観入は、実相観入である。

失踪宣告は、失踪宣告である。

実相無漏は、実相無漏である。

失速は、失速である。

疾足は、疾足である。

疾速は、疾速である。

実測は、実測である。

失速角は、失速角である。

実測図は、実測図である。

実損は、実損である。

実存は、実存である。

実存主義は、実存主義である。

実存哲学は、実存哲学である。

叱咤は、叱咤である。

悉達は、悉達である。

悉多は、悉多である。

ジッダは、ジッダである。

失対は、失対である。

失態は、失態である。

失体は、失体である。

膝退は、膝退である。

十体は、十体である。

実体は、実体である。

実態は、実態である。

実体化は、実体化である。

実体鏡は、実体鏡である。

実体視は、実体視である。



実体的真実主義は、実体的真実主義である。

実体振子は、実体振子である。

実体法は、実体法である。

実高は、実高である。

知ったか振りは、知ったか振りである。

執達は、執達である。

執達状は、執達状である。

執達吏は、執達吏である。

知った振りは、知った振りである。

しったりは、しったりである。

悉達多は、悉達多である。

しったんは、しったんである。

悉曇は、悉曇である。

実弾は、実弾である。

悉曇三密鈔は、悉曇三密鈔である。

悉曇字門は、悉曇字門である。

実弾射撃は、実弾射撃である。

失地は、失地である。

悉地は、悉地である。

悉知は、悉知である。

湿地は、湿地である。

実地は、実地である。

実智は、実智である。

実竹は、実竹である。

実地検証は、実地検証である。

実地試験は、実地試験である。

湿地草原は、湿地草原である。

質地騒動は、質地騒動である。

しっちゃかめっちゃかは、しっちゃかめっちゃかである。

失着は、失着である。

実着は、実着である。

集注は、集注である。

十中八九は、十中八九である。

失調は、失調である。

失聴は、失聴である。

室長は、室長である。

質直は、質直である。

実直は、実直である。

七珍万宝は、七珍万宝である。

失墜は、失墜である。

漆桶は、漆桶である。

地続きは、地続きである。

十手は、十手である。

しっていは、しっていである。

実弟は、実弟である。

実定法は、実定法である。



実手形は、実手形である。

質的は、質的である。

十哲は、十哲である。

失点は、失点である。

質点は、質点である。

湿田は、湿田である。

質点系は、質点系である。

湿電池は、湿電池である。

嫉妬は、嫉妬である。

シッドは、シッドである。

湿土は、湿土である。

湿度は、湿度である。

じっとは、じっとである。

ジッドは、ジッドである。

失当は、失当である。

失投は、失投である。

失透は、失透である。

執刀は、執刀である。

執当は、執当である。

実動は、実動である。

実働は、実働である。

シットウェルは、シットウェルである。

実働時間は、実働時間である。

失徳は、失徳である。

十徳は、十徳である。

拾得は、拾得である。

失読症は、失読症である。

十徳四幅袴は、十徳四幅袴である。

湿度計は、湿度計である。

シットスピンは、シットスピンである。

しっととは、しっととである。

嫉妬深いは、嫉妬深いである。

嫉妬妄想は、嫉妬妄想である。

しっとりは、しっとりである。

じっとりは、じっとりである。

室内は、室内である。

術無いは、術無いである。

室内楽は、室内楽である。

室内遊戯は、室内遊戯である。

しつな者は、しつな者である。

実には、実にである。

失認は、失認である。

実年は、実年である。

実念論は、実念論である。

実のは、実のである。

実の所は、実の所である。



叱罵は、叱罵である。

実はは、実はである。

十派は、十派である。

ジッパーは、ジッパーである。

失敗は、失敗である。

十杯機嫌は、十杯機嫌である。

漆箔は、漆箔である。

しっぱとは、しっぱとである。

十把一絡げは、十把一絡げである。

尻払いは、尻払いである。

後払いは、後払いである。

十波羅蜜は、十波羅蜜である。

しっぱりは、しっぱりである。

実馬力は、実馬力である。

湿板は、湿板である。

十判裏書は、十判裏書である。

失費は、失費である。

漆皮は、漆皮である。

櫛比は、櫛比である。

実備は、実備である。

実否は、実否である。

実費は、実費である。

執筆は、執筆である。

湿布は、湿布である。

シップは、シップである。

実父は、実父である。

疾風は、疾風である。

疾風迅雷は、疾風迅雷である。

疾風怒濤は、疾風怒濤である。

櫛風沐雨は、櫛風沐雨である。

湿深いは、湿深いである。

十服茶は、十服茶である。

実物は、実物である。

実物教育は、実物教育である。

実物市場は、実物市場である。

実物大は、実物大である。

実物取引は、実物取引である。

実聞は、実聞である。

竹箆は、竹箆である。

疾病は、疾病である。

執柄は、執柄である。

竹箆返しは、竹箆返しである。

竹箆賭けは、竹箆賭けである。

執柄家は、執柄家である。

疾病保険は、疾病保険である。

ジッヘルは、ジッヘルである。



執鞭は、執鞭である。

十返舎一九は、十返舎一九である。

尻尾は、尻尾である。

疾歩は、疾歩である。

日ほは、日ほである。

地坪は、地坪である。

実母は、実母である。

失亡は、失亡である。

失望は、失望である。

十方は、十方である。

実包は、実包である。

実法は、実法である。

七宝印伝は、七宝印伝である。

十方空は、十方空である。

十方暮は、十方暮である。

七宝荘厳は、七宝荘厳である。

十方浄土は、十方浄土である。

十方世界は、十方世界である。

十方檀那は、十方檀那である。

十方旦那は、十方旦那である。

七宝枕は、七宝枕である。

七宝繋ぎは、七宝繋ぎである。

七宝流しは、七宝流しである。

七宝焼は、七宝焼である。

質朴は、質朴である。

質樸は、質樸である。

卓袱は、卓袱である。

卓袱料理は、卓袱料理である。

実母散は、実母散である。

しっぽとは、しっぽとである。

しっぽりは、しっぽりである。

実犯は、実犯である。

実米は、実米である。

実妹は、実妹である。

実名は、実名である。

執務は、執務である。

為集むは、為集むである。

実務は、実務である。

実夢は、実夢である。

実務家は、実務家である。

悉無律は、悉無律である。

地詰は、地詰である。

字詰めは、字詰めである。

失名は、失名である。

失命は、失命である。

失明は、失明である。



実銘は、実銘である。

失名氏は、失名氏である。

実以ては、実以てである。

質問は、質問である。

質問紙法は、質問紙法である。

地艶は、地艶である。

実役は、実役である。

執友は、執友である。

実葉は、実葉である。

実用園は、実用園である。

実用主義は、実用主義である。

実用新案権は、実用新案権である。

実用単位は、実用単位である。

実用的は、実用的である。

字面は、字面である。

設いは、設いである。

失例は、失例である。

疾雷は、疾雷である。

日来は、日来である。

設ふは、設ふである。

設えは、設えである。

設えるは、設えるである。

失楽園は、失楽園である。

湿爛は、湿爛である。

実利は、実利である。

実理は、実理である。

実利主義は、実利主義である。

室料は、室料である。

質料は、質料である。

質量は、質量である。

質料因は、質料因である。

質量欠損は、質量欠損である。

質量作用の法則は、質量作用の法則である。

質量数は、質量数である。

質量スペクトルは、質量スペクトルである。

質量中心は、質量中心である。

質量分析器は、質量分析器である。

質量保存の法則は、質量保存の法則である。

実力は、実力である。

実力行使は、実力行使である。

実力者は、実力者である。

実力犯は、実力犯である。

実利論は、実利論である。

実例は、実例である。

実歴は、実歴である。

失恋は、失恋である。



失路は、失路である。

実録は、実録である。

実録先代萩は、実録先代萩である。

実録忠臣蔵は、実録忠臣蔵である。

実録物は、実録物である。

実話は、実話である。

仕手は、仕手である。

為手は、為手である。

しては、してである。

垂は、垂である。

四手は、四手である。

死出は、死出である。

子弟は、子弟である。

私邸は、私邸である。

使丁は、使丁である。

姉弟は、姉弟である。

指定は、指定である。

師弟は、師弟である。

紫庭は、紫庭である。

視程は、視程である。

賜邸は、賜邸である。

紫泥は、紫泥である。

耳底は、耳底である。

自邸は、自邸である。

シティーは、シティーである。

シティーボーイは、シティーボーイである。

耳底記は、耳底記である。

指定漁業は、指定漁業である。

指定校は、指定校である。

志手石は、志手石である。

指定職は、指定職である。

時定数は、時定数である。

指定席は、指定席である。

指定伝染病は、指定伝染病である。

指定都市は、指定都市である。

指定値段は、指定値段である。

指定文化財は、指定文化財である。

指定銘柄は、指定銘柄である。

しで打つは、しで打つである。

四手桶は、四手桶である。

四手折敷は、四手折敷である。

四手笠は、四手笠である。

為出かすは、為出かすである。

仕手方は、仕手方である。

仕手株は、仕手株である。

仕てからは、仕てからである。



してからがは、してからがである。

史的は、史的である。

四敵は、四敵である。

私的は、私的である。

指摘は、指摘である。

詩的は、詩的である。

自適は、自適である。

地出来は、地出来である。

史的現在は、史的現在である。

私的自治は、私的自治である。

私的制裁は、私的制裁である。

私的整理は、私的整理である。

私的年金は、私的年金である。

史的唯物論は、史的唯物論である。

四手車は、四手車である。

幣辛夷は、幣辛夷である。

四手桜は、四手桜である。

死出三途は、死出三途である。

してしては、してしてである。

仕手戦は、仕手戦である。

死出田長は、死出田長である。

私鉄は、私鉄である。

地鉄は、地鉄である。

磁鉄鉱は、磁鉄鉱である。

仕手連れは、仕手連れである。

してていは、してていである。

シテ島は、シテ島である。

仕手殿は、仕手殿である。

四手の木は、四手の木である。

死出の田長は、死出の田長である。

死出の旅は、死出の旅である。

死出の山は、死出の山である。

仕手柱は、仕手柱である。

幣原は、幣原である。

幣原喜重郎は、幣原喜重郎である。

志手原焼は、志手原焼である。

しで紐は、しで紐である。

垂加神道は、垂加神道である。

してまたは、してまたである。

してみるとは、してみるとである。

埋葬虫は、埋葬虫である。

為て遣るは、為て遣るである。

シデロスタットは、シデロスタットである。

四手輪は、四手輪である。

支店は、支店である。

支点は、支点である。



司天は、司天である。

四天は、四天である。

死点は、死点である。

至点は、至点である。

始点は、始点である。

祀典は、祀典である。

指点は、指点である。

視点は、視点である。

肆店は、肆店である。

肆廛は、肆廛である。

史伝は、史伝である。

市電は、市電である。

私田は、私田である。

師伝は、師伝である。

紫電は、紫電である。

賜田は、賜田である。

地天は、地天である。

字典は、字典である。

次点は、次点である。

自転は、自転である。

事典は、事典である。

治天は、治天である。

時点は、時点である。

辞典は、辞典である。

寺田は、寺田である。

自伝は、自伝である。

紫電一閃は、紫電一閃である。

磁電管は、磁電管である。

支店勘定は、支店勘定である。

侍天教は、侍天教である。

四天下は、四天下である。

自転車は、自転車である。

自転車競技は、自転車競技である。

自転車操業は、自転車操業である。

司天台は、司天台である。

四顛倒は、四顛倒である。

四天王は、四天王である。

四天王合行法は、四天王合行法である。

四天王寺は、四天王寺である。

四天王樹は、四天王樹である。

四天王寺流は、四天王寺流である。

四天の鋲は、四天の鋲である。

四天柱は、四天柱である。

支途は、支途である。

仕途は、仕途である。

司徒は、司徒である。



史都は、史都である。

使徒は、使徒である。

使途は、使途である。

紫都は、紫都である。

試図は、試図である。

厮徒は、厮徒である。

緇徒は、緇徒である。

しどは、しどである。

四土は、四土である。

四度は、四度である。

此土は、此土である。

示度は、示度である。

私度は、私度である。

自度は、自度である。

磁土は、磁土である。

四倒は、四倒である。

市頭は、市頭である。

死闘は、死闘である。

糸桐は、糸桐である。

至当は、至当である。

私党は、私党である。

私稲は、私稲である。

私闘は、私闘である。

枝頭は、枝頭である。

指頭は、指頭である。

紙灯は、紙灯である。

紫藤は、紫藤である。

士道は、士道である。

子道は、子道である。

四道は、四道である。

市道は、市道である。

私道は、私道である。

始動は、始動である。

指導は、指導である。

師道は、師道である。

祠堂は、祠堂である。

紫銅は、紫銅である。

斯道は、斯道である。

詩道は、詩道である。

寺塔は、寺塔である。

耳当は、耳当である。

自党は、自党である。

侍読は、侍読である。

自同は、自同である。

自動は、自動である。

自働は、自働である。



児童は、児童である。

慈童は、慈童である。

磁頭は、磁頭である。

矢頭は、矢頭である。

指導案は、指導案である。

児童委員は、児童委員である。

地頭請は、地頭請である。

自動運動は、自動運動である。

シトウェルは、シトウェルである。

指頭画は、指頭画である。

自動化は、自動化である。

自動改札は、自動改札である。

自動火器は、自動火器である。

自動楽器は、自動楽器である。

四等官は、四等官である。

始動器は、始動器である。

始動機は、始動機である。

児童期は、児童期である。

児童虐待防止法は、児童虐待防止法である。

視等級は、視等級である。

自動記録器は、自動記録器である。

祠堂金は、祠堂金である。

自動継続定期預金は、自動継続定期預金である。

児童劇は、児童劇である。

志道軒は、志道軒である。

自動拳銃は、自動拳銃である。

児童憲章は、児童憲章である。

児童権利宣言は、児童権利宣言である。

自動交換機は、自動交換機である。

自動口座振替は、自動口座振替である。

志度寺は、志度寺である。

志渡寺は、志渡寺である。

自動詞は、自動詞である。

地頭職は、地頭職である。

自動式は、自動式である。

自動自転車は、自動自転車である。

児童指導員は、児童指導員である。

自動絞りは、自動絞りである。

自動車は、自動車である。

自動車機関は、自動車機関である。

自動車重量税は、自動車重量税である。

自動車取得税は、自動車取得税である。

自動車税は、自動車税である。

自動車損害賠償責任保険は、自動車損害賠償責任保険である。

自動車保険は、自動車保険である。

指導主事は、指導主事である。



四道将軍は、四道将軍である。

自動小銃は、自動小銃である。

自動書記は、自動書記である。

自動織機は、自動織機である。

児童自立支援施設は、児童自立支援施設である。

自動信号は、自動信号である。

児童心理学は、児童心理学である。

自動制御は、自動制御である。

四当銭は、四当銭である。

自動旋盤は、自動旋盤である。

自動操縦装置は、自動操縦装置である。

児童相談所は、児童相談所である。

祠堂地は、祠堂地である。

児童中心主義は、児童中心主義である。

児童手当は、児童手当である。

自動的は、自動的である。

持統天皇は、持統天皇である。

自動電話は、自動電話である。

自動ドアは、自動ドアである。

示導動機は、示導動機である。

自動二輪車は、自動二輪車である。

児童の権利に関する条約は、児童の権利に関する条約である。

自動秤は、自動秤である。

じ纛幡は、じ纛幡である。

自動販売機は、自動販売機である。

自動ピアノは、自動ピアノである。

児童福祉司は、児童福祉司である。

児童福祉施設は、児童福祉施設である。

児童福祉審議会は、児童福祉審議会である。

児童福祉法は、児童福祉法である。

祠堂物は、祠堂物である。

児童扶養手当は、児童扶養手当である。

児童文化は、児童文化である。

児童文学は、児童文学である。

止動方角は、止動方角である。

自動翻訳は、自動翻訳である。

祠堂米は、祠堂米である。

自灯明法灯明は、自灯明法灯明である。

始動モーターは、始動モーターである。

児童養護施設は、児童養護施設である。

指導要録は、指導要録である。

自同律は、自同律である。

児童労働は、児童労働である。

粢は、粢である。

粢鍔は、粢鍔である。

使徒行伝は、使徒行伝である。



四徳は、四徳である。

私徳は、私徳である。

私慝は、私慝である。

舐犢は、舐犢である。

歯徳は、歯徳である。

死毒は、死毒である。

屍毒は、屍毒である。

自得は、自得である。

自涜は、自涜である。

自読は、自読である。

私徳政は、私徳政である。

至徳の名号は、至徳の名号である。

四度加行は、四度加行である。

しどけないは、しどけないである。

為遂げるは、為遂げるである。

地床は、地床である。

尻所は、尻所である。

為所は、為所である。

四度使は、四度使である。

しとしとは、しとしとである。

じとじとは、じとじとである。

シトシンは、シトシンである。

詩と真実は、詩と真実である。

使徒信条は、使徒信条である。

章断は、章断である。

四斗樽は、四斗樽である。

四度帳は、四度帳である。

緇衲は、緇衲である。

じとつくは、じとつくである。

シドッチは、シドッチである。

尿筒は、尿筒である。

しとでは、しとでである。

しととは、しととである。

巫鳥は、巫鳥である。

鵐は、鵐である。

しとどは、しとどである。

鵐目は、鵐目である。

しどなしは、しどなしである。

シドニーは、シドニーである。

茵は、茵である。

褥は、褥である。

育親は、育親である。

尿殿は、尿殿である。

四度官幣は、四度官幣である。

四度の公文は、四度の公文である。

四度の宗論は、四度の宗論である。



四度拝は、四度拝である。

豎は、豎である。

豎童は、豎童である。

僮豎は、僮豎である。

蔀は、蔀である。

しどみは、しどみである。

蔀板は、蔀板である。

蔀金は、蔀金である。

蔀釣りは、蔀釣りである。

蔀戸は、蔀戸である。

蔀橋は、蔀橋である。

蔀梁は、蔀梁である。

蔀屋は、蔀屋である。

しとむは、しとむである。

蔀むは、蔀むである。

仕留めるは、仕留めるである。

為留めるは、為留めるである。

淑やかは、淑やかである。

志度焼は、志度焼である。

地取は、地取である。

地取りは、地取りである。

地鳥は、地鳥である。

地取り碁は、地取り碁である。

倭文神社は、倭文神社である。

湿るは、湿るである。

しどろは、しどろである。

しどろ足は、しどろ足である。

しどろなしは、しどろなしである。

しどろもどろは、しどろもどろである。

志戸呂焼は、志戸呂焼である。

シトロンは、シトロンである。

品は、品である。

科は、科である。

階は、階である。

支那は、支那である。

しなは、しなである。

しないは、しないである。

撓いは、撓いである。

竹刀は、竹刀である。

市内は、市内である。

シナイは、シナイである。

地内は、地内である。

寺内は、寺内である。

竹刀打ちは、竹刀打ちである。

シナイ山は、シナイ山である。

竹刀竹は、竹刀竹である。



しないたりは、しないたりである。

寺内町は、寺内町である。

撓弦は、撓弦である。

竹刀弦は、竹刀弦である。

市内特別郵便は、市内特別郵便である。

撓うは、撓うである。

品薄は、品薄である。

支那団扇は、支那団扇である。

しなえは、しなえである。

撓えるは、撓えるである。

為直しは、為直しである。

地直しは、地直しである。

字直しは、字直しである。

為直すは、為直すである。

シナ花は、シナ花である。

科懸りは、科懸りである。

品書は、品書である。

支那学は、支那学である。

品数は、品数である。

品形は、品形である。

息長鳥は、息長鳥である。

支那鞄は、支那鞄である。

品柄は、品柄である。

品枯れは、品枯れである。

品川は、品川である。

品革は、品革である。

品革縅は、品革縅である。

科革縅は、科革縅である。

品川心中は、品川心中である。

品川台場は、品川台場である。

品川萩は、品川萩である。

品川巻は、品川巻である。

品川弥二郎は、品川弥二郎である。

しなぎは、しなぎである。

地鳴きは、地鳴きである。

収納木屋は、収納木屋である。

耆那教は、耆那教である。

品切れは、品切れである。

しなくなは、しなくなである。

地長押は、地長押である。

吟るは、吟るである。

支那麹は、支那麹である。

シナゴーグは、シナゴーグである。

品心は、品心である。

四納言は、四納言である。

しなざかるは、しなざかるである。



品定めは、品定めである。

為做しは、為做しである。

地無しは、地無しである。

地梨は、地梨である。

シナジーは、シナジーである。

地無し鹿子は、地無し鹿子である。

しなしたりは、しなしたりである。

しなしなは、しなしなである。

品品は、品品である。

品品しは、品品しである。

支那事変は、支那事変である。

支那繻子は、支那繻子である。

しなすは、しなすである。

死なすは、死なすである。

為成すは、為成すである。

為做すは、為做すである。

不死甲斐は、不死甲斐である。

不死詮は、不死詮である。

為做せ振りは、為做せ振りである。

字謎は、字謎である。

支那蕎麦は、支那蕎麦である。

品揃えは、品揃えである。

品出しは、品出しである。

しなたつは、しなたつである。

品玉は、品玉である。

品玉遣いは、品玉遣いである。

しなだゆうは、しなだゆうである。

しなたりくぼは、しなたりくぼである。

撓垂は、撓垂である。

撓垂れ掛かるは、撓垂れ掛かるである。

撓垂れるは、撓垂れるである。

支那竹は、支那竹である。

支那チベット語族は、支那チベット語族である。

支那茶は、支那茶である。

支那縮緬は、支那縮緬である。

じなつくは、じなつくである。

品付けは、品付けである。

しなつこらしいは、しなつこらしいである。

科綱は、科綱である。

級長津彦神は、級長津彦神である。

しなてるは、しなてるである。

しなてるやは、しなてるやである。

科戸の風は、科戸の風である。

級長戸の風は、級長戸の風である。

級長戸辺神は、級長戸辺神である。

品無しは、品無しである。



科布は、科布である。

信濃は、信濃である。

信濃芋は、信濃芋である。

信濃梅は、信濃梅である。

信濃苧は、信濃苧である。

信濃追分は、信濃追分である。

信濃柿は、信濃柿である。

信濃川は、信濃川である。

科木は、科木である。

信濃金梅は、信濃金梅である。

信濃路は、信濃路である。

信濃紬は、信濃紬である。

信濃木賊は、信濃木賊である。

信濃布は、信濃布である。

信濃前司行長は、信濃前司行長である。

信濃毎日新聞は、信濃毎日新聞である。

信濃者は、信濃者である。

品箱は、品箱である。

萎びるは、萎びるである。

匿ぶは、匿ぶである。

科袋は、科袋である。

シナプスは、シナプスである。

品不足は、品不足である。

品触れは、品触れである。

品部は、品部である。

匿むは、匿むである。

品目は、品目である。

品めくは、品めくである。

しなめしは、しなめしである。

品文字は、品文字である。

品物は、品物である。

品者は、品者である。

シナモンは、シナモンである。

しなやかは、しなやかである。

萎ゆは、萎ゆである。

為習ふは、為習ふである。

地均しは、地均しである。

地鳴りは、地鳴りである。

シナリオは、シナリオである。

シナリオライターは、シナリオライターである。

支那料理は、支那料理である。

為馴れるは、為馴れるである。

為慣れるは、為慣れるである。

支那浪人は、支那浪人である。

品別けは、品別けである。

四難は、四難である。



至難は、至難である。

指南は、指南である。

次男は、次男である。

二男は、二男である。

指南車は、指南車である。

指南所は、指南所である。

シナントロプスペキネンシスは、シナントロプスペキネンシスである。

指南番は、指南番である。

指南役は、指南役である。

指南力は、指南力である。

死には、死にである。

シニアは、シニアである。

ジニアは、ジニアである。

死に後は、死に後である。

シニアハイスクールは、シニアハイスクールである。

死に生きは、死に生きである。

死に息は、死に息である。

死に軍は、死に軍である。

死に急ぐは、死に急ぐである。

死に至る病は、死に至る病である。

死一倍は、死一倍である。

死出立は、死出立である。

死に入るは、死に入るである。

死に馬は、死に馬である。

死絵は、死絵である。

死に後れるは、死に後れるである。

死に返るは、死に返るである。

死に顔は、死に顔である。

死に懸るは、死に懸るである。

死覚悟は、死覚悟である。

死に学問は、死に学問である。

死に懸けは、死に懸けである。

死に重なるは、死に重なるである。

死粮は、死粮である。

死に金は、死に金である。

死に神は、死に神である。

シニカルは、シニカルである。

死に皮は、死に皮である。

死に変るは、死に変るである。

死に際は、死に際である。

屍肉は、屍肉である。

歯肉は、歯肉である。

為難いは、為難いである。

歯肉炎は、歯肉炎である。

死口は、死口である。

死に狂いは、死に狂いである。



ジニ係数は、ジニ係数である。

死に業は、死に業である。

死に拵えは、死に拵えである。

死に籠りは、死に籠りである。

死に様は、死に様である。

シニシズムは、シニシズムである。

死に次第は、死に次第である。

死支度は、死支度である。

死装束は、死装束である。

死にすは、死にすである。

死姿は、死姿である。

シニスムは、シニスムである。

老舗は、老舗である。

死に銭は、死に銭である。

仕似せるは、仕似せるである。

為似せるは、為似せるである。

死に損いは、死に損いである。

死に損うは、死に損うである。

死に体は、死に体である。

死に絶えるは、死に絶えるである。

死に戯けは、死に戯けである。

死畜生は、死畜生である。

死帳は、死帳である。

シニックは、シニックである。

死手間は、死手間である。

死てんがうは、死てんがうである。

死に時は、死に時である。

死に処は、死に処である。

死に所は、死に所である。

死の大王は、死の大王である。

死に残るは、死に残るである。

死に場は、死に場である。

死に恥は、死に恥である。

死に場所は、死に場所である。

死に外れは、死に外れである。

死膚は、死膚である。

死膚断は、死膚断である。

死に果てるは、死に果てるである。

死に花は、死に花である。

死日は、死日である。

死に光りは、死に光りである。

死に人は、死に人である。

死票は、死票である。

シニフィアンは、シニフィアンである。

シニフィエは、シニフィエである。

死黒子は、死黒子である。



死に身は、死に身である。

死に水は、死に水である。

死武者は、死武者である。

死に目は、死に目である。

死に設けは、死に設けである。

死に物狂いは、死に物狂いである。

シニャックは、シニャックである。

死病は、死病である。

市乳は、市乳である。

支繞は、支繞である。

屎尿は、屎尿である。

死用意は、死用意である。

地女房は、地女房である。

死に欲は、死に欲である。

シニョンは、シニョンである。

死に別れは、死に別れである。

死に別れるは、死に別れるである。

死人は、死人である。

視認は、視認である。

自任は、自任である。

自認は、自認である。

神人は、神人である。

慈忍は、慈忍である。

辞任は、辞任である。

死人花は、死人花である。

死ぬは、死ぬである。

地貫は、地貫である。

地緯は、地緯である。

為抜くは、為抜くである。

為貫くは、為貫くである。

しぬぐは、しぬぐである。

地主職は、地主職である。

地主の神は、地主の神である。

しぬには、しぬにである。

私奴婢は、私奴婢である。

寺奴婢は、寺奴婢である。

忍ぶは、忍ぶである。

偲ぶは、偲ぶである。

賞ぶは、賞ぶである。

地塗りは、地塗りである。

しねは、しねである。

稲は、稲である。

シネは、シネである。

シネアストは、シネアストである。

しね糸は、しね糸である。

シネカメラは、シネカメラである。



しねしねは、しねしねである。

シネスコは、シネスコである。

地鼠は、地鼠である。

地熱は、地熱である。

地熱発電は、地熱発電である。

シネマは、シネマである。

シネマヴェリテは、シネマヴェリテである。

シネマオルガンは、シネマオルガンである。

シネマコンプレックスは、シネマコンプレックスである。

シネマスコープは、シネマスコープである。

シネマテークは、シネマテークである。

シネマトグラフは、シネマトグラフである。

シネラマは、シネラマである。

シネラリアは、シネラリアである。

思念は、思念である。

持念は、持念である。

自然外道は、自然外道である。

自然ごは、自然ごである。

私年号は、私年号である。

自然居士は、自然居士である。

自然悟道は、自然悟道である。

四念処は、四念処である。

自然薯は、自然薯である。

自然生は、自然生である。

自然智は、自然智である。

自然法爾は、自然法爾である。

志野は、志野である。

篠入は、篠入である。

子嚢は、子嚢である。

司農は、司農である。

四能は、四能である。

詩嚢は、詩嚢である。

子嚢菌は、子嚢菌である。

志納金は、志納金である。

視能訓練士は、視能訓練士である。

司農卿は、司農卿である。

士農工商は、士農工商である。

ジノーヴィエフは、ジノーヴィエフである。

志野折は、志野折である。

篠垣は、篠垣である。

篠金物は、篠金物である。

地の神は、地の神である。

しのぎは、しのぎである。

凌ぎは、凌ぎである。

鎬は、鎬である。

篠木は、篠木である。



鎬下りは、鎬下りである。

鎬地は、鎬地である。

鎬筋は、鎬筋である。

鎬造りは、鎬造りである。

しのき羽は、しのき羽である。

鎬彫は、鎬彫である。

凌ぐは、凌ぐである。

収納倉は、収納倉である。

地の粉は、地の粉である。

為残しは、為残しである。

為残すは、為残すである。

篠籠手は、篠籠手である。

四の五のは、四の五のである。

篠崎は、篠崎である。

篠崎小竹は、篠崎小竹である。

篠笹は、篠笹である。

しの字は、しの字である。

地伸しは、地伸しである。

死の商人は、死の商人である。

死の勝利は、死の勝利である。

篠簀掻は、篠簀掻である。

篠薄は、篠薄である。

篠簾は、篠簾である。

篠臑当は、篠臑当である。

使の宣は、使の宣である。

四の膳は、四の膳である。

使の宣旨は、使の宣旨である。

志野宗信は、志野宗信である。

信太は、信太である。

信田は、信田である。

史大夫は、史大夫である。

信太鮨は、信太鮨である。

信太妻は、信太妻である。

篠立臑当は、篠立臑当である。

志野棚は、志野棚である。

信太の森は、信太の森である。

信太巻は、信太巻である。

信田巻は、信田巻である。

篠垂は、篠垂である。

鎬垂は、鎬垂である。

使の庁は、使の庁である。

篠塚流は、篠塚流である。

篠突く雨は、篠突く雨である。

罧は、罧である。

四の鼓は、四の鼓である。

真の手は、真の手である。



字の謎は、字の謎である。

四の二は、四の二である。

しのには、しのにである。

シノニムは、シノニムである。

羊蹄は、羊蹄である。

篠ノ井は、篠ノ井である。

篠ノ井線は、篠ノ井線である。

篠の小笹は、篠の小笹である。

篠の小薄は、篠の小薄である。

篠の小吹雪は、篠の小吹雪である。

しののには、しののにである。

篠の葉草は、篠の葉草である。

東雲は、東雲である。

東雲草は、東雲草である。

東雲新聞は、東雲新聞である。

東雲節は、東雲節である。

収納場は、収納場である。

死の灰は、死の灰である。

偲はくは、偲はくである。

尿の箱は、尿の箱である。

清箱は、清箱である。

偲ばしは、偲ばしである。

偲はすは、偲はすである。

不忍池は、不忍池である。

不忍文庫は、不忍文庫である。

忍ばせるは、忍ばせるである。

偲はゆは、偲はゆである。

篠原は、篠原である。

偲ひは、偲ひである。

慕ひは、慕ひである。

忍びは、忍びである。

忍び逢いは、忍び逢いである。

忍び逢うは、忍び逢うである。

忍び足は、忍び足である。

忍び編笠は、忍び編笠である。

忍び歩きは、忍び歩きである。

忍び入るは、忍び入るである。

忍び男は、忍び男である。

忍び女は、忍び女である。

忍び返しは、忍び返しである。

忍び返すは、忍び返すである。

忍び垣は、忍び垣である。

忍び駕籠は、忍び駕籠である。

忍び釘は、忍び釘である。

忍び草は、忍び草である。

慕草は、慕草である。



忍び組は、忍び組である。

忍び車は、忍び車である。

忍倹飩は、忍倹飩である。

忍慳貪は、忍慳貪である。

忍び声は、忍び声である。

誄は、誄である。

忍び言は、忍び言である。

忍び事は、忍び事である。

忍駒は、忍駒である。

忍び込むは、忍び込むである。

忍び籠むは、忍び籠むである。

忍三重は、忍三重である。

忍び路は、忍び路である。

忍び忍びは、忍び忍びである。

忍び頭巾は、忍び頭巾である。

忍び菅は、忍び菅である。

忍び田は、忍び田である。

忍び提灯は、忍び提灯である。

忍び夫は、忍び夫である。

忍び妻は、忍び妻である。

忍び手は、忍び手である。

短手は、短手である。

忍び所は、忍び所である。

偲び所は、偲び所である。

忍び取りは、忍び取りである。

忍びないは、忍びないである。

忍び流しは、忍び流しである。

忍び泣きは、忍び泣きである。

忍び泣くは、忍び泣くである。

忍び涙は、忍び涙である。

忍びには、忍びにである。

忍び音は、忍び音である。

忍根緒は、忍根緒である。

忍の緒は、忍の緒である。

忍び残すは、忍び残すである。

忍びの術は、忍びの術である。

忍びの者は、忍びの者である。

忍び火は、忍び火である。

忍び人は、忍び人である。

忍び船は、忍び船である。

忍び回りは、忍び回りである。

忍目付は、忍目付である。

忍元結は、忍元結である。

忍び物見は、忍び物見である。

忍びやかは、忍びやかである。

忍び寄るは、忍び寄るである。



忍び渡るは、忍び渡るである。

偲び渡るは、偲び渡るである。

忍び笑いは、忍び笑いである。

偲ふは、偲ふである。

忍は、忍である。

信夫は、信夫である。

忍石は、忍石である。

篠笛は、篠笛である。

忍ヶ岡は、忍ヶ岡である。

忍岡文庫は、忍岡文庫である。

忍草は、忍草である。

志野袋は、志野袋である。

忍ぶ恋路は、忍ぶ恋路である。

シノプシスは、シノプシスである。

忍摺は、忍摺である。

信夫摺は、信夫摺である。

死の舞踏は、死の舞踏である。

忍の衣は、忍の衣である。

忍ぶの惣太は、忍ぶの惣太である。

忍の袖は、忍の袖である。

志濃夫廼舎歌集は、志濃夫廼舎歌集である。

忍饅頭は、忍饅頭である。

忍捩摺は、忍捩摺である。

忍ふらふは、忍ふらふである。

忍髷は、忍髷である。

地の文は、地の文である。

忍竹は、忍竹である。

地蚤は、地蚤である。

篠芽は、篠芽である。

篠芽竹は、篠芽竹である。

篠屋は、篠屋である。

志野焼は、志野焼である。

地乗りは、地乗りである。

志野流は、志野流である。

シノロジーは、シノロジーである。

死の別れは、死の別れである。

シノワズリーは、シノワズリーである。

篠綿は、篠綿である。

支派は、支派である。

芝は、芝である。

柴は、柴である。

莱草は、莱草である。

仕場は、仕場である。

司馬は、司馬である。

死馬は、死馬である。

斯波は、斯波である。



駟馬は、駟馬である。

シバは、シバである。

屡は、屡である。

自派は、自派である。

じばは、じばである。

地場は、地場である。

ジハードは、ジハードである。

繁雨は、繁雨である。

支配は、支配である。

四配は、四配である。

弛廃は、弛廃である。

紙背は、紙背である。

紙牌は、紙牌である。

詩牌は、詩牌である。

賜杯は、賜杯である。

芝居は、芝居である。

司馬懿は、司馬懿である。

耳坏は、耳坏である。

児輩は、児輩である。

時輩は、時輩である。

地張は、地張である。

芝居唄は、芝居唄である。

芝居絵は、芝居絵である。

柴庵は、柴庵である。

支配階級は、支配階級である。

芝居掛かるは、芝居掛かるである。

地張紙は、地張紙である。

支配勘定は、支配勘定である。

芝居気は、芝居気である。

地張木は、地張木である。

支配権は、支配権である。

芝居子は、芝居子である。

芝居心は、芝居心である。

芝居小屋は、芝居小屋である。

芝居酒盛りは、芝居酒盛りである。

支配下は、支配下である。

芝居染みるは、芝居染みるである。

支配所は、支配所である。

自賠責保険は、自賠責保険である。

芝居銭は、芝居銭である。

芝居茶屋は、芝居茶屋である。

支配人は、支配人である。

柴犬は、柴犬である。

芝居噺は、芝居噺である。

芝居番付は、芝居番付である。

芝居者は、芝居者である。



紙背文書は、紙背文書である。

芝打は、芝打である。

芝浦は、芝浦である。

地生えは、地生えである。

司馬睿は、司馬睿である。

芝蝦は、芝蝦である。

青蝦は、青蝦である。

司馬炎は、司馬炎である。

司馬温公は、司馬温公である。

柴嚊は、柴嚊である。

柴嬶は、柴嬶である。

柴垣は、柴垣である。

柴垣踊は、柴垣踊である。

柴垣節は、柴垣節である。

柴唐戸は、柴唐戸である。

芝刈りは、芝刈りである。

柴刈りは、柴刈りである。

柴木は、柴木である。

し博は、し博である。

紫白は、紫白である。

紫陌は、紫陌である。

詞伯は、詞伯である。

詩伯は、詩伯である。

しばくは、しばくである。

自白は、自白である。

自縛は、自縛である。

自爆は、自爆である。

市舶司は、市舶司である。

芝競べは、芝競べである。

柴栗は、柴栗である。

茅栗は、茅栗である。

柴車は、柴車である。

柴榑雨は、柴榑雨である。

司馬光は、司馬光である。

芝公園は、芝公園である。

司馬江漢は、司馬江漢である。

芝采は、芝采である。

芝魚は、芝魚である。

芝肴は、芝肴である。

芝酒盛りは、芝酒盛りである。

芝桜は、芝桜である。

柴挿は、柴挿である。

柴指は、柴指である。

地場産業は、地場産業である。

暫しは、暫しである。

屡々は、屡々である。



しばしばは、しばしばである。

暫暫は、暫暫である。

しばしば目は、しばしば目である。

司馬相如は、司馬相如である。

柴四朗は、柴四朗である。

師走は、師走である。

柴すは、柴すである。

為外すは、為外すである。

芝摺は、芝摺である。

柴摺衣は、柴摺衣である。

芝銭は、芝銭である。

司馬遷は、司馬遷である。

芝全交は、芝全交である。

斯波園女は、斯波園女である。

柴橇は、柴橇である。

柴田は、柴田である。

新発田は、新発田である。

地肌は、地肌である。

地膚は、地膚である。

地機は、地機である。

芝大神宮は、芝大神宮である。

柴田勝家は、柴田勝家である。

斯波高経は、斯波高経である。

柴田鳩翁は、柴田鳩翁である。

瞬くは、瞬くである。

柴田桂太は、柴田桂太である。

柴田是真は、柴田是真である。

屡叩くは、屡叩くである。

屡立つは、屡立つである。

司馬達等は、司馬達等である。

柴田南雄は、柴田南雄である。

柴田雄次は、柴田雄次である。

芝地は、芝地である。

地蜂は、地蜂である。

詩八病は、詩八病である。

司馬仲達は、司馬仲達である。

芝手水は、芝手水である。

始発は、始発である。

為果つは、為果つである。

自発は、自発である。

芝築地は、芝築地である。

芝突は、芝突である。

柴漬は、柴漬である。

自発磁化は、自発磁化である。

自発性は、自発性である。

自発的は、自発的である。



自罰的は、自罰的である。

自発的失業は、自発的失業である。

芝繋ぎは、芝繋ぎである。

柴積み車は、柴積み車である。

柴積み舟は、柴積み舟である。

為果ては、為果てである。

芝手は、芝手である。

芝田楽は、芝田楽である。

柴戸は、柴戸である。

芝土居は、芝土居である。

屡鳥は、屡鳥である。

屡鳴き鳥は、屡鳴き鳥である。

屡鳴くは、屡鳴くである。

為放つは、為放つである。

底土は、底土である。

芝煮は、芝煮である。

シハヌークは、シハヌークである。

柴抜きは、柴抜きである。

芝野は、芝野である。

柴野は、柴野である。

柴の編戸は、柴の編戸である。

柴の庵は、柴の庵である。

柴の門は、柴の門である。

柴の戸は、柴の戸である。

柴の扉は、柴の扉である。

柴の枢は、柴の枢である。

柴の舟は、柴の舟である。

芝の砌は、芝の砌である。

柴野栗山は、柴野栗山である。

柴橋は、柴橋である。

芝浜は、芝浜である。

芝原は、芝原である。

芝引は、芝引である。

柴人は、柴人である。

芝生は、芝生である。

柴笛は、柴笛である。

柴葺きは、柴葺きである。

柴舟は、柴舟である。

柴部屋は、柴部屋である。

柴又は、柴又である。

芝見は、芝見である。

屡見るは、屡見るである。

しばめかすは、しばめかすである。

芝矢は、芝矢である。

芝屋は、芝屋である。

柴屋は、柴屋である。



柴柳は、柴柳である。

芝山は、芝山である。

柴山は、柴山である。

柴屋町は、柴屋町である。

屡尿は、屡尿である。

数尿は、数尿である。

斯波義廉は、斯波義廉である。

斯波義敏は、斯波義敏である。

斯波義将は、斯波義将である。

地腹は、地腹である。

自腹は、自腹である。

支払いは、支払いである。

支払勘定は、支払勘定である。

支払勘定相場は、支払勘定相場である。

支払拒絶証書は、支払拒絶証書である。

支払準備制度は、支払準備制度である。

支払証券は、支払証券である。

支払相場は、支払相場である。

支払地は、支払地である。

支払停止は、支払停止である。

支払呈示は、支払呈示である。

支払手形は、支払手形である。

支払伝票は、支払伝票である。

支払い督促は、支払い督促である。

支払人は、支払人である。

支払保証は、支払保証である。

支払い猶予は、支払い猶予である。

支払予算は、支払予算である。

支払い渡しは、支払い渡しである。

支払うは、支払うである。

暫くは、暫くである。

須臾は、須臾である。

暫く振りは、暫く振りである。

四波羅蜜は、四波羅蜜である。

縛りは、縛りである。

地張りは、地張りである。

縛り上げるは、縛り上げるである。

縛り網は、縛り網である。

芝離宮は、芝離宮である。

縛り首は、縛り首である。

縛り付けるは、縛り付けるである。

縛り貫は、縛り貫である。

縛り目は、縛り目である。

司馬凌海は、司馬凌海である。

司馬遼太郎は、司馬遼太郎である。

縛るは、縛るである。



地腫れは、地腫れである。

しばれるは、しばれるである。

四半は、四半である。

市販は、市販である。

示範は、示範である。

死斑は、死斑である。

屍斑は、屍斑である。

私版は、私版である。

師範は、師範である。

紙半は、紙半である。

紫斑は、紫斑である。

紫瘢は、紫瘢である。

篩板は、篩板である。

師板は、師板である。

寺判は、寺判である。

自反は、自反である。

自判は、自判である。

児斑は、児斑である。

事犯は、事犯である。

地盤は、地盤である。

ジバンは、ジバンである。

師範学校は、師範学校である。

四半期は、四半期である。

ジパングは、ジパングである。

師範家は、師範家である。

四半敷は、四半敷である。

師範代は、師範代である。

地盤沈下は、地盤沈下である。

紫斑病は、紫斑病である。

四半分は、四半分である。

死番虫は、死番虫である。

市費は、市費である。

私費は、私費である。

施肥は、施肥である。

詩碑は、詩碑である。

しびは、しびである。

至微は、至微である。

芝眉は、芝眉である。

紙尾は、紙尾である。

紫微は、紫微である。

紫薇は、紫薇である。

鴟尾は、鴟尾である。

鵄尾は、鵄尾である。

蚩尾は、蚩尾である。

次妃は、次妃である。

自費は、自費である。



侍婢は、侍婢である。

慈悲は、慈悲である。

孳尾は、孳尾である。

シビアは、シビアである。

耳鼻咽喉科は、耳鼻咽喉科である。

慈悲衣は、慈悲衣である。

紫微垣は、紫微垣である。

耳鼻科は、耳鼻科である。

慈悲買いは、慈悲買いである。

地引は、地引である。

地曳は、地曳である。

地弾きは、地弾きである。

字引は、字引である。

地引網は、地引網である。

地曳網は、地曳網である。

字引学問は、字引学問である。

地引帳は、地引帳である。

地曳祭は、地曳祭である。

紫微宮は、紫微宮である。

しびくは、しびくである。

自費出版は、自費出版である。

紫微省は、紫微省である。

慈悲心鳥は、慈悲心鳥である。

私費生は、私費生である。

紫微星は、紫微星である。

自費生は、自費生である。

紫微中台は、紫微中台である。

史筆は、史筆である。

紙匹は、紙匹である。

紙筆は、紙筆である。

試筆は、試筆である。

始筆は、始筆である。

自筆は、自筆である。

死人色は、死人色である。

死人返りは、死人返りである。

紫微内相は、紫微内相である。

慈悲の粧いは、慈悲の粧いである。

地響きは、地響きである。

慈悲深いは、慈悲深いである。

鮪節は、鮪節である。

次姫は、次姫である。

四百四病は、四百四病である。

四百余州は、四百余州である。

四表は、四表である。

指標は、指標である。

師表は、師表である。



紙票は、紙票である。

賜氷は、賜氷である。

詩病は、詩病である。

耳標は、耳標である。

時評は、時評である。

辞表は、辞表である。

持病は、持病である。

時病は、時病である。

四拍子は、四拍子である。

地拍子は、地拍子である。

指標植物は、指標植物である。

指標生物は、指標生物である。

しびらは、しびらである。

痺りは、痺りである。

シビリアンは、シビリアンである。

シビリアンコントロールは、シビリアンコントロールである。

シビリゼーションは、シビリゼーションである。

しびり尿は、しびり尿である。

痺るは、痺るである。

失必児汗国は、失必児汗国である。

シビルミニマムは、シビルミニマムである。

痺れは、痺れである。

痺れ鰻は、痺れ鰻である。

痺れえいは、痺れえいである。

痺れ薬は、痺れ薬である。

痺れ鯰は、痺れ鯰である。

痺れるは、痺れるである。

四品は、四品である。

詩品は、詩品である。

資稟は、資稟である。

溲瓶は、溲瓶である。

尿瓶は、尿瓶である。

自鬢は、自鬢である。

泗浜石は、泗浜石である。

自鬢物は、自鬢物である。

子婦は、子婦である。

氏譜は、氏譜である。

司符は、司符である。

四府は、四府である。

私夫は、私夫である。

師父は、師父である。

師傅は、師傅である。

紙布は、紙布である。

詩賦は、詩賦である。

シフは、シフである。

渋は、渋である。



支部は、支部である。

四分は、四分である。

四部は、四部である。

市部は、市部である。

使部は、使部である。

祠部は、祠部である。

篩部は、篩部である。

師部は、師部である。

二夫は、二夫である。

自負は、自負である。

慈父は、慈父である。

慈婦は、慈婦である。

璽符は、璽符である。

治部は、治部である。

ジブは、ジブである。

渋いは、渋いである。

四分板は、四分板である。

四分一は、四分一である。

四分一人足は、四分一人足である。

四分一の家は、四分一の家である。

四分一鑞は、四分一鑞である。

シフィリスは、シフィリスである。

渋色は、渋色である。

士風は、士風である。

師風は、師風である。

詩風は、詩風である。

渋団扇は、渋団扇である。

渋江は、渋江である。

渋江抽斎は、渋江抽斎である。

シフォンは、シフォンである。

シフォンベルベットは、シフォンベルベットである。

市部会は、市部会である。

渋柿は、渋柿である。

渋帷子は、渋帷子である。

四部合唱は、四部合唱である。

四部合奏は、四部合奏である。

渋紙は、渋紙である。

渋紙面は、渋紙面である。

渋川は、渋川である。

渋皮は、渋皮である。

渋川景佑は、渋川景佑である。

渋川玄耳は、渋川玄耳である。

渋革籠は、渋革籠である。

渋川春海は、渋川春海である。

渋川伴五郎は、渋川伴五郎である。

渋川太織は、渋川太織である。



渋川流は、渋川流である。

四部官は、四部官である。

しぶきは、しぶきである。

渋木は、渋木である。

地葺は、地葺である。

しぶき雨は、しぶき雨である。

治部卿は、治部卿である。

地奉行は、地奉行である。

仕服は、仕服である。

仕覆は、仕覆である。

至福は、至福である。

私服は、私服である。

私腹は、私腹である。

紙幅は、紙幅である。

雌伏は、雌伏である。

し吹くは、し吹くである。

しぶくは、しぶくである。

渋くは、渋くである。

地輻は、地輻である。

地覆は、地覆である。

地伏は、地伏である。

自服は、自服である。

時服は、時服である。

地輻石は、地輻石である。

渋草は、渋草である。

至福千年説は、至福千年説である。

渋口は、渋口である。

地覆長押は、地覆長押である。

じぶくりは、じぶくりである。

時服料は、時服料である。

渋くるは、渋くるである。

じぶくるは、じぶくるである。

ジブクレーンは、ジブクレーンである。

地袋は、地袋である。

渋好みは、渋好みである。

渋沢は、渋沢である。

渋沢栄一は、渋沢栄一である。

渋沢敬三は、渋沢敬三である。

ジプシーは、ジプシーである。

渋渋は、渋渋である。

四部衆は、四部衆である。

治部省は、治部省である。

志布志湾は、志布志湾である。

自負心は、自負心である。

渋墨は、渋墨である。

渋墨塗りは、渋墨塗りである。



渋扇は、渋扇である。

渋煎は、渋煎である。

篩部繊維は、篩部繊維である。

師部繊維は、師部繊維である。

四不像は、四不像である。

四部叢刊は、四部叢刊である。

渋染は、渋染である。

しぶ鏨は、しぶ鏨である。

ジブチは、ジブチである。

渋茶は、渋茶である。

渋ちんは、渋ちんである。

四仏は、四仏である。

四勿は、四勿である。

死物は、死物である。

私物は、私物である。

事物は、事物である。

持仏は、持仏である。

時物は、時物である。

事物紀原は、事物紀原である。

死物寄生は、死物寄生である。

じぶっくるは、じぶっくるである。

至仏山は、至仏山である。

視物質は、視物質である。

渋っ面は、渋っ面である。

持仏堂は、持仏堂である。

持仏堂坊主は、持仏堂坊主である。

渋面は、渋面である。

渋手拭は、渋手拭である。

ジフテリアは、ジフテリアである。

ジフテリア菌は、ジフテリア菌である。

ジフテリーは、ジフテリーである。

シフトは、シフトである。

地太は、地太である。

しぶといは、しぶといである。

シフトキーは、シフトキーである。

シフトドレスは、シフトドレスである。

渋取りは、渋取りである。

渋縄は、渋縄である。

治部煮は、治部煮である。

渋抜きは、渋抜きである。

渋塗は、渋塗である。

渋塗烏帽子は、渋塗烏帽子である。

渋病は、渋病である。

地吹雪は、地吹雪である。

渋みは、渋みである。

渋谷は、渋谷である。



渋谷天外は、渋谷天外である。

ジブラルタルは、ジブラルタルである。

渋りは、渋りである。

仕振りは、仕振りである。

渋り皮は、渋り皮である。

四部律は、四部律である。

渋り腹は、渋り腹である。

シプリペディウムは、シプリペディウムである。

渋るは、渋るである。

シブレットは、シブレットである。

四分六は、四分六である。

私憤は、私憤である。

脂粉は、脂粉である。

士分は、士分である。

支分は、支分である。

死文は、死文である。

紫文は、紫文である。

斯文は、斯文である。

詩文は、詩文である。

自刎は、自刎である。

自噴は、自噴である。

自分は、自分である。

時分は、時分である。

時文は、時文である。

自分商いは、自分商いである。

四分円は、四分円である。

自分勝手は、自分勝手である。

自分髪は、自分髪である。

時分柄は、時分柄である。

四分儀は、四分儀である。

四分五裂は、四分五裂である。

自分史は、自分史である。

自分自身は、自分自身である。

私文書は、私文書である。

自噴井は、自噴井である。

自分とは、自分とである。

時分時は、時分時である。

自分乍らは、自分乍らである。

脂粉の気は、脂粉の気である。

時分の花は、時分の花である。

時分触れは、時分触れである。

四分法は、四分法である。

自分免許は、自分免許である。

自分持ちは、自分持ちである。

四分律は、四分律である。

四分律宗は、四分律宗である。



事文類聚は、事文類聚である。

しべは、しべである。

蕊は、蕊である。

蘂は、蘂である。

子平は、子平である。

私兵は、私兵である。

私幣は、私幣である。

使聘は、使聘である。

紙幣は、紙幣である。

時平は、時平である。

贄幣は、贄幣である。

寺兵は、寺兵である。

時弊は、時弊である。

辞柄は、辞柄である。

自閉症は、自閉症である。

紙幣本位制は、紙幣本位制である。

四壁は、四壁である。

嗜癖は、嗜癖である。

詩癖は、詩癖である。

磁壁は、磁壁である。

四壁引は、四壁引である。

蕊粉は、蕊粉である。

地べたは、地べたである。

士別は、士別である。

死別は、死別である。

辞別は、辞別である。

地紅は、地紅である。

しべ蒲団は、しべ蒲団である。

しべ箒は、しべ箒である。

シベリアは、シベリアである。

シベリア気団は、シベリア気団である。

シベリア高気圧は、シベリア高気圧である。

シベリア出兵は、シベリア出兵である。

シベリア鉄道は、シベリア鉄道である。

シベリア抑留は、シベリア抑留である。

シベリウスは、シベリウスである。

ジベレリンは、ジベレリンである。

四辺は、四辺である。

紙片は、紙片である。

詩編は、詩編である。

詩篇は、詩篇である。

支弁は、支弁である。

四弁は、四弁である。

至便は、至便である。

思弁は、思弁である。

事変は、事変である。



時変は、時変である。

慈遍は、慈遍である。

自弁は、自弁である。

四辺形は、四辺形である。

自変数は、自変数である。

思弁哲学は、思弁哲学である。

師保は、師保である。

師輔は、師輔である。

試歩は、試歩である。

試補は、試補である。

私募は、私募である。

思慕は、思慕である。

侍補は、侍補である。

字母は、字母である。

慈母は、慈母である。

子法は、子法である。

仕法は、仕法である。

司法は、司法である。

四方は、四方である。

四宝は、四宝である。

四法は、四法である。

死法は、死法である。

私法は、私法である。

私報は、私報である。

刺胞は、刺胞である。

師法は、師法である。

紙砲は、紙砲である。

紙炮は、紙炮である。

嗣法は、嗣法である。

肆放は、肆放である。

恣放は、恣放である。

詩法は、詩法である。

諡法は、諡法である。

子房は、子房である。

四望は、四望である。

市坊は、市坊である。

死亡は、死亡である。

志望は、志望である。

姿貌は、姿貌である。

思望は、思望である。

脂肪は、脂肪である。

資望は、資望である。

寺宝は、寺宝である。

時法は、時法である。

時報は、時報である。

自暴は、自暴である。



四方位は、四方位である。

司法委員は、司法委員である。

四法印は、四法印である。

司法解剖は、司法解剖である。

仕法書は、仕法書である。

脂肪過多症は、脂肪過多症である。

四方髪は、四方髪である。

司法官は、司法官である。

脂肪肝は、脂肪肝である。

司法官試補は、司法官試補である。

司法官庁は、司法官庁である。

司法機関は、司法機関である。

司法卿は、司法卿である。

司法共助は、司法共助である。

司法行政は、司法行政である。

四宝銀は、四宝銀である。

司法警察は、司法警察である。

司法警察職員は、司法警察職員である。

仕呆けるは、仕呆けるである。

為惚けるは、為惚けるである。

司法権は、司法権である。

司法研修所は、司法研修所である。

四方輿は、四方輿である。

司法国家は、司法国家である。

司法裁判所は、司法裁判所である。

脂肪細胞は、脂肪細胞である。

四方差は、四方差である。

脂肪酸は、脂肪酸である。

自暴自棄は、自暴自棄である。

死亡賜金は、死亡賜金である。

司法試験は、司法試験である。

脂肪質は、脂肪質である。

四方四仏は、四方四仏である。

襲芳舎は、襲芳舎である。

四望車は、四望車である。

脂肪腫は、脂肪腫である。

司法修習生は、司法修習生である。

脂肪種子は、脂肪種子である。

司法省は、司法省である。

四方正面は、四方正面である。

司法書士は、司法書士である。

四方白は、四方白である。

私法人は、私法人である。

死亡診断書は、死亡診断書である。

脂肪族化合物は、脂肪族化合物である。

脂肪組織は、脂肪組織である。



仕放題は、仕放題である。

四方棚は、四方棚である。

四方竹は、四方竹である。

刺胞動物は、刺胞動物である。

四方取は、四方取である。

四方流れは、四方流れである。

四方貫は、四方貫である。

司法年度は、司法年度である。

脂肪の塊は、脂肪の塊である。

四方の志は、四方の志である。

四方拝は、四方拝である。

市法売買は、市法売買である。

四方八方は、四方八方である。

四方引は、四方引である。

死亡表は、死亡表である。

司法法は、司法法である。

死亡保険は、死亡保険である。

脂肪油は、脂肪油である。

死亡率は、死亡率である。

指方立相は、指方立相である。

皺紙は、皺紙である。

自浦勘定は、自浦勘定である。

司牧は、司牧である。

四木は、四木である。

紙墨は、紙墨である。

耳目は、耳目である。

私保険は、私保険である。

支保工は、支保工である。

四菩薩は、四菩薩である。

しぼしぼは、しぼしぼである。

子母銭は、子母銭である。

地細は、地細である。

新発意は、新発意である。

新発意立は、新発意立である。

死没は、死没である。

死歿は、死歿である。

四法界は、四法界である。

萎むは、萎むである。

凋むは、凋むである。

皺寄るは、皺寄るである。

絞りは、絞りである。

搾りは、搾りである。

絞り上げるは、絞り上げるである。

搾り上げるは、搾り上げるである。

絞り滓は、絞り滓である。

搾り滓は、搾り滓である。



絞り紙は、絞り紙である。

絞り込むは、絞り込むである。

搾り込むは、搾り込むである。

搾り汁は、搾り汁である。

絞り染は、絞り染である。

搾り出しは、搾り出しである。

絞り出すは、絞り出すである。

搾り出すは、搾り出すである。

絞り茶巾は、絞り茶巾である。

絞り取るは、絞り取るである。

搾り取るは、搾り取るである。

絞り放しは、絞り放しである。

絞り腹は、絞り腹である。

絞り吹きは、絞り吹きである。

絞り袋地は、絞り袋地である。

絞り弁は、絞り弁である。

絞り木綿は、絞り木綿である。

絞り紋は、絞り紋である。

絞るは、絞るである。

搾るは、搾るである。

子本は、子本である。

四本は、四本である。

紙本は、紙本である。

資本は、資本である。

地本は、地本である。

資本家は、資本家である。

資本家階級は、資本家階級である。

四本懸りは、四本懸りである。

資本還元は、資本還元である。

資本勘定は、資本勘定である。

資本金は、資本金である。

資本係数は、資本係数である。

資本構成は、資本構成である。

資本コストは、資本コストである。

資本財は、資本財である。

資本参加は、資本参加である。

資本市場は、資本市場である。

資本自由化は、資本自由化である。

資本収支は、資本収支である。

資本集約的産業は、資本集約的産業である。

資本主義は、資本主義である。

資本主義の全般的危機は、資本主義の全般的危機である。

資本準備金は、資本準備金である。

資本剰余金は、資本剰余金である。

資本蓄積は、資本蓄積である。

資本逃避は、資本逃避である。



資本取引は、資本取引である。

四本柱は、四本柱である。

四本諸撚糸は、四本諸撚糸である。

資本輸出は、資本輸出である。

資本論は、資本論である。

しまは、しまである。

島は、島である。

嶋は、嶋である。

縞は、縞である。

四魔は、四魔である。

死魔は、死魔である。

志摩は、志摩である。

し麻は、し麻である。

揣摩は、揣摩である。

詩魔は、詩魔である。

シマは、シマである。

縞合いは、縞合いである。

縞鰺は、縞鰺である。

島井は、島井である。

仕舞は、仕舞である。

四枚は、四枚である。

姉妹は、姉妹である。

字舞は、字舞である。

仕舞謡は、仕舞謡である。

四枚肩は、四枚肩である。

仕舞口は、仕舞口である。

姉妹語は、姉妹語である。

仕舞い込むは、仕舞い込むである。

縞伊佐木は、縞伊佐木である。

島井宗室は、島井宗室である。

仕舞太鼓は、仕舞太鼓である。

仕舞ひつくは、仕舞ひつくである。

仕舞付は、仕舞付である。

仕舞ひつけるは、仕舞ひつけるである。

四枚胴は、四枚胴である。

姉妹都市は、姉妹都市である。

仕舞柱は、仕舞柱である。

仕舞風呂は、仕舞風呂である。

姉妹編は、姉妹編である。

仕舞店は、仕舞店である。

仕舞物は、仕舞物である。

仕舞湯は、仕舞湯である。

仕舞うは、仕舞うである。

了うは、了うである。

終うは、終うである。

縞馬は、縞馬である。



斑馬は、斑馬である。

島絵は、島絵である。

自前は、自前である。

縞海老は、縞海老である。

島尾は、島尾である。

紫磨黄金は、紫磨黄金である。

揣摩臆測は、揣摩臆測である。

揣摩憶測は、揣摩憶測である。

島尾敏雄は、島尾敏雄である。

縞織は、縞織である。

縞織物は、縞織物である。

島颪は、島颪である。

四万温泉は、四万温泉である。

縞蚊は、縞蚊である。

島替は、島替である。

島陰は、島陰である。

島隠るは、島隠るである。

島隠れは、島隠れである。

島影は、島影である。

島笠は、島笠である。

島風は、島風である。

島形は、島形である。

縞蟹は、縞蟹である。

縞上は、縞上である。

縞裃は、縞裃である。

縞上下は、縞上下である。

縞柄は、縞柄である。

縞鰈は、縞鰈である。

風巻は、風巻である。

島木は、島木である。

島木赤彦は、島木赤彦である。

島木健作は、島木健作である。

縞桐は、縞桐である。

繞くは、繞くである。

風巻くは、風巻くである。

字幕は、字幕である。

島国は、島国である。

島国根性は、島国根性である。

縞啄木鳥は、縞啄木鳥である。

縞蚕は、縞蚕である。

島好みは、島好みである。

紫磨金は、紫磨金である。

島崎は、島崎である。

島崎藤村は、島崎藤村である。

縞笹は、縞笹である。

縞晒しは、縞晒しである。



島地は、島地である。

暫しくは、暫しくである。

島四国は、島四国である。

島々は、島々である。

島島は、島島である。

島地黙雷は、島地黙雷である。

縞繻は、縞繻である。

縞繻子は、縞繻子である。

縞状鉄鉱層は、縞状鉄鉱層である。

島巣は、島巣である。

しますは、しますである。

島摺は、島摺である。

島育ちは、島育ちである。

縞染は、縞染である。

島田は、島田である。

島台は、島台である。

縞鯛は、縞鯛である。

島田謹二は、島田謹二である。

島田崩しは、島田崩しである。

島田三郎は、島田三郎である。

島田清次郎は、島田清次郎である。

島棚は、島棚である。

島田髷は、島田髷である。

島千鳥は、島千鳥である。

島鵆月白浪は、島鵆月白浪である。

縞縮は、縞縮である。

縞縮緬は、縞縮緬である。

始末は、始末である。

島津は、島津である。

島津家久は、島津家久である。

始末書きは、始末書きである。

始末心は、始末心である。

島津重豪は、島津重豪である。

始末書は、始末書である。

始末人は、始末人である。

島つ巣は、島つ巣である。

仕舞ったは、仕舞ったである。

島伝いは、島伝いである。

島伝ふは、島伝ふである。

島津貴久は、島津貴久である。

島津忠義は、島津忠義である。

縞包は、縞包である。

島つ鳥は、島つ鳥である。

島津斉彬は、島津斉彬である。

島津久光は、島津久光である。

島津久基は、島津久基である。



始末屋は、始末屋である。

島津義久は、島津義久である。

島津義弘は、島津義弘である。

地祭は、地祭である。

縞手本は、縞手本である。

島門は、島門である。

縞苗は、縞苗である。

嶋中は、嶋中である。

島流しは、島流しである。

嶋中雄作は、嶋中雄作である。

紫磨忍辱は、紫磨忍辱である。

島抜けは、島抜けである。

島脱けは、島脱けである。

島根は、島根である。

島根医科大学は、島根医科大学である。

島根大学は、島根大学である。

島根半島は、島根半島である。

島之内は、島之内である。

島の子は、島の子である。

島の巣守は、島の巣守である。

シマノフスキは、シマノフスキである。

島宮は、島宮である。

縞蠅は、縞蠅である。

大麻蠅は、大麻蠅である。

縞葉枯れ病は、縞葉枯れ病である。

縞羽二重は、縞羽二重である。

島原は、島原である。

島原一揆は、島原一揆である。

島原狂言は、島原狂言である。

島原城は、島原城である。

島原大変肥後迷惑は、島原大変肥後迷惑である。

島原道中は、島原道中である。

島原の乱は、島原の乱である。

島原半島は、島原半島である。

島原模様は、島原模様である。

島原湾は、島原湾である。

志摩半島は、志摩半島である。

島人は、島人である。

島広山は、島広山である。

島梟は、島梟である。

島傍は、島傍である。

縞蛇は、縞蛇である。

しまぼしは、しまぼしである。

自儘は、自儘である。

島松は、島松である。

島回りは、島回りである。



島廻は、島廻である。

縞蚯蚓は、縞蚯蚓である。

島村は、島村である。

島村抱月は、島村抱月である。

縞目は、縞目である。

地豆は、地豆である。

島巡りは、島巡りである。

縞瑪瑙は、縞瑪瑙である。

島物は、島物である。

縞物は、縞物である。

縞木綿は、縞木綿である。

縞模様は、縞模様である。

島守は、島守である。

島破りは、島破りである。

島山は、島山である。

島山畑は、島山畑である。

縞葦は、縞葦である。

島義勇は、島義勇である。

締まらないは、締まらないである。

締りは、締りである。

縞栗鼠は、縞栗鼠である。

締り備えは、締り備えである。

締り嵌めは、締り嵌めである。

締り屋は、締り屋である。

締まるは、締まるである。

絞まるは、絞まるである。

緊まるは、緊まるである。

閉まるは、閉まるである。

縞絽は、縞絽である。

島曲は、島曲である。

字回しは、字回しである。

地回りは、地回りである。

地廻りは、地廻りである。

地廻り船は、地廻り船である。

地廻り米は、地廻り米である。

四曼は、四曼である。

自慢は、自慢である。

持満は、持満である。

自慢顔は、自慢顔である。

自慢臭いは、自慢臭いである。

四曼相即は、四曼相即である。

自慢たらしいは、自慢たらしいである。

四万十川は、四万十川である。

四万六千日は、四万六千日である。

染みは、染みである。

凍みは、凍みである。



衣魚は、衣魚である。

紙魚は、紙魚である。

蠧魚は、蠧魚である。

旨味は、旨味である。

至味は、至味である。

詩味は、詩味である。

地味は、地味である。

滋味は、滋味である。

シミーズは、シミーズである。

染み入るは、染み入るである。

染み返るは、染み返るである。

沁み返るは、沁み返るである。

凍み氷るは、凍み氷るである。

染み込むは、染み込むである。

沁み込むは、沁み込むである。

茂みさぶは、茂みさぶである。

しみ舌たるしは、しみ舌たるしである。

染み染みは、染み染みである。

沁み沁みは、沁み沁みである。

四味臭は、四味臭である。

清水は、清水である。

清水垣は、清水垣である。

清水多嘉示は、清水多嘉示である。

清水トンネルは、清水トンネルである。

清水次郎長は、清水次郎長である。

清水浜臣は、清水浜臣である。

清水宗治は、清水宗治である。

清水門は、清水門である。

凍み大根は、凍み大根である。

染み出すは、染み出すである。

滲み出すは、滲み出すである。

茂立つは、茂立つである。

しみたれは、しみたれである。

為道は、為道である。

地道は、地道である。

染み着くは、染み着くである。

染み付くは、染み付くである。

沁み着くは、沁み着くである。

凍み付くは、凍み付くである。

しみったれは、しみったれである。

しみったれるは、しみったれるである。

染み出るは、染み出るである。

滲み出るは、滲み出るである。

凍み豆腐は、凍み豆腐である。

染み透るは、染み透るである。

沁み透るは、沁み透るである。



茂には、茂にである。

染み抜きは、染み抜きである。

汚点抜きは、汚点抜きである。

しみのすみか物語は、しみのすみか物語である。

染み深しは、染み深しである。

沁み深しは、沁み深しである。

しみみには、しみみにである。

衣魚虫は、衣魚虫である。

衣魚目は、衣魚目である。

凍み餅は、凍み餅である。

支脈は、支脈である。

死脈は、死脈である。

翅脈は、翅脈である。

自脈は、自脈である。

シミュレーションは、シミュレーションである。

シミュレーションゲームは、シミュレーションゲームである。

シミュレーターは、シミュレーターである。

至妙は、至妙である。

地名は、地名である。

自名は、自名である。

持明院は、持明院である。

持明院統は、持明院統である。

持明院流は、持明院流である。

しみらには、しみらにである。

染みるは、染みるである。

沁みるは、沁みるである。

浸みるは、浸みるである。

凍みるは、凍みるである。

染み渡るは、染み渡るである。

士民は、士民である。

四民は、四民である。

市民は、市民である。

私民は、私民である。

嗜眠は、嗜眠である。

市民運動は、市民運動である。

市民階級は、市民階級である。

市民革命は、市民革命である。

市民ケーンは、市民ケーンである。

市民権は、市民権である。

市民社会は、市民社会である。

市民税は、市民税である。

嗜眠性脳炎は、嗜眠性脳炎である。

市民戦争は、市民戦争である。

自民族中心主義は、自民族中心主義である。

市民農園は、市民農園である。

市民法は、市民法である。



私務は、私務である。

占むは、占むである。

染むは、染むである。

沁むは、沁むである。

浸むは、浸むである。

滲むは、滲むである。

凍むは、凍むである。

締むは、締むである。

絞むは、絞むである。

しむは、しむである。

寺務は、寺務である。

事務は、事務である。

時務は、時務である。

ジムは、ジムである。

四無畏は、四無畏である。

事務員は、事務員である。

シムーンは、シムーンである。

事務家は、事務家である。

事務官は、事務官である。

事務管掌は、事務管掌である。

事務管理は、事務管理である。

事務局は、事務局である。

地潜りは、地潜りである。

地潜り蛙は、地潜り蛙である。

仕向けは、仕向けである。

仕向け口は、仕向け口である。

仕向け地は、仕向け地である。

四無礙智は、四無礙智である。

仕向けるは、仕向けるである。

時務策は、時務策である。

地虫は、地虫である。

事務次官は、事務次官である。

事務室は、事務室である。

寺務所は、寺務所である。

事務所は、事務所である。

事務総長は、事務総長である。

事務長は、事務長である。

事務的は、事務的である。

ジムナジウムは、ジムナジウムである。

地棟は、地棟である。

シムノンは、シムノンである。

事務服は、事務服である。

事務屋は、事務屋である。

シムラは、シムラである。

四無量心は、四無量心である。

埣は、埣である。



標は、標である。

注連は、注連である。

締めは、締めである。

しめは、しめである。

神馬は、神馬である。

締め明けは、締め明けである。

注連上げは、注連上げである。

締め上げるは、締め上げるである。

尸盟は、尸盟である。

氏名は、氏名である。

四明は、四明である。

死命は、死命である。

使命は、使命である。

指名は、指名である。

指命は、指命である。

詩名は、詩名である。

詩盟は、詩盟である。

耳鳴は、耳鳴である。

自明は、自明である。

辞命は、辞命である。

四明岳は、四明岳である。

使命感は、使命感である。

指名競争契約は、指名競争契約である。

自鳴琴は、自鳴琴である。

氏名権は、氏名権である。

指名債権は、指名債権である。

四明山は、四明山である。

紫明抄は、紫明抄である。

自鳴鐘は、自鳴鐘である。

指名証券は、指名証券である。

指名推選は、指名推選である。

指名ストは、指名ストである。

しめ板は、しめ板である。

緊板は、緊板である。

指名打者は、指名打者である。

指名手配は、指名手配である。

氏名点呼は、氏名点呼である。

四明天台は、四明天台である。

指名投票は、指名投票である。

指名入札は、指名入札である。

占売は、占売である。

締緒は、締緒である。

〆買は、〆買である。

占買は、占買である。

注連飾は、注連飾である。

七五三飾は、七五三飾である。



搾滓は、搾滓である。

〆粕は、〆粕である。

締金は、締金である。

搾木は、搾木である。

締木は、締木である。

締切りは、締切りである。

締切り点は、締切り点である。

締め切るは、締め切るである。

締め具は、締め具である。

締釘は、締釘である。

締め括りは、締め括りである。

締め括るは、締め括るである。

標草は、標草である。

占子の兎は、占子の兎である。

締込みは、締込みである。

締め込むは、締め込むである。

締め殺すは、締め殺すである。

絞め殺すは、絞め殺すである。

染衣は、染衣である。

締め鯖は、締め鯖である。

示しは、示しである。

湿しは、湿しである。

しめじは、しめじである。

占地は、占地である。

示し合すは、示し合すである。

示し合せるは、示し合せるである。

標茅原は、標茅原である。

湿し灰は、湿し灰である。

しめしめは、しめしめである。

じめじめは、じめじめである。

しめじめとは、しめじめとである。

湿し緯は、湿し緯である。

示し寄りは、示し寄りである。

示すは、示すである。

湿すは、湿すである。

示偏は、示偏である。

しめたは、しめたである。

締太鼓は、締太鼓である。

締め高は、締め高である。

〆高は、〆高である。

締出しは、締出しである。

締め出すは、締め出すである。

死滅は、死滅である。

自滅は、自滅である。

じめつくは、じめつくである。

締付けは、締付けである。



締付島田は、締付島田である。

締め付けるは、締め付けるである。

締綱は、締綱である。

湿っぽいは、湿っぽいである。

締めては、締めてである。

〆ては、〆てである。

締め泣きは、締め泣きである。

標縄は、標縄である。

注連縄は、注連縄である。

七五三縄は、七五三縄である。

締塗は、締塗である。

標野は、標野である。

標の内は、標の内である。

標の内人は、標の内人である。

しめのかみは、しめのかみである。

標の外は、標の外である。

標の程は、標の程である。

占め飲みは、占め飲みである。

神馬の屋は、神馬の屋である。

注連外しは、注連外しである。

標貰いは、標貰いである。

注連貰いは、注連貰いである。

七五三貰いは、七五三貰いである。

しめやかは、しめやかである。

染屋形は、染屋形である。

締焼は、締焼である。

しめやぐは、しめやぐである。

染木綿は、染木綿である。

終らには、終らにである。

湿りは、湿りである。

湿り気は、湿り気である。

湿り声は、湿り声である。

湿り泣きは、湿り泣きである。

湿り半は、湿り半である。

占めるは、占めるである。

閉めるは、閉めるである。

締めるは、締めるである。

絞めるは、絞めるである。

しめるは、しめるである。

絞め技は、絞め技である。

四面は、四面である。

死面は、死面である。

紙面は、紙面である。

誌面は、誌面である。

地面は、地面である。

地面師は、地面師である。



自面尽は、自面尽である。

四面楚歌は、四面楚歌である。

四面体は、四面体である。

四面銅鉱は、四面銅鉱である。

地面取上げは、地面取上げである。

地面持ちは、地面持ちである。

霜は、霜である。

しもは、しもである。

下一段活用は、下一段活用である。

四孟は、四孟である。

刺毛は、刺毛である。

二毛は、二毛である。

為設くは、為設くである。

下総は、下総である。

仕舞うたは、仕舞うたである。

仕舞屋は、仕舞屋である。

下人は、下人である。

霜覆いは、霜覆いである。

下岡は、下岡である。

下岡蓮杖は、下岡蓮杖である。

下起しは、下起しである。

霜起しは、霜起しである。

下男は、下男である。

下女子は、下女子である。

霜折れは、霜折れである。

下女は、下女である。

下掛りは、下掛りである。

下掛宝生流は、下掛宝生流である。

下掛かるは、下掛かるである。

霜囲いは、霜囲いである。

下が下は、下が下である。

霜被きは、霜被きである。

霜風は、霜風である。

下勝ちは、下勝ちである。

下鴨は、下鴨である。

下鴨神社は、下鴨神社である。

霜枯れは、霜枯れである。

霜枯れ時は、霜枯れ時である。

霜枯れ三月は、霜枯れ三月である。

霜枯れるは、霜枯れるである。

下期は、下期である。

下北半島は、下北半島である。

下京は、下京である。

下句は、下句である。

指目は、指目である。

撞木は、撞木である。



杵は、杵である。

除目は、除目である。

甚目寺は、甚目寺である。

霜崩れは、霜崩れである。

霜朽ちは、霜朽ちである。

耳目の官は、耳目の官である。

耳目の欲は、耳目の欲である。

耳目法は、耳目法である。

撞木町は、撞木町である。

霜曇りは、霜曇りである。

下けは、下けである。

下家司は、下家司である。

霜消しは、霜消しである。

霜げるは、霜げるである。

下河辺は、下河辺である。

下河辺長流は、下河辺長流である。

下肥は、下肥である。

下御所は、下御所である。

四も五もは、四も五もである。

下座は、下座である。

下坂は、下坂である。

霜先は、霜先である。

下侍は、下侍である。

下様は、下様である。

子母沢は、子母沢である。

子母沢寛は、子母沢寛である。

下神人は、下神人である。

下女中は、下女中である。

下諏訪は、下諏訪である。

下諏訪温泉は、下諏訪温泉である。

下瀬火薬は、下瀬火薬である。

下掃除は、下掃除である。

下田は、下田である。

下代官は、下代官である。

下台所は、下台所である。

下田歌子は、下田歌子である。

下田協約は、下田協約である。

下田条約は、下田条約である。

霜畳は、霜畳である。

下田奉行は、下田奉行である。

下盥は、下盥である。

地持上げは、地持上げである。

寺物は、寺物である。

持物は、持物である。

下つ枝は、下つ枝である。

下仕えは、下仕えである。



下つ方は、下つ方である。

しもつかれは、しもつかれである。

霜月は、霜月である。

霜月会は、霜月会である。

霜月神楽は、霜月神楽である。

霜月粥は、霜月粥である。

霜月騒動は、霜月騒動である。

霜月祭は、霜月祭である。

下野は、下野である。

下野草は、下野草である。

下毛野は、下毛野である。

下つ瀬は、下つ瀬である。

下つ鬚は、下つ鬚である。

下妻は、下妻である。

下つ闇は、下つ闇である。

下つ弓張は、下つ弓張である。

笞は、笞である。

楚は、楚である。

細枝は、細枝である。

地元は、地元である。

下問屋は、下問屋である。

下通りは、下通りである。

しもと垣は、しもと垣である。

霜解けは、霜解けである。

霜融けは、霜融けである。

笞立つは、笞立つである。

しもと棚は、しもと棚である。

しもと机は、しもと机である。

しもと原は、しもと原である。

しもと結ふは、しもと結ふである。

霜取りは、霜取りである。

下中は、下中である。

下中弥三郎は、下中弥三郎である。

下仁田は、下仁田である。

下二段活用は、下二段活用である。

下ねたは、下ねたである。

仕物は、仕物である。

為物は、為物である。

地物は、地物である。

地者は、地者である。

じものは、じものである。

霜の翁は、霜の翁である。

下の句は、下の句である。

霜の声は、霜の声である。

下の御所は、下の御所である。

霜の衣は、霜の衣である。



霜の下道は、霜の下道である。

下の十五日は、下の十五日である。

下関は、下関である。

下関条約は、下関条約である。

霜の経は、霜の経である。

霜の鶴は、霜の鶴である。

霜の剣は、霜の剣である。

下の十日は、下の十日である。

霜の花は、霜の花である。

下の部屋は、下の部屋である。

下の町は、下の町である。

霜の眉は、霜の眉である。

下の宮は、下の宮である。

下の諸口は、下の諸口である。

下の屋は、下の屋である。

下の弓張は、下の弓張である。

霜の蓬は、霜の蓬である。

下矧は、下矧である。

霜柱は、霜柱である。

下機は、下機である。

霜腹は、霜腹である。

霜腹気は、霜腹気である。

霜腫れは、霜腫れである。

下半期は、下半期である。

下半身は、下半身である。

霜日和は、霜日和である。

下脹れは、下脹れである。

下膨れは、下膨れである。

霜降は、霜降である。

霜降糸は、霜降糸である。

霜降燗は、霜降燗である。

霜降小倉は、霜降小倉である。

霜降五葉は、霜降五葉である。

霜降月は、霜降月である。

霜降松は、霜降松である。

下辺は、下辺である。

下部は、下部である。

僕は、僕である。

下部育ちは、下部育ちである。

下部屋は、下部屋である。

下法師は、下法師である。

霜見草は、霜見草である。

霜道は、霜道である。

下無は、下無である。

下村は、下村である。

下村海南は、下村海南である。



下村観山は、下村観山である。

下村湖人は、下村湖人である。

霜焼けは、霜焼けである。

下山事件は、下山事件である。

霜夜は、霜夜である。

霜除けは、霜除けである。

霜夜鐘十字辻筮は、霜夜鐘十字辻筮である。

地貰いは、地貰いである。

しもりは、しもりである。

地守は、地守である。

自盛りは、自盛りである。

下流は、下流である。

下童は、下童である。

霜割れは、霜割れである。

支文は、支文である。

四文は、四文である。

四門は、四門である。

市門は、市門である。

死門は、死門である。

私門は、私門である。

指紋は、指紋である。

施文は、施文である。

師門は、師門である。

試問は、試問である。

諮問は、諮問である。

シモンは、シモンである。

地文は、地文である。

地紋は、地紋である。

寺門は、寺門である。

耳門は、耳門である。

自門は、自門である。

自問は、自問である。

呪文は、呪文である。

四門学は、四門学である。

指文字は、指文字である。

自問自答は、自問自答である。

地紋紗は、地紋紗である。

四門親家は、四門親家である。

シモンズは、シモンズである。

シモンズ病は、シモンズ病である。

四文銭は、四文銭である。

シモンドモンフォールは、シモンドモンフォールである。

地紋塗は、地紋塗である。

寺門派は、寺門派である。

指紋法は、指紋法である。

四文屋は、四文屋である。



四門遊観は、四門遊観である。

写は、写である。

社は、社である。

車は、車である。

舎は、舎である。

炙は、炙である。

者は、者である。

洒は、洒である。

借は、借である。

射は、射である。

捨は、捨である。

赦は、赦である。

斜は、斜である。

奢は、奢である。

煮は、煮である。

遮は、遮である。

藉は、藉である。

謝は、謝である。

瀉は、瀉である。

しゃは、しゃである。

子夜は、子夜である。

視野は、視野である。

邪は、邪である。

蛇は、蛇である。

麝は、麝である。

じゃは、じゃである。

時夜は、時夜である。

しゃあは、しゃあである。

シャーは、シャーである。

シヤーは、シヤーである。

ジャーは、ジャーである。

じゃあは、じゃあである。

邪悪は、邪悪である。

ジャークは、ジャークである。

シャークスキンは、シャークスキンである。

シャーシーは、シャーシーである。

ジャージーは、ジャージーである。

しゃあしゃあは、しゃあしゃあである。

じゃあじゃあは、じゃあじゃあである。

ジャータカは、ジャータカである。

ジャーティは、ジャーティである。

シャーナーメは、シャーナーメである。

ジャーナリスティックは、ジャーナリスティックである。

ジャーナリストは、ジャーナリストである。

ジャーナリズムは、ジャーナリズムである。

ジャーナルは、ジャーナルである。



ジャーヒズは、ジャーヒズである。

ジャーヒリーヤは、ジャーヒリーヤである。

シャープは、シャープである。

シャーフィイーは、シャーフィイーである。

シャープペンシルは、シャープペンシルである。

シャーベットは、シャーベットである。

シャーマニズムは、シャーマニズムである。

シャーマンは、シャーマンである。

ジャーマンは、ジャーマンである。

シャーマン法は、シャーマン法である。

ジャーミーは、ジャーミーである。

シャーリプトラは、シャーリプトラである。

シャーリングは、シャーリングである。

シャールは、シャールである。

シャーレは、シャーレである。

シャーロームは、シャーロームである。

謝安は、謝安である。

シャーンは、シャーンである。

写意は、写意である。

斜位は、斜位である。

謝意は、謝意である。

シャイは、シャイである。

邪意は、邪意である。

シャイアンは、シャイアンである。

ジャイアントは、ジャイアントである。

ジャイアントパンダは、ジャイアントパンダである。

シャイデマンは、シャイデマンである。

ジャイナ教は、ジャイナ教である。

シャイフは、シャイフである。

ジャイプールは、ジャイプールである。

シャイレンドラ朝は、シャイレンドラ朝である。

ジャイロは、ジャイロである。

ジャイロコンパスは、ジャイロコンパスである。

ジャイロスコープは、ジャイロスコープである。

ジャイロスタビライザーは、ジャイロスタビライザーである。

シャイロックは、シャイロックである。

ジャイロホライズンは、ジャイロホライズンである。

社員は、社員である。

車胤は、車胤である。

邪淫は、邪淫である。

邪婬は、邪婬である。

社員権は、社員権である。

じゃうは、じゃうである。

ジャヴァは、ジャヴァである。

シャヴァンヌは、シャヴァンヌである。

シャウプ勧告は、シャウプ勧告である。



社運は、社運である。

邪雲は、邪雲である。

写影は、写影である。

舎営は、舎営である。

射影は、射影である。

斜映は、斜映である。

斜影は、斜影である。

射影幾何学は、射影幾何学である。

舎衛城は、舎衛城である。

社屋は、社屋である。

紹興酒は、紹興酒である。

小菜は、小菜である。

蛇踊は、蛇踊である。

遮音は、遮音である。

謝恩は、謝恩である。

謝恩会は、謝恩会である。

謝恩祭は、謝恩祭である。

写音文字は、写音文字である。

瀉下は、瀉下である。

射干は、射干である。

著莪は、著莪である。

車駕は、車駕である。

ジャガは、ジャガである。

ジャガーは、ジャガーである。

ジャカードは、ジャカードである。

ジャカード機は、ジャカード機である。

シャガールは、シャガールである。

ジャカール機は、ジャカール機である。

沙界は、沙界である。

社会は、社会である。

射界は、射界である。

捨戒は、捨戒である。

遮戒は、遮戒である。

社外は、社外である。

車蓋は、車蓋である。

社会悪は、社会悪である。

社会医学は、社会医学である。

社会意識は、社会意識である。

社会運動は、社会運動である。

社会化は、社会化である。

社会科は、社会科である。

社会改良主義は、社会改良主義である。

社会科学は、社会科学である。

社会学は、社会学である。

社会革命党は、社会革命党である。

社会過程は、社会過程である。



蛇灰岩は、蛇灰岩である。

社会教育は、社会教育である。

社会教育主事は、社会教育主事である。

社会教育法は、社会教育法である。

社会型は、社会型である。

社会経済構成体は、社会経済構成体である。

社会形態学は、社会形態学である。

社会契約説は、社会契約説である。

社会劇は、社会劇である。

社会権は、社会権である。

社会言語学は、社会言語学である。

社会現象は、社会現象である。

社外工は、社外工である。

社会工学は、社会工学である。

社会貢献は、社会貢献である。

社会構造は、社会構造である。

社会史は、社会史である。

社会事業は、社会事業である。

社会システム論は、社会システム論である。

社会資本は、社会資本である。

社会主義は、社会主義である。

社会主義インターナショナルは、社会主義インターナショナルである。

社会主義革命は、社会主義革命である。

社会主義経済は、社会主義経済である。

社会主義研究会は、社会主義研究会である。

社会主義者鎮圧法は、社会主義者鎮圧法である。

社会主義リアリズムは、社会主義リアリズムである。

社会小説は、社会小説である。

社会人は、社会人である。

社会進化は、社会進化である。

社会心理学は、社会心理学である。

社会人類学は、社会人類学である。

社会性は、社会性である。

社会性昆虫は、社会性昆虫である。

社会政策は、社会政策である。

社会制度は、社会制度である。

社会生物学は、社会生物学である。

社会組織は、社会組織である。

社会ダーウィニズムは、社会ダーウィニズムである。

社会大衆党は、社会大衆党である。

社会体制は、社会体制である。

釈迦一代は、釈迦一代である。

社会秩序は、社会秩序である。

社会通信教育は、社会通信教育である。

社会通念は、社会通念である。

社会的は、社会的である。



社会的教育学は、社会的教育学である。

社会的距離は、社会的距離である。

社会的事実は、社会的事実である。

社会的弱視は、社会的弱視である。

社会的性格は、社会的性格である。

社会的促進は、社会的促進である。

社会的存在は、社会的存在である。

社会的入院は、社会的入院である。

社会的費用は、社会的費用である。

社会党は、社会党である。

車界党は、車界党である。

社会動学は、社会動学である。

社会統計は、社会統計である。

社会淘汰は、社会淘汰である。

社会鍋は、社会鍋である。

社会の木鐸は、社会の木鐸である。

社会の窓は、社会の窓である。

社会ファシズムは、社会ファシズムである。

社会福祉は、社会福祉である。

社会福祉援助技術は、社会福祉援助技術である。

社会福祉協議会は、社会福祉協議会である。

社会福祉計画は、社会福祉計画である。

社会福祉士は、社会福祉士である。

社会福祉事業法は、社会福祉事業法である。

社会福祉施設は、社会福祉施設である。

社会福祉六法は、社会福祉六法である。

社会復帰は、社会復帰である。

社会物理学は、社会物理学である。

社会分化は、社会分化である。

社会変革は、社会変革である。

社会法は、社会法である。

社会奉仕は、社会奉仕である。

社会保険は、社会保険である。

社会保険事務所は、社会保険事務所である。

社会保険庁は、社会保険庁である。

社会保険労務士は、社会保険労務士である。

社会保障は、社会保障である。

社会民衆党は、社会民衆党である。

社会民主主義は、社会民主主義である。

社会民主党は、社会民主党である。

社会面は、社会面である。

ジャガ芋は、ジャガ芋である。

社会問題は、社会問題である。

社会有機体説は、社会有機体説である。

社会立法は、社会立法である。

社会倫理は、社会倫理である。



社会連帯は、社会連帯である。

社格は、社格である。

射角は、射角である。

斜角は、斜角である。

斜格は、斜格である。

謝赫は、謝赫である。

社学は、社学である。

斜角筋は、斜角筋である。

砂籠は、砂籠である。

蛇籠は、蛇籠である。

釈迦三尊は、釈迦三尊である。

じゃかじゃかは、じゃかじゃかである。

しゃ頭は、しゃ頭である。

じゃかすかは、じゃかすかである。

ジャガタラは、ジャガタラである。

ジャガタラ薯は、ジャガタラ薯である。

ジャガタラ縞は、ジャガタラ縞である。

ジャガタラ水仙は、ジャガタラ水仙である。

ジャガタラ文は、ジャガタラ文である。

沙喝は、沙喝である。

斜滑降は、斜滑降である。

釈迦堂は、釈迦堂である。

ジャカトラは、ジャカトラである。

釈迦担いは、釈迦担いである。

釈迦如来は、釈迦如来である。

釈迦如来誕生会は、釈迦如来誕生会である。

釈迦念仏は、釈迦念仏である。

釈迦八相は、釈迦八相である。

釈迦八相倭文庫は、釈迦八相倭文庫である。

しゃ冠は、しゃ冠である。

釈迦法は、釈迦法である。

しゃがまるは、しゃがまるである。

しゃがみ込むは、しゃがみ込むである。

しゃがむは、しゃがむである。

釈迦牟尼は、釈迦牟尼である。

釈迦文は、釈迦文である。

娑竭羅竜王は、娑竭羅竜王である。

娑伽羅竜王は、娑伽羅竜王である。

ジャカランダは、ジャカランダである。

しゃかりきは、しゃかりきである。

ジャカルタは、ジャカルタである。

嗄れ声は、嗄れ声である。

嗄れるは、嗄れるである。

車間は、車間である。

舎監は、舎監である。

斜眼は、斜眼である。



赭顔は、赭顔である。

蛇管は、蛇管である。

車間距離は、車間距離である。

遮眼灯は、遮眼灯である。

社旗は、社旗である。

車騎は、車騎である。

射騎は、射騎である。

斜暉は、斜暉である。

射儀は、射儀である。

謝儀は、謝儀である。

邪鬼は、邪鬼である。

シャギーは、シャギーである。

しゃきしゃきは、しゃきしゃきである。

じゃきじゃきは、じゃきじゃきである。

しゃきっとは、しゃきっとである。

射騎田は、射騎田である。

紗衣は、紗衣である。

しゃきばるは、しゃきばるである。

斜脚は、斜脚である。

車御は、車御である。

射御は、射御である。

写経は、写経である。

舎兄は、舎兄である。

蔗境は、蔗境である。

社業は、社業である。

邪教は、邪教である。

邪興は、邪興である。

蛇形は、蛇形である。

視野狭窄は、視野狭窄である。

写経司は、写経司である。

写経紙は、写経紙である。

邪曲は、邪曲である。

射距離は、射距離である。

しゃぎりは、しゃぎりである。

しゃぎるは、しゃぎるである。

謝金は、謝金である。

砂金袋は、砂金袋である。

勺は、勺である。

石は、石である。

折は、折である。

杓は、杓である。

赤は、赤である。

昔は、昔である。

隻は、隻である。

酌は、酌である。

責は、責である。



釈は、釈である。

綽は、綽である。

錫は、錫である。

癪は、癪である。

私約は、私約である。

試薬は、試薬である。

若は、若である。

弱は、弱である。

雀は、雀である。

惹は、惹である。

着は、着である。

寺役は、寺役である。

持薬は、持薬である。

餌薬は、餌薬である。

積悪は、積悪である。

借位は、借位である。

爵位は、爵位である。

尺一は、尺一である。

尺一木綿は、尺一木綿である。

杓うは、杓うである。

ジャクージは、ジャクージである。

弱塩基は、弱塩基である。

石王寺は、石王寺である。

弱音器は、弱音器である。

尺蛾は、尺蛾である。

笏紙は、笏紙である。

釈眼儒心は、釈眼儒心である。

爵記は、爵記である。

笏木は、笏木である。

釈義は、釈義である。

借銀は、借銀である。

借景は、借景である。

借券は、借券である。

赤後は、赤後である。

著語は、著語である。

綽号は、綽号である。

爵号は、爵号である。

寂光は、寂光である。

借財は、借財である。

笏差は、笏差である。

弱酸は、弱酸である。

尺三木綿は、尺三木綿である。

杓子は、杓子である。

釈子は、釈子である。

釈氏は、釈氏である。

釈師は、釈師である。



石神は、石神である。

弱子は、弱子である。

弱志は、弱志である。

弱視は、弱視である。

杓子当りは、杓子当りである。

杓子貝は、杓子貝である。

杓子形は、杓子形である。

杓子果報は、杓子果報である。

杓鴫は、杓鴫である。

尺鷸は、尺鷸である。

弱視児は、弱視児である。

杓子定規は、杓子定規である。

弱質は、弱質である。

杓子面は、杓子面である。

杓子菜は、杓子菜である。

尺〆は、尺〆である。

弱者は、弱者である。

沙牟奢允は、沙牟奢允である。

灼灼は、灼灼である。

灼爍は、灼爍である。

綽綽は、綽綽である。

爍爍は、爍爍である。

寂寂は、寂寂である。

積聚は、積聚である。

弱主は、弱主である。

若州は、若州である。

積聚説は、積聚説である。

借書は、借書である。

市役所は、市役所である。

錫紵は、錫紵である。

若女は、若女である。

借状は、借状である。

弱小は、弱小である。

寂昭は、寂昭である。

寂静は、寂静である。

寂場樹は、寂場樹である。

錫杖草は、錫杖草である。

釈氏要覧は、釈氏要覧である。

杓子渡しは、杓子渡しである。

弱震は、弱震である。

釈すは、釈すである。

着すは、着すである。

杓水は、杓水である。

寂するは、寂するである。

蛇崩れは、蛇崩れである。

尺寸は、尺寸である。



錫石は、錫石である。

赤舌神は、赤舌神である。

赤舌日は、赤舌日である。

借銭は、借銭である。

灼然は、灼然である。

釈然は、釈然である。

綽然は、綽然である。

積善は、積善である。

寂然は、寂然である。

借銭乞いは、借銭乞いである。

錫僧は、錫僧である。

釈宗演は、釈宗演である。

弱卒は、弱卒である。

釈尊は、釈尊である。

ジャクソンは、ジャクソンである。

石帯は、石帯である。

借貸は、借貸である。

釈台は、釈台である。

弱体は、弱体である。

赤帯下は、赤帯下である。

借宅は、借宅である。

杓立は、杓立である。

尺断は、尺断である。

尺地は、尺地である。

借地は、借地である。

蛇口は、蛇口である。

借地権は、借地権である。

借地借家調停法は、借地借家調停法である。

借地借家法は、借地借家法である。

借地法は、借地法である。

若冲は、若冲である。

若沖は、若沖である。

釈迢空は、釈迢空である。

借賃は、借賃である。

尺杖は、尺杖である。

弱弟は、弱弟である。

弱敵は、弱敵である。

尺鉄は、尺鉄である。

釈典は、釈典である。

弱点は、弱点である。

弱電は、弱電である。

弱電解質は、弱電解質である。

尺度は、尺度である。

爵土は、爵土である。

積塔は、積塔である。

石塔は、石塔である。



赤銅は、赤銅である。

若道は、若道である。

赤銅色は、赤銅色である。

積塔会は、積塔会である。

若道狂いは、若道狂いである。

赤銅造りは、赤銅造りである。

尺籐作りは、尺籐作りである。

尺牘は、尺牘である。

酌取りは、酌取りである。

尺取虫は、尺取虫である。

尺長は、尺長である。

石南花は、石南花である。

石楠花は、石楠花である。

石楠は、石楠である。

若男は、若男である。

弱肉強食は、弱肉強食である。

釈日本紀は、釈日本紀である。

酌人は、酌人である。

地役人は、地役人である。

灼熱は、灼熱である。

弱年は、弱年である。

若年は、若年である。

寂念は、寂念である。

弱年者は、弱年者である。

尺障泥は、尺障泥である。

尺の牛は、尺の牛である。

笏の木は、笏の木である。

癪の種は、癪の種である。

赤の日は、赤の日である。

癪の虫は、癪の虫である。

借馬は、借馬である。

釈場は、釈場である。

弱輩は、弱輩である。

若輩は、若輩である。

弱輩者は、弱輩者である。

弱拍は、弱拍である。

借馬屋は、借馬屋である。

雀斑は、雀斑である。

しゃ首は、しゃ首である。

酌婦は、酌婦である。

折伏は、折伏である。

尺袋は、尺袋である。

釈放は、釈放である。

爵封は、爵封である。

釈梵は、釈梵である。

借間は、借間である。



赤熊は、赤熊である。

借米は、借米である。

釈摩訶衍論は、釈摩訶衍論である。

寂寞は、寂寞である。

寂寞の枢は、寂寞の枢である。

曲見は、曲見である。

釈名は、釈名である。

しゃくむは、しゃくむである。

釈明は、釈明である。

釈明権は、釈明権である。

寂滅は、寂滅である。

寂滅為楽は、寂滅為楽である。

寂滅道場は、寂滅道場である。

弱綿薬は、弱綿薬である。

弱棉薬は、弱棉薬である。

雀盲は、雀盲である。

寂黙は、寂黙である。

癪持ちは、癪持ちである。

借物は、借物である。

借問は、借問である。

迹門は、迹門である。

釈文は、釈文である。

釈門は、釈門である。

借家は、借家である。

借屋は、借屋である。

芍薬は、芍薬である。

綽約は、綽約である。

雀躍は、雀躍である。

借家人は、借家人である。

借家法は、借家法である。

爵邑は、爵邑である。

借用は、借用である。

借用語は、借用語である。

借用証書は、借用証書である。

雀羅は、雀羅である。

灼爛は、灼爛である。

借覧は、借覧である。

雀卵斑は、雀卵斑である。

しゃくりは、しゃくりである。

赤痢は、赤痢である。

しゃくり上げるは、しゃくり上げるである。

しゃくり泣きは、しゃくり泣きである。

しゃくり引きは、しゃくり引きである。

借料は、借料である。

酌量は、酌量である。

爵料は、爵料である。



酌量減軽は、酌量減軽である。

しゃくるは、しゃくるである。

シャクルトンは、シャクルトンである。

弱齢は、弱齢である。

若齢は、若齢である。

しゃくれるは、しゃくれるである。

若恋は、若恋である。

寂蓮は、寂蓮である。

尺六は、尺六である。

爵禄は、爵禄である。

爵禄封侯は、爵禄封侯である。

石榴ざかは、石榴ざかである。

釈論は、釈論である。

社訓は、社訓である。

シャクンタラーは、シャクンタラーである。

社家は、社家である。

捨家は、捨家である。

斜径は、斜径である。

斜傾は、斜傾である。

斜頸は、斜頸である。

射芸は、射芸である。

邪径は、邪径である。

邪計は、邪計である。

射撃は、射撃である。

社家神道は、社家神道である。

瀉血は、瀉血である。

斜月は、斜月である。

ジャケツは、ジャケツである。

蛇結茨は、蛇結茨である。

ジャケットは、ジャケットである。

社家奉行は、社家奉行である。

邪気乱は、邪気乱である。

車券は、車券である。

車検は、車検である。

煮繭は、煮繭である。

謝玄は、謝玄である。

邪見は、邪見である。

邪慳は、邪慳である。

邪険は、邪険である。

邪見の角は、邪見の角である。

邪見の刃は、邪見の刃である。

車庫は、車庫である。

這箇は、這箇である。

蝦蛄は、蝦蛄である。

青竜蝦は、青竜蝦である。

鷓鴣は、鷓鴣である。



社交は、社交である。

車行は、車行である。

射光は、射光である。

射幸は、射幸である。

射倖は、射倖である。

射侯は、射侯である。

斜光は、斜光である。

斜行は、斜行である。

斜坑は、斜坑である。

斜巷は、斜巷である。

遮光は、遮光である。

藉口は、藉口である。

社号は、社号である。

奢傲は、奢傲である。

邪行は、邪行である。

蛇行は、蛇行である。

麝香揚羽は、麝香揚羽である。

麝香犬は、麝香犬である。

麝香牛は、麝香牛である。

麝香豌豆は、麝香豌豆である。

社交家は、社交家である。

社交界は、社交界である。

射倖契約は、射倖契約である。

遮光栽培は、遮光栽培である。

麝香鹿は、麝香鹿である。

麝香獣は、麝香獣である。

社交辞令は、社交辞令である。

射幸心は、射幸心である。

射倖心は、射倖心である。

麝香磨りは、麝香磨りである。

社交性は、社交性である。

麝香腺は、麝香腺である。

麝香草は、麝香草である。

社交ダンスは、社交ダンスである。

社交的は、社交的である。

麝香瞿麦は、麝香瞿麦である。

麝香猫は、麝香猫である。

麝香鼠は、麝香鼠である。

麝香嚢は、麝香嚢である。

麝香の臍は、麝香の臍である。

麝香間は、麝香間である。

麝香間祗候は、麝香間祗候である。

麝香羊は、麝香羊である。

社交服は、社交服である。

斜坑方式は、斜坑方式である。

麝香骨は、麝香骨である。



麝香油は、麝香油である。

斜交葉理は、斜交葉理である。

麝香連理草は、麝香連理草である。

しゃこ貝は、しゃこ貝である。

社告は、社告である。

蛇苔は、蛇苔である。

車庫証明は、車庫証明である。

積丹半島は、積丹半島である。

蛇骨は、蛇骨である。

蝦蛄葉サボテンは、蝦蛄葉サボテンである。

鷓鴣斑は、鷓鴣斑である。

ジャコバン派は、ジャコバン派である。

ジャコブは、ジャコブである。

蝦蛄万力は、蝦蛄万力である。

ジャコメッティは、ジャコメッティである。

シャコンヌは、シャコンヌである。

且座は、且座である。

謝座は、謝座である。

社祭は、社祭である。

社債は、社債である。

車載は、車載である。

赦罪は、赦罪である。

謝罪は、謝罪である。

瀉剤は、瀉剤である。

麝臍は、麝臍である。

社債券は、社債券である。

車載斗量は、車載斗量である。

射殺は、射殺である。

社参は、社参である。

射山は、射山である。

赭山は、赭山である。

社司は、社司である。

社史は、社史である。

社祠は、社祠である。

車師は、車師である。

捨施は、捨施である。

斜視は、斜視である。

奢侈は、奢侈である。

奢肆は、奢肆である。

奢恣は、奢恣である。

写字は、写字である。

社寺は、社寺である。

謝辞は、謝辞である。

邪侈は、邪侈である。

邪思は、邪思である。

邪視は、邪視である。



車軸は、車軸である。

車軸草は、車軸草である。

車軸藻類は、車軸藻類である。

車軸藻は、車軸藻である。

奢侈税は、奢侈税である。

写字生は、写字生である。

車室は、車室である。

写実は、写実である。

社日は、社日である。

斜日は、斜日である。

写実主義は、写実主義である。

写実的は、写実的である。

じゃじゃ馬は、じゃじゃ馬である。

車借は、車借である。

じゃじゃばるは、じゃじゃばるである。

洒洒落落は、洒洒落落である。

しゃしゃり出づは、しゃしゃり出づである。

しゃしゃり出るは、しゃしゃり出るである。

南燭は、南燭である。

社主は、社主である。

車種は、車種である。

射手は、射手である。

謝酒は、謝酒である。

邪宗は、邪宗である。

邪執は、邪執である。

邪宗門は、邪宗門である。

射出は、射出である。

瀉出は、瀉出である。

射術は、射術である。

邪術は、邪術である。

射出機は、射出機である。

射出髄は、射出髄である。

射出成形は、射出成形である。

写書は、写書である。

赦書は、赦書である。

写照は、写照である。

社章は、社章である。

社掌は、社掌である。

車掌は、車掌である。

捨象は、捨象である。

斜照は、斜照である。

写場は、写場である。

車上は、車上である。

車乗は、車乗である。

射場は、射場である。

赦状は、赦状である。



謝状は、謝状である。

邪正は、邪正である。

車上荒しは、車上荒しである。

邪正一如は、邪正一如である。

写植は、写植である。

社稷は、社稷である。

赭色は、赭色である。

社稷の臣は、社稷の臣である。

シャシリックは、シャシリックである。

写真は、写真である。

捨身は、捨身である。

赦身は、赦身である。

沙参は、沙参である。

社人は、社人である。

車塵は、車塵である。

舎人は、舎人である。

邪心は、邪心である。

邪臣は、邪臣である。

邪神は、邪神である。

蛇心は、蛇心である。

蛇身は、蛇身である。

写真写りは、写真写りである。

写真凹版は、写真凹版である。

写真織は、写真織である。

写真家は、写真家である。

写真館は、写真館である。

写真乾板は、写真乾板である。

写真機は、写真機である。

写真鏡は、写真鏡である。

舎人監は、舎人監である。

写真術は、写真術である。

写真植字は、写真植字である。

写真植字機は、写真植字機である。

写真蝕刻は、写真蝕刻である。

写真製版は、写真製版である。

写真測量は、写真測量である。

写真染は、写真染である。

写真帖は、写真帖である。

写真電送は、写真電送である。

写真天頂筒は、写真天頂筒である。

写真等級は、写真等級である。

写真凸版は、写真凸版である。

写真乳剤は、写真乳剤である。

写真濃度は、写真濃度である。

写真版は、写真版である。

写真判定は、写真判定である。



蛇心仏口は、蛇心仏口である。

写真平版は、写真平版である。

写真屋は、写真屋である。

写真レンズは、写真レンズである。

舎すは、舎すである。

瀉すは、瀉すである。

ジャスは、ジャスである。

ジャズは、ジャズである。

灑水は、灑水である。

洒水は、洒水である。

邪推は、邪推である。

ジャズソングは、ジャズソングである。

シャスタデージーは、シャスタデージーである。

ジャズダンスは、ジャズダンスである。

ジャストは、ジャストである。

ジャストインタイム方式は、ジャストインタイム方式である。

ジャスパーは、ジャスパーである。

ジャズバンドは、ジャズバンドである。

ジャスミンは、ジャスミンである。

ジャスミン茶は、ジャスミン茶である。

ジャズメンは、ジャズメンである。

ジャスラックは、ジャスラックである。

謝するは、謝するである。

社是は、社是である。

写生は、写生である。

射精は、射精である。

写生画は、写生画である。

射精管は、射精管である。

写声語は、写声語である。

写生説は、写生説である。

写生文は、写生文である。

砂磧は、砂磧である。

赭石は、赭石である。

謝石は、謝石である。

社説は、社説である。

謝絶は、謝絶である。

邪説は、邪説である。

蛇舌は、蛇舌である。

シャセリオーは、シャセリオーである。

社線は、社線である。

車線は、車線である。

射線は、射線である。

斜線は、斜線である。

洒然は、洒然である。

車前子は、車前子である。

斜線制限は、斜線制限である。



車前草は、車前草である。

社鼠は、社鼠である。

社倉は、社倉である。

社葬は、社葬である。

社僧は、社僧である。

社叢は、社叢である。

車窓は、車窓である。

斜挿は、斜挿である。

写像は、写像である。

斜層理は、斜層理である。

社則は、社則である。

蛇足は、蛇足である。

射だは、射だである。

車体は、車体である。

斜体は、斜体である。

車台は、車台である。

蛇体は、蛇体である。

社宅は、社宅である。

舎宅は、舎宅である。

車立は、車立である。

洒脱は、洒脱である。

蛇卵は、蛇卵である。

車站は、車站である。

社団は、社団である。

社壇は、社壇である。

遮断は、遮断である。

遮断器は、遮断器である。

遮断機は、遮断機である。

遮断法は、遮断法である。

社団法人は、社団法人である。

しゃちは、しゃちである。

社地は、社地である。

車地は、車地である。

車知は、車知である。

邪知は、邪知である。

邪智は、邪智である。

鯱瓦は、鯱瓦である。

鯱こ張るは、鯱こ張るである。

しゃち弾丸は、しゃち弾丸である。

鯱張り返るは、鯱張り返るである。

鯱張るは、鯱張るである。

天社蛾は、天社蛾である。

鯱立ちは、鯱立ちである。

しゃち祭は、しゃち祭である。

社中は、社中である。

車中は、車中である。



車中談は、車中談である。

社長は、社長である。

赦帳は、赦帳である。

謝ちょうは、謝ちょうである。

斜張橋は、斜張橋である。

斜長石は、斜長石である。

しゃちらごわいは、しゃちらごわいである。

しゃちらさんぼうは、しゃちらさんぼうである。

シャツは、シャツである。

奴は、奴である。

しゃっ火は、しゃっ火である。

弱化は、弱化である。

釈解は、釈解である。

尺角は、尺角である。

尺蠖は、尺蠖である。

シャツカラーは、シャツカラーである。

ジャッカルは、ジャッカルである。

尺翰は、尺翰である。

借款は、借款である。

若干は、若干である。

弱冠は、弱冠である。

尺貫法は、尺貫法である。

癪気は、癪気である。

惹起は、惹起である。

ジャッキは、ジャッキである。

若朽は、若朽である。

弱弓は、弱弓である。

借居は、借居である。

若許は、若許である。

石橋は、石橋である。

釈教は、釈教である。

鵲橋は、鵲橋である。

釈教歌は、釈教歌である。

積極は、積極である。

しゃっきりは、しゃっきりである。

借金は、借金である。

借金乞いは、借金乞いである。

借金党は、借金党である。

借金取りは、借金取りである。

赤口は、赤口である。

惹句は、惹句である。

ジャックは、ジャックである。

ジャックダルクローズは、ジャックダルクローズである。

ジャックナイフは、ジャックナイフである。

ジャッグルは、ジャッグルである。

積功累徳は、積功累徳である。



釈家は、釈家である。

若契は、若契である。

赤光は、赤光である。

釈講は、釈講である。

弱行は、弱行である。

寂光院は、寂光院である。

寂光浄土は、寂光浄土である。

寂光土は、寂光土である。

赤口日は、赤口日である。

弱国は、弱国である。

尺骨は、尺骨である。

灼骨は、灼骨である。

ジャッジは、ジャッジである。

ジャッジペーパーは、ジャッジペーパーである。

シャッターは、シャッターである。

シャッターチャンスは、シャッターチャンスである。

しゃっ面は、しゃっ面である。

しゃっとは、しゃっとである。

シャットアウトは、シャットアウトである。

シャットルは、シャットルである。

奴原は、奴原である。

ジャップは、ジャップである。

シャツブラウスは、シャツブラウスである。

しゃっぷりは、しゃっぷりである。

シャッフルは、シャッフルである。

シャッポは、シャッポである。

奴めは、奴めである。

しゃ面は、しゃ面である。

舎弟は、舎弟である。

射程は、射程である。

射的は、射的である。

車轍は、車轍である。

車轍馬跡は、車轍馬跡である。

社田は、社田である。

社殿は、社殿である。

射田は、射田である。

赭土は、赭土である。

社頭は、社頭である。

車道は、車道である。

斜道は、斜道である。

邪道は、邪道である。

蛇道は、蛇道である。

視野闘争は、視野闘争である。

シャトーは、シャトーである。

シャドーは、シャドーである。

シャドーキャビネットは、シャドーキャビネットである。



シャトーブリアンは、シャトーブリアンである。

シャドーボクシングは、シャドーボクシングである。

シャドーマスクは、シャドーマスクである。

シャドーワークは、シャドーワークである。

舎匿は、舎匿である。

邪毒は、邪毒である。

シャトルは、シャトルである。

しゃとるは、しゃとるである。

シャトルアラブは、シャトルアラブである。

シャトルコックは、シャトルコックである。

シャトルバスは、シャトルバスである。

遮那は、遮那である。

舎那は、舎那である。

社内は、社内である。

車内は、車内である。

シャナイは、シャナイである。

車内広告は、車内広告である。

車内灯は、車内灯である。

社内報は、社内報である。

社内預金は、社内預金である。

社内留保は、社内留保である。

遮那経は、遮那経である。

しゃなぐるは、しゃなぐるである。

遮那業は、遮那業である。

しゃなしゃなは、しゃなしゃなである。

しゃならしゃならは、しゃならしゃならである。

しゃなり声は、しゃなり声である。

しゃなりしゃなりは、しゃなりしゃなりである。

謝肉祭は、謝肉祭である。

謝肉祭劇は、謝肉祭劇である。

遮二無二は、遮二無二である。

ジャネは、ジャネである。

邪佞は、邪佞である。

シャネルは、シャネルである。

邪念は、邪念である。

蛇之助は、蛇之助である。

蛇の鮨は、蛇の鮨である。

蛇の鬚は、蛇の鬚である。

蛇の目は、蛇の目である。

蛇の目傘は、蛇の目傘である。

蛇の目草は、蛇の目草である。

蛇の目蝶は、蛇の目蝶である。

蛇の目の砂は、蛇の目の砂である。

蛇の目回しは、蛇の目回しである。

シャノンは、シャノンである。

車馬は、車馬である。



シャバは、シャバである。

じゃはは、じゃはである。

ジャバは、ジャバである。

麝煤は、麝煤である。

娑婆以来は、娑婆以来である。

娑婆気は、娑婆気である。

娑婆世界は、娑婆世界である。

娑婆っ気は、娑婆っ気である。

シャハトは、シャハトである。

謝花は、謝花である。

謝花昇は、謝花昇である。

ジャパニーズは、ジャパニーズである。

ジャパネスクは、ジャパネスクである。

娑婆塞ぎは、娑婆塞ぎである。

娑婆塞げは、娑婆塞げである。

蛇食みは、蛇食みである。

蛇腹は、蛇腹である。

蛇腹糸は、蛇腹糸である。

蛇腹伏せは、蛇腹伏せである。

車馬料は、車馬料である。

這般は、這般である。

車盤は、車盤である。

ジャパンは、ジャパンである。

ジャパンアドバタイザーは、ジャパンアドバタイザーである。

ジャパンクロニクルは、ジャパンクロニクルである。

ジャパンタイムズは、ジャパンタイムズである。

ジャパンメールは、ジャパンメールである。

社費は、社費である。

舎費は、舎費である。

奢靡は、奢靡である。

邪飛は、邪飛である。

蛇皮は、蛇皮である。

シャビエルは、シャビエルである。

蛇皮線は、蛇皮線である。

瀉瓶は、瀉瓶である。

写瓶は、写瓶である。

謝冰心は、謝冰心である。

写譜は、写譜である。

車夫は、車夫である。

しゃぶは、しゃぶである。

ジャブは、ジャブである。

社風は、社風である。

邪風は、邪風である。

車幅は、車幅である。

車幅灯は、車幅灯である。

しゃぶしゃぶは、しゃぶしゃぶである。



じゃぶじゃぶは、じゃぶじゃぶである。

煮沸は、煮沸である。

シャフツベリーは、シャフツベリーである。

シャフトは、シャフトである。

しゃぶりは、しゃぶりである。

シャプリーは、シャプリーである。

しゃぶりつくは、しゃぶりつくである。

しゃぶるは、しゃぶるである。

遮蔽は、遮蔽である。

捨閉閣抛は、捨閉閣抛である。

邪僻は、邪僻である。

喋くるは、喋くるである。

差別界は、差別界である。

喋りは、喋りである。

喋り手は、喋り手である。

喋り捲るは、喋り捲るである。

ジャベリンは、ジャベリンである。

シャベルは、シャベルである。

斜辺は、斜辺である。

ジャボは、ジャボである。

射法は、射法である。

斜方は、斜方である。

邪法は、邪法である。

邪謀は、邪謀である。

斜方輝石は、斜方輝石である。

斜方形は、斜方形である。

斜方晶系は、斜方晶系である。

謝枋得は、謝枋得である。

シャポーは、シャポーである。

ジャポニカは、ジャポニカである。

ジャポニスムは、ジャポニスムである。

写本は、写本である。

シャボンは、シャボンである。

じゃぼんは、じゃぼんである。

ジャボンは、ジャボンである。

シャボン玉は、シャボン玉である。

邪魔は、邪魔である。

地山は、地山である。

ジャマイカは、ジャマイカである。

紗幕は、紗幕である。

邪魔臭いは、邪魔臭いである。

しゃますは、しゃますである。

邪魔立ては、邪魔立てである。

しゃまだるいは、しゃまだるいである。

邪魔っ気は、邪魔っ気である。

じゃまでは、じゃまでである。



シャマニズムは、シャマニズムである。

邪魔者は、邪魔者である。

邪魔物は、邪魔物である。

シャマンは、シャマンである。

邪慢は、邪慢である。

舎密は、舎密である。

じゃみは、じゃみである。

ジャミは、ジャミである。

沙弥喝食は、沙弥喝食である。

沙弥十戒は、沙弥十戒である。

三味線歌は、三味線歌である。

三味線貝は、三味線貝である。

三味線方は、三味線方である。

三味線草は、三味線草である。

三味線胴は、三味線胴である。

シャミッソーは、シャミッソーである。

沙弥尼は、沙弥尼である。

じゃみるは、じゃみるである。

社務は、社務である。

シャムは、シャムである。

ジャムは、ジャムである。

シャム革は、シャム革である。

シャム語は、シャム語である。

ジャムシェドプルは、ジャムシェドプルである。

社務職は、社務職である。

社務所は、社務所である。

ジャムセッションは、ジャムセッションである。

シャム双生児は、シャム双生児である。

暹羅染は、暹羅染である。

シャム猫は、シャム猫である。

ジャムパンは、ジャムパンである。

暹羅は、暹羅である。

暹羅鶏は、暹羅鶏である。

社名は、社名である。

社命は、社命である。

赦免は、赦免である。

斜面は、斜面である。

赭面は、赭面である。

赦免状は、赦免状である。

シャモは、シャモである。

軍鶏は、軍鶏である。

邪望は、邪望である。

謝物は、謝物である。

シャモットは、シャモットである。

シャモニは、シャモニである。

蛇紋は、蛇紋である。



斜文織は、斜文織である。

蛇紋岩は、蛇紋岩である。

蛇紋石は、蛇紋石である。

沙門不敬王者は、沙門不敬王者である。

蛇柳は、蛇柳である。

社友は、社友である。

車輿は、車輿である。

社用は、社用である。

斜陽は、斜陽である。

社用族は、社用族である。

斜陽族は、斜陽族である。

邪欲は、邪欲である。

洒落は、洒落である。

射礼は、射礼である。

戯かすは、戯かすである。

写楽は、写楽である。

灑落は、灑落である。

謝落は、謝落である。

洒落臭いは、洒落臭いである。

じゃらくらは、じゃらくらである。

戯けるは、戯けるである。

洒落声は、洒落声である。

しゃらしゃらは、しゃらしゃらである。

じゃらじゃらは、じゃらじゃらである。

戯すは、戯すである。

戯つくは、戯つくである。

しゃら解けは、しゃら解けである。

じゃらんぼんは、じゃらんぼんである。

しゃりは、しゃりである。

射利は、射利である。

這裏は、這裏である。

瀉痢は、瀉痢である。

シャリアピンは、シャリアピンである。

シャリアピンステーキは、シャリアピンステーキである。

シャリーアは、シャリーアである。

シャリヴァリは、シャリヴァリである。

舎利会は、舎利会である。

瀉痢塩は、瀉痢塩である。

瀉利塩は、瀉利塩である。

車力は、車力である。

舎利講会は、舎利講会である。

しゃりしゃりは、しゃりしゃりである。

じゃりじゃりは、じゃりじゃりである。

斜里岳は、斜里岳である。

じゃりっとは、じゃりっとである。

舎利殿は、舎利殿である。



舎利塔は、舎利塔である。

砂利場は、砂利場である。

舎利別は、舎利別である。

舎利法は、舎利法である。

舎利弗は、舎利弗である。

者流は、者流である。

社領は、社領である。

車両は、車両である。

車輛は、車輛である。

斜稜は、斜稜である。

車輪は、車輪である。

車輪石は、車輪石である。

車輪止めは、車輪止めである。

車輪の下は、車輪の下である。

車輪梅は、車輪梅である。

しゃるは、しゃるである。

シャルダンは、シャルダンである。

シャルドネは、シャルドネである。

シャルトルは、シャルトルである。

シャルドンヌは、シャルドンヌである。

シャルフォンベルは、シャルフォンベルである。

シャルマンは、シャルマンである。

シャルムーズは、シャルムーズである。

シャルルは、シャルルである。

シャルルの法則は、シャルルの法則である。

シャルルマーニュは、シャルルマーニュである。

シャルワールは、シャルワールである。

曝は、曝である。

赦令は、赦令である。

赦例は、赦例である。

謝礼は、謝礼である。

謝霊運は、謝霊運である。

曝板は、曝板である。

洒落女は、洒落女である。

白女は、白女である。

曝木は、曝木である。

社歴は、社歴である。

戯れ食いは、戯れ食いである。

曝首は、曝首である。

洒落込むは、洒落込むである。

車裂は、車裂である。

戯れ付くは、戯れ付くである。

洒落っ気は、洒落っ気である。

洒落のめすは、洒落のめすである。

洒落風は、洒落風である。

洒落本は、洒落本である。



洒落者は、洒落者である。

洒落るは、洒落るである。

戯れ笑いは、戯れ笑いである。

邪恋は、邪恋である。

写録は、写録である。

ジャロジーは、ジャロジーである。

シャロレーは、シャロレーである。

邪論は、邪論である。

ジャワは、ジャワである。

シャワーは、シャワーである。

ジャワ海は、ジャワ海である。

ジャワ原人は、ジャワ原人である。

ジャワ語は、ジャワ語である。

ジャワ更紗は、ジャワ更紗である。

シャンは、シャンである。

ジャンは、ジャンである。

じゃんは、じゃんである。

シャンカラは、シャンカラである。

自安我楽は、自安我楽である。

治安和楽は、治安和楽である。

散切は、散切である。

シャンクは、シャンクである。

ジャンクは、ジャンクである。

ジャンクアートは、ジャンクアートである。

シャンクウは、シャンクウである。

ジャンクションは、ジャンクションである。

ジャンクフードは、ジャンクフードである。

ジャンクリストフは、ジャンクリストフである。

ジャングルは、ジャングルである。

ジャングルジムは、ジャングルジムである。

ジャングルブックは、ジャングルブックである。

じゃんけんは、じゃんけんである。

じゃんけんぽんは、じゃんけんぽんである。

じゃんこは、じゃんこである。

じゃんじゃかは、じゃんじゃかである。

しゃんしゃんは、しゃんしゃんである。

じゃんじゃんは、じゃんじゃんである。

しゃんすは、しゃんすである。

ジャンスキーは、ジャンスキーである。

ジャンセニズムは、ジャンセニズムである。

シャンゼリゼは、シャンゼリゼである。

雀荘は、雀荘である。

シャンソンは、シャンソンである。

ジャンダルムは、ジャンダルムである。

シャンタンは、シャンタンである。

香菜は、香菜である。



シャンツェは、シャンツェである。

シャンデリアは、シャンデリアである。

シャンデルナゴルは、シャンデルナゴルである。

シャントは、シャントである。

しゃんとは、しゃんとである。

ジャンヌは、ジャンヌである。

ジャンヌダルクは、ジャンヌダルクである。

ジャンパーは、ジャンパーである。

ジャンパースカートは、ジャンパースカートである。

シャンパーニュは、シャンパーニュである。

上海は、上海である。

上海事変は、上海事変である。

ジャンパウルは、ジャンパウルである。

シャンパンは、シャンパンである。

シャンパングラスは、シャンパングラスである。

シャンピニョンは、シャンピニョンである。

ジャンピングは、ジャンピングである。

ジャンプは、ジャンプである。

シャンプーは、シャンプーである。

ジャンプスーツは、ジャンプスーツである。

シャンブレーは、シャンブレーである。

シャンペンは、シャンペンである。

シャンペンサイダーは、シャンペンサイダーである。

ジャンボは、ジャンボである。

ジャンボ機は、ジャンボ機である。

ジャンボデルは、ジャンボデルである。

ジャンボリーは、ジャンボリーである。

シャンポリオンは、シャンポリオンである。

ジャンルは、ジャンルである。

手は、手である。

主は、主である。

守は、守である。

朱は、朱である。

取は、取である。

狩は、狩である。

首は、首である。

修は、修である。

株は、株である。

殊は、殊である。

珠は、珠である。

衆は、衆である。

須は、須である。

竪は、竪である。

腫は、腫である。

種は、種である。

銖は、銖である。



趣は、趣である。

輸は、輸である。

寿は、寿である。

受は、受である。

呪は、呪である。

従は、従である。

授は、授である。

就は、就である。

頌は、頌である。

綬は、綬である。

聚は、聚である。

誦は、誦である。

需は、需である。

儒は、儒である。

樹は、樹である。

シュアは、シュアである。

首悪は、首悪である。

衆悪は、衆悪である。

朱殷は、朱殷である。

主位は、主位である。

主意は、主意である。

朱衣は、朱衣である。

首位は、首位である。

趣意は、趣意である。

寿衣は、寿衣である。

呪医は、呪医である。

授衣は、授衣である。

授位は、授位である。

儒医は、儒医である。

受遺者は、受遺者である。

主意主義は、主意主義である。

趣意書は、趣意書である。

ジュイゾは、ジュイゾである。

主一無適は、主一無適である。

朱色は、朱色である。

手印は、手印である。

手淫は、手淫である。

主因は、主因である。

朱印は、朱印である。

酒淫は、酒淫である。

酒婬は、酒婬である。

入院は、入院である。

呪印は、呪印である。

儒胤は、儒胤である。

樹陰は、樹陰である。

修因感果は、修因感果である。



朱印状は、朱印状である。

朱印船は、朱印船である。

朱印高は、朱印高である。

朱印地は、朱印地である。

囚は、囚である。

収は、収である。

州は、州である。

舟は、舟である。

秀は、秀である。

周は、周である。

宗は、宗である。

拾は、拾である。

洲は、洲である。

祝は、祝である。

秋は、秋である。

臭は、臭である。

袖は、袖である。

終は、終である。

羞は、羞である。

習は、習である。

週は、週である。

集は、集である。

蒐は、蒐である。

愁は、愁である。

酬は、酬である。

輯は、輯である。

繍は、繍である。

蹴は、蹴である。

襲は、襲である。

讐は、讐である。

シューは、シューである。

子有は、子有である。

子游は、子游である。

四友は、四友である。

市有は、市有である。

市邑は、市邑である。

死友は、死友である。

糸疣は、糸疣である。

私有は、私有である。

私邑は、私邑である。

蚩尤は、蚩尤である。

師友は、師友である。

詩友は、詩友である。

雌雄は、雌雄である。

鷙勇は、鷙勇である。

中は、中である。



什は、什である。

汁は、汁である。

充は、充である。

戎は、戎である。

住は、住である。

柔は、柔である。

重は、重である。

銃は、銃である。

縦は、縦である。

蹂は、蹂である。

ジューは、ジューである。

自由は、自由である。

事由は、事由である。

周阿は、周阿である。

重痾は、重痾である。

シュヴァーベンは、シュヴァーベンである。

シュヴァイツァーは、シュヴァイツァーである。

醜悪は、醜悪である。

十悪は、十悪である。

重悪は、重悪である。

重悪人は、重悪人である。

週明けは、週明けである。

主あしらひは、主あしらひである。

重圧は、重圧である。

周亜夫は、周亜夫である。

シュヴァルツヴァルトは、シュヴァルツヴァルトである。

シュヴァルツコップは、シュヴァルツコップである。

囚衣は、囚衣である。

周囲は、周囲である。

拾遺は、拾遺である。

秋意は、秋意である。

衆意は、衆意である。

愁意は、愁意である。

醜夷は、醜夷である。

繍衣は、繍衣である。

戎夷は、戎夷である。

戎衣は、戎衣である。

重位は、重位である。

重囲は、重囲である。

従位は、従位である。

絨衣は、絨衣である。

獣医は、獣医である。

獣医学は、獣医学である。

従威儀師は、従威儀師である。

拾遺愚草は、拾遺愚草である。

雌雄異形は、雌雄異形である。



自由意志は、自由意志である。

雌雄異株は、雌雄異株である。

拾遺集は、拾遺集である。

拾遺抄は、拾遺抄である。

雌雄異体は、雌雄異体である。

じゅういちは、じゅういちである。

什一は、什一である。

十一月は、十一月である。

十一月革命は、十一月革命である。

十一月事件は、十一月事件である。

十一面観世音は、十一面観世音である。

十一面観世音法は、十一面観世音法である。

十一谷は、十一谷である。

十一谷義三郎は、十一谷義三郎である。

秀逸は、秀逸である。

充溢は、充溢である。

縦逸は、縦逸である。

自由移民は、自由移民である。

拾遺和歌集は、拾遺和歌集である。

秋陰は、秋陰である。

衆院は、衆院である。

集韻は、集韻である。

充員は、充員である。

従因は、従因である。

シュウィンガーは、シュウィンガーである。

集印帖は、集印帖である。

充員召集は、充員召集である。

秋雨は、秋雨である。

驟雨は、驟雨である。

ジューヴは、ジューヴである。

舟運は、舟運である。

秋雲は、秋雲である。

愁雲は、愁雲である。

臭穢は、臭穢である。

集会は、集会である。

秀英は、秀英である。

修営は、修営である。

集英は、集英である。

充盈は、充盈である。

重営倉は、重営倉である。

囚役は、囚役である。

収益は、収益である。

周易は、周易である。

就役は、就役である。

重液は、重液である。

獣疫は、獣疫である。



収益資産は、収益資産である。

周易抄は、周易抄である。

収益税は、収益税である。

収益性分析は、収益性分析である。

自由エネルギーは、自由エネルギーである。

周延は、周延である。

周縁は、周縁である。

宿縁は、宿縁である。

終焉は、終焉である。

終演は、終演である。

就園は、就園である。

衆怨は、衆怨である。

十堰は、十堰である。

柔婉は、柔婉である。

自由円は、自由円である。

自由円預金は、自由円預金である。

羞悪は、羞悪である。

十王は、十王である。

縦横は、縦横である。

縦横家は、縦横家である。

十王経は、十王経である。

縦横比は、縦横比である。

縦横無隅は、縦横無隅である。

縦横無礙は、縦横無礙である。

縦横無尽は、縦横無尽である。

住屋は、住屋である。

主思いは、主思いである。

重恩は、重恩である。

酬恩庵は、酬恩庵である。

酬恩祭は、酬恩祭である。

周恩来は、周恩来である。

秀歌は、秀歌である。

秋果は、秋果である。

秋稼は、秋稼である。

臭化は、臭化である。

衆寡は、衆寡である。

集荷は、集荷である。

集貨は、集貨である。

蒐荷は、蒐荷である。

繍花は、繍花である。

住家は、住家である。

重科は、重科である。

重荷は、重荷である。

銃火は、銃火である。

銃架は、銃架である。

自由化は、自由化である。



自由花は、自由花である。

自由科は、自由科である。

従駕は、従駕である。

自由画は、自由画である。

州界は、州界である。

周回は、周回である。

拾芥は、拾芥である。

終会は、終会である。

醜怪は、醜怪である。

重解は、重解である。

集塊岩は、集塊岩である。

拾芥抄は、拾芥抄である。

集会条例は、集会条例である。

秋海棠は、秋海棠である。

臭化エチルは、臭化エチルである。

重化学工業は、重化学工業である。

臭化カリウムは、臭化カリウムである。

銃火器は、銃火器である。

重火器は、重火器である。

臭化銀は、臭化銀である。

収穫は、収穫である。

臭覚は、臭覚である。

衆客は、衆客である。

宗学は、宗学である。

修学は、修学である。

習学は、習学である。

就学は、就学である。

縦隔は、縦隔である。

修学院離宮は、修学院離宮である。

収穫期は、収穫期である。

就学義務は、就学義務である。

収穫逓減は、収穫逓減である。

収穫保険は、収穫保険である。

就学免除は、就学免除である。

就学率は、就学率である。

修学旅行は、修学旅行である。

重加算税は、重加算税である。

重菓子入は、重菓子入である。

重過失は、重過失である。

臭化水素は、臭化水素である。

従価税は、従価税である。

自由形は、自由形である。

十月は、十月である。

十月革命は、十月革命である。

十月桜は、十月桜である。

十月事件は、十月事件である。



自由勝手は、自由勝手である。

重科人は、重科人である。

自由曲尺は、自由曲尺である。

臭化物は、臭化物である。

羞花閉月は、羞花閉月である。

重過燐酸石灰は、重過燐酸石灰である。

収監は、収監である。

秋官は、秋官である。

終刊は、終刊である。

終巻は、終巻である。

習慣は、習慣である。

週刊は、週刊である。

週間は、週間である。

醜漢は、醜漢である。

秋雁は、秋雁である。

重患は、重患である。

獣姦は、獣姦である。

縦貫は、縦貫である。

銃丸は、銃丸である。

銃眼は、銃眼である。

住環境は、住環境である。

週刊誌は、週刊誌である。

臭汗症は、臭汗症である。

収監状は、収監状である。

縦貫鉄道は、縦貫鉄道である。

週間天気予報は、週間天気予報である。

周忌は、周忌である。

周期は、周期である。

宗規は、宗規である。

秋気は、秋気である。

秋季は、秋季である。

秋期は、秋期である。

臭気は、臭気である。

終期は、終期である。

習気は、習気である。

宗義は、宗義である。

宗儀は、宗儀である。

祝儀は、祝儀である。

修技は、修技である。

衆議は、衆議である。

集義は、集義である。

集議は、集議である。

什器は、什器である。

戎器は、戎器である。

重寄は、重寄である。

重喜は、重喜である。



重器は、重器である。

重機は、重機である。

従騎は、従騎である。

銃器は、銃器である。

十義は、十義である。

衆議院は、衆議院である。

集議院は、集議院である。

衆議院議員は、衆議院議員である。

祝儀唄は、祝儀唄である。

周期運動は、周期運動である。

重機関銃は、重機関銃である。

周期関数は、周期関数である。

自由気球は、自由気球である。

蹴鞠は、蹴鞠である。

秋季皇霊祭は、秋季皇霊祭である。

祝儀座頭は、祝儀座頭である。

従儀師は、従儀師である。

周期彗星は、周期彗星である。

祝儀提灯は、祝儀提灯である。

臭橘は、臭橘である。

周期的は、周期的である。

臭気止めは、臭気止めである。

祝儀の石は、祝儀の石である。

祝儀花は、祝儀花である。

衆議判は、衆議判である。

周期表は、周期表である。

重忌服は、重忌服である。

祝儀袋は、祝儀袋である。

重義法は、重義法である。

秋宮は、秋宮である。

週休は、週休である。

週給は、週給である。

蹴球は、蹴球である。

十牛図は、十牛図である。

しゅう急田は、しゅう急田である。

集魚は、集魚である。

住居は、住居である。

住居跡は、住居跡である。

州境は、州境である。

舟橋は、舟橋である。

宗教は、宗教である。

秋蛩は、秋蛩である。

秋興は、秋興である。

秋暁は、秋暁である。

修業は、修業である。

終業は、終業である。



習業は、習業である。

就業は、就業である。

醜業は、醜業である。

襲業は、襲業である。

従業は、従業である。

獣形は、獣形である。

自由業は、自由業である。

自由教育は、自由教育である。

従業員は、従業員である。

従業員組合は、従業員組合である。

従業員持株制度は、従業員持株制度である。

宗教音楽は、宗教音楽である。

宗教家は、宗教家である。

宗教画は、宗教画である。

宗教改革は、宗教改革である。

宗教会議は、宗教会議である。

宗教学は、宗教学である。

宗教騎士団は、宗教騎士団である。

就業規則は、就業規則である。

宗教教育は、宗教教育である。

宗教劇は、宗教劇である。

宗教裁判は、宗教裁判である。

宗教史は、宗教史である。

宗教社会学は、宗教社会学である。

宗教心は、宗教心である。

就業人口は、就業人口である。

宗教心理学は、宗教心理学である。

宗教人類学は、宗教人類学である。

宗教戦争は、宗教戦争である。

自由競争は、自由競争である。

宗教哲学は、宗教哲学である。

醜業婦は、醜業婦である。

宗教法人は、宗教法人である。

獣形幔は、獣形幔である。

宗教民族学は、宗教民族学である。

自由漁業は、自由漁業である。

終曲は、終曲である。

終局は、終局である。

終極は、終極である。

褶曲は、褶曲である。

終局裁判は、終局裁判である。

褶曲山脈は、褶曲山脈である。

拾玉集は、拾玉集である。

周極星は、周極星である。

住居侵入罪は、住居侵入罪である。

住居専用地域は、住居専用地域である。



住居地域は、住居地域である。

集魚灯は、集魚灯である。

住居の不可侵は、住居の不可侵である。

周期律は、周期律である。

集義和書は、集義和書である。

囚禁は、囚禁である。

囚擒は、囚擒である。

収金は、収金である。

秋瑾は、秋瑾である。

秋錦は、秋錦である。

集金は、集金である。

鋳金は、鋳金である。

繍衾は、繍衾である。

鰍筋は、鰍筋である。

秀吟は、秀吟である。

愁吟は、愁吟である。

重禁錮は、重禁錮である。

重禁獄は、重禁獄である。

重金主義は、重金主義である。

重金属は、重金属である。

秀句は、秀句である。

衆苦は、衆苦である。

愁苦は、愁苦である。

衆愚は、衆愚である。

重苦は、重苦である。

渋苦は、渋苦である。

什具は、什具である。

戎具は、戎具である。

秀句傘は、秀句傘である。

集句詩は、集句詩である。

衆愚政治は、衆愚政治である。

十九土用は、十九土用である。

十九日は、十九日である。

十九布は、十九布である。

ジュークボックスは、ジュークボックスである。

十九文は、十九文である。

十九文見世は、十九文見世である。

十九文屋は、十九文屋である。

シュークリームは、シュークリームである。

重クロム酸は、重クロム酸である。

重クロム酸カリウムは、重クロム酸カリウムである。

重クロム酸ナトリウムは、重クロム酸ナトリウムである。

舟軍は、舟軍である。

従軍は、従軍である。

従軍慰安婦は、従軍慰安婦である。

従軍記者は、従軍記者である。



従軍記章は、従軍記章である。

集解は、集解である。

囚繋は、囚繋である。

秋刑は、秋刑である。

秋景は、秋景である。

集計は、集計である。

遒勁は、遒勁である。

衆芸は、衆芸である。

重刑は、重刑である。

重慶は、重慶である。

従兄は、従兄である。

銃刑は、銃刑である。

自由刑は、自由刑である。

自由経済は、自由経済である。

従兄弟は、従兄弟である。

自由契約選手は、自由契約選手である。

襲撃は、襲撃である。

銃撃は、銃撃である。

自由劇場は、自由劇場である。

終決は、終決である。

終結は、終結である。

集結は、集結である。

秋月は、秋月である。

充血は、充血である。

住血吸虫は、住血吸虫である。

自由結婚は、自由結婚である。

収繭は、収繭である。

集権は、集権である。

宗源は、宗源である。

祝言は、祝言である。

衆言は、衆言である。

戎軒は、戎軒である。

銃剣は、銃剣である。

自由権は、自由権である。

十玄は、十玄である。

重言は、重言である。

十玄縁起は、十玄縁起である。

祝言式三番叟は、祝言式三番叟である。

銃剣術は、銃剣術である。

集賢殿は、集賢殿である。

祝言能は、祝言能である。

十玄門は、十玄門である。

州権論は、州権論である。

終古は、終古である。

集古は、集古である。

秋後は、秋後である。



住戸は、住戸である。

什伍は、什伍である。

銃後は、銃後である。

収公は、収公である。

舟行は、舟行である。

舟航は、舟航である。

周公は、周公である。

周航は、周航である。

秋郊は、秋郊である。

秋耕は、秋耕である。

修好は、修好である。

修交は、修交である。

就航は、就航である。

衆口は、衆口である。

集光は、集光である。

醜交は、醜交である。

醜行は、醜行である。

讎校は、讎校である。

収合は、収合である。

秋毫は、秋毫である。

習合は、習合である。

集合は、集合である。

聚合は、聚合である。

住劫は、住劫である。

重厚は、重厚である。

銃口は、銃口である。

獣行は、獣行である。

自由港は、自由港である。

十号は、十号である。

重合は、重合である。

集合果は、集合果である。

集合概念は、集合概念である。

集光器は、集光器である。

集光鏡は、集光鏡である。

重工業は、重工業である。

自由公債は、自由公債である。

衆合地獄は、衆合地獄である。

集合住宅は、集合住宅である。

習合神道は、習合神道である。

柔構造は、柔構造である。

集合族は、集合族である。

重合体は、重合体である。

自由交通権は、自由交通権である。

集合的無意識は、集合的無意識である。

周口店は、周口店である。

重合度は、重合度である。



集香湯は、集香湯である。

自由行動は、自由行動である。

集合の相等は、集合の相等である。

集合の交りは、集合の交りである。

集合の結びは、集合の結びである。

集合犯は、集合犯である。

自由交尾は、自由交尾である。

集合表象は、集合表象である。

集合物は、集合物である。

集合名詞は、集合名詞である。

自由航路は、自由航路である。

集合論は、集合論である。

州国は、州国である。

囚獄は、囚獄である。

収獄は、収獄である。

戎国は、戎国である。

重刻は、重刻である。

縦谷は、縦谷である。

囚獄司は、囚獄司である。

重国籍は、重国籍である。

十語五草は、十語五草である。

集古十種は、集古十種である。

十五大寺は、十五大寺である。

収骨は、収骨である。

十五日粥は、十五日粥である。

十五年戦争は、十五年戦争である。

ジューコフは、ジューコフである。

十五夜は、十五夜である。

主殺しは、主殺しである。

重根は、重根である。

重婚は、重婚である。

自由婚姻は、自由婚姻である。

執金剛神は、執金剛神である。

収差は、収差である。

従座は、従座である。

銃座は、銃座である。

ジューサーは、ジューサーである。

収載は、収載である。

秀才は、秀才である。

周歳は、周歳である。

終歳は、終歳である。

愁殺は、愁殺である。

秋材は、秋材である。

集材は、集材である。

重罪は、重罪である。

自由財は、自由財である。



集材機は、集材機である。

私有財産は、私有財産である。

臭細胞は、臭細胞である。

柔細胞は、柔細胞である。

自由裁量は、自由裁量である。

重肴は、重肴である。

秀作は、秀作である。

秀策は、秀策である。

習作は、習作である。

酬酢は、酬酢である。

周作人は、周作人である。

集札は、集札である。

重刷は、重刷である。

重殺は、重殺である。

銃殺は、銃殺である。

十三日は、十三日である。

従座婿は、従座婿である。

秋蚕は、秋蚕である。

集散は、集散である。

聚散は、聚散である。

蓚酸は、蓚酸である。

重三は、重三である。

衆讃歌は、衆讃歌である。

従参加は、従参加である。

十三回忌は、十三回忌である。

十三階段は、十三階段である。

集散花序は、集散花序である。

十三月は、十三月である。

十三鐘は、十三鐘である。

周産期は、周産期である。

十三経は、十三経である。

十三経注疏は、十三経注疏である。

舟山群島は、舟山群島である。

十三湖は、十三湖である。

十三宗は、十三宗である。

集産主義は、集産主義である。

十三束三伏は、十三束三伏である。

十三代集は、十三代集である。

集散地は、集散地である。

十三塚は、十三塚である。

十三七つは、十三七つである。

十三日祝は、十三日祝である。

十三仏は、十三仏である。

自由三昧は、自由三昧である。

十三参りは、十三参りである。

十三名家は、十三名家である。



十三門跡は、十三門跡である。

十三門派は、十三門派である。

十三夜は、十三夜である。

十三屋は、十三屋である。

十三里は、十三里である。

収支は、収支である。

舟子は、舟子である。

舟師は、舟師である。

宗旨は、宗旨である。

祝詞は、祝詞である。

秋思は、秋思である。

修士は、修士である。

修史は、修史である。

終止は、終止である。

終始は、終始である。

愁死は、愁死である。

愁思は、愁思である。

螽斯は、螽斯である。

修治は、修治である。

修辞は、修辞である。

習字は、習字である。

集字は、集字である。

種子は、種子である。

戎士は、戎士である。

重四は、重四である。

重視は、重視である。

従士は、従士である。

従姉は、従姉である。

獣脂は、獣脂である。

縦恣は、縦恣である。

自由市は、自由市である。

自由肢は、自由肢である。

自由詩は、自由詩である。

十地は、十地である。

十字は、十字である。

十時は、十時である。

戎事は、戎事である。

住持は、住持である。

従事は、従事である。

宗旨改役は、宗旨改役である。

ジューシーは、ジューシーである。

終始一貫は、終始一貫である。

十字花は、十字花である。

十字科は、十字科である。

十字架は、十字架である。

十字街は、十字街である。



宗旨変えは、宗旨変えである。

宗旨替えは、宗旨替えである。

十字花科は、十字花科である。

十字花冠は、十字花冠である。

修辞学は、修辞学である。

修士課程は、修士課程である。

集治監は、集治監である。

秋色桜は、秋色桜である。

秋色女は、秋色女である。

修史局は、修史局である。

十字轡は、十字轡である。

十字軍は、十字軍である。

終止形は、終止形である。

十字懸垂は、十字懸垂である。

十字座は、十字座である。

自由自在は、自由自在である。

十四事は、十四事である。

自由詩社は、自由詩社である。

宗旨証文は、宗旨証文である。

従士制は、従士制である。

十字石は、十字石である。

自由思想は、自由思想である。

自由思想家は、自由思想家である。

自由七科は、自由七科である。

宗旨違いは、宗旨違いである。

十七回忌は、十七回忌である。

十七弦箏は、十七弦箏である。

十七史は、十七史である。

十七条憲法は、十七条憲法である。

十七殿は、十七殿である。

十七年蝉は、十七年蝉である。

十七文字は、十七文字である。

十七夜は、十七夜である。

十七屋は、十七屋である。

習字帖は、習字帖である。

秋日は、秋日である。

終日は、終日である。

週日は、週日である。

充実は、充実である。

自由質問は、自由質問である。

宗旨手形は、宗旨手形である。

宗旨人別帳は、宗旨人別帳である。

十字の名号は、十字の名号である。

十字飛車は、十字飛車である。

終止符は、終止符である。

修辞法は、修辞法である。



十字砲火は、十字砲火である。

収支簿記は、収支簿記である。

十姉妹は、十姉妹である。

従姉妹は、従姉妹である。

秋社は、秋社である。

終車は、終車である。

戎車は、戎車である。

従者は、従者である。

周尺は、周尺である。

襲爵は、襲爵である。

執着は、執着である。

執著は、執著である。

柔弱は、柔弱である。

執着獅子は、執着獅子である。

従者婿は、従者婿である。

袖手は、袖手である。

収受は、収受である。

襲受は、襲受である。

銃手は、銃手である。

収拾は、収拾である。

収集は、収集である。

蒐集は、蒐集である。

舟楫は、舟楫である。

拾集は、拾集である。

秋収は、秋収である。

修習は、修習である。

習習は、習習である。

啾啾は、啾啾である。

集輯は、集輯である。

主従は、主従である。

しゅうじゅうは、しゅうじゅうである。

じゅうじゅうは、じゅうじゅうである。

重重は、重重である。

十重禁は、十重禁である。

十住心は、十住心である。

十住心論は、十住心論である。

重重棚は、重重棚である。

収集癖は、収集癖である。

蒐集癖は、蒐集癖である。

重重無尽は、重重無尽である。

自由主義は、自由主義である。

収縮は、収縮である。

習熟は、習熟である。

重縮合は、重縮合である。

収縮胞は、収縮胞である。

周樹人は、周樹人である。



秀出は、秀出である。

重出は、重出である。

柔術は、柔術である。

袖手傍観は、袖手傍観である。

柔順は、柔順である。

従順は、従順である。

周書は、周書である。

洲渚は、洲渚である。

洲嶼は、洲嶼である。

衆庶は、衆庶である。

集書は、集書である。

愁緒は、愁緒である。

修女は、修女である。

住所は、住所である。

重書は、重書である。

重書案は、重書案である。

周章は、周章である。

秋宵は、秋宵である。

終宵は、終宵である。

就床は、就床である。

愁傷は、愁傷である。

聚訟は、聚訟である。

繍匠は、繍匠である。

州壌は、州壌である。

宗乗は、宗乗である。

衆情は、衆情である。

集帖は、集帖である。

愁状は、愁状である。

醜状は、醜状である。

重症は、重症である。

重唱は、重唱である。

重傷は、重傷である。

重障は、重障である。

重賞は、重賞である。

銃床は、銃床である。

銃傷は、銃傷である。

十乗は、十乗である。

戎仗は、戎仗である。

舟状海盆は、舟状海盆である。

重商学派は、重商学派である。

十帖紙は、十帖紙である。

十乗観法は、十乗観法である。

重症筋無力症は、重症筋無力症である。

重商主義は、重商主義である。

重晶石は、重晶石である。

重賞レースは、重賞レースである。



周章狼狽は、周章狼狽である。

秀色は、秀色である。

秋色は、秋色である。

修飾は、修飾である。

就職は、就職である。

愁色は、愁色である。

襲職は、襲職である。

就褥は、就褥である。

住職は、住職である。

重職は、重職である。

就職活動は、就職活動である。

就職口は、就職口である。

修飾語は、修飾語である。

就職難は、就職難である。

終助詞は、終助詞である。

住所地法は、住所地法である。

住所録は、住所録である。

十字路は、十字路である。

修身は、修身である。

執心は、執心である。

終身は、終身である。

終審は、終審である。

就寝は、就寝である。

衆心は、衆心である。

囚人は、囚人である。

舟人は、舟人である。

衆人は、衆人である。

重心は、重心である。

重臣は、重臣である。

従臣は、従臣である。

銃身は、銃身である。

獣心は、獣心である。

獣身は、獣身である。

柔靱は、柔靱である。

銃陣は、銃陣である。

縦陣は、縦陣である。

重臣会議は、重臣会議である。

執心鐘入は、執心鐘入である。

終身官は、終身官である。

衆人環視は、衆人環視である。

集塵機は、集塵機である。

終身議員は、終身議員である。

終身刑は、終身刑である。

終身雇用は、終身雇用である。

終審裁判所は、終審裁判所である。

重申状は、重申状である。



自由心証主義は、自由心証主義である。

自由振動は、自由振動である。

終身年金は、終身年金である。

囚人のジレンマは、囚人のジレンマである。

終身保険は、終身保険である。

終身禄は、終身禄である。

シューズは、シューズである。

ジュースは、ジュースである。

秋水は、秋水である。

酋帥は、酋帥である。

重水は、重水である。

集水溝は、集水溝である。

重水素は、重水素である。

重水炉は、重水炉である。

主筋は、主筋である。

修するは、修するである。

住するは、住するである。

宗制は、宗制である。

秋声は、秋声である。

修正は、修正である。

修成は、修成である。

修整は、修整である。

終生は、終生である。

終世は、終世である。

終成は、終成である。

習性は、習性である。

衆生は、衆生である。

衆星は、衆星である。

衆聖は、衆聖である。

集成は、集成である。

銹錆は、銹錆である。

醜声は、醜声である。

収税は、収税である。

秋税は、秋税である。

重星は、重星である。

銃声は、銃声である。

獣性は、獣性である。

柔脆は、柔脆である。

重税は、重税である。

集成材は、集成材である。

修正資本主義は、修正資本主義である。

修正主義は、修正主義である。

修成派は、修成派である。

修正予算は、修正予算である。

自由世界は、自由世界である。

囚籍は、囚籍である。



秋夕は、秋夕である。

終夕は、終夕である。

就籍は、就籍である。

集積は、集積である。

充積は、充積である。

重石は、重石である。

重責は、重責である。

自由席は、自由席である。

集積回路は、集積回路である。

集積点は、集積点である。

終雪は、終雪である。

衆説は、衆説である。

秀絶は、秀絶である。

愁絶は、愁絶である。

重説は、重説である。

舟船は、舟船である。

周旋は、周旋である。

秋扇は、秋扇である。

秋蝉は、秋蝉である。

臭腺は、臭腺である。

修撰は、修撰である。

終戦は、終戦である。

鞦韆は、鞦韆である。

秋千は、秋千である。

修繕は、修繕である。

宿善は、宿善である。

愀然は、愀然である。

愁然は、愁然である。

衆善は、衆善である。

驟然は、驟然である。

縦線は、縦線である。

十全は、十全である。

十善は、十善である。

柔然は、柔然である。

従前は、従前である。

糅然は、糅然である。

十善戒は、十善戒である。

周旋業は、周旋業である。

十禅師は、十禅師である。

十善の主は、十善の主である。

十善の王は、十善の王である。

十善の王位は、十善の王位である。

十善の君は、十善の君である。

十善の天位は、十善の天位である。

自由船舶は、自由船舶である。

十善万乗は、十善万乗である。



舟船奉行は、舟船奉行である。

十善法語は、十善法語である。

周旋屋は、周旋屋である。

宗祖は、宗祖である。

臭素は、臭素である。

愁訴は、愁訴である。

重祚は、重祚である。

周匝は、周匝である。

秋霜は、秋霜である。

就巣は、就巣である。

衆僧は、衆僧である。

収蔵は、収蔵である。

修造は、修造である。

戎装は、戎装である。

住僧は、住僧である。

重奏は、重奏である。

重曹は、重曹である。

重創は、重創である。

重葬は、重葬である。

重層は、重層である。

従僧は、従僧である。

銃創は、銃創である。

銃槍は、銃槍である。

縦走は、縦走である。

就巣性は、就巣性である。

自由相続主義は、自由相続主義である。

重層的は、重層的である。

秋霜烈日は、秋霜烈日である。

収束は、収束である。

終息は、終息である。

終熄は、終熄である。

集束は、集束である。

州俗は、州俗である。

習俗は、習俗である。

衆俗は、衆俗である。

充足は、充足である。

充塞は、充塞である。

従属は、従属である。

従属栄養は、従属栄養である。

従属会社は、従属会社である。

従属関係は、従属関係である。

従属国は、従属国である。

従属節は、従属節である。

従属犯は、従属犯である。

従属変数は、従属変数である。

充足律は、充足律である。



充足理由の原理は、充足理由の原理である。

従属理論は、従属理論である。

集束レンズは、集束レンズである。

臭素紙は、臭素紙である。

柔組織は、柔組織である。

重訴状は、重訴状である。

臭素疹は、臭素疹である。

臭素水は、臭素水である。

従卒は、従卒である。

銃卒は、銃卒である。

従祖父は、従祖父である。

従祖母は、従祖母である。

集村は、集村である。

従孫は、従孫である。

宗存版は、宗存版である。

衆多は、衆多である。

柔懦は、柔懦である。

シューターは、シューターである。

宗体は、宗体である。

醜態は、醜態である。

重態は、重態である。

重体は、重体である。

紐帯は、紐帯である。

渋滞は、渋滞である。

銃隊は、銃隊である。

獣帯は、獣帯である。

縦隊は、縦隊である。

十代は、十代である。

重大は、重大である。

重代は、重代である。

重台は、重台である。

自由大学運動は、自由大学運動である。

自由大気は、自由大気である。

重代家は、重代家である。

重代侍は、重代侍である。

十大寺は、十大寺である。

十代集は、十代集である。

集大成は、集大成である。

十大弟子は、十大弟子である。

主倒しは、主倒しである。

住宅は、住宅である。

住宅金融公庫は、住宅金融公庫である。

住宅都市整備公団は、住宅都市整備公団である。

住宅難は、住宅難である。

住宅ローンは、住宅ローンである。

重敲は、重敲である。



収奪は、収奪である。

脩短は、脩短である。

愁嘆は、愁嘆である。

愁歎は、愁歎である。

集団は、集団である。

絨毯は、絨毯である。

絨緞は、絨緞である。

獣炭は、獣炭である。

銃弾は、銃弾である。

縦断は、縦断である。

集団安全保障は、集団安全保障である。

集団意識は、集団意識である。

集団遺伝学は、集団遺伝学である。

集団学習は、集団学習である。

集団検診は、集団検診である。

集団語は、集団語である。

集団殺害罪は、集団殺害罪である。

重炭酸曹達は、重炭酸曹達である。

集団指導は、集団指導である。

集団疎開は、集団疎開である。

集団訴訟は、集団訴訟である。

集団的自衛権は、集団的自衛権である。

集団農場は、集団農場である。

愁嘆場は、愁嘆場である。

絨毯爆撃は、絨毯爆撃である。

集団犯罪は、集団犯罪である。

集団表象は、集団表象である。

集団保障は、集団保障である。

縦断面は、縦断面である。

集団力学は、集団力学である。

周知は、周知である。

羞恥は、羞恥である。

習知は、習知である。

衆知は、衆知である。

衆智は、衆智である。

私有地は、私有地である。

自由地下水は、自由地下水である。

修築は、修築である。

脩竹は、脩竹である。

収着は、収着である。

祝着は、祝着である。

終着は、終着である。

終着駅は、終着駅である。

衆中は、衆中である。

集中は、集中である。

集中豪雨は、集中豪雨である。



集中攻撃は、集中攻撃である。

袖中抄は、袖中抄である。

集中神経系は、集中神経系である。

集中審理は、集中審理である。

集中生産は、集中生産である。

集中治療室は、集中治療室である。

舟中敵国は、舟中敵国である。

集中登山は、集中登山である。

集中排除法は、集中排除法である。

集中砲火は、集中砲火である。

酋長は、酋長である。

終朝は、終朝である。

愁腸は、愁腸である。

繍帳は、繍帳である。

繍腸は、繍腸である。

重徴は、重徴である。

修飭は、修飭である。

袖珍は、袖珍である。

重鎮は、重鎮である。

重陳状は、重陳状である。

聚珍版は、聚珍版である。

袖珍本は、袖珍本である。

重追放は、重追放である。

縦通材は、縦通材である。

重詰めは、重詰めである。

主面は、主面である。

舟艇は、舟艇である。

修定は、修定である。

修訂は、修訂である。

重訂は、重訂である。

従弟は、従弟である。

重低音は、重低音である。

シューティングゲームは、シューティングゲームである。

衆敵は、衆敵である。

讐敵は、讐敵である。

戎狄は、戎狄である。

周天は、周天である。

宗典は、宗典である。

秋天は、秋天である。

終点は、終点である。

終電は、終電である。

充填は、充填である。

重典は、重典である。

重点は、重点である。

充電は、充電である。

充電器は、充電器である。



重電機は、重電機である。

充填鉱床は、充填鉱床である。

充填剤は、充填剤である。

集電子は、集電子である。

自由電子は、自由電子である。

終電車は、終電車である。

重点主義は、重点主義である。

重点的は、重点的である。

囚徒は、囚徒である。

州都は、州都である。

宗徒は、宗徒である。

衆徒は、衆徒である。

シュートは、シュートである。

ジュートは、ジュートである。

重土は、重土である。

重度は、重度である。

自由度は、自由度である。

舅入は、舅入である。

周到は、周到である。

修道は、修道である。

衆道は、衆道である。

充当は、充当である。

充棟は、充棟である。

重盗は、重盗である。

重頭は、重頭である。

自由党は、自由党である。

柔道は、柔道である。

修道院は、修道院である。

修道会は、修道会である。

修道士は、修道士である。

従動軸は、従動軸である。

雌雄同株は、雌雄同株である。

修道女は、修道女である。

雌雄淘汰は、雌雄淘汰である。

雌雄同体は、雌雄同体である。

舅親は、舅親である。

収得は、収得である。

修得は、修得である。

宿徳は、宿徳である。

習得は、習得である。

重篤は、重篤である。

習得観念は、習得観念である。

収得罪は、収得罪である。

拾得者は、拾得者である。

収得税は、収得税である。

拾得物は、拾得物である。



舅御は、舅御である。

姑御は、姑御である。

自由都市は、自由都市である。

柔突起は、柔突起である。

姑去りは、姑去りである。

シュードラは、シュードラである。

主取りは、主取りである。

周敦頤は、周敦頤である。

柔軟は、柔軟である。

柔軟加工は、柔軟加工である。

柔軟剤は、柔軟剤である。

終南山は、終南山である。

柔軟体操は、柔軟体操である。

重二は、重二である。

十二因縁は、十二因縁である。

十二因縁絵巻は、十二因縁絵巻である。

十二運は、十二運である。

十二音音楽は、十二音音楽である。

十二階は、十二階である。

十二書は、十二書である。

十二客は、十二客である。

十二月は、十二月である。

十二月党は、十二月党である。

十二雀は、十二雀である。

十二宮は、十二宮である。

獣肉は、獣肉である。

十二経は、十二経である。

十二月建は、十二月建である。

十二牽連は、十二牽連である。

十二光は、十二光である。

十二様は、十二様である。

十二支は、十二支である。

十二司は、十二司である。

十二指腸は、十二指腸である。

十二指腸潰瘍は、十二指腸潰瘍である。

十二指腸虫は、十二指腸虫である。

十二使徒は、十二使徒である。

十二社は、十二社である。

十二処は、十二処である。

十二所権現は、十二所権現である。

十二神将は、十二神将である。

十二進法は、十二進法である。

十二束は、十二束である。

十二束三伏は、十二束三伏である。

十二大願は、十二大願である。

十二段は、十二段である。



十二段草子は、十二段草子である。

重日は、重日である。

十二調子は、十二調子である。

十二直は、十二直である。

十二番は、十二番である。

十二天は、十二天である。

十二天供は、十二天供である。

十二灯は、十二灯である。

十二銅は、十二銅である。

十二銅板法は、十二銅板法である。

十二時は、十二時である。

十二の御衣は、十二の御衣である。

十二の手匣は、十二の手匣である。

十二単は、十二単である。

十二表法は、十二表法である。

十二部経は、十二部経である。

十二分は、十二分である。

十二分教は、十二分教である。

十二祭は、十二祭である。

十二門は、十二門である。

十二門論は、十二門論である。

十二焼は、十二焼である。

収入は、収入である。

収入印紙は、収入印紙である。

収入官吏は、収入官吏である。

収入伝票は、収入伝票である。

収入役は、収入役である。

十如是は、十如是である。

十二律は、十二律である。

十二列国は、十二列国である。

就任は、就任である。

十人は、十人である。

住人は、住人である。

重任は、重任である。

十人組は、十人組である。

十人十色は、十人十色である。

十人並は、十人並である。

自由任用は、自由任用である。

十人両替は、十人両替である。

執念がるは、執念がるである。

執念しは、執念しである。

周年は、周年である。

執念は、執念である。

終年は、終年である。

十年は、十年である。

十念は、十念である。



十年一日は、十年一日である。

十念称名は、十念称名である。

重粘土は、重粘土である。

十年一昔は、十年一昔である。

執念深いは、執念深いである。

収納は、収納である。

終脳は、終脳である。

十能は、十能である。

重農学派は、重農学派である。

重農主義は、重農主義である。

重の内は、重の内である。

収納伝票は、収納伝票である。

柔の形は、柔の形である。

自由之理は、自由之理である。

十の島は、十の島である。

自由太刀余波鋭鋒は、自由太刀余波鋭鋒である。

自由の女神像は、自由の女神像である。

周波は、周波である。

宗派は、宗派である。

秋波は、秋波である。

銃把は、銃把である。

縦波は、縦波である。

戎馬は、戎馬である。

ジューバは、ジューバである。

集配は、集配である。

重杯は、重杯である。

自由廃業は、自由廃業である。

集配郵便局は、集配郵便局である。

囚縛は、囚縛である。

収縛は、収縛である。

就縛は、就縛である。

重爆撃機は、重爆撃機である。

周波計は、周波計である。

重箱は、重箱である。

重箱面は、重箱面である。

重箱読みは、重箱読みである。

周波数は、周波数である。

周波数変換は、周波数変換である。

周波数変調は、周波数変調である。

周波数弁別器は、周波数弁別器である。

十八界は、十八界である。

十八学士は、十八学士である。

十八粥は、十八粥である。

十八願は、十八願である。

十八金は、十八金である。

十八公は、十八公である。



十八大角豆は、十八大角豆である。

十八宗は、十八宗である。

十八大通は、十八大通である。

十八檀林は、十八檀林である。

十八の公は、十八の公である。

十八の珠は、十八の珠である。

十八番は、十八番である。

十八物は、十八物である。

十八羅漢は、十八羅漢である。

秀発は、秀発である。

終発は、終発である。

舟筏は、舟筏である。

秀抜は、秀抜である。

修祓は、修祓である。

重罰は、重罰である。

十八史略は、十八史略である。

十八般は、十八般である。

集版は、集版である。

終板は、終板である。

終盤は、終盤である。

週番は、週番である。

重犯は、重犯である。

重板は、重板である。

重版は、重版である。

従犯は、従犯である。

縦帆は、縦帆である。

十番切は、十番切である。

十番仕立は、十番仕立である。

秀眉は、秀眉である。

秀美は、秀美である。

周備は、周備である。

崇美は、崇美である。

終尾は、終尾である。

愁眉は、愁眉である。

醜美は、醜美である。

柔皮は、柔皮である。

鞣皮は、鞣皮である。

従婢は、従婢である。

獣皮は、獣皮である。

充備は、充備である。

戎備は、戎備である。

主旱は、主旱である。

週評は、週評である。

衆評は、衆評である。

集票は、集票である。

重病は、重病である。



周氷河現象は、周氷河現象である。

囚俘は、囚俘である。

臭腐は、臭腐である。

醜夫は、醜夫である。

醜婦は、醜婦である。

シューブは、シューブである。

従父は、従父である。

十分一は、十分一である。

十分一銀は、十分一銀である。

宗風は、宗風である。

秋風は、秋風である。

終風は、終風である。

秋風索寞は、秋風索寞である。

秋風楽は、秋風楽である。

修復は、修復である。

集福は、集福である。

戎服は、戎服である。

重複は、重複である。

従服は、従服である。

銃腹は、銃腹である。

重服は、重服である。

従父兄は、従父兄である。

繍仏は、繍仏である。

重物は、重物である。

従物は、従物である。

周仏海は、周仏海である。

従父弟は、従父弟である。

周文は、周文である。

秋分は、秋分である。

修文は、修文である。

醜聞は、醜聞である。

繍文は、繍文である。

十分は、十分である。

充分は、充分である。

重文は、重文である。

聚分韻略は、聚分韻略である。

十分条件は、十分条件である。

秋分点は、秋分点である。

十分の一税は、十分の一税である。

秋分の日は、秋分の日である。

周文派は、周文派である。

十分杯は、十分杯である。

州兵は、州兵である。

習弊は、習弊である。

襲弊は、襲弊である。

衆兵は、衆兵である。



戎兵は、戎兵である。

従兵は、従兵である。

重屏禁は、重屏禁である。

周壁は、周壁である。

習癖は、習癖である。

皺襞は、皺襞である。

褶襞は、褶襞である。

シューベルトは、シューベルトである。

周辺は、周辺である。

周へんは、周へんである。

重弁は、重弁である。

重弁花は、重弁花である。

周辺細胞は、周辺細胞である。

周辺視は、周辺視である。

十便十宜は、十便十宜である。

周辺装置は、周辺装置である。

収捕は、収捕である。

修補は、修補である。

襲歩は、襲歩である。

充補は、充補である。

十母は、十母である。

従母は、従母である。

重母音は、重母音である。

州邦は、州邦である。

秀峰は、秀峰である。

宗法は、宗法である。

週報は、週報である。

衆芳は、衆芳である。

衆邦は、衆邦である。

衆峰は、衆峰である。

襲封は、襲封である。

衆望は、衆望である。

醜貌は、醜貌である。

什宝は、什宝である。

重奉は、重奉である。

重宝は、重宝である。

重砲は、重砲である。

銃砲は、銃砲である。

住房は、住房である。

自由貿易は、自由貿易である。

自由貿易港は、自由貿易港である。

自由法学は、自由法学である。

周邦彦は、周邦彦である。

自由法曹団は、自由法曹団である。

自由放任は、自由放任である。

自由放任主義は、自由放任主義である。



宗峰妙超は、宗峰妙超である。

自由法論は、自由法論である。

州牧は、州牧である。

輯睦は、輯睦である。

従僕は、従僕である。

周勃は、周勃である。

臭剥は、臭剥である。

焼売は、焼売である。

従妹は、従妹である。

自由米は、自由米である。

十枚目は、十枚目である。

終幕は、終幕である。

終末は、終末である。

週末は、週末である。

終末医療は、終末医療である。

終末観は、終末観である。

シューマッハーは、シューマッハーである。

終末論は、終末論である。

シューマンは、シューマンである。

充満は、充満である。

十万億土は、十万億土である。

臭味は、臭味である。

周密は、周密である。

宗密は、宗密である。

衆妙は、衆妙である。

就眠は、就眠である。

衆民は、衆民である。

愁眠は、愁眠である。

住民は、住民である。

自由民は、自由民である。

就眠運動は、就眠運動である。

住民運動は、住民運動である。

住民基本台帳は、住民基本台帳である。

自由民権運動は、自由民権運動である。

自由民権論は、自由民権論である。

住民参加は、住民参加である。

自由民主党は、自由民主党である。

住民税は、住民税である。

住民訴訟は、住民訴訟である。

住民投票は、住民投票である。

住民登録は、住民登録である。

住民票は、住民票である。

宗務は、宗務である。

愁夢は、愁夢である。

宗務官は、宗務官である。

主命は、主命である。



襲名は、襲名である。

秋明菊は、秋明菊である。

秋冥菊は、秋冥菊である。

重喪は、重喪である。

衆盲は、衆盲である。

柔毛は、柔毛である。

絨毛は、絨毛である。

獣毛は、獣毛である。

絨毛布は、絨毛布である。

衆目は、衆目である。

十目は、十目である。

主持ちは、主持ちである。

什物は、什物である。

宗門は、宗門である。

愁悶は、愁悶である。

十文は、十文である。

宗門改は、宗門改である。

宗門改役は、宗門改役である。

十文色は、十文色である。

宗門請合は、宗門請合である。

十文切りは、十文切りである。

十文字は、十文字である。

十文字紙子は、十文字紙子である。

十文字轡は、十文字轡である。

十文字羊歯は、十文字羊歯である。

十文字槍は、十文字槍である。

十文銭は、十文銭である。

宗門人別帳は、宗門人別帳である。

什門派は、什門派である。

十文盛りは、十文盛りである。

秋夜は、秋夜である。

終夜は、終夜である。

十夜は、十夜である。

修訳は、修訳である。

集約は、集約である。

十薬は、十薬である。

重厄は、重厄である。

重役は、重役である。

重訳は、重訳である。

銃薬は、銃薬である。

集約農業は、集約農業である。

集葯雄蕊は、集葯雄蕊である。

終夜灯は、終夜灯である。

周瑜は、周瑜である。

終油は、終油である。

重油は、重油である。



舟遊は、舟遊である。

周遊は、周遊である。

周遊券は、周遊券である。

重油機関は、重油機関である。

主用は、主用である。

収用は、収用である。

収容は、収容である。

周揚は、周揚である。

秋容は、秋容である。

秋陽は、秋陽である。

修養は、修養である。

愁容は、愁容である。

醜容は、醜容である。

襲用は、襲用である。

充用は、充用である。

重用は、重用である。

重要は、重要である。

重要産業統制法は、重要産業統制法である。

重要参考人は、重要参考人である。

重要視は、重要視である。

重陽子は、重陽子である。

収容所は、収容所である。

収容所群島は、収容所群島である。

重要美術品は、重要美術品である。

重要文化財は、重要文化財である。

重要無形文化財は、重要無形文化財である。

十翼は、十翼である。

獣欲は、獣欲である。

十四日年越しは、十四日年越しである。

習礼は、習礼である。

集来は、集来である。

衆籟は、衆籟である。

襲来は、襲来である。

従来は、従来である。

衆来の座は、衆来の座である。

集落は、集落である。

聚落は、聚落である。

集落遺跡は、集落遺跡である。

十羅刹女は、十羅刹女である。

自由落下は、自由落下である。

収攬は、収攬である。

周覧は、周覧である。

秋嵐は、秋嵐である。

縦覧は、縦覧である。

州里は、州里である。

修理は、修理である。



衆吏は、衆吏である。

衆利は、衆利である。

重利は、重利である。

十力は、十力である。

収率は、収率である。

自由律は、自由律である。

周流は、周流である。

衆流は、衆流である。

囚虜は、囚虜である。

衆慮は、衆慮である。

醜虜は、醜虜である。

戎虜は、戎虜である。

住侶は、住侶である。

収量は、収量である。

秋涼は、秋涼である。

秋糧は、秋糧である。

酋領は、酋領である。

修了は、修了である。

終了は、終了である。

十両は、十両である。

十陵は、十陵である。

重量は、重量である。

従良は、従良である。

銃猟は、銃猟である。

重量挙げは、重量挙げである。

重量感は、重量感である。

重量キログラムは、重量キログラムである。

重量グラムは、重量グラムである。

従量税は、従量税である。

重量噸は、重量噸である。

重量品は、重量品である。

重量分析は、重量分析である。

重量モル濃度は、重量モル濃度である。

衆力は、衆力である。

重力は、重力である。

重力異常は、重力異常である。

重力加速度は、重力加速度である。

重力屈性は、重力屈性である。

重力質量は、重力質量である。

重力ダムは、重力ダムである。

重力単位系は、重力単位系である。

重力探鉱は、重力探鉱である。

重力波は、重力波である。

重力レンズは、重力レンズである。

秋霖は、秋霖である。

私有林は、私有林である。



従輪は、従輪である。

蹂躙は、蹂躙である。

秋霖前線は、秋霖前線である。

シュールは、シュールである。

ジュールは、ジュールである。

醜類は、醜類である。

従類は、従類である。

獣類は、獣類である。

朱漆は、朱漆である。

ジュールトムソン効果は、ジュールトムソン効果である。

ジュール熱は、ジュール熱である。

ジュールの法則は、ジュールの法則である。

シュールレアリスムは、シュールレアリスムである。

シューレは、シューレである。

秀麗は、秀麗である。

周礼は、周礼である。

秋冷は、秋冷である。

周歴は、周歴である。

縦列は、縦列である。

縦裂は、縦裂である。

終列車は、終列車である。

収斂は、収斂である。

秋斂は、秋斂である。

修錬は、修錬である。

修練は、修練である。

習練は、習練である。

聚斂は、聚斂である。

重連は、重連である。

自由恋愛は、自由恋愛である。

周濂渓は、周濂渓である。

収斂剤は、収斂剤である。

自由連想は、自由連想である。

収斂レンズは、収斂レンズである。

舟路は、舟路である。

秋露は、秋露である。

袖炉は、袖炉である。

就労は、就労である。

醜陋は、醜陋である。

重労働は、重労働である。

自由労働者は、自由労働者である。

自由労連は、自由労連である。

収録は、収録である。

集録は、集録である。

十六は、十六である。

重禄は、重禄である。

十六大角豆は、十六大角豆である。



十六社は、十六社である。

十六進法は、十六進法である。

十六善神は、十六善神である。

十六大菩薩は、十六大菩薩である。

十六ミリは、十六ミリである。

十六六指は、十六六指である。

十六武蔵は、十六武蔵である。

十六夜は、十六夜である。

十六羅漢は、十六羅漢である。

十六観は、十六観である。

十六国春秋は、十六国春秋である。

宗論は、宗論である。

衆論は、衆論である。

収賄は、収賄である。

醜穢は、醜穢である。

収賄罪は、収賄罪である。

十惑は、十惑である。

十腕類は、十腕類である。

シュヴングは、シュヴングである。

ジューンブライドは、ジューンブライドである。

守衛は、守衛である。

修慧は、修慧である。

衆会は、衆会である。

受衣は、受衣である。

輸贏は、輸贏である。

寿永は、寿永である。

樹影は、樹影である。

孺嬰は、孺嬰である。

受益は、受益である。

樹液は、樹液である。

受益者負担金は、受益者負担金である。

受益証券は、受益証券である。

ジュエリーは、ジュエリーである。

ジュエルは、ジュエルである。

主演は、主演である。

珠艶は、珠艶である。

酒宴は、酒宴である。

衆縁は、衆縁である。

寿宴は、寿宴である。

酒宴盆は、酒宴盆である。

手押は、手押である。

ジュオーは、ジュオーである。

主音は、主音である。

主恩は、主恩である。

殊恩は、殊恩である。

主家は、主家である。



朱夏は、朱夏である。

首夏は、首夏である。

酒家は、酒家である。

主我は、主我である。

珠芽は、珠芽である。

儒家は、儒家である。

樹下は、樹下である。

樹果は、樹果である。

寿賀は、寿賀である。

儒雅は、儒雅である。

シュガーは、シュガーである。

シュガーコートは、シュガーコートである。

ジュガーノフは、ジュガーノフである。

シュガーレスは、シュガーレスである。

手械は、手械である。

首魁は、首魁である。

酒戒は、酒戒である。

酒海は、酒海である。

珠海は、珠海である。

首鎧は、首鎧である。

受戒は、受戒である。

授戒は、授戒である。

樹海は、樹海である。

孺孩は、孺孩である。

授戒会は、授戒会である。

主概念は、主概念である。

種概念は、種概念である。

朱書は、朱書である。

主客は、主客である。

主格は、主格である。

酒客は、酒客である。

朱学は、朱学である。

儒学は、儒学である。

修学者は、修学者である。

主客転倒は、主客転倒である。

主客顛倒は、主客顛倒である。

守覚法親王は、守覚法親王である。

朱傘は、朱傘である。

主我主義は、主我主義である。

儒家神道は、儒家神道である。

樹下石上は、樹下石上である。

樹下美人図は、樹下美人図である。

シュカブラは、シュカブラである。

手簡は、手簡である。

手翰は、手翰である。

主幹は、主幹である。



主監は、主監である。

主管は、主管である。

主観は、主観である。

首巻は、首巻である。

主眼は、主眼である。

朱顔は、朱顔である。

入棺は、入棺である。

受灌は、受灌である。

儒官は、儒官である。

樹冠は、樹冠である。

樹間は、樹間である。

樹幹は、樹幹である。

入眼は、入眼である。

呪願は、呪願である。

樹冠火は、樹冠火である。

主観価値説は、主観価値説である。

呪願師は、呪願師である。

主観主義は、主観主義である。

主観性は、主観性である。

主観的は、主観的である。

主観的観念論は、主観的観念論である。

主観的批評は、主観的批評である。

主甲板は、主甲板である。

呪願文は、呪願文である。

手記は、手記である。

手旗は、手旗である。

朱器は、朱器である。

朱熹は、朱熹である。

酒器は、酒器である。

腫気は、腫気である。

手技は、手技である。

主義は、主義である。

受寄は、受寄である。

授記は、授記である。

受記は、受記である。

主記憶装置は、主記憶装置である。

主義者は、主義者である。

受寄者は、受寄者である。

衆議評は、衆議評である。

受寄物は、受寄物である。

手脚は、手脚である。

守旧は、守旧である。

守宮は、守宮である。

首級は、首級である。

種牛は、種牛である。

受給は、受給である。



需求は、需求である。

需給は、需給である。

需給相場は、需給相場である。

守禦は、守禦である。

守御は、守御である。

狩漁は、狩漁である。

入御は、入御である。

主教は、主教である。

足恭は、足恭である。

酒興は、酒興である。

修行は、修行である。

入興は、入興である。

授経は、授経である。

誦経は、誦経である。

需供は、需供である。

儒教は、儒教である。

受業は、受業である。

授業は、授業である。

修行者は、修行者である。

授業料は、授業料である。

珠玉は、珠玉である。

種玉は、種玉である。

手巾は、手巾である。

手巾帯は、手巾帯である。

叔は、叔である。

しゅくは、しゅくである。

淑は、淑である。

粛は、粛である。

粥は、粥である。

菽は、菽である。

縮は、縮である。

手具は、手具である。

塾は、塾である。

熟は、熟である。

宿痾は、宿痾である。

宿悪は、宿悪である。

宿案は、宿案である。

熟案は、熟案である。

祝意は、祝意である。

宿衣は、宿衣である。

宿意は、宿意である。

宿入りは、宿入りである。

宿因は、宿因である。

祝允明は、祝允明である。

宿雨は、宿雨である。

殊遇は、殊遇である。



宿運は、宿運である。

宿営は、宿営である。

宿衛は、宿衛である。

宿駅は、宿駅である。

祝宴は、祝宴である。

祝筵は、祝筵である。

宿怨は、宿怨である。

宿送りは、宿送りである。

祝賀は、祝賀である。

宿学は、宿学である。

粛学は、粛学である。

宿駕籠は、宿駕籠である。

宿通いは、宿通いである。

宿官は、宿官である。

宿願は、宿願である。

宿忌は、宿忌である。

淑気は、淑気である。

宿疑は、宿疑である。

熟議は、熟議である。

粛軍は、粛軍である。

夙慧は、夙慧である。

祝慶は、祝慶である。

粛啓は、粛啓である。

粛敬は、粛敬である。

縮減は、縮減である。

夙悟は、夙悟である。

熟語は、熟語である。

宿構は、宿構である。

宿業は、宿業である。

縮合は、縮合である。

宿恨は、宿恨である。

宿根草は、宿根草である。

祝祭は、祝祭である。

宿債は、宿債である。

宿罪は、宿罪である。

祝祭劇は、祝祭劇である。

祝祭日は、祝祭日である。

宿札は、宿札である。

粛殺は、粛殺である。

縮刷は、縮刷である。

熟察は、熟察である。

縮刷版は、縮刷版である。

熟蚕は、熟蚕である。

夙志は、夙志である。

祝史は、祝史である。

宿志は、宿志である。



宿紙は、宿紙である。

祝辞は、祝辞である。

宿次は、宿次である。

熟思は、熟思である。

熟柿は、熟柿である。

熟紙は、熟紙である。

熟視は、熟視である。

熟地は、熟地である。

熟字は、熟字である。

宿食は、宿食である。

熟識は、熟識である。

熟柿臭いは、熟柿臭いである。

熟柿首は、熟柿首である。

熟字訓は、熟字訓である。

熟柿主義は、熟柿主義である。

宿疾は、宿疾である。

祝日は、祝日である。

宿舎は、宿舎である。

縮写は、縮写である。

塾舎は、塾舎である。

縮尺は、縮尺である。

宿主は、宿主である。

宿儒は、宿儒である。

熟手は、熟手である。

宿執は、宿執である。

宿習は、宿習である。

縮絨は、縮絨である。

宿執開発は、宿執開発である。

縮絨機は、縮絨機である。

縮重合は、縮重合である。

粛粛は、粛粛である。

じゅくじゅくは、じゅくじゅくである。

宿所は、宿所である。

淑女は、淑女である。

熟所は、熟所である。

祝捷は、祝捷である。

祝勝は、祝勝である。

宿将は、宿将である。

縮小は、縮小である。

縮小解釈は、縮小解釈である。

粥状硬化は、粥状硬化である。

縮小語尾は、縮小語尾である。

縮小再生産は、縮小再生産である。

熟食は、熟食である。

祝聖は、祝聖である。

宿心は、宿心である。



粛慎は、粛慎である。

息慎は、息慎である。

稷慎は、稷慎である。

宿神は、宿神である。

宿陣は、宿陣である。

淑人は、淑人である。

粛親王善耆は、粛親王善耆である。

祝すは、祝すである。

宿すは、宿すである。

縮図は、縮図である。

熟すは、熟すである。

宿水は、宿水である。

宿酔は、宿酔である。

菽水は、菽水である。

熟睡は、熟睡である。

縮皺は、縮皺である。

縮図法は、縮図法である。

祝するは、祝するである。

熟するは、熟するである。

宿世は、宿世である。

夙成は、夙成である。

叔世は、叔世である。

叔斉は、叔斉である。

粛正は、粛正である。

粛清は、粛清である。

粛静は、粛静である。

塾生は、塾生である。

熟成は、熟成である。

夙昔は、夙昔である。

宿夕は、宿夕である。

宿昔は、宿昔である。

宿碩は、宿碩である。

蹙蹐は、蹙蹐である。

祝節は、祝節である。

宿雪は、宿雪である。

倏然は、倏然である。

粛然は、粛然である。

蹴然は、蹴然である。

縮線綾は、縮線綾である。

宿訴は、宿訴である。

宿草は、宿草である。

菽草類は、菽草類である。

菽粟は、菽粟である。

宿存は、宿存である。

宿存萼は、宿存萼である。

叔孫通は、叔孫通である。



縮退は、縮退である。

宿題は、宿題である。

宿諾は、宿諾である。

熟達は、熟達である。

熟談は、熟談である。

縮地は、縮地である。

熟知は、熟知である。

宿鳥は、宿鳥である。

塾長は、塾長である。

宿直は、宿直である。

宿賃は、宿賃である。

熟通は、熟通である。

宿継ぎは、宿継ぎである。

宿次ぎは、宿次ぎである。

宿継ぎ手形は、宿継ぎ手形である。

粛呈は、粛呈である。

宿敵は、宿敵である。

宿手代は、宿手代である。

叔姪は、叔姪である。

祝典は、祝典である。

祝電は、祝電である。

熟田は、熟田である。

塾徒は、塾徒である。

熟図は、熟図である。

祝祷は、祝祷である。

粛党は、粛党である。

縮瞳は、縮瞳である。

塾頭は、塾頭である。

淑徳は、淑徳である。

淑慝は、淑慝である。

熟読は、熟読である。

粛としては、粛としてである。

夙殿は、夙殿である。

宿殿は、宿殿である。

宿年は、宿年である。

宿念は、宿念である。

熟年は、熟年である。

夙の者は、夙の者である。

宿の者は、宿の者である。

祝の者は、祝の者である。

宿場は、宿場である。

祝杯は、祝杯である。

祝盃は、祝盃である。

粛拝は、粛拝である。

叔伯は、叔伯である。

宿泊は、宿泊である。



粛白は、粛白である。

菽麦は、菽麦である。

宿場女郎は、宿場女郎である。

宿外れは、宿外れである。

熟畑は、熟畑である。

祝髪は、祝髪である。

宿場町は、宿場町である。

縮版は、縮版である。

熟蕃は、熟蕃である。

熟否は、熟否である。

宿病は、宿病である。

熟苗は、熟苗である。

叔父は、叔父である。

宿奉行は、宿奉行である。

祝福は、祝福である。

宿福は、宿福である。

宿憤は、宿憤である。

祝文は、祝文である。

宿弊は、宿弊である。

縮閉線は、縮閉線である。

宿便は、宿便である。

叔母は、叔母である。

祝砲は、祝砲である。

宿報は、宿報である。

宿坊は、宿坊である。

宿望は、宿望である。

宿謀は、宿謀である。

宿墨は、宿墨である。

宿命は、宿命である。

熟眠は、熟眠である。

宿命的は、宿命的である。

宿命論は、宿命論である。

熟面は、熟面である。

縮毛は、縮毛である。

宿問は、宿問である。

夙夜は、夙夜である。

宿屋は、宿屋である。

縮約は、縮約である。

宿役人は、宿役人である。

祝融は、祝融である。

宿曜は、宿曜である。

ジュグラー循環は、ジュグラー循環である。

熟覧は、熟覧である。

熟爛は、熟爛である。

熟慮は、熟慮である。

宿料は、宿料である。



叔梁こつは、叔梁こつである。

熟慮断行は、熟慮断行である。

熟練は、熟練である。

熟練工は、熟練工である。

朱黒は、朱黒である。

熟路は、熟路である。

宿老は、宿老である。

熟和は、熟和である。

宿割りは、宿割りである。

主君は、主君である。

殊勲は、殊勲である。

酒醺は、酒醺である。

受勲は、受勲である。

従下は、従下である。

頌偈は、頌偈である。

主刑は、主刑である。

主計は、主計である。

手芸は、手芸である。

種芸は、種芸である。

受刑は、受刑である。

綬鶏は、綬鶏である。

樹形は、樹形である。

樹芸は、樹芸である。

主計局は、主計局である。

綜芸種智院は、綜芸種智院である。

主計寮は、主計寮である。

主系列星は、主系列星である。

樹下坐は、樹下坐である。

主桁は、主桁である。

寿限無は、寿限無である。

主権は、主権である。

朱圏は、朱圏である。

朱硯は、朱硯である。

殊眷は、殊眷である。

修験は、修験である。

受検は、受検である。

受験は、受験である。

授権は、授権である。

呪言は、呪言である。

授権行為は、授権行為である。

主権国は、主権国である。

主権在民は、主権在民である。

授権資本は、授権資本である。

主権者は、主権者である。

修験者は、修験者である。

修験宗は、修験宗である。



朱元璋は、朱元璋である。

修験道は、修験道である。

手鼓は、手鼓である。

守戸は、守戸である。

酒戸は、酒戸である。

酒庫は、酒庫である。

主語は、主語である。

守護は、守護である。

従五位は、従五位である。

守護石は、守護石である。

手工は、手工である。

手交は、手交である。

手稿は、手稿である。

主公は、主公である。

守口は、守口である。

首功は、首功である。

首甲は、首甲である。

首肯は、首肯である。

殊功は、殊功である。

珠孔は、珠孔である。

珠江は、珠江である。

珠光は、珠光である。

首号は、首号である。

酒豪は、酒豪である。

寿考は、寿考である。

受講は、受講である。

樹高は、樹高である。

准后は、准后である。

手工業は、手工業である。

手工業同職組合は、手工業同職組合である。

守護請は、守護請である。

手工芸は、手工芸である。

主工署は、主工署である。

珠光青磁は、珠光青磁である。

授口帳は、授口帳である。

珠光緞子は、珠光緞子である。

受光伐は、受光伐である。

酒肴料は、酒肴料である。

ジュコーフスキーは、ジュコーフスキーである。

主穀式は、主穀式である。

守護国界章は、守護国界章である。

酒胡子は、酒胡子である。

守護使は、守護使である。

守護職は、守護職である。

守護神は、守護神である。

守護聖人は、守護聖人である。



守護代は、守護代である。

守護大名は、守護大名である。

手骨は、手骨である。

守護不入は、守護不入である。

主根は、主根である。

種根は、種根である。

鬚根は、鬚根である。

樹根は、樹根である。

呪禁は、呪禁である。

儒艮は、儒艮である。

呪禁師は、呪禁師である。

呪禁博士は、呪禁博士である。

主査は、主査である。

酒さは、酒さである。

種差は、種差である。

朱座は、朱座である。

首座は、首座である。

主宰は、主宰である。

主祭は、主祭である。

主菜は、主菜である。

主裁は、主裁である。

主催は、主催である。

守歳は、守歳である。

首歳は、首歳である。

殊才は、殊才である。

主剤は、主剤である。

取材は、取材である。

首材は、首材である。

首罪は、首罪である。

衆罪は、衆罪である。

儒祭は、儒祭である。

手冊は、手冊である。

手札は、手札である。

朱札は、朱札である。

酒さ鼻は、酒さ鼻である。

朱鞘は、朱鞘である。

朱三は、朱三である。

珠簪は、珠簪である。

酒盞は、酒盞である。

趨参は、趨参である。

珠算は、珠算である。

授産は、授産である。

准三宮は、准三宮である。

准三后は、准三后である。

授産所は、授産所である。

主産地は、主産地である。



主産物は、主産物である。

手指は、手指である。

主司は、主司である。

主旨は、主旨である。

朱子は、朱子である。

朱四は、朱四である。

呪師は、呪師である。

洙泗は、洙泗である。

殊死は、殊死である。

酒巵は、酒巵である。

酒食は、酒食である。

酒滓は、酒滓である。

酒肆は、酒肆である。

酒資は、酒資である。

酒幟は、酒幟である。

銖錙は、銖錙である。

趣旨は、趣旨である。

鬚髭は、鬚髭である。

主事は、主事である。

主治は、主治である。

主持は、主持である。

主辞は、主辞である。

朱字は、朱字である。

取次は、取次である。

寿詞は、寿詞である。

豎子は、豎子である。

孺子は、孺子である。

儒士は、儒士である。

樹枝は、樹枝である。

樹脂は、樹脂である。

受持は、受持である。

授時は、授時である。

主治医は、主治医である。

朱子学は、朱子学である。

樹脂加工は、樹脂加工である。

受食は、受食である。

授職灌頂は、授職灌頂である。

手識本は、手識本である。

主軸は、主軸である。

主軸台は、主軸台である。

種子袈裟は、種子袈裟である。

樹脂光沢は、樹脂光沢である。

朱子語類は、朱子語類である。

呪師猿楽は、呪師猿楽である。

種子植物は、種子植物である。

朱自清は、朱自清である。



酒失は、酒失である。

手実は、手実である。

主日は、主日である。

呪師走は、呪師走である。

受死日は、受死日である。

手指紋は、手指紋である。

手写は、手写である。

朱砂は、朱砂である。

取捨は、取捨である。

趣舎は、趣舎である。

儒者は、儒者である。

衆車園は、衆車園である。

衆車苑は、衆車苑である。

種社会は、種社会である。

朱雀野は、朱雀野である。

朱雀は、朱雀である。

授爵は、授爵である。

朱雀旗は、朱雀旗である。

儒者捨場は、儒者捨場である。

取捨選択は、取捨選択である。

守株は、守株である。

手授は、手授である。

守戍は、守戍である。

侏儒は、侏儒である。

朱儒は、朱儒である。

珠襦は、珠襦である。

種種は、種種である。

戍守は、戍守である。

寿酒は、寿酒である。

授受は、授受である。

誦呪は、誦呪である。

株洲は、株洲である。

種種雑多は、種種雑多である。

侏儒症は、侏儒症である。

種種相は、種種相である。

輸出は、輸出である。

手術は、手術である。

呪術は、呪術である。

手準器は、手準器である。

朱舜水は、朱舜水である。

手書は、手書である。

手署は、手署である。

首書は、首書である。

儒書は、儒書である。

手抄は、手抄である。

手掌は、手掌である。



手詔は、手詔である。

主将は、主将である。

主唱は、主唱である。

首相は、首相である。

首将は、首将である。

首唱は、首唱である。

殊勝は、殊勝である。

酒觴は、酒觴である。

種姓は、種姓である。

種性は、種性である。

主上は、主上である。

主情は、主情である。

朱錠は、朱錠である。

しゅ杖は、しゅ杖である。

受章は、受章である。

受賞は、受賞である。

授章は、授章である。

授賞は、授賞である。

樹梢は、樹梢である。

樹上は、樹上である。

修証一等は、修証一等である。

修正会は、修正会である。

衆生界は、衆生界である。

殊勝顔は、殊勝顔である。

修証義は、修証義である。

衆生済度は、衆生済度である。

主情主義は、主情主義である。

主漿署は、主漿署である。

樹状突起は、樹状突起である。

種小名は、種小名である。

手燭は、手燭である。

主色は、主色である。

主食は、主食である。

殊色は、殊色である。

酒色は、酒色である。

主書署は、主書署である。

授時暦は、授時暦である。

主神は、主神である。

主審は、主審である。

主震は、主震である。

朱唇は、朱唇である。

朱脣は、朱脣である。

珠心は、珠心である。

酒神は、酒神である。

酒箴は、酒箴である。

主人は、主人である。



受信は、受信である。

受診は、受診である。

儒臣は、儒臣である。

樹心は、樹心である。

孺人は、孺人である。

受信機は、受信機である。

主人公は、主人公である。

朱唇皓歯は、朱唇皓歯である。

主神司は、主神司である。

受信主義は、受信主義である。

守辰丁は、守辰丁である。

受信人は、受信人である。

主人持ちは、主人持ちである。

主尋問は、主尋問である。

繻子は、繻子である。

修すは、修すである。

呪すは、呪すである。

誦すは、誦すである。

数珠は、数珠である。

主帥は、主帥である。

取水は、取水である。

入水は、入水である。

取水口は、取水口である。

主水司は、主水司である。

取水堰は、取水堰である。

取水塔は、取水塔である。

繻子織は、繻子織である。

数珠掛け子は、数珠掛け子である。

数珠掛鳩は、数珠掛鳩である。

数珠玉は、数珠玉である。

数珠繋ぎは、数珠繋ぎである。

繻子繍は、繻子繍である。

繻子鬢は、繻子鬢である。

朱墨は、朱墨である。

数珠藻は、数珠藻である。

繻子蘭は、繻子蘭である。

主政は、主政である。

主星は、主星である。

守成は、守成である。

守勢は、守勢である。

首星は、首星である。

酒精は、酒精である。

主税は、主税である。

酒税は、酒税である。

寿星は、寿星である。

受精は、受精である。



授精は、授精である。

儒生は、儒生である。

樹勢は、樹勢である。

主税局は、主税局である。

朱世傑は、朱世傑である。

守勢作戦は、守勢作戦である。

寿星桃は、寿星桃である。

受精嚢は、受精嚢である。

酒精発酵は、酒精発酵である。

主成分は、主成分である。

受精膜は、受精膜である。

受精卵は、受精卵である。

主税寮は、主税寮である。

手跡は、手跡である。

手蹟は、手蹟である。

主石は、主石である。

主席は、主席である。

首席は、首席である。

殊績は、殊績である。

酒石は、酒石である。

酒席は、酒席である。

酒石酸は、酒石酸である。

主節は、主節である。

守節は、守節である。

殊絶は、殊絶である。

手選は、手選である。

主戦は、主戦である。

守戦は、守戦である。

酒仙は、酒仙である。

酒泉は、酒泉である。

酒戦は、酒戦である。

酒饌は、酒饌である。

集銭は、集銭である。

主膳は、主膳である。

修善は、修善である。

修禅は、修禅である。

鬚髯は、鬚髯である。

受洗は、受洗である。

鋳銭は、鋳銭である。

鷲山は、鷲山である。

受禅は、受禅である。

主膳監は、主膳監である。

集銭酒は、集銭酒である。

主船司は、主船司である。

修善寺は、修善寺である。

修禅寺は、修禅寺である。



鋳銭司は、鋳銭司である。

修善寺紙は、修善寺紙である。

修禅寺物語は、修禅寺物語である。

集銭出しは、集銭出しである。

朱全忠は、朱全忠である。

守銭奴は、守銭奴である。

手疏は、手疏である。

主訴は、主訴である。

首鼠は、首鼠である。

輸租は、輸租である。

受訴は、受訴である。

呪詛は、呪詛である。

趨走は、趨走である。

酒造は、酒造である。

儒宗は、儒宗である。

儒葬は、儒葬である。

樹相は、樹相である。

樹霜は、樹霜である。

寿像は、寿像である。

寿蔵は、寿蔵である。

受像は、受像である。

受贈は、受贈である。

受贓は、受贓である。

受像機は、受像機である。

主蔵監は、主蔵監である。

手相術は、手相術である。

酒造税は、酒造税である。

鷲像纛幡は、鷲像纛幡である。

手足は、手足である。

手捉は、手捉である。

首足は、首足である。

殊俗は、殊俗である。

種族は、種族である。

受訴裁判所は、受訴裁判所である。

守卒は、守卒である。

戍卒は、戍卒である。

首鼠両端は、首鼠両端である。

首陀は、首陀である。

須陀は、須陀である。

主体は、主体である。

主題は、主題である。

首題は、首題である。

受胎は、受胎である。

樹帯は、樹帯である。

樹態は、樹態である。

入内は、入内である。



主題歌は、主題歌である。

主題曲は、主題曲である。

シュタイクアイゼンは、シュタイクアイゼンである。

受胎告知は、受胎告知である。

主体性は、主体性である。

受胎調節は、受胎調節である。

主体的は、主体的である。

シュタイナーは、シュタイナーである。

シュタインは、シュタインである。

シュタウディンガーは、シュタウディンガーである。

須陀おんは、須陀おんである。

手沢は、手沢である。

手拓は、手拓である。

受託は、受託である。

受諾は、受諾である。

受託裁判官は、受託裁判官である。

受託者は、受託者である。

受託収賄罪は、受託収賄罪である。

受託売買は、受託売買である。

受託販売は、受託販売である。

手沢本は、手沢本である。

須達は、須達である。

シュタムラーは、シュタムラーである。

修多羅は、修多羅である。

首陀羅は、首陀羅である。

主たるは、主たるである。

シュタルク効果は、シュタルク効果である。

手段は、手段である。

手談は、手談である。

主知は、主知である。

趣致は、趣致である。

種畜は、種畜である。

種畜牧場は、種畜牧場である。

主知主義は、主知主義である。

主知説は、主知説である。

酒池肉林は、酒池肉林である。

手中は、手中である。

主柱は、主柱である。

受注は、受注である。

受註は、受註である。

酒中花は、酒中花である。

主著は、主著である。

主帳は、主帳である。

主張は、主張である。

主潮は、主潮である。

主調は、主調である。



守長は、守長である。

朱鳥は、朱鳥である。

首長は、首長である。

殊寵は、殊寵である。

珠帳は、珠帳である。

腫脹は、腫脹である。

寿冢は、寿冢である。

竪超は、竪超である。

主調音は、主調音である。

首丁頭巾は、首丁頭巾である。

首長法は、首長法である。

手勅は、手勅である。

朱珍は、朱珍である。

出は、出である。

卒は、卒である。

朮は、朮である。

戌は、戌である。

述は、述である。

恤は、恤である。

術は、術である。

出埃及記は、出埃及記である。

出捐は、出捐である。

出演は、出演である。

出火は、出火である。

出荷は、出荷である。

出芽は、出芽である。

出駕は、出駕である。

出会は、出会である。

述懐は、述懐である。

述懐奉公は、述懐奉公である。

出格は、出格である。

熟客は、熟客である。

出荷組合は、出荷組合である。

出棺は、出棺である。

出檻は、出檻である。

宿患は、宿患である。

出願は、出願である。

夙起は、夙起である。

恤救は、恤救である。

出挙は、出挙である。

卒去は、卒去である。

出御は、出御である。

出漁は、出漁である。

出京は、出京である。

出郷は、出郷である。

出金は、出金である。



出勤は、出勤である。

出銀は、出銀である。

出金伝票は、出金伝票である。

出勤簿は、出勤簿である。

自由っくうは、自由っくうである。

出軍は、出軍である。

出群は、出群である。

出家は、出家である。

術計は、術計である。

熟計は、熟計である。

出家落ちは、出家落ちである。

出撃は、出撃である。

出家具戒は、出家具戒である。

出家侍は、出家侍である。

出欠は、出欠である。

出血は、出血である。

出血受注は、出血受注である。

出家得度は、出家得度である。

出家とその弟子は、出家とその弟子である。

出現は、出現である。

出庫は、出庫である。

述語は、述語である。

術後は、術後である。

術語は、術語である。

出向は、出向である。

出行は、出行である。

出校は、出校である。

出航は、出航である。

出港は、出港である。

出講は、出講である。

夙興は、夙興である。

宿好は、宿好である。

淑行は、淑行である。

熟考は、熟考である。

熟荒は、熟荒である。

出国は、出国である。

出獄は、出獄である。

倏忽は、倏忽である。

述語論理は、述語論理である。

宿根は、宿根である。

熟根は、熟根である。

出差は、出差である。

出座は、出座である。

述作は、述作である。

術策は、術策である。

出札は、出札である。



出札口は、出札口である。

出産は、出産である。

出山は、出山である。

出山釈迦は、出山釈迦である。

出三蔵記集は、出三蔵記集である。

出産率は、出産率である。

出仕は、出仕である。

出資は、出資である。

出自は、出自である。

術士は、術士である。

出糸管は、出糸管である。

出糸腺は、出糸腺である。

出糸突起は、出糸突起である。

出資法は、出資法である。

出社は、出社である。

術者は、術者である。

しゅっしゅっは、しゅっしゅっである。

出所は、出所である。

出処は、出処である。

出生は、出生である。

出象は、出象である。

出定は、出定である。

出場は、出場である。

出生外傷は、出生外傷である。

出定後語は、出定後語である。

出定笑語は、出定笑語である。

出生地は、出生地である。

出生地主義は、出生地主義である。

出生届は、出生届である。

出生率は、出生率である。

出色は、出色である。

述職は、述職である。

出処進退は、出処進退である。

出身は、出身である。

出陣は、出陣である。

出塵は、出塵である。

出陣式は、出陣式である。

卒すは、卒すである。

出水は、出水である。

出穂は、出穂である。

出水管は、出水管である。

出水罪は、出水罪である。

術数は、術数である。

出世は、出世である。

出征は、出征である。

出精は、出精である。



出世魚は、出世魚である。

出世景清は、出世景清である。

出世頭は、出世頭である。

出席は、出席である。

出席停止は、出席停止である。

出席簿は、出席簿である。

出世間は、出世間である。

出世作は、出世作である。

出世者は、出世者である。

出世証文は、出世証文である。

出世払いは、出世払いである。

出世本懐は、出世本懐である。

出世力士は、出世力士である。

ジュッセルドルフは、ジュッセルドルフである。

出船は、出船である。

出訴は、出訴である。

出走は、出走である。

出俗は、出俗である。

出来は、出来である。

出題は、出題である。

出立は、出立である。

出炭は、出炭である。

術中は、術中である。

出張は、出張である。

出超は、出超である。

出張校正は、出張校正である。

出張所は、出張所である。

出張店は、出張店である。

出長頭巾は、出長頭巾である。

出張頭巾は、出張頭巾である。

出陳は、出陳である。

シュッツは、シュッツである。

シュツットガルトは、シュツットガルトである。

出廷は、出廷である。

じゅってきは、じゅってきである。

出典は、出典である。

出店は、出店である。

出展は、出展である。

出途は、出途である。

出土は、出土である。

出頭は、出頭である。

出動は、出動である。

術道は、術道である。

出頭家老は、出頭家老である。

出頭衆は、出頭衆である。

出頭第一は、出頭第一である。



出頭地は、出頭地である。

出頭人は、出頭人である。

出土品は、出土品である。

術無がるは、術無がるである。

出入は、出入である。

出入港税は、出入港税である。

出入国は、出入国である。

出納は、出納である。

出馬は、出馬である。

出梅は、出梅である。

出発は、出発である。

出発点は、出発点である。

出帆は、出帆である。

出版は、出版である。

出版警察は、出版警察である。

出版契約は、出版契約である。

出版権は、出版権である。

出版条例は、出版条例である。

出版の自由は、出版の自由である。

出版物は、出版物である。

出版法は、出版法である。

出費は、出費である。

出品は、出品である。

出府は、出府である。

述部は、述部である。

出風は、出風である。

出兵は、出兵である。

恤兵は、恤兵である。

出母は、出母である。

出没は、出没である。

出奔は、出奔である。

出奔届は、出奔届である。

恤民は、恤民である。

出門は、出門である。

出役は、出役である。

出遊は、出遊である。

出要は、出要である。

出藍は、出藍である。

出藍の誉れは、出藍の誉れである。

出離は、出離である。

出離生死は、出離生死である。

出猟は、出猟である。

出力は、出力である。

出塁は、出塁である。

出輦は、出輦である。

出路は、出路である。



出廬は、出廬である。

出牢は、出牢である。

朱泥は、朱泥である。

シュティールは、シュティールである。

シュティフターは、シュティフターである。

シュティムングは、シュティムングである。

シュティルナーは、シュティルナーである。

シュテムは、シュテムである。

シュテムターンは、シュテムターンである。

シュテムボーゲンは、シュテムボーゲンである。

シュテルンは、シュテルンである。

主点は、主点である。

朱点は、朱点である。

主殿は、主殿である。

守殿は、守殿である。

主殿署は、主殿署である。

主典代は、主典代である。

主殿造は、主殿造である。

酒呑童子は、酒呑童子である。

酒顛童子は、酒顛童子である。

主殿寮は、主殿寮である。

主都は、主都である。

首途は、首途である。

首都は、首都である。

酒徒は、酒徒である。

手弩は、手弩である。

手刀は、手刀である。

手灯は、手灯である。

手套は、手套である。

主当は、主当である。

朱とうは、朱とうである。

殊闘は、殊闘である。

酒盗は、酒盗である。

酒鐺は、酒鐺である。

種痘は、種痘である。

手動は、手動である。

主動は、主動である。

主導は、主導である。

首導は、首導である。

朱銅は、朱銅である。

寿塔は、寿塔である。

授刀は、授刀である。

樹頭は、樹頭である。

受動は、受動である。

儒道は、儒道である。

授刀衛は、授刀衛である。



主導権は、主導権である。

寿同日月は、寿同日月である。

受動性は、受動性である。

受動素子は、受動素子である。

受動態は、受動態である。

シュトゥットガルトは、シュトゥットガルトである。

受動的は、受動的である。

授刀舎人寮は、授刀舎人寮である。

主祷文は、主祷文である。

受動文は、受動文である。

受動免疫は、受動免疫である。

受動輸送は、受動輸送である。

シュトゥルムウントドラングは、シュトゥルムウントドラングである。

主徳は、主徳である。

朱徳は、朱徳である。

取得は、取得である。

酒毒は、酒毒である。

取得原価は、取得原価である。

取得時効は、取得時効である。

首都圏は、首都圏である。

首都高速道路は、首都高速道路である。

衆徒国民は、衆徒国民である。

主としては、主としてである。

シュトックハウゼンは、シュトックハウゼンである。

シュトラウスは、シュトラウスである。

シュトラスブルガーは、シュトラスブルガーである。

シュトラスブルクは、シュトラスブルクである。

シュトルムは、シュトルムである。

シュトレーゼマンは、シュトレーゼマンである。

シュトロハイムは、シュトロハイムである。

受難は、受難である。

受難曲は、受難曲である。

受難劇は、受難劇である。

受難週は、受難週である。

ジュニアは、ジュニアである。

ジュニアカレッジは、ジュニアカレッジである。

ジュニアハイスクールは、ジュニアハイスクールである。

修二会は、修二会である。

朱肉は、朱肉である。

酒肉は、酒肉である。

受肉は、受肉である。

シュニッツラーは、シュニッツラーである。

輸入は、輸入である。

授乳は、授乳である。

授乳期は、授乳期である。

主任は、主任である。



受任は、受任である。

受忍は、受忍である。

受忍限度は、受忍限度である。

受任国は、受任国である。

主任弁護人は、主任弁護人である。

朱塗は、朱塗である。

ジュネは、ジュネである。

ジュネーヴは、ジュネーヴである。

ジュネーヴ会議は、ジュネーヴ会議である。

ジュネーヴ湖は、ジュネーヴ湖である。

ジュネーヴ大学は、ジュネーヴ大学である。

主の祈りは、主の祈りである。

主能は、主能である。

主脳は、主脳である。

首脳は、首脳である。

受納は、受納である。

酒嚢飯袋は、酒嚢飯袋である。

首脳部は、首脳部である。

ジュノーは、ジュノーである。

シュノーケルは、シュノーケルである。

種の起原は、種の起原である。

主の晩餐は、主の晩餐である。

主の日は、主の日である。

地涌の菩薩は、地涌の菩薩である。

手杷は、手杷である。

種馬は、種馬である。

入破は、入破である。

手背は、手背である。

酒杯は、酒杯である。

酒盃は、酒盃である。

酒旆は、酒旆である。

受配は、受配である。

朱買臣は、朱買臣である。

シュバイツァーは、シュバイツァーである。

手搏は、手搏である。

呪縛は、呪縛である。

酒博娘は、酒博娘である。

主伐は、主伐である。

主犯は、主犯である。

首班は、首班である。

酒飯は、酒飯である。

朱判は、朱判である。

襦袢は、襦袢である。

守秘は、守秘である。

珠皮は、珠皮である。

種皮は、種皮である。



種肥は、種肥である。

守備は、守備である。

首尾は、首尾である。

麈尾は、麈尾である。

鬚眉は、鬚眉である。

樹皮は、樹皮である。

シュピーゲルは、シュピーゲルである。

首尾一貫は、首尾一貫である。

朱引は、朱引である。

守秘義務は、守秘義務である。

ジュピターは、ジュピターである。

手筆は、手筆である。

主筆は、主筆である。

朱筆は、朱筆である。

首尾の松は、首尾の松である。

衆病は、衆病である。

種苗は、種苗である。

樹氷は、樹氷である。

種苗産業は、種苗産業である。

種苗法は、種苗法である。

主賓は、主賓である。

需品は、需品である。

主夫は、主夫である。

主父は、主父である。

主婦は、主婦である。

首府は、首府である。

主部は、主部である。

首部は、首部である。

寿府は、寿府である。

呪符は、呪符である。

授付は、授付である。

シュプールは、シュプールである。

首服は、首服である。

修福は、修福である。

寿福は、寿福である。

儒服は、儒服である。

寿福寺は、寿福寺である。

主婦権は、主婦権である。

鷲峰山は、鷲峰山である。

主物は、主物である。

呪物は、呪物である。

儒仏は、儒仏である。

呪物崇拝は、呪物崇拝である。

シュプランガーは、シュプランガーである。

シュプレヒコールは、シュプレヒコールである。

シュプレマティズムは、シュプレマティズムである。



主婦連合会は、主婦連合会である。

主文は、主文である。

守文は、守文である。

受粉は、受粉である。

授粉は、授粉である。

手兵は、手兵である。

守兵は、守兵である。

戍兵は、戍兵である。

主兵署は、主兵署である。

ジュベイルは、ジュベイルである。

シュペーマンは、シュペーマンである。

種別は、種別である。

シュペリオリティーコンプレックスは、シュペリオリティーコンプレックスである。

シュペルヴィエルは、シュペルヴィエルである。

シュペングラーは、シュペングラーである。

酒保は、酒保である。

酒舗は、酒舗である。

手簿は、手簿である。

主母は、主母である。

主簿は、主簿である。

珠母は、珠母である。

酒母は、酒母である。

手法は、手法である。

主峰は、主峰である。

主砲は、主砲である。

修法は、修法である。

守防は、守防である。

首謀は、首謀である。

主謀は、主謀である。

酒坊は、酒坊である。

酒房は、酒房である。

受法は、受法である。

呪法は、呪法である。

種方付けは、種方付けである。

主僕は、主僕である。

儒墨は、儒墨である。

朱墨点は、朱墨点である。

入木道は、入木道である。

須菩提は、須菩提である。

種牡馬は、種牡馬である。

朱抹は、朱抹である。

須弥は、須弥である。

趣味は、趣味である。

シュミーズは、シュミーズである。

須弥座は、須弥座である。

須弥山は、須弥山である。



須弥山汁は、須弥山汁である。

須弥壇は、須弥壇である。

シュミットは、シュミットである。

シュミットカメラは、シュミットカメラである。

シュミネは、シュミネである。

須弥の髪は、須弥の髪である。

主脈は、主脈である。

寿命は、寿命である。

主務は、主務である。

しゅむは、しゅむである。

主務官庁は、主務官庁である。

占守島は、占守島である。

主務大臣は、主務大臣である。

主馬は、主馬である。

朱銘は、朱銘である。

受命は、受命である。

受命裁判官は、受命裁判官である。

受命の君は、受命の君である。

修明門は、修明門である。

修明門院は、修明門院である。

シュメールは、シュメールである。

シュメール語は、シュメール語である。

主馬署は、主馬署である。

主馬寮は、主馬寮である。

朱蒙は、朱蒙である。

種目は、種目である。

樹木は、樹木である。

樹木医は、樹木医である。

撞木形は、撞木形である。

樹木限界は、樹木限界である。

撞木鮫は、撞木鮫である。

撞木鞘は、撞木鞘である。

樹木崇拝は、樹木崇拝である。

撞木杖は、撞木杖である。

腫物は、腫物である。

シュモラーは、シュモラーである。

手紋は、手紋である。

守門は、守門である。

朱門は、朱門である。

頌文は、頌文である。

誦文は、誦文である。

儒門は、儒門である。

主役は、主役である。

主薬は、主薬である。

主鑰は、主鑰である。

酒薬は、酒薬である。



呪薬は、呪薬である。

茱萸は、茱萸である。

首邑は、首邑である。

酒友は、酒友である。

受用身は、受用身である。

茱萸節は、茱萸節である。

茱萸嚢は、茱萸嚢である。

手輿は、手輿である。

入輿は、入輿である。

授与は、授与である。

主要は、主要である。

須要は、須要である。

腫瘍は、腫瘍である。

寿夭は、寿夭である。

受用は、受用である。

受容は、受容である。

需用は、需用である。

需要は、需要である。

樹葉は、樹葉である。

需要インフレは、需要インフレである。

需要カルテルは、需要カルテルである。

受容器は、受容器である。

需要供給の法則は、需要供給の法則である。

需要曲線は、需要曲線である。

首陽山は、首陽山である。

主鷹司は、主鷹司である。

受容体は、受容体である。

主要点は、主要点である。

樹葉点式は、樹葉点式である。

主要動は、主要動である。

主要簿は、主要簿である。

主翼は、主翼である。

修羅は、修羅である。

ジュラは、ジュラである。

シュラーヴァスティーは、シュラーヴァスティーである。

シュラーフザックは、シュラーフザックである。

修礼は、修礼である。

集礼は、集礼である。

入来は、入来である。

シュライエルマッハーは、シュライエルマッハーである。

集礼銭は、集礼銭である。

シュライデンは、シュライデンである。

修羅扇は、修羅扇である。

修羅界は、修羅界である。

ジュラ紀は、ジュラ紀である。

入洛は、入洛である。



聚洛は、聚洛である。

聚楽は、聚楽である。

聚楽第は、聚楽第である。

修羅窟は、修羅窟である。

聚楽土は、聚楽土である。

聚楽焼は、聚楽焼である。

ジュラ系は、ジュラ系である。

修羅事は、修羅事である。

修羅場は、修羅場である。

修羅出立は、修羅出立である。

修羅道は、修羅道である。

修羅の巷は、修羅の巷である。

修羅の妄執は、修羅の妄執である。

修羅囃子は、修羅囃子である。

シュラフは、シュラフである。

修羅物は、修羅物である。

ジュラルミンは、ジュラルミンである。

朱蘭は、朱蘭である。

朱欄は、朱欄である。

酒乱は、酒乱である。

種卵は、種卵である。

手理は、手理である。

手裡は、手裡である。

手裏は、手裏である。

侏離は、侏離である。

首里は、首里である。

受理は、受理である。

豎吏は、豎吏である。

ジュリアスシーザーは、ジュリアスシーザーである。

シュリーヴィジャヤは、シュリーヴィジャヤである。

シュリーマンは、シュリーマンである。

シュリーレン法は、シュリーレン法である。

修理宮城使は、修理宮城使である。

朱陸は、朱陸である。

手裏剣は、手裏剣である。

修理職は、修理職である。

首里城は、首里城である。

樹立は、樹立である。

シュリックは、シュリックである。

修理大夫は、修理大夫である。

周利槃特は、周利槃特である。

主流は、主流である。

腫瘤は、腫瘤である。

豎立は、豎立である。

手榴弾は、手榴弾である。

首虜は、首虜である。



主領は、主領である。

朱料は、朱料である。

狩猟は、狩猟である。

首領は、首領である。

酒量は、酒量である。

衆寮は、衆寮である。

銖両は、銖両である。

寿陵は、寿陵である。

受領は、受領である。

受領神は、受領神である。

狩猟期は、狩猟期である。

首楞厳院は、首楞厳院である。

首楞厳経は、首楞厳経である。

受領証は、受領証である。

受領遅滞は、受領遅滞である。

狩猟鳥獣は、狩猟鳥獣である。

狩猟法は、狩猟法である。

寿量品は、寿量品である。

狩猟免許は、狩猟免許である。

狩猟文は、狩猟文である。

主力は、主力である。

呪力は、呪力である。

主力艦は、主力艦である。

朱輪は、朱輪である。

儒林は、儒林である。

樹林は、樹林である。

儒林外史は、儒林外史である。

シュリンプは、シュリンプである。

殊類は、殊類である。

酒類は、酒類である。

種類は、種類である。

種類債権は、種類債権である。

シュルントは、シュルントである。

守令は、守令である。

酒醴は、酒醴である。

寿齢は、寿齢である。

樹齢は、樹齢である。

守礼門は、守礼門である。

シュレーゲルは、シュレーゲルである。

シュレーゲル青蛙は、シュレーゲル青蛙である。

シュレースヴィヒホルシュタインは、シュレースヴィヒホルシュタインである。

シュレーディンガーは、シュレーディンガーである。

シュレーマンは、シュレーマンである。

シュレジエンは、シュレジエンである。

シュレッダーは、シュレッダーである。

手練は、手練である。



首聯は、首聯である。

珠簾は、珠簾である。

手炉は、手炉である。

朱鷺は、朱鷺である。

棕櫚は、棕櫚である。

棕梠は、棕梠である。

椶櫚は、椶櫚である。

朱廊は、朱廊である。

朱楼は、朱楼である。

酒楼は、酒楼である。

鐘楼は、鐘楼である。

入牢は、入牢である。

寿老は、寿老である。

寿老人は、寿老人である。

棕櫚団扇は、棕櫚団扇である。

棕櫚笠は、棕櫚笠である。

手録は、手録である。

棕櫚毛は、棕櫚毛である。

棕櫚草は、棕櫚草である。

棕櫚竹は、棕櫚竹である。

棕櫚縄は、棕櫚縄である。

棕櫚箒は、棕櫚箒である。

手話は、手話である。

ジュワー瓶は、ジュワー瓶である。

シュワーベの法則は、シュワーベの法則である。

主和音は、主和音である。

受話器は、受話器である。

修惑は、修惑である。

シュワルツシルトは、シュワルツシルトである。

手腕は、手腕である。

朱椀は、朱椀である。

シュワンは、シュワンである。

手腕家は、手腕家である。

シュワン細胞は、シュワン細胞である。

旬は、旬である。

俊は、俊である。

春は、春である。

峻は、峻である。

悛は、悛である。

浚は、浚である。

皴は、皴である。

竣は、竣である。

舜は、舜である。

駿は、駿である。

瞬は、瞬である。

巡は、巡である。



盾は、盾である。

准は、准である。

殉は、殉である。

純は、純である。

淳は、淳である。

循は、循である。

閏は、閏である。

順は、順である。

準は、準である。

馴は、馴である。

潤は、潤である。

遵は、遵である。

醇は、醇である。

春靄は、春靄である。

純愛は、純愛である。

巡按は、巡按である。

準安定は、準安定である。

俊異は、俊異である。

儁異は、儁異である。

春衣は、春衣である。

春意は、春意である。

准尉は、准尉である。

順位は、順位である。

準依は、準依である。

鶉衣は、鶉衣である。

馴育は、馴育である。

順位制は、順位制である。

俊逸は、俊逸である。

駿逸は、駿逸である。

純一は、純一である。

準委任は、準委任である。

春陰は、春陰である。

春蚓秋蛇は、春蚓秋蛇である。

春雨は、春雨である。

峻宇は、峻宇である。

春雲は、春雲である。

俊恵は、俊恵である。

俊英は、俊英である。

純益は、純益である。

純益率は、純益率である。

巡閲は、巡閲である。

荀悦は、荀悦である。

旬宴は、旬宴である。

春怨は、春怨である。

巡演は、巡演である。

順延は、順延である。



順縁は、順縁である。

順応は、順応である。

春鶯囀は、春鶯囀である。

春屋妙葩は、春屋妙葩である。

順送りは、順送りである。

純音は、純音である。

春花は、春花である。

春歌は、春歌である。

春霞は、春霞である。

蕣花は、蕣花である。

春画は、春画である。

シュンガは、シュンガである。

准可は、准可である。

純化は、純化である。

馴化は、馴化である。

順化は、順化である。

醇化は、醇化である。

醇雅は、醇雅である。

悛改は、悛改である。

俊乂は、俊乂である。

巡回は、巡回である。

巡回教授は、巡回教授である。

巡回信用状は、巡回信用状である。

巡回図書館は、巡回図書館である。

峻岳は、峻岳である。

準学士は、準学士である。

春花秋月は、春花秋月である。

春夏秋冬は、春夏秋冬である。

春化処理は、春化処理である。

潤滑は、潤滑である。

潤滑剤は、潤滑剤である。

潤滑油は、潤滑油である。

春華門は、春華門である。

春花門は、春花門である。

春華門院は、春華門院である。

ジュンガルは、ジュンガルである。

俊寛は、俊寛である。

春官は、春官である。

春寒は、春寒である。

笋干は、笋干である。

笋羹は、笋羹である。

筍干は、筍干である。

瞬間は、瞬間である。

旬刊は、旬刊である。

旬間は、旬間である。

准看は、准看である。



循環は、循環である。

循環過程は、循環過程である。

循環器は、循環器である。

循環気質は、循環気質である。

循環系は、循環系である。

循環小数は、循環小数である。

準漢籍は、準漢籍である。

瞬間接着剤は、瞬間接着剤である。

俊寛僧都島物語は、俊寛僧都島物語である。

循環定義は、循環定義である。

瞬間風速は、瞬間風速である。

瞬間湯沸かし器は、瞬間湯沸かし器である。

准官吏は、准官吏である。

循環論法は、循環論法である。

俊器は、俊器である。

春気は、春気である。

春季は、春季である。

春期は、春期である。

春機は、春機である。

順気は、順気である。

準規は、準規である。

順義は、順義である。

準擬は、準擬である。

遵義は、遵義である。

春菊は、春菊である。

春季皇霊祭は、春季皇霊祭である。

準起訴は、準起訴である。

春機発動期は、春機発動期である。

隼脚は、隼脚である。

順逆は、順逆である。

春宮は、春宮である。

巡給は、巡給である。

準急は、準急である。

峻拒は、峻拒である。

準拠は、準拠である。

鶉居は、鶉居である。

春興は、春興である。

春暁は、春暁である。

殉教は、殉教である。

順境は、順境である。

巡業は、巡業である。

順行は、順行である。

遵行は、遵行である。

遵行状は、遵行状である。

春興帖は、春興帖である。

春興殿は、春興殿である。



準共有は、準共有である。

準拠集団は、準拠集団である。

準拠法は、準拠法である。

純金は、純金である。

純銀は、純銀である。

準禁治産者は、準禁治産者である。

蠢愚は、蠢愚である。

准国持は、准国持である。

順繰りは、順繰りである。

巡化は、巡化である。

春景は、春景である。

春慶は、春慶である。

しゅん猊は、しゅん猊である。

巡警は、巡警である。

純系は、純系である。

荀卿は、荀卿である。

閏刑は、閏刑である。

純系説は、純系説である。

春慶手は、春慶手である。

春慶塗は、春慶塗である。

純系分離は、純系分離である。

春慶焼は、春慶焼である。

純計予算は、純計予算である。

順慶流は、順慶流である。

峻下剤は、峻下剤である。

俊傑は、俊傑である。

春月は、春月である。

純血は、純血である。

純潔は、純潔である。

旬月は、旬月である。

閏月は、閏月である。

純潔教育は、純潔教育である。

準決勝は、準決勝である。

準結晶は、準結晶である。

春月の柳は、春月の柳である。

春暄は、春暄である。

峻険は、峻険である。

峻嶮は、峻嶮である。

俊彦は、俊彦である。

峻厳は、峻厳である。

巡見は、巡見である。

巡検は、巡検である。

純絹は、純絹である。

純減は、純減である。

順現業は、順現業である。

準現行犯は、準現行犯である。



巡見使は、巡見使である。

巡検使は、巡検使である。

醇乎は、醇乎である。

純乎は、純乎である。

春光は、春光である。

春郊は、春郊である。

春耕は、春耕である。

竣工は、竣工である。

竣功は、竣功である。

俊豪は、俊豪である。

巡行は、巡行である。

巡幸は、巡幸である。

巡航は、巡航である。

純孝は、純孝である。

循行は、循行である。

順孝は、順孝である。

順講は、順講である。

準行は、準行である。

醇厚は、醇厚である。

順合は、順合である。

順行運動は、順行運動である。

巡行開帳は、巡行開帳である。

準強姦は、準強姦である。

準抗告は、準抗告である。

順光頭巾は、順光頭巾である。

順光線は、順光線である。

巡航速度は、巡航速度である。

春香伝は、春香伝である。

準強盗は、準強盗である。

巡航ミサイルは、巡航ミサイルである。

順向抑制は、順向抑制である。

峻酷は、峻酷である。

峻刻は、峻刻である。

瞬刻は、瞬刻である。

殉国は、殉国である。

純黒は、純黒である。

准国主は、准国主である。

順後業は、順後業である。

巡査は、巡査である。

旬祭は、旬祭である。

俊才は、俊才である。

駿才は、駿才である。

春材は、春材である。

蓴菜は、蓴菜である。

順罪業は、順罪業である。

旬朔は、旬朔である。



巡査駐在所は、巡査駐在所である。

巡査長は、巡査長である。

巡察は、巡察である。

巡察使は、巡察使である。

巡査派出所は、巡査派出所である。

巡査部長は、巡査部長である。

順鞘は、順鞘である。

春蚕は、春蚕である。

俊士は、俊士である。

春思は、春思である。

瞬時は、瞬時である。

蠢爾は、蠢爾である。

旬試は、旬試である。

巡視は、巡視である。

殉死は、殉死である。

荀子は、荀子である。

順次は、順次である。

准士官は、准士官である。

順次業は、順次業である。

純資産は、純資産である。

巡視船は、巡視船である。

春日は、春日である。

旬日は、旬日である。

春社は、春社である。

巡錫は、巡錫である。

巡爵は、巡爵である。

純ジャンプは、純ジャンプである。

春酒は、春酒である。

巡狩は、巡狩である。

巡守は、巡守である。

巡酒は、巡酒である。

循守は、循守である。

順守は、順守である。

遵守は、遵守である。

順修は、順修である。

醇酒は、醇酒である。

醇儒は、醇儒である。

俊秀は、俊秀である。

春愁は、春愁である。

春秋は、春秋である。

純収益は、純収益である。

春秋公羊伝は、春秋公羊伝である。

春秋穀梁伝は、春秋穀梁伝である。

春秋座は、春秋座である。

春秋左氏伝は、春秋左氏伝である。

春秋三伝は、春秋三伝である。



春秋時代は、春秋時代である。

春秋十二列国は、春秋十二列国である。

春秋戦国は、春秋戦国である。

春秋の争いは、春秋の争いである。

春秋の筆法は、春秋の筆法である。

春樹顕秘抄は、春樹顕秘抄である。

春樹暮雲は、春樹暮雲である。

蠢蠢は、蠢蠢である。

逡巡は、逡巡である。

恂恂は、恂恂である。

循循は、循循である。

順順は、順順である。

諄諄は、諄諄である。

準準決勝は、準準決勝である。

春初は、春初である。

順序は、順序である。

春宵は、春宵である。

峻峭は、峻峭である。

俊じょうは、俊じょうである。

春情は、春情である。

准将は、准将である。

殉情は、殉情である。

純情は、純情である。

準縄は、準縄である。

順生業は、順生業である。

俊乗房は、俊乗房である。

春正蒔絵は、春正蒔絵である。

順序関係は、順序関係である。

春色は、春色である。

殉職は、殉職である。

純色は、純色である。

潤色は、潤色である。

春色梅暦は、春色梅暦である。

春色梅児誉美は、春色梅児誉美である。

順序数は、順序数である。

順序立てるは、順序立てるである。

順序対は、順序対である。

順序不同は、順序不同である。

殉じるは、殉じるである。

準じるは、準じるである。

准じるは、准じるである。

春心は、春心である。

春信は、春信である。

春尽は、春尽である。

春塵は、春塵である。

純臣は、純臣である。



純真は、純真である。

惇信院は、惇信院である。

春申君は、春申君である。

醇親王は、醇親王である。

醇親王奕けんは、醇親王奕けんである。

醇親王載ほうは、醇親王載ほうである。

春水は、春水である。

純水は、純水である。

純粋は、純粋である。

純粋概念は、純粋概念である。

純粋経験は、純粋経験である。

純粋経済学は、純粋経済学である。

純粋詩は、純粋詩である。

純粋培養は、純粋培養である。

純粋理性は、純粋理性である。

殉ずるは、殉ずるである。

準ずるは、準ずるである。

准ずるは、准ずるである。

旬政は、旬政である。

竣成は、竣成である。

純正は、純正である。

順正は、順正である。

準正は、準正である。

準星は、準星である。

醇正は、醇正である。

純正化学は、純正化学である。

俊成忠度は、俊成忠度である。

純正調は、純正調である。

純正調オルガンは、純正調オルガンである。

準静的は、準静的である。

順世派は、順世派である。

純正律は、純正律である。

準世帯は、準世帯である。

春雪は、春雪である。

春節は、春節である。

浚渫は、浚渫である。

順接は、順接である。

浚渫機は、浚渫機である。

准摂政は、准摂政である。

浚渫船は、浚渫船である。

春前は、春前である。

準線は、準線である。

純然は、純然である。

準全損は、準全損である。

準占有は、準占有である。

淳素は、淳素である。



春草は、春草である。

純増は、純増である。

俊足は、俊足である。

駿足は、駿足である。

瞬息は、瞬息である。

準則は、準則である。

醇俗は、醇俗である。

準則主義は、準則主義である。

純損益は、純損益である。

準耐火建築物は、準耐火建築物である。

準体言は、準体言である。

準体助詞は、準体助詞である。

准大臣は、准大臣である。

潤沢は、潤沢である。

順達は、順達である。

順立ては、順立てである。

春暖は、春暖である。

順治は、順治である。

馴致は、馴致である。

順治帝は、順治帝である。

春昼は、春昼である。

純忠は、純忠である。

醇酎は、醇酎である。

春潮は、春潮である。

順潮は、順潮である。

順調は、順調である。

春鳥集は、春鳥集である。

準長石は、準長石である。

順直は、順直である。

順手は、順手である。

春泥は、春泥である。

順帝は、順帝である。

准胝観音は、准胝観音である。

准胝法は、准胝法である。

春庭楽は、春庭楽である。

順適は、順適である。

準的は、準的である。

舜天は、舜天である。

順天は、順天である。

順天堂大学は、順天堂大学である。

しゅんとは、しゅんとである。

純度は、純度である。

准問屋は、准問屋である。

春灯は、春灯である。

春登は、春登である。

春闘は、春闘である。



俊童は、俊童である。

蠢動は、蠢動である。

筍刀は、筍刀である。

閏統は、閏統である。

順当は、順当である。

純銅は、純銅である。

順道は、順道である。

俊徳は、俊徳である。

順徳は、順徳である。

潤得は、潤得である。

順徳天皇は、順徳天皇である。

俊徳丸は、俊徳丸である。

純噸数は、純噸数である。

淳和院は、淳和院である。

淳和奨学両院の別当は、淳和奨学両院の別当である。

淳和天皇は、淳和天皇である。

殉難は、殉難である。

准如は、准如である。

淳仁天皇は、淳仁天皇である。

旬年は、旬年である。

閏年は、閏年である。

順の拳は、順の拳である。

順の子節は、順の子節である。

旬の試は、旬の試である。

順の舞は、順の舞である。

旬の鞠は、旬の鞠である。

順の峰入は、順の峰入である。

駿馬は、駿馬である。

巡拝は、巡拝である。

順杯は、順杯である。

純白は、純白である。

旬外れは、旬外れである。

俊抜は、俊抜である。

瞬発信管は、瞬発信管である。

瞬発力は、瞬発力である。

順張りは、順張りである。

春帆は、春帆である。

順番は、順番である。

純美は、純美である。

醇美は、醇美である。

準備は、準備である。

準備金は、準備金である。

準備書面は、準備書面である。

潤筆は、潤筆である。

潤筆料は、潤筆料である。

準備手続は、準備手続である。



順日歩は、順日歩である。

準備預金制度は、準備預金制度である。

俊敏は、俊敏である。

巡撫は、巡撫である。

準部は、準部である。

准布は、准布である。

春風は、春風である。

順風は、順風である。

醇風は、醇風である。

淳風は、淳風である。

春風駘蕩は、春風駘蕩である。

春風馬堤曲は、春風馬堤曲である。

順風満帆は、順風満帆である。

春服は、春服である。

巡覆は、巡覆である。

順服は、順服である。

馴服は、馴服である。

順伏は、順伏である。

春物は、春物である。

純物質は、純物質である。

順不同は、順不同である。

春分は、春分である。

純分は、純分である。

純文学は、純文学である。

純分公差は、純分公差である。

準文書は、準文書である。

春分点は、春分点である。

春分の日は、春分の日である。

準平原は、準平原である。

シュンペーターは、シュンペーターである。

峻別は、峻別である。

准母は、准母である。

俊茂は、俊茂である。

俊髦は、俊髦である。

春坊は、春坊である。

峻峰は、峻峰である。

皴法は、皴法である。

旬報は、旬報である。

巡方は、巡方である。

準法は、準法である。

遵奉は、遵奉である。

遵法は、遵法である。

順法は、順法である。

春茅一束は、春茅一束である。

順法闘争は、順法闘争である。

瞬目は、瞬目である。



純朴は、純朴である。

淳朴は、淳朴である。

醇朴は、醇朴である。

春本は、春本である。

俊邁は、俊邁である。

純米酒は、純米酒である。

瞬膜は、瞬膜である。

醇味は、醇味である。

春眠は、春眠である。

春夢は、春夢である。

峻命は、峻命である。

浚明院は、浚明院である。

準名人は、準名人である。

純綿は、純綿である。

純毛は、純毛である。

詢問は、詢問である。

准門跡は、准門跡である。

春夜は、春夜である。

巡遊は、巡遊である。

準由は、準由である。

旬余は、旬余である。

閏余は、閏余である。

春容は、春容である。

春陽は、春陽である。

準用は、準用である。

馴養は、馴養である。

遵用は、遵用である。

春陽会は、春陽会である。

巡洋艦は、巡洋艦である。

順養子は、順養子である。

遵養時晦は、遵養時晦である。

巡洋戦艦は、巡洋戦艦である。

巡邏は、巡邏である。

春雷は、春雷である。

春嵐は、春嵐である。

春蘭は、春蘭である。

巡覧は、巡覧である。

純利は、純利である。

純理は、純理である。

循吏は、循吏である。

醇りは、醇りである。

純利益は、純利益である。

恂慄は、恂慄である。

準率は、準率である。

順流は、順流である。

純良は、純良である。



純量は、純量である。

淳良は、淳良である。

順良は、順良である。

馴良は、馴良である。

春霖は、春霖である。

純林は、純林である。

楯鱗は、楯鱗である。

峻れいは、峻れいである。

峻嶺は、峻嶺である。

巡礼は、巡礼である。

順礼は、順礼である。

準例は、準例である。

醇醴は、醇醴である。

巡礼歌は、巡礼歌である。

順礼歌は、順礼歌である。

巡礼ガルタは、巡礼ガルタである。

巡歴は、巡歴である。

峻烈は、峻烈である。

順列は、順列である。

春聯は、春聯である。

峻路は、峻路である。

順路は、順路である。

馴鹿は、馴鹿である。

処は、処である。

初は、初である。

所は、所である。

書は、書である。

庶は、庶である。

疏は、疏である。

暑は、暑である。

署は、署である。

緒は、緒である。

諸は、諸である。

施与は、施与である。

詩余は、詩余である。

賜与は、賜与である。

女は、女である。

如は、如である。

助は、助である。

序は、序である。

抒は、抒である。

叙は、叙である。

徐は、徐である。

恕は、恕である。

自余は、自余である。

爾余は、爾余である。



時余は、時余である。

諸悪は、諸悪である。

諸悪莫作は、諸悪莫作である。

ショア硬度は、ショア硬度である。

暑中は、暑中である。

書案は、書案である。

初位は、初位である。

初意は、初意である。

所為は、所為である。

書意は、書意である。

暑威は、暑威である。

女医は、女医である。

叙位は、叙位である。

背負上げは、背負上げである。

背負子は、背負子である。

背負い込むは、背負い込むである。

ジョイスは、ジョイスである。

初一念は、初一念である。

背負投げは、背負投げである。

叙位入内は、叙位入内である。

初入りは、初入りである。

所員は、所員である。

書音は、書音である。

書院は、書院である。

書淫は、書淫である。

署員は、署員である。

書院構えは、書院構えである。

書院毛抜は、書院毛抜である。

書院紙は、書院紙である。

書院棚は、書院棚である。

書院造は、書院造である。

ジョイントは、ジョイントである。

書院床は、書院床である。

ジョイントベンチャーは、ジョイントベンチャーである。

書院番は、書院番である。

初印本は、初印本である。

上は、上である。

井は、井である。

升は、升である。

少は、少である。

召は、召である。

正は、正である。

生は、生である。

匠は、匠である。

床は、床である。

抄は、抄である。



肖は、肖である。

声は、声である。

妾は、妾である。

姓は、姓である。

承は、承である。

招は、招である。

昇は、昇である。

昌は、昌である。

松は、松である。

沼は、沼である。

青は、青である。

尚は、尚である。

政は、政である。

昭は、昭である。

星は、星である。

省は、省である。

荘は、荘である。

庄は、庄である。

哨は、哨である。

宵は、宵である。

将は、将である。

消は、消である。

症は、症である。

称は、称である。

笑は、笑である。

商は、商である。

唱は、唱である。

娼は、娼である。

捷は、捷である。

渉は、渉である。

章は、章である。

笙は、笙である。

紹は、紹である。

訟は、訟である。

勝は、勝である。

掌は、掌である。

晶は、晶である。

湘は、湘である。

焼は、焼である。

焦は、焦である。

硝は、硝である。

粧は、粧である。

装は、装である。

証は、証である。

詔は、詔である。

象は、象である。



傷は、傷である。

奨は、奨である。

照は、照である。

聖は、聖である。

詳は、詳である。

鉦は、鉦である。

嘗は、嘗である。

彰は、彰である。

精は、精である。

裳は、裳である。

障は、障である。

廠は、廠である。

漿は、漿である。

衝は、衝である。

請は、請である。

賞は、賞である。

償は、償である。

礁は、礁である。

鍾は、鍾である。

醤は、醤である。

簫は、簫である。

鐘は、鐘である。

少輔は、少輔である。

兄鷹は、兄鷹である。

暑雨は、暑雨である。

諸有は、諸有である。

背負うは、背負うである。

子葉は、子葉である。

止揚は、止揚である。

仕様は、仕様である。

至要は、至要である。

私用は、私用である。

私傭は、私傭である。

使用は、使用である。

枝葉は、枝葉である。

姿容は、姿容である。

施用は、施用である。

試用は、試用である。

飼養は、飼養である。

廝養は、廝養である。

厮養は、厮養である。

丈は、丈である。

冗は、冗である。

丞は、丞である。

成は、成である。

条は、条である。



杖は、杖である。

帖は、帖である。

乗は、乗である。

浄は、浄である。

娘は、娘である。

剰は、剰である。

尉は、尉である。

常は、常である。

情は、情である。

盛は、盛である。

場は、場である。

掾は、掾である。

畳は、畳である。

蒸は、蒸である。

縄は、縄である。

諚は、諚である。

壌は、壌である。

嬢は、嬢である。

錠は、錠である。

擾は、擾である。

譲は、譲である。

醸は、醸である。

饒は、饒である。

判官は、判官である。

自用は、自用である。

自養は、自養である。

侍養は、侍養である。

時様は、時様である。

滋養は、滋養である。

慈養は、慈養である。

辞様は、辞様である。

性合は、性合である。

鍾愛は、鍾愛である。

情合は、情合である。

情愛は、情愛である。

正藍染は、正藍染である。

小悪は、小悪である。

性悪は、性悪である。

掌握は、掌握である。

小アジアは、小アジアである。

小阿闍梨は、小阿闍梨である。

昇圧剤は、昇圧剤である。

正阿弥は、正阿弥である。

小安は、小安である。

小庵は、小庵である。

正安は、正安である。



硝安は、硝安である。

承安は、承安である。

小アンティル諸島は、小アンティル諸島である。

小安殿は、小安殿である。

ジョヴァンニは、ジョヴァンニである。

硝安爆薬は、硝安爆薬である。

硝安油剤爆薬は、硝安油剤爆薬である。

小異は、小異である。

少尉は、少尉である。

正位は、正位である。

正意は、正意である。

招慰は、招慰である。

松意は、松意である。

称唯は、称唯である。

椒囲は、椒囲である。

焼夷は、焼夷である。

傷痍は、傷痍である。

障囲は、障囲である。

上衣は、上衣である。

上位は、上位である。

上医は、上医である。

上意は、上意である。

浄衣は、浄衣である。

常衣は、常衣である。

常居は、常居である。

情意は、情意である。

諚意は、諚意である。

攘夷は、攘夷である。

譲位は、譲位である。

上意討は、上意討である。

上位概念は、上位概念である。

上意下達は、上意下達である。

宵衣かん食は、宵衣かん食である。

浄域は、浄域である。

生育は、生育である。

焼夷剤は、焼夷剤である。

上位子房は、上位子房である。

焼夷弾は、焼夷弾である。

正一位は、正一位である。

攘夷論は、攘夷論である。

小引は、小引である。

小飲は、小飲である。

正員は、正員である。

正院は、正院である。

承允は、承允である。

承引は、承引である。



招引は、招引である。

松いんは、松いんである。

松韻は、松韻である。

省印は、省印である。

省員は、省員である。

勝因は、勝因である。

証印は、証印である。

請印は、請印である。

上院は、上院である。

冗員は、冗員である。

定印は、定印である。

乗員は、乗員である。

浄院は、浄院である。

剰員は、剰員である。

常員は、常員である。

畳韻は、畳韻である。

松陰神社は、松陰神社である。

証印税は、証印税である。

小雨は、小雨である。

生有は、生有である。

請雨は、請雨である。

瘴雨は、瘴雨である。

常打は、常打である。

小宇宙は、小宇宙である。

生写しは、生写しである。

生写朝顔話は、生写朝顔話である。

請雨法は、請雨法である。

昌運は、昌運である。

祥雲は、祥雲である。

商運は、商運である。

勝運は、勝運である。

浄雲節は、浄雲節である。

正絵は、正絵である。

唱衣は、唱衣である。

定慧は、定慧である。

浄慧は、浄慧である。

浄穢は、浄穢である。

省営は、省営である。

唱詠は、唱詠である。

照映は、照映である。

照影は、照影である。

誦詠は、誦詠である。

障翳は、障翳である。

廠営は、廠営である。

觴詠は、觴詠である。

上映は、上映である。



貞永は、貞永である。

貞永式目は、貞永式目である。

小駅は、小駅である。

生益は、生益である。

漿液は、漿液である。

瘴疫は、瘴疫である。

承役地は、承役地である。

漿液膜は、漿液膜である。

正絵師は、正絵師である。

上越は、上越である。

上謁は、上謁である。

上越教育大学は、上越教育大学である。

上越新幹線は、上越新幹線である。

上越線は、上越線である。

常江戸は、常江戸である。

省エネは、省エネである。

省エネルギーは、省エネルギーである。

浄衣の袴は、浄衣の袴である。

浄穢不二は、浄穢不二である。

小円は、小円である。

小宴は、小宴である。

小園は、小園である。

招延は、招延である。

招宴は、招宴である。

松煙は、松煙である。

荘園は、荘園である。

庄園は、庄園である。

硝煙は、硝煙である。

蕭衍は、蕭衍である。

瘴煙は、瘴煙である。

瘴烟は、瘴烟である。

牆垣は、牆垣である。

上苑は、上苑である。

上演は、上演である。

情炎は、情炎である。

上円下方墳は、上円下方墳である。

消炎剤は、消炎剤である。

生臙脂は、生臙脂である。

荘園整理令は、荘園整理令である。

硝煙弾雨は、硝煙弾雨である。

硝煙反応は、硝煙反応である。

声縁菩は、声縁菩である。

正応は、正応である。

商鞅は、商鞅である。

照応は、照応である。

樵翁は、樵翁である。



蕉翁は、蕉翁である。

承応は、承応である。

貞応は、貞応である。

紹鴎は、紹鴎である。

紹鴎棚は、紹鴎棚である。

小屋は、小屋である。

場屋は、場屋である。

小恩は、小恩である。

少恩は、少恩である。

消音は、消音である。

上音は、上音である。

常温は、常温である。

畳音は、畳音である。

消音器は、消音器である。

上下は、上下である。

小火は、小火である。

小花は、小花である。

小科は、小科である。

小家は、小家である。

小舸は、小舸である。

小過は、小過である。

小暇は、小暇である。

小瑕は、小瑕である。

升遐は、升遐である。

昇遐は、昇遐である。

正嘉は、正嘉である。

生花は、生花である。

生家は、生家である。

昇華は、昇華である。

松火は、松火である。

荘家は、荘家である。

庄家は、庄家である。

将家は、将家である。

消化は、消化である。

消火は、消火である。

消夏は、消夏である。

銷夏は、銷夏である。

笑歌は、笑歌である。

商科は、商科である。

商家は、商家である。

唱和は、唱和である。

唱歌は、唱歌である。

娼家は、娼家である。

笙歌は、笙歌である。

硝化は、硝化である。

証果は、証果である。



証歌は、証歌である。

頌歌は、頌歌である。

漿果は、漿果である。

請暇は、請暇である。

銷化は、銷化である。

樵歌は、樵歌である。

燮和は、燮和である。

牆下は、牆下である。

蕭何は、蕭何である。

紫陽花は、紫陽花である。

しょうがは、しょうがである。

小我は、小我である。

小雅は、小雅である。

生薑は、生薑である。

生姜は、生姜である。

薑は、薑である。

声歌は、声歌である。

しょう牙は、しょう牙である。

上価は、上価である。

上科は、上科である。

浄化は、浄化である。

浄火は、浄火である。

城下は、城下である。

情火は、情火である。

情歌は、情歌である。

醸家は、醸家である。

乗駕は、乗駕である。

嫦娥は、嫦娥である。

小会は、小会である。

性戒は、性戒である。

性海は、性海である。

省会は、省会である。

哨戒は、哨戒である。

商会は、商会である。

捷快は、捷快である。

紹介は、紹介である。

焼塊は、焼塊である。

照会は、照会である。

詳解は、詳解である。

裳階は、裳階である。

少艾は、少艾である。

生害は、生害である。

生涯は、生涯である。

渉外は、渉外である。

象外は、象外である。

傷害は、傷害である。



障害は、障害である。

障碍は、障碍である。

上界は、上界である。

上階は、上階である。

浄戒は、浄戒である。

浄界は、浄界である。

常会は、常会である。

情懐は、情懐である。

蒸解は、蒸解である。

城外は、城外である。

場外は、場外である。

生涯学習は、生涯学習である。

場外株は、場外株である。

昇開橋は、昇開橋である。

生涯教育は、生涯教育である。

障害競走は、障害競走である。

傷害罪は、傷害罪である。

渉外私法は、渉外私法である。

障害者基本法は、障害者基本法である。

障害者教育は、障害者教育である。

紹介状は、紹介状である。

捷解新語は、捷解新語である。

蒋介石は、蒋介石である。

章懐太子は、章懐太子である。

生薑市は、生薑市である。

傷害致死罪は、傷害致死罪である。

生涯賃金は、生涯賃金である。

場外取引は、場外取引である。

小概念は、小概念である。

障害年金は、障害年金である。

小会派は、小会派である。

場外馬券は、場外馬券である。

障害物競走は、障害物競走である。

傷害保険は、傷害保険である。

障害補償は、障害補償である。

障害未遂は、障害未遂である。

消化液は、消化液である。

消化管は、消化管である。

消化管ホルモンは、消化管ホルモンである。

消化器は、消化器である。

消火器は、消火器である。

小火器は、小火器である。

仕様書は、仕様書である。

昇格は、昇格である。

省画は、省画である。

小学は、小学である。



小額は、小額である。

少額は、少額である。

正覚は、正覚である。

昇楽は、昇楽である。

松岳は、松岳である。

倡楽は、倡楽である。

商学は、商学である。

奨学は、奨学である。

上客は、上客である。

上格は、上格である。

乗客は、乗客である。

城郭は、城郭である。

城閣は、城閣である。

娘核は、娘核である。

常客は、常客である。

上顎は、上顎である。

定額は、定額である。

常額は、常額である。

奨学院は、奨学院である。

上顎音は、上顎音である。

松鶴遐齢は、松鶴遐齢である。

奨学金は、奨学金である。

上顎骨は、上顎骨である。

定額寺は、定額寺である。

小額紙幣は、小額紙幣である。

小学唱歌集は、小学唱歌集である。

小学生は、小学生である。

章学誠は、章学誠である。

奨学制度は、奨学制度である。

定額僧は、定額僧である。

少額訴訟は、少額訴訟である。

城郭都市は、城郭都市である。

定額の女嬬は、定額の女嬬である。

正覚坊は、正覚坊である。

松花江は、松花江である。

消化酵素は、消化酵素である。

消化剤は、消化剤である。

硝化細菌は、硝化細菌である。

生薑酒は、生薑酒である。

生薑砂糖漬は、生薑砂糖漬である。

消火山は、消火山である。

城ヶ島は、城ヶ島である。

生薑酢は、生薑酢である。

消化性潰瘍は、消化性潰瘍である。

生薑節供は、生薑節供である。

消化腺は、消化腺である。



消火栓は、消火栓である。

松果腺は、松果腺である。

浄化槽は、浄化槽である。

松下村塾は、松下村塾である。

城方は、城方である。

松果体は、松果体である。

消渇は、消渇である。

使用価値は、使用価値である。

正月は、正月である。

生薑茶は、生薑茶である。

正月送りは、正月送りである。

正月買いは、正月買いである。

小学区は、小学区である。

小学校は、小学校である。

小学校令は、小学校令である。

正月小袖は、正月小袖である。

正月言葉は、正月言葉である。

正月小屋は、正月小屋である。

正月仕舞いは、正月仕舞いである。

正月布子は、正月布子である。

正月始めは、正月始めである。

正月物は、正月物である。

正月屋は、正月屋である。

松花堂は、松花堂である。

生薑糖は、生薑糖である。

松花堂昭乗は、松花堂昭乗である。

松花堂弁当は、松花堂弁当である。

松花堂流は、松花堂流である。

仕様がないは、仕様がないである。

昇華熱は、昇華熱である。

燮和の官は、燮和の官である。

城下の盟は、城下の盟である。

正株は、正株である。

正花風は、正花風である。

消化不良は、消化不良である。

城下町は、城下町である。

生薑味噌は、生薑味噌である。

硝化綿は、硝化綿である。

生薑湯は、生薑湯である。

庄川は、庄川である。

上官は、上官である。

小官は、小官である。

小寒は、小寒である。

小感は、小感である。

少閑は、少閑である。

小閑は、小閑である。



召喚は、召喚である。

召還は、召還である。

招喚は、招喚である。

相看は、相看である。

荘官は、荘官である。

哨艦は、哨艦である。

宵かんは、宵かんである。

将官は、将官である。

峭寒は、峭寒である。

消閑は、消閑である。

商館は、商館である。

掌管は、掌管である。

傷寒は、傷寒である。

照鑑は、照鑑である。

賞鑑は、賞鑑である。

霄漢は、霄漢である。

償還は、償還である。

檣竿は、檣竿である。

蕭関は、蕭関である。

賞翫は、賞翫である。

賞玩は、賞玩である。

上浣は、上浣である。

上澣は、上澣である。

上燗は、上燗である。

冗官は、冗官である。

条款は、条款である。

乗艦は、乗艦である。

常関は、常関である。

情感は、情感である。

政官は、政官である。

貞観は、貞観である。

情願は、情願である。

償還株式は、償還株式である。

償還基金は、償還基金である。

貞観格式は、貞観格式である。

償還公債は、償還公債である。

償還差益は、償還差益である。

貞観時代は、貞観時代である。

商慣習は、商慣習である。

商慣習法は、商慣習法である。

貞観政要は、貞観政要である。

滋養灌腸は、滋養灌腸である。

貞観殿は、貞観殿である。

貞観の治は、貞観の治である。

聖観音は、聖観音である。

正観音は、正観音である。



聖観音法は、聖観音法である。

正観音法は、正観音法である。

上甲板は、上甲板である。

静観房好阿は、静観房好阿である。

傷寒論は、傷寒論である。

小気は、小気である。

小器は、小器である。

小機は、小機である。

正気は、正気である。

正忌は、正忌である。

匠気は、匠気である。

抄記は、抄記である。

性起は、性起である。

沼気は、沼気である。

相器は、相器である。

将器は、将器である。

悚悸は、悚悸である。

祥気は、祥気である。

笑気は、笑気である。

商機は、商機である。

勝機は、勝機である。

掌記は、掌記である。

焼燬は、焼燬である。

詳記は、詳記である。

誦記は、誦記である。

瘴気は、瘴気である。

聳起は、聳起である。

鍾馗は、鍾馗である。

小妓は、小妓である。

小義は、小義である。

小儀は、小儀である。

正儀は、正儀である。

床几は、床几である。

牀机は、牀机である。

将几は、将几である。

省議は、省議である。

将棋は、将棋である。

象棋は、象棋である。

象戯は、象戯である。

商議は、商議である。

娼妓は、娼妓である。

勝義は、勝義である。

証義は、証義である。

象魏は、象魏である。

上気は、上気である。

上記は、上記である。



上機は、上機である。

仗旗は、仗旗である。

条規は、条規である。

定器は、定器である。

浄机は、浄机である。

浄几は、浄几である。

常軌は、常軌である。

常規は、常規である。

蒸気は、蒸気である。

蒸汽は、蒸汽である。

縄規は、縄規である。

上儀は、上儀である。

上議は、上議である。

仗議は、仗議である。

定規は、定規である。

定木は、定木である。

帖木は、帖木である。

情偽は、情偽である。

情義は、情義である。

情誼は、情誼である。

蒸気圧は、蒸気圧である。

常議員は、常議員である。

牀机返しは、牀机返しである。

蒸気缶は、蒸気缶である。

牀机替りは、牀机替りである。

試用期間は、試用期間である。

蒸気機関は、蒸気機関である。

蒸気機関車は、蒸気機関車である。

小企業は、小企業である。

蒸気霧は、蒸気霧である。

松菊は、松菊である。

上鞠は、上鞠である。

上機嫌は、上機嫌である。

上機根は、上機根である。

定規座は、定規座である。

将棋指しは、将棋指しである。

正気散は、正気散である。

蒸気船は、蒸気船である。

蒸気タービンは、蒸気タービンである。

彰義隊は、彰義隊である。

将棋倒しは、将棋倒しである。

正気付くは、正気付くである。

将棋所は、将棋所である。

将棋の駒は、将棋の駒である。

将棋盤は、将棋盤である。

蒸気ハンマーは、蒸気ハンマーである。



鍾馗髯は、鍾馗髯である。

定規縁は、定規縁である。

牀机船は、牀机船である。

小規模は、小規模である。

小規模企業は、小規模企業である。

蒸気ポンプは、蒸気ポンプである。

正客は、正客である。

招客は、招客である。

消却は、消却である。

銷却は、銷却である。

掌客は、掌客である。

焼却は、焼却である。

償却は、償却である。

掌客使は、掌客使である。

小舅は、小舅である。

承久は、承久である。

昇級は、昇級である。

昇給は、昇給である。

捷急は、捷急である。

上級は、上級である。

常久は、常久である。

上級官庁は、上級官庁である。

承久記は、承久記である。

上級裁判所は、上級裁判所である。

小休止は、小休止である。

小臼歯は、小臼歯である。

上級審は、上級審である。

承久の乱は、承久の乱である。

少許は、少許である。

松炬は、松炬である。

消去は、消去である。

小魚は、小魚である。

松魚は、松魚である。

椒魚は、椒魚である。

樵漁は、樵漁である。

小経は、小経である。

声境は、声境である。

商況は、商況である。

勝境は、勝境である。

粧鏡は、粧鏡である。

正慶は、正慶である。

正行は、正行である。

商業は、商業である。

聖行は、聖行である。

聖教は、聖教である。

聖経は、聖経である。



上京は、上京である。

上卿は、上卿である。

貞享は、貞享である。

常況は、常況である。

情況は、情況である。

状況は、状況である。

浄行は、浄行である。

常行は、常行である。

常業は、常業である。

商業会議所は、商業会議所である。

商業学は、商業学である。

商業学校は、商業学校である。

商業銀行は、商業銀行である。

商業金融は、商業金融である。

商業高等学校は、商業高等学校である。

常行三昧は、常行三昧である。

貞享式は、貞享式である。

商業資本は、商業資本である。

商業主義は、商業主義である。

聖教序は、聖教序である。

小協商は、小協商である。

商業証券は、商業証券である。

情況証拠は、情況証拠である。

浄行持律は、浄行持律である。

商業信用は、商業信用である。

商業信用状は、商業信用状である。

商業地域は、商業地域である。

商業地区は、商業地区である。

商業帳簿は、商業帳簿である。

商業手形は、商業手形である。

商業的農業は、商業的農業である。

商業デザインは、商業デザインである。

承香殿は、承香殿である。

小京都は、小京都である。

常行堂は、常行堂である。

商業登記は、商業登記である。

状況判断は、状況判断である。

商業美術は、商業美術である。

商業簿記は、商業簿記である。

上行菩薩は、上行菩薩である。

貞享暦は、貞享暦である。

小曲は、小曲である。

消極は、消極である。

唱曲は、唱曲である。

上局は、上局である。

浄曲は、浄曲である。



蒸気浴は、蒸気浴である。

松旭斎は、松旭斎である。

消極剤は、消極剤である。

消極財産は、消極財産である。

松旭斎天一は、松旭斎天一である。

松旭斎天勝は、松旭斎天勝である。

消極的は、消極的である。

消極的概念は、消極的概念である。

消去法は、消去法である。

常綺羅は、常綺羅である。

鍾馗蘭は、鍾馗蘭である。

小斤は、小斤である。

小禽は、小禽である。

正金は、正金である。

奨金は、奨金である。

賞金は、賞金である。

銷金は、銷金である。

償金は、償金である。

上金は、上金である。

剰金は、剰金である。

常勤は、常勤である。

紹瑾は、紹瑾である。

上銀は、上銀である。

正金銀行は、正金銀行である。

銷金帳は、銷金帳である。

渉禽類は、渉禽類である。

小区は、小区である。

少工は、少工である。

小工は、小工である。

生苦は、生苦である。

承句は、承句である。

悚懼は、悚懼である。

聳懼は、聳懼である。

章句は、章句である。

勝区は、勝区である。

性具は、性具である。

聖供は、聖供である。

上矩は、上矩である。

冗句は、冗句である。

杖くは、杖くである。

定句は、定句である。

畳句は、畳句である。

縄矩は、縄矩である。

乗具は、乗具である。

生空は、生空である。

性空は、性空である。



証空は、証空である。

正宮は、正宮である。

賞遇は、賞遇である。

上空は、上空である。

上宮は、上宮である。

少宮司は、少宮司である。

上宮聖徳法王帝説は、上宮聖徳法王帝説である。

畳句歌は、畳句歌である。

上宮太子は、上宮太子である。

照空灯は、照空灯である。

上括りは、上括りである。

上求菩提は、上求菩提である。

昭君は、昭君である。

湘君は、湘君である。

賞勲は、賞勲である。

小郡は、小郡である。

将軍は、将軍である。

勝軍は、勝軍である。

晶群は、晶群である。

湘軍は、湘軍である。

蕭軍は、蕭軍である。

上郡は、上郡である。

将軍帯は、将軍帯である。

賞勲局は、賞勲局である。

将軍家は、将軍家である。

勝軍地蔵は、勝軍地蔵である。

将軍職は、将軍職である。

将軍宣下は、将軍宣下である。

将軍塚は、将軍塚である。

生気は、生気である。

障礙は、障礙である。

小径は、小径である。

小逕は、小逕である。

小計は、小計である。

小景は、小景である。

小慧は、小慧である。

少頃は、少頃である。

少憩は、少憩である。

小憩は、小憩である。

承継は、承継である。

昌慶は、昌慶である。

松径は、松径である。

祥啓は、祥啓である。

祥慶は、祥慶である。

商計は、商計である。

捷径は、捷径である。



捷勁は、捷勁である。

紹継は、紹継である。

勝景は、勝景である。

晶系は、晶系である。

象形は、象形である。

憧憬は、憧憬である。

鐘形は、鐘形である。

聖冏は、聖冏である。

上計は、上計である。

上啓は、上啓である。

上掲は、上掲である。

杖刑は、杖刑である。

定慶は、定慶である。

貞慶は、貞慶である。

常形は、常形である。

常経は、常経である。

情景は、情景である。

場景は、場景である。

鐘形花冠は、鐘形花冠である。

蒋経国は、蒋経国である。

承継執行文は、承継執行文である。

承継取得は、承継取得である。

象形文字は、象形文字である。

昭慶門は、昭慶門である。

小隙は、小隙である。

笑劇は、笑劇である。

唱劇は、唱劇である。

衝撃は、衝撃である。

少外記は、少外記である。

衝撃荷重は、衝撃荷重である。

衝撃試験は、衝撃試験である。

小劇場は、小劇場である。

衝撃タービンは、衝撃タービンである。

衝撃波は、衝撃波である。

衝撃療法は、衝撃療法である。

上下向は、上下向である。

上下水道は、上下水道である。

猖獗は、猖獗である。

焼結は、焼結である。

浄潔は、浄潔である。

城闕は、城闕である。

上下付は、上下付である。

焼結合金は、焼結合金である。

小月氏は、小月氏である。

松月堂古流は、松月堂古流である。

上下動は、上下動である。



生気の色は、生気の色である。

生気の方は、生気の方である。

上下変動は、上下変動である。

じょうけるは、じょうけるである。

小見は、小見である。

小圏は、小圏である。

小験は、小験である。

召見は、召見である。

正見は、正見である。

正絹は、正絹である。

消遣は、消遣である。

商圏は、商圏である。

商権は、商権である。

証見は、証見である。

証券は、証券である。

証権は、証権である。

証験は、証験である。

照験は、照験である。

請見は、請見である。

小弦は、小弦である。

小絃は、小絃である。

少監は、少監である。

正元は、正元である。

昌言は、昌言である。

荘厳は、荘厳である。

将監は、将監である。

峭厳は、峭厳である。

笑言は、笑言である。

証言は、証言である。

象限は、象限である。

詳言は、詳言である。

彰顕は、彰顕である。

縦言は、縦言である。

上件は、上件である。

上繭は、上繭である。

条件は、条件である。

常見は、常見である。

常憲は、常憲である。

上元は、上元である。

上弦は、上弦である。

上限は、上限である。

状元は、状元である。

承元は、承元である。

貞元は、貞元である。

鄭玄は、鄭玄である。

証券アナリストは、証券アナリストである。



常憲院は、常憲院である。

証券会社は、証券会社である。

象限儀は、象限儀である。

証券業は、証券業である。

証言拒絶権は、証言拒絶権である。

証券金融会社は、証券金融会社である。

証券公債は、証券公債である。

昭憲皇太后は、昭憲皇太后である。

小検使は、小検使である。

証券市場は、証券市場である。

証券代行は、証券代行である。

条件付は、条件付である。

条件付けは、条件付けである。

証券投資は、証券投資である。

条件闘争は、条件闘争である。

証券取引委員会は、証券取引委員会である。

証券取引所は、証券取引所である。

証券取引審議会は、証券取引審議会である。

証券取引法は、証券取引法である。

条件反射は、条件反射である。

条件反応は、条件反応である。

証券引受会社は、証券引受会社である。

証券引換え払いは、証券引換え払いである。

条件法は、条件法である。

小検見は、小検見である。

小戸は、小戸である。

小姑は、小姑である。

小故は、小故である。

小鼓は、小鼓である。

召呼は、召呼である。

沼湖は、沼湖である。

尚古は、尚古である。

荘庫は、荘庫である。

称呼は、称呼である。

商賈は、商賈である。

商估は、商估である。

掌故は、掌故である。

証拠は、証拠である。

照顧は、照顧である。

鉦鼓は、鉦鼓である。

彰乎は、彰乎である。

鐘鼓は、鐘鼓である。

小語は、小語である。

正午は、正午である。

笑語は、笑語である。

証悟は、証悟である。



上戸は、上戸である。

上古は、上古である。

杖鼓は、杖鼓である。

上午は、上午である。

冗語は、冗語である。

剰語は、剰語である。

常語は、常語である。

情語は、情語である。

畳五は、畳五である。

畳語は、畳語である。

漏斗は、漏斗である。

聖護院は、聖護院である。

聖護院蕪菁は、聖護院蕪菁である。

聖護院大根は、聖護院大根である。

証拠隠滅罪は、証拠隠滅罪である。

小功は、小功である。

小考は、小考である。

小劫は、小劫である。

小巷は、小巷である。

小康は、小康である。

少こうは、少こうである。

招降は、招降である。

昇汞は、昇汞である。

昇降は、昇降である。

松膏は、松膏である。

庠校は、庠校である。

昭光は、昭光である。

相公は、相公である。

将校は、将校である。

消光は、消光である。

消耗は、消耗である。

症候は、症候である。

商工は、商工である。

商港は、商港である。

商較は、商較である。

唱考は、唱考である。

しょうこうは、しょうこうである。

捷巧は、捷巧である。

紹興は、紹興である。

湘江は、湘江である。

焼香は、焼香である。

猩紅は、猩紅である。

照校は、照校である。

彰功は、彰功である。

韶光は、韶光である。

蕭紅は、蕭紅である。



正業は、正業である。

承合は、承合である。

荘郷は、荘郷である。

称号は、称号である。

商号は、商号である。

照合は、照合である。

上皇は、上皇である。

成劫は、成劫である。

条項は、条項である。

乗降は、乗降である。

城隍は、城隍である。

常香は、常香である。

情交は、情交である。

情好は、情好である。

襄公は、襄公である。

上合は、上合である。

上綱は、上綱である。

成功は、成功である。

成業は、成業である。

定業は、定業である。

長行は、長行である。

乗号は、乗号である。

浄業は、浄業である。

城濠は、城濠である。

商行為は、商行為である。

商工会議所は、商工会議所である。

彰考館は、彰考館である。

昇降機は、昇降機である。

商工業は、商工業である。

昇降口は、昇降口である。

商工組合は、商工組合である。

商工組合中央金庫は、商工組合中央金庫である。

症候群は、症候群である。

昇降計は、昇降計である。

商工債券は、商工債券である。

小公子は、小公子である。

蒋光慈は、蒋光慈である。

商工省は、商工省である。

昇汞水は、昇汞水である。

召公せきは、召公せきである。

邵康節は、邵康節である。

常光線は、常光線である。

昇降舵は、昇降舵である。

昇交点は、昇交点である。

称光天皇は、称光天皇である。

猩紅熱は、猩紅熱である。



衝口発は、衝口発である。

常香盤は、常香盤である。

小行李は、小行李である。

証拠開示は、証拠開示である。

証拠金は、証拠金である。

小国は、小国である。

生国は、生国である。

相国は、相国である。

訟獄は、訟獄である。

正五九は、正五九である。

上告は、上告である。

上刻は、上刻である。

上国は、上国である。

城国は、城国である。

譲国は、譲国である。

上告期間は、上告期間である。

上告裁判所は、上告裁判所である。

相国寺は、相国寺である。

上告受理の申立は、上告受理の申立である。

上告審は、上告審である。

定石代は、定石代である。

上告人は、上告人である。

少国民は、少国民である。

証拠抗弁は、証拠抗弁である。

証拠裁判主義は、証拠裁判主義である。

城狐社鼠は、城狐社鼠である。

証拠書類は、証拠書類である。

証拠調べは、証拠調べである。

証拠立てるは、証拠立てるである。

性骨は、性骨である。

掌骨は、掌骨である。

踵骨は、踵骨である。

しょうことは、しょうことである。

しょうことなしは、しょうことなしである。

証拠能力は、証拠能力である。

証拠物は、証拠物である。

証拠物件は、証拠物件である。

冗語法は、冗語法である。

証拠方法は、証拠方法である。

証拠保全は、証拠保全である。

定小屋は、定小屋である。

性懲りは、性懲りである。

証拠力は、証拠力である。

情強は、情強である。

情強宗門は、情強宗門である。

小根は、小根である。



正紺は、正紺である。

性根は、性根である。

招魂は、招魂である。

消魂は、消魂である。

銷魂は、銷魂である。

商魂は、商魂である。

傷痕は、傷痕である。

正勤は、正勤である。

上根は、上根である。

上紺は、上紺である。

条痕は、条痕である。

乗根は、乗根である。

浄厳は、浄厳である。

消魂窟は、消魂窟である。

招魂祭は、招魂祭である。

招魂社は、招魂社である。

松根油は、松根油である。

聖言量は、聖言量である。

小差は、小差である。

少佐は、少佐である。

将佐は、将佐である。

証左は、証左である。

照査は、照査である。

正座は、正座である。

四葉座は、四葉座である。

上座は、上座である。

仗座は、仗座である。

定者は、定者である。

定座は、定座である。

常座は、常座である。

小才は、小才である。

小祭は、小祭である。

小斎は、小斎である。

小歳は、小歳である。

小賽は、小賽である。

笑殺は、笑殺である。

商才は、商才である。

詳細は、詳細である。

障塞は、障塞である。

小罪は、小罪である。

上裁は、上裁である。

定斎は、定斎である。

乗載は、乗載である。

城塞は、城塞である。

城砦は、城砦である。

常斎は、常斎である。



常歳は、常歳である。

攘災は、攘災である。

杖罪は、杖罪である。

浄財は、浄財である。

浄罪は、浄罪である。

常在は、常在である。

錠剤は、錠剤である。

小柴胡湯は、小柴胡湯である。

常在戦場は、常在戦場である。

潮前河豚は、潮前河豚である。

娘細胞は、娘細胞である。

上西門は、上西門である。

定斎屋は、定斎屋である。

常在霊鷲山は、常在霊鷲山である。

正先は、正先である。

小策は、小策である。

匠作は、匠作である。

将作は、将作である。

詔冊は、詔冊である。

蕭索は、蕭索である。

上作は、上作である。

上策は、上策である。

城柵は、城柵である。

縄索は、縄索である。

正作田は、正作田である。

状差しは、状差しである。

上座石は、上座石である。

小冊は、小冊である。

省札は、省札である。

省察は、省察である。

照察は、照察である。

詳察は、詳察である。

蕭殺は、蕭殺である。

蕭颯は、蕭颯である。

丈冊は、丈冊である。

冗雑は、冗雑である。

小冊子は、小冊子である。

上座部は、上座部である。

上様は、上様である。

定浚えは、定浚えである。

小参は、小参である。

小産は、小産である。

消産は、消産である。

生産は、生産である。

消散は、消散である。

銷散は、銷散である。



称讃は、称讃である。

称賛は、称賛である。

勝算は、勝算である。

硝酸は、硝酸である。

樟蚕は、樟蚕である。

賞讃は、賞讃である。

賞賛は、賞賛である。

蕭散は、蕭散である。

焼残は、焼残である。

定散は、定散である。

常餐は、常餐である。

蒸散は、蒸散である。

乗算は、乗算である。

常山は、常山である。

硝酸アンモニウムは、硝酸アンモニウムである。

硝酸エステルは、硝酸エステルである。

硝酸塩は、硝酸塩である。

硝酸カリウムは、硝酸カリウムである。

常山紀談は、常山紀談である。

硝酸菌は、硝酸菌である。

硝酸銀は、硝酸銀である。

定山渓は、定山渓である。

樟蚕糸は、樟蚕糸である。

商山四皓は、商山四皓である。

硝酸セルロースは、硝酸セルロースである。

硝酸繊維素は、硝酸繊維素である。

硝酸鉄は、硝酸鉄である。

硝酸銅は、硝酸銅である。

硝酸ナトリウムは、硝酸ナトリウムである。

常山焼は、常山焼である。

小子は、小子である。

小史は、小史である。

小市は、小市である。

小祀は、小祀である。

小師は、小師である。

小疵は、小疵である。

小祠は、小祠である。

小誌は、小誌である。

少子は、少子である。

少史は、少史である。

少師は、少師である。

正子は、正子である。

生死は、生死である。

抄紙は、抄紙である。

承嗣は、承嗣である。

松子は、松子である。



松脂は、松脂である。

尚氏は、尚氏である。

尚歯は、尚歯である。

省試は、省試である。

将士は、将士である。

笑止は、笑止である。

商子は、商子である。

晶子は、晶子である。

焼死は、焼死である。

焦思は、焦思である。

硝子は、硝子である。

証紙は、証紙である。

詔使は、詔使である。

頌詞は、頌詞である。

頌詩は、頌詩である。

嘗試は、嘗試である。

殤死は、殤死である。

賞詞は、賞詞である。

賞賜は、賞賜である。

東海林は、東海林である。

小字は、小字である。

小事は、小事である。

小路は、小路である。

少時は、少時である。

正士は、正士である。

正治は、正治である。

正時は、正時である。

床子は、床子である。

肖似は、肖似である。

姓氏は、姓氏である。

承仕は、承仕である。

尚侍は、尚侍である。

昭示は、昭示である。

荘司は、荘司である。

庄司は、庄司である。

消磁は、消磁である。

商事は、商事である。

勝事は、勝事である。

掌侍は、掌侍である。

粧次は、粧次である。

頌辞は、頌辞である。

精進は、精進である。

障子は、障子である。

賞辞は、賞辞である。

霎時は、霎時である。

聳峙は、聳峙である。



上士は、上士である。

上巳は、上巳である。

上司は、上司である。

上旨は、上旨である。

上使は、上使である。

上肢は、上肢である。

上翅は、上翅である。

上梓は、上梓である。

条支は、条支である。

条枝は、条枝である。

状師は、状師である。

状紙は、状紙である。

帖子は、帖子である。

帖試は、帖試である。

城市は、城市である。

城址は、城址である。

娘子は、娘子である。

剰指は、剰指である。

情史は、情史である。

情死は、情死である。

情思は、情思である。

情詩は、情詩である。

場師は、場師である。

冗字は、冗字である。

定時は、定時である。

貞治は、貞治である。

常事は、常事である。

常侍は、常侍である。

常時は、常時である。

情事は、情事である。

畳字は、畳字である。

精進揚は、精進揚である。

笑止いは、笑止いである。

請じ入れるは、請じ入れるである。

尚歯会は、尚歯会である。

少子化は、少子化である。

商事会社は、商事会社である。

笑止顔は、笑止顔である。

障子紙は、障子紙である。

笑止がるは、笑止がるである。

掌璽官は、掌璽官である。

娘子関は、娘子関である。

抄紙機は、抄紙機である。

生色は、生色である。

声色は、声色である。

鍾子期は、鍾子期である。



小食は、小食である。

正直は、正直である。

定式は、定式である。

常式は、常式である。

常識は、常識である。

情識は、情識である。

正直一遍は、正直一遍である。

常識学派は、常識学派である。

常識哲学は、常識哲学である。

定式幕は、定式幕である。

正字金は、正字金である。

上肢筋は、上肢筋である。

娘子軍は、娘子軍である。

精進湖は、精進湖である。

上仕子は、上仕子である。

上仕工は、上仕工である。

障子格子は、障子格子である。

勝持寺は、勝持寺である。

定地子は、定地子である。

声字実相義は、声字実相義である。

生死長夜は、生死長夜である。

常磁性は、常磁性である。

常磁性体は、常磁性体である。

笑止千万は、笑止千万である。

硝子体は、硝子体である。

上肢帯は、上肢帯である。

東海林太郎は、東海林太郎である。

障子帳は、障子帳である。

商事調停法は、商事調停法である。

消失は、消失である。

焼失は、焼失である。

傷疾は、傷疾である。

詳悉は、詳悉である。

蕭瑟は、蕭瑟である。

消日は、消日である。

上質は、上質である。

丈室は、丈室である。

上日は、上日である。

定日は、定日である。

常日は、常日である。

情実は、情実である。

上質紙は、上質紙である。

成実宗は、成実宗である。

詳悉法は、詳悉法である。

成実論は、成実論である。

生死同心は、生死同心である。



障子の板は、障子の板である。

生死の海は、生死の海である。

生死の苦海は、生死の苦海である。

生死の到来は、生死の到来である。

生死の眠りは、生死の眠りである。

生死の闇は、生死の闇である。

定芝居は、定芝居である。

常芝居は、常芝居である。

商事売買は、商事売買である。

常事犯は、常事犯である。

承仕法師は、承仕法師である。

小市民は、小市民である。

生死無常は、生死無常である。

小社は、小社である。

小舎は、小舎である。

少者は、少者である。

抄写は、抄写である。

哨舎は、哨舎である。

商社は、商社である。

勝者は、勝者である。

傷者は、傷者である。

照射は、照射である。

廠舎は、廠舎である。

瀟洒は、瀟洒である。

瀟灑は、瀟灑である。

使用者は、使用者である。

生者は、生者である。

盛者は、盛者である。

聖者は、聖者である。

精舎は、精舎である。

乗車は、乗車である。

浄写は、浄写である。

常赦は、常赦である。

自用車は、自用車である。

尚舎局は、尚舎局である。

小尺は、小尺である。

小酌は、小酌である。

正笏は、正笏である。

松爵は、松爵である。

焼灼は、焼灼である。

摂折は、摂折である。

照尺は、照尺である。

小弱は、小弱である。

丈尺は、丈尺である。

縄尺は、縄尺である。

乗車口は、乗車口である。



乗車券は、乗車券である。

照射線量は、照射線量である。

常寂光土は、常寂光土である。

将種は、将種である。

椒酒は、椒酒である。

摂取は、摂取である。

聖主は、聖主である。

嘯聚は、嘯聚である。

小綬は、小綬である。

小樹は、小樹である。

松樹は、松樹である。

摂受は、摂受である。

聖衆は、聖衆である。

囁じゅは、囁じゅである。

顳じゅは、顳じゅである。

上手は、上手である。

上首は、上首である。

上酒は、上酒である。

城主は、城主である。

城守は、城守である。

常主は、常主である。

情趣は、情趣である。

醸酒は、醸酒である。

上寿は、上寿である。

成就は、成就である。

小集は、小集である。

召集は、召集である。

承襲は、承襲である。

招集は、招集である。

消臭は、消臭である。

商秋は、商秋である。

唱酬は、唱酬である。

翔集は、翔集である。

しょう州は、しょう州である。

誦習は、誦習である。

嘯集は、嘯集である。

小銃は、小銃である。

承従は、承従である。

上州は、上州である。

城州は、城州である。

常州は、常州である。

常習は、常習である。

定住は、定住である。

常住は、常住である。

生住異滅は、生住異滅である。

商習慣は、商習慣である。



常住着は、常住着である。

常住坐臥は、常住坐臥である。

常住体は、常住体である。

常習犯は、常習犯である。

常住不断は、常住不断である。

常住不滅は、常住不滅である。

召集令状は、召集令状である。

城主格は、城主格である。

上宿は、上宿である。

小縮尺は、小縮尺である。

顳じゅ骨は、顳じゅ骨である。

抄出は、抄出である。

妾出は、妾出である。

晶出は、晶出である。

称述は、称述である。

紹述は、紹述である。

詳述は、詳述である。

頌述は、頌述である。

賞恤は、賞恤である。

上述は、上述である。

杖術は、杖術である。

上首尾は、上首尾である。

小春は、小春である。

峭峻は、峭峻である。

頌春は、頌春である。

承順は、承順である。

奨順は、奨順である。

照準は、照準である。

成俊は、成俊である。

上旬は、上旬である。

小循環は、小循環である。

照準器は、照準器である。

照準儀は、照準儀である。

常春藤は、常春藤である。

小暑は、小暑である。

少所は、少所である。

召書は、召書である。

抄書は、抄書である。

尚書は、尚書である。

消暑は、消暑である。

銷暑は、銷暑である。

捷書は、捷書である。

証書は、証書である。

詔書は、詔書である。

象胥は、象胥である。

誦書は、誦書である。



小女は、小女である。

小序は、小序である。

少女は、少女である。

生所は、生所である。

昇叙は、昇叙である。

陞叙は、陞叙である。

庠序は、庠序である。

倡女は、倡女である。

娼女は、娼女である。

消除は、消除である。

商女は、商女である。

上所は、上所である。

上書は、上書である。

浄書は、浄書である。

烝庶は、烝庶である。

常所は、常所である。

情緒は、情緒である。

牒書は、牒書である。

蒸暑は、蒸暑である。

乗除は、乗除である。

少初位は、少初位である。

小升は、小升である。

小哨は、小哨である。

小祥は、小祥である。

小照は、小照である。

少小は、少小である。

少少は、少少である。

小小は、小小である。

少将は、少将である。

昌昌は、昌昌である。

昭昭は、昭昭である。

省掌は、省掌である。

将相は、将相である。

悚悚は、悚悚である。

悄悄は、悄悄である。

商聖は、商聖である。

章章は、章章である。

彰彰は、彰彰である。

晶晶は、晶晶である。

蕭牆は、蕭牆である。

蕭蕭は、蕭蕭である。

鏘鏘は、鏘鏘である。

瀟湘は、瀟湘である。

小乗は、小乗である。

少判官は、少判官である。

召状は、召状である。



丞相は、丞相である。

招状は、招状である。

招請は、招請である。

省城は、省城である。

症状は、症状である。

商状は、商状である。

清浄は、清浄である。

掌上は、掌上である。

掌状は、掌状である。

猩猩は、猩猩である。

証状は、証状である。

証誠は、証誠である。

聖浄は、聖浄である。

誚譲は、誚譲である。

賞状は、賞状である。

霄壌は、霄壌である。

蕭条は、蕭条である。

鐘状は、鐘状である。

上生は、上生である。

上声は、上声である。

上姓は、上姓である。

上昇は、上昇である。

上衝は、上衝である。

条章は、条章である。

城将は、城将である。

城牆は、城牆である。

常勝は、常勝である。

縄床は、縄床である。

上上は、上上である。

上乗は、上乗である。

上場は、上場である。

条条は、条条である。

烝烝は、烝烝である。

常状は、常状である。

常常は、常常である。

常情は、常情である。

情状は、情状である。

畳畳は、畳畳である。

嫋嫋は、嫋嫋である。

擾擾は、擾擾である。

穣穣は、穣穣である。

猩猩足は、猩猩足である。

清浄石は、清浄石である。

猩猩蝦は、猩猩蝦である。

上場会社は、上場会社である。

鐘状火山は、鐘状火山である。



猩猩蟹は、猩猩蟹である。

上場株は、上場株である。

小祥忌は、小祥忌である。

上上吉は、上上吉である。

招商局は、招商局である。

上昇気流は、上昇気流である。

瀟湘君は、瀟湘君である。

常勝軍は、常勝軍である。

上将軍は、上将軍である。

上昇茎は、上昇茎である。

清浄華院は、清浄華院である。

向象賢は、向象賢である。

猩猩講は、猩猩講である。

正定業は、正定業である。

清浄光寺は、清浄光寺である。

猩猩小僧は、猩猩小僧である。

証誠寺は、証誠寺である。

誠照寺は、誠照寺である。

情状酌量は、情状酌量である。

正定聚は、正定聚である。

清浄心は、清浄心である。

常精進は、常精進である。

猩猩菅は、猩猩菅である。

生生世世は、生生世世である。

衝上断層は、衝上断層である。

猩猩蜻蛉は、猩猩蜻蛉である。

蕭牆の患は、蕭牆の患である。

霄壌の差は、霄壌の差である。

猩猩飲みは、猩猩飲みである。

蕭牆の禍は、蕭牆の禍である。

猩猩蠅は、猩猩蠅である。

猩猩袴は、猩猩袴である。

瀟湘八景は、瀟湘八景である。

猩猩緋は、猩猩緋である。

小丈夫は、小丈夫である。

掌状複葉は、掌状複葉である。

猩猩木は、猩猩木である。

掌状脈は、掌状脈である。

使用証明は、使用証明である。

上場銘柄は、上場銘柄である。

生生流転は、生生流転である。

掌状裂葉は、掌状裂葉である。

少女歌劇は、少女歌劇である。

証書貸付は、証書貸付である。

少食は、少食である。

小職は、小職である。



上職は、上職である。

浄拭は、浄拭である。

常食は、常食である。

常職は、常職である。

成所作智は、成所作智である。

少女趣味は、少女趣味である。

尚書省は、尚書省である。

情緒纏綿は、情緒纏綿である。

商除法は、商除法である。

生じるは、生じるである。

請じるは、請じるである。

乗じるは、乗じるである。

鞘翅類は、鞘翅類である。

生死流転は、生死流転である。

精進椀は、精進椀である。

小心は、小心である。

小臣は、小臣である。

小身は、小身である。

小斟は、小斟である。

少進は、少進である。

正信は、正信である。

正真は、正真である。

昇進は、昇進である。

陞進は、陞進である。

浹辰は、浹辰である。

焼身は、焼身である。

焦心は、焦心である。

傷心は、傷心である。

奨進は、奨進である。

摂心は、摂心である。

詳審は、詳審である。

衝心は、衝心である。

小人は、小人である。

生身は、生身である。

匠人は、匠人である。

承塵は、承塵である。

消尽は、消尽である。

焼尽は、焼尽である。

樵人は、樵人である。

上申は、上申である。

上伸は、上伸である。

上唇は、上唇である。

上進は、上進である。

仗身は、仗身である。

定心は、定心である。

誠信は、誠信である。



丈人は、丈人である。

成尋は、成尋である。

常人は、常人である。

情人は、情人である。

精進明けは、精進明けである。

成尋阿闍梨母は、成尋阿闍梨母である。

上信越は、上信越である。

上信越高原国立公園は、上信越高原国立公園である。

精進落ちは、精進落ちである。

精進落しは、精進落しである。

精進固めは、精進固めである。

正真木は、正真木である。

精進潔斎は、精進潔斎である。

上しん粉は、上しん粉である。

小人国は、小人国である。

精進根は、精進根である。

精進肴は、精進肴である。

小人症は、小人症である。

正真正銘は、正真正銘である。

精進膾は、精進膾である。

正信念仏偈は、正信念仏偈である。

精進腹は、精進腹である。

精進日は、精進日である。

小身人は、小身人である。

精進袱紗は、精進袱紗である。

小人物は、小人物である。

小心文は、小心文である。

精進髷は、精進髷である。

小心者は、小心者である。

小身者は、小身者である。

精進物は、精進物である。

精進屋は、精進屋である。

精進宿は、精進宿である。

小心翼翼は、小心翼翼である。

精進料理は、精進料理である。

抄すは、抄すである。

鈔すは、鈔すである。

しょうずは、しょうずである。

小豆は、小豆である。

上種は、上種である。

上衆は、上衆である。

成ずは、成ずである。

小水は、小水である。

少水は、少水である。

小酔は、小酔である。

小穂は、小穂である。



松翠は、松翠である。

将帥は、将帥である。

渉水は、渉水である。

湘水は、湘水である。

傷悴は、傷悴である。

憔悴は、憔悴である。

祥瑞は、祥瑞である。

上水は、上水である。

浄水は、浄水である。

浄水器は、浄水器である。

盛衰記は、盛衰記である。

浄水場は、浄水場である。

浄水池は、浄水池である。

上水道は、上水道である。

捷水路は、捷水路である。

小数は、小数である。

少数は、少数である。

象数は、象数である。

乗数は、乗数である。

常数は、常数である。

縄枢は、縄枢である。

少数意見は、少数意見である。

少数株主権は、少数株主権である。

乗数効果は、乗数効果である。

少数精鋭は、少数精鋭である。

少数代表制は、少数代表制である。

小数点は、小数点である。

少数派は、少数派である。

少数民族は、少数民族である。

三途河の婆は、三途河の婆である。

葬頭河の婆は、葬頭河の婆である。

小ずくは、小ずくである。

定助郷は、定助郷である。

上手ごかしは、上手ごかしである。

上衆めかしは、上衆めかしである。

上衆めくは、上衆めくである。

上手者は、上手者である。

消するは、消するである。

称するは、称するである。

証するは、証するである。

頌するは、頌するである。

誦するは、誦するである。

賞するは、賞するである。

生ずるは、生ずるである。

請ずるは、請ずるである。

乗ずるは、乗ずるである。



小スンダ列島は、小スンダ列島である。

常是は、常是である。

小成は、小成である。

小星は、小星である。

召請は、召請である。

昌世は、昌世である。

昌盛は、昌盛である。

将星は、将星である。

称制は、称制である。

笑声は、笑声である。

商勢は、商勢である。

勝勢は、勝勢である。

焼成は、焼成である。

象声は、象声である。

照星は、照星である。

鐘声は、鐘声である。

小生は、小生である。

脂溶性は、脂溶性である。

小勢は、小勢である。

正税は、正税である。

上世は、上世である。

上製は、上製である。

常制は、常制である。

常勢は、常勢である。

情性は、情性である。

情勢は、情勢である。

状勢は、状勢である。

醸成は、醸成である。

常税は、常税である。

招婿婚は、招婿婚である。

正税使は、正税使である。

正税帳は、正税帳である。

鐘青銅は、鐘青銅である。

正税稲は、正税稲である。

焦性葡萄酸は、焦性葡萄酸である。

上製本は、上製本である。

焦性没食子酸は、焦性没食子酸である。

焼成燐肥は、焼成燐肥である。

硝石は、硝石である。

証跡は、証跡である。

蹤跡は、蹤跡である。

上席は、上席である。

定石は、定石である。

定席は、定席である。

定跡は、定跡である。

定籍は、定籍である。



乗積は、乗積である。

城跡は、城跡である。

城蹟は、城蹟である。

攘斥は、攘斥である。

縄蓆文は、縄蓆文である。

小雪は、小雪である。

小節は、小節である。

小説は、小説である。

承接は、承接である。

消雪は、消雪である。

称説は、称説である。

章節は、章節である。

勝絶は、勝絶である。

詳説は、詳説である。

峭絶は、峭絶である。

定説は、定説である。

浄刹は、浄刹である。

常設は、常設である。

饒舌は、饒舌である。

小説家は、小説家である。

消石灰は、消石灰である。

常設館は、常設館である。

小説月報は、小説月報である。

焼石膏は、焼石膏である。

小説神髄は、小説神髄である。

小節線は、小節線である。

常是包は、常是包である。

常是宝は、常是宝である。

小戦は、小戦である。

省銭は、省銭である。

省線は、省線である。

哨船は、哨船である。

商船は、商船である。

商戦は、商戦である。

小善は、小善である。

生前は、生前である。

性善は、性善である。

承前は、承前である。

昭然は、昭然である。

悚然は、悚然である。

竦然は、竦然である。

悄然は、悄然である。

聳然は、聳然である。

蕭然は、蕭然である。

鏘然は、鏘然である。

上宣は、上宣である。



上船は、上船である。

上僊は、上僊である。

上仙は、上仙である。

成選は、成選である。

条線は、条線である。

定先は、定先である。

乗船は、乗船である。

情宣は、情宣である。

剰銭は、剰銭である。

常饌は、常饌である。

商船学校は、商船学校である。

昇仙峡は、昇仙峡である。

小選挙区は、小選挙区である。

正遷宮は、正遷宮である。

上遷宮は、上遷宮である。

将然言は、将然言である。

昭宣公は、昭宣公である。

小宣旨は、小宣旨である。

常染色体は、常染色体である。

小千世界は、小千世界である。

小前提は、小前提である。

訟訴は、訟訴である。

勝訴は、勝訴である。

障阻は、障阻である。

樵蘇は、樵蘇である。

蕭疎は、蕭疎である。

上疏は、上疏である。

上訴は、上訴である。

少壮は、少壮である。

正倉は、正倉である。

性相は、性相である。

尚早は、尚早である。

荘倉は、荘倉である。

将曹は、将曹である。

悄愴は、悄愴である。

章草は、章草である。

晶相は、晶相である。

焦燥は、焦燥である。

焦躁は、焦躁である。

傷創は、傷創である。

傷愴は、傷愴である。

聖僧は、聖僧である。

請奏は、請奏である。

請僧は、請僧である。

正像は、正像である。

抄造は、抄造である。



肖像は、肖像である。

尚蔵は、尚蔵である。

上奏は、上奏である。

上層は、上層である。

丈草は、丈草である。

状相は、状相である。

定相は、定相である。

常総は、常総である。

常操は、常操である。

情想は、情想である。

情操は、情操である。

浄蔵は、浄蔵である。

醸造は、醸造である。

条桑育は、条桑育である。

正倉院は、正倉院である。

上層雲は、上層雲である。

肖像画は、肖像画である。

上層階級は、上層階級である。

情操教育は、情操教育である。

肖像権は、肖像権である。

醸造酒は、醸造酒である。

少壮ヘーゲル学派は、少壮ヘーゲル学派である。

正像末は、正像末である。

正蔵率分は、正蔵率分である。

正蔵率分堂は、正蔵率分堂である。

上訴期間は、上訴期間である。

承足は、承足である。

消息は、消息である。

捷速は、捷速である。

しょう賊は、しょう賊である。

晶族は、晶族である。

装束は、装束である。

しょうぞくは、しょうぞくである。

上足は、上足である。

常則は、常則である。

上蔟は、上蔟である。

消息往来は、消息往来である。

装束納は、装束納である。

消息経は、消息経である。

消息子は、消息子である。

装束司は、装束司である。

消息筋は、消息筋である。

消息通は、消息通である。

装束の家は、装束の家である。

装束能は、装束能である。

装束の仮は、装束の仮である。



装束の傘は、装束の傘である。

装束始は、装束始である。

装束雛は、装束雛である。

消息文は、消息文である。

生即無生は、生即無生である。

小ソクラテス学派は、小ソクラテス学派である。

上訴権は、上訴権である。

消息合は、消息合である。

消息がるは、消息がるである。

将卒は、将卒である。

焼損は、焼損である。

正尊は、正尊である。

仍孫は、仍孫である。

冗多は、冗多である。

饒多は、饒多である。

小隊は、小隊である。

正体は、正体である。

招待は、招待である。

昌泰は、昌泰である。

晶帯は、晶帯である。

上代は、上代である。

招提は、招提である。

昌大は、昌大である。

昌代は、昌代である。

昭代は、昭代である。

商大は、商大である。

唱題は、唱題である。

章台は、章台である。

掌大は、掌大である。

請待は、請待である。

上体は、上体である。

上腿は、上腿である。

状態は、状態である。

常体は、常体である。

常態は、常態である。

情態は、情態である。

絛帯は、絛帯である。

城代は、城代である。

上代仮名は、上代仮名である。

上代仮名遣は、上代仮名遣である。

上代歌謡は、上代歌謡である。

城代家老は、城代家老である。

招提寺は、招提寺である。

使用貸借は、使用貸借である。

招待状は、招待状である。

摂大乗論は、摂大乗論である。



状態図は、状態図である。

上代染は、上代染である。

上代特殊仮名遣は、上代特殊仮名遣である。

状態犯は、状態犯である。

状態犯罪人は、状態犯罪人である。

上代文学は、上代文学である。

状態変化は、状態変化である。

状態方程式は、状態方程式である。

常啼菩薩は、常啼菩薩である。

小代焼は、小代焼である。

上代様は、上代様である。

状態量は、状態量である。

小戴礼は、小戴礼である。

妾宅は、妾宅である。

沼沢は、沼沢である。

承諾は、承諾である。

沼沢植物は、沼沢植物である。

上達は、上達である。

条達は、条達である。

畳楯は、畳楯である。

帖楯は、帖楯である。

上髱は、上髱である。

上玉は、上玉である。

小胆は、小胆である。

称嘆は、称嘆である。

称歎は、称歎である。

湘潭は、湘潭である。

傷嘆は、傷嘆である。

傷歎は、傷歎である。

嘗胆は、嘗胆である。

賞嘆は、賞嘆である。

賞歎は、賞歎である。

昇段は、昇段である。

笑談は、笑談である。

商談は、商談である。

唱弾は、唱弾である。

章段は、章段である。

上端は、上端である。

上段は、上段である。

冗談は、冗談である。

常談は、常談である。

冗談口は、冗談口である。

冗談事は、冗談事である。

正誕生日は、正誕生日である。

樵談治要は、樵談治要である。

上段の間は、上段の間である。



小知は、小知である。

小智は、小智である。

召致は、召致である。

生地は、生地である。

承知は、承知である。

招致は、招致である。

沼地は、沼地である。

沼池は、沼池である。

勝地は、勝地である。

勝致は、勝致である。

上地は、上地である。

上知は、上知である。

上智は、上智である。

浄地は、浄地である。

城地は、城地である。

城池は、城池である。

常置は、常置である。

情致は、情致である。

情痴は、情痴である。

松竹は、松竹である。

松竹歌劇団は、松竹歌劇団である。

松竹新喜劇は、松竹新喜劇である。

松竹梅は、松竹梅である。

浄智寺は、浄智寺である。

承知尽は、承知尽である。

上智大学は、上智大学である。

承知之助は、承知之助である。

承知の幕は、承知の幕である。

正嫡は、正嫡である。

蒸着は、蒸着である。

正ちゃん帽は、正ちゃん帽である。

正中は、正中である。

笑中は、笑中である。

掌中は、掌中である。

焼酎は、焼酎である。

常駐は、常駐である。

条虫は、条虫である。

静注は、静注である。

蟯虫は、蟯虫である。

正中の変は、正中の変である。

焼酎火は、焼酎火である。

条虫類は、条虫類である。

絛虫類は、絛虫類である。

小著は、小著である。

小腸は、小腸である。

少丁は、少丁である。



少長は、少長である。

正長は、正長である。

匠丁は、匠丁である。

抄帳は、抄帳である。

省帳は、省帳である。

荘長は、荘長である。

消長は、消長である。

商調は、商調である。

象徴は、象徴である。

証徴は、証徴である。

鍾寵は、鍾寵である。

上長は、上長である。

上聴は、上聴である。

冗長は、冗長である。

定朝は、定朝である。

情調は、情調である。

象徴詩は、象徴詩である。

象徴主義は、象徴主義である。

象徴人類学は、象徴人類学である。

象徴的は、象徴的である。

象徴天皇制は、象徴天皇制である。

正長の土一揆は、正長の土一揆である。

象徴派は、象徴派である。

峭直は、峭直である。

詔勅は、詔勅である。

常直は、常直である。

上地林は、上地林である。

昇沈は、昇沈である。

消沈は、消沈である。

銷沈は、銷沈である。

条陳は、条陳である。

定賃は、定賃である。

上通は、上通である。

状通は、状通である。

祥月は、祥月である。

将付は、将付である。

祥月命日は、祥月命日である。

情っ張りは、情っ張りである。

定詰は、定詰である。

常詰は、常詰である。

上帝は、上帝である。

小弟は、小弟である。

小亭は、小亭である。

小艇は、小艇である。

正丁は、正丁である。

祥禎は、祥禎である。



章程は、章程である。

訟廷は、訟廷である。

訟庭は、訟庭である。

椒庭は、椒庭である。

衝程は、衝程である。

鐘鼎は、鐘鼎である。

障泥は、障泥である。

上丁は、上丁である。

上呈は、上呈である。

上底は、上底である。

上程は、上程である。

縄梯は、縄梯である。

上帝会は、上帝会である。

松亭金水は、松亭金水である。

聖帝造は、聖帝造である。

鐘鼎文は、鐘鼎文である。

小敵は、小敵である。

少敵は、少敵である。

上出来は、上出来である。

正徹は、正徹である。

沼鉄鉱は、沼鉄鉱である。

正徹物語は、正徹物語である。

上手物は、上手物である。

小デュマは、小デュマである。

小店は、小店である。

小篆は、小篆である。

少典は、少典である。

生天は、生天である。

声点は、声点である。

昇天は、昇天である。

商店は、商店である。

掌典は、掌典である。

焦点は、焦点である。

聖天は、聖天である。

衝天は、衝天である。

賞典は、賞典である。

小伝は、小伝である。

召電は、召電である。

承伝は、承伝である。

招電は、招電である。

昇殿は、昇殿である。

荘田は、荘田である。

詳伝は、詳伝である。

上天は、上天である。

常典は、常典である。

上田は、上田である。



定田は、定田である。

乗田は、乗田である。

剰田は、剰田である。

商店街は、商店街である。

焦点ガラスは、焦点ガラスである。

焦電気は、焦電気である。

上天気は、上天気である。

焦点距離は、焦点距離である。

聖天供は、聖天供である。

昇天祭は、昇天祭である。

昭電事件は、昭電事件である。

焦点深度は、焦点深度である。

小天地は、小天地である。

正伝節は、正伝節である。

商店法は、商店法である。

賞典禄は、賞典禄である。

兄人は、兄人である。

商都は、商都である。

しょうどは、しょうどである。

焼土は、焼土である。

焦土は、焦土である。

照度は、照度である。

上途は、上途である。

上都は、上都である。

城都は、城都である。

譲渡は、譲渡である。

丈度は、丈度である。

浄土は、浄土である。

常度は、常度である。

壌土は、壌土である。

上童は、上童である。

小刀は、小刀である。

小党は、小党である。

小盗は、小盗である。

少糖は、少糖である。

正当は、正当である。

正統は、正統である。

承当は、承当である。

昇等は、昇等である。

陞等は、陞等である。

昇騰は、昇騰である。

松濤は、松濤である。

消灯は、消灯である。

梢頭は、梢頭である。

鈔盗は、鈔盗である。

蕭統は、蕭統である。



檣灯は、檣灯である。

檣頭は、檣頭である。

小童は、小童である。

少童は、少童である。

小道は、小道である。

正堂は、正堂である。

正道は、正道である。

昭堂は、昭堂である。

称道は、称道である。

唱道は、唱道である。

唱導は、唱導である。

章動は、章動である。

晶洞は、晶洞である。

竦動は、竦動である。

奨導は、奨導である。

聖道は、聖道である。

衝動は、衝動である。

樵童は、樵童である。

聳動は、聳動である。

鐘堂は、鐘堂である。

上棟は、上棟である。

上等は、上等である。

上騰は、上騰である。

承鐙は、承鐙である。

城東は、城東である。

城頭は、城頭である。

常灯は、常灯である。

常套は、常套である。

滋養糖は、滋養糖である。

上堂は、上堂である。

成道は、成道である。

杖道は、杖道である。

常道は、常道である。

情動は、情動である。

成道会は、成道会である。

証道歌は、証道歌である。

小刀会は、小刀会である。

衝動買いは、衝動買いである。

常套句は、常套句である。

常套語は、常套語である。

上棟祭は、上棟祭である。

娼襠子は、娼襠子である。

正灯寺は、正灯寺である。

唱導師は、唱導師である。

上童子は、上童子である。

上棟式は、上棟式である。



常套手段は、常套手段である。

小頭症は、小頭症である。

常同症は、常同症である。

上等小学は、上等小学である。

成等正覚は、成等正覚である。

衝動水車は、衝動水車である。

蕭道成は、蕭道成である。

上棟銭は、上棟銭である。

杖頭銭は、杖頭銭である。

衝動タービンは、衝動タービンである。

衝動的は、衝動的である。

上等兵は、上等兵である。

常灯明は、常灯明である。

聖道門は、聖道門である。

上東門は、上東門である。

上東門院は、上東門院である。

譲渡裏書は、譲渡裏書である。

焦頭爛額は、焦頭爛額である。

焦土外交は、焦土外交である。

浄土ヶ浜は、浄土ヶ浜である。

浄土教は、浄土教である。

正徳は、正徳である。

生得は、生得である。

所得は、所得である。

承徳は、承徳である。

称徳は、称徳である。

頌徳は、頌徳である。

彰徳は、彰徳である。

消毒は、消毒である。

誦読は、誦読である。

瘴毒は、瘴毒である。

常徳は、常徳である。

消毒衣は、消毒衣である。

上得意は、上得意である。

常得意は、常得意である。

昭徳院は、昭徳院である。

昌徳宮は、昌徳宮である。

正徳金は、正徳金である。

正徳銀は、正徳銀である。

消毒剤は、消毒剤である。

正徳新例は、正徳新例である。

聖徳太子は、聖徳太子である。

称徳天皇は、称徳天皇である。

正徳の治は、正徳の治である。

消毒薬は、消毒薬である。

照度計は、照度計である。



浄土五祖は、浄土五祖である。

浄土三部経は、浄土三部経である。

浄土寺は、浄土寺である。

小豆島は、小豆島である。

浄土宗は、浄土宗である。

譲渡所得は、譲渡所得である。

浄土真宗は、浄土真宗である。

浄土双六は、浄土双六である。

譲渡性定期預金は、譲渡性定期預金である。

焦土戦術は、焦土戦術である。

譲渡担保は、譲渡担保である。

衝突は、衝突である。

浄土の主は、浄土の主である。

浄土八祖は、浄土八祖である。

浄土変相は、浄土変相である。

浄土曼荼羅は、浄土曼荼羅である。

浄土門は、浄土門である。

商取引は、商取引である。

焼鈍は、焼鈍である。

しょうなは、しょうなである。

小儺は、小儺である。

庄内は、庄内である。

荘内は、荘内である。

城内は、城内である。

場内は、場内である。

少内記は、少内記である。

少納言は、少納言である。

少納言局は、少納言局である。

小難は、小難である。

昭南は、昭南である。

湘南は、湘南である。

城南宮は、城南宮である。

小楠公は、小楠公である。

湘南電車は、湘南電車である。

小児は、小児である。

少弐は、少弐である。

小児科は、小児科である。

小児結核は、小児結核である。

小児喘息は、小児喘息である。

正日は、正日である。

小児病は、小児病である。

小児麻痺は、小児麻痺である。

証入は、証入である。

鍾乳石は、鍾乳石である。

鍾乳体は、鍾乳体である。

鍾乳洞は、鍾乳洞である。



漿尿膜は、漿尿膜である。

上人は、上人である。

承認は、承認である。

昇任は、昇任である。

陞任は、陞任である。

商人は、商人である。

証人は、証人である。

聖人は、聖人である。

使用人は、使用人である。

浄人は、浄人である。

常任は、常任である。

常任委員は、常任委員である。

証人威迫罪は、証人威迫罪である。

証人喚問は、証人喚問である。

承認漁業は、承認漁業である。

商人根性は、商人根性である。

少人数は、少人数である。

証人奉行は、証人奉行である。

常任理事国は、常任理事国である。

生魚主は、生魚主である。

尚寧は、尚寧である。

常寧殿は、常寧殿である。

定値段は、定値段である。

消熱は、消熱である。

焦熱は、焦熱である。

情熱は、情熱である。

蒸熱は、蒸熱である。

焦熱地獄は、焦熱地獄である。

少年は、少年である。

正念は、正念である。

生年は、生年である。

称念は、称念である。

情念は、情念である。

少年院は、少年院である。

少年鑑別所は、少年鑑別所である。

少年期は、少年期である。

少年教護院は、少年教護院である。

少年刑務所は、少年刑務所である。

少年航空兵は、少年航空兵である。

少年審判所は、少年審判所である。

常念岳は、常念岳である。

少年団は、少年団である。

正念場は、正念場である。

少年犯罪は、少年犯罪である。

常念仏は、常念仏である。

少年法は、少年法である。



少年保護司は、少年保護司である。

小脳は、小脳である。

小農は、小農である。

笑納は、笑納である。

樟脳は、樟脳である。

上納は、上納である。

定能は、定能である。

樟脳精は、樟脳精である。

樟脳丁幾は、樟脳丁幾である。

樟脳軟膏は、樟脳軟膏である。

樟脳火は、樟脳火である。

樟脳油は、樟脳油である。

じょうの尾は、じょうの尾である。

箏は、箏である。

小の月は、小の月である。

笙の笛は、笙の笛である。

簫の笛は、簫の笛である。

小の虫は、小の虫である。

定の弓は、定の弓である。

小破は、小破である。

召波は、召波である。

消波は、消波である。

しょう耙は、しょう耙である。

翔破は、翔破である。

照破は、照破である。

衝破は、衝破である。

笑罵は、笑罵である。

条播は、条播である。

紹巴は、紹巴である。

上馬は、上馬である。

乗馬は、乗馬である。

小輩は、小輩である。

招牌は、招牌である。

勝敗は、勝敗である。

賞杯は、賞杯である。

賞盃は、賞盃である。

賞牌は、賞牌である。

小孩は、小孩である。

商売は、商売である。

上輩は、上輩である。

商売上りは、商売上りである。

商売往来は、商売往来である。

商売気質は、商売気質である。

商売敵は、商売敵である。

商売柄は、商売柄である。

商売気は、商売気である。



じょうば石は、じょうば石である。

商売人は、商売人である。

商売向は、商売向である。

商売屋は、商売屋である。

肖柏は、肖柏である。

松柏は、松柏である。

商舶は、商舶である。

蕭白は、蕭白である。

衝迫は、衝迫である。

小麦は、小麦である。

松漠は、松漠である。

上白は、上白である。

上膊は、上膊である。

松漠紀聞は、松漠紀聞である。

上膊骨は、上膊骨である。

松柏類は、松柏類である。

状箱は、状箱である。

小破産は、小破産である。

正八幡宮は、正八幡宮である。

賞罰は、賞罰である。

聳抜は、聳抜である。

蒸発は、蒸発である。

杖罰は、杖罰である。

蒸発岩は、蒸発岩である。

蒸発器は、蒸発器である。

蒸発霧は、蒸発霧である。

蒸発計は、蒸発計である。

蒸発皿は、蒸発皿である。

蒸発熱は、蒸発熱である。

城端は、城端である。

上花漆は、上花漆である。

乗馬初は、乗馬初である。

乗馬服は、乗馬服である。

常葉木蓮は、常葉木蓮である。

庄原は、庄原である。

上祓は、上祓である。

常張りは、常張りである。

情張りは、情張りである。

浄玻璃は、浄玻璃である。

浄玻璃の鏡は、浄玻璃の鏡である。

情張り者は、情張り者である。

小藩は、小藩である。

正判は、正判である。

商販は、商販である。

相伴は、相伴である。

鐘板は、鐘板である。



上半は、上半である。

襄樊は、襄樊である。

上番は、上番である。

定番は、定番である。

定盤は、定盤である。

城番は、城番である。

常磐は、常磐である。

上反角は、上反角である。

常磐自動車道は、常磐自動車道である。

相伴衆は、相伴衆である。

証判状は、証判状である。

上半身は、上半身である。

常磐線は、常磐線である。

小反対対当は、小反対対当である。

常磐炭田は、常磐炭田である。

消費は、消費である。

傷悲は、傷悲である。

少微は、少微である。

床尾は、床尾である。

称美は、称美である。

焼尾は、焼尾である。

焦尾は、焦尾である。

焦眉は、焦眉である。

睫眉は、睫眉である。

賞美は、賞美である。

薔薇は、薔薇である。

鍾美は、鍾美である。

上皮は、上皮である。

冗費は、冗費である。

常費は、常費である。

攘臂は、攘臂である。

状日は、状日である。

常備は、常備である。

消費インフレは、消費インフレである。

薔薇果は、薔薇果である。

消費寄託は、消費寄託である。

定飛脚は、定飛脚である。

焦尾琴は、焦尾琴である。

消費組合は、消費組合である。

常備軍は、常備軍である。

定火消は、定火消である。

消費財は、消費財である。

消費者は、消費者である。

消費社会は、消費社会である。

消費者価格は、消費者価格である。

消費者金融は、消費者金融である。



消費者志向は、消費者志向である。

消費者主権は、消費者主権である。

消費者物価指数は、消費者物価指数である。

消費者米価は、消費者米価である。

消費者保護基本法は、消費者保護基本法である。

上皮小体は、上皮小体である。

薔薇水は、薔薇水である。

消費税は、消費税である。

消費生活協同組合は、消費生活協同組合である。

消費性向は、消費性向である。

上皮組織は、上皮組織である。

消費貸借は、消費貸借である。

尉鶲は、尉鶲である。

少弼は、少弼である。

正筆は、正筆である。

省筆は、省筆である。

上筆は、上筆である。

冗筆は、冗筆である。

じょうびったりは、じょうびったりである。

じょうびってえは、じょうびってえである。

上尾筒は、上尾筒である。

消費都市は、消費都市である。

焦眉の急は、焦眉の急である。

常備兵役は、常備兵役である。

省百は、省百である。

省陌は、省陌である。

常備薬は、常備薬である。

荘票は、荘票である。

商標は、商標である。

鈔票は、鈔票である。

証票は、証票である。

証憑は、証憑である。

賞表は、賞表である。

傷病は、傷病である。

上平は、上平である。

上表は、上表である。

証憑湮滅罪は、証憑湮滅罪である。

商標権は、商標権である。

飼養標準は、飼養標準である。

傷病手当は、傷病手当である。

傷病手当金は、傷病手当金である。

傷病兵は、傷病兵である。

商標法は、商標法である。

上びるは、上びるである。

小品は、小品である。

商品は、商品である。



賍品は、賍品である。

賞品は、賞品である。

翡翠は、翡翠である。

上品は、上品である。

上賓は、上賓である。

商品回転率は、商品回転率である。

商品貨幣は、商品貨幣である。

商品勘定は、商品勘定である。

商品切手は、商品切手である。

商品券は、商品券である。

商品先物取引は、商品先物取引である。

商品作物は、商品作物である。

商品生産は、商品生産である。

商品手形は、商品手形である。

商品取引所は、商品取引所である。

小品文は、小品文である。

小婦は、小婦である。

少府は、少府である。

少婦は、少婦である。

少傅は、少傅である。

正麩は、正麩である。

生麩は、生麩である。

相府は、相府である。

省符は、省符である。

祥符は、祥符である。

笑府は、笑府である。

商布は、商布である。

娼婦は、娼婦である。

樵夫は、樵夫である。

小部は、小部である。

尚武は、尚武である。

勝負は、勝負である。

菖蒲は、菖蒲である。

上布は、上布である。

丈夫は、丈夫である。

成否は、成否である。

定府は、定府である。

城府は、城府である。

情夫は、情夫である。

情婦は、情婦である。

饒富は、饒富である。

上部は、上部である。

菖蒲合は、菖蒲合である。

正風は、正風である。

松風は、松風である。

商風は、商風である。



蕉風は、蕉風である。

常風は、常風である。

小フーガは、小フーガである。

菖蒲打ちは、菖蒲打ちである。

正風体は、正風体である。

松風蘿月は、松風蘿月である。

菖蒲占いは、菖蒲占いである。

嘯風弄月は、嘯風弄月である。

菖蒲襲は、菖蒲襲である。

菖蒲鬘は、菖蒲鬘である。

菖蒲形は、菖蒲形である。

菖蒲刀は、菖蒲刀である。

菖蒲帷子は、菖蒲帷子である。

菖蒲兜は、菖蒲兜である。

菖蒲革は、菖蒲革である。

少府監は、少府監である。

常不軽は、常不軽である。

菖蒲切りは、菖蒲切りである。

小腹は、小腹である。

妾腹は、妾腹である。

承服は、承服である。

承伏は、承伏である。

尚復は、尚復である。

祥福は、祥福である。

懾伏は、懾伏である。

懾服は、懾服である。

慴伏は、慴伏である。

条幅は、条幅である。

浄福は、浄福である。

常服は、常服である。

調伏は、調伏である。

聖福寺は、聖福寺である。

状袋は、状袋である。

菖蒲鍬形は、菖蒲鍬形である。

上部構造は、上部構造である。

勝負事は、勝負事である。

菖蒲酒は、菖蒲酒である。

勝負師は、勝負師である。

勝負尽は、勝負尽である。

正札は、正札である。

正札付は、正札付である。

常不断は、常不断である。

正物は、正物である。

生仏は、生仏である。

生物は、生物である。

成仏は、成仏である。



生仏一如は、生仏一如である。

菖蒲作りは、菖蒲作りである。

菖蒲包は、菖蒲包である。

成仏得脱は、成仏得脱である。

勝負手は、勝負手である。

勝負得は、勝負得である。

勝負所は、勝負所である。

勝負無しは、勝負無しである。

菖蒲根合は、菖蒲根合である。

小部分は、小部分である。

勝負鞠は、勝負鞠である。

状文は、状文である。

菖蒲湯は、菖蒲湯である。

菖蒲浴衣は、菖蒲浴衣である。

小ブルジョアは、小ブルジョアである。

小忿は、小忿である。

小紛は、小紛である。

嘗糞は、嘗糞である。

漿粉は、漿粉である。

小分は、小分である。

少分は、少分である。

小文は、小文である。

性分は、性分である。

上分は、上分である。

上文は、上文である。

上聞は、上聞である。

冗文は、冗文である。

条文は、条文である。

滋養分は、滋養分である。

上分別は、上分別である。

上分米は、上分米である。

小兵は、小兵である。

少兵は、少兵である。

正平は、正平である。

承平は、承平である。

招聘は、招聘である。

昇平は、昇平である。

升平は、升平である。

昌平は、昌平である。

哨兵は、哨兵である。

将兵は、将兵である。

笑柄は、笑柄である。

唱平は、唱平である。

傷兵は、傷兵である。

障屏は、障屏である。

障蔽は、障蔽である。



舂米は、舂米である。

城兵は、城兵である。

傷兵院は、傷兵院である。

障屏画は、障屏画である。

正平革は、正平革である。

昌平黌は、昌平黌である。

正平御免革は、正平御免革である。

昌平坂学問所は、昌平坂学問所である。

常平所は、常平所である。

常平倉は、常平倉である。

正平染は、正平染である。

承平天慶の乱は、承平天慶の乱である。

昌平版は、昌平版である。

焦平面は、焦平面である。

正平紋は、正平紋である。

昌平紋は、昌平紋である。

章炳麟は、章炳麟である。

峭壁は、峭壁である。

晶癖は、晶癖である。

椒壁は、椒壁である。

障壁は、障壁である。

牆壁は、牆壁である。

墻壁は、墻壁である。

昇羃は、昇羃である。

城壁は、城壁である。

乗羃は、乗羃である。

障壁画は、障壁画である。

小別は、小別である。

小片は、小片である。

小変は、小変である。

小編は、小編である。

小篇は、小篇である。

爿偏は、爿偏である。

掌編は、掌編である。

掌篇は、掌篇である。

小便は、小便である。

少弁は、少弁である。

上編は、上編である。

上篇は、上篇である。

常篇は、常篇である。

浄弁は、浄弁である。

小便臭いは、小便臭いである。

小便組は、小便組である。

掌編小説は、掌編小説である。

小便担桶は、小便担桶である。

小便溜は、小便溜である。



小便壺は、小便壺である。

小圃は、小圃である。

小補は、小補である。

少保は、少保である。

承保は、承保である。

商舗は、商舗である。

捷歩は、捷歩である。

召募は、召募である。

賞募は、賞募である。

定補は、定補である。

城堡は、城堡である。

常歩は、常歩である。

譲歩は、譲歩である。

丈母は、丈母である。

小邦は、小邦である。

正保は、正保である。

正報は、正報である。

生報は、生報である。

尚方は、尚方である。

商法は、商法である。

唱法は、唱法である。

捷報は、捷報である。

章法は、章法である。

勝報は、勝報である。

詳報は、詳報である。

小房は、小房である。

少乏は、少乏である。

正法は、正法である。

消亡は、消亡である。

消防は、消防である。

椒房は、椒房である。

焼亡は、焼亡である。

聖宝は、聖宝である。

上方は、上方である。

条法は、条法である。

定法は、定法である。

乗法は、乗法である。

常法は、常法である。

情報は、情報である。

条坊は、条坊である。

状貌は、状貌である。

浄房は、浄房である。

消防衣は、消防衣である。

情報科学は、情報科学である。

情報化社会は、情報化社会である。

情報化ビルは、情報化ビルである。



情報機関は、情報機関である。

情報局は、情報局である。

情報記録紙は、情報記録紙である。

消防組は、消防組である。

情報源は、情報源である。

情報検索は、情報検索である。

正法眼蔵は、正法眼蔵である。

正法眼蔵随聞記は、正法眼蔵随聞記である。

情報公開制度は、情報公開制度である。

情報産業は、情報産業である。

商法司は、商法司である。

小胞子は、小胞子である。

消防士は、消防士である。

正法寺は、正法寺である。

情報誌は、情報誌である。

消防自動車は、消防自動車である。

消防手は、消防手である。

消防署は、消防署である。

情報処理は、情報処理である。

情報操作は、情報操作である。

小胞体は、小胞体である。

消防団は、消防団である。

消防庁は、消防庁である。

消防長は、消防長である。

情報通は、情報通である。

小法廷は、小法廷である。

消防艇は、消防艇である。

商法典は、商法典である。

消防夫は、消防夫である。

消防ポンプは、消防ポンプである。

情報網は、情報網である。

正法律は、正法律である。

情報理論は、情報理論である。

小僕は、小僕である。

昭穆は、昭穆である。

焦墨は、焦墨である。

上木は、上木である。

縄墨は、縄墨である。

上北面は、上北面である。

小舗石は、小舗石である。

小発作は、小発作である。

小本は、小本である。

正本は、正本である。

抄本は、抄本である。

鈔本は、鈔本である。

証本は、証本である。



生盆は、生盆である。

正本製は、正本製である。

浄飯王は、浄飯王である。

上品蓮台は、上品蓮台である。

上品蓮台寺は、上品蓮台寺である。

消磨は、消磨である。

小妹は、小妹である。

少妹は、少妹である。

正米は、正米である。

上米は、上米である。

城米は、城米である。

正米切手は、正米切手である。

正米師は、正米師である。

正米市場は、正米市場である。

正米取引は、正米取引である。

錠前は、錠前である。

照魔鏡は、照魔鏡である。

漿膜は、漿膜である。

枝葉末節は、枝葉末節である。

正丸峠は、正丸峠である。

定廻りは、定廻りである。

小満は、小満である。

勝鬘は、勝鬘である。

上慢は、上慢である。

冗漫は、冗漫である。

勝鬘愛染会は、勝鬘愛染会である。

勝鬘経は、勝鬘経である。

勝鬘経義疏は、勝鬘経義疏である。

勝鬘参りは、勝鬘参りである。

正味は、正味である。

笑味は、笑味である。

賞味は、賞味である。

情味は、情味である。

賞味期限は、賞味期限である。

正味財産は、正味財産である。

定店は、定店である。

詳密は、詳密である。

定見取は、定見取である。

上美濃は、上美濃である。

正味馬力は、正味馬力である。

静脈は、静脈である。

静脈血は、静脈血である。

静脈注射は、静脈注射である。

静脈弁は、静脈弁である。

静脈瘤は、静脈瘤である。

小名は、小名である。



正命は、正命である。

声明は、声明である。

称名は、称名である。

唱名は、唱名である。

勝妙は、勝妙である。

定命は、定命である。

浄名は、浄名である。

浄妙は、浄妙である。

常命は、常命である。

声明声は、声明声である。

声明師は、声明師である。

称名寺は、称名寺である。

浄妙寺は、浄妙寺である。

烝民は、烝民である。

常民は、常民である。

省務は、省務である。

荘務は、荘務である。

哨務は、哨務である。

商務は、商務である。

定務は、定務である。

乗務は、乗務である。

常務は、常務である。

乗務員は、乗務員である。

商務印書館は、商務印書館である。

商務官は、商務官である。

聖武天皇は、聖武天皇である。

常務取締役は、常務取締役である。

正目は、正目である。

召命は、召命である。

正銘は、正銘である。

松明は、松明である。

昭明は、昭明である。

焦螟は、焦螟である。

証明は、証明である。

詔命は、詔命である。

照明は、照明である。

詳明は、詳明である。

鐘銘は、鐘銘である。

上命は、上命である。

証明責任は、証明責任である。

昭明太子は、昭明太子である。

照明弾は、照明弾である。

照明塔は、照明塔である。

正命日は、正命日である。

承明門は、承明門である。

承明門院は、承明門院である。



証明力は、証明力である。

生滅は、生滅である。

消滅は、消滅である。

焼滅は、焼滅である。

消滅時効は、消滅時効である。

正面は、正面である。

上面は、上面である。

定免は、定免である。

尉面は、尉面である。

青面金剛は、青面金剛である。

正面衝突は、正面衝突である。

正面図は、正面図である。

正面旋盤は、正面旋盤である。

正面装備は、正面装備である。

正面フライスは、正面フライスである。

睫毛は、睫毛である。

上毛は、上毛である。

消耗戦は、消耗戦である。

焼亡焚きは、焼亡焚きである。

消耗品は、消耗品である。

条目は、条目である。

小目代は、小目代である。

抄物は、抄物である。

抄物書は、抄物書である。

上物は、上物である。

尉物は、尉物である。

仕様模様は、仕様模様である。

正文は、正文である。

声聞は、声聞である。

松門は、松門である。

相門は、相門である。

将門は、将門である。

掌紋は、掌紋である。

証文は、証文である。

照門は、照門である。

蕉門は、蕉門である。

定文は、定文である。

定紋は、定紋である。

城門は、城門である。

縄文は、縄文である。

縄紋は、縄紋である。

将門記は、将門記である。

声聞師は、声聞師である。

唱門師は、唱門師である。

縄文時代は、縄文時代である。

声聞乗は、声聞乗である。



縄文杉は、縄文杉である。

声聞僧は、声聞僧である。

証文地は、証文地である。

定紋付は、定紋付である。

縄文土器は、縄文土器である。

蕉門の十哲は、蕉門の十哲である。

庄屋は、庄屋である。

荘屋は、荘屋である。

上夜は、上夜である。

長夜は、長夜である。

常夜は、常夜である。

生薬は、生薬である。

抄訳は、抄訳である。

尚薬は、尚薬である。

硝薬は、硝薬である。

嘗薬は、嘗薬である。

請益は、請益である。

条約は、条約である。

定役は、定役である。

条約改正は、条約改正である。

条約憲法は、条約憲法である。

庄屋拳は、庄屋拳である。

定宿は、定宿である。

常宿は、常宿である。

常雇いは、常雇いである。

常夜灯は、常夜灯である。

奨諭は、奨諭である。

醤油は、醤油である。

上諭は、上諭である。

成唯識論は、成唯識論である。

小勇は、小勇である。

招誘は、招誘である。

尚友は、尚友である。

倡優は、倡優である。

消憂は、消憂である。

湘勇は、湘勇である。

奨誘は、奨誘である。

縦遊は、縦遊である。

上游は、上游である。

城邑は、城邑である。

情由は、情由である。

小右記は、小右記である。

醤油粕は、醤油粕である。

醤油の実は、醤油の実である。

上夢は、上夢である。

小輿は、小輿である。



称誉は、称誉である。

奨誉は、奨誉である。

賞与は、賞与である。

賞誉は、賞誉である。

丈余は、丈余である。

乗輿は、乗輿である。

剰余は、剰余である。

薯蕷は、薯蕷である。

藷蕷は、藷蕷である。

譲与は、譲与である。

小用は、小用である。

小恙は、小恙である。

小葉は、小葉である。

邵雍は、邵雍である。

従容は、従容である。

縦容は、縦容である。

称揚は、称揚である。

商用は、商用である。

倡佯は、倡佯である。

逍遥は、逍遥である。

奨揚は、奨揚である。

照耀は、照耀である。

照曜は、照曜である。

慫慂は、慫慂である。

請用は、請用である。

賞用は、賞用である。

賞揚は、賞揚である。

鍾ようは、鍾ようである。

冗用は、冗用である。

乗用は、乗用である。

城陽は、城陽である。

常用は、常用である。

常傭は、常傭である。

逍遥学派は、逍遥学派である。

常用漢字は、常用漢字である。

常用工は、常用工である。

常用時は、常用時である。

昭陽舎は、昭陽舎である。

乗用車は、乗用車である。

照葉樹林は、照葉樹林である。

照葉樹林文化は、照葉樹林文化である。

上陽人は、上陽人である。

常用対数は、常用対数である。

逍遥所は、逍遥所である。

従容録は、従容録である。

剰余価値は、剰余価値である。



剰余金は、剰余金である。

小欲は、小欲である。

少欲は、少欲である。

声欲は、声欲である。

情欲は、情欲である。

情慾は、情慾である。

剰余田は、剰余田である。

剰余の定理は、剰余の定理である。

剰余労働は、剰余労働である。

初裏は、初裏である。

松蘿は、松蘿である。

生来は、生来である。

性来は、性来である。

招来は、招来である。

松籟は、松籟である。

将来は、将来である。

唱礼は、唱礼である。

請来は、請来である。

将来性は、将来性である。

請来目録は、請来目録である。

しょうらかしいは、しょうらかしいである。

上洛は、上洛である。

常楽は、常楽である。

常楽会は、常楽会である。

常楽我浄は、常楽我浄である。

じょうらくむは、じょうらくむである。

笑覧は、笑覧である。

焦爛は、焦爛である。

照覧は、照覧である。

詳覧は、詳覧である。

上覧は、上覧である。

諍乱は、諍乱である。

擾乱は、擾乱である。

上覧相撲は、上覧相撲である。

翔鸞楼は、翔鸞楼である。

小吏は、小吏である。

小利は、小利である。

商利は、商利である。

捷利は、捷利である。

勝利は、勝利である。

掌理は、掌理である。

掌裡は、掌裡である。

燮理は、燮理である。

牆籬は、牆籬である。

条里は、条里である。

条理は、条理である。



定離は、定離である。

草履は、草履である。

常理は、常理である。

情理は、情理である。

場裡は、場裡である。

場裏は、場裏である。

正力は、正力である。

定力は、定力である。

正力松太郎は、正力松太郎である。

商陸は、商陸である。

上陸は、上陸である。

商陸根は、商陸根である。

条里制は、条里制である。

峭立は、峭立である。

勝率は、勝率である。

聳立は、聳立である。

乗率は、乗率である。

常律は、常律である。

縄律は、縄律である。

勝利投手は、勝利投手である。

正暦は、正暦である。

抄略は、抄略である。

抄掠は、抄掠である。

省略は、省略である。

将略は、将略である。

商略は、商略である。

詳略は、詳略である。

上略は、上略である。

承暦は、承暦である。

省略算は、省略算である。

省略法は、省略法である。

小流は、小流である。

小粒は、小粒である。

青竜は、青竜である。

笑留は、笑留である。

紹隆は、紹隆である。

上流は、上流である。

蒸留は、蒸留である。

蒸溜は、蒸溜である。

蒸餾は、蒸餾である。

蒸留器は、蒸留器である。

青竜寺は、青竜寺である。

蒸留酒は、蒸留酒である。

蒸留水は、蒸留水である。

蒸留塔は、蒸留塔である。

蒼竜楼は、蒼竜楼である。



商旅は、商旅である。

焦慮は、焦慮である。

小量は、小量である。

少量は、少量である。

少領は、少領である。

承了は、承了である。

承領は、承領である。

将領は、将領である。

称量は、称量である。

秤量は、秤量である。

商量は、商量である。

渉猟は、渉猟である。

精霊は、精霊である。

聖霊は、聖霊である。

蕭寥は、蕭寥である。

使用料は、使用料である。

丈量は、丈量である。

聖霊会は、聖霊会である。

精霊送りは、精霊送りである。

称量貨幣は、称量貨幣である。

清涼寺は、清涼寺である。

性霊集は、性霊集である。

精霊棚は、精霊棚である。

清涼池は、清涼池である。

精霊蜻蛉は、精霊蜻蛉である。

精霊流しは、精霊流しである。

精霊蝗虫は、精霊蝗虫である。

精霊蝗虫擬きは、精霊蝗虫擬きである。

精霊舟は、精霊舟である。

精霊祭は、精霊祭である。

精霊迎えは、精霊迎えである。

精霊飯は、精霊飯である。

省力は、省力である。

常緑は、常緑である。

常緑樹は、常緑樹である。

省力農業は、省力農業である。

松林は、松林である。

照臨は、照臨である。

上林は、上林である。

上林苑は、上林苑である。

少林拳は、少林拳である。

少林寺は、少林寺である。

聖林寺は、聖林寺である。

松林伯円は、松林伯円である。

小累は、小累である。

生類は、生類である。



城塁は、城塁である。

生類憐みの令は、生類憐みの令である。

浄瑠璃は、浄瑠璃である。

浄瑠璃語りは、浄瑠璃語りである。

浄瑠璃狂言は、浄瑠璃狂言である。

浄瑠璃座は、浄瑠璃座である。

浄瑠璃寺は、浄瑠璃寺である。

浄瑠璃芝居は、浄瑠璃芝居である。

浄瑠璃世界は、浄瑠璃世界である。

浄瑠璃太夫は、浄瑠璃太夫である。

浄瑠璃姫は、浄瑠璃姫である。

浄瑠璃姫物語は、浄瑠璃姫物語である。

浄瑠璃本は、浄瑠璃本である。

小令は、小令である。

省令は、省令である。

症例は、症例である。

詔令は、詔令である。

奨励は、奨励である。

瘴癘は、瘴癘である。

条令は、条令である。

条例は、条例である。

定例は、定例である。

常礼は、常礼である。

常例は、常例である。

奨励金は、奨励金である。

勝劣は、勝劣である。

勝劣派は、勝劣派である。

小斂は、小斂である。

青蓮は、青蓮である。

定連は、定連である。

常連は、常連である。

青蓮院は、青蓮院である。

青蓮院流は、青蓮院流である。

小連翹は、小連翹である。

青蓮華は、青蓮華である。

正路は、正路である。

松露は、松露である。

捷路は、捷路である。

衝路は、衝路である。

樵路は、樵路である。

如雨露は、如雨露である。

女郎は、女郎である。

少老は、少老である。

少牢は、少牢である。

娼楼は、娼楼である。

檣楼は、檣楼である。



上臈は、上臈である。

城楼は、城楼である。

城楼棚は、城楼棚である。

上臈女房は、上臈女房である。

上臈の随身は、上臈の随身である。

生老病死は、生老病死である。

上路橋は、上路橋である。

小禄は、小禄である。

少禄は、少禄である。

抄録は、抄録である。

摂ろくは、摂ろくである。

詳録は、詳録である。

賞禄は、賞禄である。

丈六は、丈六である。

定六は、定六である。

畳六は、畳六である。

調六は、調六である。

丈六居は、丈六居である。

精霊路は、精霊路である。

小論は、小論である。

尚論は、尚論である。

詳論は、詳論である。

常論は、常論である。

肇論は、肇論である。

諍論は、諍論である。

摂論宗は、摂論宗である。

小話は、小話である。

正和は、正和である。

昭和は、昭和である。

消和は、消和である。

笑話は、笑話である。

倡和は、倡和である。

冗話は、冗話である。

承和は、承和である。

貞和は、貞和である。

情話は、情話である。

昭和維新は、昭和維新である。

昭和基地は、昭和基地である。

昭和恐慌は、昭和恐慌である。

小惑星は、小惑星である。

昭和女子大学は、昭和女子大学である。

昭和新山は、昭和新山である。

昭和天皇は、昭和天皇である。

承和の変は、承和の変である。

承和楽は、承和楽である。

上腕は、上腕である。



上腕骨は、上腕骨である。

上腕二頭筋は、上腕二頭筋である。

しょ耘は、しょ耘である。

曙雲は、曙雲である。

初会は、初会である。

所依は、所依である。

諸衛は、諸衛である。

除役は、除役である。

初演は、初演である。

初縁は、初縁である。

所演は、所演である。

所縁は、所縁である。

諸縁は、諸縁である。

助援は、助援である。

助演は、助演である。

諸艶大鑑は、諸艶大鑑である。

ショーは、ショーである。

諸王は、諸王である。

女王は、女王である。

女王蟻は、女王蟻である。

ショーヴィニスムは、ショーヴィニスムである。

ショーウィンドーは、ショーウィンドーである。

女王蜂は、女王蜂である。

ジョーカーは、ジョーカーである。

書屋は、書屋である。

ジョークは、ジョークである。

ジョークラッシャーは、ジョークラッシャーである。

ショーケースは、ショーケースである。

ジョージは、ジョージである。

ジョージアは、ジョージアである。

ジョージタウンは、ジョージタウンである。

ジョーゼットは、ジョーゼットである。

ショーツは、ショーツである。

ショートは、ショートである。

ショートアイアンは、ショートアイアンである。

ショートカットは、ショートカットである。

ショートケーキは、ショートケーキである。

ショートショートは、ショートショートである。

ショートステイは、ショートステイである。

ショートストップは、ショートストップである。

ショートトラックは、ショートトラックである。

ショートトンは、ショートトンである。

ショートニングは、ショートニングである。

ショートバウンドは、ショートバウンドである。

ショートパスは、ショートパスである。

ショートパンツは、ショートパンツである。



ショートハンドは、ショートハンドである。

ショートパントは、ショートパントである。

ショートプログラムは、ショートプログラムである。

ショートホーンは、ショートホーンである。

ショービジネスは、ショービジネスである。

ショーファーは、ショーファーである。

ショーペンハウアーは、ショーペンハウアーである。

ショーマンは、ショーマンである。

ショーマンシップは、ショーマンシップである。

初表は、初表である。

初折は、初折である。

ショールは、ショールである。

ショールームは、ショールームである。

ショールカラーは、ショールカラーである。

ショーロホフは、ショーロホフである。

助音は、助音である。

ジョーンズは、ジョーンズである。

初夏は、初夏である。

所課は、所課である。

書架は、書架である。

書家は、書家である。

暑夏は、暑夏である。

諸夏は、諸夏である。

諸家は、諸家である。

書画は、書画である。

女かは、女かである。

序歌は、序歌である。

初回は、初回である。

所懐は、所懐である。

書外は、書外である。

女戒は、女戒である。

女誡は、女誡である。

舒懐は、舒懐である。

除外は、除外である。

除害は、除害である。

諸掛りは、諸掛りである。

諸掛り込めは、諸掛り込めである。

所格は、所格である。

書閣は、書閣である。

初学は、初学である。

所学は、所学である。

女楽は、女楽である。

女学雑誌は、女学雑誌である。

女学生は、女学生である。

女楽の拝は、女楽の拝である。

所轄は、所轄である。



女学校は、女学校である。

諸葛孔明は、諸葛孔明である。

諸葛菜は、諸葛菜である。

諸葛亮は、諸葛亮である。

初刊は、初刊である。

初冠は、初冠である。

初巻は、初巻である。

初寒は、初寒である。

所感は、所感である。

所管は、所管である。

書函は、書函である。

書巻は、書巻である。

書簡は、書簡である。

書翰は、書翰である。

暑寒は、暑寒である。

諸官は、諸官である。

初願は、初願である。

所願は、所願である。

女官は、女官である。

女監は、女監である。

女鑑は、女鑑である。

叙官は、叙官である。

除官は、除官である。

舒緩は、舒緩である。

書簡紙は、書簡紙である。

書簡箋は、書簡箋である。

初感染は、初感染である。

所管庁は、所管庁である。

暑寒平は、暑寒平である。

書簡文は、書簡文である。

初期は、初期である。

初虧は、初虧である。

所記は、所記である。

所期は、所期である。

書几は、書几である。

書紀は、書紀である。

書記は、書記である。

書櫃は、書櫃である。

庶幾は、庶幾である。

暑気は、暑気である。

署記は、署記である。

書儀は、書儀である。

徐熙は、徐熙である。

除棄は、除棄である。

暑気中りは、暑気中りである。

初期化は、初期化である。



書記官は、書記官である。

書記局は、書記局である。

初期荘園は、初期荘園である。

初期条件は、初期条件である。

しょぎしょぎは、しょぎしょぎである。

じょきじょきは、じょきじょきである。

書記生は、書記生である。

書記長は、書記長である。

暑気払いは、暑気払いである。

初期微動は、初期微動である。

初級は、初級である。

初給は、初給である。

書笈は、書笈である。

雎鳩は、雎鳩である。

女給は、女給である。

除去は、除去である。

書経は、書経である。

諸経は、諸経である。

所行は、所行である。

所業は、所業である。

諸行は、諸行である。

助教は、助教である。

諸行往生は、諸行往生である。

諸教混淆は、諸教混淆である。

助教授は、助教授である。

助教法は、助教法である。

諸行無常は、諸行無常である。

助教諭は、助教諭である。

序曲は、序曲である。

除菌は、除菌である。

ジョギングは、ジョギングである。

ジョギングシューズは、ジョギングシューズである。

卓は、卓である。

俗は、俗である。

拭は、拭である。

植は、植である。

殖は、殖である。

飾は、飾である。

続は、続である。

蜀は、蜀である。

触は、触である。

軾は、軾である。

嘱は、嘱である。

蝕は、蝕である。

燭は、燭である。

しょくは、しょくである。



贖は、贖である。

初句は、初句である。

諸苦は、諸苦である。

私欲は、私欲である。

私慾は、私慾である。

思欲は、思欲である。

翅翼は、翅翼である。

嗜欲は、嗜欲である。

辱は、辱である。

耳翼は、耳翼である。

濁悪は、濁悪である。

食中りは、食中りである。

職安は、職安である。

即位は、即位である。

職位は、職位である。

蓐医は、蓐医である。

褥医は、褥医である。

職域は、職域である。

職員は、職員である。

褥茵は、褥茵である。

職員会議は、職員会議である。

職員団体は、職員団体である。

職員録は、職員録である。

処遇は、処遇である。

触穢は、触穢である。

燭影は、燭影である。

食悦は、食悦である。

食塩は、食塩である。

食塩泉は、食塩泉である。

食塩注射は、食塩注射である。

職親は、職親である。

食害は、食害である。

蝕害は、蝕害である。

職敵は、職敵である。

食が蠅は、食が蠅である。

蜀漢は、蜀漢である。

職蟻は、職蟻である。

職級は、職級である。

職業は、職業である。

職業安定所は、職業安定所である。

職業安定法は、職業安定法である。

職業案内は、職業案内である。

職業意識は、職業意識である。

職業柄は、職業柄である。

職業教育は、職業教育である。

職業軍人は、職業軍人である。



職業訓練は、職業訓練である。

職業訓練大学校は、職業訓練大学校である。

職業指導は、職業指導である。

職業紹介所は、職業紹介所である。

職業選択の自由は、職業選択の自由である。

職業団体は、職業団体である。

職業的は、職業的である。

職業適性検査は、職業適性検査である。

職業能力開発総合大学校は、職業能力開発総合大学校である。

職業病は、職業病である。

職業婦人は、職業婦人である。

職業別組合は、職業別組合である。

職業野球は、職業野球である。

食具は、食具である。

蓐月は、蓐月である。

食言は、食言である。

嘱言は、嘱言である。

職原鈔は、職原鈔である。

食後は、食後である。

耨耕は、耨耕である。

耨耕作は、耨耕作である。

蜀紅螺は、蜀紅螺である。

卓香炉は、卓香炉である。

続古今和歌集は、続古今和歌集である。

続後拾遺和歌集は、続後拾遺和歌集である。

続後撰和歌集は、続後撰和歌集である。

食采は、食采である。

植栽は、植栽である。

食材は、食材である。

殖財は、殖財である。

贖罪は、贖罪である。

贖罪の日は、贖罪の日である。

食細胞は、食細胞である。

食作用は、食作用である。

殖産は、殖産である。

蜀山人は、蜀山人である。

食思は、食思である。

食指は、食指である。

喞子は、喞子である。

職司は、職司である。

贖死は、贖死である。

食事は、食事である。

食時は、食時である。

食餌は、食餌である。

植字は、植字である。

植字機は、植字機である。



食餌実験は、食餌実験である。

属車は、属車である。

属者は、属者である。

職者は、職者である。

ジョクジャカルタは、ジョクジャカルタである。

触手は、触手である。

触鬚は、触鬚である。

職種は、職種である。

植樹は、植樹である。

濁酒は、濁酒である。

職住は、職住である。

職住一体は、職住一体である。

続拾遺和歌集は、続拾遺和歌集である。

職住分離は、職住分離である。

植樹造林は、植樹造林である。

触手動物は、触手動物である。

飾緒は、飾緒である。

蜀黍は、蜀黍である。

織女は、織女である。

溽暑は、溽暑である。

食傷は、食傷である。

触礁は、触礁である。

織匠は、織匠である。

拭浄は、拭浄である。

職匠歌人は、職匠歌人である。

職掌柄は、職掌柄である。

促織は、促織である。

喞喞は、喞喞である。

惻惻は、惻惻である。

植食は、植食である。

蓐食は、蓐食である。

織女星は、織女星である。

食餌療法は、食餌療法である。

触診は、触診である。

食人は、食人である。

食尽は、食尽である。

蝕甚は、蝕甚である。

燭燼は、燭燼である。

織じんは、織じんである。

食人種は、食人種である。

属すは、属すである。

食酢は、食酢である。

職過ぎるは、職過ぎるである。

食するは、食するである。

嘱するは、嘱するである。

属するは、属するである。



燭寸の詩は、燭寸の詩である。

濁世は、濁世である。

食性は、食性である。

植生は、植生である。

職制は、職制である。

食生活は、食生活である。

植生帯は、植生帯である。

職責は、職責である。

褥席は、褥席である。

触接は、触接である。

燭截は、燭截である。

食饌は、食饌である。

燭剪は、燭剪である。

食前は、食前である。

食膳は、食膳である。

続千載和歌集は、続千載和歌集である。

食草は、食草である。

飾粧は、飾粧である。

食像は、食像である。

蝕像は、蝕像である。

褥草は、褥草である。

蓐草は、蓐草である。

褥瘡は、褥瘡である。

蓐瘡は、蓐瘡である。

食滞は、食滞である。

燭台は、燭台である。

食卓は、食卓である。

嘱託は、嘱託である。

属託は、属託である。

食卓塩は、食卓塩である。

嘱託殺人は、嘱託殺人である。

食単は、食単である。

食耽は、食耽である。

初口は、初口である。

諸口は、諸口である。

辱知は、辱知である。

食違いは、食違いである。

食虫植物は、食虫植物である。

食中毒は、食中毒である。

食虫類は、食虫類である。

蜀鳥は、蜀鳥である。

職長は、職長である。

食通は、食通である。

食店は、食店である。

触点は、触点である。

埴土は、埴土である。



喞筒は、喞筒である。

食道は、食道である。

蜀道は、蜀道である。

贖銅は、贖銅である。

食道癌は、食道癌である。

食道狭窄は、食道狭窄である。

食堂車は、食堂車である。

食道静脈瘤は、食道静脈瘤である。

食道発声は、食道発声である。

触読は、触読である。

職としては、職としてである。

触突は、触突である。

食肉植物は、食肉植物である。

食肉性は、食肉性である。

食肉の禄は、食肉の禄である。

食肉類は、食肉類である。

続日本紀は、続日本紀である。

続日本後紀は、続日本後紀である。

職人は、職人である。

職人歌合は、職人歌合である。

職人気質は、職人気質である。

職人芸は、職人芸である。

職人尽しは、職人尽しである。

職人尽絵は、職人尽絵である。

職人肌は、職人肌である。

溽熱は、溽熱である。

食年は、食年である。

職能は、職能である。

耨農は、耨農である。

職能給は、職能給である。

職能代表制は、職能代表制である。

職能別組合は、職能別組合である。

蜀の桟道は、蜀の桟道である。

職場は、職場である。

触媒は、触媒である。

触媒毒は、触媒毒である。

触発は、触発である。

触発水雷は、触発水雷である。

食パンは、食パンである。

食費は、食費である。

植皮は、植皮である。

植被は、植被である。

食品は、食品である。

食品衛生法は、食品衛生法である。

食品群は、食品群である。

食品公害は、食品公害である。



食品成分表は、食品成分表である。

食品添加物は、食品添加物である。

織婦は、織婦である。

褥婦は、褥婦である。

職服は、職服である。

植物は、植物である。

贖物は、贖物である。

植物ウイルスは、植物ウイルスである。

植物園は、植物園である。

植物塩基は、植物塩基である。

植物界は、植物界である。

植物学は、植物学である。

植物極は、植物極である。

植物区系は、植物区系である。

植物群落は、植物群落である。

植物質肥料は、植物質肥料である。

植物状態は、植物状態である。

植物性器官は、植物性器官である。

植物性機能は、植物性機能である。

植物性食品は、植物性食品である。

植物性神経は、植物性神経である。

植物性染料は、植物性染料である。

植物性蛋白質は、植物性蛋白質である。

植物相は、植物相である。

植物象牙は、植物象牙である。

植物帯は、植物帯である。

植物地理学は、植物地理学である。

植物人間は、植物人間である。

植物病理学は、植物病理学である。

植物プランクトンは、植物プランクトンである。

植物防疫は、植物防疫である。

植物ホルモンは、植物ホルモンである。

植物油は、植物油である。

食分は、食分である。

属文は、属文である。

職分は、職分である。

食紅は、食紅である。

食偏は、食偏である。

食変光星は、食変光星である。

食俸は、食俸である。

職蜂は、職蜂である。

嘱望は、嘱望である。

属望は、属望である。

職方外記は、職方外記である。

織豊時代は、織豊時代である。

触法少年は、触法少年である。



続万葉集は、続万葉集である。

食味は、食味である。

植民は、植民である。

殖民は、殖民である。

植民政策は、植民政策である。

植民地は、植民地である。

職務は、職務である。

職務給は、職務給である。

職務権限は、職務権限である。

職務質問は、職務質問である。

職務犯罪は、職務犯罪である。

職務評価は、職務評価である。

職務分析は、職務分析である。

職務命令は、職務命令である。

続命は、続命である。

燭明は、燭明である。

職名は、職名である。

辱命は、辱命である。

続命縷は、続命縷である。

植毛は、植毛である。

属目は、属目である。

嘱目は、嘱目である。

食靠れは、食靠れである。

食物繊維は、食物繊維である。

食物連鎖は、食物連鎖である。

織文は、織文である。

織文図会は、織文図会である。

職屋敷は、職屋敷である。

食休みは、食休みである。

食邑は、食邑である。

職由は、職由である。

贖宥は、贖宥である。

辱友は、辱友である。

食用は、食用である。

食用穴燕は、食用穴燕である。

食用蛙は、食用蛙である。

食用菊は、食用菊である。

食用菌は、食用菌である。

食用作物は、食用作物である。

食用色素は、食用色素である。

食養生は、食養生である。

食慾は、食慾である。

食欲異常は、食欲異常である。

続世継は、続世継である。

触雷は、触雷である。

食乱は、食乱である。



濁乱は、濁乱である。

殖利は、殖利である。

食料は、食料である。

食糧は、食糧である。

食糧管理制度は、食糧管理制度である。

食糧管理特別会計は、食糧管理特別会計である。

食糧管理法は、食糧管理法である。

食糧庁は、食糧庁である。

食料品は、食料品である。

食糧メーデーは、食糧メーデーである。

植林は、植林である。

燭涙は、燭涙である。

食礼は、食礼である。

縟礼は、縟礼である。

職歴は、職歴である。

食連星は、食連星である。

続労は、続労である。

続労銭は、続労銭である。

食禄は、食禄である。

諸君は、諸君である。

諸軍は、諸軍である。

女訓は、女訓である。

叙勲は、叙勲である。

所化は、所化である。

庶家は、庶家である。

所化上りは、所化上りである。

処刑は、処刑である。

初経は、初経である。

書契は、書契である。

書痙は、書痙である。

書檠は、書檠である。

庶兄は、庶兄である。

庶系は、庶系である。

諸兄は、諸兄である。

諸系は、諸系である。

曙景は、曙景である。

書芸は、書芸である。

諸芸は、諸芸である。

女系は、女系である。

叙景は、叙景である。

女系親は、女系親である。

除刑日は、除刑日である。

叙景文は、叙景文である。

悄気返るは、悄気返るである。

悄気込むは、悄気込むである。

処決は、処決である。



初月は、初月である。

庶げつは、庶げつである。

暑月は、暑月である。

女傑は、女傑である。

如月は、如月である。

悄気るは、悄気るである。

初見は、初見である。

所見は、所見である。

書見は、書見である。

諸賢は、諸賢である。

初弦は、初弦である。

緒言は、緒言である。

諸元は、諸元である。

諸彦は、諸彦である。

女権は、女権である。

助言は、助言である。

序言は、序言である。

書言故事は、書言故事である。

除権判決は、除権判決である。

書庫は、書庫である。

書賈は、書賈である。

曙鼓は、曙鼓である。

初五は、初五である。

助語は、助語である。

絮語は、絮語である。

初更は、初更である。

初校は、初校である。

初項は、初項である。

書工は、書工である。

諸公は、諸公である。

諸侯は、諸侯である。

曙光は、曙光である。

初号は、初号である。

女工は、女工である。

女功は、女功である。

女紅は、女紅である。

女皇は、女皇である。

助攻は、助攻である。

徐行は、徐行である。

助業は、助業である。

除号は、除号である。

女工哀史は、女工哀史である。

除光液は、除光液である。

初号活字は、初号活字である。

徐光啓は、徐光啓である。

蹠行性は、蹠行性である。



助酵素は、助酵素である。

女功場は、女功場である。

女紅場は、女紅場である。

ジョコーソは、ジョコーソである。

初刻は、初刻である。

諸国は、諸国である。

蹠骨は、蹠骨である。

鋤骨は、鋤骨である。

序詞は、序詞である。

ショコラは、ショコラである。

初婚は、初婚である。

初献は、初献である。

如今は、如今である。

所作は、所作である。

初座は、初座である。

除沙は、除沙である。

処裁は、処裁である。

所載は、所載である。

書斎は、書斎である。

所在は、所在である。

如才は、如才である。

如在は、如在である。

助祭は、助祭である。

除災は、除災である。

恕罪は、恕罪である。

初斎院は、初斎院である。

如在するは、如在するである。

所在地は、所在地である。

所在地法は、所在地法である。

所在無いは、所在無いである。

如在無いは、如在無いである。

如才無いは、如才無いである。

初作は、初作である。

所作繰るは、所作繰るである。

所作事は、所作事である。

所作師は、所作師である。

初刷は、初刷である。

書冊は、書冊である。

書札は、書札である。

書札礼は、書札礼である。

所作舞台は、所作舞台である。

諸侍は、諸侍である。

所作るは、所作るである。

初三は、初三である。

初参は、初参である。

初産は、初産である。



所産は、所産である。

書算は、書算である。

諸山は、諸山である。

助産は、助産である。

除算は、除算である。

初三の月は、初三の月である。

助産婦は、助産婦である。

処士は、処士である。

処子は、処子である。

初志は、初志である。

所司は、所司である。

所志は、所志である。

所思は、所思である。

書司は、書司である。

書史は、書史である。

書旨は、書旨である。

書師は、書師である。

書紙は、書紙である。

書笥は、書笥である。

書肆は、書肆である。

書誌は、書誌である。

庶子は、庶子である。

諸士は、諸士である。

諸子は、諸子である。

諸氏は、諸氏である。

諸司は、諸司である。

諸姉は、諸姉である。

初地は、初地である。

所持は、所持である。

書辞は、書辞である。

諸事は、諸事である。

庶事は、庶事である。

女士は、女士である。

女子は、女子である。

女史は、女史である。

助詞は、助詞である。

序詩は、序詩である。

叙賜は、叙賜である。

女児は、女児である。

助字は、助字である。

助辞は、助辞である。

序次は、序次である。

叙事は、叙事である。

書誌学は、書誌学である。

女子学習院は、女子学習院である。

所職は、所職である。



書式は、書式である。

諸色は、諸色である。

諸式は、諸式である。

書軸は、書軸である。

女子高等師範学校は、女子高等師範学校である。

叙事詩は、叙事詩である。

女子師範学校は、女子師範学校である。

女史箴は、女史箴である。

女子青年団は、女子青年団である。

所司代は、所司代である。

叙事体は、叙事体である。

初七日は、初七日である。

書室は、書室である。

暑湿は、暑湿である。

初日は、初日である。

除湿は、除湿である。

除日は、除日である。

女子挺身隊は、女子挺身隊である。

叙事的演劇は、叙事的演劇である。

諸司田は、諸司田である。

所持人払いは、所持人払いである。

諸士法度は、諸士法度である。

女子美術大学は、女子美術大学である。

諸子百家は、諸子百家である。

所持品検査は、所持品検査である。

叙事文は、叙事文である。

序次法は、序次法である。

助辞本義一覧は、助辞本義一覧である。

徐志摩は、徐志摩である。

書写は、書写である。

諸社は、諸社である。

書写奥書は、書写奥書である。

書籍は、書籍である。

諸釈は、諸釈である。

叙爵は、叙爵である。

除籍は、除籍である。

書籍館は、書籍館である。

書写寺は、書写寺である。

諸社禰宜神主法度は、諸社禰宜神主法度である。

処守は、処守である。

書手は、書手である。

諸種は、諸種である。

書儒は、書儒である。

女主は、女主である。

助手は、助手である。

女孺は、女孺である。



初秋は、初秋である。

所収は、所収である。

諸宗は、諸宗である。

初重は、初重である。

所従は、所従である。

女囚は、女囚である。

徐州は、徐州である。

除臭は、除臭である。

諸宗寺院法度は、諸宗寺院法度である。

助手席は、助手席である。

初出は、初出である。

所出は、所出である。

庶出は、庶出である。

所述は、所述である。

叙述は、叙述である。

初春は、初春である。

初旬は、初旬である。

処処は、処処である。

所所は、所所である。

処暑は、処暑である。

諸処は、諸処である。

諸所は、諸所である。

処女は、処女である。

初叙は、初叙である。

沮洳は、沮洳である。

庶女は、庶女である。

除書は、除書である。

徐徐は、徐徐である。

除叙は、除叙である。

所生は、所生である。

所掌は、所掌である。

所証は、所証である。

書証は、書証である。

諸将は、諸将である。

書状は、書状である。

女将は、女将である。

序章は、序章である。

叙唱は、叙唱である。

如上は、如上である。

助成は、助成である。

抒情は、抒情である。

叙情は、叙情である。

叙上は、叙上である。

抒情歌謡集は、抒情歌謡集である。

抒情詩は、抒情詩である。

書状侍者は、書状侍者である。



女丈夫は、女丈夫である。

処女宮は、処女宮である。

黍稷は、黍稷である。

曙色は、曙色である。

女色は、女色である。

助色団は、助色団である。

助触媒は、助触媒である。

処女航海は、処女航海である。

処女降誕は、処女降誕である。

処女作は、処女作である。

処女受胎は、処女受胎である。

処女生殖は、処女生殖である。

処女地は、処女地である。

処女膜は、処女膜である。

処女林は、処女林である。

初心は、初心である。

初診は、初診である。

初審は、初審である。

所信は、所信である。

書信は、書信である。

諸臣は、諸臣である。

諸神は、諸神である。

庶人は、庶人である。

諸人は、諸人である。

女神は、女神である。

女真は、女真である。

女人は、女人である。

除塵機は、除塵機である。

除燼器は、除燼器である。

初心講は、初心講である。

初心者は、初心者である。

初心者マークは、初心者マークである。

諸神本懐集は、諸神本懐集である。

女真文字は、女真文字である。

除水は、除水である。

序数は、序数である。

除数は、除数である。

助数詞は、助数詞である。

序数詞は、序数詞である。

ジョスカンデプレは、ジョスカンデプレである。

ショスタコヴィッチは、ショスタコヴィッチである。

しょずみ田は、しょずみ田である。

処するは、処するである。

書するは、書するである。

署するは、署するである。

序するは、序するである。



叙するは、叙するである。

除するは、除するである。

恕するは、恕するである。

仕寄せは、仕寄せである。

処世は、処世である。

初生は、初生である。

所済は、所済である。

書生は、書生である。

書聖は、書聖である。

庶生は、庶生である。

庶姓は、庶姓である。

庶政は、庶政である。

諸政は、諸政である。

女声は、女声である。

女性は、女性である。

女婿は、女婿である。

助勢は、助勢である。

書生気質は、書生気質である。

処世訓は、処世訓である。

女性語は、女性語である。

初生児は、初生児である。

書生芝居は、書生芝居である。

処世術は、処世術である。

徐世昌は、徐世昌である。

諸聖人の祝日は、諸聖人の祝日である。

書生っぽは、書生っぽである。

女性的は、女性的である。

女生徒は、女生徒である。

書生羽織は、書生羽織である。

書生節は、書生節である。

書生部屋は、書生部屋である。

女性ホルモンは、女性ホルモンである。

書生役者は、書生役者である。

女性労働は、女性労働である。

書生論は、書生論である。

書尺は、書尺である。

書跡は、書跡である。

除夕は、除夕である。

除斥は、除斥である。

除斥期間は、除斥期間である。

書籍小包は、書籍小包である。

所説は、所説である。

諸説は、諸説である。

如拙は、如拙である。

序説は、序説である。

叙説は、叙説である。



除雪は、除雪である。

絮雪は、絮雪である。

絮説は、絮説である。

除雪車は、除雪車である。

ジョセフソンは、ジョセフソンである。

ジョセフソン効果は、ジョセフソン効果である。

ジョセフソン素子は、ジョセフソン素子である。

所詮は、所詮である。

緒戦は、緒戦である。

諸善は、諸善である。

初禅天は、初禅天である。

所詮無しは、所詮無しである。

初祖は、初祖である。

書疏は、書疏である。

所相は、所相である。

書窓は、書窓である。

書箱は、書箱である。

諸相は、諸相である。

所蔵は、所蔵である。

女装は、女装である。

助走は、助走である。

助奏は、助奏である。

序奏は、序奏である。

除草は、除草である。

除喪は、除喪である。

除霜は、除霜である。

初僧祇は、初僧祇である。

除草器は、除草器である。

除草剤は、除草剤である。

初足は、初足である。

初速は、初速である。

所属は、所属である。

庶族は、庶族である。

除族は、除族である。

初速度は、初速度である。

諸卒は、諸卒である。

書損は、書損である。

諸尊は、諸尊である。

所存は、所存である。

女孫は、女孫である。

女尊男卑は、女尊男卑である。

所体は、所体である。

所帯は、所帯である。

書体は、書体である。

初代は、初代である。

書題は、書題である。



除隊は、除隊である。

序題は、序題である。

序代は、序代である。

所帯嚊は、所帯嚊である。

所帯崩しは、所帯崩しである。

所帯崩れは、所帯崩れである。

所帯染みるは、所帯染みるである。

所帯道具は、所帯道具である。

正体無いは、正体無いである。

所帯主は、所帯主である。

諸大夫は、諸大夫である。

初対面は、初対面である。

所帯持ちは、所帯持ちである。

所帯窶れは、所帯窶れである。

序出しは、序出しである。

初太刀は、初太刀である。

除脱は、除脱である。

書棚は、書棚である。

書丹は、書丹である。

処断は、処断である。

初段は、初段である。

庶男は、庶男である。

助炭は、助炭である。

処断刑は、処断刑である。

処置は、処置である。

所知は、所知である。

書痴は、書痴である。

除地は、除地である。

舒遅は、舒遅である。

所知入は、所知入である。

書帙は、書帙である。

処置無しは、処置無しである。

庶嫡は、庶嫡である。

書中は、書中である。

書厨は、書厨である。

女中は、女中である。

女中駕籠は、女中駕籠である。

除虫菊は、除虫菊である。

暑中休暇は、暑中休暇である。

初中後は、初中後である。

女中詞は、女中詞である。

女中衆は、女中衆である。

暑中見舞は、暑中見舞である。

初潮は、初潮である。

所長は、所長である。

署長は、署長である。



女丁は、女丁である。

助長は、助長である。

舒暢は、舒暢である。

女直は、女直である。

初陳状は、初陳状である。

初通は、初通である。

書通は、書通である。

食貨は、食貨である。

殖貨は、殖貨である。

燭火は、燭火である。

燭花は、燭花である。

燭架は、燭架である。

職階は、職階である。

職階給は、職階給である。

職階制は、職階制である。

食客は、食客である。

触角は、触角である。

触覚は、触覚である。

触覚器は、触覚器である。

触覚計は、触覚計である。

食貨志は、食貨志である。

食間は、食間である。

食感は、食感である。

食管は、食管である。

触感は、触感である。

職官は、職官である。

職官家は、職官家である。

食管制度は、食管制度である。

食管法は、食管法である。

食既は、食既である。

食器は、食器である。

続紀は、続紀である。

織機は、織機である。

ジョッキは、ジョッキである。

ジョッキーは、ジョッキーである。

職給は、職給である。

初っ切りは、初っ切りである。

食禁は、食禁である。

蜀錦は、蜀錦である。

贖金は、贖金である。

ショッキングは、ショッキングである。

ショックは、ショックである。

書机は、書机である。

ショックレーは、ショックレーである。

食頃は、食頃である。

食鶏は、食鶏である。



贖刑は、贖刑である。

食券は、食券である。

職権は、職権である。

職権主義は、職権主義である。

蜀犬日に吠ゆは、蜀犬日に吠ゆである。

職権命令は、職権命令である。

職権濫用は、職権濫用である。

蜀江は、蜀江である。

燭光は、燭光である。

織工は、織工である。

職工は、職工である。

辱交は、辱交である。

職工義友会は、職工義友会である。

職工事情は、職工事情である。

蜀江の錦は、蜀江の錦である。

蜀江模様は、蜀江模様である。

蜀魂は、蜀魂である。

しょっちゅうは、しょっちゅうである。

醢汁は、醢汁である。

しょってるは、しょってるである。

ショットは、ショットである。

ジョットは、ジョットである。

ショットガンは、ショットガンである。

ショットグラスは、ショットグラスである。

塩っぱいは、塩っぱいである。

初っ端は、初っ端である。

しょっぴくは、しょっぴくである。

ショッピングは、ショッピングである。

ショッピングカートは、ショッピングカートである。

ショッピングセンターは、ショッピングセンターである。

ショップは、ショップである。

ショップガールは、ショップガールである。

ショップ制は、ショップ制である。

ジョッフルは、ジョッフルである。

初手は、初手である。

諸手は、諸手である。

処体は、処体である。

所定は、所定である。

諸体は、諸体である。

諸亭は、諸亭である。

諸庭は、諸庭である。

女亭は、女亭である。

女帝は、女帝である。

如泥は、如泥である。

所定内賃金は、所定内賃金である。

女姪は、女姪である。



初天辺は、初天辺である。

初手許しは、初手許しである。

所天は、所天である。

書典は、書典である。

書店は、書店である。

暑天は、暑天である。

諸天は、諸天である。

諸点は、諸点である。

曙天は、曙天である。

初伝は、初伝である。

所伝は、所伝である。

書伝は、書伝である。

除田は、除田である。

諸天三宝は、諸天三宝である。

初転法輪は、初転法輪である。

書蠧は、書蠧である。

初度は、初度である。

初冬は、初冬である。

初唐は、初唐である。

初等は、初等である。

初頭は、初頭である。

所当は、所当である。

書刀は、書刀である。

書套は、書套である。

蔗糖は、蔗糖である。

諸島は、諸島である。

諸等は、諸等である。

初動は、初動である。

所動は、所動である。

書堂は、書堂である。

書道は、書道である。

諸道は、諸道である。

女童は、女童である。

初等関数は、初等関数である。

初等教育は、初等教育である。

助動詞は、助動詞である。

初答状は、初答状である。

諸等数は、諸等数である。

初等数学は、初等数学である。

初動捜査は、初動捜査である。

諸等通法は、諸等通法である。

初等普通教育は、初等普通教育である。

諸等命法は、諸等命法である。

書牘は、書牘である。

諸徳は、諸徳である。

所得効果は、所得効果である。



所得控除は、所得控除である。

所得収支は、所得収支である。

所得税は、所得税である。

所得政策は、所得政策である。

書牘体は、書牘体である。

書牘文は、書牘文である。

所得保障は、所得保障である。

じょなめくは、じょなめくである。

女難は、女難である。

序二段は、序二段である。

初乳は、初乳である。

しょにんは、しょにんである。

初任は、初任である。

叙任は、叙任である。

初任給は、初任給である。

叙任権闘争は、叙任権闘争である。

暑熱は、暑熱である。

初年は、初年である。

初念は、初念である。

所念は、所念である。

諸念は、諸念である。

初年兵は、初年兵である。

序の口は、序の口である。

序の舞は、序の舞である。

諸派は、諸派である。

所場は、所場である。

書肺は、書肺である。

書博士は、書博士である。

序破急は、序破急である。

徐波睡眠は、徐波睡眠である。

初発は、初発である。

処罰は、処罰である。

除伐は、除伐である。

初犯は、初犯である。

初判は、初判である。

初版は、初版である。

諸般は、諸般である。

初番は、初番である。

諸蕃は、諸蕃である。

ショパンは、ショパンである。

序盤は、序盤である。

諸蕃志は、諸蕃志である。

初番目物は、初番目物である。

書皮は、書皮である。

諸費は、諸費である。

しょびくは、しょびくである。



初筆は、初筆である。

助筆は、助筆である。

除比の理は、除比の理である。

書票は、書票である。

書評は、書評である。

諸病は、諸病である。

序病は、序病である。

除病延命は、除病延命である。

序開きは、序開きである。

書譜は、書譜である。

諸父は、諸父である。

所部は、所部である。

ジョブは、ジョブである。

書風は、書風である。

初伏は、初伏である。

書幅は、書幅である。

徐福は、徐福である。

除服は、除服である。

如夫人は、如夫人である。

庶物は、庶物である。

諸仏は、諸仏である。

庶物指教は、庶物指教である。

庶物類纂は、庶物類纂である。

処分は、処分である。

所分は、所分である。

序文は、序文である。

叙文は、叙文である。

処分権主義は、処分権主義である。

処分行為は、処分行為である。

処分能力は、処分能力である。

処分命令は、処分命令である。

書癖は、書癖である。

ショベルは、ショベルである。

ショベルローダーは、ショベルローダーである。

初編は、初編である。

初篇は、初篇である。

所変は、所変である。

諸辺は、諸辺である。

処弁は、処弁である。

助変数は、助変数である。

初歩は、初歩である。

書舗は、書舗である。

書鋪は、書鋪である。

庶母は、庶母である。

徐歩は、徐歩である。

処方は、処方である。



書法は、書法である。

諸方は、諸方である。

諸法は、諸法である。

書房は、書房である。

助法は、助法である。

叙法は、叙法である。

除法は、除法である。

諸法実相は、諸法実相である。

処方箋は、処方箋である。

諸法無我は、諸法無我である。

ジョホールは、ジョホールである。

如木は、如木である。

しょぼくさは、しょぼくさである。

しょぼくないは、しょぼくないである。

しょぼくれるは、しょぼくれるである。

しょぼしょぼは、しょぼしょぼである。

しょぼたれるは、しょぼたれるである。

しょぼつくは、しょぼつくである。

初発心は、初発心である。

初発心時便成正覚は、初発心時便成正覚である。

初発意は、初発意である。

初歩的は、初歩的である。

しょぼ濡れるは、しょぼ濡れるである。

諸本は、諸本である。

序品は、序品である。

しょぼんとは、しょぼんとである。

しょ米は、しょ米である。

序幕は、序幕である。

除幕式は、除幕式である。

徐脈は、徐脈である。

庶民は、庶民である。

庶民金融は、庶民金融である。

庶民的は、庶民的である。

処務は、処務である。

所務は、所務である。

庶務は、庶務である。

所務沙汰は、所務沙汰である。

しょむずかしいは、しょむずかしいである。

所務分けは、所務分けである。

初名は、初名である。

書名は、書名である。

疏銘は、疏銘である。

署名は、署名である。

助命は、助命である。

除名は、除名である。

署名運動は、署名運動である。



署名代理は、署名代理である。

舒明天皇は、舒明天皇である。

書面は、書面である。

恕免は、恕免である。

除免は、除免である。

書面契約は、書面契約である。

書面審理は、書面審理である。

所望は、所望である。

除毛は、除毛である。

書目は、書目である。

書物は、書物である。

書物芸は、書物芸である。

書物問屋は、書物問屋である。

書物奉行は、書物奉行である。

初夜は、初夜である。

除夜は、除夜である。

初訳は、初訳である。

所役は、所役である。

諸役は、諸役である。

助役は、助役である。

諸役御免は、諸役御免である。

初夜権は、初夜権である。

除夜の鐘は、除夜の鐘である。

序病みは、序病みである。

所由は、所由である。

所有は、所有である。

女優は、女優である。

除雄は、除雄である。

所有格は、所有格である。

所有権は、所有権である。

所有権留保は、所有権留保である。

女優髷は、女優髷である。

初許しは、初許しである。

所与は、所与である。

緒余は、緒余である。

初陽は、初陽である。

所用は、所用である。

所要は、所要である。

諸用は、諸用である。

汝窯は、汝窯である。

薯蕷羹は、薯蕷羹である。

薯蕷饅頭は、薯蕷饅頭である。

じょらは、じょらである。

如儡子は、如儡子である。

処理は、処理である。

胥吏は、胥吏である。



書吏は、書吏である。

黍離は、黍離である。

仕寄りは、仕寄りである。

ジョリヴェは、ジョリヴェである。

ジョリオキュリーは、ジョリオキュリーである。

助力は、助力である。

しょりしょりは、しょりしょりである。

じょりじょりは、じょりじょりである。

庶流は、庶流である。

諸流は、諸流である。

女流は、女流である。

叙留は、叙留である。

女流文学は、女流文学である。

初涼は、初涼である。

所領は、所領である。

諸陵は、諸陵である。

諸陵司は、諸陵司である。

書陵部は、書陵部である。

所領役は、所領役である。

諸陵寮は、諸陵寮である。

書林は、書林である。

如鱗杢は、如鱗杢である。

書類は、書類である。

庶類は、庶類である。

女類は、女類である。

書類送検は、書類送検である。

ジョルジョーネは、ジョルジョーネである。

ショルダーは、ショルダーである。

ショルダーバッグは、ショルダーバッグである。

ショルダーベーコンは、ショルダーベーコンである。

ジョルダンは、ジョルダンである。

書例は、書例である。

諸礼は、諸礼である。

女礼は、女礼である。

ジョレスは、ジョレスである。

序列は、序列である。

如簾は、如簾である。

鋤簾は、鋤簾である。

如露は、如露である。

初老は、初老である。

所労は、所労である。

女郎上りは、女郎上りである。

女郎買いは、女郎買いである。

女郎蜘蛛は、女郎蜘蛛である。

絡新婦は、絡新婦である。

女郎狂いは、女郎狂いである。



女郎衆は、女郎衆である。

女郎敲きは、女郎敲きである。

女郎誑しは、女郎誑しである。

女郎屋は、女郎屋である。

書録は、書録である。

書ろくは、書ろくである。

所論は、所論である。

書論は、書論である。

緒論は、緒論である。

序論は、序論である。

諸訳は、諸訳である。

諸分は、諸分である。

ジョワンヴィルは、ジョワンヴィルである。

ジョンは、ジョンである。

ションガウアーは、ションガウアーである。

しょんがえ節は、しょんがえ節である。

じょんがら節は、じょんがら節である。

祥瑞手は、祥瑞手である。

ジョンソンは、ジョンソンである。

ジョンブルは、ジョンブルである。

しょんぼりは、しょんぼりである。

ジョン万次郎は、ジョン万次郎である。

白は、白である。

斯盧は、斯盧である。

シラは、シラである。

しらは、しらである。

シラーは、シラーである。

白藍は、白藍である。

白和えは、白和えである。

白韲えは、白韲えである。

白青は、白青である。

白襖は、白襖である。

白赤毛は、白赤毛である。

白葦毛は、白葦毛である。

白綾は、白綾である。

白綾縅は、白綾縅である。

白蟻は、白蟻である。

白泡は、白泡である。

白井は、白井である。

子来は、子来である。

爾来は、爾来である。

白井喬二は、白井喬二である。

白井権八は、白井権八である。

白井宗因は、白井宗因である。

白板は、白板である。

白糸は、白糸である。



白糸縅は、白糸縅である。

白糸草は、白糸草である。

白糸のは、白糸のである。

白糸餅は、白糸餅である。

白糸割符は、白糸割符である。

白井松次郎は、白井松次郎である。

白井光太郎は、白井光太郎である。

自来也は、自来也である。

児雷也は、児雷也である。

白魚は、白魚である。

白薄様は、白薄様である。

白梅は、白梅である。

白絵は、白絵である。

白雄は、白雄である。

白老は、白老である。

白香は、白香である。

白髪は、白髪である。

白髪頭は、白髪頭である。

白髪糸は、白髪糸である。

しらがうは、しらがうである。

白髪鬘は、白髪鬘である。

白鹿毛は、白鹿毛である。

白髪昆布は、白髪昆布である。

白重ねは、白重ねである。

白襲は、白襲である。

白樫は、白樫である。

白橿は、白橿である。

酵は、酵である。

白糟は、白糟である。

白かすは、白かすである。

白髪染めは、白髪染めである。

白髪太郎は、白髪太郎である。

白金物は、白金物である。

白髪の役は、白髪の役である。

白樺は、白樺である。

白樺湖は、白樺湖である。

白樺派は、白樺派である。

白樺油は、白樺油である。

白髪髭は、白髪髭である。

白壁は、白壁である。

白壁造りは、白壁造りである。

白髪交りは、白髪交りである。

白紙は、白紙である。

白神山地は、白神山地である。

白紙手形は、白紙手形である。

白神岬は、白神岬である。



白粥は、白粥である。

白川は、白川である。

白河は、白河である。

白革は、白革である。

白川石は、白川石である。

白河石は、白河石である。

白川郷は、白川郷である。

白川越えは、白川越えである。

白河天皇は、白河天皇である。

白河殿は、白河殿である。

白河関は、白河関である。

白川夜船は、白川夜船である。

白河楽翁は、白河楽翁である。

白川原毛は、白川原毛である。

白木は、白木である。

新羅は、新羅である。

新羅楽は、新羅楽である。

白菊は、白菊である。

白木輿は、白木輿である。

新羅琴は、新羅琴である。

白几帳面は、白几帳面である。

白木造りは、白木造りである。

白絹は、白絹である。

白絹病は、白絹病である。

白木の念仏は、白木の念仏である。

白木弓は、白木弓である。

白きるは、白きるである。

刺絡は、刺絡である。

白くは、白くである。

しらぐは、しらぐである。

精ぐは、精ぐである。

シラクサは、シラクサである。

白櫛は、白櫛である。

白籤は、白籤である。

しらくちは、しらくちである。

白首は、白首である。

白癬は、白癬である。

白雲は、白雲である。

白禿瘡は、白禿瘡である。

白雲のは、白雲のである。

白黒は、白黒である。

白栗毛は、白栗毛である。

白けは、白けである。

精げは、精げである。

白芸者は、白芸者である。

後挙歌は、後挙歌である。



志良宜歌は、志良宜歌である。

精げ鉋は、精げ鉋である。

精げ米は、精げ米である。

精げ代は、精げ代である。

精兵は、精兵である。

白けるは、白けるである。

精げるは、精げるである。

白げるは、白げるである。

白子は、白子である。

白声は、白声である。

素声は、素声である。

しらごかしは、しらごかしである。

白輿は、白輿である。

白拵えは、白拵えである。

白子鳩は、白子鳩である。

白鷺は、白鷺である。

白鷺城は、白鷺城である。

白さ雲は、白さ雲である。

白佐目は、白佐目である。

白鮫は、白鮫である。

白鞘は、白鞘である。

白地は、白地である。

白地刑法は、白地刑法である。

白重籐は、白重籐である。

白地小切手は、白地小切手である。

白地式裏書は、白地式裏書である。

白地手形は、白地手形である。

白地引受は、白地引受である。

白地振出は、白地振出である。

白搾りは、白搾りである。

白絞りは、白絞りである。

知らしめすは、知らしめすである。

白絞油は、白絞油である。

白白は、白白である。

白白明けは、白白明けである。

白白しいは、白白しいである。

白洲は、白洲である。

白州は、白州である。

白沙は、白沙である。

白砂は、白砂である。

知らすは、知らすである。

知らずは、知らずである。

焦らすは、焦らすである。

知らず顔は、知らず顔である。

白菅は、白菅である。

白菅のは、白菅のである。



知らず三点は、知らず三点である。

知らず識らずは、知らず識らずである。

不知不識は、不知不識である。

白子乾しは、白子乾しである。

白炭は、白炭である。

白墨は、白墨である。

知らず詠みは、知らず詠みである。

白磨は、白磨である。

知らせは、知らせである。

報せは、報せである。

白瀬は、白瀬である。

白瀬矗は、白瀬矗である。

知らせ文は、知らせ文である。

知らせるは、知らせるである。

報せるは、報せるである。

白太は、白太である。

白大衆は、白大衆である。

白妙は、白妙である。

白滝は、白滝である。

白滝遺跡は、白滝遺跡である。

白田鶴は、白田鶴である。

白玉は、白玉である。

真珠は、真珠である。

白玉粉は、白玉粉である。

白玉椿は、白玉椿である。

白玉の木は、白玉の木である。

白玉姫は、白玉姫である。

白玉百合は、白玉百合である。

疝は、疝である。

為埒は、為埒である。

白血は、白血である。

白茶は、白茶である。

白茶けるは、白茶けるである。

白柄は、白柄である。

白柄組は、白柄組である。

白月毛は、白月毛である。

白土は、白土である。

しらっとは、しらっとである。

しらっぱくれるは、しらっぱくれるである。

シラップは、シラップである。

白露は、白露である。

白露のは、白露のである。

白鶴は、白鶴である。

白橡は、白橡である。

白砥は、白砥である。

しらとほふは、しらとほふである。



白とりは、白とりである。

白鳥は、白鳥である。

白鳥庫吉は、白鳥庫吉である。

白鳥のは、白鳥のである。

白鳥の羽は、白鳥の羽である。

白鳥陵は、白鳥陵である。

白波は、白波である。

白浪は、白浪である。

白浪五人男は、白浪五人男である。

白浪五人女は、白浪五人女である。

白波のは、白波のである。

白浪物は、白浪物である。

白縄は、白縄である。

白煮は、白煮である。

知らには、知らにである。

白和幣は、白和幣である。

不知火は、不知火である。

白縫は、白縫である。

不知火海は、不知火海である。

不知火型は、不知火型である。

白縫のは、白縫のである。

白縫譚は、白縫譚である。

不知顔は、不知顔である。

知らぬ顔の半兵衛は、知らぬ顔の半兵衛である。

知らぬ世は、知らぬ世である。

白塗りは、白塗りである。

しら寝は、しら寝である。

白根は、白根である。

白根葵は、白根葵である。

白根山は、白根山である。

白根人参は、白根人参である。

白箆は、白箆である。

シラノドベルジュラックは、シラノドベルジュラックである。

白刃は、白刃である。

白羽は、白羽である。

白歯は、白歯である。

白灰は、白灰である。

白南風は、白南風である。

白萩は、白萩である。

しらばくれるは、しらばくれるである。

白化けは、白化けである。

白箸は、白箸である。

シラバスは、シラバスである。

白旗は、白旗である。

白肌は、白肌である。

白膚は、白膚である。



白旗一揆は、白旗一揆である。

白癩は、白癩である。

白浜は、白浜である。

白浜浪は、白浜浪である。

白ばむは、白ばむである。

白囃子は、白囃子である。

白張は、白張である。

白張仕丁は、白張仕丁である。

白張装束は、白張装束である。

白張提灯は、白張提灯である。

白火は、白火である。

白髭は、白髭である。

白鬚は、白鬚である。

白鬚草は、白鬚草である。

白髭明神は、白髭明神である。

白檜曾は、白檜曾である。

白人は、白人である。

素人は、素人である。

白姫は、白姫である。

白紐は、白紐である。

白拍子は、白拍子である。

しらふは、しらふである。

白斑は、白斑である。

素面は、素面である。

白面は、白面である。

調ぶは、調ぶである。

ジラフは、ジラフである。

白藤は、白藤である。

しら不浄は、しら不浄である。

シラブルは、シラブルである。

調べは、調べである。

白檜は、白檜である。

調べ上げるは、調べ上げるである。

調糸は、調糸である。

調帯は、調帯である。

調革は、調革である。

調車は、調車である。

調べの緒は、調べの緒である。

調べ物は、調べ物である。

調べ役は、調べ役である。

調べるは、調べるである。

しらほは、しらほである。

白帆は、白帆である。

白干しは、白干しである。

白乾しは、白乾しである。

白星は、白星である。



白骨は、白骨である。

白骨温泉は、白骨温泉である。

白まかすは、白まかすである。

白巻弓は、白巻弓である。

白ますは、白ますである。

白真弓は、白真弓である。

白檀弓は、白檀弓である。

虱は、虱である。

蝨は、蝨である。

白水阿弥陀堂は、白水阿弥陀堂である。

虱潰しは、虱潰しである。

白峰は、白峰である。

白峯神宮は、白峯神宮である。

虱蠅は、虱蠅である。

虱紐は、虱紐である。

虱本は、虱本である。

白むは、白むである。

調むは、調むである。

白虫は、白虫である。

白蒸しは、白蒸しである。

白藻は、白藻である。

白焼は、白焼である。

白柳は、白柳である。

白柳秀湖は、白柳秀湖である。

白山は、白山である。

白山菊は、白山菊である。

白山比め神社は、白山比め神社である。

白木綿は、白木綿である。

白木綿波は、白木綿波である。

白木綿花は、白木綿花である。

白雪は、白雪である。

白雪姫は、白雪姫である。

白米は、白米である。

白らは、白らである。

白らかは、白らかである。

しら笑いは、しら笑いである。

芝蘭は、芝蘭である。

紫蘭は、紫蘭である。

シランは、シランである。

しらんは、しらんである。

知らん顔は、知らん顔である。

芝蘭堂は、芝蘭堂である。

知らん振りは、知らん振りである。

尻は、尻である。

臀は、臀である。

後は、後である。



支離は、支離である。

至理は、至理である。

私利は、私利である。

地利は、地利である。

自利は、自利である。

事理は、事理である。

シリアは、シリアである。

知合いは、知合いである。

知り合うは、知り合うである。

尻上りは、尻上りである。

挙尾虫は、挙尾虫である。

後足は、後足である。

シリアスは、シリアスである。

尻当ては、尻当てである。

シリアルは、シリアルである。

シリーズは、シリーズである。

後言つは、後言つである。

後言は、後言である。

シリウスは、シリウスである。

踞ぐは、踞ぐである。

尻打祭は、尻打祭である。

知人は、知人である。

尻馬は、尻馬である。

後方は、後方である。

後手は、後手である。

後の位は、後の位である。

後の庭は、後の庭である。

後の政は、後の政である。

後の宮は、後の宮である。

ジリエロンは、ジリエロンである。

尻押しは、尻押しである。

じり押しは、じり押しである。

尻重は、尻重である。

シリカは、シリカである。

尻繋は、尻繋である。

鞦は、鞦である。

知り顔は、知り顔である。

尻隠しは、尻隠しである。

尻掛網は、尻掛網である。

シリカゲルは、シリカゲルである。

尻枷は、尻枷である。

尻仮名は、尻仮名である。

尻紮げは、尻紮げである。

尻軽は、尻軽である。

尻皮は、尻皮である。

地力は、地力である。



自力は、自力である。

事力は、事力である。

自力回向は、自力回向である。

自力更生は、自力更生である。

自力宗は、自力宗である。

自力念仏は、自力念仏である。

自力門は、自力門である。

尻切半纏は、尻切半纏である。

尻切れは、尻切れである。

尻切れ草履は、尻切れ草履である。

尻切れ蜻蛉は、尻切れ蜻蛉である。

知草は、知草である。

尻草は、尻草である。

尻癖は、尻癖である。

尻口は、尻口である。

後口は、後口である。

尻久米縄は、尻久米縄である。

尻暗観音は、尻暗観音である。

尻食らえ観音は、尻食らえ観音である。

尻毛は、尻毛である。

知り気は、知り気である。

尻桁は、尻桁である。

尻桁帯は、尻桁帯である。

後子は、後子である。

尻声は、尻声である。

シリコーンは、シリコーンである。

シリコーン油は、シリコーン油である。

尻擽いは、尻擽いである。

後答ふは、後答ふである。

尻子玉は、尻子玉である。

尻臀は、尻臀である。

後込みは、後込みである。

尻込みは、尻込みである。

後込むは、後込むである。

尻込むは、尻込むである。

シリコンは、シリコンである。

シリコンバレーは、シリコンバレーである。

尻下りは、尻下りである。

後前は、後前である。

尻差は、尻差である。

後盤は、後盤である。

じりじりは、じりじりである。

尻窄まりは、尻窄まりである。

尻窄みは、尻窄みである。

尻窄りは、尻窄りである。

退けるは、退けるである。



斥けるは、斥けるである。

じり高は、じり高である。

髀だこは、髀だこである。

尻叩きは、尻叩きである。

市立は、市立である。

私立は、私立である。

詩律は、詩律である。

而立は、而立である。

自立は、自立である。

自律は、自律である。

侍立は、侍立である。

持律は、持律である。

私立学校は、私立学校である。

私立学校法は、私立学校法である。

尻付きは、尻付きである。

後付は、後付である。

自立経営は、自立経営である。

自立劇団は、自立劇団である。

自立語は、自立語である。

自立心は、自立心である。

自律神経は、自律神経である。

自律神経失調症は、自律神経失調症である。

私立大学は、私立大学である。

私立探偵は、私立探偵である。

後つ戸は、後つ戸である。

尻っ端折りは、尻っ端折りである。

後っ跳ねは、後っ跳ねである。

尻っぽは、尻っぽである。

後戸は、後戸である。

尻戸は、尻戸である。

シリトーは、シリトーである。

尻取りは、尻取りである。

尻長は、尻長である。

後轅は、後轅である。

知り抜くは、知り抜くである。

尻拭いは、尻拭いである。

尻抜けは、尻抜けである。

尻抜けユニオンは、尻抜けユニオンである。

後果ては、後果てである。

尻端は、尻端である。

後早は、後早である。

尻早は、尻早である。

後腹は、後腹である。

産後腹は、産後腹である。

尻張棗は、尻張棗である。

後干は、後干である。



後引きは、後引きである。

尻引きは、尻引きである。

知り人は、知り人である。

臀鰭は、臀鰭である。

じり貧は、じり貧である。

尻深樫は、尻深樫である。

尻脹は、尻脹である。

後振りは、後振りである。

後志は、後志である。

後方羊蹄山は、後方羊蹄山である。

尻骨は、尻骨である。

尻舞は、尻舞である。

地利米は、地利米である。

後巻は、後巻である。

尻巻は、尻巻である。

尻宮は、尻宮である。

尻目は、尻目である。

後目は、後目である。

尻目遣いは、尻目遣いである。

支離滅裂は、支離滅裂である。

尻持ちは、尻持ちである。

尻餅は、尻餅である。

尻もやは、尻もやである。

尻漏りは、尻漏りである。

史略は、史略である。

資略は、資略である。

誌略は、誌略である。

治暦は、治暦である。

尻焼け烏賊は、尻焼け烏賊である。

じり安は、じり安である。

士流は、士流である。

支流は、支流である。

緇流は、緇流である。

自流は、自流である。

時流は、時流である。

磁硫鉄鉱は、磁硫鉄鉱である。

志慮は、志慮である。

思慮は、思慮である。

師旅は、師旅である。

史料は、史料である。

死霊は、死霊である。

私領は、私領である。

思料は、思料である。

思量は、思量である。

指量は、指量である。

紙料は、紙料である。



詩料は、詩料である。

試料は、試料である。

資料は、資料である。

資糧は、資糧である。

飼料は、飼料である。

寺領は、寺領である。

時料は、時料である。

飼料穀物は、飼料穀物である。

指了図は、指了図である。

史料編纂所は、史料編纂所である。

士力は、士力である。

死力は、死力である。

視力は、視力である。

資力は、資力である。

磁力は、磁力である。

自力救済は、自力救済である。

磁力計は、磁力計である。

磁力線は、磁力線である。

磁力選別は、磁力選別である。

視力表は、視力表である。

思慮深いは、思慮深いである。

尻弱は、尻弱である。

自利利他は、自利利他である。

尻輪は、尻輪である。

士林は、士林である。

支輪は、支輪である。

枝輪は、枝輪である。

史林は、史林である。

四輪は、四輪である。

四隣は、四隣である。

糸綸は、糸綸である。

詞林は、詞林である。

歯輪は、歯輪である。

詩林は、詩林である。

緇林は、緇林である。

地輪は、地輪である。

字林は、字林である。

辞林は、辞林である。

四輪王は、四輪王である。

字輪観は、字輪観である。

シリングは、シリングである。

シリンダーは、シリンダーである。

シリンダー錠は、シリンダー錠である。

シリンダー油は、シリンダー油である。

シリンホトは、シリンホトである。

しるは、しるである。



シルは、シルである。

知るは、知るである。

痴るは、痴るである。

領るは、領るである。

汁飴は、汁飴である。

士類は、士類である。

支類は、支類である。

四類は、四類である。

地類は、地類である。

字類は、字類である。

じるいは、じるいである。

字類抄は、字類抄である。

シルエットは、シルエットである。

汁粥は、汁粥である。

ジルカロイは、ジルカロイである。

シル河は、シル河である。

シルキーは、シルキーである。

シルクは、シルクである。

シルクスクリーン印刷は、シルクスクリーン印刷である。

シルクハットは、シルクハットである。

シルクロードは、シルクロードである。

汁気は、汁気である。

著けくは、著けくである。

シルケットは、シルケットである。

知る権利は、知る権利である。

汁粉は、汁粉である。

汁講は、汁講である。

汁御器は、汁御器である。

ジルコニウムは、ジルコニウムである。

ジルコンは、ジルコンである。

印は、印である。

徴は、徴である。

しるしは、しるしである。

著しは、著しである。

汁塩は、汁塩である。

首帳は、首帳である。

標付けは、標付けである。

標の帯は、標の帯である。

験の木は、験の木である。

標の竿は、標の竿である。

験の杉は、験の杉である。

標の杉は、標の杉である。

標の鈴は、標の鈴である。

標の太刀は、標の太刀である。

証の頼みは、証の頼みである。

璽の御筥は、璽の御筥である。



標の山は、標の山である。

標許りは、標許りである。

標旗は、標旗である。

標針は、標針である。

印半纏は、印半纏である。

印半天は、印半天である。

標榜は、標榜である。

伝記は、伝記である。

文史は、文史である。

首目録は、首目録である。

印目録は、印目録である。

印すは、印すである。

標すは、標すである。

徴すは、徴すである。

記すは、記すである。

誌すは、誌すである。

汁蕎麦は、汁蕎麦である。

ジルソンは、ジルソンである。

知る便りは、知る便りである。

シルダリアは、シルダリアである。

シルトは、シルトである。

シルト岩は、シルト岩である。

領る所は、領る所である。

汁鱠は、汁鱠である。

汁の実は、汁の実である。

汁の餅は、汁の餅である。

汁の物は、汁の物である。

ジルバは、ジルバである。

シルバーは、シルバーである。

シルバーグレーは、シルバーグレーである。

シルバー産業は、シルバー産業である。

シルバーシートは、シルバーシートである。

シルバー人材センターは、シルバー人材センターである。

シルバートンは、シルバートンである。

シルバーフォックスは、シルバーフォックスである。

導は、導である。

知辺は、知辺である。

導顔は、導顔である。

怪は、怪である。

シルミンは、シルミンである。

汁物は、汁物である。

シルル紀は、シルル紀である。

シルル系は、シルル系である。

汁椀は、汁椀である。

じれは、じれである。

司令は、司令である。



使令は、使令である。

指令は、指令である。

砥礪は、砥礪である。

事例は、事例である。

時令は、時令である。

辞令は、辞令である。

司令官は、司令官である。

事例研究法は、事例研究法である。

死霊信仰は、死霊信仰である。

司令長官は、司令長官である。

司令塔は、司令塔である。

司令部は、司令部である。

ジレーは、ジレーである。

痴れがましは、痴れがましである。

事歴は、事歴である。

地瀝青は、地瀝青である。

痴れ言は、痴れ言である。

痴れ事は、痴れ事である。

焦れ込むは、焦れ込むである。

シレジアは、シレジアである。

痴れ痴れは、痴れ痴れである。

痴れ痴れしは、痴れ痴れしである。

知れたは、知れたである。

知れた事は、知れた事である。

歯列は、歯列である。

熾烈は、熾烈である。

焦れったいは、焦れったいである。

じれった結びは、じれった結びである。

ジレッタントは、ジレッタントである。

しれっとは、しれっとである。

知床は、知床である。

知床国立公園は、知床国立公園である。

知床半島は、知床半島である。

痴ればむは、痴ればむである。

痴れ人は、痴れ人である。

痴れ者は、痴れ者である。

痴れ物狂いは、痴れ物狂いである。

知れるは、知れるである。

痴れるは、痴れるである。

焦れるは、焦れるである。

知れ渡るは、知れ渡るである。

痴れ笑いは、痴れ笑いである。

思恋は、思恋である。

試練は、試練である。

試煉は、試煉である。

地連歌は、地連歌である。



ジレンマは、ジレンマである。

代は、代である。

子路は、子路である。

支路は、支路である。

地炉は、地炉である。

白上がりは、白上がりである。

白上げは、白上げである。

白油は、白油である。

白飴は、白飴である。

擬白蟻は、擬白蟻である。

白沫は、白沫である。

白餡は、白餡である。

白いは、白いである。

白石は、白石である。

白犬は、白犬である。

白い物は、白い物である。

白色申告は、白色申告である。

士朗は、士朗である。

屍蝋は、屍蝋である。

脂漏は、脂漏である。

資粮は、資粮である。

地牢は、地牢である。

地蝋は、地蝋である。

次郎は、次郎である。

二郎は、二郎である。

耳漏は、耳漏である。

耳聾は、耳聾である。

侍郎は、侍郎である。

痔瘻は、痔瘻である。

素魚は、素魚である。

次郎柿は、次郎柿である。

白兎は、白兎である。

治聾酒は、治聾酒である。

素人女は、素人女である。

素人考えは、素人考えである。

素人狂言は、素人狂言である。

素人臭いは、素人臭いである。

素人芸は、素人芸である。

素人下宿は、素人下宿である。

素人芝居は、素人芝居である。

素人筋は、素人筋である。

素人離れは、素人離れである。

素人目は、素人目である。

素人屋は、素人屋である。

素人宿は、素人宿である。

素人分りは、素人分りである。



次郎の朔日は、次郎の朔日である。

白馬は、白馬である。

白馬岳は、白馬岳である。

白瓜は、白瓜である。

白瓜貝は、白瓜貝である。

白うるりは、白うるりである。

白雲母は、白雲母である。

白襟は、白襟である。

白襟紋付は、白襟紋付である。

シローテは、シローテである。

白御鳥は、白御鳥である。

白鬼は、白鬼である。

シローネは、シローネである。

白帯は、白帯である。

代替ふは、代替ふである。

白加賀は、白加賀である。

代掻きは、代掻きである。

白柿は、白柿である。

白頭は、白頭である。

白絣は、白絣である。

白飛白は、白飛白である。

白刀は、白刀である。

銀は、銀である。

銀色は、銀色である。

銀師は、銀師である。

銀作りは、銀作りである。

城構えは、城構えである。

白紙子は、白紙子である。

白茅は、白茅である。

白烏は、白烏である。

白皮は、白皮である。

白革屋は、白革屋である。

白酒は、白酒である。

白木耳は、白木耳である。

白狐は、白狐である。

白酒殿は、白酒殿である。

白衣は、白衣である。

白き物は、白き物である。

城木屋は、城木屋である。

白際は、白際である。

尸禄は、尸禄である。

四六は、四六である。

四緑は、四緑である。

しろぐは、しろぐである。

白括りは、白括りである。

四六時中は、四六時中である。



白孔雀は、白孔雀である。

白鯨は、白鯨である。

白ぐちは、白ぐちである。

白靴は、白靴である。

白轡は、白轡である。

四六倍判は、四六倍判である。

四六判は、四六判である。

四六文は、四六文である。

四六駢儷体は、四六駢儷体である。

白熊は、白熊である。

四六店は、四六店である。

白鞍は、白鞍である。

代車は、代車である。

白紅は、白紅である。

白クローバーは、白クローバーである。

白毛は、白毛である。

白胡椒は、白胡椒である。

白小袖は、白小袖である。

白胡麻は、白胡麻である。

白藜は、白藜である。

次郎左衛門雛は、次郎左衛門雛である。

白桜は、白桜である。

白砂糖は、白砂糖である。

白様は、白様である。

白鞘巻は、白鞘巻である。

白珊瑚は、白珊瑚である。

白桟留は、白桟留である。

白しは、白しである。

白下は、白下である。

城下鰈は、城下鰈である。

代下木は、代下木である。

白漆喰は、白漆喰である。

知ろしめすは、知ろしめすである。

白書院は、白書院である。

白浄衣は、白浄衣である。

白装束は、白装束である。

じろじろは、じろじろである。

知ろすは、知ろすである。

白酢は、白酢である。

白杉は、白杉である。

城攻めは、城攻めである。

白底翳は、白底翳である。

代田は、代田である。

白田は、白田である。

白妙のは、白妙のである。

白タクは、白タクである。



白襷は、白襷である。

白太刀は、白太刀である。

白田売買は、白田売買である。

白たぶは、白たぶである。

白だもは、白だもである。

白垂は、白垂である。

白蝶貝は、白蝶貝である。

白提灯は、白提灯である。

白縮緬は、白縮緬である。

白搗きは、白搗きである。

シロッコは、シロッコである。

白躑躅は、白躑躅である。

じろっとは、じろっとである。

シロップは、シロップである。

白っぽいは、白っぽいである。

城詰は、城詰である。

白詰草は、白詰草である。

白手は、白手である。

ジロドゥーは、ジロドゥーである。

素人粋は、素人粋である。

城取は、城取である。

白ナイルは、白ナイルである。

白長須鯨は、白長須鯨である。

白茄子は、白茄子である。

代為すは、代為すである。

白撫子は、白撫子である。

白癜は、白癜である。

白鉛は、白鉛である。

白鞣は、白鞣である。

白南天は、白南天である。

白ナンバーは、白ナンバーである。

白抜きは、白抜きである。

白布は、白布である。

白絖は、白絖である。

白葱は、白葱である。

白根草は、白根草である。

白鼠は、白鼠である。

白練は、白練である。

白ネルは、白ネルである。

城乗りは、城乗りである。

白バイは、白バイである。

白映えは、白映えである。

白罅卵は、白罅卵である。

白腹は、白腹である。

白額は、白額である。

白灯蛾は、白灯蛾である。



シロフォンは、シロフォンである。

白覆輪は、白覆輪である。

白房は、白房である。

白総は、白総である。

白葡萄酒は、白葡萄酒である。

白ぶなは、白ぶなである。

白船は、白船である。

四郎兵衛は、四郎兵衛である。

白蛇は、白蛇である。

白保は、白保である。

シロホンは、シロホンである。

白幕は、白幕である。

白身は、白身である。

白鑞は、白鑞である。

白磨きは、白磨きである。

白水は、白水である。

白味噌は、白味噌である。

白蜜は、白蜜である。

代満は、代満である。

窄むは、窄むである。

白無垢は、白無垢である。

白無垢鉄火は、白無垢鉄火である。

白目は、白目である。

白文字は、白文字である。

白餅は、白餅である。

城持は、城持である。

城本は、城本である。

代物は、代物である。

白物は、白物である。

代物替は、代物替である。

白八入は、白八入である。

城山は、城山である。

白山吹は、白山吹である。

白湯文字は、白湯文字である。

白嫁菜は、白嫁菜である。

白艾は、白艾である。

白蒿は、白蒿である。

じろりは、じろりである。

代分けは、代分けである。

城割りは、城割りである。

史論は、史論である。

至論は、至論である。

私論は、私論である。

詩論は、詩論である。

試論は、試論である。

持論は、持論である。



時論は、時論である。

地論宗は、地論宗である。

ジロンドは、ジロンドである。

ジロンド党は、ジロンド党である。

ジロンド派は、ジロンド派である。

史話は、史話である。

私和は、私和である。

私話は、私話である。

詞話は、詞話である。

詩話は、詩話である。

じわは、じわである。

吝いは、吝いである。

磁歪は、磁歪である。

皺腕は、皺腕である。

吝株は、吝株である。

嗄るは、嗄るである。

地分れは、地分れである。

思惑は、思惑である。

皺くちゃは、皺くちゃである。

皺組むは、皺組むである。

仕分けは、仕分けである。

仕訳は、仕訳である。

字分けは、字分けである。

仕訳帳は、仕訳帳である。

仕訳日記帳は、仕訳日記帳である。

仕分けるは、仕分けるである。

為業は、為業である。

志波城は、志波城である。

撓撓は、撓撓である。

皺皺は、皺皺である。

じわじわは、じわじわである。

師走油は、師走油である。

師走狐は、師走狐である。

師走比丘尼は、師走比丘尼である。

師走坊主は、師走坊主である。

師走祭は、師走祭である。

師走浪人は、師走浪人である。

為渡すは、為渡すである。

皺立つは、皺立つである。

皺立てるは、皺立てるである。

吝太郎は、吝太郎である。

じわっとは、じわっとである。

皺伸ばしは、皺伸ばしである。

皺腹は、皺腹である。

皺ぶは、皺ぶである。

為侘ぶは、為侘ぶである。



咳かふは、咳かふである。

咳は、咳である。

咳病は、咳病である。

咳くは、咳くである。

しはぶり付くは、しはぶり付くである。

咳るは、咳るである。

しわぶるは、しわぶるである。

しわふる人は、しわふる人である。

指話法は、指話法である。

視話法は、視話法である。

皺むは、皺むである。

吝虫は、吝虫である。

皺めるは、皺めるである。

皺寄せは、皺寄せである。

じわりは、じわりである。

地割は、地割である。

じわりじわりは、じわりじわりである。

地割制度は、地割制度である。

地割れは、地割れである。

吝ん坊は、吝ん坊である。

心は、心である。

伸は、伸である。

芯は、芯である。

臣は、臣である。

身は、身である。

辛は、辛である。

辰は、辰である。

呻は、呻である。

信は、信である。

侵は、侵である。

津は、津である。

神は、神である。

唇は、唇である。

娠は、娠である。

宸は、宸である。

振は、振である。

晋は、晋である。

浸は、浸である。

疹は、疹である。

真は、真である。

秦は、秦である。

針は、針である。

深は、深である。

紳は、紳である。

進は、進である。

晨は、晨である。



森は、森である。

診は、診である。

軫は、軫である。

寝は、寝である。

慎は、慎である。

滲は、滲である。

賑は、賑である。

審は、審である。

箴は、箴である。

震は、震である。

薪は、薪である。

親は、親である。

鍼は、鍼である。

讖は、讖である。

人は、人である。

刃は、刃である。

仁は、仁である。

壬は、壬である。

仞は、仞である。

尽は、尽である。

迅は、迅である。

沈は、沈である。

甚は、甚である。

訊は、訊である。

尋は、尋である。

靱は、靱である。

腎は、腎である。

塵は、塵である。

ジンは、ジンである。

信愛は、信愛である。

深愛は、深愛である。

親愛は、親愛である。

仁愛は、仁愛である。

塵埃は、塵埃である。

新案は、新案である。

審案は、審案である。

心意は、心意である。

臣位は、臣位である。

身位は、身位である。

辛夷は、辛夷である。

神位は、神位である。

神威は、神威である。

神異は、神異である。

神意は、神意である。

宸意は、宸意である。

真意は、真意である。



深衣は、深衣である。

深意は、深意である。

寝衣は、寝衣である。

瞋恚は、瞋恚である。

震位は、震位である。

鍼医は、鍼医である。

襯衣は、襯衣である。

讖緯は、讖緯である。

人為は、人為である。

人意は、人意である。

神域は、神域である。

震域は、震域である。

沈惟敬は、沈惟敬である。

人為災害は、人為災害である。

人為社会は、人為社会である。

人為受精は、人為受精である。

人為受粉は、人為受粉である。

神意説は、神意説である。

讖緯説は、讖緯説である。

人為選択は、人為選択である。

人為的は、人為的である。

新糸は、新糸である。

人為淘汰は、人為淘汰である。

人為突然変異は、人為突然変異である。

人為分類は、人為分類である。

新藷は、新藷である。

新入りは、新入りである。

心印は、心印である。

心因は、心因である。

神韻は、神韻である。

真因は、真因である。

新院は、新院である。

人員は、人員である。

新印象主義は、新印象主義である。

人員整理は、人員整理である。

神韻説は、神韻説である。

心因反応は、心因反応である。

甚雨は、甚雨である。

腎盂は、腎盂である。

新ウィーン楽派は、新ウィーン楽派である。

新義州は、新義州である。

腎盂炎は、腎盂炎である。

新薄雪物語は、新薄雪物語である。

真打は、真打である。

心打は、心打である。

進運は、進運である。



塵穢は、塵穢である。

神詠は、神詠である。

神裔は、神裔である。

真影は、真影である。

新鋭は、新鋭である。

親衛は、親衛である。

人影は、人影である。

陣営は、陣営である。

親衛隊は、親衛隊である。

心易は、心易である。

津液は、津液である。

津駅は、津駅である。

神易は、神易である。

宸掖は、宸掖である。

尋繹は、尋繹である。

新ＳＮＡは、新ＳＮＡである。

信越は、信越である。

親謁は、親謁である。

親閲は、親閲である。

信越本線は、信越本線である。

心猿は、心猿である。

神垣は、神垣である。

神苑は、神苑である。

宸宴は、宸宴である。

深怨は、深怨である。

深淵は、深淵である。

深遠は、深遠である。

新円は、新円である。

親縁は、親縁である。

人煙は、人煙である。

腎炎は、腎炎である。

塵縁は、塵縁である。

真猿類は、真猿類である。

心奥は、心奥である。

神奥は、神奥である。

深奥は、深奥である。

新鶯は、新鶯である。

震央は、震央である。

震央距離は、震央距離である。

新大島は、新大島である。

新大判は、新大判である。

人屋は、人屋である。

心押台は、心押台である。

新御召は、新御召である。

心音は、心音である。

神恩は、神恩である。



唇音は、唇音である。

震音は、震音である。

仁恩は、仁恩である。

心下は、心下である。

心火は、心火である。

心窩は、心窩である。

臣下は、臣下である。

神化は、神化である。

神火は、神火である。

神歌は、神歌である。

真仮は、真仮である。

真価は、真価である。

真果は、真果である。

深化は、深化である。

進化は、進化である。

寝臥は、寝臥である。

新芽は、新芽である。

人家は、人家である。

人我は、人我である。

シンカーは、シンカーである。

シンガーは、シンガーである。

シンガーソングライターは、シンガーソングライターである。

シンガードは、シンガードである。

心界は、心界である。

身解は、身解である。

神怪は、神怪である。

神階は、神階である。

真改は、真改である。

秦檜は、秦檜である。

深海は、深海である。

新戒は、新戒である。

新開は、新開である。

心外は、心外である。

身外は、身外である。

辛亥は、辛亥である。

侵害は、侵害である。

震駭は、震駭である。

人界は、人界である。

塵灰は、塵灰である。

塵芥は、塵芥である。

塵界は、塵界である。

燼灰は、燼灰である。

人外は、人外である。

陣貝は、陣貝である。

塵外は、塵外である。

辛亥革命は、辛亥革命である。



深海魚は、深海魚である。

人外境は、人外境である。

塵芥集は、塵芥集である。

深海成は、深海成である。

深海性玄武岩は、深海性玄武岩である。

深海成層は、深海成層である。

新開銭は、新開銭である。

伸開線は、伸開線である。

人海戦術は、人海戦術である。

新開地は、新開地である。

深海底は、深海底である。

侵害犯は、侵害犯である。

陣替は、陣替である。

新顔は、新顔である。

真書は、真書である。

神格は、神格である。

審覈は、審覈である。

心学は、心学である。

神学は、神学である。

晨岳は、晨岳である。

深壑は、深壑である。

清楽は、清楽である。

進学は、進学である。

新学は、新学である。

新楽は、新楽である。

人格は、人格である。

人格化は、人格化である。

人格教育は、人格教育である。

人格権は、人格権である。

進学指導は、進学指導である。

人格者は、人格者である。

人格主義は、人格主義である。

人格神は、人格神である。

人格神論は、人格神論である。

真核生物は、真核生物である。

神学大全は、神学大全である。

進学適性検査は、進学適性検査である。

神学の侍女は、神学の侍女である。

心学早染草は、心学早染草である。

新陰流は、新陰流である。

陣笠は、陣笠である。

陣笠連は、陣笠連である。

新華社は、新華社である。

進化主義は、進化主義である。

新華書店は、新華書店である。

陣頭は、陣頭である。



新加制式は、新加制式である。

新華族は、新華族である。

新型は、新型である。

新形は、新形である。

真片仮名は、真片仮名である。

新型転換炉は、新型転換炉である。

陣刀は、陣刀である。

神学校は、神学校である。

神嘉殿は、神嘉殿である。

新仮名遣は、新仮名遣である。

心金は、心金である。

陣鐘は、陣鐘である。

陣鉦は、陣鉦である。

心下痞硬は、心下痞硬である。

新株は、新株である。

新楽府は、新楽府である。

新株落は、新株落である。

新歌舞伎は、新歌舞伎である。

新歌舞伎十八番は、新歌舞伎十八番である。

新株引受権は、新株引受権である。

新株引受権付社債は、新株引受権付社債である。

真壁は、真壁である。

シンガポールは、シンガポールである。

真鎌継は、真鎌継である。

心からは、心からである。

新柄は、新柄である。

殿は、殿である。

殿備えは、殿備えである。

進化論は、進化論である。

進化論的倫理説は、進化論的倫理説である。

心肝は、心肝である。

申鑒は、申鑒である。

身幹は、身幹である。

辛艱は、辛艱である。

辰韓は、辰韓である。

信管は、信管である。

神官は、神官である。

神感は、神感である。

宸翰は、宸翰である。

宸鑒は、宸鑒である。

深閑は、深閑である。

森閑は、森閑である。

新刊は、新刊である。

新患は、新患である。

新館は、新館である。

箴諫は、箴諫である。



震撼は、震撼である。

親翰は、親翰である。

心眼は、心眼である。

心願は、心願である。

真贋は、真贋である。

人間は、人間である。

人寰は、人寰である。

腎管は、腎管である。

塵寰は、塵寰である。

新感覚派は、新感覚派である。

新幹線は、新幹線である。

新カント学派は、新カント学派である。

新官僚は、新官僚である。

心気は、心気である。

辛気は、辛気である。

心鬼は、心鬼である。

心悸は、心悸である。

心機は、心機である。

神気は、神気である。

神奇は、神奇である。

神鬼は、神鬼である。

神亀は、神亀である。

神器は、神器である。

神機は、神機である。

振気は、振気である。

振起は、振起である。

晨起は、晨起である。

晨暉は、晨暉である。

新奇は、新奇である。

新規は、新規である。

新禧は、新禧である。

心木は、心木である。

心技は、心技である。

信義は、信義である。

信疑は、信疑である。

神技は、神技である。

宸儀は、宸儀である。

真偽は、真偽である。

真義は、真義である。

清規は、清規である。

新義は、新義である。

新儀は、新儀である。

審議は、審議である。

人気は、人気である。

仁義は、仁義である。

神祇は、神祇である。



心機一転は、心機一転である。

神祇院は、神祇院である。

神祇歌は、神祇歌である。

審議会は、審議会である。

神祇官は、神祇官である。

審鞫は、審鞫である。

新菊は、新菊である。

訊鞫は、訊鞫である。

心気臭いは、心気臭いである。

神祇組は、神祇組である。

新紀元は、新紀元である。

心悸亢進は、心悸亢進である。

新技巧派は、新技巧派である。

真刻みは、真刻みである。

新機軸は、新機軸である。

心気症は、心気症である。

神祇省は、神祇省である。

新義真言宗は、新義真言宗である。

成吉思汗は、成吉思汗である。

成吉思汗鍋は、成吉思汗鍋である。

成吉思汗料理は、成吉思汗料理である。

信義誠実の原則は、信義誠実の原則である。

信義則は、信義則である。

仁義立ては、仁義立てである。

陣吉は、陣吉である。

心気泣きは、心気泣きである。

神祇の四姓は、神祇の四姓である。

神祇伯は、神祇伯である。

真偽法は、真偽法である。

新規蒔き直しは、新規蒔き直しである。

審議未了は、審議未了である。

新客は、新客である。

唇脚類は、唇脚類である。

心気痩せは、心気痩せである。

心気病みは、心気病みである。

申救は、申救である。

深宮は、深宮である。

進級は、進級である。

寝宮は、寝宮である。

新旧は、新旧である。

賑救は、賑救である。

振救は、振救である。

賑給は、賑給である。

賑窮は、賑窮である。

審究は、審究である。

審級は、審級である。



審糾は、審糾である。

親旧は、親旧である。

鍼灸は、鍼灸である。

迅急は、迅急である。

尋究は、尋究である。

信拠は、信拠である。

宸居は、宸居である。

新居は、新居である。

侵漁は、侵漁である。

進御は、進御である。

寝御は、寝御である。

腎虚は、腎虚である。

心胸は、心胸である。

心教は、心教である。

心境は、心境である。

申供は、申供である。

信教は、信教である。

神境は、神境である。

神橋は、神橋である。

神鏡は、神鏡である。

神饗は、神饗である。

真況は、真況である。

真教は、真教である。

秦鏡は、秦鏡である。

進境は、進境である。

新京は、新京である。

新教は、新教である。

新郷は、新郷である。

新疆は、新疆である。

震恐は、震恐である。

震驚は、震驚である。

親兄は、親兄である。

親供は、親供である。

心行は、心行である。

心経は、心経である。

人境は、人境である。

任侠は、任侠である。

仁侠は、仁侠である。

塵境は、塵境である。

新教育は、新教育である。

心経会は、心経会である。

新協劇団は、新協劇団である。

新京極は、新京極である。

心境小説は、心境小説である。

真行草は、真行草である。

新教徒は、新教徒である。



心形刀流は、心形刀流である。

信教の自由は、信教の自由である。

心曲は、心曲である。

神曲は、神曲である。

新曲は、新曲である。

新曲浦島は、新曲浦島である。

心切りは、心切りである。

芯切りは、芯切りである。

新切りは、新切りである。

蜃気楼は、蜃気楼である。

新記録は、新記録である。

慎機論は、慎機論である。

心筋は、心筋である。

伸筋は、伸筋である。

信金は、信金である。

宸襟は、宸襟である。

真金は、真金である。

真菌は、真菌である。

新金は、新金である。

親近は、親近である。

呻吟は、呻吟である。

新銀は、新銀である。

心筋炎は、心筋炎である。

親近感は、親近感である。

心筋梗塞は、心筋梗塞である。

心筋症は、心筋症である。

真菌症は、真菌症である。

真近点離角は、真近点離角である。

心垢は、心垢である。

身躯は、身躯である。

辛苦は、辛苦である。

真紅は、真紅である。

深紅は、深紅である。

震懼は、震懼である。

シンクは、シンクである。

寝具は、寝具である。

シングは、シングである。

甚句は、甚句である。

ジンクは、ジンクである。

神供は、神供である。

陣具は、陣具である。

身口意は、身口意である。

心喰い虫は、心喰い虫である。

真空は、真空である。

新宮は、新宮である。

神宮は、神宮である。



真空管は、真空管である。

神宮神部署は、神宮神部署である。

神宮祈年祭は、神宮祈年祭である。

神宮教は、神宮教である。

真空計は、真空計である。

神宮皇学館は、神宮皇学館である。

神功皇后は、神功皇后である。

神宮寺は、神宮寺である。

神宮司庁は、神宮司庁である。

真空掃除機は、真空掃除機である。

真空地帯は、真空地帯である。

神宮徴古館は、神宮徴古館である。

神宮頭人は、神宮頭人である。

真空パックは、真空パックである。

神宮奉行は、神宮奉行である。

真空ブレーキは、真空ブレーキである。

神宮文庫は、神宮文庫である。

神宮奉斎会は、神宮奉斎会である。

真空放電は、真空放電である。

真空ポンプは、真空ポンプである。

真空妙有は、真空妙有である。

ジングシュピールは、ジングシュピールである。

ジンクスは、ジンクスである。

シンクタンクは、シンクタンクである。

深窟は、深窟である。

シングルは、シングルである。

シングルシーターは、シングルシーターである。

シングルスは、シングルスである。

シングルトラックは、シングルトラックである。

シングル幅は、シングル幅である。

シングル盤は、シングル盤である。

シングルヒットは、シングルヒットである。

シングルベッドは、シングルベッドである。

ジングルベルは、ジングルベルである。

シングルマザーは、シングルマザーである。

シングルライフは、シングルライフである。

シンクレアは、シンクレアである。

シンクレティズムは、シンクレティズムである。

シンクロは、シンクロである。

新蔵人は、新蔵人である。

シンクロトロンは、シンクロトロンである。

シンクロトロン放射は、シンクロトロン放射である。

シンクロナイズは、シンクロナイズである。

シンクロナイズドスイミングは、シンクロナイズドスイミングである。

神君は、神君である。

真君は、真君である。



神郡は、神郡である。

進軍は、進軍である。

親軍は、親軍である。

人君は、人君である。

仁君は、仁君である。

新群書類従は、新群書類従である。

新家は、新家である。

信解は、信解である。

心計は、心計である。

心敬は、心敬である。

身計は、身計である。

神恵は、神恵である。

神経は、神経である。

真景は、真景である。

晨鶏は、晨鶏である。

深閨は、深閨である。

榛荊は、榛荊である。

箴警は、箴警である。

親系は、親系である。

親迎は、親迎である。

仁兄は、仁兄である。

仁恵は、仁恵である。

陣形は、陣形である。

神経家は、神経家である。

唇形科は、唇形科である。

神経回路は、神経回路である。

唇形花冠は、唇形花冠である。

神経ガスは、神経ガスである。

神経過敏は、神経過敏である。

神経管は、神経管である。

神経系は、神経系である。

新傾向は、新傾向である。

新傾向俳句は、新傾向俳句である。

新経済政策は、新経済政策である。

神経細胞は、神経細胞である。

神経質は、神経質である。

神経終末は、神経終末である。

神経集網は、神経集網である。

神経症は、神経症である。

神経鞘は、神経鞘である。

神経衰弱は、神経衰弱である。

神経節は、神経節である。

神経戦は、神経戦である。

神経線維は、神経線維である。

神経叢は、神経叢である。

神経組織は、神経組織である。



神経単位は、神経単位である。

神経中枢は、神経中枢である。

神経痛は、神経痛である。

神経的は、神経的である。

神経伝達物質は、神経伝達物質である。

神経突起は、神経突起である。

神経内分泌は、神経内分泌である。

神経板は、神経板である。

神経ブロックは、神経ブロックである。

神経ペプチドは、神経ペプチドである。

神経麻痺は、神経麻痺である。

神経網は、神経網である。

新ＫＳ鋼は、新ＫＳ鋼である。

侵撃は、侵撃である。

進撃は、進撃である。

新劇は、新劇である。

新劇運動は、新劇運動である。

心血は、心血である。

宸闕は、宸闕である。

審決は、審決である。

心月は、心月である。

新月は、新月である。

人傑は、人傑である。

腎結石は、腎結石である。

ジンゲルは、ジンゲルである。

信験は、信験である。

神剣は、神剣である。

神権は、神権である。

神験は、神験である。

神譴は、神譴である。

真剣は、真剣である。

進献は、進献である。

新券は、新券である。

新検は、新検である。

審検は、審検である。

親見は、親見である。

親眷は、親眷である。

親権は、親権である。

親験は、親験である。

信玄は、信玄である。

信言は、信言である。

進言は、進言である。

森厳は、森厳である。

箴言は、箴言である。

震源は、震源である。

人件は、人件である。



人絹は、人絹である。

人権は、人権である。

仁賢は、仁賢である。

人言は、人言である。

尽言は、尽言である。

信玄家法は、信玄家法である。

新建材は、新建材である。

新元史は、新元史である。

親権者は、親権者である。

人権蹂躙は、人権蹂躙である。

真剣勝負は、真剣勝負である。

身言書判は、身言書判である。

神権政治は、神権政治である。

人権宣言は、人権宣言である。

震源断層は、震源断層である。

信玄堤は、信玄堤である。

人件費は、人件費である。

信玄袋は、信玄袋である。

新憲法は、新憲法である。

人権擁護委員は、人権擁護委員である。

信玄流は、信玄流である。

しんこは、しんこである。

振古は、振古である。

真個は、真個である。

真箇は、真箇である。

新子は、新子である。

新妓は、新妓である。

新戸は、新戸である。

新古は、新古である。

新香は、新香である。

しん粉は、しん粉である。

身後は、身後である。

神語は、神語である。

新語は、新語である。

讖語は、讖語である。

人戸は、人戸である。

沈香は、沈香である。

神戸は、神戸である。

神庫は、神庫である。

塵壺は、塵壺である。

塵籠は、塵籠である。

人後は、人後である。

人語は、人語である。

壬午は、壬午である。

尽期は、尽期である。

陣伍は、陣伍である。



陣後は、陣後である。

ジンゴイズムは、ジンゴイズムである。

心高は、心高である。

臣公は、臣公である。

信仰は、信仰である。

侵攻は、侵攻である。

侵寇は、侵寇である。

神工は、神工である。

神功は、神功である。

神光は、神光である。

神効は、神効である。

神幸は、神幸である。

振興は、振興である。

秦皇は、秦皇である。

晨光は、晨光である。

深交は、深交である。

深坑は、深坑である。

深更は、深更である。

深厚は、深厚である。

深巷は、深巷である。

深耕は、深耕である。

進向は、進向である。

進行は、進行である。

進攻は、進攻である。

進航は、進航である。

進貢は、進貢である。

進講は、進講である。

診候は、診候である。

慎厚は、慎厚である。

新功は、新功である。

新興は、新興である。

親交は、親交である。

親好は、親好である。

親幸は、親幸である。

身業は、身業である。

信号は、信号である。

神号は、神号である。

深濠は、深濠である。

深壕は、深壕である。

人口は、人口である。

人工は、人工である。

人皇は、人皇である。

仁孝は、仁孝である。

仁厚は、仁厚である。

塵劫は、塵劫である。

塵垢は、塵垢である。



人豪は、人豪である。

塵囂は、塵囂である。

人口圧は、人口圧である。

人工衛星は、人工衛星である。

人工栄養は、人工栄養である。

真興王は、真興王である。

信号火は、信号火である。

人工海水は、人工海水である。

進行係は、進行係である。

信仰箇条は、信仰箇条である。

腎硬化症は、腎硬化症である。

人工甘味料は、人工甘味料である。

塵劫記は、塵劫記である。

人工気胸は、人工気胸である。

新興教育運動は、新興教育運動である。

人工魚礁は、人工魚礁である。

進行形は、進行形である。

新興芸術派は、新興芸術派である。

人工血液は、人工血液である。

人工言語は、人工言語である。

人工降雨は、人工降雨である。

新興工業経済地域は、新興工業経済地域である。

人口構成は、人口構成である。

人工公物は、人工公物である。

人工肛門は、人工肛門である。

人工呼吸器は、人工呼吸器である。

人工呼吸法は、人工呼吸法である。

信仰告白は、信仰告白である。

神幸祭は、神幸祭である。

新興財閥は、新興財閥である。

人工地震は、人工地震である。

人工芝は、人工芝である。

人工地盤は、人工地盤である。

新興宗教は、新興宗教である。

人工受精は、人工受精である。

人工授精は、人工授精である。

人工受粉は、人工受粉である。

人工授粉は、人工授粉である。

信号場は、信号場である。

人工心臓は、人工心臓である。

人工心肺は、人工心肺である。

進行性筋萎縮症は、進行性筋萎縮症である。

進行性筋ジストロフィー症は、進行性筋ジストロフィー症である。

人工生命は、人工生命である。

進貢船は、進貢船である。

人工臓器は、人工臓器である。



人工単為生殖は、人工単為生殖である。

人工知能は、人工知能である。

新交通システムは、新交通システムである。

人工通風は、人工通風である。

人工的は、人工的である。

賑給田は、賑給田である。

人口統計は、人口統計である。

人工透析は、人工透析である。

人口動態は、人口動態である。

人工登攀は、人工登攀である。

新口動物は、新口動物である。

人工内臓は、人工内臓である。

人工妊娠中絶は、人工妊娠中絶である。

進行波は、進行波である。

新興俳句は、新興俳句である。

進行波管は、進行波管である。

人工孵化は、人工孵化である。

人工孵化法は、人工孵化法である。

人工放射能は、人工放射能である。

進行麻痺は、進行麻痺である。

人口密度は、人口密度である。

人口問題は、人口問題である。

人工雪は、人工雪である。

信号喇叭は、信号喇叭である。

信仰療法は、信仰療法である。

人口理論は、人口理論である。

人工林は、人工林である。

人工惑星は、人工惑星である。

新語園は、新語園である。

新古演劇十種は、新古演劇十種である。

深呼吸は、深呼吸である。

新古今和歌集は、新古今和歌集である。

申告は、申告である。

辰刻は、辰刻である。

神国は、神国である。

深谷は、深谷である。

深刻は、深刻である。

新刻は、新刻である。

新国は、新国である。

新穀は、新穀である。

親告は、親告である。

新国劇は、新国劇である。

親告罪は、親告罪である。

新国際経済秩序は、新国際経済秩序である。

深刻小説は、深刻小説である。

申告納税制度は、申告納税制度である。



辰刻法は、辰刻法である。

壬午軍乱は、壬午軍乱である。

神護景雲は、神護景雲である。

新五左は、新五左である。

しん粉細工は、しん粉細工である。

神護寺は、神護寺である。

神今食は、神今食である。

新後拾遺和歌集は、新後拾遺和歌集である。

新後撰和歌集は、新後撰和歌集である。

新五代史は、新五代史である。

心骨は、心骨である。

人骨は、人骨である。

人国記は、人国記である。

真骨頂は、真骨頂である。

新古典学派は、新古典学派である。

新古典主義は、新古典主義である。

シンコナは、シンコナである。

尽期の君は、尽期の君である。

塵壺箱は、塵壺箱である。

新小判は、新小判である。

新御番は、新御番である。

じんごべいは、じんごべいである。

シンコペーションは、シンコペーションである。

しん粉餅は、しん粉餅である。

心根は、心根である。

心魂は、心魂である。

神魂は、神魂である。

身根は、身根である。

身魂は、身魂である。

晨昏は、晨昏である。

新婚は、新婚である。

新墾は、新墾である。

真言は、真言である。

真言院は、真言院である。

真言師は、真言師である。

真言止観は、真言止観である。

真言七祖は、真言七祖である。

真言宗は、真言宗である。

真言神道は、真言神道である。

神婚説話は、神婚説話である。

真言陀羅尼は、真言陀羅尼である。

真言陀羅尼宗は、真言陀羅尼宗である。

真言八祖は、真言八祖である。

真言秘密は、真言秘密である。

真言律宗は、真言律宗である。

新婚旅行は、新婚旅行である。



辰砂は、辰砂である。

審査は、審査である。

神座は、神座である。

新座は、新座である。

神采は、神采である。

神彩は、神彩である。

神祭は、神祭である。

神裁は、神裁である。

真宰は、真宰である。

新妻は、新妻である。

新歳は、新歳である。

震災は、震災である。

親祭は、親祭である。

親裁は、親裁である。

薪柴は、薪柴である。

心材は、心材である。

浸剤は、浸剤である。

人才は、人才である。

人災は、人災である。

仁斎は、仁斎である。

人材は、人材である。

震災記念日は、震災記念日である。

人材銀行は、人材銀行である。

震災手形は、震災手形である。

仁斎点は、仁斎点である。

人材派遣業は、人材派遣業である。

心斎橋筋は、心斎橋筋である。

神作は、神作である。

神策は、神策である。

振作は、振作である。

真作は、真作である。

新作は、新作である。

神策軍は、神策軍である。

新作物は、新作物である。

審査請求は、審査請求である。

診察は、診察である。

新札は、新札である。

審察は、審察である。

心雑音は、心雑音である。

新座者は、新座者である。

甚三紅は、甚三紅である。

新左翼は、新左翼である。

心去り材は、心去り材である。

新猿楽記は、新猿楽記である。

辛酸は、辛酸である。

神算は、神算である。



心算は、心算である。

神山は、神山である。

晋山は、晋山である。

秦山は、秦山である。

深山は、深山である。

新参は、新参である。

陣参は、陣参である。

新産業都市は、新産業都市である。

身三口四意三は、身三口四意三である。

新産児は、新産児である。

清三朝実録採要は、清三朝実録採要である。

新産別は、新産別である。

新参舞は、新参舞である。

新三民主義は、新三民主義である。

新参者は、新参者である。

伸子は、伸子である。

心志は、心志である。

心思は、心思である。

申子は、申子である。

臣子は、臣子である。

参差は、参差である。

信士は、信士である。

信使は、信使である。

しん子は、しん子である。

神司は、神司である。

神使は、神使である。

神祠は、神祠である。

唇脂は、唇脂である。

唇歯は、唇歯である。

宸旨は、宸旨である。

振子は、振子である。

浸死は、浸死である。

浸漬は、浸漬である。

真摯は、真摯である。

深思は、深思である。

紳士は、紳士である。

進止は、進止である。

進仕は、進仕である。

慎子は、慎子である。

慎思は、慎思である。

新司は、新司である。

新紙は、新紙である。

新誌は、新誌である。

震死は、震死である。

親子は、親子である。

心地は、心地である。



芯地は、芯地である。

心耳は、心耳である。

心事は、心事である。

臣事は、臣事である。

神字は、神字である。

神事は、神事である。

神治は、神治である。

神璽は、神璽である。

真字は、真字である。

新字は、新字である。

鍼治は、鍼治である。

襯字は、襯字である。

人士は、人士である。

仁祠は、仁祠である。

迅駛は、迅駛である。

尋思は、尋思である。

人事は、人事である。

仁慈は、仁慈である。

沈地は、沈地である。

塵事は、塵事である。

人事委員会は、人事委員会である。

心字池は、心字池である。

人事異動は、人事異動である。

人事院は、人事院である。

人事院勧告は、人事院勧告である。

唇歯音は、唇歯音である。

神事笠懸は、神事笠懸である。

人事官は、人事官である。

心地観経は、心地観経である。

神式は、神式である。

深識は、深識である。

新式は、新式である。

審識は、審識である。

紳士協定は、紳士協定である。

紳士協約は、紳士協約である。

新四軍は、新四軍である。

シンジケートは、シンジケートである。

シンジケート銀行は、シンジケート銀行である。

シンジケートローンは、シンジケートローンである。

人事権は、人事権である。

宍道湖は、宍道湖である。

新思考は、新思考である。

人事考課は、人事考課である。

新詩社は、新詩社である。

人字草は、人字草である。

人事訴訟は、人事訴訟である。



新字体は、新字体である。

真実は、真実である。

新思潮は、新思潮である。

心室は、心室である。

心疾は、心疾である。

寝室は、寝室である。

新室は、新室である。

信実は、信実である。

親昵は、親昵である。

迅疾は、迅疾である。

人日は、人日である。

尽日は、尽日である。

心室細動は、心室細動である。

真実味は、真実味である。

清実録は、清実録である。

紳士的は、紳士的である。

紳士道は、紳士道である。

シンシナティは、シンシナティである。

真字二分金は、真字二分金である。

神事能は、神事能である。

じんじばしょりは、じんじばしょりである。

伸子張りは、伸子張りである。

神字日文伝は、神字日文伝である。

新渋は、新渋である。

人事不省は、人事不省である。

人事保険は、人事保険である。

唇歯輔車は、唇歯輔車である。

真締りは、真締りである。

真写は、真写である。

深謝は、深謝である。

新車は、新車である。

親炙は、親炙である。

信者は、信者である。

人車は、人車である。

仁者は、仁者である。

神社は、神社である。

ジンジャーは、ジンジャーである。

ジンジャーエールは、ジンジャーエールである。

ジンジャーケーキは、ジンジャーケーキである。

神社局は、神社局である。

斟酌は、斟酌である。

新釈は、新釈である。

人爵は、人爵である。

神社建築は、神社建築である。

神社神道は、神社神道である。

心射図法は、心射図法である。



深沙大将は、深沙大将である。

神社本庁は、神社本庁である。

ジンジャントロプスは、ジンジャントロプスである。

身首は、身首である。

神主は、神主である。

神酒は、神酒である。

浸種は、浸種である。

深趣は、深趣である。

進取は、進取である。

新主は、新主である。

新酒は、新酒である。

新種は、新種である。

しん首は、しん首である。

心受は、心受である。

神授は、神授である。

神樹は、神樹である。

真儒は、真儒である。

新樹は、新樹である。

親授は、親授である。

人主は、人主である。

人種は、人種である。

人寿は、人寿である。

仁寿は、仁寿である。

沈周は、沈周である。

信州は、信州である。

神州は、神州である。

真宗は、真宗である。

新秋は、新秋である。

新修は、新修である。

新衆は、新衆である。

心中は、心中である。

臣従は、臣従である。

深重は、深重である。

新拾遺和歌集は、新拾遺和歌集である。

心中重井筒は、心中重井筒である。

信州川中島合戦は、信州川中島合戦である。

新宗教は、新宗教である。

神習教は、神習教である。

神獣鏡は、神獣鏡である。

新自由主義は、新自由主義である。

新重商主義は、新重商主義である。

心中尽は、心中尽である。

信州大学は、信州大学である。

心中立ては、心中立てである。

心中天の網島は、心中天の網島である。

心中箱は、心中箱である。



心中二つ腹帯は、心中二つ腹帯である。

沈従文は、沈従文である。

心中万年草は、心中万年草である。

信州味噌は、信州味噌である。

心中物は、心中物である。

心中刃は氷の朔日は、心中刃は氷の朔日である。

心中宵庚申は、心中宵庚申である。

心中善しは、心中善しである。

真珠貝は、真珠貝である。

人種学は、人種学である。

真珠岩は、真珠岩である。

伸縮は、伸縮である。

辰宿は、辰宿である。

信宿は、信宿である。

振粛は、振粛である。

新宿は、新宿である。

伸縮関税は、伸縮関税である。

新宿御苑は、新宿御苑である。

真珠婚式は、真珠婚式である。

人種差別は、人種差別である。

神樹蚕は、神樹蚕である。

樗蚕は、樗蚕である。

神呪寺は、神呪寺である。

人種主義は、人種主義である。

真珠層は、真珠層である。

侵出は、侵出である。

浸出は、浸出である。

進出は、進出である。

滲出は、滲出である。

心術は、心術である。

申述は、申述である。

神術は、神術である。

賑恤は、賑恤である。

鍼術は、鍼術である。

針術は、針術である。

仁術は、仁術である。

浸出液は、浸出液である。

滲出液は、滲出液である。

神出鬼没は、神出鬼没である。

賑恤金は、賑恤金である。

進出色は、進出色である。

滲出性炎症は、滲出性炎症である。

滲出性体質は、滲出性体質である。

心術道徳は、心術道徳である。

神儒仏は、神儒仏である。

真珠母雲は、真珠母雲である。



新種保険は、新種保険である。

真珠湾は、真珠湾である。

新春は、新春である。

浸潤は、浸潤である。

心緒は、心緒である。

臣庶は、臣庶である。

信書は、信書である。

神所は、神所である。

神書は、神書である。

新書は、新書である。

親書は、親書である。

親署は、親署である。

讖書は、讖書である。

心所は、心所である。

神助は、神助である。

晋書は、晋書である。

寝所は、寝所である。

真薯は、真薯である。

甚暑は、甚暑である。

陣所は、陣所である。

仁恕は、仁恕である。

尋所は、尋所である。

信書隠匿罪は、信書隠匿罪である。

心匠は、心匠である。

心性は、心性である。

心証は、心証である。

心象は、心象である。

申証は、申証である。

臣妾は、臣妾である。

身上は、身上である。

辛勝は、辛勝である。

参商は、参商である。

信証は、信証である。

神床は、神床である。

神証は、神証である。

神漿は、神漿である。

真症は、真症である。

秦椒は、秦椒である。

紳商は、紳商である。

震悚は、震悚である。

震慴は、震慴である。

震懾は、震懾である。

心状は、心状である。

心情は、心情である。

信条は、信条である。

侵擾は、侵擾である。



唇状は、唇状である。

真情は、真情である。

針状は、針状である。

進上は、進上である。

新庄は、新庄である。

新嘗は、新嘗である。

人証は、人証である。

訊杖は、訊杖である。

陣定は、陣定である。

晨朝は、晨朝である。

晨鐘は、晨鐘である。

尋承は、尋承である。

尋常は、尋常である。

尋常一様は、尋常一様である。

新嘗会は、新嘗会である。

新生姜は、新生姜である。

尋常科は、尋常科である。

尋常海綿は、尋常海綿である。

尋常高等小学校は、尋常高等小学校である。

進上暦は、進上暦である。

新嘗祭は、新嘗祭である。

神嘗祭は、神嘗祭である。

尋常茶飯は、尋常茶飯である。

新勝寺は、新勝寺である。

身障者は、身障者である。

進上書は、進上書である。

尋常小学校は、尋常小学校である。

真小数は、真小数である。

新小説は、新小説である。

進上台は、進上台である。

腎小体は、腎小体である。

尋常中学校は、尋常中学校である。

心情的は、心情的である。

進上箱は、進上箱である。

信賞必罰は、信賞必罰である。

針小棒大は、針小棒大である。

身上持ちは、身上持ちである。

進上物は、進上物である。

尋常葉は、尋常葉である。

心情倫理は、心情倫理である。

侵食は、侵食である。

侵蝕は、侵蝕である。

神色は、神色である。

神職は、神職である。

浸食は、浸食である。

浸蝕は、浸蝕である。



寝食は、寝食である。

じん織は、じん織である。

新続古今和歌集は、新続古今和歌集である。

浸食谷は、浸食谷である。

新植民地主義は、新植民地主義である。

新食糧法は、新食糧法である。

浸食輪廻は、浸食輪廻である。

新所帯は、新所帯である。

新世帯は、新世帯である。

真書太閤記は、真書太閤記である。

新所の旬は、新所の旬である。

信書の秘密は、信書の秘密である。

信じるは、信じるである。

新城は、新城である。

紳士録は、紳士録である。

心身は、心身である。

心神は、心神である。

信臣は、信臣である。

津津は、津津である。

振振は、振振である。

真心は、真心である。

真信は、真信である。

深深は、深深である。

沈沈は、沈沈である。

森森は、森森である。

縉紳は、縉紳である。

新進は、新進である。

蓁蓁は、蓁蓁である。

駸駸は、駸駸である。

身心は、身心である。

岑参は、岑参である。

信心は、信心である。

津人は、津人である。

真人は、真人である。

深甚は、深甚である。

新人は、新人である。

審訊は、審訊である。

人心は、人心である。

人臣は、人臣である。

人身は、人身である。

仁心は、仁心である。

壬申は、壬申である。

尽心は、尽心である。

甚深は、甚深である。

深心は、深心である。

深信は、深信である。



塵心は、塵心である。

じん臣は、じん臣である。

じんじんは、じんじんである。

仁人は、仁人である。

陣陣は、陣陣である。

心身医学は、心身医学である。

信心家は、信心家である。

新人会は、新人会である。

新人画会は、新人画会である。

新進気鋭は、新進気鋭である。

人身窮理は、人身窮理である。

人身供犠は、人身供犠である。

信心決定は、信心決定である。

人身権は、人身権である。

人身攻撃は、人身攻撃である。

心神耗弱者は、心神耗弱者である。

壬申戸籍は、壬申戸籍である。

人身事故は、人身事故である。

心身症は、心身症である。

心身障害者は、心身障害者である。

心身障害者対策基本法は、心身障害者対策基本法である。

心身相関は、心身相関である。

心神喪失者は、心神喪失者である。

身心脱落は、身心脱落である。

新新刀は、新新刀である。

神人同形説は、神人同形説である。

人身の自由は、人身の自由である。

壬申の乱は、壬申の乱である。

人身売買は、人身売買である。

じんじんばしょりは、じんじんばしょりである。

新人文主義は、新人文主義である。

人身保護法は、人身保護法である。

新人民軍は、新人民軍である。

信心銘は、信心銘である。

新心理主義は、新心理主義である。

新人類は、新人類である。

ジンスは、ジンスである。

陣すは、陣すである。

心酔は、心酔である。

神水は、神水である。

浸水は、浸水である。

深水は、深水である。

深邃は、深邃である。

進水は、進水である。

滲水は、滲水である。

薪水は、薪水である。



親水は、親水である。

心髄は、心髄である。

神瑞は、神瑞である。

神髄は、神髄である。

真髄は、真髄である。

尽瘁は、尽瘁である。

腎水は、腎水である。

浸水家屋は、浸水家屋である。

親水基は、親水基である。

薪水給与令は、薪水給与令である。

親水権は、親水権である。

沈水香は、沈水香である。

親水コロイドは、親水コロイドである。

進水式は、進水式である。

進水台は、進水台である。

薪水の労は、薪水の労である。

心随万境転は、心随万境転である。

真数は、真数である。

神通は、神通である。

神通川は、神通川である。

神通力は、神通力である。

甚助は、甚助である。

新スコラ学は、新スコラ学である。

信ずるは、信ずるである。

進ずるは、進ずるである。

信施は、信施である。

申請は、申請である。

辰星は、辰星である。

神制は、神制である。

神性は、神性である。

神政は、神政である。

神聖は、神聖である。

真正は、真正である。

真性は、真性である。

真盛は、真盛である。

真誠は、真誠である。

真成は、真成である。

晨星は、晨星である。

深省は、深省である。

深穽は、深穽である。

新正は、新正である。

新生は、新生である。

新声は、新声である。

新制は、新制である。

新政は、新政である。

新星は、新星である。



新婿は、新婿である。

新製は、新製である。

親征は、親征である。

親政は、親政である。

信西は、信西である。

神税は、神税である。

真済は、真済である。

人世は、人世である。

人生は、人生である。

人声は、人声である。

人性は、人性である。

仁政は、仁政である。

靱性は、靱性である。

塵世は、塵世である。

蔘精は、蔘精である。

人税は、人税である。

神聖王権は、神聖王権である。

新生界は、新生界である。

神聖家族は、神聖家族である。

新生活運動は、新生活運動である。

深成岩は、深成岩である。

人生観は、人生観である。

新制高校は、新制高校である。

人生行路は、人生行路である。

信西古楽図は、信西古楽図である。

新制作派協会は、新制作派協会である。

真性珊瑚は、真性珊瑚である。

新生児は、新生児である。

新生児黄疸は、新生児黄疸である。

新生児メレナは、新生児メレナである。

新清酒は、新清酒である。

神聖戦争は、神聖戦争である。

新生代は、新生代である。

新制大学は、新制大学である。

新制中学は、新制中学である。

しんせい作りは、しんせい作りである。

人生哲学は、人生哲学である。

神聖同盟は、神聖同盟である。

新青年は、新青年である。

真盛派は、真盛派である。

人生派は、人生派である。

人生批評は、人生批評である。

神聖冒涜は、神聖冒涜である。

新生命は、新生命である。

新生面は、新生面である。

人生模様は、人生模様である。



神聖ローマ帝国は、神聖ローマ帝国である。

新世界は、新世界である。

臣籍は、臣籍である。

真跡は、真跡である。

真蹟は、真蹟である。

真迹は、真迹である。

晨夕は、晨夕である。

新関は、新関である。

親戚は、親戚である。

人跡は、人跡である。

衽席は、衽席である。

臣籍降下は、臣籍降下である。

臣籍降嫁は、臣籍降嫁である。

人跡未踏は、人跡未踏である。

シンセサイザーは、シンセサイザーである。

臣節は、臣節である。

真説は、真説である。

深雪は、深雪である。

新設は、新設である。

新雪は、新雪である。

新説は、新説である。

親切は、親切である。

深切は、深切である。

親接は、親接である。

新石器は、新石器である。

親切気は、親切気である。

新石器時代は、新石器時代である。

親切ごかしは、親切ごかしである。

信施無慚は、信施無慚である。

進ぜるは、進ぜるである。

神仙は、神仙である。

神僊は、神僊である。

神占は、神占である。

神泉は、神泉である。

神饌は、神饌である。

唇腺は、唇腺である。

針線は、針線である。

鍼線は、鍼線である。

深せんは、深せんである。

深浅は、深浅である。

新銭は、新銭である。

新選は、新選である。

新撰は、新撰である。

新鮮は、新鮮である。

震戦は、震戦である。

震顫は、震顫である。



振顫は、振顫である。

神前は、神前である。

浸染は、浸染である。

浸漸は、浸漸である。

森然は、森然である。

親善は、親善である。

人選は、人選である。

仁川は、仁川である。

陣扇は、陣扇である。

贐餞は、贐餞である。

荏苒は、荏苒である。

新撰犬筑波集は、新撰犬筑波集である。

神泉苑は、神泉苑である。

新撰亀相記は、新撰亀相記である。

新撰組は、新撰組である。

新選組は、新選組である。

神前結婚は、神前結婚である。

人前結婚は、人前結婚である。

新銭座は、新銭座である。

新千載和歌集は、新千載和歌集である。

新撰字鏡は、新撰字鏡である。

神仙思想は、神仙思想である。

新撰姓氏録は、新撰姓氏録である。

新撰髄脳は、新撰髄脳である。

新全総は、新全総である。

新撰菟玖波集は、新撰菟玖波集である。

真善美は、真善美である。

新撰万葉集は、新撰万葉集である。

新撰朗詠集は、新撰朗詠集である。

新撰六帖は、新撰六帖である。

新撰和歌は、新撰和歌である。

心礎は、心礎である。

辛楚は、辛楚である。

神祖は、神祖である。

神訴は、神訴である。

親疎は、親疎である。

新造は、新造である。

神ぞは、神ぞである。

真ぞは、真ぞである。

心喪は、心喪である。

心想は、心想である。

心操は、心操である。

伸葬は、伸葬である。

神宗は、神宗である。

神葬は、神葬である。

真相は、真相である。



真草は、真草である。

真槍は、真槍である。

晨粧は、晨粧である。

晨装は、晨装である。

深窓は、深窓である。

深層は、深層である。

進奏は、進奏である。

進送は、進送である。

新粧は、新粧である。

新装は、新装である。

心像は、心像である。

心臓は、心臓である。

神像は、神像である。

真像は、真像である。

深造は、深造である。

刃創は、刃創である。

迅走は、迅走である。

陣僧は、陣僧である。

人造は、人造である。

腎臓は、腎臓である。

新増犬筑波集は、新増犬筑波集である。

腎臓炎は、腎臓炎である。

新造下ろしは、新造下ろしである。

新艘下ろしは、新艘下ろしである。

新造買いは、新造買いである。

腎臓結石は、腎臓結石である。

人造絹糸は、人造絹糸である。

新造語は、新造語である。

人造湖は、人造湖である。

深層構造は、深層構造である。

人造氷は、人造氷である。

心臓死は、心臓死である。

心臓神経症は、心臓神経症である。

深層心理学は、深層心理学である。

人造石は、人造石である。

人造石油は、人造石油である。

人造染料は、人造染料である。

新造出しは、新造出しである。

人造人間は、人造人間である。

深窓の佳人は、深窓の佳人である。

人造バターは、人造バターである。

心臓病は、心臓病である。

腎臓病は、腎臓病である。

人造肥料は、人造肥料である。

心臓部は、心臓部である。

心臓弁膜症は、心臓弁膜症である。



人造米は、人造米である。

人造麻糸は、人造麻糸である。

心臓マッサージは、心臓マッサージである。

心臓麻痺は、心臓麻痺である。

神足は、神足である。

神速は、神速である。

臣属は、臣属である。

真俗は、真俗である。

迅速は、迅速である。

塵俗は、塵俗である。

親族会は、親族会である。

親族会議は、親族会議である。

親族結婚は、親族結婚である。

親族権は、親族権である。

親族相盗例は、親族相盗例である。

神足通は、神足通である。

真俗二諦は、真俗二諦である。

親族拝は、親族拝である。

新即物主義は、新即物主義である。

親族法は、親族法である。

心底は、心底である。

真底は、真底である。

真率は、真率である。

新卒は、新卒である。

陣備えは、陣備えである。

新蕎麦は、新蕎麦である。

神孫は、神孫である。

尋尊は、尋尊である。

じんたは、じんたである。

糂汰は、糂汰である。

身体は、身体である。

神体は、神体である。

真諦は、真諦である。

新体は、新体である。

賑貸は、賑貸である。

身代は、身代である。

深大は、深大である。

寝台は、寝台である。

新題は、新題である。

人体は、人体である。

仁体は、仁体である。

靱帯は、靱帯である。

人台は、人台である。

尽大は、尽大である。

甚大は、甚大である。

神代は、神代である。



陣代は、陣代である。

進退伺いは、進退伺いである。

身代限りは、身代限りである。

神代神楽は、神代神楽である。

身代薬は、身代薬である。

身体刑は、身体刑である。

身体言語は、身体言語である。

身体検査は、身体検査である。

陣太鼓は、陣太鼓である。

新第三紀は、新第三紀である。

新第三系は、新第三系である。

新体詩は、新体詩である。

深大寺は、深大寺である。

新体詩抄は、新体詩抄である。

寝台車は、寝台車である。

神代酒は、神代酒である。

身体障害者は、身体障害者である。

身体障害者福祉法は、身体障害者福祉法である。

神代杉は、神代杉である。

新体制は、新体制である。

新体制運動は、新体制運動である。

新体操は、新体操である。

身体の自由は、身体の自由である。

身体髪膚は、身体髪膚である。

陣松明は、陣松明である。

人代名詞は、人代名詞である。

身代召放しは、身代召放しである。

神代文字は、神代文字である。

真太陽は、真太陽である。

真太陽時は、真太陽時である。

真太陽日は、真太陽日である。

人体らしは、人体らしである。

新大陸は、新大陸である。

新高値は、新高値である。

糂だ瓶は、糂だ瓶である。

信託は、信託である。

神託は、神託である。

新宅は、新宅である。

信託会社は、信託会社である。

信託銀行は、信託銀行である。

信託財産は、信託財産である。

信託事業は、信託事業である。

信託統治は、信託統治である。

信託統治理事会は、信託統治理事会である。

信託法は、信託法である。

新竹は、新竹である。



新建ちは、新建ちである。

申達は、申達である。

進達は、進達である。

侵奪は、侵奪である。

シンタックスは、シンタックスである。

進達書は、進達書である。

陣立ては、陣立てである。

心立盤は、心立盤である。

しんたまは、しんたまである。

シンタリティーは、シンタリティーである。

心胆は、心胆である。

深潭は、深潭である。

浸炭は、浸炭である。

滲炭は、滲炭である。

震旦は、震旦である。

薪炭は、薪炭である。

神壇は、神壇である。

宸断は、宸断である。

診断は、診断である。

腎単位は、腎単位である。

浸炭鋼は、浸炭鋼である。

診断書は、診断書である。

新丹那トンネルは、新丹那トンネルである。

薪炭林は、薪炭林である。

神地は、神地である。

神智は、神智である。

真智は、真智である。

深知は、深知である。

深智は、深智である。

新知は、新知である。

人知は、人知である。

人智は、人智である。

仁知は、仁知である。

仁智は、仁智である。

陣地は、陣地である。

神智学は、神智学である。

新地通いは、新地通いである。

神智協会は、神智協会である。

新築は、新築である。

人畜は、人畜である。

新地狂いは、新地狂いである。

新知識は、新知識である。

陣地戦は、陣地戦である。

新松子は、新松子である。

新茶は、新茶である。

進着は、進着である。



新着は、新着である。

新疆ウイグル自治区は、新疆ウイグル自治区である。

臣忠は、臣忠である。

身中は、身中である。

神籌は、神籌である。

宸衷は、宸衷である。

真鍮は、真鍮である。

進駐は、進駐である。

新注は、新注である。

新註は、新註である。

新鋳は、新鋳である。

人中は、人中である。

尽忠は、尽忠である。

陣中は、陣中である。

腎虫は、腎虫である。

塵中は、塵中である。

人中黄は、人中黄である。

新中間層は、新中間層である。

真鍮座は、真鍮座である。

真鍮銭は、真鍮銭である。

人中の獅子は、人中の獅子である。

人中の竜は、人中の竜である。

人中白は、人中白である。

陣中見舞は、陣中見舞である。

真鍮鑞は、真鍮鑞である。

新著は、新著である。

申牒は、申牒である。

伸長は、伸長である。

伸暢は、伸暢である。

伸張は、伸張である。

身長は、身長である。

振張は、振張である。

深長は、深長である。

清朝は、清朝である。

慎重は、慎重である。

新調は、新調である。

新潮は、新潮である。

腎腸は、腎腸である。

信長記は、信長記である。

新徴組は、新徴組である。

沈丁花は、沈丁花である。

信長公記は、信長公記である。

人鳥類は、人鳥類である。

神勅は、神勅である。

神敕は、神敕である。

真直は、真直である。



進捗は、進捗である。

進陟は、進陟である。

新勅撰和歌集は、新勅撰和歌集である。

シンチレーションカウンターは、シンチレーションカウンターである。

シンチレーションカメラは、シンチレーションカメラである。

深沈は、深沈である。

新陳は、新陳である。

新陳代謝は、新陳代謝である。

心通は、心通である。

心痛は、心痛である。

深痛は、深痛である。

陣痛は、陣痛である。

真束は、真束である。

新漬は、新漬である。

尻綱は、尻綱である。

新手は、新手である。

心体は、心体である。

進呈は、進呈である。

進程は、進程である。

新定は、新定である。

新帝は、新帝である。

新訂は、新訂である。

審廷は、審廷である。

震霆は、震霆である。

深泥は、深泥である。

人定は、人定である。

人定質問は、人定質問である。

心底尽は、心底尽である。

心底話は、心底話である。

人定法は、人定法である。

ジンテーゼは、ジンテーゼである。

心的は、心的である。

神笛は、神笛である。

神敵は、神敵である。

清笛は、清笛である。

人的は、人的である。

人的会社は、人的会社である。

人的資源は、人的資源である。

人的資本は、人的資本である。

人的証拠は、人的証拠である。

人的担保は、人的担保である。

新弟子は、新弟子である。

シンテターゼは、シンテターゼである。

シンデレラは、シンデレラである。

伸展は、伸展である。

神典は、神典である。



振天は、振天である。

進展は、進展である。

進転は、進転である。

新点は、新点である。

震天は、震天である。

親展は、親展である。

神田は、神田である。

神伝は、神伝である。

神殿は、神殿である。

秦甸は、秦甸である。

深殿は、深殿である。

寝殿は、寝殿である。

新田は、新田である。

新殿は、新殿である。

震電は、震電である。

親電は、親電である。

しん殿は、しん殿である。

人天は、人天である。

塵添あい嚢鈔は、塵添あい嚢鈔である。

信天翁は、信天翁である。

新田開発は、新田開発である。

新田検地は、新田検地である。

塵点劫は、塵点劫である。

神殿祭は、神殿祭である。

心電図は、心電図である。

伸展葬は、伸展葬である。

新天地は、新天地である。

寝殿造は、寝殿造である。

新電電は、新電電である。

震天動地は、震天動地である。

神田引は、神田引である。

神伝流は、神伝流である。

身図は、身図である。

信徒は、信徒である。

津渡は、津渡である。

神都は、神都である。

新都は、新都である。

新渡は、新渡である。

しんとは、しんとである。

心土は、心土である。

神奴は、神奴である。

深度は、深度である。

進度は、進度である。

瞋怒は、瞋怒である。

震度は、震度である。

震怒は、震怒である。



じんとは、じんとである。

人奴は、人奴である。

塵土は、塵土である。

しんどいは、しんどいである。

心頭は、心頭である。

津頭は、津頭である。

神灯は、神灯である。

神統は、神統である。

神道は、神道である。

唇頭は、唇頭である。

浸透は、浸透である。

滲透は、滲透である。

深悼は、深悼である。

軫悼は、軫悼である。

慎到は、慎到である。

新刀は、新刀である。

新党は、新党である。

震盪は、震盪である。

震蕩は、震蕩である。

振盪は、振盪である。

親等は、親等である。

伸銅は、伸銅である。

臣道は、臣道である。

神童は、神童である。

振動は、振動である。

新道は、新道である。

震動は、震動である。

人頭は、人頭である。

人道は、人道である。

仁道は、仁道である。

神頭は、神頭である。

じんどうは、じんどうである。

浸透圧は、浸透圧である。

神統記は、神統記である。

人道教は、人道教である。

新東京国際空港は、新東京国際空港である。

神道五部書は、神道五部書である。

陣頭指揮は、陣頭指揮である。

神道事務局は、神道事務局である。

神道集は、神道集である。

神道十三派は、神道十三派である。

神道修成派は、神道修成派である。

人道主義は、人道主義である。

新唐書は、新唐書である。

神道指令は、神道指令である。

神稲水滸伝は、神稲水滸伝である。



振動数は、振動数である。

人頭税は、人頭税である。

腎透析は、腎透析である。

神道大教は、神道大教である。

神道大成教は、神道大成教である。

人道的は、人道的である。

神道碑は、神道碑である。

陣胴服は、陣胴服である。

神道無念流は、神道無念流である。

人道問題は、人道問題である。

神道唯一教は、神道唯一教である。

神道流は、神道流である。

新当流は、新当流である。

震度階級は、震度階級である。

しんどきは、しんどきである。

神徳は、神徳である。

心読は、心読である。

身毒は、身毒である。

真読は、真読である。

慎独は、慎独である。

人徳は、人徳である。

仁徳は、仁徳である。

仁篤は、仁篤である。

慎徳院は、慎徳院である。

沈徳潜は、沈徳潜である。

しんとく丸は、しんとく丸である。

心土破砕機は、心土破砕機である。

シンドバッドは、シンドバッドである。

新トマス説は、新トマス説である。

新富座は、新富座である。

心止めは、心止めである。

芯止めは、芯止めである。

芯取りは、芯取りである。

後取は、後取である。

陣取りは、陣取りである。

新鳥蘇は、新鳥蘇である。

陣取るは、陣取るである。

シンドロームは、シンドロームである。

親和は、親和である。

シンナーは、シンナーである。

ジンナーは、ジンナーである。

心内は、心内である。

新内は、新内である。

陣内は、陣内である。

唇内音は、唇内音である。

新内流しは、新内流しである。



新内節は、新内節である。

心内膜炎は、心内膜炎である。

心無しは、心無しである。

心無し研削盤は、心無し研削盤である。

親和染は、親和染である。

しんなりは、しんなりである。

しんなり強いは、しんなり強いである。

沈南蘋は、沈南蘋である。

新南陽は、新南陽である。

真には、真にである。

人肉は、人肉である。

親日は、親日である。

新日本音楽は、新日本音楽である。

新日本髪は、新日本髪である。

新日本文学は、新日本文学である。

之繞は、之繞である。

侵入は、侵入である。

浸入は、浸入である。

進入は、進入である。

新入は、新入である。

滲入は、滲入である。

人乳は、人乳である。

新入生は、新入生である。

新入幕は、新入幕である。

信女は、信女である。

神女は、神女である。

真如は、真如である。

真如縁起は、真如縁起である。

真如堂は、真如堂である。

真如の月は、真如の月である。

信任は、信任である。

信認は、信認である。

新任は、新任である。

親任は、親任である。

親任官は、親任官である。

信任状は、信任状である。

親任待遇は、親任待遇である。

信任投票は、信任投票である。

真塗りは、真塗りである。

神会は、神会である。

しんねこは、しんねこである。

新熱帯区は、新熱帯区である。

しんねりは、しんねりである。

しんねり強いは、しんねり強いである。

しんねりむっつりは、しんねりむっつりである。

心念は、心念である。



信念は、信念である。

宸念は、宸念である。

深念は、深念である。

軫念は、軫念である。

新年は、新年である。

塵念は、塵念である。

新年宴会は、新年宴会である。

心念口称は、心念口称である。

新年状は、新年状である。

真一声は、真一声である。

心王は、心王である。

心嚢は、心嚢である。

神農は、神農である。

進納は、進納である。

新皇は、新皇である。

親王は、親王である。

心嚢炎は、心嚢炎である。

親王家は、親王家である。

神皇正統記は、神皇正統記である。

親王宣下は、親王宣下である。

秦皇島は、秦皇島である。

秦王破陣楽は、秦王破陣楽である。

神農本草経は、神農本草経である。

神農祭は、神農祭である。

真の漆は、真の漆である。

陣座は、陣座である。

真次第は、真次第である。

陣の城は、陣の城である。

心の臓は、心の臓である。

腎の臓は、腎の臓である。

真の手桶は、真の手桶である。

沈の箱は、沈の箱である。

心柱は、心柱である。

心御柱は、心御柱である。

新馬は、新馬である。

新場は、新場である。

新葉は、新葉である。

新派は、新派である。

シンパは、シンパである。

人馬は、人馬である。

陣場は、陣場である。

心配は、心配である。

信牌は、信牌である。

神拝は、神拝である。

親拝は、親拝である。

塵肺は、塵肺である。



心配事は、心配事である。

心配性は、心配性である。

陣羽織は、陣羽織である。

人馬宮は、人馬宮である。

心搏は、心搏である。

心拍は、心拍である。

新派刑法学は、新派刑法学である。

新派劇は、新派劇である。

シンパサイザーは、シンパサイザーである。

新橋は、新橋である。

シンパシーは、シンパシーである。

真柱は、真柱である。

新畑は、新畑である。

神八幡は、神八幡である。

侵伐は、侵伐である。

神罰は、神罰である。

進発は、進発である。

深発地震は、深発地震である。

深発地震面は、深発地震面である。

新花つみは、新花つみである。

新派悲劇は、新派悲劇である。

新バビロニアは、新バビロニアである。

ジンバブエは、ジンバブエである。

陣払いは、陣払いである。

シンハラ語は、シンハラ語である。

シンハラ人は、シンハラ人である。

心張りは、心張りである。

腎張りは、腎張りである。

心張り棒は、心張り棒である。

シンバルは、シンバルである。

針盤は、針盤である。

新番は、新番である。

審判は、審判である。

信販は、信販である。

侵犯は、侵犯である。

神判は、神判である。

新版は、新版である。

新板は、新板である。

親藩は、親藩である。

審判員は、審判員である。

新版歌祭文は、新版歌祭文である。

審判官は、審判官である。

腎バンクは、腎バンクである。

審判の日は、審判の日である。

深微は、深微である。

審美は、審美である。



心皮は、心皮である。

信否は、信否である。

神秘は、神秘である。

真皮は、真皮である。

真否は、真否である。

秦皮は、秦皮である。

深秘は、深秘である。

親披は、親披である。

人肥は、人肥である。

靱皮は、靱皮である。

審美学は、審美学である。

審美眼は、審美眼である。

しんびきは、しんびきである。

神秘劇は、神秘劇である。

新皮質は、新皮質である。

神秘主義は、神秘主義である。

神秘主義文学は、神秘主義文学である。

靱皮植物は、靱皮植物である。

靱皮繊維は、靱皮繊維である。

心肥大は、心肥大である。

新ピタゴラス学派は、新ピタゴラス学派である。

宸筆は、宸筆である。

真筆は、真筆である。

親筆は、親筆である。

シンビディウムは、シンビディウムである。

神秘的は、神秘的である。

靱皮部は、靱皮部である。

神妙は、神妙である。

神廟は、神廟である。

信憑は、信憑である。

信憑性は、信憑性である。

陣開きは、陣開きである。

神品は、神品である。

新品は、新品である。

人品は、人品である。

侵侮は、侵侮である。

神武は、神武である。

振武は、振武である。

深部は、深部である。

榛蕪は、榛蕪である。

心付は、心付である。

心附は、心附である。

心府は、心府である。

心腑は、心腑である。

信孚は、信孚である。

神父は、神父である。



神符は、神符である。

新付は、新付である。

新附は、新附である。

新婦は、新婦である。

新譜は、新譜である。

震怖は、震怖である。

親父は、親父である。

親付は、親付である。

親附は、親附である。

仁武は、仁武である。

ジンフィズは、ジンフィズである。

信風は、信風である。

神風は、神風である。

秦風は、秦風である。

晨風は、晨風である。

新風は、新風である。

仁風は、仁風である。

陣風は、陣風である。

塵風は、塵風である。

陣風線は、陣風線である。

神風連は、神風連である。

シンフェイン党は、シンフェイン党である。

シンフォニアは、シンフォニアである。

シンフォニーは、シンフォニーである。

シンフォニーオーケストラは、シンフォニーオーケストラである。

シンフォニックジャズは、シンフォニックジャズである。

シンフォニックポエムは、シンフォニックポエムである。

申不害は、申不害である。

深部感覚は、深部感覚である。

新吹きは、新吹きである。

心服は、心服である。

心腹は、心腹である。

臣服は、臣服である。

信服は、信服である。

信伏は、信伏である。

神服は、神服である。

振幅は、振幅である。

診腹は、診腹である。

新複合競技は、新複合競技である。

真福寺は、真福寺である。

振幅変調は、振幅変調である。

新婦人協会は、新婦人協会である。

心不全は、心不全である。

腎不全は、腎不全である。

心仏は、心仏である。

神仏は、神仏である。



真物は、真物である。

人物は、人物である。

人物画は、人物画である。

神仏混淆は、神仏混淆である。

神仏習合は、神仏習合である。

人物主義は、人物主義である。

清仏戦争は、清仏戦争である。

神仏同体説は、神仏同体説である。

神仏分離は、神仏分離である。

真部分集合は、真部分集合である。

新舞踊は、新舞踊である。

新プラトン学派は、新プラトン学派である。

シンプルは、シンプルである。

陣触れは、陣触れである。

新フロイト派は、新フロイト派である。

シンプロン峠は、シンプロン峠である。

真文は、真文である。

新聞は、新聞である。

讖文は、讖文である。

人文は、人文である。

人糞は、人糞である。

人文科は、人文科である。

新文化運動は、新文化運動である。

人文科学は、人文科学である。

新聞学は、新聞学である。

新聞記者は、新聞記者である。

新聞広告は、新聞広告である。

新聞紙は、新聞紙である。

真文字金銀は、真文字金銀である。

新文字金銀は、新文字金銀である。

新聞紙条例は、新聞紙条例である。

新聞紙法は、新聞紙法である。

新聞社は、新聞社である。

人文主義は、人文主義である。

新聞準則は、新聞準則である。

新聞小説は、新聞小説である。

新聞辞令は、新聞辞令である。

真分数は、真分数である。

新聞種は、新聞種である。

人文地理学は、人文地理学である。

新部は、新部である。

神幣は、神幣である。

神兵は、神兵である。

新兵は、新兵である。

親兵は、親兵である。

甚平は、甚平である。



新平価は、新平価である。

神兵隊事件は、神兵隊事件である。

新平民は、新平民である。

甚兵衛は、甚兵衛である。

甚兵衛鮫は、甚兵衛鮫である。

甚兵衛羽織は、甚兵衛羽織である。

深碧は、深碧である。

新部子は、新部子である。

神別は、神別である。

唇弁は、唇弁である。

身辺は、身辺である。

神変は、神変である。

新編は、新編である。

新篇は、新篇である。

鍼ぺんは、鍼ぺんである。

新編追加は、新編追加である。

宸謨は、宸謨である。

親母は、親母である。

進歩は、進歩である。

新甫は、新甫である。

心法は、心法である。

心房は、心房である。

心棒は、心棒である。

身謀は、身謀である。

辛抱は、辛抱である。

信望は、信望である。

神謀は、神謀である。

真棒は、真棒である。

深房は、深房である。

深謀は、深謀である。

寝房は、寝房である。

榛莽は、榛莽である。

申報は、申報である。

信奉は、信奉である。

神宝は、神宝である。

神法は、神法である。

神封は、神封である。

進奉は、進奉である。

新法は、新法である。

新報は、新報である。

親朋は、親朋である。

人望は、人望である。

神保は、神保である。

陣亡は、陣亡である。

陣法は、陣法である。

新邦楽は、新邦楽である。



神保格は、神保格である。

心房細動は、心房細動である。

辛抱立役は、辛抱立役である。

辛抱強いは、辛抱強いである。

真棒胴突きは、真棒胴突きである。

辛抱人は、辛抱人である。

神法楽は、神法楽である。

臣僕は、臣僕である。

神木は、神木である。

神僕は、神僕である。

親睦は、親睦である。

人牧は、人牧である。

親睦会は、親睦会である。

人保険は、人保険である。

心鉾様は、心鉾様である。

シンポジウムは、シンポジウムである。

シンポシオンは、シンポシオンである。

新補地頭は、新補地頭である。

進歩主義は、進歩主義である。

進歩主義教育は、進歩主義教育である。

新保守主義は、新保守主義である。

親補職は、親補職である。

陣没は、陣没である。

新北区は、新北区である。

進歩的は、進歩的である。

進歩党は、進歩党である。

新仏は、新仏である。

シンボライズは、シンボライズである。

新堀は、新堀である。

シンボリズムは、シンボリズムである。

シンボリックは、シンボリックである。

新墾畑は、新墾畑である。

シンボルは、シンボルである。

シンボルマークは、シンボルマークである。

新本は、新本である。

人本主義は、人本主義である。

蕁麻は、蕁麻である。

神米は、神米である。

新米は、新米である。

新前は、新前である。

心膜は、心膜である。

慎莫は、慎莫である。

陣幕は、陣幕である。

蕁麻疹は、蕁麻疹である。

新町は、新町である。

新マルサス主義は、新マルサス主義である。



陣回りは、陣回りである。

辛味は、辛味である。

真味は、真味である。

新見は、新見である。

新味は、新味である。

親身は、親身である。

新店は、新店である。

新路は、新路である。

身密は、身密である。

慎密は、慎密である。

親密は、親密である。

深密は、深密である。

新湊は、新湊である。

新見正興は、新見正興である。

診脈は、診脈である。

人脈は、人脈である。

身命は、身命である。

神明は、神明である。

神冥は、神冥である。

針妙は、針妙である。

深妙は、深妙である。

神名帳は、神名帳である。

尽未来は、尽未来である。

尽未来際は、尽未来際である。

しんみりは、しんみりである。

臣民は、臣民である。

神民は、神民である。

人民は、人民である。

人民委員は、人民委員である。

人民解放軍は、人民解放軍である。

人民憲章は、人民憲章である。

人民公社は、人民公社である。

人民裁判は、人民裁判である。

新民主義は、新民主義である。

人民主義は、人民主義である。

人民主権は、人民主権である。

新民主主義は、新民主主義である。

人民戦線は、人民戦線である。

人民戦線事件は、人民戦線事件である。

人民投票は、人民投票である。

人民日報は、人民日報である。

人民服は、人民服である。

人民民主主義は、人民民主主義である。

塵務は、塵務である。

神武紀元は、神武紀元である。

神武景気は、神武景気である。



神武以来は、神武以来である。

新娘道成寺は、新娘道成寺である。

神武天皇は、神武天皇である。

神武天皇祭は、神武天皇祭である。

新村は、新村である。

申盟は、申盟である。

神名は、神名である。

神命は、神命である。

晨明は、晨明である。

新明は、新明である。

人名は、人名である。

人命は、人命である。

人名勘定は、人名勘定である。

神明講は、神明講である。

神明裁判は、神明裁判である。

神明社は、神明社である。

新銘仙は、新銘仙である。

神明造は、神明造である。

神明鳥居は、神明鳥居である。

人名簿は、人名簿である。

新明正道は、新明正道である。

人名用漢字は、人名用漢字である。

尽滅は、尽滅である。

燼滅は、燼滅である。

神滅不滅論争は、神滅不滅論争である。

シンメトリーは、シンメトリーである。

しんめりは、しんめりである。

新メリンスは、新メリンスである。

ジンメルは、ジンメルである。

人面は、人面である。

人面獣心は、人面獣心である。

人面竹は、人面竹である。

人面疔は、人面疔である。

真面目は、真面目である。

新面目は、新面目である。

森茂は、森茂である。

新亡は、新亡である。

瞋目は、瞋目である。

人目は、人目である。

新毛斯は、新毛斯である。

新毛斯綸は、新毛斯綸である。

心持ち材は、心持ち材である。

神物は、神物である。

進物は、進物である。

神以ては、神以てである。

進物所は、進物所である。



進物番は、進物番である。

進物奉行は、進物奉行である。

神文は、神文である。

神門は、神門である。

真門は、真門である。

審問は、審問である。

しん門は、しん門である。

刃文は、刃文である。

陣門は、陣門である。

尋問は、尋問である。

訊問は、訊問である。

新門辰五郎は、新門辰五郎である。

尋問調書は、尋問調書である。

神文鉄火は、神文鉄火である。

心矢は、心矢である。

真矢は、真矢である。

晨夜は、晨夜である。

深夜は、深夜である。

陣屋は、陣屋である。

深夜業は、深夜業である。

沈約は、沈約である。

信約は、信約である。

神役は、神役である。

神約は、神約である。

神薬は、神薬である。

新約は、新約である。

新訳は、新訳である。

新薬は、新薬である。

腎薬は、腎薬である。

新薬師寺は、新薬師寺である。

新約聖書は、新約聖書である。

新屋敷は、新屋敷である。

新安値は、新安値である。

深夜叢書は、深夜叢書である。

深耶馬渓は、深耶馬渓である。

新山は、新山である。

心友は、心友である。

辛酉は、辛酉である。

神佑は、神佑である。

神勇は、神勇である。

宸遊は、宸遊である。

宸憂は、宸憂である。

真勇は、真勇である。

深揖は、深揖である。

深憂は、深憂である。

軫憂は、軫憂である。



親友は、親友である。

辛酉革命は、辛酉革命である。

親油基は、親油基である。

神輿は、神輿である。

宸輿は、宸輿である。

燼余は、燼余である。

心葉は、心葉である。

信用は、信用である。

針葉は、針葉である。

新陽は、新陽である。

瀋陽は、瀋陽である。

陣容は、陣容である。

潯陽は、潯陽である。

信用貸は、信用貸である。

信用貨幣は、信用貨幣である。

信用機関は、信用機関である。

信用毀損罪は、信用毀損罪である。

信用恐慌は、信用恐慌である。

信用協同組合は、信用協同組合である。

信用供与は、信用供与である。

信用金庫は、信用金庫である。

信用組合は、信用組合である。

信用経済は、信用経済である。

針葉樹は、針葉樹である。

信用出資は、信用出資である。

針葉樹林は、針葉樹林である。

信用循環説は、信用循環説である。

信用状は、信用状である。

信用証券は、信用証券である。

信用創造は、信用創造である。

信用調査は、信用調査である。

信用手形は、信用手形である。

信用取引は、信用取引である。

信用販売は、信用販売である。

信用保険は、信用保険である。

信用銘柄は、信用銘柄である。

新葉和歌集は、新葉和歌集である。

信用割当は、信用割当である。

人欲は、人欲である。

新吉原は、新吉原である。

信頼は、信頼である。

神来は、神来である。

神籟は、神籟である。

新来は、新来である。

人籟は、人籟である。

迅雷は、迅雷である。



迅瀬は、迅瀬である。

信頼醸成措置は、信頼醸成措置である。

信頼度は、信頼度である。

信頼の原則は、信頼の原則である。

真楽は、真楽である。

新羅三郎は、新羅三郎である。

辛辣は、辛辣である。

森羅万象は、森羅万象である。

新羅明神は、新羅明神である。

新羅陵王は、新羅陵王である。

進覧は、進覧である。

親覧は、親覧である。

親鸞は、親鸞である。

心理は、心理である。

心裏は、心裏である。

心裡は、心裡である。

真理は、真理である。

審理は、審理である。

心理学は、心理学である。

心力は、心力である。

信力は、信力である。

神力は、神力である。

人力は、人力である。

人力車は、人力車である。

人力車夫は、人力車夫である。

神理教は、神理教である。

心理劇は、心理劇である。

心理言語学は、心理言語学である。

心理主義は、心理主義である。

心理小説は、心理小説である。

心理戦争は、心理戦争である。

新理想主義は、新理想主義である。

真理値は、真理値である。

震慄は、震慄である。

新律綱領は、新律綱領である。

心理的は、心理的である。

心理的責任論は、心理的責任論である。

心理描写は、心理描写である。

侵略は、侵略である。

侵掠は、侵掠である。

進流は、進流である。

新柳は、新柳である。

心慮は、心慮である。

神慮は、神慮である。

宸慮は、宸慮である。

振旅は、振旅である。



深慮は、深慮である。

慎慮は、慎慮である。

塵慮は、塵慮である。

臣僚は、臣僚である。

侵凌は、侵凌である。

津梁は、津梁である。

神陵は、神陵である。

神領は、神領である。

真竜は、真竜である。

診療は、診療である。

斟量は、斟量である。

新涼は、新涼である。

信陵君は、信陵君である。

診療所は、診療所である。

心療内科は、心療内科である。

深緑は、深緑である。

新緑は、新緑である。

尽力は、尽力である。

心裡留保は、心裡留保である。

心理療法は、心理療法である。

深林は、深林である。

森林は、森林である。

親臨は、親臨である。

人倫は、人倫である。

森林科学は、森林科学である。

森林官は、森林官である。

森林組合は、森林組合である。

森林警察は、森林警察である。

森林限界は、森林限界である。

森林公園は、森林公園である。

森林更新は、森林更新である。

森林帯は、森林帯である。

森林鉄道は、森林鉄道である。

森林法は、森林法である。

森林浴は、森林浴である。

進塁は、進塁である。

親類は、親類である。

人類は、人類である。

人類愛は、人類愛である。

親類預けは、親類預けである。

親類書は、親類書である。

人類学は、人類学である。

人類教は、人類教である。

親類筋は、親類筋である。

親類付合いは、親類付合いである。

心霊は、心霊である。



臣隷は、臣隷である。

神霊は、神霊である。

振鈴は、振鈴である。

浸礼は、浸礼である。

秦嶺は、秦嶺である。

新令は、新令である。

新例は、新例である。

浸礼教会は、浸礼教会である。

心霊現象は、心霊現象である。

秦嶺山脈は、秦嶺山脈である。

心霊術は、心霊術である。

神霊矢口渡は、神霊矢口渡である。

新暦は、新暦である。

深裂は、深裂である。

陣列は、陣列である。

針路は、針路である。

進路は、進路である。

心労は、心労である。

身廊は、身廊である。

辛労は、辛労である。

真臘は、真臘である。

新郎は、新郎である。

塵労は、塵労である。

甚六は、甚六である。

進路指導は、進路指導である。

針路信号は、針路信号である。

振鷺亭は、振鷺亭である。

新浪漫主義は、新浪漫主義である。

新論は、新論である。

神話は、神話である。

神話学は、神話学である。

親和性は、親和性である。

新渡りは、新渡りである。

新藁は、新藁である。

じんわりは、じんわりである。

真割引は、真割引である。

親和力は、親和力である。

すは、すである。

素は、素である。

巣は、巣である。

栖は、栖である。

醋は、醋である。

鬆は、鬆である。

簾は、簾である。

馬尾は、馬尾である。

数は、数である。



為は、為である。

候は、候である。

ずは、ずである。

図は、図である。

豆は、豆である。

徒は、徒である。

頭は、頭である。

すあいは、すあいである。

牙婆は、牙婆である。

数間は、数間である。

仲は、仲である。

すあい女は、すあい女である。

すあい取は、すあい取である。

図合船は、図合船である。

酢和えは、酢和えである。

素襖は、素襖である。

素上りは、素上りである。

素揚げは、素揚げである。

素足は、素足である。

素頭は、素頭である。

素甘は、素甘である。

スアレスは、スアレスである。

素袷は、素袷である。

図案は、図案である。

水は、水である。

吹は、吹である。

炊は、炊である。

帥は、帥である。

粋は、粋である。

衰は、衰である。

推は、推である。

酔は、酔である。

遂は、遂である。

睡は、睡である。

翠は、翠である。

穂は、穂である。

膵は、膵である。

誰は、誰である。

錐は、錐である。

錘は、錘である。

騅は、騅である。

酸いは、酸いである。

隋は、隋である。

随は、随である。

瑞は、瑞である。

髄は、髄である。



ずいは、ずいである。

スイアーブは、スイアーブである。

吸上げは、吸上げである。

吸上げ浚渫機は、吸上げ浚渫機である。

吸上げ浚渫船は、吸上げ浚渫船である。

吸上げポンプは、吸上げポンプである。

吸い上げるは、吸い上げるである。

水圧は、水圧である。

水圧管は、水圧管である。

水圧機は、水圧機である。

水圧機関は、水圧機関である。

水圧試験は、水圧試験である。

水圧溜は、水圧溜である。

水圧鍛造機は、水圧鍛造機である。

水圧プレスは、水圧プレスである。

推当ては、推当てである。

水位は、水位である。

推移は、推移である。

翠帷は、翠帷である。

随意は、随意である。

水域は、水域である。

随意筋は、随意筋である。

水位計は、水位計である。

随意契約は、随意契約である。

随意講は、随意講である。

随一は、随一である。

スイートは、スイートである。

スイートスポットは、スイートスポットである。

スイートハートは、スイートハートである。

スイートピーは、スイートピーである。

スイートホームは、スイートホームである。

スイートポテトは、スイートポテトである。

スイートルームは、スイートルームである。

随意念誦は、随意念誦である。

スイーパーは、スイーパーである。

推移律は、推移律である。

吸い入れるは、吸い入れるである。

翠陰は、翠陰である。

随員は、随員である。

翠雨は、翠雨である。

邃宇は、邃宇である。

瑞雨は、瑞雨である。

水運は、水運である。

水雲は、水雲である。

衰運は、衰運である。

翠雲は、翠雲である。



瑞雲は、瑞雲である。

水雲紙は、水雲紙である。

水泳は、水泳である。

垂纓は、垂纓である。

翠影は、翠影である。

水泳競技は、水泳競技である。

水駅は、水駅である。

膵液は、膵液である。

水煙は、水煙である。

水鉛は、水鉛である。

垂涎は、垂涎である。

炊煙は、炊煙である。

綏遠は、綏遠である。

翠煙は、翠煙である。

錘鉛は、錘鉛である。

燧煙は、燧煙である。

随縁は、随縁である。

瑞煙は、瑞煙である。

水鉛鋼は、水鉛鋼である。

綏遠事件は、綏遠事件である。

随縁真如は、随縁真如である。

瑞応は、瑞応である。

水温は、水温である。

推恩は、推恩である。

水温計は、水温計である。

推恩令は、推恩令である。

水温躍層は、水温躍層である。

水化は、水化である。

水火は、水火である。

水禍は、水禍である。

西瓜は、西瓜である。

水瓜は、水瓜である。

垂下は、垂下である。

垂加は、垂加である。

翠花は、翠花である。

翠華は、翠華である。

翠霞は、翠霞である。

誰何は、誰何である。

燧火は、燧火である。

酔臥は、酔臥である。

睡臥は、睡臥である。

瑞花は、瑞花である。

水界は、水界である。

水塊は、水塊である。

透垣は、透垣である。

水害は、水害である。



水涯は、水涯である。

水界線は、水界線である。

水害予防組合は、水害予防組合である。

粋顔は、粋顔である。

水郭は、水郭である。

水閣は、水閣である。

推覈は、推覈である。

酔客は、酔客である。

透笠は、透笠である。

垂下式養殖は、垂下式養殖である。

水鬘は、水鬘である。

忍冬は、忍冬である。

忍冬科は、忍冬科である。

水月観音は、水月観音である。

西瓜糖は、西瓜糖である。

水火の責めは、水火の責めである。

吸殻は、吸殻である。

吸い枯らしは、吸い枯らしである。

水干は、水干である。

水旱は、水旱である。

水管は、水管である。

吹管は、吹管である。

推勘は、推勘である。

酔漢は、酔漢である。

水癌は、水癌である。

衰顔は、衰顔である。

酔眼は、酔眼である。

酔顔は、酔顔である。

随感は、随感である。

吹管炎は、吹管炎である。

吹管焔は、吹管焔である。

水干鞍は、水干鞍である。

水管系は、水管系である。

瑞巌寺は、瑞巌寺である。

水干袴は、水干袴である。

吹管分析は、吹管分析である。

水管ボイラーは、水管ボイラーである。

水気は、水気である。

水鬼は、水鬼である。

酔気は、酔気である。

芋茎は、芋茎である。

随気は、随気である。

随喜は、随喜である。

瑞気は、瑞気である。

推鞠は、推鞠である。

芋茎祭は、芋茎祭である。



瑞饋祭は、瑞饋祭である。

水球は、水球である。

垂泣は、垂泣である。

推及は、推及である。

推究は、推究である。

水牛は、水牛である。

水居は、水居である。

水渠は、水渠である。

吹嘘は、吹嘘である。

推挙は、推挙である。

吹挙は、吹挙である。

水魚は、水魚である。

水郷は、水郷である。

水鏡は、水鏡である。

垂拱は、垂拱である。

垂教は、垂教である。

酔狂は、酔狂である。

粋狂は、粋狂である。

酔郷は、酔郷である。

睡郷は、睡郷である。

水行は、水行である。

水玉は、水玉である。

翠玉は、翠玉である。

吹挙状は、吹挙状である。

水魚の思いは、水魚の思いである。

水魚の親は、水魚の親である。

水魚の因みは、水魚の因みである。

水魚の交わりは、水魚の交わりである。

水金は、水金である。

水禽は、水禽である。

水銀は、水銀である。

酔吟は、酔吟である。

瑞金は、瑞金である。

水銀温度計は、水銀温度計である。

水銀拡散ポンプは、水銀拡散ポンプである。

水銀気圧計は、水銀気圧計である。

水銀空気ポンプは、水銀空気ポンプである。

水琴窟は、水琴窟である。

水銀硬膏は、水銀硬膏である。

水銀剤は、水銀剤である。

水銀整流器は、水銀整流器である。

水銀柱は、水銀柱である。

水銀中毒は、水銀中毒である。

水銀電池は、水銀電池である。

水銀灯は、水銀灯である。

水銀軟膏は、水銀軟膏である。



衰躯は、衰躯である。

炊具は、炊具である。

吸口は、吸口である。

すいくもじは、すいくもじである。

垂訓は、垂訓である。

水軍は、水軍である。

水刑は、水刑である。

水系は、水系である。

水経は、水経である。

水鶏は、水鶏である。

垂髻は、垂髻である。

推計は、推計である。

推計学は、推計学である。

水系伝染は、水系伝染である。

水撃作用は、水撃作用である。

推決は、推決である。

水月は、水月である。

水血症は、水血症である。

水圏は、水圏である。

水源は、水源である。

瑞験は、瑞験である。

水圏科学は、水圏科学である。

水圏学は、水圏学である。

水源涵養林は、水源涵養林である。

水原抄は、水原抄である。

推古は、推古である。

邃古は、邃古である。

垂語は、垂語である。

水孔は、水孔である。

水閘は、水閘である。

衰耗は、衰耗である。

推考は、推考である。

捶拷は、捶拷である。

推敲は、推敲である。

遂行は、遂行である。

随行は、随行である。

瑞光は、瑞光である。

瑞香は、瑞香である。

水交社は、水交社である。

水硬性は、水硬性である。

水攻法は、水攻法である。

水耕法は、水耕法である。

吸膏薬は、吸膏薬である。

粋倒しは、粋倒しである。

帥ごかしは、帥ごかしである。

水国は、水国である。



推轂は、推轂である。

随国は、随国である。

推古時代は、推古時代である。

出挙銭は、出挙銭である。

睡虎地秦簡は、睡虎地秦簡である。

出挙帳は、出挙帳である。

水滸伝は、水滸伝である。

推古天皇は、推古天皇である。

出挙稲は、出挙稲である。

吸込みは、吸込みである。

吸込み管は、吸込み管である。

吸込み通風は、吸込み通風である。

吸込み弁は、吸込み弁である。

吸い込むは、吸い込むである。

水災は、水災である。

水彩は、水彩である。

水菜は、水菜である。

水際は、水際である。

水彩画は、水彩画である。

吸差しは、吸差しである。

推察は、推察である。

粋様は、粋様である。

水産は、水産である。

炊爨は、炊爨である。

推参は、推参である。

推算は、推算である。

衰残は、衰残である。

水酸化は、水酸化である。

水酸化アンモニウムは、水酸化アンモニウムである。

水酸化カリウムは、水酸化カリウムである。

水酸化カルシウムは、水酸化カルシウムである。

水産学は、水産学である。

水産加工業は、水産加工業である。

水酸化ナトリウムは、水酸化ナトリウムである。

水酸化バリウムは、水酸化バリウムである。

水酸化物は、水酸化物である。

水酸化物イオンは、水酸化物イオンである。

水酸基は、水酸基である。

水産業は、水産業である。

水産業協同組合は、水産業協同組合である。

水産講習所は、水産講習所である。

水産資源は、水産資源である。

水産試験場は、水産試験場である。

水産大学校は、水産大学校である。

水産庁は、水産庁である。

水産物は、水産物である。



推参者は、推参者である。

水司は、水司である。

水死は、水死である。

水師は、水師である。

出師は、出師である。

垂示は、垂示である。

垂死は、垂死である。

粋士は、粋士である。

衰死は、衰死である。

炊事は、炊事である。

推辞は、推辞である。

遂事は、遂事である。

随時は、随時である。

水師営は、水師営である。

水字貝は、水字貝である。

水質は、水質である。

衰日は、衰日である。

髄質は、髄質である。

水質汚濁は、水質汚濁である。

水質汚濁防止法は、水質汚濁防止法である。

水質基準は、水質基準である。

水質検査は、水質検査である。

水師提督は、水師提督である。

出師表は、出師表である。

水車は、水車である。

水瀉は、水瀉である。

粋者は、粋者である。

水尺は、水尺である。

垂迹は、垂迹である。

衰弱は、衰弱である。

垂迹画は、垂迹画である。

水車紡績は、水車紡績である。

水手は、水手である。

水腫は、水腫である。

錘重は、錘重である。

随従は、随従である。

水準は、水準である。

随順は、随順である。

水準器は、水準器である。

水準儀は、水準儀である。

水準原点は、水準原点である。

水準測量は、水準測量である。

水準点は、水準点である。

水書は、水書である。

隋書は、隋書である。

随所は、随所である。



随処は、随処である。

水松は、水松である。

水症は、水症である。

水晶は、水晶である。

水精は、水精である。

水漿は、水漿である。

垂裳は、垂裳である。

推称は、推称である。

推奨は、推奨である。

推頌は、推頌である。

推賞は、推賞である。

水上は、水上である。

水定は、水定である。

水調は、水調である。

推条は、推条である。

推譲は、推譲である。

穂状は、穂状である。

錐状は、錐状である。

随性は、随性である。

瑞祥は、瑞祥である。

瑞象は、瑞象である。

髄鞘は、髄鞘である。

穂状花序は、穂状花序である。

水上機は、水上機である。

水蒸気は、水蒸気である。

水蒸気蒸留は、水蒸気蒸留である。

水蒸気張力は、水蒸気張力である。

水蒸気爆発は、水蒸気爆発である。

水上機母艦は、水上機母艦である。

水晶宮は、水晶宮である。

水上競技は、水上競技である。

水上警察は、水上警察である。

水晶婚式は、水晶婚式である。

水晶紙は、水晶紙である。

水晶地の鞍は、水晶地の鞍である。

水晶振動子は、水晶振動子である。

水上スキーは、水上スキーである。

水上生活者は、水上生活者である。

水晶体は、水晶体である。

水晶岳は、水晶岳である。

水晶時計は、水晶時計である。

水晶発振器は、水晶発振器である。

水晶盤は、水晶盤である。

水晶フィルターは、水晶フィルターである。

水色は、水色である。

水食は、水食である。



水蝕は、水蝕である。

炊食は、炊食である。

衰色は、衰色である。

翠色は、翠色である。

水食谷は、水食谷である。

水心は、水心である。

水深は、水深である。

垂心は、垂心である。

推進は、推進である。

邃深は、邃深である。

水神は、水神である。

水潯は、水潯である。

粋人は、粋人である。

酔人は、酔人である。

随身は、随身である。

随心院は、随心院である。

推進器は、推進器である。

推進剤は、推進剤である。

水心子は、水心子である。

燧人氏は、燧人氏である。

水腎症は、水腎症である。

随身庭騎絵巻は、随身庭騎絵巻である。

随身所は、随身所である。

随身門は、随身門である。

推進力は、推進力である。

吹塵録は、吹塵録である。

スイスは、スイスである。

すいすいは、すいすいである。

ずいずいずっころばしは、ずいずいずっころばしである。

推するは、推するである。

水生は、水生である。

水棲は、水棲である。

水成は、水成である。

水声は、水声である。

水制は、水制である。

水性は、水性である。

水星は、水星である。

水勢は、水勢である。

吹青は、吹青である。

衰世は、衰世である。

衰勢は、衰勢である。

彗星は、彗星である。

酔醒は、酔醒である。

瑞星は、瑞星である。

水性インクは、水性インクである。

水性ガスは、水性ガスである。



水成岩は、水成岩である。

水成鉱床は、水成鉱床である。

水生昆虫は、水生昆虫である。

水生羊歯は、水生羊歯である。

水生植物は、水生植物である。

綏靖天皇は、綏靖天皇である。

水生動物は、水生動物である。

水性塗料は、水性塗料である。

酔生夢死は、酔生夢死である。

水成論は、水成論である。

水石は、水石である。

燧石は、燧石である。

瑞雪は、瑞雪である。

水仙は、水仙である。

水洗は、水洗である。

水戦は、水戦である。

水線は、水線である。

水繊は、水繊である。

水煎は、水煎である。

水蟾は、水蟾である。

垂線は、垂線である。

推選は、推選である。

推薦は、推薦である。

粋然は、粋然である。

瑞泉寺は、瑞泉寺である。

水前寺公園は、水前寺公園である。

水前寺菜は、水前寺菜である。

水前寺海苔は、水前寺海苔である。

水繊鍋は、水繊鍋である。

推薦入学は、推薦入学である。

水仙翁は、水仙翁である。

すいせんばは、すいせんばである。

水素は、水素である。

水素イオンは、水素イオンである。

水素イオン指数は、水素イオン指数である。

水素イオン濃度は、水素イオン濃度である。

水草は、水草である。

水葬は、水葬である。

水槽は、水槽である。

水艙は、水艙である。

水藻は、水藻である。

吹奏は、吹奏である。

膵臓は、膵臓である。

随想は、随想である。

瑞相は、瑞相である。

膵臓壊死は、膵臓壊死である。



膵臓炎は、膵臓炎である。

吹奏楽は、吹奏楽である。

吹奏楽団は、吹奏楽団である。

吹奏楽器は、吹奏楽器である。

水想観は、水想観である。

吹送流は、吹送流である。

水素化は、水素化である。

垂足は、垂足である。

推測は、推測である。

水族は、水族である。

水族館は、水族館である。

垂足曲線は、垂足曲線である。

推測航法は、推測航法である。

垂足三角形は、垂足三角形である。

推測統計学は、推測統計学である。

水素結合は、水素結合である。

水素貯蔵合金は、水素貯蔵合金である。

水素添加は、水素添加である。

水素電極は、水素電極である。

水素爆弾は、水素爆弾である。

水村は、水村である。

水損は、水損である。

推尊は、推尊である。

簀板は、簀板である。

吹田は、吹田である。

図板は、図板である。

衰態は、衰態である。

衰頽は、衰頽である。

衰退は、衰退である。

推戴は、推戴である。

酔態は、酔態である。

翠苔は、翠苔である。

翠黛は、翠黛である。

錐体は、錐体である。

水大は、水大である。

錐体外路は、錐体外路である。

錐体細胞は、錐体細胞である。

錐体路は、錐体路である。

水沢は、水沢である。

水沢植物は、水沢植物である。

吸出しは、吸出しである。

吸出し管は、吸出し管である。

吸出し膏薬は、吸出し膏薬である。

吸出し通風は、吸出し通風である。

吸い出すは、吸い出すである。

錐脱は、錐脱である。



筋立は、筋立である。

粋立ては、粋立てである。

好いたらしいは、好いたらしいである。

吹弾は、吹弾である。

推断は、推断である。

推知は、推知である。

吹竹は、吹竹である。

随逐は、随逐である。

素一歩は、素一歩である。

吸茶は、吸茶である。

水中は、水中である。

水注は、水注である。

水柱は、水柱である。

水中花は、水中花である。

水中カメラは、水中カメラである。

水中考古学は、水中考古学である。

水中植物は、水中植物である。

水中眼鏡は、水中眼鏡である。

睡中遊行は、睡中遊行である。

水中翼船は、水中翼船である。

水鳥は、水鳥である。

垂釣は、垂釣である。

垂髫は、垂髫である。

推重は、推重である。

瑞兆は、瑞兆である。

瑞鳥は、瑞鳥である。

翠帳紅閨は、翠帳紅閨である。

垂直は、垂直である。

垂直安定板は、垂直安定板である。

垂直感染は、垂直感染である。

垂直式は、垂直式である。

垂直線は、垂直線である。

垂直跳びは、垂直跳びである。

垂直二等分線は、垂直二等分線である。

垂直尾翼は、垂直尾翼である。

垂直分業は、垂直分業である。

垂直分布は、垂直分布である。

垂直変動は、垂直変動である。

垂直面は、垂直面である。

垂直離着陸機は、垂直離着陸機である。

水治療法は、水治療法である。

吸付は、吸付である。

吸付蟻は、吸付蟻である。

吸付桟は、吸付桟である。

吸い付くは、吸い付くである。

吸付け煙草は、吸付け煙草である。



吸い付けるは、吸い付けるである。

スイッチは、スイッチである。

スイッチバックは、スイッチバックである。

スイッチヒッターは、スイッチヒッターである。

スイッチ貿易は、スイッチ貿易である。

すいっちょは、すいっちょである。

吸筒は、吸筒である。

吸鍔は、吸鍔である。

吸鍔環は、吸鍔環である。

水底は、水底である。

水亭は、水亭である。

水程は、水程である。

推定は、推定である。

綏定は、綏定である。

水底線は、水底線である。

推定全損は、推定全損である。

推定相続人は、推定相続人である。

推定論は、推定論である。

水滴は、水滴である。

吹笛は、吹笛である。

水蛭は、水蛭である。

膵蛭は、膵蛭である。

水天は、水天である。

水田は、水田である。

水天一碧は、水天一碧である。

水天宮は、水天宮である。

水天宮利生深川は、水天宮利生深川である。

水田土壌は、水田土壌である。

水天彷彿は、水天彷彿である。

すいとは、すいとである。

水土は、水土である。

ずいとは、ずいとである。

水痘は、水痘である。

水筒は、水筒である。

水稲は、水稲である。

水頭は、水頭である。

垂統は、垂統である。

推倒は、推倒である。

膵島は、膵島である。

錐刀は、錐刀である。

水道は、水道である。

隧道は、隧道である。

出納官吏は、出納官吏である。

出納検査は、出納検査である。

水頭症は、水頭症である。

水道育ちは、水道育ちである。



出納長は、出納長である。

錐刀の末は、錐刀の末である。

出納簿は、出納簿である。

水道方式は、水道方式である。

水毒は、水毒である。

随徳寺は、随徳寺である。

水道尻は、水道尻である。

吸取紙は、吸取紙である。

吸い取るは、吸い取るである。

水団は、水団である。

水遁は、水遁である。

水難は、水難である。

水難救護法は、水難救護法である。

夂繞は、夂繞である。

垂仁天皇は、垂仁天皇である。

綏寧は、綏寧である。

衰年は、衰年である。

水嚢は、水嚢である。

髄脳は、髄脳である。

水嚢投げは、水嚢投げである。

吸呑みは、吸呑みである。

水波は、水波である。

水破は、水破である。

酸葉は、酸葉である。

水馬は、水馬である。

酔罵は、酔罵である。

水肺は、水肺である。

衰廃は、衰廃である。

衰憊は、衰憊である。

水媒花は、水媒花である。

推排法は、推排法である。

水伯は、水伯である。

水爆は、水爆である。

透箱は、透箱である。

垂撥は、垂撥である。

水波の隔ては、水波の隔てである。

杉原は、杉原である。

水畔は、水畔である。

水飯は、水飯である。

垂範は、垂範である。

炊飯は、炊飯である。

水盤は、水盤である。

推挽は、推挽である。

推輓は、推輓である。

随伴は、随伴である。

炊飯器は、炊飯器である。



水半球は、水半球である。

水礬土は、水礬土である。

水肥は、水肥である。

水簸は、水簸である。

粋美は、粋美である。

衰微は、衰微である。

翠眉は、翠眉である。

翠微は、翠微である。

水筆は、水筆である。

酔筆は、酔筆である。

随筆は、随筆である。

水氷は、水氷である。

水豹は、水豹である。

水萍は、水萍である。

水瓶は、水瓶である。

随兵は、随兵である。

水表植物は、水表植物である。

水浜は、水浜である。

すい賓は、すい賓である。

衰鬢は、衰鬢である。

水夫は、水夫である。

水府は、水府である。

炊夫は、炊夫である。

炊婦は、炊婦である。

綏撫は、綏撫である。

瑞風は、瑞風である。

推服は、推服である。

吸い瓢は、吸い瓢である。

スイフトは、スイフトである。

水府葉は、水府葉である。

水府流は、水府流である。

水風呂は、水風呂である。

水風炉は、水風炉である。

水分は、水分である。

衰分は、衰分である。

随分は、随分である。

随分の人は、随分の人である。

水平は、水平である。

水兵は、水兵である。

衰弊は、衰弊である。

水平安定板は、水平安定板である。

水平運河は、水平運河である。

水平角は、水平角である。

水平器は、水平器である。

水平曲線は、水平曲線である。

水平距離は、水平距離である。



水平思考は、水平思考である。

水平社は、水平社である。

水平磁力は、水平磁力である。

水平線は、水平線である。

水平動は、水平動である。

水平尾翼は、水平尾翼である。

水兵服は、水兵服である。

水平振子は、水平振子である。

水平分業は、水平分業である。

水平分布は、水平分布である。

水兵帽は、水兵帽である。

水平面は、水平面である。

水辺は、水辺である。

陲辺は、陲辺である。

水辺鳥は、水辺鳥である。

推歩は、推歩である。

酔歩は、酔歩である。

水母は、水母である。

水泡は、水泡である。

水疱は、水疱である。

粋方は、粋方である。

酔飽は、酔飽である。

燧烽は、燧烽である。

水防は、水防である。

衰亡は、衰亡である。

衰耄は、衰耄である。

彗芒は、彗芒である。

酔眸は、酔眸である。

睡房は、睡房である。

水防組は、水防組である。

瑞宝章は、瑞宝章である。

水疱疹は、水疱疹である。

水豊ダムは、水豊ダムである。

水防団は、水防団である。

水防法は、水防法である。

水木は、水木である。

水墨は、水墨である。

水墨画は、水墨画である。

水墨山水は、水墨山水である。

水墨障壁画は、水墨障壁画である。

水没は、水没である。

随煩悩は、随煩悩である。

水魔は、水魔である。

睡魔は、睡魔である。

スイマーは、スイマーである。

髄膜は、髄膜である。



髄膜炎は、髄膜炎である。

水沫は、水沫である。

錐末は、錐末である。

水マンガン鉱は、水マンガン鉱である。

水密は、水密である。

水蜜は、水蜜である。

水密隔壁は、水密隔壁である。

水蜜桃は、水蜜桃である。

水密扉は、水密扉である。

水脈は、水脈である。

酔眠は、酔眠である。

睡眠は、睡眠である。

スイミングは、スイミングである。

睡眠口座は、睡眠口座である。

睡眠病は、睡眠病である。

睡眠薬は、睡眠薬である。

睡眠療法は、睡眠療法である。

水霧は、水霧である。

酔夢は、酔夢である。

睡夢は、睡夢である。

瑞夢は、瑞夢である。

髄虫は、髄虫である。

螟虫は、螟虫である。

水明は、水明である。

吹鳴は、吹鳴である。

衰滅は、衰滅である。

水面は、水面である。

錐面は、錐面である。

水面下は、水面下である。

水面計は、水面計である。

吹毛は、吹毛である。

吹毛の難は、吹毛の難である。

好文字は、好文字である。

推文字は、推文字である。

吸物は、吸物である。

吸物膳は、吸物膳である。

吸物椀は、吸物椀である。

水門は、水門である。

水紋は、水紋である。

水問は、水問である。

垂問は、垂問である。

推問は、推問である。

水文学は、水文学である。

水薬は、水薬である。

垂諭は、垂諭である。

推誉は、推誉である。



酔余は、酔余である。

睡余は、睡余である。

水葉は、水葉である。

水溶は、水溶である。

水楊は、水楊である。

水曜は、水曜である。

垂楊は、垂楊である。

衰容は、衰容である。

悴容は、悴容である。

雎陽は、雎陽である。

水溶液は、水溶液である。

水様液は、水様液である。

水溶性は、水溶性である。

水浴は、水浴である。

吸い寄せるは、吸い寄せるである。

水雷は、水雷である。

翠嵐は、翠嵐である。

翠巒は、翠巒である。

巣入りは、巣入りである。

酢煎は、酢煎である。

鬆入りは、鬆入りである。

水入は、水入である。

水利は、水利である。

水理は、水理である。

推理は、推理である。

酔裡は、酔裡である。

酔裏は、酔裏である。

図入りは、図入りである。

水理学は、水理学である。

水力学は、水力学である。

水陸は、水陸である。

水陸会は、水陸会である。

水利組合は、水利組合である。

水陸両用機は、水陸両用機である。

水利権は、水利権である。

推理小説は、推理小説である。

水利地益税は、水利地益税である。

巣入り凪は、巣入り凪である。

水利妨害罪は、水利妨害罪である。

水流は、水流である。

垂柳は、垂柳である。

翠柳は、翠柳である。

瑞竜山は、瑞竜山である。

瑞竜寺は、瑞竜寺である。

水流ポンプは、水流ポンプである。

水量は、水量である。



推量は、推量である。

水量計は、水量計である。

推量節は、推量節である。

水力は、水力である。

推力は、推力である。

翠緑は、翠緑である。

水力機械は、水力機械である。

水力機関は、水力機関である。

翠緑玉は、翠緑玉である。

水力採炭は、水力採炭である。

水力タービンは、水力タービンである。

水力溜は、水力溜である。

水力継手は、水力継手である。

水力発電は、水力発電である。

水輪は、水輪である。

垂綸は、垂綸である。

水冷は、水冷である。

衰齢は、衰齢である。

翠嶺は、翠嶺である。

水冷機関は、水冷機関である。

水練は、水練である。

水簾は、水簾である。

垂憐は、垂憐である。

垂簾は、垂簾である。

睡蓮は、睡蓮である。

翠簾は、翠簾である。

水路は、水路である。

垂露は、垂露である。

翠露は、翠露である。

隧路は、隧路である。

透廊は、透廊である。

水楼は、水楼である。

水潦は、水潦である。

衰老は、衰老である。

翠楼は、翠楼である。

水路橋は、水路橋である。

水勒は、水勒である。

水鹿は、水鹿である。

水路式発電は、水路式発電である。

水路測量は、水路測量である。

水路部は、水路部である。

水論は、水論である。

推論は、推論である。

推論式は、推論式である。

水論聟は、水論聟である。

水和は、水和である。



透渡殿は、透渡殿である。

水和物は、水和物である。

スイングは、スイングである。

スイングドアは、スイングドアである。

スインバーンは、スインバーンである。

枢は、枢である。

崇は、崇である。

鄒は、鄒である。

趨は、趨である。

雛は、雛である。

スーは、スーである。

吸うは、吸うである。

据うは、据うである。

スヴァは、スヴァである。

四暗刻は、四暗刻である。

スウィージーは、スウィージーである。

スウィートは、スウィートである。

スウィッチは、スウィッチである。

スウィフトは、スウィフトである。

スウィングは、スウィングである。

スウィンバーンは、スウィンバーンである。

ズヴェーヴォは、ズヴェーヴォである。

スウェーデンは、スウェーデンである。

スウェーデン語は、スウェーデン語である。

スウェーデン刺繍は、スウェーデン刺繍である。

スウェーデン体操は、スウェーデン体操である。

スヴェーデンボリは、スヴェーデンボリである。

スウェーデンリレーは、スウェーデンリレーである。

スヴェードベリは、スヴェードベリである。

スウェットは、スウェットである。

スウェットシャツは、スウェットシャツである。

スウェットパンツは、スウェットパンツである。

スウェルは、スウェルである。

スヴェルドロフスクは、スヴェルドロフスクである。

陬遠は、陬遠である。

鄒衍は、鄒衍である。

趨賀は、趨賀である。

数学は、数学である。

数学オリンピックは、数学オリンピックである。

数学基礎論は、数学基礎論である。

数学的帰納法は、数学的帰納法である。

数学的論理学は、数学的論理学である。

枢機は、枢機である。

雛妓は、雛妓である。

枢機卿は、枢機卿である。

スークは、スークである。



崇敬は、崇敬である。

趨迎は、趨迎である。

崇高は、崇高である。

趨向は、趨向である。

数刻は、数刻である。

スーサは、スーサである。

スーザは、スーザである。

スーザフォーンは、スーザフォーンである。

嵩山は、嵩山である。

数詞は、数詞である。

数字は、数字である。

数次は、数次である。

数式は、数式である。

枢軸は、枢軸である。

枢軸国は、枢軸国である。

数日は、数日である。

数字譜は、数字譜である。

趨舎は、趨舎である。

趨捨は、趨捨である。

すう従は、すう従である。

芻菽は、芻菽である。

枢相は、枢相である。

芻場は、芻場である。

芻蕘は、芻蕘である。

数次旅券は、数次旅券である。

崇信は、崇信である。

誦ずは、誦ずである。

すうすうは、すうすうである。

図図しいは、図図しいである。

ずうずう弁は、ずうずう弁である。

スーズダリは、スーズダリである。

趨勢は、趨勢である。

趨勢法は、趨勢法である。

芻草は、芻草である。

雛僧は、雛僧である。

数多は、数多である。

ズーダーマンは、ズーダーマンである。

素謡は、素謡である。

図体は、図体である。

数段は、数段である。

スーダンは、スーダンである。

数値は、数値である。

数値解析は、数値解析である。

数値制御は、数値制御である。

数値制御工作機械は、数値制御工作機械である。

数直線は、数直線である。



数値予報は、数値予報である。

スーチンは、スーチンである。

スーツは、スーツである。

スーツケースは、スーツケースである。

崇禎は、崇禎である。

崇禎帝は、崇禎帝である。

崇禎暦書は、崇禎暦書である。

ズーデルマンは、ズーデルマンである。

崇伝は、崇伝である。

数等は、数等である。

鄒韜奮は、鄒韜奮である。

素饂飩は、素饂飩である。

数人は、数人である。

スーパーは、スーパーである。

スーパーアロイは、スーパーアロイである。

スーパーインポーズは、スーパーインポーズである。

スーパーカレンダーは、スーパーカレンダーである。

スーパーコンピューターは、スーパーコンピューターである。

スーパースターは、スーパースターである。

スーパーストアは、スーパーストアである。

スーパーチェーンは、スーパーチェーンである。

スーパーチャージャーは、スーパーチャージャーである。

スーパーヘテロダインは、スーパーヘテロダインである。

スーパーマーケットは、スーパーマーケットである。

スーパーマンは、スーパーマンである。

スーパーリアリズムは、スーパーリアリズムである。

崇拝は、崇拝である。

数表は、数表である。

枢府は、枢府である。

スープは、スープである。

ズーフは、ズーフである。

スーフィズムは、スーフィズムである。

崇福寺は、崇福寺である。

スープストックは、スープストックである。

スーブニールは、スーブニールである。

スーベニアは、スーベニアである。

崇奉は、崇奉である。

スーポーは、スーポーである。

芻牧は、芻牧である。

芻秣は、芻秣である。

枢密は、枢密である。

枢密院は、枢密院である。

枢密顧問官は、枢密顧問官である。

枢務は、枢務である。

ズームは、ズームである。

ズームアウトは、ズームアウトである。



ズームインは、ズームインである。

ズームレンズは、ズームレンズである。

崇明島は、崇明島である。

枢要は、枢要である。

枢要徳は、枢要徳である。

スーラは、スーラである。

数理は、数理である。

数理計画法は、数理計画法である。

数理経済学は、数理経済学である。

数理哲学は、数理哲学である。

数理統計学は、数理統計学である。

芻糧は、芻糧である。

数量は、数量である。

数量景気は、数量景気である。

数理論理学は、数理論理学である。

数列は、数列である。

鄒魯の学は、鄒魯の学である。

すうわりは、すうわりである。

末は、末である。

陶は、陶である。

仮髻は、仮髻である。

仮髪は、仮髪である。

図会は、図会である。

図絵は、図絵である。

陶器は、陶器である。

居浦は、居浦である。

スエージングは、スエージングである。

スエーターは、スエーターである。

スエードは、スエードである。

据置きは、据置きである。

据え置くは、据え置くである。

据え桶は、据え桶である。

末恐ろしいは、末恐ろしいである。

末方は、末方である。

据金物は、据金物である。

居文金物は、居文金物である。

据え兼ねるは、据え兼ねるである。

陶窯は、陶窯である。

末川は、末川である。

末川博は、末川博である。

須恵器は、須恵器である。

徒役は、徒役である。

末吉は、末吉である。

末口は、末口である。

末口物は、末口物である。

末子は、末子である。



季子は、季子である。

据籠は、据籠である。

据腰は、据腰である。

居腰は、居腰である。

据炬燵は、据炬燵である。

末座は、末座である。

末様は、末様である。

末重籐は、末重籐である。

末始終は、末始終である。

スエズは、スエズである。

スエズ運河は、スエズ運河である。

末末は、末末である。

据え膳は、据え膳である。

末工は、末工である。

末頼もしいは、末頼もしいである。

末つ方は、末つ方である。

末つきは、末つきである。

陶坏は、陶坏である。

末次は、末次である。

末次船は、末次船である。

末次平蔵は、末次平蔵である。

陶工は、陶工である。

陶部は、陶部である。

据付けは、据付けである。

据え付けるは、据え付けるである。

末っ子は、末っ子である。

末摘花は、末摘花である。

末強は、末強である。

末永は、末永である。

末長くは、末長くである。

末永雅雄は、末永雅雄である。

末無川は、末無川である。

末生りは、末生りである。

末成りは、末成りである。

末野は、末野である。

末のゑは、末のゑである。

末の末は、末の末である。

末の松山は、末の松山である。

末の者は、末の者である。

末の世は、末の世である。

末葉は、末葉である。

居箱は、居箱である。

居筥は、居筥である。

末弭は、末弭である。

末筈は、末筈である。

据破風は、据破風である。



陶晴賢は、陶晴賢である。

据判は、据判である。

末番句は、末番句である。

陶人は、陶人である。

末人は、末人である。

末拍子は、末拍子である。

据拍子は、据拍子である。

末広は、末広である。

末弘は、末弘である。

末弘厳太郎は、末弘厳太郎である。

末広がりは、末広がりである。

末広鉄腸は、末広鉄腸である。

据風呂は、据風呂である。

末辺は、末辺である。

末松は、末松である。

末松謙澄は、末松謙澄である。

据物は、据物である。

陶物は、陶物である。

陶物師は、陶物師である。

陶物作りは、陶物作りである。

据物宿は、据物宿である。

末吉船は、末吉船である。

末吉吉安は、末吉吉安である。

据えるは、据えるである。

饐えるは、饐えるである。

周防は、周防である。

素袍は、素袍である。

蘇芳は、蘇芳である。

蘇方は、蘇方である。

蘇枋は、蘇枋である。

蘇芳泡は、蘇芳泡である。

蘇芳色は、蘇芳色である。

素襖烏帽子は、素襖烏帽子である。

素袍落は、素袍落である。

蘇芳襲は、蘇芳襲である。

周防灘は、周防灘である。

蘇芳の木は、蘇芳の木である。

蘇芳香は、蘇芳香である。

周防内侍は、周防内侍である。

蘇芳匂は、蘇芳匂である。

素襖袴は、素襖袴である。

蘇芳花は、蘇芳花である。

素襖引は、素襖引である。

蘇芳木は、蘇芳木である。

素踊は、素踊である。

スオミは、スオミである。



頭重は、頭重である。

巣下ろしは、巣下ろしである。

すかは、すかである。

菅は、菅である。

図画は、図画である。

スカートは、スカートである。

スカーフは、スカーフである。

スカーレットは、スカーレットである。

スカイは、スカイである。

酢貝は、酢貝である。

図解は、図解である。

頭蓋は、頭蓋である。

頭蓋骨は、頭蓋骨である。

スカイサインは、スカイサインである。

皇海山は、皇海山である。

次次は、次次である。

スカイスクレーパーは、スカイスクレーパーである。

スカイダイビングは、スカイダイビングである。

すが糸は、すが糸である。

スカイブルーは、スカイブルーである。

スカイラインは、スカイラインである。

次ふは、次ふである。

スカウトは、スカウトである。

巣換えは、巣換えである。

菅江は、菅江である。

菅江真澄は、菅江真澄である。

素顔は、素顔である。

清掻は、清掻である。

菅掻は、菅掻である。

菅垣は、菅垣である。

清掻くは、清掻くである。

菅笠は、菅笠である。

須賀川は、須賀川である。

巣がきは、巣がきである。

素書は、素書である。

素描は、素描である。

簀垣は、簀垣である。

簀掻は、簀掻である。

酢牡蠣は、酢牡蠣である。

巣がくは、巣がくである。

図学は、図学である。

巣隠るは、巣隠るである。

素懸は、素懸である。

簾懸は、簾懸である。

図画工作は、図画工作である。

菅菰は、菅菰である。



菅薦は、菅薦である。

透かさずは、透かさずである。

透かしは、透かしである。

透かし編みは、透かし編みである。

スカジーは、スカジーである。

透かし絵は、透かし絵である。

透かし扇は、透かし扇である。

透かし織は、透かし織である。

透かし形は、透かし形である。

透かし革は、透かし革である。

透かし菊は、透かし菊である。

透かし伐りは、透かし伐りである。

透かし田牛蒡は、透かし田牛蒡である。

透かし俵は、透かし俵である。

透かし屁は、透かし屁である。

透かし塀は、透かし塀である。

透かし彫は、透かし彫である。

透かし見るは、透かし見るである。

清し女は、清し女である。

透かし模様は、透かし模様である。

透かし門は、透かし門である。

透かし百合は、透かし百合である。

すかすは、すかすである。

透かすは、透かすである。

空かすは、空かすである。

賺すは、賺すである。

すかすかは、すかすかである。

清清は、清清である。

ずかずかは、ずかずかである。

清清しいは、清清しいである。

菅専助は、菅専助である。

菅麻は、菅麻である。

菅平は、菅平である。

姿絵は、姿絵である。

姿形は、姿形である。

すが凧は、すが凧である。

姿盛りは、姿盛りである。

姿図は、姿図である。

姿鮨は、姿鮨である。

菅畳は、菅畳である。

姿付きは、姿付きである。

姿尽しは、姿尽しである。

姿煮は、姿煮である。

姿人形は、姿人形である。

姿の池は、姿の池である。

姿の花は、姿の花である。



姿人は、姿人である。

姿舟は、姿舟である。

姿枕は、姿枕である。

姿見は、姿見である。

姿焼は、姿焼である。

素語りは、素語りである。

すかたんは、すかたんである。

スカッシュは、スカッシュである。

すかっとは、すかっとである。

スカッパーは、スカッパーである。

菅鳥は、菅鳥である。

スカトロジーは、スカトロジーである。

すかなしは、すかなしである。

すが縫いは、すが縫いである。

菅抜は、菅抜である。

菅貫は、菅貫である。

菅抜くは、菅抜くである。

菅貫くは、菅貫くである。

菅沼は、菅沼である。

菅沼貞風は、菅沼貞風である。

素鉄は、素鉄である。

菅根鳥は、菅根鳥である。

菅野は、菅野である。

菅の根のは、菅の根のである。

菅野真道は、菅野真道である。

スカポライトは、スカポライトである。

菅枕は、菅枕である。

すかまたは、すかまたである。

素紙子は、素紙子である。

菅蓑は、菅蓑である。

菅筵は、菅筵である。

素瓶は、素瓶である。

酢瓶は、酢瓶である。

眇は、眇である。

眇めるは、眇めるである。

巣鴨は、巣鴨である。

菅藻は、菅藻である。

すが紋は、すが紋である。

好かやは、好かやである。

すがやかは、すがやかである。

酸ケ湯温泉は、酸ケ湯温泉である。

すがらは、すがらである。

ずからは、ずからである。

図柄は、図柄である。

スカラーは、スカラーである。

スカラー積は、スカラー積である。



スカラ座は、スカラ座である。

スカラシップは、スカラシップである。

スカラップは、スカラップである。

スカラベは、スカラベである。

スカラムーシュは、スカラムーシュである。

すかりは、すかりである。

すがりは、すがりである。

末枯は、末枯である。

縋り付くは、縋り付くである。

素狩股は、素狩股である。

素雁股は、素雁股である。

スカルは、スカルである。

すがるは、すがるである。

尽るは、尽るである。

末枯るは、末枯るである。

縋るは、縋るである。

酸がるは、酸がるである。

すがる少女は、すがる少女である。

スカルノは、スカルノである。

縋破風は、縋破風である。

スカルラッティは、スカルラッティである。

尽れるは、尽れるである。

末枯れるは、末枯れるである。

スカロンは、スカロンである。

菅原は、菅原である。

菅原伝授手習鑑は、菅原伝授手習鑑である。

菅原清公は、菅原清公である。

菅原是善は、菅原是善である。

菅原孝標女は、菅原孝標女である。

菅原為長は、菅原為長である。

菅原文時は、菅原文時である。

菅原道真は、菅原道真である。

図鑑は、図鑑である。

スカンクは、スカンクである。

スカンジウムは、スカンジウムである。

頭寒足熱は、頭寒足熱である。

スカンディナヴィアは、スカンディナヴィアである。

素寒貧は、素寒貧である。

酸模は、酸模である。

すきは、すきである。

好きは、好きである。

坏は、坏である。

村は、村である。

透きは、透きである。

隙は、隙である。

漉きは、漉きである。



抄きは、抄きである。

鋤は、鋤である。

犂は、犂である。

襷は、襷である。

繦は、繦である。

主基は、主基である。

須岐は、須岐である。

数寄は、数寄である。

椙は、椙である。

過ぎは、過ぎである。

ずきは、ずきである。

生業は、生業である。

梳油は、梳油である。

透綾は、透綾である。

杉綾は、杉綾である。

杉綾織は、杉綾織である。

好き歩くは、好き歩くである。

スキーは、スキーである。

杉板は、杉板である。

杉板葺きは、杉板葺きである。

スキームは、スキームである。

スキーヤーは、スキーヤーである。

漉入れは、漉入れである。

抄入れは、抄入れである。

漉入れ紙は、漉入れ紙である。

透色は、透色である。

杉生は、杉生である。

透き写しは、透き写しである。

すぎ馬は、すぎ馬である。

杉浦は、杉浦である。

杉浦重剛は、杉浦重剛である。

杉浦乗意は、杉浦乗意である。

杉浦非水は、杉浦非水である。

透漆は、透漆である。

透扇は、透扇である。

鋤き起すは、鋤き起すである。

透織は、透織である。

杉折は、杉折である。

漉返しは、漉返しである。

抄返しは、抄返しである。

漉き返すは、漉き返すである。

抄き返すは、抄き返すである。

鋤き返すは、鋤き返すである。

杉垣は、杉垣である。

透影は、透影である。

隙風は、隙風である。



主基方は、主基方である。

好き勝手は、好き勝手である。

透構えは、透構えである。

好きがましは、好きがましである。

梳髪は、梳髪である。

杉天牛は、杉天牛である。

杉皮は、杉皮である。

透木は、透木である。

好き嫌いは、好き嫌いである。

剥切は、剥切である。

漉き切れは、漉き切れである。

抄き切れは、抄き切れである。

梳櫛は、梳櫛である。

透車は、透車である。

杉榑は、杉榑である。

鋤鍬は、鋤鍬である。

梳毛は、梳毛である。

漉桁は、漉桁である。

梳き子は、梳き子である。

透き声は、透き声である。

ずきこきは、ずきこきである。

杉蘚は、杉蘚である。

杉苔は、杉苔である。

好き心地は、好き心地である。

好き心は、好き心である。

過ぎ来し方は、過ぎ来し方である。

過越祭は、過越祭である。

好き事は、好き事である。

好き好みは、好き好みである。

好き好むは、好き好むである。

漉込は、漉込である。

抄込は、抄込である。

漉き込むは、漉き込むである。

抄き込むは、抄き込むである。

鋤き込むは、鋤き込むである。

食米は、食米である。

杉材棒は、杉材棒である。

鋤下彫は、鋤下彫である。

過ぎ去るは、過ぎ去るである。

杉算は、杉算である。

透き字は、透き字である。

好き者は、好き者である。

数奇者は、数奇者である。

数寄者は、数寄者である。

杉重は、杉重である。

漉簀は、漉簀である。



透素襖は、透素襖である。

好き好きは、好き好きである。

杉杉は、杉杉である。

ずきずきは、ずきずきである。

好き好きしは、好き好きしである。

杉田は、杉田である。

スキタイは、スキタイである。

杉田玄白は、杉田玄白である。

鋤出彫は、鋤出彫である。

漉き出すは、漉き出すである。

抄き出すは、抄き出すである。

杉田成卿は、杉田成卿である。

杉立ちは、杉立ちである。

好き撓むは、好き撓むである。

杉団子は、杉団子である。

スキットは、スキットである。

すきっとは、すきっとである。

スキッパーは、スキッパーである。

空きっ腹は、空きっ腹である。

スキップは、スキップである。

スキップフロアは、スキップフロアである。

梳き手は、梳き手である。

結手は、結手である。

主基田は、主基田である。

主基殿は、主基殿である。

すきとは、すきとである。

杉戸は、杉戸である。

透灯籠は、透灯籠である。

透き徹るは、透き徹るである。

透き通るは、透き通るである。

梳き取るは、梳き取るである。

杉菜は、杉菜である。

鋤鍋は、鋤鍋である。

杉並は、杉並である。

杉状は、杉状である。

杉形は、杉形である。

杉形鞘は、杉形鞘である。

透膠は、透膠である。

杉の庵は、杉の庵である。

主基の国は、主基の国である。

杉葉だには、杉葉だにである。

杉の御社は、杉の御社である。

杉の湯は、杉の湯である。

杉海苔は、杉海苔である。

透き歯は、透き歯である。

杉生えは、杉生えである。



杉箸は、杉箸である。

好きばむは、好きばむである。

空き腹は、空き腹である。

杉原紙は、杉原紙である。

透張障子は、透張障子である。

スキピオは、スキピオである。

透額は、透額である。

好き不好きは、好き不好きである。

杉船は、杉船である。

好兵衛は、好兵衛である。

耒偏は、耒偏である。

好き放題は、好き放題である。

杉仏は、杉仏である。

鋤彫は、鋤彫である。

隙間は、隙間である。

透き間は、透き間である。

隙間風は、隙間風である。

隙間ゲージは、隙間ゲージである。

隙間嵌は、隙間嵌である。

剥身は、剥身である。

透き見は、透き見である。

スキムミルクは、スキムミルクである。

杉村は、杉村である。

杉叢は、杉叢である。

杉村楚人冠は、杉村楚人冠である。

杉村春子は、杉村春子である。

好目は、好目である。

透き目は、透き目である。

杉目扇は、杉目扇である。

杉本は、杉本である。

杉本栄一は、杉本栄一である。

過ぎ物は、過ぎ物である。

過ぎ者は、過ぎ者である。

透門は、透門である。

数寄屋は、数寄屋である。

数奇屋は、数奇屋である。

数寄屋頭は、数寄屋頭である。

鋤焼は、鋤焼である。

杉焼は、杉焼である。

数寄屋下駄は、数寄屋下駄である。

杉社は、杉社である。

数寄屋足袋は、数寄屋足袋である。

数寄屋造は、数寄屋造である。

スキャットは、スキャットである。

スキャッブは、スキャッブである。

スキャナーは、スキャナーである。



数寄屋橋は、数寄屋橋である。

数寄屋普請は、数寄屋普請である。

数寄屋坊主は、数寄屋坊主である。

杉山は、杉山である。

杉山杉風は、杉山杉風である。

杉山丹後掾は、杉山丹後掾である。

杉山元治郎は、杉山元治郎である。

杉山寧は、杉山寧である。

杉山流は、杉山流である。

杉山和一は、杉山和一である。

杉遣戸は、杉遣戸である。

漉き破れ紙は、漉き破れ紙である。

スキャンは、スキャンである。

スキャンダラスは、スキャンダラスである。

スキャンダルは、スキャンダルである。

スキューギヤは、スキューギヤである。

スキューバは、スキューバである。

スキューバダイビングは、スキューバダイビングである。

過ぎ行くは、過ぎ行くである。

スキュラは、スキュラである。

図経は、図経である。

杉楊枝は、杉楊枝である。

誦経物は、誦経物である。

宗鏡録は、宗鏡録である。

スキルは、スキルである。

過ぎるは、過ぎるである。

スキルス癌は、スキルス癌である。

好き業は、好き業である。

好事は、好事である。

スキンは、スキンである。

頭巾は、頭巾である。

スキンシップは、スキンシップである。

ずきんずきんは、ずきんずきんである。

スキンダイビングは、スキンダイビングである。

スキンヘッドは、スキンヘッドである。

好くは、好くである。

助くは、助くである。

透くは、透くである。

空くは、空くである。

食くは、食くである。

剥くは、剥くである。

梳くは、梳くである。

結くは、結くである。

漉くは、漉くである。

抄くは、抄くである。

鋤くは、鋤くである。



直ぐは、直ぐである。

挿ぐは、挿ぐである。

過ぐは、過ぐである。

銑は、銑である。

木菟は、木菟である。

掬いは、掬いである。

抄いは、抄いである。

救いは、救いである。

掬い上げるは、掬い上げるである。

掬い網は、掬い網である。

救い金は、救い金である。

救い小屋は、救い小屋である。

スクイズは、スクイズである。

スクイズプレーは、スクイズプレーである。

救い出すは、救い出すである。

掬い投げは、掬い投げである。

救い主は、救い主である。

救いの神は、救いの神である。

掬い撥は、掬い撥である。

救い船は、救い船である。

救い米は、救い米である。

宿院は、宿院である。

掬うは、掬うである。

抄うは、抄うである。

救うは、救うである。

済うは、済うである。

巣くうは、巣くうである。

スクーターは、スクーターである。

スクーナーは、スクーナーである。

スクーネルは、スクーネルである。

スクープは、スクープである。

スクーリングは、スクーリングである。

スクールは、スクールである。

スクールガールは、スクールガールである。

スクールカラーは、スクールカラーである。

スクールバスは、スクールバスである。

スクールフィギュアは、スクールフィギュアである。

スクールボーイは、スクールボーイである。

スクールメートは、スクールメートである。

スクエアは、スクエアである。

スクエアスタンスは、スクエアスタンスである。

スクエアダンスは、スクエアダンスである。

ずくが無いは、ずくが無いである。

酸茎は、酸茎である。

直ぐ様は、直ぐ様である。

直しは、直しである。



守宮神は、守宮神である。

守公神は、守公神である。

守君神は、守君神である。

過すは、過すである。

すくすくは、すくすくである。

すくすくしは、すくすくしである。

過世は、過世である。

宿世宿世は、宿世宿世である。

銑銭は、銑銭である。

宿世結びは、宿世結びである。

宿世焼きは、宿世焼きである。

兎口は、兎口である。

素口は、素口である。

虚口は、虚口である。

巣口は、巣口である。

銑鉄は、銑鉄である。

すくとは、すくとである。

すくどは、すくどである。

直ぐとは、直ぐとである。

直通りは、直通りである。

少なは、少なである。

少ないは、少ないである。

尠いは、尠いである。

寡いは、寡いである。

少なからずは、少なからずである。

少なくともは、少なくともである。

少なくもは、少なくもである。

少なしは、少なしである。

尠しは、尠しである。

寡しは、寡しである。

ずく無しは、ずく無しである。

少彦名神は、少彦名神である。

少名彦薬根は、少名彦薬根である。

直な文字は、直な文字である。

直ぐには、直ぐにである。

木菟入は、木菟入である。

直抜きは、直抜きである。

宿禰は、宿禰である。

宿禰雛は、宿禰雛である。

直刃は、直刃である。

直化けは、直化けである。

竦ばるは、竦ばるである。

竦まるは、竦まるである。

図組は、図組である。

竦み上がるは、竦み上がるである。

竦むは、竦むである。



竦めるは、竦めるである。

すくもは、すくもである。

宿毛は、宿毛である。

すくも石は、すくも石である。

すくも火は、すくも火である。

すくも部屋は、すくも部屋である。

すくもむしは、すくもむしである。

健やかは、健やかである。

健やか者は、健やか者である。

直焼は、直焼である。

直焼刃は、直焼刃である。

直槍は、直槍である。

宿曜経は、宿曜経である。

宿曜師は、宿曜師である。

宿曜道は、宿曜道である。

健よかは、健よかである。

健よか心は、健よか心である。

簀倉は、簀倉である。

素鞍は、素鞍である。

過ぐらくは、過ぐらくである。

スクラッチは、スクラッチである。

スクラップは、スクラップである。

スクラップアンドビルドは、スクラップアンドビルドである。

スクラップブックは、スクラップブックである。

スクラムは、スクラムである。

スクラムハーフは、スクラムハーフである。

スクランブルは、スクランブルである。

スクランブルエッグは、スクランブルエッグである。

スクランブル交差点は、スクランブル交差点である。

スクランブルレースは、スクランブルレースである。

村主は、村主である。

酸塊は、酸塊である。

スクリーニングは、スクリーニングである。

スクリーンは、スクリーンである。

スクリーン印刷は、スクリーン印刷である。

スクリーンプロセスは、スクリーンプロセスである。

ずぐり独楽は、ずぐり独楽である。

スクリバは、スクリバである。

スクリプターは、スクリプターである。

スクリプトは、スクリプトである。

スクリメージは、スクリメージである。

スクリメージラインは、スクリメージラインである。

スクリャビンは、スクリャビンである。

スクリューは、スクリューである。

スクリュードライバーは、スクリュードライバーである。

スクリューボールは、スクリューボールである。



選るは、選るである。

スクループルは、スクループルである。

スクルペルは、スクルペルである。

スクレは、スクレである。

スクレイパーは、スクレイパーである。

スクレイピーは、スクレイピーである。

勝れては、勝れてである。

勝れ人は、勝れ人である。

勝れ物は、勝れ物である。

勝れるは、勝れるである。

優れるは、優れるである。

末黒は、末黒である。

スクロールは、スクロールである。

双六は、双六である。

スクワットは、スクワットである。

典侍は、典侍である。

すけは、すけである。

図形は、図形である。

徒刑は、徒刑である。

別将は、別将である。

菅一文字は、菅一文字である。

スケーターは、スケーターである。

スケーティングは、スケーティングである。

スケートは、スケートである。

スケートボードは、スケートボードである。

スケートリンクは、スケートリンクである。

スケープゴートは、スケープゴートである。

スケールは、スケールである。

菅円座は、菅円座である。

助丁は、助丁である。

助け支ふは、助け支ふである。

挿替は、挿替である。

嵌替は、嵌替である。

挿げ替えるは、挿げ替えるである。

菅蓋は、菅蓋である。

菅笠節は、菅笠節である。

助仮名は、助仮名である。

菅刈りは、菅刈りである。

すけごは、すけごである。

助郷は、助郷である。

助郷穀は、助郷穀である。

助郷帳は、助郷帳である。

助郷役は、助郷役である。

すけこましは、すけこましである。

助真は、助真である。

助三杯は、助三杯である。



スケジュールは、スケジュールである。

透け透けは、透け透けである。

ずけずけは、ずけずけである。

助惣鱈は、助惣鱈である。

助太刀は、助太刀である。

スケッチは、スケッチである。

スケッチブックは、スケッチブックである。

助っ人は、助っ人である。

助党は、助党である。

介党鱈は、介党鱈である。

すげないは、すげないである。

莎の鶏は、莎の鶏である。

祐信は、祐信である。

中納言は、中納言である。

助則は、助則である。

助博士は、助博士である。

助柱は、助柱である。

助番は、助番である。

典仁親王は、典仁親王である。

助平は、助平である。

助広は、助広である。

すげぶは、すげぶである。

スケプチックは、スケプチックである。

助兵衛は、助兵衛である。

助兵衛根性は、助兵衛根性である。

すげむは、すげむである。

助宗は、助宗である。

助けるは、助けるである。

透けるは、透けるである。

挿げるは、挿げるである。

スケルツォは、スケルツォである。

スケルトンは、スケルトンである。

助六は、助六である。

素見は、素見である。

素見騒きは、素見騒きである。

素子は、素子である。

スコアは、スコアである。

スコアブックは、スコアブックである。

スコアボードは、スコアボードである。

スコアラーは、スコアラーである。

すこいは、すこいである。

凄いは、凄いである。

速香は、速香である。

数行は、数行である。

図工は、図工である。

塗香は、塗香である。



頭甲は、頭甲である。

頭光は、頭光である。

頭香は、頭香である。

凄腕は、凄腕である。

崇光天皇は、崇光天皇である。

スコーカーは、スコーカーである。

スコータイ朝は、スコータイ朝である。

スコールは、スコールである。

巣沙蚕は、巣沙蚕である。

素扱きは、素扱きである。

素扱き結びは、素扱き結びである。

素扱くは、素扱くである。

少しは、少しである。

簾越しは、簾越しである。

凄しは、凄しである。

少しきは、少しきである。

少しくは、少しくである。

少しもは、少しもである。

過ごすは、過ごすである。

すごすごは、すごすごである。

すこたんは、すこたんである。

スコッチは、スコッチである。

スコッチエッグは、スコッチエッグである。

スコットは、スコットである。

スコットランドは、スコットランドである。

スコットランドヤードは、スコットランドヤードである。

スコップは、スコップである。

スコトゥスエリウゲナは、スコトゥスエリウゲナである。

スコパスは、スコパスである。

スコピエは、スコピエである。

すこびるは、すこびるである。

頗るは、頗るである。

頗る付きは、頗る付きである。

スコポラミンは、スコポラミンである。

巣こぼれは、巣こぼれである。

凄みは、凄みである。

凄むは、凄むである。

食薦は、食薦である。

簀薦は、簀薦である。

巣籠りは、巣籠りである。

巣籠るは、巣籠るである。

直屋は、直屋である。

スコラは、スコラである。

スコラ学は、スコラ学である。

スコラ的は、スコラ的である。

スコラ哲学は、スコラ哲学である。



スコリアは、スコリアである。

双六打は、双六打である。

双六盤は、双六盤である。

スコンクは、スコンクである。

寸莎は、寸莎である。

酢菜は、酢菜である。

徒罪は、徒罪である。

須坂は、須坂である。

酢肴は、酢肴である。

洲崎は、洲崎である。

須崎は、須崎である。

洲崎廻は、洲崎廻である。

朱雀院は、朱雀院である。

朱雀大路は、朱雀大路である。

朱雀天皇は、朱雀天皇である。

朱雀門は、朱雀門である。

素戔嗚尊は、素戔嗚尊である。

須佐之男命は、須佐之男命である。

荒びは、荒びである。

進びは、進びである。

遊びは、遊びである。

遊び事は、遊び事である。

進ぶは、進ぶである。

遊ぶは、遊ぶである。

凄まじいは、凄まじいである。

荒みは、荒みである。

進みは、進みである。

遊みは、遊みである。

荒むは、荒むである。

進むは、進むである。

遊むは、遊むである。

荒め事は、荒め事である。

遊め事は、遊め事である。

須佐焼は、須佐焼である。

すさ藁は、すさ藁である。

杜撰は、杜撰である。

すしは、すしである。

鮨は、鮨である。

鮓は、鮓である。

酸しは、酸しである。

筋は、筋である。

辻は、辻である。

図示は、図示である。

図師は、図師である。

途子は、途子である。

図子は、図子である。



逗子は、逗子である。

厨子は、厨子である。

頭子は、頭子である。

筋合は、筋合である。

鮓鮎は、鮓鮎である。

鮨鮎は、鮨鮎である。

筋海老は、筋海老である。

厨子王は、厨子王である。

鮨桶は、鮨桶である。

筋交いは、筋交いである。

筋違いは、筋違いである。

筋違橋門は、筋違橋門である。

筋違ふは、筋違ふである。

筋違えは、筋違えである。

筋書は、筋書である。

筋金は、筋金である。

筋金入りは、筋金入りである。

筋兜は、筋兜である。

筋蒲鉾は、筋蒲鉾である。

図式は、図式である。

筋切りは、筋切りである。

筋隈は、筋隈である。

筋雲は、筋雲である。

条黒白蝶は、条黒白蝶である。

筋気は、筋気である。

筋子は、筋子である。

筋黒檀は、筋黒檀である。

間道黒檀は、間道黒檀である。

筋筋は、筋筋である。

ずしずしは、ずしずしである。

筋簾は、筋簾である。

筋立つは、筋立つである。

筋立ては、筋立てである。

筋立てるは、筋立てるである。

厨子棚は、厨子棚である。

鮨種は、鮨種である。

筋俵は、筋俵である。

鮨詰めは、鮨詰めである。

筋無いは、筋無いである。

筋縄は、筋縄である。

筋肉は、筋肉である。

筋鉢は、筋鉢である。

図示馬力は、図示馬力である。

筋張るは、筋張るである。

筋引は、筋引である。

筋曳は、筋曳である。



筋塀は、筋塀である。

筋棒は、筋棒である。

筋星虫は、筋星虫である。

厨子仏は、厨子仏である。

筋骨は、筋骨である。

筋彫は、筋彫である。

条彫は、条彫である。

筋播きは、筋播きである。

条播きは、条播きである。

筋道は、筋道である。

筋向いは、筋向いである。

筋向うは、筋向うである。

筋目は、筋目である。

鮨飯は、鮨飯である。

筋も無いは、筋も無いである。

筋揉みは、筋揉みである。

素紗は、素紗である。

鮨屋は、鮨屋である。

ずしゃは、ずしゃである。

ずしやかは、ずしやかである。

豆州は、豆州である。

素十六は、素十六である。

崇峻天皇は、崇峻天皇である。

数女は、数女である。

図書は、図書である。

調所は、調所である。

素生は、素生である。

素性は、素性である。

素姓は、素姓である。

頭上は、頭上である。

通障子は、通障子である。

素浄瑠璃は、素浄瑠璃である。

図書館は、図書館である。

図書呈瑞は、図書呈瑞である。

図書頭は、図書頭である。

調所広郷は、調所広郷である。

図書寮は、図書寮である。

ずしりは、ずしりである。

捩り捩りは、捩り捩りである。

捩り捩るは、捩り捩るである。

捩るは、捩るである。

筋髷は、筋髷である。

ずしんは、ずしんである。

図心は、図心である。

崇神天皇は、崇神天皇である。

煤は、煤である。



煤すは、煤すである。

為為は、為為である。

鈴は、鈴である。

スズは、スズである。

篶は、篶である。

珠洲は、珠洲である。

豆子は、豆子である。

図すは、図すである。

煤色は、煤色である。

煤納めは、煤納めである。

煤男は、煤男である。

すずおりは、すずおりである。

鈴鹿は、鈴鹿である。

鈴蛙は、鈴蛙である。

篠懸は、篠懸である。

鈴掛は、鈴掛である。

篠懸衣は、篠懸衣である。

篠懸の木は、篠懸の木である。

鈴鹿山脈は、鈴鹿山脈である。

涼風は、涼風である。

鈴鹿峠は、鈴鹿峠である。

鈴が音のは、鈴が音のである。

鈴鹿関は、鈴鹿関である。

鈴鴨は、鈴鴨である。

鈴ヶ森は、鈴ヶ森である。

薄は、薄である。

芒は、芒である。

濯ぎは、濯ぎである。

すずきは、すずきである。

鱸は、鱸である。

鈴木は、鈴木である。

鈴木朖は、鈴木朖である。

鈴木梅太郎は、鈴木梅太郎である。

鈴木貫太郎は、鈴木貫太郎である。

鈴木其一は、鈴木其一である。

鈴木喜三郎は、鈴木喜三郎である。

鈴木重胤は、鈴木重胤である。

鈴木春山は、鈴木春山である。

鈴木正三は、鈴木正三である。

鈴木商店は、鈴木商店である。

濯ぎ洗濯は、濯ぎ洗濯である。

濯ぎ汰ふは、濯ぎ汰ふである。

薄田は、薄田である。

鈴木大拙は、鈴木大拙である。

薄田泣菫は、薄田泣菫である。

薄田研二は、薄田研二である。



鈴木長吉は、鈴木長吉である。

鈴木虎雄は、鈴木虎雄である。

薄野は、薄野である。

薄の丸は、薄の丸である。

鈴木春信は、鈴木春信である。

鈴木文治は、鈴木文治である。

鱸庖丁は、鱸庖丁である。

鈴木三重吉は、鈴木三重吉である。

薄木菟は、薄木菟である。

鈴木茂三郎は、鈴木茂三郎である。

鈴木主水は、鈴木主水である。

濯ぐは、濯ぐである。

洒ぐは、洒ぐである。

滌ぐは、滌ぐである。

漱ぐは、漱ぐである。

鈴釧は、鈴釧である。

鈴口は、鈴口である。

篶倉は、篶倉である。

数珠繰りは、数珠繰りである。

涼暮草は、涼暮草である。

涼暮月は、涼暮月である。

煤けは、煤けである。

煤けるは、煤けるである。

すずこは、すずこである。

数珠子は、数珠子である。

煤籠りは、煤籠りである。

錫婚式は、錫婚式である。

鈴柴胡は、鈴柴胡である。

すすしは、すすしである。

生絹は、生絹である。

錫師は、錫師である。

涼しいは、涼しいである。

すすし競ふは、すすし競ふである。

涼しさは、涼しさである。

涼しむは、涼しむである。

清しむは、清しむである。

清しめは、清しめである。

巫女は、巫女である。

すずしろは、すずしろである。

蘿蔔は、蘿蔔である。

清白は、清白である。

蘿蔔草は、蘿蔔草である。

蘿蔔菜は、蘿蔔菜である。

清白菜は、清白菜である。

錫増量は、錫増量である。

煤染は、煤染である。



鈴太鼓は、鈴太鼓である。

煤竹は、煤竹である。

煤竹色は、煤竹色である。

煤付くは、煤付くである。

鈴付は、鈴付である。

鋭いは、鋭いである。

すすどげは、すすどげである。

すすどげなしは、すすどげなしである。

鋭しは、鋭しである。

鈴取は、鈴取である。

弄鈴は、弄鈴である。

煤取り節供は、煤取り節供である。

菘は、菘である。

鈴菜は、鈴菜である。

鈴生りは、鈴生りである。

篠の子は、篠の子である。

篶の篠屋は、篶の篠屋である。

鈴の奏は、鈴の奏である。

主鈴は、主鈴である。

鈴の綱は、鈴の綱である。

鈴の間は、鈴の間である。

鈴屋は、鈴屋である。

鈴屋集は、鈴屋集である。

鈴屋門は、鈴屋門である。

煤掃きは、煤掃きである。

煤掃き節供は、煤掃き節供である。

洟は、洟である。

煤ばむは、煤ばむである。

煤払いは、煤払いである。

数珠挽きは、数珠挽きである。

煤病は、煤病である。

煤ぶは、煤ぶである。

すずぶしは、すずぶしである。

鈴舟は、鈴舟である。

錫ペストは、錫ペストである。

煤ぼけるは、煤ぼけるである。

煤埃は、煤埃である。

すずほりは、すずほりである。

煤梵天は、煤梵天である。

進ましは、進ましである。

涼みは、涼みである。

進み出づは、進み出づである。

涼み傘は、涼み傘である。

涼み衣は、涼み衣である。

涼み台は、涼み台である。

煤みては、煤みてである。



進み出るは、進み出るである。

涼み取るは、涼み取るである。

涼み船は、涼み船である。

勧むは、勧むである。

奨むは、奨むである。

薦むは、薦むである。

涼むは、涼むである。

鈴虫は、鈴虫である。

鈴虫草は、鈴虫草である。

鈴虫結びは、鈴虫結びである。

すすめは、すすめである。

勧めは、勧めである。

雀魚は、雀魚である。

雀色は、雀色である。

雀色時は、雀色時である。

雀瓜は、雀瓜である。

雀踊は、雀踊である。

雀蛾は、雀蛾である。

天蛾は、天蛾である。

雀貝は、雀貝である。

雀隠れは、雀隠れである。

雀形は、雀形である。

雀合戦は、雀合戦である。

雀口は、雀口である。

雀小弓は、雀小弓である。

雀鮨は、雀鮨である。

雀鯛は、雀鯛である。

雀鷂は、雀鷂である。

すずめどうは、すずめどうである。

雀野豌豆は、雀野豌豆である。

雀の苧小笥は、雀の苧小笥である。

雀の躍り足は、雀の躍り足である。

雀の帷子は、雀の帷子である。

雀の子は、雀の子である。

雀の巣は、雀の巣である。

雀の田子は、雀の田子である。

雀の甕は、雀の甕である。

雀の茶挽は、雀の茶挽である。

雀の鉄砲は、雀の鉄砲である。

雀の涙は、雀の涙である。

雀の稗は、雀の稗である。

雀の枕は、雀の枕である。

雀の槍は、雀の槍である。

雀蜂は、雀蜂である。

胡蜂は、胡蜂である。

雀河豚は、雀河豚である。



雀焼は、雀焼である。

雀弓は、雀弓である。

進めるは、進めるである。

勧めるは、勧めるである。

奨めるは、奨めるである。

鈴申すは、鈴申すである。

篶屋は、篶屋である。

涼やかは、涼やかである。

煤湯は、煤湯である。

鈴蘭は、鈴蘭である。

鈴蘭灯は、鈴蘭灯である。

啜りは、啜りである。

硯は、硯である。

啜り上げるは、啜り上げるである。

硯洗いは、硯洗いである。

硯石は、硯石である。

硯瓶は、硯瓶である。

啜り粥は、啜り粥である。

硯切りは、硯切りである。

啜り団子は、啜り団子である。

啜り泣きは、啜り泣きである。

啜り泣くは、啜り泣くである。

硯の海は、硯の海である。

硯箱は、硯箱である。

硯蓋は、硯蓋である。

啜るは、啜るである。

漫ろは、漫ろである。

漫ろ歩きは、漫ろ歩きである。

啜ろふは、啜ろふである。

漫ろがましは、漫ろがましである。

漫ろくは、漫ろくである。

漫ろ種は、漫ろ種である。

漫ろ心は、漫ろ心である。

漫ろ言は、漫ろ言である。

漫ろ事は、漫ろ事である。

漫ろぶは、漫ろぶである。

漫ろ物語は、漫ろ物語である。

漫ろはしは、漫ろはしである。

進んでは、進んでである。

図籍は、図籍である。

図説は、図説である。

須勢理毘売は、須勢理毘売である。

裾は、裾である。

裾合いは、裾合いである。

裾合谷は、裾合谷である。

図像は、図像である。



図像学は、図像学である。

裾裏は、裾裏である。

裾緒は、裾緒である。

裾書は、裾書である。

裾被きは、裾被きである。

裾形は、裾形である。

裾勝ちは、裾勝ちである。

裾金物は、裾金物である。

裾刈りは、裾刈りである。

数息観は、数息観である。

裾子は、裾子である。

裾濃は、裾濃である。

裾捌きは、裾捌きである。

裾付きは、裾付きである。

裾着は、裾着である。

襴は、襴である。

裾継ぎは、裾継ぎである。

裾継は、裾継である。

裾着の衣は、裾着の衣である。

襴衫は、襴衫である。

裾っ張りは、裾っ張りである。

裾取りは、裾取りである。

裾野は、裾野である。

呪詛の祓は、呪詛の祓である。

裾払いは、裾払いである。

裾張りは、裾張りである。

裾曳くは、裾曳くである。

裾貧乏は、裾貧乏である。

裾膨は、裾膨である。

裾分限は、裾分限である。

裾辺らは、裾辺らである。

裾回しは、裾回しである。

裾廻しは、裾廻しである。

裾廻は、裾廻である。

裾物は、裾物である。

裾模様は、裾模様である。

裾山は、裾山である。

裾除けは、裾除けである。

裾分けは、裾分けである。

裾綿は、裾綿である。

素田は、素田である。

須田は、須田である。

頭陀は、頭陀である。

スターは、スターである。

スターアニスは、スターアニスである。

スターソフは、スターソフである。



スターターは、スターターである。

スターダストは、スターダストである。

スターダムは、スターダムである。

スターチスは、スターチスである。

スターティングは、スターティングである。

スターティングブロックは、スターティングブロックである。

スターティングメンバーは、スターティングメンバーである。

スタートは、スタートである。

スタートダッシュは、スタートダッシュである。

スタートラインは、スタートラインである。

スタープレーヤーは、スタープレーヤーである。

スターリンは、スターリンである。

スターリングは、スターリングである。

スターリングブロックは、スターリングブロックである。

スターリングラードは、スターリングラードである。

スターリン憲法は、スターリン憲法である。

スターリン主義は、スターリン主義である。

スターリン批判は、スターリン批判である。

スタール夫人は、スタール夫人である。

スターンは、スターンである。

図題は、図題である。

ずだいは、ずだいである。

スタイケンは、スタイケンである。

スタイナーは、スタイナーである。

スタイリストは、スタイリストである。

スタイリッシュは、スタイリッシュである。

スタイルは、スタイルである。

スタイルブックは、スタイルブックである。

スタイロンは、スタイロンである。

スタインは、スタインである。

スタインベックは、スタインベックである。

スタヴィスキー事件は、スタヴィスキー事件である。

スタウトは、スタウトである。

巣鷹は、巣鷹である。

頭陀行は、頭陀行である。

呻くは、呻くである。

集くは、集くである。

須田国太郎は、須田国太郎である。

スタグフレーションは、スタグフレーションである。

図竹は、図竹である。

酢蛸は、酢蛸である。

すたこらは、すたこらである。

スタジア測量は、スタジア測量である。

スタジアムは、スタジアムである。

すだ椎は、すだ椎である。

スタジオは、スタジオである。



スタジオ録音は、スタジオ録音である。

すたすたは、すたすたである。

寸寸は、寸寸である。

寸寸斬りは、寸寸斬りである。

すたすた坊主は、すたすた坊主である。

直立は、直立である。

巣立ちは、巣立ちである。

酸橘は、酸橘である。

スタチューは、スタチューである。

巣立つは、巣立つである。

スタッカートは、スタッカートである。

スダッタは、スダッタである。

スタッドは、スタッドである。

スタッドレスタイヤは、スタッドレスタイヤである。

素手綱は、素手綱である。

スタッフは、スタッフである。

スタッフ部門は、スタッフ部門である。

素建ては、素建てである。

簀立ては、簀立てである。

簾楯は、簾楯である。

頭立は、頭立である。

スタディーは、スタディーである。

スタディオは、スタディオである。

スタティックは、スタティックである。

スタニスラフスキーは、スタニスラフスキーである。

隅田八幡宮は、隅田八幡宮である。

スタハノフ運動は、スタハノフ運動である。

数度は、数度である。

スタビライザーは、スタビライザーである。

スタビリティーは、スタビリティーである。

頭陀袋は、頭陀袋である。

すたへは、すたへである。

魑魅は、魑魅である。

スタミナは、スタミナである。

呻めくは、呻めくである。

スタメンは、スタメンである。

喘息薬種は、喘息薬種である。

廃りは、廃りである。

廃り物は、廃り物である。

廃り者は、廃り者である。

廃るは、廃るである。

頽るは、頽るである。

廃れは、廃れである。

簾障子は、簾障子である。

簾茶屋は、簾茶屋である。

簾屏風は、簾屏風である。



簾麩は、簾麩である。

廃れ物は、廃れ物である。

廃れ者は、廃れ者である。

廃れるは、廃れるである。

頽れるは、頽れるである。

スタンガンは、スタンガンである。

スタンザは、スタンザである。

スタンスは、スタンスである。

スタンダードは、スタンダードである。

スタンダードオイルは、スタンダードオイルである。

スタンダードテストは、スタンダードテストである。

スタンダードナンバーは、スタンダードナンバーである。

スタンダールは、スタンダールである。

スタンディングスタートは、スタンディングスタートである。

スタントは、スタントである。

スタンドは、スタンドである。

スタンドインは、スタンドインである。

スタンドオフは、スタンドオフである。

スタントカーは、スタントカーである。

スタンドカラーは、スタンドカラーである。

スタンドバーは、スタンドバーである。

スタンドバイクレジットは、スタンドバイクレジットである。

スタンドプレーは、スタンドプレーである。

スタンドポイントは、スタンドポイントである。

スタントマンは、スタントマンである。

スタンバーグは、スタンバーグである。

スタンバイは、スタンバイである。

スタンプは、スタンプである。

スタンフォード大学は、スタンフォード大学である。

スタンプ手形は、スタンプ手形である。

スタンプハンマーは、スタンプハンマーである。

スタンプミルは、スタンプミルである。

スタンリーは、スタンリーである。

スチームは、スチームである。

スチームアイロンは、スチームアイロンである。

スチームエンジンは、スチームエンジンである。

スチームタービンは、スチームタービンである。

スチームハンマーは、スチームハンマーである。

スチールは、スチールである。

スチールギターは、スチールギターである。

スチールサッシュは、スチールサッシュである。

スチールドラムは、スチールドラムである。

スチールバンドは、スチールバンドである。

スチールマンは、スチールマンである。

術無しは、術無しである。

すちゃらかは、すちゃらかである。



スチュアート王朝は、スチュアート王朝である。

スチュワーデスは、スチュワーデスである。

スチュワードは、スチュワードである。

図帳は、図帳である。

頭頂は、頭頂である。

素町人は、素町人である。

スチルは、スチルである。

スチルネルは、スチルネルである。

スチルブは、スチルブである。

スチレンは、スチレンである。

スチレン樹脂は、スチレン樹脂である。

スチレンブタジエンゴムは、スチレンブタジエンゴムである。

スチレンペーパーは、スチレンペーパーである。

スチロールは、スチロールである。

素っは、素っである。

すつは、すつである。

捨つは、捨つである。

棄つは、棄つである。

ずつは、ずつである。

頭痛は、頭痛である。

頭痛鉢巻は、頭痛鉢巻である。

スツールは、スツールである。

すっかとは、すっかとである。

すっからかんは、すっからかんである。

すっかりは、すっかりである。

ずっかりは、ずっかりである。

頭突きは、頭突きである。

ズッキーニは、ズッキーニである。

すっきりは、すっきりである。

すっきりしゃんは、すっきりしゃんである。

ズックは、ズックである。

すっくとは、すっくとである。

すっくりは、すっくりである。

酢造りは、酢造りである。

酢漬は、酢漬である。

ずっけりは、ずっけりである。

ずっこけるは、ずっこけるである。

すっこむは、すっこむである。

ずっしとは、ずっしとである。

ずっしりは、ずっしりである。

スッタニパータは、スッタニパータである。

擦った揉んだは、擦った揉んだである。

酢筒は、酢筒である。

ずっては、ずってである。

既の事は、既の事である。

すってんころりは、すってんころりである。



すってんてんは、すってんてんである。

すっとは、すっとである。

ずっとは、ずっとである。

すっとこどっこいは、すっとこどっこいである。

すっとの皮は、すっとの皮である。

素っ飛ぶは、素っ飛ぶである。

素頓狂は、素頓狂である。

透波は、透波である。

素っ破は、素っ破である。

酸っぱいは、酸っぱいである。

素っ裸は、素っ裸である。

すっぱとは、すっぱとである。

ずっぱとは、ずっぱとである。

素っ破抜きは、素っ破抜きである。

素っ破抜くは、素っ破抜くである。

透波の皮は、透波の皮である。

すっ払いは、すっ払いである。

すっぱりは、すっぱりである。

素っぴんは、素っぴんである。

ずっぷりは、ずっぷりである。

スッペは、スッペである。

すっぺがすは、すっぺがすである。

すっぺらぽんは、すっぺらぽんである。

すっぺりは、すっぺりである。

すっぽかしは、すっぽかしである。

すっぽかすは、すっぽかすである。

すっぽ抜けは、すっぽ抜けである。

すっぽ抜けるは、すっぽ抜けるである。

すつぼ目は、すつぼ目である。

すっぽりは、すっぽりである。

鼈は、鼈である。

鼈茸は、鼈茸である。

鼈煮は、鼈煮である。

素っぽんぽんは、素っぽんぽんである。

鼈擬きは、鼈擬きである。

素手は、素手である。

ずては、ずてである。

ステアリンは、ステアリンである。

ステアリングは、ステアリングである。

ステアリン酸は、ステアリン酸である。

ステイは、ステイである。

スティーヴンは、スティーヴンである。

スティーヴンズは、スティーヴンズである。

スティーヴンソンは、スティーヴンソンである。

スティーグリッツは、スティーグリッツである。

ステイオンタブは、ステイオンタブである。



捨石は、捨石である。

棄石は、棄石である。

捨石防波堤は、捨石防波堤である。

スティックは、スティックである。

ずでいどうは、ずでいどうである。

捨て印は、捨て印である。

捨て浮きは、捨て浮きである。

捨団扇は、捨団扇である。

捨て売りは、捨て売りである。

ステーは、ステーである。

ステーキは、ステーキである。

ステークスは、ステークスである。

ステージは、ステージである。

ステージダンスは、ステージダンスである。

ステーショナリーは、ステーショナリーである。

ステーションは、ステーションである。

ステーションワゴンは、ステーションワゴンである。

ステーターは、ステーターである。

ステータスは、ステータスである。

ステータスシンボルは、ステータスシンボルである。

ステーツマンは、ステーツマンである。

ズデーテンは、ズデーテンである。

ステートは、ステートである。

ステートアマチュアは、ステートアマチュアである。

ステートメントは、ステートメントである。

ステープラーは、ステープラーである。

ステープルファイバーは、ステープルファイバーである。

ステーンは、ステーンである。

捨扇は、捨扇である。

捨て置くは、捨て置くである。

捨て小舟は、捨て小舟である。

捨篝は、捨篝である。

捨て書きは、捨て書きである。

捨て書くは、捨て書くである。

捨て仮名は、捨て仮名である。

捨て金は、捨て金である。

捨て鐘は、捨て鐘である。

捨屈は、捨屈である。

捨て髪は、捨て髪である。

捨土器は、捨土器である。

素敵は、素敵である。

捨木は、捨木である。

棄木は、棄木である。

素敵滅法は、素敵滅法である。

捨て草は、捨て草である。

捨て薬は、捨て薬である。



捨て子は、捨て子である。

棄子は、棄子である。

棄児は、棄児である。

捨て蚕は、捨て蚕である。

棄子石は、棄子石である。

ステゴサウルスは、ステゴサウルスである。

捨て詞は、捨て詞である。

ステゴドンは、ステゴドンである。

捨駒は、捨駒である。

捨て殺しは、捨て殺しである。

捨て杯は、捨て杯である。

捨て去るは、捨て去るである。

捨て三宝は、捨て三宝である。

捨女は、捨女である。

捨城は、捨城である。

捨頭巾は、捨頭巾である。

捨て台詞は、捨て台詞である。

捨訴は、捨訴である。

捨太鼓は、捨太鼓である。

捨知行は、捨知行である。

ステッカーは、ステッカーである。

ステッキは、ステッキである。

ステッキガールは、ステッキガールである。

ステッセルは、ステッセルである。

ステッチは、ステッチである。

素丁稚は、素丁稚である。

ステップは、ステップである。

ステップバイステップは、ステップバイステップである。

素天辺は、素天辺である。

捨て妻は、捨て妻である。

ステディーは、ステディーである。

すててこは、すててこである。

すててこ踊は、すててこ踊である。

捨て所は、捨て所である。

既には、既にである。

已には、已にである。

既にしては、既にしてである。

捨て値は、捨て値である。

素手の孫六は、素手の孫六である。

すてばえは、すてばえである。

捨嘴は、捨嘴である。

捨柱は、捨柱である。

捨鉢は、捨鉢である。

捨て果つは、捨て果つである。

捨火は、捨火である。

ステビアは、ステビアである。



捨聖は、捨聖である。

捨襞は、捨襞である。

捨て人は、捨て人である。

捨歩は、捨歩である。

ステファノは、ステファノである。

ステファノティスは、ステファノティスである。

捨札は、捨札である。

すてぶちは、すてぶちである。

捨鞭は、捨鞭である。

捨扶持は、捨扶持である。

捨て舟は、捨て舟である。

捨文は、捨文である。

捨坊主は、捨坊主である。

捨濠は、捨濠である。

捨て身は、捨て身である。

捨て身技は、捨て身技である。

捨て物は、捨て物である。

捨役は、捨役である。

ステラー海牛は、ステラー海牛である。

ステライトは、ステライトである。

ステラジアンは、ステラジアンである。

捨利は、捨利である。

ステリンは、ステリンである。

捨てるは、捨てるである。

棄てるは、棄てるである。

ステルス技術は、ステルス技術である。

ステレオは、ステレオである。

ステレオカメラは、ステレオカメラである。

ステレオ受信機は、ステレオ受信機である。

ステレオスコープは、ステレオスコープである。

ステレオタイプは、ステレオタイプである。

ステレオ投影は、ステレオ投影である。

ステレオ放送は、ステレオ放送である。

ステレオレコードは、ステレオレコードである。

ステロは、ステロである。

ステロイドは、ステロイドである。

ステロイドホルモンは、ステロイドホルモンである。

ステロールは、ステロールである。

ステロタイプは、ステロタイプである。

捨罠は、捨罠である。

すてんは、すてんである。

ステンカラーは、ステンカラーである。

すてんきゅうは、すてんきゅうである。

ステンショは、ステンショである。

ステンシルは、ステンシルである。

図田帳は、図田帳である。



ずでんどうは、ずでんどうである。

ステンドグラスは、ステンドグラスである。

ステンレスは、ステンレスである。

ステンレス鋼は、ステンレス鋼である。

ストは、ストである。

簾戸は、簾戸である。

ストアは、ストアである。

ストア学派は、ストア学派である。

ストア主義は、ストア主義である。

ストア哲学は、ストア哲学である。

ストイケイアは、ストイケイアである。

ストイシズムは、ストイシズムである。

ストイックは、ストイックである。

崇道天皇は、崇道天皇である。

酢豆腐は、酢豆腐である。

ストーは、ストーである。

ストーカーは、ストーカーである。

素通しは、素通しである。

ストーブは、ストーブである。

ストーブリーグは、ストーブリーグである。

ストームは、ストームである。

素通りは、素通りである。

ストーリーは、ストーリーである。

ストールは、ストールである。

素通るは、素通るである。

ストーンは、ストーンである。

ストーンウォッシュは、ストーンウォッシュである。

ストーンサークルは、ストーンサークルである。

ストーンヘンジは、ストーンヘンジである。

スト規制法は、スト規制法である。

崇徳院は、崇徳院である。

崇徳天皇は、崇徳天皇である。

ストケシアは、ストケシアである。

スト権は、スト権である。

ストコフスキーは、ストコフスキーである。

ストッキングは、ストッキングである。

ストックは、ストックである。

ストックオプションは、ストックオプションである。

ストックブローカーは、ストックブローカーである。

ストックホルムは、ストックホルムである。

ストッパーは、ストッパーである。

ストップは、ストップである。

ストップウォッチは、ストップウォッチである。

ストップオーバーは、ストップオーバーである。

ストップ値段は、ストップ値段である。

ストップバルブは、ストップバルブである。



ストップモーションは、ストップモーションである。

すととん節は、すととん節である。

ストマイは、ストマイである。

素泊りは、素泊りである。

簾戸門は、簾戸門である。

スト破りは、スト破りである。

ストライカーは、ストライカーである。

ストライキは、ストライキである。

ストライキ節は、ストライキ節である。

ストライクは、ストライクである。

ストライドは、ストライドである。

ストライプは、ストライプである。

ストラヴィンスキーは、ストラヴィンスキーである。

ストラクチャーは、ストラクチャーである。

ストラスブールは、ストラスブールである。

ストラックアウトは、ストラックアウトである。

ストラッグルは、ストラッグルである。

ストラップは、ストラップである。

ストラップレスは、ストラップレスである。

ストラディヴァリウスは、ストラディヴァリウスである。

ストラテジーは、ストラテジーである。

ストラトフォードオンエーヴォンは、ストラトフォードオンエーヴォンである。

ストラドリングストックは、ストラドリングストックである。

ストラボンは、ストラボンである。

渚鳥は、渚鳥である。

洲鳥は、洲鳥である。

図取りは、図取りである。

ストリーキングは、ストリーキングである。

ストリートは、ストリートである。

ストリートガールは、ストリートガールである。

ストリートチルドレンは、ストリートチルドレンである。

ストリートファーニチュアは、ストリートファーニチュアである。

ストリームラインは、ストリームラインである。

ストリキニーネは、ストリキニーネである。

ストリキニンは、ストリキニンである。

ストリッパーは、ストリッパーである。

ストリップは、ストリップである。

ストリップショーは、ストリップショーである。

ストリップティーズは、ストリップティーズである。

ストリップミルは、ストリップミルである。

ストリップライトは、ストリップライトである。

ストリングスは、ストリングスである。

ストリンドベリは、ストリンドベリである。

ストリンドベルクは、ストリンドベルクである。

ストルイピンは、ストルイピンである。

ストレーチーは、ストレーチーである。



ストレートは、ストレートである。

ストレートコースは、ストレートコースである。

ストレスは、ストレスである。

ストレス学説は、ストレス学説である。

ストレッチは、ストレッチである。

ストレッチャーは、ストレッチャーである。

ストレッチングは、ストレッチングである。

ストレプトカーパスは、ストレプトカーパスである。

ストレプトマイシンは、ストレプトマイシンである。

ストレリチアは、ストレリチアである。

ストレンジャーは、ストレンジャーである。

ストローは、ストローである。

ストロークは、ストロークである。

ストロークプレーは、ストロークプレーである。

ストローハットは、ストローハットである。

ストロファンチンは、ストロファンチンである。

ストロファンツスは、ストロファンツスである。

ストロフルスは、ストロフルスである。

ストロベリーは、ストロベリーである。

ストロボは、ストロボである。

ストロボスコープは、ストロボスコープである。

ストロマトライトは、ストロマトライトである。

ストロンチアン鉱は、ストロンチアン鉱である。

ストロンチウムは、ストロンチウムである。

ストロンボリ式噴火は、ストロンボリ式噴火である。

すとんは、すとんである。

ずどんは、ずどんである。

すとんだは、すとんだである。

砂遊びは、砂遊びである。

砂嵐は、砂嵐である。

図無いは、図無いである。

スナイドルは、スナイドルである。

砂絵は、砂絵である。

素直は、素直である。

砂書は、砂書である。

洲流しは、洲流しである。

砂流は、砂流である。

洲流し網は、洲流し網である。

砂型は、砂型である。

砂蟹は、砂蟹である。

砂被りは、砂被りである。

砂壁は、砂壁である。

砂紙は、砂紙である。

砂川は、砂川である。

砂川事件は、砂川事件である。

砂肝は、砂肝である。



砂煙は、砂煙である。

砂子は、砂子である。

砂漉しは、砂漉しである。

砂栽培は、砂栽培である。

砂皿は、砂皿である。

砂地は、砂地である。

図無しは、図無しである。

すなすなは、すなすなである。

砂摩りは、砂摩りである。

腴は、腴である。

砂雪隠は、砂雪隠である。

スナックは、スナックである。

スナック菓子は、スナック菓子である。

スナックバーは、スナックバーである。

スナッチは、スナッチである。

スナッフは、スナッフである。

スナップは、スナップである。

スナップゲージは、スナップゲージである。

スナップショットは、スナップショットである。

砂手本は、砂手本である。

砂時計は、砂時計である。

砂土圭は、砂土圭である。

砂留めは、砂留めである。

漁は、漁である。

漁舟は、漁舟である。

漁るは、漁るである。

砂鼠は、砂鼠である。

砂の女は、砂の女である。

砂の物は、砂の物である。

砂場は、砂場である。

砂浜は、砂浜である。

砂原は、砂原である。

砂払いは、砂払いである。

砂日傘は、砂日傘である。

砂引草は、砂引草である。

砂吹きは、砂吹きである。

砂吹き機は、砂吹き機である。

砂袋は、砂袋である。

砂風呂は、砂風呂である。

砂埃は、砂埃である。

砂滑は、砂滑である。

砂潜りは、砂潜りである。

砂八目は、砂八目である。

砂山は、砂山である。

砂湯は、砂湯である。

すならすならは、すならすならである。



すなりすなりは、すなりすなりである。

即ちは、即ちである。

則ちは、則ちである。

酢煮は、酢煮である。

スニーカーは、スニーカーである。

徒人は、徒人である。

素縫いは、素縫いである。

図抜けるは、図抜けるである。

頭抜けるは、頭抜けるである。

臑は、臑である。

脛は、脛である。

臑当は、臑当である。

脛当は、脛当である。

臑洗い侍は、臑洗い侍である。

拗いは、拗いである。

スネークは、スネークである。

スネークウッドは、スネークウッドである。

臑押しは、臑押しである。

臑齧りは、臑齧りである。

拗木は、拗木である。

拗ね気は、拗ね気である。

臑瘡は、臑瘡である。

拗ねくろしいは、拗ねくろしいである。

拗ね言は、拗ね言である。

拗ね言葉は、拗ね言葉である。

臑三昧は、臑三昧である。

拗ね拗ねしいは、拗ね拗ねしいである。

頭熱は、頭熱である。

臑っ脛は、臑っ脛である。

臑脛は、臑脛である。

脛薑は、脛薑である。

拗ねはたばるは、拗ねはたばるである。

脛振りは、脛振りである。

拗ね者は、拗ね者である。

臑鎧は、臑鎧である。

拗ねるは、拗ねるである。

スネルの法則は、スネルの法則である。

頭燃は、頭燃である。

図嚢は、図嚢である。

頭脳は、頭脳である。

頭脳流出は、頭脳流出である。

頭脳労働は、頭脳労働である。

スノーは、スノーである。

スノータイヤは、スノータイヤである。

スノードロップは、スノードロップである。

スノーブリッジは、スノーブリッジである。



スノーフレークは、スノーフレークである。

スノーボートは、スノーボートである。

スノーボードは、スノーボードである。

スノーモービルは、スノーモービルである。

簀子は、簀子である。

簀子縁は、簀子縁である。

簀子巻は、簀子巻である。

スノッブは、スノッブである。

スノビスムは、スノビスムである。

墨俣は、墨俣である。

酢の物は、酢の物である。

ずはは、ずはである。

ずばは、ずばである。

スパーギヤは、スパーギヤである。

スパークは、スパークである。

スパークリングワインは、スパークリングワインである。

スパートは、スパートである。

スパーリングは、スパーリングである。

素灰は、素灰である。

スパイは、スパイである。

スパイクは、スパイクである。

スパイクシューズは、スパイクシューズである。

スパイクタイヤは、スパイクタイヤである。

スパイシーは、スパイシーである。

スパイスは、スパイスである。

スパイラルは、スパイラルである。

杪は、杪である。

寸白は、寸白である。

スパゲッティは、スパゲッティである。

すばけるは、すばけるである。

巣箱は、巣箱である。

簀橋は、簀橋である。

酢薑は、酢薑である。

酢辛は、酢辛である。

すばし木は、すばし木である。

すばしこいは、すばしこいである。

須柱は、須柱である。

洲走りは、洲走りである。

須走口は、須走口である。

酢蓮は、酢蓮である。

すばすばは、すばすばである。

すぱすぱは、すぱすぱである。

ずばずばは、ずばずばである。

図外れは、図外れである。

素肌は、素肌である。

素裸は、素裸である。



素跣は、素跣である。

素肌攻めは、素肌攻めである。

素肌武者は、素肌武者である。

スパッツは、スパッツである。

スパットは、スパットである。

すぱっとは、すぱっとである。

ずばとは、ずばとである。

スパナは、スパナである。

素話は、素話である。

巣離れは、巣離れである。

スパニエルは、スパニエルである。

スパニッシュは、スパニッシュである。

ずば抜けるは、ずば抜けるである。

洲浜は、洲浜である。

洲浜鬼瓦は、洲浜鬼瓦である。

洲浜形は、洲浜形である。

洲浜座は、洲浜座である。

洲浜草は、洲浜草である。

洲浜台は、洲浜台である。

素早いは、素早いである。

素囃子は、素囃子である。

素腹は、素腹である。

素晴しいは、素晴しいである。

スパランツァーニは、スパランツァーニである。

窄は、窄である。

すぱりは、すぱりである。

ずばりは、ずばりである。

窄若衆は、窄若衆である。

すばるは、すばるである。

昴は、昴である。

スバルは、スバルである。

窄るは、窄るである。

統るは、統るである。

スパルタは、スパルタである。

スパルタ教育は、スパルタ教育である。

スパルタクスは、スパルタクスである。

スパルタクス団は、スパルタクス団である。

スハルトは、スハルトである。

すばる望遠鏡は、すばる望遠鏡である。

昴星は、昴星である。

スパンは、スパンである。

図版は、図版である。

スパンコールは、スパンコールである。

スピーカーは、スピーカーである。

スピーチは、スピーチである。

スピーディーは、スピーディーである。



スピードは、スピードである。

スピードアップは、スピードアップである。

スピードガンは、スピードガンである。

スピードスケートは、スピードスケートである。

スピードスプレーヤーは、スピードスプレーヤーである。

スピードダウンは、スピードダウンである。

スピードメーターは、スピードメーターである。

スピカは、スピカである。

素引は、素引である。

巣引は、巣引である。

簀引は、簀引である。

図引きは、図引きである。

図引紙は、図引紙である。

図引器械は、図引器械である。

素引くは、素引くである。

炭櫃は、炭櫃である。

スピッカートは、スピッカートである。

スピッツは、スピッツである。

スピッツベルゲンは、スピッツベルゲンである。

スピットボールは、スピットボールである。

スピネットは、スピネットである。

スピネルは、スピネルである。

スピノザは、スピノザである。

スピノザ主義は、スピノザ主義である。

スピノラは、スピノラである。

図表は、図表である。

スピリチュアルは、スピリチュアルである。

スピリツは、スピリツである。

スピリツサントは、スピリツサントである。

スピリットは、スピリットである。

スピロヘータは、スピロヘータである。

師兄は、師兄である。

スピンは、スピンである。

スピンドルは、スピンドルである。

スピンドル油は、スピンドル油である。

周布は、周布である。

スフは、スフである。

窄ぶは、窄ぶである。

統ぶは、統ぶである。

総ぶは、総ぶである。

図譜は、図譜である。

ずぶは、ずぶである。

スフ入は、スフ入である。

スフィンクスは、スフィンクスである。

頭風は、頭風である。

スプートニクは、スプートニクである。



スプールは、スプールである。

スプーンは、スプーンである。

スプーンレースは、スプーンレースである。

スフォルツァは、スフォルツァである。

素袋は、素袋である。

すぶすぶは、すぶすぶである。

ずぶずぶは、ずぶずぶである。

素札は、素札である。

すぶたは、すぶたである。

酢豚は、酢豚である。

す蓋は、す蓋である。

簀蓋は、簀蓋である。

図太いは、図太いである。

ずぶ濡れは、ずぶ濡れである。

素船は、素船である。

頭捻は、頭捻である。

スフマートは、スフマートである。

周布政之助は、周布政之助である。

スプライン軸は、スプライン軸である。

スプラッシュは、スプラッシュである。

スプラトリー諸島は、スプラトリー諸島である。

スフラワルディーは、スフラワルディーである。

素振りは、素振りである。

ずぶりは、ずぶりである。

スプリットタイムは、スプリットタイムである。

スプリングは、スプリングである。

スプリングコートは、スプリングコートである。

スプリングボードは、スプリングボードである。

スプリンクラーは、スプリンクラーである。

スプリンターは、スプリンターである。

スプリントは、スプリントである。

スフレは、スフレである。

スプレーは、スプレーである。

スプレーヤーは、スプレーヤーである。

スプレケリアは、スプレケリアである。

スプレッドシートは、スプレッドシートである。

スプロール現象は、スプロール現象である。

ずぶろくは、ずぶろくである。

スプロケットは、スプロケットである。

皇は、皇である。

スペアは、スペアである。

スペアミントは、スペアミントである。

スペアリブは、スペアリブである。

スペインは、スペインである。

スペイン風邪は、スペイン風邪である。

スペイン継承戦争は、スペイン継承戦争である。



スペイン語は、スペイン語である。

スペイン内戦は、スペイン内戦である。

スペースは、スペースである。

スペースオペラは、スペースオペラである。

スペースシャトルは、スペースシャトルである。

スペードは、スペードである。

総領は、総領である。

皇神は、皇神である。

須くは、須くである。

須くはは、須くはである。

すべき松は、すべき松である。

スペキュレーションは、スペキュレーションである。

統べ括るは、統べ括るである。

スペクタクルは、スペクタクルである。

スペクタクル映画は、スペクタクル映画である。

スペクトルは、スペクトルである。

スペクトル型は、スペクトル型である。

スペクトロメーターは、スペクトロメーターである。

ずべ公は、ずべ公である。

辷髻は、辷髻である。

スペシャリストは、スペシャリストである。

スペシャルは、スペシャルである。

スペシャルオリンピックは、スペシャルオリンピックである。

辷すは、辷すである。

滑すは、滑すである。

滑滑は、滑滑である。

スベタは、スベタである。

スペックは、スペックである。

滑っこいは、滑っこいである。

総ては、総てである。

全ては、全てである。

凡ては、凡てである。

渾ては、渾てである。

総名は、総名である。

皇御孫は、皇御孫である。

皇睦は、皇睦である。

滑やかは、滑やかである。

術よくは、術よくである。

ずべらは、ずべらである。

皇大神は、皇大神である。

滑らかは、滑らかである。

すべらかしは、すべらかしである。

滑らかすは、滑らかすである。

辷らかすは、辷らかすである。

皇の神は、皇の神である。

皇の花は、皇の花である。



滑らすは、滑らすである。

ずべら坊は、ずべら坊である。

皇尊は、皇尊である。

皇代は、皇代である。

滑りは、滑りである。

辷りは、辷りである。

スペリーは、スペリーである。

滑り出づは、滑り出づである。

滑り入るは、滑り入るである。

滑り失すは、滑り失すである。

スペリオル湖は、スペリオル湖である。

滑り木は、滑り木である。

滑り車は、滑り車である。

辷り心は、辷り心である。

滑り込みは、滑り込みである。

滑り込むは、滑り込むである。

辷り心受けは、辷り心受けである。

滑り線は、滑り線である。

滑り台は、滑り台である。

滑り出しは、滑り出しである。

滑り止めは、滑り止めである。

滑ひゆは、滑ひゆである。

滑り蓋は、滑り蓋である。

滑り弁は、滑り弁である。

滑り摩擦は、滑り摩擦である。

滑り寄るは、滑り寄るである。

スペリングは、スペリングである。

統べるは、統べるである。

総べるは、総べるである。

滑るは、滑るである。

辷るは、辷るである。

スペルは、スペルである。

スペンサーは、スペンサーである。

スペンダーは、スペンダーである。

スポイトは、スポイトである。

スポイラーは、スポイラーである。

スポイルは、スポイルである。

図法は、図法である。

ずぼうは、ずぼうである。

図法師は、図法師である。

スホーイは、スホーイである。

スポークは、スポークである。

スポークスマンは、スポークスマンである。

スポーツは、スポーツである。

スポーツ医学は、スポーツ医学である。

スポーツウェアは、スポーツウェアである。



スポーツカーは、スポーツカーである。

スポーツ刈りは、スポーツ刈りである。

スポーツシャツは、スポーツシャツである。

スポーツセンターは、スポーツセンターである。

スポーツドリンクは、スポーツドリンクである。

スポーツマンは、スポーツマンである。

スポーツマンシップは、スポーツマンシップである。

スポーティーは、スポーティーである。

ズボートーは、ズボートーである。

頭北面西右脇臥は、頭北面西右脇臥である。

すぼけは、すぼけである。

角宿は、角宿である。

素乾しは、素乾しである。

窄しは、窄しである。

図星は、図星である。

すぽすぽは、すぽすぽである。

スポットは、スポットである。

すぽっとは、すぽっとである。

スポットアドは、スポットアドである。

スポット価格は、スポット価格である。

スポット広告は、スポット広告である。

スポット市場は、スポット市場である。

スポット取引は、スポット取引である。

スポットニュースは、スポットニュースである。

スポット溶接は、スポット溶接である。

スポットライトは、スポットライトである。

窄まるは、窄まるである。

窄めるは、窄めるである。

ずぼらは、ずぼらである。

素掘りは、素掘りである。

素本は、素本である。

すぽんは、すぽんである。

ズボンは、ズボンである。

スポンサーは、スポンサーである。

スポンジは、スポンジである。

スポンジケーキは、スポンジケーキである。

ズボン下は、ズボン下である。

スポンジボールは、スポンジボールである。

ズボン吊りは、ズボン吊りである。

すぽん抜きは、すぽん抜きである。

ずぼんぼは、ずぼんぼである。

隅は、隅である。

須万は、須万である。

須磨は、須磨である。

ずまは、ずまである。

すまいは、すまいである。



住まいは、住まいである。

相撲は、相撲である。

相撲草は、相撲草である。

相撲櫛は、相撲櫛である。

相撲取は、相撲取である。

相撲の長は、相撲の長である。

相撲の節は、相撲の節である。

相撲の節会は、相撲の節会である。

相撲の使は、相撲の使である。

相撲の司は、相撲の司である。

相撲人は、相撲人である。

スマイルは、スマイルである。

スマイルズは、スマイルズである。

争ふは、争ふである。

拒ふは、拒ふである。

住まうは、住まうである。

スマートは、スマートである。

スマート爆弾は、スマート爆弾である。

スマートボールは、スマートボールである。

簀巻は、簀巻である。

須磨琴は、須磨琴である。

清ましは、清ましである。

洗は、洗である。

澄ましは、澄ましである。

澄まし汁は、澄まし汁である。

清まし汁は、清まし汁である。

澄まし屋は、澄まし屋である。

済ますは、済ますである。

澄ますは、澄ますである。

清ますは、清ますである。

済ませるは、済ませるである。

すまたは、すまたである。

素股は、素股である。

寸又峡は、寸又峡である。

スマックは、スマックである。

スマッシュは、スマッシュである。

須磨寺は、須磨寺である。

スマトラは、スマトラである。

済まないは、済まないである。

すまには、すまにである。

スマランは、スマランである。

統まるは、統まるである。

天門冬は、天門冬である。

住まはしは、住まはしである。

炭は、炭である。

済みは、済みである。



角は、角である。

墨は、墨である。

桷は、桷である。

酸実は、酸実である。

隅赤は、隅赤である。

角赤は、角赤である。

住み悪しは、住み悪しである。

住み荒らすは、住み荒らすである。

墨烏賊は、墨烏賊である。

隅石は、隅石である。

墨糸は、墨糸である。

炭入れは、炭入れである。

隅入は、隅入である。

墨入れは、墨入れである。

隅入角は、隅入角である。

墨色は、墨色である。

住み浮かるは、住み浮かるである。

住み憂しは、住み憂しである。

墨打ちは、墨打ちである。

炭売りは、炭売りである。

墨絵は、墨絵である。

住処は、住処である。

住替えは、住替えである。

住み替えるは、住み替えるである。

炭掻きは、炭掻きである。

墨書きは、墨書きである。

墨描きは、墨描きである。

隅角は、隅角である。

墨掛は、墨掛である。

炭籠は、炭籠である。

墨傘は、墨傘である。

炭頭は、炭頭である。

済方は、済方である。

墨形は、墨形である。

墨金は、墨金である。

墨曲尺は、墨曲尺である。

炭竈は、炭竈である。

炭窯は、炭窯である。

隅瓦は、隅瓦である。

炭木は、炭木である。

隅木は、隅木である。

角不切は、角不切である。

隅切は、隅切である。

隅切角は、隅切角である。

隅切下駄は、隅切下駄である。

澄み切るは、澄み切るである。



済口は、済口である。

済口証文は、済口証文である。

墨隈は、墨隈である。

墨黒は、墨黒である。

清み声は、清み声である。

住込みは、住込みである。

住み込むは、住み込むである。

炭籠りは、炭籠りである。

墨衣は、墨衣である。

炭座は、炭座である。

清酒は、清酒である。

墨刺は、墨刺である。

隅扠首は、隅扠首である。

墨字は、墨字である。

スミスは、スミスである。

角水は、角水である。

角頭巾は、角頭巾である。

済み済ましは、済み済ましである。

隅隅は、隅隅である。

住み住むは、住み住むである。

墨磨りは、墨磨りである。

墨摺は、墨摺である。

墨磨り瓶は、墨磨り瓶である。

酢味噌は、酢味噌である。

スミソニアン協会は、スミソニアン協会である。

スミソニアン体制は、スミソニアン体制である。

墨染は、墨染である。

墨染衣は、墨染衣である。

墨染桜は、墨染桜である。

墨染のは、墨染のである。

墨染の衣は、墨染の衣である。

墨田は、墨田である。

炭太祇は、炭太祇である。

隅田川は、隅田川である。

角棚は、角棚である。

隅棚は、隅棚である。

炭俵は、炭俵である。

スミチオンは、スミチオンである。

隅違いは、隅違いである。

隅違えは、隅違えである。

角町は、角町である。

済帳は、済帳である。

墨柄は、墨柄である。

墨付は、墨付である。

墨継ぎは、墨継ぎである。

住み着くは、住み着くである。



墨付けは、墨付けである。

墨付け正月は、墨付け正月である。

隅っこは、隅っこである。

炭壺は、炭壺である。

墨壺は、墨壺である。

墨斗は、墨斗である。

炭手前は、炭手前である。

隅斗は、隅斗である。

角斗は、角斗である。

炭磨ぎは、炭磨ぎである。

住み所は、住み所である。

住友は、住友である。

住友吉左衛門は、住友吉左衛門である。

住友財閥は、住友財閥である。

炭取は、炭取である。

炭斗は、炭斗である。

角取るは、角取るである。

墨直しは、墨直しである。

墨流しは、墨流しである。

墨流し染めは、墨流し染めである。

住み成すは、住み成すである。

住み馴れるは、住み馴れるである。

住み慣れるは、住み慣れるである。

墨縄は、墨縄である。

角抜くは、角抜くである。

墨塗りは、墨塗りである。

墨塗は、墨塗である。

墨塗り教科書は、墨塗り教科書である。

住吉は、住吉である。

墨江は、墨江である。

住吉神は、住吉神である。

墨江神は、墨江神である。

隅の折敷は、隅の折敷である。

角倉は、角倉である。

角倉素庵は、角倉素庵である。

角倉船は、角倉船である。

角倉本は、角倉本である。

角倉流は、角倉流である。

角倉了以は、角倉了以である。

墨の衣は、墨の衣である。

墨の袂は、墨の袂である。

墨の柄は、墨の柄である。

澄み昇るは、澄み昇るである。

隅の餅は、隅の餅である。

墨挿みは、墨挿みである。

住み場所は、住み場所である。



澄肌は、澄肌である。

住み離るは、住み離るである。

墨判は、墨判である。

炭火は、炭火である。

墨引は、墨引である。

角額は、角額である。

墨斑は、墨斑である。

すみ袋は、すみ袋である。

角袋は、角袋である。

墨袋は、墨袋である。

墨太は、墨太である。

角帽子は、角帽子である。

角前髪は、角前髪である。

済みませんは、済みませんである。

住み満つは、住み満つである。

隅棟は、隅棟である。

炭屋は、炭屋である。

速やかは、速やかである。

澄みやかは、澄みやかである。

炭焼きは、炭焼きである。

炭焼き竈は、炭焼き竈である。

炭焼衣は、炭焼衣である。

炭焼鯛は、炭焼鯛である。

速くは、速くである。

角櫓は、角櫓である。

墨遣は、墨遣である。

住吉踊は、住吉踊である。

住吉具慶は、住吉具慶である。

住吉如慶は、住吉如慶である。

住吉神社は、住吉神社である。

住吉神代記は、住吉神代記である。

住吉造は、住吉造である。

住吉人形は、住吉人形である。

住吉派は、住吉派である。

住吉物語は、住吉物語である。

素海松茶は、素海松茶である。

菫は、菫である。

菫色は、菫色である。

菫科は、菫科である。

菫細辛は、菫細辛である。

住み分けは、住み分けである。

棲み分けは、棲み分けである。

住み渡るは、住み渡るである。

澄み渡るは、澄み渡るである。

住み侘ぶは、住み侘ぶである。

住むは、住むである。



棲むは、棲むである。

栖むは、栖むである。

済むは、済むである。

澄むは、澄むである。

清むは、清むである。

すむいは、すむいである。

スムースは、スムースである。

スムーズは、スムーズである。

酢憤は、酢憤である。

紫苔は、紫苔である。

速けしは、速けしである。

素目は、素目である。

皇弟は、皇弟である。

皇大御神は、皇大御神である。

すめくは、すめくである。

スメタナは、スメタナである。

スメドレーは、スメドレーである。

皇御祖は、皇御祖である。

皇孫は、皇孫である。

天孫は、天孫である。

皇孫尊は、皇孫尊である。

天皇は、天皇である。

皇辺は、皇辺である。

皇御軍は、皇御軍である。

皇御国は、皇御国である。

スメルは、スメルである。

図面は、図面である。

頭面礼足は、頭面礼足である。

住もは、住もである。

角力は、角力である。

相撲銀杏は、相撲銀杏である。

相撲絵は、相撲絵である。

相撲独楽は、相撲独楽である。

相撲酒盛りは、相撲酒盛りである。

相撲酒は、相撲酒である。

相撲甚句は、相撲甚句である。

相撲茶屋は、相撲茶屋である。

相撲取草は、相撲取草である。

相撲場は、相撲場である。

相撲奉行は、相撲奉行である。

相撲物は、相撲物である。

スモーガスボードは、スモーガスボードである。

スモーキングは、スモーキングである。

スモークは、スモークである。

スモークサーモンは、スモークサーモンである。

スモークチーズは、スモークチーズである。



スモークハムは、スモークハムである。

スモールは、スモールである。

スモールトークは、スモールトークである。

素潜りは、素潜りである。

す文字は、す文字である。

蘇門答剌は、蘇門答剌である。

寸門陀羅は、寸門陀羅である。

スモッキングは、スモッキングである。

スモックは、スモックである。

スモッグは、スモッグである。

洲本は、洲本である。

素戻りは、素戻りである。

素物は、素物である。

酢物は、酢物である。

素物語は、素物語である。

李は、李である。

巣守は、巣守である。

巣守子は、巣守子である。

スモレットは、スモレットである。

スモンは、スモンである。

素矢は、素矢である。

徒矢は、徒矢である。

須屋は、須屋である。

素焼は、素焼である。

素焼窯は、素焼窯である。

すやすやは、すやすやである。

其奴は、其奴である。

巣山は、巣山である。

陶山は、陶山である。

陶山訥庵は、陶山訥庵である。

素槍は、素槍である。

すやり霞は、すやり霞である。

据ゆは、据ゆである。

饐ゆは、饐ゆである。

図葉は、図葉である。

図様は、図様である。

素読みは、素読みである。

すらは、すらである。

ずらは、ずらである。

スラーは、スラーである。

スライスは、スライスである。

スライダーは、スライダーである。

スライディングは、スライディングである。

スライディングシートは、スライディングシートである。

スライディングシステムは、スライディングシステムである。

スライディングスケールは、スライディングスケールである。



スライドは、スライドである。

スライドグラスは、スライドグラスである。

スライド制は、スライド制である。

スライド賃金は、スライド賃金である。

スライドバルブは、スライドバルブである。

スライドプロジェクターは、スライドプロジェクターである。

スライドルールは、スライドルールである。

スライバーは、スライバーである。

スライムは、スライムである。

スラヴは、スラヴである。

スラウェシは、スラウェシである。

スラヴ語派は、スラヴ語派である。

スラヴ主義は、スラヴ主義である。

ずらかるは、ずらかるである。

為らくは、為らくである。

スラグは、スラグである。

ずらすは、ずらすである。

スラストは、スラストである。

すらすらは、すらすらである。

ずらずらは、ずらずらである。

すらだには、すらだにである。

スラッガーは、スラッガーである。

スラックスは、スラックスである。

スラッジは、スラッジである。

スラッシュは、スラッシュである。

すらっとは、すらっとである。

ずらっとは、ずらっとである。

スラッファは、スラッファである。

スラップスケートは、スラップスケートである。

スラップスティックは、スラップスティックである。

スラトは、スラトである。

スラバヤは、スラバヤである。

スラブは、スラブである。

すら祭は、すら祭である。

スラムは、スラムである。

ずらめくは、ずらめくである。

すらりは、すらりである。

ずらりは、ずらりである。

スラリーは、スラリーである。

スラリー爆薬は、スラリー爆薬である。

スラリー輸送は、スラリー輸送である。

スラロームは、スラロームである。

スランガステーンは、スランガステーンである。

スラングは、スラングである。

スランプは、スランプである。

摺は、摺である。



すりは、すりである。

掏摸は、掏摸である。

掏児は、掏児である。

ずりは、ずりである。

尾類は、尾類である。

刷上りは、刷上りである。

摩り上がるは、摩り上がるである。

ずり上がるは、ずり上がるである。

摩り上ぐは、摩り上ぐである。

摺上げは、摺上げである。

磨上げは、磨上げである。

剃上げ額は、剃上げ額である。

摩上げ者は、摩上げ者である。

刷り上げるは、刷り上げるである。

摺り足は、摺り足である。

摺合せは、摺合せである。

摺合せ定盤は、摺合せ定盤である。

スリーは、スリーである。

スリーアールズは、スリーアールズである。

スリーエーは、スリーエーである。

スリークオーターは、スリークオーターである。

スリーサイズは、スリーサイズである。

スリーバントは、スリーバントである。

スリーピースは、スリーピースである。

スリーピングバッグは、スリーピングバッグである。

スリーブは、スリーブである。

スリーマーは、スリーマーである。

スリーマイル島は、スリーマイル島である。

擂芋は、擂芋である。

スリーランは、スリーランである。

スリウィジャヤは、スリウィジャヤである。

磨臼は、磨臼である。

摺臼は、摺臼である。

摺絵は、摺絵である。

擂餌は、擂餌である。

擂蝦は、擂蝦である。

摺尾は、摺尾である。

ずり落ちるは、ずり落ちるである。

磨り下ろすは、磨り下ろすである。

摺り下ろすは、摺り下ろすである。

摺貝は、摺貝である。

摩り替えるは、摩り替えるである。

摺形木は、摺形木である。

擦鉦は、擦鉦である。

摺鉦は、摺鉦である。

擦り枯らしは、擦り枯らしである。



磨硝子は、磨硝子である。

摺狩衣は、摺狩衣である。

擂木は、擂木である。

摺衣は、摺衣である。

摩切りは、摩切りである。

摺切りは、摺切りである。

摩り切るは、摩り切るである。

摺り切るは、摺り切るである。

摩り切れるは、摩り切れるである。

磨り屑は、磨り屑である。

磨り崩すは、磨り崩すである。

擂り砕くは、擂り砕くである。

磨粉は、磨粉である。

擂粉木は、擂粉木である。

摺子木は、摺子木である。

擂粉木頭は、擂粉木頭である。

擂粉木隠しは、擂粉木隠しである。

摺小袖は、摺小袖である。

摺粉鉢は、摺粉鉢である。

刷込みは、刷込みである。

摺込みは、摺込みである。

摩込みは、摩込みである。

摺込染は、摺込染である。

刷り込むは、刷り込むである。

摺り込むは、摺り込むである。

摩り込むは、摩り込むである。

摺り衣は、摺り衣である。

ずり下がるは、ずり下がるである。

摺師は、摺師である。

スリジャヤワルダナプラコッテは、スリジャヤワルダナプラコッテである。

摺水干は、摺水干である。

摺染は、摺染である。

剃出しは、剃出しである。

磨り出しは、磨り出しである。

磨り出し蒔絵は、磨り出し蒔絵である。

磨り出すは、磨り出すである。

擦り違ふは、擦り違ふである。

擂茶は、擂茶である。

磨茶は、磨茶である。

スリッカーは、スリッカーである。

摺り付くは、摺り付くである。

摺尽しは、摺尽しである。

擦付木は、擦付木である。

摺付木は、摺付木である。

擦り付けるは、擦り付けるである。

摺鼓は、摺鼓である。



揩鼓は、揩鼓である。

スリットは、スリットである。

スリットカメラは、スリットカメラである。

スリットドラムは、スリットドラムである。

スリッパは、スリッパである。

スリップは、スリップである。

スリップオンは、スリップオンである。

磨り潰すは、磨り潰すである。

擂り潰すは、擂り潰すである。

スリップスは、スリップスである。

スリップダウンは、スリップダウンである。

擂り流しは、擂り流しである。

スリナムは、スリナムである。

磨糠は、磨糠である。

擦り抜けるは、擦り抜けるである。

摩り退くは、摩り退くである。

擦場は、擦場である。

摺袴は、摺袴である。

摺箔は、摺箔である。

擂鉢は、擂鉢である。

擂鉢虫は、擂鉢虫である。

磨針峠は、磨針峠である。

擂半は、擂半である。

擦火は、擦火である。

摺火は、摺火である。

擦火打は、擦火打である。

磨り膝は、磨り膝である。

擂醤は、擂醤である。

すり袋は、すり袋である。

磨り減らすは、磨り減らすである。

磨り減るは、磨り減るである。

剃法師は、剃法師である。

摺仏は、摺仏である。

刷本は、刷本である。

擂り身は、擂り身である。

擂蜜は、擂蜜である。

スリムは、スリムである。

擦り剥くは、擦り剥くである。

擦り剥けるは、擦り剥けるである。

スリムスカートは、スリムスカートである。

摺目は、摺目である。

摺裳は、摺裳である。

摺りもどろかすは、摺りもどろかすである。

刷物は、刷物である。

摺物は、摺物である。

摺物絵は、摺物絵である。



摺模様は、摺模様である。

すりゃは、すりゃである。

スリューテルは、スリューテルである。

受領職は、受領職である。

受領の挙は、受領の挙である。

受領銘は、受領銘である。

擦り寄るは、擦り寄るである。

摩り寄るは、摩り寄るである。

スリラーは、スリラーである。

スリランカは、スリランカである。

スリリングは、スリリングである。

スリルは、スリルである。

刷るは、刷るである。

摺るは、摺るである。

剃るは、剃るである。

為るは、為るである。

掏るは、掏るである。

擦るは、擦るである。

磨るは、磨るである。

擂るは、擂るである。

ずるは、ずるである。

狡いは、狡いである。

スループは、スループである。

駿河は、駿河である。

駿河座は、駿河座である。

狡賢いは、狡賢いである。

駿河台は、駿河台である。

駿河大納言は、駿河大納言である。

駿河包みは、駿河包みである。

駿河問いは、駿河問いである。

駿河トラフは、駿河トラフである。

駿河煮は、駿河煮である。

駿河判は、駿河判である。

駿河版は、駿河版である。

駿河半紙は、駿河半紙である。

駿河舞は、駿河舞である。

駿河屋は、駿河屋である。

駿河蘭は、駿河蘭である。

建蘭は、建蘭である。

駿河湾は、駿河湾である。

ずるけは、ずるけである。

ずるけるは、ずるけるである。

狡しは、狡しである。

摺墨は、摺墨である。

磨墨は、磨墨である。

匹如身は、匹如身である。



するするは、するするである。

ずるずるは、ずるずるである。

ずるずるべったりは、ずるずるべったりである。

スルタンは、スルタンである。

ズルチンは、ズルチンである。

ずるっこけるは、ずるっこけるである。

するっとは、するっとである。

するとは、するとである。

鋭は、鋭である。

尖は、尖である。

スルナーイは、スルナーイである。

スルバランは、スルバランである。

スルファ剤は、スルファ剤である。

スルファミン剤は、スルファミン剤である。

スルホ基は、スルホ基である。

スルホンアミド剤は、スルホンアミド剤である。

スルホン化は、スルホン化である。

スルホン酸は、スルホン酸である。

鯣は、鯣である。

鯣烏賊は、鯣烏賊である。

ずる休みは、ずる休みである。

するりは、するりである。

ずるりは、ずるりである。

摩れは、摩れである。

擦れは、擦れである。

ずれは、ずれである。

摩れ合うは、摩れ合うである。

擦れ合うは、擦れ合うである。

スレイマンは、スレイマンである。

スレイマンモスクは、スレイマンモスクである。

スレーキは、スレーキである。

スレートは、スレートである。

ずれ応力は、ずれ応力である。

スレオニンは、スレオニンである。

擦れ枯らしは、擦れ枯らしである。

擦れ疵は、擦れ疵である。

ずれ込むは、ずれ込むである。

摩れ摩れは、摩れ摩れである。

擦れ擦れは、擦れ擦れである。

ずれ弾性率は、ずれ弾性率である。

擦れ違いは、擦れ違いである。

擦れ違うは、擦れ違うである。

擦れっ枯らしは、擦れっ枯らしである。

スレッシャーは、スレッシャーである。

すればは、すればである。

摩れ目は、摩れ目である。



擦れ者は、擦れ者である。

摩れ者は、摩れ者である。

摩れるは、摩れるである。

擦れるは、擦れるである。

磨れるは、磨れるである。

擂れるは、擂れるである。

ずれるは、ずれるである。

スレンダーは、スレンダーである。

杜漏は、杜漏である。

スロヴァキアは、スロヴァキアである。

スロヴェニアは、スロヴェニアである。

素浪人は、素浪人である。

スローは、スローである。

スローインは、スローインである。

スローイングは、スローイングである。

スローウイルスは、スローウイルスである。

スローガンは、スローガンである。

スロージンは、スロージンである。

ズロースは、ズロースである。

スロースターターは、スロースターターである。

スローダウンは、スローダウンである。

スロープは、スロープである。

スローフォワードは、スローフォワードである。

スローボールは、スローボールである。

スローモーは、スローモーである。

スローモーションは、スローモーションである。

図録は、図録である。

ズロチは、ズロチである。

スロッターは、スロッターである。

スロットは、スロットである。

スロットマシンは、スロットマシンである。

スロット翼は、スロット翼である。

スロットルは、スロットルである。

棕櫚木は、棕櫚木である。

数論は、数論である。

スロンツァンガンポは、スロンツァンガンポである。

諏訪は、諏訪である。

すわは、すわである。

ずわは、ずわである。

ずわい蟹は、ずわい蟹である。

すわえは、すわえである。

諏訪湖は、諏訪湖である。

すわこそは、すわこそである。

スワジランドは、スワジランドである。

諏訪神社は、諏訪神社である。

すわすわは、すわすわである。



ずわずわは、ずわずわである。

スワップは、スワップである。

スワップ協定は、スワップ協定である。

スワップ取引は、スワップ取引である。

スワデーシーは、スワデーシーである。

ずわとは、ずわとである。

汕頭は、汕頭である。

諏訪八幡は、諏訪八幡である。

スワヒリ語は、スワヒリ語である。

すわぶくは、すわぶくである。

すわやは、すわやである。

すわやかは、すわやかである。

楚割は、楚割である。

魚条は、魚条である。

スワラージは、スワラージである。

座りは、座りである。

坐りは、坐りである。

座り方は、座り方である。

座り心地は、座り心地である。

座り込みは、座り込みである。

座り込むは、座り込むである。

座り相撲は、座り相撲である。

すわりすわりは、すわりすわりである。

座り鯛は、座り鯛である。

座り胼胝は、座り胼胝である。

座り所は、座り所である。

座り雛は、座り雛である。

座り餅は、座り餅である。

座るは、座るである。

坐るは、坐るである。

据るは、据るである。

スワンは、スワンである。

寸は、寸である。

寸意は、寸意である。

寸陰は、寸陰である。

寸暇は、寸暇である。

すんがりは、すんがりである。

ズンガリアは、ズンガリアである。

スンガリーは、スンガリーである。

ズンガルは、ズンガルである。

寸間は、寸間である。

寸閑は、寸閑である。

寸感は、寸感である。

寸簡は、寸簡である。

寸義は、寸義である。

寸切は、寸切である。



寸切鞘は、寸切鞘である。

ずんぐりは、ずんぐりである。

ずんぐりむっくりは、ずんぐりむっくりである。

寸隙は、寸隙である。

寸劇は、寸劇である。

寸見は、寸見である。

寸検は、寸検である。

寸言は、寸言である。

寸口は、寸口である。

寸功は、寸功である。

寸毫は、寸毫である。

寸刻は、寸刻である。

寸頃は、寸頃である。

宋胡録は、宋胡録である。

寸胡録は、寸胡録である。

寸札は、寸札である。

寸志は、寸志である。

寸紙は、寸紙である。

寸時は、寸時である。

寸尺は、寸尺である。

寸借は、寸借である。

駿州は、駿州である。

寸書は、寸書である。

寸情は、寸情である。

寸心は、寸心である。

寸進は、寸進である。

寸進尺退は、寸進尺退である。

駿豆は、駿豆である。

ずんずは、ずんずである。

すんすんは、すんすんである。

ずんずんは、ずんずんである。

寸節は、寸節である。

寸前は、寸前である。

寸善は、寸善である。

寸善尺魔は、寸善尺魔である。

寸退は、寸退である。

駿台は、駿台である。

駿台雑話は、駿台雑話である。

駿台先生は、駿台先生である。

寸足らずは、寸足らずである。

スンダ列島は、スンダ列島である。

寸断は、寸断である。

寸地は、寸地である。

寸衷は、寸衷である。

寸楮は、寸楮である。

寸詰りは、寸詰りである。



寸鉄は、寸鉄である。

既の所は、既の所である。

すんとは、すんとである。

寸土は、寸土である。

ずんとは、ずんとである。

ずんどは、ずんどである。

寸胴は、寸胴である。

寸胴切は、寸胴切である。

寸牘は、寸牘である。

寸取虫は、寸取虫である。

スンナは、スンナである。

順流るは、順流るである。

すんならは、すんならである。

すんなりは、すんなりである。

スンニー派は、スンニー派である。

寸の首は、寸の首である。

寸の間は、寸の間である。

順の和歌は、順の和歌である。

ずんばは、ずんばである。

飄石は、飄石である。

寸馬豆人は、寸馬豆人である。

寸端物は、寸端物である。

寸秒は、寸秒である。

寸描は、寸描である。

寸評は、寸評である。

駿府は、駿府である。

駿府加番は、駿府加番である。

寸袋は、寸袋である。

駿府座は、駿府座である。

駿府城代は、駿府城代である。

駿府定番は、駿府定番である。

ずんぶりは、ずんぶりである。

寸分は、寸分である。

寸兵は、寸兵である。

ずんべら坊は、ずんべら坊である。

寸歩は、寸歩である。

寸法は、寸法である。

寸法効果は、寸法効果である。

ずんぼう武者は、ずんぼう武者である。

ずんぼろ坊は、ずんぼろ坊である。

ずんぼろ坊主は、ずんぼろ坊主である。

寸余は、寸余である。

寸裂は、寸裂である。

寸話は、寸話である。

せは、せである。

兄は、兄である。



夫は、夫である。

背は、背である。

狭は、狭である。

脊は、脊である。

畝は、畝である。

瀬は、瀬である。

湍は、湍である。

尨蹄子は、尨蹄子である。

石花は、石花である。

世は、世である。

諾は、諾である。

ぜは、ぜである。

是は、是である。

世阿弥は、世阿弥である。

世阿弥十六部集は、世阿弥十六部集である。

せいは、せいである。

制は、制である。

牲は、牲である。

凄は、凄である。

逝は、逝である。

悽は、悽である。

旌は、旌である。

婿は、婿である。

晴は、晴である。

棲は、棲である。

勢は、勢である。

誠は、誠である。

製は、製である。

誓は、誓である。

整は、整である。

醒は、醒である。

税は、税である。

筮は、筮である。

説は、説である。

贅は、贅である。

井蛙は、井蛙である。

性愛は、性愛である。

性悪説は、性悪説である。

井蛙抄は、井蛙抄である。

制圧は、制圧である。

征圧は、征圧である。

静圧は、静圧である。

成案は、成案である。

西安は、西安である。

西安事件は、西安事件である。

西安碑林は、西安碑林である。



生意は、生意である。

西夷は、西夷である。

声威は、声威である。

征夷は、征夷である。

征衣は、征衣である。

勢位は、勢位である。

勢威は、勢威である。

聖威は、聖威である。

聖意は、聖意である。

誠意は、誠意である。

声域は、声域である。

聖域は、聖域である。

西域水道記は、西域水道記である。

西域都護は、西域都護である。

西域物語は、西域物語である。

成育は、成育である。

征夷大将軍は、征夷大将軍である。

斉一は、斉一である。

清逸は、清逸である。

精一は、精一である。

静逸は、静逸である。

斉一説は、斉一説である。

精一杯は、精一杯である。

聖遺物は、聖遺物である。

世蔭は、世蔭である。

生員は、生員である。

成因は、成因である。

成員は、成員である。

声韻は、声韻である。

清陰は、清陰である。

晴陰は、晴陰である。

税印は、税印である。

西印度諸島は、西印度諸島である。

青雨は、青雨である。

星雨は、星雨である。

晴雨は、晴雨である。

晴雨計は、晴雨計である。

セイウチは、セイウチである。

世運は、世運である。

青雲は、青雲である。

星雲は、星雲である。

盛運は、盛運である。

聖運は、聖運である。

星雲説は、星雲説である。

星雲線は、星雲線である。

青雲の志は、青雲の志である。



青雲の士は、青雲の士である。

青雲の交りは、青雲の交りである。

声影は、声影である。

清栄は、清栄である。

盛栄は、盛栄である。

精鋭は、精鋭である。

精衛は、精衛である。

精英樹は、精英樹である。

精液は、精液である。

請謁は、請謁である。

正塩は、正塩である。

西燕は、西燕である。

声援は、声援である。

凄艶は、凄艶である。

清宴は、清宴である。

清筵は、清筵である。

清婉は、清婉である。

清艶は、清艶である。

盛宴は、盛宴である。

盛筵は、盛筵である。

晴烟は、晴烟である。

勢焔は、勢焔である。

製塩は、製塩である。

説苑は、説苑である。

製塩土器は、製塩土器である。

成王は、成王である。

西欧は、西欧である。

聖王は、聖王である。

西欧主義は、西欧主義である。

西王母は、西王母である。

正音は、正音である。

声音は、声音である。

清音は、清音である。

聖恩は、聖恩である。

静穏は、静穏である。

声音学は、声音学である。

声音文字は、声音文字である。

世家は、世家である。

正価は、正価である。

正貨は、正貨である。

正課は、正課である。

成果は、成果である。

西夏は、西夏である。

声価は、声価である。

制可は、制可である。

青果は、青果である。



青華は、青華である。

青花は、青花である。

斉家は、斉家である。

砌下は、砌下である。

清夏は、清夏である。

清歌は、清歌である。

盛花は、盛花である。

盛夏は、盛夏である。

勢家は、勢家である。

聖化は、聖化である。

聖火は、聖火である。

聖歌は、聖歌である。

精華は、精華である。

製菓は、製菓である。

製靴は、製靴である。

青蛾は、青蛾である。

星河は、星河である。

清華は、清華である。

清雅は、清雅である。

菁莪は、菁莪である。

聖駕は、聖駕である。

正解は、正解である。

制戒は、制戒である。

青海は、青海である。

政界は、政界である。

清介は、清介である。

盛会は、盛会である。

精解は、精解である。

制外は、制外である。

正会員は、正会員である。

制海権は、制海権である。

姓階制度は、姓階制度である。

青海波は、青海波である。

生化学は、生化学である。

青化加里は、青化加里である。

盛果期は、盛果期である。

正格は、正格である。

正確は、正確である。

生獲は、生獲である。

性格は、性格である。

政客は、政客である。

清客は、清客である。

聖覚は、聖覚である。

誠愨は、誠愨である。

精確は、精確である。

精覈は、精覈である。



製革は、製革である。

醒覚は、醒覚である。

正楽は、正楽である。

西学は、西学である。

西岳は、西岳である。

声楽は、声楽である。

星学は、星学である。

聖学は、聖学である。

聖楽は、聖楽である。

静学は、静学である。

説客は、説客である。

税額は、税額である。

星学家は、星学家である。

性格学は、性格学である。

正格活用は、正格活用である。

性格劇は、性格劇である。

性格検査は、性格検査である。

税額控除は、税額控除である。

性格小品は、性格小品である。

性格俳優は、性格俳優である。

性格破綻者は、性格破綻者である。

性格描写は、性格描写である。

正歌劇は、正歌劇である。

正貨現送点は、正貨現送点である。

西夏語は、西夏語である。

棲霞寺は、棲霞寺である。

井華集は、井華集である。

静荷重は、静荷重である。

正貨準備は、正貨準備である。

聖家族は、聖家族である。

聖歌隊は、聖歌隊である。

青瓦台は、青瓦台である。

清華大学は、清華大学である。

臍下丹田は、臍下丹田である。

正割は、正割である。

生活は、生活である。

生活科は、生活科である。

生活学習は、生活学習である。

生活型は、生活型である。

生活学校は、生活学校である。

生活環は、生活環である。

生活環境は、生活環境である。

生活給は、生活給である。

生活教育は、生活教育である。

生活協同組合は、生活協同組合である。

生活苦は、生活苦である。



生活空間は、生活空間である。

生活形は、生活形である。

背恰好は、背恰好である。

生活史は、生活史である。

生活指導は、生活指導である。

生活指導員は、生活指導員である。

生活習慣病は、生活習慣病である。

生活準備説は、生活準備説である。

生活資料は、生活資料である。

生活水準は、生活水準である。

生活設計は、生活設計である。

生活帯は、生活帯である。

生活単元は、生活単元である。

生活綴方は、生活綴方である。

生活難は、生活難である。

生活年齢は、生活年齢である。

生活の質は、生活の質である。

生活派は、生活派である。

生活排水は、生活排水である。

生活反応は、生活反応である。

生活費は、生活費である。

生活保護法は、生活保護法である。

生活様式は、生活様式である。

生活力は、生活力である。

静嘉堂文庫は、静嘉堂文庫である。

青果物は、青果物である。

青化物は、青化物である。

青化法は、青化法である。

西夏文字は、西夏文字である。

清華門跡は、清華門跡である。

正貨輸送は、正貨輸送である。

正貨輸送点は、正貨輸送点である。

正貨輸入点は、正貨輸入点である。

聖火リレーは、聖火リレーである。

栖霞楼は、栖霞楼である。

井幹は、井幹である。

世官は、世官である。

正官は、正官である。

生還は、生還である。

成漢は、成漢である。

西漢は、西漢である。

性感は、性感である。

青函は、青函である。

青漢は、青漢である。

星漢は、星漢である。

穽陥は、穽陥である。



清閑は、清閑である。

清澗は、清澗である。

清韓は、清韓である。

清鑑は、清鑑である。

清鑒は、清鑒である。

盛観は、盛観である。

聖鑑は、聖鑑である。

精悍は、精悍である。

精管は、精管である。

製缶は、製缶である。

静閑は、静閑である。

静観は、静観である。

擠陥は、擠陥である。

正眼は、正眼である。

西岸は、西岸である。

征雁は、征雁である。

青眼は、青眼である。

清玩は、清玩である。

晴眼は、晴眼である。

聖顔は、聖顔である。

誓願は、誓願である。

請願は、請願である。

税関は、税関である。

請願委員は、請願委員である。

静寛院宮は、静寛院宮である。

星間雲は、星間雲である。

西岸気候は、西岸気候である。

税関空港は、税関空港である。

請願権は、請願権である。

制癌剤は、制癌剤である。

清閑寺は、清閑寺である。

誓願寺は、誓願寺である。

請願巡査は、請願巡査である。

性感帯は、性感帯である。

青岸渡寺は、青岸渡寺である。

青函トンネルは、青函トンネルである。

星間物質は、星間物質である。

誓願力は、誓願力である。

青函連絡船は、青函連絡船である。

征韓論政変は、征韓論政変である。

税関渡しは、税関渡しである。

世紀は、世紀である。

正規は、正規である。

生起は、生起である。

成規は、成規である。

西紀は、西紀である。



声気は、声気である。

制規は、制規である。

性器は、性器である。

青旗は、青旗である。

星紀は、星紀である。

星期は、星期である。

旌旗は、旌旗である。

清気は、清気である。

清暉は、清暉である。

盛期は、盛期である。

精気は、精気である。

精鬼は、精鬼である。

精機は、精機である。

世議は、世議である。

正偽は、正偽である。

正義は、正義である。

正議は、正議である。

西魏は、西魏である。

声妓は、声妓である。

清議は、清議である。

盛儀は、盛儀である。

精義は、精義である。

税期は、税期である。

筮儀は、筮儀である。

正義感は、正義感である。

正規曲線は、正規曲線である。

正規軍は、正規軍である。

生気象学は、生気象学である。

性器的性格は、性器的性格である。

成簣堂文庫は、成簣堂文庫である。

正気歌は、正気歌である。

正規分布は、正規分布である。

世紀末は、世紀末である。

井臼は、井臼である。

制球は、制球である。

性急は、性急である。

青宮は、青宮である。

聖躬は、聖躬である。

精究は、精究である。

請求は、請求である。

請求異議の訴えは、請求異議の訴えである。

請求権は、請求権である。

請求書は、請求書である。

井臼の力は、井臼の力である。

制挙は、制挙である。

逝去は、逝去である。



清虚は、清虚である。

盛挙は、盛挙である。

静居は、静居である。

生魚は、生魚である。

成魚は、成魚である。

制御は、制御である。

制馭は、制馭である。

制禦は、制禦である。

制御遺伝子は、制御遺伝子である。

世教は、世教である。

正教は、正教である。

生協は、生協である。

西教は、西教である。

制教は、制教である。

政教は、政教である。

清狂は、清狂である。

清興は、清興である。

盛況は、盛況である。

誠恐は、誠恐である。

精強は、精強である。

世業は、世業である。

盛業は、盛業である。

聖業は、聖業である。

性教育は、性教育である。

正教員は、正教員である。

正教会は、正教会である。

政教社は、政教社である。

清教徒は、清教徒である。

清教徒革命は、清教徒革命である。

政教分離は、政教分離である。

聖教要録は、聖教要録である。

盛漁期は、盛漁期である。

世局は、世局である。

正極は、正極である。

声曲は、声曲である。

政局は、政局である。

青玉は、青玉である。

声曲類纂は、声曲類纂である。

制御装置は、制御装置である。

制御盤は、制御盤である。

制御棒は、制御棒である。

精切りは、精切りである。

生気論は、生気論である。

生擒は、生擒である。

成斤は、成斤である。

制禁は、制禁である。



青衿は、青衿である。

精勤は、精勤である。

清吟は、清吟である。

軟錦は、軟錦である。

税金は、税金である。

税銀は、税銀である。

成均館は、成均館である。

星菫派は、星菫派である。

成句は、成句である。

省句は、省句である。

清くは、清くである。

贅句は、贅句である。

晴空は、晴空である。

制空権は、制空権である。

精薬は、精薬である。

背比べは、背比べである。

背較べは、背較べである。

背競べは、背競べである。

せいくるは、せいくるである。

正訓は、正訓である。

聖君は、聖君である。

聖訓は、聖訓である。

請訓は、請訓である。

清家は、清家である。

世系は、世系である。

正系は、正系である。

正経は、正経である。

生計は、生計である。

成形は、成形である。

成型は、成型である。

成蹊は、成蹊である。

西経は、西経である。

姓系は、姓系である。

政刑は、政刑である。

政経は、政経である。

盛京は、盛京である。

誠敬は、誠敬である。

整形は、整形である。

整経は、整経である。

成形型は、成形型である。

整形外科は、整形外科である。

聖経賢伝は、聖経賢伝である。

井けい口は、井けい口である。

性形質は、性形質である。

成形手術は、成形手術である。

星形図法は、星形図法である。



生計費は、生計費である。

生計費指数は、生計費指数である。

成型品は、成型品である。

霽景楼は、霽景楼である。

正劇は、正劇である。

静劇は、静劇である。

生血は、生血である。

生訣は、生訣である。

生結は、生結である。

清潔は、清潔である。

猩血は、猩血である。

聖血は、聖血である。

腥血は、腥血である。

生月は、生月である。

霽月は、霽月である。

性決定は、性決定である。

生検は、生検である。

生繭は、生繭である。

制憲は、制憲である。

政見は、政見である。

政権は、政権である。

旌顕は、旌顕である。

勢権は、勢権である。

靖献は、靖献である。

聖賢は、聖賢である。

世諺は、世諺である。

正言は、正言である。

正弦は、正弦である。

西諺は、西諺である。

声言は、声言である。

制限は、制限である。

省減は、省減である。

聖言は、聖言である。

誓言は、誓言である。

税権は、税権である。

税源は、税源である。

贅言は、贅言である。

靖献遺言は、靖献遺言である。

制限会社は、制限会社である。

制限外発行は、制限外発行である。

正弦関数は、正弦関数である。

正弦曲線は、正弦曲線である。

制限君主制は、制限君主制である。

制限酵素は、制限酵素である。

精原細胞は、精原細胞である。

清玄桜姫は、清玄桜姫である。



清見寺は、清見寺である。

制限選挙は、制限選挙である。

制限戦争は、制限戦争である。

正弦定理は、正弦定理である。

正弦波は、正弦波である。

制限物権は、制限物権である。

制限法貨は、制限法貨である。

省けん録は、省けん録である。

世故は、世故である。

青顧は、青顧である。

政戸は、政戸である。

精粉は、精粉である。

せいごは、せいごである。

正誤は、正誤である。

生後は、生後である。

成語は、成語である。

省悟は、省悟である。

勢語は、勢語である。

ぜいごは、ぜいごである。

贅語は、贅語である。

正孔は、正孔である。

正鵠は、正鵠である。

生光は、生光である。

生硬は、生硬である。

生壙は、生壙である。

成稿は、成稿である。

西康は、西康である。

制誥は、制誥である。

征行は、征行である。

性交は、性交である。

性向は、性向である。

性行は、性行である。

政綱は、政綱である。

星行は、星行である。

清光は、清光である。

清香は、清香である。

清康は、清康である。

盛行は、盛行である。

晴好は、晴好である。

聖皇は、聖皇である。

誠惶は、誠惶である。

精工は、精工である。

精巧は、精巧である。

精甲は、精甲である。

精光は、精光である。

精好は、精好である。



精鉱は、精鉱である。

製鋼は、製鋼である。

誓誥は、誓誥である。

正号は、正号である。

整合は、整合である。

性行為は、性行為である。

性行為感染症は、性行為感染症である。

晴好雨奇は、晴好雨奇である。

晴耕雨読は、晴耕雨読である。

精好織は、精好織である。

聖公会は、聖公会である。

成功金は、成功金である。

井岡山は、井岡山である。

整合性は、整合性である。

生合成は、生合成である。

誠惶誠恐は、誠惶誠恐である。

整合説は、整合説である。

西高東低型は、西高東低型である。

星口動物は、星口動物である。

靖康の変は、靖康の変である。

精好平は、精好平である。

正攻法は、正攻法である。

勢語臆断は、勢語臆断である。

贅こきは、贅こきである。

靖国は、靖国である。

精穀は、精穀である。

勢越しは、勢越しである。

整骨は、整骨である。

正誤表は、正誤表である。

正誤文は、正誤文である。

税込は、税込である。

成婚は、成婚である。

聖痕は、聖痕である。

精根は、精根である。

精魂は、精魂である。

生痕化石は、生痕化石である。

性差は、性差である。

青瑣は、青瑣である。

星査は、星査である。

精査は、精査である。

正坐は、正坐である。

星座は、星座である。

静座は、静座である。

静坐は、静坐である。

正妻は、正妻である。

制裁は、制裁である。



星彩は、星彩である。

聖祭は、聖祭である。

精彩は、精彩である。

生彩は、生彩である。

精細は、精細である。

製材は、製材である。

製剤は、製剤である。

性細胞は、性細胞である。

精細胞は、精細胞である。

正朔は、正朔である。

制作は、制作である。

制策は、制策である。

政策は、政策である。

精索は、精索である。

製作は、製作である。

ぜい鑿は、ぜい鑿である。

政策学は、政策学である。

政策金融は、政策金融である。

製作図は、製作図である。

星座図は、星座図である。

生殺は、生殺である。

制札は、制札である。

精察は、精察である。

制札銭は、制札銭である。

生殺与奪は、生殺与奪である。

星座早見は、星座早見である。

静坐法は、静坐法である。

正餐は、正餐である。

成算は、成算である。

制酸は、制酸である。

青衫は、青衫である。

青酸は、青酸である。

星散は、星散である。

凄惨は、凄惨である。

悽惨は、悽惨である。

清算は、清算である。

聖算は、聖算である。

聖餐は、聖餐である。

精算は、精算である。

製産は、製産である。

生残は、生残である。

青山は、青山である。

棲山は、棲山である。

青山一髪は、青山一髪である。

清算会社は、清算会社である。

生産価格は、生産価格である。



正三角形は、正三角形である。

生産学校は、生産学校である。

生産過程は、生産過程である。

青酸加里は、青酸加里である。

生産関係は、生産関係である。

清算勘定は、清算勘定である。

生産管理は、生産管理である。

生産教育は、生産教育である。

生産組合は、生産組合である。

生産公債は、生産公債である。

生産国民所得は、生産国民所得である。

生産コストは、生産コストである。

生産財は、生産財である。

制酸剤は、制酸剤である。

聖餐式は、聖餐式である。

清算事業団は、清算事業団である。

清算市場は、清算市場である。

生産資本は、生産資本である。

生産者は、生産者である。

生産者価格は、生産者価格である。

生産者米価は、生産者米価である。

生産手段は、生産手段である。

清算所は、清算所である。

生産奨励給は、生産奨励給である。

清算所得は、清算所得である。

生産飼料は、生産飼料である。

生産性は、生産性である。

生産制限は、生産制限である。

生産的は、生産的である。

生産的思考は、生産的思考である。

生産的消費は、生産的消費である。

生産都市は、生産都市である。

清算取引は、清算取引である。

清算人は、清算人である。

生産年齢は、生産年齢である。

西山派は、西山派である。

生産費は、生産費である。

生産費所得補償方式は、生産費所得補償方式である。

生産費米価は、生産費米価である。

清算法人は、清算法人である。

清算米は、清算米である。

生産様式は、生産様式である。

生産要素は、生産要素である。

生産力は、生産力である。

生産力主義は、生産力主義である。

生産緑地は、生産緑地である。



世子は、世子である。

世嗣は、世嗣である。

正史は、正史である。

正矢は、正矢である。

正使は、正使である。

正視は、正視である。

生祠は、生祠である。

生紙は、生紙である。

生歯は、生歯である。

西施は、西施である。

西詩は、西詩である。

制止は、制止である。

制詞は、制詞である。

青史は、青史である。

青糸は、青糸である。

青侍は、青侍である。

青紫は、青紫である。

政始は、政始である。

星使は、星使である。

省思は、省思である。

省視は、省視である。

旌幟は、旌幟である。

清士は、清士である。

勢至は、勢至である。

聖旨は、聖旨である。

聖使は、聖使である。

聖姿は、聖姿である。

精子は、精子である。

精翅は、精翅である。

製糸は、製糸である。

製紙は、製紙である。

誓紙は、誓紙である。

誓詞は、誓詞である。

静止は、静止である。

静思は、静思である。

整枝は、整枝である。

整姿は、整姿である。

世事は、世事である。

正字は、正字である。

生児は、生児である。

生時は、生時である。

成事は、成事である。

青磁は、青磁である。

青瓷は、青瓷である。

政事は、政事である。

政治は、政治である。



星次は、星次である。

星児は、星児である。

省字は、省字である。

盛事は、盛事である。

盛時は、盛時である。

筮仕は、筮仕である。

政治意識は、政治意識である。

政治運動は、政治運動である。

静止衛星は、静止衛星である。

静止エネルギーは、静止エネルギーである。

セイシェルは、セイシェルである。

静止画は、静止画である。

政治家は、政治家である。

静止核は、静止核である。

政事学は、政事学である。

政治学は、政治学である。

政治革命は、政治革命である。

正式は、正式である。

制式は、制式である。

清拭は、清拭である。

整式は、整式である。

西使記は、西使記である。

正式裁判は、正式裁判である。

政治狂は、政治狂である。

政治教育は、政治教育である。

政治局は、政治局である。

政字銀は、政字銀である。

政治経済学は、政治経済学である。

聖史劇は、聖史劇である。

政治結社は、政治結社である。

政治献金は、政治献金である。

政治権力は、政治権力である。

制し声は、制し声である。

政治ごろは、政治ごろである。

斉次式は、斉次式である。

政治資金規正法は、政治資金規正法である。

静止質量は、静止質量である。

政治社会は、政治社会である。

政治借款は、政治借款である。

政治小説は、政治小説である。

静止人口は、静止人口である。

政治心理学は、政治心理学である。

政事総裁職は、政事総裁職である。

政治団体は、政治団体である。

正室は、正室である。

声質は、声質である。



性質は、性質である。

青漆は、青漆である。

請室は、請室である。

正実は、正実である。

生日は、生日である。

聖日は、聖日である。

誠実は、誠実である。

正字通は、正字通である。

星室庁は、星室庁である。

政治的は、政治的である。

政治的無関心は、政治的無関心である。

政治哲学は、政治哲学である。

静止電位は、静止電位である。

政治闘争は、政治闘争である。

西施乳は、西施乳である。

政治始は、政治始である。

政事犯は、政事犯である。

政治犯は、政治犯である。

政治文化は、政治文化である。

正字法は、正字法である。

勢至菩薩は、勢至菩薩である。

静止摩擦は、静止摩擦である。

正四面体は、正四面体である。

斉射は、斉射である。

清洒は、清洒である。

清灑は、清灑である。

勢車は、勢車である。

正邪は、正邪である。

正射影は、正射影である。

清酌は、清酌である。

脆弱は、脆弱である。

静寂主義は、静寂主義である。

聖者崇拝は、聖者崇拝である。

正射図法は、正射図法である。

世儒は、世儒である。

征戍は、征戍である。

青綬は、青綬である。

聖寿は、聖寿である。

世襲は、世襲である。

生聚は、生聚である。

西周は、西周である。

清秀は、清秀である。

清秋は、清秋である。

盛秋は、盛秋である。

勢州は、勢州である。

腥臭は、腥臭である。



静修は、静修である。

西戎は、西戎である。

製絨は、製絨である。

税収は、税収である。

聖週間は、聖週間である。

性周期は、性周期である。

世襲親王は、世襲親王である。

正十二面体は、正十二面体である。

清十郎は、清十郎である。

星宿は、星宿である。

棲宿は、棲宿である。

静淑は、静淑である。

静粛は、静粛である。

整粛は、整粛である。

生熟は、生熟である。

成熟は、成熟である。

精熟は、精熟である。

成熟児は、成熟児である。

成熟分裂は、成熟分裂である。

成熟卵は、成熟卵である。

正出は、正出である。

生出は、生出である。

製出は、製出である。

性術は、性術である。

青春は、青春である。

正閏は、正閏である。

清純は、清純である。

青春期は、青春期である。

正書は、正書である。

青書は、青書である。

清書は、清書である。

盛暑は、盛暑である。

聖書は、聖書である。

誓書は、誓書である。

正女は、正女である。

西序は、西序である。

青女は、青女である。

斉女は、斉女である。

清女は、清女である。

聖女は、聖女である。

整序は、整序である。

整除は、整除である。

正称は、正称である。

正賞は、正賞である。

制勝は、制勝である。

制詔は、制詔である。



青松は、青松である。

斉唱は、斉唱である。

政商は、政商である。

星章は、星章である。

旌賞は、旌賞である。

清宵は、清宵である。

清祥は、清祥である。

清勝は、清勝である。

盛昌は、盛昌である。

聖詔は、聖詔である。

整商は、整商である。

世情は、世情である。

正常は、正常である。

成条は、成条である。

西浄は、西浄である。

性状は、性状である。

性情は、性情である。

政情は、政情である。

聖上は、聖上である。

誓状は、誓状である。

正条植えは、正条植えである。

正常化は、正常化である。

正常価格は、正常価格である。

西廂記は、西廂記である。

星条旗は、星条旗である。

星状体は、星状体である。

清少納言は、清少納言である。

青少年は、青少年である。

青少年赤十字は、青少年赤十字である。

清浄野菜は、清浄野菜である。

政事要略は、政事要略である。

世職は、世職である。

正色は、正色である。

生食は、生食である。

生殖は、生殖である。

青色は、青色である。

星食は、星食である。

星蝕は、星蝕である。

聖職は、聖職である。

製織は、製織である。

整飾は、整飾である。

生殖器は、生殖器である。

生殖器崇拝は、生殖器崇拝である。

生殖細胞は、生殖細胞である。

聖職者は、聖職者である。

整色性は、整色性である。



生殖腺は、生殖腺である。

生殖腺刺激ホルモンは、生殖腺刺激ホルモンである。

生殖巣は、生殖巣である。

青色片岩は、青色片岩である。

聖書考古学は、聖書考古学である。

清暑堂は、清暑堂である。

正書法は、正書法である。

政治力は、政治力である。

世臣は、世臣である。

正心は、正心である。

正寝は、正寝である。

生辰は、生辰である。

生新は、生新である。

成心は、成心である。

西晋は、西晋である。

西秦は、西秦である。

星辰は、星辰である。

清心は、清心である。

清津は、清津である。

清晨は、清晨である。

清慎は、清慎である。

清新は、清新である。

誠心は、誠心である。

精神は、精神である。

精深は、精深である。

静振は、静振である。

世塵は、世塵である。

生人は、生人である。

成人は、成人である。

西人は、西人である。

征人は、征人である。

精神安定剤は、精神安定剤である。

精神医学は、精神医学である。

精神医学ソーシャルワークは、精神医学ソーシャルワークである。

成人映画は、成人映画である。

精神衛生は、精神衛生である。

精神科は、精神科である。

精神界は、精神界である。

精神科学は、精神科学である。

成人学校は、成人学校である。

精神鑑定は、精神鑑定である。

清真教は、清真教である。

成人教育は、成人教育である。

精神錯乱は、精神錯乱である。

精神史は、精神史である。

清真寺は、清真寺である。



成人式は、成人式である。

精神主義は、精神主義である。

精神障害者は、精神障害者である。

精神神経症は、精神神経症である。

精神身体医学は、精神身体医学である。

精神衰弱は、精神衰弱である。

星辰崇拝は、星辰崇拝である。

精神生活は、精神生活である。

清新体は、清新体である。

精神遅滞は、精神遅滞である。

成人Ｔ細胞白血病は、成人Ｔ細胞白血病である。

精神的は、精神的である。

精神的外傷は、精神的外傷である。

聖人伝は、聖人伝である。

精神電気反応は、精神電気反応である。

精神年齢は、精神年齢である。

成人の日は、成人の日である。

精神薄弱は、精神薄弱である。

精神薄弱児は、精神薄弱児である。

精神薄弱者福祉法は、精神薄弱者福祉法である。

精神病は、精神病である。

成人病は、成人病である。

精神病院は、精神病院である。

精神病質は、精神病質である。

精神病理学は、精神病理学である。

精神物理学は、精神物理学である。

精神物理学的測定は、精神物理学的測定である。

精神物理的並行論は、精神物理的並行論である。

精神文化は、精神文化である。

精神分析は、精神分析である。

精神分裂病は、精神分裂病である。

精神保健福祉法は、精神保健福祉法である。

精神保健法は、精神保健法である。

精神盲は、精神盲である。

精神療法は、精神療法である。

精神力は、精神力である。

精神聾は、精神聾である。

精神労働は、精神労働である。

精神論は、精神論である。

省すは、省すである。

星図は、星図である。

製図は、製図である。

井水は、井水である。

西陲は、西陲である。

青翠は、青翠である。

清粋は、清粋である。



盛衰は、盛衰である。

聖水は、聖水である。

精水は、精水である。

精粋は、精粋である。

静水は、静水である。

醒酔は、醒酔である。

精髄は、精髄である。

静水圧は、静水圧である。

醒睡笑は、醒睡笑である。

世数は、世数である。

正数は、正数である。

西陬は、西陬である。

整数は、整数である。

整数論は、整数論である。

製図器械は、製図器械である。

製図板は、製図板である。

制するは、制するである。

征するは、征するである。

製するは、製するである。

贅するは、贅するである。

井井は、井井である。

世世は、世世である。

正正は、正正である。

正声は、正声である。

生生は、生生である。

生成は、生成である。

西清は、西清である。

征西は、征西である。

青青は、青青である。

凄凄は、凄凄である。

淒淒は、淒淒である。

悽悽は、悽悽である。

清世は、清世である。

盛世は、盛世である。

棲棲は、棲棲である。

栖栖は、栖栖である。

萋萋は、萋萋である。

菁菁は、菁菁である。

聖世は、聖世である。

聖製は、聖製である。

精誠は、精誠である。

精製は、精製である。

整斉は、整斉である。

斉整は、斉整である。

征税は、征税である。

精精は、精精である。



脆性は、脆性である。

税制は、税制である。

税政は、税政である。

噬臍は、噬臍である。

噬斉は、噬斉である。

贅婿は、贅婿である。

ぜいぜいは、ぜいぜいである。

生生化育は、生生化育である。

整斉花冠は、整斉花冠である。

性生活は、性生活である。

西清古鑑は、西清古鑑である。

盛世滋世人丁は、盛世滋世人丁である。

征西将軍宮は、征西将軍宮である。

征西大将軍は、征西大将軍である。

正正堂堂は、正正堂堂である。

生成熱は、生成熱である。

脆性破壊は、脆性破壊である。

生生発展は、生生発展である。

精製品は、精製品である。

征西府は、征西府である。

生成文法は、生成文法である。

精製綿は、精製綿である。

成績は、成績である。

聖跡は、聖跡である。

聖蹟は、聖蹟である。

成績表は、成績表である。

成績評価は、成績評価である。

正接は、正接である。

正切は、正切である。

性説は、性説である。

凄切は、凄切である。

旌節は、旌節である。

清節は、清節である。

凄絶は、凄絶である。

清絶は、清絶である。

贅説は、贅説である。

生石灰は、生石灰である。

正接電流計は、正接電流計である。

井泉は、井泉である。

生鮮は、生鮮である。

西遷は、西遷である。

制銭は、制銭である。

征戦は、征戦である。

性腺は、性腺である。

青氈は、青氈である。

政戦は、政戦である。



清泉は、清泉である。

盛饌は、盛饌である。

聖戦は、聖戦である。

聖遷は、聖遷である。

腥羶は、腥羶である。

勢相は、勢相である。

精選は、精選である。

井然は、井然である。

正善は、正善である。

西漸は、西漸である。

凄然は、凄然である。

淒然は、淒然である。

旌善は、旌善である。

聖善は、聖善である。

整然は、整然である。

西漸運動は、西漸運動である。

盛宣懐は、盛宣懐である。

精選器は、精選器である。

生前行為は、生前行為である。

性腺刺激ホルモンは、性腺刺激ホルモンである。

性染色体は、性染色体である。

生鮮食料品は、生鮮食料品である。

生前処分は、生前処分である。

性善説は、性善説である。

世祖は、世祖である。

成祖は、成祖である。

青素は、青素である。

凄楚は、凄楚である。

清楚は、清楚である。

聖祖は、聖祖である。

聖祚は、聖祚である。

精粗は、精粗である。

世宗は、世宗である。

正装は、正装である。

生草は、生草である。

成層は、成層である。

西廂は、西廂である。

性巣は、性巣である。

青草は、青草である。

斉奏は、斉奏である。

斉荘は、斉荘である。

政争は、政争である。

星霜は、星霜である。

悽愴は、悽愴である。

清爽は、清爽である。

清掃は、清掃である。



清僧は、清僧である。

清操は、清操である。

盛壮は、盛壮である。

盛粧は、盛粧である。

盛装は、盛装である。

腥そうは、腥そうである。

精巣は、精巣である。

せい粧は、せい粧である。

成造は、成造である。

西蔵は、西蔵である。

聖像は、聖像である。

製造は、製造である。

製造化学は、製造化学である。

性相学は、性相学である。

成層火山は、成層火山である。

成層岩は、成層岩である。

製造業は、製造業である。

成層圏は、成層圏である。

製造原価は、製造原価である。

青壮年は、青壮年である。

製造物責任法は、製造物責任法である。

製造物賠償責任保険は、製造物賠償責任保険である。

成層面は、成層面である。

正則は、正則である。

生息は、生息である。

声息は、声息である。

悽惻は、悽惻である。

棲息は、棲息である。

栖息は、栖息である。

静息は、静息である。

世俗は、世俗である。

世族は、世族である。

正続は、正続である。

西俗は、西俗である。

姓族は、姓族である。

正則関数は、正則関数である。

正則曲線は、正則曲線である。

生息場所は、生息場所である。

精卒は、精卒である。

勢揃いは、勢揃いである。

背揃えは、背揃えである。

勢揃えは、勢揃えである。

生存は、生存である。

生存競争は、生存競争である。

生存権は、生存権である。

生存保険は、生存保険である。



背板は、背板である。

清田は、清田である。

誓多は、誓多である。

逝多は、逝多である。

制多は、制多である。

世態は、世態である。

正対は、正対である。

生体は、生体である。

生態は、生態である。

成体は、成体である。

声帯は、声帯である。

青苔は、青苔である。

青黛は、青黛である。

政体は、政体である。

聖体は、聖体である。

静態は、静態である。

整体は、整体である。

世代は、世代である。

正大は、正大である。

盛大は、盛大である。

盛代は、盛代である。

聖代は、聖代である。

生態学は、生態学である。

生態系は、生態系である。

生態型は、生態型である。

西太后は、西太后である。

生体色素は、生体色素である。

政体書は、政体書である。

生体染色は、生体染色である。

生態的地位は、生態的地位である。

生体電気は、生体電気である。

静態統計は、静態統計である。

聖体拝領は、聖体拝領である。

生体反応は、生体反応である。

生体膜は、生体膜である。

声帯模写は、声帯模写である。

生体論は、生体論である。

背高は、背高である。

制多迦は、制多迦である。

背高泡立草は、背高泡立草である。

背高鷸は、背高鷸である。

正多角形は、正多角形である。

聖沢は、聖沢である。

請託は、請託である。

清濁は、清濁である。

贅沢は、贅沢である。



贅沢三昧は、贅沢三昧である。

贅沢品は、贅沢品である。

背丈は、背丈である。

精出すは、精出すである。

清田たん叟は、清田たん叟である。

正多辺形は、正多辺形である。

勢溜りは、勢溜りである。

正多面体は、正多面体である。

逝多林は、逝多林である。

正旦は、正旦である。

生誕は、生誕である。

青潭は、青潭である。

青檀は、青檀である。

聖誕は、聖誕である。

製炭は、製炭である。

政談は、政談である。

星団は、星団である。

清談は、清談である。

聖断は、聖断である。

聖壇は、聖壇である。

誓断は、誓断である。

聖譚曲は、聖譚曲である。

聖誕祭は、聖誕祭である。

正断層は、正断層である。

生知は、生知である。

生致は、生致である。

棲遅は、棲遅である。

栖遅は、栖遅である。

聖地は、聖地である。

精緻は、精緻である。

整地は、整地である。

整治は、整治である。

生知安行は、生知安行である。

成竹は、成竹である。

筮竹は、筮竹である。

生地主義は、生地主義である。

聖地巡拝は、聖地巡拝である。

製茶は、製茶である。

世嫡は、世嫡である。

成虫は、成虫である。

掣肘は、掣肘である。

誠忠は、誠忠である。

精虫は、精虫である。

精忠は、精忠である。

正中面は、正中面である。

正庁は、正庁である。



正調は、正調である。

生長は、生長である。

成長は、成長である。

声調は、声調である。

征頂は、征頂である。

征鳥は、征鳥である。

性徴は、性徴である。

性調は、性調である。

青鳥は、青鳥である。

政庁は、政庁である。

清帳は、清帳である。

清澄は、清澄である。

清聴は、清聴である。

聖朝は、聖朝である。

聖寵は、聖寵である。

静聴は、静聴である。

整腸は、整腸である。

整調は、整調である。

税帳は、税帳である。

成長因子は、成長因子である。

成長株は、成長株である。

成長曲線は、成長曲線である。

清帳紙は、清帳紙である。

清澄寺は、清澄寺である。

正長石は、正長石である。

成長線は、成長線である。

成長通貨は、成長通貨である。

生長点は、生長点である。

生長の家は、生長の家である。

青帳汗国は、青帳汗国である。

生長ホルモンは、生長ホルモンである。

制勅は、制勅である。

聖勅は、聖勅である。

誠直は、誠直である。

精通は、精通である。

勢使いは、勢使いである。

井底は、井底である。

成丁は、成丁である。

制定は、制定である。

青帝は、青帝である。

聖帝は、聖帝である。

蜻ていは、蜻ていである。

制定法は、制定法である。

性的は、性的である。

政敵は、政敵である。

清適は、清適である。



静的は、静的である。

静的安全は、静的安全である。

性的倒錯は、性的倒錯である。

性的二形は、性的二形である。

生鉄は、生鉄である。

西哲は、西哲である。

清てつは、清てつである。

聖哲は、聖哲である。

精鉄は、精鉄である。

製鉄は、製鉄である。

製鉄所は、製鉄所である。

精鉄銭は、精鉄銭である。

正典は、正典である。

成典は、成典である。

性典は、性典である。

青天は、青天である。

星点は、星点である。

盛典は、盛典である。

晴天は、晴天である。

聖典は、聖典である。

井田は、井田である。

世伝は、世伝である。

正伝は、正伝である。

正殿は、正殿である。

星伝は、星伝である。

聖殿は、聖殿である。

静電は、静電である。

性転換は、性転換である。

静電感応は、静電感応である。

正電気は、正電気である。

静電気は、静電気である。

静電記録は、静電記録である。

世伝御料は、世伝御料である。

聖天子は、聖天子である。

静電写真は、静電写真である。

静電潜像は、静電潜像である。

静電単位は、静電単位である。

青天白日は、青天白日である。

青天白日旗は、青天白日旗である。

青天白日満地紅旗は、青天白日満地紅旗である。

静電誘導は、静電誘導である。

静電容量は、静電容量である。

晴天乱流は、晴天乱流である。

世途は、世途である。

生徒は、生徒である。

成都は、成都である。



征途は、征途である。

星斗は、星斗である。

聖徒は、聖徒である。

制度は、制度である。

精度は、精度である。

世統は、世統である。

正党は、正党である。

正答は、正答である。

成湯は、成湯である。

征東は、征東である。

征討は、征討である。

青灯は、青灯である。

青鞜は、青鞜である。

斉刀は、斉刀である。

政党は、政党である。

政道は、政道である。

盛冬は、盛冬である。

盛唐は、盛唐である。

聖統は、聖統である。

精到は、精到である。

精糖は、精糖である。

製糖は、製糖である。

請祷は、請祷である。

世道は、世道である。

生動は、生動である。

生銅は、生銅である。

成童は、成童である。

制動は、制動である。

青銅は、青銅である。

聖堂は、聖堂である。

精銅は、精銅である。

正当化は、正当化である。

青銅貨は、青銅貨である。

正統学派は、正統学派である。

正統カリフ時代は、正統カリフ時代である。

制動機は、制動機である。

青銅器は、青銅器である。

青銅器時代は、青銅器時代である。

正当業務行為は、正当業務行為である。

征東行省は、征東行省である。

正当性は、正当性である。

政党政治は、政党政治である。

性淘汰は、性淘汰である。

征東大将軍は、征東大将軍である。

政党内閣は、政党内閣である。

正統派は、正統派である。



青鞜派は、青鞜派である。

制動馬力は、制動馬力である。

正当防衛は、正当防衛である。

斉東野人は、斉東野人である。

生徒会は、生徒会である。

制度学派は、制度学派である。

成徳は、成徳である。

盛徳は、盛徳である。

勢徳は、勢徳である。

聖徳は、聖徳である。

西独は、西独である。

精読は、精読である。

精得館は、精得館である。

生得観念は、生得観念である。

生得説は、生得説である。

生得的は、生得的である。

性度検査は、性度検査である。

生徒指導は、生徒指導である。

生徒主事は、生徒主事である。

制度取調局は、制度取調局である。

整頓は、整頓である。

晴曇は、晴曇である。

西南は、西南である。

西南学派は、西南学派である。

西南西は、西南西である。

西南戦争は、西南戦争である。

西南日本は、西南日本である。

靖難の変は、靖難の変である。

城南の離宮は、城南の離宮である。

生肉は、生肉である。

精肉は、精肉である。

贅肉は、贅肉である。

正二十面体は、正二十面体である。

生乳は、生乳である。

勢人は、勢人である。

西寧は、西寧である。

静寧は、静寧である。

靖寧は、靖寧である。

清寧天皇は、清寧天皇である。

成年は、成年である。

青年は、青年である。

盛年は、盛年である。

青年学級は、青年学級である。

青年学校は、青年学校である。

生年月日は、生年月日である。

青年期は、青年期である。



青年訓練所は、青年訓練所である。

生年月は、生年月である。

成年式は、成年式である。

青年師範学校は、青年師範学校である。

青年団は、青年団である。

青年トルコ党は、青年トルコ党である。

青年の家は、青年の家である。

青年文法学派は、青年文法学派である。

青年ヘーゲル学派は、青年ヘーゲル学派である。

声嚢は、声嚢である。

性能は、性能である。

精農は、精農である。

精嚢は、精嚢である。

性能曲線は、性能曲線である。

細男は、細男である。

才男は、才男である。

制の詞は、制の詞である。

正の数は、正の数である。

清野帳は、清野帳である。

生の哲学は、生の哲学である。

制覇は、制覇である。

政派は、政派である。

征馬は、征馬である。

正配は、正配である。

成敗は、成敗である。

聖杯は、聖杯である。

擠排は、擠排である。

聖杯伝説は、聖杯伝説である。

成敗場は、成敗場である。

成敗棒は、成敗棒である。

成敗者は、成敗者である。

生魄は、生魄である。

精白は、精白である。

生縛は、生縛である。

制縛は、制縛である。

精麦は、精麦である。

脆薄は、脆薄である。

青白眼は、青白眼である。

斉白石は、斉白石である。

精白米は、精白米である。

正八面体は、正八面体である。

整髪は、整髪である。

征伐は、征伐である。

贅張るは、贅張るである。

正犯は、正犯である。

征帆は、征帆である。



製版は、製版である。

整版は、整版である。

生蕃は、生蕃である。

正反合は、正反合である。

性犯罪は、性犯罪である。

聖晩餐は、聖晩餐である。

正反射は、正反射である。

整反射は、整反射である。

正反対は、正反対である。

整版本は、整版本である。

正比は、正比である。

正妃は、正妃である。

正否は、正否である。

性比は、性比である。

青皮は、青皮である。

政費は、政費である。

成美は、成美である。

斉眉は、斉眉である。

済美は、済美である。

精美は、精美である。

精微は、精微である。

整備は、整備である。

贅費は、贅費である。

税引きは、税引きである。

聖櫃は、聖櫃である。

静謐は、静謐である。

青漆合羽は、青漆合羽である。

世評は、世評である。

青票は、青票である。

青萍は、青萍である。

星表は、星表である。

旌表は、旌表である。

製氷は、製氷である。

製表は、製表である。

成苗は、成苗である。

性病は、性病である。

青苗は、青苗である。

聖廟は、聖廟である。

製氷機は、製氷機である。

青苗銭は、青苗銭である。

青苗法は、青苗法である。

正比例は、正比例である。

正賓は、正賓である。

清貧は、清貧である。

精品は、精品である。

製品は、製品である。



精敏は、精敏である。

世父は、世父である。

世婦は、世婦である。

世譜は、世譜である。

正負は、正負である。

生俘は、生俘である。

制符は、制符である。

征夫は、征夫である。

征賦は、征賦である。

青ふは、青ふである。

政府は、政府である。

声部は、声部である。

セイファート銀河は、セイファート銀河である。

政府委員は、政府委員である。

成風は、成風である。

西風は、西風である。

凄風は、凄風である。

清風は、清風である。

腥風は、腥風である。

整風は、整風である。

性フェロモンは、性フェロモンである。

政府開発援助は、政府開発援助である。

政府関係機関は、政府関係機関である。

政府管掌保険は、政府管掌保険である。

政府金融機関は、政府金融機関である。

正服は、正服である。

正副は、正副である。

制服は、制服である。

征服は、征服である。

清福は、清福である。

盛服は、盛服である。

整復は、整復である。

征服王朝は、征服王朝である。

西部劇は、西部劇である。

政府紙幣は、政府紙幣である。

政府筋は、政府筋である。

西武線は、西武線である。

西部戦線は、西部戦線である。

政府短期証券は、政府短期証券である。

静物は、静物である。

贅物は、贅物である。

静物画は、静物画である。

生物界は、生物界である。

生物化学は、生物化学である。

生物化学的酸素要求量は、生物化学的酸素要求量である。

生物学は、生物学である。



生物学主義は、生物学主義である。

生物岩は、生物岩である。

生物季節は、生物季節である。

生物季節線は、生物季節線である。

生物圏は、生物圏である。

生物検定は、生物検定である。

生物工学は、生物工学である。

生物資源は、生物資源である。

生物指標は、生物指標である。

生物相は、生物相である。

生物多様性は、生物多様性である。

生物地理学は、生物地理学である。

生物的防除は、生物的防除である。

生物電気は、生物電気である。

生物統計学は、生物統計学である。

生物時計は、生物時計である。

生物濃縮は、生物濃縮である。

生物農薬は、生物農薬である。

生物発光は、生物発光である。

生物物理学は、生物物理学である。

生物兵器は、生物兵器である。

政府保証債は、政府保証債である。

政府米は、政府米である。

政府預金は、政府預金である。

製粉は、製粉である。

成分は、成分である。

成文は、成文である。

省文は、省文である。

聖文は、聖文である。

精分は、精分である。

誓文は、誓文である。

贅文は、贅文である。

成文憲法は、成文憲法である。

聖文神武は、聖文神武である。

成文法は、成文法である。

成分輸血は、成分輸血である。

成文律は、成文律である。

正兵は、正兵である。

生平は、生平である。

生兵は、生兵である。

政柄は、政柄である。

清平は、清平である。

性癖は、性癖である。

青碧は、青碧である。

生別は、生別である。

性別は、性別である。



聖別は、聖別である。

性別倒錯は、性別倒錯である。

生別離は、生別離である。

聖ペテロ大聖堂は、聖ペテロ大聖堂である。

世辺は、世辺である。

世変は、世変である。

正編は、正編である。

政変は、政変である。

贅弁は、贅弁である。

生保は、生保である。

世母は、世母である。

生母は、生母である。

声母は、声母である。

聖母は、聖母である。

聖謨は、聖謨である。

正方は、正方である。

制法は、制法である。

青峰は、青峰である。

青幇は、青幇である。

政法は、政法である。

精包は、精包である。

製法は、製法である。

声望は、声望である。

声貌は、声貌である。

制帽は、制帽である。

青蜂は、青蜂である。

星芒は、星芒である。

星旄は、星旄である。

勢望は、勢望である。

睛眸は、睛眸である。

精紡は、精紡である。

税法は、税法である。

筮法は、筮法である。

精紡機は、精紡機である。

西方教会は、西方教会である。

正方行列は、正方行列である。

西方矩は、西方矩である。

正方形は、正方形である。

星芒形は、星芒形である。

正方晶系は、正方晶系である。

栖鳳楼は、栖鳳楼である。

西北は、西北である。

清穆は、清穆である。

筮卜は、筮卜である。

西北西は、西北西である。

聖母子は、聖母子である。



聖母受胎は、聖母受胎である。

生没は、生没である。

生歿は、生歿である。

西没は、西没である。

生没年は、生没年である。

生歿年は、生歿年である。

聖母被昇天は、聖母被昇天である。

性ホルモンは、性ホルモンである。

製本は、製本である。

製麻は、製麻である。

精米は、精米である。

セイミは、セイミである。

舎密開宗は、舎密開宗である。

舎密局は、舎密局である。

精密は、精密である。

精密科学は、精密科学である。

精密機械は、精密機械である。

精妙は、精妙である。

生民は、生民である。

斉民は、斉民である。

済民は、済民である。

斉民要術は、斉民要術である。

世務は、世務である。

政務は、政務である。

星霧は、星霧である。

税務は、税務である。

政務官は、政務官である。

政務次官は、政務次官である。

税務署は、税務署である。

税務代理士は、税務代理士である。

成務天皇は、成務天皇である。

生命は、生命である。

声名は、声名である。

姓名は、姓名である。

性命は、性命である。

清明は、清明である。

盛名は、盛名である。

聖明は、聖明である。

精明は、精明である。

誓盟は、誓盟である。

聖明王は、聖明王である。

生命科学は、生命科学である。

生命刑は、生命刑である。

清明祭は、清明祭である。

声明書は、声明書である。

清明上河は、清明上河である。



生命線は、生命線である。

姓名判断は、姓名判断である。

生命表は、生命表である。

生命保険は、生命保険である。

生命力は、生命力である。

生命倫理は、生命倫理である。

生面は、生面である。

精綿は、精綿である。

製麺は、製麺である。

性毛は、性毛である。

青盲は、青盲である。

生毛体は、生毛体である。

井目は、井目である。

聖目は、聖目である。

星目は、星目である。

静黙は、静黙である。

税目は、税目である。

井目風鈴付は、井目風鈴付である。

正門は、正門である。

声門は、声門である。

声紋は、声紋である。

声問は、声問である。

勢門は、勢門である。

聖門は、聖門である。

声門音は、声門音である。

誓文固めは、誓文固めである。

誓文腐れは、誓文腐れである。

誓文状は、誓文状である。

誓文立ては、誓文立てである。

誓文払いは、誓文払いである。

征野は、征野である。

星夜は、星夜である。

清夜は、清夜である。

晴夜は、晴夜である。

聖夜は、聖夜である。

成約は、成約である。

制約は、制約である。

省約は、省約である。

製薬は、製薬である。

誓約は、誓約である。

星野光は、星野光である。

聖油は、聖油である。

聖諭は、聖諭である。

精油は、精油である。

製油は、製油である。

声優は、声優である。



政友は、政友である。

清友は、清友である。

清幽は、清幽である。

清遊は、清遊である。

聖猷は、聖猷である。

贅疣は、贅疣である。

政友会は、政友会である。

政友本党は、政友本党である。

西遊録は、西遊録である。

生油気は、生油気である。

世誉は、世誉である。

声誉は、声誉である。

生養は、生養である。

西洋は、西洋である。

声容は、声容である。

青陽は、青陽である。

青蠅は、青蠅である。

聖容は、聖容である。

静養は、静養である。

整容は、整容である。

西洋按摩は、西洋按摩である。

西洋音楽は、西洋音楽である。

西洋画は、西洋画である。

西洋学は、西洋学である。

西洋菓子は、西洋菓子である。

西洋南瓜は、西洋南瓜である。

西洋竈は、西洋竈である。

西洋剃刀は、西洋剃刀である。

西洋カルタは、西洋カルタである。

西洋館は、西洋館である。

西洋紀聞は、西洋紀聞である。

西洋釘は、西洋釘である。

西洋桜草は、西洋桜草である。

西洋紙は、西洋紙である。

西洋事情は、西洋事情である。

西洋将棋は、西洋将棋である。

西洋松露は、西洋松露である。

西洋人は、西洋人である。

西洋すぐりは、西洋すぐりである。

西洋蒲公英は、西洋蒲公英である。

西洋手拭は、西洋手拭である。

西洋道中膝栗毛は、西洋道中膝栗毛である。

西洋梨は、西洋梨である。

西洋服は、西洋服である。

西洋褌は、西洋褌である。

西洋間は、西洋間である。



西洋実桜は、西洋実桜である。

西洋野菜は、西洋野菜である。

西洋山薄荷は、西洋山薄荷である。

西洋料理は、西洋料理である。

制欲は、制欲である。

性欲は、性欲である。

性慾は、性慾である。

青蘿は、青蘿である。

星羅は、星羅である。

斉頼は、斉頼である。

せいらくは、せいらくである。

セイラスは、セイラスである。

せいらつは、せいらつである。

セイラムは、セイラムである。

青嵐は、青嵐である。

青藍は、青藍である。

青鸞は、青鸞である。

清覧は、清覧である。

晴嵐は、晴嵐である。

聖覧は、聖覧である。

生卵器は、生卵器である。

正理は、正理である。

生理は、生理である。

性理は、性理である。

政理は、政理である。

清吏は、清吏である。

勢利は、勢利である。

整理は、整理である。

税吏は、税吏である。

生理学は、生理学である。

性理学は、性理学である。

生理学的時計は、生理学的時計である。

精力は、精力である。

静力学は、静力学である。

勢力富五郎は、勢力富五郎である。

生理休暇は、生理休暇である。

整理券は、整理券である。

税理士は、税理士である。

性理大全は、性理大全である。

成立は、成立である。

声律は、声律である。

税率は、税率である。

生理的は、生理的である。

生理的食塩水は、生理的食塩水である。

生理日は、生理日である。

政略は、政略である。



政略結婚は、政略結婚である。

清流は、清流である。

整流は、整流である。

贅瘤は、贅瘤である。

整流回路は、整流回路である。

整流管は、整流管である。

整流器は、整流器である。

整流子は、整流子である。

青竜社は、青竜社である。

青竜刀は、青竜刀である。

精留塔は、精留塔である。

征旅は、征旅である。

省慮は、省慮である。

聖慮は、聖慮である。

精慮は、精慮である。

静慮は、静慮である。

西涼は、西涼である。

西遼は、西遼である。

声量は、声量である。

凄涼は、凄涼である。

凄寥は、凄寥である。

清涼は、清涼である。

精良は、精良である。

清涼育は、清涼育である。

清涼飲料は、清涼飲料である。

清涼織は、清涼織である。

青竜旗は、青竜旗である。

清良記は、清良記である。

清涼剤は、清涼剤である。

清涼山は、清涼山である。

清涼殿は、清涼殿である。

勢力は、勢力である。

勢力均衡は、勢力均衡である。

勢力圏は、勢力圏である。

青緑山水は、青緑山水である。

精力絶倫は、精力絶倫である。

精力的は、精力的である。

勢力範囲は、勢力範囲である。

説林は、説林である。

制輪子は、制輪子である。

世累は、世累である。

声涙は、声涙である。

聖ルカ組合は、聖ルカ組合である。

生霊は、生霊である。

生黎は、生黎である。

制令は、制令である。



性霊は、性霊である。

政令は、政令である。

清冷は、清冷である。

清麗は、清麗である。

精励は、精励である。

蜻蛉は、蜻蛉である。

聖霊降臨祭は、聖霊降臨祭である。

政令指定都市は、政令指定都市である。

精霊崇拝は、精霊崇拝である。

性霊説は、性霊説である。

西暦は、西暦である。

凄烈は、凄烈である。

清冽は、清冽である。

整列は、整列である。

清廉は、清廉である。

清漣は、清漣である。

聖輦は、聖輦である。

精練は、精練である。

精錬は、精錬である。

製錬は、製錬である。

セイレンは、セイレンである。

税斂は、税斂である。

精練剤は、精練剤である。

世路は、世路である。

生路は、生路である。

征路は、征路である。

蒸籠は、蒸籠である。

井楼は、井楼である。

青楼は、青楼である。

清朗は、清朗である。

晴朗は、晴朗である。

井楼組は、井楼組である。

井籠組は、井籠組である。

井楼船は、井楼船である。

棲楼船は、棲楼船である。

世禄は、世禄である。

贅六は、贅六である。

正六面体は、正六面体である。

世論は、世論である。

正論は、正論である。

政論は、政論である。

セイロンは、セイロンである。

贅論は、贅論である。

セイロン茶は、セイロン茶である。

セイロン肉桂は、セイロン肉桂である。

清和は、清和である。



清話は、清話である。

清和院は、清和院である。

清和源氏は、清和源氏である。

清和天皇は、清和天皇である。

セヴァストーポリは、セヴァストーポリである。

セヴィニェ夫人は、セヴィニェ夫人である。

ゼウスは、ゼウスである。

セーは、セーである。

セーヴは、セーヴである。

セーヴルは、セーヴルである。

ゼーガースは、ゼーガースである。

ゼーゲル錐は、ゼーゲル錐である。

セージは、セージである。

セースは、セースである。

セーターは、セーターである。

ゼータ関数は、ゼータ関数である。

セーデルは、セーデルである。

セーデルブロムは、セーデルブロムである。

セーヌは、セーヌである。

せえのは、せえのである。

セーの法則は、セーの法則である。

セーフは、セーフである。

セーブは、セーブである。

セープは、セープである。

セーフガードは、セーフガードである。

セーフティーは、セーフティーである。

セーフティーバルブは、セーフティーバルブである。

セーフティーバントは、セーフティーバントである。

セーフティーファクターは、セーフティーファクターである。

セーフティーボックスは、セーフティーボックスである。

セーブポイントは、セーブポイントである。

セーブルは、セーブルである。

ゼーマン効果は、ゼーマン効果である。

セーム革は、セーム革である。

セーラーは、セーラーである。

セーラーカラーは、セーラーカラーである。

セーラーズボンは、セーラーズボンである。

セーラー服は、セーラー服である。

セーラスは、セーラスである。

ゼーランディア城は、ゼーランディア城である。

セーリングは、セーリングである。

セールは、セールである。

セールスは、セールスである。

セールスプロモーションは、セールスプロモーションである。

セールスポイントは、セールスポイントである。

セールスマンは、セールスマンである。



セールスマンの死は、セールスマンの死である。

ゼーレは、ゼーレである。

背負は、背負である。

背負商いは、背負商いである。

背負太刀は、背負太刀である。

背負梯子は、背負梯子である。

世雄は、世雄である。

瀬音は、瀬音である。

セオドライトは、セオドライトである。

背泳は、背泳である。

ゼオライトは、ゼオライトである。

セオリーは、セオリーである。

セオリストは、セオリストである。

世界は、世界である。

船がいは、船がいである。

清和井は、清和井である。

世外は、世外である。

善界は、善界である。

是界は、是界である。

是我意は、是我意である。

世界遺産条約は、世界遺産条約である。

清和井院は、清和井院である。

世界観は、世界観である。

世界観学は、世界観学である。

世界気象機関は、世界気象機関である。

世界救世教は、世界救世教である。

世界教会運動は、世界教会運動である。

世界恐慌は、世界恐慌である。

世界記録は、世界記録である。

世界銀行は、世界銀行である。

世界国尽は、世界国尽である。

世界語は、世界語である。

世界公民は、世界公民である。

世界国家は、世界国家である。

世界定めは、世界定めである。

世界史は、世界史である。

世界時は、世界時である。

世界宗教は、世界宗教である。

世界主義は、世界主義である。

世界食糧計画は、世界食糧計画である。

世界人権宣言は、世界人権宣言である。

世界政策は、世界政策である。

世界精神は、世界精神である。

世界政府は、世界政府である。

世界像は、世界像である。

善界草は、善界草である。



世界知的所有権機関は、世界知的所有権機関である。

世界連れは、世界連れである。

世界的は、世界的である。

世界内存在は、世界内存在である。

世界貿易機関は、世界貿易機関である。

是害房絵巻は、是害房絵巻である。

世界保健機関は、世界保健機関である。

背梅花皮は、背梅花皮である。

背梅花鮫は、背梅花鮫である。

世界陸上選手権は、世界陸上選手権である。

世界暦は、世界暦である。

世界連邦は、世界連邦である。

世界労連は、世界労連である。

瀬替は、瀬替である。

背返しは、背返しである。

施餓鬼は、施餓鬼である。

施餓鬼船は、施餓鬼船である。

瀬頭は、瀬頭である。

急かすは、急かすである。

せかせかは、せかせかである。

急かせるは、急かせるである。

せがみ立てるは、せがみ立てるである。

せがむは、せがむである。

せからしいは、せからしいである。

倅は、倅である。

悴は、悴である。

背革は、背革である。

瀬川は、瀬川である。

瀬川菊之丞は、瀬川菊之丞である。

瀬川如皐は、瀬川如皐である。

瀬川帽子は、瀬川帽子である。

瀬川綿は、瀬川綿である。

セガンティーニは、セガンティーニである。

セカントは、セカントである。

セカンドは、セカンドである。

セカンドハウスは、セカンドハウスである。

セカンドバッグは、セカンドバッグである。

セカンドハンドは、セカンドハンドである。

セカンドライフは、セカンドライフである。

セカンドランは、セカンドランである。

せきは、せきである。

堰は、堰である。

関は、関である。

夕は、夕である。

斥は、斥である。

析は、析である。



席は、席である。

惜は、惜である。

戚は、戚である。

跡は、跡である。

積は、積である。

績は、績である。

蹟は、蹟である。

籍は、籍である。

齣は、齣である。

赤鴉は、赤鴉である。

積痾は、積痾である。

惜愛は、惜愛である。

塞き合ふは、塞き合ふである。

塞き敢ふは、塞き敢ふである。

咳き上げるは、咳き上げるである。

塞き上げるは、塞き上げるである。

塞き余るは、塞き余るである。

赤衣は、赤衣である。

赤緯は、赤緯である。

赤緯圏は、赤緯圏である。

堰板は、堰板である。

関板は、関板である。

塞板は、塞板である。

堰板柵は、堰板柵である。

席入りは、席入りである。

咳き入るは、咳き入るである。

堰き入れるは、堰き入れるである。

石印は、石印である。

惜陰は、惜陰である。

積陰は、積陰である。

赤烏は、赤烏である。

積羽は、積羽である。

積雨は、積雨である。

積鬱は、積鬱である。

積雲は、積雲である。

石英は、石英である。

隻影は、隻影である。

石英安山岩は、石英安山岩である。

石英硝子は、石英硝子である。

赤衛軍は、赤衛軍である。

石英砂は、石英砂である。

石英閃緑岩は、石英閃緑岩である。

石英粗面岩は、石英粗面岩である。

石英斑岩は、石英斑岩である。

石塩は、石塩である。

積怨は、積怨である。



石黄は、石黄である。

関送りは、関送りである。

関温泉は、関温泉である。

石果は、石果である。

席画は、席画である。

赤外線は、赤外線である。

赤外線写真は、赤外線写真である。

赤外線電球は、赤外線電球である。

赤外線天文学は、赤外線天文学である。

赤外線療法は、赤外線療法である。

席書は、席書である。

堰き掛くは、堰き掛くである。

碩学は、碩学である。

積学は、積学である。

碩学料は、碩学料である。

碩学領は、碩学領である。

石河子は、石河子である。

席貸しは、席貸しである。

関風は、関風である。

関金は、関金である。

塞金は、塞金である。

関ヶ原は、関ヶ原である。

関ヶ原の戦は、関ヶ原の戦である。

石棺は、石棺である。

石巌は、石巌である。

石龕は、石龕である。

隻眼は、隻眼である。

石敢当は、石敢当である。

隻句は、隻句である。

関口は、関口である。

堰口は、堰口である。

関口氏心は、関口氏心である。

関口隆吉は、関口隆吉である。

関口鯉吉は、関口鯉吉である。

関口流は、関口流である。

赤軍は、赤軍である。

夕景は、夕景である。

石経は、石経である。

戚継光は、戚継光である。

石敬とうは、石敬とうである。

赤県は、赤県である。

潟湖は、潟湖である。

隻語は、隻語である。

石国は、石国である。

石斛は、石斛である。

急き心は、急き心である。



咳き込むは、咳き込むである。

急き込むは、急き込むである。

昔歳は、昔歳である。

碩才は、碩才である。

積載は、積載である。

石材は、石材である。

昔在は、昔在である。

石細胞は、石細胞である。

脊索は、脊索である。

脊索動物は、脊索動物である。

石蒜は、石蒜である。

積算は、積算である。

積算温度は、積算温度である。

積算電力計は、積算電力計である。

積算法は、積算法である。

赤山明神は、赤山明神である。

尺紙は、尺紙である。

赤子は、赤子である。

関路は、関路である。

昔時は、昔時である。

石室は、石室である。

石質は、石質である。

赤漆は、赤漆である。

夕日は、夕日である。

赤日は、赤日である。

昔日は、昔日である。

積日は、積日である。

関路の鳥は、関路の鳥である。

昔者は、昔者である。

赤手は、赤手である。

赤酒は、赤酒である。

隻手は、隻手である。

碩儒は、碩儒である。

石州は、石州である。

積習は、積習である。

石絨は、石絨である。

石獣は、石獣である。

石州銀は、石州銀である。

積集合は、積集合である。

赤十字は、赤十字である。

赤十字社は、赤十字社である。

赤十字条約は、赤十字条約である。

石州半紙は、石州半紙である。

石州流は、石州流である。

析出は、析出である。

惜春は、惜春である。



石筍は、石筍である。

席順は、席順である。

関所は、関所である。

尺書は、尺書である。

石女は、石女である。

夕照は、夕照である。

石匠は、石匠である。

石松は、石松である。

石菖は、石菖である。

石菖蒲は、石菖蒲である。

関城は、関城である。

赤縄は、赤縄である。

席上は、席上である。

責譲は、責譲である。

積畳は、積畳である。

石松子は、石松子である。

赤松子は、赤松子である。

赤縄子は、赤縄子である。

赤条条は、赤条条である。

石勝線は、石勝線である。

石鍾乳は、石鍾乳である。

石菖結びは、石菖結びである。

石菖藻は、石菖藻である。

関所切手は、関所切手である。

赤色は、赤色である。

赤色巨星は、赤色巨星である。

赤色組合は、赤色組合である。

赤色テロルは、赤色テロルである。

赤色土は、赤色土である。

関所手形は、関所手形である。

関所札は、関所札である。

関所破りは、関所破りである。

せき翅類は、せき翅類である。

赤心は、赤心である。

赤身は、赤身である。

石人は、石人である。

石刃は、石刃である。

昔人は、昔人である。

籍甚は、籍甚である。

藉甚は、藉甚である。

石人石馬は、石人石馬である。

石錐は、石錐である。

積水は、積水である。

積翠は、積翠である。

脊髄は、脊髄である。

脊髄炎は、脊髄炎である。



脊髄神経は、脊髄神経である。

脊髄神経節は、脊髄神経節である。

脊髄性小児麻痺は、脊髄性小児麻痺である。

脊髄反射は、脊髄反射である。

脊髄膜は、脊髄膜である。

脊髄癆は、脊髄癆である。

セキスタントは、セキスタントである。

石製は、石製である。

赤誠は、赤誠である。

脊黄青鸚哥は、脊黄青鸚哥である。

石製品は、石製品である。

石製模造品は、石製模造品である。

せきせきは、せきせきである。

戚戚は、戚戚である。

赤雪は、赤雪である。

積雪は、積雪である。

関銭は、関銭である。

石泉は、石泉である。

戚然は、戚然である。

責善は、責善である。

尺素は、尺素である。

石鼠は、石鼠である。

碩鼠は、碩鼠である。

石槍は、石槍である。

積送は、積送である。

石造は、石造である。

石像は、石像である。

積層乾電池は、積層乾電池である。

石造拱は、石造拱である。

積層材は、積層材である。

石造美術は、石造美術である。

積送品は、積送品である。

尺素往来は、尺素往来である。

石鏃は、石鏃である。

戚属は、戚属である。

赤卒は、赤卒である。

節季候は、節季候である。

石尊参りは、石尊参りである。

席駄は、席駄である。

石苔は、石苔である。

石台は、石台である。

席代は、席代である。

席題は、席題である。

関孝和は、関孝和である。

咳きたぐるは、咳きたぐるである。

堰出しは、堰出しである。



急き立つは、急き立つである。

急き立てるは、急き立てるである。

石炭は、石炭である。

石炭液化は、石炭液化である。

石炭ガスは、石炭ガスである。

石炭殻は、石炭殻である。

石炭乾留は、石炭乾留である。

石炭紀は、石炭紀である。

石炭系は、石炭系である。

石炭酸は、石炭酸である。

石地は、石地である。

赤地は、赤地である。

瘠地は、瘠地である。

石竹は、石竹である。

石竹色は、石竹色である。

石柱は、石柱である。

脊柱は、脊柱である。

脊柱管は、脊柱管である。

脊柱後湾は、脊柱後湾である。

脊柱側湾は、脊柱側湾である。

尺楮は、尺楮である。

石腸は、石腸である。

積重は、積重である。

関賃は、関賃である。

赤沈は、赤沈である。

脊椎は、脊椎である。

脊椎炎は、脊椎炎である。

脊椎カリエスは、脊椎カリエスである。

脊椎骨は、脊椎骨である。

脊椎辷り症は、脊椎辷り症である。

脊椎動物は、脊椎動物である。

脊椎分離症は、脊椎分離症である。

脊椎湾曲は、脊椎湾曲である。

関弦は、関弦である。

禦弦は、禦弦である。

関手は、関手である。

石庭は、石庭である。

石鼎は、石鼎である。

赤帝は、赤帝である。

席亭は、席亭である。

関手形は、関手形である。

赤鉄鉱は、赤鉄鉱である。

関寺は、関寺である。

世喜寺は、世喜寺である。

関寺小町は、関寺小町である。

石田は、石田である。



籍田は、籍田である。

藉田は、藉田である。

赤兎は、赤兎である。

関戸は、関戸である。

関門は、関門である。

尺土は、尺土である。

赤土は、赤土である。

瘠土は、瘠土である。

積怒は、積怒である。

石刀は、石刀である。

石榻は、石榻である。

石濤は、石濤である。

石磴は、石磴である。

石幢は、石幢である。

赤道は、赤道である。

赤道海流は、赤道海流である。

赤道儀は、赤道儀である。

赤道気団は、赤道気団である。

赤道ギニアは、赤道ギニアである。

赤銅鉱は、赤銅鉱である。

赤道祭は、赤道祭である。

赤道座標は、赤道座標である。

赤道前線は、赤道前線である。

赤道潜流は、赤道潜流である。

赤道直下は、赤道直下である。

赤道反流は、赤道反流である。

赤道無風帯は、赤道無風帯である。

碩徳は、碩徳である。

積徳は、積徳である。

尺牘文は、尺牘文である。

赤土国は、赤土国である。

寂としては、寂としてである。

塞き留むは、塞き留むである。

関戸の院は、関戸の院である。

咳止めは、咳止めである。

堰止め湖は、堰止め湖である。

塞き止めるは、塞き止めるである。

堰き止めるは、堰き止めるである。

関取は、関取である。

関取千両幟は、関取千両幟である。

責任は、責任である。

責任感は、責任感である。

責任者は、責任者である。

責任準備金は、責任準備金である。

責任条件は、責任条件である。

責任先頭制は、責任先頭制である。



責任阻却は、責任阻却である。

責任内閣は、責任内閣である。

責任年齢は、責任年齢である。

責任能力は、責任能力である。

責任保険は、責任保険である。

責任無能力者は、責任無能力者である。

関根は、関根である。

関根金次郎は、関根金次郎である。

関根正二は、関根正二である。

赤熱は、赤熱である。

関根正直は、関根正直である。

昔年は、昔年である。

積年は、積年である。

関野は、関野である。

関の岩門は、関の岩門である。

石脳油は、石脳油である。

関の五本松は、関の五本松である。

関の小万は、関の小万である。

関の地蔵は、関の地蔵である。

関の清水は、関の清水である。

関野貞は、関野貞である。

関の門は、関の門である。

関の戸は、関の戸である。

関の扉は、関の扉である。

関のとざしは、関のとざしである。

関の東は、関の東である。

関の藤川は、関の藤川である。

咳き上るは、咳き上るである。

関孫六は、関孫六である。

関の山は、関の山である。

石馬は、石馬である。

石肺は、石肺である。

脊背は、脊背である。

惜敗は、惜敗である。

惜敗率は、惜敗率である。

夕拝郎は、夕拝郎である。

関一は、関一である。

責罰は、責罰である。

咳払いは、咳払いである。

赤飯は、赤飯である。

石版は、石版である。

石盤は、石盤である。

石版画は、石版画である。

石版石は、石版石である。

石盤石は、石盤石である。

石匕は、石匕である。



石碑は、石碑である。

石筆は、石筆である。

石筆石は、石筆石である。

赤眉の乱は、赤眉の乱である。

赤貧は、赤貧である。

石斧は、石斧である。

石婦は、石婦である。

関札は、関札である。

石仏は、石仏である。

関船は、関船である。

積憤は、積憤である。

石文は、石文である。

積分は、積分である。

積分学は、積分学である。

積分定数は、積分定数である。

積分方程式は、積分方程式である。

尺兵は、尺兵である。

積弊は、積弊である。

尺璧は、尺璧である。

石壁は、石壁である。

赤壁は、赤壁である。

赤壁の戦は、赤壁の戦である。

赤壁賦は、赤壁賦である。

惜別は、惜別である。

石片は、石片である。

石棒は、石棒である。

赤方偏移は、赤方偏移である。

石墨は、石墨である。

石墨片岩は、石墨片岩である。

石北本線は、石北本線である。

堰乾しは、堰乾しである。

籍没は、籍没である。

石本は、石本である。

夕梵は、夕梵である。

席末は、席末である。

関水は、関水である。

石蜜は、石蜜である。

夕霧は、夕霧である。

責務は、責務である。

関迎えは、関迎えである。

石綿は、石綿である。

赤面は、赤面である。

赤面恐怖症は、赤面恐怖症である。

石綿糸は、石綿糸である。

石綿スレートは、石綿スレートである。

石綿肺は、石綿肺である。



関許は、関許である。

関下は、関下である。

関物は、関物である。

関守は、関守である。

関守石は、関守石である。

石門は、石門である。

責問は、責問である。

責問権は、責問権である。

石門心学は、石門心学である。

関屋は、関屋である。

関役は、関役である。

石薬は、石薬である。

関宿は、関宿である。

関屋敏子は、関屋敏子である。

関破りは、関破りである。

関山は、関山である。

堰き遣るは、堰き遣るである。

塞き遣るは、塞き遣るである。

石油は、石油である。

昔遊は、昔遊である。

積憂は、積憂である。

石油エーテルは、石油エーテルである。

石油エンジンは、石油エンジンである。

石油化学工業は、石油化学工業である。

石油機関は、石油機関である。

石油危機は、石油危機である。

石油頁岩は、石油頁岩である。

石油焜炉は、石油焜炉である。

石油ストーブは、石油ストーブである。

石油乳剤は、石油乳剤である。

石油ピッチは、石油ピッチである。

石油ベンジンは、石油ベンジンである。

石油輸出国機構は、石油輸出国機構である。

石油ランプは、石油ランプである。

セキュリタイゼーションは、セキュリタイゼーションである。

セキュリティーは、セキュリティーである。

説経は、説経である。

夕陽は、夕陽である。

戚容は、戚容である。

戚揚は、戚揚である。

せき葉は、せき葉である。

施行状は、施行状である。

施行風呂は、施行風呂である。

施行米は、施行米である。

施業林は、施業林である。

隻翼は、隻翼である。



堰き寄すは、堰き寄すである。

赤裸は、赤裸である。

赤裸裸は、赤裸裸である。

石欄は、石欄である。

積乱雲は、積乱雲である。

赤瀾会は、赤瀾会である。

石理は、石理である。

戚里は、戚里である。

背切りは、背切りである。

瀬切りは、瀬切りである。

赤痢アメーバは、赤痢アメーバである。

赤痢菌は、赤痢菌である。

関流は、関流である。

石榴子は、石榴子である。

石榴皮は、石榴皮である。

関料は、関料である。

石竜は、石竜である。

石梁は、石梁である。

赤竜は、赤竜である。

席料は、席料である。

脊梁は、脊梁である。

寂寥は、寂寥である。

積量は、積量である。

脊梁骨は、脊梁骨である。

脊梁山脈は、脊梁山脈である。

斥力は、斥力である。

石緑は、石緑である。

石林は、石林である。

石痳は、石痳である。

石淋は、石淋である。

赤燐は、赤燐である。

塞入るは、塞入るである。

瀬切るは、瀬切るである。

石塁は、石塁である。

鶺鴒は、鶺鴒である。

鶺鴒差しは、鶺鴒差しである。

鶺鴒台は、鶺鴒台である。

石礫は、石礫である。

淅瀝は、淅瀝である。

磧礫は、磧礫である。

斥鹵は、斥鹵である。

夕郎は、夕郎である。

石楼は、石楼である。

石蝋は、石蝋である。

石籠は、石籠である。

碩老は、碩老である。



夕郎の貫首は、夕郎の貫首である。

石勒は、石勒である。

関脇は、関脇である。

塞き分くは、塞き分くである。

塞き侘ぶは、塞き侘ぶである。

席割りは、席割りである。

隻腕は、隻腕である。

節供は、節供である。

急くは、急くである。

塞くは、塞くである。

堰くは、堰くである。

世具は、世具である。

是句は、是句である。

絶句は、絶句である。

跼るは、跼るである。

跼むは、跼むである。

セクシーは、セクシーである。

セクシャルは、セクシャルである。

セクシャルハラスメントは、セクシャルハラスメントである。

セクショナリズムは、セクショナリズムである。

セクションは、セクションである。

セクションペーパーは、セクションペーパーである。

セクスタントは、セクスタントである。

セクストゥスエンピリクスは、セクストゥスエンピリクスである。

セクターは、セクターである。

セクター主義は、セクター主義である。

セクター歯車は、セクター歯車である。

セクトは、セクトである。

セクト主義は、セクト主義である。

セクハラは、セクハラである。

セグメントは、セグメントである。

セグメント情報は、セグメント情報である。

せぐりあげるは、せぐりあげるである。

せぐり息は、せぐり息である。

せぐるは、せぐるである。

せぐるしいは、せぐるしいである。

せぐるし声は、せぐるし声である。

セグレは、セグレである。

セクレタリーは、セクレタリーである。

セクレチンは、セクレチンである。

背黒は、背黒である。

背黒鰺刺は、背黒鰺刺である。

背黒鰯は、背黒鰯である。

背黒鴎は、背黒鴎である。

背黒五位は、背黒五位である。

背黒鶺鴒は、背黒鶺鴒である。



世間は、世間である。

女衒は、女衒である。

世間男は、世間男である。

世間気は、世間気である。

世間口は、世間口である。

世間騒がせは、世間騒がせである。

世間師は、世間師である。

世間者は、世間者である。

世間知らずは、世間知らずである。

世間雀は、世間雀である。

世間擦れは、世間擦れである。

世間僧は、世間僧である。

世間魂は、世間魂である。

世間智は、世間智である。

世間体は、世間体である。

世間的は、世間的である。

世間寺は、世間寺である。

世間道具は、世間道具である。

世間並は、世間並である。

世間の口は、世間の口である。

世間話は、世間話である。

世間離れは、世間離れである。

世間張るは、世間張るである。

世間見ずは、世間見ずである。

世間子息気質は、世間子息気質である。

世間胸算用は、世間胸算用である。

せこは、せこである。

兄子は、兄子である。

夫子は、夫子である。

背子は、背子である。

勢子は、勢子である。

列卒は、列卒である。

せこいは、せこいである。

セコイアは、セコイアである。

勢子板は、勢子板である。

列卒楯は、列卒楯である。

施工図は、施工図である。

勢子声は、勢子声である。

勢子采は、勢子采である。

瀬越しは、瀬越しである。

背越膾は、背越膾である。

瀬越すは、瀬越すである。

勢子太鼓は、勢子太鼓である。

勢子縄は、勢子縄である。

セコハンは、セコハンである。

セゴビアは、セゴビアである。



勢子引は、勢子引である。

勢子船は、勢子船である。

せこむは、せこむである。

せこめまわすは、せこめまわすである。

せこめるは、せこめるである。

瀬垢離は、瀬垢離である。

背頃合は、背頃合である。

セコンダリーは、セコンダリーである。

せこんどは、せこんどである。

セコンドは、セコンドである。

セコンドハンドは、セコンドハンドである。

世才は、世才である。

施斎は、施斎である。

前栽は、前栽である。

是斎薬は、是斎薬である。

背裂羽織は、背裂羽織である。

セザンヌは、セザンヌである。

セ氏は、セ氏である。

せじは、せじである。

世辞は、世辞である。

宣旨は、宣旨である。

禅師は、禅師である。

セシールカットは、セシールカットである。

セシウムは、セシウムである。

セジェスタは、セジェスタである。

セ氏温度は、セ氏温度である。

宣旨書は、宣旨書である。

世事所は、世事所である。

瀬〆漆は、瀬〆漆である。

せしめ汁は、せしめ汁である。

せしめるは、せしめるである。

世辞者は、世辞者である。

施主は、施主である。

世襲財産は、世襲財産である。

施主書は、施主書である。

ゼジュンは、ゼジュンである。

世上は、世上である。

施錠は、施錠である。

是定は、是定である。

軟障は、軟障である。

是生滅法は、是生滅法である。

瀬尻は、瀬尻である。

背白浮塵子は、背白浮塵子である。

世親は、世親である。

世人は、世人である。

是心是仏は、是心是仏である。



施すは、施すである。

為すは、為すである。

ゼスは、ゼスである。

是すは、是すである。

ゼスイットは、ゼスイットである。

ゼスイット会は、ゼスイット会である。

セスキテルペンは、セスキテルペンである。

背筋は、背筋である。

ゼズスは、ゼズスである。

ゼスチュアは、ゼスチュアである。

セスナは、セスナである。

せすりは、せすりである。

完骨は、完骨である。

瀬瀬は、瀬瀬である。

銭は、銭である。

膳所は、膳所である。

是正は、是正である。

銭貝は、銭貝である。

手手が甲は、手手が甲である。

せせかしは、せせかしである。

せせかましいは、せせかましいである。

せせかむは、せせかむである。

せせくは、せせくである。

せせくしゃは、せせくしゃである。

せせくるは、せせくるである。

ぜぜくるは、ぜぜくるである。

せせこましいは、せせこましいである。

世説は、世説である。

セセッションは、セセッションである。

世説新語は、世説新語である。

せせなぎは、せせなぎである。

是是非非は、是是非非である。

瀬瀬幔は、瀬瀬幔である。

膳所焼は、膳所焼である。

せせらかすは、せせらかすである。

せせらぎは、せせらぎである。

嘲笑いは、嘲笑いである。

冷笑いは、冷笑いである。

嘲笑うは、嘲笑うである。

せせりは、せせりである。

せせり書きは、せせり書きである。

せせり探すは、せせり探すである。

せせり作事は、せせり作事である。

せせり倒すは、せせり倒すである。

せせり蝶は、せせり蝶である。

せせり散らすは、せせり散らすである。



せせり箸は、せせり箸である。

せせるは、せせるである。

ぜぜるは、ぜぜるである。

せせ笑ふは、せせ笑ふである。

世相は、世相である。

施僧は、施僧である。

世俗的は、世俗的である。

世尊は、世尊である。

セゾンは、セゾンである。

世尊寺は、世尊寺である。

世尊寺様は、世尊寺様である。

世尊寺流は、世尊寺流である。

瀬田は、瀬田である。

世帯は、世帯である。

世諦は、世諦である。

世態学は、世態学である。

世帯薬は、世帯薬である。

世代交代は、世代交代である。

世帯人は、世帯人である。

世帯主は、世帯主である。

世帯持ちは、世帯持ちである。

世帯破りは、世帯破りである。

瀬絶えは、瀬絶えである。

背撓は、背撓である。

瀬田折は、瀬田折である。

世田谷は、世田谷である。

瀬田紮げは、瀬田紮げである。

瀬田川は、瀬田川である。

脊丈は、脊丈である。

瀬田蜆は、瀬田蜆である。

背だては、背だてである。

瀬田の唐橋は、瀬田の唐橋である。

瀬田の長橋は、瀬田の長橋である。

瀬田の橋は、瀬田の橋である。

責むは、責むである。

背撓負ふは、背撓負ふである。

セタンは、セタンである。

セダンは、セダンである。

セタン価は、セタン価である。

節は、節である。

世知は、世知である。

世智は、世智である。

節会は、節会である。

節男は、節男である。

世知がは、世知がである。

せちがうは、せちがうである。



世知賢しは、世知賢しである。

世知がましは、世知がましである。

世知辛いは、世知辛いである。

説諫は、説諫である。

節木は、節木である。

節下は、節下である。

節下の大臣は、節下の大臣である。

節御は、節御である。

節小袖は、節小袖である。

節東風は、節東風である。

節事は、節事である。

節衣は、節衣である。

雪駄は、雪駄である。

節刀は、節刀である。

刹那は、刹那である。

切には、切にである。

節日は、節日である。

節の旗は、節の旗である。

節分は、節分である。

節振舞は、節振舞である。

節分違えは、節分違えである。

世智弁は、世智弁である。

世智弁足袋は、世智弁足袋である。

世智弁袋は、世智弁袋である。

世智弁坊は、世智弁坊である。

節榾は、節榾である。

節忌は、節忌である。

背丁は、背丁である。

節呼びは、節呼びである。

刹利は、刹利である。

節料は、節料である。

節料米は、節料米である。

拙は、拙である。

泄は、泄である。

契は、契である。

洩は、洩である。

窃は、窃である。

接は、接である。

設は、設である。

雪は、雪である。

摂は、摂である。

褻は、褻である。

せつは、せつである。

絶は、絶である。

切愛は、切愛である。

拙悪は、拙悪である。



折あつは、折あつである。

舌圧子は、舌圧子である。

切意は、切意である。

拙意は、拙意である。

雪意は、雪意である。

褻衣は、褻衣である。

せついは、せついである。

絶異は、絶異である。

絶域は、絶域である。

雪衣娘は、雪衣娘である。

説一切有部は、説一切有部である。

切韻は、切韻である。

雪隠は、雪隠である。

舌咽神経は、舌咽神経である。

拙詠は、拙詠である。

拙影は、拙影である。

設営は、設営である。

節鉞は、節鉞である。

ゼツェッションは、ゼツェッションである。

雪冤は、雪冤である。

節煙は、節煙である。

舌炎は、舌炎である。

絶遠は、絶遠である。

絶縁は、絶縁である。

絶縁材料は、絶縁材料である。

絶縁線は、絶縁線である。

絶縁体は、絶縁体である。

絶縁抵抗は、絶縁抵抗である。

絶縁塗料は、絶縁塗料である。

絶縁油は、絶縁油である。

綴音は、綴音である。

舌音は、舌音である。

石化は、石化である。

石火は、石火である。

石貨は、石貨である。

石罅は、石罅である。

折価は、折価である。

赤化は、赤化である。

赤禍は、赤禍である。

拙家は、拙家である。

拙歌は、拙歌である。

接架は、接架である。

雪加は、雪加である。

雪下は、雪下である。

雪花は、雪花である。

拙下は、拙下である。



背柄は、背柄である。

舌禍は、舌禍である。

絶佳は、絶佳である。

絶家は、絶家である。

切開は、切開である。

石灰は、石灰である。

石階は、石階である。

石塊は、石塊である。

狭匙は、狭匙である。

切匙は、切匙である。

雪塊は、雪塊である。

節介は、節介である。

説戒は、説戒である。

雪害は、雪害である。

絶海は、絶海である。

絶崖は、絶崖である。

石灰硫黄合剤は、石灰硫黄合剤である。

石灰液は、石灰液である。

石灰化は、石灰化である。

石灰華は、石灰華である。

石灰海綿は、石灰海綿である。

石灰岩は、石灰岩である。

石灰擦剤は、石灰擦剤である。

石灰水は、石灰水である。

石灰石は、石灰石である。

石灰層は、石灰層である。

石灰藻は、石灰藻である。

石灰窒素は、石灰窒素である。

絶海中津は、絶海中津である。

石灰洞は、石灰洞である。

石灰乳は、石灰乳である。

石灰肥料は、石灰肥料である。

石灰モルタルは、石灰モルタルである。

石核は、石核である。

石槨は、石槨である。

折角は、折角である。

接角は、接角である。

雪客は、雪客である。

絶学は、絶学である。

絶壑は、絶壑である。

雪花菜は、雪花菜である。

石花菜は、石花菜である。

舌下錠は、舌下錠である。

舌下神経は、舌下神経である。

雪華図説は、雪華図説である。

雪花石膏は、雪花石膏である。



摂河泉は、摂河泉である。

舌下腺は、舌下腺である。

石家荘は、石家荘である。

せっかちは、せっかちである。

釈褐は、釈褐である。

赤褐色は、赤褐色である。

説卦伝は、説卦伝である。

石火の光は、石火の光である。

折花攀柳は、折花攀柳である。

切諫は、切諫である。

折檻は、折檻である。

刹竿は、刹竿である。

摂官は、摂官である。

摂関は、摂関である。

切願は、切願である。

接岸は、接岸である。

舌癌は、舌癌である。

接眼鏡は、接眼鏡である。

摂関家は、摂関家である。

摂関時代は、摂関時代である。

摂関政治は、摂関政治である。

接眼レンズは、接眼レンズである。

夕暉は、夕暉である。

石基は、石基である。

石器は、石器である。

赤気は、赤気である。

赤旗は、赤旗である。

刹鬼は、刹鬼である。

殺鬼は、殺鬼である。

せっ器は、せっ器である。

雪気は、雪気である。

雪肌は、雪肌である。

節気は、節気である。

節季は、節季である。

節旗は、節旗である。

積毀は、積毀である。

褻器は、褻器である。

瀬付きは、瀬付きである。

拙技は、拙技である。

節着は、節着である。

節義は、節義である。

説義は、説義である。

絶奇は、絶奇である。

絶技は、絶技である。

節季声は、節季声である。

石器時代は、石器時代である。



節季仕舞は、節季仕舞である。

設疑法は、設疑法である。

赤脚は、赤脚である。

隻脚は、隻脚である。

接客は、接客である。

接客業は、接客業である。

石級は、石級である。

切去は、切去である。

石きょうは、石きょうである。

説教は、説教である。

絶叫は、絶叫である。

絶境は、絶境である。

説経語りは、説経語りである。

説教源氏節は、説教源氏節である。

説経祭文は、説経祭文である。

説経師は、説経師である。

説経浄瑠璃は、説経浄瑠璃である。

説経太夫は、説経太夫である。

石鞏張弓は、石鞏張弓である。

説経説きは、説経説きである。

説経節は、説経節である。

積極財産は、積極財産である。

雪玉集は、雪玉集である。

積極的は、積極的である。

積極的概念は、積極的概念である。

切緊は、切緊である。

接近は、接近である。

拙吟は、拙吟である。

接近連合は、接近連合である。

節句は、節句である。

責付くは、責付くである。

接遇は、接遇である。

セックスは、セックスである。

セックスアピールは、セックスアピールである。

セックスチェックは、セックスチェックである。

節句銭は、節句銭である。

節句倒しは、節句倒しである。

石窟は、石窟である。

石窟寺は、石窟寺である。

節句始めは、節句始めである。

節句働きは、節句働きである。

夕くんは、夕くんである。

絶群は、絶群である。

切花は、切花である。

摂化は、摂化である。

摂家は、摂家である。



石径は、石径である。

折桂は、折桂である。

赤経は、赤経である。

設計は、設計である。

雪渓は、雪渓である。

雪景は、雪景である。

絶景は、絶景である。

設計図は、設計図である。

設計図書は、設計図書である。

楔形文字は、楔形文字である。

石碣は、石碣である。

石闕は、石闕である。

赤血塩は、赤血塩である。

雪月花は、雪月花である。

赤血球は、赤血球である。

赤血球沈降速度は、赤血球沈降速度である。

石決明は、石決明である。

摂家門跡は、摂家門跡である。

尺けんは、尺けんである。

石剣は、石剣である。

石鹸は、石鹸である。

席巻は、席巻である。

席捲は、席捲である。

接見は、接見である。

節倹は、節倹である。

切言は、切言である。

接舷は、接舷である。

雪原は、雪原である。

節減は、節減である。

褻言は、褻言である。

舌剣は、舌剣である。

絶険は、絶険である。

ゼッケンは、ゼッケンである。

絶弦は、絶弦である。

絶絃は、絶絃である。

石鹸硬膏は、石鹸硬膏である。

接見交通権は、接見交通権である。

石鹸石は、石鹸石である。

石鼓は、石鼓である。

雪後は、雪後である。

絶戸は、絶戸である。

絶後は、絶後である。

斥候は、斥候である。

石工は、石工である。

石坑は、石坑である。

石膏は、石膏である。



拙工は、拙工である。

拙稿は、拙稿である。

浙江は、浙江である。

雪行は、雪行である。

摂行は、摂行である。

節行は、節行である。

殺業は、殺業である。

接合は、接合である。

雪濠は、雪濠である。

舌口は、舌口である。

舌耕は、舌耕である。

絶交は、絶交である。

絶好は、絶好である。

石膏型は、石膏型である。

接合剤は、接合剤である。

石膏細工は、石膏細工である。

浙江財閥は、浙江財閥である。

接合子は、接合子である。

接合井は、接合井である。

接貢船は、接貢船である。

接合藻類は、接合藻類である。

接合体は、接合体である。

絶好調は、絶好調である。

接合棒は、接合棒である。

石膏ボードは、石膏ボードである。

石刻は、石刻である。

折獄は、折獄である。

赤黒色は、赤黒色である。

摂護腺は、摂護腺である。

接骨は、接骨である。

舌骨は、舌骨である。

接骨木は、接骨木である。

絶戸田は、絶戸田である。

舌根は、舌根である。

切磋は、切磋である。

切瑳は、切瑳である。

拙妻は、拙妻である。

切削は、切削である。

拙作は、拙作である。

拙策は、拙策である。

切削加工は、切削加工である。

切磋琢磨は、切磋琢磨である。

折算は、折算である。

雪山は、雪山である。

絶賛は、絶賛である。

絶讃は、絶讃である。



切歯は、切歯である。

設施は、設施である。

摂氏は、摂氏である。

節士は、節士である。

截枝は、截枝である。

鑷子は、鑷子である。

拙子は、拙子である。

接辞は、接辞である。

綴字は、綴字である。

説示は、説示である。

切実は、切実である。

接写は、接写である。

摂社は、摂社である。

拙者は、拙者である。

切歯扼腕は、切歯扼腕である。

窃取は、窃取である。

接手は、接手である。

接取は、接取である。

接種は、接種である。

節酒は、節酒である。

截取は、截取である。

接受は、接受である。

絶入は、絶入である。

接収は、接収である。

雪舟は、雪舟である。

摂州は、摂州である。

絶秀は、絶秀である。

摂州合邦辻は、摂州合邦辻である。

接受国は、接受国である。

説述は、説述である。

摂取不捨は、摂取不捨である。

切所は、切所である。

切除は、切除である。

節序は、節序である。

絶所は、絶所である。

折傷は、折傷である。

折衝は、折衝である。

拙掌は、拙掌である。

殺生は、殺生である。

接踵は、接踵である。

摂政は、摂政である。

切情は、切情である。

折帖は、折帖である。

接壌は、接壌である。

雪上は、雪上である。

絶笑は、絶笑である。



絶唱は、絶唱である。

絶勝は、絶勝である。

舌状は、舌状である。

舌状花は、舌状花である。

殺生戒は、殺生戒である。

殺生関白は、殺生関白である。

殺生禁断は、殺生禁断である。

楔状骨は、楔状骨である。

雪上車は、雪上車である。

殺生石は、殺生石である。

折衝府は、折衝府である。

殺生船は、殺生船である。

摂政様式は、摂政様式である。

接触は、接触である。

設色は、設色である。

雪色は、雪色である。

摂食は、摂食である。

節食は、節食である。

雪辱は、雪辱である。

絶色は、絶色である。

絶食は、絶食である。

接触改質は、接触改質である。

接触角は、接触角である。

接触感染は、接触感染である。

接触屈性は、接触屈性である。

接触剤は、接触剤である。

接触電位差は、接触電位差である。

接触電気は、接触電気である。

接触伝染は、接触伝染である。

接触反応は、接触反応である。

接触変成岩は、接触変成岩である。

接触変成鉱物は、接触変成鉱物である。

接触変成作用は、接触変成作用である。

接触変成帯は、接触変成帯である。

接触法は、接触法である。

絶食療法は、絶食療法である。

接叙法は、接叙法である。

セッションは、セッションである。

切診は、切診である。

接心は、接心である。

舌人は、舌人である。

絶尽は、絶尽である。

絶塵は、絶塵である。

摂すは、摂すである。

節水は、節水である。

接するは、接するである。



節するは、節するである。

絶するは、絶するである。

拙生は、拙生である。

摂生は、摂生である。

節制は、節制である。

節省は、節省である。

節税は、節税である。

絶世は、絶世である。

切切は、切切である。

屑屑は、屑屑である。

節節は、節節である。

せっせっせは、せっせっせである。

せっせとは、せっせとである。

折線は、折線である。

接戦は、接戦である。

接線は、接線である。

切線は、切線である。

雪線は、雪線である。

舌尖は、舌尖である。

舌戦は、舌戦である。

雪山偈は、雪山偈である。

雪山成道は、雪山成道である。

雪山童子は、雪山童子である。

切創は、切創である。

拙僧は、拙僧である。

節奏は、節奏である。

節操は、節操である。

摂像は、摂像である。

拙速は、拙速である。

殺賊は、殺賊である。

接続は、接続である。

絶息は、絶息である。

絶俗は、絶俗である。

接続曲は、接続曲である。

接続語は、接続語である。

接続詞は、接続詞である。

接続助詞は、接続助詞である。

節足動物は、節足動物である。

接続犯は、接続犯である。

接続法は、接続法である。

接足礼は、接足礼である。

折損は、折損である。

雪村は、雪村である。

雪踏は、雪踏である。

セッターは、セッターである。

接対は、接対である。



接待は、接待である。

摂待は、摂待である。

設題は、設題である。

舌苔は、舌苔である。

絶対は、絶対である。

絶大は、絶大である。

絶代は、絶代である。

絶待は、絶待である。

絶対音楽は、絶対音楽である。

絶対音感は、絶対音感である。

絶対温度は、絶対温度である。

絶対概念は、絶対概念である。

絶対君主政体は、絶対君主政体である。

絶対敬語は、絶対敬語である。

絶対権は、絶対権である。

接待酒は、接待酒である。

絶対視は、絶対視である。

絶対湿度は、絶対湿度である。

絶対者は、絶対者である。

絶対主義は、絶対主義である。

絶対上昇限度は、絶対上昇限度である。

絶体絶命は、絶体絶命である。

絶対多数は、絶対多数である。

絶対単位系は、絶対単位系である。

絶対知は、絶対知である。

絶対値は、絶対値である。

接待茶は、接待茶である。

絶対的は、絶対的である。

絶対的観念論は、絶対的観念論である。

絶対的剰余価値は、絶対的剰余価値である。

絶対的否定性は、絶対的否定性である。

絶対等級は、絶対等級である。

絶対には、絶対にである。

絶対年代は、絶対年代である。

絶対評価は、絶対評価である。

絶対量は、絶対量である。

絶対零度は、絶対零度である。

拙宅は、拙宅である。

雪駄直しは、雪駄直しである。

切断は、切断である。

截断は、截断である。

舌端は、舌端である。

截断言は、截断言である。

切断面は、切断面である。

接地は、接地である。

設置は、設置である。



接着は、接着である。

接着剤は、接着剤である。

折衷は、折衷である。

折中は、折中である。

雪中は、雪中である。

雪中庵は、雪中庵である。

折衷学派は、折衷学派である。

雪中四友は、雪中四友である。

折衷主義は、折衷主義である。

折衷苗代は、折衷苗代である。

雪中梅は、雪中梅である。

折衷様は、折衷様である。

拙著は、拙著である。

接緒は、接緒である。

せっちょうは、せっちょうである。

絶頂は、絶頂である。

節用集は、節用集である。

雪隠浄瑠璃は、雪隠浄瑠璃である。

雪隠大工は、雪隠大工である。

雪隠詰めは、雪隠詰めである。

雪隠詣りは、雪隠詣りである。

雪隠虫は、雪隠虫である。

摂津は、摂津である。

摂津職は、摂津職である。

セッツルメントは、セッツルメントである。

設定は、設定である。

雪堤は、雪堤である。

摂提は、摂提である。

雪泥は、雪泥である。

刹帝利は、刹帝利である。

セッティングは、セッティングである。

接敵は、接敵である。

拙店は、拙店である。

接点は、接点である。

切点は、切点である。

雪天は、雪天である。

節点は、節点である。

雪田は、雪田である。

節電は、節電である。

絶巓は、絶巓である。

セットは、セットである。

刹土は、刹土である。

節度は、節度である。

Ｚは、Ｚである。

ｚは、ｚである。

セットアップは、セットアップである。



窃盗は、窃盗である。

雪洞は、雪洞である。

截頭は、截頭である。

薛濤は、薛濤である。

摂動は、摂動である。

舌頭は、舌頭である。

絶東は、絶東である。

絶倒は、絶倒である。

絶島は、絶島である。

接頭語は、接頭語である。

窃盗罪は、窃盗罪である。

接頭辞は、接頭辞である。

截頭錐体は、截頭錐体である。

窃盗贓は、窃盗贓である。

窃盗犯は、窃盗犯である。

摂動論は、摂動論である。

セットオールは、セットオールである。

Ｚ旗は、Ｚ旗である。

説得は、説得である。

褻涜は、褻涜である。

ｚ項は、ｚ項である。

節度使は、節度使である。

Ｚ信号は、Ｚ信号である。

ＺＤ運動は、ＺＤ運動である。

セットポイントは、セットポイントである。

セットポジションは、セットポジションである。

切ないは、切ないである。

舌内音は、舌内音である。

切なし思案は、切なし思案である。

刹那主義は、刹那主義である。

切なるは、切なるである。

舌乳頭は、舌乳頭である。

摂任は、摂任である。

殺人刀は、殺人刀である。

絶念は、絶念である。

折納は、折納である。

切羽は、切羽である。

切刃は、切刃である。

折破は、折破である。

浙派は、浙派である。

説破は、説破である。

切羽際は、切羽際である。

切迫は、切迫である。

雪白は、雪白である。

節迫は、節迫である。

切迫流産は、切迫流産である。



浙派呉派は、浙派呉派である。

切羽詰るは、切羽詰るである。

切羽脛金は、切羽脛金である。

折半は、折半である。

接伴は、接伴である。

絶版は、絶版である。

設備は、設備である。

雪眉は、雪眉である。

雪庇は、雪庇である。

絶美は、絶美である。

是非は、是非である。

接尾語は、接尾語である。

接尾辞は、接尾辞である。

設備資金は、設備資金である。

拙筆は、拙筆である。

絶筆は、絶筆である。

設備投資は、設備投資である。

設備投資循環は、設備投資循環である。

雪氷は、雪氷である。

絶品は、絶品である。

雪膚は、雪膚である。

節婦は、節婦である。

説郛は、説郛である。

拙夫は、拙夫である。

ゼッファーは、ゼッファーである。

切腹は、切腹である。

説伏は、説伏である。

褻服は、褻服である。

切腹物は、切腹物である。

節物は、節物である。

節婦田は、節婦田である。

拙文は、拙文である。

節文は、節文である。

綴文は、綴文である。

接吻は、接吻である。

節分祭は、節分祭である。

節分草は、節分草である。

切分法は、切分法である。

接平面は、接平面である。

絶壁は、絶壁である。

切片は、切片である。

雪片は、雪片である。

切望は、切望である。

説法は、説法である。

絶望は、絶望である。

舌鋒は、舌鋒である。



絶望的は、絶望的である。

接峰面は、接峰面である。

切峰面は、切峰面である。

切磨は、切磨である。

節米は、節米である。

節祭は、節祭である。

切脈は、切脈である。

絶妙は、絶妙である。

絶無は、絶無である。

説明は、説明である。

絶命は、絶命である。

絶命辞は、絶命辞である。

説明部は、説明部である。

説明文は、説明文である。

説明文法は、説明文法である。

絶滅は、絶滅である。

絶滅危惧種は、絶滅危惧種である。

雪盲は、雪盲である。

節目は、節目である。

絶目は、絶目である。

設問は、設問である。

雪門は、雪門である。

説文は、説文である。

説文解字は、説文解字である。

節約は、節約である。

説諭は、説諭である。

雪余は、雪余である。

切要は、切要である。

窃用は、窃用である。

摂養は、摂養である。

節用は、節用である。

節用文字は、節用文字である。

節欲は、節欲である。

節慾は、節慾である。

摂理は、摂理である。

節理は、節理である。

瀬釣は、瀬釣である。

設立は、設立である。

設立行為は、設立行為である。

接離法は、接離法である。

節略は、節略である。

絶粒は、絶粒である。

絶倫は、絶倫である。

絶類は、絶類である。

セツルメントは、セツルメントである。

雪嶺は、雪嶺である。



拙劣は、拙劣である。

節烈は、節烈である。

拙陋は、拙陋である。

拙老は、拙老である。

節臘しいは、節臘しいである。

節禄は、節禄である。

節録は、節録である。

切論は、切論である。

拙論は、拙論である。

説話は、説話である。

説話文学は、説話文学である。

セテンは、セテンである。

瀬戸は、瀬戸である。

背戸は、背戸である。

旋頭歌は、旋頭歌である。

瀬戸内は、瀬戸内である。

瀬戸大橋は、瀬戸大橋である。

瀬戸大橋線は、瀬戸大橋線である。

瀬戸唐津は、瀬戸唐津である。

瀬戸際は、瀬戸際である。

瀬戸口は、瀬戸口である。

背戸口は、背戸口である。

瀬戸内海は、瀬戸内海である。

瀬戸内海国立公園は、瀬戸内海国立公園である。

世渡扉は、世渡扉である。

瀬戸引は、瀬戸引である。

背戸道は、背戸道である。

瀬戸物は、瀬戸物である。

背戸家は、背戸家である。

瀬戸焼は、瀬戸焼である。

瀬取は、瀬取である。

糴取は、糴取である。

競取は、競取である。

兄なは、兄なである。

夫なは、夫なである。

兄なあは、兄なあである。

せなうは、せなうである。

背中は、背中である。

背中合せは、背中合せである。

背中同士は、背中同士である。

せな女は、せな女である。

夫ななは、夫ななである。

背蒲団は、背蒲団である。

セナンクールは、セナンクールである。

狭には、狭にである。

銭葵は、銭葵である。



銭石は、銭石である。

銭入れは、銭入れである。

銭打ちは、銭打ちである。

銭占は、銭占である。

銭卜は、銭卜である。

銭売りは、銭売りである。

銭買いは、銭買いである。

銭嵩は、銭嵩である。

銭瘡は、銭瘡である。

銭形は、銭形である。

銭形海豹は、銭形海豹である。

銭金は、銭金である。

銭神は、銭神である。

銭亀は、銭亀である。

銭勘定は、銭勘定である。

銭切は、銭切である。

銭口は、銭口である。

銭轡は、銭轡である。

銭首は、銭首である。

銭蔵は、銭蔵である。

銭車は、銭車である。

銭こは、銭こである。

銭苔は、銭苔である。

銭独楽は、銭独楽である。

銭座は、銭座である。

銭差は、銭差である。

銭緡は、銭緡である。

銭札は、銭札である。

銭尽は、銭尽である。

銭相場は、銭相場である。

銭太鼓は、銭太鼓である。

銭たなごは、銭たなごである。

銭癬は、銭癬である。

銭費えは、銭費えである。

銭遣いは、銭遣いである。

銭筒は、銭筒である。

銭貫は、銭貫である。

銭取りは、銭取りである。

銭無しは、銭無しである。

銭縄は、銭縄である。

銭の仕掛は、銭の仕掛である。

銭葉は、銭葉である。

銭箱は、銭箱である。

銭放れは、銭放れである。

銭股は、銭股である。

銭店は、銭店である。



銭見世は、銭見世である。

銭虫は、銭虫である。

銭目は、銭目である。

銭儲けは、銭儲けである。

銭持は、銭持である。

銭持首は、銭持首である。

銭屋は、銭屋である。

銭屋五兵衛は、銭屋五兵衛である。

銭安は、銭安である。

施入は、施入である。

施入状は、施入状である。

セニョーラは、セニョーラである。

セニョールは、セニョールである。

セニョリータは、セニョリータである。

是認は、是認である。

狭縫いは、狭縫いである。

背縫いは、背縫いである。

背抜きは、背抜きである。

セネカは、セネカである。

セネガは、セネガである。

セネガ根は、セネガ根である。

セネガルは、セネガルである。

ゼネコンは、ゼネコンである。

ゼネストは、ゼネストである。

ゼネラリストは、ゼネラリストである。

ゼネラルは、ゼネラルである。

ゼネラルストライキは、ゼネラルストライキである。

ゼネラルマネージャーは、ゼネラルマネージャーである。

ゼネラルモーターズは、ゼネラルモーターズである。

ゼネレーションは、ゼネレーションである。

ゼノは、ゼノである。

ゼノアは、ゼノアである。

石花海は、石花海である。

兄の君は、兄の君である。

夫の君は、夫の君である。

背伸びは、背伸びである。

ゼノンは、ゼノンである。

ゼノンの逆説は、ゼノンの逆説である。

セパードは、セパードである。

狭がるは、狭がるである。

狭路は、狭路である。

セバスティアヌスは、セバスティアヌスである。

狭狭しは、狭狭しである。

背旗は、背旗である。

せはだかるは、せはだかるである。

セパタクローは、セパタクローである。



狭門は、狭門である。

背幅は、背幅である。

狭まるは、狭まるである。

狭めるは、狭めるである。

セパレーツは、セパレーツである。

セパレートは、セパレートである。

セパレートコースは、セパレートコースである。

背番号は、背番号である。

蝉は、蝉である。

施火は、施火である。

セビは、セビである。

セピアは、セピアである。

摂腰は、摂腰である。

畝引検見は、畝引検見である。

背低は、背低である。

背乾鯨は、背乾鯨である。

是非是非は、是非是非である。

是非ともは、是非ともである。

是非無いは、是非無いである。

是非には、是非にである。

世表は、世表である。

背標は、背標である。

背表紙は、背表紙である。

せびらかすは、せびらかすである。

背開きは、背開きである。

セビリアは、セビリアである。

セビリアの理髪師は、セビリアの理髪師である。

せびるは、せびるである。

背鰭は、背鰭である。

背広は、背広である。

セブは、セブである。

ゼファーは、ゼファーである。

セファイドは、セファイドである。

セブアノ語は、セブアノ語である。

セファルディムは、セファルディムである。

ゼフィロスは、ゼフィロスである。

ゼブーは、ゼブーである。

背節は、背節である。

瀬伏しは、瀬伏しである。

施物は、施物である。

セプトゥアギンタは、セプトゥアギンタである。

瀬踏みは、瀬踏みである。

ゼブラは、ゼブラである。

せぶらかすは、せぶらかすである。

ゼブラゾーンは、ゼブラゾーンである。

脊振山は、脊振山である。



せぶり取るは、せぶり取るである。

せぶるは、せぶるである。

背振いは、背振いである。

セブンは、セブンである。

セブンシスターズは、セブンシスターズである。

セポイの反乱は、セポイの反乱である。

世法は、世法である。

瀬乾しは、瀬乾しである。

背骨は、背骨である。

脊骨は、脊骨である。

瀬滅ぼしは、瀬滅ぼしである。

施米は、施米である。

狭いは、狭いである。

セマウル運動は、セマウル運動である。

狭襟は、狭襟である。

狭き門は、狭き門である。

瀬枕は、瀬枕である。

狭苦しいは、狭苦しいである。

せまちは、せまちである。

瀬祭は、瀬祭である。

背守りは、背守りである。

為まほしは、為まほしである。

迫りは、迫りである。

迫り痴るは、迫り痴るである。

迫り惑ふは、迫り惑ふである。

迫るは、迫るである。

逼るは、逼るである。

セマンは、セマンである。

セマンティックスは、セマンティックスである。

背美は、背美である。

セミは、セミである。

ゼミは、ゼミである。

蝉海老は、蝉海老である。

蝉折は、蝉折である。

蝉籠は、蝉籠である。

背美鯨は、背美鯨である。

蝉口は、蝉口である。

蝉声は、蝉声である。

蝉衣は、蝉衣である。

セミコロンは、セミコロンである。

蝉時雨は、蝉時雨である。

セミスチールは、セミスチールである。

蝉茸は、蝉茸である。

セミドキュメンタリーは、セミドキュメンタリーである。

セミナーは、セミナーである。

ゼミナールは、ゼミナールである。



セミナリーは、セミナリーである。

セミナリヨは、セミナリヨである。

セミヌードは、セミヌードである。

背峰は、背峰である。

瀬見の小川は、瀬見の小川である。

蝉の衣は、蝉の衣である。

蝉の脱け殻は、蝉の脱け殻である。

蝉の羽は、蝉の羽である。

蝉の羽衣は、蝉の羽衣である。

蝉の羽月は、蝉の羽月である。

セミ判は、セミ判である。

セミファイナルは、セミファイナルである。

蝉笛は、蝉笛である。

セミプロは、セミプロである。

蝉魴ぼうは、蝉魴ぼうである。

蝉丸は、蝉丸である。

蝉本は、蝉本である。

宣命は、宣命である。

セムは、セムである。

攻むは、攻むである。

迫むは、迫むである。

逼むは、逼むである。

施無畏は、施無畏である。

施無畏印は、施無畏印である。

ゼムクリップは、ゼムクリップである。

セム語派は、セム語派である。

傴僂は、傴僂である。

瀬虫は、瀬虫である。

ゼムストヴォは、ゼムストヴォである。

セム族は、セム族である。

責めは、責めである。

攻合いは、攻合いである。

逼め上ぐは、逼め上ぐである。

攻め倦むは、攻め倦むである。

攻め入るは、攻め入るである。

逼歌は、逼歌である。

責歌は、責歌である。

責め馬は、責め馬である。

攻め落すは、攻め落すである。

責め落すは、責め落すである。

攻め懸るは、攻め懸るである。

責め懸くは、責め懸くである。

攻め懸けるは、攻め懸けるである。

責革は、責革である。

責木は、責木である。

鬩ぎ合いは、鬩ぎ合いである。



鬩ぎ合うは、鬩ぎ合うである。

責め苦は、責め苦である。

攻具は、攻具である。

責具は、責具である。

鬩ぐは、鬩ぐである。

攻具足は、攻具足である。

攻め口は、攻め口である。

責め桑は、責め桑である。

責め乞いは、責め乞いである。

攻め込むは、攻め込むである。

責め呵むは、責め呵むである。

攻支度は、攻支度である。

攻衆は、攻衆である。

攻め将棋は、攻め将棋である。

攻め竦むは、攻め竦むである。

責めせちがふは、責めせちがふである。

責め折檻は、責め折檻である。

責めせっちゃうは、責めせっちゃうである。

攻太鼓は、攻太鼓である。

セメダインは、セメダインである。

攻め立てるは、攻め立てるである。

責め立てるは、責め立てるである。

責め力は、責め力である。

攻め付けるは、攻め付けるである。

責め付けるは、責め付けるである。

攻鼓は、攻鼓である。

攻め手は、攻め手である。

責め手は、責め手である。

せめては、せめてである。

せめてはは、せめてはである。

せめてもは、せめてもである。

責め問ふは、責め問ふである。

攻道具は、攻道具である。

責道具は、責道具である。

攻め取るは、攻め取るである。

責め詰るは、責め詰るである。

攻め抜くは、攻め抜くである。

逼念仏は、逼念仏である。

責念仏は、責念仏である。

責の関弦は、責の関弦である。

攻め上るは、攻め上るである。

責場は、責場である。

責め徴るは、責め徴るである。

責紐は、責紐である。

責塞ぎは、責塞ぎである。

責め伏せるは、責め伏せるである。



攻め滅ぼすは、攻め滅ぼすである。

責め惑はすは、責め惑はすである。

攻め道は、攻め道である。

攻め寄せるは、攻め寄せるである。

攻め寄るは、攻め寄るである。

攻めるは、攻めるである。

責めるは、責めるである。

セメンは、セメンである。

セメン円は、セメン円である。

セメンシナは、セメンシナである。

セメンタイトは、セメンタイトである。

セメンテーションは、セメンテーションである。

セメントは、セメントである。

セメント瓦は、セメント瓦である。

セメント質は、セメント質である。

セメントモルタルは、セメントモルタルである。

背文字は、背文字である。

背凭れは、背凭れである。

瀬物は、瀬物である。

背守は、背守である。

背紋は、背紋である。

施薬は、施薬である。

施薬院は、施薬院である。

背山は、背山である。

兄山は、兄山である。

瀬山流は、瀬山流である。

セラは、セラである。

競合は、競合である。

競らい子は、競らい子である。

せらぎは、せらぎである。

ゼラチンは、ゼラチンである。

ゼラチン版は、ゼラチン版である。

セラックは、セラックである。

ゼラニウムは、ゼラニウムである。

セラピーは、セラピーである。

セラピストは、セラピストである。

セラヒンは、セラヒンである。

セラフィモーヴィッチは、セラフィモーヴィッチである。

セラミックスは、セラミックスである。

せられるは、せられるである。

芹は、芹である。

芹子は、芹子である。

水芹は、水芹である。

競りは、競りである。

糶は、糶である。

競り合いは、競り合いである。



競り合うは、競り合うである。

迫上げは、迫上げである。

競上げは、競上げである。

迫り上げるは、迫り上げるである。

競り上げるは、競り上げるである。

セリーは、セリーである。

ゼリーは、ゼリーである。

セリーグは、セリーグである。

競り市は、競り市である。

糶市は、糶市である。

セリーヌは、セリーヌである。

ゼリービーンズは、ゼリービーンズである。

セリウムは、セリウムである。

競り売りは、競り売りである。

糶売は、糶売である。

セリエは、セリエである。

競り落すは、競り落すである。

迫下しは、迫下しである。

芹科は、芹科である。

セリカは、セリカである。

競り買いは、競り買いである。

糴買は、糴買である。

迫り掛くは、迫り掛くである。

競り勝つは、競り勝つである。

芹川は、芹川である。

競吟は、競吟である。

競り呉服は、競り呉服である。

糶呉服は、糶呉服である。

迫込は、迫込である。

迫下げは、迫下げである。

芹沢は、芹沢である。

芹沢けい介は、芹沢けい介である。

芹沢光治良は、芹沢光治良である。

セリシンは、セリシンである。

せりせりは、せりせりである。

迫出しは、迫出しである。

迫り出すは、迫り出すである。

迫り立てるは、迫り立てるである。

芹摘みは、芹摘みである。

迫り詰むは、迫り詰むである。

競り場は、競り場である。

糶糴売買は、糶糴売買である。

台詞は、台詞である。

科白は、科白である。

芹生は、芹生である。

台詞帳は、台詞帳である。



台詞付は、台詞付である。

台詞回しは、台詞回しである。

迫持は、迫持である。

競り物は、競り物である。

芹焼は、芹焼である。

施料は、施料である。

施療は、施療である。

セリンは、セリンである。

セルは、セルである。

せるは、せるである。

競るは、競るである。

糶るは、糶るである。

セルジは、セルジである。

セルシウスは、セルシウスである。

セルジュークトルコは、セルジュークトルコである。

セルシンモーターは、セルシンモーターである。

セルトは、セルトである。

セルバは、セルバである。

セルバンテスは、セルバンテスである。

セルビアは、セルビアである。

セルフは、セルフである。

セルフケアは、セルフケアである。

セルフコントロールは、セルフコントロールである。

セルフサービスは、セルフサービスである。

セルフタイマーは、セルフタイマーである。

セルフヘルプグループは、セルフヘルプグループである。

セルボーンの博物誌は、セルボーンの博物誌である。

セルモーターは、セルモーターである。

セルラーゼは、セルラーゼである。

セルリーは、セルリーである。

セルロイドは、セルロイドである。

セルロースは、セルロースである。

セルンは、セルンである。

セレウコスは、セレウコスである。

セレウコス朝は、セレウコス朝である。

セレクションは、セレクションである。

セレクトは、セレクトである。

セレスは、セレスである。

セレスティーナは、セレスティーナである。

セレナータは、セレナータである。

セレナーデは、セレナーデである。

セレナードは、セレナードである。

セレニウムは、セレニウムである。

セレベスは、セレベスである。

セレベス海は、セレベス海である。

セレモニーは、セレモニーである。



セレンは、セレンである。

セレンディピティーは、セレンディピティーである。

夫ろは、夫ろである。

兄ろは、兄ろである。

セロは、セロである。

せろは、せろである。

ゼロは、ゼロである。

ゼロクーポン債は、ゼロクーポン債である。

ゼログラフィーは、ゼログラフィーである。

ゼロゲームは、ゼロゲームである。

ゼロ歳児は、ゼロ歳児である。

ゼロサムは、ゼロサムである。

ゼロサムゲームは、ゼロサムゲームである。

ゼロサム社会は、ゼロサム社会である。

零戦は、零戦である。

セロソルブは、セロソルブである。

ゼロックスは、ゼロックスである。

千六本は、千六本である。

セロテープは、セロテープである。

セロトニンは、セロトニンである。

セロファンは、セロファンである。

ゼロメートル地帯は、ゼロメートル地帯である。

セロリは、セロリである。

世論調査は、世論調査である。

世話は、世話である。

世話敵は、世話敵である。

世話狂言は、世話狂言である。

世話事は、世話事である。

世話詞は、世話詞である。

忙しは、忙しである。

世話字は、世話字である。

忙しいは、忙しいである。

忙しないは、忙しないである。

世話浄瑠璃は、世話浄瑠璃である。

世話好きは、世話好きである。

忙忙は、忙忙である。

忙忙しは、忙忙しである。

背腸は、背腸である。

世話女房は、世話女房である。

世話人は、世話人である。

世話場は、世話場である。

世話物は、世話物である。

世話焼きは、世話焼きである。

世話役は、世話役である。

背割は、背割である。

背割具足は、背割具足である。



背割羽織は、背割羽織である。

せわるは、せわるである。

千は、千である。

川は、川である。

仙は、仙である。

僊は、僊である。

占は、占である。

宣は、宣である。

専は、専である。

泉は、泉である。

浅は、浅である。

染は、染である。

穿は、穿である。

扇は、扇である。

栓は、栓である。

閃は、閃である。

剪は、剪である。

旋は、旋である。

船は、船である。

戦は、戦である。

煎は、煎である。

羨は、羨である。

腺は、腺である。

詮は、詮である。

践は、践である。

僭は、僭である。

煽は、煽である。

箋は、箋である。

撰は、撰である。

潜は、潜である。

線は、線である。

選は、選である。

遷は、遷である。

暹は、暹である。

磚は、磚である。

甎は、甎である。

薦は、薦である。

擅は、擅である。

氈は、氈である。

繊は、繊である。

餞は、餞である。

鮮は、鮮である。

せんは、せんである。

饌は、饌である。

籤は、籤である。

全は、全である。



涎は、涎である。

善は、善である。

喘は、喘である。

禅は、禅である。

漸は、漸である。

膳は、膳である。

繕は、繕である。

専愛は、専愛である。

先相先は、先相先である。

閃亜鉛鉱は、閃亜鉛鉱である。

前悪は、前悪である。

善悪は、善悪である。

善悪不二は、善悪不二である。

善悪無記は、善悪無記である。

膳洗いは、膳洗いである。

禅庵は、禅庵である。

専意は、専意である。

船医は、船医である。

戦意は、戦意である。

僭位は、僭位である。

線維は、線維である。

遷移は、遷移である。

繊維は、繊維である。

鮮衣は、鮮衣である。

善意は、善意である。

禅位は、禅位である。

戦域は、戦域である。

全域は、全域である。

戦域核は、戦域核である。

繊維強化プラスチックは、繊維強化プラスチックである。

遷移元素は、遷移元素である。

繊維工業は、繊維工業である。

繊維細胞は、繊維細胞である。

繊維作物は、繊維作物である。

前意識は、前意識である。

繊維腫は、繊維腫である。

善意取得は、善意取得である。

繊維製品は、繊維製品である。

繊維素は、繊維素である。

繊維素原は、繊維素原である。

繊維組織は、繊維組織である。

専一は、専一である。

千一夜物語は、千一夜物語である。

全一は、全一である。

善意の第三者は、善意の第三者である。

繊維板は、繊維板である。



仙院は、仙院である。

先院は、先院である。

船員は、船員である。

全員は、全員である。

全院は、全院である。

前因は、前因である。

善因は、善因である。

禅院は、禅院である。

善因善果は、善因善果である。

船員手帳は、船員手帳である。

船員法は、船員法である。

船員保険は、船員保険である。

船員労働委員会は、船員労働委員会である。

単于は、単于である。

単于都護府は、単于都護府である。

閃ウラン鉱は、閃ウラン鉱である。

船暈は、船暈である。

戦雲は、戦雲である。

禅衣は、禅衣である。

先塋は、先塋である。

尖鋭は、尖鋭である。

先鋭は、先鋭である。

閃影は、閃影である。

繊翳は、繊翳である。

鮮鋭は、鮮鋭である。

前衛は、前衛である。

前衛映画は、前衛映画である。

尖鋭化は、尖鋭化である。

前衛書道は、前衛書道である。

前衛派は、前衛派である。

尖鋭分子は、尖鋭分子である。

染液は、染液である。

戦役は、戦役である。

賤役は、賤役である。

僭越は、僭越である。

禅悦は、禅悦である。

泉塩は、泉塩である。

嬋娟は、嬋娟である。

遷延は、遷延である。

全円は、全円である。

全縁は、全縁である。

前縁は、前縁である。

前燕は、前燕である。

せん淵の盟は、せん淵の盟である。

染汚は、染汚である。

先王は、先王である。



専横は、専横である。

僭王は、僭王である。

全欧は、全欧である。

前王廟陵記は、前王廟陵記である。

千億は、千億である。

顫音は、顫音である。

全音は、全音である。

全音音階は、全音音階である。

全音階は、全音階である。

遷音速は、遷音速である。

仙家は、仙家である。

専科は、専科である。

泉下は、泉下である。

扇架は、扇架である。

閃火は、閃火である。

船架は、船架である。

戦火は、戦火である。

戦果は、戦果である。

戦渦は、戦渦である。

戦禍は、戦禍である。

銭価は、銭価である。

銭貨は、銭貨である。

泉貨は、泉貨である。

賤家は、賤家である。

選果は、選果である。

選科は、選科である。

選歌は、選歌である。

遷化は、遷化である。

仙娥は、仙娥である。

仙駕は、仙駕である。

線画は、線画である。

全科は、全科である。

全家は、全家である。

全課は、全課である。

前科は、前科である。

善化は、善化である。

善果は、善果である。

禅家は、禅家である。

選歌合は、選歌合である。

千悔は、千悔である。

仙界は、仙界である。

泉界は、泉界である。

浅海は、浅海である。

旋回は、旋回である。

繊芥は、繊芥である。

線鞋は、線鞋である。



選外は、選外である。

全会は、全会である。

全快は、全快である。

全開は、全開である。

全壊は、全壊である。

全潰は、全潰である。

前回は、前回である。

船外機は、船外機である。

旋開橋は、旋開橋である。

浅海成は、浅海成である。

浅海成層は、浅海成層である。

遷界令は、遷界令である。

銭貨学は、銭貨学である。

せん掻きは、せん掻きである。

線描きは、線描きである。

専科教員は、専科教員である。

千客は、千客である。

仙客は、仙客である。

先覚は、先覚である。

遷客は、遷客である。

仙覚は、仙覚である。

仙楽は、仙楽である。

先学は、先学である。

浅学は、浅学である。

全角は、全角である。

禅客は、禅客である。

禅閣は、禅閣である。

全学は、全学である。

全額は、全額である。

前額は、前額である。

禅学は、禅学である。

泉岳寺は、泉岳寺である。

先覚者は、先覚者である。

全額準備法は、全額準備法である。

尖閣諸島は、尖閣諸島である。

銭学森は、銭学森である。

仙覚奏覧状は、仙覚奏覧状である。

全学連は、全学連である。

泉貨紙は、泉貨紙である。

仙花紙は、仙花紙である。

漸化式は、漸化式である。

千箇寺参りは、千箇寺参りである。

為ん方無いは、為ん方無いである。

詮方無いは、詮方無いである。

先勝は、先勝である。

宣化天皇は、宣化天皇である。



全か無かの法則は、全か無かの法則である。

前科者は、前科者である。

専管は、専管である。

船艦は、船艦である。

戦艦は、戦艦である。

潺湲は、潺湲である。

潜函は、潜函である。

選管は、選管である。

千貫は、千貫である。

洗眼は、洗眼である。

洗顔は、洗顔である。

扇眼は、扇眼である。

腺癌は、腺癌である。

箭眼は、箭眼である。

全巻は、全巻である。

全館は、全館である。

前官は、前官である。

前漢は、前漢である。

善感は、善感である。

戦間期は、戦間期である。

全乾材は、全乾材である。

先願主義は、先願主義である。

前漢書は、前漢書である。

前癌状態は、前癌状態である。

専管租界は、専管租界である。

千貫樋は、千貫樋である。

潜函病は、潜函病である。

先カンブリア時代は、先カンブリア時代である。

戦艦ポチョムキンは、戦艦ポチョムキンである。

千貫松は、千貫松である。

前官礼遇は、前官礼遇である。

先規は、先規である。

疝気は、疝気である。

船旗は、船旗である。

戦記は、戦記である。

戦旗は、戦旗である。

戦機は、戦機である。

先議は、先議である。

僉議は、僉議である。

戦技は、戦技である。

詮議は、詮議である。

賤妓は、賤妓である。

賤技は、賤技である。

全期は、全期である。

前記は、前記である。

前期は、前期である。



前騎は、前騎である。

禅機は、禅機である。

前議は、前議である。

禅鞠は、禅鞠である。

前期繰越金は、前期繰越金である。

僉議者は、僉議者である。

疝気筋は、疝気筋である。

詮議立ては、詮議立てである。

前期中等教育は、前期中等教育である。

疝気持ちは、疝気持ちである。

戦記物語は、戦記物語である。

先客は、先客である。

船客は、船客である。

船脚は、船脚である。

前脚は、前脚である。

千客万来は、千客万来である。

川きゅうは、川きゅうである。

仙宮は、仙宮である。

船級は、船級である。

選球は、選球である。

贍給は、贍給である。

冉求は、冉求である。

船級協会は、船級協会である。

前臼歯は、前臼歯である。

仙居は、仙居である。

占居は、占居である。

占拠は、占拠である。

船渠は、船渠である。

潜居は、潜居である。

選挙は、選挙である。

遷居は、遷居である。

薦挙は、薦挙である。

遷御は、遷御である。

鮮魚は、鮮魚である。

選挙違反は、選挙違反である。

仙境は、仙境である。

仙郷は、仙郷である。

宣教は、宣教である。

浅狭は、浅狭である。

船橋は、船橋である。

戦況は、戦況である。

戦兢は、戦兢である。

遷喬は、遷喬である。

先業は、先業である。

専業は、専業である。

賤業は、賤業である。



瞻仰は、瞻仰である。

全協は、全協である。

漸教は、漸教である。

善巧は、善巧である。

宣教使は、宣教使である。

宣教師は、宣教師である。

専業主婦は、専業主婦である。

前胸腺は、前胸腺である。

前胸腺ホルモンは、前胸腺ホルモンである。

全共闘は、全共闘である。

専業農家は、専業農家である。

賤業婦は、賤業婦である。

善巧方便は、善巧方便である。

船橋楼は、船橋楼である。

選挙運動は、選挙運動である。

選挙会は、選挙会である。

選挙干渉は、選挙干渉である。

選挙管理委員会は、選挙管理委員会である。

筌漁業は、筌漁業である。

選挙区は、選挙区である。

戦局は、戦局である。

践極は、践極である。

選曲は、選曲である。

選局は、選局である。

せんぎょくは、せんぎょくである。

全局は、全局である。

選挙権は、選挙権である。

選挙侯は、選挙侯である。

選挙公報は、選挙公報である。

選挙資格は、選挙資格である。

選挙訴訟は、選挙訴訟である。

選挙立会人は、選挙立会人である。

選挙長は、選挙長である。

選挙人は、選挙人である。

選挙人名簿は、選挙人名簿である。

選挙法は、選挙法である。

千切りは、千切りである。

繊切りは、繊切りである。

千金は、千金である。

千鈞は、千鈞である。

仙禽は、仙禽である。

浅近は、浅近である。

線金は、線金である。

蝉吟は、蝉吟である。

前金は、前金である。

漸近線は、漸近線である。



前近代的は、前近代的である。

千句は、千句である。

千苦は、千苦である。

先駆は、先駆である。

選句は、選句である。

船具は、船具である。

前駆は、前駆である。

膳具は、膳具である。

千句一言は、千句一言である。

遷宮は、遷宮である。

遷宮祭は、遷宮祭である。

先駆者は、先駆者である。

前駆症状は、前駆症状である。

銑屑は、銑屑である。

前駆体は、前駆体である。

先口は、先口である。

仙窟は、仙窟である。

潜窟は、潜窟である。

前屈は、前屈である。

前九年の役は、前九年の役である。

膳組は、膳組である。

線グラフは、線グラフである。

先君は、先君である。

戦勲は、戦勲である。

千軍は、千軍である。

船軍は、船軍である。

全軍は、全軍である。

前軍は、前軍である。

先君子は、先君子である。

千軍万馬は、千軍万馬である。

千軍万馬の間は、千軍万馬の間である。

千家は、千家である。

宣下は、宣下である。

尖形は、尖形である。

扇形は、扇形である。

船型は、船型である。

箭形は、箭形である。

線形は、線形である。

線型は、線型である。

全形は、全形である。

全景は、全景である。

前掲は、前掲である。

前景は、前景である。

前傾は、前傾である。

善計は、善計である。

線形加速器は、線形加速器である。



線形空間は、線形空間である。

扇形グラフは、扇形グラフである。

線形計画法は、線形計画法である。

線形結合は、線形結合である。

線形写像は、線形写像である。

線形代数学は、線形代数学である。

線形動物は、線形動物である。

蠕形動物は、蠕形動物である。

千景万色は、千景万色である。

線形微分方程式は、線形微分方程式である。

線形変換は、線形変換である。

せん渓訪戴は、せん渓訪戴である。

千家十職は、千家十職である。

先決は、先決である。

専決は、専決である。

潜血は、潜血である。

鮮血は、鮮血である。

鮮潔は、鮮潔である。

羶血は、羶血である。

先月は、先月である。

繊月は、繊月である。

前月は、前月である。

先決問題要求の虚偽は、先決問題要求の虚偽である。

宣下の官は、宣下の官である。

千家元麿は、千家元麿である。

千家流は、千家流である。

先見は、先見である。

先遣は、先遣である。

先賢は、先賢である。

専検は、専検である。

専権は、専権である。

浅見は、浅見である。

嬋妍は、嬋妍である。

擅権は、擅権である。

繊妍は、繊妍である。

千言は、千言である。

先言は、先言である。

宣言は、宣言である。

泉源は、泉源である。

浅間は、浅間である。

船舷は、船舷である。

践言は、践言である。

選言は、選言である。

譫言は、譫言である。

全県は、全県である。

全権は、全権である。



前件は、前件である。

前賢は、前賢である。

前言は、前言である。

善言は、善言である。

漸減は、漸減である。

全権委員は、全権委員である。

全権委任状は、全権委任状である。

銭謙益は、銭謙益である。

前言往行は、前言往行である。

選言原理は、選言原理である。

全権公使は、全権公使である。

前賢故実は、前賢故実である。

選言肢は、選言肢である。

選言枝は、選言枝である。

仙源抄は、仙源抄である。

善見城は、善見城である。

浅間神社は、浅間神社である。

全権大使は、全権大使である。

浅間造は、浅間造である。

選言的は、選言的である。

選言的概念は、選言的概念である。

先験的観念論は、先験的観念論である。

選言的三段論法は、選言的三段論法である。

選言的判断は、選言的判断である。

先験哲学は、先験哲学である。

銭玄同は、銭玄同である。

先見の明は、先見の明である。

千言万語は、千言万語である。

先間菱は、先間菱である。

先剣菱は、先剣菱である。

前件否定の虚偽は、前件否定の虚偽である。

先験論は、先験論である。

千古は、千古である。

先古は、先古である。

船庫は、船庫である。

戦鼓は、戦鼓である。

戦後は、戦後である。

蝉語は、蝉語である。

譫語は、譫語である。

全戸は、全戸である。

前古は、前古である。

ぜんごは、ぜんごである。

前後は、前後である。

善後は、善後である。

禅語は、禅語である。

漸悟は、漸悟である。



占考は、占考である。

先公は、先公である。

先后は、先后である。

先考は、先考である。

先行は、先行である。

先攻は、先攻である。

先皇は、先皇である。

専行は、専行である。

専攻は、専攻である。

浅紅は、浅紅である。

浅香は、浅香である。

浅黄は、浅黄である。

染工は、染工である。

穿孔は、穿孔である。

扇工は、扇工である。

栓孔は、栓孔である。

閃光は、閃光である。

船工は、船工である。

戦功は、戦功である。

践行は、践行である。

跣行は、跣行である。

銓衡は、銓衡である。

選考は、選考である。

潜考は、潜考である。

潜行は、潜行である。

潜幸は、潜幸である。

潜航は、潜航である。

線香は、線香である。

選鉱は、選鉱である。

遷幸は、遷幸である。

繊巧は、繊巧である。

鮮好は、鮮好である。

鮮紅は、鮮紅である。

船号は、船号である。

煎熬は、煎熬である。

僭号は、僭号である。

線号は、線号である。

繊毫は、繊毫である。

全功は、全功である。

全校は、全校である。

前功は、前功である。

前行は、前行である。

前項は、前項である。

善行は、善行である。

禅閤は、禅閤である。

前号は、前号である。



前業は、前業である。

善業は、善業である。

銑鋼一貫法は、銑鋼一貫法である。

潜行運動は、潜行運動である。

専攻科は、専攻科である。

穿孔機は、穿孔機である。

旋光計は、旋光計である。

先行谷は、先行谷である。

浅絳山水は、浅絳山水である。

善光寺は、善光寺である。

善光寺地震は、善光寺地震である。

善光寺平は、善光寺平である。

閃光信号は、閃光信号である。

閃光スペクトルは、閃光スペクトルである。

旋光性は、旋光性である。

線香代は、線香代である。

潜航艇は、潜航艇である。

閃光電球は、閃光電球である。

閃光灯は、閃光灯である。

前口動物は、前口動物である。

線香花火は、線香花火である。

線香見は、線香見である。

全購連は、全購連である。

前弧海盆は、前弧海盆である。

先刻は、先刻である。

宣告は、宣告である。

銭穀は、銭穀である。

暹国は、暹国である。

千石は、千石である。

戦国は、戦国である。

全国は、全国である。

戦国家法は、戦国家法である。

全国区は、全国区である。

宣告刑は、宣告刑である。

戦国策は、戦国策である。

全国産業復興法は、全国産業復興法である。

全国紙は、全国紙である。

戦国時代は、戦国時代である。

戦国七雄は、戦国七雄である。

全国人民代表大会は、全国人民代表大会である。

全国水平社は、全国水平社である。

仙石騒動は、仙石騒動である。

戦国大名は、戦国大名である。

千石積は、千石積である。

全国的は、全国的である。

千石通しは、千石通しである。



全国農民組合は、全国農民組合である。

戦国の四君は、戦国の四君である。

仙石原は、仙石原である。

千石船は、千石船である。

千石豆は、千石豆である。

宣告猶予は、宣告猶予である。

全国労農大衆党は、全国労農大衆党である。

善後策は、善後策である。

前後左右は、前後左右である。

膳越しは、膳越しである。

千越祝は、千越祝である。

前後賞は、前後賞である。

膳拵えは、膳拵えである。

仙骨は、仙骨である。

薦骨は、薦骨である。

扇骨は、扇骨である。

洗骨葬は、洗骨葬である。

戦後派は、戦後派である。

戦後派文学は、戦後派文学である。

千五百番歌合は、千五百番歌合である。

千古不易は、千古不易である。

前後不覚は、前後不覚である。

前古未曾有は、前古未曾有である。

川垢離は、川垢離である。

前根は、前根である。

善根は、善根である。

善根者は、善根者である。

善根宿は、善根宿である。

遷座は、遷座である。

善作は、善作である。

前座は、前座である。

センサーは、センサーである。

先妻は、先妻である。

前妻は、前妻である。

浅才は、浅才である。

剪裁は、剪裁である。

剪綵は、剪綵である。

戦災は、戦災である。

戦債は、戦債である。

繊細は、繊細である。

鮮菜は、鮮菜である。

千歳は、千歳である。

千載は、千載である。

洗剤は、洗剤である。

煎剤は、煎剤である。

銭財は、銭財である。



潜在は、潜在である。

線材は、線材である。

前菜は、前菜である。

前債は、前債である。

前罪は、前罪である。

善哉は、善哉である。

前栽合は、前栽合である。

潜在意識は、潜在意識である。

千載一遇は、千載一遇である。

前栽売は、前栽売である。

千載佳句は、千載佳句である。

戦災孤児は、戦災孤児である。

千歳紙は、千歳紙である。

潜在失業は、潜在失業である。

千載集は、千載集である。

潜在主権は、潜在主権である。

潜在需要は、潜在需要である。

仙斎茶は、仙斎茶である。

潜在的は、潜在的である。

善財童子は、善財童子である。

繊細の精神は、繊細の精神である。

千載不磨は、千載不磨である。

善哉餅は、善哉餅である。

前栽物は、前栽物である。

千歳楽は、千歳楽である。

前鰓類は、前鰓類である。

せんざいろうは、せんざいろうである。

千載和歌集は、千載和歌集である。

穿鑿は、穿鑿である。

詮索は、詮索である。

前作は、前作である。

穿鑿所は、穿鑿所である。

遷座祭は、遷座祭である。

センサスは、センサスである。

禅刹は、禅刹である。

占察経は、占察経である。

千差万別は、千差万別である。

全山は、全山である。

穿山甲は、穿山甲である。

泉山御陵は、泉山御陵である。

千山万水は、千山万水である。

先史は、先史である。

先祀は、先祀である。

先師は、先師である。

宣示は、宣示である。

宣紙は、宣紙である。



宣賜は、宣賜である。

専使は、専使である。

専恣は、専恣である。

擅恣は、擅恣である。

穿刺は、穿刺である。

栓子は、栓子である。

剪枝は、剪枝である。

剪紙は、剪紙である。

戦士は、戦士である。

戦史は、戦史である。

戦死は、戦死である。

撰糸は、撰糸である。

潜思は、潜思である。

選士は、選士である。

遷徙は、遷徙である。

繊指は、繊指である。

瞻視は、瞻視である。

煎じは、煎じである。

戦事は、戦事である。

戦時は、戦時である。

全市は、全市である。

全姿は、全姿である。

全紙は、全紙である。

前史は、前史である。

前志は、前志である。

前肢は、前肢である。

前翅は、前翅である。

前歯は、前歯である。

全治は、全治である。

前司は、前司である。

前事は、前事である。

善事は、善事である。

漸次は、漸次である。

千字書は、千字書である。

先史学は、先史学である。

宣旨紙は、宣旨紙である。

浅識は、浅識である。

全色盲は、全色盲である。

戦時共産主義は、戦時共産主義である。

戦時禁制品は、戦時禁制品である。

煎じ薬は、煎じ薬である。

先史考古学は、先史考古学である。

戦時公債は、戦時公債である。

戦時国際公法は、戦時国際公法である。

先史時代は、先史時代である。

撰時抄は、撰時抄である。



戦時体制は、戦時体制である。

前時代的は、前時代的である。

煎じ出すは、煎じ出すである。

煎じ茶は、煎じ茶である。

泉質は、泉質である。

船室は、船室である。

先日は、先日である。

専日は、専日である。

選日は、選日である。

前失は、前失である。

禅室は、禅室である。

全日は、全日である。

前日は、前日である。

全日制は、全日制である。

煎じ詰めるは、煎じ詰めるである。

センシティブは、センシティブである。

全自動は、全自動である。

センシトメトリーは、センシトメトリーである。

選子内親王は、選子内親王である。

宣旨の使は、宣旨の使である。

千思万考は、千思万考である。

千紫万紅は、千紫万紅である。

千姿万態は、千姿万態である。

戦時標準船は、戦時標準船である。

センシビリティーは、センシビリティーである。

戦時復仇は、戦時復仇である。

センシブルは、センシブルである。

戦時編制は、戦時編制である。

戦時保険は、戦時保険である。

宣旨升は、宣旨升である。

煎じ物は、煎じ物である。

千字文は、千字文である。

占者は、占者である。

洗車は、洗車である。

船車は、船車である。

戦車は、戦車である。

賤者は、賤者である。

千社は、千社である。

撰者は、撰者である。

選者は、選者である。

全射は、全射である。

前車は、前車である。

前者は、前者である。

繕写は、繕写である。

疝癪は、疝癪である。

浅酌は、浅酌である。



閃爍は、閃爍である。

染着は、染着である。

孱弱は、孱弱である。

繊弱は、繊弱である。

前借は、前借である。

前借金は、前借金である。

選択集は、選択集である。

浅酌低唱は、浅酌低唱である。

千社札は、千社札である。

千社参りは、千社参りである。

千社詣では、千社詣でである。

千首は、千首である。

占守は、占守である。

先主は、先主である。

先取は、先取である。

船手は、船手である。

船主は、船主である。

船首は、船首である。

戦守は、戦守である。

腺腫は、腺腫である。

僭主は、僭主である。

選手は、選手である。

選取は、選取である。

繊手は、繊手である。

千手は、千手である。

千住は、千住である。

先儒は、先儒である。

専修は、専修である。

前主は、前主である。

善趣は、善趣である。

センシュアルは、センシュアルである。

千手院物は、千手院物である。

千秋は、千秋である。

先週は、先週である。

泉州は、泉州である。

撰修は、撰修である。

撰集は、撰集である。

選集は、選集である。

薦羞は、薦羞である。

先住は、先住である。

専従は、専従である。

繊柔は、繊柔である。

全州は、全州である。

全集は、全集である。

前週は、前週である。

前集は、前集である。



禅宗は、禅宗である。

膳羞は、膳羞である。

善柔は、善柔である。

専修学校は、専修学校である。

撰集抄は、撰集抄である。

専修大学は、専修大学である。

千秋万歳は、千秋万歳である。

先住民は、先住民である。

専修免許状は、専修免許状である。

禅宗様は、禅宗様である。

千秋楽は、千秋楽である。

千手観音は、千手観音である。

選手権は、選手権である。

船首材は、船首材である。

専修寺は、専修寺である。

専修寺派は、専修寺派である。

船首像は、船首像である。

千手陀羅尼は、千手陀羅尼である。

選出は、選出である。

仙術は、仙術である。

占術は、占術である。

先述は、先述である。

戦術は、戦術である。

撰述は、撰述である。

前出は、前出である。

前述は、前述である。

戦術家は、戦術家である。

戦術核は、戦術核である。

潜出血は、潜出血である。

千手の誓は、千手の誓である。

千手法は、千手法である。

専守防衛は、専守防衛である。

選手村は、選手村である。

船首楼は、船首楼である。

千首和歌は、千首和歌である。

浅春は、浅春である。

専順は、専順である。

銭舜挙は、銭舜挙である。

先緒は、先緒である。

戦書は、戦書である。

選書は、選書である。

仙女は、仙女である。

洗除は、洗除である。

剪除は、剪除である。

賤女は、賤女である。

選叙は、選叙である。



蟾蜍は、蟾蜍である。

全書は、全書である。

前書は、前書である。

前緒は、前緒である。

善処は、善処である。

善所は、善所である。

善書は、善書である。

先蹤は、先蹤である。

専掌は、専掌である。

染匠は、染匠である。

旋踵は、旋踵である。

船匠は、船匠である。

船将は、船将である。

船廠は、船廠である。

船檣は、船檣である。

戦悚は、戦悚である。

戦捷は、戦捷である。

戦勝は、戦勝である。

戦傷は、戦傷である。

僭上は、僭上である。

僭称は、僭称である。

賤称は、賤称である。

選奨は、選奨である。

鮮少は、鮮少である。

千丈は、千丈である。

千乗は、千乗である。

千畳は、千畳である。

占城は、占城である。

洗浄は、洗浄である。

洗滌は、洗滌である。

扇状は、扇状である。

船上は、船上である。

戦状は、戦状である。

戦場は、戦場である。

煽情は、煽情である。

扇情は、扇情である。

線上は、線上である。

線条は、線条である。

線状は、線状である。

繊条は、繊条である。

全称は、全称である。

全勝は、全勝である。

全焼は、全焼である。

前哨は、前哨である。

前宵は、前宵である。

前章は、前章である。



前檣は、前檣である。

前蹤は、前蹤である。

善祥は、善祥である。

前条は、前条である。

禅杖は、禅杖である。

禅定は、禅定である。

禅譲は、禅譲である。

千少庵は、千少庵である。

僭上男は、僭上男である。

仙丈ヶ岳は、仙丈ヶ岳である。

戦場ヶ原は、戦場ヶ原である。

全称肯定判断は、全称肯定判断である。

線条痕は、線条痕である。

洗浄剤は、洗浄剤である。

洗滌剤は、洗滌剤である。

船上山は、船上山である。

戦傷死は、戦傷死である。

専照寺は、専照寺である。

千畳敷は、千畳敷である。

尖晶石は、尖晶石である。

前哨戦は、前哨戦である。

線条体は、線条体である。

禅定太閤は、禅定太閤である。

扇状地は、扇状地である。

船檣灯は、船檣灯である。

前照灯は、前照灯である。

禅定尼は、禅定尼である。

禅定の当りは、禅定の当りである。

千乗の国は、千乗の国である。

禅定の弓は、禅定の弓である。

千状万態は、千状万態である。

全称判断は、全称判断である。

全称否定判断は、全称否定判断である。

賤丈夫は、賤丈夫である。

禅定法皇は、禅定法皇である。

禅定門は、禅定門である。

先縄文時代は、先縄文時代である。

染色は、染色である。

染織は、染織である。

氈褥は、氈褥である。

前蜀は、前蜀である。

染色工は、染色工である。

染色質は、染色質である。

染色体は、染色体である。

染色体異常は、染色体異常である。

染色体地図は、染色体地図である。



煎じるは、煎じるである。

先臣は、先臣である。

先秦は、先秦である。

先進は、先進である。

専心は、専心である。

浅深は、浅深である。

撰進は、撰進である。

潜心は、潜心である。

線審は、線審である。

賤臣は、賤臣である。

千仞は、千仞である。

千尋は、千尋である。

先人は、先人である。

先陣は、先陣である。

戦陣は、戦陣である。

戦塵は、戦塵である。

撰人は、撰人である。

賤人は、賤人である。

繊塵は、繊塵である。

全身は、全身である。

前身は、前身である。

前信は、前信である。

前秦は、前秦である。

前進は、前進である。

前審は、前審である。

前震は、前震である。

染心は、染心である。

善心は、善心である。

善神は、善神である。

漸進は、漸進である。

全人は、全人である。

前人は、前人である。

前腎は、前腎である。

善人は、善人である。

全真教は、全真教である。

全人教育は、全人教育である。

戦陣訓は、戦陣訓である。

先進国は、先進国である。

前進座は、前進座である。

漸進主義は、漸進主義である。

鮮新世は、鮮新世である。

漸新世は、漸新世である。

全身性エリテマトーデスは、全身性エリテマトーデスである。

全身性硬化症は、全身性硬化症である。

全身全霊は、全身全霊である。

全人代は、全人代である。



前進的論証は、前進的論証である。

洗心洞箚記は、洗心洞箚記である。

善信尼は、善信尼である。

千辛万苦は、千辛万苦である。

先秦文学は、先秦文学である。

全身麻酔は、全身麻酔である。

前人未踏は、前人未踏である。

扇子は、扇子である。

センスは、センスである。

僭すは、僭すである。

線図は、線図である。

先ずは、先ずである。

為んずは、為んずである。

泉水は、泉水である。

浅水は、浅水である。

潜水は、潜水である。

潜水衣は、潜水衣である。

潜水艦は、潜水艦である。

潜水漁業は、潜水漁業である。

潜水艇は、潜水艇である。

潜水病は、潜水病である。

山水屏風は、山水屏風である。

潜水夫は、潜水夫である。

潜水服は、潜水服である。

潜水母艦は、潜水母艦である。

全数は、全数である。

全数調査は、全数調査である。

扇子車は、扇子車である。

千筋は、千筋である。

千筋紙縒は、千筋紙縒である。

千筋染は、千筋染である。

扇子腹は、扇子腹である。

線スペクトルは、線スペクトルである。

為ん術無しは、為ん術無しである。

せんずりは、せんずりである。

宣するは、宣するである。

撰するは、撰するである。

煎ずるは、煎ずるである。

詮ずるは、詮ずるである。

詮ずる所は、詮ずる所である。

詮ずるには、詮ずるにである。

先世は、先世である。

先制は、先制である。

先聖は、先聖である。

宣制は、宣制である。

宣誓は、宣誓である。



専制は、専制である。

擅制は、擅制である。

専政は、専政である。

泉声は、泉声である。

陝西は、陝西である。

潜勢は、潜勢である。

占筮は、占筮である。

氈城は、氈城である。

蝉蛻は、蝉蛻である。

全盛は、全盛である。

前星は、前星である。

前聖は、前聖である。

善政は、善政である。

善逝は、善逝である。

前世紀は、前世紀である。

専制君主は、専制君主である。

占星術は、占星術である。

全整色性は、全整色性である。

全整色フィルムは、全整色フィルムである。

専制政治は、専制政治である。

専制政体は、専制政体である。

前成説は、前成説である。

先聖先師は、先聖先師である。

潜勢的は、潜勢的である。

潜勢力は、潜勢力である。

センセーショナリズムは、センセーショナリズムである。

センセーショナルは、センセーショナルである。

センセーションは、センセーションである。

全世界は、全世界である。

前世界は、前世界である。

仙籍は、仙籍である。

泉石は、泉石である。

船籍は、船籍である。

戦跡は、戦跡である。

戦績は、戦績である。

煽石は、煽石である。

薦席は、薦席である。

前夕は、前夕である。

前席は、前席である。

船籍港は、船籍港である。

仙石線は、仙石線である。

船籍票は、船籍票である。

善施太子は、善施太子である。

洗雪は、洗雪である。

剪截は、剪截である。

僭窃は、僭窃である。



前説は、前説である。

先占は、先占である。

宣戦は、宣戦である。

専占は、専占である。

専擅は、専擅である。

閃閃は、閃閃である。

戦船は、戦船である。

戦戦は、戦戦である。

戦線は、戦線である。

銭選は、銭選である。

撰銭は、撰銭である。

潺潺は、潺潺である。

繊繊は、繊繊である。

先前は、先前である。

戦前は、戦前である。

甎全は、甎全である。

全線は、全線である。

前線は、前線である。

善戦は、善戦である。

冉冉は、冉冉である。

全然は、全然である。

前前は、前前である。

漸漸は、漸漸である。

ぜん善は、ぜん善である。

蠕蠕は、蠕蠕である。

戦戦兢兢は、戦戦兢兢である。

戦戦恐恐は、戦戦恐恐である。

先先月は、先先月である。

前前月は、前前月である。

先占取得は、先占取得である。

先先代は、先先代である。

戦前派は、戦前派である。

宣戦布告は、宣戦布告である。

せん染法は、せん染法である。

前線面は、前線面である。

践祚は、践祚である。

蟾酥は、蟾酥である。

千僧は、千僧である。

船倉は、船倉である。

船艙は、船艙である。

船窓は、船窓である。

船装は、船装である。

戦争は、戦争である。

銭荘は、銭荘である。

線装は、線装である。

餞送は、餞送である。



蝉噪は、蝉噪である。

蝉騒は、蝉騒である。

潜像は、潜像である。

潜蔵は、潜蔵である。

前奏は、前奏である。

前相は、前相である。

前装は、前装である。

禅僧は、禅僧である。

漸増は、漸増である。

蝉噪蛙鳴は、蝉噪蛙鳴である。

千僧会は、千僧会である。

千宗易は、千宗易である。

旋造機は、旋造機である。

前奏曲は、前奏曲である。

千僧供養は、千僧供養である。

千宗左は、千宗左である。

浅草寺は、浅草寺である。

千宗室は、千宗室である。

前装銃は、前装銃である。

千宗旦は、千宗旦である。

千僧読経は、千僧読経である。

戦争と平和は、戦争と平和である。

全層雪崩は、全層雪崩である。

戦争犯罪は、戦争犯罪である。

戦争犯罪人は、戦争犯罪人である。

戦争文学は、戦争文学である。

前装砲は、前装砲である。

漸層法は、漸層法である。

戦争保険は、戦争保険である。

先祖返りは、先祖返りである。

尖足は、尖足である。

洗足は、洗足である。

栓塞は、栓塞である。

船側は、船側である。

跣足は、跣足である。

賤息は、賤息である。

専属は、専属である。

賤俗は、賤俗である。

喘息は、喘息である。

専属管轄は、専属管轄である。

喘息煙草は、喘息煙草である。

洗足盥は、洗足盥である。

全速力は、全速力である。

船側渡しは、船側渡しである。

先祖正月は、先祖正月である。

全村は、全村である。



全損は、全損である。

千田は、千田である。

センターは、センターである。

センター試験は、センター試験である。

センターベンツは、センターベンツである。

センターボードは、センターボードである。

センターポールは、センターポールである。

センターラインは、センターラインである。

センタールは、センタールである。

先体は、先体である。

尖体は、尖体である。

船体は、船体である。

船隊は、船隊である。

戦隊は、戦隊である。

遷替は、遷替である。

蘚苔は、蘚苔である。

川内は、川内である。

仙台は、仙台である。

先代は、先代である。

先帝は、先帝である。

船台は、船台である。

闡提は、闡提である。

全体は、全体である。

全隊は、全隊である。

前代は、前代である。

銭大きんは、銭大きんである。

先代旧事本紀は、先代旧事本紀である。

全体集合は、全体集合である。

全体主義は、全体主義である。

全体主義国家は、全体主義国家である。

線対称は、線対称である。

仙台城は、仙台城である。

仙台浄瑠璃は、仙台浄瑠璃である。

蘚苔植物は、蘚苔植物である。

仙台通宝は、仙台通宝である。

千代萩は、千代萩である。

先代萩は、先代萩である。

千態万状は、千態万状である。

仙台平は、仙台平である。

千体仏は、千体仏である。

前太平記は、前太平記である。

仙台平野は、仙台平野である。

仙台味噌は、仙台味噌である。

前代未聞は、前代未聞である。

仙台虫喰は、仙台虫喰である。

全体論は、全体論である。



仙台湾は、仙台湾である。

前打音は、前打音である。

洗濯は、洗濯である。

選択は、選択である。

遷謫は、遷謫である。

然諾は、然諾である。

洗濯板は、洗濯板である。

選択科目は、選択科目である。

選択関税は、選択関税である。

洗濯機は、洗濯機である。

選択教科は、選択教科である。

選択権付取引は、選択権付取引である。

選択債権は、選択債権である。

選択肢は、選択肢である。

選択制限は、選択制限である。

洗濯石鹸は、洗濯石鹸である。

洗濯ソーダは、洗濯ソーダである。

選択定年制は、選択定年制である。

選択毒性は、選択毒性である。

洗濯挟みは、洗濯挟みである。

洗濯物は、洗濯物である。

洗濯渡しは、洗濯渡しである。

千田是也は、千田是也である。

千駄焚きは、千駄焚きである。

先達は、先達である。

占奪は、占奪である。

蝉脱は、蝉脱である。

千朶積は、千朶積である。

膳立ては、膳立てである。

膳棚は、膳棚である。

千駄櫃は、千駄櫃である。

せんたぶつは、せんたぶつである。

善玉は、善玉である。

千手巻は、千手巻である。

センダラは、センダラである。

センタリングは、センタリングである。

センダロイは、センダロイである。

仙丹は、仙丹である。

先端は、先端である。

尖端は、尖端である。

浅短は、浅短である。

洗炭は、洗炭である。

戦端は、戦端である。

選炭は、選炭である。

占断は、占断である。

専断は、専断である。



擅断は、擅断である。

栴檀は、栴檀である。

剪断は、剪断である。

船団は、船団である。

前端は、前端である。

全段は、全段である。

前段は、前段である。

先端医療は、先端医療である。

剪断応力は、剪断応力である。

先端技術は、先端技術である。

栴檀草は、栴檀草である。

栴檀講は、栴檀講である。

全単射は、全単射である。

栴檀樹は、栴檀樹である。

尖端的は、尖端的である。

栴檀の板は、栴檀の板である。

千段巻は、千段巻である。

先知は、先知である。

泉地は、泉地である。

浅知は、浅知である。

戦地は、戦地である。

センチは、センチである。

全知は、全知である。

前知は、前知である。

前置は、前置である。

雪隠神は、雪隠神である。

善竹は、善竹である。

善竹弥五郎は、善竹弥五郎である。

先知後行説は、先知後行説である。

雪隠金亀子は、雪隠金亀子である。

前置詞は、前置詞である。

善知識は、善知識である。

全知全能は、全知全能である。

前置胎盤は、前置胎盤である。

善知鳥は、善知鳥である。

潜蟄は、潜蟄である。

センチメートルは、センチメートルである。

センチメンタリストは、センチメンタリストである。

センチメンタリズムは、センチメンタリズムである。

センチメンタルは、センチメンタルである。

センチメントは、センチメントである。

煎茶は、煎茶である。

先着は、先着である。

選択本願は、選択本願である。

選択本願念仏集は、選択本願念仏集である。

煎茶式は、煎茶式である。



船中は、船中である。

戦中は、戦中である。

箋注は、箋注である。

箋註は、箋註である。

戦中派は、戦中派である。

船中八策は、船中八策である。

線虫類は、線虫類である。

箋注倭名類聚鈔は、箋注倭名類聚鈔である。

センチュリーは、センチュリーである。

ゼンチョは、ゼンチョである。

占兆は、占兆である。

先朝は、先朝である。

尖頂は、尖頂である。

船長は、船長である。

全町は、全町である。

全長は、全長である。

前兆は、前兆である。

前朝は、前朝である。

前腸は、前腸である。

前趙は、前趙である。

閃長岩は、閃長岩である。

船賃は、船賃である。

前陳は、前陳である。

仙椎は、仙椎である。

薦椎は、薦椎である。

疝痛は、疝痛である。

全通は、全通である。

善通寺は、善通寺である。

千塚は、千塚である。

泉亭は、泉亭である。

剪定は、剪定である。

船底は、船底である。

船艇は、船艇である。

筌蹄は、筌蹄である。

撰定は、撰定である。

選定は、選定である。

前庭は、前庭である。

前提は、前提である。

前程は、前程である。

先帝会は、先帝会である。

選定家督相続人は、選定家督相続人である。

選帝侯は、選帝侯である。

選定後見監督人は、選定後見監督人である。

選定後見人は、選定後見人である。

先帝祭は、先帝祭である。

選定当事者は、選定当事者である。



船底塗料は、船底塗料である。

全的は、全的である。

先哲は、先哲である。

前哲は、前哲である。

前轍は、前轍である。

先哲叢談は、先哲叢談である。

先手必勝は、先手必勝である。

禅寺は、禅寺である。

先天は、先天である。

旋転は、旋転である。

宣伝は、宣伝である。

閃電は、閃電である。

全天は、全天である。

全店は、全店である。

前転は、前転である。

前殿は、前殿である。

前電は、前電である。

全天候は、全天候である。

全天候機は、全天候機である。

全天写真機は、全天写真機である。

仙伝抄は、仙伝抄である。

センテンスは、センテンスである。

先天性股関節脱臼は、先天性股関節脱臼である。

先天性免疫不全症候群は、先天性免疫不全症候群である。

先天説は、先天説である。

宣伝戦は、宣伝戦である。

先天的は、先天的である。

先天梅毒は、先天梅毒である。

先天病は、先天病である。

宣伝ビラは、宣伝ビラである。

占田法は、占田法である。

戦図は、戦図である。

遷都は、遷都である。

蟾兎は、蟾兎である。

セントは、セントである。

千度は、千度である。

先度は、先度である。

先途は、先途である。

賤奴は、賤奴である。

繊度は、繊度である。

鮮度は、鮮度である。

全都は、全都である。

前途は、前途である。

善途は、善途である。

全土は、全土である。

髯奴は、髯奴である。



千灯は、千灯である。

仙洞は、仙洞である。

先登は、先登である。

先頭は、先頭である。

尖塔は、尖塔である。

尖頭は、尖頭である。

専当は、専当である。

剪刀は、剪刀である。

船灯は、船灯である。

船頭は、船頭である。

戦闘は、戦闘である。

せん塔は、せん塔である。

銭刀は、銭刀である。

銭湯は、銭湯である。

仙童は、仙童である。

仙道は、仙道である。

先導は、先導である。

羨道は、羨道である。

煽動は、煽動である。

扇動は、扇動である。

顫動は、顫動である。

前頭は、前頭である。

禅榻は、禅榻である。

漸騰は、漸騰である。

前導は、前導である。

善道は、善道である。

善導は、善導である。

禅堂は、禅堂である。

禅道は、禅道である。

蠕動は、蠕動である。

千道安は、千道安である。

戦闘員は、戦闘員である。

セントヴィンセントおよびグレナディーン諸島は、セントヴィンセントおよびグレナディーン諸島であ

る。

千灯会は、千灯会である。

顫動音は、顫動音である。

戦闘艦は、戦闘艦である。

尖頭器は、尖頭器である。

戦闘旗は、戦闘旗である。

戦闘機は、戦闘機である。

前頭筋は、前頭筋である。

銭塘江は、銭塘江である。

仙洞御所は、仙洞御所である。

前頭骨は、前頭骨である。

煽動罪は、煽動罪である。

全唐詩は、全唐詩である。



戦闘序列は、戦闘序列である。

剪灯新話は、剪灯新話である。

宣統帝は、宣統帝である。

戦闘的は、戦闘的である。

戦闘帽は、戦闘帽である。

専当法師は、専当法師である。

前頭葉は、前頭葉である。

善導流は、善導流である。

戦闘力は、戦闘力である。

セントエルモの火は、セントエルモの火である。

全斗煥は、全斗煥である。

先土器時代は、先土器時代である。

占得は、占得である。

先徳は、先徳である。

宣徳は、宣徳である。

潜匿は、潜匿である。

宣徳帝は、宣徳帝である。

宣徳銅器は、宣徳銅器である。

宣徳火鉢は、宣徳火鉢である。

宣徳窯は、宣徳窯である。

セントクリストファーネイヴィスは、セントクリストファーネイヴィスである。

繊度計は、繊度計である。

セントジェルジは、セントジェルジである。

セントジョージズは、セントジョージズである。

セントジョーンズは、セントジョーンズである。

セントバーナードは、セントバーナードである。

千度祓は、千度祓である。

セントヘレナは、セントヘレナである。

セントヘレンズは、セントヘレンズである。

セントポーリアは、セントポーリアである。

セントポールは、セントポールである。

前途無効は、前途無効である。

千度詣では、千度詣でである。

セントラルパークは、セントラルパークである。

セントラルヒーティングは、セントラルヒーティングである。

セントラルリーグは、セントラルリーグである。

前途遼遠は、前途遼遠である。

セントルイスは、セントルイスである。

セントルシアは、セントルシアである。

ゼントルマンは、ゼントルマンである。

セントローレンスは、セントローレンスである。

センナは、センナである。

善阿は、善阿である。

禅那は、禅那である。

禅和は、禅和である。

船内は、船内である。



詮無いは、詮無いである。

千生りは、千生りである。

千成りは、千成りである。

千生り柿は、千生り柿である。

千生り瓢箪は、千生り瓢箪である。

千成り酸漿は、千成り酸漿である。

千生れ万生れは、千生れ万生れである。

泉南は、泉南である。

船難は、船難である。

善男は、善男である。

善男子は、善男子である。

善男善女は、善男善女である。

禅尼は、禅尼である。

繊肉は、繊肉である。

鮮肉は、鮮肉である。

羶肉は、羶肉である。

千日は、千日である。

千日紅は、千日紅である。

千日講は、千日講である。

千日籠りは、千日籠りである。

千日草は、千日草である。

千日手は、千日手である。

全日農は、全日農である。

千日参りは、千日参りである。

千日前は、千日前である。

千日詣では、千日詣でである。

先入は、先入である。

潜入は、潜入である。

選入は、選入である。

先入観は、先入観である。

先入見は、先入見である。

泉涌寺は、泉涌寺である。

先入主は、先入主である。

善女は、善女である。

善女人は、善女人である。

千人は、千人である。

仙人は、仙人である。

僊人は、僊人である。

先任は、先任である。

専任は、専任である。

選任は、選任である。

遷任は、遷任である。

前任は、前任である。

千人斬りは、千人斬りである。

千人供養は、千人供養である。

先任権は、先任権である。



仙人草は、仙人草である。

千人塚は、千人塚である。

千人並は、千人並である。

千人針は、千人針である。

千人力は、千人力である。

栓抜きは、栓抜きである。

腺熱は、腺熱である。

潜熱は、潜熱である。

腺熱リケッチア症は、腺熱リケッチア症である。

千年は、千年である。

先年は、先年である。

専念は、専念である。

前年は、前年である。

千年飴は、千年飴である。

千年王国は、千年王国である。

千年説は、千年説である。

仙翁は、仙翁である。

洗脳は、洗脳である。

全納は、全納である。

全能は、全能である。

全農は、全農である。

前王は、前王である。

前納は、前納である。

前脳は、前脳である。

栓木は、栓木である。

禅の勤は、禅の勤である。

善の綱は、善の綱である。

善の縄は、善の縄である。

千の松原は、千の松原である。

千利休は、千利休である。

せんばは、せんばである。

千把は、千把である。

千歯は、千歯である。

船場は、船場である。

戦馬は、戦馬である。

千波は、千波である。

前場は、前場である。

千把上げは、千把上げである。

千倍は、千倍である。

千杯は、千杯である。

専売は、専売である。

先輩は、先輩である。

戦敗は、戦敗である。

全敗は、全敗である。

全廃は、全廃である。

前拝は、前拝である。



専売局は、専売局である。

専売公社は、専売公社である。

専売特許は、専売特許である。

膳延えは、膳延えである。

千羽鴉は、千羽鴉である。

千羽烏は、千羽烏である。

阡陌は、阡陌である。

浅薄は、浅薄である。

船舶は、船舶である。

銭帛は、銭帛である。

繊魄は、繊魄である。

蟾魄は、蟾魄である。

前膊は、前膊である。

船舶安全法は、船舶安全法である。

船舶管理人は、船舶管理人である。

冉伯牛は、冉伯牛である。

船舶検査は、船舶検査である。

船舶原簿は、船舶原簿である。

船舶工学は、船舶工学である。

船舶国籍証書は、船舶国籍証書である。

船舶職員は、船舶職員である。

船舶信号は、船舶信号である。

船舶電話は、船舶電話である。

船舶登記は、船舶登記である。

船舶登録は、船舶登録である。

船舶法は、船舶法である。

船舶保険は、船舶保険である。

船舶抑留は、船舶抑留である。

千把扱きは、千把扱きである。

剪伐は、剪伐である。

選伐は、選伐である。

選抜は、選抜である。

先発は、先発である。

洗髪は、洗髪である。

染髪は、染髪である。

漸伐は、漸伐である。

浅発地震は、浅発地震である。

先発明主義は、先発明主義である。

千羽鶴は、千羽鶴である。

船場煮は、船場煮である。

禅囃子は、禅囃子である。

栓張は、栓張である。

栓張棒は、栓張棒である。

千万は、千万である。

千番は、千番である。

先判は、先判である。



先晩は、先晩である。

先番は、先番である。

旋盤は、旋盤である。

煎盤は、煎盤である。

千般は、千般である。

先般は、先般である。

戦犯は、戦犯である。

前半は、前半である。

全判は、全判である。

前晩は、前晩である。

禅板は、禅板である。

膳番は、膳番である。

全般は、全般である。

前半期は、前半期である。

全判機は、全判機である。

線番号は、線番号である。

全反射は、全反射である。

全反射プリズムは、全反射プリズムである。

前半生は、前半生である。

全販連は、全販連である。

船尾は、船尾である。

戦備は、戦備である。

賤微は、賤微である。

鮮美は、鮮美である。

先妣は、先妣である。

先非は、先非である。

戦費は、戦費である。

鮮卑は、鮮卑である。

全備は、全備である。

善美は、善美である。

前非は、前非である。

善否は、善否である。

線引きは、線引きである。

線引小切手は、線引小切手である。

千疋猿は、千疋猿である。

船尾材は、船尾材である。

全備重量は、全備重量である。

仙蹕は、仙蹕である。

染筆は、染筆である。

全否定は、全否定である。

船尾灯は、船尾灯である。

千姫は、千姫である。

千百は、千百である。

疝病は、疝病である。

線描は、線描である。

先表は、先表である。



選評は、選評である。

全豹は、全豹である。

前表は、前表である。

戦病死は、戦病死である。

腺病質は、腺病質である。

先便は、先便である。

洗瓶は、洗瓶である。

船便は、船便である。

蝉鬢は、蝉鬢である。

前便は、前便である。

先負は、先負である。

宣撫は、宣撫である。

先夫は、先夫である。

先父は、先父である。

先婦は、先婦である。

宣布は、宣布である。

泉布は、泉布である。

浅膚は、浅膚である。

船夫は、船夫である。

戦怖は、戦怖である。

賤夫は、賤夫である。

賤婦は、賤婦である。

全部は、全部である。

前部は、前部である。

膳部は、膳部である。

全父は、全父である。

前婦は、前婦である。

膳夫は、膳夫である。

仙風は、仙風である。

旋風は、旋風である。

扇風機は、扇風機である。

旋風葉は、旋風葉である。

千部会は、千部会である。

宣奉行は、宣奉行である。

膳奉行は、膳奉行である。

船幅は、船幅である。

船腹は、船腹である。

潜伏は、潜伏である。

全幅は、全幅である。

潜伏期は、潜伏期である。

潜伏時は、潜伏時である。

千福年説は、千福年説である。

千輻輪は、千輻輪である。

千輻輪相は、千輻輪相である。

船腹渡しは、船腹渡しである。

贍部洲は、贍部洲である。



千仏は、千仏である。

先仏は、先仏である。

遷仏は、遷仏である。

甎仏は、甎仏である。

前仏は、前仏である。

千仏供養は、千仏供養である。

千仏洞は、千仏洞である。

全物量方式は、全物量方式である。

全部判決は、全部判決である。

膳部屋は、膳部屋である。

千振は、千振である。

潜夫論は、潜夫論である。

浅聞は、浅聞である。

撰文は、撰文である。

線分は、線分である。

選文は、選文である。

全文は、全文である。

前文は、前文である。

前聞は、前聞である。

千分率は、千分率である。

煎餅は、煎餅である。

千兵は、千兵である。

尖兵は、尖兵である。

洗兵は、洗兵である。

銭幣は、銭幣である。

選兵は、選兵である。

全米は、全米である。

煎餅蒲団は、煎餅蒲団である。

鮮碧は、鮮碧である。

前壁は、前壁である。

腺ペストは、腺ペストである。

選別は、選別である。

餞別は、餞別である。

先鞭は、先鞭である。

全編は、全編である。

全篇は、全篇である。

前編は、前編である。

前篇は、前篇である。

千篇一律は、千篇一律である。

千変万化は、千変万化である。

せんぼは、せんぼである。

羨慕は、羨慕である。

先坊は、先坊である。

せん謗は、せん謗である。

船房は、船房である。

羨望は、羨望である。



瞻望は、瞻望である。

懺法は、懺法である。

譫妄は、譫妄である。

蘚帽は、蘚帽である。

仙方は、仙方である。

仙法は、仙法である。

占法は、占法である。

先報は、先報である。

先鋒は、先鋒である。

尖峰は、尖峰である。

染法は、染法である。

旋法は、旋法である。

戦法は、戦法である。

戦袍は、戦袍である。

全貌は、全貌である。

前坊は、前坊である。

禅房は、禅房である。

前方は、前方である。

前報は、前報である。

前鋒は、前鋒である。

善報は、善報である。

禅法は、禅法である。

全方位外交は、全方位外交である。

潜望鏡は、潜望鏡である。

懺法講は、懺法講である。

前方後円墳は、前方後円墳である。

全ほう準は、全ほう準である。

禅坊主は、禅坊主である。

線膨張は、線膨張である。

線膨脹は、線膨脹である。

全紡縮緬は、全紡縮緬である。

占卜は、占卜である。

泉北は、泉北である。

戦没は、戦没である。

戦歿は、戦歿である。

潜没は、潜没である。

全北区は、全北区である。

千本は、千本である。

善本は、善本である。

千本格子は、千本格子である。

千本占地は、千本占地である。

千本立ちは、千本立ちである。

千本搗きは、千本搗きである。

千本念仏は、千本念仏である。

千本松原は、千本松原である。

千本槍は、千本槍である。



千本分葱は、千本分葱である。

せんまは、せんまである。

千枚は、千枚である。

洗米は、洗米である。

饌米は、饌米である。

発条は、発条である。

撥条は、撥条である。

薇は、薇である。

薇織は、薇織である。

千枚岩は、千枚岩である。

発条仕掛は、発条仕掛である。

薇信夫は、薇信夫である。

千枚漬は、千枚漬である。

千枚道具は、千枚道具である。

千枚通しは、千枚通しである。

発条秤は、発条秤である。

千枚張りは、千枚張りである。

千枚物は、千枚物である。

薇蕨は、薇蕨である。

千松は、千松である。

千万無量は、千万無量である。

仙味は、仙味である。

鮮味は、鮮味である。

禅味は、禅味である。

千三は、千三である。

繊密は、繊密である。

線密度は、線密度である。

宣命書は、宣命書である。

宣命使は、宣命使である。

宣命紙は、宣命紙である。

宣命体は、宣命体である。

宣明暦は、宣明暦である。

先民は、先民である。

賤民は、賤民である。

選民は、選民である。

占夢は、占夢である。

先務は、先務である。

専務は、専務である。

善無畏は、善無畏である。

占夢術は、占夢術である。

専務取締役は、専務取締役である。

戦無派は、戦無派である。

宣明は、宣明である。

船名は、船名である。

鮮明は、鮮明である。

闡明は、闡明である。



喘鳴は、喘鳴である。

船名録は、船名録である。

剪滅は、剪滅である。

殲滅は、殲滅である。

全滅は、全滅である。

漸滅は、漸滅である。

洗面は、洗面である。

扇面は、扇面である。

全面は、全面である。

前面は、前面である。

洗面器は、洗面器である。

全面広告は、全面広告である。

全面講和は、全面講和である。

扇面写経は、扇面写経である。

洗面所は、洗面所である。

洗面台は、洗面台である。

全面的は、全面的である。

扇面屏風は、扇面屏風である。

扇面法華経は、扇面法華経である。

染毛は、染毛である。

剪毛は、剪毛である。

旋毛は、旋毛である。

腺毛は、腺毛である。

繊毛は、繊毛である。

全盲は、全盲である。

繊毛運動は、繊毛運動である。

旋毛虫は、旋毛虫である。

繊毛虫類は、繊毛虫類である。

占文は、占文である。

専門は、専門である。

泉門は、泉門である。

前門は、前門である。

禅門は、禅門である。

専門医は、専門医である。

専門家は、専門家である。

専門学校は、専門学校である。

専門教育は、専門教育である。

専門語は、専門語である。

専門士は、専門士である。

専門的は、専門的である。

専門店は、専門店である。

禅問答は、禅問答である。

千門万戸は、千門万戸である。

浅文風は、浅文風である。

せんやは、せんやである。

先夜は、先夜である。



戦野は、戦野である。

前夜は、前夜である。

千夜一夜物語は、千夜一夜物語である。

仙薬は、仙薬である。

先役は、先役である。

先約は、先約である。

洗薬は、洗薬である。

煎薬は、煎薬である。

全訳は、全訳である。

前約は、前約である。

前夜祭は、前夜祭である。

千弥染は、千弥染である。

穿ゆは、穿ゆである。

全癒は、全癒である。

占有は、占有である。

先猷は、先猷である。

専有は、専有である。

戦友は、戦友である。

善友は、善友である。

仙遊霞は、仙遊霞である。

占有権は、占有権である。

先憂後楽は、先憂後楽である。

占有訴権は、占有訴権である。

占用は、占用である。

宣揚は、宣揚である。

専用は、専用である。

専要は、専要である。

閃揺は、閃揺である。

閃耀は、閃耀である。

僭用は、僭用である。

冉雍は、冉雍である。

全容は、全容である。

善用は、善用である。

全葉育は、全葉育である。

専用貨車は、専用貨車である。

専用漁業権は、専用漁業権である。

専用漁場は、専用漁場である。

専用権は、専用権である。

専用栓は、専用栓である。

前葉体は、前葉体である。

宣耀殿は、宣耀殿である。

前葉ホルモンは、前葉ホルモンである。

宣陽門は、宣陽門である。

全裸は、全裸である。

漸落は、漸落である。

全羅南道は、全羅南道である。



全羅北道は、全羅北道である。

戦乱は、戦乱である。

善鸞は、善鸞である。

千里は、千里である。

戦利は、戦利である。

善吏は、善吏である。

千里眼は、千里眼である。

千里鏡は、千里鏡である。

千里膏は、千里膏である。

千里耳は、千里耳である。

旋律は、旋律である。

戦慄は、戦慄である。

禅律は、禅律である。

前立腺は、前立腺である。

前立腺癌は、前立腺癌である。

前立腺肥大は、前立腺肥大である。

旋律的短音階は、旋律的短音階である。

千里同風は、千里同風である。

戦利品は、戦利品である。

浅略は、浅略である。

戦略は、戦略である。

前略は、前略である。

戦略核は、戦略核である。

戦略単位は、戦略単位である。

戦略爆撃は、戦略爆撃である。

戦略物資は、戦略物資である。

川柳は、川柳である。

潜竜は、潜竜である。

川柳点は、川柳点である。

千慮は、千慮である。

浅慮は、浅慮である。

戦虜は、戦虜である。

禅侶は、禅侶である。

髯虜は、髯虜である。

千両は、千両である。

占領は、占領である。

先料は、先料である。

染料は、染料である。

銭糧は、銭糧である。

線量は、線量である。

選良は、選良である。

全量は、全量である。

前涼は、前涼である。

善良は、善良である。

染料作物は、染料作物である。

全寮制は、全寮制である。



千両道具は、千両道具である。

線量当量は、線量当量である。

千両箱は、千両箱である。

千両分限は、千両分限である。

千両役者は、千両役者である。

浅緑は、浅緑である。

戦力は、戦力である。

全力は、全力である。

閃緑岩は、閃緑岩である。

旋輪は、旋輪である。

線輪は、線輪である。

前輪は、前輪である。

善隣は、善隣である。

禅林は、禅林である。

善隣外交は、善隣外交である。

前輪駆動は、前輪駆動である。

善隣国宝記は、善隣国宝記である。

禅林寺は、禅林寺である。

線縷は、線縷である。

蘚類は、蘚類である。

先例は、先例である。

洗礼は、洗礼である。

船齢は、船齢である。

繊麗は、繊麗である。

鮮麗は、鮮麗である。

全霊は、全霊である。

前例は、前例である。

洗礼者ヨハネは、洗礼者ヨハネである。

洗礼名は、洗礼名である。

戦歴は、戦歴である。

前歴は、前歴である。

先烈は、先烈である。

戦列は、戦列である。

賤劣は、賤劣である。

鮮烈は、鮮烈である。

せん劣は、せん劣である。

全裂は、全裂である。

前列は、前列である。

前烈は、前烈である。

洗練は、洗練である。

洗煉は、洗煉である。

前聯は、前聯である。

船路は、船路である。

船艫は、船艫である。

線路は、線路である。

前路は、前路である。



仙郎は、仙郎である。

浅陋は、浅陋である。

船楼は、船楼である。

戦楼は、戦楼である。

賤陋は、賤陋である。

全労は、全労である。

全労会議は、全労会議である。

全労連は、全労連である。

撰録は、撰録である。

選録は、選録である。

繊六本は、繊六本である。

繊蘿蔔は、繊蘿蔔である。

禅話は、禅話である。

煽惑は、煽惑である。

前腕は、前腕である。

前腕骨は、前腕骨である。

膳椀淵は、膳椀淵である。

そは、そである。

衣は、衣である。

麻は、麻である。

磯は、磯である。

咀は、咀である。

阻は、阻である。

沮は、沮である。

狙は、狙である。

俎は、俎である。

祖は、祖である。

疽は、疽である。

祚は、祚である。

租は、租である。

措は、措である。

粗は、粗である。

組は、組である。

甦は、甦である。

疎は、疎である。

訴は、訴である。

酥は、酥である。

塑は、塑である。

想は、想である。

鼠は、鼠である。

遡は、遡である。

礎は、礎である。

蘇は、蘇である。

ソは、ソである。

ぞは、ぞである。

粗悪は、粗悪である。



蘇甘栗使は、蘇甘栗使である。

ソアラーは、ソアラーである。

ソアリングは、ソアリングである。

素案は、素案である。

そいは、そいである。

岨は、岨である。

添ひは、添ひである。

傍は、傍である。

副は、副である。

酘は、酘である。

素衣は、素衣である。

素意は、素意である。

粗衣は、粗衣である。

疎意は、疎意である。

ぞいは、ぞいである。

副馬は、副馬である。

副車は、副車である。

ゾイサイトは、ゾイサイトである。

添ひ立つは、添ひ立つである。

副使は、副使である。

添ひ付くは、添ひ付くである。

ゾイデル海は、ゾイデル海である。

添い遂げるは、添い遂げるである。

添い寝は、添い寝である。

添歯は、添歯である。

添い臥しは、添い臥しである。

添い臥すは、添い臥すである。

副舟は、副舟である。

房宿は、房宿である。

添い星は、添い星である。

そい豆は、そい豆である。

添い物は、添い物である。

添役は、添役である。

添い寄りは、添い寄りである。

素因は、素因である。

疎音は、疎音である。

訴因は、訴因である。

素因数は、素因数である。

素因数分解は、素因数分解である。

双は、双である。

壮は、壮である。

争は、争である。

宋は、宋である。

走は、走である。

奏は、奏である。

草は、草である。



送は、送である。

叟は、叟である。

倉は、倉である。

捜は、捜である。

挿は、挿である。

桑は、桑である。

爽は、爽である。

掃は、掃である。

曹は、曹である。

窓は、窓である。

創は、創である。

嫂は、嫂である。

喪は、喪である。

惣は、惣である。

曾は、曾である。

葬は、葬である。

僧は、僧である。

蒼は、蒼である。

愴は、愴である。

掻は、掻である。

層は、層である。

槍は、槍である。

鎗は、鎗である。

漕は、漕である。

総は、総である。

綜は、綜である。

聡は、聡である。

遭は、遭である。

槽は、槽である。

瘡は、瘡である。

痩は、痩である。

踪は、踪である。

操は、操である。

艘は、艘である。

燥は、燥である。

甑は、甑である。

叢は、叢である。

贈は、贈である。

騒は、騒である。

藻は、藻である。

躁は、躁である。

疎雨は、疎雨である。

沿うは、沿うである。

添うは、添うである。

副うは、副うである。

然うは、然うである。



そうは、そうである。

ぞうは、ぞうである。

造は、造である。

族は、族である。

像は、像である。

増は、増である。

憎は、憎である。

蔵は、蔵である。

臓は、臓である。

贓は、贓である。

相愛は、相愛である。

草鞋は、草鞋である。

憎愛は、憎愛である。

造悪は、造悪である。

増悪は、増悪である。

総揚げは、総揚げである。

総当りは、総当りである。

相阿弥は、相阿弥である。

相阿弥流は、相阿弥流である。

奏案は、奏案である。

草案は、草案である。

草庵は、草庵である。

創案は、創案である。

僧庵は、僧庵である。

草庵和歌集は、草庵和歌集である。

相異は、相異である。

相違は、相違である。

草衣は、草衣である。

送意は、送意である。

創痍は、創痍である。

創意は、創意である。

僧衣は、僧衣である。

僧位は、僧位である。

層位は、層位である。

総意は、総意である。

霜威は、霜威である。

造意は、造意である。

贈位は、贈位である。

贈貽は、贈貽である。

贈遺は、贈遺である。

然ういうは、然ういうである。

ソヴィエトは、ソヴィエトである。

層位学は、層位学である。

惣一は、惣一である。

総一は、総一である。

層一層は、層一層である。



相違ないは、相違ないである。

総鼾は、総鼾である。

総入れ歯は、総入れ歯である。

宗因は、宗因である。

僧院は、僧院である。

総員は、総員である。

増員は、増員である。

僧宇は、僧宇である。

躁鬱は、躁鬱である。

躁鬱質は、躁鬱質である。

躁鬱病は、躁鬱病である。

総裏は、総裏である。

宋雲は、宋雲である。

層雲は、層雲である。

漕運は、漕運である。

叢雲は、叢雲である。

層雲峡は、層雲峡である。

雑穢は、雑穢である。

滄瀛は、滄瀛である。

聡叡は、聡叡である。

造営は、造営である。

造影剤は、造影剤である。

造営奉行は、造営奉行である。

増益は、増益である。

総箙は、総箙である。

送宴は、送宴である。

桑園は、桑園である。

僧園は、僧園である。

蒼鉛は、蒼鉛である。

造園は、造園である。

増援は、増援である。

雑縁は、雑縁である。

蒼鉛剤は、蒼鉛剤である。

双円墳は、双円墳である。

憎悪は、憎悪である。

相応は、相応である。

荘王は、荘王である。

挿秧は、挿秧である。

相応には、相応にである。

草屋は、草屋である。

総押え備えは、総押え備えである。

総踊は、総踊である。

宋音は、宋音である。

相恩は、相恩である。

噪音は、噪音である。

騒音は、騒音である。



騒音規制法は、騒音規制法である。

騒音計は、騒音計である。

走舸は、走舸である。

宗家は、宗家である。

奏可は、奏可である。

草加は、草加である。

草花は、草花である。

草架は、草架である。

桑果は、桑果である。

窓下は、窓下である。

喪家は、喪家である。

惣嫁は、惣嫁である。

総嫁は、総嫁である。

葬歌は、葬歌である。

装荷は、装荷である。

僧家は、僧家である。

葱花は、葱花である。

痩果は、痩果である。

双蛾は、双蛾である。

爪牙は、爪牙である。

早臥は、早臥である。

早歌は、早歌である。

奏賀は、奏賀である。

草画は、草画である。

草芽は、草芽である。

挿画は、挿画である。

曹娥は、曹娥である。

装画は、装画である。

造化は、造化である。

造花は、造花である。

増加は、増加である。

増価は、増価である。

象眼は、象眼である。

増賀は、増賀である。

壮快は、壮快である。

草芥は、草芥である。

挿鞋は、挿鞋である。

桑海は、桑海である。

爽快は、爽快である。

掃海は、掃海である。

創開は、創開である。

僧戒は、僧戒である。

僧階は、僧階である。

滄海は、滄海である。

蒼海は、蒼海である。

総会は、総会である。



藻海は、藻海である。

窓外は、窓外である。

嗽咳は、嗽咳である。

霜害は、霜害である。

総会議は、総会議である。

掃海索は、掃海索である。

滄海桑田は、滄海桑田である。

増改築は、増改築である。

掃海艇は、掃海艇である。

滄海の一粟は、滄海の一粟である。

双海船は、双海船である。

総会屋は、総会屋である。

宋会要は、宋会要である。

創価学会は、創価学会である。

総掛りは、総掛りである。

増加関数は、増加関数である。

相書きは、相書きである。

草書きは、草書きである。

造化奇妙は、造化奇妙である。

層閣は、層閣である。

総角は、総角である。

総画は、総画である。

騒客は、騒客である。

宋学は、宋学である。

奏楽は、奏楽である。

相学は、相学である。

総額は、総額である。

増額は、増額である。

奏楽堂は、奏楽堂である。

総角の好は、総角の好である。

宗咯巴は、宗咯巴である。

宗喀巴は、宗喀巴である。

双殻類は、双殻類である。

騒しは、騒しである。

爪牙耳目は、爪牙耳目である。

走化性は、走化性である。

惣型は、惣型である。

総型は、総型である。

創価大学は、創価大学である。

草勝ちは、草勝ちである。

層化抽出法は、層化抽出法である。

総括は、総括である。

綜括は、綜括である。

総轄は、総轄である。

創学校啓は、創学校啓である。

総括的評価は、総括的評価である。



草仮名は、草仮名である。

総仮名は、総仮名である。

喪家の狗は、喪家の狗である。

霜下の傑は、霜下の傑である。

造化の三神は、造化の三神である。

総壁は、総壁である。

相加平均は、相加平均である。

総構えは、総構えである。

騒がましいは、騒がましいである。

総髪は、総髪である。

象亀は、象亀である。

僧柄は、僧柄である。

総柄は、総柄である。

僧伽藍は、僧伽藍である。

僧伽梨は、僧伽梨である。

葱花輦は、葱花輦である。

葱華輦は、葱華輦である。

双関は、双関である。

双鬟は、双鬟である。

壮観は、壮観である。

早寒は、早寒である。

走還は、走還である。

宗鑑は、宗鑑である。

相姦は、相姦である。

相関は、相関である。

相観は、相観である。

草間は、草間である。

送還は、送還である。

創刊は、創刊である。

僧官は、僧官である。

総官は、総官である。

総管は、総管である。

総監は、総監である。

総観は、総観である。

藻翰は、藻翰である。

双眼は、双眼である。

早雁は、早雁である。

総願は、総願である。

増刊は、増刊である。

増感は、増感である。

贈官は、贈官である。
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双眼鏡は、双眼鏡である。
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双関語は、双関語である。



造岩鉱物は、造岩鉱物である。

相姦婚は、相姦婚である。

相姦者は、相姦者である。

総勘定は、総勘定である。

総勘定元帳は、総勘定元帳である。

相関図は、相関図である。

象眼塗は、象眼塗である。

双関法は、双関法である。

象眼銘は、象眼銘である。

壮気は、壮気である。

早起は、早起である。

早帰は、早帰である。

早期は、早期である。

爽気は、爽気である。

創起は、創起である。

喪期は、喪期である。

葬器は、葬器である。

想起は、想起である。

掻器は、掻器である。

総記は、総記である。

霜気は、霜気である。

叢記は、叢記である。

争議は、争議である。

宗祇は、宗祇である。

奏議は、奏議である。

曹魏は、曹魏である。

喪儀は、喪儀である。

葬儀は、葬儀である。

僧祇は、僧祇である。

造機は、造機である。

増気は、増気である。

増基は、増基である。

臓器は、臓器である。

臓器移植は、臓器移植である。

送気管は、送気管である。

臓器感覚は、臓器感覚である。
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争議団は、争議団である。



蒼頡は、蒼頡である。

倉頡は、倉頡である。

雑木林は、雑木林である。

槍騎兵は、槍騎兵である。
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葬儀屋は、葬儀屋である。

双脚は、双脚である。

僧伽梨衣は、僧伽梨衣である。

送球は、送球である。

桑弓は、桑弓である。

蒼きゅうは、蒼きゅうである。

蒼穹は、蒼穹である。

躁急は、躁急である。

増給は、増給である。

双球菌は、双球菌である。

壮挙は、壮挙である。

怱遽は、怱遽である。

双魚は、双魚である。
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躁狂は、躁狂である。
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相形は、相形である。
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操業は、操業である。
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蔵教は、蔵教である。

蔵経は、蔵経である。

雑行は、雑行である。

早教育は、早教育である。

蔵経紙は、蔵経紙である。

創業者利得は、創業者利得である。

操業短縮は、操業短縮である。

操業度は、操業度である。

僧形八幡は、僧形八幡である。

創業費は、創業費である。

双魚宮は、双魚宮である。

箏曲は、箏曲である。

宋玉は、宋玉である。

双極子は、双極子である。

蔵玉集は、蔵玉集である。

双曲線は、双曲線である。



双曲線面は、双曲線面である。

双曲面は、双曲面である。
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臓器療法は、臓器療法である。
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送金は、送金である。
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雑巾掛けは、雑巾掛けである。
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送金小切手は、送金小切手である。

雑巾摺は、雑巾摺である。

送金手形は、送金手形である。
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造宮職は、造宮職である。

遭遇戦は、遭遇戦である。

総括りは、総括りである。

葬具師は、葬具師である。

総崩れは、総崩れである。

巣窟は、巣窟である。

総隈は、総隈である。

僧供養は、僧供養である。

雑蔵は、雑蔵である。

雑鞍は、雑鞍である。

雑車は、雑車である。

総包みは、総包みである。

総曲輪は、総曲輪である。

総軍は、総軍である。

笊笥は、笊笥である。

象牙は、象牙である。



早計は、早計である。

奏慶は、奏慶である。

草径は、草径である。

荘敬は、荘敬である。
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聡慧は、聡慧である。
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送迎は、送迎である。

造形は、造形である。

造型は、造型である。

造詣は、造詣である。

像型は、像型である。

造型機は、造型機である。

造形芸術は、造形芸術である。

総稽古は、総稽古である。

草径集は、草径集である。

早慶戦は、早慶戦である。

総計予算は、総計予算である。

宋慶齢は、宋慶齢である。

象牙色は、象牙色である。

象牙海岸は、象牙海岸である。

怱劇は、怱劇である。

象牙質は、象牙質である。

総毛立つは、総毛立つである。

奏決は、奏決である。

葬穴は、葬穴である。

造血は、造血である。

増結は、増結である。

造血幹細胞は、造血幹細胞である。

造血器は、造血器である。

造血剤は、造血剤である。

総決算は、総決算である。

草月流は、草月流である。

象牙の塔は、象牙の塔である。

象牙彫は、象牙彫である。

象牙椰子は、象牙椰子である。

双肩は、双肩である。

壮健は、壮健である。
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装剣は、装剣である。

想見は、想見である。

総見は、総見である。



霜剣は、霜剣である。

壮言は、壮言である。

草原は、草原である。

造言は、造言である。

増減は、増減である。

総見院は、総見院である。

双懸果は、双懸果である。

宋元画は、宋元画である。

総検校は、総検校である。

惣検校は、惣検校である。

壮言大語は、壮言大語である。

宗源の神道は、宗源の神道である。

宗源の宣旨は、宗源の宣旨である。

倉庫は、倉庫である。

桑戸は、桑戸である。

桑弧は、桑弧である。

蒼枯は、蒼枯である。

蒼古は、蒼古である。

操觚は、操觚である。

竈戸は、竈戸である。
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聡悟は、聡悟である。
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相互依存は、相互依存である。
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壮行は、壮行である。

早行は、早行である。

走向は、走向である。

層向は、層向である。

走行は、走行である。

奏功は、奏功である。

奏効は、奏効である。

草冠は、草冠である。

艸は、艸である。

草稿は、草稿である。

送稿は、送稿である。

倉皇は、倉皇である。

蒼惶は、蒼惶である。

桑港は、桑港である。

崢こうは、崢こうである。

装甲は、装甲である。

装こうは、装こうである。



嗽口は、嗽口である。

綜絖は、綜絖である。

蒼昊は、蒼昊である。

操行は、操行である。
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相好は、相好である。

湊合は、湊合である。

僧号は、僧号である。

僧綱は、僧綱である。

総合は、総合である。

綜合は、綜合である。

増劫は、増劫である。

増嵩は、増嵩である。

雑口は、雑口である。

蔵鉤は、蔵鉤である。

贈号は、贈号である。

曾侯乙墓は、曾侯乙墓である。

綜絖糸は、綜絖糸である。

僧綱襟は、僧綱襟である。

総後架は、総後架である。

総工会は、総工会である。

総合開発は、総合開発である。

総合学習は、総合学習である。

総合課税は、総合課税である。

総合勝ちは、総合勝ちである。

総合技術教育は、総合技術教育である。

僧綱領は、僧綱領である。

僧綱頸は、僧綱頸である。

総合芸術は、総合芸術である。
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総合決定給は、総合決定給である。

総合研究大学院大学は、総合研究大学院大学である。

総合口座は、総合口座である。

総合雑誌は、総合雑誌である。

僧綱所は、僧綱所である。

総合商社は、総合商社である。

総合職は、総合職である。

糟糠汁は、糟糠汁である。

走光性は、走光性である。

総合大学は、総合大学である。

贈皇太后は、贈皇太后である。

総合的は、総合的である。

双鉤填墨は、双鉤填墨である。

糟糠の妻は、糟糠の妻である。



総合判断は、総合判断である。

総合病院は、総合病院である。

総合編集は、総合編集である。

総合防除は、総合防除である。

倉庫営業は、倉庫営業である。

操觚界は、操觚界である。

倉庫会社は、倉庫会社である。

相互会社は、相互会社である。

相互関係は、相互関係である。

相互銀行は、相互銀行である。

宗国は、宗国である。

曾国は、曾国である。

相剋は、相剋である。

相克は、相克である。

蒼黒は、蒼黒である。

造国は、造国である。

増石は、増石である。

造国司は、造国司である。

造石税は、造石税である。

造石高は、造石高である。

双黒点は、双黒点である。

象谷塗は、象谷塗である。

曾国藩は、曾国藩である。

総国分寺は、総国分寺である。

相互コンダクタンスは、相互コンダクタンスである。

相互作用は、相互作用である。

相互作用説は、相互作用説である。

操觚字訣は、操觚字訣である。

操觚者は、操觚者である。

操觚者流は、操觚者流である。

相互主観性は、相互主観性である。

相互主義は、相互主義である。

倉庫証券は、倉庫証券である。

倉庫信用は、倉庫信用である。

造語成分は、造語成分である。

痩骨は、痩骨である。

蔵骨器は、蔵骨器である。

相互転化は、相互転化である。

相互乗入れは、相互乗入れである。

相互扶助は、相互扶助である。

桑弧蓬矢は、桑弧蓬矢である。

相互保険は、相互保険である。

相互誘導は、相互誘導である。

爪痕は、爪痕である。

早婚は、早婚である。

草根は、草根である。



瘡痕は、瘡痕である。

草根集は、草根集である。

草根木皮は、草根木皮である。

走査は、走査である。

捜査は、捜査である。

操作は、操作である。

相座は、相座である。

相坐は、相坐である。

草座は、草座である。

総座は、総座である。

造作は、造作である。

雑作は、雑作である。

相殺は、相殺である。

掃洒は、掃洒である。

喪祭は、喪祭である。

葬祭は、葬祭である。

僧斎は、僧斎である。

総裁は、総裁である。

そう綵は、そう綵である。

早材は、早材である。

総菜は、総菜である。

惣菜は、惣菜である。

造材は、造材である。

相殺関税は、相殺関税である。

相殺契約は、相殺契約である。

相殺権は、相殺権である。

総裁政府は、総裁政府である。

総在庁は、総在庁である。

葬祭料は、葬祭料である。

走査型電子顕微鏡は、走査型電子顕微鏡である。

走査型トンネル顕微鏡は、走査型トンネル顕微鏡である。

捜査機関は、捜査機関である。

捜索は、捜索である。

創作は、創作である。

総作は、総作である。

惣作は、惣作である。

総索引は、総索引である。

造作付は、造作付である。

創作版画は、創作版画である。

創作物は、創作物である。

操作主義は、操作主義である。

走査線は、走査線である。

聡察は、聡察である。

増刷は、増刷である。

造作無いは、造作無いである。

捜査本部は、捜査本部である。



造作魔は、造作魔である。

総浚いは、総浚いである。

壮蚕は、壮蚕である。

早参は、早参である。

早産は、早産である。

僧残は、僧残である。

増産は、増産である。

造山運動は、造山運動である。

早産児は、早産児である。

造山帯は、造山帯である。

総算用は、総算用である。

双子は、双子である。

双糸は、双糸である。

草紙は、草紙である。

草子は、草子である。

双紙は、双紙である。

壮士は、壮士である。

壮志は、壮志である。

争子は、争子である。

宋史は、宋史である。

宋詞は、宋詞である。

宗子は、宗子である。

宗祀は、宗祀である。

宗師は、宗師である。

奏詞は、奏詞である。

相思は、相思である。

草市は、草市である。

荘子は、荘子である。

桑梓は、桑梓である。

掃司は、掃司である。

創始は、創始である。

曾子は、曾子である。

叢祠は、叢祠である。

叢誌は、叢誌である。

騒士は、騒士である。

繰糸は、繰糸である。

双児は、双児である。

走時は、走時である。

奏事は、奏事である。

相似は、相似である。

草字は、草字である。

草次は、草次である。

送辞は、送辞である。

掃除は、掃除である。

僧寺は、僧寺である。

層次は、層次である。



総持は、総持である。

聡耳は、聡耳である。

曹司は、曹司である。

増資は、増資である。

蔵司は、蔵司である。

贈賜は、贈賜である。

贈諡は、贈諡である。

造寺は、造寺である。

造次は、造次である。

草子洗は、草子洗である。

草子洗小町は、草子洗小町である。

草紙洗小町は、草紙洗小町である。

草紙合は、草紙合である。

掃除魚は、掃除魚である。

相次運送は、相次運送である。

創氏改名は、創氏改名である。

草紙紙は、草紙紙である。

雑司ヶ谷は、雑司ヶ谷である。

造士館は、造士館である。

相識は、相識である。

葬式は、葬式である。

僧食は、僧食である。

相似器官は、相似器官である。

雑色所は、雑色所である。

双児宮は、双児宮である。

走時曲線は、走時曲線である。

草紙錐は、草紙錐である。

障子口は、障子口である。

相似形は、相似形である。

草字小判は、草字小判である。

総持寺は、総持寺である。

造寺司は、造寺司である。

壮士芝居は、壮士芝居である。

相思樹は、相思樹である。

総辞職は、総辞職である。

曹司住みは、曹司住みである。

宋紫石は、宋紫石である。

雑事銭は、雑事銭である。

相思相愛は、相思相愛である。

そうしたは、そうしたである。

掃除代は、掃除代である。

相思鳥は、相思鳥である。

宗室は、宗室である。

喪失は、喪失である。

桑実胚は、桑実胚である。

然うしては、然うしてである。



総じては、総じてである。

造次顛沛は、造次顛沛である。

惣地頭は、惣地頭である。

総地頭は、総地頭である。

そう字年は、そう字年である。

総支配人は、総支配人である。

草紙挟みは、草紙挟みである。

奏事始は、奏事始である。

相似比は、相似比である。

相思病は、相思病である。

宋子文は、宋子文である。

総絞りは、総絞りである。

総仕舞は、総仕舞である。

曹司町は、曹司町である。

正身は、正身である。

草紙店は、草紙店である。

総締めは、総締めである。

雑仕女は、雑仕女である。

宋之問は、宋之問である。

壮者は、壮者である。

走者は、走者である。

宗社は、宗社である。

奏者は、奏者である。

相者は、相者である。

草舎は、草舎である。

捜射は、捜射である。

掃射は、掃射である。

葬車は、葬車である。

喪車は、喪車である。

僧舎は、僧舎である。

総社は、総社である。

惣社は、惣社である。

雑舎は、雑舎である。

壮士役者は、壮士役者である。

操車場は、操車場である。

宗社党は、宗社党である。

奏者所は、奏者所である。

奏者番は、奏者番である。

奏者人は、奏者人である。

双手は、双手である。

宗主は、宗主である。

喪主は、喪主である。

僧衆は、僧衆である。

漕手は、漕手である。

操守は、操守である。

霜鬚は、霜鬚である。



双樹は、双樹である。

宋儒は、宋儒である。

奏授は、奏授である。

送受は、送受である。

蒼樹は、蒼樹である。

叢樹は、叢樹である。

造酒は、造酒である。

造鋳は、造鋳である。

双袖は、双袖である。

早秋は、早秋である。

相州は、相州である。

荘周は、荘周である。

爽秋は、爽秋である。

滄州は、滄州である。

総州は、総州である。

総集は、総集である。

操舟は、操舟である。

操縦は、操縦である。

増収は、増収である。

操縦桿は、操縦桿である。

操縦士は、操縦士である。

双十節は、双十節である。

掃愁草は、掃愁草である。

荘周の夢は、荘周の夢である。

相州物は、相州物である。

総重量は、総重量である。

操縦輪は、操縦輪である。

宗十郎頭巾は、宗十郎頭巾である。

贈収賄は、贈収賄である。

早熟は、早熟である。

宗主権は、宗主権である。

総主語は、総主語である。

宗主国は、宗主国である。

早出は、早出である。

創出は、創出である。

簇出は、簇出である。

相術は、相術である。

槍術は、槍術である。

蒼朮は、蒼朮である。

造出は、造出である。

槍術家は、槍術家である。

早春は、早春である。

送春は、送春である。

双書は、双書である。

宋書は、宋書である。

奏書は、奏書である。



草書は、草書である。

葬所は、葬所である。

叢書は、叢書である。

層序は、層序である。

蔵書は、蔵書である。

蔵書印は、蔵書印である。

双晶は、双晶である。

争訟は、争訟である。

宗匠は、宗匠である。

宗性は、宗性である。

奏請は、奏請である。

相生は、相生である。

相承は、相承である。

相称は、相称である。

創唱は、創唱である。

創傷は、創傷である。

総称は、総称である。

瘡腫は、瘡腫である。

双調は、双調である。

宋襄は、宋襄である。

奏上は、奏上である。

奏杖は、奏杖である。

奏状は、奏状である。

相乗は、相乗である。

掃攘は、掃攘である。

葬場は、葬場である。

喪場は、喪場である。

僧正は、僧正である。

僧肇は、僧肇である。

層状は、層状である。

層畳は、層畳である。

総状は、総状である。

騒擾は、騒擾である。

増床は、増床である。

蔵相は、蔵相である。

増上は、増上である。

増上縁は、増上縁である。

総状花序は、総状花序である。

僧正谷は、僧正谷である。

相乗効果は、相乗効果である。

騒擾罪は、騒擾罪である。

造礁珊瑚は、造礁珊瑚である。

増上寺は、増上寺である。

蒼松寿古は、蒼松寿古である。

双子葉植物は、双子葉植物である。

宗匠頭巾は、宗匠頭巾である。



相乗積は、相乗積である。

喪場殿は、喪場殿である。

増長天は、増長天である。

宋襄の仁は、宋襄の仁である。

相乗平均は、相乗平均である。

増上慢は、増上慢である。

層序学は、層序学である。

草色は、草色である。

草食は、草食である。

曹植は、曹植である。

装飾は、装飾である。

僧職は、僧職である。

蒼色は、蒼色である。

増殖は、増殖である。

増殖因子は、増殖因子である。

装飾音は、装飾音である。

装飾花は、装飾花である。

装飾経は、装飾経である。

増殖儀礼は、増殖儀礼である。

装飾古墳は、装飾古墳である。

装飾紙は、装飾紙である。

草食獣は、草食獣である。

草食性は、草食性である。

走触性は、走触性である。

草食動物は、草食動物である。

装飾美術は、装飾美術である。

装飾品は、装飾品である。

増殖炉は、増殖炉である。

叢書集成は、叢書集成である。

蔵書票は、蔵書票である。

双翅類は、双翅類である。

総司令は、総司令である。

総司令官は、総司令官である。

壮心は、壮心である。

早晨は、早晨である。

争心は、争心である。

争臣は、争臣である。

諍臣は、諍臣である。

宗親は、宗親である。

奏申は、奏申である。

送信は、送信である。

喪心は、喪心である。

喪神は、喪神である。

曾参は、曾参である。

総身は、総身である。

痩身は、痩身である。



霜晨は、霜晨である。

騒人は、騒人である。

造進は、造進である。

増進は、増進である。

贈進は、贈進である。

送信機は、送信機である。

捜神記は、捜神記である。

装身具は、装身具である。

宗人府は、宗人府である。

葬すは、葬すである。

添水は、添水である。

挿図は、挿図である。

僧都は、僧都である。

請ずは、請ずである。

候ずは、候ずである。

蔵主は、蔵主である。

贈すは、贈すである。

雑漿は、雑漿である。

送水は、送水である。

総帥は、総帥である。

蒼翠は、蒼翠である。

奏瑞は、奏瑞である。

増水は、増水である。

雑炊は、雑炊である。

総穂花序は、総穂花序である。

走水性は、走水性である。

双数は、双数である。

総数は、総数である。

三途川は、三途川である。

葬頭川は、葬頭川である。

総好かんは、総好かんである。

装束くは、装束くである。

宗助国は、宗助国である。

象頭山は、象頭山である。

奏するは、奏するである。

相するは、相するである。

草するは、草するである。

蔵するは、蔵するである。

双生は、双生である。

双声は、双声である。

双星は、双星である。

双清は、双清である。

双棲は、双棲である。

壮盛は、壮盛である。

早世は、早世である。

早生は、早生である。



早成は、早成である。

走性は、走性である。

相制は、相制である。

創世は、創世である。

創成は、創成である。

創製は、創製である。

葬制は、葬制である。

蒼生は、蒼生である。

叢生は、叢生である。

簇生は、簇生である。

宗砌は、宗砌である。

総勢は、総勢である。

造成は、造成である。

増税は、増税である。

創世記は、創世記である。

造精器は、造精器である。

蔵精器は、蔵精器である。

双生児は、双生児である。

早生児は、早生児である。

創世神話は、創世神話である。

早成性は、早成性である。

相制説は、相制説である。

送籍は、送籍である。

僧籍は、僧籍である。

漱石は、漱石である。

踪跡は、踪跡である。

層積雲は、層積雲である。

漱石枕流は、漱石枕流である。

僧籍簿は、僧籍簿である。

早雪は、早雪である。

創設は、創設である。

勦説は、勦説である。

総説は、総説である。

霜雪は、霜雪である。

叢説は、叢説である。

壮絶は、壮絶である。

勦絶は、勦絶である。

造設は、造設である。

増設は、増設である。

曹雪芹は、曹雪芹である。

総攻めは、総攻めである。

匝線は、匝線である。

争戦は、争戦である。

宋銭は、宋銭である。

奏宣は、奏宣である。

奏薦は、奏薦である。



操船は、操船である。

爽然は、爽然である。

窓前は、窓前である。

僧膳は、僧膳である。

愴然は、愴然である。

蒼然は、蒼然である。

錚然は、錚然である。

霜髯は、霜髯である。

騒然は、騒然である。

造船は、造船である。

造船疑獄は、造船疑獄である。

総選挙は、総選挙である。

そうぜんさまは、そうぜんさまである。

曾先之は、曾先之である。

崇禅寺は、崇禅寺である。

崇禅寺馬場の敵討は、崇禅寺馬場の敵討である。

造船所は、造船所である。

造船台は、造船台である。

そうぜんばは、そうぜんばである。

奏疏は、奏疏である。

曾祖は、曾祖である。

ぞうぞは、ぞうぞである。

早早は、早早である。

怱怱は、怱怱である。

匆匆は、匆匆である。

草草は、草草である。

草創は、草創である。

草叢は、草叢である。

送葬は、送葬である。

曹操は、曹操である。

淙淙は、淙淙である。

喪葬は、喪葬である。

葬送は、葬送である。

愴愴は、愴愴である。

滄桑は、滄桑である。

そうそうは、そうそうである。

層層は、層層である。

総総は、総総である。

蒼蒼は、蒼蒼である。

錚錚は、錚錚である。

簇簇は、簇簇である。

蹌蹌は、蹌蹌である。

然う然うは、然う然うである。

創造は、創造である。

想像は、想像である。

ぞうぞうは、ぞうぞうである。



雑雑は、雑雑である。

葬送行進曲は、葬送行進曲である。

そうぞうしは、そうぞうしである。

騒騒しいは、騒騒しいである。

創造社は、創造社である。

創造的進化は、創造的進化である。

想像妊娠は、想像妊娠である。

滄桑の変は、滄桑の変である。

草草不一は、草草不一である。

想像力は、想像力である。

蹌蹌踉踉は、蹌蹌踉踉である。

装束き立つは、装束き立つである。

相即は、相即である。

総則は、総則である。

宗族は、宗族である。

相続は、相続である。

草賊は、草賊である。

僧俗は、僧俗である。

相続権は、相続権である。

相続債権者は、相続債権者である。

相続財産は、相続財産である。

相続税は、相続税である。

相続人は、相続人である。

相即不離は、相即不離である。

相続分は、相続分である。

相続法は、相続法である。

相続放棄は、相続放棄である。

走卒は、走卒である。

怱卒は、怱卒である。

倉卒は、倉卒である。

草卒は、草卒である。

曾祖父は、曾祖父である。

曾祖母は、曾祖母である。

崇尊は、崇尊である。

曾孫は、曾孫である。

増損は、増損である。

左右田は、左右田である。

操舵は、操舵である。

そうだは、そうだである。

双胎は、双胎である。

早退は、早退である。

相対は、相対である。

草体は、草体である。

掃苔は、掃苔である。

僧体は、僧体である。

総体は、総体である。



霜台は、霜台である。

壮大は、壮大である。

相待は、相待である。

総代は、総代である。

造替は、造替である。

増大は、増大である。

相対運動は、相対運動である。

相対概念は、相対概念である。

相対権は、相対権である。

曹大姑は、曹大姑である。

相対誤差は、相対誤差である。

相対湿度は、相対湿度である。

相対主義は、相対主義である。

総大将は、総大将である。

相対性原理は、相対性原理である。

相対性理論は、相対性理論である。

相対的は、相対的である。

相対的過剰人口は、相対的過剰人口である。

相対的剰余価値は、相対的剰余価値である。

相対度数は、相対度数である。

相対度数多角形は、相対度数多角形である。

双胎妊娠は、双胎妊娠である。

相対年代は、相対年代である。

相対評価は、相対評価である。

相対論は、相対論である。

総高は、総高である。

宗太鰹は、宗太鰹である。

惣太鰹は、惣太鰹である。

左右田喜一郎は、左右田喜一郎である。

藪沢は、藪沢である。

贈太上天皇は、贈太上天皇である。

総立ちは、総立ちである。

宗達は、宗達である。

奏達は、奏達である。

送達は、送達である。

聡達は、聡達である。

争奪は、争奪である。

宗達光琳派は、宗達光琳派である。

送達吏は、送達吏である。

早旦は、早旦である。

争端は、争端である。

宗旦は、宗旦である。

宗湛は、宗湛である。

草炭は、草炭である。

操短は、操短である。

奏弾は、奏弾である。



相談は、相談である。

装弾は、装弾である。

僧団は、僧団である。

叢談は、叢談である。

増反は、増反である。

増炭は、増炭である。

総胆管は、総胆管である。

雑談集は、雑談集である。

相談尽は、相談尽である。

相談役は、相談役である。

早知は、早知である。

早智は、早智である。

相知は、相知である。

草地は、草地である。

送致は、送致である。

装置は、装置である。

聡知は、聡知である。

聡智は、聡智である。

痩地は、痩地である。

増置は、増置である。

蔵置は、蔵置である。

増築は、増築である。

装置産業は、装置産業である。

走地性は、走地性である。

宗秩寮は、宗秩寮である。

早着は、早着である。

装着は、装着である。

草中は、草中である。

草虫は、草虫である。

桑中は、桑中である。

惣中は、惣中である。

増注は、増注である。

増註は、増註である。

早朝は、早朝である。

宋朝は、宋朝である。

宗長は、宗長である。

荘重は、荘重である。

崇重は、崇重である。

曹長は、曹長である。

総長は、総長である。

象鳥は、象鳥である。

増長は、増長である。

増徴は、増徴である。

曹長石は、曹長石である。

走鳥類は、走鳥類である。

総追捕使は、総追捕使である。



相通は、相通である。

総釣は、総釣である。

総出は、総出である。

壮丁は、壮丁である。

草亭は、草亭である。

送呈は、送呈である。

装丁は、装丁である。

装釘は、装釘である。

装幀は、装幀である。

装蹄は、装蹄である。

想定は、想定である。

漕艇は、漕艇である。

増訂は、増訂である。

贈呈は、贈呈である。

相鉄線は、相鉄線である。

早天は、早天である。

争点は、争点である。

装填は、装填である。

総点は、総点である。

蒼天は、蒼天である。

操典は、操典である。

霜天は、霜天である。

相伝は、相伝である。

送伝は、送伝である。

送電は、送電である。

桑田は、桑田である。

相転移は、相転移である。

争点効は、争点効である。

争点証拠整理手続は、争点証拠整理手続である。

走電性は、走電性である。

送電線は、送電線である。

相伝譜代は、相伝譜代である。

相伝領は、相伝領である。

壮図は、壮図である。

壮途は、壮途である。

僧徒は、僧徒である。

そうとは、そうとである。

双頭は、双頭である。

争闘は、争闘である。

相当は、相当である。

相等は、相等である。

草頭は、草頭である。

掃討は、掃討である。

掃蕩は、掃蕩である。

勦討は、勦討である。

曹洞は、曹洞である。



窓頭は、窓頭である。

想到は、想到である。

掻頭は、掻頭である。

層塔は、層塔である。

総統は、総統である。

蒼頭は、蒼頭である。

相同は、相同である。

草堂は、草堂である。

僧堂は、僧堂である。

騒動は、騒動である。

造塔は、造塔である。

贈答は、贈答である。

総動員は、総動員である。

相当因果関係は、相当因果関係である。

相当打は、相当打である。

騒動打は、騒動打である。

贈答歌は、贈答歌である。

相当官は、相当官である。

相当官吏は、相当官吏である。

相同器官は、相同器官である。

曹洞宗は、曹洞宗である。

相当数は、相当数である。

相等性は、相等性である。

双胴船は、双胴船である。

相同染色体は、相同染色体である。

双頭の鷲は、双頭の鷲である。

総同盟は、総同盟である。

総同盟罷業は、総同盟罷業である。

総督は、総督である。

瘡毒は、瘡毒である。

そうどくは、そうどくである。

蔵匿は、蔵匿である。

総督府は、総督府である。

惣年寄は、惣年寄である。

そうともは、そうともである。

草とんは、草とんである。

総噸は、総噸である。

総噸数は、総噸数である。

草名は、草名である。

そうなは、そうなである。

雑長持は、雑長持である。

左右無しは、左右無しである。

双無しは、双無しである。

総並は、総並である。

惣並は、惣並である。

総嘗めは、総嘗めである。



遭難は、遭難である。

遭難信号は、遭難信号である。

僧尼は、僧尼である。

雑煮は、雑煮である。

総二階は、総二階である。

雑煮箸は、雑煮箸である。

挿入は、挿入である。

装入は、装入である。

挿入句は、挿入句である。

爪繞は、爪繞である。

走繞は、走繞である。

僧尼令は、僧尼令である。

奏任は、奏任である。

相人は、相人である。

雑人は、雑人である。

雑任は、雑任である。

奏任官は、奏任官である。

雑人輩は、雑人輩である。

雑人奉行は、雑人奉行である。

走熱性は、走熱性である。

壮年は、壮年である。

早年は、早年である。

想念は、想念である。

箏の琴は、箏の琴である。

争覇は、争覇である。

走破は、走破である。

掻爬は、掻爬である。

蒼波は、蒼波である。

相馬は、相馬である。

相場は、相場である。

葬馬は、葬馬である。

痩馬は、痩馬である。

増派は、増派である。

送配は、送配である。

早梅は、早梅である。

層倍は、層倍である。

増配は、増配である。

相場会所は、相場会所である。

相場書は、相場書である。

宗伯は、宗伯である。

相博は、相博である。

蒼白は、蒼白である。

蒼柏は、蒼柏である。

糟粕は、糟粕である。

増白は、増白である。

相場師は、相場師である。



相場操縦は、相場操縦である。

宗八は、宗八である。

惣八は、惣八である。

双発は、双発である。

惣髪は、惣髪である。

霜髪は、霜髪である。

増発は、増発である。

双発機は、双発機である。

早発性痴呆は、早発性痴呆である。

造波抵抗は、造波抵抗である。

総花は、総花である。

相場表は、相場表である。

相場割は、相場割である。

早飯は、早飯である。

宋版は、宋版である。

宋板は、宋板である。

瘡瘢は、瘡瘢である。

創瘢は、創瘢である。

双盤は、双盤である。

早晩は、早晩である。

造反は、造反である。

蔵版は、蔵版である。

蔵板は、蔵板である。

曹丕は、曹丕である。

剿匪は、剿匪である。

双眉は、双眉である。

双美は、双美である。

壮美は、壮美である。

装備は、装備である。

臧否は、臧否である。

雑肥は、雑肥である。

増備は、増備である。

象引は、象引である。

総罷業は、総罷業である。

総髭は、総髭である。

象鼻虫は、象鼻虫である。

早筆は、早筆である。

走筆は、走筆である。

草筆は、草筆である。

造畢は、造畢である。

造畢供養は、造畢供養である。

象皮病は、象皮病である。

惣百姓は、惣百姓である。

総評は、総評である。

宗廟は、宗廟である。

躁病は、躁病である。



雑兵物語は、雑兵物語である。

総尾類は、総尾類である。

宋美齢は、宋美齢である。

双鬢は、双鬢である。

聡敏は、聡敏である。

霜鬢は、霜鬢である。

贓品は、贓品である。

増便は、増便である。

宋敏求は、宋敏求である。

壮夫は、壮夫である。

走夫は、走夫である。

送付は、送付である。

倉府は、倉府である。

巣父は、巣父である。

総譜は、総譜である。

孀婦は、孀婦である。

贈賻は、贈賻である。

臓腑は、臓腑である。

送風は、送風である。

霜楓は、霜楓である。

送風機は、送風機である。

双幅は、双幅である。

喪服は、喪服である。

僧服は、僧服である。

増幅は、増幅である。

増幅器は、増幅器である。

送付債務は、送付債務である。

惣物は、惣物である。

造仏は、造仏である。

造物は、造物である。

贓物は、贓物である。

造仏供養は、造仏供養である。

造仏工は、造仏工である。

贓物罪は、贓物罪である。

造物者は、造物者である。

造物主は、造物主である。

菖蒲の鬘は、菖蒲の鬘である。

菖蒲の輿は、菖蒲の輿である。

菖蒲の挿櫛は、菖蒲の挿櫛である。

総武本線は、総武本線である。

相府蓮は、相府蓮である。

想夫恋は、想夫恋である。

想夫憐は、想夫憐である。

宋文は、宋文である。

奏文は、奏文である。

奏聞は、奏聞である。



草文は、草文である。

増分は、増分である。

僧兵は、僧兵である。

総兵は、総兵である。

操兵は、操兵である。

倉米は、倉米である。

造兵は、造兵である。

造幣は、造幣である。

増兵は、増兵である。

造兵学は、造兵学である。

造幣局は、造幣局である。

相平衡は、相平衡である。

造兵廠は、造兵廠である。

造幣平価は、造幣平価である。

双璧は、双璧である。

藻壁門は、藻壁門である。

送別は、送別である。

層別は、層別である。

総別は、総別である。

惣別は、惣別である。

送別会は、送別会である。

層別任意抜取りは、層別任意抜取りである。

窓辺は、窓辺である。

総弁は、総弁である。

双鞭毛藻類は、双鞭毛藻類である。

宗へん流は、宗へん流である。

相補は、相補である。

双墓は、双墓である。

増補は、増補である。

双方は、双方である。

双峰は、双峰である。

走法は、走法である。

奏法は、奏法である。

相法は、相法である。

葬法は、葬法である。

槍法は、槍法である。

総苞は、総苞である。

総包は、総包である。

遭逢は、遭逢である。

操法は、操法である。

霜蓬は、霜蓬である。

双眸は、双眸である。

怱忙は、怱忙である。

相貌は、相貌である。

草莽は、草莽である。

喪亡は、喪亡である。



僧坊は、僧坊である。

僧房は、僧房である。

僧帽は、僧帽である。

想望は、想望である。

蒼氓は、蒼氓である。

蒼茫は、蒼茫である。

躁妄は、躁妄である。

増俸は、増俸である。

蔵鋒は、蔵鋒である。

像法は、像法である。

奏法記号は、奏法記号である。

僧帽筋は、僧帽筋である。

双方行為は、双方行為である。

僧法師は、僧法師である。

造胞体は、造胞体である。

双方代理は、双方代理である。

相貌的知覚は、相貌的知覚である。

僧帽弁は、僧帽弁である。

総法務は、総法務である。

臓卜は、臓卜である。

相補性は、相補性である。

増補文献備考は、増補文献備考である。

相補分布は、相補分布である。

総堀は、総堀である。

総濠は、総濠である。

総掘りは、総掘りである。

草本は、草本である。

送本は、送本である。

装本は、装本である。

造本は、造本である。

蔵本は、蔵本である。

双本歌は、双本歌である。

総本家は、総本家である。

総本山は、総本山である。

草本帯は、草本帯である。

草昧は、草昧である。

爽昧は、爽昧である。

雑米は、雑米である。

総籬は、総籬である。

左右巻は、左右巻である。

相馬御風は、相馬御風である。

総捲りは、総捲りである。

相馬黒光は、相馬黒光である。

相馬大作は、相馬大作である。

相馬縮は、相馬縮である。

走馬灯は、走馬灯である。



相馬流れ山は、相馬流れ山である。

相馬野馬追は、相馬野馬追である。

相馬盆踊歌は、相馬盆踊歌である。

相馬焼は、相馬焼である。

総名代は、総名代である。

僧旻は、僧旻である。

総務は、総務である。

双務契約は、双務契約である。

象虫は、象虫である。

総務庁は、総務庁である。

聡明は、聡明である。

喪明は、喪明である。

滄溟は、滄溟である。

奏鳴曲は、奏鳴曲である。

掃滅は、掃滅である。

勦滅は、勦滅である。

総目付は、総目付である。

索麺は、索麺である。

創面は、創面である。

層面は、層面である。

総面は、総面である。

蔵面は、蔵面である。

造面は、造面である。

素麺南瓜は、素麺南瓜である。

草莽の臣は、草莽の臣である。

草木は、草木である。

総目は、総目である。

総目次は、総目次である。

草木成仏は、草木成仏である。

草木図説は、草木図説である。

草木灰は、草木灰である。

総目録は、総目録である。

惣持山は、惣持山である。

僧物は、僧物である。

総物は、総物である。

蔵物は、蔵物である。

臓物は、臓物である。

臓物料理は、臓物料理である。

総元締は、総元締である。

総模様は、総模様である。

相聞は、相聞である。

桑門は、桑門である。

僧門は、僧門である。

総門は、総門である。

そう門は、そう門である。

宗谷は、宗谷である。



宗谷海峡は、宗谷海峡である。

草薬は、草薬である。

装薬は、装薬である。

澡浴は、澡浴である。

雑役馬は、雑役馬である。

雑役車は、雑役車である。

増益法は、増益法である。

宗谷本線は、宗谷本線である。

宗谷岬は、宗谷岬である。

桑楡は、桑楡である。

総湯は、総湯である。

争友は、争友である。

曾遊は、曾遊である。

総有は、総有である。

増誉は、増誉である。

贈与は、贈与である。

掃葉は、掃葉である。

掻痒は、掻痒である。

総容は、総容である。

蒼蠅は、蒼蠅である。

霜葉は、霜葉である。

総用布は、総用布である。

双用犂は、双用犂である。

双翼は、双翼である。

総横目は、総横目である。

総予算は、総予算である。

贈与税は、贈与税である。

葬輿嫁入りは、葬輿嫁入りである。

草莱は、草莱である。

爽籟は、爽籟である。

早落は、早落である。

争乱は、争乱である。

奏覧は、奏覧である。

層巒は、層巒である。

総覧は、総覧である。

綜覧は、綜覧である。

総攬は、総攬である。

叢蘭は、叢蘭である。

騒乱は、騒乱である。

造卵器は、造卵器である。

蔵卵器は、蔵卵器である。

騒乱罪は、騒乱罪である。

層理は、層理である。

総理は、総理である。

贓吏は、贓吏である。

草履打は、草履打である。



草履掛けは、草履掛けである。

総理衙門は、総理衙門である。

草履食いは、草履食いである。

造陸運動は、造陸運動である。

草履下駄は、草履下駄である。

総理大臣は、総理大臣である。

相律は、相律である。

創立は、創立である。

草履掴みは、草履掴みである。

草履取は、草履取である。

草履仲間は、草履仲間である。

総理府は、総理府である。

総理府令は、総理府令である。

草履虫は、草履虫である。

層理面は、層理面である。

草履持は、草履持である。

層流は、層流である。

造立は、造立である。

僧侶は、僧侶である。

送料は、送料である。

爽涼は、爽涼である。

総量は、総量である。

惣領は、惣領である。

蒼竜は、蒼竜である。

増量は、増量である。

総量規制は、総量規制である。

総領事は、総領事である。

惣領職は、惣領職である。

惣領地頭は、惣領地頭である。

総領筋は、総領筋である。

惣領制は、惣領制である。

総領除は、総領除である。

惣領分は、惣領分である。

総領孫は、総領孫である。

総領息子は、総領息子である。

総領娘は、総領娘である。

総領嫁は、総領嫁である。

総力は、総力である。

総力戦は、総力戦である。

双林は、双林である。

双輪は、双輪である。

相輪は、相輪である。

倉廩は、倉廩である。

僧林は、僧林である。

蒼林は、蒼林である。

霜林は、霜林である。



叢林は、叢林である。

造林は、造林である。

相隣関係は、相隣関係である。

巣林子は、巣林子である。

双林寺は、双林寺である。

双輪車は、双輪車である。

相隣者は、相隣者である。

叢林僧は、叢林僧である。

相輪とうは、相輪とうである。

ソウルは、ソウルである。

双涙は、双涙である。

走塁は、走塁である。

層累は、層累である。

痩羸は、痩羸である。

藻類は、藻類である。

族類は、族類である。

走塁妨害は、走塁妨害である。

ソウル大学校は、ソウル大学校である。

総ルビは、総ルビである。

壮齢は、壮齢である。

壮麗は、壮麗である。

そう隷は、そう隷である。

草隷は、草隷である。

送礼は、送礼である。

喪礼は、喪礼である。

葬礼は、葬礼である。

葱嶺は、葱嶺である。

総礼は、総礼である。

壮烈は、壮烈である。

葬列は、葬列である。

霜烈は、霜烈である。

宋濂は、宋濂である。

葬斂は、葬斂である。

操練は、操練である。

総練習は、総練習である。

走路は、走路である。

草廬は、草廬である。

草露は、草露である。

霜露は、霜露である。

早老は、早老である。

早漏は、早漏である。

滄浪は、滄浪である。

層楼は、層楼である。

蒼浪は、蒼浪である。

蹌踉は、蹌踉である。

候角は、候角である。



滄浪亭は、滄浪亭である。

候文は、候文である。

候可候は、候可候である。

僧録は、僧録である。

惣録は、惣録である。

総録は、総録である。

蔵六は、蔵六である。

僧録司は、僧録司である。

霜露の疾は、霜露の疾である。

争論は、争論である。

相論は、相論である。

総論は、総論である。

叢論は、叢論である。

宗和は、宗和である。

送話は、送話である。

挿話は、挿話である。

総和は、総和である。

叢話は、叢話である。

贈賄は、贈賄である。

贈賄罪は、贈賄罪である。

相和歌は、相和歌である。

送話器は、送話器である。

僧脇は、僧脇である。

増枠は、増枠である。

宗和膳は、宗和膳である。

添えは、添えである。

候へは、候へである。

ゾエアは、ゾエアである。

添石は、添石である。

諷歌は、諷歌である。

添書は、添書である。

添方は、添方である。

添肩は、添肩である。

添鉄物は、添鉄物である。

添え髪は、添え髪である。

添え木は、添え木である。

副子は、副子である。

添え声は、添え声である。

添輿は、添輿である。

諷言は、諷言である。

添詞は、添詞である。

添肴は、添肴である。

添紙は、添紙である。

添え字は、添え字である。

副島は、副島である。

副島種臣は、副島種臣である。



添状は、添状である。

添田は、添田である。

添田唖蝉坊は、添田唖蝉坊である。

添高札は、添高札である。

添地は、添地である。

添え乳は、添え乳である。

楚越同舟は、楚越同舟である。

添弦は、添弦である。

添手紙は、添手紙である。

そえには、そえにである。

添え除けは、添え除けである。

添え柱は、添え柱である。

副番は、副番である。

添え弾きは、添え弾きである。

添筆は、添筆である。

添文は、添文である。

添発句は、添発句である。

添え物は、添え物である。

添紋は、添紋である。

添えるは、添えるである。

副えるは、副えるである。

疎遠は、疎遠である。

麁鉛風は、麁鉛風である。

赭は、赭である。

ソーイングは、ソーイングである。

孫王は、孫王である。

素王は、素王である。

ソーキングは、ソーキングである。

疎屋は、疎屋である。

ソークワクチンは、ソークワクチンである。

ソーサーは、ソーサーである。

ソーシャリストは、ソーシャリストである。

ソーシャリズムは、ソーシャリズムである。

ソーシャルは、ソーシャルである。

ソーシャルアクションは、ソーシャルアクションである。

ソーシャルグループワークは、ソーシャルグループワークである。

ソーシャルケースワークは、ソーシャルケースワークである。

ソーシャルコストは、ソーシャルコストである。

ソーシャルダンスは、ソーシャルダンスである。

ソーシャルダンピングは、ソーシャルダンピングである。

ソーシャルワーカーは、ソーシャルワーカーである。

ソーシャルワークは、ソーシャルワークである。

ソースは、ソースである。

案山子は、案山子である。

索子は、索子である。

ソースパンは、ソースパンである。



ソースプログラムは、ソースプログラムである。

ソーセージは、ソーセージである。

ソーダは、ソーダである。

ソーターは、ソーターである。

ソーダ硝子は、ソーダ硝子である。

ソーダクラッカーは、ソーダクラッカーである。

ソーダ工業は、ソーダ工業である。

ソーダ硝石は、ソーダ硝石である。

ソーダ水は、ソーダ水である。

ソーダ石灰は、ソーダ石灰である。

ソーダ石鹸は、ソーダ石鹸である。

ソーダ灰は、ソーダ灰である。

ソーダパルプは、ソーダパルプである。

ソーダファウンテンは、ソーダファウンテンである。

ソートは、ソートである。

ソードテールは、ソードテールである。

ソーナーは、ソーナーである。

ゾーニングは、ゾーニングである。

ソープは、ソープである。

ソープオペラは、ソープオペラである。

ソープランドは、ソープランドである。

ソープレスソープは、ソープレスソープである。

ソーマは、ソーマである。

ソーラーは、ソーラーである。

ソーラーカーは、ソーラーカーである。

ソーラーシステムは、ソーラーシステムである。

ソーラーハウスは、ソーラーハウスである。

ソーラン節は、ソーラン節である。

ゾーリンゲンは、ゾーリンゲンである。

ソールは、ソールである。

ソールズベリは、ソールズベリである。

ソールミュージックは、ソールミュージックである。

ゾーンは、ゾーンである。

ソーンダイクは、ソーンダイクである。

ゾーンディフェンスは、ゾーンディフェンスである。

ゾーンメルティングは、ゾーンメルティングである。

粗菓は、粗菓である。

楚歌は、楚歌である。

曾我は、曾我である。

疎画は、疎画である。

蘇我は、蘇我である。

租界は、租界である。

素懐は、素懐である。

疏開は、疏開である。

疎開は、疎開である。

疏解は、疏解である。



そ醢は、そ醢である。

背向は、背向である。

阻害は、阻害である。

阻碍は、阻碍である。

疎外は、疎外である。

そがいには、そがいにである。

そが色は、そが色である。

曾我会稽山は、曾我会稽山である。

そ垣は、そ垣である。

そが菊は、そが菊である。

曾我狂言は、曾我狂言である。

曾我兄弟は、曾我兄弟である。

阻隔は、阻隔である。

組閣は、組閣である。

疎隔は、疎隔である。

訴額は、訴額である。

ぞかしは、ぞかしである。

曾我蛇足は、曾我蛇足である。

曾我蕭白は、曾我蕭白である。

曾我祐成は、曾我祐成である。

曾我直庵は、曾我直庵である。

疎闊は、疎闊である。

蘇活は、蘇活である。

曾我時致は、曾我時致である。

蘇我殿の田植は、蘇我殿の田植である。

曾我の雨は、曾我の雨である。

蘇我石川麻呂は、蘇我石川麻呂である。

蘇我稲目は、蘇我稲目である。

蘇我入鹿は、蘇我入鹿である。

蘇我馬子は、蘇我馬子である。

蘇我蝦夷は、蘇我蝦夷である。

蘇我倉山田石川麻呂は、蘇我倉山田石川麻呂である。

曾我の対面は、曾我の対面である。

曾我廼家は、曾我廼家である。

曾我派は、曾我派である。

蘇我部は、蘇我部である。

曾我祭は、曾我祭である。

曾我物は、曾我物である。

曾我物語は、曾我物語である。

曾我綉侠御所染は、曾我綉侠御所染である。

素冠は、素冠である。

素願は、素願である。

訴願は、訴願である。

退は、退である。

祖忌は、祖忌である。

枌は、枌である。



素義は、素義である。

削尼は、削尼である。

枌板は、枌板である。

退方は、退方である。

削ぎ襟は、削ぎ襟である。

削ぎ落すは、削ぎ落すである。

削ぎ切りは、削ぎ切りである。

削ぎ末は、削ぎ末である。

ぞきぞきは、ぞきぞきである。

削ぎ袖は、削ぎ袖である。

そきだくは、そきだくである。

削ぎ竹は、削ぎ竹である。

殺ぎ竹は、殺ぎ竹である。

退き立つは、退き立つである。

殺ぎ接ぎは、殺ぎ接ぎである。

殺ぎ継ぎは、殺ぎ継ぎである。

削ぎ取るは、削ぎ取るである。

殺ぎ取るは、殺ぎ取るである。

枌葺きは、枌葺きである。

削ぎ芽接ぎは、削ぎ芽接ぎである。

殺屋は、殺屋である。

削屋は、削屋である。

阻却は、阻却である。

訴求は、訴求である。

溯及は、溯及である。

遡求は、遡求である。

遡及効は、遡及効である。

遡及処罰の禁止は、遡及処罰の禁止である。

疎狂は、疎狂である。

祖業は、祖業である。

礎業は、礎業である。

削ぎ渡すは、削ぎ渡すである。

仄は、仄である。

即は、即である。

束は、束である。

足は、足である。

促は、促である。

則は、則である。

息は、息である。

速は、速である。

捉は、捉である。

側は、側である。

測は、測である。

殺ぐは、殺ぐである。

削ぐは、削ぐである。

属は、属である。



粟は、粟である。

賊は、賊である。

俗悪は、俗悪である。

続明烏は、続明烏である。

側圧は、側圧である。

続飯は、続飯である。

触衣は、触衣である。

続飯板は、続飯板である。

即位式は、即位式である。

即位の礼は、即位の礼である。

続飯箆は、続飯箆である。

続飯飯は、続飯飯である。

仄韻は、仄韻である。

惻隠は、惻隠である。

そくうは、そくうである。

そぐうは、そぐうである。

俗受けは、俗受けである。

即詠は、即詠である。

続映は、続映である。

側円は、側円である。

測鉛は、測鉛である。

俗縁は、俗縁である。

族縁は、族縁である。

続演は、続演である。

即応は、即応である。

仄起は、仄起である。

促音は、促音である。

属音は、属音である。

足温器は、足温器である。

促音便は、促音便である。

側臥は、側臥である。

側芽は、側芽である。

俗画は、俗画である。

賊害は、賊害である。

族外婚は、族外婚である。

俗学は、俗学である。

俗楽は、俗楽である。

側火山は、側火山である。

俗がましいは、俗がましいである。

続柄は、続柄である。

束刈は、束刈である。

俗眼は、俗眼である。

俗議は、俗議である。

賊虐は、賊虐である。

俗形は、俗形である。

測距儀は、測距儀である。



即吟は、即吟である。

属具は、属具である。

賊軍は、賊軍である。

俗気は、俗気である。

塞源は、塞源である。

俗言は、俗言である。

俗諺は、俗諺である。

続弦は、続弦である。

俗語は、俗語である。

辱号は、辱号である。

続古事談は、続古事談である。

側鎖は、側鎖である。

測鎖は、測鎖である。

即座は、即座である。

息災は、息災である。

俗才は、俗才である。

賊寨は、賊寨である。

賊塞は、賊塞である。

続載は、続載である。

息災延命は、息災延命である。

息災日は、息災日である。

息災法は、息災法である。

測索は、測索である。

粟散国は、粟散国である。

族殺は、族殺である。

賊殺は、賊殺である。

続猿蓑は、続猿蓑である。

速算は、速算である。

測算は、測算である。

粟散は、粟散である。

粟散王は、粟散王である。

粟散辺地は、粟散辺地である。

即死は、即死である。

足趾は、足趾である。

側枝は、側枝である。

仄字は、仄字である。

即自は、即自である。

即事は、即事である。

即時は、即時である。

俗士は、俗士である。

俗詩は、俗詩である。

賊子は、賊子である。

続紙は、続紙である。

俗字は、俗字である。

俗耳は、俗耳である。

俗事は、俗事である。



即時抗告は、即時抗告である。

即時取得は、即時取得である。

即時浸酸は、即時浸酸である。

属七の和音は、属七の和音である。

側室は、側室である。

仄日は、仄日である。

即日は、即日である。

足疾鬼は、足疾鬼である。

速疾鬼は、速疾鬼である。

即日帰郷は、即日帰郷である。

即時年金は、即時年金である。

即時払いは、即時払いである。

即時犯は、即時犯である。

速写は、速写である。

速射は、速射である。

側車は、側車である。

側射は、側射である。

測斜計は、測斜計である。

速写ケースは、速写ケースである。

速射砲は、速射砲である。

束手は、束手である。

測樹は、測樹である。

俗手は、俗手である。

俗趣は、俗趣である。

賊首は、賊首である。

俗儒は、俗儒である。

束脩は、束脩である。

速修は、速修である。

速習は、速習である。

俗臭は、俗臭である。

俗習は、俗習である。

俗衆は、俗衆である。

賊衆は、賊衆である。

属従は、属従である。

続出は、続出である。

息女は、息女である。

俗書は、俗書である。

触杖は、触杖である。

俗姓は、俗姓である。

俗称は、俗称である。

俗唱は、俗唱である。

族称は、族称である。

属星は、属星である。

賊将は、賊将である。

俗情は、俗情である。

賊情は、賊情である。



属星祭は、属星祭である。

続縄文文化は、続縄文文化である。

測色計は、測色計である。

即時渡しは、即時渡しである。

即心は、即心である。

即身は、即身である。

促進は、促進である。

惻心は、惻心である。

測深は、測深である。

俗心は、俗心である。

俗信は、俗信である。

族親は、族親である。

賊心は、賊心である。

賊臣は、賊臣である。

続伸は、続伸である。

続審は、続審である。

俗人は、俗人である。

俗塵は、俗塵である。

族人は、族人である。

属人は、属人である。

促進学級は、促進学級である。

測深器は、測深器である。

測深儀は、測深儀である。

属人給は、属人給である。

属人主義は、属人主義である。

即身成仏は、即身成仏である。

即身成仏義は、即身成仏義である。

即心是仏は、即心是仏である。

即心即仏は、即心即仏である。

俗神道は、俗神道である。

即心念仏は、即心念仏である。

即身仏は、即身仏である。

属人法は、属人法である。

即身菩提は、即身菩提である。

そくずは、そくずである。

即するは、即するである。

則するは、則するである。

賊するは、賊するである。

俗世は、俗世である。

仄声は、仄声である。

即世は、即世である。

即成は、即成である。

即製は、即製である。

束生は、束生である。

促成は、促成である。

速成は、速成である。



側生は、側生である。

族制は、族制である。

属性は、属性である。

賊勢は、賊勢である。

続生は、続生である。

続成は、続成である。

族生は、族生である。

促成栽培は、促成栽培である。

続成作用は、続成作用である。

速成醤油は、速成醤油である。

側生動物は、側生動物である。

即成犯は、即成犯である。

俗世界は、俗世界である。

即席は、即席である。

足跡は、足跡である。

足蹠は、足蹠である。

側席は、側席である。

族戚は、族戚である。

族籍は、族籍である。

足蹠筋は、足蹠筋である。

俗世間は、俗世間である。

俗説は、俗説である。

側線は、側線である。

塞栓は、塞栓である。

惻然は、惻然である。

賊船は、賊船である。

促染剤は、促染剤である。

速染剤は、速染剤である。

塞栓症は、塞栓症である。

速戦即決は、速戦即決である。

即戦力は、即戦力である。

俗僧は、俗僧である。

俗箏は、俗箏である。

粟倉は、粟倉である。

賊巣は、賊巣である。

促促は、促促である。

ぞくぞくは、ぞくぞくである。

続続は、続続である。

束帯は、束帯である。

即題は、即題である。

俗体は、俗体である。

俗諦は、俗諦である。

俗諦常住は、俗諦常住である。

側堆石は、側堆石である。

束帯ふは、束帯ふである。

即諾は、即諾である。



速達は、速達である。

速達郵便は、速達郵便である。

即断は、即断である。

即談は、即談である。

息男は、息男である。

速断は、速断である。

俗談は、俗談である。

俗談平話は、俗談平話である。

即知は、即知である。

即智は、即智である。

測地は、測地である。

俗地は、俗地である。

俗知は、俗知である。

俗智は、俗智である。

属地は、属地である。

賊地は、賊地である。

測地学は、測地学である。

俗稚児は、俗稚児である。

属地主義は、属地主義である。

測地線は、測地線である。

属地法は、属地法である。

蔟着繭は、蔟着繭である。

簇柱は、簇柱である。

俗調は、俗調である。

族長は、族長である。

続貂は、続貂である。

足痛は、足痛である。

触桶は、触桶である。

ぞくっとは、ぞくっとである。

俗っぽいは、俗っぽいである。

即詰めは、即詰めである。

測定は、測定である。

ソグディアナは、ソグディアナである。

測程器は、測程器である。

測定値は、測定値である。

即点は、即点である。

側転は、側転である。

測点は、測点である。

俗伝は、俗伝である。

則天去私は、則天去私である。

則天武后は、則天武后である。

測天法は、測天法である。

速度は、速度である。

測度は、測度である。

ソグドは、ソグドである。

賊徒は、賊徒である。



属土は、属土である。

即答は、即答である。

速答は、速答である。

側頭は、側頭である。

俗套は、俗套である。

族党は、族党である。

属島は、属島である。

続投は、続投である。

続騰は、続騰である。

賊党は、賊党である。

側頭骨は、側頭骨である。

側頭葉は、側頭葉である。

速度記号は、速度記号である。

そくとくは、そくとくである。

速読は、速読である。

粟特は、粟特である。

速度計は、速度計である。

速度標語は、速度標語である。

速度変調管は、速度変調管である。

ソグド文字は、ソグド文字である。

族内婚は、族内婚である。

俗難は、俗難である。

賊難は、賊難である。

俗には、俗にである。

足熱は、足熱である。

ソグネフィヨルドは、ソグネフィヨルドである。

俗念は、俗念である。

即納は、即納である。

即売は、即売である。

俗輩は、俗輩である。

束帛は、束帛である。

促迫は、促迫である。

束縛は、束縛である。

側波帯は、側波帯である。

即発は、即発である。

束髪は、束髪である。

続発は、続発である。

俗離れは、俗離れである。

即非は、即非である。

素首は、素首である。

塞鼻は、塞鼻である。

賊匪は、賊匪である。

素首落しは、素首落しである。

測微計は、測微計である。

測微尺は、測微尺である。

俗聖は、俗聖である。



速筆は、速筆である。

側筆は、側筆である。

俗筆は、俗筆である。

測標は、測標である。

足趺は、足趺である。

足部は、足部である。

族父は、族父である。

族譜は、族譜である。

測風気球は、測風気球である。

族父権は、族父権である。

俗物は、俗物である。

即物的は、即物的である。

仄聞は、仄聞である。

側聞は、側聞である。

俗文は、俗文である。

属兵は、属兵である。

賊兵は、賊兵である。

側壁は、側壁である。

俗別当は、俗別当である。

側辺は、側辺である。

側扁は、側扁である。

側弁は、側弁である。

続編は、続編である。

続篇は、続篇である。

速歩は、速歩である。

速報は、速報である。

側方は、側方である。

賊堡は、賊堡である。

賊鋒は、賊鋒である。

続報は、続報である。

速報板は、速報板である。

測歩器は、測歩器である。

俗本は、俗本である。

続本朝文粋は、続本朝文粋である。

即妙は、即妙である。

俗名は、俗名である。

賊名は、賊名である。

俗務は、俗務である。

即滅は、即滅である。

熄滅は、熄滅である。

族滅は、族滅である。

側面は、側面である。

側面観は、側面観である。

側面攻撃は、側面攻撃である。

側面図は、側面図である。

側面積は、側面積である。



側目は、側目である。

即夜は、即夜である。

俗役は、俗役である。

俗用は、俗用である。

俗様は、俗様である。

俗謡は、俗謡である。

足浴は、足浴である。

そくらは、そくらである。

続落は、続落である。

ソクラテスは、ソクラテスである。

ソクラテスの弁明は、ソクラテスの弁明である。

俗ラテン語は、俗ラテン語である。

俗吏は、俗吏である。

属吏は、属吏である。

足力は、足力である。

足力按摩は、足力按摩である。

俗流は、俗流である。

粟粒は、粟粒である。

粟粒結核は、粟粒結核である。

俗慮は、俗慮である。

速了は、速了である。

側稜は、側稜である。

測量は、測量である。

俗了は、俗了である。

属僚は、属僚である。

属領は、属領である。

測量器械は、測量器械である。

測量士は、測量士である。

測量図は、測量図である。

測量船は、測量船である。

測量標は、測量標である。

測量法は、測量法である。

速力は、速力である。

俗累は、俗累である。

賊塁は、賊塁である。

則例は、則例である。

属隷は、属隷である。

足労は、足労である。

側廊は、側廊である。

俗陋は、俗陋である。

贖労は、贖労である。

贖労料は、贖労料である。

俗論は、俗論である。

俗話は、俗話である。

属和音は、属和音である。

そぐわしいは、そぐわしいである。



そぐわないは、そぐわないである。

削げは、削げである。

祖型は、祖型である。

素馨は、素馨である。

粗景は、粗景である。

麁景は、麁景である。

鼠径は、鼠径である。

鼠蹊は、鼠蹊である。

糟鶏は、糟鶏である。

鼠径管は、鼠径管である。

鼠径腺は、鼠径腺である。

鼠径部は、鼠径部である。

鼠径ヘルニアは、鼠径ヘルニアである。

鼠径淋巴肉芽腫症は、鼠径淋巴肉芽腫症である。

狙撃は、狙撃である。

素劇は、素劇である。

ぞけだすは、ぞけだすである。

そげたつは、そげたつである。

素月は、素月である。

ソケットは、ソケットである。

削げ者は、削げ者である。

殺げるは、殺げるである。

削げるは、削げるである。

素絹は、素絹である。

素けんは、素けんである。

訴件は、訴件である。

訴権は、訴権である。

祖元は、祖元である。

素絹の衣は、素絹の衣である。

底は、底である。

祖姑は、祖姑である。

其所は、其所である。

其処は、其処である。

祖語は、祖語である。

齟齬は、齟齬である。

底上げは、底上げである。

底意は、底意である。

底意地は、底意地である。

底至りは、底至りである。

そこいらは、そこいらである。

底入れは、底入れである。

狙公は、狙公である。

狙猴は、狙猴である。

祖考は、祖考である。

租貢は、租貢である。

素行は、素行である。



粗肴は、粗肴である。

粗鉱は、粗鉱である。

粗鋼は、粗鋼である。

鼠口は、鼠口である。

遡江は、遡江である。

溯江は、溯江である。

遡行は、遡行である。

溯行は、溯行である。

遡航は、遡航である。

溯航は、溯航である。

蘇香は、蘇香である。

蘇合は、蘇合である。

そごうは、そごうである。

底魚は、底魚である。

租鉱権は、租鉱権である。

蘇合香は、蘇合香である。

鼠咬症は、鼠咬症である。

十河額は、十河額である。

底反りは、底反りである。

其所彼所は、其所彼所である。

其処彼処は、其処彼処である。

底堅いは、底堅いである。

底固めは、底固めである。

底気味は、底気味である。

底気味悪いは、底気味悪いである。

祖国は、祖国である。

祖国戦争は、祖国戦争である。

底倉は、底倉である。

其所此所は、其所此所である。

底心は、底心である。

底刺網は、底刺網である。

底敷網は、底敷網である。

底知らずは、底知らずである。

底知れずは、底知れずである。

底知れぬは、底知れぬである。

底澄みは、底澄みである。

そこそこは、そこそこである。

其所其所は、其所其所である。

底企みは、底企みである。

底巧みは、底巧みである。

底溜めは、底溜めである。

底鱈は、底鱈である。

底地は、底地である。

底力は、底力である。

粗忽は、粗忽である。

底つ磐根は、底つ磐根である。



底つ下は、底つ下である。

底土持は、底土持である。

底筒男命は、底筒男命である。

底つ根は、底つ根である。

底つ根の国は、底つ根の国である。

底積みは、底積みである。

粗忽者は、粗忽者である。

其所では、其所でである。

其処所は、其処所である。

其所なは、其所なである。

損なうは、損なうである。

害うは、害うである。

底無しは、底無しである。

底雪崩は、底雪崩である。

其所な者は、其所な者である。

底荷は、底荷である。

損ぬは、損ぬである。

底抜けは、底抜けである。

底抜け騒ぎは、底抜け騒ぎである。

底抜け上戸は、底抜け上戸である。

底抜け屋台は、底抜け屋台である。

底値は、底値である。

損ねるは、損ねるである。

底の国は、底の国である。

其処退けは、其処退けである。

そこはかとは、そこはかとである。

底ひは、底ひである。

底翳は、底翳である。

内障は、内障である。

底冷えは、底冷えである。

底光りは、底光りである。

底引網は、底引網である。

底曳網は、底曳網である。

底ひ無しは、底ひ無しである。

其処程は、其処程である。

底本は、底本である。

底豆は、底豆である。

其処許は、其処許である。

底物は、底物である。

其処故は、其処故である。

許多は、許多である。

其処等は、其処等である。

底りは、底りである。

底滓は、底滓である。

底るは、底るである。

底割れは、底割れである。



粗細は、粗細である。

麁細は、麁細である。

粗菜は、粗菜である。

蔬菜は、蔬菜である。

素材は、素材である。

礎材は、礎材である。

粗砕機は、粗砕機である。

ソサエティーは、ソサエティーである。

ソサエティー諸島は、ソサエティー諸島である。

粗雑は、粗雑である。

疎雑は、疎雑である。

其様は、其様である。

素餐は、素餐である。

粗餐は、粗餐である。

疎散は、疎散である。

素三彩は、素三彩である。

阻止は、阻止である。

沮止は、沮止である。

祖師は、祖師である。

素志は、素志である。

粗紙は、粗紙である。

麁紙は、麁紙である。

疎食は、疎食である。

疏食は、疏食である。

素地は、素地である。

措辞は、措辞である。

楚辞は、楚辞である。

十路は、十路である。

ソシアリストは、ソシアリストである。

ソシアリズムは、ソシアリズムである。

ソシアルは、ソシアルである。

ソジウムは、ソジウムである。

祖師会は、祖師会である。

ソシエテ諸島は、ソシエテ諸島である。

ソシオグラムは、ソシオグラムである。

ソシオメトリーは、ソシオメトリーである。

組織は、組織である。

損色は、損色である。

祖師忌は、祖師忌である。

粗食は、粗食である。

組織液は、組織液である。

組織化は、組織化である。

組織学は、組織学である。

組織球は、組織球である。

組織神学は、組織神学である。

組織立つは、組織立つである。



組織的は、組織的である。

組織適合抗原は、組織適合抗原である。

組織培養は、組織培養である。

組織票は、組織票である。

組織法は、組織法である。

組織網は、組織網である。

組織労働者は、組織労働者である。

膂宍は、膂宍である。

膂宍の空国は、膂宍の空国である。

祖師西来は、祖師西来である。

祖師禅は、祖師禅である。

麁枝大葉は、麁枝大葉である。

素質は、素質である。

蘇悉地経は、蘇悉地経である。

祖師堂は、祖師堂である。

粗品は、粗品である。

蘇志摩利は、蘇志摩利である。

曾尸茂梨は、曾尸茂梨である。

素車は、素車である。

咀嚼は、咀嚼である。

租借は、租借である。

咀嚼器は、咀嚼器である。

咀嚼筋は、咀嚼筋である。

租借地は、租借地である。

粗酒は、粗酒である。

組綬は、組綬である。

詛呪は、詛呪である。

焼酒は、焼酒である。

素秋は、素秋である。

楚囚は、楚囚である。

蘇州は、蘇州である。

ソシュールは、ソシュールである。

祖述は、祖述である。

蘇洵は、蘇洵である。

訴訟は、訴訟である。

俎上は、俎上である。

疏状は、疏状である。

訴状は、訴状である。

遡上は、遡上である。

溯上は、溯上である。

そじょうは、そじょうである。

訴訟委任は、訴訟委任である。

訴訟記録は、訴訟記録である。

訴訟係属は、訴訟係属である。

訴訟繋属は、訴訟繋属である。

訴訟行為は、訴訟行為である。



訴訟告知は、訴訟告知である。

訴訟参加は、訴訟参加である。

訴訟指揮は、訴訟指揮である。

訴訟条件は、訴訟条件である。

訴訟代理人は、訴訟代理人である。

訴訟手続は、訴訟手続である。

訴訟当事者は、訴訟当事者である。

訴訟能力は、訴訟能力である。

訴状箱は、訴状箱である。

訴訟判決は、訴訟判決である。

訴訟費用は、訴訟費用である。

訴訟物は、訴訟物である。

訴訟法は、訴訟法である。

訴訟要件は、訴訟要件である。

素食は、素食である。

蘇軾は、蘇軾である。

そ知らぬは、そ知らぬである。

謗られは、謗られである。

謗らはしは、謗らはしである。

謗りは、謗りである。

譏りは、譏りである。

誹りは、誹りである。

謗り種は、謗り種である。

謗り言は、謗り言である。

謗り所は、謗り所である。

そしりはしりは、そしりはしりである。

粗飼料は、粗飼料である。

謗るは、謗るである。

譏るは、譏るである。

誹るは、誹るである。

十代田は、十代田である。

祖神は、祖神である。

素心は、素心である。

蘇秦は、蘇秦である。

そすは、そすである。

損ずは、損ずである。

疏水は、疏水である。

疎水は、疎水である。

疎水基は、疎水基である。

疎水コロイドは、疎水コロイドである。

素数は、素数である。

ソステヌートは、ソステヌートである。

粗製は、粗製である。

組成は、組成である。

塑性は、塑性である。

蘇生は、蘇生である。



甦生は、甦生である。

租税は、租税である。

組成式は、組成式である。

租税特別措置は、租税特別措置である。

粗製品は、粗製品である。

租税負担率は、租税負担率である。

租税法は、租税法である。

粗製濫造は、粗製濫造である。

粗製乱造は、粗製乱造である。

疎斥は、疎斥である。

疎石は、疎石である。

礎石は、礎石である。

組積造は、組積造である。

素雪は、素雪である。

鼠窃は、鼠窃である。

狙仙は、狙仙である。

祖先は、祖先である。

粗膳は、粗膳である。

疎髯は、疎髯である。

祖先崇拝は、祖先崇拝である。

そそは、そそである。

楚楚は、楚楚である。

其其は、其其である。

そぞは、そぞである。

沮喪は、沮喪である。

阻喪は、阻喪である。

祖宗は、祖宗である。

粗相は、粗相である。

粗造は、粗造である。

粗ぞうは、粗ぞうである。

塑造は、塑造である。

塑像は、塑像である。

粗相火は、粗相火である。

そそかしは、そそかしである。

ぞぞ髪は、ぞぞ髪である。

ぞぞ髪立つは、ぞぞ髪立つである。

噪きは、噪きである。

注ぎは、注ぎである。

注ぎ込むは、注ぎ込むである。

噪き立つは、噪き立つである。

噪き止むは、噪き止むである。

噪くは、噪くである。

注ぐは、注ぐである。

灌ぐは、灌ぐである。

雪ぐは、雪ぐである。

粗俗は、粗俗である。



疎族は、疎族である。

鼠賊は、鼠賊である。

そそくさは、そそくさである。

そそくさ坊主は、そそくさ坊主である。

そそくりは、そそくりである。

そそくるは、そそくるである。

そそくれるは、そそくれるである。

そそけは、そそけである。

そそけ髪は、そそけ髪である。

そそけ立つは、そそけ立つである。

そそけるは、そそけるである。

そそっかしいは、そそっかしいである。

そそとは、そそとである。

唆すは、唆すである。

唆はかすは、唆はかすである。

嗾すは、嗾すである。

遽走るは、遽走るである。

そそめくは、そそめくである。

そそやくは、そそやくである。

そそりは、そそりである。

そそりあぐは、そそりあぐである。

そそりいだすは、そそりいだすである。

そそり歌は、そそり歌である。

そそり狂言は、そそり狂言である。

そそり立つは、そそり立つである。

そそり立てるは、そそり立てるである。

そそり手合は、そそり手合である。

そそり人は、そそり人である。

そそり節は、そそり節である。

そそり者は、そそり者である。

そそるは、そそるである。

そそろは、そそろである。

漫ろ雨は、漫ろ雨である。

漫ろ歌は、漫ろ歌である。

そぞろかは、そぞろかである。

漫ろ神は、漫ろ神である。

漫ろ寒は、漫ろ寒である。

漫ろ寒しは、漫ろ寒しである。

漫ろ立ちは、漫ろ立ちである。

漫ろ引くは、漫ろ引くである。

漫ろ震いは、漫ろ震いである。

漫ろ目は、漫ろ目である。

祖孫は、祖孫である。

粗朶は、粗朶である。

措大は、措大である。

醋大は、醋大である。



粗大は、粗大である。

粗大塵芥は、粗大塵芥である。

そだたくは、そだたくである。

其達は、其達である。

育ちは、育ちである。

育ち柄は、育ち柄である。

育ち盛りは、育ち盛りである。

疎達は、疎達である。

育つは、育つである。

育ては、育てである。

育て上げるは、育て上げるである。

育ての親は、育ての親である。

育てるは、育てるである。

粗朶巻は、粗朶巻である。

具足るは、具足るである。

曾丹集は、曾丹集である。

措置は、措置である。

ソチは、ソチである。

其方は、其方である。

其方此方は、其方此方である。

其方衆は、其方衆である。

其方達は、其方達である。

其方人等は、其方人等である。

措置入院は、措置入院である。

其方退けは、其方退けである。

帥の皇子は、帥の皇子である。

帥の宮は、帥の宮である。

粗茶は、粗茶である。

疏注は、疏注である。

疏註は、疏註である。

祖沖之は、祖沖之である。

租帳は、租帳である。

蘇張は、蘇張である。

蘇張の弁は、蘇張の弁である。

疏陳は、疏陳である。

訴陳は、訴陳である。

訴陳状は、訴陳状である。

そつは、そつである。

率は、率である。

訴追は、訴追である。

疎通は、疎通である。

疏通は、疏通である。

楚痛は、楚痛である。

卒園は、卒園である。

即下は、即下である。

足下は、足下である。



俗化は、俗化である。

俗家は、俗家である。

俗戒は、俗戒である。

俗界は、俗界である。

俗解は、俗解である。

俗懐は、俗懐である。

続開は、続開である。

賊魁は、賊魁である。

俗客は、俗客である。

属格は、属格である。

測角器は、測角器である。

足下点は、足下点である。

測桿は、測桿である。

俗間は、俗間である。

俗漢は、俗漢である。

属官は、属官である。

続刊は、続刊である。

賊姦は、賊姦である。

速乾性は、速乾性である。

速記は、速記である。

ぞっきは、ぞっきである。

速記記号は、速記記号である。

速記者は、速記者である。

速記術は、速記術である。

速記本は、速記本である。

ぞっき本は、ぞっき本である。

ぞっき屋は、ぞっき屋である。

即急は、即急である。

速急は、速急である。

速球は、速球である。

卒遽は、卒遽である。

賊渠は、賊渠である。

即狂は、即狂である。

即興は、即興である。

触境は、触境である。

卒業は、卒業である。

俗境は、俗境である。

即興演奏は、即興演奏である。

即興曲は、即興曲である。

即興劇は、即興劇である。

即興詩は、即興詩である。

即興詩人は、即興詩人である。

卒業証書は、卒業証書である。

卒業制作は、卒業制作である。

即興的は、即興的である。

卒業論文は、卒業論文である。



俗曲は、俗曲である。

速記録は、速記録である。

即金は、即金である。

側近は、側近である。

俗句は、俗句である。

ソックスは、ソックスである。

素っ首は、素っ首である。

そっくりは、そっくりである。

反っくり返るは、反っくり返るである。

即決は、即決である。

即決裁判は、即決裁判である。

則闕の官は、則闕の官である。

素っ気無いは、素っ気無いである。

卒伍は、卒伍である。

即功は、即功である。

即行は、即行である。

即効は、即効である。

速攻は、速攻である。

速効は、速効である。

側溝は、側溝である。

測光は、測光である。

測候は、測候である。

俗交は、俗交である。

俗講は、俗講である。

属こうは、属こうである。

続行は、続行である。

続航は、続航である。

続稿は、続稿である。

測候所は、測候所である。

速効性肥料は、速効性肥料である。

即効薬は、即効薬である。

即刻は、即刻である。

属国は、属国である。

足骨は、足骨である。

俗骨は、俗骨である。

即今は、即今である。

側根は、側根である。

ぞっこんは、ぞっこんである。

卒爾は、卒爾である。

率爾は、率爾である。

卒寿は、卒寿である。

率すは、率すである。

率先は、率先である。

帥先は、帥先である。

卒然は、卒然である。

率然は、率然である。



率先躬行は、率先躬行である。

率先垂範は、率先垂範である。

卒族は、卒族である。

そっ啄は、そっ啄である。

卒中は、卒中である。

率直は、率直である。

率土は、率土である。

そっとは、そっとである。

卒度は、卒度である。

ぞっとは、ぞっとである。

卒倒は、卒倒である。

卒読は、卒読である。

率土の浜は、率土の浜である。

そっともは、そっともである。

反っ歯は、反っ歯である。

そっ外れは、そっ外れである。

ソップは、ソップである。

ソップ形は、ソップ形である。

外方は、外方である。

外方滅法は、外方滅法である。

そっ頬は、そっ頬である。

率由は、率由である。

卒論は、卒論である。

そでは、そでである。

袖合月は、袖合月である。

袖網は、袖網である。

措定は、措定である。

ソディは、ソディである。

袖烏賊は、袖烏賊である。

袖石は、袖石である。

祖庭事苑は、祖庭事苑である。

袖移しは、袖移しである。

袖裏は、袖裏である。

ソテーは、ソテーである。

袖扇は、袖扇である。

袖ヶ浦は、袖ヶ浦である。

袖鑑は、袖鑑である。

袖垣は、袖垣である。

袖書は、袖書である。

袖笠は、袖笠である。

袖笠雨は、袖笠雨である。

袖合羽は、袖合羽である。

袖カバーは、袖カバーである。

袖被りは、袖被りである。

袖壁は、袖壁である。

袖搦みは、袖搦みである。



袖瓦は、袖瓦である。

祖逖は、祖逖である。

袖几帳は、袖几帳である。

袖含みは、袖含みである。

袖括りは、袖括りである。

袖口は、袖口である。

袖較べは、袖較べである。

袖較めは、袖較めである。

袖刳りは、袖刳りである。

袖包みは、袖包みである。

袖黒鶴は、袖黒鶴である。

袖乞いは、袖乞いである。

袖乞ふは、袖乞ふである。

袖格子は、袖格子である。

袖香炉は、袖香炉である。

袖時雨は、袖時雨である。

袖下は、袖下である。

袖師浦は、袖師浦である。

袖章は、袖章である。

袖標は、袖標である。

袖印は、袖印である。

袖頭巾は、袖頭巾である。

袖摺松は、袖摺松である。

袖丈は、袖丈である。

袖凧は、袖凧である。

袖畳みは、袖畳みである。

蘇鉄は、蘇鉄である。

蘇轍は、蘇轍である。

袖築地は、袖築地である。

袖付きは、袖付きである。

袖つぐは、袖つぐである。

袖付けは、袖付けである。

袖付け衣は、袖付け衣である。

袖付の緒は、袖付の緒である。

袖褄は、袖褄である。

袖詰は、袖詰である。

袖戸は、袖戸である。

袖時計は、袖時計である。

袖時辰儀は、袖時辰儀である。

袖止は、袖止である。

袖留は、袖留である。

然で無いは、然で無いである。

袖無しは、袖無しである。

袖無し羽織は、袖無し羽織である。

袖波草は、袖波草である。

袖形は、袖形である。



袖の朝明けは、袖の朝明けである。

袖の雨は、袖の雨である。

袖の海は、袖の海である。

袖の梅は、袖の梅である。

袖の浦は、袖の浦である。

袖の緒は、袖の緒である。

袖の香は、袖の香である。

袖の紙は、袖の紙である。

袖の子は、袖の子である。

袖の氷は、袖の氷である。

袖の柵は、袖の柵である。

袖の雫は、袖の雫である。

袖の下は、袖の下である。

袖の滝つ瀬は、袖の滝つ瀬である。

袖の露は、袖の露である。

袖の垂氷は、袖の垂氷である。

袖の留木は、袖の留木である。

袖の波は、袖の波である。

袖の羽風は、袖の羽風である。

袖の淵は、袖の淵である。

袖の湊は、袖の湊である。

袖の別れは、袖の別れである。

袖の渡りは、袖の渡りである。

袖萩祭文は、袖萩祭文である。

袖柱は、袖柱である。

袖幅は、袖幅である。

袖判は、袖判である。

袖引煙草は、袖引煙草である。

袖飛車は、袖飛車である。

袖屏風は、袖屏風である。

袖ぶきは、袖ぶきである。

袖覆輪は、袖覆輪である。

袖振草は、袖振草である。

袖振山は、袖振山である。

袖塀は、袖塀である。

袖奉加は、袖奉加である。

袖細は、袖細である。

袖幕は、袖幕である。

袖枕は、袖枕である。

袖捲りは、袖捲りである。

袖土産は、袖土産である。

袖もぎ様は、袖もぎ様である。

袖山は、袖山である。

ソテロは、ソテロである。

素点は、素点である。

そでんは、そでんである。



外は、外である。

そとは、そとである。

外揚げは、外揚げである。

外歩きは、外歩きである。

外入れは、外入れである。

俎豆は、俎豆である。

租稲は、租稲である。

粗糖は、粗糖である。

鼠盗は、鼠盗である。

祖堂は、祖堂である。

祖道は、祖道である。

素堂は、素堂である。

粗銅は、粗銅である。

祖堂集は、祖堂集である。

卒塔婆は、卒塔婆である。

蘇東坡は、蘇東坡である。

外海は、外海である。

外家持は、外家持である。

外表は、外表である。

衣通姫は、衣通姫である。

外掛りは、外掛りである。

外掛けは、外掛けである。

外囲いは、外囲いである。

外ヶ浜は、外ヶ浜である。

率土浜は、率土浜である。

外壁は、外壁である。

外釜は、外釜である。

外構えは、外構えである。

外側は、外側である。

外側地震帯は、外側地震帯である。

外嫌いは、外嫌いである。

素読は、素読である。

外踝は、外踝である。

外車は、外車である。

外郭は、外郭である。

外格子は、外格子である。

外桜田門は、外桜田門である。

外侍は、外侍である。

外様は、外様である。

外城は、外城である。

外雀は、外雀である。

外税は、外税である。

外せんは、外せんである。

外袖は、外袖である。

外反りは、外反りである。

外使は、外使である。



外付けは、外付けである。

外面は、外面である。

外出は、外出である。

外樋は、外樋である。

外流しは、外流しである。

外錦は、外錦である。

外法は、外法である。

卒都婆は、卒都婆である。

率塔婆は、率塔婆である。

卒都婆小町は、卒都婆小町である。

外八文字は、外八文字である。

外張りは、外張りである。

外懐は、外懐である。

外文は、外文である。

外風呂は、外風呂である。

外塀は、外塀である。

外耗は、外耗である。

外房は、外房である。

外房線は、外房線である。

外堀は、外堀である。

外壕は、外壕である。

外濠は、外濠である。

外孫は、外孫である。

外股は、外股である。

外回りは、外回りである。

外見は、外見である。

ソドミーは、ソドミーである。

ソドムは、ソドムである。

外向きは、外向きである。

外無双は、外無双である。

外目は、外目である。

背面は、背面である。

外蒙古は、外蒙古である。

外面田は、外面田である。

外湯は、外湯である。

外露地は、外露地である。

外輪は、外輪である。

外鰐は、外鰐である。

外枠は、外枠である。

外割は、外割である。

外割引は、外割引である。

外割耗は、外割耗である。

そなは、そなである。

ソナーは、ソナーである。

そないは、そないである。

供ふは、供ふである。



備ふは、備ふである。

具ふは、具ふである。

供えは、供えである。

備えは、備えである。

備立ては、備立てである。

備付けは、備付けである。

備え付けるは、備え付けるである。

供え餅は、供え餅である。

供え物は、供え物である。

供えるは、供えるである。

備えるは、備えるである。

具えるは、具えるである。

其乍らは、其乍らである。

ソナグラフは、ソナグラフである。

ソナタは、ソナタである。

ソナタ形式は、ソナタ形式である。

其方様は、其方様である。

ソナチネは、ソナチネである。

磯馴るは、磯馴るである。

磯馴は、磯馴である。

磯馴木は、磯馴木である。

磯馴松は、磯馴松である。

備わるは、備わるである。

具わるは、具わるである。

ソニックブームは、ソニックブームである。

そにどりは、そにどりである。

そにどりのは、そにどりのである。

訴人は、訴人である。

そねは、そねである。

埆は、埆である。

其根は、其根である。

曾禰は、曾禰である。

曾根崎は、曾根崎である。

曾根崎心中は、曾根崎心中である。

曾根崎天神は、曾根崎天神である。

ソネットは、ソネットである。

曾禰好忠は、曾禰好忠である。

嫉ましは、嫉ましである。

妬ましは、妬ましである。

嫉みは、嫉みである。

妬みは、妬みである。

嫉むは、嫉むである。

妬むは、妬むである。

猜むは、猜むである。

園は、園である。

苑は、苑である。



其のは、其のである。

園市は、園市である。

其のいなは、其のいなである。

其色月は、其色月である。

園生は、園生である。

そ嚢は、そ嚢である。

其の上は、其の上である。

其の内は、其の内である。

其面影は、其面影である。

其の折は、其の折である。

其の方様は、其の方様である。

園韓神は、園韓神である。

其の代りは、其の代りである。

其の間は、其の間である。

其の儀は、其の儀である。

其の刻は、其の刻である。

其の癖は、其の癖である。

襲国は、襲国である。

其の後は、其の後である。

そのごっさんは、そのごっさんである。

其駒は、其駒である。

其の頃は、其の頃である。

ソノシートは、ソノシートである。

其の実は、其の実である。

其の時分は、其の時分である。

其の定は、其の定である。

其の筋は、其の筋である。

其の節は、其の節である。

其の他は、其の他である。

其の他資本収支は、其の他資本収支である。

其の段は、其の段である。

其の連れは、其の連れである。

其の手は、其の手である。

其の伝は、其の伝である。

其の当座は、其の当座である。

園神は、園神である。

其の場は、其の場である。

其の場限りは、其の場限りである。

其の場限は、其の場限である。

其の場凌ぎは、其の場凌ぎである。

其の筈は、其の筈である。

薗八は、薗八である。

薗八節は、薗八節である。

其の場逃れは、其の場逃れである。

其の日は、其の日である。

其の日稼ぎは、其の日稼ぎである。



其の日暮しは、其の日暮しである。

其の日過ぎは、其の日過ぎである。

其の人は、其の人である。

ソノブイは、ソノブイである。

其の分は、其の分である。

其の辺は、其の辺である。

其の方は、其の方である。

其の程は、其の程である。

其の又従兄弟は、其の又従兄弟である。

其の儘は、其の儘である。

其の身其の儘は、其の身其の儘である。

其の道は、其の道である。

其の昔は、其の昔である。

其の向きは、其の向きである。

園女は、園女である。

其の許は、其の許である。

其の物は、其の物である。

其雪影は、其雪影である。

粗葉は、粗葉である。

稜は、稜である。

蕎麦は、蕎麦である。

ソバージュヘアは、ソバージュヘアである。

側辺りは、側辺りである。

鼠輩は、鼠輩である。

傍居は、傍居である。

戯ふは、戯ふである。

胡瓜は、胡瓜である。

戯は、戯である。

戯へかすは、戯へかすである。

戯えるは、戯えるである。

傍折敷は、傍折敷である。

側顔は、側顔である。

蕎麦掻きは、蕎麦掻きである。

蕎麦滓は、蕎麦滓である。

蕎麦殻は、蕎麦殻である。

側木は、側木である。

蕎麦切りは、蕎麦切りである。

疎薄は、疎薄である。

疏薄は、疏薄である。

側黒の弓は、側黒の弓である。

蕎麦粉は、蕎麦粉である。

側高家は、側高家である。

岨路は、岨路である。

側衆は、側衆である。

側白木の弓は、側白木の弓である。

側膳は、側膳である。



端端は、端端である。

稜稜しは、稜稜しである。

側太刀は、側太刀である。

峙つは、峙つである。

聳つは、聳つである。

そばだてるは、そばだてるである。

蕎麦猪口は、蕎麦猪口である。

疎髪は、疎髪である。

疎伐は、疎伐である。

側杖は、側杖である。

傍杖は、傍杖である。

側仕えは、側仕えである。

側つきは、側つきである。

傍続は、傍続である。

側次は、側次である。

岨伝いは、岨伝いである。

側勤めは、側勤めである。

蕎麦汁は、蕎麦汁である。

岨面は、岨面である。

蕎麦処は、蕎麦処である。

蕎麦菜は、蕎麦菜である。

側女房は、側女房である。

蕎麦練りは、蕎麦練りである。

柧のきは、柧のきである。

蕎麦の木は、蕎麦の木である。

傍乗りは、傍乗りである。

側腹は、側腹である。

側ひらは、側ひらである。

側ひら見ずは、側ひら見ずである。

蕎麦ボーロは、蕎麦ボーロである。

蕎麦饅頭は、蕎麦饅頭である。

岨道は、岨道である。

側道は、側道である。

側むは、側むである。

側向くは、側向くである。

側女は、側女である。

側妻は、側妻である。

側めるは、側めるである。

蕎麦屋は、蕎麦屋である。

蕎麦焼は、蕎麦焼である。

側役は、側役である。

蕎麦湯は、蕎麦湯である。

戯ゆは、戯ゆである。

側用人は、側用人である。

側寄すは、側寄すである。

粗飯は、粗飯である。



礎盤は、礎盤である。

素反応は、素反応である。

祖妣は、祖妣である。

そびは、そびである。

鼠尾は、鼠尾である。

ソビエトは、ソビエトである。

ソビエト共産党は、ソビエト共産党である。

ソビエト社会主義共和国は、ソビエト社会主義共和国である。

ソビエト連邦は、ソビエト連邦である。

ソビエトロシアは、ソビエトロシアである。

聳えるは、聳えるである。

聳物は、聳物である。

そびくは、そびくである。

聳くは、聳くである。

粗筆は、粗筆である。

楚筆は、楚筆である。

聳やかは、聳やかである。

聳やかすは、聳やかすである。

聳やぐは、聳やぐである。

聳ゆは、聳ゆである。

粗氷は、粗氷である。

祖廟は、祖廟である。

粗描は、粗描である。

そびらかすは、そびらかすである。

そびれるは、そびれるである。

麁品は、麁品である。

粗布は、粗布である。

蘇武は、蘇武である。

ぞぶは、ぞぶである。

ソファーは、ソファーである。

ソファーベッドは、ソファーベッドである。

ソフィアは、ソフィアである。

ソフィスティケーションは、ソフィスティケーションである。

ソフィスティケートは、ソフィスティケートである。

ソフィストは、ソフィストである。

ソフォクレスは、ソフォクレスである。

歴草は、歴草である。

素服は、素服である。

粗服は、粗服である。

鼠伏は、鼠伏である。

麁物は、麁物である。

ソフトは、ソフトである。

ソフトウェアは、ソフトウェアである。

ソフト化は、ソフト化である。

ソフトカードミルクは、ソフトカードミルクである。

ソフトカラーは、ソフトカラーである。



ソフトクリームは、ソフトクリームである。

ソフトコーラルは、ソフトコーラルである。

ソフトタッチは、ソフトタッチである。

ソフトドリンクは、ソフトドリンクである。

ソフトフォーカスは、ソフトフォーカスである。

ソフト帽は、ソフト帽である。

ソフトボールは、ソフトボールである。

祖父母は、祖父母である。

ソフホーズは、ソフホーズである。

ソプラノは、ソプラノである。

素文は、素文である。

麁文は、麁文である。

ぞべ糸は、ぞべ糸である。

ぞべぞべは、ぞべぞべである。

ぞべらぞべらは、ぞべらぞべらである。

そべるは、そべるである。

祖母は、祖母である。

祖法は、祖法である。

素封は、素封である。

粗放は、粗放である。

疎放は、疎放である。

素望は、素望である。

粗暴は、粗暴である。

素封家は、素封家である。

粗放農業は、粗放農業である。

ソホーズは、ソホーズである。

阻卜は、阻卜である。

素木は、素木である。

素朴は、素朴である。

素樸は、素樸である。

粗樸は、粗樸である。

素朴実在論は、素朴実在論である。

祖母山は、祖母山である。

そぼそぼは、そぼそぼである。

そぼたるは、そぼたるである。

濡つは、濡つである。

そぼ濡れるは、そぼ濡れるである。

赭船は、赭船である。

そぼ降るは、そぼ降るである。

そぼろは、そぼろである。

そぼろ髪は、そぼろ髪である。

祖本は、祖本である。

麁本は、麁本である。

粗笨は、粗笨である。

そまは、そまである。

杣は、杣である。



租米は、租米である。

杣板は、杣板である。

杣入りは、杣入りである。

杣入れは、杣入れである。

杣人は、杣人である。

杣折敷は、杣折敷である。

杣角は、杣角である。

杣方は、杣方である。

杣形は、杣形である。

杣川は、杣川である。

杣木は、杣木である。

蘇莫者は、蘇莫者である。

杣下しは、杣下しである。

杣匠は、杣匠である。

杣出しは、杣出しである。

杣立つは、杣立つである。

粗末は、粗末である。

麁末は、麁末である。

杣造りは、杣造りである。

ソマトスタチンは、ソマトスタチンである。

杣取は、杣取である。

蘇摩那華は、蘇摩那華である。

杣判は、杣判である。

杣夫は、杣夫である。

杣山は、杣山である。

ソマリアは、ソマリアである。

ソマリランドは、ソマリランドである。

染まるは、染まるである。

疎慢は、疎慢である。

粗慢は、粗慢である。

蘇曼殊は、蘇曼殊である。

そみは、そみである。

曾美加久堂は、曾美加久堂である。

蘇民書札は、蘇民書札である。

粗密は、粗密である。

疎密は、疎密である。

酥蜜は、酥蜜である。

疎密波は、疎密波である。

蘇民将来は、蘇民将来である。

初むは、初むである。

背きは、背きである。

背き状は、背き状である。

背き様は、背き様である。

背き背きには、背き背きにである。

背くは、背くである。

叛くは、叛くである。



背けるは、背けるである。

そむないは、そむないである。

ソムリエは、ソムリエである。

そめは、そめである。

染めは、染めである。

初めは、初めである。

染め上りは、染め上りである。

染上げは、染上げである。

染上げ紋は、染上げ紋である。

染め上げるは、染め上げるである。

染綾は、染綾である。

疎明は、疎明である。

疏明は、疏明である。

染飯は、染飯である。

染め出づは、染め出づである。

染め出すは、染め出すである。

染糸は、染糸である。

染井吉野は、染井吉野である。

染入れは、染入れである。

蘇迷盧は、蘇迷盧である。

染色月は、染色月である。

染め変えは、染め変えである。

染め返しは、染め返しである。

染め返すは、染め返すである。

染め変えるは、染め変えるである。

染飛白は、染飛白である。

染絣は、染絣である。

染型は、染型である。

染型紙は、染型紙である。

染紙は、染紙である。

染柄は、染柄である。

染革は、染革である。

染革縅は、染革縅である。

染木は、染木である。

騒きは、騒きである。

騒き唄は、騒き唄である。

騒き学問は、騒き学問である。

騒き衆は、騒き衆である。

騒き姿は、騒き姿である。

染絹は、染絹である。

騒き節は、騒き節である。

騒き戻りは、騒き戻りである。

騒くは、騒くである。

染草は、染草である。

染種は、染種である。

染め狂はすは、染め狂はすである。



染戸は、染戸である。

染粉は、染粉である。

染小袖は、染小袖である。

染め込むは、染め込むである。

染師は、染師である。

染地は、染地である。

染装束は、染装束である。

染汁は、染汁である。

染め染めとは、染め染めとである。

染手綱は、染手綱である。

染付きは、染付きである。

染付けは、染付けである。

染付足袋は、染付足袋である。

染め付けるは、染め付けるである。

染め潰すは、染め潰すである。

染手拭は、染手拭である。

染寺は、染寺である。

染殿は、染殿である。

染殿の井は、染殿の井である。

染殿の大臣は、染殿の大臣である。

染殿の后は、染殿の后である。

染め直しは、染め直しである。

染め直すは、染め直すである。

染抜きは、染抜きである。

染抜き紋は、染抜き紋である。

染め抜くは、染め抜くである。

染年貢は、染年貢である。

染糊は、染糊である。

染羽は、染羽である。

染葉は、染葉である。

染場は、染場である。

染歯は、染歯である。

染機は、染機である。

染姫は、染姫である。

染風呂は、染風呂である。

染め斑は、染め斑である。

染物は、染物である。

染物師は、染物師である。

染模様は、染模様である。

染模様妹背門松は、染模様妹背門松である。

染紋は、染紋である。

染屋は、染屋である。

染浴衣は、染浴衣である。

染め様は、染め様である。

初めるは、初めるである。

染めるは、染めるである。



染分けは、染分けである。

染分け紙は、染分け紙である。

染分け手綱は、染分け手綱である。

染分け足袋は、染分け足袋である。

染め分けるは、染め分けるである。

梳綿は、梳綿である。

粗面は、粗面である。

粗面岩は、粗面岩である。

そもは、そもである。

抑は、抑である。

ぞもは、ぞもである。

梳毛織物は、梳毛織物である。

梳毛糸は、梳毛糸である。

梳毛紡績は、梳毛紡績である。

そもさんは、そもさんである。

其文字は、其文字である。

そもそもは、そもそもである。

原因は、原因である。

そもやは、そもやである。

そもやそもは、そもやそもである。

征矢は、征矢である。

征箭は、征箭である。

粗野は、粗野である。

ぞやは、ぞやである。

そやし豆は、そやし豆である。

征矢尻は、征矢尻である。

そやすは、そやすである。

蘇油は、蘇油である。

酥油は、酥油である。

そよは、そよである。

ぞよは、ぞよである。

素養は、素養である。

楚腰は、楚腰である。

租庸調は、租庸調である。

微風は、微風である。

戦ぎは、戦ぎである。

戦ぐは、戦ぐである。

冬青は、冬青である。

そよそよは、そよそよである。

ぞよぞよは、ぞよぞよである。

そよ吹くは、そよ吹くである。

そよみは、そよみである。

そよめきは、そよめきである。

そよめくは、そよめくである。

そよやは、そよやである。

そよりは、そよりである。



そよろは、そよろである。

空は、空である。

曾良は、曾良である。

そらは、そらである。

ゾラは、ゾラである。

空合いは、空合いである。

空合せは、空合せである。

徂徠は、徂徠である。

徂徠学派は、徂徠学派である。

空行きは、空行きである。

空急ぎは、空急ぎである。

空労りは、空労りである。

空一味は、空一味である。

空居眠りは、空居眠りである。

空鼾は、空鼾である。

空色は、空色である。

空嘯は、空嘯である。

空嘯くは、空嘯くである。

空疑いは、空疑いである。

空俯くは、空俯くである。

空腕は、空腕である。

空腕立ては、空腕立てである。

空酔いは、空酔いである。

空拝みは、空拝みである。

空惜しみは、空惜しみである。

空恐ろしいは、空恐ろしいである。

空躍りは、空躍りである。

空覚えは、空覚えである。

空おぼめきは、空おぼめきである。

空おぼれは、空おぼれである。

空鉤は、空鉤である。

空隠れは、空隠れである。

空風は、空風である。

天数ふは、天数ふである。

空悲しは、空悲しである。

空絡繰るは、空絡繰るである。

空聞かずは、空聞かずである。

空聞きは、空聞きである。

空起請は、空起請である。

徂落は、徂落である。

空曇りは、空曇りである。

空軽薄は、空軽薄である。

空喧嘩は、空喧嘩である。

空心は、空心である。

空答えは、空答えである。

空言は、空言である。



虚言は、虚言である。

空事は、空事である。

虚事は、虚事である。

空言人は、空言人である。

空方は、空方である。

空鞘は、空鞘である。

空戯れは、空戯れである。

空騒ぎは、空騒ぎである。

藁本は、藁本である。

空路は、空路である。

空死には、空死にである。

反らし畑は、反らし畑である。

空癪は、空癪である。

空尺は、空尺である。

空錠は、空錠である。

空上戸は、空上戸である。

空消息は、空消息である。

空証文は、空証文である。

空知らずは、空知らずである。

反らすは、反らすである。

逸らすは、逸らすである。

空頭巾は、空頭巾である。

空雀鯛は、空雀鯛である。

空制止は、空制止である。

逸板は、逸板である。

空誓文は、空誓文である。

空世辞は、空世辞である。

空空しいは、空空しいである。

空薫は、空薫である。

空薫物は、空薫物である。

空尋ねは、空尋ねである。

空立ちは、空立ちである。

空頼みは、空頼みである。

空頼めは、空頼めである。

空騙は、空騙である。

空知は、空知である。

空つ彦は、空つ彦である。

空礫は、空礫である。

空聾は、空聾である。

空手は、空手である。

虚手は、虚手である。

空解けは、空解けである。

空飛ぶ円盤は、空飛ぶ円盤である。

空惚けは、空惚けである。

空惚けるは、空惚けるである。

空捕るは、空捕るである。



空名は、空名である。

空泣きは、空泣きである。

空鳴きは、空鳴きである。

空嘆きは、空嘆きである。

空情けは、空情けである。

空名告りは、空名告りである。

空涙は、空涙である。

空悩みは、空悩みである。

空似は、空似である。

そらにみつは、そらにみつである。

ソラニンは、ソラニンである。

空音は、空音である。

空値は、空値である。

空根は、空根である。

空寝は、空寝である。

空寝入りは、空寝入りである。

空眠りは、空眠りである。

空念誦は、空念誦である。

空念仏は、空念仏である。

空の色は、空の色である。

空の海は、空の海である。

空の鏡は、空の鏡である。

空の煙は、空の煙である。

空拭いは、空拭いである。

空の時雨は、空の時雨である。

空の雫は、空の雫である。

空呑込みは、空呑込みである。

空の乱れは、空の乱れである。

空馬鹿は、空馬鹿である。

空箸は、空箸である。

空恥かしは、空恥かしである。

空腹は、空腹である。

空針は、空針である。

空引は、空引である。

空引機は、空引機である。

空聖は、空聖である。

空拍子は、空拍子である。

空嘯きは、空嘯きである。

空臥しは、空臥しである。

空返事は、空返事である。

空火照りは、空火照りである。

そらほどは、そらほどである。

空誉めは、空誉めである。

空惚れは、空惚れである。

空舞は、空舞である。

空参りは、空参りである。



空負けは、空負けである。

蚕豆は、蚕豆である。

空豆は、空豆である。

空見は、空見である。

空乱れは、空乱れである。

そらみつは、そらみつである。

空耳は、空耳である。

空胸は、空胸である。

空目は、空目である。

空めくは、空めくである。

空目遣いは、空目遣いである。

空目貫は、空目貫である。

空物語は、空物語である。

空物狂いは、空物狂いである。

空物憑くは、空物憑くである。

空模様は、空模様である。

空矢は、空矢である。

空病は、空病である。

空山伏は、空山伏である。

空病みは、空病みである。

空夢は、空夢である。

空読みは、空読みである。

空喜びは、空喜びである。

空悦びは、空悦びである。

ソラリゼーションは、ソラリゼーションである。

空悋気は、空悋気である。

虚態は、虚態である。

空忘れは、空忘れである。

空笑いは、空笑いである。

諳じるは、諳じるである。

諳ずるは、諳ずるである。

反りは、反りである。

橇は、橇である。

剃刀は、剃刀である。

反り足は、反り足である。

剃り跡は、剃り跡である。

逸り出づは、逸り出づである。

剃り落すは、剃り落すである。

反り返るは、反り返るである。

反り形は、反り形である。

反り刀は、反り刀である。

剃杭は、剃杭である。

剃杙は、剃杙である。

反り覆るは、反り覆るである。

剃毛は、剃毛である。

反子は、反子である。



蘇利古は、蘇利古である。

剃り毀つは、剃り毀つである。

剃込みは、剃込みである。

剃り込むは、剃り込むである。

剃下げは、剃下げである。

剃り下げるは、剃り下げるである。

剃り捨つは、剃り捨つである。

ソリストは、ソリストである。

ぞりぞりは、ぞりぞりである。

反高は、反高である。

橇出しは、橇出しである。

そりたつは、そりたつである。

ソリダリティーは、ソリダリティーである。

ソリッドは、ソリッドである。

ソリッドステートは、ソリッドステートである。

ソリトンは、ソリトンである。

反り橋は、反り橋である。

逸り果つは、逸り果つである。

反破風は、反破風である。

反檀弓は、反檀弓である。

反り身は、反り身である。

そりゃは、そりゃである。

粗略は、粗略である。

疎略は、疎略である。

剃り窶すは、剃り窶すである。

粗粒玄武岩は、粗粒玄武岩である。

疎柳三枝は、疎柳三枝である。

素粒子は、素粒子である。

素粒子の相互作用は、素粒子の相互作用である。

素粒子論は、素粒子論である。

素量は、素量である。

反渡殿は、反渡殿である。

疎林は、疎林である。

反るは、反るである。

逸るは、逸るである。

ゾルは、ゾルである。

ソルヴェーは、ソルヴェーである。

ソルヴェー法は、ソルヴェー法である。

ゾルゲ事件は、ゾルゲ事件である。

ソルジェニーツィンは、ソルジェニーツィンである。

ソルダムは、ソルダムである。

ソルトは、ソルトである。

ソルトレークシティは、ソルトレークシティである。

ソルビトールは、ソルビトールである。

ソルビン酸は、ソルビン酸である。

ソルフェージュは、ソルフェージュである。



ソルベは、ソルベである。

ソルボンヌは、ソルボンヌである。

ゾルレンは、ゾルレンである。

崩は、崩である。

祖霊は、祖霊である。

粗糲は、粗糲である。

某は、某である。

某彼某は、某彼某である。

それからは、それからである。

それからしては、それからしてである。

それからそれへは、それからそれへである。

其彼は、其彼である。

其限は、其限である。

其位は、其位である。

其こそは、其こそである。

其式は、其式である。

其者は、其者である。

それじゃは、それじゃである。

其者上りは、其者上りである。

其相応は、其相応である。

夫夫は、夫夫である。

逸れ鷹は、逸れ鷹である。

それだからは、それだからである。

其丈は、其丈である。

それだのには、それだのにである。

逸れ玉は、逸れ玉である。

其れっ限は、其れっ限である。

それでは、それでである。

其体は、其体である。

それでこそは、それでこそである。

それではは、それではである。

それでもは、それでもである。

其と無くは、其と無くである。

それともは、それともである。

それながらは、それながらである。

それなのには、それなのにである。

それならは、それならである。

それなりは、それなりである。

それなりけりは、それなりけりである。

それには、それにである。

ソレノイドは、ソレノイドである。

それのみは、それのみである。

其はは、其はである。

其許りは、其許りである。

其許りかは、其許りかである。

其は其はは、其は其はである。



其程は、其程である。

其迄は、其迄である。

逸れ者は、逸れ者である。

其屋は、其屋である。

逸れ矢は、逸れ矢である。

其宿は、其宿である。

其故は、其故である。

それよは、それよである。

ソレルは、ソレルである。

逸れるは、逸れるである。

素練は、素練である。

疎簾は、疎簾である。

ソ連は、ソ連である。

ゾレンは、ゾレンである。

ソレントは、ソレントである。

ソ連邦は、ソ連邦である。

ソロは、ソロである。

ぞろは、ぞろである。

ゾロアスター教は、ゾロアスター教である。

揃いは、揃いである。

揃い踏みは、揃い踏みである。

粗陋は、粗陋である。

疎漏は、疎漏である。

揃うは、揃うである。

ソロヴィヨーフは、ソロヴィヨーフである。

蘇老泉は、蘇老泉である。

揃えは、揃えである。

揃えるは、揃えるである。

ソローは、ソローである。

疎勒は、疎勒である。

ソログープは、ソログープである。

そろそろは、そろそろである。

ぞろぞろは、ぞろぞろである。

ぞろっとは、ぞろっとである。

ぞろっぺえは、ぞろっぺえである。

候っぽうは、候っぽうである。

十露盤は、十露盤である。

算盤占いは、算盤占いである。

算盤勘定は、算盤勘定である。

算盤木は、算盤木である。

十露盤絞は、十露盤絞である。

算盤尽は、算盤尽である。

算盤責めは、算盤責めである。

算盤高いは、算盤高いである。

算盤珠は、算盤珠である。

そろべく候は、そろべく候である。



そろぼ汁は、そろぼ汁である。

曾呂間は、曾呂間である。

ぞろまきは、ぞろまきである。

曾呂間人形は、曾呂間人形である。

ぞろ目は、ぞろ目である。

ぞろめくは、ぞろめくである。

ソロモンは、ソロモンである。

ソロモン諸島は、ソロモン諸島である。

そろりは、そろりである。

ぞろりは、ぞろりである。

曾呂利新左衛門は、曾呂利新左衛門である。

ソロレートは、ソロレートである。

ソロンは、ソロンである。

蘇婆訶は、蘇婆訶である。

娑婆訶は、娑婆訶である。

添はすは、添はすである。

添わせるは、添わせるである。

そわそわは、そわそわである。

そわつくは、そわつくである。

添わるは、添わるである。

ソワレは、ソワレである。

存は、存である。

孫は、孫である。

巽は、巽である。

尊は、尊である。

損は、損である。

遜は、遜である。

樽は、樽である。

巽位は、巽位である。

尊位は、尊位である。

尊威は、尊威である。

尊意は、尊意である。

遜位は、遜位である。

存意は、存意である。

孫逸仙は、孫逸仙である。

村営は、村営である。

尊詠は、尊詠である。

尊影は、尊影である。

損益は、損益である。

損益勘定は、損益勘定である。

損益計算書は、損益計算書である。

損益分岐点は、損益分岐点である。

損益法は、損益法である。

尊円入道親王は、尊円入道親王である。

尊円流は、尊円流である。

村翁は、村翁である。



村媼は、村媼である。

尊翁は、尊翁である。

村家は、村家である。

孫科は、孫科である。

尊下は、尊下である。

尊家は、尊家である。

村会は、村会である。

損壊は、損壊である。

損害は、損害である。

ソンガイは、ソンガイである。

存外は、存外である。

損害担保契約は、損害担保契約である。

損害賠償は、損害賠償である。

損害保険は、損害保険である。

尊閣は、尊閣である。

村学究は、村学究である。

孫過庭は、孫過庭である。

尊翰は、尊翰である。

尊顔は、尊顔である。

尊貴は、尊貴である。

損気は、損気である。

存疑は、存疑である。

村議は、村議である。

尊儀は、尊儀である。

ぞんきは、ぞんきである。

村議会は、村議会である。

村議会議員は、村議会議員である。

村居は、村居である。

蹲踞は、蹲踞である。

蹲居は、蹲居である。

尊敬は、尊敬である。

遜恭は、遜恭である。

損金は、損金である。

損銀は、損銀である。

損金袋は、損金袋である。

ソングは、ソングである。

尊君は、尊君である。

孫卿は、孫卿である。

尊兄は、尊兄である。

尊経閣文庫は、尊経閣文庫である。

尊敬語は、尊敬語である。

孫堅は、孫堅である。

孫権は、孫権である。

尊見は、尊見である。

損軒は、損軒である。

尊厳は、尊厳である。



損減は、損減である。

尊厳死は、尊厳死である。

損戸は、損戸である。

孫呉は、孫呉である。

ソンコイは、ソンコイである。

存候は、存候である。

存稿は、存稿である。

村巷は、村巷である。

村郊は、村郊である。

孫康は、孫康である。

尊高は、尊高である。

損耗は、損耗である。

尊公は、尊公である。

尊号は、尊号である。

尊号事件は、尊号事件である。

孫悟空は、孫悟空である。

尊者は、尊者である。

存在は、存在である。

ぞんざいは、ぞんざいである。

存在証明は、存在証明である。

存在と時間は、存在と時間である。

存在命題は、存在命題である。

存在理由は、存在理由である。

存在論は、存在論である。

存在論的証明は、存在論的証明である。

尊札は、尊札である。

孫子は、孫子である。

尊旨は、尊旨である。

尊師は、尊師である。

尊紙は、尊紙である。

損紙は、損紙である。

損じは、損じである。

村寺は、村寺である。

巽二は、巽二である。

遜辞は、遜辞である。

存じは、存じである。

存知は、存知である。

存じ上げるは、存じ上げるである。

存じ当りは、存じ当りである。

存じ掛け無いは、存じ掛け無いである。

存じ出すは、存じ出すである。

存じ立つは、存じ立つである。

存じ違いは、存じ違いである。

損失は、損失である。

存じ付きは、存じ付きである。

損失補填は、損失補填である。



存じ乍らは、存じ乍らである。

存じの外は、存じの外である。

村社は、村社である。

村舎は、村舎である。

尊爵は、尊爵である。

損者三友は、損者三友である。

村酒は、村酒である。

尊主は、尊主である。

樽酒は、樽酒である。

村儒は、村儒である。

尊宿は、尊宿である。

村塾は、村塾である。

存恤は、存恤である。

尊書は、尊書である。

村女は、村女である。

尊称は、尊称である。

尊勝は、尊勝である。

損傷は、損傷である。

村醸は、村醸である。

尊上は、尊上である。

尊攘は、尊攘である。

遜譲は、遜譲である。

そんじょうは、そんじょうである。

存生は、存生である。

尊勝陀羅尼は、尊勝陀羅尼である。

尊勝法は、尊勝法である。

遜色は、遜色である。

遜職は、遜職である。

そんじょそこらは、そんじょそこらである。

存じ寄りは、存じ寄りである。

存じ寄るは、存じ寄るである。

損じるは、損じるである。

尊信は、尊信である。

尊神は、尊神である。

尊親は、尊親である。

尊人は、尊人である。

存心は、存心である。

尊崇は、尊崇である。

存するは、存するである。

損するは、損するである。

損ずるは、損ずるである。

存ずるは、存ずるである。

村正は、村正である。

村政は、村政である。

尊姓は、尊姓である。

村税は、村税である。



存星は、存星である。

尊前は、尊前である。

樽俎は、樽俎である。

尊俎は、尊俎である。

ぞんぞは、ぞんぞである。

村荘は、村荘である。

村叟は、村叟である。

尊相は、尊相である。

尊像は、尊像である。

存続は、存続である。

村俗は、村俗である。

尊属は、尊属である。

尊属殺は、尊属殺である。

尊属親は、尊属親である。

樽俎折衝は、樽俎折衝である。

尊体は、尊体である。

其代は、其代である。

尊大は、尊大である。

尊台は、尊台である。

尊大語は、尊大語である。

尊大人は、尊大人である。

忖度は、忖度である。

尊宅は、尊宅である。

存置は、存置である。

村長は、村長である。

尊長は、尊長である。

尊重は、尊重である。

尊澄法親王は、尊澄法親王である。

尊朝流は、尊朝流である。

尊鎮流は、尊鎮流である。

ソンツェンガンポは、ソンツェンガンポである。

ゾンデは、ゾンデである。

尊邸は、尊邸である。

損田は、損田である。

損田使は、損田使である。

村頭は、村頭である。

村童は、村童である。

村道は、村道である。

尊堂は、尊堂である。

損得は、損得である。

損得尽は、損得尽である。

そんなは、そんなである。

村内は、村内である。

そんなこんなは、そんなこんなである。

そんならは、そんならである。

損年は、損年である。



存念は、存念である。

尊王は、尊王である。

尊皇は、尊皇である。

尊王攘夷運動は、尊王攘夷運動である。

尊皇攘夷運動は、尊皇攘夷運動である。

尊王論は、尊王論である。

尊皇論は、尊皇論である。

存の外は、存の外である。

存廃は、存廃である。

尊牌は、尊牌である。

孫外れは、孫外れである。

ゾンバルトは、ゾンバルトである。

存否は、存否である。

尊卑は、尊卑である。

ゾンビは、ゾンビである。

尊筆は、尊筆である。

尊卑分脈は、尊卑分脈である。

孫ぴんは、孫ぴんである。

孫武は、孫武である。

村夫は、村夫である。

村婦は、村婦である。

尊父は、尊父である。

村夫子は、村夫子である。

ソンブレロは、ソンブレロである。

孫文は、孫文である。

存分は、存分である。

孫文主義は、孫文主義である。

存分立ては、存分立てである。

尊母は、尊母である。

尊慕は、尊慕である。

損保は、損保である。

存亡は、存亡である。

損亡は、損亡である。

尊奉は、尊奉である。

尊報は、尊報である。

存亡の機は、存亡の機である。

尊墨は、尊墨である。

存没は、存没である。

其儘は、其儘である。

村民は、村民である。

村民税は、村民税である。

村名は、村名である。

尊名は、尊名である。

尊命は、尊命である。

存命は、存命である。

存命不定は、存命不定である。



存滅は、存滅である。

尊面は、尊面である。

存目は、存目である。

存問は、存問である。

村有は、村有である。

村邑は、村邑である。

損友は、損友である。

村邑小学は、村邑小学である。

尊融法親王は、尊融法親王である。

存養は、存養である。

尊容は、尊容である。

尊来は、尊来である。

村落は、村落である。

村落共同体は、村落共同体である。

尊覧は、尊覧である。

村吏は、村吏である。

村里は、村里である。

存立は、存立である。

村立は、村立である。

存留は、存留である。

村閭は、村閭である。

尊慮は、尊慮である。

存慮は、存慮である。

尊霊は、尊霊である。

損料は、損料である。

損料蒲団は、損料蒲団である。

損料屋は、損料屋である。

村老は、村老である。

尊老は、尊老である。

尊話は、尊話である。

たは、たである。

手は、手である。

田は、田である。

為は、為である。

太は、太である。

他は、他である。

多は、多である。

誰は、誰である。

だは、だである。

打は、打である。

兌は、兌である。

妥は、妥である。

陀は、陀である。

拿は、拿である。

唾は、唾である。

舵は、舵である。



蛇は、蛇である。

堕は、堕である。

惰は、惰である。

駄は、駄である。

懦は、懦である。

儺は、儺である。

攤は、攤である。

他阿は、他阿である。

だあは、だあである。

たあいは、たあいである。

他愛は、他愛である。

たあい無いは、たあい無いである。

ダーウィニズムは、ダーウィニズムである。

ダーウィンは、ダーウィンである。

ターキーは、ターキーである。

ターキンは、ターキンである。

ダークは、ダークである。

大沽は、大沽である。

ダークサイドは、ダークサイドである。

ダークスーツは、ダークスーツである。

ダークチェンジは、ダークチェンジである。

ダークホースは、ダークホースである。

ターゲットは、ターゲットである。

搨菜は、搨菜である。

ターザンは、ターザンである。

大食は、大食である。

タージマハルは、タージマハルである。

ダージリンは、ダージリンである。

田遊は、田遊である。

たあたあは、たあたあである。

ダーダネルズ海峡は、ダーダネルズ海峡である。

タータンチェックは、タータンチェックである。

ダーチャは、ダーチャである。

ダーツは、ダーツである。

だあっとは、だあっとである。

ダーティーは、ダーティーである。

タートは、タートである。

ダートは、ダートである。

ダートコースは、ダートコースである。

タートルネックは、タートルネックである。

ターナーは、ターナーである。

ターナー症候群は、ターナー症候群である。

ターニップは、ターニップである。

ターニングは、ターニングである。

ターニングポイントは、ターニングポイントである。

ターバンは、ターバンである。



ダーバンは、ダーバンである。

ダービーは、ダービーである。

ダービータイは、ダービータイである。

タービダイトは、タービダイトである。

タービンは、タービンである。

タービン油は、タービン油である。

ターフは、ターフである。

ターフコースは、ターフコースである。

ターフルは、ターフルである。

ターヘルアナトミアは、ターヘルアナトミアである。

ターボは、ターボである。

ターボ機械は、ターボ機械である。

ターボジェットは、ターボジェットである。

ターボチャージャーは、ターボチャージャーである。

ターボファンは、ターボファンである。

ターボプロップは、ターボプロップである。

ターポリン紙は、ターポリン紙である。

他阿弥陀仏は、他阿弥陀仏である。

ターミナルは、ターミナルである。

ターミナルケアは、ターミナルケアである。

ターミナルビルは、ターミナルビルである。

ターミノロジーは、ターミノロジーである。

タームは、タームである。

ターメリックは、ターメリックである。

ターラは、ターラである。

ダーリは、ダーリである。

ダーリンは、ダーリンである。

ダーリングは、ダーリングである。

タールは、タールである。

ダールは、ダールである。

タール癌は、タール癌である。

タールサンドは、タールサンドである。

田主は、田主である。

ターレルは、ターレルである。

ターンは、ターンである。

駄鞍は、駄鞍である。

ターンテーブルは、ターンテーブルである。

ターンパイクは、ターンパイクである。

鯛は、鯛である。

田井は、田井である。

田居は、田居である。

大は、大である。

代は、代である。

台は、台である。

体は、体である。

対は、対である。



苔は、苔である。

待は、待である。

怠は、怠である。

殆は、殆である。

耐は、耐である。

胎は、胎である。

退は、退である。

帯は、帯である。

泰は、泰である。

堆は、堆である。

袋は、袋である。

逮は、逮である。

敦は、敦である。

替は、替である。

貸は、貸である。

隊は、隊である。

滞は、滞である。

態は、態である。

諦は、諦である。

頽は、頽である。

黛は、黛である。

戴は、戴である。

他異は、他異である。

他意は、他意である。

タイは、タイである。

たいは、たいである。

弟鷹は、弟鷹である。

乃は、乃である。

内は、内である。

弟は、弟である。

第は、第である。

題は、題である。

朶頤は、朶頤である。

タイアは、タイアである。

ダイアは、ダイアである。

大悪は、大悪である。

ダイアグラムは、ダイアグラムである。

ダイアジノンは、ダイアジノンである。

大阿闍梨は、大阿闍梨である。

ダイアジンは、ダイアジンである。

体当りは、体当りである。

耐圧は、耐圧である。

タイアップは、タイアップである。

ダイアナは、ダイアナである。

鯛網は、鯛網である。

台網は、台網である。



ダイアモンドは、ダイアモンドである。

大阿羅漢は、大阿羅漢である。

ダイアリーは、ダイアリーである。

ダイアルは、ダイアルである。

ダイアレクトは、ダイアレクトである。

ダイアローグは、ダイアローグである。

大安は、大安である。

対案は、対案である。

泰安は、泰安である。

代案は、代案である。

大安吉日は、大安吉日である。

大安寺は、大安寺である。

大アンティル諸島は、大アンティル諸島である。

大安殿は、大安殿である。

大医は、大医である。

大尉は、大尉である。

大意は、大意である。

台位は、台位である。

体位は、体位である。

胎衣は、胎衣である。

胎位は、胎位である。

退位は、退位である。

代位は、代位である。

題意は、題意である。

対イオンは、対イオンである。

体育は、体育である。

体育館は、体育館である。

体育の日は、体育の日である。

台石は、台石である。

代位訴権は、代位訴権である。

第一は、第一である。

第一印象は、第一印象である。

第一インターナショナルは、第一インターナショナルである。

第一義は、第一義である。

第一義天は、第一義天である。

第一形容詞は、第一形容詞である。

第一高等学校は、第一高等学校である。

第一次産業は、第一次産業である。

第一次世界大戦は、第一次世界大戦である。

第一信号系は、第一信号系である。

第一性質は、第一性質である。

第一哲学は、第一哲学である。

第一人者は、第一人者である。

第一人称は、第一人称である。

第一夫人は、第一夫人である。

第一流は、第一流である。



太一は、太一である。

泰一は、泰一である。

太乙は、太乙である。

第一種運転免許は、第一種運転免許である。

第一種郵便物は、第一種郵便物である。

第一審は、第一審である。

太一占は、太一占である。

太乙占は、太乙占である。

第一線は、第一線である。

第一装は、第一装である。

大威徳明王は、大威徳明王である。

代位弁済は、代位弁済である。

対位法は、対位法である。

大隠は、大隠である。

太陰は、太陰である。

対飲は、対飲である。

退院は、退院である。

退隠は、退隠である。

隊員は、隊員である。

代印は、代印である。

代員は、代員である。

ダイインは、ダイインである。

大院君は、大院君である。

太陰月は、太陰月である。

太陰太陽暦は、太陰太陽暦である。

太陰潮は、太陰潮である。

太陰年は、太陰年である。

退隠料は、退隠料である。

太陰暦は、太陰暦である。

大雨は、大雨である。

大禹は、大禹である。

大茴香は、大茴香である。

大茴香油は、大茴香油である。

提宇子は、提宇子である。

大臼は、大臼である。

大宇宙は、大宇宙である。

泰運は、泰運である。

頽運は、頽運である。

大雲院は、大雲院である。

大運河は、大運河である。

大雲寺は、大雲寺である。

大会は、大会である。

大衣は、大衣である。

大営は、大営である。

退営は、退営である。

退嬰は、退嬰である。



大永は、大永である。

代詠は、代詠である。

題詠は、題詠である。

大英帝国は、大英帝国である。

退嬰的は、退嬰的である。

大英博物館は、大英博物館である。

体液は、体液である。

退役は、退役である。

体液性免疫は、体液性免疫である。

太液池は、太液池である。

太液の芙蓉は、太液の芙蓉である。

大慧宗杲は、大慧宗杲である。

大悦は、大悦である。

大越は、大越である。

ダイエットは、ダイエットである。

たい烟は、たい烟である。

大円は、大円である。

大宛は、大宛である。

内苑は、内苑である。

内園は、内園である。

大円鏡智は、大円鏡智である。

大塩湖は、大塩湖である。

大円山は、大円山である。

大衍暦は、大衍暦である。

対応は、対応である。

滞欧は、滞欧である。

大王は、大王である。

大黄は、大黄である。

乃翁は、乃翁である。

大王烏賊は、大王烏賊である。

対応原理は、対応原理である。

大王崎は、大王崎である。

大王松は、大王松である。

大往生は、大往生である。

対応説は、対応説である。

大王椰子は、大王椰子である。

ダイオードは、ダイオードである。

ダイオキシンは、ダイオキシンである。

大屋は、大屋である。

頽屋は、頽屋である。

大和尚は、大和尚である。

体落しは、体落しである。

体温は、体温である。

大音は、大音である。

大恩は、大恩である。

戴恩記は、戴恩記である。



大恩教主は、大恩教主である。

体温計は、体温計である。

大音声は、大音声である。

大陰神は、大陰神である。

体温調節は、体温調節である。

大火は、大火である。

大化は、大化である。

大家は、大家である。

大夏は、大夏である。

大過は、大過である。

大廈は、大廈である。

大禍は、大禍である。

対価は、対価である。

耐火は、耐火である。

胎化は、胎化である。

退化は、退化である。

帯化は、帯化である。

堆花は、堆花である。

袋果は、袋果である。

滞貨は、滞貨である。

大牙は、大牙である。

大河は、大河である。

大雅は、大雅である。

大駕は、大駕である。

台駕は、台駕である。

胎芽は、胎芽である。

タイガは、タイガである。

代価は、代価である。

台下は、台下である。

大我は、大我である。

題画は、題画である。

タイガーは、タイガーである。

大海は、大海である。

大塊は、大塊である。

大魁は、大魁である。

台階は、台階である。

台槐は、台槐である。

体解は、体解である。

退会は、退会である。

泰階は、泰階である。

太階は、太階である。

蔕芥は、蔕芥である。

大概は、大概である。

体外は、体外である。

対外は、対外である。

大害は、大害である。



対外援助は、対外援助である。

対外主権は、対外主権である。

体外受精は、体外受精である。

大回転競技は、大回転競技である。

大概念は、大概念である。

代替は、代替である。

滞貨金融は、滞貨金融である。

大角は、大角である。

台閣は、台閣である。

体格は、体格である。

対角は、対角である。

対客は、対客である。

対格は、対格である。

待客は、待客である。

大岳は、大岳である。

大嶽は、大嶽である。

太学は、太学である。

台岳は、台岳である。

退学は、退学である。

大覚は、大覚である。

大学は、大学である。

大楽は、大楽である。

題額は、題額である。

大学芋は、大学芋である。

大学院は、大学院である。

体格検査は、体格検査である。

大覚寺は、大覚寺である。

大学士は、大学士である。

大覚寺統は、大覚寺統である。

大覚寺派は、大覚寺派である。

大学者は、大学者である。

大学生は、大学生である。

大覚世尊は、大覚世尊である。

大学設置基準は、大学設置基準である。

対角線は、対角線である。

大学東校は、大学東校である。

大学南校は、大学南校である。

大学ノートは、大学ノートである。

大学頭は、大学頭である。

大学の自治は、大学の自治である。

大学の衆は、大学の衆である。

大学別曹は、大学別曹である。

太神楽は、太神楽である。

大学寮は、大学寮である。

大学令は、大学令である。

大学或問は、大学或問である。



耐火建築は、耐火建築である。

大過去は、大過去である。

耐火構造は、耐火構造である。

台笠は、台笠である。

耐火材料は、耐火材料である。

代貸は、代貸である。

大和上は、大和上である。

大河小説は、大河小説である。

大頭は、大頭である。

ダイカストは、ダイカストである。

大化前代は、大化前代である。

大家族は、大家族である。

体固めは、体固めである。

大喝は、大喝である。

大学区は、大学区である。

大学校は、大学校である。

耐火度は、耐火度である。

大雅堂は、大雅堂である。

対華二十一カ条要求は、対華二十一カ条要求である。

耐火粘土は、耐火粘土である。

大化改新は、大化改新である。

耐火ペイントは、耐火ペイントである。

代価弁済は、代価弁済である。

大鎌は、大鎌である。

台唐臼は、台唐臼である。

台碓は、台碓である。

大伽藍は、大伽藍である。

耐火煉瓦は、耐火煉瓦である。

代替りは、代替りである。

台替りは、台替りである。

大汗は、大汗である。

大旱は、大旱である。

大官は、大官である。

大姦は、大姦である。

大奸は、大奸である。

大患は、大患である。

大喚は、大喚である。

大喊は、大喊である。

大観は、大観である。

大鑑は、大鑑である。

太監は、太監である。

台翰は、台翰である。

台観は、台観である。

体感は、体感である。

体幹は、体幹である。

対捍は、対捍である。



耐寒は、耐寒である。

退官は、退官である。

諦観は、諦観である。

戴冠は、戴冠である。

大願は、大願である。

台顔は、台顔である。

対岸は、対岸である。

対顔は、対顔である。

大巻は、大巻である。

大寒は、大寒である。

代官は、代官である。

第館は、第館である。

代願は、代願である。

体感温度は、体感温度である。

戴冠式は、戴冠式である。

代官所は、代官所である。

大願成就は、大願成就である。

大勧進は、大勧進である。

大官大寺は、大官大寺である。

大韓帝国は、大韓帝国である。

台鉋は、台鉋である。

大旱の雲霓は、大旱の雲霓である。

代官見立新田は、代官見立新田である。

大韓民国は、大韓民国である。

大韓民国臨時政府は、大韓民国臨時政府である。

大気は、大気である。

大逵は、大逵である。

大器は、大器である。

台記は、台記である。

対機は、対機である。

待機は、待機である。

隊旗は、隊旗である。

大義は、大義である。

大疑は、大疑である。

大儀は、大儀である。

太祇は、太祇である。

体技は、体技である。

大毅は、大毅である。

大機は、大機である。

代議は、代議である。

台木は、台木である。

砧木は、砧木である。

大気圧は、大気圧である。

代議員は、代議員である。

大気汚染は、大気汚染である。

大気汚染防止法は、大気汚染防止法である。



帯気音は、帯気音である。

大気境界層は、大気境界層である。

大気圏は、大気圏である。

対義語は、対義語である。

大気差は、大気差である。

代議士は、代議士である。

代議制度は、代議制度である。

対機説法は、対機説法である。

大気大循環は、大気大循環である。

大吉は、大吉である。

大吉日は、大吉日である。

大儀賃は、大儀賃である。

戴季陶は、戴季陶である。

大器晩成は、大器晩成である。

大規模は、大規模である。

大規模小売店舗法は、大規模小売店舗法である。

大規模集積回路は、大規模集積回路である。

大規模訴訟は、大規模訴訟である。

台木牡丹は、台木牡丹である。

大義名分は、大義名分である。

大気者は、大気者である。

退却は、退却である。

大逆は、大逆である。

大逆罪は、大逆罪である。

大逆事件は、大逆事件である。

大逆無道は、大逆無道である。

大邱は、大邱である。

耐久は、耐久である。

大弓は、大弓である。

大急は、大急である。

代休は、代休である。

大休止は、大休止である。

大臼歯は、大臼歯である。

耐久消費財は、耐久消費財である。

耐久力は、耐久力である。

大挙は、大挙である。

太虚は、太虚である。

退去は、退去である。

退居は、退居である。

大魚は、大魚である。

大漁は、大漁である。

大饗は、大饗である。

体協は、体協である。

対境は、対境である。

胎教は、胎教である。

退京は、退京である。



滞京は、滞京である。

滞郷は、滞郷である。

大業は、大業である。

怠業は、怠業である。

戴ぎょうは、戴ぎょうである。

大凶は、大凶である。

大経は、大経である。

大教院は、大教院である。

大叫喚は、大叫喚である。

大叫喚地獄は、大叫喚地獄である。

大胸筋は、大胸筋である。

大恐慌は、大恐慌である。

大経師は、大経師である。

大行事は、大行事である。

大経師昔暦は、大経師昔暦である。

大行者は、大行者である。

大喬小喬は、大喬小喬である。

大橋小橋は、大橋小橋である。

大教正は、大教正である。

大教宣布は、大教宣布である。

大業人は、大業人である。

大曲は、大曲である。

大局は、大局である。

太極は、太極である。

対曲は、対曲である。

対局は、対局である。

対極は、対極である。

大局観は、大局観である。

太極旗は、太極旗である。

太極拳は、太極拳である。

太極図説は、太極図説である。

大極殿は、大極殿である。

大嫌いは、大嫌いである。

ダイキリは、ダイキリである。

大切りは、大切りである。

台切りは、台切りである。

大気療法は、大気療法である。

タイ記録は、タイ記録である。

大斤は、大斤である。

大金は、大金である。

大禁は、大禁である。

退勤は、退勤である。

代金は、代金である。

代金取立は、代金取立である。

大錦旛は、大錦旛である。

代金引換は、代金引換である。



代金引換郵便は、代金引換郵便である。

体躯は、体躯である。

大愚は、大愚である。

大工は、大工である。

第九は、第九である。

対空は、対空である。

滞空は、滞空である。

対偶は、対偶である。

待遇は、待遇である。

大空は、大空である。

大空位時代は、大空位時代である。

大宮司は、大宮司である。

耐空証明は、耐空証明である。

待遇表現は、待遇表現である。

大工送りは、大工送りである。

大工頭は、大工頭である。

大工職は、大工職である。

大区小区制は、大区小区制である。

退屈は、退屈である。

退屈凌ぎは、退屈凌ぎである。

大工振舞は、大工振舞である。

鯛車は、鯛車である。

大紅蓮地獄は、大紅蓮地獄である。

大君は、大君である。

大勲は、大勲である。

帯勲は、帯勲である。

大軍は、大軍である。

大郡は、大郡である。

大群は、大群である。

退軍は、退軍である。

大勲位は、大勲位である。

退下は、退下である。

帯下は、帯下である。

大兄は、大兄である。

大系は、大系である。

大計は、大計である。

大慶は、大慶である。

体刑は、体刑である。

体形は、体形である。

体系は、体系である。

体型は、体型である。

苔径は、苔径である。

隊形は、隊形である。

台形は、台形である。

代稽古は、代稽古である。

大警視は、大警視である。



大計帳は、大計帳である。

大計帳使は、大計帳使である。

体系的は、体系的である。

袋形動物は、袋形動物である。

大外記は、大外記である。

対決は、対決である。

代決は、代決である。

大月氏は、大月氏である。

大剣は、大剣である。

大圏は、大圏である。

大権は、大権である。

大憲は、大憲である。

大賢は、大賢である。

体験は、体験である。

帯剣は、帯剣である。

大言は、大言である。

大験は、大験である。

太原は、太原である。

体言は、体言である。

体現は、体現である。

大元帥は、大元帥である。

太元帥は、太元帥である。

大検は、大検である。

代言は、代言である。

題言は、題言である。

大言海は、大言海である。

太玄経は、太玄経である。

大圏航路は、大圏航路である。

大権事項は、大権事項である。

体源鈔は、体源鈔である。

大憲章は、大憲章である。

大言壮語は、大言壮語である。

体言止めは、体言止めである。

代言人は、代言人である。

帯剣の役は、帯剣の役である。

大元帥法は、大元帥法である。

大検見は、大検見である。

大元帥明王は、大元帥明王である。

大権命令は、大権命令である。

待賢門は、待賢門である。

待賢門院は、待賢門院である。

待賢門の戦は、待賢門の戦である。

大戸は、大戸である。

大呼は、大呼である。

大姑は、大姑である。

大故は、大故である。



大賈は、大賈である。

太古は、太古である。

太湖は、太湖である。

太鼓は、太鼓である。

大悟は、大悟である。

大語は、大語である。

対晤は、対晤である。

対碁は、対碁である。

対語は、対語である。

隊伍は、隊伍である。

タイ語は、タイ語である。

大根は、大根である。

第五は、第五である。

醍醐は、醍醐である。

太鼓医者は、太鼓医者である。

大公は、大公である。

大功は、大功である。

大巧は、大巧である。

大江は、大江である。

大行は、大行である。

大孝は、大孝である。

大効は、大効である。

大較は、大較である。

大綱は、大綱である。

太公は、太公である。

太后は、太后である。

太閤は、太閤である。

大閤は、大閤である。

体腔は、体腔である。

対向は、対向である。

対抗は、対抗である。

対校は、対校である。

退行は、退行である。

退紅は、退紅である。

褪紅は、褪紅である。

退校は、退校である。

退耕は、退耕である。

退黄は、退黄である。

褪黄は、褪黄である。

帯甲は、帯甲である。

帯鉤は、帯鉤である。

対合は、対合である。

代行は、代行である。

代香は、代香である。

代講は、代講である。

乃公は、乃公である。



大剛は、大剛である。

題号は、題号である。

大光院は、大光院である。

大航海時代は、大航海時代である。

太閤記は、太閤記である。

代行機関は、代行機関である。

太閤記物は、太閤記物である。

大口魚は、大口魚である。

太閤桐は、太閤桐である。

太閤検地は、太閤検地である。

太行山脈は、太行山脈である。

対向車は、対向車である。

対向車線は、対向車線である。

退紅色は、退紅色である。

退黄色は、退黄色である。

待降節は、待降節である。

大興善寺は、大興善寺である。

太皇太后は、太皇太后である。

太皇太后宮は、太皇太后宮である。

太鼓打は、太鼓打である。

大功田は、大功田である。

大行天皇は、大行天皇である。

大講堂は、大講堂である。

大後頭孔は、大後頭孔である。

体腔動物は、体腔動物である。

対抗馬は、対抗馬である。

対向犯は、対向犯である。

対光反応は、対光反応である。

対抗文化は、対抗文化である。

太公望は、太公望である。

大公報は、大公報である。

対抗要件は、対抗要件である。

大行李は、大行李である。

対抗力は、対抗力である。

大根卸しは、大根卸しである。

太古界は、太古界である。

醍醐街道は、醍醐街道である。

大国は、大国である。

大獄は、大獄である。

大黒は、大黒である。

大黒傘は、大黒傘である。

大黒講は、大黒講である。

大国師は、大国師である。

大国主義は、大国主義である。

大極上上吉は、大極上上吉である。

帯黒色は、帯黒色である。



大黒頭巾は、大黒頭巾である。

大黒天は、大黒天である。

大黒鼠は、大黒鼠である。

大黒歯は、大黒歯である。

大黒柱は、大黒柱である。

大極柱は、大極柱である。

大黒帽子は、大黒帽子である。

大黒舞は、大黒舞である。

大黒舞わしは、大黒舞わしである。

大国民は、大国民である。

大黒屋光太夫は、大黒屋光太夫である。

第五高等学校は、第五高等学校である。

太鼓座は、太鼓座である。

醍醐山は、醍醐山である。

台越しは、台越しである。

醍醐寺は、醍醐寺である。

大根注連は、大根注連である。

太鼓女郎は、太鼓女郎である。

太鼓炭は、太鼓炭である。

太湖石は、太湖石である。

太古代は、太古代である。

大根焚きは、大根焚きである。

太鼓叩きは、太鼓叩きである。

腿骨は、腿骨である。

大悟徹底は、大悟徹底である。

醍醐天皇は、醍醐天皇である。

醍醐の五門跡は、醍醐の五門跡である。

醍醐の三流は、醍醐の三流である。

醍醐の花見は、醍醐の花見である。

タイ語派は、タイ語派である。

太鼓橋は、太鼓橋である。

大根畑は、大根畑である。

太鼓羽目は、太鼓羽目である。

太鼓腹は、太鼓腹である。

太鼓張りは、太鼓張りである。

太鼓判は、太鼓判である。

太鼓鋲は、太鼓鋲である。

第五福竜丸事件は、第五福竜丸事件である。

太鼓坊主は、太鼓坊主である。

醍醐味は、醍醐味である。

太鼓虫は、太鼓虫である。

太鼓結びは、太鼓結びである。

太鼓持は、太鼓持である。

太鼓焼は、太鼓焼である。

代垢離は、代垢離である。

第五列は、第五列である。



大婚は、大婚である。

胎金は、胎金である。

大根足は、大根足である。

待婚期間は、待婚期間である。

大根草は、大根草である。

大根の年夜は、大根の年夜である。

大根役者は、大根役者である。

胎金両部の峰は、胎金両部の峰である。

大佐は、大佐である。

大差は、大差である。

対座は、対座である。

対坐は、対坐である。

胎座は、胎座である。

退座は、退座である。

台座は、台座である。

大才は、大才である。

大祭は、大祭である。

大斎は、大斎である。

太宰は、太宰である。

太歳は、太歳である。

体菜は、体菜である。

体裁は、体裁である。

待罪は、待罪である。

滞在は、滞在である。

大寨は、大寨である。

大罪は、大罪である。

題材は、題材である。

大斎院は、大斎院である。

大祭日は、大祭日である。

大宰相は、大宰相である。

太歳神は、太歳神である。

体細胞は、体細胞である。

大主典は、大主典である。

大鷺は、大鷺である。

大作は、大作である。

対策は、対策である。

代作は、代作である。

題作は、題作である。

大冊は、大冊である。

大刹は、大刹である。

大盞は、大盞である。

耐酸は、耐酸である。

退散は、退散である。

大山は、大山である。

太山は、太山である。

泰山は、泰山である。



岱山は、岱山である。

大参は、大参である。

代参は、代参である。

第三は、第三である。

第三インターナショナルは、第三インターナショナルである。

第三階級は、第三階級である。

大散関は、大散関である。

第三紀は、第三紀である。

第三紀層は、第三紀層である。

第三系は、第三系である。

大三元は、大三元である。

代参講は、代参講である。

第三高等学校は、第三高等学校である。

第三国は、第三国である。

第三債務者は、第三債務者である。

太山寺は、太山寺である。

第三次産業は、第三次産業である。

第三市場は、第三市場である。

第三者は、第三者である。

第三者異議の訴えは、第三者異議の訴えである。

第三者割当は、第三者割当である。

第三取得者は、第三取得者である。

第三種郵便物は、第三種郵便物である。

大鑽井盆地は、大鑽井盆地である。

第三勢力は、第三勢力である。

第三世界は、第三世界である。

第三セクターは、第三セクターである。

第三接触は、第三接触である。

第三帝国は、第三帝国である。

第三党は、第三党である。

第三人称は、第三人称である。

第三脳室は、第三脳室である。

泰山府君は、泰山府君である。

太山府君は、太山府君である。

泰山木は、泰山木である。

大山木は、大山木である。

泰山北斗は、泰山北斗である。

第三身分は、第三身分である。

泰山梁木は、泰山梁木である。

大旨は、大旨である。

大志は、大志である。

大使は、大使である。

大祀は、大祀である。

大疵は、大疵である。

太子は、太子である。

太史は、太史である。



太始は、太始である。

太師は、太師である。

帯紙は、帯紙である。

太地は、太地である。

対自は、対自である。

対峙は、対峙である。

胎児は、胎児である。

退治は、退治である。

対治は、対治である。

帯磁は、帯磁である。

大士は、大士である。

大史は、大史である。

大姉は、大姉である。

大師は、大師である。

台紙は、台紙である。

台詞は、台詞である。

第四は、第四である。

題詞は、題詞である。

題詩は、題詩である。

大地は、大地である。

大字は、大字である。

大寺は、大寺である。

大事は、大事である。

大治は、大治である。

大慈は、大慈である。

題字は、題字である。

題辞は、題辞である。

大師穴は、大師穴である。

大死一番は、大死一番である。

太子会は、太子会である。

ダイジェストは、ダイジェストである。

大慈恩寺は、大慈恩寺である。

大師粥は、大師粥である。

大師河原は、大師河原である。

大使館は、大使館である。

体式は、体式である。

第四紀は、第四紀である。

太食調は、太食調である。

大司教は、大司教である。

大司空は、大司空である。

太子講は、太子講である。

太史公は、太史公である。

大師講は、大師講である。

大師号は、大師号である。

第四高等学校は、第四高等学校である。

大自在天は、大自在天である。



大熾盛光法は、大熾盛光法である。

大地震は、大地震である。

大自然は、大自然である。

大したは、大したである。

大慈大悲は、大慈大悲である。

第七高等学校造士館は、第七高等学校造士館である。

体質は、体質である。

対質は、対質である。

耐湿は、耐湿である。

退室は、退室である。

大集経は、大集経である。

代執行は、代執行である。

大しては、大してである。

大司徒は、大司徒である。

太子堂は、太子堂である。

大師堂は、大師堂である。

大事ないは、大事ないである。

大事無いは、大事無いである。

大司農は、大司農である。

大師の杖は、大師の杖である。

大司馬は、大司馬である。

大慈悲は、大慈悲である。

大字報は、大字報である。

太子髷は、太子髷である。

大清水トンネルは、大清水トンネルである。

大社は、大社である。

大射は、大射である。

大赦は、大赦である。

代赭は、代赭である。

代謝は、代謝である。

退社は、退社である。

台車は、台車である。

台しゃは、台しゃである。

第舎は、第舎である。

題者は、題者である。

大蛇は、大蛇である。

代赭色は、代赭色である。

大社教は、大社教である。

大尺は、大尺である。

大赤は、大赤である。

対酌は、対酌である。

帝釈は、帝釈である。

貸借は、貸借である。

帝釈峡は、帝釈峡である。

大杓鷸は、大杓鷸である。

大尺鷸は、大尺鷸である。



貸借対照表は、貸借対照表である。

帝釈天は、帝釈天である。

貸借取引は、貸借取引である。

貸借銘柄は、貸借銘柄である。

代赭石は、代赭石である。

大社造は、大社造である。

タイ捨流は、タイ捨流である。

大車輪は、大車輪である。

大酒は、大酒である。

太守は、太守である。

大守は、大守である。

対手は、対手である。

退守は、退守である。

大綬は、大綬である。

大儒は、大儒である。

大樹は、大樹である。

大衆は、大衆である。

大州は、大州である。

体臭は、体臭である。

対州は、対州である。

対酬は、対酬である。

太十は、太十である。

体重は、体重である。

台十は、台十である。

大衆運動は、大衆運動である。

大衆化は、大衆化である。

大衆課税は、大衆課税である。

大衆魚は、大衆魚である。

体重計は、体重計である。

大衆酒場は、大衆酒場である。

大衆作家は、大衆作家である。

大衆誌は、大衆誌である。

大衆社会は、大衆社会である。

大衆小説は、大衆小説である。

大衆食堂は、大衆食堂である。

大衆性は、大衆性である。

代襲相続は、代襲相続である。

大衆的は、大衆的である。

大衆デモクラシーは、大衆デモクラシーである。

大衆伝達は、大衆伝達である。

台十能は、台十能である。

第十八願は、第十八願である。

大衆文学は、大衆文学である。

大衆文芸は、大衆文芸である。

大衆物は、大衆物である。

対州窯は、対州窯である。



大衆路線は、大衆路線である。

大主教は、大主教である。

大樹緊那羅は、大樹緊那羅である。

退縮は、退縮である。

大縮尺は、大縮尺である。

大粛清は、大粛清である。

大樹将軍は、大樹将軍である。

退出は、退出である。

帯出は、帯出である。

体術は、体術である。

退出音声は、退出音声である。

大手筆は、大手筆である。

大衆部は、大衆部である。

体循環は、体循環である。

大循環は、大循環である。

大所は、大所である。

大書は、大書である。

大暑は、大暑である。

太初は、太初である。

台書は、台書である。

対処は、対処である。

対蹠は、対蹠である。

代書は、代書である。

代署は、代署である。

題署は、題署である。

大序は、大序である。

代序は、代序である。

大初位は、大初位である。

大正は、大正である。

大将は、大将である。

大祥は、大祥である。

大笑は、大笑である。

大捷は、大捷である。

大勝は、大勝である。

大詔は、大詔である。

大賞は、大賞である。

大檣は、大檣である。

太衝は、太衝である。

体性は、体性である。

対症は、対症である。

対称は、対称である。

対象は、対象である。

対照は、対照である。

待詔は、待詔である。

胎生は、胎生である。

隊商は、隊商である。



太上は、太上である。

太常は、太常である。

体状は、体状である。

怠状は、怠状である。

退城は、退城である。

退場は、退場である。

退譲は、退譲である。

帯仗は、帯仗である。

帯状は、帯状である。

大小は、大小である。

大升は、大升である。

大庄は、大庄である。

大証は、大証である。

大聖は、大聖である。

代将は、代将である。

代償は、代償である。

大師様は、大師様である。

大乗は、大乗である。

大嘗は、大嘗である。

台状は、台状である。

大判官は、大判官である。

大正池は、大正池である。

対称移動は、対称移動である。

大小入りは、大小入りである。

大乗院は、大乗院である。

大乗院寺社雑事記は、大乗院寺社雑事記である。

大乗会は、大乗会である。

大嘗会は、大嘗会である。

大正蝦は、大正蝦である。

大乗戒は、大乗戒である。

大乗戒壇は、大乗戒壇である。

太政官は、太政官である。

太政官札は、太政官札である。

太政官牒は、太政官牒である。

太政官日誌は、太政官日誌である。

太政官符は、太政官符である。

太政官布告は、太政官布告である。

大乗義章は、大乗義章である。

大乗起信論は、大乗起信論である。

大嘗宮は、大嘗宮である。

大将軍は、大将軍である。

太常卿は、太常卿である。

対照言語学は、対照言語学である。

太上皇は、太上皇である。

代償行動は、代償行動である。

大相国は、大相国である。



大正琴は、大正琴である。

大嘗祭は、大嘗祭である。

太常寺は、太常寺である。

大小事は、大小事である。

大床子は、大床子である。

大聖寺は、大聖寺である。

大乗寺は、大乗寺である。

対称式は、対称式である。

対照実験は、対照実験である。

大床子の御膳は、大床子の御膳である。

代償植生は、代償植生である。

大正新脩大蔵経は、大正新脩大蔵経である。

帯小数は、帯小数である。

対称性は、対称性である。

大正政変は、大正政変である。

対掌体は、対掌体である。

大正大学は、大正大学である。

太政大臣は、太政大臣である。

大小対当は、大小対当である。

対称代名詞は、対称代名詞である。

怠状立ては、怠状立てである。

大上段は、大上段である。

対称中心は、対称中心である。

対症的は、対症的である。

対称的は、対称的である。

対照的は、対照的である。

大乗的見地は、大乗的見地である。

大正デモクラシーは、大正デモクラシーである。

大正天皇は、大正天皇である。

太上天皇は、太上天皇である。

太政入道は、太政入道である。

大焦熱地獄は、大焦熱地獄である。

大小の額は、大小の額である。

大小の神祇は、大小の神祇である。

大乗非仏説論は、大乗非仏説論である。

大丈夫は、大丈夫である。

大乗仏教は、大乗仏教である。

大小便は、大小便である。

対照法は、対照法である。

太上法皇は、太上法皇である。

帯状疱疹は、帯状疱疹である。

大小前は、大小前である。

大静脈は、大静脈である。

対称面は、対称面である。

大勝利は、大勝利である。

対称律は、対称律である。



対症療法は、対症療法である。

太上老君は、太上老君である。

大職冠は、大職冠である。

体色は、体色である。

耐蝕は、耐蝕である。

耐食は、耐食である。

退色は、退色である。

褪色は、褪色である。

退食は、退食である。

退職は、退職である。

帯食は、帯食である。

黛色は、黛色である。

大食漢は、大食漢である。

退職金は、退職金である。

大食細胞は、大食細胞である。

退職者医療制度は、退職者医療制度である。

退職年金は、退職年金である。

体色変化は、体色変化である。

大織冠は、大織冠である。

代書人は、代書人である。

題知らずは、題知らずである。

題不知は、題不知である。

台尻は、台尻である。

大師流は、大師流である。

退治るは、退治るである。

対代は、対代である。

台代は、台代である。

大身は、大身である。

大秦は、大秦である。

大震は、大震である。

対審は、対審である。

耐震は、耐震である。

退身は、退身である。

戴進は、戴進である。

戴震は、戴震である。

大人は、大人である。

太甚は、太甚である。

対人は、対人である。

対陣は、対陣である。

退陣は、退陣である。

滞陣は、滞陣である。

大進は、大進である。

代診は、代診である。

大尽は、大尽である。

大臣は、大臣である。

大神は、大神である。



大尽遊びは、大尽遊びである。

大清一統志は、大清一統志である。

大清一統輿図は、大清一統輿図である。

大審院は、大審院である。

大秦王安敦は、大秦王安敦である。

大清会典は、大清会典である。

大尽笠は、大尽笠である。

大尽風は、大尽風である。

大尽銀は、大尽銀である。

対人関係は、対人関係である。

大臣官房は、大臣官房である。

大尽客は、大尽客である。

対人恐怖症は、対人恐怖症である。

大神宮は、大神宮である。

太神宮は、太神宮である。

大人君子は、大人君子である。

大臣家は、大臣家である。

大臣闕は、大臣闕である。

対人権は、対人権である。

耐震構造は、耐震構造である。

大人国は、大人国である。

大震災は、大震災である。

大秦寺は、大秦寺である。

太真乗馬は、太真乗馬である。

対人信用は、対人信用である。

太申染は、太申染である。

対人担保は、対人担保である。

対人知覚は、対人知覚である。

大臣の大饗は、大臣の大饗である。

大臣の大将は、大臣の大将である。

大臣柱は、大臣柱である。

大人物は、大人物である。

耐震壁は、耐震壁である。

大尽舞は、大尽舞である。

大臣召は、大臣召である。

体心立方格子は、体心立方格子である。

対人論証は、対人論証である。

大呪は、大呪である。

台子は、台子である。

ダイスは、ダイスである。

大豆は、大豆である。

大水は、大水である。

大酔は、大酔である。

耐水は、耐水である。

退水は、退水である。

滞水は、滞水である。



耐水紙は、耐水紙である。

帯水層は、帯水層である。

大数は、大数である。

対数は、対数である。

代数は、代数である。

代数学は、代数学である。

対数関数は、対数関数である。

代数関数は、代数関数である。

代数幾何学は、代数幾何学である。

代数曲線は、代数曲線である。

代数曲面は、代数曲面である。

代数系は、代数系である。

大四喜は、大四喜である。

代数式は、代数式である。

対数尺は、対数尺である。

代数的数は、代数的数である。

大数の法則は、大数の法則である。

対数表は、対数表である。

対数方眼紙は、対数方眼紙である。

代数方程式は、代数方程式である。

代数和は、代数和である。

大豆粕は、大豆粕である。

大好きは、大好きである。

代助郷は、代助郷である。

タイスコアは、タイスコアである。

帯スペクトルは、帯スペクトルである。

大豆油は、大豆油である。

体するは、体するである。

対するは、対するである。

帯するは、帯するである。

題するは、題するである。

大スンダ列島は、大スンダ列島である。

大成は、大成である。

大声は、大声である。

大姓は、大姓である。

大青は、大青である。

大政は、大政である。

大勢は、大勢である。

体制は、体制である。

体勢は、体勢である。

対生は、対生である。

耐性は、耐性である。

退勢は、退勢である。

頽勢は、頽勢である。

泰西は、泰西である。

隊正は、隊正である。



態勢は、態勢である。

黛青は、黛青である。

戴聖は、戴聖である。

大税は、大税である。

内聖外王は、内聖外王である。

胎生学は、胎生学である。

胎生果実は、胎生果実である。

大成教は、大成教である。

耐性菌は、耐性菌である。

対世権は、対世権である。

大勢至は、大勢至である。

大声疾呼は、大声疾呼である。

胎生種子は、胎生種子である。

大西遷は、大西遷である。

大成殿は、大成殿である。

胎生動物は、胎生動物である。

体制派は、体制派である。

大政奉還は、大政奉還である。

大誓文は、大誓文である。

大西洋は、大西洋である。

大西洋憲章は、大西洋憲章である。

大西洋中央海嶺は、大西洋中央海嶺である。

大政翼賛会は、大政翼賛会である。

大石は、大石である。

体積は、体積である。

対席は、対席である。

退席は、退席である。

堆石は、堆石である。

堆積は、堆積である。

滞積は、滞積である。

堆積岩は、堆積岩である。

堆積環境は、堆積環境である。

堆積鉱床は、堆積鉱床である。

堆積構造は、堆積構造である。

堆積作用は、堆積作用である。

大石寺は、大石寺である。

堆積相は、堆積相である。

体積弾性は、体積弾性である。

堆石堤は、堆石堤である。

堆積平野は、堆積平野である。

堆積盆地は、堆積盆地である。

堆積輪廻は、堆積輪廻である。

大切は、大切である。

大雪は、大雪である。

大節は、大節である。

体節は、体節である。



頽雪は、頽雪である。

体節器官は、体節器官である。

大雪山は、大雪山である。

大雪山国立公園は、大雪山国立公園である。

体節動物は、体節動物である。

大切ないは、大切ないである。

大川は、大川である。

大船は、大船である。

大戦は、大戦である。

対戦は、対戦である。

苔蘚は、苔蘚である。

苔癬は、苔癬である。

滞船は、滞船である。

大全は、大全である。

大漸は、大漸である。

泰然は、泰然である。

堆然は、堆然である。

頽然は、頽然である。

大仙は、大仙である。

大専は、大専である。

第専は、第専である。

代銭は、代銭である。

題簽は、題簽である。

題箋は、題箋である。

ダイセンは、ダイセンである。

大膳は、大膳である。

大山隠岐国立公園は、大山隠岐国立公園である。

大千界は、大千界である。

大山火山帯は、大山火山帯である。

大選挙区は、大選挙区である。

大宣旨は、大宣旨である。

大膳職は、大膳職である。

泰然自若は、泰然自若である。

対戦車砲は、対戦車砲である。

大千世界は、大千世界である。

苔蘚虫類は、苔蘚虫類である。

大前提は、大前提である。

滞船料は、滞船料である。

大膳寮は、大膳寮である。

大仙陵古墳は、大仙陵古墳である。

大租は、大租である。

太祖は、太祖である。

大祖は、大祖である。

乃祖は、乃祖である。

大宗は、大宗である。

大相は、大相である。



大喪は、大喪である。

大棗は、大棗である。

大葬は、大葬である。

大層は、大層である。

大簇は、大簇である。

太簇は、太簇である。

太宗は、太宗である。

体相は、体相である。

体操は、体操である。

胎蔵は、胎蔵である。

退蔵は、退蔵である。

代走は、代走である。

代僧は、代僧である。

大宗家は、大宗家である。

胎蔵界は、胎蔵界である。

胎蔵界曼荼羅は、胎蔵界曼荼羅である。

退蔵貨幣は、退蔵貨幣である。

大蔵経は、大蔵経である。

体操競技は、体操競技である。

太早計は、太早計である。

大僧正は、大僧正である。

大僧都は、大僧都である。

大総統は、大総統である。

大惣本は、大惣本である。

胎蔵曼荼羅は、胎蔵曼荼羅である。

大層らしいは、大層らしいである。

大祚栄は、大祚栄である。

大則は、大則である。

大息は、大息である。

体側は、体側である。

退息は、退息である。

滞塞は、滞塞である。

大族は、大族である。

大俗は、大俗である。

大賊は、大賊である。

大祖国戦争は、大祖国戦争である。

大卒は、大卒である。

大それたは、大それたである。

大損は、大損である。

太孫は、太孫である。

怠惰は、怠惰である。

代打は、代打である。

対対は、対対である。

退体は、退体である。

太太は、太太である。

大体は、大体である。



大隊は、大隊である。

大腿は、大腿である。

橙は、橙である。

大大は、大大である。

大内は、大内である。

代代は、代代である。

橙色は、橙色である。

太太神楽は、太太神楽である。

大腿筋は、大腿筋である。

太太講は、太太講である。

代替効果は、代替効果である。

大腿骨は、大腿骨である。

代替財は、代替財である。

たいだいしは、たいだいしである。

代替執行は、代替執行である。

大腿四頭筋は、大腿四頭筋である。

橙酢は、橙酢である。

大大的は、大大的である。

大代表は、大代表である。

代替物は、代替物である。

大内裏は、大内裏である。

大内裏図考証は、大内裏図考証である。

大戴礼は、大戴礼である。

大多数は、大多数である。

タイタックは、タイタックである。

タイタニック号は、タイタニック号である。

大太法師は、大太法師である。

ダイダロスは、ダイダロスである。

タイタンは、タイタンである。

対談は、対談である。

退団は、退団である。

大胆は、大胆である。

大団円は、大団円である。

大檀那は、大檀那である。

大胆不敵は、大胆不敵である。

大痴は、大痴である。

大癡は、大癡である。

対地は、対地である。

対置は、対置である。

駄市は、駄市である。

大智は、大智である。

大知は、大知である。

代地は、代地である。

代知は、代知である。

代置は、代置である。

台地は、台地である。



代地河岸は、代地河岸である。

大力は、大力である。

大地形は、大地形である。

台地玄武岩は、台地玄武岩である。

大地溝帯は、大地溝帯である。

大智度論は、大智度論である。

大智の日は、大智の日である。

鯛茶は、鯛茶である。

台中は、台中である。

胎中は、胎中である。

胎中天皇は、胎中天皇である。

大椿は、大椿である。

大著は、大著である。

大庁は、大庁である。

台聴は、台聴である。

体長は、体長である。

体調は、体調である。

退庁は、退庁である。

退朝は、退朝である。

退潮は、退潮である。

泰澄は、泰澄である。

隊長は、隊長である。

大帳は、大帳である。

大腸は、大腸である。

台帳は、台帳である。

大腸炎は、大腸炎である。

対頂角は、対頂角である。

大腸カタルは、大腸カタルである。

大腸癌は、大腸癌である。

大腸菌は、大腸菌である。

大潮差は、大潮差である。

大帳使は、大帳使である。

大腸ポリプは、大腸ポリプである。

鯛ちりは、鯛ちりである。

タイツは、タイツである。

大通は、大通である。

大通智勝仏は、大通智勝仏である。

隊付は、隊付である。

台付は、台付である。

大抵は、大抵である。

大帝は、大帝である。

太弟は、太弟である。

台鼎は、台鼎である。

苔底は、苔底である。

退廷は、退廷である。

大抵御覧は、大抵御覧である。



大敵は、大敵である。

対敵は、対敵である。

大デュマは、大デュマである。

大典は、大典である。

退転は、退転である。

戴天は、戴天である。

帯電は、帯電である。

大田は、大田である。

大篆は、大篆である。

戴天仇は、戴天仇である。

大天狗は、大天狗である。

大天使は、大天使である。

帯電体は、帯電体である。

大店法は、大店法である。

大伝法院は、大伝法院である。

帯電防止剤は、帯電防止剤である。

台天目は、台天目である。

大都は、大都である。

泰斗は、泰斗である。

タイトは、タイトである。

大度は、大度である。

胎土は、胎土である。

堆土は、堆土である。

態度は、態度である。

大斗は、大斗である。

大盗は、大盗である。

大統は、大統である。

大纛は、大纛である。

台東は、台東である。

台頭は、台頭である。

擡頭は、擡頭である。

対当は、対当である。

対等は、対等である。

帯刀は、帯刀である。

駘蕩は、駘蕩である。

頽唐は、頽唐である。

胎動は、胎動である。

帯同は、帯同である。

大刀は、大刀である。

大東は、大東である。

大唐は、大唐である。

大塔は、大塔である。

大同は、大同である。

大道は、大道である。

大東亜は、大東亜である。

大東亜共栄圏は、大東亜共栄圏である。



大東亜省は、大東亜省である。

大東亜戦争は、大東亜戦争である。

大統一理論は、大統一理論である。

大道踊は、大道踊である。

対当額は、対当額である。

対当関係は、対当関係である。

大道芸は、大道芸である。

大同江は、大同江である。

大灯国師は、大灯国師である。

大唐米は、大唐米である。

帯刀御免は、帯刀御免である。

大唐西域記高僧伝は、大唐西域記高僧伝である。

太東崎は、太東崎である。

代動詞は、代動詞である。

大童子は、大童子である。

大道寺は、大道寺である。

大東島は、大東島である。

大道寺友山は、大道寺友山である。

大同書は、大同書である。

大同小異は、大同小異である。

対等条約は、対等条約である。

大唐新語は、大唐新語である。

大同団結は、大同団結である。

大塔宮は、大塔宮である。

大統譜は、大統譜である。

大東文化大学は、大東文化大学である。

大道店は、大道店である。

大動脈は、大動脈である。

大動脈炎症候群は、大動脈炎症候群である。

大動脈瘤は、大動脈瘤である。

大統領は、大統領である。

大統領府は、大統領府である。

大統暦は、大統暦である。

大都会は、大都会である。

大徳は、大徳である。

体得は、体得である。

戴徳は、戴徳である。

体読は、体読である。

胎毒は、胎毒である。

大毒は、大毒である。

代読は、代読である。

台徳院は、台徳院である。

胎毒下しは、胎毒下しである。

大徳寺は、大徳寺である。

大徳寺派は、大徳寺派である。

大徳人は、大徳人である。



台所は、台所である。

台所荷は、台所荷である。

台所人は、台所人である。

台所番は、台所番である。

台所奉行は、台所奉行である。

台所船は、台所船である。

大都市は、大都市である。

タイトスカートは、タイトスカートである。

大都督は、大都督である。

大都督府は、大都督府である。

大斗肘木は、大斗肘木である。

タイトルは、タイトルである。

タイトルバックは、タイトルバックである。

タイトルページは、タイトルページである。

タイトルホルダーは、タイトルホルダーである。

タイトルマッチは、タイトルマッチである。

タイトルロールは、タイトルロールである。

タイトロープは、タイトロープである。

タイドローンは、タイドローンである。

退遁は、退遁である。

大儺は、大儺である。

体内は、体内である。

対内は、対内である。

胎内は、胎内である。

大内記は、大内記である。

胎内潜りは、胎内潜りである。

体内受精は、体内受精である。

体内時計は、体内時計である。

胎内仏は、胎内仏である。

大中之湖は、大中之湖である。

大納言は、大納言である。

大納言小豆は、大納言小豆である。

だいなしは、だいなしである。

台無しは、台無しである。

ダイナマイトは、ダイナマイトである。

ダイナミズムは、ダイナミズムである。

ダイナミックは、ダイナミックである。

ダイナミックスピーカーは、ダイナミックスピーカーである。

ダイナミックレンジは、ダイナミックレンジである。

ダイナモは、ダイナモである。

ダイナモ作用は、ダイナモ作用である。

ダイナモメーターは、ダイナモメーターである。

台南は、台南である。

大難は、大難である。

大灘は、大灘である。

大為爾は、大為爾である。



大弐は、大弐である。

第二は、第二である。

第二インターナショナルは、第二インターナショナルである。

第二会社は、第二会社である。

第二義は、第二義である。

第二組合は、第二組合である。

第二芸術は、第二芸術である。

第二形容詞は、第二形容詞である。

第二高等学校は、第二高等学校である。

第二次産業は、第二次産業である。

第二次性徴は、第二次性徴である。

第二次世界大戦は、第二次世界大戦である。

第二種運転免許は、第二種運転免許である。

第二種郵便物は、第二種郵便物である。

第二信号系は、第二信号系である。

第二性質は、第二性質である。

対日は、対日である。

滞日は、滞日である。

大日は、大日である。

大日経は、大日経である。

大日経疏は、大日経疏である。

対日講和条約は、対日講和条約である。

対日照は、対日照である。

大日岳は、大日岳である。

大日堂は、大日堂である。

大日如来は、大日如来である。

対日理事会は、対日理事会である。

大日本は、大日本である。

大日本帝国は、大日本帝国である。

大日本帝国憲法は、大日本帝国憲法である。

第二帝政は、第二帝政である。

第二人称は、第二人称である。

大弐三位は、大弐三位である。

大日本沿海実測録は、大日本沿海実測録である。

大日本沿海輿地全図は、大日本沿海輿地全図である。

大日本古記録は、大日本古記録である。

大日本国語辞典は、大日本国語辞典である。

大日本古文書は、大日本古文書である。

大日本産業報国会は、大日本産業報国会である。

大日本史は、大日本史である。

大日本史料は、大日本史料である。

大日本人名辞書は、大日本人名辞書である。

大日本地名辞書は、大日本地名辞書である。

大日本婦人会は、大日本婦人会である。

大日本武徳会は、大日本武徳会である。

大日本野史は、大日本野史である。



大日本翼賛壮年団は、大日本翼賛壮年団である。

代入は、代入である。

大任は、大任である。

体認は、体認である。

耐忍は、耐忍である。

退任は、退任である。

代人は、代人である。

代任は、代任である。

ダイニングは、ダイニングである。

ダイニングキッチンは、ダイニングキッチンである。

ダイニングルームは、ダイニングルームである。

退塗りは、退塗りである。

大寧寺は、大寧寺である。

耐熱は、耐熱である。

大熱は、大熱である。

耐熱ガラスは、耐熱ガラスである。

耐熱合金は、耐熱合金である。

大念仏は、大念仏である。

大念仏寺は、大念仏寺である。

大念仏宗は、大念仏宗である。

大のは、大のである。

怠納は、怠納である。

滞納は、滞納である。

大脳は、大脳である。

大農は、大農である。

代納は、代納である。

大納会は、大納会である。

大脳基底核は、大脳基底核である。

滞納処分は、滞納処分である。

大脳半球は、大脳半球である。

大脳皮質は、大脳皮質である。

大脳辺縁系は、大脳辺縁系である。

鯛ノ浦は、鯛ノ浦である。

大の男は、大の男である。

対の方は、対の方である。

大の子は、大の子である。

大の字は、大の字である。

大の月は、大の月である。

鯛の味噌吸は、鯛の味噌吸である。

鯛の婿源八は、鯛の婿源八である。

代の物は、代の物である。

台の物は、台の物である。

対屋は、対屋である。

大波は、大波である。

大破は、大破である。

頽馬は、頽馬である。



台飯は、台飯である。

代飯は、代飯である。

台場は、台場である。

提婆は、提婆である。

タイバーは、タイバーである。

ダイバーは、ダイバーである。

大盃は、大盃である。

大杯は、大杯である。

大旆は、大旆である。

大敗は、大敗である。

退廃は、退廃である。

頽廃は、頽廃である。

帯佩は、帯佩である。

退廃的は、退廃的である。

大敗日は、大敗日である。

頽廃派は、頽廃派である。

大博士は、大博士である。

台秤は、台秤である。

大白は、大白である。

大舶は、大舶である。

太白は、太白である。

戴白は、戴白である。

太白飴は、太白飴である。

耐爆剤は、耐爆剤である。

太白山脈は、太白山脈である。

太白神は、太白神である。

太白星は、太白星である。

台箱は、台箱である。

代始めは、代始めである。

代始めては、代始めてである。

提婆達多は、提婆達多である。

提婆達多品は、提婆達多品である。

大八は、大八である。

第八は、第八である。

大八車は、大八車である。

代八車は、代八車である。

第八芸術は、第八芸術である。

第八高等学校は、第八高等学校である。

大八文字は、大八文字である。

大八葉の車は、大八葉の車である。

体罰は、体罰である。

題跋は、題跋である。

大発会は、大発会である。

大発生は、大発生である。

大般涅槃経は、大般涅槃経である。

提婆品は、提婆品である。



大凡は、大凡である。

大半は、大半である。

大藩は、大藩である。

退帆は、退帆である。

胎盤は、胎盤である。

代番は、代番である。

台盤は、台盤である。

大判事は、大判事である。

大盤石は、大盤石である。

台盤所は、台盤所である。

大般若は、大般若である。

大般若経は、大般若経である。

大般若経会は、大般若経会である。

対比は、対比である。

待避は、待避である。

苔碑は、苔碑である。

退避は、退避である。

堆肥は、堆肥である。

貸費は、貸費である。

大尾は、大尾である。

黛眉は、黛眉である。

大悲は、大悲である。

大悲閣は、大悲閣である。

大悲観音は、大悲観音である。

台引は、台引である。

台引物は、台引物である。

待避壕は、待避壕である。

大悲者は、大悲者である。

玳皮盞は、玳皮盞である。

鯛醤は、鯛醤である。

大悲呪は、大悲呪である。

タイピストは、タイピストである。

待避線は、待避線である。

大悲多聞天は、大悲多聞天である。

大筆は、大筆である。

大弼は、大弼である。

代筆は、代筆である。

大悲千禄本は、大悲千禄本である。

大毘婆沙論は、大毘婆沙論である。

大悲菩薩は、大悲菩薩である。

大百は、大百である。

大白衣は、大白衣である。

大白衣法は、大白衣法である。

大白牛車は、大白牛車である。

体表は、体表である。

大病は、大病である。



大廟は、大廟である。

大兵は、大兵である。

代表は、代表である。

代表権は、代表権である。

代表作は、代表作である。

大拍子は、大拍子である。

代表社員は、代表社員である。

耐病性は、耐病性である。

代表値は、代表値である。

代表的は、代表的である。

代表取締役は、代表取締役である。

代表民主制は、代表民主制である。

台広は、台広である。

タイピンは、タイピンである。

代品は、代品である。

代品受渡しは、代品受渡しである。

ダイビングは、ダイビングである。

大夫は、大夫である。

大父は、大父である。

大府は、大府である。

太傅は、太傅である。

貸付は、貸付である。

大輔は、大輔である。

大部は、大部である。

タイプは、タイプである。

乃父は、乃父である。

内府は、内府である。

大分は、大分である。

ダイブは、ダイブである。

大風は、大風である。

台風は、台風である。

颱風は、颱風である。

大風子は、大風子である。

大風子油は、大風子油である。

台風の眼は、台風の眼である。

台布巾は、台布巾である。

大幅は、大幅である。

体輻は、体輻である。

大福は、大福である。

大服は、大服である。

大福者は、大福者である。

大福茶は、大福茶である。

大服茶は、大服茶である。

大腹中は、大腹中である。

大福帳は、大福帳である。

大福長者は、大福長者である。



大福餅は、大福餅である。

大不敬は、大不敬である。

大夫人は、大夫人である。

大府宣は、大府宣である。

台札は、台札である。

大物は、大物である。

対物は、対物である。

大仏は、大仏である。

代物は、代物である。

大仏開眼供養は、大仏開眼供養である。

対物鏡は、対物鏡である。

大仏師は、大仏師である。

対物信用は、対物信用である。

大仏銭は、大仏銭である。

対物担保は、対物担保である。

大仏殿は、大仏殿である。

代物弁済は、代物弁済である。

大仏餅は、大仏餅である。

大仏様は、大仏様である。

対物レンズは、対物レンズである。

太武帝は、太武帝である。

大部分は、大部分である。

タイプライターは、タイプライターである。

タイブレークは、タイブレークである。

台聞は、台聞である。

帯分数は、帯分数である。

大柄は、大柄である。

大瓶は、大瓶である。

大弊は、大弊である。

太平は、太平である。

泰平は、泰平である。

頽弊は、頽弊である。

台北は、台北である。

台兵は、台兵である。

太平海は、太平海である。

太平寰宇記は、太平寰宇記である。

太平記は、太平記である。

太平記鈔は、太平記鈔である。

太平記忠臣講釈は、太平記忠臣講釈である。

太平記読みは、太平記読みである。

太平御覧は、太平御覧である。

大平元宝は、大平元宝である。

太平広記は、太平広記である。

太平策は、太平策である。

太平紙は、太平紙である。

大瓶束は、大瓶束である。



太平天国は、太平天国である。

太平道は、太平道である。

太平洋は、太平洋である。

太平洋画会は、太平洋画会である。

太平洋側気候は、太平洋側気候である。

太平洋高気圧は、太平洋高気圧である。

太平洋戦争は、太平洋戦争である。

太平洋プレートは、太平洋プレートである。

太平洋ベルト地帯は、太平洋ベルト地帯である。

太平洋問題調査会は、太平洋問題調査会である。

太平楽は、太平楽である。

大辟は、大辟である。

題壁は、題壁である。

大別は、大別である。

大別山脈は、大別山脈である。

大変は、大変である。

大編は、大編である。

大篇は、大篇である。

対辺は、対辺である。

大弁は、大弁である。

大辯は、大辯である。

胎便は、胎便である。

代返は、代返である。

大便は、大便である。

代弁は、代弁である。

代辨は、代辨である。

代辯は、代辯である。

代弁業は、代弁業である。

代弁者は、代弁者である。

太保は、太保である。

台輔は、台輔である。

退歩は、退歩である。

逮捕は、逮捕である。

太母は、太母である。

大母音推移は、大母音推移である。

大方は、大方である。

大邦は、大邦である。

大宝は、大宝である。

大法は、大法である。

大封は、大封である。

大砲は、大砲である。

大鵬は、大鵬である。

大望は、大望である。

体貌は、体貌である。

耐乏は、耐乏である。

待望は、待望である。



大謀網は、大謀網である。

大報恩寺は、大報恩寺である。

帯方郡は、帯方郡である。

大方紙は、大方紙である。

大胞子は、大胞子である。

体膨張は、体膨張である。

体膨張率は、体膨張率である。

大法廷は、大法廷である。

大方等大集経は、大方等大集経である。

大奉幣は、大奉幣である。

大宝律令は、大宝律令である。

大宝令は、大宝令である。

大木は、大木である。

太僕は、太僕である。

台墨は、台墨である。

台北帝国大学は、台北帝国大学である。

タイポグラフィーは、タイポグラフィーである。

台槊は、台槊である。

逮捕罪は、逮捕罪である。

大菩薩は、大菩薩である。

大菩薩峠は、大菩薩峠である。

逮捕状は、逮捕状である。

大発作は、大発作である。

大本は、大本である。

台本は、台本である。

大犯は、大犯である。

大本営は、大本営である。

大本願は、大本願である。

大凡下は、大凡下である。

退凡下乗は、退凡下乗である。

大本山は、大本山である。

大犯三箇条は、大犯三箇条である。

大梵天は、大梵天である。

大麻は、大麻である。

当麻は、当麻である。

対馬は、対馬である。

大魔は、大魔である。

タイマーは、タイマーである。

大枚は、大枚である。

玳瑁は、玳瑁である。

代参りは、代参りである。

胎膜は、胎膜である。

大麻糸は、大麻糸である。

大魔所は、大魔所である。

大麻草は、大麻草である。

代待は、代待である。



代待手は、代待手である。

松明は、松明である。

炬は、炬である。

松明占は、松明占である。

松明行列は、松明行列である。

奉るは、奉るである。

当麻寺は、当麻寺である。

大眼は、大眼である。

当麻蹶速は、当麻蹶速である。

当麻蹴速は、当麻蹴速である。

当麻曼荼羅は、当麻曼荼羅である。

当麻物は、当麻物である。

大麻油は、大麻油である。

大麻暦は、大麻暦である。

怠慢は、怠慢である。

大曼荼羅は、大曼荼羅である。

鯛味噌は、鯛味噌である。

台密は、台密である。

代脈は、代脈である。

大名は、大名である。

大名預けは、大名預けである。

大名下ろしは、大名下ろしである。

大名卸しは、大名卸しである。

大名買いは、大名買いである。

大名貸は、大名貸である。

大名華族は、大名華族である。

大名気は、大名気である。

大名行儀は、大名行儀である。

大名行列は、大名行列である。

大名芸は、大名芸である。

大名倹飩は、大名倹飩である。

大名子は、大名子である。

大名縞は、大名縞である。

大明縞は、大明縞である。

大明神は、大明神である。

題名僧は、題名僧である。

大名竹は、大名竹である。

大明竹は、大明竹である。

台明竹は、台明竹である。

大明日は、大明日である。

大名飛脚は、大名飛脚である。

大名火消は、大名火消である。

大名風は、大名風である。

大名普請は、大名普請である。

大名戻りは、大名戻りである。

大名屋敷は、大名屋敷である。



大名領国制は、大名領国制である。

大名旅行は、大名旅行である。

大明一統志は、大明一統志である。

大明会典は、大明会典である。

タイミングは、タイミングである。

大明頭巾は、大明頭巾である。

大霧は、大霧である。

タイムは、タイムである。

代務は、代務である。

タイムアウトは、タイムアウトである。

タイムアップは、タイムアップである。

タイムカードは、タイムカードである。

タイムカプセルは、タイムカプセルである。

タイムキーパーは、タイムキーパーである。

タイムズは、タイムズである。

タイムスイッチは、タイムスイッチである。

タイムズスクエアは、タイムズスクエアである。

タイムスリップは、タイムスリップである。

タイムテーブルは、タイムテーブルである。

タイムトライアルは、タイムトライアルである。

タイムトラベルは、タイムトラベルである。

タイムトンネルは、タイムトンネルである。

代務人は、代務人である。

タイムマシンは、タイムマシンである。

ダイムラーは、ダイムラーである。

タイムラグは、タイムラグである。

タイムリーは、タイムリーである。

タイムリーエラーは、タイムリーエラーである。

タイムリーヒットは、タイムリーヒットである。

タイムリミットは、タイムリミットである。

タイムレースは、タイムレースである。

タイムレコーダーは、タイムレコーダーである。

対面は、対面である。

台目は、台目である。

代目は、代目である。

大目は、大目である。

大命は、大命である。

台命は、台命である。

待命は、待命である。

代銘は、代銘である。

題名は、題名である。

体鳴楽器は、体鳴楽器である。

待命休職は、待命休職である。

大命降下は、大命降下である。

代名詞は、代名詞である。

鯛飯は、鯛飯である。



鯛麺は、鯛麺である。

体面は、体面である。

対面交通は、対面交通である。

対面所は、対面所である。

ダイメンションは、ダイメンションである。

泰緬鉄道は、泰緬鉄道である。

田芋は、田芋である。

体毛は、体毛である。

大網は、大網である。

題目は、題目である。

題目踊は、題目踊である。

題目講は、題目講である。

題目宗は、題目宗である。

退没は、退没である。

代物替えは、代物替えである。

大物浦は、大物浦である。

ダイモニオンは、ダイモニオンである。

大門は、大門である。

大紋は、大紋である。

大もん口文化は、大もん口文化である。

大文字は、大文字である。

大文字草は、大文字草である。

大文字の火は、大文字の火である。

大文字山は、大文字山である。

大紋の高麗は、大紋の高麗である。

大紋日は、大紋日である。

逮夜は、逮夜である。

タイヤは、タイヤである。

台屋は、台屋である。

ダイヤは、ダイヤである。

大谷川は、大谷川である。

鯛焼は、鯛焼である。

逮夜経は、逮夜経である。

大厄は、大厄である。

大役は、大役である。

大約は、大約である。

大薬は、大薬である。

対訳は、対訳である。

代役は、代役である。

大躍進は、大躍進である。

ダイヤグラムは、ダイヤグラムである。

タイヤチェーンは、タイヤチェーンである。

鯛屋貞柳は、鯛屋貞柳である。

大冶鉄山は、大冶鉄山である。

逮夜参りは、逮夜参りである。

ダイヤモンドは、ダイヤモンドである。



ダイヤモンド婚式は、ダイヤモンド婚式である。

ダイヤモンドダストは、ダイヤモンドダストである。

ダイヤルは、ダイヤルである。

ダイヤルインは、ダイヤルインである。

ダイヤルインジケーターは、ダイヤルインジケーターである。

ダイヤルゲージは、ダイヤルゲージである。

タイヤローラーは、タイヤローラーである。

大勇は、大勇である。

大猷は、大猷である。

大憂は、大憂である。

大優は、大優である。

体用は、体用である。

大猷院は、大猷院である。

貸与は、貸与である。

大用は、大用である。

大洋は、大洋である。

大要は、大要である。

太陽は、太陽である。

対揚は、対揚である。

耐用は、耐用である。

胎孕は、胎孕である。

態様は、態様である。

体様は、体様である。

代用は、代用である。

代用監獄は、代用監獄である。

太陽儀は、太陽儀である。

太陽鏡は、太陽鏡である。

代用教員は、代用教員である。

太陽系は、太陽系である。

代用血漿は、代用血漿である。

太陽光発電は、太陽光発電である。

太陽黒点は、太陽黒点である。

太陽時は、太陽時である。

太陽日は、太陽日である。

大洋州は、大洋州である。

代用証券は、代用証券である。

代用食は、代用食である。

太陽神は、太陽神である。

太陽神話は、太陽神話である。

太陽崇拝は、太陽崇拝である。

太陽族は、太陽族である。

太陽虫は、太陽虫である。

大洋中央海嶺は、大洋中央海嶺である。

太陽潮は、太陽潮である。

大洋底は、大洋底である。

大洋底拡大説は、大洋底拡大説である。



太陽定数は、太陽定数である。

太陽電池は、太陽電池である。

大洋島は、大洋島である。

太陽灯は、太陽灯である。

太陽熱発電は、太陽熱発電である。

太陽年は、太陽年である。

耐用年数は、耐用年数である。

太陽の季節は、太陽の季節である。

太陽のない街は、太陽のない街である。

太陽風は、太陽風である。

太陽暦は、太陽暦である。

太陽炉は、太陽炉である。

大欲は、大欲である。

大慾は、大慾である。

大欲非道は、大欲非道である。

第四階級は、第四階級である。

第四紀層は、第四紀層である。

第四系は、第四系である。

第四権力は、第四権力である。

第四種郵便物は、第四種郵便物である。

第四性病は、第四性病である。

平らは、平らである。

平は、平である。

タイラーは、タイラーである。

平ら一面は、平ら一面である。

平らかは、平らかである。

平貝は、平貝である。

平らぎは、平らぎである。

成は、成である。

玉らぎは、玉らぎである。

滞洛は、滞洛である。

平らぐは、平らぐである。

平らけしは、平らけしである。

平らげるは、平らげるである。

ダイラタンシーは、ダイラタンシーである。

平敦盛は、平敦盛である。

平景清は、平景清である。

平兼盛は、平兼盛である。

平の京は、平の京である。

平清盛は、平清盛である。

平国香は、平国香である。

平維衡は、平維衡である。

平維茂は、平維茂である。

平維盛は、平維盛である。

平貞文は、平貞文である。

平貞盛は、平貞盛である。



平滋子は、平滋子である。

平重衡は、平重衡である。

平重盛は、平重盛である。

平高望は、平高望である。

平忠常は、平忠常である。

平忠度は、平忠度である。

平忠盛は、平忠盛である。

平時子は、平時子である。

平時忠は、平時忠である。

平徳子は、平徳子である。

平知盛は、平知盛である。

平教経は、平教経である。

平教盛は、平教盛である。

平広常は、平広常である。

平将門は、平将門である。

平正盛は、平正盛である。

平宗盛は、平宗盛である。

平康頼は、平康頼である。

平良門は、平良門である。

平頼綱は、平頼綱である。

平頼盛は、平頼盛である。

大乱は、大乱である。

台覧は、台覧である。

頽瀾は、頽瀾である。

胎卵湿化は、胎卵湿化である。

タイラントは、タイラントである。

大利は、大利である。

大理は、大理である。

内裏は、内裏である。

代理は、代理である。

大リーガーは、大リーガーである。

大リーグは、大リーグである。

代理意思は、代理意思である。

内裏大番は、内裏大番である。

代理業は、代理業である。

大陸は、大陸である。

大陸移動説は、大陸移動説である。

大陸横断鉄道は、大陸横断鉄道である。

大陸会議は、大陸会議である。

大陸間弾道弾は、大陸間弾道弾である。

大陸気候は、大陸気候である。

大陸斜面は、大陸斜面である。

大陸棚は、大陸棚である。

大陸地殻は、大陸地殻である。

大陸的は、大陸的である。

大陸島は、大陸島である。



大陸氷河は、大陸氷河である。

大陸封鎖は、大陸封鎖である。

大陸プレートは、大陸プレートである。

大陸法は、大陸法である。

大陸浪人は、大陸浪人である。

代理権は、代理権である。

代理行為は、代理行為である。

代理交換は、代理交換である。

代理公使は、代理公使である。

内裏様は、内裏様である。

内裏式は、内裏式である。

代理商は、代理商である。

内裏上臈は、内裏上臈である。

内裏女郎は、内裏女郎である。

大理石は、大理石である。

代理戦争は、代理戦争である。

代理占有は、代理占有である。

対立は、対立である。

対立遺伝子は、対立遺伝子である。

対立仮説は、対立仮説である。

対立形質は、対立形質である。

大律師は、大律師である。

対立節は、対立節である。

代理店は、代理店である。

代理人は、代理人である。

内裏羽子板は、内裏羽子板である。

代理母は、代理母である。

内裏雛は、内裏雛である。

内裏普請は、内裏普請である。

大略は、大略である。

対流は、対流である。

滞留は、滞留である。

対流圏は、対流圏である。

大呂は、大呂である。

大猟は、大猟である。

大量は、大量である。

大領は、大領である。

体量は、体量である。

体療は、体療である。

耐量は、耐量である。

退寮は、退寮である。

代料は、代料である。

大漁歌い込みは、大漁歌い込みである。

大漁踊は、大漁踊である。

大漁旗は、大漁旗である。

大量生産は、大量生産である。



大漁貧乏は、大漁貧乏である。

大漁節は、大漁節である。

体力は、体力である。

耐力壁は、耐力壁である。

帯緑色は、帯緑色である。

大倫は、大倫である。

大輪は、大輪である。

台臨は、台臨である。

大林精舎は、大林精舎である。

大輪棚は、大輪棚である。

タイルは、タイルである。

対塁は、対塁である。

苔類は、苔類である。

大礼は、大礼である。

台嶺は、台嶺である。

頽齢は、頽齢である。

大礼服は、大礼服である。

ダイレクトは、ダイレクトである。

ダイレクトプリントは、ダイレクトプリントである。

ダイレクトメールは、ダイレクトメールである。

隊列は、隊列である。

体錬は、体錬である。

対聯は、対聯である。

大連は、大連である。

大路は、大路である。

退路は、退路である。

だいろは、だいろである。

大老は、大老である。

大牢は、大牢である。

太牢は、太牢である。

大浪は、大浪である。

大粮は、大粮である。

退老は、退老である。

大禄は、大禄である。

第六は、第六である。

第六意識は、第六意識である。

第六感は、第六感である。

第六高等学校は、第六高等学校である。

第六天は、第六天である。

大論は、大論である。

対論は、対論である。

対話は、対話である。

台輪は、台輪である。

対話劇は、対話劇である。

対話者は、対話者である。

台輪鳥居は、台輪鳥居である。



対話篇は、対話篇である。

台割れは、台割れである。

台湾は、台湾である。

台湾鶩は、台湾鶩である。

台湾海峡は、台湾海峡である。

台湾金魚は、台湾金魚である。

台湾銀行は、台湾銀行である。

台湾猿は、台湾猿である。

台湾出兵は、台湾出兵である。

台湾総督は、台湾総督である。

台湾総督府は、台湾総督府である。

台湾茶は、台湾茶である。

台湾低気圧は、台湾低気圧である。

台湾泥鰌は、台湾泥鰌である。

台湾パナマは、台湾パナマである。

台湾檜は、台湾檜である。

台湾文化協会は、台湾文化協会である。

台湾坊主は、台湾坊主である。

台湾民主国は、台湾民主国である。

台湾栗鼠は、台湾栗鼠である。

多淫は、多淫である。

ダインは、ダインである。

多雨は、多雨である。

堪ふは、堪ふである。

耐ふは、耐ふである。

遮ふは、遮ふである。

徼ふは、徼ふである。

ダウは、ダウである。

ダヴィッドは、ダヴィッドである。

ダヴィデは、ダヴィデである。

ダヴィンチは、ダヴィンチである。

田植は、田植である。

田植歌は、田植歌である。

田植踊は、田植踊である。

田植笠は、田植笠である。

田植機は、田植機である。

田植草は、田植草である。

田植組は、田植組である。

田植肴は、田植肴である。

田植定規は、田植定規である。

田植草紙は、田植草紙である。

田植花は、田植花である。

ダウ式平均株価は、ダウ式平均株価である。

タウシッグは、タウシッグである。

田鶉は、田鶉である。

田歌は、田歌である。



手抱くは、手抱くである。

拱くは、拱くである。

田歌節は、田歌節である。

田打は、田打である。

田打歌は、田打歌である。

田打桜は、田打桜である。

田打正月は、田打正月である。

タウトは、タウトである。

田人は、田人である。

ダウトは、ダウトである。

田鰻は、田鰻である。

賜ばりは、賜ばりである。

似るは、似るである。

賜ばるは、賜ばるである。

食ぶは、食ぶである。

賜ぶは、賜ぶである。

給ぶは、給ぶである。

ダウ平均は、ダウ平均である。

駄馬は、駄馬である。

ダウラギリは、ダウラギリである。

駄売りは、駄売りである。

τ 粒子は、τ 粒子である。

タウリンは、タウリンである。

タウンは、タウンである。

朶雲は、朶雲である。

ダウンは、ダウンである。

タウンウェアは、タウンウェアである。

ダウンサイジングは、ダウンサイジングである。

タウン誌は、タウン誌である。

タウンシップは、タウンシップである。

ダウン症候群は、ダウン症候群である。

タウンズは、タウンズである。

ダウンスイングは、ダウンスイングである。

タウンズヴィルは、タウンズヴィルである。

ダウンタウンは、ダウンタウンである。

ダウンバーストは、ダウンバーストである。

タウンハウスは、タウンハウスである。

ダウンライトは、ダウンライトである。

ダウンロードは、ダウンロードである。

妙は、妙である。

栲は、栲である。

絶え入るは、絶え入るである。

堪え難いは、堪え難いである。

耐え難いは、耐え難いである。

堪え兼ねるは、堪え兼ねるである。

唾液は、唾液である。



唾液腺は、唾液腺である。

唾液腺染色体は、唾液腺染色体である。

唾液腺ホルモンは、唾液腺ホルモンである。

絶え焦るは、絶え焦るである。

絶え籠るは、絶え籠るである。

堪え忍ぶは、堪え忍ぶである。

耐え忍ぶは、耐え忍ぶである。

絶えすは、絶えすである。

絶えずは、絶えずである。

絶え絶えは、絶え絶えである。

絶え絶えしは、絶え絶えしである。

絶えては、絶えてである。

妙の浦は、妙の浦である。

たえのほは、たえのほである。

絶え果てるは、絶え果てるである。

絶え間は、絶え間である。

たえもんは、たえもんである。

堪えるは、堪えるである。

耐えるは、耐えるである。

絶えるは、絶えるである。

楕円は、楕円である。

橢円は、橢円である。

多塩基酸は、多塩基酸である。

楕円銀河は、楕円銀河である。

楕円形は、楕円形である。

楕円体は、楕円体である。

楕円面は、楕円面である。

撓は、撓である。

駄負いは、駄負いである。

田扇は、田扇である。

手覆いは、手覆いである。

田岡は、田岡である。

田岡嶺雲は、田岡嶺雲である。

田長は、田長である。

田長鳥は、田長鳥である。

倒すは、倒すである。

たおたおは、たおたおである。

撓むは、撓むである。

ダオメーは、ダオメーである。

嫋やかは、嫋やかである。

嫋やぐは、嫋やぐである。

手弱女は、手弱女である。

手弱女振りは、手弱女振りである。

駄折助は、駄折助である。

タオルは、タオルである。

倒るは、倒るである。



斃るは、斃るである。

手折るは、手折るである。

タオルケットは、タオルケットである。

倒れは、倒れである。

倒れ掛かるは、倒れ掛かるである。

倒れ死には、倒れ死にである。

倒れ臥すは、倒れ臥すである。

倒れ者は、倒れ者である。

倒れるは、倒れるである。

駄卸は、駄卸である。

竹は、竹である。

高は、高である。

鷹は、鷹である。

多寡は、多寡である。

箍は、箍である。

他我は、他我である。

多賀は、多賀である。

だがは、だがである。

ダガーは、ダガーである。

高上がりは、高上がりである。

高足は、高足である。

高足蟹は、高足蟹である。

高足駄は、高足駄である。

ダカーポは、ダカーポである。

だが蜑は、だが蜑である。

高網は、高網である。

ダカールは、ダカールである。

多価アルコールは、多価アルコールである。

高井は、高井である。

他界は、他界である。

高いは、高いである。

互いは、互いである。

違いは、違いである。

打開は、打開である。

高井几董は、高井几董である。

高井鴻山は、高井鴻山である。

高石は、高石である。

互い尽は、互い尽である。

互先は、互先である。

互い為は、互い為である。

互い違いは、互い違いである。

互いどくは、互いどくである。

互いには、互いにである。

鷹犬は、鷹犬である。

高鼾は、高鼾である。

違い目は、違い目である。



高い山からは、高い山からである。

高井蘭山は、高井蘭山である。

違うは、違うである。

抱かふは、抱かふである。

高浮彫は、高浮彫である。

高薄部尾は、高薄部尾である。

鷹護田鳥尾は、鷹護田鳥尾である。

高腕は、高腕である。

高畦は、高畦である。

高笑は、高笑である。

違えは、違えである。

耕しは、耕しである。

耕すは、耕すである。

竹箙は、竹箙である。

高笑みは、高笑みである。

違え物は、違え物である。

手返りは、手返りである。

違えるは、違えるである。

手返るは、手返るである。

高尾は、高尾である。

高雄は、高雄である。

高扇は、高扇である。

高岡は、高岡である。

高岳親王は、高岳親王である。

高岡短期大学は、高岡短期大学である。

高おかみは、高おかみである。

高尾山は、高尾山である。

高尾懺悔は、高尾懺悔である。

高雄曼荼羅は、高雄曼荼羅である。

多花果は、多花果である。

高がは、高がである。

鷹飼は、鷹飼である。

高掛りは、高掛りである。

高掛り三役は、高掛り三役である。

高掛物は、高掛物である。

竹垣は、竹垣である。

高垣は、高垣である。

雉は、雉である。

高賭けは、高賭けである。

高金は、高金である。

高神は、高神である。

高萱は、高萱である。

高紮げは、高紮げである。

鷹狩は、鷹狩である。

高川は、高川である。

高河は、高河である。



多価関数は、多価関数である。

田掻きは、田掻きである。

高木は、高木である。

高城は、高城である。

高木市之助は、高木市之助である。

高木兼寛は、高木兼寛である。

高岸は、高岸である。

高木春山は、高木春山である。

高木貞治は、高木貞治である。

高黍は、高黍である。

高久は、高久である。

多角は、多角である。

多額は、多額である。

たがくは、たがくである。

拿獲は、拿獲である。

高久靄がいは、高久靄がいである。

多角化は、多角化である。

高括りは、高括りである。

多角形は、多角形である。

多角経営は、多角経営である。

高草は、高草である。

高楠は、高楠である。

高楠順次郎は、高楠順次郎である。

多核体は、多核体である。

多角的は、多角的である。

多角農業は、多角農業である。

多額納税者議員は、多額納税者議員である。

多角貿易は、多角貿易である。

高曇りは、高曇りである。

高倉は、高倉である。

高座は、高座である。

高倉天皇は、高倉天皇である。

高倉徳太郎は、高倉徳太郎である。

高座のは、高座のである。

高倉流は、高倉流である。

高桑は、高桑である。

高桑闌更は、高桑闌更である。

竹笥は、竹笥である。

高下駄は、高下駄である。

高声は、高声である。

高腰は、高腰である。

鷹詞は、鷹詞である。

高さは、高さである。

田笠は、田笠である。

竹竿は、竹竿である。

高崎は、高崎である。



高崎線は、高崎線である。

高崎足袋は、高崎足袋である。

高崎正風は、高崎正風である。

高崎山は、高崎山である。

高さゲージは、高さゲージである。

高砂は、高砂である。

高砂族は、高砂族である。

高砂台は、高砂台である。

高砂の松は、高砂の松である。

高砂百合は、高砂百合である。

たかさぶろうは、たかさぶろうである。

多化蚕は、多化蚕である。

鷹師は、鷹師である。

高しは、高しである。

駄菓子は、駄菓子である。

タカジアスターゼは、タカジアスターゼである。

高潮は、高潮である。

竹敷は、竹敷である。

高敷くは、高敷くである。

竹矢籠は、竹矢籠である。

高師小僧は、高師小僧である。

高師の浜は、高師の浜である。

高島は、高島である。

鷹島は、鷹島である。

高島石は、高島石である。

高島嘉右衛門は、高島嘉右衛門である。

高島秋帆は、高島秋帆である。

高島田は、高島田である。

高島炭田は、高島炭田である。

高島縮は、高島縮である。

高島米峰は、高島米峰である。

高島北海は、高島北海である。

高島屋は、高島屋である。

多賀杓子は、多賀杓子である。

他家受精は、他家受精である。

他家受粉は、他家受粉である。

鷹匠は、鷹匠である。

多賀城は、多賀城である。

多賀城碑は、多賀城碑である。

高卓は、高卓である。

高知るは、高知るである。

高知るやは、高知るやである。

多賀神社は、多賀神社である。

鷹居は、鷹居である。

孝標女は、孝標女である。

竹簀掻は、竹簀掻である。



高坏は、高坏である。

高杉は、高杉である。

高杉晋作は、高杉晋作である。

竹簾は、竹簾である。

高瀬は、高瀬である。

高瀬貝は、高瀬貝である。

高瀬川は、高瀬川である。

高瀬神社は、高瀬神社である。

高瀬舟は、高瀬舟である。

誰袖は、誰袖である。

高空は、高空である。

高田は、高田である。

高台は、高台である。

高高は、高高である。

高高指は、高高指である。

高田早苗は、高田早苗である。

高田事件は、高田事件である。

高襷は、高襷である。

高館は、高館である。

高駄賃は、高駄賃である。

高田与清は、高田与清である。

たかたぬきは、たかたぬきである。

高田馬場は、高田馬場である。

高田の富士は、高田の富士である。

高田派は、高田派である。

高田博厚は、高田博厚である。

竹玉は、竹玉である。

高田実は、高田実である。

高田屋嘉兵衛は、高田屋嘉兵衛である。

高田保馬は、高田保馬である。

高檀紙は、高檀紙である。

高千穂は、高千穂である。

高千穂神楽は、高千穂神楽である。

高千穂峰は、高千穂峰である。

高千穂宮は、高千穂宮である。

高帳は、高帳である。

高調子は、高調子である。

高提灯は、高提灯である。

蛇蝎は、蛇蝎である。

蛇蠍は、蛇蠍である。

高塚は、高塚である。

鷹使いは、鷹使いである。

鷹司は、鷹司である。

高津神は、高津神である。

高槻は、高槻である。

高接ぎは、高接ぎである。



打楽器は、打楽器である。

蛇蝎視は、蛇蝎視である。

高角は、高角である。

高津宮は、高津宮である。

高妻山は、高妻山である。

高面髯は、高面髯である。

高手は、高手である。

高では、高でである。

高手小手は、高手小手である。

高照らすは、高照らすである。

高灯台は、高灯台である。

高灯籠は、高灯籠である。

高遠は、高遠である。

高時は、高時である。

鷹時は、鷹時である。

高殿は、高殿である。

高殿屋は、高殿屋である。

高飛びは、高飛びである。

高跳びは、高跳びである。

高飛込は、高飛込である。

高飛ぶは、高飛ぶである。

高土間は、高土間である。

高鞆は、高鞆である。

高取は、高取である。

高取焼は、高取焼である。

高菜は、高菜である。

大芥菜は、大芥菜である。

尊良親王は、尊良親王である。

高なしは、高なしである。

高成すは、高成すである。

高波は、高波である。

高浪は、高浪である。

高鳴りは、高鳴りである。

高鳴るは、高鳴るである。

高縄は、高縄である。

高輪は、高輪である。

高荷は、高荷である。

高肉象嵌は、高肉象嵌である。

高肉彫は、高肉彫である。

高西は、高西である。

綰ぬは、綰ぬである。

高繍は、高繍である。

高音は、高音である。

高値は、高値である。

高嶺は、高嶺である。

高根は、高根である。



飴は、飴である。

鏨は、鏨である。

高嶺颪は、高嶺颪である。

高嶺桜は、高嶺桜である。

高値掴みは、高値掴みである。

高嶺の花は、高嶺の花である。

高値引けは、高値引けである。

綰ねるは、綰ねるである。

高念仏は、高念仏である。

高野は、高野である。

鷹野は、鷹野である。

高野岩三郎は、高野岩三郎である。

鷹の巣は、鷹の巣である。

高望みは、高望みである。

高野辰之は、高野辰之である。

高野長英は、高野長英である。

鷹の爪は、鷹の爪である。

鷹の鳥は、鷹の鳥である。

鷹の羽は、鷹の羽である。

鷹の羽鯛は、鷹の羽鯛である。

高野房太郎は、高野房太郎である。

高野御子は、高野御子である。

高野蘭亭は、高野蘭亭である。

竹葉は、竹葉である。

鷹派は、鷹派である。

高場は、高場である。

高歯は、高歯である。

鷹場は、鷹場である。

高這いは、高這いである。

竹量は、竹量である。

尺は、尺である。

高萩は、高萩である。

高はごは、高はごである。

高梁は、高梁である。

高橋は、高橋である。

高橋氏文は、高橋氏文である。

高橋お伝は、高橋お伝である。

高橋景保は、高橋景保である。

高橋和巳は、高橋和巳である。

高梁川は、高梁川である。

高橋健自は、高橋健自である。

高橋是清は、高橋是清である。

高橋残夢は、高橋残夢である。

高橋新吉は、高橋新吉である。

高橋信次は、高橋信次である。

高橋泥舟は、高橋泥舟である。



高橋道八は、高橋道八である。

高橋虫麻呂は、高橋虫麻呂である。

高橋由一は、高橋由一である。

高橋至時は、高橋至時である。

高はたは、高はたである。

高機は、高機である。

高畠は、高畠である。

高畠達四郎は、高畠達四郎である。

高畠素之は、高畠素之である。

高鉢は、高鉢である。

高花は、高花である。

高話は、高話である。

高浜は、高浜である。

高浜虚子は、高浜虚子である。

竹林は、竹林である。

竹原は、竹原である。

高原は、高原である。

高張は、高張である。

高張提灯は、高張提灯である。

高張るは、高張るである。

高日は、高日である。

手柄は、手柄である。

高光るは、高光るである。

高低は、高低である。

高膝は、高膝である。

高跪きは、高跪きである。

高飛車は、高飛車である。

鷹人は、鷹人である。

幟仁親王は、幟仁親王である。

高紐は、高紐である。

高平は、高平である。

高平小五郎は、高平小五郎である。

竹生は、竹生である。

高歩は、高歩である。

高ぶは、高ぶである。

高札は、高札である。

高ぶるは、高ぶるである。

昂るは、昂るである。

たかべは、たかべである。

沈鳧は、沈鳧である。

高塀は、高塀である。

高塀造は、高塀造である。

高帆は、高帆である。

竹箒は、竹箒である。

高箒は、高箒である。

高帽子は、高帽子である。



高坊主は、高坊主である。

鷹槊は、鷹槊である。

高天原は、高天原である。

高捲きは、高捲きである。

高蒔絵は、高蒔絵である。

高枕は、高枕である。

高髷は、高髷である。

高松は、高松である。

高松城は、高松城である。

高松塚古墳は、高松塚古墳である。

高松宮は、高松宮である。

多賀祭は、多賀祭である。

高松凌雲は、高松凌雲である。

高窓は、高窓である。

高円宮は、高円宮である。

高間山は、高間山である。

高天山は、高天山である。

高眉は、高眉である。

高まるは、高まるである。

箍回しは、箍回しである。

高みは、高みである。

高見は、高見である。

鷹見は、鷹見である。

高御座は、高御座である。

高御位は、高御位である。

高見順は、高見順である。

高水は、高水である。

鷹見泉石は、鷹見泉石である。

高峰は、高峰である。

高峰譲吉は、高峰譲吉である。

高嶺秀夫は、高嶺秀夫である。

高峰三枝子は、高峰三枝子である。

高皇産霊神は、高皇産霊神である。

高御産巣日神は、高御産巣日神である。

高宮は、高宮である。

高宮島は、高宮島である。

高宮布は、高宮布である。

高宮平は、高宮平である。

高むは、高むである。

高向は、高向である。

高向玄理は、高向玄理である。

竹席は、竹席である。

簟は、簟である。

筍は、筍である。

高胸坂は、高胸坂である。

竹叢は、竹叢である。



篁は、篁である。

高村は、高村である。

高村光雲は、高村光雲である。

高村光太郎は、高村光太郎である。

篁物語は、篁物語である。

高群は、高群である。

高群逸枝は、高群逸枝である。

田鼈は、田鼈である。

水爬虫は、水爬虫である。

高めるは、高めるである。

高免は、高免である。

竹虎落は、竹虎落である。

高目は、高目である。

高持百姓は、高持百姓である。

高物語は、高物語である。

高股は、高股である。

高股立は、高股立である。

高股引は、高股引である。

高盛は、高盛である。

高屋は、高屋である。

鷹屋は、鷹屋である。

高やかは、高やかである。

高役は、高役である。

高櫓は、高櫓である。

鉄刀木は、鉄刀木である。

高安は、高安である。

高安月郊は、高安月郊である。

高安城は、高安城である。

高安病は、高安病である。

高安流は、高安流である。

高柳は、高柳である。

高柳健次郎は、高柳健次郎である。

竹藪は、竹藪である。

高山は、高山である。

鷹山は、鷹山である。

高山右近は、高山右近である。

高山宗砌は、高山宗砌である。

高山樗牛は、高山樗牛である。

高山彦九郎は、高山彦九郎である。

高山本線は、高山本線である。

高山祭は、高山祭である。

高遣戸は、高遣戸である。

高床は、高床である。

高行くやは、高行くやである。

高ゆすりは、高ゆすりである。

誰がよは、誰がよである。



竹楊枝は、竹楊枝である。

高楊枝は、高楊枝である。

宝は、宝である。

財は、財である。

貨は、貨である。

幣は、幣である。

だからは、だからである。

宝合は、宝合である。

宝井は、宝井である。

宝井其角は、宝井其角である。

高らかは、高らかである。

宝貝は、宝貝である。

宝籤は、宝籤である。

宝競べは、宝競べである。

宝捜しは、宝捜しである。

宝探しは、宝探しである。

田芥は、田芥である。

宝ジェンヌは、宝ジェンヌである。

宝島は、宝島である。

田烏は、田烏である。

宝塚は、宝塚である。

宝塚歌劇団は、宝塚歌劇団である。

宝尽しは、宝尽しである。

宝寺は、宝寺である。

宝荷は、宝荷である。

宝主は、宝主である。

宝の池は、宝の池である。

宝の植木は、宝の植木である。

宝の王は、宝の王である。

宝の君は、宝の君である。

宝の位は、宝の位である。

宝の子は、宝の子である。

宝の槌は、宝の槌である。

宝の宿は、宝の宿である。

宝の山は、宝の山である。

宝引は、宝引である。

宝船は、宝船である。

宝船売は、宝船売である。

宝振ひは、宝振ひである。

宝結びは、宝結びである。

宝持は、宝持である。

財持は、財持である。

宝物は、宝物である。

集りは、集りである。

田刈は、田刈である。

集るは、集るである。



たがるは、たがるである。

タガログ語は、タガログ語である。

タガログ族は、タガログ族である。

田川は、田川である。

田河は、田河である。

多価ワクチンは、多価ワクチンである。

田河水泡は、田河水泡である。

高笑いは、高笑いである。

高割は、高割である。

多感は、多感である。

朶翰は、朶翰である。

兌換は、兌換である。

蛇管は、蛇管である。

兌換銀行は、兌換銀行である。

兌換銀行券は、兌換銀行券である。

兌換券は、兌換券である。

多環式化合物は、多環式化合物である。

兌換紙幣は、兌換紙幣である。

兌換準備は、兌換準備である。

多汗症は、多汗症である。

筍刀は、筍刀である。

丈は、丈である。

長は、長である。

岳は、岳である。

嶽は、嶽である。

滝は、滝である。

他岐は、他岐である。

多岐は、多岐である。

多技は、多技である。

多義は、多義である。

弾棋は、弾棋である。

唾棄は、唾棄である。

舵機は、舵機である。

惰気は、惰気である。

ダキアは、ダキアである。

抱合心中は、抱合心中である。

抱き合うは、抱き合うである。

焚上げは、焚上げである。

抱き上げるは、抱き上げるである。

炊き合せは、炊き合せである。

焚き合せは、焚き合せである。

抱き合せは、抱き合せである。

抱き合せるは、抱き合せるである。

滝井は、滝井である。

滝井孝作は、滝井孝作である。

抱石葬は、抱石葬である。



抱稲は、抱稲である。

焚入れ網は、焚入れ網である。

抱き入れるは、抱き入れるである。

抱き乳母は、抱き乳母である。

抱き姥は、抱き姥である。

抱き起すは、抱き起すである。

焚き落しは、焚き落しである。

抱沢瀉は、抱沢瀉である。

抱き親は、抱き親である。

抱き下ろすは、抱き下ろすである。

抱き抱えるは、抱き抱えるである。

滝鶴台は、滝鶴台である。

薫掛は、薫掛である。

抱籠は、抱籠である。

抱柏は、抱柏である。

抱槲は、抱槲である。

滝和亭は、滝和亭である。

焚き殻は、焚き殻である。

滝川は、滝川である。

滝川一益は、滝川一益である。

滝川事件は、滝川事件である。

薪は、薪である。

薪の一休寺は、薪の一休寺である。

薪能は、薪能である。

薪の行道は、薪の行道である。

抱き癖は、抱き癖である。

焚き口は、焚き口である。

滝口は、滝口である。

滝口修造は、滝口修造である。

滝口所は、滝口所である。

滝口入道は、滝口入道である。

滝口の陣は、滝口の陣である。

多義語は、多義語である。

炊込み御飯は、炊込み御飯である。

炊き込むは、炊き込むである。

焚き込むは、焚き込むである。

抱き込むは、抱き込むである。

薫き込めるは、薫き込めるである。

焚き込めるは、焚き込めるである。

滝沢は、滝沢である。

滝沢馬琴は、滝沢馬琴である。

タキシードは、タキシードである。

滝絞りは、滝絞りである。

滝縞は、滝縞である。

焚き染めるは、焚き染めるである。

抱き締めるは、抱き締めるである。



抱き竦めるは、抱き竦めるである。

多義図形は、多義図形である。

焚き荒むは、焚き荒むである。

焚き捨てるは、焚き捨てるである。

タキストスコープは、タキストスコープである。

焚炭は、焚炭である。

滝精一は、滝精一である。

滝田は、滝田である。

たぎたぎしは、たぎたぎしである。

炊出しは、炊出しである。

焚出しは、焚出しである。

滝田樗陰は、滝田樗陰である。

炊立ては、炊立てである。

焚立ては、焚立てである。

滾ちは、滾ちである。

激ちは、激ちである。

滾つは、滾つである。

激つは、激つである。

滝つ川は、滝つ川である。

たき継香は、たき継香である。

抱き着くは、抱き着くである。

抱き付くは、抱き付くである。

焚付けは、焚付けである。

焚き付けるは、焚き付けるである。

滝つ瀬は、滝つ瀬である。

滝つ瀬のは、滝つ瀬のである。

湍津姫命は、湍津姫命である。

滝壺は、滝壺である。

多義的は、多義的である。

タキトゥスは、タキトゥスである。

滝殿は、滝殿である。

抱き留めるは、抱き留めるである。

抱き取るは、抱き取るである。

滝波は、滝波である。

荼吉尼天は、荼吉尼天である。

荼枳尼天は、荼枳尼天である。

抱き寝は、抱き寝である。

滝の糸は、滝の糸である。

滝野川は、滝野川である。

滝の白糸は、滝の白糸である。

滝登りは、滝登りである。

滝飲みは、滝飲みである。

抱柱は、抱柱である。

焚き番は、焚き番である。

焚火は、焚火である。

焚火の間は、焚火の間である。



髻は、髻である。

焚き埃は、焚き埃である。

炊干しは、炊干しである。

滝枕は、滝枕である。

焚き増さるは、焚き増さるである。

滝祭神は、滝祭神である。

滝見観音は、滝見観音である。

抱茗荷は、抱茗荷である。

滝本は、滝本である。

滝本流は、滝本流である。

焚物は、焚物である。

薫物は、薫物である。

薫物合は、薫物合である。

薫物の籠は、薫物の籠である。

薫物の使は、薫物の使である。

薫物姫は、薫物姫である。

抱き守りは、抱き守りである。

滝夜叉姫は、滝夜叉姫である。

打球は、打球である。

打毬は、打毬である。

打毬杖は、打毬杖である。

打毬楽は、打毬楽である。

打魚は、打魚である。

他郷は、他郷である。

タ行は、タ行である。

他行は、他行である。

妥協は、妥協である。

多行松は、多行松である。

妥協点は、妥協点である。

多極は、多極である。

多極化は、多極化である。

抱き寄せるは、抱き寄せるである。

滾らかすは、滾らかすである。

滾るは、滾るである。

滝廉太郎は、滝廉太郎である。

打琴は、打琴である。

宅は、宅である。

托は、托である。

択は、択である。

沢は、沢である。

卓は、卓である。

拓は、拓である。

度は、度である。

柝は、柝である。

啄は、啄である。

託は、託である。



琢は、琢である。

磔は、磔である。

濯は、濯である。

謫は、謫である。

鐸は、鐸である。

多久は、多久である。

炊くは、炊くである。

長くは、長くである。

闌くは、闌くである。

焚くは、焚くである。

綰くは、綰くである。

タグは、タグである。

食ぐは、食ぐである。

だくは、だくである。

諾は、諾である。

濁は、濁である。

駄句は、駄句である。

抱くは、抱くである。

諾足は、諾足である。

沢庵は、沢庵である。

沢庵漬は、沢庵漬である。

卓衣は、卓衣である。

卓異は、卓異である。

卓偉は、卓偉である。

類は、類である。

比は、比である。

諾唯は、諾唯である。

諾意は、諾意である。

類するは、類するである。

択一は、択一である。

類ないは、類ないである。

比ふは、比ふである。

類ふは、類ふである。

卓越は、卓越である。

卓越風は、卓越風である。

比えるは、比えるである。

類えるは、類えるである。

濁汚は、濁汚である。

濁音は、濁音である。

濁音符は、濁音符である。

卓眼は、卓眼である。

託寄は、託寄である。

磔刑は、磔刑である。

託言は、託言である。

託孤は、託孤である。

手草は、手草である。



田草は、田草である。

たくさいは、たくさいである。

侘さいは、侘さいである。

卓才は、卓才である。

磔殺は、磔殺である。

田草月は、田草月である。

田草取りは、田草取りである。

田鎖は、田鎖である。

田鎖綱紀は、田鎖綱紀である。

沢山は、沢山である。

卓子は、卓子である。

拓士は、拓士である。

度支は、度支である。

卓爾は、卓爾である。

たくしあげるは、たくしあげるである。

タクシーは、タクシーである。

タクシーメーターは、タクシーメーターである。

たくしかくは、たくしかくである。

卓識は、卓識である。

たくしこむは、たくしこむである。

託児所は、託児所である。

沢瀉は、沢瀉である。

濁酒は、濁酒である。

択出は、択出である。

卓出は、卓出である。

謫所は、謫所である。

托生は、托生である。

託生は、託生である。

擢賞は、擢賞である。

卓上は、卓上である。

卓上演説は、卓上演説である。

卓上旋盤は、卓上旋盤である。

卓状地は、卓状地である。

沢色は、沢色である。

拓殖は、拓殖である。

拓植は、拓植である。

拓殖大学は、拓殖大学である。

手抉は、手抉である。

宅診は、宅診である。

托身は、托身である。

托子は、托子である。

磔すは、磔すである。

謫すは、謫すである。

濁水は、濁水である。

たく綱は、たく綱である。

たく綱のは、たく綱のである。



託するは、託するである。

托するは、托するである。

諾するは、諾するである。

濁世は、濁世である。

柝声は、柝声である。

濁声は、濁声である。

諾成契約は、諾成契約である。

卓説は、卓説である。

卓絶は、卓絶である。

託宣は、託宣である。

謫仙は、謫仙である。

謫遷は、謫遷である。

卓然は、卓然である。

宅送は、宅送である。

託送は、託送である。

託送手荷物は、託送手荷物である。

たく駝は、たく駝である。

だくだくは、だくだくである。

諾諾は、諾諾である。

宅地は、宅地である。

拓地は、拓地である。

田口は、田口である。

田口卯吉は、田口卯吉である。

宅地造成は、宅地造成である。

宅地建物取引業は、宅地建物取引業である。

宅地並み課税は、宅地並み課税である。

田沓は、田沓である。

だくつきは、だくつきである。

だくつくは、だくつくである。

タクティックスは、タクティックスである。

濁点は、濁点である。

タクトは、タクトである。

ダクトは、ダクトである。

巧むは、巧むである。

たく縄は、たく縄である。

たく縄のは、たく縄のである。

たく布は、たく布である。

だく乗りは、だく乗りである。

宅配は、宅配である。

托鉢は、托鉢である。

択伐は、択伐である。

択抜は、択抜である。

卓抜は、卓抜である。

拓跋魏は、拓跋魏である。

拓跋珪は、拓跋珪である。

托鉢修道会は、托鉢修道会である。



沢畔は、沢畔である。

宅番は、宅番である。

諾否は、諾否である。

卓筆は、卓筆である。

たく領巾は、たく領巾である。

たく領巾のは、たく領巾のである。

卓布は、卓布である。

たく衾は、たく衾である。

手腓は、手腓である。

臂は、臂である。

卓文君は、卓文君である。

タグボートは、タグボートである。

啄木は、啄木である。

凸凹は、凸凹である。

啄木打は、啄木打である。

啄木縅は、啄木縅である。

啄木忌は、啄木忌である。

啄木組みは、啄木組みである。

啄木鳥は、啄木鳥である。

拓本は、拓本である。

琢磨は、琢磨である。

逞しいは、逞しいである。

田熊式ボイラーは、田熊式ボイラーである。

逞しゅうするは、逞しゅうするである。

宅磨派は、宅磨派である。

宅間派は、宅間派である。

託磨派は、託磨派である。

宅間流は、宅間流である。

工は、工である。

巧みは、巧みである。

内匠は、内匠である。

内匠寮は、内匠寮である。

巧鳥は、巧鳥である。

巧婦は、巧婦である。

巧みには、巧みにである。

内匠頭は、内匠頭である。

工屋は、工屋である。

工むは、工むである。

拓務省は、拓務省である。

専は、専である。

だくめきは、だくめきである。

だくめくは、だくめくである。

焚く藻は、焚く藻である。

諾約は、諾約である。

託喩は、託喩である。

托葉は、托葉である。



田鞍は、田鞍である。

卓犖は、卓犖である。

謫落は、謫落である。

拓落失路は、拓落失路である。

ダグラスは、ダグラスである。

ダグラス窩は、ダグラス窩である。

痴は、痴である。

田蔵田は、田蔵田である。

た比ぶは、た比ぶである。

た較ぶは、た較ぶである。

たくらべは、たくらべである。

タクラマカンは、タクラマカンである。

企みは、企みである。

企むは、企むである。

たくら者は、たくら者である。

托卵は、托卵である。

濁乱は、濁乱である。

吐は、吐である。

手繰は、手繰である。

手繰り上げるは、手繰り上げるである。

手繰り出すは、手繰り出すである。

たくりかくは、たくりかくである。

手繰車は、手繰車である。

手繰り込むは、手繰り込むである。

卓立は、卓立である。

手繰釣は、手繰釣である。

手繰舟は、手繰舟である。

濁流は、濁流である。

宅料は、宅料である。

諾了は、諾了である。

手繰り寄せるは、手繰り寄せるである。

たくるは、たくるである。

吐るは、吐るである。

手繰るは、手繰るである。

駄句るは、駄句るである。

駄狂いは、駄狂いである。

鐸鈴は、鐸鈴である。

たくれい風発は、たくれい風発である。

たくれるは、たくれるである。

田畔は、田畔である。

濁浪は、濁浪である。

卓論は、卓論である。

蓄ふは、蓄ふである。

貯ふは、貯ふである。

蓄えは、蓄えである。

貯えは、貯えである。



蓄えるは、蓄えるである。

貯えるは、貯えるである。

茸は、茸である。

菌は、菌である。

蕈は、蕈である。

他化は、他化である。

他家は、他家である。

武井は、武井である。

他形は、他形である。

他計は、他計である。

多形は、多形である。

多芸は、多芸である。

多形花は、多形花である。

建勲神社は、建勲神社である。

武井武雄は、武井武雄である。

竹内は、竹内である。

武内は、武内である。

竹内栖鳳は、竹内栖鳳である。

武内宿禰は、武内宿禰である。

武内義雄は、武内義雄である。

竹内好は、竹内好である。

竹内理三は、竹内理三である。

竹馬は、竹馬である。

竹馬古着屋は、竹馬古着屋である。

ダゲールは、ダゲールである。

竹縁は、竹縁である。

武雄は、武雄である。

建男は、建男である。

猛夫は、猛夫である。

丈夫は、丈夫である。

竹落葉は、竹落葉である。

竹反しは、竹反しである。

竹籠は、竹籠である。

竹籃は、竹籃である。

竹笠は、竹笠である。

竹刀は、竹刀である。

岳鴉は、岳鴉である。

岳烏は、岳烏である。

茸狩は、茸狩である。

竹河は、竹河である。

岳樺は、岳樺である。

竹冠は、竹冠である。

打撃は、打撃である。

打撃数は、打撃数である。

竹切は、竹切である。

打撃率は、打撃率である。



竹切の会式は、竹切の会式である。

竹切れは、竹切れである。

竹釘は、竹釘である。

竹釘軍は、竹釘軍である。

竹具足は、竹具足である。

丈比べは、丈比べである。

たけくらべは、たけくらべである。

竹下駄は、竹下駄である。

竹格子は、竹格子である。

竹越は、竹越である。

竹輿は、竹輿である。

竹越与三郎は、竹越与三郎である。

竹細工は、竹細工である。

竹崎は、竹崎である。

竹崎季長は、竹崎季長である。

竹小筒は、竹小筒である。

竹沢は、竹沢である。

猛しは、猛しである。

他化自在天は、他化自在天である。

竹襦袢は、竹襦袢である。

竹島は、竹島である。

武島は、武島である。

竹島事件は、竹島事件である。

武島羽衣は、武島羽衣である。

竹島百合は、竹島百合である。

竹島蘭は、竹島蘭である。

竹床几は、竹床几である。

竹簀は、竹簀である。

丈姿は、丈姿である。

長姿は、長姿である。

竹簀子は、竹簀子である。

竹添は、竹添である。

竹添進一郎は、竹添進一郎である。

たけそかは、たけそかである。

竹田は、竹田である。

武田は、武田である。

田下駄は、田下駄である。

竹田出雲は、竹田出雲である。

長高しは、長高しである。

武田勝頼は、武田勝頼である。

丈高指は、丈高指である。

猛猛しいは、猛猛しいである。

武田耕雲斎は、武田耕雲斎である。

武田信玄は、武田信玄である。

武田泰淳は、武田泰淳である。

丈立ちは、丈立ちである。



武田信義は、武田信義である。

竹田宮は、竹田宮である。

竹束は、竹束である。

竹束牛は、竹束牛である。

竹束船は、竹束船である。

竹束道は、竹束道である。

武田菱は、武田菱である。

武田流は、武田流である。

武田麟太郎は、武田麟太郎である。

長けたる位は、長けたる位である。

闌けたる位は、闌けたる位である。

武市は、武市である。

武智は、武智である。

高市は、高市である。

武市瑞山は、武市瑞山である。

竹帙は、竹帙である。

武智鉄二は、武智鉄二である。

高市黒人は、高市黒人である。

高市皇子は、高市皇子である。

多血は、多血である。

妥結は、妥結である。

竹杖は、竹杖である。

多血漢は、多血漢である。

丈継ぎは、丈継ぎである。

多血質は、多血質である。

多結晶は、多結晶である。

多血症は、多血症である。

竹筒は、竹筒である。

竹筒ぽうは、竹筒ぽうである。

竹綱は、竹綱である。

竹鉄砲は、竹鉄砲である。

竹戸は、竹戸である。

だけどは、だけどである。

竹富島は、竹富島である。

だけどもは、だけどもである。

竹取翁は、竹取翁である。

竹取翁の物語は、竹取翁の物語である。

竹取物語は、竹取物語である。

竹蜻蛉は、竹蜻蛉である。

竹中は、竹中である。

丈長は、丈長である。

竹流しは、竹流しである。

竹中半兵衛は、竹中半兵衛である。

丈長奉書は、丈長奉書である。

丈なる駒は、丈なる駒である。

酣は、酣である。



闌は、闌である。

竹縄は、竹縄である。

竹なんごは、竹なんごである。

丈には、丈にである。

竹似草は、竹似草である。

竹に雀は、竹に雀である。

武渟川別命は、武渟川別命である。

武野は、武野である。

竹の秋は、竹の秋である。

竹の編戸は、竹の編戸である。

竹内街道は、竹内街道である。

竹内式部は、竹内式部である。

竹の台は、竹の台である。

竹暖簾は、竹暖簾である。

竹の皮は、竹の皮である。

竹の皮包は、竹の皮包である。

竹の子は、竹の子である。

笋は、笋である。

竹の籠は、竹の籠である。

筍医者は、筍医者である。

筍笠は、筍笠である。

竹鋸は、竹鋸である。

筍生活は、筍生活である。

筍反りは、筍反りである。

筍梅雨は、筍梅雨である。

筍虫は、筍虫である。

筍飯は、筍飯である。

筍眼張は、筍眼張である。

筍面は、筍面である。

竹の里歌は、竹の里歌である。

竹下の戦は、竹下の戦である。

武野紹鴎は、武野紹鴎である。

竹の園は、竹の園である。

竹の園生は、竹の園生である。

竹の戸は、竹の戸である。

竹の灯は、竹の灯である。

竹の葉は、竹の葉である。

竹の林は、竹の林である。

竹の春は、竹の春である。

武信は、武信である。

竹の節は、竹の節である。

武信由太郎は、武信由太郎である。

竹の丸は、竹の丸である。

竹の実は、竹の実である。

多気の宮は、多気の宮である。

食場は、食場である。



竹箸は、竹箸である。

竹橋は、竹橋である。

竹梯子は、竹梯子である。

竹橋事件は、竹橋事件である。

竹橋門は、竹橋門である。

竹柱は、竹柱である。

竹挽き鋸は、竹挽き鋸である。

竹籤は、竹籤である。

竹久は、竹久である。

竹久夢二は、竹久夢二である。

武生は、武生である。

建ぶは、建ぶである。

猛ぶは、猛ぶである。

竹笛は、竹笛である。

武文蟹は、武文蟹である。

建部は、建部である。

建部綾足は、建部綾足である。

建部賢弘は、建部賢弘である。

竹剥げは、竹剥げである。

建部神社は、建部神社である。

竹蛇は、竹蛇である。

竹箆は、竹箆である。

武甕槌命は、武甕槌命である。

建御雷命は、建御雷命である。

竹光は、竹光である。

武満は、武満である。

武満徹は、武満徹である。

建御名方神は、建御名方神である。

竹村は、竹村である。

竹邑は、竹邑である。

竹本は、竹本である。

竹本義太夫は、竹本義太夫である。

竹本越路太夫は、竹本越路太夫である。

竹本座は、竹本座である。

竹本摂津大掾は、竹本摂津大掾である。

竹本筑後掾は、竹本筑後掾である。

竹本播磨少掾は、竹本播磨少掾である。

竹本流は、竹本流である。

竹屋は、竹屋である。

竹屋紙は、竹屋紙である。

茸山は、茸山である。

竹屋町は、竹屋町である。

竹矢来は、竹矢来である。

竹槍は、竹槍である。

たけりは、たけりである。

田計里は、田計里である。



田鳧は、田鳧である。

猛り狂うは、猛り狂うである。

猛り立つは、猛り立つである。

哮り立つは、哮り立つである。

梟帥は、梟帥である。

長けるは、長けるである。

闌けるは、闌けるである。

哮るは、哮るである。

猛るは、猛るである。

ダゲレオタイプは、ダゲレオタイプである。

だけれどは、だけれどである。

だけれどもは、だけれどもである。

他見は、他見である。

他言は、他言である。

多元は、多元である。

多言は、多言である。

打鍵は、打鍵である。

駄犬は、駄犬である。

打弦楽器は、打弦楽器である。

多元的は、多元的である。

多元的国家論は、多元的国家論である。

多元描写は、多元描写である。

多元放送は、多元放送である。

多元方程式は、多元方程式である。

多元論は、多元論である。

たこは、たこである。

凧は、凧である。

蛸は、蛸である。

章魚は、章魚である。

胼胝は、胼胝である。

脊瘡は、脊瘡である。

多故は、多故である。

担桶は、担桶である。

田子は、田子である。

他語は、他語である。

多胡は、多胡である。

打鼓は、打鼓である。

唾壺は、唾壺である。

凧揚げは、凧揚げである。

蛸足は、蛸足である。

蛸足配線は、蛸足配線である。

蛸穴は、蛸穴である。

凧糸は、凧糸である。

他校は、他校である。

多幸は、多幸である。

多項は、多項である。



多劫は、多劫である。

蛇行は、蛇行である。

惰行は、惰行である。

駄餉は、駄餉である。

多項式は、多項式である。

多孔質は、多孔質である。

蛇咬症は、蛇咬症である。

多幸多福は、多幸多福である。

多項定理は、多項定理である。

凧会は、凧会である。

タゴールは、タゴールである。

蛸会社は、蛸会社である。

蛸鉤は、蛸鉤である。

蛸頭は、蛸頭である。

蛸絡げは、蛸絡げである。

他国は、他国である。

打刻は、打刻である。

堕獄は、堕獄である。

他国三界は、他国三界である。

多国籍は、多国籍である。

多国籍企業は、多国籍企業である。

多国籍銀行は、多国籍銀行である。

章魚水母は、章魚水母である。

田子倉ダムは、田子倉ダムである。

タコグラフは、タコグラフである。

他国渡りは、他国渡りである。

田五作は、田五作である。

田吾作は、田吾作である。

蛸さぶきは、蛸さぶきである。

手こぢは、手こぢである。

手越は、手越である。

手輿は、手輿である。

腰輿は、腰輿である。

タコスは、タコスである。

蛸賺しは、蛸賺しである。

蛸頭巾は、蛸頭巾である。

蛸壺は、蛸壺である。

蛸釣は、蛸釣である。

蛸胴突は、蛸胴突である。

田毎の月は、田毎の月である。

蛸入道は、蛸入道である。

蛸ねりは、蛸ねりである。

蛸の脚は、蛸の脚である。

田子の浦は、田子の浦である。

蛸の木は、蛸の木である。

露兜樹は、露兜樹である。



担桶の棒は、担桶の棒である。

蛸枕は、蛸枕である。

蛸配は、蛸配である。

蛸配当は、蛸配当である。

蛸旗は、蛸旗である。

鮹旗は、鮹旗である。

蛸船は、蛸船である。

蛸部屋は、蛸部屋である。

蛸坊主は、蛸坊主である。

タコマは、タコマである。

タコメーターは、タコメーターである。

蛸焼は、蛸焼である。

たこらばっちょうは、たこらばっちょうである。

田心姫命は、田心姫命である。

多恨は、多恨である。

多才は、多才である。

多材は、多材である。

多妻は、多妻である。

多彩は、多彩である。

他在は、他在である。

多罪は、多罪である。

ださいは、ださいである。

大宰は、大宰である。

堕罪は、堕罪である。

太宰治は、太宰治である。

太宰春台は、太宰春台である。

大宰主神は、大宰主神である。

大宰権帥は、大宰権帥である。

大宰少弐は、大宰少弐である。

大宰帥は、大宰帥である。

大宰大弐は、大宰大弐である。

大宰府は、大宰府である。

太宰府は、太宰府である。

太宰府神社は、太宰府神社である。

多細胞生物は、多細胞生物である。

田崎は、田崎である。

田崎草雲は、田崎草雲である。

多作は、多作である。

駄作は、駄作である。

駄酒は、駄酒である。

他殺は、他殺である。

田沢湖は、田沢湖である。

多産は、多産である。

他山は、他山である。

打算は、打算である。

多酸塩基は、多酸塩基である。



打算的は、打算的である。

立しは、立しである。

足しは、足しである。

他志は、他志である。

他紙は、他紙である。

他誌は、他誌である。

多士は、多士である。

たしは、たしである。

多遅は、多遅である。

他事は、他事である。

他時は、他時である。

多事は、多事である。

多時は、多時である。

出しは、出しである。

山車は、山車である。

出し合うは、出し合うである。

出し入れは、出し入れである。

出し置きは、出し置きである。

出し遅れは、出し遅れである。

出し遅れるは、出し遅れるである。

出し惜しみは、出し惜しみである。

出し惜しむは、出し惜しむである。

確かは、確かである。

慥かは、慥かである。

出貝は、出貝である。

出し風は、出し風である。

確かめるは、確かめるである。

慥かめるは、慥かめるである。

出し殻は、出し殻である。

多識は、多識である。

田鴫は、田鴫である。

タジキスタンは、タジキスタンである。

出切手は、出切手である。

出し切りは、出し切りである。

出し切るは、出し切るである。

タジクは、タジクである。

確けしは、確けしである。

出し桁は、出し桁である。

タシケントは、タシケントである。

出し子は、出し子である。

出し昆布は、出し昆布である。

多士済済は、多士済済である。

出し鮫は、出し鮫である。

足し算は、足し算である。

田鹿は、田鹿である。

田獣は、田獣である。



出し渋るは、出し渋るである。

出し雑魚は、出し雑魚である。

出し汁は、出し汁である。

多肢選択法は、多肢選択法である。

足高は、足高である。

たじたじは、たじたじである。

たしだしには、たしだしにである。

多事多端は、多事多端である。

多事多難は、多事多難である。

出し茶は、出し茶である。

他室は、他室である。

多湿は、多湿である。

他日は、他日である。

多日は、多日である。

出しっこは、出しっこである。

出しっ放しは、出しっ放しである。

足し無いは、足し無いである。

窮いは、窮いである。

出し投げは、出し投げである。

嗜みは、嗜みである。

嗜み衣裳は、嗜み衣裳である。

嗜み心は、嗜み心である。

嗜み道具は、嗜み道具である。

窘むは、窘むである。

嗜むは、嗜むである。

窘めるは、窘めるである。

確には、確にである。

出し抜くは、出し抜くである。

出し抜けは、出し抜けである。

出し梁は、出し梁である。

蝮は、蝮である。

出し鬢は、出し鬢である。

田渋は、田渋である。

嗜ぶは、嗜ぶである。

出し文机は、出し文机である。

出し塀は、出し塀である。

但馬は、但馬である。

但馬牛は、但馬牛である。

足し前は、足し前である。

出し前は、出し前である。

田道間守は、田道間守である。

多治見は、多治見である。

多治見国長は、多治見国長である。

出し見世は、出し見世である。

出し店は、出し店である。

た繁竹は、た繁竹である。



多治見焼は、多治見焼である。

たじめくは、たじめくである。

出し物は、出し物である。

他社は、他社である。

他者は、他者である。

多謝は、多謝である。

打者は、打者である。

確やかは、確やかである。

他借は、他借である。

惰弱は、惰弱である。

懦弱は、懦弱である。

出し矢倉は、出し矢倉である。

出し櫓は、出し櫓である。

出し山は、出し山である。

駄洒落は、駄洒落である。

多種は、多種である。

多趣は、多趣である。

唾手は、唾手である。

舵手は、舵手である。

他州は、他州である。

他宗は、他宗である。

多衆は、多衆である。

多重は、多重である。

多重債務者は、多重債務者である。

多重星は、多重星である。

多重通信は、多重通信である。

多重塔は、多重塔である。

多重放送は、多重放送である。

他主占有は、他主占有である。

多種多様は、多種多様である。

他出は、他出である。

多趣味は、多趣味である。

打順は、打順である。

他所は、他所である。

他書は、他書である。

多書は、多書である。

他生は、他生である。

他姓は、他姓である。

他称は、他称である。

多少は、多少である。

多生は、多生である。

多祥は、多祥である。

多照は、多照である。

多情は、多情である。

打成一片は、打成一片である。

多生曠劫は、多生曠劫である。



多情多恨は、多情多恨である。

多少ともは、多少ともである。

多情仏心は、多情仏心である。

他色は、他色である。

多色は、多色である。

多食は、多食である。

多色暈は、多色暈である。

多色刷は、多色刷である。

多色性は、多色性である。

他所払手形は、他所払手形である。

他所行きは、他所行きである。

甕は、甕である。

田印は、田印である。

たじれるは、たじれるである。

田代は、田代である。

たじろぎは、たじろぎである。

たじろぐは、たじろぐである。

田代三喜は、田代三喜である。

田代松意は、田代松意である。

田代山は、田代山である。

出し割りは、出し割りである。

他心は、他心である。

打診は、打診である。

打鍼は、打鍼である。

蛇心は、蛇心である。

打診器は、打診器である。

多神教は、多神教である。

蛇心仏口は、蛇心仏口である。

タスは、タスである。

足すは、足すである。

田鶴は、田鶴である。

たずは、たずである。

出すは、出すである。

多数は、多数である。

打数は、打数である。

多数決は、多数決である。

多数代表制は、多数代表制である。

多数派は、多数派である。

方便無しは、方便無しである。

助かるは、助かるである。

タスカン帽は、タスカン帽である。

襷は、襷である。

手繦は、手繦である。

方便は、方便である。

襷掛けは、襷掛けである。

襷桟は、襷桟である。



襷反りは、襷反りである。

襷星は、襷星である。

翼宿は、翼宿である。

タスクは、タスクである。

助くは、助くである。

輔くは、輔くである。

扶くは、扶くである。

タスクフォースは、タスクフォースである。

助けは、助けである。

助け合うは、助け合うである。

助け親は、助け親である。

助け船は、助け船である。

助けるは、助けるである。

輔けるは、輔けるである。

扶けるは、扶けるである。

携ふは、携ふである。

携えるは、携えるである。

携わるは、携わるである。

ダスターは、ダスターである。

ダスターコートは、ダスターコートである。

たずたずしは、たずたずしである。

ダストは、ダストである。

ダストコートは、ダストコートである。

ダストシュートは、ダストシュートである。

尋ぬは、尋ぬである。

訊ぬは、訊ぬである。

尋ねは、尋ねである。

尋ね当てるは、尋ね当てるである。

尋ね合せるは、尋ね合せるである。

尋ね出づは、尋ね出づである。

尋ね出すは、尋ね出すである。

尋ね入るは、尋ね入るである。

尋ね沙汰は、尋ね沙汰である。

尋ね取るは、尋ね取るである。

尋ね人は、尋ね人である。

尋ね物は、尋ね物である。

訪ねるは、訪ねるである。

尋ねるは、尋ねるである。

女貞は、女貞である。

駄すべは、駄すべである。

タスマニアは、タスマニアである。

タスマニアアボリジニは、タスマニアアボリジニである。

タスマニアデビルは、タスマニアデビルである。

鶴群は、鶴群である。

堕するは、堕するである。

他世は、他世である。



多世は、多世である。

多精は、多精である。

多勢は、多勢である。

打製は、打製である。

惰性は、惰性である。

多声音楽は、多声音楽である。

惰性系は、惰性系である。

多性雑種は、多性雑種である。

打製石器は、打製石器である。

多声部音楽は、多声部音楽である。

打席は、打席である。

唾石は、唾石である。

打席数は、打席数である。

打設は、打設である。

田芹は、田芹である。

他薦は、他薦である。

多銭は、多銭である。

打線は、打線である。

兌銭は、兌銭である。

唾腺は、唾腺である。

攤銭は、攤銭である。

唾腺染色体は、唾腺染色体である。

惰走は、惰走である。

多層塔は、多層塔である。

田添は、田添である。

田添鉄二は、田添鉄二である。

黄昏るは、黄昏るである。

黄昏は、黄昏である。

黄昏草は、黄昏草である。

黄昏月は、黄昏月である。

黄昏時は、黄昏時である。

黄昏鳥は、黄昏鳥である。

黄昏れるは、黄昏れるである。

多足は、多足である。

蛇足は、蛇足である。

多足類は、多足類である。

誰哉行灯は、誰哉行灯である。

他村は、他村である。

たたは、たたである。

楯は、楯である。

多多は、多多である。

直は、直である。

徒は、徒である。

常は、常である。

只は、只である。

唯は、唯である。



多田は、多田である。

だだは、だだである。

駄駄は、駄駄である。

ダダは、ダダである。

徒有りは、徒有りである。

徒有りの人は、徒有りの人である。

タタールは、タタールである。

タタールの軛は、タタールの軛である。

多胎は、多胎である。

直居は、直居である。

徒居は、徒居である。

多大は、多大である。

だ体は、だ体である。

堕胎は、堕胎である。

唯行きは、唯行きである。

大太鼓は、大太鼓である。

堕胎罪は、堕胎罪である。

ダダイストは、ダダイストである。

ダダイスムは、ダダイスムである。

多胎妊娠は、多胎妊娠である。

只今は、只今である。

唯今は、唯今である。

唯芋は、唯芋である。

多体問題は、多体問題である。

称ふは、称ふである。

湛ふは、湛ふである。

徒人は、徒人である。

直人は、直人である。

湛えは、湛えである。

称辞は、称辞である。

称号は、称号である。

称えるは、称えるである。

湛えるは、湛えるである。

直処は、直処である。

直香は、直香である。

戦いは、戦いである。

闘いは、闘いである。

闘構えは、闘構えである。

戦いの庭は、戦いの庭である。

戦うは、戦うである。

闘うは、闘うである。

徒顔は、徒顔である。

只貸しは、只貸しである。

戦わすは、戦わすである。

闘わすは、闘わすである。

叩きは、叩きである。



敲きは、敲きである。

叩き合いは、叩き合いである。

叩き合うは、叩き合うである。

叩き上げは、叩き上げである。

叩き上げるは、叩き上げるである。

叩き網は、叩き網である。

叩き石は、叩き石である。

叩き売りは、叩き売りである。

叩き売るは、叩き売るである。

叩き起すは、叩き起すである。

叩き落すは、叩き落すである。

叩き返すは、叩き返すである。

敲き鉦は、敲き鉦である。

敲き声は、敲き声である。

叩き牛蒡は、叩き牛蒡である。

叩き独楽は、叩き独楽である。

叩き込むは、叩き込むである。

叩き殺すは、叩き殺すである。

叩き台は、叩き台である。

敲き大工は、敲き大工である。

叩き出すは、叩き出すである。

叩き立てるは、叩き立てるである。

叩き付けるは、叩き付けるである。

敲き土は、敲き土である。

叩き土は、叩き土である。

叩きっ放しは、叩きっ放しである。

叩き潰すは、叩き潰すである。

叩き菜は、叩き菜である。

叩き直すは、叩き直すである。

敲き納豆は、敲き納豆である。

叩き鱠は、叩き鱠である。

徒衣は、徒衣である。

叩き鑿は、叩き鑿である。

叩きのめすは、叩きのめすである。

敲き放しは、敲き放しである。

敲き払いは、敲き払いである。

叩き伏せるは、叩き伏せるである。

敲き別けは、敲き別けである。

叩き割るは、叩き割るである。

叩くは、叩くである。

敲くは、敲くである。

只句は、只句である。

だだくさは、だだくさである。

徒口は、徒口である。

たたくるは、たたくるである。

たたくれるは、たたくれるである。



狸は、狸である。

直越えは、直越えである。

徒言は、徒言である。

徒事は、徒事である。

唯事は、唯事である。

只事は、只事である。

徒言歌は、徒言歌である。

只詞は、只詞である。

徒言葉は、徒言葉である。

縦さは、縦さである。

たださは、たださである。

唯さえは、唯さえである。

徒前は、徒前である。

直刺すは、直刺すである。

縦方は、縦方である。

縦様は、縦様である。

縦しは、縦しである。

糺しは、糺しである。

正しは、正しである。

但しは、但しである。

直路は、直路である。

正道は、正道である。

正しいは、正しいである。

但し書は、但し書である。

但しはは、但しはである。

立たすは、立たすである。

正すは、正すである。

糺すは、糺すである。

質すは、質すである。

弾正台は、弾正台である。

糺の神は、糺の神である。

糺の森は、糺の森である。

佇まいは、佇まいである。

佇まふは、佇まふである。

佇みは、佇みである。

佇み歩くは、佇み歩くである。

佇むは、佇むである。

彳むは、彳むである。

只只は、只只である。

唯唯は、唯唯である。

直ちには、直ちにである。

駄駄っ児は、駄駄っ児である。

徒広いは、徒広いである。

直手は、直手である。

只取は、只取である。

直中は、直中である。



只中は、只中である。

たたなずくは、たたなずくである。

楯並めては、楯並めてである。

徒ならずは、徒ならずである。

只ならずは、只ならずである。

徒ならぬは、徒ならぬである。

啻ならぬは、啻ならぬである。

唯なりには、唯なりにである。

畳なはるは、畳なはるである。

多田南嶺は、多田南嶺である。

唯には、唯にである。

正述心緒歌は、正述心緒歌である。

畳ぬは、畳ぬである。

多田満仲は、多田満仲である。

諱は、諱である。

只乗りは、只乗りである。

直乗りは、直乗りである。

忠度は、忠度である。

直走りは、直走りである。

只働きは、只働きである。

直泊ては、直泊てである。

楯節舞は、楯節舞である。

手玉は、手玉である。

手珠は、手珠である。

畳まりは、畳まりである。

畳まるは、畳まるである。

畳は、畳である。

正身は、正身である。

直身は、直身である。

畳み上げるは、畳み上げるである。

畳椅子は、畳椅子である。

畳糸は、畳糸である。

畳鰯は、畳鰯である。

畳帯は、畳帯である。

畳表は、畳表である。

畳替えは、畳替えである。

畳み掛けるは、畳み掛けるである。

畳紙は、畳紙である。

只見川は、只見川である。

畳けめは、畳けめである。

畳腰掛は、畳腰掛である。

畳み込むは、畳み込むである。

畳薦は、畳薦である。

畳刺しは、畳刺しである。

畳触りは、畳触りである。

畳算は、畳算である。



畳尺は、畳尺である。

畳職は、畳職である。

畳皺は、畳皺である。

畳水練は、畳水練である。

畳叩きは、畳叩きである。

畳楯は、畳楯である。

帖楯は、帖楯である。

畳付は、畳付である。

畳み成すは、畳み成すである。

畳橋は、畳橋である。

畳梯子は、畳梯子である。

畳針は、畳針である。

畳船は、畳船である。

畳縁は、畳縁である。

畳枕は、畳枕である。

畳目は、畳目である。

畳和布は、畳和布である。

畳物は、畳物である。

畳屋は、畳屋である。

畳屋台は、畳屋台である。

畳綿は、畳綿である。

畳むは、畳むである。

直向かふは、直向かふである。

腕は、腕である。

直目は、直目である。

只者は、只者である。

徒者は、徒者である。

直物は、直物である。

只匁は、只匁である。

徒養いは、徒養いである。

漂うは、漂うである。

忠吉は、忠吉である。

漂はしは、漂はしである。

漂わすは、漂わすである。

踏鞴は、踏鞴である。

駄駄羅遊びは、駄駄羅遊びである。

爛らかすは、爛らかすである。

駄駄羅大尽は、駄駄羅大尽である。

たたら束は、たたら束である。

多多良浜は、多多良浜である。

踏鞴吹きは、踏鞴吹きである。

婁宿は、婁宿である。

踏鞴祭は、踏鞴祭である。

爛ら目は、爛ら目である。

祟りは、祟りである。

絡りは、絡りである。



立たりは、立たりである。

たたり形は、たたり形である。

祟り目は、祟り目である。

祟るは、祟るである。

爛るは、爛るである。

タタルスタンは、タタルスタンである。

爛れは、爛れである。

爛れかかるは、爛れかかるである。

爛れ目は、爛れ目である。

爛れるは、爛れるである。

たたわしは、たたわしである。

直渡るは、直渡るである。

他端は、他端である。

多端は、多端である。

多段ロケットは、多段ロケットである。

たちは、たちである。

立は、立である。

質は、質である。

館は、館である。

太刀は、太刀である。

多知は、多知である。

多智は、多智である。

達は、達である。

立ちは、立ちである。

立会は、立会である。

立合は、立合である。

立会演説は、立会演説である。

立会場は、立会場である。

立会停止は、立会停止である。

立会人は、立会人である。

立ち合うは、立ち合うである。

立ち会うは、立ち会うである。

立葵は、立葵である。

立明しは、立明しである。

立ち明かすは、立ち明かすである。

立ち上りは、立ち上りである。

裁ち上りは、裁ち上りである。

立ち別るは、立ち別るである。

立ち上がるは、立ち上がるである。

立ち上げるは、立ち上げるである。

立ち現れるは、立ち現れるである。

立ち顕れるは、立ち顕れるである。

立ち歩きは、立ち歩きである。

立ち居は、立ち居である。

起居は、起居である。

建ち家は、建ち家である。



立ち出づは、立ち出づである。

裁ち板は、裁ち板である。

立ち至るは、立ち至るである。

立ち到るは、立ち到るである。

立ち居の人は、立ち居の人である。

立居振舞は、立居振舞である。

立入りは、立入りである。

立入は、立入である。

立入り検査は、立入り検査である。

立入宗継は、立入宗継である。

立ち入るは、立ち入るである。

立ち居るは、立ち居るである。

太刀魚は、太刀魚である。

立浮は、立浮である。

立ち動きは、立ち動きである。

立臼は、立臼である。

立射ちは、立射ちである。

太刀打ちは、太刀打ちである。

太刀打ちの技は、太刀打ちの技である。

立人は、立人である。

太刀奪は、太刀奪である。

立売りは、立売りである。

裁ち売りは、裁ち売りである。

立枝は、立枝である。

立襟は、立襟である。

立往生は、立往生である。

立ち後れは、立ち後れである。

立ち遅れは、立ち遅れである。

立ち後れるは、立ち後れるである。

立ち遅れるは、立ち遅れるである。

太刀音は、太刀音である。

裁ち落しは、裁ち落しである。

裁ち落すは、裁ち落すである。

立ち泳ぎは、立ち泳ぎである。

太刀折紙は、太刀折紙である。

裁ち下ろしは、裁ち下ろしである。

裁ち替ふは、裁ち替ふである。

立返りは、立返りである。

立ち返るは、立ち返るである。

立ち帰るは、立ち帰るである。

立ち掛かるは、立ち掛かるである。

撃刀は、撃刀である。

太刀限りは、太刀限りである。

立楽は、立楽である。

立ち隠すは、立ち隠すである。

立ち隠るは、立ち隠るである。



太刀懸は、太刀懸である。

太刀影は、太刀影である。

太刀懸の草摺は、太刀懸の草摺である。

立ち重ぬは、立ち重ぬである。

裁ち重ぬは、裁ち重ぬである。

立頭は、立頭である。

太刀風は、太刀風である。

立方は、立方である。

裁ち方は、裁ち方である。

太刀担ぎは、太刀担ぎである。

鬣は、鬣である。

田租は、田租である。

手力は、手力である。

手力男命は、手力男命である。

立ち枯らしは、立ち枯らしである。

太刀絡みは、太刀絡みである。

立枯れは、立枯れである。

立枯れ病は、立枯れ病である。

立川は、立川である。

立川文庫は、立川文庫である。

立ち代りは、立ち代りである。

立ち替り入れ替りは、立ち替り入れ替りである。

立川流は、立川流である。

立ち代るは、立ち代るである。

だちかんは、だちかんである。

立木は、立木である。

立消えは、立消えである。

立聞きは、立聞きである。

太刀利きは、太刀利きである。

立ち聞くは、立ち聞くである。

立君は、立君である。

断切りは、断切りである。

立ち切るは、立ち切るである。

断ち切るは、断ち切るである。

截ち切るは、截ち切るである。

立ち際は、立ち際である。

発ち際は、発ち際である。

立ち来は、立ち来である。

立食いは、立食いである。

立ち潜くは、立ち潜くである。

立ち漏くは、立ち漏くである。

立腐れは、立腐れである。

裁ち屑は、裁ち屑である。

立ち草臥れるは、立ち草臥れるである。

立ち下るは、立ち下るである。

立ち暗みは、立ち暗みである。



立毛は、立毛である。

立稽古は、立稽古である。

立毛差押えは、立毛差押えである。

立ち腰は、立ち腰である。

太刀拵えは、太刀拵えである。

立込みは、立込みである。

立ち込むは、立ち込むである。

立ち籠めるは、立ち籠めるである。

立ち込めるは、立ち込めるである。

たちこものは、たちこものである。

立ち越ゆは、立ち越ゆである。

立ち塞ふは、立ち塞ふである。

立ち栄ゆは、立ち栄ゆである。

太刀先は、太刀先である。

立ち酒は、立ち酒である。

太刀捌きは、太刀捌きである。

立ち徘徊ふは、立ち徘徊ふである。

立ち候ふは、立ち候ふである。

立ち去るは、立ち去るである。

立ち騒ぐは、立ち騒ぐである。

立ち障るは、立ち障るである。

立ち重くは、立ち重くである。

立ち撓ふは、立ち撓ふである。

立死には、立死にである。

縦の道は、縦の道である。

立衆は、立衆である。

立ち小便は、立ち小便である。

立ち姿は、立ち姿である。

立ち縋るは、立ち縋るである。

立ち竦るは、立ち竦るである。

立竦みは、立竦みである。

立ち竦むは、立ち竦むである。

太刀筋は、太刀筋である。

立ち席は、立ち席である。

立ち添うは、立ち添うである。

立柧ばのは、立柧ばのである。

立ち初むは、立ち初むである。

裁ち台は、裁ち台である。

立ち立つは、立ち立つである。

立ち違ふは、立ち違ふである。

立茶番は、立茶番である。

太刀遣いは、太刀遣いである。

立ち疲れるは、立ち疲れるである。

立ち継ぐは、立ち継ぐである。

立ち尽すは、立ち尽すである。

立作は、立作である。



断作は、断作である。

太刀作りは、太刀作りである。

立作所は、立作所である。

裁着は、裁着である。

裁衣は、裁衣である。

太刀付けは、太刀付けである。

立ち続くは、立ち続くである。

立ち続けるは、立ち続けるである。

立壺菫は、立壺菫である。

立ち詰めは、立ち詰めである。

立ち連ぬは、立ち連ぬである。

立ち連るは、立ち連るである。

立処は、立処である。

立ち通しは、立ち通しである。

立ち通すは、立ち通すである。

立ち所は、立ち所である。

立ち所には、立ち所にである。

立ち止るは、立ち止るである。

立ち動むは、立ち動むである。

太刀取りは、太刀取りである。

立直りは、立直りである。

立ち直るは、立ち直るである。

立ちながらは、立ちながらである。

立ち嘆くは、立ち嘆くである。

立ち並むは、立ち並むである。

立ち悩むは、立ち悩むである。

立ち均すは、立ち均すである。

立ち馴らすは、立ち馴らすである。

立ち並ぶは、立ち並ぶである。

立ち馴るは、立ち馴るである。

裁ち縫いは、裁ち縫いである。

裁ち縫ふは、裁ち縫ふである。

立値は、立値である。

太刀緒は、太刀緒である。

立退きは、立退きである。

立ち退くは、立ち退くである。

太刀の後は、太刀の後である。

立ち上るは、立ち上るである。

たちのままは、たちのままである。

立飲みは、立飲みである。

立ち葉は、立ち葉である。

起ち端は、起ち端である。

立羽は、立羽である。

立場は、立場である。

帯刀先生は、帯刀先生である。

帯刀舎人は、帯刀舎人である。



帯刀の陣は、帯刀の陣である。

帯刀役は、帯刀役である。

帯剣役は、帯剣役である。

裁ち鋏は、裁ち鋏である。

立ち走るは、立ち走るである。

裁ち外しは、裁ち外しである。

裁ち外れは、裁ち外れである。

立ちはだかるは、立ちはだかるである。

立ち働くは、立ち働くである。

橘は、橘である。

立花は、立花である。

橘曙覧は、橘曙覧である。

橘枝直は、橘枝直である。

立ち話は、立ち話である。

橘周太は、橘周太である。

橘樸は、橘樸である。

橘神道は、橘神道である。

橘瑞超は、橘瑞超である。

橘千蔭は、橘千蔭である。

橘月は、橘月である。

橘寺は、橘寺である。

橘鳥は、橘鳥である。

橘南谿は、橘南谿である。

橘嘉智子は、橘嘉智子である。

橘奈良麻呂は、橘奈良麻呂である。

橘成季は、橘成季である。

橘逸勢は、橘逸勢である。

橘諸兄は、橘諸兄である。

橘媛は、橘媛である。

橘夫人厨子は、橘夫人厨子である。

立花北枝は、立花北枝である。

立花宗茂は、立花宗茂である。

橘擬きは、橘擬きである。

橘守部は、橘守部である。

橘屋は、橘屋である。

橘焼は、橘焼である。

立ち離れるは、立ち離れるである。

橘をは、橘をである。

立場の膳は、立場の膳である。

立幅跳は、立幅跳である。

立羽不角は、立羽不角である。

たちはめは、たちはめである。

立原は、立原である。

立ち腹は、立ち腹である。

他地払手形は、他地払手形である。

立原杏所は、立原杏所である。



立原翠軒は、立原翠軒である。

立原道造は、立原道造である。

立ち番は、立ち番である。

立ち氷は、立ち氷である。

立ち日は、立ち日である。

立ち雛は、立ち雛である。

抱瓶は、抱瓶である。

太刀袋は、太刀袋である。

立ち塞がるは、立ち塞がるである。

立振舞は、立振舞である。

裁庖丁は、裁庖丁である。

立ち仏は、立ち仏である。

立ち舞ふは、立ち舞ふである。

立前は、立前である。

立ち増さるは、立ち増さるである。

立ち勝るは、立ち勝るである。

立ち交るは、立ち交るである。

立待は、立待である。

忽ちは、忽ちである。

立待月は、立待月である。

立ち迷うは、立ち迷うである。

立回りは、立回りである。

立ち回るは、立ち回るである。

立見は、立見である。

立ち身は、立ち身である。

立ち水は、立ち水である。

辰星は、辰星である。

立ち見るは、立ち見るである。

立ち向かうは、立ち向かうである。

太刀銘は、太刀銘である。

太刀目録は、太刀目録である。

立ち餅は、立ち餅である。

太刀持は、太刀持である。

立ち徘徊るは、立ち徘徊るである。

立ち戻るは、立ち戻るである。

断ち物は、断ち物である。

裁ち物は、裁ち物である。

裁ち物板は、裁ち物板である。

裁ち物庖丁は、裁ち物庖丁である。

立役は、立役である。

立ち休らふは、立ち休らふである。

立ち破るは、立ち破るである。

立山は、立山である。

多鈕細文鏡は、多鈕細文鏡である。

立ち行くは、立ち行くである。

駝鳥は、駝鳥である。



立ち装ふは、立ち装ふである。

立読みは、立読みである。

立ち寄るは、立ち寄るである。

館柳湾は、館柳湾である。

多値論理学は、多値論理学である。

立涌は、立涌である。

立技は、立技である。

立ち煩ふは、立ち煩ふである。

立ち渡るは、立ち渡るである。

裁ち割るは、裁ち割るである。

截ち割るは、截ち割るである。

駄賃は、駄賃である。

駄賃馬は、駄賃馬である。

駄賃帳は、駄賃帳である。

立ちん坊は、立ちん坊である。

辰は、辰である。

竜は、竜である。

縦は、縦である。

立つは、立つである。

建つは、建つである。

起つは、起つである。

発つは、発つである。

経つは、経つである。

絶つは、絶つである。

截つは、截つである。

断つは、断つである。

裁つは、裁つである。

駄津は、駄津である。

脱は、脱である。

奪は、奪である。

獺は、獺である。

だつは、だつである。

達意は、達意である。

脱衣は、脱衣である。

脱遺は、脱遺である。

脱逸は、脱逸である。

脱営は、脱営である。

奪衣婆は、奪衣婆である。

脱塩は、脱塩である。

手束は、手束である。

脱化は、脱化である。

ダッカは、ダッカである。

田令は、田令である。

田領は、田領である。

脱会は、脱会である。

奪回は、奪回である。



脱殻は、脱殻である。

奪格は、奪格である。

竜頭は、竜頭である。

手束杖は、手束杖である。

手束の弓は、手束の弓である。

手束弓は、手束弓である。

達官は、達官である。

達観は、達観である。

達眼は、達眼である。

脱監は、脱監である。

脱簡は、脱簡である。

奪還は、奪還である。

脱感作は、脱感作である。

脱乾漆像は、脱乾漆像である。

鐇は、鐇である。

妲己は、妲己である。

脱却は、脱却である。

卓球は、卓球である。

脱臼は、脱臼である。

謫居は、謫居である。

脱去は、脱去である。

ダッキングは、ダッキングである。

タックは、タックである。

脱句は、脱句である。

ダックは、ダックである。

ダッグアウトは、ダッグアウトである。

タックスは、タックスである。

タックスフリーは、タックスフリーである。

ダックスフントは、ダックスフントである。

タックスヘイブンは、タックスヘイブンである。

タッグマッチは、タッグマッチである。

田作は、田作である。

手作りは、手作りである。

田作りは、田作りである。

だっくりぼっくりは、だっくりぼっくりである。

タックルは、タックルである。

手装るは、手装るである。

たっけは、たっけである。

だっけは、だっけである。

卓見は、卓見である。

達見は、達見である。

脱剣は、脱剣である。

抱っこは、抱っこである。

脱語は、脱語である。

脱誤は、脱誤である。

卓効は、卓効である。



脱肛は、脱肛である。

脱稿は、脱稿である。

脱穀は、脱穀である。

脱獄は、脱獄である。

脱穀機は、脱穀機である。

立薦は、立薦である。

防壁は、防壁である。

タッサーは、タッサーである。

達才は、達才である。

獺祭は、獺祭である。

脱罪は、脱罪である。

獺祭忌は、獺祭忌である。

獺祭魚は、獺祭魚である。

達作は、達作である。

脱サラは、脱サラである。

脱酸は、脱酸である。

脱産業社会は、脱産業社会である。

達しは、達しである。

達士は、達士である。

脱士は、脱士である。

脱脂は、脱脂である。

脱しは、脱しである。

脱字は、脱字である。

達し書は、達し書である。

達識は、達識である。

脱脂大豆は、脱脂大豆である。

脱脂乳は、脱脂乳である。

達し文は、達し文である。

脱脂粉乳は、脱脂粉乳である。

竪縞は、竪縞である。

縦縞は、縦縞である。

立島は、立島である。

脱脂綿は、脱脂綿である。

達し物は、達し物である。

達者は、達者である。

達者作りは、達者作りである。

奪取は、奪取である。

ダッシュは、ダッシュである。

脱臭は、脱臭である。

脱渋は、脱渋である。

脱臭剤は、脱臭剤である。

脱出は、脱出である。

脱出速度は、脱出速度である。

ダッシュボードは、ダッシュボードである。

奪情は、奪情である。

奪情従公は、奪情従公である。



脱色は、脱色である。

脱色剤は、脱色剤である。

脱色法は、脱色法である。

たっしりは、たっしりである。

脱脂療法は、脱脂療法である。

達人は、達人である。

脱塵は、脱塵である。

塔主は、塔主である。

塔司は、塔司である。

脱水は、脱水である。

脱水機は、脱水機である。

脱水剤は、脱水剤である。

脱髄疾患は、脱髄疾患である。

脱水症状は、脱水症状である。

脱水素酵素は、脱水素酵素である。

殊まいは、殊まいである。

達するは、達するである。

脱するは、脱するである。

立つ瀬は、立つ瀬である。

達成は、達成である。

達声は、達声である。

脱税は、脱税である。

脱籍は、脱籍である。

タッセルは、タッセルである。

脱船は、脱船である。

脱線は、脱線である。

脱然は、脱然である。

タッソは、タッソである。

脱疽は、脱疽である。

脱走は、脱走である。

脱俗は、脱俗である。

脱粟の飯は、脱粟の飯である。

だっそ縮緬は、だっそ縮緬である。

達尊は、達尊である。

たったは、たったである。

竜田は、竜田である。

竜田揚は、竜田揚である。

脱退は、脱退である。

奪胎は、奪胎である。

脱胎は、脱胎である。

脱隊騒動は、脱隊騒動である。

たった今は、たった今である。

竜田川は、竜田川である。

竜田神社は、竜田神社である。

竜田彦は、竜田彦である。

竜田姫は、竜田姫である。



立田姫は、立田姫である。

たったものは、たったものである。

竜田山は、竜田山である。

脱炭は、脱炭である。

韃靼は、韃靼である。

立っちは、立っちである。

タッチは、タッチである。

ダッチは、ダッチである。

タッチアウトは、タッチアウトである。

ダッチアカウントは、ダッチアカウントである。

タッチアップは、タッチアップである。

タッチタイピングは、タッチタイピングである。

タッチダウンは、タッチダウンである。

ダッチハーバーは、ダッチハーバーである。

タッチパネルは、タッチパネルである。

タッチフットボールは、タッチフットボールである。

達智門は、達智門である。

脱着は、脱着である。

塔頭は、塔頭である。

たっちょうは、たっちょうである。

脱腸は、脱腸である。

脱腸嵌頓は、脱腸嵌頓である。

脱腸帯は、脱腸帯である。

タッチラインは、タッチラインである。

ダッチロールは、ダッチロールである。

ダッチワイフは、ダッチワイフである。

タッチングは、タッチングである。

裁着袴は、裁着袴である。

たっては、たってである。

だっては、だってである。

談天門は、談天門である。

脱兎は、脱兎である。

ダットは、ダットである。

尊いは、尊いである。

貴いは、貴いである。

達道は、達道である。

脱刀は、脱刀である。

脱党は、脱党である。

達徳は、達徳である。

尊ぶは、尊ぶである。

貴ぶは、貴ぶである。

尊むは、尊むである。

貴むは、貴むである。

脱遁は、脱遁である。

手綱は、手綱である。

手綱植えは、手綱植えである。



手綱捌きは、手綱捌きである。

手綱染は、手綱染である。

立浪は、立浪である。

立浪貝は、立浪貝である。

立浪草は、立浪草である。

立つ波のは、立つ波のである。

辰野は、辰野である。

竜野は、竜野である。

辰市は、辰市である。

辰の一点は、辰の一点である。

竜の馬は、竜の馬である。

竜の落し子は、竜の落し子である。

竜の尾の道は、竜の尾の道である。

辰野金吾は、辰野金吾である。

竜の口は、竜の口である。

竜ノ口は、竜ノ口である。

竜の駒は、竜の駒である。

竜の御顔は、竜の御顔である。

竜の宮は、竜の宮である。

竜の都は、竜の都である。

竜の宮姫は、竜の宮姫である。

辰野隆は、辰野隆である。

太羽は、太羽である。

立端は、立端である。

建端は、建端である。

答拝は、答拝である。

達拝は、達拝である。

脱藩は、脱藩である。

田中螺は、田中螺である。

脱皮は、脱皮である。

竜飛崎は、竜飛崎である。

達筆は、達筆である。

捺筆は、捺筆である。

タップは、タップである。

達風は、達風である。

タップダンスは、タップダンスである。

たっぷりは、たっぷりである。

ダッフルは、ダッフルである。

ダッフルコートは、ダッフルコートである。

達文は、達文である。

脱文は、脱文である。

脱糞は、脱糞である。

竹瓮は、竹瓮である。

たっぺは、たっぺである。

立偏は、立偏である。

達弁は、達弁である。



たつぼうは、たつぼうである。

脱帽は、脱帽である。

脱法は、脱法である。

達摩は、達摩である。

竜巻は、竜巻である。

辰松は、辰松である。

辰松八郎兵衛は、辰松八郎兵衛である。

辰松風は、辰松風である。

辰巳は、辰巳である。

巽は、巽である。

辰巳上りは、辰巳上りである。

巽上りは、巽上りである。

辰巳芸者は、辰巳芸者である。

辰巳言葉は、辰巳言葉である。

辰巳の里は、辰巳の里である。

辰巳柳太郎は、辰巳柳太郎である。

脱毛は、脱毛である。

脱毛剤は、脱毛剤である。

脱毛症は、脱毛症である。

田面は、田面である。

駄面は、駄面である。

脱落は、脱落である。

達理は、達理である。

脱離は、脱離である。

脱離酵素は、脱離酵素である。

脱略は、脱略である。

奪掠は、奪掠である。

奪略は、奪略である。

奪掠農業は、奪掠農業である。

脱硫は、脱硫である。

脱力は、脱力である。

脱力感は、脱力感である。

脱輪は、脱輪である。

脱路は、脱路である。

脱牢は、脱牢である。

脱漏は、脱漏である。

たては、たてである。

立ては、立てである。

建は、建である。

盾は、盾である。

竪は、竪である。

経は、経である。

殺陣は、殺陣である。

蓼は、蓼である。

伊達は、伊達である。

建ては、建てである。



立て合いは、立て合いである。

蓼藍は、蓼藍である。

立て合ふは、立て合ふである。

立て明しは、立て明しである。

炬火は、炬火である。

立挙は、立挙である。

立て集むは、立て集むである。

竪穴は、竪穴である。

竪穴式石室は、竪穴式石室である。

竪穴住居は、竪穴住居である。

建網は、建網である。

佗ていは、佗ていである。

立石は、立石である。

立板は、立板である。

縦糸は、縦糸である。

立入れは、立入れである。

立岩遺跡は、立岩遺跡である。

立て臼は、立て臼である。

立唄は、立唄である。

経畝織は、経畝織である。

竪畝織は、竪畝織である。

建売は、建売である。

竪詠草は、竪詠草である。

立烏帽子は、立烏帽子である。

竪襟は、竪襟である。

伊達襟は、伊達襟である。

伊達男は、伊達男である。

立沢瀉は、立沢瀉である。

立女形は、立女形である。

たて下ろすは、たて下ろすである。

伊達女は、伊達女である。

蓼科は、蓼科である。

櫪飼ふは、櫪飼ふである。

立替えは、立替えである。

立替金は、立替金である。

立て替えるは、立て替えるである。

建て替えるは、建て替えるである。

縦書きは、縦書きである。

立掛は、立掛である。

立懸は、立懸である。

立て掛けるは、立て掛けるである。

立て駕籠は、立て駕籠である。

立傘は、立傘である。

立笠は、立笠である。

立て舵は、立て舵である。

経絣は、経絣である。



立敵は、立敵である。

立銀は、立銀である。

建株は、建株である。

竪框は、竪框である。

立髪は、立髪である。

竪紙は、竪紙である。

立紙は、立紙である。

伊達髪は、伊達髪である。

鬣犬は、鬣犬である。

立て枯らしは、立て枯らしである。

断河は、断河である。

立川焉馬は、立川焉馬である。

竪瓦は、竪瓦である。

立て看板は、立て看板である。

立て木は、立て木である。

伊達着は、伊達着である。

立行司は、立行司である。

建玉は、建玉である。

建切網は、建切網である。

立て切るは、立て切るである。

閉て切るは、閉て切るである。

立句は、立句である。

竪句は、竪句である。

建具は、建具である。

建具金物は、建具金物である。

たで草は、たで草である。

項は、項である。

縦組は、縦組である。

伊達競阿国戯場は、伊達競阿国戯場である。

立削り盤は、立削り盤である。

竪子は、竪子である。

立坑は、立坑である。

竪坑は、竪坑である。

立坑方式は、立坑方式である。

たてごかしは、たてごかしである。

伊達心は、伊達心である。

伊達小袖は、伊達小袖である。

竪琴は、竪琴である。

立て込むは、立て込むである。

立て込めるは、立て込めるである。

閉て込めるは、閉て込めるである。

立て籠るは、立て籠るである。

楯籠るは、楯籠るである。

楯座は、楯座である。

竪座は、竪座である。

立作者は、立作者である。



立刺は、立刺である。

竪猿は、竪猿である。

竪桟は、竪桟である。

立師は、立師である。

殺陣師は、殺陣師である。

伊達師は、伊達師である。

立て塩は、立て塩である。

縦軸は、縦軸である。

立蔀は、立蔀である。

竪蔀は、竪蔀である。

蓼科高原は、蓼科高原である。

蓼科山は、蓼科山である。

立縞は、立縞である。

伊達締は、伊達締である。

伊達者は、伊達者である。

縦社会は、縦社会である。

立三味線は、立三味線である。

伊達衆は、伊達衆である。

達衆は、達衆である。

楯状は、楯状である。

楯状火山は、楯状火山である。

楯状地は、楯状地である。

縦振動は、縦振動である。

蓼酢は、蓼酢である。

伊達姿は、伊達姿である。

伊達頭巾は、伊達頭巾である。

縦筋は、縦筋である。

立て捨ては、立て捨てである。

立て砂は、立て砂である。

縦ずれ断層は、縦ずれ断層である。

立てせがみは、立てせがみである。

立旋盤は、立旋盤である。

伊達騒動は、伊達騒動である。

楯備えは、楯備えである。

伊達染は、伊達染である。

建染染料は、建染染料である。

縦題は、縦題である。

竪題は、竪題である。

たてだてしは、たてだてしである。

立て違ふは、立て違ふである。

伊達千広は、伊達千広である。

立茶は、立茶である。

点茶は、点茶である。

伊達提灯は、伊達提灯である。

楯突きは、楯突きである。

楯築墳丘墓は、楯築墳丘墓である。



楯突くは、楯突くである。

盾突くは、盾突くである。

立て付けは、立て付けである。

建て付けは、建て付けである。

立て付けるは、立て付けるである。

建て付けるは、建て付けるである。

立て銃は、立て銃である。

立筒は、立筒である。

立て続けは、立て続けである。

立て続けるは、立て続けるである。

立筒樋は、立筒樋である。

立坪は、立坪である。

建坪は、建坪である。

竪褄は、竪褄である。

立褄は、立褄である。

立て爪は、立て爪である。

立てては、立ててである。

立所は、立所である。

竪樋は、竪樋である。

縦樋は、縦樋である。

立て通しは、立て通しである。

立て通すは、立て通すである。

立て所は、立て所である。

立直しは、立直しである。

建直しは、建直しである。

立て直すは、立て直すである。

建て直すは、建て直すである。

立て直るは、立て直るである。

縦長は、縦長である。

蓼流しは、蓼流しである。

楯無は、楯無である。

縦波は、縦波である。

立て並べるは、立て並べるである。

建て並べるは、建て並べるである。

経錦は、経錦である。

楯縫は、楯縫である。

経緯は、経緯である。

立て抜くは、立て抜くである。

建値は、建値である。

建値段は、建値段である。

立野は、立野である。

竪野焼は、竪野焼である。

立派は、立派である。

建場は、建場である。

竪機は、竪機である。

立羽蝶は、立羽蝶である。



立て花は、立て花である。

館林は、館林である。

立て腹は、立て腹である。

立版古は、立版古である。

立引は、立引である。

達引は、達引である。

立引尽は、立引尽である。

立て引くは、立て引くである。

達引くは、達引くである。

立て膝は、立て膝である。

竪表具は、竪表具である。

立兵庫は、立兵庫である。

蓼斑は、蓼斑である。

立封は、立封である。

伊達風は、伊達風である。

縦笛は、縦笛である。

竪笛は、竪笛である。

立て札は、立て札である。

立文は、立文である。

竪文は、竪文である。

立て分は、立て分である。

蓼穂は、蓼穂である。

縦棒は、縦棒である。

楯鋒は、楯鋒である。

立干しは、立干しである。

建乾しは、建乾しである。

建米は、建米である。

伊達参りは、伊達参りである。

建前は、建前である。

経巻は、経巻である。

伊達巻は、伊達巻である。

伊達政宗は、伊達政宗である。

建増しは、建増しである。

建て増すは、建て増すである。

献遣すは、献遣すである。

立松は、立松である。

奉り物は、奉り物である。

奉れは、奉れである。

立褌は、立褌である。

立て向かふは、立て向かふである。

蓼虫は、蓼虫である。

立筵は、立筵である。

縦結びは、縦結びである。

伊達宗城は、伊達宗城である。

伊達眼鏡は、伊達眼鏡である。

立て巡らすは、立て巡らすである。



竪目録は、竪目録である。

立毛斯は、立毛斯である。

立物は、立物である。

立者は、立者である。

建物は、建物である。

竪物は、竪物である。

伊達模様は、伊達模様である。

伊達紋は、伊達紋である。

建家は、建家である。

立役者は、立役者である。

竪やの字は、竪やの字である。

館山は、館山である。

立山禅定は、立山禅定である。

立山節は、立山節である。

館山節は、館山節である。

縦揺れは、縦揺れである。

縦横は、縦横である。

縦横沙汰は、縦横沙汰である。

経緯縮緬は、経緯縮緬である。

立呼出しは、立呼出しである。

だてらは、だてらである。

立てるは、立てるである。

建てるは、建てるである。

たでるは、たでるである。

竪炉は、竪炉である。

立炉は、立炉である。

竪絽は、竪絽である。

立て分けは、立て分けである。

縦割りは、縦割りである。

立破は、立破である。

他店は、他店である。

打点は、打点である。

打電は、打電である。

他店勘定は、他店勘定である。

堕天使は、堕天使である。

田堵は、田堵である。

田刀は、田刀である。

立とは、立とである。

他土は、他土である。

駄都は、駄都である。

譬は、譬である。

喩は、喩である。

縦いは、縦いである。

仮令は、仮令である。

縦令は、縦令である。

譬ふは、譬ふである。



喩ふは、喩ふである。

他動は、他動である。

打倒は、打倒である。

妥当は、妥当である。

多島海は、多島海である。

帖紙は、帖紙である。

他動詞は、他動詞である。

多頭羽飼育は、多頭羽飼育である。

多糖類は、多糖類である。

譬えは、譬えである。

喩えは、喩えである。

縦えは、縦えである。

譬え歌は、譬え歌である。

喩え歌は、喩え歌である。

譬え種は、譬え種である。

譬え言は、譬え言である。

譬え事は、譬え事である。

例えばは、例えばである。

譬え話は、譬え話である。

譬えるは、譬えるである。

喩えるは、喩えるである。

た遠みは、た遠みである。

多読は、多読である。

田荘は、田荘である。

田所は、田所である。

貴しは、貴しである。

譬へ無しは、譬へ無しである。

多度神社は、多度神社である。

たどたどしいは、たどたどしいである。

多度津は、多度津である。

打突は、打突である。

譬ゆは、譬ゆである。

喩ゆは、喩ゆである。

辿りは、辿りである。

辿り書きは、辿り書きである。

辿り着くは、辿り着くである。

辿り読みは、辿り読みである。

辿るは、辿るである。

たどろたどろは、たどろたどろである。

炭団は、炭団である。

たとんとは、たとんとである。

店は、店である。

棚は、棚である。

田菜は、田菜である。

たなは、たなである。

棚商いは、棚商いである。



店商いは、店商いである。

棚上げは、棚上げである。

種井は、種井である。

種池は、種池である。

棚板は、棚板である。

店請けは、店請けである。

店請状は、店請状である。

店請人は、店請人である。

手中は、手中である。

店内は、店内である。

掌は、掌である。

ダナエは、ダナエである。

棚卸しは、棚卸しである。

店卸しは、店卸しである。

種下ろしは、種下ろしである。

棚卸資産は、棚卸資産である。

棚卸表は、棚卸表である。

店卸表は、店卸表である。

田中は、田中である。

た長は、た長である。

田中阿歌麿は、田中阿歌麿である。

店替えは、店替えである。

たながえるは、たながえるである。

田中王堂は、田中王堂である。

田中大秀は、田中大秀である。

田中角栄は、田中角栄である。

田中義一は、田中義一である。

田中絹代は、田中絹代である。

田中耕太郎は、田中耕太郎である。

店貸しは、店貸しである。

田中勝介は、田中勝介である。

田中正造は、田中正造である。

田中正平は、田中正平である。

田中萃一郎は、田中萃一郎である。

田中館は、田中館である。

田中館愛橘は、田中館愛橘である。

田中千禾夫は、田中千禾夫である。

田中訥言は、田中訥言である。

田中久重は、田中久重である。

田中英光は、田中英光である。

田中不二麿は、田中不二麿である。

田中美知太郎は、田中美知太郎である。

田中メモランダムは、田中メモランダムである。

田中義成は、田中義成である。

店借りは、店借りである。

棚借りは、棚借りである。



棚経は、棚経である。

棚霧らふは、棚霧らふである。

棚霧るは、棚霧るである。

棚雲は、棚雲である。

棚蜘蛛は、棚蜘蛛である。

店蜘蛛は、店蜘蛛である。

棚曇りは、棚曇りである。

棚曇るは、棚曇るである。

タナグラは、タナグラである。

店子は、店子である。

たなごは、たなごである。

手拭は、手拭である。

棚氷は、棚氷である。

棚捜しは、棚捜しである。

店探しは、店探しである。

手先は、手先である。

店前は、店前である。

店捌きは、店捌きである。

棚浚えは、棚浚えである。

店晒しは、店晒しである。

手無は、手無である。

袖無は、袖無である。

田無は、田無である。

店仕事は、店仕事である。

膜は、膜である。

棚下は、棚下である。

店下は、店下である。

棚仕立は、棚仕立である。

種稲は、種稲である。

棚尻は、棚尻である。

たな知るは、たな知るである。

手末は、手末である。

手末の調は、手末の調である。

棚厨子は、棚厨子である。

手底は、手底である。

手掌は、手掌である。

棚田は、棚田である。

店立ては、店立てである。

店賃は、店賃である。

種子は、種子である。

穀は、穀である。

種時は、種時である。

タナトスは、タナトスである。

タナトロジーは、タナトロジーである。

棚無し小舟は、棚無し小舟である。

店主は、店主である。



棚場は、棚場である。

棚橋は、棚橋である。

棚機は、棚機である。

七夕は、七夕である。

七夕馬は、七夕馬である。

七夕送りは、七夕送りである。

棚機踊は、棚機踊である。

七夕竹は、七夕竹である。

棚機月は、棚機月である。

棚機つ女は、棚機つ女である。

棚機祭は、棚機祭である。

七夕祭は、七夕祭である。

種初穂は、種初穂である。

棚引くは、棚引くである。

手肱は、手肱である。

種浸は、種浸である。

田辺は、田辺である。

田部は、田部である。

田辺朔郎は、田辺朔郎である。

田部重治は、田部重治である。

田辺元は、田辺元である。

田辺尚雄は、田辺尚雄である。

棚牡丹は、棚牡丹である。

棚参りは、棚参りである。

手股は、手股である。

指間は、指間である。

種祭は、種祭である。

たなまるは、たなまるである。

店回りは、店回りである。

店向は、店向である。

店目付は、店目付である。

店者は、店者である。

棚物は、棚物である。

店守は、店守である。

田均しは、田均しである。

たなりは、たなりである。

手馴るは、手馴るである。

手馴れは、手馴れである。

手縄は、手縄である。

多難は、多難である。

種棒は、種棒である。

谷は、谷である。

渓は、渓である。

谿は、谿である。

壁蝨は、壁蝨である。

商布は、商布である。



駄荷は、駄荷である。

だには、だにである。

谷間は、谷間である。

谷足は、谷足である。

谷石は、谷石である。

谷空木は、谷空木である。

ダニエルは、ダニエルである。

ダニエル書但似耳書は、ダニエル書但似耳書である。

ダニエル電池は、ダニエル電池である。

谷折りは、谷折りである。

谷下ろしは、谷下ろしである。

谷颪は、谷颪である。

谷隠れは、谷隠れである。

谷蔭は、谷蔭である。

谷風は、谷風である。

谷風梶之助は、谷風梶之助である。

谷川は、谷川である。

谷川士清は、谷川士清である。

谷川岳は、谷川岳である。

谷川徹三は、谷川徹三である。

手握るは、手握るである。

多肉は、多肉である。

多肉果は、多肉果である。

谷蟆は、谷蟆である。

多肉植物は、多肉植物である。

谷口は、谷口である。

谷口蕪村は、谷口蕪村である。

谷口雅春は、谷口雅春である。

多肉葉は、多肉葉である。

谷桑は、谷桑である。

谷行は、谷行である。

谷崎は、谷崎である。

谷崎潤一郎は、谷崎潤一郎である。

田螺は、田螺である。

谷路は、谷路である。

田螺金魚は、田螺金魚である。

谷時中は、谷時中である。

谷底は、谷底である。

谷干城は、谷干城である。

谷中は、谷中である。

谷中安規は、谷中安規である。

谷の戸は、谷の戸である。

丹波は、丹波である。

丹波道主命は、丹波道主命である。

谷氷河は、谷氷河である。

谷深は、谷深である。



谷懐は、谷懐である。

谷文晁は、谷文晁である。

谷辺は、谷辺である。

谷町は、谷町である。

谷間の姫百合は、谷間の姫百合である。

谷水は、谷水である。

谷村は、谷村である。

谷村計介は、谷村計介である。

だにもは、だにもである。

ダニューブは、ダニューブである。

多尿症は、多尿症である。

谷流は、谷流である。

駄庭は、駄庭である。

谷若葉は、谷若葉である。

谷渡しは、谷渡しである。

谷渡りは、谷渡りである。

他人は、他人である。

他人扱いは、他人扱いである。

他人行儀は、他人行儀である。

他人事は、他人事である。

他人資本は、他人資本である。

多人数は、多人数である。

他人付合いは、他人付合いである。

他人丼は、他人丼である。

他人向きは、他人向きである。

他人宿は、他人宿である。

貍は、貍である。

手貫は、手貫である。

狸饂飩は、狸饂飩である。

狸親父は、狸親父である。

狸爺は、狸爺である。

狸顔は、狸顔である。

狸汁は、狸汁である。

狸蕎麦は、狸蕎麦である。

狸憑きは、狸憑きである。

狸寝は、狸寝である。

狸寝入りは、狸寝入りである。

狸の腹鼓は、狸の腹鼓である。

狸婆は、狸婆である。

狸囃子は、狸囃子である。

狸笛は、狸笛である。

狸掘りは、狸掘りである。

狸豆は、狸豆である。

狸藻は、狸藻である。

水豆児は、水豆児である。

狸蘭は、狸蘭である。



田沼は、田沼である。

田沼意次は、田沼意次である。

田沼懸は、田沼懸である。

田沼時代は、田沼時代である。

ダヌンツィオは、ダヌンツィオである。

種は、種である。

種明しは、種明しである。

種油は、種油である。

種板は、種板である。

種芋は、種芋である。

種牛は、種牛である。

種馬は、種馬である。

種選びは、種選びである。

種叔父は、種叔父である。

種卸しは、種卸しである。

種案山子は、種案山子である。

種牡蠣は、種牡蠣である。

種貸しは、種貸しである。

種子島は、種子島である。

種子島時尭は、種子島時尭である。

種粕は、種粕である。

種紙は、種紙である。

種川は、種川である。

種変りは、種変りである。

胤変りは、胤変りである。

種切れは、種切れである。

種麹は、種麹である。

種肥は、種肥である。

種酢は、種酢である。

田鼠は、田鼠である。

種銭は、種銭である。

種田は、種田である。

種田山頭火は、種田山頭火である。

種卵は、種卵である。

種俵は、種俵である。

種違いは、種違いである。

胤違いは、胤違いである。

種付けは、種付けである。

種漬け花は、種漬け花である。

種土は、種土である。

種壺は、種壺である。

種取りは、種取りである。

種無しは、種無しである。

種茄子は、種茄子である。

種残しは、種残しである。

種腹は、種腹である。



胤腹は、胤腹である。

種火は、種火である。

種瓢は、種瓢である。

種本は、種本である。

種蒔きは、種蒔きである。

種播きは、種播きである。

種播き桜は、種播き桜である。

種蒔三番は、種蒔三番である。

種蒔鳥は、種蒔鳥である。

種蒔く人は、種蒔く人である。

種繭は、種繭である。

種物は、種物である。

種籾は、種籾である。

種綿は、種綿である。

他年は、他年である。

他念は、他念である。

多年は、多年である。

多念義は、多念義である。

多年生は、多年生である。

多年生植物は、多年生植物である。

多年草は、多年草である。

だのは、だのである。

多能は、多能である。

惰農は、惰農である。

多能工作機械は、多能工作機械である。

頼うだ人は、頼うだ人である。

田の神は、田の神である。

田の神送りは、田の神送りである。

田の草は、田の草である。

田の草休みは、田の草休みである。

楽しいは、楽しいである。

楽しびは、楽しびである。

楽しぶは、楽しぶである。

田の島は、田の島である。

楽しみは、楽しみである。

楽しみ煙管は、楽しみ煙管である。

楽しみ酒は、楽しみ酒である。

楽しみ鍋は、楽しみ鍋である。

楽しむは、楽しむである。

楽し屋は、楽し屋である。

だのには、だのにである。

田の稗は、田の稗である。

頼みは、頼みである。

田の実は、田の実である。

頼み上げるは、頼み上げるである。

頼み入るは、頼み入るである。



頼み納めは、頼み納めである。

頼みきりは、頼みきりである。

頼み込むは、頼み込むである。

頼み少なしは、頼み少なしである。

頼み樽は、頼み樽である。

頼み手は、頼み手である。

頼み寺は、頼み寺である。

頼み所は、頼み所である。

頼みの綱は、頼みの綱である。

頼み脹るは、頼み脹るである。

頼み渡るは、頼み渡るである。

田の面は、田の面である。

頼むは、頼むである。

恃むは、恃むである。

憑むは、憑むである。

手飲むは、手飲むである。

田の面の雁は、田の面の雁である。

田の実の節は、田の実の節である。

田の実の日は、田の実の日である。

田能村は、田能村である。

田能村竹田は、田能村竹田である。

頼めは、頼めである。

頼め事は、頼め事である。

頼もうは、頼もうである。

頼母子は、頼母子である。

憑子は、憑子である。

頼もしは、頼もしである。

頼もしいは、頼もしいである。

頼もしげなしは、頼もしげなしである。

頼母子講は、頼母子講である。

頼もし尽は、頼もし尽である。

頼もし立ては、頼もし立てである。

頼もし所は、頼もし所である。

頼もし人は、頼もし人である。

頼母節供は、頼母節供である。

頼も人形は、頼も人形である。

田の物は、田の物である。

たばは、たばである。

把は、把である。

束は、束である。

打破は、打破である。

駝馬は、駝馬である。

多売は、多売である。

駝背は、駝背である。

庇ふは、庇ふである。

惜ふは、惜ふである。



束風は、束風である。

手量は、手量である。

謀りは、謀りである。

謀り事は、謀り事である。

謀り状は、謀り状である。

謀り勢は、謀り勢である。

謀るは、謀るである。

たばきは、たばきである。

タバコは、タバコである。

煙草入は、煙草入である。

煙草切は、煙草切である。

たばこ税は、たばこ税である。

煙草銭は、煙草銭である。

煙草庖丁は、煙草庖丁である。

煙草盆は、煙草盆である。

煙草モザイク病は、煙草モザイク病である。

手挟みは、手挟みである。

手挟むは、手挟むである。

た走るは、た走るである。

賜ばすは、賜ばすである。

タバスコは、タバスコである。

田畑は、田畑である。

田畠は、田畠である。

田畑永代売買禁止令は、田畑永代売買禁止令である。

多発は、多発である。

多発式は、多発式である。

多発性硬化症は、多発性硬化症である。

手放しは、手放しである。

手離れは、手離れである。

束ぬは、束ぬである。

束ねは、束ねである。

束ね髪は、束ね髪である。

束ね木は、束ね木である。

束ね柱は、束ね柱である。

束ねるは、束ねるである。

束ね綿は、束ね綿である。

田原坂は、田原坂である。

束分けは、束分けである。

打飯は、打飯である。

田番は、田番である。

打板は、打板である。

多板類は、多板類である。

手火は、手火である。

旅は、旅である。

足袋は、足袋である。

単皮は、単皮である。



打碑は、打碑である。

荼毘は、荼毘である。

ダビは、ダビである。

旅商人は、旅商人である。

旅商いは、旅商いである。

旅歩きは、旅歩きである。

旅居は、旅居である。

礫は、礫である。

旅出立は、旅出立である。

旅人は、旅人である。

田稗は、田稗である。

タピオカは、タピオカである。

旅送りは、旅送りである。

度重なるは、度重なるである。

度数は、度数である。

旅稼ぎは、旅稼ぎである。

旅烏は、旅烏である。

旅煙管は、旅煙管である。

旅癖は、旅癖である。

旅芸人は、旅芸人である。

旅子は、旅子である。

旅興行は、旅興行である。

旅心地は、旅心地である。

旅心は、旅心である。

旅乞食は、旅乞食である。

他火小屋は、他火小屋である。

旅衣は、旅衣である。

旅先は、旅先である。

足袋刺しは、足袋刺しである。

旅差は、旅差である。

足袋師は、足袋師である。

旅路は、旅路である。

荼毘師は、荼毘師である。

礫瓦は、礫瓦である。

旅支度は、旅支度である。

旅芝居は、旅芝居である。

旅所は、旅所である。

荼毘所は、荼毘所である。

旅装束は、旅装束である。

旅姿は、旅姿である。

旅双六は、旅双六である。

旅硯は、旅硯である。

タピストリーは、タピストリーである。

旅住まいは、旅住まいである。

旅住みは、旅住みである。

旅相撲は、旅相撲である。



タピスリーは、タピスリーである。

旅銭は、旅銭である。

旅僧は、旅僧である。

旅他国は、旅他国である。

旅立ちは、旅立ちである。

旅立つは、旅立つである。

度度は、度度である。

賜び給ふは、賜び給ふである。

旅箪笥は、旅箪笥である。

タヒチは、タヒチである。

他筆は、他筆である。

旅疲れは、旅疲れである。

旅苞は、旅苞である。

旅出は、旅出である。

ダビデは、ダビデである。

旅体は、旅体である。

旅鳥は、旅鳥である。

旅馴れるは、旅馴れるである。

旅慣れるは、旅慣れるである。

旅日記は、旅日記である。

旅寝は、旅寝である。

旅鼠は、旅鼠である。

多肥農業は、多肥農業である。

旅の日は、旅の日である。

旅の空は、旅の空である。

旅の人は、旅の人である。

旅の丸寝は、旅の丸寝である。

旅の宮は、旅の宮である。

足袋跣足は、足袋跣足である。

旅脛巾は、旅脛巾である。

田雲雀は、田雲雀である。

旅人算は、旅人算である。

旅人の木は、旅人の木である。

旅臥しは、旅臥しである。

旅風呂は、旅風呂である。

旅枕は、旅枕である。

度遍しは、度遍しである。

旅回りは、旅回りである。

旅戻りは、旅戻りである。

旅物は、旅物である。

旅屋は、旅屋である。

旅館は、旅館である。

旅役者は、旅役者である。

旅痩せは、旅痩せである。

旅窶れは、旅窶れである。

旅宿は、旅宿である。



旅宿りは、旅宿りである。

旅行きは、旅行きである。

旅行き衣は、旅行き衣である。

旅行くは、旅行くである。

旅油単は、旅油単である。

多病は、多病である。

旅装いは、旅装いである。

田平子は、田平子である。

だびら狭は、だびら狭である。

だびら広は、だびら広である。

たびら雪は、たびら雪である。

飄掌すは、飄掌すである。

ダビングは、ダビングである。

太布は、太布である。

他夫は、他夫である。

タフは、タフである。

髱は、髱である。

タブは、タブである。

懦夫は、懦夫である。

だぶは、だぶである。

打歩は、打歩である。

訛ぶは、訛ぶである。

タブーは、タブーである。

タフガイは、タフガイである。

多福は、多福である。

手房は、手房である。

犢鼻褌は、犢鼻褌である。

褌は、褌である。

褌祝は、褌祝である。

手節の崎は、手節の崎である。

田廬は、田廬である。

田伏は、田伏である。

タフタは、タフタである。

たぶたぶは、たぶたぶである。

だぶだぶは、だぶだぶである。

他物は、他物である。

陀仏は、陀仏である。

駄物は、駄物である。

だぶつくは、だぶつくである。

他物権は、他物権である。

タフトは、タフトである。

タフトハートレー法は、タフトハートレー法である。

ダフニスは、ダフニスである。

田舟は、田舟である。

ダフネは、ダフネである。

椨は、椨である。



田文は、田文である。

だふ屋は、だふ屋である。

たぶやかは、たぶやかである。

タブラは、タブラである。

誑かすは、誑かすである。

だぶらもっぺは、だぶらもっぺである。

タブララサは、タブララサである。

た振りは、た振りである。

ダブりは、ダブりである。

タブリーズは、タブリーズである。

Ｗは、Ｗである。

ｗは、ｗである。

ＷＨＯは、ＷＨＯである。

ＷＦＴＵは、ＷＦＴＵである。

ＷＣは、ＷＣである。

ＷＷＦは、ＷＷＦである。

ＷＴＯは、ＷＴＯである。

ダブリンは、ダブリンである。

狂るは、狂るである。

ダブルは、ダブルである。

ダブるは、ダブるである。

ダブルオーバーヘッドカムシャフトは、ダブルオーバーヘッドカムシャフトである。

ダブルカフスは、ダブルカフスである。

ダブルカラーは、ダブルカラーである。

ダブルキャストは、ダブルキャストである。

ダブルスは、ダブルスである。

ダブルスコアは、ダブルスコアである。

ダブルスチールは、ダブルスチールである。

ＷＷＷは、ＷＷＷである。

ダブルトラックは、ダブルトラックである。

ダブルバインドは、ダブルバインドである。

ダブルバスーンは、ダブルバスーンである。

ダブル幅は、ダブル幅である。

ダブルパンチは、ダブルパンチである。

ダブルフォールトは、ダブルフォールトである。

ダブルプレーは、ダブルプレーである。

ダブルブレストは、ダブルブレストである。

ダブルベースは、ダブルベースである。

ダブルヘッダーは、ダブルヘッダーである。

ダブルベッドは、ダブルベッドである。

ダブルボギーは、ダブルボギーである。

ダブルボタンは、ダブルボタンである。

ダブルロールは、ダブルロールである。

狂れ心は、狂れ心である。

タブレットは、タブレットである。

ダブレットは、ダブレットである。



狂れ人は、狂れ人である。

タブロイドは、タブロイドである。

タブローは、タブローである。

他聞は、他聞である。

多分は、多分である。

多聞は、多聞である。

駄文は、駄文である。

多文化主義は、多文化主義である。

多分には、多分にである。

食べ歩きは、食べ歩きである。

食べ酔ふは、食べ酔ふである。

食べ掛けは、食べ掛けである。

食べ掛けるは、食べ掛けるである。

食べ滓は、食べ滓である。

食べ頃は、食べ頃である。

食べ盛りは、食べ盛りである。

食べず嫌いは、食べず嫌いである。

食べ過ぎるは、食べ過ぎるである。

タペストリーは、タペストリーである。

食べ散らすは、食べ散らすである。

食べ付けるは、食べ付けるである。

タペットは、タペットである。

食べ残すは、食べ残すである。

食べ放題は、食べ放題である。

食べ物は、食べ物である。

食べ物屋は、食べ物屋である。

食べ汚すは、食べ汚すである。

食べるは、食べるである。

駄弁るは、駄弁るである。

田偏は、田偏である。

多弁は、多弁である。

駄弁は、駄弁である。

多辺形は、多辺形である。

タホは、タホである。

拿捕は、拿捕である。

太ぼは、太ぼである。

たほい屋は、たほい屋である。

他方は、他方である。

他邦は、他邦である。

多方は、多方である。

多宝は、多宝である。

多忙は、多忙である。

多望は、多望である。

打棒は、打棒である。

多宝塔は、多宝塔である。

多宝如来は、多宝如来である。



多方面は、多方面である。

髱髪は、髱髪である。

打撲は、打撲である。

打撲傷は、打撲傷である。

髱差は、髱差である。

髱刺は、髱刺である。

だぼシャツは、だぼシャツである。

髱心は、髱心である。

だぼだぼは、だぼだぼである。

田解きは、田解きである。

髱留は、髱留である。

だぼ鯊は、だぼ鯊である。

髱蓑は、髱蓑である。

駄法螺は、駄法螺である。

他犯は、他犯である。

駄本は、駄本である。

玉は、玉である。

珠は、珠である。

球は、球である。

適は、適である。

偶は、偶である。

魂は、魂である。

魄は、魄である。

霊は、霊である。

た網は、た網である。

手間は、手間である。

多摩は、多摩である。

だまは、だまである。

玉紫陽花は、玉紫陽花である。

玉霰は、玉霰である。

玉あられは、玉あられである。

田舞は、田舞である。

玉井は、玉井である。

玉石は、玉石である。

玉糸は、玉糸である。

玉糸織は、玉糸織である。

弾丸入木は、弾丸入木である。

ダマールは、ダマールである。

玉入れは、玉入れである。

給ふは、給ふである。

賜ふは、賜ふである。

嘔吐ふは、嘔吐ふである。

玉盞は、玉盞である。

玉兎は、玉兎である。

玉打ちは、玉打ちである。

魂打ちは、魂打ちである。



玉江は、玉江である。

玉江草は、玉江草である。

玉江小草は、玉江小草である。

魂送りは、魂送りである。

霊送りは、霊送りである。

霊送り火は、霊送り火である。

玉押金亀子は、玉押金亀子である。

玉落は、玉落である。

たまかは、たまかである。

玉貝は、玉貝である。

玉鏡は、玉鏡である。

玉垣は、玉垣である。

玉垣のは、玉垣のである。

玉垣の内つ国は、玉垣の内つ国である。

玉かぎるは、玉かぎるである。

玉蔭は、玉蔭である。

玉楮は、玉楮である。

玉楮象谷は、玉楮象谷である。

玉柏は、玉柏である。

玉堅磐は、玉堅磐である。

騙かすは、騙かすである。

玉葛は、玉葛である。

玉鬘は、玉鬘である。

玉風は、玉風である。

玉勝間は、玉勝間である。

玉桂は、玉桂である。

魂がるは、魂がるである。

玉川は、玉川である。

多摩川は、多摩川である。

玉川温泉は、玉川温泉である。

玉川上水は、玉川上水である。

手纏は、手纏である。

玉菊は、玉菊である。

玉菊灯籠は、玉菊灯籠である。

玉毬杖は、玉毬杖である。

玉衣は、玉衣である。

珠衣は、珠衣である。

玉絹は、玉絹である。

珠衣のは、珠衣のである。

たまきはるは、たまきはるである。

魂きはるは、魂きはるである。

玉黍は、玉黍である。

玉黍貝は、玉黍貝である。

多摩丘陵は、多摩丘陵である。

玉切りは、玉切りである。

玉置流は、玉置流である。



魂消るは、魂消るである。

玉串は、玉串である。

玉櫛笥は、玉櫛笥である。

玉くしげは、玉くしげである。

玉釧は、玉釧である。

玉樟は、玉樟である。

玉城は、玉城である。

玉城朝薫は、玉城朝薫である。

玉薬は、玉薬である。

手枕は、手枕である。

だまくらかすは、だまくらかすである。

玉笥は、玉笥である。

多摩湖は、多摩湖である。

卵は、卵である。

玉子は、玉子である。

卵色は、卵色である。

卵形は、卵形である。

卵酒は、卵酒である。

玉小菅は、玉小菅である。

卵煎餅は、卵煎餅である。

卵縮は、卵縮である。

卵繋ぎは、卵繋ぎである。

卵天狗茸は、卵天狗茸である。

玉琴は、玉琴である。

卵豆腐は、卵豆腐である。

卵綴じは、卵綴じである。

玉子丼は、玉子丼である。

卵のふはふはは、卵のふはふはである。

卵巻は、卵巻である。

弾籠めは、弾籠めである。

丸込めは、丸込めである。

卵焼は、卵焼である。

卵湯は、卵湯である。

多摩御陵は、多摩御陵である。

玉転がしは、玉転がしである。

玉転ばしは、玉転ばしである。

タマサート大学は、タマサート大学である。

玉細工は、玉細工である。

たまさか鳥は、たまさか鳥である。

玉前神社は、玉前神社である。

玉笹は、玉笹である。

玉篠は、玉篠である。

球指は、球指である。

玉叉手は、玉叉手である。

玉サボテンは、玉サボテンである。

珠算は、珠算である。



たましは、たましである。

騙しは、騙しである。

騙し討ちは、騙し討ちである。

騙し絵は、騙し絵である。

玉敷は、玉敷である。

玉鴫は、玉鴫である。

玉敷沙蚕は、玉敷沙蚕である。

玉敷の庭は、玉敷の庭である。

騙し斬りは、騙し斬りである。

玉軸受は、玉軸受である。

騙し込むは、騙し込むである。

鎮魂は、鎮魂である。

鎮魂の歌は、鎮魂の歌である。

鎮魂祭は、鎮魂祭である。

玉羊歯は、玉羊歯である。

騙し騙しは、騙し騙しである。

騙し捕りは、騙し捕りである。

霊幸ふは、霊幸ふである。

騙し矢は、騙し矢である。

玉杓子は、玉杓子である。

玉砂利は、玉砂利である。

霊代は、霊代である。

騙すは、騙すである。

ダマスカスは、ダマスカスである。

ダマスクは、ダマスクである。

ダマスクスは、ダマスクスである。

玉梓は、玉梓である。

玉章は、玉章である。

玉章豆腐は、玉章豆腐である。

玉梓のは、玉梓のである。

玉章結びは、玉章結びである。

玉簾は、玉簾である。

珠簾は、珠簾である。

玉磨りは、玉磨りである。

玉草履は、玉草履である。

玉襷は、玉襷である。

玉立絹は、玉立絹である。

魂棚は、魂棚である。

会は、会である。

玉垂れは、玉垂れである。

玉垂れのは、玉垂れのである。

球萵苣は、球萵苣である。

玉付は、玉付である。

玉坏は、玉坏である。

玉突きは、玉突きである。

玉作は、玉作である。



玉造は、玉造である。

玉造石は、玉造石である。

玉造温泉は、玉造温泉である。

玉造小町子壮衰書は、玉造小町子壮衰書である。

玉作部は、玉作部である。

玉造部は、玉造部である。

玉津島は、玉津島である。

玉津島神は、玉津島神である。

玉椿は、玉椿である。

玉手は、玉手である。

玉手箱は、玉手箱である。

玉戸は、玉戸である。

玉床は、玉床である。

玉殿は、玉殿である。

霊殿は、霊殿である。

魂殿は、魂殿である。

玉取りは、玉取りである。

玉名は、玉名である。

玉菜は、玉菜である。

球菜は、球菜である。

玉苗は、玉苗である。

玉無しは、玉無しである。

偶には、偶にである。

多摩ニュータウンは、多摩ニュータウンである。

玉主は、玉主である。

玉葱は、玉葱である。

葱頭は、葱頭である。

玉野は、玉野である。

玉の汗は、玉の汗である。

玉の井は、玉の井である。

玉の池は、玉の池である。

玉の泉は、玉の泉である。

玉の台は、玉の台である。

玉の浦は、玉の浦である。

玉の緒は、玉の緒である。

玉の小櫛は、玉の小櫛である。

玉緒繰分は、玉緒繰分である。

玉の小琴は、玉の小琴である。

玉の緒のは、玉の緒のである。

玉の帯は、玉の帯である。

玉祖神社は、玉祖神社である。

玉の緒柳は、玉の緒柳である。

玉祖命は、玉祖命である。

玉の顔は、玉の顔である。

玉簪花は、玉簪花である。

玉の冠は、玉の冠である。



玉の木は、玉の木である。

玉の声は、玉の声である。

玉の輿は、玉の輿である。

玉の衣は、玉の衣である。

玉の盃は、玉の盃である。

玉の姿は、玉の姿である。

玉の簾は、玉の簾である。

玉の塵は、玉の塵である。

玉の戸は、玉の戸である。

玉の枢は、玉の枢である。

玉の庭は、玉の庭である。

玉の箱は、玉の箱である。

玉の肌は、玉の肌である。

玉の砌は、玉の砌である。

玉の宮は、玉の宮である。

玉の都は、玉の都である。

玉の床は、玉の床である。

玉の夜床は、玉の夜床である。

霊の夜殿は、霊の夜殿である。

玉乗りは、玉乗りである。

球乗りは、球乗りである。

珠暖簾は、珠暖簾である。

たま蠅は、たま蠅である。

玉鋼は、玉鋼である。

玉橋は、玉橋である。

たま蜂は、たま蜂である。

玉箒は、玉箒である。

玉囃すは、玉囃すである。

玉日蔭は、玉日蔭である。

玉蘿は、玉蘿である。

適間は、適間である。

球拾いは、球拾いである。

玉縁は、玉縁である。

玉縁笠は、玉縁笠である。

玉振振は、玉振振である。

玉偏は、玉偏である。

玉弁は、玉弁である。

玉矛は、玉矛である。

玉鉾は、玉鉾である。

玉桙は、玉桙である。

玉矛のは、玉矛のである。

玉鉾百首は、玉鉾百首である。

魂讃め星は、魂讃め星である。

鬼宿は、鬼宿である。

玉纏は、玉纏である。

玉巻くは、玉巻くである。



玉松は、玉松である。

玉松操は、玉松操である。

魂祭は、魂祭である。

霊祭は、霊祭である。

玉繭は、玉繭である。

玉鋺は、玉鋺である。

玉磨きは、玉磨きである。

玉水は、玉水である。

玉味噌は、玉味噌である。

魂迎えは、魂迎えである。

玉虫は、玉虫である。

吉丁虫は、吉丁虫である。

玉虫色は、玉虫色である。

玉虫織は、玉虫織である。

玉虫海気は、玉虫海気である。

玉虫厨子は、玉虫厨子である。

玉結びは、玉結びである。

魂結びは、魂結びである。

玉裳は、玉裳である。

玉藻は、玉藻である。

玉もいは、玉もいである。

玉藻刈るは、玉藻刈るである。

玉杢は、玉杢である。

玉藻なすは、玉藻なすである。

賜は、賜である。

賜物は、賜物である。

玉藻の前は、玉藻の前である。

玉藻前曦袂は、玉藻前曦袂である。

玉藻よしは、玉藻よしである。

玉屋は、玉屋である。

霊屋は、霊屋である。

玉柳は、玉柳である。

玉響は、玉響である。

タマヨは、タマヨである。

弾除けは、弾除けである。

魂呼ばいは、魂呼ばいである。

魂呼びは、魂呼びである。

玉依姫は、玉依姫である。

玉羅紗は、玉羅紗である。

堪らないは、堪らないである。

溜りは、溜りである。

溜り金は、溜り金である。

堪り兼ねるは、堪り兼ねるである。

黙りこくるは、黙りこくるである。

黙り込むは、黙り込むである。

溜り醤油は、溜り醤油である。



黙り黙りは、黙り黙りである。

溜間は、溜間である。

溜間詰は、溜間詰である。

溜り場は、溜り場である。

溜り水は、溜り水である。

騙り者は、騙り者である。

玉緑茶は、玉緑茶である。

だまりんは、だまりんである。

タマリンドは、タマリンドである。

溜るは、溜るである。

賜るは、賜るである。

黙るは、黙るである。

騙るは、騙るである。

賜はすは、賜はすである。

玉綿は、玉綿である。

賜りは、賜りである。

賜り物は、賜り物である。

民は、民である。

だみは、だみである。

彩は、彩である。

濃は、濃である。

ダミーは、ダミーである。

濃絵は、濃絵である。

彩絵は、彩絵である。

彩み返すは、彩み返すである。

民草は、民草である。

訛声は、訛声である。

田水は、田水である。

田溝は、田溝である。

駄味噌は、駄味噌である。

田道は、田道である。

田路は、田路である。

彩潰しは、彩潰しである。

田蓑は、田蓑である。

民部卿は、民部卿である。

民部省は、民部省である。

田蓑の島は、田蓑の島である。

田宮は、田宮である。

田宮虎彦は、田宮虎彦である。

他名は、他名である。

タミル語は、タミル語である。

タミル族は、タミル族である。

惰眠は、惰眠である。

回むは、回むである。

廻むは、廻むである。

彩むは、彩むである。



訛むは、訛むである。

溜むは、溜むである。

矯むは、矯むである。

ダムは、ダムである。

手向いは、手向いである。

手向くは、手向くである。

手向けは、手向けである。

手向け歌は、手向け歌である。

手向け草は、手向け草である。

手向けの神は、手向けの神である。

手向け花は、手向け花である。

手向け水は、手向け水である。

手向山は、手向山である。

手向山八幡宮は、手向山八幡宮である。

手向けるは、手向けるである。

ダムサイトは、ダムサイトである。

甜酒は、甜酒である。

田虫は、田虫である。

頑癬は、頑癬である。

たむしばは、たむしばである。

タムタムは、タムタムである。

ダムダム弾は、ダムダム弾である。

た空手は、た空手である。

屯は、屯である。

党は、党である。

田村は、田村である。

田村神社は、田村神社である。

田村草は、田村草である。

田村俊子は、田村俊子である。

屯所は、屯所である。

屯するは、屯するである。

ためは、ためである。

溜めは、溜めである。

駄目は、駄目である。

為合は、為合である。

溜預は、溜預である。

溜井は、溜井である。

溜息は、溜息である。

溜池は、溜池である。

溜色は、溜色である。

ダメージは、ダメージである。

溜め置くは、溜め置くである。

溜桶は、溜桶である。

駄目押しは、駄目押しである。

為書は、為書である。

溜め込むは、溜め込むである。



例は、例である。

様は、様である。

試しは、試しである。

験は、験である。

試し斬りは、試し斬りである。

試札は、試札である。

試し皿は、試し皿である。

試し算は、試し算である。

試し物は、試し物である。

溜簀は、溜簀である。

試すは、試すである。

溜漉きは、溜漉きである。

為尽は、為尽である。

為筋は、為筋である。

矯め付くは、矯め付くである。

矯めつ眇めつは、矯めつ眇めつである。

駄目詰りは、駄目詰りである。

味物は、味物である。

為永は、為永である。

為永春水は、為永春水である。

ためなしは、ためなしである。

だめなしは、だめなしである。

溜め涙は、溜め涙である。

為には、為にである。

溜塗は、溜塗である。

溜枡は、溜枡である。

溜め水は、溜め水である。

矯め見るは、矯め見るである。

駄目元は、駄目元である。

躊躇うは、躊躇うである。

ためりは、ためりである。

溜めるは、溜めるである。

矯めるは、矯めるである。

他面は、他面である。

打眠は、打眠である。

多面は、多面である。

打綿は、打綿である。

多面角は、多面角である。

打眠衣は、打眠衣である。

多面体は、多面体である。

多面的は、多面的である。

給は、給である。

だもは、だもである。

たも網は、たも網である。

多毛は、多毛である。

多毛作は、多毛作である。



多毛症は、多毛症である。

多毛類は、多毛類である。

多目的は、多目的である。

多目的ダムは、多目的ダムである。

ダモクレスの剣は、ダモクレスの剣である。

保合は、保合である。

保つは、保つである。

袂は、袂である。

袂落しは、袂落しである。

徘徊は、徘徊である。

徘徊るは、徘徊るである。

袂糞は、袂糞である。

袂時計は、袂時計である。

田守は、田守である。

給るは、給るである。

賜れは、賜れである。

給れは、給れである。

賜ろは、賜ろである。

他門は、他門である。

多聞院日記は、多聞院日記である。

多聞天は、多聞天である。

田谷は、田谷である。

田屋は、田屋である。

他屋は、他屋である。

駄屋は、駄屋である。

田役は、田役である。

田安は、田安である。

絶やすは、絶やすである。

容易いは、容易いである。

田安宗武は、田安宗武である。

田安門は、田安門である。

田山は、田山である。

田山花袋は、田山花袋である。

田谷力三は、田谷力三である。

達延汗は、達延汗である。

絶ゆは、絶ゆである。

手結は、手結である。

太夫は、太夫である。

大夫下ろしは、大夫下ろしである。

大夫買いは、大夫買いである。

大夫鹿の子は、大夫鹿の子である。

太夫子は、太夫子である。

大夫職は、大夫職である。

太夫棚は、太夫棚である。

大夫なりは、大夫なりである。

大夫判官は、大夫判官である。



太夫元は、太夫元である。

大夫元は、大夫元である。

弛しは、弛しである。

懈しは、懈しである。

揺は、揺である。

揺蕩は、揺蕩である。

揺蕩うは、揺蕩うである。

弛みは、弛みである。

弛み無いは、弛み無いである。

弛むは、弛むである。

たゆらには、たゆらにである。

他用は、他用である。

多用は、多用である。

多様は、多様である。

惰容は、惰容である。

多様化は、多様化である。

多欲は、多欲である。

手寄せには、手寄せにである。

たよたよは、たよたよである。

たよらには、たよらにである。

便りは、便りである。

頼りは、頼りである。

頼り甲斐は、頼り甲斐である。

便り付けは、便り付けである。

便り所は、便り所である。

頼り所は、頼り所である。

便り無いは、便り無いである。

頼り無いは、頼り無いである。

便り無しは、便り無しである。

頼り無しは、頼り無しである。

便屋は、便屋である。

便るは、便るである。

頼るは、頼るである。

手弱しは、手弱しである。

鱈は、鱈である。

たらは、たらである。

多羅は、多羅である。

だらは、だらである。

ダラーは、ダラーである。

鱈網は、鱈網である。

盥は、盥である。

ダライバンは、ダライバンである。

盥船は、盥船である。

盥回しは、盥回しである。

ダライラマは、ダライラマである。

足らふは、足らふである。



だら幹は、だら幹である。

堕落は、堕落である。

ダラクマは、ダラクマである。

だらけは、だらけである。

だらけるは、だらけるである。

鱈子は、鱈子である。

鱈昆布は、鱈昆布である。

タラゴンは、タラゴンである。

執は、執である。

弓は、弓である。

滴は、滴である。

誑しは、誑しである。

だらしは、だらしである。

たらしいは、たらしいである。

溜込は、溜込である。

誑し込むは、誑し込むである。

だらし無いは、だらし無いである。

足らし御世は、足らし御世である。

足らし御代は、足らし御代である。

多羅樹は、多羅樹である。

鱈汁は、鱈汁である。

タラスは、タラスである。

垂らすは、垂らすである。

誑すは、誑すである。

足らずは、足らずである。

ダラスは、ダラスである。

陀羅助は、陀羅助である。

不足前は、不足前である。

鱈戦争は、鱈戦争である。

鱈雑炊は、鱈雑炊である。

たらたらは、たらたらである。

誑誑は、誑誑である。

だらだらは、だらだらである。

だらだら降りは、だらだら降りである。

だらだら急は、だらだら急である。

だらだら坂は、だらだら坂である。

だらだら祭は、だらだら祭である。

足乳男は、足乳男である。

垂乳男は、垂乳男である。

垂乳しは、垂乳しである。

垂乳しのは、垂乳しのである。

垂乳しやは、垂乳しやである。

足乳根は、足乳根である。

垂乳根は、垂乳根である。

足乳根のは、足乳根のである。

垂乳根のは、垂乳根のである。



足乳女は、足乳女である。

垂乳女は、垂乳女である。

鱈ちりは、鱈ちりである。

だらつくは、だらつくである。

タラップは、タラップである。

ダラディエは、ダラディエである。

鱈田麩は、鱈田麩である。

陀羅尼は、陀羅尼である。

陀羅尼鐘は、陀羅尼鐘である。

陀羅尼呪は、陀羅尼呪である。

陀羅尼助は、陀羅尼助である。

たらの木は、たらの木である。

たらの芽は、たらの芽である。

鱈場は、鱈場である。

鱈場蟹は、鱈場蟹である。

多羅波蟹は、多羅波蟹である。

多羅葉記は、多羅葉記である。

たらふくは、たらふくである。

ダラブッカは、ダラブッカである。

多羅菩薩は、多羅菩薩である。

たらむは、たらむである。

ダラムは、ダラムである。

たらめくは、たらめくである。

多羅葉は、多羅葉である。

たらりは、たらりである。

だらりは、だらりである。

タラワは、タラワである。

足らはすは、足らはすである。

タランチュラは、タランチュラである。

タランテラは、タランテラである。

タラントは、タラントである。

だらんとは、だらんとである。

ダランベールは、ダランベールである。

足りは、足りである。

疣は、疣である。

たりは、たりである。

人は、人である。

だりは、だりである。

ダリは、ダリである。

ダリアは、ダリアである。

タリアテッレは、タリアテッレである。

ダリーオは、ダリーオである。

ダリウスは、ダリウスである。

タリウムは、タリウムである。

垂り尾は、垂り尾である。

タリオは、タリオである。



たり活用は、たり活用である。

他力は、他力である。

他力宗は、他力宗である。

他力念仏は、他力念仏である。

他力本願は、他力本願である。

他力門は、他力門である。

だりきるは、だりきるである。

垂口は、垂口である。

垂領は、垂領である。

垂頸は、垂頸である。

たりけりは、たりけりである。

たりことは、たりことである。

他律は、他律である。

打率は、打率である。

足りないは、足りないである。

垂氷は、垂氷である。

たりひずみは、たりひずみである。

タリフは、タリフである。

たりふしは、たりふしである。

足り不足は、足り不足である。

垂穂は、垂穂である。

タリムは、タリムである。

だりむくるは、だりむくるである。

だりむくれは、だりむくれである。

だりむくれるは、だりむくれるである。

足りやかは、足りやかである。

他流は、他流である。

足り夜は、足り夜である。

多量は、多量である。

多力は、多力である。

惰力は、惰力である。

足りるは、足りるである。

タリンは、タリンである。

垂は、垂である。

樽は、樽である。

足るは、足るである。

垂るは、垂るである。

ダルは、ダルである。

だるは、だるである。

樽井は、樽井である。

堕涙は、堕涙である。

怠いは、怠いである。

懈いは、懈いである。

樽井藤吉は、樽井藤吉である。

樽入れは、樽入れである。

ダルーは、ダルーである。



ダルエスサラームは、ダルエスサラームである。

樽廻船は、樽廻船である。

樽鏡は、樽鏡である。

樽柿は、樽柿である。

達魯花赤は、達魯花赤である。

タルカンは、タルカンである。

垂木は、垂木である。

垂木形は、垂木形である。

垂木竹は、垂木竹である。

椽鼻は、椽鼻である。

垂木割は、垂木割である。

タルクは、タルクである。

ダルクローズは、ダルクローズである。

ダルゲームは、ダルゲームである。

タルコフスキーは、タルコフスキーである。

ダルゴムイシスキーは、ダルゴムイシスキーである。

樽肴は、樽肴である。

樽酒は、樽酒である。

怠しは、怠しである。

ダルシマーは、ダルシマーである。

樽代は、樽代である。

タルタルは、タルタルである。

タルタルステーキは、タルタルステーキである。

タルタルソースは、タルタルソースである。

タルタロスは、タルタロスである。

タルチュフは、タルチュフである。

タルティーニは、タルティーニである。

タルトは、タルトである。

タルドは、タルドである。

タルトレットは、タルトレットである。

ダルトンは、ダルトンである。

樽人形は、樽人形である。

樽抜きは、樽抜きである。

タルバガンは、タルバガンである。

足日は、足日である。

熾仁親王は、熾仁親王である。

樽拾いは、樽拾いである。

樽船は、樽船である。

達磨は、達磨である。

達磨市は、達磨市である。

達磨糸は、達磨糸である。

達磨歌は、達磨歌である。

達磨落しは、達磨落しである。

達磨返しは、達磨返しである。

達磨被きは、達磨被きである。

達磨忌は、達磨忌である。



達磨菊は、達磨菊である。

達磨宗は、達磨宗である。

達磨ストーブは、達磨ストーブである。

ダルマティカは、ダルマティカである。

ダルマパーラは、ダルマパーラである。

達磨剥しは、達磨剥しである。

達磨船は、達磨船である。

達磨屋は、達磨屋である。

樽丸は、樽丸である。

たるみは、たるみである。

垂水は、垂水である。

樽御輿は、樽御輿である。

タルムードは、タルムードである。

ダルメシアンは、ダルメシアンである。

弛めるは、弛めるである。

樽屋おせんは、樽屋おせんである。

垂れは、垂れである。

だれは、だれである。

垂尼は、垂尼である。

ダレイオスは、ダレイオスである。

垂纓は、垂纓である。

タレースは、タレースである。

タレーランは、タレーランである。

誰かは、誰かである。

垂駕籠は、垂駕籠である。

誰某は、誰某である。

垂れ髪は、垂れ髪である。

誰彼は、誰彼である。

誰彼無しには、誰彼無しにである。

垂れ絹は、垂れ絹である。

だれ気味は、だれ気味である。

弛気味は、弛気味である。

垂れ込みは、垂れ込みである。

垂れ込むは、垂れ込むである。

垂れ籠めるは、垂れ籠めるである。

垂れ下がるは、垂れ下がるである。

誰しの人は、誰しの人である。

垂れ簾は、垂れ簾である。

ダレスは、ダレスである。

タレット旋盤は、タレット旋盤である。

誰時は、誰時である。

誰時星は、誰時星である。

垂れ流しは、垂れ流しである。

垂れ流すは、垂れ流すである。

垂れ布は、垂れ布である。

誰の人は、誰の人である。



だれ場は、だれ場である。

誰人は、誰人である。

誰一人は、誰一人である。

垂れ臥すは、垂れ臥すである。

垂幕は、垂幕である。

垂味噌は、垂味噌である。

垂れ耳は、垂れ耳である。

垂蒸は、垂蒸である。

垂れ目は、垂れ目である。

垂れ物は、垂れ物である。

誰やし人は、誰やし人である。

誰やの人は、誰やの人である。

誰やの者は、誰やの者である。

誰故草は、誰故草である。

垂れるは、垂れるである。

ダレルは、ダレルである。

だれるは、だれるである。

タレントは、タレントである。

タレントマネーは、タレントマネーである。

垂れん棒は、垂れん棒である。

タロ芋は、タロ芋である。

太郎は、太郎である。

舵楼は、舵楼である。

だろうは、だろうである。

太郎冠者は、太郎冠者である。

太郎二は、太郎二である。

太郎月は、太郎月である。

太郎鎚は、太郎鎚である。

太郎の朔日は、太郎の朔日である。

太郎丸は、太郎丸である。

タロー芋は、タロー芋である。

たろくは、たろくである。

太郎四郎は、太郎四郎である。

タロットは、タロットである。

太郎兵衛は、太郎兵衛である。

太郎兵衛駕籠は、太郎兵衛駕籠である。

タワーは、タワーである。

タワークレーンは、タワークレーンである。

タワーブリッジは、タワーブリッジである。

タワーリシチは、タワーリシチである。

たわいは、たわいである。

たわい無いは、たわい無いである。

戯くは、戯くである。

戯けは、戯けである。

田分けは、田分けである。

戯け者は、戯け者である。



戯けるは、戯けるである。

戯言は、戯言である。

戯事は、戯事である。

束子は、束子である。

戯しは、戯しである。

たは汁は、たは汁である。

戯るは、戯るである。

た忘るは、た忘るである。

撓撓は、撓撓である。

戯ぶは、戯ぶである。

戯れは、戯れである。

戯れ遊びは、戯れ遊びである。

戯れ歌は、戯れ歌である。

戯れ敵は、戯れ敵である。

戯れ心は、戯れ心である。

戯れ言は、戯れ言である。

戯れ事は、戯れ事である。

戯れにくしは、戯れにくしである。

戯れ人は、戯れ人である。

撓みは、撓みである。

撓み管は、撓み管である。

たわみずらは、たわみずらである。

撓み継手は、撓み継手である。

戯れ書きは、戯れ書きである。

戯れ口は、戯れ口である。

戯れるは、戯れるである。

撓めるは、撓めるである。

狂者は、狂者である。

たわやかは、たわやかである。

容易しは、容易しである。

俵は、俵である。

俵国一は、俵国一である。

俵茱萸は、俵茱萸である。

俵子は、俵子である。

俵腰は、俵腰である。

俵転がしは、俵転がしである。

俵責めは、俵責めである。

俵藤太は、俵藤太である。

俵鋲は、俵鋲である。

俵迎えは、俵迎えである。

俵目貫は、俵目貫である。

俵物は、俵物である。

俵屋宗達は、俵屋宗達である。

俵山温泉は、俵山温泉である。

た童は、た童である。

戯れ男は、戯れ男である。



戯れ駒は、戯れ駒である。

戯双紙は、戯双紙である。

戯名は、戯名である。

戯れ寝は、戯れ寝である。

戯れ女は、戯れ女である。

遊女は、遊女である。

戯物語は、戯物語である。

狂事は、狂事である。

丹は、丹である。

旦は、旦である。

担は、担である。

段は、段である。

反は、反である。

炭は、炭である。

胆は、胆である。

単は、単である。

耽は、耽である。

探は、探である。

淡は、淡である。

堪は、堪である。

毯は、毯である。

短は、短である。

嘆は、嘆である。

歎は、歎である。

痰は、痰である。

端は、端である。

誕は、誕である。

壇は、壇である。

鍛は、鍛である。

タンは、タンである。

団は、団である。

男は、男である。

断は、断である。

弾は、弾である。

暖は、暖である。

だんは、だんである。

談は、談である。

檀は、檀である。

ダンは、ダンである。

丹堊は、丹堊である。

断悪は、断悪である。

断悪修善は、断悪修善である。

壇上げは、壇上げである。

反当りは、反当りである。

段当りは、段当りである。

単閼は、単閼である。



弾圧は、弾圧である。

段合せは、段合せである。

断案は、断案である。

坦夷は、坦夷である。

単衣は、単衣である。

単位は、単位である。

短衣は、短衣である。

段位は、段位である。

暖衣は、暖衣である。

煖衣は、煖衣である。

単位円は、単位円である。

単位株制度は、単位株制度である。

単位組合は、単位組合である。

単位系は、単位系である。

単為結実は、単為結実である。

単位元は、単位元である。

単位格子は、単位格子である。

単為生殖は、単為生殖である。

段板は、段板である。

単一は、単一である。

単一機械は、単一機械である。

単一組合は、単一組合である。

単一クローン抗体は、単一クローン抗体である。

単一国は、単一国である。

単一神教は、単一神教である。

単一物は、単一物である。

単一民族論は、単一民族論である。

単位分数は、単位分数である。

暖衣飽食は、暖衣飽食である。

単位膜は、単位膜である。

探韻は、探韻である。

貪淫は、貪淫である。

貪婬は、貪婬である。

団員は、団員である。

弾雨は、弾雨である。

淡雲は、淡雲である。

断雲は、断雲である。

丹絵は、丹絵である。

丹楹は、丹楹である。

丹液は、丹液である。

淡煙は、淡煙である。

団円は、団円である。

断煙は、断煙である。

貪汚は、貪汚である。

端黄卵は、端黄卵である。

檀越は、檀越である。



段縅は、段縅である。

段織は、段織である。

単音は、単音である。

短音は、短音である。

弾音は、弾音である。

短音階は、短音階である。

単音楽は、単音楽である。

暖温帯は、暖温帯である。

単音文字は、単音文字である。

丹花は、丹花である。

丹果は、丹果である。

丹霞は、丹霞である。

担架は、担架である。

担荷は、担荷である。

炭化は、炭化である。

単価は、単価である。

啖呵は、啖呵である。

短靴は、短靴である。

短歌は、短歌である。

痰火は、痰火である。

譚歌は、譚歌である。

旦過は、旦過である。

淡画は、淡画である。

端雅は、端雅である。

檀家は、檀家である。

タンカーは、タンカーである。

坦懐は、坦懐である。

譚海は、譚海である。

団塊は、団塊である。

段階は、段階である。

断崖は、断崖である。

弾劾は、弾劾である。

弾劾裁判は、弾劾裁判である。

弾劾裁判所は、弾劾裁判所である。

弾劾主義は、弾劾主義である。

探海灯は、探海灯である。

団塊の世代は、団塊の世代である。

啖呵売は、啖呵売である。

段返しは、段返しである。

単花果は、単花果である。

炭化カルシウムは、炭化カルシウムである。

丹鶴叢書は、丹鶴叢書である。

炭化珪素は、炭化珪素である。

短歌行は、短歌行である。

段飾りは、段飾りである。

啖呵師は、啖呵師である。



炭化水素は、炭化水素である。

段葛は、段葛である。

単科大学は、単科大学である。

短褐は、短褐である。

断割は、断割である。

タンガニーカは、タンガニーカである。

タンガニーカ湖は、タンガニーカ湖である。

単花被花は、単花被花である。

炭化物は、炭化物である。

炭化法は、炭化法である。

炭化毛は、炭化毛である。

旦過屋は、旦過屋である。

丹殻は、丹殻である。

ダンガリーは、ダンガリーである。

タンガロイは、タンガロイである。

丹款は、丹款である。

胆管は、胆管である。

単簡は、単簡である。

貪官は、貪官である。

短簡は、短簡である。

単眼は、単眼である。

単願は、単願である。

赧顔は、赧顔である。

嘆願は、嘆願である。

歎願は、歎願である。

断簡は、断簡である。

弾冠は、弾冠である。

ダンカンは、ダンカンである。

断岸は、断岸である。

弾丸は、弾丸である。

弾丸道路は、弾丸道路である。

弾丸列車は、弾丸列車である。

丹祈は、丹祈である。

胆気は、胆気である。

単記は、単記である。

単機は、単機である。

単騎は、単騎である。

短気は、短気である。

短きは、短きである。

短期は、短期である。

断機は、断機である。

弾機は、弾機である。

暖気は、暖気である。

煖気は、煖気である。

弾碁は、弾碁である。

談義は、談義である。



談議は、談議である。

短期貸付は、短期貸付である。

短期記憶は、短期記憶である。

段菊は、段菊である。

団菊左は、団菊左である。

短期公債は、短期公債である。

担鰭骨は、担鰭骨である。

短期資金は、短期資金である。

短期時効は、短期時効である。

段祺瑞は、段祺瑞である。

短期清算取引は、短期清算取引である。

談義僧は、談義僧である。

短期大学は、短期大学である。

暖気団は、暖気団である。

丹吉鉤は、丹吉鉤である。

短期手形は、短期手形である。

単記投票制は、単記投票制である。

短期取引は、短期取引である。

談義本は、談義本である。

談義参りは、談義参りである。

談義物は、談義物である。

単球は、単球である。

探求は、探求である。

探究は、探究である。

段丘は、段丘である。

弾弓は、弾弓である。

団魚は、団魚である。

断橋は、断橋である。

単極は、単極である。

単玉は、単玉である。

段玉裁は、段玉裁である。

短期予報は、短期予報である。

短距離は、短距離である。

短距離離着陸機は、短距離離着陸機である。

痰切りは、痰切りである。

段切りは、段切りである。

痰切飴は、痰切飴である。

痰切豆は、痰切豆である。

段切れは、段切れである。

鍛金は、鍛金である。

断金は、断金である。

断琴は、断琴である。

弾琴は、弾琴である。

緞金は、緞金である。

タンギングは、タンギングである。

断金の契りは、断金の契りである。



断琴の交わりは、断琴の交わりである。

短句は、短句である。

短躯は、短躯である。

タンクは、タンクである。

党項は、党項である。

タンク車は、タンク車である。

ダンクシュートは、ダンクシュートである。

タングステンは、タングステンである。

タングステン鋼は、タングステン鋼である。

タングステン電球は、タングステン電球である。

タンクトップは、タンクトップである。

段車は、段車である。

タンクローリーは、タンクローリーである。

単クローン抗体は、単クローン抗体である。

檀君は、檀君である。

檀君神話は、檀君神話である。

ダンケは、ダンケである。

短径は、短径である。

短檠は、短檠である。

湛慶は、湛慶である。

端渓は、端渓である。

端倪は、端倪である。

男系は、男系である。

端渓硯は、端渓硯である。

男系親は、男系親である。

端渓石は、端渓石である。

淡月は、淡月である。

澹月は、澹月である。

端月は、端月である。

団結は、団結である。

断決は、断決である。

断結は、断結である。

団結権は、団結権である。

単結合は、単結合である。

単結晶は、単結晶である。

ダンケルクは、ダンケルクである。

探検は、探検である。

探険は、探険である。

短見は、短見である。

短剣は、短剣である。

単元は、単元である。

端厳は、端厳である。

断見は、断見である。

断言は、断言である。

断弦は、断弦である。

単元学習は、単元学習である。



単原子分子は、単原子分子である。

探検小説は、探検小説である。

断言的は、断言的である。

炭庫は、炭庫である。

単孤は、単孤である。

単居は、単居である。

単己は、単己である。

淡湖は、淡湖である。

短古は、短古である。

短袴は、短袴である。

蜑戸は、蜑戸である。

丹後は、丹後である。

単語は、単語である。

端午は、端午である。

端五は、端五である。

タンゴは、タンゴである。

断固は、断固である。

断乎は、断乎である。

団子は、団子である。

段碁は、段碁である。

丹紅は、丹紅である。

炭坑は、炭坑である。

炭鉱は、炭鉱である。

炭礦は、炭礦である。

単行は、単行である。

単鉤は、単鉤である。

探鉱は、探鉱である。

淡交は、淡交である。

淡紅は、淡紅である。

淡黄は、淡黄である。

蛋黄は、蛋黄である。

湛江は、湛江である。

短甲は、短甲である。

鍛工は、鍛工である。

鍛鋼は、鍛鋼である。

団交は、団交である。

団鉱は、団鉱である。

男工は、男工である。

断口は、断口である。

断交は、断交である。

断行は、断行である。

断郊は、断郊である。

檀香は、檀香である。

談合は、談合である。

談合請負は、談合請負である。

断郊競走は、断郊競走である。



暖候期予報は、暖候期予報である。

談合行為は、談合行為である。

単項式は、単項式である。

談合尽は、談合尽である。

談合取は、談合取である。

堪航能力は、堪航能力である。

鍛工場は、鍛工場である。

檀香梅は、檀香梅である。

炭鉱爆薬は、炭鉱爆薬である。

談合柱は、談合柱である。

炭坑節は、炭坑節である。

単行法は、単行法である。

単行本は、単行本である。

単孔類は、単孔類である。

鍛工炉は、鍛工炉である。

団子降ろしは、団子降ろしである。

断穀は、断穀である。

断獄は、断獄である。

暖国は、暖国である。

団子坂は、団子坂である。

団子挿しは、団子挿しである。

丹後地震は、丹後地震である。

丹後縞は、丹後縞である。

団子提灯は、団子提灯である。

丹後縮緬は、丹後縮緬である。

団子取は、団子取である。

端午の節は、端午の節である。

端午の節句は、端午の節句である。

丹後局は、丹後局である。

団子鼻は、団子鼻である。

丹後半島は、丹後半島である。

団子火矢は、団子火矢である。

たんこぶは、たんこぶである。

団子虫は、団子虫である。

団子飯は、団子飯である。

単語文字は、単語文字である。

たんころ追いは、たんころ追いである。

単婚は、単婚である。

男根は、男根である。

断魂は、断魂である。

弾痕は、弾痕である。

男根期は、男根期である。

男根崇拝は、男根崇拝である。

丹砂は、丹砂である。

探査は、探査である。

短蓑は、短蓑である。



嘆嗟は、嘆嗟である。

歎嗟は、歎嗟である。

単座は、単座である。

単坐は、単坐である。

端座は、端座である。

端坐は、端坐である。

段差は、段差である。

団座は、団座である。

団坐は、団坐である。

ダンサーは、ダンサーである。

単彩は、単彩である。

淡彩は、淡彩である。

淡菜は、淡菜である。

短才は、短才である。

断裁は、断裁である。

断罪は、断罪である。

淡彩画は、淡彩画である。

断裁機は、断裁機である。

淡彩色は、淡彩色である。

単細胞は、単細胞である。

単細胞生物は、単細胞生物である。

弾左衛門は、弾左衛門である。

探査機は、探査機である。

単作は、単作である。

探索は、探索である。

短冊は、短冊である。

短籍は、短籍である。

短尺は、短尺である。

短冊石は、短冊石である。

短冊懸は、短冊懸である。

短冊形は、短冊形である。

短冊切は、短冊切である。

短冊豆腐は、短冊豆腐である。

短冊挟みは、短冊挟みである。

探察は、探察である。

タンザニアは、タンザニアである。

丹沢山地は、丹沢山地である。

炭酸は、炭酸である。

単産は、単産である。

団参は、団参である。

談山は、談山である。

炭酸アンモニウムは、炭酸アンモニウムである。

炭酸飲料は、炭酸飲料である。

炭酸塩は、炭酸塩である。

炭酸塩岩は、炭酸塩岩である。

団散花序は、団散花序である。



炭酸ガスは、炭酸ガスである。

炭酸カリウムは、炭酸カリウムである。

炭酸カルシウムは、炭酸カルシウムである。

炭酸紙は、炭酸紙である。

談山神社は、談山神社である。

炭酸水は、炭酸水である。

炭酸水素ナトリウムは、炭酸水素ナトリウムである。

炭酸石灰は、炭酸石灰である。

炭酸泉は、炭酸泉である。

炭酸ソーダは、炭酸ソーダである。

炭酸鉄鉱は、炭酸鉄鉱である。

タンザン鉄道は、タンザン鉄道である。

炭酸同化作用は、炭酸同化作用である。

炭酸ナトリウムは、炭酸ナトリウムである。

炭酸マグネシウムは、炭酸マグネシウムである。

丹師は、丹師である。

単子は、単子である。

単糸は、単糸である。

短枝は、短枝である。

短紙は、短紙である。

短視は、短視である。

短詩は、短詩である。

短資は、短資である。

端子は、端子である。

箪食は、箪食である。

箪笥は、箪笥である。

譚詩は、譚詩である。

単辞は、単辞である。

短時は、短時である。

嘆辞は、嘆辞である。

歎辞は、歎辞である。

男子は、男子である。

断嘴は、断嘴である。

弾子は、弾子である。

弾糸は、弾糸である。

弾指は、弾指である。

弾詞は、弾詞である。

檀紙は、檀紙である。

男児は、男児である。

単試合は、単試合である。

タンジーマートは、タンジーマートである。

タンジールは、タンジールである。

タンジェントは、タンジェントである。

短時間予報は、短時間予報である。

単式は、単式である。

担子器は、担子器である。



断食は、断食である。

単式火山は、単式火山である。

単式簿記は、単式簿記である。

担子菌は、担子菌である。

短軸は、短軸である。

箪食壺漿は、箪食壺漿である。

談じ込むは、談じ込むである。

短時日は、短時日である。

淡紫色は、淡紫色である。

団七は、団七である。

団七縞は、団七縞である。

タンシチューは、タンシチューである。

丹漆は、丹漆である。

炭質は、炭質である。

旦日は、旦日である。

短日は、短日である。

暖室は、暖室である。

煖室は、煖室である。

短日月は、短日月である。

短日植物は、短日植物である。

短日処理は、短日処理である。

暖室炉は、暖室炉である。

断じては、断じてである。

譚嗣同は、譚嗣同である。

男寺党は、男寺党である。

箪食瓢飲は、箪食瓢飲である。

炭車は、炭車である。

単車は、単車である。

単舎は、単舎である。

単射は、単射である。

男爵は、男爵である。

単斜晶系は、単斜晶系である。

単舎利別は、単舎利別である。

丹朱は、丹朱である。

短綬は、短綬である。

断酒は、断酒である。

断種は、断種である。

檀主は、檀主である。

丹州は、丹州である。

反収は、反収である。

段収は、段収である。

但州は、但州である。

淡州は、淡州である。

短袖は、短袖である。

端舟は、端舟である。

胆汁は、胆汁である。



短銃は、短銃である。

男囚は、男囚である。

胆汁酸は、胆汁酸である。

胆汁色素は、胆汁色素である。

胆汁質は、胆汁質である。

単縦線は、単縦線である。

団十郎は、団十郎である。

短縮は、短縮である。

端粛は、端粛である。

断種法は、断種法である。

探春は、探春である。

単純は、単純である。

単純音は、単純音である。

単純再生産は、単純再生産である。

単純脂質は、単純脂質である。

単純社会は、単純社会である。

単純承認は、単純承認である。

単純泉は、単純泉である。

単純蛋白質は、単純蛋白質である。

単純平均は、単純平均である。

単純平均株価は、単純平均株価である。

単純林は、単純林である。

短所は、短所である。

端書は、端書である。

端緒は、端緒である。

淡如は、淡如である。

澹如は、澹如である。

壇所は、壇所である。

談所は、談所である。

男女は、男女である。

単称は、単称である。

探勝は、探勝である。

淡粧は、淡粧である。

短小は、短小である。

短章は、短章である。

短裳は、短裳である。

嘆称は、嘆称である。

歎称は、歎称である。

嘆傷は、嘆傷である。

歎傷は、歎傷である。

嘆賞は、嘆賞である。

歎賞は、歎賞である。

端荘は、端荘である。

短畳は、短畳である。

端正は、端正である。

誕生は、誕生である。



男妾は、男妾である。

男娼は、男娼である。

断章は、断章である。

談笑は、談笑である。

弾正は、弾正である。

壇上は、壇上である。

壇場は、壇場である。

誕生会は、誕生会である。

誕生寺は、誕生寺である。

単勝式は、単勝式である。

単子葉植物は、単子葉植物である。

誕生石は、誕生石である。

単焦点レンズは、単焦点レンズである。

探照灯は、探照灯である。

淡粧濃抹は、淡粧濃抹である。

単称判断は、単称判断である。

誕生日は、誕生日である。

誕生仏は、誕生仏である。

誕生屋は、誕生屋である。

男女共学は、男女共学である。

単色は、単色である。

淡色は、淡色である。

貪色は、貪色である。

貪食は、貪食である。

男色は、男色である。

暖色は、暖色である。

単色光は、単色光である。

淡色野菜は、淡色野菜である。

男女雇用機会均等法は、男女雇用機会均等法である。

男女同権は、男女同権である。

断叙法は、断叙法である。

檀尻は、檀尻である。

楽車は、楽車である。

山車舞は、山車舞である。

嘆じるは、嘆じるである。

歎じるは、歎じるである。

断じるは、断じるである。

弾じるは、弾じるである。

談じるは、談じるである。

丹次郎は、丹次郎である。

単子論は、単子論である。

丹心は、丹心である。

丹唇は、丹唇である。

単身は、単身である。

貪心は、貪心である。

短身は、短身である。



短信は、短信である。

短針は、短針である。

誕辰は、誕辰である。

潭心は、潭心である。

炭塵は、炭塵である。

単振子は、単振子である。

単身銃は、単身銃である。

単身像は、単身像である。

単振動は、単振動である。

単身赴任は、単身赴任である。

ダンスは、ダンスである。

啖ずは、啖ずである。

淡水は、淡水である。

湛水は、湛水である。

湍水は、湍水である。

潭水は、潭水である。

断水は、断水である。

暖翠は、暖翠である。

暖水塊は、暖水塊である。

淡水海綿は、淡水海綿である。

炭水化物は、炭水化物である。

淡水魚は、淡水魚である。

淡水水母は、淡水水母である。

淡水湖は、淡水湖である。

炭水車は、炭水車である。

淡水真珠は、淡水真珠である。

淡水藻は、淡水藻である。

湛水直播は、湛水直播である。

短水路は、短水路である。

単数は、単数である。

ダンスパーティーは、ダンスパーティーである。

ダンスホールは、ダンスホールである。

嘆ずるは、嘆ずるである。

歎ずるは、歎ずるである。

断ずるは、断ずるである。

弾ずるは、弾ずるである。

談ずるは、談ずるである。

檀施は、檀施である。

丹青は、丹青である。

丹誠は、丹誠である。

丹精は、丹精である。

単声は、単声である。

単性は、単性である。

嘆声は、嘆声である。

歎声は、歎声である。

端整は、端整である。



担税は、担税である。

男生は、男生である。

男声は、男声である。

男性は、男性である。

弾性は、弾性である。

単声音楽は、単声音楽である。

単性花は、単性花である。

単成火山は、単成火山である。

弾性限界は、弾性限界である。

弾性ゴムは、弾性ゴムである。

単性雑種は、単性雑種である。

担税者は、担税者である。

弾性衝突は、弾性衝突である。

弾性振動は、弾性振動である。

単性生殖は、単性生殖である。

弾性線維は、弾性線維である。

弾性組織は、弾性組織である。

弾性体は、弾性体である。

男性的は、男性的である。

弾性波は、弾性波である。

男性美は、男性美である。

単声部音楽は、単声部音楽である。

弾性変形は、弾性変形である。

男性ホルモンは、男性ホルモンである。

丹誠無二は、丹誠無二である。

弾性率は、弾性率である。

担税力は、担税力である。

単性論は、単性論である。

ダンセーニは、ダンセーニである。

旦夕は、旦夕である。

胆石は、胆石である。

嘆惜は、嘆惜である。

歎惜は、歎惜である。

痰咳は、痰咳である。

たんせきは、たんせきである。

胆石症は、胆石症である。

たん石の儲けは、たん石の儲けである。

たん石の禄は、たん石の禄である。

袒裼裸ていは、袒裼裸ていである。

短折は、短折である。

鍛接は、鍛接である。

断截は、断截である。

断絶は、断絶である。

団雪の扇は、団雪の扇である。

断截面は、断截面である。

段銭は、段銭である。



単線は、単線である。

短箋は、短箋である。

丹前は、丹前である。

坦然は、坦然である。

淡然は、淡然である。

湛然は、湛然である。

赧然は、赧然である。

端然は、端然である。

団扇は、団扇である。

断箭は、断箭である。

断線は、断線である。

断然は、断然である。

短繊維繭は、短繊維繭である。

丹前帯は、丹前帯である。

丹前笠は、丹前笠である。

単線軌道は、単線軌道である。

丹前縞は、丹前縞である。

丹前姿は、丹前姿である。

丹前立髪は、丹前立髪である。

丹前風は、丹前風である。

段銭奉行は、段銭奉行である。

丹前節は、丹前節である。

丹前振は、丹前振である。

丹前風呂は、丹前風呂である。

丹前物は、丹前物である。

炭疽は、炭疽である。

炭素は、炭素である。

単組は、単組である。

嘆訴は、嘆訴である。

歎訴は、歎訴である。

断礎は、断礎である。

担送は、担送である。

炭層は、炭層である。

単相は、単相である。

単層は、単層である。

短槍は、短槍である。

湛増は、湛増である。

鍛造は、鍛造である。

男装は、男装である。

断想は、断想である。

断層は、断層である。

弾奏は、弾奏である。

弾倉は、弾倉である。

談叢は、談叢である。

檀像は、檀像である。

断層運動は、断層運動である。



断層崖は、断層崖である。

断層海岸は、断層海岸である。

鍛造機械は、鍛造機械である。

断層湖は、断層湖である。

単相交流は、単相交流である。

断層撮影は、断層撮影である。

断層山地は、断層山地である。

断層山脈は、断層山脈である。

断層地震は、断層地震である。

断層写真は、断層写真である。

断層粘土は、断層粘土である。

断層盆地は、断層盆地である。

断層面は、断層面である。

単層林は、単層林である。

炭疽菌は、炭疽菌である。

探測は、探測である。

嘆息は、嘆息である。

歎息は、歎息である。

たんぞくは、たんぞくである。

断続は、断続である。

断続器は、断続器である。

単側曲面は、単側曲面である。

単側波帯通信は、単側波帯通信である。

炭素鋼は、炭素鋼である。

炭素弧灯は、炭素弧灯である。

炭素一四は、炭素一四である。

炭素一四法は、炭素一四法である。

炭素繊維は、炭素繊維である。

炭素同化作用は、炭素同化作用である。

炭素マイクロフォンは、炭素マイクロフォンである。

段染めは、段染めである。

男尊女卑は、男尊女卑である。

単打は、単打である。

短打は、短打である。

担体は、担体である。

単体は、単体である。

胆大は、胆大である。

探題は、探題である。

毯代は、毯代である。

短大は、短大である。

団体は、団体である。

弾帯は、弾帯である。

団体委任事務は、団体委任事務である。

炭太祇は、炭太祇である。

団体競技は、団体競技である。

団体協約は、団体協約である。



団体交渉は、団体交渉である。

胆大小心録は、胆大小心録である。

胆大心小は、胆大心小である。

団体精神は、団体精神である。

団体等規正令は、団体等規正令である。

団体保険は、団体保険である。

暖帯林は、暖帯林である。

探題ふは、探題ふである。

段高は、段高である。

反高は、反高である。

団琢磨は、団琢磨である。

段だらは、段だらである。

段だら坂は、段だら坂である。

段だら縞は、段だら縞である。

段だら筋は、段だら筋である。

段だら染めは、段だら染めである。

タンタラムは、タンタラムである。

タンタルは、タンタルである。

タンタロスは、タンタロスである。

坦坦は、坦坦である。

眈眈は、眈眈である。

淡淡は、淡淡である。

澹澹は、澹澹である。

湛湛は、湛湛である。

潭潭は、潭潭である。

団団は、団団である。

段段は、段段である。

段段縅は、段段縅である。

断断乎は、断断乎である。

赧赧然は、赧赧然である。

断断然は、断断然である。

段段畑は、段段畑である。

丹ちは、丹ちである。

探知は、探知である。

だんちは、だんちである。

団地は、団地である。

暖地は、暖地である。

段違いは、段違いである。

段違い平行棒は、段違い平行棒である。

暖竹は、暖竹である。

団地サイズは、団地サイズである。

ダンチヒは、ダンチヒである。

磚茶は、磚茶である。

弾着は、弾着である。

弾着距離は、弾着距離である。

谷茶前節は、谷茶前節である。



炭柱は、炭柱である。

檀中は、檀中である。

丹頂は、丹頂である。

単調は、単調である。

探鳥は、探鳥である。

短長は、短長である。

短調は、短調である。

団長は、団長である。

断腸は、断腸である。

端直は、端直である。

段縮緬は、段縮緬である。

緞通は、緞通である。

段通は、段通である。

壇築きは、壇築きである。

旦つくは、旦つくである。

短筒は、短筒である。

痰唾は、痰唾である。

痰壺は、痰壺である。

ダンテは、ダンテである。

探偵は、探偵である。

端艇は、端艇である。

短艇は、短艇である。

男丁は、男丁である。

断定は、断定である。

ダンディーは、ダンディーである。

探偵小説は、探偵小説である。

ダンディズムは、ダンディズムである。

探偵物は、探偵物である。

端的は、端的である。

耽溺は、耽溺である。

酖溺は、酖溺である。

鍛鉄は、鍛鉄である。

タンデムは、タンデムである。

タンデム機関は、タンデム機関である。

丹田は、丹田である。

炭田は、炭田である。

単伝は、単伝である。

たんとは、たんとである。

檀徒は、檀徒である。

檀度は、檀度である。

壇度は、壇度である。

丹東は、丹東である。

担当は、担当である。

担頭は、担頭である。

段当は、段当である。

段頭は、段頭である。



単刀は、単刀である。

探討は、探討である。

探湯は、探湯である。

短刀は、短刀である。

短頭は、短頭である。

丹銅は、丹銅である。

坦道は、坦道である。

団頭は、団頭である。

断頭は、断頭である。

弾頭は、弾頭である。

暖冬は、暖冬である。

弾道は、弾道である。

弾道学は、弾道学である。

単動機関は、単動機関である。

単筒銃は、単筒銃である。

断頭場は、断頭場である。

断頭台は、断頭台である。

弾道弾は、弾道弾である。

単刀直入は、単刀直入である。

単糖類は、単糖類である。

タンドーリチキンは、タンドーリチキンである。

丹毒は、丹毒である。

単独は、単独である。

耽読は、耽読である。

檀特は、檀特である。

単独海損は、単独海損である。

単独概念は、単独概念である。

単独機関は、単独機関である。

単独行は、単独行である。

単独行為は、単独行為である。

単独行動は、単独行動である。

単独講和は、単独講和である。

単独裁判所は、単独裁判所である。

単独制官庁は、単独制官庁である。

単独正犯は、単独正犯である。

檀特山は、檀特山である。

単独平炉法は、単独平炉法である。

断トツは、断トツである。

タントラは、タントラである。

段取は、段取である。

反取は、反取である。

段取りは、段取りである。

ダントンは、ダントンである。

檀那は、檀那である。

旦那は、旦那である。

檀那あしらひは、檀那あしらひである。



だんないは、だんないである。

旦那芸は、旦那芸である。

檀那寺は、檀那寺である。

旦那取りは、旦那取りである。

丹那トンネルは、丹那トンネルである。

旦那場は、旦那場である。

旦那ぶるは、旦那ぶるである。

檀那坊主は、檀那坊主である。

檀那回りは、檀那回りである。

旦那回りは、旦那回りである。

檀那山伏は、檀那山伏である。

たんなりは、たんなりである。

檀那流は、檀那流である。

単なるは、単なるである。

タンナルビンは、タンナルビンである。

単軟膏は、単軟膏である。

単には、単にである。

歎異抄は、歎異抄である。

歎異鈔は、歎異鈔である。

担任は、担任である。

タンニンは、タンニンである。

担任者は、担任者である。

足んぬは、足んぬである。

ダンヌンツィオは、ダンヌンツィオである。

断熱は、断熱である。

暖熱は、暖熱である。

断熱材は、断熱材である。

断熱消磁は、断熱消磁である。

断熱変化は、断熱変化である。

ダンネマンは、ダンネマンである。

丹念は、丹念である。

断念は、断念である。

堪能は、堪能である。

胆嚢は、胆嚢である。

胆嚢炎は、胆嚢炎である。

壇ノ浦は、壇ノ浦である。

壇浦兜軍記は、壇浦兜軍記である。

壇ノ浦の戦は、壇ノ浦の戦である。

短波は、短波である。

暖波は、暖波である。

ダンパーは、ダンパーである。

探梅は、探梅である。

炭肺は、炭肺である。

胆礬色は、胆礬色である。

痰吐きは、痰吐きである。

淡白は、淡白である。



淡泊は、淡泊である。

澹泊は、澹泊である。

蛋白は、蛋白である。

蛋白質は、蛋白質である。

蛋白質工学は、蛋白質工学である。

蛋白質分解酵素は、蛋白質分解酵素である。

蛋白消化酵素は、蛋白消化酵素である。

蛋白石は、蛋白石である。

丹波口は、丹波口である。

蛋白尿は、蛋白尿である。

丹波栗は、丹波栗である。

段箱は、段箱である。

丹波越えは、丹波越えである。

段梯子は、段梯子である。

丹波太郎は、丹波太郎である。

丹波茶は、丹波茶である。

単発は、単発である。

短髪は、短髪である。

断髪は、断髪である。

単発式は、単発式である。

単発銃は、単発銃である。

断髪令は、断髪令である。

段鼻は、段鼻である。

丹波康頼は、丹波康頼である。

丹波与作は、丹波与作である。

丹波酸漿は、丹波酸漿である。

丹波焼は、丹波焼である。

檀波羅蜜は、檀波羅蜜である。

タンバリンは、タンバリンである。

胆礬は、胆礬である。

短パンは、短パンである。

淡飯は、淡飯である。

湯盤は、湯盤である。

談判は、談判である。

担板漢は、担板漢である。

単板類は、単板類である。

耽美は、耽美である。

嘆美は、嘆美である。

歎美は、歎美である。

単比は、単比である。

短臂は、短臂である。

断尾は、断尾である。

団匪は、団匪である。

断碑は、断碑である。

断臂は、断臂である。

タンピコは、タンピコである。



団匪事件は、団匪事件である。

耽美主義は、耽美主義である。

断筆は、断筆である。

耽美的は、耽美的である。

耽美派は、耽美派である。

短評は、短評である。

段平は、段平である。

段平臑は、段平臑である。

段平物は、段平物である。

短尾類は、短尾類である。

単品は、単品である。

ダンピングは、ダンピングである。

ダンピング症候群は、ダンピング症候群である。

ダンピング防止税は、ダンピング防止税である。

反歩は、反歩である。

段歩は、段歩である。

担夫は、担夫である。

だんぶは、だんぶである。

ダンプは、ダンプである。

暖風は、暖風である。

檀風は、檀風である。

タンブーラは、タンブーラである。

タンブールは、タンブールである。

ダンプカーは、ダンプカーである。

単複は、単複である。

段袋は、段袋である。

駄袋は、駄袋である。

嘆仏は、嘆仏である。

歎仏は、歎仏である。

タンブラーは、タンブラーである。

タンブランは、タンブランである。

ダンブリ石は、ダンブリ石である。

タンブリングは、タンブリングである。

タンブル青は、タンブル青である。

単文は、単文である。

探聞は、探聞である。

短文は、短文である。

単分子膜は、単分子膜である。

短兵は、短兵である。

だんべいは、だんべいである。

談柄は、談柄である。

団平船は、団平船である。

丹碧は、丹碧である。

淡碧は、淡碧である。

反別は、反別である。

段別は、段別である。



反別割は、反別割である。

ダンベルは、ダンベルである。

タンペレは、タンペレである。

単弁は、単弁である。

短編は、短編である。

短篇は、短篇である。

断片は、断片である。

断編は、断編である。

断篇は、断篇である。

単弁花は、単弁花である。

断片的は、断片的である。

田圃は、田圃である。

旦暮は、旦暮である。

たんぽは、たんぽである。

担保は、担保である。

湯婆は、湯婆である。

タンホイザーは、タンホイザーである。

単母音は、単母音である。

短母音は、短母音である。

探訪は、探訪である。

暖房は、暖房である。

煖房は、煖房である。

暖飽は、暖飽である。

壇法は、壇法である。

檀方は、檀方である。

旦方は、旦方である。

丹鳳朝陽は、丹鳳朝陽である。

段ボールは、段ボールである。

担保掛目は、担保掛目である。

担保貸付は、担保貸付である。

淡墨は、淡墨である。

担保請求権は、担保請求権である。

担保付公債は、担保付公債である。

担保付社債は、担保付社債である。

担保物は、担保物である。

担保物権は、担保物権である。

蒲公英は、蒲公英である。

田圃道は、田圃道である。

たんぽ槍は、たんぽ槍である。

タンボラは、タンボラである。

だんぼらぼは、だんぼらぼである。

タンポンは、タンポンである。

単本位制は、単本位制である。

たんまは、たんまである。

段米は、段米である。

反米は、反米である。



段幕は、段幕である。

弾幕は、弾幕である。

端末は、端末である。

端末装置は、端末装置である。

断末魔は、断末魔である。

断末摩は、断末摩である。

ダンマパダは、ダンマパダである。

たんまりは、たんまりである。

黙りは、黙りである。

黙り坊は、黙り坊である。

淡味は、淡味である。

澹味は、澹味である。

蛋民は、蛋民である。

旦明は、旦明である。

短命は、短命である。

単名手形は、単名手形である。

断滅は、断滅である。

たんめりは、たんめりである。

耽湎は、耽湎である。

赧面は、赧面である。

湯麺は、湯麺である。

段免は、段免である。

断面は、断面である。

断面図は、断面図である。

断面積は、断面積である。

誕妄は、誕妄である。

痰持ちは、痰持ちである。

反物は、反物である。

段物は、段物である。

段模様は、段模様である。

探問は、探問である。

断文は、断文である。

短夜は、短夜である。

鍛冶は、鍛冶である。

丹薬は、丹薬である。

弾薬は、弾薬である。

胆勇は、胆勇である。

探幽は、探幽である。

男優は、男優である。

談余は、談余である。

単葉は、単葉である。

端陽は、端陽である。

単葉機は、単葉機である。

貪欲は、貪欲である。

耽楽は、耽楽である。

短絡は、短絡である。



段落は、段落である。

短絡試験は、短絡試験である。

短絡的は、短絡的である。

短絡反応は、短絡反応である。

貪婪は、貪婪である。

団欒は、団欒である。

単利は、単利である。

単離は、単離である。

貪吏は、貪吏である。

貪利は、貪利である。

短籬は、短籬である。

単立は、単立である。

単律は、単律である。

単利法は、単利法である。

胆略は、胆略である。

湍流は、湍流である。

暖流は、暖流である。

単粒構造は、単粒構造である。

団粒構造は、団粒構造である。

短慮は、短慮である。

単寮は、単寮である。

単量体は、単量体である。

胆力は、胆力である。

淡緑は、淡緑である。

弾力は、弾力である。

弾力性は、弾力性である。

丹緑本は、丹緑本である。

短慮人は、短慮人である。

貪吝は、貪吝である。

檀林は、檀林である。

談林は、談林である。

檀林皇后は、檀林皇后である。

檀林寺は、檀林寺である。

談林十百韻は、談林十百韻である。

談林派は、談林派である。

檀林派は、檀林派である。

談林風は、談林風である。

檀林風は、檀林風である。

貪戻は、貪戻である。

端麗は、端麗である。

単列は、単列である。

単列機関は、単列機関である。

鍛練は、鍛練である。

鍛錬は、鍛錬である。

団練は、団練である。

短連歌は、短連歌である。



坦路は、坦路である。

暖炉は、暖炉である。

煖炉は、煖炉である。

談論は、談論である。

談論風発は、談論風発である。

暖和は、暖和である。

談話は、談話である。

断惑は、断惑である。

断惑証理は、断惑証理である。

ちは、ちである。

千は、千である。

父は、父である。

血は、血である。

乳は、乳である。

茅は、茅である。

路は、路である。

道は、道である。

鉤は、鉤である。

地は、地である。

池は、池である。

知は、知である。

治は、治である。

値は、値である。

恥は、恥である。

致は、致である。

笞は、笞である。

智は、智である。

遅は、遅である。

稚は、稚である。

置は、置である。

馳は、馳である。

徴は、徴である。

緻は、緻である。

箇は、箇である。

個は、個である。

ぢは、ぢである。

血合は、血合である。

道饗の祭は、道饗の祭である。

チアガールは、チアガールである。

チアゾールは、チアゾールである。

地圧は、地圧である。

脚病は、脚病である。

チアノは、チアノである。

チアノーゼは、チアノーゼである。

チアミンは、チアミンである。

稚鮎は、稚鮎である。



チアリーダーは、チアリーダーである。

チアリーディングは、チアリーディングである。

血荒れは、血荒れである。

血合せは、血合せである。

治安は、治安である。

治安維持法は、治安維持法である。

治安警察法は、治安警察法である。

治安出動は、治安出動である。

ちいは、ちいである。

地衣は、地衣である。

地位は、地位である。

地異は、地異である。

地維は、地維である。

七は、七である。

千五百は、千五百である。

地域は、地域である。

値域は、値域である。

地域医療は、地域医療である。

地域開発は、地域開発である。

地域気象観測システムは、地域気象観測システムである。

地域社会は、地域社会である。

地域社会学校は、地域社会学校である。

地域制は、地域制である。

地域代表制は、地域代表制である。

地域団体は、地域団体である。

地域暖房は、地域暖房である。

地域手当は、地域手当である。

地域闘争は、地域闘争である。

地域福祉は、地域福祉である。

知育は、知育である。

智育は、智育である。

チークは、チークである。

チークダンスは、チークダンスである。

チーグラーは、チーグラーである。

小さいは、小さいである。

小さ刀は、小さ刀である。

小さき花は、小さき花である。

小さ子は、小さ子である。

小さしは、小さしである。

小さなは、小さなである。

小さやかは、小さやかである。

小さ童は、小さ童である。

チーズは、チーズである。

チーズケーキは、チーズケーキである。

チーゼルは、チーゼルである。

チーターは、チーターである。



地衣帯は、地衣帯である。

ちいちいは、ちいちいである。

ちいちいももんがあは、ちいちいももんがあである。

ちいとは、ちいとである。

字華は、字華である。

一八は、一八である。

旗袍は、旗袍である。

チーフは、チーフである。

チープは、チープである。

芝罘は、芝罘である。

チーフセコンドは、チーフセコンドである。

チーフメートは、チーフメートである。

チープレーバーは、チープレーバーである。

千五百秋は、千五百秋である。

地位保全の訴えは、地位保全の訴えである。

チーホノフは、チーホノフである。

血忌は、血忌である。

血忌日は、血忌日である。

チームは、チームである。

チームカラーは、チームカラーである。

チームティーチングは、チームティーチングである。

チームプレーは、チームプレーである。

チームメートは、チームメートである。

チームワークは、チームワークである。

地衣類は、地衣類である。

千尋は、千尋である。

血色は、血色である。

知音は、知音である。

智印は、智印である。

遅引は、遅引である。

知音女房は、知音女房である。

乳牛は、乳牛である。

乳母は、乳母である。

血膿は、血膿である。

智蘊は、智蘊である。

ちぇは、ちぇである。

千枝は、千枝である。

千重は、千重である。

知恵は、知恵である。

智慧は、智慧である。

チェアは、チェアである。

チェアパーソンは、チェアパーソンである。

チェアマンは、チェアマンである。

血酔いは、血酔いである。

智永は、智永である。

知恵伊豆は、知恵伊豆である。



チェーホフは、チェーホフである。

チェーンは、チェーンである。

チェーンステッチは、チェーンステッチである。

チェーンストアは、チェーンストアである。

チェーンスモーカーは、チェーンスモーカーである。

チェーンソーは、チェーンソーである。

チェーンブロックは、チェーンブロックである。

チェカは、チェカである。

地役は、地役である。

地役権は、地役権である。

知恵競べは、知恵競べである。

チェコは、チェコである。

智慧光は、智慧光である。

チェコ語は、チェコ語である。

チェコ事件は、チェコ事件である。

チェコスロヴァキアは、チェコスロヴァキアである。

知恵先らは、知恵先らである。

崔済愚は、崔済愚である。

知恵者は、知恵者である。

済州島は、済州島である。

チェスは、チェスである。

チェスタートンは、チェスタートンである。

チェスターフィールドは、チェスターフィールドである。

チェストは、チェストである。

ちぇすとは、ちぇすとである。

チェストパスは、チェストパスである。

チェダーチーズは、チェダーチーズである。

千枝草は、千枝草である。

知恵立ては、知恵立てである。

ちぇちぇ繰り合ふは、ちぇちぇ繰り合ふである。

チェチェンは、チェチェンである。

チェッカーは、チェッカーである。

チェッカーフラッグは、チェッカーフラッグである。

知恵付き時は、知恵付き時である。

チェックは、チェックである。

知恵付くは、知恵付くである。

チェックアウトは、チェックアウトである。

チェックアンドバランスは、チェックアンドバランスである。

チェックインは、チェックインである。

チェックオフは、チェックオフである。

チェックバルブは、チェックバルブである。

チェックプロテクターは、チェックプロテクターである。

チェックポイントは、チェックポイントである。

チェックライターは、チェックライターである。

チェックリストは、チェックリストである。

チェッリーニは、チェッリーニである。



千重波は、千重波である。

千重波頻には、千重波頻にである。

知恵熱は、知恵熱である。

知恵の板は、知恵の板である。

智慧の海は、智慧の海である。

智慧の鏡は、智慧の鏡である。

智慧の剣は、智慧の剣である。

知恵の駒は、知恵の駒である。

智慧の火は、智慧の火である。

智慧の矢は、智慧の矢である。

智慧の利剣は、智慧の利剣である。

知恵の輪は、知恵の輪である。

知恵歯は、知恵歯である。

チェビシェフは、チェビシェフである。

知恵袋は、知恵袋である。

知恵負けは、知恵負けである。

智慧文殊は、智慧文殊である。

チェラブは、チェラブである。

チェリーは、チェリーである。

チェリオは、チェリオである。

チェリストは、チェリストである。

チェリビダッケは、チェリビダッケである。

チェリャビンスクは、チェリャビンスクである。

チェルヴォネッツは、チェルヴォネッツである。

チェルニーは、チェルニーである。

チェルヌイシェフスキーは、チェルヌイシェフスキーである。

チェルネンコは、チェルネンコである。

チェルノジョームは、チェルノジョームである。

チェルノブイリは、チェルノブイリである。

チェレスタは、チェレスタである。

チェレンコフ効果は、チェレンコフ効果である。

チェロは、チェロである。

チェロキーは、チェロキーである。

地縁は、地縁である。

遅延は、遅延である。

チェンジは、チェンジである。

チェンジアップは、チェンジアップである。

チェンジオーバーは、チェンジオーバーである。

チェンジオブペースは、チェンジオブペースである。

チェンジコートは、チェンジコートである。

地縁集団は、地縁集団である。

チェンジレバーは、チェンジレバーである。

チェンナイは、チェンナイである。

チェンバーは、チェンバーである。

チェンバーオルガンは、チェンバーオルガンである。

チェンバーミュージックは、チェンバーミュージックである。



遅延賠償は、遅延賠償である。

チェンバレンは、チェンバレンである。

チェンバロは、チェンバロである。

チェンマイは、チェンマイである。

遅延利息は、遅延利息である。

チオは、チオである。

千百秋は、千百秋である。

チオールは、チオールである。

チオクト酸は、チオクト酸である。

チオシアン酸は、チオシアン酸である。

血落ちは、血落ちである。

乳兄弟は、乳兄弟である。

チオフェンは、チオフェンである。

乳親は、乳親である。

チオ硫酸ナトリウムは、チオ硫酸ナトリウムである。

血下ろしは、血下ろしである。

地温は、地温である。

知恩院は、知恩院である。

地温勾配は、地温勾配である。

知恩寺は、知恩寺である。

地下は、地下である。

地価は、地価である。

知化は、知化である。

治下は、治下である。

誓いは、誓いである。

地界は、地界である。

地階は、地階である。

地塊は、地塊である。

知解は、知解である。

近いは、近いである。

地外は、地外である。

痴がいは、痴がいである。

稚貝は、稚貝である。

地塊運動は、地塊運動である。

地下家蚊は、地下家蚊である。

誓い言は、誓い言である。

違割符は、違割符である。

ちがいそは、ちがいそである。

違鷹は、違鷹である。

違鷹羽は、違鷹羽である。

誓い立ては、誓い立てである。

違い棚は、違い棚である。

違付は、違付である。

違いないは、違いないである。

誓の網は、誓の網である。

誓の海は、誓の海である。



誓の船は、誓の船である。

誓文は、誓文である。

治外法権は、治外法権である。

誓うは、誓うである。

盟うは、盟うである。

交うは、交うである。

地下運動は、地下運動である。

違え棚は、違え棚である。

違え遣戸は、違え遣戸である。

交えるは、交えるである。

近劣りは、近劣りである。

地下街は、地下街である。

地化学探査は、地化学探査である。

近餓えは、近餓えである。

地下活動は、地下活動である。

血書は、血書である。

近衛は、近衛である。

近衛司は、近衛司である。

近くは、近くである。

地角は、地角である。

地格は、地格である。

地核は、地核である。

地殻は、地殻である。

知覚は、知覚である。

地学は、地学である。

地殻均衡説は、地殻均衡説である。

地殻構造は、地殻構造である。

地殻収縮説は、地殻収縮説である。

知覚神経は、知覚神経である。

地殻熱流量は、地殻熱流量である。

地殻平衡説は、地殻平衡説である。

地殻変動は、地殻変動である。

知覚麻痺は、知覚麻痺である。

地下茎は、地下茎である。

地下経済は、地下経済である。

地下ケーブルは、地下ケーブルである。

地下結実は、地下結実である。

千蔭流は、千蔭流である。

地下権は、地下権である。

地価公示制度は、地価公示制度である。

誓言は、誓言である。

誓言文は、誓言文である。

近頃は、近頃である。

近頃河原達引は、近頃河原達引である。

茅ヶ崎は、茅ヶ崎である。

近しは、近しである。



近しいは、近しいである。

親しいは、親しいである。

地下式横穴は、地下式横穴である。

地下資源は、地下資源である。

地下室は、地下室である。

地下水は、地下水である。

地下水面は、地下水面である。

地価税は、地価税である。

地下線路は、地下線路である。

地下測量は、地下測量である。

地下組織は、地下組織である。

血方は、血方である。

血刀は、血刀である。

地下足袋は、地下足袋である。

ちかちかは、ちかちかである。

近近は、近近である。

ちがちがは、ちがちがである。

近近しは、近近しである。

近つ淡海は、近つ淡海である。

近江は、近江である。

近付きは、近付きである。

近付くは、近付くである。

近付けるは、近付けるである。

誓っては、誓ってである。

地下鉄は、地下鉄である。

地下道は、地下道である。

近隣は、近隣である。

近ながらは、近ながらである。

乳金物は、乳金物である。

チカノは、チカノである。

千賀浦は、千賀浦である。

値嘉島は、値嘉島である。

近場は、近場である。

近火は、近火である。

近惚れは、近惚れである。

近間は、近間である。

近優りは、近優りである。

近勝りは、近勝りである。

近松は、近松である。

近松忌は、近松忌である。

近松語彙は、近松語彙である。

近松秋江は、近松秋江である。

近松徳叟は、近松徳叟である。

近松半二は、近松半二である。

近松門左衛門は、近松門左衛門である。

近回りは、近回りである。



近道は、近道である。

近道反応は、近道反応である。

近目は、近目である。

近眼は、近眼である。

白茅は、白茅である。

近やかは、近やかである。

近寄せるは、近寄せるである。

近寄衆は、近寄衆である。

近寄るは、近寄るである。

力は、力である。

税は、税である。

力足は、力足である。

力合せは、力合せである。

力軍は、力軍である。

力石は、力石である。

力一杯は、力一杯である。

力入りは、力入りである。

力饂飩は、力饂飩である。

力枝は、力枝である。

力落しは、力落しである。

力劣りは、力劣りである。

力帯は、力帯である。

力金は、力金である。

力紙は、力紙である。

力革は、力革である。

力木は、力木である。

力草は、力草である。

力鏈は、力鏈である。

税倉は、税倉である。

力競べは、力競べである。

力車は、力車である。

力毛は、力毛である。

力碁は、力碁である。

力声は、力声である。

力瘤は、力瘤である。

力拳は、力拳である。

力仕事は、力仕事である。

税稲は、税稲である。

力芝は、力芝である。

力自慢は、力自慢である。

力将棋は、力将棋である。

力代は、力代である。

庸は、庸である。

力尽は、力尽である。

力相撲は、力相撲である。

力攻めは、力攻めである。



力添えは、力添えである。

力損は、力損である。

力竹は、力竹である。

力立ては、力立てである。

力頼みは、力頼みである。

力試しは、力試しである。

力垂木は、力垂木である。

力力しは、力力しである。

力付くは、力付くである。

力償いは、力償いである。

傭賃は、傭賃である。

力付けるは、力付けるである。

力綱は、力綱である。

力強いは、力強いである。

力無いは、力無いである。

力馴染は、力馴染である。

力抜けは、力抜けである。

力布は、力布である。

力根は、力根である。

主税頭は、主税頭である。

主税寮は、主税寮である。

力の能率は、力の能率である。

力のモーメントは、力のモーメントである。

力柱は、力柱である。

力嵌めは、力嵌めである。

力人は、力人である。

力骨は、力骨である。

力任せは、力任せである。

力負けは、力負けである。

力優りは、力優りである。

力水は、力水である。

力持は、力持である。

力餅は、力餅である。

力業は、力業である。

ちがりちがりは、ちがりちがりである。

地火炉は、地火炉である。

近別れは、近別れである。

地官は、地官である。

弛緩は、弛緩である。

遅緩は、遅緩である。

痴漢は、痴漢である。

置換は、置換である。

杠秤は、杠秤である。

地気は、地気である。

知己は、知己である。

稚気は、稚気である。



穉気は、穉気である。

扛秤は、扛秤である。

千木は、千木である。

知木は、知木である。

鎮木は、鎮木である。

乳木は、乳木である。

地祇は、地祇である。

遅疑は、遅疑である。

智ぎは、智ぎである。

チキソトロピーは、チキソトロピーである。

知己難は、知己難である。

杜斤は、杜斤である。

千木箱は、千木箱である。

千木筥は、千木筥である。

千木櫃は、千木櫃である。

地久は、地久である。

地球は、地球である。

恥丘は、恥丘である。

地球温暖化は、地球温暖化である。

地球化学は、地球化学である。

地球科学は、地球科学である。

地球型惑星は、地球型惑星である。

地球儀は、地球儀である。

地球サミットは、地球サミットである。

地球磁気は、地球磁気である。

地球磁場は、地球磁場である。

地球照は、地球照である。

地久節は、地久節である。

地球楕円体は、地球楕円体である。

地球潮汐は、地球潮汐である。

地球電磁気学は、地球電磁気学である。

地球物理学は、地球物理学である。

池魚は、池魚である。

稚魚は、稚魚である。

地峡は、地峡である。

地境は、地境である。

地形は、地形である。

知行は、知行である。

知暁は、知暁である。

智行は、智行である。

知行争いは、知行争いである。

知行嵩は、知行嵩である。

知行国は、知行国である。

知行里は、知行里である。

知行所は、知行所である。

知行高は、知行高である。



知行寺は、知行寺である。

地形取は、地形取である。

知行取は、知行取である。

知行盗人は、知行盗人である。

知行目録は、知行目録である。

知行役は、知行役である。

知行割は、知行割である。

地極は、地極である。

巾は、巾である。

千切は、千切である。

血切は、血切である。

契りは、契りである。

ちぎり絵は、ちぎり絵である。

乳切木は、乳切木である。

幗は、幗である。

ちきり締は、ちきり締である。

契るは、契るである。

ちぎるは、ちぎるである。

ちぎれは、ちぎれである。

千切れ雲は、千切れ雲である。

ちぎれちぎれは、ちぎれちぎれである。

ちぎれるは、ちぎれるである。

チキンは、チキンである。

地銀は、地銀である。

チキンカツレツは、チキンカツレツである。

チキンライスは、チキンライスである。

ちくは、ちくである。

畜は、畜である。

逐は、逐である。

筑は、筑である。

蓄は、蓄である。

築は、築である。

地区は、地区である。

知工は、知工である。

馳駆は、馳駆である。

知愚は、知愚である。

智愚は、智愚である。

値遇は、値遇である。

痴愚は、痴愚である。

竹庵は、竹庵である。

竹葦は、竹葦である。

ちくいは、ちくいである。

逐一は、逐一である。

竹印は、竹印である。

竹院は、竹院である。

竹陰は、竹陰である。



知遇は、知遇である。

竹園は、竹園である。

蓄音機は、蓄音機である。

蓄音器は、蓄音器である。

竹簡は、竹簡である。

竹琴は、竹琴である。

竹渓は、竹渓である。

竹渓の六逸は、竹渓の六逸である。

筑後は、筑後である。

筑後川は、筑後川である。

筑後節は、筑後節である。

逐語訳は、逐語訳である。

千種は、千種である。

千草は、千草である。

乳草は、乳草である。

千種有功は、千種有功である。

竹斎は、竹斎である。

血臭いは、血臭いである。

乳臭いは、乳臭いである。

蓄財は、蓄財である。

千草色は、千草色である。

千種貝は、千種貝である。

竹冊は、竹冊である。

竹柵は、竹柵である。

千種忠顕は、千種忠顕である。

畜殺は、畜殺である。

千種の細染は、千種の細染である。

畜産は、畜産である。

畜産学は、畜産学である。

畜産試験場は、畜産試験場である。

畜産団地は、畜産団地である。

竹枝は、竹枝である。

竹紙は、竹紙である。

逐次は、逐次である。

逐日は、逐日である。

筑紫野は、筑紫野である。

逐次反応は、逐次反応である。

畜舎は、畜舎である。

逐字訳は、逐字訳である。

筑州は、筑州である。

畜生は、畜生である。

蓄妾は、蓄妾である。

逐条は、逐条である。

築城は、築城である。

竹杖外道は、竹杖外道である。

畜生残害は、畜生残害である。



畜生塚は、畜生塚である。

畜生面は、畜生面である。

畜生道は、畜生道である。

畜生腹は、畜生腹である。

畜生孕みは、畜生孕みである。

竹書紀年は、竹書紀年である。

竹酔日は、竹酔日である。

竹声は、竹声である。

逐斥は、逐斥である。

蓄積は、蓄積である。

蓄積管は、蓄積管である。

蓄銭は、蓄銭である。

筑前は、筑前である。

筑前煮は、筑前煮である。

筑前琵琶は、筑前琵琶である。

血屎は、血屎である。

竹素は、竹素である。

竹窓は、竹窓である。

蓄蔵は、蓄蔵である。

築造は、築造である。

蓄蔵貨幣は、蓄蔵貨幣である。

竹槍蓆旗は、竹槍蓆旗である。

竹台は、竹台である。

チクタクは、チクタクである。

乳口は、乳口である。

ちくちくは、ちくちくである。

乳朽つは、乳朽つである。

竹亭は、竹亭である。

築庭は、築庭である。

築堤は、築堤である。

ちく搦は、ちく搦である。

逐電は、逐電である。

蓄電は、蓄電である。

蓄電器は、蓄電器である。

蓄電池は、蓄電池である。

ちくとは、ちくとである。

竹頭木屑は、竹頭木屑である。

筑登之は、筑登之である。

畜肉は、畜肉である。

逐年は、逐年である。

蓄念は、蓄念である。

蓄膿症は、蓄膿症である。

竹牌は、竹牌である。

竹帛は、竹帛である。

竹柏は、竹柏である。

ちぐはぐは、ちぐはぐである。



竹柏会は、竹柏会である。

蓄髪は、蓄髪である。

竹馬の友は、竹馬の友である。

竹皮は、竹皮である。

乳首は、乳首である。

竹豹は、竹豹である。

筑豹は、筑豹である。

竹符は、竹符である。

竹生島は、竹生島である。

竹夫人は、竹夫人である。

筑豊は、筑豊である。

筑豊炭田は、筑豊炭田である。

筑豊本線は、筑豊本線である。

筑摩は、筑摩である。

千曲川は、千曲川である。

千曲川のスケッチは、千曲川のスケッチである。

竹迷日は、竹迷日である。

畜養は、畜養である。

竹葉紙は、竹葉紙である。

竹葉石は、竹葉石である。

筑羅は、筑羅である。

筑羅が沖は、筑羅が沖である。

千くら鮨は、千くら鮨である。

千座の置戸は、千座の置戸である。

筑羅者は、筑羅者である。

ちくりは、ちくりである。

チグリスは、チグリスである。

畜力は、畜力である。

畜力機は、畜力機である。

竹林山水は、竹林山水である。

竹林抄は、竹林抄である。

竹林精舎は、竹林精舎である。

竹林七賢は、竹林七賢である。

竹林七妍は、竹林七妍である。

チクルは、チクルである。

ちくるは、ちくるである。

畜類は、畜類である。

畜類めは、畜類めである。

チクルスは、チクルスである。

チクロは、チクロである。

逐鹿は、逐鹿である。

竹輪は、竹輪である。

竹輪麩は、竹輪麩である。

鉤笥は、鉤笥である。

チゲは、チゲである。

ちけいは、ちけいである。



地景は、地景である。

地頸は、地頸である。

知契は、知契である。

知計は、知計である。

智計は、智計である。

致景は、致景である。

笞刑は、笞刑である。

地形学は、地形学である。

地形区は、地形区である。

地形図は、地形図である。

地形性降雨は、地形性降雨である。

地形輪廻は、地形輪廻である。

知家事は、知家事である。

智月は、智月である。

チケットは、チケットである。

血煙は、血煙である。

地券は、地券である。

地検は、地検である。

知見は、知見である。

智見は、智見である。

知県は、知県である。

治権は、治権である。

治験は、治験である。

智剣は、智剣である。

知言は、知言である。

智拳印は、智拳印である。

治験薬は、治験薬である。

稚児は、稚児である。

児は、児である。

稚児医者は、稚児医者である。

チゴイネルワイゼンは、チゴイネルワイゼンである。

地窖は、地窖である。

地溝は、地溝である。

恥垢は、恥垢である。

遅効は、遅効である。

知行合一説は、知行合一説である。

地皇氏は、地皇氏である。

地向斜は、地向斜である。

遅効性肥料は、遅効性肥料である。

地溝帯は、地溝帯である。

地衡風は、地衡風である。

智光曼荼羅は、智光曼荼羅である。

地衡流は、地衡流である。

地公労法は、地公労法である。

千声は、千声である。

稚児延年は、稚児延年である。



稚児生いは、稚児生いである。

稚児買いは、稚児買いである。

稚児顔は、稚児顔である。

稚児喝食は、稚児喝食である。

稚児ケ淵は、稚児ケ淵である。

稚児行道は、稚児行道である。

治国は、治国である。

遅刻は、遅刻である。

治国平天下は、治国平天下である。

血心は、血心である。

稚児笹は、稚児笹である。

稚児姿は、稚児姿である。

稚児育ちは、稚児育ちである。

地骨は、地骨である。

恥骨は、恥骨である。

稚児雛は、稚児雛である。

稚児舞は、稚児舞である。

稚児髷は、稚児髷である。

稚児宮は、稚児宮である。

稚児棟は、稚児棟である。

ちこめくは、ちこめくである。

稚児物語は、稚児物語である。

児物語は、児物語である。

稚児文殊は、稚児文殊である。

稚児百合は、稚児百合である。

チコリーは、チコリーである。

稚児輪は、稚児輪である。

稚児若衆は、稚児若衆である。

萵苣は、萵苣である。

知者は、知者である。

智者は、智者である。

地裁は、地裁である。

致斎は、致斎である。

小いは、小いである。

治罪は、治罪である。

笞罪は、笞罪である。

治罪法は、治罪法である。

千坂の浦は、千坂の浦である。

乳下りは、乳下りである。

血酒は、血酒である。

血刺しは、血刺しである。

千里は、千里である。

千里織は、千里織である。

千里切は、千里切である。

治山は、治山である。

治産は、治産である。



遅参は、遅参である。

稚蚕は、稚蚕である。

地算は、地算である。

智山派は、智山派である。

地子は、地子である。

地史は、地史である。

地誌は、地誌である。

地嘴は、地嘴である。

知歯は、知歯である。

智歯は、智歯である。

致仕は、致仕である。

致死は、致死である。

痴子は、痴子である。

稚子は、稚子である。

知事は、知事である。

致事は、致事である。

致死遺伝子は、致死遺伝子である。

千入は、千入である。

血潮は、血潮である。

血汐は、血汐である。

地史学は、地史学である。

知事官房は、知事官房である。

知識は、知識である。

智識は、智識である。

地磁気は、地磁気である。

知識階級は、知識階級である。

知識学は、知識学である。

知識工学は、知識工学である。

知識社会学は、知識社会学である。

知識人は、知識人である。

知識層は、知識層である。

知識ベースは、知識ベースである。

知識欲は、知識欲である。

地軸は、地軸である。

知死期は、知死期である。

知死期の道行は、知死期の道行である。

地質は、地質である。

知悉は、知悉である。

遅日は、遅日である。

地質温度計は、地質温度計である。

地質学は、地質学である。

地質系統は、地質系統である。

地質現象は、地質現象である。

地質工学は、地質工学である。

地質構造は、地質構造である。

地質時代は、地質時代である。



地質図は、地質図である。

地質調査は、地質調査である。

地質年代は、地質年代である。

致死突然変異は、致死突然変異である。

血縛りは、血縛りである。

地渋は、地渋である。

千島は、千島である。

千島海峡は、千島海峡である。

千島海流は、千島海流である。

千島火山帯は、千島火山帯である。

千島笹は、千島笹である。

千島列島は、千島列島である。

治者は、治者である。

智積院は、智積院である。

智者大師は、智者大師である。

萵苣の木は、萵苣の木である。

地種は、地種である。

置酒は、置酒である。

蜘蛛は、蜘蛛である。

ち首は、ち首である。

知州は、知州である。

置酒高会は、置酒高会である。

知術は、知術である。

智術は、智術である。

治術は、治術である。

蜘蛛膜は、蜘蛛膜である。

地所は、地所である。

血性は、血性である。

地象は、地象である。

池沼は、池沼である。

知将は、知将である。

智将は、智将である。

治承は、治承である。

地上は、地上である。

池上は、池上である。

治定は、治定である。

笞杖は、笞杖である。

痴情は、痴情である。

知情意は、知情意である。

地上茎は、地上茎である。

地上権は、地上権である。

地上高は、地上高である。

地上飼育は、地上飼育である。

地上植物は、地上植物である。

智証大師は、智証大師である。

地上望遠鏡は、地上望遠鏡である。



恥辱は、恥辱である。

致死率は、致死率である。

致死量は、致死量である。

血汁は、血汁である。

乳汁は、乳汁である。

乳代は、乳代である。

地心は、地心である。

池心は、池心である。

地神は、地神である。

知人は、知人である。

痴人は、痴人である。

馳陣は、馳陣である。

地心緯度は、地心緯度である。

地神五代は、地神五代である。

遅進児は、遅進児である。

地心地平は、地心地平である。

地心天頂は、地心天頂である。

帙簀は、帙簀である。

地図は、地図である。

地水は、地水である。

池水は、池水である。

治水は、治水である。

智水は、智水である。

地水火風は、地水火風である。

地水火風空は、地水火風空である。

血吸い蝙蝠は、血吸い蝙蝠である。

血吸い蛭は、血吸い蛭である。

血筋は、血筋である。

地図投影法は、地図投影法である。

チセは、チセである。

地勢は、地勢である。

地精は、地精である。

知性は、知性である。

治世は、治世である。

治政は、治政である。

致誠は、致誠である。

地税は、地税である。

地政学は、地政学である。

地政治学は、地政治学である。

知性的は、知性的である。

地積は、地積である。

地籍は、地籍である。

治績は、治績である。

地籍台帳は、地籍台帳である。

稚拙は、稚拙である。

稚拙美は、稚拙美である。



地銭は、地銭である。

地租は、地租である。

紫蘇は、紫蘇である。

地相は、地相である。

地層は、地層である。

馳走は、馳走である。

地租改正は、地租改正である。

地租改正反対一揆は、地租改正反対一揆である。

知足は、知足である。

遅速は、遅速である。

血戯えは、血戯えである。

血染めは、血染めである。

知多は、知多である。

チタは、チタである。

チターは、チターである。

地帯は、地帯である。

遅怠は、遅怠である。

遅滞は、遅滞である。

痴態は、痴態である。

血鯛は、血鯛である。

地大は、地大である。

地代は、地代である。

地代銀は、地代銀である。

知太政官事は、知太政官事である。

地代論は、地代論である。

乳茸刺は、乳茸刺である。

笞撻は、笞撻である。

遅達は、遅達である。

褫奪は、褫奪である。

チタニウムは、チタニウムである。

知多半島は、知多半島である。

千度は、千度である。

千度祓は、千度祓である。

千度八千度は、千度八千度である。

血珠は、血珠である。

知多木綿は、知多木綿である。

血だらけは、血だらけである。

乳足るは、乳足るである。

千足るは、千足るである。

血達磨は、血達磨である。

チタンは、チタンである。

地壇は、地壇である。

チタン酸バリウムは、チタン酸バリウムである。

チタン鉄鉱は、チタン鉄鉱である。

チタン白は、チタン白である。

致知は、致知である。



遅遅は、遅遅である。

千千は、千千である。

千箇は、千箇である。

数千は、数千である。

乳合せは、乳合せである。

チチアンは、チチアンである。

乳銀杏は、乳銀杏である。

乳色は、乳色である。

父上は、父上である。

乳押えは、乳押えである。

父大臣は、父大臣である。

父親は、父親である。

父帰るは、父帰るである。

チチカカ湖は、チチカカ湖である。

父方は、父方である。

乳型は、乳型である。

縮かまるは、縮かまるである。

縮かむは、縮かむである。

父君は、父君である。

縮くは、縮くである。

乳繰り合うは、乳繰り合うである。

乳繰るは、乳繰るである。

縮くれるは、縮くれるである。

乳粉は、乳粉である。

父御は、父御である。

父子草は、父子草である。

縮こまるは、縮こまるである。

乳搾りは、乳搾りである。

父島は、父島である。

父じゃ人は、父じゃ人である。

父と子は、父と子である。

父無し子は、父無し子である。

父主は、父主である。

乳の木は、乳の木である。

乳樹は、乳樹である。

乳の粉は、乳の粉である。

乳の師は、乳の師である。

父尉は、父尉である。

乳の長上は、乳の長上である。

紫参は、紫参である。

父の日は、父の日である。

千千の松原は、千千の松原である。

父の命は、父の命である。

乳の実のは、乳の実のである。

ちちはくるは、ちちはくるである。

乳離れは、乳離れである。



父母は、父母である。

斉斉哈爾は、斉斉哈爾である。

秩父は、秩父である。

知知武は、知知武である。

秩父青石は、秩父青石である。

秩父絹は、秩父絹である。

秩父古生層は、秩父古生層である。

秩父三十三所は、秩父三十三所である。

秩父山地は、秩父山地である。

秩父事件は、秩父事件である。

秩父縞は、秩父縞である。

秩父神社は、秩父神社である。

秩父帯は、秩父帯である。

秩父多摩国立公園は、秩父多摩国立公園である。

秩父宮は、秩父宮である。

秩父盆地は、秩父盆地である。

秩父銘仙は、秩父銘仙である。

ちちぼむは、ちちぼむである。

縮まるは、縮まるである。

縮みは、縮みである。

縮み上がるは、縮み上がるである。

縮織は、縮織である。

縮み頭は、縮み頭である。

縮帷子は、縮帷子である。

父帝は、父帝である。

縮み髪は、縮み髪である。

父御子は、父御子である。

父皇子は、父皇子である。

縮み込むは、縮み込むである。

縮み昆布は、縮み昆布である。

縮笹は、縮笹である。

縮み代は、縮み代である。

縮屋新助は、縮屋新助である。

ちぢむは、ちぢむである。

縮むは、縮むである。

縮めるは、縮めるである。

乳貰いは、乳貰いである。

地中は、地中である。

池中は、池中である。

踟ちゅうは、踟ちゅうである。

地中温度計は、地中温度計である。

地中海は、地中海である。

地中海気候は、地中海気候である。

地中海式農業は、地中海式農業である。

地中海人種は、地中海人種である。

地中海果実蠅は、地中海果実蠅である。



ちちゅうこは、ちちゅうこである。

地中根は、地中根である。

地中植物は、地中植物である。

地中線路は、地中線路である。

蜘蛛の網は、蜘蛛の網である。

雉ちょうは、雉ちょうである。

縮らは、縮らである。

千千良織は、千千良織である。

縮らすは、縮らすである。

縮らせるは、縮らせるである。

ちちりは、ちちりである。

井宿は、井宿である。

縮るは、縮るである。

縮れは、縮れである。

縮れ毛は、縮れ毛である。

縮れるは、縮れるである。

ちちろ虫は、ちちろ虫である。

千々石は、千々石である。

千千分くには、千千分くにである。

千々石ミゲルは、千々石ミゲルである。

ちちんこは、ちちんこである。

ちちんぷいぷいは、ちちんぷいぷいである。

帙は、帙である。

秩は、秩である。

窒は、窒である。

膣は、膣である。

腟は、腟である。

蟄は、蟄である。

帙入りは、帙入りである。

膣炎は、膣炎である。

窒化は、窒化である。

千束は、千束である。

チッカーは、チッカーである。

蟄懐は、蟄懐である。

窒化珪素は、窒化珪素である。

窒化鋼は、窒化鋼である。

窒化物は、窒化物である。

チッキは、チッキである。

蟄居は、蟄居である。

チックは、チックである。

ちっくとは、ちっくとである。

ちっくりは、ちっくりである。

ちっくりそっとは、ちっくりそっとである。

乳付けは、乳付けである。

膣痙攣は、膣痙攣である。

乳付け親は、乳付け親である。



ちっこは、ちっこである。

竹工は、竹工である。

築港は、築港である。

窒死は、窒死である。

秩次は、秩次である。

秩序は、秩序である。

秩序立つは、秩序立つである。

秩序罰は、秩序罰である。

蟄すは、蟄すである。

窒素は、窒素である。

窒息は、窒息である。

窒塞は、窒塞である。

窒息性ガスは、窒息性ガスである。

窒素工業は、窒素工業である。

窒素固定は、窒素固定である。

窒素酸化物は、窒素酸化物である。

窒素循環は、窒素循環である。

窒素族元素は、窒素族元素である。

窒素代謝は、窒素代謝である。

窒素同化作用は、窒素同化作用である。

窒素肥料は、窒素肥料である。

ちっち蝉は、ちっち蝉である。

ちっちゃいは、ちっちゃいである。

蟄虫は、蟄虫である。

黜陟は、黜陟である。

血続きは、血続きである。

些とは、些とである。

些ともは、些ともである。

些ともそっともは、些ともそっともである。

ちっとやそっとは、ちっとやそっとである。

チップは、チップである。

チップインは、チップインである。

蟄伏は、蟄伏である。

チップショットは、チップショットである。

チップボードは、チップボードである。

ちっぽけは、ちっぽけである。

乳局は、乳局である。

秩満は、秩満である。

秩満帳は、秩満帳である。

蟄竜は、蟄竜である。

秩禄は、秩禄である。

秩禄公債は、秩禄公債である。

秩禄処分は、秩禄処分である。

地底は、地底である。

地堤は、地堤である。

池亭は、池亭である。



馳騁は、馳騁である。

池亭記は、池亭記である。

地丁銀は、地丁銀である。

知的は、知的である。

知的財産権は、知的財産権である。

知的直観は、知的直観である。

地点は、地点である。

治天は、治天である。

治田は、治田である。

地電流は、地電流である。

雉兎は、雉兎である。

少とは、少とである。

池塘は、池塘である。

池頭は、池頭である。

ち頭は、ち頭である。

地動は、地動である。

地道は、地道である。

治道は、治道である。

馳道は、馳道である。

地動説は、地動説である。

チトーは、チトーである。

少勧は、少勧である。

地徳は、地徳である。

知得は、知得である。

知徳は、知徳である。

智徳は、智徳である。

チトクロムは、チトクロムである。

千歳は、千歳である。

千歳飴は、千歳飴である。

千歳線は、千歳線である。

千歳鳥は、千歳鳥である。

千歳の声は、千歳の声である。

千歳の坂は、千歳の坂である。

千歳山は、千歳山である。

千歳蘭は、千歳蘭である。

馳突は、馳突である。

血止めは、血止めである。

血止め草は、血止め草である。

些もは、些もである。

千鳥は、千鳥である。

鵆は、鵆である。

千鳥足は、千鳥足である。

千鳥縢りは、千鳥縢りである。

千鳥掛けは、千鳥掛けである。

千鳥ヶ淵は、千鳥ヶ淵である。

千鳥鎌は、千鳥鎌である。



千鳥格子は、千鳥格子である。

千鳥草は、千鳥草である。

千鳥縫いは、千鳥縫いである。

千鳥の曲は、千鳥の曲である。

千鳥香炉は、千鳥香炉である。

千鳥破風は、千鳥破風である。

千鳥焼は、千鳥焼である。

遅鈍は、遅鈍である。

痴鈍は、痴鈍である。

千名は、千名である。

血流しは、血流しである。

ち鳴きは、ち鳴きである。

血腥いは、血腥いである。

因みは、因みである。

因みには、因みにである。

因むは、因むである。

知日は、知日である。

茅渟は、茅渟である。

血抜きは、血抜きである。

乳主は、乳主である。

茅渟鯛は、茅渟鯛である。

茅渟海は、茅渟海である。

茅渟宮は、茅渟宮である。

血塗るは、血塗るである。

釁るは、釁るである。

地熱は、地熱である。

茅野は、茅野である。

血の汗は、血の汗である。

血の余りは、血の余りである。

血の雨は、血の雨である。

血の池は、血の池である。

知能は、知能である。

智能は、智能である。

知嚢は、知嚢である。

智嚢は、智嚢である。

知能検査は、知能検査である。

知能指数は、知能指数である。

知能年齢は、知能年齢である。

知能犯は、知能犯である。

知能偏差値は、知能偏差値である。

血の海は、血の海である。

乳の親は、乳の親である。

血の気は、血の気である。

地の塩は、地の塩である。

茅野蕭々は、茅野蕭々である。

血の筋は、血の筋である。



血の涙は、血の涙である。

血の日曜日は、血の日曜日である。

茅の根は、茅の根である。

乳の人は、乳の人である。

血逆上は、血逆上である。

乳の間は、乳の間である。

茅野雅子は、茅野雅子である。

乳飲み親は、乳飲み親である。

乳呑み児は、乳呑み児である。

乳飲み子は、乳飲み子である。

血の道は、血の道である。

血の道持ちは、血の道持ちである。

乳の目は、乳の目である。

血の巡りは、血の巡りである。

血の病は、血の病である。

血糊は、血糊である。

血粘は、血粘である。

千箆入は、千箆入である。

地の利は、地の利である。

千箆入の靫は、千箆入の靫である。

茅の輪は、茅の輪である。

千葉は、千葉である。

遅配は、遅配である。

幸ふは、幸ふである。

千葉亀雄は、千葉亀雄である。

地測りは、地測りである。

千葉周作は、千葉周作である。

乳柱は、乳柱である。

血走るは、血走るである。

千葉大学は、千葉大学である。

遅発は、遅発である。

薙髪は、薙髪である。

茅花は、茅花である。

千葉のは、千葉のである。

血ばむは、血ばむである。

ちはやは、ちはやである。

千早城は、千早城である。

千早人は、千早人である。

千早ぶは、千早ぶである。

千早振るは、千早振るである。

茅原は、茅原である。

遅払いは、遅払いである。

千葉笑いは、千葉笑いである。

池畔は、池畔である。

血判は、血判である。

地番は、地番である。



知藩事は、知藩事である。

地皮は、地皮である。

地被は、地被である。

ちびは、ちびである。

千引は、千引である。

血引は、血引である。

千引の岩は、千引の岩である。

千引の綱は、千引の綱である。

千引の縄は、千引の縄である。

ちびちびは、ちびちびである。

遅筆は、遅筆である。

ちびっ子は、ちびっ子である。

ちびっちょは、ちびっちょである。

千人は、千人である。

乳人は、乳人である。

禿筆は、禿筆である。

地表は、地表である。

乳鋲は、乳鋲である。

稚苗は、稚苗である。

地表火は、地表火である。

地表植物は、地表植物である。

地表水は、地表水である。

ちびりは、ちびりである。

ちびりちびりは、ちびりちびりである。

ちびるは、ちびるである。

禿びるは、禿びるである。

乳癰は、乳癰である。

茅生は、茅生である。

地府は、地府である。

知府は、知府である。

致富は、致富である。

恥部は、恥部である。

禿ぶは、禿ぶである。

乳袋は、乳袋である。

乳脹は、乳脹である。

乳房は、乳房である。

血不浄は、血不浄である。

チフスは、チフスである。

チブスは、チブスである。

チフス菌は、チフス菌である。

地物は、地物である。

千船は、千船である。

血文は、血文である。

地踏みは、地踏みである。

血鰤は、血鰤である。

チフリスは、チフリスである。



道触の神は、道触の神である。

血振いは、血振いである。

乳振いは、乳振いである。

地文は、地文である。

知分は、知分である。

地平は、地平である。

治平は、治平である。

治兵は、治兵である。

地平距離は、地平距離である。

地平線は、地平線である。

地平俯角は、地平俯角である。

地平面は、地平面である。

チベットは、チベットである。

チベットビルマ語は、チベットビルマ語である。

チベット大蔵経は、チベット大蔵経である。

チベット語は、チベット語である。

チベット仏教は、チベット仏教である。

血反吐は、血反吐である。

乳縁は、乳縁である。

地変は、地変である。

池辺は、池辺である。

知弁は、知弁である。

智辨は、智辨である。

智辯は、智辯である。

地歩は、地歩である。

ちぼは、ちぼである。

地方は、地方である。

治邦は、治邦である。

痴呆は、痴呆である。

地貌は、地貌である。

知謀は、知謀である。

智謀は、智謀である。

地方官は、地方官である。

地方官会議は、地方官会議である。

地方官庁は、地方官庁である。

地方議会は、地方議会である。

地方気象台は、地方気象台である。

地方行政は、地方行政である。

地方行政官は、地方行政官である。

地方行政官庁は、地方行政官庁である。

地方行政機関は、地方行政機関である。

地方銀行は、地方銀行である。

地方区は、地方区である。

地方型は、地方型である。

地方競馬は、地方競馬である。

地方検察庁は、地方検察庁である。



地方公営企業は、地方公営企業である。

地方公共団体は、地方公共団体である。

地方公社は、地方公社である。

地方更生保護委員会は、地方更生保護委員会である。

地方交付税は、地方交付税である。

地方公務員は、地方公務員である。

地方債は、地方債である。

地方財政は、地方財政である。

地方裁判所は、地方裁判所である。

地方史は、地方史である。

地方紙は、地方紙である。

地方時は、地方時である。

地方自治は、地方自治である。

地方自治制は、地方自治制である。

地方自治体は、地方自治体である。

地方自治法は、地方自治法である。

地方事務官は、地方事務官である。

地方事務所は、地方事務所である。

地方譲与税は、地方譲与税である。

地方色は、地方色である。

地方税は、地方税である。

地方制度は、地方制度である。

地方選挙は、地方選挙である。

地方隊は、地方隊である。

地方団体は、地方団体である。

地方長官は、地方長官である。

地方鉄道は、地方鉄道である。

地方配付税は、地方配付税である。

地方版は、地方版である。

地方病は、地方病である。

地方分権は、地方分権である。

地方分担納付金は、地方分担納付金である。

地方分与税は、地方分与税である。

地方法院は、地方法院である。

地方民会は、地方民会である。

地方連絡部は、地方連絡部である。

地方労働委員会は、地方労働委員会である。

チボーけのひとびと家の人々は、チボーけのひとびと家の人々である。

チボーデは、チボーデである。

ちぼちぼは、ちぼちぼである。

ちぼゆは、ちぼゆである。

裳は、裳である。

ちまうは、ちまうである。

チマーゼは、チマーゼである。

粽は、粽である。

千巻は、千巻である。



粽馬は、粽馬である。

粽形は、粽形である。

粽笹は、粽笹である。

岐は、岐である。

巷は、巷である。

衢は、衢である。

岐の神は、岐の神である。

千町田は、千町田である。

ちまちまは、ちまちまである。

血祭は、血祭である。

血惑ふは、血惑ふである。

血眼は、血眼である。

チマブーエは、チマブーエである。

血塗れは、血塗れである。

血豆は、血豆である。

血迷うは、血迷うである。

ちまるは、ちまるである。

チマローザは、チマローザである。

遅慢は、遅慢である。

血身は、血身である。

地味は、地味である。

魑魅は、魑魅である。

ちみちは、ちみちである。

血道は、血道である。

緻密は、緻密である。

血みどろは、血みどろである。

血みどろちんがいは、血みどろちんがいである。

魑魅魍魎は、魑魅魍魎である。

血脈は、血脈である。

地脈は、地脈である。

遅脈は、遅脈である。

治民は、治民である。

チミンは、チミンである。

遅眠蚕は、遅眠蚕である。

チムールは、チムールである。

チムニーは、チムニーである。

地名は、地名である。

地鳴は、地鳴である。

知名は、知名である。

知命は、知命である。

致命は、致命である。

地名字音転用例は、地名字音転用例である。

致命傷は、致命傷である。

致命的は、致命的である。

知名度は、知名度である。

致命率は、致命率である。



敗醤は、敗醤である。

知目鳥は、知目鳥である。

知母は、知母である。

恥毛は、恥毛である。

蜘網は、蜘網である。

チモールは、チモールである。

地目は、地目である。

チモシーは、チモシーである。

千本は、千本である。

道守は、道守である。

地守は、地守である。

智門は、智門である。

地文学は、地文学である。

地文航法は、地文航法である。

茶は、茶である。

ちゃあは、ちゃあである。

チャージは、チャージである。

炸蝦丸は、炸蝦丸である。

叉焼は、叉焼である。

叉焼麺は、叉焼麺である。

チャージングは、チャージングである。

チャーターは、チャーターである。

チャーダーエフは、チャーダーエフである。

チャーチは、チャーチである。

チャーチルは、チャーチルである。

チャーティスト運動は、チャーティスト運動である。

チャーティズムは、チャーティズムである。

チャートは、チャートである。

炒飯は、炒飯である。

チャービルは、チャービルである。

チャーミングは、チャーミングである。

チャームは、チャームである。

チャームポイントは、チャームポイントである。

チャールズは、チャールズである。

チャールストンは、チャールストンである。

チャイコフスキーは、チャイコフスキーである。

チャイナは、チャイナである。

チャイナタウンは、チャイナタウンである。

チャイニーズは、チャイニーズである。

チャイブは、チャイブである。

チャイムは、チャイムである。

チャイルドは、チャイルドである。

茶入は、茶入である。

茶入袋は、茶入袋である。

茶色は、茶色である。

茶色いは、茶色いである。



茶宇は、茶宇である。

ちゃうは、ちゃうである。

茶請けは、茶請けである。

チャウシェスクは、チャウシェスクである。

茶宇縞は、茶宇縞である。

茶臼は、茶臼である。

茶碾は、茶碾である。

茶臼芸は、茶臼芸である。

茶臼山は、茶臼山である。

チャウダーは、チャウダーである。

チャウチャウは、チャウチャウである。

茶園は、茶園である。

炒は、炒である。

チャオは、チャオである。

餃子は、餃子である。

チャオプラヤは、チャオプラヤである。

茶音頭は、茶音頭である。

茶菓は、茶菓である。

茶課は、茶課である。

茶会は、茶会である。

茶会記は、茶会記である。

茶懐石は、茶懐石である。

茶返しは、茶返しである。

茶掛は、茶掛である。

茶籠は、茶籠である。

茶菓子は、茶菓子である。

茶滓は、茶滓である。

ちゃかすは、ちゃかすである。

茶方は、茶方である。

チャガタイは、チャガタイである。

チャガタイ汗国は、チャガタイ汗国である。

ちゃかちゃかは、ちゃかちゃかである。

茶褐色は、茶褐色である。

茶褐薬は、茶褐薬である。

茶鹿の子は、茶鹿の子である。

茶香服は、茶香服である。

茶歌舞伎は、茶歌舞伎である。

茶釜は、茶釜である。

茶粥は、茶粥である。

茶粥腹は、茶粥腹である。

茶殻は、茶殻である。

茶代りは、茶代りである。

慈江道は、慈江道である。

茶気は、茶気である。

茶器は、茶器である。

茶技は、茶技である。



ちゃきちゃきは、ちゃきちゃきである。

茶経は、茶経である。

茶業は、茶業である。

茶巾は、茶巾である。

茶衣は、茶衣である。

茶巾薯は、茶巾薯である。

茶巾捌きは、茶巾捌きである。

茶巾絞りは、茶巾絞りである。

茶巾鮨は、茶巾鮨である。

茶巾筒は、茶巾筒である。

茶巾包は、茶巾包である。

茶巾百合は、茶巾百合である。

笛は、笛である。

着は、着である。

嫡は、嫡である。

茶具は、茶具である。

着衣は、着衣である。

着意は、着意である。

ちゃくいは、ちゃくいである。

着衣の祝は、着衣の祝である。

着駅は、着駅である。

嫡家は、嫡家である。

着岸は、着岸である。

着眼は、着眼である。

着眼点は、着眼点である。

着御は、着御である。

着座は、着座である。

嫡妻は、嫡妻である。

嫡子は、嫡子である。

嫡嗣は、嫡嗣である。

着時は、着時である。

嫡室は、嫡室である。

着実は、着実である。

着手は、着手である。

ちゃく手は、ちゃく手である。

嫡出は、嫡出である。

嫡出子は、嫡出子である。

着順は、着順である。

嫡庶は、嫡庶である。

嫡女は、嫡女である。

着床は、着床である。

着色は、着色である。

着色硝子は、着色硝子である。

着色料は、着色料である。

着心は、着心である。

着信は、着信である。



着陣は、着陣である。

着水は、着水である。

着するは、着するである。

著するは、著するである。

着生は、着生である。

着生植物は、着生植物である。

着席は、着席である。

着雪は、着雪である。

着船は、着船である。

着相は、着相である。

着装は、着装である。

着想は、着想である。

嫡宗は、嫡宗である。

嫡曾孫は、嫡曾孫である。

嫡孫は、嫡孫である。

嫡孫承祖は、嫡孫承祖である。

着だは、着だである。

着帯は、着帯である。

着たいは、着たいである。

着脱は、着脱である。

着だの政は、着だの政である。

着弾は、着弾である。

着地は、着地である。

着着は、着着である。

嫡嫡は、嫡嫡である。

チャグチャグ馬こは、チャグチャグ馬こである。

着帳は、着帳である。

着津は、着津である。

嫡弟は、嫡弟である。

着電は、着電である。

嫡伝は、嫡伝である。

ちゃくとは、ちゃくとである。

着到は、着到である。

着到状は、着到状である。

着到硯は、着到硯である。

着到殿は、着到殿である。

着到櫓は、着到櫓である。

着到和歌は、着到和歌である。

嫡男は、嫡男である。

着荷は、着荷である。

着任は、着任である。

着発は、着発である。

着払いは、着払いである。

着筆は、着筆である。

着氷は、着氷である。

着府は、着府である。



着服は、着服である。

嫡母は、嫡母である。

着帽は、着帽である。

茶汲みは、茶汲みである。

着目は、着目である。

着用は、着用である。

茶競べは、茶競べである。

茶較べは、茶較べである。

着陸は、着陸である。

着陸帯は、着陸帯である。

着陸灯は、着陸灯である。

ちゃくりちゃとは、ちゃくりちゃとである。

嫡流は、嫡流である。

着料は、着料である。

着輦は、着輦である。

茶家は、茶家である。

チャコは、チャコである。

茶講は、茶講である。

茶合は、茶合である。

チャコールは、チャコールである。

チャコールグレーは、チャコールグレーである。

茶国は、茶国である。

茶漉しは、茶漉しである。

茶零しは、茶零しである。

茶小紋は、茶小紋である。

茶剤は、茶剤である。

茶酒盛りは、茶酒盛りである。

茶匙は、茶匙である。

茶座敷は、茶座敷である。

茶子味梅は、茶子味梅である。

茶盞拝は、茶盞拝である。

茶師は、茶師である。

茶肆は、茶肆である。

チャシは、チャシである。

茶事は、茶事である。

茶式は、茶式である。

茶事七式は、茶事七式である。

茶室は、茶室である。

茶渋は、茶渋である。

茶杓は、茶杓である。

茶繻子は、茶繻子である。

茶職は、茶職である。

茶神は、茶神である。

茶人は、茶人である。

茶席は、茶席である。

茶席掛は、茶席掛である。



ちゃせごは、ちゃせごである。

茶筅は、茶筅である。

茶筌は、茶筌である。

茶禅は、茶禅である。

茶禅一致は、茶禅一致である。

茶筅飾は、茶筅飾である。

茶筌荘は、茶筌荘である。

茶筅髪は、茶筅髪である。

茶筅切りは、茶筅切りである。

茶煎座は、茶煎座である。

茶筅師は、茶筅師である。

茶筅羊歯は、茶筅羊歯である。

茶筅袖垣は、茶筅袖垣である。

茶筅立は、茶筅立である。

茶筅通しは、茶筅通しである。

茶筅坊は、茶筅坊である。

茶素は、茶素である。

茶蕎麦は、茶蕎麦である。

茶染は、茶染である。

茶染師は、茶染師である。

茶代は、茶代である。

茶台は、茶台である。

茶托は、茶托である。

茶出しは、茶出しである。

茶断ちは、茶断ちである。

茶立ては、茶立てである。

茶立て女は、茶立て女である。

茶立口は、茶立口である。

茶立虫は、茶立虫である。

茶柱虫は、茶柱虫である。

茶棚は、茶棚である。

チャタレー裁判は、チャタレー裁判である。

チャタレー夫人の恋人は、チャタレー夫人の恋人である。

茶箪笥は、茶箪笥である。

ちゃちは、ちゃちである。

茶茶は、茶茶である。

ちゃちゃ繰るは、ちゃちゃ繰るである。

ちゃちゃくるは、ちゃちゃくるである。

チャチャチャは、チャチャチャである。

ちゃちゃとは、ちゃちゃとである。

茶茶ほうちゃは、茶茶ほうちゃである。

楪子は、楪子である。

茶通は、茶通である。

楪津宇は、楪津宇である。

着火は、着火である。

着果は、着果である。



着火点は、着火点である。

ちゃっかりは、ちゃっかりである。

着艦は、着艦である。

茶坏は、茶坏である。

ちゃっきとは、ちゃっきとである。

ちゃっきりちゃっとは、ちゃっきりちゃっとである。

ちゃっきり節は、ちゃっきり節である。

着金は、着金である。

チャックは、チャックである。

チャックリーマーは、チャックリーマーである。

茶漬は、茶漬である。

茶漬屋は、茶漬屋である。

着剣は、着剣である。

着袴は、着袴である。

着工は、着工である。

着港は、着港である。

着国は、着国である。

茶筒は、茶筒である。

チャットは、チャットである。

ちゃっとは、ちゃっとである。

チャツネは、チャツネである。

チャップは、チャップである。

チャップマンは、チャップマンである。

チャップリンは、チャップリンである。

チャップリン髭は、チャップリン髭である。

茶壺は、茶壺である。

茶摘みは、茶摘みである。

茶摘み歌は、茶摘み歌である。

ちゃつるは、ちゃつるである。

ちゃづるは、ちゃづるである。

茶亭は、茶亭である。

茶庭は、茶庭である。

茶店は、茶店である。

ちゃとは、ちゃとである。

チャドは、チャドである。

茶湯は、茶湯である。

茶鐺は、茶鐺である。

茶道は、茶道である。

チャドウィックは、チャドウィックである。

茶道具は、茶道具である。

茶湯子は、茶湯子である。

茶湯天目は、茶湯天目である。

茶湯日は、茶湯日である。

茶道坊主は、茶道坊主である。

茶時は、茶時である。

茶毒蛾は、茶毒蛾である。



チャド湖は、チャド湖である。

茶所は、茶所である。

チャドルは、チャドルである。

チャネリングは、チャネリングである。

チャネルは、チャネルである。

茶年貢は、茶年貢である。

茶の会は、茶の会である。

茶の木人形は、茶の木人形である。

茶の木畑は、茶の木畑である。

茶の子は、茶の子である。

茶の花は、茶の花である。

茶の本は、茶の本である。

茶の間は、茶の間である。

茶の間女は、茶の間女である。

茶飲みは、茶飲みである。

茶飲み種は、茶飲み種である。

茶飲み茶碗は、茶飲み茶碗である。

茶飲み友達は、茶飲み友達である。

茶飲み仲間は、茶飲み仲間である。

茶飲み話は、茶飲み話である。

茶の湯は、茶の湯である。

茶の湯音頭は、茶の湯音頭である。

茶の湯者は、茶の湯者である。

茶の湯袱紗は、茶の湯袱紗である。

茶梅は、茶梅である。

茶羽織は、茶羽織である。

茶博士は、茶博士である。

茶掃羽は、茶掃羽である。

茶伯は、茶伯である。

茶箱は、茶箱である。

茶箱点は、茶箱点である。

茶柱は、茶柱である。

茶畑は、茶畑である。

茶髪は、茶髪である。

チャパティは、チャパティである。

茶花は、茶花である。

茶話は、茶話である。

茶翅ごきぶりは、茶翅ごきぶりである。

茶腹は、茶腹である。

察哈爾は、察哈爾である。

茶番は、茶番である。

茶盤は、茶盤である。

茶番狂言は、茶番狂言である。

茶番劇は、茶番劇である。

茶番師は、茶番師である。

茶挽きは、茶挽きである。



茶引きは、茶引きである。

茶挽き草は、茶挽き草である。

茶引き草は、茶引き草である。

茶柄杓は、茶柄杓である。

茶表紙は、茶表紙である。

茶瓶は、茶瓶である。

茶瓶頭は、茶瓶頭である。

茶瓶前髪は、茶瓶前髪である。

卓袱は、卓袱である。

茶布巾は、茶布巾である。

茶袱紗は、茶袱紗である。

茶袋は、茶袋である。

雑砕は、雑砕である。

卓袱台は、卓袱台である。

茶船は、茶船である。

卓袱屋は、卓袱屋である。

茶篩は、茶篩である。

茶振舞は、茶振舞である。

茶風炉は、茶風炉である。

チャペックは、チャペックである。

チャペルは、チャペルである。

茶便当は、茶便当である。

茶弁当は、茶弁当である。

茶舗は、茶舗である。

占城は、占城である。

矮鶏は、矮鶏である。

茶法は、茶法である。

茶箒は、茶箒である。

茶焙じは、茶焙じである。

茶坊主は、茶坊主である。

矮鶏檜葉は、矮鶏檜葉である。

ちやほやは、ちやほやである。

茶盆は、茶盆である。

茶枕は、茶枕である。

茶丸は、茶丸である。

茶味は、茶味である。

佳木斯は、佳木斯である。

チャムドは、チャムドである。

茶目は、茶目である。

茶名は、茶名である。

茶銘は、茶銘である。

茶飯は、茶飯である。

茶目っけは、茶目っけである。

茶貰いは、茶貰いである。

チャモロは、チャモロである。

茶屋は、茶屋である。



茶屋遊びは、茶屋遊びである。

チャヤーノフは、チャヤーノフである。

茶屋女は、茶屋女である。

茶屋通いは、茶屋通いである。

茶役は、茶役である。

茶屋狂いは、茶屋狂いである。

茶屋小屋は、茶屋小屋である。

茶屋小屋這入りは、茶屋小屋這入りである。

茶屋酒は、茶屋酒である。

茶屋四郎次郎は、茶屋四郎次郎である。

茶屋染は、茶屋染である。

茶屋辻は、茶屋辻である。

茶屋場は、茶屋場である。

茶屋奉公は、茶屋奉公である。

茶屋坊主は、茶屋坊主である。

茶山は、茶山である。

茶屋店は、茶屋店である。

茶屋者は、茶屋者である。

茶油は、茶油である。

チャヨテは、チャヨテである。

ちゃらは、ちゃらである。

ちゃらかすは、ちゃらかすである。

ちゃら金は、ちゃら金である。

ちゃらくらは、ちゃらくらである。

ちゃらけるは、ちゃらけるである。

ちゃらちゃらは、ちゃらちゃらである。

ちゃらつかすは、ちゃらつかすである。

ちゃらっぽこは、ちゃらっぽこである。

ちゃらほらは、ちゃらほらである。

茶蘭は、茶蘭である。

チャランゴは、チャランゴである。

ちゃらんぽらんは、ちゃらんぽらんである。

茶利は、茶利である。

血槍は、血槍である。

茶利敵は、茶利敵である。

茶利語りは、茶利語りである。

茶利声は、茶利声である。

チャリティーは、チャリティーである。

チャリティーショーは、チャリティーショーである。

茶利場は、茶利場である。

茶料は、茶料である。

茶寮は、茶寮である。

ちゃりんは、ちゃりんである。

ちゃりんこは、ちゃりんこである。

チャルダシュは、チャルダシュである。

チャル南は、チャル南である。



チャルメラは、チャルメラである。

哨吶は、哨吶である。

哨吶草は、哨吶草である。

チャレンジは、チャレンジである。

チャレンジャーは、チャレンジャーである。

茶炉は、茶炉である。

茶話会は、茶話会である。

茶碗は、茶碗である。

茶碗酒は、茶碗酒である。

茶碗茸は、茶碗茸である。

茶碗蒸しは、茶碗蒸しである。

茶碗盛りは、茶碗盛りである。

銭は、銭である。

瀝青は、瀝青である。

ちゃんは、ちゃんである。

ちゃんぎりは、ちゃんぎりである。

杖鼓は、杖鼓である。

ちゃんこ料理は、ちゃんこ料理である。

ちゃんころは、ちゃんころである。

チャンコロは、チャンコロである。

チャンスは、チャンスである。

チャンダーラは、チャンダーラである。

ちゃんちゃらおかしいは、ちゃんちゃらおかしいである。

ちゃんちゃんは、ちゃんちゃんである。

ちゃんちゃんこは、ちゃんちゃんこである。

ちゃんちゃんばらばらは、ちゃんちゃんばらばらである。

香椿は、香椿である。

ちゃんとは、ちゃんとである。

チャンドラーは、チャンドラーである。

チャンドラグプタは、チャンドラグプタである。

チャンドラセカールは、チャンドラセカールである。

瀝青塗は、瀝青塗である。

チャンネルは、チャンネルである。

チャンパは、チャンパである。

ちゃんばらは、ちゃんばらである。

チャンピオンは、チャンピオンである。

チャンピオンシップは、チャンピオンシップである。

チャンプは、チャンプである。

ちゃんぽんは、ちゃんぽんである。

張勉は、張勉である。

地楡は、地楡である。

治癒は、治癒である。

丑は、丑である。

中は、中である。

仲は、仲である。

虫は、虫である。



沖は、沖である。

宙は、宙である。

忠は、忠である。

抽は、抽である。

注は、注である。

昼は、昼である。

柱は、柱である。

紂は、紂である。

紐は、紐である。

衷は、衷である。

酎は、酎である。

註は、註である。

鈕は、鈕である。

稠は、稠である。

誅は、誅である。

厨は、厨である。

鋳は、鋳である。

駐は、駐である。

疇は、疇である。

籌は、籌である。

煮は、煮である。

九は、九である。

ちゅうは、ちゅうである。

知友は、知友である。

知勇は、知勇である。

智勇は、智勇である。

置郵は、置郵である。

忠愛は、忠愛である。

仲哀天皇は、仲哀天皇である。

中足は、中足である。

中位は、中位である。

中尉は、中尉である。

注意は、注意である。

誅夷は、誅夷である。

注意義務は、注意義務である。

注意人物は、注意人物である。

注意報は、注意報である。

注意力は、注意力である。

中院は、中院である。

中陰は、中陰である。

チューインガムは、チューインガムである。

注音符号は、注音符号である。

中有は、中有である。

中右記は、中右記である。

中浮けは、中浮けである。

中衛は、中衛である。



虫えいは、虫えいである。

胄裔は、胄裔である。

中越戦争は、中越戦争である。

中衛府は、中衛府である。

中央は、中央である。

中欧は、中欧である。

紂王は、紂王である。

中央アジアは、中央アジアである。

中央アフリカ共和国は、中央アフリカ共和国である。

中央アメリカは、中央アメリカである。

中央アルプスは、中央アルプスである。

中央委員会は、中央委員会である。

中央卸売市場は、中央卸売市場である。

中央海嶺は、中央海嶺である。

中央火口丘は、中央火口丘である。

中央官制は、中央官制である。

中央官庁は、中央官庁である。

中央機関は、中央機関である。

中央気象台は、中央気象台である。

中央教育審議会は、中央教育審議会である。

中央行政官庁は、中央行政官庁である。

中央銀行は、中央銀行である。

中央区は、中央区である。

中央競馬は、中央競馬である。

中央更生保護審査会は、中央更生保護審査会である。

中央構造線は、中央構造線である。

中央公論は、中央公論である。

中央自動車道は、中央自動車道である。

中央集権は、中央集権である。

中央処理装置は、中央処理装置である。

中央政府は、中央政府である。

中央線は、中央線である。

中央大学は、中央大学である。

中央値は、中央値である。

中央標準時は、中央標準時である。

中央分離帯は、中央分離帯である。

中央本線は、中央本線である。

中央労働委員会は、中央労働委員会である。

中押は、中押である。

中音は、中音である。

中女は、中女である。

中音部記号は、中音部記号である。

中華は、中華である。

中夏は、中夏である。

仲夏は、仲夏である。

鋳貨は、鋳貨である。



駐駕は、駐駕である。

中海は、中海である。

仲介は、仲介である。

注解は、注解である。

註解は、註解である。

衷懐は、衷懐である。

厨芥は、厨芥である。

中外は、中外である。

虫害は、虫害である。

仲介商人は、仲介商人である。

中概念は、中概念である。

中概念不周延の虚偽は、中概念不周延の虚偽である。

仲介貿易は、仲介貿易である。

宙返りは、宙返りである。

中華革命党は、中華革命党である。

中核は、中核である。

籌画は、籌画である。

中学は、中学である。

中学生は、中学生である。

中学年は、中学年である。

中蓋は、中蓋である。

中華人民共和国は、中華人民共和国である。

中華全国総工会は、中華全国総工会である。

中華蕎麦は、中華蕎麦である。

中華ソビエト共和国は、中華ソビエト共和国である。

中形は、中形である。

中型は、中型である。

中型本は、中型本である。

中学区は、中学区である。

中学校は、中学校である。

中華丼は、中華丼である。

中華鍋は、中華鍋である。

中果皮は、中果皮である。

中華庖丁は、中華庖丁である。

中華饅頭は、中華饅頭である。

中華民国は、中華民国である。

中辛は、中辛である。

中華料理は、中華料理である。

中浣は、中浣である。

中澣は、中澣である。

中間は、中間である。

忠肝は、忠肝である。

忠姦は、忠姦である。

忠奸は、忠奸である。

忠諫は、忠諫である。

昼間は、昼間である。



中眼は、中眼である。

中観は、中観である。

中巌円月は、中巌円月である。

中間階級は、中間階級である。

中間管理職は、中間管理職である。

中間圏は、中間圏である。

中間原料は、中間原料である。

中間搾取は、中間搾取である。

中間雑種は、中間雑種である。

中間子は、中間子である。

中間施設は、中間施設である。

中間宿主は、中間宿主である。

中間小説は、中間小説である。

中間色は、中間色である。

昼間人口は、昼間人口である。

中間申告は、中間申告である。

中間選挙は、中間選挙である。

中間層は、中間層である。

中間体は、中間体である。

中間態は、中間態である。

中観派は、中観派である。

中間配当は、中間配当である。

中間判決は、中間判決である。

中間報告は、中間報告である。

中間法人は、中間法人である。

中間読物は、中間読物である。

中観論は、中観論である。

中気は、中気である。

中期は、中期である。

中機は、中機である。

中饋は、中饋である。

注記は、注記である。

註記は、註記である。

中儀は、中儀である。

忠義は、忠義である。

籌木は、籌木である。

忠義顔は、忠義顔である。

中菊は、中菊である。

中期国債は、中期国債である。

中期国債ファンドは、中期国債ファンドである。

抽気タービンは、抽気タービンである。

忠義立ては、忠義立てである。

中ぎつは、中ぎつである。

中規模は、中規模である。

中規模渦は、中規模渦である。

注脚は、注脚である。



註脚は、註脚である。

中級は、中級である。

仲弓は、仲弓である。

誅求は、誅求である。

沖虚は、沖虚である。

冲虚は、冲虚である。

虫魚は、虫魚である。

中共は、中共である。

中京は、中京である。

中京工業地帯は、中京工業地帯である。

中教正は、中教正である。

仲恭天皇は、仲恭天皇である。

中京間は、中京間である。

中距離は、中距離である。

中距離弾道弾は、中距離弾道弾である。

中限は、中限である。

忠勤は、忠勤である。

鋳金は、鋳金である。

中近東は、中近東である。

中空は、中空である。

中宮は、中宮である。

中宮寺は、中宮寺である。

中宮職は、中宮職である。

中空人絹は、中空人絹である。

中括りは、中括りである。

忠君は、忠君である。

中軍は、中軍である。

中郡は、中郡である。

中家は、中家である。

中啓は、中啓である。

中経は、中経である。

中継は、中継である。

仲兄は、仲兄である。

中継局は、中継局である。

中継港は、中継港である。

中継貿易は、中継貿易である。

中継放送は、中継放送である。

中堅は、中堅である。

忠犬は、忠犬である。

忠賢は、忠賢である。

中元は、中元である。

中言は、中言である。

中原は、中原である。

忠言は、忠言である。

中間男は、中間男である。

中堅企業は、中堅企業である。



中間禅は、中間禅である。

中間法師は、中間法師である。

中間狼藉は、中間狼藉である。

中戸は、中戸である。

中古は、中古である。

中行は、中行である。

中耕は、中耕である。

中興は、中興である。

忠功は、忠功である。

忠孝は、忠孝である。

忠厚は、忠厚である。

注口は、注口である。

昼光は、昼光である。

鋳鋼は、鋳鋼である。

忠孝一本は、忠孝一本である。

中高音は、中高音である。

昼光色は、昼光色である。

忠孝双全は、忠孝双全である。

注口土器は、注口土器である。

中高年は、中高年である。

昼光率は、昼光率である。

中刻は、中刻である。

忠告は、忠告である。

中国は、中国である。

中国医学は、中国医学である。

中国街道は、中国街道である。

中国革命同盟会は、中国革命同盟会である。

中国共産党は、中国共産党である。

中国銀行は、中国銀行である。

中国語は、中国語である。

中国国民党は、中国国民党である。

中国山地は、中国山地である。

中国残留孤児は、中国残留孤児である。

中国自動車道は、中国自動車道である。

中国酒は、中国酒である。

中国征伐は、中国征伐である。

中国探題は、中国探題である。

中国地方は、中国地方である。

中国哲学は、中国哲学である。

中国同盟会は、中国同盟会である。

中国服は、中国服である。

中国文学は、中国文学である。

中国野菜は、中国野菜である。

中国料理は、中国料理である。

中腰は、中腰である。

中小姓は、中小姓である。



中小性は、中小性である。

中古文は、中古文である。

中古文学は、中古文学である。

中根は、中根である。

忠魂は、忠魂である。

柱根は、柱根である。

中佐は、中佐である。

中座は、中座である。

中祭は、中祭である。

仲裁は、仲裁である。

厨宰は、厨宰である。

肘材は、肘材である。

駐在は、駐在である。

仲裁契約は、仲裁契約である。

駐在国は、駐在国である。

仲裁裁定は、仲裁裁定である。

仲裁裁判は、仲裁裁判である。

中彩色は、中彩色である。

駐在所は、駐在所である。

仲裁判断は、仲裁判断である。

中鷺は、中鷺である。

籌策は、籌策である。

誅殺は、誅殺である。

駐箚は、駐箚である。

中皿は、中皿である。

中産は、中産である。

昼三は、昼三である。

昼餐は、昼餐である。

籌算は、籌算である。

中山は、中山である。

中産階級は、中産階級である。

中山間地域は、中山間地域である。

中山靖王は、中山靖王である。

中山世鑑は、中山世鑑である。

中散大夫は、中散大夫である。

中山伝信録は、中山伝信録である。

仲山甫は、仲山甫である。

中山陵は、中山陵である。

中子は、中子である。

中止は、中止である。

中使は、中使である。

中祀は、中祀である。

中指は、中指である。

忠士は、忠士である。

忠死は、忠死である。

注視は、注視である。



胄子は、胄子である。

鈕子は、鈕子である。

中耳は、中耳である。

仲尼は、仲尼である。

中耳炎は、中耳炎である。

中食は、中食である。

昼食は、昼食である。

中軸は、中軸である。

中仕子は、中仕子である。

中鉋は、中鉋である。

中執は、中執である。

忠実は、忠実である。

中質紙は、中質紙である。

中止犯は、中止犯である。

中止法は、中止法である。

中止未遂は、中止未遂である。

中社は、中社である。

注射は、注射である。

駐車は、駐車である。

忠邪は、忠邪である。

注射器は、注射器である。

注釈は、注釈である。

註釈は、註釈である。

駐錫は、駐錫である。

鍮石は、鍮石である。

中杓鷸は、中杓鷸である。

中雀門は、中雀門である。

中酒は、中酒である。

中寿は、中寿である。

中綬は、中綬である。

中州は、中州である。

仲秋は、仲秋である。

中秋は、中秋である。

中手骨は、中手骨である。

抽出は、抽出である。

仲春は、仲春である。

中旬は、中旬である。

忠純は、忠純である。

忠順は、忠順である。

中書は、中書である。

中暑は、中暑である。

籀書は、籀書である。

忠恕は、忠恕である。

誅鋤は、誅鋤である。

中小は、中小である。

中生は、中生である。



中宵は、中宵である。

中称は、中称である。

中傷は、中傷である。

中霄は、中霄である。

仲商は、仲商である。

忠賞は、忠賞である。

抽象は、抽象である。

抽賞は、抽賞である。

昼餉は、昼餉である。

中丞は、中丞である。

中将は、中将である。

中情は、中情である。

ちゅう杖は、ちゅう杖である。

柱状は、柱状である。

衷情は、衷情である。

抽象画は、抽象画である。

抽象概念は、抽象概念である。

中将棋は、中将棋である。

中小企業は、中小企業である。

中小企業基本法は、中小企業基本法である。

中小企業金は、中小企業金である。

中小企業診断士は、中小企業診断士である。

中小企業庁は、中小企業庁である。

柱状グラフは、柱状グラフである。

抽象芸術は、抽象芸術である。

中小私鉄は、中小私鉄である。

柱状節理は、柱状節理である。

抽象代数学は、抽象代数学である。

抽象的は、抽象的である。

中将姫は、中将姫である。

抽象表現主義は、抽象表現主義である。

抽象名詞は、抽象名詞である。

中条流は、中条流である。

抽象論は、抽象論である。

中書王は、中書王である。

中書格は、中書格である。

昼食会は、昼食会である。

中書省は、中書省である。

鋳植機は、鋳植機である。

中書令は、中書令である。

中白は、中白である。

中心は、中心である。

中身は、中身である。

中震は、中震である。

忠心は、忠心である。

忠臣は、忠臣である。



忠信は、忠信である。

注進は、注進である。

柱心は、柱心である。

衷心は、衷心である。

中人は、中人である。

中陣は、中陣である。

中腎は、中腎である。

厨人は、厨人である。

稠人は、稠人である。

中心運動は、中心運動である。

中心角は、中心角である。

中心核は、中心核である。

中心気圧は、中心気圧である。

忠臣蔵は、忠臣蔵である。

注進状は、注進状である。

中心小体は、中心小体である。

中心静脈栄養は、中心静脈栄養である。

中心食は、中心食である。

中心人物は、中心人物である。

中新世は、中新世である。

中心体は、中心体である。

中心柱は、中心柱である。

中心的は、中心的である。

中心点は、中心点である。

中心統合法は、中心統合法である。

中新聞は、中新聞である。

中心噴火は、中心噴火である。

中腎輸管は、中腎輸管である。

中心力場は、中心力場である。

中すは、中すである。

虫垂は、虫垂である。

宙水は、宙水である。

注水は、注水である。

虫垂炎は、虫垂炎である。

抽水植物は、抽水植物である。

中水道は、中水道である。

中枢は、中枢である。

中枢院は、中枢院である。

中枢神経系は、中枢神経系である。

沖するは、沖するである。

冲するは、冲するである。

注するは、注するである。

註するは、註するである。

誅するは、誅するである。

中世は、中世である。

中正は、中正である。



中性は、中性である。

中勢は、中勢である。

忠誠は、忠誠である。

中背は、中背である。

中性花は、中性花である。

中生界は、中生界である。

中性岩は、中性岩である。

中性子は、中性子である。

中性紙は、中性紙である。

中性子星は、中性子星である。

中性子爆弾は、中性子爆弾である。

中性脂肪は、中性脂肪である。

中性植物は、中性植物である。

中性洗剤は、中性洗剤である。

中生層は、中生層である。

中生代は、中生代である。

中生動物は、中生動物である。

中性土壌は、中性土壌である。

忠清南道は、忠清南道である。

中性微子は、中性微子である。

中性肥料は、中性肥料である。

中世文学は、中世文学である。

忠清北道は、忠清北道である。

中夕は、中夕である。

沖積は、沖積である。

柱石は、柱石である。

誅責は、誅責である。

疇昔は、疇昔である。

沖積錐は、沖積錐である。

沖積世は、沖積世である。

沖積扇状地は、沖積扇状地である。

沖積層は、沖積層である。

沖積土は、沖積土である。

沖積統は、沖積統である。

沖積平野は、沖積平野である。

中説は、中説である。

忠節は、忠節である。

注説は、注説である。

註説は、註説である。

中絶は、中絶である。

中石器時代は、中石器時代である。

中線は、中線である。

抽籤は、抽籤である。

抽選は、抽選である。

鋳銭は、鋳銭である。

鍮銭は、鍮銭である。



中全音律は、中全音律である。

中選挙区は、中選挙区である。

鋳銭司は、鋳銭司である。

中禅寺は、中禅寺である。

中禅寺湖は、中禅寺湖である。

抽籤償還は、抽籤償還である。

中千世界は、中千世界である。

注疏は、注疏である。

註疏は、註疏である。

柱礎は、柱礎である。

中宗は、中宗である。

中層は、中層である。

鋳造は、鋳造である。

鋳像は、鋳像である。

中層雲は、中層雲である。

中層大気は、中層大気である。

駐蔵大臣は、駐蔵大臣である。

中卒は、中卒である。

中足骨は、中足骨である。

中剃りは、中剃りである。

中ソ論争は、中ソ論争である。

中尊は、中尊である。

中尊寺は、中尊寺である。

中尊寺経は、中尊寺経である。

チューターは、チューターである。

チューダー王朝は、チューダー王朝である。

中退は、中退である。

中隊は、中隊である。

柱体は、柱体である。

紐帯は、紐帯である。

中台は、中台である。

抽薹は、抽薹である。

駐退機は、駐退機である。

中大鷺は、中大鷺である。

中体西用論は、中体西用論である。

中台の尊は、中台の尊である。

中台八葉院は、中台八葉院である。

中大夫は、中大夫である。

中大名は、中大名である。

中裁ちは、中裁ちである。

仲達は、仲達である。

中棚は、中棚である。

沖澹は、沖澹である。

沖淡は、沖淡である。

忠胆は、忠胆である。

中段は、中段である。



中断は、中断である。

中壇は、中壇である。

中短波は、中短波である。

ちゅうちゅうは、ちゅうちゅうである。

ちゅうちゅうたこかいなは、ちゅうちゅうたこかいなである。

躊躇は、躊躇である。

中朝は、中朝である。

中腸は、中腸である。

注腸は、注腸である。

惆悵は、惆悵である。

中朝事実は、中朝事実である。

忠直は、忠直である。

中追放は、中追放である。

中っ腹は、中っ腹である。

中積りは、中積りである。

宙吊りは、宙吊りである。

中丁は、中丁である。

忠貞は、忠貞である。

厨丁は、厨丁である。

鋳鉄は、鋳鉄である。

鋳鉄管は、鋳鉄管である。

中天は、中天である。

中点は、中点である。

沖天は、沖天である。

冲天は、冲天である。

中田は、中田である。

中殿は、中殿である。

中天竺は、中天竺である。

中途は、中途である。

中砥は、中砥である。

中東は、中東である。

中唐は、中唐である。

中等は、中等である。

中頭は、中頭である。

仲冬は、仲冬である。

柱棟は、柱棟である。

柱頭は、柱頭である。

偸盗は、偸盗である。

中堂は、中堂である。

中道は、中道である。

中等学校は、中等学校である。

中等教育は、中等教育である。

中童子は、中童子である。

中東戦争は、中東戦争である。

中等普通教育は、中等普通教育である。

中通りは、中通りである。



中毒は、中毒である。

中毒疹は、中毒疹である。

中毒量は、中毒量である。

中年は、中年である。

中年増は、中年増である。

中途半端は、中途半端である。

中とろは、中とろである。

駐屯は、駐屯である。

チュートンは、チュートンである。

チューナーは、チューナーである。

中納言は、中納言である。

中男は、中男である。

中南海は、中南海である。

中男作物は、中男作物である。

中南米は、中南米である。

中二階は、中二階である。

中肉中背は、中肉中背である。

中日は、中日である。

駐日は、駐日である。

中日新聞は、中日新聞である。

注入は、注入である。

注入教育は、注入教育である。

仲人は、仲人である。

チューニングは、チューニングである。

中貫は、中貫である。

中熱は、中熱である。

中脳は、中脳である。

中農は、中農である。

中の舞は、中の舞である。

中乗は、中乗である。

宙乗りは、宙乗りである。

中波は、中波である。

中破は、中破である。

チューバは、チューバである。

中輩は、中輩である。

酎ハイは、酎ハイである。

仲媒は、仲媒である。

中媒は、中媒である。

虫媒花は、虫媒花である。

中胚葉は、中胚葉である。

虫白蝋は、虫白蝋である。

誅伐は、誅伐である。

誅罰は、誅罰である。

中幅は、中幅である。

中祓は、中祓である。

中半は、中半である。



中飯は、中飯である。

中藩は、中藩である。

昼飯は、昼飯である。

中判は、中判である。

中盤は、中盤である。

沢ひは、沢ひである。

忠否は、忠否である。

忠婢は、忠婢である。

厨婢は、厨婢である。

中火は、中火である。

駐蹕は、駐蹕である。

儔匹は、儔匹である。

中捻りは、中捻りである。

綢繆は、綢繆である。

中苗は、中苗である。

中開きは、中開きである。

中部は、中部である。

チューブは、チューブである。

中部アメリカは、中部アメリカである。

中風は、中風である。

中伏は、中伏である。

仲伏は、仲伏である。

中腹は、中腹である。

中部山岳国立公園は、中部山岳国立公園である。

中部地方は、中部地方である。

チューブラーベルズは、チューブラーベルズである。

ちゅうぶらりんは、ちゅうぶらりんである。

中振袖は、中振袖である。

チューブリンは、チューブリンである。

忠憤は、忠憤である。

中分は、中分である。

抽分は、抽分である。

籀文は、籀文である。

抽分銭は、抽分銭である。

駐兵は、駐兵である。

中米は、中米である。

駐兵権は、駐兵権である。

中辺は、中辺である。

中編は、中編である。

中篇は、中篇である。

中弁は、中弁である。

中編小説は、中編小説である。

仲保は、仲保である。

厨房は、厨房である。

紬紡糸は、紬紡糸である。

中奉書は、中奉書である。



忠僕は、忠僕である。

仲保者は、仲保者である。

中細は、中細である。

中本は、中本である。

中品は、中品である。

注本は、注本である。

註本は、註本である。

中馬は、中馬である。

中回しは、中回しである。

中巳は、中巳である。

中店は、中店である。

稠密は、稠密である。

昼夢は、昼夢である。

中昔は、中昔である。

中務省は、中務省である。

誅滅は、誅滅である。

柱面は、柱面である。

注目は、注目である。

中元結は、中元結である。

中物は、中物である。

中物見は、中物見である。

中門は、中門である。

注文は、注文である。

註文は、註文である。

注文打は、注文打である。

注文聞きは、注文聞きである。

注文書は、注文書である。

注文生産は、注文生産である。

注文帳は、注文帳である。

注文流れは、注文流れである。

中夜は、中夜である。

昼夜は、昼夜である。

昼夜帯は、昼夜帯である。

昼夜兼行は、昼夜兼行である。

昼夜風は、昼夜風である。

中油は、中油である。

注油は、注油である。

忠勇は、忠勇である。

中夭は、中夭である。

中庸は、中庸である。

中葉は、中葉である。

仲陽は、仲陽である。

沖幼は、沖幼である。

冲幼は、冲幼である。

虫様突起は、虫様突起である。

中葉ホルモンは、中葉ホルモンである。



誅戮は、誅戮である。

中立は、中立である。

仲立は、仲立である。

中立義務は、中立義務である。

中立国は、中立国である。

中立主義は、中立主義である。

中立説は、中立説である。

中立地帯は、中立地帯である。

チューリップは、チューリップである。

中立法規は、中立法規である。

中立労連は、中立労連である。

チューリヒは、チューリヒである。

中略は、中略である。

籌略は、籌略である。

中流は、中流である。

駐留は、駐留である。

仲呂は、仲呂である。

中呂は、中呂である。

儔侶は、儔侶である。

忠良は、忠良である。

柱梁は、柱梁である。

稠林は、稠林である。

駐輪は、駐輪である。

チューリングは、チューリングである。

チューリングマシンは、チューリングマシンである。

チューリンゲンは、チューリンゲンである。

駐輪場は、駐輪場である。

チュールは、チュールである。

儔類は、儔類である。

忠霊塔は、忠霊塔である。

忠烈は、忠烈である。

注連は、注連である。

柱聯は、柱聯である。

駐輦は、駐輦である。

中老は、中老である。

中臈は、中臈である。

虫蝋は、虫蝋である。

柱廊は、柱廊である。

中労委は、中労委である。

中郎将は、中郎将である。

中肋は、中肋である。

ちゅうろくてんは、ちゅうろくてんである。

中論は、中論である。

中和は、中和である。

中和院は、中和院である。

中脇差は、中脇差である。



中和指示薬は、中和指示薬である。

中和滴定は、中和滴定である。

中和熱は、中和熱である。

中椀は、中椀である。

チューンナップは、チューンナップである。

チュコト半島は、チュコト半島である。

チュチュは、チュチュである。

チュッチェフは、チュッチェフである。

チュニジアは、チュニジアである。

チュニスは、チュニスである。

チュニックは、チュニックである。

チュベローズは、チュベローズである。

チュメニは、チュメニである。

チュメニ油田は、チュメニ油田である。

チュラロンコンは、チュラロンコンである。

チュラロンコン大学は、チュラロンコン大学である。

チュルク語派は、チュルク語派である。

チュルゴーは、チュルゴーである。

著は、著である。

猪は、猪である。

貯は、貯である。

緒は、緒である。

儲は、儲である。

千代は、千代である。

千世は、千世である。

千夜は、千夜である。

千節は、千節である。

地輿は、地輿である。

儲位は、儲位である。

チョイスは、チョイスである。

ちょいちょいは、ちょいちょいである。

ちょいちょい着は、ちょいちょい着である。

ちょいとは、ちょいとである。

チョイバルサンは、チョイバルサンである。

ちょい役は、ちょい役である。

金魚蝨は、金魚蝨である。

丁は、丁である。

弔は、弔である。

庁は、庁である。

兆は、兆である。

町は、町である。

疔は、疔である。

帖は、帖である。

挑は、挑である。

重は、重である。

凋は、凋である。



帳は、帳である。

張は、張である。

彫は、彫である。

梃は、梃である。

挺は、挺である。

眺は、眺である。

釣は、釣である。

頂は、頂である。

鳥は、鳥である。

朝は、朝である。

脹は、脹である。

貼は、貼である。

超は、超である。

牒は、牒である。

腸は、腸である。

跳は、跳である。

漲は、漲である。

暢は、暢である。

趙は、趙である。

嘲は、嘲である。

澄は、澄である。

潮は、潮である。

蝶は、蝶である。

調は、調である。

諜は、諜である。

聴は、聴である。

懲は、懲である。

寵は、寵である。

ちょうは、ちょうである。

地妖は、地妖である。

治要は、治要である。

丁合は、丁合である。

帳合は、帳合である。

朝靄は、朝靄である。

寵愛は、寵愛である。

帳合商いは、帳合商いである。

帳合米は、帳合米である。

懲悪は、懲悪である。

蝶足は、蝶足である。

長安は、長安である。

弔衣は、弔衣である。

弔意は、弔意である。

弔慰は、弔慰である。

長囲は、長囲である。

重囲は、重囲である。

凋萎は、凋萎である。



朝衣は、朝衣である。

朝威は、朝威である。

朝意は、朝意である。

腸胃は、腸胃である。

潮位は、潮位である。

兆域は、兆域である。

弔慰金は、弔慰金である。

町石は、町石である。

丁石は、丁石である。

漲溢は、漲溢である。

帳入値段は、帳入値段である。

帳祝は、帳祝である。

調印は、調印である。

町打は、町打である。

超ウラン元素は、超ウラン元素である。

鳥雲は、鳥雲である。

朝雲暮雨は、朝雲暮雨である。

冢塋は、冢塋である。

寵栄は、寵栄である。

腸液は、腸液である。

調役は、調役である。

懲役は、懲役である。

懲役監は、懲役監である。

朝謁は、朝謁である。

超越は、超越である。

超越関数は、超越関数である。

超越主義は、超越主義である。

超越数は、超越数である。

超越論的は、超越論的である。

超越論的意識は、超越論的意識である。

超越論的観念論は、超越論的観念論である。

超越論的方法は、超越論的方法である。

長円は、長円である。

腸炎は、腸炎である。

超塩基性岩は、超塩基性岩である。

超遠心機は、超遠心機である。

腸炎ビブリオは、腸炎ビブリオである。

町送りは、町送りである。

長音は、長音である。

長遠は、長遠である。

重恩は、重恩である。

朝恩は、朝恩である。

潮音は、潮音である。

調音は、調音である。

聴音は、聴音である。

寵恩は、寵恩である。



長音階は、長音階である。

聴音機は、聴音機である。

調音器官は、調音器官である。

超音速は、超音速である。

超音速機は、超音速機である。

超音速流れは、超音速流れである。

調音体は、調音体である。

調音点は、調音点である。

超音波は、超音波である。

超音波診断装置は、超音波診断装置である。

超音波探傷器は、超音波探傷器である。

超音波断層装置は、超音波断層装置である。

超音波風速計は、超音波風速計である。

長音符号は、長音符号である。

調音法は、調音法である。

弔花は、弔花である。

弔歌は、弔歌である。

町家は、町家である。

長夏は、長夏である。

長靴は、長靴である。

長歌は、長歌である。

帳下は、帳下である。

張果は、張果である。

彫花は、彫花である。

釣果は、釣果である。

頂花は、頂花である。

朝家は、朝家である。

超過は、超過である。

頂芽は、頂芽である。

朝賀は、朝賀である。

町会は、町会である。

鳥海は、鳥海である。

朝会は、朝会である。

潮解は、潮解である。

懲戒は、懲戒である。

帳外は、帳外である。

超涯は、超涯である。

蝶貝は、蝶貝である。

懲戒解雇は、懲戒解雇である。

鳥海火山帯は、鳥海火山帯である。

跳開橋は、跳開橋である。

懲戒権は、懲戒権である。

懲戒裁判所は、懲戒裁判所である。

鳥海山は、鳥海山である。

懲戒処分は、懲戒処分である。

鳥海青児は、鳥海青児である。



超涯不次は、超涯不次である。

朝改暮変は、朝改暮変である。

張家界は、張家界である。

超過勤務は、超過勤務である。

超過勤務手当は、超過勤務手当である。

弔客は、弔客である。

張角は、張角である。

頂角は、頂角である。

聴覚は、聴覚である。

重学は、重学である。

調楽は、調楽である。

長角果は、長角果である。

聴覚器は、聴覚器である。

張学良は、張学良である。

長歌行は、長歌行である。

張家口は、張家口である。

張家港は、張家港である。

超過需要は、超過需要である。

蝶形は、蝶形である。

蝶形弁は、蝶形弁である。

腸カタルは、腸カタルである。

超過保険は、超過保険である。

超過利潤は、超過利潤である。

町鑑は、町鑑である。

長官は、長官である。

長寛は、長寛である。

釣竿は、釣竿である。

鳥瞰は、鳥瞰である。

朝刊は、朝刊である。

朝官は、朝官である。

腸管は、腸管である。

庁官は、庁官である。

腸癌は、腸癌である。

澄観は、澄観である。

鳥瞰図は、鳥瞰図である。

超関数は、超関数である。

潮間帯は、潮間帯である。

腸間膜は、腸間膜である。

腸間膜血管閉塞症は、腸間膜血管閉塞症である。

弔旗は、弔旗である。

長期は、長期である。

長跪は、長跪である。

重寄は、重寄である。

重器は、重器である。

彫器は、彫器である。

朝紀は、朝紀である。



朝暉は、朝暉である。

肇基は、肇基である。

聴器は、聴器である。

寵姫は、寵姫である。

町義は、町義である。

町儀は、町儀である。

町議は、町議である。

長技は、長技である。

張儀は、張儀である。

朝儀は、朝儀である。

朝議は、朝議である。

調義は、調義である。

調儀は、調儀である。

調戯は、調戯である。

町議会は、町議会である。

町議会議員は、町議会議員である。

長期国債は、長期国債である。

長期資金は、長期資金である。

長期信用銀行は、長期信用銀行である。

長期清算取引は、長期清算取引である。

長期戦は、長期戦である。

長期手形は、長期手形である。

長期取引は、長期取引である。

長期プライムレートは、長期プライムレートである。

朝祈暮賽は、朝祈暮賽である。

長脚は、長脚である。

嘲謔は、嘲謔である。

長久は、長久である。

長球は、長球である。

重九は、重九である。

張九齢は、張九齢である。

聴許は、聴許である。

釣魚は、釣魚である。

長享は、長享である。

調教は、調教である。

聴叫は、聴叫である。

張行は、張行である。

趙匡胤は、趙匡胤である。

腸狭窄は、腸狭窄である。

張旭は、張旭である。

超局所解析は、超局所解析である。

張居正は、張居正である。

超巨星は、超巨星である。

長期予報は、長期予報である。

長距離は、長距離である。

長距離電話は、長距離電話である。



彫金は、彫金である。

朝菌は、朝菌である。

朝覲は、朝覲である。

超勤は、超勤である。

貂錦は、貂錦である。

調金は、調金である。

丁銀は、丁銀である。

長吟は、長吟である。

長句は、長句である。

長駆は、長駆である。

長躯は、長躯である。

寵遇は、寵遇である。

張勲は、張勲である。

張群は、張群である。

超群は、超群である。

長兄は、長兄である。

長径は、長径である。

長計は、長計である。

張継は、張継である。

鳥径は、鳥径である。

鳥逕は、鳥逕である。

長頸烏喙は、長頸烏喙である。

蝶形花冠は、蝶形花冠である。

蝶形骨は、蝶形骨である。

長慶子は、長慶子である。

長慶天皇は、長慶天皇である。

帳消しは、帳消しである。

帳消し法は、帳消し法である。

長欠は、長欠である。

暢月は、暢月である。

澄月は、澄月である。

腸結核は、腸結核である。

町間は、町間である。

町見は、町見である。

長剣は、長剣である。

長絹は、長絹である。

張謇は、張謇である。

張騫は、張騫である。

朝見は、朝見である。

朝権は、朝権である。

朝憲は、朝憲である。

朝譴は、朝譴である。

澄憲は、澄憲である。

寵眷は、寵眷である。

長元は、長元である。

重源は、重源である。



調弦は、調弦である。

超現実主義は、超現実主義である。

町見術は、町見術である。

張献忠は、張献忠である。

朝見の儀は、朝見の儀である。

朝憲紊乱は、朝憲紊乱である。

長元坊は、長元坊である。

超弦理論は、超弦理論である。

長古は、長古である。

長袴は、長袴である。

凋枯は、凋枯である。

重五は、重五である。

釣語は、釣語である。

超悟は、超悟である。

丁香は、丁香である。

兆候は、兆候である。

長江は、長江である。

長考は、長考である。

長庚は、長庚である。

長講は、長講である。

重厚は、重厚である。

張衡は、張衡である。

彫工は、彫工である。

釣鉤は、釣鉤である。

朝貢は、朝貢である。

徴候は、徴候である。

趙高は、趙高である。

潮紅は、潮紅である。

潮候は、潮候である。

調香は、調香である。

調貢は、調貢である。

諜候は、諜候である。

聴講は、聴講である。

寵幸は、寵幸である。

調号は、調号である。

調合は、調合である。

超高圧送電は、超高圧送電である。

長講会は、長講会である。

超合金は、超合金である。

超硬合金は、超硬合金である。

潮候差は、潮候差である。

超高真空は、超高真空である。

調合酢は、調合酢である。

聴講生は、聴講生である。

長広舌は、長広舌である。

超高層は、超高層である。



超高層建築は、超高層建築である。

超高層大気は、超高層大気である。

超高速度は、超高速度である。

超高速度撮影は、超高速度撮影である。

超高速度輪転機は、超高速度輪転機である。

長講堂は、長講堂である。

長講堂領は、長講堂領である。

朝貢貿易は、朝貢貿易である。

丁香油は、丁香油である。

彫刻は、彫刻である。

超克は、超克である。

肇国は、肇国である。

彫刻凹版は、彫刻凹版である。

彫刻機は、彫刻機である。

彫刻具座は、彫刻具座である。

長谷寺は、長谷寺である。

彫刻室座は、彫刻室座である。

彫刻石版は、彫刻石版である。

彫刻刀は、彫刻刀である。

張国とうは、張国とうである。

丁五十は、丁五十である。

朝護孫子寺は、朝護孫子寺である。

長骨は、長骨である。

腸骨は、腸骨である。

聴骨は、聴骨である。

超国家主義は、超国家主義である。

張鼓峰事件は、張鼓峰事件である。

長恨は、長恨である。

重婚は、重婚である。

悵恨は、悵恨である。

長恨歌は、長恨歌である。

長沙は、長沙である。

長差は、長差である。

潮差は、潮差である。

調査は、調査である。

長者は、長者である。

長座は、長座である。

朝座は、朝座である。

弔祭は、弔祭である。

冢宰は、冢宰である。

張載は、張載である。

朝裁は、朝裁である。

超歳は、超歳である。

調菜は、調菜である。

超在は、超在である。

調剤は、調剤である。



聴罪は、聴罪である。

嘲斎坊は、嘲斎坊である。

腸鰓類は、腸鰓類である。

長策は、長策である。

張作霖は、張作霖である。

調査捕鯨は、調査捕鯨である。

蝶鮫は、蝶鮫である。

ちょうさやようさは、ちょうさやようさである。

逃散は、逃散である。

重三は、重三である。

朝参は、朝参である。

朝餐は、朝餐である。

重山は、重山である。

凋残は、凋残である。

長三洲は、長三洲である。

朝散大夫は、朝散大夫である。

朝三暮四は、朝三暮四である。

張三李四は、張三李四である。

弔死は、弔死である。

弔使は、弔使である。

弔詞は、弔詞である。

弔詩は、弔詩である。

長子は、長子である。

長姉は、長姉である。

長枝は、長枝である。

長指は、長指である。

重四は、重四である。

張芝は、張芝である。

鳥使は、鳥使である。

朝旨は、朝旨である。

朝使は、朝使である。

牒使は、牒使である。

徴士は、徴士である。

肇始は、肇始である。

銚子は、銚子である。

調子は、調子である。

調使は、調使である。

聴視は、聴視である。

寵子は、寵子である。

寵賜は、寵賜である。

鑷子は、鑷子である。

丁子は、丁子である。

丁字は、丁字である。

弔事は、弔事である。

弔辞は、弔辞である。

長耳は、長耳である。



長治は、長治である。

長時は、長時である。

重事は、重事である。

停止は、停止である。

貼示は、貼示である。

懲治は、懲治である。

寵児は、寵児である。

丁子油は、丁子油である。

諜じ合すは、諜じ合すである。

丁子色は、丁子色である。

超自我は、超自我である。

丁子頭は、丁子頭である。

調子紙は、調子紙である。

丁子紙は、丁子紙である。

丁字菊は、丁字菊である。

長軸は、長軸である。

丁子香は、丁子香である。

丁字桜は、丁字桜である。

超自然は、超自然である。

超自然主義は、超自然主義である。

丁子染は、丁子染である。

銚子大漁節は、銚子大漁節である。

銚子縮は、銚子縮である。

丁子茶は、丁子茶である。

彫漆は、彫漆である。

長日は、長日である。

朝日は、朝日である。

調子付くは、調子付くである。

長日植物は、長日植物である。

長日処理は、長日処理である。

張之洞は、張之洞である。

銚子鍋は、銚子鍋である。

調子外れは、調子外れである。

丁子引は、丁子引である。

調子笛は、調子笛である。

丁子袋は、丁子袋である。

丁子風炉は、丁子風炉である。

朝四暮三は、朝四暮三である。

帳締めは、帳締めである。

帳〆は、帳〆である。

調子物は、調子物である。

調子者は、調子者である。

庁舎は、庁舎である。

調車は、調車である。

諜者は、諜者である。

長者貝は、長者貝である。



長者鑑は、長者鑑である。

長者経は、長者経である。

長尺は、長尺である。

鳥雀は、鳥雀である。

朝夕は、朝夕である。

長者窮子喩は、長者窮子喩である。

朝夕雑色は、朝夕雑色である。

朝夕人は、朝夕人である。

長者号は、長者号である。

長者宣は、長者宣である。

長者伝説は、長者伝説である。

長者柱は、長者柱である。

長者番付は、長者番付である。

長者領は、長者領である。

町衆は、町衆である。

長酒は、長酒である。

朝衆は、朝衆である。

脹腫は、脹腫である。

頭首は、頭首である。

聴取は、聴取である。

長寿は、長寿である。

聴衆は、聴衆である。

長州は、長州である。

長周は、長周である。

長袖は、長袖である。

張州は、張州である。

釣舟は、釣舟である。

朝集は、朝集である。

徴収は、徴収である。

徴集は、徴集である。

潮州は、潮州である。

調習は、調習である。

弔銃は、弔銃である。

鳥銃は、鳥銃である。

鳥獣は、鳥獣である。

聴従は、聴従である。

長秋詠藻は、長秋詠藻である。

鳥獣戯画は、鳥獣戯画である。

長秋宮は、長秋宮である。

朝集使は、朝集使である。

長袖者流は、長袖者流である。

長州征討は、長州征討である。

腸重積症は、腸重積症である。

朝集帳は、朝集帳である。

朝集堂は、朝集堂である。

長州風呂は、長州風呂である。



鳥獣保護区は、鳥獣保護区である。

長十郎は、長十郎である。

調熟は、調熟である。

聴取者は、聴取者である。

聴取書は、聴取書である。

弔恤は、弔恤である。

腸出血は、腸出血である。

超ジュラルミンは、超ジュラルミンである。

趙樹理は、趙樹理である。

長春は、長春である。

長春花は、長春花である。

長春富貴は、長春富貴である。

弔書は、弔書である。

長所は、長所である。

釣渚は、釣渚である。

調所は、調所である。

調書は、調書である。

長女は、長女である。

弔鐘は、弔鐘である。

招請は、招請である。

長承は、長承である。

長殤は、長殤である。

長嘯は、長嘯である。

重賞は、重賞である。

彫匠は、彫匠である。

朝章は、朝章である。

朝奨は、朝奨である。

徴召は、徴召である。

徴招は、徴招である。

徴証は、徴証である。

徴償は、徴償である。

嘲笑は、嘲笑である。

調声は、調声である。

寵妾は、寵妾である。

寵招は、寵招である。

寵賞は、寵賞である。

趙紫陽は、趙紫陽である。

長上は、長上である。

長城は、長城である。

重畳は、重畳である。

頂上は、頂上である。

牒状は、牒状である。

長上官は、長上官である。

超常現象は、超常現象である。

聴小骨は、聴小骨である。

長嘯子は、長嘯子である。



朝食は、朝食である。

調色は、調色である。

寵辱は、寵辱である。

帳尻は、帳尻である。

長じるは、長じるである。

長次郎は、長次郎である。

張志和は、張志和である。

長身は、長身である。

長針は、長針である。

彫心は、彫心である。

釣針は、釣針である。

朝臣は、朝臣である。

調進は、調進である。

聴診は、聴診である。

寵臣は、寵臣である。

凋尽は、凋尽である。

釣人は、釣人である。

鳥人は、鳥人である。

超人は、超人である。

寵深花風は、寵深花風である。

聴診器は、聴診器である。

聴神経は、聴神経である。

調進使は、調進使である。

超新星は、超新星である。

超人的は、超人的である。

超心理学は、超心理学である。

彫心鏤骨は、彫心鏤骨である。

牒すは、牒すである。

嘲すは、嘲すである。

潮すは、潮すである。

諜すは、諜すである。

寵すは、寵すである。

手水は、手水である。

打ずは、打ずである。

貼ずは、貼ずである。

調ずは、調ずである。

懲ずは、懲ずである。

凋衰は、凋衰である。

潮水は、潮水である。

長水路は、長水路である。

頂頭掛は、頂頭掛である。

趙子昂は、趙子昂である。

手水所は、手水所である。

手水の間は、手水の間である。

手水場は、手水場である。

手水鉢は、手水鉢である。



手水番は、手水番である。

手水舎は、手水舎である。

手水湯は、手水湯である。

弔するは、弔するである。

朝するは、朝するである。

徴するは、徴するである。

長ずるは、長ずるである。

超世は、超世である。

町制は、町制である。

町政は、町政である。

長生は、長生である。

長征は、長征である。

長逝は、長逝である。

長勢は、長勢である。

頂生は、頂生である。

鳥声は、鳥声である。

朝政は、朝政である。

澄清は、澄清である。

潮声は、潮声である。

潮勢は、潮勢である。

調性は、調性である。

調製は、調製である。

調整は、調整である。

町税は、町税である。

徴税は、徴税である。

調整器は、調整器である。

長生久視は、長生久視である。

調整水塔は、調整水塔である。

長生地は、長生地である。

調整池は、調整池である。

長生殿は、長生殿である。

調整年金は、調整年金である。

調整卵は、調整卵である。

長石は、長石である。

鳥跡は、鳥跡である。

腸石は、腸石である。

潮汐は、潮汐である。

町石卒塔婆は、町石卒塔婆である。

朝夕の煙は、朝夕の煙である。

潮汐表は、潮汐表である。

調節は、調節である。

長舌は、長舌である。

超絶は、超絶である。

調節遺伝子は、調節遺伝子である。

長舌三寸は、長舌三寸である。

調節卵は、調節卵である。



超絶論は、超絶論である。

超世の悲願は、超世の悲願である。

丁銭は、丁銭である。

庁宣は、庁宣である。

挑戦は、挑戦である。

重選は、重選である。

彫鐫は、彫鐫である。

朝鮮は、朝鮮である。

腸腺は、腸腺である。

腸線は、腸線である。

澄泉は、澄泉である。

調銭は、調銭である。

兆前は、兆前である。

長髯は、長髯である。

悵然は、悵然である。

超然は、超然である。

朝鮮朝顔は、朝鮮朝顔である。

朝鮮薊は、朝鮮薊である。

朝鮮飴は、朝鮮飴である。

朝鮮鶯は、朝鮮鶯である。

朝鮮牛は、朝鮮牛である。

朝鮮海峡は、朝鮮海峡である。

朝鮮烏は、朝鮮烏である。

朝鮮唐津は、朝鮮唐津である。

朝鮮銀行は、朝鮮銀行である。

朝鮮語は、朝鮮語である。

腸穿孔は、腸穿孔である。

朝鮮五味子は、朝鮮五味子である。

朝鮮五葉は、朝鮮五葉である。

朝鮮使節は、朝鮮使節である。

朝鮮芝は、朝鮮芝である。

朝鮮酒は、朝鮮酒である。

超然主義は、超然主義である。

鳥占術は、鳥占術である。

朝鮮出兵は、朝鮮出兵である。

朝鮮鐘は、朝鮮鐘である。

挑戦状は、挑戦状である。

朝鮮人虐殺事件は、朝鮮人虐殺事件である。

朝鮮人強制連行は、朝鮮人強制連行である。

朝鮮戦争は、朝鮮戦争である。

朝鮮総督は、朝鮮総督である。

朝鮮総督府は、朝鮮総督府である。

朝鮮多島海は、朝鮮多島海である。

朝鮮通信使は、朝鮮通信使である。

朝鮮綴じは、朝鮮綴じである。

超然内閣は、超然内閣である。



朝鮮人参は、朝鮮人参である。

朝鮮蛤は、朝鮮蛤である。

朝鮮服は、朝鮮服である。

朝鮮本は、朝鮮本である。

朝鮮松は、朝鮮松である。

朝鮮樅は、朝鮮樅である。

朝鮮文字は、朝鮮文字である。

朝鮮矢来は、朝鮮矢来である。

朝鮮料理は、朝鮮料理である。

朝鮮労働党は、朝鮮労働党である。

重祚は、重祚である。

彫塑は、彫塑である。

徴租は、徴租である。

聴訴は、聴訴である。

ちょう錯は、ちょう錯である。

頂相は、頂相である。

鳥葬は、鳥葬である。

朝宗は、朝宗である。

牒送は、牒送である。

牒奏は、牒奏である。

調桑は、調桑である。

彫像は、彫像である。

肇造は、肇造である。

張僧ようは、張僧ようである。

長宗我部は、長宗我部である。

長曾我部は、長曾我部である。

長宗我部氏掟書は、長宗我部氏掟書である。

長宗我部元親は、長宗我部元親である。

長宗我部盛親は、長宗我部盛親である。

長足は、長足である。

超俗は、超俗である。

諜賊は、諜賊である。

調速機は、調速機である。

町村は、町村である。

町村会は、町村会である。

町村合併は、町村合併である。

町村議会は、町村議会である。

町村議会議員は、町村議会議員である。

町村組合は、町村組合である。

町村制は、町村制である。

町村税は、町村税である。

町村総会は、町村総会である。

町村長は、町村長である。

町村役場は、町村役場である。

長打は、長打である。

長蛇は、長蛇である。



趙佗は、趙佗である。

長体は、長体である。

調帯は、調帯である。

町代は、町代である。

長大は、長大である。

帳内は、帳内である。

帳台は、帳台である。

張大は、張大である。

頂戴は、頂戴である。

帳台構は、帳台構である。

長大息は、長大息である。

超耐熱合金は、超耐熱合金である。

帳台の試は、帳台の試である。

頂戴物は、頂戴物である。

彫琢は、彫琢である。

超卓は、超卓である。

暢達は、暢達である。

調達は、調達である。

超脱は、超脱である。

長蛇の陣は、長蛇の陣である。

長短は、長短である。

長嘆は、長嘆である。

長歎は、長歎である。

朝旦は、朝旦である。

長談は、長談である。

調弾は、調弾である。

長短句は、長短句である。

帳箪笥は、帳箪笥である。

長嘆息は、長嘆息である。

長歎息は、長歎息である。

超短波は、超短波である。

超短波療法は、超短波療法である。

諜知は、諜知である。

ちょうちちょうちは、ちょうちちょうちである。

ちょうちちょうちあわわは、ちょうちちょうちあわわである。

腸チフスは、腸チフスである。

腸チフス菌は、腸チフス菌である。

打擲は、打擲である。

冢中は、冢中である。

冢中の枯骨は、冢中の枯骨である。

打打は、打打である。

丁丁は、丁丁である。

町長は、町長である。

長調は、長調である。

迢迢は、迢迢である。

悵悵は、悵悵である。



喋喋は、喋喋である。

徴兆は、徴兆である。

蝶蝶は、蝶蝶である。

調帳は、調帳である。

蝶蝶魚は、蝶蝶魚である。

超長基線電波干渉法は、超長基線電波干渉法である。

蝶蝶雲は、蝶蝶雲である。

調帳使は、調帳使である。

喋喋しいは、喋喋しいである。

喋喋喃喃は、喋喋喃喃である。

超長波は、超長波である。

打打発止は、打打発止である。

蝶蝶夫人は、蝶蝶夫人である。

朝朝暮暮は、朝朝暮暮である。

蝶蝶髷は、蝶蝶髷である。

提灯は、提灯である。

提灯鮟鱇は、提灯鮟鱇である。

提灯行列は、提灯行列である。

提灯持ちは、提灯持ちである。

提灯屋は、提灯屋である。

蝶番は、蝶番である。

帳付けは、帳付けである。

丁付は、丁付である。

腸詰は、腸詰である。

帳面は、帳面である。

長汀は、長汀である。

長弟は、長弟である。

長堤は、長堤である。

長程は、長程である。

重訂は、重訂である。

重聴は、重聴である。

朝廷は、朝廷である。

調丁は、調丁である。

調定は、調定である。

調停は、調停である。

調停委員は、調停委員である。

長汀曲浦は、長汀曲浦である。

朝敵は、朝敵である。

糶糴は、糶糴である。

糶糴売買は、糶糴売買である。

澄徹は、澄徹である。

長点は、長点である。

頂点は、頂点である。

朝典は、朝典である。

弔電は、弔電である。

朝典楽は、朝典楽である。



頂天眼は、頂天眼である。

朝天鶏鳴は、朝天鶏鳴である。

兆殿司は、兆殿司である。

超伝導は、超伝導である。

超伝導磁石は、超伝導磁石である。

ちょう斗は、ちょう斗である。

長途は、長途である。

丁とは、丁とである。

調度は、調度である。

丁度は、丁度である。

弔悼は、弔悼である。

長刀は、長刀である。

長頭は、長頭である。

跳騰は、跳騰である。

庁堂は、庁堂である。

重瞳は、重瞳である。

鳥道は、鳥道である。

朝堂は、朝堂である。

朝堂院は、朝堂院である。

超党派は、超党派である。

張道陵は、張道陵である。

調度懸は、調度懸である。

超弩級は、超弩級である。

超弩級艦は、超弩級艦である。

長徳は、長徳である。

長徳寺は、長徳寺である。

町所は、町所である。

帳綴じは、帳綴じである。

超特急は、超特急である。

調度持は、調度持である。

朝暾は、朝暾である。

長噸は、長噸である。

蝶蜻蛉は、蝶蜻蛉である。

手斧は、手斧である。

町内は、町内である。

町内会は、町内会である。

腸内細菌は、腸内細菌である。

手斧初めは、手斧初めである。

町並は、町並である。

手斧目は、手斧目である。

長男は、長男である。

鳥肉は、鳥肉である。

町人は、町人である。

重任は、重任である。

停任は、停任である。

寵人は、寵人である。



寵任は、寵任である。

町人請負新田は、町人請負新田である。

町人鑑は、町人鑑である。

町人考見録は、町人考見録である。

町人拵えは、町人拵えである。

町人捌きは、町人捌きである。

町人物は、町人物である。

蝶ネクタイは、蝶ネクタイである。

長年は、長年である。

重年は、重年である。

ちょう然は、ちょう然である。

超年は、超年である。

長年摂動は、長年摂動である。

腸捻転は、腸捻転である。

長年変化は、長年変化である。

腸粘膜は、腸粘膜である。

聴納は、聴納である。

超能力は、超能力である。

長之助草は、長之助草である。

庁屋は、庁屋である。

長波は、長波である。

町場は、町場である。

丁場は、丁場である。

帳場は、帳場である。

跳馬は、跳馬である。

嘲罵は、嘲罵である。

調馬は、調馬である。

停廃は、停廃である。

朝拝は、朝拝である。

糶売は、糶売である。

鳥媒花は、鳥媒花である。

帳幕は、帳幕である。

長白山は、長白山である。

帳箱は、帳箱である。

帳場格子は、帳場格子である。

調馬師は、調馬師である。

庁始は、庁始である。

帳外れは、帳外れである。

長髪は、長髪である。

挑発は、挑発である。

挑撥は、挑撥である。

徴発は、徴発である。

調髪は、調髪である。

髫髪は、髫髪である。

懲罰は、懲罰である。

懲罰委員会は、懲罰委員会である。



長髪賊は、長髪賊である。

挑発的は、挑発的である。

蝶花形は、蝶花形である。

重食みは、重食みである。

丁半は、丁半である。

重犯は、重犯である。

長範頭巾は、長範頭巾である。

鳥盤類は、鳥盤類である。

張飛は、張飛である。

丁日は、丁日である。

長尾は、長尾である。

掉尾は、掉尾である。

長尾鶏は、長尾鶏である。

超紐理論は、超紐理論である。

丁百は、丁百である。

調百は、調百である。

丁百銭は、丁百銭である。

帳票は、帳票である。

徴表は、徴表である。

徴憑は、徴憑である。

長病は、長病である。

超微量分析は、超微量分析である。

長尾類は、長尾類である。

長鼻類は、長鼻類である。

貼付は、貼付である。

調布は、調布である。

調賦は、調賦である。

町歩は、町歩である。

跳舞は、跳舞である。

重複は、重複である。

朝服は、朝服である。

調伏は、調伏である。

重複遺伝子は、重複遺伝子である。

重複組合せは、重複組合せである。

重複受精は、重複受精である。

重複順列は、重複順列である。

調伏炉は、調伏炉である。

長奉送使は、長奉送使である。

長物は、長物である。

超仏越祖は、超仏越祖である。

超不変鋼は、超不変鋼である。

弔文は、弔文である。

長文は、長文である。

重文は、重文である。

彫文は、彫文である。

鳥文斎栄之は、鳥文斎栄之である。



張文成は、張文成である。

鳥糞石は、鳥糞石である。

凋弊は、凋弊である。

朝聘は、朝聘である。

徴兵は、徴兵である。

徴聘は、徴聘である。

寵嬖は、寵嬖である。

徴兵忌避は、徴兵忌避である。

徴兵検査は、徴兵検査である。

徴兵制は、徴兵制である。

腸閉塞は、腸閉塞である。

徴兵適齢は、徴兵適齢である。

徴兵猶予は、徴兵猶予である。

長壁は、長壁である。

重辟は、重辟である。

腸壁は、腸壁である。

徴辟は、徴辟である。

長壁式採炭は、長壁式採炭である。

長編は、長編である。

長篇は、長篇である。

調弁は、調弁である。

長編小説は、長編小説である。

帳簿は、帳簿である。

朝暮は、朝暮である。

徴募は、徴募である。

長母音は、長母音である。

弔砲は、弔砲である。

長保は、長保である。

重宝は、重宝である。

調法は、調法である。

諜報は、諜報である。

眺望は、眺望である。

超法規は、超法規である。

長方形は、長方形である。

長方体は、長方体である。

帳簿閲覧権は、帳簿閲覧権である。

帳簿方は、帳簿方である。

鳥卜は、鳥卜である。

帳簿組織は、帳簿組織である。

張本は、張本である。

超凡は、超凡である。

張本人は、張本人である。

鳥馬は、鳥馬である。

超邁は、超邁である。

長松は、長松である。

長松小僧は、長松小僧である。



帳祭は、帳祭である。

腸満は、腸満である。

脹満は、脹満である。

調味は、調味である。

調味料は、調味料である。

兆民は、兆民である。

町民は、町民である。

朝民は、朝民である。

町民税は、町民税である。

庁務は、庁務である。

朝務は、朝務である。

蝶結びは、蝶結びである。

丁目は、丁目である。

重目は、重目である。

長命は、長命である。

長明は、長明である。

長銘は、長銘である。

朝命は、朝命である。

澄明は、澄明である。

長命丸は、長命丸である。

朝名市利は、朝名市利である。

長命縷は、長命縷である。

帳面方は、帳面方である。

帳面面は、帳面面である。

暢茂は、暢茂である。

鳥目は、鳥目である。

蝶目は、蝶目である。

長目飛耳は、長目飛耳である。

調物は、調物である。

寵物は、寵物である。

徴物使は、徴物使である。

帳元は、帳元である。

弔問は、弔問である。

重門は、重門である。

帳門は、帳門である。

聴聞は、聴聞である。

長門峡は、長門峡である。

聴聞衆は、聴聞衆である。

聴聞所は、聴聞所である。

頂門の一針は、頂門の一針である。

長夜は、長夜である。

帳屋は、帳屋である。

朝野は、朝野である。

町役は、町役である。

重訳は、重訳である。

跳躍は、跳躍である。



調薬は、調薬である。

跳躍競技は、跳躍競技である。

跳躍上告は、跳躍上告である。

町役人は、町役人である。

町役場は、町役場である。

朝野群載は、朝野群載である。

朝野新聞は、朝野新聞である。

長揖は、長揖である。

長幼は、長幼である。

重用は、重用である。

重陽は、重陽である。

朝陽は、朝陽である。

貼用は、貼用である。

跳揚は、跳揚である。

徴用は、徴用である。

調庸は、調庸である。

聴容は、聴容である。

懲膺は、懲膺である。

調庸使は、調庸使である。

朝陽対月は、朝陽対月である。

調庸帳は、調庸帳である。

朝陽鳳凰は、朝陽鳳凰である。

趙翼は、趙翼である。

頂礼は、頂礼である。

朝来は、朝来である。

ちょうらかすは、ちょうらかすである。

長楽は、長楽である。

凋落は、凋落である。

暢楽は、暢楽である。

長楽宮は、長楽宮である。

長楽寺は、長楽寺である。

長楽門は、長楽門である。

重巒は、重巒である。

張瀾は、張瀾である。

長吏は、長吏である。

重利は、重利である。

調理は、調理である。

調理師は、調理師である。

町立は、町立である。

長律は、長律である。

調律は、調律である。

調理パンは、調理パンである。

長暦は、長暦である。

調略は、調略である。

長流は、長流である。

長旒は、長旒である。



漲流は、漲流である。

潮流は、潮流である。

超流動は、超流動である。

張良は、張良である。

張陵は、張陵である。

跳梁は、跳梁である。

張力は、張力である。

聴力は、聴力である。

潮力発電は、潮力発電である。

彫鏤は、彫鏤である。

鳥類は、鳥類である。

庁令は、庁令である。

町礼は、町礼である。

長齢は、長齢である。

朝礼は、朝礼である。

朝令暮改は、朝令暮改である。

朝列は、朝列である。

調練は、調練である。

長連歌は、長連歌である。

朝露は、朝露である。

長老は、長老である。

嘲弄は、嘲弄である。

長老教会は、長老教会である。

長老派は、長老派である。

草石蚕は、草石蚕である。

長禄は、長禄である。

重六は、重六である。

長和は、長和である。

調和は、調和である。

調和解析は、調和解析である。

聴話器は、聴話器である。

調和級数は、調和級数である。

調和振動子は、調和振動子である。

調和数列は、調和数列である。

調和中項は、調和中項である。

長和殿は、長和殿である。

調和平均は、調和平均である。

儲王は、儲王である。

チョーオユーは、チョーオユーである。

チョーカーは、チョーカーである。

チョークは、チョークである。

チョークコイルは、チョークコイルである。

チョーサーは、チョーサーである。

チョーラ朝は、チョーラ朝である。

ちょかは、ちょかである。

直下は、直下である。



ちょかとは、ちょかとである。

千代紙は、千代紙である。

千代紙細工は、千代紙細工である。

ちょがらかすは、ちょがらかすである。

ちょきは、ちょきである。

猪牙は、猪牙である。

千代木は、千代木である。

ちょきちょきは、ちょきちょきである。

猪牙舟は、猪牙舟である。

儲宮は、儲宮である。

ちょきりは、ちょきりである。

ちょきんは、ちょきんである。

貯金は、貯金である。

貯金局は、貯金局である。

貯金通帳は、貯金通帳である。

勅は、勅である。

捗は、捗である。

飭は、飭である。

猪口は、猪口である。

直衣は、直衣である。

勅意は、勅意である。

勅会は、勅会である。

直営は、直営である。

直円錐は、直円錐である。

直円柱は、直円柱である。

直往は、直往である。

直往邁進は、直往邁進である。

直音は、直音である。

直音表記は、直音表記である。

直顎は、直顎である。

勅額は、勅額である。

勅願は、勅願である。

勅願寺は、勅願寺である。

勅願所は、勅願所である。

直撃は、直撃である。

直言は、直言である。

直後は、直後である。

勅語は、勅語である。

勅号は、勅号である。

直弧文は、直弧文である。

直鎖は、直鎖である。

直裁は、直裁である。

直截は、直截である。

勅祭は、勅祭である。

勅裁は、勅裁である。

勅祭社は、勅祭社である。



勅参は、勅参である。

直三角形は、直三角形である。

直視は、直視である。

勅旨は、勅旨である。

勅使は、勅使である。

勅諡は、勅諡である。

勅事は、勅事である。

植字は、植字である。

直日は、直日である。

直実は、直実である。

勅旨田は、勅旨田である。

勅旨牧は、勅旨牧である。

勅使門は、勅使門である。

直写は、直写である。

直射は、直射である。

勅授は、勅授である。

勅書は、勅書である。

直叙は、直叙である。

直証は、直証である。

勅詔は、勅詔である。

直上は、直上である。

直情は、直情である。

勅定は、勅定である。

勅諚は、勅諚である。

直情径行は、直情径行である。

直翅類は、直翅類である。

直進は、直進である。

勅すは、勅すである。

直積集合は、直積集合である。

直接は、直接である。

直接為替は、直接為替である。

直接機関は、直接機関である。

直接強制は、直接強制である。

直接金融は、直接金融である。

直接経験は、直接経験である。

直接行動は、直接行動である。

直接視は、直接視である。

直接射撃は、直接射撃である。

直接証拠は、直接証拠である。

直接証明は、直接証明である。

直接尋問は、直接尋問である。

直接審理主義は、直接審理主義である。

直接侵略は、直接侵略である。

直接推理は、直接推理である。

直接税は、直接税である。

直接請求は、直接請求である。



直接正犯は、直接正犯である。

直接選挙は、直接選挙である。

直接染料は、直接染料である。

直接代理は、直接代理である。

直接談判は、直接談判である。

直接的は、直接的である。

直接投資は、直接投資である。

直接取引は、直接取引である。

直接捺染は、直接捺染である。

直接発生は、直接発生である。

直接費は、直接費である。

直接肥料は、直接肥料である。

直接法は、直接法である。

直説法は、直説法である。

直接民主制は、直接民主制である。

直接目的語は、直接目的語である。

直接話法は、直接話法である。

直線は、直線である。

勅宣は、勅宣である。

勅撰は、勅撰である。

直前は、直前である。

勅選議員は、勅選議員である。

直線距離は、直線距離である。

直線形は、直線形である。

勅撰作者部類は、勅撰作者部類である。

勅撰集は、勅撰集である。

直閃石は、直閃石である。

直線美は、直線美である。

直線偏光は、直線偏光である。

勅撰和歌集は、勅撰和歌集である。

直送は、直送である。

直属は、直属である。

勅題は、勅題である。

直腸は、直腸である。

直腸癌は、直腸癌である。

直腸脱は、直腸脱である。

ちょくちょくは、ちょくちょくである。

直通は、直通である。

直刀は、直刀である。

直登は、直登である。

直答は、直答である。

勅答は、勅答である。

直道は、直道である。

勅答使は、勅答使である。

直読は、直読である。

直任は、直任である。



勅任は、勅任である。

勅任官は、勅任官である。

勅任議員は、勅任議員である。

直配は、直配である。

直売は、直売である。

直販は、直販である。

直播は、直播である。

勅版は、勅版である。

直披は、直披である。

直筆は、直筆である。

勅筆は、勅筆である。

勅筆流は、勅筆流である。

勅符は、勅符である。

勅封は、勅封である。

勅封の蔵は、勅封の蔵である。

勅別当は、勅別当である。

直方形は、直方形である。

直方体は、直方体である。

直木は、直木である。

勅命は、勅命である。

直面は、直面である。

勅免は、勅免である。

ちょくもりは、ちょくもりである。

勅問は、勅問である。

直訳は、直訳である。

勅約は、勅約である。

直訳的は、直訳的である。

直喩は、直喩である。

勅諭は、勅諭である。

直輸出は、直輸出である。

直輸入は、直輸入である。

直喩法は、直喩法である。

直立は、直立である。

直立茎は、直立茎である。

直立二足歩行は、直立二足歩行である。

直立不動は、直立不動である。

直流は、直流である。

直流送電は、直流送電である。

直流電動機は、直流電動機である。

直流発電機は、直流発電機である。

ちょくるは、ちょくるである。

直隷は、直隷である。

勅令は、勅令である。

直列は、直列である。

直列型発動機は、直列型発動機である。

直列機関は、直列機関である。



直列接続は、直列接続である。

直廬は、直廬である。

勅禄は、勅禄である。

直六面体は、直六面体である。

直和集合は、直和集合である。

儲君は、儲君である。

緒言は、緒言である。

チョコは、チョコである。

儲皇は、儲皇である。

猪口才は、猪口才である。

ちょこちょこは、ちょこちょこである。

ちょこっとは、ちょこっとである。

ちょこなんは、ちょこなんである。

ちょこまかは、ちょこまかである。

チョゴリは、チョゴリである。

チョコレートは、チョコレートである。

ちょこんは、ちょこんである。

樗才は、樗才である。

貯財は、貯財である。

樗材は、樗材である。

著作は、著作である。

著作家は、著作家である。

著作権は、著作権である。

著作権法は、著作権法である。

著作者人格権は、著作者人格権である。

著作物は、著作物である。

著作隣接権は、著作隣接権である。

楮紙は、楮紙である。

儲嗣は、儲嗣である。

儲弐は、儲弐である。

著者は、著者である。

著述は、著述である。

著述家は、著述家である。

著述業は、著述業である。

著書は、著書である。

千代女は、千代女である。

貯水は、貯水である。

貯水組織は、貯水組織である。

貯水池は、貯水池である。

ちょ遂良は、ちょ遂良である。

緒戦は、緒戦である。

楮先生は、楮先生である。

著増は、著増である。

貯蔵は、貯蔵である。

貯蔵株は、貯蔵株である。

貯蔵根は、貯蔵根である。



貯蔵組織は、貯蔵組織である。

貯蔵澱粉は、貯蔵澱粉である。

貯蔵物質は、貯蔵物質である。

貯蔵葉は、貯蔵葉である。

チョソングルは、チョソングルである。

千代田は、千代田である。

著大は、著大である。

千代田襟は、千代田襟である。

千代田城は、千代田城である。

貯炭は、貯炭である。

貯炭船は、貯炭船である。

貯蓄は、貯蓄である。

儲蓄は、儲蓄である。

貯蓄銀行は、貯蓄銀行である。

貯蓄組合は、貯蓄組合である。

貯蓄性向は、貯蓄性向である。

貯蓄保険は、貯蓄保険である。

貯蓄預金は、貯蓄預金である。

ちょちょこなるは、ちょちょこなるである。

ちょちょらは、ちょちょらである。

ちょっかいは、ちょっかいである。

直下型地震は、直下型地震である。

直角は、直角である。

直覚は、直覚である。

直角座標は、直角座標である。

直角三角形は、直角三角形である。

直角錐は、直角錐である。

直角石は、直角石である。

直覚説は、直覚説である。

直角双曲線は、直角双曲線である。

直角柱は、直角柱である。

直角二等辺三角形は、直角二等辺三角形である。

直角プリズムは、直角プリズムである。

直轄は、直轄である。

直滑降は、直滑降である。

直感は、直感である。

直諫は、直諫である。

直観は、直観である。

勅勘は、勅勘である。

直観教授は、直観教授である。

直観主義は、直観主義である。

直観像は、直観像である。

直観的は、直観的である。

直間比率は、直間比率である。

直帰は、直帰である。

チョッキは、チョッキである。



直球は、直球である。

勅許は、勅許である。

ちょっきりは、ちょっきりである。

直近は、直近である。

ちょっくらは、ちょっくらである。

ちょっくらちょいとは、ちょっくらちょいとである。

ちょっくりは、ちょっくりである。

直系は、直系である。

直径は、直径である。

直系姻族は、直系姻族である。

直系家族は、直系家族である。

直系血族は、直系血族である。

直系親は、直系親である。

直系親族は、直系親族である。

直系尊属は、直系尊属である。

直系卑属は、直系卑属である。

直径ピッチは、直径ピッチである。

直結は、直結である。

直交は、直交である。

直行は、直行である。

直航は、直航である。

直交座標は、直交座標である。

ちょっこりは、ちょっこりである。

直根は、直根である。

一寸は、一寸である。

鳥渡は、鳥渡である。

ちょっとしたは、ちょっとしたである。

一寸見は、一寸見である。

ちょっとやそっとは、ちょっとやそっとである。

チョッパーは、チョッパーである。

ちょっぴりは、ちょっぴりである。

チョッピングツールは、チョッピングツールである。

チョップは、チョップである。

直平は、直平である。

ちょっぽくさは、ちょっぽくさである。

ちょっぽりは、ちょっぽりである。

ちょつるは、ちょつるである。

猪頭は、猪頭である。

千代常磐は、千代常磐である。

猪突は、猪突である。

猪突き勇は、猪突き勇である。

猪突猛進は、猪突猛進である。

千代菜草は、千代菜草である。

楮皮は、楮皮である。

ちょびかわは、ちょびかわである。

ちょびくさは、ちょびくさである。



猪尾助は、猪尾助である。

ちょびちょびは、ちょびちょびである。

ちょび髭は、ちょび髭である。

著聞は、著聞である。

楮幣は、楮幣である。

点は、点である。

樗蒲は、樗蒲である。

樗蒲一は、樗蒲一である。

点入れは、点入れである。

点語りは、点語りである。

貯木は、貯木である。

ちょぼくさは、ちょぼくさである。

ちょぼ口は、ちょぼ口である。

ちょぼくるは、ちょぼくるである。

ちょぼくれは、ちょぼくれである。

点点は、点点である。

点とは、点とである。

点床は、点床である。

苧麻は、苧麻である。

千代見草は、千代見草である。

チョムスキーは、チョムスキーである。

著名は、著名である。

著明は、著明である。

チョモランマは、チョモランマである。

著聞集は、著聞集である。

猪勇は、猪勇である。

樗良は、樗良である。

チョリソは、チョリソである。

佇立は、佇立である。

瀦溜は、瀦溜である。

貯留は、貯留である。

全羅南道は、全羅南道である。

全羅北道は、全羅北道である。

樗櫟は、樗櫟である。

樗櫪は、樗櫪である。

ちょろは、ちょろである。

ちょろいは、ちょろいである。

著録は、著録である。

ちょろけんは、ちょろけんである。

著羅絹は、著羅絹である。

千万は、千万である。

ちょろちょろは、ちょろちょろである。

ちょろっかは、ちょろっかである。

ちょろとは、ちょろとである。

ちょろまかすは、ちょろまかすである。

ちょろりは、ちょろりである。



緒論は、緒論である。

ちょんは、ちょんである。

総角は、総角である。

ちょん掛は、ちょん掛である。

ちょんがれは、ちょんがれである。

ちょんがれ節は、ちょんがれ節である。

ちょんがれ坊主は、ちょんがれ坊主である。

ちょんきなは、ちょんきなである。

ちょん切るは、ちょん切るである。

ちょんこまいは、ちょんこまいである。

全州は、全州である。

清津は、清津である。

京太郎は、京太郎である。

ちょんちょんは、ちょんちょんである。

ちょんちょん幕は、ちょんちょん幕である。

全斗煥は、全斗煥である。

ちょんの間は、ちょんの間である。

ちょんびりは、ちょんびりである。

ちょんぼは、ちょんぼである。

ちょんぼりは、ちょんぼりである。

チョンボンジュンは、チョンボンジュンである。

丁髷は、丁髷である。

丁髷物は、丁髷物である。

地雷は、地雷である。

地籟は、地籟である。

散らふは、散らふである。

散らかすは、散らかすである。

散らかるは、散らかるである。

地絡は、地絡である。

散らくは、散らくである。

散らしは、散らしである。

散らし書きは、散らし書きである。

散らし形は、散らし形である。

散らし髪は、散らし髪である。

散らし薬は、散らし薬である。

散らし広告は、散らし広告である。

散らし鮨は、散らし鮨である。

散らし太鼓は、散らし太鼓である。

散らし丼は、散らし丼である。

散らし袱紗は、散らし袱紗である。

散らし文は、散らし文である。

散らし物は、散らし物である。

散らし模様は、散らし模様である。

散米は、散米である。

散らすは、散らすである。

ちらちらは、ちらちらである。



ちらつかせるは、ちらつかせるである。

ちらつくは、ちらつくである。

ちらっとは、ちらっとである。

チラナは、チラナである。

散らばすは、散らばすである。

ちらばらは、ちらばらである。

散らばるは、散らばるである。

ちらほらは、ちらほらである。

散らまくは、散らまくである。

ちらめくは、ちらめくである。

ちらりは、ちらりである。

ちらりちらりは、ちらりちらりである。

ちらりほらりは、ちらりほらりである。

治乱は、治乱である。

ちりは、ちりである。

散りは、散りである。

ｆは、ｆである。

地利は、地利である。

地理は、地理である。

知里は、知里である。

チリは、チリである。

散り別るは、散り別るである。

塵芥は、塵芥である。

塵穴は、塵穴である。

散り交ふは、散り交ふである。

散り掛るは、散り掛るである。

地理学は、地理学である。

地理学的社会学は、地理学的社会学である。

散り方は、散り方である。

塵がましは、塵がましである。

塵紙は、塵紙である。

散り際は、散り際である。

散り金は、散り金である。

千栗八幡宮は、千栗八幡宮である。

身柱は、身柱である。

天柱は、天柱である。

身柱元は、身柱元である。

張星は、張星である。

塵地は、塵地である。

散り敷くは、散り敷くである。

チリ地震は、チリ地震である。

チリ硝石は、チリ硝石である。

塵居は、塵居である。

散り透くは、散り透くである。

散り過ぐは、散り過ぐである。

散り銭は、散り銭である。



チリソースは、チリソースである。

散り初めるは、散り初めるである。

塵立ては、塵立てである。

塵だには、塵だにである。

塵手水は、塵手水である。

ちりちりは、ちりちりである。

散り散りは、散り散りである。

散り散りばらばらは、散り散りばらばらである。

塵塚は、塵塚である。

塵っ端は、塵っ端である。

塵っ葉は、塵っ葉である。

塵壺は、塵壺である。

地理的品種は、地理的品種である。

塵取は、塵取である。

塵取輿は、塵取輿である。

ちり鍋は、ちり鍋である。

ちりの粉は、ちりの粉である。

散り残るは、散り残るである。

塵の境は、塵の境である。

塵の末は、塵の末である。

塵の住所は、塵の住所である。

塵の外は、塵の外である。

散りの紛いは、散りの紛いである。

塵の身は、塵の身である。

塵の世は、塵の世である。

チリパウダーは、チリパウダーである。

塵箱は、塵箱である。

塵叩きは、塵叩きである。

散り花は、散り花である。

塵ばむは、塵ばむである。

鏤めるは、鏤めるである。

塵払いは、塵払いである。

塵泥は、塵泥である。

塵袋は、塵袋である。

散りぶりは、散りぶりである。

散りぼふは、散りぼふである。

塵埃は、塵埃である。

散り紛ふは、散り紛ふである。

散り増さるは、散り増さるである。

知里真志保は、知里真志保である。

散り交るは、散り交るである。

散り乱れるは、散り乱れるである。

縮緬は、縮緬である。

縮緬絵は、縮緬絵である。

縮緬紙は、縮緬紙である。

縮緬雑魚は、縮緬雑魚である。



縮緬皺は、縮緬皺である。

縮緬本は、縮緬本である。

塵藻は、塵藻である。

知略は、知略である。

智略は、智略である。

治略は、治略である。

治暦は、治暦である。

知立は、知立である。

知里幸恵は、知里幸恵である。

知慮は、知慮である。

智慮は、智慮である。

知了は、知了である。

治療は、治療である。

治療食は、治療食である。

致良知は、致良知である。

地力は、地力である。

知力は、知力である。

智力は、智力である。

地力調査は、地力調査である。

地力逓減は、地力逓減である。

塵除けは、塵除けである。

塵除け眼鏡は、塵除け眼鏡である。

散蓮華は、散蓮華である。

チリンダーデは、チリンダーデである。

散るは、散るである。

地塁は、地塁である。

地類は、地類である。

チルドは、チルドである。

チルド鋳物は、チルド鋳物である。

チルドキャスチングは、チルドキャスチングである。

チルドビーフは、チルドビーフである。

チルドロールは、チルドロールである。

知礼は、知礼である。

地霊は、地霊である。

地歴は、地歴である。

地瀝青は、地瀝青である。

チレニア海は、チレニア海である。

地炉は、地炉である。

地労委は、地労委である。

チロキシンは、チロキシンである。

致禄は、致禄である。

チロシンは、チロシンである。

ちろちろは、ちろちろである。

ちろちろ目は、ちろちろ目である。

ちろつくは、ちろつくである。

散ろぼふは、散ろぼふである。



ちろめくは、ちろめくである。

ちろりは、ちろりである。

銚釐は、銚釐である。

チロリアンは、チロリアンである。

チロリアンハットは、チロリアンハットである。

チロルは、チロルである。

チロルの秋は、チロルの秋である。

痴話は、痴話である。

道別くは、道別くである。

痴話狂いは、痴話狂いである。

痴話喧嘩は、痴話喧嘩である。

痴話言は、痴話言である。

血綿は、血綿である。

痴話文は、痴話文である。

痴話るは、痴話るである。

チワワは、チワワである。

壮族は、壮族である。

狆は、狆である。

沈は、沈である。

枕は、枕である。

亭は、亭である。

珍は、珍である。

陳は、陳である。

椿は、椿である。

賃は、賃である。

鴆は、鴆である。

鎮は、鎮である。

チンは、チンである。

朕は、朕である。

ちんは、ちんである。

沈痾は、沈痾である。

賃上げは、賃上げである。

鎮圧は、鎮圧である。

鎮圧器は、鎮圧器である。

鎮圧機は、鎮圧機である。

鎮圧板は、鎮圧板である。

珍異は、珍異である。

沈惟敬は、沈惟敬である。

沈鬱は、沈鬱である。

陳雲は、陳雲である。

沈下は、沈下である。

珍花は、珍花である。

珍果は、珍果である。

珍菓は、珍菓である。

珍貨は、珍貨である。

鎮火は、鎮火である。



鎮咳剤は、鎮咳剤である。

珍客は、珍客である。

陳嘉庚は、陳嘉庚である。

鎮火祭は、鎮火祭である。

鎮花祭は、鎮花祭である。

賃貸しは、賃貸しである。

賃稼ぎは、賃稼ぎである。

珍柄は、珍柄である。

ちんからりは、ちんからりである。

涼炉は、涼炉である。

賃借りは、賃借りである。

珍玩は、珍玩である。

沈毅は、沈毅である。

珍奇は、珍奇である。

珍稀は、珍稀である。

珍貴は、珍貴である。

珍器は、珍器である。

陳毅は、陳毅である。

丁幾は、丁幾である。

陳希夷は、陳希夷である。

チンギス汗は、チンギス汗である。

沈魚落雁は、沈魚落雁である。

沈金は、沈金である。

珍禽は、珍禽である。

賃金は、賃金である。

沈吟は、沈吟である。

沈銀は、沈銀である。

賃銀は、賃銀である。

賃金格差は、賃金格差である。

賃金カットは、賃金カットである。

賃金基金説は、賃金基金説である。

賃金形態は、賃金形態である。

賃金指数は、賃金指数である。

賃金水準は、賃金水準である。

賃金体系は、賃金体系である。

賃金鉄則は、賃金鉄則である。

賃金奴隷は、賃金奴隷である。

賃金ベースは、賃金ベースである。

沈金彫は、沈金彫である。

賃金労働は、賃金労働である。

賃金労働者は、賃金労働者である。

珍句は、珍句である。

狆くしゃは、狆くしゃである。

チンク油は、チンク油である。

稚児車は、稚児車である。

ちんけは、ちんけである。



珍芸は、珍芸である。

鎮痙剤は、鎮痙剤である。

青梗菜は、青梗菜である。

陳元贇は、陳元贇である。

ちんこは、ちんこである。

陳呉は、陳呉である。

鎮護は、鎮護である。

沈降は、沈降である。

珍肴は、珍肴である。

鎮江は、鎮江である。

沈降海岸は、沈降海岸である。

沈降反応は、沈降反応である。

賃粉切は、賃粉切である。

沈黒は、沈黒である。

鎮護国家は、鎮護国家である。

ちんこ芝居は、ちんこ芝居である。

砧骨は、砧骨である。

ちんころは、ちんころである。

鎮魂歌は、鎮魂歌である。

鎮魂帰神は、鎮魂帰神である。

鎮魂ミサ曲は、鎮魂ミサ曲である。

鎮座は、鎮座である。

鎮祭は、鎮祭である。

賃下げは、賃下げである。

亭座敷は、亭座敷である。

鴆殺は、鴆殺である。

酖殺は、酖殺である。

椿山は、椿山である。

沈子は、沈子である。

沈思は、沈思である。

鎮子は、鎮子である。

珍事は、珍事である。

椿事は、椿事である。

賃仕事は、賃仕事である。

鎮地祭は、鎮地祭である。

珍事中夭は、珍事中夭である。

賃縞は、賃縞である。

枕藉は、枕藉である。

陳謝は、陳謝である。

賃借は、賃借である。

賃借権は、賃借権である。

賃借人は、賃借人である。

沈砂池は、沈砂池である。

沈朱は、沈朱である。

珍種は、珍種である。

鴆酒は、鴆酒である。



酖酒は、酖酒である。

陳寿は、陳寿である。

椿寿は、椿寿である。

鎮守は、鎮守である。

鎮主は、鎮主である。

珍羞は、珍羞である。

珍什は、珍什である。

珍獣は、珍獣である。

椿寿忌は、椿寿忌である。

鎮守社は、鎮守社である。

陳述は、陳述である。

陳述書は、陳述書である。

陳述副詞は、陳述副詞である。

鎮守の神は、鎮守の神である。

鎮守の杜は、鎮守の杜である。

鎮守の社は、鎮守の社である。

鎮守府は、鎮守府である。

鎮守府将軍は、鎮守府将軍である。

珍書は、珍書である。

砧杵は、砧杵である。

鎮所は、鎮所である。

陳書は、陳書である。

沈床は、沈床である。

沈鐘は、沈鐘である。

陳勝は、陳勝である。

枕上は、枕上である。

陳状は、陳状である。

陳情は、陳情である。

陳紹禹は、陳紹禹である。

陳勝呉広は、陳勝呉広である。

沈鐘伝説は、沈鐘伝説である。

陳情表は、陳情表である。

枕状溶岩は、枕状溶岩である。

陳寔は、陳寔である。

鎮ずは、鎮ずである。

沈水は、沈水である。

沈酔は、沈酔である。

沈水海岸は、沈水海岸である。

沈水植物は、沈水植物である。

沈水葉は、沈水葉である。

陳子昂は、陳子昂である。

陳ずるは、陳ずるである。

沈静は、沈静である。

陳誠は、陳誠である。

鎮星は、鎮星である。

鎮静は、鎮静である。



鎮西は、鎮西である。

鎮静剤は、鎮静剤である。

鎮西守護は、鎮西守護である。

鎮西談議所は、鎮西談議所である。

鎮西探題は、鎮西探題である。

鎮西派は、鎮西派である。

鎮西八郎は、鎮西八郎である。

鎮西府は、鎮西府である。

鎮西奉行は、鎮西奉行である。

沈積は、沈積である。

枕席は、枕席である。

珍籍は、珍籍である。

沈積岩は、沈積岩である。

枕石漱流は、枕石漱流である。

沈設は、沈設である。

珍説は、珍説である。

椿説弓張月は、椿説弓張月である。

沈潜は、沈潜である。

珍饌は、珍饌である。

賃銭は、賃銭である。

珍膳は、珍膳である。

闖然は、闖然である。

陳訴は、陳訴である。

賃苧は、賃苧である。

賃租は、賃租である。

陳奏は、陳奏である。

珍蔵は、珍蔵である。

チンタは、チンタである。

沈滞は、沈滞である。

賃貸は、賃貸である。

ちん鯛は、ちん鯛である。

鎮台は、鎮台である。

賃貸契約は、賃貸契約である。

賃貸権は、賃貸権である。

賃貸借は、賃貸借である。

賃貸人は、賃貸人である。

青島は、青島である。

鎮宅法は、鎮宅法である。

ちんたらは、ちんたらである。

チンダル現象は、チンダル現象である。

陳摶は、陳摶である。

珍談は、珍談である。

鎮壇具は、鎮壇具である。

ちんちくりんは、ちんちくりんである。

沈着は、沈着である。

枕中記は、枕中記である。



沈重は、沈重である。

珍重は、珍重である。

陳朝は、陳朝である。

沈丁花は、沈丁花である。

ちんちらは、ちんちらである。

チンチラは、チンチラである。

ちんちろりんは、ちんちろりんである。

ちんちんは、ちんちんである。

沈沈は、沈沈である。

ちんちんかもかもは、ちんちんかもかもである。

ちんちん電車は、ちんちん電車である。

ちんちんもがもがは、ちんちんもがもがである。

沈痛は、沈痛である。

鎮痛は、鎮痛である。

鎮痛剤は、鎮痛剤である。

賃搗きは、賃搗きである。

椿庭は、椿庭である。

鎮定は、鎮定である。

沈溺は、沈溺である。

沈殿は、沈殿である。

沈澱は、沈澱である。

沈殿鉱物は、沈殿鉱物である。

沈殿剤は、沈殿剤である。

沈殿池は、沈殿池である。

ちんとは、ちんとである。

枕頭は、枕頭である。

珍答は、珍答である。

陳套は、陳套である。

陳答は、陳答である。

椿堂は、椿堂である。

鎮東将軍は、鎮東将軍である。

沈頭鋲は、沈頭鋲である。

鴆毒は、鴆毒である。

酖毒は、酖毒である。

陳独秀は、陳独秀である。

沈徳潜は、沈徳潜である。

ちんともかんともは、ちんともかんともである。

賃取りは、賃取りである。

ちんどん屋は、ちんどん屋である。

陳和卿は、陳和卿である。

沈南蘋は、沈南蘋である。

鎮南浦は、鎮南浦である。

闖入は、闖入である。

チンネは、チンネである。

跛は、跛である。

跛従兄弟は、跛従兄弟である。



賃機は、賃機である。

青幇は、青幇である。

チンパンジーは、チンパンジーである。

珍秘は、珍秘である。

陳皮は、陳皮である。

賃引きは、賃引きである。

ちんぴらは、ちんぴらである。

珍品は、珍品である。

鎮撫は、鎮撫である。

陳腐は、陳腐である。

賃夫は、賃夫である。

鎮伏は、鎮伏である。

鎮撫使は、鎮撫使である。

鎮撫総督は、鎮撫総督である。

珍物は、珍物である。

珍物茶屋は、珍物茶屋である。

ちんぶらりは、ちんぶらりである。

珍聞は、珍聞である。

珍紛漢は、珍紛漢である。

珍糞漢は、珍糞漢である。

珍紛漢紛は、珍紛漢紛である。

珍糞漢糞は、珍糞漢糞である。

陳平は、陳平である。

鎮兵は、鎮兵である。

君南風は、君南風である。

陳弁は、陳弁である。

枕辺は、枕辺である。

ちんぽは、ちんぽである。

賃舗は、賃舗である。

珍宝は、珍宝である。

陳慕華は、陳慕華である。

沈没は、沈没である。

チンボラソは、チンボラソである。

珍本は、珍本である。

沈埋工法は、沈埋工法である。

ちんまりは、ちんまりである。

珍味は、珍味である。

珍妙は、珍妙である。

珍無類は、珍無類である。

沈湎は、沈湎である。

沈黙は、沈黙である。

沈黙交易は、沈黙交易である。

賃餅は、賃餅である。

珍問は、珍問である。

沈約は、沈約である。

沈勇は、沈勇である。



珍優は、珍優である。

椿葉は、椿葉である。

陳立夫は、陳立夫である。

沈淪は、沈淪である。

陳列は、陳列である。

陳列窓は、陳列窓である。

賃労働は、賃労働である。

沈枠は、沈枠である。

賃綿は、賃綿である。

枕腕は、枕腕である。

つは、つである。

津は、津である。

通は、通である。

都は、都である。

づは、づである。

ツァーは、ツァーである。

ツアーは、ツアーである。

ツアーコンダクターは、ツアーコンダクターである。

ツァーリは、ツァーリである。

ツァーリズムは、ツァーリズムである。

ツァールは、ツァールである。

柴達木は、柴達木である。

再見は、再見である。

ツァイトガイストは、ツァイトガイストである。

ツァッケは、ツァッケである。

唾当ては、唾当てである。

ツァラは、ツァラである。

ツァラトゥストラは、ツァラトゥストラである。

終は、終である。

追は、追である。

椎は、椎である。

墜は、墜である。

ついは、ついである。

ツイーターは、ツイーターである。

ツイードは、ツイードである。

つい居るは、つい居るである。

追院は、追院である。

堆烏は、堆烏である。

費えは、費えである。

弊えは、弊えである。

潰えは、潰えである。

費えるは、費えるである。

弊えるは、弊えるである。

潰えるは、潰えるである。

追遠は、追遠である。

堆黄は、堆黄である。



追憶は、追憶である。

ツィオルコフスキーは、ツィオルコフスキーである。

追加は、追加である。

墜下は、墜下である。

追悔は、追悔である。

追懐は、追懐である。

築垣は、築垣である。

築牆は、築牆である。

衝重は、衝重である。

追加配当は、追加配当である。

追加予算は、追加予算である。

追刊は、追刊である。

追完は、追完である。

追願は、追願である。

椎間板は、椎間板である。

椎間板ヘルニアは、椎間板ヘルニアである。

追記は、追記である。

鎚起は、鎚起である。

追起訴は、追起訴である。

追及は、追及である。

追求は、追求である。

追究は、追究である。

追咎は、追咎である。

追給は、追給である。

追窮は、追窮である。

椎弓は、椎弓である。

追及権は、追及権である。

追孝は、追孝である。

堆錦は、堆錦である。

鎚金は、鎚金である。

対句は、対句である。

追駆は、追駆である。

つい潜るは、つい潜るである。

ツィクルスは、ツィクルスである。

追啓は、追啓である。

追撃は、追撃である。

追考は、追考である。

追行は、追行である。

堆紅は、堆紅である。

追号は、追号である。

堆黒は、堆黒である。

椎骨は、椎骨である。

つい挿すは、つい挿すである。

追思は、追思である。

追試は、追試である。

追諡は、追諡である。



墜死は、墜死である。

鎚子は、鎚子である。

築地は、築地である。

終しかは、終しかである。

対軸は、対軸である。

追試験は、追試験である。

築地女郎は、築地女郎である。

堆漆は、堆漆である。

築地塀は、築地塀である。

追修は、追修である。

堆朱は、堆朱である。

追従は、追従である。

追熟は、追熟である。

堆朱染は、堆朱染である。

追出は、追出である。

追叙は、追叙である。

追頌は、追頌である。

追賞は、追賞である。

追蹤は、追蹤である。

追躡は、追躡である。

追従口は、追従口である。

追躡権は、追躡権である。

追従笑いは、追従笑いである。

土代は、土代である。

追申は、追申である。

追伸は、追伸である。

追尋は、追尋である。

対すは、対すである。

序づは、序づである。

叙づは、叙づである。

追随は、追随である。

つい据うは、つい据うである。

つい掬ふは、つい掬ふである。

ツイストは、ツイストである。

ツイストドリルは、ツイストドリルである。

つい据ゆは、つい据ゆである。

追惜は、追惜である。

追跡は、追跡である。

追跡権は、追跡権である。

追跡調査は、追跡調査である。

追跡妄想は、追跡妄想である。

追善は、追善である。

追善合戦は、追善合戦である。

追善供養は、追善供養である。

追訴は、追訴である。

終ぞは、終ぞである。



追走は、追走である。

追送は、追送である。

追崇は、追崇である。

追想は、追想である。

追増は、追増である。

追贈は、追贈である。

追尊は、追尊である。

追尊天皇は、追尊天皇である。

椎体は、椎体である。

追体験は、追体験である。

対丈は、対丈である。

朔日は、朔日である。

朔は、朔である。

一日は、一日である。

朔日丸は、朔日丸である。

朔日草は、朔日草である。

衝立障子は、衝立障子である。

朔日降りは、朔日降りである。

朔日路は、朔日路である。

つい立つは、つい立つである。

追奪は、追奪である。

追奪担保は、追奪担保である。

衝立は、衝立である。

吊手綱は、吊手綱である。

追逐は、追逐である。

追弔は、追弔である。

追徴は、追徴である。

追弔会は、追弔会である。

追陳は、追陳である。

ついついは、ついついである。

就いては、就いてである。

序では、序でである。

次いでは、次いでである。

尋いでは、尋いでである。

序で無しは、序で無しである。

序でには、序でにである。

就いてはは、就いてはである。

付いて回るは、付いて回るである。

ついてるは、ついてるである。

ついとは、ついとである。

ついどは、ついどである。

追討は、追討である。

追悼は、追悼である。

隧道は、隧道である。

つい通りは、つい通りである。

追突は、追突である。



都維那は、都維那である。

追儺は、追儺である。

終には、終にである。

遂には、遂にである。

追認は、追認である。

追年は、追年である。

追念は、追念である。

追納は、追納である。

終の事は、終の事である。

終の住処は、終の住処である。

終の栖は、終の栖である。

終の道は、終の道である。

つい乗るは、つい乗るである。

終の別れは、終の別れである。

終はは、終はである。

追白は、追白である。

追罰は、追罰である。

啄むは、啄むである。

突い張りは、突い張りである。

追肥は、追肥である。

追賁は、追賁である。

追尾は、追尾である。

築泥は、築泥である。

対雛は、対雛である。

つい平がるは、つい平がるである。

追捕は、追捕である。

対幅は、対幅である。

追福は、追福である。

追腹は、追腹である。

追復曲は、追復曲である。

追捕使は、追捕使である。

追補は、追補である。

追慕は、追慕である。

追放は、追放である。

対待は、対待である。

続松は、続松である。

続松取は、続松取である。

追約は、追約である。

費やすは、費やすである。

費ゆは、費ゆである。

弊ゆは、弊ゆである。

潰ゆは、潰ゆである。

墜落は、墜落である。

入梅は、入梅である。

追利は、追利である。

入梅晴れは、入梅晴れである。



追録は、追録である。

ツインは、ツインである。

ツインカムは、ツインカムである。

ツィンバロムは、ツィンバロムである。

ツインベッドは、ツインベッドである。

ツインルームは、ツインルームである。

痛は、痛である。

ツーは、ツーである。

ツヴァイクは、ツヴァイクである。

ツヴァルは、ツヴァルである。

通音は、通音である。

通院は、通院である。

通韻は、通韻である。

痛飲は、痛飲である。

ツウィングリは、ツウィングリである。

通運は、通運である。

通運事業は、通運事業である。

ツヴェターエヴァは、ツヴェターエヴァである。

通円は、通円である。

通園は、通園である。

通円茶屋は、通円茶屋である。

通家は、通家である。

通貨は、通貨である。

通過は、通過である。

通雅は、通雅である。

つうかあは、つうかあである。

通解は、通解である。

痛快は、痛快である。

痛悔は、痛悔である。

通貨偽造罪は、通貨偽造罪である。

通過儀礼は、通過儀礼である。

通客は、通客である。

痛覚は、痛覚である。

通学は、通学である。

通学区域は、通学区域である。

通貨交換性は、通貨交換性である。

通貨主義は、通貨主義である。

通過税は、通過税である。

通貨政策は、通貨政策である。

通過通航権は、通過通航権である。

通過貿易は、通過貿易である。

通がるは、通がるである。

通巻は、通巻である。

通患は、通患である。

通款は、通款である。

通関は、通関である。



通観は、通観である。

都管は、都管である。

痛感は、痛感である。

痛諫は、痛諫である。

通関ベースは、通関ベースである。

通気は、通気である。

通規は、通規である。

通義は、通義である。

通儀は、通儀である。

通誼は、通誼である。

通気孔は、通気孔である。

通気性は、通気性である。

通気組織は、通気組織である。

通気法は、通気法である。

通御は、通御である。

通教は、通教である。

通暁は、通暁である。

通勤は、通勤である。

通勤圏は、通勤圏である。

通勤災害は、通勤災害である。

通勤ライナーは、通勤ライナーである。

通衢は、通衢である。

痛苦は、痛苦である。

通屈は、通屈である。

通化は、通化である。

通計は、通計である。

通経剤は、通経剤である。

痛撃は、痛撃である。

通見は、通見である。

通券は、通券である。

通肩は、通肩である。

通言は、通言である。

痛言は、痛言である。

通言総籬は、通言総籬である。

通語は、通語である。

通交は、通交である。

通好は、通好である。

通行は、通行である。

通航は、通航である。

通号は、通号である。

通交条約は、通交条約である。

通行税は、通行税である。

通行銭は、通行銭である。

通行手形は、通行手形である。

通行本は、通行本である。

通告は、通告である。



痛哭は、痛哭である。

通告処分は、通告処分である。

痛恨は、痛恨である。

通才は、通才である。

通察は、通察である。

通三は、通三である。

通算は、通算である。

通産省は、通産省である。

通算年金は、通算年金である。

通士は、通士である。

通史は、通史である。

通志は、通志である。

通じは、通じである。

通事は、通事である。

通詞は、通詞である。

通辞は、通辞である。

通式は、通式である。

通じ薬は、通じ薬である。

通時言語学は、通時言語学である。

通事詞は、通事詞である。

通時態は、通時態である。

通日は、通日である。

通じては、通じてである。

通事船は、通事船である。

通釈は、通釈である。

通書は、通書である。

通宵は、通宵である。

通称は、通称である。

通商は、通商である。

痛傷は、痛傷である。

通常は、通常である。

通情は、通情である。

通商協定は、通商協定である。

通商権は、通商権である。

通商航海条約は、通商航海条約である。

通常国会は、通常国会である。

通商産業省は、通商産業省である。

通商司は、通商司である。

通商条約は、通商条約である。

通常選挙は、通常選挙である。

通常総会は、通常総会である。

通常逮捕は、通常逮捕である。

通常兵器は、通常兵器である。

通常郵便物は、通常郵便物である。

ツーショットは、ツーショットである。

通じるは、通じるである。



通信は、通信である。

痛心は、痛心である。

通人は、通人である。

通信員は、通信員である。

通信衛星は、通信衛星である。

通信機関は、通信機関である。

通信教育は、通信教育である。

通信工学は、通信工学である。

通信事業は、通信事業である。

通信社は、通信社である。

通信筒は、通信筒である。

通信日付印は、通信日付印である。

通信の秘密は、通信の秘密である。

通信販売は、通信販売である。

通信簿は、通信簿である。

通信網は、通信網である。

都寺は、都寺である。

通塗は、通塗である。

通途は、通途である。

通水は、通水である。

ツーステップは、ツーステップである。

通ずるは、通ずるである。

通性は、通性である。

通夕は、通夕である。

通籍は、通籍である。

痛惜は、痛惜である。

通説は、通説である。

痛切は、痛切である。

通船は、通船である。

痛楚は、痛楚である。

通奏低音は、通奏低音である。

通則は、通則である。

通塞は、通塞である。

通俗は、通俗である。

通俗化は、通俗化である。

通俗漢楚軍談は、通俗漢楚軍談である。

通俗教育は、通俗教育である。

通俗三国志は、通俗三国志である。

通俗小説は、通俗小説である。

通俗的は、通俗的である。

通俗文は、通俗文である。

通題は、通題である。

通達は、通達である。

通達心は、通達心である。

通脱木は、通脱木である。

痛嘆は、痛嘆である。



痛歎は、痛歎である。

通知は、通知である。

通知表は、通知表である。

通知簿は、通知簿である。

通帳は、通帳である。

通牒は、通牒である。

通知預金は、通知預金である。

つうつうは、つうつうである。

つうっとは、つうっとである。

通底は、通底である。

通徹は、通徹である。

通天は、通天である。

通典は、通典である。

痛点は、痛点である。

通電は、通電である。

通天閣は、通天閣である。

通天橋は、通天橋である。

ツーテンジャックは、ツーテンジャックである。

つうとは、つうとである。

つうと言えばかあは、つうと言えばかあである。

痛悼は、痛悼である。

通洞は、通洞である。

通導組織は、通導組織である。

通道組織は、通道組織である。

ツートーンは、ツートーンである。

ツートーンカラーは、ツートーンカラーである。

通読は、通読である。

通度寺は、通度寺である。

通尿は、通尿である。

通年は、通年である。

通念は、通念である。

痛念は、痛念である。

痛罵は、痛罵である。

ツー工法は、ツー工法である。

痛爆は、痛爆である。

通判は、通判である。

通販は、通販である。

ツーピースは、ツーピースである。

通票は、通票である。

通風は、通風である。

痛風は、痛風である。

通風機は、通風機である。

通ぶるは、通ぶるである。

痛憤は、痛憤である。

通分は、通分である。

通弊は、通弊である。



通癖は、通癖である。

通弁は、通弁である。

通宝は、通宝である。

通法は、通法である。

通報は、通報である。

通謀は、通謀である。

痛棒は、痛棒である。

通名は、通名である。

通明は、通明である。

通めくは、通めくである。

通夜は、通夜である。

通約は、通約である。

通訳は、通訳である。

通有は、通有である。

通有性は、通有性である。

通用は、通用である。

痛痒は、痛痒である。

通用音は、通用音である。

通用期間は、通用期間である。

通用金は、通用金である。

通用口は、通用口である。

通用門は、通用門である。

通覧は、通覧である。

通理は、通理である。

通力は、通力である。

ツーリストは、ツーリストである。

ツーリストクラスは、ツーリストクラスである。

ツーリストビューローは、ツーリストビューローである。

通律は、通律である。

通流は、通流である。

ツーリングは、ツーリングである。

ツールは、ツールである。

ツールーズは、ツールーズである。

ツールドフランスは、ツールドフランスである。

ツールホルダーは、ツールホルダーである。

通例は、通例である。

通歴は、通歴である。

痛烈は、痛烈である。

通路は、通路である。

通論は、通論である。

痛論は、痛論である。

ツーロンは、ツーロンである。

通話は、通話である。

通和散は、通和散である。

通話度数は、通話度数である。

つえは、つえである。



杖は、杖である。

費は、費である。

潰は、潰である。

杖竹は、杖竹である。

杖立温泉は、杖立温泉である。

杖立伝説は、杖立伝説である。

杖不足は、杖不足である。

杖提灯は、杖提灯である。

ツェツェ蠅は、ツェツェ蠅である。

杖突きは、杖突きである。

杖突き蝦は、杖突き蝦である。

杖突峠は、杖突峠である。

杖突き虫は、杖突き虫である。

ツェッペリンは、ツェッペリンである。

杖取の使は、杖取の使である。

杖取ばへは、杖取ばへである。

ツェナーダイオードは、ツェナーダイオードである。

杖柱は、杖柱である。

杖払いは、杖払いである。

ツェラーンは、ツェラーンである。

ツェルトザックは、ツェルトザックである。

ツェルニーは、ツェルニーである。

ツェルマットは、ツェルマットである。

ツォンカパは、ツォンカパである。

柄は、柄である。

塚は、塚である。

冢は、冢である。

栂は、栂である。

都賀は、都賀である。

塚穴は、塚穴である。

使いは、使いである。

遣いは、遣いである。

番は、番である。

使い歩きは、使い歩きである。

使ひ入るは、使ひ入るである。

使い男は、使い男である。

使い勝手は、使い勝手である。

遣銀は、遣銀である。

使い柄は、使い柄である。

使い枯らしは、使い枯らしである。

使い川は、使い川である。

使い切りきりカメラは、使い切りきりカメラである。

使い切るは、使い切るである。

遣い切るは、遣い切るである。

遣い崩すは、遣い崩すである。

使下衆は、使下衆である。



使いこなすは、使いこなすである。

遣い込みは、遣い込みである。

使い込むは、使い込むである。

遣い込むは、遣い込むである。

番小者は、番小者である。

使い先は、使い先である。

使真は、使真である。

束石は、束石である。

使い捨ては、使い捨てである。

遣銭は、遣銭である。

使い代は、使い代である。

遣太刀は、遣太刀である。

使い立ては、使い立てである。

遣帳は、遣帳である。

使い賃は、使い賃である。

使い付けるは、使い付けるである。

遣い付けるは、遣い付けるである。

使い手は、使い手である。

遣い手は、遣い手である。

使い出は、使い出である。

遣い出は、遣い出である。

柄糸は、柄糸である。

資人は、資人である。

使い所は、使い所である。

番鳥は、番鳥である。

使い馴らすは、使い馴らすである。

使い馴れるは、使い馴れるである。

番縄は、番縄である。

遣日記は、遣日記である。

使い主は、使い主である。

束稲は、束稲である。

遣い残りは、遣い残りである。

使い場は、使い場である。

番葉は、番葉である。

使い走りは、使い走りである。

使い果すは、使い果すである。

遣い果すは、遣い果すである。

使い果てるは、使い果てるである。

使早馬は、使早馬である。

使い払いは、使い払いである。

使番は、使番である。

使人は、使人である。

使姫は、使姫である。

使い古しは、使い古しである。

使い古すは、使い古すである。

番舞は、番舞である。



使い道は、使い道である。

遣い道は、遣い道である。

番結びは、番結びである。

使女は、使女である。

番目は、番目である。

使い物は、使い物である。

遣い物は、遣い物である。

遣ひ盛るは、遣ひ盛るである。

使役は、使役である。

使奴は、使奴である。

使い料は、使い料である。

使い分けは、使い分けである。

使い分けるは、使い分けるである。

支ふは、支ふである。

仕ふは、仕ふである。

付かふは、付かふである。

着かふは、着かふである。

使うは、使うである。

遣うは、遣うである。

番うは、番うである。

継がふは、継がふである。

支えは、支えである。

閊えは、閊えである。

仕えは、仕えである。

仕え所は、仕え所である。

仕丁は、仕丁である。

支柱は、支柱である。

仕え日は、仕え日である。

仕え人は、仕え人である。

仕へ奉るは、仕へ奉るである。

支えるは、支えるである。

閊えるは、閊えるである。

仕えるは、仕えるである。

番えるは、番えるである。

柄頭は、柄頭である。

柄口は、柄口である。

阜は、阜である。

高処は、高処である。

首は、首である。

官は、官である。

司は、司である。

寮は、寮である。

遣さいは、遣さいである。

官馬は、官馬である。

栂桜は、栂桜である。

官位は、官位である。



官爵は、官爵である。

掌るは、掌るである。

司るは、司るである。

官名は、官名である。

官人は、官人である。

柄鮫は、柄鮫である。

司召は、司召である。

司召の除目は、司召の除目である。

官奴は、官奴である。

孥は、孥である。

尽かすは、尽かすである。

即かず離れずは、即かず離れずである。

突かせ走りは、突かせ走りである。

冢田は、冢田である。

冢田大峰は、冢田大峰である。

つかつかは、つかつかである。

塚造は、塚造である。

都賀庭鐘は、都賀庭鐘である。

柄長は、柄長である。

つかなぎは、つかなぎである。

つがなしは、つがなしである。

束並は、束並である。

藁藉は、藁藉である。

付かぬ句は、付かぬ句である。

付かぬ事は、付かぬ事である。

束ね緒は、束ね緒である。

束の間は、束の間である。

栂の木は、栂の木である。

栂の木のは、栂の木のである。

束柱は、束柱である。

塚原は、塚原である。

塚原渋柿園は、塚原渋柿園である。

塚原卜伝は、塚原卜伝である。

柄袋は、柄袋である。

束鮒は、束鮒である。

捕まふは、捕まふである。

掴まふは、掴まふである。

柄前は、柄前である。

掴まえ所は、掴まえ所である。

捕まえるは、捕まえるである。

掴まえるは、掴まえるである。

捉まえるは、捉まえるである。

柄巻は、柄巻である。

掴ませるは、掴ませるである。

栂松は、栂松である。

仕奉人は、仕奉人である。



仕るは、仕るである。

掴まり立ちは、掴まり立ちである。

捕まるは、捕まるである。

掴まるは、掴まるである。

捉まるは、捉まるである。

掴みは、掴みである。

攫みは、攫みである。

掴み合いは、掴み合いである。

掴み合うは、掴み合うである。

掴み洗いは、掴み洗いである。

掴み掛るは、掴み掛るである。

掴み絡げは、掴み絡げである。

掴み金は、掴み金である。

掴み殺すは、掴み殺すである。

掴み差しは、掴み差しである。

柄短は、柄短である。

掴高は、掴高である。

掴み出すは、掴み出すである。

掴み付くは、掴み付くである。

掴み面は、掴み面である。

掴み所は、掴み所である。

掴み取りは、掴み取りである。

掴み取るは、掴み取るである。

掴み投げは、掴み投げである。

掴奉公は、掴奉公である。

束見本は、束見本である。

掴むは、掴むである。

攫むは、攫むである。

つがもないは、つがもないである。

塚屋は、塚屋である。

墓屋は、墓屋である。

疲らかすは、疲らかすである。

疲らしは、疲らしである。

疲らすは、疲らすである。

連は、連である。

鎖は、鎖である。

縋は、縋である。

疲るは、疲るである。

漬かるは、漬かるである。

つがるは、つがるである。

津軽は、津軽である。

連るは、連るである。

鎖るは、鎖るである。

綴るは、綴るである。

津軽海峡は、津軽海峡である。

津軽海峡線は、津軽海峡線である。



津軽三味線は、津軽三味線である。

津軽じょんから節は、津軽じょんから節である。

津軽暖流は、津軽暖流である。

津軽塗は、津軽塗である。

津軽半島は、津軽半島である。

津軽富士は、津軽富士である。

津軽平野は、津軽平野である。

津軽山唄は、津軽山唄である。

疲れは、疲れである。

疲れ乞いは、疲れ乞いである。

疲れ試験は、疲れ試験である。

疲れ果てるは、疲れ果てるである。

疲れるは、疲れるである。

憑かれるは、憑かれるである。

使わし人は、使わし人である。

使わしめは、使わしめである。

使わすは、使わすである。

遣わすは、遣わすである。

使われ者は、使われ者である。

通鑑は、通鑑である。

通鑑紀事本末は、通鑑紀事本末である。

通鑑綱目は、通鑑綱目である。

都監寺は、都監寺である。

都監守は、都監守である。

通鑑続編は、通鑑続編である。

月は、月である。

付きは、付きである。

附きは、附きである。

机は、机である。

尽きは、尽きである。

坏は、坏である。

突きは、突きである。

搗きは、搗きである。

槻は、槻である。

鴇は、鴇である。

つぎは、つぎである。

次は、次である。

継ぎは、継ぎである。

接ぎは、接ぎである。

告ぎは、告ぎである。

付は、付である。

月間は、月間である。

付合いは、付合いである。

付合い酒は、付合い酒である。

付き合うは、付き合うである。

突き合うは、突き合うである。



月明りは、月明りである。

付き上がるは、付き上がるである。

築き上ぐは、築き上ぐである。

突上げは、突上げである。

衝上げは、衝上げである。

突上げ戸は、突上げ戸である。

突上げ庇は、突上げ庇である。

突上げ窓は、突上げ窓である。

突き上げるは、突き上げるである。

継足は、継足である。

突当りは、突当りである。

突き当るは、突き当るである。

衝き当るは、衝き当るである。

継ぎ当ては、継ぎ当てである。

突き当てるは、突き当てるである。

築き余すは、築き余すである。

着き余るは、着き余るである。

突合せは、突合せである。

突合せ継手は、突合せ継手である。

突き合せるは、突き合せるである。

継ぎ合せるは、継ぎ合せるである。

築石は、築石である。

突き出づは、突き出づである。

築磯は、築磯である。

突板は、突板である。

突き出すは、突き出すである。

月一は、月一である。

継糸は、継糸である。

突き入るは、突き入るである。

搗入れは、搗入れである。

突き入れるは、突き入れるである。

衝き居は、衝き居である。

突き動かすは、突き動かすである。

衝き動かすは、衝き動かすである。

搗臼は、搗臼である。

継歌は、継歌である。

続歌は、続歌である。

付き馬は、付き馬である。

継馬は、継馬である。

継漆は、継漆である。

突襟は、突襟である。

継尾は、継尾である。

月岡は、月岡である。

月岡芳年は、月岡芳年である。

月送りは、月送りである。

次送りは、次送りである。



継送りは、継送りである。

月後れは、月後れである。

月遅れは、月遅れである。

突落しは、突落しである。

突き落すは、突き落すである。

月朧は、月朧である。

築替えは、築替えである。

月替えは、月替えである。

吐き返すは、吐き返すである。

突き返すは、突き返すである。

月掛りは、月掛りである。

月懸りは、月懸りである。

突き掛かるは、突き掛かるである。

吐き掛くは、吐き掛くである。

突き欠くは、突き欠くである。

月影は、月影である。

月掛けは、月掛けである。

突懸侍従は、突懸侍従である。

月暈は、月暈である。

月頭は、月頭である。

月数は、月数である。

月瀬は、月瀬である。

月形は、月形である。

月像幢は、月像幢である。

月形半平太は、月形半平太である。

撞鐘は、撞鐘である。

継紙は、継紙である。

継上下は、継上下である。

突き交すは、突き交すである。

月代りは、月代りである。

突鉋は、突鉋である。

接木は、接木である。

継木は、継木である。

突き傷は、突き傷である。

継煙管は、継煙管である。

搗杵は、搗杵である。

接木変異は、接木変異である。

月極めは、月極めである。

月行事は、月行事である。

付き切りは、付き切りである。

突切りは、突切りである。

月切りは、月切りである。

月切駕籠は、月切駕籠である。

突き切るは、突き切るである。

継切れは、継切れである。

突具は、突具である。



継句は、継句である。

月草は、月草である。

鴨跖草は、鴨跖草である。

月草のは、月草のである。

突き崩すは、突き崩すである。

接ぎ薬は、接ぎ薬である。

突具足は、突具足である。

搗き砕くは、搗き砕くである。

注ぎ口は、注ぎ口である。

衝くるまは、衝くるまである。

月毛は、月毛である。

鴾毛は、鴾毛である。

槻欅は、槻欅である。

突き声は、突き声である。

月越しは、月越しである。

月毎は、月毎である。

突込みは、突込みである。

突込帯は、突込帯である。

突き込むは、突き込むである。

搗き込むは、搗き込むである。

築き込むは、築き込むである。

築き籠むは、築き籠むである。

注ぎ込むは、注ぎ込むである。

搗米は、搗米である。

搗米屋は、搗米屋である。

晦は、晦である。

月頃は、月頃である。

突き殺すは、突き殺すである。

突き転ばすは、突き転ばすである。

撞座は、撞座である。

継ぎ棹は、継ぎ棹である。

接ぎ竿は、接ぎ竿である。

撞賢木は、撞賢木である。

突き刺さるは、突き刺さるである。

突き差すは、突き差すである。

突き刺すは、突き刺すである。

次様は、次様である。

月復習は、月復習である。

継色紙は、継色紙である。

築地小劇場は、築地小劇場である。

付き従うは、付き従うである。

付き随うは、付き随うである。

ツキジデスは、ツキジデスである。

尽きし無しは、尽きし無しである。

築地別院は、築地別院である。

月島は、月島である。



月仕舞は、月仕舞である。

付き染むは、付き染むである。

継酌は、継酌である。

継杓は、継杓である。

継三味線は、継三味線である。

搗き精げるは、搗き精げるである。

月尻は、月尻である。

月代は、月代である。

月白は、月白である。

觝ふは、觝ふである。

搗き白むは、搗き白むである。

尽きすは、尽きすである。

月末は、月末である。

突き据えるは、突き据えるである。

突き進むは、突き進むである。

突捨ては、突捨てである。

突捨て槍は、突捨て槍である。

付勢は、付勢である。

月世界は、月世界である。

尽きせぬは、尽きせぬである。

付添いは、付添いである。

付き添うは、付き添うである。

突袖は、突袖である。

築田は、築田である。

接ぎ台は、接ぎ台である。

突倒しは、突倒しである。

突き倒すは、突き倒すである。

突出しは、突出しである。

突出し窓は、突出し窓である。

突出し者は、突出し者である。

築き出すは、築き出すである。

継ぎ足すは、継ぎ足すである。

月立は、月立である。

月立申は、月立申である。

告朔は、告朔である。

月立つは、月立つである。

突き立つは、突き立つである。

搗き立ては、搗き立てである。

継立は、継立である。

継立馬は、継立馬である。

突き立てるは、突き立てるである。

継ぎ立てるは、継ぎ立てるである。

月足らずは、月足らずである。

継ぎつは、継ぎつである。

月月は、月月である。

付き付きは、付き付きである。



継ぎ継ぎは、継ぎ継ぎである。

次次は、次次である。

付き付きしは、付き付きしである。

次次とは、次次とである。

次次には、次次にである。

付きっ切りは、付きっ切りである。

突付けは、突付けである。

突付け商いは、突付け商いである。

突付け売りは、突付け売りである。

突き付けるは、突き付けるである。

突き詰めるは、突き詰めるである。

継手は、継手である。

接手は、接手である。

継手印は、継手印である。

突鉄砲は、突鉄砲である。

突き出るは、突き出るである。

継伝馬は、継伝馬である。

突き通すは、突き通すである。

突き通るは、突き通るである。

突き飛ばすは、突き飛ばすである。

突き止めるは、突き止めるである。

付きとも無いは、付きとも無いである。

月半ばは、月半ばである。

付無事は、付無事である。

月済しは、月済しである。

付無しは、付無しである。

月並は、月並である。

月次は、月次である。

月並会は、月並会である。

月次講は、月次講である。

月並調は、月並調である。

月次絵は、月次絵である。

月次祭は、月次祭である。

月並派は、月並派である。

月並俳句は、月並俳句である。

着き並むは、着き並むである。

月並びは、月並びである。

着き並ぶは、着き並ぶである。

次には、次にである。

着きにけりは、着きにけりである。

月に吠えるは、月に吠えるである。

搗抜き団子は、搗抜き団子である。

突き抜くは、突き抜くである。

搗き抜くは、搗き抜くである。

突抜けは、突抜けである。

突抜け裏は、突抜け裏である。



突き抜けるは、突き抜けるである。

及己は、及己である。

つぎねふは、つぎねふである。

つぎねふやは、つぎねふやである。

裨将は、裨将である。

月の出汐は、月の出汐である。

月の入りは、月の入りである。

月の宴は、月の宴である。

月の扇は、月の扇である。

槻の落葉は、槻の落葉である。

月の顔は、月の顔である。

月の鏡は、月の鏡である。

月の桂は、月の桂である。

月の客は、月の客である。

月の位は、月の位である。

突き退けるは、突き退けるである。

突き除けるは、突き除けるである。

月の氷は、月の氷である。

月の頃は、月の頃である。

月の座は、月の座である。

月の障りは、月の障りである。

月の雫は、月の雫である。

月の霜は、月の霜である。

月の定座は、月の定座である。

月の剣は、月の剣である。

月の出は、月の出である。

月の名残は、月の名残である。

調の布は、調の布である。

月の鼠は、月の鼠である。

月の林は、月の林である。

月の船は、月の船である。

続ぎ登るは、続ぎ登るである。

次の間は、次の間である。

月の眉は、月の眉である。

突鑿は、突鑿である。

月の都は、月の都である。

月の回りは、月の回りである。

月の物は、月の物である。

次の者は、次の者である。

月のゆくへは、月のゆくへである。

月の輪は、月の輪である。

月輪関白は、月輪関白である。

月輪熊は、月輪熊である。

着場は、着場である。

付場は、付場である。

継ぎ端は、継ぎ端である。



継場は、継場である。

継ぎ歯は、継ぎ歯である。

月映えは、月映えである。

継ぎ接ぎは、継ぎ接ぎである。

継橋は、継橋である。

継梯子は、継梯子である。

月初めは、月初めである。

継柱は、継柱である。

継筈は、継筈である。

月機は、月機である。

尽き果てるは、尽き果てるである。

月花は、月花である。

洟は、洟である。

突き放すは、突き放すである。

次縹は、次縹である。

突き食むは、突き食むである。

月払いは、月払いである。

付き張るは、付き張るである。

月番は、月番である。

月日は、月日である。

月日貝は、月日貝である。

海鏡は、海鏡である。

継飛脚は、継飛脚である。

突き膝は、突き膝である。

月額は、月額である。

月人は、月人である。

付人は、付人である。

憑き人は、憑き人である。

月人男は、月人男である。

月日の鼠は、月日の鼠である。

月日山は、月日山である。

継琵琶は、継琵琶である。

月賦は、月賦である。

継ぎ歩は、継ぎ歩である。

月塞がりは、月塞がりである。

継節は、継節である。

次節は、次節である。

月不足は、月不足である。

突歩詰めは、突歩詰めである。

搗き減りは、搗き減りである。

舂き減りは、舂き減りである。

月偏は、月偏である。

接ぎ穂は、接ぎ穂である。

月星日は、月星日である。

月参りは、月参りである。

月跨りは、月跨りである。



月跨げは、月跨げである。

月待は、月待である。

接松は、接松である。

継松は、継松である。

付き纏わるは、付き纏わるである。

付き纏うは、付き纏うである。

築き回すは、築き回すである。

月回りは、月回りである。

月見は、月見である。

月見草は、月見草である。

月見座頭は、月見座頭である。

月見ず月は、月見ず月である。

月見蕎麦は、月見蕎麦である。

月見団子は、月見団子である。

月見月は、月見月である。

月見の宴は、月見の宴である。

拒むは、拒むである。

継結びは、継結びである。

尽き目は、尽き目である。

突き眼は、突き眼である。

舂女は、舂女である。

継目は、継目である。

続目は、続目である。

継目無し鋼管は、継目無し鋼管である。

月詣では、月詣でである。

搗き餅は、搗き餅である。

突き戻すは、突き戻すである。

付きも無いは、付きも無いである。

付き物は、付き物である。

付き者は、付き者である。

継ぎ物は、継ぎ物である。

突矢は、突矢である。

舂屋は、舂屋である。

搗屋は、搗屋である。

月役は、月役である。

月宿は、月宿である。

月雇いは、月雇いである。

突き破るは、突き破るである。

築山は、築山である。

築山殿は、築山殿である。

突槍は、突槍である。

突き遣るは、突き遣るである。

月雪花は、月雪花である。

突き指は、突き指である。

槻弓は、槻弓である。

月夜は、月夜である。



月夜烏は、月夜烏である。

突き寄せるは、突き寄せるである。

月夜茸は、月夜茸である。

月澱は、月澱である。

月読は、月読である。

月夜見は、月夜見である。

月読男は、月読男である。

月読尊は、月読尊である。

月夜見尊は、月夜見尊である。

月読宮は、月読宮である。

月夜見宮は、月夜見宮である。

継羅宇は、継羅宇である。

尽きるは、尽きるである。

竭きるは、竭きるである。

接ぎ蝋は、接ぎ蝋である。

継蝋燭は、継蝋燭である。

築き分くは、築き分くである。

着き渡るは、着き渡るである。

月割は、月割である。

突きん棒は、突きん棒である。

突きん棒漁業は、突きん棒漁業である。

銑は、銑である。

木菟は、木菟である。

木兎は、木兎である。

付くは、付くである。

附くは、附くである。

着くは、着くである。

就くは、就くである。

即くは、即くである。

吐くは、吐くである。

尽くは、尽くである。

竭くは、竭くである。

突くは、突くである。

衝くは、衝くである。

撞くは、撞くである。

搗くは、搗くである。

舂くは、舂くである。

漬くは、漬くである。

築くは、築くである。

次ぐは、次ぐである。

亜ぐは、亜ぐである。

告ぐは、告ぐである。

継ぐは、継ぐである。

接ぐは、接ぐである。

仏掌薯は、仏掌薯である。

仏掌薯山水は、仏掌薯山水である。



案は、案である。

机代は、机代である。

机代の物は、机代の物である。

机つ物は、机つ物である。

土筆は、土筆である。

筑紫は、筑紫である。

尽しは、尽しである。

筑紫箙は、筑紫箙である。

筑紫楽は、筑紫楽である。

筑紫潟は、筑紫潟である。

筑紫鴨は、筑紫鴨である。

筑紫館は、筑紫館である。

筑紫櫛は、筑紫櫛である。

筑紫鞍は、筑紫鞍である。

筑紫恋しは、筑紫恋しである。

筑紫箏は、筑紫箏である。

筑紫路は、筑紫路である。

筑紫次郎は、筑紫次郎である。

筑紫総領は、筑紫総領である。

筑紫薙刀は、筑紫薙刀である。

筑紫の海は、筑紫の海である。

筑紫の奥は、筑紫の奥である。

筑紫人は、筑紫人である。

筑紫琵琶は、筑紫琵琶である。

筑紫船は、筑紫船である。

筑紫平野は、筑紫平野である。

筑紫弓は、筑紫弓である。

筑紫流箏曲は、筑紫流箏曲である。

土筆ん坊は、土筆ん坊である。

尽すは、尽すである。

佃は、佃である。

佃島は、佃島である。

佃煮は、佃煮である。

佃人は、佃人である。

佃節は、佃節である。

熟は、熟である。

つくつく法師は、つくつく法師である。

寒蝉は、寒蝉である。

つくては、つくてである。

作手は、作手である。

つくて場は、つくて場である。

つくとは、つくとである。

木菟鳥は、木菟鳥である。

木菟鳥の島は、木菟鳥の島である。

償いは、償いである。

償うは、償うである。



捏ぬは、捏ぬである。

捏ねは、捏ねである。

捏ね揚げは、捏ね揚げである。

捏ね芋は、捏ね芋である。

捏ね煮は、捏ね煮である。

捏ね人形は、捏ね人形である。

捏ね飯は、捏ね飯である。

捏ね焼きは、捏ね焼きである。

捏ねるは、捏ねるである。

つくねんは、つくねんである。

償い人は、償い人である。

つぐ榔子は、つぐ榔子である。

木菟の国は、木菟の国である。

木菟の島は、木菟の島である。

舶は、舶である。

筑波は、筑波である。

蹲いは、蹲いである。

蹲踞は、蹲踞である。

蹲い様は、蹲い様である。

蹲うは、蹲うである。

月映は、月映である。

筑波颪は、筑波颪である。

筑波技術短期大学は、筑波技術短期大学である。

筑波研究学園都市は、筑波研究学園都市である。

筑波子は、筑波子である。

筑波山は、筑波山である。

筑波山事件は、筑波山事件である。

菟玖波集は、菟玖波集である。

筑波大学は、筑波大学である。

筑波嶺は、筑波嶺である。

衝羽根は、衝羽根である。

衝羽根朝顔は、衝羽根朝顔である。

衝羽根空木は、衝羽根空木である。

衝羽根樫は、衝羽根樫である。

衝羽根草は、衝羽根草である。

筑波の道は、筑波の道である。

筑波問答は、筑波問答である。

蹲るは、蹲るである。

次ぐ日は、次ぐ日である。

噤ぶは、噤ぶである。

突棒は、突棒である。

つくほるは、つくほるである。

突舞は、突舞である。

柱舞は、柱舞である。

筑摩祭は、筑摩祭である。

筑摩御厨は、筑摩御厨である。



津久見は、津久見である。

鶫は、鶫である。

鶇は、鶇である。

つくむは、つくむである。

噤むは、噤むである。

鉗むは、鉗むである。

附目は、附目である。

尽は、尽である。

九十九は、九十九である。

津雲貝塚は、津雲貝塚である。

九十九髪は、九十九髪である。

江浦草髪は、江浦草髪である。

作物司は、作物司である。

作物所は、作物所である。

造物所は、造物所である。

九十九湾は、九十九湾である。

槻矢は、槻矢である。

継山流は、継山流である。

次山流は、次山流である。

つく弓は、つく弓である。

槻弓のは、槻弓のである。

月夜霊は、月夜霊である。

つぐらは、つぐらである。

繕い場は、繕い場である。

繕ふは、繕ふである。

作りは、作りである。

造りは、造りである。

つぐりは、つぐりである。

作り上げるは、作り上げるである。

作り合すは、作り合すである。

作り合せは、作り合せである。

砧は、砧である。

作り出づは、作り出づである。

作り出すは、作り出すである。

作り歌は、作り歌である。

作り唄は、作り唄である。

作り馬は、作り馬である。

作り絵は、作り絵である。

作り枝は、作り枝である。

作り置きは、作り置きである。

作り親は、作り親である。

作り替えは、作り替えである。

作り替えるは、作り替えるである。

作り顔は、作り顔である。

造り掛けるは、造り掛けるである。

作り方は、作り方である。



作り皮は、作り皮である。

作り木は、作り木である。

作り菊は、作り菊である。

作狂言は、作狂言である。

作り口説は、作り口説である。

作り子は、作り子である。

作り碁は、作り碁である。

作り声は、作り声である。

作り言は、作り言である。

作り事は、作り事である。

造り込みは、造り込みである。

作り籠むは、作り籠むである。

作り才子は、作り才子である。

造酒屋は、造酒屋である。

造酒役は、造酒役である。

造り酒は、造り酒である。

造り止すは、造り止すである。

作り様は、作り様である。

作り鮫は、作り鮫である。

作り字は、作り字である。

作り捨つは、作り捨つである。

作り損うは、作り損うである。

作り初めは、作り初めである。

作り田は、作り田である。

作り倒れは、作り倒れである。

作り茸は、作り茸である。

造太刀は、造太刀である。

作り立ては、作り立てである。

作り立てるは、作り立てるである。

作り付けは、作り付けである。

作り付けるは、作り付けるである。

作り土は、作り土である。

作り爪は、作り爪である。

作り手は、作り手である。

つくりとは、つくりとである。

作り取りは、作り取りである。

作り名は、作り名である。

作り直すは、作り直すである。

作り泣きは、作り泣きである。

作り成すは、作り成すである。

造庭は、造庭である。

作能は、作能である。

造り花は、造り花である。

作り話は、作り話である。

作り髭は、作り髭である。

作り額は、作り額である。



作り人は、作り人である。

作り文は、作り文である。

作り仏は、作り仏である。

作り眼は、作り眼である。

作り眉は、作り眉である。

作り身は、作り身である。

作り水は、作り水である。

作り道は、作り道である。

作り冥加は、作り冥加である。

作り物は、作り物である。

作り物語は、作り物語である。

作り奴は、作り奴である。

作り病は、作り病である。

造山古墳は、造山古墳である。

作り山伏は、作り山伏である。

作り笑いは、作り笑いである。

作るは、作るである。

造るは、造るである。

粧鉄は、粧鉄である。

ツグルク朝は、ツグルク朝である。

繕いは、繕いである。

繕い草は、繕い草である。

繕い口は、繕い口である。

繕ひ立つは、繕ひ立つである。

繕い物は、繕い物である。

繕うは、繕うである。

付けは、付けである。

附けは、附けである。

つげは、つげである。

告げは、告げである。

黄楊は、黄楊である。

柘植は、柘植である。

付合は、付合である。

付け上がるは、付け上がるである。

付け揚げは、付け揚げである。

付合せは、付合せである。

付け合せるは、付け合せるである。

付石は、付石である。

付け出すは、付け出すである。

つけ糸は、つけ糸である。

付入りは、付入りである。

付け入るは、付け入るである。

付歌は、付歌である。

付馬は、付馬である。

漬梅は、漬梅である。

付売は、付売である。



漬瓜は、漬瓜である。

菜瓜は、菜瓜である。

付け落ちは、付け落ちである。

付け落しは、付け落しである。

付帯は、付帯である。

付け替えるは、付け替えるである。

付掛けは、付掛けである。

付金は、付金である。

付紙は、付紙である。

付髪は、付髪である。

付鴨居は、付鴨居である。

付家老は、付家老である。

付為替は、付為替である。

付木は、付木である。

付木突きは、付木突きである。

漬け漁業は、漬け漁業である。

付句は、付句である。

黄楊櫛は、黄楊櫛である。

付け薬は、付け薬である。

告げ口は、告げ口である。

付け加えるは、付け加えるである。

付け景気は、付け景気である。

付け元気は、付け元気である。

付子は、付子である。

付声は、付声である。

付込みは、付込みである。

付込帳は、付込帳である。

付け込むは、付け込むである。

漬け込むは、漬け込むである。

付衣は、付衣である。

付下げは、付下げである。

付け差しは、付け差しである。

告げ諭すは、告げ諭すである。

付師は、付師である。

漬柴は、漬柴である。

付祝言は、付祝言である。

付書院は、付書院である。

付状は、付状である。

付けじらは、付けじらである。

告げ知らせるは、告げ知らせるである。

付け汁は、付け汁である。

付城は、付城である。

付け争いは、付け争いである。

付け争ふは、付け争ふである。

付け添えるは、付け添えるである。

付台は、付台である。



付竹は、付竹である。

付足しは、付足しである。

付出しは、付出しである。

付け足すは、付け足すである。

付立ては、付立てである。

付立て筆は、付立て筆である。

付け知恵は、付け知恵である。

付帳は、付帳である。

つけつけは、つけつけである。

付けっ放しは、付けっ放しである。

付床は、付床である。

付け所は、付け所である。

着け所は、着け所である。

付け届けは、付け届けである。

漬菜は、漬菜である。

付け値は、付け値である。

付け根は、付け根である。

付け狙うは、付け狙うである。

黄楊の小櫛は、黄楊の小櫛である。

漬葉は、漬葉である。

付け場は、付け場である。

付柱は、付柱である。

付け鼻は、付け鼻である。

漬針は、漬針である。

付け火は、付け火である。

付け髭は、付け髭である。

付け人は、付け人である。

付け紐は、付け紐である。

付拍子は、付拍子である。

付け鬢は、付け鬢である。

付け布施は、付け布施である。

付け札は、付け札である。

付け文は、付け文である。

告文は、告文である。

付ペンは、付ペンである。

付け黒子は、付け黒子である。

黄楊枕は、黄楊枕である。

付け髷は、付け髷である。

付け睫毛は、付け睫毛である。

付祭は、付祭である。

付け回すは、付け回すである。

付け回るは、付け回るである。

告げ回るは、告げ回るである。

付け目は、付け目である。

付物は、付物である。

漬物は、漬物である。



付け焼きは、付け焼きである。

付焼刃は、付焼刃である。

告げ遣るは、告げ遣るである。

付けるは、付けるである。

附けるは、附けるである。

着けるは、着けるである。

就けるは、就けるである。

即けるは、即けるである。

漬けるは、漬けるである。

告げるは、告げるである。

つけろ売買は、つけろ売買である。

付け分けは、付け分けである。

都合は、都合である。

つこうどは、つこうどである。

仕人は、仕人である。

つかうど声は、つかうど声である。

つこど声は、つこど声である。

晦日は、晦日である。

晦方は、晦方である。

晦蕎麦は、晦蕎麦である。

津阪は、津阪である。

津阪東陽は、津阪東陽である。

津崎は、津崎である。

津崎矩子は、津崎矩子である。

つしは、つしである。

辻は、辻である。

旋毛は、旋毛である。

辻商いは、辻商いである。

辻行灯は、辻行灯である。

辻占は、辻占である。

辻占煎餅は、辻占煎餅である。

辻売は、辻売である。

辻踊は、辻踊である。

辻駕籠は、辻駕籠である。

旋風は、旋風である。

辻風は、辻風である。

辻固めは、辻固めである。

辻が花は、辻が花である。

辻髪は、辻髪である。

辻冠者は、辻冠者である。

辻勧進は、辻勧進である。

辻君は、辻君である。

辻斬は、辻斬である。

辻車は、辻車である。

辻毛は、辻毛である。

辻芸は、辻芸である。



辻講釈は、辻講釈である。

辻強盗は、辻強盗である。

辻酒盛は、辻酒盛である。

辻山道は、辻山道である。

辻地蔵は、辻地蔵である。

辻芝居は、辻芝居である。

辻争いは、辻争いである。

辻相撲は、辻相撲である。

辻説法は、辻説法である。

辻善之助は、辻善之助である。

辻立ちは、辻立ちである。

辻談義は、辻談義である。

辻褄は、辻褄である。

辻堂は、辻堂である。

辻灯籠は、辻灯籠である。

辻捕は、辻捕である。

辻取は、辻取である。

辻直四郎は、辻直四郎である。

辻能は、辻能である。

辻の番太は、辻の番太である。

辻馬車は、辻馬車である。

辻噺は、辻噺である。

辻番は、辻番である。

辻番所は、辻番所である。

辻番付は、辻番付である。

辻番人は、辻番人である。

辻番火鉢は、辻番火鉢である。

辻片は、辻片である。

辻総は、辻総である。

辻札は、辻札である。

辻法印は、辻法印である。

辻放下は、辻放下である。

辻宝引は、辻宝引である。

津島は、津島である。

対馬伊呂波は、対馬伊呂波である。

対馬音は、対馬音である。

対馬海峡は、対馬海峡である。

対馬海流は、対馬海流である。

辻待ちは、辻待ちである。

辻祭は、辻祭である。

対馬砥は、対馬砥である。

津島祭は、津島祭である。

対馬焼は、対馬焼である。

対馬山猫は、対馬山猫である。

対馬読みは、対馬読みである。

辻店は、辻店である。



つじむは、つじむである。

辻無外流は、辻無外流である。

辻村は、辻村である。

辻村伊助は、辻村伊助である。

辻飯は、辻飯である。

つしやかは、つしやかである。

辻社は、辻社である。

通障子は、通障子である。

十は、十である。

十九は、十九である。

筒は、筒である。

つず縄は、つず縄である。

寸莎は、寸莎である。

蔦は、蔦である。

津田は、津田である。

伝いは、伝いである。

伝い歩きは、伝い歩きである。

伝い橋は、伝い橋である。

伝い道は、伝い道である。

伝うは、伝うである。

津田梅子は、津田梅子である。

蔦漆は、蔦漆である。

伝えは、伝えである。

伝え聞きは、伝え聞きである。

伝え聞くは、伝え聞くである。

伝え言は、伝え言である。

伝え授けるは、伝え授けるである。

伝え知るは、伝え知るである。

伝へ取るは、伝へ取るである。

伝えの城は、伝えの城である。

伝え話は、伝え話である。

伝え人は、伝え人である。

伝えるは、伝えるである。

蔦温泉は、蔦温泉である。

蔦葛は、蔦葛である。

段るは、段るである。

津田監物は、津田監物である。

津出しは、津出しである。

津田塾大学は、津田塾大学である。

津田助直は、津田助直である。

津田助広は、津田助広である。

津田青楓は、津田青楓である。

津田左右吉は、津田左右吉である。

津田宗及は、津田宗及である。

津田宗達は、津田宗達である。

つだつだは、つだつだである。



拙いは、拙いである。

津田沼は、津田沼である。

蔦唐丸は、蔦唐丸である。

蔦の細道は、蔦の細道である。

津田真道は、津田真道である。

つ吐は、つ吐である。

蔦紅葉は、蔦紅葉である。

蔦紅葉宇都谷峠は、蔦紅葉宇都谷峠である。

蔦屋は、蔦屋である。

蔦屋重三郎は、蔦屋重三郎である。

漂ふは、漂ふである。

蕩ふは、蕩ふである。

ったらは、ったらである。

伝わり物は、伝わり物である。

伝わるは、伝わるである。

ツタンカーメンは、ツタンカーメンである。

ツタンクアーメンは、ツタンクアーメンである。

土は、土である。

槌は、槌である。

犯土は、犯土である。

土商は、土商である。

土木通は、土木通である。

土遊びは、土遊びである。

土井は、土井である。

土居は、土居である。

土いきれは、土いきれである。

土弄りは、土弄りである。

土一揆は、土一揆である。

土井晩翠は、土井晩翠である。

土忌は、土忌である。

土入れは、土入れである。

土色は、土色である。

土浦は、土浦である。

土餌は、土餌である。

土大根は、土大根である。

槌音は、槌音である。

培うは、培うである。

土蛙は、土蛙である。

土柿は、土柿である。

土籃は、土籃である。

土型は、土型である。

土壁は、土壁である。

土公は、土公である。

土臭いは、土臭いである。

土蜘蛛は、土蜘蛛である。

土蜘は、土蜘である。



土倉は、土倉である。

窖は、窖である。

土栗は、土栗である。

土車は、土車である。

槌車は、槌車である。

土塊は、土塊である。

土塊鳩は、土塊鳩である。

土気は、土気である。

土気色は、土気色である。

土煙は、土煙である。

槌骨は、槌骨である。

土捏ねは、土捏ねである。

土小屋は、土小屋である。

土細工は、土細工である。

土崎は、土崎である。

土狭間は、土狭間である。

土敷は、土敷である。

腴は、腴である。

土製は、土製である。

土銭は、土銭である。

土田は、土田である。

土田杏村は、土田杏村である。

土出しは、土出しである。

土田麦僊は、土田麦僊である。

独活は、独活である。

土付かずは、土付かずである。

土戸は、土戸である。

土殿は、土殿である。

土留めは、土留めである。

土留め桟は、土留め桟である。

土鳥黐は、土鳥黐である。

蛇菰は、蛇菰である。

土鍋は、土鍋である。

土均しは、土均しである。

土平しは、土平しである。

土人形は、土人形である。

戊は、戊である。

土の神は、土の神である。

槌の子は、槌の子である。

土の団子は、土の団子である。

己は、己である。

土橋は、土橋である。

土薑は、土薑である。

土蜂は、土蜂である。

土磔は、土磔である。

土払いは、土払いである。



土針は、土針である。

土斑猫は、土斑猫である。

地胆は、地胆である。

犯土日は、犯土日である。

槌引は、槌引である。

土廂は、土廂である。

土葺は、土葺である。

土豚は、土豚である。

土船は、土船である。

土踏まずは、土踏まずである。

土篩は、土篩である。

土偏は、土偏である。

土穂は、土穂である。

土埃は、土埃である。

土穿りは、土穿りである。

地蛍は、地蛍である。

蛍蛆は、蛍蛆である。

土穂団子は、土穂団子である。

土仏は、土仏である。

土祭は、土祭である。

土見は、土見である。

土御門は、土御門である。

土御門様は、土御門様である。

土御門神道は、土御門神道である。

土御門内裏は、土御門内裏である。

土御門天皇は、土御門天皇である。

土御門殿は、土御門殿である。

土御門通親は、土御門通親である。

土室は、土室である。

土持は、土持である。

土黐は、土黐である。

土門は、土門である。

土屋は、土屋である。

土焼は、土焼である。

土屋倉は、土屋倉である。

土櫓は、土櫓である。

土屋文明は、土屋文明である。

土山は、土山である。

土山黐は、土山黐である。

土屋安親は、土屋安親である。

土屋温直は、土屋温直である。

土湯温泉は、土湯温泉である。

土寄せは、土寄せである。

土牢は、土牢である。

土割りは、土割りである。

鶺鴒は、鶺鴒である。



伝つは、伝つである。

つつは、つつである。

筒穴は、筒穴である。

筒井は、筒井である。

筒居は、筒居である。

筒井順慶は、筒井順慶である。

筒井筒は、筒井筒である。

津津浦浦は、津津浦浦である。

筒領は、筒領である。

筒落は、筒落である。

つづ桶は、つづ桶である。

筒落米は、筒落米である。

筒音は、筒音である。

筒落帚は、筒落帚である。

恙は、恙である。

突っ支いは、突っ支いである。

突っ支うは、突っ支うである。

突っ返すは、突っ返すである。

突っ掛かるは、突っ掛かるである。

突っ掛けは、突っ掛けである。

突っ掛け草履は、突っ掛け草履である。

突っ掛け者は、突っ掛け者である。

突っ掛けるは、突っ掛けるである。

恙無いは、恙無いである。

恙虫は、恙虫である。

恙虫病は、恙虫病である。

筒粥の神事は、筒粥の神事である。

筒瓦は、筒瓦である。

続きは、続きである。

続き間は、続き間である。

続き合いは、続き合いである。

続き絵は、続き絵である。

続書は、続書である。

続柄は、続柄である。

続狂言は、続狂言である。

続小札は、続小札である。

続平緒は、続平緒である。

続き物は、続き物である。

筒切りは、筒切りである。

突っ切りバイトは、突っ切りバイトである。

突っ切るは、突っ切るである。

続くは、続くである。

つっくすむは、つっくすむである。

筒口は、筒口である。

ツックマイアーは、ツックマイアーである。

惣暗は、惣暗である。



つっくりは、つっくりである。

つづくりは、つづくりである。

つっくるみは、つっくるみである。

淋滲は、淋滲である。

続けは、続けである。

続け歌は、続け歌である。

続け打ちは、続け打ちである。

続け書きは、続け書きである。

続け様は、続け様である。

続け字は、続け字である。

続けるは、続けるである。

突慳貪は、突慳貪である。

筒転しは、筒転しである。

突っ転すは、突っ転すである。

突っ込みは、突っ込みである。

突っ込み売りは、突っ込み売りである。

突っ込み帯は、突っ込み帯である。

突っ込み差しは、突っ込み差しである。

突っ込み髷は、突っ込み髷である。

突っ込むは、突っ込むである。

突っ殺すは、突っ殺すである。

つっころばしは、つっころばしである。

突っ転ばすは、突っ転ばすである。

都都古別神社は、都都古別神社である。

筒先は、筒先である。

筒咲きは、筒咲きである。

突っ支ふは、突っ支ふである。

躑躅は、躑躅である。

躑躅科は、躑躅科である。

躑躅花は、躑躅花である。

慎まるは、慎まるである。

慎みは、慎みである。

慎み深いは、慎み深いである。

慎むは、慎むである。

謹むは、謹むである。

筒尻は、筒尻である。

つづしり歌は、つづしり歌である。

つづしるは、つづしるである。

つづしろうは、つづしろうである。

謹んでは、謹んでである。

筒臑当は、筒臑当である。

筒袖は、筒袖である。

筒袖羽織は、筒袖羽織である。

筒竹は、筒竹である。

突っ立つは、突っ立つである。

突っ立てるは、突っ立てるである。



筒茶碗は、筒茶碗である。

つっつは、つっつである。

突っ突くは、突っ突くである。

筒っぽは、筒っぽである。

つっとは、つっとである。

筒鳥は、筒鳥である。

筒苗は、筒苗である。

つつなはせ鳥は、つつなはせ鳥である。

筒抜きは、筒抜きである。

筒貫は、筒貫である。

筒抜けは、筒抜けである。

筒挟みは、筒挟みである。

筒柱は、筒柱である。

突っ走るは、突っ走るである。

つっぱとは、つっぱとである。

突っ放すは、突っ放すである。

突っ撥ねるは、突っ撥ねるである。

突っ張りは、突っ張りである。

支は、支である。

突っ張るは、突っ張るである。

筒姫は、筒姫である。

突っ伏すは、突っ伏すである。

つっぽりは、つっぽりである。

障まふは、障まふである。

慎ましいは、慎ましいである。

慎ましやかは、慎ましやかである。

つつまなばしらは、つつまなばしらである。

筒守は、筒守である。

約やかは、約やかである。

約まるは、約まるである。

包みは、包みである。

裹みは、裹みである。

堤は、堤である。

慎は、慎である。

鼓は、鼓である。

包井は、包井である。

包み飯は、包み飯である。

裹み飯は、裹み飯である。

鼓唄は、鼓唄である。

包み討ちは、包み討ちである。

包み覆いは、包み覆いである。

包み隠しは、包み隠しである。

包み隠すは、包み隠すである。

包み飾るは、包み飾るである。

包み金は、包み金である。

包構えは、包構えである。



包み紙は、包み紙である。

包瓦は、包瓦である。

疏瓦は、疏瓦である。

堤瓦は、堤瓦である。

包銀は、包銀である。

鼓草は、鼓草である。

裹具足は、裹具足である。

包み込むは、包み込むである。

包み籠むは、包み籠むである。

包じいらは、包じいらである。

包状は、包状である。

堤中納言は、堤中納言である。

堤中納言物語は、堤中納言物語である。

包胴は、包胴である。

包み泣きは、包み泣きである。

恙無しは、恙無しである。

堤人形は、堤人形である。

包表紙は、包表紙である。

堤奉行は、堤奉行である。

包袋は、包袋である。

包み文は、包み文である。

堤宝山流は、堤宝山流である。

包み釦は、包み釦である。

鼓釦は、鼓釦である。

包み物は、包み物である。

包み焼は、包み焼である。

堤焼は、堤焼である。

包むは、包むである。

裹むは、裹むである。

障むは、障むである。

恙むは、恙むである。

囁くは、囁くである。

約めるは、約めるである。

美人局は、美人局である。

惣闇は、惣闇である。

葛は、葛である。

葛籠馬は、葛籠馬である。

葛箙は、葛箙である。

葛折は、葛折である。

つづらかは、つづらかである。

葛笠は、葛笠である。

葛籠笠は、葛籠笠である。

葛切付は、葛切付である。

葛籠は、葛籠である。

葛藤は、葛藤である。

防已は、防已である。



葛藤科は、葛藤科である。

藤簍冊子は、藤簍冊子である。

葛帽子は、葛帽子である。

葛籠回しは、葛籠回しである。

綴りは、綴りである。

綴り合せるは、綴り合せるである。

綴方は、綴方である。

つづりさせは、つづりさせである。

綴り字は、綴り字である。

綴りの袖は、綴りの袖である。

綴れは、綴れである。

綴れ織は、綴れ織である。

綴れ衣は、綴れ衣である。

綴れ刺せ蟋蟀は、綴れ刺せ蟋蟀である。

綴れ錦は、綴れ錦である。

っては、ってである。

伝は、伝である。

伝言は、伝言である。

ってばは、ってばである。

苞は、苞である。

苞苴は、苞苴である。

つとは、つとである。

都度は、都度である。

髱上げは、髱上げである。

集いは、集いである。

衝突入りは、衝突入りである。

髱入れは、髱入れである。

津藤は、津藤である。

集うは、集うである。

苞黍は、苞黍である。

髱差しは、髱差しである。

都度都度は、都度都度である。

苞豆腐は、苞豆腐である。

髱無しの投島田は、髱無しの投島田である。

苞納豆は、苞納豆である。

夙には、夙にである。

髱挟みは、髱挟みである。

勤まるは、勤まるである。

務まるは、務まるである。

勤むは、勤むである。

努むは、努むである。

務むは、務むである。

力むは、力むである。

勉むは、勉むである。

勤めは、勤めである。

務めは、務めである。



津留は、津留である。

勤め上げるは、勤め上げるである。

勤方帳は、勤方帳である。

勤め気は、勤め気である。

勤め口は、勤め口である。

勤め子は、勤め子である。

勤め盛りは、勤め盛りである。

勤め先は、勤め先である。

つとめては、つとめてである。

努めては、努めてである。

勉めては、勉めてである。

力めては、力めてである。

勤め人は、勤め人である。

勤め奉公は、勤め奉公である。

勤め向きは、勤め向きである。

勤めるは、勤めるである。

努めるは、努めるである。

務めるは、務めるである。

力めるは、力めるである。

勉めるは、勉めるである。

綱は、綱である。

ツナは、ツナである。

綱打ち節供は、綱打ち節供である。

綱長井は、綱長井である。

繋がりは、繋がりである。

繋がるは、繋がるである。

繋ぎは、繋ぎである。

繋ぎ合せるは、繋ぎ合せるである。

繋糸織は、繋糸織である。

繋馬は、繋馬である。

繋ぎ売りは、繋ぎ売りである。

繋ぎ香奠は、繋ぎ香奠である。

繋ぎ資金は、繋ぎ資金である。

繋ぎ城は、繋ぎ城である。

繋ぎ銭は、繋ぎ銭である。

繋ぎ止めるは、繋ぎ止めるである。

繋ぎ鳥屋は、繋ぎ鳥屋である。

繋ぎ取引は、繋ぎ取引である。

繋ぎ柱は、繋ぎ柱である。

繋ぎ船は、繋ぎ船である。

繋ぎ目は、繋ぎ目である。

繋ぎ融資は、繋ぎ融資である。

綱具は、綱具である。

繋ぐは、繋ぐである。

綱繰は、綱繰である。

綱車は、綱車である。



繋げるは、繋げるである。

つなしは、つなしである。

綱島は、綱島である。

綱島梁川は、綱島梁川である。

綱竦みは、綱竦みである。

綱麻は、綱麻である。

綱手は、綱手である。

綱手縄は、綱手縄である。

綱手船は、綱手船である。

綱鳥は、綱鳥である。

綱貫は、綱貫である。

貫くは、貫くである。

綱根は、綱根である。

綱場は、綱場である。

綱橋は、綱橋である。

綱火は、綱火である。

綱曳きは、綱曳きである。

綱引きは、綱引きである。

綱曳くは、綱曳くである。

綱開きは、綱開きである。

綱広は、綱広である。

津波は、津波である。

津浪は、津浪である。

綱目は、綱目である。

綱館は、綱館である。

綱渡しは、綱渡しである。

綱渡りは、綱渡りである。

角は、角である。

常足は、常足である。

常御殿は、常御殿である。

常式は、常式である。

常装束は、常装束である。

常常は、常常である。

常体は、常体である。

恒藤は、恒藤である。

恒藤恭は、恒藤恭である。

常時は、常時である。

恒良親王は、恒良親王である。

常並は、常並である。

常には、常にである。

常御所は、常御所である。

常日頃は、常日頃である。

常人は、常人である。

経政は、経政である。

経正は、経正である。

抓るは、抓るである。



角合口は、角合口である。

角箙は、角箙である。

角貝は、角貝である。

角書は、角書である。

角隠しは、角隠しである。

角鏑は、角鏑である。

角髪は、角髪である。

角柄は、角柄である。

角木は、角木である。

角木割は、角木割である。

津国は、津国である。

津国のは、津国のである。

津国屋藤兵衛は、津国屋藤兵衛である。

角ぐむは、角ぐむである。

角繰は、角繰である。

角粉は、角粉である。

角苔類は、角苔類である。

角胡麻は、角胡麻である。

角細工は、角細工である。

角先は、角先である。

角尖は、角尖である。

角鮫は、角鮫である。

つのさわうは、つのさわうである。

角絞りは、角絞りである。

都農神社は、都農神社である。

角頭巾は、角頭巾である。

角蝉は、角蝉である。

角草履は、角草履である。

角大師は、角大師である。

角出は、角出である。

角立つは、角立つである。

角盥は、角盥である。

角樽は、角樽である。

角突きは、角突きである。

角突合いは、角突合いである。

角付合いは、角付合いである。

角付けは、角付けである。

角蜥蜴は、角蜥蜴である。

角蜻蛉は、角蜻蛉である。

角葉書は、角葉書である。

角箸は、角箸である。

角榛は、角榛である。

角筈は、角筈である。

角笛は、角笛である。

角筆は、角筆である。

角偏は、角偏である。



角叉は、角叉である。

角土産は、角土産である。

角結びは、角結びである。

角目立つは、角目立つである。

角目突合いは、角目突合いである。

角本は、角本である。

角元は、角元である。

角屋は、角屋である。

角箭は、角箭である。

角屋造は、角屋造である。

角弓は、角弓である。

角竜は、角竜である。

募るは、募るである。

贖るは、贖るである。

鍔は、鍔である。

鐔は、鐔である。

ツパイは、ツパイである。

椿井大塚山古墳は、椿井大塚山古墳である。

海石榴市は、海石榴市である。

椿市は、椿市である。

椿餅は、椿餅である。

椿桃は、椿桃である。

光桃は、光桃である。

唾打は、唾打である。

鍔打は、鍔打である。

鍔音は、鍔音である。

鍔刀は、鍔刀である。

海石榴は、海石榴である。

山茶は、山茶である。

椿油は、椿油である。

椿大神社は、椿大神社である。

唾汁は、唾汁である。

椿椿山は、椿椿山である。

椿灰は、椿灰である。

椿姫は、椿姫である。

鍔際は、鍔際である。

唾くは、唾くである。

凸むは、凸むである。

燕は、燕である。

燕魚は、燕魚である。

燕口は、燕口である。

燕岳は、燕岳である。

翼は、翼である。

唾するは、唾するである。

鍔迫り合いは、鍔迫り合いである。

鍔継手は、鍔継手である。



茅花かすは、茅花かすである。

茅花抜こは、茅花抜こである。

鍔鳴りは、鍔鳴りである。

鐔鑿は、鐔鑿である。

詳らかは、詳らかである。

審らかは、審らかである。

詳らけしは、詳らけしである。

鍔広は、鍔広である。

つばまるは、つばまるである。

燕合せは、燕合せである。

燕尾は、燕尾である。

燕万年青は、燕万年青である。

燕返しは、燕返しである。

燕このしろは、燕このしろである。

燕去り月は、燕去り月である。

燕算用は、燕算用である。

燕水仙は、燕水仙である。

燕千鳥は、燕千鳥である。

燕銛は、燕銛である。

鍔元は、鍔元である。

委曲は、委曲である。

委曲かは、委曲かである。

委曲には、委曲にである。

ツバルは、ツバルである。

つびは、つびである。

粒は、粒である。

海螺は、海螺である。

壺は、壺である。

螺は、螺である。

つぶ袷は、つぶ袷である。

粒餡は、粒餡である。

粒餌は、粒餌である。

粒桐は、粒桐である。

粒切れは、粒切れである。

粒銀は、粒銀である。

土穂供養は、土穂供養である。

具には、具にである。

悉には、悉にである。

備には、備にである。

粒鮫は、粒鮫である。

潰しは、潰しである。

潰し餡は、潰し餡である。

粒椎茸は、粒椎茸である。

潰し金は、潰し金である。

潰し島田は、潰し島田である。

潰し値段は、潰し値段である。



粒状は、粒状である。

陰虱は、陰虱である。

潰すは、潰すである。

粒揃いは、粒揃いである。

粒立つは、粒立つである。

つぶつぶは、つぶつぶである。

円円は、円円である。

粒粒は、粒粒である。

粒粒書きは、粒粒書きである。

飛礫は、飛礫である。

飛礫打ちは、飛礫打ちである。

飛礫文字は、飛礫文字である。

つぶとは、つぶとである。

踝は、踝である。

奴は、奴である。

つぶ髷は、つぶ髷である。

つぶみは、つぶみである。

呟めくは、呟めくである。

呟きは、呟きである。

呟き声は、呟き声である。

呟き言は、呟き言である。

呟くは、呟くである。

粒選りは、粒選りである。

円らは、円らである。

円らかは、円らかである。

円ら椎は、円ら椎である。

潰らはしは、潰らはしである。

頭は、頭である。

鷸子は、鷸子である。

潰るは、潰るである。

瞑るは、瞑るである。

潰れは、潰れである。

潰れ笠は、潰れ笠である。

潰れ傘は、潰れ傘である。

円石は、円石である。

潰れ地は、潰れ地である。

潰れ百姓は、潰れ百姓である。

潰れるは、潰れるである。

つべいは、つべいである。

つべこべは、つべこべである。

つべしは、つべしである。

つべしいは、つべしいである。

冷たいは、冷たいである。

津辺多貝は、津辺多貝である。

つべたましは、つべたましである。

つべつべは、つべつべである。



つべつべしは、つべつべしである。

つべらこべらは、つべらこべらである。

ツベルクリンは、ツベルクリンである。

ツベルクリン反応は、ツベルクリン反応である。

坪は、坪である。

坪当りは、坪当りである。

壺鐙は、壺鐙である。

坪網は、坪網である。

壺網は、壺網である。

坪井は、坪井である。

壺井は、壺井である。

つぼいは、つぼいである。

坪井九馬三は、坪井九馬三である。

壺井栄は、壺井栄である。

坪井正五郎は、坪井正五郎である。

坪井信道は、坪井信道である。

坪井杜国は、坪井杜国である。

壺井義知は、壺井義知である。

壺入りは、壺入りである。

壺煎りは、壺煎りである。

壺入り自慢は、壺入り自慢である。

投壺は、投壺である。

壺打は、壺打である。

坪内は、坪内である。

坪打は、坪打である。

坪内逍遥は、坪内逍遥である。

壺折は、壺折である。

壺笠は、壺笠である。

壺飾は、壺飾である。

壺荘は、壺荘である。

壺金は、壺金である。

坪刈りは、坪刈りである。

坪川は、坪川である。

壺錐は、壺錐である。

壺切の剣は、壺切の剣である。

壺口は、壺口である。

鐙冠は、鐙冠である。

壺冠は、壺冠である。

壺肥は、壺肥である。

壺坂は、壺坂である。

壺阪は、壺阪である。

壺盃は、壺盃である。

壺阪寺は、壺阪寺である。

壺坂霊験記は、壺坂霊験記である。

壺皿は、壺皿である。

壺装束は、壺装束である。



坪菫は、坪菫である。

菫菜は、菫菜である。

坪前栽は、坪前栽である。

壺前栽は、壺前栽である。

壺銭は、壺銭である。

壺袖は、壺袖である。

坪田は、坪田である。

壺鯛は、壺鯛である。

坪田譲治は、坪田譲治である。

つぼつかは、つぼつかである。

壺坏は、壺坏である。

坪付は、坪付である。

壺漬は、壺漬である。

坪付帳は、坪付帳である。

壺壺は、壺壺である。

坪詰は、坪詰である。

坪名は、坪名である。

坪庭は、坪庭である。

局ぬは、局ぬである。

搾ぬは、搾ぬである。

局は、局である。

局歩きは、局歩きである。

局主は、局主である。

局居は、局居である。

局買いは、局買いである。

局笠は、局笠である。

局狂いは、局狂いである。

局女郎は、局女郎である。

局住みは、局住みである。

局棚は、局棚である。

局並びは、局並びである。

局町は、局町である。

壺の碑は、壺の碑である。

壺鑿は、壺鑿である。

壺振りは、壺振りである。

壺掘りは、壺掘りである。

窄まるは、窄まるである。

莟は、莟である。

蕾は、蕾である。

窄み笠は、窄み笠である。

窄むは、窄むである。

蕾むは、蕾むである。

壺虫は、壺虫である。

壺結びは、壺結びである。

窄めるは、窄めるである。

壺屋は、壺屋である。



窄やかは、窄やかである。

壺屋紙は、壺屋紙である。

壺焼は、壺焼である。

壺焼芋は、壺焼芋である。

壺焼塩は、壺焼塩である。

壺焼法は、壺焼法である。

壺胡ぐいは、壺胡ぐいである。

坪量は、坪量である。

爪は、爪である。

妻は、妻である。

夫は、夫である。

褄は、褄である。

爪上りは、爪上りである。

妻板は、妻板である。

爪入は、爪入である。

蹄漏は、蹄漏である。

妻入は、妻入である。

つまえるは、つまえるである。

爪音は、爪音である。

褄御召は、褄御召である。

端折は、端折である。

爪折は、爪折である。

端居は、端居である。

端折笠は、端折笠である。

端折傘は、端折傘である。

妻折傘は、妻折傘である。

端折るは、端折るである。

爪折るは、爪折るである。

妻書は、妻書である。

爪隠しは、爪隠しである。

爪掛けは、爪掛けである。

夫重ねは、夫重ねである。

妻飾りは、妻飾りである。

爪形は、爪形である。

爪刀は、爪刀である。

妻壁は、妻壁である。

爪皮は、爪皮である。

爪革は、爪革である。

爪木は、爪木である。

妻后は、妻后である。

褄黄蝶は、褄黄蝶である。

妻衣は、妻衣である。

爪切りは、爪切りである。

つまぐは、つまぐである。

爪櫛は、爪櫛である。

爪繰るは、爪繰るである。



爪紅は、爪紅である。

端紅は、端紅である。

端黒は、端黒である。

褄黒は、褄黒である。

褄黒横這いは、褄黒横這いである。

つまけは、つまけである。

つまげるは、つまげるである。

妻子は、妻子である。

爪子は、爪子である。

妻籠は、妻籠である。

夫恋いは、夫恋いである。

妻恋いは、妻恋いである。

嬬恋は、嬬恋である。

妻恋い衣は、妻恋い衣である。

妻恋い鳥は、妻恋い鳥である。

妻格子は、妻格子である。

妻虹梁は、妻虹梁である。

端声は、端声である。

夫事は、夫事である。

妻事は、妻事である。

妻琴は、妻琴である。

爪琴は、爪琴である。

夫籠みは、夫籠みである。

妻籠みは、妻籠みである。

夫籠めは、夫籠めである。

妻籠めは、妻籠めである。

妻籠りは、妻籠りである。

妻隠るは、妻隠るである。

爪先は、爪先である。

褄先は、褄先である。

爪先上りは、爪先上りである。

爪先立つは、爪先立つである。

爪指すは、爪指すである。

夫定めは、夫定めである。

妻定めは、妻定めである。

つまされるは、つまされるである。

約しいは、約しいである。

爪調べは、爪調べである。

爪印は、爪印である。

端白は、端白である。

躓きは、躓きである。

躓くは、躓くである。

褄摺は、褄摺である。

褄高は、褄高である。

爪立ちは、爪立ちである。

爪立つは、爪立つである。



爪立てるは、爪立てるである。

爪杖は、爪杖である。

端端は、端端である。

柧手は、柧手である。

妻戸は、妻戸である。

妻問いは、妻問いである。

妻問い婚は、妻問い婚である。

妻問ふは、妻問ふである。

褄取りは、褄取りである。

褄取縅は、褄取縅である。

妻取縅は、妻取縅である。

妻取草は、妻取草である。

柧取るは、柧取るである。

褄取るは、褄取るである。

端取るは、端取るである。

妻取るは、妻取るである。

褄投出しは、褄投出しである。

妻梨は、妻梨である。

夫馴るは、夫馴るである。

妻馴るは、妻馴るである。

爪馴るは、爪馴るである。

爪匂の鎧は、爪匂の鎧である。

爪根は、爪根である。

妻の子は、妻の子である。

夫の子は、夫の子である。

妻の命は、妻の命である。

夫の命は、夫の命である。

爪弾きは、爪弾きである。

褄外れは、褄外れである。

爪外れは、爪外れである。

代指は、代指である。

爪引くは、爪引くである。

妻廂は、妻廂である。

審らけしは、審らけしである。

つま袋は、つま袋である。

つままは、つままである。

撮まれは、撮まれである。

撮まれるは、撮まれるである。

撮みは、撮みである。

摘みは、摘みである。

抓みは、抓みである。

撮み洗いは、撮み洗いである。

撮み食いは、撮み食いである。

撮み込むは、撮み込むである。

撮み細工は、撮み細工である。

摘み田は、摘み田である。



抓高は、抓高である。

撮み出すは、撮み出すである。

摘み髱は、摘み髱である。

撮み取るは、撮み取るである。

撮み菜は、撮み菜である。

撮み縫いは、撮み縫いである。

摘み物は、摘み物である。

撮み股立は、撮み股立である。

撮み羊羹は、撮み羊羹である。

撮むは、撮むである。

摘むは、摘むである。

抓むは、抓むである。

妻迎え船は、妻迎え船である。

端向きは、端向きである。

褄結びは、褄結びである。

爪本は、爪本である。

褄模様は、褄模様である。

妻屋は、妻屋である。

嬬屋は、嬬屋である。

つまやかは、つまやかである。

端社は、端社である。

妻社は、妻社である。

爪遣るは、爪遣るである。

爪楊枝は、爪楊枝である。

妻呼ぶは、妻呼ぶである。

爪縒るは、爪縒るである。

つまらないは、つまらないである。

つまらぬは、つまらぬである。

詰りは、詰りである。

詰まるは、詰まるである。

詰る所は、詰る所である。

爪割れは、爪割れである。

柘は、柘である。

罪は、罪である。

詰みは、詰みである。

錘は、錘である。

雀鷂は、雀鷂である。

摘み上ぐは、摘み上ぐである。

積み上げるは、積み上げるである。

積石は、積石である。

積石塚は、積石塚である。

摘入れは、摘入れである。

積入れは、積入れである。

摘餌は、摘餌である。

罪得がましは、罪得がましである。

罪犯しは、罪犯しである。



積送りは、積送りである。

積み卸しは、積み卸しである。

積み換えは、積み換えである。

積み替えは、積み替えである。

積み返すは、積み返すである。

積み替えるは、積み替えるである。

積み重なるは、積み重なるである。

積み重ねるは、積み重ねるである。

積方は、積方である。

摘み髪は、摘み髪である。

積木は、積木である。

積金は、積金である。

摘み草は、摘み草である。

積み肥は、積み肥である。

積込みは、積込みである。

積み込むは、積み込むである。

罪避り事は、罪避り事である。

罪避り所は、罪避り所である。

罪避るは、罪避るである。

礎は、礎である。

罪代は、罪代である。

罪するは、罪するである。

摘田は、摘田である。

積高は、積高である。

積出しは、積出しである。

積み出すは、積み出すである。

積立ては、積立てである。

積立金は、積立金である。

積み立てるは、積み立てるである。

積樽は、積樽である。

積地は、積地である。

罪作りは、罪作りである。

罪科は、罪科である。

罪と罰は、罪と罰である。

摘み取るは、摘み取るである。

摘み菜は、摘み菜である。

罪なふは、罪なふである。

誅ふは、誅ふである。

罪なへは、罪なへである。

積み直すは、積み直すである。

積荷は、積荷である。

積荷案内は、積荷案内である。

積荷書類は、積荷書類である。

積荷保険は、積荷保険である。

積荷目録は、積荷目録である。

柘の枝伝説は、柘の枝伝説である。



積み残しは、積み残しである。

積み残すは、積み残すである。

罪人は、罪人である。

罪深いは、罪深いである。

罪滅ぼしは、罪滅ぼしである。

積戻しは、積戻しである。

積み戻すは、積み戻すである。

積物は、積物である。

積夜具は、積夜具である。

柘弓は、柘弓である。

摘入は、摘入である。

抓入は、抓入である。

摘み綿は、摘み綿である。

紡錘は、紡錘である。

つむは、つむである。

集むは、集むである。

詰むは、詰むである。

積むは、積むである。

都牟刈の太刀は、都牟刈の太刀である。

紡ぎは、紡ぎである。

紬は、紬である。

紬糸は、紬糸である。

紡ぎ唄は、紡ぎ唄である。

紬織は、紬織である。

紬絣は、紬絣である。

紬縞は、紬縞である。

紡ぐは、紡ぐである。

独楽は、独楽である。

旋毛曲りは、旋毛曲りである。

津村別院は、津村別院である。

頭光は、頭光である。

頭の物は、頭の物である。

培れは、培れである。

つめは、つめである。

詰めは、詰めである。

詰め合いは、詰め合いである。

詰め合ふは、詰め合ふである。

爪痕は、爪痕である。

詰合せは、詰合せである。

詰め合せるは、詰め合せるである。

詰め軍は、詰め軍である。

詰め石は、詰め石である。

詰歌は、詰歌である。

詰襟は、詰襟である。

詰め替えは、詰め替えである。

詰め替えるは、詰め替えるである。



爪蛙は、爪蛙である。

詰め掛けるは、詰め掛けるである。

爪髪は、爪髪である。

爪冠は、爪冠である。

詰め切りは、詰め切りである。

爪切り鋏は、爪切り鋏である。

詰め切るは、詰め切るである。

爪草は、爪草である。

詰草は、詰草である。

爪糞は、爪糞である。

詰組は、詰組である。

爪クラッチは、爪クラッチである。

爪車は、爪車である。

詰碁は、詰碁である。

詰乞いは、詰乞いである。

爪擦りは、爪擦りである。

詰込みは、詰込みである。

詰込み主義は、詰込み主義である。

詰め込むは、詰め込むである。

詰め殺しは、詰め殺しである。

詰座は、詰座である。

詰催促は、詰催促である。

詰酒盛は、詰酒盛である。

詰侍は、詰侍である。

詰衆は、詰衆である。

詰衆並は、詰衆並である。

詰所は、詰所である。

詰将棋は、詰将棋である。

詰陣は、詰陣である。

詰袖は、詰袖である。

冷たは、冷たである。

冷たい戦争は、冷たい戦争である。

津免多貝は、津免多貝である。

爪だには、爪だにである。

冷た物は、冷た物である。

詰茶は、詰茶である。

詰手は、詰手である。

詰めてはは、詰めてはである。

詰徳利は、詰徳利である。

詰め所は、詰め所である。

爪長は、爪長である。

詰梨子地は、詰梨子地である。

詰並は、詰並である。

爪の垢は、爪の垢である。

詰の城は、詰の城である。

詰はは、詰はである。



爪羽鶏は、爪羽鶏である。

詰腹は、詰腹である。

爪判は、爪判である。

詰番は、詰番である。

詰紐は、詰紐である。

詰め開きは、詰め開きである。

詰め開くは、詰め開くである。

詰め伏せるは、詰め伏せるである。

爪磨きは、爪磨きである。

詰物は、詰物である。

詰物箱は、詰物箱である。

詰用心は、詰用心である。

詰め寄せるは、詰め寄せるである。

詰め寄るは、詰め寄るである。

詰めるは、詰めるである。

抓めるは、抓めるである。

爪蓮華は、爪蓮華である。

詰めろは、詰めろである。

詰牢は、詰牢である。

詰論は、詰論である。

詰論議は、詰論議である。

津綟子は、津綟子である。

津元は、津元である。

積りは、積りである。

津守は、津守である。

積り書は、積り書である。

積り貯金は、積り貯金である。

積り物は、積り物である。

積るは、積るである。

積恋雪関扉は、積恋雪関扉である。

艶は、艶である。

津屋は、津屋である。

邸屋は、邸屋である。

艶語りは、艶語りである。

艶紙は、艶紙である。

艶薬は、艶薬である。

艶気は、艶気である。

艶消しは、艶消しである。

艶消し硝子は、艶消し硝子である。

艶事は、艶事である。

艶出しは、艶出しである。

艶種は、艶種である。

艶っぽいは、艶っぽいである。

艶艶は、艶艶である。

つやつやは、つやつやである。

艶艶絹は、艶艶絹である。



艶艶しいは、艶艶しいである。

艶場は、艶場である。

艶話は、艶話である。

艶拭きは、艶拭きである。

艶布巾は、艶布巾である。

艶文は、艶文である。

艶紅は、艶紅である。

津山は、津山である。

津山撥は、津山撥である。

艶めくは、艶めくである。

艶物は、艶物である。

艶物語りは、艶物語りである。

艶やかは、艶やかである。

艶らしは、艶らしである。

液は、液である。

汁は、汁である。

露は、露である。

梅雨は、梅雨である。

黴雨は、黴雨である。

梅雨葵は、梅雨葵である。

梅雨明けは、梅雨明けである。

出梅は、出梅である。

露聊かもは、露聊かもである。

梅雨型は、梅雨型である。

露銀は、露銀である。

露黴は、露黴である。

露草は、露草である。

露草色は、露草色である。

露けしは、露けしである。

梅雨小袖昔八丈は、梅雨小袖昔八丈である。

露隠りの葉月は、露隠りの葉月である。

露寒は、露寒である。

梅雨寒は、梅雨寒である。

露時雨は、露時雨である。

露霜は、露霜である。

露霜のは、露霜のである。

汁蕎麦は、汁蕎麦である。

梅雨空は、梅雨空である。

露玉は、露玉である。

露塵は、露塵である。

梅雨時は、梅雨時である。

梅雨の明けは、梅雨の明けである。

露の命は、露の命である。

梅雨の入りは、梅雨の入りである。

露の台は、露の台である。

露の五郎兵衛は、露の五郎兵衛である。



露の底は、露の底である。

露の間は、露の間である。

露の身は、露の身である。

露の宿は、露の宿である。

露の宿りは、露の宿りである。

露の世は、露の世である。

露は尾花は、露は尾花である。

露許りは、露許りである。

露原は、露原である。

露払いは、露払いである。

梅雨晴は、梅雨晴である。

梅雨冷えは、梅雨冷えである。

露程は、露程である。

露見草は、露見草である。

露虫は、露虫である。

露もは、露もである。

液物は、液物である。

汁物は、汁物である。

露分けは、露分けである。

露分け衣は、露分け衣である。

強いは、強いである。

強がりは、強がりである。

強がるは、強がるである。

強気は、強気である。

強気筋は、強気筋である。

強吟は、強吟である。

強腰は、強腰である。

強東風は、強東風である。

強材料は、強材料である。

強しは、強しである。

強蔵は、強蔵である。

強強は、強強である。

強火は、強火である。

強含みは、強含みである。

強まるは、強まるである。

強みは、強みである。

強めるは、強めるである。

強弓は、強弓である。

強りは、強りである。

強るは、強るである。

弦は、弦である。

面は、面である。

頬は、頬である。

列は、列である。

蔓は、蔓である。

つらは、つらである。



面明りは、面明りである。

面当ては、面当てである。

辛いは、辛いである。

面打ちは、面打ちである。

弦緒は、弦緒である。

面隠しは、面隠しである。

面構えは、面構えである。

輔は、輔である。

面櫛は、面櫛である。

面くせは、面くせである。

面差しは、面差しである。

辛しは、辛しである。

面出しは、面出しである。

面魂は、面魂である。

頬杖は、頬杖である。

面付きは、面付きである。

面作りは、面作りである。

滑滑は、滑滑である。

列列椿は、列列椿である。

列並むは、列並むである。

連なりは、連なりである。

連なるは、連なるである。

列なるは、列なるである。

連なる枝は、連なる枝である。

面憎いは、面憎いである。

連ぬは、連ぬである。

列ぬは、列ぬである。

貫は、貫である。

頬貫は、頬貫である。

連ねは、連ねである。

列ねは、列ねである。

連ね歌は、連ね歌である。

連ね事は、連ね事である。

連詞は、連詞である。

連ねるは、連ねるである。

列ねるは、列ねるである。

面の皮は、面の皮である。

面恥は、面恥である。

頬恥は、頬恥である。

面火は、面火である。

面扶持は、面扶持である。

頬骨は、頬骨である。

捉まへるは、捉まへるである。

辛みは、辛みである。

面見世は、面見世である。

面汚しは、面汚しである。



氷は、氷である。

氷柱石は、氷柱石である。

列くは、列くである。

つらりとは、つらりとである。

釣られるは、釣られるである。

釣りは、釣りである。

吊りは、吊りである。

釣合は、釣合である。

釣合錘は、釣合錘である。

釣合試験は、釣合試験である。

釣合人形は、釣合人形である。

釣り合うは、釣り合うである。

釣り上がるは、釣り上がるである。

吊り上がるは、吊り上がるである。

釣上げは、釣上げである。

釣り上げるは、釣り上げるである。

吊り上げるは、吊り上げるである。

釣虻は、釣虻である。

吊虻は、吊虻である。

長吻虻は、長吻虻である。

釣行灯は、釣行灯である。

吊井は、吊井である。

ツリーは、ツリーである。

釣衣架は、釣衣架である。

釣糸は、釣糸である。

ツリウムは、ツリウムである。

釣餌は、釣餌である。

釣枝は、釣枝である。

吊枝は、吊枝である。

吊り落しは、吊り落しである。

釣り落すは、釣り落すである。

釣御前は、釣御前である。

釣女は、釣女である。

釣替えは、釣替えである。

釣柿は、釣柿である。

釣書は、釣書である。

吊書は、吊書である。

釣籠は、釣籠である。

吊籠は、吊籠である。

釣金は、釣金である。

釣鐘は、釣鐘である。

釣鐘墨は、釣鐘墨である。

釣鐘草は、釣鐘草である。

釣鐘堂は、釣鐘堂である。

釣鐘人参は、釣鐘人参である。

釣鐘マントは、釣鐘マントである。



釣鐘虫は、釣鐘虫である。

釣花瓶は、釣花瓶である。

釣釜は、釣釜である。

釣川は、釣川である。

釣革は、釣革である。

吊革は、吊革である。

吊木は、吊木である。

釣木は、釣木である。

釣狐は、釣狐である。

釣具は、釣具である。

吊り広告は、吊り広告である。

釣格子は、釣格子である。

釣香炉は、釣香炉である。

釣輿は、釣輿である。

釣込み腰は、釣込み腰である。

釣り込むは、釣り込むである。

釣り下がるは、釣り下がるである。

吊り下がるは、吊り下がるである。

釣り下げるは、釣り下げるである。

吊り下げるは、吊り下げるである。

釣師は、釣師である。

釣蔀は、釣蔀である。

釣忍は、釣忍である。

釣島田は、釣島田である。

釣井楼は、釣井楼である。

吊蒸籠は、吊蒸籠である。

釣銭は、釣銭である。

釣台は、釣台である。

釣太鼓は、釣太鼓である。

釣出しは、釣出しである。

吊出しは、吊出しである。

釣り出すは、釣り出すである。

吊り出すは、吊り出すである。

釣棚は、釣棚である。

吊棚は、吊棚である。

釣提灯は、釣提灯である。

釣束は、釣束である。

釣り付けるは、釣り付けるである。

釣手は、釣手である。

釣天狗は、釣天狗である。

釣天井は、釣天井である。

吊天井は、吊天井である。

釣戸は、釣戸である。

釣道具は、釣道具である。

釣灯台は、釣灯台である。

釣灯籠は、釣灯籠である。



釣どおしは、釣どおしである。

釣床は、釣床である。

吊床は、吊床である。

釣戸棚は、釣戸棚である。

吊戸棚は、吊戸棚である。

釣殿は、釣殿である。

釣縄は、釣縄である。

釣の緒は、釣の緒である。

吊橋は、吊橋である。

釣橋は、釣橋である。

釣梯子は、釣梯子である。

吊花は、吊花である。

釣花は、釣花である。

釣花生けは、釣花生けである。

釣鬚は、釣鬚である。

吊紐は、吊紐である。

釣仏壇は、釣仏壇である。

釣舟草は、釣舟草である。

吊文は、吊文である。

釣塀は、釣塀である。

釣堀は、釣堀である。

釣的は、釣的である。

吊目は、吊目である。

吊眼は、吊眼である。

釣元は、釣元である。

釣夜具は、釣夜具である。

釣宿は、釣宿である。

津料は、津料である。

釣夜着は、釣夜着である。

吊輪は、吊輪である。

吊環は、吊環である。

釣枠は、釣枠である。

絃は、絃である。

鶴は、鶴である。

都留は、都留である。

釣るは、釣るである。

吊るは、吊るである。

釣井は、釣井である。

蔓牛は、蔓牛である。

弦打は、弦打である。

蔓梅擬きは、蔓梅擬きである。

鶴岡は、鶴岡である。

弦音は、弦音である。

敦賀は、敦賀である。

鶴賀は、鶴賀である。

蔓返しは、蔓返しである。



鶴岡社参は、鶴岡社参である。

鶴岡総奉行は、鶴岡総奉行である。

鶴岡八幡宮は、鶴岡八幡宮である。

弦掛は、弦掛である。

絃掛は、絃掛である。

鶴ケ島は、鶴ケ島である。

鶴賀節は、鶴賀節である。

鶴亀は、鶴亀である。

鶴亀算は、鶴亀算である。

蔓亀草は、蔓亀草である。

蔓亀葉草は、蔓亀葉草である。

鶴賀若狭掾は、鶴賀若狭掾である。

剣は、剣である。

剣崎は、剣崎である。

剣山は、剣山である。

劔岳は、劔岳である。

剣岳は、剣岳である。

剣太刀は、剣太刀である。

剣の枝は、剣の枝である。

剣の太刀は、剣の太刀である。

剣の舞は、剣の舞である。

剣の山は、剣の山である。

剣羽は、剣羽である。

蔓草は、蔓草である。

鶴頸は、鶴頸である。

蔓胡頽子は、蔓胡頽子である。

ツルゲーネフは、ツルゲーネフである。

蔓苔桃は、蔓苔桃である。

鶴座は、鶴座である。

鶴崎は、鶴崎である。

弦差は、弦差である。

鶴沢は、鶴沢である。

吊しは、吊しである。

吊し上げは、吊し上げである。

吊し上げるは、吊し上げるである。

吊し柿は、吊し柿である。

吊し切りは、吊し切りである。

吊し責めは、吊し責めである。

吊し大根は、吊し大根である。

蔓忍は、蔓忍である。

海金砂は、海金砂である。

吊し棒は、吊し棒である。

蔓植物は、蔓植物である。

吊すは、吊すである。

蔓手繰りは、蔓手繰りである。

弦断ちは、弦断ちである。



蔓立つは、蔓立つである。

つるっとは、つるっとである。

つるつるは、つるつるである。

蔓どくだみは、蔓どくだみである。

蔓菜は、蔓菜である。

蔓無し隠元は、蔓無し隠元である。

弦鍋は、弦鍋である。

鉉鍋は、鉉鍋である。

蔓日日草は、蔓日日草である。

蔓人参は、蔓人参である。

蔓畝は、蔓畝である。

鶴の粟は、鶴の粟である。

鶴の御成は、鶴の御成である。

鶴の髪は、鶴の髪である。

鶴の毛衣は、鶴の毛衣である。

鶴の子は、鶴の子である。

鶴の子芋は、鶴の子芋である。

鶴の子餅は、鶴の子餅である。

鶴の巣籠りは、鶴の巣籠りである。

鶴の嘴は、鶴の嘴である。

鶴の林は、鶴の林である。

鶴の彦は、鶴の彦である。

鶴の庖丁は、鶴の庖丁である。

鶴丸は、鶴丸である。

鶴脛は、鶴脛である。

鶴嘴は、鶴嘴である。

弦弾きは、弦弾きである。

弦走りは、弦走りである。

橡は、橡である。

蔓薔薇は、蔓薔薇である。

交尾は、交尾である。

孳尾は、孳尾である。

遊牝は、遊牝である。

交尾ぶは、交尾ぶである。

孳尾ぶは、孳尾ぶである。

遊牝ぶは、遊牝ぶである。

連ぶは、連ぶである。

弦袋は、弦袋である。

蔓藤袴は、蔓藤袴である。

蔓斑は、蔓斑である。

鶴斑は、鶴斑である。

都留文科大学は、都留文科大学である。

連べは、連べである。

釣瓶は、釣瓶である。

釣瓶打は、釣瓶打である。

釣瓶落しは、釣瓶落しである。



釣瓶竿は、釣瓶竿である。

釣瓶鮨は、釣瓶鮨である。

連緡銭は、連緡銭である。

釣瓶銭は、釣瓶銭である。

釣瓶立ちは、釣瓶立ちである。

釣瓶縄は、釣瓶縄である。

釣瓶矢は、釣瓶矢である。

蔓穂は、蔓穂である。

蔓呆けは、蔓呆けである。

弦巻は、弦巻である。

蔓巻は、蔓巻である。

蔓巻発条は、蔓巻発条である。

蔓正木は、蔓正木である。

蔓豆は、蔓豆である。

鶴見は、鶴見である。

鶴見岳は、鶴見岳である。

鶴峯は、鶴峯である。

鶴峯戊申は、鶴峯戊申である。

交尾むは、交尾むである。

孳尾むは、孳尾むである。

遊牝むは、遊牝むである。

連むは、連むである。

蔓紫は、蔓紫である。

弦召そは、弦召そである。

弦売僧は、弦売僧である。

蔓藻は、蔓藻である。

蔓木瓜は、蔓木瓜である。

蔓物は、蔓物である。

鶴屋南北は、鶴屋南北である。

つるりは、つるりである。

蔓竜胆は、蔓竜胆である。

蔓茘枝は、蔓茘枝である。

弦輪は、弦輪である。

連れは、連れである。

連合いは、連合いである。

連れ合うは、連れ合うである。

連れ歌は、連れ歌である。

連れ子は、連れ子である。

連込みは、連込みである。

連れ込むは、連れ込むである。

連れ去るは、連れ去るである。

連れ尺八は、連れ尺八である。

連れ三味線は、連れ三味線である。

連れ衆は、連れ衆である。

連れ小便は、連れ小便である。

連れ勢は、連れ勢である。



連添いは、連添いである。

連れ添うは、連れ添うである。

連れ出すは、連れ出すである。

連れ立つは、連れ立つである。

連れっ子は、連れっ子である。

徒然は、徒然である。

つれづれがるは、つれづれがるである。

徒然草は、徒然草である。

徒然草抄は、徒然草抄である。

徒然草文段抄は、徒然草文段抄である。

つれづれげは、つれづれげである。

つれづれとは、つれづれとである。

連れ道心は、連れ道心である。

連れ飛びは、連れ飛びである。

つれないは、つれないである。

つれなしは、つれなしである。

つれなし顔は、つれなし顔である。

つれなし作るは、つれなし作るである。

つれなし振りは、つれなし振りである。

連れ涙は、連れ涙である。

連れ念仏は、連れ念仏である。

連れ弾きは、連れ弾きである。

連れ人は、連れ人である。

連れ吹きは、連れ吹きである。

連れ節は、連れ節である。

連れ舞は、連れ舞である。

連れ婿は、連れ婿である。

つれもなしは、つれもなしである。

連れ奴は、連れ奴である。

連れ行くは、連れ行くである。

連れ嫁は、連れ嫁である。

連れるは、連れるである。

釣れるは、釣れるである。

吊れるは、吊れるである。

つろは、つろである。

つろうは、つろうである。

つわは、つわである。

つわっぱは、つわっぱである。

津和野は、津和野である。

石蕗は、石蕗である。

兵は、兵である。

兵庫は、兵庫である。

兵だつは、兵だつである。

造兵司は、造兵司である。

兵衛府は、兵衛府である。

兵司は、兵司である。



兵の道は、兵の道である。

兵装は、兵装である。

兵船は、兵船である。

つわりは、つわりである。

つわるは、つわるである。

つんは、つんである。

ツングースは、ツングースである。

つんけんは、つんけんである。

劈くは、劈くである。

突ん出すは、突ん出すである。

つんつるてんは、つんつるてんである。

つんつんは、つんつんである。

つんてんしゃんは、つんてんしゃんである。

つんとは、つんとである。

積ん読は、積ん読である。

ツンドラは、ツンドラである。

貫衣は、貫衣である。

つん飲むは、つん飲むである。

つんのめるは、つんのめるである。

ツンフトは、ツンフトである。

ツンベルクは、ツンベルクである。

聾は、聾である。

聾桟敷は、聾桟敷である。

つんまりは、つんまりである。

ては、てである。

では、でである。

出は、出である。

であは、であである。

手合は、手合である。

出合いは、出合いである。

出会いは、出会いである。

出合女は、出合女である。

出合い頭は、出合い頭である。

出合相場は、出合相場である。

出合茶屋は、出合茶屋である。

出合妻は、出合妻である。

出合い拍子は、出合い拍子である。

出合宿は、出合宿である。

手合割は、手合割である。

出合うは、出合うである。

出会うは、出会うである。

手垢は、手垢である。

手明きは、手明きである。

手空きは、手空きである。

手足は、手足である。

出足は、出足である。



手足口病は、手足口病である。

手足奉公は、手足奉公である。

手遊びは、手遊びである。

手当りは、手当りである。

手当り次第は、手当り次第である。

手厚いは、手厚いである。

手当は、手当である。

手当者は、手当者である。

テアトルは、テアトルである。

テアトロは、テアトロである。

手焙りは、手焙りである。

手余すは、手余すである。

手編みは、手編みである。

手編笠は、手編笠である。

手過ちは、手過ちである。

手荒は、手荒である。

手洗いは、手洗いである。

手荒いは、手荒いである。

手洗鉢は、手洗鉢である。

であるは、であるである。

出歩くは、出歩くである。

である体は、である体である。

出合すは、出合すである。

手合せは、手合せである。

ていは、ていである。

汀は、汀である。

灯は、灯である。

低は、低である。

呈は、呈である。

廷は、廷である。

定は、定である。

底は、底である。

抵は、抵である。

邸は、邸である。

剃は、剃である。

貞は、貞である。

帝は、帝である。

訂は、訂である。

庭は、庭である。

悌は、悌である。

逓は、逓である。

停は、停である。

偵は、偵である。

梯は、梯である。

幀は、幀である。

提は、提である。



程は、程である。

艇は、艇である。

鼎は、鼎である。

綴は、綴である。

締は、締である。

鄭は、鄭である。

蹄は、蹄である。

出居は、出居である。

泥は、泥である。

デイは、デイである。

ディアギレフは、ディアギレフである。

ディアスは、ディアスである。

ディアスポラは、ディアスポラである。

低圧は、低圧である。

定圧は、定圧である。

低圧タービンは、低圧タービンである。

定圧比熱は、定圧比熱である。

ディアテルミーは、ディアテルミーである。

ディアナは、ディアナである。

ディアボロは、ディアボロである。

ディアマンは、ディアマンである。

ティアラは、ティアラである。

ディアレクティークは、ディアレクティークである。

定案は、定案である。

提案は、提案である。

提案権は、提案権である。

提案制度は、提案制度である。

Ｔは、Ｔである。

ｔは、ｔである。

ティーは、ティーである。

低位は、低位である。

廷尉は、廷尉である。

定位は、定位である。

帝位は、帝位である。

帝威は、帝威である。

涕洟は、涕洟である。

程頤は、程頤である。

Ｄは、Ｄである。

ｄは、ｄである。

ｔＲＮＡは、ｔＲＮＡである。

ＤＩＹは、ＤＩＹである。

ＤＡは、ＤＡである。

ＴＡＴは、ＴＡＴである。

ＤＡＴは、ＤＡＴである。

ＴＳＳは、ＴＳＳである。

ＤＳＤＰは、ＤＳＤＰである。



ディーエックスコードは、ディーエックスコードである。

ＤＨＡは、ＤＨＡである。

ＤＮＡは、ＤＮＡである。

ＤＮＡウイルスは、ＤＮＡウイルスである。

ＤＮＡ鑑定は、ＤＮＡ鑑定である。

ＤＮＡクローニングは、ＤＮＡクローニングである。

ＴＮＴは、ＴＮＴである。

ＴＦＴは、ＴＦＴである。

ＤＭは、ＤＭである。

ＤＯＨＣは、ＤＯＨＣである。

ＴＯＢは、ＴＯＢである。

Ｔ形鋼は、Ｔ形鋼である。

ティーカップは、ティーカップである。

低位株は、低位株である。

ティークは、ティークである。

ＤＫは、ＤＫである。

ＴＫＯは、ＴＫＯである。

Ｔ細胞は、Ｔ細胞である。

ＤＣは、ＤＣである。

ＴＣＡ回路は、ＴＣＡ回路である。

ＤＣブランドは、ＤＣブランドである。

ＤＪは、ＤＪである。

Ｔシャツは、Ｔシャツである。

Ｔ定規は、Ｔ定規である。

ティーショットは、ティーショットである。

ディーゼルは、ディーゼルである。

ディーゼルカーは、ディーゼルカーである。

ディーゼル機関は、ディーゼル機関である。

ディーゼル機関車は、ディーゼル機関車である。

程伊川は、程伊川である。

ティーチインは、ティーチインである。

ティーチャーは、ティーチャーである。

ティーチングマシンは、ティーチングマシンである。

ディーツゲンは、ディーツゲンである。

ＴＴＬ測光は、ＴＴＬ測光である。

ＤＤＴは、ＤＤＴである。

ＤＴＰは、ＤＴＰである。

ディートリヒは、ディートリヒである。

ティーパーティーは、ティーパーティーである。

ティーバックは、ティーバックである。

ティーバッグは、ティーバッグである。

ＤＰは、ＤＰである。

ＤＰＥは、ＤＰＥである。

ＴＰＯは、ＴＰＯである。

ディープは、ディープである。

ＴＶは、ＴＶである。



ＴＶＡは、ＴＶＡである。

ＤＶＤは、ＤＶＤである。

ディーフェンバキアは、ディーフェンバキアである。

ティーフォーメーションは、ティーフォーメーションである。

ティーボールは、ティーボールである。

ＴＵＣは、ＴＵＣである。

ディーラーは、ディーラーである。

泥入りは、泥入りである。

ディーリングは、ディーリングである。

Ｔ淋巴球は、Ｔ淋巴球である。

ティールームは、ティールームである。

ディールスは、ディールスである。

ティーレは、ティーレである。

ティーンは、ティーンである。

定員は、定員である。

帝胤は、帝胤である。

ティーンエージャーは、ティーンエージャーである。

デイヴィーは、デイヴィーである。

ディヴェルティメントは、ディヴェルティメントである。

出家は、出家である。

泥絵は、泥絵である。

ティエールは、ティエールである。

丁役は、丁役である。

定役は、定役である。

ディエスイレは、ディエスイレである。

ティエポロは、ティエポロである。

庭園は、庭園である。

ディエンビエンフーは、ディエンビエンフーである。

帝王は、帝王である。

帝王学は、帝王学である。

帝王神権説は、帝王神権説である。

帝王切開は、帝王切開である。

ディオーネは、ディオーネである。

ディオールは、ディオールである。

ディオクレティアヌスは、ディオクレティアヌスである。

ディオゲネスは、ディオゲネスである。

ディオニシウスアレオパギタは、ディオニシウスアレオパギタである。

ディオニュソスは、ディオニュソスである。

ディオニュソス的は、ディオニュソス的である。

ディオファントスは、ディオファントスである。

ディオプターは、ディオプターである。

ディオラマは、ディオラマである。

低音は、低音である。

低温は、低温である。

定温は、定温である。

綴音は、綴音である。



低温殺菌は、低温殺菌である。

定温動物は、定温動物である。

低音部記号は、低音部記号である。

低温麻酔は、低温麻酔である。

低下は、低下である。

低価は、低価である。

定価は、定価である。

定家は、定家である。

逓加は、逓加である。

定芽は、定芽である。

低回は、低回である。

停会は、停会である。

泥灰岩は、泥灰岩である。

てい徊趣味は、てい徊趣味である。

低開発国は、低開発国である。

定家葛は、定家葛である。

定家仮名遣は、定家仮名遣である。

泥描きは、泥描きである。

定格は、定格である。

底角は、底角である。

鼎かくは、鼎かくである。

低額は、低額である。

定額は、定額である。

停学は、停学である。

定額小為替は、定額小為替である。

定額貯金は、定額貯金である。

低学年は、低学年である。

蹄角粉は、蹄角粉である。

定額法は、定額法である。

定額保険は、定額保険である。

泥火山は、泥火山である。

定家机は、定家机である。

定滑車は、定滑車である。

定家煮は、定家煮である。

定家文庫は、定家文庫である。

定家流は、定家流である。

定款は、定款である。

停刊は、停刊である。

泥岩は、泥岩である。

泥眼は、泥眼である。

定冠詞は、定冠詞である。

帝鑑の間は、帝鑑の間である。

定気は、定気である。

定規は、定規である。

定期は、定期である。

帝紀は、帝紀である。



逓騎は、逓騎である。

提起は、提起である。

詆毀は、詆毀である。

廷議は、廷議である。

定義は、定義である。

定議は、定議である。

庭儀は、庭儀である。

提議は、提議である。

低気圧は、低気圧である。

定義域は、定義域である。

定期刊行物は、定期刊行物である。

定期金債権は、定期金債権である。

定期刑は、定期刑である。

定期券は、定期券である。

定期航空路は、定期航空路である。

定期航路は、定期航路である。

ディキシーは、ディキシーである。

ディキシーランドは、ディキシーランドである。

定期試験は、定期試験である。

定期市場は、定期市場である。

定期償還は、定期償還である。

定期昇給は、定期昇給である。

定期昇給制度は、定期昇給制度である。

定期船は、定期船である。

定期選挙は、定期選挙である。

定期総会は、定期総会である。

定期積金は、定期積金である。

定期的は、定期的である。

定期取引は、定期取引である。

定期年金は、定期年金である。

定義の虚偽は、定義の虚偽である。

定期払いは、定期払いである。

定期便は、定期便である。

定期保険は、定期保険である。

定期米は、定期米である。

低級は、低級である。

定休は、定休である。

庭球は、庭球である。

涕泣は、涕泣である。

啼泣は、啼泣である。

低級概念は、低級概念である。

定休日は、定休日である。

帝居は、帝居である。

帝京は、帝京である。

提供は、提供である。

定業は、定業である。



帝業は、帝業である。

定期傭船契約は、定期傭船契約である。

定期預金は、定期預金である。

提挙市舶司は、提挙市舶司である。

庭訓は、庭訓である。

提琴は、提琴である。

低吟は、低吟である。

泥金は、泥金である。

庭訓往来は、庭訓往来である。

帝銀事件は、帝銀事件である。

ディキンソンは、ディキンソンである。

低金利政策は、低金利政策である。

テイクは、テイクである。

テイクアウトは、テイクアウトである。

低空は、低空である。

挺空植物は、挺空植物である。

低空飛行は、低空飛行である。

テイクオーバーは、テイクオーバーである。

テイクオーバービッドは、テイクオーバービッドである。

テイクオフは、テイクオフである。

ディクショナリーは、ディクショナリーである。

ディクテーションは、ディクテーションである。

テイクバックは、テイクバックである。

手池は、手池である。

手生けは、手生けである。

手活けは、手活けである。

天気は、天気である。

底下は、底下である。

デイケアは、デイケアである。

定形は、定形である。

定型は、定型である。

帝系は、帝系である。

梯形は、梯形である。

提携は、提携である。

蹄形は、蹄形である。

定形外郵便物は、定形外郵便物である。

定繋港は、定繋港である。

定型詩は、定型詩である。

蹄形磁石は、蹄形磁石である。

定形節は、定形節である。

定形動詞は、定形動詞である。

定形郵便物は、定形郵便物である。

帝劇は、帝劇である。

貞潔は、貞潔である。

帝闕は、帝闕である。

提挈は、提挈である。



締結は、締結である。

提月は、提月である。

低血圧は、低血圧である。

低血圧症は、低血圧症である。

ティケットは、ティケットである。

低血糖は、低血糖である。

手活けの花は、手活けの花である。

定見は、定見である。

低減は、低減である。

定限は、定限である。

逓減は、逓減である。

提言は、提言である。

程限は、程限である。

鄭玄は、鄭玄である。

ディケンズは、ディケンズである。

定言的は、定言的である。

定言的三段論法は、定言的三段論法である。

定言的判断は、定言的判断である。

定言的命法は、定言的命法である。

停限年齢は、停限年齢である。

定限利息は、定限利息である。

艇庫は、艇庫である。

低語は、低語である。

亭午は、亭午である。

牴牾は、牴牾である。

抵梧は、抵梧である。

梯姑は、梯姑である。

定稿は、定稿である。

抵抗は、抵抗である。

程こうは、程こうである。

帝号は、帝号である。

泥工は、泥工である。

泥鉱は、泥鉱である。

泥膏は、泥膏である。

抵抗運動は、抵抗運動である。

抵抗温度計は、抵抗温度計である。

抵抗器は、抵抗器である。

抵抗権は、抵抗権である。

鄭孝胥は、鄭孝胥である。

定向進化は、定向進化である。

抵抗性は、抵抗性である。

蹄行性は、蹄行性である。

抵抗文学は、抵抗文学である。

抵抗溶接は、抵抗溶接である。

抵抗率は、抵抗率である。

抵抗力は、抵抗力である。



定刻は、定刻である。

帝国は、帝国である。

啼哭は、啼哭である。

帝国学士院は、帝国学士院である。

帝国議会は、帝国議会である。

帝国教育会は、帝国教育会である。

帝国芸術院は、帝国芸術院である。

帝国劇場は、帝国劇場である。

帝国憲法は、帝国憲法である。

帝国主義は、帝国主義である。

帝国水産会は、帝国水産会である。

帝国大学は、帝国大学である。

帝国図書館は、帝国図書館である。

帝国農会は、帝国農会である。

帝国美術院は、帝国美術院である。

帝国文学は、帝国文学である。

定誤差は、定誤差である。

帝座は、帝座である。

鼎坐は、鼎坐である。

泥砂は、泥砂である。

泥沙は、泥沙である。

デイサービスは、デイサービスである。

泥剤は、泥剤である。

デイサイトは、デイサイトである。

体裁振るは、体裁振るである。

定朔は、定朔である。

定策国老は、定策国老である。

偵察は、偵察である。

偵察機は、偵察機である。

低酸症は、低酸症である。

低酸素症は、低酸素症である。

ていしは、ていしである。

廷試は、廷試である。

弟子は、弟子である。

底止は、底止である。

帝師は、帝師である。

涕泗は、涕泗である。

梯子は、梯子である。

程子は、程子である。

詆しは、詆しである。

諦視は、諦視である。

呈示は、呈示である。

定時は、定時である。

逓次は、逓次である。

提示は、提示である。

提持は、提持である。



鼎峙は、鼎峙である。

綴字は、綴字である。

出居衆は、出居衆である。

亭子院は、亭子院である。

定式は、定式である。

丁字形は、丁字形である。

低次元は、低次元である。

停止条件は、停止条件である。

呈示証券は、呈示証券である。

低姿勢は、低姿勢である。

定時制は、定時制である。

停止線は、停止線である。

定時総会は、定時総会である。

丁字帯は、丁字帯である。

ディジタルは、ディジタルである。

低湿は、低湿である。

底質は、底質である。

帝室は、帝室である。

貞室は、貞室である。

定日は、定日である。

貞実は、貞実である。

帝日は、帝日である。

帝室技芸員は、帝室技芸員である。

帝室博物館は、帝室博物館である。

定日払手形は、定日払手形である。

帝室費は、帝室費である。

呈示払は、呈示払である。

提示部は、提示部である。

定時法は、定時法である。

綴字法は、綴字法である。

手医者は、手医者である。

亭しゃは、亭しゃである。

停車は、停車である。

停車場は、停車場である。

亭主は、亭主である。

程朱は、程朱である。

艇首は、艇首である。

庭樹は、庭樹である。

汀洲は、汀洲である。

鄭州は、鄭州である。

定住は、定住である。

鄭重は、鄭重である。

定収入は、定収入である。

低周波は、低周波である。

程朱学は、程朱学である。

亭主関白は、亭主関白である。



貞淑は、貞淑である。

亭主口は、亭主口である。

呈出は、呈出である。

挺出は、挺出である。

提出は、提出である。

低出葉は、低出葉である。

亭主柱は、亭主柱である。

亭主振りは、亭主振りである。

ティシュペーパーは、ティシュペーパーである。

亭主持ちは、亭主持ちである。

貞順は、貞順である。

悌順は、悌順である。

汀渚は、汀渚である。

丁女は、丁女である。

貞女は、貞女である。

低唱は、低唱である。

定昇は、定昇である。

定省は、定省である。

抵償は、抵償である。

逓相は、逓相である。

提唱は、提唱である。

呈上は、呈上である。

定常は、定常である。

帝城は、帝城である。

庭上は、庭上である。

梯状は、梯状である。

蹄状は、蹄状である。

泥匠は、泥匠である。

泥象は、泥象である。

低障害は、低障害である。

低障碍は、低障碍である。

丁定規は、丁定規である。

貞丈雑記は、貞丈雑記である。

定常状態は、定常状態である。

定常電流は、定常電流である。

定常波は、定常波である。

呈色は、呈色である。

定食は、定食である。

定植は、定植である。

定職は、定職である。

抵触は、抵触である。

牴触は、牴触である。

觝触は、觝触である。

停職は、停職である。

呈色反応は、呈色反応である。

丁汝昌は、丁汝昌である。



ディジョンは、ディジョンである。

鄭芝竜は、鄭芝竜である。

丁字路は、丁字路である。

廷臣は、廷臣である。

貞心は、貞心である。

挺身は、挺身である。

挺進は、挺進である。

逓信は、逓信である。

艇身は、艇身である。

鼎臣は、鼎臣である。

貞信公記は、貞信公記である。

帝人事件は、帝人事件である。

逓信省は、逓信省である。

逓信総合博物館は、逓信総合博物館である。

逓信大臣は、逓信大臣である。

鄭振鐸は、鄭振鐸である。

挺水は、挺水である。

泥水は、泥水である。

泥酔は、泥酔である。

低水工事は、低水工事である。

挺水植物は、挺水植物である。

挺水葉は、挺水葉である。

ディスインフレーションは、ディスインフレーションである。

定数は、定数である。

定数項は、定数項である。

定数不均衡は、定数不均衡である。

ディスカウントは、ディスカウントである。

ディスカウントショップは、ディスカウントショップである。

ディスカウントストアは、ディスカウントストアである。

ディスカウントセールは、ディスカウントセールである。

ディスカスは、ディスカスである。

ディスカッションは、ディスカッションである。

ディスクは、ディスクである。

ディスクールは、ディスクールである。

ディスククラッチは、ディスククラッチである。

ディスクジョッキーは、ディスクジョッキーである。

ディスクブレーキは、ディスクブレーキである。

ディスクロージャーは、ディスクロージャーである。

ディスコは、ディスコである。

ディスコグラフィは、ディスコグラフィである。

ディスタンスレースは、ディスタンスレースである。

テイストは、テイストである。

ディズニーは、ディズニーである。

ディスプレーは、ディスプレーである。

ディスペンサーは、ディスペンサーである。

ディスポーザーは、ディスポーザーである。



呈するは、呈するである。

訂するは、訂するである。

挺するは、挺するである。

ディズレーリは、ディズレーリである。

低声は、低声である。

定性は、定性である。

定星は、定星である。

帝政は、帝政である。

訂正は、訂正である。

啼声は、啼声である。

提撕は、提撕である。

鄭声は、鄭声である。

鄭成功は、鄭成功である。

底生生物は、底生生物である。

帝政党は、帝政党である。

底生動物は、底生動物である。

定性分析は、定性分析である。

定積は、定積である。

帝戚は、帝戚である。

定積比熱は、定積比熱である。

定積分は、定積分である。

定説は、定説である。

貞節は、貞節である。

ティセリウスは、ティセリウスである。

汀線は、汀線である。

停船は、停船である。

停戦は、停戦である。

庭前は、庭前である。

挺然は、挺然である。

泥線は、泥線である。

定礎は、定礎である。

帝祖は、帝祖である。

帝祚は、帝祚である。

提訴は、提訴である。

鼎俎は、鼎俎である。

丁壮は、丁壮である。

低層は、低層である。

廷争は、廷争である。

貞操は、貞操である。

逓送は、逓送である。

逓増は、逓増である。

貞操義務は、貞操義務である。

貞操権は、貞操権である。

底層水は、底層水である。

貞操帯は、貞操帯である。

底装砲は、底装砲である。



低速は、低速である。

定則は、定則である。

鼎足は、鼎足である。

低俗は、低俗である。

定足数は、定足数である。

低速度層は、低速度層である。

泥塑人は、泥塑人である。

手板は、手板である。

停滞は、停滞である。

艇隊は、艇隊である。

手痛いは、手痛いである。

邸第は、邸第である。

帝大は、帝大である。

提題は、提題である。

低体温法は、低体温法である。

底堆石は、底堆石である。

停滞前線は、停滞前線である。

邸宅は、邸宅である。

第宅は、第宅である。

手板組は、手板組である。

手板調べは、手板調べである。

ティタニアは、ティタニアである。

体たらくは、体たらくである。

為体は、為体である。

丁男は、丁男である。

梯団は、梯団である。

鼎談は、鼎談である。

泥炭は、泥炭である。

泥炭地は、泥炭地である。

低地は、低地である。

定置は、定置である。

偵知は、偵知である。

定置網は、定置網である。

ティチェナーは、ティチェナーである。

定置漁業は、定置漁業である。

手一合は、手一合である。

定値写像は、定値写像である。

定着は、定着である。

締着は、締着である。

定着液は、定着液である。

締着材は、締着材である。

定着物は、定着物である。

邸中は、邸中である。

庭中は、庭中である。

鄭注は、鄭注である。

鄭註は、鄭註である。



泥中は、泥中である。

庭中言上は、庭中言上である。

泥中の蓮は、泥中の蓮である。

帝儲は、帝儲である。

低張は、低張である。

低潮は、低潮である。

低調は、低調である。

亭長は、亭長である。

偵諜は、偵諜である。

丁重は、丁重である。

諦聴は、諦聴である。

低潮線は、低潮線である。

ティツィアーノは、ティツィアーノである。

ティッシュペーパーは、ティッシュペーパーである。

手一束は、手一束である。

手一杯は、手一杯である。

廷丁は、廷丁である。

亭亭は、亭亭である。

でいでいは、でいでいである。

ディテールは、ディテールである。

蹄鉄は、蹄鉄である。

定点は、定点である。

帝展は、帝展である。

提点は、提点である。

逓伝は、逓伝である。

停電は、停電である。

定点観測は、定点観測である。

帝図は、帝図である。

帝都は、帝都である。

ていとは、ていとである。

低度は、低度である。

剃度は、剃度である。

帝土は、帝土である。

程度は、程度である。

泥塗は、泥塗である。

泥土は、泥土である。

ていとうは、ていとうである。

低頭は、低頭である。

抵当は、抵当である。

堤塘は、堤塘である。

定道は、定道である。

帝道は、帝道である。

泥塔は、泥塔である。

抵当貸は、抵当貸である。

抵当権は、抵当権である。

抵当権設定者は、抵当権設定者である。



定動詞は、定動詞である。

抵当証券は、抵当証券である。

抵当信用保険は、抵当信用保険である。

抵当流れは、抵当流れである。

低頭平身は、低頭平身である。

泥塔法は、泥塔法である。

抵当保険は、抵当保険である。

ディドーは、ディドーである。

帝徳は、帝徳である。

貞徳は、貞徳である。

提督は、提督である。

貞徳風は、貞徳風である。

程度問題は、程度問題である。

ディドロは、ディドロである。

停頓は、停頓である。

ディナーは、ディナーである。

ディナージャケットは、ディナージャケットである。

ディナーパーティーは、ディナーパーティーである。

ディナールは、ディナールである。

廷内は、廷内である。

邸内は、邸内である。

庭内は、庭内である。

邸内社は、邸内社である。

第内社は、第内社である。

ディナルアルプスは、ディナルアルプスである。

丁寧は、丁寧である。

叮嚀は、叮嚀である。

泥濘は、泥濘である。

丁寧語は、丁寧語である。

丁年は、丁年である。

停年は、停年である。

定年は、定年である。

諦念は、諦念である。

停年制は、停年制である。

低能は、低能である。

出居の座は、出居の座である。

出居侍従は、出居侍従である。

出居少将は、出居少将である。

出居介は、出居介である。

ディバイダーは、ディバイダーである。

碇泊は、碇泊である。

停泊は、停泊である。

程ばくは、程ばくである。

碇泊灯は、碇泊灯である。

剃髪は、剃髪である。

デイパックは、デイパックである。



剃髪式は、剃髪式である。

剃髪染衣は、剃髪染衣である。

帝範は、帝範である。

定番は、定番である。

底盤は、底盤である。

泥板岩は、泥板岩である。

ティビオンは、ティビオンである。

ティピカルは、ティピカルである。

泥引きは、泥引きである。

定評は、定評である。

帝廟は、帝廟である。

定比例は、定比例である。

定比例の法則は、定比例の法則である。

丁賦は、丁賦である。

貞婦は、貞婦である。

底部は、底部である。

ティフアナは、ティフアナである。

ティファニーは、ティファニーである。

ディファレンシャルギアは、ディファレンシャルギアである。

ディフェンスは、ディフェンスである。

ディフェンダーは、ディフェンダーである。

鼎沸は、鼎沸である。

ディプテレックスは、ディプテレックスである。

ディフュージョンインデックスは、ディフュージョンインデックスである。

綴文は、綴文である。

逞兵は、逞兵である。

提瓶は、提瓶である。

ディベートは、ディベートである。

ディベロッパーは、ディベロッパーである。

底辺は、底辺である。

帝謨は、帝謨である。

提封は、提封である。

堤封は、堤封である。

亭坊は、亭坊である。

堤防は、堤防である。

ティボーは、ティボーである。

ティボーデは、ティボーデである。

低木は、低木である。

貞木は、貞木である。

低木帯は、低木帯である。

ディボットは、ディボットである。

定本は、定本である。

底本は、底本である。

弟妹は、弟妹である。

ディミトロフは、ディミトロフである。

ディミヌエンドは、ディミヌエンドである。



ティムールは、ティムールである。

ティムール帝国は、ティムール帝国である。

低迷は、低迷である。

定命は、定命である。

帝命は、帝命である。

締盟は、締盟である。

貞明皇后は、貞明皇后である。

程明道は、程明道である。

底面は、底面である。

庭面は、庭面である。

ディメンションは、ディメンションである。

貞門は、貞門である。

貞門風は、貞門風である。

丁夜は、丁夜である。

定訳は、定訳である。

締約は、締約である。

締約強制は、締約強制である。

ディヤマントは、ディヤマントである。

帝猷は、帝猷である。

悌友は、悌友である。

低融点合金は、低融点合金である。

提喩法は、提喩法である。

定窯は、定窯である。

提要は、提要である。

定容比熱は、定容比熱である。

体よくは、体よくである。

低翼飛行機は、低翼飛行機である。

偵邏は、偵邏である。

ティラーは、ティラーである。

テイラーは、テイラーである。

低落は、低落である。

手入らずは、手入らずである。

ディラックは、ディラックである。

ティラノサウルスは、ティラノサウルスである。

ティラピアは、ティラピアである。

低利は、低利である。

廷吏は、廷吏である。

定理は、定理である。

偵吏は、偵吏である。

出入りは、出入りである。

泥裡は、泥裡である。

出入変りは、出入変りである。

出入口は、出入口である。

ディリクレは、ディリクレである。

出入子は、出入子である。

出入筋は、出入筋である。



ティリチミールは、ティリチミールである。

低率は、低率である。

定立は、定立である。

定律は、定律である。

定率は、定率である。

鼎立は、鼎立である。

定率税は、定率税である。

停立波は、停立波である。

ティリッヒは、ティリッヒである。

定率法は、定率法である。

出入り場は、出入り場である。

出入奉公は、出入奉公である。

出入り者は、出入り者である。

定流は、定流である。

底流は、底流である。

停留は、停留である。

てい柳は、てい柳である。

泥流は、泥流である。

停留睾丸は、停留睾丸である。

停留所は、停留所である。

停留場は、停留場である。

定量は、定量である。

帝陵は、帝陵である。

庭燎は、庭燎である。

定量化は、定量化である。

定量分析は、定量分析である。

低林は、低林である。

鄭麟趾は、鄭麟趾である。

ティリンスは、ティリンスである。

ディルは、ディルである。

涕涙は、涕涙である。

ティルオイレンシュピーゲルは、ティルオイレンシュピーゲルである。

ティルジット条約は、ティルジット条約である。

ティルスは、ティルスである。

ディルタイは、ディルタイである。

ディルドリンは、ディルドリンである。

ディルハムは、ディルハムである。

手入れは、手入れである。

丁玲は、丁玲である。

丁零は、丁零である。

丁令は、丁令である。

丁霊は、丁霊である。

定例は、定例である。

ディレードスチールは、ディレードスチールである。

ディレギュレーションは、ディレギュレーションである。

ディレクターは、ディレクターである。



ディレクトリーは、ディレクトリーである。

低劣は、低劣である。

貞烈は、貞烈である。

ディレッタンティズムは、ディレッタンティズムである。

ディレッタントは、ディレッタントである。

ティレニア海は、ティレニア海である。

者は、者である。

低廉は、低廉である。

ディレンマは、ディレンマである。

手色は、手色である。

呈露は、呈露である。

鼎炉は、鼎炉である。

泥路は、泥路である。

ティロールは、ティロールである。

定論は、定論である。

提論は、提論である。

鄭和は、鄭和である。

提腕は、提腕である。

手印は、手印である。

テインは、テインである。

ディンギーは、ディンギーである。

ディンクスは、ディンクスである。

ディンゴは、ディンゴである。

ティントレットは、ティントレットである。

ティンバーゲンは、ティンバーゲンである。

ティンパニは、ティンパニである。

ティンプーは、ティンプーである。

ディンプルは、ディンプルである。

デヴィスカップは、デヴィスカップである。

デヴィルは、デヴィルである。

手上は、手上である。

手植えは、手植えである。

テヴェレは、テヴェレである。

デヴォンは、デヴォンである。

手薄は、手薄である。

デウスは、デウスである。

手薄いは、手薄いである。

手打は、手打である。

手打胡桃は、手打胡桃である。

手占は、手占である。

てえは、てえである。

デーは、デーである。

デーヴァダッタは、デーヴァダッタである。

デーヴィスは、デーヴィスである。

テークは、テークである。

デーケアは、デーケアである。



デーゲームは、デーゲームである。

デーサービスは、デーサービスである。

デーサイトは、デーサイトである。

デージーは、デージーである。

ＴＧＶは、ＴＧＶである。

でえすは、でえすである。

テーストは、テーストである。

テーゼは、テーゼである。

データは、データである。

データ圧縮は、データ圧縮である。

テータ関数は、テータ関数である。

データ処理は、データ処理である。

データ通信は、データ通信である。

テータテートは、テータテートである。

データバンクは、データバンクである。

データファイルは、データファイルである。

データベースは、データベースである。

テータムは、テータムである。

テーチス海は、テーチス海である。

デーツは、デーツである。

デートは、デートである。

テートギャラリーは、テートギャラリーである。

テーヌは、テーヌである。

テーパーは、テーパーである。

テーパーゲージは、テーパーゲージである。

テーパーピンは、テーパーピンである。

テーパーリーマーは、テーパーリーマーである。

デーパックは、デーパックである。

テーピングは、テーピングである。

テープは、テープである。

テープ起しは、テープ起しである。

テープカットは、テープカットである。

テープデッキは、テープデッキである。

デープリーンは、デープリーンである。

テーブルは、テーブルである。

テーブルクロスは、テーブルクロスである。

テーブル珊瑚は、テーブル珊瑚である。

テーブル山座は、テーブル山座である。

テーブルスピーチは、テーブルスピーチである。

テーブルセンターは、テーブルセンターである。

テーブルタップは、テーブルタップである。

テーブルチャージは、テーブルチャージである。

テーブルテニスは、テーブルテニスである。

テーブルマナーは、テーブルマナーである。

テープレコーダーは、テープレコーダーである。

テーベは、テーベである。



ＴＢは、ＴＢである。

テーマは、テーマである。

テーマ小説は、テーマ小説である。

テーマソングは、テーマソングである。

テーマパークは、テーマパークである。

テーマミュージックは、テーマミュージックである。

テームズは、テームズである。

デーメルは、デーメルである。

デーモンは、デーモンである。

テーラーは、テーラーである。

テーラーシステムは、テーラーシステムである。

テーラードは、テーラードである。

テーラードカラーは、テーラードカラーである。

テーラーメードは、テーラーメードである。

デーリーは、デーリーである。

デーリーエキスプレスは、デーリーエキスプレスである。

デーリーミラーは、デーリーミラーである。

デーリーメールは、デーリーメールである。

テールは、テールである。

テールエンドは、テールエンドである。

テールランプは、テールランプである。

でえんすは、でえんすである。

手負いは、手負いである。

手負い猪は、手負い猪である。

手負ほすは、手負ほすである。

テオーリアは、テオーリアである。

手置は、手置である。

デオキシリボースは、デオキシリボースである。

デオキシ核酸は、デオキシ核酸である。

手後れは、手後れである。

手遅れは、手遅れである。

出遅れるは、出遅れるである。

手桶は、手桶である。

手押しは、手押しである。

手押しポンプは、手押しポンプである。

手落ちは、手落ちである。

テオティワカン文化は、テオティワカン文化である。

テオドシウスは、テオドシウスである。

テオドラは、テオドラである。

デオドラントは、デオドラントである。

手劣りは、手劣りである。

手踊は、手踊である。

テオフィリンは、テオフィリンである。

テオフラストスは、テオフラストスである。

テオブロミンは、テオブロミンである。

手覚えは、手覚えである。



手重いは、手重いである。

手織は、手織である。

手織縞は、手織縞である。

手織布子は、手織布子である。

手織機は、手織機である。

手織木綿は、手織木綿である。

出女は、出女である。

手下は、手下である。

でかは、でかである。

デカは、デカである。

デカールは、デカールである。

手飼は、手飼である。

手蓋は、手蓋である。

でかいは、でかいである。

出買いは、出買いである。

でかいたは、でかいたである。

出開帳は、出開帳である。

手飼の者は、手飼の者である。

出買い船は、出買い船である。

手掻物は、手掻物である。

手替えは、手替えである。

手返しは、手返しである。

出帰りは、出帰りである。

手鏡は、手鏡である。

手鑑は、手鑑である。

手懸りは、手懸りである。

手掛りは、手掛りである。

手舁きは、手舁きである。

手書きは、手書きである。

手鉤は、手鉤である。

手描きは、手描きである。

手書くは、手書くである。

手掻くは、手掻くである。

手懸は、手懸である。

出掛けは、出掛けである。

手懸女は、手懸女である。

出掛け姿は、出掛け姿である。

手懸腹は、手懸腹である。

手掛けるは、手掛けるである。

手懸けるは、手懸けるである。

出掛けるは、出掛けるである。

手加減は、手加減である。

手籠は、手籠である。

手傘は、手傘である。

手嵩は、手嵩である。

手桎は、手桎である。



手械は、手械である。

出来し顔は、出来し顔である。

出来したは、出来したである。

出来し立ては、出来し立てである。

側柏は、側柏である。

手数は、手数である。

出来すは、出来すである。

デガスペリは、デガスペリである。

手風は、手風である。

出稼ぎは、出稼ぎである。

手形は、手形である。

出方は、出方である。

手堅いは、手堅いである。

手形受取人は、手形受取人である。

手形裏書人は、手形裏書人である。

手形貸付は、手形貸付である。

手形勘定は、手形勘定である。

手形組合は、手形組合である。

手形行為は、手形行為である。

手形交換所は、手形交換所である。

手形抗弁は、手形抗弁である。

手形債権は、手形債権である。

手形支払人は、手形支払人である。

手形所持人は、手形所持人である。

手形千鳥は、手形千鳥である。

手刀は、手刀である。

手形払は、手形払である。

手形引受は、手形引受である。

手形振出人は、手形振出人である。

手形法は、手形法である。

手形保証は、手形保証である。

出語りは、出語りである。

手形割引は、手形割引である。

デカダンは、デカダンである。

デカダンスは、デカダンスである。

出勝ちは、出勝ちである。

てかつくは、てかつくである。

手勝手は、手勝手である。

デカップリングは、デカップリングである。

てかてかは、てかてかである。

でかでかは、でかでかである。

手賀沼は、手賀沼である。

手金は、手金である。

手鉄は、手鉄である。

でかばちないは、でかばちないである。

デカブリストは、デカブリストである。



手紙は、手紙である。

手紙台は、手紙台である。

手紙使は、手紙使である。

手紙文は、手紙文である。

手瓶は、手瓶である。

デカメロンは、デカメロンである。

てからは、てからである。

手絡は、手絡である。

手柄顔は、手柄顔である。

手柄師は、手柄師である。

出涸らしは、出涸らしである。

てからには、てからにである。

手搦の緒は、手搦の緒である。

手柄岡持は、手柄岡持である。

手柄話は、手柄話である。

出殻繭は、出殻繭である。

手搦みは、手搦みである。

手柄者は、手柄者である。

手絡髷は、手絡髷である。

光岳は、光岳である。

デカリンは、デカリンである。

手軽は、手軽である。

手軽いは、手軽いである。

デカルトは、デカルトである。

デカログは、デカログである。

手替りは、手替りである。

手代りは、手代りである。

出替りは、出替りである。

出代りは、出代りである。

デカンは、デカンである。

デカンショ節は、デカンショ節である。

デカンターは、デカンターである。

狄は、狄である。

的は、的である。

摘は、摘である。

てきは、てきである。

敵は、敵である。

擲は、擲である。

テキは、テキである。

手木は、手木である。

出来は、出来である。

溺は、溺である。

出来合は、出来合である。

溺愛は、溺愛である。

出来合夫婦は、出来合夫婦である。

出来合うは、出来合うである。



出来上りは、出来上りである。

出来上がるは、出来上がるである。

出来秋は、出来秋である。

出来商人は、出来商人である。

適意は、適意である。

敵意は、敵意である。

テキーラは、テキーラである。

デキウスは、デキウスである。

敵営は、敵営である。

敵影は、敵影である。

適応は、適応である。

適応症は、適応症である。

適応症候群は、適応症候群である。

適応性は、適応性である。

適応制御は、適応制御である。

適応放散は、適応放散である。

適温は、適温である。

迪化は、迪化である。

摘花は、摘花である。

摘果は、摘果である。

滴下は、滴下である。

摘芽は、摘芽である。

敵愾は、敵愾である。

敵愾心は、敵愾心である。

的確は、的確である。

適格は、適格である。

適格退職年金は、適格退職年金である。

適格手形は、適格手形である。

適格年金は、適格年金である。

敵方は、敵方である。

敵艦は、敵艦である。

手利きは、手利きである。

摘記は、摘記である。

適帰は、適帰である。

適期は、適期である。

敵機は、敵機である。

敵騎は、敵騎である。

適宜は、適宜である。

適業は、適業である。

出来具合は、出来具合である。

敵軍は、敵軍である。

適言は、適言である。

適合は、適合である。

敵国は、敵国である。

出来心は、出来心である。

出来事は、出来事である。



摘載は、摘載である。

適才は、適才である。

滴剤は、滴剤である。

適材は、適材である。

適材適所は、適材適所である。

適作は、適作である。

テキサスは、テキサスである。

テキサスリーガーは、テキサスリーガーである。

的殺は、的殺である。

摘示は、摘示である。

敵視は、敵視である。

適時は、適時である。

溺死は、溺死である。

デキシーランドは、デキシーランドである。

適刺激は、適刺激である。

適時打は、適時打である。

適者は、適者である。

適者生存は、適者生存である。

敵手は、敵手である。

敵襲は、敵襲である。

敵讐は、敵讐である。

適従は、適従である。

適塾は、適塾である。

剔出は、剔出である。

摘出は、摘出である。

出来出頭は、出来出頭である。

適所は、適所である。

摘除は、摘除である。

滌除は、滌除である。

的証は、的証である。

敵将は、敵将である。

敵城は、敵城である。

敵情は、敵情である。

敵状は、敵状である。

適職は、適職である。

摘心は、摘心である。

敵人は、敵人である。

敵陣は、敵陣である。

狄仁傑は、狄仁傑である。

手傷は、手傷である。

手創は、手創である。

手疵は、手疵である。

出来過ぎは、出来過ぎである。

出来過ぎるは、出来過ぎるである。

テキスタイルは、テキスタイルである。

テキストは、テキストである。



テキストクリティークは、テキストクリティークである。

テキストファイルは、テキストファイルである。

テキストブックは、テキストブックである。

デキストランは、デキストランである。

デキストリンは、デキストリンである。

適するは、適するである。

敵するは、敵するである。

適正は、適正である。

適性は、適性である。

敵性は、敵性である。

敵勢は、敵勢である。

適性検査は、適性検査である。

適正手続は、適正手続である。

適切は、適切である。

敵船は、敵船である。

的然は、的然である。

てき然は、てき然である。

敵前は、敵前である。

敵前上陸は、敵前上陸である。

摘桑は、摘桑である。

出来損いは、出来損いである。

出来損うは、出来損うである。

出来たは、出来たである。

敵対は、敵対である。

敵対的矛盾は、敵対的矛盾である。

敵対ふは、敵対ふである。

出来高は、出来高である。

出来高給は、出来高給である。

出来立ては、出来立てである。

敵弾は、敵弾である。

擲弾筒は、擲弾筒である。

適地は、適地である。

敵地は、敵地である。

的中は、的中である。

適中は、適中である。

敵中は、敵中である。

滴虫類は、滴虫類である。

彳ちょくは、彳ちょくである。

滴定は、滴定である。

滴滴は、滴滴である。

適々斎塾は、適々斎塾である。

的伝は、的伝である。

適度は、適度である。

てき儻は、てき儻である。

適当は、適当である。

滌蕩は、滌蕩である。



適当刺激は、適当刺激である。

てきないは、てきないである。

適任は、適任である。

手杵は、手杵である。

出来値は、出来値である。

手木の者は、手木の者である。

摘播は、摘播である。

敵背は、敵背である。

出来映えは、出来映えである。

出来栄えは、出来栄えである。

てきぱきは、てきぱきである。

出来鯊は、出来鯊である。

摘発は、摘発である。

適否は、適否である。

手厳しいは、手厳しいである。

適評は、適評である。

的便は、的便である。

出来分限は、出来分限である。

出来物は、出来物である。

適不適は、適不適である。

出来分別は、出来分別である。

敵兵は、敵兵である。

適法は、適法である。

敵堡は、敵堡である。

適法性は、適法性である。

出来星は、出来星である。

溺没は、溺没である。

出来発句は、出来発句である。

敵本主義は、敵本主義である。

覿面は、覿面である。

出来不申は、出来不申である。

的屋は、的屋である。

適役は、適役である。

適訳は、適訳である。

適薬は、適薬である。

敵役は、敵役である。

敵薬は、敵薬である。

出来役は、出来役である。

摘要は、摘要である。

適用は、適用である。

擢用は、擢用である。

手器用は、手器用である。

出教授は、出教授である。

摘蕾は、摘蕾である。

出嫌いは、出嫌いである。

手限は、手限である。



手限裁判は、手限裁判である。

出寄留は、出寄留である。

適量は、適量である。

出来るは、出来るである。

出切るは、出切るである。

敵塁は、敵塁である。

手切れは、手切れである。

出切れは、出切れである。

適例は、適例である。

適齢は、適齢である。

手綺麗は、手綺麗である。

適齢期は、適齢期である。

的れきは、的れきである。

手切れ金は、手切れ金である。

摘録は、摘録である。

手際は、手際である。

出際は、出際である。

溺惑は、溺惑である。

手際物は、手際物である。

てくは、てくである。

木偶は、木偶である。

デクーニングは、デクーニングである。

デクエヤルは、デクエヤルである。

手傀儡は、手傀儡である。

手種は、手種である。

手鎖は、手鎖である。

テクシーは、テクシーである。

テグシガルパは、テグシガルパである。

天蚕糸は、天蚕糸である。

天蚕糸蚕は、天蚕糸蚕である。

テクストは、テクストである。

てぐすねは、てぐすねである。

手ぐすみは、手ぐすみである。

出くすみは、出くすみである。

天蚕糸結びは、天蚕糸結びである。

手癖は、手癖である。

出癖は、出癖である。

手具足は、手具足である。

手管は、手管である。

テクタイトは、テクタイトである。

手くだりは、手くだりである。

手口は、手口である。

出口は、出口である。

出口王仁三郎は、出口王仁三郎である。

出口調査は、出口調査である。

出口の茶屋は、出口の茶屋である。



出口延佳は、出口延佳である。

出口の柳は、出口の柳である。

てくてくは、てくてくである。

テクトニクスは、テクトニクスである。

テクニークは、テクニークである。

テクニカラーは、テクニカラーである。

テクニカルは、テクニカルである。

テクニカルタームは、テクニカルタームである。

テクニカルノックアウトは、テクニカルノックアウトである。

テクニカルフォールは、テクニカルフォールである。

テクニカルポイントは、テクニカルポイントである。

テクニシャンは、テクニシャンである。

テクニックは、テクニックである。

テクネチウムは、テクネチウムである。

テクノは、テクノである。

テクノクラートは、テクノクラートである。

テクノクラシーは、テクノクラシーである。

テクノスーパーライナーは、テクノスーパーライナーである。

テクノストレスは、テクノストレスである。

木偶坊は、木偶坊である。

テクノポリスは、テクノポリスである。

テクノロジーは、テクノロジーである。

テクノロジーアセスメントは、テクノロジーアセスメントである。

木偶箱は、木偶箱である。

手配りは、手配りである。

手首は、手首である。

手窪は、手窪である。

凸間凹間は、凸間凹間である。

木偶回しは、木偶回しである。

手組は、手組である。

出組は、出組である。

手くらは、手くらである。

手暗がりは、手暗がりである。

手暗目暗は、手暗目暗である。

手繰りは、手繰りである。

手繰網は、手繰網である。

手繰糸は、手繰糸である。

手繰船は、手繰船である。

てくるは、てくるである。

出狂坊は、出狂坊である。

手車は、手車である。

輦は、輦である。

輦の宣旨は、輦の宣旨である。

出郭は、出郭である。

デクレッシェンドは、デクレッシェンドである。

手くろは、手くろである。



手くろものは、手くろものである。

出会すは、出会すである。

出稽古は、出稽古である。

でげすは、でげすである。

テケツは、テケツである。

梃子は、梃子である。

手児は、手児である。

凸は、凸である。

デコイは、デコイである。

梃入れは、梃入れである。

手甲は、手甲である。

出格子は、出格子である。

デコーダーは、デコーダーである。

手心は、手心である。

出小作は、出小作である。

手こじは、手こじである。

手拵えは、手拵えである。

凸助は、凸助である。

梃摺るは、梃摺るである。

手応えは、手応えである。

手答えは、手答えである。

てこつるは、てこつるである。

でこでこは、でこでこである。

手事は、手事である。

手事物は、手事物である。

手児奈は、手児奈である。

手児奈の祠は、手児奈の祠である。

てこねるは、てこねるである。

梃子の原理は、梃子の原理である。

手子の衆は、手子の衆である。

梃の衆は、梃の衆である。

梃の者は、梃の者である。

梃平は、梃平である。

てこへんは、てこへんである。

凸坊は、凸坊である。

凸凹野郎は、凸凹野郎である。

手駒は、手駒である。

手古舞は、手古舞である。

梃前は、梃前である。

手込むは、手込むである。

手籠むは、手籠むである。

手込めは、手込めである。

手籠めは、手籠めである。

出庫物は、出庫物である。

手ごもるは、手ごもるである。

出小屋は、出小屋である。



デコラは、デコラである。

てこらけしは、てこらけしである。

てこらさは、てこらさである。

手懲りは、手懲りである。

デコルテは、デコルテである。

デコレーションは、デコレーションである。

デコレーションケーキは、デコレーションケーキである。

手頃は、手頃である。

手殺しは、手殺しである。

手強いは、手強いである。

テコンドーは、テコンドーである。

デザートは、デザートである。

デザートコースは、デザートコースである。

手細工は、手細工である。

デザイナーは、デザイナーである。

デザインは、デザインである。

手棹は、手棹である。

手盛りは、手盛りである。

出盛りは、出盛りである。

出盛るは、出盛るである。

出先は、出先である。

出先機関は、出先機関である。

手作業は、手作業である。

手作は、手作である。

出作は、出作である。

手探りは、手探りである。

手提げは、手提げである。

手酒は、手酒である。

手提げ鞄は、手提げ鞄である。

手提げ金庫は、手提げ金庫である。

手差しは、手差しである。

手札は、手札である。

手捌きは、手捌きである。

出様は、出様である。

手猿楽は、手猿楽である。

手触りは、手触りである。

デサンクティスは、デサンクティスである。

手師は、手師である。

手白は、手白である。

デシは、デシである。

デシーカは、デシーカである。

弟子入りは、弟子入りである。

手塩は、手塩である。

天塩は、天塩である。

出潮は、出潮である。

天塩川は、天塩川である。



手塩皿は、手塩皿である。

てしかは、てしかである。

弟子屈温泉は、弟子屈温泉である。

てしかなは、てしかなである。

デシケーターは、デシケーターである。

手繁しは、手繁しである。

弟子子は、弟子子である。

手仕事は、手仕事である。

出仕事は、出仕事である。

デジタイザーは、デジタイザーである。

デジタルは、デジタルである。

デジタルカメラは、デジタルカメラである。

デジタル計算機は、デジタル計算機である。

デジタル信号は、デジタル信号である。

デジタル通信は、デジタル通信である。

デジタル時計は、デジタル時計である。

弟子取りは、弟子取りである。

手品は、手品である。

出しなは、出しなである。

手品師は、手品師である。

手品遣いは、手品遣いである。

手品節は、手品節である。

弟子文は、弟子文である。

弟子分は、弟子分である。

デシベルは、デシベルである。

手島は、手島である。

出島は、出島である。

手仕舞は、手仕舞である。

豊島蓙は、豊島蓙である。

手島精一は、手島精一である。

手島堵庵は、手島堵庵である。

手締めは、手締めである。

手者は、手者である。

手酌は、手酌である。

出しゃばりは、出しゃばりである。

出しゃばるは、出しゃばるである。

デジャビュは、デジャビュである。

手数珠は、手数珠である。

手首尾は、手首尾である。

手順は、手順である。

手性は、手性である。

手証は、手証である。

手錠は、手錠である。

でしょうは、でしょうである。

手将棋は、手将棋である。

手丈夫は、手丈夫である。



手燭は、手燭である。

手職は、手職である。

出職は、出職である。

手燭石は、手燭石である。

出尻は、出尻である。

デシリットルは、デシリットルである。

手代は、手代である。

出城は、出城である。

デシンは、デシンである。

手信号は、手信号である。

テスは、テスである。

ですは、ですである。

出洲は、出洲である。

出ず入らずは、出ず入らずである。

手数入りは、手数入りである。

手数料は、手数料である。

手ずからは、手ずからである。

ですからは、ですからである。

手ずから自らは、手ずから自らである。

手隙は、手隙である。

手透きは、手透きである。

手漉きは、手漉きである。

出過ぎは、出過ぎである。

出好きは、出好きである。

出過ぎ者は、出過ぎ者である。

出過ぎるは、出過ぎるである。

デスクは、デスクである。

デスクセットは、デスクセットである。

デスクトップは、デスクトップである。

デスクトップパブリッシングは、デスクトップパブリッシングである。

デスクプランは、デスクプランである。

デスクワークは、デスクワークである。

手遊みは、手遊みである。

手筋は、手筋である。

テスターは、テスターである。

です体は、です体である。

テスタメントは、テスタメントである。

てずつは、てずつである。

てづつ頭巾は、てづつ頭巾である。

出突っ張りは、出突っ張りである。

テストは、テストである。

テストケースは、テストケースである。

テストステロンは、テストステロンである。

テストパイロットは、テストパイロットである。

テストパターンは、テストパターンである。

テストピースは、テストピースである。



デスノスは、デスノスである。

デスピオは、デスピオである。

デスペレートは、デスペレートである。

デスポットは、デスポットである。

デスポティズムは、デスポティズムである。

デスマスクは、デスマスクである。

ですます体は、ですます体である。

デスマッチは、デスマッチである。

出角は、出角である。

出隅は、出隅である。

手相撲は、手相撲である。

デスモスティルスは、デスモスティルスである。

デスモソームは、デスモソームである。

テスラは、テスラである。

手摺は、手摺である。

勾欄は、勾欄である。

手刷は、手刷である。

手摺り足摺りは、手摺り足摺りである。

手摺舞台は、手摺舞台である。

手擦れは、手擦れである。

手製は、手製である。

手勢は、手勢である。

テセウスは、テセウスである。

デセールは、デセールである。

手狭は、手狭である。

手狭いは、手狭いである。

手攻めは、手攻めである。

手銭は、手銭である。

出銭は、出銭である。

手煎じは、手煎じである。

手相は、手相である。

て候は、て候である。

で候は、で候である。

手相学は、手相学である。

てそそぶりは、てそそぶりである。

手育ては、手育てである。

手備えは、手備えである。

てそぼくりは、てそぼくりである。

てそぼりは、てそぼりである。

手染は、手染である。

出初めは、出初めである。

出初め式は、出初め式である。

出揃うは、出揃うである。

てだは、てだである。

手松明は、手松明である。

手鷹は、手鷹である。



手鷹師は、手鷹師である。

てだがみは、てだがみである。

出たがりは、出たがりである。

手出しは、手出しである。

出出しは、出出しである。

手助かりは、手助かりである。

手助けは、手助けである。

手叩き水は、手叩き水である。

出立ちは、出立ちである。

出立ちの盃は、出立ちの盃である。

出立ちの膳は、出立ちの膳である。

出立ち映えは、出立ち映えである。

出立ち栄えは、出立ち栄えである。

出立つは、出立つである。

手達者は、手達者である。

手立ては、手立てである。

手楯は、手楯である。

出立ては、出立てである。

出た所勝負は、出た所勝負である。

出店は、出店である。

テタニーは、テタニーである。

手溜りは、手溜りである。

てだゆしは、てだゆしである。

手盥は、手盥である。

でたらめは、でたらめである。

手足りは、手足りである。

手樽は、手樽である。

手足れは、手足れである。

手練は、手練である。

手戯れは、手戯れである。

手箪笥は、手箪笥である。

デタントは、デタントである。

手近は、手近である。

手違いは、手違いである。

手近いは、手近いである。

手違い組みは、手違い組みである。

出違うは、出違うである。

テチス海は、テチス海である。

手伝いは、手伝いである。

手茶は、手茶である。

出茶屋は、出茶屋である。

手中風は、手中風である。

手帳は、手帳である。

手提灯は、手提灯である。

迭は、迭である。

姪は、姪である。



哲は、哲である。

鉄は、鉄である。

徹は、徹である。

撤は、撤である。

轍は、轍である。

鉄亜鈴は、鉄亜鈴である。

鉄案は、鉄案である。

鉄衣は、鉄衣である。

鉄囲山は、鉄囲山である。

手序は、手序である。

鉄色は、鉄色である。

鉄雲母は、鉄雲母である。

鉄御納戸は、鉄御納戸である。

鉄火は、鉄火である。

鉄架は、鉄架である。

手塚は、手塚である。

鉄拐は、鉄拐である。

鉄枴は、鉄枴である。

撤回は、撤回である。

手番は、手番である。

手遣いは、手遣いである。

でっかいは、でっかいである。

出遣いは、出遣いである。

鉄枴山は、鉄枴山である。

手遣い人形は、手遣い人形である。

鉄火打は、鉄火打である。

手支えは、手支えである。

手支へるは、手支へるである。

手塚治虫は、手塚治虫である。

哲学は、哲学である。

哲学史は、哲学史である。

哲学字彙は、哲学字彙である。

哲学者は、哲学者である。

哲学的は、哲学的である。

手付かずは、手付かずである。

でっかちは、でっかちである。

でっかちけないは、でっかちけないである。

でっかちないは、でっかちないである。

鉄火丼は、鉄火丼である。

鉄火場は、鉄火場である。

鉄火肌は、鉄火肌である。

鉄兜は、鉄兜である。

鉄火巻は、鉄火巻である。

手掴みは、手掴みである。

鉄火味噌は、鉄火味噌である。

てっかりは、てっかりである。



でっかりは、でっかりである。

鉄幹は、鉄幹である。

鉄管は、鉄管である。

鉄艦は、鉄艦である。

鉄丸は、鉄丸である。

鉄管ビールは、鉄管ビールである。

鉄軌は、鉄軌である。

鉄器は、鉄器である。

鉄騎は、鉄騎である。

手付は、手付である。

手突きは、手突きである。

手次は、手次である。

手継は、手継である。

デッキは、デッキである。

鉄器時代は、鉄器時代である。

手継証文は、手継証文である。

デッキチェアは、デッキチェアである。

デッキブラシは、デッキブラシである。

手突き矢は、手突き矢である。

鉄脚は、鉄脚である。

撤却は、撤却である。

鉄灸は、鉄灸である。

鉄牛は、鉄牛である。

撤去は、撤去である。

鉄魚は、鉄魚である。

轍魚は、轍魚である。

鉄橋は、鉄橋である。

敵境は、敵境である。

てっきりは、てっきりである。

てっきりこは、てっきりこである。

鉄琴は、鉄琴である。

鉄筋は、鉄筋である。

鉄筋工は、鉄筋工である。

鉄筋コンクリートは、鉄筋コンクリートである。

畳五は、畳五である。

テックスは、テックスである。

鉄屑は、鉄屑である。

出尽すは、出尽すである。

手捏ねは、手捏ねである。

でっくりは、でっくりである。

出作りは、出作りである。

出っ会すは、出っ会すである。

手付金は、手付金である。

剔抉は、剔抉である。

鉄血は、鉄血である。

鉄血宰相は、鉄血宰相である。



手付流れは、手付流れである。

手付倍戻しは、手付倍戻しである。

鉄剣は、鉄剣である。

鉄拳は、鉄拳である。

鉄眼は、鉄眼である。

鉄拳制裁は、鉄拳制裁である。

鉄眼版は、鉄眼版である。

剔紅は、剔紅である。

鉄工は、鉄工である。

鉄甲は、鉄甲である。

鉄坑は、鉄坑である。

鉄鉱は、鉄鉱である。

鉄鋼は、鉄鋼である。

手都合は、手都合である。

鉄格子は、鉄格子である。

徹甲弾は、徹甲弾である。

鉄骨は、鉄骨である。

てっさは、てっさである。

鉄鎖は、鉄鎖である。

鉄座は、鉄座である。

テッサーは、テッサーである。

鉄斎は、鉄斎である。

鉄材は、鉄材である。

鉄剤は、鉄剤である。

鉄柵は、鉄柵である。

鉄索は、鉄索である。

鉄札は、鉄札である。

鉄錆は、鉄錆である。

テッサロニーキは、テッサロニーキである。

鉄傘は、鉄傘である。

鉄山は、鉄山である。

デッサンは、デッサンである。

涅歯は、涅歯である。

鉄砂は、鉄砂である。

鉄尺は、鉄尺である。

鉄砂釉は、鉄砂釉である。

鉄銹は、鉄銹である。

撤収は、撤収である。

鉄十字勲章は、鉄十字勲章である。

鉄重石は、鉄重石である。

綴術は、綴術である。

徹所は、徹所である。

撤除は、撤除である。

鉄匠は、鉄匠である。

鉄相は、鉄相である。

鉄蕉は、鉄蕉である。



鉄漿は、鉄漿である。

徹宵は、徹宵である。

鉄条は、鉄条である。

鉄杖は、鉄杖である。

鉄城は、鉄城である。

鉄条網は、鉄条網である。

徹書記は、徹書記である。

鉄心は、鉄心である。

哲人は、哲人である。

鉄人は、鉄人である。

鉄心琴は、鉄心琴である。

鉄心石腸は、鉄心石腸である。

徹するは、徹するである。

撤するは、撤するである。

鉄製は、鉄製である。

鉄石は、鉄石である。

鉄石英は、鉄石英である。

鉄石心腸は、鉄石心腸である。

鉄泉は、鉄泉である。

鉄扇は、鉄扇である。

鉄船は、鉄船である。

鉄銭は、鉄銭である。

鉄線は、鉄線である。

撤饌は、撤饌である。

鉄線描は、鉄線描である。

鉄線蓮は、鉄線蓮である。

鉄窓は、鉄窓である。

捏造は、捏造である。

鉄則は、鉄則である。

鉄鏃は、鉄鏃である。

鉄損は、鉄損である。

撤退は、撤退である。

手伝うは、手伝うである。

丁稚は、丁稚である。

重一は、重一である。

畳一は、畳一である。

丁稚上りは、丁稚上りである。

捏ち上げは、捏ち上げである。

捏ち上げるは、捏ち上げるである。

丁稚奉公は、丁稚奉公である。

鉄柱は、鉄柱である。

鉄腸は、鉄腸である。

綴葉装は、綴葉装である。

粘葉装は、粘葉装である。

てっちりは、てっちりである。

出っ尻は、出っ尻である。



捏ちるは、捏ちるである。

鉄砧は、鉄砧である。

手筒は、手筒である。

鉄槌は、鉄槌である。

鉄鎚は、鉄鎚である。

手続は、手続である。

手続法は、手続法である。

手鼓は、手鼓である。

鉄蹄は、鉄蹄である。

徹底は、徹底である。

徹底的は、徹底的である。

デッドは、デッドである。

跌宕は、跌宕である。

跌蕩は、跌蕩である。

鉄刀は、鉄刀である。

鉄桶は、鉄桶である。

鉄湯は、鉄湯である。

鉄塔は、鉄塔である。

鉄道は、鉄道である。

鉄道院は、鉄道院である。

鉄道営業法は、鉄道営業法である。

鉄道橋は、鉄道橋である。

鉄道局は、鉄道局である。

鉄道草は、鉄道草である。

鉄道警察は、鉄道警察である。

鉄道弘済会は、鉄道弘済会である。

鉄胴独楽は、鉄胴独楽である。

鉄道省は、鉄道省である。

鉄道唱歌は、鉄道唱歌である。

鉄道大臣は、鉄道大臣である。

徹頭徹尾は、徹頭徹尾である。

鉄道馬車は、鉄道馬車である。

鉄道防雪林は、鉄道防雪林である。

鉄道網は、鉄道網である。

鉄道連絡船は、鉄道連絡船である。

デッドエンドは、デッドエンドである。

デッドコピーは、デッドコピーである。

デッドストックは、デッドストックである。

デッドスペースは、デッドスペースである。

デッドヒートは、デッドヒートである。

デッドボールは、デッドボールである。

デッドラインは、デッドラインである。

手っ取り早いは、手っ取り早いである。

デッドリフトは、デッドリフトである。

デッドロックは、デッドロックである。

鉄のカーテンは、鉄のカーテンである。



鉄の肺は、鉄の肺である。

鉄馬は、鉄馬である。

出っ歯は、出っ歯である。

鉄肺は、鉄肺である。

竹筏は、竹筏である。

撤廃は、撤廃である。

鉄媒染剤は、鉄媒染剤である。

鉄鉢は、鉄鉢である。

出っ端は、出っ端である。

出っ鼻は、出っ鼻である。

出っ放しは、出っ放しである。

出っ張りは、出っ張りである。

手っ張るは、手っ張るである。

出っ張るは、出っ張るである。

鉄板は、鉄板である。

鉄礬土は、鉄礬土である。

鉄板焼は、鉄板焼である。

鉄扉は、鉄扉である。

鉄菱は、鉄菱である。

鉄筆は、鉄筆である。

鉄筆版は、鉄筆版である。

鉄瓶は、鉄瓶である。

哲夫は、哲夫である。

哲婦は、哲婦である。

轍鮒は、轍鮒である。

轍鮒の急は、轍鮒の急である。

でっぷりは、でっぷりである。

鉄分は、鉄分である。

鉄粉は、鉄粉である。

天辺は、天辺である。

撤兵は、撤兵である。

天辺押は、天辺押である。

鉄平石は、鉄平石である。

鉄壁は、鉄壁である。

鉄片は、鉄片である。

てっぺんかけたかは、てっぺんかけたかである。

鉄帽は、鉄帽である。

鉄棒は、鉄棒である。

鉄砲は、鉄砲である。

鉄炮は、鉄炮である。

徹法は、徹法である。

鉄砲和えは、鉄砲和えである。

鉄砲足軽は、鉄砲足軽である。

鉄砲雨は、鉄砲雨である。

鉄砲改は、鉄砲改である。

鉄砲軍は、鉄砲軍である。



鉄砲魚は、鉄砲魚である。

鉄砲打は、鉄砲打である。

鉄砲運上は、鉄砲運上である。

鉄砲海老は、鉄砲海老である。

鉄砲籠は、鉄砲籠である。

鉄砲鍛冶は、鉄砲鍛冶である。

鉄砲頭は、鉄砲頭である。

鉄砲方は、鉄砲方である。

鉄砲傷は、鉄砲傷である。

鉄砲切助真は、鉄砲切助真である。

鉄砲薬は、鉄砲薬である。

鉄砲組は、鉄砲組である。

鉄砲狭間は、鉄砲狭間である。

鉄砲笊は、鉄砲笊である。

鉄砲衆は、鉄砲衆である。

鉄砲汁は、鉄砲汁である。

鉄砲洲は、鉄砲洲である。

鉄砲堰は、鉄砲堰である。

鉄砲競合は、鉄砲競合である。

鉄砲袖は、鉄砲袖である。

鉄砲袖垣は、鉄砲袖垣である。

鉄砲大将は、鉄砲大将である。

鉄砲玉は、鉄砲玉である。

鉄砲手形は、鉄砲手形である。

鉄砲腹は、鉄砲腹である。

鉄砲百人組は、鉄砲百人組である。

鉄砲奉行は、鉄砲奉行である。

鉄砲風呂は、鉄砲風呂である。

鉄砲巻は、鉄砲巻である。

鉄砲水は、鉄砲水である。

鉄砲見世は、鉄砲見世である。

鉄砲虫は、鉄砲虫である。

鉄砲焼は、鉄砲焼である。

鉄砲矢八は、鉄砲矢八である。

鉄砲百合は、鉄砲百合である。

てっぽんは、てっぽんである。

手爪は、手爪である。

手妻は、手妻である。

手妻遣いは、手妻遣いである。

手妻人形は、手妻人形である。

手詰りは、手詰りである。

手詰るは、手詰るである。

鉄マンガン重石は、鉄マンガン重石である。

鉄明礬は、鉄明礬である。

手紬は、手紬である。

鉄無地は、鉄無地である。



手詰めは、手詰めである。

鉄面は、鉄面である。

鉄面皮は、鉄面皮である。

鉄網は、鉄網である。

手積りは、手積りである。

鉄門は、鉄門である。

徹夜は、徹夜である。

出面は、出面である。

出頬は、出頬である。

手捉まえは、手捉まえである。

哲理は、哲理である。

手釣は、手釣である。

鉄輪は、鉄輪である。

鉄輪王は、鉄輪王である。

手蔓は、手蔓である。

手蔓縺は、手蔓縺である。

鉄嶺は、鉄嶺である。

鉄炉は、鉄炉である。

鉄路は、鉄路である。

鉄勒は、鉄勒である。

鉄腕は、鉄腕である。

てては、ててである。

デディケートは、デディケートである。

ててうちは、ててうちである。

父打母打は、父打母打である。

デテールは、デテールである。

デデキントは、デデキントである。

ててくるは、ててくるである。

父無し金は、父無し金である。

出出福は、出出福である。

ででむしは、ででむしである。

ててらは、ててらである。

ててれは、ててれである。

囮は、囮である。

手てんごは、手てんごである。

手てんごうは、手てんごうである。

でとは、でとである。

手套は、手套である。

手道具は、手道具である。

手灯台は、手灯台である。

手遠は、手遠である。

手通しは、手通しである。

手遠しは、手遠しである。

出時は、出時である。

出床は、出床である。

出所は、出所である。



出処は、出処である。

デトネーションは、デトネーションである。

手点は、手点である。

て留めは、て留めである。

テトラは、テトラである。

テトラエチル鉛は、テトラエチル鉛である。

テトラクロロエチレンは、テトラクロロエチレンである。

テトラクロロ金酸は、テトラクロロ金酸である。

テトラクロロ金酸ナトリウムは、テトラクロロ金酸ナトリウムである。

テトラサイクリンは、テトラサイクリンである。

テトラパックは、テトラパックである。

テトラポッドは、テトラポッドである。

手捕まえは、手捕まえである。

手取りは、手取りである。

手捕りは、手捕りである。

手取釜は、手取釜である。

デトリタスは、デトリタスである。

手取鍋は、手取鍋である。

手取り物は、手取り物である。

デトロイトは、デトロイトである。

テトロドトキシンは、テトロドトキシンである。

テトロンは、テトロンである。

てなは、てなである。

テナーは、テナーである。

手内職は、手内職である。

攣は、攣である。

手苗は、手苗である。

手直しは、手直しである。

出直しは、出直しである。

出直すは、出直すである。

手直りは、手直りである。

出直りは、出直りである。

手長は、手長である。

手長印伝は、手長印伝である。

手長応帝は、手長応帝である。

手長蝦は、手長蝦である。

草蝦は、草蝦である。

手長猿は、手長猿である。

手長島は、手長島である。

手慰みは、手慰みである。

手無しは、手無しである。

手懐けるは、手懐けるである。

手鍋は、手鍋である。

手鍋暮しは、手鍋暮しである。

手並は、手並である。

手習いは、手習いである。



手習子は、手習子である。

手習師匠は、手習師匠である。

手習草紙は、手習草紙である。

手習所は、手習所である。

手習始は、手習始である。

手習ふは、手習ふである。

手馴らしは、手馴らしである。

手馴らすは、手馴らすである。

手馴れるは、手馴れるである。

テナントは、テナントである。

てには、てにである。

テニアン島は、テニアン島である。

デニールは、デニールである。

テニールスは、テニールスである。

テニスは、テニスである。

テニスコートは、テニスコートである。

テニソンは、テニソンである。

手日記は、手日記である。

デニッシュは、デニッシュである。

手に手には、手に手にである。

弖爾波は、弖爾波である。

手爾波は、手爾波である。

手爾波大概抄は、手爾波大概抄である。

デニムは、デニムである。

手荷物は、手荷物である。

弖爾乎波は、弖爾乎波である。

天爾遠波は、天爾遠波である。

てにをは紐鏡は、てにをは紐鏡である。

出人別は、出人別である。

手縫いは、手縫いである。

テヌートは、テヌートである。

手抜かりは、手抜かりである。

手抜きは、手抜きである。

手拭帯は、手拭帯である。

手拭地は、手拭地である。

手抜けは、手抜けである。

手緩いは、手緩いである。

テネシーは、テネシーである。

手粘は、手粘である。

手粘いは、手粘いである。

デネブは、デネブである。

手の文は、手の文である。

出の唄は、出の唄である。

手の内は、手の内である。

手の内の珠は、手の内の珠である。

手の裏は、手の裏である。



テノールは、テノールである。

手の際は、手の際である。

手の窪は、手の窪である。

手の甲は、手の甲である。

手熨斗は、手熨斗である。

手の下は、手の下である。

手の筋は、手の筋である。

テノチティトランは、テノチティトランである。

デノテーションは、デノテーションである。

手の中は、手の中である。

手の中の珠は、手の中の珠である。

手の腹は、手の腹である。

手延びは、手延びである。

手の平は、手の平である。

手延べは、手延べである。

手の外は、手の外である。

デノミネーションは、デノミネーションである。

手の物は、手の物である。

手の者は、手の者である。

手鈍いは、手鈍いである。

てはは、てはである。

手羽は、手羽である。

てばは、てばである。

出端は、出端である。

ではは、ではである。

出刃は、出刃である。

出場は、出場である。

出歯は、出歯である。

デパートは、デパートである。

手配は、手配である。

テバイは、テバイである。

デ杯は、デ杯である。

デバイは、デバイである。

手配師は、手配師である。

デバイスは、デバイスである。

出這入りは、出這入りである。

出歯亀は、出歯亀である。

手秤は、手秤である。

手箱は、手箱である。

手羽先は、手羽先である。

手捷いは、手捷いである。

手始めは、手始めである。

出始めは、出始めである。

出場所は、出場所である。

手筈は、手筈である。

出外れは、出外れである。



出外れるは、出外れるである。

手旗は、手旗である。

手機は、手機である。

出機は、出機である。

手拍きは、手拍きである。

手旗信号は、手旗信号である。

デバッグは、デバッグである。

てばてばしは、てばてばしである。

手鼻は、手鼻である。

出花は、出花である。

出鼻は、出鼻である。

手放すは、手放すである。

手放ちは、手放ちである。

出離れは、出離れである。

手撥は、手撥である。

出刃庖丁は、出刃庖丁である。

手陥りは、手陥りである。

手早は、手早である。

手早いは、手早いである。

出囃子は、出囃子である。

手払いは、手払いである。

出払うは、出払うである。

手腹這いは、手腹這いである。

手張りは、手張りである。

出張りは、出張りである。

デバリュエーションは、デバリュエーションである。

手張るは、手張るである。

出張るは、出張るである。

手判は、手判である。

手版は、手版である。

出判は、出判である。

出番は、出番である。

出番所は、出番所である。

手飯米は、手飯米である。

手樋は、手樋である。

手控えは、手控えである。

手控えるは、手控えるである。

手不引膏は、手不引膏である。

手引は、手引である。

手碾は、手碾である。

手引糸は、手引糸である。

手引書は、手引書である。

デビスカップは、デビスカップである。

出額は、出額である。

手人は、手人である。

手酷いは、手酷いである。



デヒドロゲナーゼは、デヒドロゲナーゼである。

手捻りは、手捻りである。

手火熨斗は、手火熨斗である。

手火矢は、手火矢である。

手火矢の薬は、手火矢の薬である。

デビューは、デビューである。

手拍編笠は、手拍編笠である。

手拍子は、手拍子である。

出日和は、出日和である。

デビルは、デビルである。

手広は、手広である。

手広いは、手広いである。

手便は、手便である。

テフは、テフである。

デフは、デフである。

でぶは、でぶである。

手ふいごは、手ふいごである。

デフィニションは、デフィニションである。

手風琴は、手風琴である。

デフォーは、デフォーである。

デフォルトは、デフォルトである。

デフォルマシオンは、デフォルマシオンである。

デフォルメは、デフォルメである。

デフォレストは、デフォレストである。

手拭きは、手拭きである。

手袋は、手袋である。

手節は、手節である。

出不精は、出不精である。

出無精は、出無精である。

手不足は、手不足である。

手札形は、手札形である。

手札代りは、手札代りである。

手札判は、手札判である。

でぶっちょは、でぶっちょである。

手不調は、手不調である。

でぶでぶは、でぶでぶである。

手船は、手船である。

出船は、出船である。

出船繋ぎは、出船繋ぎである。

テフラは、テフラである。

手ぶらは、手ぶらである。

手振りは、手振りである。

デブリは、デブリである。

手振編笠は、手振編笠である。

手振鶯は、手振鶯である。

手振り水は、手振り水である。



出振舞は、出振舞である。

手ぶれは、手ぶれである。

デフレは、デフレである。

デフレーションは、デフレーションである。

デフレーターは、デフレーターである。

デフレギャップは、デフレギャップである。

デフロスターは、デフロスターである。

テフロンは、テフロンである。

手文庫は、手文庫である。

出臍は、出臍である。

テヘランは、テヘランである。

テヘラン会談は、テヘラン会談である。

デベロッパーは、デベロッパーである。

手偏は、手偏である。

頂辺は、頂辺である。

手弁当は、手弁当である。

デポは、デポである。

手棒は、手棒である。

手箒は、手箒である。

手紡績は、手紡績である。

出放題は、出放題である。

デボーリンは、デボーリンである。

手鉾は、手鉾である。

デポジットは、デポジットである。

デポジット制度は、デポジット制度である。

手細は、手細である。

手解きは、手解きである。

出穂水は、出穂水である。

手誉めは、手誉めである。

手彫りは、手彫りである。

手掘りは、手掘りである。

手本は、手本である。

デボンは、デボンである。

デボン紀は、デボン紀である。

デボン系は、デボン系である。

デマは、デマである。

手前は、手前である。

出前は、出前である。

手前勝手は、手前勝手である。

手前金は、手前金である。

手前勘は、手前勘である。

手前細工は、手前細工である。

手前細工人は、手前細工人である。

手前仕舞は、手前仕舞である。

手前者は、手前者である。

手前定規は、手前定規である。



手前畳は、手前畳である。

点前畳は、点前畳である。

手前普請は、手前普請である。

手前味噌は、手前味噌である。

出前持は、出前持である。

手まへるは、手まへるである。

手間換えは、手間換えである。

手任せは、手任せである。

出任せは、出任せである。

手賄いは、手賄いである。

手巻は、手巻である。

デマゴーグは、デマゴーグである。

デマゴギーは、デマゴギーである。

手弄りは、手弄りである。

手間仕事は、手間仕事である。

手間損は、手間損である。

手間代は、手間代である。

手全しは、手全しである。

手間賃は、手間賃である。

手間潰しは、手間潰しである。

手窓は、手窓である。

出窓は、出窓である。

手纏いは、手纏いである。

手惑ひは、手惑ひである。

手間だうは、手間だうである。

手間だうなは、手間だうなである。

手間取は、手間取である。

手間取るは、手間取るである。

手惑はしは、手惑はしである。

手真似は、手真似である。

手招きは、手招きである。

手間隙は、手間隙である。

手実は、手実である。

手玩は、手玩である。

手迷ひは、手迷ひである。

手鞠は、手鞠である。

手毬は、手毬である。

でまりは、でまりである。

手鞠唄は、手鞠唄である。

手鞠花は、手鞠花である。

手丸は、手丸である。

出丸は、出丸である。

デマるは、デマるである。

手丸提灯は、手丸提灯である。

でまれは、でまれである。

手回しは、手回しである。



手回し独楽は、手回し独楽である。

手回しタップは、手回しタップである。

手回しリーマーは、手回しリーマーである。

手回りは、手回りである。

出回りは、出回りである。

出回り期は、出回り期である。

手回り道具は、手回り道具である。

手回り品は、手回り品である。

出回り米は、出回り米である。

出回るは、出回るである。

デマンドは、デマンドである。

手万力は、手万力である。

デミウルゴスは、デミウルゴスである。

手見禁は、手見禁である。

デミグラスソースは、デミグラスソースである。

手短は、手短である。

手ミシンは、手ミシンである。

テミスは、テミスである。

出水は、出水である。

テミストクレスは、テミストクレスである。

手見せは、手見せである。

手見せ禁は、手見せ禁である。

手味噌は、手味噌である。

デミタスは、デミタスである。

出三斗は、出三斗である。

手土産は、手土産である。

デミルは、デミルである。

デミング賞は、デミング賞である。

てむは、てむである。

手向かいは、手向かいである。

手向かうは、手向かうである。

出向かうは、出向かうである。

出迎えは、出迎えである。

出迎えるは、出迎えるである。

出向くは、出向くである。

手穢いは、手穢いである。

手武者は、手武者である。

鉄木真は、鉄木真である。

テムズは、テムズである。

出村は、出村である。

手目は、手目である。

出目は、出目である。

出目金は、出目金である。

出目高は、出目高である。

デメテルは、デメテルである。

出目米は、出目米である。



出目蘭鋳は、出目蘭鋳である。

デメリットは、デメリットである。

てもは、てもである。

デモは、デモである。

でもは、でもである。

でも医者は、でも医者である。

デモーニッシュは、デモーニッシュである。

デモクラシーは、デモクラシーである。

デモクラットは、デモクラットである。

デモクラティックは、デモクラティックである。

デモクリトスは、デモクリトスである。

でもしかは、でもしかである。

デモステネスは、デモステネスである。

手もすまには、手もすまにである。

手持は、手持である。

手持無しは、手持無しである。

手持品は、手持品である。

手持無沙汰は、手持無沙汰である。

手持悪しは、手持悪しである。

手縺れは、手縺れである。

手許は、手許である。

手元は、手元である。

手許金は、手許金である。

出戻りは、出戻りである。

手も無くは、手も無くである。

出物は、出物である。

出者は、出者である。

手揉めは、手揉めである。

デモるは、デモるである。

デモンストレーションは、デモンストレーションである。

デモンストレーション効果は、デモンストレーション効果である。

手矢は、手矢である。

てやは、てやである。

手焼は、手焼である。

手役は、手役である。

出役は、出役である。

出屋敷は、出屋敷である。

手休めは、手休めである。

手槍は、手槍である。

手鑓は、手鑓である。

手柔らかは、手柔らかである。

出湯は、出湯である。

デュアメルは、デュアメルである。

デュアルは、デュアルである。

デューイは、デューイである。

デュヴィヴィエは、デュヴィヴィエである。



デュークは、デュークである。

デューティーフリーは、デューティーフリーである。

デューテリウムは、デューテリウムである。

テューバは、テューバである。

デュープは、デュープである。

デュープロセスオブ‐ローは、デュープロセスオブ‐ローである。

デューラーは、デューラーである。

デュエットは、デュエットである。

デュオは、デュオである。

デュカースは、デュカースである。

デュギーは、デュギーである。

デュクロは、デュクロである。

デュコデュオーロンは、デュコデュオーロンである。

デュシャンは、デュシャンである。

デュッセルドルフは、デュッセルドルフである。

デュナミスは、デュナミスである。

デュナンは、デュナンである。

デュパルクは、デュパルクである。

デュファイは、デュファイである。

デュフィは、デュフィである。

デュボアは、デュボアである。

デュボアレーモンは、デュボアレーモンである。

デュボイスは、デュボイスである。

デュポンは、デュポンである。

デュマは、デュマである。

デュモーリエは、デュモーリエである。

デュラスは、デュラスである。

デュルケムは、デュルケムである。

テュルゴーは、テュルゴーである。

デュレンマットは、デュレンマットである。

デュロックは、デュロックである。

デュロンプティーの法則は、デュロンプティーの法則である。

デュワー瓶は、デュワー瓶である。

てよは、てよである。

出養生は、出養生である。

寺は、寺である。

テラは、テラである。

寺上がりは、寺上がりである。

寺預けは、寺預けである。

寺井は、寺井である。

衒いは、衒いである。

寺入りは、寺入りである。

寺印は、寺印である。

衒うは、衒うである。

デラウェアは、デラウェアである。

寺請は、寺請である。



寺請状は、寺請状である。

寺請証文は、寺請証文である。

寺内は、寺内である。

寺内正毅は、寺内正毅である。

寺尾は、寺尾である。

寺送りは、寺送りである。

寺男は、寺男である。

寺尾寿は、寺尾寿である。

寺方は、寺方である。

寺門は、寺門である。

寺門静軒は、寺門静軒である。

寺構えは、寺構えである。

寺金は、寺金である。

寺狂いは、寺狂いである。

寺子は、寺子である。

寺小姓は、寺小姓である。

テラコッタは、テラコッタである。

寺子取りは、寺子取りである。

寺籠りは、寺籠りである。

寺子屋は、寺子屋である。

衒さふは、衒さふである。

寺坂は、寺坂である。

寺坂吉右衛門は、寺坂吉右衛門である。

寺肴は、寺肴である。

寺崎は、寺崎である。

寺崎広業は、寺崎広業である。

寺侍は、寺侍である。

寺主は、寺主である。

照らし合せるは、照らし合せるである。

デラシネは、デラシネである。

寺島は、寺島である。

寺島宗則は、寺島宗則である。

寺島良安は、寺島良安である。

寺染むは、寺染むである。

寺正月は、寺正月である。

寺証文は、寺証文である。

テラスは、テラスである。

照らすは、照らすである。

テラスハウスは、テラスハウスである。

寺銭は、寺銭である。

テラゾーは、テラゾーである。

寺田は、寺田である。

寺田寅彦は、寺田寅彦である。

寺田屋騒動は、寺田屋騒動である。

寺地は、寺地である。

デラックスは、デラックスである。



寺啄は、寺啄である。

寺椿は、寺椿である。

寺手形は、寺手形である。

てらてらは、てらてらである。

寺同行は、寺同行である。

寺道場は、寺道場である。

寺泊は、寺泊である。

寺友達は、寺友達である。

寺納豆は、寺納豆である。

寺西は、寺西である。

寺西閑心は、寺西閑心である。

テラピアは、テラピアである。

寺奉行は、寺奉行である。

寺法師は、寺法師である。

テラマイシンは、テラマイシンである。

寺参りは、寺参りである。

寺町は、寺町である。

デラメアは、デラメアである。

寺巡りは、寺巡りである。

寺詣では、寺詣でである。

寺屋は、寺屋である。

寺山は、寺山である。

寺山修司は、寺山修司である。

テラロッサは、テラロッサである。

衒はすは、衒はすである。

手ランプは、手ランプである。

照りは、照りである。

テリアは、テリアである。

照り合うは、照り合うである。

テリアカは、テリアカである。

照り上がるは、照り上がるである。

照り雨は、照り雨である。

デリーは、デリーである。

デリー王朝は、デリー王朝である。

テリークロスは、テリークロスである。

デリートは、デリートである。

テリーヌは、テリーヌである。

照鷽は、照鷽である。

照り返しは、照り返しである。

照り返すは、照り返すである。

照り輝くは、照り輝くである。

デリカシーは、デリカシーである。

デリカテッセンは、デリカテッセンである。

テリガラフは、テリガラフである。

デリケートは、デリケートである。

照ごまめは、照ごまめである。



照り込むは、照り込むである。

デリシャスは、デリシャスである。

デリスは、デリスである。

デリス乳剤は、デリス乳剤である。

デリダは、デリダである。

デリックは、デリックである。

照り付けるは、照り付けるである。

照り梅雨は、照り梅雨である。

照り照り坊主は、照り照り坊主である。

照り徹るは、照り徹るである。

照り歳は、照り歳である。

照り土用は、照り土用である。

テリトリーは、テリトリーである。

照葉は、照葉である。

照り映えるは、照り映えるである。

照葉狂言は、照葉狂言である。

照りはたたくは、照りはたたくである。

デリバティブは、デリバティブである。

照葉木は、照葉木である。

照布は、照布である。

照斑は、照斑である。

照り降りは、照り降りである。

照り降り雨は、照り降り雨である。

照り降り傘は、照り降り傘である。

照り降り無しは、照り降り無しである。

照焼は、照焼である。

手榴弾は、手榴弾である。

手療治は、手療治である。

手料理は、手料理である。

照り渡るは、照り渡るである。

デリンジャー現象は、デリンジャー現象である。

テルは、テルである。

照るは、照るである。

てるは、てるである。

出るは、出るである。

テルアヴィヴヤッフォは、テルアヴィヴヤッフォである。

照鏡は、照鏡である。

デルジャーヴィンは、デルジャーヴィンである。

Δは、Δである。
δは、δである。
てるたえは、てるたえである。

δ関数は、δ関数である。
照手姫は、照手姫である。

照る照る坊主は、照る照る坊主である。

テルトゥリアヌスは、テルトゥリアヌスである。

テルビウムは、テルビウムである。



デルフィニウムは、デルフィニウムである。

デルフォイは、デルフォイである。

テルペンは、テルペンである。

照る坊主は、照る坊主である。

テルミットは、テルミットである。

テルミット溶接は、テルミット溶接である。

テルミドールは、テルミドールである。

テルモスは、テルモスである。

テルモピレーは、テルモピレーである。

テルリウムは、テルリウムである。

テルルは、テルルである。

照れは、照れである。

テレは、テレである。

テレーズは、テレーズである。

テレオロギーは、テレオロギーである。

テレカは、テレカである。

照れ隠しは、照れ隠しである。

照れ臭いは、照れ臭いである。

テレグラフは、テレグラフである。

デレゲーションは、デレゲーションである。

てれこは、てれこである。

テレゴニーは、テレゴニーである。

テレコムは、テレコムである。

テレサは、テレサである。

テレジオは、テレジオである。

照れ性は、照れ性である。

でれ助は、でれ助である。

テレスコープは、テレスコープである。

テレタイプは、テレタイプである。

てれつくは、てれつくである。

でれつくは、でれつくである。

テレックスは、テレックスである。

デレッダは、デレッダである。

でれっとは、でれっとである。

でれでれは、でれでれである。

テレパシーは、テレパシーである。

テレビは、テレビである。

テレビカメラは、テレビカメラである。

テレビゲームは、テレビゲームである。

テレビジョンは、テレビジョンである。

テレビ電話は、テレビ電話である。

テレビン油は、テレビン油である。

テレフィーチャーは、テレフィーチャーである。

テレフォンは、テレフォンである。

テレフォンカードは、テレフォンカードである。

テレフタル酸は、テレフタル酸である。



テレプリンターは、テレプリンターである。

照れ降れ無しは、照れ降れ無しである。

テレポートは、テレポートである。

テレマークは、テレマークである。

テレマックは、テレマックである。

テレマンは、テレマンである。

テレミンは、テレミンである。

テレメーターは、テレメーターである。

デレメタリカは、デレメタリカである。

テレメンティナは、テレメンティナである。

丁列綿油は、丁列綿油である。

照れ屋は、照れ屋である。

照れるは、照れるである。

てれん籠は、てれん籠である。

テレンティウスは、テレンティウスである。

手練手管は、手練手管である。

テロは、テロである。

泥鴨は、泥鴨である。

手六十は、手六十である。

手轆轤は、手轆轤である。

デロスは、デロスである。

デロス同盟は、デロス同盟である。

テロップは、テロップである。

テロリストは、テロリストである。

テロリズムは、テロリズムである。

テロルは、テロルである。

でろれん祭文は、でろれん祭文である。

出羽は、出羽である。

手分けは、手分けである。

手業は、手業である。

出羽三山は、出羽三山である。

出羽神社は、出羽神社である。

手渡しは、手渡しである。

手渡すは、手渡すである。

出羽柵は、出羽柵である。

出羽富士は、出羽富士である。

天は、天である。

典は、典である。

恬は、恬である。

展は、展である。

てんは、てんである。

添は、添である。

転は、転である。

填は、填である。

殿は、殿である。

貂は、貂である。



黄鼬は、黄鼬である。

篆は、篆である。

顛は、顛である。

囀は、囀である。

纏は、纏である。

巓は、巓である。

テンは、テンである。

電は、電である。

澱は、澱である。

諂阿は、諂阿である。

電圧は、電圧である。

電圧計は、電圧計である。

天安は、天安である。

天安門は、天安門である。

天安門事件は、天安門事件である。

天衣は、天衣である。

天位は、天位である。

天威は、天威である。

天為は、天為である。

天意は、天意である。

天維は、天維である。

典衣は、典衣である。

典医は、典医である。

転位は、転位である。

転移は、転移である。

電位は、電位である。

臀位は、臀位である。

臀囲は、臀囲である。

転移ＲＮＡは、転移ＲＮＡである。

転移温度は、転移温度である。

電位計は、電位計である。

転移酵素は、転移酵素である。

電位差は、電位差である。

天威咫尺は、天威咫尺である。

天一は、天一である。

天一神は、天一神である。

天一太郎は、天一太郎である。

天一天上は、天一天上である。

天一坊は、天一坊である。

天衣無縫は、天衣無縫である。

店員は、店員である。

点印は、点印である。

転院は、転院である。

天隕石は、天隕石である。

殿宇は、殿宇である。

デンヴァーは、デンヴァーである。



天運は、天運である。

転運使は、転運使である。

伝衣は、伝衣である。

天永は、天永である。

電影は、電影である。

伝駅は、伝駅である。

天延は、天延である。

展延は、展延である。

田園は、田園である。

田園交響曲は、田園交響曲である。

田園詩人は、田園詩人である。

田園生活は、田園生活である。

田園調布は、田園調布である。

田園都市は、田園都市である。

田園文学は、田園文学である。

点汚は、点汚である。

天応は、天応である。

田翁は、田翁である。

天王星は、天王星である。

田黄石は、田黄石である。

天恩は、天恩である。

転音は、転音である。

天恩日は、天恩日である。

天下は、天下である。

天火は、天火である。

点化は、点化である。

点火は、点火である。

添加は、添加である。

転化は、転化である。

転訛は、転訛である。

転嫁は、転嫁である。

甜瓜は、甜瓜である。

天河は、天河である。

典雅は、典雅である。

殿下は、殿下である。

田家は、田家である。

田仮は、田仮である。

伝花は、伝花である。

伝家は、伝家である。

電化は、電化である。

電火は、電火である。

電荷は、電荷である。

天界は、天界である。

天海は、天海である。

展開は、展開である。

転回は、転回である。



天外は、天外である。

天涯は、天涯である。

天蓋は、天蓋である。

碾磑は、碾磑である。

電界は、電界である。

電解は、電解である。

電解液は、電解液である。

電解研磨は、電解研磨である。

電界効果トランジスターは、電界効果トランジスターである。

天涯孤独は、天涯孤独である。

電解質は、電解質である。

電解質コルチコイドは、電解質コルチコイドである。

展開図は、展開図である。

展開図法は、展開図法である。

電解槽は、電解槽である。

天下一は、天下一である。

天涯地角は、天涯地角である。

天下一枚は、天下一枚である。

天下一品は、天下一品である。

電荷移動錯体は、電荷移動錯体である。

天蓋花は、天蓋花である。

展開部は、展開部である。

天蓋屋は、天蓋屋である。

天蓋百合は、天蓋百合である。

点画は、点画である。

天楽は、天楽である。

点額は、点額である。

転学は、転学である。

篆額は、篆額である。

殿閣は、殿閣である。

田楽は、田楽である。

田楽返しは、田楽返しである。

田楽串は、田楽串である。

田楽刺しは、田楽刺しである。

殿閣大学士は、殿閣大学士である。

田楽豆腐は、田楽豆腐である。

田楽法師は、田楽法師である。

田楽焼は、田楽焼である。

天下郡国利病書は、天下郡国利病書である。

天下芸は、天下芸である。

点火コイルは、点火コイルである。

天下喉舌の官は、天下喉舌の官である。

天下国家は、天下国家である。

天下御免は、天下御免である。

天下執行宣旨は、天下執行宣旨である。

天鵞絨は、天鵞絨である。



天滓は、天滓である。

天下筋は、天下筋である。

天下太平は、天下太平である。

天下泰平は、天下泰平である。

天下茶屋は、天下茶屋である。

天下茶屋の仇討は、天下茶屋の仇討である。

天蠍宮は、天蠍宮である。

転化糖は、転化糖である。

天下道具は、天下道具である。

天下取りは、天下取りである。

天火日は、天火日である。

天下人は、天下人である。

天下の町人は、天下の町人である。

伝家の宝刀は、伝家の宝刀である。

殿下渡領は、殿下渡領である。

天下普請は、天下普請である。

天下布武は、天下布武である。

点火プラグは、点火プラグである。

天花粉は、天花粉である。

天瓜粉は、天瓜粉である。

天下祭は、天下祭である。

天下無双は、天下無双である。

点火薬は、点火薬である。

てんからは、てんからである。

てんから釣りは、てんから釣りである。

テンガロンハットは、テンガロンハットである。

天下分け目は、天下分け目である。

天官は、天官である。

天冠は、天冠である。

天漢は、天漢である。

天鑑は、天鑑である。

展観は、展観である。

転官は、転官である。

転換は、転換である。

癲癇は、癲癇である。

天眼は、天眼である。

天顔は、天顔である。

点眼は、点眼である。

田間は、田間である。

田漢は、田漢である。

転換株式は、転換株式である。

転換器は、転換器である。

天眼鏡は、天眼鏡である。

点眼剤は、点眼剤である。

転換社債は、転換社債である。

点眼水は、点眼水である。



天眼通は、天眼通である。

転換炉は、転換炉である。

天基は、天基である。

天機は、天機である。

恬熙は、恬熙である。

転記は、転記である。

転帰は、転帰である。

転機は、転機である。

天喜は、天喜である。

典儀は、典儀である。

転義は、転義である。

田器は、田器である。

伝奇は、伝奇である。

伝記は、伝記である。

伝騎は、伝騎である。

殿騎は、殿騎である。

電気は、電気である。

電器は、電器である。

電機は、電機である。

天気合は、天気合である。

電気アイロンは、電気アイロンである。

天気雨は、天気雨である。

電気飴は、電気飴である。

テンキーは、テンキーである。

電気椅子は、電気椅子である。

電気陰性度は、電気陰性度である。

電気魚は、電気魚である。

天機伺いは、天機伺いである。

電気鰻は、電気鰻である。

天気占は、天気占である。

電気泳動は、電気泳動である。

電気解離は、電気解離である。

電気回路は、電気回路である。

電気化学は、電気化学である。

電気化学当量は、電気化学当量である。

電気楽器は、電気楽器である。

電気釜は、電気釜である。

電気機関車は、電気機関車である。

電気器具は、電気器具である。

天気記号は、天気記号である。

電気水母は、電気水母である。

電気計器は、電気計器である。

電気工学は、電気工学である。

電気鋼板は、電気鋼板である。

電気炬燵は、電気炬燵である。

電気鏝は、電気鏝である。



電気焜炉は、電気焜炉である。

電気晒しは、電気晒しである。

電機子は、電機子である。

電気事業は、電気事業である。

電気自動車は、電気自動車である。

電気収塵器は、電気収塵器である。

電気焼灼は、電気焼灼である。

電気振動は、電気振動である。

天気図は、天気図である。

電気推進は、電気推進である。

電気スタンドは、電気スタンドである。

電気ストーブは、電気ストーブである。

電気制動は、電気制動である。

電気生理学は、電気生理学である。

電気精錬は、電気精錬である。

電気石は、電気石である。

電気線は、電気線である。

電気洗濯機は、電気洗濯機である。

電気双極子は、電気双極子である。

電気掃除機は、電気掃除機である。

電気素量は、電気素量である。

電気探鉱は、電気探鉱である。

電気鋳造は、電気鋳造である。

電気通信省は、電気通信省である。

電気通信大学は、電気通信大学である。

電気抵抗は、電気抵抗である。

電気滴定は、電気滴定である。

電気鉄道は、電気鉄道である。

電気点火は、電気点火である。

電気伝導は、電気伝導である。

電気伝導率は、電気伝導率である。

電気灯は、電気灯である。

電気銅は、電気銅である。

電気透析は、電気透析である。

電気動力計は、電気動力計である。

電気時計は、電気時計である。

電気ドリルは、電気ドリルである。

電気鯰は、電気鯰である。

電気版は、電気版である。

電気漂白は、電気漂白である。

電気孵化法は、電気孵化法である。

電気ブランは、電気ブランである。

電気孵卵器は、電気孵卵器である。

電気ブレーキは、電気ブレーキである。

電気分解は、電気分解である。

電気変位は、電気変位である。



点鬼簿は、点鬼簿である。

電気盆は、電気盆である。

天気祭は、天気祭である。

電気メスは、電気メスである。

電気鍍金は、電気鍍金である。

電気毛布は、電気毛布である。

電気冶金は、電気冶金である。

佃客は、佃客である。

天泣は、天泣である。

天穹は、天穹である。

天宮は、天宮である。

天球は、天球である。

典厩は、典厩である。

天牛は、天牛である。

田給は、田給である。

電球は、電球である。

天球儀は、天球儀である。

天球座標は、天球座標である。

典拠は、典拠である。

転居は、転居である。

畋漁は、畋漁である。

田漁は、田漁である。

天橋は、天橋である。

転経は、転経である。

癲狂は、癲狂である。

天業は、天業である。

天慶は、天慶である。

転業は、転業である。

伝教は、伝教である。

癲狂院は、癲狂院である。

伝教灌頂は、伝教灌頂である。

転鏡儀は、転鏡儀である。

電気溶接は、電気溶接である。

伝教大師は、伝教大師である。

天慶の乱は、天慶の乱である。

電気容量は、電気容量である。

天極は、天極である。

電極は、電極である。

電極電位は、電極電位である。

電極反応は、電極反応である。

天気予報は、天気予報である。

てんきりは、てんきりである。

電気力線は、電気力線である。

電気量は、電気量である。

電気療法は、電気療法である。

電気力は、電気力である。



電気冷蔵庫は、電気冷蔵庫である。

電気炉は、電気炉である。

天金は、天金である。

転勤は、転勤である。

転筋は、転筋である。

天金糸は、天金糸である。

天金箔は、天金箔である。

天狗は、天狗である。

天鼓は、天鼓である。

転句は、転句である。

伝供は、伝供である。

天空は、天空である。

天空海闊は、天空海闊である。

天狗風は、天狗風である。

天草は、天草である。

天狗酒は、天狗酒である。

天狗猿は、天狗猿である。

天具帖は、天具帖である。

典具帖は、典具帖である。

天狗巣は、天狗巣である。

天狗草紙は、天狗草紙である。

天狗倒しは、天狗倒しである。

天狗茸は、天狗茸である。

天狗頼母子は、天狗頼母子である。

天狗煙草は、天狗煙草である。

天狗蝶は、天狗蝶である。

天狗礫は、天狗礫である。

天狗党は、天狗党である。

天狗道は、天狗道である。

天狗飛斬の術は、天狗飛斬の術である。

天狗螺は、天狗螺である。

デング熱は、デング熱である。

天狗の媒鳥は、天狗の媒鳥である。

天狗の投げ文は、天狗の投げ文である。

天狗の鉞は、天狗の鉞である。

天狗の麦飯は、天狗の麦飯である。

天狗の飯匙は、天狗の飯匙である。

天狗俳諧は、天狗俳諧である。

天狗咄は、天狗咄である。

天狗物は、天狗物である。

点グラフは、点グラフである。

でんぐり返しは、でんぐり返しである。

でんぐり返すは、でんぐり返すである。

でんぐり返りは、でんぐり返りである。

でんぐり返るは、でんぐり返るである。

天狗連は、天狗連である。



伝九郎染は、伝九郎染である。

殿軍は、殿軍である。

天花は、天花である。

天華は、天華である。

天刑は、天刑である。

天恵は、天恵である。

天啓は、天啓である。

典型は、典型である。

典経は、典経である。

点景は、点景である。

添景は、添景である。

典型契約は、典型契約である。

典型元素は、典型元素である。

天啓説は、天啓説である。

典型的は、典型的である。

天刑病は、天刑病である。

電戟は、電戟である。

電撃は、電撃である。

天闕は、天闕である。

点穴は、点穴である。

転結は、転結である。

顛蹶は、顛蹶である。

転蹶は、転蹶である。

てんげりは、てんげりである。

天眷は、天眷である。

天険は、天険である。

天譴は、天譴である。

典憲は、典憲である。

点検は、点検である。

天元は、天元である。

電鍵は、電鍵である。

電源は、電源である。

電源開発は、電源開発である。

天元術は、天元術である。

天源術は、天源術である。

天こは、天こである。

典故は、典故である。

点呼は、点呼である。

転語は、転語である。

伝戸は、伝戸である。

佃戸は、佃戸である。

電弧は、電弧である。

伝語は、伝語である。

殿後は、殿後である。

天公は、天公である。

天功は、天功である。



天工は、天工である。

天光は、天光である。

天幸は、天幸である。

天候は、天候である。

転向は、転向である。

転校は、転校である。

てんごうは、てんごうである。

電工は、電工である。

電光は、電光である。

天工開物は、天工開物である。

てんがう書きは、てんがう書きである。

天香玉兎は、天香玉兎である。

てんがう口は、てんがう口である。

電光掲示板は、電光掲示板である。

天香国色は、天香国色である。

電光石火は、電光石火である。

電光朝露は、電光朝露である。

転向点は、転向点である。

電光ニュースは、電光ニュースである。

てんがう念仏は、てんがう念仏である。

てんがうの皮は、てんがうの皮である。

てんがう飲みは、てんがう飲みである。

伝光録は、伝光録である。

転呼音は、転呼音である。

篆刻は、篆刻である。

天国は、天国である。

典獄は、典獄である。

諂曲は、諂曲である。

天国と地獄は、天国と地獄である。

伝国の璽は、伝国の璽である。

天骨は、天骨である。

天こ盛りは、天こ盛りである。

伝言板は、伝言板である。

奠茶は、奠茶である。

典座は、典座である。

転座は、転座である。

天才は、天才である。

天災は、天災である。

天際は、天際である。

甜菜は、甜菜である。

転載は、転載である。

点在は、点在である。

天災期は、天災期である。

天才教育は、天才教育である。

天才児は、天才児である。

天才的は、天才的である。



甜菜糖は、甜菜糖である。

添削は、添削である。

転作は、転作である。

点札は、点札である。

天蚕は、天蚕である。

天産は、天産である。

転盞は、転盞である。

天山は、天山である。

点竄は、点竄である。

電算は、電算である。

電算機は、電算機である。

天山山脈は、天山山脈である。

点竄術は、点竄術である。

天山南路は、天山南路である。

天産物は、天産物である。

天山北路は、天山北路である。

天子は、天子である。

天使は、天使である。

天姿は、天姿である。

天資は、天資である。

天賜は、天賜である。

点紙は、点紙である。

展翅は、展翅である。

填詞は、填詞である。

天治は、天治である。

天時は、天時である。

天璽は、天璽である。

典侍は、典侍である。

点示は、点示である。

点字は、点字である。

展示は、展示である。

篆字は、篆字である。

伝使は、伝使である。

伝屍は、伝屍である。

伝尸は、伝尸である。

殿司は、殿司である。

殿試は、殿試である。

電子は、電子である。

田地は、田地である。

伝持は、伝持である。

電磁は、電磁である。

電子ウイルスは、電子ウイルスである。

電子オルガンは、電子オルガンである。

電子音は、電子音である。

電子音楽は、電子音楽である。

電子楽器は、電子楽器である。



電子管は、電子管である。

電磁感応は、電磁感応である。

点式は、点式である。

電磁気学は、電磁気学である。

天竺は、天竺である。

天竺葵は、天竺葵である。

天竺楽は、天竺楽である。

天竺鯛は、天竺鯛である。

天竺徳兵衛は、天竺徳兵衛である。

天竺鼠は、天竺鼠である。

天竺牡丹は、天竺牡丹である。

天竺豆は、天竺豆である。

電子組版は、電子組版である。

天竺木綿は、天竺木綿である。

天竺様は、天竺様である。

天竺浪人は、天竺浪人である。

電子計算機は、電子計算機である。

電子顕微鏡は、電子顕微鏡である。

電子工学は、電子工学である。

電子光学は、電子光学である。

電子交換は、電子交換である。

電子辞書は、電子辞書である。

電磁石は、電磁石である。

電子写真は、電子写真である。

電磁遮蔽は、電磁遮蔽である。

電子銃は、電子銃である。

天使祝詞は、天使祝詞である。

電子出版は、電子出版である。

電子親和力は、電子親和力である。

電子スピン共鳴は、電子スピン共鳴である。

電子線は、電子線である。

田字草は、田字草である。

電子装置は、電子装置である。

電磁単位は、電磁単位である。

転質は、転質である。

天質は、天質である。

癲疾は、癲疾である。

天日は、天日である。

電子対は、電子対である。

天日塩は、天日塩である。

電子手帳は、電子手帳である。

電子デバイスは、電子デバイスである。

電子伝達系は、電子伝達系である。

天智天皇は、天智天皇である。

天師道は、天師道である。

電子時計は、電子時計である。



点字図書館は、点字図書館である。

伝持の八祖は、伝持の八祖である。

電子波は、電子波である。

電磁波は、電磁波である。

電磁場は、電磁場である。

電子ビームは、電子ビームである。

電子複写機は、電子複写機である。

電子ブックは、電子ブックである。

点字ブロックは、点字ブロックである。

電子編集は、電子編集である。

電子ボルトは、電子ボルトである。

電子マネーは、電子マネーである。

電子メールは、電子メールである。

天赦は、天赦である。

転写は、転写である。

点者は、点者である。

田社は、田社である。

田舎は、田舎である。

田者は、田者である。

伝写は、伝写である。

殿舎は、殿舎である。

鈿車は、鈿車である。

電車は、電車である。

田舎漢は、田舎漢である。

天爵は、天爵である。

転借は、転借である。

典籍は、典籍である。

電車区は、電車区である。

電車ごっこは、電車ごっこである。

転写紙は、転写紙である。

転写石版は、転写石版である。

転車台は、転車台である。

天赦日は、天赦日である。

電車道は、電車道である。

天主は、天主である。

天守は、天守である。

天衆は、天衆である。

典主は、典主である。

天寿は、天寿である。

天授は、天授である。

転手は、転手である。

伝受は、伝受である。

伝授は、伝授である。

転住は、転住である。

填充は、填充である。

田臭は、田臭である。



伝習は、伝習である。

点集合は、点集合である。

填充性は、填充性である。

電磁誘導は、電磁誘導である。

電子郵便は、電子郵便である。

伝習録は、伝習録である。

天守閣は、天守閣である。

天主教は、天主教である。

転宿は、転宿である。

天主公教会は、天主公教会である。

天寿国は、天寿国である。

天寿国繍帳は、天寿国繍帳である。

伝授事は、伝授事である。

点出は、点出である。

転出は、転出である。

天主堂は、天主堂である。

天守番は、天守番である。

天守米は、天守米である。

伝授物は、伝授物である。

天守物語は、天守物語である。

転瞬は、転瞬である。

殿春は、殿春である。

てんしょは、てんしょである。

典書は、典書である。

添書は、添書である。

転所は、転所である。

篆書は、篆書である。

天助は、天助である。

伝書は、伝書である。

天正は、天正である。

天承は、天承である。

天象は、天象である。

典章は、典章である。

典掌は、典掌である。

点鐘は、点鐘である。

転生は、転生である。

転餉は、転餉である。

諂笑は、諂笑である。

天上は、天上である。

天井は、天井である。

天壌は、天壌である。

典常は、典常である。

点定は、点定である。

添乗は、添乗である。

転乗は、転乗である。

殿上は、殿上である。



纏繞は、纏繞である。

伝承は、伝承である。

伝唱は、伝唱である。

伝誦は、伝誦である。

殿掌は、殿掌である。

電場は、電場である。

殿上一は、殿上一である。

添乗員は、添乗員である。

天井裏は、天井裏である。

天正大判は、天正大判である。

天井画は、天井画である。

天上界は、天上界である。

天正カルタは、天正カルタである。

天井川は、天井川である。

天象儀は、天象儀である。

殿上口は、殿上口である。

天井クレーンは、天井クレーンである。

纏繞茎は、纏繞茎である。

天正遣欧使節は、天正遣欧使節である。

天照皇大神宮は、天照皇大神宮である。

天正小判は、天正小判である。

電照栽培は、電照栽培である。

天井桟敷は、天井桟敷である。

天井桟敷の人々は、天井桟敷の人々である。

殿上定は、殿上定である。

天井知らずは、天井知らずである。

天井長押は、天井長押である。

天井抜けは、天井抜けである。

天井値は、天井値である。

殿上の淵酔は、殿上の淵酔である。

殿上の蔵人は、殿上の蔵人である。

殿上の下口は、殿上の下口である。

殿上の逍遥は、殿上の逍遥である。

殿上の受領は、殿上の受領である。

殿上の仙籍は、殿上の仙籍である。

殿上の丞は、殿上の丞である。

殿上の賭弓は、殿上の賭弓である。

殿上の簡は、殿上の簡である。

殿上の間は、殿上の間である。

殿上人は、殿上人である。

伝承文学は、伝承文学である。

天井守りは、天井守りである。

天井眉は、天井眉である。

殿上眉は、殿上眉である。

天壌無窮は、天壌無窮である。

天壌無窮の詔勅は、天壌無窮の詔勅である。



殿上童は、殿上童である。

天色は、天色である。

天職は、天職である。

転職は、転職である。

電飾は、電飾である。

伝書使は、伝書使である。

伝書鳩は、伝書鳩である。

テンションは、テンションである。

電磁力は、電磁力である。

点じるは、点じるである。

転じるは、転じるである。

電子レンジは、電子レンジである。

電子レンズは、電子レンズである。

電子論は、電子論である。

天心は、天心である。

天神は、天神である。

天津は、天津である。

天真は、天真である。

点心は、点心である。

転身は、転身である。

転進は、転進である。

天人は、天人である。

天親は、天親である。

転軫は、転軫である。

田紳は、田紳である。

電信は、電信である。

電信回線は、電信回線である。

電信機は、電信機である。

天津教案は、天津教案である。

天神講は、天神講である。

天人合一は、天人合一である。

天神七代は、天神七代である。

天津条約は、天津条約である。

天神ぞは、天神ぞである。

天神地祇は、天神地祇である。

天神机は、天神机である。

天真独朗は、天真独朗である。

天神橋は、天神橋である。

電信柱は、電信柱である。

天神髭は、天神髭である。

天神髷は、天神髷である。

天神祭は、天神祭である。

天神結びは、天神結びである。

天真爛漫は、天真爛漫である。

電信略号は、電信略号である。

テンスは、テンスである。



典すは、典すである。

点図は、点図である。

殿主は、殿主である。

殿すは、殿すである。

田図は、田図である。

天水は、天水である。

点水は、点水である。

天瑞は、天瑞である。

天水桶は、天水桶である。

天水田は、天水田である。

天水場は、天水場である。

天枢は、天枢である。

天数は、天数である。

点数は、点数である。

伝通院は、伝通院である。

伝助は、伝助である。

点炭は、点炭である。

点ずるは、点ずるである。

転ずるは、転ずるである。

天生は、天生である。

天成は、天成である。

天声は、天声である。

天性は、天性である。

天靖は、天靖である。

天精は、天精である。

恬静は、恬静である。

点青は、点青である。

点睛は、点睛である。

展性は、展性である。

転成は、転成である。

填星は、填星である。

黏臍は、黏臍である。

田制は、田制である。

田斉は、田斉である。

伝世は、伝世である。

伝声は、伝声である。

電請は、電請である。

伝声管は、伝声管である。

転成語は、転成語である。

伝世品は、伝世品である。

転石は、転石である。

転籍は、転籍である。

田籍は、田籍である。

転籍地は、転籍地である。

点綴は、点綴である。

転折は、転折である。



伝説は、伝説である。

テンセルは、テンセルである。

天仙は、天仙である。

点銭は、点銭である。

点線は、点線である。

転戦は、転戦である。

典膳は、典膳である。

恬然は、恬然である。

靦然は、靦然である。

伝宣は、伝宣である。

伝染は、伝染である。

伝線は、伝線である。

電閃は、電閃である。

電線は、電線である。

伝染性は、伝染性である。

伝染性単核細胞症は、伝染性単核細胞症である。

伝染病は、伝染病である。

伝染病研究所は、伝染病研究所である。

伝染病予防法は、伝染病予防法である。

天祖は、天祖である。

天祚は、天祚である。

天鼠は、天鼠である。

伝疏は、伝疏である。

天窓は、天窓である。

天槍は、天槍である。

伝奏は、伝奏である。

転送は、転送である。

転漕は、転漕である。

顛草は、顛草である。

天造は、天造である。

田叟は、田叟である。

伝送は、伝送である。

電送は、電送である。

電槽は、電槽である。

天曹地府祭は、天曹地府祭である。

伝奏屋敷は、伝奏屋敷である。

天則は、天則である。

天測は、天測である。

典則は、典則である。

店則は、店則である。

填足は、填足である。

填塞は、填塞である。

纏足は、纏足である。

転属は、転属である。

電束は、電束である。

天測器械は、天測器械である。



天測法は、天測法である。

電束密度は、電束密度である。

テンソルは、テンソルである。

天孫は、天孫である。

天尊は、天尊である。

伝存は、伝存である。

天孫降臨は、天孫降臨である。

テンダーは、テンダーである。

テンダー機関車は、テンダー機関車である。

テンダーロインは、テンダーロインである。

天体は、天体である。

点苔は、点苔である。

転貸は、転貸である。

天台は、天台である。

椽大は、椽大である。

天台烏薬は、天台烏薬である。

天体観測は、天体観測である。

天台座主は、天台座主である。

天体座標は、天体座標である。

天台山は、天台山である。

天台三会は、天台三会である。

天台三大部は、天台三大部である。

天台止観は、天台止観である。

天台四教儀は、天台四教儀である。

転貸借は、転貸借である。

天体写真は、天体写真である。

天台宗は、天台宗である。

点対称は、点対称である。

天台神道は、天台神道である。

天台大師は、天台大師である。

椽大の筆は、椽大の筆である。

天体物理学は、天体物理学である。

天体分光学は、天体分光学である。

天体望遠鏡は、天体望遠鏡である。

天体力学は、天体力学である。

天台律は、天台律である。

天体暦は、天体暦である。

転宅は、転宅である。

電卓は、電卓である。

テンタサンは、テンタサンである。

伝達は、伝達である。

デンタルは、デンタルである。

デンタルフロスは、デンタルフロスである。

恬淡は、恬淡である。

恬澹は、恬澹である。

天壇は、天壇である。



田単は、田単である。

伝単は、伝単である。

電探は、電探である。

天地は、天地である。

転地は、転地である。

転置は、転置である。

てん池は、てん池である。

顛躓は、顛躓である。

でんちは、でんちである。

電池は、電池である。

天地有情は、天地有情である。

天地会は、天地会である。

点違いは、点違いである。

天地開闢は、天地開闢である。

電蓄は、電蓄である。

天地玄黄は、天地玄黄である。

天地根元造は、天地根元造である。

天地人は、天地人である。

天地神明は、天地神明である。

天地創造は、天地創造である。

天地紅は、天地紅である。

天地丸は、天地丸である。

天地無用は、天地無用である。

展着は、展着である。

纏着は、纏着である。

電着は、電着である。

展着剤は、展着剤である。

電着塗装は、電着塗装である。

天誅は、天誅である。

転注は、転注である。

田疇は、田疇である。

殿中は、殿中である。

電柱は、電柱である。

電鋳は、電鋳である。

天誅組は、天誅組である。

天忠組は、天忠組である。

典鋳司は、典鋳司である。

天中節は、天中節である。

電鋳版は、電鋳版である。

天長は、天長である。

天頂は、天頂である。

天朝は、天朝である。

天聴は、天聴である。

天寵は、天寵である。

店長は、店長である。

転調は、転調である。



天頂儀は、天頂儀である。

天頂距離は、天頂距離である。

天長祭は、天長祭である。

天長節は、天長節である。

天長地久は、天長地久である。

天長勅撰六本宗書は、天長勅撰六本宗書である。

天朝田畝制度は、天朝田畝制度である。

転地療養は、転地療養である。

顛墜は、顛墜である。

天衝は、天衝である。

点付きは、点付きである。

てんつくてんは、てんつくてんである。

点付けは、点付けである。

てんつつは、てんつつである。

天汁は、天汁である。

てんつるてんは、てんつるてんである。

てんでは、てんでである。

天底は、天底である。

天帝は、天帝である。

天庭は、天庭である。

伝逓は、伝逓である。

電停は、電停である。

電霆は、電霆である。

転抵当は、転抵当である。

天敵は、天敵である。

点滴は、点滴である。

てんてこ舞いは、てんてこ舞いである。

顛跌は、顛跌である。

電鉄は、電鉄である。

転轍機は、転轍機である。

てんでには、てんでにである。

蝸牛は、蝸牛である。

てんてんは、てんてんである。

天天は、天天である。

転転は、転転である。

輾転は、輾転である。

展転は、展転である。

てんでんは、てんでんである。

典殿は、典殿である。

でんでんは、でんでんである。

田田は、田田である。

電電公社は、電電公社である。

でんでん太鼓は、でんでん太鼓である。

てんでんばらばらは、てんでんばらばらである。

輾転反側は、輾転反側である。

奠都は、奠都である。



テントは、テントである。

てんとは、てんとである。

電鍍は、電鍍である。

でんとは、でんとである。

天統は、天統である。

天道は、天道である。

典当は、典当である。

店頭は、店頭である。

点灯は、点灯である。

点頭は、点頭である。

転倒は、転倒である。

顛倒は、顛倒である。

奠湯は、奠湯である。

纏頭は、纏頭である。

天堂は、天堂である。

天童は、天童である。

転動は、転動である。

顛動は、顛動である。

田頭は、田頭である。

伝灯は、伝灯である。

伝統は、伝統である。

電灯は、電灯である。

伝動は、伝動である。

伝道は、伝道である。

伝導は、伝導である。

殿堂は、殿堂である。

電動は、電動である。

転倒温度計は、転倒温度計である。

店頭株は、店頭株である。

天灯鬼は、天灯鬼である。

電動機は、電動機である。

天道教は、天道教である。

伝道協会は、伝道協会である。

天童寺は、天童寺である。

伝道師は、伝道師である。

電動子は、電動子である。

点灯飼育は、点灯飼育である。

店頭市場は、店頭市場である。

電動車は、電動車である。

伝統主義は、伝統主義である。

天道神は、天道神である。

天動説は、天動説である。

天道ぞは、天道ぞである。

伝動装置は、伝動装置である。

伝統的論理学は、伝統的論理学である。

店頭登録銘柄は、店頭登録銘柄である。



店頭取引は、店頭取引である。

電動発電機は、電動発電機である。

天道花は、天道花である。

天当船は、天当船である。

伝道船は、伝道船である。

天道ぼこりは、天道ぼこりである。

天道干しは、天道干しである。

天道任せは、天道任せである。

天道虫は、天道虫である。

瓢虫は、瓢虫である。

紅娘は、紅娘である。

偽瓢虫は、偽瓢虫である。

伝灯録は、伝灯録である。

天徳は、天徳である。

転匿は、転匿である。

転得は、転得である。

点読は、点読である。

転読は、転読である。

顛読は、顛読である。

天徳歌合は、天徳歌合である。

天徳寺は、天徳寺である。

デントコーンは、デントコーンである。

出所沙汰は、出所沙汰である。

天綴じは、天綴じである。

恬としては、恬としてである。

点取りは、点取りである。

点取俳諧は、点取俳諧である。

点取り虫は、点取り虫である。

デンドロビウムは、デンドロビウムである。

天丼は、天丼である。

天和は、天和である。

でんないは、でんないである。

点長は、点長である。

天南星は、天南星である。

天南蛮は、天南蛮である。

てんには、てんにである。

テンニースは、テンニースである。

転入は、転入である。

天女は、天女である。

天仁は、天仁である。

転任は、転任である。

天人石鯛は、天人石鯛である。

天人花は、天人花である。

天人唐草は、天人唐草である。

天人草は、天人草である。

天人の五衰は、天人の五衰である。



てんねきは、てんねきである。

電熱は、電熱である。

電熱温床は、電熱温床である。

電熱器は、電熱器である。

天年は、天年である。

天然は、天然である。

天然藍は、天然藍である。

天然育は、天然育である。

天然果実は、天然果実である。

天然ガスは、天然ガスである。

天然記念物は、天然記念物である。

天然橋は、天然橋である。

天然更新は、天然更新である。

天然ゴムは、天然ゴムである。

天然資源は、天然資源である。

天然自然は、天然自然である。

天然色は、天然色である。

天然色映画は、天然色映画である。

天然色写真は、天然色写真である。

天然生活は、天然生活である。

天然繊維は、天然繊維である。

天然染料は、天然染料である。

天然土は、天然土である。

天然痘は、天然痘である。

天然パーマは、天然パーマである。

天然肥料は、天然肥料である。

天然理心流は、天然理心流である。

天然林は、天然林である。

天王は、天王である。

天皇は、天皇である。

電脳は、電脳である。

天王降ろしは、天王降ろしである。

天皇旗は、天皇旗である。

天皇記は、天皇記である。

天皇機関説は、天皇機関説である。

天王山は、天王山である。

天王寺は、天王寺である。

天王寺蕪は、天王寺蕪である。

天王寺公園は、天王寺公園である。

天王寺屋は、天王寺屋である。

天皇賞は、天皇賞である。

天皇制は、天皇制である。

天王立は、天王立である。

天皇誕生日は、天皇誕生日である。

天王如来は、天王如来である。

天皇陛下は、天皇陛下である。



天梅は、天梅である。

天の川は、天の川である。

天糊は、天糊である。

転婆は、転婆である。

天馬は、天馬である。

点播は、点播である。

伝播は、伝播である。

電波は、電波である。

店売は、店売である。

転売は、転売である。

天杯は、天杯である。

天盃は、天盃である。

天牌は、天牌である。

顛沛は、顛沛である。

聴牌は、聴牌である。

転売買戻しは、転売買戻しである。

電波干渉計は、電波干渉計である。

点播機は、点播機である。

電波銀河は、電波銀河である。

纏縛は、纏縛である。

電波高度計は、電波高度計である。

伝播主義は、伝播主義である。

電波障害は、電波障害である。

田畑輪換は、田畑輪換である。

電波探知機は、電波探知機である。

天罰は、天罰である。

点発は、点発である。

電髪は、電髪である。

天罰起請文は、天罰起請文である。

天罰覿面は、天罰覿面である。

電波天体は、電波天体である。

電波天文学は、電波天文学である。

電波法は、電波法である。

電波望遠鏡は、電波望遠鏡である。

天板は、天板である。

典範は、典範である。

天パンは、天パンである。

殿版は、殿版である。

点鼻は、点鼻である。

天引きは、天引きである。

天引けは、天引けである。

転筆は、転筆である。

天日法は、天日法である。

点描は、点描である。

天平は、天平である。

天表は、天表である。



天飆は、天飆である。

伝票は、伝票である。

天平革は、天平革である。

天平感宝は、天平感宝である。

天平式は、天平式である。

天平時代は、天平時代である。

天平尺は、天平尺である。

点描主義は、点描主義である。

天平勝宝は、天平勝宝である。

天平神護は、天平神護である。

天平文化は、天平文化である。

天平宝字は、天平宝字である。

天秤は、天秤である。

天稟は、天稟である。

天秤宮は、天秤宮である。

天秤座は、天秤座である。

天秤責めは、天秤責めである。

天秤棒は、天秤棒である。

天部は、天部である。

天父は、天父である。

天府は、天府である。

天桴は、天桴である。

天賦は、天賦である。

伝符は、伝符である。

添付は、添付である。

転付は、転付である。

田夫は、田夫である。

田麩は、田麩である。

臀部は、臀部である。

田婦は、田婦である。

田賦は、田賦である。

伝布は、伝布である。

天風は、天風である。

天覆は、天覆である。

天福は、天福である。

転覆は、転覆である。

顛覆は、顛覆である。

甸服は、甸服である。

転覆罪は、転覆罪である。

天福日は、天福日である。

天袋は、天袋である。

天賦自然は、天賦自然である。

天賦人権は、天賦人権である。

天賦人権論は、天賦人権論である。

天賦説は、天賦説である。

天物は、天物である。



典物は、典物である。

転付命令は、転付命令である。

テンプラは、テンプラである。

天麩羅蕎麦は、天麩羅蕎麦である。

テンプル騎士団は、テンプル騎士団である。

テンプレートは、テンプレートである。

天分は、天分である。

天文は、天文である。

天聞は、天聞である。

篆文は、篆文である。

伝聞は、伝聞である。

電文は、電文である。

澱粉は、澱粉である。

澱粉質は、澱粉質である。

澱粉種子は、澱粉種子である。

伝聞証拠は、伝聞証拠である。

澱粉糖は、澱粉糖である。

天文法華の乱は、天文法華の乱である。

澱粉葉は、澱粉葉である。

天兵は、天兵である。

テンペストは、テンペストである。

テンペラは、テンペラである。

テンペラメントは、テンペラメントである。

天変は、天変である。

転変は、転変である。

転変説は、転変説である。

天変地異は、天変地異である。

天変地異説は、天変地異説である。

展墓は、展墓である。

てんぽは、てんぽである。

天歩は、天歩である。

典舗は、典舗である。

店舗は、店舗である。

転補は、転補である。

填補は、填補である。

テンポは、テンポである。

でんぼは、でんぼである。

田畝は、田畝である。

展望は、展望である。

天保は、天保である。

転封は、転封である。

転蓬は、転蓬である。

伝法は、伝法である。

電報は、電報である。

伝法阿闍梨位は、伝法阿闍梨位である。

伝法院は、伝法院である。



伝法会は、伝法会である。

電報為替は、電報為替である。

伝法灌頂は、伝法灌頂である。

天保九如は、天保九如である。

天保金銀は、天保金銀である。

天保山は、天保山である。

展望車は、展望車である。

天保水滸伝は、天保水滸伝である。

天保銭は、天保銭である。

天疱瘡は、天疱瘡である。

伝法相承は、伝法相承である。

展望台は、展望台である。

天保通宝は、天保通宝である。

天保の改革は、天保の改革である。

天保の飢饉は、天保の飢饉である。

伝法肌は、伝法肌である。

転法輪は、転法輪である。

転法輪堂は、転法輪堂である。

天保暦は、天保暦である。

天保六花撰は、天保六花撰である。

でんぼ隠しは、でんぼ隠しである。

貂誇りは、貂誇りである。

てんぽ酒は、てんぽ酒である。

テンポシュブングは、テンポシュブングである。

てんぽの皮は、てんぽの皮である。

填補賠償は、填補賠償である。

テンポラリーは、テンポラリーである。

テンポルバートは、テンポルバートである。

点本は、点本である。

伝本は、伝本である。

転凡入聖は、転凡入聖である。

天麻は、天麻である。

天魔は、天魔である。

伝馬は、伝馬である。

デンマークは、デンマークである。

デンマーク語は、デンマーク語である。

デンマーク体操は、デンマーク体操である。

伝馬送りは、伝馬送りである。

天幕は、天幕である。

天幕毛虫は、天幕毛虫である。

伝馬込は、伝馬込である。

天満島は、天満島である。

伝馬朱印は、伝馬朱印である。

伝馬所は、伝馬所である。

伝馬船は、伝馬船である。

顛末は、顛末である。



天魔波旬は、天魔波旬である。

天満節は、天満節である。

天満祭は、天満祭である。

伝馬役は、伝馬役である。

天満宮は、天満宮である。

天明釜は、天明釜である。

天武天皇は、天武天皇である。

天命は、天命である。

天明は、天明である。

電命は、電命である。

転迷開悟は、転迷開悟である。

電鳴楽器は、電鳴楽器である。

天明調は、天明調である。

天明の飢饉は、天明の飢饉である。

天明の大火は、天明の大火である。

殄滅は、殄滅である。

点滅は、点滅である。

点滅器は、点滅器である。

転免は、転免である。

纏綿は、纏綿である。

天網は、天網である。

展毛は、展毛である。

テンモードは、テンモードである。

天目は、天目である。

天目酒は、天目酒である。

天目鞘は、天目鞘である。

天目山は、天目山である。

天目台は、天目台である。

天目点は、天目点である。

天目茶碗は、天目茶碗である。

天目飲は、天目飲である。

天門は、天門である。

天文衛星は、天文衛星である。

天文学は、天文学である。

天文学的数字は、天文学的数字である。

天文方は、天文方である。

天文航法は、天文航法である。

天文時は、天文時である。

天文台は、天文台である。

天文単位は、天文単位である。

天文天頂は、天文天頂である。

天文道は、天文道である。

天門冬は、天門冬である。

天文博士は、天文博士である。

天文密奏は、天文密奏である。

店屋は、店屋である。



田野は、田野である。

天役は、天役である。

点役は、点役である。

典薬は、典薬である。

典鑰は、典鑰である。

点訳は、点訳である。

点薬は、点薬である。

転役は、転役である。

典薬頭は、典薬頭である。

典薬助は、典薬助である。

典薬寮は、典薬寮である。

店屋物は、店屋物である。

店屋者は、店屋者である。

てんやわんやは、てんやわんやである。

諂諛は、諂諛である。

伝輸は、伝輸である。

天佑は、天佑である。

天祐は、天祐である。

天与は、天与である。

天養は、天養である。

転用は、転用である。

点溶接は、点溶接である。

天来は、天来である。

天雷は、天雷である。

天籟は、天籟である。

伝来は、伝来である。

伝来語は、伝来語である。

転落は、転落である。

顛落は、顛落である。

天覧は、天覧である。

展覧は、展覧である。

電纜は、電纜である。

展覧会は、展覧会である。

天理は、天理である。

電離は、電離である。

天理教は、天理教である。

殄戮は、殄戮である。

天理人欲は、天理人欲である。

電離層は、電離層である。

天理大学は、天理大学である。

電離電流は、電離電流である。

電離箱は、電離箱である。

電離平衡は、電離平衡である。

天暦は、天暦である。

電略は、電略である。

天竜は、天竜である。



電流は、電流である。

天竜川は、天竜川である。

天竜峡は、天竜峡である。

電流計は、電流計である。

天竜山石窟は、天竜山石窟である。

天竜寺は、天竜寺である。

天竜寺船は、天竜寺船である。

天竜八部衆は、天竜八部衆である。

天慮は、天慮である。

天領は、天領である。

点料は、点料である。

填料は、填料である。

田猟は、田猟である。

電量は、電量である。

電量計は、電量計である。

電力は、電力である。

電力計は、電力計である。

電力輸送は、電力輸送である。

電力量は、電力量である。

天倫は、天倫である。

転輪は、転輪である。

転輪王は、転輪王である。

転輪聖王は、転輪聖王である。

転輪蔵は、転輪蔵である。

転輪羅針儀は、転輪羅針儀である。

典令は、典令である。

典礼は、典礼である。

典例は、典例である。

典麗は、典麗である。

篆隷は、篆隷である。

伝令は、伝令である。

電令は、電令である。

電鈴は、電鈴である。

伝令ＲＮＡは、伝令ＲＮＡである。

伝令使は、伝令使である。

篆隷万象名義は、篆隷万象名義である。

典礼問題は、典礼問題である。

転炉は、転炉である。

電炉は、電炉である。

電路は、電路である。

殿廊は、殿廊である。

天狼星は、天狼星である。

天老日は、天老日である。

天禄は、天禄である。

天路歴程は、天路歴程である。

典論は、典論である。



電話は、電話である。

電話機は、電話機である。

電話局は、電話局である。

電話口は、電話口である。

電話交換は、電話交換である。

電話線は、電話線である。

電話帳は、電話帳である。

電話ボックスは、電話ボックスである。

とは、とである。

戸は、戸である。

外は、外である。

利は、利である。

鋭は、鋭である。

疾は、疾である。

所は、所である。

処は、処である。

門は、門である。

音は、音である。

砥は、砥である。

跡は、跡である。

斗は、斗である。

兎は、兎である。

図は、図である。

妬は、妬である。

途は、途である。

堵は、堵である。

屠は、屠である。

渡は、渡である。

登は、登である。

塗は、塗である。

賭は、賭である。

蠧は、蠧である。

どは、どである。

努は、努である。

弩は、弩である。

怒は、怒である。

駑は、駑である。

ドは、ドである。

ドアは、ドアである。

度合は、度合である。

ドアエンジンは、ドアエンジンである。

戸明けは、戸明けである。

戸明けの水は、戸明けの水である。

遠浅は、遠浅である。

戸当りは、戸当りである。

ドアチェーンは、ドアチェーンである。



ドアチェックは、ドアチェックである。

土圧は、土圧である。

ドアボーイは、ドアボーイである。

ドアマットは、ドアマットである。

ドアマンは、ドアマンである。

投網は、投網である。

鳥網は、鳥網である。

ドアミラーは、ドアミラーである。

とあるは、とあるである。

問いは、問いである。

樋は、樋である。

刀伊は、刀伊である。

土肥は、土肥である。

問合いは、問合いである。

弔上げは、弔上げである。

問上げは、問上げである。

問い合わすは、問い合わすである。

問合せは、問合せである。

問い合せるは、問い合せるである。

問ひ落すは、問ひ落すである。

問い返すは、問い返すである。

問い掛けるは、問い掛けるである。

吐息は、吐息である。

問い聞くは、問い聞くである。

弔切りは、弔切りである。

問切りは、問切りである。

問い薬は、問い薬である。

土居桁は、土居桁である。

土居光知は、土居光知である。

問い声は、問い声である。

問い言は、問い言である。

問ひ放くは、問ひ放くである。

砥石は、砥石である。

問職は、問職である。

砥石車は、砥石車である。

問状は、問状である。

戸板は、戸板である。

戸板返しは、戸板返しである。

樋竹は、樋竹である。

問い質すは、問い質すである。

土井辰雄は、土井辰雄である。

戸板平目は、戸板平目である。

戸板康二は、戸板康二である。

問い談合は、問い談合である。

ト一は、ト一である。

十一は、十一である。



ト一ハ一は、ト一ハ一である。

といちんさは、といちんさである。

対子は、対子である。

ドイツは、ドイツである。

何奴は、何奴である。

ドイツ菖蒲は、ドイツ菖蒲である。

ドイツ革命は、ドイツ革命である。

ドイツ観念論は、ドイツ観念論である。

ドイツ騎士団は、ドイツ騎士団である。

ドイツ語は、ドイツ語である。

ドイツ体操は、ドイツ体操である。

ドイッチャーは、ドイッチャーである。

ドイッチュは、ドイッチュである。

ドイツ農民戦争は、ドイツ農民戦争である。

ドイツ民主共和国は、ドイツ民主共和国である。

問い詰めるは、問い詰めるである。

ドイツ連邦は、ドイツ連邦である。

ドイツ連邦共和国は、ドイツ連邦共和国である。

土井利勝は、土井利勝である。

問い弔いは、問い弔いである。

とゐ浪は、とゐ浪である。

刀伊の賊は、刀伊の賊である。

土居梁は、土居梁である。

トイピアノは、トイピアノである。

土居葺きは、土居葺きである。

問丸は、問丸である。

都井岬は、都井岬である。

ドイムは、ドイムである。

ドイモイは、ドイモイである。

問屋は、問屋である。

問屋駕籠は、問屋駕籠である。

問屋制家内工業は、問屋制家内工業である。

問屋着きは、問屋着きである。

問屋場は、問屋場である。

問屋町は、問屋町である。

ドイリーは、ドイリーである。

ドイルは、ドイルである。

トイレは、トイレである。

トイレットは、トイレットである。

トイレットペーパーは、トイレットペーパーである。

トイレットルームは、トイレットルームである。

トインビーは、トインビーである。

とうは、とうである。

薹は、薹である。

刀は、刀である。

冬は、冬である。



燈は、燈である。

当は、当である。

投は、投である。

豆は、豆である。

東は、東である。

到は、到である。

洞は、洞である。

逃は、逃である。

倒は、倒である。

凍は、凍である。

唐は、唐である。

套は、套である。

島は、島である。

桃は、桃である。

桐は、桐である。

納は、納である。

討は、討である。

透は、透である。

悼は、悼である。

淘は、淘である。

盗は、盗である。

陶は、陶である。

塔は、塔である。

搭は、搭である。

棟は、棟である。

湯は、湯である。

痘は、痘である。

等は、等である。

答は、答である。

統は、統である。

塘は、塘である。

榻は、榻である。

稲は、稲である。

読は、読である。

骰は、骰である。

踏は、踏である。

蕩は、蕩である。

糖は、糖である。

濤は、濤である。

謄は、謄である。

藤は、藤である。

闘は、闘である。

祷は、祷である。

騰は、騰である。

籐は、籐である。

纛は、纛である。



杜宇は、杜宇である。

問うは、問うである。

訪うは、訪うである。

疾うは、疾うである。

どうは、どうである。

同は、同である。

胴は、胴である。

動は、動である。

堂は、堂である。

童は、童である。

働は、働である。

銅は、銅である。

導は、導である。

幢は、幢である。

瞳は、瞳である。

鐃は、鐃である。

如何は、如何である。

東亜は、東亜である。

胴間は、胴間である。

獰悪は、獰悪である。

胴上げは、胴上げである。

胴揚げは、胴揚げである。

唐小豆は、唐小豆である。

動圧は、動圧である。

等圧線は、等圧線である。

胴当は、胴当である。

東亜同文書院は、東亜同文書院である。

東亜日報は、東亜日報である。

唐鐙は、唐鐙である。

唐網は、唐網である。

糖アルコールは、糖アルコールである。

東亜連盟は、東亜連盟である。

偸安は、偸安である。

答案は、答案である。

とう案は、とう案である。

同行は、同行である。

道安は、道安である。

道安囲は、道安囲である。

冬安居は、冬安居である。

銅アンモニアレーヨンは、銅アンモニアレーヨンである。

当為は、当為である。

当意は、当意である。

東夷は、東夷である。

東いは、東いである。

島夷は、島夷である。

討夷は、討夷である。



湯医は、湯医である。

登位は、登位である。

等位は、等位である。

頭位は、頭位である。

頭囲は、頭囲である。

擣衣は、擣衣である。

同位は、同位である。

同異は、同異である。

同意は、同意である。

胴衣は、胴衣である。

道衣は、道衣である。

どういうは、どういうである。

等位概念は、等位概念である。

同位概念は、同位概念である。

同位角は、同位角である。

東域伝灯目録は、東域伝灯目録である。

同位元素は、同位元素である。

同意語は、同意語である。

等位構造は、等位構造である。

同位語線は、同位語線である。

糖衣錠は、糖衣錠である。

同意書面は、同意書面である。

島夷誌略は、島夷誌略である。

籐椅子は、籐椅子である。

等位節は、等位節である。

等位接続は、等位接続である。

当意即妙は、当意即妙である。

同位体は、同位体である。

同位体分離は、同位体分離である。

どう致しましては、どう致しましてである。

統一は、統一である。

同一は、同一である。

同一概念は、同一概念である。

統一科学は、統一科学である。

統一学校は、統一学校である。

同一原理は、同一原理である。

統一行動は、統一行動である。

統一公判は、統一公判である。

同一視は、同一視である。

同一性は、同一性である。

統一戦線は、統一戦線である。

同一体は、同一体である。

統一地方選挙は、統一地方選挙である。

統一的は、統一的である。

同一轍は、同一轍である。

同一哲学は、同一哲学である。



統一場理論は、統一場理論である。

同一法は、同一法である。

同一律は、同一律である。

同一労働同一賃金は、同一労働同一賃金である。

唐糸は、唐糸である。

唐芋は、唐芋である。

洞院は、洞院である。

党員は、党員である。

唐音は、唐音である。

唐寅は、唐寅である。

唐韻は、唐韻である。

登院は、登院である。

頭韻は、頭韻である。

同音は、同音である。

同韻は、同韻である。

動因は、動因である。

動員は、動員である。

導引は、導引である。

導因は、導因である。

洞院公賢は、洞院公賢である。

洞院公定は、洞院公定である。

洞院実熙は、洞院実熙である。

登院停止は、登院停止である。

東印度会社は、東印度会社である。

棠陰比事は、棠陰比事である。

凍雨は、凍雨である。

堂宇は、堂宇である。

トゥヴァルは、トゥヴァルである。

当上は、当上である。

唐臼は、唐臼である。

ドゥーチェは、ドゥーチェである。

唐団扇は、唐団扇である。

銅烏幢は、銅烏幢である。

ドゥーフは、ドゥーフである。

ドゥーマは、ドゥーマである。

胴裏は、胴裏である。

等雨量線は、等雨量線である。

トゥールは、トゥールである。

トゥールーズは、トゥールーズである。

トゥーロンは、トゥーロンである。

東雲は、東雲である。

凍雲は、凍雲である。

冬営は、冬営である。

灯影は、灯影である。

投影は、投影である。

東瀛は、東瀛である。



倒影は、倒影である。

登営は、登営である。

投影画は、投影画である。

投影画法は、投影画法である。

東叡山は、東叡山である。

投影図は、投影図である。

投影図法は、投影図法である。

投影線は、投影線である。

とう穎超は、とう穎超である。

投影法は、投影法である。

投影面は、投影面である。

トウェーンは、トウェーンである。

道駅は、道駅である。

陶淵明は、陶淵明である。

東欧は、東欧である。

湯王は、湯王である。

藤黄は、藤黄である。

堂奥は、堂奥である。

銅黄は、銅黄である。

同黄は、同黄である。

滕王閣は、滕王閣である。

東王父は、東王父である。

等黄卵は、等黄卵である。

ドゥオモは、ドゥオモである。

ドヴォルジャークは、ドヴォルジャークである。

等温は、等温である。

導音は、導音である。

同音異義語は、同音異義語である。

等温線は、等温線である。

等温動物は、等温動物である。

等温変化は、等温変化である。

刀下は、刀下である。

刀架は、刀架である。

刀貨は、刀貨である。

灯下は、灯下である。

灯火は、灯火である。

灯花は、灯花である。

灯架は、灯架である。

当下は、当下である。

投下は、投下である。

豆果は、豆果である。

東下は、東下である。

倒戈は、倒戈である。

桃花は、桃花である。

透過は、透過である。

陶化は、陶化である。



棹歌は、棹歌である。

登花は、登花である。

登科は、登科である。

登遐は、登遐である。

等価は、等価である。

稲花は、稲花である。

稲架は、稲架である。

踏歌は、踏歌である。

橙果は、橙果である。

糖化は、糖化である。

頭花は、頭花である。

藤花は、藤花である。

闘歌は、闘歌である。

冬瓜は、冬瓜である。

冬芽は、冬芽である。

灯蛾は、灯蛾である。

東雅は、東雅である。

凍餓は、凍餓である。

唐画は、唐画である。

陶瓦は、陶瓦である。

陶画は、陶画である。

同化は、同化である。

同価は、同価である。

同和は、同和である。

堂下は、堂下である。

童歌は、童歌である。

道家は、道家である。

道歌は、道歌である。

銅戈は、銅戈である。

銅貨は、銅貨である。

導火は、導火である。

どうかは、どうかである。

動画は、動画である。

童画は、童画である。

当皆は、当皆である。

東海は、東海である。

倒壊は、倒壊である。

倒潰は、倒潰である。

韜晦は、韜晦である。

灯蓋は、灯蓋である。

当該は、当該である。

凍害は、凍害である。

等外は、等外である。

頭蓋は、頭蓋である。

童孩は、童孩である。

等外官は、等外官である。



頭蓋骨は、頭蓋骨である。

東海散士は、東海散士である。

東海地震は、東海地震である。

東海自然歩道は、東海自然歩道である。

東海大学は、東海大学である。

東海地方は、東海地方である。

渡海造は、渡海造である。

東海道は、東海道である。

東海道五十三次は、東海道五十三次である。

東海道新幹線は、東海道新幹線である。

東海道中膝栗毛は、東海道中膝栗毛である。

東海道本線は、東海道本線である。

東海道名所記は、東海道名所記である。

東海道名所図会は、東海道名所図会である。

東海道四谷怪談は、東海道四谷怪談である。

同害報復は、同害報復である。

頭蓋癆は、頭蓋癆である。

洞海湾は、洞海湾である。

胴返しは、胴返しである。

唐楓は、唐楓である。

等価概念は、等価概念である。

灯火管制は、灯火管制である。

当確は、当確である。

倒閣は、倒閣である。

等角は、等角である。

統覚は、統覚である。

頭角は、頭角である。

籐家具は、籐家具である。

東学は、東学である。

東岳は、東岳である。

唐楽は、唐楽である。

等覚は、等覚である。

同格は、同格である。

洞角は、洞角である。

同学は、同学である。

同額は、同額である。

動学は、動学である。

道学は、道学である。

等角三角形は、等角三角形である。

道学者は、道学者である。

同格節は、同格節である。

道学先生は、道学先生である。

等角投影図は、等角投影図である。

等確率は、等確率である。

胴掛は、胴掛である。

桃花源記は、桃花源記である。



等価原理は、等価原理である。

どうかこうかは、どうかこうかである。

等価交換は、等価交換である。

唐瘡は、唐瘡である。

籐笠は、籐笠である。

同化作用は、同化作用である。

冬瓜子は、冬瓜子である。

唐菓子は、唐菓子である。

堂ヶ島は、堂ヶ島である。

動荷重は、動荷重である。

透過色は、透過色である。

桃花水は、桃花水である。

桃華蘂葉は、桃華蘂葉である。

透過性は、透過性である。

同化政策は、同化政策である。

桃花扇は、桃花扇である。

導火線は、導火線である。

同化組織は、同化組織である。

胴肩衣は、胴肩衣である。

塔型クレーンは、塔型クレーンである。

統括は、統括である。

統轄は、統轄である。

恫喝は、恫喝である。

等活地獄は、等活地獄である。

動滑車は、動滑車である。

登花殿は、登花殿である。

登華殿は、登華殿である。

同化澱粉は、同化澱粉である。

どうがなは、どうがなである。

東金は、東金である。

胴金は、胴金である。

藤花宴は、藤花宴である。

踏歌の節会は、踏歌の節会である。

桃花の節は、桃花の節である。

同花被は、同花被である。

唐冠は、唐冠である。

唐冠貝は、唐冠貝である。

胴亀は、胴亀である。

胴亀笊籬は、胴亀笊籬である。

橙花油は、橙花油である。

とうからは、とうからである。

疾うからは、疾うからである。

胴殻は、胴殻である。

唐辛子は、唐辛子である。

唐芥子は、唐芥子である。

蕃椒は、蕃椒である。



胴枯れ病は、胴枯れ病である。

東華録は、東華録である。

冬官は、冬官である。

灯竿は、灯竿である。

とう管は、とう管である。

投函は、投函である。

東漢は、東漢である。

東関は、東関である。

凍寒は、凍寒である。

盗汗は、盗汗である。

陶棺は、陶棺である。

等閑は、等閑である。

等間は、等間である。

統監は、統監である。

東岸は、東岸である。

唐雁は、唐雁である。

桃顔は、桃顔である。

同官は、同官である。

同感は、同感である。

洞貫は、洞貫である。

洞観は、洞観である。

動感は、動感である。

童丱は、童丱である。

道観は、道観である。

道灌は、道灌である。

導管は、導管である。

道管は、道管である。

潼関は、潼関である。

童顔は、童顔である。

東関紀行は、東関紀行である。

東岸気候は、東岸気候である。

等閑視は、等閑視である。

動眼神経は、動眼神経である。

導関数は、導関数である。

道灌草は、道灌草である。

等閑なしは、等閑なしである。

統監府は、統監府である。

道灌山は、道灌山である。

冬季は、冬季である。

冬期は、冬期である。

当季は、当季である。

当帰は、当帰である。

当期は、当期である。

投企は、投企である。

投棄は、投棄である。

投機は、投機である。



逃毀は、逃毀である。

党紀は、党紀である。

党規は、党規である。

陶器は、陶器である。

登記は、登記である。

騰貴は、騰貴である。

東儀は、東儀である。

東魏は、東魏である。

党議は、党議である。

討議は、討議である。

闘技は、闘技である。

とう議は、とう議である。

同気は、同気である。

同期は、同期である。

動悸は、動悸である。

動機は、動機である。

道器は、道器である。

銅器は、銅器である。

同義は、同義である。

胴木は、胴木である。

胴着は、胴着である。

動議は、動議である。

道義は、道義である。

道議会は、道議会である。

同期機は、同期機である。

同義語は、同義語である。

投機購買は、投機購買である。

銅器時代は、銅器時代である。

陶器写真は、陶器写真である。

登記所は、登記所である。

董其昌は、董其昌である。

登記済証は、登記済証である。

同期生は、同期生である。

透輝石は、透輝石である。

動機説は、動機説である。

登記船は、登記船である。

動機付けは、動機付けである。

投機的は、投機的である。

東儀鉄笛は、東儀鉄笛である。

投機取引は、投機取引である。

投機売却は、投機売却である。

唐黍は、唐黍である。

同期変流機は、同期変流機である。

登記簿は、登記簿である。

登記法は、登記法である。

唐擬宝珠は、唐擬宝珠である。



登記名義は、登記名義である。

等脚三角形は、等脚三角形である。

等脚類は、等脚類である。

橈脚類は、橈脚類である。

冬宮は、冬宮である。

投球は、投球である。

討究は、討究である。

淘宮は、淘宮である。

等級は、等級である。

闘牛は、闘牛である。

同級は、同級である。

撞球は、撞球である。

等級概念は、等級概念である。

闘牛士は、闘牛士である。

淘宮術は、淘宮術である。

東急線は、東急線である。

刀鋸は、刀鋸である。

逃去は、逃去である。

統御は、統御である。

闘魚は、闘魚である。

同居は、同居である。

東京は、東京である。

唐鏡は、唐鏡である。

唐尭は、唐尭である。

同郷は、同郷である。

道教は、道教である。

道鏡は、道鏡である。

同業は、同業である。

童形は、童形である。

東京医科歯科大学は、東京医科歯科大学である。

東京駅は、東京駅である。

東京音楽学校は、東京音楽学校である。

東京音頭は、東京音頭である。

東京外国語大学は、東京外国語大学である。

東京科学博物館は、東京科学博物館である。

東京学芸大学は、東京学芸大学である。

東京株式取引所は、東京株式取引所である。

東京錦は、東京錦である。

東京錦の茵は、東京錦の茵である。

東京教育大学は、東京教育大学である。

同業組合は、同業組合である。

東京経済大学は、東京経済大学である。

東京芸術大学は、東京芸術大学である。

東京語は、東京語である。

東京工業大学は、東京工業大学である。

東京国際空港は、東京国際空港である。



東京国立近代美術館は、東京国立近代美術館である。

東京国立博物館は、東京国立博物館である。

東京国立文化財研究所は、東京国立文化財研究所である。

東京裁判は、東京裁判である。

東京慈恵会医科大学は、東京慈恵会医科大学である。

同業者は、同業者である。

同行衆は、同行衆である。

東京証券取引所は、東京証券取引所である。

東京商船大学は、東京商船大学である。

東京女子医科大学は、東京女子医科大学である。

東京女子大学は、東京女子大学である。

東京新聞は、東京新聞である。

東京水産大学は、東京水産大学である。

東京専門学校は、東京専門学校である。

東京大学は、東京大学である。

東京大空襲は、東京大空襲である。

東京タワーは、東京タワーである。

東京天文台は、東京天文台である。

東京都立大学は、東京都立大学である。

東京日日新聞は、東京日日新聞である。

同行二人は、同行二人である。

東京農業大学は、東京農業大学である。

東京農工大学は、東京農工大学である。

東京美術学校は、東京美術学校である。

頭胸部は、頭胸部である。

同行結びは、同行結びである。

東京理科大学は、東京理科大学である。

東京六大学野球は、東京六大学野球である。

東京湾は、東京湾である。

東京湾アクアラインは、東京湾アクアラインである。

当局は、当局である。

登極は、登極である。

童曲は、童曲である。

登極令は、登極令である。

同居人は、同居人である。

等距離は、等距離である。

当限は、当限である。

唐桐は、唐桐である。

胴切りは、胴切りである。

胴切れ繭は、胴切れ繭である。

当金は、当金である。

当今は、当今である。

当銀は、当銀である。

同衾は、同衾である。

同勤は、同勤である。

同吟は、同吟である。



投句は、投句である。

倒句は、倒句である。

頭句は、頭句である。

唐虞は、唐虞である。

道具は、道具である。

道具市は、道具市である。

東宮は、東宮である。

春宮は、春宮である。

東宮学士は、東宮学士である。

東宮御所は、東宮御所である。

東宮職は、東宮職である。

東宮切韻は、東宮切韻である。

東宮大夫は、東宮大夫である。

東宮帯刀は、東宮帯刀である。

春宮大夫は、春宮大夫である。

東宮女御は、東宮女御である。

東宮傅は、東宮傅である。

春宮坊は、春宮坊である。

道具選みは、道具選みである。

道具落しは、道具落しである。

道具方は、道具方である。

道具競べは、道具競べである。

唐虞三代は、唐虞三代である。

唐櫛は、唐櫛である。

道具衆は、道具衆である。

道具浄瑠璃は、道具浄瑠璃である。

胴薬は、胴薬である。

道具畳は、道具畳である。

道具立ては、道具立てである。

道具帳は、道具帳である。

盗掘は、盗掘である。

洞窟は、洞窟である。

洞窟遺跡は、洞窟遺跡である。

洞窟住居は、洞窟住居である。

洞窟動物は、洞窟動物である。

洞窟美術は、洞窟美術である。

道具的条件付けは、道具的条件付けである。

東求堂は、東求堂である。

道具止は、道具止である。

道具の年取は、道具の年取である。

道具箱は、道具箱である。

倒句法は、倒句法である。

唐茱萸は、唐茱萸である。

道具持は、道具持である。

道具屋は、道具屋である。

道具屋節は、道具屋節である。



唐水母は、唐水母である。

トゥグリルベクは、トゥグリルベクである。

トゥグルク朝は、トゥグルク朝である。

当暮は、当暮である。

藤九郎は、藤九郎である。

唐鍬は、唐鍬である。

東君は、東君である。

東軍流は、東軍流である。

同君連合は、同君連合である。

当毛は、当毛である。

当卦は、当卦である。

当家は、当家である。

桃家は、桃家である。

峠は、峠である。

同家は、同家である。

道化は、道化である。

刀圭は、刀圭である。

灯檠は、灯檠である。

東経は、東経である。

倒景は、倒景である。

統計は、統計である。

頭形は、頭形である。

闘鶏は、闘鶏である。

陶芸は、陶芸である。

同形は、同形である。

同系は、同系である。

同型は、同型である。

同慶は、同慶である。

憧憬は、憧憬である。

刀圭家は、刀圭家である。

統計学は、統計学である。

東慶寺は、東慶寺である。

刀圭術は、刀圭術である。

統計図表は、統計図表である。

統計的は、統計的である。

統計的仮説は、統計的仮説である。

統計年鑑は、統計年鑑である。

東京夢華録は、東京夢華録である。

統計力学は、統計力学である。

道化方は、道化方である。

道外方は、道外方である。

道化猿は、道化猿である。

道化師は、道化師である。

峠芝は、峠芝である。

道化芝居は、道化芝居である。

道化人は、道化人である。



凍結は、凍結である。

唐決は、唐決である。

冬月は、冬月である。

当月は、当月である。

同穴は、同穴である。

洞穴は、洞穴である。

同月は、同月である。

同穴蝦は、同穴蝦である。

凍結乾燥は、凍結乾燥である。

当月限は、当月限である。

同穴の契りは、同穴の契りである。

道化者は、道化者である。

道化役者は、道化役者である。

道化るは、道化るである。

刀剣は、刀剣である。

倒懸は、倒懸である。

唐犬は、唐犬である。

唐硯は、唐硯である。

陶硯は、陶硯である。

闘犬は、闘犬である。

凍原は、凍原である。

套言は、套言である。

桃源は、桃源である。

董源は、董源である。

同県は、同県である。

同権は、同権である。

洞見は、洞見である。

銅剣は、銅剣である。

同源は、同源である。

同原は、同原である。

道元は、道元である。

銅元は、銅元である。

陶犬瓦鶏は、陶犬瓦鶏である。

桃源郷は、桃源郷である。

唐犬組は、唐犬組である。

唐犬権兵衛は、唐犬権兵衛である。

道玄坂は、道玄坂である。

糖原質は、糖原質である。

唐犬額は、唐犬額である。

糖原病は、糖原病である。

登舷礼は、登舷礼である。

東胡は、東胡である。

党錮は、党錮である。

唐鼓は、唐鼓である。

島弧は、島弧である。

董狐は、董狐である。



倒語は、倒語である。

套語は、套語である。

統語は、統語である。

頭語は、頭語である。

洞庫は、洞庫である。

堂鼓は、堂鼓である。

銅壺は、銅壺である。

銅鼓は、銅鼓である。

同語は、同語である。

刀工は、刀工である。

灯光は、灯光である。

投光は、投光である。

投降は、投降である。

投稿は、投稿である。

東郊は、東郊である。

党綱は、党綱である。

陶工は、陶工である。

登校は、登校である。

登降は、登降である。

登高は、登高である。

投合は、投合である。

東郷は、東郷である。

等号は、等号である。

統合は、統合である。

同工は、同工である。

同功は、同功である。

同甲は、同甲である。

同好は、同好である。

同庚は、同庚である。

動向は、動向である。

道幸は、道幸である。

銅坑は、銅坑である。

銅鉱は、銅鉱である。

導坑は、導坑である。

瞳孔は、瞳孔である。

如何斯うは、如何斯うである。

堂号は、堂号である。

道号は、道号である。

同工異曲は、同工異曲である。

同功一体は、同功一体である。

同好会は、同好会である。

統合関係は、統合関係である。

投光器は、投光器である。

倒行逆施は、倒行逆施である。

統合教育は、統合教育である。

登校拒否は、登校拒否である。



銅合金は、銅合金である。

陶弘景は、陶弘景である。

同功繭は、同功繭である。

統合参謀本部は、統合参謀本部である。

東郷茂徳は、東郷茂徳である。

投光照明は、投光照明である。

東郷青児は、東郷青児である。

等高線は、等高線である。

道幸棚は、道幸棚である。

陶行知は、陶行知である。

道光帝は、道光帝である。

統合幕僚会議は、統合幕僚会議である。

瞳孔反応は、瞳孔反応である。

東郷平八郎は、東郷平八郎である。

胴声は、胴声である。

道後温泉は、道後温泉である。

島弧海溝系は、島弧海溝系である。

島国は、島国である。

透谷は、透谷である。

当国は、当国である。

投獄は、投獄である。

東国は、東国である。

唐国は、唐国である。

同国は、同国である。

慟哭は、慟哭である。

等語線は、等語線である。

橈骨は、橈骨である。

頭骨は、頭骨である。

鐙骨は、鐙骨である。

道虚日は、道虚日である。

同語反復は、同語反復である。

同語反覆は、同語反覆である。

統語法は、統語法である。

唐牛蒡は、唐牛蒡である。

唐独楽は、唐独楽である。

唐胡麻は、唐胡麻である。

堂籠りは、堂籠りである。

藤五郎鰯は、藤五郎鰯である。

統語論は、統語論である。

刀痕は、刀痕である。

痘痕は、痘痕である。

等根は、等根である。

闘魂は、闘魂である。

同根は、同根である。

同梱は、同梱である。

銅婚式は、銅婚式である。



等差は、等差である。

踏査は、踏査である。

当座は、当座である。

礬砂は、礬砂である。

礬水は、礬水である。

動作は、動作である。

同座は、同座である。

動座は、動座である。

銅座は、銅座である。

当歳は、当歳である。

登載は、登載である。

統裁は、統裁である。

搭載は、搭載である。

東西は、東西である。

盗罪は、盗罪である。

同罪は、同罪である。

籐細工は、籐細工である。

東斎随筆は、東斎随筆である。

東西東西は、東西東西である。

東西南北は、東西南北である。

搭載砲は、搭載砲である。

東西貿易は、東西貿易である。

東西屋は、東西屋である。

東西遊記は、東西遊記である。

当座入は、当座入である。

当座売は、当座売である。

当座買は、当座買である。

当座貸は、当座貸である。

当座貸越は、当座貸越である。

唐盃は、唐盃である。

礬水紙は、礬水紙である。

当座借は、当座借である。

当座借越は、当座借越である。

当座勘定は、当座勘定である。

胴先は、胴先である。

等差級数は、等差級数である。

当座銀は、当座銀である。

当作は、当作である。

東作は、東作である。

倒錯は、倒錯である。

盗作は、盗作である。

同作は、同作である。

当座組合は、当座組合である。

頭索類は、頭索類である。

動作研究は、動作研究である。

当座小切手は、当座小切手である。



唐ささげは、唐ささげである。

当座捌きは、当座捌きである。

胴差は、胴差である。

当座凌ぎは、当座凌ぎである。

当座尻は、当座尻である。

等差数列は、等差数列である。

当座立ては、当座立てである。

等差中項は、等差中項である。

当座帳は、当座帳である。

透察は、透察である。

闘殺は、闘殺である。

洞察は、洞察である。

当座漬は、当座漬である。

動作電流は、動作電流である。

当座逃れは、当座逃れである。

当座払は、当座払である。

当座振込は、当座振込である。

父様は、父様である。

当座賄いは、当座賄いである。

当座預金は、当座預金である。

当座預金勘定は、当座預金勘定である。

父さんは、父さんである。

嬢さんは、嬢さんである。

灯盞は、灯盞である。

当参は、当参である。

倒産は、倒産である。

蕩産は、蕩産である。

当山は、当山である。

逃竄は、逃竄である。

唐山は、唐山である。

唐桟は、唐桟である。

登山は、登山である。

同参は、同参である。

動産は、動産である。

道産は、道産である。

銅山は、銅山である。

動産銀行は、動産銀行である。

唐三彩は、唐三彩である。

動産質は、動産質である。

当山衆は、当山衆である。

東三省は、東三省である。

動産信託は、動産信託である。

動産抵当は、動産抵当である。

東山道は、東山道である。

当山派は、当山派である。

倒産法は、倒産法である。



動産保険は、動産保険である。

刀子は、刀子である。

投資は、投資である。

東使は、東使である。

凍死は、凍死である。

唐紙は、唐紙である。

唐詩は、唐詩である。

島司は、島司である。

透視は、透視である。

悼詞は、悼詞である。

盗視は、盗視である。

陶歯は、陶歯である。

読師は、読師である。

蕩子は、蕩子である。

頭指は、頭指である。

とう子は、とう子である。

藤氏は、藤氏である。

闘士は、闘士である。

闘志は、闘志である。

闘詩は、闘詩である。

刀自は、刀自である。

杜氏は、杜氏である。

冬至は、冬至である。

当寺は、当寺である。

当事は、当事である。

当時は、当時である。

東寺は、東寺である。

悼辞は、悼辞である。

湯治は、湯治である。

答辞は、答辞である。

統治は、統治である。

蕩児は、蕩児である。

同士は、同士である。

同旨は、同旨である。

同志は、同志である。

同視は、同視である。

同歯は、同歯である。

洞視は、洞視である。

動止は、動止である。

動詞は、動詞である。

堂司は、堂司である。

童詩は、童詩である。

道士は、道士である。

道志は、道志である。

導師は、導師である。

瞠視は、瞠視である。



瞳子は、瞳子である。

同字は、同字である。

同次は、同次である。

同事は、同事である。

同治は、同治である。

同時は、同時である。

童子は、童子である。

等持院は、等持院である。

同士打は、同士打である。

同士討は、同士討である。

冬至梅は、冬至梅である。

投資会社は、投資会社である。

透視画法は、透視画法である。

冬至南瓜は、冬至南瓜である。

冬至粥は、冬至粥である。

等式は、等式である。

当色は、当色である。

陶磁器は、陶磁器である。

童子教は、童子教である。

童子経法は、童子経法である。

同字切は、同字切である。

投資銀行は、投資銀行である。

等軸は、等軸である。

同軸ケーブルは、同軸ケーブルである。

等軸晶系は、等軸晶系である。

童子訓は、童子訓である。

頭字語は、頭字語である。

童子格子は、童子格子である。

投資顧問業は、投資顧問業である。

同字去は、同字去である。

同次式は、同次式である。

投資市場は、投資市場である。

糖脂質は、糖脂質である。

同時死亡の推定は、同時死亡の推定である。

当事者は、当事者である。

当事者参加は、当事者参加である。

当事者主義は、当事者主義である。

当事者照会は、当事者照会である。

同志社大学は、同志社大学である。

当事者適格は、当事者適格である。

当事者能力は、当事者能力である。

投資収支は、投資収支である。

投資信託は、投資信託である。

透視図法は、透視図法である。

等時性は、等時性である。

同歯性は、同歯性である。



当四銭は、当四銭である。

唐詩選は、唐詩選である。

冬至線は、冬至線である。

如何したは、如何したである。

同時代は、同時代である。

刀室は、刀室である。

等質は、等質である。

糖質は、糖質である。

冬日は、冬日である。

当日は、当日である。

同室は、同室である。

同質は、同質である。

同日は、同日である。

同質異像は、同質異像である。

同時通訳は、同時通訳である。

糖質コルチコイドは、糖質コルチコイドである。

如何しては、如何してである。

東支鉄道は、東支鉄道である。

如何してもは、如何してもである。

冬至点は、冬至点である。

同時には、同時にである。

答志の崎は、答志の崎である。

藤氏の四家は、藤氏の四家である。

湯治場は、湯治場である。

東寺版は、東寺版である。

同時犯は、同時犯である。

東寺百合文書は、東寺百合文書である。

統辞法は、統辞法である。

堂島は、堂島である。

堂島下駄は、堂島下駄である。

堂島米穀取引所は、堂島米穀取引所である。

灯心は、灯心である。

灯心蜻蛉は、灯心蜻蛉である。

胴締めは、胴締めである。

童子問は、童子問である。

当社は、当社である。

投射は、投射である。

透写は、透写である。

謄写は、謄写である。

同社は、同社である。

同車は、同車である。

同舎は、同舎である。

堂舎は、堂舎である。

道者は、道者である。

導車は、導車である。

導者は、導者である。



同者は、同者である。

唐尺は、唐尺である。

闘雀は、闘雀である。

道釈は、道釈である。

道綽は、道綽である。

瞠若は、瞠若である。

道釈画は、道釈画である。

道釈人物は、道釈人物である。

湯若望は、湯若望である。

透写紙は、透写紙である。

道者時分は、道者時分である。

透写台は、透写台である。

謄写版は、謄写版である。

道者船は、道者船である。

道者宿は、道者宿である。

ドゥシャンベは、ドゥシャンベである。

当主は、当主である。

投手は、投手である。

東首は、東首である。

党首は、党首である。

盗取は、盗取である。

陶朱は、陶朱である。

藤樹は、藤樹である。

同種は、同種である。

童豎は、童豎である。

童孺は、童孺である。

陶朱猗頓の富は、陶朱猗頓の富である。

東州は、東州である。

東周は、東周である。

答酬は、答酬である。

踏襲は、踏襲である。

蹈襲は、蹈襲である。

当住は、当住である。

同舟は、同舟である。

同臭は、同臭である。

同衆は、同衆である。

堂衆は、堂衆である。

銅臭は、銅臭である。

東洲斎写楽は、東洲斎写楽である。

道州制は、道州制である。

同臭味は、同臭味である。

藤樹学派は、藤樹学派である。

投宿は、投宿である。

登熟は、登熟である。

同宿は、同宿である。

荳菽類は、荳菽類である。



頭首工は、頭首工である。

藤樹書院は、藤樹書院である。

唐繻子は、唐繻子である。

投手戦は、投手戦である。

導出は、導出である。

道術は、道術である。

同種同文は、同種同文である。

唐棕梠は、唐棕梠である。

道春は、道春である。

道春点は、道春点である。

当初は、当初である。

当所は、当所である。

当処は、当処である。

投書は、投書である。

島嶼は、島嶼である。

答書は、答書である。

頭書は、頭書である。

東序は、東序である。

倒叙は、倒叙である。

唐書は、唐書である。

同所は、同所である。

道書は、道書である。

銅杵は、銅杵である。

童女は、童女である。

刀匠は、刀匠である。

刀傷は、刀傷である。

投象は、投象である。

東証は、東証である。

凍傷は、凍傷である。

堂上は、堂上である。

湯傷は、湯傷である。

痘漿は、痘漿である。

登省は、登省である。

闘将は、闘将である。

刀杖は、刀杖である。

東上は、東上である。

東条は、東条である。

東浄は、東浄である。

党情は、党情である。

凍上は、凍上である。

登城は、登城である。

登場は、登場である。

搭乗は、搭乗である。

頭状は、頭状である。

闘諍は、闘諍である。

同床は、同床である。



洞簫は、洞簫である。

道床は、道床である。

道昭は、道昭である。

同上は、同上である。

同乗は、同乗である。

同情は、同情である。

動静は、動静である。

道上は、道上である。

道場は、道場である。

道場荒らしは、道場荒らしである。

東条一堂は、東条一堂である。

同床異夢は、同床異夢である。

塔状雲は、塔状雲である。

頭状花は、頭状花である。

筒状花は、筒状花である。

等正覚は、等正覚である。

頭状花序は、頭状花序である。

堂上方は、堂上方である。

東証株価指数は、東証株価指数である。

東条義門は、東条義門である。

東条琴台は、東条琴台である。

東照宮は、東照宮である。

堂上家は、堂上家である。

東勝寺は、東勝寺である。

道成寺は、道成寺である。

堂上衆は、堂上衆である。

同情ストは、同情ストである。

東照大権現は、東照大権現である。

唐招提寺は、唐招提寺である。

桐城派は、桐城派である。

堂上派は、堂上派である。

唐商売は、唐商売である。

東条英機は、東条英機である。

唐菖蒲は、唐菖蒲である。

とう小平は、とう小平である。

道場坊は、道場坊である。

東条操は、東条操である。

道場破りは、道場破りである。

灯燭は、灯燭である。

当職は、当職である。

偸食は、偸食である。

同色は、同色である。

同職は、同職である。

銅色は、銅色である。

同職組合は、同職組合である。

同色染めは、同色染めである。



動植物は、動植物である。

当所売買は、当所売買である。

当所払手形は、当所払手形である。

同時履行の抗弁権は、同時履行の抗弁権である。

透磁率は、透磁率である。

等磁力線は、等磁力線である。

投じるは、投じるである。

同じるは、同じるである。

動じるは、動じるである。

等翅類は、等翅類である。

同翅類は、同翅類である。

藤四郎は、藤四郎である。

同時録音は、同時録音である。

統辞論は、統辞論である。

刀心は、刀心である。

刀身は、刀身である。

投身は、投身である。

投信は、投信である。

東晋は、東晋である。

東進は、東進である。

盗心は、盗心である。

登進は、登進である。

等身は、等身である。

等親は、等親である。

答申は、答申である。

蕩心は、蕩心である。

闘心は、闘心である。

刀刃は、刀刃である。

東人は、東人である。

党人は、党人である。

唐人は、唐人である。

島人は、島人である。

盗人は、盗人である。

陶人は、陶人である。

蕩尽は、蕩尽である。

同心は、同心である。

童心は、童心である。

道心は、道心である。

同人は、同人である。

同仁は、同仁である。

道人は、道人である。

唐人飴は、唐人飴である。

唐人唄は、唐人唄である。

同心円は、同心円である。

唐人お吉は、唐人お吉である。

灯心抑えは、灯心抑えである。



唐人踊は、唐人踊である。

唐人笠は、唐人笠である。

同仁教会は、同仁教会である。

唐人殺しは、唐人殺しである。

道心者は、道心者である。

同人雑誌は、同人雑誌である。

同人社は、同人社である。

道心人心は、道心人心である。

唐人相撲は、唐人相撲である。

等深線は、等深線である。

灯心草は、灯心草である。

等身大は、等身大である。

刀尋段段壊は、刀尋段段壊である。

東清鉄道は、東清鉄道である。

等震度線は、等震度線である。

唐人囃子は、唐人囃子である。

唐人稗は、唐人稗である。

灯心引は、灯心引である。

唐人笛は、唐人笛である。

東尋坊は、東尋坊である。

同心棒は、同心棒である。

道心坊は、道心坊である。

唐人髷は、唐人髷である。

唐人町は、唐人町である。

唐人豆は、唐人豆である。

同心結びは、同心結びである。

唐人屋敷は、唐人屋敷である。

東司は、東司である。

党すは、党すである。

刀途は、刀途である。

取出は、取出である。

討ずは、討ずである。

搭ずは、搭ずである。

湯ずは、湯ずである。

灯穂は、灯穂である。

東陲は、東陲である。

透水は、透水である。

陶酔は、陶酔である。

統帥は、統帥である。

導水は、導水である。

道邃は、道邃である。

導水管は、導水管である。

導水渠は、導水渠である。

陶酔境は、陶酔境である。

導水橋は、導水橋である。

統帥権は、統帥権である。



統帥権干犯問題は、統帥権干犯問題である。

透水層は、透水層である。

導水堤は、導水堤である。

同数は、同数である。

藤助は、藤助である。

胴炭は、胴炭である。

唐相撲は、唐相撲である。

胴擦りは、胴擦りである。

胴掏摸は、胴掏摸である。

投ずるは、投ずるである。

同ずるは、同ずるである。

動ずるは、動ずるである。

どうする連は、どうする連である。

党是は、党是である。

どうせは、どうせである。

冬青は、冬青である。

当世は、当世である。

東征は、東征である。

倒生は、倒生である。

党勢は、党勢である。

唐制は、唐制である。

陶製は、陶製である。

等儕は、等儕である。

統制は、統制である。

搗精は、搗精である。

踏青は、踏青である。

頭声は、頭声である。

濤声は、濤声である。

騰勢は、騰勢である。

統税は、統税である。

同生は、同生である。

同声は、同声である。

同姓は、同姓である。

同性は、同性である。

同棲は、同棲である。

銅青は、銅青である。

銅製は、銅製である。

同勢は、同勢である。

動勢は、動勢である。

同性愛は、同性愛である。

当世歌は、当世歌である。

当世男は、当世男である。

当世女は、当世女である。

当世顔は、当世顔である。

同声合唱は、同声合唱である。

当世兜は、当世兜である。



当世具足は、当世具足である。

統制経済は、統制経済である。

当世仕出しは、当世仕出しである。

当世仕立は、当世仕立である。

当世書生気質は、当世書生気質である。

東征伝絵巻は、東征伝絵巻である。

当世女房は、当世女房である。

統制派は、統制派である。

当世風は、当世風である。

当世本は、当世本である。

当世向は、当世向である。

当世様は、当世様である。

当世流は、当世流である。

投石は、投石である。

党籍は、党籍である。

凍石は、凍石である。

透析は、透析である。

悼惜は、悼惜である。

盗跖は、盗跖である。

陶石は、陶石である。

同席は、同席である。

当節は、当節である。

盗窃は、盗窃である。

同説は、同説である。

撓折は、撓折である。

透石膏は、透石膏である。

刀山は、刀山である。

刀尖は、刀尖である。

刀銭は、刀銭である。

冬扇は、冬扇である。

灯船は、灯船である。

当千は、当千である。

当選は、当選である。

当籤は、当籤である。

投扇は、投扇である。

投銭は、投銭である。

東遷は、東遷である。

唐扇は、唐扇である。

唐船は、唐船である。

盗泉は、盗泉である。

陶潜は、陶潜である。

登仙は、登仙である。

登船は、登船である。

闘戦は、闘戦である。

灯前は、灯前である。

当然は、当然である。



東漸は、東漸である。

陶然は、陶然である。

蕩然は、蕩然である。

同船は、同船である。

動線は、動線である。

道宣は、道宣である。

銅銭は、銅銭である。

銅線は、銅線である。

導線は、導線である。

同前は、同前である。

同然は、同然である。

童然は、童然である。

瞠然は、瞠然である。

冬扇夏炉は、冬扇夏炉である。

投銭戯は、投銭戯である。

投扇興は、投扇興である。

東禅寺事件は、東禅寺事件である。

当選証書は、当選証書である。

当選訴訟は、当選訴訟である。

唐栴檀は、唐栴檀である。

東潜夫論は、東潜夫論である。

刀俎は、刀俎である。

屠蘇は、屠蘇である。

登祚は、登祚である。

同素は、同素である。

どうぞは、どうぞである。

刀装は、刀装である。

逃走は、逃走である。

党争は、党争である。

凍瘡は、凍瘡である。

唐僧は、唐僧である。

痘瘡は、痘瘡である。

闘争は、闘争である。

同窓は、同窓である。

道蔵は、道蔵である。

銅像は、銅像である。

凍霜害は、凍霜害である。

同窓会は、同窓会である。

逃走罪は、逃走罪である。

唐宋八家は、唐宋八家である。

党則は、党則である。

等速は、等速である。

踏測は、踏測である。

頭足は、頭足である。

盗賊は、盗賊である。

動息は、動息である。



同族は、同族である。

同属は、同属である。

道俗は、道俗である。

銅鏃は、銅鏃である。

同族会社は、同族会社である。

盗賊鴎は、盗賊鴎である。

等測図は、等測図である。

同族体は、同族体である。

同族団は、同族団である。

頭足類は、頭足類である。

道祖神は、道祖神である。

同素体は、同素体である。

統率は、統率である。

淘汰は、淘汰である。

当体は、当体である。

東岱は、東岱である。

凍餒は、凍餒である。

灯台は、灯台である。

当代は、当代である。

当帝は、当帝である。

東台は、東台である。

登第は、登第である。

同体は、同体である。

胴体は、胴体である。

動体は、動体である。

動態は、動態である。

童体は、童体である。

童帝は、童帝である。

道諦は、道諦である。

銅帯は、銅帯である。

導体は、導体である。

同大は、同大である。

灯台石は、灯台石である。

灯台鬼は、灯台鬼である。

灯台草は、灯台草である。

灯台草科は、灯台草科である。

東大寺は、東大寺である。

東大寺要録は、東大寺要録である。

動体視力は、動体視力である。

灯台船は、灯台船である。

胴体着陸は、胴体着陸である。

動態統計は、動態統計である。

灯台守は、灯台守である。

唐大和上東征伝は、唐大和上東征伝である。

銅鐸は、銅鐸である。

到達は、到達である。



逃脱は、逃脱である。

堂達は、堂達である。

到達主義は、到達主義である。

到達度評価は、到達度評価である。

胴立は、胴立である。

淘汰盤は、淘汰盤である。

胴試しは、胴試しである。

東端は、東端である。

登壇は、登壇である。

同断は、同断である。

道断は、道断である。

満天星は、満天星である。

糖蛋白質は、糖蛋白質である。

当地は、当地である。

倒置は、倒置である。

島地は、島地である。

等値は、等値である。

同地は、同地である。

同値は、同値である。

動地は、動地である。

等値概念は、等値概念である。

同値関係は、同値関係である。

統治機関は、統治機関である。

唐竹は、唐竹である。

唐竹蘭は、唐竹蘭である。

統治権は、統治権である。

統治行為は、統治行為である。

唐萵苣は、唐萵苣である。

統治者は、統治者である。

同治中興は、同治中興である。

同地払手形は、同地払手形である。

唐茶は、唐茶である。

闘茶は、闘茶である。

到着は、到着である。

同着は、同着である。

撞着は、撞着である。

到着値段は、到着値段である。

父ちゃんは、父ちゃんである。

頭注は、頭注である。

頭註は、頭註である。

道中は、道中である。

道中駕籠は、道中駕籠である。

道中笠は、道中笠である。

冬虫夏草は、冬虫夏草である。

道中記は、道中記である。

道中着は、道中着である。



桃中軒雲右衛門は、桃中軒雲右衛門である。

道中差は、道中差である。

道中師は、道中師である。

董仲舒は、董仲舒である。

同中書門下平章事は、同中書門下平章事である。

道中姿は、道中姿である。

道中すがらは、道中すがらである。

道中双六は、道中双六である。

道中筋は、道中筋である。

道中付は、道中付である。

道中付の扇は、道中付の扇である。

道中羽織は、道中羽織である。

道中脛巾は、道中脛巾である。

道中奉行は、道中奉行である。

冬鳥は、冬鳥である。

当朝は、当朝である。

唐朝は、唐朝である。

盗聴は、盗聴である。

登庁は、登庁である。

登頂は、登頂である。

等張は、等張である。

同調は、同調である。

堂頭は、堂頭である。

道庁は、道庁である。

同調回路は、同調回路である。

頭頂骨は、頭頂骨である。

同調者は、同調者である。

同調性は、同調性である。

道聴塗説は、道聴塗説である。

同調培養は、同調培養である。

当直は、当直である。

同値律は、同値律である。

唐縮緬は、唐縮緬である。

陶枕は、陶枕である。

透頂香は、透頂香である。

疼痛は、疼痛である。

頭痛は、頭痛である。

唐通事は、唐通事である。

胴突きは、胴突きである。

胴突くは、胴突くである。

唐机は、唐机である。

ドゥッチオは、ドゥッチオである。

唐包は、唐包である。

トゥッティは、トゥッティである。

唐椿は、唐椿である。

胴強しは、胴強しである。



当手は、当手である。

どうでは、どうでである。

東帝は、東帝である。

到底は、到底である。

同定は、同定である。

童貞は、童貞である。

道程は、道程である。

銅泥は、銅泥である。

藤貞幹は、藤貞幹である。

洞庭湖は、洞庭湖である。

童貞生殖は、童貞生殖である。

童貞説は、童貞説である。

当敵は、当敵である。

投擲は、投擲である。

唐笛は、唐笛である。

動的は、動的である。

動的安全は、動的安全である。

透徹は、透徹である。

同轍は、同轍である。

洞徹は、洞徹である。

饕餮文は、饕餮文である。

どうでもは、どうでもである。

冬天は、冬天である。

当店は、当店である。

東天は、東天である。

唐天は、唐天である。

滔天は、滔天である。

読点は、読点である。

盗電は、盗電である。

答電は、答電である。

同点は、同点である。

動天は、動天である。

動転は、動転である。

東天紅は、東天紅である。

等電点は、等電点である。

動電力は、動電力である。

尊は、尊である。

貴は、貴である。

東都は、東都である。

とうとは、とうとである。

当度は、当度である。

東土は、東土である。

凍土は、凍土である。

唐土は、唐土である。

陶土は、陶土である。

糖度は、糖度である。



とうどは、とうどである。

同途は、同途である。

道途は、道途である。

どうとは、どうとである。

どうどは、どうどである。

とうとうは、とうとうである。

東塔は、東塔である。

登登は、登登である。

滔滔は、滔滔である。

蕩蕩は、蕩蕩である。

鼕鼕は、鼕鼕である。

とう鞳は、とう鞳である。

疾う疾うは、疾う疾うである。

到頭は、到頭である。

等等は、等等である。

当道は、当道である。

東堂は、東堂である。

東道は、東道である。

磴道は、磴道である。

藤堂は、藤堂である。

同党は、同党である。

同等は、同等である。

堂塔は、堂塔である。

道統は、道統である。

導灯は、導灯である。

どうどうは、どうどうである。

同道は、同道である。

堂堂は、堂堂である。

藤堂伊賀は、藤堂伊賀である。

同等官は、同等官である。

陶唐氏は、陶唐氏である。

堂童子は、堂童子である。

統道真伝は、統道真伝である。

藤堂高虎は、藤堂高虎である。

どうどうたらりは、どうどうたらりである。

東道の主は、東道の主である。

党同伐異は、党同伐異である。

堂堂巡は、堂堂巡である。

堂堂回は、堂堂回である。

逃匿は、逃匿である。

統督は、統督である。

東独は、東独である。

道徳は、道徳である。

道徳意識は、道徳意識である。

道徳科学は、道徳科学である。

道徳官は、道徳官である。



道徳関税は、道徳関税である。

道徳経は、道徳経である。

道徳教育は、道徳教育である。

道徳再武装は、道徳再武装である。

道徳社会学は、道徳社会学である。

道徳心は、道徳心である。

道徳性は、道徳性である。

道徳的は、道徳的である。

道徳的証明は、道徳的証明である。

道徳哲学は、道徳哲学である。

道徳法則は、道徳法則である。

道徳律は、道徳律である。

貴子は、貴子である。

貴子びいろは、貴子びいろである。

尊しは、尊しである。

唐突は、唐突である。

頭取は、頭取である。

胴取は、胴取である。

筒取は、筒取である。

頭取座は、頭取座である。

頭取るは、頭取るである。

逃遁は、逃遁である。

道頓堀は、道頓堀である。

唐菜は、唐菜である。

どうなは、どうなである。

胴中は、胴中である。

胴長は、胴長である。

動無しは、動無しである。

唐茄子は、唐茄子である。

蕃南瓜は、蕃南瓜である。

どうなとは、どうなとである。

胴鳴りは、胴鳴りである。

どうなりとは、どうなりとである。

胴縄は、胴縄である。

刀難は、刀難である。

東南は、東南である。

盗難は、盗難である。

道南は、道南である。

童男は、童男である。

東南アジアは、東南アジアである。

東南アジア条約機構は、東南アジア条約機構である。

東南東は、東南東である。

盗難保険は、盗難保険である。

疾うには、疾うにである。

どうにかは、どうにかである。

どうにかこうにかは、どうにかこうにかである。



どうにかしては、どうにかしてである。

投入は、投入である。

豆乳は、豆乳である。

糖乳は、糖乳である。

道入は、道入である。

導入は、導入である。

投入産出表は、投入産出表である。

導入部は、導入部である。

糖尿は、糖尿である。

導尿は、導尿である。

糖尿病は、糖尿病である。

当人は、当人である。

桃仁は、桃仁である。

頭人は、頭人である。

胴人形は、胴人形である。

桃仁酒は、桃仁酒である。

胴抜きは、胴抜きである。

胴貫は、胴貫である。

唐布は、唐布である。

唐鼠黐は、唐鼠黐である。

動熱は、動熱である。

鬧熱は、鬧熱である。

当年は、当年である。

同年は、同年である。

道念は、道念である。

同年輩は、同年輩である。

道念節は、道念節である。

東野は、東野である。

当のは、当のである。

豆嚢は、豆嚢である。

東野英治郎は、東野英治郎である。

如何の斯うのは、如何の斯うのである。

塔ノ沢温泉は、塔ノ沢温泉である。

同の字点は、同の字点である。

頭中将は、頭中将である。

唐の土は、唐の土である。

東常縁は、東常縁である。

答の拝は、答の拝である。

頭の弁は、頭の弁である。

胴の間は、胴の間である。

多武峰は、多武峰である。

談武峰は、談武峰である。

田武峰は、田武峰である。

塔の峰は、塔の峰である。

多武峰少将物語は、多武峰少将物語である。

疾うの昔は、疾うの昔である。



答の矢は、答の矢である。

刀把は、刀把である。

党派は、党派である。

塘坡は、塘坡である。

踏破は、踏破である。

濤波は、濤波である。

東坡は、東坡である。

塔婆は、塔婆である。

同派は、同派である。

道破は、道破である。

刀背は、刀背である。

党輩は、党輩である。

等輩は、等輩である。

榻背は、榻背である。

同輩は、同輩である。

銅牌は、銅牌である。

導波管は、導波管である。

倒幕は、倒幕である。

討幕は、討幕である。

唐伯虎は、唐伯虎である。

唐鋏は、唐鋏である。

党派心は、党派心である。

党派性は、党派性である。

東畑は、東畑である。

東畑精一は、東畑精一である。

藤八は、藤八である。

道八は、道八である。

銅鉢は、銅鉢である。

藤八拳は、藤八拳である。

頭髪は、頭髪である。

党閥は、党閥である。

討伐は、討伐である。

盗伐は、盗伐である。

銅ばつは、銅ばつである。

東八箇国は、東八箇国である。

堂鳩は、堂鳩である。

塔花は、塔花である。

胴張は、胴張である。

胴張声は、胴張声である。

胴張者は、胴張者である。

刀瘢は、刀瘢である。

盗犯は、盗犯である。

登坂は、登坂である。

登攀は、登攀である。

当番は、当番である。

登板は、登板である。



纛幡は、纛幡である。

纛旛は、纛旛である。

同伴は、同伴である。

同笵は、同笵である。

同藩は、同藩である。

銅板は、銅板である。

銅版は、銅版である。

銅盤は、銅盤である。

銅礬は、銅礬である。

幢幡は、幢幡である。

銅版絵付は、銅版絵付である。

銅版画は、銅版画である。

同笵鏡は、同笵鏡である。

同伴者は、同伴者である。

登坂車線は、登坂車線である。

豆板醤は、豆板醤である。

豆瓣醤は、豆瓣醤である。

東班衆は、東班衆である。

銅版蒔絵は、銅版蒔絵である。

当否は、当否である。

逃避は、逃避である。

党費は、党費である。

唐檜は、唐檜である。

討匪は、討匪である。

等比は、等比である。

橙皮は、橙皮である。

等比級数は、等比級数である。

逃避行は、逃避行である。

等比数列は、等比数列である。

等比中項は、等比中項である。

刀筆は、刀筆である。

唐筆は、唐筆である。

同筆は、同筆である。

刀筆の吏は、刀筆の吏である。

当百は、当百である。

当百銭は、当百銭である。

橙皮油は、橙皮油である。

灯標は、灯標である。

投票は、投票である。

とうびょうは、とうびょうである。

投錨は、投錨である。

痘苗は、痘苗である。

闘病は、闘病である。

道標は、道標である。

同病は、同病である。

投票管理者は、投票管理者である。



投票区は、投票区である。

銅拍子は、銅拍子である。

投票立会人は、投票立会人である。

唐飛廉は、唐飛廉である。

盗品は、盗品である。

湯瓶は、湯瓶である。

刀布は、刀布である。

豆腐は、豆腐である。

東父は、東父である。

桃符は、桃符である。

東武は、東武である。

答舞は、答舞である。

踏舞は、踏舞である。

頭部は、頭部である。

同父は、同父である。

童舞は、童舞である。

当風は、当風である。

東風は、東風である。

党風は、党風である。

唐風は、唐風である。

同封は、同封である。

同風は、同風である。

豆腐婆は、豆腐婆である。

豆腐殻は、豆腐殻である。

当腹は、当腹である。

倒伏は、倒伏である。

同腹は、同腹である。

堂幅は、堂幅である。

胴服は、胴服である。

道服は、道服である。

東福寺は、東福寺である。

東福寺派は、東福寺派である。

東福門院は、東福門院である。

胴脹らは、胴脹らである。

どうふぐりは、どうふぐりである。

胴脹れは、胴脹れである。

道府県は、道府県である。

道府県税は、道府県税である。

道府県民税は、道府県民税である。

頭部浸食は、頭部浸食である。

東武線は、東武線である。

胴縁は、胴縁である。

唐物は、唐物である。

動物は、動物である。

動物愛護は、動物愛護である。

動物ウイルスは、動物ウイルスである。



動物園は、動物園である。

動物界は、動物界である。

動物学は、動物学である。

等伏角線は、等伏角線である。

動物記は、動物記である。

動物極は、動物極である。

動物区系は、動物区系である。

動物検疫は、動物検疫である。

動物行動学は、動物行動学である。

動物催眠は、動物催眠である。

動物実験は、動物実験である。

動物質肥料は、動物質肥料である。

動物社会は、動物社会である。

動物心理学は、動物心理学である。

動物性器官は、動物性器官である。

動物性食品は、動物性食品である。

動物性染料は、動物性染料である。

動物性蛋白質は、動物性蛋白質である。

動物繊維は、動物繊維である。

動物相は、動物相である。

動物体は、動物体である。

動物地理学は、動物地理学である。

動物地理区は、動物地理区である。

動物的は、動物的である。

動物プランクトンは、動物プランクトンである。

動物報恩譚は、動物報恩譚である。

動物ホルモンは、動物ホルモンである。

唐物屋は、唐物屋である。

動物油脂は、動物油脂である。

動物蝋は、動物蝋である。

道武帝は、道武帝である。

豆腐乳は、豆腐乳である。

灯浮標は、灯浮標である。

胴震いは、胴震いである。

当分は、当分である。

等分は、等分である。

糖分は、糖分である。

闘文は、闘文である。

同文は、同文である。

同文通考は、同文通考である。

同文同軌は、同文同軌である。

同文同種は、同文同種である。

同分母は、同分母である。

灯分料は、灯分料である。

刀幣は、刀幣である。

党弊は、党弊である。



同平章事は、同平章事である。

盗癖は、盗癖である。

唐紅は、唐紅である。

等辺は、等辺である。

答弁は、答弁である。

同篇は、同篇である。

等偏角線は、等偏角線である。

等辺三角形は、等辺三角形である。

答弁書は、答弁書である。

等辺多角形は、等辺多角形である。

陶片追放は、陶片追放である。

東辺道は、東辺道である。

唐変木は、唐変木である。

登簿は、登簿である。

同母は、同母である。

当方は、当方である。

投法は、投法である。

東方は、東方である。

東邦は、東邦である。

答砲は、答砲である。

答訪は、答訪である。

とうぼうは、とうぼうである。

刀鋩は、刀鋩である。

逃亡は、逃亡である。

同邦は、同邦である。

同法は、同法である。

同胞は、同胞である。

同房は、同房である。

同朋は、同朋である。

洞房は、洞房である。

童坊は、童坊である。

道傍は、道傍である。

等方位角線は、等方位角線である。

塔望遠鏡は、塔望遠鏡である。

東方会は、東方会である。

東方会議は、東方会議である。

桐朋学園大学は、桐朋学園大学である。

同朋頭は、同朋頭である。

同胞教会は、同胞教会である。

東方矩は、東方矩である。

洞房結節は、洞房結節である。

東方見聞録は、東方見聞録である。

洞房語園は、洞房語園である。

逃亡罪は、逃亡罪である。

東方朔は、東方朔である。

同朋衆は、同朋衆である。



東方浄瑠璃医王は、東方浄瑠璃医王である。

等方性は、等方性である。

東方正教会は、東方正教会である。

東方貿易は、東方貿易である。

東北は、東北である。

冬木は、冬木である。

倒木は、倒木である。

唐木は、唐木である。

唐墨は、唐墨である。

道北は、道北である。

童僕は、童僕である。

東北院職人歌合は、東北院職人歌合である。

東北自動車道は、東北自動車道である。

東北新幹線は、東北新幹線である。

東北大学は、東北大学である。

東北東は、東北東である。

東北日本は、東北日本である。

東北弁は、東北弁である。

東北本線は、東北本線である。

銅矛は、銅矛である。

銅鉾は、銅鉾である。

唐法師は、唐法師である。

登簿船は、登簿船である。

登簿噸数は、登簿噸数である。

胴骨は、胴骨である。

逃奔は、逃奔である。

唐本は、唐本である。

搨本は、搨本である。

謄本は、謄本である。

藤本は、藤本である。

騰奔は、騰奔である。

同本は、同本である。

東奔西走は、東奔西走である。

稲麻は、稲麻である。

胴巻は、胴巻である。

胴間声は、胴間声である。

動摩擦は、動摩擦である。

稲麻竹葦は、稲麻竹葦である。

唐丸は、唐丸である。

鶤鶏は、鶤鶏である。

胴丸は、胴丸である。

筒丸は、筒丸である。

唐丸送りは、唐丸送りである。

唐丸籠は、唐丸籠である。

唐丸破りは、唐丸破りである。

胴回りは、胴回りである。



豆満江は、豆満江である。

唐饅頭は、唐饅頭である。

唐箕は、唐箕である。

東密は、東密である。

糖蜜は、糖蜜である。

唐蓑は、唐蓑である。

動脈は、動脈である。

銅脈は、銅脈である。

動脈血は、動脈血である。

動脈硬化症は、動脈硬化症である。

銅脈先生は、銅脈先生である。

銅脈者は、銅脈者である。

動脈瘤は、動脈瘤である。

灯明は、灯明である。

豆苗は、豆苗である。

唐名は、唐名である。

同名は、同名である。

同苗は、同苗である。

道明寺は、道明寺である。

道明寺粉は、道明寺粉である。

灯明寺畷は、灯明寺畷である。

道明寺糒は、道明寺糒である。

灯明船は、灯明船である。

灯明台は、灯明台である。

冬眠は、冬眠である。

島民は、島民である。

当務は、当務である。

党務は、党務である。

道迎えは、道迎えである。

唐筵は、唐筵である。

籐蓆は、籐蓆である。

専女は、専女である。

唐目は、唐目である。

刀銘は、刀銘である。

東名は、東名である。

透明は、透明である。

同盟は、同盟である。

同名異人は、同名異人である。

東名高速道路は、東名高速道路である。

同盟国は、同盟国である。

透明紙は、透明紙である。

動名詞は、動名詞である。

同盟条約は、同盟条約である。

透明石鹸は、透明石鹸である。

透明体は、透明体である。

同盟通信社は、同盟通信社である。



透明度は、透明度である。

同盟罷業は、同盟罷業である。

同盟罷工は、同盟罷工である。

東明流は、東明流である。

銅メダルは、銅メダルである。

討滅は、討滅である。

当面は、当面である。

東面は、東面である。

痘面は、痘面である。

等面葉は、等面葉である。

とうもは、とうもである。

どうもは、どうもである。

童蒙は、童蒙である。

獰猛は、獰猛である。

艟艨は、艟艨である。

童蒙頌韻は、童蒙頌韻である。

湯沐は、湯沐である。

頭目は、頭目である。

瞠目は、瞠目である。

胴元は、胴元である。

筒元は、筒元である。

堂本は、堂本である。

堂本印象は、堂本印象である。

当物は、当物である。

唐木綿は、唐木綿である。

堂守は、堂守である。

玉蜀黍は、玉蜀黍である。

東門は、東門である。

藤門は、藤門である。

同門は、同門である。

洞門は、洞門である。

道門は、道門である。

藤門四家は、藤門四家である。

当夜は、当夜である。

当屋は、当屋である。

陶冶は、陶冶である。

塔屋は、塔屋である。

頭屋は、頭屋である。

同夜は、同夜である。

当役は、当役である。

当薬は、当薬である。

投薬は、投薬である。

唐薬は、唐薬である。

湯薬は、湯薬である。

膏薬は、膏薬である。

頭役は、頭役である。



騰躍は、騰躍である。

同役は、同役である。

道訳法児馬は、道訳法児馬である。

当薬竜胆は、当薬竜胆である。

洞爺湖は、洞爺湖である。

洞爺湖温泉は、洞爺湖温泉である。

東野州は、東野州である。

頭山は、頭山である。

頭山満は、頭山満である。

洞爺丸は、洞爺丸である。

どうやらは、どうやらである。

どうやらこうやらは、どうやらこうやらである。

灯油は、灯油である。

桐油は、桐油である。

党友は、党友である。

同友は、同友である。

同憂は、同憂である。

導誘は、導誘である。

東遊記は、東遊記である。

桐油漆は、桐油漆である。

桐油合羽は、桐油合羽である。

桐油紙は、桐油紙である。

灯油機関は、灯油機関である。

唐弓は、唐弓である。

投与は、投与である。

東予は、東予である。

党与は、党与である。

灯用は、灯用である。

当用は、当用である。

東洋は、東洋である。

桃夭は、桃夭である。

盗用は、盗用である。

陶窯は、陶窯である。

登用は、登用である。

登庸は、登庸である。

蕩揺は、蕩揺である。

糖葉は、糖葉である。

同様は、同様である。

動揺は、動揺である。

童幼は、童幼である。

童謡は、童謡である。

東洋医学は、東洋医学である。

東洋英和女学院大学は、東洋英和女学院大学である。

童謡踊は、童謡踊である。

東洋織は、東洋織である。

東洋音楽は、東洋音楽である。



東洋画は、東洋画である。

当用買いは、当用買いである。

東洋学は、東洋学である。

当用漢字は、当用漢字である。

東洋区は、東洋区である。

東洋紙は、東洋紙である。

東洋自由党は、東洋自由党である。

東洋大学は、東洋大学である。

東洋拓殖株式会社は、東洋拓殖株式会社である。

東洋緞通は、東洋緞通である。

当用日記は、当用日記である。

東洋文庫は、東洋文庫である。

湯浴は、湯浴である。

胴欲は、胴欲である。

胴鎧は、胴鎧である。

とうらいは、とうらいである。

当来は、当来である。

到来は、到来である。

唐来参和は、唐来参和である。

到来帳は、到来帳である。

当来導師は、当来導師である。

当来の値遇は、当来の値遇である。

到来物は、到来物である。

当落は、当落である。

頭絡は、頭絡である。

騰落は、騰落である。

道楽は、道楽である。

道楽息子は、道楽息子である。

道楽者は、道楽者である。

冬卵は、冬卵である。

闘乱は、闘乱である。

胴乱は、胴乱である。

動乱は、動乱である。

銅藍は、銅藍である。

倒卵形は、倒卵形である。

東籬は、東籬である。

党利は、党利である。

凍梨は、凍梨である。

桃李は、桃李である。

統理は、統理である。

道理は、道理である。

動力学は、動力学である。

唐六典は、唐六典である。

東里山人は、東里山人である。

道理責めは、道理責めである。

倒立は、倒立である。



同率は、同率である。

倒立振子は、倒立振子である。

道理詰めは、道理詰めである。

道理では、道理でである。

とう利天は、とう利天である。

道理外れは、道理外れである。

党略は、党略である。

韜略は、韜略である。

当流は、当流である。

逗留は、逗留である。

同流は、同流である。

道隆は、道隆である。

登竜門は、登竜門である。

同侶は、同侶である。

当量は、当量である。

投了は、投了である。

東陵は、東陵である。

棟梁は、棟梁である。

等量は、等量である。

統領は、統領である。

頭領は、頭領である。

同僚は、同僚である。

棟梁送りは、棟梁送りである。

道了薩たは、道了薩たである。

統領政府は、統領政府である。

東籬余興は、東籬余興である。

投力は、投力である。

動力は、動力である。

動力因は、動力因である。

動力計は、動力計である。

動力耕耘機は、動力耕耘機である。

動力資源は、動力資源である。

動力車は、動力車である。

動力シャベルは、動力シャベルである。

冬緑油は、冬緑油である。

動力炉は、動力炉である。

桃林は、桃林である。

登臨は、登臨である。

等倫は、等倫である。

動輪は、動輪である。

東林党は、東林党である。

党類は、党類である。

盗塁は、盗塁である。

等類は、等類である。

糖類は、糖類である。

同類は、同類である。



同類意識は、同類意識である。

同類項は、同類項である。

ドゥルーズは、ドゥルーズである。

どうれは、どうれである。

答礼は、答礼である。

同隷は、同隷である。

同齢は、同齢である。

同齢林は、同齢林である。

凍裂は、凍裂である。

同列は、同列である。

灯炉は、灯炉である。

当路は、当路である。

凍露は、凍露である。

頭顱は、頭顱である。

道路は、道路である。

灯籠は、灯籠である。

登楼は、登楼である。

蟷螂は、蟷螂である。

灯籠踊は、灯籠踊である。

灯籠流しは、灯籠流しである。

灯籠鬢は、灯籠鬢である。

灯籠舟は、灯籠舟である。

道路運送法は、道路運送法である。

灯籠木は、灯籠木である。

道路橋は、道路橋である。

登録は、登録である。

謄録は、謄録である。

登録意匠は、登録意匠である。

登録公債は、登録公債である。

登録質は、登録質である。

登録商標は、登録商標である。

道陸神は、道陸神である。

道路元標は、道路元標である。

道路交通法は、道路交通法である。

道路敷は、道路敷である。

道路占用権は、道路占用権である。

道路標示は、道路標示である。

道路標識は、道路標識である。

道路負担金は、道路負担金である。

道路法は、道路法である。

道路里程標は、道路里程標である。

討論は、討論である。

同論は、同論である。

当話は、当話である。

唐話は、唐話である。

答和は、答和である。



童話は、童話である。

道話は、道話である。

同和教育は、同和教育である。

当惑は、当惑である。

童話劇は、童話劇である。

胴忘れは、胴忘れである。

唐綿は、唐綿である。

同和対策事業特別措置法は、同和対策事業特別措置法である。

唐綿科は、唐綿科である。

頭渡しは、頭渡しである。

ドゥンススコトゥスは、ドゥンススコトゥスである。

土運船は、土運船である。

都営は、都営である。

渡英は、渡英である。

十重二十重は、十重二十重である。

ど偉いは、ど偉いである。

とえらうは、とえらうである。

兎園は、兎園である。

度縁は、度縁である。

兎園会は、兎園会である。

兎園冊は、兎園冊である。

兎園小説は、兎園小説である。

遠は、遠である。

遠当ては、遠当てである。

遠歩きは、遠歩きである。

遠いは、遠いである。

杜翁は、杜翁である。

渡欧は、渡欧である。

ドーヴァー海峡は、ドーヴァー海峡である。

遠縁は、遠縁である。

十日は、十日である。

トーガは、トーガである。

十日戎は、十日戎である。

十日恵比須は、十日恵比須である。

遠篝は、遠篝である。

遠隠るは、遠隠るである。

遠駆けは、遠駆けである。

遠笠懸は、遠笠懸である。

十日町は、十日町である。

とおかみえみためは、とおかみえみためである。

十日夜は、十日夜である。

遠からずは、遠からずである。

遠雁は、遠雁である。

遠蛙は、遠蛙である。

トーキーは、トーキーである。

遠聞きは、遠聞きである。



遠くは、遠くである。

トークは、トークである。

遠検見は、遠検見である。

トーゴは、トーゴである。

遠声は、遠声である。

遠ざかるは、遠ざかるである。

遠ざけるは、遠ざけるである。

遠里は、遠里である。

遠侍は、遠侍である。

通しは、通しである。

とおしは、とおしである。

遠しは、遠しである。

遠方は、遠方である。

通し馬は、通し馬である。

通し裏は、通し裏である。

通し駕籠は、通し駕籠である。

通し鴨は、通し鴨である。

通し柄は、通し柄である。

通し切符は、通し切符である。

通し狂言は、通し狂言である。

通し錐は、通し錐である。

通棚は、通棚である。

通違棚は、通違棚である。

通し苗代は、通し苗代である。

通し庭は、通し庭である。

通し貫は、通し貫である。

通し柱は、通し柱である。

通し番号は、通し番号である。

通し飛脚は、通し飛脚である。

通し日雇は、通し日雇である。

通しボルトは、通しボルトである。

遠島は、遠島である。

通し矢は、通し矢である。

トーシューズは、トーシューズである。

トーションメーターは、トーションメーターである。

とおしろしは、とおしろしである。

通すは、通すである。

徹すは、徹すである。

トースカンは、トースカンである。

トースターは、トースターである。

トーストは、トーストである。

遠皇は、遠皇である。

遠攻めは、遠攻めである。

通せん坊は、通せん坊である。

遠退くは、遠退くである。

ドーソンは、ドーソンである。



遠旅は、遠旅である。

トータルは、トータルである。

十団子は、十団子である。

トーダンスは、トーダンスである。

トーチは、トーチである。

トーチカは、トーチカである。

トーチランプは、トーチランプである。

遠つ淡海は、遠つ淡海である。

遠江は、遠江である。

遠つ祖父は、遠つ祖父である。

遠つ祖母は、遠つ祖母である。

遠つ沖は、遠つ沖である。

遠つ祖は、遠つ祖である。

遠つ神は、遠つ神である。

遠つ神祖は、遠つ神祖である。

遠つ国は、遠つ国である。

遠っ走りは、遠っ走りである。

遠つ人は、遠つ人である。

遠夫は、遠夫である。

遠妻は、遠妻である。

十列は、十列である。

遠出は、遠出である。

ドーデは、ドーデである。

ドーティは、ドーティである。

トーテミズムは、トーテミズムである。

トーテムは、トーテムである。

トーテムポールは、トーテムポールである。

遠音は、遠音である。

ドードーは、ドードーである。

遠遠しは、遠遠しである。

トートロジーは、トートロジーである。

遠名は、遠名である。

遠長しは、遠長しである。

遠投は、遠投である。

遠射は、遠射である。

遠洋は、遠洋である。

ドーナツは、ドーナツである。

ドーナツ現象は、ドーナツ現象である。

ドーナツ盤は、ドーナツ盤である。

ドーナツ面は、ドーナツ面である。

トーナメントは、トーナメントである。

遠鳴りは、遠鳴りである。

遠野は、遠野である。

十の戒めは、十の戒めである。

遠の国は、遠の国である。

遠退けるは、遠退けるである。



十の界は、十の界である。

遠の眠りは、遠の眠りである。

遠の朝廷は、遠の朝廷である。

遥宮は、遥宮である。

遠乗りは、遠乗りである。

ドーハは、ドーハである。

ドーパミンは、ドーパミンである。

遠火は、遠火である。

遠干潟は、遠干潟である。

遠引きは、遠引きである。

遠菱は、遠菱である。

遠人は、遠人である。

ドーピングは、ドーピングである。

ドーピングコントロールは、ドーピングコントロールである。

ドーベルマンは、ドーベルマンである。

遠吠えは、遠吠えである。

トーマは、トーマである。

遠巻きは、遠巻きである。

ドーマクは、ドーマクである。

遠負けは、遠負けである。

遠的は、遠的である。

遠回しは、遠回しである。

遠回りは、遠回りである。

遠見は、遠見である。

ドーミーは、ドーミーである。

ドーミエは、ドーミエである。

遠御食は、遠御食である。

遠見検見は、遠見検見である。

遠道は、遠道である。

遠見番は、遠見番である。

遠見番所は、遠見番所である。

遠耳は、遠耳である。

遠見櫓は、遠見櫓である。

ドームは、ドームである。

ドーム球場は、ドーム球場である。

遠目は、遠目である。

遠眼鏡は、遠眼鏡である。

遠珍は、遠珍である。

遠目付は、遠目付である。

遠物見は、遠物見である。

遠文は、遠文である。

遠矢は、遠矢である。

遠山は、遠山である。

遠山陰は、遠山陰である。

遠山金四郎は、遠山金四郎である。

遠山袈裟は、遠山袈裟である。



遠山桜は、遠山桜である。

遠山里は、遠山里である。

遠山摺は、遠山摺である。

遠山鳥は、遠山鳥である。

遠山灰は、遠山灰である。

遠寄せは、遠寄せである。

遠余所は、遠余所である。

撓よるは、撓よるである。

撓らふは、撓らふである。

トーラスは、トーラスである。

ドーランは、ドーランである。

通りは、通りである。

ドーリアは、ドーリアである。

通り雨は、通り雨である。

通り合せるは、通り合せるである。

通り一遍は、通り一遍である。

トーリー党は、トーリー党である。

通り掛りは、通り掛りである。

通り掛かるは、通り掛かるである。

通り神楽は、通り神楽である。

通り掛けは、通り掛けである。

通り風は、通り風である。

通切手は、通切手である。

通り句は、通り句である。

通り雲は、通り雲である。

通り越すは、通り越すである。

通り詞は、通り詞である。

通り字は、通り字である。

通りすがりは、通りすがりである。

通りすがるは、通りすがるである。

通り過ぎるは、通り過ぎるである。

通り筋は、通り筋である。

通り相場は、通り相場である。

通町は、通町である。

通手形は、通手形である。

通り名は、通り名である。

通り抜けは、通り抜けである。

通り抜けるは、通り抜けるである。

通り値は、通り値である。

通り符牒は、通り符牒である。

通り魔は、通り魔である。

通り道は、通り道である。

通り路は、通り路である。

通向棚は、通向棚である。

通り目は、通り目である。

通り物は、通り物である。



通り者は、通り者である。

通り矢は、通り矢である。

遠輪廻は、遠輪廻である。

融は、融である。

通るは、通るである。

徹るは、徹るである。

ドールは、ドールである。

トールキンは、トールキンである。

トーンは、トーンである。

土音は、土音である。

ト音記号は、ト音記号である。

トーンダウンは、トーンダウンである。

徒過は、徒過である。

都下は、都下である。

渡河は、渡河である。

とかは、とかである。

咎は、咎である。

科は、科である。

図画は、図画である。

都雅は、都雅である。

駑下は、駑下である。

どかは、どかである。

ドガは、ドガである。

都会は、都会である。

渡海は、渡海である。

蠧害は、蠧害である。

土芥は、土芥である。

土階は、土階である。

どがいは、どがいである。

度外は、度外である。

度外視は、度外視である。

都会人は、都会人である。

都会病は、都会病である。

渡海屋は、渡海屋である。

十返りは、十返りである。

十返りの花は、十返りの花である。

とかえるは、とかえるである。

科負い比丘尼は、科負い比丘尼である。

咎送りは、咎送りである。

科送りは、科送りである。

咎落しは、咎落しである。

斗掻は、斗掻である。

概は、概である。

ト書は、ト書である。

奎宿は、奎宿である。

兎角は、兎角である。



とかくは、とかくである。

戸隠は、戸隠である。

戸隠升麻は、戸隠升麻である。

戸隠神社は、戸隠神社である。

戸隠山は、戸隠山である。

常陰は、常陰である。

蜥蜴は、蜥蜴である。

外掛は、外掛である。

蜥蜴色は、蜥蜴色である。

蜥蜴座は、蜥蜴座である。

蜥蜴目は、蜥蜴目である。

栂椹は、栂椹である。

富樫は、富樫である。

富樫広蔭は、富樫広蔭である。

富樫政親は、富樫政親である。

砥鹿神社は、砥鹿神社である。

溶かすは、溶かすである。

解かすは、解かすである。

梳かすは、梳かすである。

退かすは、退かすである。

外方は、外方である。

斗形は、斗形である。

土方は、土方である。

十勝は、十勝である。

兎褐は、兎褐である。

十勝石は、十勝石である。

十勝沖地震は、十勝沖地震である。

十勝川は、十勝川である。

十勝岳は、十勝岳である。

十勝平野は、十勝平野である。

トカチョーフは、トカチョーフである。

どかっとは、どかっとである。

どかとは、どかとである。

どかどかは、どかどかである。

とがとがしは、とがとがしである。

咎人は、咎人である。

栂尾は、栂尾である。

どか貧は、どか貧である。

どか弁は、どか弁である。

とかまは、とかまである。

利鎌は、利鎌である。

土釜は、土釜である。

土竈は、土竈である。

土窯は、土窯である。

外構えは、外構えである。

トカマクは、トカマクである。



土竈炭は、土竈炭である。

とかみは、とかみである。

咎むは、咎むである。

咎めは、咎めである。

咎め立ては、咎め立てである。

咎めるは、咎めるである。

どか儲けは、どか儲けである。

とかやは、とかやである。

どか雪は、どか雪である。

トカラは、トカラである。

尖らかすは、尖らかすである。

トカラ語は、トカラ語である。

尖らすは、尖らすである。

吐か喇列島は、吐か喇列島である。

鋒は、鋒である。

尖りは、尖りである。

鳥狩は、鳥狩である。

尖り顔は、尖り顔である。

尖り笠は、尖り笠である。

尖り声は、尖り声である。

尖根は、尖根である。

尖鼠は、尖鼠である。

尖矢は、尖矢である。

利雁矢は、利雁矢である。

科料は、科料である。

尖るは、尖るである。

戸川は、戸川である。

戸川秋骨は、戸川秋骨である。

兎眼は、兎眼である。

どかんは、どかんである。

土管は、土管である。

戸冠は、戸冠である。

時は、時である。

斎は、斎である。

朱鷺は、朱鷺である。

鬨は、鬨である。

鯨波は、鯨波である。

十寸は、十寸である。

土岐は、土岐である。

伽は、伽である。

研ぎは、研ぎである。

都議は、都議である。

土器は、土器である。

度器は、度器である。

怒気は、怒気である。

解き明かすは、解き明かすである。



説き明かすは、説き明かすである。

時明りは、時明りである。

解き明け物は、解き明け物である。

研ぎ上げるは、研ぎ上げるである。

解き洗いは、解き洗いである。

解き洗い衣は、解き洗い衣である。

説き出づは、説き出づである。

説き出すは、説き出すである。

鴇色は、鴇色である。

疾馬は、疾馬である。

駿馬は、駿馬である。

時枝は、時枝である。

時枝誠記は、時枝誠記である。

説き起すは、説き起すである。

説き落すは、説き落すである。

説き及ぶは、説き及ぶである。

時折は、時折である。

都議会は、都議会である。

都議会議員は、都議会議員である。

解き替ふは、解き替ふである。

解き交ふは、解き交ふである。

時貸しは、時貸しである。

鬨頭は、鬨頭である。

解き方は、解き方である。

時鐘は、時鐘である。

解き髪は、解き髪である。

時借りは、時借りである。

研革は、研革である。

解き交すは、解き交すである。

説き聞かせるは、説き聞かせるである。

解き衣は、解き衣である。

解き衣のは、解き衣のである。

時切りは、時切りである。

時切れは、時切れである。

解き櫛は、解き櫛である。

時献上は、時献上である。

解き放くは、解き放くである。

時指しは、時指しである。

説き諭すは、説き諭すである。

時じは、時じである。

研師は、研師である。

非時香菓は、非時香菓である。

時しまれは、時しまれである。

時しもは、時しもである。

時しもあれは、時しもあれである。

伽衆は、伽衆である。



退き状は、退き状である。

時知らずは、時知らずである。

時知らぬ山は、時知らぬ山である。

時知り顔は、時知り顔である。

磨ぎ汁は、磨ぎ汁である。

時知る雨は、時知る雨である。

時知る具は、時知る具である。

トキシンは、トキシンである。

説き勧めるは、説き勧めるである。

解き捨ての洗い鹿子は、解き捨ての洗い鹿子である。

研ぎ澄ますは、研ぎ澄ますである。

時節は、時節である。

土岐善麿は、土岐善麿である。

トキソイドは、トキソイドである。

鴇草は、鴇草である。

時蕎麦は、時蕎麦である。

トキソプラズマ症は、トキソプラズマ症である。

時太鼓は、時太鼓である。

研ぎ出しは、研ぎ出しである。

研出蒔絵は、研出蒔絵である。

研ぎ出すは、研ぎ出すである。

研ぎ立ては、研ぎ立てである。

研ぎ立てるは、研ぎ立てるである。

時偶は、時偶である。

溶き卵は、溶き卵である。

どぎついは、どぎついである。

時つ海は、時つ海である。

時司は、時司である。

時つ風は、時つ風である。

どきつくは、どきつくである。

時つ国は、時つ国である。

土岐筑波子は、土岐筑波子である。

時付けは、時付けである。

時告鳥は、時告鳥である。

説き付けるは、説き付けるである。

時鼓は、時鼓である。

どきっとは、どきっとである。

時つ鳥は、時つ鳥である。

時時は、時時である。

どきどきは、どきどきである。

どぎどぎは、どぎどぎである。

時としては、時としてである。

時とするとは、時とするとである。

時取りは、時取りである。

時なふは、時なふである。

時半は、時半である。



時中は、時中である。

時無しは、時無しである。

時無し大根は、時無し大根である。

時ならずは、時ならずである。

時ならぬは、時ならぬである。

時成るは、時成るである。

解縄は、解縄である。

時には、時にである。

時にはは、時にはである。

時の雨は、時の雨である。

時の氏神は、時の氏神である。

時の運は、時の運である。

時の疫は、時の疫である。

時の貝は、時の貝である。

時の鐘は、時の鐘である。

時の鐘役は、時の鐘役である。

時の刻みは、時の刻みである。

時の記念日は、時の記念日である。

時の綺羅は、時の綺羅である。

時の杙は、時の杙である。

時の気は、時の気である。

鬨の声は、鬨の声である。

時の盛りは、時の盛りである。

時の仕合せは、時の仕合せである。

時の奏は、時の奏である。

時の太鼓は、時の太鼓である。

時の調子は、時の調子である。

時の所は、時の所である。

時の鳥は、時の鳥である。

時の音は、時の音である。

時の花は、時の花である。

時の人は、時の人である。

時の簡は、時の簡である。

時の程は、時の程である。

時の間は、時の間である。

時の物は、時の物である。

時計は、時計である。

解き放すは、解き放すである。

解き放つは、解き放つである。

斎日は、斎日である。

斎非時は、斎非時である。

説き伏せるは、説き伏せるである。

解き船は、解き船である。

伽船は、伽船である。

解部は、解部である。

伽奉公は、伽奉公である。



解きほぐすは、解きほぐすである。

解きほどくは、解きほどくである。

斎米は、斎米である。

どぎまぎは、どぎまぎである。

時見草は、時見草である。

磨ぎ水は、磨ぎ水である。

時めかしは、時めかしである。

ときめかすは、ときめかすである。

時めかすは、時めかすである。

ときめきは、ときめきである。

ときめくは、ときめくである。

時めくは、時めくである。

度胆は、度胆である。

度肝は、度肝である。

解き物は、解き物である。

研ぎ物は、研ぎ物である。

時守は、時守である。

時守の博士は、時守の博士である。

研屋は、研屋である。

吐却は、吐却である。

吐逆は、吐逆である。

菟裘は、菟裘である。

斗牛は、斗牛である。

土弓は、土弓である。

弩弓は、弩弓である。

土牛は、土牛である。

弩級艦は、弩級艦である。

土弓場は、土弓場である。

ドキュメンタリーは、ドキュメンタリーである。

ドキュメンテーションは、ドキュメンテーションである。

ドキュメントは、ドキュメントである。

時世は、時世である。

渡御は、渡御である。

蠧魚は、蠧魚である。

斗きょうは、斗きょうである。

登京は、登京である。

度胸は、度胸である。

読経は、読経である。

読経争いは、読経争いである。

度胸定めは、度胸定めである。

徒競走は、徒競走である。

度胸試しは、度胸試しである。

時世時節は、時世時節である。

どきりは、どきりである。

時料は、時料である。

斎料は、斎料である。



途切れは、途切れである。

跡切れは、跡切れである。

途切れ勝ちは、途切れ勝ちである。

途切れ途切れは、途切れ途切れである。

途切れるは、途切れるである。

跡切れるは、跡切れるである。

常磐は、常磐である。

常盤は、常盤である。

常葉は、常葉である。

常磐野木瓜は、常磐野木瓜である。

常磐楓は、常磐楓である。

常磐堅磐には、常磐堅磐にである。

常磐木は、常磐木である。

常磐ぎょう柳は、常磐ぎょう柳である。

常磐草は、常磐草である。

解分けは、解分けである。

解分け衣は、解分け衣である。

解き分けるは、解き分けるである。

説き分けるは、説き分けるである。

常磐公園は、常磐公園である。

常磐山ざ子は、常磐山ざ子である。

常磐神社は、常磐神社である。

常磐津は、常磐津である。

常磐津節は、常磐津節である。

常磐津文字太夫は、常磐津文字太夫である。

常磐津林中は、常磐津林中である。

常磐黄櫨は、常磐黄櫨である。

常盤光長は、常盤光長である。

と金は、と金である。

頭巾は、頭巾である。

兜巾は、兜巾である。

頭襟は、頭襟である。

鍍金は、鍍金である。

都銀は、都銀である。

どきんは、どきんである。

頭巾薔薇は、頭巾薔薇である。

吐金草は、吐金草である。

時んばは、時んばである。

禿は、禿である。

特は、特である。

匿は、匿である。

得は、得である。

督は、督である。

徳は、徳である。

篤は、篤である。

涜は、涜である。



犢は、犢である。

解くは、解くである。

溶くは、溶くである。

融くは、融くである。

熔くは、熔くである。

鎔くは、鎔くである。

説くは、説くである。

疾くは、疾くである。

研ぐは、研ぐである。

磨ぐは、磨ぐである。

遂ぐは、遂ぐである。

毒は、毒である。

独は、独である。

退くは、退くである。

毒悪は、毒悪である。

毒中りは、毒中りである。

特異は、特異である。

得意は、得意である。

利杙は、利杙である。

得意顔は、得意顔である。

徳育は、徳育である。

得意気は、得意気である。

得意先は、得意先である。

特異性は、特異性である。

特異体質は、特異体質である。

特異点は、特異点である。

得意場は、得意場である。

特異日は、特異日である。

得意回りは、得意回りである。

得意満面は、得意満面である。

毒忌は、毒忌である。

特飲街は、特飲街である。

ドクインシーは、ドクインシーである。

土偶は、土偶である。

トクヴィルは、トクヴィルである。

毒空木は、毒空木である。

毒荏は、毒荏である。

独泳は、独泳である。

毒液は、毒液である。

毒焔は、毒焔である。

独演は、独演である。

徳王は、徳王である。

徳応は、徳応である。

独往は、独往である。

独墺合邦は、独墺合邦である。

徳岡は、徳岡である。



徳岡神泉は、徳岡神泉である。

特恩は、特恩である。

毒牙は、毒牙である。

毒蛾は、毒蛾である。

独臥は、独臥である。

毒害は、毒害である。

毒飼いは、毒飼いである。

督学は、督学である。

篤学は、篤学である。

独学は、独学である。

督学官は、督学官である。

毒ガスは、毒ガスである。

毒ガス弾は、毒ガス弾である。

独我論は、独我論である。

徳川は、徳川である。

徳川昭武は、徳川昭武である。

徳川家定は、徳川家定である。

徳川家重は、徳川家重である。

徳川家継は、徳川家継である。

徳川家綱は、徳川家綱である。

徳川家斉は、徳川家斉である。

徳川家宣は、徳川家宣である。

徳川家治は、徳川家治である。

徳川家光は、徳川家光である。

徳川家茂は、徳川家茂である。

徳川家康は、徳川家康である。

徳川家慶は、徳川家慶である。

徳川禁令考は、徳川禁令考である。

徳川時代は、徳川時代である。

徳川実紀は、徳川実紀である。

徳川忠長は、徳川忠長である。

徳川綱重は、徳川綱重である。

徳川綱吉は、徳川綱吉である。

徳川斉昭は、徳川斉昭である。

徳川幕府は、徳川幕府である。

徳川秀忠は、徳川秀忠である。

徳川光圀は、徳川光圀である。

徳川夢声は、徳川夢声である。

徳川宗武は、徳川宗武である。

徳川宗春は、徳川宗春である。

徳川義直は、徳川義直である。

徳川慶喜は、徳川慶喜である。

徳川吉宗は、徳川吉宗である。

徳川頼宣は、徳川頼宣である。

徳川頼房は、徳川頼房である。

独眼は、独眼である。



独眼竜は、独眼竜である。

鳥茎は、鳥茎である。

特技は、特技である。

徳義は、徳義である。

毒茸は、毒茸である。

鳥茎の矢は、鳥茎の矢である。

犢牛は、犢牛である。

毒魚は、毒魚である。

得業は、得業である。

徳業は、徳業である。

得業生は、得業生である。

独吟は、独吟である。

特遇は、特遇である。

毒口は、毒口である。

毒蜘蛛は、毒蜘蛛である。

督軍は、督軍である。

毒気は、毒気である。

毒消しは、毒消しである。

毒消し売りは、毒消し売りである。

徳元は、徳元である。

毒言は、毒言である。

独言は、独言である。

独鈷は、独鈷である。

独語は、独語である。

読後は、読後である。

徳本峠は、徳本峠である。

木賊は、木賊である。

十種は、十種である。

ドクサは、ドクサである。

独座は、独座である。

独坐は、独坐である。

特祭は、特祭である。

独裁は、独裁である。

独裁政治は、独裁政治である。

木賊板は、木賊板である。

木賊色は、木賊色である。

独在論は、独在論である。

木賊苅は、木賊苅である。

得策は、得策である。

毒笹子は、毒笹子である。

特撮は、特撮である。

毒殺は、毒殺である。

十種神宝は、十種神宝である。

木賊葺きは、木賊葺きである。

特産は、特産である。

特旨は、特旨である。



特使は、特使である。

篤志は、篤志である。

徳治は、徳治である。

毒死は、毒死である。

読史は、読史である。

独自は、独自である。

篤志家は、篤志家である。

特質は、特質である。

得失は、得失である。

篤疾は、篤疾である。

徳日は、徳日である。

篤実は、篤実である。

毒質は、毒質である。

読史方輿紀要は、読史方輿紀要である。

徳島は、徳島である。

徳島大学は、徳島大学である。

徳島平野は、徳島平野である。

特写は、特写である。

特赦は、特赦である。

毒砂は、毒砂である。

読者は、読者である。

毒蛇は、毒蛇である。

独酌は、独酌である。

読者層は、読者層である。

特殊は、特殊である。

特種は、特種である。

特需は、特需である。

毒手は、毒手である。

毒酒は、毒酒である。

読誦は、読誦である。

特殊飲食店は、特殊飲食店である。

特集は、特集である。

特輯は、特輯である。

独修は、独修である。

独習は、独習である。

毒重土石は、毒重土石である。

特殊裏書は、特殊裏書である。

特殊会社は、特殊会社である。

特殊学級は、特殊学級である。

特殊切手は、特殊切手である。

特殊教育は、特殊教育である。

特殊銀行は、特殊銀行である。

特殊鋼は、特殊鋼である。

特殊債券は、特殊債券である。

特殊撮影は、特殊撮影である。

特殊条約は、特殊条約である。



特殊船は、特殊船である。

特殊潜航艇は、特殊潜航艇である。

特殊創造説は、特殊創造説である。

特殊相対性理論は、特殊相対性理論である。

特出は、特出である。

特殊取扱郵便は、特殊取扱郵便である。

特殊部落は、特殊部落である。

特殊法人は、特殊法人である。

読書は、読書である。

特称は、特称である。

特賞は、特賞である。

特上は、特上である。

毒性は、毒性である。

独唱は、独唱である。

特称肯定判断は、特称肯定判断である。

特称判断は、特称判断である。

特色は、特色である。

得色は、得色である。

涜職は、涜職である。

涜職罪は、涜職罪である。

読書三到は、読書三到である。

読書三余は、読書三余である。

読書週間は、読書週間である。

読書尚友は、読書尚友である。

読書人は、読書人である。

読書博士は、読書博士である。

読書始は、読書始である。

読書鳴弦の儀は、読書鳴弦の儀である。

読史余論は、読史余論である。

特進は、特進である。

得心は、得心である。

篤心は、篤心である。

篤信は、篤信である。

涜神は、涜神である。

徳人は、徳人である。

毒心は、毒心である。

毒針は、毒針である。

独身は、独身である。

独慎は、独慎である。

土公神は、土公神である。

毒刃は、毒刃である。

独身貴族は、独身貴族である。

読唇術は、読唇術である。

読心術は、読心術である。

得心尽は、得心尽である。

独参湯は、独参湯である。



読図は、読図である。

毒水は、毒水である。

特漉きは、特漉きである。

得するは、得するである。

督するは、督するである。

毒するは、毒するである。

特性は、特性である。

特製は、特製である。

徳性は、徳性である。

徳政は、徳政である。

徳星は、徳星である。

涜聖は、涜聖である。

徳政一揆は、徳政一揆である。

特性Ｘ線は、特性Ｘ線である。

督責は、督責である。

特設は、特設である。

毒舌は、毒舌である。

得選は、得選である。

毒芹は、毒芹である。

特撰は、特撰である。

特選は、特選である。

特薦は、特薦である。

督戦は、督戦である。

徳銭は、徳銭である。

牘箋は、牘箋である。

毒腺は、毒腺である。

毒箭は、毒箭である。

独占は、独占である。

独擅は、独擅である。

独善は、独善である。

独占価格は、独占価格である。

独占禁止法は、独占禁止法である。

得選子は、得選子である。

独占事業は、独占事業である。

独占資本は、独占資本である。

独占資本主義は、独占資本主義である。

独善主義は、独善主義である。

独擅場は、独擅場である。

独占体は、独占体である。

独占的は、独占的である。

砥糞は、砥糞である。

毒素は、毒素である。

禿瘡は、禿瘡である。

特装は、特装である。

特操は、特操である。

得宗は、得宗である。



徳宗は、徳宗である。

得喪は、得喪である。

徳操は、徳操である。

毒草は、毒草である。

独走は、独走である。

独奏は、独奏である。

独創は、独創である。

独創的は、独創的である。

得宗領は、得宗領である。

徳宗領は、徳宗領である。

督促は、督促である。

督促手続は、督促手続である。

独ソ不可侵条約は、独ソ不可侵条約である。

独尊は、独尊である。

徳田は、徳田である。

ドクターは、ドクターである。

ドクターコースは、ドクターコースである。

ドクターストップは、ドクターストップである。

特待は、特待である。

得替は、得替である。

得代は、得代である。

特大は、特大である。

徳大寺は、徳大寺である。

特待生は、特待生である。

徳田球一は、徳田球一である。

徳沢は、徳沢である。

徳田秋声は、徳田秋声である。

毒断ちは、毒断ちである。

特達は、特達である。

得脱は、得脱である。

毒断ては、毒断てである。

どく草は、どく草である。

徳俵は、徳俵である。

特段は、特段である。

独断は、独断である。

独壇場は、独壇場である。

独断専行は、独断専行である。

独断的は、独断的である。

独断論は、独断論である。

戸口は、戸口である。

毒血は、毒血である。

徳治主義は、徳治主義である。

特注は、特注である。

特長は、特長である。

特徴は、特徴である。

土窟は、土窟である。



毒痛は、毒痛である。

得つくは、得つくである。

徳つくは、徳つくである。

毒突くは、毒突くである。

毒鶴茸は、毒鶴茸である。

特定は、特定である。

特定遺贈は、特定遺贈である。

特定金銭信託は、特定金銭信託である。

特定財産は、特定財産である。

特定疾患は、特定疾患である。

特定重要港湾は、特定重要港湾である。

特定承継は、特定承継である。

特定線引小切手は、特定線引小切手である。

特定物は、特定物である。

特定保健用食品は、特定保健用食品である。

特定銘柄は、特定銘柄である。

特定郵便局は、特定郵便局である。

特典は、特典である。

特点は、特点である。

得点は、得点である。

特電は、特電である。

得田は、得田である。

篤とは、篤とである。

得度は、得度である。

禿頭は、禿頭である。

特等は、特等である。

得道は、得道である。

禿頭病は、禿頭病である。

とくとくは、とくとくである。

得得は、得得である。

疾く疾くは、疾く疾くである。

独特は、独特である。

独得は、独得である。

どくどくは、どくどくである。

毒毒しいは、毒毒しいである。

徳富は、徳富である。

徳富蘇峰は、徳富蘇峰である。

徳冨蘆花は、徳冨蘆花である。

ドクトリンは、ドクトリンである。

ドクトルは、ドクトルである。

ドクトルジバゴは、ドクトルジバゴである。

徳永は、徳永である。

毒流しは、毒流しである。

徳永直は、徳永直である。

疾くには、疾くにである。

特には、特にである。



特任は、特任である。

特認は、特認である。

独任は、独任である。

毒人参は、毒人参である。

独任制は、独任制である。

篤農は、篤農である。

徳之島は、徳之島である。

特派は、特派である。

読破は、読破である。

特配は、特配である。

特売は、特売である。

特派員は、特派員である。

独白は、独白である。

禿髪は、禿髪である。

特発は、特発である。

特発性疾患は、特発性疾患である。

特発性心筋症は、特発性心筋症である。

毒蝮は、毒蝮である。

特番は、特番である。

特筆は、特筆である。

毒筆は、毒筆である。

特筆大書は、特筆大書である。

得票は、得票である。

毒婦は、毒婦である。

独夫は、独夫である。

徳風は、徳風である。

独服は、独服である。

独幅は、独幅である。

得仏は、得仏である。

毒物は、毒物である。

毒物学は、毒物学である。

独仏戦争は、独仏戦争である。

得分は、得分である。

徳分は、徳分である。

独文は、独文である。

特別は、特別である。

特別扱いは、特別扱いである。

特別委員会は、特別委員会である。

特別委任は、特別委任である。

特別横線小切手は、特別横線小切手である。

特別会計は、特別会計である。

特別活動は、特別活動である。

特別官庁は、特別官庁である。

特別規定は、特別規定である。

特別急行は、特別急行である。

特別教室は、特別教室である。



特別区は、特別区である。

特別刑法は、特別刑法である。

特別決議は、特別決議である。

特別減刑は、特別減刑である。

特別高圧は、特別高圧である。

特別攻撃隊は、特別攻撃隊である。

特別抗告は、特別抗告である。

特別高等警察は、特別高等警察である。

特別国会は、特別国会である。

特別裁判所は、特別裁判所である。

特別裁判籍は、特別裁判籍である。

特別償却は、特別償却である。

特別上告は、特別上告である。

特別職は、特別職である。

特別担保は、特別担保である。

特別地方消費税は、特別地方消費税である。

特別徴収は、特別徴収である。

特別任用は、特別任用である。

特別配当は、特別配当である。

特別賦金は、特別賦金である。

特別弁護人は、特別弁護人である。

特別法は、特別法である。

特別マル優は、特別マル優である。

特別養護老人ホームは、特別養護老人ホームである。

特別養子制度は、特別養子制度である。

特別予防は、特別予防である。

毒紅茸は、毒紅茸である。

特報は、特報である。

得法は、得法である。

徳望は、徳望である。

独房は、独房である。

読本は、読本である。

ドグマは、ドグマである。

得米は、得米である。

ドグマチズムは、ドグマチズムである。

ドグマチックは、ドグマチックである。

毒味は、毒味である。

毒見は、毒見である。

十組問屋は、十組問屋である。

特務は、特務である。

特務艦は、特務艦である。

毒麦は、毒麦である。

特務機関は、特務機関である。

毒虫は、毒虫である。

特務士官は、特務士官である。

特務曹長は、特務曹長である。



特命は、特命である。

匿名は、匿名である。

匿名組合は、匿名組合である。

特命全権公使は、特命全権公使である。

特命全権大使は、特命全権大使である。

特免は、特免である。

徳目は、徳目である。

毒揉みは、毒揉みである。

毒矢は、毒矢である。

特約は、特約である。

毒薬は、毒薬である。

特約店は、特約店である。

徳山は、徳山である。

徳山石は、徳山石である。

特有は、特有である。

特融は、特融である。

特有財産は、特有財産である。

特有性は、特有性である。

特用は、特用である。

徳用は、徳用である。

特用作物は、特用作物である。

毒除けは、毒除けである。

鳥栖は、鳥栖である。

鳥座は、鳥座である。

塒は、塒である。

戸倉上山田温泉は、戸倉上山田温泉である。

徳利は、徳利である。

特立は、特立である。

独立は、独立である。

独立栄養は、独立栄養である。

独立家屋は、独立家屋である。

独立機関は、独立機関である。

独立権は、独立権である。

独立語は、独立語である。

独立国は、独立国である。

独立国家共同体は、独立国家共同体である。

独立採算制は、独立採算制である。

独立自営農民は、独立自営農民である。

独立自尊は、独立自尊である。

独立重利は、独立重利である。

独立心は、独立心である。

独立税は、独立税である。

独立宣言は、独立宣言である。

独立党は、独立党である。

独立当事者参加は、独立当事者参加である。

独立独行は、独立独行である。



独立独歩は、独立独歩である。

独立の法則は、独立の法則である。

徳利燕は、徳利燕である。

独立美術協会は、独立美術協会である。

独立不羈は、独立不羈である。

独立プロは、独立プロである。

独立変数は、独立変数である。

独立命令は、独立命令である。

毒竜は、毒竜である。

読了は、読了である。

独力は、独力である。

とぐるは、とぐるである。

戸車は、戸車である。

解くる由は、解くる由である。

外郭は、外郭である。

特例は、特例である。

督励は、督励である。

特例公債は、特例公債である。

特例国債は、特例国債である。

蜷局は、蜷局である。

髑髏は、髑髏である。

徳論は、徳論である。

独話は、独話である。

読話は、読話である。

徳若は、徳若である。

徳和歌後万載集は、徳和歌後万載集である。

刺は、刺である。

棘は、棘である。

解合は、解合である。

解け合うは、解け合うである。

溶け合うは、溶け合うである。

土圭は、土圭である。

徒刑は、徒刑である。

時計座は、時計座である。

時計皿は、時計皿である。

時計信管は、時計信管である。

時計草は、時計草である。

時計台は、時計台である。

土圭の間は、土圭の間である。

時計回りは、時計回りである。

棘魚は、棘魚である。

溶け込むは、溶け込むである。

土下座は、土下座である。

とけしなしは、とけしなしである。

刺立つは、刺立つである。

吐血は、吐血である。



兎欠は、兎欠である。

渡月橋は、渡月橋である。

吐月峰は、吐月峰である。

ドケティズムは、ドケティズムである。

刺刺しいは、刺刺しいである。

利気無しは、利気無しである。

刺抜きは、刺抜きである。

とげぬき地蔵は、とげぬき地蔵である。

棘鼠は、棘鼠である。

解けるは、解けるである。

溶けるは、溶けるである。

融けるは、融けるである。

熔けるは、熔けるである。

鎔けるは、鎔けるである。

遂げるは、遂げるである。

退けるは、退けるである。

杜鵑は、杜鵑である。

土建は、土建である。

杜鵑花は、杜鵑花である。

床は、床である。

都護は、都護である。

土鼓は、土鼓である。

何所は、何所である。

何処は、何処である。

土語は、土語である。

床上げは、床上げである。

床あしらいは、床あしらいである。

常井は、常井である。

床板は、床板である。

詛戸は、詛戸である。

何所いらは、何所いらである。

床入りは、床入りである。

杜衡は、杜衡である。

徒行は、徒行である。

都講は、都講である。

渡口は、渡口である。

渡航は、渡航である。

とこうは、とこうである。

兎毫は、兎毫である。

詛ふは、詛ふである。

土工は、土工である。

土侯は、土侯である。

土貢は、土貢である。

土寇は、土寇である。

土窖は、土窖である。

土壙は、土壙である。



土豪は、土豪である。

怒号は、怒号である。

都江堰は、都江堰である。

土侯国は、土侯国である。

土工司は、土工司である。

渡航免状は、渡航免状である。

土豪劣紳は、土豪劣紳である。

と声は、と声である。

床覆いは、床覆いである。

常少女は、常少女である。

ドゴールは、ドゴールである。

何処かは、何処かである。

床反りは、床反りである。

床飾りは、床飾りである。

床固めは、床固めである。

床框は、床框である。

床髪結は、床髪結である。

杜国は、杜国である。

床芸者は、床芸者である。

床言葉は、床言葉である。

利心は、利心である。

床盃は、床盃である。

床挿しは、床挿しである。

ドコサヘキサエン酸は、ドコサヘキサエン酸である。

常しは、常しである。

長しは、長しである。

永久しは、永久しである。

常しえは、常しえである。

永久は、永久である。

床敷は、床敷である。

褥は、褥である。

常しなへは、常しなへである。

床縛りは、床縛りである。

床締めは、床締めである。

床じものは、床じものである。

床上手は、床上手である。

床蝨は、床蝨である。

床犂は、床犂である。

床涼みは、床涼みである。

床擦れは、床擦れである。

何所其所は、何所其所である。

何処其処は、何処其処である。

床畳は、床畳である。

床棚は、床棚である。

常つ国は、常つ国である。

床土は、床土である。



床つ身は、床つ身である。

常つ御門は、常つ御門である。

床詰めは、床詰めである。

とことこは、とことこである。

何所と無くは、何所と無くである。

何所とも無しは、何所とも無しである。

とことんは、とことんである。

とことんやれ節は、とことんやれ節である。

床中は、床中である。

常夏は、常夏である。

常懐かしは、常懐かしである。

常夏月は、常夏月である。

常夏には、常夏にである。

床次は、床次である。

床次竹二郎は、床次竹二郎である。

常滑は、常滑である。

常滑焼は、常滑焼である。

地主の神は、地主の神である。

床の海は、床の海である。

床の浦風は、床の浦風である。

床の浦波は、床の浦波である。

常の国は、常の国である。

床の間は、床の間である。

床の間付は、床の間付である。

床場は、床場である。

床箸は、床箸である。

床柱は、床柱である。

常初花は、常初花である。

床花は、床花である。

常花は、常花である。

床離れは、床離れである。

床払いは、床払いである。

常春は、常春である。

都護府は、都護府である。

トコフェロールは、トコフェロールである。

床伏は、床伏である。

常節は、常節である。

床縁は、床縁である。

床踏み祝は、床踏み祝である。

床振りは、床振りである。

床辺は、床辺である。

常吠ゆは、常吠ゆである。

常松は、常松である。

常惑いは、常惑いである。

徳万歳は、徳万歳である。

床万力は、床万力である。



床店は、床店である。

床見世は、床見世である。

常宮は、常宮である。

床虫は、床虫である。

常珍は、常珍である。

常珍しは、常珍しである。

何所許は、何所許である。

床屋は、床屋である。

床山は、床山である。

常闇は、常闇である。

何所やらは、何所やらである。

常世は、常世である。

常夜は、常夜である。

床善しは、床善しである。

常世の神は、常世の神である。

常世の国は、常世の国である。

常世の木の実は、常世の木の実である。

常世の長鳴鳥は、常世の長鳴鳥である。

常世の虫は、常世の虫である。

常世辺は、常世辺である。

常世物は、常世物である。

何所らは、何所らである。

野老は、野老である。

どころは、どころである。

所遊びは、所遊びである。

所宛は、所宛である。

所充は、所充である。

所争いは、所争いである。

所顕しは、所顕しである。

露顕は、露顕である。

伉儷は、伉儷である。

常呂遺跡は、常呂遺跡である。

所得は、所得である。

所得顔は、所得顔である。

所置くは、所置くである。

所がは、所がである。

どころかは、どころかである。

所替えは、所替えである。

所書は、所書である。

所構えは、所構えである。

所柄は、所柄である。

所嫌わずは、所嫌わずである。

所堅固は、所堅固である。

所言葉は、所言葉である。

所酒は、所酒である。

所去らずは、所去らずである。



所去るは、所去るである。

所沢は、所沢である。

所質は、所質である。

所自慢は、所自慢である。

野老葛は、野老葛である。

冬薯蕷葛は、冬薯蕷葛である。

所狭がるは、所狭がるである。

所狭きなしは、所狭きなしである。

所狭しは、所狭しである。

所育ちは、所育ちである。

所違えは、所違えである。

所違いは、所違いである。

所では、所でである。

心太は、心太である。

瓊脂は、瓊脂である。

心太草は、心太草である。

心太式は、心太式である。

心太突きは、心太突きである。

所籐は、所籐である。

所所は、所所である。

処処は、処処である。

所無しは、所無しである。

所習わしは、所習わしである。

所には、所にである。

所衆は、所衆である。

所の人は、所の人である。

所話は、所話である。

所払いは、所払いである。

所番地は、所番地である。

所斑は、所斑である。

常若は、常若である。

床脇は、床脇である。

床脇棚は、床脇棚である。

吐根は、吐根である。

吐根酒は、吐根酒である。

吐根錠は、吐根錠である。

ど根性は、ど根性である。

土佐は、土佐である。

どさは、どさである。

土砂は、土砂である。

土左は、土左である。

土座は、土座である。

どさあは、どさあである。

吐剤は、吐剤である。

徒罪は、徒罪である。

駑才は、駑才である。



駑材は、駑材である。

土佐犬は、土佐犬である。

土佐絵は、土佐絵である。

土左衛門は、土左衛門である。

鶏冠は、鶏冠である。

戸坂は、戸坂である。

戸坂潤は、戸坂潤である。

鶏冠海苔は、鶏冠海苔である。

戸前は、戸前である。

どさくさは、どさくさである。

どさくさ紛れは、どさくさ紛れである。

鳥叫は、鳥叫である。

どさ声は、どさ声である。

土佐駒は、土佐駒である。

鎖しは、鎖しである。

土佐清水は、土佐清水である。

土佐神社は、土佐神社である。

閉ざすは、閉ざすである。

鎖すは、鎖すである。

屠殺は、屠殺である。

塗擦は、塗擦である。

都察院は、都察院である。

土佐作りは、土佐作りである。

塗擦剤は、塗擦剤である。

どさっとは、どさっとである。

どさどさは、どさどさである。

土佐煮は、土佐煮である。

土佐日記は、土佐日記である。

土佐院は、土佐院である。

十三の砂山は、十三の砂山である。

土佐派は、土佐派である。

土佐半紙は、土佐半紙である。

土佐節は、土佐節である。

外侍は、外侍である。

とさまは、とさまである。

外様は、外様である。

外様がましいは、外様がましいである。

とさまこうさまは、とさまこうさまである。

外様侍は、外様侍である。

外様衆は、外様衆である。

外様大名は、外様大名である。

どさ回りは、どさ回りである。

土佐水木は、土佐水木である。

土佐光起は、土佐光起である。

土佐光信は、土佐光信である。

十三湊遺跡は、十三湊遺跡である。



どさりは、どさりである。

渡盞は、渡盞である。

土産は、土産である。

道産子は、道産子である。

土讃線は、土讃線である。

登山鉄道は、登山鉄道である。

都山流は、都山流である。

年は、年である。

歳は、歳である。

吐糸は、吐糸である。

杜詩は、杜詩である。

妬視は、妬視である。

徒死は、徒死である。

都市は、都市である。

利しは、利しである。

鋭しは、鋭しである。

疾しは、疾しである。

捷しは、捷しである。

敏しは、敏しである。

綴じは、綴じである。

徒爾は、徒爾である。

途次は、途次である。

賭事は、賭事である。

弩師は、弩師である。

どじは、どじである。

土耳は、土耳である。

年明けは、年明けである。

綴じ合せるは、綴じ合せるである。

同士軍は、同士軍である。

綴じ糸は、綴じ糸である。

年忌は、年忌である。

年祝は、年祝である。

年上は、年上である。

年占は、年占である。

年老いは、年老いである。

年桶は、年桶である。

年男は、年男である。

年劣りは、年劣りである。

年卸しは、年卸しである。

年女は、年女である。

年甲斐は、年甲斐である。

年嵩は、年嵩である。

年重ねは、年重ねである。

年重ねの祝は、年重ねの祝である。

年頭は、年頭である。

都市ガスは、都市ガスである。



度し難いは、度し難いである。

年恰好は、年恰好である。

綴じ金は、綴じ金である。

年構えは、年構えである。

年神は、年神である。

歳神は、歳神である。

年木は、年木である。

歳木は、歳木である。

戸閾は、戸閾である。

頓食は、頓食である。

屯食は、屯食である。

年木伐りは、年木伐りである。

都市気候は、都市気候である。

年木樵は、年木樵である。

年切りは、年切りである。

年切れは、年切れである。

都市銀行は、都市銀行である。

都市計画は、都市計画である。

都市計画法は、都市計画法である。

年子は、年子である。

祈年は、祈年である。

祈年祭は、祈年祭である。

都市工学は、都市工学である。

年越しは、年越しである。

年越し蕎麦は、年越し蕎麦である。

年越し詣では、年越し詣でである。

都市国家は、都市国家である。

年毎は、年毎である。

年勾配は、年勾配である。

綴込みは、綴込みである。

綴じ込むは、綴じ込むである。

閉じ込めるは、閉じ込めるである。

年薦は、年薦である。

年籠りは、年籠りである。

閉じ籠るは、閉じ籠るである。

綴暦は、綴暦である。

年頃は、年頃である。

年頃配は、年頃配である。

年盛りは、年盛りである。

年差しは、年差しである。

菟糸子は、菟糸子である。

年下は、年下である。

都市社会学は、都市社会学である。

杜子春伝は、杜子春伝である。

綴じ代は、綴じ代である。

都市人類学は、都市人類学である。



年銭は、年銭である。

年詮索は、年詮索である。

年高は、年高である。

年違い豆は、年違い豆である。

年高人は、年高人である。

年だくなは、年だくなである。

年竹は、年竹である。

年長けは、年長けである。

年長けるは、年長けるである。

年立は、年立である。

年棚は、年棚である。

年玉は、年玉である。

土質は、土質である。

年月は、年月である。

綴継ぎは、綴継ぎである。

綴付けは、綴付けである。

綴じ付けるは、綴じ付けるである。

年積月は、年積月である。

年強は、年強である。

としては、としてである。

年伽は、年伽である。

歳徳は、歳徳である。

年徳は、年徳である。

歳徳神は、歳徳神である。

歳徳棚は、歳徳棚である。

年年は、年年である。

どしどしは、どしどしである。

年取りは、年取りである。

年取り魚は、年取り魚である。

年取り物は、年取り物である。

年取るは、年取るである。

年半は、年半である。

年次は、年次である。

年並は、年並である。

年波は、年波である。

年縄は、年縄である。

年の朝は、年の朝である。

年の余りは、年の余りである。

年の市は、年の市である。

歳市は、歳市である。

年の内は、年の内である。

年の緒は、年の緒である。

歳の尾は、歳の尾である。

年の神は、年の神である。

年の暮は、年の暮である。

年の恋は、年の恋である。



年の功は、年の功である。

年の此方は、年の此方である。

年の此の頃は、年の此の頃である。

年の瀬は、年の瀬である。

年の所為は、年の所為である。

年の積りは、年の積りである。

年の名は、年の名である。

年の端は、年の端である。

年の星は、年の星である。

歳の星は、歳の星である。

年の豆は、年の豆である。

歳の実は、歳の実である。

年の実は、年の実である。

年の御読経は、年の御読経である。

年の湊は、年の湊である。

年の設けは、年の設けである。

年の餅は、年の餅である。

年の矢は、年の矢である。

年の雪は、年の雪である。

年の夜は、年の夜である。

年の渡りは、年の渡りである。

年歯は、年歯である。

年端は、年端である。

鳥柴は、鳥柴である。

年延いは、年延いである。

年延えは、年延えである。

年端月は、年端月である。

年八卦は、年八卦である。

年日は、年日である。

年久には、年久にである。

智仁親王は、智仁親王である。

綴じ蓋は、綴じ蓋である。

都氏文集は、都氏文集である。

綴本は、綴本である。

年増は、年増である。

豊島は、豊島である。

年前は、年前である。

豊島岡は、豊島岡である。

綴巻は、綴巻である。

豊島筵は、豊島筵である。

年豆は、年豆である。

年守るは、年守るである。

戸締りは、戸締りである。

年回りは、年回りである。

年見は、年見である。

落忌は、落忌である。



閉ぢむは、閉ぢむである。

閉めは、閉めである。

戸締は、戸締である。

綴じ目は、綴じ目である。

どしめくは、どしめくである。

吐瀉は、吐瀉である。

屠者は、屠者である。

年夜は、年夜である。

度者は、度者である。

土砂加持は、土砂加持である。

としゃくは、としゃくである。

年役は、年役である。

杜若は、杜若である。

年雇いは、年雇いである。

土砂降りは、土砂降りである。

とし山は、とし山である。

年病みは、年病みである。

ドシャンベは、ドシャンベである。

斗酒は、斗酒である。

徒手は、徒手である。

土州は、土州である。

年行きは、年行きである。

徒手空拳は、徒手空拳である。

吐綬鶏は、吐綬鶏である。

吐酒石は、吐酒石である。

徒手体操は、徒手体操である。

図書は、図書である。

屠所は、屠所である。

斗しょうは、斗しょうである。

杜松は、杜松である。

徒消は、徒消である。

徒渉は、徒渉である。

渡渉は、渡渉である。

都省は、都省である。

外城は、外城である。

途上は、途上である。

都状は、都状である。

都城は、都城である。

屠場は、屠場である。

賭場は、賭場である。

泥鰌は、泥鰌である。

鰌は、鰌である。

土定は、土定である。

土城は、土城である。

土壌は、土壌である。

年用意は、年用意である。



泥鰌隠元は、泥鰌隠元である。

泥鰌打ちは、泥鰌打ちである。

土壌汚染防止法は、土壌汚染防止法である。

土壌改良剤は、土壌改良剤である。

土壌学は、土壌学である。

泥鰌籠は、泥鰌籠である。

戸障子は、戸障子である。

泥鰌汁は、泥鰌汁である。

土壌図は、土壌図である。

泥鰌掬いは、泥鰌掬いである。

泥鰌鍋は、泥鰌鍋である。

土性根は、土性根である。

土壌反応は、土壌反応である。

泥鰌髭は、泥鰌髭である。

土壌微生物は、土壌微生物である。

土性骨は、土性骨である。

道修町は、道修町である。

土壌流出は、土壌流出である。

杜如晦は、杜如晦である。

図書学は、図書学である。

図書館は、図書館である。

図書館情報大学は、図書館情報大学である。

図書館法は、図書館法である。

徒食は、徒食である。

図書券は、図書券である。

図書室は、図書室である。

年齢は、年齢である。

図書目録は、図書目録である。

年寄は、年寄である。

年寄株は、年寄株である。

年寄子は、年寄子である。

としよりこいは、としよりこいである。

年寄衆は、年寄衆である。

俊頼髄脳は、俊頼髄脳である。

年寄骨は、年寄骨である。

年寄役は、年寄役である。

年寄るは、年寄るである。

年弱は、年弱である。

どしりは、どしりである。

閉じるは、閉じるである。

綴じるは、綴じるである。

どじるは、どじるである。

年若は、年若である。

年忘れは、年忘れである。

年割は、年割である。

兎唇は、兎唇である。



図讖は、図讖である。

妬心は、妬心である。

都心は、都心である。

渡津は、渡津である。

都人は、都人である。

都塵は、都塵である。

屠人は、屠人である。

どしんは、どしんである。

土人は、土人である。

土神は、土神である。

都人士は、都人士である。

トスは、トスである。

吐すは、吐すである。

閉づは、閉づである。

綴づは、綴づである。

どすは、どすである。

ドスは、ドスである。

都水は、都水である。

抖すうは、抖すうである。

度数制は、度数制である。

度数分布は、度数分布である。

トスカは、トスカである。

トスカーナは、トスカーナである。

トスカニーニは、トスカニーニである。

トスカネリは、トスカネリである。

ドスキンは、ドスキンである。

届くは、届くである。

どす黒いは、どす黒いである。

どすこいは、どすこいである。

どす声は、どす声である。

十筋右衛門は、十筋右衛門である。

ドストエフスキーは、ドストエフスキーである。

ドスパソスは、ドスパソスである。

トスバッティングは、トスバッティングである。

戸辷りは、戸辷りである。

賭するは、賭するである。

度するは、度するである。

とすればは、とすればである。

どすんは、どすんである。

都政は、都政である。

渡世は、渡世である。

都税は、都税である。

土性は、土性である。

土星は、土星である。

怒声は、怒声である。

土性図は、土性図である。



杜世忠は、杜世忠である。

渡世人は、渡世人である。

土製模造品は、土製模造品である。

図籍は、図籍である。

土石は、土石である。

土石流は、土石流である。

杜絶は、杜絶である。

途絶は、途絶である。

徒跣は、徒跣である。

渡船は、渡船である。

賭銭は、賭銭である。

どぜんは、どぜんである。

斗そうは、斗そうである。

抖そうは、抖そうである。

土葬は、土葬である。

度僧は、度僧である。

土蔵は、土蔵である。

渡宋記は、渡宋記である。

土蔵造りは、土蔵造りである。

土蔵焼は、土蔵焼である。

土倉役は、土倉役である。

土蔵破りは、土蔵破りである。

屠蘇延命散は、屠蘇延命散である。

屠蘇機嫌は、屠蘇機嫌である。

都俗は、都俗である。

蠧賊は、蠧賊である。

土足は、土足である。

土俗は、土俗である。

土賊は、土賊である。

土俗学は、土俗学である。

屠蘇散は、屠蘇散である。

屠蘇酒は、屠蘇酒である。

兜率は、兜率である。

都卒は、都卒である。

徒卒は、徒卒である。

兜率天は、兜率天である。

兜率曼荼羅は、兜率曼荼羅である。

屠蘇袋は、屠蘇袋である。

戸田は、戸田である。

どたは、どたである。

斗代は、斗代である。

駑駘は、駑駘である。

土台は、土台である。

跡絶えは、跡絶えである。

途絶えは、途絶えである。

跡絶えるは、跡絶えるである。



途絶えるは、途絶えるである。

どたキャンは、どたキャンである。

戸田旭山は、戸田旭山である。

どた靴は、どた靴である。

外竹は、外竹である。

戸田芝は、戸田芝である。

富田城は、富田城である。

鳥立ちは、鳥立ちである。

度脱は、度脱である。

どたっとは、どたっとである。

戸立は、戸立である。

戸田貞三は、戸田貞三である。

戸閉蜘蛛は、戸閉蜘蛛である。

戸立蜘蛛は、戸立蜘蛛である。

どたどたは、どたどたである。

戸棚は、戸棚である。

どたばたは、どたばたである。

どたばた喜劇は、どたばた喜劇である。

十度の御名は、十度の御名である。

ど頭は、ど頭である。

戸田茂睡は、戸田茂睡である。

跡絶ゆは、跡絶ゆである。

途絶ゆは、途絶ゆである。

戸田流は、戸田流である。

富田流は、富田流である。

斗樽は、斗樽である。

とだるは、とだるである。

戸垂は、戸垂である。

途端は、途端である。

塗炭は、塗炭である。

トタンは、トタンである。

どたんは、どたんである。

土断は、土断である。

土壇は、土壇である。

トタン板は、トタン板である。

土壇場は、土壇場である。

トタン葺は、トタン葺である。

栃は、栃である。

鼈は、鼈である。

十千は、十千である。

土地は、土地である。

どちは、どちである。

何方は、何方である。

栩板は、栩板である。

栃尾は、栃尾である。

土地会社は、土地会社である。



土地改良は、土地改良である。

土地改良区は、土地改良区である。

土地改良法は、土地改良法である。

土地家屋調査士は、土地家屋調査士である。

水鼈は、水鼈である。

橡金は、橡金である。

鼈亀は、鼈亀である。

栃粥は、栃粥である。

土地柄は、土地柄である。

土地鑑は、土地鑑である。

土地勘は、土地勘である。

土地管轄は、土地管轄である。

栃木は、栃木である。

屠畜は、屠畜である。

土地区画整理は、土地区画整理である。

屠畜場は、屠畜場である。

奴畜生は、奴畜生である。

どちぐちは、どちぐちである。

とち食らふは、とち食らふである。

栃栗毛は、栃栗毛である。

とち狂ふは、とち狂ふである。

土地国有は、土地国有である。

土地国有論は、土地国有論である。

土地言葉は、土地言葉である。

土地転がしは、土地転がしである。

奴智鮫は、奴智鮫である。

土地収用は、土地収用である。

土地使用権は、土地使用権である。

土地所有権は、土地所有権である。

土地信託は、土地信託である。

土地台帳は、土地台帳である。

土地立入権は、土地立入権である。

土地単税論は、土地単税論である。

土地っ子は、土地っ子である。

土地堂は、土地堂である。

栃錦は、栃錦である。

栃葉人参は、栃葉人参である。

栩葺きは、栩葺きである。

土地負担は、土地負担である。

十千万は、十千万である。

とちめくは、とちめくである。

栃麺は、栃麺である。

栃麺棒は、栃麺棒である。

栃餅は、栃餅である。

土着は、土着である。

杜仲は、杜仲である。



途中は、途中である。

屠中は、屠中である。

土中は、土中である。

土柱は、土柱である。

途中下車は、途中下車である。

杜仲茶は、杜仲茶である。

ト調は、ト調である。

斗帳は、斗帳である。

戸帳は、戸帳である。

徒長は、徒長である。

都庁は、都庁である。

土塚は、土塚である。

度牒は、度牒である。

怒張は、怒張である。

怒潮は、怒潮である。

徒長枝は、徒長枝である。

豊千代草は、豊千代草である。

ドチリナキリシタンは、ドチリナキリシタンである。

土地利用図は、土地利用図である。

とちるは、とちるである。

吶は、吶である。

咄は、咄である。

突は、突である。

訥は、訥である。

とつおいつは、とつおいつである。

訥音は、訥音である。

特化は、特化である。

特価は、特価である。

特科は、特科である。

得花は、得花である。

徳化は、徳化である。

十握は、十握である。

十拳は、十拳である。

戸塚は、戸塚である。

取柄は、取柄である。

斗束は、斗束である。

読過は、読過である。

トッカータは、トッカータである。

ドッガーバンクは、ドッガーバンクである。

読会は、読会である。

読解は、読解である。

取っ換え引っ換えは、取っ換え引っ換えである。

取っ替えべいは、取っ替えべいである。

取っ掛りは、取っ掛りである。

凸角は、凸角である。

突角は、突角である。



突顎は、突顎である。

独覚は、独覚である。

取っ掛け取っ掛けは、取っ掛け取っ掛けである。

十握稲は、十握稲である。

戸塚静海は、戸塚静海である。

特火点は、特火点である。

どっかとは、どっかとである。

十握剣は、十握剣である。

特科部隊は、特科部隊である。

特科兵は、特科兵である。

どっかりは、どっかりである。

とつかわは、とつかわである。

十津川は、十津川である。

十津川郷は、十津川郷である。

吶喊は、吶喊である。

突貫は、突貫である。

突貫作業は、突貫作業である。

凸関数は、凸関数である。

凸起は、凸起である。

突起は、突起である。

特記は、特記である。

徳器は、徳器である。

嫁教鳥は、嫁教鳥である。

嫁ぎ先は、嫁ぎ先である。

嫁ぎ鳥は、嫁ぎ鳥である。

独客は、独客である。

独脚は、独脚である。

特急は、特急である。

特級は、特級である。

特級官は、特級官である。

特許は、特許である。

独居は、独居である。

凸鏡は、凸鏡である。

徳教は、徳教である。

独居監房は、独居監房である。

特許企業は、特許企業である。

特許局は、特許局である。

特許権は、特許権である。

特許原簿は、特許原簿である。

特許事務所は、特許事務所である。

特許審判は、特許審判である。

特許庁は、特許庁である。

特許品は、特許品である。

特許法は、特許法である。

特金は、特金である。

ドッキングは、ドッキングである。



独禁法は、独禁法である。

疾っくは、疾っくである。

嫁ぐは、嫁ぐである。

毒鼓は、毒鼓である。

ドックは、ドックである。

ど突くは、ど突くである。

ドッグは、ドッグである。

突厥は、突厥である。

外つ国は、外つ国である。

疾っくの昔は、疾っくの昔である。

ドッグファイトは、ドッグファイトである。

取っ組み合いは、取っ組み合いである。

取っ組み合うは、取っ組み合うである。

とっくりは、とっくりである。

徳利蜂は、徳利蜂である。

ドッグレースは、ドッグレースである。

ドッグレッグは、ドッグレッグである。

特訓は、特訓である。

とっけは、とっけである。

特恵は、特恵である。

篤敬は、篤敬である。

トッケイは、トッケイである。

特恵関税は、特恵関税である。

突撃は、突撃である。

毒血症は、毒血症である。

突厥文字は、突厥文字である。

とっけもないは、とっけもないである。

とっけりは、とっけりである。

特権は、特権である。

訥言は、訥言である。

独見は、独見である。

特権階級は、特権階級である。

とっこは、とっこである。

どっこいは、どっこいである。

独鈷石は、独鈷石である。

どっこいしょは、どっこいしょである。

どっこいどっこいは、どっこいどっこいである。

特功は、特功である。

特効は、特効である。

特高は、特高である。

徳行は、徳行である。

篤行は、篤行である。

篤厚は、篤厚である。

独行は、独行である。

独航は、独航である。

独航船は、独航船である。



特攻隊は、特攻隊である。

特効薬は、特効薬である。

独鈷杵は、独鈷杵である。

突兀は、突兀である。

独鈷鈴は、独鈷鈴である。

咄嗟は、咄嗟である。

とっさかは、とっさかである。

突先は、突先である。

どっさりは、どっさりである。

ドッジボールは、ドッジボールである。

凸集合は、凸集合である。

突出は、突出である。

突如は、突如である。

ドッジラインは、ドッジラインである。

どっしりは、どっしりである。

突進は、突進である。

ドッジングは、ドッジングである。

突然は、突然である。

突然死は、突然死である。

突然変異は、突然変異である。

突然変異説は、突然変異説である。

突然変異体は、突然変異体である。

凸多角形は、凸多角形である。

とったりは、とったりである。

突端は、突端である。

何方付かずは、何方付かずである。

ドッチボールは、ドッチボールである。

何方道は、何方道である。

取っちめるは、取っちめるである。

父っちゃん坊やは、父っちゃん坊やである。

どっちょう声は、どっちょう声である。

とっちりとん節は、とっちりとん節である。

とっちり者は、とっちり者である。

とっちるは、とっちるである。

とっつおいつは、とっつおいつである。

取っ捕まえるは、取っ捕まえるである。

取っ捕まるは、取っ捕まるである。

取っ付きは、取っ付きである。

取っ付くは、取っ付くである。

取付は、取付である。

とっつまいつは、とっつまいつである。

取っ手は、取っ手である。

把手は、把手である。

とっては、とってである。

突梯は、突梯である。

突堤は、突堤である。



取って置きは、取って置きである。

取って返すは、取って返すである。

取って代るは、取って代るである。

取って付けた様は、取って付けた様である。

取って出るは、取って出るである。

取って退くは、取って退くである。

とってもは、とってもである。

取っても付かぬは、取っても付かぬである。

とっとは、とっとである。

ドットは、ドットである。

どっとは、どっとである。

取っときは、取っときである。

突としては、突としてである。

咄咄は、咄咄である。

訥訥は、訥訥である。

吶吶は、吶吶である。

咄咄怪事は、咄咄怪事である。

とっととは、とっととである。

鳥の目は、鳥の目である。

ドットプリンターは、ドットプリンターである。

ドットマップは、ドットマップである。

鳥取は、鳥取である。

鳥取砂丘は、鳥取砂丘である。

鳥取大学は、鳥取大学である。

外繋ぎは、外繋ぎである。

突入は、突入である。

鳥羽は、鳥羽である。

突破は、突破である。

トッパーは、トッパーである。

トッパーズは、トッパーズである。

頭ぱいは、頭ぱいである。

頭ぱい烏帽子は、頭ぱい烏帽子である。

頭ぱい頭は、頭ぱい頭である。

頭ぱい頭巾は、頭ぱい頭巾である。

とっぱかわは、とっぱかわである。

とっぱくさは、とっぱくさである。

突破口は、突破口である。

どっぱさっぱは、どっぱさっぱである。

取っ外すは、取っ外すである。

突外れは、突外れである。

突発は、突発である。

突発性難聴は、突発性難聴である。

突発的は、突発的である。

突鼻は、突鼻である。

取っ払うは、取っ払うである。

凸版は、凸版である。



突飛は、突飛である。

どっぴは、どっぴである。

胴引は、胴引である。

十百韻は、十百韻である。

突拍子は、突拍子である。

トッピングは、トッピングである。

トップは、トップである。

突風は、突風である。

トップギアは、トップギアである。

トップクラスは、トップクラスである。

トップコートは、トップコートである。

トップシークレットは、トップシークレットである。

トップスピンは、トップスピンである。

トップダウンは、トップダウンである。

突沸は、突沸である。

トップニュースは、トップニュースである。

トップバストは、トップバストである。

トップバッターは、トップバッターである。

トップハットは、トップハットである。

トップマネージメントは、トップマネージメントである。

トップモードは、トップモードである。

トップ屋は、トップ屋である。

ドップラーは、ドップラーである。

ドップラー効果は、ドップラー効果である。

ドップラーレーダーは、ドップラーレーダーである。

トップライトは、トップライトである。

とっぷりは、とっぷりである。

どっぷりは、どっぷりである。

トップレスは、トップレスである。

トップレディーは、トップレディーである。

トップレベルは、トップレベルである。

ドッペるは、ドッペるである。

ドッペルゲンゲルは、ドッペルゲンゲルである。

訥弁は、訥弁である。

とっぽは、とっぽである。

独歩は、独歩である。

とっぽいは、とっぽいである。

外つ宮は、外つ宮である。

外つ宮所は、外つ宮所である。

凸面は、凸面である。

凸面鏡は、凸面鏡である。

凸レンズは、凸レンズである。

とては、とてである。

外出は、外出である。

土手は、土手である。

徒弟は、徒弟である。



徒弟制度は、徒弟制度である。

土手馬は、土手馬である。

どでかいは、どでかいである。

ドデカフォニーは、ドデカフォニーである。

途轍は、途轍である。

土手っ腹は、土手っ腹である。

土手鍋は、土手鍋である。

土手節は、土手節である。

迚もは、迚もである。

とてもかくてもは、とてもかくてもである。

とてもこうてもは、とてもこうてもである。

迚も迚もは、迚も迚もである。

とでもないは、とでもないである。

とてやかくてやとは、とてやかくてやとである。

褞袍は、褞袍である。

渡天は、渡天である。

都電は、都電である。

どてんは、どてんである。

ととは、ととである。

とどは、とどである。

椴は、椴である。

胡どは、胡どである。

呶呶は、呶呶である。

ドドは、ドドである。

都々逸は、都々逸である。

都々一は、都々一である。

都々逸坊扇歌は、都々逸坊扇歌である。

徒党は、徒党である。

都統は、都統である。

渡唐は、渡唐である。

渡島は、渡島である。

渡頭は、渡頭である。

肥ふは、肥ふである。

都堂は、都堂である。

怒濤は、怒濤である。

渡唐銭は、渡唐銭である。

都道府県は、都道府県である。

都道府県議会は、都道府県議会である。

都道府県議会議員は、都道府県議会議員である。

都道府県規則は、都道府県規則である。

都道府県組合は、都道府県組合である。

都道府県公安委員会は、都道府県公安委員会である。

都道府県条例は、都道府県条例である。

都道府県税は、都道府県税である。

都道府県知事は、都道府県知事である。

都道府県道は、都道府県道である。



都道府県費は、都道府県費である。

徒党門徒は、徒党門徒である。

ととかかは、ととかかである。

とどヶ崎は、とどヶ崎である。

トトカルチョは、トトカルチョである。

とときは、とときである。

都督は、都督である。

荼毒は、荼毒である。

蠧毒は、蠧毒である。

都督府は、都督府である。

届けは、届けである。

届出では、届出でである。

届出伝染病は、届出伝染病である。

届け先は、届け先である。

届書は、届書である。

届け済みは、届け済みである。

届け出るは、届け出るである。

届文は、届文である。

届け物は、届け物である。

届けるは、届けるである。

外床は、外床である。

滞りは、滞りである。

滞るは、滞るである。

調うは、調うである。

整うは、整うである。

斉うは、斉うである。

調えるは、調えるである。

整えるは、整えるである。

斉えるは、斉えるである。

調ほるは、調ほるである。

椴松は、椴松である。

止まるは、止まるである。

留まるは、留まるである。

停まるは、停まるである。

停みは、停みである。

止みは、止みである。

止むは、止むである。

止めは、止めである。

轟きは、轟きである。

轟くは、轟くである。

禁鳥は、禁鳥である。

止めるは、止めるである。

留めるは、留めるである。

停めるは、停めるである。

魚屋は、魚屋である。

鳥取部は、鳥取部である。



砥取山は、砥取山である。

轟は、轟である。

轟足は、轟足である。

轟駆けは、轟駆けである。

轟かすは、轟かすである。

轟の橋は、轟の橋である。

轟こすは、轟こすである。

轟轟は、轟轟である。

轟めくは、轟めくである。

駑鈍は、駑鈍である。

トナーは、トナーである。

ドナーは、ドナーである。

ドナーカードは、ドナーカードである。

都内は、都内である。

どないは、どないである。

殉ふは、殉ふである。

唱ふは、唱ふである。

調ふは、調ふである。

ドナウは、ドナウである。

称えは、称えである。

唱へ失ふは、唱へ失ふである。

唱えるは、唱えるである。

門中は、門中である。

馴鹿は、馴鹿である。

鳥名子は、鳥名子である。

鳥名子舞は、鳥名子舞である。

戸無瀬の滝は、戸無瀬の滝である。

戸無瀬山は、戸無瀬山である。

ドナテルロは、ドナテルロである。

門浪は、門浪である。

戸浪は、戸浪である。

礪波は、礪波である。

砺波は、砺波である。

礪波関は、礪波関である。

鳥網張るは、鳥網張るである。

斗南半島は、斗南半島である。

礪波平野は、礪波平野である。

礪波山は、礪波山である。

歴むは、歴むである。

臀なめは、臀なめである。

隣は、隣である。

隣り合うは、隣り合うである。

隣合せは、隣合せである。

隣裏は、隣裏である。

隣近所は、隣近所である。

隣国は、隣国である。



隣組は、隣組である。

怒鳴り込むは、怒鳴り込むである。

隣界は、隣界である。

隣境は、隣境である。

隣知らずは、隣知らずである。

隣づからは、隣づからである。

隣するは、隣するである。

怒鳴り散らすは、怒鳴り散らすである。

隣付合いは、隣付合いである。

怒鳴り付けるは、怒鳴り付けるである。

隣るは、隣るである。

怒鳴るは、怒鳴るである。

斗南は、斗南である。

図南は、図南である。

とには、とにである。

度尼は、度尼である。

ドニは、ドニである。

ドニエプルは、ドニエプルである。

ドニエプロペトロフスクは、ドニエプロペトロフスクである。

トニカは、トニカである。

とにかくは、とにかくである。

とにかくには、とにかくにである。

ドニゼッティは、ドニゼッティである。

トニックは、トニックである。

頓には、頓にである。

とにもかくにもは、とにもかくにもである。

斗入は、斗入である。

吐乳は、吐乳である。

とねは、とねである。

刀禰は、刀禰である。

利根運河は、利根運河である。

利根川は、利根川である。

利根川図志は、利根川図志である。

ドネツクは、ドネツクである。

舎人は、舎人である。

舎人男は、舎人男である。

舎人子は、舎人子である。

とねりこは、とねりこである。

舎人親王は、舎人親王である。

舎人監は、舎人監である。

何のは、何のである。

殿油は、殿油である。

宿直は、宿直である。

宿直衣は、宿直衣である。

宿直姿は、宿直姿である。

宿直装束は、宿直装束である。



宿直所は、宿直所である。

宿直の僧は、宿直の僧である。

宿直蟇目は、宿直蟇目である。

宿直人は、宿直人である。

宿直申しは、宿直申しである。

宿直奏は、宿直奏である。

宿直物は、宿直物である。

宿直物の袋は、宿直物の袋である。

土嚢は、土嚢である。

殿移りは、殿移りである。

外の海は、外の海である。

外重は、外重である。

外衛は、外衛である。

殿方は、殿方である。

との曇るは、との曇るである。

砥の粉は、砥の粉である。

殿御は、殿御である。

殿心は、殿心である。

殿好みは、殿好みである。

殿御振りは、殿御振りである。

殿御模様は、殿御模様である。

殿隠りは、殿隠りである。

殿隠るは、殿隠るである。

殿様は、殿様である。

殿様扱いは、殿様扱いである。

殿様蛙は、殿様蛙である。

殿様芸は、殿様芸である。

殿様仕事は、殿様仕事である。

殿様商売は、殿様商売である。

殿様育ちは、殿様育ちである。

殿様蝗虫は、殿様蝗虫である。

土庄は、土庄である。

殿達は、殿達である。

礪茶は、礪茶である。

砥茶は、砥茶である。

礪茶小紋は、礪茶小紋である。

殿作りは、殿作りである。

殿戸は、殿戸である。

殿名は、殿名である。

殿の上は、殿の上である。

殿始めは、殿始めである。

殿原は、殿原である。

とのびくは、とのびくである。

殿人は、殿人である。

殿振りは、殿振りである。

何の辺は、何の辺である。



殿枕は、殿枕である。

何の道は、何の道である。

主殿は、主殿である。

主殿司は、主殿司である。

主殿頭は、主殿頭である。

主殿の官人は、主殿の官人である。

主殿助は、主殿助である。

主殿寮は、主殿寮である。

主殿伴御奴は、主殿伴御奴である。

トバは、トバである。

土場は、土場である。

怒罵は、怒罵である。

駑馬は、駑馬である。

トパーズは、トパーズである。

徒輩は、徒輩である。

奴輩は、奴輩である。

ドバイは、ドバイである。

とは言うもののは、とは言うもののである。

とは言えは、とは言えである。

鳥羽絵は、鳥羽絵である。

とばかりは、とばかりである。

賭博は、賭博である。

賭博罪は、賭博罪である。

賭博場開張罪は、賭博場開張罪である。

とば口は、とば口である。

土場芸は、土場芸である。

飛ばしは、飛ばしである。

飛ばし木は、飛ばし木である。

飛ばし込みは、飛ばし込みである。

迸りは、迸りである。

戸走りは、戸走りである。

迸るは、迸るである。

飛ばすは、飛ばすである。

度外れは、度外れである。

鳥羽僧正は、鳥羽僧正である。

戸畑は、戸畑である。

トハチェフスキーは、トハチェフスキーである。

怒髪は、怒髪である。

とばつくは、とばつくである。

兜跋毘沙門天は、兜跋毘沙門天である。

鳥羽天皇は、鳥羽天皇である。

土鳩は、土鳩である。

鳥羽殿は、鳥羽殿である。

とばとばは、とばとばである。

鳥羽の恋塚は、鳥羽の恋塚である。

鳥羽伏見の戦は、鳥羽伏見の戦である。



賭場防ぎは、賭場防ぎである。

トハラは、トハラである。

帷は、帷である。

戸張りは、戸張りである。

戸張は、戸張である。

登張は、登張である。

帳上げは、帳上げである。

鳥羽離宮は、鳥羽離宮である。

戸張孤雁は、戸張孤雁である。

登張竹風は、登張竹風である。

吐蕃は、吐蕃である。

塗板は、塗板である。

土版は、土版である。

土蕃は、土蕃である。

徒費は、徒費である。

都鄙は、都鄙である。

とびは、とびである。

鳶は、鳶である。

鴟は、鴟である。

鵄は、鵄である。

土匪は、土匪である。

土樋は、土樋である。

奴婢は、奴婢である。

飛上りは、飛上りである。

飛び上がるは、飛び上がるである。

飛び足は、飛び足である。

飛び歩くは、飛び歩くである。

鳶烏賊は、鳶烏賊である。

飛石は、飛石である。

飛石連休は、飛石連休である。

飛板は、飛板である。

跳板は、跳板である。

飛板飛込は、飛板飛込である。

飛入りは、飛入りである。

飛び入るは、飛び入るである。

鳶色は、鳶色である。

鳶色浮塵子は、鳶色浮塵子である。

飛魚は、飛魚である。

飛魚座は、飛魚座である。

跳兎は、跳兎である。

飛梅は、飛梅である。

鳶えいは、鳶えいである。

飛び起きるは、飛び起きるである。

飛降りは、飛降りである。

飛下りは、飛下りである。

飛び降りるは、飛び降りるである。



飛び下りるは、飛び下りるである。

飛び交うは、飛び交うである。

飛び返るは、飛び返るである。

飛び掛るは、飛び掛るである。

飛び翔るは、飛び翔るである。

鳶頭は、鳶頭である。

鳶兜は、鳶兜である。

飛び級は、飛び級である。

飛切りは、飛切りである。

鳶口は、鳶口である。

飛雲紙は、飛雲紙である。

飛び競は、飛び競である。

土肥慶蔵は、土肥慶蔵である。

飛螻蛄は、飛螻蛄である。

飛螻蛄目は、飛螻蛄目である。

飛子は、飛子である。

飛び越えるは、飛び越えるである。

飛びこ競は、飛びこ競である。

飛越上告は、飛越上告である。

飛び越すは、飛び越すである。

飛込みは、飛込みである。

飛込競技は、飛込競技である。

飛込み自殺は、飛込み自殺である。

飛込台は、飛込台である。

飛び込むは、飛び込むである。

外山座は、外山座である。

飛び下がるは、飛び下がるである。

土肥実平は、土肥実平である。

飛紗綾は、飛紗綾である。

飛び去るは、飛び去るである。

飛び退るは、飛び退るである。

飛島は、飛島である。

飛将棋は、飛将棋である。

鳶職は、鳶職である。

飛介は、飛介である。

飛助は、飛助である。

飛双六は、飛双六である。

飛青磁は、飛青磁である。

飛台は、飛台である。

飛び出しナイフは、飛び出しナイフである。

飛び出すは、飛び出すである。

飛び立つは、飛び立つである。

飛田者は、飛田者である。

飛地は、飛地である。

飛び違うは、飛び違うである。

飛び散るは、飛び散るである。



鳶月毛は、鳶月毛である。

飛び付くは、飛び付くである。

トピックは、トピックである。

鳶紬は、鳶紬である。

飛出は、飛出である。

飛び出るは、飛び出るである。

鄙は、鄙である。

外人は、外人である。

飛道具は、飛道具である。

飛蜥蜴は、飛蜥蜴である。

飛び飛びは、飛び飛びである。

鳶鉈は、鳶鉈である。

飛人形は、飛人形である。

鳶人足は、鳶人足である。

飛び抜けては、飛び抜けてである。

跳鼠は、跳鼠である。

飛の魚は、飛の魚である。

鴟尾は、鴟尾である。

鵄尾は、鵄尾である。

鴟尾琴は、鴟尾琴である。

飛び退くは、飛び退くである。

鳶の者は、鳶の者である。

飛乗りは、飛乗りである。

飛び乗るは、飛び乗るである。

飛箱は、飛箱である。

跳箱は、跳箱である。

跳鯊は、跳鯊である。

鳶八丈は、鳶八丈である。

飛蝗は、飛蝗である。

飛び離れるは、飛び離れるである。

飛び跳ねるは、飛び跳ねるである。

飛び火は、飛び火である。

飛び回るは、飛び回るである。

跳虫は、跳虫である。

飛紋は、飛紋である。

都鄙問答は、都鄙問答である。

飛焼は、飛焼である。

土百姓は、土百姓である。

ドビュッシーは、ドビュッシーである。

とひょうは、とひょうである。

土俵は、土俵である。

土俵入りは、土俵入りである。

土俵空穂は、土俵空穂である。

土俵際は、土俵際である。

土拍子は、土拍子である。

土俵溜りは、土俵溜りである。



土俵場は、土俵場である。

とひょう者は、とひょう者である。

飛び読みは、飛び読みである。

扉は、扉である。

扉絵は、扉絵である。

扉の木は、扉の木である。

トビリシは、トビリシである。

飛び渡るは、飛び渡るである。

土瓶は、土瓶である。

土瓶蒸しは、土瓶蒸しである。

土瓶割りは、土瓶割りである。

妬婦は、妬婦である。

都府は、都府である。

塗布は、塗布である。

飛ぶは、飛ぶである。

跳ぶは、跳ぶである。

土府は、土府である。

どぶは、どぶである。

溝は、溝である。

溝板は、溝板である。

溝貝は、溝貝である。

丼礑は、丼礑である。

トプカプ宮殿は、トプカプ宮殿である。

溝川は、溝川である。

杜父魚は、杜父魚である。

屠腹は、屠腹である。

土茯苓は、土茯苓である。

戸袋は、戸袋である。

鳥総は、鳥総である。

塗布剤は、塗布剤である。

鳥総松は、鳥総松である。

溝浚いは、溝浚いである。

ど臥さるは、ど臥さるである。

戸襖は、戸襖である。

ドプチェクは、ドプチェクである。

賭物は、賭物である。

土物は、土物である。

どぶつくは、どぶつくである。

どぶ漬は、どぶ漬である。

淵釣は、淵釣である。

どぶどぶは、どぶどぶである。

飛ぶ鳥は、飛ぶ鳥である。

飛ぶ鳥のは、飛ぶ鳥のである。

溝泥は、溝泥である。

溝鼠は、溝鼠である。

十符の菅薦は、十符の菅薦である。



飛ぶ火は、飛ぶ火である。

烽は、烽である。

飛火野は、飛火野である。

飛ぶ火の野守は、飛ぶ火の野守である。

どぶめくは、どぶめくである。

弔いは、弔いである。

訪いは、訪いである。

訪ふは、訪ふである。

弔ふは、弔ふである。

トブラルコは、トブラルコである。

ドフリースは、ドフリースである。

土風炉は、土風炉である。

都府楼は、都府楼である。

ドブローイは、ドブローイである。

ドブローイ波は、ドブローイ波である。

溷六は、溷六である。

濁醪は、濁醪である。

ドブロリューボフは、ドブロリューボフである。

土墳は、土墳である。

どぶんは、どぶんである。

吐糞症は、吐糞症である。

とべは、とべである。

どべは、どべである。

斗柄は、斗柄である。

斗米は、斗米である。

渡米は、渡米である。

土兵は、土兵である。

帑幣は、帑幣である。

土塀は、土塀である。

土平飴は、土平飴である。

砥部焼は、砥部焼である。

海桐花は、海桐花である。

海桐花焼は、海桐花焼である。

トペリウスは、トペリウスである。

杜甫は、杜甫である。

徒歩は、徒歩である。

途方は、途方である。

土芳は、土芳である。

土崩は、土崩である。

途方投げ首は、途方投げ首である。

とぼかしいは、とぼかしいである。

トボガンは、トボガンである。

杜牧は、杜牧である。

恍くは、恍くである。

惚くは、惚くである。

土木は、土木である。



奴僕は、奴僕である。

土木工学は、土木工学である。

土木工事は、土木工事である。

とぼ口は、とぼ口である。

土木の変は、土木の変である。

トポグラフィーは、トポグラフィーである。

恍けは、恍けである。

惚けは、惚けである。

恍け顔は、恍け顔である。

恍け面は、恍け面である。

恍け者は、恍け者である。

恍けるは、恍けるである。

惚けるは、惚けるである。

外架は、外架である。

とぼしは、とぼしである。

乏しいは、乏しいである。

点火茎は、点火茎である。

点し立つは、点し立つである。

点すは、点すである。

トポスは、トポスである。

枢は、枢である。

吐哺捉髪は、吐哺捉髪である。

とぼつくは、とぼつくである。

とぼとぼは、とぼとぼである。

とほほは、とほほである。

トボリスクは、トボリスクである。

点るは、点るである。

ドボルザークは、ドボルザークである。

トポロジーは、トポロジーである。

トポロジー心理学は、トポロジー心理学である。

とほんは、とほんである。

どぼんは、どぼんである。

苫は、苫である。

篷は、篷である。

トマは、トマである。

土間は、土間である。

籐巻は、籐巻である。

外幕は、外幕である。

どまくれるは、どまくれるである。

苫小牧は、苫小牧である。

土間敷は、土間敷である。

とますは、とますである。

斗枡は、斗枡である。

トマスは、トマスである。

トマスアクィナスは、トマスアクィナスである。

トマスアケンピスは、トマスアケンピスである。



攴は、攴である。

塗抹は、塗抹である。

トマトは、トマトである。

戸惑いは、戸惑いである。

戸惑うは、戸惑うである。

トマトケチャップは、トマトケチャップである。

トマトソースは、トマトソースである。

トマトピューレは、トマトピューレである。

戸窓塞ぎは、戸窓塞ぎである。

苫の屋は、苫の屋である。

苫庇は、苫庇である。

苫葺きは、苫葺きである。

苫舟は、苫舟である。

トマホークは、トマホークである。

苫屋は、苫屋である。

苫屋貝は、苫屋貝である。

苫屋形は、苫屋形である。

止りは、止りである。

留りは、留りである。

泊りは、泊りである。

泊り明けは、泊り明けである。

泊り掛けは、泊り掛けである。

泊り狩は、泊り狩である。

止り木は、止り木である。

泊り込むは、泊り込むである。

止りセンターは、止りセンターである。

止り嵌めは、止り嵌めである。

泊り番は、泊り番である。

泊札は、泊札である。

泊り船は、泊り船である。

泊り宿は、泊り宿である。

泊り山は、泊り山である。

泊まるは、泊まるである。

とまれは、とまれである。

とまれかくまれは、とまれかくまれである。

とまれこうまれは、とまれこうまれである。

土饅頭は、土饅頭である。

ど真ん中は、ど真ん中である。

富は、富である。

頓は、頓である。

登美は、登美である。

鳥見は、鳥見である。

迹見は、迹見である。

跡見は、跡見である。

どみは、どみである。

富井は、富井である。



富井政章は、富井政章である。

富岡は、富岡である。

富岡鉄斎は、富岡鉄斎である。

富岡八幡宮は、富岡八幡宮である。

富久は、富久である。

富草は、富草である。

富籤は、富籤である。

富籤債券は、富籤債券である。

ドミグラスソースは、ドミグラスソースである。

富興行は、富興行である。

と見こう見は、と見こう見である。

富崎は、富崎である。

富崎春昇は、富崎春昇である。

トミズムは、トミズムである。

富田は、富田である。

富田渓仙は、富田渓仙である。

ドミタスは、ドミタスである。

富突きは、富突きである。

虚宿は、虚宿である。

富永は、富永である。

富永仲基は、富永仲基である。

ドミナントは、ドミナントである。

ドミニオンは、ドミニオンである。

ドミニカは、ドミニカである。

ドミニクスは、ドミニクスである。

ドミニコは、ドミニコである。

ドミニコ修道会は、ドミニコ修道会である。

ドミノは、ドミノである。

富小路殿は、富小路殿である。

ドミノ倒しは、ドミノ倒しである。

鳥見の山は、鳥見の山である。

ドミノ理論は、ドミノ理論である。

富場は、富場である。

富み果すは、富み果すである。

富人は、富人である。

富札は、富札である。

敏耳は、敏耳である。

富本は、富本である。

富本憲吉は、富本憲吉である。

富本節は、富本節である。

富本豊前掾は、富本豊前掾である。

鳥見山は、鳥見山である。

富魚は、富魚である。

都民は、都民である。

土民は、土民である。

ドミンゴは、ドミンゴである。



都民税は、都民税である。

トムは、トムである。

留むは、留むである。

停むは、停むである。

富むは、富むである。

尋むは、尋むである。

求むは、求むである。

覓むは、覓むである。

どむは、どむである。

外向は、外向である。

トムジョーンズは、トムジョーンズである。

トムセンは、トムセンである。

トムの冒険は、トムの冒険である。

トムソンは、トムソンである。

とむないは、とむないである。

と胸は、と胸である。

十村は、十村である。

ドムラは、ドムラである。

弔い上げは、弔い上げである。

弔い戦は、弔い戦である。

弔い扇は、弔い扇である。

弔い合戦は、弔い合戦である。

弔うは、弔うである。

トムラウシは、トムラウシである。

とむろは、とむろである。

留めは、留めである。

姥は、姥である。

利目は、利目である。

留置きは、留置きである。

留置き郵便は、留置き郵便である。

留め置くは、留め置くである。

留桶は、留桶である。

留男は、留男である。

留女は、留女である。

留書は、留書である。

留金は、留金である。

留竈は、留竈である。

留川は、留川である。

留木は、留木である。

留伽羅は、留伽羅である。

留灸は、留灸である。

止句は、止句である。

尋め来は、尋め来である。

留具は、留具である。

どめくは、どめくである。

止草は、止草である。



留め口は、留め口である。

止倉は、止倉である。

ドメスティックは、ドメスティックである。

止相場は、止相場である。

留袖は、留袖である。

留め立ては、留め立てである。

留帳は、留帳である。

外目出度は、外目出度である。

留人は、留人である。

留処は、留処である。

止処は、止処である。

留め処は、留め処である。

止めナットは、止めナットである。

留縫いは、留縫いである。

留場は、留場である。

留針は、留針である。

止針は、止針である。

留拍子は、留拍子である。

留筆は、留筆である。

留風呂は、留風呂である。

止偏は、止偏である。

止め弁は、止め弁である。

止矢は、止矢である。

留役は、留役である。

留山は、留山である。

留湯は、留湯である。

尋め行くは、尋め行くである。

止め椀は、止め椀である。

土面は、土面である。

共は、共である。

友は、友である。

朋は、朋である。

伴は、伴である。

侶は、侶である。

供は、供である。

部は、部である。

鞆は、鞆である。

艫は、艫である。

ともは、ともである。

吃は、吃である。

どもは、どもである。

友争いは、友争いである。

ともあれは、ともあれである。

ともあれかくもあれは、ともあれかくもあれである。

共糸は、共糸である。

友討は、友討である。



共裏は、共裏である。

鞆絵は、鞆絵である。

巴は、巴である。

巴鴨は、巴鴨である。

巴瓦は、巴瓦である。

巴草は、巴草である。

巴投げは、巴投げである。

共襟は、共襟である。

艫押は、艫押である。

友顔は、友顔である。

友鏡は、友鏡である。

共鏡は、共鏡である。

友垣は、友垣である。

ともかくは、ともかくである。

ともかくもは、ともかくもである。

供頭は、供頭である。

共稼ぎは、共稼ぎである。

共紙は、共紙である。

輩は、輩である。

儕は、儕である。

共切れは、共切れである。

共布は、共布である。

共吟味は、共吟味である。

共食いは、共食いである。

共崩れは、共崩れである。

供車は、供車である。

友子は、友子である。

ともこうもは、ともこうもである。

艫座は、艫座である。

船尾座は、船尾座である。

供先は、供先である。

供侍は、供侍である。

乏しは、乏しである。

羨しは、羨しである。

と文字は、と文字である。

十文字は、十文字である。

唱門師は、唱門師である。

艫敷は、艫敷である。

乏し妻は、乏し妻である。

灯火のは、灯火のである。

灯火の花は、灯火の花である。

乏しぶは、乏しぶである。

羨しぶは、羨しぶである。

乏しむは、乏しむである。

羨しむは、羨しむである。

共白髪は、共白髪である。



灯すは、灯すである。

共過ぎは、共過ぎである。

共擦りは、共擦りである。

ともするとは、ともするとである。

友擦れは、友擦れである。

ともすればは、ともすればである。

供勢は、供勢である。

供揃えは、供揃えである。

友田は、友田である。

共倒れは、共倒れである。

友田恭助は、友田恭助である。

友達は、友達である。

友千鳥は、友千鳥である。

共柄は、共柄である。

どもっこは、どもっこである。

艫綱は、艫綱である。

纜は、纜である。

友つ人は、友つ人である。

友釣は、友釣である。

友鶴は、友鶴である。

艫戸船は、艫戸船である。

共共は、共共である。

艫取は、艫取である。

伴いは、伴いである。

ともないは、ともないである。

伴うは、伴うである。

朝永は、朝永である。

朝長は、朝長である。

朝永三十郎は、朝永三十郎である。

艫流しは、艫流しである。

朝永振一郎は、朝永振一郎である。

共涙は、共涙である。

友成は、友成である。

共鳴りは、共鳴りである。

共には、共にである。

倶には、倶にである。

共音は、共音である。

共寝は、共寝である。

鞆音は、鞆音である。

友野は、友野である。

鞆ノ浦は、鞆ノ浦である。

伴の緒は、伴の緒である。

伴の男は、伴の男である。

友野霞舟は、友野霞舟である。

伴部は、伴部である。

吃の又平は、吃の又平である。



伴造は、伴造である。

友造は、友造である。

伴御奴は、伴御奴である。

伴善男は、伴善男である。

共箱は、共箱である。

共働きは、共働きである。

伴林は、伴林である。

供ばやしは、供ばやしである。

伴林光平は、伴林光平である。

ともばらは、ともばらである。

供腹は、供腹である。

供番は、供番である。

友引は、友引である。

供人は、供人である。

具平親王は、具平親王である。

共蓋は、共蓋である。

友船は、友船である。

伴船は、伴船である。

供触れは、供触れである。

艫舳は、艫舳である。

品部は、品部である。

供部屋は、供部屋である。

とも宿は、とも宿である。

友補償は、友補償である。

吃又は、吃又である。

供待は、供待である。

友待つ雪は、友待つ雪である。

供回りは、供回りである。

従女は、従女である。

外股は、外股である。

艫櫓は、艫櫓である。

供奴は、供奴である。

従丁は、従丁である。

吃りは、吃りである。

土盛りは、土盛りである。

度盛りは、度盛りである。

灯るは、灯るである。

吃るは、吃るである。

ドモルガンは、ドモルガンである。

ドモルガンの法則は、ドモルガンの法則である。

艫艪は、艫艪である。

図們は、図們である。

都門は、都門である。

土門拳は、土門拳である。

鳥屋は、鳥屋である。

とやは、とやである。



どやは、どやである。

鳥屋入りは、鳥屋入りである。

鳥屋返るは、鳥屋返るである。

とやかくは、とやかくである。

とやかくやとは、とやかくやとである。

鳥屋掛けは、鳥屋掛けである。

どやくは、どやくである。

どやくやは、どやくやである。

どやくや紛れは、どやくや紛れである。

とやこうは、とやこうである。

とやこうやとは、とやこうやとである。

鳥屋籠りは、鳥屋籠りである。

どやし付けるは、どやし付けるである。

どやすは、どやすである。

鳥屋鷹は、鳥屋鷹である。

鳥屋出しは、鳥屋出しである。

鳥屋出は、鳥屋出である。

どやどやは、どやどやである。

鳥屋踏みは、鳥屋踏みである。

外山は、外山である。

富山は、富山である。

富山医科薬科大学は、富山医科薬科大学である。

戸山ヶ原は、戸山ヶ原である。

外山亀太郎は、外山亀太郎である。

鳥屋勝りは、鳥屋勝りである。

富山大学は、富山大学である。

戸山津見神は、戸山津見神である。

外山正一は、外山正一である。

都邑は、都邑である。

豊受神は、豊受神である。

止由気宮儀式帳は、止由気宮儀式帳である。

豊受宮は、豊受宮である。

豊浦寺は、豊浦寺である。

豊浦宮は、豊浦宮である。

豊は、豊である。

臺與は、臺與である。

とよは、とよである。

杜預は、杜預である。

豊秋津洲は、豊秋津洲である。

豊明は、豊明である。

豊葦原は、豊葦原である。

豊葦原の中つ国は、豊葦原の中つ国である。

豊葦原の瑞穂の国は、豊葦原の瑞穂の国である。

渡洋は、渡洋である。

土用は、土用である。

土曜は、土曜である。



土用鰻は、土用鰻である。

豊受大神宮は、豊受大神宮である。

豊受大神は、豊受大神である。

豊宇気毘売は、豊宇気毘売である。

豊受姫は、豊受姫である。

土用三郎は、土用三郎である。

豊氏人は、豊氏人である。

土用殿は、土用殿である。

土用波は、土用波である。

土用藤は、土用藤である。

土用干しは、土用干しである。

土用芽は、土用芽である。

土用餅は、土用餅である。

土用休みは、土用休みである。

豊岡は、豊岡である。

豊岡盆地は、豊岡盆地である。

豊川は、豊川である。

豊川稲荷は、豊川稲荷である。

豊川良平は、豊川良平である。

豊城入彦命は、豊城入彦命である。

とよくは、とよくである。

吐谷渾は、吐谷渾である。

豊国は、豊国である。

豊国神社は、豊国神社である。

豊国派は、豊国派である。

豊国廟は、豊国廟である。

豊斟渟神は、豊斟渟神である。

豊栄は、豊栄である。

豊栄登りは、豊栄登りである。

豊栄登るは、豊栄登るである。

豊沢は、豊沢である。

豊沢団平は、豊沢団平である。

豊島与志雄は、豊島与志雄である。

豊鍬入姫命は、豊鍬入姫命である。

豊助焼は、豊助焼である。

豊田は、豊田である。

豊竹は、豊竹である。

豊竹座は、豊竹座である。

豊竹屋は、豊竹屋である。

豊竹山城少掾は、豊竹山城少掾である。

豊竹呂昇は、豊竹呂昇である。

豊竹若太夫は、豊竹若太夫である。

豊田佐吉は、豊田佐吉である。

豊玉毘売は、豊玉毘売である。

豊玉姫は、豊玉姫である。

豊年は、豊年である。



豊臣は、豊臣である。

豊臣秀次は、豊臣秀次である。

豊臣秀吉は、豊臣秀吉である。

豊臣秀頼は、豊臣秀頼である。

豊聡耳命は、豊聡耳命である。

豊中は、豊中である。

豊明の節会は、豊明の節会である。

豊の遊びは、豊の遊びである。

豊の年は、豊の年である。

豊の御禊は、豊の御禊である。

豊橋は、豊橋である。

豊橋技術科学大学は、豊橋技術科学大学である。

豊旗雲は、豊旗雲である。

豊原は、豊原である。

豊祷は、豊祷である。

響動は、響動である。

豊御酒は、豊御酒である。

豊御幣は、豊御幣である。

響動むは、響動むである。

響動めくは、響動めくである。

響動もすは、響動もすである。

と寄るは、と寄るである。

外寄るは、外寄るである。

虎は、虎である。

寅は、寅である。

どらは、どらである。

銅鑼は、銅鑼である。

トラーは、トラーである。

トラークルは、トラークルである。

虎葦毛は、虎葦毛である。

渡来は、渡来である。

トライは、トライである。

ドライは、ドライである。

ドライアイは、ドライアイである。

ドライアイスは、ドライアイスである。

トライアスロンは、トライアスロンである。

ドライアッドは、ドライアッドである。

トライアルは、トライアルである。

トライアルアンドエラーは、トライアルアンドエラーである。

トライアングルは、トライアングルである。

ドライイーストは、ドライイーストである。

ドライカレーは、ドライカレーである。

ドライクリーニングは、ドライクリーニングである。

ドライサーは、ドライサーである。

渡来人は、渡来人である。

トライチュケは、トライチュケである。



ドライデンは、ドライデンである。

ドライバーは、ドライバーである。

ドライブは、ドライブである。

ドライブインは、ドライブインである。

ドライブインシアターは、ドライブインシアターである。

ドライブウェーは、ドライブウェーである。

ドライブスルーは、ドライブスルーである。

ドライブマップは、ドライブマップである。

ドライフラワーは、ドライフラワーである。

ドライポイントは、ドライポイントである。

トライボロジーは、トライボロジーである。

ドライミルクは、ドライミルクである。

ドライヤーは、ドライヤーである。

捕ふは、捕ふである。

捉ふは、捉ふである。

トラヴィアータは、トラヴィアータである。

ドラヴィダ語族は、ドラヴィダ語族である。

ドラヴィダ族は、ドラヴィダ族である。

トラウマは、トラウマである。

執え所は、執え所である。

捕え処は、捕え処である。

虎蝦は、虎蝦である。

捕えるは、捕えるである。

捉えるは、捉えるである。

虎が雨は、虎が雨である。

虎が石は、虎が石である。

度羅楽は、度羅楽である。

吐羅楽は、吐羅楽である。

虎頭は、虎頭である。

蕩かすは、蕩かすである。

盪かすは、盪かすである。

虎が涙は、虎が涙である。

虎刈りは、虎刈りである。

虎冠は、虎冠である。

ドラキュラは、ドラキュラである。

蕩くは、蕩くである。

盪くは、盪くである。

散くは、散くである。

トラクターは、トラクターである。

ドラクマは、ドラクマである。

ドラクロアは、ドラクロアである。

虎毛は、虎毛である。

虎拳は、虎拳である。

どら声は、どら声である。

トラコーマは、トラコーマである。

ドラゴンは、ドラゴンである。



虎沢は、虎沢である。

虎沢検校は、虎沢検校である。

トラジは、トラジである。

トラジェディーは、トラジェディーである。

トラジコメディーは、トラジコメディーである。

トラジックは、トラジックである。

トラジャは、トラジャである。

トラスは、トラスである。

取らすは、取らすである。

トラス橋は、トラス橋である。

ドラスティックは、ドラスティックである。

トラストは、トラストである。

とらせは、とらせである。

ドラセナは、ドラセナである。

取らせるは、取らせるである。

トラックは、トラックである。

ドラッグは、ドラッグである。

トラックアップは、トラックアップである。

ドラッグアンドドロップは、ドラッグアンドドロップである。

トラック競技は、トラック競技である。

トラックシステムは、トラックシステムである。

トラック諸島は、トラック諸島である。

ドラッグストアは、ドラッグストアである。

トラックバックは、トラックバックである。

ドラッグバントは、ドラッグバントである。

虎鶫は、虎鶫である。

トラッドは、トラッドである。

トラップは、トラップである。

トラディショナルは、トラディショナルである。

トラディションは、トラディションである。

トラデスカンティアは、トラデスカンティアである。

団乱旋は、団乱旋である。

虎猫は、虎猫である。

どら猫は、どら猫である。

虎の尾は、虎の尾である。

虎の尾羊歯は、虎の尾羊歯である。

虎の頭は、虎の頭である。

虎の口は、虎の口である。

虎の子は、虎の子である。

虎の巻は、虎の巻である。

虎眼石は、虎眼石である。

虎ノ門は、虎ノ門である。

虎ノ門事件は、虎ノ門事件である。

トラバースは、トラバースである。

トラバース測量は、トラバース測量である。

トラバーチンは、トラバーチンである。



トラバーユは、トラバーユである。

虎挟みは、虎挟みである。

虎鬚は、虎鬚である。

トラピストは、トラピストである。

虎斑は、虎斑である。

トラフは、トラフである。

トラファルガーは、トラファルガーである。

虎斑石は、虎斑石である。

虎斑天牛は、虎斑天牛である。

虎河豚は、虎河豚である。

虎斑木菟は、虎斑木菟である。

ドラフトは、ドラフトである。

ドラフト制は、ドラフト制である。

ドラフトビールは、ドラフトビールである。

トラブルは、トラブルである。

トラブるは、トラブるである。

トラブルメーカーは、トラブルメーカーである。

トラベラーズチェックは、トラベラーズチェックである。

トラベリングは、トラベリングである。

トラベルは、トラベルである。

トラベルウォッチは、トラベルウォッチである。

トラホームは、トラホームである。

ドラマは、ドラマである。

ドラマーは、ドラマーである。

虎巻は、虎巻である。

俵巻は、俵巻である。

ドラマチストは、ドラマチストである。

ドラマチックは、ドラマチックである。

ドラマツルギーは、ドラマツルギーである。

ドラムは、ドラムである。

ドラム缶は、ドラム缶である。

どら息子は、どら息子である。

ドラムブレーキは、ドラムブレーキである。

どら者は、どら者である。

虎屋は、虎屋である。

銅鑼焼は、銅鑼焼である。

寅薬師は、寅薬師である。

虎屋源太夫は、虎屋源太夫である。

トラヤヌスは、トラヤヌスである。

取られん坊は、取られん坊である。

捕はるは、捕はるである。

囚はるは、囚はるである。

囚われは、囚われである。

囚われ人は、囚われ人である。

捕われるは、捕われるである。

囚われるは、囚われるである。



ドランは、ドランである。

トランキライザーは、トランキライザーである。

トランクは、トランクである。

トランクスは、トランクスである。

トランクルームは、トランクルームである。

トランシーバーは、トランシーバーである。

トランジスターは、トランジスターである。

トランジスターラジオは、トランジスターラジオである。

トランシットは、トランシットである。

トランジットは、トランジットである。

トランシルヴァニアは、トランシルヴァニアである。

トランスは、トランスである。

トランスアミナーゼは、トランスアミナーゼである。

トランスヴァールは、トランスヴァールである。

トランスファーは、トランスファーである。

トランスファーＲＮＡは、トランスファーＲＮＡである。

トランスファープライスは、トランスファープライスである。

トランスファーマシンは、トランスファーマシンである。

トランスフォーム断層は、トランスフォーム断層である。

トランスフォーメーションは、トランスフォーメーションである。

トランスペアレンシーは、トランスペアレンシーである。

トランスポートは、トランスポートである。

トランスポゾンは、トランスポゾンである。

トランスミッションは、トランスミッションである。

トランスヨルダンは、トランスヨルダンである。

トランスレーションは、トランスレーションである。

トランパーは、トランパーである。

トランプは、トランプである。

トランプ類税は、トランプ類税である。

トランペットは、トランペットである。

トランポリンは、トランポリンである。

酉は、酉である。

取りは、取りである。

禽は、禽である。

肚裡は、肚裡である。

肚裏は、肚裏である。

どりは、どりである。

ドリアは、ドリアである。

取合いは、取合いである。

取り合うは、取り合うである。

取り敢ふは、取り敢ふである。

取り敢えずは、取り敢えずである。

取上げは、取上げである。

取上げ乳母は、取上げ乳母である。

取上げ親は、取上げ親である。

取上げ髪は、取上げ髪である。



取上げ婆は、取上げ婆である。

取上げ髷は、取上げ髷である。

取上げ孫は、取上げ孫である。

取り上げるは、取り上げるである。

鳥足は、鳥足である。

鳥足升麻は、鳥足升麻である。

トリアジンは、トリアジンである。

取扱いは、取扱いである。

取り扱うは、取り扱うである。

トリアッティは、トリアッティである。

取り集めるは、取り集めるである。

取り過つは、取り過つである。

取り過るは、取り過るである。

取り誤るは、取り誤るである。

取り争うは、取り争うである。

取合せは、取合せである。

鶏合せは、鶏合せである。

取合せ手は、取合せ手である。

取り合せるは、取り合せるである。

ドリアンは、ドリアンである。

鳥居は、鳥居である。

鳥居清長は、鳥居清長である。

鳥居清信は、鳥居清信である。

鳥居清倍は、鳥居清倍である。

鳥居清満は、鳥居清満である。

鳥居障子は、鳥居障子である。

取り出づは、取り出づである。

鳥居強右衛門は、鳥居強右衛門である。

取り急ぎは、取り急ぎである。

取り急ぐは、取り急ぐである。

鳥居素川は、鳥居素川である。

鳥居反は、鳥居反である。

取り出すは、取り出すである。

鳥居立ちは、鳥居立ちである。

鳥居建ては、鳥居建てである。

鳥居棚は、鳥居棚である。

鳥居旋毛は、鳥居旋毛である。

鳥居峠は、鳥居峠である。

トリートメントは、トリートメントである。

ドリーネは、ドリーネである。

鳥居派は、鳥居派である。

ドリーブは、ドリーブである。

鳥居前町は、鳥居前町である。

ドリームは、ドリームである。

鳥居元忠は、鳥居元忠である。

鳥居耀蔵は、鳥居耀蔵である。



鳥居竜蔵は、鳥居竜蔵である。

取り入るは、取り入るである。

取り率るは、取り率るである。

取入れは、取入れである。

取入れ口は、取入れ口である。

取り入れるは、取り入れるである。

鳥居枠は、鳥居枠である。

取り失ふは、取り失ふである。

鳥打ちは、鳥打ちである。

鳥打帽は、鳥打帽である。

トリウムは、トリウムである。

トリウム系列は、トリウム系列である。

鳥占は、鳥占である。

鶏占は、鶏占である。

取売は、取売である。

取得は、取得である。

鳥餌は、鳥餌である。

取永は、取永である。

トリエステは、トリエステである。

取枝は、取枝である。

トリエント公会議は、トリエント公会議である。

トリエンナーレは、トリエンナーレである。

取緒は、取緒である。

鳥尾は、鳥尾である。

トリオは、トリオである。

鳥追いは、鳥追いである。

鳥追歌は、鳥追歌である。

鳥追舟は、鳥追舟である。

取り負ふは、取り負ふである。

トリオースは、トリオースである。

取置きは、取置きである。

取り置くは、取り置くである。

取り興すは、取り興すである。

執り行うは、執り行うである。

鳥尾小弥太は、鳥尾小弥太である。

取り抑えるは、取り抑えるである。

取り納めるは、取り納めるである。

取り収めるは、取り収めるである。

トリオソナタは、トリオソナタである。

鳥威しは、鳥威しである。

取り落すは、取り落すである。

取帯は、取帯である。

取親は、取親である。

取り下ろすは、取り下ろすである。

取箇は、取箇である。

鳥飼は、鳥飼である。



鳥貝は、鳥貝である。

鳥飼の饅頭は、鳥飼の饅頭である。

鳥飼部は、鳥飼部である。

鳥飼流は、鳥飼流である。

取り飼ふは、取り飼ふである。

取替えは、取替えである。

取替銀は、取替銀である。

取替原価は、取替原価である。

取返しは、取返しである。

取り返すは、取り返すである。

取替えっこは、取替えっこである。

とりかへばや物語は、とりかへばや物語である。

取り替えるは、取り替えるである。

取箇方は、取箇方である。

取掛りは、取掛りである。

取り掛かるは、取り掛かるである。

取り掛くは、取り掛くである。

取り隠すは、取り隠すである。

鳥影は、鳥影である。

鳥籠は、鳥籠である。

取箇郷帳は、取箇郷帳である。

取り囲むは、取り囲むである。

取り重ぬは、取り重ぬである。

取舵は、取舵である。

鳥頭は、鳥頭である。

鳥頭の太刀は、鳥頭の太刀である。

捕方は、捕方である。

鳥潟は、鳥潟である。

鳥潟右一は、鳥潟右一である。

取り片付けるは、取り片付けるである。

取り固めるは、取り固めるである。

取箇帳は、取箇帳である。

鶏が鳴くは、鶏が鳴くである。

鳥兜は、鳥兜である。

取髪は、取髪である。

鳥通ふは、鳥通ふである。

鳥搦みは、鳥搦みである。

トリカルボン酸回路は、トリカルボン酸回路である。

取り交すは、取り交すである。

取木は、取木である。

取決めは、取決めである。

取極めは、取極めである。

取り決めるは、取り決めるである。

取り極めるは、取り極めるである。

取り煌くは、取り煌くである。

取り切るは、取り切るである。



屠戮は、屠戮である。

鳥食蜘蛛は、鳥食蜘蛛である。

取り具すは、取り具すである。

取り崩すは、取り崩すである。

取口は、取口である。

鳥口は、鳥口である。

耒轅は、耒轅である。

鳥頸は、鳥頸である。

鳥頸の太刀は、鳥頸の太刀である。

取組は、取組である。

取り組むは、取り組むである。

鳥曇りは、鳥曇りである。

トリクロロエチレンは、トリクロロエチレンである。

鳥毛は、鳥毛である。

鳥毛打は、鳥毛打である。

鳥毛鞘は、鳥毛鞘である。

取消しは、取消しである。

取消権は、取消権である。

取り消すは、取り消すである。

鳥毛団子は、鳥毛団子である。

鳥毛の槍は、鳥毛の槍である。

鳥毛棒は、鳥毛棒である。

鳥毛丸は、鳥毛丸である。

鳥毛藻は、鳥毛藻である。

トリケラトプスは、トリケラトプスである。

鳥毛立女の屏風は、鳥毛立女の屏風である。

擒は、擒である。

虜は、虜である。

取子は、取子である。

取り粉は、取り粉である。

トリコは、トリコである。

取越しは、取越しである。

取越し苦労は、取越し苦労である。

取越米は、取越米である。

取り越すは、取り越すである。

トリコットは、トリコットである。

取子取嫁は、取子取嫁である。

とりこなしは、とりこなしである。

とりこなすは、とりこなすである。

取子名前は、取子名前である。

トリコニーは、トリコニーである。

取り零すは、取り零すである。

トリコマイシンは、トリコマイシンである。

取込みは、取込みである。

取込み詐欺は、取込み詐欺である。

取り込むは、取り込むである。



トリコモナスは、トリコモナスである。

取り籠るは、取り籠るである。

鳥小屋は、鳥小屋である。

トリコロールは、トリコロールである。

取り殺すは、取り殺すである。

取壊しは、取壊しである。

取毀しは、取毀しである。

取り壊すは、取り壊すである。

取り毀すは、取り毀すである。

取り支ふは、取り支ふである。

鳥竿は、鳥竿である。

取り肴は、取り肴である。

取り放くは、取り放くである。

取下げは、取下げである。

取り下げるは、取り下げるである。

鳥刺は、鳥刺である。

鳥刺竿は、鳥刺竿である。

取沙汰は、取沙汰である。

取り捌くは、取り捌くである。

取り捌くるは、取り捌くるである。

取様は、取様である。

取り皿は、取り皿である。

取り去るは、取り去るである。

取り頻るは、取り頻るである。

取り仕切るは、取り仕切るである。

取り垂づは、取り垂づである。

取り静めるは、取り静めるである。

取り鎮めるは、取り鎮めるである。

取り認むは、取り認むである。

取り縛るは、取り縛るである。

鳥島は、鳥島である。

取始末は、取始末である。

取締りは、取締りである。

取締役は、取締役である。

取締役会は、取締役会である。

取り締まるは、取り締まるである。

取り締めは、取り締めである。

鳥じものは、鳥じものである。

取調べは、取調べである。

取り調べるは、取り調べるである。

執すは、執すである。

ドリスは、ドリスである。

取り据うは、取り据うである。

取据えは、取据えである。

取り縋るは、取り縋るである。

ドリス式は、ドリス式である。



ドリス人は、ドリス人である。

トリスタンは、トリスタンである。

トリスタンとイゾルデは、トリスタンとイゾルデである。

トリスタン物語は、トリスタン物語である。

取り捨てるは、取り捨てるである。

トリストラムシャンディは、トリストラムシャンディである。

取り総ぶは、取り総ぶである。

取り澄ますは、取り澄ますである。

取説は、取説である。

取り膳は、取り膳である。

鳥曹司は、鳥曹司である。

取り添えるは、取り添えるである。

取り損なうは、取り損なうである。

取り初むは、取り初むである。

取り背くは、取り背くである。

取初は、取初である。

取染は、取染である。

取り揃えるは、取り揃えるである。

取高は、取高である。

取り違ふは、取り違ふである。

鳥襷は、鳥襷である。

取り糺すは、取り糺すである。

取太刀は、取太刀である。

取り立ちは、取り立ちである。

取立ては、取立てである。

取立委任は、取立委任である。

取立委任裏書は、取立委任裏書である。

取立金は、取立金である。

取立債務は、取立債務である。

取立信託は、取立信託である。

取立手形は、取立手形である。

取り立てるは、取り立てるである。

鶏婚は、鶏婚である。

トリチウムは、トリチウムである。

トリチェリは、トリチェリである。

トリチェリの実験は、トリチェリの実験である。

取り違えるは、取り違えるである。

取帳は、取帳である。

取り散らかすは、取り散らかすである。

取り散らすは、取り散らすである。

取束は、取束である。

取り束ぬは、取り束ぬである。

取付きは、取付きである。

取次は、取次である。

トリッキーは、トリッキーである。

取次営業は、取次営業である。



鳥付き群は、鳥付き群である。

取付き身上は、取付き身上である。

取次店は、取次店である。

トリックは、トリックである。

取り付くは、取り付くである。

取り次ぐは、取り次ぐである。

トリック撮影は、トリック撮影である。

取り尽すは、取り尽すである。

トリックスターは、トリックスターである。

取り作るは、取り作るである。

取繕いは、取繕いである。

取り繕うは、取り繕うである。

取付けは、取付けである。

鳥付柴は、鳥付柴である。

取り付けるは、取り付けるである。

取りっこは、取りっこである。

取り伝ふは、取り伝ふである。

取り続くは、取り続くである。

取り綱は、取り綱である。

トリッピングは、トリッピングである。

トリップは、トリップである。

ドリップは、ドリップである。

取り潰すは、取り潰すである。

トリッペルは、トリッペルである。

取り詰めるは、取り詰めるである。

取り手は、取り手である。

捕手は、捕手である。

砦は、砦である。

取手は、取手である。

取的は、取的である。

取り得は、取り得である。

取り所は、取り所である。

取り滞るは、取り滞るである。

取り止むは、取り止むである。

取り止るは、取り止るである。

取留めは、取留めである。

取り留めるは、取り留めるである。

取り取りは、取り取りである。

鳥捕蜘蛛は、鳥捕蜘蛛である。

ドリトル先生は、ドリトル先生である。

トリトンは、トリトンである。

取直しは、取直しである。

取り直すは、取り直すである。

執り成しは、執り成しである。

取り成しは、取り成しである。

取成し顔は、取成し顔である。



取成付は、取成付である。

執り成すは、執り成すである。

取り成すは、取り成すである。

取り撫づは、取り撫づである。

取り並むは、取り並むである。

取り成りは、取り成りである。

取縄は、取縄である。

捕縄は、捕縄である。

取り逃すは、取り逃すである。

鶏肉は、鶏肉である。

トリニダードトバゴは、トリニダードトバゴである。

トリニティーは、トリニティーである。

トリニトロトルエンは、トリニトロトルエンである。

トリニトロベンゼンは、トリニトロベンゼンである。

トリノは、トリノである。

鳥の脚は、鳥の脚である。

鳥足草は、鳥足草である。

鳥の遊びは、鳥の遊びである。

鳥の跡は、鳥の跡である。

酉の市は、酉の市である。

鳥磐くす船は、鳥磐くす船である。

鳥の楽は、鳥の楽である。

取退き無尽は、取退き無尽である。

取り退くは、取り退くである。

鳥の口は、鳥の口である。

取除けは、取除けである。

取り除けるは、取り除けるである。

鳥の子は、鳥の子である。

鳥の子色は、鳥の子色である。

鳥の子襲は、鳥の子襲である。

鳥の子紙は、鳥の子紙である。

取残しは、取残しである。

取り残すは、取り残すである。

鳥の子餅は、鳥の子餅である。

鳥の舌は、鳥の舌である。

鳥の巣は、鳥の巣である。

取り除くは、取り除くである。

鶏の空音は、鶏の空音である。

鳥の司は、鳥の司である。

取り延ぶは、取り延ぶである。

鳥糞騙は、鳥糞騙である。

取り上せるは、取り上せるである。

鳥の舞は、鳥の舞である。

酉の待は、酉の待である。

酉の町は、酉の町である。

鳥海柵は、鳥海柵である。



取り灰は、取り灰である。

取り袴は、取り袴である。

取計らいは、取計らいである。

取り計らうは、取り計らうである。

取り佩くは、取り佩くである。

取り矧くは、取り矧くである。

取り運ぶは、取り運ぶである。

取り箸は、取り箸である。

取外しは、取外しである。

取り外すは、取り外すである。

鳥肌は、鳥肌である。

取り離すは、取り離すである。

取り放すは、取り放すである。

取り放つは、取り放つである。

トリパノソーマは、トリパノソーマである。

取り母は、取り母である。

鳥箒は、鳥箒である。

取食は、取食である。

鳥食は、鳥食である。

取り栄すは、取り栄すである。

取払いは、取払いである。

取り払うは、取り払うである。

トリビアリズムは、トリビアリズムである。

トリビアルは、トリビアルである。

取引は、取引である。

鳥引は、鳥引である。

取引所は、取引所である。

取引証憑書は、取引証憑書である。

取引高税は、取引高税である。

取引猶予金は、取引猶予金である。

鳥醢は、鳥醢である。

取り拉ぐは、取り拉ぐである。

取り潜むは、取り潜むである。

トリビューンは、トリビューンである。

取り広げるは、取り広げるである。

取夫は、取夫である。

トリフェニルメタン染料は、トリフェニルメタン染料である。

取葺きは、取葺きである。

取葺き屋根は、取葺き屋根である。

トリプシンは、トリプシンである。

鳥衾は、鳥衾である。

取り札は、取り札である。

鳥札は、鳥札である。

鳥札運上は、鳥札運上である。

鳥仏師は、鳥仏師である。

トリプトファンは、トリプトファンである。



トリプルは、トリプルである。

ドリブルは、ドリブルである。

トリプルクラウンは、トリプルクラウンである。

トリプルプレーは、トリプルプレーである。

トリプレットは、トリプレットである。

取り分は、取り分である。

取瓶は、取瓶である。

鳥辺野は、鳥辺野である。

鳥部野は、鳥部野である。

鳥辺山は、鳥辺山である。

鳥部山は、鳥部山である。

鳥辺山心中は、鳥辺山心中である。

酉偏は、酉偏である。

鳥偏は、鳥偏である。

取り放題は、取り放題である。

トリポッドは、トリポッドである。

トリポリは、トリポリである。

取米は、取米である。

鳥舞は、鳥舞である。

トリマーは、トリマーである。

取り前は、取り前である。

取り賄ふは、取り賄ふである。

取巻きは、取巻きである。

取播きは、取播きである。

取り紛れるは、取り紛れるである。

取り巻くは、取り巻くである。

取り混ぜるは、取り混ぜるである。

鳥待月は、鳥待月である。

取り纏めるは、取り纏めるである。

取回しは、取回しである。

取り回すは、取り回すである。

取り乱すは、取り乱すである。

取り乱るは、取り乱るである。

執り見るは、執り見るである。

トリミングは、トリミングである。

トリムは、トリムである。

トリム運動は、トリム運動である。

取り向くは、取り向くである。

取り結ぶは、取り結ぶである。

取り娘は、取り娘である。

取目は、取目である。

執り申すは、執り申すである。

取り持しは、取り持しである。

取持ちは、取持ちである。

鳥黐は、鳥黐である。

鳥持網代は、鳥持網代である。



鳥黐木は、鳥黐木である。

取り持つは、取り持つである。

取り持ては、取り持てである。

取戻しは、取戻しである。

取戻権は、取戻権である。

取り戻すは、取り戻すである。

取りも直さずは、取りも直さずである。

捕物は、捕物である。

捕者は、捕者である。

採物は、採物である。

捕物帳は、捕物帳である。

採物の歌は、採物の歌である。

どりゃは、どりゃである。

鳥山は、鳥山である。

取止めは、取止めである。

取り止めるは、取り止めるである。

取り遣りは、取り遣りである。

取り遣るは、取り遣るである。

取揺は、取揺である。

取湯は、取湯である。

土竜は、土竜である。

トリュフは、トリュフである。

トリュフォーは、トリュフォーである。

ドリュラロシェルは、ドリュラロシェルである。

斗量は、斗量である。

屠竜は、屠竜である。

塗料は、塗料である。

度量は、度量である。

度量衡は、度量衡である。

度量衡原器は、度量衡原器である。

度量衡制は、度量衡制である。

度量衡法は、度量衡法である。

屠竜の技は、屠竜の技である。

努力は、努力である。

鳥寄せは、鳥寄せである。

取り寄せるは、取り寄せるである。

取り装ふは、取り装ふである。

取り寄るは、取り寄るである。

取りよろふは、取りよろふである。

ドリリングマシンは、ドリリングマシンである。

トリルは、トリルである。

ドリルは、ドリルである。

取り分きは、取り分きである。

撮り枠は、撮り枠である。

取り分くは、取り分くである。

取分けは、取分けである。



取り分けるは、取り分けるである。

取り渡すは、取り渡すである。

ドリンクは、ドリンクである。

ドリン剤は、ドリン剤である。

取りん坊は、取りん坊である。

トルは、トルである。

取るは、取るである。

採るは、採るである。

捕るは、捕るである。

執るは、執るである。

撮るは、撮るである。

ドルは、ドルである。

土塁は、土塁である。

トルイジンは、トルイジンである。

ドルイド教は、ドルイド教である。

トルヴァルセンは、トルヴァルセンである。

トルヴェールは、トルヴェールである。

トルースタイトは、トルースタイトである。

ドルーズ派は、ドルーズ派である。

トルーマンは、トルーマンである。

トルーマンドクトリンは、トルーマンドクトリンである。

トルエンは、トルエンである。

トルオールは、トルオールである。

ドル外交は、ドル外交である。

ドル買い事件は、ドル買い事件である。

ドル為替は、ドル為替である。

トルキスタンは、トルキスタンである。

トルクは、トルクである。

トルクコンバーターは、トルクコンバーターである。

トルクメニスタンは、トルクメニスタンである。

トルクメンは、トルクメンである。

トルコは、トルコである。

トルコ赤は、トルコ赤である。

トルコ石は、トルコ石である。

トルコ革命は、トルコ革命である。

トルコ桔梗は、トルコ桔梗である。

トルコ語は、トルコ語である。

トルコ煙草は、トルコ煙草である。

トルコ玉は、トルコ玉である。

トルコ風呂は、トルコ風呂である。

トルコ帽は、トルコ帽である。

トルストイは、トルストイである。

トルストイアンは、トルストイアンである。

ドル相場は、ドル相場である。

トルソーは、トルソーである。

ドル建ては、ドル建てである。



トルテは、トルテである。

トルティーヤは、トルティーヤである。

トルデシーリャス条約は、トルデシーリャス条約である。

ドルトムントは、ドルトムントである。

ドルトンは、ドルトンである。

ドルトンの原子説は、ドルトンの原子説である。

ドルトンの法則は、ドルトンの法則である。

ドルトンプランは、ドルトンプランである。

トルネードは、トルネードである。

弗箱は、弗箱である。

ドルバックは、ドルバックである。

トルバドゥールは、トルバドゥールである。

ドルビーシステムは、ドルビーシステムである。

トルファンは、トルファンである。

ドルフィンは、ドルフィンである。

ドルフィンキックは、ドルフィンキックである。

トルベツコイは、トルベツコイである。

トルマリンは、トルマリンである。

ドルマンスリーブは、ドルマンスリーブである。

ドルメンは、ドルメンである。

ドルラルは、ドルラルである。

どれは、どれである。

何は、何である。

どれあひ夫婦は、どれあひ夫婦である。

どれ合ふは、どれ合ふである。

トレアドルは、トレアドルである。

トレアドルパンツは、トレアドルパンツである。

トレイは、トレイである。

土鈴は、土鈴である。

奴隷は、奴隷である。

奴隷王朝は、奴隷王朝である。

奴隷海岸は、奴隷海岸である。

奴隷解放は、奴隷解放である。

奴隷制は、奴隷制である。

奴隷道徳は、奴隷道徳である。

奴隷貿易は、奴隷貿易である。

奴隷労働は、奴隷労働である。

トレヴィシックは、トレヴィシックである。

トレヴィの泉は、トレヴィの泉である。

ドレークは、ドレークである。

トレーサーは、トレーサーである。

トレーシングペーパーは、トレーシングペーパーである。

トレースは、トレースである。

トレーズは、トレーズである。

トレース紙は、トレース紙である。

トレーディングルームは、トレーディングルームである。



トレードは、トレードである。

トレードオフは、トレードオフである。

トレードマークは、トレードマークである。

トレードユニオンは、トレードユニオンである。

トレーナーは、トレーナーである。

トレーニングは、トレーニングである。

トレーニングウェアは、トレーニングウェアである。

トレーニングシャツは、トレーニングシャツである。

トレーニングパンツは、トレーニングパンツである。

ドレーピングは、ドレーピングである。

ドレープは、ドレープである。

トレーラーは、トレーラーである。

トレーラーハウスは、トレーラーハウスである。

トレーラーバスは、トレーラーバスである。

ドレーンは、ドレーンである。

ドレーンコックは、ドレーンコックである。

トレオニンは、トレオニンである。

土瀝青は、土瀝青である。

ドレスは、ドレスである。

ドレスアップは、ドレスアップである。

ドレスデンは、ドレスデンである。

ドレスフォームは、ドレスフォームである。

ドレスメーカーは、ドレスメーカーである。

ドレスメーキングは、ドレスメーキングである。

取れ立ては、取れ立てである。

堵列は、堵列である。

トレッキングは、トレッキングである。

ドレッサーは、ドレッサーである。

ドレッシーは、ドレッシーである。

ドレッジャーは、ドレッジャーである。

ドレッシングは、ドレッシングである。

トレッドは、トレッドである。

ドレッドノートは、ドレッドノートである。

トレッドパターンは、トレッドパターンである。

トレドは、トレドである。

どれどれは、どれどれである。

トレパンは、トレパンである。

トレビスは、トレビスである。

ドレフュス事件は、ドレフュス事件である。

何程は、何程である。

トレポネーマは、トレポネーマである。

ドレミは、ドレミである。

トレミーは、トレミーである。

トレミー星座は、トレミー星座である。

トレモロは、トレモロである。

取れるは、取れるである。



捕れるは、捕れるである。

どれるは、どれるである。

トレルチは、トレルチである。

トレンチは、トレンチである。

トレンチコートは、トレンチコートである。

ドレンチャーは、ドレンチャーである。

トレンディーは、トレンディーである。

トレントは、トレントである。

トレンドは、トレンドである。

とろは、とろである。

瀞は、瀞である。

吐露は、吐露である。

トロは、トロである。

泥足は、泥足である。

トロイは、トロイである。

とろいは、とろいである。

トロイアは、トロイアである。

トロイア戦争は、トロイア戦争である。

トロイオンスは、トロイオンスである。

トロイカは、トロイカである。

登呂遺跡は、登呂遺跡である。

ドロイゼンは、ドロイゼンである。

トロイデは、トロイデである。

トロイポンドは、トロイポンドである。

泥入れ鳥の子は、泥入れ鳥の子である。

徒労は、徒労である。

泥打ち祝は、泥打ち祝である。

泥海は、泥海である。

泥絵具は、泥絵具である。

ドローは、ドローである。

ドローイングは、ドローイングである。

ドローイングペーパーは、ドローイングペーパーである。

泥大津は、泥大津である。

トローチは、トローチである。

ドローネーは、ドローネーである。

トローリングは、トローリングである。

トロールは、トロールである。

トロール網は、トロール網である。

トロール漁業は、トロール漁業である。

トロール船は、トロール船である。

泥形は、泥形である。

泥亀は、泥亀である。

觜宿は、觜宿である。

とろくは、とろくである。

土呂久は、土呂久である。

とろくさいは、とろくさいである。



泥臭いは、泥臭いである。

泥靴は、泥靴である。

蕩けるは、蕩けるである。

盪けるは、盪けるである。

トロコフォラは、トロコフォラである。

泥仕合は、泥仕合である。

泥衆は、泥衆である。

泥銭は、泥銭である。

泥田は、泥田である。

泥だらけは、泥だらけである。

トロツキーは、トロツキーである。

泥月毛は、泥月毛である。

トロツキストは、トロツキストである。

トロツキズムは、トロツキズムである。

トロッコは、トロッコである。

トロットは、トロットである。

とろっとは、とろっとである。

どろっとは、どろっとである。

ドロップは、ドロップである。

ドロップアウトは、ドロップアウトである。

ドロップキックは、ドロップキックである。

ドロップゴールは、ドロップゴールである。

ドロップショットは、ドロップショットである。

ドロップハンマーは、ドロップハンマーである。

とろっぺきは、とろっぺきである。

とろとろは、とろとろである。

どろどろは、どろどろである。

泥縄は、泥縄である。

泥人形は、泥人形である。

泥沼は、泥沼である。

白楊は、白楊である。

瀞八丁は、瀞八丁である。

とろ火は、とろ火である。

トロピカルは、トロピカルである。

トロピカルドリンクは、トロピカルドリンクである。

トロピカルフルーツは、トロピカルフルーツである。

トロフィーは、トロフィーである。

泥船は、泥船である。

泥舟は、泥舟である。

泥棒は、泥棒である。

泥坊は、泥坊である。

泥棒根性は、泥棒根性である。

泥棒猫は、泥棒猫である。

泥棒回りは、泥棒回りである。

ドロマイトは、ドロマイトである。

泥塗れは、泥塗れである。



とろみは、とろみである。

泥水稼業は、泥水稼業である。

泥道は、泥道である。

とろむは、とろむである。

トロムソは、トロムソである。

泥目は、泥目である。

蕩めくは、蕩めくである。

兜羅綿は、兜羅綿である。

トロヤは、トロヤである。

泥除けは、泥除けである。

とろりは、とろりである。

どろりは、どろりである。

トロリーバスは、トロリーバスである。

薯蕷は、薯蕷である。

黄葵は、黄葵である。

薯蕷芋は、薯蕷芋である。

薯蕷藷は、薯蕷藷である。

トロロープは、トロロープである。

とろろ昆布は、とろろ昆布である。

薯蕷汁は、薯蕷汁である。

薯蕷飯は、薯蕷飯である。

とろんは、とろんである。

徒論は、徒論である。

どろんは、どろんである。

ドロンゲームは、ドロンゲームである。

ドロンケンは、ドロンケンである。

泥んこは、泥んこである。

トロントは、トロントである。

トロンビンは、トロンビンである。

トロンプルイユは、トロンプルイユである。

トロンボーンは、トロンボーンである。

トロンメルは、トロンメルである。

ドロンワークは、ドロンワークである。

トワイライトは、トワイライトである。

とわかわは、とわかわである。

問わず語りは、問わず語りである。

とはずがたりは、とはずがたりである。

度忘れは、度忘れである。

十和田は、十和田である。

十和田湖は、十和田湖である。

十和田八幡平国立公園は、十和田八幡平国立公園である。

門渡は、門渡である。

門渡るは、門渡るである。

トワルドフスキーは、トワルドフスキーである。

豚は、豚である。

貪は、貪である。



遁は、遁である。

トンは、トンである。

どんは、どんである。

丼は、丼である。

呑は、呑である。

鈍は、鈍である。

曇は、曇である。

ドンは、ドンである。

頓阿は、頓阿である。

貪愛は、貪愛である。

屯営は、屯営である。

豚疫は、豚疫である。

トンガは、トンガである。

鈍化は、鈍化である。

嫩芽は、嫩芽である。

鈍角は、鈍角である。

鈍角三角形は、鈍角三角形である。

とんかちは、とんかちである。

豚カツは、豚カツである。

団亀は、団亀である。

団亀笊は、団亀笊である。

尖らかるは、尖らかるである。

尖り帽子は、尖り帽子である。

鈍感は、鈍感である。

鈍器は、鈍器である。

ドンキーは、ドンキーである。

ドンキホーテは、ドンキホーテである。

ドンキホーテ型は、ドンキホーテ型である。

呑却は、呑却である。

どんきゅうは、どんきゅうである。

頓狂は、頓狂である。

頓興は、頓興である。

頓教は、頓教である。

頓狂声は、頓狂声である。

トンキンは、トンキンである。

頓句は、頓句である。

頓宮は、頓宮である。

鈍臭いは、鈍臭いである。

団栗は、団栗である。

団栗眼は、団栗眼である。

団栗目は、団栗目である。

鈍げは、鈍げである。

遯月は、遯月である。

どんけつは、どんけつである。

豚犬は、豚犬である。

頓悟は、頓悟である。



冬子は、冬子である。

鈍甲は、鈍甲である。

敦厚は、敦厚である。

遁甲は、遁甲である。

敦煌は、敦煌である。

燉煌は、燉煌である。

鈍行は、鈍行である。

豚骨は、豚骨である。

トンコリは、トンコリである。

豚コレラは、豚コレラである。

ドンゴロスは、ドンゴロスである。

鈍根は、鈍根である。

鈍根草は、鈍根草である。

頓挫は、頓挫である。

どんざは、どんざである。

頓才は、頓才である。

屯在は、屯在である。

鈍才は、鈍才である。

頓作は、頓作である。

遯竄は、遯竄である。

呑酸は、呑酸である。

豚脂は、豚脂である。

頓死は、頓死である。

豚児は、豚児である。

遁辞は、遁辞である。

鈍色は、鈍色である。

豚舎は、豚舎である。

頓写は、頓写である。

貪着は、貪着である。

頓着は、頓着である。

屯守は、屯守である。

頓首は、頓首である。

屯戍は、屯戍である。

ドンジュアンは、ドンジュアンである。

屯集は、屯集である。

呑舟は、呑舟である。

鈍重は、鈍重である。

頓熟は、頓熟である。

遁術は、遁術である。

ドンジョヴァンニは、ドンジョヴァンニである。

頓証仏果は、頓証仏果である。

頓証菩提は、頓証菩提である。

曇色は、曇色である。

貪食細胞は、貪食細胞である。

どん尻は、どん尻である。

豚汁は、豚汁である。



貪瞋痴は、貪瞋痴である。

屯すは、屯すである。

筒子は、筒子である。

貪ずは、貪ずである。

緞子は、緞子である。

鈍子は、鈍子である。

噸数は、噸数である。

とんずらは、とんずらである。

鈍するは、鈍するである。

遁世は、遁世である。

噸税は、噸税である。

呑噬は、呑噬である。

遁世者は、遁世者である。

頓漸は、頓漸である。

屯倉は、屯倉である。

遁走は、遁走である。

嫩草は、嫩草である。

遁走曲は、遁走曲である。

豚足は、豚足である。

遁俗は、遁俗である。

鈍足は、鈍足である。

どん底は、どん底である。

とんだは、とんだである。

ドンタクは、ドンタクである。

とんだ茶釜は、とんだ茶釜である。

富田林は、富田林である。

飛んだり跳ねたりは、飛んだり跳ねたりである。

とんだ霊宝は、とんだ霊宝である。

鈍太郎は、鈍太郎である。

豚丹毒は、豚丹毒である。

頓知は、頓知である。

頓智は、頓智である。

頓痴気は、頓痴気である。

どんちゃんは、どんちゃんである。

どんちゃん騒ぎは、どんちゃん騒ぎである。

緞帳は、緞帳である。

曇徴は、曇徴である。

緞帳芝居は、緞帳芝居である。

緞帳役者は、緞帳役者である。

とんちんかんは、とんちんかんである。

とんつうは、とんつうである。

鈍痛は、鈍痛である。

どんつくは、どんつくである。

鈍付は、鈍付である。

鈍付布子は、鈍付布子である。

どん詰りは、どん詰りである。



頓敵は、頓敵である。

頓的は、頓的である。

とんでもないは、とんでもないである。

屯田は、屯田である。

曇天は、曇天である。

どんでん返しは、どんでん返しである。

屯田兵は、屯田兵である。

とんとは、とんとである。

トンドは、トンドである。

呑吐は、呑吐である。

どんとは、どんとである。

どんどは、どんどである。

鈍刀は、鈍刀である。

鈍頭は、鈍頭である。

どんど場は、どんど場である。

ドント方式は、ドント方式である。

どんど焼は、どんど焼である。

とんとんは、とんとんである。

どんどんは、どんどんである。

どんどん橋は、どんどん橋である。

とんとん拍子は、とんとん拍子である。

とんとん葺きは、とんとん葺きである。

どんどん節は、どんどん節である。

どんなは、どんなである。

豚肉は、豚肉である。

トンネルは、トンネルである。

トンネル会社は、トンネル会社である。

トンネル窯は、トンネル窯である。

トンネル効果は、トンネル効果である。

トンネルダイオードは、トンネルダイオードである。

どんのくどは、どんのくどである。

どんぱちは、どんぱちである。

どんぱん節は、どんぱん節である。

遁避は、遁避である。

鳶合羽は、鳶合羽である。

どんぴしゃりは、どんぴしゃりである。

鳶凧は、鳶凧である。

頓病は、頓病である。

どん拍子は、どん拍子である。

ドンファンは、ドンファンである。

鈍副司は、鈍副司である。

頓服は、頓服である。

頓服薬は、頓服薬である。

鈍物は、鈍物である。

とんぶりは、とんぶりである。

どんぶりは、どんぶりである。



丼勘定は、丼勘定である。

どんぶりこは、どんぶりこである。

丼鉢は、丼鉢である。

丼飯は、丼飯である。

丼物は、丼物である。

蜻蛉は、蜻蛉である。

蜻蛉魚は、蜻蛉魚である。

東坡肉は、東坡肉である。

蜻蛉返りは、蜻蛉返りである。

蜻蛉笠は、蜻蛉笠である。

敦睦は、敦睦である。

敦樸は、敦樸である。

敦朴は、敦朴である。

蜻蛉鮪は、蜻蛉鮪である。

ドンボスコは、ドンボスコである。

蜻蛉草履は、蜻蛉草履である。

蜻蛉玉は、蜻蛉玉である。

蜻蛉釣は、蜻蛉釣である。

蜻蛉結びは、蜻蛉結びである。

トンボロは、トンボロである。

頓馬は、頓馬である。

鈍麻は、鈍麻である。

鈍磨は、鈍磨である。

ドンマイは、ドンマイである。

どんみりは、どんみりである。

嫩葉は、嫩葉である。

どんよりは、どんよりである。

曇鸞は、曇鸞である。

呑竜は、呑竜である。

なは、なである。

七は、七である。

名は、名である。

字は、字である。

肴は、肴である。

魚は、魚である。

菜は、菜である。

那は、那である。

納は、納である。

無は、無である。

儺は、儺である。

己は、己である。

汝は、汝である。

何は、何である。

なあは、なあである。

ナーガールジュナは、ナーガールジュナである。

ナーサリーは、ナーサリーである。



ナースは、ナースである。

ナースコールは、ナースコールである。

ナースステーションは、ナースステーションである。

名朝臣は、名朝臣である。

名宛は、名宛である。

名宛人は、名宛人である。

なあなあは、なあなあである。

ナーバスは、ナーバスである。

ナーランダーは、ナーランダーである。

ないは、ないである。

乃は、乃である。

内は、内である。

無いは、無いである。

亡いは、亡いである。

ナイアガラは、ナイアガラである。

ナイアシンは、ナイアシンである。

内圧は、内圧である。

内案は、内案である。

内衣は、内衣である。

内位は、内位である。

内意は、内意である。

ナイーブは、ナイーブである。

内印は、内印である。

内因は、内因である。

内院は、内院である。

内衛は、内衛である。

内謁は、内謁である。

内閲は、内閲である。

内謁見は、内謁見である。

内謁者は、内謁者である。

内炎は、内炎である。

内焔は、内焔である。

内苑は、内苑である。

内宴は、内宴である。

内縁は、内縁である。

内応は、内応である。

内奥は、内奥である。

泥おんは、泥おんである。

内科は、内科である。

ないかは、ないかである。

内科医は、内科医である。

内海は、内海である。

内界は、内界である。

内階は、内階である。

内外は、内外である。

内外人平等主義は、内外人平等主義である。



内花蓋は、内花蓋である。

内角は、内角である。

内核は、内核である。

内郭は、内郭である。

内閣は、内閣である。

内学は、内学である。

内閣官房は、内閣官房である。

内閣総辞職は、内閣総辞職である。

内閣総理大臣は、内閣総理大臣である。

内閣不信任案は、内閣不信任案である。

内閣文庫は、内閣文庫である。

内郭門は、内郭門である。

蔑ろは、蔑ろである。

内火艇は、内火艇である。

内花被は、内花被である。

内果皮は、内果皮である。

薙鎌は、薙鎌である。

内官は、内官である。

内勘は、内勘である。

内患は、内患である。

内観は、内観である。

内官の除目は、内官の除目である。

内観法は、内観法である。

内管領は、内管領である。

内記は、内記である。

内規は、内規である。

内議は、内議である。

内儀は、内儀である。

内義は、内義である。

内聞きは、内聞きである。

内客は、内客である。

内給は、内給である。

内挙は、内挙である。

内許は、内許である。

内教は、内教である。

内経は、内経である。

内教坊は、内教坊である。

内局は、内局である。

内勤は、内勤である。

内吟味は、内吟味である。

内供は、内供である。

内宮は、内宮である。

内供奉は、内供奉である。

内君は、内君である。

内訓は、内訓である。

内径は、内径である。



内外宮は、内外宮である。

内外相承は、内外相承である。

内決は、内決である。

内見は、内見である。

内検は、内検である。

内玄関は、内玄関である。

内言語は、内言語である。

内検使は、内検使である。

内検地は、内検地である。

内顧は、内顧である。

内語は、内語である。

内向は、内向である。

内考は、内考である。

内行は、内行である。

内攻は、内攻である。

内幸は、内幸である。

内航は、内航である。

内訌は、内訌である。

内港は、内港である。

内項は、内項である。

乃公は、乃公である。

内合は、内合である。

内行花文鏡は、内行花文鏡である。

内交渉は、内交渉である。

内向性は、内向性である。

内航船は、内航船である。

内肛動物は、内肛動物である。

内呼吸は、内呼吸である。

乃刻は、乃刻である。

内国は、内国である。

内国会社は、内国会社である。

内国貨物は、内国貨物である。

内国為替は、内国為替である。

内国航路は、内国航路である。

内国債は、内国債である。

内国人は、内国人である。

内国税は、内国税である。

内国法は、内国法である。

内国貿易は、内国貿易である。

内国民待遇は、内国民待遇である。

内骨格は、内骨格である。

内婚は、内婚である。

内妻は、内妻である。

内済は、内済である。

内債は、内債である。

内在は、内在である。



内在因は、内在因である。

内在哲学は、内在哲学である。

内在批評は、内在批評である。

内算は、内算である。

内子は、内子である。

内史は、内史である。

内示は、内示である。

内旨は、内旨である。

内侍は、内侍である。

乃至は、乃至である。

乃時は、乃時である。

廼時は、廼時である。

内耳は、内耳である。

内事は、内事である。

ナイジェリアは、ナイジェリアである。

ナイジェルコルドファン語族は、ナイジェルコルドファン語族である。

内耳炎は、内耳炎である。

内視鏡は、内視鏡である。

内史局は、内史局である。

内侍宣は、内侍宣である。

内室は、内室である。

内実は、内実である。

内侍所は、内侍所である。

尚侍は、尚侍である。

掌侍は、掌侍である。

典侍は、典侍である。

内侍司は、内侍司である。

内者は、内者である。

内借は、内借である。

内戚は、内戚である。

泣いじゃくりは、泣いじゃくりである。

内需は、内需である。

内豎は、内豎である。

内周は、内周である。

内祝言は、内祝言である。

内出血は、内出血である。

内豎所は、内豎所である。

内珠皮は、内珠皮である。

内種皮は、内種皮である。

内緒は、内緒である。

内所は、内所である。

内書は、内書である。

内助は、内助である。

内相は、内相である。

内証は、内証である。

内障は、内障である。



内状は、内状である。

内城は、内城である。

内情は、内情である。

内証事は、内証事である。

内証帳は、内証帳である。

内証手代は、内証手代である。

内掌典は、内掌典である。

内昇殿は、内昇殿である。

内相府は、内相府である。

内証間は、内証間である。

内証向きは、内証向きである。

内証善しは、内証善しである。

内職は、内職である。

内緒話は、内緒話である。

内翅類は、内翅類である。

内心は、内心である。

内申は、内申である。

内臣は、内臣である。

内診は、内診である。

内寝は、内寝である。

内親は、内親である。

内陣は、内陣である。

内申書は、内申書である。

内親王は、内親王である。

ナイスは、ナイスである。

内水は、内水である。

内水船は、内水船である。

内水面漁業は、内水面漁業である。

ナイスミドルは、ナイスミドルである。

内生は、内生である。

内政は、内政である。

内省は、内省である。

内聖外王は、内聖外王である。

内政干渉は、内政干渉である。

内積は、内積である。

内接は、内接である。

内切は、内切である。

内接円は、内接円である。

内接多角形は、内接多角形である。

内宣は、内宣である。

内戦は、内戦である。

内線は、内線である。

内膳は、内膳である。

内線作戦は、内線作戦である。

内染司は、内染司である。

内膳司は、内膳司である。



内膳屋は、内膳屋である。

乃祖は、乃祖である。

内訴は、内訴である。

内争は、内争である。

内奏は、内奏である。

内装は、内装である。

内層は、内層である。

内蔵は、内蔵である。

内臓は、内臓である。

内臓感覚は、内臓感覚である。

内挿法は、内挿法である。

内則は、内則である。

内属は、内属である。

内損は、内損である。

内存は、内存である。

ナイターは、ナイターである。

内帯は、内帯である。

内題は、内題である。

内対角は、内対角である。

内大臣は、内大臣である。

名板貸契約は、名板貸契約である。

内諾は、内諾である。

内達は、内達である。

内探は、内探である。

内談は、内談である。

内談始は、内談始である。

内地は、内地である。

内治は、内治である。

内地雑居は、内地雑居である。

内朝は、内朝である。

内寵は、内寵である。

内勅は、内勅である。

内地留学は、内地留学である。

内陳は、内陳である。

ナイチンゲールは、ナイチンゲールである。

ナイチンゲール記章は、ナイチンゲール記章である。

内通は、内通である。

内通事は、内通事である。

内通詞は、内通詞である。

ないでは、ないでである。

内廷は、内廷である。

内定は、内定である。

内庭は、内庭である。

内偵は、内偵である。

内廷費は、内廷費である。

内的は、内的である。



内的生活は、内的生活である。

ないでもは、ないでもである。

内典は、内典である。

内殿は、内殿である。

ナイトは、ナイトである。

内帑は、内帑である。

内藤は、内藤である。

内道は、内道である。

ナイトウェアは、ナイトウェアである。

内藤湖南は、内藤湖南である。

内道場は、内道場である。

内藤丈草は、内藤丈草である。

内藤新宿は、内藤新宿である。

内藤鳴雪は、内藤鳴雪である。

ナイトガウンは、ナイトガウンである。

ナイトキャップは、ナイトキャップである。

内帑金は、内帑金である。

内得は、内得である。

内徳は、内徳である。

内毒素は、内毒素である。

ナイトクラブは、ナイトクラブである。

ナイトゲームは、ナイトゲームである。

ナイトテーブルは、ナイトテーブルである。

ナイトロジェンマスタードは、ナイトロジェンマスタードである。

内内は、内内である。

内内陣は、内内陣である。

無い無い尽しは、無い無い尽しである。

内乳は、内乳である。

内燃機は、内燃機である。

内燃機関は、内燃機関である。

内燃機油は、内燃機油である。

内燃動車は、内燃動車である。

内拝は、内拝である。

内胚葉は、内胚葉である。

内発的は、内発的である。

内罰的は、内罰的である。

無い腹を立つは、無い腹を立つである。

内反足は、内反足である。

内皮は、内皮である。

内評は、内評である。

内評定は、内評定である。

内付は、内付である。

内府は、内府である。

ナイフは、ナイフである。

内部は、内部である。

ナイフエッジは、ナイフエッジである。



内部エネルギーは、内部エネルギーである。

ナイフ形石器は、ナイフ形石器である。

内部感覚は、内部感覚である。

内部環境は、内部環境である。

内部監査は、内部監査である。

内部寄生は、内部寄生である。

内部金融は、内部金融である。

内服は、内服である。

内福は、内福である。

内服ワクチンは、内服ワクチンである。

内部経済は、内部経済である。

内部牽制組織は、内部牽制組織である。

内部工作は、内部工作である。

内部光電効果は、内部光電効果である。

内部者取引は、内部者取引である。

内部障害者は、内部障害者である。

内仏は、内仏である。

内部抵抗は、内部抵抗である。

内部摩擦は、内部摩擦である。

内部留保は、内部留保である。

内紛は、内紛である。

内憤は、内憤である。

内分は、内分である。

内文は、内文である。

内聞は、内聞である。

内分泌は、内分泌である。

内分泌器官は、内分泌器官である。

内分泌腺は、内分泌腺である。

内嬖は、内嬖である。

内閉性は、内閉性である。

内壁は、内壁である。

内辺は、内辺である。

内変は、内変である。

内編は、内編である。

内篇は、内篇である。

内弁は、内弁である。

内方は、内方である。

内包は、内包である。

内法は、内法である。

内報は、内報である。

内包量は、内包量である。

内翻足は、内翻足である。

内幕は、内幕である。

内膜は、内膜である。

綯い交ぜは、綯い交ぜである。

綯い交ぜるは、綯い交ぜるである。



ナイマンは、ナイマンである。

内密は、内密である。

内明は、内明である。

内命婦は、内命婦である。

内務は、内務である。

内務卿は、内務卿である。

内務省は、内務省である。

内務大臣は、内務大臣である。

内務班は、内務班である。

泣い目は、泣い目である。

内命は、内命である。

内面は、内面である。

内面研削盤は、内面研削盤である。

内面生活は、内面生活である。

内面的は、内面的である。

内面描写は、内面描写である。

内蒙古は、内蒙古である。

内蒙古自治区は、内蒙古自治区である。

無い物ねだりは、無い物ねだりである。

内門は、内門である。

内問は、内問である。

内野は、内野である。

内野安打は、内野安打である。

ナイヤガラは、ナイヤガラである。

内約は、内約である。

内薬は、内薬である。

内薬司は、内薬司である。

内野手は、内野手である。

内諭は、内諭である。

内憂は、内憂である。

内憂外患は、内憂外患である。

内用は、内用である。

内洋は、内洋である。

内容は、内容である。

内癰は、内癰である。

内容教科は、内容教科である。

内容語は、内容語である。

内容証明は、内容証明である。

内容の錯誤は、内容の錯誤である。

内容美は、内容美である。

内容見本は、内容見本である。

内寄合は、内寄合である。

内羅は、内羅である。

内礼司は、内礼司である。

内乱は、内乱である。

内覧は、内覧である。



内乱罪は、内乱罪である。

名入りは、名入りである。

泥犂は、泥犂である。

泥梨は、泥梨である。

内陸は、内陸である。

内陸運河は、内陸運河である。

内陸河川は、内陸河川である。

内陸工業地帯は、内陸工業地帯である。

内陸性気候は、内陸性気候である。

内率は、内率である。

内療は、内療である。

内力は、内力である。

ナイルは、ナイルである。

名入れは、名入れである。

ナイロビは、ナイロビである。

ナイロンは、ナイロンである。

内論議は、内論議である。

内惑星は、内惑星である。

ナインは、ナインである。

ナウは、ナウである。

綯うは、綯うである。

なうは、なうである。

ナヴァーイーは、ナヴァーイーである。

ナヴァホは、ナヴァホである。

名請百姓は、名請百姓である。

名うては、名うてである。

ナウマンは、ナウマンである。

ナウマン象は、ナウマン象である。

名裏は、名裏である。

ナウルは、ナウルである。

なえは、なえである。

苗は、苗である。

苗忌は、苗忌である。

苗色は、苗色である。

苗打ちは、苗打ちである。

苗売は、苗売である。

苗木は、苗木である。

苗木市は、苗木市である。

蹇ぐは、蹇ぐである。

苗草は、苗草である。

苗肥は、苗肥である。

苗尺は、苗尺である。

萎装束は、萎装束である。

苗標は、苗標である。

苗代は、苗代である。

柔装束は、柔装束である。



苗立ては、苗立てである。

苗手は、苗手である。

萎え通るは、萎え通るである。

苗床は、苗床である。

苗取歌は、苗取歌である。

萎え萎えは、萎え萎えである。

苗場山は、苗場山である。

苗畑は、苗畑である。

萎えばむは、萎えばむである。

苗開きは、苗開きである。

苗舟は、苗舟である。

苗棒は、苗棒である。

苗間は、苗間である。

苗忌竹は、苗忌竹である。

なえやかは、なえやかである。

萎えるは、萎えるである。

直は、直である。

猶は、猶である。

尚は、尚である。

奈翁は、奈翁である。

直江は、直江である。

直江兼続は、直江兼続である。

直江津は、直江津である。

直江版は、直江版である。

猶かしは、猶かしである。

猶且つは、猶且つである。

直木は、直木である。

直木三十五は、直木三十五である。

直木賞は、直木賞である。

魚桶は、魚桶である。

尚更は、尚更である。

等閑は、等閑である。

等閑言は、等閑言である。

等閑事は、等閑事である。

直しは、直しである。

直衣は、直衣である。

猶しは、猶しである。

直し肴は、直し肴である。

直し酒は、直し酒である。

直し立つは、直し立つである。

直し所は、直し所である。

直し灰は、直し灰である。

直島は、直島である。

直し味醂は、直し味醂である。

猶しもは、猶しもである。

直し物は、直し物である。



治すは、治すである。

直すは、直すである。

汝弟は、汝弟である。

直直は、直直である。

猶猶は、猶猶である。

尚尚は、尚尚である。

尚尚書は、尚尚書である。

直直しは、直直しである。

猶の事は、猶の事である。

直毘は、直毘である。

直人は、直人である。

直日神は、直日神である。

直毘神は、直毘神である。

直毘霊は、直毘霊である。

尚又は、尚又である。

猶もは、猶もである。

尚以ては、尚以てである。

名表は、名表である。

直幹申文絵巻は、直幹申文絵巻である。

直者は、直者である。

名親は、名親である。

直会は、直会である。

直会所は、直会所である。

直会殿は、直会殿である。

直りは、直りである。

名折りは、名折りである。

波折りは、波折りである。

治るは、治るである。

直るは、直るである。

名折れは、名折れである。

中は、中である。

仲は、仲である。

那珂は、那珂である。

長は、長である。

中間は、中間である。

中藍は、中藍である。

仲秋は、仲秋である。

長秋は、長秋である。

長編みは、長編みである。

長雨は、長雨である。

中井は、中井である。

中居は、中居である。

仲居は、仲居である。

永井は、永井である。

長井は、長井である。

長居は、長居である。



長寝は、長寝である。

長いは、長いである。

永いは、永いである。

長井雅楽は、長井雅楽である。

長井雲坪は、長井雲坪である。

永井荷風は、永井荷風である。

長生きは、長生きである。

中井甃庵は、中井甃庵である。

長椅子は、長椅子である。

中板は、中板である。

長板は、長板である。

永井竜男は、永井竜男である。

中井竹山は、中井竹山である。

長井紬は、長井紬である。

長井兵助は、長井兵助である。

中今は、中今である。

長芋は、長芋である。

長薯は、長薯である。

中入は、中入である。

中井履軒は、中井履軒である。

永井柳太郎は、永井柳太郎である。

中入れは、中入れである。

長唄は、長唄である。

長歌は、長歌である。

長歌物は、長歌物である。

中打ちは、中打ちである。

中海は、中海である。

中浦は、中浦である。

中浦ジュリアンは、中浦ジュリアンである。

中売りは、中売りである。

中江は、中江である。

中重は、中重である。

名替は、名替である。

轅は、轅である。

長柄は、長柄である。

中江丑吉は、中江丑吉である。

長柄刀は、長柄刀である。

長柄組は、長柄組である。

中江兆民は、中江兆民である。

中江藤樹は、中江藤樹である。

長柄の傘は、長柄の傘である。

長柄の銚子は、長柄の銚子である。

長柄の間は、長柄の間である。

長柄の槍は、長柄の槍である。

長柄奉行は、長柄奉行である。

長柄船は、長柄船である。



長烏帽子は、長烏帽子である。

長柄持は、長柄持である。

中尾は、中尾である。

中緒は、中緒である。

長尾は、長尾である。

長追いは、長追いである。

仲追人は、仲追人である。

中岡は、中岡である。

長岡は、長岡である。

長岡技術科学大学は、長岡技術科学大学である。

長岡京は、長岡京である。

長尾景虎は、長尾景虎である。

中岡慎太郎は、中岡慎太郎である。

長岡半太郎は、長岡半太郎である。

長起きは、長起きである。

中奥は、中奥である。

中押は、中押である。

中落ちは、中落ちである。

中尾都山は、中尾都山である。

長尾鶏は、長尾鶏である。

中帯は、中帯である。

中表は、中表である。

中折りは、中折りである。

中折紙は、中折紙である。

中折れは、中折れである。

中折れ下駄は、中折れ下駄である。

中折れ帽子は、中折れ帽子である。

仲買は、仲買である。

中垣は、中垣である。

長掛は、長掛である。

中蓋は、中蓋である。

長刀は、長刀である。

長合羽は、長合羽である。

天一神は、天一神である。

中上は、中上である。

中上健次は、中上健次である。

長上下は、長上下である。

長髢は、長髢である。

中川は、中川である。

中河は、中河である。

那珂川は、那珂川である。

那賀川は、那賀川である。

中川乙由は、中川乙由である。

中川一政は、中川一政である。

中川淳庵は、中川淳庵である。

中川宮は、中川宮である。



中河与一は、中河与一である。

中異色は、中異色である。

中勘助は、中勘助である。

中鉋は、中鉋である。

中着は、中着である。

名書きは、名書きである。

長着は、長着である。

長衣は、長衣である。

長き眠りは、長き眠りである。

永き日は、永き日である。

長客は、長客である。

長き闇路は、長き闇路である。

長き夜は、長き夜である。

中京は、中京である。

長き夜の夢は、長き夜の夢である。

中限は、中限である。

長き別れは、長き別れである。

中釘は、中釘である。

中潜りは、中潜りである。

名隠しは、名隠しである。

長具足は、長具足である。

中口は、中口である。

長靴は、長靴である。

長久手は、長久手である。

長湫は、長湫である。

中窪は、中窪である。

長久保は、長久保である。

長久保赤水は、長久保赤水である。

中汲は、中汲である。

長組輪は、長組輪である。

長倉は、長倉である。

中刳り盤は、中刳り盤である。

中紅は、中紅である。

中黒は、中黒である。

長けは、長けである。

長けしは、長けしである。

中滅紫は、中滅紫である。

仲子は、仲子である。

中子は、中子である。

中心は、中心である。

中子受は、中子受である。

長口上は、長口上である。

中子抑えは、中子抑えである。

長腰は、長腰である。

中御所は、中御所である。

中言は、中言である。



長言は、長言である。

長事は、長事である。

心宿は、心宿である。

長籠りは、長籠りである。

長小結は、長小結である。

中頃は、中頃である。

中座は、中座である。

長さは、長さである。

長座は、長座である。

長棹は、長棹である。

長崎は、長崎である。

長崎運上は、長崎運上である。

長崎絵は、長崎絵である。

長崎会所は、長崎会所である。

長崎拳は、長崎拳である。

長崎新例は、長崎新例である。

長崎大学は、長崎大学である。

長崎高資は、長崎高資である。

長崎高綱は、長崎高綱である。

長崎派は、長崎派である。

長崎ハルマは、長崎ハルマである。

長崎奉行は、長崎奉行である。

長崎貿易は、長崎貿易である。

長崎本線は、長崎本線である。

長崎水右衛門は、長崎水右衛門である。

長崎料理は、長崎料理である。

長ささげは、長ささげである。

中差は、中差である。

中指は、中指である。

中挿は、中挿である。

長差は、長差である。

長座敷は、長座敷である。

中さだは、中さだである。

中里は、中里である。

中里介山は、中里介山である。

長様は、長様である。

泣かされるは、泣かされるである。

中沢は、中沢である。

長沢は、長沢である。

中沢道二は、中沢道二である。

中沢弘光は、中沢弘光である。

中沢臨川は、中沢臨川である。

長沢蘆雪は、長沢蘆雪である。

仲仕は、仲仕である。

流しは、流しである。

長しは、長しである。



永しは、永しである。

長道は、長道である。

長路は、長路である。

流し網は、流し網である。

流し板は、流し板である。

流し打ちは、流し打ちである。

流し枝は、流し枝である。

中潮は、中潮である。

長潮は、長潮である。

長四角は、長四角である。

流し舵は、流し舵である。

中敷は、中敷である。

流し木は、流し木である。

中敷居は、中敷居である。

中仕切は、中仕切である。

中軸は、中軸である。

中仕子は、中仕子である。

流し込むは、流し込むである。

流し作は、流し作である。

流し作場は、流し作場である。

流し柵は、流し柵である。

流し漉きは、流し漉きである。

流し索麺は、流し索麺である。

流し台は、流し台である。

流し釣りは、流し釣りである。

流し撮りは、流し撮りである。

長篠は、長篠である。

流し場は、流し場である。

流し箱は、流し箱である。

流し雛は、流し雛である。

流し文は、流し文である。

中島は、中島である。

長島は、長島である。

中島敦は、中島敦である。

長島一揆は、長島一揆である。

中島健蔵は、中島健蔵である。

中島棕隠は、中島棕隠である。

中島知久平は、中島知久平である。

中島信行は、中島信行である。

中島広足は、中島広足である。

中締めは、中締めである。

流し目は、流し目である。

流し黐は、流し黐である。

流し元は、流し元である。

流し者は、流し者である。

仲酌は、仲酌である。



中酌は、中酌である。

長尺は、長尺である。

中衆は、中衆である。

長襦袢は、長襦袢である。

長精進は、長精進である。

中正面は、中正面である。

流し読みは、流し読みである。

名頭は、名頭である。

長尻は、長尻である。

中白は、中白である。

中洲は、中洲である。

中州は、中州である。

泣かすは、泣かすである。

流すは、流すである。

中蘇芳は、中蘇芳である。

中杉は、中杉である。

中杉原は、中杉原である。

長頭巾は、長頭巾である。

長須鯨は、長須鯨である。

長簀鯨は、長簀鯨である。

長髄彦は、長髄彦である。

長炭櫃は、長炭櫃である。

中墨は、中墨である。

中澄は、中澄である。

中墨物は、中墨物である。

中剃りは、中剃りである。

泣かせは、泣かせである。

仲背は、仲背である。

ながせは、ながせである。

泣かせるは、泣かせるである。

長詮議は、長詮議である。

中先代は、中先代である。

中山道は、中山道である。

中仙道は、中仙道である。

中障子は、中障子である。

長草履は、長草履である。

長素絹は、長素絹である。

長袖は、長袖である。

中備えは、中備えである。

長曾禰虎徹は、長曾禰虎徹である。

中空は、中空である。

中剃り初めは、中剃り初めである。

中田は、中田である。

永田は、永田である。

長田は、長田である。

長大根は、長大根である。



長台盤は、長台盤である。

中絶えは、中絶えである。

中高は、中高である。

仲違いは、仲違いである。

中田薫は、中田薫である。

永田事件は、永田事件である。

長田神社は、長田神社である。

永尋は、永尋である。

永田善吉は、永田善吉である。

永田武は、永田武である。

長畳は、長畳である。

中立は、中立である。

仲立は、仲立である。

媒は、媒である。

長太刀は、長太刀である。

仲立営業は、仲立営業である。

仲立口は、仲立口である。

仲立人は、仲立人である。

永田町は、永田町である。

永田徳本は、永田徳本である。

中棚は、中棚である。

菜刀は、菜刀である。

中度は、中度である。

長旅は、長旅である。

長田秀雄は、長田秀雄である。

長田幹彦は、長田幹彦である。

中絶ゆは、中絶ゆである。

長たらしいは、長たらしいである。

中弛みは、中弛みである。

長談義は、長談義である。

長血は、長血である。

仲違ふは、仲違ふである。

中稚児は、中稚児である。

仲町は、仲町である。

長町場は、長町場である。

長丁場は、長丁場である。

中津は、中津である。

中つあしは、中つあしである。

中つ枝は、中つ枝である。

中つ小父は、中つ小父である。

仲父は、仲父である。

中塚は、中塚である。

長塚は、長塚である。

中使は、中使である。

中塚一碧楼は、中塚一碧楼である。

長仕えは、長仕えである。



中務は、中務である。

中務卿は、中務卿である。

中務省は、中務省である。

中務内侍日記は、中務内侍日記である。

長塚節は、長塚節である。

中つ神は、中つ神である。

中津川は、中津川である。

中次ぎは、中次ぎである。

中継ぎは、中継ぎである。

長月は、長月である。

長月草は、長月草である。

長月の念仏は、長月の念仏である。

長月花は、長月花である。

中継ぎ貿易は、中継ぎ貿易である。

中つ国は、中つ国である。

長漬は、長漬である。

中つ子は、中つ子である。

中つ瀬は、中つ瀬である。

なかっせばは、なかっせばである。

長ったらしいは、長ったらしいである。

長っ尻は、長っ尻である。

長続きは、長続きである。

永続きは、永続きである。

中筒男命は、中筒男命である。

中綱は、中綱である。

中つ土は、中つ土である。

長局は、長局である。

中妻戸は、中妻戸である。

中積みは、中積みである。

中つ道は、中つ道である。

中つ世は、中つ世である。

中吊りは、中吊りである。

中手は、中手である。

点は、点である。

長手は、長手である。

中でもは、中でもである。

中点は、中点である。

長点は、長点である。

中砥は、中砥である。

中戸は、中戸である。

長門は、長門である。

長門印籠は、長門印籠である。

長道具は、長道具である。

長逗留は、長逗留である。

中十日は、中十日である。

中通りは、中通りである。



中通女は、中通女である。

長床は、長床である。

中綴じは、中綴じである。

長門探題は、長門探題である。

長殿は、長殿である。

長宿直は、長宿直である。

長苫は、長苫である。

中扉は、中扉である。

中臣は、中臣である。

中臣鎌子は、中臣鎌子である。

中臣の祓は、中臣の祓である。

中臣祓訓解は、中臣祓訓解である。

中臣寿詞は、中臣寿詞である。

中取りは、中取りである。

長瀞は、長瀞である。

長縄は、長縄である。

中直しは、中直しである。

中直りは、中直りである。

中中は、中中である。

長長は、長長である。

長長しいは、長長しいである。

長泣きは、長泣きである。

長鳴きは、長鳴きである。

長鳴き鳥は、長鳴き鳥である。

長茄子は、長茄子である。

中馴は、中馴である。

長鳴りは、長鳴りである。

中褻るは、中褻るである。

中馴るは、中馴るである。

中には、中にである。

中西は、中西である。

長螺は、長螺である。

長辛螺は、長辛螺である。

中西悟堂は、中西悟堂である。

中西梅花は、中西梅花である。

中西流は、中西流である。

中に就いては、中に就いてである。

中担ふは、中担ふである。

中にもは、中にもである。

中庭は、中庭である。

中抜きは、中抜きである。

中抜草履は、中抜草履である。

中抜大根は、中抜大根である。

長沼流は、長沼流である。

中塗りは、中塗りである。

中値は、中値である。



中直は、中直である。

中根は、中根である。

長葱は、長葱である。

中根淑は、中根淑である。

長年は、長年である。

永年は、永年である。

中野は、中野である。

永野は、永野である。

長野は、長野である。

長のは、長のである。

永のは、永のである。

仲の秋は、仲の秋である。

中の五日は、中の五日である。

中の亥の子は、中の亥の子である。

中の院は、中の院である。

中院は、中院である。

中院通勝は、中院通勝である。

中院通村は、中院通村である。

中重の鳥居は、中重の鳥居である。

中の緒は、中の緒である。

中大兄皇子は、中大兄皇子である。

中弁は、中弁である。

永野修身は、永野修身である。

中の思いは、中の思いである。

中の指は、中の指である。

中野学校は、中野学校である。

中の君は、中の君である。

中の口は、中の口である。

中の衣は、中の衣である。

中野重治は、中野重治である。

中能島は、中能島である。

中能島欣一は、中能島欣一である。

中能島検校は、中能島検校である。

中之島公園は、中之島公園である。

中野正剛は、中野正剛である。

中ノ岳は、中ノ岳である。

仲之町は、仲之町である。

中の戸は、中の戸である。

中の十日は、中の十日である。

仲の夏は、仲の夏である。

仲の春は、仲の春である。

長延びは、長延びである。

仲の冬は、仲の冬である。

長延べは、長延べである。

中の細緒は、中の細緒である。

中上りは、中上りである。



中登りは、中登りである。

長野盆地は、長野盆地である。

中の間は、中の間である。

中飲みは、中飲みである。

中の御門は、中の御門である。

中宮職は、中宮職である。

中納言は、中納言である。

中野好夫は、中野好夫である。

中乗りは、中乗りである。

中野柳圃は、中野柳圃である。

永の別れは、永の別れである。

半ばは、半ばである。

長羽織は、長羽織である。

長袴は、長袴である。

中橋は、中橋である。

長橋は、長橋である。

中橋狩野は、中橋狩野である。

中橋徳五郎は、中橋徳五郎である。

長橋殿は、長橋殿である。

長橋の局は、長橋の局である。

中柱は、中柱である。

中弭は、中弭である。

中筈は、中筈である。

長馳せは、長馳せである。

長旗は、長旗である。

中働きは、中働きである。

仲働きは、仲働きである。

長話は、長話である。

半ばの月は、半ばの月である。

中浜は、中浜である。

長浜は、長浜である。

長浜縮緬は、長浜縮緬である。

中浜万次郎は、中浜万次郎である。

中林は、中林である。

中林竹洞は、中林竹洞である。

中原は、中原である。

中払いは、中払いである。

中原親能は、中原親能である。

中原中也は、中原中也である。

中原悌二郎は、中原悌二郎である。

中張りは、中張りである。

中番は、中番である。

中日は、中日である。

長日は、長日である。

永日は、永日である。

中引は、中引である。



中低は、中低である。

長引くは、長引くである。

長彦は、長彦である。

長彦の稲は、長彦の稲である。

長彦の粥は、長彦の粥である。

中飛車は、中飛車である。

長直垂は、長直垂である。

長櫃は、長櫃である。

中人は、中人である。

仲人は、仲人である。

長人は、長人である。

長火鉢は、長火鉢である。

中日和は、中日和である。

長平紙は、長平紙である。

長夫は、長夫である。

長笛は、長笛である。

長覆輪は、長覆輪である。

中陪は、中陪である。

中倍は、中倍である。

中隔ては、中隔てである。

中縁は、中縁である。

長返事は、長返事である。

長棒は、長棒である。

長棒駕籠は、長棒駕籠である。

長吠えは、長吠えである。

中細は、中細である。

中程は、中程である。

中骨は、中骨である。

仲間は、仲間である。

仲間入りは、仲間入りである。

仲間受けは、仲間受けである。

仲間買いは、仲間買いである。

中巻は、中巻である。

長巻は、長巻である。

中幕は、中幕である。

仲間食いは、仲間食いである。

長枕は、長枕である。

仲間算用は、仲間算用である。

仲間倒しは、仲間倒しである。

長町裏は、長町裏である。

長町女腹切は、長町女腹切である。

仲間外れは、仲間外れである。

長まるは、長まるである。

仲間割れは、仲間割れである。

中身は、中身である。

中味は、中味である。



長みは、長みである。

長身は、長身である。

中御門は、中御門である。

中御門天皇は、中御門天皇である。

中上川は、中上川である。

中上川彦次郎は、中上川彦次郎である。

長短は、長短である。

仲店は、仲店である。

仲見世は、仲見世である。

中道は、中道である。

那珂通世は、那珂通世である。

長光は、長光である。

那珂湊は、那珂湊である。

長実麺麭の樹は、長実麺麭の樹である。

眺むは、眺むである。

詠むは、詠むである。

中昔は、中昔である。

長虫は、長虫である。

長筵は、長筵である。

中村は、中村である。

中村歌右衛門は、中村歌右衛門である。

中村岳陵は、中村岳陵である。

中村翫右衛門は、中村翫右衛門である。

中村勘三郎は、中村勘三郎である。

中村鴈治郎は、中村鴈治郎である。

中村吉右衛門は、中村吉右衛門である。

中村吉蔵は、中村吉蔵である。

中村草田男は、中村草田男である。

中村研一は、中村研一である。

中村憲吉は、中村憲吉である。

中村座は、中村座である。

中村彝は、中村彝である。

中村汀女は、中村汀女である。

中村てき斎は、中村てき斎である。

中村富十郎は、中村富十郎である。

中村仲蔵は、中村仲蔵である。

中村不折は、中村不折である。

中村正直は、中村正直である。

中村光夫は、中村光夫である。

中村武羅夫は、中村武羅夫である。

中村屋は、中村屋である。

眺めは、眺めである。

詠めは、詠めである。

霖は、霖である。

眺め明すは、眺め明すである。

長銘は、長銘である。



眺め出すは、眺め出すである。

眺め入るは、眺め入るである。

眺め勝ちは、眺め勝ちである。

眺め暮すは、眺め暮すである。

詠め声は、詠め声である。

詠め言は、詠め言である。

詠は、詠である。

中目材は、中目材である。

眺め里は、眺め里である。

眺めの末は、眺めの末である。

眺めの空は、眺めの空である。

眺め経は、眺め経である。

眺め物は、眺め物である。

眺め遣るは、眺め遣るである。

無かめりは、無かめりである。

眺めるは、眺めるである。

眺め侘ぶは、眺め侘ぶである。

長持は、長持である。

長持唄は、長持唄である。

長持形石棺は、長持形石棺である。

長持竿は、長持竿である。

中戻りは、中戻りである。

中物は、中物である。

長物語は、長物語である。

長物見は、長物見である。

長物見車は、長物見車である。

中谷は、中谷である。

長屋は、長屋である。

長家は、長家である。

中谷宇吉郎は、中谷宇吉郎である。

長屋王は、長屋王である。

長やかは、長やかである。

中屋敷は、中屋敷である。

中休みは、中休みである。

中宿は、中宿である。

中宿りは、中宿りである。

中山は、中山である。

中山伊知郎は、中山伊知郎である。

中山義秀は、中山義秀である。

中山高陽は、中山高陽である。

中山蒟蒻は、中山蒟蒻である。

中山神社は、中山神社である。

中山晋平は、中山晋平である。

中山忠親は、中山忠親である。

中山忠光は、中山忠光である。

中山みきは、中山みきである。



長病みは、長病みである。

長屋物は、長屋物である。

長屋門は、長屋門である。

菜粥は、菜粥である。

長湯は、長湯である。

中結いは、中結いである。

中許は、中許である。

長与は、長与である。

長夜は、長夜である。

仲良しは、仲良しである。

仲好しは、仲好しである。

長吉は、長吉である。

長義は、長義である。

仲好し小好しは、仲好し小好しである。

長与専斎は、長与専斎である。

中淀は、中淀である。

中淀みは、中淀みである。

長与又郎は、長与又郎である。

長与善郎は、長与善郎である。

半らは、半らである。

乍らは、乍らである。

仲らいは、仲らいである。

半井は、半井である。

半井卜養は、半井卜養である。

長羅宇は、長羅宇である。

存ふは、存ふである。

永らふは、永らふである。

流らふは、流らふである。

存へ果つは、存へ果つである。

存えるは、存えるである。

永らえるは、永らえるである。

存へ渡るは、存へ渡るである。

長良川は、長良川である。

長らくは、長らくである。

永らくは、永らくである。

半ら死には、半ら死にである。

乍ら族は、乍ら族である。

半ら半尺は、半ら半尺である。

半ら乾は、半ら乾である。

菜殻火は、菜殻火である。

半ら満ちは、半ら満ちである。

半息子は、半息子である。

無かりせばは、無かりせばである。

流るは、流るである。

勿れは、勿れである。

莫れは、莫れである。



毋れは、毋れである。

流れは、流れである。

流れ歩きは、流れ歩きである。

流れ歩くは、流れ歩くである。

流れ江は、流れ江である。

流れ落しは、流れ落しである。

流れ解散は、流れ解散である。

流れ川は、流れ川である。

流れ灌頂は、流れ灌頂である。

流れ木は、流れ木である。

流れ込むは、流れ込むである。

流れ座は、流れ座である。

流れ作業は、流れ作業である。

流れ質は、流れ質である。

流れ洲は、流れ洲である。

流れ図は、流れ図である。

流れ丸は、流れ丸である。

流れ弾は、流れ弾である。

流れ月は、流れ月である。

流造は、流造である。

流れ抵当特約は、流れ抵当特約である。

流れ出るは、流れ出るである。

流れの女は、流れの女である。

流れの里は、流れの里である。

流れの末は、流れの末である。

流れの人は、流れの人である。

流れの身は、流れの身である。

流れの道は、流れの道である。

流破風は、流破風である。

流れ膝は、流れ膝である。

流れ人は、流れ人である。

流れ船は、流れ船である。

流れ星は、流れ星である。

流れ仏は、流れ仏である。

流れ女は、流れ女である。

流れ藻は、流れ藻である。

流れ餅は、流れ餅である。

流れ物は、流れ物である。

流れ者は、流れ者である。

流れ矢は、流れ矢である。

流れ焼は、流れ焼である。

流山は、流山である。

流れ行くは、流れ行くである。

流れるは、流れるである。

流れ渡りは、流れ渡りである。

流れ渡るは、流れ渡るである。



中廊下は、中廊下である。

長浪人は、長浪人である。

奈河は、奈河である。

奈河亀輔は、奈河亀輔である。

長脇差は、長脇差である。

長煩いは、長煩いである。

長患いは、長患いである。

中綿は、中綿である。

中渡りは、中渡りである。

中椀は、中椀である。

就中は、就中である。

就中には、就中にである。

泣きは、泣きである。

亡きは、亡きである。

和ぎは、和ぎである。

凪は、凪である。

梛は、梛である。

竹柏は、竹柏である。

薙は、薙である。

菜葱は、菜葱である。

水葱は、水葱である。

泣き明かすは、泣き明かすである。

鳴き上ぐは、鳴き上ぐである。

泣尼は、泣尼である。

鳴合せは、鳴合せである。

梛筏は、梛筏である。

泣き焦らるは、泣き焦らるである。

泣き入るは、泣き入るである。

啼兎は、啼兎である。

薙打ちは、薙打ちである。

泣男は、泣男である。

泣落しは、泣落しである。

泣き落すは、泣き落すである。

泣女は、泣女である。

泣き返るは、泣き返るである。

泣き顔は、泣き顔である。

亡き影は、亡き影である。

亡き数は、亡き数である。

亡骸は、亡骸である。

亡躯は、亡躯である。

泣き嗄らすは、泣き嗄らすである。

泣き交すは、泣き交すである。

鳴き交すは、鳴き交すである。

泣き崩れるは、泣き崩れるである。

泣き暮すは、泣き暮すである。

泣き声は、泣き声である。



鳴き声は、鳴き声である。

泣き焦るは、泣き焦るである。

泣き言は、泣き言である。

泣き込むは、泣き込むである。

薙小屋は、薙小屋である。

渚は、渚である。

汀は、汀である。

泣き叫ぶは、泣き叫ぶである。

泣猿楽は、泣猿楽である。

泣申楽は、泣申楽である。

泣沢女神は、泣沢女神である。

泣き萎れるは、泣き萎れるである。

泣き頻るは、泣き頻るである。

鳴き頻るは、鳴き頻るである。

泣き沈むは、泣き沈むである。

泣島田は、泣島田である。

泣き浸み付くは、泣き浸み付くである。

泣きじゃくるは、泣きじゃくるである。

泣き上戸は、泣き上戸である。

鳴き捨つは、鳴き捨つである。

薙ぎ捨つは、薙ぎ捨つである。

鳴き砂は、鳴き砂である。

泣き添ふは、泣き添ふである。

鳴き添ふは、鳴き添ふである。

薙袖は、薙袖である。

泣き濡つは、泣き濡つである。

泣き初めは、泣き初めである。

薙ぎ倒すは、薙ぎ倒すである。

泣き出すは、泣き出すである。

泣き立つは、泣き立つである。

泣き立てるは、泣き立てるである。

鳴き立てるは、鳴き立てるである。

薙ぎ立てるは、薙ぎ立てるである。

亡き魂は、亡き魂である。

鳴き散らすは、鳴き散らすである。

泣き付くは、泣き付くである。

泣き尽すは、泣き尽すである。

鳴き尽すは、鳴き尽すである。

泣きっ面は、泣きっ面である。

泣き面は、泣き面である。

無き手は、無き手である。

泣き所は、泣き所である。

泣き響むは、泣き響むである。

鳴き響むは、鳴き響むである。

鳴き響もすは、鳴き響もすである。

鳴き鳥は、鳴き鳥である。



無き名は、無き名である。

薙刀は、薙刀である。

眉尖刀は、眉尖刀である。

長刀会釈は、長刀会釈である。

長刀応答は、長刀応答である。

薙刀香じゅは、薙刀香じゅである。

薙刀草履は、薙刀草履である。

長刀遣いは、長刀遣いである。

薙刀直しは、薙刀直しである。

薙刀酸漿は、薙刀酸漿である。

泣き濡れるは、泣き濡れるである。

泣き寝は、泣き寝である。

泣き寝入りは、泣き寝入りである。

泣能は、泣能である。

泣きの涙は、泣きの涙である。

葱花の御輦は、葱花の御輦である。

薙ぎ払うは、薙ぎ払うである。

泣き腫らすは、泣き腫らすである。

亡き人は、亡き人である。

ナギブは、ナギブである。

梛節は、梛節である。

泣き伏すは、泣き伏すである。

薙ぎ伏せるは、薙ぎ伏せるである。

鳴き旧るは、鳴き旧るである。

鳴き旧すは、鳴き旧すである。

泣きべそは、泣きべそである。

泣き弁慶は、泣き弁慶である。

泣き黒子は、泣き黒子である。

泣本は、泣本である。

泣き勝るは、泣き勝るである。

泣き惑ふは、泣き惑ふである。

泣き真似は、泣き真似である。

鳴き真似は、鳴き真似である。

亡き身は、亡き身である。

泣き味噌は、泣き味噌である。

泣き満つは、泣き満つである。

鳴き満つは、鳴き満つである。

泣き虫は、泣き虫である。

無き者は、無き者である。

亡き者は、亡き者である。

無き物草は、無き物草である。

無き世は、無き世である。

ナ行は、ナ行である。

奈行は、奈行である。

ナ行変格活用は、ナ行変格活用である。

無き世語りは、無き世語りである。



泣き寄りは、泣き寄りである。

鳴き弱るは、鳴き弱るである。

菜切りは、菜切りである。

菜切り菅は、菜切り菅である。

菜切り庖丁は、菜切り庖丁である。

鳴き竜は、鳴き竜である。

泣き輪は、泣き輪である。

泣き別れは、泣き別れである。

泣き別れるは、泣き別れるである。

凪腸は、凪腸である。

鳴き渡るは、鳴き渡るである。

泣き侘ぶは、泣き侘ぶである。

泣き喚くは、泣き喚くである。

泣き笑いは、泣き笑いである。

なくは、なくである。

泣くは、泣くである。

鳴くは、鳴くである。

啼くは、啼くである。

投ぐは、投ぐである。

和ぐは、和ぐである。

凪ぐは、凪ぐである。

薙ぐは、薙ぐである。

なくいは、なくいである。

泣く児なすは、泣く児なすである。

慰は、慰である。

慰みは、慰みである。

慰み種は、慰み種である。

慰み事は、慰み事である。

慰み半分は、慰み半分である。

慰み物は、慰み物である。

慰み者は、慰み者である。

慰むは、慰むである。

慰めは、慰めである。

慰め顔は、慰め顔である。

慰め種は、慰め種である。

慰め所は、慰め所である。

慰めるは、慰めるである。

慰もるは、慰もるである。

和しは、和しである。

無くし物は、無くし物である。

無くすは、無くすである。

亡くすは、亡くすである。

なくては、なくてである。

洛東江は、洛東江である。

泣く泣くは、泣く泣くである。

無くなすは、無くなすである。



亡くなすは、亡くなすである。

無くなるは、無くなるである。

亡くなるは、亡くなるである。

なくには、なくにである。

名国替は、名国替である。

ナグハマディは、ナグハマディである。

無くもがなは、無くもがなである。

投矢は、投矢である。

投箭は、投箭である。

波座は、波座である。

殴りは、殴りである。

擲りは、擲りである。

殴り書は、殴り書である。

擲り書は、擲り書である。

殴り込みは、殴り込みである。

擲り込みは、擲り込みである。

殴り込むは、殴り込むである。

擲り込むは、擲り込むである。

殴り付けるは、殴り付けるである。

擲り付けるは、擲り付けるである。

殴り飛ばすは、殴り飛ばすである。

擲り飛ばすは、擲り飛ばすである。

なぐるは、なぐるである。

殴るは、殴るである。

擲るは、擲るである。

投ぐる箭のは、投ぐる箭のである。

なぐれは、なぐれである。

なぐれ者は、なぐれ者である。

なぐれるは、なぐれるである。

名細しは、名細しである。

無けは、無けである。

投げは、投げである。

無げは、無げである。

投げ合いは、投げ合いである。

投げ足は、投げ足である。

投網は、投網である。

投げ出づは、投げ出づである。

投げ出すは、投げ出すである。

投入れは、投入れである。

抛入れは、抛入れである。

投入花は、投入花である。

抛入花は、抛入花である。

投げ入れるは、投げ入れるである。

投げ打ちは、投げ打ちである。

擲つは、擲つである。

抛つは、抛つである。



投売りは、投売りである。

投扇は、投扇である。

投げ下ろすは、投げ下ろすである。

投買いは、投買いである。

嘆かふは、嘆かふである。

投鉤は、投鉤である。

嘆かくは、嘆かくである。

投げ掛けるは、投げ掛けるである。

嘆かしは、嘆かしである。

投銀は、投銀である。

抛銀は、抛銀である。

嘆かわしいは、嘆かわしいである。

嘆きは、嘆きである。

歎きは、歎きである。

嘆き明かすは、嘆き明かすである。

嘆き余るは、嘆き余るである。

嘆き入るは、嘆き入るである。

嘆き種は、嘆き種である。

嘆き暮すは、嘆き暮すである。

嘆詞は、嘆詞である。

嘆き死には、嘆き死にである。

投げキッスは、投げキッスである。

嘆きの色は、嘆きの色である。

嘆きの壁は、嘆きの壁である。

嘆きの霧は、嘆きの霧である。

嘆き渡るは、嘆き渡るである。

嘆き侘ぶは、嘆き侘ぶである。

嘆くは、嘆くである。

歎くは、歎くである。

投げ櫛は、投げ櫛である。

擲げ櫛は、擲げ櫛である。

投げ首は、投げ首である。

無気げは、無気げである。

投込みは、投込みである。

投込寺は、投込寺である。

投げ込むは、投げ込むである。

投鞘は、投鞘である。

投げ算は、投げ算である。

長押は、長押である。

投島田は、投島田である。

投頭巾は、投頭巾である。

投げ捨てるは、投げ捨てるである。

投げ棄てるは、投げ棄てるである。

投げ銭は、投げ銭である。

投松明は、投松明である。

投出しは、投出しである。



投げ付けるは、投げ付けるである。

ナゲットは、ナゲットである。

投げ釣りは、投げ釣りである。

投釣瓶は、投釣瓶である。

投所は、投所である。

投げ飛ばすは、投げ飛ばすである。

無けなくには、無けなくにである。

なけなしは、なけなしである。

投げ縄は、投げ縄である。

投荷は、投荷である。

無げのあはれは、無げのあはれである。

無げの答は、無げの答である。

無げの言葉は、無げの言葉である。

無げの遊みは、無げの遊みである。

無げの情けは、無げの情けである。

投畑は、投畑である。

投火箭は、投火箭である。

投節は、投節である。

投文は、投文である。

投棒は、投棒である。

無けむは、無けむである。

投げ物は、投げ物である。

投げ物一巡は、投げ物一巡である。

投げ遣りは、投げ遣りである。

投槍は、投槍である。

投げ遣るは、投げ遣るである。

泣けるは、泣けるである。

投げるは、投げるである。

投げ業は、投げ業である。

投げ技は、投げ技である。

投渡しは、投渡しである。

投渡し板は、投渡し板である。

投げ渡すは、投げ渡すである。

名子は、名子である。

名護は、名護である。

仲人親は、仲人親である。

仲人口は、仲人口である。

仲人騒は、仲人騒である。

名越流は、名越流である。

名子親は、名子親である。

奴国は、奴国である。

名国司は、名国司である。

夏越は、夏越である。

名越は、名越である。

那古寺は、那古寺である。

夏越の神楽は、夏越の神楽である。



夏越の節供は、夏越の節供である。

夏越の月は、夏越の月である。

夏越の祓は、夏越の祓である。

夏越の御禊は、夏越の御禊である。

和すは、和すである。

勿来関は、勿来関である。

名詞は、名詞である。

那古の海は、那古の海である。

奈呉の浦は、奈呉の浦である。

和むは、和むである。

名古屋は、名古屋である。

名護屋は、名護屋である。

魚小屋は、魚小屋である。

和やは、和やである。

名古屋行灯は、名古屋行灯である。

名古屋扇は、名古屋扇である。

名古屋帯は、名古屋帯である。

名護屋帯は、名護屋帯である。

名古屋音頭は、名古屋音頭である。

和やかは、和やかである。

名古屋玄医は、名古屋玄医である。

名古屋工業大学は、名古屋工業大学である。

名古屋工業地帯は、名古屋工業地帯である。

名古屋コーチンは、名古屋コーチンである。

名古屋山三は、名古屋山三である。

名古屋事件は、名古屋事件である。

名古屋城は、名古屋城である。

名古屋甚句は、名古屋甚句である。

名古屋大学は、名古屋大学である。

名護蘭は、名護蘭である。

名残は、名残である。

余波は、余波である。

名残惜しいは、名残惜しいである。

名残顔は、名残顔である。

名残狂言は、名残狂言である。

名残の裏は、名残の裏である。

名残の表は、名残の表である。

名残の折は、名残の折である。

名残の杯は、名残の杯である。

名残の霜は、名残の霜である。

名残の袖は、名残の袖である。

名残の袂は、名残の袂である。

名残の茶は、名残の茶である。

名残の月は、名残の月である。

名残の涙は、名残の涙である。

名残の花は、名残の花である。



名残の雪は、名残の雪である。

名残病みは、名残病みである。

ナゴルノカラバフは、ナゴルノカラバフである。

なごろは、なごろである。

和はしは、和はしである。

納言は、納言である。

ナサは、ナサである。

なさいは、なさいである。

名さかは、名さかである。

情けは、情けである。

名酒は、名酒である。

情け後るは、情け後るである。

情け顔は、情け顔である。

情けがるは、情けがるである。

情けごかしは、情けごかしである。

情け心は、情け心である。

情け盛りは、情け盛りである。

情け知らずは、情け知らずである。

情け知りは、情け知りである。

情け姿は、情け姿である。

情け立つは、情け立つである。

情け作るは、情け作るである。

情け詰めは、情け詰めである。

情け無は、情け無である。

情け無いは、情け無いである。

情け情けしは、情け情けしである。

情けの兄は、情けの兄である。

情けの糸は、情けの糸である。

情けの海は、情けの海である。

情けの末は、情けの末である。

情けの種は、情けの種である。

情けの露は、情けの露である。

情けの錦は、情けの錦である。

情けの文は、情けの文である。

情けの道は、情けの道である。

情けの山は、情けの山である。

情けばむは、情けばむである。

情け人は、情け人である。

情けぶは、情けぶである。

情け深いは、情け深いである。

情け模様は、情け模様である。

情け宿は、情け宿である。

情けらしいは、情けらしいである。

ナサコムは、ナサコムである。

名指しは、名指しである。

名指人は、名指人である。



名指すは、名指すである。

生さぬ仲は、生さぬ仲である。

為さるは、為さるである。

ナザレは、ナザレである。

ナザレ人は、ナザレ人である。

為されるは、為されるである。

生しは、生しである。

為しは、為しである。

作しは、作しである。

梨は、梨である。

無しは、無しである。

亡しは、亡しである。

なしは、なしである。

成し上ぐは、成し上ぐである。

成し出づは、成し出づである。

為し出づは、為し出づである。

梨子打は、梨子打である。

梨子打烏帽子は、梨子打烏帽子である。

梨瓜は、梨瓜である。

梨絵は、梨絵である。

なじかは、なじかである。

なじかはは、なじかはである。

梨子羹は、梨子羹である。

済し崩しは、済し崩しである。

済し崩すは、済し崩すである。

梨子地は、梨子地である。

梨子地漆は、梨子地漆である。

梨子地塗は、梨子地塗である。

梨子地粉は、梨子地粉である。

梨酒は、梨酒である。

成し立つは、成し立つである。

梨壺は、梨壺である。

梨壺の五人は、梨壺の五人である。

なしては、なしてである。

為し遂げるは、為し遂げるである。

梨木神社は、梨木神社である。

梨本集は、梨本集である。

生し腹は、生し腹である。

馴染は、馴染である。

馴染金は、馴染金である。

馴染むは、馴染むである。

為し設くは、為し設くである。

梨本宮は、梨本宮である。

梨本坊は、梨本坊である。

なしものは、なしものである。

ナジャは、ナジャである。



ナジャフは、ナジャフである。

ナジュドは、ナジュドである。

なじょうは、なじょうである。

済し寄すは、済し寄すである。

ナショナリストは、ナショナリストである。

ナショナリズムは、ナショナリズムである。

ナショナリゼーションは、ナショナリゼーションである。

ナショナリティーは、ナショナリティーである。

ナショナルは、ナショナルである。

ナショナルインタレストは、ナショナルインタレストである。

ナショナルセンターは、ナショナルセンターである。

ナショナルトラストは、ナショナルトラストである。

ナショナルミニマムは、ナショナルミニマムである。

ナショナルリーグは、ナショナルリーグである。

詰るは、詰るである。

名代は、名代である。

梨割りは、梨割りである。

茄子は、茄子である。

那須は、那須である。

生すは、生すである。

成すは、成すである。

為すは、為すである。

済すは、済すである。

寝すは、寝すである。

鳴すは、鳴すである。

如は、如である。

撫づは、撫づである。

茄子科は、茄子科である。

那須火山帯は、那須火山帯である。

成すか成さぬかは、成すか成さぬかである。

なずきは、なずきである。

脳は、脳である。

懐くは、懐くである。

那須国造碑は、那須国造碑である。

茄子紺は、茄子紺である。

なずさうは、なずさうである。

なずさわるは、なずさわるである。

那須七党は、那須七党である。

那須岳は、那須岳である。

ナスタチウムは、ナスタチウムである。

薺は、薺である。

茄子苗は、茄子苗である。

薺爪は、薺爪である。

那須野は、那須野である。

那須野ヶ原は、那須野ヶ原である。

那須野紙は、那須野紙である。



漬の木は、漬の木である。

那須与一は、那須与一である。

茄は、茄である。

茄子薬は、茄子薬である。

茄子歯は、茄子歯である。

泥ましは、泥ましである。

泥みは、泥みである。

泥むは、泥むである。

準いは、準いである。

准いは、准いである。

擬いは、擬いである。

準ふは、準ふである。

准ふは、准ふである。

擬ふは、擬ふである。

準えは、準えである。

准えは、准えである。

擬えは、擬えである。

準え歌は、準え歌である。

準えるは、準えるである。

准えるは、准えるである。

擬えるは、擬えるである。

擦り合いは、擦り合いである。

擦り付けるは、擦り付けるである。

擦るは、擦るである。

汝兄は、汝兄である。

なぜは、なぜである。

名瀬は、名瀬である。

何故は、何故である。

何故ならは、何故ならである。

何故には、何故にである。

ナセルは、ナセルである。

撫ぜるは、撫ぜるである。

謎は、謎である。

何ぞは、何ぞである。

なぞは、なぞである。

謎合せは、謎合せである。

謎歌は、謎歌である。

なぞえは、なぞえである。

名添え親は、名添え親である。

謎掛けは、謎掛けである。

謎看板は、謎看板である。

謎言葉は、謎言葉である。

謎染は、謎染である。

謎立ては、謎立てである。

謎付は、謎付である。

謎解きは、謎解きである。



謎謎は、謎謎である。

謎謎合せは、謎謎合せである。

謎謎物語は、謎謎物語である。

謎めくは、謎めくである。

何ぞもは、何ぞもである。

何ぞやは、何ぞやである。

納曾利は、納曾利である。

納蘇利は、納蘇利である。

なぞり書は、なぞり書である。

なぞるは、なぞるである。

鉈は、鉈である。

涙は、涙である。

灘は、灘である。

ナダールは、ナダールである。

名題は、名題である。

名題看板は、名題看板である。

名題下は、名題下である。

名題披露は、名題披露である。

名対面は、名対面である。

名謁は、名謁である。

名題役者は、名題役者である。

名高いは、名高いである。

灘風邪は、灘風邪である。

名類は、名類である。

灘五郷は、灘五郷である。

灘酒は、灘酒である。

撫だすは、撫だすである。

名立たしは、名立たしである。

名立たりは、名立たりである。

名立たるは、名立たるである。

名立ては、名立てである。

名立て顔は、名立て顔である。

名立てがましは、名立てがましである。

那谷寺は、那谷寺である。

魚棚は、魚棚である。

菜種は、菜種である。

菜種油は、菜種油である。

菜種科は、菜種科である。

菜種糟は、菜種糟である。

菜種梅雨は、菜種梅雨である。

菜種菜は、菜種菜である。

菜種河豚は、菜種河豚である。

灘の生一本は、灘の生一本である。

灘の塩屋は、灘の塩屋である。

灘船は、灘船である。

鉈彫は、鉈彫である。



鉈豆は、鉈豆である。

刀豆は、刀豆である。

鉈豆煙管は、鉈豆煙管である。

宥まるは、宥まるである。

宥むは、宥むである。

鉈目は、鉈目である。

灘目は、灘目である。

宥め賺すは、宥め賺すである。

宥めるは、宥めるである。

なだらかは、なだらかである。

なだらむは、なだらむである。

傾りは、傾りである。

ナタルは、ナタルである。

傾るは、傾るである。

雪崩るは、雪崩るである。

傾れは、傾れである。

雪崩は、雪崩である。

傾れ込むは、傾れ込むである。

雪崩れ込むは、雪崩れ込むである。

傾れ雪は、傾れ雪である。

雪崩雪は、雪崩雪である。

傾れるは、傾れるである。

雪崩れるは、雪崩れるである。

那智は、那智である。

ナチは、ナチである。

那智黒は、那智黒である。

ナチスは、ナチスである。

ナチズムは、ナチズムである。

ナチ党は、ナチ党である。

那智の観音は、那智の観音である。

那智の滝は、那智の滝である。

ナチュラリストは、ナチュラリストである。

ナチュラリズムは、ナチュラリズムである。

ナチュラルは、ナチュラルである。

ナチュラルサイエンスは、ナチュラルサイエンスである。

ナチュラルチーズは、ナチュラルチーズである。

夏は、夏である。

捺は、捺である。

夏芋は、夏芋である。

捺印は、捺印である。

夏鶯は、夏鶯である。

夏梅は、夏梅である。

ナツーラは、ナツーラである。

夏扇は、夏扇である。

夏帯は、夏帯である。

長束は、長束である。



夏神楽は、夏神楽である。

夏陰は、夏陰である。

夏掛けは、夏掛けである。

懐かしいは、懐かしいである。

懐かしびは、懐かしびである。

懐かしぶは、懐かしぶである。

懐かしむは、懐かしむである。

夏霞は、夏霞である。

夏風邪は、夏風邪である。

長束正家は、長束正家である。

夏上下は、夏上下である。

夏鴨は、夏鴨である。

夏刈りは、夏刈りである。

夏枯れは、夏枯れである。

夏季は、夏季である。

夏着は、夏着である。

名簿は、名簿である。

名付は、名付である。

夏菊は、夏菊である。

夏衣は、夏衣である。

夏狂言は、夏狂言である。

ナックは、ナックである。

なっくは、なっくである。

名付くは、名付くである。

夏草は、夏草である。

夏草のは、夏草のである。

名尽しは、名尽しである。

夏葛は、夏葛である。

夏葛のは、夏葛のである。

夏茱萸は、夏茱萸である。

夏胡頽子は、夏胡頽子である。

夏雲は、夏雲である。

ナックルは、ナックルである。

ナックルパートは、ナックルパートである。

ナックルフォアは、ナックルフォアである。

ナックルボールは、ナックルボールである。

懐けは、懐けである。

夏毛は、夏毛である。

名付けは、名付けである。

菜漬は、菜漬である。

名付石は、名付石である。

名付け祝は、名付け祝である。

名付け親は、名付け親である。

名付け初むは、名付け初むである。

懐けるは、懐けるである。

名付けるは、名付けるである。



夏子は、夏子である。

夏仔は、夏仔である。

夏蚕は、夏蚕である。

夏木立は、夏木立である。

夏小麦は、夏小麦である。

夏作は、夏作である。

夏作物は、夏作物である。

夏座敷は、夏座敷である。

夏さぶは、夏さぶである。

夏座蒲団は、夏座蒲団である。

夏潮は、夏潮である。

夏時間は、夏時間である。

夏芝居は、夏芝居である。

夏島貝塚は、夏島貝塚である。

ナッシュは、ナッシュである。

ナッシュヴィルは、ナッシュヴィルである。

納所は、納所である。

納所坊主は、納所坊主である。

ナッシングは、ナッシングである。

夏水仙は、夏水仙である。

夏姿は、夏姿である。

夏蝉は、夏蝉である。

捺染は、捺染である。

捺染糊は、捺染糊である。

夏麻は、夏麻である。

ナッソーは、ナッソーである。

夏麻引くは、夏麻引くである。

ナッタは、ナッタである。

夏大根は、夏大根である。

夏橙は、夏橙である。

夏足袋は、夏足袋である。

魚揆は、魚揆である。

なっちょらんは、なっちょらんである。

なっちょらん節は、なっちょらん節である。

納音は、納音である。

ナッツは、ナッツである。

懐っこいは、懐っこいである。

夏蔦は、夏蔦である。

夏椿は、夏椿である。

ナッティバンポーは、ナッティバンポーである。

成ってないは、成ってないである。

夏手袋は、夏手袋である。

ナットは、ナットである。

何とは、何とである。

納豆は、納豆である。

納豆烏帽子は、納豆烏帽子である。



納豆菌は、納豆菌である。

納豆肥は、納豆肥である。

納豆汁は、納豆汁である。

夏灯台は、夏灯台である。

納得は、納得である。

納得尽は、納得尽である。

何としては、何としてである。

夏隣は、夏隣である。

夏鳥は、夏鳥である。

夏中は、夏中である。

夏成は、夏成である。

夏念仏は、夏念仏である。

夏野は、夏野である。

夏の蔭は、夏の蔭である。

夏の曲は、夏の曲である。

夏の暮は、夏の暮である。

夏の月は、夏の月である。

夏暖簾は、夏暖簾である。

夏場は、夏場である。

菜っ葉は、菜っ葉である。

夏羽織は、夏羽織である。

夏萩は、夏萩である。

夏場所は、夏場所である。

夏櫨は、夏櫨である。

夏初月は、夏初月である。

夏端月は、夏端月である。

夏ばては、夏ばてである。

菜っ葉服は、菜っ葉服である。

夏祓は、夏祓である。

夏日は、夏日である。

夏引は、夏引である。

夏引のは、夏引のである。

ナップは、ナップである。

夏服は、夏服である。

ナップザックは、ナップザックである。

夏藤は、夏藤である。

夏沸瘡は、夏沸瘡である。

夏蒲団は、夏蒲団である。

魚壺は、魚壺である。

夏帽子は、夏帽子である。

夏干しは、夏干しである。

夏負けは、夏負けである。

夏祭は、夏祭である。

夏祭浪花鑑は、夏祭浪花鑑である。

夏豆は、夏豆である。

夏蜜柑は、夏蜜柑である。



夏道は、夏道である。

夏向きは、夏向きである。

夏虫は、夏虫である。

夏虫の色は、夏虫の色である。

棗は、棗である。

夏目は、夏目である。

棗貝は、棗貝である。

夏めくは、夏めくである。

ナツメグは、ナツメグである。

夏目成美は、夏目成美である。

夏目漱石は、夏目漱石である。

棗玉は、棗玉である。

夏目甕麿は、夏目甕麿である。

棗椰子は、棗椰子である。

懐メロは、懐メロである。

夏物は、夏物である。

夏桃は、夏桃である。

夏館は、夏館である。

夏休みは、夏休みである。

夏痩せは、夏痩せである。

夏山は、夏山である。

ナツラは、ナツラである。

なでは、なでである。

撫で上げるは、撫で上げるである。

撫牛は、撫牛である。

撫で生すは、撫で生すである。

撫で下ろすは、撫で下ろすである。

撫角は、撫角である。

撫角銭は、撫角銭である。

撫で傅くは、撫で傅くである。

撫で肩は、撫で肩である。

撫杵は、撫杵である。

撫で切りは、撫で切りである。

撫で斬りは、撫で斬りである。

撫で食いは、撫で食いである。

撫櫛は、撫櫛である。

撫で捌きは、撫で捌きである。

撫子は、撫子である。

瞿麦は、瞿麦である。

撫子の若葉の色は、撫子の若葉の色である。

撫で繕うは、撫で繕うである。

撫付けは、撫付けである。

撫付髪は、撫付髪である。

撫付櫛は、撫付櫛である。

撫付鬢は、撫付鬢である。

撫で付けるは、撫で付けるである。



撫槌は、撫槌である。

撫釣は、撫釣である。

撫で刷くは、撫で刷くである。

撫鬢は、撫鬢である。

撫で仏は、撫で仏である。

撫で捲るは、撫で捲るである。

撫で回すは、撫で回すである。

撫物は、撫物である。

摩物は、摩物である。

撫物使は、撫物使である。

撫で養ふは、撫で養ふである。

撫でるは、撫でるである。

南殿は、南殿である。

南殿の桜は、南殿の桜である。

なとは、なとである。

何どは、何どである。

等は、等である。

抔は、抔である。

ナトーは、ナトーである。

などかは、などかである。

などかはは、などかはである。

などかもは、などかもである。

名所は、名所である。

などては、などてである。

などてかは、などてかである。

などやは、などやである。

などやかは、などやかである。

等様は、等様である。

名取は、名取である。

汝鳥は、汝鳥である。

ナトリウムは、ナトリウムである。

ナトリウムアマルガムは、ナトリウムアマルガムである。

ナトリウムランプは、ナトリウムランプである。

名取川は、名取川である。

名取草は、名取草である。

名取洋之助は、名取洋之助である。

などるは、などるである。

ナトルプは、ナトルプである。

ナナは、ナナである。

ななは、ななである。

七歩は、七歩である。

七色は、七色である。

七色菓子は、七色菓子である。

七色声は、七色声である。

七色唐辛子は、七色唐辛子である。

七重は、七重である。



七尾は、七尾である。

七飾りは、七飾りである。

七竈は、七竈である。

七草は、七草である。

七種は、七種である。

七種粥は、七種粥である。

七種爪は、七種爪である。

七草の祝は、七草の祝である。

七種の節句は、七種の節句である。

七種の宝は、七種の宝である。

七草の囃しは、七草の囃しである。

魚子は、魚子である。

斜子は、斜子である。

魚子織は、魚子織である。

七小町は、七小町である。

七転び八起きは、七転び八起きである。

七三一部隊は、七三一部隊である。

名無しは、名無しである。

名無し草は、名無し草である。

名無し鳥は、名無し鳥である。

名無しの指は、名無しの指である。

名無しの権兵衛は、名無しの権兵衛である。

七種競技は、七種競技である。

名無し指は、名無し指である。

七瀬は、七瀬である。

七瀬の祓は、七瀬の祓である。

七瀬の禊は、七瀬の禊である。

七十は、七十である。

七十路は、七十路である。

七度は、七度である。

七つは、七つである。

七つ以呂波は、七つ以呂波である。

七つ緒は、七つ緒である。

七つ襲は、七つ襲である。

七つ頭は、七つ頭である。

七つ口は、七つ口である。

七つ毛は、七つ毛である。

七子の鏡は、七子の鏡である。

七つ下がりは、七つ下がりである。

七枝刀は、七枝刀である。

七つ過ぎは、七つ過ぎである。

七つ立ちは、七つ立ちである。

七つ道具は、七つ道具である。

七つ時は、七つ時である。

七つの海は、七つの海である。

七つの星は、七つの星である。



七つの道は、七つの道である。

七つ鉢は、七つ鉢である。

七つ半は、七つ半である。

七つ蒲団は、七つ蒲団である。

七つ坊主は、七つ坊主である。

七つ星は、七つ星である。

七つ面は、七つ面である。

七つ紋は、七つ紋である。

七つ屋は、七つ屋である。

七所祝は、七所祝である。

七所は、七所である。

七所借りは、七所借りである。

七所拵えは、七所拵えである。

七七日は、七七日である。

七七日の業は、七七日の業である。

七の賢しき人は、七の賢しき人である。

七墓参りは、七墓参りである。

七化けは、七化けである。

七場所は、七場所である。

七半は、七半である。

七光は、七光である。

七彦の粥は、七彦の粥である。

七布は、七布である。

七編は、七編である。

竹節虫は、竹節虫である。

七不思議は、七不思議である。

七ふ菅は、七ふ菅である。

七星瓢虫は、七星瓢虫である。

七曲りは、七曲りである。

七座星は、七座星である。

七回りは、七回りである。

ななむは、ななむである。

斜めは、斜めである。

傾は、傾である。

七巡りは、七巡りである。

七代は、七代である。

七夜は、七夜である。

七夜月は、七夜月である。

七夜待は、七夜待である。

ななりは、ななりである。

七曲は、七曲である。

何彼は、何彼である。

何かは、何かである。

何がは、何がである。

何が彼女をさうさせたかは、何が彼女をさうさせたかである。

何がさては、何がさてである。



某は、某である。

何某は、何某である。

何某呉某は、何某呉某である。

何某某は、何某某である。

何か知らは、何か知らである。

何彼とは、何彼とである。

何がなは、何がなである。

何彼無しは、何彼無しである。

何が無しは、何が無しである。

何かはは、何かはである。

何糞は、何糞である。

何くれは、何くれである。

何くれと無くは、何くれと無くである。

何食わぬ顔は、何食わぬ顔である。

何気無いは、何気無いである。

何心地は、何心地である。

何心は、何心である。

何心無いは、何心無いである。

何事は、何事である。

何様は、何様である。

何方は、何方である。

名にし負うは、名にし負うである。

何しかは、何しかである。

何しかもは、何しかもである。

何為には、何為にである。

何しろは、何しろである。

何為れぞは、何為れぞである。

何せは、何せである。

何せむには、何せむにである。

何とかしては、何とかしてである。

何とかはは、何とかはである。

何とかもは、何とかもである。

何時は、何時である。

何としたは、何としたである。

何卒は、何卒である。

何とては、何とてである。

何と無しは、何と無しである。

何とには無しは、何とには無しである。

何とは無しは、何とは無しである。

何ともは、何ともである。

何とやらむは、何とやらむである。

何何は、何何である。

何ならずは、何ならずである。

何には、何にである。

何のは、何のである。

何はは、何はである。



何はあれどは、何はあれどである。

何は扨措きは、何は扨措きである。

何は然れは、何は然れである。

何はともあれは、何はともあれである。

何は無くともは、何は無くともである。

何はの事もは、何はの事もである。

何人は、何人である。

何一つは、何一つである。

何分は、何分である。

何分にもは、何分にもである。

何へんとも無しは、何へんとも無しである。

何程は、何程である。

汝妹は、汝妹である。

何もは、何もである。

何も彼もは、何も彼もである。

何物は、何物である。

何者は、何者である。

何や彼やは、何や彼やである。

何奴は、何奴である。

何やらは、何やらである。

何よりは、何よりである。

何等は、何等である。

難波は、難波である。

浪速は、浪速である。

浪花は、浪花である。

難波江は、難波江である。

浪花踊は、浪花踊である。

難波潟は、難波潟である。

難波草は、難波草である。

何業は、何業である。

難波浄瑠璃は、難波浄瑠璃である。

難波菅笠は、難波菅笠である。

難波津は、難波津である。

難波寺は、難波寺である。

難波門は、難波門である。

難波長柄豊碕宮は、難波長柄豊碕宮である。

難波の堀江は、難波の堀江である。

難波宮は、難波宮である。

難波橋は、難波橋である。

浪花節は、浪花節である。

浪花節芝居は、浪花節芝居である。

浪花節的は、浪花節的である。

難波土産は、難波土産である。

難波焼は、難波焼である。

何をかは、何をかである。

何をがなは、何をがなである。



何をなすべきかは、何をなすべきかである。

七日は、七日である。

七日帰りは、七日帰りである。

七日正月は、七日正月である。

七日七日は、七日七日である。

七日の節会は、七日の節会である。

七日の夜は、七日の夜である。

七日日は、七日日である。

七日盆は、七日盆である。

七日参りは、七日参りである。

七日詣では、七日詣でである。

名主は、名主である。

汝ねは、汝ねである。

ナノは、ナノである。

名の朝臣は、名の朝臣である。

那大津は、那大津である。

名の形見は、名の形見である。

名の木は、名の木である。

儺国は、儺国である。

那津は、那津である。

菜の花は、菜の花である。

名の封は、名の封である。

名告は、名告である。

名乗は、名乗である。

名乗り上げるは、名乗り上げるである。

名告朝臣は、名告朝臣である。

名告り出づは、名告り出づである。

名告り掛くは、名告り掛くである。

名乗字は、名乗字である。

莫告藻は、莫告藻である。

神馬藻は、神馬藻である。

名乗り出るは、名乗り出るである。

名告るは、名告るである。

名乗るは、名乗るである。

名の禄は、名の禄である。

那覇は、那覇である。

なばは、なばである。

ナパーム弾は、ナパーム弾である。

蘖は、蘖である。

隠は、隠である。

名張は、名張である。

なはるは、なはるである。

隠るは、隠るである。

名判は、名判である。

儺火は、儺火である。

靡かふは、靡かふである。



靡かすは、靡かすである。

靡きは、靡きである。

靡き顔は、靡き顔である。

靡き様は、靡き様である。

靡き寝は、靡き寝である。

靡き葉は、靡き葉である。

靡き藻は、靡き藻である。

靡き易は、靡き易である。

靡くは、靡くである。

ナビゲーションは、ナビゲーションである。

ナビゲーターは、ナビゲーターである。

汝人は、汝人である。

ナビ派は、ナビ派である。

なびやかは、なびやかである。

なびやかしは、なびやかしである。

なびらかは、なびらかである。

名開きは、名開きである。

名披露は、名披露である。

名広めは、名広めである。

名披露目は、名披露目である。

並ぶは、並ぶである。

靡ぶは、靡ぶである。

ナフキンは、ナフキンである。

ナプキンは、ナプキンである。

ナフサは、ナフサである。

なふさなふさは、なふさなふさである。

ナプスは、ナプスである。

ナフタは、ナフタである。

名札は、名札である。

ナフタリンは、ナフタリンである。

ナフタレンは、ナフタレンである。

ナフテンは、ナフテンである。

ナフトールは、ナフトールである。

嬲りは、嬲りである。

嬲り殺しは、嬲り殺しである。

嬲り立ては、嬲り立てである。

嬲り者は、嬲り者である。

嬲るは、嬲るである。

なへは、なへである。

鍋は、鍋である。

鍋鉄は、鍋鉄である。

鍋被りは、鍋被りである。

鍋釜は、鍋釜である。

鍋借りは、鍋借りである。

鍋鳧は、鍋鳧である。

鍋鸛は、鍋鸛である。



鍋座は、鍋座である。

鍋敷きは、鍋敷きである。

鍋鴫焼は、鍋鴫焼である。

鍋島は、鍋島である。

鍋島閑叟は、鍋島閑叟である。

鍋島騒動は、鍋島騒動である。

鍋島緞通は、鍋島緞通である。

鍋島焼は、鍋島焼である。

鍋尻は、鍋尻である。

鍋代は、鍋代である。

並べ据うは、並べ据うである。

鍋墨は、鍋墨である。

鍋銭は、鍋銭である。

鍋底は、鍋底である。

鍋底景気は、鍋底景気である。

鍋田は、鍋田である。

鍋町髷は、鍋町髷である。

鍋掴みは、鍋掴みである。

鍋鉉は、鍋鉉である。

鍋鶴は、鍋鶴である。

並べては、並べてである。

鍋取は、鍋取である。

鍋取公家は、鍋取公家である。

続断は、続断である。

山芹菜は、山芹菜である。

鍋奉行は、鍋奉行である。

鍋蓋は、鍋蓋である。

鍋祭は、鍋祭である。

鍋物は、鍋物である。

鍋焼は、鍋焼である。

鍋焼饂飩は、鍋焼饂飩である。

鍋屋薬は、鍋屋薬である。

鍋八撥は、鍋八撥である。

鍋料理は、鍋料理である。

鍋破は、鍋破である。

ナ変は、ナ変である。

那辺は、那辺である。

奈辺は、奈辺である。

ナボコフは、ナボコフである。

ナホトカは、ナホトカである。

ナポリは、ナポリである。

ナポリ王国は、ナポリ王国である。

ナポリタンは、ナポリタンである。

ナポレオンは、ナポレオンである。

ナポレオン法典は、ナポレオン法典である。

生は、生である。



生欠は、生欠である。

生欠伸は、生欠伸である。

生揚げは、生揚げである。

生暖かいは、生暖かいである。

生新しいは、生新しいである。

生荒荒しは、生荒荒しである。

生餡は、生餡である。

沢瀉は、沢瀉である。

生藺は、生藺である。

生癒えは、生癒えである。

生魚は、生魚である。

生生きは、生生きである。

生意気は、生意気である。

生意気盛りは、生意気盛りである。

生板は、生板である。

なまいだは、なまいだである。

なまいだ坊主は、なまいだ坊主である。

生労りは、生労りである。

生挑むは、生挑むである。

生煎りは、生煎りである。

生熬りは、生熬りである。

生浮びは、生浮びである。

生歌は、生歌である。

名前は、名前である。

生餌は、生餌である。

生酔いは、生酔いである。

名前負けは、名前負けである。

生演奏は、生演奏である。

生可笑しは、生可笑しである。

生翁は、生翁である。

生恐ろしは、生恐ろしである。

生女子は、生女子である。

生覚えは、生覚えである。

生おぼおぼしは、生おぼおぼしである。

生老ゆは、生老ゆである。

生女は、生女である。

生貝は、生貝である。

生学生は、生学生である。

生隠すは、生隠すである。

生学問は、生学問である。

生菓子は、生菓子である。

生齧りは、生齧りである。

生方は、生方である。

生偏は、生偏である。

生型法は、生型法である。

生片端は、生片端である。



生合点は、生合点である。

生鉄は、生鉄である。

生壁は、生壁である。

生壁色は、生壁色である。

生噛みは、生噛みである。

生枯れは、生枯れである。

生皮は、生皮である。

生乾きは、生乾きである。

生皮者は、生皮者である。

生木は、生木である。

生聞きは、生聞きである。

生聞えは、生聞えである。

生傷は、生傷である。

生疵は、生疵である。

生切りは、生切りである。

生切れは、生切れである。

生公達は、生公達である。

曩謨は、曩謨である。

生公家は、生公家である。

生公卿は、生公卿である。

生臭は、生臭である。

生臭いは、生臭いである。

生臭付は、生臭付である。

生臭寺は、生臭寺である。

生臭鍋は、生臭鍋である。

生臭坊主は、生臭坊主である。

生臭庖丁は、生臭庖丁である。

生臭物は、生臭物である。

生臭料理は、生臭料理である。

生くねくねしは、生くねくねしである。

生首は、生首である。

鈍は、鈍である。

鈍刀は、鈍刀である。

生暗しは、生暗しである。

鈍武士は、鈍武士である。

鈍物は、鈍物である。

鈍四つは、鈍四つである。

生栗は、生栗である。

生クリームは、生クリームである。

生苦しは、生苦しである。

生蔵人は、生蔵人である。

生稽古は、生稽古である。

怠け癖は、怠け癖である。

怠け者は、怠け者である。

懶け者は、懶け者である。

なまけやけしは、なまけやけしである。



怠けるは、怠けるである。

懶けるは、懶けるである。

海鼠は、海鼠である。

生恋しは、生恋しである。

海鼠板は、海鼠板である。

生好事は、生好事である。

生鉱吹きは、生鉱吹きである。

生頭は、生頭である。

生声は、生声である。

生凍豆腐は、生凍豆腐である。

海鼠形は、海鼠形である。

海鼠壁は、海鼠壁である。

海鼠瓦は、海鼠瓦である。

生心は、生心である。

生小賢しは、生小賢しである。

海鼠漆喰は、海鼠漆喰である。

海鼠絞りは、海鼠絞りである。

海鼠曳は、海鼠曳である。

生塵は、生塵である。

生ゴムは、生ゴムである。

生米は、生米である。

海鼠餅は、海鼠餅である。

生殺しは、生殺しである。

生コンは、生コンである。

生コンクリートは、生コンクリートである。

生賢しは、生賢しである。

生賢しらは、生賢しらである。

生肴は、生肴である。

生酒は、生酒である。

生悟りは、生悟りである。

生侍は、生侍である。

鈍しは、鈍しである。

なましは、なましである。

憖じは、憖じである。

憖じいは、憖じいである。

生親族は、生親族である。

憖じっかは、憖じっかである。

男信は、男信である。

奈万之奈は、奈万之奈である。

生締は、生締である。

生湿りは、生湿りである。

生湿るは、生湿るである。

生醤油は、生醤油である。

生知りは、生知りである。

生白いは、生白いである。

膾は、膾である。



鱠は、鱠である。

鈍すは、鈍すである。

なますは、なますである。

癜は、癜である。

鯰は、鯰である。

なまずけないは、なまずけないである。

膾机は、膾机である。

癜肌は、癜肌である。

鯰肌は、鯰肌である。

鯰髭は、鯰髭である。

鯰坊主は、鯰坊主である。

生受領は、生受領である。

生禅は、生禅である。

生反は、生反である。

生孫王は、生孫王である。

生種は、生種である。

生卵は、生卵である。

生血は、生血である。

生乳は、生乳である。

生中継は、生中継である。

生猪口才は、生猪口才である。

生追従は、生追従である。

生作りは、生作りである。

生漬は、生漬である。

生っちょろいは、生っちょろいである。

生っ白いは、生っ白いである。

生慎ましは、生慎ましである。

生唾は、生唾である。

生爪は、生爪である。

生面は、生面である。

生テープは、生テープである。

生半は、生半である。

生長いは、生長いである。

生生は、生生である。

生生しいは、生生しいである。

生成りは、生成りである。

生熟れは、生熟れである。

生煮えは、生煮えである。

生肉は、生肉である。

生憎しは、生憎しである。

生女房は、生女房である。

生抜かるは、生抜かるである。

生塗りは、生塗りである。

生温いは、生温いである。

生寝は、生寝である。

生妬しは、生妬しである。



生呑込みは、生呑込みである。

生鈍しは、生鈍しである。

生剥は、生剥である。

生化けは、生化けである。

生はしたなしは、生はしたなしである。

生恥かしは、生恥かしである。

生ハムは、生ハムである。

生ばむは、生ばむである。

生流行は、生流行である。

生腹立たしは、生腹立たしである。

生腹立つは、生腹立つである。

生半可は、生半可である。

生半尺は、生半尺である。

生半熟は、生半熟である。

生干は、生干である。

生乾は、生乾である。

生ビールは、生ビールである。

生人悪しは、生人悪しである。

生兵法は、生兵法である。

生麩は、生麩である。

生フィルムは、生フィルムである。

生吹きは、生吹きである。

生節は、生節である。

生武士は、生武士である。

生防がし気は、生防がし気である。

生船は、生船である。

生風呂は、生風呂である。

生返事は、生返事である。

生放送は、生放送である。

生干しは、生干しである。

生乾しは、生乾しである。

生繭は、生繭である。

生身は、生身である。

生水は、生水である。

生味噌は、生味噌である。

なまみだは、なまみだである。

生宮は、生宮である。

生宮仕えは、生宮仕えである。

生麦は、生麦である。

生麦事件は、生麦事件である。

生むつかしは、生むつかしである。

儺豆は、儺豆である。

生海布は、生海布である。

艶かしいは、艶かしいである。

生めかしいは、生めかしいである。

艶くは、艶くである。



生めくは、生めくである。

生目覚しは、生目覚しである。

壁宿は、壁宿である。

生麺は、生麺である。

生物は、生物である。

生者は、生者である。

生物憂しは、生物憂しである。

生物識りは、生物識りである。

生やかは、生やかである。

艶やかは、艶やかである。

生焼きは、生焼きである。

鈍焼は、鈍焼である。

生焼けは、生焼けである。

生野菜は、生野菜である。

生易しいは、生易しいである。

生優しいは、生優しいである。

生安しは、生安しである。

生夕暮は、生夕暮である。

生懐しは、生懐しである。

生歪むは、生歪むである。

生茹では、生茹でである。

なまよみのは、なまよみのである。

生宜しは、生宜しである。

訛は、訛である。

鉛は、鉛である。

鉛色は、鉛色である。

鉛紙は、鉛紙である。

鉛硝子は、鉛硝子である。

訛声は、訛声である。

訛言葉は、訛言葉である。

鉛駒は、鉛駒である。

鉛銭は、鉛銭である。

鉛蓄電池は、鉛蓄電池である。

鉛中毒は、鉛中毒である。

訛り散らすは、訛り散らすである。

訛節は、訛節である。

鉛粉は、鉛粉である。

訛るは、訛るである。

鈍るは、鈍るである。

生録音は、生録音である。

生若いは、生若いである。

生ワクチンは、生ワクチンである。

生悪は、生悪である。

生悪しは、生悪しである。

波は、波である。

浪は、浪である。



濤は、濤である。

並は、並である。

無みは、無みである。

波間は、波間である。

並足は、並足である。

波跡は、波跡である。

波板は、波板である。

並み居るは、並み居るである。

波打際は、波打際である。

波打つは、波打つである。

波音は、波音である。

波小舟は、波小舟である。

波颪は、波颪である。

波返しは、波返しである。

波掛け衣は、波掛け衣である。

波頭は、波頭である。

並数は、並数である。

波風は、波風である。

波形は、波形である。

並河は、並河である。

濤川は、濤川である。

並為替は、並為替である。

濤川惣助は、濤川惣助である。

並河靖之は、並河靖之である。

並木は、並木である。

並木五瓶は、並木五瓶である。

並木敷は、並木敷である。

並木正三は、並木正三である。

波来草は、波来草である。

並木宗輔は、並木宗輔である。

波衣は、波衣である。

浪切る領巾は、浪切る領巾である。

波際は、波際である。

波雲のは、波雲のである。

並蔵は、並蔵である。

波車は、波車である。

波罫は、波罫である。

波路は、波路である。

波しぶきは、波しぶきである。

並み据うは、並み据うである。

無みするは、無みするである。

蔑するは、蔑するである。

並製は、並製である。

波銭は、波銭である。

浪銭は、浪銭である。

涕は、涕である。



泪は、泪である。

涙雨は、涙雨である。

並大抵は、並大抵である。

波題目は、波題目である。

涙顔は、涙顔である。

涙霞は、涙霞である。

涙堅いは、涙堅いである。

涙勝ちは、涙勝ちである。

涙川は、涙川である。

涙金は、涙金である。

涙ぐましいは、涙ぐましいである。

涙ぐむは、涙ぐむである。

涙曇りは、涙曇りである。

涙声は、涙声である。

涙するは、涙するである。

涙垂は、涙垂である。

承泣は、承泣である。

並み立ちは、並み立ちである。

並み立つは、並み立つである。

波立つは、波立つである。

涙強いは、涙強いである。

涙乍らには、涙乍らにである。

涙の雨は、涙の雨である。

涙の糸は、涙の糸である。

涙の色は、涙の色である。

涙の底は、涙の底である。

涙箸は、涙箸である。

涙法師は、涙法師である。

涙脆は、涙脆である。

涙脆いは、涙脆いである。

並手形は、並手形である。

並等は、並等である。

なみなみは、なみなみである。

並並は、並並である。

波の綾は、波の綾である。

波の通い路は、波の通い路である。

波の標は、波の標である。

波の皺は、波の皺である。

波の関は、波の関である。

波の関守は、波の関守である。

波の便りは、波の便りである。

波の使は、波の使である。

波の鼓は、波の鼓である。

波の手は、波の手である。

波の音は、波の音である。

波の花は、波の花である。



波平物は、波平物である。

波の穂は、波の穂である。

波の穂のは、波の穂のである。

波乗りは、波乗りである。

並外れは、並外れである。

並外れるは、並外れるである。

並幅は、並幅である。

並幅物は、並幅物である。

ナミビアは、ナミビアである。

並飛脚は、並飛脚である。

並一通りは、並一通りである。

浪振る領巾は、浪振る領巾である。

波穂は、波穂である。

波枕は、波枕である。

並松は、並松である。

並物は、並物である。

並やかは、並やかである。

波除けは、波除けである。

波寄るは、波寄るである。

並み寄るは、並み寄るである。

南無は、南無である。

祈むは、祈むである。

並むは、並むである。

嘗むは、嘗むである。

舐むは、舐むである。

なむは、なむである。

南無阿弥陀は、南無阿弥陀である。

南無阿弥陀仏は、南無阿弥陀仏である。

南無阿弥豆腐は、南無阿弥豆腐である。

南無帰命は、南無帰命である。

南無帰命頂礼は、南無帰命頂礼である。

ナムサダンは、ナムサダンである。

南無三は、南無三である。

南無三宝は、南無三宝である。

菜虫は、菜虫である。

汝等は、汝等である。

南無当来導師は、南無当来導師である。

南浦は、南浦である。

南無妙法蓮華経は、南無妙法蓮華経である。

魚群は、魚群である。

ナムルは、ナムルである。

滑は、滑である。

嘗は、嘗である。

白痢は、白痢である。

無礼は、無礼である。

縵面は、縵面である。



なめうちは、なめうちである。

無礼顔は、無礼顔である。

縵面形は、縵面形である。

蛞蝓は、蛞蝓である。

蛞蝓魚は、蛞蝓魚である。

無礼げは、無礼げである。

滑子は、滑子である。

滑坂は、滑坂である。

無礼戯は、無礼戯である。

鞣しは、鞣しである。

菜飯は、菜飯である。

無礼しは、無礼しである。

鞣し革は、鞣し革である。

鞣すは、鞣すである。

並め据うは、並め据うである。

舐りは、舐りである。

舐るは、舐るである。

なめそは、なめそである。

並めては、並めてである。

嘗人形は、嘗人形である。

嘗味噌は、嘗味噌である。

嘗物は、嘗物である。

滑らかは、滑らかである。

なめりは、なめりである。

滑り歩くは、滑り歩くである。

滑川は、滑川である。

無礼言は、無礼言である。

嘗めるは、嘗めるである。

舐めるは、舐めるである。

滑るは、滑るである。

なめんだらは、なめんだらである。

那謨は、那謨である。

なもは、なもである。

なもうだは、なもうだである。

名文字は、名文字である。

なもみは、なもみである。

なもろは、なもろである。

納屋は、納屋である。

魚屋は、魚屋である。

否諾は、否諾である。

納屋衆は、納屋衆である。

萎すは、萎すである。

納屋制度は、納屋制度である。

納屋米は、納屋米である。

悩ましいは、悩ましいである。

悩ましがるは、悩ましがるである。



悩ましげは、悩ましげである。

悩ますは、悩ますである。

悩みは、悩みである。

悩むは、悩むである。

悩めるは、悩めるである。

納屋物は、納屋物である。

なややかは、なややかである。

追儺は、追儺である。

追儺ふは、追儺ふである。

萎ゆは、萎ゆである。

那由他は、那由他である。

那由多は、那由多である。

弱竹は、弱竹である。

弱竹のは、弱竹のである。

な斗は、な斗である。

名吉は、名吉である。

鯔は、鯔である。

名寄せは、名寄せである。

名寄帳は、名寄帳である。

なよたけは、なよたけである。

なよ竹物語は、なよ竹物語である。

なよなよは、なよなよである。

なよびかは、なよびかである。

なよび姿は、なよび姿である。

なよぶは、なよぶである。

なよやかは、なよやかである。

なよよかは、なよよかである。

なよらかは、なよらかである。

馴寄るは、馴寄るである。

名寄は、名寄である。

楢は、楢である。

柞は、柞である。

枹は、枹である。

奈良は、奈良である。

ならは、ならである。

ならいは、ならいである。

慣は、慣である。

習いは、習いである。

倣いは、倣いである。

奈良井は、奈良井である。

習い覚えるは、習い覚えるである。

ならい風は、ならい風である。

習い事は、習い事である。

習い込むは、習い込むである。

習い性は、習い性である。

倣い旋盤は、倣い旋盤である。



奈良一刀彫は、奈良一刀彫である。

習い取るは、習い取るである。

習い物は、習い物である。

習うは、習うである。

慣らうは、慣らうである。

倣うは、倣うである。

奈良団扇は、奈良団扇である。

奈良絵は、奈良絵である。

奈良絵本は、奈良絵本である。

那羅延は、那羅延である。

楢柏は、楢柏である。

奈良華族は、奈良華族である。

奈良刀は、奈良刀である。

奈良紙は、奈良紙である。

奈良刊経は、奈良刊経である。

奈良教育大学は、奈良教育大学である。

奈落は、奈落である。

ならくは、ならくである。

奈落の底は、奈落の底である。

奈良公園は、奈良公園である。

奈良国立博物館は、奈良国立博物館である。

奈良国立文化財研究所は、奈良国立文化財研究所である。

奈良金剛は、奈良金剛である。

奈良坂は、奈良坂である。

奈良酒は、奈良酒である。

奈良晒は、奈良晒である。

奈良三彩は、奈良三彩である。

奈良三作は、奈良三作である。

均しは、均しである。

平しは、平しである。

馴らしは、馴らしである。

慣らしは、慣らしである。

ならしは、ならしである。

均し鉄は、均し鉄である。

奈良時代は、奈良時代である。

奈良時代文学は、奈良時代文学である。

習志野は、習志野である。

楢柴は、楢柴である。

楢芝鳥は、楢芝鳥である。

奈良女子大学は、奈良女子大学である。

均すは、均すである。

平すは、平すである。

慣らすは、慣らすである。

馴らすは、馴らすである。

鳴らすは、鳴らすである。

ならずは、ならずである。



ならず髷は、ならず髷である。

奈良墨は、奈良墨である。

ならず者は、ならず者である。

奈良先端科学技術大学院大学は、奈良先端科学技術大学院大学である。

奈良麻は、奈良麻である。

奈良草履は、奈良草履である。

ナラタージュは、ナラタージュである。

楢茸は、楢茸である。

奈良茶は、奈良茶である。

奈良茶粥は、奈良茶粥である。

奈良茶船は、奈良茶船である。

奈良茶飯は、奈良茶飯である。

奈良茶碗は、奈良茶碗である。

奈良朝は、奈良朝である。

奈良漬は、奈良漬である。

ならでは、ならでである。

ならではは、ならではである。

奈良伝授は、奈良伝授である。

奈良利寿は、奈良利寿である。

ならないは、ならないである。

生らな切ろは、生らな切ろである。

ならなくには、ならなくにである。

奈良人形は、奈良人形である。

ならぬは、ならぬである。

楢の小川は、楢の小川である。

奈良の大仏は、奈良の大仏である。

楢の葉柏は、楢の葉柏である。

楢の葉守は、楢の葉守である。

奈良の古言は、奈良の古言である。

奈良の都は、奈良の都である。

奈良京は、奈良京である。

奈良派は、奈良派である。

並びは、並びである。

並び起るは、並び起るである。

双ヶ岡は、双ヶ岡である。

並び倉は、並び倉である。

双倉は、双倉である。

並び大名は、並び大名である。

並び立つは、並び立つである。

並び無いは、並び無いである。

並びには、並びにである。

並瓶子は、並瓶子である。

並矢は、並矢である。

並び屋は、並び屋である。

並び家は、並び家である。

奈良奉行は、奈良奉行である。



奈良風炉は、奈良風炉である。

並べは、並べである。

並べ縞は、並べ縞である。

並べ立てるは、並べ立てるである。

並べ枕は、並べ枕である。

並べ紋は、並べ紋である。

並べるは、並べるである。

奈良法師は、奈良法師である。

奈良彫は、奈良彫である。

奈良盆地は、奈良盆地である。

奈良茂は、奈良茂である。

奈良物は、奈良物である。

奈良諸白は、奈良諸白である。

奈良山は、奈良山である。

奈良屋茂左衛門は、奈良屋茂左衛門である。

習はかしは、習はかしである。

習はかすは、習はかすである。

習わしは、習わしである。

慣わしは、慣わしである。

習わし顔は、習わし顔である。

習わし物は、習わし物である。

習わすは、習わすである。

那爛陀は、那爛陀である。

なりは、なりである。

生りは、生りである。

成りは、成りである。

形は、形である。

態は、態である。

業は、業である。

鳴りは、鳴りである。

成合は、成合である。

成相山は、成相山である。

成相寺は、成相寺である。

成り合ふは、成り合ふである。

成上りは、成上りである。

成上り者は、成上り者である。

成り上がるは、成り上がるである。

成り余るは、成り余るである。

鳴石は、鳴石である。

生り出づは、生り出づである。

成り出づは、成り出づである。

鳴板は、鳴板である。

成り果せるは、成り果せるである。

成り劣るは、成り劣るである。

成箇は、成箇である。

成り返るは、成り返るである。



鳴り掛るは、鳴り掛るである。

成箇郷帳は、成箇郷帳である。

形貌は、形貌である。

形恰好は、形恰好である。

なり活用は、なり活用である。

鳴鏑は、鳴鏑である。

成柄は、成柄である。

成束は、成束である。

成り代るは、成り代るである。

為り変るは、為り変るである。

生り木は、生り木である。

生木責めは、生木責めである。

成切は、成切である。

成り切るは、成り切るである。

成金は、成金である。

性は、性である。

生り果物は、生り果物である。

なりけりは、なりけりである。

成駒は、成駒である。

成駒屋は、成駒屋である。

鳴り込むは、鳴り込むである。

成り下がるは、成り下がるである。

成り様は、成り様である。

成り次第は、成り次第である。

為り次第は、為り次第である。

成り出は、成り出である。

形姿は、形姿である。

成り済ますは、成り済ますである。

成り添ふは、成り添ふである。

成田は、成田である。

鳴り高しは、鳴り高しである。

成田空港は、成田空港である。

成り丈は、成り丈である。

成田蒼きゅうは、成田蒼きゅうである。

成立ちは、成立ちである。

成り立つは、成り立つである。

成り立ては、成り立てである。

鳴り立てるは、鳴り立てるである。

成田不動は、成田不動である。

成田屋は、成田屋である。

形付けは、形付けである。

成り手は、成り手である。

なりとは、なりとである。

業所は、業所である。

生り年は、生り年である。

成り調ふは、成り調ふである。



鳴りとよくは、鳴りとよくである。

成良親王は、成良親王である。

成り成るは、成り成るである。

垂んとすは、垂んとすである。

成り上るは、成り上るである。

鳴弭は、鳴弭である。

成り果てるは、成り果てるである。

生り瓢は、生り瓢である。

鳴り響くは、鳴り響くである。

業平は、業平である。

業平東下りは、業平東下りである。

業平竹は、業平竹である。

業平作りは、業平作りである。

成文は、成文である。

形振りは、形振りである。

成星は、成星である。

成り罷るは、成り罷るである。

成り優るは、成り優るである。

生り交るは、生り交るである。

鳴り満つは、鳴り満つである。

成りもて行くは、成りもて行くである。

生り物は、生り物である。

済物は、済物である。

鳴物は、鳴物である。

鳴物入は、鳴物入である。

鳴物師は、鳴物師である。

鳴物停止は、鳴物停止である。

鳴矢は、鳴矢である。

成行きは、成行きである。

成行き注文は、成行き注文である。

成行き値段は、成行き値段である。

成行き売買は、成行き売買である。

成り行くは、成り行くである。

生業は、生業である。

生業木は、生業木である。

鳴り渡るは、鳴り渡るである。

癩坊は、癩坊である。

平は、平である。

成は、成である。

生るは、生るである。

成るは、成るである。

為るは、為るである。

慣るは、慣るである。

馴るは、馴るである。

狎るは、狎るである。

熟るは、熟るである。



鳴るは、鳴るである。

緩いは、緩いである。

鳴雷は、鳴雷である。

ナルヴィクは、ナルヴィクである。

成るか成らぬかは、成るか成らぬかである。

鳴神は、鳴神である。

鳴神月は、鳴神月である。

鳴神のは、鳴神のである。

ナルキッソスは、ナルキッソスである。

成口は、成口である。

鳴子は、鳴子である。

鳴子温泉は、鳴子温泉である。

鳴子菅は、鳴子菅である。

ナルコチンは、ナルコチンである。

鳴子縄は、鳴子縄である。

鳴子百合は、鳴子百合である。

ナルコレプシーは、ナルコレプシーである。

鳴竿は、鳴竿である。

鳴沢は、鳴沢である。

ナルシシストは、ナルシシストである。

ナルシシズムは、ナルシシズムである。

ナルシスは、ナルシスである。

成島は、成島である。

成島司直は、成島司直である。

成島柳北は、成島柳北である。

成瀬は、成瀬である。

成瀬仁蔵は、成瀬仁蔵である。

成瀬巳喜男は、成瀬巳喜男である。

鳴る瀬ろは、鳴る瀬ろである。

鳴滝は、鳴滝である。

鳴滝塾は、鳴滝塾である。

鳴滝の大根焚きは、鳴滝の大根焚きである。

成る丈は、成る丈である。

ナルチシズムは、ナルチシズムである。

鳴戸は、鳴戸である。

鳴門は、鳴門である。

鳴門海峡は、鳴門海峡である。

鳴門教育大学は、鳴門教育大学である。

鳴門中将物語は、鳴門中将物語である。

鳴門巻は、鳴門巻である。

鳴門蜜柑は、鳴門蜜柑である。

鳴門若布は、鳴門若布である。

蜀椒は、蜀椒である。

成る可くは、成る可くである。

南留別志は、南留別志である。

成程は、成程である。



鳴海は、鳴海である。

鳴海絞りは、鳴海絞りである。

慣れは、慣れである。

馴れは、馴れである。

熟れは、熟れである。

馴合いは、馴合いである。

馴合い相場は、馴合い相場である。

馴合い夫婦は、馴合い夫婦である。

馴れ合うは、馴れ合うである。

ナレーションは、ナレーションである。

ナレーターは、ナレーターである。

馴れ顔は、馴れ顔である。

馴れ衣は、馴れ衣である。

褻衣は、褻衣である。

馴子舞は、馴子舞である。

馴講舞は、馴講舞である。

馴れ姿は、馴れ姿である。

褻姿は、褻姿である。

馴鮨は、馴鮨である。

熟鮨は、熟鮨である。

馴初めは、馴初めである。

馴れ初めるは、馴れ初めるである。

馴れ付くは、馴れ付くである。

馴れっこは、馴れっこである。

なれどは、なれどである。

なれどもは、なれどもである。

馴れ馴れしいは、馴れ馴れしいである。

成れの果は、成れの果である。

なればは、なればである。

馴ればむは、馴ればむである。

褻ればむは、褻ればむである。

馴れ睦ぶは、馴れ睦ぶである。

馴れ者は、馴れ者である。

なれやは、なれやである。

馴れ寄るは、馴れ寄るである。

慣れるは、慣れるである。

馴れるは、馴れるである。

狎れるは、狎れるである。

成れる果は、成れる果である。

成ろう事ならは、成ろう事ならである。

ナローゲージは、ナローゲージである。

ナロードニキは、ナロードニキである。

縄は、縄である。

名和は、名和である。

那波は、那波である。

縄鐙は、縄鐙である。



縄入れは、縄入れである。

縄祝は、縄祝である。

縄打は、縄打である。

縄纓は、縄纓である。

縄緒は、縄緒である。

縄帯は、縄帯である。

縄隠しは、縄隠しである。

縄掛突起は、縄掛突起である。

那波活所は、那波活所である。

縄紮げは、縄紮げである。

縄甑は、縄甑である。

縄ざわらは、縄ざわらである。

縄三寸は、縄三寸である。

縄尻は、縄尻である。

苗代苺は、苗代苺である。

苗代男は、苗代男である。

苗代垣は、苗代垣である。

苗代草は、苗代草である。

苗代崩しは、苗代崩しである。

苗代胡頽子は、苗代胡頽子である。

苗代田は、苗代田である。

苗代時は、苗代時である。

苗代留めは、苗代留めである。

苗代水は、苗代水である。

名和神社は、名和神社である。

縄簾は、縄簾である。

なわ蝉は、なわ蝉である。

縄たらしは、縄たらしである。

縄付きは、縄付きである。

縄手は、縄手である。

畷は、畷である。

縄飛びは、縄飛びである。

縄取は、縄取である。

ナワトル語は、ナワトル語である。

縄綯は、縄綯である。

名和長年は、名和長年である。

縄脱けは、縄脱けである。

縄延びは、縄延びである。

縄海苔は、縄海苔である。

縄海苔のは、縄海苔のである。

縄暖簾は、縄暖簾である。

縄橋は、縄橋である。

縄梯子は、縄梯子である。

縄張は、縄張である。

縄引きは、縄引きである。

縄節は、縄節である。



縄船は、縄船である。

縄巻鮨は、縄巻鮨である。

縄筵は、縄筵である。

縄目は、縄目である。

縄目の筋は、縄目の筋である。

縄目の恥は、縄目の恥である。

なわやかは、なわやかである。

なわやけしは、なわやけしである。

名和靖は、名和靖である。

那波魯堂は、那波魯堂である。

男は、男である。

南は、南である。

軟は、軟である。

難は、難である。

ナンは、ナンである。

なんは、なんである。

南アは、南アである。

南ア戦争は、南ア戦争である。

南ア連邦は、南ア連邦である。

南緯は、南緯である。

難易は、難易である。

南一は、南一である。

難易度は、難易度である。

南越は、南越である。

軟Ｘ線は、軟Ｘ線である。

南燕は、南燕である。

南円堂は、南円堂である。

南閻浮提は、南閻浮提である。

南欧は、南欧である。

南下は、南下である。

南瓜は、南瓜である。

南柯は、南柯である。

南華は、南華である。

軟化は、軟化である。

軟貨は、軟貨である。

なんかは、なんかである。

南画は、南画である。

南海は、南海である。

南階は、南階である。

難解は、難解である。

南海寄帰内法伝は、南海寄帰内法伝である。

南海諸島は、南海諸島である。

南懐仁は、南懐仁である。

南海電車は、南海電車である。

南海道は、南海道である。

南海道地震は、南海道地震である。



南海トラフは、南海トラフである。

南学は、南学である。

軟化栽培は、軟化栽培である。

南華真経は、南華真経である。

南華真人は、南華真人である。

南柯太守伝は、南柯太守伝である。

ナンガパルバットは、ナンガパルバットである。

軟化病は、軟化病である。

難関は、難関である。

難艱は、難艱である。

南岸低気圧は、南岸低気圧である。

南紀は、南紀である。

難義は、難義である。

難儀は、難儀である。

難詰は、難詰である。

南葵文庫は、南葵文庫である。

軟球は、軟球である。

南京は、南京である。

難境は、難境である。

難行は、難行である。

難業は、難業である。

難行苦行は、難行苦行である。

南京三会は、南京三会である。

難行道は、難行道である。

南曲は、南曲である。

南極は、南極である。

難曲は、難曲である。

難局は、難局である。

軟玉は、軟玉である。

南極沖醤蝦は、南極沖醤蝦である。

南極海は、南極海である。

南極観測基地は、南極観測基地である。

南極気団は、南極気団である。

南極圏は、南極圏である。

南極州は、南極州である。

南極条約は、南極条約である。

南極星は、南極星である。

南極大陸は、南極大陸である。

南極探検は、南極探検である。

南極地方は、南極地方である。

南極点は、南極点である。

南極洋は、南極洋である。

南極老人は、南極老人である。

軟禁は、軟禁である。

南京操りは、南京操りである。

南京国民政府は、南京国民政府である。



南京事件は、南京事件である。

南京軍鶏は、南京軍鶏である。

南京繻子は、南京繻子である。

南京錠は、南京錠である。

南京条約は、南京条約である。

南京人は、南京人である。

南京銭は、南京銭である。

南京大虐殺は、南京大虐殺である。

南京玉は、南京玉である。

南京鼠は、南京鼠である。

南京黄櫨は、南京黄櫨である。

南京鳩は、南京鳩である。

南京袋は、南京袋である。

南京米は、南京米である。

南京豆は、南京豆である。

南京虫は、南京虫である。

南京木綿は、南京木綿である。

南京焼は、南京焼である。

難句は、難句である。

南宮神社は、南宮神社である。

難癖は、難癖である。

難訓は、難訓である。

何家は、何家である。

南家は、南家である。

難化は、難化である。

難件は、難件である。

難険は、難険である。

何個は、何個である。

喃語は、喃語である。

難語は、難語である。

軟膏は、軟膏である。

軟鋼は、軟鋼である。

楠公は、楠公である。

難航は、難航である。

軟口蓋は、軟口蓋である。

軟口蓋音は、軟口蓋音である。

難攻不落は、難攻不落である。

南高北低型は、南高北低型である。

南国は、南国である。

軟骨は、軟骨である。

軟骨魚類は、軟骨魚類である。

男根は、男根である。

なんざは、なんざである。

軟材は、軟材である。

南沙群島は、南沙群島である。

南山は、南山である。



難山は、難山である。

難産は、難産である。

南山大師は、南山大師である。

南山不落は、南山不落である。

男子は、男子である。

南史は、南史である。

南至は、南至である。

南枝は、南枝である。

難字は、難字である。

難事は、難事である。

難治は、難治である。

爾は、爾である。

軟式は、軟式である。

軟式飛行船は、軟式飛行船である。

軟式野球は、軟式野球である。

南枝春信は、南枝春信である。

軟質は、軟質である。

軟質硝子は、軟質硝子である。

難者は、難者である。

軟弱は、軟弱である。

なんじゃもんじゃは、なんじゃもんじゃである。

なんじゃもんじゃ苔は、なんじゃもんじゃ苔である。

南宗は、南宗である。

難渋は、難渋である。

南宗画は、南宗画である。

南宗寺は、南宗寺である。

難所は、難所である。

南昌は、南昌である。

南詔は、南詔である。

難症は、難症である。

何でふは、何でふである。

南条は、南条である。

南条文雄は、南条文雄である。

男色は、男色である。

難色は、難色である。

男色大鑑は、男色大鑑である。

難じるは、難じるである。

南人は、南人である。

南進論は、南進論である。

なんすは、なんすである。

なんずは、なんずである。

軟水は、軟水である。

難ずるは、難ずるである。

南西は、南西である。

南斉は、南斉である。

軟性は、軟性である。



軟性下疳は、軟性下疳である。

軟性憲法は、軟性憲法である。

南斉書は、南斉書である。

南西諸島は、南西諸島である。

南西諸島海溝は、南西諸島海溝である。

軟石は、軟石である。

軟石鹸は、軟石鹸である。

難船は、難船である。

難戦は、難戦である。

ナンセンは、ナンセンである。

南泉斬猫は、南泉斬猫である。

南禅寺は、南禅寺である。

南仙笑楚満人は、南仙笑楚満人である。

ナンセンスは、ナンセンスである。

南贍部洲は、南贍部洲である。

南船北馬は、南船北馬である。

なんぞは、なんぞである。

南宋は、南宋である。

南曹は、南曹である。

南窓は、南窓である。

南総は、南総である。

南総里見八犬伝は、南総里見八犬伝である。

南曹の弁は、南曹の弁である。

何其れ彼其れは、何其れ彼其れである。

難陀は、難陀である。

何だは、何だである。

なんだは、なんだである。

男体は、男体である。

難題は、難題である。

男体山は、男体山である。

軟体動物は、軟体動物である。

難太平記は、難太平記である。

難題聟は、難題聟である。

南大門は、南大門である。

何だかは、何だかである。

何だ彼だは、何だ彼だである。

汝達は、汝達である。

何だっては、何だってである。

何たるは、何たるである。

南端は、南端である。

軟炭は、軟炭である。

南地は、南地である。

難地は、難地である。

軟着陸は、軟着陸である。

南中は、南中である。

男寵は、男寵である。



南朝は、南朝である。

軟調は、軟調である。

難聴は、難聴である。

難陳は、難陳である。

難陳歌合は、難陳歌合である。

南通は、南通である。

何ては、何てである。

なんては、なんてである。

何では、何でである。

南庭は、南庭である。

南挺は、南挺である。

軟挺は、軟挺である。

軟泥は、軟泥である。

難敵は、難敵である。

軟鉄は、軟鉄である。

何でもは、何でもである。

何でも彼でもは、何でも彼でもである。

何でも無いは、何でも無いである。

何でも屋は、何でも屋である。

南天は、南天である。

難点は、難点である。

南伝は、南伝である。

南天竺は、南天竺である。

南天燭は、南天燭である。

南天竹は、南天竹である。

南天萩は、南天萩である。

南伝仏教は、南伝仏教である。

南都は、南都である。

ナントは、ナントである。

何度は、何度である。

納戸は、納戸である。

難度は、難度である。

なんどは、なんどである。

納戸色は、納戸色である。

南東は、南東である。

南唐は、南唐である。

南島は、南島である。

南島語族は、南島語族である。

何とかは、何とかである。

納戸方は、納戸方である。

納戸構は、納戸構である。

納戸神は、納戸神である。

難読は、難読である。

納戸食いは、納戸食いである。

南都七大寺は、南都七大寺である。

何と無くは、何と無くである。



何となればは、何となればである。

ナントの勅令は、ナントの勅令である。

南都奉行は、南都奉行である。

南都北嶺は、南都北嶺である。

納戸飯は、納戸飯である。

何ともはやは、何ともはやである。

納戸役は、納戸役である。

何とやらは、何とやらである。

南都六宗は、南都六宗である。

南頓北漸は、南頓北漸である。

難無くは、難無くである。

何ならは、何ならである。

何なら茶漬は、何なら茶漬である。

なんなりは、なんなりである。

何なりとは、何なりとである。

なんなんは、なんなんである。

喃喃は、喃喃である。

南南西は、南南西である。

南南東は、南南東である。

何日は、何日である。

何にもは、何にもである。

男女は、男女である。

南寧は、南寧である。

難燃は、難燃である。

難燃加工は、難燃加工である。

何の彼のは、何の彼のである。

何の其のは、何の其のである。

南蛮は、南蛮である。

難場は、難場である。

軟派は、軟派である。

難破は、難破である。

ナンバーは、ナンバーである。

ナンバーエイトは、ナンバーエイトである。

ナンバースクールは、ナンバースクールである。

ナンバープレートは、ナンバープレートである。

ナンバーワンは、ナンバーワンである。

魚場売は、魚場売である。

南蛮黍は、南蛮黍である。

軟白は、軟白である。

難波煮は、難波煮である。

南蛮の鉾は、南蛮の鉾である。

南原は、南原である。

南原繁は、南原繁である。

ナンバリングは、ナンバリングである。

ナンバリングマシンは、ナンバリングマシンである。

南蛮絵は、南蛮絵である。



南蛮菓子は、南蛮菓子である。

南蛮辛子は、南蛮辛子である。

南蛮煙管は、南蛮煙管である。

南蛮錐は、南蛮錐である。

南蛮寺は、南蛮寺である。

南蛮絞りは、南蛮絞りである。

南蛮宗は、南蛮宗である。

南蛮人は、南蛮人である。

南蛮砂は、南蛮砂である。

南蛮船は、南蛮船である。

南蛮漬は、南蛮漬である。

南蛮鐔は、南蛮鐔である。

南蛮鉄は、南蛮鉄である。

南蛮縄簾は、南蛮縄簾である。

南蛮煮は、南蛮煮である。

南蛮はこべは、南蛮はこべである。

南蛮美術は、南蛮美術である。

南蛮屏風は、南蛮屏風である。

南蛮吹きは、南蛮吹きである。

南蛮文化は、南蛮文化である。

南蛮文学は、南蛮文学である。

南蛮貿易は、南蛮貿易である。

南蛮物は、南蛮物である。

南蛮焼は、南蛮焼である。

南蛮流は、南蛮流である。

難病は、難病である。

南氷洋は、南氷洋である。

難平は、難平である。

難平売上りは、難平売上りである。

難平買下りは、難平買下りである。

南蘋派は、南蘋派である。

南部は、南部である。

南風は、南風である。

軟風は、軟風である。

難風は、難風である。

南部牛追い唄は、南部牛追い唄である。

南部馬は、南部馬である。

南部織は、南部織である。

南部釜は、南部釜である。

南部暦は、南部暦である。

南部縞は、南部縞である。

南武線は、南武線である。

南部忠平は、南部忠平である。

難物は、難物である。

南部紬は、南部紬である。

南部鉄瓶は、南部鉄瓶である。



南部塗は、南部塗である。

軟腐病は、軟腐病である。

南部富士は、南部富士である。

ナンプラーは、ナンプラーである。

難文は、難文である。

軟文学は、軟文学である。

南平は、南平である。

南米は、南米である。

何遍は、何遍である。

軟便は、軟便である。

なんぼは、なんぼである。

男房は、男房である。

なんぼうは、なんぼうである。

南方は、南方である。

なんぼうでもは、なんぼうでもである。

南方録は、南方録である。

南北は、南北である。

南北戦争は、南北戦争である。

南北朝は、南北朝である。

南北朝時代は、南北朝時代である。

南北朝時代文学は、南北朝時代文学である。

南北朝正閏問題は、南北朝正閏問題である。

南北問題は、南北問題である。

南浦文之は、南浦文之である。

なんまいだは、なんまいだである。

軟マンガン鉱は、軟マンガン鉱である。

難民は、難民である。

難民キャンプは、難民キャンプである。

難民条約は、難民条約である。

なんめは、なんめである。

南溟は、南溟である。

なんめりは、なんめりである。

南面は、南面である。

南面の位は、南面の位である。

南面の徳は、南面の徳である。

難問は、難問である。

難役は、難役である。

南洋は、南洋である。

南陽は、南陽である。

南洋群島は、南洋群島である。

南洋杉は、南洋杉である。

南洋大臣は、南洋大臣である。

南洋庁は、南洋庁である。

南洋日本町は、南洋日本町である。

何らかは、何らかである。

南竜公は、南竜公である。



南呂は、南呂である。

南涼は、南涼である。

南鐐は、南鐐である。

南嶺山脈は、南嶺山脈である。

難路は、難路である。

軟鑞は、軟鑞である。

難論は、難論である。

南倭北虜は、南倭北虜である。

には、にである。

土は、土である。

丹は、丹である。

荷は、荷である。

煮は、煮である。

瓊は、瓊である。

二は、二である。

仁は、仁である。

尼は、尼である。

弐は、弐である。

児は、児である。

似合いは、似合いである。

煮合は、煮合である。

似合い頃は、似合い頃である。

似合うは、似合うである。

二上りは、二上りである。

二上り新内は、二上り新内である。

荷揚げは、荷揚げである。

荷揚人足は、荷揚人足である。

荷足は、荷足である。

荷扱人は、荷扱人である。

ニアピンは、ニアピンである。

ニアミスは、ニアミスである。

ニアメは、ニアメである。

似合わしいは、似合わしいである。

新は、新である。

新糸は、新糸である。

新潟は、新潟である。

新潟地震は、新潟地震である。

新潟大学は、新潟大学である。

新潟奉行は、新潟奉行である。

新潟平野は、新潟平野である。

根神は、根神である。

新草は、新草である。

新桑は、新桑である。

新桑繭は、新桑繭である。

新衣は、新衣である。

新座は、新座である。



新防人は、新防人である。

新里は、新里である。

兄さんは、兄さんである。

丹石は、丹石である。

新しは、新しである。

新稲は、新稲である。

新搾りは、新搾りである。

新島は、新島である。

新島襄は、新島襄である。

新島守は、新島守である。

新精霊は、新精霊である。

新栖は、新栖である。

新巣は、新巣である。

ニースは、ニースである。

ニーズは、ニーズである。

二才踊は、二才踊である。

仁井田は、仁井田である。

ニーダーザクセンは、ニーダーザクセンである。

新高山は、新高山である。

仁井田陞は、仁井田陞である。

新手枕は、新手枕である。

新玉章は、新玉章である。

ニーダムは、ニーダムである。

ニーチェは、ニーチェである。

二一ゼネストは、二一ゼネストである。

二一天作五は、二一天作五である。

新津は、新津である。

新妻は、新妻である。

新津油田は、新津油田である。

新字は、新字である。

新嘗は、新嘗である。

新嘗祭は、新嘗祭である。

にいにい蝉は、にいにい蝉である。

二位尼は、二位尼である。

新葉は、新葉である。

ニーバーは、ニーバーである。

新生えは、新生えである。

ニーハオは、ニーハオである。

新箸の祝は、新箸の祝である。

新肌は、新肌である。

新居浜は、新居浜である。

新治は、新治である。

新墾は、新墾である。

新治道は、新治道である。

ニーブールは、ニーブールである。

ニーベルンゲンの歌は、ニーベルンゲンの歌である。



新盆は、新盆である。

新参りは、新参りである。

新枕は、新枕である。

新学びは、新学びである。

新学は、新学である。

新学異見は、新学異見である。

新見は、新見である。

新美は、新美である。

新美南吉は、新美南吉である。

新宮は、新宮である。

新麦は、新麦である。

新紫は、新紫である。

新室は、新室である。

新室祝は、新室祝である。

新室宴は、新室宴である。

ニーメラーは、ニーメラーである。

新喪は、新喪である。

新物は、新物である。

新屋は、新屋である。

新家は、新家である。

新饗は、新饗である。

新焼けは、新焼けである。

新米は、新米である。

にいる人は、にいる人である。

ニーレンバーグは、ニーレンバーグである。

丹色は、丹色である。

二院は、二院である。

二院制は、二院制である。

二羽は、二羽である。

ニウエは、ニウエである。

丹生川上神社は、丹生川上神社である。

荷受は、荷受である。

荷受人は、荷受人である。

荷動きは、荷動きである。

荷打は、荷打である。

丹生都比売神社は、丹生都比売神社である。

丹生川上は、丹生川上である。

ニヴヒは、ニヴヒである。

荷馬は、荷馬である。

煮梅は、煮梅である。

煮売は、煮売である。

煮売酒屋は、煮売酒屋である。

煮売台屋は、煮売台屋である。

煮売茶屋は、煮売茶屋である。

沸は、沸である。

錵は、錵である。



煮えは、煮えである。

贄は、贄である。

牲は、牲である。

二会は、二会である。

煮え上がるは、煮え上がるである。

にえいるは、にえいるである。

贄海神事は、贄海神事である。

ニエオは、ニエオである。

煮え返るは、煮え返るである。

贄狩は、贄狩である。

煮え切らないは、煮え切らないである。

煮え繰り返るは、煮え繰り返るである。

煮え拗けるは、煮え拗けるである。

にえこむは、にえこむである。

多は、多である。

甚は、甚である。

煮え滾るは、煮え滾るである。

煮え立つは、煮え立つである。

贄使は、贄使である。

贄殿は、贄殿である。

贄の初刈は、贄の初刈である。

煮え花は、煮え花である。

贄人は、贄人である。

ニエプスは、ニエプスである。

煮え湯は、煮え湯である。

煮えるは、煮えるである。

二塩基酸は、二塩基酸である。

におは、におである。

鳰は、鳰である。

匂は、匂である。

臭は、臭である。

荷負は、荷負である。

匂油は、匂油である。

匂紫羅欄花は、匂紫羅欄花である。

荷負馬は、荷負馬である。

駄は、駄である。

匂縅は、匂縅である。

匂香は、匂香である。

匂懸は、匂懸である。

匂肩白は、匂肩白である。

匂切は、匂切である。

匂草は、匂草である。

匂粉は、匂粉である。

匂桜は、匂桜である。

匂墨は、匂墨である。

匂菫は、匂菫である。



匂玉は、匂玉である。

匂付は、匂付である。

匂鳥は、匂鳥である。

匂の花は、匂の花である。

匂袋は、匂袋である。

匂いやかは、匂いやかである。

匂矢車は、匂矢車である。

二王は、二王である。

仁王は、仁王である。

匂うは、匂うである。

臭うは、臭うである。

仁王立ちは、仁王立ちである。

匂宮は、匂宮である。

仁王門は、仁王門である。

仁王力は、仁王力である。

荷送りは、荷送りである。

荷送人は、荷送人である。

匂すは、匂すである。

鳰照るは、鳰照るである。

鳰鳥は、鳰鳥である。

鳰鳥のは、鳰鳥のである。

鳰の浮巣は、鳰の浮巣である。

鳰の海は、鳰の海である。

鳰の湖は、鳰の湖である。

鳰の浦風は、鳰の浦風である。

ニオブは、ニオブである。

ニオベは、ニオベである。

荷重は、荷重である。

煮御水は、煮御水である。

漿は、漿である。

匂やかは、匂やかである。

匂ゆは、匂ゆである。

荷下ろしは、荷下ろしである。

荷卸しは、荷卸しである。

匂はしは、匂はしである。

匂わすは、匂わすである。

二恩は、二恩である。

二化は、二化である。

二火は、二火である。

二家は、二家である。

二河は、二河である。

二階は、二階である。

耳外は、耳外である。

苦いは、苦いである。

ニカイアは、ニカイアである。

二階棹は、二階棹である。



二階厨子は、二階厨子である。

二階建て年金は、二階建て年金である。

二階棚は、二階棚である。

苦苺は、苦苺である。

二階回しは、二階回しである。

二階門は、二階門である。

二階屋は、二階屋である。

苦色は、苦色である。

苦瓜は、苦瓜である。

煮返しは、煮返しである。

煮返し酢は、煮返し酢である。

煮返すは、煮返すである。

似顔は、似顔である。

似顔絵は、似顔絵である。

二科会は、二科会である。

苦何首烏は、苦何首烏である。

苦木は、苦木である。

苦口は、苦口である。

苦栗茸は、苦栗茸である。

荷掛駄は、荷掛駄である。

二箇月限は、二箇月限である。

荷嵩は、荷嵩である。

苦戯れは、苦戯れである。

二化蚕は、二化蚕である。

苦塩は、苦塩である。

逃がすは、逃がすである。

荷方は、荷方である。

煮方は、煮方である。

苦竹は、苦竹である。

二月は、二月である。

二月革命は、二月革命である。

荷担ぎは、荷担ぎである。

苦土は、苦土である。

二月堂は、二月堂である。

二月堂の牛王は、二月堂の牛王である。

二月年は、二月年である。

二月礼者は、二月礼者である。

苦手は、苦手である。

苦菜は、苦菜である。

黄瓜菜は、黄瓜菜である。

苦苦しいは、苦苦しいである。

苦膚は、苦膚である。

二河白道は、二河白道である。

苦みは、苦みである。

苦味は、苦味である。

苦み掛くは、苦み掛くである。



苦み切るは、苦み切るである。

苦水は、苦水である。

苦み走るは、苦み走るである。

苦むは、苦むである。

苦虫は、苦虫である。

苦む苦むは、苦む苦むである。

二化螟蛾は、二化螟蛾である。

二化螟虫は、二化螟虫である。

似通うは、似通うである。

苦艾は、苦艾である。

煮殻は、煮殻である。

ニカラグアは、ニカラグアである。

荷唐櫃は、荷唐櫃である。

苦汁は、苦汁である。

苦り切るは、苦り切るである。

苦り笑ふは、苦り笑ふである。

苦るは、苦るである。

膠は、膠である。

荷為替は、荷為替である。

荷為替信用状は、荷為替信用状である。

荷為替手形は、荷為替手形である。

膠付けは、膠付けである。

苦笑いは、苦笑いである。

苦笑ふは、苦笑ふである。

入棺は、入棺である。

二官は、二官である。

二眼レフカメラは、二眼レフカメラである。

二気は、二気である。

二季は、二季である。

仁木は、仁木である。

日記は、日記である。

和は、和である。

熟は、熟である。

二儀は、二儀である。

熟蝦夷は、熟蝦夷である。

賑ふは、賑ふである。

優ふは、優ふである。

二紀会は、二紀会である。

二期作は、二期作である。

和稲は、和稲である。

似鱚は、似鱚である。

似義須は、似義須である。

和幣は、和幣である。

熟田津は、熟田津である。

和魂は、和魂である。

幣は、幣である。



幣帛は、幣帛である。

二義的は、二義的である。

二季鳥は、二季鳥である。

握握は、握握である。

賑賑は、賑賑である。

賑賑しいは、賑賑しいである。

二季の祓は、二季の祓である。

和膚は、和膚である。

柔膚は、柔膚である。

饒速日命は、饒速日命である。

二季払は、二季払である。

面皰は、面皰である。

和ぶは、和ぶである。

和御魂は、和御魂である。

面皰鼻は、面皰鼻である。

和布は、和布である。

和物は、和物である。

賑やかは、賑やかである。

賑やかしは、賑やかしである。

二級は、二級である。

二級河川は、二級河川である。

二教は、二教である。

二喬は、二喬である。

二業は、二業である。

二業組合は、二業組合である。

二業地は、二業地である。

二強雄蕊は、二強雄蕊である。

二曲は、二曲である。

二極は、二極である。

握らすは、握らすである。

握らせるは、握らせるである。

煮切りは、煮切りである。

握りは、握りである。

握斧は、握斧である。

握り固めるは、握り固めるである。

握上は、握上である。

握革は、握革である。

握り睾丸は、握り睾丸である。

握り拳は、握り拳である。

握下は、握下である。

握り締めるは、握り締めるである。

握り鮨は、握り鮨である。

握り墨は、握り墨である。

握り潰しは、握り潰しである。

握り潰すは、握り潰すである。

握り鋏は、握り鋏である。



握り箸は、握り箸である。

握蓮は、握蓮である。

握り太は、握り太である。

握り飯は、握り飯である。

握り屋は、握り屋である。

握るは、握るである。

賑わいは、賑わいである。

賑わうは、賑わうである。

賑わしいは、賑わしいである。

賑わすは、賑わすである。

賑ははしは、賑ははしである。

賑わわすは、賑わわすである。

肉は、肉である。

褥は、褥である。

二九は、二九である。

二苦は、二苦である。

逃ぐは、逃ぐである。

肉合は、肉合である。

肉厚は、肉厚である。

憎いは、憎いである。

悪いは、悪いである。

難いは、難いである。

肉入は、肉入である。

肉色は、肉色である。

二空は、二空である。

二宮は、二宮である。

二宮大饗は、二宮大饗である。

肉エキスは、肉エキスである。

肉縁は、肉縁である。

肉置は、肉置である。

肉芽は、肉芽である。

肉界は、肉界である。

肉塊は、肉塊である。

肉芽腫は、肉芽腫である。

肉芽組織は、肉芽組織である。

憎からずは、憎からずである。

憎がるは、憎がるである。

肉冠は、肉冠である。

肉感は、肉感である。

肉眼は、肉眼である。

肉感的は、肉感的である。

肉牛は、肉牛である。

肉切りは、肉切りである。

肉切り庖丁は、肉切り庖丁である。

憎げは、憎げである。

肉刑は、肉刑である。



肉桂は、肉桂である。

肉髻は、肉髻である。

憎げ言は、憎げ言である。

肉交は、肉交である。

肉羹は、肉羹である。

憎さは、憎さである。

肉叉は、肉叉である。

憎さげは、憎さげである。

肉刺は、肉刺である。

煮腐すは、煮腐すである。

荷轄は、荷轄である。

二句去は、二句去である。

肉山脯林は、肉山脯林である。

憎しは、憎しである。

悪しは、悪しである。

難しは、難しである。

肉食は、肉食である。

肉食妻帯は、肉食妻帯である。

肉質は、肉質である。

肉質虫類は、肉質虫類である。

肉襦袢は、肉襦袢である。

憎しみは、憎しみである。

憎しむは、憎しむである。

肉ジャガは、肉ジャガである。

肉腫は、肉腫である。

肉汁は、肉汁である。

肉障は、肉障である。

肉漿は、肉漿である。

肉醤は、肉醤である。

肉情は、肉情である。

肉しょう蓉は、肉しょう蓉である。

肉食性は、肉食性である。

肉食鳥は、肉食鳥である。

肉食動物は、肉食動物である。

肉身は、肉身である。

肉親は、肉親である。

肉陣は、肉陣である。

肉穂花序は、肉穂花序である。

肉豆くは、肉豆くである。

肉豆く油は、肉豆く油である。

二崩しは、二崩しである。

荷崩れは、荷崩れである。

煮崩れは、煮崩れである。

肉声は、肉声である。

肉製品は、肉製品である。

肉髯は、肉髯である。



憎相は、憎相である。

悪相は、悪相である。

ニクソンは、ニクソンである。

ニクソンショックは、ニクソンショックである。

憎体は、憎体である。

肉体は、肉体である。

肉体関係は、肉体関係である。

肉体的は、肉体的である。

肉体文学は、肉体文学である。

肉体労働は、肉体労働である。

憎たらしいは、憎たらしいである。

肉袒は、肉袒である。

肉弾は、肉弾である。

肉団子は、肉団子である。

肉池は、肉池である。

肉柱は、肉柱である。

肉月は、肉月である。

肉付きは、肉付きである。

肉付の面は、肉付の面である。

肉付くは、肉付くである。

肉付けは、肉付けである。

憎体口は、憎体口である。

憎体面は、憎体面である。

憎体らしは、憎体らしである。

肉的は、肉的である。

肉鍋は、肉鍋である。

肉南蛮は、肉南蛮である。

憎憎は、憎憎である。

憎憎しいは、憎憎しいである。

肉蠅は、肉蠅である。

肉薄は、肉薄である。

肉迫は、肉迫である。

肉離れは、肉離れである。

肉挽き器は、肉挽き器である。

肉筆は、肉筆である。

肉屏風は、肉屏風である。

にくぶくは、にくぶくである。

肉太は、肉太である。

肉蒲団は、肉蒲団である。

肉粉は、肉粉である。

肉餅は、肉餅である。

肉片は、肉片である。

肉細は、肉細である。

憎まれは、憎まれである。

憎まれ口は、憎まれ口である。

憎まれっ子は、憎まれっ子である。



憎まれ役は、憎まれ役である。

肉饅頭は、肉饅頭である。

憎みは、憎みである。

肉味は、肉味である。

憎むは、憎むである。

悪むは、悪むである。

憎めないは、憎めないである。

肉屋は、肉屋である。

肉用種は、肉用種である。

肉欲は、肉欲である。

肉慾は、肉慾である。

荷鞍は、荷鞍である。

憎らかは、憎らかである。

憎らしいは、憎らしいである。

肉瘤は、肉瘤である。

肉林は、肉林である。

肉類は、肉類である。

荷車は、荷車である。

にぐるみは、にぐるみである。

ニグロは、ニグロである。

土黒しは、土黒しである。

ニグロスピリチュアルは、ニグロスピリチュアルである。

ニクロムは、ニクロムである。

二クロム酸は、二クロム酸である。

ニクロム酸カリウムは、ニクロム酸カリウムである。

二クロム酸ナトリウムは、二クロム酸ナトリウムである。

ニクロム線は、ニクロム線である。

煮黒めは、煮黒めである。

二君は、二君である。

二軍は、二軍である。

ニケは、ニケである。

逃げは、逃げである。

二毛は、二毛である。

逃げ足は、逃げ足である。

逃げ穴は、逃げ穴である。

逃げ出づは、逃げ出づである。

逃げ失せるは、逃げ失せるである。

逃げ馬は、逃げ馬である。

ニケーアは、ニケーアである。

逃げ果せるは、逃げ果せるである。

逃げ遅れるは、逃げ遅れるである。

逃げ落ちるは、逃げ落ちるである。

逃げ帰るは、逃げ帰るである。

逃げ角は、逃げ角である。

逃げ隠れは、逃げ隠れである。

逃げ隠れるは、逃げ隠れるである。



にげかむは、にげかむである。

逃げ傷は、逃げ傷である。

逃げ疵は、逃げ疵である。

逃げ切るは、逃げ切るである。

逃句は、逃句である。

遁句は、遁句である。

逃げ下るは、逃げ下るである。

逃げ口は、逃げ口である。

逃げ口上は、逃げ口上である。

逃げ腰は、逃げ腰である。

逃げ言葉は、逃げ言葉である。

逃げ込むは、逃げ込むである。

逃げ支度は、逃げ支度である。

逃げ尻は、逃げ尻である。

逃げ出すは、逃げ出すである。

逃げ散るは、逃げ散るである。

逃所は、逃所である。

逃げ所は、逃げ所である。

似気無いは、似気無いである。

逃げ延びるは、逃げ延びるである。

逃げ上るは、逃げ上るである。

逃げ場は、逃げ場である。

二毛駁は、二毛駁である。

逃げ吠えは、逃げ吠えである。

逃げ迸るは、逃げ迸るである。

逃げ惑うは、逃げ惑うである。

逃げ眼は、逃げ眼である。

逃げ迷うは、逃げ迷うである。

逃げ回るは、逃げ回るである。

逃げ水は、逃げ水である。

逃げ道は、逃げ道である。

逃げ鞭は、逃げ鞭である。

逃げ目は、逃げ目である。

逃げ設けは、逃げ設けである。

ニゲラは、ニゲラである。

逃げるは、逃げるである。

二元は、二元である。

二言は、二言である。

二弦琴は、二弦琴である。

二絃琴は、二絃琴である。

二元放送は、二元放送である。

二元方程式は、二元方程式である。

二間牢は、二間牢である。

二元論は、二元論である。

二胡は、二胡である。

柔は、柔である。



似鯉は、似鯉である。

二更は、二更である。

二項は、二項である。

尼公は、尼公である。

尼港は、尼港である。

二号は、二号である。

二合は、二合である。

二項演算は、二項演算である。

尼港事件は、尼港事件である。

二硬石は、二硬石である。

二合体は、二合体である。

二行程機関は、二行程機関である。

二項定理は、二項定理である。

二合半は、二合半である。

二項分布は、二項分布である。

和草は、和草である。

和毛は、和毛である。

煮凝りは、煮凝りである。

煮凍りは、煮凍りである。

柔しは、柔しである。

濁しは、濁しである。

ニコシアは、ニコシアである。

荷拵えは、荷拵えである。

濁すは、濁すである。

和炭は、和炭である。

ニコチンは、ニコチンである。

ニコチン酸は、ニコチン酸である。

ニコチン中毒は、ニコチン中毒である。

和手は、和手である。

柔手は、柔手である。

にこにこは、にこにこである。

にこにこ顔は、にこにこ顔である。

にこはこは、にこはこである。

荷瘤は、荷瘤である。

煮零れるは、煮零れるである。

にこぽんは、にこぽんである。

煮込みは、煮込みである。

煮込むは、煮込むである。

柔やは、柔やである。

柔やかは、柔やかである。

煮凍すは、煮凍すである。

和世は、和世である。

和節は、和節である。

和よかは、和よかである。

柔よかは、柔よかである。

にこよんは、にこよんである。



ニコライは、ニコライである。

ニコライエフスクナアムーレは、ニコライエフスクナアムーレである。

ニコライ教会堂は、ニコライ教会堂である。

ニコラウスクサヌスは、ニコラウスクサヌスである。

濁らかすは、濁らかすである。

ニコラスは、ニコラスである。

濁らすは、濁らすである。

にこりは、にこりである。

濁りは、濁りである。

濁り江は、濁り江である。

にごりえは、にごりえである。

艙口は、艙口である。

濁り声は、濁り声である。

濁り酒は、濁り酒である。

濁り点は、濁り点である。

濁り鮒は、濁り鮒である。

濁り水は、濁り水である。

ニコルは、ニコルである。

濁るは、濁るである。

ニコルソンは、ニコルソンである。

煮頃は、煮頃である。

煮転がしは、煮転がしである。

煮殺すは、煮殺すである。

煮転ばしは、煮転ばしである。

煮頃鮒は、煮頃鮒である。

似五郎鮒は、似五郎鮒である。

ニザーミー・ガンジャヴィーは、ニザーミー・ガンジャヴィーである。

二歳は、二歳である。

二才は、二才である。

にざいは、にざいである。

二サイクル機関は、二サイクル機関である。

煮魚は、煮魚である。

荷捌きは、荷捌きである。

煮冷ましは、煮冷ましである。

煮冷ますは、煮冷ますである。

二三は、二三である。

二酸塩基は、二酸塩基である。

二酸化は、二酸化である。

二酸化硫黄は、二酸化硫黄である。

二酸化珪素は、二酸化珪素である。

二酸化炭素は、二酸化炭素である。

二酸化窒素は、二酸化窒素である。

二酸化鉛は、二酸化鉛である。

二酸化マンガンは、二酸化マンガンである。

煮山椒は、煮山椒である。

西は、西である。



螺は、螺である。

二至は、二至である。

主は、主である。

虹は、虹である。

霓は、霓である。

二字は、二字である。

二次は、二次である。

尼寺は、尼寺である。

西明りは、西明りである。

西アジアは、西アジアである。

西周は、西周である。

西新井大師は、西新井大師である。

西イリアンは、西イリアンである。

西印度諸島は、西印度諸島である。

西受けは、西受けである。

西浦温泉は、西浦温泉である。

ニジェールは、ニジェールである。

ニジェール川は、ニジェール川である。

ニジェールコルドファン語族は、ニジェールコルドファン語族である。

西尾は、西尾である。

西大谷は、西大谷である。

西岡は、西岡である。

西岡常一は、西岡常一である。

西尾末広は、西尾末広である。

西面は、西面である。

西面の武士は、西面の武士である。

二次会は、二次会である。

二次回路は、二次回路である。

西頭は、西頭である。

西風は、西風である。

虹形は、虹形である。

西川は、西川である。

西側は、西側である。

西川光二郎は、西川光二郎である。

西川如見は、西川如見である。

西川祐信は、西川祐信である。

西川扇蔵は、西川扇蔵である。

西川派は、西川派である。

西川流は、西川流である。

二次感染は、二次感染である。

錦は、錦である。

荷敷は、荷敷である。

二食は、二食である。

錦空木は、錦空木である。

二色空木は、二色空木である。

錦絵は、錦絵である。



錦貝は、錦貝である。

錦窯は、錦窯である。

錦革は、錦革である。

錦木は、錦木である。

錦鯉は、錦鯉である。

錦衣は、錦衣である。

錦紫蘇は、錦紫蘇である。

錦草は、錦草である。

地錦は、地錦である。

西北は、西北である。

錦蕈は、錦蕈である。

錦卵は、錦卵である。

錦玉子は、錦玉子である。

錦蔦は、錦蔦である。

錦手は、錦手である。

錦鳥は、錦鳥である。

錦流笏は、錦流笏である。

錦塗は、錦塗である。

錦之裏は、錦之裏である。

錦の御旗は、錦の御旗である。

錦端は、錦端である。

錦文流は、錦文流である。

錦蛇は、錦蛇である。

錦縁は、錦縁である。

錦松は、錦松である。

錦眼鏡は、錦眼鏡である。

二次曲線は、二次曲線である。

二次曲面は、二次曲面である。

二字口は、二字口である。

西口揚屋は、西口揚屋である。

二次元は、二次元である。

二次コイルは、二次コイルである。

西ゴートは、西ゴートである。

錦織部は、錦織部である。

螺肴は、螺肴である。

西肴は、西肴である。

二字札は、二字札である。

西サハラは、西サハラである。

西方は、西方である。

西サモアは、西サモアである。

西沢は、西沢である。

西沢一風は、西沢一風である。

西沢一鳳軒は、西沢一鳳軒である。

虹縞は、虹縞である。

西陣は、西陣である。

西陣織は、西陣織である。



二次成長は、二次成長である。

西彼杵半島は、西彼杵半島である。

虹染は、虹染である。

西田は、西田である。

西田幾多郎は、西田幾多郎である。

西田直二郎は、西田直二郎である。

尼師壇は、尼師壇である。

二十世紀は、二十世紀である。

二次的は、二次的である。

西鉄電車は、西鉄電車である。

二次電子増倍管は、二次電子増倍管である。

二次電池は、二次電池である。

二次電流は、二次電流である。

西独逸は、西独逸である。

復ちは、復ちである。

西突厥は、西突厥である。

仁科は、仁科である。

仁科盛遠は、仁科盛遠である。

仁科芳雄は、仁科芳雄である。

にしにしとは、にしにしとである。

ニジニノヴゴロドは、ニジニノヴゴロドである。

西日本は、西日本である。

西日本火山帯は、西日本火山帯である。

西日本新聞は、西日本新聞である。

西の主は、西の主である。

西市は、西市である。

西の内は、西の内である。

西の内紙は、西の内紙である。

西海は、西海である。

西湖は、西湖である。

西之表は、西之表である。

西の京は、西の京である。

西衆は、西衆である。

西の対は、西の対である。

西洞院紙は、西洞院紙である。

虹の松原は、虹の松原である。

西の丸は、西の丸である。

西道は、西道である。

西宮は、西宮である。

西八条殿は、西八条殿である。

二四八は、二四八である。

西原借款は、西原借款である。

西半球は、西半球である。

西日は、西日である。

二四不同は、二四不同である。

二次方程式は、二次方程式である。



西本願寺は、西本願寺である。

虹鱒は、虹鱒である。

西廻り廻船は、西廻り廻船である。

滲み出るは、滲み出るである。

西南は、西南である。

滲むは、滲むである。

西向きは、西向きである。

西村は、西村である。

西村茂樹は、西村茂樹である。

西村天囚は、西村天囚である。

煮染は、煮染である。

煮染揚げは、煮染揚げである。

二字銘は、二字銘である。

煮染めるは、煮染めるである。

賊は、賊である。

二者は、二者である。

二捨三入は、二捨三入である。

二者選一は、二者選一である。

二者択一は、二者択一である。

西山は、西山である。

西山拙斎は、西山拙斎である。

西山宗因は、西山宗因である。

西山物語は、西山物語である。

二朱は、二朱である。

二豎は、二豎である。

二重は、二重である。

二重顎は、二重顎である。

二十一代集は、二十一代集である。

二十一ヵ条要求は、二十一ヵ条要求である。

二十一史は、二十一史である。

二重写しは、二重写しである。

二重織は、二重織である。

二重外交は、二重外交である。

二重価格は、二重価格である。

二重為替制度は、二重為替制度である。

二重切は、二重切である。

二重結合は、二重結合である。

二十五有は、二十五有である。

二重構造は、二重構造である。

二十五箇霊場は、二十五箇霊場である。

二重国籍は、二重国籍である。

二十五座は、二十五座である。

二汁五菜は、二汁五菜である。

二十五史は、二十五史である。

二十五大寺は、二十五大寺である。

二十五日様は、二十五日様である。



二十五菩薩は、二十五菩薩である。

二重根号は、二重根号である。

二重差押えは、二重差押えである。

二十三夜は、二十三夜である。

二十四気は、二十四気である。

二重式火山は、二重式火山である。

二十四孝は、二十四孝である。

二十四史は、二十四史である。

二十四節気は、二十四節気である。

二七年テーゼは、二七年テーゼである。

二十四番花信風は、二十四番花信風である。

二重唱は、二重唱である。

二重人格は、二重人格である。

二重真理説は、二重真理説である。

二重星は、二重星である。

二重生活は、二重生活である。

二重奏は、二重奏である。

二重底は、二重底である。

二重訴訟禁止の原則は、二重訴訟禁止の原則である。

二重帳簿は、二重帳簿である。

二重抵当は、二重抵当である。

二重取りは、二重取りである。

二十二史は、二十二史である。

二十二史箚記は、二十二史箚記である。

二十二社は、二十二社である。

二重売買は、二重売買である。

二重橋は、二重橋である。

二十八部衆は、二十八部衆である。

二十八宿は、二十八宿である。

二十八将は、二十八将である。

二重判は、二重判である。

二重否定は、二重否定である。

二重蓋は、二重蓋である。

二重舞台は、二重舞台である。

二重分節性は、二重分節性である。

二重保育は、二重保育である。

二重母音は、二重母音である。

二重窓は、二重窓である。

二重丸は、二重丸である。

二重廻しは、二重廻しである。

二重盲検は、二重盲検である。

二重焼付は、二重焼付である。

二十八星瓢虫は、二十八星瓢虫である。

二十四組問屋は、二十四組問屋である。

二十四時間は、二十四時間である。

二十四輩は、二十四輩である。



二十四金は、二十四金である。

二十寮は、二十寮である。

二十六聖人は、二十六聖人である。

二十六夜は、二十六夜である。

二十六夜待は、二十六夜待である。

二重露出は、二重露出である。

二朱金は、二朱金である。

二朱銀は、二朱銀である。

二朱判は、二朱判である。

二朱判金は、二朱判金である。

二朱判銀は、二朱判銀である。

二所は、二所である。

二障は、二障である。

二条は、二条である。

二乗は、二乗である。

二条大麦は、二条大麦である。

二松学舎は、二松学舎である。

二条河原の落書は、二条河原の落書である。

二畳紀は、二畳紀である。

二条家は、二条家である。

二畳系は、二畳系である。

二上山は、二上山である。

二畳敷は、二畳敷である。

二条城は、二条城である。

二条城代は、二条城代である。

二条城番は、二条城番である。

二畳台は、二畳台である。

二条為定は、二条為定である。

二条為世は、二条為世である。

二条伝授は、二条伝授である。

二条天皇は、二条天皇である。

二条太政大臣は、二条太政大臣である。

二条派は、二条派である。

二条良基は、二条良基である。

二所宗廟は、二所宗廟である。

二所大神宮は、二所大神宮である。

二所権現は、二所権現である。

二所詣では、二所詣でである。

躙りは、躙りである。

躙り上りは、躙り上りである。

躙り書きは、躙り書きである。

躙り口は、躙り口である。

躙り込むは、躙り込むである。

躙り出るは、躙り出るである。

躙り寄るは、躙り寄るである。

二次林は、二次林である。



煮汁は、煮汁である。

にじるは、にじるである。

躙るは、躙るである。

荷印は、荷印である。

二次冷却水は、二次冷却水である。

西ローマ帝国は、西ローマ帝国である。

西脇は、西脇である。

西脇順三郎は、西脇順三郎である。

鯡は、鯡である。

鰊は、鰊である。

二心は、二心である。

弐心は、弐心である。

二伸は、二伸である。

二神は、二神である。

二審は、二審である。

二親は、二親である。

二陣は、二陣である。

耳塵は、耳塵である。

鯡粕は、鯡粕である。

鰊曇りは、鰊曇りである。

ニジンスキーは、ニジンスキーである。

二親等は、二親等である。

二進一十は、二進一十である。

二進法は、二進法である。

ニスは、ニスである。

似すは、似すである。

二水は、二水である。

荷姿は、荷姿である。

仁助は、仁助である。

仁介は、仁介である。

丹摺は、丹摺である。

贋は、贋である。

偽は、偽である。

二世は、二世である。

贋アカシアは、贋アカシアである。

二世安楽は、二世安楽である。

二星は、二星である。

二聖は、二聖である。

贋印は、贋印である。

偽印は、偽印である。

似絵は、似絵である。

贋書は、贋書である。

偽書は、偽書である。

贋金は、贋金である。

偽金は、偽金である。

贋金つくりは、贋金つくりである。



贋首は、贋首である。

偽首は、偽首である。

ニセコアンヌプリは、ニセコアンヌプリである。

似せ声は、似せ声である。

贋札は、贋札である。

偽札は、偽札である。

贋証文は、贋証文である。

偽証文は、偽証文である。

二世尊は、二世尊である。

贋手形は、贋手形である。

偽手形は、偽手形である。

二世の縁は、二世の縁である。

二世の固めは、二世の固めである。

二世の語らいは、二世の語らいである。

二世の願は、二世の願である。

二世の頼みは、二世の頼みである。

二世の契りは、二世の契りである。

二世の夫は、二世の夫である。

二世の妻は、二世の妻である。

二世の約束は、二世の約束である。

贋判は、贋判である。

偽判は、偽判である。

贋筆は、贋筆である。

偽筆は、偽筆である。

似札は、似札である。

偐紫田舎源氏は、偐紫田舎源氏である。

贋物は、贋物である。

偽物は、偽物である。

贋者は、贋者である。

偽者は、偽者である。

仁勢物語は、仁勢物語である。

似せるは、似せるである。

二千石は、二千石である。

二尖弁は、二尖弁である。

二千里の外故人の心は、二千里の外故人の心である。

二鼠は、二鼠である。

尼僧は、尼僧である。

二蔵は、二蔵である。

仁蔵は、仁蔵である。

二双四重は、二双四重である。

二足は、二足である。

二束三文は、二束三文である。

煮染めは、煮染めである。

二尊は、二尊である。

二尊院は、二尊院である。

二尊教は、二尊教である。



にたは、にたである。

荷駄は、荷駄である。

二諦は、二諦である。

荷台は、荷台である。

二大政党制は、二大政党制である。

煮炊きは、煮炊きである。

にたしは、にたしである。

煮出しは、煮出しである。

煮出し汁は、煮出し汁である。

煮出すは、煮出すである。

煮立つは、煮立つである。

にたつくは、にたつくである。

にたっとは、にたっとである。

煮立てるは、煮立てるである。

にたにたは、にたにたである。

似た者は、似た者である。

仁田山は、仁田山である。

新田山は、新田山である。

仁田山織は、仁田山織である。

仁田山絹は、仁田山絹である。

仁田山侍は、仁田山侍である。

仁田山紬は、仁田山紬である。

仁太夫は、仁太夫である。

にたりは、にたりである。

似たりは、似たりである。

似たり柿は、似たり柿である。

似関船は、似関船である。

荷足船は、荷足船である。

似たり寄ったりは、似たり寄ったりである。

二段は、二段である。

二段階革命は、二段階革命である。

二段構えは、二段構えである。

二段抜きは、二段抜きである。

仁田四郎は、仁田四郎である。

二段目は、二段目である。

にちは、にちである。

日は、日である。

日域は、日域である。

日暈は、日暈である。

日運動は、日運動である。

日英は、日英である。

日影図は、日影図である。

日英通商航海条約は、日英通商航海条約である。

日英同盟は、日英同盟である。

日奥は、日奥である。

日害は、日害である。



日較差は、日較差である。

日月灯明仏は、日月灯明仏である。

日銀は、日銀である。

日銀券は、日銀券である。

日銀短観は、日銀短観である。

日銀帳尻は、日銀帳尻である。

日供は、日供である。

日供堂は、日供堂である。

日限は、日限である。

日午は、日午である。

日合は、日合である。

日次は、日次である。

日時は、日時である。

日什は、日什である。

日乗は、日乗である。

日常は、日常である。

日常茶飯は、日常茶飯である。

日常茶飯事は、日常茶飯事である。

日常生活動作は、日常生活動作である。

日乗朝山は、日乗朝山である。

日神は、日神である。

日像は、日像である。

日像幢は、日像幢である。

日独伊三国同盟は、日独伊三国同盟である。

日独防共協定は、日独防共協定である。

日南は、日南である。

日南海岸は、日南海岸である。

日日は、日日である。

日日花は、日日花である。

日日草は、日日草である。

日農は、日農である。

日舞は、日舞である。

日仏辞書は、日仏辞書である。

日文は、日文である。

日米は、日米である。

日米安全保障条約は、日米安全保障条約である。

日米行政協定は、日米行政協定である。

日米修好通商条約は、日米修好通商条約である。

日米紳士協約は、日米紳士協約である。

日米通商航海条約は、日米通商航海条約である。

日米和親条約は、日米和親条約である。

日偏は、日偏である。

日変化は、日変化である。

日弁連は、日弁連である。

日暮は、日暮である。

日母体は、日母体である。



日没は、日没である。

日没時は、日没時である。

日満議定書は、日満議定書である。

日夜は、日夜である。

にちゃつくは、にちゃつくである。

にちゃにちゃは、にちゃにちゃである。

にちゅうは、にちゅうである。

二中歴は、二中歴である。

ニ調は、ニ調である。

二丁は、二丁である。

日用は、日用である。

日曜は、日曜である。

日曜学校は、日曜学校である。

日曜大工は、日曜大工である。

二挺立は、二挺立である。

二挺鼓は、二挺鼓である。

二丁投げは、二丁投げである。

二張の弓は、二張の弓である。

日用品は、日用品である。

日用文は、日用文である。

日来は、日来である。

日輪は、日輪である。

日輪草は、日輪草である。

にちるは、にちるである。

日蓮は、日蓮である。

日蓮宗は、日蓮宗である。

日蓮正宗は、日蓮正宗である。

日露は、日露である。

日朗は、日朗である。

日露協商は、日露協商である。

日露漁業協約は、日露漁業協約である。

日録は、日録である。

日露修好通商条約は、日露修好通商条約である。

日露戦争は、日露戦争である。

日露和親条約は、日露和親条約である。

二値論理学は、二値論理学である。

日華は、日華である。

日貨は、日貨である。

日課は、日課である。

ニッカーズは、ニッカーズである。

ニッカーボッカーズは、ニッカーボッカーズである。

日華事変は、日華事変である。

日活は、日活である。

ニッカド電池は、ニッカド電池である。

日課表は、日課表である。

日華門は、日華門である。



似付かわしいは、似付かわしいである。

日刊は、日刊である。

日韓は、日韓である。

日韓会談は、日韓会談である。

日韓議定書は、日韓議定書である。

日韓協約は、日韓協約である。

日韓漁業協定は、日韓漁業協定である。

日韓条約は、日韓条約である。

日韓併合条約は、日韓併合条約である。

にっきは、にっきである。

日きは、日きである。

日き儀は、日き儀である。

日記仕訳帳は、日記仕訳帳である。

仁木弾正は、仁木弾正である。

日記帳は、日記帳である。

日記文学は、日記文学である。

日脚は、日脚である。

日給は、日給である。

日給月給は、日給月給である。

日給の簡は、日給の簡である。

日教組は、日教組である。

日勤は、日勤である。

似付くは、似付くである。

ニックネームは、ニックネームである。

荷造りは、荷造りである。

煮付は、煮付である。

日系は、日系である。

日計は、日計である。

日経は、日経である。

肉桂酒は、肉桂酒である。

日計表は、日計表である。

日経平均株価は、日経平均株価である。

肉桂油は、肉桂油である。

日経連は、日経連である。

ニッケルは、ニッケルである。

煮付けるは、煮付けるである。

ニッケルカドミウム電池は、ニッケルカドミウム電池である。

ニッケルクロム鋼は、ニッケルクロム鋼である。

ニッケル鋼は、ニッケル鋼である。

ニッケル銅は、ニッケル銅である。

日功は、日功である。

日光は、日光である。

日興は、日興である。

日光街道は、日光街道である。

日光黄菅は、日光黄菅である。

日光国立公園は、日光国立公園である。



日光山は、日光山である。

日光社参は、日光社参である。

日光写真は、日光写真である。

日光消毒は、日光消毒である。

日光責は、日光責である。

日光膳は、日光膳である。

日光唐辛子は、日光唐辛子である。

日光東照宮は、日光東照宮である。

日光塗は、日光塗である。

日光廟は、日光廟である。

日光奉行は、日光奉行である。

日光菩薩は、日光菩薩である。

日光湯元温泉は、日光湯元温泉である。

日光浴は、日光浴である。

日光療法は、日光療法である。

日光例幣使は、日光例幣使である。

にっことは、にっことである。

似つこらしいは、似つこらしいである。

にっこりは、にっこりである。

日参は、日参である。

日産は、日産である。

日子は、日子である。

日至は、日至である。

日誌は、日誌である。

日支事変は、日支事変である。

入室は、入室である。

日者は、日者である。

日射は、日射である。

日射計は、日射計である。

日射病は、日射病である。

入集は、入集である。

日収は、日収である。

日周は、日周である。

日周運動は、日周運動である。

日周期は、日周期である。

日周圏は、日周圏である。

日出は、日出である。

日出時は、日出時である。

入声は、入声である。

日商は、日商である。

日章は、日章である。

日照は、日照である。

日章旗は、日章旗である。

日照権は、日照権である。

日照時間は、日照時間である。

日照率は、日照率である。



日色は、日色である。

日食は、日食である。

日蝕は、日蝕である。

日進は、日進である。

日清は、日清である。

日新は、日新である。

日親は、日親である。

日新館は、日新館である。

日進月歩は、日進月歩である。

日清修好条規は、日清修好条規である。

日清戦争は、日清戦争である。

日清通商航海条約は、日清通商航海条約である。

日数は、日数である。

日省は、日省である。

日精は、日精である。

日生劇場は、日生劇場である。

日西辞書は、日西辞書である。

日精草は、日精草である。

日夕は、日夕である。

日赤は、日赤である。

日ソは、日ソである。

入宋は、入宋である。

日奏は、日奏である。

日想観は、日想観である。

日宋貿易は、日宋貿易である。

日ソ基本条約は、日ソ基本条約である。

日ソ共同宣言は、日ソ共同宣言である。

日ソ漁業条約は、日ソ漁業条約である。

日ソ地先沖合漁業協定は、日ソ地先沖合漁業協定である。

日ソ中立条約は、日ソ中立条約である。

仁田は、仁田である。

新田は、新田である。

日泰寺は、日泰寺である。

日帯食は、日帯食である。

仁田忠常は、仁田忠常である。

新田義顕は、新田義顕である。

新田義興は、新田義興である。

新田義貞は、新田義貞である。

にったりは、にったりである。

ニッチは、ニッチである。

丹土は、丹土である。

二進も三進もは、二進も三進もである。

根人は、根人である。

日中は、日中である。

日中行事は、日中行事である。

日中共同声明は、日中共同声明である。



日中漁業協定は、日中漁業協定である。

日中シンクロは、日中シンクロである。

日中戦争は、日中戦争である。

日中平和友好条約は、日中平和友好条約である。

日朝は、日朝である。

日直は、日直である。

日知録は、日知録である。

丹躑躅は、丹躑躅である。

日程は、日程である。

ニッティングは、ニッティングである。

日天は、日天である。

日展は、日展である。

日天子は、日天子である。

ニットは、ニットである。

にっとは、にっとである。

入唐は、入唐である。

日当は、日当である。

日東は、日東である。

入唐求法巡礼行記は、入唐求法巡礼行記である。

入唐八家は、入唐八家である。

ニッパーは、ニッパーである。

日牌は、日牌である。

二八は、二八である。

ニッパ椰子は、ニッパ椰子である。

日報は、日報である。

日豊は、日豊である。

日豊本線は、日豊本線である。

日葡辞書は、日葡辞書である。

ニッポニテスは、ニッポニテスである。

日本は、日本である。

日本一は、日本一である。

日本永代蔵は、日本永代蔵である。

日本橋は、日本橋である。

日本晴は、日本晴である。

煮詰るは、煮詰るである。

荷積みは、荷積みである。

煮詰めは、煮詰めである。

煮詰め汁は、煮詰め汁である。

煮詰めるは、煮詰めるである。

荷積りは、荷積りである。

似面は、似面である。

丹つらふは、丹つらふである。

にては、にてである。

二程は、二程である。

耳底記は、耳底記である。

二程子は、二程子である。



二程全書は、二程全書である。

にて留めは、にて留めである。

似而非なりは、似而非なりである。

二天は、二天である。

二典は、二典である。

二天一流は、二天一流である。

二伝像は、二伝像である。

二天門は、二天門である。

二兎は、二兎である。

二途は、二途である。

二度は、二度である。

二度芋は、二度芋である。

二度入は、二度入である。

二刀は、二刀である。

二桃は、二桃である。

二等は、二等である。

二頭は、二頭である。

二糖は、二糖である。

二道は、二道である。

二等車は、二等車である。

二頭立ては、二頭立てである。

二刀遣いは、二刀遣いである。

二童敵討は、二童敵討である。

二頭膊筋は、二頭膊筋である。

二頭挽きは、二頭挽きである。

二等分は、二等分である。

二等兵は、二等兵である。

二等辺三角形は、二等辺三角形である。

二刀流は、二刀流である。

二度おぼこは、二度おぼこである。

二度刈りは、二度刈りである。

二度咲きは、二度咲きである。

二度添いは、二度添いである。

二度手間は、二度手間である。

二度とは、二度とである。

二度と再びは、二度と再びである。

二度生りは、二度生りである。

にとにとは、にとにとである。

二度の月は、二度の月である。

二度の勤めは、二度の勤めである。

新渡戸は、新渡戸である。

新渡戸稲造は、新渡戸稲造である。

二度豆は、二度豆である。

荷留は、荷留である。

にとめくは、にとめくである。

二都物語は、二都物語である。



煮取りは、煮取りである。

ニトリルは、ニトリルである。

ニトロは、ニトロである。

ニトロ化は、ニトロ化である。

ニトロ化合物は、ニトロ化合物である。

煮蕩かすは、煮蕩かすである。

ニトログリセリンは、ニトログリセリンである。

ニトロセルロースは、ニトロセルロースである。

ニトロソアミンは、ニトロソアミンである。

ニトロベンゼンは、ニトロベンゼンである。

蜷は、蜷である。

蝸螺は、蝸螺である。

担いは、担いである。

荷いは、荷いである。

担い商いは、担い商いである。

担ひ出すは、担ひ出すである。

荷ひ出すは、荷ひ出すである。

担い桶は、担い桶である。

荷い買いは、荷い買いである。

担輿は、担輿である。

荷輿は、荷輿である。

荷鉦鼓は、荷鉦鼓である。

荷太鼓は、荷太鼓である。

担い茶屋は、担い茶屋である。

担い旋毛は、担い旋毛である。

担い手は、担い手である。

担い発条は、担い発条である。

荷文は、荷文である。

担い風呂は、担い風呂である。

担い棒は、担い棒である。

荷い物は、荷い物である。

蜷色は、蜷色である。

担うは、担うである。

荷うは、荷うである。

担え銃は、担え銃である。

蜷川は、蜷川である。

蜷川智蘊は、蜷川智蘊である。

似無しは、似無しである。

蜷結びは、蜷結びである。

荷縄は、荷縄である。

瓊瓊杵尊は、瓊瓊杵尊である。

邇邇芸命は、邇邇芸命である。

ににとは、ににとである。

二二八事件は、二二八事件である。

二二六事件は、二二六事件である。

二人三脚は、二人三脚である。



二人称は、二人称である。

二人道成寺は、二人道成寺である。

二人張は、二人張である。

二人比丘尼は、二人比丘尼である。

二人椀久は、二人椀久である。

布は、布である。

荷抜きは、荷抜きである。

煮抜きは、煮抜きである。

煮抜き卵は、煮抜き卵である。

煮抜くは、煮抜くである。

荷主は、荷主である。

丹塗りは、丹塗りである。

ニネヴェは、ニネヴェである。

二念は、二念である。

二年生植物は、二年生植物である。

二の足は、二の足である。

二の板は、二の板である。

二の糸は、二の糸である。

二の腕は、二の腕である。

二の午は、二の午である。

二の裏は、二の裏である。

荷の緒は、荷の緒である。

二の表は、二の表である。

二の折は、二の折である。

二の刀は、二の刀である。

二の替りは、二の替りである。

二の句は、二の句である。

新口村は、新口村である。

布雲は、布雲である。

二の字点は、二の字点である。

二の膳は、二の膳である。

二の対は、二の対である。

二の次は、二の次である。

二の鼓は、二の鼓である。

二の胴は、二の胴である。

二の酉は、二の酉である。

二の階は、二の階である。

二の人は、二の人である。

二戸は、二戸である。

丹の穂は、丹の穂である。

二の間は、二の間である。

二の舞は、二の舞である。

二の町は、二の町である。

二の松は、二の松である。

二の丸は、二の丸である。

二の宮は、二の宮である。



二宮尊徳は、二宮尊徳である。

二宮忠八は、二宮忠八である。

二の矢は、二の矢である。

ニハーヴァントは、ニハーヴァントである。

二杯酢は、二杯酢である。

二倍体は、二倍体である。

二白は、二白である。

荷馬車は、荷馬車である。

二八蕎麦は、二八蕎麦である。

煮端は、煮端である。

鈍むは、鈍むである。

二半は、二半である。

二判は、二判である。

二番は、二番である。

二番館は、二番館である。

二番草は、二番草である。

二番正月は、二番正月である。

二番煎じは、二番煎じである。

二番底は、二番底である。

二番太鼓は、二番太鼓である。

二番出しは、二番出しである。

二番茶は、二番茶である。

二番抵当は、二番抵当である。

二番鳥は、二番鳥である。

二番生えは、二番生えである。

二番目は、二番目である。

二番目物は、二番目物である。

鈍色は、鈍色である。

荷引は、荷引である。

煮浸しは、煮浸しである。

二〇三高地は、二〇三高地である。

二百十日は、二百十日である。

二百二十日は、二百二十日である。

二拍子は、二拍子である。

ニヒリスティックは、ニヒリスティックである。

ニヒリストは、ニヒリストである。

ニヒリズムは、ニヒリズムである。

ニヒルは、ニヒルである。

二夫は、二夫である。

二府は、二府である。

二歩は、二歩である。

鈍ぶは、鈍ぶである。

鈍いは、鈍いである。

二分金は、二分金である。

二幅対は、二幅対である。

煮含めるは、煮含めるである。



二部形式は、二部形式である。

二分小判は、二分小判である。

二部作は、二部作である。

二部授業は、二部授業である。

荷札は、荷札である。

二仏は、二仏である。

二仏中間は、二仏中間である。

鈍鈍しは、鈍鈍しである。

荷船は、荷船である。

二分の官は、二分の官である。

二分判金は、二分判金である。

にふぶは、にふぶである。

にふぶかは、にふぶかである。

淬すは、淬すである。

二部料金は、二部料金である。

二分は、二分である。

二分経線は、二分経線である。

二分法は、二分法である。

にべは、にべである。

鰾膠は、鰾膠である。

二別は、二別である。

二方荒神は、二方荒神である。

二木は、二木である。

似卜は、似卜である。

煮干しは、煮干しである。

煮干し粉は、煮干し粉である。

荷解きは、荷解きである。

二本は、二本である。

二品は、二品である。

日本アルプスは、日本アルプスである。

日本医科大学は、日本医科大学である。

日本育英会は、日本育英会である。

日本医師会は、日本医師会である。

日本逸史は、日本逸史である。

日本泳法は、日本泳法である。

日本遠征記は、日本遠征記である。

日本往生極楽記は、日本往生極楽記である。

日本狼は、日本狼である。

日本及日本人は、日本及日本人である。

日本音楽は、日本音楽である。

日本音楽著作権協会は、日本音楽著作権協会である。

日本画は、日本画である。

日本海は、日本海である。

日本海海戦は、日本海海戦である。

日本開化小史は、日本開化小史である。

日本海側気候は、日本海側気候である。



日本海溝は、日本海溝である。

日本外史は、日本外史である。

日本改造法案大綱は、日本改造法案大綱である。

日本海低気圧は、日本海低気圧である。

日本開発銀行は、日本開発銀行である。

日本海流は、日本海流である。

日本学士院は、日本学士院である。

日本学術会議は、日本学術会議である。

日本楽府は、日本楽府である。

日本南瓜は、日本南瓜である。

日本髪は、日本髪である。

日本勧業銀行は、日本勧業銀行である。

日本紀は、日本紀である。

日本棋院は、日本棋院である。

日本気象協会は、日本気象協会である。

日本共産党は、日本共産党である。

日本教職員組合は、日本教職員組合である。

日本基督教会は、日本基督教会である。

日本基督教団は、日本基督教団である。

日本紀略は、日本紀略である。

日本銀行は、日本銀行である。

日本銀行券は、日本銀行券である。

日本銀行引受は、日本銀行引受である。

日本近代文学館は、日本近代文学館である。

日本国尽は、日本国尽である。

日本経営者団体連盟は、日本経営者団体連盟である。

日本経済新聞は、日本経済新聞である。

日本芸術院は、日本芸術院である。

日本犬は、日本犬である。

日本原子力研究所は、日本原子力研究所である。

日本語は、日本語である。

日本後紀は、日本後紀である。

日本工業規格は、日本工業規格である。

日本興業銀行は、日本興業銀行である。

日本交通公社は、日本交通公社である。

日本弘道会は、日本弘道会である。

日本国見在書目録は、日本国見在書目録である。

日本国憲法は、日本国憲法である。

日本国有鉄道は、日本国有鉄道である。

日本五大昔噺は、日本五大昔噺である。

日本債券信用銀行は、日本債券信用銀行である。

二本差しは、二本差しである。

日本猿は、日本猿である。

日本三急流は、日本三急流である。

日本三景は、日本三景である。

日本三代実録は、日本三代実録である。



日本紙は、日本紙である。

日本鹿は、日本鹿である。

日本時間は、日本時間である。

日本式ローマ字は、日本式ローマ字である。

日本刺繍は、日本刺繍である。

日本十進分類法は、日本十進分類法である。

日本資本主義発達史講座は、日本資本主義発達史講座である。

日本資本主義論争は、日本資本主義論争である。

日本社会事業大学は、日本社会事業大学である。

日本社会党は、日本社会党である。

日本釈名は、日本釈名である。

日本酒は、日本酒である。

日本住血吸は、日本住血吸である。

日本主義は、日本主義である。

日本将棋連盟は、日本将棋連盟である。

日本商工会議所は、日本商工会議所である。

日本書紀は、日本書紀である。

日本書紀通釈は、日本書紀通釈である。

日本書紀通証は、日本書紀通証である。

日本女子大学は、日本女子大学である。

日本シリーズは、日本シリーズである。

日本人は、日本人である。

日本進歩党は、日本進歩党である。

日本人町は、日本人町である。

日本相撲協会は、日本相撲協会である。

日本生活協同組合連合会は、日本生活協同組合連合会である。

日本政記は、日本政記である。

日本聖公会は、日本聖公会である。

日本生産性本部は、日本生産性本部である。

日本赤十字社は、日本赤十字社である。

日本専売公社は、日本専売公社である。

日本ダービーは、日本ダービーである。

日本体育協会は、日本体育協会である。

日本体育大学は、日本体育大学である。

日本大学は、日本大学である。

日本平は、日本平である。

日本橘は、日本橘である。

二本立ては、二本立てである。

日本たばこ産業株式会社は、日本たばこ産業株式会社である。

日本短角種は、日本短角種である。

日本中央競馬会は、日本中央競馬会である。

日本長期信用銀行は、日本長期信用銀行である。

日本堤は、日本堤である。

日本的経営は、日本的経営である。

日本電信電話株式会社は、日本電信電話株式会社である。

日本電信電話公社は、日本電信電話公社である。



日本刀は、日本刀である。

日本当帰は、日本当帰である。

二本道具は、二本道具である。

日本道路公団は、日本道路公団である。

日本二十六聖人は、日本二十六聖人である。

日本脳炎は、日本脳炎である。

日本農民組合は、日本農民組合である。

日本農林規格は、日本農林規格である。

日本之下層社会は、日本之下層社会である。

日本派は、日本派である。

日本ハリストス正教会は、日本ハリストス正教会である。

日本美術院は、日本美術院である。

日本標準時は、日本標準時である。

日本府は、日本府である。

日本服は、日本服である。

日本福祉大学は、日本福祉大学である。

日本舞踊は、日本舞踊である。

日本プロレタリア作家同盟は、日本プロレタリア作家同盟である。

日本文学報国会は、日本文学報国会である。

日本文芸家協会は、日本文芸家協会である。

日本ペンクラブは、日本ペンクラブである。

日本弁護士連合会は、日本弁護士連合会である。

二本棒は、二本棒である。

日本貿易振興会は、日本貿易振興会である。

日本放送協会は、日本放送協会である。

日本間は、日本間である。

日本米は、日本米である。

日本町は、日本町である。

二本松は、二本松である。

日本民芸館は、日本民芸館である。

日本メソジスト教会は、日本メソジスト教会である。

日本文徳天皇実録は、日本文徳天皇実録である。

日本薬局方は、日本薬局方である。

日本幽囚記は、日本幽囚記である。

日本輸出入銀行は、日本輸出入銀行である。

日本ラインは、日本ラインである。

日本霊異記は、日本霊異記である。

日本料理は、日本料理である。

日本列島は、日本列島である。

日本蝋は、日本蝋である。

日本労働組合総評議会は、日本労働組合総評議会である。

日本労働総同盟は、日本労働総同盟である。

日本浪曼派は、日本浪曼派である。

二枚は、二枚である。

二枚落は、二枚落である。

二枚下ろしは、二枚下ろしである。



二枚卸しは、二枚卸しである。

二枚貝は、二枚貝である。

二枚貝類は、二枚貝類である。

二枚重ねは、二枚重ねである。

二枚肩は、二枚肩である。

二枚鑑札は、二枚鑑札である。

二枚鉋は、二枚鉋である。

二枚櫛は、二枚櫛である。

二枚蹴りは、二枚蹴りである。

二枚腰は、二枚腰である。

二枚舌は、二枚舌である。

二枚戸は、二枚戸である。

二枚目は、二枚目である。

二枚目半は、二枚目半である。

煮雑ぜは、煮雑ぜである。

煮豆は、煮豆である。

二万五千日は、二万五千日である。

二名法は、二名法である。

二毛作は、二毛作である。

にも拘らずは、にも拘らずである。

に文字は、に文字である。

荷凭れは、荷凭れである。

荷持ちは、荷持ちである。

荷持ち瘤は、荷持ち瘤である。

荷物は、荷物である。

荷物方は、荷物方である。

煮物は、煮物である。

にゃは、にゃである。

にやは、にやである。

ニヤーヤは、ニヤーヤである。

煮焼きは、煮焼きである。

にゃくは、にゃくである。

若は、若である。

荷役は、荷役である。

若一王子は、若一王子である。

若王子神社は、若王子神社である。

若声は、若声である。

若族は、若族である。

若俗は、若俗である。

若族好きは、若族好きである。

若道は、若道である。

若年は、若年である。

若気は、若気である。

にやけは、にやけである。

にやけるは、にやけるである。

にやこいは、にやこいである。



煮やすは、煮やすである。

荷厄介は、荷厄介である。

にやつくは、にやつくである。

煮奴は、煮奴である。

にやつこらしいは、にやつこらしいである。

二夜包みは、二夜包みである。

にやにやは、にやにやである。

にやほやは、にやほやである。

にゃむにゃむは、にゃむにゃむである。

にやりは、にやりである。

娘娘は、娘娘である。

煮ゆは、煮ゆである。

ニュアンスは、ニュアンスである。

にゅうは、にゅうである。

入は、入である。

乳は、乳である。

繞は、繞である。

ニューは、ニューである。

二酉は、二酉である。

入院は、入院である。

ニューイングランドは、ニューイングランドである。

乳飲料は、乳飲料である。

ニューウェーブは、ニューウェーブである。

入営は、入営である。

乳液は、乳液である。

入園は、入園である。

ニューオーリンズは、ニューオーリンズである。

ニューオーリンズジャズは、ニューオーリンズジャズである。

入花は、入花である。

入家は、入家である。

入荷は、入荷である。

乳化は、乳化である。

乳菓は、乳菓である。

入会は、入会である。

入我我入は、入我我入である。

入閣は、入閣である。

入学は、入学である。

入学金は、入学金である。

入学式は、入学式である。

乳化剤は、乳化剤である。

ニューカッスルは、ニューカッスルである。

ニューカッスル病は、ニューカッスル病である。

ニューカマーは、ニューカマーである。

ニューカレドニアは、ニューカレドニアである。

入監は、入監である。

入館は、入館である。



入観は、入観である。

乳管は、乳管である。

入眼は、入眼である。

入龕は、入龕である。

乳癌は、乳癌である。

新木は、新木である。

入気坑は、入気坑である。

ニューギニアは、ニューギニアである。

乳牛は、乳牛である。

入居は、入居である。

入渠は、入渠である。

入御は、入御である。

入漁は、入漁である。

入京は、入京である。

入鋏は、入鋏である。

入興は、入興である。

乳業は、乳業である。

入玉は、入玉である。

入漁権は、入漁権である。

入漁料は、入漁料である。

入金は、入金である。

入銀は、入銀である。

入金伝票は、入金伝票である。

入庫は、入庫である。

乳虎は、乳虎である。

入坑は、入坑である。

入校は、入校である。

入貢は、入貢である。

入寇は、入寇である。

入港は、入港である。

入稿は、入稿である。

入講は、入講である。

乳香は、乳香である。

入港料は、入港料である。

入国は、入国である。

入獄は、入獄である。

ニューコメンは、ニューコメンである。

入魂は、入魂である。

入言は、入言である。

乳座は、乳座である。

乳剤は、乳剤である。

新西蘭は、新西蘭である。

ニューサウスウェールズは、ニューサウスウェールズである。

入札は、入札である。

入札払いは、入札払いである。

乳酸は、乳酸である。



入山は、入山である。

乳酸菌は、乳酸菌である。

乳酸菌飲料は、乳酸菌飲料である。

ニューサンスは、ニューサンスである。

乳酸発酵は、乳酸発酵である。

入試は、入試である。

乳歯は、乳歯である。

乳嘴は、乳嘴である。

入寺は、入寺である。

乳児は、乳児である。

ニュージーランドは、ニュージーランドである。

乳児院は、乳児院である。

乳児脚気は、乳児脚気である。

入色は、入色である。

入竺は、入竺である。

入質は、入質である。

ニューシネマは、ニューシネマである。

乳脂肪は、乳脂肪である。

入社は、入社である。

入舎は、入舎である。

入射は、入射である。

ニュージャージーは、ニュージャージーである。

入射角は、入射角である。

入寂は、入寂である。

柔弱は、柔弱である。

入社契約は、入社契約である。

入射光線は、入射光線である。

入社式は、入社式である。

入手は、入手である。

入朱は、入朱である。

乳首は、乳首である。

乳臭は、乳臭である。

乳汁は、乳汁である。

乳臭児は、乳臭児である。

入塾は、入塾である。

乳熟は、乳熟である。

入所は、入所である。

入賞は、入賞である。

入定は、入定である。

入城は、入城である。

入場は、入場である。

乳状は、乳状である。

入場税は、入場税である。

入植は、入植である。

乳脂率は、乳脂率である。

入信は、入信である。



入津は、入津である。

入神は、入神である。

入神の技は、入神の技である。

入津米は、入津米である。

ニュースは、ニュースである。

入水は、入水である。

ニューズウィークは、ニューズウィークである。

ニュース映画は、ニュース映画である。

ニュースキャスターは、ニュースキャスターである。

ニュースソースは、ニュースソースである。

ニュースタイルは、ニュースタイルである。

ニュースバリューは、ニュースバリューである。

ニュースペーパーは、ニュースペーパーである。

ニュースレターは、ニュースレターである。

乳製品は、乳製品である。

入籍は、入籍である。

乳石英は、乳石英である。

ニューセラミックスは、ニューセラミックスである。

入船は、入船である。

入選は、入選である。

入線は、入線である。

乳腺は、乳腺である。

乳腺炎は、乳腺炎である。

乳腺症は、乳腺症である。

入隊は、入隊である。

ニュータウンは、ニュータウンである。

乳濁液は、乳濁液である。

入団は、入団である。

入壇は、入壇である。

入団式は、入団式である。

牛荘は、牛荘である。

入朝は、入朝である。

入超は、入超である。

入廷は、入廷である。

ニューディールは、ニューディールである。

ニューデリーは、ニューデリーである。

入電は、入電である。

入党は、入党である。

入湯は、入湯である。

乳糖は、乳糖である。

乳頭は、乳頭である。

入堂は、入堂である。

入道は、入道である。

入道海豚は、入道海豚である。

入道雲は、入道雲である。

入道親王は、入道親王である。



入湯税は、入湯税である。

入道禅下は、入道禅下である。

入道の宮は、入道の宮である。

入道虫は、入道虫である。

ニュートラルは、ニュートラルである。

ニュートラルゾーンは、ニュートラルゾーンである。

ニュートリノは、ニュートリノである。

ニュートリノ天文学は、ニュートリノ天文学である。

ニュートロンは、ニュートロンである。

ニュートンは、ニュートンである。

ニュートン環は、ニュートン環である。

ニュートン式望遠鏡は、ニュートン式望遠鏡である。

ニュートン力学は、ニュートン力学である。

入内は、入内である。

入内勘文は、入内勘文である。

入内雀は、入内雀である。

乳難は、乳難である。

柔軟は、柔軟である。

乳熱は、乳熱である。

入涅槃は、入涅槃である。

入念は、入念である。

乳の粥は、乳の粥である。

入梅は、入梅である。

入幕は、入幕である。

乳白色は、乳白色である。

乳鉢は、乳鉢である。

ニューハンプシャーは、ニューハンプシャーである。

入費は、入費である。

乳糜は、乳糜である。

乳糜槽は、乳糜槽である。

乳糜尿は、乳糜尿である。

入夫は、入夫である。

入府は、入府である。

入峰は、入峰である。

入部は、入部である。

ニューファンドランドは、ニューファンドランドである。

ニューフェースは、ニューフェースである。

入夫婚姻は、入夫婚姻である。

入仏は、入仏である。

入仏供養は、入仏供養である。

ニューブリテンは、ニューブリテンである。

入弁は、入弁である。

乳母は、乳母である。

女房は、女房である。

乳房は、乳房である。

乳棒は、乳棒である。



入木は、入木である。

入木道は、入木道である。

ニューマチックハンマーは、ニューマチックハンマーである。

ニューマンは、ニューマンである。

ニューミュージックは、ニューミュージックである。

ニュームは、ニュームである。

乳名は、乳名である。

ニューメキシコは、ニューメキシコである。

入滅は、入滅である。

ニューメディアは、ニューメディアである。

煮麺は、煮麺である。

ニューモードは、ニューモードである。

乳木は、乳木である。

ニューモデルは、ニューモデルである。

入門は、入門である。

乳文鏡は、乳文鏡である。

入輿は、入輿である。

入用は、入用である。

乳養は、乳養である。

乳幼児は、乳幼児である。

乳用種は、乳用種である。

ニューヨークは、ニューヨークである。

ニューヨーク近代美術館は、ニューヨーク近代美術館である。

ニューヨークタイムズは、ニューヨークタイムズである。

入浴は、入浴である。

入浴サービスは、入浴サービスである。

入来は、入来である。

入洛は、入洛である。

乳酪は、乳酪である。

入力は、入力である。

入力装置は、入力装置である。

ニュールックは、ニュールックである。

ニューレフトは、ニューレフトである。

ニューロは、ニューロである。

入牢は、入牢である。

ニューロンは、ニューロンである。

柔和は、柔和である。

にゅっとは、にゅっとである。

ニュルンベルクは、ニュルンベルクである。

ニュルンベルク裁判は、ニュルンベルク裁判である。

女は、女である。

女医は、女医である。

如意は、如意である。

如意ヶ岳は、如意ヶ岳である。

にょいとは、にょいとである。

如意棒は、如意棒である。



如意宝珠は、如意宝珠である。

如意輪観音は、如意輪観音である。

如意輪寺は、如意輪寺である。

女院は、女院である。

尿は、尿である。

鐃は、鐃である。

二様は、二様である。

呻吟ふは、呻吟ふである。

尿意は、尿意である。

女官は、女官である。

尿管は、尿管である。

尿器は、尿器である。

女御は、女御である。

女御代は、女御代である。

女護島は、女護島である。

女御屋は、女御屋である。

尿酸は、尿酸である。

尿失禁は、尿失禁である。

女嬬は、女嬬である。

女孺は、女孺である。

念ずは、念ずである。

尿石は、尿石である。

饒舌は、饒舌である。

尿素は、尿素である。

二葉双曲面は、二葉双曲面である。

尿素回路は、尿素回路である。

尿素樹脂は、尿素樹脂である。

尿道は、尿道である。

繞堂は、繞堂である。

尿道炎は、尿道炎である。

尿毒症は、尿毒症である。

尿嚢は、尿嚢である。

鐃ばちは、鐃ばちである。

繞仏は、繞仏である。

遶仏は、遶仏である。

尿閉は、尿閉である。

女房家主は、女房家主である。

女房車は、女房車である。

女房詞は、女房詞である。

尿崩症は、尿崩症である。

女房装束は、女房装束である。

女房伝説は、女房伝説である。

女房侍は、女房侍である。

女房簡は、女房簡である。

女房旱は、女房旱である。

女房奉書は、女房奉書である。



女房冥加は、女房冥加である。

女房持ちは、女房持ちである。

女房役は、女房役である。

尿膜は、尿膜である。

尿路結石は、尿路結石である。

女悦丸は、女悦丸である。

女王は、女王である。

にょきにょきは、にょきにょきである。

女工所は、女工所である。

ニョクマムは、ニョクマムである。

女蔵人は、女蔵人である。

女系は、女系である。

如幻は、如幻である。

如去は、如去である。

女紅場は、女紅場である。

女戸主は、女戸主である。

如在は、如在である。

女三宮は、女三宮である。

女子は、女子である。

子丑は、子丑である。

荷吉は、荷吉である。

女色は、女色である。

如実は、如実である。

如実知見は、如実知見である。

如実には、如実にである。

女豎は、女豎である。

女叙位は、女叙位である。

女性は、女性である。

如浄は、如浄である。

如是は、如是である。

如是我聞は、如是我聞である。

如説は、如説である。

女相は、女相である。

女装は、女装である。

女僧は、女僧である。

女賊は、女賊である。

女体は、女体である。

にょっきりは、にょっきりである。

にょっとは、にょっとである。

女帝は、女帝である。

如泥人は、如泥人である。

女道は、女道である。

女東宮は、女東宮である。

女二宮は、女二宮である。

女若は、女若である。

女人は、女人である。



女人禁制は、女人禁制である。

女人結界は、女人結界である。

女人高野は、女人高野である。

女人成仏は、女人成仏である。

女人堂は、女人堂である。

女筆は、女筆である。

呻吟ぶは、呻吟ぶである。

女別当は、女別当である。

如法は、如法である。

如法経は、如法経である。

女菩薩は、女菩薩である。

如菩薩は、如菩薩である。

女犯は、女犯である。

如夢幻泡影は、如夢幻泡影である。

女夜叉は、女夜叉である。

如夜叉は、如夜叉である。

如来は、如来である。

如来教は、如来教である。

如儡子は、如儡子である。

如来十号は、如来十号である。

如来身は、如来身である。

如来禅は、如来禅である。

如来蔵は、如来蔵である。

如来唄は、如来唄である。

如来肌は、如来肌である。

似寄りは、似寄りである。

似寄るは、似寄るである。

如露如電は、如露如電である。

にょろにょろは、にょろにょろである。

にょろりは、にょろりである。

二四Ｄは、二四Ｄである。

にょんにょは、にょんにょである。

韮は、韮である。

韭は、韭である。

ニラは、ニラである。

にらいかないは、にらいかないである。

にらきは、にらきである。

にらぐは、にらぐである。

韮崎は、韮崎である。

睨まえるは、睨まえるである。

睨みは、睨みである。

睨み合いは、睨み合いである。

睨み合うは、睨み合うである。

睨み合せるは、睨み合せるである。

睨み競は、睨み競である。

睨み据えるは、睨み据えるである。



睨み鯛は、睨み鯛である。

睨み付けるは、睨み付けるである。

眄みるは、眄みるである。

睨むは、睨むである。

睨めっくらは、睨めっくらである。

睨めっこは、睨めっこである。

睨めるは、睨めるである。

韮山は、韮山である。

韮山笠は、韮山笠である。

韮山頭巾は、韮山頭巾である。

二卵性双生児は、二卵性双生児である。

二里岡遺跡は、二里岡遺跡である。

二律背反は、二律背反である。

二里頭遺跡は、二里頭遺跡である。

二流は、二流である。

二硫化炭素は、二硫化炭素である。

二輪は、二輪である。

二輪車は、二輪車である。

二輪草は、二輪草である。

似るは、似るである。

煮るは、煮るである。

ニルアドミラリは、ニルアドミラリである。

二塁は、二塁である。

ニルヴァーナは、ニルヴァーナである。

楡は、楡である。

爾霊山は、爾霊山である。

にれかむは、にれかむである。

尼連禅河は、尼連禅河である。

二臈は、二臈である。

二六時中は、二六時中である。

二六対は、二六対である。

にろりにろりは、にろりにろりである。

庭は、庭である。

場は、場である。

丹羽は、丹羽である。

庭石は、庭石である。

庭いじりは、庭いじりである。

庭囲炉裡は、庭囲炉裡である。

庭梅は、庭梅である。

庭漆は、庭漆である。

俄は、俄である。

俄雨は、俄雨である。

俄踊は、俄踊である。

俄狂言は、俄狂言である。

庭神楽は、庭神楽である。

庭隠るは、庭隠るである。



俄拵えは、俄拵えである。

俄事は、俄事である。

俄師は、俄師である。

俄仕込みは、俄仕込みである。

俄仕立ては、俄仕立てである。

俄芝居は、俄芝居である。

俄身代は、俄身代である。

俄大尽は、俄大尽である。

俄旅は、俄旅である。

俄長者は、俄長者である。

俄作りは、俄作りである。

俄道心は、俄道心である。

俄日和は、俄日和である。

俄分限は、俄分限である。

俄普請は、俄普請である。

俄坊主は、俄坊主である。

庭竈は、庭竈である。

俄闇は、俄闇である。

俄雪は、俄雪である。

庭木は、庭木である。

庭酒は、庭酒である。

庭木戸は、庭木戸である。

庭草は、庭草である。

庭口は、庭口である。

鶺鴒は、鶺鴒である。

庭蔵は、庭蔵である。

庭下駄は、庭下駄である。

庭子は、庭子である。

庭籠は、庭籠である。

庭瘤は、庭瘤である。

庭先は、庭先である。

庭前は、庭前である。

庭先相場は、庭先相場である。

庭桜は、庭桜である。

庭師は、庭師である。

俄しは、俄しである。

庭仕事は、庭仕事である。

庭終いは、庭終いである。

庭透きは、庭透きである。

庭雀は、庭雀である。

庭石菖は、庭石菖である。

庭銭は、庭銭である。

にわそは、にわそである。

庭育ちは、庭育ちである。

庭田植は、庭田植である。

庭宝は、庭宝である。



荷渡し指図証は、荷渡し指図証である。

潦は、潦である。

庭叩きは、庭叩きである。

庭立は、庭立である。

庭立の奏は、庭立の奏である。

庭帳は、庭帳である。

庭作りは、庭作りである。

庭伝いは、庭伝いである。

地胆は、地胆である。

庭つ鳥は、庭つ鳥である。

庭常は、庭常である。

接骨木は、接骨木である。

鶏は、鶏である。

鶏合せは、鶏合せである。

鶏人は、鶏人である。

鶏鉾は、鶏鉾である。

鶏聟は、鶏聟である。

丹羽長秀は、丹羽長秀である。

庭に立つは、庭に立つである。

庭の訓は、庭の訓である。

庭の拝は、庭の拝である。

庭の者は、庭の者である。

庭乗りは、庭乗りである。

庭の礼は、庭の礼である。

庭働きは、庭働きである。

庭払いは、庭払いである。

庭番は、庭番である。

庭火は、庭火である。

庭燎は、庭燎である。

庭奉行は、庭奉行である。

庭藤は、庭藤である。

庭回りは、庭回りである。

庭見草は、庭見草である。

庭面は、庭面である。

庭焼は、庭焼である。

人は、人である。

刃は、刃である。

任は、任である。

妊は、妊である。

忍は、忍である。

認は、認である。

人愛は、人愛である。

仁安は、仁安である。

任意は、任意である。

任意規定は、任意規定である。

任意組合は、任意組合である。



任意継続被保険者制度は、任意継続被保険者制度である。

任意債権は、任意債権である。

任意出頭は、任意出頭である。

任意準備金は、任意準備金である。

任意消却は、任意消却である。

任意清算は、任意清算である。

任意捜査は、任意捜査である。

任意代理は、任意代理である。

任意団体は、任意団体である。

任意抽出は、任意抽出である。

任意調停は、任意調停である。

任意同行は、任意同行である。

任意抜取りは、任意抜取りである。

任意法は、任意法である。

任意保険は、任意保険である。

任運は、任運である。

認可は、認可である。

人我は、人我である。

任槐は、任槐である。

忍界は、忍界である。

人外は、人外である。

人界は、人界である。

仁海は、仁海である。

認可状は、認可状である。

人我無相は、人我無相である。

任官は、任官である。

人気は、人気である。

任期は、任期である。

人気株は、人気株である。

人気商売は、人気商売である。

人気取りは、人気取りである。

人気者は、人気者である。

認許は、認許である。

人魚は、人魚である。

任侠は、任侠である。

仁侠は、仁侠である。

人形は、人形である。

人形送りは、人形送りである。

人形食いは、人形食いである。

人形劇は、人形劇である。

人形仕立は、人形仕立である。

人形芝居は、人形芝居である。

人形浄瑠璃は、人形浄瑠璃である。

人形遣いは、人形遣いである。

人形手は、人形手である。

人形峠は、人形峠である。



人形の家は、人形の家である。

人形振は、人形振である。

人形回しは、人形回しである。

人工は、人工である。

忍苦は、忍苦である。

人間は、人間である。

任限は、任限である。

人間界は、人間界である。

人間科学は、人間科学である。

人間学は、人間学である。

人間学的証明は、人間学的証明である。

人間環境宣言は、人間環境宣言である。

人間関係は、人間関係である。

人間喜劇は、人間喜劇である。

人間魚雷は、人間魚雷である。

人間嫌いは、人間嫌いである。

人間工学は、人間工学である。

人間国宝は、人間国宝である。

人間世は、人間世である。

人間性は、人間性である。

人間像は、人間像である。

人間中心的は、人間中心的である。

人間的は、人間的である。

仁賢天皇は、仁賢天皇である。

人間道は、人間道である。

人間ドックは、人間ドックである。

人間並は、人間並である。

人間離れは、人間離れである。

人間味は、人間味である。

人間業は、人間業である。

仁孝天皇は、仁孝天皇である。

任国は、任国である。

認済は、認済である。

人三化七は、人三化七である。

妊産婦は、妊産婦である。

仁祠は、仁祠である。

任使は、任使である。

人事は、人事である。

仁治は、仁治である。

認識は、認識である。

認識ある過失は、認識ある過失である。

認識根拠は、認識根拠である。

認識社会学は、認識社会学である。

認識色は、認識色である。

認識なき過失は、認識なき過失である。

認識番号は、認識番号である。



認識批判は、認識批判である。

認識票は、認識票である。

認識不足は、認識不足である。

認識理由は、認識理由である。

認識論は、認識論である。

忍者は、忍者である。

人尺は、人尺である。

人数は、人数である。

仁寿は、仁寿である。

忍受は、忍受である。

人中は、人中である。

忍従は、忍従である。

人数立は、人数立である。

忍術は、忍術である。

人処は、人処である。

任所は、任所である。

人称は、人称である。

人証は、人証である。

忍性は、忍性である。

認証は、認証である。

人定は、人定である。

人長は、人長である。

人情は、人情である。

刃傷は、刃傷である。

認証官は、認証官である。

人称語尾は、人称語尾である。

刃傷沙汰は、刃傷沙汰である。

認証式は、認証式である。

人称代名詞は、人称代名詞である。

人情話は、人情話である。

人情噺は、人情噺である。

人情本は、人情本である。

人情味は、人情味である。

任じるは、任じるである。

妊娠は、妊娠である。

人身は、人身である。

人参は、人参である。

にんじんは、にんじんである。

妊娠悪阻は、妊娠悪阻である。

人参座は、人参座である。

妊娠腎は、妊娠腎である。

妊娠中絶は、妊娠中絶である。

妊娠中毒症は、妊娠中毒症である。

人参木は、人参木である。

妊ずは、妊ずである。

人数改は、人数改である。



人数組は、人数組である。

任ずるは、任ずるである。

仁清は、仁清である。

妊性は、妊性である。

仁清焼は、仁清焼である。

人選は、人選である。

人相は、人相である。

人相書は、人相書である。

人相学は、人相学である。

人相面は、人相面である。

人相見は、人相見である。

人相眼鏡は、人相眼鏡である。

人足は、人足である。

人足寄場は、人足寄場である。

人尊は、人尊である。

人体は、人体である。

忍耐は、忍耐である。

任大臣は、任大臣である。

任大臣の節会は、任大臣の節会である。

認諾は、認諾である。

認諾調書は、認諾調書である。

任地は、任地である。

認知は、認知である。

認知科学は、認知科学である。

人畜は、人畜である。

人畜生は、人畜生である。

認知言語学は、認知言語学である。

認知心理学は、認知心理学である。

認知的不協和は、認知的不協和である。

人中黄は、人中黄である。

人中白は、人中白である。

認定は、認定である。

認定講習は、認定講習である。

認定死亡は、認定死亡である。

認定農業者は、認定農業者である。

人天は、人天である。

人天教は、人天教である。

人頭は、人頭である。

人道は、人道である。

忍冬は、忍冬である。

忍冬酒は、忍冬酒である。

人頭税は、人頭税である。

忍冬文は、忍冬文である。

人徳は、人徳である。

仁徳は、仁徳である。

仁徳天皇は、仁徳天皇である。



仁和は、仁和である。

人ないは、人ないである。

仁和寺は、仁和寺である。

葫は、葫である。

大蒜は、大蒜である。

忍辱は、忍辱である。

忍辱の袈裟は、忍辱の袈裟である。

忍辱の衣は、忍辱の衣である。

人繞は、人繞である。

人人は、人人である。

人皇は、人皇である。

仁王会は、仁王会である。

仁王経は、仁王経である。

仁王講は、仁王講である。

人馬は、人馬である。

人罰は、人罰である。

認否は、認否である。

人皮畜は、人皮畜である。

人非人は、人非人である。

ニンフは、ニンフである。

人夫は、人夫である。

任符は、任符である。

妊婦は、妊婦である。

仁平は、仁平である。

人別は、人別である。

人別改は、人別改である。

人別帳は、人別帳である。

人偏は、人偏である。

人法は、人法である。

忍法は、忍法である。

寧波は、寧波である。

ニンマ派は、ニンマ派である。

にんまりは、にんまりである。

任脈は、任脈である。

任脈筋は、任脈筋である。

人名は、人名である。

人命は、人命である。

仁明天皇は、仁明天皇である。

人民は、人民である。

任務は、任務である。

任命は、任命である。

人面は、人面である。

任免は、任免である。

任用は、任用である。

妊孕は、妊孕である。

認容は、認容である。



任料は、任料である。

妊力は、妊力である。

ぬは、ぬである。

沼は、沼である。

野は、野である。

奴は、奴である。

怒は、怒である。

寝は、寝である。

寐は、寐である。

ヌアクショットは、ヌアクショットである。

縫いは、縫いである。

縫ひ敢ふは、縫ひ敢ふである。

縫上げは、縫上げである。

縫揚げは、縫揚げである。

縫い上げるは、縫い上げるである。

縫い合せるは、縫い合せるである。

縫糸は、縫糸である。

縫帯は、縫帯である。

縫返しは、縫返しである。

縫い返すは、縫い返すである。

縫懸鞘は、縫懸鞘である。

縫切網は、縫切網である。

縫釘は、縫釘である。

縫ひ含むは、縫ひ含むである。

縫い包みは、縫い包みである。

縫い子は、縫い子である。

縫込みは、縫込みである。

縫い込むは、縫い込むである。

縫刺しは、縫刺しである。

縫止し物は、縫止し物である。

縫い止すは、縫い止すである。

縫い様は、縫い様である。

縫師は、縫師である。

縫代は、縫代である。

縫摺は、縫摺である。

縫苧は、縫苧である。

縫初めは、縫初めである。

縫殿寮は、縫殿寮である。

縫司は、縫司である。

縫尽しは、縫尽しである。

縫付紋は、縫付紋である。

縫い付けるは、縫い付けるである。

縫殿は、縫殿である。

縫取りは、縫取りである。

縫取織は、縫取織である。

縫い取るは、縫い取るである。



縫直しは、縫直しである。

縫い直すは、縫い直すである。

縫延べは、縫延べである。

縫箔は、縫箔である。

縫箔屋は、縫箔屋である。

縫外しは、縫外しである。

縫針は、縫針である。

縫部は、縫部である。

縫部司は、縫部司である。

縫仏は、縫仏である。

縫女は、縫女である。

縫い目は、縫い目である。

縫物は、縫物である。

縫物師は、縫物師である。

縫模様は、縫模様である。

縫紋は、縫紋である。

縫分け縞は、縫分け縞である。

ヌーは、ヌーである。

縫うは、縫うである。

ヌーヴェルヴァーグは、ヌーヴェルヴァーグである。

ヌーヴェルキュイジーヌは、ヌーヴェルキュイジーヌである。

ヌーヴォーは、ヌーヴォーである。

ヌーヴォーロマンは、ヌーヴォーロマンである。

ヌースは、ヌースである。

ぬうっとは、ぬうっとである。

ヌーディストは、ヌーディストである。

ヌードは、ヌードである。

ヌードマウスは、ヌードマウスである。

ヌートリアは、ヌートリアである。

ヌードルは、ヌードルである。

ヌーボーは、ヌーボーである。

ヌーメアは、ヌーメアである。

鵺は、鵺である。

萎草は、萎草である。

ぬえ子鳥は、ぬえ子鳥である。

ぬえ的は、ぬえ的である。

ぬえ鳥は、ぬえ鳥である。

ぬえ鳥のは、ぬえ鳥のである。

ヌエバエスパーニャは、ヌエバエスパーニャである。

糠は、糠である。

額は、額である。

ぬかは、ぬかである。

ヌガーは、ヌガーである。

糠油は、糠油である。

糠雨は、糠雨である。

蘇は、蘇である。



糠蝦は、糠蝦である。

糠蚊は、糠蚊である。

糠買は、糠買である。

額繋は、額繋である。

額髪は、額髪である。

糠釘は、糠釘である。

糠子は、糠子である。

零余子は、零余子である。

吐かすは、吐かすである。

抜かすは、抜かすである。

酸漿は、酸漿である。

叩頭虫は、叩頭虫である。

額突虫は、額突虫である。

額衝くは、額衝くである。

叩頭くは、叩頭くである。

額田王は、額田王である。

糠漬は、糠漬である。

糠床は、糠床である。

流なふは、流なふである。

ぬかぬかとは、ぬかぬかとである。

板歯は、板歯である。

糠蠅は、糠蠅である。

糠働きは、糠働きである。

糠袋は、糠袋である。

糠篩は、糠篩である。

糠穂は、糠穂である。

糠星は、糠星である。

糠味噌は、糠味噌である。

糠味噌臭いは、糠味噌臭いである。

糠味噌汁は、糠味噌汁である。

糠味噌漬は、糠味噌漬である。

糠味噌女房は、糠味噌女房である。

糠屋は、糠屋である。

糠喜びは、糠喜びである。

糠悦びは、糠悦びである。

抜からぬ顔は、抜からぬ顔である。

抜かりは、抜かりである。

泥濘は、泥濘である。

抜かり者は、抜かり者である。

抜かるは、抜かるである。

泥濘るは、泥濘るである。

泥濘むは、泥濘むである。

抜きは、抜きである。

貫は、貫である。

緯は、緯である。

貫合は、貫合である。



抜き合うは、抜き合うである。

抜き足は、抜き足である。

抜き足差し足は、抜き足差し足である。

貫孔は、貫孔である。

抜き合せるは、抜き合せるである。

抜き出づは、抜き出づである。

抜き出すは、抜き出すである。

抜き糸は、抜き糸である。

緯糸は、緯糸である。

貫き入るは、貫き入るである。

貫入は、貫入である。

抜入れ袖は、抜入れ袖である。

抜入れ手は、抜入れ手である。

抜打ちは、抜打ちである。

抜撃ちは、抜撃ちである。

抜打ち解散は、抜打ち解散である。

抜打ちストは、抜打ちストである。

抜写しは、抜写しである。

抜衣紋は、抜衣紋である。

抜襟は、抜襟である。

緯筬は、緯筬である。

抜書きは、抜書きである。

脱ぎ掛けは、脱ぎ掛けである。

脱ぎ掛けるは、脱ぎ掛けるである。

抜き翳すは、抜き翳すである。

抜き難いは、抜き難いである。

ぬき車は、ぬき車である。

貫木は、貫木である。

抜櫛は、抜櫛である。

抜巾子は、抜巾子である。

貫前神社は、貫前神社である。

脱ぎ下げは、脱ぎ下げである。

抜き差しは、抜き差しである。

抜き去るは、抜き去るである。

抜師は、抜師である。

抜状は、抜状である。

緯白は、緯白である。

貫簀は、貫簀である。

抽づは、抽づである。

脱ぎ捨ては、脱ぎ捨てである。

脱ぎ捨てるは、脱ぎ捨てるである。

脱ぎ滑すは、脱ぎ滑すである。

抜刷は、抜刷である。

貫銭は、貫銭である。

抜き側むは、抜き側むである。

抜染は、抜染である。



貫き垂るは、貫き垂るである。

脱ぎ垂るは、脱ぎ垂るである。

脱きつは、脱きつである。

脱ぎっ放しは、脱ぎっ放しである。

抜き連ねるは、抜き連ねるである。

抜き連れるは、抜き連れるである。

抜手は、抜手である。

貫手は、貫手である。

抜出は、抜出である。

抜出綿は、抜出綿である。

貫き止むは、貫き止むである。

抜取りは、抜取りである。

抜取り検査は、抜取り検査である。

抜き取るは、抜き取るである。

貫名は、貫名である。

貫名海屋は、貫名海屋である。

抜荷は、抜荷である。

緯錦は、緯錦である。

抜糊は、抜糊である。

抜き放すは、抜き放すである。

抜き放つは、抜き放つである。

抜歩は、抜歩である。

抜穂は、抜穂である。

抜穂使は、抜穂使である。

抜本は、抜本である。

抜身は、抜身である。

貫き乱るは、貫き乱るである。

抜紋は、抜紋である。

抜読みは、抜読みである。

抜綿は、抜綿である。

抽んでるは、抽んでるである。

擢んでるは、擢んでるである。

抜きん出るは、抜きん出るである。

温は、温である。

抜くは、抜くである。

脱ぐは、脱ぐである。

ヌクアロファは、ヌクアロファである。

温いは、温いである。

拭いは、拭いである。

拭い板は、拭い板である。

拭い漆は、拭い漆である。

拭い縁は、拭い縁である。

拭い去るは、拭い去るである。

拭い取るは、拭い取るである。

拭うは、拭うである。

温しは、温しである。



温助は、温助である。

温介は、温介である。

温太郎は、温太郎である。

温血は、温血である。

ヌクテーは、ヌクテーである。

温といは、温といである。

温温は、温温である。

温灰は、温灰である。

温まりは、温まりである。

温まるは、温まるである。

温みは、温みである。

温むは、温むである。

温めは、温めである。

温め鳥は、温め鳥である。

温めるは、温めるである。

温もりは、温もりである。

温もるは、温もるである。

ヌクレアーゼは、ヌクレアーゼである。

ヌクレオシドは、ヌクレオシドである。

ヌクレオソームは、ヌクレオソームである。

ヌクレオチドは、ヌクレオチドである。

温若は、温若である。

抜けは、抜けである。

脱けは、脱けである。

抜け上がるは、抜け上がるである。

抜け商いは、抜け商いである。

抜け足は、抜け足である。

抜け穴は、抜け穴である。

抜け出づは、抜け出づである。

抜け井戸は、抜け井戸である。

抜け入るは、抜け入るである。

抜け裏は、抜け裏である。

抜け売は、抜け売である。

抜け落ちるは、抜け落ちるである。

抜け買は、抜け買である。

抜け駆けは、抜け駆けである。

抜け髪は、抜け髪である。

抜け殻は、抜け殻である。

脱け殻は、脱け殻である。

抜殻は、抜殻である。

蛻は、蛻である。

抜け代るは、抜け代るである。

抜け句は、抜け句である。

抜け口は、抜け口である。

抜け首は、抜け首である。

抜け毛は、抜け毛である。



脱け毛は、脱け毛である。

抜小路は、抜小路である。

抜け詞は、抜け詞である。

抜作は、抜作である。

抜け酒は、抜け酒である。

抜け参宮は、抜け参宮である。

脱け字は、脱け字である。

脱痔は、脱痔である。

抜衆は、抜衆である。

抜巣は、抜巣である。

抜けそは、抜けそである。

抜けそけは、抜けそけである。

抜け出すは、抜け出すである。

脱け出すは、脱け出すである。

抜け出るは、抜け出るである。

抜け荷は、抜け荷である。

抜け抜けは、抜け抜けである。

抜け歯は、抜け歯である。

抜け風は、抜け風である。

抜船は、抜船である。

抜け参りは、抜け参りである。

抜丸は、抜丸である。

抜け道は、抜け道である。

抜け目は、抜け目である。

抜け物は、抜け物である。

抜け者は、抜け者である。

抜物買は、抜物買である。

抜けるは、抜けるである。

脱げるは、脱げるである。

抜露地は、抜露地である。

幣打ちは、幣打ちである。

幣掛けは、幣掛けである。

幣袋は、幣袋である。

幣振は、幣振である。

塗師は、塗師である。

主柄は、主柄である。

塗師細工は、塗師細工である。

主様は、主様である。

主付くは、主付くである。

塗師風呂は、塗師風呂である。

塗師平六は、塗師平六である。

塗師屋は、塗師屋である。

盗足は、盗足である。

盗起つは、盗起つである。

盗人は、盗人である。

盗人根性は、盗人根性である。



盗食むは、盗食むである。

盗人算は、盗人算である。

盗人上戸は、盗人上戸である。

盗人萩は、盗人萩である。

盗人宿は、盗人宿である。

盗人連歌は、盗人連歌である。

盗まふは、盗まふである。

盗みは、盗みである。

盗み足は、盗み足である。

盗み聞きは、盗み聞きである。

盗み食いは、盗み食いである。

盗み心は、盗み心である。

盗竹は、盗竹である。

盗み鳥は、盗み鳥である。

盗み撮りは、盗み撮りである。

盗み録りは、盗み録りである。

盗み取るは、盗み取るである。

窃には、窃にである。

盗み見は、盗み見である。

盗み見るは、盗み見るである。

盗み物は、盗み物である。

盗み読みは、盗み読みである。

盗み笑いは、盗み笑いである。

盗むは、盗むである。

ぬたは、ぬたである。

饅は、饅である。

饅和えは、饅和えである。

饅韲は、饅韲である。

ぬたうつは、ぬたうつである。

ぬたくるは、ぬたくるである。

饅膾は、饅膾である。

ぬた場は、ぬた場である。

ぬた筈は、ぬた筈である。

ぬたはだは、ぬたはだである。

ぬた目は、ぬた目である。

渟足柵は、渟足柵である。

ぬちは、ぬちである。

ぬっくりは、ぬっくりである。

ぬっけりは、ぬっけりである。

ぬっとは、ぬっとである。

ぬっぺいは、ぬっぺいである。

ぬっぺらぼうは、ぬっぺらぼうである。

ぬっぺりは、ぬっぺりである。

ぬっぽりは、ぬっぽりである。

鐸は、鐸である。

白膠木は、白膠木である。



渟名井は、渟名井である。

渟名川は、渟名川である。

沼名河比売は、沼名河比売である。

渟浪田は、渟浪田である。

瓊音は、瓊音である。

ぬなりは、ぬなりである。

沼縄は、沼縄である。

蓴は、蓴である。

蓴繰は、蓴繰である。

布石は、布石である。

布肩衣は、布肩衣である。

布皮は、布皮である。

布衣は、布衣である。

布切れは、布切れである。

布靴は、布靴である。

布子は、布子である。

布子表は、布子表である。

布漉しは、布漉しである。

布晒しは、布晒しである。

布地は、布地である。

布敷は、布敷である。

布敷石は、布敷石である。

布蔀は、布蔀である。

布尺は、布尺である。

布写真は、布写真である。

布障子は、布障子である。

布竹は、布竹である。

布機は、布機である。

布羽目は、布羽目である。

布引は、布引である。

布引大根は、布引大根である。

布引の滝は、布引の滝である。

布直垂は、布直垂である。

布屏風は、布屏風である。

布掘りは、布掘りである。

布巻は、布巻である。

布丸太は、布丸太である。

布目は、布目である。

布目紙は、布目紙である。

布目瓦は、布目瓦である。

布目象眼は、布目象眼である。

布目塗は、布目塗である。

奴袴は、奴袴である。

射干玉は、射干玉である。

射干玉鳥は、射干玉鳥である。

射干玉のは、射干玉のである。



ぬはりぐさは、ぬはりぐさである。

奴婢は、奴婢である。

野火は、野火である。

ヌビアは、ヌビアである。

野蒜は、野蒜である。

野辺は、野辺である。

ぬべしは、ぬべしである。

奴僕は、奴僕である。

瓊矛は、瓊矛である。

要は、要である。

沼間は、沼間である。

沼江は、沼江である。

沼蝦は、沼蝦である。

沼貝は、沼貝である。

沼蛙は、沼蛙である。

沼風は、沼風である。

沼茅は、沼茅である。

沼萱は、沼萱である。

沼川は、沼川である。

沼鹿は、沼鹿である。

沼杉は、沼杉である。

沼田は、沼田である。

沼太郎は、沼太郎である。

沼地は、沼地である。

沼津は、沼津である。

沼津垣は、沼津垣である。

沼虎の尾は、沼虎の尾である。

沼萩は、沼萩である。

沼間守一は、沼間守一である。

沼蓬は、沼蓬である。

枸杞は、枸杞である。

ぬみぐすりは、ぬみぐすりである。

ヌミディアは、ヌミディアである。

絖は、絖である。

滑革は、滑革である。

ぬめくるは、ぬめくるである。

滑胡麻は、滑胡麻である。

滑滑は、滑滑である。

滑らかすは、滑らかすである。

滑りは、滑りである。

滑猪口は、滑猪口である。

滑り出づは、滑り出づである。

滑り唄は、滑り唄である。

滑り男は、滑り男である。

滑鯒は、滑鯒である。

滑り込むは、滑り込むである。



滑り筋は、滑り筋である。

滑り妻は、滑り妻である。

滑り道中は、滑り道中である。

滑り風は、滑り風である。

滑り節は、滑り節である。

滑り者は、滑り者である。

ぬ文字は、ぬ文字である。

野守は、野守である。

野山は、野山である。

野良は、野良である。

ぬらくらは、ぬらくらである。

ぬらくら口は、ぬらくら口である。

濡らしは、濡らしである。

濡らすは、濡らすである。

ぬらつくは、ぬらつくである。

ぬらぬらは、ぬらぬらである。

ぬらむは、ぬらむである。

ぬらりくらりは、ぬらりくらりである。

ぬらりころりは、ぬらりころりである。

ぬらりとは、ぬらりとである。

滑瓢は、滑瓢である。

塗りは、塗りである。

塗上げは、塗上げである。

塗り上げるは、塗り上げるである。

塗足駄は、塗足駄である。

塗家は、塗家である。

塗板は、塗板である。

塗板輿は、塗板輿である。

塗柄は、塗柄である。

塗り絵は、塗り絵である。

塗箙は、塗箙である。

塗扇は、塗扇である。

塗桶は、塗桶である。

塗替えは、塗替えである。

塗り替えるは、塗り替えるである。

塗り隠すは、塗り隠すである。

塗笠は、塗笠である。

塗り固めるは、塗り固めるである。

塗壁は、塗壁である。

塗木は、塗木である。

塗素地は、塗素地である。

塗櫛は、塗櫛である。

塗り薬は、塗り薬である。

塗下駄は、塗下駄である。

塗りこくるは、塗りこくるである。

塗輿は、塗輿である。



塗小早は、塗小早である。

柳宿は、柳宿である。

塗込みは、塗込みである。

塗籠は、塗籠である。

塗籠他行は、塗籠他行である。

塗籠籐は、塗籠籐である。

塗り籠めるは、塗り籠めるである。

塗り込めるは、塗り込めるである。

塗下は、塗下である。

塗下地は、塗下地である。

塗台は、塗台である。

塗大工は、塗大工である。

塗りたくるは、塗りたくるである。

塗り立ては、塗り立てである。

塗立漆は、塗立漆である。

塗立物は、塗立物である。

塗り立てるは、塗り立てるである。

塗樽は、塗樽である。

塗垂は、塗垂である。

塗稚児は、塗稚児である。

塗机は、塗机である。

塗り付けるは、塗り付けるである。

塗り潰すは、塗り潰すである。

塗壺笠は、塗壺笠である。

塗弦は、塗弦である。

塗籐は、塗籐である。

塗り直すは、塗り直すである。

塗箆は、塗箆である。

塗り掃きは、塗り掃きである。

塗箸は、塗箸である。

塗櫃は、塗櫃である。

塗筆は、塗筆である。

塗船は、塗船である。

漆部は、漆部である。

漆部司は、漆部司である。

塗坊主は、塗坊主である。

塗木履は、塗木履である。

塗骨は、塗骨である。

塗盆は、塗盆である。

塗枕は、塗枕である。

塗回しは、塗回しである。

塗り回すは、塗り回すである。

塗物は、塗物である。

塗屋は、塗屋である。

ぬり屋形は、ぬり屋形である。

塗弓は、塗弓である。



塗椀は、塗椀である。

ぬるは、ぬるである。

塗るは、塗るである。

濡るは、濡るである。

微温いは、微温いである。

温金は、温金である。

寝る魂は、寝る魂である。

白膠木白油虫は、白膠木白油虫である。

白膠木耳五倍子は、白膠木耳五倍子である。

ぬるぬるは、ぬるぬるである。

奴児哈赤は、奴児哈赤である。

弩爾哈斉は、弩爾哈斉である。

微温火は、微温火である。

緩火は、緩火である。

微温は、微温である。

微温湯は、微温湯である。

微温心地は、微温心地である。

微温むは、微温むである。

温麦は、温麦である。

微温めるは、微温めるである。

ぬるりとは、ぬるりとである。

濡るる顔は、濡るる顔である。

濡れは、濡れである。

奴隷は、奴隷である。

濡れ色は、濡れ色である。

濡歌は、濡歌である。

濡唄は、濡唄である。

濡れ縁は、濡れ縁である。

濡女は、濡女である。

濡れ返るは、濡れ返るである。

濡れ顔は、濡れ顔である。

濡れ掛るは、濡れ掛るである。

濡れ掛けるは、濡れ掛けるである。

濡れ紙は、濡れ紙である。

濡れ髪は、濡れ髪である。

濡髪長五郎は、濡髪長五郎である。

濡れ衣は、濡れ衣である。

沾衣は、沾衣である。

濡後家は、濡後家である。

濡事は、濡事である。

濡事師は、濡事師である。

濡鷺は、濡鷺である。

濡れしょぼたれるは、濡れしょぼたれるである。

濡代は、濡代である。

濡れそぼつは、濡れそぼつである。

濡れ手は、濡れ手である。



濡れ通るは、濡れ通るである。

濡荷は、濡荷である。

濡れぬ雨は、濡れぬ雨である。

ぬれぬれは、ぬれぬれである。

濡れ鼠は、濡れ鼠である。

濡場は、濡場である。

濡れ羽色は、濡れ羽色である。

濡れ話は、濡れ話である。

濡ればむは、濡ればむである。

濡れ漬づは、濡れ漬づである。

濡人は、濡人である。

濡文は、濡文である。

濡坊主は、濡坊主である。

濡れ仏は、濡れ仏である。

濡幕は、濡幕である。

濡れ勝るは、濡れ勝るである。

濡れ身は、濡れ身である。

濡者は、濡者である。

濡れ雪は、濡れ雪である。

濡れるは、濡れるである。

濡れ渡るは、濡れ渡るである。

濡草鞋は、濡草鞋である。

野ろは、野ろである。

縫はるは、縫はるである。

ぬんちゃくは、ぬんちゃくである。

ねは、ねである。

子は、子である。

音は、音である。

哭は、哭である。

値は、値である。

峰は、峰である。

嶺は、嶺である。

根は、根である。

鼠は、鼠である。

寝明かすは、寝明かすである。

値上りは、値上りである。

根上りは、根上りである。

寝飽きるは、寝飽きるである。

値上げは、値上げである。

寝汗は、寝汗である。

盗汗は、盗汗である。

値洗いは、値洗いである。

音合せは、音合せである。

根合は、根合である。

ネアンデルタール人は、ネアンデルタール人である。

佞は、佞である。



寧は、寧である。

ネイは、ネイである。

ねいは、ねいである。

佞悪は、佞悪である。

寧夏は、寧夏である。

佞奸は、佞奸である。

佞姦は、佞姦である。

寝息は、寝息である。

寧馨児は、寧馨児である。

佞言は、佞言である。

佞巧は、佞巧である。

寧歳は、寧歳である。

根石は、根石である。

寧日は、寧日である。

佞者は、佞者である。

佞臣は、佞臣である。

佞人は、佞人である。

寝椅子は、寝椅子である。

寧静は、寧静である。

佞智は、佞智である。

寝糸は、寝糸である。

佞弁は、佞弁である。

子忌は、子忌である。

根芋は、根芋である。

獰猛は、獰猛である。

根入は、根入である。

寝入り端は、寝入り端である。

寝入りめは、寝入りめである。

ネイルは、ネイルである。

寝入るは、寝入るである。

ネイルエナメルは、ネイルエナメルである。

音色は、音色である。

ネヴァは、ネヴァである。

ネヴァダは、ネヴァダである。

ネウィンは、ネウィンである。

根魚は、根魚である。

値動きは、値動きである。

寝牛起馬は、寝牛起馬である。

値打は、値打である。

寝射ちは、寝射ちである。

ネウマは、ネウマである。

ねえは、ねえである。

ネーグリは、ネーグリである。

姉さんは、姉さんである。

姐さんは、姐さんである。

姉さん株は、姉さん株である。



姉さん被りは、姉さん被りである。

ネーションは、ネーションである。

ネーチャーは、ネーチャーである。

ネーティブは、ネーティブである。

ネーデルラントは、ネーデルラントである。

ネーピアは、ネーピアである。

ネービーブルーは、ネービーブルーである。

ネーブルは、ネーブルである。

ネープルスは、ネープルスである。

ネーミングは、ネーミングである。

ネームは、ネームである。

ネームバリューは、ネームバリューである。

ネームプレートは、ネームプレートである。

姉やは、姉やである。

ネールは、ネールである。

根緒は、根緒である。

ネオは、ネオである。

ネオアンプレッショニスムは、ネオアンプレッショニスムである。

根生いは、根生いである。

根緒懸は、根緒懸である。

寝起きは、寝起きである。

寝起くは、寝起くである。

ネオクラシシズムは、ネオクラシシズムである。

ネオコロニアリズムは、ネオコロニアリズムである。

ネオサルバルサンは、ネオサルバルサンである。

寝圧しは、寝圧しである。

寝押しは、寝押しである。

ネオジムは、ネオジムである。

寝白粉は、寝白粉である。

ネオダーウィニズムは、ネオダーウィニズムである。

根尾谷は、根尾谷である。

根尾谷断層は、根尾谷断層である。

ネオテニーは、ネオテニーである。

ネオトミズムは、ネオトミズムである。

寝驚くは、寝驚くである。

ネオピリナは、ネオピリナである。

寝怖るは、寝怖るである。

ネオプレンは、ネオプレンである。

ネオマーカンティリズムは、ネオマーカンティリズムである。

ネオラマルキズムは、ネオラマルキズムである。

ネオレアリズモは、ネオレアリズモである。

嶺颪は、嶺颪である。

ネオロジズムは、ネオロジズムである。

ネオンは、ネオンである。

ネオン管は、ネオン管である。

寝音曲は、寝音曲である。



ネオンサインは、ネオンサインである。

ネオンテトラは、ネオンテトラである。

ネオンランプは、ネオンランプである。

ネガは、ネガである。

願いは、願いである。

願い上げるは、願い上げるである。

願ひ出づは、願ひ出づである。

願い出では、願い出でである。

願石代は、願石代である。

願い事は、願い事である。

願い下げは、願い下げである。

願い下げるは、願い下げるである。

願い書は、願い書である。

願い手は、願い手である。

願い出は、願い出である。

願い出るは、願い出るである。

願い人は、願い人である。

願い主は、願い主である。

願いの糸は、願いの糸である。

願譜代家は、願譜代家である。

願い文は、願い文である。

願うは、願うである。

寝返りは、寝返りである。

寝返るは、寝返るである。

寝顔は、寝顔である。

根掛りは、根掛りである。

根掛は、根掛である。

値嵩株は、値嵩株である。

寝かし付けるは、寝かし付けるである。

寝かし物は、寝かし物である。

寝かすは、寝かすである。

根械は、根械である。

寝風は、寝風である。

寝かせるは、寝かせるである。

根方は、根方である。

根固めは、根固めである。

ネガティブは、ネガティブである。

ネガティブリストは、ネガティブリストである。

根株は、根株である。

寝紙は、寝紙である。

根髢は、根髢である。

根からは、根からである。

音柄は、音柄である。

根から葉からは、根から葉からである。

根搦みは、根搦みである。

根絡みは、根絡みである。



根輪は、根輪である。

根側は、根側である。

願わくはは、願わくはである。

願わくばは、願わくばである。

願わしいは、願わしいである。

寝棺は、寝棺である。

根際は、根際である。

葱は、葱である。

禰宜は、禰宜である。

祈ぎ掛くは、祈ぎ掛くである。

祈ぎ事は、祈ぎ事である。

根岸は、根岸である。

根岸線は、根岸線である。

根岸短歌会は、根岸短歌会である。

根岸派は、根岸派である。

根岸鎮衛は、根岸鎮衛である。

禰宜殿は、禰宜殿である。

葱鴨は、葱鴨である。

葱南蛮は、葱南蛮である。

葱坊主は、葱坊主である。

葱鮪は、葱鮪である。

ねき物は、ねき物である。

禰宜山伏は、禰宜山伏である。

労いは、労いである。

犒いは、犒いである。

労うは、労うである。

犒うは、犒うである。

根切りは、根切りである。

根伐りは、根伐りである。

値切り小切りは、値切り小切りである。

根切りの祝は、根切りの祝である。

根切り葉切りは、根切り葉切りである。

根切虫は、根切虫である。

値切るは、値切るである。

寝際は、寝際である。

労ぐは、労ぐである。

犒ぐは、犒ぐである。

祈ぐは、祈ぐである。

寝食いは、寝食いである。

寝臭いは、寝臭いである。

根腐るは、根腐るである。

寝腐るは、寝腐るである。

根腐れは、根腐れである。

ネクストは、ネクストである。

値崩れは、値崩れである。

ネクセは、ネクセである。



寝癖は、寝癖である。

ネクターは、ネクターである。

ネクタイは、ネクタイである。

ネクタイ留めは、ネクタイ留めである。

ネクタイピンは、ネクタイピンである。

ネクタリンは、ネクタリンである。

ネクタルは、ネクタルである。

寝腐れは、寝腐れである。

寝腐れ起きは、寝腐れ起きである。

寝腐れ髪は、寝腐れ髪である。

寝腐れ姿は、寝腐れ姿である。

寝首は、寝首である。

根組は、根組である。

塒は、塒である。

ネクラーソフは、ネクラーソフである。

塒鳥は、塒鳥である。

ネグリジェは、ネグリジェである。

ネグリトは、ネグリトである。

ネグるは、ネグるである。

寝苦しいは、寝苦しいである。

ネグロは、ネグロである。

ネグロイドは、ネグロイドである。

ネクロフォビアは、ネクロフォビアである。

ネゲヴは、ネゲヴである。

寝化粧は、寝化粧である。

ねこは、ねこである。

猫は、猫である。

寝粉は、寝粉である。

猫脚は、猫脚である。

猫足昆布は、猫足昆布である。

寝濃いは、寝濃いである。

猫石は、猫石である。

猫板は、猫板である。

猫いらずは、猫いらずである。

根肥は、根肥である。

寝声は、寝声である。

猫下ろしは、猫下ろしである。

猫掻は、猫掻である。

寝転すは、寝転すである。

猫被りは、猫被りである。

猫かわいがりは、猫かわいがりである。

根扱ぎは、根扱ぎである。

猫草は、猫草である。

猫車は、猫車である。

寝心地は、寝心地である。

根心は、根心である。



寝心は、寝心である。

ねこ座は、ねこ座である。

寝茣蓙は、寝茣蓙である。

根拵網は、根拵網である。

猫鮫は、猫鮫である。

猫三昧は、猫三昧である。

根掘じは、根掘じである。

寝越しは、寝越しである。

ネゴシエーションは、ネゴシエーションである。

猫舌は、猫舌である。

猫四手は、猫四手である。

猫じゃらしは、猫じゃらしである。

根拵えは、根拵えである。

根掘ずは、根掘ずである。

猫頭巾は、猫頭巾である。

猫背は、猫背である。

猫背中は、猫背中である。

根刮ぎは、根刮ぎである。

根刮げは、根刮げである。

ねこだは、ねこだである。

猫騙しは、猫騙しである。

猫っ被りは、猫っ被りである。

猫っ毛は、猫っ毛である。

猫綱は、猫綱である。

猫面は、猫面である。

寝言は、寝言である。

禰古流しは、禰古流しである。

猫撫で声は、猫撫で声である。

猫の子は、猫の子である。

猫の恋は、猫の恋である。

猫の舌は、猫の舌である。

猫の額は、猫の額である。

猫蚤は、猫蚤である。

猫の目は、猫の目である。

猫目草は、猫目草である。

猫萩は、猫萩である。

猫八は、猫八である。

猫糞は、猫糞である。

猫額は、猫額である。

猫火鉢は、猫火鉢である。

根瘤は、根瘤である。

猫ぶきは、猫ぶきである。

猫間は、猫間である。

猫股は、猫股である。

猫又は、猫又である。

猫跨ぎは、猫跨ぎである。



寝込みは、寝込みである。

根込みは、根込みである。

寝込むは、寝込むである。

根込めは、根込めである。

猫目石は、猫目石である。

猫飯は、猫飯である。

根小屋は、根小屋である。

猫柳は、猫柳である。

根ごれは、根ごれである。

値頃は、値頃である。

根来は、根来である。

寝転がるは、寝転がるである。

根来組は、根来組である。

根来寺は、根来寺である。

根来衆は、根来衆である。

根来塗は、根来塗である。

根来版は、根来版である。

寝転ぶは、寝転ぶである。

根金際は、根金際である。

ねごんぞうは、ねごんぞうである。

値下りは、値下りである。

値下げは、値下げである。

寝酒は、寝酒である。

根笹は、根笹である。

音差しは、音差しである。

根差しは、根差しである。

根挿しは、根挿しである。

根差すは、根差すである。

寝様は、寝様である。

寝覚むは、寝覚むである。

寝覚めは、寝覚めである。

寝覚草は、寝覚草である。

寝覚提重は、寝覚提重である。

寝覚月は、寝覚月である。

寝覚鳥は、寝覚鳥である。

寝覚の床は、寝覚の床である。

値鞘は、値鞘である。

捻は、捻である。

螺子は、螺子である。

捻子は、捻子である。

捩子は、捩子である。

螺旋は、螺旋である。

捩合いは、捩合いである。

捩ぢ合ふは、捩ぢ合ふである。

捩じ開けるは、捩じ開けるである。

捻じ開けるは、捻じ開けるである。



捩じ上げるは、捩じ上げるである。

捻じ上げるは、捻じ上げるである。

螺子穴は、螺子穴である。

捩菖蒲は、捩菖蒲である。

捩貝は、捩貝である。

捩掛は、捩掛である。

捩籠は、捩籠である。

捩金は、捩金である。

寝敷は、寝敷である。

捩木は、捩木である。

捻切は、捻切である。

螺子切りは、螺子切りである。

螺子錐は、螺子錐である。

螺子切盤は、螺子切盤である。

捩じ切るは、捩じ切るである。

捻じ切るは、捻じ切るである。

拗くは、拗くである。

螺子釘は、螺子釘である。

捩じ首は、捩じ首である。

捩じくるは、捩じくるである。

捻じくるは、捻じくるである。

拗くれるは、拗くれるである。

捻じくれるは、捻じくれるである。

拗けは、拗けである。

螺子ゲージは、螺子ゲージである。

拗けがましは、拗けがましである。

拗けしは、拗けしである。

拗け人は、拗け人である。

拗けるは、拗けるである。

捩じ込むは、捩じ込むである。

捻じ込むは、捻じ込むである。

捩ぢ殺すは、捩ぢ殺すである。

捻ぢ殺すは、捻ぢ殺すである。

螺子コンベヤーは、螺子コンベヤーである。

捩上戸は、捩上戸である。

拗上戸は、拗上戸である。

捩ぢ竦むは、捩ぢ竦むである。

捻ぢ竦むは、捻ぢ竦むである。

寝静まるは、寝静まるである。

捩袖は、捩袖である。

捩じ倒すは、捩じ倒すである。

捻じ倒すは、捻じ倒すである。

寝支度は、寝支度である。

捩杖は、捩杖である。

ネジドは、ネジドである。

捩じ取るは、捩じ取るである。



捻じ取るは、捻じ取るである。

寝しなは、寝しなである。

捩ぢ直るは、捩ぢ直るである。

捻ぢ直るは、捻ぢ直るである。

寝死には、寝死にである。

螺子抜きは、螺子抜きである。

螺子歯車は、螺子歯車である。

捩じ鉢巻は、捩じ鉢巻である。

捩花は、捩花である。

捩引きは、捩引きである。

螺子鋲は、螺子鋲である。

捩袱紗は、捩袱紗である。

捩じ伏せるは、捩じ伏せるである。

捻じ伏せるは、捻じ伏せるである。

捻筆は、捻筆である。

螺子プロペラは、螺子プロペラである。

螺子ポンプは、螺子ポンプである。

捩ぢ捲くは、捩ぢ捲くである。

捻ぢ捲くは、捻ぢ捲くである。

捩じ曲げるは、捩じ曲げるである。

捻じ曲げるは、捻じ曲げるである。

螺子回しは、螺子回しである。

捩じ回すは、捩じ回すである。

捻じ回すは、捻じ回すである。

捩じ向けるは、捩じ向けるである。

捻じ向けるは、捻じ向けるである。

音締めは、音締めである。

根締めは、根締めである。

捩ぢ戻すは、捩ぢ戻すである。

捻ぢ戻すは、捻ぢ戻すである。

寝釈迦は、寝釈迦である。

捩ぢ破るは、捩ぢ破るである。

捻ぢ破るは、捻ぢ破るである。

螺子山は、螺子山である。

根生薑は、根生薑である。

寝正月は、寝正月である。

寝小便は、寝小便である。

捩ぢ寄るは、捩ぢ寄るである。

捻ぢ寄るは、捻ぢ寄るである。

捩りは、捩りである。

捩り飴は、捩り飴である。

捩り試験機は、捩り試験機である。

捩り動力計は、捩り動力計である。

捩り秤は、捩り秤である。

捩り鉢巻は、捩り鉢巻である。

捩り髭は、捩り髭である。



捩り振子は、捩り振子である。

捩じるは、捩じるである。

捻じるは、捻じるである。

捩れは、捩れである。

捻れは、捻れである。

捩れ錐は、捩れ錐である。

捩れ秤は、捩れ秤である。

撚翅は、撚翅である。

捩れ振子は、捩れ振子である。

捩じれるは、捩じれるである。

捻じれるは、捻じれるである。

根白は、根白である。

根城は、根城である。

根白草は、根白草である。

捩分け髪は、捩分け髪である。

熱すは、熱すである。

杜松は、杜松である。

不寝は、不寝である。

寝唾は、寝唾である。

捩づは、捩づである。

捻づは、捻づである。

根助緒は、根助緒である。

念珠ケ関は、念珠ケ関である。

鼠ケ関は、鼠ケ関である。

寝姿は、寝姿である。

寝過ぎるは、寝過ぎるである。

寝過すは、寝過すである。

ネス湖は、ネス湖である。

ねずこは、ねずこである。

鼠坊は、鼠坊である。

ネストリウスは、ネストリウスである。

ネストリウス派は、ネストリウス派である。

ネストルは、ネストルである。

ネストル年代記は、ネストル年代記である。

鼠鳴きは、鼠鳴きである。

鼠鳴くは、鼠鳴くである。

不寝の番は、不寝の番である。

鼠走は、鼠走である。

不寝番は、不寝番である。

寝住いは、寝住いである。

鼠舞は、鼠舞である。

鼠穴は、鼠穴である。

鼠入らずは、鼠入らずである。

鼠色は、鼠色である。

鼠生は、鼠生である。

鼠落しは、鼠落しである。



鼠返しは、鼠返しである。

鼠壁は、鼠壁である。

鼠紙は、鼠紙である。

鼠木戸は、鼠木戸である。

鼠食いは、鼠食いである。

鼠倉は、鼠倉である。

鼠毛は、鼠毛である。

鼠講は、鼠講である。

鼠小僧は、鼠小僧である。

鼠鯒は、鼠鯒である。

鼠ごっこは、鼠ごっこである。

鼠米は、鼠米である。

鼠小紋は、鼠小紋である。

鼠殺しは、鼠殺しである。

鼠衣は、鼠衣である。

鼠根性は、鼠根性である。

鼠刺は、鼠刺である。

鼠鮫は、鼠鮫である。

鼠算は、鼠算である。

鼠銑は、鼠銑である。

鼠茸は、鼠茸である。

鼠茶は、鼠茶である。

鼠突きは、鼠突きである。

鼠戸は、鼠戸である。

鼠戸銭は、鼠戸銭である。

鼠取りは、鼠取りである。

鼠捕りは、鼠捕りである。

鼠の尾は、鼠の尾である。

鼠の子算用は、鼠の子算用である。

鼠蚤は、鼠蚤である。

鼠の嫁入りは、鼠の嫁入りである。

鼠歯錐は、鼠歯錐である。

鼠花火は、鼠花火である。

鼠半切は、鼠半切である。

鼠半紙は、鼠半紙である。

鼠鱶は、鼠鱶である。

鼠黐は、鼠黐である。

寝住むは、寝住むである。

ネスラー試薬は、ネスラー試薬である。

根摺は、根摺である。

根摺り言は、根摺り言である。

根摺の色は、根摺の色である。

根摺の衣は、根摺の衣である。

根摺るは、根摺るである。

値寸は、値寸である。

寝物は、寝物である。



根芹は、根芹である。

寝せるは、寝せるである。

ねそは、ねそである。

寝相は、寝相である。

年星は、年星である。

年三は、年三である。

寝装束は、寝装束である。

ねそねそは、ねそねそである。

寝そびれるは、寝そびれるである。

寝そべるは、寝そべるである。

寝初むは、寝初むである。

根揃いは、根揃いである。

ねたは、ねたである。

妬は、妬である。

根太は、根太である。

寝台は、寝台である。

根太板は、根太板である。

根倒しは、根倒しである。

根太掛は、根太掛である。

妬がるは、妬がるである。

寝た切りは、寝た切りである。

根太切りは、根太切りである。

寝た切り老人は、寝た切り老人である。

妬げは、妬げである。

妬しは、妬しである。

根棚は、根棚である。

寝刃は、寝刃である。

寝煙草は、寝煙草である。

根太巻は、根太巻である。

妬ましいは、妬ましいである。

妬まし顔は、妬まし顔である。

妬ますは、妬ますである。

妬みは、妬みである。

妬み種は、妬み種である。

嫉妬は、嫉妬である。

妬むは、妬むである。

寝溜めは、寝溜めである。

根絶やしは、根絶やしである。

ねだりは、ねだりである。

ねだりがましいは、ねだりがましいである。

ねだり臭いは、ねだり臭いである。

ねだり声は、ねだり声である。

ねだり取るは、ねだり取るである。

ねだるは、ねだるである。

根足るは、根足るである。

ねだれは、ねだれである。



ねだれ言は、ねだれ言である。

ねだれ者は、ねだれ者である。

値段は、値段である。

直段は、直段である。

値違いは、値違いである。

寝違えは、寝違えである。

寝違えるは、寝違えるである。

ねちこいは、ねちこいである。

ねちねちは、ねちねちである。

ねちみゃくは、ねちみゃくである。

ねち者は、ねち者である。

ネチャーエフは、ネチャーエフである。

根帳は、根帳である。

ねちるは、ねちるである。

熱は、熱である。

根津は、根津である。

熱愛は、熱愛である。

熱意は、熱意である。

ねついは、ねついである。

熱陰極は、熱陰極である。

熱雲は、熱雲である。

熱運動は、熱運動である。

熱エネルギーは、熱エネルギーである。

熱援は、熱援である。

熱演は、熱演である。

熱応力は、熱応力である。

熱汚染は、熱汚染である。

熱河は、熱河である。

ネッカーは、ネッカーである。

根津嘉一郎は、根津嘉一郎である。

熱界雷は、熱界雷である。

熱解離は、熱解離である。

哭仕ふは、哭仕ふである。

熱化学は、熱化学である。

熱化学方程式は、熱化学方程式である。

熱学は、熱学である。

熱核反応は、熱核反応である。

熱河作戦は、熱河作戦である。

熱可塑性は、熱可塑性である。

熱可塑性樹脂は、熱可塑性樹脂である。

ネッカチーフは、ネッカチーフである。

根っからは、根っからである。

根っから葉っからは、根っから葉っからである。

寝疲れは、寝疲れである。

熱感は、熱感である。

熱願は、熱願である。



熱間圧延は、熱間圧延である。

熱間仕上げは、熱間仕上げである。

ねっきは、ねっきである。

熱気は、熱気である。

根付は、根付である。

寝付きは、寝付きである。

根接ぎは、根接ぎである。

根継ぎは、根継ぎである。

子月は、子月である。

根付魚は、根付魚である。

熱機関は、熱機関である。

熱気球は、熱気球である。

熱器具は、熱器具である。

熱起電力は、熱起電力である。

根継ぎ柱は、根継ぎ柱である。

熱狂は、熱狂である。

熱狂的は、熱狂的である。

熱気浴は、熱気浴である。

根っ切り葉っ切りは、根っ切り葉っ切りである。

熱気療法は、熱気療法である。

ネッキングは、ネッキングである。

ネックは、ネックである。

寝付くは、寝付くである。

根付くは、根付くである。

ネックラインは、ネックラインである。

ネックレスは、ネックレスである。

熱型は、熱型である。

根付衆は、根付衆である。

熱血は、熱血である。

熱血漢は、熱血漢である。

根付時計は、根付時計である。

ネッケルは、ネッケルである。

熱圏は、熱圏である。

熱源は、熱源である。

ねっこは、ねっこである。

根っこは、根っこである。

ねつこいは、ねつこいである。

熱硬化性は、熱硬化性である。

熱硬化性樹脂は、熱硬化性樹脂である。

熱交換器は、熱交換器である。

熱効率は、熱効率である。

ねつこぐさは、ねつこぐさである。

ねっこりは、ねっこりである。

熱砂は、熱砂である。

熱冷ましは、熱冷ましである。

熱讃は、熱讃である。



涅歯は、涅歯である。

熱射病は、熱射病である。

熱暑は、熱暑である。

熱唱は、熱唱である。

熱傷は、熱傷である。

熱情は、熱情である。

熱処理は、熱処理である。

熱処理炉は、熱処理炉である。

熱心は、熱心である。

熱水は、熱水である。

熱水鉱床は、熱水鉱床である。

熱水変質は、熱水変質である。

熱するは、熱するである。

熱性は、熱性である。

熱誠は、熱誠である。

熱性病は、熱性病である。

熱戦は、熱戦である。

熱線は、熱線である。

熱線風速計は、熱線風速計である。

熱素は、熱素である。

捏造は、捏造である。

熱帯は、熱帯である。

熱帯医学は、熱帯医学である。

熱帯雨林は、熱帯雨林である。

熱帯雨林気候は、熱帯雨林気候である。

熱帯果実は、熱帯果実である。

熱帯気候は、熱帯気候である。

熱帯気団は、熱帯気団である。

熱帯魚は、熱帯魚である。

熱帯降雨林は、熱帯降雨林である。

熱帯収束帯は、熱帯収束帯である。

熱帯植物は、熱帯植物である。

熱帯鳥は、熱帯鳥である。

熱帯低気圧は、熱帯低気圧である。

熱帯病は、熱帯病である。

熱帯夜は、熱帯夜である。

熱対流は、熱対流である。

熱帯林は、熱帯林である。

熱地は、熱地である。

熱中は、熱中である。

熱中症は、熱中症である。

熱中性子は、熱中性子である。

熱中性子炉は、熱中性子炉である。

熱腸は、熱腸である。

ねっちりは、ねっちりである。

ねつっこいは、ねつっこいである。



熱っぽいは、熱っぽいである。

根包みは、根包みである。

熱的低気圧は、熱的低気圧である。

熱鉄は、熱鉄である。

熱鉄の涙は、熱鉄の涙である。

熱電温度計は、熱電温度計である。

熱電効果は、熱電効果である。

熱電子は、熱電子である。

熱電子管は、熱電子管である。

熱転写プリンターは、熱転写プリンターである。

熱電堆は、熱電堆である。

熱電対は、熱電対である。

熱伝導は、熱伝導である。

熱伝導率は、熱伝導率である。

熱天秤は、熱天秤である。

熱電流は、熱電流である。

ネットは、ネットである。

熱度は、熱度である。

ネットインは、ネットインである。

熱湯は、熱湯である。

熱鬧は、熱鬧である。

熱闘は、熱闘である。

ネットプライスは、ネットプライスである。

ネットプレーは、ネットプレーである。

ねっとりは、ねっとりである。

ネットワーキングは、ネットワーキングである。

ネットワークは、ネットワークである。

熱の壁は、熱の壁である。

熱の仕事当量は、熱の仕事当量である。

熱罵は、熱罵である。

熱波は、熱波である。

熱発は、熱発である。

熱病は、熱病である。

ネップは、ネップである。

熱風は、熱風である。

熱風炉は、熱風炉である。

熱輻射は、熱輻射である。

熱平衡は、熱平衡である。

熱弁は、熱弁である。

熱変成岩は、熱変成岩である。

熱望は、熱望である。

熱放射は、熱放射である。

熱膨張は、熱膨張である。

根詰りは、根詰りである。

根積は、根積である。

値積りは、値積りである。



根強いは、根強いである。

熱容量は、熱容量である。

熱雷は、熱雷である。

根釣は、根釣である。

熱力学は、熱力学である。

熱力学の法則は、熱力学の法則である。

熱量は、熱量である。

熱量計は、熱量計である。

熱涙は、熱涙である。

熱烈は、熱烈である。

熱論は、熱論である。

根抵当は、根抵当である。

寝所は、寝所である。

根問いは、根問いである。

根問い葉問いは、根問い葉問いである。

寝道具は、寝道具である。

子灯心は、子灯心である。

寝時は、寝時である。

寝床は、寝床である。

根所は、根所である。

ねとつくは、ねとつくである。

ねとねとは、ねとねとである。

寝惚けるは、寝惚けるである。

寝泊りは、寝泊りである。

音取は、音取である。

根取は、根取である。

寝鳥は、寝鳥である。

宿鳥は、宿鳥である。

宿鳥飼は、宿鳥飼である。

音取るは、音取るである。

寝取るは、寝取るである。

値直すは、値直すである。

ね流しは、ね流しである。

寝流れは、寝流れである。

音泣くは、音泣くである。

根無しは、根無しである。

根無葛は、根無葛である。

根無し草は、根無し草である。

根南志具佐は、根南志具佐である。

根無草は、根無草である。

根無し言は、根無し言である。

根無し花は、根無し花である。

根無し水は、根無し水である。

値成すは、値成すである。

根抜きは、根抜きである。

根抜けは、根抜けである。



根蓴菜は、根蓴菜である。

根蓴菜のは、根蓴菜のである。

ねねは、ねねである。

根の堅洲国は、根の堅洲国である。

根の国は、根の国である。

子の子は、子の子である。

子の日は、子の日である。

寝伸びは、寝伸びである。

子の日月は、子の日月である。

子の日の遊びは、子の日の遊びである。

子の日の宴は、子の日の宴である。

子の日の衣は、子の日の衣である。

子の日の松は、子の日の松である。

子の日の若菜は、子の日の若菜である。

子の星は、子の星である。

贄の魚は、贄の魚である。

根葉は、根葉である。

粘は、粘である。

ネバは、ネバである。

ねばは、ねばである。

ネバーマインは、ネバーマインである。

ネパールは、ネパールである。

ネパール語は、ネパール語である。

粘いは、粘いである。

根延ふは、根延ふである。

粘固しは、粘固しである。

ねばしは、ねばしである。

粘すは、粘すである。

根外しは、根外しである。

ネバダは、ネバダである。

粘着くは、粘着くである。

粘っこいは、粘っこいである。

粘土は、粘土である。

根花は、根花である。

寝端は、寝端である。

粘粘は、粘粘である。

値幅は、値幅である。

根腹は、根腹である。

根払いは、根払いである。

寝腹這いは、寝腹這いである。

粘りは、粘りである。

根張梓は、根張梓である。

粘り勝ちは、粘り勝ちである。

粘り気は、粘り気である。

粘り腰は、粘り腰である。

粘り着くは、粘り着くである。



粘り強いは、粘り強いである。

粘り抜くは、粘り抜くである。

粘芒蘭は、粘芒蘭である。

寝腫るは、寝腫るである。

粘るは、粘るである。

粘綿は、粘綿である。

涅槃は、涅槃である。

寝番は、寝番である。

涅槃会は、涅槃会である。

涅槃経は、涅槃経である。

涅槃講は、涅槃講である。

涅槃寂静は、涅槃寂静である。

涅槃宗は、涅槃宗である。

涅槃図は、涅槃図である。

涅槃像は、涅槃像である。

涅槃西風は、涅槃西風である。

涅槃門は、涅槃門である。

寝冷えは、寝冷えである。

寝冷え知らずは、寝冷え知らずである。

念彼観音は、念彼観音である。

値引きは、値引きである。

根引きは、根引きである。

根曳きは、根曳きである。

寿門松は、寿門松である。

根曳の松は、根曳の松である。

ねび御達は、ねび御達である。

根肘木は、根肘木である。

子一つは、子一つである。

ねび調ふは、ねび調ふである。

ねび調ほるは、ねび調ほるである。

ねび果つは、ねび果つである。

ねび人は、ねび人である。

ねび勝るは、ねび勝るである。

ねび者は、ねび者である。

ねび行くは、ねび行くである。

値開きは、値開きである。

沢蒜は、沢蒜である。

ねびるは、ねびるである。

ねぶは、ねぶである。

合歓は、合歓である。

根深は、根深である。

根深いは、根深いである。

根深汁は、根深汁である。

ネブカドネザルは、ネブカドネザルである。

根深葱は、根深葱である。

根深節は、根深節である。



根府川石は、根府川石である。

寝袋は、寝袋である。

寝臥しは、寝臥しである。

ネフスキーは、ネフスキーである。

寝不足は、寝不足である。

値札は、値札である。

ねぶたは、ねぶたである。

睡たいは、睡たいである。

根鞭は、根鞭である。

念仏は、念仏である。

念仏僧は、念仏僧である。

ネプチューンは、ネプチューンである。

寝仏者は、寝仏者である。

ネプツニウムは、ネプツニウムである。

ネプツニウム系列は、ネプツニウム系列である。

音太は、音太である。

音太いは、音太いである。

ネプトゥヌスは、ネプトゥヌスである。

眠と流しは、眠と流しである。

合歓木は、合歓木である。

値踏みは、値踏みである。

ネブラスカは、ネブラスカである。

眠りは、眠りである。

睡は、睡である。

舐り子は、舐り子である。

眠り声は、眠り声である。

眠り覚しは、眠り覚しである。

眠り人は、眠り人である。

眠り目は、眠り目である。

眠るは、眠るである。

ネフローゼは、ネフローゼである。

ネフロンは、ネフロンである。

ねべしは、ねべしである。

寝部屋は、寝部屋である。

寝坊は、寝坊である。

寝惚くは、寝惚くである。

寝惚けは、寝惚けである。

寝惚け色は、寝惚け色である。

寝惚け顔は、寝惚け顔である。

寝惚先生は、寝惚先生である。

寝惚け面は、寝惚け面である。

寝惚け眼は、寝惚け眼である。

寝坊助は、寝坊助である。

根ほぞは、根ほぞである。

寝法華は、寝法華である。

寝仏は、寝仏である。



根掘り葉掘りは、根掘り葉掘りである。

寝惚るは、寝惚るである。

寝惚れ髪は、寝惚れ髪である。

寝惚れ声は、寝惚れ声である。

根本は、根本である。

寝間は、寝間である。

根曲り竹は、根曲り竹である。

根巻は、根巻である。

寝巻は、寝巻である。

寝間着は、寝間着である。

寝衣は、寝衣である。

寝苦しは、寝苦しである。

値増しは、値増しである。

値待は、値待である。

寝待は、寝待である。

寝待月は、寝待月である。

寝待の宵は、寝待の宵である。

根松は、根松である。

子祭は、子祭である。

寝惑ふは、寝惑ふである。

ネマトーダは、ネマトーダである。

ねまるは、ねまるである。

根回しは、根回しである。

根回りは、根回りである。

寝水は、寝水である。

根水草は、根水草である。

寝乱れ髪は、寝乱れ髪である。

寝乱れるは、寝乱れるである。

根三葉は、根三葉である。

寝耳は、寝耳である。

眠いは、眠いである。

眠気は、眠気である。

睡気は、睡気である。

眠気覚しは、眠気覚しである。

寝筵は、寝筵である。

寝憤りは、寝憤りである。

眠たいは、眠たいである。

合歓茶は、合歓茶である。

根紫は、根紫である。

眠らすは、眠らすである。

睡りは、睡りである。

眠り入るは、眠り入るである。

眠り草は、眠り草である。

含羞草は、含羞草である。

眠り薬は、眠り薬である。

眠りこけるは、眠りこけるである。



眠り込むは、眠り込むである。

眠り流しは、眠り流しである。

眠り病は、眠り病である。

睡るは、睡るである。

眠れる獅子は、眠れる獅子である。

根室は、根室である。

根室海峡は、根室海峡である。

根室半島は、根室半島である。

根室本線は、根室本線である。

根室湾は、根室湾である。

睨め掛くは、睨め掛くである。

睨め殺すは、睨め殺すである。

ネメシスは、ネメシスである。

睨め付けるは、睨め付けるである。

睨め回すは、睨め回すである。

懇は、懇である。

ね文字は、ね文字である。

根元は、根元である。

根本通明は、根本通明である。

根物は、根物である。

寝物語は、寝物語である。

根銛は、根銛である。

閨は、閨である。

根矢は、根矢である。

寝屋川は、寝屋川である。

根焼きは、根焼きである。

閨事は、閨事である。

粘絹は、粘絹である。

値安は、値安である。

黏すは、黏すである。

寝宿は、寝宿である。

寝屋戸は、寝屋戸である。

根山は、根山である。

根山颪は、根山颪である。

根柔小菅は、根柔小菅である。

粘ゆは、粘ゆである。

根雪は、根雪である。

寝よとの鐘は、寝よとの鐘である。

ねらは、ねらである。

嶺らは、嶺らである。

狙いは、狙いである。

狙い撃ちは、狙い撃ちである。

狙い狩は、狙い狩である。

狙い澄ますは、狙い澄ますである。

狙い所は、狙い所である。

狙い目は、狙い目である。



狙い寄るは、狙い寄るである。

狙うは、狙うである。

練らふは、練らふである。

ねらがいは、ねらがいである。

鉄は、鉄である。

練りは、練りである。

煉りは、煉りである。

粘剤は、粘剤である。

練り合ふは、練り合ふである。

練り上げるは、練り上げるである。

錬り上げるは、錬り上げるである。

練足は、練足である。

練網は、練網である。

練り歩くは、練り歩くである。

練り合せるは、練り合せるである。

煉り合せるは、煉り合せるである。

煉餡は、煉餡である。

練り出づは、練り出づである。

練糸は、練糸である。

練色は、練色である。

練牛は、練牛である。

煉雲丹は、煉雲丹である。

練馬は、練馬である。

煉餌は、煉餌である。

練液は、練液である。

練緒は、練緒である。

練白粉は、練白粉である。

煉白粉は、煉白粉である。

練踊は、練踊である。

練織物は、練織物である。

練櫂は、練櫂である。

練柿は、練柿である。

練楫は、練楫である。

煉菓子は、煉菓子である。

練被きは、練被きである。

練り固めるは、練り固めるである。

煉り固めるは、煉り固めるである。

錬鉄は、錬鉄である。

ねりがむは、ねりがむである。

練り芥子は、練り芥子である。

練革は、練革である。

煉革は、煉革である。

練革鐔は、練革鐔である。

練木は、練木である。

練絹は、練絹である。

煉切は、煉切である。



練金は、練金である。

錬金は、錬金である。

煉九献は、煉九献である。

練薬は、練薬である。

煉薬は、煉薬である。

練供養は、練供養である。

練鞍は、練鞍である。

煉鞍は、煉鞍である。

練繰は、練繰である。

練粉は、練粉である。

煉粉は、煉粉である。

練香は、練香である。

煉香は、煉香である。

煉麹は、煉麹である。

練麹は、練麹である。

煉酒は、煉酒である。

練酒は、練酒である。

練り徘徊ふは、練り徘徊ふである。

煉山椒は、煉山椒である。

練縞は、練縞である。

練衆は、練衆である。

練製品は、練製品である。

煉製品は、煉製品である。

練麻は、練麻である。

練染めは、練染めである。

練築地は、練築地である。

煉築地は、煉築地である。

練土は、練土である。

煉土は、煉土である。

練鐔は、練鐔である。

煉鐔は、煉鐔である。

練り積みは、練り積みである。

練釣は、練釣である。

練り直すは、練り直すである。

練人形は、練人形である。

煉人形は、煉人形である。

練貫は、練貫である。

練貫縅は、練貫縅である。

練貫酒は、練貫酒である。

練貫水は、練貫水である。

練布は、練布である。

練袴は、練袴である。

練歯磨は、練歯磨である。

煉歯磨は、煉歯磨である。

練皮苧は、練皮苧である。

練雲雀は、練雲雀である。



練塀は、練塀である。

煉屏は、煉屏である。

練り減りは、練り減りである。

練頬は、練頬である。

練馬大根は、練馬大根である。

練り回るは、練り回るである。

煉味噌は、煉味噌である。

練鞭は、練鞭である。

練物は、練物である。

煉物は、煉物である。

練湯は、練湯である。

練り行くは、練り行くである。

煉羊羹は、煉羊羹である。

ネルは、ネルである。

寝るは、寝るである。

寐るは、寐るである。

練るは、練るである。

錬るは、錬るである。

煉るは、煉るである。

ネルーは、ネルーである。

ネルヴァルは、ネルヴァルである。

ネルーダは、ネルーダである。

ネルソンは、ネルソンである。

ネルチンスクは、ネルチンスクである。

ネルチンスク条約は、ネルチンスク条約である。

ネルトリンゲンは、ネルトリンゲンである。

ネルンストは、ネルンストである。

ネレウスは、ネレウスである。

練気者は、練気者である。

練れるは、練れるである。

嶺ろは、嶺ろである。

ネロは、ネロである。

ネロリ油は、ネロリ油である。

根分けは、根分けである。

寝技は、寝技である。

寝業は、寝業である。

寝業師は、寝業師である。

寝忘れるは、寝忘れるである。

嶺渡しは、嶺渡しである。

根渡りは、根渡りである。

寝藁は、寝藁である。

年は、年である。

念は、念である。

然は、然である。

稔は、稔である。

燃は、燃である。



年明きは、年明きである。

年明けは、年明けである。

年足は、年足である。

念入りは、念入りである。

粘液は、粘液である。

粘液質は、粘液質である。

粘液水腫は、粘液水腫である。

粘液腺は、粘液腺である。

念縁は、念縁である。

年央は、年央である。

年華は、年華である。

年画は、年画である。

年賀は、年賀である。

年会は、年会である。

年回は、年回である。

年戒は、年戒である。

年買いは、年買いである。

年額は、年額である。

年較差は、年較差である。

年掛けは、年掛けである。

年賀状は、年賀状である。

粘滑は、粘滑である。

年月日は、年月日である。

年賀特別郵便は、年賀特別郵便である。

年が年中は、年が年中である。

年が年百は、年が年百である。

年賀葉書は、年賀葉書である。

年がら年中は、年がら年中である。

年がら年百は、年がら年百である。

年刊は、年刊である。

年官は、年官である。

年間は、年間である。

年関は、年関である。

年鑑は、年鑑である。

念願は、念願である。

念願力は、念願力である。

年忌は、年忌である。

年季は、年季である。

年紀は、年紀である。

年期は、年期である。

年季明けは、年季明けである。

年季小作は、年季小作である。

年季証文は、年季証文である。

年季勤めは、年季勤めである。

年季奉公は、年季奉公である。

年季者は、年季者である。



年休は、年休である。

年給は、年給である。

年挙は、年挙である。

年魚は、年魚である。

年行は、年行である。

年行事は、年行事である。

年行司は、年行司である。

年玉は、年玉である。

年切りは、年切りである。

年切り女は、年切り女である。

年切り増しは、年切り増しである。

年切れは、年切れである。

年金は、年金である。

粘菌は、粘菌である。

年金公債は、年金公債である。

年金算は、年金算である。

年金保険は、年金保険である。

年貢は、年貢である。

年貢皆済目録は、年貢皆済目録である。

年貢米は、年貢米である。

年貢割符は、年貢割符である。

年貢割付は、年貢割付である。

捻軍は、捻軍である。

年契は、年契である。

念契は、念契である。

年月は、年月である。

粘結炭は、粘結炭である。

拈華微笑は、拈華微笑である。

年限は、年限である。

拈古は、拈古である。

年功は、年功である。

念校は、念校である。

拈香は、拈香である。

鯰公は、鯰公である。

年号は、年号である。

年功加俸は、年功加俸である。

年功序列は、年功序列である。

拈香文は、拈香文である。

懇ろは、懇ろである。

懇ろ合ひは、懇ろ合ひである。

懇ろがるは、懇ろがるである。

懇ろ切るは、懇ろ切るである。

懇ろ分は、懇ろ分である。

念根は、念根である。

年差は、年差である。

捻挫は、捻挫である。



年菜は、年菜である。

年祭は、年祭である。

年歳は、年歳である。

燃犀は、燃犀である。

年産は、年産である。

年算は、年算である。

年矢は、年矢である。

年始は、年始である。

年歯は、年歯である。

念死は、念死である。

念紙は、念紙である。

撚糸は、撚糸である。

年次は、年次である。

念持は、念持である。

念じ余るは、念じ余るである。

念じ入るは、念じ入るである。

念じ返すは、念じ返すである。

年式は、年式である。

念じ過すは、念じ過すである。

年始帳は、年始帳である。

稔実は、稔実である。

念じ果つは、念じ果つである。

念持仏は、念持仏である。

年始回りは、年始回りである。

念写は、念写である。

念者は、念者である。

年爵は、年爵である。

念若は、念若である。

念者法師は、念者法師である。

年首は、年首である。

年酒は、年酒である。

年寿は、年寿である。

念珠は、念珠である。

念誦は、念誦である。

年収は、年収である。

年中は、年中である。

年次有給休暇は、年次有給休暇である。

年中行事は、年中行事である。

年中行事絵巻は、年中行事絵巻である。

年中行事障子は、年中行事障子である。

年周視差は、年周視差である。

捻出は、捻出である。

拈出は、拈出である。

念珠引は、念珠引である。

念珠藻は、念珠藻である。

年初は、年初である。



年所は、年所である。

念書は、念書である。

年序は、年序である。

年少は、年少である。

年商は、年商である。

燃焼は、燃焼である。

燃焼室は、燃焼室である。

燃焼熱は、燃焼熱である。

燃焼率は、燃焼率である。

年少労働は、年少労働である。

念書人は、念書人である。

年序法は、年序法である。

念じるは、念じるである。

念人は、念人である。

拈ずは、拈ずである。

年数は、年数である。

年数物は、年数物である。

念誦声は、念誦声である。

念誦堂は、念誦堂である。

念ずるは、念ずるである。

粘性は、粘性である。

稔性は、稔性である。

年税は、年税である。

年筮は、年筮である。

粘性率は、粘性率である。

年租は、年租である。

燃素は、燃素である。

年壮は、年壮である。

粘体は、粘体である。

年代は、年代である。

年代学は、年代学である。

年代記は、年代記である。

年代記物は、年代記物である。

年代測定は、年代測定である。

年代物は、年代物である。

粘弾性は、粘弾性である。

年秩は、年秩である。

粘着は、粘着である。

粘着剤は、粘着剤である。

粘着性は、粘着性である。

粘着力は、粘着力である。

粘稠は、粘稠である。

黏稠は、黏稠である。

粘稠剤は、粘稠剤である。

黏稠剤は、黏稠剤である。

年長は、年長である。



念通は、念通である。

捻転は、捻転である。

年度は、年度である。

粘度は、粘度である。

年頭は、年頭である。

念頭は、念頭である。

捻頭は、捻頭である。

燃灯は、燃灯である。

然灯は、然灯である。

念動は、念動である。

年頭教書は、年頭教書である。

年頭状は、年頭状である。

燃灯仏は、燃灯仏である。

粘土槨は、粘土槨である。

年度替りは、年度替りである。

粘土岩は、粘土岩である。

粘度計は、粘度計である。

粘土鉱物は、粘土鉱物である。

粘土質は、粘土質である。

年内は、年内である。

年内立春は、年内立春である。

年無しは、年無しである。

念無しは、念無しである。

ネンニは、ネンニである。

年預は、年預である。

ねんねは、ねんねである。

ねんねこは、ねんねこである。

ねんねこ半纏は、ねんねこ半纏である。

年年は、年年である。

念念は、念念である。

年年小作は、年年小作である。

年年歳歳は、年年歳歳である。

念念称名は、念念称名である。

念念生滅は、念念生滅である。

念念相続は、念念相続である。

年年引は、年年引である。

念の為は、念の為である。

年輩は、年輩である。

年配は、年配である。

年伐は、年伐である。

年払いは、年払いである。

年払保険は、年払保険である。

念晴しは、念晴しである。

年番は、年番である。

粘板岩は、粘板岩である。

年尾は、年尾である。



燃眉は、燃眉である。

燃費は、燃費である。

念彼観音力は、念彼観音力である。

年百年中は、年百年中である。

年表は、年表である。

年賦は、年賦である。

年譜は、年譜である。

念仏往生は、念仏往生である。

念仏踊は、念仏踊である。

念仏講は、念仏講である。

念仏三昧は、念仏三昧である。

念仏尺は、念仏尺である。

念仏宗は、念仏宗である。

念仏銭は、念仏銭である。

念仏力は、念仏力である。

念仏刀は、念仏刀である。

念仏堂は、念仏堂である。

念仏の口明けは、念仏の口明けである。

念仏の口止めは、念仏の口止めである。

念仏門は、念仏門である。

年分は、年分である。

年分度者は、年分度者である。

年別は、年別である。

年別予算は、年別予算である。

年甫は、年甫である。

年俸は、年俸である。

年報は、年報である。

年前は、年前である。

粘膜は、粘膜である。

粘膜癌は、粘膜癌である。

年末は、年末である。

年末賞与は、年末賞与である。

年末調整は、年末調整である。

念望は、念望である。

粘毛は、粘毛である。

念約は、念約である。

念友は、念友である。

年余は、年余である。

年窯は、年窯である。

年来は、年来である。

年利は、年利である。

念力は、念力である。

年率は、年率である。

念流は、念流である。

念慮は、念慮である。

年料は、年料である。



燃料は、燃料である。

燃料計は、燃料計である。

燃料電池は、燃料電池である。

燃料弁は、燃料弁である。

燃料棒は、燃料棒である。

燃料ポンプは、燃料ポンプである。

粘力は、粘力である。

年輪は、年輪である。

年礼は、年礼である。

年齢は、年齢である。

年齢階梯制は、年齢階梯制である。

年齢給は、年齢給である。

年齢算は、年齢算である。

年齢集団は、年齢集団である。

年齢主義は、年齢主義である。

年齢層は、年齢層である。

年齢不詳は、年齢不詳である。

年歴は、年歴である。

年老は、年老である。

年臘は、年臘である。

のは、のである。

幅は、幅である。

箆は、箆である。

ノアは、ノアである。

野合は、野合である。

野相は、野相である。

野饗は、野饗である。

野薊は、野薊である。

野小豆は、野小豆である。

野遊びは、野遊びである。

野荒らしは、野荒らしである。

野合せ軍は、野合せ軍である。

ノイエザハリヒカイトは、ノイエザハリヒカイトである。

野戦は、野戦である。

ノイズは、ノイズである。

芒墨は、芒墨である。

野板は、野板である。

野苺は、野苺である。

野犬は、野犬である。

野稲は、野稲である。

野薔薇は、野薔薇である。

野茨は、野茨である。

偃すは、偃すである。

ノイマンは、ノイマンである。

ノイマン型コンピュータは、ノイマン型コンピュータである。

ノイローゼは、ノイローゼである。



ノイロンは、ノイロンである。

衲は、衲である。

悩は、悩である。

能は、能である。

農は、農である。

濃は、濃である。

膿は、膿である。

嚢は、嚢である。

のうは、のうである。

能阿は、能阿である。

ノヴァーリスは、ノヴァーリスである。

ノヴァスコシアは、ノヴァスコシアである。

脳圧は、脳圧である。

能阿弥は、能阿弥である。

ノヴィコフは、ノヴィコフである。

ノヴィコフプリボイは、ノヴィコフプリボイである。

能衣裳は、能衣裳である。

脳溢血は、脳溢血である。

能因は、能因である。

衲衣は、衲衣である。

ノヴェールは、ノヴェールである。

膿液は、膿液である。

ノーエ節は、ノーエ節である。

ノヴェライゼーションは、ノヴェライゼーションである。

能縁は、能縁である。

脳炎は、脳炎である。

農園は、農園である。

濃艶は、濃艶である。

ノヴォシビルスクは、ノヴォシビルスクである。

農科は、農科である。

農家は、農家である。

濃化は、濃化である。

納会は、納会である。

脳回は、脳回である。

農会は、農会である。

能掛りは、能掛りである。

能書は、能書である。

能格は、能格である。

能楽は、能楽である。

農学は、農学である。

農楽は、農楽である。

能楽師は、能楽師である。

能楽堂は、能楽堂である。

能格動詞は、能格動詞である。

膿痂疹は、膿痂疹である。

脳下垂体は、脳下垂体である。



農学校は、農学校である。

農神は、農神である。

農家林業は、農家林業である。

納竿は、納竿である。

納棺は、納棺である。

能管は、能管である。

脳幹は、脳幹である。

農間は、農間である。

農閑は、農閑である。

農間稼ぎは、農間稼ぎである。

農閑期は、農閑期である。

脳幹網様体は、脳幹網様体である。

納期は、納期である。

能記は、能記である。

農期は、農期である。

農機具は、農機具である。

納経は、納経である。

脳橋は、脳橋である。

農協は、農協である。

膿胸は、膿胸である。

農業は、農業である。

農業委員会は、農業委員会である。

農業会は、農業会である。

農業学校は、農業学校である。

農業機械は、農業機械である。

農業基本法は、農業基本法である。

農業恐慌は、農業恐慌である。

農業共済組合は、農業共済組合である。

農業協同組合は、農業協同組合である。

農業経済学は、農業経済学である。

能狂言は、能狂言である。

農業構造改善事業は、農業構造改善事業である。

農業高等学校は、農業高等学校である。

農業災害補償法は、農業災害補償法である。

農業試験場は、農業試験場である。

農業生産組織は、農業生産組織である。

農業生産法人は、農業生産法人である。

農業センサスは、農業センサスである。

農業全書は、農業全書である。

農業調整委員会は、農業調整委員会である。

農業手形は、農業手形である。

農業法人は、農業法人である。

農業保険は、農業保険である。

農業用水は、農業用水である。

農業労働者は、農業労働者である。

納金は、納金である。



納銀は、納銀である。

農具は、農具である。

能組は、能組である。

能化は、能化である。

能芸は、能芸である。

農芸は、農芸である。

農芸化学は、農芸化学である。

脳外科は、脳外科である。

農隙は、農隙である。

衲袈裟は、衲袈裟である。

膿血は、膿血である。

能化付くは、能化付くである。

脳血栓は、脳血栓である。

農工は、農工である。

農功は、農功である。

農耕は、農耕である。

濃厚は、濃厚である。

濃香は、濃香である。

農耕儀礼は、農耕儀礼である。

農工銀行は、農工銀行である。

濃厚飼料は、濃厚飼料である。

脳梗塞は、脳梗塞である。

納骨は、納骨である。

納骨堂は、納骨堂である。

ノヴゴロドは、ノヴゴロドである。

濃紺は、濃紺である。

悩殺は、悩殺である。

納采は、納采である。

能才は、能才である。

濃彩は、濃彩である。

野兎は、野兎である。

農作業は、農作業である。

農作は、農作である。

能作書は、能作書である。

農作物は、農作物である。

脳挫傷は、脳挫傷である。

納札は、納札である。

のうさのうさは、のうさのうさである。

能猿は、能猿である。

農産は、農産である。

農産製造は、農産製造である。

農産物は、農産物である。

野牛は、野牛である。

衲子は、衲子である。

能士は、能士である。

脳死は、脳死である。



嚢子は、嚢子である。

能地は、能地である。

能事は、能事である。

農事は、農事である。

農時は、農時である。

曩時は、曩時である。

農事試験場は、農事試験場である。

農事実行組合は、農事実行組合である。

直衣装束は、直衣装束である。

直衣姿は、直衣姿である。

納室は、納室である。

脳室は、脳室である。

曩日は、曩日である。

直衣の衣は、直衣の衣である。

襴衫は、襴衫である。

直衣始は、直衣始である。

能者は、能者である。

農舎は、農舎である。

衲衆は、衲衆である。

膿腫は、膿腫である。

嚢腫は、嚢腫である。

納受は、納受である。

能州は、能州である。

濃州は、濃州である。

膿汁は、膿汁である。

濃縮は、濃縮である。

濃縮ウランは、濃縮ウランである。

脳出血は、脳出血である。

脳腫瘍は、脳腫瘍である。

農書は、農書である。

能所は、能所である。

能声は、能声である。

脳症は、脳症である。

脳漿は、脳漿である。

陵しょうは、陵しょうである。

農相は、農相である。

農商は、農商である。

農場は、農場である。

嚢状は、嚢状である。

能装束は、能装束である。

農商務省は、農商務省である。

農人は、農人である。

脳神経は、脳神経である。

脳神経節は、脳神経節である。

脳震盪は、脳震盪である。

脳振盪は、脳振盪である。



脳髄は、脳髄である。

脳水腫は、脳水腫である。

農水省は、農水省である。

農政は、農政である。

納税は、納税である。

農政学は、農政学である。

納税管理人は、納税管理人である。

納税告知は、納税告知である。

納税者番号は、納税者番号である。

納税準備預金は、納税準備預金である。

脳性小児麻痺は、脳性小児麻痺である。

納税申告は、納税申告である。

農政全書は、農政全書である。

納税貯蓄組合は、納税貯蓄組合である。

脳性麻痺は、脳性麻痺である。

曩昔は、曩昔である。

脳脊髄は、脳脊髄である。

脳脊髄液は、脳脊髄液である。

脳脊髄神経は、脳脊髄神経である。

脳脊髄膜は、脳脊髄膜である。

脳脊髄膜炎は、脳脊髄膜炎である。

農専は、農専である。

凌霄花は、凌霄花である。

納銭方は、納銭方である。

凌霄葉蓮は、凌霄葉蓮である。

納租は、納租である。

曩祖は、曩祖である。

のうそうは、のうそうである。

衲僧は、衲僧である。

能相は、能相である。

農桑は、農桑である。

濃粧は、濃粧である。

脳塞栓は、脳塞栓である。

脳卒中は、脳卒中である。

農村は、農村である。

農村医学は、農村医学である。

農村社会学は、農村社会学である。

農村労働者は、農村労働者である。

農立ては、農立てである。

能太夫は、能太夫である。

脳足りんは、脳足りんである。

濃淡は、濃淡である。

濃淡電池は、濃淡電池である。

農地は、農地である。

農地委員会は、農地委員会である。

農地改革は、農地改革である。



農地調整法は、農地調整法である。

農地法は、農地法である。

脳中は、脳中である。

嚢中は、嚢中である。

嚢虫は、嚢虫である。

嚢中の錐は、嚢中の錐である。

のうでは、のうでである。

嚢底は、嚢底である。

能笛は、能笛である。

脳天は、脳天である。

能天気は、能天気である。

能転気は、能転気である。

農奴は、農奴である。

濃度は、濃度である。

脳頭は、脳頭である。

能動は、能動である。

農道は、農道である。

能動衛星は、能動衛星である。

能動素子は、能動素子である。

能動態は、能動態である。

能動的は、能動的である。

能動免疫は、能動免疫である。

能動輸送は、能動輸送である。

農奴解放は、農奴解放である。

膿毒症は、膿毒症である。

脳内圧は、脳内圧である。

脳内文法は、脳内文法である。

能無しは、能無しである。

脳軟化症は、脳軟化症である。

納入は、納入である。

納入告知は、納入告知である。

膿尿は、膿尿である。

能仁は、能仁である。

能忍は、能忍である。

農人形は、農人形である。

能仁寂黙は、能仁寂黙である。

のうのうは、のうのうである。

衲の袈裟は、衲の袈裟である。

脳波は、脳波である。

納盃は、納盃である。

嚢胚は、嚢胚である。

脳梅毒は、脳梅毒である。

脳黴毒は、脳黴毒である。

ノウハウは、ノウハウである。

脳波計は、脳波計である。

農はだては、農はだてである。



農繁は、農繁である。

農繁期は、農繁期である。

農繁休業は、農繁休業である。

能否は、能否である。

濃尾は、濃尾である。

濃尾地震は、濃尾地震である。

能筆は、能筆である。

濃尾平野は、濃尾平野である。

脳病は、脳病である。

膿病は、膿病である。

脳病院は、脳病院である。

納品は、納品である。

脳貧血は、脳貧血である。

納付は、納付である。

農夫は、農夫である。

農父は、農父である。

農婦は、農婦である。

能武は、能武である。

能奉行は、能奉行である。

納付金制度は、納付金制度である。

脳浮腫は、脳浮腫である。

農夫症は、農夫症である。

能舞台は、能舞台である。

能文は、能文である。

納幣は、納幣である。

農兵は、農兵である。

農兵節は、農兵節である。

能弁は、能弁である。

農圃は、農圃である。

農畝は、農畝である。

脳胞は、脳胞である。

農法は、農法である。

膿疱は、膿疱である。

膿疱疹は、膿疱疹である。

納本は、納本である。

農本は、農本である。

膿盆は、膿盆である。

農本思想は、農本思想である。

農本主義は、農本主義である。

野馬は、野馬である。

乃米は、乃米である。

納米は、納米である。

能米は、能米である。

納莫は、納莫である。

脳膜は、脳膜である。

脳膜炎は、脳膜炎である。



脳味噌は、脳味噌である。

濃密は、濃密である。

農民は、農民である。

農民一揆は、農民一揆である。

農民運動は、農民運動である。

農民組合は、農民組合である。

農民戦争は、農民戦争である。

農民道場は、農民道場である。

農民美術は、農民美術である。

農民文学は、農民文学である。

農民離村は、農民離村である。

農務は、農務である。

濃霧は、濃霧である。

能面は、能面である。

農薬は、農薬である。

農薬残留は、農薬残留である。

能役者は、能役者である。

脳油は、脳油である。

膿瘍は、膿瘍である。

農用林は、農用林である。

野裏板は、野裏板である。

能楽仲間は、能楽仲間である。

能楽者は、能楽者である。

悩乱は、悩乱である。

納蘭性徳は、納蘭性徳である。

能吏は、能吏である。

脳裏は、脳裏である。

脳裡は、脳裡である。

嚢裏は、嚢裏である。

能力は、能力である。

能力頭巾は、能力頭巾である。

能率は、能率である。

能率給は、能率給である。

能率的は、能率的である。

能立は、能立である。

濃硫酸は、濃硫酸である。

納涼は、納涼である。

脳梁は、脳梁である。

能力開発研究所は、能力開発研究所である。

能力給は、能力給である。

農林は、農林である。

農林省は、農林省である。

農林水産省は、農林水産省である。

農林水産大臣は、農林水産大臣である。

農林中央金庫は、農林中央金庫である。

野漆は、野漆である。



暖簾は、暖簾である。

膿漏眼は、膿漏眼である。

ノエシスは、ノエシスである。

ノエマは、ノエマである。

ノエルは、ノエルである。

ノエルベーカーは、ノエルベーカーである。

ノーは、ノーである。

ノーアイロンは、ノーアイロンである。

ノーアウトは、ノーアウトである。

ノーカーボン紙は、ノーカーボン紙である。

ノーカウントは、ノーカウントである。

直方は、直方である。

ノーカットは、ノーカットである。

野送りは、野送りである。

ノーゲームは、ノーゲームである。

ノーコメントは、ノーコメントである。

ノーサイドは、ノーサイドである。

ノーサンキューは、ノーサンキューである。

ノースカロライナは、ノースカロライナである。

ノースクリフは、ノースクリフである。

ノースダコタは、ノースダコタである。

ノーストッキングは、ノーストッキングである。

ノーズフルートは、ノーズフルートである。

ノースモーキングは、ノースモーキングである。

ノースリーブは、ノースリーブである。

ノースロップは、ノースロップである。

ノータイは、ノータイである。

ノータイムは、ノータイムである。

ノーダウンは、ノーダウンである。

ノータッチは、ノータッチである。

ノーダンは、ノーダンである。

ノーチップは、ノーチップである。

ノーチラス号は、ノーチラス号である。

ノートは、ノートである。

ノートブックは、ノートブックである。

ノートルダムは、ノートルダムである。

ノートルダムドパリは、ノートルダムドパリである。

ノーネクタイは、ノーネクタイである。

ノーハウは、ノーハウである。

ノーヒットは、ノーヒットである。

ノーヒットノーランは、ノーヒットノーランである。

ノーフォークジャケットは、ノーフォークジャケットである。

ノーブランド商品は、ノーブランド商品である。

ノープリウスは、ノープリウスである。

ノーブルは、ノーブルである。

ノープレーは、ノープレーである。



ノーブレスオブリージは、ノーブレスオブリージである。

ノーベリウムは、ノーベリウムである。

ノーベルは、ノーベルである。

ノーベル賞は、ノーベル賞である。

ノーマークは、ノーマークである。

ノーマライゼーションは、ノーマライゼーションである。

ノーマルは、ノーマルである。

ノーマンは、ノーマンである。

ノーモアは、ノーモアである。

ノーランは、ノーランである。

野飼いは、野飼いである。

野飼ふは、野飼ふである。

野帰りは、野帰りである。

野帰り膳は、野帰り膳である。

白前は、白前である。

野角は、野角である。

野掛は、野掛である。

野駆は、野駆である。

野掛遊びは、野掛遊びである。

野掛振舞は、野掛振舞である。

野鍛冶は、野鍛冶である。

逃すは、逃すである。

箆被は、箆被である。

野風は、野風である。

野方は、野方である。

箆形は、箆形である。

野合戦は、野合戦である。

のがなうは、のがなうである。

退かぬ仲は、退かぬ仲である。

野上は、野上である。

野髪は、野髪である。

野上豊一郎は、野上豊一郎である。

野上弥生子は、野上弥生子である。

野鴨は、野鴨である。

逃らかすは、逃らかすである。

野烏は、野烏である。

野刈安は、野刈安である。

逃るは、逃るである。

遁るは、遁るである。

逃れは、逃れである。

遁れは、遁れである。

逃れ辞は、逃れ辞である。

遁れ端は、遁れ端である。

逃れるは、逃れるである。

遁れるは、遁れるである。

野川は、野川である。



野川流は、野川流である。

野雁は、野雁である。

野萱草は、野萱草である。

軒は、軒である。

簷は、簷である。

檐は、檐である。

宇は、宇である。

芒は、芒である。

のぎは、のぎである。

乃木は、乃木である。

軒合は、軒合である。

軒菖蒲は、軒菖蒲である。

軒板は、軒板である。

軒裏は、軒裏である。

軒陰は、軒陰である。

軒唐破風は、軒唐破風である。

軒瓦は、軒瓦である。

宇瓦は、宇瓦である。

野菊は、野菊である。

軒口は、軒口である。

軒桁は、軒桁である。

軒先は、軒先である。

芒先は、芒先である。

退き去りは、退き去りである。

退き潮は、退き潮である。

軒下は、軒下である。

軒忍は、軒忍である。

退き状は、退き状である。

退き代は、退き代である。

除真は、除真である。

ノギスは、ノギスである。

軒丈は、軒丈である。

軒提灯は、軒提灯である。

野狐は、野狐である。

軒樋は、軒樋である。

軒並は、軒並である。

軒並びは、軒並びである。

軒端は、軒端である。

退羽撃つは、退羽撃つである。

軒平瓦は、軒平瓦である。

ノ木偏は、ノ木偏である。

禾偏は、禾偏である。

軒丸瓦は、軒丸瓦である。

乃木希典は、乃木希典である。

芒目は、芒目である。

野際は、野際である。



軒割は、軒割である。

仰くは、仰くである。

退くは、退くである。

残くは、残くである。

野草は、野草である。

野糞は、野糞である。

ノクターンは、ノクターンである。

野口は、野口である。

箆口は、箆口である。

のぐちいさむは、のぐちいさむである。

野口雨情は、野口雨情である。

野口兼資は、野口兼資である。

野口啄木鳥は、野口啄木鳥である。

野口寧斎は、野口寧斎である。

野口英世は、野口英世である。

野口弥太郎は、野口弥太郎である。

野口米次郎は、野口米次郎である。

野沓は、野沓である。

野頸は、野頸である。

野倉は、野倉である。

野鞍は、野鞍である。

野胡桃は、野胡桃である。

仰けは、仰けである。

野毛は、野毛である。

野鶏頭は、野鶏頭である。

退け馬は、退け馬である。

仰衣紋は、仰衣紋である。

除け銀は、除け銀である。

仰兜は、仰兜である。

仰領は、仰領である。

仰け様は、仰け様である。

野芥子は、野芥子である。

仰け反るは、仰け反るである。

野桁は、野桁である。

除地は、除地である。

除け場は、除け場である。

仰け臥すは、仰け臥すである。

除け道は、除け道である。

除け者は、除け者である。

除け物は、除け物である。

退けるは、退けるである。

除けるは、除けるである。

鋸は、鋸である。

能古は、能古である。

能許は、能許である。

拭い布は、拭い布である。



拭箆は、拭箆である。

拭ふは、拭ふである。

野扱きは、野扱きである。

鋸商いは、鋸商いである。

鋸鎌は、鋸鎌である。

鋸屑は、鋸屑である。

鋸鮫は、鋸鮫である。

鋸草は、鋸草である。

鋸歯は、鋸歯である。

鋸婆は、鋸婆である。

鋸盤は、鋸盤である。

鋸挽は、鋸挽である。

鋸屋根は、鋸屋根である。

鋸山は、鋸山である。

野心は、野心である。

野拵えは、野拵えである。

残すは、残すである。

遺すは、遺すである。

残ったは、残ったである。

のこのこは、のこのこである。

のこのこさいさいは、のこのこさいさいである。

野駒は、野駒である。

能古見土人形は、能古見土人形である。

鋸目は、鋸目である。

ノ米偏は、ノ米偏である。

釆偏は、釆偏である。

野小屋は、野小屋である。

残らずは、残らずである。

残りは、残りである。

残り多いは、残り多いである。

残り惜しいは、残り惜しいである。

残り香は、残り香である。

残楽は、残楽である。

残り滓は、残り滓である。

残菊は、残菊である。

残り金は、残り金である。

残草は、残草である。

残稲は、残稲である。

残り少なは、残り少なである。

残り高は、残り高である。

残り無くは、残り無くである。

残りの菊は、残りの菊である。

残りの月は、残りの月である。

残りの年は、残りの年である。

残りの道は、残りの道である。

残りの齢は、残りの齢である。



残り火は、残り火である。

残り物は、残り物である。

残るは、残るである。

残る鴨は、残る鴨である。

野紺菊は、野紺菊である。

残んのは、残んのである。

のさは、のさである。

野坂は、野坂である。

野坂参三は、野坂参三である。

荷前は、荷前である。

荷向は、荷向である。

野咲きは、野咲きである。

野崎は、野崎である。

野崎観音は、野崎観音である。

荷前使は、荷前使である。

野崎参りは、野崎参りである。

野崎村は、野崎村である。

ノサックは、ノサックである。

納沙布岬は、納沙布岬である。

野里は、野里である。

のさのさは、のさのさである。

のさばり返るは、のさばり返るである。

のさばるは、のさばるである。

のさ者は、のさ者である。

野晒しは、野晒しである。

野ざらし紀行は、野ざらし紀行である。

のさりのさりは、のさりのさりである。

野晒れは、野晒れである。

野沢は、野沢である。

野沢温泉は、野沢温泉である。

野沢菜は、野沢菜である。

野散は、野散である。

のしは、のしである。

伸しは、伸しである。

熨斗は、熨斗である。

熨は、熨である。

野地は、野地である。

野路は、野路である。

伸し上がるは、伸し上がるである。

伸し上げるは、伸し上げるである。

伸し歩くは、伸し歩くである。

熨斗鮑は、熨斗鮑である。

伸し烏賊は、伸し烏賊である。

熨斗烏賊は、熨斗烏賊である。

伸し板は、伸し板である。

熨斗板は、熨斗板である。



野地板は、野地板である。

熨斗糸は、熨斗糸である。

熨梅は、熨梅である。

伸し掛かるは、伸し掛かるである。

のしがたのくぎは、のしがたのくぎである。

熨斗紙は、熨斗紙である。

熨斗瓦は、熨斗瓦である。

野路菊は、野路菊である。

伸し切るは、伸し切るである。

野鵐は、野鵐である。

熨斗昆布は、熨斗昆布である。

熨斗肴は、熨斗肴である。

熨斗地は、熨斗地である。

野猪は、野猪である。

熨斗縮は、熨斗縮である。

熨斗付は、熨斗付である。

熨斗包は、熨斗包である。

のしのしは、のしのしである。

野路の玉川は、野路の玉川である。

伸し羽は、伸し羽である。

伸じ張るは、伸じ張るである。

伸し単は、伸し単である。

熨斗葺は、熨斗葺である。

伸葺は、伸葺である。

熨斗袋は、熨斗袋である。

野島は、野島である。

野島崎は、野島崎である。

野島康三は、野島康三である。

能島流は、能島流である。

野島流は、野島流である。

熨斗目は、熨斗目である。

野締は、野締である。

野締の鯛は、野締の鯛である。

伸し餅は、伸し餅である。

野寒布岬は、野寒布岬である。

野宿は、野宿である。

野出頭は、野出頭である。

野春菊は、野春菊である。

野装束は、野装束である。

野尻湖は、野尻湖である。

能代は、能代である。

箆代は、箆代である。

野白は、野白である。

能代春慶は、能代春慶である。

能代塗は、能代塗である。

野陣は、野陣である。



伸すは、伸すである。

乗すは、乗すである。

載すは、載すである。

のすは、のすである。

野末は、野末である。

野筋は、野筋である。

野芒は、野芒である。

ノスタルジアは、ノスタルジアである。

ノスタルジーは、ノスタルジーである。

ノストラダムスは、ノストラダムスである。

野相撲は、野相撲である。

のすりは、のすりである。

野摺は、野摺である。

ノズルは、ノズルである。

載せ掛けるは、載せ掛けるである。

乗せ掛けるは、乗せ掛けるである。

載せ事は、載せ事である。

能勢妙見堂は、能勢妙見堂である。

載せ物は、載せ物である。

野芹は、野芹である。

乗せるは、乗せるである。

載せるは、載せるである。

野銭は、野銭である。

野草履は、野草履である。

野副は、野副である。

野副鉄男は、野副鉄男である。

覗かせるは、覗かせるである。

覗きは、覗きである。

覘きは、覘きである。

覗き穴は、覗き穴である。

覗色は、覗色である。

覗き垣は、覗き垣である。

覗機関は、覗機関である。

覗き込むは、覗き込むである。

覗き趣味は、覗き趣味である。

除高は、除高である。

覗き釣は、覗き釣である。

覗き鼻は、覗き鼻である。

覗き窓は、覗き窓である。

覗き見は、覗き見である。

覗眼鏡は、覗眼鏡である。

除は、除である。

除くは、除くである。

覗くは、覗くである。

覘くは、覘くである。

臨くは、臨くである。



覗けるは、覗けるである。

除こるは、除こるである。

野育ちは、野育ちである。

のそのそは、のそのそである。

望ましいは、望ましいである。

望みは、望みである。

望み薄は、望み薄である。

望むは、望むである。

臨むは、臨むである。

望むらくはは、望むらくはである。

のそりは、のそりである。

のそんは、のそんである。

のたは、のたである。

野田は、野田である。

野太鼓は、野太鼓である。

野幇間は、野幇間である。

野大根は、野大根である。

のた打は、のた打である。

のたうち回るは、のたうち回るである。

のたうつは、のたうつである。

野高は、野高である。

野鷹は、野鷹である。

のたくるは、のたくるである。

野竹は、野竹である。

土当帰は、土当帰である。

箆竹は、箆竹である。

野立は、野立である。

野太刀は、野太刀である。

野点は、野点である。

野田の玉川は、野田の玉川である。

宣ばくは、宣ばくである。

宣ぶは、宣ぶである。

宣ふは、宣ふである。

宣巻くは、宣巻くである。

宣はくは、宣はくである。

曰はくは、曰はくである。

箆撓は、箆撓である。

箆撓形は、箆撓形である。

饅餅は、饅餅である。

のたりは、のたりである。

のたるは、のたるである。

野垂木は、野垂木である。

野垂れ死には、野垂れ死にである。

湾刃は、湾刃である。

のたれるは、のたれるである。

後は、後である。



後入りは、後入りである。

後生いは、後生いである。

後追いは、後追いである。

後鑑は、後鑑である。

後菓子は、後菓子である。

後方は、後方である。

後窯は、後窯である。

後狂言は、後狂言である。

後悔いは、後悔いである。

後薬は、後薬である。

後悔しは、後悔しである。

後拵えは、後拵えである。

後言は、後言である。

野萵苣は、野萵苣である。

後産は、後産である。

後仕手は、後仕手である。

後刷は、後刷である。

後摺は、後摺である。

後世は、後世である。

後瀬は、後瀬である。

後添いは、後添いである。

後添えは、後添えである。

後備えは、後備えである。

後太刀は、後太刀である。

後番は、後番である。

後つ方は、後つ方である。

後連れは、後連れである。

後出来は、後出来である。

後遂げは、後遂げである。

後所は、後所である。

野血止は、野血止である。

後の葵は、後の葵である。

後の朝は、後の朝である。

後の菖蒲は、後の菖蒲である。

後の諱は、後の諱である。

後の逢瀬は、後の逢瀬である。

後の親は、後の親である。

後の菊は、後の菊である。

後の悔いは、後の悔いである。

後の事は、後の事である。

後の炭は、後の炭である。

後後は、後後である。

後中書王は、後中書王である。

後の月は、後の月である。

後の月見は、後の月見である。

後の彼岸は、後の彼岸である。



後の雛は、後の雛である。

後の仏は、後の仏である。

後の身は、後の身である。

後の物は、後の物である。

後の藪入は、後の藪入である。

後の世は、後の世である。

後の業は、後の業である。

後人は、後人である。

後程は、後程である。

後蒔きは、後蒔きである。

後昔は、後昔である。

後厄は、後厄である。

野帳は、野帳である。

後渡りは、後渡りである。

ノッカーは、ノッカーである。

乗っ掛るは、乗っ掛るである。

野阜は、野阜である。

のっかのっかは、のっかのっかである。

乗っかるは、乗っかるである。

載っかるは、載っかるである。

乗っ切るは、乗っ切るである。

ノッキングは、ノッキングである。

ノックは、ノックである。

ノックアウトは、ノックアウトである。

野机は、野机である。

ノックオンは、ノックオンである。

ノックスは、ノックスである。

ノックダウンは、ノックダウンである。

ノックダウン輸出は、ノックダウン輸出である。

野作りは、野作りである。

乗っけるは、乗っけるである。

載っけるは、載っけるである。

野つごは、野つごである。

乗っ越しは、乗っ越しである。

乗っ込みは、乗っ込みである。

のっさのっさは、のっさのっさである。

のっしのっしは、のっしのっしである。

のっしりは、のっしりである。

伸つ反つは、伸つ反つである。

のっそのっそは、のっそのっそである。

のっそりは、のっそりである。

のったりは、のったりである。

ノッチは、ノッチである。

野土は、野土である。

野槌は、野槌である。

ノッチラペルは、ノッチラペルである。



伸っつ反っつは、伸っつ反っつである。

ノッティンガムは、ノッティンガムである。

祝詞は、祝詞である。

ノットは、ノットである。

のっとは、のっとである。

ノット回路は、ノット回路である。

ノットステッチは、ノットステッチである。

のっとりは、のっとりである。

野つ鳥は、野つ鳥である。

則るは、則るである。

乗っ取るは、乗っ取るである。

退っ引きは、退っ引きである。

ノッブは、ノッブである。

野っぺは、野っぺである。

能平は、能平である。

濃餅は、濃餅である。

のっぺらぼうは、のっぺらぼうである。

のっぺらぽんは、のっぺらぽんである。

のっぺりは、のっぺりである。

野壺は、野壺である。

のっぽは、のっぽである。

野積みは、野積みである。

野爪は、野爪である。

野面は、野面である。

野釣は、野釣である。

野手は、野手である。

のでは、のでである。

盧泰愚は、盧泰愚である。

野手永は、野手永である。

野鉄砲は、野鉄砲である。

苗手綯は、苗手綯である。

野手米は、野手米である。

野寺は、野寺である。

野天は、野天である。

野天鰹は、野天鰹である。

野天井は、野天井である。

野天風呂は、野天風呂である。

能登は、能登である。

咽は、咽である。

喉は、喉である。

閑は、閑である。

野遠見は、野遠見である。

長閑は、長閑である。

喉腐りは、喉腐りである。

喉頸は、喉頸である。

喉気は、喉気である。



長閑けしは、長閑けしである。

野床は、野床である。

喉越しは、喉越しである。

野床人は、野床人である。

喉自慢は、喉自慢である。

能登縮は、能登縮である。

喉ちんこは、喉ちんこである。

喉ちんぽは、喉ちんぽである。

喉鼓は、喉鼓である。

喉留めは、喉留めである。

喉の鎖は、喉の鎖である。

閑長は、閑長である。

能登半島は、能登半島である。

喉びは、喉びである。

喉彦は、喉彦である。

喉笛は、喉笛である。

喉仏は、喉仏である。

喉骨は、喉骨である。

和まるは、和まるである。

喉元は、喉元である。

喉元思案は、喉元思案である。

長閑やかは、長閑やかである。

のどようは、のどようである。

喉鎧は、喉鎧である。

野鳥は、野鳥である。

長閑ろかは、長閑ろかである。

のとろには、のとろにである。

喉輪は、喉輪である。

喉輪攻めは、喉輪攻めである。

野中は、野中である。

箆中は、箆中である。

野中兼山は、野中兼山である。

野中の清水は、野中の清水である。

のには、のにである。

野根板は、野根板である。

野猫は、野猫である。

野鼠は、野鼠である。

野年貢は、野年貢である。

ののは、ののである。

野の上は、野の上である。

野老は、野老である。

野翁は、野翁である。

野々口は、野々口である。

野之口は、野之口である。

野之口隆正は、野之口隆正である。

野々口立圃は、野々口立圃である。



ののさまは、ののさまである。

罵は、罵である。

罵り立ては、罵り立てである。

罵るは、罵るである。

ノノ点は、ノノ点である。

野の宮は、野の宮である。

野宮は、野宮である。

野の宮の祓は、野の宮の祓である。

野の宮人は、野の宮人である。

野の行幸は、野の行幸である。

野々村は、野々村である。

野々村仁清は、野々村仁清である。

ののめくは、ののめくである。

野場は、野場である。

延ばふは、延ばふである。

述ばふは、述ばふである。

野羽織は、野羽織である。

野墓は、野墓である。

野袴は、野袴である。

野萩は、野萩である。

野博打は、野博打である。

伸ばすは、伸ばすである。

延ばすは、延ばすである。

野外れは、野外れである。

野畑は、野畑である。

野花は、野花である。

野放しは、野放しである。

野花菖蒲は、野花菖蒲である。

野離れは、野離れである。

野原は、野原である。

野原薊は、野原薊である。

延ばはるは、延ばはるである。

伸びは、伸びである。

延びは、延びである。

伸び上がるは、伸び上がるである。

伸足は、伸足である。

野稗は、野稗である。

野引は、野引である。

伸び盛りは、伸び盛りである。

延尺は、延尺である。

延助は、延助である。

濃毘数般は、濃毘数般である。

野鶲は、野鶲である。

伸び立つは、伸び立つである。

伸び縮みは、伸び縮みである。

延斗は、延斗である。



野火止用水は、野火止用水である。

伸び悩むは、伸び悩むである。

野非人は、野非人である。

伸び伸びは、伸び伸びである。

延び延びは、延び延びである。

伸びやかは、伸びやかである。

伸びらかは、伸びらかである。

伸び率は、伸び率である。

伸びるは、伸びるである。

延びるは、延びるである。

野蒜運河は、野蒜運河である。

ノビレは、ノビレである。

ノブは、ノブである。

伸ぶは、伸ぶである。

延ぶは、延ぶである。

述ぶは、述ぶである。

陳ぶは、陳ぶである。

野風俗は、野風俗である。

箆深は、箆深である。

野蕗は、野蕗である。

野奉行は、野奉行である。

野服は、野服である。

伸子は、伸子である。

野伏は、野伏である。

野臥は、野臥である。

野衾は、野衾である。

野布施は、野布施である。

野伏せりは、野伏せりである。

野臥せりは、野臥せりである。

信高は、信高である。

野縁は、野縁である。

野扶持は、野扶持である。

野太いは、野太いである。

箆太いは、箆太いである。

野葡萄は、野葡萄である。

信時は、信時である。

信時潔は、信時潔である。

信長記は、信長記である。

化香樹は、化香樹である。

延房は、延房である。

野文は、野文である。

陳者は、陳者である。

野風呂は、野風呂である。

野風炉は、野風炉である。

延べは、延べである。

延板は、延板である。



延べ打ちは、延べ打ちである。

延売は、延売である。

延岡は、延岡である。

野辺送りは、野辺送りである。

延買は、延買である。

延べ鏡は、延べ鏡である。

延楽は、延楽である。

延金は、延金である。

延紙は、延紙である。

延勘定は、延勘定である。

延煙管は、延煙管である。

延銀は、延銀である。

延句は、延句である。

延米は、延米である。

延べ棹は、延べ棹である。

延べ竿は、延べ竿である。

延べ縮めは、延べ縮めである。

延べ人員は、延べ人員である。

延べ磨りは、延べ磨りである。

延高は、延高である。

のべたらは、のべたらである。

延べ段は、延べ段である。

のべつは、のべつである。

延坪は、延坪である。

のべつ幕無しは、のべつ幕無しである。

延取引は、延取引である。

延べ日数は、延べ日数である。

野辺の送りは、野辺の送りである。

野辺の煙は、野辺の煙である。

延べの鼻紙は、延べの鼻紙である。

延羽は、延羽である。

延鼻紙は、延鼻紙である。

延払いは、延払いである。

延払い輸出は、延払い輸出である。

延拍子は、延拍子である。

延べ棒は、延べ棒である。

延べ面積は、延べ面積である。

野辺山原は、野辺山原である。

ノベライゼーションは、ノベライゼーションである。

ノベルは、ノベルである。

伸べるは、伸べるである。

延べるは、延べるである。

述べるは、述べるである。

陳べるは、陳べるである。

ノベレットは、ノベレットである。

延べ分けは、延べ分けである。



延べ渡しは、延べ渡しである。

野方図は、野方図である。

野放途は、野放途である。

ノボカインは、ノボカインである。

上すは、上すである。

逆上は、逆上である。

逆上せ上がるは、逆上せ上がるである。

上せ荷は、上せ荷である。

逆上目は、逆上目である。

上せるは、上せるである。

逆上せるは、逆上せるである。

野牡丹は、野牡丹である。

野火手は、野火手である。

野仏は、野仏である。

能褒野は、能褒野である。

のほほんは、のほほんである。

上りは、上りである。

登りは、登りである。

昇りは、昇りである。

幟は、幟である。

上り商いは、上り商いである。

上り鮎は、上り鮎である。

上り馬は、上り馬である。

上り襲は、上り襲である。

昇楽は、昇楽である。

登楽は、登楽である。

上り窯は、上り窯である。

登り窯は、登り窯である。

上り気は、上り気である。

上り下りは、上り下りである。

上り口は、上り口である。

登り口は、登り口である。

登高欄は、登高欄である。

幟竿は、幟竿である。

上り坂は、上り坂である。

登り坂は、登り坂である。

幟差は、幟差である。

幟邑は、幟邑である。

幟猿は、幟猿である。

上り潮は、上り潮である。

上り姿は、上り姿である。

上り瀬は、上り瀬である。

上り調子は、上り調子である。

上り月は、上り月である。

上り詰めるは、上り詰めるである。

登軒は、登軒である。



上り羽は、上り羽である。

登階は、登階である。

登梯は、登梯である。

幟旗は、幟旗である。

昇り旗は、昇り旗である。

上り日和は、上り日和である。

昇り藤は、昇り藤である。

上り船は、上り船である。

登別は、登別である。

登別温泉は、登別温泉である。

上り帆は、上り帆である。

上り簗は、上り簗である。

昇り竜は、昇り竜である。

登り竜は、登り竜である。

上るは、上るである。

登るは、登るである。

昇るは、昇るである。

野襤褸菊は、野襤褸菊である。

野間は、野間である。

野真麻は、野真麻である。

野馬追は、野馬追である。

箆巻は、箆巻である。

祈まくは、祈まくである。

飲ますは、飲ますである。

野間清治は、野間清治である。

ノマドは、ノマドである。

野間宏は、野間宏である。

野豆は、野豆である。

飲まれるは、飲まれるである。

呑まれるは、呑まれるである。

箆回りは、箆回りである。

祈は、祈である。

蚤は、蚤である。

のみは、のみである。

飲みは、飲みである。

呑みは、呑みである。

鑿は、鑿である。

飲み明かすは、飲み明かすである。

飲み歩くは、飲み歩くである。

呑入れ蓋は、呑入れ蓋である。

鑿彫は、鑿彫である。

飲み隠しは、飲み隠しである。

飲み掛けは、飲み掛けである。

飲み掛けるは、飲み掛けるである。

呑玉は、呑玉である。

飲み食いは、飲み食いである。



飲み薬は、飲み薬である。

飲み下すは、飲み下すである。

飲口は、飲口である。

呑口は、呑口である。

呑口上戸は、呑口上戸である。

飲み競は、飲み競である。

飲み食らうは、飲み食らうである。

呑行為は、呑行為である。

飲込みは、飲込みである。

呑込みは、呑込みである。

呑込み顔は、呑込み顔である。

呑込み仕事は、呑込み仕事である。

呑込み姿は、呑込み姿である。

呑込山は、呑込山である。

飲み込むは、飲み込むである。

呑み込むは、呑み込むである。

飲み止しは、飲み止しである。

飲み止すは、飲み止すである。

飲師は、飲師である。

飲み凝るは、飲み凝るである。

飲み代は、飲み代である。

野水は、野水である。

飲み据うは、飲み据うである。

飲み過ぎは、飲み過ぎである。

飲助は、飲助である。

呑助は、呑助である。

飲み捨ては、飲み捨てである。

飲み倒すは、飲み倒すである。

野道は、野道である。

飲みっ競は、飲みっ競である。

飲み付けるは、飲み付けるである。

飲み潰すは、飲み潰すである。

飲みっ振りは、飲みっ振りである。

飲み潰れるは、飲み潰れるである。

飲み手は、飲み手である。

飲み出は、飲み出である。

飲み友達は、飲み友達である。

蚤取りは、蚤取りである。

蚤取菊は、蚤取菊である。

蚤取粉は、蚤取粉である。

蚤取り眼は、蚤取り眼である。

飲み直すは、飲み直すである。

飲み流すは、飲み流すである。

飲み仲間は、飲み仲間である。

のみならずは、のみならずである。

ノミナリズムは、ノミナリズムである。



ノミナルは、ノミナルである。

飲み逃げは、飲み逃げである。

飲み抜けは、飲み抜けである。

鑿根は、鑿根である。

ノミネートは、ノミネートである。

蚤の市は、蚤の市である。

野見宿禰は、野見宿禰である。

蚤の衾は、蚤の衾である。

飲み干すは、飲み干すである。

飲み乾すは、飲み乾すである。

飲み回すは、飲み回すである。

飲み回るは、飲み回るである。

飲み水は、飲み水である。

蚤虫は、蚤虫である。

飲物は、飲物である。

呑屋は、呑屋である。

飲屋は、飲屋である。

蚤除けは、蚤除けである。

蚤除け粉は、蚤除け粉である。

飲み料は、飲み料である。

飲むは、飲むである。

呑むは、呑むである。

野麦は、野麦である。

野麦峠は、野麦峠である。

蠧は、蠧である。

野村は、野村である。

野村吉三郎は、野村吉三郎である。

野村胡堂は、野村胡堂である。

野村望東尼は、野村望東尼である。

のめは、のめである。

飲めは、飲めである。

滑くるは、滑くるである。

のめし髷は、のめし髷である。

のめすは、のめすである。

のめ摺り込むは、のめ摺り込むである。

のめのめは、のめのめである。

のめり下駄は、のめり下駄である。

のめり込むは、のめり込むである。

のめりのめりは、のめりのめりである。

のめるは、のめるである。

ノメンクラトゥーラは、ノメンクラトゥーラである。

野面皮は、野面皮である。

ノモグラフは、ノモグラフである。

ノモスは、ノモスである。

野物は、野物である。

野母屋は、野母屋である。



野守草は、野守草である。

野守の鏡は、野守の鏡である。

ノモンハンは、ノモンハンである。

野矢は、野矢である。

野屋は、野屋である。

野焼きは、野焼きである。

野屋作りは、野屋作りである。

野藪は、野藪である。

野山育ちは、野山育ちである。

野山阜は、野山阜である。

野山の錦は、野山の錦である。

ノヤンは、ノヤンである。

野遊山は、野遊山である。

のらは、のらである。

ノラは、ノラである。

野良犬は、野良犬である。

野良荏は、野良荏である。

野良風は、野良風である。

のら烏は、のら烏である。

のらかわくは、のらかわくである。

野良着は、野良着である。

宣らくは、宣らくである。

告らくは、告らくである。

のらくらは、のらくらである。

のらくら者は、のらくら者である。

野良声は、野良声である。

のら心は、のら心である。

のら猿は、のら猿である。

野良仕事は、野良仕事である。

のら造は、のら造である。

のらぞんざいは、のらぞんざいである。

のらつくは、のらつくである。

のらっぽは、のらっぽである。

のら友達は、のら友達である。

野良中は、野良中である。

野良猫は、野良猫である。

野良鼠は、野良鼠である。

のらのらは、のらのらである。

のら参りは、のら参りである。

のら松は、のら松である。

野良豆は、野良豆である。

のら息子は、のら息子である。

のらめくは、のらめくである。

のら者は、のら者である。

野良藪は、野良藪である。

のらりくらりは、のらりくらりである。



告らろは、告らろである。

のりは、のりである。

伸は、伸である。

法は、法である。

則は、則である。

典は、典である。

範は、範である。

矩は、矩である。

乗りは、乗りである。

糊は、糊である。

海苔は、海苔である。

箆入は、箆入である。

乗合は、乗合である。

乗合自動車は、乗合自動車である。

乗合馬車は、乗合馬車である。

乗合船は、乗合船である。

乗り合うは、乗り合うである。

罵り合ふは、罵り合ふである。

乗り上がるは、乗り上がるである。

乗り上げるは、乗り上げるである。

乗り合わすは、乗り合わすである。

乗り合せるは、乗り合せるである。

糊板は、糊板である。

乗り出すは、乗り出すである。

乗一は、乗一である。

乗り入るは、乗り入るである。

乗入れは、乗入れである。

糊入れは、糊入れである。

糊容れは、糊容れである。

糊入紙は、糊入紙である。

乗り入れるは、乗り入れるである。

乗打は、乗打である。

糊空木は、糊空木である。

乗り移るは、乗り移るである。

乗馬は、乗馬である。

乗馬初は、乗馬初である。

糊置は、糊置である。

乗り遅れるは、乗り遅れるである。

乗り下りは、乗り下りである。

乗り降りは、乗り降りである。

糊かい物は、糊かい物である。

乗換えは、乗換えである。

乗り換えるは、乗り換えるである。

乗り替えるは、乗り替えるである。

乗り掛るは、乗り掛るである。

乗掛は、乗掛である。



乗掛馬は、乗掛馬である。

乗掛荷は、乗掛荷である。

乗り掛けるは、乗り掛けるである。

乗り気は、乗り気である。

乗切りは、乗切りである。

乗り切るは、乗り切るである。

乗り具すは、乗り具すである。

乗り崩すは、乗り崩すである。

乗口は、乗口である。

乗沓は、乗沓である。

乗轡は、乗轡である。

乗組は、乗組である。

乗組員は、乗組員である。

乗り組むは、乗り組むである。

乗鞍は、乗鞍である。

乗鞍火山帯は、乗鞍火山帯である。

乗鞍高原は、乗鞍高原である。

乗鞍岳は、乗鞍岳である。

糊気は、糊気である。

のり毛は、のり毛である。

乗り越えるは、乗り越えるである。

乗心地は、乗心地である。

乗心は、乗心である。

乗越しは、乗越しである。

乗り越すは、乗り越すである。

詔つは、詔つである。

令つは、令つである。

告言は、告言である。

宣言は、宣言である。

詔は、詔である。

法事は、法事である。

乗り熟すは、乗り熟すである。

乗り溢るは、乗り溢るである。

乗込みは、乗込みである。

乗り込むは、乗り込むである。

乗地は、乗地である。

糊地は、糊地である。

乗り静めるは、乗り静めるである。

乗下は、乗下である。

法知らずは、法知らずである。

乗尻は、乗尻である。

乗代は、乗代である。

糊代は、糊代である。

海苔簀は、海苔簀である。

乗り据えるは、乗り据えるである。

乗り過すは、乗り過すである。



乗り捨てるは、乗り捨てるである。

糊するは、糊するである。

乗り添ふは、乗り添ふである。

乗り副ふは、乗り副ふである。

乗り損うは、乗り損うである。

海苔粗朶は、海苔粗朶である。

乗り初めは、乗り初めである。

法高は、法高である。

乗出しは、乗出しである。

乗り立つは、乗り立つである。

乗力は、乗力である。

海苔茶は、海苔茶である。

乗り継ぐは、乗り継ぐである。

糊付けは、糊付けである。

乗り付けるは、乗り付けるである。

乗り続くは、乗り続くである。

乗り続けるは、乗り続けるである。

乗り詰めは、乗り詰めである。

乗り手は、乗り手である。

祝詞考は、祝詞考である。

祝詞言は、祝詞言である。

祝詞師は、祝詞師である。

乗り留むは、乗り留むである。

法るは、法るである。

乗り取るは、乗り取るである。

乗り直るは、乗り直るである。

乗馴染は、乗馴染である。

乗り馴らすは、乗り馴らすである。

乗り馴れるは、乗り馴れるである。

乗逃げは、乗逃げである。

糊抜きは、糊抜きである。

糊抜き剤は、糊抜き剤である。

法の雨は、法の雨である。

法の主は、法の主である。

法の糸は、法の糸である。

法の浮木は、法の浮木である。

法の海は、法の海である。

法の印は、法の印である。

法の門は、法の門である。

法の声は、法の声である。

法の衣は、法の衣である。

法の師は、法の師である。

法の末は、法の末である。

法の皇は、法の皇である。

法の薪は、法の薪である。

法の誓いは、法の誓いである。



法の力は、法の力である。

法の杖は、法の杖である。

法官は、法官である。

式部省は、式部省である。

法の月は、法の月である。

法の友は、法の友である。

法の灯は、法の灯である。

法の場は、法の場である。

法の橋は、法の橋である。

法の火は、法の火である。

法の舟は、法の舟である。

法書は、法書である。

法の御門は、法の御門である。

法の水は、法の水である。

法の道は、法の道である。

法の筵は、法の筵である。

法の業は、法の業である。

乗場は、乗場である。

糊刷毛は、糊刷毛である。

乗り外すは、乗り外すである。

乗り放すは、乗り放すである。

糊張りは、糊張りである。

乗拍子は、乗拍子である。

血紅は、血紅である。

海苔巻は、海苔巻である。

乗り回すは、乗り回すである。

乗り回るは、乗り回るである。

則宗は、則宗である。

糊目は、糊目である。

法面は、法面である。

乗物は、乗物である。

賭物は、賭物である。

乗物舁きは、乗物舁きである。

乗物酔いは、乗物酔いである。

賭弓は、賭弓である。

賭射は、賭射である。

賭弓の還饗は、賭弓の還饗である。

賭弓の還立は、賭弓の還立である。

宣童は、宣童である。

伸るは、伸るである。

乗るは、乗るである。

載るは、載るである。

宣るは、宣るである。

告るは、告るである。

賭るは、賭るである。

ノルアドレナリンは、ノルアドレナリンである。



ノルウェーは、ノルウェーである。

ノルウェー語は、ノルウェー語である。

ノルデは、ノルデである。

ノルディック種目は、ノルディック種目である。

ノルデンシェルドは、ノルデンシェルドである。

ノルトラインヴェストファーレンは、ノルトラインヴェストファーレンである。

ノルネンは、ノルネンである。

ノルマは、ノルマである。

ノルマルは、ノルマルである。

ノルマン王朝は、ノルマン王朝である。

ノルマン人は、ノルマン人である。

ノルマンディーは、ノルマンディーである。

ノルマントン号事件は、ノルマントン号事件である。

ノルムは、ノルムである。

野礼は、野礼である。

暖簾内は、暖簾内である。

暖簾口は、暖簾口である。

暖簾師は、暖簾師である。

暖簾代は、暖簾代である。

暖簾名は、暖簾名である。

暖簾分けは、暖簾分けである。

のろは、のろである。

麕は、麕である。

祝女は、祝女である。

巫女は、巫女である。

野呂は、野呂である。

鈍足は、鈍足である。

詛いは、詛いである。

呪いは、呪いである。

詛い言は、詛い言である。

詛うは、詛うである。

呪うは、呪うである。

のろ打は、のろ打である。

野呂栄太郎は、野呂栄太郎である。

野呂介石は、野呂介石である。

野呂搗布は、野呂搗布である。

鈍臭は、鈍臭である。

鈍臭いは、鈍臭いである。

惚気は、惚気である。

惚気話は、惚気話である。

惚気るは、惚気るである。

野呂元丈は、野呂元丈である。

鈍作は、鈍作である。

狼煙は、狼煙である。

烽火は、烽火である。

狼煙守は、狼煙守である。



鈍鈍は、鈍鈍である。

呪呪しは、呪呪しである。

鈍間は、鈍間である。

野呂松は、野呂松である。

鈍間色は、鈍間色である。

鈍間猿は、鈍間猿である。

野呂松遣は、野呂松遣である。

野呂間遣は、野呂間遣である。

鈍間人形は、鈍間人形である。

野呂松人形は、野呂松人形である。

のろものは、のろものである。

のろりは、のろりである。

のろりのろりは、のろりのろりである。

呪わしいは、呪わしいである。

呪師は、呪師である。

野分は、野分である。

野分立つは、野分立つである。

野分の風は、野分の風である。

ノンは、ノンである。

ノンアルコールは、ノンアルコールである。

暖気は、暖気である。

呑気は、呑気である。

暢気は、暢気である。

呑気節は、呑気節である。

ノンキャリアは、ノンキャリアである。

のんこは、のんこである。

のんこうは、のんこうである。

嫩江は、嫩江である。

のんこのしゃあは、のんこのしゃあである。

のんこ髷は、のんこ髷である。

ノンシャランは、ノンシャランである。

ノンストップは、ノンストップである。

ノンセクションは、ノンセクションである。

ノンセクトは、ノンセクトである。

ノンセンスは、ノンセンスである。

飲んだくれは、飲んだくれである。

飲太郎は、飲太郎である。

呑太郎は、呑太郎である。

のんどりは、のんどりである。

ノントロッポは、ノントロッポである。

布布は、布布である。

のんのさまは、のんのさまである。

のんのんは、のんのんである。

ノンパレルは、ノンパレルである。

ノンバンクは、ノンバンクである。

のんびりは、のんびりである。



ノンフィギュラティフは、ノンフィギュラティフである。

ノンフィクションは、ノンフィクションである。

ノンブルは、ノンブルである。

ノンプロは、ノンプロである。

飲兵衛は、飲兵衛である。

のんべんだらりは、のんべんだらりである。

ノンポリは、ノンポリである。

のんやほ節は、のんやほ節である。

のんやほほ踊は、のんやほほ踊である。

暖寮は、暖寮である。

ノンレム睡眠は、ノンレム睡眠である。

はは、はである。

刃は、刃である。

羽は、羽である。

葉は、葉である。

歯は、歯である。

端は、端である。

翳は、翳である。

把は、把である。

波は、波である。

爬は、爬である。

派は、派である。

破は、破である。

跛は、跛である。

播は、播である。

覇は、覇である。

ばは、ばである。

場は、場である。

馬は、馬である。

婆は、婆である。

罵は、罵である。

ぱは、ぱである。

パは、パである。

はあは、はあである。

バーは、バーである。

ばあは、ばあである。

ぱあは、ぱあである。

八は、八である。

パーは、パーである。

場合は、場合である。

ハーヴァードは、ハーヴァードである。

ハーヴァード大学は、ハーヴァード大学である。

ハーヴェーは、ハーヴェーである。

パーカは、パーカである。

バーガーは、バーガーである。

パーカッションは、パーカッションである。



パーカライジングは、パーカライジングである。

ハーキュリーズは、ハーキュリーズである。

パーキンは、パーキンである。

パーキングは、パーキングである。

パーキングメーターは、パーキングメーターである。

パーキンソンは、パーキンソンである。

パーキンソン病は、パーキンソン病である。

把握は、把握である。

ハーグは、ハーグである。

バークは、バークである。

パークは、パークである。

バークシャーは、バークシャーである。

パークスは、パークスである。

バーグマンは、バーグマンである。

ハーグ密使事件は、ハーグ密使事件である。

バークリーは、バークリーである。

ハーグリーヴスは、ハーグリーヴスである。

バークリウムは、バークリウムである。

ハーケンは、ハーケンである。

バーゲンは、バーゲンである。

ハーケンクロイツは、ハーケンクロイツである。

バーゲンセールは、バーゲンセールである。

ハーゲンベックは、ハーゲンベックである。

バーコードは、バーコードである。

パーゴラは、パーゴラである。

パーコレーターは、パーコレーターである。

パーサーは、パーサーである。

婆様は、婆様である。

バージは、バージである。

パージは、パージである。

バージェス動物群は、バージェス動物群である。

ハーシェルは、ハーシェルである。

バージナルは、バージナルである。

バージニアは、バージニアである。

バージャー病は、バージャー病である。

バージョンは、バージョンである。

バージョンアップは、バージョンアップである。

バージンは、バージンである。

パーシンは、パーシンである。

バージン諸島は、バージン諸島である。

バージンソイルは、バージンソイルである。

バージンロードは、バージンロードである。

ハースは、ハースである。

バースは、バースである。

パースは、パースである。

バースコントロールは、バースコントロールである。



バースデーは、バースデーである。

ハーストは、ハーストである。

バーストは、バーストである。

バース党は、バース党である。

パースペクティブは、パースペクティブである。

パーセクは、パーセクである。

バーゼルは、バーゼルである。

パーセルは、パーセルである。

パーセンテージは、パーセンテージである。

パーセントは、パーセントである。

パーソナリティーは、パーソナリティーである。

パーソナルは、パーソナルである。

パーソナルコミュニケーションは、パーソナルコミュニケーションである。

パーソナルコンピューターは、パーソナルコンピューターである。

パーソンズは、パーソンズである。

バーターは、バーターである。

バーターシステムは、バーターシステムである。

場当りは、場当りである。

パータリプトラは、パータリプトラである。

パーチメントは、パーチメントである。

パーチメントペーパーは、パーチメントペーパーである。

バーチャルは、バーチャルである。

バーチャルリアリティーは、バーチャルリアリティーである。

パーツは、パーツである。

ぱあっとは、ぱあっとである。

ハーディーは、ハーディーである。

バーディーは、バーディーである。

パーティーは、パーティーである。

バーディーンは、バーディーンである。

ハーディガーディは、ハーディガーディである。

パーティクルボードは、パーティクルボードである。

パーテルノステルは、パーテルノステルである。

バーテンは、バーテンである。

バーデンヴュルテンベルクは、バーデンヴュルテンベルクである。

バーデン学派は、バーデン学派である。

バーテンダーは、バーテンダーである。

バーデンバーデンは、バーデンバーデンである。

ハートは、ハートである。

ハードは、ハードである。

バードは、バードである。

パートは、パートである。

バードウィークは、バードウィークである。

ハードウェアは、ハードウェアである。

バードウォッチングは、バードウォッチングである。

ハート形は、ハート形である。

ハードカバーは、ハードカバーである。



ハートカムは、ハートカムである。

ハードコアは、ハードコアである。

ハードコピーは、ハードコピーである。

パートタイマーは、パートタイマーである。

パートタイムは、パートタイムである。

ハードディスクは、ハードディスクである。

ハードトップは、ハードトップである。

ハードトレーニングは、ハードトレーニングである。

パートナーは、パートナーである。

パートナーシップは、パートナーシップである。

ハードボイルドは、ハードボイルドである。

ハードボードは、ハードボードである。

ハードラックは、ハードラックである。

ハードルは、ハードルである。

パードレは、パードレである。

ハートレー回路は、ハートレー回路である。

バートンは、バートンである。

バーナーは、バーナーである。

バーナリゼーションは、バーナリゼーションである。

パーニニは、パーニニである。

バーニヤは、バーニヤである。

バーニヤキャリパスは、バーニヤキャリパスである。

バーネットは、バーネットである。

ハーバーは、ハーバーである。

バーバーは、バーバーである。

ハーバーボッシュ法は、ハーバーボッシュ法である。

ハーバーマスは、ハーバーマスである。

バーバリーは、バーバリーである。

バーバリシープは、バーバリシープである。

バーバリズムは、バーバリズムである。

ハーフは、ハーフである。

ハーブは、ハーブである。

ハープは、ハープである。

バーブは、バーブである。

ハーフィズは、ハーフィズである。

ハーフウェーラインは、ハーフウェーラインである。

パーフェクトは、パーフェクトである。

パーフェクトゲームは、パーフェクトゲームである。

パーフォレーションは、パーフォレーションである。

ハーフコートは、ハーフコートである。

ハーフサイズカメラは、ハーフサイズカメラである。

ハープシコードは、ハープシコードである。

ハーフスイングは、ハーフスイングである。

ハーフタイムは、ハーフタイムである。

ハーブティーは、ハーブティーである。

ハーフティンバーは、ハーフティンバーである。



ハーフトーンは、ハーフトーンである。

ハーフバックは、ハーフバックである。

ハーフメードは、ハーフメードである。

バーブルは、バーブルである。

パープルは、パープルである。

バーブルマンデブ海峡は、バーブルマンデブ海峡である。

バーベキューは、バーベキューである。

バーべナは、バーべナである。

バーベリは、バーベリである。

バーベルは、バーベルである。

バーボンは、バーボンである。

パーマは、パーマである。

パーマーは、パーマーである。

パーマネントは、パーマネントである。

パーマネントウェーブは、パーマネントウェーブである。

パーマロイは、パーマロイである。

ハーマンは、ハーマンである。

バーミキュライトは、バーミキュライトである。

バーミヤーンは、バーミヤーンである。

バーミューダショーツは、バーミューダショーツである。

バーミューダ諸島は、バーミューダ諸島である。

バーミリオンは、バーミリオンである。

パーミルは、パーミルである。

バーミンガムは、バーミンガムである。

パームオイルは、パームオイルである。

パームチットは、パームチットである。

パームボールは、パームボールである。

ハーメルンの笛吹き男は、ハーメルンの笛吹き男である。

バーモーは、バーモーである。

ハーモニーは、ハーモニーである。

ハーモニウムは、ハーモニウムである。

ハーモニカは、ハーモニカである。

ハーモニックスは、ハーモニックスである。

バーモントは、バーモントである。

婆やは、婆やである。

パーラーは、パーラーである。

ハーラーダービーは、ハーラーダービーである。

パーライトは、パーライトである。

バーラタナーティヤムは、バーラタナーティヤムである。

バーラトは、バーラトである。

羽蟻は、羽蟻である。

バーリは、バーリである。

爬竜は、爬竜である。

パーリ語は、パーリ語である。

バーリモントは、バーリモントである。

バーリンは、バーリンである。



バールは、バールである。

パールは、パールである。

ハールーンアッラシードは、ハールーンアッラシードである。

パールシーは、パールシーである。

パールハーバーは、パールハーバーである。

パールバックは、パールバックである。

パーレヴィ朝は、パーレヴィ朝である。

バーレーンは、バーレーンである。

バーレスクは、バーレスクである。

ハーレムは、ハーレムである。

バーレルは、バーレルである。

パーレンは、パーレンである。

ハーンは、ハーンである。

バーンは、バーンである。

馬鞍山は、馬鞍山である。

バーンジョーンズは、バーンジョーンズである。

バーンズは、バーンズである。

バーンスタインは、バーンスタインである。

灰は、灰である。

はいは、はいである。

鮠は、鮠である。

蠅は、蠅である。

佩は、佩である。

拝は、拝である。

杯は、杯である。

盃は、盃である。

背は、背である。

肺は、肺である。

胚は、胚である。

俳は、俳である。

悖は、悖である。

配は、配である。

排は、排である。

敗は、敗である。

廃は、廃である。

牌は、牌である。

稗は、稗である。

誹は、誹である。

輩は、輩である。

癈は、癈である。

ハイは、ハイである。

売は、売である。

貝は、貝である。

枚は、枚である。

倍は、倍である。

唄は、唄である。



梅は、梅である。

培は、培である。

陪は、陪である。

媒は、媒である。

焙は、焙である。

買は、買である。

賠は、賠である。

霾は、霾である。

黴は、黴である。

馬医は、馬医である。

ぱいは、ぱいである。

Πは、Πである。
πは、πである。
パイは、パイである。

バイアーは、バイアーである。

映合は、映合である。

栄合は、栄合である。

奪ひ合ふは、奪ひ合ふである。

這い上がるは、這い上がるである。

バイアスは、バイアスである。

バイアスタイヤは、バイアスタイヤである。

バイアステープは、バイアステープである。

バイアスロンは、バイアスロンである。

背圧は、背圧である。

背圧タービンは、背圧タービンである。

ハイアライは、ハイアライである。

這い歩くは、這い歩くである。

廃案は、廃案である。

配位は、配位である。

配意は、配意である。

敗衣は、敗衣である。

廃位は、廃位である。

売位は、売位である。

バイイは、バイイである。

配位化合物は、配位化合物である。

配位結合は、配位結合である。

配位子は、配位子である。

灰石は、灰石である。

胚移植は、胚移植である。

這ひ出づは、這ひ出づである。

配位数は、配位数である。

這出では、這出でである。

這入りは、這入りである。

這い入るは、這い入るである。

灰色は、灰色である。

灰色黴病は、灰色黴病である。



灰色熊は、灰色熊である。

灰色森林土は、灰色森林土である。

灰色土は、灰色土である。

排印は、排印である。

敗因は、敗因である。

売淫は、売淫である。

排印本は、排印本である。

沛雨は、沛雨である。

梅雨は、梅雨である。

黴雨は、黴雨である。

ハイウェーは、ハイウェーである。

梅雨前線は、梅雨前線である。

蠅打は、蠅打である。

貝打は、貝打である。

灰占は、灰占である。

延枝は、延枝である。

背泳は、背泳である。

肺疫は、肺疫である。

廃液は、廃液である。

廃駅は、廃駅である。

ハイエクは、ハイエクである。

肺壊疽は、肺壊疽である。

拝謁は、拝謁である。

ハイエナは、ハイエナである。

バイエルは、バイエルである。

バイエルンは、バイエルンである。

ハイエログリフは、ハイエログリフである。

肺炎は、肺炎である。

排煙は、排煙である。

廃園は、廃園である。

廃苑は、廃苑である。

梅園は、梅園である。

煤煙は、煤煙である。

肺炎双球菌は、肺炎双球菌である。

梅園叢書は、梅園叢書である。

排煙脱硫装置は、排煙脱硫装置である。

バイオは、バイオである。

バイオアッセーは、バイオアッセーである。

梅翁は、梅翁である。

バイオエシックスは、バイオエシックスである。

廃屋は、廃屋である。

敗屋は、敗屋である。

バイオグラフィーは、バイオグラフィーである。

灰押えは、灰押えである。

灰押しは、灰押しである。

バイオセンサーは、バイオセンサーである。



バイオテクノロジーは、バイオテクノロジーである。

灰落しは、灰落しである。

バイオトロンは、バイオトロンである。

パイオニアは、パイオニアである。

バイオハザードは、バイオハザードである。

バイオプシーは、バイオプシーである。

バイオマスは、バイオマスである。

バイオリズムは、バイオリズムである。

バイオリニストは、バイオリニストである。

バイオリンは、バイオリンである。

バイオレーションは、バイオレーションである。

バイオレットは、バイオレットである。

バイオレンスは、バイオレンスである。

バイオロジーは、バイオロジーである。

倍音は、倍音である。

俳家は、俳家である。

配下は、配下である。

排貨は、排貨である。

敗荷は、敗荷である。

廃家は、廃家である。

廃貨は、廃貨である。

拝賀は、拝賀である。

胚芽は、胚芽である。

俳画は、俳画である。

貝貨は、貝貨である。

売価は、売価である。

倍加は、倍加である。

梅花は、梅花である。

買価は、買価である。

パイカは、パイカである。

ハイカーは、ハイカーである。

梅花甘茶は、梅花甘茶である。

俳諧は、俳諧である。

誹諧は、誹諧である。

徘徊は、徘徊である。

敗潰は、敗潰である。

廃潰は、廃潰である。

灰貝は、灰貝である。

沛艾は、沛艾である。

拝外は、拝外である。

排外は、排外である。

売買は、売買である。

媒介は、媒介である。

俳諧歌は、俳諧歌である。

俳諧御傘は、俳諧御傘である。

俳諧歳時記は、俳諧歳時記である。



俳諧三神は、俳諧三神である。

俳諧師は、俳諧師である。

俳諧寺は、俳諧寺である。

俳諧次韻は、俳諧次韻である。

俳諧式は、俳諧式である。

俳諧式目は、俳諧式目である。

俳諧七部集は、俳諧七部集である。

徘徊症は、徘徊症である。

誹諧初学抄は、誹諧初学抄である。

俳諧大要は、俳諧大要である。

媒概念は、媒概念である。

俳諧の連歌は、俳諧の連歌である。

俳諧文庫は、俳諧文庫である。

媒介変数は、媒介変数である。

俳諧味は、俳諧味である。

梅花空木は、梅花空木である。

倍返しは、倍返しである。

奪ひ返すは、奪ひ返すである。

梅花黄連は、梅花黄連である。

這ひ掛るは、這ひ掛るである。

灰掻きは、灰掻きである。

拝火教は、拝火教である。

廃学は、廃学である。

陪客は、陪客である。

倍額は、倍額である。

灰神楽は、灰神楽である。

這ひ隠るは、這ひ隠るである。

梅花香は、梅花香である。

排ガスは、排ガスである。

灰被きは、灰被きである。

灰勝ちは、灰勝ちである。

灰被ぎは、灰被ぎである。

灰褐色は、灰褐色である。

梅花躑躅は、梅花躑躅である。

肺活量は、肺活量である。

肺活量計は、肺活量計である。

排貨同盟は、排貨同盟である。

梅花の油は、梅花の油である。

梅花方は、梅花方である。

胚芽米は、胚芽米である。

梅花藻は、梅花藻である。

ハイカラは、ハイカラである。

白乾児は、白乾児である。

バイカル湖は、バイカル湖である。

売花郎は、売花郎である。

売貨郎は、売貨郎である。



拝官は、拝官である。

拝観は、拝観である。

背汗は、背汗である。

肺肝は、肺肝である。

肺患は、肺患である。

配管は、配管である。

排陥は、排陥である。

廃刊は、廃刊である。

廃官は、廃官である。

廃艦は、廃艦である。

稗官は、稗官である。

拝顔は、拝顔である。

肺癌は、肺癌である。

売官は、売官である。

陪官は、陪官である。

陪観は、陪観である。

胚幹細胞は、胚幹細胞である。

灰器は、灰器である。

拝跪は、拝跪である。

排気は、排気である。

排毀は、排毀である。

排棄は、排棄である。

敗毀は、敗毀である。

廃棄は、廃棄である。

唄器は、唄器である。

ハイキートーンは、ハイキートーンである。

排気ガスは、排気ガスである。

排気管は、排気管である。

排気機は、排気機である。

排気坑は、排気坑である。

肺気腫は、肺気腫である。

排気鐘は、排気鐘である。

排気タービン過給機は、排気タービン過給機である。

廃棄物は、廃棄物である。

排気弁は、排気弁である。

悖逆は、悖逆である。

売却は、売却である。

倍脚類は、倍脚類である。

配球は、配球である。

配給は、配給である。

排球は、排球である。

倍旧は、倍旧である。

肺吸虫は、肺吸虫である。

廃去は、廃去である。

廃墟は、廃墟である。

肺魚は、肺魚である。



背教は、背教である。

廃業は、廃業である。

陪京は、陪京である。

梅尭臣は、梅尭臣である。

廃曲は、廃曲である。

佩玉は、佩玉である。

貝玉は、貝玉である。

排気量は、排気量である。

拝金は、拝金である。

背筋は、背筋である。

拝覲は、拝覲である。

倍金は、倍金である。

黴菌は、黴菌である。

ハイキングは、ハイキングである。

バイキングは、バイキングである。

バイキング料理は、バイキング料理である。

俳句は、俳句である。

ハイクは、ハイクである。

拝具は、拝具である。

バイクは、バイクである。

配偶は、配偶である。

排骨は、排骨である。

配偶子は、配偶子である。

配偶者は、配偶者である。

配偶体は、配偶体である。

肺空洞は、肺空洞である。

灰釉は、灰釉である。

俳句大観は、俳句大観である。

ハイクラスは、ハイクラスである。

ハイグレードは、ハイグレードである。

敗軍は、敗軍である。

拝啓は、拝啓である。

背景は、背景である。

梅けい草は、梅けい草である。

排撃は、排撃である。

梅月は、梅月である。

肺結核は、肺結核である。

敗血症は、敗血症である。

佩剣は、佩剣である。

拝見は、拝見である。

拝絹は、拝絹である。

配見は、配見である。

俳言は、俳言である。

売券は、売券である。

梅県は、梅県である。

廃戸は、廃戸である。



背後は、背後である。

廃語は、廃語である。

佩香は、佩香である。

背甲は、背甲である。

背向は、背向である。

廃坑は、廃坑である。

廃校は、廃校である。

廃鉱は、廃鉱である。

廃興は、廃興である。

俳号は、俳号である。

配合は、配合である。

廃合は、廃合である。

陪幸は、陪幸である。

媒合は、媒合である。

配合禁忌は、配合禁忌である。

配合飼料は、配合飼料である。

背光性は、背光性である。

配合肥料は、配合肥料である。

背弧海盆は、背弧海盆である。

背後関係は、背後関係である。

肺呼吸は、肺呼吸である。

売国は、売国である。

売国奴は、売国奴である。

廃戸主は、廃戸主である。

貝独楽は、貝独楽である。

這い込むは、這い込むである。

這ひ籠るは、這ひ籠るである。

敗根は、敗根である。

配剤は、配剤である。

廃材は、廃材である。

売茶翁は、売茶翁である。

灰匙は、灰匙である。

拝察は、拝察である。

灰皿は、灰皿である。

杯盞は、杯盞である。

配蚕は、配蚕である。

敗残は、敗残である。

廃山は、廃山である。

廃残は、廃残である。

拝仕は、拝仕である。

拝芝は、拝芝である。

背子は、背子である。

胚子は、胚子である。

俳士は、俳士である。

配祀は、配祀である。

廃止は、廃止である。



廃市は、廃市である。

廃弛は、廃弛である。

廃址は、廃址である。

稗史は、稗史である。

拝辞は、拝辞である。

廃寺は、廃寺である。

ハイジは、ハイジである。

貝子は、貝子である。

倍しは、倍しである。

唄師は、唄師である。

梅子は、梅子である。

陪侍は、陪侍である。

俳式は、俳式である。

胚軸は、胚軸である。

敗衄は、敗衄である。

バイシクルは、バイシクルである。

廃師自立は、廃師自立である。

肺疾は、肺疾である。

廃疾は、廃疾である。

癈疾は、癈疾である。

梅室は、梅室である。

媒質は、媒質である。

背日性は、背日性である。

歯医者は、歯医者である。

拝謝は、拝謝である。

背斜は、背斜である。

俳写は、俳写である。

配車は、配車である。

敗者は、敗者である。

廃車は、廃車である。

拝借は、拝借である。

杯酌は、杯酌である。

盃酌は、盃酌である。

売爵は、売爵である。

倍尺は、倍尺である。

媒酌は、媒酌である。

媒妁は、媒妁である。

拝借金は、拝借金である。

灰杓子は、灰杓子である。

拝借米は、拝借米である。

背斜谷は、背斜谷である。

ハイジャックは、ハイジャックである。

ハイジャンプは、ハイジャンプである。

拝手は、拝手である。

杯酒は、杯酒である。

胚珠は、胚珠である。



敗種は、敗種である。

拝受は、拝受である。

配収は、配収である。

買収は、買収である。

陪従は、陪従である。

排出は、排出である。

輩出は、輩出である。

排出器官は、排出器官である。

肺出血は、肺出血である。

排出弁は、排出弁である。

俳趣味は、俳趣味である。

売春は、売春である。

買春は、買春である。

肺循環は、肺循環である。

売春婦は、売春婦である。

売春防止法は、売春防止法である。

俳書は、俳書である。

配所は、配所である。

拝叙は、拝叙である。

拝除は、拝除である。

排除は、排除である。

敗絮は、敗絮である。

廃除は、廃除である。

貝書は、貝書である。

売女は、売女である。

媒助は、媒助である。

拝承は、拝承である。

拝誦は、拝誦である。

俳倡は、俳倡である。

排簫は、排簫である。

敗将は、敗将である。

敗醤は、敗醤である。

廃娼は、廃娼である。

売笑は、売笑である。

梅漿は、梅漿である。

焙焼は、焙焼である。

賠償は、賠償である。

陪乗は、陪乗である。

廃娼運動は、廃娼運動である。

賠償責任保険は、賠償責任保険である。

肺静脈は、肺静脈である。

焙焼炉は、焙焼炉である。

梅松論は、梅松論である。

配色は、配色である。

敗色は、敗色である。

廃職は、廃職である。



売色は、売色である。

陪食は、陪食である。

配所残筆は、配所残筆である。

螺尻は、螺尻である。

貝尻は、貝尻である。

拝進は、拝進である。

拝診は、拝診である。

背信は、背信である。

背進は、背進である。

配信は、配信である。

拝塵は、拝塵である。

俳人は、俳人である。

配陣は、配陣である。

廃人は、廃人である。

癈人は、癈人である。

陪臣は、陪臣である。

陪審は、陪審である。

煤燼は、煤燼である。

背信行為は、背信行為である。

肺浸潤は、肺浸潤である。

肺塵症は、肺塵症である。

佩すは、佩すである。

這ひ出は、這ひ出である。

バイスは、バイスである。

陪すは、陪すである。

背水は、背水である。

配水は、配水である。

排水は、排水である。

廃水は、廃水である。

陪随は、陪随である。

配水管は、配水管である。

排水坑は、排水坑である。

肺水腫は、肺水腫である。

配水池は、配水池である。

排水噸数は、排水噸数である。

背水の陣は、背水の陣である。

排水ポンプは、排水ポンプである。

排水量は、排水量である。

拝趨は、拝趨である。

倍数は、倍数である。

倍数性は、倍数性である。

倍数体は、倍数体である。

倍数比例の法則は、倍数比例の法則である。

灰掬いは、灰掬いである。

ハイスクールは、ハイスクールである。

パイスケは、パイスケである。



ハイスピードは、ハイスピードである。

ハイスピードスチールは、ハイスピードスチールである。

灰墨は、灰墨である。

掃墨は、掃墨である。

這いずり回るは、這いずり回るである。

拝するは、拝するである。

配するは、配するである。

排するは、排するである。

廃するは、廃するである。

這いずるは、這いずるである。

倍するは、倍するである。

ハイゼは、ハイゼである。

俳聖は、俳聖である。

悖政は、悖政である。

排擠は、排擠である。

敗勢は、敗勢である。

廃井は、廃井である。

陪星は、陪星である。

媒精は、媒精である。

胚性幹細胞は、胚性幹細胞である。

肺性心は、肺性心である。

裴世清は、裴世清である。

俳席は、俳席である。

排斥は、排斥である。

敗績は、敗績である。

廃石は、廃石である。

陪席は、陪席である。

陪席裁判官は、陪席裁判官である。

バイセクシュアルは、バイセクシュアルである。

灰せせりは、灰せせりである。

排泄は、排泄である。

排雪は、排雪である。

廃絶は、廃絶である。

排泄器は、排泄器である。

排泄物は、排泄物である。

杯洗は、杯洗である。

盃洗は、盃洗である。

盃饌は、盃饌である。

肺尖は、肺尖である。

配船は、配船である。

配線は、配線である。

敗戦は、敗戦である。

廃船は、廃船である。

廃線は、廃線である。

擺線は、擺線である。

沛然は、沛然である。



配膳は、配膳である。

売船は、売船である。

焙煎は、焙煎である。

媒染は、媒染である。

陪膳は、陪膳である。

肺線維症は、肺線維症である。

肺尖カタルは、肺尖カタルである。

媒染剤は、媒染剤である。

ハイセンスは、ハイセンスである。

媒染染料は、媒染染料である。

肺栓塞は、肺栓塞である。

敗戦投手は、敗戦投手である。

配線盤は、配線盤である。

ハイゼンベルクは、ハイゼンベルクである。

俳祖は、俳祖である。

敗訴は、敗訴である。

拝送は、拝送である。

拝贈は、拝贈である。

背走は、背走である。

配送は、配送である。

敗走は、敗走である。

肺臓は、肺臓である。

黴瘡は、黴瘡である。

倍増は、倍増である。

馬医草紙は、馬医草紙である。

肺臓ジストマは、肺臓ジストマである。

配属は、配属である。

ばいそくは、ばいそくである。

配属将校は、配属将校である。

肺塞栓は、肺塞栓である。

ハイソサエティーは、ハイソサエティーである。

ハイソックスは、ハイソックスである。

廃村は、廃村である。

バイソンは、バイソンである。

パイソンは、パイソンである。

羽板は、羽板である。

歯痛は、歯痛である。

排他は、排他である。

ばいたは、ばいたである。

佩帯は、佩帯である。

拝戴は、拝戴である。

胚胎は、胚胎である。

敗退は、敗退である。

敗頽は、敗頽である。

廃帝は、廃帝である。

廃退は、廃退である。



廃頽は、廃頽である。

媒体は、媒体である。

倍大は、倍大である。

廃太子は、廃太子である。

鷂は、鷂である。

配謫は、配謫である。

廃宅は、廃宅である。

這出しは、這出しである。

這い出すは、這い出すである。

蠅叩きは、蠅叩きである。

配達は、配達である。

配達証明は、配達証明である。

佩盾は、佩盾である。

脛楯は、脛楯である。

膝甲は、膝甲である。

排他的は、排他的である。

排他的経済水域は、排他的経済水域である。

這ひ徘徊るは、這ひ徘徊るである。

灰だらけは、灰だらけである。

貝多羅葉は、貝多羅葉である。

排他律は、排他律である。

バイタリティーは、バイタリティーである。

バイタルサインは、バイタルサインである。

灰俵は、灰俵である。

俳談は、俳談である。

俳壇は、俳壇である。

煤炭は、煤炭である。

売炭翁は、売炭翁である。

背馳は、背馳である。

配置は、配置である。

排置は、排置である。

廃地は、廃地である。

廃置は、廃置である。

ハイチは、ハイチである。

培地は、培地である。

背地性は、背地性である。

配置転換は、配置転換である。

はいちゃは、はいちゃである。

敗着は、敗着である。

廃嫡は、廃嫡である。

白酒は、白酒である。

π中間子は、π中間子である。
排中原理は、排中原理である。

杯中の蛇影は、杯中の蛇影である。

排中律は、排中律である。

廃黜は、廃黜である。



蠅帳は、蠅帳である。

拝聴は、拝聴である。

敗兆は、敗兆である。

敗徴は、敗徴である。

廃朝は、廃朝である。

陪冢は、陪冢である。

陪塚は、陪塚である。

陪聴は、陪聴である。

媒鳥は、媒鳥である。

腓腸筋は、腓腸筋である。

ハイツは、ハイツである。

這い蹲うは、這い蹲うである。

這い蹲るは、這い蹲るである。

配付垂木は、配付垂木である。

配付けるは、配付けるである。

這出は、這出である。

拝呈は、拝呈である。

ハイティーンは、ハイティーンである。

梅亭金鵞は、梅亭金鵞である。

ハイテクは、ハイテクである。

ハイテク汚染は、ハイテク汚染である。

ハイデスは、ハイデスである。

ハイデッガーは、ハイデッガーである。

ハイデラバードは、ハイデラバードである。

這い出るは、這い出るである。

ハイデルベルクは、ハイデルベルクである。

ハイデルベルク人は、ハイデルベルク人である。

ハイデルベルク大学は、ハイデルベルク大学である。

配点は、配点である。

配転は、配転である。

廃典は、廃典である。

拝殿は、拝殿である。

配電は、配電である。

売店は、売店である。

梅天は、梅天である。

π電子は、π電子である。
配電所は、配電所である。

配電線は、配電線である。

配電盤は、配電盤である。

隼人は、隼人である。

羽糸は、羽糸である。

坏土は、坏土である。

陪都は、陪都である。

バイトは、バイトである。

佩刀は、佩刀である。

配当は、配当である。



廃刀は、廃刀である。

海都は、海都である。

拝堂は、拝堂である。

廃道は、廃道である。

配当落は、配当落である。

配当金は、配当金である。

配当性向は、配当性向である。

配糖体は、配糖体である。

配当付保険は、配当付保険である。

廃糖蜜は、廃糖蜜である。

肺動脈は、肺動脈である。

配当要求は、配当要求である。

配当率は、配当率である。

廃刀令は、廃刀令である。

背徳は、背徳である。

悖徳は、悖徳である。

拝読は、拝読である。

背読は、背読である。

買得は、買得である。

梅毒は、梅毒である。

黴毒は、黴毒である。

排毒散は、排毒散である。

敗毒散は、敗毒散である。

再従兄弟は、再従兄弟である。

ハイドパークは、ハイドパークである。

バイトホルダーは、バイトホルダーである。

蠅取りは、蠅取りである。

奪取りは、奪取りである。

奪取り勝ちは、奪取り勝ちである。

奪ひ取るは、奪ひ取るである。

ハイドロキノンは、ハイドロキノンである。

ハイドロサルファイトは、ハイドロサルファイトである。

ハイドロフォイルは、ハイドロフォイルである。

ハイドロプレーン現象は、ハイドロプレーン現象である。

ハイドロメーターは、ハイドロメーターである。

ハイドンは、ハイドンである。

パイナップルは、パイナップルである。

パイナップル科は、パイナップル科である。

灰均しは、灰均しである。

バイナリー兵器は、バイナリー兵器である。

敗肉は、敗肉である。

梅肉は、梅肉である。

梅肉酢は、梅肉酢である。

排日は、排日である。

胚乳は、胚乳である。

排尿は、排尿である。



拝任は、拝任である。

背任は、背任である。

売人は、売人である。

背任罪は、背任罪である。

延根は、延根である。

ハイネは、ハイネである。

灰猫は、灰猫である。

這杜松は、這杜松である。

廃熱は、廃熱である。

ハイネックは、ハイネックである。

廃熱ボイラーは、廃熱ボイラーである。

ハイネメディン病は、ハイネメディン病である。

拝納は、拝納である。

背嚢は、背嚢である。

胚嚢は、胚嚢である。

排膿は、排膿である。

肺膿瘍は、肺膿瘍である。

灰の木は、灰の木である。

灰の水曜日は、灰の水曜日である。

配延は、配延である。

這い上るは、這い上るである。

這ひ乗るは、這ひ乗るである。

ハイパーは、ハイパーである。

ハイパーテキストは、ハイパーテキストである。

ハイハードルは、ハイハードルである。

這い這いは、這い這いである。

はいはいは、はいはいである。

バイバイは、バイバイである。

ぱいぱいは、ぱいぱいである。

売買勘定は、売買勘定である。

売買証拠金は、売買証拠金である。

這い這い人形は、這い這い人形である。

拝白は、拝白である。

バイパスは、バイパスである。

バイバルスは、バイバルスである。

ハイバル峠は、ハイバル峠である。

背反は、背反である。

悖反は、悖反である。

背叛は、背叛である。

廃藩は、廃藩である。

杯盤は、杯盤である。

胚盤は、胚盤である。

廃盤は、廃盤である。

背叛罪は、背叛罪である。

排反事象は、排反事象である。

廃藩置県は、廃藩置県である。



杯盤狼藉は、杯盤狼藉である。

拝披は、拝披である。

廃罷は、廃罷である。

拝眉は、拝眉である。

配備は、配備である。

ハイヒールは、ハイヒールである。

ハイビジョンは、ハイビジョンである。

ハイビスカスは、ハイビスカスである。

廃罷訴権は、廃罷訴権である。

ハイピッチは、ハイピッチである。

這柏槙は、這柏槙である。

肺病は、肺病である。

廃品は、廃品である。

売品は、売品である。

陪賓は、陪賓である。

パイピングは、パイピングである。

肺腑は、肺腑である。

配付は、配付である。

配布は、配布である。

配符は、配符である。

配賦は、配賦である。

拝舞は、拝舞である。

背部は、背部である。

パイプは、パイプである。

ハイファは、ハイファである。

ハイファイは、ハイファイである。

俳風は、俳風である。

誹風は、誹風である。

誹風末摘花は、誹風末摘花である。

誹風柳多留は、誹風柳多留である。

誹風柳多留拾遺は、誹風柳多留拾遺である。

ハイフェッツは、ハイフェッツである。

パイプオルガンは、パイプオルガンである。

ハイフォンは、ハイフォンである。

パイプカットは、パイプカットである。

灰吹きは、灰吹きである。

灰吹銀は、灰吹銀である。

灰吹き払いは、灰吹き払いである。

灰吹法は、灰吹法である。

拝伏は、拝伏である。

拝復は、拝復である。

這伏しは、這伏しである。

這い伏すは、這い伏すである。

配付税は、配付税である。

配賦税は、配賦税である。

廃仏は、廃仏である。



廃物は、廃物である。

廃仏毀釈は、廃仏毀釈である。

排仏棄釈は、排仏棄釈である。

拝物教は、拝物教である。

パイプラインは、パイプラインである。

ハイブラウは、ハイブラウである。

ハイブリッドは、ハイブリッドである。

ハイブリッドカーは、ハイブリッドカーである。

ハイブリッド米は、ハイブリッド米である。

ハイブリドーマは、ハイブリドーマである。

バイブルは、バイブルである。

灰篩は、灰篩である。

バイブレーションは、バイブレーションである。

バイブレーターは、バイブレーターである。

バイプレーヤーは、バイプレーヤーである。

ハイブローは、ハイブローである。

ハイフンは、ハイフンである。

拝聞は、拝聞である。

俳文は、俳文である。

配分は、配分である。

敗聞は、敗聞である。

売文は、売文である。

佩文韻府は、佩文韻府である。

売文社は、売文社である。

配兵は、配兵である。

敗兵は、敗兵である。

廃兵は、廃兵である。

癈兵は、癈兵である。

ハイペースは、ハイペースである。

肺ペストは、肺ペストである。

灰部屋は、灰部屋である。

排便は、排便である。

買弁は、買弁である。

買弁的は、買弁的である。

ハイポは、ハイポである。

肺胞は、肺胞である。

敗報は、敗報である。

敗亡は、敗亡である。

唄法印は、唄法印である。

灰炮烙は、灰炮烙である。

バイポーラートランジスターは、バイポーラートランジスターである。

ハイボールは、ハイボールである。

ハイポキシアは、ハイポキシアである。

敗北は、敗北である。

売卜は、売卜である。

売卜者は、売卜者である。



敗北主義は、敗北主義である。

這坊子は、這坊子である。

配本は、配本である。

駅は、駅である。

駅馬は、駅馬である。

ハイマートは、ハイマートである。

這ひ紛るは、這ひ紛るである。

胚膜は、胚膜である。

貝髷は、貝髷である。

駅路は、駅路である。

倍増しは、倍増しである。

這ひ交るは、這ひ交るである。

這松は、這松である。

這い纏わるは、這い纏わるである。

灰塗れは、灰塗れである。

杜仲は、杜仲である。

貝回しは、貝回しである。

這い回るは、這い回るである。

俳味は、俳味である。

ハイミスは、ハイミスである。

灰水は、灰水である。

俳名は、俳名である。

廃務は、廃務である。

ハイムは、ハイムである。

ハイムズは、ハイムズである。

拝命は、拝命である。

売名は、売名である。

バイメタルは、バイメタルである。

敗滅は、敗滅である。

廃滅は、廃滅である。

拝面は、拝面である。

背面は、背面である。

ハイメンは、ハイメンである。

背面跳びは、背面跳びである。

貝母は、貝母である。

廃忘は、廃忘である。

敗亡怪顛は、敗亡怪顛である。

這ひ徘徊ふは、這ひ徘徊ふである。

肺門は、肺門である。

俳門は、俳門である。

排悶は、排悶である。

肺門淋巴腺結核は、肺門淋巴腺結核である。

灰屋は、灰屋である。

ハイヤーは、ハイヤーである。

バイヤーは、バイヤーである。

バイヤーズクレジットは、バイヤーズクレジットである。



灰焼は、灰焼である。

背約は、背約である。

配役は、配役である。

売約は、売約である。

売薬は、売薬である。

灰屋紹益は、灰屋紹益である。

ハイヤ節は、ハイヤ節である。

灰山は、灰山である。

廃油は、廃油である。

俳友は、俳友である。

俳優は、俳優である。

俳優座は、俳優座である。

廃油ボールは、廃油ボールである。

敗余は、敗余である。

佩用は、佩用である。

肺葉は、肺葉である。

胚葉は、胚葉である。

貝葉は、貝葉である。

培養は、培養である。

培養液は、培養液である。

培養基は、培養基である。

灰除けは、灰除けである。

灰寄せは、灰寄せである。

這い寄るは、這い寄るである。

バイヨンは、バイヨンである。

拝礼は、拝礼である。

ハイライトは、ハイライトである。

ハイライト版は、ハイライト版である。

バイラスは、バイラスである。

ハイラックスは、ハイラックスである。

バイラテラリズムは、バイラテラリズムである。

海拉爾は、海拉爾である。

拝覧は、拝覧である。

悖乱は、悖乱である。

排卵は、排卵である。

敗乱は、敗乱である。

ハイランドは、ハイランドである。

排卵誘発は、排卵誘発である。

入りは、入りである。

背理は、背理である。

悖理は、悖理である。

背離は、背離である。

這入り口は、這入り口である。

裴李崗文化は、裴李崗文化である。

入り込むは、入り込むである。

這入り込むは、這入り込むである。



排律は、排律である。

廃立は、廃立である。

倍率は、倍率である。

背理法は、背理法である。

配立は、配立である。

配流は、配流である。

配慮は、配慮である。

拝領は、拝領である。

背臨は、背臨である。

梅林は、梅林である。

梅霖は、梅霖である。

バイリンガリズムは、バイリンガリズムである。

バイリンガルは、バイリンガルである。

はいるは、はいるである。

入るは、入るである。

這入るは、這入るである。

パイルは、パイルである。

パイルドライバーは、パイルドライバーである。

歯入れは、歯入れである。

背戻は、背戻である。

悖戻は、悖戻である。

悖礼は、悖礼である。

陪隷は、陪隷である。

梅暦は、梅暦である。

ハイレグは、ハイレグである。

ハイレセラシエは、ハイレセラシエである。

排列は、排列である。

配列は、配列である。

パイレックスガラスは、パイレックスガラスである。

ハイレベルは、ハイレベルである。

羽色は、羽色である。

葉色は、葉色である。

倍臚は、倍臚である。

陪臚は、陪臚である。

倍廬は、倍廬である。

バイロイトは、バイロイトである。

肺癆は、肺癆である。

癈老は、癈老である。

貝勒は、貝勒である。

パイロットは、パイロットである。

パイロットバルーンは、パイロットバルーンである。

パイロットファームは、パイロットファームである。

パイロットプラントは、パイロットプラントである。

パイロットボートは、パイロットボートである。

パイロットランプは、パイロットランプである。

倍臚破陣楽は、倍臚破陣楽である。



パイロメーターは、パイロメーターである。

俳論は、俳論である。

バイロンは、バイロンである。

パイロンは、パイロンである。

俳話は、俳話である。

這ひ渡るは、這ひ渡るである。

パインは、パインである。

馬寅初は、馬寅初である。

バインダーは、バインダーである。

パイントは、パイントである。

ハインリヒは、ハインリヒである。

ハウは、ハウである。

這うは、這うである。

延うは、延うである。

バウは、バウである。

奪ふは、奪ふである。

バウアーは、バウアーである。

パヴァーヌは、パヴァーヌである。

バヴァリアは、バヴァリアである。

パヴェーゼは、パヴェーゼである。

パウエルは、パウエルである。

ハウエルズは、ハウエルズである。

這ふ葛のは、這ふ葛のである。

這子は、這子である。

ハウサ語は、ハウサ語である。

ハウジングは、ハウジングである。

ハウスは、ハウスである。

ハウスキーパーは、ハウスキーパーである。

ハウス栽培は、ハウス栽培である。

ハウスダストは、ハウスダストである。

ハウスドレスは、ハウスドレスである。

ハウスビルは、ハウスビルである。

ハウスマヌカンは、ハウスマヌカンである。

端唄は、端唄である。

パウダーは、パウダーである。

パウダースノーは、パウダースノーである。

端唄物は、端唄物である。

端歌物は、端歌物である。

バウチズモは、バウチズモである。

羽団扇は、羽団扇である。

羽団扇楓は、羽団扇楓である。

羽団扇豆は、羽団扇豆である。

羽撃つは、羽撃つである。

ハウツーは、ハウツーである。

ハウツー物は、ハウツー物である。

這ふ蔦のは、這ふ蔦のである。



場打ては、場打てである。

バウハウスは、バウハウスである。

ハウフは、ハウフである。

ハウプトマンは、ハウプトマンである。

バウムガルテンは、バウムガルテンである。

バウムクーヘンは、バウムクーヘンである。

羽裏は、羽裏である。

葉裏は、葉裏である。

パウリは、パウリである。

パウリスタは、パウリスタである。

パウリの原理は、パウリの原理である。

ハウリングは、ハウリングである。

パウルは、パウルである。

パウロは、パウロである。

パヴロフは、パヴロフである。

パヴロワは、パヴロワである。

バウンドは、バウンドである。

パウンドは、パウンドである。

パウンドケーキは、パウンドケーキである。

はえは、はえである。

生えは、生えである。

映えは、映えである。

栄えは、栄えである。

南風は、南風である。

破壊は、破壊である。

生え出づは、生え出づである。

映え色は、映え色である。

蠅打ちは、蠅打ちである。

パエーリャは、パエーリャである。

蠅頭は、蠅頭である。

蠅頭ほぞは、蠅頭ほぞである。

蠅黴は、蠅黴である。

生え変るは、生え変るである。

榱は、榱である。

馬疫は、馬疫である。

生え際は、生え際である。

蠅座は、蠅座である。

生え下りは、生え下りである。

蠅侍は、蠅侍である。

蠅地獄は、蠅地獄である。

蠅滑りは、蠅滑りである。

蝕え尽くは、蝕え尽くである。

生え出るは、生え出るである。

蠅毒草は、蠅毒草である。

生え止りは、生え止りである。

蠅取は、蠅取である。



蠅取紙は、蠅取紙である。

蠅取草は、蠅取草である。

蠅取蜘蛛は、蠅取蜘蛛である。

蠅取茸は、蠅取茸である。

蠅取撫子は、蠅取撫子である。

蠅取虫は、蠅取虫である。

延縄は、延縄である。

生え抜きは、生え抜きである。

蠅の子は、蠅の子である。

映映しは、映映しである。

蠅払いは、蠅払いである。

蠅参りは、蠅参りである。

蠅虫は、蠅虫である。

蠅目は、蠅目である。

生え物は、生え物である。

生え山は、生え山である。

生えるは、生えるである。

映えるは、映えるである。

栄えるは、栄えるである。

映え渡るは、映え渡るである。

巴猿は、巴猿である。

馬煙は、馬煙である。

馬遠は、馬遠である。

這ほは、這ほである。

好は、好である。

包は、包である。

覇王は、覇王である。

破屋は、破屋である。

姥爺は、姥爺である。

包子は、包子である。

バオダイは、バオダイである。

端落は、端落である。

羽落は、羽落である。

葉落月は、葉落月である。

刃音は、刃音である。

羽音は、羽音である。

葉音は、葉音である。

包頭は、包頭である。

バオバブは、バオバブである。

ハオ油は、ハオ油である。

羽織は、羽織である。

羽織落しは、羽織落しである。

羽織芸者は、羽織芸者である。

羽織ごろは、羽織ごろである。

羽織袴は、羽織袴である。

羽織紐は、羽織紐である。



羽織漁師は、羽織漁師である。

羽織るは、羽織るである。

ハ音記号は、ハ音記号である。

計は、計である。

量は、量である。

墓は、墓である。

破瓜は、破瓜である。

薄荷は、薄荷である。

はかは、はかである。

黐がは、黐がである。

芳賀は、芳賀である。

馬鹿は、馬鹿である。

莫迦は、莫迦である。

ハガードは、ハガードである。

墓穴は、墓穴である。

馬鹿穴は、馬鹿穴である。

破戒は、破戒である。

破潰は、破潰である。

羽交は、羽交である。

歯痒いは、歯痒いである。

破壊応力は、破壊応力である。

羽交重ねは、羽交重ねである。

破壊活動防止法は、破壊活動防止法である。

墓石は、墓石である。

破壊試験は、破壊試験である。

羽交締めは、羽交締めである。

破壊的は、破壊的である。

破戒無慙は、破戒無慙である。

馬鹿芋は、馬鹿芋である。

破壊力は、破壊力である。

バガヴァッドギーターは、バガヴァッドギーターである。

羽替えは、羽替えである。

葉替えは、葉替えである。

墓拝みは、墓拝みである。

馬鹿踊は、馬鹿踊である。

馬鹿貝は、馬鹿貝である。

馬珂貝は、馬珂貝である。

馬鹿果報は、馬鹿果報である。

羽掛りは、羽掛りである。

破瓜期は、破瓜期である。

羽掻きは、羽掻きである。

葉書は、葉書である。

端書は、端書である。

破格は、破格である。

馬革は、馬革である。

馬鹿臭いは、馬鹿臭いである。



葉隠るは、葉隠るである。

葉隠れは、葉隠れである。

葉隠は、葉隠である。

歯欠けは、歯欠けである。

葉陰は、葉陰である。

馬鹿げるは、馬鹿げるである。

馬鹿声は、馬鹿声である。

羽重ねは、羽重ねである。

馬鹿騒ぎは、馬鹿騒ぎである。

許は、許である。

剥がし暦は、剥がし暦である。

剥がし染めは、剥がし染めである。

化かし鉤は、化かし鉤である。

墓所は、墓所である。

馬鹿正直は、馬鹿正直である。

墓標は、墓標である。

馬鹿信心は、馬鹿信心である。

歯滓は、歯滓である。

化かすは、化かすである。

魅すは、魅すである。

捌かすは、捌かすである。

放すは、放すである。

剥がすは、剥がすである。

場数は、場数である。

歯がすみは、歯がすみである。

博士は、博士である。

羽風は、羽風である。

葉風は、葉風である。

博士の命婦は、博士の命婦である。

博多は、博多である。

歯形は、歯形である。

博多帯は、博多帯である。

博多織は、博多織である。

端敵は、端敵である。

博多小女郎波枕は、博多小女郎波枕である。

博多獅子は、博多獅子である。

博多絞りは、博多絞りである。

博多どんたくは、博多どんたくである。

博多俄は、博多俄である。

博多人形は、博多人形である。

博多平は、博多平である。

博多節は、博多節である。

歯固めは、歯固めである。

馬鹿たれは、馬鹿たれである。

墓地は、墓地である。

馬鹿力は、馬鹿力である。



放つは、放つである。

墓築きは、墓築きである。

ぱかっとは、ぱかっとである。

墓積みは、墓積みである。

馬鹿面は、馬鹿面である。

馬鹿丁寧は、馬鹿丁寧である。

馬鹿鳥は、馬鹿鳥である。

捗るは、捗るである。

果無は、果無である。

果敢無は、果敢無である。

儚は、儚である。

果無いは、果無いである。

果敢無いは、果敢無いである。

儚いは、儚いである。

馬鹿苗病は、馬鹿苗病である。

墓薙は、墓薙である。

果無事は、果無事である。

果無しは、果無しである。

果敢無しは、果敢無しである。

儚しは、儚しである。

果無し事は、果無し事である。

果無立つは、果無立つである。

果無ぶは、果無ぶである。

果無むは、果無むである。

果無物は、果無物である。

馬鹿には、馬鹿にである。

パガニーニは、パガニーニである。

鋼は、鋼である。

刃金は、刃金である。

馬鹿値は、馬鹿値である。

鋼鋳物は、鋼鋳物である。

馬鹿念は、馬鹿念である。

馬鹿海苔は、馬鹿海苔である。

墓場は、墓場である。

ぱかぱかは、ぱかぱかである。

捗捗しいは、捗捗しいである。

馬鹿馬鹿しいは、馬鹿馬鹿しいである。

馬鹿話は、馬鹿話である。

馬鹿囃子は、馬鹿囃子である。

墓原は、墓原である。

馬鹿鶲は、馬鹿鶲である。

葉黴病は、葉黴病である。

破瓜病は、破瓜病である。

端株は、端株である。

墓戸は、墓戸である。

薄伽梵は、薄伽梵である。



婆伽梵は、婆伽梵である。

バガボンドは、バガボンドである。

袴は、袴である。

羽釜は、羽釜である。

歯釜は、歯釜である。

馬鹿舞は、馬鹿舞である。

墓参りは、墓参りである。

袴木は、袴木である。

袴着は、袴着である。

袴腰は、袴腰である。

袴形は、袴形である。

袴能は、袴能である。

袴行縢は、袴行縢である。

歯噛みは、歯噛みである。

墓詣では、墓詣でである。

馬鹿者は、馬鹿者である。

墓守は、墓守である。

墓屋は、墓屋である。

芳賀矢一は、芳賀矢一である。

馬鹿野郎は、馬鹿野郎である。

バカラは、バカラである。

計らいは、計らいである。

計らうは、計らうである。

計らざるには、計らざるにである。

馬鹿らしいは、馬鹿らしいである。

計らずもは、計らずもである。

図らずもは、図らずもである。

刃絡みは、刃絡みである。

羽柄物は、羽柄物である。

端柄物は、端柄物である。

計りは、計りである。

量りは、量りである。

測りは、測りである。

秤は、秤である。

蹤血は、蹤血である。

許りは、許りである。

量り売りは、量り売りである。

許りかは、許りかである。

量り切りは、量り切りである。

量吟味は、量吟味である。

謀つは、謀つである。

謀は、謀である。

量り込むは、量り込むである。

秤座は、秤座である。

秤竿は、秤竿である。

秤棹は、秤棹である。



秤皿は、秤皿である。

計り知れないは、計り知れないである。

計立は、計立である。

斗立は、斗立である。

馬鹿律儀は、馬鹿律儀である。

計り無しは、計り無しである。

ばかりばかりは、ばかりばかりである。

計り減りは、計り減りである。

量り耗りは、量り耗りである。

計り虫は、計り虫である。

秤目は、秤目である。

別るは、別るである。

計るは、計るである。

測るは、測るである。

量るは、量るである。

図るは、図るである。

謀るは、謀るである。

諮るは、諮るである。

葉枯れ病は、葉枯れ病である。

剥がれるは、剥がれるである。

馬鹿蝋燭は、馬鹿蝋燭である。

バカロレアは、バカロレアである。

馬鹿笑いは、馬鹿笑いである。

波間は、波間である。

破顔は、破顔である。

ハガンは、ハガンである。

馬関は、馬関である。

馬韓は、馬韓である。

破顔一笑は、破顔一笑である。

バカンスは、バカンスである。

パガン朝は、パガン朝である。

掃きは、掃きである。

破棄は、破棄である。

破毀は、破毀である。

覇気は、覇気である。

接ぎは、接ぎである。

脛は、脛である。

萩は、萩である。

芽子は、芽子である。

榛は、榛である。

接ぎ合せるは、接ぎ合せるである。

バギーは、バギーである。

破棄移送は、破棄移送である。

佩緒は、佩緒である。

掃き落すは、掃き落すである。

履替えは、履替えである。



はきかけは、はきかけである。

刷掛は、刷掛である。

掃掛は、掃掛である。

羽利きは、羽利きである。

掃き清めるは、掃き清めるである。

葉菊は、葉菊である。

吐き薬は、吐き薬である。

吐き下しは、吐き下しである。

吐き口は、吐き口である。

吐き気は、吐き気である。

接子は、接子である。

掃込は、掃込である。

破棄差戻しは、破棄差戻しである。

破棄自判は、破棄自判である。

歯軋めは、歯軋めである。

歯軋りは、歯軋りである。

パキスタンは、パキスタンである。

穿捨ては、穿捨てである。

履捨ては、履捨てである。

吐き捨てるは、吐き捨てるである。

履き捨てるは、履き捨てるである。

掃き掃除は、掃き掃除である。

佩添は、佩添である。

帯副は、帯副である。

芳宜園は、芳宜園である。

佩初めは、佩初めである。

掃初めは、掃初めである。

履初めは、履初めである。

萩大名は、萩大名である。

脛高は、脛高である。

掃出しは、掃出しである。

掃出し窓は、掃出し窓である。

吐き出すは、吐き出すである。

掃き出すは、掃き出すである。

帯刀は、帯刀である。

掃立ては、掃立てである。

掃溜めは、掃溜めである。

履き違えるは、履き違えるである。

吐き散らすは、吐き散らすである。

掃付け壁は、掃付け壁である。

萩鍔は、萩鍔である。

履き連れるは、履き連れるである。

掃き手は、掃き手である。

萩寺は、萩寺である。

はきとは、はきとである。

剥ぎ取るは、剥ぎ取るである。



掃き庭は、掃き庭である。

萩野は、萩野である。

萩の強飯は、萩の強飯である。

萩の経青は、萩の経青である。

萩の夫は、萩の夫である。

萩の露は、萩の露である。

萩の戸は、萩の戸である。

萩の花は、萩の花である。

芽子の花は、芽子の花である。

萩の花摺は、萩の花摺である。

萩の餅は、萩の餅である。

萩野由之は、萩野由之である。

萩の乱は、萩の乱である。

はきはきは、はきはきである。

接ぎ接ぎは、接ぎ接ぎである。

萩原は、萩原である。

剥ぎむくるは、剥ぎむくるである。

接ぎ目は、接ぎ目である。

履物は、履物である。

萩焼は、萩焼である。

破却は、破却である。

簸却は、簸却である。

馬脚は、馬脚である。

婆伽婆は、婆伽婆である。

波及は、波及である。

バキュームは、バキュームである。

バキュームカーは、バキュームカーである。

破鏡は、破鏡である。

ハ行は、ハ行である。

波行は、波行である。

覇業は、覇業である。

馬形は、馬形である。

破局は、破局である。

葉桐は、葉桐である。

歯切りは、歯切りである。

歯切り盤は、歯切り盤である。

刃切れは、刃切れである。

歯切れは、歯切れである。

端切れは、端切れである。

萩原朔太郎は、萩原朔太郎である。

萩原広道は、萩原広道である。

萩原雄祐は、萩原雄祐である。

巴金は、巴金である。

端銀は、端銀である。

白は、白である。

伯は、伯である。



帛は、帛である。

拍は、拍である。

泊は、泊である。

迫は、迫である。

剥は、剥である。

舶は、舶である。

博は、博である。

箔は、箔である。

駁は、駁である。

魄は、魄である。

薄は、薄である。

化くは、化くである。

吐くは、吐くである。

佩くは、佩くである。

帯くは、帯くである。

着くは、着くである。

穿くは、穿くである。

履くは、履くである。

捌くは、捌くである。

掃くは、掃くである。

爬具は、爬具である。

禿ぐは、禿ぐである。

矧ぐは、矧ぐである。

剥ぐは、剥ぐである。

接ぐは、接ぐである。

麦は、麦である。

莫は、莫である。

幕は、幕である。

漠は、漠である。

暴は、暴である。

縛は、縛である。

貘は、貘である。

獏は、獏である。

瀑は、瀑である。

曝は、曝である。

爆は、爆である。

馬具は、馬具である。

バグは、バグである。

パグは、パグである。

白堊は、白堊である。

白亜は、白亜である。

博愛は、博愛である。

博愛社は、博愛社である。

博愛主義は、博愛主義である。

白堊館は、白堊館である。

白亜紀は、白亜紀である。



白亜系は、白亜系である。

白亜質は、白亜質である。

伯庵は、伯庵である。

白衣は、白衣である。

羽咋は、羽咋である。

伯夷は、伯夷である。

白いは、白いである。

幕威は、幕威である。

白衣の天使は、白衣の天使である。

箔入れは、箔入れである。

白隠は、白隠である。

博引は、博引である。

博引旁証は、博引旁証である。

白雨は、白雨である。

麦雨は、麦雨である。

バクーは、バクーである。

パグウォッシュ会議は、パグウォッシュ会議である。

箔打ちは、箔打ちである。

バクーニンは、バクーニンである。

白雲は、白雲である。

薄運は、薄運である。

薄雲は、薄雲である。

白雲石は、白雲石である。

白雲の郷は、白雲の郷である。

白雲木は、白雲木である。

白雲母は、白雲母である。

箔絵は、箔絵である。

幕営は、幕営である。

白衛軍は、白衛軍である。

博奕は、博奕である。

白煙は、白煙である。

白猿は、白猿である。

栢莚は、栢莚である。

白鉛鉱は、白鉛鉱である。

白鴎は、白鴎である。

箔置きは、箔置きである。

白屋は、白屋である。

箔押しは、箔押しである。

爆音は、爆音である。

白化は、白化である。

白画は、白画である。

博雅は、博雅である。

幕下は、幕下である。

麦芽は、麦芽である。

麦蛾は、麦蛾である。

迫害は、迫害である。



博学は、博学である。

麦芽糖は、麦芽糖である。

博雅三位は、博雅三位である。

白眼は、白眼である。

白眼視は、白眼視である。

白起は、白起である。

白蟻は、白蟻である。

迫技は、迫技である。

薄儀は、薄儀である。

羽茎は、羽茎である。

歯茎は、歯茎である。

博戯は、博戯である。

幕議は、幕議である。

駁議は、駁議である。

歯茎音は、歯茎音である。

莫逆は、莫逆である。

白魚は、白魚である。

白居易は、白居易である。

白玉は、白玉である。

璞玉は、璞玉である。

白銀は、白銀である。

薄遇は、薄遇である。

育みは、育みである。

育むは、育むである。

羽裹もるは、羽裹もるである。

育もるは、育もるである。

白軍は、白軍である。

伯家は、伯家である。

白鯨は、白鯨である。

迫撃は、迫撃である。

搏撃は、搏撃である。

駁撃は、駁撃である。

爆撃は、爆撃である。

爆撃機は、爆撃機である。

莫逆の友は、莫逆の友である。

迫撃砲は、迫撃砲である。

伯家神道は、伯家神道である。

白月は、白月である。

博言学は、博言学である。

箔検電器は、箔検電器である。

爆轟は、爆轟である。

白濠主義は、白濠主義である。

歯くさは、歯くさである。

白砂は、白砂である。

薄紗は、薄紗である。

莠は、莠である。



葉草は、葉草である。

白菜は、白菜である。

舶載は、舶載である。

博採は、博採である。

博載は、博載である。

薄才は、薄才である。

白材は、白材である。

博才は、博才である。

爆砕は、爆砕である。

舶載鏡は、舶載鏡である。

麦作は、麦作である。

搏殺は、搏殺である。

爆殺は、爆殺である。

駁雑は、駁雑である。

羽楔は、羽楔である。

白山は、白山である。

白山一花は、白山一花である。

白山火山帯は、白山火山帯である。

白山国立公園は、白山国立公園である。

白山小桜は、白山小桜である。

白山七社は、白山七社である。

白山石南花は、白山石南花である。

白山神社は、白山神社である。

白山千鳥は、白山千鳥である。

白山風露は、白山風露である。

博山炉は、博山炉である。

白糸は、白糸である。

白紙は、白紙である。

白歯は、白歯である。

薄志は、薄志である。

白字は、白字である。

白磁は、白磁である。

白瓷は、白瓷である。

薄地は、薄地である。

爆死は、爆死である。

麦地は、麦地である。

白紙委任は、白紙委任である。

白紙委任状は、白紙委任状である。

博士課程は、博士課程である。

博識は、博識である。

薄志弱行は、薄志弱行である。

箔下は、箔下である。

白氏長慶集は、白氏長慶集である。

白質は、白質である。

白日は、白日である。

白日夢は、白日夢である。



白紙撤回は、白紙撤回である。

白氏文集は、白氏文集である。

拍車は、拍車である。

薄謝は、薄謝である。

白蛇は、白蛇である。

幕舎は、幕舎である。

伯爵は、伯爵である。

薄弱は、薄弱である。

白砂青松は、白砂青松である。

白首は、白首である。

白鬚は、白鬚である。

拍手は、拍手である。

柏手は、柏手である。

薄酒は、薄酒である。

白寿は、白寿である。

麦酒は、麦酒である。

白秋は、白秋である。

伯州は、伯州である。

麦秀は、麦秀である。

麦秋は、麦秋である。

伯州物は、伯州物である。

拍手喝采は、拍手喝采である。

伯叔は、伯叔である。

白書は、白書である。

帛書は、帛書である。

薄暑は、薄暑である。

曝書は、曝書である。

白状は、白状である。

薄情は、薄情である。

爆笑は、爆笑である。

爆傷は、爆傷である。

白色は、白色である。

剥職は、剥職である。

白色光は、白色光である。

白色人種は、白色人種である。

白色テロルは、白色テロルである。

白色レグホーンは、白色レグホーンである。

白色矮星は、白色矮星である。

はくしょんは、はくしょんである。

歯鯨は、歯鯨である。

箔代建立は、箔代建立である。

迫真は、迫真である。

白人は、白人である。

白刃は、白刃である。

幕臣は、幕臣である。

爆心は、爆心である。



驀進は、驀進である。

白人種は、白人種である。

博すは、博すである。

白図は、白図である。

麦水は、麦水である。

麦穂は、麦穂である。

白水郎は、白水郎である。

白崇禧は、白崇禧である。

白村江は、白村江である。

箔砂は、箔砂である。

博するは、博するである。

駁するは、駁するである。

縛するは、縛するである。

パクスローマーナは、パクスローマーナである。

百姓は、百姓である。

剥製は、剥製である。

幕政は、幕政である。

瀑声は、瀑声である。

白石は、白石である。

白皙は、白皙である。

麦積山は、麦積山である。

白雪は、白雪である。

拍節は、拍節である。

駁説は、駁説である。

拍節器は、拍節器である。

白雪こうは、白雪こうである。

白扇は、白扇である。

白戦は、白戦である。

白銑は、白銑である。

白線は、白線である。

白癬は、白癬である。

搏戦は、搏戦である。

白髯は、白髯である。

薄膳は、薄膳である。

瀑川は、瀑川である。

漠然は、漠然である。

藐然は、藐然である。

驀然は、驀然である。

歯屎は、歯屎である。

博捜は、博捜である。

薄葬は、薄葬である。

白蔵は、白蔵である。

爆創は、爆創である。

白蔵主は、白蔵主である。

馬具足は、馬具足である。

白村江の戦は、白村江の戦である。



バグダードは、バグダードである。

バグダード条約は、バグダード条約である。

白帯は、白帯である。

百代は、百代である。

博大は、博大である。

莫大は、莫大である。

白帯下は、白帯下である。

縛多王は、縛多王である。

白沢王は、白沢王である。

白沢は、白沢である。

はくたくは、はくたくである。

白濁は、白濁である。

剥脱は、剥脱である。

剥奪は、剥奪である。

バグダッドは、バグダッドである。

白炭は、白炭である。

爆弾は、爆弾である。

爆弾発言は、爆弾発言である。

白地は、白地である。

白痴は、白痴である。

白雉は、白雉である。

泊地は、泊地である。

刃口は、刃口である。

羽口は、羽口である。

博打は、博打である。

驀地は、驀地である。

博打打は、博打打である。

爆竹は、爆竹である。

羽口芝は、羽口芝である。

博打汁は、博打汁である。

白地図は、白地図である。

博打の木は、博打の木である。

白痴美は、白痴美である。

白昼は、白昼である。

伯仲は、伯仲である。

白昼現像は、白昼現像である。

伯仲の間は、伯仲の間である。

白昼夢は、白昼夢である。

白丁は、白丁である。

白鳥は、白鳥である。

白丁烏帽子は、白丁烏帽子である。

白丁花は、白丁花である。

白鳥座は、白鳥座である。

白鳥処女説話は、白鳥処女説話である。

白鳥徳利は、白鳥徳利である。

白鳥の歌は、白鳥の歌である。



白鳥の湖は、白鳥の湖である。

白帳汗国は、白帳汗国である。

朴正熙は、朴正熙である。

爆沈は、爆沈である。

博通は、博通である。

箔付きは、箔付きである。

ぱくつくは、ぱくつくである。

ぱくっとは、ぱくっとである。

白帝は、白帝である。

白泥は、白泥である。

バクティは、バクティである。

白帝城は、白帝城である。

白鉄鉱は、白鉄鉱である。

バクテリアは、バクテリアである。

バクテリオファージは、バクテリオファージである。

白点は、白点である。

白田は、白田である。

白杜は、白杜である。

白土は、白土である。

博徒は、博徒である。

白桃は、白桃である。

白陶は、白陶である。

白湯は、白湯である。

白糖は、白糖である。

白頭は、白頭である。

搏闘は、搏闘である。

白道は、白道である。

白銅は、白銅である。

搏動は、搏動である。

拍動は、拍動である。

白頭翁は、白頭翁である。

白銅貨は、白銅貨である。

白頭山は、白頭山である。

白灯油は、白灯油である。

白頭鷲は、白頭鷲である。

博得は、博得である。

薄徳は、薄徳である。

白読は、白読である。

バクトリアは、バクトリアである。

白内障は、白内障である。

麥繞は、麥繞である。

白熱は、白熱である。

白熱ガス灯は、白熱ガス灯である。

白熱電球は、白熱電球である。

白熱套は、白熱套である。

爆燃は、爆燃である。



帛の御装束は、帛の御装束である。

帛の衣は、帛の衣である。

箔の小袖は、箔の小袖である。

縛の縄は、縛の縄である。

貘の札は、貘の札である。

白波は、白波である。

白馬は、白馬である。

爆破は、爆破である。

白梅は、白梅である。

バグパイプは、バグパイプである。

白馬会は、白馬会である。

白馬経は、白馬経である。

白白は、白白である。

莫莫は、莫莫である。

寞寞は、寞寞である。

漠漠は、漠漠である。

ばくばくは、ばくばくである。

ぱくぱくは、ぱくぱくである。

白馬寺は、白馬寺である。

白髪は、白髪である。

爆発は、爆発である。

爆発ガスは、爆発ガスである。

爆発的は、爆発的である。

爆発物は、爆発物である。

爆発力は、爆発力である。

爆破薬は、爆破薬である。

白斑は、白斑である。

拍板は、拍板である。

薄晩は、薄晩である。

麦飯は、麦飯である。

幕藩体制は、幕藩体制である。

白皮は、白皮である。

薄皮は、薄皮である。

白眉は、白眉である。

伯備は、伯備である。

白皮症は、白皮症である。

白鼻心は、白鼻心である。

伯備線は、伯備線である。

白票は、白票である。

薄氷は、薄氷である。

白描は、白描である。

白布は、白布である。

伯父は、伯父である。

幕府は、幕府である。

瀑布は、瀑布である。

爆風は、爆風である。



瀑布線は、瀑布線である。

博物は、博物である。

博物学は、博物学である。

博物館は、博物館である。

博物誌は、博物誌である。

博物志は、博物志である。

博物標本は、博物標本である。

白粉は、白粉である。

白文は、白文である。

博文は、博文である。

博聞は、博聞である。

博聞強記は、博聞強記である。

博文約礼は、博文約礼である。

白兵は、白兵である。

白兵戦は、白兵戦である。

白壁は、白壁である。

白璧は、白璧である。

はくべらは、はくべらである。

白片は、白片である。

剥片は、剥片である。

薄片は、薄片である。

剥片石器は、剥片石器である。

伯母は、伯母である。

薄暮は、薄暮である。

白鳳は、白鳳である。

薄俸は、薄俸である。

白鳳時代は、白鳳時代である。

白墨は、白墨である。

漠北は、漠北である。

白麻は、白麻である。

白魔は、白魔である。

白熊は、白熊である。

白米は、白米である。

白米城は、白米城である。

白米病は、白米病である。

薄膜トランジスターは、薄膜トランジスターである。

幕末は、幕末である。

葉組は、葉組である。

薄命は、薄命である。

薄明は、薄明である。

幕命は、幕命である。

爆鳴は、爆鳴である。

爆鳴気は、爆鳴気である。

薄明視は、薄明視である。

白面は、白面である。

白面の書生は、白面の書生である。



白面郎は、白面郎である。

白毛女は、白毛女である。

白木蓮は、白木蓮である。

白物は、白物である。

ばく物は、ばく物である。

ばく物屋は、ばく物屋である。

箔紋は、箔紋である。

麦門冬は、麦門冬である。

白夜は、白夜である。

箔屋は、箔屋である。

莫耶は、莫耶である。

莫邪は、莫邪である。

爆薬は、爆薬である。

白油は、白油である。

白羊は、白羊である。

白楊は、白楊である。

舶用は、舶用である。

舶用機関は、舶用機関である。

白羊宮は、白羊宮である。

朴泳孝は、朴泳孝である。

はくらは、はくらである。

舶来は、舶来である。

爆雷は、爆雷である。

羽倉学は、羽倉学である。

はぐらかすは、はぐらかすである。

伯楽は、伯楽である。

剥落は、剥落である。

白楽天は、白楽天である。

はくらんは、はくらんである。

白藍は、白藍である。

博覧は、博覧である。

博覧会は、博覧会である。

博覧強記は、博覧強記である。

はくりは、はくりである。

白痢は、白痢である。

剥離は、剥離である。

薄利は、薄利である。

ばくりは、ばくりである。

幕吏は、幕吏である。

ぱくりは、ぱくりである。

薄力粉は、薄力粉である。

博陸は、博陸である。

薄利多売は、薄利多売である。

ぱくり屋は、ぱくり屋である。

麦粒腫は、麦粒腫である。

白榴石は、白榴石である。



白竜は、白竜である。

百療は、百療である。

幕僚は、幕僚である。

曝涼は、曝涼である。

幕僚監部は、幕僚監部である。

白竜魚服は、白竜魚服である。

柏梁体は、柏梁体である。

柏梁台は、柏梁台である。

迫力は、迫力である。

魄力は、魄力である。

白燐は、白燐である。

はぐるは、はぐるである。

逸るは、逸るである。

ぱくるは、ぱくるである。

羽車は、羽車である。

歯車は、歯車である。

歯車減速装置は、歯車減速装置である。

魄霊は、魄霊である。

爆裂は、爆裂である。

爆裂火口は、爆裂火口である。

爆裂弾は、爆裂弾である。

爆裂薬は、爆裂薬である。

逸れるは、逸れるである。

白蓮は、白蓮である。

莫連は、莫連である。

白露は、白露である。

白鷺は、白鷺である。

歯黒は、歯黒である。

暴露は、暴露である。

曝露は、曝露である。

白老は、白老である。

白浪は、白浪である。

白蝋は、白蝋である。

白鑞は、白鑞である。

伯労は、伯労である。

麦浪は、麦浪である。

麦隴は、麦隴である。

博労は、博労である。

幕老は、幕老である。

白蝋病は、白蝋病である。

白鹿は、白鹿である。

薄禄は、薄禄である。

白鹿洞書院は、白鹿洞書院である。

歯黒子は、歯黒子である。

羽黒山は、羽黒山である。

白ロシアは、白ロシアである。



葉黒草は、葉黒草である。

翅黒蜻蛉は、翅黒蜻蛉である。

羽黒派は、羽黒派である。

歯黒めは、歯黒めである。

駁論は、駁論である。

白話は、白話である。

百和香は、百和香である。

白話小説は、白話小説である。

白話文学は、白話文学である。

破軍星は、破軍星である。

はけは、はけである。

捌けは、捌けである。

刷毛は、刷毛である。

禿は、禿である。

剥げは、剥げである。

破夏は、破夏である。

ばけは、ばけである。

化けは、化けである。

術は、術である。

禿頭は、禿頭である。

波形は、波形である。

馬芸は、馬芸である。

葉鶏頭は、葉鶏頭である。

刷毛絵は、刷毛絵である。

バゲージは、バゲージである。

バケーションは、バケーションである。

刷毛書は、刷毛書である。

化学は、化学である。

化句は、化句である。

捌け口は、捌け口である。

禿鸛は、禿鸛である。

刷毛先は、刷毛先である。

激しいは、激しいである。

烈しいは、烈しいである。

劇しいは、劇しいである。

禿鷹は、禿鷹である。

禿茶瓶は、禿茶瓶である。

禿ちょうは、禿ちょうである。

はげちょろは、はげちょろである。

バケツは、バケツである。

刷毛序では、刷毛序でである。

バケットは、バケットである。

バゲットは、バゲットである。

パケットは、パケットである。

バケットシートは、バケットシートである。

刷毛長は、刷毛長である。



化け猫は、化け猫である。

化けの皮は、化けの皮である。

化け化けしは、化け化けしである。

羽煙は、羽煙である。

励ますは、励ますである。

励みは、励みである。

捌け道は、捌け道である。

励むは、励むである。

刷毛目は、刷毛目である。

化物は、化物である。

化物絵は、化物絵である。

化物屋敷は、化物屋敷である。

化物蝋燭は、化物蝋燭である。

禿山は、禿山である。

捌けるは、捌けるである。

剥げるは、剥げるである。

禿げるは、禿げるである。

化けるは、化けるである。

禿鷲は、禿鷲である。

派遣は、派遣である。

覇権は、覇権である。

馬券は、馬券である。

罵言は、罵言である。

端喧嘩は、端喧嘩である。

馬建忠は、馬建忠である。

箱は、箱である。

函は、函である。

筥は、筥である。

匣は、匣である。

筐は、筐である。

黐ごは、黐ごである。

羽子は、羽子である。

羽子板は、羽子板である。

羽子板市は、羽子板市である。

羽子板金物は、羽子板金物である。

羽子板ボルトは、羽子板ボルトである。

箱入りは、箱入りである。

箱入り娘は、箱入り娘である。

八講は、八講である。

波光は、波光である。

波高は、波高である。

爬行は、爬行である。

跛行は、跛行である。

はこうは、はこうである。

馬耕は、馬耕である。

場口銭は、場口銭である。



破甲弾は、破甲弾である。

跛行本位制は、跛行本位制である。

はこえは、はこえである。

箱王丸は、箱王丸である。

箱落しは、箱落しである。

箱書は、箱書である。

箱金物は、箱金物である。

匚構えは、匚構えである。

箱亀は、箱亀である。

破獄は、破獄である。

箱車は、箱車である。

箱下水は、箱下水である。

箱肴は、箱肴である。

筥崎宮は、筥崎宮である。

箱師は、箱師である。

葉越しは、葉越しである。

箱式石棺は、箱式石棺である。

箱尺は、箱尺である。

箱鮨は、箱鮨である。

箱スパナは、箱スパナである。

筥迫は、筥迫である。

函迫は、函迫である。

箱膳は、箱膳である。

箱訴は、箱訴である。

ばこそは、ばこそである。

パゴダは、パゴダである。

歯応えは、歯応えである。

函館は、函館である。

箱館戦争は、箱館戦争である。

箱館奉行は、箱館奉行である。

函館本線は、函館本線である。

箱段は、箱段である。

箱提灯は、箱提灯である。

破骨細胞は、破骨細胞である。

箱詰は、箱詰である。

はこ鉄砲は、はこ鉄砲である。

箱伝授は、箱伝授である。

箱樋は、箱樋である。

箱床は、箱床である。

箱止は、箱止である。

箱鳥は、箱鳥である。

箱庭は、箱庭である。

箱庭療法は、箱庭療法である。

箱根は、箱根である。

箱根空木は、箱根空木である。

箱根温泉は、箱根温泉である。



箱根米躑躅は、箱根米躑躅である。

箱根権現は、箱根権現である。

箱根細工は、箱根細工である。

箱根山椒魚は、箱根山椒魚である。

箱根路は、箱根路である。

箱根羊歯は、箱根羊歯である。

箱根七湯は、箱根七湯である。

箱根神社は、箱根神社である。

箱根草は、箱根草である。

箱根竹は、箱根竹である。

箱根の関は、箱根の関である。

箱根八里は、箱根八里である。

箱根馬子唄は、箱根馬子唄である。

箱根山は、箱根山である。

箱根湯本は、箱根湯本である。

箱根用水は、箱根用水である。

箱根霊験躄仇討は、箱根霊験躄仇討である。

羽子の木は、羽子の木である。

箱梯子は、箱梯子である。

箱馬車は、箱馬車である。

函樋は、函樋である。

運びは、運びである。

運び込むは、運び込むである。

運び出すは、運び出すである。

運び点前は、運び点前である。

箱火鉢は、箱火鉢である。

運び屋は、運び屋である。

運ぶは、運ぶである。

箱河豚は、箱河豚である。

箱船は、箱船である。

方舟は、方舟である。

筥文は、筥文である。

箱風呂は、箱風呂である。

繁縷は、繁縷である。

はこべ塩は、はこべ塩である。

はこべらは、はこべらである。

箱弁は、箱弁である。

箱堀は、箱堀である。

刃毀れは、刃毀れである。

箱枕は、箱枕である。

箱回しは、箱回しである。

パコミウスは、パコミウスである。

箱棟は、箱棟である。

箱眼鏡は、箱眼鏡である。

葉薦は、葉薦である。

箱持は、箱持である。



筥紋は、筥紋である。

箱紋は、箱紋である。

箱屋は、箱屋である。

箱柳は、箱柳である。

藐姑射の山は、藐姑射の山である。

はこゆは、はこゆである。

羽衣は、羽衣である。

葉衣は、葉衣である。

羽衣草は、羽衣草である。

羽衣伝説は、羽衣伝説である。

羽衣松は、羽衣松である。

波痕は、波痕である。

破婚は、破婚である。

稲架は、稲架である。

ばさは、ばさである。

バザーは、バザーである。

ハザードは、ハザードである。

バザーリは、バザーリである。

バザールは、バザールである。

破砕は、破砕である。

破摧は、破摧である。

破砕機は、破砕機である。

歯竿は、歯竿である。

刃境は、刃境である。

端境期は、端境期である。

挟かふは、挟かふである。

夾形は、夾形である。

刃先は、刃先である。

羽先は、羽先である。

葉先は、葉先である。

葉桜は、葉桜である。

ばさけるは、ばさけるである。

馳ささくは、馳ささくである。

ハ刺しは、ハ刺しである。

刃刺は、刃刺である。

羽差は、羽差である。

葉挿しは、葉挿しである。

馬刺は、馬刺である。

馳さすは、馳さすである。

破擦音は、破擦音である。

ばさつくは、ばさつくである。

ぱさつくは、ぱさつくである。

ばさっとは、ばさっとである。

パサデナは、パサデナである。

ばさばさは、ばさばさである。

ぱさぱさは、ぱさぱさである。



狭間は、狭間である。

迫間は、迫間である。

間は、間である。

狭間配りは、狭間配りである。

間重富は、間重富である。

挟まるは、挟まるである。

挟みは、挟みである。

挿みは、挿みである。

鋏は、鋏である。

剪刀は、剪刀である。

挟み上げるは、挟み上げるである。

挟板は、挟板である。

挟み入れるは、挟み入れるである。

挟み撃ちは、挟み撃ちである。

挟み撃つは、挟み撃つである。

挟み帯は、挟み帯である。

挟械は、挟械である。

挟み紙は、挟み紙である。

剪み切るは、剪み切るである。

挟みゲージは、挟みゲージである。

挟み詞は、挟み詞である。

挿語は、挿語である。

挟み込むは、挟み込むである。

挟み肴は、挟み肴である。

挟み状は、挟み状である。

鋏状価格差は、鋏状価格差である。

挟み将棋は、挟み将棋である。

挟み竹は、挟み竹である。

挟み出すは、挟み出すである。

挟箱は、挟箱である。

鋏盤は、鋏盤である。

鋏虫は、鋏虫である。

挟み結びは、挟み結びである。

挟み物は、挟み物である。

挿み物は、挿み物である。

挟むは、挟むである。

挿むは、挿むである。

鋏むは、鋏むである。

剪むは、剪むである。

端侍は、端侍である。

葉侍は、葉侍である。

はざめは、はざめである。

狭めは、狭めである。

婆娑羅は、婆娑羅である。

時勢粧は、時勢粧である。

縛日羅は、縛日羅である。



跋折羅は、跋折羅である。

伐折羅は、伐折羅である。

婆娑羅絵は、婆娑羅絵である。

婆娑羅扇は、婆娑羅扇である。

婆娑羅髪は、婆娑羅髪である。

伐折羅大将は、伐折羅大将である。

婆娑羅狼藉は、婆娑羅狼藉である。

バサロは、バサロである。

歯触りは、歯触りである。

破産は、破産である。

破算は、破算である。

配盞は、配盞である。

馬山は、馬山である。

ハサンアルバンナーは、ハサンアルバンナーである。

破産管財人は、破産管財人である。

破産債権は、破産債権である。

破産財団は、破産財団である。

破産宣告は、破産宣告である。

破産法は、破産法である。

梯は、梯である。

觜は、觜である。

嘴は、嘴である。

階は、階である。

箸は、箸である。

橋は、橋である。

波斯は、波斯である。

疾しは、疾しである。

愛しは、愛しである。

恥は、恥である。

辱は、辱である。

土師は、土師である。

黄櫨は、黄櫨である。

把持は、把持である。

馬歯は、馬歯である。

ばしは、ばしである。

パジは、パジである。

箸洗いは、箸洗いである。

端居は、端居である。

バシー海峡は、バシー海峡である。

橋板は、橋板である。

端居るは、端居るである。

恥じ入るは、恥じ入るである。

黄櫨色は、黄櫨色である。

橋占は、橋占である。

黄櫨漆は、黄櫨漆である。

パジェスは、パジェスである。



橋岡は、橋岡である。

橋岡久太郎は、橋岡久太郎である。

箸置きは、箸置きである。

黄櫨縅は、黄櫨縅である。

端折るは、端折るである。

芒は、芒である。

麻疹は、麻疹である。

恥ぢ赫くは、恥ぢ赫くである。

橋掛りは、橋掛りである。

端書きは、端書きである。

恥掻きは、恥掻きである。

階隠しは、階隠しである。

階隠しの間は、階隠しの間である。

橋掛けは、橋掛けである。

橋架けは、橋架けである。

夫人は、夫人である。

はしかしは、はしかしである。

橋固めは、橋固めである。

端金は、端金である。

恥がましは、恥がましである。

箸紙は、箸紙である。

薑は、薑である。

椒は、椒である。

椒魚は、椒魚である。

恥がはしは、恥がはしである。

弾きは、弾きである。

土師器は、土師器である。

弾き金は、弾き金である。

弾き猿は、弾き猿である。

弾き将棋は、弾き将棋である。

弾き竹は、弾き竹である。

弾き出すは、弾き出すである。

弾き豆は、弾き豆である。

愛しきやしは、愛しきやしである。

弾弓は、弾弓である。

愛しきよしは、愛しきよしである。

端切らずは、端切らずである。

橋際は、橋際である。

弾くは、弾くである。

橋杙は、橋杙である。

橋杭は、橋杭である。

橋杭岩は、橋杭岩である。

橋釘は、橋釘である。

橋口は、橋口である。

橋口五葉は、橋口五葉である。

橋供養は、橋供養である。



端くれは、端くれである。

艀は、艀である。

橋桁は、橋桁である。

艀船は、艀船である。

弾け豆は、弾け豆である。

愛しけやしは、愛しけやしである。

艀けるは、艀けるである。

弾けるは、弾けるである。

艀渡しは、艀渡しである。

梯子は、梯子である。

はしこいは、はしこいである。

波斯国は、波斯国である。

走ごくは、走ごくである。

破地獄は、破地獄である。

梯子酒は、梯子酒である。

梯子車は、梯子車である。

梯子段は、梯子段である。

端詞は、端詞である。

梯子飲みは、梯子飲みである。

梯子乗りは、梯子乗りである。

梯子持は、梯子持である。

バシコルトスタンは、バシコルトスタンである。

恥曝しは、恥曝しである。

歯肉は、歯肉である。

恥ぢしむは、恥ぢしむである。

ハシシュは、ハシシュである。

端女郎は、端女郎である。

恥ぢしらふは、恥ぢしらふである。

恥知らずは、恥知らずである。

橋涼みは、橋涼みである。

端ぜせりは、端ぜせりである。

橋銭は、橋銭である。

箸初めは、箸初めである。

箸揃えは、箸揃えである。

橋田は、橋田である。

箸台は、箸台である。

半色は、半色である。

端色は、端色である。

はしたかのは、はしたかのである。

橋田邦彦は、橋田邦彦である。

端銭は、端銭である。

梯立つは、梯立つである。

箸立は、箸立である。

梯立は、梯立である。

梯立のは、梯立のである。

はしたないは、はしたないである。



はしたなむは、はしたなむである。

端女は、端女である。

端物は、端物である。

端者は、端者である。

端童は、端童である。

櫨だんは、櫨だんである。

端近は、端近である。

端近いは、端近いである。

端作りは、端作りである。

橋造りは、橋造りである。

端っこは、端っこである。

はしっこいは、はしっこいである。

ばしっとは、ばしっとである。

箸壺は、箸壺である。

端っぽは、端っぽである。

愛妻は、愛妻である。

橋詰は、橋詰である。

橋爪は、橋爪である。

ハシディズムは、ハシディズムである。

端伝馬は、端伝馬である。

はしどいは、はしどいである。

馬耳東風は、馬耳東風である。

橋殿は、橋殿である。

半蔀は、半蔀である。

半蔀車は、半蔀車である。

端無くもは、端無くもである。

黄櫨匂は、黄櫨匂である。

端縫いは、端縫いである。

波斯匿は、波斯匿である。

梯の子は、梯の子である。

階の間は、階の間である。

端乗りは、端乗りである。

羽柴は、羽柴である。

箸墓古墳は、箸墓古墳である。

箸箱は、箸箱である。

圭冠は、圭冠である。

橋挟み石は、橋挟み石である。

端端は、端端である。

橋柱は、橋柱である。

橋場の煙は、橋場の煙である。

羽柴秀長は、羽柴秀長である。

端食は、端食である。

橋番は、橋番である。

橋引石は、橋引石である。

橋姫は、橋姫である。

嘴広鴨は、嘴広鴨である。



パシフィックリーグは、パシフィックリーグである。

嘴太鴉は、嘴太鴉である。

端舟は、端舟である。

端艇は、端艇である。

馬氏文通は、馬氏文通である。

端辺は、端辺である。

土師部は、土師部である。

橋弁慶は、橋弁慶である。

嘴細鴉は、嘴細鴉である。

羽島は、羽島である。

端米は、端米である。

箸枕は、箸枕である。

橋枡形は、橋枡形である。

橋祭は、橋祭である。

始まりは、始まりである。

初まりは、初まりである。

始まるは、始まるである。

始むは、始むである。

創むは、創むである。

箸向ふは、箸向ふである。

橋向うは、橋向うである。

黄櫨村濃は、黄櫨村濃である。

端紫は、端紫である。

始めは、始めである。

初めは、初めである。

始め終りは、始め終りである。

始めたは、始めたである。

始めたるは、始めたるである。

初めては、初めてである。

始めては、始めてである。

甫めては、甫めてである。

始値は、始値である。

初めましては、初めましてである。

始めるは、始めるである。

創めるは、創めるである。

橋本は、橋本である。

橋本雅邦は、橋本雅邦である。

橋本関雪は、橋本関雪である。

橋本国彦は、橋本国彦である。

橋本左内は、橋本左内である。

橋本進吉は、橋本進吉である。

橋本宗吉は、橋本宗吉である。

橋本病は、橋本病である。

橋本平八は、橋本平八である。

橋本明治は、橋本明治である。

愛者は、愛者である。



黄櫨紅葉は、黄櫨紅葉である。

橋守は、橋守である。

跛者は、跛者である。

覇者は、覇者である。

破邪は、破邪である。

馬車は、馬車である。

パシャは、パシャである。

馬車馬は、馬車馬である。

燥ぐは、燥ぐである。

羽尺は、羽尺である。

端尺は、端尺である。

馬借は、馬借である。

破邪顕正は、破邪顕正である。

箸休めは、箸休めである。

馬車鉄道は、馬車鉄道である。

パジャマは、パジャマである。

馬車回しは、馬車回しである。

婆娑れ者は、婆娑れ者である。

婆娑れるは、婆娑れるである。

把手は、把手である。

播種は、播種である。

馬主は、馬主である。

馬首は、馬首である。

派出は、派出である。

馬術は、馬術である。

派出看護婦は、派出看護婦である。

派出所は、派出所である。

派出婦は、派出婦である。

パシュトゥーンは、パシュトゥーンである。

パシュト語は、パシュト語である。

櫨弓は、櫨弓である。

バシュラールは、バシュラールである。

波旬は、波旬である。

場所は、場所である。

場所入は、場所入である。

波上は、波上である。

波状は、波状である。

端城は、端城である。

芭蕉は、芭蕉である。

馬上は、馬上である。

芭蕉庵は、芭蕉庵である。

波状雲は、波状雲である。

芭蕉翁行状記は、芭蕉翁行状記である。

芭蕉織は、芭蕉織である。

葉生姜は、葉生姜である。

芭蕉梶木は、芭蕉梶木である。



芭蕉忌は、芭蕉忌である。

馬上沓は、馬上沓である。

馬上盞は、馬上盞である。

芭蕉七部集は、芭蕉七部集である。

芭蕉扇は、芭蕉扇である。

馬上帳は、馬上帳である。

馬上提灯は、馬上提灯である。

波状熱は、波状熱である。

芭蕉布は、芭蕉布である。

破傷風は、破傷風である。

破傷風菌は、破傷風菌である。

破傷風血清は、破傷風血清である。

場所柄は、場所柄である。

巴蜀は、巴蜀である。

波食は、波食である。

波蝕は、波蝕である。

破色は、破色である。

播植は、播植である。

播殖は、播殖である。

馬食は、馬食である。

馬謖は、馬謖である。

馬耨器は、馬耨器である。

波食台は、波食台である。

波食台地は、波食台地である。

場所塞ぎは、場所塞ぎである。

場所割りは、場所割りである。

柱は、柱である。

恥じらいは、恥じらいである。

羞いは、羞いである。

柱石は、柱石である。

柱祝は、柱祝である。

恥じらうは、恥じらうである。

柱絵は、柱絵である。

柱隠しは、柱隠しである。

柱隠れは、柱隠れである。

柱掛けは、柱掛けである。

柱飾りは、柱飾りである。

走らかしは、走らかしである。

走らかし汁は、走らかし汁である。

走らかすは、走らかすである。

柱暦は、柱暦である。

柱サボテンは、柱サボテンである。

走らすは、走らすである。

走らせるは、走らせるである。

柱炬火は、柱炬火である。

柱松明は、柱松明である。



柱立ては、柱立てである。

柱時計は、柱時計である。

柱鍋は、柱鍋である。

柱貫は、柱貫である。

柱引きは、柱引きである。

柱掘りは、柱掘りである。

柱間は、柱間である。

柱松は、柱松である。

羽虱は、羽虱である。

柱餅は、柱餅である。

柱寄せは、柱寄せである。

柱割は、柱割である。

走りは、走りである。

バジリは、バジリである。

走り遊びは、走り遊びである。

走井は、走井である。

走り出では、走り出でである。

バシリウスは、バシリウスである。

走り馬は、走り馬である。

バシリカは、バシリカである。

走り掛るは、走り掛るである。

走り書きは、走り書きである。

走り書くは、走り書くである。

走笠は、走笠である。

走り重なるは、走り重なるである。

走り木は、走り木である。

走り瘡は、走り瘡である。

走り競べは、走り競べである。

バジリコは、バジリコである。

走りこぎりは、走りこぎりである。

走りこ競は、走りこ競である。

走り込むは、走り込むである。

バジリコンは、バジリコンである。

走り痔は、走り痔である。

走り下部は、走り下部である。

走衆は、走衆である。

走り性は、走り性である。

走水干は、走水干である。

走り過ぎるは、走り過ぎるである。

走り炭は、走り炭である。

走高跳は、走高跳である。

走り知恵は、走り知恵である。

走り違ふは、走り違ふである。

走り使いは、走り使いである。

走付は、走付である。

走り梅雨は、走り梅雨である。



走り出は、走り出である。

走野老は、走野老である。

走り跳びは、走り跳びである。

走り抜くは、走り抜くである。

走り抜けるは、走り抜けるである。

走の内侍は、走の内侍である。

走羽は、走羽である。

走幅跳は、走幅跳である。

走り火は、走り火である。

走り舟は、走り舟である。

走り穂は、走り穂である。

走り星は、走り星である。

走絆は、走絆である。

走回は、走回である。

走舞は、走舞である。

走り舞ふは、走り舞ふである。

走り惑ふは、走り惑ふである。

走り回るは、走り回るである。

走り夫婦は、走り夫婦である。

走り元は、走り元である。

走物は、走物である。

走り者は、走り者である。

走り矢倉は、走り矢倉である。

走り櫓は、走り櫓である。

走り湯は、走り湯である。

走り読みは、走り読みである。

走孺は、走孺である。

走童は、走童である。

走るは、走るである。

奔るは、奔るである。

恥じるは、恥じるである。

愧じるは、愧じるである。

羞じるは、羞じるである。

慙じるは、慙じるである。

バジルは、バジルである。

羽白は、羽白である。

橋廊は、橋廊である。

黄櫨蝋は、黄櫨蝋である。

橋渡しは、橋渡しである。

把針は、把針である。

波心は、波心である。

馬身は、馬身である。

婆心は、婆心である。

斜は、斜である。

蓮は、蓮である。

藕は、藕である。



はすは、はすである。

馳すは、馳すである。

破すは、破すである。

筈は、筈である。

巴豆は、巴豆である。

ハズは、ハズである。

恥づは、恥づである。

愧づは、愧づである。

羞づは、羞づである。

慙づは、慙づである。

爆ずは、爆ずである。

罅ずは、罅ずである。

馬尾毛は、馬尾毛である。

バスは、バスである。

馬爪は、馬爪である。

パスは、パスである。

破水は、破水である。

蓮池は、蓮池である。

蓮糸は、蓮糸である。

馬酔木は、馬酔木である。

蓮芋は、蓮芋である。

白芋は、白芋である。

端数は、端数である。

波数は、波数である。

バズーカ砲は、バズーカ砲である。

バスーンは、バスーンである。

葉末は、葉末である。

場末は、場末である。

筈緒は、筈緒である。

馬巣織は、馬巣織である。

バスガールは、バスガールである。

斜交いは、斜交いである。

バスガイドは、バスガイドである。

バズ学習は、バズ学習である。

恥ずかしいは、恥ずかしいである。

恥ずかしがり屋は、恥ずかしがり屋である。

恥ずかしげは、恥ずかしげである。

辱めは、辱めである。

辱めるは、辱めるである。

パスカルは、パスカルである。

パスカルの三角形は、パスカルの三角形である。

パスカルの法則は、パスカルの法則である。

ハスキーは、ハスキーである。

ハスキーボイスは、ハスキーボイスである。

蓮切鼻は、蓮切鼻である。

バスクは、バスクである。



バスク語は、バスク語である。

バスク人は、バスク人である。

バスクラリネットは、バスクラリネットである。

バスケープは、バスケープである。

バスケットは、バスケットである。

バスケットボールは、バスケットボールである。

バスコダガマは、バスコダガマである。

筈込は、筈込である。

パスコリは、パスコリである。

筈刺は、筈刺である。

蓮痔は、蓮痔である。

外すは、外すである。

蓮田は、蓮田である。

パスタは、パスタである。

バスターは、バスターである。

バスターミナルは、バスターミナルである。

バスタオルは、バスタオルである。

筈高は、筈高である。

バスタブは、バスタブである。

筈溜りは、筈溜りである。

バスチーユは、バスチーユである。

蓮茶は、蓮茶である。

パスツールは、パスツールである。

パスツール研究所は、パスツール研究所である。

蓮っ葉は、蓮っ葉である。

バス停は、バス停である。

パステルは、パステルである。

パステル画は、パステル画である。

パステルカラーは、パステルカラーである。

パステルナークは、パステルナークである。

バストは、バストである。

バストパッドは、バストパッドである。

バスドラムは、バスドラムである。

パストラルは、パストラルである。

はすなわは、はすなわである。

蓮根は、蓮根である。

蓮の飯は、蓮の飯である。

蓮の糸は、蓮の糸である。

蓮の台は、蓮の台である。

蓮の葉は、蓮の葉である。

蓮の葉商いは、蓮の葉商いである。

蓮の葉笠は、蓮の葉笠である。

蓮の葉菓子パンは、蓮の葉菓子パンである。

蓮の葉葛は、蓮の葉葛である。

蓮の葉桐は、蓮の葉桐である。

蓮の葉飯は、蓮の葉飯である。



蓮の葉物は、蓮の葉物である。

蓮の実は、蓮の実である。

蓮葉は、蓮葉である。

八思巴は、八思巴である。

蓮葉商いは、蓮葉商いである。

蓮葉女は、蓮葉女である。

斜歯歯車は、斜歯歯車である。

ハズバンドは、ハズバンドである。

パスポートは、パスポートである。

パスボールは、パスボールである。

藕木刀は、藕木刀である。

弭巻は、弭巻である。

筈巻は、筈巻である。

弾ませるは、弾ませるである。

弾みは、弾みである。

勢みは、勢みである。

弾み車は、弾み車である。

勢車は、勢車である。

弾むは、弾むである。

勢むは、勢むである。

斜向いは、斜向いである。

蓮飯は、蓮飯である。

筈本は、筈本である。

巴豆油は、巴豆油である。

バスラは、バスラである。

ハスラーは、ハスラーである。

ハズリットは、ハズリットである。

派するは、派するである。

外るは、外るである。

パズルは、パズルである。

バスルームは、バスルームである。

外れは、外れである。

葉擦れは、葉擦れである。

外れるは、外れるである。

バスローブは、バスローブである。

パスワードは、パスワードである。

玉茎は、玉茎である。

初瀬は、初瀬である。

長谷は、長谷である。

爆米は、爆米である。

沙魚は、沙魚である。

鯊は、鯊である。

蝦虎魚は、蝦虎魚である。

羽瀬は、羽瀬である。

ばせは、ばせである。

馳せ合ふは、馳せ合ふである。



派生は、派生である。

罵声は、罵声である。

派生語は、派生語である。

派生社会は、派生社会である。

派生的は、派生的である。

馳せ撃ちは、馳せ撃ちである。

はぜ売は、はぜ売である。

長谷雄草紙は、長谷雄草紙である。

馳せ帰るは、馳せ帰るである。

長谷川は、長谷川である。

長谷川一夫は、長谷川一夫である。

長谷川潔は、長谷川潔である。

長谷川三郎は、長谷川三郎である。

長谷川時雨は、長谷川時雨である。

長谷川伸は、長谷川伸である。

長谷川雪旦は、長谷川雪旦である。

長谷川千四は、長谷川千四である。

長谷川天渓は、長谷川天渓である。

長谷川等伯は、長谷川等伯である。

長谷川利行は、長谷川利行である。

長谷川如是閑は、長谷川如是閑である。

長谷川派は、長谷川派である。

長谷川平蔵は、長谷川平蔵である。

長谷川町子は、長谷川町子である。

長谷川流は、長谷川流である。

場席は、場席である。

馳せ下るは、馳せ下るである。

爆口は、爆口である。

罅口は、罅口である。

支倉は、支倉である。

支倉常長は、支倉常長である。

爆栗は、爆栗である。

馳せ参じるは、馳せ参じるである。

馳せ参ずるは、馳せ参ずるである。

馳せ死には、馳せ死にである。

羽ぜせりは、羽ぜせりである。

爆丸は、爆丸である。

馳せ違ふは、馳せ違ふである。

馳せ散らすは、馳せ散らすである。

跛説は、跛説である。

馳せ使いは、馳せ使いである。

丈部は、丈部である。

馳せ着くは、馳せ着くである。

馳せ付くは、馳せ付くである。

馳せ付けるは、馳せ付けるである。

バセットハウンドは、バセットハウンドである。



パセティックは、パセティックである。

バセテールは、バセテールである。

長谷寺は、長谷寺である。

バセドー病は、バセドー病である。

櫨は、櫨である。

梔は、梔である。

長谷の大仏は、長谷の大仏である。

馳せ引きは、馳せ引きである。

長谷部は、長谷部である。

長谷部言人は、長谷部言人である。

馳せ回るは、馳せ回るである。

馳せ向かふは、馳せ向かふである。

パセリは、パセリである。

馳せるは、馳せるである。

爆ぜるは、爆ぜるである。

罅ぜるは、罅ぜるである。

波線は、波線である。

破船は、破船である。

破線は、破線である。

播遷は、播遷である。

場銭は、場銭である。

馬氈は、馬氈である。

馬前は、馬前である。

馬占山は、馬占山である。

はそは、はそである。

はそうは、はそうである。

爬掻は、爬掻である。

破窓は、破窓である。

馬装は、馬装である。

把捉は、把捉である。

波束は、波束である。

馬足は、馬足である。

馬賊は、馬賊である。

パソコンは、パソコンである。

パソコン通信は、パソコン通信である。

馬卒は、馬卒である。

羽袖は、羽袖である。

馬祖道一は、馬祖道一である。

パソドブレは、パソドブレである。

バソプレシンは、バソプレシンである。

端反りは、端反りである。

馬橇は、馬橇である。

パゾリーニは、パゾリーニである。

バソリスは、バソリスである。

破損は、破損である。

凧は、凧である。



畑は、畑である。

畠は、畠である。

秦は、秦である。

旗は、旗である。

傍は、傍である。

機は、機である。

鰭は、鰭である。

二十は、二十である。

羽太は、羽太である。

将は、将である。

肌は、肌である。

膚は、膚である。

バターは、バターである。

パターは、パターである。

肌合いは、肌合いである。

旗商いは、旗商いである。

端商いは、端商いである。

旗揚げは、旗揚げである。

バターケーキは、バターケーキである。

旗脚は、旗脚である。

ばた足は、ばた足である。

バターナイフは、バターナイフである。

バターピーナッツは、バターピーナッツである。

バターボールは、バターボールである。

バターミルクは、バターミルクである。

バターライスは、バターライスである。

肌荒れは、肌荒れである。

バターロールは、バターロールである。

パターンは、パターンである。

パターン王朝は、パターン王朝である。

パターン認識は、パターン認識である。

バターン半島は、バターン半島である。

歯代は、歯代である。

破題は、破題である。

馬体は、馬体である。

場代は、場代である。

馬代は、馬代である。

破提宇子は、破提宇子である。

跋提河は、跋提河である。

馬代銀は、馬代銀である。

鰭板は、鰭板である。

端板は、端板である。

機糸は、機糸である。

畑芋は、畑芋である。

バタイユは、バタイユである。

旗入れは、旗入れである。



旗色は、旗色である。

肌色は、肌色である。

バタヴィアは、バタヴィアである。

畑打ちは、畑打ちである。

旗埋めは、旗埋めである。

旗売は、旗売である。

肌帯は、肌帯である。

機織は、機織である。

機織鳥は、機織鳥である。

機織姫は、機織姫である。

機織虫は、機織虫である。

機織女は、機織女である。

機織る虫は、機織る虫である。

裸は、裸である。

裸軍は、裸軍である。

裸一貫は、裸一貫である。

裸鰯は、裸鰯である。

裸馬は、裸馬である。

裸金は、裸金である。

裸鞍は、裸鞍である。

半隠るは、半隠るである。

肌掛けは、肌掛けである。

裸商売は、裸商売である。

旗頭は、旗頭である。

裸城は、裸城である。

裸硯は、裸硯である。

裸相場は、裸相場である。

肌刀は、肌刀である。

裸鶴脛は、裸鶴脛である。

裸電球は、裸電球である。

裸庭は、裸庭である。

裸の王様は、裸の王様である。

裸火は、裸火である。

裸百貫は、裸百貫である。

裸文は、裸文である。

裸蛇は、裸蛇である。

裸酸漿は、裸酸漿である。

裸参りは、裸参りである。

裸祭は、裸祭である。

裸身は、裸身である。

裸麦は、裸麦である。

裸虫は、裸虫である。

裸焼は、裸焼である。

裸櫓は、裸櫓である。

裸山は、裸山である。

肌刈は、肌刈である。



開るは、開るである。

裸蝋燭は、裸蝋燭である。

裸ん坊は、裸ん坊である。

叩きは、叩きである。

肌着は、肌着である。

叩き込みは、叩き込みである。

肌衣は、肌衣である。

旗行列は、旗行列である。

叩くは、叩くである。

機具は、機具である。

刷くは、刷くである。

開くは、開くである。

馬鐸は、馬鐸である。

バタクは、バタクである。

バタ臭いは、バタ臭いである。

旗首は、旗首である。

旗雲は、旗雲である。

疥は、疥である。

畑稲は、畑稲である。

疥瘡は、疥瘡である。

畑刀は、畑刀である。

開け髪は、開け髪である。

畑水練は、畑水練である。

畠田物は、畠田物である。

畑違いは、畑違いである。

畑つ物は、畑つ物である。

畑菜は、畑菜である。

畠中は、畠中である。

畠中観斎は、畠中観斎である。

畑生は、畑生である。

畑物は、畑物である。

畑山は、畑山である。

畠山は、畠山である。

畠山重忠は、畠山重忠である。

畠山政長は、畠山政長である。

畠山義就は、畠山義就である。

開けるは、開けるである。

畑子は、畑子である。

旅籠は、旅籠である。

旅籠馬は、旅籠馬である。

肌肥は、肌肥である。

肌心は、肌心である。

旅籠銭は、旅籠銭である。

肌小袖は、肌小袖である。

旅籠賃は、旅籠賃である。

旅籠所は、旅籠所である。



パタゴニアは、パタゴニアである。

旅籠振いは、旅籠振いである。

旅籠振舞は、旅籠振舞である。

旅籠屋は、旅籠屋である。

旗竿は、旗竿である。

畑作は、畑作である。

旗指は、旗指である。

旗差は、旗差である。

旗指物は、旗指物である。

秦佐八郎は、秦佐八郎である。

肌寒は、肌寒である。

肌寒いは、肌寒いである。

肌触りは、肌触りである。

旗師は、旗師である。

跣は、跣である。

裸足は、裸足である。

果し合いは、果し合いである。

果し合ふは、果し合ふである。

果し状は、果し状である。

旗下は、旗下である。

跣足袋は、跣足袋である。

果しては、果してである。

機じねは、機じねである。

跣参りは、跣参りである。

果し眼は、果し眼である。

肌襦袢は、肌襦袢である。

旗尻は、旗尻である。

旗標は、旗標である。

旗印は、旗印である。

旗信号は、旗信号である。

果すは、果すである。

旗薄は、旗薄である。

はだ薄は、はだ薄である。

端裾濃は、端裾濃である。

肌砂は、肌砂である。

肌背は、肌背である。

肌背馬は、肌背馬である。

果せる哉は、果せる哉である。

旗副は、旗副である。

肌添えは、肌添えである。

端袖は、端袖である。

鰭袖は、鰭袖である。

旗大将は、旗大将である。

はたたかは、はたたかである。

霹靂神は、霹靂神である。

羽撃きは、羽撃きである。



はたたぎは、はたたぎである。

はたたくは、はたたくである。

羽撃くは、羽撃くである。

旗立鯛は、旗立鯛である。

畑地は、畑地である。

場立は、場立である。

肌付きは、肌付きである。

ばたつくは、ばたつくである。

畑作りは、畑作りである。

肌付けは、肌付けである。

肌付け金は、肌付け金である。

畑土は、畑土である。

ぱたっとは、ぱたっとである。

畑つ守は、畑つ守である。

果は、果である。

極は、極である。

尽は、尽である。

旗手は、旗手である。

端手は、端手である。

はだてるは、はだてるである。

はたとは、はたとである。

二十歳は、二十歳である。

機殿は、機殿である。

織殿は、織殿である。

畑中は、畑中である。

葉壁蝨は、葉壁蝨である。

肌脱ぎは、肌脱ぎである。

肌脱ぐは、肌脱ぐである。

旗布地は、旗布地である。

肌塗りは、肌塗りである。

畑鼠は、畑鼠である。

畑年貢は、畑年貢である。

波多野は、波多野である。

秦野は、秦野である。

肌の帯は、肌の帯である。

秦河勝は、秦河勝である。

鰭の狭物は、鰭の狭物である。

波多野精一は、波多野精一である。

鰭の広物は、鰭の広物である。

波多野流は、波多野流である。

機場は、機場である。

肌袴は、肌袴である。

褌は、褌である。

葉煙草は、葉煙草である。

はたはたは、はたはたである。

ばたばたは、ばたばたである。



ぱたぱたは、ぱたぱたである。

機張りは、機張りである。

端張りは、端張りである。

端張るは、端張るである。

旗日は、旗日である。

バタビヤは、バタビヤである。

バタビヤ新聞は、バタビヤ新聞である。

旗開きは、旗開きである。

旗奉行は、旗奉行である。

肌懐は、肌懐である。

バタフライは、バタフライである。

バタフライバルブは、バタフライバルブである。

旗振りは、旗振りである。

幢は、幢である。

はだ掘りは、はだ掘りである。

肌巻は、肌巻である。

将又は、将又である。

肌守りは、肌守りである。

肌身は、肌身である。

畑道は、畑道である。

機結びは、機結びである。

傍目は、傍目である。

機女は、機女である。

傍迷惑は、傍迷惑である。

はためくは、はためくである。

旗持は、旗持である。

旗本は、旗本である。

旗本奴は、旗本奴である。

機物は、機物である。

将やは、将やである。

機屋は、機屋である。

ばた屋は、ばた屋である。

肌焼きは、肌焼きである。

肌焼入れは、肌焼入れである。

将や将は、将や将である。

肌好は、肌好である。

肌吉紙は、肌吉紙である。

斑は、斑である。

馬盥は、馬盥である。

斑牛は、斑牛である。

斑鹿毛雲雀は、斑鹿毛雲雀である。

働かすは、働かすである。

働きは、働きである。

働き蟻は、働き蟻である。

働き掛けは、働き掛けである。

働き掛けるは、働き掛けるである。



働き口は、働き口である。

働詞は、働詞である。

働き盛りは、働き盛りである。

働き詰めは、働き詰めである。

働き手は、働き手である。

働き蜂は、働き蜂である。

働き者は、働き者である。

働くは、働くである。

斑雪は、斑雪である。

はたりは、はたりである。

ばたりは、ばたりである。

ぱたりは、ぱたりである。

バタリアは、バタリアである。

バタリー飼育は、バタリー飼育である。

畑栗鼠は、畑栗鼠である。

徴使は、徴使である。

徴るは、徴るである。

債るは、債るである。

斑霜は、斑霜である。

破綻は、破綻である。

破談は、破談である。

ばたんは、ばたんである。

パタン王朝は、パタン王朝である。

ばたんきゅうは、ばたんきゅうである。

巴旦杏は、巴旦杏である。

パタンナーは、パタンナーである。

蜂は、蜂である。

鉢は、鉢である。

ばちは、ばちである。

桴は、桴である。

枹は、枹である。

罰は、罰である。

撥は、撥である。

バチは、バチである。

撥脚は、撥脚である。

罰当りは、罰当りである。

撥当りは、撥当りである。

鉢合せは、鉢合せである。

撥合せは、撥合せである。

八一宣言は、八一宣言である。

八いつは、八いつである。

八音は、八音である。

鉢植えは、鉢植えである。

バチェラーは、バチェラーである。

撥襟は、撥襟である。

八えんは、八えんである。



馬致遠は、馬致遠である。

八王は、八王である。

八王子は、八王子である。

八王子織は、八王子織である。

八王子千人組は、八王子千人組である。

八王の乱は、八王の乱である。

蜂岡寺は、蜂岡寺である。

撥音は、撥音である。

八がいは、八がいである。

場違いは、場違いである。

鉢返は、鉢返である。

鉢かづきは、鉢かづきである。

鉢形城は、鉢形城である。

八月は、八月である。

八月踊は、八月踊である。

鉢かつぎは、鉢かつぎである。

八月大名は、八月大名である。

鉢金は、鉢金である。

撥皮は、撥皮である。

バチカンは、バチカンである。

八寒地獄は、八寒地獄である。

八議は、八議である。

八虐は、八虐である。

八逆は、八逆である。

はち切れるは、はち切れるである。

淡竹は、淡竹である。

破竹は、破竹である。

淡竹草履は、淡竹草履である。

八功徳水は、八功徳水である。

破竹の勢いは、破竹の勢いである。

鉢水母は、鉢水母である。

ぱちくりは、ぱちくりである。

はちくり返るは、はちくり返るである。

八間は、八間である。

八元は、八元である。

発言は、発言である。

八元八がいは、八元八がいである。

八軒屋は、八軒屋である。

はちこは、はちこである。

八合肉は、八合肉である。

八穀は、八穀である。

八座は、八座である。

鉢肴は、鉢肴である。

撥捌きは、撥捌きである。

桴捌きは、桴捌きである。

八字は、八字である。



八時間労働制は、八時間労働制である。

八識は、八識である。

八軸は、八軸である。

八十種好は、八十種好である。

八字の眉は、八字の眉である。

八字髭は、八字髭である。

八十随形好は、八十随形好である。

八十の手習いは、八十の手習いである。

八十の三つ児は、八十の三つ児である。

八十八の祝は、八十八の祝である。

八十八の升掻は、八十八の升掻である。

八十八夜は、八十八夜である。

八十八箇所は、八十八箇所である。

八十末社は、八十末社である。

八丈は、八丈である。

八帖紙は、八帖紙である。

八丈絹は、八丈絹である。

八丈桑は、八丈桑である。

八丈実記は、八丈実記である。

八丈島は、八丈島である。

八丈縞は、八丈縞である。

八丈宝貝は、八丈宝貝である。

八条宮は、八条宮である。

八陣は、八陣である。

蜂巣は、蜂巣である。

蜂巣織は、蜂巣織である。

蜂須賀は、蜂須賀である。

バチスカーフは、バチスカーフである。

蜂須賀家政は、蜂須賀家政である。

蜂須賀正勝は、蜂須賀正勝である。

八介は、八介である。

蜂雀は、蜂雀である。

バチストは、バチストである。

蓮の上は、蓮の上である。

蓮の上の願いは、蓮の上の願いである。

蓮の座は、蓮の座である。

蓮の中の世界は、蓮の中の世界である。

蓮の法は、蓮の法である。

蓮の藕は、蓮の藕である。

蓮の宿は、蓮の宿である。

ハチソンは、ハチソンである。

八朶は、八朶である。

八田網は、八田網である。

八手網は、八手網である。

八代は、八代である。

八大家は、八大家である。



八大金剛童子は、八大金剛童子である。

八大山人は、八大山人である。

八大地獄は、八大地獄である。

八代集は、八代集である。

八代集抄は、八代集抄である。

八大童子は、八大童子である。

八大奈落は、八大奈落である。

八代の衰は、八代の衰である。

八大菩薩は、八大菩薩である。

八大明王は、八大明王である。

八大夜叉は、八大夜叉である。

八大竜王は、八大竜王である。

撥胼胝は、撥胼胝である。

鉢叩きは、鉢叩きである。

八段は、八段である。

鉢付は、鉢付である。

鉢付の板は、鉢付の板である。

八度は、八度である。

八道は、八道である。

蜂鳥は、蜂鳥である。

八難は、八難である。

八人は、八人である。

八人肩は、八人肩である。

八人芸は、八人芸である。

八人童子は、八人童子である。

八熱地獄は、八熱地獄である。

鉢の木は、鉢の木である。

鉢木は、鉢木である。

鉢木帯は、鉢木帯である。

蜂の子は、蜂の子である。

鉢の子は、鉢の子である。

八の字は、八の字である。

８の字結びは、８の字結びである。

蜂の巣は、蜂の巣である。

八戸は、八戸である。

鉢の実は、鉢の実である。

八杯豆腐は、八杯豆腐である。

はちはちは、はちはちである。

八八は、八八である。

ぱちぱちは、ぱちぱちである。

八八王は、八八王である。

八八艦隊は、八八艦隊である。

蜂払いは、蜂払いである。

葉血引は、葉血引である。

鉢額は、鉢額である。

八病は、八病である。



鉢開きは、鉢開きである。

鉢開き坊主は、鉢開き坊主である。

撥鬢は、撥鬢である。

八品詞は、八品詞である。

撥鬢小説は、撥鬢小説である。

撥鬢奴は、撥鬢奴である。

八分は、八分である。

八部は、八部である。

はちぶくは、はちぶくである。

八福田は、八福田である。

八部衆は、八部衆である。

八分儀は、八分儀である。

八分儀座は、八分儀座である。

八分目は、八分目である。

八兵衛は、八兵衛である。

八弁は、八弁である。

八墓は、八墓である。

鉢坊主は、鉢坊主である。

八木は、八木である。

蜂誇りは、蜂誇りである。

八枚は、八枚である。

八枚肩は、八枚肩である。

八枚起請は、八枚起請である。

鉢前は、鉢前である。

鉢巻は、鉢巻である。

鉢巻石は、鉢巻石である。

八万は、八万である。

八幡は、八幡である。

八幡掛けては、八幡掛けてである。

八幡鐘は、八幡鐘である。

八幡宮は、八幡宮である。

八幡愚童訓は、八幡愚童訓である。

八幡座は、八幡座である。

八万地獄は、八万地獄である。

八万四千は、八万四千である。

八幡神は、八幡神である。

八幡平は、八幡平である。

八幡大菩薩は、八幡大菩薩である。

八幡太郎は、八幡太郎である。

八幡造は、八幡造である。

八幡鳥居は、八幡鳥居である。

八万奈落は、八万奈落である。

八幡祭小望月賑は、八幡祭小望月賑である。

蜂蜜は、蜂蜜である。

八ミリ映画は、八ミリ映画である。

八ミリビデオは、八ミリビデオである。



鉢虫類は、鉢虫類である。

八面は、八面である。

撥面は、撥面である。

八面体は、八面体である。

八面玲瓏は、八面玲瓏である。

八面六臂は、八面六臂である。

蜂目は、蜂目である。

鉢物は、鉢物である。

鉢貰いは、鉢貰いである。

八文字は、八文字である。

八文字自笑は、八文字自笑である。

八文字屋は、八文字屋である。

八文字屋本は、八文字屋本である。

鉢屋は、鉢屋である。

葉茶は、葉茶である。

蜂屋柿は、蜂屋柿である。

葉茶壺は、葉茶壺である。

ハチャトゥリアンは、ハチャトゥリアンである。

罰山は、罰山である。

葉茶店は、葉茶店である。

葉茶屋は、葉茶屋である。

爬虫類は、爬虫類である。

ハ調は、ハ調である。

巴調は、巴調である。

波長は、波長である。

破調は、破調である。

八葉は、八葉である。

八曜は、八曜である。

波長計は、波長計である。

八葉の車は、八葉の車である。

八葉の蓮は、八葉の蓮である。

ぱちりは、ぱちりである。

八里半は、八里半である。

八竜は、八竜である。

八竜日は、八竜日である。

八稜鏡は、八稜鏡である。

撥鏤は、撥鏤である。

バチルスは、バチルスである。

蜂蝋は、蜂蝋である。

八郎潟は、八郎潟である。

八路軍は、八路軍である。

鉢割れは、鉢割れである。

八腕類は、八腕類である。

ぱちんは、ぱちんである。

ぱちんこは、ぱちんこである。

ぱちん留は、ぱちん留である。



はっは、はっである。

法は、法である。

初は、初である。

発は、発である。

髪は、髪である。

ハツは、ハツである。

果つは、果つである。

泊つは、泊つである。

ばつは、ばつである。

末は、末である。

伐は、伐である。

抜は、抜である。

跋は、跋である。

閥は、閥である。

バツは、バツである。

初茜は、初茜である。

初明りは、初明りである。

初秋は、初秋である。

初秋風は、初秋風である。

初秋霧は、初秋霧である。

初商いは、初商いである。

初朝は、初朝である。

初暑さは、初暑さである。

初嵐は、初嵐である。

初霰は、初霰である。

初袷は、初袷である。

発案は、発案である。

発案権は、発案権である。

初亥は、初亥である。

発意は、発意である。

発育は、発育である。

初市は、初市である。

ばついちは、ばついちである。

室宿は、室宿である。

初色は、初色である。

発引は、発引である。

初卯は、初卯である。

初鶯は、初鶯である。

初丑は、初丑である。

初午は、初午である。

初卯詣では、初卯詣でである。

初裏は、初裏である。

初売りは、初売りである。

極枝は、極枝である。

羽杖は、羽杖である。

末裔は、末裔である。



発駅は、発駅である。

初戎は、初戎である。

初恵比須は、初恵比須である。

発煙は、発煙である。

発煙剤は、発煙剤である。

発煙硝酸は、発煙硝酸である。

発煙筒は、発煙筒である。

発煙硫酸は、発煙硫酸である。

初麻は、初麻である。

初緒は、初緒である。

初穂は、初穂である。

初老は、初老である。

初尾花は、初尾花である。

初表は、初表である。

初折は、初折である。

発音は、発音である。

発音器官は、発音器官である。

発音記号は、発音記号である。

発音式仮名遣は、発音式仮名遣である。

発音体は、発音体である。

撥音便は、撥音便である。

八卦は、八卦である。

白禍は、白禍である。

発火は、発火である。

舶貨は、舶貨である。

客家は、客家である。

僅かは、僅かである。

二十日は、二十日である。

発芽は、発芽である。

発蛾は、発蛾である。

発駕は、発駕である。

ハッカーは、ハッカーである。

八戒は、八戒である。

白海は、白海である。

発会は、発会である。

初会は、初会である。

初買いは、初買いである。

八海山は、八海山である。

初懐紙は、初懐紙である。

廿日市は、廿日市である。

二十日兎は、二十日兎である。

二十日夷は、二十日夷である。

二十日恵比須は、二十日恵比須である。

初顔合せは、初顔合せである。

初鏡は、初鏡である。

二十日灸は、二十日灸である。



八花鏡は、八花鏡である。

八角は、八角である。

発覚は、発覚である。

麦角は、麦角である。

末学は、末学である。

麦角エキスは、麦角エキスである。

麦角菌は、麦角菌である。

二十日草は、二十日草である。

八角堂は、八角堂である。

麦角病は、麦角病である。

歯っ欠けは、歯っ欠けである。

八掛は、八掛である。

発火合金は、発火合金である。

二十日正月は、二十日正月である。

発頭は、発頭である。

バッカスは、バッカスである。

薄荷水は、薄荷水である。

初霞は、初霞である。

初風は、初風である。

薄荷精は、薄荷精である。

発火栓は、発火栓である。

二十日大根は、二十日大根である。

二十日団子は、二十日団子である。

初鰹は、初鰹である。

二十日月は、二十日月である。

発火点は、発火点である。

薄荷糖は、薄荷糖である。

二十日鼠は、二十日鼠である。

薄荷脳は、薄荷脳である。

薄荷パイプは、薄荷パイプである。

二十日盆は、二十日盆である。

初釜は、初釜である。

初竈は、初竈である。

初髪は、初髪である。

初雷は、初雷である。

発火薬は、発火薬である。

薄荷油は、薄荷油である。

二十日宵闇は、二十日宵闇である。

初烏は、初烏である。

初刈りは、初刈りである。

初狩は、初狩である。

初雁は、初雁である。

初雁が音は、初雁が音である。

初雁金は、初雁金である。

初狩衣は、初狩衣である。

バッカルは、バッカルである。



白かんは、白かんである。

発刊は、発刊である。

発汗は、発汗である。

発艦は、発艦である。

発癌は、発癌である。

麦稈は、麦稈である。

爆管は、爆管である。

発汗剤は、発汗剤である。

麦稈真田は、麦稈真田である。

初観音は、初観音である。

発癌物質は、発癌物質である。

発汗療法は、発汗療法である。

八旗は、八旗である。

白気は、白気である。

白鬼は、白鬼である。

白旗は、白旗である。

発起は、発起である。

発揮は、発揮である。

葉月は、葉月である。

泊木は、泊木である。

張着は、張着である。

発議は、発議である。

末季は、末季である。

伐期は、伐期である。

曝気は、曝気である。

末技は、末技である。

初菊は、初菊である。

はっきとは、はっきとである。

葉付塔婆は、葉付塔婆である。

白球は、白球である。

発給は、発給である。

薄給は、薄給である。

発御は、発御である。

八教は、八教である。

発狂は、発狂である。

初狂言は、初狂言である。

白きょう病は、白きょう病である。

八極は、八極である。

はっきりは、はっきりである。

白金は、白金である。

発禁は、発禁である。

罰金は、罰金である。

白金イリジウムは、白金イリジウムである。

白金海綿は、白金海綿である。

バッキンガム宮殿は、バッキンガム宮殿である。

パッキングは、パッキングである。



パッキングケースは、パッキングケースである。

パッキング箱は、パッキング箱である。

パッキングペーパーは、パッキングペーパーである。

白金黒は、白金黒である。

白金耳は、白金耳である。

白金族元素は、白金族元素である。

罰金等臨時措置法は、罰金等臨時措置法である。

八供は、八供である。

八苦は、八苦である。

白駒は、白駒である。

発句は、発句である。

バックは、バックである。

バッグは、バッグである。

パックは、パックである。

バックアップは、バックアップである。

バックウォーターは、バックウォーターである。

バックギヤは、バックギヤである。

バックギャモンは、バックギャモンである。

バックグラウンドは、バックグラウンドである。

バックグラウンドミュージックは、バックグラウンドミュージックである。

初草は、初草である。

バックスは、バックスである。

バックスキンは、バックスキンである。

バックスクリーンは、バックスクリーンである。

バックストレートは、バックストレートである。

バックストロークは、バックストロークである。

ハックスリは、ハックスリである。

初下りは、初下りである。

発掘は、発掘である。

パックツアーは、パックツアーである。

バックナンバーは、バックナンバーである。

初国は、初国である。

肇国は、肇国である。

始馭天下之天皇は、始馭天下之天皇である。

御は、御である。

バックネットは、バックネットである。

バッグパイプは、バッグパイプである。

バックハウスは、バックハウスである。

バックパッカーは、バックパッカーである。

バックパッキングは、バックパッキングである。

バックパックは、バックパックである。

バックハンドは、バックハンドである。

バックバンドは、バックバンドである。

バックファイアは、バックファイアである。

バックプレッシャーは、バックプレッシャーである。

バックホーは、バックホーである。



バックボーンは、バックボーンである。

バックミラーは、バックミラーである。

バックミンスターフラーレンは、バックミンスターフラーレンである。

抜苦与楽は、抜苦与楽である。

バックライトは、バックライトである。

バックラムは、バックラムである。

ぱっくりは、ぱっくりである。

バックルは、バックルである。

バックレスは、バックレスである。

羽繕いは、羽繕いである。

抜群は、抜群である。

八家は、八家である。

磔は、磔である。

末家は、末家である。

八景は、八景である。

伯兄は、伯兄である。

末芸は、末芸である。

初稽古は、初稽古である。

白系露人は、白系露人である。

パッケージは、パッケージである。

パッケージソフトウェアは、パッケージソフトウェアである。

パッケージツアーは、パッケージツアーである。

八卦置は、八卦置である。

初化粧は、初化粧である。

白血球は、白血球である。

白血病は、白血病である。

バッケッリは、バッケッリである。

八卦見は、八卦見である。

はっけよいは、はっけよいである。

白圏は、白圏である。

白鍵は、白鍵である。

白繭は、白繭である。

法眷は、法眷である。

発見は、発見である。

発券は、発券である。

発遣は、発遣である。

発現は、発現である。

発源は、発源である。

抜剣は、抜剣である。

バッケンは、バッケンである。

撥弦楽器は、撥弦楽器である。

発券銀行は、発券銀行である。

発言権は、発言権である。

発見時代は、発見時代である。

発見的原理は、発見的原理である。

八犬伝は、八犬伝である。



発言力は、発言力である。

バッケンレコードは、バッケンレコードである。

八股は、八股である。

白虎は、白虎である。

裔は、裔である。

初子は、初子である。

発語は、発語である。

跋扈は、跋扈である。

跋語は、跋語である。

初恋は、初恋である。

八荒は、八荒である。

八紘は、八紘である。

白光は、白光である。

白虹は、白虹である。

発光は、発光である。

発向は、発向である。

発行は、発行である。

発効は、発効である。

発航は、発航である。

発港は、発港である。

発酵は、発酵である。

醗酵は、醗酵である。

博洽は、博洽である。

薄行は、薄行である。

薄幸は、薄幸である。

薄倖は、薄倖である。

八紘一宇は、八紘一宇である。

八講会は、八講会である。

発行価格は、発行価格である。

発光器は、発光器である。

発酵菌は、発酵菌である。

発光菌類は、発光菌類である。

白降汞は、白降汞である。

発光細菌は、発光細菌である。

発光紙は、発光紙である。

白虹事件は、白虹事件である。

発行市場は、発行市場である。

発行者利回りは、発行者利回りである。

初庚申は、初庚申である。

発光生物は、発光生物である。

発光体は、発光体である。

発光ダイオードは、発光ダイオードである。

八甲田山は、八甲田山である。

発光動物は、発光動物である。

発光塗料は、発光塗料である。

発酵乳は、発酵乳である。



発行日取引は、発行日取引である。

八講布は、八講布である。

初声は、初声である。

初氷は、初氷である。

白骨は、白骨である。

白骨の御文は、白骨の御文である。

八股文は、八股文である。

初暦は、初暦である。

発作は、発作である。

末座は、末座である。

バッサーニは、バッサーニである。

八災は、八災である。

髪際は、髪際である。

伐採は、伐採である。

八斎戒は、八斎戒である。

八阪網は、八阪網である。

パッサカリアは、パッサカリアである。

初咲きは、初咲きである。

八朔は、八朔である。

八朔の白妙は、八朔の白妙である。

八朔の白無垢は、八朔の白無垢である。

八朔の雀は、八朔の雀である。

八朔の苦餅は、八朔の苦餅である。

八朔の雪は、八朔の雪である。

初桜は、初桜である。

初酒は、初酒である。

パッサメーターは、パッサメーターである。

ばっさりは、ばっさりである。

初申は、初申である。

八算は、八算である。

発散は、発散である。

初産は、初産である。

抜山蓋世は、抜山蓋世である。

発散レンズは、発散レンズである。

八算割は、八算割である。

はっしは、はっしである。

八史は、八史である。

ハッジは、ハッジである。

末子は、末子である。

抜糸は、抜糸である。

抜歯は、抜歯である。

バッジは、バッジである。

パッシーは、パッシーである。

初入は、初入である。

初潮は、初潮である。

初汐は、初汐である。



初入衣は、初入衣である。

初入染は、初入染である。

八色姓は、八色姓である。

初時雨は、初時雨である。

初仕事は、初仕事である。

末子相続は、末子相続である。

ハッシッシは、ハッシッシである。

初芝居は、初芝居である。

パッシブは、パッシブである。

パッシブソーラーは、パッシブソーラーである。

初島は、初島である。

パッシメーターは、パッシメーターである。

初霜は、初霜である。

初霜枯れは、初霜枯れである。

初霜月は、初霜月である。

発車は、発車である。

発射は、発射である。

発射管は、発射管である。

発射薬は、発射薬である。

罰酒は、罰酒である。

八州は、八州である。

八宗は、八宗である。

抜重は、抜重である。

八宗兼学は、八宗兼学である。

八宗綱要は、八宗綱要である。

発出は、発出である。

抜出は、抜出である。

末女は、末女である。

祓除は、祓除である。

八省は、八省である。

八将は、八将である。

八象は、八象である。

発症は、発症である。

発祥は、発祥である。

発条は、発条である。

発情は、発情である。

跋渉は、跋渉である。

八升芋は、八升芋である。

八省院は、八省院である。

発情周期は、発情周期である。

八将神は、八将神である。

八笑人は、八笑人である。

発祥地は、発祥地である。

八正道は、八正道である。

八聖道は、八聖道である。

発情ホルモンは、発情ホルモンである。



八升豆は、八升豆である。

発色は、発色である。

発色現像は、発色現像である。

発色団は、発色団である。

パッショネートは、パッショネートである。

パッションは、パッションである。

パッションフルーツは、パッションフルーツである。

八神は、八神である。

発信は、発信である。

発振は、発振である。

発疹は、発疹である。

発進は、発進である。

発じんは、発じんである。

発信音は、発信音である。

発震機構は、発震機構である。

バッシングは、バッシングである。

パッシングは、パッシングである。

発信主義は、発信主義である。

発疹チフスは、発疹チフスである。

発信人は、発信人である。

撥水は、撥水である。

抜粋は、抜粋である。

抜萃は、抜萃である。

撥水加工は、撥水加工である。

抜萃曲は、抜萃曲である。

初姿は、初姿である。

初雀は、初雀である。

初硯は、初硯である。

初刷は、初刷である。

ハッスルは、ハッスルである。

発するは、発するである。

罰するは、罰するである。

八寸は、八寸である。

八寸釘は、八寸釘である。

八寸膳は、八寸膳である。

泊瀬は、泊瀬である。

八姓は、八姓である。

発生は、発生である。

発声は、発声である。

発声映画は、発声映画である。

発生学は、発生学である。

発声器官は、発声器官である。

発生期状態は、発生期状態である。

発生工学は、発生工学である。

発生主義は、発生主義である。

発生生物学は、発生生物学である。



初聖体は、初聖体である。

発生的定義は、発生的定義である。

発声法は、発声法である。

発生予察は、発生予察である。

発生炉ガスは、発生炉ガスである。

パッセージは、パッセージである。

初瀬少女は、初瀬少女である。

初瀬風は、初瀬風である。

初瀬川は、初瀬川である。

発赤は、発赤である。

初席は、初席である。

末席は、末席である。

八節は、八節である。

初節句は、初節句である。

初蝉は、初蝉である。

初瀬女は、初瀬女である。

初瀬山は、初瀬山である。

八仙は、八仙である。

八専は、八専である。

発船は、発船である。

抜染は、抜染である。

抜選は、抜選である。

抜染絣は、抜染絣である。

抜染剤は、抜染剤である。

八専太郎は、八専太郎である。

八線表は、八線表である。

発蛆は、発蛆である。

八双は、八双である。

八相は、八相である。

八草は、八草である。

発走は、発走である。

発送は、発送である。

発喪は、発喪である。

発装は、発装である。

発想は、発想である。

末造は、末造である。

八双金物は、八双金物である。

発想記号は、発想記号である。

八相成道は、八相成道である。

発想標語は、発想標語である。

発足は、発足である。

罰則は、罰則である。

閥族は、閥族である。

八足の机は、八足の机である。

初空は、初空である。

初空月は、初空月である。



ばつ橇は、ばつ橇である。

末孫は、末孫である。

八田は、八田である。

ハッタは、ハッタである。

初田は、初田である。

ハッダは、ハッダである。

はつだは、はつだである。

発兌は、発兌である。

ばったは、ばったである。

飛蝗は、飛蝗である。

蝗虫は、蝗虫である。

バッターは、バッターである。

バッターボックスは、バッターボックスである。

はったいは、はったいである。

八体は、八体である。

はったい石は、はったい石である。

初大師は、初大師である。

初鷹は、初鷹である。

抜擢は、抜擢である。

初茸は、初茸である。

八達は、八達である。

発達は、発達である。

発達障害は、発達障害である。

発達心理学は、発達心理学である。

八達嶺は、八達嶺である。

はったとは、はったとである。

八田知紀は、八田知紀である。

初棚は、初棚である。

初旅は、初旅である。

飛蝗目は、飛蝗目である。

ばった屋は、ばった屋である。

初便りは、初便りである。

はったりは、はったりである。

初垂りは、初垂りである。

ばったりは、ばったりである。

ぱったりは、ぱったりである。

はったりとは、はったりとである。

八端は、八端である。

発端は、発端である。

八端織は、八端織である。

八段掛は、八段掛である。

ハッチは、ハッチである。

パッチは、パッチである。

ばっちいは、ばっちいである。

ばっち笠は、ばっち笠である。

バッチ処理は、バッチ処理である。



パッチテストは、パッチテストである。

ハッチバックは、ハッチバックである。

鉢鉢は、鉢鉢である。

パッチポケットは、パッチポケットである。

はっちゃは、はっちゃである。

バッチャープラントは、バッチャープラントである。

発着は、発着である。

八柱は、八柱である。

発注は、発注である。

八丁は、八丁である。

初蝶は、初蝶である。

八丁荒しは、八丁荒しである。

ばっちょう笠は、ばっちょう笠である。

八丁鉦は、八丁鉦である。

八打鉦は、八打鉦である。

八丁車は、八丁車である。

初手水は、初手水である。

八丁蜻蛉は、八丁蜻蛉である。

八丁堀は、八丁堀である。

八丁味噌は、八丁味噌である。

八丁潜りは、八丁潜りである。

ばっちりは、ばっちりである。

ぱっちりは、ぱっちりである。

パッチワークは、パッチワークである。

八珍は、八珍である。

初朔日は、初朔日である。

初月は、初月である。

磔野郎は、磔野郎である。

初出は、初出である。

発程は、発程である。

末弟は、末弟である。

バッティングは、バッティングである。

パッティングは、パッティングである。

バッティングアベレージは、バッティングアベレージである。

バッティングオーダーは、バッティングオーダーである。

バッテーラは、バッテーラである。

バッテラは、バッテラである。

バッテリーは、バッテリーである。

発展は、発展である。

発電は、発電である。

ばってんは、ばってんである。

罰点は、罰点である。

発展家は、発展家である。

発電機は、発電機である。

八天狗は、八天狗である。

発電子は、発電子である。



発電所は、発電所である。

初天神は、初天神である。

発展性は、発展性である。

発展的解消は、発展的解消である。

発電動機は、発電動機である。

発展途上国は、発展途上国である。

法度は、法度である。

発途は、発途である。

ハットは、ハットである。

はっとは、はっとである。

バットは、バットである。

ばっとは、ばっとである。

バッドは、バッドである。

パットは、パットである。

ぱっとは、ぱっとである。

パッドは、パッドである。

法堂は、法堂である。

発動は、発動である。

抜刀は、抜刀である。

発動機は、発動機である。

八頭身は、八頭身である。

初登攀は、初登攀である。

法度書は、法度書である。

初鳥狩は、初鳥狩である。

初鷹狩は、初鷹狩である。

八徳は、八徳である。

バットジョイントは、バットジョイントである。

ハットトリックは、ハットトリックである。

八斗の才は、八斗の才である。

ぱっと見は、ぱっと見である。

初鳥屋出しは、初鳥屋出しである。

初寅は、初寅である。

服部は、服部である。

初酉は、初酉である。

初鳥は、初鳥である。

初鶏は、初鶏である。

服部宇之吉は、服部宇之吉である。

服部之総は、服部之総である。

服部四郎は、服部四郎である。

服部煙草は、服部煙草である。

服部土芳は、服部土芳である。

服部南郭は、服部南郭である。

服部嵐雪は、服部嵐雪である。

バットレスは、バットレスである。

バットレスダムは、バットレスダムである。

ハットンは、ハットンである。



端綱は、端綱である。

初苗は、初苗である。

初凪は、初凪である。

場繋ぎは、場繋ぎである。

初名草は、初名草である。

初夏は、初夏である。

初生りは、初生りである。

末男は、末男である。

跋難陀は、跋難陀である。

初土は、初土である。

初荷は、初荷である。

伐日は、伐日である。

初音は、初音である。

初値は、初値である。

発熱は、発熱である。

発熱反応は、発熱反応である。

発熱物質は、発熱物質である。

発熱量は、発熱量である。

初音の曲は、初音の曲である。

般涅槃は、般涅槃である。

初上りは、初上りである。

初幟は、初幟である。

初乗りは、初乗りである。

発馬は、発馬である。

葉っぱは、葉っぱである。

発破は、発破である。

バッハは、バッハである。

ぱっぱは、ぱっぱである。

パッパは、パッパである。

発売は、発売である。

罰杯は、罰杯である。

初萩は、初萩である。

八白は、八白である。

初場所は、初場所である。

ぱっぱとは、ぱっぱとである。

初花は、初花である。

初花祝は、初花祝である。

初花染は、初花染である。

初春は、初春である。

初春月は、初春月である。

初日は、初日である。

法被は、法被である。

半被は、半被である。

ハッピーは、ハッピーである。

ハッピーエンドは、ハッピーエンドである。

初日影は、初日影である。



初雛は、初雛である。

初日の出は、初日の出である。

八百は、八百である。

八百八町は、八百八町である。

発病は、発病である。

八表は、八表である。

発表は、発表である。

抜錨は、抜錨である。

八不は、八不である。

発布は、発布である。

髪膚は、髪膚である。

パップは、パップである。

バッファーは、バッファーである。

バッファーゾーンは、バッファーゾーンである。

バッファローは、バッファローである。

バッフィーは、バッフィーである。

巴布剤は、巴布剤である。

初富士は、初富士である。

初舞台は、初舞台である。

八不中道は、八不中道である。

初不動は、初不動である。

初冬は、初冬である。

半首は、半首である。

半頭は、半頭である。

ハッブルは、ハッブルである。

ハッブル宇宙望遠鏡は、ハッブル宇宙望遠鏡である。

ハッブルの法則は、ハッブルの法則である。

発憤は、発憤である。

発奮は、発奮である。

跋文は、跋文である。

発憤興起は、発憤興起である。

パッヘルベルは、パッヘルベルである。

八方は、八方である。

発泡は、発泡である。

発砲は、発砲である。

罰俸は、罰俸である。

八方行灯は、八方行灯である。

八方尾根は、八方尾根である。

八宝菜は、八宝菜である。

発泡剤は、発泡剤である。

八方散は、八方散である。

八放珊瑚は、八放珊瑚である。

発泡酒は、発泡酒である。

発泡スチロールは、発泡スチロールである。

八方出しは、八方出しである。

八方番は、八方番である。



八方睨みは、八方睨みである。

八方払いは、八方払いである。

八方美人は、八方美人である。

八方塞がりは、八方塞がりである。

八方盛は、八方盛である。

八方破れは、八方破れである。

八方好しは、八方好しである。

発墨は、発墨である。

溌墨は、溌墨である。

伐木は、伐木である。

初蛍は、初蛍である。

初盆は、初盆である。

抜本は、抜本である。

抜本塞源は、抜本塞源である。

抜本的は、抜本的である。

初参りは、初参りである。

初枕は、初枕である。

初孫は、初孫である。

初繭は、初繭である。

初巳は、初巳である。

初見草は、初見草である。

初店は、初店である。

初見世は、初見世である。

初御空は、初御空である。

初見月は、初見月である。

初耳は、初耳である。

撥無は、撥無である。

撥撫は、撥撫である。

初昔は、初昔である。

初婿入は、初婿入である。

発明は、発明である。

初名月は、初名月である。

発明者権は、発明者権である。

初藻は、初藻である。

初詣では、初詣でである。

初元結は、初元結である。

初物は、初物である。

初物食いは、初物食いである。

初紅葉は、初紅葉である。

発問は、発問である。

初役は、初役である。

初薬師は、初薬師である。

初山は、初山である。

初山入りは、初山入りである。

初山滋は、初山滋である。

初槍は、初槍である。



初湯は、初湯である。

撥油は、撥油である。

初夕暮は、初夕暮である。

撥油加工は、撥油加工である。

初雪は、初雪である。

初雪見参は、初雪見参である。

初夢は、初夢である。

初夢合せは、初夢合せである。

初夢漬は、初夢漬である。

初許は、初許である。

初夜は、初夜である。

発揚は、発揚である。

末葉は、末葉である。

パッラヴァ朝は、パッラヴァ朝である。

溌剌は、溌剌である。

溌溂は、溌溂である。

撥乱は、撥乱である。

撥乱反正は、撥乱反正である。

解りは、解りである。

末流は、末流である。

初漁は、初漁である。

削るは、削るである。

解るは、解るである。

初礼は、初礼である。

発令は、発令である。

はつれはつれは、はつれはつれである。

発輦は、発輦である。

発露は、発露である。

末路は、末路である。

発論は、発論である。

発話は、発話である。

初若草は、初若草である。

初若菜は、初若菜である。

初若水は、初若水である。

初笑いは、初笑いである。

果ては、果てである。

八手は、八手である。

はては、はてである。

派手は、派手である。

破手は、破手である。

パテは、パテである。

馬丁は、馬丁である。

馬蹄は、馬蹄である。

ハディースは、ハディースである。

馬蹄銀は、馬蹄銀である。

馬蹄形は、馬蹄形である。



バティスタは、バティスタである。

バティックは、バティックである。

馬蹄螺は、馬蹄螺である。

果て方は、果て方である。

果て口は、果て口である。

破手組は、破手組である。

はてさては、はてさてである。

果てしは、果てしである。

果てし無いは、果てし無いである。

派手者は、派手者である。

ハデスは、ハデスである。

艶容女舞衣は、艶容女舞衣である。

派手好きは、派手好きである。

果て太鼓は、果て太鼓である。

果てつ方は、果てつ方である。

はてなは、はてなである。

果緒は、果緒である。

果ての事は、果ての事である。

果ての月は、果ての月である。

果ての年は、果ての年である。

果ての二十日は、果ての二十日である。

果ての業は、果ての業である。

果て果ては、果て果てである。

派手やかは、派手やかである。

果てるは、果てるである。

ばてるは、ばてるである。

波照間島は、波照間島である。

パデレフスキは、パデレフスキである。

伴天連は、伴天連である。

破天連は、破天連である。

伴天連追放令は、伴天連追放令である。

破天荒は、破天荒である。

パテントは、パテントである。

鳩は、鳩である。

鴿は、鴿である。

波戸は、波戸である。

波止は、波止である。

坡塘は、坡塘である。

波頭は、波頭である。

波濤は、波濤である。

波動は、波動である。

覇道は、覇道である。

バトゥは、バトゥである。

抜頭は、抜頭である。

撥頭は、撥頭である。

髪頭は、髪頭である。



罵倒は、罵倒である。

パドヴァは、パドヴァである。

波動関数は、波動関数である。

馬頭観音は、馬頭観音である。

馬頭琴は、馬頭琴である。

波動説は、波動説である。

波動方程式は、波動方程式である。

馬桐油は、馬桐油である。

波動力学は、波動力学である。

馬兜鈴は、馬兜鈴である。

ハトゥンは、ハトゥンである。

鳩尾は、鳩尾である。

パトカーは、パトカーである。

鳩ヶ谷は、鳩ヶ谷である。

パトグラフィーは、パトグラフィーである。

鳩車は、鳩車である。

再従姉妹は、再従姉妹である。

鳩根性は、鳩根性である。

鳩座は、鳩座である。

鳩酒は、鳩酒である。

パトスは、パトスである。

鳩染は、鳩染である。

ハドソンは、ハドソンである。

ハドソン川は、ハドソン川である。

ハドソン湾は、ハドソン湾である。

鳩杖は、鳩杖である。

パドックは、パドックである。

パドドゥーは、パドドゥーである。

鳩時計は、鳩時計である。

鳩のかいは、鳩のかいである。

鳩の杖は、鳩の杖である。

鳩の目は、鳩の目である。

鳩の目銭は、鳩の目銭である。

鳩派は、鳩派である。

波止場は、波止場である。

鳩羽色は、鳩羽色である。

鳩羽鼠は、鳩羽鼠である。

波止場渡しは、波止場渡しである。

鳩笛は、鳩笛である。

鳩ぽっぽは、鳩ぽっぽである。

鳩間節は、鳩間節である。

バドミントンは、バドミントンである。

鳩麦は、鳩麦である。

鳩胸は、鳩胸である。

鳩目は、鳩目である。

歯止めは、歯止めである。



鳩目銭は、鳩目銭である。

鳩山は、鳩山である。

鳩山一郎は、鳩山一郎である。

バトラーは、バトラーである。

パトラン先生は、パトラン先生である。

執翳は、執翳である。

パトリアルクは、パトリアルクである。

バドリオは、バドリオである。

パトリキは、パトリキである。

パトリックは、パトリックである。

ハトルは、ハトルである。

ハドルは、ハドルである。

バトルは、バトルである。

パドルは、パドルである。

パトローネは、パトローネである。

パトロールは、パトロールである。

パトロールカーは、パトロールカーである。

ハドロンは、ハドロンである。

パトロンは、パトロンである。

ハトロン紙は、ハトロン紙である。

バトンは、バトンである。

バトンガールは、バトンガールである。

バトンタッチは、バトンタッチである。

バトントワラーは、バトントワラーである。

バトンパスは、バトンパスである。

はなは、はなである。

花は、花である。

華は、華である。

洟は、洟である。

鼻は、鼻である。

花葵は、花葵である。

鼻垢は、鼻垢である。

鼻明しは、鼻明しである。

花明りは、花明りである。

鼻上げは、鼻上げである。

花浅葱は、花浅葱である。

鼻あしらいは、鼻あしらいである。

花虻は、花虻である。

鼻油は、鼻油である。

鼻脂は、鼻脂である。

花菖蒲は、花菖蒲である。

花嵐は、花嵐である。

鼻嵐は、鼻嵐である。

花霰は、花霰である。

花合せは、花合せである。

花鮑は、花鮑である。



花井は、花井である。

花凧は、花凧である。

花筏は、花筏である。

花碇は、花碇である。

鼻息は、鼻息である。

花軍は、花軍である。

花生けは、花生けである。

花活けは、花活けである。

花井卓蔵は、花井卓蔵である。

花一匁は、花一匁である。

花茨は、花茨である。

花入れは、花入れである。

花色は、花色である。

花色衣は、花色衣である。

花色木綿は、花色木綿である。

花兎は、花兎である。

鼻唄は、鼻唄である。

鼻唄交りは、鼻唄交りである。

花空木は、花空木である。

花靫は、花靫である。

花独活は、花独活である。

花売りは、花売りである。

花漆は、花漆である。

花笑みは、花笑みである。

鼻緒は、鼻緒である。

花扇は、花扇である。

華岡は、華岡である。

花岡事件は、花岡事件である。

華岡青洲は、華岡青洲である。

花桶は、花桶である。

鼻緒擦れは、鼻緒擦れである。

花落ちは、花落ちである。

花香は、花香である。

場中は、場中である。

花会は、花会である。

花貝は、花貝である。

鼻繋は、鼻繋である。

花梅花皮は、花梅花皮である。

花楓は、花楓である。

花帰りは、花帰りである。

花篝は、花篝である。

花垣は、花垣である。

花掛日は、花掛日である。

鼻隠しは、鼻隠しである。

花掛は、花掛である。

鼻欠けは、鼻欠けである。



花陰は、花陰である。

花掛水は、花掛水である。

花籠は、花籠である。

花笠は、花笠である。

花笠音頭は、花笠音頭である。

鼻頭は、鼻頭である。

花瓦斯は、花瓦斯である。

花霞は、花霞である。

花鬘は、花鬘である。

花風は、花風である。

鼻風は、鼻風である。

花形は、花形である。

花形株は、花形株である。

花形独楽は、花形独楽である。

花筐は、花筐である。

花形見は、花形見である。

花鰹は、花鰹である。

花勝見は、花勝見である。

はなかますは、はなかますである。

鼻紙は、鼻紙である。

花紙は、花紙である。

鼻紙入は、鼻紙入である。

鼻紙袋は、鼻紙袋である。

はなかむは、はなかむである。

花瓶は、花瓶である。

花柄は、花柄である。

花殻は、花殻である。

花骨牌は、花骨牌である。

鼻革は、鼻革である。

花瓦は、花瓦である。

花簪は、花簪である。

花甘藍は、花甘藍である。

端木は、端木である。

鼻木は、鼻木である。

花絹は、花絹である。

花キャベツは、花キャベツである。

はなきりは、はなきりである。

鼻切鋸は、鼻切鋸である。

花麒麟は、花麒麟である。

はなきるは、はなきるである。

花布は、花布である。

鼻切れ牛は、鼻切れ牛である。

鼻切沓は、鼻切沓である。

鼻切履は、鼻切履である。

花金は、花金である。

花金鳳花は、花金鳳花である。



花釘は、花釘である。

鼻茎は、鼻茎である。

花籤は、花籤である。

花鬮は、花鬮である。

花櫛は、花櫛である。

花屑は、花屑である。

鼻薬は、鼻薬である。

鼻糞は、鼻糞である。

鼻屎は、鼻屎である。

鼻腐は、鼻腐である。

花配りは、花配りである。

鼻熊は、鼻熊である。

花蜘蛛は、花蜘蛛である。

花曇りは、花曇りである。

花供養は、花供養である。

花競べは、花競べである。

鼻刳りは、鼻刳りである。

花車は、花車である。

鼻榑は、鼻榑である。

花慈姑は、花慈姑である。

花細しは、花細しである。

鼻毛は、鼻毛である。

鼻毛通しは、鼻毛通しである。

鼻毛らしいは、鼻毛らしいである。

花子は、花子である。

鼻子は、鼻子である。

花柑子は、花柑子である。

鼻声は、鼻声である。

花氷は、花氷である。

花苔は、花苔である。

花心は、花心である。

花茣蓙は、花茣蓙である。

花詞は、花詞である。

花言葉は、花言葉である。

花独楽は、花独楽である。

花籠めには、花籠めにである。

花暦は、花暦である。

花暦八笑人は、花暦八笑人である。

花衣は、花衣である。

花咲爺は、花咲爺である。

花盛りは、花盛りである。

鼻先は、鼻先である。

花咲蟹は、花咲蟹である。

花桜は、花桜である。

はなサフランは、はなサフランである。

鼻様は、鼻様である。



花狭間は、花狭間である。

花皿は、花皿である。

鼻猿は、鼻猿である。

放しは、放しである。

話は、話である。

話し合いは、話し合いである。

話し相手は、話し相手である。

話し合うは、話し合うである。

放打は、放打である。

放し馬は、放し馬である。

バナジウムは、バナジウムである。

バナジウム鋼は、バナジウム鋼である。

花塩は、花塩である。

咄家は、咄家である。

噺家は、噺家である。

放し飼いは、放し飼いである。

話し掛けるは、話し掛けるである。

話し方は、話し方である。

話し口は、話し口である。

話し声は、話し声である。

話し言葉は、話し言葉である。

話し込むは、話し込むである。

咄衆は、咄衆である。

話上手は、話上手である。

話好きは、話好きである。

話尽は、話尽である。

鎮花祭は、鎮花祭である。

鼻竹箆は、鼻竹箆である。

話し手は、話し手である。

話伽は、話伽である。

放し鳥は、放し鳥である。

花稲は、花稲である。

話寝入は、話寝入である。

話の種は、話の種である。

花忍は、花忍である。

話し振りは、話し振りである。

花蕊は、花蕊である。

花絞りは、花絞りである。

話本は、話本である。

咄本は、咄本である。

放召人は、放召人である。

放し目貫は、放し目貫である。

花縮砂は、花縮砂である。

花蓴菜は、花蓴菜である。

花正月は、花正月である。

花逍遥は、花逍遥である。



鼻汁は、鼻汁である。

鼻白は、鼻白である。

鼻白むは、鼻白むである。

バナジンは、バナジンである。

話すは、話すである。

離すは、離すである。

花蘇芳は、花蘇芳である。

鼻筋は、鼻筋である。

花薄は、花薄である。

洟啜りは、洟啜りである。

花相撲は、花相撲である。

花摺は、花摺である。

花摺衣は、花摺衣である。

話せるは、話せるである。

花氈は、花氈である。

鼻栓は、鼻栓である。

はなそぎは、はなそぎである。

鼻殺げは、鼻殺げである。

花園は、花園である。

花園踊は、花園踊である。

花園大学は、花園大学である。

花園天皇は、花園天皇である。

花染は、花染である。

花染衣は、花染衣である。

縹は、縹である。

花田は、花田である。

花鯛は、花鯛である。

花代は、花代である。

花大根は、花大根である。

縹色は、縹色である。

花田植は、花田植である。

縹縅は、縹縅である。

鼻高は、鼻高である。

鼻高履は、鼻高履である。

鼻高高は、鼻高高である。

鼻高面は、鼻高面である。

花田清輝は、花田清輝である。

縹草は、縹草である。

鼻茸は、鼻茸である。

鼻叩きは、鼻叩きである。

花橘は、花橘である。

花立つは、花立つである。

花立ては、花立てである。

花種は、花種である。

花束は、花束である。

花足袋は、花足袋である。



縹帽子は、縹帽子である。

花便りは、花便りである。

洟垂らしは、洟垂らしである。

洟垂れは、洟垂れである。

洟垂れ小僧は、洟垂れ小僧である。

花談義は、花談義である。

放ちは、放ちである。

鼻血は、鼻血である。

放ち上ぐは、放ち上ぐである。

放ち出では、放ち出でである。

放ち馬は、放ち馬である。

放ち飼いは、放ち飼いである。

放ち書は、放ち書である。

放ち紙は、放ち紙である。

放ち髪は、放ち髪である。

放ち亀は、放ち亀である。

放ち巾子は、放ち巾子である。

放ち駒は、放ち駒である。

放ち状は、放ち状である。

放ち出は、放ち出である。

放ち鳥は、放ち鳥である。

放ち直衣は、放ち直衣である。

放ちの髪は、放ちの髪である。

放ち髻は、放ち髻である。

放ち遣るは、放ち遣るである。

花散らしは、花散らしである。

花散里は、花散里である。

花疲れは、花疲れである。

鼻突きは、鼻突きである。

鼻衝きは、鼻衝きである。

花机は、花机である。

花尽しは、花尽しである。

花作りは、花作りである。

花筒は、花筒である。

花つ月は、花つ月である。

花つ妻は、花つ妻である。

鼻っ面は、鼻っ面である。

花綵は、花綵である。

鼻綱は、鼻綱である。

鼻角は、鼻角である。

バナッハは、バナッハである。

花椿は、花椿である。

鼻っぱしは、鼻っぱしである。

鼻っ柱は、鼻っ柱である。

鼻っ張りは、鼻っ張りである。

花妻は、花妻である。



鼻摘みは、鼻摘みである。

鼻詰りは、鼻詰りである。

花摘みは、花摘みである。

鼻面は、鼻面である。

鼻蔓は、鼻蔓である。

牛縻は、牛縻である。

鼻聾は、鼻聾である。

花手拭は、花手拭である。

花電車は、花電車である。

花灯籠は、花灯籠である。

花時は、花時である。

花時計は、花時計である。

花留めは、花留めである。

花鳥は、花鳥である。

鼻取は、鼻取である。

花鳥の使は、花鳥の使である。

バナナは、バナナである。

花菜漬は、花菜漬である。

花撫子は、花撫子である。

鼻縄は、鼻縄である。

花匂は、花匂である。

花錦は、花錦である。

花韮は、花韮である。

花盗人は、花盗人である。

花塗は、花塗である。

花根掛は、花根掛である。

鼻捻じは、鼻捻じである。

花野は、花野である。

花の兄は、花の兄である。

花の雨は、花の雨である。

花の色は、花の色である。

花上野誉の石碑は、花上野誉の石碑である。

花の浮橋は、花の浮橋である。

花の台は、花の台である。

花の宴は、花の宴である。

花の王は、花の王である。

花の弟は、花の弟である。

花の賀は、花の賀である。

花の会は、花の会である。

花の顔は、花の顔である。

花の顔ばせは、花の顔ばせである。

花の鏡は、花の鏡である。

花鏡は、花鏡である。

花の陰は、花の陰である。

花の木は、花の木である。

花の雲は、花の雲である。



花の君子は、花の君子である。

花の心は、花の心である。

花残月は、花残月である。

花の御所は、花の御所である。

花の衣は、花の衣である。

鼻の差は、鼻の差である。

花の座は、花の座である。

花の宰相は、花の宰相である。

花の杯は、花の杯である。

花の盃は、花の盃である。

鼻の先は、鼻の先である。

鼻の端は、鼻の端である。

花の魁は、花の魁である。

鼻の先智恵は、鼻の先智恵である。

花の雫は、花の雫である。

鼻の下は、鼻の下である。

花の下紐は、花の下紐である。

花の下臥しは、花の下臥しである。

花のしまきは、花のしまきである。

花の定座は、花の定座である。

鼻の障子は、鼻の障子である。

花の姿は、花の姿である。

花の袖は、花の袖である。

花の袂は、花の袂である。

花の便りは、花の便りである。

花の露は、花の露である。

花の寺は、花の寺である。

花の塔は、花の塔である。

花の頭は、花の頭である。

花の常磐は、花の常磐である。

花のとざしは、花のとざしである。

花の枢は、花の枢である。

花の波は、花の波である。

花の春は、花の春である。

花の紐は、花の紐である。

花の衾は、花の衾である。

花の吹雪は、花の吹雪である。

花の父母は、花の父母である。

花の帽子は、花の帽子である。

花の幕は、花の幕である。

花の丸は、花の丸である。

花蚤は、花蚤である。

花の都は、花の都である。

花の下は、花の下である。

花の本は、花の本である。

花の宿は、花の宿である。



花の雪は、花の雪である。

花の四日は、花の四日である。

花暖簾は、花暖簾である。

花鋏は、花鋏である。

花はしどいは、花はしどいである。

鼻柱は、鼻柱である。

花恥かしいは、花恥かしいである。

甚だは、甚だである。

花畑は、花畑である。

花畠教場は、花畠教場である。

甚だしいは、甚だしいである。

甚だ以ては、甚だ以てである。

花蜂は、花蜂である。

花蓮は、花蓮である。

鼻鼻遊びは、鼻鼻遊びである。

花花しいは、花花しいである。

華華しいは、華華しいである。

花花とは、花花とである。

華華とは、華華とである。

端番は、端番である。

花火は、花火である。

煙火は、煙火である。

花冷えは、花冷えである。

花菱は、花菱である。

花肘木は、花肘木である。

花菱草は、花菱草である。

鼻塞は、鼻塞である。

花火線香は、花火線香である。

花人は、花人である。

花弁は、花弁である。

花弁宝貝は、花弁宝貝である。

花弁餅は、花弁餅である。

葩餅は、葩餅である。

花弁雪は、花弁雪である。

嚏の木は、嚏の木である。

嚏るは、嚏るである。

嚏ふは、嚏ふである。

鼻笛は、鼻笛である。

鼻拭きは、鼻拭きである。

嚏くは、嚏くである。

花袋は、花袋である。

花房は、花房である。

英は、英である。

英一蝶は、英一蝶である。

鼻塞がりは、鼻塞がりである。

英草紙は、英草紙である。



英派は、英派である。

花札は、花札である。

花吹雪は、花吹雪である。

花降銀は、花降銀である。

鼻ぺちゃは、鼻ぺちゃである。

鼻偏は、鼻偏である。

端棒は、端棒である。

鼻坊は、鼻坊である。

パナマは、パナマである。

パナマ運河は、パナマ運河である。

鼻曲りは、鼻曲りである。

花巻は、花巻である。

花巻蕎麦は、花巻蕎麦である。

鼻まじろぎは、鼻まじろぎである。

パナマ草は、パナマ草である。

花街は、花街である。

パナマ地峡は、パナマ地峡である。

花祭は、花祭である。

パナマ帽は、パナマ帽である。

花丸は、花丸である。

羽並は、羽並である。

葉並は、葉並である。

歯並は、歯並である。

花見は、花見である。

花実は、花実である。

花見顔は、花見顔である。

花見草は、花見草である。

花見小袖は、花見小袖である。

花見酒は、花見酒である。

花見座頭は、花見座頭である。

花見虱は、花見虱である。

花水は、花水である。

鼻水は、鼻水である。

花水木は、花水木である。

鼻溝は、鼻溝である。

花道は、花道である。

花見月は、花見月である。

花御堂は、花御堂である。

花見時は、花見時である。

花見鳥は、花見鳥である。

鼻梁は、鼻梁である。

花見船は、花見船である。

花見幕は、花見幕である。

花茗荷は、花茗荷である。

花潜りは、花潜りである。

鼻向けは、鼻向けである。



餞は、餞である。

贐は、贐である。

花婿は、花婿である。

花壻は、花壻である。

花聟は、花聟である。

花虫類は、花虫類である。

花蓆は、花蓆である。

花筵は、花筵である。

花結びは、花結びである。

花娘は、花娘である。

花芽は、花芽である。

鼻眼鏡は、鼻眼鏡である。

花めくは、花めくである。

花毛氈は、花毛氈である。

花文字は、花文字である。

花餅は、花餅である。

鼻持ちならぬは、鼻持ちならぬである。

花餅の木は、花餅の木である。

花没薬は、花没薬である。

鼻許は、鼻許である。

鼻元は、鼻元である。

鼻元思案は、鼻元思案である。

花元結は、花元結である。

花物は、花物である。

花紅葉は、花紅葉である。

花桃は、花桃である。

花催いは、花催いである。

花模様は、花模様である。

花守は、花守である。

はなやは、はなやである。

花屋は、花屋である。

花やかは、花やかである。

華やかは、華やかである。

花柳は、花柳である。

花柳寿輔は、花柳寿輔である。

花柳章太郎は、花柳章太郎である。

花柳流は、花柳流である。

花やぐは、花やぐである。

華やぐは、華やぐである。

花役者は、花役者である。

花椰菜は、花椰菜である。

花屋敷は、花屋敷である。

花鑢は、花鑢である。

花屋日記は、花屋日記である。

花山吹は、花山吹である。

花柚は、花柚である。



花四天は、花四天である。

花嫁は、花嫁である。

花嫁御は、花嫁御である。

花嫁御寮は、花嫁御寮である。

場馴らしは、場馴らしである。

歯並びは、歯並びである。

放りは、放りである。

離磯は、離磯である。

離るは、離るである。

放るは、放るである。

離れは、離れである。

放れは、放れである。

場馴れは、場馴れである。

離れ庵は、離れ庵である。

離れ石は、離れ石である。

離れ岩は、離れ岩である。

放れ鵜は、放れ鵜である。

放れ馬は、放れ馬である。

離れ穢しは、離れ穢しである。

離狂言は、離狂言である。

放狂言は、放狂言である。

離れ小島は、離れ小島である。

放れ駒は、放れ駒である。

離れ座敷は、離れ座敷である。

離れ猿は、離れ猿である。

離れ島は、離れ島である。

離れ洲は、離れ洲である。

離れ離れは、離れ離れである。

離れ松は、離れ松である。

離れ物は、離れ物である。

離れ家は、離れ家である。

離れるは、離れるである。

放れるは、放れるである。

場馴れるは、場馴れるである。

離れ業は、離れ業である。

離れ技は、離れ技である。

花蝋燭は、花蝋燭である。

塙は、塙である。

花輪は、花輪である。

花環は、花環である。

鼻輪は、鼻輪である。

塙保己一は、塙保己一である。

花蕨は、花蕨である。

陰地蕨は、陰地蕨である。

埴は、埴である。

羽仁は、羽仁である。



はにかみは、はにかみである。

はにかみ屋は、はにかみ屋である。

はにかむは、はにかむである。

ハニカム構造は、ハニカム構造である。

馬肉は、馬肉である。

パニクるは、パニクるである。

羽仁五郎は、羽仁五郎である。

バニシングクリームは、バニシングクリームである。

半挿は、半挿である。

パニックは、パニックである。

埴土は、埴土である。

バニティーは、バニティーである。

バニティーケースは、バニティーケースである。

バニティーフェアは、バニティーフェアである。

埴生は、埴生である。

埴瓮は、埴瓮である。

埴馬は、埴馬である。

土馬は、土馬である。

ハニムーンは、ハニムーンである。

羽仁もと子は、羽仁もと子である。

土物は、土物である。

埴谷は、埴谷である。

埴安池は、埴安池である。

埴谷雄高は、埴谷雄高である。

バニヤンは、バニヤンである。

羽生は、羽生である。

馬入川は、馬入川である。

埴生住みは、埴生住みである。

埴生の小屋は、埴生の小屋である。

埴生の床は、埴生の床である。

埴生の宿は、埴生の宿である。

バニラは、バニラである。

バニラエッセンスは、バニラエッセンスである。

バニリンは、バニリンである。

埴輪は、埴輪である。

半月は、半月である。

埴破は、埴破である。

葉人参は、葉人参である。

跳ぬは、跳ぬである。

撥ぬは、撥ぬである。

刎ぬは、刎ぬである。

バヌアツは、バヌアツである。

歯脱けは、歯脱けである。

羽脱け鳥は、羽脱け鳥である。

ハヌマーンは、ハヌマーンである。

はねは、はねである。



刎は、刎である。

跳ねは、跳ねである。

撥ねは、撥ねである。

羽根は、羽根である。

翅は、翅である。

撥条は、撥条である。

跳ね上りは、跳ね上りである。

跳ね上がるは、跳ね上がるである。

撥ね上げるは、撥ね上げるである。

羽浮子は、羽浮子である。

羽子歌は、羽子歌である。

羽打つは、羽打つである。

跳ね馬は、跳ね馬である。

駻馬は、駻馬である。

跳馬障子は、跳馬障子である。

跳ね起きるは、跳ね起きるである。

撥ね落すは、撥ね落すである。

撥ね返すは、撥ね返すである。

跳ね返りは、跳ね返りである。

跳ね返るは、跳ね返るである。

羽掻くは、羽掻くである。

羽隠虫は、羽隠虫である。

隠翅虫は、隠翅虫である。

撥ね掛けるは、撥ね掛けるである。

撥ねかすは、撥ねかすである。

はね鬘は、はね鬘である。

はね蘰は、はね蘰である。

跳木は、跳木である。

羽霧るは、羽霧るである。

羽切るは、羽切るである。

羽根車は、羽根車である。

跳ね腰は、跳ね腰である。

羽地は、羽地である。

発条仕掛は、発条仕掛である。

羽地朝秀は、羽地朝秀である。

跳ね将棋は、跳ね将棋である。

唐棣は、唐棣である。

棠棣は、棠棣である。

唐棣色は、唐棣色である。

唐棣色のは、唐棣色のである。

跳ね炭は、跳ね炭である。

刎銭は、刎銭である。

撥銭は、撥銭である。

羽田は、羽田である。

跳ね題目は、跳ね題目である。

羽田空港は、羽田空港である。



撥襷は、撥襷である。

刎襷は、刎襷である。

羽田亨は、羽田亨である。

跳ねっ返りは、跳ねっ返りである。

羽子突きは、羽子突きである。

羽作りは、羽作りである。

撥ね付けるは、撥ね付けるである。

撥釣瓶は、撥釣瓶である。

発条定数は、発条定数である。

羽根動力計は、羽根動力計である。

跳ね飛ばすは、跳ね飛ばすである。

羽習しは、羽習しである。

羽習わしは、羽習わしである。

撥ね荷は、撥ね荷である。

羽根の禿は、羽根の禿である。

跳ね退くは、跳ね退くである。

撥ね除けるは、撥ね除けるである。

羽の觴は、羽の觴である。

羽の林は、羽の林である。

撥ね袴は、撥ね袴である。

発条秤は、発条秤である。

跳ね橋は、跳ね橋である。

撥ね橋は、撥ね橋である。

刎橋は、刎橋である。

桔橋は、桔橋である。

発条ハンマーは、発条ハンマーである。

跳ね火は、跳ね火である。

羽根蒲団は、羽根蒲団である。

羽箒は、羽箒である。

撥彫は、撥彫である。

羽根ポンプは、羽根ポンプである。

刎米は、刎米である。

撥米は、撥米である。

跳ね回るは、跳ね回るである。

ハネムーンは、ハネムーンである。

跳ね虫は、跳ね虫である。

羽根虫は、羽根虫である。

跳元結は、跳元結である。

跳ね者は、跳ね者である。

撥ね物は、撥ね物である。

羽休めは、羽休めである。

羽楊枝は、羽楊枝である。

パネラーは、パネラーである。

パネリストは、パネリストである。

跳ねるは、跳ねるである。

撥ねるは、撥ねるである。



パネルは、パネルである。

パネルディスカッションは、パネルディスカッションである。

パネルテクニックは、パネルテクニックである。

パネルヒーティングは、パネルヒーティングである。

ハノイは、ハノイである。

ハノーヴァーは、ハノーヴァーである。

ハノーヴァー王朝は、ハノーヴァー王朝である。

巴の字は、巴の字である。

巴の字の水は、巴の字の水である。

パノフスキーは、パノフスキーである。

パノプティコンは、パノプティコンである。

破の舞は、破の舞である。

パノラマは、パノラマである。

パノラマ写真は、パノラマ写真である。

パノラマ台は、パノラマ台である。

場の量子論は、場の量子論である。

場の理論は、場の理論である。

ははは、ははである。

母は、母である。

幅は、幅である。

巾は、巾である。

端場は、端場である。

糞は、糞である。

屎は、屎である。

祖母は、祖母である。

馬場は、馬場である。

パパは、パパである。

ははあは、ははあである。

婆あは、婆あである。

バハーイーは、バハーイーである。

馬背は、馬背である。

パパイアは、パパイアである。

ばばいいは、ばばいいである。

パパインは、パパインである。

母上は、母上である。

葉生えは、葉生えである。

母親は、母親である。

母親学級は、母親学級である。

波波迦は、波波迦である。

婆が背は、婆が背である。

母方は、母方である。

憚らしは、憚らしである。

憚らはしは、憚らはしである。

憚りは、憚りである。

憚り顔は、憚り顔である。

憚り様は、憚り様である。



憚り乍らは、憚り乍らである。

憚るは、憚るである。

帚は、帚である。

箒は、箒である。

はばきは、はばきである。

脛巾は、脛巾である。

行纏は、行纏である。

脛衣は、脛衣である。

幅木は、幅木である。

巾木は、巾木である。

脛巾親は、脛巾親である。

はばき金は、はばき金である。

帚木は、帚木である。

幅利きは、幅利きである。

帚草は、帚草である。

母后は、母后である。

母北の方は、母北の方である。

帚星は、帚星である。

母君は、母君である。

母君だつは、母君だつである。

脛裳は、脛裳である。

帚持は、帚持である。

はばき本は、はばき本である。

馬場金埒は、馬場金埒である。

幅杭は、幅杭である。

母喰鳥は、母喰鳥である。

黒子は、黒子である。

母子は、母子である。

母御は、母御である。

母子草は、母子草である。

母御前は、母御前である。

馬場孤蝶は、馬場孤蝶である。

母子餅は、母子餅である。

馬場先は、馬場先である。

馬場先門は、馬場先門である。

馬場佐十郎は、馬場佐十郎である。

憚しは、憚しである。

母島は、母島である。

母じゃは、母じゃである。

母じゃ人は、母じゃ人である。

母代は、母代である。

馬場末は、馬場末である。

柞は、柞である。

柞葉のは、柞葉のである。

柞原は、柞原である。

母駄は、母駄である。



羽搏きは、羽搏きである。

羽搏くは、羽搏くである。

幅出しは、幅出しである。

幅畳は、幅畳である。

馬場辰猪は、馬場辰猪である。

葉蜂は、葉蜂である。

派閥は、派閥である。

ばばっこは、ばばっこである。

はばったいは、はばったいである。

ばばっちいは、ばばっちいである。

馬場恒吾は、馬場恒吾である。

母刀自は、母刀自である。

馬場殿は、馬場殿である。

幅跳は、幅跳である。

葉花は、葉花である。

ハバナは、ハバナである。

婆抜きは、婆抜きである。

ハバネラは、ハバネラである。

母の日は、母の日である。

母の命は、母の命である。

馬場の舎は、馬場の舎である。

幅海苔は、幅海苔である。

馬場乗りは、馬場乗りである。

馬場始めは、馬場始めである。

ハバハバは、ハバハバである。

母人は、母人である。

幅広は、幅広である。

幅広いは、幅広いである。

幅広帯は、幅広帯である。

馬場文耕は、馬場文耕である。

巾偏は、巾偏である。

バハマは、バハマである。

母御子は、母御子である。

馬場見せは、馬場見せである。

母宮は、母宮である。

母御息所は、母御息所である。

阻むは、阻むである。

沮むは、沮むである。

難むは、難むである。

幅めくは、幅めくである。

馬場本は、馬場本である。

母物は、母物である。

羽羽矢は、羽羽矢である。

刃早しは、刃早しである。

幅寄せは、幅寄せである。

刃針は、刃針である。



幅るは、幅るである。

バハレーンは、バハレーンである。

ババロアは、ババロアである。

ハバロフスクは、ハバロフスクである。

婆んは、婆んである。

八幡人は、八幡人である。

八幡船は、八幡船である。

端日は、端日である。

巴鼻は、巴鼻である。

馬尾は、馬尾である。

ハビアンは、ハビアンである。

パピーニは、パピーニである。

刃引は、刃引である。

羽曳野は、羽曳野である。

刃引くは、刃引くである。

蔓延るは、蔓延るである。

馬鼻疽は、馬鼻疽である。

ハビタットは、ハビタットである。

馬匹は、馬匹である。

ハビットは、ハビットである。

バビットメタルは、バビットメタルである。

ハビトゥスは、ハビトゥスである。

馬脾風は、馬脾風である。

馬尾蜂は、馬尾蜂である。

破廟は、破廟である。

パビリオンは、パビリオンである。

バビルサは、バビルサである。

パピルスは、パピルスである。

刃広は、刃広である。

葉広は、葉広である。

バビロニアは、バビロニアである。

バビロンは、バビロンである。

バビロン捕囚は、バビロン捕囚である。

羽布は、羽布である。

破風は、破風である。

搏風は、搏風である。

覇府は、覇府である。

はぶは、はぶである。

波布は、波布である。

飯匙倩は、飯匙倩である。

土生は、土生である。

ハブは、ハブである。

パフは、パフである。

パブは、パブである。

パプアは、パプアである。

パプアニューギニアは、パプアニューギニアである。



パフィオペディルムは、パフィオペディルムである。

バブーフは、バブーフである。

パフェは、パフェである。

パフォーマーは、パフォーマーである。

パフォーマンスは、パフォーマンスである。

羽振は、羽振である。

羽ぶきは、羽ぶきである。

省くは、省くである。

羽振くは、羽振くである。

馬腹は、馬腹である。

ハブ空港は、ハブ空港である。

羽ぶくらは、羽ぶくらである。

土生玄碩は、土生玄碩である。

羽房は、羽房である。

羽総は、羽総である。

羽節は、羽節である。

歯節は、歯節である。

羽節酒は、羽節酒である。

ハプスブルク家は、ハプスブルク家である。

パフスリーブは、パフスリーブである。

波布草は、波布草である。

羽二重は、羽二重である。

羽二重金巾は、羽二重金巾である。

羽二重縞は、羽二重縞である。

羽二重肌は、羽二重肌である。

羽二重餅は、羽二重餅である。

葉二は、葉二である。

バフチーンは、バフチーンである。

波布茶は、波布茶である。

破風造は、破風造である。

バプティズムは、バプティズムである。

バプテストは、バプテストである。

バプテスト教会は、バプテスト教会である。

バプテスマは、バプテスマである。

バプテスマのヨハネは、バプテスマのヨハネである。

ハプテンは、ハプテンである。

ハフニウムは、ハフニウムである。

ハプニングは、ハプニングである。

放らかすは、放らかすである。

歯刷子は、歯刷子である。

放らすは、放らすである。

祝は、祝である。

羽触りは、羽触りである。

葬りは、葬りである。

羽振りは、羽振りである。

葉振りは、葉振りである。



パプリカは、パプリカである。

葬帷子は、葬帷子である。

祝子は、祝子である。

パブリシティは、パブリシティである。

パブリックは、パブリックである。

パブリックスクールは、パブリックスクールである。

パブリックリレーションズは、パブリックリレーションズである。

祝人は、祝人である。

祝部は、祝部である。

祝女は、祝女である。

葬物は、葬物である。

屠るは、屠るである。

溢るは、溢るである。

羽振るは、羽振るである。

葬るは、葬るである。

バブルは、バブルである。

バブル経済は、バブル経済である。

パフレヴィー朝は、パフレヴィー朝である。

放れ失すは、放れ失すである。

馬糞は、馬糞である。

馬糞海胆は、馬糞海胆である。

馬糞紙は、馬糞紙である。

派兵は、派兵である。

パペーテは、パペーテである。

破壁は、破壁である。

派別は、派別である。

バベッジは、バベッジである。

はべめりは、はべめりである。

侍りは、侍りである。

侍り給ぶは、侍り給ぶである。

侍るは、侍るである。

バベルの塔は、バベルの塔である。

バベルマンデブは、バベルマンデブである。

歯偏は、歯偏である。

破片は、破片である。

はべんは、はべんである。

馬鞭草は、馬鞭草である。

葉箒は、葉箒である。

破防法は、破防法である。

破墨は、破墨である。

葉牡丹は、葉牡丹である。

歯骨は、歯骨である。

歯舞諸島は、歯舞諸島である。

ハボローネは、ハボローネである。

端本は、端本である。

浜は、浜である。



破魔は、破魔である。

浜出では、浜出でである。

浜出は、浜出である。

浜唄は、浜唄である。

破魔打は、破魔打である。

浜空穂は、浜空穂である。

浜靫は、浜靫である。

浜人は、浜人である。

浜江は、浜江である。

浜縁は、浜縁である。

浜豌豆は、浜豌豆である。

浜尾は、浜尾である。

浜尾新は、浜尾新である。

浜岡は、浜岡である。

浜荻は、浜荻である。

ハマーショルドは、ハマーショルドである。

浜面は、浜面である。

浜万年青は、浜万年青である。

浜降は、浜降である。

浜街道は、浜街道である。

浜風は、浜風である。

浜方は、浜方である。

浜側は、浜側である。

浜寒菊は、浜寒菊である。

葉巻は、葉巻である。

浜菊は、浜菊である。

浜北は、浜北である。

葉巻煙草は、葉巻煙草である。

葉捲虫は、葉捲虫である。

浜口は、浜口である。

浜口雄幸は、浜口雄幸である。

蛤は、蛤である。

文蛤は、文蛤である。

蚌は、蚌である。

蛤御門は、蛤御門である。

蛤御門の変は、蛤御門の変である。

蛤角は、蛤角である。

蛤鍋は、蛤鍋である。

蛤刃は、蛤刃である。

蛤船は、蛤船である。

浜車は、浜車である。

浜子は、浜子である。

バマコは、バマコである。

蔓荊は、蔓荊である。

浜拵えは、浜拵えである。

浜路は、浜路である。



浜紫苑は、浜紫苑である。

浜芝居は、浜芝居である。

浜醤油は、浜醤油である。

浜沈丁は、浜沈丁である。

浜菅菜は、浜菅菜である。

浜菅は、浜菅である。

浜寸莎は、浜寸莎である。

浜洲鳥は、浜洲鳥である。

浜ぜせりは、浜ぜせりである。

浜芹は、浜芹である。

浜田は、浜田である。

ハマダーンは、ハマダーンである。

浜大根は、浜大根である。

浜田国松は、浜田国松である。

浜田耕作は、浜田耕作である。

浜田庄司は、浜田庄司である。

浜田彦蔵は、浜田彦蔵である。

浜田広介は、浜田広介である。

浜田弥兵衛は、浜田弥兵衛である。

羽斑蚊は、羽斑蚊である。

翅斑蚊は、翅斑蚊である。

はまちは、はまちである。

刃区は、刃区である。

浜萵苣は、浜萵苣である。

浜千鳥は、浜千鳥である。

浜茶は、浜茶である。

浜縮緬は、浜縮緬である。

浜つ千鳥は、浜つ千鳥である。

浜葛は、浜葛である。

浜苞は、浜苞である。

浜椿は、浜椿である。

浜手は、浜手である。

浜寺は、浜寺である。

浜跳虫は、浜跳虫である。

浜取は、浜取である。

浜菜は、浜菜である。

浜名湖は、浜名湖である。

浜梨は、浜梨である。

浜茄子は、浜茄子である。

浜鉈豆は、浜鉈豆である。

浜納豆は、浜納豆である。

浜棗は、浜棗である。

浜撫子は、浜撫子である。

浜名納豆は、浜名納豆である。

浜納屋は、浜納屋である。

浜成式は、浜成式である。



浜苦菜は、浜苦菜である。

浜人参は、浜人参である。

浜値は、浜値である。

浜の真砂は、浜の真砂である。

浜端は、浜端である。

浜傍は、浜傍である。

浜楸は、浜楸である。

浜庇は、浜庇である。

浜菱は、浜菱である。

浜姫は、浜姫である。

浜昼顔は、浜昼顔である。

浜舟は、浜舟である。

浜辺は、浜辺である。

浜辺黒人は、浜辺黒人である。

黄槿は、黄槿である。

浜防風は、浜防風である。

浜払子は、浜払子である。

浜松は、浜松である。

浜松医科大学は、浜松医科大学である。

浜松歌国は、浜松歌国である。

浜松中納言物語は、浜松中納言物語である。

浜道は、浜道である。

浜藻は、浜藻である。

浜元は、浜元である。

浜屋は、浜屋である。

破魔矢は、破魔矢である。

浜焼は、浜焼である。

浜木綿は、浜木綿である。

浜床は、浜床である。

破魔弓は、破魔弓である。

浜弓は、浜弓である。

填りは、填りである。

嵌りは、嵌りである。

填り肩は、填り肩である。

浜離宮は、浜離宮である。

填り役は、填り役である。

嵌り役は、嵌り役である。

填るは、填るである。

嵌るは、嵌るである。

浜曲は、浜曲である。

ハマンリッチ症候群は、ハマンリッチ症候群である。

食みは、食みである。

蝮は、蝮である。

馬銜は、馬銜である。

哈密は、哈密である。

食み跡は、食み跡である。



パミールは、パミールである。

はみかえすは、はみかえすである。

食み返るは、食み返るである。

歯磨きは、歯磨きである。

歯磨き粉は、歯磨き粉である。

歯磨き楊枝は、歯磨き楊枝である。

葉水は、葉水である。

食み出しは、食み出しである。

食み出し鍔は、食み出し鍔である。

食み出すは、食み出すである。

食み出るは、食み出るである。

食み物は、食み物である。

ハミルトニアンは、ハミルトニアンである。

ハミルトンは、ハミルトンである。

ハミングは、ハミングである。

鱧は、鱧である。

ハムは、ハムである。

食むは、食むである。

填むは、填むである。

嵌むは、嵌むである。

ばむは、ばむである。

ハムエッグは、ハムエッグである。

歯向いは、歯向いである。

刃向いは、刃向いである。

歯向かうは、歯向かうである。

刃向かうは、刃向かうである。

はむきは、はむきである。

刃向きは、刃向きである。

咸鏡南道は、咸鏡南道である。

咸鏡北道は、咸鏡北道である。

はむくは、はむくである。

歯向くは、歯向くである。

刃向くは、刃向くである。

刃向けは、刃向けである。

羽向けは、羽向けである。

葉向けは、葉向けである。

ハムセム語族は、ハムセム語族である。

ハムサラダは、ハムサラダである。

ハムサンドは、ハムサンドである。

羽虫は、羽虫である。

葉虫は、葉虫である。

金花虫は、金花虫である。

端武者は、端武者である。

葉武者は、葉武者である。

ハムスターは、ハムスターである。

ハムスンは、ハムスンである。



ハム語族は、ハム語族である。

ハム族は、ハム族である。

咸興は、咸興である。

羽村は、羽村である。

葉叢は、葉叢である。

葉群は、葉群である。

ハムライスは、ハムライスである。

ハムラビは、ハムラビである。

ハムラビ法典は、ハムラビ法典である。

ハムレットは、ハムレットである。

ハムレット型は、ハムレット型である。

葉室は、葉室である。

葉室時長は、葉室時長である。

羽目は、羽目である。

嵌合は、嵌合である。

羽目板は、羽目板である。

嵌め絵は、嵌め絵である。

嵌木細工は、嵌木細工である。

陥句は、陥句である。

入句は、入句である。

填込みは、填込みである。

嵌込みは、嵌込みである。

填め込むは、填め込むである。

嵌め込むは、嵌め込むである。

嵌め殺しは、嵌め殺しである。

嵌め立ては、嵌め立てである。

破滅は、破滅である。

ハメットは、ハメットである。

填め手は、填め手である。

填め外しは、填め外しである。

嵌め外しは、嵌め外しである。

填めるは、填めるである。

嵌めるは、嵌めるである。

波面は、波面である。

破免は、破免である。

破面は、破面である。

馬面は、馬面である。

場面は、場面である。

は文字は、は文字である。

はもじいは、はもじいである。

葉餅は、葉餅である。

刃元は、刃元である。

羽本は、羽本である。

ハモニカは、ハモニカである。

刃物は、刃物である。

葉物は、葉物である。



葉者は、葉者である。

刃物騒ぎは、刃物騒ぎである。

刃物三昧は、刃物三昧である。

刃物師は、刃物師である。

刃物立ては、刃物立てである。

刃物業は、刃物業である。

羽盛は、羽盛である。

葉守の神は、葉守の神である。

ハモるは、ハモるである。

刃文は、刃文である。

巴紋は、巴紋である。

波紋は、波紋である。

破門は、破門である。

ハモンドオルガンは、ハモンドオルガンである。

早は、早である。

甲矢は、甲矢である。

兄矢は、兄矢である。

早矢は、早矢である。

はやは、はやである。

バヤは、バヤである。

ばやは、ばやである。

早足は、早足である。

速歩は、速歩である。

早いは、早いである。

速いは、速いである。

疾いは、疾いである。

捷いは、捷いである。

早糸は、早糸である。

早い所は、早い所である。

早い者勝ちは、早い者勝ちである。

早請合いは、早請合いである。

早牛は、早牛である。

早歌は、早歌である。

早打ちは、早打ちである。

早打駕籠は、早打駕籠である。

早打肩は、早打肩である。

早馬は、早馬である。

早生れは、早生れである。

早瓜は、早瓜である。

早漆は、早漆である。

早緒は、早緒である。

早追は、早追である。

早緒打は、早緒打である。

早起きは、早起きである。

早送りは、早送りである。

早桶は、早桶である。



速泳は、速泳である。

早貝は、早貝である。

早帰りは、早帰りである。

早書きは、早書きである。

早掻は、早掻である。

早楽は、早楽である。

早駕籠は、早駕籠である。

早合点は、早合点である。

早鐘は、早鐘である。

早剃刀は、早剃刀である。

早川は、早川である。

早川孝太郎は、早川孝太郎である。

早川のは、早川のである。

早変りは、早変りである。

早替りは、早替りである。

端役は、端役である。

破約は、破約である。

早くは、早くである。

早食いは、早食いである。

早口は、早口である。

早口言葉は、早口言葉である。

早口そそりは、早口そそりである。

早化粧は、早化粧である。

早具は、早具である。

早合は、早合である。

早凝豆腐は、早凝豆腐である。

早言は、早言である。

早事は、早事である。

早言葉は、早言葉である。

早さは、早さである。

速さは、速さである。

早咲きは、早咲きである。

速雨は、速雨である。

林は、林である。

栄は、栄である。

料は、料である。

囃しは、囃しである。

囃子は、囃子である。

早しは、早しである。

速しは、速しである。

捷しは、捷しである。

早潮は、早潮である。

囃子方は、囃子方である。

林鵞峰は、林鵞峰である。

囃子事は、囃子事である。

囃子詞は、囃子詞である。



林崎文庫は、林崎文庫である。

林子平は、林子平である。

林述斎は、林述斎である。

林春斎は、林春斎である。

林銑十郎は、林銑十郎である。

囃子田は、囃子田である。

林武は、林武である。

林忠彦は、林忠彦である。

林達夫は、林達夫である。

囃し立てるは、囃し立てるである。

林鶴一は、林鶴一である。

林洞海は、林洞海である。

林道春は、林道春である。

早死は、早死である。

林信篤は、林信篤である。

林畑は、林畑である。

林広守は、林広守である。

林奉行は、林奉行である。

林房雄は、林房雄である。

林芙美子は、林芙美子である。

林鳳岡は、林鳳岡である。

早仕舞は、早仕舞である。

林又七は、林又七である。

囃子町は、囃子町である。

早霜は、早霜である。

囃子物は、囃子物である。

林屋は、林屋である。

林屋正蔵は、林屋正蔵である。

林有造は、林有造である。

ハヤシライスは、ハヤシライスである。

林羅山は、林羅山である。

生やすは、生やすである。

栄やすは、栄やすである。

映やすは、映やすである。

囃すは、囃すである。

早酢は、早酢である。

早鮨は、早鮨である。

早鮓は、早鮓である。

早瀬は、早瀬である。

早田は、早田である。

早太鼓は、早太鼓である。

早出しは、早出しである。

早襷は、早襷である。

早立ちは、早立ちである。

はやたつは、はやたつである。

早田文蔵は、早田文蔵である。



早便りは、早便りである。

早団子は、早団子である。

疾風は、疾風である。

早池峰神楽は、早池峰神楽である。

早池峰山は、早池峰山である。

早提灯は、早提灯である。

早使いは、早使いである。

早漬は、早漬である。

早付木は、早付木である。

早鼓は、早鼓である。

早手は、早手である。

早出は、早出である。

疾風船は、疾風船である。

早手回しは、早手回しである。

早出料は、早出料である。

早砥は、早砥である。

隼人瓜は、隼人瓜である。

早とちりは、早とちりである。

隼人舞は、隼人舞である。

早留は、早留である。

早鞆は、早鞆である。

早鞆瀬戸は、早鞆瀬戸である。

早鞆の和布刈は、早鞆の和布刈である。

早取りは、早取りである。

早撮りは、早撮りである。

早撮り写真は、早撮り写真である。

早ながらは、早ながらである。

早波は、早波である。

早浪は、早浪である。

早縄は、早縄である。

速贄は、速贄である。

早寝は、早寝である。

早練は、早練である。

早野勘平は、早野勘平である。

早呑込みは、早呑込みである。

早場は、早場である。

早走りは、早走りである。

早馳せは、早馳せである。

早場米は、早場米である。

早早は、早早である。

早版は、早版である。

早番は、早番である。

早引きは、早引きである。

早退きは、早退きである。

早飛脚は、早飛脚である。

早引けは、早引けである。



早退けは、早退けである。

隼人司は、隼人司である。

早拍子は、早拍子である。

早昼は、早昼である。

早便は、早便である。

早笛は、早笛である。

隼は、隼である。

早船は、早船である。

舸は、舸である。

葉山は、葉山である。

端山は、端山である。

早舞は、早舞である。

早蒔きは、早蒔きである。

葉山嘉樹は、葉山嘉樹である。

早まるは、早まるである。

速まるは、速まるである。

早見は、早見である。

速水は、速水である。

速水御舟は、速水御舟である。

早水は、早水である。

早道は、早道である。

早耳は、早耳である。

早むは、早むである。

速むは、速むである。

早めは、早めである。

早め薬は、早め薬である。

早飯は、早飯である。

早めるは、早めるである。

速めるは、速めるである。

早物は、早物である。

早者は、早者である。

逸者は、逸者である。

早物語は、早物語である。

早物屋は、早物屋である。

早銛は、早銛である。

羽矢銛は、羽矢銛である。

早来迎は、早来迎である。

早らかは、早らかである。

流行らかすは、流行らかすである。

流行らすは、流行らすである。

流行らせるは、流行らせるである。

逸りは、逸りである。

早りは、早りである。

流行は、流行である。

刃槍は、刃槍である。

流行歌は、流行歌である。



逸り雄は、逸り雄である。

早り雄は、早り雄である。

逸りかは、逸りかである。

早りかは、早りかである。

流行風邪は、流行風邪である。

逸り気は、逸り気である。

逸り切るは、逸り切るである。

逸り心は、逸り心である。

逸りごつは、逸りごつである。

流行言葉は、流行言葉である。

流行り廃りは、流行り廃りである。

逸り立つは、逸り立つである。

流行っ子は、流行っ子である。

流行節は、流行節である。

逸り武者は、逸り武者である。

流行眼は、流行眼である。

流行病は、流行病である。

早るは、早るである。

流行るは、流行るである。

早分りは、早分りである。

早技は、早技である。

早業は、早業である。

早早稲は、早早稲である。

生ゆは、生ゆである。

映ゆは、映ゆである。

蝕ゆは、蝕ゆである。

映しは、映しである。

駅馬駅は、駅馬駅である。

駅使は、駅使である。

は陽湖は、は陽湖である。

原は、原である。

腹は、腹である。

肚は、肚である。

大角は、大角である。

爬羅は、爬羅である。

散は、散である。

荊棘は、荊棘である。

薔薇は、薔薇である。

儕は、儕である。

パラは、パラである。

腹赤は、腹赤である。

腹悪しは、腹悪しである。

腹葦毛は、腹葦毛である。

ハラージュは、ハラージュである。

腹当は、腹当である。

バラードは、バラードである。



パラアミノ安息香酸は、パラアミノ安息香酸である。

パラアミノ酸は、パラアミノ酸である。

腹合せは、腹合せである。

腹合せ帯は、腹合せ帯である。

払いは、払いである。

祓いは、祓いである。

波羅夷は、波羅夷である。

祓い清めるは、祓い清めるである。

払い切りは、払い切りである。

払い斬りは、払い斬りである。

払い切るは、払い切るである。

払い腰は、払い腰である。

払込みは、払込みである。

払込資本は、払込資本である。

払い込むは、払い込むである。

払下げは、払下げである。

払い下げるは、払い下げるである。

はらいせは、はらいせである。

ハライソは、ハライソである。

パライゾは、パライゾである。

腹痛は、腹痛である。

払出しは、払出しである。

バライタ紙は、バライタ紙である。

払い出すは、払い出すである。

腹痛みは、腹痛みである。

払超は、払超である。

腹一杯は、腹一杯である。

払手形は、払手形である。

払いの紙は、払いの紙である。

払い除けるは、払い除けるである。

祓い箱は、祓い箱である。

払戻しは、払戻しである。

払い戻すは、払い戻すである。

払い物は、払い物である。

払い者は、払い者である。

薔薇色は、薔薇色である。

払渡しは、払渡しである。

払い渡すは、払い渡すである。

払うは、払うである。

掃うは、掃うである。

祓ふは、祓ふである。

散売りは、散売りである。

祓は、祓である。

祓馬は、祓馬である。

祓川は、祓川である。

祓種は、祓種である。



祓串は、祓串である。

祓詞は、祓詞である。

祓月は、祓月である。

祓つ物は、祓つ物である。

バラエティーは、バラエティーである。

バラエティーショーは、バラエティーショーである。

祓戸は、祓戸である。

祓殿は、祓殿である。

祓戸神は、祓戸神である。

祓の刀は、祓の刀である。

ばら緒は、ばら緒である。

パラオは、パラオである。

腹帯は、腹帯である。

薔薇科は、薔薇科である。

ばら掻きは、ばら掻きである。

腹掛は、腹掛である。

腹懸は、腹懸である。

はらかたは、はらかたである。

原勝郎は、原勝郎である。

腹赤の奏は、腹赤の奏である。

腹構えは、腹構えである。

同胞は、同胞である。

腹変りは、腹変りである。

子母炮は、子母炮である。

薔薇輝石は、薔薇輝石である。

腹穢いは、腹穢いである。

腹切りは、腹切りである。

腹切刀は、腹切刀である。

バラキレフは、バラキレフである。

腹具合は、腹具合である。

腹工合は、腹工合である。

パラグアイは、パラグアイである。

バラクーダは、バラクーダである。

腹下しは、腹下しである。

腹下りは、腹下りである。

パラグライダーは、パラグライダーである。

パラグラフは、パラグラフである。

腹黒は、腹黒である。

腹黒いは、腹黒いである。

散毛は、散毛である。

腹芸は、腹芸である。

散髪は、散髪である。

散けるは、散けるである。

パラケルススは、パラケルススである。

腹子は、腹子である。

パラコート剤は、パラコート剤である。



腹こぎは、腹こぎである。

腹拵えは、腹拵えである。

腹熟しは、腹熟しである。

パラゴムは、パラゴムである。

パラゴムの樹は、パラゴムの樹である。

腹籠りは、腹籠りである。

腹散散は、腹散散である。

パラジウムは、パラジウムである。

パラジクロロベンゼンは、パラジクロロベンゼンである。

パラシュートは、パラシュートである。

原宿は、原宿である。

ハラショーは、ハラショーである。

腹白は、腹白である。

腹白鹿毛は、腹白鹿毛である。

晴らすは、晴らすである。

霽らすは、霽らすである。

腫らすは、腫らすである。

バラスは、バラスである。

ばらすは、ばらすである。

パラ睡眠は、パラ睡眠である。

腹筋は、腹筋である。

散鮨は、散鮨である。

バラストは、バラストである。

散炭は、散炭である。

薔薇石英は、薔薇石英である。

散銭は、散銭である。

茨線は、茨線である。

荊棘線は、荊棘線である。

薔薇戦争は、薔薇戦争である。

パラソルは、パラソルである。

原田は、原田である。

パラダイスは、パラダイスである。

パラダイムは、パラダイムである。

波羅提木叉は、波羅提木叉である。

原田甲斐は、原田甲斐である。

原敬は、原敬である。

原茸は、原茸である。

原田慶吉は、原田慶吉である。

腹立たしいは、腹立たしいである。

腹立ちは、腹立ちである。

腹立ち上戸は、腹立ち上戸である。

腹立ち紛れは、腹立ち紛れである。

腹立つは、腹立つである。

腹立てずは、腹立てずである。

原田直次郎は、原田直次郎である。

散種は、散種である。



散弾は、散弾である。

原田孫七郎は、原田孫七郎である。

原民喜は、原民喜である。

原坦山は、原坦山である。

パラチオンは、パラチオンである。

腹違いは、腹違いである。

パラチフスは、パラチフスである。

パラチフス菌は、パラチフス菌である。

ばらつきは、ばらつきである。

バラックは、バラックである。

ばらつくは、ばらつくである。

ぱらつくは、ぱらつくである。

腹付は、腹付である。

腹鼓は、腹鼓である。

バラッドは、バラッドである。

原っぱは、原っぱである。

ハラッパーは、ハラッパーである。

腹っ脹れは、腹っ脹れである。

散積は、散積である。

腹積りは、腹積りである。

パラディオは、パラディオである。

爬羅剔抉は、爬羅剔抉である。

バラトゥインスキーは、バラトゥインスキーである。

パラドキシカルは、パラドキシカルである。

腹時計は、腹時計である。

パラドックスは、パラドックスである。

腹取は、腹取である。

バラトン湖は、バラトン湖である。

腹直しは、腹直しである。

原中は、原中である。

波羅奈国は、波羅奈国である。

腹形は、腹形である。

腹鳴は、腹鳴である。

散荷は、散荷である。

ばら肉は、ばら肉である。

腹中は、腹中である。

原野は、原野である。

パラノイアは、パラノイアである。

腹の内は、腹の内である。

腹の皮は、腹の皮である。

腹の中は、腹の中である。

腹の虫は、腹の虫である。

腹這いは、腹這いである。

腹這うは、腹這うである。

腹八分は、腹八分である。

はらはらは、はらはらである。



腹腹は、腹腹である。

ばらばらは、ばらばらである。

ぱらぱらは、ぱらぱらである。

腹腫れは、腹腫れである。

腹脹れは、腹脹れである。

腹鰭は、腹鰭である。

パラピンは、パラピンである。

散斑は、散斑である。

パラフィンは、パラフィンである。

パラフィン紙は、パラフィン紙である。

腹膨れは、腹膨れである。

腹太は、腹太である。

腹太餅は、腹太餅である。

パラフレーズは、パラフレーズである。

腹ぺこは、腹ぺこである。

パラペットは、パラペットである。

パラボラは、パラボラである。

パラボラアンテナは、パラボラアンテナである。

ハラホルムは、ハラホルムである。

腹巻は、腹巻である。

腹巻鎧は、腹巻鎧である。

散蒔くは、散蒔くである。

原町は、原町である。

パラマリボは、パラマリボである。

原マルチノは、原マルチノである。

孕みは、孕みである。

孕み石は、孕み石である。

孕み女は、孕み女である。

孕句は、孕句である。

孕み子は、孕み子である。

孕み薄は、孕み薄である。

孕み節供は、孕み節供である。

波羅蜜は、波羅蜜である。

波羅蜜多は、波羅蜜多である。

孕常盤は、孕常盤である。

孕み箸は、孕み箸である。

孕むは、孕むである。

孕婦は、孕婦である。

パラメーターは、パラメーターである。

はらめくは、はらめくである。

パラメディカルは、パラメディカルである。

パラメトロンは、パラメトロンである。

孕めん棒は、孕めん棒である。

腹持ちは、腹持ちである。

薔薇物語は、薔薇物語である。

バラモンは、バラモンである。



婆羅門教は、婆羅門教である。

婆羅門参は、婆羅門参である。

婆羅門僧正は、婆羅門僧正である。

軽粉は、軽粉である。

水銀粉は、水銀粉である。

薔薇油は、薔薇油である。

はららは、はららである。

バラライカは、バラライカである。

散かすは、散かすである。

散くは、散くである。

はららごは、はららごである。

はらら汁は、はらら汁である。

パララックスは、パララックスである。

はらりは、はらりである。

ばらりは、ばらりである。

ぱらりは、ぱらりである。

はらりしゃんとは、はらりしゃんとである。

ばらりずんとは、ばらりずんとである。

パラリンピックは、パラリンピックである。

ぱらルビは、ぱらルビである。

ハラレは、ハラレである。

パラレルは、パラレルである。

腸は、腸である。

腸餅は、腸餅である。

葉蘭は、葉蘭である。

波瀾は、波瀾である。

バランスは、バランスである。

バランスオブパワーは、バランスオブパワーである。

バランス感覚は、バランス感覚である。

バランスシートは、バランスシートである。

波瀾万丈は、波瀾万丈である。

針は、針である。

張りは、張りである。

梁は、梁である。

墾は、墾である。

玻璃は、玻璃である。

ばりは、ばりである。

尿は、尿である。

罵詈は、罵詈である。

パリは、パリである。

バリアーは、バリアーである。

バリアーフリーは、バリアーフリーである。

張合いは、張合いである。

張り合うは、張り合うである。

張り上げるは、張り上げるである。

針孔写真機は、針孔写真機である。



張網は、張網である。

バリアントは、バリアントである。

鍼按摩は、鍼按摩である。

鍼医は、鍼医である。

ハリーは、ハリーである。

バリーは、バリーである。

針烏賊は、針烏賊である。

パリーグは、パリーグである。

ハリー彗星は、ハリー彗星である。

張板は、張板である。

パリーニは、パリーニである。

針打ちは、針打ちである。

ハリウッドは、ハリウッドである。

針鰻は、針鰻である。

バリウムは、バリウムである。

バリェインクランは、バリェインクランである。

バリエーションは、バリエーションである。

バリエーションルートは、バリエーションルートである。

バリエテは、バリエテである。

針槐は、針槐である。

針魚は、針魚である。

張扇は、張扇である。

貼扇は、貼扇である。

張り行ふは、張り行ふである。

バリオンは、バリオンである。

張替えは、張替えである。

張り替えるは、張り替えるである。

針書は、針書である。

張形は、張形である。

針金は、針金である。

針金蔓は、針金蔓である。

針金ゲージは、針金ゲージである。

針金虫は、針金虫である。

張り壁は、張り壁である。

貼り壁は、貼り壁である。

張り紙は、張り紙である。

貼り紙は、貼り紙である。

張紙値段は、張紙値段である。

張革鞍は、張革鞍である。

張皮籠は、張皮籠である。

バリカンは、バリカンである。

張木は、張木である。

馬力は、馬力である。

パリキールは、パリキールである。

張衣は、張衣である。

張帛は、張帛である。



玻璃鏡は、玻璃鏡である。

針桐は、針桐である。

張り切るは、張り切るである。

張り切れるは、張り切れるである。

鍼医師は、鍼医師である。

針口は、針口である。

針供養は、針供養である。

張鞍は、張鞍である。

針桑は、針桑である。

柘は、柘である。

バリケードは、バリケードである。

ハリケーンは、ハリケーンである。

貼外題は、貼外題である。

張外題は、張外題である。

溲結は、溲結である。

バリケンは、バリケンである。

針子は、針子である。

張子は、張子である。

玻璃光沢は、玻璃光沢である。

パリ講和会議は、パリ講和会議である。

張子貝は、張子貝である。

張子鬘は、張子鬘である。

張子紙は、張子紙である。

張りこくるは、張りこくるである。

張輿は、張輿である。

針鯒は、針鯒である。

張言は、張言である。

張子人形は、張子人形である。

張子の虎は、張子の虎である。

ハリコフは、ハリコフである。

張込みは、張込みである。

パリコミューンは、パリコミューンである。

張り込むは、張り込むである。

張り殺すは、張り殺すである。

撲り殺すは、撲り殺すである。

バリコンは、バリコンである。

巴里祭は、巴里祭である。

パリサイ派は、パリサイ派である。

張り裂けるは、張り裂けるである。

針刺しは、針刺しである。

張り差しは、張り差しである。

罵詈讒謗は、罵詈讒謗である。

針師は、針師である。

張師は、張師である。

鍼師は、鍼師である。

パリジェンヌは、パリジェンヌである。



針仕事は、針仕事である。

針下は、針下である。

ハリジャンは、ハリジャンである。

パリジャンは、パリジャンである。

針生姜は、針生姜である。

パリ条約は、パリ条約である。

鉤素は、鉤素である。

玻璃珠は、玻璃珠である。

ハリスは、ハリスである。

パリスは、パリスである。

針吸石は、針吸石である。

バリスカン造山運動は、バリスカン造山運動である。

針筋は、針筋である。

ハリストスは、ハリストスである。

ハリストス正教会は、ハリストス正教会である。

針磨りは、針磨りである。

榛摺は、榛摺である。

針千本は、針千本である。

張訴は、張訴である。

貼訴は、貼訴である。

罵詈雑言は、罵詈雑言である。

墾田は、墾田である。

パリ大学は、パリ大学である。

張太鼓は、張太鼓である。

張り倒すは、張り倒すである。

撲り倒すは、撲り倒すである。

張工は、張工である。

張蛸は、張蛸である。

張出しは、張出しである。

張出し窓は、張出し窓である。

張り出すは、張り出すである。

針立ては、針立てである。

鍼立ては、鍼立てである。

針立雷は、針立雷である。

張魂は、張魂である。

玻璃長石は、玻璃長石である。

破笠は、破笠である。

張り付くは、張り付くである。

貼り付くは、貼り付くである。

ばりつくは、ばりつくである。

張付けは、張付けである。

貼付けは、貼付けである。

貼付画は、貼付画である。

張付壁は、張付壁である。

磔茂左衛門は、磔茂左衛門である。

張り付けるは、張り付けるである。



貼り付けるは、貼り付けるである。

破笠細工は、破笠細工である。

鍼筒は、鍼筒である。

張包椅子は、張包椅子である。

ばりっとは、ばりっとである。

ぱりっとは、ぱりっとである。

張綱は、張綱である。

張り詰めるは、張り詰めるである。

張手は、張手である。

針手は、針手である。

パリティーは、パリティーである。

パリティー計算は、パリティー計算である。

バリ島は、バリ島である。

針咎めは、針咎めである。

張殿は、張殿である。

張り飛ばすは、張り飛ばすである。

撲り飛ばすは、撲り飛ばすである。

バリトンは、バリトンである。

バリニャーノは、バリニャーノである。

張抜きは、張抜きである。

張抜き筒は、張抜き筒である。

張り抜くは、張り抜くである。

針鼠は、針鼠である。

針の孔は、針の孔である。

針の穴は、針の穴である。

玻璃の鏡は、玻璃の鏡である。

榛木は、榛木である。

榛木染は、榛木染である。

針ノ木峠は、針ノ木峠である。

針の耳は、針の耳である。

針の筵は、針の筵である。

針のめどは、針のめどである。

針の山は、針の山である。

張袴は、張袴である。

針箱は、針箱である。

榛原は、榛原である。

はりはりは、はりはりである。

ばりばりは、ばりばりである。

ぱりぱりは、ぱりぱりである。

張り番は、張り番である。

張盤は、張盤である。

玻璃版は、玻璃版である。

張臂は、張臂である。

張単は、張単である。

鍼捻りは、鍼捻りである。

ハリファは、ハリファである。



ハリファックスは、ハリファックスである。

針蕗は、針蕗である。

針河豚は、針河豚である。

針袋は、針袋である。

貼り札は、貼り札である。

張り札は、張り札である。

貼り文は、貼り文である。

張り文は、張り文である。

貼文庫は、貼文庫である。

張文庫は、張文庫である。

針ぼうじゃうは、針ぼうじゃうである。

張りぼては、張りぼてである。

播磨は、播磨である。

梁間は、梁間である。

播磨浅葱は、播磨浅葱である。

播磨紙は、播磨紙である。

張枕は、張枕である。

鍼麻酔は、鍼麻酔である。

貼り交ぜは、貼り交ぜである。

貼り雑ぜは、貼り雑ぜである。

播磨灘は、播磨灘である。

播磨鍋は、播磨鍋である。

播磨節は、播磨節である。

播磨風土記は、播磨風土記である。

播磨平野は、播磨平野である。

播磨物は、播磨物である。

播磨屋は、播磨屋である。

張り回すは、張り回すである。

張店は、張店である。

張見世は、張見世である。

梁見せは、梁見せである。

針道は、針道である。

墾道は、墾道である。

張筵は、張筵である。

針女は、針女である。

針目は、針目である。

貼り目は、貼り目である。

張り目は、張り目である。

針目衣は、針目衣である。

張り巡らすは、張り巡らすである。

針土竜は、針土竜である。

張物は、張物である。

針樅は、針樅である。

貼紋は、貼紋である。

針山は、針山である。

張り破るは、張り破るである。



バリューは、バリューである。

梁行は、梁行である。

張弓は、張弓である。

馬料は、馬料である。

馬糧は、馬糧である。

馬鬣は、馬鬣である。

波力は、波力である。

バリローチェは、バリローチェである。

張枠は、張枠である。

張り渡すは、張り渡すである。

破倫は、破倫である。

馬藺は、馬藺である。

バリンは、バリンである。

パリングは、パリングである。

春は、春である。

遥は、遥である。

ハルは、ハルである。

張るは、張るである。

晴るは、晴るである。

霽るは、霽るである。

腫るは、腫るである。

脹るは、脹るである。

墾るは、墾るである。

ばるは、ばるである。

春秋は、春秋である。

春嵐は、春嵐である。

春荒れは、春荒れである。

春一番は、春一番である。

春営みは、春営みである。

春亥の子は、春亥の子である。

春馬は、春馬である。

バルールは、バルールである。

バルーンは、バルーンである。

春惜しみ月は、春惜しみ月である。

春女郎花は、春女郎花である。

遥かは、遥かである。

遥かげは、遥かげである。

晴るかすは、晴るかすである。

霽るかすは、霽るかすである。

春霞は、春霞である。

バルガスリョサは、バルガスリョサである。

春風は、春風である。

バルカローラは、バルカローラである。

バルカンは、バルカンである。

バルカン山脈は、バルカン山脈である。

バルカン戦争は、バルカン戦争である。



バルカン半島は、バルカン半島である。

バルカンファイバーは、バルカンファイバーである。

バルカン砲は、バルカン砲である。

春木は、春木である。

春着は、春着である。

バルキーは、バルキーである。

春狂言は、春狂言である。

晴るくは、晴るくである。

霽るくは、霽るくである。

春草は、春草である。

遥けしは、遥けしである。

晴るけ所は、晴るけ所である。

春子は、春子である。

春蚕は、春蚕である。

パルコは、パルコである。

春肥は、春肥である。

春炬燵は、春炬燵である。

春事は、春事である。

バルコニーは、バルコニーである。

春駒は、春駒である。

春樵は、春樵である。

バルコンは、バルコンである。

バルサは、バルサである。

パルサーは、パルサーである。

春先は、春先である。

春作は、春作である。

バルザックは、バルザックである。

バルサミコ酢は、バルサミコ酢である。

春寒は、春寒である。

バルサムは、バルサムである。

春雨は、春雨である。

春雨物語は、春雨物語である。

春さるは、春さるである。

春ざれは、春ざれである。

春三番は、春三番である。

ハルジー朝は、ハルジー朝である。

春紫おんは、春紫おんである。

春時雨は、春時雨である。

春支度は、春支度である。

春仕度は、春仕度である。

ハルシャヴァルダナは、ハルシャヴァルダナである。

波斯革は、波斯革である。

波斯菊は、波斯菊である。

春車菊は、春車菊である。

春知らせ鳥は、春知らせ鳥である。

ハルスは、ハルスである。



晴るすは、晴るすである。

霽るすは、霽るすである。

パルスは、パルスである。

春薄は、春薄である。

春蝉は、春蝉である。

バルセロナは、バルセロナである。

春田は、春田である。

パルタイは、パルタイである。

春田打は、春田打である。

春立つは、春立つである。

春太夫節は、春太夫節である。

パルチアは、パルチアである。

パルチザンは、パルチザンである。

バルチスタンは、バルチスタンである。

バルチック艦隊は、バルチック艦隊である。

ハルツームは、ハルツームである。

春つ方は、春つ方である。

春告魚は、春告魚である。

春告鳥は、春告鳥である。

パルティアは、パルティアである。

パルティータは、パルティータである。

パルテノンは、パルテノンである。

バルトは、バルトである。

バルトークは、バルトークである。

バルト海は、バルト海である。

バルト語派は、バルト語派である。

バルト三国は、バルト三国である。

春隣は、春隣である。

ハルトマンは、ハルトマンである。

ハルトマンフォンアウエは、ハルトマンフォンアウエである。

春虎尾は、春虎尾である。

春鳥は、春鳥である。

バルトリドは、バルトリドである。

バルトリン腺は、バルトリン腺である。

春菜は、春菜である。

バルナは、バルナである。

春永は、春永である。

春慰みは、春慰みである。

榛名湖は、榛名湖である。

榛名山は、榛名山である。

パルナシアンは、パルナシアンである。

パルナソスは、パルナソスである。

春楡は、春楡である。

バルネラビリティーは、バルネラビリティーである。

春野は、春野である。

春の色は、春の色である。



春の海は、春の海である。

ハルノートは、ハルノートである。

春の限りは、春の限りである。

春の曲は、春の曲である。

春の暮は、春の暮である。

春の心は、春の心である。

春の衣は、春の衣である。

春の杯は、春の杯である。

春の除目は、春の除目である。

春の調は、春の調である。

春の使は、春の使である。

春の月は、春の月である。

原の辻遺跡は、原の辻遺跡である。

春の戸は、春の戸である。

春の隣は、春の隣である。

春の鳥は、春の鳥である。

春の情は、春の情である。

春の七草は、春の七草である。

春の錦は、春の錦である。

春の野は、春の野である。

春の日は、春の日である。

春延べの米は、春延べの米である。

春の星は、春の星である。

春の水は、春の水である。

春の湊は、春の湊である。

春の宮は、春の宮である。

春の宮人は、春の宮人である。

春の深山は、春の深山である。

春の目覚めは、春の目覚めである。

春の目ざめは、春の目ざめである。

春廼舎朧は、春廼舎朧である。

春の山は、春の山である。

春の雪は、春の雪である。

春の夜は、春の夜である。

春の夜の夢は、春の夜の夢である。

喀爾喀は、喀爾喀である。

春場所は、春場所である。

バルバドスは、バルバドスである。

春花のは、春花のである。

春疾風は、春疾風である。

バルパライソは、バルパライソである。

遥遥は、遥遥である。

バルバロイは、バルバロイである。

春日は、春日である。

春日影は、春日影である。

バルビゾン派は、バルビゾン派である。



バルビタールは、バルビタールである。

春日のは、春日のである。

バルビュスは、バルビュスである。

春日をは、春日をである。

哈爾浜は、哈爾浜である。

哈爾賓は、哈爾賓である。

バルブは、バルブである。

パルプは、パルプである。

バルフォアは、バルフォアである。

春方は、春方である。

バルボアは、バルボアである。

波留麻は、波留麻である。

パルマは、パルマである。

春巻は、春巻である。

春蒔きは、春蒔きである。

春播きは、春播きである。

春設けては、春設けてである。

ハルマゲドンは、ハルマゲドンである。

春待月は、春待月である。

晴海は、晴海である。

パルミチンは、パルミチンである。

パルミチン酸は、パルミチン酸である。

パルミラは、パルミラである。

パルミラ椰子は、パルミラ椰子である。

パルムの僧院は、パルムの僧院である。

パルメは、パルメである。

春めくは、春めくである。

パルメザンは、パルメザンである。

パルメットは、パルメットである。

パルメニデスは、パルメニデスである。

春休みは、春休みである。

春柳は、春柳である。

春山は、春山である。

春山のは、春山のである。

春山之霞壮夫は、春山之霞壮夫である。

春山行夫は、春山行夫である。

漢拏山は、漢拏山である。

バルラッハは、バルラッハである。

パルランドは、パルランドである。

春竜胆は、春竜胆である。

ハルンアッラシードは、ハルンアッラシードである。

晴れは、晴れである。

霽れは、霽れである。

腫れは、腫れである。

ハレは、ハレである。

はれは、はれである。



ばれは、ばれである。

晴れ上がるは、晴れ上がるである。

霽れ上がるは、霽れ上がるである。

腫れ上がるは、腫れ上がるである。

晴れいは、晴れいである。

馬鈴は、馬鈴である。

馬齢は、馬齢である。

晴れ戦は、晴れ戦である。

馬鈴薯は、馬鈴薯である。

晴れ衣裳は、晴れ衣裳である。

晴れ衣装は、晴れ衣装である。

馬鈴薯澱粉は、馬鈴薯澱粉である。

晴れ打ては、晴れ打てである。

バレエは、バレエである。

バレーは、バレーである。

ハレーションは、ハレーションである。

ハレー彗星は、ハレー彗星である。

パレートは、パレートである。

パレードは、パレードである。

パレート最適は、パレート最適である。

バレーボールは、バレーボールである。

パレオグラフィーは、パレオグラフィーである。

晴れがましいは、晴れがましいである。

晴れ着は、晴れ着である。

馬櫪は、馬櫪である。

馬櫪神は、馬櫪神である。

晴れ衣は、晴れ衣である。

ばれ句は、ばれ句である。

晴れ事は、晴れ事である。

バレスは、バレスである。

パレスは、パレスである。

晴れ姿は、晴れ姿である。

パレスチナは、パレスチナである。

パレスチナ解放機構は、パレスチナ解放機構である。

パレストリーナは、パレストリーナである。

晴れ初めるは、晴れ初めるである。

ハレ大学は、ハレ大学である。

破裂は、破裂である。

破裂音は、破裂音である。

パレットは、パレットである。

パレットナイフは、パレットナイフである。

晴れては、晴れてである。

晴れ所は、晴れ所である。

晴れの歌は、晴れの歌である。

晴れ退くは、晴れ退くである。

晴れの御膳は、晴れの御膳である。



晴れ晴れは、晴れ晴れである。

晴れ晴れしいは、晴れ晴れしいである。

腫れぼったいは、腫れぼったいである。

晴れ間は、晴れ間である。

ハレムは、ハレムである。

腫物は、腫物である。

晴れやかは、晴れやかである。

はれやれは、はれやれである。

晴れらかは、晴れらかである。

バレリーは、バレリーである。

バレリーナは、バレリーナである。

晴れりとは、晴れりとである。

晴れるは、晴れるである。

霽れるは、霽れるである。

腫れるは、腫れるである。

脹れるは、脹れるである。

バレルは、バレルである。

ばれるは、ばれるである。

パレルモは、パレルモである。

ハレルヤは、ハレルヤである。

晴れ業は、晴れ業である。

晴れ渡るは、晴れ渡るである。

馬楝は、馬楝である。

馬連は、馬連である。

馬簾は、馬簾である。

バレンシアは、バレンシアである。

バレンタインデーは、バレンタインデーである。

破廉恥は、破廉恥である。

破廉恥罪は、破廉恥罪である。

パレンバンは、パレンバンである。

ハロは、ハロである。

波浪は、波浪である。

破牢は、破牢である。

ハロウィンは、ハロウィンである。

波浪神は、波浪神である。

波浪予報は、波浪予報である。

ハローは、ハローである。

バローは、バローである。

ハロー効果は、ハロー効果である。

ハロースクールは、ハロースクールである。

パロールは、パロールである。

ハロゲンは、ハロゲンである。

ハロゲン化銀は、ハロゲン化銀である。

ハロゲンランプは、ハロゲンランプである。

パロスは、パロスである。

バロックは、バロックである。



バロック音楽は、バロック音楽である。

ハロッドは、ハロッドである。

バロットは、バロットである。

バロッハは、バロッハである。

パロディーは、パロディーである。

パロマー天文台は、パロマー天文台である。

バロメーターは、バロメーターである。

ハロンは、ハロンである。

バロンは、バロンである。

バロンタガログは、バロンタガログである。

バロンデセーは、バロンデセーである。

パワーは、パワーである。

パワーアップは、パワーアップである。

パワーエリートは、パワーエリートである。

パワーシャベルは、パワーシャベルである。

ハワースは、ハワースである。

パワーステアリングは、パワーステアリングである。

パワーポリティックスは、パワーポリティックスである。

パワーリフティングは、パワーリフティングである。

ハワイは、ハワイである。

ハワイアンは、ハワイアンである。

ハワイアン音楽は、ハワイアン音楽である。

ハワイアンギターは、ハワイアンギターである。

羽合温泉は、羽合温泉である。

歯別れは、歯別れである。

葉分けは、葉分けである。

派分けは、派分けである。

刃渡りは、刃渡りである。

パワフルは、パワフルである。

凡は、凡である。

反は、反である。

半は、半である。

氾は、氾である。

犯は、犯である。

帆は、帆である。

汎は、汎である。

伴は、伴である。

判は、判である。

坂は、坂である。

阪は、阪である。

板は、板である。

版は、版である。

叛は、叛である。

班は、班である。

畔は、畔である。

般は、般である。



販は、販である。

飯は、飯である。

搬は、搬である。

煩は、煩である。

頒は、頒である。

範は、範である。

繁は、繁である。

藩は、藩である。

汗は、汗である。

ハンは、ハンである。

挽は、挽である。

晩は、晩である。

番は、番である。

蛮は、蛮である。

輓は、輓である。

幡は、幡である。

盤は、盤である。

磐は、磐である。

蕃は、蕃である。

鷭は、鷭である。

バンは、バンである。

万は、万である。

幇は、幇である。

パンは、パンである。

晩鴉は、晩鴉である。

汎愛は、汎愛である。

晩靄は、晩靄である。

汎愛主義は、汎愛主義である。

汎アジア主義は、汎アジア主義である。

半当りは、半当りである。

盤圧は、盤圧である。

パンアフリカニズムは、パンアフリカニズムである。

パンアメリカニズムは、パンアメリカニズムである。

汎アラブ主義は、汎アラブ主義である。

バンアレン帯は、バンアレン帯である。

犯意は、犯意である。

版位は、版位である。

叛意は、叛意である。

班位は、班位である。

範囲は、範囲である。

藩医は、藩医である。

蛮夷は、蛮夷である。

蕃夷は、蕃夷である。

蕃育は、蕃育である。

反意語は、反意語である。

番医師は、番医師である。



半意識は、半意識である。

汎イスラム主義は、汎イスラム主義である。

万一は、万一である。

番一は、番一である。

万一には、万一にである。

反意的は、反意的である。

範囲の経済性は、範囲の経済性である。

番入は、番入である。

半陰影は、半陰影である。

半陰陽は、半陰陽である。

バンヴェニストは、バンヴェニストである。

番謡は、番謡である。

反右派闘争は、反右派闘争である。

判占は、判占である。

搬運は、搬運である。

蛮絵は、蛮絵である。

盤絵は、盤絵である。

反映は、反映である。

反影は、反影である。

半影は、半影である。

繁栄は、繁栄である。

半永久は、半永久である。

挽曳競馬は、挽曳競馬である。

反映論は、反映論である。

繙閲は、繙閲である。

磐越西線は、磐越西線である。

半襟は、半襟である。

半円は、半円である。

繁衍は、繁衍である。

蕃衍は、蕃衍である。

攀縁は、攀縁である。

攀縁茎は、攀縁茎である。

反応は、反応である。

煩懊は、煩懊である。

晩鶯は、晩鶯である。

藩王国は、藩王国である。

反音は、反音である。

半音は、半音である。

蛮音は、蛮音である。

半音階は、半音階である。

反歌は、反歌である。

半可は、半可である。

半価は、半価である。

半跏は、半跏である。

半靴は、半靴である。

煩苛は、煩苛である。



頒価は、頒価である。

盤枷は、盤枷である。

繁華は、繁華である。

版画は、版画である。

万化は、万化である。

万花は、万花である。

万華は、万華である。

万顆は、万顆である。

挽歌は、挽歌である。

晩花は、晩花である。

晩夏は、晩夏である。

晩霞は、晩霞である。

蕃茄は、蕃茄である。

蛮画は、蛮画である。

ハンガーは、ハンガーである。

バンカーは、バンカーである。

ハンガーストライキは、ハンガーストライキである。

半開は、半開である。

半解は、半解である。

半壊は、半壊である。

斑蓋は、斑蓋である。

樊かいは、樊かいである。

半舁は、半舁である。

挽回は、挽回である。

盤回は、盤回である。

番外は、番外である。

幡蓋は、幡蓋である。

番外地は、番外地である。

半返しは、半返しである。

漢口は、漢口である。

判鑑は、判鑑である。

反核は、反核である。

半角は、半角である。

半学は、半学である。

半額は、半額である。

板額は、板額である。

藩学は、藩学である。

万客は、万客である。

蕃客は、蕃客である。

晩学は、晩学である。

番楽は、番楽である。

半可臭いは、半可臭いである。

反革命は、反革命である。

半過去は、半過去である。

番傘は、番傘である。

番鍛冶は、番鍛冶である。



半跏思惟像は、半跏思惟像である。

蕃瓜樹は、蕃瓜樹である。

番頭は、番頭である。

番数は、番数である。

半歌仙は、半歌仙である。

半肩は、半肩である。

判形は、判形である。

番方は、番方である。

晩方は、晩方である。

ハンカチは、ハンカチである。

ハンカチーフは、ハンカチーフである。

ハンカチの木は、ハンカチの木である。

犯科帳は、犯科帳である。

半可通は、半可通である。

半合羽は、半合羽である。

半金は、半金である。

半跏趺坐は、半跏趺坐である。

判紙は、判紙である。

板紙は、板紙である。

半上下は、半上下である。

蛮カラは、蛮カラである。

ハンガリーは、ハンガリーである。

ハンガリー語は、ハンガリー語である。

ハンガリー事件は、ハンガリー事件である。

バンガローは、バンガローである。

バンガロールは、バンガロールである。

半乾きは、半乾きである。

番代りは、番代りである。

反汗は、反汗である。

反間は、反間である。

反感は、反感である。

范寛は、范寛である。

繁閑は、繁閑である。

繁簡は、繁簡である。

藩翰は、藩翰である。

半眼は、半眼である。

半顔は、半顔である。

判官は、判官である。

斑岩は、斑岩である。

万巻は、万巻である。

万感は、万感である。

盤桓は、盤桓である。

汎関数は、汎関数である。

半乾性油は、半乾性油である。

半官半民は、半官半民である。

藩翰譜は、藩翰譜である。



反旗は、反旗である。

叛旗は、叛旗である。

半季は、半季である。

半期は、半期である。

半旗は、半旗である。

判議は、判議である。

版木は、版木である。

板木は、板木である。

万機は、万機である。

晩期は、晩期である。

晩暉は、晩暉である。

晩着は、晩着である。

バンギは、バンギである。

半季居は、半季居である。

半規管は、半規管である。

晩菊は、晩菊である。

反義語は、反義語である。

晩期産は、晩期産である。

番煙管は、番煙管である。

万機の旬は、万機の旬である。

半季奉公は、半季奉公である。

反逆は、反逆である。

叛逆は、叛逆である。

犯逆は、犯逆である。

反逆児は、反逆児である。

半弓は、半弓である。

半休は、半休である。

半球は、半球である。

班給は、班給である。

斑鳩は、斑鳩である。

阪急電車は、阪急電車である。

板魚は、板魚である。

盤踞は、盤踞である。

蟠踞は、蟠踞である。

反共は、反共である。

反響は、反響である。

判教は、判教である。

万頃は、万頃である。

万境は、万境である。

蕃境は、蕃境である。

反強磁性は、反強磁性である。

反響症状は、反響症状である。

半狂乱は、半狂乱である。

反曲は、反曲である。

半玉は、半玉である。

盤曲は、盤曲である。



半切は、半切である。

半切紙は、半切紙である。

反キリストは、反キリストである。

半切れは、半切れである。

伴吟は、伴吟である。

万金は、万金である。

万鈞は、万鈞である。

判金は、判金である。

版金は、版金である。

板金は、板金である。

鈑金は、鈑金である。

輓近は、輓近である。

判銀は、判銀である。

版銀は、版銀である。

板銀は、板銀である。

ハンギングスリーブは、ハンギングスリーブである。

攀禽類は、攀禽類である。

半工は、半工である。

半句は、半句である。

万苦は、万苦である。

バンクは、バンクである。

パンクは、パンクである。

半空は、半空である。

バンクーバーは、バンクーバーである。

ハンググライダーは、ハンググライダーである。

万愚節は、万愚節である。

番具足は、番具足である。

パンクチュアルは、パンクチュアルである。

パンクチュエーションは、パンクチュエーションである。

盤屈は、盤屈である。

蟠屈は、蟠屈である。

パンクファッションは、パンクファッションである。

番組は、番組である。

バングラデシュは、バングラデシュである。

ハングリーは、ハングリーである。

ハングルは、ハングルである。

番狂わせは、番狂わせである。

パンクレアチンは、パンクレアチンである。

パンクロは、パンクロである。

パンクロックは、パンクロックである。

バンクロフト糸状虫は、バンクロフト糸状虫である。

反軍は、反軍である。

叛軍は、叛軍である。

半夏は、半夏である。

半偈は、半偈である。

晩げは、晩げである。



パンゲアは、パンゲアである。

半径は、半径である。

判型は、判型である。

晩景は、晩景である。

盤珪は、盤珪である。

パンケーキは、パンケーキである。

反撃は、反撃である。

繁劇は、繁劇である。

半夏生は、半夏生である。

ハンケチは、ハンケチである。

判決は、判決である。

判決主文は、判決主文である。

判決書は、判決書である。

判決請求権は、判決請求権である。

バンケットは、バンケットである。

バンケットホールは、バンケットホールである。

半月弁は、半月弁である。

判決理由は、判決理由である。

汎ゲルマン主義は、汎ゲルマン主義である。

反巻は、反巻である。

半券は、半券である。

版権は、版権である。

反言は、反言である。

半舷は、半舷である。

半減は、半減である。

万県は、万県である。

番犬は、番犬である。

半減期は、半減期である。

判検事は、判検事である。

半舷上陸は、半舷上陸である。

半元服は、半元服である。

判子は、判子である。

班固は、班固である。

袢衣は、袢衣である。

反語は、反語である。

汎語は、汎語である。

煩語は、煩語である。

ばんこは、ばんこである。

万戸は、万戸である。

万古は、万古である。

番子は、番子である。

番戸は、番戸である。

番個は、番個である。

盤古は、盤古である。

盤固は、盤固である。

バンコは、バンコである。



蛮語は、蛮語である。

蕃語は、蕃語である。

パン粉は、パン粉である。

反抗は、反抗である。

反攻は、反攻である。

反航は、反航である。

半髪は、半髪である。

犯行は、犯行である。

版行は、版行である。

板行は、板行である。

頒行は、頒行である。

藩侯は、藩侯である。

藩校は、藩校である。

藩黌は、藩黌である。

飯盒は、飯盒である。

万口は、万口である。

万考は、万考である。

蛮行は、蛮行である。

万劫は、万劫である。

番号は、番号である。

番号印字器は、番号印字器である。

番紅花は、番紅花である。

反抗期は、反抗期である。

伴蒿蹊は、伴蒿蹊である。

半合成繊維は、半合成繊維である。

反抗的は、反抗的である。

半コートは、半コートである。

板刻は、板刻である。

翻刻は、翻刻である。

汗国は、汗国である。

反獄は、反獄である。

万国は、万国である。

万斛は、万斛である。

晩刻は、晩刻である。

蛮国は、蛮国である。

蕃国は、蕃国である。

バンコクは、バンコクである。

万国音標文字は、万国音標文字である。

万国旗は、万国旗である。

万国公法は、万国公法である。

万国地図は、万国地図である。

万国著作権条約は、万国著作権条約である。

万国博覧会は、万国博覧会である。

万国平和会議は、万国平和会議である。

万国郵便連合は、万国郵便連合である。

万戸侯は、万戸侯である。



反骨は、反骨である。

叛骨は、叛骨である。

万骨は、万骨である。

蛮骨は、蛮骨である。

バンコックは、バンコックである。

晩御飯は、晩御飯である。

万古不易は、万古不易である。

反語法は、反語法である。

番小屋は、番小屋である。

万古焼は、万古焼である。

半殺しは、半殺しである。

斑痕は、斑痕である。

瘢痕は、瘢痕である。

反魂は、反魂である。

万恨は、万恨である。

晩婚は、晩婚である。

盤根は、盤根である。

反魂香は、反魂香である。

盤根錯節は、盤根錯節である。

反魂草は、反魂草である。

反魂丹は、反魂丹である。

煩瑣は、煩瑣である。

反坐は、反坐である。

半座は、半座である。

判者は、判者である。

半済は、半済である。

半斎は、半斎である。

半裁は、半裁である。

半歳は、半歳である。

半截は、半截である。

燔祭は、燔祭である。

犯罪は、犯罪である。

版材は、版材である。

斑犀は、斑犀である。

坂西は、坂西である。

晩歳は、晩歳である。

万歳は、万歳である。

晩材は、晩材である。

犯罪学は、犯罪学である。

半斎鐘は、半斎鐘である。

万歳事件は、万歳事件である。

犯罪者は、犯罪者である。

犯罪社会学は、犯罪社会学である。

犯罪心理学は、犯罪心理学である。

反彩層は、反彩層である。

斑犀の帯は、斑犀の帯である。



万歳旛は、万歳旛である。

犯罪被害者補償法は、犯罪被害者補償法である。

万歳楽は、万歳楽である。

半割は、半割である。

半裂は、半裂である。

半作は、半作である。

万策は、万策である。

半索動物は、半索動物である。

藩札は、藩札である。

煩雑は、煩雑である。

繁雑は、繁雑である。

煩瑣哲学は、煩瑣哲学である。

ハンザ同盟は、ハンザ同盟である。

ハンサムは、ハンサムである。

反作用は、反作用である。

半産は、半産である。

半盞は、半盞である。

晩蚕は、晩蚕である。

晩餐は、晩餐である。

反始は、反始である。

半紙は、半紙である。

判士は、判士である。

判詞は、判詞である。

範士は、範士である。

藩士は、藩士である。

判じは、判じである。

半時は、半時である。

判事は、判事である。

班次は、班次である。

万死は、万死である。

挽詩は、挽詩である。

番士は、番士である。

蕃使は、蕃使である。

万事は、万事である。

婆爺は、婆爺である。

パンジーは、パンジーである。

バンジージャンプは、バンジージャンプである。

判じ絵は、判じ絵である。

パンシオンは、パンシオンである。

万事限りは、万事限りである。

版式は、版式である。

範式は、範式である。

盤渉は、盤渉である。

盤渉調は、盤渉調である。

反支月は、反支月である。

反磁性は、反磁性である。



反磁性体は、反磁性体である。

版下は、版下である。

半日は、半日である。

半失業は、半失業である。

磐次磐三郎は、磐次磐三郎である。

半死半生は、半死半生である。

判事補は、判事補である。

半紙本は、半紙本である。

判じ物は、判じ物である。

反射は、反射である。

万謝は、万謝である。

挽車は、挽車である。

輓車は、輓車である。

蕃社は、蕃社である。

反射運動は、反射運動である。

反社会的は、反社会的である。

反射角は、反射角である。

反射弓は、反射弓である。

反射鏡は、反射鏡である。

晩酌は、晩酌である。

磐石は、磐石である。

盤石は、盤石である。

磐石糊は、磐石糊である。

反射光線は、反射光線である。

反射色は、反射色である。

反射測角器は、反射測角器である。

反射的は、反射的である。

反射的利益は、反射的利益である。

反射能は、反射能である。

蛮社の獄は、蛮社の獄である。

パンジャブは、パンジャブである。

パンジャブ語は、パンジャブ語である。

反射望遠鏡は、反射望遠鏡である。

反射防止膜は、反射防止膜である。

反射律は、反射律である。

反射率は、反射率である。

反射炉は、反射炉である。

藩主は、藩主である。

半寿は、半寿である。

判授は、判授である。

藩儒は、藩儒である。

番衆は、番衆である。

万寿は、万寿である。

半周は、半周である。

晩秋は、晩秋である。

蛮習は、蛮習である。



蕃習は、蕃習である。

播州は、播州である。

磐州は、磐州である。

パンじゅうは、パンじゅうである。

播州歌舞伎は、播州歌舞伎である。

反宗教改革は、反宗教改革である。

播州皿屋敷は、播州皿屋敷である。

半獣神は、半獣神である。

半熟は、半熟である。

晩熟は、晩熟である。

蕃熟は、蕃熟である。

半熟卵は、半熟卵である。

半主権国は、半主権国である。

半守護は、半守護である。

般舟三昧は、般舟三昧である。

般舟三昧経は、般舟三昧経である。

万寿節は、万寿節である。

搬出は、搬出である。

伴出遺物は、伴出遺物である。

バンジュルは、バンジュルである。

晩春は、晩春である。

万春楽は、万春楽である。

范雎は、范雎である。

繙書は、繙書である。

班女は、班女である。

万庶は、万庶である。

板書は、板書である。

番所は、番所である。

蕃書は、蕃書である。

蕃藷は、蕃藷である。

反掌は、反掌である。

反証は、反証である。

反照は、反照である。

半生は、半生である。

半宵は、半宵である。

半焼は、半焼である。

半霄は、半霄である。

半鐘は、半鐘である。

帆檣は、帆檣である。

汎称は、汎称である。

泛称は、泛称である。

叛将は、叛将である。

班昭は、班昭である。

斑晶は、斑晶である。

反情は、反情である。

半畳は、半畳である。



犯状は、犯状である。

犯情は、犯情である。

叛状は、叛状である。

斑条は、斑条である。

煩冗は、煩冗である。

煩擾は、煩擾である。

繁冗は、繁冗である。

繁昌は、繁昌である。

繁盛は、繁盛である。

万象は、万象である。

万障は、万障である。

晩照は、晩照である。

晩餉は、晩餉である。

晩鐘は、晩鐘である。

番匠は、番匠である。

蕃椒は、蕃椒である。

万丈は、万丈である。

万状は、万状である。

万乗は、万乗である。

番上は、番上である。

盤上は、盤上である。

番匠笠は、番匠笠である。

反証可能性は、反証可能性である。

半障子は、半障子である。

板状節理は、板状節理である。

半装束の数珠は、半装束の数珠である。

番匠槌は、番匠槌である。

半昇殿は、半昇殿である。

半鐘泥棒は、半鐘泥棒である。

番匠箱は、番匠箱である。

半上半下は、半上半下である。

番匠屋は、番匠屋である。

番醤油は、番醤油である。

班しょうよは、班しょうよである。

バンジョーは、バンジョーである。

斑色は、斑色である。

繁殖は、繁殖である。

蕃殖は、蕃殖である。

煩縟は、煩縟である。

繁縟は、繁縟である。

伴食は、伴食である。

晩食は、晩食である。

パン食は、パン食である。

蛮触の争いは、蛮触の争いである。

半植民地は、半植民地である。

蕃藷考は、蕃藷考である。



蕃書調所は、蕃書調所である。

半尻は、半尻である。

判じるは、判じるである。

半翅類は、半翅類である。

蕃石榴は、蕃石榴である。

半四郎鹿子は、半四郎鹿子である。

反身は、反身である。

反唇は、反唇である。

反脣は、反脣である。

半身は、半身である。

阪神は、阪神である。

版心は、版心である。

叛心は、叛心である。

叛臣は、叛臣である。

藩臣は、藩臣である。

凡人は、凡人である。

番新は、番新である。

蕃神は、蕃神である。

万人は、万人である。

万仞は、万仞である。

万尋は、万尋である。

蛮人は、蛮人である。

蕃人は、蕃人である。

阪神淡路大震災は、阪神淡路大震災である。

阪神工業地帯は、阪神工業地帯である。

阪神高速道路は、阪神高速道路である。

阪神電車は、阪神電車である。

半信半疑は、半信半疑である。

半身不随は、半身不随である。

汎心論は、汎心論である。

汎神論は、汎神論である。

半使は、半使である。

晩ずは、晩ずである。

半酔は、半酔である。

半睡は、半睡である。

伴随は、伴随である。

万水は、万水である。

晩翠は、晩翠である。

番水は、番水である。

幡随院長兵衛は、幡随院長兵衛である。

反芻は、反芻である。

反数は、反数である。

半数は、半数である。

反芻胃は、反芻胃である。

反芻症は、反芻症である。

反芻類は、反芻類である。



半透額は、半透額である。

半助は、半助である。

ハンスザックスは、ハンスザックスである。

ハンストは、ハンストである。

パンストは、パンストである。

半ズボンは、半ズボンである。

汎スラヴ主義は、汎スラヴ主義である。

版摺は、版摺である。

板摺は、板摺である。

バンスリは、バンスリである。

反するは、反するである。

叛するは、叛するである。

飯するは、飯するである。

判ずるは、判ずるである。

パンセは、パンセである。

反正は、反正である。

反省は、反省である。

半晴は、半晴である。

半醒は、半醒である。

藩制は、藩制である。

藩政は、藩政である。

反噬は、反噬である。

万世は、万世である。

万姓は、万姓である。

伴星は、伴星である。

晩生は、晩生である。

晩成は、晩成である。

蛮声は、蛮声である。

番勢は、番勢である。

万世一系は、万世一系である。

伴性遺伝は、伴性遺伝である。

半整数は、半整数である。

万聖節は、万聖節である。

万歳千秋は、万歳千秋である。

范成大は、范成大である。

反正天皇は、反正天皇である。

半製品は、半製品である。

万世不易は、万世不易である。

犯跡は、犯跡である。

版籍は、版籍である。

叛跡は、叛跡である。

藩籍は、藩籍である。

版籍奉還は、版籍奉還である。

反切は、反切である。

汎説は、汎説である。

晩節は、晩節である。



盤折は、盤折である。

反戦は、反戦である。

半銭は、半銭である。

帆船は、帆船である。

盤旋は、盤旋である。

判然は、判然である。

万千は、万千である。

番船は、番船である。

番銭は、番銭である。

番線は、番線である。

蕃船は、蕃船である。

万全は、万全である。

半仙戯は、半仙戯である。

万川集海は、万川集海である。

ハンセン病は、ハンセン病である。

反訴は、反訴である。

藩祖は、藩祖である。

反想は、反想である。

半双は、半双である。

帆走は、帆走である。

搬送は、搬送である。

瘢瘡は、瘢瘡である。

范増は、范増である。

伴走は、伴走である。

伴奏は、伴奏である。

伴僧は、伴僧である。

晩霜は、晩霜である。

番僧は、番僧である。

ばんぞうは、ばんぞうである。

絆創膏は、絆創膏である。

半造作は、半造作である。

搬送帯は、搬送帯である。

半挿盥は、半挿盥である。

搬送通信は、搬送通信である。

搬送波は、搬送波である。

半僧半俗は、半僧半俗である。

反則は、反則である。

犯則は、犯則である。

反側は、反側である。

蕃息は、蕃息である。

反俗は、反俗である。

半俗は、半俗である。

叛賊は、叛賊である。

反賊は、反賊である。

蛮族は、蛮族である。

蕃族は、蕃族である。



蕃俗は、蕃俗である。

蕃賊は、蕃賊である。

斑足王は、斑足王である。

反則金は、反則金である。

万卒は、万卒である。

番卒は、番卒である。

半袖は、半袖である。

パンソリは、パンソリである。

煩多は、煩多である。

繁多は、繁多である。

はんだは、はんだである。

半田は、半田である。

盤陀は、盤陀である。

番太は、番太である。

万朶は、万朶である。

バンダは、バンダである。

パンダは、パンダである。

ハンターは、ハンターである。

反対は、反対である。

飯台は、飯台である。

盤台は、盤台である。

板台は、板台である。

万態は、万態である。

万代は、万代である。

番代は、番代である。

番台は、番台である。

磐梯朝日国立公園は、磐梯朝日国立公園である。

反対解釈は、反対解釈である。

反対概念は、反対概念である。

反対給付は、反対給付である。

反対語は、反対語である。

磐梯山は、磐梯山である。

繁体字は、繁体字である。

反対称律は、反対称律である。

反対色は、反対色である。

反対尋問は、反対尋問である。

反体制は、反体制である。

反対対当は、反対対当である。

盤台面は、盤台面である。

伴大納言絵巻は、伴大納言絵巻である。

万代不易は、万代不易である。

反対貿易風は、反対貿易風である。

半濁音は、半濁音である。

半濁音符は、半濁音符である。

半濁点は、半濁点である。

パンタグラフは、パンタグラフである。



パンタグリュエルは、パンタグリュエルである。

半太刀は、半太刀である。

番立は、番立である。

半田付けは、半田付けである。

判立ては、判立てである。

バンダナは、バンダナである。

パン種は、パン種である。

バンタムは、バンタムである。

バンタム級は、バンタム級である。

半太夫節は、半太夫節である。

バンダリズムは、バンダリズムである。

バンダルスリブガワンは、バンダルスリブガワンである。

パンタレイは、パンタレイである。

番太郎は、番太郎である。

パンタロンは、パンタロンである。

判断は、判断である。

万端は、万端である。

播但は、播但である。

塙団右衛門は、塙団右衛門である。

半檀家は、半檀家である。

判断中止は、判断中止である。

判断力は、判断力である。

半知は、半知である。

判地は、判地である。

判知は、判知である。

藩治は、藩治である。

番地は、番地である。

蕃地は、蕃地である。

蛮地は、蛮地である。

パンチは、パンチである。

パンチェンラマは、パンチェンラマである。

パンチカードは、パンチカードである。

半ちくは、半ちくである。

版築は、版築である。

斑竹は、斑竹である。

藩知事は、藩知事である。

バンチ症候群は、バンチ症候群である。

パンチパーマは、パンチパーマである。

はんちゃは、はんちゃである。

番茶は、番茶である。

パンチャーは、パンチャーである。

パンチャシラは、パンチャシラである。

パンチャタントラは、パンチャタントラである。

範疇は、範疇である。

藩中は、藩中である。

范仲淹は、范仲淹である。



反中性子は、反中性子である。

半中節は、半中節である。

藩中者は、藩中者である。

班長は、班長である。

班超は、班超である。

藩庁は、藩庁である。

晩潮は、晩潮である。

番長は、番長である。

番帳は、番帳である。

番町皿屋敷は、番町皿屋敷である。

半直線は、半直線である。

判賃は、判賃である。

板賃は、板賃である。

版賃は、版賃である。

藩鎮は、藩鎮である。

ハンチングは、ハンチングである。

パンチングは、パンチングである。

パンツは、パンツである。

バンツー語派は、バンツー語派である。

バンツー族は、バンツー族である。

半搗きは、半搗きである。

半搗き米は、半搗き米である。

番付は、番付である。

版面は、版面である。

ハンデは、ハンデである。

番手は、番手である。

判定は、判定である。

藩邸は、藩邸である。

ハンディーは、ハンディーである。

パンティーは、パンティーである。

パンティーストッキングは、パンティーストッキングである。

ハンディキャップは、ハンディキャップである。

ハンディクラフトは、ハンディクラフトである。

反帝国主義運動は、反帝国主義運動である。

反定立は、反定立である。

ハンティングは、ハンティングである。

バンティングは、バンティングである。

バンデージは、バンデージである。

番手桶は、番手桶である。

パンテオンは、パンテオンである。

バンデッロは、バンデッロである。

半手間は、半手間である。

バンデリリェロは、バンデリリェロである。

反転は、反転である。

半天は、半天である。

半点は、半点である。



半纏は、半纏である。

袢纏は、袢纏である。

斑点は、斑点である。

飯店は、飯店である。

班田は、班田である。

バンテンは、バンテンである。

万天は、万天である。

晩田は、晩田である。

反転現像は、反転現像である。

班田使は、班田使である。

班田収授法は、班田収授法である。

班田制は、班田制である。

半電池は、半電池である。

反転フィルムは、反転フィルムである。

ハンテンリは、ハンテンリである。

半途は、半途である。

版図は、版図である。

叛徒は、叛徒である。

反徒は、反徒である。

ハントは、ハントである。

半戸は、半戸である。

ハンドは、ハンドである。

バントは、バントである。

蛮奴は、蛮奴である。

蕃土は、蕃土である。

蛮土は、蛮土である。

礬土は、礬土である。

バンドは、バンドである。

パントは、パントである。

半ドアは、半ドアである。

ハンドアックスは、ハンドアックスである。

反騰は、反騰である。

半島は、半島である。

飯頭は、飯頭である。

反動は、反動である。

半道は、半道である。

飯銅は、飯銅である。

半銅は、半銅である。

晩冬は、晩冬である。

晩唐は、晩唐である。

晩稲は、晩稲である。

晩頭は、晩頭である。

坂東は、坂東である。

阪東は、阪東である。

半道方は、半道方である。

半道敵は、半道敵である。



番頭株は、番頭株である。

反動形成は、反動形成である。

斑銅鉱は、斑銅鉱である。

坂東声は、坂東声である。

坂東三十三所は、坂東三十三所である。

反動宗教改革は、反動宗教改革である。

坂東巡礼は、坂東巡礼である。

番頭新造は、番頭新造である。

反動水車は、反動水車である。

半透性は、半透性である。

反動タービンは、反動タービンである。

半導体は、半導体である。

半導体整流器は、半導体整流器である。

半導体ダイオードは、半導体ダイオードである。

半導体メモリーは、半導体メモリーである。

半導体レーザーは、半導体レーザーである。

反動高は、反動高である。

坂東太郎は、坂東太郎である。

阪東妻三郎は、阪東妻三郎である。

反動的は、反動的である。

坂東訛は、坂東訛である。

坂東八平氏は、坂東八平氏である。

坂東八箇国は、坂東八箇国である。

半透膜は、半透膜である。

坂東三津五郎は、坂東三津五郎である。

坂東武者は、坂東武者である。

半透明は、半透明である。

半透明体は、半透明体である。

反動安は、反動安である。

バンドゥリアは、バンドゥリアである。

坂東流は、坂東流である。

判読は、判読である。

槃特は、槃特である。

範読は、範読である。

繙読は、繙読である。

ハンドクリームは、ハンドクリームである。

半独立は、半独立である。

半年は、半年である。

バンド社会は、バンド社会である。

バンドスペクトルは、バンドスペクトルである。

パントテン酸は、パントテン酸である。

ハンドトラクターは、ハンドトラクターである。

ハンドドリルは、ハンドドリルである。

バンドネオンは、バンドネオンである。

ハンドバッグは、ハンドバッグである。

ハンドブックは、ハンドブックである。



ハンドブレーキは、ハンドブレーキである。

ハンドベルは、ハンドベルである。

ハンドボールは、ハンドボールである。

パントポンは、パントポンである。

パントマイムは、パントマイムである。

バンドマスターは、バンドマスターである。

ハンドマネーは、ハンドマネーである。

ハンドメードは、ハンドメードである。

パンドラは、パンドラである。

反トラスト法は、反トラスト法である。

パンドラの箱は、パンドラの箱である。

判取りは、判取りである。

羽鳥は、羽鳥である。

番鳥は、番鳥である。

パントリーは、パントリーである。

判取帳は、判取帳である。

ハンドリングは、ハンドリングである。

ハンドルは、ハンドルである。

バンドルは、バンドルである。

半ドンは、半ドンである。

バンドンは、バンドンである。

バンドン会議は、バンドン会議である。

半長は、半長である。

半長靴は、半長靴である。

半長持は、半長持である。

半長押は、半長押である。

鑁阿寺は、鑁阿寺である。

半生菓子は、半生菓子である。

はんなりは、はんなりである。

阪南は、阪南である。

万難は、万難である。

半煮えは、半煮えである。

燔肉は、燔肉である。

膰肉は、膰肉である。

半肉彫は、半肉彫である。

反日は、反日である。

半日閑話は、半日閑話である。

ハンニバルは、ハンニバルである。

般若は、般若である。

般若経は、般若経である。

般若声は、般若声である。

般若寺は、般若寺である。

般若心経は、般若心経である。

般若面は、般若面である。

般若湯は、般若湯である。

般若波羅蜜は、般若波羅蜜である。



搬入は、搬入である。

半人は、半人である。

犯人は、犯人である。

判人は、判人である。

判任は、判任である。

番人は、番人である。

判任官は、判任官である。

犯人蔵匿罪は、犯人蔵匿罪である。

半人足は、半人足である。

半人前は、半人前である。

半値は、半値である。

煩熱は、煩熱である。

班年は、班年である。

晩年は、晩年である。

半納は、半納である。

半能は、半能である。

半農は、半農である。

飯能は、飯能である。

繁農は、繁農である。

万能は、万能である。

万能研削盤は、万能研削盤である。

反応時間は、反応時間である。

万能試験機は、万能試験機である。

反応染料は、反応染料である。

反応速度は、反応速度である。

反応中間体は、反応中間体である。

万能葱は、万能葱である。

反応熱は、反応熱である。

飯能太織は、飯能太織である。

万能フライス盤は、万能フライス盤である。

飯能焼は、飯能焼である。

パンの会は、パンの会である。

榛の木は、榛の木である。

パンの樹は、パンの樹である。

榛の花は、榛の花である。

半の日は、半の日である。

伴信友は、伴信友である。

斑馬は、斑馬である。

飯場は、飯場である。

半坡は、半坡である。

半端は、半端である。

番場は、番場である。

輓馬は、輓馬である。

万波は、万波である。

万派は、万派である。

パンパは、パンパである。



バンパーは、バンパーである。

ハンバーガーは、ハンバーガーである。

ハンバーグは、ハンバーグである。

ハンバーグステーキは、ハンバーグステーキである。

販売は、販売である。

バンパイアは、バンパイアである。

販売協定は、販売協定である。

販売組合は、販売組合である。

販売促進は、販売促進である。

パンパイプは、パンパイプである。

半袴は、半袴である。

反駁は、反駁である。

半白は、半白である。

斑白は、斑白である。

頒白は、頒白である。

斑駁は、斑駁である。

万博は、万博である。

蛮貊は、蛮貊である。

判始は、判始である。

パンパスは、パンパスである。

パンパスグラスは、パンパスグラスである。

飯場制度は、飯場制度である。

半波整流は、半波整流である。

藩閥は、藩閥である。

反発は、反発である。

反撥は、反撥である。

汎発は、汎発である。

晩発は、晩発である。

反発係数は、反発係数である。

藩閥政治は、藩閥政治である。

藩閥政府は、藩閥政府である。

反発力は、反発力である。

半幅は、半幅である。

半幅帯は、半幅帯である。

伴林は、伴林である。

番囃子は、番囃子である。

伴林光平は、伴林光平である。

半半は、半半である。

泛泛は、泛泛である。

汎汎は、汎汎である。

斑斑は、斑斑である。

万万は、万万である。

ばんばんは、ばんばんである。

万般は、万般である。

パンパンは、パンパンである。

ぱんぱんは、ぱんぱんである。



万万一は、万万一である。

万万歳は、万万歳である。

棒棒鶏は、棒棒鶏である。

番番出世は、番番出世である。

反比は、反比である。

半臂は、半臂である。

バンビは、バンビである。

半庇の車は、半庇の車である。

半櫃は、半櫃である。

半臂の緒は、半臂の緒である。

半臂の句は、半臂の句である。

凡百は、凡百である。

班彪は、班彪である。

半病人は、半病人である。

半片は、半片である。

半開きは、半開きである。

反比例は、反比例である。

半歩は、半歩である。

伴部は、伴部である。

繁蕪は、繁蕪である。

藩部は、藩部である。

帆布は、帆布である。

斑布は、斑布である。

頒布は、頒布である。

藩府は、藩府である。

バンフは、バンフである。

万夫は、万夫である。

蕃布は、蕃布である。

バンプは、バンプである。

パンフは、パンフである。

半風は、半風である。

判封は、判封である。

晩風は、晩風である。

蛮風は、蛮風である。

半風子は、半風子である。

パンフォーカスは、パンフォーカスである。

パンプキンは、パンプキンである。

反復は、反復である。

反覆は、反覆である。

半腹は、半腹である。

叛服は、叛服である。

万福は、万福である。

反復記号は、反復記号である。

反復説は、反復説である。

反復法は、反復法である。

番袋は、番袋である。



ハンプシャーは、ハンプシャーである。

パンプスは、パンプスである。

万物は、万物である。

反物質は、反物質である。

万物の霊長は、万物の霊長である。

万物流転は、万物流転である。

万夫不当は、万夫不当である。

番文は、番文である。

ハンブルは、ハンブルである。

ハンブルクは、ハンブルクである。

パンフレットは、パンフレットである。

半分は、半分である。

繁文は、繁文である。

繁文縟礼は、繁文縟礼である。

繁分数は、繁分数である。

汎米は、汎米である。

半平は、半平である。

班幣は、班幣である。

藩屏は、藩屏である。

番兵は、番兵である。

汎米会議は、汎米会議である。

汎米主義は、汎米主義である。

半兵衛は、半兵衛である。

反璧は、反璧である。

判別は、判別である。

万別は、万別である。

蕃別は、蕃別である。

判別式は、判別式である。

半ぺらは、半ぺらである。

バンベルクは、バンベルクである。

万変は、万変である。

半ぼは、半ぼである。

反哺は、反哺である。

半帆は、半帆である。

晩暮は、晩暮である。

半母音は、半母音である。

半紡は、半紡である。

繁忙は、繁忙である。

煩忙は、煩忙である。

反報は、反報である。

藩法は、藩法である。

万望は、万望である。

万方は、万方である。

万邦は、万邦である。

万宝は、万宝である。

万法は、万法である。



蕃邦は、蕃邦である。

万法精理は、万法精理である。

半頬は、半頬である。

バンポーは、バンポーである。

万木は、万木である。

版彫は、版彫である。

版彫小刀は、版彫小刀である。

版本は、版本である。

板本は、板本である。

翻本は、翻本である。

半間は、半間である。

飯米は、飯米である。

飯米農家は、飯米農家である。

ハンマーは、ハンマーである。

ハンマー投げは、ハンマー投げである。

半籬は、半籬である。

半巻は、半巻である。

半幕は、半幕である。

半的は、半的である。

繁密は、繁密である。

斑猫は、斑猫である。

万民は、万民である。

蛮民は、蛮民である。

蕃民は、蕃民である。

万民法は、万民法である。

煩務は、煩務である。

繁務は、繁務である。

ハンムラビは、ハンムラビである。

板門店は、板門店である。

反命は、反命である。

判明は、判明である。

藩命は、藩命である。

晩飯は、晩飯である。

反面は、反面である。

半面は、半面である。

盤面は、盤面である。

反面教師は、反面教師である。

半面識は、半面識である。

半面像は、半面像である。

繁茂は、繁茂である。

反毛は、反毛である。

半盲は、半盲である。

半盲症は、半盲症である。

反目は、反目である。

万目は、万目である。

判物は、判物である。



ハンモックは、ハンモックである。

版元は、版元である。

板元は、板元である。

半物草は、半物草である。

半股引は、半股引である。

半模様は、半模様である。

反問は、反問である。

半文は、半文である。

判文は、判文である。

斑紋は、斑紋である。

斑文は、斑文である。

煩悶は、煩悶である。

はんやは、はんやである。

半夜は、半夜である。

版屋は、版屋である。

板屋は、板屋である。

番屋は、番屋である。

蛮野は、蛮野である。

パンヤは、パンヤである。

半焼きは、半焼きである。

反訳は、反訳である。

半役は、半役である。

番役は、番役である。

半焼けは、半焼けである。

パンヤの木は、パンヤの木である。

番槍は、番槍である。

バンヤンは、バンヤンである。

煩憂は、煩憂である。

万有は、万有である。

蛮勇は、蛮勇である。

盤遊は、盤遊である。

万有引力は、万有引力である。

万有引力定数は、万有引力定数である。

万有在神論は、万有在神論である。

万有神論は、万有神論である。

反ユダヤ主義は、反ユダヤ主義である。

板輿は、板輿である。

汎用は、汎用である。

繁用は、繁用である。

藩窯は、藩窯である。

万妖は、万妖である。

汎用化水田は、汎用化水田である。

反陽子は、反陽子である。

半裸は、半裸である。

万来は、万来である。

万雷は、万雷である。



万籟は、万籟である。

反落は、反落である。

般楽は、般楽である。

氾濫は、氾濫である。

叛乱は、叛乱である。

反乱は、反乱である。

氾濫原は、氾濫原である。

半里は、半里である。

藩吏は、藩吏である。

藩籬は、藩籬である。

万里は、万里である。

反立は、反立である。

万里同風は、万里同風である。

万里の長城は、万里の長城である。

飯粒は、飯粒である。

反粒子は、反粒子である。

伴侶は、伴侶である。

煩慮は、煩慮である。

飯料は、飯料である。

藩領は、藩領である。

蟠竜は、蟠竜である。

晩涼は、晩涼である。

盤領は、盤領である。

半両銭は、半両銭である。

攀竜附鳳は、攀竜附鳳である。

万緑は、万緑である。

蛮力は、蛮力である。

汎理論は、汎理論である。

半輪は、半輪である。

万縷は、万縷である。

煩累は、煩累である。

万類は、万類である。

伴類は、伴類である。

凡例は、凡例である。

反例は、反例である。

半嶺は、半嶺である。

判例は、判例である。

叛戻は、叛戻である。

反戻は、反戻である。

范蠡は、范蠡である。

範例は、範例である。

斑糲岩は、斑糲岩である。

蕃茘枝は、蕃茘枝である。

万霊節は、万霊節である。

判例法は、判例法である。

頒暦は、頒暦である。



万暦は、万暦である。

万暦赤絵は、万暦赤絵である。

万暦帝は、万暦帝である。

万暦窯は、万暦窯である。

班列は、班列である。

範列は、範列である。

範列関係は、範列関係である。

半簾は、半簾である。

坂路は、坂路である。

阪路は、阪路である。

販路は、販路である。

煩労は、煩労である。

樊籠は、樊籠である。

藩老は、藩老である。

反論は、反論である。

汎論は、汎論である。

煩論は、煩論である。

藩論は、藩論である。

番論義は、番論義である。

汎論理主義は、汎論理主義である。

半分りは、半分りである。

半分けは、半分けである。

阪和線は、阪和線である。

ひは、ひである。

一は、一である。

日は、日である。

火は、火である。

氷は、氷である。

冰は、冰である。

杼は、杼である。

梭は、梭である。

乾は、乾である。

干は、干である。

樋は、樋である。

霊は、霊である。

檜は、檜である。

目翳は、目翳である。

匕は、匕である。

比は、比である。

皮は、皮である。

妃は、妃である。

否は、否である。

妣は、妣である。

庇は、庇である。

批は、批である。

卑は、卑である。



彼は、彼である。

披は、披である。

肥は、肥である。

泌は、泌である。

非は、非である。

飛は、飛である。

疲は、疲である。

被は、被である。

秘は、秘である。

婢は、婢である。

悲は、悲である。

扉は、扉である。

脾は、脾である。

費は、費である。

碑は、碑である。

緋は、緋である。

鄙は、鄙である。

罷は、罷である。

避は、避である。

臂は、臂である。

曾は、曾である。

隔は、隔である。

びは、びである。

未は、未である。

尾は、尾である。

弥は、弥である。

眉は、眉である。

美は、美である。

備は、備である。

媚は、媚である。

微は、微である。

靡は、靡である。

ぴは、ぴである。

微痾は、微痾である。

ビアは、ビアである。

ピアーは、ピアーである。

ビアードは、ビアードである。

日間は、日間である。

日合は、日合である。

火相は、火相である。

非愛は、非愛である。

悲哀は、悲哀である。

日合の酒は、日合の酒である。

干上がるは、干上がるである。

乾上がるは、乾上がるである。

日明きは、日明きである。



忌明は、忌明である。

火上げは、火上げである。

日脚は、日脚である。

日足は、日足である。

火脚は、火脚である。

火足は、火足である。

火味は、火味である。

ピアジェは、ピアジェである。

檜網代は、檜網代である。

ヒアシンスは、ヒアシンスである。

ビアスは、ビアスである。

ピアスは、ピアスである。

ピアストルは、ピアストルである。

ビアズリーは、ビアズリーである。

火遊びは、火遊びである。

ピアソンは、ピアソンである。

日当りは、日当りである。

非圧縮性流体は、非圧縮性流体である。

被圧地下水は、被圧地下水である。

ヒアデスは、ヒアデスである。

ヒアデス星団は、ヒアデス星団である。

ピアニストは、ピアニストである。

ピアニッシモは、ピアニッシモである。

ピアノは、ピアノである。

ピアノ三重奏は、ピアノ三重奏である。

ピアノ四重奏は、ピアノ四重奏である。

ピアノ線は、ピアノ線である。

ピアノトリオは、ピアノトリオである。

ピアノプレーヤーは、ピアノプレーヤーである。

ピアノラは、ピアノラである。

ピアフは、ピアフである。

ビアフラは、ビアフラである。

火炙りは、火炙りである。

火焙りは、火焙りである。

火天は、火天である。

火網は、火網である。

氷雨は、氷雨である。

ヒアリングは、ヒアリングである。

ヒアルウロニダーゼは、ヒアルウロニダーゼである。

ヒアルウロン酸は、ヒアルウロン酸である。

廂間は、廂間である。

火合せは、火合せである。

火按排は、火按排である。

非違は、非違である。

緋衣は、緋衣である。

微意は、微意である。



Ｂは、Ｂである。

ｂは、ｂである。

Ｐは、Ｐである。

ｐは、ｐである。

ＰＲは、ＰＲである。

ＢＩＳは、ＢＩＳである。

ＰＥＲは、ＰＥＲである。

ＰＥＴは、ＰＥＴである。

ＰＡは、ＰＡである。

ＢＳは、ＢＳである。

ＰＳは、ＰＳである。

ＰＳコンクリートは、ＰＳコンクリートである。

ＰＳ版は、ＰＳ版である。

ＰＸは、ＰＸである。

ピーエッチは、ピーエッチである。

ＰＨＳは、ＰＨＳである。

ＢＨＣは、ＢＨＣである。

ｐｎ接合は、ｐｎ接合である。

ピーエムは、ピーエムである。

ＢＬは、ＢＬである。

ＰＬＯは、ＰＬＯである。

ＰＬ教団は、ＰＬ教団である。

ＰＬ法は、ＰＬ法である。

美意延年は、美意延年である。

ＰＯＳシステムは、ＰＯＳシステムである。

ＢＯＤは、ＢＯＤである。

ＰＯ取引は、ＰＯ取引である。

ビーカーは、ビーカーである。

Ｂ型肝炎は、Ｂ型肝炎である。

ｐ型半導体は、ｐ型半導体である。

斐伊川は、斐伊川である。

ぴいかんは、ぴいかんである。

贔屓は、贔屓である。

贔負は、贔負である。

贔屓贔屓は、贔屓贔屓である。

贔屓分は、贔屓分である。

贔屓偏頗は、贔屓偏頗である。

贔屓目は、贔屓目である。

Ｂ級は、Ｂ級である。

ＰＱ現像液は、ＰＱ現像液である。

脾胃虚は、脾胃虚である。

肥育は、肥育である。

美育は、美育である。

ピークは、ピークである。

ピークトラペルは、ピークトラペルである。

Ｂクラスは、Ｂクラスである。



ビーグルは、ビーグルである。

火活けは、火活けである。

氷池は、氷池である。

ＰＫは、ＰＫである。

ＰＫＦは、ＰＫＦである。

ＰＫＯは、ＰＫＯである。

ＰＫ戦は、ＰＫ戦である。

ひいご魚は、ひいご魚である。

ピーコートは、ピーコートである。

ピーコデッラミランドラは、ピーコデッラミランドラである。

Ｂ５判は、Ｂ５判である。

ビーコンは、ビーコンである。

Ｂ細胞は、Ｂ細胞である。

姫様は、姫様である。

ピーサレフは、ピーサレフである。

ビーシーは、ビーシーである。

ＢＧは、ＢＧである。

ＰＣＲ法は、ＰＣＲ法である。

ＢＧＭは、ＢＧＭである。

ＰＣＭは、ＰＣＭである。

ＢＣ級戦犯は、ＢＣ級戦犯である。

ＢＣＧは、ＢＣＧである。

ＢＣＧ陽転は、ＢＣＧ陽転である。

ＰＣ板は、ＰＣ板である。

ＰＣＢは、ＰＣＢである。

ＰＣ枕木は、ＰＣ枕木である。

美意識は、美意識である。

曾祖父は、曾祖父である。

火弄りは、火弄りである。

ヒースは、ヒースである。

秀づは、秀づである。

ビーズは、ビーズである。

ピースは、ピースである。

ビーズ編は、ビーズ編である。

日出づる国は、日出づる国である。

ヒーターは、ヒーターである。

ピーターは、ピーターである。

ピーターパンは、ピーターパンである。

ビーダーマイアーは、ビーダーマイアーである。

ピーターラビットは、ピーターラビットである。

火悪戯は、火悪戯である。

ＢＷＲは、ＢＷＲである。

ＰＷＲは、ＰＷＲである。

ビー玉は、ビー玉である。

皮蛋は、皮蛋である。

ビーチは、ビーチである。



ビーチガウンは、ビーチガウンである。

日一日は、日一日である。

ビーチハウスは、ビーチハウスである。

ビーチパラソルは、ビーチパラソルである。

ビーチバレーは、ビーチバレーである。

米酒は、米酒である。

ビーツは、ビーツである。

延いては、延いてである。

ＰＴＡは、ＰＴＡである。

ビーティングリードは、ビーティングリードである。

ヒイデスは、ヒイデスである。

ヒイデスの導師は、ヒイデスの導師である。

延いてはは、延いてはである。

秀でるは、秀でるである。

ヒートは、ヒートである。

ビートは、ビートである。

ピートは、ピートである。

ヒートアイランドは、ヒートアイランドである。

ビートジェネレーションは、ビートジェネレーションである。

ビート板は、ビート板である。

ヒートポンプは、ヒートポンプである。

ピートモスは、ピートモスである。

ビードルは、ビードルである。

ビートルズは、ビートルズである。

ビードロは、ビードロである。

ビードロ鏡は、ビードロ鏡である。

ビードロ紙は、ビードロ紙である。

ビードロよまは、ビードロよまである。

雛は、雛である。

ビーナは、ビーナである。

雛遊びは、雛遊びである。

雛合せは、雛合せである。

雛衣は、雛衣である。

ビーナスは、ビーナスである。

ピーナッツは、ピーナッツである。

ピーナッツバターは、ピーナッツバターである。

雛本は、雛本である。

雛祭は、雛祭である。

雛屋は、雛屋である。

Ｂ 29は、Ｂ 29である。
Ｐ波は、Ｐ波である。

ビーバーは、ビーバーである。

曾祖母は、曾祖母である。

Ｂ判は、Ｂ判である。

ひいひいは、ひいひいである。

ぴいぴいは、ぴいぴいである。



ＰＢＸは、ＰＢＸである。

ピーピーエムは、ピーピーエムである。

ＢＢＣは、ＢＢＣである。

ＰＰＣは、ＰＰＣである。

ひいひいたもれは、ひいひいたもれである。

ピーピーティーは、ピーピーティーである。

ピーピービーは、ピーピービーである。

ＰＰＰは、ＰＰＰである。

ビーフは、ビーフである。

ビーフカツレツは、ビーフカツレツである。

ビーフシチューは、ビーフシチューである。

ピープスは、ピープスである。

ビーフステーキは、ビーフステーキである。

ビーフストロガノフは、ビーフストロガノフである。

ひいふっは、ひいふっである。

ピープルは、ピープルである。

米粉は、米粉である。

被風は、被風である。

曾孫は、曾孫である。

ピーマンは、ピーマンである。

日忌は、日忌である。

ビームは、ビームである。

ビームアンテナは、ビームアンテナである。

ヒーメンは、ヒーメンである。

柊は、柊である。

疼木は、疼木である。

柊樫は、柊樫である。

柊南天は、柊南天である。

疼ぐは、疼ぐである。

ヒーラ細胞は、ヒーラ細胞である。

ヒーリングは、ヒーリングである。

Ｂ淋巴球は、Ｂ淋巴球である。

ヒールは、ヒールである。

冲るは、冲るである。

ビールは、ビールである。

ヒールアウトは、ヒールアウトである。

ビールーニーは、ビールーニーである。

ビールスは、ビールスである。

火入れは、火入れである。

火入れずは、火入れずである。

火色は、火色である。

緋色は、緋色である。

ヒーローは、ヒーローである。

Ｂ６判は、Ｂ６判である。

ひいわりは、ひいわりである。

庇蔭は、庇蔭である。



碑陰は、碑陰である。

ビーンボールは、ビーンボールである。

非有は、非有である。

飛宇は、飛宇である。

飛雨は、飛雨である。

聶うは、聶うである。

眉宇は、眉宇である。

微雨は、微雨である。

ヒヴァ汗国は、ヒヴァ汗国である。

ビヴァリッジ報告は、ビヴァリッジ報告である。

干魚は、干魚である。

乾魚は、乾魚である。

氷魚は、氷魚である。

ピウスーツキは、ピウスーツキである。

火打は、火打である。

燧は、燧である。

火打石は、火打石である。

燧石は、燧石である。

火打板は、火打板である。

火打替えは、火打替えである。

燧ヶ岳は、燧ヶ岳である。

火打金は、火打金である。

燧金は、燧金である。

火打鎌は、火打鎌である。

火打材は、火打材である。

火打道具は、火打道具である。

燧道具は、燧道具である。

火打羽は、火打羽である。

火打箱は、火打箱である。

燧箱は、燧箱である。

火打袋は、火打袋である。

燧袋は、燧袋である。

火打山は、火打山である。

日映りは、日映りである。

火映りは、火映りである。

灯映りは、灯映りである。

火移りは、火移りである。

非有非空は、非有非空である。

日うらは、日うらである。

日裏は、日裏である。

非運は、非運である。

否運は、否運である。

飛雲は、飛雲である。

秘蘊は、秘蘊である。

悲運は、悲運である。

微運は、微運である。



微雲は、微雲である。

飛雲閣は、飛雲閣である。

冷えは、冷えである。

比叡は、比叡である。

冷え上がるは、冷え上がるである。

冷え中りは、冷え中りである。

飛英は、飛英である。

比叡山は、比叡山である。

比叡山版は、比叡山版である。

冷板は、冷板である。

非営利法人は、非営利法人である。

冷え入るは、冷え入るである。

ピエールは、ピエールである。

比叡颪は、比叡颪である。

飛駅は、飛駅である。

裨益は、裨益である。

冷え切るは、冷え切るである。

冷え首は、冷え首である。

冷え込むは、冷え込むである。

冷え性は、冷え性である。

日吉神社は、日吉神社である。

日吉神道は、日吉神道である。

ピエゾ電気は、ピエゾ電気である。

稗田は、稗田である。

ピエタは、ピエタである。

日吉大社は、日吉大社である。

稗田阿礼は、稗田阿礼である。

冷えたる曲は、冷えたる曲である。

冷えちぎるは、冷えちぎるである。

披閲は、披閲である。

稗搗節は、稗搗節である。

日吉造は、日吉造である。

鵯は、鵯である。

ヒエナは、ヒエナである。

冷えのぼるは、冷えのぼるである。

冷え腹は、冷え腹である。

冷え冷えは、冷え冷えである。

比叡法師は、比叡法師である。

稗蒔は、稗蒔である。

日吉祭は、日吉祭である。

比叡祭は、比叡祭である。

稗飯は、稗飯である。

冷え物は、冷え物である。

ヒエラルキーは、ヒエラルキーである。

ヒエラルヒーは、ヒエラルヒーである。

日択りは、日択りである。



冷えるは、冷えるである。

ピエロは、ピエロである。

ヒエログリフは、ヒエログリフである。

ピエロデラフランチェスカは、ピエロデラフランチェスカである。

ヒエロニムスは、ヒエロニムスである。

飛燕は、飛燕である。

飛簷は、飛簷である。

飛檐は、飛檐である。

美艶は、美艶である。

鼻炎は、鼻炎である。

飛燕草は、飛燕草である。

飛簷垂木は、飛簷垂木である。

ビエンチャンは、ビエンチャンである。

ビエンナーレは、ビエンナーレである。

飛燕の曲は、飛燕の曲である。

緋緒は、緋緒である。

日覆いは、日覆いである。

秘奥は、秘奥である。

檜扇は、檜扇である。

檜扇菖蒲は、檜扇菖蒲である。

檜扇貝は、檜扇貝である。

檜扇水仙は、檜扇水仙である。

未央宮は、未央宮である。

未央の柳は、未央の柳である。

ビオータは、ビオータである。

比屋は、比屋である。

日送りは、日送りである。

火桶は、火桶である。

日瘧は、日瘧である。

ビオサヴァールの法則は、ビオサヴァールの法則である。

ひ押坑道は、ひ押坑道である。

ビオスは、ビオスである。

火落ちは、火落ちである。

ビオチンは、ビオチンである。

緋縅は、緋縅である。

緋縅蝶は、緋縅蝶である。

ピオニールは、ピオニールである。

ピオネールは、ピオネールである。

氷魚使は、氷魚使である。

ビオフェルミンは、ビオフェルミンである。

ひおむしは、ひおむしである。

ビオメハニカは、ビオメハニカである。

日面は、日面である。

ビオラは、ビオラである。

ビオラダガンバは、ビオラダガンバである。

ビオラダモーレは、ビオラダモーレである。



引折は、引折である。

ビオルは、ビオルである。

ビオロンは、ビオロンである。

ビオロンチェロは、ビオロンチェロである。

美音は、美音である。

琵音は、琵音である。

微音は、微音である。

微温は、微温である。

鼻音は、鼻音である。

微温的は、微温的である。

微温湯は、微温湯である。

比価は、比価である。

皮下は、皮下である。

非家は、非家である。

飛花は、飛花である。

飛舸は、飛舸である。

悲歌は、悲歌である。

火蛾は、火蛾である。

彼我は、彼我である。

非我は、非我である。

僻は、僻である。

美化は、美化である。

美果は、美果である。

微瑕は、微瑕である。

匪魁は、匪魁である。

悲懐は、悲懐である。

鄙懐は、鄙懐である。

鰉は、鰉である。

日買いは、日買いである。

梭貝は、梭貝である。

被害は、被害である。

被害者は、被害者である。

ひがいすは、ひがいすである。

被害地は、被害地である。

光一は、光一である。

日開帳は、日開帳である。

皮下溢血は、皮下溢血である。

被害妄想は、被害妄想である。

僻因は、僻因である。

控ふは、控ふである。

引替ふは、引替ふである。

僻歌は、僻歌である。

控えは、控えである。

扣えは、扣えである。

控え書は、控え書である。

控壁は、控壁である。



控杙は、控杙である。

控杭は、控杭である。

控え思案は、控え思案である。

控室は、控室である。

控所は、控所である。

控え性は、控え性である。

控地は、控地である。

控え帳は、控え帳である。

控綱は、控綱である。

控柱は、控柱である。

控本は、控本である。

控え目は、控え目である。

控家は、控家である。

控櫓は、控櫓である。

控屋敷は、控屋敷である。

日帰りは、日帰りである。

控力士は、控力士である。

控えるは、控えるである。

扣えるは、扣えるである。

僻覚えは、僻覚えである。

僻思いは、僻思いである。

僻数えは、僻数えである。

膕は、膕である。

火掛りは、火掛りである。

砒化ガリウムは、砒化ガリウムである。

火掻は、火掻である。

檜垣は、檜垣である。

檜垣綾は、檜垣綾である。

檜垣廻船は、檜垣廻船である。

菱垣廻船は、菱垣廻船である。

僻聞きは、僻聞きである。

檜垣造は、檜垣造である。

菱垣造は、菱垣造である。

檜垣問屋は、檜垣問屋である。

菱垣問屋は、菱垣問屋である。

檜垣船は、檜垣船である。

菱垣船は、菱垣船である。

非可逆変化は、非可逆変化である。

比較は、比較である。

皮角は、皮角である。

皮革は、皮革である。

非核は、非核である。

秘閣は、秘閣である。

非学は、非学である。

費額は、費額である。

美学は、美学である。



非楽音は、非楽音である。

比較解剖学は、比較解剖学である。

比較級は、比較級である。

比較教育学は、比較教育学である。

比較言語学は、比較言語学である。

非核三原則は、非核三原則である。

日隠しは、日隠しである。

美学史は、美学史である。

麋角羊歯は、麋角羊歯である。

日隠しの間は、日隠しの間である。

非学者は、非学者である。

比較宗教学は、比較宗教学である。

比較心理学は、比較心理学である。

比較神話学は、比較神話学である。

比較生産費説は、比較生産費説である。

比較生理学は、比較生理学である。

比較測長器は、比較測長器である。

比較的は、比較的である。

比較発生学は、比較発生学である。

比較病理学は、比較病理学である。

比較文学は、比較文学である。

比較文法は、比較文法である。

比較法学は、比較法学である。

日陰は、日陰である。

日蔭は、日蔭である。

日影は、日影である。

火影は、火影である。

日掛けは、日掛けである。

日陰草は、日陰草である。

日陰蝶は、日陰蝶である。

日陰躑躅は、日陰躑躅である。

日陰鬘は、日陰鬘である。

日陰蔓は、日陰蔓である。

日陰者は、日陰者である。

日がけるは、日がけるである。

火加減は、火加減である。

悲歌慷慨は、悲歌慷慨である。

僻心は、僻心である。

僻事は、僻事である。

僻言は、僻言である。

日傘は、日傘である。

日暈は、日暈である。

檜笠は、檜笠である。

僻様は、僻様である。

引かされるは、引かされるである。

非可算名詞は、非可算名詞である。



引かしは、引かしである。

東は、東である。

日貸しは、日貸しである。

干菓子は、干菓子である。

乾菓子は、乾菓子である。

東アジアは、東アジアである。

東伊豆は、東伊豆である。

東インド会社は、東インド会社である。

東受けは、東受けである。

東大阪は、東大阪である。

東大谷は、東大谷である。

東面は、東面である。

東風は、東風である。

東側は、東側である。

東北は、東北である。

東久世は、東久世である。

東久世通禧は、東久世通禧である。

東久邇宮は、東久邇宮である。

東久留米は、東久留米である。

東ゴートは、東ゴートである。

東支那海は、東支那海である。

東シナ海は、東シナ海である。

東シナ海低気圧は、東シナ海低気圧である。

東白は、東白である。

東太平洋海膨は、東太平洋海膨である。

東独逸は、東独逸である。

東日本は、東日本である。

東日本火山帯は、東日本火山帯である。

東根は、東根である。

東市は、東市である。

東衆は、東衆である。

東の陣は、東の陣である。

東の対は、東の対である。

東パキスタンは、東パキスタンである。

東半球は、東半球である。

東広島は、東広島である。

東塞がりは、東塞がりである。

東伏見宮は、東伏見宮である。

皮下脂肪は、皮下脂肪である。

東本願寺は、東本願寺である。

東松山は、東松山である。

東廻り廻船は、東廻り廻船である。

東南は、東南である。

東向きは、東向きである。

東村山は、東村山である。

びかしゃかは、びかしゃかである。



東山は、東山である。

東山温泉は、東山温泉である。

東山御文庫は、東山御文庫である。

東山桜荘子は、東山桜荘子である。

東山時代は、東山時代である。

東山千栄子は、東山千栄子である。

東山天皇は、東山天皇である。

東大和は、東大和である。

東山殿は、東山殿である。

皮下出血は、皮下出血である。

東ローマ帝国は、東ローマ帝国である。

引かすは、引かすである。

落籍すは、落籍すである。

日数は、日数である。

砒化水素は、砒化水素である。

日数暇は、日数暇である。

被加数は、被加数である。

非課税は、非課税である。

非課税所得は、非課税所得である。

微化石は、微化石である。

ピカソは、ピカソである。

皮下組織は、皮下組織である。

日方は、日方である。

火方は、火方である。

干潟は、干潟である。

日形は、日形である。

日像は、日像である。

ピカタは、ピカタである。

干潟地は、干潟地である。

火形たくりは、火形たくりである。

鼻カタルは、鼻カタルである。

皮下注射は、皮下注射である。

鼻下長は、鼻下長である。

非勝手は、非勝手である。

ぴかっとは、ぴかっとである。

ピカデリーは、ピカデリーである。

ピカドールは、ピカドールである。

ぴかどんは、ぴかどんである。

日がな一日は、日がな一日である。

緋金巾は、緋金巾である。

日金は、日金である。

日金山は、日金山である。

緋鹿の子は、緋鹿の子である。

ぴかぴかは、ぴかぴかである。

僻僻しは、僻僻しである。

日竈は、日竈である。



火構えは、火構えである。

僻みは、僻みである。

日髪は、日髪である。

僻み心は、僻み心である。

僻み根性は、僻み根性である。

火神鳴は、火神鳴である。

日髪日風呂は、日髪日風呂である。

僻耳は、僻耳である。

僻むは、僻むである。

火瓶は、火瓶である。

僻目は、僻目である。

僻者は、僻者である。

ひがやすは、ひがやすである。

控ゆは、控ゆである。

扣ゆは、扣ゆである。

日通いは、日通いである。

僻読みは、僻読みである。

僻眼は、僻眼である。

日柄は、日柄である。

日雀は、日雀である。

日唐傘は、日唐傘である。

光らかすは、光らかすである。

飛花落葉は、飛花落葉である。

光らすは、光らすである。

乾涸びるは、乾涸びるである。

干涸びるは、干涸びるである。

光は、光である。

日借りは、日借りである。

ぴかりは、ぴかりである。

光りかは、光りかである。

光り輝くは、光り輝くである。

光起電力は、光起電力である。

光高温計は、光高温計である。

光合成は、光合成である。

光蘚は、光蘚である。

光後光は、光後光である。

光磁気ディスクは、光磁気ディスクである。

光重合は、光重合である。

光立ては、光立てである。

光通信は、光通信である。

光ディスクは、光ディスクである。

光電子工学は、光電子工学である。

光電池は、光電池である。

光伝導は、光伝導である。

光堂は、光堂である。

光神は、光神である。



光発芽種子は、光発芽種子である。

光ファイバーは、光ファイバーである。

光藻は、光藻である。

光り物は、光り物である。

光レジストは、光レジストである。

光り渡るは、光り渡るである。

光るは、光るである。

光る神は、光る神である。

光君は、光君である。

光源氏は、光源氏である。

光盤は、光盤である。

日離れは、日離れである。

ピカレスク小説は、ピカレスク小説である。

引かれ者は、引かれ者である。

干乾くは、干乾くである。

僻業は、僻業である。

氷川神社は、氷川神社である。

日替りは、日替りである。

火変りは、火変りである。

比干は、比干である。

卑官は、卑官である。

被官は、被官である。

被管は、被管である。

秘巻は、秘巻である。

悲観は、悲観である。

脾疳は、脾疳である。

避寒は、避寒である。

火燗は、火燗である。

彼岸は、彼岸である。

飛丸は、飛丸である。

飛雁は、飛雁である。

悲願は、悲願である。

美感は、美感である。

美観は、美観である。

微官は、微官である。

美顔は、美顔である。

彼岸会は、彼岸会である。

緋寒桜は、緋寒桜である。

彼岸桜は、彼岸桜である。

美顔術は、美顔術である。

非関税障壁は、非関税障壁である。

美観地区は、美観地区である。

悲観的は、悲観的である。

彼岸西風は、彼岸西風である。

彼岸花は、彼岸花である。

石蒜は、石蒜である。



彼岸花科は、彼岸花科である。

被官百姓は、被官百姓である。

彼岸参りは、彼岸参りである。

ひきは、ひきである。

引きは、引きである。

蟇は、蟇である。

匹は、匹である。

疋は、疋である。

比企は、比企である。

丕基は、丕基である。

非器は、非器である。

秘記は、秘記である。

悲喜は、悲喜である。

誹毀は、誹毀である。

非毀は、非毀である。

避忌は、避忌である。

氷木は、氷木である。

比擬は、比擬である。

非義は、非義である。

非議は、非議である。

誹議は、誹議である。

秘儀は、秘儀である。

秘戯は、秘戯である。

美姫は、美姫である。

美妓は、美妓である。

美技は、美技である。

引合いは、引合いである。

引き合うは、引き合うである。

引明けは、引明けである。

引上げは、引上げである。

引揚げは、引揚げである。

引揚げ者は、引揚げ者である。

引上げ婆は、引上げ婆である。

引き開けるは、引き開けるである。

引き上げるは、引き上げるである。

引き揚げるは、引き揚げるである。

引足は、引足である。

微気圧計は、微気圧計である。

引当ては、引当てである。

引当金は、引当金である。

引き当てるは、引き当てるである。

引網は、引網である。

曳網は、曳網である。

引き合わすは、引き合わすである。

引合せは、引合せである。

引合せ紙は、引合せ紙である。



引き合せるは、引き合せるである。

低いは、低いである。

引き出づは、引き出づである。

引板は、引板である。

引き出すは、引き出すである。

引出物は、引出物である。

率いるは、率いるである。

引き入るは、引き入るである。

引入れは、引入れである。

挽入は、挽入である。

引入烏帽子は、引入烏帽子である。

挽入合子は、挽入合子である。

引入れ声は、引入れ声である。

引き入れるは、引き入れるである。

引き色は、引き色である。

引き祝は、引き祝である。

引受けは、引受けである。

引受会社は、引受会社である。

引受拒絶は、引受拒絶である。

引受銀行は、引受銀行である。

引受シンジケートは、引受シンジケートである。

引受け手は、引受け手である。

引受手形は、引受手形である。

引受人は、引受人である。

引き受けるは、引き受けるである。

引受渡しは、引受渡しである。

引き動かすは、引き動かすである。

碾臼は、碾臼である。

挽碓は、挽碓である。

碾臼芸は、碾臼芸である。

引歌は、引歌である。

弾き歌いは、弾き歌いである。

弾き唄いは、弾き唄いである。

引き写しは、引き写しである。

引き移るは、引き移るである。

低人は、低人である。

矮人は、矮人である。

侏儒は、侏儒である。

引き馬は、引き馬である。

引尾は、引尾である。

引負いは、引負いである。

引き負ふは、引き負ふである。

引起しは、引起しである。

引き起すは、引き起すである。

引白粉は、引白粉である。

引落しは、引落しである。



引き落すは、引き落すである。

引帯は、引帯である。

引き折るは、引き折るである。

引き下ろすは、引き下ろすである。

引替えは、引替えである。

引返しは、引返しである。

引き返すは、引き返すである。

引替えの馬は、引替えの馬である。

引替払は、引替払である。

引き替えるは、引き替えるである。

蟾蜍は、蟾蜍である。

引屈は、引屈である。

引柿は、引柿である。

曳柿は、曳柿である。

挽き角は、挽き角である。

引き掻くは、引き掻くである。

引き駆くは、引き駆くである。

引き懸くは、引き懸くである。

引き隠すは、引き隠すである。

引き隠るは、引き隠るである。

引掛は、引掛である。

引掛帯は、引掛帯である。

引き掛けるは、引き掛けるである。

引き襲ぬは、引き襲ぬである。

引菓子は、引菓子である。

引き被くは、引き被くである。

引き風は、引き風である。

挽型は、挽型である。

引き担ぐは、引き担ぐである。

引き堅むは、引き堅むである。

弾き語りは、弾き語りである。

引きかなぐるは、引きかなぐるである。

引き金は、引き金である。

引鉄は、引鉄である。

引鉦は、引鉦である。

引鴨は、引鴨である。

引木は、引木である。

挽木は、挽木である。

疋絹は、疋絹である。

引切りは、引切りである。

引切り無しは、引切り無しである。

引切鋸は、引切鋸である。

挽切鋸は、挽切鋸である。

引き切るは、引き切るである。

挽き切るは、挽き切るである。

引き際は、引き際である。



引句は、引句である。

引き括るは、引き括るである。

挽櫛は、挽櫛である。

挽屑は、挽屑である。

引き具すは、引き具すである。

引薬は、引薬である。

引き比べるは、引き比べるである。

引き括めるは、引き括めるである。

引鍬は、引鍬である。

悲喜劇は、悲喜劇である。

挽子は、挽子である。

熟蚕は、熟蚕である。

低声は、低声である。

引き倒すは、引き倒すである。

引越しは、引越しである。

引腰は、引腰である。

引き越すは、引き越すである。

引言は、引言である。

引き熟すは、引き熟すである。

弾き熟すは、弾き熟すである。

引独楽は、引独楽である。

引込みは、引込みである。

引込み線は、引込み線である。

引き込むは、引き込むである。

碾米は、碾米である。

引き込めるは、引き込めるである。

引き籠るは、引き籠るである。

轢き殺すは、轢き殺すである。

引菜は、引菜である。

挽材は、挽材である。

誹毀罪は、誹毀罪である。

引竿は、引竿である。

引盃は、引盃である。

引き肴は、引き肴である。

引き下がるは、引き下がるである。

引裂かれは、引裂かれである。

引裂元結は、引裂元結である。

引き裂くは、引き裂くである。

引き避くは、引き避くである。

引下げは、引下げである。

引下げ薬は、引下げ薬である。

引下げ勤めは、引下げ勤めである。

引き下げるは、引き下げるである。

弾き止すは、弾き止すである。

輓杷は、輓杷である。

引き去るは、引き去るである。



引き算は、引き算である。

低しは、低しである。

挽地は、挽地である。

引き潮は、引き潮である。

引き汐は、引き汐である。

引き縮むは、引き縮むである。

弾き鎮むは、弾き鎮むである。

引き認むは、引き認むである。

引き忍ぶは、引き忍ぶである。

引き絞るは、引き絞るである。

引き締まるは、引き締まるである。

引締めは、引締めである。

引締島田は、引締島田である。

引き締めるは、引き締めるである。

被疑者は、被疑者である。

引重箱は、引重箱である。

火起請は、火起請である。

微気象は、微気象である。

引障子は、引障子である。

引き退くは、引き退くである。

引きしろふは、引きしろふである。

引き据えるは、引き据えるである。

弾き遊ぶは、弾き遊ぶである。

引き捨つは、引き捨つである。

弾き澄ますは、弾き澄ますである。

引墨は、引墨である。

引摺りは、引摺りである。

引き摺り下ろすは、引き摺り下ろすである。

引摺り下駄は、引摺り下駄である。

引き摺り込むは、引き摺り込むである。

引き摺り出すは、引き摺り出すである。

引き摺り回すは、引き摺り回すである。

引摺り餅は、引摺り餅である。

引き摺るは、引き摺るである。

引勢は、引勢である。

引き添ふは、引き添ふである。

引副は、引副である。

引き側むは、引き側むである。

引染めは、引染めである。

弾き初めは、弾き初めである。

ひきだは、ひきだである。

引台は、引台である。

引倒しは、引倒しである。

引き違ふは、引き違ふである。

疋田陰流は、疋田陰流である。

引出しは、引出しである。



抽出しは、抽出しである。

引出し網代は、引出し網代である。

引き立つは、引き立つである。

弾き立つは、弾き立つである。

引立ては、引立てである。

引立烏帽子は、引立烏帽子である。

挽立て材は、挽立て材である。

引立て役は、引立て役である。

引き立てるは、引き立てるである。

挽溜は、挽溜である。

引溜は、引溜である。

引違は、引違である。

引きちぎるは、引きちぎるである。

碾茶は、碾茶である。

挽茶は、挽茶である。

引杖は、引杖である。

曳杖は、曳杖である。

引継ぎは、引継ぎである。

引き継ぐは、引き継ぐである。

引き繕ふは、引き繕ふである。

引付けは、引付けである。

引付下駄は、引付下駄である。

引付座敷は、引付座敷である。

引付衆は、引付衆である。

引付頭人は、引付頭人である。

引付奉行は、引付奉行である。

引き付けるは、引き付けるである。

引き続きは、引き続きである。

引き続くは、引き続くである。

引綱は、引綱である。

曳綱は、曳綱である。

斗宿は、斗宿である。

引き局ぬは、引き局ぬである。

引き抓むは、引き抓むである。

引き詰むは、引き詰むである。

引詰め髪は、引詰め髪である。

引攣りは、引攣りである。

引き攣るは、引き攣るである。

引き連れるは、引き連れるである。

引き攣れるは、引き攣れるである。

引手は、引手である。

弾き手は、弾き手である。

引出は、引出である。

引手茶屋は、引手茶屋である。

引戸は、引戸である。

引道具は、引道具である。



引通しは、引通しである。

引き通すは、引き通すである。

引戸駕籠は、引戸駕籠である。

引解は、引解である。

引き時は、引き時である。

引き解くは、引き解くである。

弾き整ふは、弾き整ふである。

引き留めるは、引き留めるである。

引き止めるは、引き止めるである。

引取りは、引取りである。

引鳥は、引鳥である。

引取り手は、引取り手である。

引取り人は、引取り人である。

引き取るは、引き取るである。

弾き取るは、弾き取るである。

ビギナーは、ビギナーである。

ビギナーズラックは、ビギナーズラックである。

引き直すは、引き直すである。

弾き流すは、弾き流すである。

引菜汁は、引菜汁である。

弾き馴らすは、弾き馴らすである。

引縄は、引縄である。

曳縄は、曳縄である。

ビキニは、ビキニである。

挽肉は、挽肉である。

轢き逃げは、轢き逃げである。

引抜きは、引抜きである。

引き抜くは、引き抜くである。

疋布は、疋布である。

引きぬらすは、引きぬらすである。

引直衣は、引直衣である。

引き退けるは、引き退けるである。

引延しは、引延しである。

引伸しは、引伸しである。

引伸機は、引伸機である。

引伸写真は、引伸写真である。

引き延ばすは、引き延ばすである。

引き伸ばすは、引き伸ばすである。

蟇額草は、蟇額草である。

引き延ぶは、引き延ぶである。

引き伸ぶは、引き伸ぶである。

引き上すは、引き上すである。

引き登るは、引き登るである。

引端は、引端である。

引場は、引場である。

引き延ふは、引き延ふである。



引墓は、引墓である。

引き剥がすは、引き剥がすである。

引袴は、引袴である。

引剥は、引剥である。

引き佩くは、引き佩くである。

引き剥ぐは、引き剥ぐである。

引きはこゆは、引きはこゆである。

引橋は、引橋である。

引き外すは、引き外すである。

蟇肌は、蟇肌である。

引膚は、引膚である。

皺文は、皺文である。

蟇肌革は、蟇肌革である。

引き離すは、引き離すである。

引き放つは、引き放つである。

引き離るは、引き離るである。

引き払うは、引き払うである。

引き張るは、引き張るである。

引番は、引番である。

引日は、引日である。

引引は、引引である。

低低は、低低である。

侏儒舞は、侏儒舞である。

引き広ぐは、引き広ぐである。

引札は、引札である。

低太は、低太である。

引船は、引船である。

曳船は、曳船である。

引舟は、引舟である。

引舟女郎は、引舟女郎である。

引倍木は、引倍木である。

引別は、引別である。

引干しは、引干しである。

引き干すは、引き干すである。

挽盆は、挽盆である。

彎ふは、彎ふである。

引幕は、引幕である。

蟇股は、蟇股である。

引窓は、引窓である。

引き纏めるは、引き纏めるである。

引眉は、引眉である。

匹繭は、匹繭である。

独繭は、独繭である。

引眉毛は、引眉毛である。

引回しは、引回しである。

引廻しは、引廻しである。



引回し鋸は、引回し鋸である。

引き回すは、引き回すである。

低みは、低みである。

引結びは、引結びである。

引き結ぶは、引き結ぶである。

蟇目は、蟇目である。

引目は、引目である。

引目鉤鼻は、引目鉤鼻である。

蟇目鏑は、蟇目鏑である。

蟇目柄は、蟇目柄である。

引き回らすは、引き回らすである。

蟇目刳りは、蟇目刳りである。

引飯は、引飯である。

蟇目の番は、蟇目の番である。

蟇目の法は、蟇目の法である。

蟇目役は、蟇目役である。

引き設くは、引き設くである。

引きも切らずは、引きも切らずである。

引き戻すは、引き戻すである。

引物は、引物である。

挽物は、挽物である。

弾物は、弾物である。

疋物は、疋物である。

匹物は、匹物である。

挽家は、挽家である。

低やかは、低やかである。

飛脚は、飛脚である。

被虐は、被虐である。

飛脚問屋は、飛脚問屋である。

飛脚船は、飛脚船である。

飛脚負は、飛脚負である。

飛脚屋は、飛脚屋である。

引き破るは、引き破るである。

引山は、引山である。

曳山は、曳山である。

低山は、低山である。

引き遣るは、引き遣るである。

率ゆは、率ゆである。

飛球は、飛球である。

匪躬は、匪躬である。

秘笈は、秘笈である。

悲泣は、悲泣である。

貔貅は、貔貅である。

豼貅は、豼貅である。

髀臼は、髀臼である。

引き結ふは、引き結ふである。



弥久は、弥久である。

備急は、備急である。

髀臼関節は、髀臼関節である。

非球面レンズは、非球面レンズである。

引き緩むは、引き緩むである。

非拠は、非拠である。

非挙は、非挙である。

飛去は、飛去である。

美挙は、美挙である。

比況は、比況である。

比興は、比興である。

卑怯は、卑怯である。

非興は、非興である。

飛橋は、飛橋である。

秘教は、秘教である。

秘経は、秘経である。

秘境は、秘境である。

悲況は、悲況である。

悲境は、悲境である。

丕業は、丕業である。

非形は、非形である。

非業は、非業である。

飛行は、飛行である。

罷業は、罷業である。

鼻鏡は、鼻鏡である。

比胸囲は、比胸囲である。

罷業権は、罷業権である。

飛香舎は、飛香舎である。

比興者は、比興者である。

飛行夜叉は、飛行夜叉である。

秘曲は、秘曲である。

悲曲は、悲曲である。

比企能員は、比企能員である。

引き攀づは、引き攀づである。

引き寄せるは、引き寄せるである。

引艾は、引艾である。

低らかは、低らかである。

火鑽りは、火鑽りである。

火切りは、火切りである。

日切りは、日切りである。

緋桐は、緋桐である。

火鑽臼は、火鑽臼である。

火鑽杵は、火鑽杵である。

火鑽りの餅は、火鑽りの餅である。

火鑽火は、火鑽火である。

引両は、引両である。



引入るは、引入るである。

日切れは、日切れである。

引き別るは、引き別るである。

引分けは、引分けである。

引分戸は、引分戸である。

引分の駒は、引分の駒である。

引分の使は、引分の使である。

引き分けるは、引き分けるである。

引綿は、引綿である。

引渡しは、引渡しである。

引渡証券は、引渡証券である。

引渡し橋は、引渡し橋である。

引き渡すは、引き渡すである。

引き渡るは、引き渡るである。

引割は、引割である。

挽割りは、挽割りである。

碾割りは、碾割りである。

碾割り麦は、碾割り麦である。

碾割り飯は、碾割り飯である。

挽き割るは、挽き割るである。

碾き割るは、碾き割るである。

卑近は、卑近である。

飛禽は、飛禽である。

費金は、費金である。

微吟は、微吟である。

非銀塩写真は、非銀塩写真である。

卑金属は、卑金属である。

非金属は、非金属である。

非金属元素は、非金属元素である。

非金属光沢は、非金属光沢である。

引くは、引くである。

退くは、退くである。

曳くは、曳くである。

牽くは、牽くである。

挽くは、挽くである。

碾くは、碾くである。

轢くは、轢くである。

びくは、びくである。

比丘は、比丘である。

尾句は、尾句である。

微躯は、微躯である。

火食鳥は、火食鳥である。

食火鶏は、食火鶏である。

緋秧鶏は、緋秧鶏である。

ピグーは、ピグーである。

ビクーニャは、ビクーニャである。



比丘貞は、比丘貞である。

非公事は、非公事である。

びくしゃくは、びくしゃくである。

非具象は、非具象である。

微苦笑は、微苦笑である。

簸屑は、簸屑である。

ピクセルは、ピクセルである。

ヒクソスは、ヒクソスである。

ビクターは、ビクターである。

日降ちは、日降ちである。

火口は、火口である。

樋口は、樋口である。

樋口一葉は、樋口一葉である。

ピクチャーは、ピクチャーである。

卑屈は、卑屈である。

ひくつくは、ひくつくである。

びくつくは、びくつくである。

びくっとは、びくっとである。

引く手は、引く手である。

ビクティムは、ビクティムである。

びくともしないは、びくともしないである。

ビクトリアは、ビクトリアである。

ビクトリーは、ビクトリーである。

比丘尼は、比丘尼である。

比丘尼足駄は、比丘尼足駄である。

比丘尼御所は、比丘尼御所である。

比丘尼雪駄は、比丘尼雪駄である。

ピクニックは、ピクニックである。

比丘尼屋は、比丘尼屋である。

比丘尼んは、比丘尼んである。

ひくひくは、ひくひくである。

びくびくは、びくびくである。

ぴくぴくは、ぴくぴくである。

羆は、羆である。

ピグマリオンは、ピグマリオンである。

低まるは、低まるである。

ピグミーは、ピグミーである。

低めるは、低めるである。

蜩は、蜩である。

茅蜩は、茅蜩である。

日暮しは、日暮しである。

日暮硯は、日暮硯である。

日暮の歌念仏は、日暮の歌念仏である。

日暮の門は、日暮の門である。

ひくりは、ひくりである。

びくりは、びくりである。



ぴくりは、ぴくりである。

ピクリン酸は、ピクリン酸である。

ピクルは、ピクルである。

ピクルスは、ピクルスである。

日車は、日車である。

日暮は、日暮である。

非蔵人は、非蔵人である。

日黒みは、日黒みである。

匪軍は、匪軍である。

美君は、美君である。

微醺は、微醺である。

引けは、引けである。

髭は、髭である。

鬚は、鬚である。

髯は、髯である。

卑下は、卑下である。

ピケは、ピケである。

引け跡は、引け跡である。

庇恵は、庇恵である。

飛型は、飛型である。

秘計は、秘計である。

美形は、美形である。

美景は、美景である。

非経口栄養は、非経口栄養である。

微係数は、微係数である。

引け色は、引け色である。

髭男は、髭男である。

鬚籠は、鬚籠である。

鬚勝ちは、鬚勝ちである。

鬚黴は、鬚黴である。

飛檄は、飛檄である。

悲劇は、悲劇である。

尾撃は、尾撃である。

悲劇的は、悲劇的である。

悲華経は、悲華経である。

髭切は、髭切である。

引け際は、引け際である。

退け際は、退け際である。

鬚鯨は、鬚鯨である。

髭口は、髭口である。

髭黒は、髭黒である。

火消しは、火消しである。

火消組は、火消組である。

火消壺は、火消壺である。

火消同心は、火消同心である。

火消役は、火消役である。



引け過ぎは、引け過ぎである。

髯発条は、髯発条である。

引け相場は、引け相場である。

髭剃りは、髭剃りである。

髭題目は、髭題目である。

引け高は、引け高である。

否決は、否決である。

秘訣は、秘訣である。

秘結は、秘結である。

碑碣は、碑碣である。

眉月は、眉月である。

髭作りは、髭作りである。

非決定論は、非決定論である。

ピケッティングは、ピケッティングである。

ピケットは、ピケットである。

ピケットラインは、ピケットラインである。

髭面は、髭面である。

髭唐人は、髭唐人である。

引け時は、引け時である。

退け時は、退け時である。

引け鳥は、引け鳥である。

髭撫では、髭撫でである。

引け値は、引け値である。

鬚根は、鬚根である。

火煙は、火煙である。

髭舞は、髭舞である。

卑下慢は、卑下慢である。

鬚虫は、鬚虫である。

髭武者は、髭武者である。

引け目は、引け目である。

髭もじゃは、髭もじゃである。

引け物は、引け物である。

髭櫓は、髭櫓である。

髯奴は、髯奴である。

引け四つは、引け四つである。

ピケラインは、ピケラインである。

ひけらかすは、ひけらかすである。

引けるは、引けるである。

日下臈は、日下臈である。

比肩は、比肩である。

丕顕は、丕顕である。

卑見は、卑見である。

鄙見は、鄙見である。

披見は、披見である。

疲倦は、疲倦である。

秘鍵は、秘鍵である。



飛言は、飛言である。

鄙言は、鄙言である。

鄙諺は、鄙諺である。

美言は、美言である。

微言は、微言である。

非現業は、非現業である。

被験者は、被験者である。

被減数は、被減数である。

彦は、彦である。

小舌は、小舌である。

孫は、孫である。

籤は、籤である。

肥後は、肥後である。

庇護は、庇護である。

卑語は、卑語である。

鄙語は、鄙語である。

秘語は、秘語である。

蜚語は、蜚語である。

飛語は、飛語である。

ビコは、ビコである。

ピコは、ピコである。

日乞いは、日乞いである。

緋鯉は、緋鯉である。

比考は、比考である。

比高は、比高である。

披講は、披講である。

肥厚は、肥厚である。

非行は、非行である。

粃糠は、粃糠である。

罷工は、罷工である。

尾行は、尾行である。

尾鉱は、尾鉱である。

美行は、美行である。

備考は、備考である。

備荒は、備荒である。

微功は、微功である。

微光は、微光である。

微行は、微行である。

微香は、微香である。

鼻口は、鼻口である。

鼻孔は、鼻孔である。

鼻腔は、鼻腔である。

び猴は、び猴である。

非公開は、非公開である。

飛行機は、飛行機である。

飛行機雲は、飛行機雲である。



鼻高沓は、鼻高沓である。

被後見人は、被後見人である。

備荒作物は、備荒作物である。

火格子は、火格子である。

非公式は、非公式である。

飛行場は、飛行場である。

飛行場予報は、飛行場予報である。

粃糠疹は、粃糠疹である。

肥厚性鼻炎は、肥厚性鼻炎である。

飛行船は、飛行船である。

非交戦者は、非交戦者である。

備荒貯穀は、備荒貯穀である。

備荒貯蓄は、備荒貯蓄である。

費孝通は、費孝通である。

飛行艇は、飛行艇である。

非業博士は、非業博士である。

非合法は、非合法である。

非合法運動は、非合法運動である。

非合理は、非合理である。

非合理主義は、非合理主義である。

非合理性は、非合理性である。

肥効率は、肥効率である。

孫枝は、孫枝である。

乾声は、乾声である。

失声は、失声である。

ビゴーは、ビゴーである。

彦帯は、彦帯である。

比古神は、比古神である。

彦神は、彦神である。

被告は、被告である。

被告人は、被告人である。

被告人質問は、被告人質問である。

非国民は、非国民である。

庇護権は、庇護権である。

英彦山は、英彦山である。

彦山は、彦山である。

英彦山権現は、英彦山権現である。

彦山権現誓助剣は、彦山権現誓助剣である。

英彦山神社は、英彦山神社である。

夫は、夫である。

彦島は、彦島である。

びこしゃこは、びこしゃこである。

引こじらふは、引こじらふである。

引こじろふは、引こじろふである。

肥後芋茎は、肥後芋茎である。

引こづらふは、引こづらふである。



引こづるは、引こづるである。

平江帯は、平江帯である。

腓骨は、腓骨である。

尾骨は、尾骨である。

鼻骨は、鼻骨である。

ひこつかすは、ひこつかすである。

びこつくは、びこつくである。

ピコットは、ピコットである。

肥後鐔は、肥後鐔である。

ピコデラミランドラは、ピコデラミランドラである。

日毎は、日毎である。

火事は、火事である。

彦波瀲武??草葺不合尊は、彦波瀲武??草葺不合尊である。
彦根は、彦根である。

彦根派は、彦根派である。

彦根屏風は、彦根屏風である。

肥後守は、肥後守である。

蘖は、蘖である。

比古婆衣は、比古婆衣である。

蘖ゆは、蘖ゆである。

ひこひこは、ひこひこである。

びこびこは、びこびこである。

孫姫式は、孫姫式である。

彦星は、彦星である。

彦火火出見尊は、彦火火出見尊である。

肥後彫は、肥後彫である。

彦御子は、彦御子である。

日籠るは、日籠るである。

火小屋は、火小屋である。

日暦は、日暦である。

氷凝りは、氷凝りである。

ピコルは、ピコルである。

日頃は、日頃である。

孛ふは、孛ふである。

緋衣草は、緋衣草である。

非婚は、非婚である。

悲恨は、悲恨である。

非言は、非言である。

秘錦は、秘錦である。

比金襖は、比金襖である。

緋金錦は、緋金錦である。

久は、久である。

瓠は、瓠である。

飛砂は、飛砂である。

飛梭は、飛梭である。

膝は、膝である。



ビザは、ビザである。

ピサは、ピサである。

ピザは、ピザである。

久明親王は、久明親王である。

ピサーノは、ピサーノである。

久居は、久居である。

非才は、非才である。

菲才は、菲才である。

被災は、被災である。

尾西は、尾西である。

美菜は、美菜である。

微才は、微才である。

微細は、微細である。

美材は、美材である。

微罪は、微罪である。

非細工は、非細工である。

微罪処分は、微罪処分である。

非債弁済は、非債弁済である。

ビサウは、ビサウである。

膝射ちは、膝射ちである。

膝送りは、膝送りである。

ひさかきは、ひさかきである。

膝掛けは、膝掛けである。

膝頭は、膝頭である。

久方は、久方である。

久堅は、久堅である。

久方のは、久方のである。

久堅のは、久堅のである。

久方振りは、久方振りである。

膝固めは、膝固めである。

久方やは、久方やである。

日盛りは、日盛りである。

火先は、火先である。

ひさぎは、ひさぎである。

楸は、楸である。

久木草は、久木草である。

膝吉は、膝吉である。

鬻人は、鬻人である。

販人は、販人である。

鬻女は、鬻女である。

販婦は、販婦である。

杓は、杓である。

柄杓は、柄杓である。

秘策は、秘策である。

ひ秘は、ひ秘である。

臂索は、臂索である。



引裂くは、引裂くである。

拉ぐは、拉ぐである。

提ぐは、提ぐである。

塞ぐは、塞ぐである。

鬻ぐは、鬻ぐである。

販ぐは、販ぐである。

柄杓形は、柄杓形である。

膝口は、膝口である。

久国は、久国である。

膝組みは、膝組みである。

緋桜は、緋桜である。

膝繰りは、膝繰りである。

膝栗毛は、膝栗毛である。

尾索類は、尾索類である。

膝車は、膝車である。

提は、提である。

提子は、提子である。

日酒は、日酒である。

ひさごは、ひさごである。

匏は、匏である。

瓢は、瓢である。

瓢形は、瓢形である。

膝小僧は、膝小僧である。

瓢塚は、瓢塚である。

瓠花は、瓠花である。

瓠火桶は、瓠火桶である。

瓠船は、瓠船である。

久さは、久さである。

ひささきは、ひささきである。

膝皿は、膝皿である。

廂は、廂である。

久しは、久しである。

尚しは、尚しである。

日指しは、日指しである。

日差しは、日差しである。

陽射しは、陽射しである。

久しいは、久しいである。

尚しいは、尚しいである。

庇髪は、庇髪である。

廂髪は、廂髪である。

庇の車は、庇の車である。

廂の御所は、廂の御所である。

庇の大饗は、庇の大饗である。

廂の間は、廂の間である。

廂番は、廂番である。

久し振りは、久し振りである。



飛札は、飛札である。

膝付きは、膝付きである。

膝突は、膝突である。

膝衝は、膝衝である。

膝詰め談判は、膝詰め談判である。

膝直しは、膝直しである。

久には、久にである。

膝塗りは、膝塗りである。

ピサネロは、ピサネロである。

膝のかわらは、膝のかわらである。

膝の口は、膝の口である。

膝の皿は、膝の皿である。

ピサの斜塔は、ピサの斜塔である。

ピザパイは、ピザパイである。

ひさひさは、ひさひさである。

久久は、久久である。

膝拍子は、膝拍子である。

膝節は、膝節である。

被差別部落は、被差別部落である。

膝骨は、膝骨である。

美様は、美様である。

膝枕くは、膝枕くである。

膝枕は、膝枕である。

跪くは、跪くである。

久松は、久松である。

久松潜一は、久松潜一である。

膝丸は、膝丸である。

膝回しは、膝回しである。

膝回りは、膝回りである。

久見草は、久見草である。

大雨は、大雨である。

甚雨は、甚雨である。

販女は、販女である。

ひさめくは、ひさめくである。

膝元は、膝元である。

膝下は、膝下である。

膝許は、膝許である。

緋紗綾は、緋紗綾である。

膝鎧は、膝鎧である。

火皿は、火皿である。

火皿貝は、火皿貝である。

膝皿貝は、膝皿貝である。

石鼈は、石鼈である。

日晒しは、日晒しである。

日曝しは、日曝しである。

ピサロは、ピサロである。



砒酸は、砒酸である。

飛散は、飛散である。

悲惨は、悲惨である。

悲酸は、悲酸である。

瀰散は、瀰散である。

非参議は、非参議である。

ビザンチウムは、ビザンチウムである。

ビザンチンは、ビザンチンである。

ビザンチン教会は、ビザンチン教会である。

ビザンチン式は、ビザンチン式である。

ビザンチン帝国は、ビザンチン帝国である。

ビザンチン美術は、ビザンチン美術である。

砒酸鉛は、砒酸鉛である。

菱は、菱である。

洲は、洲である。

魚しは、魚しである。

ひしは、ひしである。

皮脂は、皮脂である。

彼此は、彼此である。

秘史は、秘史である。

婢子は、婢子である。

斐紙は、斐紙である。

罷市は、罷市である。

肘は、肘である。

肱は、肱である。

泥は、泥である。

非時は、非時である。

秘事は、秘事である。

鄙事は、鄙事である。

びしは、びしである。

微旨は、微旨である。

微志は、微志である。

美事は、美事である。

美辞は、美辞である。

肘雨は、肘雨である。

菱板は、菱板である。

醤は、醤である。

醢は、醢である。

干潮は、干潮である。

醤煎りは、醤煎りである。

醤色は、醤色である。

醤酢は、醤酢である。

醤漬は、醤漬である。

菱織は、菱織である。

菱垣は、菱垣である。

美辞学は、美辞学である。



秘し隠しは、秘し隠しである。

肘掛けは、肘掛けである。

肘掛け窓は、肘掛け窓である。

肘笠は、肘笠である。

肘笠雨は、肘笠雨である。

菱形は、菱形である。

土方は、土方である。

土方定一は、土方定一である。

土方歳三は、土方歳三である。

土方久元は、土方久元である。

菱形矢来は、菱形矢来である。

土方与志は、土方与志である。

菱蟹は、菱蟹である。

肘金は、肘金である。

菱殻は、菱殻である。

菱川は、菱川である。

菱川派は、菱川派である。

菱川師宣は、菱川師宣である。

肱巫は、肱巫である。

引敷は、引敷である。

火敷は、火敷である。

非職は、非職である。

拉ぎは、拉ぎである。

鹿尾菜は、鹿尾菜である。

羊栖菜は、羊栖菜である。

肘木は、肘木である。

非色は、非色である。

非食は、非食である。

御青飯は、御青飯である。

拉ぎ竹は、拉ぎ竹である。

拉ぎ楯は、拉ぎ楯である。

拉ぎ付くは、拉ぎ付くである。

鹿尾菜藻は、鹿尾菜藻である。

引敷物は、引敷物である。

天陰くは、天陰くである。

瞑ぐは、瞑ぐである。

鴻は、鴻である。

菱食は、菱食である。

菱組は、菱組である。

ひじくるは、ひじくるである。

拉げるは、拉げるである。

ひし魚は、ひし魚である。

ひしこ魚は、ひしこ魚である。

ひしこ漬は、ひしこ漬である。

日仕事は、日仕事である。

ひじじかは、ひじじかである。



非時食は、非時食である。

非侍従は、非侍従である。

被子植物は、被子植物である。

鎮火祭は、鎮火祭である。

皮脂腺は、皮脂腺である。

菱田は、菱田である。

ビジターは、ビジターである。

臂たをるは、臂たをるである。

菱田春草は、菱田春草である。

釧は、釧である。

臂たわるは、臂たわるである。

飛耳長目は、飛耳長目である。

皮質は、皮質である。

卑湿は、卑湿である。

美質は、美質である。

備悉は、備悉である。

弥日は、弥日である。

肘突きは、肘突きである。

びしっとは、びしっとである。

肘壺は、肘壺である。

微視的は、微視的である。

微視的分析は、微視的分析である。

肘鉄は、肘鉄である。

肘鉄砲は、肘鉄砲である。

緊とは、緊とである。

犇とは、犇とである。

菱綴は、菱綴である。

乾死には、乾死にである。

干死には、干死にである。

乾死ぬは、乾死ぬである。

干死ぬは、干死ぬである。

菱縫は、菱縫である。

菱縫の板は、菱縫の板である。

菱根は、菱根である。

ビジネスは、ビジネスである。

ビジネスガールは、ビジネスガールである。

ビジネスクラスは、ビジネスクラスである。

ビジネススクールは、ビジネススクールである。

ビジネスセンターは、ビジネスセンターである。

ビジネスホテルは、ビジネスホテルである。

ビジネスマンは、ビジネスマンである。

ビジネスライクは、ビジネスライクである。

菱灰は、菱灰である。

びしばしは、びしばしである。

菱蝗虫は、菱蝗虫である。

肘張るは、肘張るである。



緊緊は、緊緊である。

犇犇は、犇犇である。

肘蒲団は、肘蒲団である。

秘事法門は、秘事法門である。

臂巻は、臂巻である。

肘枕は、肘枕である。

菱結びは、菱結びである。

犇は、犇である。

犇くは、犇くである。

菱餅は、菱餅である。

肘持ちは、肘持ちである。

飛車は、飛車である。

ぴしゃは、ぴしゃである。

被写界深度は、被写界深度である。

飛錫は、飛錫である。

微弱は、微弱である。

柄杓立ては、柄杓立てである。

被写体は、被写体である。

ぴしゃっとは、ぴしゃっとである。

飛車取王手は、飛車取王手である。

ぴしゃぴしゃは、ぴしゃぴしゃである。

ピジャマは、ピジャマである。

毘沙門は、毘沙門である。

毘沙門立ちは、毘沙門立ちである。

毘沙門天は、毘沙門天である。

毘沙門堂は、毘沙門堂である。

菱矢来は、菱矢来である。

ぴしゃりは、ぴしゃりである。

匕首は、匕首である。

脾腫は、脾腫である。

非儒は、非儒である。

美酒は、美酒である。

ビジュアルは、ビジュアルである。

菱結いは、菱結いである。

比周は、比周である。

肥州は、肥州である。

飛州は、飛州である。

秘宗は、秘宗である。

悲秋は、悲秋である。

悲愁は、悲愁である。

比重は、比重である。

尾州は、尾州である。

美醜は、美醜である。

備州は、備州である。

ビジューは、ビジューである。

尾州家は、尾州家である。



比重計は、比重計である。

比重選鉱は、比重選鉱である。

比重瓶は、比重瓶である。

微絨毛は、微絨毛である。

毘首羯磨は、毘首羯磨である。

糜粥は、糜粥である。

ビシュケクは、ビシュケクである。

秘術は、秘術である。

美術は、美術である。

美術界は、美術界である。

美術館は、美術館である。

美術史は、美術史である。

美術品は、美術品である。

ビシュヌは、ビシュヌである。

ビシュバリクは、ビシュバリクである。

ヒジュラは、ヒジュラである。

びじゅるは、びじゅるである。

批准は、批准である。

飛書は、飛書である。

秘所は、秘所である。

秘書は、秘書である。

避暑は、避暑である。

美女は、美女である。

卑小は、卑小である。

卑称は、卑称である。

飛翔は、飛翔である。

婢妾は、婢妾である。

悲傷は、悲傷である。

費消は、費消である。

裨将は、裨将である。

肥饒は、肥饒である。

非常は、非常である。

非情は、非情である。

眉睫は、眉睫である。

美称は、美称である。

美粧は、美粧である。

微小は、微小である。

微少は、微少である。

微笑は、微笑である。

微晶は、微晶である。

微傷は、微傷である。

尾錠は、尾錠である。

美粧院は、美粧院である。

尾状花序は、尾状花序である。

微小管は、微小管である。

樋定木は、樋定木である。



非常勤は、非常勤である。

非常口は、非常口である。

裨将軍は、裨将軍である。

非常警戒は、非常警戒である。

非常警報は、非常警報である。

非常呼集は、非常呼集である。

非常時は、非常時である。

非常識は、非常識である。

非訟事件は、非訟事件である。

微小地震は、微小地震である。

非常事態宣言は、非常事態宣言である。

非晶質は、非晶質である。

非晶質金属は、非晶質金属である。

非晶質半導体は、非晶質半導体である。

非常手段は、非常手段である。

非常上告は、非常上告である。

非常召集は、非常召集である。

非常食は、非常食である。

被乗数は、被乗数である。

非常線は、非常線である。

非常徴用権は、非常徴用権である。

被昇天は、被昇天である。

非常には、非常にである。

非常任理事国は、非常任理事国である。

美少年は、美少年である。

美丈夫は、美丈夫である。

美笑流は、美笑流である。

尾錠金は、尾錠金である。

秘書官は、秘書官である。

秘書監は、秘書監である。

比色は、比色である。

罷職は、罷職である。

美色は、美色である。

美食は、美食である。

比色計は、比色計である。

被食者は、被食者である。

美女桜は、美女桜である。

被除数は、被除数である。

避暑地は、避暑地である。

ビショップは、ビショップである。

ビショップ環は、ビショップ環である。

びしょ濡れは、びしょ濡れである。

びしょびしょは、びしょびしょである。

ビジョンは、ビジョンである。

聖は、聖である。

火尻は、火尻である。



聖行灯は、聖行灯である。

聖牛は、聖牛である。

ひぢり掠りは、ひぢり掠りである。

聖方は、聖方である。

聖心地は、聖心地である。

聖心は、聖心である。

聖言葉は、聖言葉である。

聖様は、聖様である。

聖岳は、聖岳である。

聖立つは、聖立つである。

聖柄は、聖柄である。

聖の御代は、聖の御代である。

聖窓は、聖窓である。

聖目は、聖目である。

非思量底は、非思量底である。

ひじるは、ひじるである。

聖るは、聖るである。

美辞麗句は、美辞麗句である。

樋代は、樋代である。

火代は、火代である。

皮脂漏は、皮脂漏である。

陽皺は、陽皺である。

皮疹は、皮疹である。

非心は、非心である。

飛信は、飛信である。

披針は、披針である。

鄙人は、鄙人である。

美身は、美身である。

美神は、美神である。

備進は、備進である。

微臣は、微臣である。

微震は、微震である。

美人は、美人である。

微塵は、微塵である。

美人画は、美人画である。

披針形は、披針形である。

ピジン語は、ピジン語である。

肥人書は、肥人書である。

美人蕉は、美人蕉である。

美人草は、美人草である。

非人道的は、非人道的である。

非神話化は、非神話化である。

ヒスは、ヒスである。

非すは、非すである。

氷頭は、氷頭である。

漬づは、漬づである。



沾づは、沾づである。

ビスは、ビスである。

ひ水は、ひ水である。

翡翠は、翡翠である。

ひすいは、ひすいである。

微酔は、微酔である。

微睡は、微睡である。

翡翠輝石は、翡翠輝石である。

翡翠の髪状は、翡翠の髪状である。

比推力は、比推力である。

秘枢は、秘枢である。

火末は、火末である。

火末入は、火末入である。

ビスカイノは、ビスカイノである。

ひすかしは、ひすかしである。

終日は、終日である。

ひすかわざは、ひすかわざである。

ビスケー湾は、ビスケー湾である。

ビスケットは、ビスケットである。

ビスコースは、ビスコースである。

ビスコースレーヨンは、ビスコースレーヨンである。

ビスコンティは、ビスコンティである。

ひすしは、ひすしである。

ビスタは、ビスタである。

ピスタチオは、ピスタチオである。

ヒスタミンは、ヒスタミンである。

ひずちは、ひずちである。

ヒスチジンは、ヒスチジンである。

ひずつは、ひずつである。

ビステキは、ビステキである。

ヒステリーは、ヒステリーである。

ヒステリシスは、ヒステリシスである。

ヒステリックは、ヒステリックである。

ヒステロンプロテロンは、ヒステロンプロテロンである。

ヒストグラムは、ヒストグラムである。

ヒストプラスマは、ヒストプラスマである。

ヒストリーは、ヒストリーである。

ピストルは、ピストルである。

ビストロは、ビストロである。

ヒストンは、ヒストンである。

ピストンは、ピストンである。

ピストンエンジンは、ピストンエンジンである。

ピストンピンは、ピストンピンである。

ピストン棒は、ピストン棒である。

ピストンポンプは、ピストンポンプである。

ピストン輸送は、ピストン輸送である。



ピストンリングは、ピストンリングである。

氷頭鱠は、氷頭鱠である。

ヒスパニックは、ヒスパニックである。

洗歪は、洗歪である。

樋清は、樋清である。

樋洗は、樋洗である。

ビスマスは、ビスマスである。

ビスマルクは、ビスマルクである。

歪みは、歪みである。

潜むは、潜むである。

歪むは、歪むである。

角髪は、角髪である。

ひすらぐは、ひすらぐである。

ひすらこしは、ひすらこしである。

ひすらしは、ひすらしである。

比するは、比するである。

秘するは、秘するである。

ひすろぐは、ひすろぐである。

批正は、批正である。

非勢は、非勢である。

秕政は、秕政である。

粃政は、粃政である。

美声は、美声である。

微声は、微声である。

非生産的は、非生産的である。

尾生の信は、尾生の信である。

微生物は、微生物である。

微生物学は、微生物学である。

ビゼーは、ビゼーである。

丕績は、丕績である。

肥瘠は、肥瘠である。

砒石は、砒石である。

飛跡は、飛跡である。

秘跡は、秘跡である。

秘蹟は、秘蹟である。

碑石は、碑石である。

ひ石は、ひ石である。

火堰は、火堰である。

美績は、美績である。

微積分は、微積分である。

微積分学は、微積分学である。

火ぜせりは、火ぜせりである。

飛雪は、飛雪である。

秘説は、秘説である。

眉雪は、眉雪である。

微雪は、微雪である。



日銭は、日銭である。

火攻めは、火攻めである。

火責めは、火責めである。

卑賤は、卑賤である。

鄙賤は、鄙賤である。

飛仙は、飛仙である。

飛泉は、飛泉である。

飛船は、飛船である。

飛銭は、飛銭である。

飛箭は、飛箭である。

皮癬は、皮癬である。

肥前は、肥前である。

微賤は、微賤である。

美髯は、美髯である。

備前は、備前である。

靡然は、靡然である。

被選挙権は、被選挙権である。

被選挙人は、被選挙人である。

備前水母は、備前水母である。

肥前座は、肥前座である。

備前反は、備前反である。

皮癬だには、皮癬だにである。

備前作りは、備前作りである。

眉尖刀は、眉尖刀である。

非戦闘員は、非戦闘員である。

肥前節は、肥前節である。

肥前風土記は、肥前風土記である。

備前庖丁は、備前庖丁である。

肥前物は、肥前物である。

備前物は、備前物である。

肥前焼は、肥前焼である。

備前焼は、備前焼である。

非戦論は、非戦論である。

檜曾は、檜曾である。

檜楚は、檜楚である。

砒素は、砒素である。

ヒ素は、ヒ素である。

鼻祖は、鼻祖である。

皮相は、皮相である。

皮層は、皮層である。

肥壮は、肥壮である。

肥痩は、肥痩である。

非想は、非想である。

悲壮は、悲壮である。

悲愴は、悲愴である。

秘蔵は、秘蔵である。



脾臓は、脾臓である。

美相は、美相である。

美装は、美装である。

微増は、微増である。

秘蔵烏帽子は、秘蔵烏帽子である。

悲愴交響曲は、悲愴交響曲である。

美爪術は、美爪術である。

砒霜石は、砒霜石である。

被相続人は、被相続人である。

秘蔵っ子は、秘蔵っ子である。

非想天は、非想天である。

悲壮美は、悲壮美である。

非想非非想天は、非想非非想天である。

被造物は、被造物である。

秘蔵宝鑰は、秘蔵宝鑰である。

密かは、密かである。

密か事は、密か事である。

秘色は、秘色である。

卑俗は、卑俗である。

卑属は、卑属である。

匪賊は、匪賊である。

鄙俗は、鄙俗である。

美俗は、美俗である。

秘色色は、秘色色である。

卑属親は、卑属親である。

微速度撮影は、微速度撮影である。

砒素剤は、砒素剤である。

非素数は、非素数である。

比曾寺は、比曾寺である。

比蘇寺は、比蘇寺である。

火備えは、火備えである。

ひそひそは、ひそひそである。

ひそひそ話は、ひそひそ話である。

潜まるは、潜まるである。

顰みは、顰みである。

潜み音は、潜み音である。

顰むは、顰むである。

緋染めは、緋染めである。

密めくは、密めくである。

潜めるは、潜めるである。

顰めるは、顰めるである。

密やかは、密やかである。

乾反りは、乾反りである。

干反りは、干反りである。

乾反り言は、乾反り言である。

乾反り独楽は、乾反り独楽である。



乾反り大尽は、乾反り大尽である。

乾反るは、乾反るである。

干反るは、干反るである。

干損は、干損である。

非存在は、非存在である。

日田は、日田である。

直は、直である。

襞は、襞である。

飛騨は、飛騨である。

鐚は、鐚である。

ビターは、ビターである。

直青は、直青である。

ビターズは、ビターズである。

直謝りは、直謝りである。

額は、額である。

干鯛は、干鯛である。

比田井は、比田井である。

肥大は、肥大である。

眉黛は、眉黛である。

媚態は、媚態である。

尾大は、尾大である。

尾題は、尾題である。

額当は、額当である。

額合せの従兄弟は、額合せの従兄弟である。

額烏帽子は、額烏帽子である。

額隠しは、額隠しである。

額金は、額金である。

額紙は、額紙である。

額髪は、額髪である。

額際は、額際である。

額櫛は、額櫛である。

額口は、額口である。

比体重は、比体重である。

額白は、額白である。

戴白は、戴白である。

肥大成長は、肥大成長である。

飛騨一宮水無神社は、飛騨一宮水無神社である。

鐚一文は、鐚一文である。

額月は、額月である。

額突は、額突である。

額付きは、額付きである。

比田井天来は、比田井天来である。

額直しは、額直しである。

額の波は、額の波である。

額綿は、額綿である。

直打ちは、直打ちである。



一重は、一重である。

直柄は、直柄である。

直柄の瓢は、直柄の瓢である。

頓丘は、頓丘である。

直押しは、直押しである。

直落しは、直落しである。

直面は、直面である。

直趣は、直趣である。

日高は、日高である。

日高川は、日高川である。

直隠しは、直隠しである。

日高山脈は、日高山脈である。

直頭は、直頭である。

火焚かずは、火焚かずである。

直兜は、直兜である。

直甲は、直甲である。

日高変成帯は、日高変成帯である。

日高見国は、日高見国である。

飛騨川は、飛騨川である。

鶲は、鶲である。

火焼は、火焼である。

火焚は、火焚である。

火炬は、火炬である。

直黄は、直黄である。

火焼屋は、火焼屋である。

直切りは、直切りである。

鼻濁音は、鼻濁音である。

直口は、直口である。

直紅は、直紅である。

直黒は、直黒である。

飛騨郡代は、飛騨郡代である。

飛騨高地は、飛騨高地である。

直心は、直心である。

直籠りは、直籠りである。

ピタゴラスは、ピタゴラスである。

ピタゴラス学派は、ピタゴラス学派である。

ピタゴラスの数は、ピタゴラスの数である。

ピタゴラスの定理は、ピタゴラスの定理である。

直さ麻は、直さ麻である。

直騒ぎは、直騒ぎである。

飛騨山脈は、飛騨山脈である。

簸出しは、簸出しである。

直足の馬は、直足の馬である。

常足の馬は、常足の馬である。

浸し物は、浸し物である。

飛騨春慶は、飛騨春慶である。



直白は、直白である。

浸すは、浸すである。

漬すは、漬すである。

養すは、養すである。

火襷は、火襷である。

頓は、頓である。

一向は、一向である。

只管は、只管である。

鐚銭は、鐚銭である。

直攻めは、直攻めである。

直染めは、直染めである。

纔は、纔である。

混くは、混くである。

飛騨匠は、飛騨匠である。

飛騨工は、飛騨工である。

直垂は、直垂である。

直垂上下は、直垂上下である。

直垂衾は、直垂衾である。

日立は、日立である。

常陸は、常陸である。

肥立ちは、肥立ちである。

非太刀は、非太刀である。

常陸太田は、常陸太田である。

常陸帯は、常陸帯である。

常陸帯貝は、常陸帯貝である。

日立鉱山は、日立鉱山である。

ひたちなかは、ひたちなかである。

常陸宮は、常陸宮である。

常陸風土記は、常陸風土記である。

常陸山は、常陸山である。

肥立つは、肥立つである。

頓使は、頓使である。

びたつくは、びたつくである。

脾脱疽は、脾脱疽である。

脾脱疽菌は、脾脱疽菌である。

直土は、直土である。

敏達天皇は、敏達天皇である。

ぴたっとは、ぴたっとである。

皆焼は、皆焼である。

直照りは、直照りである。

直とは、直とである。

頓とは、頓とである。

火棚は、火棚である。

直逃げは、直逃げである。

直縫いは、直縫いである。

ひた盗賊は、ひた盗賊である。



直濡れは、直濡れである。

火種は、火種である。

引板の懸縄は、引板の懸縄である。

飛騨能代は、飛騨能代である。

直登りは、直登りである。

直走りは、直走りである。

直走るは、直走るである。

直裸は、直裸である。

直退きは、直退きである。

飛騨彦は、飛騨彦である。

ひたひたは、ひたひたである。

飛騨人は、飛騨人である。

鐚ひらなかは、鐚ひらなかである。

直降りは、直降りである。

一向心は、一向心である。

飛騨変成帯は、飛騨変成帯である。

火玉は、火玉である。

日給の簡は、日給の簡である。

日溜りは、日溜りである。

直身は、直身である。

直路は、直路である。

ビタミンは、ビタミンである。

ビタミンＥは、ビタミンＥである。

ビタミンＡは、ビタミンＡである。

ビタミンＨは、ビタミンＨである。

ビタミンＭは、ビタミンＭである。

ビタミンＬは、ビタミンＬである。

ビタミンＫは、ビタミンＫである。

ビタミン欠乏症は、ビタミン欠乏症である。

ビタミンＣは、ビタミンＣである。

ビタミンＤは、ビタミンＤである。

ビタミンＰは、ビタミンＰである。

ビタミンＢ１は、ビタミンＢ１である。

ビタミンＢ１２は、ビタミンＢ１２である。

ビタミンＢ２は、ビタミンＢ２である。

ビタミンＢ複合体は、ビタミンＢ複合体である。

ビタミンＢ６は、ビタミンＢ６である。

直向きは、直向きである。

襞目は、襞目である。

直面物は、直面物である。

双本は、双本である。

直物は、直物である。

直物狂いは、直物狂いである。

直物具は、直物具である。

直屋隠りは、直屋隠りである。

襞山は、襞山である。



干鱈は、干鱈である。

乾鱈は、乾鱈である。

日足らすは、日足らすである。

左は、左である。

ぴたりは、ぴたりである。

左団扇は、左団扇である。

左空穂は、左空穂である。

左烏帽子は、左烏帽子である。

左扇は、左扇である。

左折烏帽子は、左折烏帽子である。

左書きは、左書きである。

左勝ちは、左勝ちである。

左勝手は、左勝手である。

左仮名は、左仮名である。

左構えは、左構えである。

左側は、左側である。

左利きは、左利きである。

左利は、左利である。

左器用は、左器用である。

左様は、左様である。

左甚五郎は、左甚五郎である。

左ずれ断層は、左ずれ断層である。

左膳は、左膳である。

左備えは、左備えである。

左遣いは、左遣いである。

左褄は、左褄である。

左手は、左手である。

左手系は、左手系である。

左党は、左党である。

左巴は、左巴である。

左縄は、左縄である。

左馬寮は、左馬寮である。

左馬頭は、左馬頭である。

左大臣は、左大臣である。

左の方は、左の方である。

左の司は、左の司である。

左孕みは、左孕みである。

左封じは、左封じである。

左前は、左前である。

左巻きは、左巻きである。

左眉烏帽子は、左眉烏帽子である。

左回りは、左回りである。

左右は、左右である。

左右には、左右にである。

左向きは、左向きである。

左文字は、左文字である。



左歪みは、左歪みである。

左弓は、左弓である。

左四つは、左四つである。

左寄りは、左寄りである。

左縒りは、左縒りである。

浸るは、浸るである。

漬るは、漬るである。

饑いは、饑いである。

ひだる神は、ひだる神である。

火達磨は、火達磨である。

ひたれは、ひたれである。

飛湍は、飛湍である。

悲嘆は、悲嘆である。

悲歎は、悲歎である。

飛弾は、飛弾である。

被弾は、被弾である。

尾端は、尾端である。

鼻端は、鼻端である。

美談は、美談である。

美男子は、美男子である。

ひちは、ひちである。

ピチカートは、ピチカートである。

備蓄は、備蓄である。

ひちくどいは、ひちくどいである。

ひちくるは、ひちくるである。

被治者は、被治者である。

ひちちかは、ひちちかである。

ぴちっとは、ぴちっとである。

ひちひちは、ひちひちである。

びちびちは、びちびちである。

ぴちぴちは、ぴちぴちである。

非茶は、非茶である。

非嫡出子は、非嫡出子である。

びちゃびちゃは、びちゃびちゃである。

ぴちゃぴちゃは、ぴちゃぴちゃである。

ぴちゃりは、ぴちゃりである。

ぴちゃんは、ぴちゃんである。

ぴちゃんこは、ぴちゃんこである。

秘中は、秘中である。

微衷は、微衷である。

鼻中隔は、鼻中隔である。

日帳は、日帳である。

飛鳥は、飛鳥である。

悲調は、悲調である。

微調整は、微調整である。

秘勅は、秘勅である。



ひちらは、ひちらである。

ひちらくは、ひちらくである。

篳篥は、篳篥である。

緋縮緬は、緋縮緬である。

披陳は、披陳である。

櫃は、櫃である。

必は、必である。

畢は、畢である。

弼は、弼である。

筆は、筆である。

逼は、逼である。

謐は、謐である。

蹕は、蹕である。

漬つは、漬つである。

沾つは、沾つである。

筆圧は、筆圧である。

筆意は、筆意である。

尾椎は、尾椎である。

日次は、日次である。

悲痛は、悲痛である。

筆下は、筆下である。

筆架は、筆架である。

筆華は、筆華である。

筆禍は、筆禍である。

筆海は、筆海である。

引っ替えは、引っ替えである。

引っ返しは、引っ返しである。

引っ返すは、引っ返すである。

引っ掛りは、引っ掛りである。

引っ掛るは、引っ掛るである。

引っ掻き回すは、引っ掻き回すである。

筆画は、筆画である。

引っ掻くは、引っ掻くである。

引っ掛けは、引っ掛けである。

引っ懸けは、引っ懸けである。

引っ掛け帯は、引っ掛け帯である。

引掛桟瓦は、引掛桟瓦である。

引っ掛け結びは、引っ掛け結びである。

引っ掛けるは、引っ掛けるである。

引っ担ぐは、引っ担ぐである。

引っ被るは、引っ被るである。

筆管は、筆管である。

筆記は、筆記である。

日月は、日月である。

火付きは、火付きである。

日嗣は、日嗣である。



火継は、火継である。

棺は、棺である。

柩は、柩である。

筆記試験は、筆記試験である。

筆記体は、筆記体である。

筆記帳は、筆記帳である。

日続ぎては、日続ぎてである。

日嗣の御子は、日嗣の御子である。

畢竟は、畢竟である。

畢竟するには、畢竟するにである。

引っ切りは、引っ切りである。

引っ切り無しは、引っ切り無しである。

引っ切るは、引っ切るである。

挽っ切るは、挽っ切るである。

干付くは、干付くである。

乾付くは、乾付くである。

ビッグは、ビッグである。

ピックは、ピックである。

ピックアップは、ピックアップである。

匹偶は、匹偶である。

引括は、引括である。

引っ括るは、引っ括るである。

ビッグサイエンスは、ビッグサイエンスである。

ヒックスは、ヒックスである。

ビッグニュースは、ビッグニュースである。

ビッグバンは、ビッグバンである。

ビッグビジネスは、ビッグビジネスである。

ビッグホーンは、ビッグホーンである。

引っ組むは、引っ組むである。

ひっくりは、ひっくりである。

火造りは、火造りである。

びっくりは、びっくりである。

引っ繰り返すは、引っ繰り返すである。

引っ繰り返るは、引っ繰り返るである。

びっくり仰天は、びっくり仰天である。

びっくり箱は、びっくり箱である。

びっくり水は、びっくり水である。

ピックルスは、ピックルスである。

引っ括めるは、引っ括めるである。

火付けは、火付けである。

日付は、日付である。

日着けは、日着けである。

必携は、必携である。

火付け木は、火付け木である。

日付後定期払は、日付後定期払である。

火付盗賊改は、火付盗賊改である。



日付変更線は、日付変更線である。

火付け役は、火付け役である。

ピッケルは、ピッケルである。

必見は、必見である。

筆健は、筆健である。

筆硯は、筆硯である。

筆研は、筆研である。

ひつこいは、ひつこいである。

筆工は、筆工である。

筆耕は、筆耕である。

筆耕硯田は、筆耕硯田である。

引っこき髪は、引っこき髪である。

引越し車は、引越し車である。

引越し先は、引越し先である。

引越し蕎麦は、引越し蕎麦である。

引越し女房は、引越し女房である。

引っ越すは、引っ越すである。

引っ熟すは、引っ熟すである。

引っこ抜くは、引っこ抜くである。

引っ込ませるは、引っ込ませるである。

引っ込みは、引っ込みである。

引込禿は、引込禿である。

引っ込み思案は、引っ込み思案である。

引っ込み性は、引っ込み性である。

引っ込むは、引っ込むである。

引っ込めるは、引っ込めるである。

引っ籠るは、引っ籠るである。

ヒッコリーは、ヒッコリーである。

ピッコロは、ピッコロである。

筆才は、筆才である。

筆彩本は、筆彩本である。

引っ裂かれは、引っ裂かれである。

引っ裂きは、引っ裂きである。

引裂羽織は、引裂羽織である。

筆削は、筆削である。

引っ裂くは、引っ裂くである。

引っ提げるは、引っ提げるである。

提げるは、提げるである。

必殺は、必殺である。

筆札は、筆札である。

引っ攫うは、引っ攫うである。

筆算は、筆算である。

必死は、必死である。

必至は、必至である。

筆紙は、筆紙である。

羊は、羊である。



ひつじは、ひつじである。

ひつじ稲は、ひつじ稲である。

羊飼は、羊飼である。

引敷の板は、引敷の板である。

未草は、未草である。

羊雲は、羊雲である。

未申は、未申である。

坤は、坤である。

ひつじ田は、ひつじ田である。

ひつじ生えは、ひつじ生えである。

ひつじ穂は、ひつじ穂である。

筆写は、筆写である。

筆者は、筆者である。

必須は、必須である。

ひっ芻は、ひっ芻である。

必需は、必需である。

筆受は、筆受である。

必修は、必修である。

必修科目は、必修科目である。

必修教科は、必修教科である。

筆述は、筆述である。

必需品は、必需品である。

筆順は、筆順である。

必捷は、必捷である。

必勝は、必勝である。

必定は、必定である。

筆触は、筆触である。

ひっしょなしは、ひっしょなしである。

びっしょりは、びっしょりである。

ひっしりは、ひっしりである。

びっしりは、びっしりである。

筆陣は、筆陣である。

ヒッシングは、ヒッシングである。

必須アミノ酸は、必須アミノ酸である。

必衰は、必衰である。

引っ掬ふは、引っ掬ふである。

引っ筋違ふは、引っ筋違ふである。

必須脂肪酸は、必須脂肪酸である。

必するは、必するである。

筆するは、筆するである。

畢生は、畢生である。

弼成は、弼成である。

筆生は、筆生である。

筆勢は、筆勢である。

筆跡は、筆跡である。

筆蹟は、筆蹟である。



筆跡学は、筆跡学である。

筆舌は、筆舌である。

筆洗は、筆洗である。

筆戦は、筆戦である。

必然は、必然である。

必然性は、必然性である。

必然的は、必然的である。

必然判断は、必然判断である。

引っ殺ぎは、引っ殺ぎである。

引っ殺ぎ槍は、引っ殺ぎ槍である。

逼塞は、逼塞である。

引っ殺ぐは、引っ殺ぐである。

引っ側むは、引っ側むである。

ひっそりは、ひっそりである。

ひっそりかんは、ひっそりかんである。

疋田は、疋田である。

筆台は、筆台である。

ヒッタイトは、ヒッタイトである。

ヒッタイト語派は、ヒッタイト語派である。

疋田鹿の子は、疋田鹿の子である。

引っ手繰りは、引っ手繰りである。

引っ手繰るは、引っ手繰るである。

疋田絞りは、疋田絞りである。

引っ立つは、引っ立つである。

引っ立てるは、引っ立てるである。

ひったとは、ひったとである。

ひったりは、ひったりである。

ぴったりは、ぴったりである。

筆端は、筆端である。

筆談は、筆談である。

筆池は、筆池である。

筆致は、筆致である。

ひつちは、ひつちである。

ピッチは、ピッチである。

ピッチアウトは、ピッチアウトである。

ピッチ円は、ピッチ円である。

ピッチカートは、ピッチカートである。

ピッチゲージは、ピッチゲージである。

ヒッチコックは、ヒッチコックである。

ピッチショットは、ピッチショットである。

ヒッチハイクは、ヒッチハイクである。

ピッチブレンドは、ピッチブレンドである。

ピッチャーは、ピッチャーである。

必着は、必着である。

匹儔は、匹儔である。

必中は、必中である。



筆誅は、筆誅である。

備中は、備中である。

備中鍬は、備中鍬である。

備中物は、備中物である。

筆調は、筆調である。

ぴっちりは、ぴっちりである。

ピッチングは、ピッチングである。

火筒は、火筒である。

ピッツァは、ピッツァである。

ピッツィカートは、ピッツィカートである。

引っ掴むは、引っ掴むである。

干っ付くは、干っ付くである。

引っ付くは、引っ付くである。

引っ蹲ふは、引っ蹲ふである。

引っ付けるは、引っ付けるである。

ピッツバーグは、ピッツバーグである。

引っ詰めは、引っ詰めである。

引っ釣りは、引っ釣りである。

引っ攣りは、引っ攣りである。

引っ釣れは、引っ釣れである。

引っ攣れは、引っ攣れである。

匹敵は、匹敵である。

ひってんは、ひってんである。

筆覘は、筆覘である。

必伝は、必伝である。

ヒットは、ヒットである。

火苞は、火苞である。

ビットは、ビットである。

ピットは、ピットである。

筆答は、筆答である。

筆筒は、筆筒である。

筆頭は、筆頭である。

筆道は、筆道である。

筆頭菜は、筆頭菜である。

筆頭者は、筆頭者である。

筆頭人は、筆頭人である。

ヒットエンドランは、ヒットエンドランである。

必読は、必読である。

ヒットチャートは、ヒットチャートである。

ヒットパレードは、ヒットパレードである。

引っ捕えるは、引っ捕えるである。

泌乳刺激ホルモンは、泌乳刺激ホルモンである。

泌尿器は、泌尿器である。

匹馬は、匹馬である。

引っ剥がすは、引っ剥がすである。

逼迫は、逼迫である。



引っ剥ぐは、引っ剥ぐである。

引っ外しは、引っ外しである。

引っ外すは、引っ外すである。

引っ叩くは、引っ叩くである。

必罰は、必罰である。

引っ放しは、引っ放しである。

引っ離すは、引っ離すである。

引張りは、引張りである。

引張り応力は、引張り応力である。

引っ張り込むは、引っ張り込むである。

引張り試験は、引張り試験である。

引張り蛸は、引張り蛸である。

引張り凧は、引張り凧である。

引っ張り出すは、引っ張り出すである。

引張り強さは、引張り強さである。

引張り縫いは、引張り縫いである。

引張りの見得は、引張りの見得である。

引張り餅は、引張り餅である。

引っ張るは、引っ張るである。

ヒッパルコスは、ヒッパルコスである。

櫃飯は、櫃飯である。

必備は、必備である。

ヒッピーは、ヒッピーである。

匹夫は、匹夫である。

匹婦は、匹婦である。

ヒップは、ヒップである。

ビップは、ビップである。

匹夫下郎は、匹夫下郎である。

匹夫の勇は、匹夫の勇である。

匹夫匹婦は、匹夫匹婦である。

筆法は、筆法である。

筆鋒は、筆鋒である。

筆墨は、筆墨である。

ヒッポクラテスは、ヒッポクラテスである。

畢命は、畢命である。

必無は、必無である。

蹄は、蹄である。

日詰めは、日詰めである。

筆名は、筆名である。

必滅は、必滅である。

筆問筆答は、筆問筆答である。

必用は、必用である。

必要は、必要である。

必要悪は、必要悪である。

必要経費は、必要経費である。

必要十分条件は、必要十分条件である。



必要条件は、必要条件である。

必要的共犯は、必要的共犯である。

必要的弁護は、必要的弁護である。

必要労働時間は、必要労働時間である。

純裏は、純裏である。

筆料は、筆料である。

筆力は、筆力である。

筆路は、筆路である。

筆労は、筆労である。

筆録は、筆録である。

ひでは、ひでである。

碑伝は、碑伝である。

ビデは、ビデである。

比定は、比定である。

否定は、否定である。

飛蹄は、飛蹄である。

悲啼は、悲啼である。

否定概念は、否定概念である。

非定形節は、非定形節である。

非定形動詞は、非定形動詞である。

尾てい骨は、尾てい骨である。

否定神学は、否定神学である。

否定前提の虚偽は、否定前提の虚偽である。

否定的は、否定的である。

否定の否定は、否定の否定である。

否定判断は、否定判断である。

否定文は、否定文である。

ビデオは、ビデオである。

ビデオオンデマンドは、ビデオオンデマンドである。

ビデオカメラは、ビデオカメラである。

ビデオゲームは、ビデオゲームである。

ビデオディスクは、ビデオディスクである。

ビデオテープは、ビデオテープである。

ビデオテープレコーダーは、ビデオテープレコーダーである。

ビデオデッキは、ビデオデッキである。

ビデオテックスは、ビデオテックスである。

ピテカントロプスエレクトゥスは、ピテカントロプスエレクトゥスである。

美的は、美的である。

美的印象は、美的印象である。

美的環境は、美的環境である。

美的感情は、美的感情である。

美的範疇は、美的範疇である。

一つは、一つである。

非鉄金属は、非鉄金属である。

ひで鉢は、ひで鉢である。

日照りは、日照りである。



旱は、旱である。

日照り雨は、日照り雨である。

日照り雲は、日照り雲である。

旱膾は、旱膾である。

日照るは、日照るである。

批点は、批点である。

披展は、披展である。

飛天は、飛天である。

飛電は、飛電である。

秘伝は、秘伝である。

悲田は、悲田である。

美点は、美点である。

美田は、美田である。

悲田院は、悲田院である。

比電荷は、比電荷である。

妃殿下は、妃殿下である。

非電解質は、非電解質である。

非点収差は、非点収差である。

悲田所は、悲田所である。

人は、人である。

丕図は、丕図である。

匪徒は、匪徒である。

費途は、費途である。

肥土は、肥土である。

人間は、人間である。

人挨拶は、人挨拶である。

人垢は、人垢である。

人商いは、人商いである。

人商人は、人商人である。

一足は、一足である。

人足は、人足である。

一味は、一味である。

一足違いは、一足違いである。

人あしらいは、人あしらいである。

一汗は、一汗である。

一当りは、一当りである。

人当りは、人当りである。

一当ては、一当てである。

人跡は、人跡である。

人穴は、人穴である。

人侮られは、人侮られである。

一雨は、一雨である。

一荒れは、一荒れである。

一泡は、一泡である。

一安心は、一安心である。

一寝は、一寝である。



一寐は、一寐である。

酷いは、酷いである。

一家は、一家である。

人筏は、人筏である。

一息は、一息である。

人いきれは、人いきれである。

一軍は、一軍である。

一戦は、一戦である。

人一倍は、人一倍である。

人入れは、人入れである。

人入れ宿は、人入れ宿である。

一色は、一色である。

人色は、人色である。

比島は、比島である。

飛騰は、飛騰である。

秘湯は、秘湯である。

悲悼は、悲悼である。

緋桃は、緋桃である。

非道は、非道である。

飛動は、飛動である。

悲慟は、悲慟である。

尾灯は、尾灯である。

尾筒は、尾筒である。

尾藤は、尾藤である。

眉刀は、眉刀である。

美童は、美童である。

美道は、美道である。

微動は、微動である。

火道具は、火道具である。

人受けは、人受けである。

人請けは、人請けである。

人請証文は、人請証文である。

一内は、一内である。

一打ちは、一打ちである。

人疎しは、人疎しである。

尾藤二洲は、尾藤二洲である。

非同盟は、非同盟である。

人売りは、人売りである。

一日は、一日である。

単は、単である。

人酔いは、人酔いである。

一重梅は、一重梅である。

単帯は、単帯である。

一重帯は、一重帯である。

単襲は、単襲である。

単衣は、単衣である。



一重草は、一重草である。

偏心は、偏心である。

一重桜は、一重桜である。

単使は、単使である。

偏には、偏にである。

単羽織は、単羽織である。

単袴は、単袴である。

一重瞼は、一重瞼である。

一重結びは、一重結びである。

単物は、単物である。

人選りは、人選りである。

ピトー管は、ピトー管である。

人置きは、人置きである。

人怖じは、人怖じである。

人音は、人音である。

人鬼は、人鬼である。

ヒトーパデーシャは、ヒトーパデーシャである。

人怖めは、人怖めである。

一思いは、一思いである。

一思いには、一思いにである。

一折れは、一折れである。

人香は、人香である。

人買いは、人買いである。

人詮は、人詮である。

人甲斐は、人甲斐である。

人買い船は、人買い船である。

人返しは、人返しである。

一返りは、一返りである。

一抱えは、一抱えである。

人垣は、人垣である。

人影は、人影である。

一嵩は、一嵩である。

人頭は、人頭である。

髑髏は、髑髏である。

人数は、人数である。

一霞は、一霞である。

一かせは、一かせである。

一稼ぎは、一稼ぎである。

一方は、一方である。

一肩は、一肩である。

人形は、人形である。

人乞丐は、人乞丐である。

人敵は、人敵である。

一片食は、一片食である。

一担げは、一担げである。

一刀は、一刀である。



一方ならずは、一方ならずである。

一方一方は、一方一方である。

一塊は、一塊である。

人勝ちは、人勝ちである。

一角は、一角である。

一廉は、一廉である。

人勾引は、人勾引である。

一株は、一株である。

一構えは、一構えである。

人がましいは、人がましいである。

人咬み犬は、人咬み犬である。

人柄は、人柄である。

一絡げは、一絡げである。

一皮は、一皮である。

一皮目は、一皮目である。

人代りは、人代りである。

日時は、日時である。

人城は、人城である。

一季は、一季である。

人聞きは、人聞きである。

一刻みは、一刻みである。

一季奉公は、一季奉公である。

一京は、一京である。

人嫌いは、人嫌いである。

一切りは、一切りである。

人斬りは、人斬りである。

人切りは、人切りである。

一切り遊びは、一切り遊びである。

人斬り庖丁は、人斬り庖丁である。

一器量は、一器量である。

一切れは、一切れである。

人切れは、人切れである。

一際は、一際である。

人来は、人来である。

秘匿は、秘匿である。

菲徳は、菲徳である。

披読は、披読である。

美徳は、美徳である。

人食いは、人食いである。

人喰いは、人喰いである。

人食い馬は、人食い馬である。

人食い人種は、人食い人種である。

一括りは、一括りである。

一種は、一種である。

人草は、人草である。

人臭いは、人臭いである。



一種物は、一種物である。

一齣は、一齣である。

人屑は、人屑である。

人崩れは、人崩れである。

一癖は、一癖である。

一口説は、一口説である。

一下りは、一下りである。

一領は、一領である。

一行は、一行である。

一口は、一口である。

人口は、人口である。

一口商いは、一口商いである。

一口大は、一口大である。

一口話は、一口話である。

一口噺は、一口噺である。

一口咄は、一口咄である。

一口物は、一口物である。

人来鳥は、人来鳥である。

人国は、人国である。

一曲は、一曲である。

一工夫は、一工夫である。

人隈は、人隈である。

人苦しは、人苦しである。

一括めは、一括めである。

一苦労は、一苦労である。

人気は、人気である。

日時計は、日時計である。

火時計は、火時計である。

人気色は、人気色である。

一桁は、一桁である。

一毛作は、一毛作である。

人気無しは、人気無しである。

人ゲノムは、人ゲノムである。

人烟は、人烟である。

火床は、火床である。

人恋しいは、人恋しいである。

一声は、一声である。

人声は、人声である。

人心地は、人心地である。

人心は、人心である。

一越は、一越である。

一腰は、一腰である。

一腰賭けは、一腰賭けである。

一言は、一言である。

人毎は、人毎である。

人言は、人言である。



人事は、人事である。

他人事は、他人事である。

一言主神は、一言主神である。

魁帥は、魁帥である。

首長は、首長である。

一拳は、一拳である。

人込みは、人込みである。

一頃は、一頃である。

僭ふは、僭ふである。

人殺しは、人殺しである。

一細工は、一細工である。

一盛りは、一盛りである。

人先は、人先である。

一差は、一差である。

一指は、一指である。

人差は、人差である。

人差の指は、人差の指である。

一匙飯は、一匙飯である。

人差指は、人差指である。

食指は、食指である。

人里は、人里である。

人様は、人様である。

人状は、人状である。

人攫いは、人攫いである。

人騒がせは、人騒がせである。

等しは、等しである。

一思案は、一思案である。

等しいは、等しいである。

均しいは、均しいである。

斉しいは、斉しいである。

一入は、一入である。

一塩は、一塩である。

一頻りは、一頻りである。

一時雨は、一時雨である。

等し碁は、等し碁である。

一仕事は、一仕事である。

人仕事は、人仕事である。

人質は、人質である。

人質強要罪は、人質強要罪である。

等し並は、等し並である。

人死には、人死にである。

一芝居は、一芝居である。

一絞りは、一絞りである。

等しむは、等しむである。

斉しむは、斉しむである。

一締めは、一締めである。



人主は、人主である。

人虱は、人虱である。

人蝨は、人蝨である。

人知れずは、人知れずである。

人好きは、人好きである。

人少なは、人少なである。

一筋は、一筋である。

一筋懸は、一筋懸である。

一筋気は、一筋気である。

一筋縄は、一筋縄である。

一筋道は、一筋道である。

人擦れは、人擦れである。

人摺れは、人摺れである。

人競りは、人競りである。

一族は、一族である。

一十は、一十である。

人戯えは、人戯えである。

人騒きは、人騒きである。

一揃いは、一揃いである。

人揃いは、人揃いである。

人揃えは、人揃えである。

人違いは、人違いである。

人高いは、人高いである。

人違えは、人違えである。

人集りは、人集りである。

人長は、人長である。

人助けは、人助けである。

一太刀は、一太刀である。

人立ちは、人立ちである。

人立つは、人立つである。

人種は、人種である。

人頼みは、人頼みである。

人頼めは、人頼めである。

一度は、一度である。

人魂は、人魂である。

人給は、人給である。

一溜りは、一溜りである。

人溜りは、人溜りである。

人誑しは、人誑しである。

人近いは、人近いである。

人力は、人力である。

一つ印籠は、一つ印籠である。

人杖は、人杖である。

一つ選りは、一つ選りである。

一つ襟は、一つ襟である。

一つ置きは、一つ置きである。



一つ覚えは、一つ覚えである。

一母同胞は、一母同胞である。

一つ買いは、一つ買いである。

人使いは、人使いである。

一つ書は、一つ書である。

一つ釜は、一つ釜である。

一つ竈は、一つ竈である。

一掴みは、一掴みである。

人疲れは、人疲れである。

人付きは、人付きである。

人付合いは、人付合いである。

一つ着物は、一つ着物である。

一つ口は、一つ口である。

人っ子は、人っ子である。

一つ子は、一つ子である。

一つ事は、一つ事である。

一つ差しは、一つ差しである。

一続きは、一続きである。

一包は、一包である。

人伝は、人伝である。

一つ鍋は、一つ鍋である。

一つなる口は、一つなる口である。

一つ寝は、一つ寝である。

一つの物は、一つの物である。

一つ葉は、一つ葉である。

一つ橋は、一つ橋である。

一橋は、一橋である。

一橋大学は、一橋大学である。

一つ蓮は、一つ蓮である。

一つ話は、一つ話である。

一つ火は、一つ火である。

一つ引両は、一つ引両である。

一つ一つは、一つ一つである。

一粒は、一粒である。

一粒選りは、一粒選りである。

一粒鹿の子は、一粒鹿の子である。

一粒種は、一粒種である。

人礫は、人礫である。

一粒の麦は、一粒の麦である。

一つ星は、一つ星である。

人妻は、人妻である。

他夫は、他夫である。

一つ前は、一つ前である。

一つ松は、一つ松である。

一撮みは、一撮みである。

一つ身は、一つ身である。



一つ娘は、一つ娘である。

一つ目小僧は、一つ目小僧である。

一つもは、一つもである。

一つ物は、一つ物である。

人積りは、人積りである。

一つ紋は、一つ紋である。

一つ家は、一つ家である。

一連は、一連である。

一連れは、一連れである。

一手は、一手である。

人手は、人手である。

人出は、人出である。

海星は、海星である。

人で無しは、人で無しである。

一手販売は、一手販売である。

一手矢は、一手矢である。

人遠いは、人遠いである。

一通りは、一通りである。

人通りは、人通りである。

一時は、一時である。

一所は、一所である。

一処は、一処である。

一年は、一年である。

人と超人は、人と超人である。

人となりは、人となりである。

為人は、為人である。

人となる道は、人となる道である。

一飛びは、一飛びである。

人留めは、人留めである。

人留め所は、人留め所である。

人捕りは、人捕りである。

人中は、人中である。

人泣かせは、人泣かせである。

一流れは、一流れである。

人頽れは、人頽れである。

人雪崩は、人雪崩である。

人懐かしいは、人懐かしいである。

人懐こいは、人懐こいである。

一七日は、一七日である。

一靡きは、一靡きである。

人嬲は、人嬲である。

人弄りは、人弄りである。

人波は、人波である。

人並は、人並である。

人並並は、人並並である。

人習わしは、人習わしである。



人成るは、人成るである。

人馴れるは、人馴れるである。

一握りは、一握りである。

人憎しは、人憎しである。

人似猿は、人似猿である。

一煮立ちは、一煮立ちである。

一庭は、一庭である。

一寝入りは、一寝入りである。

一眠りは、一眠りである。

一睡は、一睡である。

樋殿は、樋殿である。

人の上は、人の上である。

人の親は、人の親である。

人の香は、人の香である。

一軒は、一軒である。

人の口は、人の口である。

人の国は、人の国である。

人の子は、人の子である。

一伸しは、一伸しである。

人の日は、人の日である。

一呑みは、一呑みである。

人の朝廷は、人の朝廷である。

ひとのみちは、ひとのみちである。

人の山は、人の山である。

人の代は、人の代である。

人の世は、人の世である。

一羽は、一羽である。

一葉は、一葉である。

人ばへは、人ばへである。

一葉草は、一葉草である。

一箱は、一箱である。

一端は、一端である。

人橋は、人橋である。

人柱は、人柱である。

一走りは、一走りである。

人外れは、人外れである。

一杯は、一杯である。

一旗は、一旗である。

一肌は、一肌である。

人肌は、人肌である。

人膚は、人膚である。

一働きは、一働きである。

一花は、一花である。

一花心は、一花心である。

一花衣は、一花衣である。

一花摺は、一花摺である。



人離るは、人離るである。

人離れは、人離れである。

一馬場は、一馬場である。

一幅物は、一幅物である。

一葉舟は、一葉舟である。

人払いは、人払いである。

人掃い令は、人掃い令である。

人払い令は、人払い令である。

一針抜きは、一針抜きである。

一晩は、一晩である。

一日置きは、一日置きである。

一引きは、一引きである。

人引は、人引である。

一拉ぎは、一拉ぎである。

一日正月は、一日正月である。

人人は、人人である。

びとびとは、びとびとである。

人人御中は、人人御中である。

人人しは、人人しである。

一捻りは、一捻りである。

一日交ぜは、一日交ぜである。

一日回りは、一日回りである。

一枚は、一枚である。

一片は、一片である。

一風は、一風である。

一節は、一節である。

一節有る体は、一節有る体である。

一節二節は、一節二節である。

一筆は、一筆である。

一筆絵は、一筆絵である。

一筆書は、一筆書である。

一筆限は、一筆限である。

一筆切は、一筆切である。

一風呂は、一風呂である。

一分別は、一分別である。

人奉公は、人奉公である。

人保険は、人保険である。

火点しは、火点しである。

火点し頃は、火点し頃である。

火点し時は、火点し時である。

一骨は、一骨である。

一間は、一間である。

人前は、人前である。

人任せは、人任せである。

一巻は、一巻である。

一幕は、一幕である。



一幕見は、一幕見である。

一幕物は、一幕物である。

人交わりは、人交わりである。

人枡は、人枡である。

一先ずは、一先ずである。

人交ぜは、人交ぜである。

人雑ぜは、人雑ぜである。

人待ちは、人待ちである。

人待ち顔は、人待ち顔である。

一先は、一先である。

一間所は、一間所である。

一纏めは、一纏めである。

人真似は、人真似である。

日泊りは、日泊りである。

人丸は、人丸である。

人丸影供は、人丸影供である。

人丸供は、人丸供である。

一回りは、一回りである。

瞳は、瞳である。

眸は、眸である。

一身は、一身である。

人見は、人見である。

人見えは、人見えである。

人見絹枝は、人見絹枝である。

人身御供は、人身御供である。

人見知りは、人見知りである。

人見せは、人見せである。

一道は、一道である。

一宮は、一宮である。

一昔は、一昔である。

一向きは、一向きである。

一蒸しは、一蒸しである。

一結びは、一結びである。

一鞭は、一鞭である。

一棟は、一棟である。

一群は、一群である。

一叢は、一叢である。

一目は、一目である。

人目は、人目である。

人めかしは、人めかしである。

人めかすは、人めかすである。

人目がましは、人目がましである。

人めくは、人めくである。

一周りは、一周りである。

一巡りは、一巡りである。

一目千本は、一目千本である。



人目包みは、人目包みである。

人目の関は、人目の関である。

一目惚れは、一目惚れである。

人面は、人面である。

一儲けは、一儲けである。

人設けは、人設けである。

一文字は、一文字である。

人文字は、人文字である。

火点し石は、火点し石である。

火点し人は、火点し人である。

秉燭者は、秉燭者である。

一本は、一本である。

一物は、一物である。

一盛飯は、一盛飯である。

一文は、一文である。

人屋は、人屋である。

獄は、獄である。

囚獄は、囚獄である。

一役は、一役である。

一休みは、一休みである。

人宿は、人宿である。

人宿りは、人宿りである。

囚獄司は、囚獄司である。

一山は、一山である。

人山は、人山である。

人遣りは、人遣りである。

一世は、一世である。

一夜は、一夜である。

一様は、一様である。

一節切は、一節切である。

一節截は、一節截である。

一簡切は、一簡切である。

一夜草は、一夜草である。

一夜さは、一夜さである。

一夜酒は、一夜酒である。

人好しは、人好しである。

人吉は、人吉である。

人寄せは、人寄せである。

人寄せ席は、人寄せ席である。

人寄せ太鼓は、人寄せ太鼓である。

一夜茸は、一夜茸である。

一夜夫は、一夜夫である。

一夜妻は、一夜妻である。

一夜交ぜは、一夜交ぜである。

一夜回りは、一夜回りである。

ヒドラは、ヒドラである。



ヒトラーは、ヒトラーである。

ヒトラーユーゲントは、ヒトラーユーゲントである。

人らかしいは、人らかしいである。

人らしいは、人らしいである。

ヒドラジドは、ヒドラジドである。

ヒドラジンは、ヒドラジンである。

一人は、一人である。

独りは、独りである。

火取は、火取である。

火採は、火採である。

日取りは、日取りである。

独り歩きは、独り歩きである。

独り案内は、独り案内である。

独り按摩は、独り按摩である。

独り居は、独り居である。

独人は、独人である。

独り占いは、独り占いである。

独り笑みは、独り笑みである。

独り男は、独り男である。

独り女は、独り女である。

灯蛾は、灯蛾である。

火取籠は、火取籠である。

独り勝ちは、独り勝ちである。

独り合点は、独り合点である。

緋鳥鴨は、緋鳥鴨である。

独り決めは、独り決めである。

独り極めは、独り極めである。

独り客は、独り客である。

独狂言は、独狂言である。

一人口は、一人口である。

一人暮しは、一人暮しである。

独り暮しは、独り暮しである。

一人子は、一人子である。

独り子は、独り子である。

独り言つは、独り言つである。

独り言は、独り言である。

独り琴は、独り琴である。

独ごとは、独ごとである。

独り転びは、独り転びである。

独り猿は、独り猿である。

一人静は、一人静である。

独り芝居は、独り芝居である。

独り自慢は、独り自慢である。

独り占めは、独り占めである。

一人過ぎは、一人過ぎである。

一人過ごしは、一人過ごしである。



独り住まいは、独り住まいである。

独り住みは、独り住みである。

独り相撲は、独り相撲である。

独り台詞は、独り台詞である。

独り立ちは、独り立ちである。

一人旅は、一人旅である。

独り旅は、独り旅である。

一人っ子は、一人っ子である。

独りっ子は、独りっ子である。

一人っ子政策は、一人っ子政策である。

ひとりでには、ひとりでにである。

一人天下は、一人天下である。

独り天下は、独り天下である。

一人鳥追いは、一人鳥追いである。

独り寝は、独り寝である。

独寝は、独寝である。

独り呑込みは、独り呑込みである。

火取の童は、火取の童である。

一人食みは、一人食みである。

一人腹は、一人腹である。

一人一人は、一人一人である。

独り臥しは、独り臥しである。

独り舞台は、独り舞台である。

独り法師は、独り法師である。

一人前は、一人前である。

独り負けは、独り負けである。

独り学びは、独り学びである。

独り身は、独り身である。

火取虫は、火取虫である。

一人武者は、一人武者である。

一人息子は、一人息子である。

一人娘は、一人娘である。

独り者は、独り者である。

独り善がりは、独り善がりである。

独連歌は、独連歌である。

独り笑いは、独り笑いである。

日取るは、日取るである。

火取るは、火取るである。

火取玉は、火取玉である。

ヒドロキシ酸は、ヒドロキシ酸である。

ヒドロキシル基は、ヒドロキシル基である。

ヒドロキソニウムイオンは、ヒドロキソニウムイオンである。

ヒドロキノンは、ヒドロキノンである。

ヒドロゾルは、ヒドロゾルである。

泥田は、泥田である。

ヒドロニウムイオンは、ヒドロニウムイオンである。



ヒドロ虫類は、ヒドロ虫類である。

ヒドロラーゼは、ヒドロラーゼである。

人別きは、人別きである。

人別けは、人別けである。

人分けは、人分けである。

一渡りは、一渡りである。

一渉りは、一渉りである。

人笑いは、人笑いである。

人笑えは、人笑えである。

人笑わせは、人笑わせである。

人笑われは、人笑われである。

人悪は、人悪である。

人悪しは、人悪しである。

ピトンは、ピトンである。

雛荒しは、雛荒しである。

雛霰は、雛霰である。

雛市は、雛市である。

比内鶏は、比内鶏である。

鄙歌は、鄙歌である。

雛会は、雛会である。

雛送りは、雛送りである。

雛納めは、雛納めである。

雛男は、雛男である。

日直るは、日直るである。

日中は、日中である。

日長は、日長である。

日永は、日永である。

雛菓子は、雛菓子である。

雛形は、雛形である。

雛型は、雛型である。

雛形尺は、雛形尺である。

雛桔梗は、雛桔梗である。

雛菊は、雛菊である。

日奈久温泉は、日奈久温泉である。

ひなくもりは、ひなくもりである。

杼投げは、杼投げである。

便無げは、便無げである。

雛罌粟は、雛罌粟である。

ピナコテークは、ピナコテークである。

雛事は、雛事である。

鄙離るは、鄙離るである。

雛尖は、雛尖である。

日済しは、日済しである。

便無しは、便無しである。

日済し貸は、日済し貸である。

日済し金は、日済し金である。



日向は、日向である。

日向臭いは、日向臭いである。

雛裁ちは、雛裁ちである。

日向ぼこは、日向ぼこである。

日向ぼこうは、日向ぼこうである。

日向ぼこりは、日向ぼこりである。

日向ぼっこは、日向ぼっこである。

日向水は、日向水である。

雛壇は、雛壇である。

日夏は、日夏である。

日夏耿之介は、日夏耿之介である。

火夏星は、火夏星である。

鄙つ女は、鄙つ女である。

雛鶴は、雛鶴である。

雛鳥は、雛鳥である。

雛流しは、雛流しである。

雛人形は、雛人形である。

雛の錫杖は、雛の錫杖である。

雛の節句は、雛の節句である。

雛の使は、雛の使である。

鄙の都は、鄙の都である。

鄙の都路は、鄙の都路である。

鄙の別れは、鄙の別れである。

鄙びるは、鄙びるである。

火嬲りは、火嬲りである。

鄙振は、鄙振である。

夷振は、夷振である。

夷曲は、夷曲である。

鄙辺は、鄙辺である。

雛豆本は、雛豆本である。

日並は、日並である。

日次記は、日次記である。

夷守は、夷守である。

日ならずは、日ならずである。

日並ぶは、日並ぶである。

日並べては、日並べてである。

火縄は、火縄である。

火縄銃は、火縄銃である。

火縄筒は、火縄筒である。

非難は、非難である。

批難は、批難である。

避難は、避難である。

美男は、美男である。

避難階段は、避難階段である。

美男葛は、美男葛である。

避難港は、避難港である。



美男石は、美男石である。

避難広場は、避難広場である。

美男帽子は、美男帽子である。

避難民は、避難民である。

ビニールは、ビニールである。

ビニールハウスは、ビニールハウスである。

ピニオンは、ピニオンである。

皮肉は、皮肉である。

肥肉は、肥肉である。

髀肉は、髀肉である。

脾肉は、脾肉である。

皮肉屋は、皮肉屋である。

皮肉るは、皮肉るである。

日に異には、日に異にである。

日に添いては、日に添いてである。

日に添えては、日に添えてである。

日日は、日日である。

日日記は、日日記である。

日に日には、日に日にである。

日に増しは、日に増しである。

泌尿器科は、泌尿器科である。

ビニルは、ビニルである。

ビニル樹脂は、ビニル樹脂である。

檳榔は、檳榔である。

ビニロンは、ビニロンである。

否認は、否認である。

非人は、非人である。

避妊は、避妊である。

非人預は、非人預である。

非人頭は、非人頭である。

避妊具は、避妊具である。

否認権は、否認権である。

非人小屋は、非人小屋である。

非人情は、非人情である。

非人称命題は、非人称命題である。

非人手下は、非人手下である。

樋貫は、樋貫である。

飛貫は、飛貫である。

陳は、陳である。

老成は、老成である。

ビネーは、ビネーである。

ビネーシモン検査は、ビネーシモン検査である。

ビネガーは、ビネガーである。

陳臭いは、陳臭いである。

捻くり回すは、捻くり回すである。

捻くるは、捻くるである。



捻くれ者は、捻くれ者である。

捻くれるは、捻くれるである。

陳ねくれるは、陳ねくれるである。

陳ねくろしは、陳ねくろしである。

陳ねこびるは、陳ねこびるである。

陳ね米は、陳ね米である。

陳ね生薑は、陳ね生薑である。

陳ね生姜は、陳ね生姜である。

火鼠は、火鼠である。

比熱は、比熱である。

微熱は、微熱である。

老成鶏は、老成鶏である。

ひねひねしは、ひねひねしである。

陳ね者は、陳ね者である。

陳ね物は、陳ね物である。

捻りは、捻りである。

拈りは、拈りである。

撚りは、撚りである。

捻り入るは、捻り入るである。

捻り重ねは、捻り重ねである。

拈り腰は、拈り腰である。

捻り殺すは、捻り殺すである。

捻り出すは、捻り出すである。

拈り出すは、拈り出すである。

捻り潰すは、捻り潰すである。

拈り袱紗は、拈り袱紗である。

捻り帛紗は、捻り帛紗である。

捻り文は、捻り文である。

拈り書は、拈り書である。

捻り回すは、捻り回すである。

捻り餅は、捻り餅である。

捻り元結は、捻り元結である。

捻るは、捻るである。

拈るは、拈るである。

撚るは、撚るである。

陳ねるは、陳ねるである。

比年は、比年である。

ピネンは、ピネンである。

日野は、日野である。

火野は、火野である。

日の脚は、日の脚である。

火野葦平は、火野葦平である。

火の雨は、火の雨である。

火の宅は、火の宅である。

非ノイマン型コンピューターは、非ノイマン型コンピューターである。

日の入りは、日の入りである。



日の入る国は、日の入る国である。

火の色は、火の色である。

火の印は、火の印である。

日の中は、日の中である。

火の内は、火の内である。

火の海は、火の海である。

被嚢類は、被嚢類である。

丙は、丙である。

丙午は、丙午である。

昼御座は、昼御座である。

昼御座の御剣は、昼御座の御剣である。

日の御物は、日の御物である。

日神は、日神である。

火の神は、火の神である。

皮の皮は、皮の皮である。

簸川は、簸川である。

檜木は、檜木である。

ピノキオは、ピノキオである。

檜木笠は、檜木笠である。

檜綱は、檜綱である。

檜舞台は、檜舞台である。

樋の口は、樋の口である。

火口番は、火口番である。

樋口守りは、樋口守りである。

火の国は、火の国である。

日前神宮は、日前神宮である。

火の車は、火の車である。

日の暮には、日の暮にである。

日の気は、日の気である。

火の気は、火の気である。

火の粉は、火の粉である。

火の輿は、火の輿である。

火の事は、火の事である。

緋の衣は、緋の衣である。

火の騒ぎは、火の騒ぎである。

火熨斗は、火熨斗である。

火熨斗摺は、火熨斗摺である。

日の下は、日の下である。

日の下開山は、日の下開山である。

日野商人は、日野商人である。

日野資朝は、日野資朝である。

昼の装束は、昼の装束である。

緋の装束は、緋の装束である。

日の縦は、日の縦である。

日の経は、日の経である。

火の玉は、火の玉である。



氷の様は、氷の様である。

氷の様の奏は、氷の様の奏である。

非の茶は、非の茶である。

ピノッキオは、ピノッキオである。

日の辻は、日の辻である。

日の辻の取上げは、日の辻の取上げである。

日の辻休みは、日の辻休みである。

檜の嬬手は、檜の嬬手である。

火の手は、火の手である。

日の出は、日の出である。

丁は、丁である。

日野俊基は、日野俊基である。

昼の殿は、昼の殿である。

日野富子は、日野富子である。

火の鳥は、火の鳥である。

昼庭は、昼庭である。

日の緯は、日の緯である。

日野塗は、日野塗である。

緋の袴は、緋の袴である。

火の柱は、火の柱である。

日の旗は、日の旗である。

火の番は、火の番である。

火の札は、火の札である。

日延べは、日延べである。

日の丸は、日の丸である。

日の丸の旗は、日の丸の旗である。

日の丸弁当は、日の丸弁当である。

火の見は、火の見である。

日の御蔭は、日の御蔭である。

日の御影は、日の御影である。

日の御門は、日の御門である。

檜の御門は、檜の御門である。

日の御供は、日の御供である。

日の御子は、日の御子である。

日ノ岬は、日ノ岬である。

日ノ御崎は、日ノ御崎である。

日御碕は、日御碕である。

日の貢は、日の貢である。

日の御綱は、日の御綱である。

火の見梯子は、火の見梯子である。

日の御旗は、日の御旗である。

火の見番人は、火の見番人である。

日の宮は、日の宮である。

火の見櫓は、火の見櫓である。

日の宮人は、日の宮人である。

日の目は、日の目である。



日の本は、日の本である。

火の元は、火の元である。

日の本のは、日の本のである。

日の本の国は、日の本の国である。

火の物は、火の物である。

火の物断ちは、火の物断ちである。

火之夜芸速男神は、火之夜芸速男神である。

日野薬師は、日野薬師である。

火の病は、火の病である。

火の用心は、火の用心である。

日の横は、日の横である。

昼の装は、昼の装である。

日の我君は、日の我君である。

日の少宮は、日の少宮である。

日野椀は、日野椀である。

干葉は、干葉である。

乾葉は、乾葉である。

檜葉は、檜葉である。

肥馬は、肥馬である。

飛馬は、飛馬である。

疲馬は、疲馬である。

微波は、微波である。

ビバは、ビバである。

ビバークは、ビバークである。

ビハールは、ビハールである。

疲憊は、疲憊である。

肥培は、肥培である。

美唄は、美唄である。

非買同盟は、非買同盟である。

罷買同盟は、罷買同盟である。

非売品は、非売品である。

日計は、日計である。

火計は、火計である。

飛白は、飛白である。

飛魄は、飛魄である。

菲薄は、菲薄である。

飛瀑は、飛瀑である。

被曝は、被曝である。

被爆は、被爆である。

美白は、美白である。

火箱は、火箱である。

樋箱は、樋箱である。

日挟みは、日挟みである。

火挟みは、火挟みである。

檜橋は、檜橋である。

火箸は、火箸である。



火柱は、火柱である。

檜皮は、檜皮である。

日機は、日機である。

樋端は、樋端である。

美肌は、美肌である。

美膚は、美膚である。

火鉢は、火鉢である。

飛鉢は、飛鉢である。

被髪は、被髪である。

美髪は、美髪である。

火花は、火花である。

火花スペクトルは、火花スペクトルである。

樋放ちは、樋放ちである。

火花放電は、火花放電である。

ヒバ汗国は、ヒバ汗国である。

檜原は、檜原である。

脾腹は、脾腹である。

日払いは、日払いである。

檜原湖は、檜原湖である。

雲雀は、雲雀である。

告天子は、告天子である。

火針は、火針である。

火鍼は、火鍼である。

雲雀毛は、雲雀毛である。

雲雀笛は、雲雀笛である。

雲雀骨は、雲雀骨である。

雲雀結びは、雲雀結びである。

雲雀山は、雲雀山である。

ひはるは、ひはるである。

ビバルディは、ビバルディである。

ひはれは、ひはれである。

批判は、批判である。

裨販は、裨販である。

日番は、日番である。

非番は、非番である。

批判主義は、批判主義である。

肥胖症は、肥胖症である。

批判的観念論は、批判的観念論である。

批判的リアリズムは、批判的リアリズムである。

批判哲学は、批判哲学である。

批判理論は、批判理論である。

ひひは、ひひである。

比比は、比比である。

狒狒は、狒狒である。

霏霏は、霏霏である。

ひびは、ひびである。



皹は、皹である。

罅は、罅である。

びびは、びびである。

微微は、微微である。

響かすは、響かすである。

響きは、響きである。

響石は、響石である。

響灘は、響灘である。

響き渡るは、響き渡るである。

疼くは、疼くである。

響くは、響くである。

美美しいは、美美しいである。

火櫃は、火櫃である。

ビビッドは、ビビッドである。

罅塗は、罅塗である。

皹みどろは、皹みどろである。

ひひめくは、ひひめくである。

日比谷は、日比谷である。

罅焼は、罅焼である。

日比谷公園は、日比谷公園である。

日比谷焼打事件は、日比谷焼打事件である。

批評は、批評である。

避病院は、避病院である。

批評家は、批評家である。

批評眼は、批評眼である。

ひひらかすは、ひひらかすである。

ひひらくは、ひひらくである。

びびりっ子は、びびりっ子である。

蛾は、蛾である。

沖るは、沖るである。

びびるは、びびるである。

ひびろは、ひびろである。

罅割れは、罅割れである。

罅割れるは、罅割れるである。

妃嬪は、妃嬪である。

備品は、備品である。

ピピンは、ピピンである。

ビビンバは、ビビンバである。

一二は、一二である。

皮膚は、皮膚である。

被布は、被布である。

披風は、披風である。

秘府は、秘府である。

秘符は、秘符である。

ひ蜉は、ひ蜉である。

費府は、費府である。



鄙夫は、鄙夫である。

卑夫は、卑夫である。

鄙婦は、鄙婦である。

卑婦は、卑婦である。

日歩は、日歩である。

日賦は、日賦である。

美婦は、美婦である。

ビフィズス菌は、ビフィズス菌である。

被覆は、被覆である。

秘封は、秘封である。

悲風は、悲風である。

美風は、美風である。

微風は、微風である。

ビフェニルは、ビフェニルである。

皮膚炎は、皮膚炎である。

皮膚科は、皮膚科である。

皮膚癌は、皮膚癌である。

皮膚感覚は、皮膚感覚である。

火吹きは、火吹きである。

火吹き竹は、火吹き竹である。

火吹き達磨は、火吹き達磨である。

皮膚筋炎は、皮膚筋炎である。

被服は、被服である。

干河豚は、干河豚である。

美服は、美服である。

微服は、微服である。

腓腹筋は、腓腹筋である。

腓腹筋痙攣は、腓腹筋痙攣である。

被覆船は、被覆船である。

被覆線は、被覆線である。

比比丘女は、比比丘女である。

美福門は、美福門である。

美福門院は、美福門院である。

火脹れは、火脹れである。

火袋は、火袋である。

皮膚呼吸は、皮膚呼吸である。

日塞がりは、日塞がりである。

火伏せは、火伏せである。

火防は、火防である。

皮膚腺は、皮膚腺である。

非武装地帯は、非武装地帯である。

皮膚そう痒症は、皮膚そう痒症である。

火蓋は、火蓋である。

ひふっは、ひふっである。

秘仏は、秘仏である。

美物は、美物である。



ビフテキは、ビフテキである。

火船は、火船である。

皮膚病は、皮膚病である。

日歩保険は、日歩保険である。

日文は、日文である。

皮膚紋画症は、皮膚紋画症である。

びぶらは、びぶらである。

ビブラートは、ビブラートである。

ビブラフォンは、ビブラフォンである。

火振りは、火振りである。

ビブリオは、ビブリオである。

ビブリオグラフィーは、ビブリオグラフィーである。

ビブリオマニアは、ビブリオマニアである。

秘府略は、秘府略である。

日震いは、日震いである。

日風呂は、日風呂である。

悲憤は、悲憤である。

非分は、非分である。

碑文は、碑文である。

微粉は、微粉である。

美文は、美文である。

微分は、微分である。

ピブンは、ピブンである。

微分学は、微分学である。

微分幾何学は、微分幾何学である。

微分係数は、微分係数である。

飛蚊症は、飛蚊症である。

微粉炭は、微粉炭である。

微分方程式は、微分方程式である。

疲弊は、疲弊である。

非米活動委員会は、非米活動委員会である。

鼻閉塞は、鼻閉塞である。

ピペットは、ピペットである。

ピペリンは、ピペリンである。

ビベロは、ビベロである。

ピペロナールは、ピペロナールである。

日偏は、日偏である。

火偏は、火偏である。

裨補は、裨補である。

紐は、紐である。

悲母は、悲母である。

鼻母音は、鼻母音である。

庇保は、庇保である。

非法は、非法である。

飛報は、飛報である。

秘方は、秘方である。



秘宝は、秘宝である。

秘法は、秘法である。

悲報は、悲報である。

非望は、非望である。

誹謗は、誹謗である。

弥縫は、弥縫である。

美貌は、美貌である。

備忘は、備忘である。

未亡人は、未亡人である。

非暴力は、非暴力である。

備忘録は、備忘録である。

ひぼかすは、ひぼかすである。

婢僕は、婢僕である。

眉目は、眉目である。

ヒポクラテスは、ヒポクラテスである。

ヒポクラテスの誓いは、ヒポクラテスの誓いである。

ヒポクリットは、ヒポクリットである。

被保険者は、被保険者である。

被保険物は、被保険物である。

被保護国は、被保護国である。

ヒポコンデリーは、ヒポコンデリーである。

非募債主義は、非募債主義である。

干乾しは、干乾しである。

日干しは、日干しである。

日乾しは、日乾しである。

火干しは、火干しである。

火乾しは、火乾しである。

ピボットは、ピボットである。

火ほどは、火ほどである。

神籬は、神籬である。

美幌峠は、美幌峠である。

秘本は、秘本である。

非凡は、非凡である。

美本は、美本である。

秘本玉くしげは、秘本玉くしげである。

隙は、隙である。

暇は、暇である。

閑は、閑である。

蓖麻は、蓖麻である。

暇明きは、暇明きである。

隙明きは、隙明きである。

日参りは、日参りである。

隙入りは、隙入りである。

隙惜しみは、隙惜しみである。

皮膜は、皮膜である。

飛膜は、飛膜である。



被膜は、被膜である。

日負けは、日負けである。

日増しは、日増しである。

蓖麻子は、蓖麻子である。

日増しには、日増しにである。

日増し物は、日増し物である。

蓖麻子油は、蓖麻子油である。

披麻皴は、披麻皴である。

暇人は、暇人である。

隙人は、隙人である。

閑人は、閑人である。

日交ぜは、日交ぜである。

日待ちは、日待ちである。

飛沫は、飛沫である。

飛沫伝染は、飛沫伝染である。

暇潰しは、暇潰しである。

火祭は、火祭である。

隙だうなは、隙だうなである。

隙取るは、隙取るである。

日真名子は、日真名子である。

隙狭間は、隙狭間である。

隙日は、隙日である。

隙隙は、隙隙である。

隙屋は、隙屋である。

ヒマラヤは、ヒマラヤである。

ヒマラヤ杉は、ヒマラヤ杉である。

ヒマラヤンは、ヒマラヤンである。

火回しは、火回しである。

日回りは、日回りである。

向日葵は、向日葵である。

火回りは、火回りである。

日回り草は、日回り草である。

肥満は、肥満である。

弥漫は、弥漫である。

瀰漫は、瀰漫である。

肥満細胞は、肥満細胞である。

肥満症は、肥満症である。

ひみは、ひみである。

氷見は、氷見である。

美味は、美味である。

氷見鰯は、氷見鰯である。

卑弥呼は、卑弥呼である。

ひみさきりは、ひみさきりである。

日短は、日短である。

日見ずは、日見ずである。

火水は、火水である。



氷水は、氷水である。

不見日土竜は、不見日土竜である。

秘密は、秘密である。

秘密会は、秘密会である。

秘密外交は、秘密外交である。

秘密灌頂は、秘密灌頂である。

秘密教は、秘密教である。

秘密結社は、秘密結社である。

秘密呪は、秘密呪である。

秘密出版は、秘密出版である。

秘密選挙は、秘密選挙である。

秘密積立金は、秘密積立金である。

秘密保護法は、秘密保護法である。

秘密裏は、秘密裏である。

秘密裡は、秘密裡である。

秘密漏示罪は、秘密漏示罪である。

美妙は、美妙である。

微妙は、微妙である。

ヒムは、ヒムである。

秘むは、秘むである。

ひ襁は、ひ襁である。

氷室は、氷室である。

姫榁は、姫榁である。

氷室の節句は、氷室の節句である。

氷室守は、氷室守である。

姫は、姫である。

媛は、媛である。

ひめは、ひめである。

姫薊は、姫薊である。

姫翌檜は、姫翌檜である。

非命は、非命である。

悲鳴は、悲鳴である。

碑銘は、碑銘である。

未明は、未明である。

美名は、美名である。

微明は、微明である。

姫飯は、姫飯である。

姫瓜は、姫瓜である。

姫瓜の節句は、姫瓜の節句である。

姫瓜の雛は、姫瓜の雛である。

姫貝は、姫貝である。

姫街道は、姫街道である。

姫鑑は、姫鑑である。

姫垣は、姫垣である。

女墻は、女墻である。

ひめ鏑は、ひめ鏑である。



比売神は、比売神である。

姫神は、姫神である。

姫川は、姫川である。

姫皮は、姫皮である。

姫君は、姫君である。

叫くは、叫くである。

姫秧鶏は、姫秧鶏である。

姫莎草は、姫莎草である。

姫葛は、姫葛である。

日捲りは、日捲りである。

姫児は、姫児である。

姫御は、姫御である。

姫御前は、姫御前である。

秘め事は、秘め事である。

姫小判草は、姫小判草である。

姫小松は、姫小松である。

姫金神は、姫金神である。

姫早百合は、姫早百合である。

姫路は、姫路である。

姫路革は、姫路革である。

姫路城は、姫路城である。

姫射干は、姫射干である。

姫石南花は、姫石南花である。

姫娑羅は、姫娑羅である。

姫女おんは、姫女おんである。

緋目高は、緋目高である。

姫橘は、姫橘である。

非滅は、非滅である。

姫椿は、姫椿である。

姫刀禰は、姫刀禰である。

姫遊は、姫遊である。

姫韮は、姫韮である。

ヒメネスは、ヒメネスである。

姫鼠は、姫鼠である。

姫糊は、姫糊である。

姫萩は、姫萩である。

姫始は、姫始である。

姫芭蕉は、姫芭蕉である。

姫蜂は、姫蜂である。

姫春蝉は、姫春蝉である。

姫菱は、姫菱である。

姫向日葵は、姫向日葵である。

姫鱒は、姫鱒である。

姫大夫は、姫大夫である。

内命婦は、内命婦である。

姫松は、姫松である。



姫帝は、姫帝である。

姫御子は、姫御子である。

姫宮は、姫宮である。

姫昔蓬は、姫昔蓬である。

ひめ矢は、ひめ矢である。

秘めやかは、秘めやかである。

姫夜叉五倍子は、姫夜叉五倍子である。

姫靫は、姫靫である。

姫百合は、姫百合である。

ひめゆりの塔は、ひめゆりの塔である。

姫艾は、姫艾である。

秘めるは、秘めるである。

庇面は、庇面である。

罷免は、罷免である。

罷免権は、罷免権である。

氷面は、氷面である。

皮毛は、皮毛である。

紐打ちは、紐打ちである。

紐落しは、紐落しである。

紐鏡は、紐鏡である。

氷面鏡は、氷面鏡である。

紐形動物は、紐形動物である。

紐小刀は、紐小刀である。

紐革は、紐革である。

紐革饂飩は、紐革饂飩である。

比目は、比目である。

皮目は、皮目である。

費目は、費目である。

比目魚は、比目魚である。

比目の枕は、比目の枕である。

紐差すは、紐差すである。

緋文字は、緋文字である。

ひもじいは、ひもじいである。

ひもす鳥は、ひもす鳥である。

紐線は、紐線である。

日持ちは、日持ちである。

日保ちは、日保ちである。

火持ちは、火持ちである。

火保ちは、火保ちである。

被物は、被物である。

紐付きは、紐付きである。

紐付融資は、紐付融資である。

紐付けは、紐付けである。

火元は、火元である。

紐通しは、紐通しである。

紐解きは、紐解きである。



繙くは、繙くである。

紐解くは、紐解くである。

火元見は、火元見である。

日戻りは、日戻りである。

紐直しは、紐直しである。

干物は、干物である。

乾物は、乾物である。

檜物は、檜物である。

紐の緒は、紐の緒である。

紐の緒のは、紐の緒のである。

檜物座は、檜物座である。

檜物細工は、檜物細工である。

檜物師は、檜物師である。

檜物船は、檜物船である。

檜物屋は、檜物屋である。

ひものやは、ひものやである。

紐虫は、紐虫である。

胙は、胙である。

樋門は、樋門である。

秘文は、秘文である。

秘紋は、秘紋である。

悲門は、悲門である。

鼻紋は、鼻紋である。

冷は、冷である。

火屋は、火屋である。

火矢は、火矢である。

火箭は、火箭である。

鄙野は、鄙野である。

ビヤは、ビヤである。

冷汗は、冷汗である。

冷かは、冷かである。

ビヤガーデンは、ビヤガーデンである。

冷かしは、冷かしである。

冷かすは、冷かすである。

百は、百である。

非役は、非役である。

飛躍は、飛躍である。

秘薬は、秘薬である。

秘鑰は、秘鑰である。

びゃくは、びゃくである。

媚薬は、媚薬である。

百一は、百一である。

百一漬は、百一漬である。

百一物は、百一物である。

百一文は、百一文である。

百一升は、百一升である。



百色眼鏡は、百色眼鏡である。

百韻は、百韻である。

百会は、百会である。

白衣観音は、白衣観音である。

白衣勤めは、白衣勤めである。

百王は、百王である。

百王鎮護の伽藍は、百王鎮護の伽藍である。

百害は、百害である。

百骸は、百骸である。

白蓋は、白蓋である。

百刈は、百刈である。

白毫は、白毫である。

白業は、白業である。

百座は、百座である。

百済は、百済である。

百緡は、百緡である。

百桟敷は、百桟敷である。

百雑砕は、百雑砕である。

百座の護摩は、百座の護摩である。

百座の祓は、百座の祓である。

白散は、白散である。

百三十里は、百三十里である。

百司は、百司である。

拍子は、拍子である。

百師は、百師である。

百子は、百子である。

百事は、百事である。

白しは、白しである。

百子全書は、百子全書である。

百子帳は、百子帳である。

百日紅は、百日紅である。

百事如意は、百事如意である。

辟支仏は、辟支仏である。

百尺竿頭は、百尺竿頭である。

百社参りは、百社参りである。

百首は、百首である。

百獣は、百獣である。

百首歌は、百首歌である。

百出は、百出である。

白朮は、白朮である。

百術千慮は、百術千慮である。

百手の達者は、百手の達者である。

百首和歌は、百首和歌である。

百丈は、百丈である。

百姓一揆は、百姓一揆である。

百姓請は、百姓請である。



百丈懐海は、百丈懐海である。

百姓往来は、百姓往来である。

飛躍上告は、飛躍上告である。

百姓代は、百姓代である。

百姓伝記は、百姓伝記である。

百姓分は、百姓分である。

百姓物は、百姓物である。

百姓家は、百姓家である。

百姓読みは、百姓読みである。

柏槙は、柏槙である。

百世は、百世である。

百姓治田は、百姓治田である。

百折は、百折である。

百千は、百千である。

百戦は、百戦である。

百選は、百選である。

百全は、百全である。

百膳は、百膳である。

百千万は、百千万である。

百戦錬磨は、百戦錬磨である。

百草は、百草である。

百相場は、百相場である。

百足は、百足である。

百態は、百態である。

百大夫は、百大夫である。

百端は、百端である。

白檀は、白檀である。

百檀那は、百檀那である。

百旦那は、百旦那である。

白檀油は、白檀油である。

百中は、百中である。

飛躍的は、飛躍的である。

百度は、百度である。

百度石は、百度石である。

百銅は、百銅である。

一一〇番は、一一〇番である。

百度食は、百度食である。

百度の祓は、百度の祓である。

百度参りは、百度参りである。

百度詣では、百度詣でである。

百生りは、百生りである。

百二十末社は、百二十末社である。

百二十里は、百二十里である。

百日は、百日である。

百日鬘は、百日鬘である。

百日裁判は、百日裁判である。



百日咳は、百日咳である。

百日草は、百日草である。

百日曾我は、百日曾我である。

百日法華は、百日法華である。

百日参りは、百日参りである。

百日詣では、百日詣でである。

百人は、百人である。

百人一首は、百人一首である。

百人隊長は、百人隊長である。

百人力は、百人力である。

百年は、百年である。

百年戦争は、百年戦争である。

百年の計は、百年の計である。

百年の不作は、百年の不作である。

百年目は、百年目である。

百パーセントは、百パーセントである。

百拝は、百拝である。

百旅籠は、百旅籠である。

百八は、百八である。

百八十度は、百八十度である。

百八十度転回は、百八十度転回である。

百八炬火は、百八炬火である。

百八の鐘は、百八の鐘である。

百八の数珠は、百八の数珠である。

百八煩悩は、百八煩悩である。

百番は、百番である。

百蛮は、百蛮である。

百番笠懸は、百番笠懸である。

百一つは、百一つである。

百尋は、百尋である。

百歩は、百歩である。

百部は、百部である。

百福荘厳は、百福荘厳である。

百服茶は、百服茶である。

百物は、百物である。

百歩の方は、百歩の方である。

百分は、百分である。

百聞は、百聞である。

百分算は、百分算である。

百分比は、百分比である。

百分率は、百分率である。

百弊は、百弊である。

百辟は、百辟である。

百眼は、百眼である。

百万は、百万である。

百万言は、百万言である。



百万陀羅は、百万陀羅である。

百万長者は、百万長者である。

百万塔は、百万塔である。

百万遍は、百万遍である。

百味は、百味である。

百味箪笥は、百味箪笥である。

百味の飲食は、百味の飲食である。

百目蝋燭は、百目蝋燭である。

百面相は、百面相である。

百物語は、百物語である。

百文は、百文である。

百文銭は、百文銭である。

百文船は、百文船である。

百薬は、百薬である。

百薬の長は、百薬の長である。

百夜参りは、百夜参りである。

百様は、百様である。

百葉箱は、百葉箱である。

百雷は、百雷である。

白癩は、白癩である。

百里は、百里である。

百里奚は、百里奚である。

百僚は、百僚である。

百黎は、百黎である。

百錬は、百錬である。

白れんは、白れんである。

白蓮教は、白蓮教である。

白蓮社は、白蓮社である。

百練抄は、百練抄である。

百錬抄は、百錬抄である。

百六韻は、百六韻である。

百論は、百論である。

日焼けは、日焼けである。

日焼け田は、日焼け田である。

冷酒は、冷酒である。

冷しは、冷しである。

冷し中華は、冷し中華である。

庇間の子は、庇間の子である。

冷し物は、冷し物である。

ヒヤシンスは、ヒヤシンスである。

冷すは、冷すである。

ビヤスタンドは、ビヤスタンドである。

火休めは、火休めである。

冷索麺は、冷索麺である。

冷ぞろは、冷ぞろである。

ビヤ樽は、ビヤ樽である。



百花は、百花である。

百科は、百科である。

百家は、百家である。

百科事彙は、百科事彙である。

百科辞書は、百科辞書である。

百科辞典は、百科辞典である。

百科事典は、百科事典である。

百花斉放は、百花斉放である。

百家説林は、百家説林である。

百科全書は、百科全書である。

百科全書家は、百科全書家である。

百家争鳴は、百家争鳴である。

百貨店は、百貨店である。

百箇日は、百箇日である。

百果宗は、百果宗である。

百花繚乱は、百花繚乱である。

百官は、百官である。

百貫は、百貫である。

百官名は、百官名である。

百鬼夜行は、百鬼夜行である。

冷つくは、冷つくである。

百計は、百計である。

百穴は、百穴である。

僻見は、僻見である。

百間長屋は、百間長屋である。

白狐は、白狐である。

冷っこいは、冷っこいである。

百工は、百工である。

百考は、百考である。

百行は、百行である。

白虎旗は、白虎旗である。

百穀は、百穀である。

白虎隊は、白虎隊である。

白虎通は、白虎通である。

白虎通義は、白虎通義である。

白虎楼は、白虎楼である。

ひやっとは、ひやっとである。

百発百中は、百発百中である。

百般は、百般である。

百方は、百方である。

百歩蛇は、百歩蛇である。

百本漬は、百本漬である。

日雇は、日雇である。

日傭は、日傭である。

冷豆腐は、冷豆腐である。

冷や冷やは、冷や冷やである。



ヒヤヒヤは、ヒヤヒヤである。

ビヤホールは、ビヤホールである。

琵琶笛は、琵琶笛である。

口琴は、口琴である。

檜山は、檜山である。

冷水は、冷水である。

冷麦は、冷麦である。

冷飯は、冷飯である。

冷飯食いは、冷飯食いである。

冷飯草履は、冷飯草履である。

冷やかは、冷やかである。

冷奴は、冷奴である。

ひやりは、ひやりである。

ヒヤリングは、ヒヤリングである。

ひゆは、ひゆである。

比喩は、比喩である。

譬喩は、譬喩である。

冷ゆは、冷ゆである。

媚諛は、媚諛である。

ピュアは、ピュアである。

ひゅうは、ひゅうである。

びゅうは、びゅうである。

謬は、謬である。

ビューは、ビューである。

ぴゅうは、ぴゅうである。

ピュヴィスドシャヴァンヌは、ピュヴィスドシャヴァンヌである。

日向灘は、日向灘である。

日向水木は、日向水木である。

非ユークリッド幾何学は、非ユークリッド幾何学である。

謬計は、謬計である。

ビューゲルは、ビューゲルである。

謬見は、謬見である。

謬言は、謬言である。

謬算は、謬算である。

ヒューズは、ヒューズである。

ヒューストンは、ヒューストンである。

謬説は、謬説である。

謬想は、謬想である。

ビューティーは、ビューティーである。

ビューティーサロンは、ビューティーサロンである。

ビューティースポットは、ビューティースポットである。

ビューティフルは、ビューティフルである。

謬伝は、謬伝である。

ヒューバーマンは、ヒューバーマンである。

ビューヒナーは、ビューヒナーである。

ひゅうひゅうは、ひゅうひゅうである。



ビューフォート風力階級は、ビューフォート風力階級である。

ヒューベルは、ヒューベルである。

ピューマは、ピューマである。

ヒューマーは、ヒューマーである。

ヒューマニスティックは、ヒューマニスティックである。

ヒューマニストは、ヒューマニストである。

ヒューマニズムは、ヒューマニズムである。

ヒューマニティーは、ヒューマニティーである。

ヒューマンは、ヒューマンである。

ヒューマンドキュメントは、ヒューマンドキュメントである。

ヒューマンリレーションズは、ヒューマンリレーションズである。

ヒュームは、ヒュームである。

ヒューム管は、ヒューム管である。

ピューリタニズムは、ピューリタニズムである。

ピューリタンは、ピューリタンである。

ピューリタン革命は、ピューリタン革命である。

ピューレは、ピューレである。

ビューローは、ビューローである。

ビューロクラシーは、ビューロクラシーである。

謬論は、謬論である。

ヒューロン湖は、ヒューロン湖である。

譬喩歌は、譬喩歌である。

ピュシスは、ピュシスである。

比喩体は、比喩体である。

譬喩体は、譬喩体である。

ピュタゴラスは、ピュタゴラスである。

ヒュッテは、ヒュッテである。

ひゅっとは、ひゅっとである。

ビュッフェは、ビュッフェである。

ビュデは、ビュデである。

ビュトールは、ビュトールである。

ビュフォンは、ビュフォンである。

比喩法は、比喩法である。

譬喩法は、譬喩法である。

ヒュメーンは、ヒュメーンである。

ビュランは、ビュランである。

ビュリダンは、ビュリダンである。

ピュリッツァー賞は、ピュリッツァー賞である。

ビュレットは、ビュレットである。

ピュロンは、ピュロンである。

びゅんびゅんは、びゅんびゅんである。

ひよは、ひよである。

誹誉は、誹誉である。

ひょいとは、ひょいとである。

ひょいひょいは、ひょいひょいである。

ひょうは、ひょうである。



平は、平である。

兵は、兵である。

表は、表である。

俵は、俵である。

豹は、豹である。

票は、票である。

評は、評である。

剽は、剽である。

雹は、雹である。

漂は、漂である。

標は、標である。

憑は、憑である。

比容は、比容である。

飛揚は、飛揚である。

秘要は、秘要である。

費用は、費用である。

眇は、眇である。

秒は、秒である。

苗は、苗である。

病は、病である。

描は、描である。

猫は、猫である。

渺は、渺である。

廟は、廟である。

鋲は、鋲である。

可うは、可うである。

美容は、美容である。

微恙は、微恙である。

病痾は、病痾である。

表衣は、表衣である。

表意は、表意である。

憑依は、憑依である。

飄逸は、飄逸である。

表意文字は、表意文字である。

平韻は、平韻である。

病因は、病因である。

病院は、病院である。

美容院は、美容院である。

病院船は、病院船である。

廟宇は、廟宇である。

兵衛は、兵衛である。

苗裔は、苗裔である。

兵衛府は、兵衛府である。

渺遠は、渺遠である。

平起は、平起である。

氷温は、氷温である。



表音は、表音である。

表音記号は、表音記号である。

表音式仮名遣は、表音式仮名遣である。

表音文字は、表音文字である。

氷花は、氷花である。

氷菓は、氷菓である。

表価は、表価である。

苹果は、苹果である。

評価は、評価である。

評家は、評家である。

馮河は、馮河である。

氷河は、氷河である。

表賀は、表賀である。

病家は、病家である。

病暇は、病暇である。

病臥は、病臥である。

描画は、描画である。

氷海は、氷海である。

氷解は、氷解である。

氷塊は、氷塊である。

表外は、表外である。

雹害は、雹害である。

病害は、病害である。

漂海民は、漂海民である。

評価益は、評価益である。

俵返しは、俵返しである。

費用価格は、費用価格である。

氷河期は、氷河期である。

飄客は、飄客である。

嫖客は、嫖客である。

猫額は、猫額である。

氷河湖は、氷河湖である。

氷河擦痕は、氷河擦痕である。

氷河時代は、氷河時代である。

氷河性海面変化は、氷河性海面変化である。

評価損は、評価損である。

氷河土は、氷河土である。

氷寒は、氷寒である。

剽悍は、剽悍である。

慓悍は、慓悍である。

病患は、病患である。

病間は、病間である。

病監は、病監である。

病間録は、病間録である。

氷期は、氷期である。

表記は、表記である。



標記は、標記である。

標旗は、標旗である。

氷技は、氷技である。

評議は、評議である。

嫖妓は、嫖妓である。

病気は、病気である。

病鬼は、病鬼である。

病期は、病期である。

廟議は、廟議である。

評議員は、評議員である。

評議会は、評議会である。

病気分は、病気分である。

驃騎兵は、驃騎兵である。

表記法は、表記法である。

憑拠は、憑拠である。

病居は、病居である。

馮玉祥は、馮玉祥である。

剽軽は、剽軽である。

標金は、標金である。

病菌は、病菌である。

描金は、描金である。

剽軽玉は、剽軽玉である。

兵具は、兵具である。

表具は、表具である。

病苦は、病苦である。

病躯は、病躯である。

鋲釘は、鋲釘である。

ひょうぐぐさりは、ひょうぐぐさりである。

兵具ぐさりの太刀は、兵具ぐさりの太刀である。

表具師は、表具師である。

表具地は、表具地である。

表具屋は、表具屋である。

表具屋節は、表具屋節である。

剽げは、剽げである。

表掲は、表掲である。

表敬は、表敬である。

表慶は、表慶である。

表慶館は、表慶館である。

表計算は、表計算である。

氷結は、氷結である。

表決は、表決である。

票決は、票決である。

評決は、評決である。

病欠は、病欠である。

杪月は、杪月である。

表決権は、表決権である。



剽げるは、剽げるである。

表顕は、表顕である。

氷原は、氷原である。

表現は、表現である。

評言は、評言である。

病原は、病原である。

病源は、病源である。

表現型は、表現型である。

病原菌は、病原菌である。

表現主義は、表現主義である。

病原体は、病原体である。

表見代理は、表見代理である。

表現の自由は、表現の自由である。

表現派は、表現派である。

瓢湖は、瓢湖である。

飄乎は、飄乎である。

兵庫は、兵庫である。

評語は、評語である。

標語は、標語である。

渺乎は、渺乎である。

病後は、病後である。

氷厚は、氷厚である。

標高は、標高である。

表号は、表号である。

標号は、標号である。

廟号は、廟号である。

氷縞粘土は、氷縞粘土である。

兵庫教育大学は、兵庫教育大学である。

兵庫鎖は、兵庫鎖である。

兵庫県南部地震は、兵庫県南部地震である。

飄忽は、飄忽である。

兵庫奉行は、兵庫奉行である。

表語文字は、表語文字である。

兵庫寮は、兵庫寮である。

兵庫髷は、兵庫髷である。

兵庫曲は、兵庫曲である。

病根は、病根である。

漂砂は、漂砂である。

錨鎖は、錨鎖である。

病者は、病者である。

病妻は、病妻である。

廟策は、廟策である。

氷酢酸は、氷酢酸である。

漂砂鉱床は、漂砂鉱床である。

表札は、表札である。

標札は、標札である。



氷山は、氷山である。

廟算は、廟算である。

表紙は、表紙である。

標紙は、標紙である。

平字は、平字である。

兵士は、兵士である。

表示は、表示である。

表事は、表事である。

標幟は、標幟である。

標示は、標示である。

病死は、病死である。

廟祀は、廟祀である。

美容師は、美容師である。

病児は、病児である。

拍子扇は、拍子扇である。

表式は、表式である。

標識は、標識である。

拍子木は、拍子木である。

病識は、病識である。

標識化合物は、標識化合物である。

拍子利きは、拍子利きである。

拍子記号は、拍子記号である。

標識色は、標識色である。

標識鳥は、標識鳥である。

標識灯は、標識灯である。

標識放流は、標識放流である。

標時球は、標時球である。

拍子事は、拍子事である。

表示主義は、表示主義である。

剽疾は、剽疾である。

漂失は、漂失である。

病室は、病室である。

病質は、病質である。

表紙手形は、表紙手形である。

拍子抜けは、拍子抜けである。

拍子盤は、拍子盤である。

拍子舞は、拍子舞である。

拍子幕は、拍子幕である。

鋲締め機は、鋲締め機である。

拍子物は、拍子物である。

評者は、評者である。

被傭者は、被傭者である。

被用者は、被用者である。

病舎は、病舎である。

描写は、描写である。

廟社は、廟社である。



描写音楽は、描写音楽である。

氷釈は、氷釈である。

評釈は、評釈である。

標尺は、標尺である。

病弱は、病弱である。

病者の塗油は、病者の塗油である。

被用者保険は、被用者保険である。

氷酒は、氷酒である。

氷州石は、氷州石である。

廟祝は、廟祝である。

表出は、表出である。

描出は、描出である。

美容術は、美容術である。

標準は、標準である。

杪春は、杪春である。

標準液は、標準液である。

標準音は、標準音である。

標準化は、標準化である。

標準ガルタは、標準ガルタである。

標準気圧は、標準気圧である。

標準規格は、標準規格である。

標準軌間は、標準軌間である。

標準記録は、標準記録である。

標準金利は、標準金利である。

標準ゲージは、標準ゲージである。

標準検査は、標準検査である。

標準語は、標準語である。

標準時は、標準時である。

標準尺度は、標準尺度である。

標準重力は、標準重力である。

標準重力加速は、標準重力加速である。

標準状態は、標準状態である。

標準正規曲線は、標準正規曲線である。

標準生計費は、標準生計費である。

標準設計は、標準設計である。

標準賃金は、標準賃金である。

標準電池は、標準電池である。

標準電波は、標準電波である。

標準比視感度は、標準比視感度である。

標準偏差は、標準偏差である。

標準報酬は、標準報酬である。

標準米は、標準米である。

標準レンズは、標準レンズである。

表書は、表書である。

病所は、病所である。

廟所は、廟所である。



平声は、平声である。

氷床は、氷床である。

氷晶は、氷晶である。

表象は、表象である。

表彰は、表彰である。

評唱は、評唱である。

標章は、標章である。

平調は、平調である。

氷上は、氷上である。

兵仗は、兵仗である。

表情は、表情である。

評定は、評定である。

病床は、病床である。

病牀は、病牀である。

病症は、病症である。

錨床は、錨床である。

苗条は、苗条である。

病状は、病状である。

表情筋は、表情筋である。

評定衆は、評定衆である。

表情術は、表情術である。

評定所は、評定所である。

氷晶石は、氷晶石である。

兵仗宣下は、兵仗宣下である。

病床日誌は、病床日誌である。

表情人形は、表情人形である。

評定始は、評定始である。

評定奉行は、評定奉行である。

氷食は、氷食である。

氷蝕は、氷蝕である。

廟食は、廟食である。

病蓐は、病蓐である。

病褥は、病褥である。

氷針は、氷針である。

氷人は、氷人である。

氷刃は、氷刃である。

秒針は、秒針である。

病身は、病身である。

ひょうすは、ひょうすである。

病衰は、病衰である。

瓶水は、瓶水である。

平水韻は、平水韻である。

ひょうずばは、ひょうずばである。

表するは、表するである。

評するは、評するである。

表旌は、表旌である。



病勢は、病勢である。

美容整形は、美容整形である。

漂石は、漂石である。

標石は、標石である。

病跡学は、病跡学である。

氷雪は、氷雪である。

評説は、評説である。

剽窃は、剽窃である。

氷雪プランクトンは、氷雪プランクトンである。

兵船は、兵船である。

漂船は、漂船である。

飄然は、飄然である。

描線は、描線である。

眇然は、眇然である。

渺然は、渺然である。

ひょう疽は、ひょう疽である。

氷霜は、氷霜である。

表装は、表装である。

表層は、表層である。

票荘は、票荘である。

病巣は、病巣である。

病竈は、病竈である。

表層魚は、表層魚である。

表層構造は、表層構造である。

表層雪崩は、表層雪崩である。

平仄は、平仄である。

秉燭は、秉燭である。

兵俗は、兵俗である。

剽賊は、剽賊である。

秒速は、秒速である。

苗族は、苗族である。

平他は、平他である。

表題は、表題である。

標題は、標題である。

病体は、病体である。

病態は、病態である。

標題音楽は、標題音楽である。

病態生理学は、病態生理学である。

氷堆石は、氷堆石である。

ひょうたくれは、ひょうたくれである。

平他字類抄は、平他字類抄である。

氷炭は、氷炭である。

瓢箪は、瓢箪である。

評壇は、評壇である。

瓢箪送りは、瓢箪送りである。

瓢箪形は、瓢箪形である。



瓢箪苔は、瓢箪苔である。

瓢箪鯰は、瓢箪鯰である。

瓢箪木は、瓢箪木である。

瓢箪巻は、瓢箪巻である。

標置は、標置である。

錨地は、錨地である。

漂着は、漂着である。

氷柱は、氷柱である。

評注は、評注である。

評註は、評註である。

標注は、標注である。

標註は、標註である。

標柱は、標柱である。

病中は、病中である。

病虫害は、病虫害である。

表徴は、表徴である。

標徴は、標徴である。

漂鳥は、漂鳥である。

氷長石は、氷長石である。

氷枕は、氷枕である。

鋲継手は、鋲継手である。

評定尺度は、評定尺度である。

評定法は、評定法である。

標的は、標的である。

漂溺は、漂溺である。

病的は、病的である。

氷点は、氷点である。

評点は、評点である。

標点は、標点である。

氷田は、氷田である。

票田は、票田である。

評伝は、評伝である。

氷点下は、氷点下である。

氷点降下は、氷点降下である。

ひょうとは、ひょうとである。

表土は、表土である。

剽盗は、剽盗である。

漂蕩は、漂蕩である。

標灯は、標灯である。

秤動は、秤動である。

馮道は、馮道である。

漂動は、漂動である。

杪頭は、杪頭である。

病棟は、病棟である。

廟塔は、廟塔である。

平等は、平等である。



廟堂は、廟堂である。

平等院は、平等院である。

平等界は、平等界である。

平等観は、平等観である。

平等権は、平等権である。

平等主義は、平等主義である。

平等心は、平等心である。

表徳は、表徳である。

病毒は、病毒である。

日傭取は、日傭取である。

病難は、病難である。

病人は、病人である。

瓢鮎図は、瓢鮎図である。

氷嚢は、氷嚢である。

病悩は、病悩である。

氷ノ山は、氷ノ山である。

標の山は、標の山である。

兵破は、兵破である。

描破は、描破である。

ひょうはいは、ひょうはいである。

標牌は、標牌である。

ひょう梅は、ひょう梅である。

廟拝は、廟拝である。

表白は、表白である。

漂白は、漂白である。

漂泊は、漂泊である。

渺漠は、渺漠である。

漂白剤は、漂白剤である。

漂白粉は、漂白粉である。

病髪は、病髪である。

評判は、評判である。

評判記は、評判記である。

表皮は、表皮である。

ひょうびは、ひょうびである。

豹尾は、豹尾である。

表皮効果は、表皮効果である。

ひょうひゃくは、ひょうひゃくである。

飄飄は、飄飄である。

縹渺は、縹渺である。

縹緲は、縹緲である。

縹眇は、縹眇である。

びょうびょうは、びょうびょうである。

眇眇は、眇眇である。

渺渺は、渺渺である。

飄飄乎は、飄飄乎である。

飄飄踉踉は、飄飄踉踉である。



漂浮は、漂浮である。

兵部は、兵部である。

病夫は、病夫である。

病父は、病父である。

病婦は、病婦である。

病符は、病符である。

屏風は、屏風である。

屏風岩は、屏風岩である。

飄風は、飄風である。

屏風歌は、屏風歌である。

屏風絵は、屏風絵である。

屏風押えは、屏風押えである。

屏風返しは、屏風返しである。

兵部卿は、兵部卿である。

兵部省は、兵部省である。

屏風倒しは、屏風倒しである。

漂布土は、漂布土である。

屏風山は、屏風山である。

表文は、表文である。

病兵は、病兵である。

病弊は、病弊である。

氷壁は、氷壁である。

病癖は、病癖である。

豹変は、豹変である。

漂泛は、漂泛である。

病変は、病変である。

費用便益分析は、費用便益分析である。

漂母は、漂母である。

苗圃は、苗圃である。

廟謨は、廟謨である。

兵法は、兵法である。

標榜は、標榜である。

描法は、描法である。

渺茫は、渺茫である。

兵法仁は、兵法仁である。

標木は、標木である。

漂没は、漂没である。

病没は、病没である。

病歿は、病歿である。

標本は、標本である。

標本空間は、標本空間である。

標本抽出は、標本抽出である。

標本調査は、標本調査である。

標本平均は、標本平均である。

病魔は、病魔である。

ひょうまづくは、ひょうまづくである。



平満は、平満である。

びょう漫は、びょう漫である。

渺漫は、渺漫である。

氷霧は、氷霧である。

表明は、表明である。

病名は、病名である。

表面は、表面である。

表面粗さは、表面粗さである。

表面化は、表面化である。

表面活性は、表面活性である。

表面活性剤は、表面活性剤である。

表面金利は、表面金利である。

表面硬化は、表面硬化である。

表面色は、表面色である。

表面処理は、表面処理である。

表面積は、表面積である。

表面張力は、表面張力である。

表面波は、表面波である。

標目は、標目である。

眇目は、眇目である。

俵物は、俵物である。

平文は、平文である。

豹文は、豹文である。

豹紋は、豹紋である。

豹紋蛸は、豹紋蛸である。

豹紋蝶は、豹紋蝶である。

氷野は、氷野である。

未央柳は、未央柳である。

病友は、病友である。

病余は、病余である。

漂漾は、漂漾である。

飄揺は、飄揺である。

飄ようは、飄ようである。

票読みは、票読みである。

秒読みは、秒読みである。

漂落は、漂落である。

兵乱は、兵乱である。

表裏は、表裏である。

病理は、病理である。

表裏上ぐは、表裏上ぐである。

表裏一体は、表裏一体である。

病理解剖は、病理解剖である。

病理解剖学は、病理解剖学である。

病理学は、病理学である。

病理生理学は、病理生理学である。

表裏者は、表裏者である。



剽掠は、剽掠である。

剽略は、剽略である。

漂流は、漂流である。

漂流瓶は、漂流瓶である。

漂流壜は、漂流壜である。

秤量は、秤量である。

秤量貨幣は、秤量貨幣である。

秤量瓶は、秤量瓶である。

氷輪は、氷輪である。

評林は、評林である。

病羸は、病羸である。

漂零は、漂零である。

病歴は、病歴である。

氷礫岩は、氷礫岩である。

兵糧は、兵糧である。

兵粮は、兵粮である。

漂浪は、漂浪である。

兵糧攻めは、兵糧攻めである。

兵糧詰めは、兵糧詰めである。

兵糧米は、兵糧米である。

表六は、表六である。

表六玉は、表六玉である。

評論は、評論である。

評論家は、評論家である。

ピョートルは、ピョートルである。

ピョートル大帝は、ピョートル大帝である。

比翼は、比翼である。

肥沃は、肥沃である。

尾翼は、尾翼である。

鼻翼は、鼻翼である。

比翼煙管は、比翼煙管である。

比翼茣蓙は、比翼茣蓙である。

比翼仕立は、比翼仕立である。

比翼塚は、比翼塚である。

肥沃土は、肥沃土である。

比翼の鳥は、比翼の鳥である。

比翼檜葉は、比翼檜葉である。

比翼紋は、比翼紋である。

ぴょくりは、ぴょくりである。

ひょぐるは、ひょぐるである。

比翼連理は、比翼連理である。

日除けは、日除けである。

日避けは、日避けである。

火除けは、火除けである。

日避猿は、日避猿である。

火除け地は、火除け地である。



ひょこひょこは、ひょこひょこである。

ぴょこぴょこは、ぴょこぴょこである。

雛豆は、雛豆である。

ぴょこんは、ぴょこんである。

日吉丸は、日吉丸である。

菲沃斯は、菲沃斯である。

菲沃斯越幾斯は、菲沃斯越幾斯である。

ひょっくりは、ひょっくりである。

ひょっこりは、ひょっこりである。

ひょっとは、ひょっとである。

ひょっとこは、ひょっとこである。

ひょっとするとは、ひょっとするとである。

白頭鳥は、白頭鳥である。

鵯越は、鵯越である。

鵯上戸は、鵯上戸である。

鵯花は、鵯花である。

ひよひよは、ひよひよである。

ぴよぴよは、ぴよぴよである。

日読みは、日読みである。

日読みの午は、日読みの午である。

日読みの酉は、日読みの酉である。

ひよ門は、ひよ門である。

顋門は、顋門である。

ひよやかは、ひよやかである。

ひよりは、ひよりである。

日和は、日和である。

日和下駄は、日和下駄である。

日和見は、日和見である。

日和見感染は、日和見感染である。

日和見主義は、日和見主義である。

日和申しは、日和申しである。

日和山は、日和山である。

日和るは、日和るである。

ビョルンソンは、ビョルンソンである。

ひょろけるは、ひょろけるである。

ひょろつくは、ひょろつくである。

ひょろっとは、ひょろっとである。

ひょろ長いは、ひょろ長いである。

ひょろひょろは、ひょろひょろである。

ひょろめくは、ひょろめくである。

ひょろりは、ひょろりである。

ひ弱は、ひ弱である。

ひ弱いは、ひ弱いである。

ビヨンは、ビヨンである。

ぴょんは、ぴょんである。

平安南道は、平安南道である。



平安北道は、平安北道である。

飄勝は、飄勝である。

ひょんなは、ひょんなである。

蚊母樹は、蚊母樹である。

ひょんの実は、ひょんの実である。

ぴょんぴょんは、ぴょんぴょんである。

平壌は、平壌である。

ひらは、ひらである。

片は、片である。

曹白魚は、曹白魚である。

ビラは、ビラである。

平足駄は、平足駄である。

平謝りは、平謝りである。

平井は、平井である。

比来は、比来である。

飛来は、飛来である。

避雷は、避雷である。

平いは、平いである。

飛来一閑は、飛来一閑である。

避雷器は、避雷器である。

平井権八は、平井権八である。

平石は、平石である。

避雷針は、避雷針である。

平泉は、平泉である。

平板敷は、平板敷である。

避雷柱は、避雷柱である。

平糸は、平糸である。

平入は、平入である。

拾ふは、拾ふである。

平打は、平打である。

平討ちは、平討ちである。

平饂飩は、平饂飩である。

平畝は、平畝である。

平緒は、平緒である。

枚岡神社は、枚岡神社である。

平押しは、平押しである。

平折敷は、平折敷である。

褶は、褶である。

枚帯は、枚帯である。

平帯は、平帯である。

平御召は、平御召である。

平泳は、平泳である。

平織は、平織である。

平瓮は、平瓮である。

平賀は、平賀である。

平飼いは、平飼いである。



平懸りは、平懸りである。

平賀源内は、平賀源内である。

平笠は、平笠である。

平賀粛学は、平賀粛学である。

枚方は、枚方である。

平敵は、平敵である。

平ヶ岳は、平ヶ岳である。

平門は、平門である。

平賀朝雅は、平賀朝雅である。

平仮名は、平仮名である。

平鼎は、平鼎である。

ひらかな盛衰記は、ひらかな盛衰記である。

平金は、平金である。

鐐は、鐐である。

平鉦は、平鉦である。

扁鉦は、扁鉦である。

平釜は、平釜である。

平瓮虫は、平瓮虫である。

平賀元義は、平賀元義である。

平唐門は、平唐門である。

平がるは、平がるである。

平瓦は、平瓦である。

ピラカンサは、ピラカンサである。

平鉋は、平鉋である。

平甲板船は、平甲板船である。

平冠は、平冠である。

開きは、開きである。

枚聞神社は、枚聞神社である。

平きさげは、平きさげである。

開き鱈は、開き鱈である。

開き戸は、開き戸である。

開き直るは、開き直るである。

平絹は、平絹である。

平葱柱は、平葱柱である。

葱台は、葱台である。

開き封は、開き封である。

開き文は、開き文である。

開き豆は、開き豆である。

平切りは、平切りである。

平金糸は、平金糸である。

平銀糸は、平銀糸である。

平句は、平句である。

開は、開である。

微落は、微落である。

平絎は、平絎である。

平絎帯は、平絎帯である。



平草は、平草である。

平櫛は、平櫛である。

平櫛田中は、平櫛田中である。

平沓は、平沓である。

平履は、平履である。

平首は、平首である。

平頸は、平頸である。

平組は、平組である。

平蜘蛛は、平蜘蛛である。

びらくらは、びらくらである。

枚鉄は、枚鉄である。

開けは、開けである。

平稽古は、平稽古である。

平袈裟は、平袈裟である。

平削盤は、平削盤である。

平桁は、平桁である。

平子は、平子である。

平極は、平極である。

ヒラコテリウムは、ヒラコテリウムである。

平駒は、平駒である。

平座は、平座である。

平侍は、平侍である。

平様は、平様である。

平鞘は、平鞘である。

平鞘の太刀は、平鞘の太刀である。

ひらさらは、ひらさらである。

平皿は、平皿である。

平山城は、平山城である。

比良山地は、比良山地である。

平地は、平地である。

平強いは、平強いである。

平敷は、平敷である。

平敷の御座は、平敷の御座である。

平敷の座は、平敷の座である。

平芝は、平芝である。

平島は、平島である。

平社員は、平社員である。

びらしゃらは、びらしゃらである。

平衆は、平衆である。

平書院は、平書院である。

平城は、平城である。

平装束は、平装束である。

平精は、平精である。

糲は、糲である。

平心は、平心である。

枚次は、枚次である。



平瀬は、平瀬である。

平攻めは、平攻めである。

平僧は、平僧である。

平象嵌は、平象嵌である。

平底は、平底である。

平袖は、平袖である。

平田は、平田である。

平田篤胤は、平田篤胤である。

扁虻は、扁虻である。

平たいは、平たいである。

扁たいは、扁たいである。

平台は、平台である。

平大名は、平大名である。

平田銕胤は、平田銕胤である。

扁木喰虫は、扁木喰虫である。

扁蜘蛛は、扁蜘蛛である。

平茸は、平茸である。

平田東助は、平田東助である。

平田禿木は、平田禿木である。

平核無は、平核無である。

平田舟は、平田舟である。

平田靫負は、平田靫負である。

平茶碗は、平茶碗である。

平調子は、平調子である。

平塵地は、平塵地である。

平塚は、平塚である。

平塚雷鳥は、平塚雷鳥である。

ひらつきは、ひらつきである。

ひらつくは、ひらつくである。

びらつくは、びらつくである。

平作りは、平作りである。

平付けは、平付けである。

平着けは、平着けである。

平ったいは、平ったいである。

平包は、平包である。

平坪は、平坪である。

平積みは、平積みである。

平詰は、平詰である。

扁爪は、扁爪である。

平爪は、平爪である。

平面は、平面である。

平手は、平手である。

開手は、開手である。

枚手は、枚手である。

葉手は、葉手である。

葉盤は、葉盤である。



平手前は、平手前である。

平点前は、平点前である。

平手政秀は、平手政秀である。

平点は、平点である。

樋螺鈿は、樋螺鈿である。

平殿上人は、平殿上人である。

樋螺鈿の太刀は、樋螺鈿の太刀である。

平戸は、平戸である。

ピラトは、ピラトである。

平綴じは、平綴じである。

平土間は、平土間である。

平戸焼は、平戸焼である。

平棗は、平棗である。

平鍋は、平鍋である。

平には、平にである。

ピラニアは、ピラニアである。

平肉は、平肉である。

平庭は、平庭である。

平繍は、平繍である。

平沼は、平沼である。

平沼騏一郎は、平沼騏一郎である。

平沼亮三は、平沼亮三である。

平根は、平根である。

ピラネージは、ピラネージである。

平野は、平野である。

枚野は、枚野である。

平野国臣は、平野国臣である。

平野謙は、平野謙である。

平野神社は、平野神社である。

平野水は、平野水である。

平乗は、平乗である。

平場は、平場である。

平袴は、平袴である。

平歯車は、平歯車である。

平橋は、平橋である。

平旅籠は、平旅籠である。

平撥は、平撥である。

比良八荒は、比良八荒である。

比良八講は、比良八講である。

平羽二重は、平羽二重である。

平林は、平林である。

平林たい子は、平林たい子である。

平林初之輔は、平林初之輔である。

平針は、平針である。

平張は、平張である。

平原遺跡は、平原遺跡である。



平判は、平判である。

平日は、平日である。

平額は、平額である。

平人は、平人である。

平紐は、平紐である。

ひらひらは、ひらひらである。

びらびらは、びらびらである。

ぴらぴらは、ぴらぴらである。

ぴらぴら簪は、ぴらぴら簪である。

平ぶは、平ぶである。

ピラフは、ピラフである。

比良夫貝は、比良夫貝である。

平福は、平福である。

平福百穂は、平福百穂である。

平舞台は、平舞台である。

平縁は、平縁である。

平筆は、平筆である。

枚文は、枚文である。

平粉は、平粉である。

平へしは、平へしである。

平べったいは、平べったいである。

平骨は、平骨である。

平舞は、平舞である。

平蒔絵は、平蒔絵である。

平幕は、平幕である。

平髷は、平髷である。

平政は、平政である。

平松は、平松である。

平三斗は、平三斗である。

ピラミッドは、ピラミッドである。

ピラミッド形は、ピラミッド形である。

平むは、平むである。

平麦は、平麦である。

扁虫は、扁虫である。

平虫は、平虫である。

平武者は、平武者である。

平目は、平目である。

鮃は、鮃である。

平めかすは、平めかすである。

閃かすは、閃かすである。

閃きは、閃きである。

平目筋は、平目筋である。

比目魚筋は、比目魚筋である。

閃くは、閃くである。

平目粉は、平目粉である。

平めるは、平めるである。



平文字は、平文字である。

平元結は、平元結である。

平物は、平物である。

平盛は、平盛である。

平家は、平家である。

平屋は、平屋である。

平屋敷は、平屋敷である。

平家建ては、平家建てである。

平家造りは、平家造りである。

平胡ぐいは、平胡ぐいである。

平油単は、平油単である。

平楊枝は、平楊枝である。

平良は、平良である。

ひららかは、ひららかである。

ひららくは、ひららくである。

ひらりは、ひらりである。

ヒラリーは、ヒラリーである。

ひらりしゃらりは、ひらりしゃらりである。

びらりしゃらりは、びらりしゃらりである。

ひらりひらりは、ひらりひらりである。

びらり帽子は、びらり帽子である。

ピラルクは、ピラルクである。

平連衆は、平連衆である。

平炉は、平炉である。

平椀は、平椀である。

披覧は、披覧である。

糜爛は、糜爛である。

毘蘭樹は、毘蘭樹である。

ピランデッロは、ピランデッロである。

毘藍婆は、毘藍婆である。

皮裏は、皮裏である。

非理は、非理である。

鄙俚は、鄙俚である。

びりは、びりである。

ビリーザキッドは、ビリーザキッドである。

ピリオドは、ピリオドである。

ビリオンは、ビリオンである。

ピリカは、ピリカである。

放り掛けるは、放り掛けるである。

非力は、非力である。

飛力は、飛力である。

ビリケンは、ビリケンである。

ピリジンは、ピリジンである。

放り出すは、放り出すである。

比率は、比率である。

ひりつくは、ひりつくである。



びりつくは、びりつくである。

ぴりつくは、ぴりつくである。

びりっ穴は、びりっ穴である。

放り付けるは、放り付けるである。

びりっとは、びりっとである。

ぴりっとは、ぴりっとである。

ピリドキシンは、ピリドキシンである。

ピリニャークは、ピリニャークである。

ひりひりは、ひりひりである。

びりびりは、びりびりである。

ぴりぴりは、ぴりぴりである。

非理法権天は、非理法権天である。

ピリミジンは、ピリミジンである。

ビリャは、ビリャである。

ビリヤードは、ビリヤードである。

飛竜は、飛竜である。

鼻瘤は、鼻瘤である。

微粒子は、微粒子である。

微粒子現像は、微粒子現像である。

微粒子病は、微粒子病である。

微粒子病原体は、微粒子病原体である。

飛竜頭は、飛竜頭である。

尾閭は、尾閭である。

比量は、比量である。

肥料は、肥料である。

匙量は、匙量である。

悲涼は、悲涼である。

微量は、微量である。

微量元素は、微量元素である。

比量的は、比量的である。

微量天秤は、微量天秤である。

微量分析は、微量分析である。

微量養素は、微量養素である。

臂力は、臂力である。

微力は、微力である。

尾閭骨は、尾閭骨である。

ひりりは、ひりりである。

びりりは、びりりである。

ビリリは、ビリリである。

ぴりりは、ぴりりである。

ビリルビンは、ビリルビンである。

比倫は、比倫である。

比隣は、比隣である。

飛輪は、飛輪である。

賁臨は、賁臨である。

碑林は、碑林である。



鄙吝は、鄙吝である。

尾輪は、尾輪である。

ピリングは、ピリングである。

ピリン剤は、ピリン剤である。

緋綸子は、緋綸子である。

昼は、昼である。

蛭は、蛭である。

蒜は、蒜である。

ヒルは、ヒルである。

干るは、干るである。

乾るは、乾るである。

簸るは、簸るである。

ビルは、ビルである。

びるは、びるである。

ピルは、ピルである。

昼行灯は、昼行灯である。

比類は、比類である。

悲涙は、悲涙である。

昼飯は、昼飯である。

鼻涙管は、鼻涙管である。

蛭石は、蛭石である。

蛭飼は、蛭飼である。

翻すは、翻すである。

翻っては、翻ってである。

翻るは、翻るである。

昼顔は、昼顔である。

昼顔科は、昼顔科である。

蛭鉤は、蛭鉤である。

蛭ヶ小島は、蛭ヶ小島である。

蛭ヶ島は、蛭ヶ島である。

ビル風は、ビル風である。

昼餉は、昼餉である。

昼川は、昼川である。

昼河は、昼河である。

昼強盗は、昼強盗である。

蛭木は、蛭木である。

紅樹は、紅樹である。

昼狐は、昼狐である。

ピルグリムファーザーズは、ピルグリムファーザーズである。

昼食は、昼食である。

ビルゲかかんは、ビルゲかかんである。

ピルケ反応は、ピルケ反応である。

蛭子は、蛭子である。

昼後は、昼後である。

昼御飯は、昼御飯である。

昼下りは、昼下りである。



蒜頭は、蒜頭である。

昼酒は、昼酒である。

昼侍は、昼侍である。

ビルジキールは、ビルジキールである。

昼時分は、昼時分である。

午時分は、午時分である。

毘盧遮那は、毘盧遮那である。

毘盧遮那経は、毘盧遮那経である。

毘盧遮那仏は、毘盧遮那仏である。

午食は、午食である。

ヒルジンは、ヒルジンである。

昼過ぎは、昼過ぎである。

蒜山は、蒜山である。

ビルゼンは、ビルゼンである。

ピルゼンは、ピルゼンである。

蒜山原は、蒜山原である。

蛭田は、蛭田である。

昼立ちは、昼立ちである。

昼つ方は、昼つ方である。

搗蒜韲は、搗蒜韲である。

昼つ程は、昼つ程である。

ヒルティは、ヒルティである。

ビルディングは、ビルディングである。

ヒルデガルトは、ヒルデガルトである。

ヒルトは、ヒルトである。

ビルトインは、ビルトインである。

ビルトインスタビライザーは、ビルトインスタビライザーである。

ビルドゥングスロマンは、ビルドゥングスロマンである。

昼時は、昼時である。

ピルトダウン人は、ピルトダウン人である。

ビルトツァイトゥングは、ビルトツァイトゥングである。

ビルドラックは、ビルドラックである。

昼鳶は、昼鳶である。

昼中は、昼中である。

ひるなるは、ひるなるである。

昼盗人は、昼盗人である。

昼寝は、昼寝である。

昼鼠は、昼鼠である。

蛭の子は、蛭の子である。

昼の局は、昼の局である。

ビルバオは、ビルバオである。

昼日中は、昼日中である。

ピルビン酸は、ピルビン酸である。

ヒルファーディングは、ヒルファーディングである。

昼臥しは、昼臥しである。

昼船は、昼船である。



ビルブローカーは、ビルブローカーである。

ヒルベルトは、ヒルベルトである。

ヒルベルト空間は、ヒルベルト空間である。

昼弁当は、昼弁当である。

昼間は、昼間である。

ビルマは、ビルマである。

昼前は、昼前である。

蛭巻は、蛭巻である。

ビルマ語は、ビルマ語である。

怯ますは、怯ますである。

ビルマ戦争は、ビルマ戦争である。

ビルマの竪琴は、ビルマの竪琴である。

昼飯持は、昼飯持である。

怯みは、怯みである。

昼店は、昼店である。

昼見世は、昼見世である。

怯むは、怯むである。

蛭蓆は、蛭蓆である。

日霊は、日霊である。

蛭藻は、蛭藻である。

昼養いは、昼養いである。

昼休みは、昼休みである。

昼宿は、昼宿である。

昼破籠は、昼破籠である。

平礼は、平礼である。

領巾は、領巾である。

肩巾は、肩巾である。

ヒレは、ヒレである。

鰭足鷸は、鰭足鷸である。

鰭脚類は、鰭脚類である。

比例は、比例である。

非礼は、非礼である。

美麗は、美麗である。

比例限界は、比例限界である。

比例コンパスは、比例コンパスである。

比例式は、比例式である。

比例準備制度は、比例準備制度である。

比例税は、比例税である。

比例代表制は、比例代表制である。

比例中項は、比例中項である。

比例中数は、比例中数である。

比例定数は、比例定数である。

比例配分は、比例配分である。

ビレーは、ビレーである。

平礼烏帽子は、平礼烏帽子である。

鰭瓦は、鰭瓦である。



披瀝は、披瀝である。

領巾衣は、領巾衣である。

鰭酒は、鰭酒である。

鰭立ては、鰭立てである。

卑劣は、卑劣である。

鄙劣は、鄙劣である。

びれつくは、びれつくである。

ビレッジは、ビレッジである。

ピレトリンは、ピレトリンである。

鰭長は、鰭長である。

ピレネーは、ピレネーである。

平伏すは、平伏すである。

領巾振山は、領巾振山である。

領巾裳は、領巾裳である。

悲恋は、悲恋である。

蜚廉は、蜚廉である。

飛簾は、飛簾である。

尾聯は、尾聯である。

緋連雀は、緋連雀である。

尋は、尋である。

拾いは、拾いである。

広いは、広いである。

弘いは、弘いである。

従は、従である。

拾い上げるは、拾い上げるである。

拾い歩きは、拾い歩きである。

拾い学問は、拾い学問である。

拾い子は、拾い子である。

ヒロイズムは、ヒロイズムである。

拾い出すは、拾い出すである。

ヒロイックは、ヒロイックである。

拾い得は、拾い得である。

拾い物は、拾い物である。

拾い屋は、拾い屋である。

拾い読みは、拾い読みである。

ヒロインは、ヒロインである。

披露は、披露である。

疲労は、疲労である。

鄙陋は、鄙陋である。

卑陋は、卑陋である。

拾うは、拾うである。

尾籠は、尾籠である。

蒲葵は、蒲葵である。

披露宴は、披露宴である。

蒲葵扇は、蒲葵扇である。

檳榔毛は、檳榔毛である。



檳榔毛の車は、檳榔毛の車である。

疲労困憊は、疲労困憊である。

疲労試験は、疲労試験である。

披露状は、披露状である。

檳榔庇は、檳榔庇である。

檳榔庇の車は、檳榔庇の車である。

広襟は、広襟である。

広縁は、広縁である。

天鵞絨は、天鵞絨である。

天鵞絨金黒は、天鵞絨金黒である。

天鵞絨羊歯は、天鵞絨羊歯である。

天鵞絨友禅は、天鵞絨友禅である。

天鵞絨蘭は、天鵞絨蘭である。

びろ織は、びろ織である。

ピロールは、ピロールである。

広がりは、広がりである。

拡がりは、拡がりである。

広がるは、広がるである。

拡がるは、拡がるである。

ピロカルピンは、ピロカルピンである。

ピロガロールは、ピロガロールである。

広き餅は、広き餅である。

秘録は、秘録である。

広ぐは、広ぐである。

拡ぐは、拡ぐである。

美禄は、美禄である。

微禄は、微禄である。

麋鹿は、麋鹿である。

広口は、広口である。

広げるは、広げるである。

拡げるは、拡げるである。

広小路は、広小路である。

広小舞は、広小舞である。

広木舞は、広木舞である。

広ごるは、広ごるである。

広さは、広さである。

弘前は、弘前である。

弘前大学は、弘前大学である。

広座敷は、広座敷である。

広沢は、広沢である。

広沢真臣は、広沢真臣である。

広沢虎造は、広沢虎造である。

広沢池は、広沢池である。

広沢流は、広沢流である。

広しは、広しである。

弘しは、弘しである。



広敷は、広敷である。

ピロシキは、ピロシキである。

広敷番は、広敷番である。

広敷くは、広敷くである。

広重は、広重である。

広島は、広島である。

広島大学は、広島大学である。

広島薬鑵は、広島薬鑵である。

広島湾は、広島湾である。

広知るは、広知るである。

ピロスマナシヴィリは、ピロスマナシヴィリである。

広瀬は、広瀬である。

広瀬惟然は、広瀬惟然である。

広瀬旭荘は、広瀬旭荘である。

広瀬神社は、広瀬神社である。

広瀬武夫は、広瀬武夫である。

広瀬淡窓は、広瀬淡窓である。

広袖は、広袖である。

広田は、広田である。

弘田は、弘田である。

広田弘毅は、広田弘毅である。

広田神社は、広田神社である。

広手綱は、広手綱である。

弘田竜太郎は、弘田竜太郎である。

広津は、広津である。

広津和郎は、広津和郎である。

びろつくは、びろつくである。

広っぱは、広っぱである。

広津柳浪は、広津柳浪である。

ピロティは、ピロティである。

ピロ電気は、ピロ電気である。

広庭は、広庭である。

広野は、広野である。

広軒は、広軒である。

広場は、広場である。

広橋は、広橋である。

広幅は、広幅である。

広幅物は、広幅物である。

広廂は、広廂である。

広庇は、広庇である。

広広は、広広である。

びろびろは、びろびろである。

広蓋は、広蓋である。

広矛は、広矛である。

ヒロポンは、ヒロポンである。

広間は、広間である。



広前は、広前である。

広間物は、広間物である。

広まるは、広まるである。

弘まるは、弘まるである。

広みは、広みである。

広光は、広光である。

広むは、広むである。

弘むは、弘むである。

広めは、広めである。

弘めは、弘めである。

広布は、広布である。

ひろめくは、ひろめくである。

広め屋は、広め屋である。

広めるは、広めるである。

弘めるは、弘めるである。

広やかは、広やかである。

広らかは、広らかである。

広るは、広るである。

ひろろぐは、ひろろぐである。

比論は、比論である。

ピロンは、ピロンである。

非論理的は、非論理的である。

鶸は、鶸である。

金翅雀は、金翅雀である。

秘話は、秘話である。

悲話は、悲話である。

枇杷は、枇杷である。

琵琶は、琵琶である。

琵琶合せは、琵琶合せである。

卑猥は、卑猥である。

鄙猥は、鄙猥である。

鶸色は、鶸色である。

琵琶歌は、琵琶歌である。

琵琶打は、琵琶打である。

ひ若しは、ひ若しである。

琵琶記は、琵琶記である。

微惑星は、微惑星である。

琵琶湖は、琵琶湖である。

琵琶行は、琵琶行である。

琵琶湖疏水は、琵琶湖疏水である。

枇杷酒は、枇杷酒である。

繊弱は、繊弱である。

檜皮色は、檜皮色である。

檜皮葺きは、檜皮葺きである。

檜皮屋は、檜皮屋である。

火渡りは、火渡りである。



鶸茶は、鶸茶である。

琵琶の琴は、琵琶の琴である。

琵琶法師は、琵琶法師である。

繊弱細は、繊弱細である。

琵琶鱒は、琵琶鱒である。

枇杷葉湯は、枇杷葉湯である。

日割は、日割である。

檜破子は、檜破子である。

ひわるは、ひわるである。

干割れは、干割れである。

日割れは、日割れである。

干割れるは、干割れるである。

牝は、牝である。

品は、品である。

貧は、貧である。

賓は、賓である。

頻は、頻である。

嬪は、嬪である。

顰は、顰である。

ひんは、ひんである。

便は、便である。

敏は、敏である。

瓶は、瓶である。

びんは、びんである。

憫は、憫である。

緡は、緡である。

鬢は、鬢である。

ピンは、ピンである。

ピンアップは、ピンアップである。

品位は、品位である。

品彙は、品彙である。

品位証明は、品位証明である。

ピンインは、ピンインである。

貧栄養湖は、貧栄養湖である。

びんえ越は、びんえ越である。

鬢親は、鬢親である。

貧果は、貧果である。

貧家は、貧家である。

頻伽は、頻伽である。

ピンカールは、ピンカールである。

瀕海は、瀕海である。

賓概念は、賓概念である。

鬢鏡は、鬢鏡である。

鬢掻は、鬢掻である。

品格は、品格である。

賓客は、賓客である。



賓格は、賓格である。

瓶掛は、瓶掛である。

紅型は、紅型である。

敏活は、敏活である。

ひんがら目は、ひんがら目である。

貧寒は、貧寒である。

敏感は、敏感である。

稟議は、稟議である。

便宜は、便宜である。

便宜所は、便宜所である。

貧窮は、貧窮である。

殯宮は、殯宮である。

牝牛は、牝牛である。

貧窮問答歌は、貧窮問答歌である。

貧居は、貧居である。

貧境は、貧境である。

鬢切は、鬢切である。

ピンキングは、ピンキングである。

貧苦は、貧苦である。

ピンクは、ピンクである。

ピンク映画は、ピンク映画である。

鬢茎は、鬢茎である。

鬢櫛は、鬢櫛である。

ピンクレディーは、ピンクレディーである。

牝鶏は、牝鶏である。

敏慧は、敏慧である。

敏警は、敏警である。

貧血は、貧血である。

備後は、備後である。

ビンゴは、ビンゴである。

品行は、品行である。

貧鉱は、貧鉱である。

びん江は、びん江である。

貧鉱処理は、貧鉱処理である。

品行方正は、品行方正である。

備後表は、備後表である。

備後織物は、備後織物である。

稟告は、稟告である。

備後砂は、備後砂である。

備後物は、備後物である。

貧困は、貧困である。

貧困線は、貧困線である。

編木は、編木である。

鬢差は、鬢差である。

鬢挿は、鬢挿である。

憫察は、憫察である。



品詞は、品詞である。

賓師は、賓師である。

瀕死は、瀕死である。

貧児は、貧児である。

賓辞は、賓辞である。

ヒンジは、ヒンジである。

鬢糸は、鬢糸である。

閔子騫は、閔子騫である。

品質は、品質である。

品隲は、品隲である。

稟質は、稟質である。

品質管理は、品質管理である。

品質保持期限は、品質保持期限である。

品字藻は、品字藻である。

貧者は、貧者である。

貧弱は、貧弱である。

ぴんしゃんは、ぴんしゃんである。

品種は、品種である。

賓主は、賓主である。

品種改良は、品種改良である。

顰蹙は、顰蹙である。

頻出は、頻出である。

擯出は、擯出である。

品種保護は、品種保護である。

貧女は、貧女である。

便書は、便書である。

鬢所は、鬢所である。

便所は、便所である。

便女は、便女である。

貧小は、貧小である。

顰笑は、顰笑である。

敏捷は、敏捷である。

憫笑は、憫笑である。

便状は、便状である。

便乗は、便乗である。

貧歯類は、貧歯類である。

殯すは、殯すである。

餅子は、餅子である。

便追は、便追である。

頻数は、頻数である。

ヒンズーは、ヒンズーである。

貧するは、貧するである。

瀕するは、瀕するである。

賓頭盧は、賓頭盧である。

品性は、品性である。

貧生は、貧生である。



稟性は、稟性である。

擯斥は、擯斥である。

ピンセットは、ピンセットである。

貧賤は、貧賤である。

便船は、便船である。

便箋は、便箋である。

緡銭は、緡銭である。

憫然は、憫然である。

愍然は、愍然である。

貧素は、貧素である。

品藻は、品藻である。

貧相は、貧相である。

貧僧は、貧僧である。

鬢除は、鬢除である。

鬢枇は、鬢枇である。

鬢曾木は、鬢曾木である。

敏速は、敏速である。

一揃は、一揃である。

貧村は、貧村である。

貧打は、貧打である。

びんたは、びんたである。

ピンターは、ピンターである。

ヒンターラントは、ヒンターラントである。

品胎は、品胎である。

品題は、品題である。

鬢台は、鬢台である。

貧宅は、貧宅である。

ひん抱くは、ひん抱くである。

びんたたらは、びんたたらである。

ピンタックは、ピンタックである。

鬢盥は、鬢盥である。

ピンダロスは、ピンダロスである。

ビンタンは、ビンタンである。

品致は、品致である。

貧地は、貧地である。

ピンチは、ピンチである。

ピンチ効果は、ピンチ効果である。

ピンチコックは、ピンチコックである。

ピンチヒッターは、ピンチヒッターである。

品茶は、品茶である。

備長は、備長である。

頻鳥は、頻鳥である。

鬢長は、鬢長である。

備長炭は、備長炭である。

ピンチョンは、ピンチョンである。

鬢付きは、鬢付きである。



鬢付けは、鬢付けである。

鬢付け油は、鬢付け油である。

瓶詰は、瓶詰である。

壜詰は、壜詰である。

浜堤は、浜堤である。

ヒンディー語は、ヒンディー語である。

ビンディングは、ビンディングである。

ビンテージは、ビンテージである。

ビンテージイヤーは、ビンテージイヤーである。

ヒンデミットは、ヒンデミットである。

旻天は、旻天である。

便殿は、便殿である。

ヒンデンブルクは、ヒンデンブルクである。

ヒントは、ヒントである。

貧土は、貧土である。

頻度は、頻度である。

ピントは、ピントである。

ぴんとは、ぴんとである。

品等は、品等である。

貧道は、貧道である。

ヒンドゥーは、ヒンドゥーである。

ヒンドゥー教は、ヒンドゥー教である。

ヒンドゥークシは、ヒンドゥークシである。

ヒンドゥー語は、ヒンドゥー語である。

鬢道具は、鬢道具である。

ひんどうずりは、ひんどうずりである。

品等法は、品等法である。

ピントーは、ピントーである。

ピントグラスは、ピントグラスである。

ぴんとこは、ぴんとこである。

ぴんとこなは、ぴんとこなである。

ヒンドスターニーは、ヒンドスターニーである。

ヒンドスタンは、ヒンドスタンである。

ピント外れは、ピント外れである。

ピン留めは、ピン留めである。

ピンナップは、ピンナップである。

ひんなりは、ひんなりである。

頻尿症は、頻尿症である。

ひん抜くは、ひん抜くである。

頻年は、頻年である。

貧農は、貧農である。

鬢の櫛は、鬢の櫛である。

鬢のほつれは、鬢のほつれである。

貧の病は、貧の病である。

牝馬は、牝馬である。

頻婆果は、頻婆果である。



鬢挟みは、鬢挟みである。

頻婆娑羅は、頻婆娑羅である。

頻発は、頻発である。

鬢髪は、鬢髪である。

ピン撥ねは、ピン撥ねである。

鬢張は、鬢張である。

品番は、品番である。

頻繁は、頻繁である。

蘋ぱんは、蘋ぱんである。

閔妃は、閔妃である。

びんびく馬は、びんびく馬である。

ビンビサーラは、ビンビサーラである。

便隙は、便隙である。

貧病は、貧病である。

品評は、品評である。

品評会は、品評会である。

ひんひんは、ひんひんである。

彬彬は、彬彬である。

斌斌は、斌斌である。

頻頻は、頻頻である。

びんびんは、びんびんである。

ぴんぴんは、ぴんぴんである。

貧婦は、貧婦である。

貧富は、貧富である。

稟賦は、稟賦である。

便風は、便風である。

貧福は、貧福である。

賓服は、賓服である。

鬢幅は、鬢幅である。

鬢服は、鬢服である。

ひんぷんは、ひんぷんである。

繽紛は、繽紛である。

黽勉は、黽勉である。

牝牡は、牝牡である。

ピンポイントは、ピンポイントである。

貧乏は、貧乏である。

貧乏葛は、貧乏葛である。

貧乏神は、貧乏神である。

貧乏籤は、貧乏籤である。

貧乏芸は、貧乏芸である。

鬢帽子は、鬢帽子である。

貧乏性は、貧乏性である。

貧乏線は、貧乏線である。

貧乏蔓は、貧乏蔓である。

貧乏徳利は、貧乏徳利である。

貧乏人は、貧乏人である。



貧乏鼻緒は、貧乏鼻緒である。

貧乏物語は、貧乏物語である。

貧乏揺すりは、貧乏揺すりである。

貧乏揺るぎは、貧乏揺るぎである。

ピンホールは、ピンホールである。

ピンホールカメラは、ピンホールカメラである。

ピンぼけは、ピンぼけである。

秉払は、秉払である。

ピンポンは、ピンポンである。

ひん曲るは、ひん曲るである。

ひん曲げるは、ひん曲げるである。

鬢水は、鬢水である。

鬢水入れは、鬢水入れである。

鬢蓑は、鬢蓑である。

頻脈は、頻脈である。

貧民は、貧民である。

貧民窟は、貧民窟である。

ひん剥くは、ひん剥くである。

品名は、品名である。

鬢毛は、鬢毛である。

貧毛類は、貧毛類である。

品目は、品目である。

ひんやりは、ひんやりである。

貧楽は、貧楽である。

便覧は、便覧である。

紊乱は、紊乱である。

貧力は、貧力である。

賓旅は、賓旅である。

貧窶は、貧窶である。

品類は、品類である。

賓礼は、賓礼である。

殯斂は、殯斂である。

便路は、便路である。

檳榔子は、檳榔子である。

檳榔樹は、檳榔樹である。

敏腕は、敏腕である。

敏腕家は、敏腕家である。

ふは、ふである。

二は、二である。

生は、生である。

節は、節である。

編は、編である。

不は、不である。

父は、父である。

付は、付である。

附は、附である。



布は、布である。

巫は、巫である。

扶は、扶である。

府は、府である。

怖は、怖である。

斧は、斧である。

歩は、歩である。

封は、封である。

訃は、訃である。

負は、負である。

赴は、赴である。

風は、風である。

浮は、浮である。

婦は、婦である。

符は、符である。

傅は、傅である。

富は、富である。

普は、普である。

腑は、腑である。

腐は、腐である。

誣は、誣である。

敷は、敷である。

賦は、賦である。

麩は、麩である。

賻は、賻である。

譜は、譜である。

経は、経である。

歴は、歴である。

綜は、綜である。

ぶは、ぶである。

分は、分である。

侮は、侮である。

奉は、奉である。

武は、武である。

部は、部である。

無は、無である。

撫は、撫である。

蕪は、蕪である。

舞は、舞である。

ぷは、ぷである。

ファは、ファである。

ファーは、ファーである。

プアーは、プアーである。

ファーザーは、ファーザーである。

ファージは、ファージである。

ファージングは、ファージングである。



ファースは、ファースである。

ファーストは、ファーストである。

ファーストインプレッションは、ファーストインプレッションである。

ファーストクラスは、ファーストクラスである。

ファーストダウンは、ファーストダウンである。

ファーストネームは、ファーストネームである。

ファーストフードは、ファーストフードである。

ファーストレディーは、ファーストレディーである。

ファーティマは、ファーティマである。

ファーニチャーは、ファーニチャーである。

ファーネスは、ファーネスである。

ファーブルは、ファーブルである。

ファーマシーは、ファーマシーである。

ファームは、ファームである。

ファームチームは、ファームチームである。

ファームバンキングは、ファームバンキングである。

ファーラービーは、ファーラービーである。

ファーロングは、ファーロングである。

不合は、不合である。

歩合は、歩合である。

無愛は、無愛である。

不愛は、不愛である。

蕪穢は、蕪穢である。

ファイアは、ファイアである。

ファイアストームは、ファイアストームである。

ファイアプレースは、ファイアプレースである。

歩合給は、歩合給である。

無愛敬は、無愛敬である。

ファイサルは、ファイサルである。

歩合算は、歩合算である。

歩合制度は、歩合制度である。

無愛想は、無愛想である。

ファイターは、ファイターである。

歩合高は、歩合高である。

ファイティングスピリットは、ファイティングスピリットである。

ファイトは、ファイトである。

ファイトマネーは、ファイトマネーである。

ファイナルは、ファイナルである。

ファイナンスは、ファイナンスである。

ファイバーは、ファイバーである。

ファイバースコープは、ファイバースコープである。

ファイバーボードは、ファイバーボードである。

ファイブは、ファイブである。

ファイルは、ファイルである。

ファイルブックは、ファイルブックである。

ファインは、ファインである。



ファインケミカルは、ファインケミカルである。

ファインセラミックスは、ファインセラミックスである。

ファインダーは、ファインダーである。

ファインプレーは、ファインプレーである。

ファインマンは、ファインマンである。

ファウストは、ファウストである。

ファウスト的衝動は、ファウスト的衝動である。

ファウナは、ファウナである。

ファウルは、ファウルである。

ファウルラインは、ファウルラインである。

ファウンデーションは、ファウンデーションである。

ファウンテンペンは、ファウンテンペンである。

ファオは、ファオである。

武悪は、武悪である。

ファクシミリは、ファクシミリである。

ファクターは、ファクターである。

ファクタリングは、ファクタリングである。

ファクトは、ファクトである。

ファクトリーは、ファクトリーである。

ファゴットは、ファゴットである。

ファサードは、ファサードである。

ファジーは、ファジーである。

ファジー制御は、ファジー制御である。

ファジー理論は、ファジー理論である。

ファシストは、ファシストである。

ファシスト党は、ファシスト党である。

ファシズムは、ファシズムである。

ファショダ事件は、ファショダ事件である。

ぶあしらいは、ぶあしらいである。

ファスチャンは、ファスチャンである。

ファスナーは、ファスナーである。

不当りは、不当りである。

分厚いは、分厚いである。

部厚いは、部厚いである。

ファックは、ファックである。

ファックスは、ファックスである。

ファックスモデムは、ファックスモデムである。

ファッショは、ファッショである。

ファッショナブルは、ファッショナブルである。

ファッションは、ファッションである。

ファッションコーディネーターは、ファッションコーディネーターである。

ファッションショーは、ファッションショーである。

ファッションブックは、ファッションブックである。

ファッションモデルは、ファッションモデルである。

ファデーエフは、ファデーエフである。

ファドは、ファドである。



ファドーツは、ファドーツである。

ファナティシズムは、ファナティシズムである。

ファナティックは、ファナティックである。

ファニーフェースは、ファニーフェースである。

ファノンは、ファノンである。

ファビウスは、ファビウスである。

ファブリックは、ファブリックである。

ファミコンは、ファミコンである。

ファミリアーは、ファミリアーである。

ファミリーは、ファミリーである。

ファミリーネームは、ファミリーネームである。

ファミリーレストランは、ファミリーレストランである。

ファラオは、ファラオである。

ファラデーは、ファラデーである。

ファラデー定数は、ファラデー定数である。

ファラデーの法則は、ファラデーの法則である。

ファラドは、ファラドである。

ファランドールは、ファランドールである。

ファランヘ党は、ファランヘ党である。

ファリシズムは、ファリシズムである。

ファリャは、ファリャである。

ファルスは、ファルスである。

ファルセットは、ファルセットである。

ファルツは、ファルツである。

ファルファッレは、ファルファッレである。

ファレノプシスは、ファレノプシスである。

ファロー四徴候は、ファロー四徴候である。

ファンは、ファンである。

不安は、不安である。

ファンアイクは、ファンアイクである。

ファンキーは、ファンキーである。

ファンクションは、ファンクションである。

ファンクションキーは、ファンクションキーである。

ファンシーは、ファンシーである。

ファンシーグッズは、ファンシーグッズである。

ファンシーボールは、ファンシーボールである。

不安神経症は、不安神経症である。

ファンダイクは、ファンダイクである。

ファンタジアは、ファンタジアである。

ファンタジーは、ファンタジーである。

ファンタスティックは、ファンタスティックである。

ファンダメンタルズは、ファンダメンタルズである。

ファンダンゴは、ファンダンゴである。

不安定は、不安定である。

不安定就業は、不安定就業である。

不安定な釣合は、不安定な釣合である。



ファンデーションは、ファンデーションである。

ファンデルウェイデンは、ファンデルウェイデンである。

ファンデルワールスは、ファンデルワールスである。

ファンデルワールスの状態式は、ファンデルワールスの状態式である。

ファンデルワールス力は、ファンデルワールス力である。

ファンドは、ファンドである。

ファンドシエクルは、ファンドシエクルである。

ファンドトラストは、ファンドトラストである。

ファントホッフは、ファントホッフである。

ファントラは、ファントラである。

不案内は、不案内である。

無案内は、無案内である。

不安の文学は、不安の文学である。

ファンヒーターは、ファンヒーターである。

ファンファーレは、ファンファーレである。

ファンブルは、ファンブルである。

黄海は、黄海である。

黄海南道は、黄海南道である。

黄海北道は、黄海北道である。

ファンボイチャウは、ファンボイチャウである。

ファンホッホは、ファンホッホである。

ファンレターは、ファンレターである。

ふいは、ふいである。

不意は、不意である。

布衣は、布衣である。

巫医は、巫医である。

怖畏は、怖畏である。

武威は、武威である。

部位は、部位である。

無為は、無為である。

無異は、無異である。

ブイは、ブイである。

Ｖは、Ｖである。

ｖは、ｖである。

ＶＩＰは、ＶＩＰである。

フィアットは、フィアットである。

フィアンセは、フィアンセである。

フィーチャーは、フィーチャーである。

フィートは、フィートである。

フィードバックは、フィードバックである。

フィードロットは、フィードロットである。

フィーバーは、フィーバーである。

フィーリングは、フィーリングである。

フィールズ賞は、フィールズ賞である。

フィールダーズチョイスは、フィールダーズチョイスである。

フィールディングは、フィールディングである。



フィールドは、フィールドである。

フィールドアスレチックは、フィールドアスレチックである。

フィールド競技は、フィールド競技である。

フィールドグラスは、フィールドグラスである。

フィールドノートは、フィールドノートである。

フィールドワークは、フィールドワークである。

不意打は、不意打である。

フィウメは、フィウメである。

ブイエスは、ブイエスである。

ＶＳＯＰは、ＶＳＯＰである。

ＶＨＳは、ＶＨＳである。

ＶＨＦは、ＶＨＦである。

ＶＬＢＩは、ＶＬＢＩである。

ＶＯＡは、ＶＯＡである。

フィガロは、フィガロである。

フィガロの結婚は、フィガロの結婚である。

不意気は、不意気である。

フィギュアは、フィギュアである。

フィギュアスケーティングは、フィギュアスケーティングである。

フィギュアヘッドは、フィギュアヘッドである。

扶育は、扶育である。

傅育は、傅育である。

覆育は、覆育である。

撫育は、撫育である。

不軍は、不軍である。

フィクサーは、フィクサーである。

フィクションは、フィクションである。

鞴は、鞴である。

吹子は、吹子である。

フィコエリトリンは、フィコエリトリンである。

鞴祭は、鞴祭である。

ブイサインは、ブイサインである。

武夷山脈は、武夷山脈である。

フィジーは、フィジーである。

フィジオクラシーは、フィジオクラシーである。

フィジオロジーは、フィジオロジーである。

フィジカルは、フィジカルである。

Ｖ字谷は、Ｖ字谷である。

フィジックスは、フィジックスである。

フィズは、フィズである。

フィスカルポリシーは、フィスカルポリシーである。

不一は、不一である。

分一は、分一である。

フィチーノは、フィチーノである。

吹聴は、吹聴である。

フィッシャーは、フィッシャーである。



フィッシャーディースカウは、フィッシャーディースカウである。

フィッシュは、フィッシュである。

フィッシュアイレンズは、フィッシュアイレンズである。

フィッシュミールは、フィッシュミールである。

フィッシングは、フィッシングである。

不一致は、不一致である。

フィッツジェラルドは、フィッツジェラルドである。

フィットは、フィットである。

フィットネスは、フィットネスである。

フィットネス運動は、フィットネス運動である。

フィディアスは、フィディアスである。

ＶＴＲは、ＶＴＲである。

ＶＤＴは、ＶＤＴである。

フィデリオは、フィデリオである。

ふいとは、ふいとである。

ぷいとは、ぷいとである。

ブイトールは、ブイトールである。

フィトクロムは、フィトクロムである。

フィトンチッドは、フィトンチッドである。

フィナーレは、フィナーレである。

Ｖ２号は、Ｖ２号である。

フィニッシュは、フィニッシュである。

フィネガンズウェイクは、フィネガンズウェイクである。

ブイネックは、ブイネックである。

布衣の交わりは、布衣の交わりである。

フィヒテは、フィヒテである。

ふいふいは、ふいふいである。

ぶいぶいは、ぶいぶいである。

回回教は、回回教である。

フィフティーズは、フィフティーズである。

フィフティーフィフティーは、フィフティーフィフティーである。

フィフティーンは、フィフティーンである。

フィブリノゲンは、フィブリノゲンである。

フィブリンは、フィブリンである。

フィブロインは、フィブロインである。

ブイブロックは、ブイブロックである。

フィボナッチは、フィボナッチである。

ブイヤベースは、ブイヤベースである。

フィヨルドは、フィヨルドである。

ブイヨンは、ブイヨンである。

フィラデルフィアは、フィラデルフィアである。

フィラメントは、フィラメントである。

フィラリアは、フィラリアである。

フィラリア症は、フィラリア症である。

フィランソロピーは、フィランソロピーである。

斑入りは、斑入りである。



不入りは、不入りである。

フィリスティンは、フィリスティンである。

フィリップは、フィリップである。

フィリップスは、フィリップスである。

フィリップス曲線は、フィリップス曲線である。

フィリッポスは、フィリッポスである。

フィリピノ語は、フィリピノ語である。

フィリピンは、フィリピンである。

フィリピン海溝は、フィリピン海溝である。

フィリピン海プレートは、フィリピン海プレートである。

フィルターは、フィルターである。

フィルダーチョイスは、フィルダーチョイスである。

フィルタープレスは、フィルタープレスである。

フィルダウシーは、フィルダウシーである。

フィルダムは、フィルダムである。

フィルハーモニーは、フィルハーモニーである。

フィルムは、フィルムである。

フィルムバッジは、フィルムバッジである。

フィルムライブラリーは、フィルムライブラリーである。

フィレンツェは、フィレンツェである。

フィレンツェ派は、フィレンツェ派である。

フィローズシャーは、フィローズシャーである。

フィロソファーは、フィロソファーである。

フィロソフィーは、フィロソフィーである。

フィロデンドロンは、フィロデンドロンである。

ブイロボットは、ブイロボットである。

フィロロギーは、フィロロギーである。

フィロロジーは、フィロロジーである。

フィロンは、フィロンである。

父音は、父音である。

府尹は、府尹である。

封印は、封印である。

訃音は、訃音である。

部員は、部員である。

無音は、無音である。

フィンウゴル語派は、フィンウゴル語派である。

フィンガーは、フィンガーである。

フィンガープリントは、フィンガープリントである。

フィンガーボールは、フィンガーボールである。

フィン人は、フィン人である。

フィンスタビライザーは、フィンスタビライザーである。

フィンチは、フィンチである。

フィンランディアは、フィンランディアである。

フィンランドは、フィンランドである。

フィンランド語は、フィンランド語である。

楓は、楓である。



諷は、諷である。

ぶうは、ぶうである。

プーアは、プーアである。

風合は、風合である。

ブーア人は、ブーア人である。

ブーア戦争は、ブーア戦争である。

風圧は、風圧である。

プーアル茶は、プーアル茶である。

風位は、風位である。

風威は、風威である。

諷意は、諷意である。

風韻は、風韻である。

封印切は、封印切である。

ブーイングは、ブーイングである。

封印付は、封印付である。

封印破棄罪は、封印破棄罪である。

封印木は、封印木である。

風雨は、風雨である。

フーヴァーは、フーヴァーである。

フーヴァーモラトリアムは、フーヴァーモラトリアムである。

風雲は、風雲である。

風雲児は、風雲児である。

風雲の会は、風雲の会である。

風雲の志は、風雲の志である。

風雲の情は、風雲の情である。

諷詠は、諷詠である。

風炎は、風炎である。

風鳶は、風鳶である。

風化は、風化である。

富家は、富家である。

風雅は、風雅である。

フーガは、フーガである。

風解は、風解である。

風懐は、風懐である。

諷戒は、諷戒である。

風害は、風害である。

風概は、風概である。

風格は、風格である。

風雅集は、風雅集である。

風雅人は、風雅人である。

風化石灰は、風化石灰である。

風柄は、風柄である。

風雅和歌集は、風雅和歌集である。

風変りは、風変りである。

封緘は、封緘である。

風乾は、風乾である。



風寒は、風寒である。

風鑑は、風鑑である。

諷諫は、諷諫である。

風眼は、風眼である。

封緘紙は、封緘紙である。

風気は、風気である。

風紀は、風紀である。

風鬼は、風鬼である。

富貴は、富貴である。

風儀は、風儀である。

富貴草は、富貴草である。

風気疝は、風気疝である。

風気疝痛は、風気疝痛である。

風狂は、風狂である。

瘋狂は、瘋狂である。

風教は、風教である。

風棘は、風棘である。

富貴蘭は、富貴蘭である。

封切は、封切である。

封金は、封金である。

風琴は、風琴である。

風禽は、風禽である。

フーケは、フーケである。

ブーケは、ブーケである。

風景は、風景である。

風景画は、風景画である。

ブーゲー異常は、ブーゲー異常である。

ブーケガルニは、ブーケガルニである。

風穴は、風穴である。

風月は、風月である。

プーケットは、プーケットである。

諷言は、諷言である。

ブーゲンヴィル島は、ブーゲンヴィル島である。

ブーゲンビレアは、ブーゲンビレアである。

風光は、風光である。

風向は、風向である。

風候は、風候である。

風向計は、風向計である。

風向風速計は、風向風速計である。

風光明媚は、風光明媚である。

フーコーは、フーコーである。

フーコーの振子は、フーコーの振子である。

風骨は、風骨である。

封鎖は、封鎖である。

風災は、風災である。

風采は、風采である。



覆載は、覆載である。

封鎖支払は、封鎖支払である。

封鎖体系は、封鎖体系である。

封殺は、封殺である。

封鎖預貯金は、封鎖預貯金である。

楓蚕は、楓蚕である。

プーサンは、プーサンである。

風餐露宿は、風餐露宿である。

夫子は、夫子である。

風姿は、風姿である。

風師は、風師である。

諷刺は、諷刺である。

風刺は、風刺である。

封じは、封じである。

封事は、封事である。

フーシェは、フーシェである。

ブーシェは、ブーシェである。

諷刺画は、諷刺画である。

風姿花伝は、風姿花伝である。

封じ紙は、封じ紙である。

プーシキンは、プーシキンである。

風字硯は、風字硯である。

封じ込め政策は、封じ込め政策である。

封じ込めるは、封じ込めるである。

封事定めは、封事定めである。

風疾は、風疾である。

風湿は、風湿である。

封じ手は、封じ手である。

封じ目は、封じ目である。

封〆は、封〆である。

風車は、風車である。

風邪は、風邪である。

風趣は、風趣である。

風樹は、風樹である。

楓樹は、楓樹である。

諷誦は、諷誦である。

風習は、風習である。

風樹の嘆は、風樹の嘆である。

封書は、封書である。

風尚は、風尚である。

封状は、封状である。

風情は、風情である。

富饒は、富饒である。

風色は、風色である。

風食は、風食である。

風蝕は、風蝕である。



封じるは、封じるである。

封じ蝋は、封じ蝋である。

風信は、風信である。

風神は、風神である。

風疹は、風疹である。

風人は、風人である。

風塵は、風塵である。

風信子は、風信子である。

風信子鉱は、風信子鉱である。

風信帖は、風信帖である。

副寺は、副寺である。

副司は、副司である。

副使は、副使である。

ブースは、ブースである。

風水は、風水である。

風水害は、風水害である。

ブースターは、ブースターである。

ブースター局は、ブースター局である。

フーズフーは、フーズフーである。

諷するは、諷するである。

封ずるは、封ずるである。

風成は、風成である。

風声は、風声である。

風勢は、風勢である。

風成海流は、風成海流である。

風声鶴唳は、風声鶴唳である。

風成岩は、風成岩である。

風成層は、風成層である。

風成土は、風成土である。

風積土は、風積土である。

風雪は、風雪である。

風説は、風説である。

フーゼル油は、フーゼル油である。

風船は、風船である。

風選は、風選である。

風前は、風前である。

風船蔓は、風船蔓である。

風船ガムは、風船ガムである。

風船玉は、風船玉である。

風前の塵は、風前の塵である。

風前の灯は、風前の灯である。

風船爆弾は、風船爆弾である。

風船虫は、風船虫である。

風葬は、風葬である。

風霜は、風霜である。

風騒は、風騒である。



風速は、風速である。

風俗は、風俗である。

風俗営業は、風俗営業である。

風俗画は、風俗画である。

風速計は、風速計である。

風俗小説は、風俗小説である。

風俗文選は、風俗文選である。

風損は、風損である。

風体は、風体である。

風帯は、風帯である。

風袋は、風袋である。

風大は、風大である。

風袋倒しは、風袋倒しである。

風鐸は、風鐸である。

風談は、風談である。

ブータンは、ブータンである。

風致は、風致である。

風知草は、風知草である。

風致地区は、風致地区である。

風鳥は、風鳥である。

風潮は、風潮である。

風調は、風調である。

風鳥座は、風鳥座である。

風蝶草は、風蝶草である。

風致林は、風致林である。

風鎮は、風鎮である。

ブーツは、ブーツである。

風通は、風通である。

風通御召は、風通御召である。

風通織は、風通織である。

風通絣は、風通絣である。

風通モールは、風通モールである。

風付は、風付である。

封泥は、封泥である。

ブーテナントは、ブーテナントである。

風天は、風天である。

瘋癲は、瘋癲である。

風伝は、風伝である。

フートは、フートである。

封土は、封土である。

風土は、風土である。

風度は、風度である。

フードは、フードである。

プードは、プードである。

封套は、封套である。

封筒は、封筒である。



風痘は、風痘である。

風濤は、風濤である。

風洞は、風洞である。

風動は、風動である。

風道は、風道である。

ブードゥーは、ブードゥーである。

風藤葛は、風藤葛である。

風倒木は、風倒木である。

風土記は、風土記である。

風毒は、風毒である。

風土色は、風土色である。

風土病は、風土病である。

フートポンドは、フートポンドである。

プードルは、プードルである。

風難は、風難である。

封入は、封入である。

ブーニンは、ブーニンである。

風波は、風波である。

風馬は、風馬である。

ブーバーは、ブーバーである。

風媒は、風媒である。

風媒花は、風媒花である。

風配図は、風配図である。

風馬牛は、風馬牛である。

風伯は、風伯である。

風発は、風発である。

封判は、封判である。

風帆は、風帆である。

風帆船は、風帆船である。

封皮は、封皮である。

風靡は、風靡である。

ブービーは、ブービーである。

風評は、風評である。

風病は、風病である。

夫婦は、夫婦である。

フーフは、フーフである。

フープは、フープである。

夫婦合は、夫婦合である。

ふうふうは、ふうふうである。

ぶうぶうは、ぶうぶうである。

夫婦固めは、夫婦固めである。

夫婦気取りは、夫婦気取りである。

夫婦喧嘩は、夫婦喧嘩である。

夫婦児は、夫婦児である。

夫婦財産制は、夫婦財産制である。

風物は、風物である。



風物詩は、風物詩である。

夫婦連れは、夫婦連れである。

夫婦仲は、夫婦仲である。

夫婦別姓は、夫婦別姓である。

夫婦保険は、夫婦保険である。

夫婦窓は、夫婦窓である。

夫婦養子は、夫婦養子である。

夫婦別れは、夫婦別れである。

風聞は、風聞である。

風聞書は、風聞書である。

風ぼうは、風ぼうである。

風防は、風防である。

風貌は、風貌である。

馮夢竜は、馮夢竜である。

風木は、風木である。

夫馬は、夫馬である。

風味は、風味である。

ブームは、ブームである。

封結びは、封結びである。

ブーメランは、ブーメランである。

ブーメラン効果は、ブーメラン効果である。

風紋は、風紋である。

ブーヤ朝は、ブーヤ朝である。

諷喩は、諷喩である。

風諭は、風諭である。

風友は、風友である。

諷喩法は、諷喩法である。

風葉は、風葉である。

楓葉は、楓葉である。

風葉和歌集は、風葉和歌集である。

芙蓉蟹は、芙蓉蟹である。

風来は、風来である。

風籟は、風籟である。

風来山人は、風来山人である。

風来人は、風来人である。

風来坊は、風来坊である。

風来者は、風来者である。

風来六部集は、風来六部集である。

風蘭は、風蘭である。

プーランクは、プーランクである。

ブーランジェ事件は、ブーランジェ事件である。

プーリーは、プーリーである。

フーリエは、フーリエである。

フーリガンは、フーリガンである。

風力は、風力である。

風流は、風流である。



風流韻事は、風流韻事である。

風流傘は、風流傘である。

風流車は、風流車である。

風流志道軒伝は、風流志道軒伝である。

風流人は、風流人である。

風流棚は、風流棚である。

風流深川唄は、風流深川唄である。

風流本は、風流本である。

風流物は、風流物である。

風力階級は、風力階級である。

風力発電は、風力発電である。

風鈴は、風鈴である。

風輪は、風輪である。

風林火山は、風林火山である。

風輪際は、風輪際である。

風鈴草は、風鈴草である。

風鈴蕎麦は、風鈴蕎麦である。

フールは、フールである。

ブールは、ブールである。

プールは、プールである。

ブールヴァールは、ブールヴァールである。

ブールヴァール劇は、ブールヴァール劇である。

ブールジェは、ブールジェである。

ブール人は、ブール人である。

フールスキャップは、フールスキャップである。

プール制は、プール制である。

ブール代数は、ブール代数である。

ブールデルは、ブールデルである。

プール熱は、プール熱である。

プールバーは、プールバーである。

フールプルーフは、フールプルーフである。

ブーレは、ブーレである。

ブーレーズは、ブーレーズである。

風蓮湖は、風蓮湖である。

風炉は、風炉である。

風露は、風露である。

封蝋は、封蝋である。

風浪は、風浪である。

ブーローニュは、ブーローニュである。

風露草は、風露草である。

不運は、不運である。

浮雲は、浮雲である。

武運は、武運である。

吭は、吭である。

笛は、笛である。

鰾は、鰾である。



不壊は、不壊である。

フエは、フエである。

フェアは、フェアである。

フェアウェイは、フェアウェイである。

フェアディールは、フェアディールである。

フェアバンクは、フェアバンクである。

フェアバンクスは、フェアバンクスである。

フェアプレーは、フェアプレーである。

フェアリーは、フェアリーである。

フェアリーテールは、フェアリーテールである。

フェアリーランドは、フェアリーランドである。

浮泳は、浮泳である。

浮影は、浮影である。

富栄は、富栄である。

賦詠は、賦詠である。

武衛は、武衛である。

不衛生は、不衛生である。

フェイディアスは、フェイディアスである。

武英殿は、武英殿である。

富栄養化は、富栄養化である。

富栄養湖は、富栄養湖である。

フェイントは、フェイントである。

フェーヴルは、フェーヴルである。

フェークファーは、フェークファーである。

フェージンは、フェージンである。

フェースは、フェースである。

フェーズは、フェーズである。

フェースシートは、フェースシートである。

フェースバリューは、フェースバリューである。

フェータリストは、フェータリストである。

フェーディングは、フェーディングである。

フェートは、フェートである。

フェードは、フェードである。

フェードアウトは、フェードアウトである。

フェードインは、フェードインである。

フェートン号事件は、フェートン号事件である。

フェーブルは、フェーブルである。

フェーリング液は、フェーリング液である。

フェールセーフは、フェールセーフである。

フェーンは、フェーンである。

笛方は、笛方である。

不易は、不易である。

扶掖は、扶掖である。

賦役は、賦役である。

夫役は、夫役である。

無射は、無射である。



夫役現品は、夫役現品である。

賦役黄冊は、賦役黄冊である。

賦役全書は、賦役全書である。

不易流行は、不易流行である。

笛座は、笛座である。

フェザーは、フェザーである。

フェザー級は、フェザー級である。

笛差は、笛差である。

笛生は、笛生である。

フェズは、フェズである。

フェスティバルは、フェスティバルである。

笛匠は、笛匠である。

笛竹は、笛竹である。

フェチは、フェチである。

斧鉞は、斧鉞である。

傅説は、傅説である。

フェットチーネは、フェットチーネである。

不越年卵は、不越年卵である。

フェップは、フェップである。

不得手は、不得手である。

フェデは、フェデである。

フェティシズムは、フェティシズムである。

フェティッシュは、フェティッシュである。

フェデレーションは、フェデレーションである。

笛籐は、笛籐である。

フェナセチンは、フェナセチンである。

フェナントレンは、フェナントレンである。

フェニキアは、フェニキアである。

フェニキア語は、フェニキア語である。

フェニキア文字は、フェニキア文字である。

フェニックスは、フェニックスである。

フェニドンは、フェニドンである。

フェニルアラニンは、フェニルアラニンである。

フェニル基は、フェニル基である。

フェニルケトン尿症は、フェニルケトン尿症である。

フェヌロンは、フェヌロンである。

フェノールは、フェノールである。

フェノール樹脂は、フェノール樹脂である。

フェノールフタレインは、フェノールフタレインである。

吭の鎖は、吭の鎖である。

笛の師は、笛の師である。

ブエノスアイレスは、ブエノスアイレスである。

フェノメノンは、フェノメノンである。

フェノロサは、フェノロサである。

笛柱は、笛柱である。

フェビアン協会は、フェビアン協会である。



フェヒナーは、フェヒナーである。

フェヒナーの法則は、フェヒナーの法則である。

笛吹きは、笛吹きである。

笛吹川は、笛吹川である。

プエブロインディアンは、プエブロインディアンである。

笛待ちは、笛待ちである。

フェミニストは、フェミニストである。

フェミニズムは、フェミニズムである。

フェミニニティーコントロールは、フェミニニティーコントロールである。

フェミニンは、フェミニンである。

フェムトは、フェムトである。

フェライトは、フェライトである。

フェリーは、フェリーである。

フェリーニは、フェリーニである。

フェリーペは、フェリーペである。

フェリシアン化カリウムは、フェリシアン化カリウムである。

フェリス女学院は、フェリス女学院である。

会寧は、会寧である。

殖えるは、殖えるである。

増えるは、増えるである。

フェルガーナは、フェルガーナである。

フェルトは、フェルトである。

フェルトペンは、フェルトペンである。

プエルトリコは、プエルトリコである。

フェルビーストは、フェルビーストである。

フェルマは、フェルマである。

フェルマータは、フェルマータである。

フェルマの原理は、フェルマの原理である。

フェルマ予想は、フェルマ予想である。

フェルミは、フェルミである。

フェルミウムは、フェルミウムである。

フェルミオンは、フェルミオンである。

フェルミ統計は、フェルミ統計である。

フェルメールは、フェルメールである。

フェレイラは、フェレイラである。

フェレットは、フェレットである。

フェロアロイは、フェロアロイである。

フェローシップは、フェローシップである。

フェロシアン化カリウムは、フェロシアン化カリウムである。

フェロセンは、フェロセンである。

フェロタイプは、フェロタイプである。

フェロモンは、フェロモンである。

不縁は、不縁である。

赴援は、赴援である。

浮堰は、浮堰である。

敷衍は、敷衍である。



布衍は、布衍である。

無塩は、無塩である。

フェンシングは、フェンシングである。

フェンスは、フェンスである。

フェンダーは、フェンダーである。

汾酒は、汾酒である。

フエンテスは、フエンテスである。

無遠慮は、無遠慮である。

フォアは、フォアである。

フォアグラは、フォアグラである。

フォアハンドは、フォアハンドである。

フォアボールは、フォアボールである。

フォイエルバッハは、フォイエルバッハである。

フォイヒトヴァンガーは、フォイヒトヴァンガーである。

婦翁は、婦翁である。

武王は、武王である。

普墺戦争は、普墺戦争である。

フォーヴは、フォーヴである。

フォーヴィスムは、フォーヴィスムである。

フォーカスは、フォーカスである。

フォーカルプレーンは、フォーカルプレーンである。

フォーキンは、フォーキンである。

フォークは、フォークである。

フォークソングは、フォークソングである。

フォークダンスは、フォークダンスである。

フォークナーは、フォークナーである。

フォークボールは、フォークボールである。

フォークランド諸島は、フォークランド諸島である。

フォークリフトは、フォークリフトである。

フォークロアは、フォークロアである。

フォーゲットミーノットは、フォーゲットミーノットである。

フォースは、フォースである。

フォースアウトは、フォースアウトである。

フォースターは、フォースターである。

フォースプレーは、フォースプレーである。

フォードは、フォードである。

フォードシステムは、フォードシステムである。

フォートランは、フォートランである。

フォートリエは、フォートリエである。

フォートワースは、フォートワースである。

フォーブは、フォーブである。

フォーマットは、フォーマットである。

フォーマリズムは、フォーマリズムである。

フォーマルは、フォーマルである。

フォーマルウェアは、フォーマルウェアである。

フォーマルハウトは、フォーマルハウトである。



フォーミュラは、フォーミュラである。

フォーミュラカーは、フォーミュラカーである。

フォームは、フォームである。

フォームラバーは、フォームラバーである。

フォーメーションは、フォーメーションである。

フォーモサは、フォーモサである。

フォーラムは、フォーラムである。

フォーラムディスカッションは、フォーラムディスカッションである。

フォーリーズは、フォーリーズである。

フォールは、フォールである。

フォールアウトは、フォールアウトである。

フォールトは、フォールトである。

フォールラインは、フォールラインである。

フォーレは、フォーレである。

フォーレル水は、フォーレル水である。

フォーンは、フォーンである。

フォシヨンは、フォシヨンである。

フォスゲンは、フォスゲンである。

フォスコロは、フォスコロである。

フォスターは、フォスターである。

フォスファターゼは、フォスファターゼである。

フォスフォリラーゼは、フォスフォリラーゼである。

フォックスは、フォックスである。

フォックステリアは、フォックステリアである。

フォックストロットは、フォックストロットである。

フォックスフェイスは、フォックスフェイスである。

フォッサマグナは、フォッサマグナである。

フォッシュは、フォッシュである。

フォトは、フォトである。

フォトグラフは、フォトグラフである。

フォトグラフィは、フォトグラフィである。

フォトクロミックガラスは、フォトクロミックガラスである。

醜男は、醜男である。

フォトジェニックは、フォトジェニックである。

フォトスタジオは、フォトスタジオである。

フォトダイオードは、フォトダイオードである。

フォトトランジスターは、フォトトランジスターである。

フォトプレーは、フォトプレーである。

フォトプレーヤーは、フォトプレーヤーである。

フォトマスクは、フォトマスクである。

フォトモンタージュは、フォトモンタージュである。

フォトレジストは、フォトレジストである。

フォトンは、フォトンである。

フォニームは、フォニームである。

フォネームは、フォネームである。

フォネティックサインは、フォネティックサインである。



フォネティックスは、フォネティックスである。

フォノグラフは、フォノグラフである。

フォノライトは、フォノライトである。

フォノロジーは、フォノロジーである。

フォノンは、フォノンである。

フォリオは、フォリオである。

フォルクスシューレは、フォルクスシューレである。

フォルクスワーゲンは、フォルクスワーゲンである。

フォルクローレは、フォルクローレである。

フォルスタッフは、フォルスタッフである。

フォルテは、フォルテである。

フォルティッシモは、フォルティッシモである。

フォルマリンは、フォルマリンである。

フォルムは、フォルムである。

フォルムアルデヒドは、フォルムアルデヒドである。

フォルモサは、フォルモサである。

フォローは、フォローである。

フォローシーンは、フォローシーンである。

フォロースルーは、フォロースルーである。

フォワードは、フォワードである。

フォワードパスは、フォワードパスである。

フォワグラは、フォワグラである。

フォンは、フォンである。

不穏は、不穏である。

武恩は、武恩である。

フォンヴィージンは、フォンヴィージンである。

不飲酒戒は、不飲酒戒である。

フォンターネは、フォンターネである。

フォンタネージは、フォンタネージである。

フォンダンは、フォンダンである。

フォンテーヌブローは、フォンテーヌブローである。

フォンテーヌブロー派は、フォンテーヌブロー派である。

フォンデュは、フォンデュである。

フォントは、フォントである。

不穏当は、不穏当である。

フォントネルは、フォントネルである。

フォンドボーは、フォンドボーである。

醜女は、醜女である。

フォンノイマンは、フォンノイマンである。

フォンブラウンは、フォンブラウンである。

鱶は、鱶である。

不可は、不可である。

夫家は、夫家である。

付加は、付加である。

附加は、附加である。

府下は、府下である。



負荷は、負荷である。

浮家は、浮家である。

浮華は、浮華である。

婦家は、婦家である。

孵化は、孵化である。

賦課は、賦課である。

武火は、武火である。

部下は、部下である。

舞歌は、舞歌である。

フガートは、フガートである。

深編笠は、深編笠である。

深井は、深井である。

不会は、不会である。

不快は、不快である。

付会は、付会である。

附会は、附会である。

府会は、府会である。

深いは、深いである。

部外は、部外である。

不開港は、不開港である。

不快指数は、不快指数である。

腑甲斐無いは、腑甲斐無いである。

不介入は、不介入である。

深入りは、深入りである。

深江は、深江である。

深尾は、深尾である。

深追いは、深追いである。

深尾須磨子は、深尾須磨子である。

不可解は、不可解である。

付加価値は、付加価値である。

付加価値税は、付加価値税である。

深がらすは、深がらすである。

深川は、深川である。

深川飯は、深川飯である。

不可逆変化は、不可逆変化である。

不角は、不角である。

不覚は、不覚である。

負郭は、負郭である。

俯角は、俯角である。

不学は、不学である。

府学は、府学である。

富岳は、富岳である。

富嶽は、富嶽である。

舞閣は、舞閣である。

武学は、武学である。

舞楽は、舞楽である。



不覚悟は、不覚悟である。

深草は、深草である。

深草少将は、深草少将である。

深草帝は、深草帝である。

深草祭は、深草祭である。

富嶽三十六景は、富嶽三十六景である。

不確実は、不確実である。

不覚人は、不覚人である。

不覚仁は、不覚仁である。

不拡大は、不拡大である。

深沓は、深沓である。

深履は、深履である。

不確定は、不確定である。

不確定期限は、不確定期限である。

不確定性原理は、不確定性原理である。

舞楽面は、舞楽面である。

不覚者は、不覚者である。

踏懸は、踏懸である。

付加刑は、付加刑である。

不可欠は、不可欠である。

不可欠アミノ酸は、不可欠アミノ酸である。

不可欠条件は、不可欠条件である。

不加減は、不加減である。

不可抗力は、不可抗力である。

深さは、深さである。

深酒は、深酒である。

深さゲージは、深さゲージである。

付加作用は、付加作用である。

深戯れは、深戯れである。

深沢は、深沢である。

深沢七郎は、深沢七郎である。

不可算名詞は、不可算名詞である。

蒸しは、蒸しである。

不可視は、不可視である。

深しは、深しである。

深しいは、深しいである。

不可思議は、不可思議である。

不可視光線は、不可視光線である。

蒸し立ては、蒸し立てである。

付加重合は、付加重合である。

不可触民は、不可触民である。

武頭は、武頭である。

不可侵は、不可侵である。

不可侵権は、不可侵権である。

不可侵条約は、不可侵条約である。

吹かすは、吹かすである。



ふかすは、ふかすである。

深すは、深すである。

更かすは、更かすである。

蒸すは、蒸すである。

付加税は、付加税である。

附加税は、附加税である。

不可説は、不可説である。

ふかせ釣りは、ふかせ釣りである。

深芹は、深芹である。

深除は、深除である。

深曾木は、深曾木である。

不可測は、不可測である。

深染め衣は、深染め衣である。

深田は、深田である。

付加体は、付加体である。

深田久弥は、深田久弥である。

深田石仏は、深田石仏である。

プガチョーヴァは、プガチョーヴァである。

プガチョーフは、プガチョーフである。

不可知論は、不可知論である。

賦活は、賦活である。

部活は、部活である。

不恰好は、不恰好である。

不割譲条約は、不割譲条約である。

不活性気体は、不活性気体である。

不勝手は、不勝手である。

部活動は、部活動である。

不活発は、不活発である。

不活溌は、不活溌である。

深爪は、深爪である。

深手は、深手である。

深傷は、深傷である。

付加テクトニクスは、付加テクトニクスである。

不合点は、不合点である。

不可得は、不可得である。

深情けは、深情けである。

深野は、深野である。

不可能は、不可能である。

鱶の刺身は、鱶の刺身である。

鱶の鰭は、鱶の鰭である。

深場は、深場である。

付加反応は、付加反応である。

深緋は、深緋である。

不可避は、不可避である。

深緋の袍は、深緋の袍である。

不可不は、不可不である。



ふかふかは、ふかふかである。

深深は、深深である。

ふがふがは、ふがふがである。

ぶかぶかは、ぶかぶかである。

ぷかぷかは、ぷかぷかである。

鱶節は、鱶節である。

不可分は、不可分である。

不可分物は、不可分物である。

深縁は、深縁である。

深間は、深間である。

深まるは、深まるである。

深みは、深みである。

深見草は、深見草である。

深緑は、深緑である。

深海松は、深海松である。

深海松のは、深海松のである。

深むは、深むである。

深紫は、深紫である。

深めるは、深めるである。

深谷は、深谷である。

深用心は、深用心である。

深読みは、深読みである。

ブカラ汗国は、ブカラ汗国である。

歩刈は、歩刈である。

不可量は、不可量である。

ブカレストは、ブカレストである。

不堪は、不堪である。

付款は、付款である。

附款は、附款である。

府官は、府官である。

俯瞰は、俯瞰である。

浮桿は、浮桿である。

浮竿は、浮竿である。

武官は、武官である。

武漢は、武漢である。

武鑑は、武鑑である。

豊干は、豊干である。

武漢国民政府は、武漢国民政府である。

普勧坐禅儀は、普勧坐禅儀である。

俯瞰撮影は、俯瞰撮影である。

武漢三鎮は、武漢三鎮である。

不換紙幣は、不換紙幣である。

不干渉は、不干渉である。

不感症は、不感症である。

俯瞰図は、俯瞰図である。

不乾性油は、不乾性油である。



不完全は、不完全である。

不完全花は、不完全花である。

不完全菌類は、不完全菌類である。

不完全就業は、不完全就業である。

不完全性定理は、不完全性定理である。

不完全燃焼は、不完全燃焼である。

不完全変態は、不完全変態である。

不完全葉は、不完全葉である。

不完全履行は、不完全履行である。

不堪佃田は、不堪佃田である。

不堪佃田の奏は、不堪佃田の奏である。

不乾油は、不乾油である。

不眼力は、不眼力である。

吹きは、吹きである。

ふきは、ふきである。

蕗は、蕗である。

苳は、苳である。

款冬は、款冬である。

菜蕗は、菜蕗である。

草路は、草路である。

布貴は、布貴である。

不軌は、不軌である。

不起は、不起である。

不帰は、不帰である。

不器は、不器である。

不諱は、不諱である。

不忌は、不忌である。

不羈は、不羈である。

付記は、付記である。

附記は、附記である。

不義は、不義である。

付議は、付議である。

附議は、附議である。

府議は、府議である。

浮蟻は、浮蟻である。

溥儀は、溥儀である。

武器は、武器である。

舞姫は、舞姫である。

武技は、武技である。

舞妓は、舞妓である。

舞技は、舞技である。

ブギは、ブギである。

吹き上がるは、吹き上がるである。

噴き上がるは、噴き上がるである。

吹上げは、吹上げである。

吹上御苑は、吹上御苑である。



吹上の浜は、吹上の浜である。

吹き上げるは、吹き上げるである。

噴き上げるは、噴き上げるである。

葺足は、葺足である。

吹き集めるは、吹き集めるである。

吹き当てるは、吹き当てるである。

吹き荒らすは、吹き荒らすである。

吹き荒れるは、吹き荒れるである。

吹き合すは、吹き合すである。

葺き合すは、葺き合すである。

吹井は、吹井である。

噴井は、噴井である。

葺石は、葺石である。

吹き出づは、吹き出づである。

噴き出づは、噴き出づである。

葺板は、葺板である。

吹き出すは、吹き出すである。

吹井戸は、吹井戸である。

噴井戸は、噴井戸である。

吹き入るは、吹き入るである。

吹き入れるは、吹き入れるである。

款冬色は、款冬色である。

ブギウギは、ブギウギである。

吹絵は、吹絵である。

葺き下ろしは、葺き下ろしである。

吹き下ろすは、吹き下ろすである。

府議会は、府議会である。

吹き交ふは、吹き交ふである。

吹替えは、吹替えである。

葺替えは、葺替えである。

吹返しは、吹返しである。

吹き返すは、吹き返すである。

吹き返るは、吹き返るである。

吹き替えるは、吹き替えるである。

葺き替えるは、葺き替えるである。

吹掛けは、吹掛けである。

吹き掛けるは、吹き掛けるである。

吹き語りは、吹き語りである。

吹き通うは、吹き通うである。

吹き殻は、吹き殻である。

吹き枯らすは、吹き枯らすである。

吹皮は、吹皮である。

吹き変るは、吹き変るである。

吹き切るは、吹き切るである。

葺草は、葺草である。

吹き口は、吹き口である。



菜蕗組は、菜蕗組である。

富貴組は、富貴組である。

蕗組は、蕗組である。

吹き消すは、吹き消すである。

不機嫌は、不機嫌である。

吹き越すは、吹き越すである。

吹きこぼれるは、吹きこぼれるである。

吹込みは、吹込みである。

吹き込むは、吹き込むである。

拭き込むは、拭き込むである。

葺き籠りは、葺き籠りである。

吹き冷すは、吹き冷すである。

吹き曝しは、吹き曝しである。

吹き曝すは、吹き曝すである。

葺師は、葺師である。

葺地は、葺地である。

富貴寺は、富貴寺である。

吹き萎るは、吹き萎るである。

吹き敷くは、吹き敷くである。

吹き頻くは、吹き頻くである。

吹き染むは、吹き染むである。

吹き過ぎるは、吹き過ぎるである。

吹き荒ぶは、吹き荒ぶである。

吹き遊ぶは、吹き遊ぶである。

ブギス族は、ブギス族である。

吹き澄ますは、吹き澄ますである。

不起訴は、不起訴である。

吹き添ふは、吹き添ふである。

拭き掃除は、拭き掃除である。

不規則は、不規則である。

不規則銀河は、不規則銀河である。

不規則動詞は、不規則動詞である。

不規則変光星は、不規則変光星である。

武器貸与法は、武器貸与法である。

吹き倒すは、吹き倒すである。

吹高は、吹高である。

吹き竹は、吹き竹である。

吹き出しは、吹き出しである。

噴き出すは、噴き出すである。

吹き立つは、吹き立つである。

吹き立ては、吹き立てである。

拭き立ては、拭き立てである。

葺き立ては、葺き立てである。

吹き立てるは、吹き立てるである。

拭き立てるは、拭き立てるである。

吹玉は、吹玉である。



吹き溜りは、吹き溜りである。

不器用は、不器用である。

無器用は、無器用である。

無几帳は、無几帳である。

富貴長春は、富貴長春である。

吹き散らすは、吹き散らすである。

不吉は、不吉である。

吹継ぎは、吹継ぎである。

吹旁は、吹旁である。

吹付けは、吹付けである。

吹き付けるは、吹き付けるである。

吹き着けるは、吹き着けるである。

葺土は、葺土である。

吹筒は、吹筒である。

吹き募るは、吹き募るである。

吹き手は、吹き手である。

吹出物は、吹出物である。

吹き出るは、吹き出るである。

噴き出るは、噴き出るである。

吹通しは、吹通しである。

吹き通しは、吹き通しである。

吹き通すは、吹き通すである。

吹き飛ばすは、吹き飛ばすである。

吹き飛ぶは、吹き飛ぶである。

拭き取るは、拭き取るである。

吹流しは、吹流しである。

吹き成しは、吹き成しである。

吹き成すは、吹き成すである。

吹き鳴すは、吹き鳴すである。

吹き鳴らすは、吹き鳴らすである。

吹貫は、吹貫である。

吹抜きは、吹抜きである。

吹抜屋台は、吹抜屋台である。

吹抜けは、吹抜けである。

吹値は、吹値である。

蕗の祖父は、蕗の祖父である。

蕗の姑は、蕗の姑である。

富貴の台は、富貴の台である。

蕗の台は、蕗の台である。

蕗の薹は、蕗の薹である。

吹場は、吹場である。

吹放ちは、吹放ちである。

吹き払うは、吹き払うである。

吹鬢は、吹鬢である。

吹き降りは、吹き降りである。

吹き減りは、吹き減りである。



吹き細るは、吹き細るである。

吹き舞ふは、吹き舞ふである。

吹き紛ふは、吹き紛ふである。

吹き捲くは、吹き捲くである。

吹き捲るは、吹き捲るである。

吹き増さるは、吹き増さるである。

吹き惑ふは、吹き惑ふである。

富貴豆は、富貴豆である。

吹き迷ふは、吹き迷ふである。

吹き回しは、吹き回しである。

吹き回すは、吹き回すである。

不気味は、不気味である。

無気味は、無気味である。

蕗味噌は、蕗味噌である。

吹き乱すは、吹き乱すである。

吹き乱るは、吹き乱るである。

吹き結ぶは、吹き結ぶである。

ぶきめくは、ぶきめくである。

吹物は、吹物である。

不義者は、不義者である。

吹矢は、吹矢である。

吹屋は、吹屋である。

吹き止むは、吹き止むである。

吹き止めるは、吹き止めるである。

不休は、不休である。

不朽は、不朽である。

不急は、不急である。

普及は、普及である。

腐朽は、腐朽である。

不孝は、不孝である。

不況は、不況である。

不興は、不興である。

布教は、布教である。

払暁は、払暁である。

富強は、富強である。

俯仰は、俯仰である。

無興は、無興である。

奉行は、奉行である。

不興顔は、不興顔である。

不況カルテルは、不況カルテルである。

不行儀は、不行儀である。

布教師は、布教師である。

奉行所は、奉行所である。

不行状は、不行状である。

不行跡は、不行跡である。

奉行人は、奉行人である。



不香の花は、不香の花である。

不軽菩薩は、不軽菩薩である。

不協和は、不協和である。

不協和音は、不協和音である。

不協和音程は、不協和音程である。

不許可は、不許可である。

負極は、負極である。

譜曲は、譜曲である。

部曲は、部曲である。

部局は、部局である。

舞曲は、舞曲である。

吹寄せは、吹寄せである。

吹寄せ汁は、吹寄せ汁である。

吹寄せ籐は、吹寄せ籐である。

吹き寄せるは、吹き寄せるである。

吹き寄るは、吹き寄るである。

吹き弱るは、吹き弱るである。

不義理は、不義理である。

不規律は、不規律である。

不器量は、不器量である。

無器量は、無器量である。

不綺麗は、不綺麗である。

無綺麗は、無綺麗である。

吹輪は、吹輪である。

吹き分けるは、吹き分けるである。

吹き渡るは、吹き渡るである。

付近は、付近である。

附近は、附近である。

布巾は、布巾である。

斧斤は、斧斤である。

賦金は、賦金である。

諷経は、諷経である。

夫金は、夫金である。

不均化は、不均化である。

不均衡は、不均衡である。

不謹慎は、不謹慎である。

不吟味は、不吟味である。

河豚は、河豚である。

伏は、伏である。

服は、服である。

副は、副である。

復は、復である。

福は、福である。

複は、複である。

輻は、輻である。

覆は、覆である。



ふくは、ふくである。

吹くは、吹くである。

噴くは、噴くである。

更くは、更くである。

深くは、深くである。

拭くは、拭くである。

振くは、振くである。

葺くは、葺くである。

鰒は、鰒である。

不具は、不具である。

不虞は、不虞である。

仏供は、仏供である。

仏具は、仏具である。

武具は、武具である。

不具合は、不具合である。

腹圧は、腹圧である。

腹案は、腹案である。

福井は、福井である。

復位は、復位である。

福井医科大学は、福井医科大学である。

福井久蔵は、福井久蔵である。

馥郁は、馥郁である。

福井謙一は、福井謙一である。

福井地震は、福井地震である。

福井大学は、福井大学である。

福入り雑煮は、福入り雑煮である。

副因は、副因である。

幅員は、幅員である。

復員は、復員である。

福音は、福音である。

福音教会は、福音教会である。

福音史家は、福音史家である。

福音主義は、福音主義である。

福音書は、福音書である。

福因福果は、福因福果である。

不空は、不空である。

不遇は、不遇である。

不空羂索観音は、不空羂索観音である。

不空成就如来は、不空成就如来である。

福運は、福運である。

福江は、福江である。

服衣は、服衣である。

服穢は、服穢である。

服役は、服役である。

復円は、復円である。

復縁は、復縁である。



複塩は、複塩である。

福翁自伝は、福翁自伝である。

福王流は、福王流である。

福岡は、福岡である。

福岡教育大学は、福岡教育大学である。

福岡大学は、福岡大学である。

福岡孝弟は、福岡孝弟である。

複音楽は、複音楽である。

伏臥は、伏臥である。

副芽は、副芽である。

複芽は、複芽である。

副萼は、副萼である。

復学は、復学である。

服加減は、服加減である。

伏屈は、伏屈である。

福紙は、福紙である。

副官は、副官である。

複眼は、複眼である。

複眼的は、複眼的である。

福木は、福木である。

服忌は、服忌である。

副議長は、副議長である。

副業は、副業である。

復業は、復業である。

複屈折は、複屈折である。

副区分は、副区分である。

ふく毛は、ふく毛である。

服解は、服解である。

副啓は、副啓である。

復啓は、復啓である。

復元は、復元である。

復原は、復原である。

副検事は、副検事である。

復元抽出は、復元抽出である。

復原力は、復原力である。

腹腔は、腹腔である。

復号は、復号である。

複合は、複合である。

複合遺跡は、複合遺跡である。

複合汚染は、複合汚染である。

複合火山は、複合火山である。

副睾丸は、副睾丸である。

副交感神経は、副交感神経である。

複合競技は、複合競技である。

複合建築は、複合建築である。

複合語は、複合語である。



複合国家は、複合国家である。

複合材料は、複合材料である。

複合脂質は、複合脂質である。

副甲状腺は、副甲状腺である。

副甲状腺ホルモンは、副甲状腺ホルモンである。

複合体は、複合体である。

複合蛋白質は、複合蛋白質である。

複語尾は、複語尾である。

複婚は、複婚である。

ふくさは、ふくさである。

袱紗は、袱紗である。

帛紗は、帛紗である。

服紗は、服紗である。

副菜は、副菜である。

伏在は、伏在である。

服罪は、服罪である。

袱紗帯は、袱紗帯である。

複座機は、複座機である。

袱紗捌きは、袱紗捌きである。

複雑は、複雑である。

複雑怪奇は、複雑怪奇である。

複雑系は、複雑系である。

複雑骨折は、複雑骨折である。

袱紗包は、袱紗包である。

袱紗物は、袱紗物である。

副作用は、副作用である。

袱紗料理は、袱紗料理である。

福沢は、福沢である。

福沢一郎は、福沢一郎である。

福沢諭吉は、福沢諭吉である。

複散形花序は、複散形花序である。

副産物は、副産物である。

掘串は、掘串である。

副子は、副子である。

副詞は、副詞である。

匐枝は、匐枝である。

復氏は、復氏である。

福祉は、福祉である。

複視は、複視である。

服地は、服地である。

服事は、服事である。

服仕は、服仕である。

副弐は、副弐である。

福地は、福地である。

フクシアは、フクシアである。

複試合は、複試合である。



複式は、複式である。

複式火山は、複式火山である。

複式学級は、複式学級である。

福祉機器は、福祉機器である。

腹式呼吸は、腹式呼吸である。

複式簿記は、複式簿記である。

福祉国家は、福祉国家である。

福祉作業所は、福祉作業所である。

複事象は、複事象である。

伏日は、伏日である。

副次的は、副次的である。

福祉年金は、福祉年金である。

複子房は、複子房である。

福島は、福島である。

福島事件は、福島事件である。

福島大学は、福島大学である。

福島正則は、福島正則である。

福島安正は、福島安正である。

肴は、肴である。

伏射は、伏射である。

副車は、副車である。

福者は、福者である。

複写は、複写である。

輻射は、輻射である。

覆車は、覆車である。

服者は、服者である。

輻射エネルギーは、輻射エネルギーである。

複写機は、複写機である。

副尺は、副尺である。

複写紙は、複写紙である。

輻射線は、輻射線である。

輻射熱は、輻射熱である。

覆車の戒めは、覆車の戒めである。

複写版は、複写版である。

副手は、副手である。

覆手は、覆手である。

福寿は、福寿である。

復習は、復習である。

復讐は、復讐である。

福州は、福州である。

服従は、服従である。

副収入は、副収入である。

福聚海無量は、福聚海無量である。

福寿草は、福寿草である。

副書は、副書である。

副署は、副署である。



副将は、副将である。

副章は、副章である。

副賞は、副賞である。

復唱は、復唱である。

復誦は、復誦である。

福祥は、福祥である。

複称は、複称である。

副乗は、副乗である。

副将軍は、副将軍である。

福祥寺は、福祥寺である。

複勝式は、複勝式である。

輻状相称花は、輻状相称花である。

服飾は、服飾である。

副食は、副食である。

復飾は、復飾である。

復職は、復職である。

複色光は、複色光である。

服飾品は、服飾品である。

副食物は、副食物である。

副助詞は、副助詞である。

福白髪は、福白髪である。

河豚汁は、河豚汁である。

福祉六法は、福祉六法である。

復申は、復申である。

腹心は、腹心である。

覆審は、覆審である。

フクシンは、フクシンである。

副腎は、副腎である。

福人は、福人である。

福神は、福神である。

複振子は、複振子である。

副腎髄質ホルモンは、副腎髄質ホルモンである。

福神漬は、福神漬である。

腹心の疾は、腹心の疾である。

副腎皮質は、副腎皮質である。

副腎皮質刺激ホルモンは、副腎皮質刺激ホルモンである。

副腎皮質ホルモンは、副腎皮質ホルモンである。

福神参りは、福神参りである。

袱子は、袱子である。

複子は、複子である。

服すは、服すである。

復すは、復すである。

覆すは、覆すである。

副帥は、副帥である。

復水は、復水である。

腹水は、腹水である。



覆水は、覆水である。

覆推は、覆推である。

復水器は、復水器である。

腹水腫瘍は、腹水腫瘍である。

複数は、複数である。

福助は、福助である。

複図紙は、複図紙である。

ブクステフーデは、ブクステフーデである。

伏するは、伏するである。

服するは、服するである。

復するは、復するである。

ふぐせは、ふぐせである。

服制は、服制である。

復姓は、復姓である。

複成は、複成である。

複声は、複声である。

複姓は、複姓である。

複製は、複製である。

複成火山は、複成火山である。

副成分は、副成分である。

復席は、復席である。

復籍は、復籍である。

伏線は、伏線である。

複線は、複線である。

複線軌道は、複線軌道である。

複選挙は、複選挙である。

復祚は、復祚である。

福祚は、福祚である。

伏奏は、伏奏である。

服装は、服装である。

副葬は、副葬である。

復奏は、復奏である。

覆奏は、覆奏である。

福相は、福相である。

複相は、複相である。

輻湊は、輻湊である。

輻輳は、輻輳である。

腹蔵は、腹蔵である。

覆蔵は、覆蔵である。

副総裁は、副総裁である。

複総状花序は、複総状花序である。

副総理は、副総理である。

福草履は、福草履である。

複層林は、複層林である。

複素環式化合物は、複素環式化合物である。

複素関数は、複素関数である。



服属は、服属である。

腹足類は、腹足類である。

複素数は、複素数である。

複素平面は、複素平面である。

福田は、福田である。

副題は、副題である。

副大将は、副大将である。

複代数系は、複代数系である。

不倶戴天は、不倶戴天である。

復代理は、復代理である。

福田行誡は、福田行誡である。

福武は、福武である。

福武直は、福武直である。

福田赳夫は、福田赳夫である。

福田恆存は、福田恆存である。

福田徳三は、福田徳三である。

服種は、服種である。

福田英子は、福田英子である。

福田平八郎は、福田平八郎である。

福多味は、福多味である。

ふくだむは、ふくだむである。

ふくだめるは、ふくだめるである。

福田餅は、福田餅である。

フク団は、フク団である。

復旦大学は、復旦大学である。

福地桜痴は、福地桜痴である。

福内鬼外は、福内鬼外である。

歩口金は、歩口金である。

副知事は、副知事である。

福茶は、福茶である。

福知山は、福知山である。

分口山は、分口山である。

福知山線は、福知山線である。

福知山盆地は、福知山盆地である。

河豚中毒は、河豚中毒である。

副長は、副長である。

復調は、復調である。

河豚提灯は、河豚提灯である。

河豚ちりは、河豚ちりである。

不屈は、不屈である。

仏供机は、仏供机である。

ふくつけがるは、ふくつけがるである。

ふくつけしは、ふくつけしである。

ぷくっとは、ぷくっとである。

福手は、福手である。

副低気圧は、副低気圧である。



覆轍は、覆轍である。

ふくて焼は、ふくて焼である。

福天は、福天である。

河豚魚は、河豚魚である。

覆土は、覆土である。

復党は、復党である。

復答は、復答である。

複道は、複道である。

復道は、復道である。

複動機関は、複動機関である。

伏匿は、伏匿である。

福徳は、福徳である。

服毒は、服毒である。

復読は、復読である。

河豚毒は、河豚毒である。

副読本は、副読本である。

副都心は、副都心である。

福富は、福富である。

福富草子は、福富草子である。

服直しは、服直しである。

福永は、福永である。

福永武彦は、福永武彦である。

復日は、復日である。

復任は、復任である。

服脱ぎは、服脱ぎである。

福の神は、福の神である。

福野縞は、福野縞である。

副馬は、副馬である。

伏拝は、伏拝である。

復配は、復配である。

腹背は、腹背である。

覆敗は、覆敗である。

復白は、復白である。

伏鉢は、伏鉢である。

覆鉢は、覆鉢である。

福原は、福原である。

フクバラハップは、フクバラハップである。

複比は、複比である。

福引は、福引である。

副鼻腔は、副鼻腔である。

副鼻腔炎は、副鼻腔炎である。

腹皮拘急は、腹皮拘急である。

復氷は、復氷である。

複比例は、複比例である。

腹部は、腹部である。

武具奉行は、武具奉行である。



ふくふくは、ふくふくである。

福福は、福福である。

ぶくぶくは、ぶくぶくである。

ぷくぷくは、ぷくぷくである。

福福しいは、福福しいである。

複複線は、複複線である。

福袋は、福袋である。

復文は、復文である。

福分は、福分である。

複文は、複文である。

複分数は、複分数である。

伏兵は、伏兵である。

復辟は、復辟である。

腹壁は、腹壁である。

覆墓は、覆墓である。

副砲は、副砲である。

復報は、復報である。

福報は、福報である。

複方は、複方である。

副木は、副木である。

覆没は、覆没である。

副本は、副本である。

復本は、復本である。

複本は、複本である。

複本位制は、複本位制である。

福参りは、福参りである。

腹膜は、腹膜である。

腹膜炎は、腹膜炎である。

含ませは、含ませである。

伏魔殿は、伏魔殿である。

福豆は、福豆である。

ふくまる祭は、ふくまる祭である。

含みは、含みである。

含み益は、含み益である。

含み声は、含み声である。

含み資産は、含み資産である。

含み損は、含み損である。

福耳は、福耳である。

含み利子は、含み利子である。

含み綿は、含み綿である。

含み笑いは、含み笑いである。

服務は、服務である。

含むは、含むである。

服務規程は、服務規程である。

福筵は、福筵である。

復命は、復命である。



複名数は、複名数である。

覆面鯛は、覆面鯛である。

覆滅は、覆滅である。

含め煮は、含め煮である。

含めるは、含めるである。

含め綿は、含め綿である。

覆面は、覆面である。

覆面頭巾は、覆面頭巾である。

服喪は、服喪である。

福本は、福本である。

福本和夫は、福本和夫である。

福本日南は、福本日南である。

副紋は、副紋である。

覆問は、覆問である。

膨やかは、膨やかである。

脹やかは、脹やかである。

服薬は、服薬である。

ふくやくは、ふくやくである。

服窶れは、服窶れである。

福山は、福山である。

福裕は、福裕である。

服用は、服用である。

服膺は、服膺である。

副用は、副用である。

複葉は、複葉である。

複葉機は、複葉機である。

膨よかは、膨よかである。

脹よかは、脹よかである。

福吉は、福吉である。

膨は、膨である。

脹は、脹である。

文庫は、文庫である。

福来病は、福来病である。

脹熬は、脹熬である。

膨らかは、膨らかである。

脹らかは、脹らかである。

膨らかすは、膨らかすである。

脹らかすは、脹らかすである。

福楽は、福楽である。

復楽園は、復楽園である。

膨らし粉は、膨らし粉である。

脹らし粉は、脹らし粉である。

膨らすは、膨らすである。

脹らすは、脹らすである。

脹雀は、脹雀である。

福良雀は、福良雀である。



脹煮は、脹煮である。

脹脛は、脹脛である。

膨らますは、膨らますである。

脹らますは、脹らますである。

膨らみは、膨らみである。

脹らみは、脹らみである。

膨らむは、膨らむである。

脹らむは、脹らむである。

膨らめるは、膨らめるである。

脹らめるは、脹らめるである。

福利は、福利である。

複利は、複利である。

陰嚢は、陰嚢である。

福力は、福力である。

福利施設は、福利施設である。

陰嚢無しは、陰嚢無しである。

複利表は、複利表である。

複利法は、複利法である。

伏流は、伏流である。

腹立は、腹立である。

茯苓は、茯苓である。

伏竜鳳雛は、伏竜鳳雛である。

覆輪は、覆輪である。

伏輪は、伏輪である。

服綸は、服綸である。

膨るは、膨るである。

文車は、文車である。

膨れは、膨れである。

脹れは、脹れである。

膨れ上がるは、膨れ上がるである。

複列型機関は、複列型機関である。

脹れっ面は、脹れっ面である。

膨れるは、膨れるである。

梟は、梟である。

袋は、袋である。

嚢は、嚢である。

復路は、復路である。

袋網は、袋網である。

袋井は、袋井である。

袋石は、袋石である。

袋入りは、袋入りである。

袋入本は、袋入本である。

袋打ちは、袋打ちである。

袋馬は、袋馬である。

袋狼は、袋狼である。

袋帯は、袋帯である。



袋織は、袋織である。

袋掛けは、袋掛けである。

袋形動物は、袋形動物である。

袋灌頂は、袋灌頂である。

復禄は、復禄である。

福禄は、福禄である。

福禄寿は、福禄寿である。

福禄人は、福禄人である。

袋熊は、袋熊である。

袋蜘蛛は、袋蜘蛛である。

袋児は、袋児である。

袋小路は、袋小路である。

袋頭巾は、袋頭巾である。

袋鯣は、袋鯣である。

袋草子は、袋草子である。

袋草紙は、袋草紙である。

袋田は、袋田である。

袋田温泉は、袋田温泉である。

袋茸は、袋茸である。

袋叩きは、袋叩きである。

袋棚は、袋棚である。

袋田の滝は、袋田の滝である。

袋足袋は、袋足袋である。

袋地は、袋地である。

袋接ぎは、袋接ぎである。

袋角は、袋角である。

袋戸は、袋戸である。

袋床は、袋床である。

袋綴じは、袋綴じである。

袋戸棚は、袋戸棚である。

袋ナットは、袋ナットである。

袋縫いは、袋縫いである。

袋布は、袋布である。

袋猫は、袋猫である。

袋鼠は、袋鼠である。

袋の鼠は、袋の鼠である。

袋袴は、袋袴である。

袋貼りは、袋貼りである。

綻ぶは、綻ぶである。

袋町は、袋町である。

袋道は、袋道である。

袋耳は、袋耳である。

袋虫は、袋虫である。

嚢虫は、嚢虫である。

袋持は、袋持である。

袋物は、袋物である。



袋屋は、袋屋である。

梟山伏は、梟山伏である。

福沸しは、福沸しである。

福分けは、福分けである。

吹髷は、吹髷である。

腹話術は、腹話術である。

歩桑桑園は、歩桑桑園である。

福渡しは、福渡しである。

福藁は、福藁である。

福笑いは、福笑いである。

夫君は、夫君である。

父君は、父君である。

府君は、府君である。

武勲は、武勲である。

武勲詩は、武勲詩である。

付訓本は、付訓本である。

附訓本は、附訓本である。

深けは、深けである。

雲脂は、雲脂である。

頭垢は、頭垢である。

普化は、普化である。

武家は、武家である。

不敬は、不敬である。

不稽は、不稽である。

父兄は、父兄である。

父系は、父系である。

負荊は、負荊である。

婦兄は、婦兄である。

婦警は、婦警である。

符契は、符契である。

腐刑は、腐刑である。

譜系は、譜系である。

武芸は、武芸である。

父兄会は、父兄会である。

不景気は、不景気である。

不敬罪は、不敬罪である。

不経済は、不経済である。

賦形剤は、賦形剤である。

武芸者は、武芸者である。

武芸十八般は、武芸十八般である。

父系親は、父系親である。

父系制は、父系制である。

武家烏帽子は、武家烏帽子である。

老女形は、老女形である。

武家華族は、武家華族である。

武家方は、武家方である。



巫覡は、巫覡である。

武家義理物語は、武家義理物語である。

武家故実は、武家故実である。

老け込むは、老け込むである。

武家時代は、武家時代である。

普化宗は、普化宗である。

武家衆は、武家衆である。

武家諸法度は、武家諸法度である。

外精霊は、外精霊である。

武家政治は、武家政治である。

普化僧は、普化僧である。

不潔は、不潔である。

溥傑は、溥傑である。

不結果は、不結果である。

武家造は、武家造である。

フゲッタは、フゲッタである。

武家伝奏は、武家伝奏である。

雲脂取りは、雲脂取りである。

武家奉公は、武家奉公である。

武家奉公構は、武家奉公構である。

腐化米は、腐化米である。

更米は、更米である。

更待は、更待である。

武家名目抄は、武家名目抄である。

武家物は、武家物である。

老け役は、老け役である。

武家役は、武家役である。

武家屋敷は、武家屋敷である。

武家奴は、武家奴である。

更け行くは、更け行くである。

ふけらかすは、ふけらかすである。

ふけらすは、ふけらすである。

ふけるは、ふけるである。

老けるは、老けるである。

更けるは、更けるである。

深けるは、深けるである。

耽るは、耽るである。

蒸けるは、蒸けるである。

更け渡るは、更け渡るである。

夫権は、夫権である。

父権は、父権である。

府県は、府県である。

苻堅は、苻堅である。

符験は、符験である。

不言は、不言である。

付言は、付言である。



附言は、附言である。

浮言は、浮言である。

婦言は、婦言である。

富源は、富源である。

普賢は、普賢である。

誣言は、誣言である。

分限は、分限である。

侮言は、侮言である。

普賢延命菩薩は、普賢延命菩薩である。

府県会は、府県会である。

不健康は、不健康である。

普賢講は、普賢講である。

府県参事会は、府県参事会である。

不見識は、不見識である。

不言実行は、不言実行である。

府県社は、府県社である。

分限者は、分限者である。

不健全は、不健全である。

普賢象は、普賢象である。

普賢岳は、普賢岳である。

分限帳は、分限帳である。

不言不語は、不言不語である。

無憲法は、無憲法である。

普賢菩薩は、普賢菩薩である。

府県令は、府県令である。

不辜は、不辜である。

巫蠱は、巫蠱である。

府庫は、府庫である。

封戸は、封戸である。

浮誇は、浮誇である。

畚は、畚である。

不語は、不語である。

付語は、付語である。

附語は、附語である。

誣語は、誣語である。

武庫は、武庫である。

蕪瑚は、蕪瑚である。

不行は、不行である。

不幸は、不幸である。

富鉱は、富鉱である。

付合は、付合である。

附合は、附合である。

負号は、負号である。

符号は、符号である。

符合は、符合である。

富豪は、富豪である。



腐毫は、腐毫である。

武功は、武功である。

武后は、武后である。

武江は、武江である。

無功は、無功である。

不功は、不功である。

不合格は、不合格である。

不耕起栽培は、不耕起栽培である。

付合契約は、付合契約である。

武甲山は、武甲山である。

不公正は、不公正である。

不公正取引は、不公正取引である。

不公正貿易は、不公正貿易である。

浮香世界は、浮香世界である。

風香調は、風香調である。

符号通信は、符号通信である。

不公平は、不公平である。

不合理は、不合理である。

フコキサンチンは、フコキサンチンである。

不告は、不告である。

布告は、布告である。

訃告は、訃告である。

富国は、富国である。

腐刻は、腐刻である。

誣告は、誣告である。

富国強兵は、富国強兵である。

誣告罪は、誣告罪である。

不告不理の原則は、不告不理の原則である。

不心得は、不心得である。

畚臀は、畚臀である。

ふ骨は、ふ骨である。

腐骨は、腐骨である。

無骨は、無骨である。

巫蠱の乱は、巫蠱の乱である。

総は、総である。

房は、房である。

夫差は、夫差である。

普茶は、普茶である。

輔佐は、輔佐である。

趺坐は、趺坐である。

ぶさは、ぶさである。

武左は、武左である。

無座は、無座である。

ブザーは、ブザーである。

フサークは、フサークである。

相応は、相応である。



不才は、不才である。

不材は、不材である。

夫妻は、夫妻である。

付載は、付載である。

附載は、附載である。

負債は、負債である。

富歳は、富歳である。

不在は、不在である。

無菜は、無菜である。

部材は、部材である。

不裁可は、不裁可である。

負債勘定は、負債勘定である。

不細工は、不細工である。

不在地主は、不在地主である。

不在証明は、不在証明である。

不在投票は、不在投票である。

相応ふは、相応ふである。

塞がりは、塞がりである。

塞がるは、塞がるである。

塞ぎは、塞ぎである。

鬱は、鬱である。

塞ぎ込むは、塞ぎ込むである。

鬱ぎ込むは、鬱ぎ込むである。

塞ぎの虫は、塞ぎの虫である。

不作は、不作である。

斧鑿は、斧鑿である。

不作為は、不作為である。

不作為債務は、不作為債務である。

不作為犯は、不作為犯である。

塞げるは、塞げるである。

ふざけるは、ふざけるである。

総桜は、総桜である。

総羊歯は、総羊歯である。

総鞦は、総鞦である。

無沙汰は、無沙汰である。

不沙汰は、不沙汰である。

総手折りは、総手折りである。

布薩は、布薩である。

蕪雑は、蕪雑である。

総生りは、総生りである。

総生るは、総生るである。

多には、多にである。

総ぬは、総ぬである。

総国は、総国である。

蜀椒は、蜀椒である。

多多は、多多である。



総総は、総総である。

ふさふさしいは、ふさふさしいである。

無作法は、無作法である。

不作法は、不作法である。

無様は、無様である。

不様は、不様である。

房藻は、房藻である。

多やかは、多やかである。

総楊枝は、総楊枝である。

房楊枝は、房楊枝である。

普茶料理は、普茶料理である。

臥さるは、臥さるである。

相応しいは、相応しいである。

不参は、不参である。

賦算は、賦算である。

巫山は、巫山である。

釜山は、釜山である。

ブザンソンは、ブザンソンである。

不三得七は、不三得七である。

巫山の雲雨は、巫山の雲雨である。

豊山派は、豊山派である。

釜山窯は、釜山窯である。

無算用は、無算用である。

ふしは、ふしである。

柴は、柴である。

付子は、付子である。

附子は、附子である。

五倍子は、五倍子である。

不死は、不死である。

父子は、父子である。

ふじは、ふじである。

藤は、藤である。

富士は、富士である。

不二は、不二である。

不次は、不次である。

不治は、不治である。

不時は、不時である。

父事は、父事である。

扶持は、扶持である。

仏師は、仏師である。

奉仕は、奉仕である。

武士は、武士である。

奉侍は、奉侍である。

武事は、武事である。

無事は、無事である。

蕪辞は、蕪辞である。



富士薊は、富士薊である。

節穴は、節穴である。

不仕合せは、不仕合せである。

藤井は、藤井である。

ブジーは、ブジーである。

藤井右門は、藤井右門である。

藤井乙男は、藤井乙男である。

藤井健次郎は、藤井健次郎である。

藤井高尚は、藤井高尚である。

藤井竹外は、藤井竹外である。

藤井寺は、藤井寺である。

節糸は、節糸である。

節糸織は、節糸織である。

藤色は、藤色である。

藤植流は、藤植流である。

伏し浮きは、伏し浮きである。

藤空木は、藤空木である。

藤枝は、藤枝である。

無潮は、無潮である。

藤岡は、藤岡である。

藤岡勝二は、藤岡勝二である。

藤岡作太郎は、藤岡作太郎である。

伏し拝みは、伏し拝みである。

伏し拝むは、伏し拝むである。

臥し起きは、臥し起きである。

藤縅は、藤縅である。

節織は、節織である。

藤織は、藤織である。

富士颪は、富士颪である。

臥し返りは、臥し返りである。

臥し返るは、臥し返るである。

柴垣は、柴垣である。

節陰は、節陰である。

藤笠は、藤笠である。

藤襲は、藤襲である。

富士火山帯は、富士火山帯である。

藤葛は、藤葛である。

富士形は、富士形である。

武士気質は、武士気質である。

付子鉄漿は、付子鉄漿である。

附子鉄漿は、附子鉄漿である。

付子鉄漿染は、付子鉄漿染である。

付子金染は、付子金染である。

藤紙は、藤紙である。

藤川は、藤川である。

富士川は、富士川である。



富士川の戦は、富士川の戦である。

富士川游は、富士川游である。

藤川勇造は、藤川勇造である。

伏木は、伏木である。

臥木は、臥木である。

節木は、節木である。

不識は、不識である。

不思議は、不思議である。

藤木は、藤木である。

不食は、不食である。

夫食は、夫食である。

夫食貸は、夫食貸である。

藤木九三は、藤木九三である。

夫食種貸は、夫食種貸である。

藤衣は、藤衣である。

富士絹は、富士絹である。

不思議の国のアリスは、不思議の国のアリスである。

富士行者は、富士行者である。

伏草は、伏草である。

藤倉草履は、藤倉草履である。

恚るは、恚るである。

節榑は、節榑である。

節榑立つは、節榑立つである。

節榑木は、節榑木である。

節黒は、節黒である。

節黒仙翁は、節黒仙翁である。

プシケは、プシケである。

節劇は、節劇である。

節蚕は、節蚕である。

富士講は、富士講である。

藤行李は、藤行李である。

葛行李は、葛行李である。

富士五湖は、富士五湖である。

節事は、節事である。

藤細工は、藤細工である。

藤坂五号は、藤坂五号である。

藤崎八旛宮は、藤崎八旛宮である。

富士桜は、富士桜である。

藤差は、藤差である。

伏し様は、伏し様である。

藤沢は、藤沢である。

藤沢菊は、藤沢菊である。

藤沢周平は、藤沢周平である。

藤沢利喜太郎は、藤沢利喜太郎である。

富士山は、富士山である。

伏し沈むは、伏し沈むである。



伏柴は、伏柴である。

伏柴のは、伏柴のである。

藤島は、藤島である。

藤島神社は、藤島神社である。

藤島武二は、藤島武二である。

不自然は、不自然である。

富士禅定は、富士禅定である。

柴染は、柴染である。

桾染は、桾染である。

藤田は、藤田である。

富士太鼓は、富士太鼓である。

節高は、節高である。

臥長は、臥長である。

藤田小四郎は、藤田小四郎である。

節立つは、節立つである。

藤田嗣治は、藤田嗣治である。

藤田伝三郎は、藤田伝三郎である。

藤田東湖は、藤田東湖である。

藤田豊八は、藤田豊八である。

藤棚は、藤棚である。

富士谷は、富士谷である。

富士谷成章は、富士谷成章である。

富士谷御杖は、富士谷御杖である。

藤田幽谷は、藤田幽谷である。

ふしだらは、ふしだらである。

藤田流は、藤田流である。

武士団は、武士団である。

節談説教は、節談説教である。

節近は、節近である。

不時着は、不時着である。

不死鳥は、不死鳥である。

不悉は、不悉である。

賦質は、賦質である。

不日は、不日である。

不実は、不実である。

富実は、富実である。

部室は、部室である。

富士塚は、富士塚である。

柴漬くは、柴漬くである。

節旁は、節旁である。

卩旁は、卩旁である。

柴漬は、柴漬である。

節付けは、節付けである。

不躾は、不躾である。

不仕付は、不仕付である。

藤壺は、藤壺である。



富士壺は、富士壺である。

節紬は、節紬である。

藤蔓は、藤蔓である。

伏しては、伏してである。

臥所は、臥所である。

藤戸は、藤戸である。

武士道は、武士道である。

節無しは、節無しである。

節無しみどろは、節無しみどろである。

藤海鼠は、藤海鼠である。

藤波は、藤波である。

藤浪は、藤浪である。

藤波のは、藤波のである。

布志名焼は、布志名焼である。

藤縄は、藤縄である。

伏縄目は、伏縄目である。

伏縄目の縅は、伏縄目の縅である。

伏縄目の革は、伏縄目の革である。

藤布は、藤布である。

藤の御衣は、藤の御衣である。

五倍子の木は、五倍子の木である。

藤ノ木古墳は、藤ノ木古墳である。

不死の薬は、不死の薬である。

五倍子の粉は、五倍子の粉である。

藤の衣は、藤の衣である。

武士の商法は、武士の商法である。

富士の裾野は、富士の裾野である。

藤の袂は、藤の袂である。

節の間は、節の間である。

富士の巻狩は、富士の巻狩である。

藤の丸は、藤の丸である。

富士宮は、富士宮である。

伏葉は、伏葉である。

富士派は、富士派である。

節博士は、節博士である。

藤袴は、藤袴である。

富士箱根伊豆国立公園は、富士箱根伊豆国立公園である。

節筈は、節筈である。

没食子蜂は、没食子蜂である。

柴原は、柴原である。

富士額は、富士額である。

節節は、節節である。

節骨は、節骨である。

富士参りは、富士参りである。

節巻は、節巻である。

臥待は、臥待である。



臥待月は、臥待月である。

不始末は、不始末である。

富士松は、富士松である。

富士松節は、富士松節である。

藤豆は、藤豆である。

鵲豆は、鵲豆である。

藤間流は、藤間流である。

臥し転ぶは、臥し転ぶである。

節回しは、節回しである。

伏見は、伏見である。

富士見は、富士見である。

不死身は、不死身である。

不仁身は、不仁身である。

伏見稲荷大社は、伏見稲荷大社である。

富士見西行は、富士見西行である。

富士見酒は、富士見酒である。

伏見三寸は、伏見三寸である。

伏見城は、伏見城である。

伏し水は、伏し水である。

五倍子水は、五倍子水である。

五倍子店は、五倍子店である。

富士見亭文庫は、富士見亭文庫である。

伏見天皇は、伏見天皇である。

伏見人形は、伏見人形である。

伏見の稲荷は、伏見の稲荷である。

伏見宮は、伏見宮である。

伏見版は、伏見版である。

伏見雛は、伏見雛である。

伏見奉行は、伏見奉行である。

伏見船は、伏見船である。

伏見桃山陵は、伏見桃山陵である。

伏見焼は、伏見焼である。

五倍子虫は、五倍子虫である。

藤娘は、藤娘である。

藤村は、藤村である。

藤紫は、藤紫である。

藤村作は、藤村作である。

伏し目は、伏し目である。

節目は、節目である。

富士詣では、富士詣でである。

藤本は、藤本である。

藤本鉄石は、藤本鉄石である。

賦物は、賦物である。

藤森は、藤森である。

フジモリは、フジモリである。

藤森成吉は、藤森成吉である。



府社は、府社である。

富者は、富者である。

歩射は、歩射である。

附子矢は、附子矢である。

逢着は、逢着である。

不惜身命は、不惜身命である。

伏し柳は、伏し柳である。

藤山は、藤山である。

藤山愛一郎は、藤山愛一郎である。

藤山寛美は、藤山寛美である。

不洒落るは、不洒落るである。

不輸は、不輸である。

浮腫は、浮腫である。

符呪は、符呪である。

腐儒は、腐儒である。

膚受は、膚受である。

部首は、部首である。

部衆は、部衆である。

俘囚は、俘囚である。

浮舟は、浮舟である。

腐臭は、腐臭である。

不住は、不住である。

不自由は、不自由である。

武州は、武州である。

武周は、武周である。

武州一揆は、武州一揆である。

不周延は、不周延である。

不祝儀は、不祝儀である。

付従契約は、付従契約である。

不祝言は、不祝言である。

不銹鋼は、不銹鋼である。

不執心は、不執心である。

不十分は、不十分である。

仏手柑は、仏手柑である。

巫祝は、巫祝である。

不熟は、不熟である。

腐熟は、腐熟である。

不熟日は、不熟日である。

不熟練は、不熟練である。

不熟練工は、不熟練工である。

プシュケーは、プシュケーである。

不取正覚は、不取正覚である。

不出は、不出である。

巫術は、巫術である。

武術は、武術である。

撫恤は、撫恤である。



不首尾は、不首尾である。

不受不施派は、不受不施派である。

諷誦文は、諷誦文である。

不純は、不純である。

不順は、不順である。

撫順は、撫順である。

富春江は、富春江である。

撫順炭田は、撫順炭田である。

不純物は、不純物である。

ブジュンブラは、ブジュンブラである。

補処は、補処である。

巫女は、巫女である。

扶助は、扶助である。

婦女は、婦女である。

部署は、部署である。

不生は、不生である。

不肖は、不肖である。

不承は、不承である。

不祥は、不祥である。

不勝は、不勝である。

不証は、不証である。

不詳は、不詳である。

不請は、不請である。

府生は、府生である。

負傷は、負傷である。

赴請は、赴請である。

浮生は、浮生である。

富商は、富商である。

鳧鐘は、鳧鐘である。

不定は、不定である。

不浄は、不浄である。

不情は、不情である。

不調は、不調である。

府城は、府城である。

浮上は、浮上である。

浮城は、浮城である。

武昌は、武昌である。

武将は、武将である。

部将は、部将である。

無精は、無精である。

不精は、不精である。

不消化は、不消化である。

不請顔は、不請顔である。

不浄観は、不浄観である。

無精独楽は、無精独楽である。

不祥事は、不祥事である。



峰定寺は、峰定寺である。

不正直は、不正直である。

覆醤集は、覆醤集である。

不成就日は、不成就日である。

不浄所は、不浄所である。

不浄説法は、不浄説法である。

不承知は、不承知である。

不請ながらは、不請ながらである。

不成日は、不成日である。

不承認は、不承認である。

不定の雲は、不定の雲である。

不浄場は、不浄場である。

無精髭は、無精髭である。

不請不請は、不請不請である。

不承不承は、不承不承である。

夫唱婦随は、夫唱婦随である。

夫倡婦随は、夫倡婦随である。

不生不滅は、不生不滅である。

不浄門は、不浄門である。

不浄役人は、不浄役人である。

不条理は、不条理である。

不条理劇は、不条理劇である。

不如帰は、不如帰である。

付嘱は、付嘱である。

扶植は、扶植である。

腐食は、腐食である。

腐蝕は、腐蝕である。

腐植は、腐植である。

賦色は、賦色である。

侮辱は、侮辱である。

腐植栄養湖は、腐植栄養湖である。

腐食剤は、腐食剤である。

侮辱罪は、侮辱罪である。

腐植質は、腐植質である。

腐植土は、腐植土である。

腐食銅版は、腐食銅版である。

負触媒は、負触媒である。

不織布は、不織布である。

婦女子は、婦女子である。

富士吉田は、富士吉田である。

不所存は、不所存である。

不世帯は、不世帯である。

不印は、不印である。

藤原は、藤原である。

藤原宮は、藤原宮である。

藤原京は、藤原京である。



藤原銀次郎は、藤原銀次郎である。

藤原咲平は、藤原咲平である。

藤原時代は、藤原時代である。

藤原惺窩は、藤原惺窩である。

藤原顕輔は、藤原顕輔である。

藤原明衡は、藤原明衡である。

藤原明子は、藤原明子である。

藤原家隆は、藤原家隆である。

藤原宇合は、藤原宇合である。

藤原緒嗣は、藤原緒嗣である。

藤原乙牟漏は、藤原乙牟漏である。

藤原兼家は、藤原兼家である。

藤原兼実は、藤原兼実である。

藤原兼輔は、藤原兼輔である。

藤原兼通は、藤原兼通である。

藤原鎌足は、藤原鎌足である。

藤原清河は、藤原清河である。

藤原清輔は、藤原清輔である。

藤原清衡は、藤原清衡である。

藤原公任は、藤原公任である。

藤原薬子は、藤原薬子である。

藤原行成は、藤原行成である。

藤原伊周は、藤原伊周である。

藤原伊房は、藤原伊房である。

藤原伊尹は、藤原伊尹である。

藤原定家は、藤原定家である。

藤原貞敏は、藤原貞敏である。

藤原実定は、藤原実定である。

藤原実資は、藤原実資である。

藤原実頼は、藤原実頼である。

藤原俊成は、藤原俊成である。

藤原佐理は、藤原佐理である。

藤原純友は、藤原純友である。

藤原隆家は、藤原隆家である。

藤原隆信は、藤原隆信である。

藤原隆能は、藤原隆能である。

藤原忠実は、藤原忠実である。

藤原忠平は、藤原忠平である。

藤原忠文は、藤原忠文である。

藤原忠通は、藤原忠通である。

藤原種継は、藤原種継である。

藤原為家は、藤原為家である。

藤原為氏は、藤原為氏である。

藤原為兼は、藤原為兼である。

藤原為定は、藤原為定である。

藤原為相は、藤原為相である。



藤原為業は、藤原為業である。

藤原為教は、藤原為教である。

藤原為世は、藤原為世である。

藤原定子は、藤原定子である。

藤原時長は、藤原時長である。

藤原時平は、藤原時平である。

藤原永手は、藤原永手である。

藤原仲平は、藤原仲平である。

藤原仲麻呂は、藤原仲麻呂である。

藤原成親は、藤原成親である。

藤原斉信は、藤原斉信である。

藤原信実は、藤原信実である。

藤原宣房は、藤原宣房である。

藤原信頼は、藤原信頼である。

藤原範兼は、藤原範兼である。

藤原浜成は、藤原浜成である。

藤原秀郷は、藤原秀郷である。

藤原秀衡は、藤原秀衡である。

藤原広嗣は、藤原広嗣である。

藤原房前は、藤原房前である。

藤原藤房は、藤原藤房である。

藤原不比等は、藤原不比等である。

藤原冬嗣は、藤原冬嗣である。

藤原雅経は、藤原雅経である。

藤原麻呂は、藤原麻呂である。

藤原道兼は、藤原道兼である。

藤原道隆は、藤原道隆である。

藤原道綱母は、藤原道綱母である。

藤原通俊は、藤原通俊である。

藤原道長は、藤原道長である。

藤原通憲は、藤原通憲である。

藤原武智麻呂は、藤原武智麻呂である。

藤原基家は、藤原基家である。

藤原基経は、藤原基経である。

藤原基俊は、藤原基俊である。

藤原基衡は、藤原基衡である。

藤原基房は、藤原基房である。

藤原百川は、藤原百川である。

藤原師輔は、藤原師輔である。

藤原泰衡は、藤原泰衡である。

藤原良経は、藤原良経である。

藤原良房は、藤原良房である。

藤原良基は、藤原良基である。

藤原頼嗣は、藤原頼嗣である。

藤原頼経は、藤原頼経である。

藤原頼長は、藤原頼長である。



藤原頼業は、藤原頼業である。

藤原頼通は、藤原頼通である。

藤原義江は、藤原義江である。

不臣は、不臣である。

不信は、不信である。

不振は、不振である。

不審は、不審である。

負薪は、負薪である。

浮心は、浮心である。

普請は、普請である。

腐心は、腐心である。

不仁は、不仁である。

不尽は、不尽である。

布陣は、布陣である。

婦人は、婦人である。

武臣は、武臣である。

武神は、武神である。

武人は、武人である。

婦人運動は、婦人運動である。

婦人科は、婦人科である。

婦人会は、婦人会である。

普請方は、普請方である。

婦人学級は、婦人学級である。

不審紙は、不審紙である。

婦人警察官は、婦人警察官である。

婦人語は、婦人語である。

不尽根数は、不尽根数である。

婦人参政権は、婦人参政権である。

浮塵子は、浮塵子である。

不心中は、不心中である。

不信心は、不信心である。

不審尋問は、不審尋問である。

不尽数は、不尽数である。

不親切は、不親切である。

不信任は、不信任である。

不信任案は、不信任案である。

負薪の憂は、負薪の憂である。

負薪の資は、負薪の資である。

婦人の日は、婦人の日である。

不寝番は、不寝番である。

付審判は、付審判である。

不審火は、不審火である。

婦人病は、婦人病である。

普請奉行は、普請奉行である。

扶清滅洋は、扶清滅洋である。

婦人問題は、婦人問題である。



普請役は、普請役である。

不侵略条約は、不侵略条約である。

婦人論は、婦人論である。

フスは、フスである。

伏すは、伏すである。

臥すは、臥すである。

付すは、付すである。

附すは、附すである。

俯すは、俯すである。

補すは、補すである。

付図は、付図である。

附図は、附図である。

譜図は、譜図である。

ぶすは、ぶすである。

臥猪は、臥猪である。

不随は、不随である。

付随は、付随である。

附随は、附随である。

符瑞は、符瑞である。

無粋は、無粋である。

不粋は、不粋である。

撫綏は、撫綏である。

不随意は、不随意である。

不随意筋は、不随意筋である。

付随音楽は、付随音楽である。

浮水植物は、浮水植物である。

臥猪の床は、臥猪の床である。

無水練は、無水練である。

負数は、負数である。

部数は、部数である。

不好きは、不好きである。

粉熟は、粉熟である。

粉粥は、粉粥である。

不筋は、不筋である。

フスタは、フスタである。

プスタは、プスタである。

ぶすっとは、ぶすっとである。

燻ぶは、燻ぶである。

ぶすぶすは、ぶすぶすである。

燻るは、燻るである。

燻べは、燻べである。

贅は、贅である。

燻べ色は、燻べ色である。

燻べ梅は、燻べ梅である。

燻べ顔は、燻べ顔である。

燻べ柿は、燻べ柿である。



燻べ革は、燻べ革である。

燻革縅は、燻革縅である。

燻べ銀は、燻べ銀である。

燻べの茶は、燻べの茶である。

燻べ鞠は、燻べ鞠である。

燻べるは、燻べるである。

燻ぼるは、燻ぼるである。

衾は、衾である。

襖は、襖である。

襖絵は、襖絵である。

襖紙は、襖紙である。

衾瓦は、衾瓦である。

襖障子は、襖障子である。

衾道をは、衾道をである。

衾の宣旨は、衾の宣旨である。

衾雪は、衾雪である。

文相撲は、文相撲である。

ぶすりは、ぶすりである。

フズリナは、フズリナである。

付するは、付するである。

附するは、附するである。

賦するは、賦するである。

撫するは、撫するである。

伏せは、伏せである。

布施は、布施である。

伏編笠は、伏編笠である。

不正は、不正である。

不斉は、不斉である。

不整は、不整である。

父性は、父性である。

府政は、府政である。

斧正は、斧正である。

浮世は、浮世である。

腐生は、腐生である。

賦性は、賦性である。

府税は、府税である。

負税は、負税である。

賦税は、賦税である。

武勢は、武勢である。

無勢は、無勢である。

伏廬は、伏廬である。

不正確は、不正確である。

不正競争防止法は、不正競争防止法である。

不成斤は、不成斤である。

不成功は、不成功である。

不整合は、不整合である。



不斉合成は、不斉合成である。

布政使は、布政使である。

不誠実は、不誠実である。

不世出は、不世出である。

腐生植物は、腐生植物である。

不整斉花は、不整斉花である。

不成績は、不成績である。

不斉炭素原子は、不斉炭素原子である。

不整頓は、不整頓である。

不成文は、不成文である。

不整脈は、不整脈である。

不成立は、不成立である。

浮生六記は、浮生六記である。

フセインは、フセインである。

フセインマクマホン協定は、フセインマクマホン協定である。

伏せ隠しは、伏せ隠しである。

伏笠は、伏笠である。

伏せ鉦は、伏せ鉦である。

布石は、布石である。

斧石は、斧石である。

浮石は、浮石である。

防ぎは、防ぎである。

禦ぎは、禦ぎである。

拒ぎは、拒ぎである。

防ぎ勢は、防ぎ勢である。

防ぎ手は、防ぎ手である。

防ぎ場は、防ぎ場である。

防ぎ矢は、防ぎ矢である。

防ぐは、防ぐである。

拒ぐは、拒ぐである。

伏組は、伏組である。

伏籠は、伏籠である。

伏せ字は、伏せ字である。

伏図は、伏図である。

伏せ勢は、伏せ勢である。

伏竹は、伏竹である。

布施辰治は、布施辰治である。

伏玉は、伏玉である。

臥蝶の丸は、臥蝶の丸である。

付設は、付設である。

附設は、附設である。

浮説は、浮説である。

符節は、符節である。

付節は、付節である。

誣説は、誣説である。

敷設は、敷設である。



布設は、布設である。

敷設艦は、敷設艦である。

伏せ継ぎは、伏せ継ぎである。

不摂生は、不摂生である。

伏せ樋は、伏せ樋である。

伏鳥は、伏鳥である。

布施無経は、布施無経である。

無布施経は、無布施経である。

伏せ縫いは、伏せ縫いである。

伏繍は、伏繍である。

伏屋は、伏屋である。

布施屋は、布施屋である。

伏屋焚くは、伏屋焚くである。

伏せるは、伏せるである。

臥せるは、臥せるである。

不宣は、不宣である。

不戦は、不戦である。

父銭は、父銭である。

付箋は、付箋である。

附箋は、附箋である。

布銭は、布銭である。

浮選は、浮選である。

普選は、普選である。

豊贍は、豊贍である。

富贍は、富贍である。

膚浅は、膚浅である。

不全は、不全である。

不染は、不染である。

不善は、不善である。

夫銭は、夫銭である。

豊前は、豊前である。

憮然は、憮然である。

不善感は、不善感である。

不僉議は、不僉議である。

不詮索は、不詮索である。

不戦勝は、不戦勝である。

不戦条約は、不戦条約である。

浮線蝶の丸は、浮線蝶の丸である。

不鮮明は、不鮮明である。

浮線綾は、浮線綾である。

父祖は、父祖である。

封租は、封租である。

扶桑は、扶桑である。

浮藻は、浮藻である。

敷奏は、敷奏である。

武宗は、武宗である。



武装は、武装である。

無双は、無双である。

蕪草は、蕪草である。

不相応は、不相応である。

武装解除は、武装解除である。

扶桑教は、扶桑教である。

無掃除は、無掃除である。

扶桑拾葉集は、扶桑拾葉集である。

不増不減は、不増不減である。

武装平和は、武装平和である。

武装蜂起は、武装蜂起である。

扶桑名画伝は、扶桑名画伝である。

扶桑略記は、扶桑略記である。

ブゾーニは、ブゾーニである。

不遡及は、不遡及である。

不足は、不足である。

不測は、不測である。

付則は、付則である。

附則は、附則である。

付属は、付属である。

附属は、附属である。

部族は、部族である。

部属は、部属である。

風俗歌は、風俗歌である。

付属海は、付属海である。

付属学校は、付属学校である。

付属語は、付属語である。

付属肢は、付属肢である。

武則天は、武則天である。

風俗所は、風俗所である。

付属品は、付属品である。

不即不離は、不即不離である。

風俗舞は、風俗舞である。

斧足類は、斧足類である。

不揃いは、不揃いである。

不遜は、不遜である。

蕪村は、蕪村である。

蕪村忌は、蕪村忌である。

蕪村句集は、蕪村句集である。

蕪村七部集は、蕪村七部集である。

蓋は、蓋である。

ふだは、ふだである。

札は、札である。

簡は、簡である。

ぶたは、ぶたである。

豚は、豚である。



豕は、豕である。

二藍は、二藍である。

蓋明けは、蓋明けである。

二綾は、二綾である。

札改めは、札改めである。

不退は、不退である。

付帯は、付帯である。

附帯は、附帯である。

布袋は、布袋である。

文台は、文台である。

譜代は、譜代である。

譜第は、譜第である。

部隊は、部隊である。

舞台は、舞台である。

武鯛は、武鯛である。

不鯛は、不鯛である。

舞台裏は、舞台裏である。

譜代恩顧は、譜代恩顧である。

舞台監督は、舞台監督である。

舞台稽古は、舞台稽古である。

舞台芸術は、舞台芸術である。

舞台劇は、舞台劇である。

舞台子は、舞台子である。

舞台効果は、舞台効果である。

付帯控訴は、付帯控訴である。

不退寺は、不退寺である。

傅大士は、傅大士である。

付帯私訴は、付帯私訴である。

付帯上告は、付帯上告である。

舞台照明は、舞台照明である。

付帯税は、付帯税である。

舞台装置は、舞台装置である。

譜代相伝は、譜代相伝である。

札板は、札板である。

不代替物は、不代替物である。

譜代大名は、譜代大名である。

不退転は、不退転である。

舞台度胸は、舞台度胸である。

二従兄弟は、二従兄弟である。

二従姉妹は、二従姉妹である。

不退の土は、不退の土である。

舞台番は、舞台番である。

舞台美術は、舞台美術である。

舞台開きは、舞台開きである。

不逮捕特権は、不逮捕特権である。

舞台面は、舞台面である。



二重は、二重である。

二重顎は、二重顎である。

二重織物は、二重織物である。

二倍織物は、二倍織物である。

二重書は、二重書である。

二重腰は、二重腰である。

二重字は、二重字である。

二重瞼は、二重瞼である。

二重物は、二重物である。

蓋置は、蓋置である。

札納めは、札納めである。

豚尾猿は、豚尾猿である。

両面は、両面である。

二面は、二面である。

双面は、双面である。

二親は、二親である。

二方は、二方である。

二上山は、二上山である。

仏陀伽耶は、仏陀伽耶である。

二皮は、二皮である。

二皮眼は、二皮眼である。

二季草は、二季草である。

二季鳥は、二季鳥である。

付託は、付託である。

負託は、負託である。

豚草は、豚草である。

二口屋は、二口屋である。

札配りは、札配りである。

二毛は、二毛である。

二子は、二子である。

双子は、双子である。

二子糸は、二子糸である。

二声鳥は、二声鳥である。

二子織は、二子織である。

二子栗は、二子栗である。

二心は、二心である。

弐心は、弐心である。

双子座は、双子座である。

二腰は、二腰である。

二子縞は、二子縞である。

双子素数は、双子素数である。

双子塚は、双子塚である。

二言は、二言である。

二言目は、二言目である。

双子の赤字は、双子の赤字である。

二子舟は、二子舟である。



二籠りは、二籠りである。

豚小屋は、豚小屋である。

二子山は、二子山である。

札差は、札差である。

二鞘は、二鞘である。

普陀山は、普陀山である。

二し重は、二し重である。

ブタジエンは、ブタジエンである。

ブタジエンゴムは、ブタジエンゴムである。

不確かは、不確かである。

無嗜みは、無嗜みである。

不嗜みは、不嗜みである。

札所は、札所である。

豚汁は、豚汁である。

二筋は、二筋である。

二筋道は、二筋道である。

二瀬は、二瀬である。

二瀬川は、二瀬川である。

札銭は、札銭である。

二十路は、二十路である。

補陀大士は、補陀大士である。

二立目は、二立目である。

二建目は、二建目である。

二度は、二度である。

再びは、再びである。

二度飯は、二度飯である。

二度餅は、二度餅である。

武太刀は、武太刀である。

二つは、二つである。

不達は、不達である。

布達は、布達である。

二つ色は、二つ色である。

二つ襟は、二つ襟である。

二つ折は、二つ折である。

二瓦は、二瓦である。

蓋付は、蓋付である。

札付は、札付である。

二つ衣は、二つ衣である。

二つ切本は、二つ切本である。

二つ櫛は、二つ櫛である。

二つ繰りは、二つ繰りである。

不達者は、不達者である。

二つ白は、二つ白である。

二つ玉は、二つ玉である。

二つ玉低気圧は、二つ玉低気圧である。

双蝶蝶曲輪日記は、双蝶蝶曲輪日記である。



二つ道具は、二つ道具である。

二つ巴は、二つ巴である。

二つ取りは、二つ取りである。

二つながらは、二つながらである。

両ながらは、両ながらである。

二つ成は、二つ成である。

二つの海は、二つの海である。

二つの世界は、二つの世界である。

二つの道は、二つの道である。

二つ引両は、二つ引両である。

二つ一つは、二つ一つである。

二つ返事は、二つ返事である。

二妻は、二妻である。

二つ繭は、二つ繭である。

二つ御衣は、二つ御衣である。

二つ目は、二つ目である。

二つ文字は、二つ文字である。

二つ物掛けは、二つ物掛けである。

二つ紋は、二つ紋である。

二つ山は、二つ山である。

二つ髷は、二つ髷である。

二つ割りは、二つ割りである。

二手は、二手である。

踏立は、踏立である。

部立は、部立である。

二手先は、二手先である。

ふたとは、ふたとである。

二所籐は、二所籐である。

札留めは、札留めである。

文棚は、文棚である。

二七日は、二七日である。

二形は、二形である。

二成は、二成である。

豚肉は、豚肉である。

二幅は、二幅である。

二布は、二布である。

ブタノールは、ブタノールである。

二軒は、二軒である。

札の辻は、札の辻である。

豚の饅頭は、豚の饅頭である。

二葉は、二葉である。

双葉は、双葉である。

札場は、札場である。

二葉葵は、二葉葵である。

双葉葵は、双葉葵である。

双葉柿は、双葉柿である。



二葉草は、二葉草である。

札筥は、札筥である。

豚箱は、豚箱である。

双葉鈴木竜は、双葉鈴木竜である。

二葉亭四迷は、二葉亭四迷である。

二葉萩は、二葉萩である。

双葉山は、双葉山である。

ふたふたは、ふたふたである。

ブダペストは、ブダペストである。

ふたほがみは、ふたほがみである。

二間は、二間である。

二前は、二前である。

二股は、二股である。

二俣は、二俣である。

二股膏薬は、二股膏薬である。

二股大根は、二股大根である。

二股武士は、二股武士である。

二股舟は、二股舟である。

二股道は、二股道である。

札守りは、札守りである。

豚饅は、豚饅である。

二道は、二道である。

二見ノ浦は、二見ノ浦である。

二女は、二女である。

二目は、二目である。

不為は、不為である。

ふためかすは、ふためかすである。

ふためくは、ふためくである。

二女狂いは、二女狂いである。

二文字は、二文字である。

蓋物は、蓋物である。

札物は、札物である。

二役は、二役である。

二行くは、二行くである。

二代は、二代である。

二世は、二世である。

二夜は、二夜である。

二夜草は、二夜草である。

二夜の月は、二夜の月である。

二寄りは、二寄りである。

補陀落は、補陀落である。

普陀落は、普陀落である。

補陀落渡海は、補陀落渡海である。

二荒山は、二荒山である。

二荒山神社は、二荒山神社である。

ふたりは、ふたりである。



二人は、二人である。

二人静は、二人静である。

二人大名は、二人大名である。

二人使は、二人使である。

二人袴は、二人袴である。

フタル酸は、フタル酸である。

フタロシアニンは、フタロシアニンである。

布単は、布単である。

布毯は、布毯である。

負担は、負担である。

不断は、不断である。

ブタンは、ブタンである。

武断は、武断である。

不断医者は、不断医者である。

不断着は、不断着である。

普段着は、普段着である。

不断経は、不断経である。

不断桜は、不断桜である。

武断政治は、武断政治である。

不断草は、不断草である。

恭菜は、恭菜である。

不断念仏は、不断念仏である。

武断派は、武断派である。

不断輪は、不断輪である。

不鍛練は、不鍛練である。

淵は、淵である。

潭は、潭である。

縁は、縁である。

不知は、不知である。

付置は、付置である。

附置は、附置である。

布置は、布置である。

鞭は、鞭である。

打ちは、打ちである。

プチは、プチである。

撲合は、撲合である。

打ち上げるは、打ち上げるである。

打ち当たるは、打ち当たるである。

プチアリンは、プチアリンである。

不知案内は、不知案内である。

プチーロフ工場は、プチーロフ工場である。

淵置は、淵置である。

縁頭は、縁頭である。

扶持方は、扶持方である。

扶持方棒は、扶持方棒である。

打ち噛ますは、打ち噛ますである。



不知行は、不知行である。

斑毛は、斑毛である。

駁毛は、駁毛である。

斑駒は、斑駒である。

打ち込むは、打ち込むである。

打ち殺すは、打ち殺すである。

打ち毀しは、打ち毀しである。

打ち毀すは、打ち毀すである。

府知事は、府知事である。

打ち据えるは、打ち据えるである。

淵瀬は、淵瀬である。

無馳走は、無馳走である。

縁高は、縁高である。

扶持高は、扶持高である。

打打擲は、打打擲である。

縁取りは、縁取りである。

縁取るは、縁取るである。

扶持人は、扶持人である。

打ち抜くは、打ち抜くである。

打ちのめすは、打ちのめすである。

打ち放すは、打ち放すである。

プチブルは、プチブルである。

プチブルジョアは、プチブルジョアである。

扶持米は、扶持米である。

淵巻は、淵巻である。

打ちまけるは、打ちまけるである。

扶持矢は、扶持矢である。

プチャーチンは、プチャーチンである。

不着は、不着である。

付着は、付着である。

附着は、附着である。

付着語は、付着語である。

付着力は、付着力である。

不忠は、不忠である。

付注は、付注である。

付註は、付註である。

附注は、附注である。

府中は、府中である。

釜中は、釜中である。

不注意は、不注意である。

釜中の魚は、釜中の魚である。

府庁は、府庁である。

婦長は、婦長である。

符帳は、符帳である。

符丁は、符丁である。

符牒は、符牒である。



部長は、部長である。

無調法は、無調法である。

不調法は、不調法である。

無調練は、無調練である。

不調練は、不調練である。

不調和は、不調和である。

不直は、不直である。

ブチルアルコールは、ブチルアルコールである。

浮沈は、浮沈である。

仏は、仏である。

払は、払である。

沸は、沸である。

ふつは、ふつである。

棄つは、棄つである。

ぶっは、ぶっである。

ぶつは、ぶつである。

物は、物である。

打つは、打つである。

撃つは、撃つである。

撲つは、撲つである。

仏意は、仏意である。

不対電子は、不対電子である。

仏印は、仏印である。

仏印進駐は、仏印進駐である。

不通は、不通である。

普通は、普通である。

仏宇は、仏宇である。

普通海綿は、普通海綿である。

普通課程は、普通課程である。

普通株は、普通株である。

普通科部隊は、普通科部隊である。

普通為替は、普通為替である。

普通切手は、普通切手である。

普通教育は、普通教育である。

普通銀行は、普通銀行である。

普通刑法は、普通刑法である。

普通契約条款は、普通契約条款である。

普通決議は、普通決議である。

普通語は、普通語である。

普通財産は、普通財産である。

普通作物は、普通作物である。

普通蚕種は、普通蚕種である。

普通自動車は、普通自動車である。

普通人は、普通人である。

普通税は、普通税である。

普通選挙は、普通選挙である。



普通送金為替は、普通送金為替である。

普通任用は、普通任用である。

普通文は、普通文である。

普通文官は、普通文官である。

普通法は、普通法である。

普通名詞は、普通名詞である。

普通郵便局は、普通郵便局である。

普通葉は、普通葉である。

普通預金は、普通預金である。

普通列車は、普通列車である。

文杖は、文杖である。

仏会は、仏会である。

仏縁は、仏縁である。

仏炎苞は、仏炎苞である。

仏焔苞は、仏焔苞である。

仏恩は、仏恩である。

弗化は、弗化である。

福果は、福果である。

複果は、複果である。

二日は、二日である。

仏果は、仏果である。

仏家は、仏家である。

物化は、物化である。

物価は、物価である。

仏画は、仏画である。

物我は、物我である。

フッカーは、フッカーである。

フッガーは、フッガーである。

ブッカー賞は、ブッカー賞である。

二日洗いは、二日洗いである。

仏戒は、仏戒である。

仏界は、仏界である。

物界は、物界である。

仏蓋は、仏蓋である。

物外は、物外である。

二日酔いは、二日酔いである。

打っ返りは、打っ返りである。

弗化カルシウムは、弗化カルシウムである。

打っ欠きは、打っ欠きである。

二日灸は、二日灸である。

伏角は、伏角である。

仏閣は、仏閣である。

打っ欠くは、打っ欠くである。

仏学は、仏学である。

打っ掛けは、打っ掛けである。

吹っ掛けるは、吹っ掛けるである。



打っ掛けるは、打っ掛けるである。

二日心は、二日心である。

物価指数は、物価指数である。

物価水準は、物価水準である。

弗化水素は、弗化水素である。

物価体系は、物価体系である。

物価高は、物価高である。

復活は、復活である。

復活祭は、復活祭である。

復活折衝は、復活折衝である。

物活論は、物活論である。

物価停止令は、物価停止令である。

物価統制は、物価統制である。

二日払は、二日払である。

弗化物は、弗化物である。

ぶつかり稽古は、ぶつかり稽古である。

ぶつかるは、ぶつかるである。

復刊は、復刊である。

仏願は、仏願である。

仏龕は、仏龕である。

伏犠は、伏犠である。

伏羲は、伏羲である。

復帰は、復帰である。

複記は、複記である。

文月は、文月である。

仏記は、仏記である。

仏器は、仏器である。

物忌は、物忌である。

仏儀は、仏儀である。

物議は、物議である。

ブッキッシュは、ブッキッシュである。

復仇は、復仇である。

復旧は、復旧である。

物給は、物給である。

仏教は、仏教である。

仏経は、仏経である。

物狂は、物狂である。

仏教音楽は、仏教音楽である。

仏教家は、仏教家である。

仏教絵画は、仏教絵画である。

仏教大学は、仏教大学である。

仏教美術は、仏教美術である。

復極剤は、復極剤である。

ぶっきらぼうは、ぶっきらぼうである。

打切は、打切である。

ぶつ切りは、ぶつ切りである。



打切飴は、打切飴である。

吹っ切るは、吹っ切るである。

打っ切るは、打っ切るである。

吹っ切れるは、吹っ切れるである。

フッキングは、フッキングである。

ブッキングは、ブッキングである。

フックは、フックである。

仏工は、仏工である。

ブックは、ブックである。

物具は、物具である。

文机は、文机である。

ブックエンドは、ブックエンドである。

ブックカバーは、ブックカバーである。

ブックキーピングは、ブックキーピングである。

ブックケースは、ブックケースである。

ぶつくさは、ぶつくさである。

悉には、悉にである。

フックの法則は、フックの法則である。

恚むは、恚むである。

憤むは、憤むである。

ブックメーカーは、ブックメーカーである。

ふっくらは、ふっくらである。

ふっくりは、ふっくりである。

文作り事は、文作り事である。

文作るは、文作るである。

ブックレットは、ブックレットである。

ブックレビューは、ブックレビューである。

仏牙は、仏牙である。

物詣は、物詣である。

仏詣は、仏詣である。

ぶつけるは、ぶつけるである。

復権は、復権である。

福建は、福建である。

仏見は、仏見である。

物件は、物件である。

物権は、物権である。

仏眼は、仏眼である。

物権行為は、物権行為である。

物権証券は、物権証券である。

仏眼尊は、仏眼尊である。

物権的請求権は、物権的請求権である。

物件費は、物件費である。

物件明細書は、物件明細書である。

ふっこは、ふっこである。

復古は、復古である。

仏語は、仏語である。



物故は、物故である。

服行は、服行である。

復校は、復校である。

復航は、復航である。

復興は、復興である。

腹稿は、腹稿である。

覆考は、覆考である。

覆校は、覆校である。

不都合は、不都合である。

復興金融金庫は、復興金融金庫である。

仏光寺は、仏光寺である。

覆刻は、覆刻である。

復刻は、復刻である。

複刻は、複刻である。

仏国は、仏国である。

仏国記は、仏国記である。

仏国寺は、仏国寺である。

復古神道は、復古神道である。

復古調は、復古調である。

仏骨は、仏骨である。

打っこ抜くは、打っこ抜くである。

打込は、打込である。

打込釣は、打込釣である。

打っ込むは、打っ込むである。

復古大和絵派は、復古大和絵派である。

打っ殺すは、打っ殺すである。

打っ壊すは、打っ壊すである。

打っ毀すは、打っ毀すである。

仏言は、仏言である。

福生は、福生である。

仏座は、仏座である。

フッサールは、フッサールである。

打裂は、打裂である。

打裂羽織は、打裂羽織である。

打っ裂くは、打っ裂くである。

仏刹は、仏刹である。

ふっさりは、ふっさりである。

仏参は、仏参である。

物産は、物産である。

仏山は、仏山である。

プッサンは、プッサンである。

物産会所は、物産会所である。

仏子は、仏子である。

仏氏は、仏氏である。

物子は、物子である。

物資は、物資である。



仏地は、仏地である。

仏寺は、仏寺である。

仏事は、仏事である。

ブッシェルは、ブッシェルである。

払拭は、払拭である。

仏式は、仏式である。

物質は、物質である。

物質交代は、物質交代である。

物質主義は、物質主義である。

物質循環は、物質循環である。

物質代謝は、物質代謝である。

物質定数は、物質定数である。

物質的は、物質的である。

物質波は、物質波である。

物質文化は、物質文化である。

物質文明は、物質文明である。

物質名詞は、物質名詞である。

物質量は、物質量である。

物資動員計画は、物資動員計画である。

仏舎は、仏舎である。

仏者は、仏者である。

仏舎利は、仏舎利である。

仏舎利会は、仏舎利会である。

仏種は、仏種である。

ブッシュは、ブッシュである。

プッシュは、プッシュである。

仏十号は、仏十号である。

仏守棚は、仏守棚である。

プッシュバントは、プッシュバントである。

プッシュホンは、プッシュホンである。

ブッシュマンは、ブッシュマンである。

プッシュロッドは、プッシュロッドである。

仏書は、仏書である。

仏所は、仏所である。

仏生は、仏生である。

仏性は、仏性である。

仏餉は、仏餉である。

仏聖は、仏聖である。

物証は、物証である。

物象は、物象である。

仏乗は、仏乗である。

物上は、物上である。

物情は、物情である。

仏生会は、仏生会である。

物象化は、物象化である。

物上代位は、物上代位である。



物上担保は、物上担保である。

仏餉田は、仏餉田である。

仏聖田は、仏聖田である。

仏生日は、仏生日である。

仏餉袋は、仏餉袋である。

仏聖袋は、仏聖袋である。

物上保証人は、物上保証人である。

物上連合は、物上連合である。

物色は、物色である。

物色買いは、物色買いである。

仏人は、仏人である。

仏心は、仏心である。

仏身は、仏身である。

物心は、物心である。

物神は、物神である。

仏神は、仏神である。

ブッシングは、ブッシングである。

プッシングは、プッシングである。

仏心宗は、仏心宗である。

仏神水波は、仏神水波である。

物神崇拝は、物神崇拝である。

物神論は、物神論である。

ふつぜは、ふつぜである。

ブッセは、ブッセである。

物性は、物性である。

物税は、物税である。

物性論は、物性論である。

仏世界は、仏世界である。

沸石は、沸石である。

仏跡は、仏跡である。

ふつぜ子は、ふつぜ子である。

仏説は、仏説である。

フッセルは、フッセルである。

怫然は、怫然である。

仏前は、仏前である。

弗素は、弗素である。

フッ素は、フッ素である。

仏祖は、仏祖である。

仏相は、仏相である。

仏葬は、仏葬である。

仏僧は、仏僧である。

物そうは、物そうである。

物騒は、物騒である。

仏像は、仏像である。

仏桑華は、仏桑華である。

仏足石は、仏足石である。



仏足石歌体は、仏足石歌体である。

仏足石の歌は、仏足石の歌である。

弗素樹脂は、弗素樹脂である。

仏祖統紀は、仏祖統紀である。

物徂徠は、物徂徠である。

物損は、物損である。

仏陀は、仏陀である。

ぶったいは、ぶったいである。

仏体は、仏体である。

物体は、物体である。

打っ倒すは、打っ倒すである。

打っ倒れるは、打っ倒れるである。

ブッダガヤーは、ブッダガヤーである。

打っ手切るは、打っ手切るである。

打っ手繰りは、打っ手繰りである。

打っ手繰るは、打っ手繰るである。

打っ叩くは、打っ叩くである。

打っ魂消るは、打っ魂消るである。

仏壇は、仏壇である。

仏智は、仏智である。

プッチは、プッチである。

プッチーニは、プッチーニである。

打っ違いは、打っ違いである。

打っ千切りは、打っ千切りである。

打っ締めるは、打っ締めるである。

ぶっちゃけるは、ぶっちゃけるである。

仏頂は、仏頂である。

仏頂顔は、仏頂顔である。

仏頂尊は、仏頂尊である。

仏頂面は、仏頂面である。

打っ散らかすは、打っ散らかすである。

打っ散らかるは、打っ散らかるである。

富津は、富津である。

仏通寺は、仏通寺である。

仏通寺派は、仏通寺派である。

不束は、不束である。

不束者は、不束者である。

打っ付かるは、打っ付かるである。

ぶつつくは、ぶつつくである。

打っ付けは、打っ付けである。

打付書は、打付書である。

打っ付け本番は、打っ付け本番である。

打っ付けるは、打っ付けるである。

打っ続けは、打っ続けである。

ふっつとは、ふっつとである。

ぷつっとは、ぷつっとである。



打っ潰すは、打っ潰すである。

ふっつりは、ふっつりである。

ぶっつりは、ぶっつりである。

ぷっつりは、ぷっつりである。

ぷっつんは、ぷっつんである。

払底は、払底である。

仏敵は、仏敵である。

物的は、物的である。

物的会社は、物的会社である。

物的証拠は、物的証拠である。

物的担保は、物的担保である。

仏弟子は、仏弟子である。

降って湧くは、降って湧くである。

沸点は、沸点である。

フッテンは、フッテンである。

仏天は、仏天である。

仏典は、仏典である。

仏伝は、仏伝である。

仏殿は、仏殿である。

沸点上昇は、沸点上昇である。

ブッデンブローク家の人々は、ブッデンブローク家の人々である。

フットは、フットである。

ふっとは、ふっとである。

ふつとは、ふつとである。

仏徒は、仏徒である。

ブットは、ブットである。

仏土は、仏土である。

ぷっとは、ぷっとである。

沸湯は、沸湯である。

沸騰は、沸騰である。

仏灯は、仏灯である。

仏塔は、仏塔である。

仏堂は、仏堂である。

仏道は、仏道である。

沸騰散は、沸騰散である。

沸騰水型原子炉は、沸騰水型原子炉である。

沸騰点は、沸騰点である。

打っ通しは、打っ通しである。

打っ通すは、打っ通すである。

フットサルは、フットサルである。

仏図澄は、仏図澄である。

フットノートは、フットノートである。

吹っ飛ばすは、吹っ飛ばすである。

打っ飛ばすは、打っ飛ばすである。

吹っ飛ぶは、吹っ飛ぶである。

打っ飛ぶは、打っ飛ぶである。



フットブレーキは、フットブレーキである。

フットボールは、フットボールである。

不勤めは、不勤めである。

フットライトは、フットライトである。

フットワークは、フットワークである。

仏噸は、仏噸である。

ふつには、ふつにである。

仏日は、仏日である。

経津主神は、経津主神である。

仏涅槃は、仏涅槃である。

仏涅槃忌は、仏涅槃忌である。

物納は、物納である。

布都御魂は、布都御魂である。

仏罰は、仏罰である。

打っ放すは、打っ放すである。

打っ払ふは、打っ払ふである。

物品は、物品である。

物品税は、物品税である。

ふつふつは、ふつふつである。

沸沸は、沸沸である。

ぶつぶつは、ぶつぶつである。

物物交換は、物物交換である。

仏文は、仏文である。

仏宝は、仏宝である。

仏法は、仏法である。

仏法僧は、仏法僧である。

物保険は、物保険である。

仏菩薩は、仏菩薩である。

仏間は、仏間である。

ふつまには、ふつまにである。

不詰りは、不詰りである。

仏名は、仏名である。

仏名会は、仏名会である。

仏名経は、仏名経である。

歩積預金は、歩積預金である。

物名は、物名である。

物名歌は、物名歌である。

仏滅は、仏滅である。

仏物は、仏物である。

仏門は、仏門である。

ぶつやくは、ぶつやくである。

物欲は、物欲である。

ふつりは、ふつりである。

ぶつりは、ぶつりである。

物理は、物理である。

ぷつりは、ぷつりである。



不釣合は、不釣合である。

物理化学は、物理化学である。

物理学は、物理学である。

仏力は、仏力である。

物理系は、物理系である。

物理検層は、物理検層である。

物理光学は、物理光学である。

物理神学的証明は、物理神学的証明である。

仏籬祖室は、仏籬祖室である。

物理探鉱は、物理探鉱である。

物理探査は、物理探査である。

物理定数は、物理定数である。

物理的は、物理的である。

物理的封じ込めは、物理的封じ込めである。

物理振子は、物理振子である。

物理変化は、物理変化である。

物理法則は、物理法則である。

物流は、物流である。

仏領は、仏領である。

物量は、物量である。

物療は、物療である。

仏領印度支那は、仏領印度支那である。

物理量は、物理量である。

物理療法は、物理療法である。

払菻は、払菻である。

物類称呼は、物類称呼である。

物論は、物論である。

ぷつんとは、ぷつんとである。

不弟は、不弟である。

不悌は、不悌である。

不貞は、不貞である。

不逞は、不逞である。

婦弟は、婦弟である。

腐泥は、腐泥である。

武帝は、武帝である。

不定芽は、不定芽である。

腐泥岩は、腐泥岩である。

不定冠詞は、不定冠詞である。

不定期は、不定期である。

不定期刑は、不定期刑である。

不定期航路は、不定期航路である。

不定期船は、不定期船である。

不定形は、不定形である。

不定型詩は、不定型詩である。

不定根は、不定根である。

不体裁は、不体裁である。



不定詞は、不定詞である。

不定時は、不定時である。

筆石は、筆石である。

プティジャンは、プティジャンである。

無亭主は、無亭主である。

不定愁訴は、不定愁訴である。

不定称は、不定称である。

不定積分は、不定積分である。

ブティックは、ブティックである。

不定風は、不定風である。

不定方程式は、不定方程式である。

筆入れは、筆入れである。

筆印は、筆印である。

プディングは、プディングである。

筆親は、筆親である。

筆下ろしは、筆下ろしである。

筆返しは、筆返しである。

筆懸は、筆懸である。

筆涸れは、筆涸れである。

不適は、不適である。

不敵は、不敵である。

不出来は、不出来である。

武敵は、武敵である。

不適応は、不適応である。

不適格は、不適格である。

不適当は、不適当である。

不敵ないは、不敵ないである。

不適任は、不適任である。

不敵武者は、不敵武者である。

不敵者は、不敵者である。

不手際は、不手際である。

筆句は、筆句である。

ふて腐るは、ふて腐るである。

ふて腐れは、ふて腐れである。

ふて腐れるは、ふて腐れるである。

筆癖は、筆癖である。

ふて事は、ふて事である。

筆先は、筆先である。

筆様は、筆様である。

筆師は、筆師である。

筆軸は、筆軸である。

筆匠は、筆匠である。

筆生薑は、筆生薑である。

筆荒びは、筆荒びである。

筆立ては、筆立てである。

筆柄は、筆柄である。



筆塚は、筆塚である。

筆遣いは、筆遣いである。

筆旁は、筆旁である。

不徹底は、不徹底である。

筆つ虫は、筆つ虫である。

筆執は、筆執である。

筆取は、筆取である。

筆慰みは、筆慰みである。

筆馴らしは、筆馴らしである。

ふて寝は、ふて寝である。

筆の跡は、筆の跡である。

筆の海は、筆の海である。

筆の尻は、筆の尻である。

筆の荒びは、筆の荒びである。

筆の便りは、筆の便りである。

筆の流れは、筆の流れである。

筆の運びは、筆の運びである。

筆の林は、筆の林である。

ふて飲みは、ふて飲みである。

筆箱は、筆箱である。

ふて針は、ふて針である。

筆無精は、筆無精である。

ふてぶてしいは、ふてぶてしいである。

筆太は、筆太である。

筆ペンは、筆ペンである。

筆防風は、筆防風である。

筆巻は、筆巻である。

筆忠実は、筆忠実である。

不手回しは、不手回しである。

不手回りは、不手回りである。

筆娘は、筆娘である。

ふて者は、ふて者である。

筆屋は、筆屋である。

筆結いは、筆結いである。

ふてらっこいは、ふてらっこいである。

プテラノドンは、プテラノドンである。

ブデリウムは、ブデリウムである。

ふてるは、ふてるである。

棄てるは、棄てるである。

筆別けは、筆別けである。

不腆は、不腆である。

普天は、普天である。

付点音符は、付点音符である。

附点音符は、附点音符である。

負電気は、負電気である。

普天率土は、普天率土である。



太は、太である。

浮屠は、浮屠である。

浮図は、浮図である。

ふとは、ふとである。

府帑は、府帑である。

蟆は、蟆である。

蚋は、蚋である。

伏兎は、伏兎である。

太藺は、太藺である。

莞は、莞である。

太いは、太いである。

太息は、太息である。

太糸は、太糸である。

不当は、不当である。

不党は、不党である。

不等は、不等である。

不撓は、不撓である。

埠頭は、埠頭である。

符頭は、符頭である。

不同は、不同である。

不動は、不動である。

不道は、不道である。

浮動は、浮動である。

婦道は、婦道である。

武闘は、武闘である。

無道は、無道である。

舞踏は、舞踏である。

葡萄は、葡萄である。

武道は、武道である。

ふどう穴は、ふどう穴である。

不同意は、不同意である。

不統一は、不統一である。

葡萄色は、葡萄色である。

不凍液は、不凍液である。

不倒翁は、不倒翁である。

不登花は、不登花である。

舞踏会は、舞踏会である。

葡萄柿は、葡萄柿である。

武道方は、武道方である。

浮動株は、浮動株である。

浮動株主は、浮動株主である。

葡萄球菌は、葡萄球菌である。

不道具は、不道具である。

不道化は、不道化である。

不道外は、不道外である。

不動袈裟は、不動袈裟である。



不凍港は、不凍港である。

不登校は、不登校である。

不等号は、不等号である。

不動穀は、不動穀である。

不動産は、不動産である。

不動産鑑定士は、不動産鑑定士である。

不動産銀行は、不動産銀行である。

不動産金融は、不動産金融である。

不動産取得税は、不動産取得税である。

不動産侵奪罪は、不動産侵奪罪である。

不動産保険は、不動産保険である。

不動地は、不動地である。

不等式は、不等式である。

葡萄酒は、葡萄酒である。

不当周延の虚偽は、不当周延の虚偽である。

葡萄状は、葡萄状である。

葡萄状鬼胎は、葡萄状鬼胎である。

不当処分は、不当処分である。

不当人は、不当人である。

無道人は、無道人である。

不透水層は、不透水層である。

葡萄石は、葡萄石である。

不動倉は、不動倉である。

不動態は、不動態である。

不働態は、不働態である。

不導体は、不導体である。

葡萄棚は、葡萄棚である。

不動智は、不動智である。

不動智神妙録は、不動智神妙録である。

武道伝来記は、武道伝来記である。

葡萄糖は、葡萄糖である。

葡萄糖液は、葡萄糖液である。

不道徳は、不道徳である。

不動縄は、不動縄である。

葡萄鼠は、葡萄鼠である。

浮動票は、浮動票である。

舞踏病は、舞踏病である。

不当表示は、不当表示である。

不撓不屈は、不撓不屈である。

不等辺三角形は、不等辺三角形である。

不動法は、不動法である。

葡萄膜は、葡萄膜である。

不動明王は、不動明王である。

不透明は、不透明である。

不当者は、不当者である。

無道者は、無道者である。



不等葉は、不等葉である。

不当利得は、不当利得である。

不道理者は、不道理者である。

不当労働行為は、不当労働行為である。

太緒は、太緒である。

太帯は、太帯である。

太織は、太織である。

太絹は、太絹である。

不徳は、不徳である。

婦徳は、婦徳である。

武徳は、武徳である。

不得意は、不得意である。

武徳会は、武徳会である。

不徳義は、不徳義である。

不得策は、不得策である。

不得心は、不得心である。

不特定は、不特定である。

不特定多数は、不特定多数である。

不特定物は、不特定物である。

武徳殿は、武徳殿である。

武徳門は、武徳門である。

不得要領は、不得要領である。

懐は、懐である。

懐合は、懐合である。

懐鏡は、懐鏡である。

懐刀は、懐刀である。

懐紙は、懐紙である。

懐勘定は、懐勘定である。

懐工合は、懐工合である。

懐子は、懐子である。

懐硯は、懐硯である。

懐住みは、懐住みである。

懐育ちは、懐育ちである。

懐都合は、懐都合である。

懐手は、懐手である。

懐手錠は、懐手錠である。

懐鉄砲は、懐鉄砲である。

懐時計は、懐時計である。

太材は、太材である。

太棹は、太棹である。

太しは、太しである。

太字は、太字である。

太敷くは、太敷くである。

太じけは、太じけである。

ふとしたは、ふとしたである。

ふとしもは、ふとしもである。



太知るは、太知るである。

太白は、太白である。

太高敷くは、太高敷くである。

太襷は、太襷である。

太玉串は、太玉串である。

太玉命は、太玉命である。

太っちょは、太っちょである。

太っ腹は、太っ腹である。

不届きは、不届きである。

太布は、太布である。

文殿は、文殿である。

太祝詞は、太祝詞である。

太箸は、太箸である。

太腹は、太腹である。

太笛は、太笛である。

プドフキンは、プドフキンである。

太巻は、太巻である。

太町は、太町である。

太占は、太占である。

太兆は、太兆である。

歩留りは、歩留りである。

太むは、太むである。

太麦は、太麦である。

太めは、太めである。

太物は、太物である。

太物店は、太物店である。

太股は、太股である。

蒲桃は、蒲桃である。

太やかは、太やかである。

太り肉は、太り肉である。

太織縞は、太織縞である。

太り責むは、太り責むである。

太るは、太るである。

肥るは、肥るである。

プトレマイオスは、プトレマイオスである。

プトレマイオス朝は、プトレマイオス朝である。

蒲団は、蒲団である。

蒲団蒸しは、蒲団蒸しである。

船は、船である。

舟は、舟である。

鮒は、鮒である。

椈は、椈である。

ブナは、ブナである。

船商人は、船商人である。

船脚は、船脚である。

船足は、船足である。



船遊びは、船遊びである。

船中りは、船中りである。

船余りは、船余りである。

船争いは、船争いである。

船改めは、船改めである。

船検めは、船検めである。

府内は、府内である。

部内は、部内である。

船筏は、船筏である。

船軍は、船軍である。

船板は、船板である。

船板塀は、船板塀である。

船入は、船入である。

フナインイブンイスハークは、フナインイブンイスハークである。

舟唄は、舟唄である。

船歌は、船歌である。

船移しは、船移しである。

船酔いは、船酔いである。

船岡山は、船岡山である。

船送りは、船送りである。

舟桶は、舟桶である。

船長は、船長である。

船卸しは、船卸しである。

不仲は、不仲である。

山毛欅科は、山毛欅科である。

船繋りは、船繋りである。

船楽は、船楽である。

船駆けは、船駆けである。

船影は、船影である。

舟囲いは、舟囲いである。

船飾りは、船飾りである。

船火事は、船火事である。

船方は、船方である。

船形は、船形である。

舟形は、舟形である。

舟形光背は、舟形光背である。

舟形石棺は、舟形石棺である。

船木は、船木である。

船競ふは、船競ふである。

船君は、船君である。

船切は、船切である。

船具は、船具である。

船食虫は、船食虫である。

船公事は、船公事である。

船蔵は、船蔵である。

船庫は、船庫である。



船競ぶは、船競ぶである。

船競べは、船競べである。

船繰りは、船繰りである。

舟子は、舟子である。

船子は、船子である。

ぶな子は、ぶな子である。

舟後光は、舟後光である。

船心地は、船心地である。

船心は、船心である。

船越は、船越である。

船越帯は、船越帯である。

船鐺は、船鐺である。

船小屋は、船小屋である。

船棹は、船棹である。

船坂峠は、船坂峠である。

船差は、船差である。

船師は、船師である。

船路は、船路である。

舟状海盆は、舟状海盆である。

船逍遥は、船逍遥である。

船印は、船印である。

船標は、船標である。

船代は、船代である。

船代祭は、船代祭である。

船出は、船出である。

船据えは、船据えである。

鮒鮨は、鮒鮨である。

鮒鮓は、鮒鮓である。

船瀬は、船瀬である。

船底は、船底である。

船底植えは、船底植えである。

船底天井は、船底天井である。

船底枕は、船底枕である。

船揃えは、船揃えである。

山毛欅帯は、山毛欅帯である。

船大工は、船大工である。

船大将は、船大将である。

船立つは、船立つである。

船たでは、船たでである。

船棚は、船棚である。

船旅は、船旅である。

船霊は、船霊である。

船玉は、船玉である。

船溜りは、船溜りである。

船便りは、船便りである。

船箪笥は、船箪笥である。



船賃は、船賃である。

船津は、船津である。

船着きは、船着きである。

船鍔は、船鍔である。

船積みは、船積みである。

船釣は、船釣である。

船手は、船手である。

船手頭は、船手頭である。

舟人は、舟人である。

船門は、船門である。

船問屋は、船問屋である。

船徳は、船徳である。

船床は、船床である。

船止めは、船止めである。

岐神は、岐神である。

船泊りは、船泊りである。

船留めは、船留めである。

船艫は、船艫である。

鮒膾は、鮒膾である。

船荷は、船荷である。

船荷証券は、船荷証券である。

船主は、船主である。

ぶなの木は、ぶなの木である。

船のへは、船のへである。

船の舳は、船の舳である。

船乗りは、船乗りである。

船乗込みは、船乗込みである。

船場は、船場である。

舟橋は、舟橋である。

船橋は、船橋である。

船梯子は、船梯子である。

舟橋聖一は、舟橋聖一である。

船端は、船端である。

舷は、舷である。

船泊ては、船泊てである。

船腹は、船腹である。

船腹草は、船腹草である。

船梁は、船梁である。

船番所は、船番所である。

船日は、船日である。

船引きは、船引きである。

舟肘木は、舟肘木である。

船人は、船人である。

船開きは、船開きである。

船便は、船便である。

船奉行は、船奉行である。



フナフティは、フナフティである。

ふなふなは、ふなふなである。

船辺は、船辺である。

船縁は、船縁である。

船弁慶は、船弁慶である。

舟間は、舟間である。

船幕は、船幕である。

船待ちは、船待ちである。

船窓は、船窓である。

船惑いは、船惑いである。

船回しは、船回しである。

船饅頭は、船饅頭である。

船虫は、船虫である。

船潜りは、船潜りである。

船持は、船持である。

船許は、船許である。

舟舫いは、舟舫いである。

船催いは、船催いである。

舟守は、舟守である。

舟盛りは、舟盛りである。

船屋は、船屋である。

船屋形は、船屋形である。

船役は、船役である。

船矢倉は、船矢倉である。

船宿は、船宿である。

船宿りは、船宿りである。

船病は、船病である。

船湯は、船湯である。

淦は、淦である。

船幽霊は、船幽霊である。

船遊山は、船遊山である。

船寄は、船寄である。

船装ふは、船装ふである。

船淀みは、船淀みである。

船呼ばいは、船呼ばいである。

ふならふならは、ふならふならである。

不形は、不形である。

不馴れは、不馴れである。

船綿は、船綿である。

船渡しは、船渡しである。

船渡聟は、船渡聟である。

船綿帽子は、船綿帽子である。

船渡りは、船渡りである。

扶南は、扶南である。

無難は、無難である。

膚膩は、膚膩である。



不似合は、不似合である。

腐肉は、腐肉である。

侮日は、侮日である。

ふにゃふにゃは、ふにゃふにゃである。

不入は、不入である。

ブニュエルは、ブニュエルである。

不如意は、不如意である。

不妊は、不妊である。

赴任は、赴任である。

補任は、補任である。

無人は、無人である。

不妊手術は、不妊手術である。

不妊症は、不妊症である。

補任状は、補任状である。

不人情は、不人情である。

不妊性は、不妊性である。

不人相は、不人相である。

無人相は、無人相である。

腑抜けは、腑抜けである。

槽は、槽である。

不佞は、不佞である。

普寧は、普寧である。

武寧王陵は、武寧王陵である。

プネウマは、プネウマである。

船蛸は、船蛸である。

船ののめは、船ののめである。

船打込橋間白浪は、船打込橋間白浪である。

舟偏は、舟偏である。

歩練りは、歩練りである。

不燃は、不燃である。

無念は、無念である。

不念は、不念である。

不燃性は、不燃性である。

不稔性は、不稔性である。

不燃物は、不燃物である。

不納は、不納である。

不能は、不能である。

浮嚢は、浮嚢である。

富農は、富農である。

不能条件は、不能条件である。

不能犯は、不能犯である。

府の頭は、府の頭である。

負の数は、負の数である。

武の太刀は、武の太刀である。

武の舞は、武の舞である。

布海苔は、布海苔である。



海蘿は、海蘿である。

プノンペンは、プノンペンである。

ふ馬は、ふ馬である。

侮罵は、侮罵である。

ブハーリンは、ブハーリンである。

不敗は、不敗である。

腐敗は、腐敗である。

不買は、不買である。

不買運動は、不買運動である。

腐敗菌は、腐敗菌である。

不買同盟は、不買同盟である。

布帛は、布帛である。

浮薄は、浮薄である。

文箱は、文箱である。

文筥は、文筥である。

文挟みは、文挟みである。

不発は、不発である。

不抜は、不抜である。

部派仏教は、部派仏教である。

不はむきは、不はむきである。

ブハラは、ブハラである。

不払いは、不払いである。

ブハラ汗国は、ブハラ汗国である。

武張るは、武張るである。

不備は、不備である。

符尾は、符尾である。

武備は、武備である。

卜引は、卜引である。

分引きは、分引きである。

歩引きは、歩引きである。

不美人は、不美人である。

不必要は、不必要である。

史は、史である。

不人柄は、不人柄である。

史部は、史部である。

不評は、不評である。

付表は、付表である。

附表は、附表である。

付票は、付票である。

附票は、附票である。

付憑は、付憑である。

附憑は、附憑である。

歩兵は、歩兵である。

浮氷は、浮氷である。

浮評は、浮評である。

浮漂は、浮漂である。



浮標は、浮標である。

譜表は、譜表である。

不平等は、不平等である。

不評判は、不評判である。

忽必烈は、忽必烈である。

忽比烈は、忽比烈である。

不便は、不便である。

不敏は、不敏である。

部品は、部品である。

不便がるは、不便がるである。

不憫がるは、不憫がるである。

不品行は、不品行である。

武夫は、武夫である。

武府は、武府である。

ぶぶは、ぶぶである。

無風流は、無風流である。

不風流は、不風流である。

斑雑毛は、斑雑毛である。

乱吹は、乱吹である。

吹雪は、吹雪である。

吹雪月は、吹雪月である。

賦奉行は、賦奉行である。

不服は、不服である。

俯伏は、俯伏である。

俛伏は、俛伏である。

乱吹くは、乱吹くである。

吹雪くは、吹雪くである。

不服申立ては、不服申立てである。

文袋は、文袋である。

ぶぶ漬は、ぶぶ漬である。

普仏戦争は、普仏戦争である。

布穀鳥は、布穀鳥である。

ブフナーは、ブフナーである。

フフホトは、フフホトである。

含まるは、含まるである。

ふふんは、ふふんである。

不文は、不文である。

部分は、部分である。

舞文は、舞文である。

部分音は、部分音である。

部分冠詞は、部分冠詞である。

不文慣習は、不文慣習である。

舞文曲筆は、舞文曲筆である。

不文憲法は、不文憲法である。

部分集合は、部分集合である。

部分食は、部分食である。



部分蝕は、部分蝕である。

部分的は、部分的である。

部分品は、部分品である。

不文法は、不文法である。

部分溶融は、部分溶融である。

不文律は、不文律である。

部分林は、部分林である。

不平は、不平である。

浮萍は、浮萍である。

不平家は、不平家である。

府兵制は、府兵制である。

斧劈皴は、斧劈皴である。

賦別は、賦別である。

侮蔑は、侮蔑である。

部別は、部別である。

不返は、不返である。

不変は、不変である。

不偏は、不偏である。

普遍は、普遍である。

不弁は、不弁である。

不辨は、不辨である。

不辯は、不辯である。

武辺は、武辺である。

武弁は、武弁である。

普遍化は、普遍化である。

普遍概念は、普遍概念である。

不勉強は、不勉強である。

普遍言語は、普遍言語である。

不返事は、不返事である。

不変資本は、不変資本である。

不弁者は、不弁者である。

武辺者は、武辺者である。

不変真如は、不変真如である。

普遍性は、普遍性である。

武辺立ては、武辺立てである。

普遍妥当性は、普遍妥当性である。

普遍定数は、普遍定数である。

普遍的は、普遍的である。

不返の流罪は、不返の流罪である。

不偏不党は、不偏不党である。

不弁分限は、不弁分限である。

普遍文法は、普遍文法である。

普遍論争は、普遍論争である。

父母は、父母である。

不法は、不法である。

付法は、付法である。



付鳳は、付鳳である。

附鳳は、附鳳である。

訃報は、訃報である。

誣妄は、誣妄である。

誣謗は、誣謗である。

不法監禁は、不法監禁である。

不法原因給付は、不法原因給付である。

不奉公は、不奉公である。

不法行為は、不法行為である。

付法の八祖は、付法の八祖である。

不法領得の意思は、不法領得の意思である。

不飽和は、不飽和である。

不飽和化合物は、不飽和化合物である。

不飽和脂肪酸は、不飽和脂肪酸である。

浮木は、浮木である。

腐木は、腐木である。

夫木集は、夫木集である。

夫木和歌抄は、夫木和歌抄である。

含隠るは、含隠るである。

父母の国は、父母の国である。

不犯は、不犯である。

不本意は、不本意である。

不磨は、不磨である。

不間は、不間である。

不昧は、不昧である。

夫米は、夫米である。

踏まふは、踏まふである。

踏まえは、踏まえである。

踏まえ所は、踏まえ所である。

踏まえるは、踏まえるである。

文巻は、文巻である。

歩増しは、歩増しである。

不真面目は、不真面目である。

踏ますは、踏ますである。

不磨の大典は、不磨の大典である。

夫丸は、夫丸である。

歩回しは、歩回しである。

不満は、不満である。

侮慢は、侮慢である。

不満足は、不満足である。

文は、文である。

不味は、不味である。

踏合いは、踏合いである。

踏み明くは、踏み明くである。

踏上げは、踏上げである。

踏足は、踏足である。



踏み荒らすは、踏み荒らすである。

文合せは、文合せである。

踏合せは、踏合せである。

踏石は、踏石である。

踏板は、踏板である。

踏み入れるは、踏み入れるである。

踏臼は、踏臼である。

踏絵は、踏絵である。

踏み起すは、踏み起すである。

践み行うは、践み行うである。

履み落しは、履み落しである。

踏み折るは、踏み折るである。

踏返しは、踏返しである。

踏み返すは、踏み返すである。

踏み替えるは、踏み替えるである。

文書は、文書である。

踏み固めるは、踏み固めるである。

踏金は、踏金である。

踏み被りは、踏み被りである。

踏み被るは、踏み被るである。

文殻は、文殻である。

踏木は、踏木である。

踏切は、踏切である。

踏み切るは、踏み切るである。

踏み含むは、踏み含むである。

文倉は、文倉である。

踏車は、踏車である。

踏鍬は、踏鍬である。

踏肥は、踏肥である。

踏み越えるは、踏み越えるである。

踏みこくらは、踏みこくらである。

踏越しは、踏越しである。

踏越脛楯は、踏越脛楯である。

踏み堪えるは、踏み堪えるである。

文言葉は、文言葉である。

踏みごほめかすは、踏みごほめかすである。

踏込みは、踏込みである。

踏込畳は、踏込畳である。

踏込床は、踏込床である。

踏込炉は、踏込炉である。

踏み込むは、踏み込むである。

踏み凝らすは、踏み凝らすである。

踏み殺すは、踏み殺すである。

踏みさくむは、踏みさくむである。

文挿しは、文挿しである。

文差しは、文差しである。



踏みしかるは、踏みしかるである。

踏みしだくは、踏みしだくである。

踏み締めるは、踏み締めるである。

踏み透かすは、踏み透かすである。

文厨子は、文厨子である。

踏み反らすは、踏み反らすである。

踏台は、踏台である。

踏み倒すは、踏み倒すである。

踏み出すは、踏み出すである。

踏み立てるは、踏み立てるである。

書棚は、書棚である。

踏俵は、踏俵である。

踏段は、踏段である。

踏み違えるは、踏み違えるである。

踏み散らすは、踏み散らすである。

文塚は、文塚である。

文使は、文使である。

踏継ぎは、踏継ぎである。

文作は、文作である。

踏付けは、踏付けである。

踏み付けるは、踏み付けるである。

踏み潰すは、踏み潰すである。

踏み強るは、踏み強るである。

文面は、文面である。

踏面は、踏面である。

踏処は、踏処である。

踏み通るは、踏み通るである。

踏み処は、踏み処である。

踏み止まるは、踏み止まるである。

踏み轟かすは、踏み轟かすである。

踏み止むは、踏み止むである。

踏みなづさふは、踏みなづさふである。

踏み均すは、踏み均すである。

踏み鳴らすは、踏み鳴らすである。

踏み躙るは、踏み躙るである。

文荷は、文荷である。

踏貫は、踏貫である。

踏抜きは、踏抜きである。

踏み貫くは、踏み貫くである。

踏み抜くは、踏み抜くである。

踏み脱ぐは、踏み脱ぐである。

図書寮は、図書寮である。

書司は、書司である。

大学寮は、大学寮である。

書博士は、書博士である。

踏みのめすは、踏みのめすである。



書始は、書始である。

踏外しは、踏外しである。

踏み外すは、踏み外すである。

踏みはだかるは、踏みはだかるである。

踏み放すは、踏み放すである。

踏み張るは、踏み張るである。

文櫃は、文櫃である。

文人は、文人である。

文披月は、文披月である。

踏み広ぐは、踏み広ぐである。

踏み広ごるは、踏み広ごるである。

書袋は、書袋である。

文反古は、文反古である。

文枕は、文枕である。

踏み惑ふは、踏み惑ふである。

踏み迷うは、踏み迷うである。

文見草は、文見草である。

不身持は、不身持である。

踏物は、踏物である。

文屋は、文屋である。

文屋司は、文屋司である。

踏み破るは、踏み破るである。

文山賊は、文山賊である。

文山立は、文山立である。

文屋童は、文屋童である。

踏寄せは、踏寄せである。

踏み分けるは、踏み分けるである。

不眠は、不眠である。

富民は、富民である。

部民は、部民である。

不眠症は、不眠症である。

不眠不休は、不眠不休である。

踏むは、踏むである。

履むは、履むである。

践むは、践むである。

不向きは、不向きである。

不明は、不明である。

武名は、武名である。

武命は、武命である。

不名数は、不名数である。

不名誉は、不名誉である。

不明瞭は、不明瞭である。

不明朗は、不明朗である。

ぶめくは、ぶめくである。

不滅は、不滅である。

ふめるは、ふめるである。



譜面は、譜面である。

部面は、部面である。

不面目は、不面目である。

不毛は、不毛である。

誣罔は、誣罔である。

補忘記は、補忘記である。

フモールは、フモールである。

父母恩重経は、父母恩重経である。

ふ文字は、ふ文字である。

不文字は、不文字である。

絆は、絆である。

分持は、分持である。

負物は、負物である。

負物人は、負物人である。

麓は、麓である。

不物好きは、不物好きである。

不問は、不問である。

武門は、武門である。

部門は、部門である。

普門品は、普門品である。

ふやかすは、ふやかすである。

武役は、武役である。

ふやけるは、ふやけるである。

不夜城は、不夜城である。

殖やすは、殖やすである。

増やすは、増やすである。

ふやふやは、ふやふやである。

夫山伏は、夫山伏である。

冬は、冬である。

振ゆは、振ゆである。

殖ゆは、殖ゆである。

蟆子は、蟆子である。

冬葵は、冬葵である。

冬安居は、冬安居である。

冬苺は、冬苺である。

浮遊は、浮遊である。

浮游は、浮游である。

富有は、富有である。

富祐は、富祐である。

富裕は、富裕である。

蜉蝣は、蜉蝣である。

武勇は、武勇である。

フューエルは、フューエルである。

フューエルゲージは、フューエルゲージである。

富有柿は、富有柿である。

浮遊機雷は、浮遊機雷である。



フューグは、フューグである。

フュウザン会は、フュウザン会である。

フュージョンは、フュージョンである。

フューズは、フューズである。

不融通物は、不融通物である。

浮遊生物は、浮遊生物である。

浮遊選鉱法は、浮遊選鉱法である。

フューダリズムは、フューダリズムである。

フューチャーは、フューチャーである。

フューチュリズムは、フューチュリズムである。

武勇伝は、武勇伝である。

フューネラルマーチは、フューネラルマーチである。

フューラーは、フューラーである。

フュールジッヒは、フュールジッヒである。

不愉快は、不愉快である。

冬飼いは、冬飼いである。

冬囲いは、冬囲いである。

冬霞は、冬霞である。

冬構えは、冬構えである。

冬刈りは、冬刈りである。

冬枯るは、冬枯るである。

冬枯れは、冬枯れである。

冬木は、冬木である。

冬葱は、冬葱である。

冬着は、冬着である。

冬菊は、冬菊である。

不行届きは、不行届きである。

冬衣は、冬衣である。

冬水鶏は、冬水鶏である。

冬草は、冬草である。

冬毛は、冬毛である。

冬化粧は、冬化粧である。

冬氷は、冬氷である。

冬木立は、冬木立である。

冬籠りは、冬籠りである。

冬籠るは、冬籠るである。

冬作物は、冬作物である。

冬ざれは、冬ざれである。

冬支度は、冬支度である。

冬仕度は、冬仕度である。

冬将軍は、冬将軍である。

フュステルドクーランジュは、フュステルドクーランジュである。

冬薔薇は、冬薔薇である。

不輸租田は、不輸租田である。

冬空は、冬空である。

冬田は、冬田である。



冬蔦は、冬蔦である。

冬椿は、冬椿である。

冬年は、冬年である。

冬隣は、冬隣である。

冬鳥は、冬鳥である。

冬菜は、冬菜である。

冬野は、冬野である。

冬の海は、冬の海である。

冬の曲は、冬の曲である。

冬の月は、冬の月である。

冬の蠅は、冬の蠅である。

冬の蜂は、冬の蜂である。

冬の花蕨は、冬の花蕨である。

冬の日は、冬の日である。

冬の山は、冬の山である。

冬の夜は、冬の夜である。

冬場は、冬場である。

冬羽織は、冬羽織である。

冬晴れは、冬晴れである。

冬日は、冬日である。

冬日和は、冬日和である。

冬服は、冬服である。

不輸不入は、不輸不入である。

冬帽は、冬帽である。

冬牡丹は、冬牡丹である。

冬芽は、冬芽である。

冬めくは、冬めくである。

冬物は、冬物である。

冬休みは、冬休みである。

冬山は、冬山である。

夫余は、夫余である。

扶余は、扶余である。

不豫は、不豫である。

付与は、付与である。

附与は、附与である。

賦与は、賦与である。

不用は、不用である。

不要は、不要である。

付庸は、付庸である。

附庸は、附庸である。

扶養は、扶養である。

芙蓉は、芙蓉である。

浮揚は、浮揚である。

浮葉は、浮葉である。

撫養は、撫養である。

舞踊は、舞踊である。



不用意は、不用意である。

扶養義務は、扶養義務である。

舞踊劇は、舞踊劇である。

不養生は、不養生である。

不用仁は、不用仁である。

不用心は、不用心である。

無用心は、無用心である。

不溶性は、不溶性である。

腐葉土は、腐葉土である。

芙蓉峰は、芙蓉峰である。

不用者は、不用者である。

フョードロフは、フョードロフである。

扶翼は、扶翼である。

ぶよぶよは、ぶよぶよである。

ぶらは、ぶらである。

ブラは、ブラである。

フラーは、フラーである。

ブラーエは、ブラーエである。

プラーグは、プラーグである。

プラークリットは、プラークリットである。

プラースは、プラースである。

プラーナは、プラーナである。

ブラーフマナは、ブラーフマナである。

ブラーマンは、ブラーマンである。

ブラームスは、ブラームスである。

フラーレンは、フラーレンである。

フラアンジェリコは、フラアンジェリコである。

フライは、フライである。

無礼は、無礼である。

無頼は、無頼である。

プライアは、プライアである。

ブライアーは、ブライアーである。

プライウッドは、プライウッドである。

プライオリティーは、プライオリティーである。

フライ返しは、フライ返しである。

無頼漢は、無頼漢である。

武礼冠は、武礼冠である。

フライ級は、フライ級である。

フライスは、フライスである。

フライズは、フライズである。

プライスは、プライスである。

フライス盤は、フライス盤である。

フライタークは、フライタークである。

ブライダルは、ブライダルである。

フライトは、フライトである。

ブライドは、ブライドである。



プライドは、プライドである。

フライドチキンは、フライドチキンである。

フライトレコーダーは、フライトレコーダーである。

プライバシーは、プライバシーである。

フライパンは、フライパンである。

フライブルクは、フライブルクである。

プライベートは、プライベートである。

プライベートブランドは、プライベートブランドである。

フライホイールは、フライホイールである。

プライマリーは、プライマリーである。

プライマリーケアは、プライマリーケアである。

プライマリースクールは、プライマリースクールである。

プライミングは、プライミングである。

プライムは、プライムである。

プライムタイムは、プライムタイムである。

プライムレートは、プライムレートである。

プライヤーは、プライヤーである。

フライリヒラートは、フライリヒラートである。

フライングは、フライングである。

ブラインドは、ブラインドである。

ブラインドサイドは、ブラインドサイドである。

フラウは、フラウである。

ブラウは、ブラウである。

プラウは、プラウである。

ブラウザーは、ブラウザーである。

ブラウスは、ブラウスである。

プラウダは、プラウダである。

プラウトゥスは、プラウトゥスである。

ブラウニングは、ブラウニングである。

ブラウンは、ブラウンである。

ブラウン運動は、ブラウン運動である。

ブラウン管は、ブラウン管である。

ブラウンスイスは、ブラウンスイスである。

ブラウンソースは、ブラウンソースである。

フラウンホーファー線は、フラウンホーファー線である。

プラカードは、プラカードである。

ブラキストンは、ブラキストンである。

ブラキストン線は、ブラキストン線である。

フラクは、フラクである。

フラグは、フラグである。

部落は、部落である。

豊楽は、豊楽である。

プラグは、プラグである。

豊楽院は、豊楽院である。

部落解放運動は、部落解放運動である。

プラクシスは、プラクシスである。



プラクシテレスは、プラクシテレスである。

フラクションは、フラクションである。

フラクション活動は、フラクション活動である。

フラクタルは、フラクタルである。

プラクティカルは、プラクティカルである。

豊楽殿は、豊楽殿である。

プラグマティズムは、プラグマティズムである。

フラグメントは、フラグメントである。

豊楽門は、豊楽門である。

ブラケットは、ブラケットである。

鞦韆は、鞦韆である。

フラゴナールは、フラゴナールである。

プラザは、プラザである。

ブラザーは、ブラザーである。

フラサーンは、フラサーンである。

ブラザヴィルは、ブラザヴィルである。

ぶら下がるは、ぶら下がるである。

ぶら下げるは、ぶら下げるである。

プラザ合意は、プラザ合意である。

プラサドは、プラサドである。

ブラシは、ブラシである。

プラシーボは、プラシーボである。

フラシ天は、フラシ天である。

ブラシの木は、ブラシの木である。

ブラジャーは、ブラジャーである。

ブラショフは、ブラショフである。

フラジョレットは、フラジョレットである。

ブラジリアは、ブラジリアである。

ブラジルは、ブラジルである。

ブラジルナッツは、ブラジルナッツである。

降らすは、降らすである。

触らすは、触らすである。

ブラスは、ブラスである。

プラスは、プラスである。

プラスアルファは、プラスアルファである。

フラスコは、フラスコである。

ブラスコイバニェスは、ブラスコイバニェスである。

プラスターは、プラスターである。

プラスチックは、プラスチックである。

プラスチック爆弾は、プラスチック爆弾である。

プラスティシティは、プラスティシティである。

プラストマーは、プラストマーである。

フラストレーションは、フラストレーションである。

ブラスバンドは、ブラスバンドである。

プラズマは、プラズマである。

プラスマイナスは、プラスマイナスである。



プラズマ細胞は、プラズマ細胞である。

プラスミドは、プラスミドである。

プラスモヒンは、プラスモヒンである。

プラセオジムは、プラセオジムである。

フラソコは、フラソコである。

プラタイアイは、プラタイアイである。

プラタナスは、プラタナスである。

フラダンスは、フラダンスである。

不埒は、不埒である。

ブラチスラヴァは、ブラチスラヴァである。

プラチナは、プラチナである。

ぶら提灯は、ぶら提灯である。

不落居は、不落居である。

ふらつくは、ふらつくである。

フラッグは、フラッグである。

ブラックは、ブラックである。

ぶらつくは、ぶらつくである。

ブラッグは、ブラッグである。

ブラックアフリカは、ブラックアフリカである。

ブラックジャーナリズムは、ブラックジャーナリズムである。

ブラックジャックは、ブラックジャックである。

ブラックチェンバーは、ブラックチェンバーである。

ブラックバスは、ブラックバスである。

ブラックパワーは、ブラックパワーである。

ブラックベリーは、ブラックベリーである。

ブラックホールは、ブラックホールである。

ブラックボックスは、ブラックボックスである。

ブラックマーケットは、ブラックマーケットである。

ブラックユーモアは、ブラックユーモアである。

ブラックリストは、ブラックリストである。

プラッシーは、プラッシーである。

フラッシュは、フラッシュである。

ブラッシュは、ブラッシュである。

プラッシュは、プラッシュである。

ブラッシュアップは、ブラッシュアップである。

フラッシュオーバーは、フラッシュオーバーである。

フラッシュガンは、フラッシュガンである。

フラッシュ戸は、フラッシュ戸である。

フラッシュバックは、フラッシュバックである。

ブラッシングは、ブラッシングである。

ブラッセルは、ブラッセルである。

フラッターは、フラッターである。

フラットは、フラットである。

フラットカラーは、フラットカラーである。

フラットシューズは、フラットシューズである。

ブラッドベリーは、ブラッドベリーである。



プラットホームは、プラットホームである。

ブラッドリーは、ブラッドリーである。

フラッパーは、フラッパーである。

フラップは、フラップである。

フラッペは、フラッペである。

プラトーは、プラトーである。

プラトーノフは、プラトーノフである。

プラトニックは、プラトニックである。

プラトニックラブは、プラトニックラブである。

プラド美術館は、プラド美術館である。

プラトンは、プラトンである。

プラトン主義は、プラトン主義である。

プラナリアは、プラナリアである。

プラニメーターは、プラニメーターである。

プラネタリウムは、プラネタリウムである。

フラネルは、フラネルである。

富良野は、富良野である。

フラノは、フラノである。

富良野盆地は、富良野盆地である。

プラハは、プラハである。

触らばふは、触らばふである。

フラハティは、フラハティである。

プラハの春は、プラハの春である。

フラビンは、フラビンである。

フラビン酵素は、フラビン酵素である。

フラフは、フラフである。

フラフープは、フラフープである。

ブラフマサマージは、ブラフマサマージである。

ブラフマプトラは、ブラフマプトラである。

ブラフマンは、ブラフマンである。

ふらふらは、ふらふらである。

ぶらぶらは、ぶらぶらである。

ぶらぶら心は、ぶらぶら心である。

ぶらぶら病は、ぶらぶら病である。

ブラボーは、ブラボーである。

フラボンは、フラボンである。

ブラマは、ブラマである。

ブラマプトラは、ブラマプトラである。

フラマンは、フラマンである。

ブラマンクは、ブラマンクである。

ブラマンテは、ブラマンテである。

フラマン派は、フラマン派である。

フラミンゴは、フラミンゴである。

プラムは、プラムである。

ふらめくは、ふらめくである。

ぶらめくは、ぶらめくである。



フラメンコは、フラメンコである。

プラモデルは、プラモデルである。

ふらりは、ふらりである。

ぶらりは、ぶらりである。

ぶらりしゃらりは、ぶらりしゃらりである。

ふらりふらりは、ふらりふらりである。

ぶらりぶらりは、ぶらりぶらりである。

振られるは、振られるである。

フラワーは、フラワーである。

フラワーアレンジメントは、フラワーアレンジメントである。

不乱は、不乱である。

孵卵は、孵卵である。

腐乱は、腐乱である。

腐爛は、腐爛である。

フランは、フランである。

ぶらんは、ぶらんである。

プランは、プランである。

フランカーは、フランカーである。

孵卵器は、孵卵器である。

フランキは、フランキである。

ブランキスムは、ブランキスムである。

フランクは、フランクである。

ブランクは、ブランクである。

プランクは、プランクである。

ブランクーシは、ブランクーシである。

プランク定数は、プランク定数である。

プランクトンは、プランクトンである。

プランクの量子仮説は、プランクの量子仮説である。

フランクフルターアルゲマイネツァイトゥングは、フランクフルターアルゲマイネツァイトゥングである。

フランクフルトは、フランクフルトである。

フランクフルト学派は、フランクフルト学派である。

フランクフルト国民議会は、フランクフルト国民議会である。

フランクフルトソーセージは、フランクフルトソーセージである。

フランクリンは、フランクリンである。

フランケは、フランケである。

ブランケットは、ブランケットである。

フランケンシュタインは、フランケンシュタインである。

フランコは、フランコである。

ぶらんこは、ぶらんこである。

フランジは、フランジである。

フランシウムは、フランシウムである。

フランシスは、フランシスである。

フランシス水車は、フランシス水車である。

フランジ継手は、フランジ継手である。

プランジャーは、プランジャーである。

プランジャーポンプは、プランジャーポンプである。



ブランショは、ブランショである。

フランスは、フランスである。

フランス革命は、フランス革命である。

フランス菊は、フランス菊である。

フランス銀行は、フランス銀行である。

フランス語は、フランス語である。

フランス刺繍は、フランス刺繍である。

フランス装は、フランス装である。

フランスデモは、フランスデモである。

フランスパンは、フランスパンである。

フランス病は、フランス病である。

フランス窓は、フランス窓である。

フランス料理は、フランス料理である。

プランセットは、プランセットである。

フランソワは、フランソワである。

プランターは、プランターである。

フランダースは、フランダースである。

フランダースの犬は、フランダースの犬である。

プランタジネット朝は、プランタジネット朝である。

ブランチは、ブランチである。

フランチェスコは、フランチェスコである。

フランチェスコ修道会は、フランチェスコ修道会である。

フランチャイズは、フランチャイズである。

フランチャイズチェーンは、フランチャイズチェーンである。

フランツは、フランツである。

ブランデーは、ブランデーである。

ブランデーグラスは、ブランデーグラスである。

プランテーションは、プランテーションである。

ブランデスは、ブランデスである。

ブランデンは、ブランデンである。

ブランデンブルクは、ブランデンブルクである。

ブランデンブルク協奏曲は、ブランデンブルク協奏曲である。

ブラントは、ブラントである。

ブランドは、ブランドである。

プラントは、プラントである。

プラント輸出は、プラント輸出である。

フランドルは、フランドルである。

フランドル楽派は、フランドル楽派である。

フランドル派は、フランドル派である。

プランナーは、プランナーである。

プランニングは、プランニングである。

フランネルは、フランネルである。

フランネル草は、フランネル草である。

フランベは、フランベである。

ブランマンジェは、ブランマンジェである。

瓜は、瓜である。



振りは、振りである。

降りは、降りである。

不利は、不利である。

不離は、不離である。

膚理は、膚理である。

鰤は、鰤である。

フリアは、フリアである。

振合いは、振合いである。

触り合うは、触り合うである。

振り合うは、振り合うである。

フリアエは、フリアエである。

振り仰ぐは、振り仰ぐである。

降り明かすは、降り明かすである。

振り上げるは、振り上げるである。

振り当てるは、振り当てるである。

振り洗いは、振り洗いである。

ブリアンは、ブリアンである。

フリーは、フリーである。

フリーアクセスフロアは、フリーアクセスフロアである。

フリーエア異常は、フリーエア異常である。

フリーエージェントは、フリーエージェントである。

フリーキックは、フリーキックである。

フリークは、フリークである。

フリークライミングは、フリークライミングである。

フリーザーは、フリーザーである。

フリーサイズは、フリーサイズである。

フリージアは、フリージアである。

フリージングは、フリージングである。

フリーズは、フリーズである。

振り出づは、振り出づである。

プリーズは、プリーズである。

フリースケーティングは、フリースケーティングである。

フリースタイルは、フリースタイルである。

フリースタイルスキーは、フリースタイルスキーである。

フリーズドライは、フリーズドライである。

プリーストリーは、プリーストリーである。

フリースローは、フリースローである。

フリーソフトウェアは、フリーソフトウェアである。

フリーターは、フリーターである。

フリータイムは、フリータイムである。

フリーダイヤルは、フリーダイヤルである。

フリータウンは、フリータウンである。

フリーダンは、フリーダンである。

ブリーチは、ブリーチである。

プリーツは、プリーツである。

プリーツスカートは、プリーツスカートである。



フリートーキングは、フリートーキングである。

フリードマンは、フリードマンである。

フリードライヒ病は、フリードライヒ病である。

フリードリヒは、フリードリヒである。

フリードリヒウィルヘルムは、フリードリヒウィルヘルムである。

フリードリヒ大王は、フリードリヒ大王である。

フリーパスは、フリーパスである。

フリーバッティングは、フリーバッティングである。

フリーハンドは、フリーハンドである。

ブリーフは、ブリーフである。

ブリーフィングは、ブリーフィングである。

ブリーフケースは、ブリーフケースである。

フリーポートは、フリーポートである。

フリーマーケットは、フリーマーケットである。

フリーメーソンは、フリーメーソンである。

フリーライターは、フリーライターである。

フリーラジカルは、フリーラジカルである。

フリーランサーは、フリーランサーである。

フリーランスは、フリーランスである。

フリーリードは、フリーリードである。

降り埋むは、降り埋むである。

振り売りは、振り売りである。

不利益は、不利益である。

不利益変更の禁止は、不利益変更の禁止である。

振桶は、振桶である。

鰤起しは、鰤起しである。

振り起すは、振り起すである。

ブリオシュは、ブリオシュである。

振り落すは、振り落すである。

プリオンは、プリオンである。

振替は、振替である。

振替え休日は、振替え休日である。

振替決済制度は、振替決済制度である。

振替口座は、振替口座である。

ぶり返しは、ぶり返しである。

ぶり返すは、ぶり返すである。

振替貯金は、振替貯金である。

振替輸送は、振替輸送である。

振替預金は、振替預金である。

振り返るは、振り返るである。

振り替えるは、振り替えるである。

ふり繋りは、ふり繋りである。

降り懸るは、降り懸るである。

降り隠すは、降り隠すである。

振掛けは、振掛けである。

振り掛けるは、振り掛けるである。



振り翳すは、振り翳すである。

振り方は、振り方である。

振り担ぐは、振り担ぐである。

旧り難しは、旧り難しである。

振り仮名は、振り仮名である。

振りかぶるは、振りかぶるである。

振髪は、振髪である。

振替りは、振替りである。

ブリキは、ブリキである。

振り切るは、振り切るである。

振り籤は、振り籤である。

フリクテンは、フリクテンである。

降り暮すは、降り暮すである。

フリゲートは、フリゲートである。

振子は、振子である。

不履行は、不履行である。

プリゴジンは、プリゴジンである。

振り越すは、振り越すである。

振事は、振事である。

振子時計は、振子時計である。

振り駒は、振り駒である。

振込みは、振込みである。

振り込むは、振り込むである。

降り込むは、降り込むである。

降り籠めるは、降り籠めるである。

ブリザードは、ブリザードである。

振り放くは、振り放くである。

振り放け見るは、振り放け見るである。

振り塩は、振り塩である。

降り頻るは、降り頻るである。

降り敷くは、降り敷くである。

降り頻くは、降り頻くである。

降りしこるは、降りしこるである。

振り絞るは、振り絞るである。

降り染むは、降り染むである。

ぶりしゃりは、ぶりしゃりである。

振新は、振新である。

旧りすは、旧りすである。

古りずは、古りずである。

振り出は、振り出である。

降り荒ぶは、降り荒ぶである。

振り濯ぐは、振り濯ぐである。

振り捨てるは、振り捨てるである。

ブリストルは、ブリストルである。

振飄石は、振飄石である。

フリスビーは、フリスビーである。



ブリスベーンは、ブリスベーンである。

プリズムは、プリズムである。

降り注ぐは、降り注ぐである。

振袖は、振袖である。

振袖火事は、振袖火事である。

振袖新造は、振袖新造である。

降り濡つは、降り濡つである。

振出しは、振出しである。

振出し薬は、振出し薬である。

振出し竿は、振出し竿である。

振出手形は、振出手形である。

振出人は、振出人である。

振り出すは、振り出すである。

降り出すは、降り出すである。

振り立てるは、振り立てるである。

ブリタニアは、ブリタニアである。

ブリタニカ百科事典は、ブリタニカ百科事典である。

ブリヂストン美術館は、ブリヂストン美術館である。

府立は、府立である。

ブリッキは、ブリッキである。

振付けは、振付けである。

振り付けるは、振り付けるである。

ぶりっ子は、ぶりっ子である。

ブリッジは、ブリッジである。

ブリッジタウンは、ブリッジタウンである。

ブリッジマンは、ブリッジマンである。

フリッシュは、フリッシュである。

フリッターは、フリッターである。

降り続くは、降り続くである。

振鼓は、振鼓である。

降り募るは、降り募るである。

フリップは、フリップである。

降り積むは、降り積むである。

振り詰めるは、振り詰めるである。

降り積るは、降り積るである。

振り手は、振り手である。

振出は、振出である。

ブリティッシュコロンビアは、ブリティッシュコロンビアである。

振手形は、振手形である。

ブリテンは、ブリテンである。

振時計は、振時計である。

振り飛ばすは、振り飛ばすである。

振縄は、振縄である。

プリニウスは、プリニウスである。

振り逃げは、振り逃げである。

振り抜くは、振り抜くである。



ブリネル硬度は、ブリネル硬度である。

降り残すは、降り残すである。

フリノロジーは、フリノロジーである。

振り延ふは、振り延ふである。

振り延へは、振り延へである。

振り延へては、振り延へてである。

旧り果つは、旧り果つである。

振り放すは、振り放すである。

振り放つは、振り放つである。

振り離るは、振り離るである。

振り幅は、振り幅である。

振り払うは、振り払うである。

ふりばりは、ふりばりである。

振飛車は、振飛車である。

降り人は、降り人である。

振り歩は、振り歩である。

ふりふりは、ふりふりである。

ぶりぶりは、ぶりぶりである。

振振は、振振である。

ぷりぷりは、ぷりぷりである。

振振毬杖は、振振毬杖である。

プリペアードピアノは、プリペアードピアノである。

プリペイドカードは、プリペイドカードである。

振り解くは、振り解くである。

プリマは、プリマである。

降り紛ふは、降り紛ふである。

振り撒くは、振り撒くである。

振馬鍬は、振馬鍬である。

旧り増さるは、旧り増さるである。

降り増さるは、降り増さるである。

プリマスは、プリマスである。

プリマスロックは、プリマスロックである。

プリマドンナは、プリマドンナである。

プリマバレリーナは、プリマバレリーナである。

振回しは、振回しである。

振り回すは、振り回すである。

振り見せは、振り見せである。

振り乱すは、振り乱すである。

降り乱るは、降り乱るである。

プリミティブは、プリミティブである。

降りみ降らずみは、降りみ降らずみである。

振り向くは、振り向くである。

振り向けるは、振り向けるである。

プリムラは、プリムラである。

プリムローズは、プリムローズである。

プリモデリベラは、プリモデリベラである。



降り物は、降り物である。

プリモルスキーは、プリモルスキーである。

ブリャートは、ブリャートである。

武略は、武略である。

武略状は、武略状である。

降り止むは、降り止むである。

浮流は、浮流である。

ブリューは、ブリューである。

風流踊は、風流踊である。

浮流機雷は、浮流機雷である。

ブリューゲルは、ブリューゲルである。

フリューゲルホルンは、フリューゲルホルンである。

風流者は、風流者である。

ブリュージュは、ブリュージュである。

ブリューソフは、ブリューソフである。

フリュートは、フリュートである。

プリュームは、プリュームである。

不立文字は、不立文字である。

フリュオリネは、フリュオリネである。

旧り行くは、旧り行くである。

ブリュッセルは、ブリュッセルである。

ブリュメールは、ブリュメールである。

ブリュメール十八日は、ブリュメール十八日である。

ブリュンティエールは、ブリュンティエールである。

不慮は、不慮である。

俘虜は、俘虜である。

無慮は、無慮である。

不良は、不良である。

不猟は、不猟である。

不漁は、不漁である。

無聊は、無聊である。

不料簡は、不料簡である。

不良少女は、不良少女である。

不良少年は、不良少年である。

武陵桃源は、武陵桃源である。

浮力は、浮力である。

富力は、富力である。

武力は、武力である。

無力は、無力である。

不力は、不力である。

武力革命は、武力革命である。

無力人は、無力人である。

不慮の外は、不慮の外である。

ブリリアンティンは、ブリリアンティンである。

ブリリアントは、ブリリアントである。

フリルは、フリルである。



プリレコは、プリレコである。

振分けは、振分けである。

振分け髪は、振分け髪である。

振分髪は、振分髪である。

振分け姿は、振分け姿である。

振分け荷物は、振分け荷物である。

振り分けるは、振り分けるである。

不倫は、不倫である。

プリンは、プリンである。

プリンキパトゥスは、プリンキパトゥスである。

プリンキピアは、プリンキピアである。

ブリンクリーは、ブリンクリーである。

フリンジは、フリンジである。

プリンシプルは、プリンシプルである。

プリンスは、プリンスである。

プリンスエドワード島は、プリンスエドワード島である。

プリンストンは、プリンストンである。

プリンスメロンは、プリンスメロンである。

プリンセスは、プリンセスである。

プリンターは、プリンターである。

フリントは、フリントである。

プリントは、プリントである。

プリントアウトは、プリントアウトである。

フリント硝子は、フリント硝子である。

プリント合板は、プリント合板である。

プリント配線は、プリント配線である。

プリント板は、プリント板である。

旧は、旧である。

古は、古である。

故は、故である。

柯は、柯である。

フルは、フルである。

旧るは、旧るである。

狂るは、狂るである。

振るは、振るである。

震るは、震るである。

降るは、降るである。

触るは、触るである。

ブルは、ブルである。

旧跡は、旧跡である。

古跡は、古跡である。

震いは、震いである。

篩は、篩である。

古井は、古井である。

不類は、不類である。

古いは、古いである。



旧いは、旧いである。

故いは、故いである。

部類は、部類である。

震ひ上がるは、震ひ上がるである。

古家は、古家である。

奮い起すは、奮い起すである。

振い落すは、振い落すである。

篩管は、篩管である。

部類記は、部類記である。

古池は、古池である。

震い声は、震い声である。

奮い立つは、奮い立つである。

奮い起つは、奮い起つである。

古市は、古市である。

古市公威は、古市公威である。

古市古墳群は、古市古墳群である。

震い付くは、震い付くである。

古井戸は、古井戸である。

篩部は、篩部である。

震い筆は、震い筆である。

震い病は、震い病である。

篩い分けるは、篩い分けるである。

振うは、振うである。

揮うは、揮うである。

奮うは、奮うである。

震ふは、震ふである。

篩うは、篩うである。

ブルーは、ブルーである。

ブルーカラーは、ブルーカラーである。

ブルーギルは、ブルーギルである。

プルークボーゲンは、プルークボーゲンである。

ブルークマンは、ブルークマンである。

ブルーグラスは、ブルーグラスである。

ブルースは、ブルースである。

ブルーズは、ブルーズである。

プルーストは、プルーストである。

ブルーストッキングは、ブルーストッキングである。

古歌は、古歌である。

ブルータスは、ブルータスである。

ブルーチーズは、ブルーチーズである。

ブルーチップは、ブルーチップである。

フルーツは、フルーツである。

フルーツケーキは、フルーツケーキである。

フルーツパーラーは、フルーツパーラーである。

フルーツポンチは、フルーツポンチである。

フルートは、フルートである。



ブルートゥスは、ブルートゥスである。

プルートーは、プルートーである。

ブルートレインは、ブルートレインである。

プルードンは、プルードンである。

ブルーノは、ブルーノである。

プルーフは、プルーフである。

ブルーフィルムは、ブルーフィルムである。

ブルーブラックは、ブルーブラックである。

ブループリントは、ブループリントである。

震ふ震ふは、震ふ震ふである。

ブルーベリーは、ブルーベリーである。

ブルーマーは、ブルーマーである。

ブルーマウンテンは、ブルーマウンテンである。

ブルーマンデーは、ブルーマンデーである。

ブルームズベリーグループは、ブルームズベリーグループである。

ブルームフィールドは、ブルームフィールドである。

ブルームレス胡瓜は、ブルームレス胡瓜である。

ブルーリボンは、ブルーリボンである。

フルーレは、フルーレである。

プルーンは、プルーンである。

震えは、震えである。

古江は、古江である。

古枝は、古枝である。

震え上がるは、震え上がるである。

古枝草は、古枝草である。

震え声は、震え声である。

震えるは、震えるである。

プルオーバーは、プルオーバーである。

プルオーバー圧延機は、プルオーバー圧延機である。

旧翁は、旧翁である。

古翁は、古翁である。

フルオソリッド焙焼炉は、フルオソリッド焙焼炉である。

古女は、古女である。

ブルカは、ブルカである。

ブルガーコフは、ブルガーコフである。

ブルガーニンは、ブルガーニンである。

フルカウントは、フルカウントである。

古顔は、古顔である。

古鏡は、古鏡である。

古格は、古格である。

古掛は、古掛である。

古風は、古風である。

プルガトウリヨは、プルガトウリヨである。

古鉄は、古鉄である。

古鉄買は、古鉄買である。

ブルカノ式噴火は、ブルカノ式噴火である。



古株は、古株である。

古幹は、古幹である。

ブルガリアは、ブルガリアである。

ブルガリア語は、ブルガリア語である。

古川は、古川である。

旧川は、旧川である。

古河は、古河である。

古河市兵衛は、古河市兵衛である。

古川古松軒は、古川古松軒である。

古河黙阿弥は、古河黙阿弥である。

古川緑波は、古川緑波である。

古川ロッパは、古川ロッパである。

古上達部は、古上達部である。

黒貂は、黒貂である。

古木は、古木である。

古着は、古着である。

古傷は、古傷である。

古疵は、古疵である。

古狐は、古狐である。

ブルキナファソは、ブルキナファソである。

プルキニエは、プルキニエである。

プルキニエ現象は、プルキニエ現象である。

プルキニエ細胞は、プルキニエ細胞である。

プルキニエ線維は、プルキニエ線維である。

古衣は、古衣である。

古君は、古君である。

古切れは、古切れである。

旧くは、旧くである。

古くは、古くである。

ブルク劇場は、ブルク劇場である。

古草は、古草である。

古臭いは、古臭いである。

フルクトースは、フルクトースである。

ブルクハルトは、ブルクハルトである。

ぶる罫は、ぶる罫である。

古けるは、古けるである。

古声は、古声である。

フルコースは、フルコースである。

ブルゴーニュは、ブルゴーニュである。

古御所は、古御所である。

ブルゴスは、ブルゴスである。

古御達は、古御達である。

古言は、古言である。

古事は、古事である。

故事は、故事である。

古事記は、古事記である。



古米は、古米である。

古子持ちは、古子持ちである。

古暦は、古暦である。

古酒は、古酒である。

古里は、古里である。

故郷は、故郷である。

古里人は、古里人である。

古しは、古しである。

旧しは、旧しである。

故しは、故しである。

プルシアンブルーは、プルシアンブルーである。

風呂敷は、風呂敷である。

フルシチョフは、フルシチョフである。

プルシャは、プルシャである。

ブルジョアは、ブルジョアである。

ブルジョア革命は、ブルジョア革命である。

ブルジョアジーは、ブルジョアジーである。

ブルジョア社会は、ブルジョア社会である。

古証文は、古証文である。

古巣は、古巣である。

旧巣は、旧巣である。

古すは、古すである。

旧すは、旧すである。

プルスは、プルスである。

フルスイングは、フルスイングである。

フルストップは、フルストップである。

フルスピードは、フルスピードである。

古受領は、古受領である。

プルゼニュは、プルゼニュである。

ブルゾンは、ブルゾンである。

古田は、古田である。

プルタークは、プルタークである。

ブルターニュは、ブルターニュである。

フルタイムは、フルタイムである。

古田織部は、古田織部である。

古狸は、古狸である。

プルタブは、プルタブである。

プルタルコスは、プルタルコスである。

古血は、古血である。

プルチは、プルチである。

古塚は、古塚である。

ブルックナーは、ブルックナーである。

ブルックリンは、ブルックリンである。

古漬は、古漬である。

奮っては、奮ってである。

ブルッヘは、ブルッヘである。



古妻は、古妻である。

古兵は、古兵である。

古強者は、古強者である。

古手は、古手である。

古手買は、古手買である。

古手屋は、古手屋である。

古寺は、古寺である。

ブルテリアは、ブルテリアである。

フルトヴェングラーは、フルトヴェングラーである。

古道具は、古道具である。

ブルドーザーは、ブルドーザーである。

旧年は、旧年である。

ブルドッグは、ブルドッグである。

プルトップは、プルトップである。

プルトニウムは、プルトニウムである。

ブルトマンは、ブルトマンである。

隹は、隹である。

フルトンは、フルトンである。

ブルトンは、ブルトンである。

ブルトン語は、ブルトン語である。

富楼那は、富楼那である。

古馴染は、古馴染である。

古名告は、古名告である。

プルニエは、プルニエである。

古女房は、古女房である。

ブルネイは、ブルネイである。

フルネームは、フルネームである。

ブルネットは、ブルネットである。

ブルネレスキは、ブルネレスキである。

ブルノは、ブルノである。

ブルバキは、ブルバキである。

古博奕打は、古博奕打である。

古畑は、古畑である。

古畑種基は、古畑種基である。

フルバックは、フルバックである。

古びは、古びである。

古人は、古人である。

旧人は、旧人である。

古びるは、古びるである。

旧びるは、旧びるである。

フルファッションは、フルファッションである。

古札納めは、古札納めである。

フルブライトは、フルブライトである。

ぶるぶるは、ぶるぶるである。

古古しは、古古しである。

旧旧しは、旧旧しである。



ふるふるとは、ふるふるとである。

フルベースは、フルベースである。

フルベッキは、フルベッキである。

ブルペンは、ブルペンである。

古反故は、古反故である。

古惚けるは、古惚けるである。

古本は、古本である。

ブルボン王朝は、ブルボン王朝である。

古本屋は、古本屋である。

振舞は、振舞である。

振舞い酒は、振舞い酒である。

振舞水は、振舞水である。

古まふは、古まふである。

振舞うは、振舞うである。

ブルマーは、ブルマーである。

フルマ鴎は、フルマ鴎である。

フルマラソンは、フルマラソンである。

古身は、古身である。

古刃は、古刃である。

古道は、古道である。

古宮は、古宮である。

ブルムは、ブルムである。

古武者は、古武者である。

古めかしいは、古めかしいである。

古めきは、古めきである。

古めき心は、古めき心である。

古めき人は、古めき人である。

古めくは、古めくである。

古物は、古物である。

古者は、古者である。

古物語は、古物語である。

古屋は、古屋である。

降る雪のは、降る雪のである。

震わすは、震わすである。

ブルワリットンは、ブルワリットンである。

フルンケルは、フルンケルである。

ブルンジは、ブルンジである。

フルンゼは、フルンゼである。

ブルンナーは、ブルンナーである。

村は、村である。

村邑は、村邑である。

触れは、触れである。

ぶれは、ぶれである。

プレは、プレである。

フレアーは、フレアーである。

フレアースカートは、フレアースカートである。



触れ合いは、触れ合いである。

触れ合うは、触れ合うである。

プレアデスは、プレアデスである。

ブレアルは、ブレアルである。

触れ歩くは、触れ歩くである。

不例は、不例である。

布令は、布令である。

富麗は、富麗である。

プレイアデスは、プレイアデスである。

無礼講は、無礼講である。

プレイヤードは、プレイヤードである。

プレヴェールは、プレヴェールである。

プレヴェザは、プレヴェザである。

プレヴォは、プレヴォである。

フレーは、フレーである。

プレーは、プレーである。

プレーイングマネージャーは、プレーイングマネージャーである。

プレーオフは、プレーオフである。

ブレーカーは、ブレーカーである。

プレーガイドは、プレーガイドである。

ブレーキは、ブレーキである。

ブレーキシューは、ブレーキシューである。

ブレーキストンは、ブレーキストンである。

ブレーキドラムは、ブレーキドラムである。

ブレーキ馬力は、ブレーキ馬力である。

ブレーキ片は、ブレーキ片である。

フレークは、フレークである。

ブレークは、ブレークである。

プレーグルは、プレーグルである。

フレーゲは、フレーゲである。

フレーザーは、フレーザーである。

フレージングは、フレージングである。

フレーズは、フレーズである。

ブレースは、ブレースである。

プレースは、プレースである。

プレースキックは、プレースキックである。

ブレードは、ブレードである。

プレートは、プレートである。

プレートガーダー橋は、プレートガーダー橋である。

プレートテクトニクスは、プレートテクトニクスである。

プレート電流は、プレート電流である。

プレーナーは、プレーナーである。

プレーバックは、プレーバックである。

フレーブニコフは、フレーブニコフである。

フレーベルは、フレーベルである。

プレーボーイは、プレーボーイである。



プレーボールは、プレーボールである。

フレームは、フレームである。

フレームアップは、フレームアップである。

フレームワークは、フレームワークである。

ブレーメンは、ブレーメンである。

プレーヤーは、プレーヤーである。

プレーヤーピアノは、プレーヤーピアノである。

プレーリーは、プレーリーである。

プレーリードッグは、プレーリードッグである。

ブレーンは、ブレーンである。

プレーンは、プレーンである。

ブレーンウォッシングは、ブレーンウォッシングである。

ブレーンストーミングは、ブレーンストーミングである。

プレーンソーダは、プレーンソーダである。

ブレーントラストは、ブレーントラストである。

プレーンヨーグルトは、プレーンヨーグルトである。

ブレオマイシンは、ブレオマイシンである。

プレオリンピックは、プレオリンピックである。

フレオンは、フレオンである。

触書は、触書である。

触頭は、触頭である。

フレガットは、フレガットである。

プレカット工法は、プレカット工法である。

フレキシビリティーは、フレキシビリティーである。

フレキシブルは、フレキシブルである。

プレキャストコンクリートは、プレキャストコンクリートである。

触れ口は、触れ口である。

プレクトラムは、プレクトラムである。

触込みは、触込みである。

触れ込むは、触れ込むである。

ブレザーは、ブレザーである。

プレジデントは、プレジデントである。

ブレジネフは、ブレジネフである。

触状は、触状である。

ブレスは、ブレスである。

プレスは、プレスである。

プレス加工は、プレス加工である。

プレスキャンペーンは、プレスキャンペーンである。

フレスコは、フレスコである。

プレスコードは、プレスコードである。

プレスセンターは、プレスセンターである。

プレスティージは、プレスティージである。

ブレストは、ブレストである。

プレストは、プレストである。

ブレストストロークは、ブレストストロークである。

プレストレストコンクリートは、プレストレストコンクリートである。



プレスハムは、プレスハムである。

プレズビテリアンは、プレズビテリアンである。

ブレスラウは、ブレスラウである。

プレスリーは、プレスリーである。

ブレスレットは、ブレスレットである。

プレゼンスは、プレゼンスである。

プレゼンテーションは、プレゼンテーションである。

プレゼントは、プレゼントである。

触れ太鼓は、触れ太鼓である。

プレタポルテは、プレタポルテである。

触れ散らすは、触れ散らすである。

武烈は、武烈である。

フレックスタイム制は、フレックスタイム制である。

ブレックファーストは、ブレックファーストである。

プレッシャーは、プレッシャーである。

プレッシャーグループは、プレッシャーグループである。

フレッシュは、フレッシュである。

フレッシュマンは、フレッシュマンである。

プレッシングは、プレッシングである。

武烈天皇は、武烈天皇である。

フレットは、フレットである。

ブレッドは、ブレッドである。

フレデリックは、フレデリックである。

フレデリック大王は、フレデリック大王である。

振れ止めは、振れ止めである。

プレトリアは、プレトリアである。

ブレトンウッズ協定は、ブレトンウッズ協定である。

触れ流しは、触れ流しである。

触れ流すは、触れ流すである。

フレネルは、フレネルである。

プレハーノフは、プレハーノフである。

触ればふは、触ればふである。

プレハブは、プレハブである。

プレパラートは、プレパラートである。

ブレヒトは、ブレヒトである。

プレビューは、プレビューである。

プレブスは、プレブスである。

触文は、触文である。

触れ回るは、触れ回るである。

プレミアは、プレミアである。

プレミアショーは、プレミアショーである。

プレミアムは、プレミアムである。

フレミッシュは、フレミッシュである。

フレミングは、フレミングである。

プレリュードは、プレリュードである。

狂れるは、狂れるである。



振れるは、振れるである。

震れるは、震れるである。

触れるは、触れるである。

ぶれるは、ぶれるである。

触れ渡すは、触れ渡すである。

不廉は、不廉である。

賦斂は、賦斂である。

ブレンステッド酸塩基は、ブレンステッド酸塩基である。

不連続は、不連続である。

不連続線は、不連続線である。

不連続面は、不連続面である。

ブレンターノは、ブレンターノである。

フレンチは、フレンチである。

フレンチインディアン戦争は、フレンチインディアン戦争である。

フレンチカンカンは、フレンチカンカンである。

フレンチスリーブは、フレンチスリーブである。

フレンチトーストは、フレンチトーストである。

フレンチドレッシングは、フレンチドレッシングである。

フレンチホルンは、フレンチホルンである。

フレンドは、フレンドである。

ブレンドは、ブレンドである。

フレンドシップは、フレンドシップである。

フレンド派は、フレンド派である。

フレンドリー諸島は、フレンドリー諸島である。

ブレンネル峠は、ブレンネル峠である。

風呂は、風呂である。

降ろは、降ろである。

プロは、プロである。

フロアは、フロアである。

フロアサールは、フロアサールである。

フロアシフトは、フロアシフトである。

フロアプライスは、フロアプライスである。

フロアリングは、フロアリングである。

フロアリングブロックは、フロアリングブロックである。

フロイスは、フロイスである。

プロイセンは、プロイセンである。

プロイセン改革は、プロイセン改革である。

フロイトは、フロイトである。

ブロイラーは、ブロイラーである。

フロイラインは、フロイラインである。

不老は、不老である。

父老は、父老である。

浮浪は、浮浪である。

プロヴァンスは、プロヴァンスである。

プロヴァンス語は、プロヴァンス語である。

浮浪児は、浮浪児である。



浮浪者は、浮浪者である。

不労所得は、不労所得である。

不老長寿は、不老長寿である。

浮浪人は、浮浪人である。

不老不死は、不老不死である。

不老門は、不老門である。

フローは、フローである。

ブローは、ブローである。

ブローカーは、ブローカーである。

ブロークは、ブロークである。

ブロークンは、ブロークンである。

ブロークンハートは、ブロークンハートである。

風呂桶は、風呂桶である。

プロージットは、プロージットである。

プローズは、プローズである。

ブローチは、ブローチである。

ブローチ盤は、ブローチ盤である。

フローチャートは、フローチャートである。

ブローデルは、ブローデルである。

フロートは、フロートである。

ブロードは、ブロードである。

ブロードウェーは、ブロードウェーである。

ブロードクロスは、ブロードクロスである。

フロート制は、フロート制である。

ブロードピークは、ブロードピークである。

ブローニー判は、ブローニー判である。

ブローニングは、ブローニングである。

フローベールは、フローベールである。

ブローホールは、ブローホールである。

ブローランプは、ブローランプである。

フローリーは、フローリーである。

フローリングは、フローリングである。

フローレンスは、フローレンスである。

フローレンツは、フローレンツである。

プロカインは、プロカインである。

ブロカ中枢は、ブロカ中枢である。

風呂釜は、風呂釜である。

プロキオンは、プロキオンである。

フロギストンは、フロギストンである。

付録は、付録である。

附録は、附録である。

プログラマーは、プログラマーである。

プログラミングは、プログラミングである。

プログラムは、プログラムである。

プログラム規定は、プログラム規定である。

プログラム言語は、プログラム言語である。



プログラム細胞死は、プログラム細胞死である。

プログラムシャッターは、プログラムシャッターである。

プログラム売買は、プログラム売買である。

プログラムピクチャーは、プログラムピクチャーである。

プロクルステスの寝台は、プロクルステスの寝台である。

プログレッシブは、プログレッシブである。

ブロケードは、ブロケードである。

プロゲステロンは、プロゲステロンである。

プロコフィエフは、プロコフィエフである。

プロザイックは、プロザイックである。

風炉先屏風は、風炉先屏風である。

プロシアは、プロシアである。

プロシア青は、プロシア青である。

プロジェクターは、プロジェクターである。

プロジェクトは、プロジェクトである。

プロジェクトメソッドは、プロジェクトメソッドである。

風呂敷頭巾は、風呂敷頭巾である。

風呂敷帽子は、風呂敷帽子である。

ブロスは、ブロスである。

風呂鋤は、風呂鋤である。

プロスタグランジンは、プロスタグランジンである。

プロスティチュートは、プロスティチュートである。

フロストは、フロストである。

プロセスは、プロセスである。

プロセス制御は、プロセス制御である。

プロセスチーズは、プロセスチーズである。

プロセス平版は、プロセス平版である。

プロセッサーは、プロセッサーである。

プロセニアムは、プロセニアムである。

プロセニアムアーチは、プロセニアムアーチである。

プロセルピナは、プロセルピナである。

風呂銭は、風呂銭である。

プロセントは、プロセントである。

風呂焚きは、風呂焚きである。

プロダクションは、プロダクションである。

プロダクトは、プロダクトである。

プロダクトサイクル論は、プロダクトサイクル論である。

プロダクトライフサイクルは、プロダクトライフサイクルである。

プロタゴラスは、プロタゴラスである。

プロタミンは、プロタミンである。

風炉茶は、風炉茶である。

ブロツキーは、ブロツキーである。

ブロッキングは、ブロッキングである。

ブロッキング高気圧は、ブロッキング高気圧である。

フロックは、フロックである。

ブロックは、ブロックである。



ブロック経済は、ブロック経済である。

ブロックゲージは、ブロックゲージである。

ブロック建造法は、ブロック建造法である。

ブロック建築は、ブロック建築である。

フロックコートは、フロックコートである。

ブロックサインは、ブロックサインである。

フロックスは、フロックスである。

ブロックハウス百科辞典は、ブロックハウス百科辞典である。

ブロックフレーテは、ブロックフレーテである。

フロッグマンは、フロッグマンである。

ブロッケンの妖怪は、ブロッケンの妖怪である。

ブロッコリーは、ブロッコリーである。

フロッタージュは、フロッタージュである。

ブロッティングペーパーは、ブロッティングペーパーである。

プロットは、プロットである。

フロッピーディスクは、フロッピーディスクである。

プロップは、プロップである。

ブロッホは、ブロッホである。

プロテアーゼは、プロテアーゼである。

プロテイナーゼは、プロテイナーゼである。

プロティノスは、プロティノスである。

プロテインは、プロテインである。

プロテウスは、プロテウスである。

プロテクターは、プロテクターである。

プロテクトは、プロテクトである。

プロテスタンティズムは、プロテスタンティズムである。

プロテスタントは、プロテスタントである。

プロテスタント監督教会は、プロテスタント監督教会である。

プロテストは、プロテストである。

風炉手前は、風炉手前である。

プロデューサーは、プロデューサーである。

プロデュースは、プロデュースである。

プロトアクチニウムは、プロトアクチニウムである。

プロトケラトプスは、プロトケラトプスである。

プロトコルは、プロトコルである。

プロトコル命題は、プロトコル命題である。

プロトタイプは、プロトタイプである。

プロトプラストは、プロトプラストである。

プロトンは、プロトンである。

風呂場は、風呂場である。

プロパーは、プロパーである。

プロバイダーは、プロバイダーである。

プロパガンダは、プロパガンダである。

プロバビリティーは、プロバビリティーである。

プロバブルは、プロバブルである。

プロパンは、プロパンである。



プロビタミンは、プロビタミンである。

プロピレンは、プロピレンである。

プロフィールは、プロフィールである。

プロフィンテルンは、プロフィンテルンである。

プロフェッサーは、プロフェッサーである。

プロフェッショナルは、プロフェッショナルである。

プロフェッションは、プロフェッションである。

風呂吹きは、風呂吹きである。

プロブレムは、プロブレムである。

プロペラは、プロペラである。

プロペラ水車は、プロペラ水車である。

プロペラポンプは、プロペラポンプである。

プロポーションは、プロポーションである。

プロポーズは、プロポーズである。

プロボカートルは、プロボカートルである。

ブロマイドは、ブロマイドである。

ブロマイド紙は、ブロマイド紙である。

フロマンタンは、フロマンタンである。

プロミネンスは、プロミネンスである。

プロミンは、プロミンである。

フロムは、フロムである。

ブロムは、ブロムである。

プロムナードは、プロムナードである。

プロメチウムは、プロメチウムである。

プロメテウスは、プロメテウスである。

プロモーションは、プロモーションである。

プロモーションビデオは、プロモーションビデオである。

プロモーターは、プロモーターである。

プロモートは、プロモートである。

風呂屋は、風呂屋である。

風呂屋紙は、風呂屋紙である。

プロ野球は、プロ野球である。

風呂屋者は、風呂屋者である。

フロラは、フロラである。

プロラクチンは、プロラクチンである。

フロリストは、フロリストである。

フロリダは、フロリダである。

フロリダ蘇鉄は、フロリダ蘇鉄である。

フロリダ半島は、フロリダ半島である。

フロリンは、フロリンである。

プロリンは、プロリンである。

プロレスは、プロレスである。

プロレタリアは、プロレタリアである。

プロレタリアートは、プロレタリアートである。

プロレタリア演劇は、プロレタリア演劇である。

プロレタリア革命は、プロレタリア革命である。



プロレタリア国際主義は、プロレタリア国際主義である。

プロレタリア独裁は、プロレタリア独裁である。

プロレタリア文学は、プロレタリア文学である。

プロローグは、プロローグである。

プロログは、プロログである。

ブロワーは、ブロワーである。

フロンは、フロンである。

ブロンズは、ブロンズである。

ブロンテは、ブロンテである。

フロンティアは、フロンティアである。

フロンティアスピリットは、フロンティアスピリットである。

フロンティア電子理論は、フロンティア電子理論である。

フロントは、フロントである。

ブロンドは、ブロンドである。

フロントエンドプロセッサーは、フロントエンドプロセッサーである。

フロントガラスは、フロントガラスである。

ブロントサウルスは、ブロントサウルスである。

プロントジルは、プロントジルである。

フロンドの乱は、フロンドの乱である。

フロントページは、フロントページである。

フロントローは、フロントローである。

プロンプターは、プロンプターである。

プロンプトは、プロンプトである。

不和は、不和である。

不破は、不破である。

付和は、付和である。

附和は、附和である。

フワーリズムは、フワーリズムである。

ブワイフ朝は、ブワイフ朝である。

不惑は、不惑である。

腑分けは、腑分けである。

部分けは、部分けである。

不和合性は、不和合性である。

付和随行は、付和随行である。

附和随行は、附和随行である。

不渡りは、不渡りである。

不渡り小切手は、不渡り小切手である。

不渡り手形は、不渡り手形である。

ふわっとは、ふわっとである。

ふわとは、ふわとである。

不破の関は、不破の関である。

ふわふわは、ふわふわである。

ぶわぶわは、ぶわぶわである。

ふわやは、ふわやである。

付和雷同は、付和雷同である。

附和雷同は、附和雷同である。



ふわりは、ふわりである。

歩割は、歩割である。

分割は、分割である。

吻は、吻である。

扮は、扮である。

芬は、芬である。

粉は、粉である。

紛は、紛である。

焚は、焚である。

雰は、雰である。

噴は、噴である。

墳は、墳である。

憤は、憤である。

奮は、奮である。

フンは、フンである。

ふんは、ふんである。

聞は、聞である。

ぶんは、ぶんである。

分圧は、分圧である。

文安は、文安である。

文案は、文案である。

忿恚は、忿恚である。

文位は、文位である。

文意は、文意である。

雰囲気は、雰囲気である。

聞一多は、聞一多である。

分陰は、分陰である。

分院は、分院である。

分韻は、分韻である。

紛紜は、紛紜である。

文運は、文運である。

墳塋は、墳塋である。

分営は、分営である。

文永は、文永である。

文永の役は、文永の役である。

分益小作は、分益小作である。

分液漏斗は、分液漏斗である。

噴煙は、噴煙である。

憤怨は、憤怨である。

分煙は、分煙である。

文苑は、文苑である。

文園は、文園である。

文苑英華は、文苑英華である。

文淵閣は、文淵閣である。

噴煙柱は、噴煙柱である。

文応は、文応である。



文王は、文王である。

噴火は、噴火である。

粉芽は、粉芽である。

分化は、分化である。

分科は、分科である。

分課は、分課である。

文化は、文化である。

文火は、文火である。

文科は、文科である。

文華は、文華である。

文雅は、文雅である。

憤慨は、憤慨である。

分会は、分会である。

分界は、分界である。

分解は、分解である。

文会は、文会である。

文界は、文界である。

分外は、分外である。

分塊圧延機は、分塊圧延機である。

文化遺産は、文化遺産である。

分解性プラスチックは、分解性プラスチックである。

分解電圧は、分解電圧である。

分解能は、分解能である。

文化映画は、文化映画である。

文化英雄は、文化英雄である。

文化御召は、文化御召である。

分科会は、分科会である。

文化科学は、文化科学である。

文化学院は、文化学院である。

文化革命は、文化革命である。

文化価値は、文化価値である。

分画は、分画である。

分劃は、分劃である。

文革は、文革である。

文格は、文格である。

文学は、文学である。

分画遠心法は、分画遠心法である。

文学界は、文学界である。

文学概論は、文学概論である。

文学革命は、文学革命である。

文学研究会は、文学研究会である。

文学座は、文学座である。

文学史は、文学史である。

文学者は、文学者である。

文学青年は、文学青年である。

文学論は、文学論である。



文化勲章は、文化勲章である。

噴火口は、噴火口である。

文化功労者は、文化功労者である。

文化国家は、文化国家である。

文化祭は、文化祭である。

文化財は、文化財である。

文化財保護委員会は、文化財保護委員会である。

文化財保護法は、文化財保護法である。

文化蚕種は、文化蚕種である。

文化史は、文化史である。

文化社会学は、文化社会学である。

文化住宅は、文化住宅である。

文華秀麗集は、文華秀麗集である。

文化主義は、文化主義である。

文化人は、文化人である。

文化人類学は、文化人類学である。

文化生活は、文化生活である。

糞化石は、糞化石である。

文化相対主義は、文化相対主義である。

分科大学は、分科大学である。

文化大革命は、文化大革命である。

文化団体は、文化団体である。

文化庁は、文化庁である。

分轄は、分轄である。

分割払いは、分割払いである。

文化的は、文化的である。

文化哲学は、文化哲学である。

文化闘争は、文化闘争である。

文化の日は、文化の日である。

文化文政時代は、文化文政時代である。

文化変容は、文化変容である。

文化領域は、文化領域である。

文官は、文官である。

文館詞林は、文館詞林である。

文官懲戒令は、文官懲戒令である。

文官任用令は、文官任用令である。

文官分限令は、文官分限令である。

噴気は、噴気である。

奮起は、奮起である。

紛議は、紛議である。

分岐は、分岐である。

文亀は、文亀である。

分木は、分木である。

文義は、文義である。

分岐器は、分岐器である。

噴気孔は、噴気孔である。



分岐点は、分岐点である。

紛糾は、紛糾である。

墳丘は、墳丘である。

文久は、文久である。

文久永宝は、文久永宝である。

文久新聞は、文久新聞である。

文久銭は、文久銭である。

墳丘墓は、墳丘墓である。

文京は、文京である。

文教は、文教である。

分業は、分業である。

文業は、文業である。

文恭院は、文恭院である。

分教場は、分教場である。

文教地区は、文教地区である。

文教の府は、文教の府である。

文鏡秘府論は、文鏡秘府論である。

分極は、分極である。

分極化は、分極化である。

分極性は、分極性である。

踏ん切りは、踏ん切りである。

分切りは、分切りである。

踏ん切るは、踏ん切るである。

文金は、文金である。

文金島田は、文金島田である。

文金高島田は、文金高島田である。

文金風は、文金風である。

フンクは、フンクである。

文具は、文具である。

文勲は、文勲である。

分家は、分家である。

刎頸は、刎頸である。

焚刑は、焚刑である。

文系は、文系である。

文型は、文型である。

文芸は、文芸である。

文芸映画は、文芸映画である。

文芸家は、文芸家である。

文芸学は、文芸学である。

文芸協会は、文芸協会である。

文芸倶楽部は、文芸倶楽部である。

文芸時代は、文芸時代である。

文芸春秋は、文芸春秋である。

文芸戦線は、文芸戦線である。

刎頸の交りは、刎頸の交りである。

文芸批評は、文芸批評である。



文芸復興は、文芸復興である。

憤激は、憤激である。

奮撃は、奮撃である。

奮激は、奮激である。

分蘖は、分蘖である。

分間は、分間である。

分見は、分見である。

分遣は、分遣である。

分権は、分権である。

文検は、文検である。

文献は、文献である。

聞見は、聞見である。

文言は、文言である。

文献学は、文献学である。

分限裁判は、分限裁判である。

分県地図は、分県地図である。

文献通考は、文献通考である。

文語は、文語である。

豊後は、豊後である。

粉鉱は、粉鉱である。

紛更は、紛更である。

紛訌は、紛訌である。

紛淆は、紛淆である。

吻合は、吻合である。

分光は、分光である。

分校は、分校である。

文公は、文公である。

文匣は、文匣である。

聞香は、聞香である。

分合は、分合である。

文豪は、文豪である。

分光学は、分光学である。

分光器は、分光器である。

分光計は、分光計である。

分光光度計は、分光光度計である。

芬皇寺は、芬皇寺である。

分光視差は、分光視差である。

分光写真機は、分光写真機である。

吻合術は、吻合術である。

文耕堂は、文耕堂である。

分光分析は、分光分析である。

豊後梅は、豊後梅である。

分光連星は、分光連星である。

分国は、分国である。

分国法は、分国法である。

文庫紙は、文庫紙である。



豊後水道は、豊後水道である。

文語体は、文語体である。

豊後高田は、豊後高田である。

粉骨は、粉骨である。

分骨は、分骨である。

粉骨砕身は、粉骨砕身である。

豊後節は、豊後節である。

豊後風土記は、豊後風土記である。

文語文は、文語文である。

文語文法は、文語文法である。

文語法は、文語法である。

文庫本は、文庫本である。

踏ん籠みは、踏ん籠みである。

踏ん込みは、踏ん込みである。

踏籠袴は、踏籠袴である。

踏ん込むは、踏ん込むである。

文庫結びは、文庫結びである。

忿恨は、忿恨である。

憤恨は、憤恨である。

分根は、分根である。

フンザは、フンザである。

粉砕は、粉砕である。

粉剤は、粉剤である。

文才は、文才である。

文采は、文采である。

文彩は、文彩である。

分際は、分際である。

文材は、文材である。

粉砕機は、粉砕機である。

紛錯は、紛錯である。

焚殺は、焚殺である。

紛雑は、紛雑である。

分冊は、分冊である。

分散は、分散である。

分散系は、分散系である。

分散剤は、分散剤である。

分散和音は、分散和音である。

刎死は、刎死である。

憤死は、憤死である。

分時は、分時である。

分子は、分子である。

分枝は、分枝である。

分祀は、分祀である。

分祠は、分祠である。

分詞は、分詞である。

文士は、文士である。



文詞は、文詞である。

文事は、文事である。

文治は、文治である。

文辞は、文辞である。

分子遺伝学は、分子遺伝学である。

分子雲は、分子雲である。

分子化合物は、分子化合物である。

踏んじがるは、踏んじがるである。

分子間力は、分子間力である。

分子軌道は、分子軌道である。

文字金は、文字金である。

分子式は、分子式である。

分子進化は、分子進化である。

分子スペクトルは、分子スペクトルである。

分子生物学は、分子生物学である。

文字銭は、文字銭である。

文七は、文七である。

文七元結は、文七元結である。

紛失は、紛失である。

分室は、分室である。

文質は、文質である。

文史通義は、文史通義である。

文質彬彬は、文質彬彬である。

分子時計は、分子時計である。

ふん縛るは、ふん縛るである。

分子病は、分子病である。

分子篩は、分子篩である。

分子ポンプは、分子ポンプである。

噴射は、噴射である。

分社は、分社である。

文者は、文者である。

噴射機は、噴射機である。

噴射機関は、噴射機関である。

文弱は、文弱である。

噴射推進式飛行機は、噴射推進式飛行機である。

文集は、文集である。

文繍は、文繍である。

分収林は、分収林である。

分宿は、分宿である。

噴出は、噴出である。

噴出岩は、噴出岩である。

焚書は、焚書である。

分所は、分所である。

分署は、分署である。

焚焼は、焚焼である。

粉状は、粉状である。



紛擾は、紛擾である。

分掌は、分掌である。

文正は、文正である。

文相は、文相である。

文章は、文章である。

分乗は、分乗である。

分譲は、分譲である。

文場は、文場である。

文昭院は、文昭院である。

文章家は、文章家である。

文章軌範は、文章軌範である。

文章語は、文章語である。

文昌星は、文昌星である。

文章世界は、文章世界である。

文正草子は、文正草子である。

文章体は、文章体である。

分譲地は、分譲地である。

文章法は、文章法である。

文章論は、文章論である。

文書毀棄罪は、文書毀棄罪である。

文書偽造罪は、文書偽造罪である。

扮飾は、扮飾である。

粉食は、粉食である。

粉飾は、粉飾である。

分食は、分食である。

分蝕は、分蝕である。

文飾は、文飾である。

粉飾決算は、粉飾決算である。

粉飾預金は、粉飾預金である。

焚書坑儒は、焚書坑儒である。

文書提出命令は、文書提出命令である。

分子量は、分子量である。

分針は、分針である。

奮進は、奮進である。

粉塵は、粉塵である。

奮迅は、奮迅である。

分身は、分身である。

文臣は、文臣である。

文身は、文身である。

聞診は、聞診である。

文人生けは、文人生けである。

文人画は、文人画である。

文心雕竜は、文心雕竜である。

封ずは、封ずである。

聞すは、聞すである。

分ずは、分ずである。



噴水は、噴水である。

分水は、分水である。

分水界は、分水界である。

分水山脈は、分水山脈である。

分水線は、分水線である。

噴水ポンプは、噴水ポンプである。

分水嶺は、分水嶺である。

分水路は、分水路である。

分数は、分数である。

分数式は、分数式である。

扮するは、扮するである。

文声は、文声である。

文政は、文政である。

文勢は、文勢である。

文政金銀は、文政金銀である。

文成公主は、文成公主である。

分生子は、分生子である。

噴石は、噴石である。

糞石は、糞石である。

分析は、分析である。

分籍は、分籍である。

文責は、文責である。

文籍は、文籍である。

分析化学は、分析化学である。

噴石丘は、噴石丘である。

分析的定義は、分析的定義である。

分析哲学は、分析哲学である。

分析判断は、分析判断である。

粉雪は、粉雪である。

分節は、分節である。

文節は、文節である。

噴雪花は、噴雪花である。

紛戦は、紛戦である。

噴泉は、噴泉である。

奮戦は、奮戦である。

紛然は、紛然である。

憤然は、憤然である。

忿然は、忿然である。

奮然は、奮然である。

分銭は、分銭である。

文銭は、文銭である。

文選は、文選である。

ブンゼンは、ブンゼンである。

文宣王は、文宣王である。

ブンゼンバーナーは、ブンゼンバーナーである。

分疏は、分疏である。



扮装は、扮装である。

紛争は、紛争である。

文宗は、文宗である。

文藻は、文藻である。

文蔵は、文蔵である。

糞掃衣は、糞掃衣である。

分相応は、分相応である。

分速は、分速である。

ふんぞべるは、ふんぞべるである。

踏ん反り返るは、踏ん反り返るである。

踏ん反るは、踏ん反るである。

分村は、分村である。

分損は、分損である。

粉堆は、粉堆である。

粉黛は、粉黛である。

分体は、分体である。

分隊は、分隊である。

文体は、文体である。

文題は、文題である。

文体明弁は、文体明弁である。

文体論は、文体論である。

ふんだくは、ふんだくである。

ふんだくるは、ふんだくるである。

聞達は、聞達である。

分立つは、分立つである。

踏んだり蹴ったりは、踏んだり蹴ったりである。

粉炭は、粉炭である。

ふんだんは、ふんだんである。

分担は、分担である。

文旦は、文旦である。

分団は、分団である。

分段は、分段である。

分断は、分断である。

文談は、文談である。

文壇は、文壇である。

分段生死は、分段生死である。

分段身は、分段身である。

分段同居は、分段同居である。

分段輪廻は、分段輪廻である。

分地は、分地である。

分知は、分知である。

文致は、文致である。

聞知は、聞知である。

分地制限令は、分地制限令である。

文治政治は、文治政治である。

文治派は、文治派である。



文中は、文中である。

文中子は、文中子である。

文晁は、文晁である。

文鳥は、文鳥である。

蚊帳は、蚊帳である。

文徴明は、文徴明である。

文鎮は、文鎮である。

文通は、文通である。

ふん捕まえるは、ふん捕まえるである。

分附は、分附である。

分附百姓は、分附百姓である。

踏ん付けるは、踏ん付けるである。

糞詰りは、糞詰りである。

文帝は、文帝である。

分店は、分店である。

分点は、分点である。

文典は、文典である。

文展は、文展である。

分点月は、分点月である。

文天祥は、文天祥である。

フントは、フントである。

忿怒は、忿怒である。

憤怒は、憤怒である。

糞土は、糞土である。

聞睹は、聞睹である。

ブントは、ブントである。

分土は、分土である。

分度は、分度である。

ぷんとは、ぷんとである。

奮闘は、奮闘である。

分銅は、分銅である。

文頭は、文頭である。

文豆は、文豆である。

文道は、文道である。

分銅座は、分銅座である。

分度器は、分度器である。

文徳は、文徳である。

犢鼻褌は、犢鼻褌である。

褌祝は、褌祝である。

褌担ぎは、褌担ぎである。

分捕りは、分捕りである。

分捕るは、分捕るである。

文和は、文和である。

分内は、分内である。

打ん流すは、打ん流すである。

打ん殴るは、打ん殴るである。



打ん擲るは、打ん擲るである。

打ん投げるは、打ん投げるである。

粉乳は、粉乳である。

糞尿は、糞尿である。

分任は、分任である。

匈奴は、匈奴である。

打抜は、打抜である。

分納は、分納である。

ぶんのこは、ぶんのこである。

文の舞は、文の舞である。

ぶんのめすは、ぶんのめすである。

分派は、分派である。

分売は、分売である。

分配は、分配である。

分配国民所得は、分配国民所得である。

分配法則は、分配法則である。

文博は、文博である。

分箔は、分箔である。

踏んばたかるは、踏んばたかるである。

奮発は、奮発である。

踏ん張りは、踏ん張りである。

踏ん張るは、踏ん張るである。

粉盤は、粉盤である。

噴飯は、噴飯である。

分番は、分番である。

文範は、文範である。

文備は、文備である。

分泌は、分泌である。

分筆は、分筆である。

文筆は、文筆である。

分泌液は、分泌液である。

文筆家は、文筆家である。

文筆眼心抄は、文筆眼心抄である。

文筆業は、文筆業である。

分泌物は、分泌物である。

分秒は、分秒である。

文廟は、文廟である。

文武は、文武である。

分布は、分布である。

分賦は、分賦である。

分服は、分服である。

分福茶釜は、分福茶釜である。

文物は、文物である。

文武二道万石通は、文武二道万石通である。

芬芬は、芬芬である。

紛紛は、紛紛である。



ぶんぶんは、ぶんぶんである。

分分は、分分である。

ぷんぷんは、ぷんぷんである。

分袂は、分袂である。

粉壁は、粉壁である。

分別は、分別である。

分別顔は、分別顔である。

分別書方は、分別書方である。

分別くさいは、分別くさいである。

分別盛りは、分別盛りである。

分別蒸留は、分別蒸留である。

分別所は、分別所である。

分別袋は、分別袋である。

分別者は、分別者である。

分別らしいは、分別らしいである。

糞便は、糞便である。

分娩は、分娩である。

墳墓は、墳墓である。

分母は、分母である。

芬芳は、芬芳である。

文房は、文房である。

分包は、分包である。

分封は、分封である。

文法は、文法である。

文保は、文保である。

文房具は、文房具である。

文房四宝は、文房四宝である。

文法範疇は、文法範疇である。

粉墨は、粉墨である。

文墨は、文墨である。

分母子は、分母子である。

蚊母鳥は、蚊母鳥である。

墳墓の地は、墳墓の地である。

フンボルトは、フンボルトである。

粉本は、粉本である。

分米は、分米である。

ふんまえるは、ふんまえるである。

粉蒔は、粉蒔である。

粉末は、粉末である。

文末は、文末である。

粉末冶金は、粉末冶金である。

規は、規である。

忿懣は、忿懣である。

憤懣は、憤懣である。

分脈は、分脈である。

文脈は、文脈である。



分明は、分明である。

文民は、文民である。

文民統制は、文民統制である。

噴霧器は、噴霧器である。

文名は、文名である。

文明は、文明である。

文明一統記は、文明一統記である。

文明開化は、文明開化である。

文明史は、文明史である。

文明批評は、文明批評である。

文明病は、文明病である。

文明論之概略は、文明論之概略である。

蚊虻は、蚊虻である。

噴門は、噴門である。

憤悶は、憤悶である。

文室は、文室である。

分野は、分野である。

文弥は、文弥である。

文弥殺しは、文弥殺しである。

文屋康秀は、文屋康秀である。

文室綿麻呂は、文室綿麻呂である。

文弥節は、文弥節である。

枌楡は、枌楡である。

噴油は、噴油である。

憤勇は、憤勇である。

分有は、分有である。

文雄は、文雄である。

枌楡の居は、枌楡の居である。

分与は、分与である。

蚊雷は、蚊雷である。

文楽は、文楽である。

文楽協会は、文楽協会である。

文楽座は、文楽座である。

文楽人形は、文楽人形である。

紛乱は、紛乱である。

分利は、分利である。

分里は、分里である。

分離は、分離である。

文理は、文理である。

文理解釈は、文理解釈である。

分離課税は、分離課税である。

文理科大学は、文理科大学である。

分離器は、分離器である。

分力は、分力である。

分立は、分立である。

分離の法則は、分離の法則である。



分離派は、分離派である。

焚掠は、焚掠である。

文略は、文略である。

文暦は、文暦である。

粉瘤は、粉瘤である。

噴流は、噴流である。

分流は、分流である。

分留は、分留である。

分溜は、分溜である。

分粒は、分粒である。

分流器は、分流器である。

分留塔は、分留塔である。

分量は、分量である。

分領は、分領である。

文林は、文林である。

分類は、分類である。

分類学は、分類学である。

奮励は、奮励である。

分霊は、分霊である。

文例は、文例である。

分霊社は、分霊社である。

分列は、分列である。

分裂は、分裂である。

分裂菌類は、分裂菌類である。

分列式は、分列式である。

分裂質は、分裂質である。

分裂装置は、分裂装置である。

分裂組織は、分裂組織である。

分裂病は、分裂病である。

分路は、分路である。

糞瘻は、糞瘻である。

文禄は、文禄である。

文禄の役は、文禄の役である。

文話は、文話である。

ふんわりは、ふんわりである。

へは、へである。

上は、上である。

戸は、戸である。

辺は、辺である。

方は、方である。

屁は、屁である。

瓮は、瓮である。

家は、家である。

舳は、舳である。

竈は、竈である。

べは、べである。



ぺは、ぺである。

ヘアは、ヘアである。

ベアは、ベアである。

ペアは、ペアである。

ベアーは、ベアーである。

ヘアアイロンは、ヘアアイロンである。

ベアードは、ベアードである。

経上がるは、経上がるである。

ヘアクリームは、ヘアクリームである。

ヘアケアは、ヘアケアである。

ペアスケーティングは、ペアスケーティングである。

ヘアスタイルは、ヘアスタイルである。

ヘアスプレーは、ヘアスプレーである。

ヘアダイは、ヘアダイである。

ベアトは、ベアトである。

ベアトップは、ベアトップである。

ベアト日は、ベアト日である。

ヘアトニックは、ヘアトニックである。

ヘアドライヤーは、ヘアドライヤーである。

ヘアネットは、ヘアネットである。

ペアノは、ペアノである。

ヘアバンドは、ヘアバンドである。

ヘアピースは、ヘアピースである。

ヘアピンは、ヘアピンである。

ヘアピンカーブは、ヘアピンカーブである。

ヘアブラシは、ヘアブラシである。

ヘアリキッドは、ヘアリキッドである。

ベアリングは、ベアリングである。

ペアルックは、ペアルックである。

ヘアローションは、ヘアローションである。

併は、併である。

並は、並である。

柄は、柄である。

炳は、炳である。

陛は、陛である。

屏は、屏である。

塀は、塀である。

閉は、閉である。

聘は、聘である。

幣は、幣である。

弊は、弊である。

蔽は、蔽である。

餅は、餅である。

へいは、へいである。

米は、米である。

ベイは、ベイである。



可いは、可いである。

ペイは、ペイである。

嬖愛は、嬖愛である。

平安は、平安である。

米庵は、米庵である。

平安宮は、平安宮である。

平安京は、平安京である。

平安時代は、平安時代である。

平安時代文学は、平安時代文学である。

平安城は、平安城である。

平安神宮は、平安神宮である。

平安朝は、平安朝である。

平夷は、平夷である。

平易は、平易である。

兵威は、兵威である。

秉彝は、秉彝である。

弊衣は、弊衣である。

敝衣は、敝衣である。

弊衣破帽は、弊衣破帽である。

兵員は、兵員である。

閉院は、閉院である。

兵員会は、兵員会である。

平衣は、平衣である。

兵営は、兵営である。

米英戦争は、米英戦争である。

兵役は、兵役である。

兵役忌避は、兵役忌避である。

兵役義務は、兵役義務である。

兵役制度は、兵役制度である。

兵役免除は、兵役免除である。

ヘイエルダールは、ヘイエルダールである。

平遠は、平遠である。

炳焉は、炳焉である。

米塩は、米塩である。

平遠山水は、平遠山水である。

米塩の資は、米塩の資である。

平王は、平王である。

平凹版は、平凹版である。

平凹レンズは、平凹レンズである。

弊屋は、弊屋である。

平温は、平温である。

平穏は、平穏である。

閉音節は、閉音節である。

平価は、平価である。

兵戈は、兵戈である。

兵火は、兵火である。



兵科は、兵科である。

兵家は、兵家である。

兵禍は、兵禍である。

併科は、併科である。

陛下は、陛下である。

瓶花は、瓶花である。

瓶華は、瓶華である。

閉果は、閉果である。

閉架は、閉架である。

弊家は、弊家である。

平臥は、平臥である。

米価は、米価である。

米菓は、米菓である。

米貨は、米貨である。

平懐は、平懐である。

炳誡は、炳誡である。

閉会は、閉会である。

弊害は、弊害である。

平価切下げは、平価切下げである。

平角は、平角である。

兵革は、兵革である。

兵学は、兵学である。

兵額は、兵額である。

閉殻筋は、閉殻筋である。

米価審議会は、米価審議会である。

米価調節は、米価調節である。

平滑は、平滑である。

平闊は、平闊である。

平滑回路は、平滑回路である。

平滑筋は、平滑筋である。

兵学校は、兵学校である。

平杆は、平杆である。

兵艦は、兵艦である。

閉管は、閉管である。

閉館は、閉館である。

併願は、併願である。

閉眼は、閉眼である。

平気は、平気である。

兵気は、兵気である。

兵器は、兵器である。

兵機は、兵機である。

併記は、併記である。

併起は、併起である。

兵棋は、兵棋である。

兵蟻は、兵蟻である。

兵器学は、兵器学である。



兵器庫は、兵器庫である。

兵器廠は、兵器廠である。

丙吉は、丙吉である。

ヘイキューブは、ヘイキューブである。

屏居は、屏居である。

閉居は、閉居である。

閉業は、閉業である。

平胸類は、平胸類である。

平曲は、平曲である。

閉曲線は、閉曲線である。

閉曲面は、閉曲面である。

平均は、平均である。

屏禁は、屏禁である。

平均海面は、平均海面である。

平均株価は、平均株価である。

平均棍は、平均棍である。

平均時は、平均時である。

平均自由行路は、平均自由行路である。

平均寿命は、平均寿命である。

平均消費性向は、平均消費性向である。

平均台は、平均台である。

平均太陽は、平均太陽である。

平均太陽時は、平均太陽時である。

平均太陽日は、平均太陽日である。

平均値は、平均値である。

平均貯蓄性向は、平均貯蓄性向である。

平均賃金は、平均賃金である。

平均的は、平均的である。

平均点は、平均点である。

平均費用は、平均費用である。

平均変化率は、平均変化率である。

平均偏差は、平均偏差である。

平均余命は、平均余命である。

平均利潤率は、平均利潤率である。

平均律は、平均律である。

平均率は、平均率である。

閉区間は、閉区間である。

幣串は、幣串である。

閉経は、閉経である。

萍桂は、萍桂である。

へいげいは、へいげいである。

睥睨は、睥睨である。

平家蟹は、平家蟹である。

兵戟は、兵戟である。

平家座頭は、平家座頭である。

平家上戸は、平家上戸である。



平家谷は、平家谷である。

平家鳥は、平家鳥である。

平家女護島は、平家女護島である。

平家納経は、平家納経である。

平家琵琶は、平家琵琶である。

平家節は、平家節である。

平家蛍は、平家蛍である。

平家没官領は、平家没官領である。

平家物語は、平家物語である。

兵権は、兵権である。

平原は、平原である。

米券は、米券である。

平原君は、平原君である。

平間寺は、平間寺である。

兵鼓は、兵鼓である。

炳乎は、炳乎である。

閉戸は、閉戸である。

弊袴は、弊袴である。

へい鼓は、へい鼓である。

平語は、平語である。

兵語は、兵語である。

屏語は、屏語である。

米語は、米語である。

平行は、平行である。

平衡は、平衡である。

兵甲は、兵甲である。

並行は、並行である。

併行は、併行である。

閉口は、閉口である。

閉校は、閉校である。

嬖幸は、嬖幸である。

併合は、併合である。

平行移動は、平行移動である。

平衡移動の法則は、平衡移動の法則である。

平行運動は、平行運動である。

平衡感覚は、平衡感覚である。

平衡器官は、平衡器官である。

平衡交付金は、平衡交付金である。

併合罪は、併合罪である。

平行四辺形は、平行四辺形である。

平行定規は、平行定規である。

平行進化は、平行進化である。

平衡税は、平衡税である。

平行線は、平行線である。

平衡舵は、平衡舵である。

平衡通風は、平衡通風である。



平衡定数は、平衡定数である。

閉口頓首は、閉口頓首である。

平衡嚢は、平衡嚢である。

平衡胞は、平衡胞である。

平行棒は、平行棒である。

併行本位制は、併行本位制である。

平行脈は、平行脈である。

平行面は、平行面である。

並行輸入は、並行輸入である。

平行六面体は、平行六面体である。

平行論は、平行論である。

並行論は、並行論である。

弊国は、弊国である。

米国は、米国である。

米穀は、米穀である。

米穀証券は、米穀証券である。

米穀通帳は、米穀通帳である。

米穀統制法は、米穀統制法である。

米穀取引所は、米穀取引所である。

米穀年度は、米穀年度である。

米穀配給統制法は、米穀配給統制法である。

米穀法は、米穀法である。

へいこらは、へいこらである。

平沙は、平沙である。

閉鎖は、閉鎖である。

平坐は、平坐である。

兵災は、兵災である。

閉鎖音は、閉鎖音である。

閉鎖花は、閉鎖花である。

平作は、平作である。

平朔は、平朔である。

米作は、米作である。

閉鎖系は、閉鎖系である。

閉鎖血管系は、閉鎖血管系である。

閉鎖性水域は、閉鎖性水域である。

併殺は、併殺である。

米札は、米札である。

閉鎖的は、閉鎖的である。

ヘイサラバサラは、ヘイサラバサラである。

平産は、平産である。

閉山は、閉山である。

米産は、米産である。

米山人は、米山人である。

平士は、平士である。

平氏は、平氏である。

平視は、平視である。



瓶子は、瓶子である。

閉止は、閉止である。

幣紙は、幣紙である。

斃死は、斃死である。

平治は、平治である。

平時は、平時である。

兵事は、兵事である。

へい敷は、へい敷である。

米式蹴球は、米式蹴球である。

兵式体操は、兵式体操である。

ペイシストラトスは、ペイシストラトスである。

平治の乱は、平治の乱である。

平時封鎖は、平時封鎖である。

平時編制は、平時編制である。

平治物語は、平治物語である。

平治物語絵巻は、平治物語絵巻である。

平地門は、平地門である。

平射は、平射である。

兵車は、兵車である。

兵舎は、兵舎である。

弊社は、弊社である。

弊舎は、弊舎である。

蔽遮は、蔽遮である。

平射図法は、平射図法である。

平射砲は、平射砲である。

丙種は、丙種である。

兵種は、兵種である。

瓶酒は、瓶酒である。

米寿は、米寿である。

兵衆は、兵衆である。

弊習は、弊習である。

平中は、平中である。

平仲は、平仲である。

兵戎は、兵戎である。

米収は、米収である。

米州は、米州である。

米州機構は、米州機構である。

閉集合は、閉集合である。

平中物語は、平中物語である。

平仲物語は、平仲物語である。

屏中門は、屏中門である。

屏重門は、屏重門である。

丙種合格は、丙種合格である。

平出は、平出である。

併出は、併出である。

迸出は、迸出である。



兵術は、兵術である。

平準は、平準である。

平準行用庫は、平準行用庫である。

平準署は、平準署である。

平準法は、平準法である。

兵書は、兵書である。

閉所は、閉所である。

平叙は、平叙である。

平章は、平章である。

兵勝は、兵勝である。

併称は、併称である。

並称は、並称である。

屏障は、屏障である。

嬖妾は、嬖妾である。

平定は、平定である。

平常は、平常である。

閉場は、閉場である。

米商は、米商である。

平城宮は、平城宮である。

平城京は、平城京である。

平常心は、平常心である。

閉所恐怖は、閉所恐怖である。

兵食は、兵食である。

米食は、米食である。

平叙文は、平叙文である。

平身は、平身である。

平信は、平信である。

平津は、平津である。

並進は、並進である。

併進は、併進である。

柄臣は、柄臣である。

嬖臣は、嬖臣である。

兵刃は、兵刃である。

嬖人は、嬖人である。

米人は、米人である。

並進運動は、並進運動である。

平身低頭は、平身低頭である。

嬖すは、嬖すである。

平水は、平水である。

萍水は、萍水である。

平水区域は、平水区域である。

聘するは、聘するである。

平正は、平正である。

平成は、平成である。

平静は、平静である。

兵制は、兵制である。



兵勢は、兵勢である。

幣制は、幣制である。

弊政は、弊政である。

平生は、平生である。

米西戦争は、米西戦争である。

平城天皇は、平城天皇である。

兵籍は、兵籍である。

兵籍簿は、兵籍簿である。

併設は、併設である。

兵燹は、兵燹である。

平然は、平然である。

炳然は、炳然である。

米銭は、米銭である。

平泉寺は、平泉寺である。

平禅門の乱は、平禅門の乱である。

平素は、平素である。

米租は、米租である。

兵争は、兵争である。

兵曹は、兵曹である。

閉蔵は、閉蔵である。

兵曹長は、兵曹長である。

屏息は、屏息である。

閉塞は、閉塞である。

幣束は、幣束である。

平俗は、平俗である。

弊俗は、弊俗である。

閉塞音は、閉塞音である。

閉塞前線は、閉塞前線である。

閉塞装置は、閉塞装置である。

兵卒は、兵卒である。

併存は、併存である。

並存は、並存である。

弊村は、弊村である。

舳板は、舳板である。

平太は、平太である。

平体は、平体である。

兵隊は、兵隊である。

屏代は、屏代である。

兵隊蟻は、兵隊蟻である。

兵隊勘定は、兵隊勘定である。

併託は、併託である。

弊宅は、弊宅である。

平脱は、平脱である。

平旦は、平旦である。

平坦は、平坦である。

平淡は、平淡である。



兵站は、兵站である。

兵端は、兵端である。

兵団は、兵団である。

餅餤は、餅餤である。

兵站線は、兵站線である。

併置は、併置である。

並置は、並置である。

平ちゃらは、平ちゃらである。

兵長は、兵長である。

聘徴は、聘徴である。

嬖寵は、嬖寵である。

平頂山は、平頂山である。

へいつくばるは、へいつくばるである。

兵丁は、兵丁である。

閉廷は、閉廷である。

閉店は、閉店である。

弊店は、弊店である。

幣田は、幣田である。

幣殿は、幣殿である。

米点は、米点である。

米点山水は、米点山水である。

屏東は、屏東である。

弊竇は、弊竇である。

兵道は、兵道である。

平頭の病は、平頭の病である。

併読は、併読である。

ベイトソンは、ベイトソンである。

平凸レンズは、平凸レンズである。

併呑は、併呑である。

米噸は、米噸である。

平内は、平内である。

兵難は、兵難である。

迸入岩は、迸入岩である。

併任は、併任である。

嬖佞は、嬖佞である。

平熱は、平熱である。

平年は、平年である。

米年は、米年である。

平年差は、平年差である。

平年作は、平年作である。

平年値は、平年値である。

米納は、米納である。

兵農分離は、兵農分離である。

米の賀は、米の賀である。

兵馬は、兵馬である。

ペイバイフォンは、ペイバイフォンである。



幣帛は、幣帛である。

米麦は、米麦である。

兵馬倥偬は、兵馬倥偬である。

併発は、併発である。

兵馬の権は、兵馬の権である。

兵馬俑坑は、兵馬俑坑である。

平版は、平版である。

平板は、平板である。

餅盤は、餅盤である。

米飯は、米飯である。

平板測量は、平板測量である。

兵匪は、兵匪である。

兵備は、兵備である。

斃仆は、斃仆である。

平蕪は、平蕪である。

弊風は、弊風である。

平伏は、平伏である。

平服は、平服である。

平復は、平復である。

聘物は、聘物である。

幣物は、幣物である。

米ふつは、米ふつである。

平分は、平分である。

平分時は、平分時である。

へいへいは、へいへいである。

平平は、平平である。

平米は、平米である。

ぺいぺいは、ぺいぺいである。

べいべい詞は、べいべい詞である。

平平坦坦は、平平坦坦である。

平平凡凡は、平平凡凡である。

袂別は、袂別である。

弊舗は、弊舗である。

弊鋪は、弊鋪である。

平方は、平方である。

兵鋒は、兵鋒である。

弊邦は、弊邦である。

平方形は、平方形である。

平方根は、平方根である。

米法山水は、米法山水である。

平方数は、平方数である。

米墨戦争は、米墨戦争である。

平凡は、平凡である。

閉幕は、閉幕である。

米松は、米松である。

屏幔は、屏幔である。



平脈は、平脈である。

平民は、平民である。

平民会は、平民会である。

平民主義は、平民主義である。

平民新聞は、平民新聞である。

平民的は、平民的である。

兵務は、兵務である。

平明は、平明である。

米綿は、米綿である。

米棉は、米棉である。

平面角は、平面角である。

平面幾何学は、平面幾何学である。

平面鏡は、平面鏡である。

平面曲線は、平面曲線である。

平面三角法は、平面三角法である。

平面図は、平面図である。

平面図形は、平面図形である。

平面対称は、平面対称である。

平面的は、平面的である。

ペイメントは、ペイメントである。

平面波は、平面波である。

平面盤は、平面盤である。

平面描写は、平面描写である。

蔽目は、蔽目である。

閉門は、閉門である。

聘問は、聘問である。

丙夜は、丙夜である。

兵厄は、兵厄である。

平癒は、平癒である。

併有は、併有である。

米友仁は、米友仁である。

併用は、併用である。

聘用は、聘用である。

平妖伝は、平妖伝である。

弊履は、弊履である。

敝履は、敝履である。

ベイリーフは、ベイリーフである。

並立は、並立である。

並立助詞は、並立助詞である。

兵略は、兵略である。

幣料は、幣料である。

兵力は、兵力である。

米廩は、米廩である。

ベイルートは、ベイルートである。

吠瑠璃は、吠瑠璃である。

聘礼は、聘礼である。



幣礼は、幣礼である。

並列は、並列である。

並列助詞は、並列助詞である。

並列接続は、並列接続である。

平路は、平路である。

閉炉は、閉炉である。

閉路は、閉路である。

弊廬は、弊廬である。

閉籠は、閉籠である。

ヘイロウスキーは、ヘイロウスキーである。

平炉鋼は、平炉鋼である。

ヘイロタイは、ヘイロタイである。

平和は、平和である。

平話は、平話である。

平和運動は、平和運動である。

平和会議は、平和会議である。

平和革命は、平和革命である。

平和議定書は、平和議定書である。

平和記念公園は、平和記念公園である。

平和共存は、平和共存である。

平和五原則は、平和五原則である。

平和産業は、平和産業である。

平和十原則は、平和十原則である。

平和主義は、平和主義である。

平和条項は、平和条項である。

平和条約は、平和条約である。

平話本は、平話本である。

ペインは、ペインである。

ペインクリニックは、ペインクリニックである。

ペインティングナイフは、ペインティングナイフである。

ペインテックスは、ペインテックスである。

ペイントは、ペイントである。

ベヴァンは、ベヴァンである。

ヘヴェシーは、ヘヴェシーである。

ペヴスナーは、ペヴスナーである。

へえは、へえである。

ベーオウルフは、ベーオウルフである。

ベーガは、ベーガである。

ベーカリーは、ベーカリーである。

ベーキングパウダーは、ベーキングパウダーである。

ヘーグは、ヘーグである。

ベークライトは、ベークライトである。

ヘーゲルは、ヘーゲルである。

ヘーゲル学派は、ヘーゲル学派である。

ベーコンは、ベーコンである。

ベージは、ベージである。



ページは、ページである。

ページェントは、ページェントである。

ベーシックは、ベーシックである。

ベーシックイングリッシュは、ベーシックイングリッシュである。

ページプリンターは、ページプリンターである。

ベージュは、ベージュである。

ベースは、ベースである。

ペースは、ペースである。

ベースアップは、ベースアップである。

ベースキャンプは、ベースキャンプである。

ヘースティングズは、ヘースティングズである。

ペーストは、ペーストである。

ベースドラムは、ベースドラムである。

ベースボールは、ベースボールである。

ペースメーカーは、ペースメーカーである。

ベースラインは、ベースラインである。

ペーズリーは、ペーズリーである。

ベーゼは、ベーゼである。

ヘーゼルナッツは、ヘーゼルナッツである。

ペーソスは、ペーソスである。

Βは、Βである。
βは、βである。
吠陀は、吠陀である。

ベーダは、ベーダである。

ペーターは、ペーターである。

βカロチンは、βカロチンである。
ベータケンタウリは、ベータケンタウリである。

β星は、β星である。
β線は、β線である。
β澱粉は、β澱粉である。
ベータトロンは、ベータトロンである。

β崩壊は、β崩壊である。
ベーチェット病は、ベーチェット病である。

ペーチカは、ペーチカである。

ベーテは、ベーテである。

ベートーヴェンは、ベートーヴェンである。

ペーハーは、ペーハーである。

ペーパーは、ペーパーである。

ペーパーカンパニーは、ペーパーカンパニーである。

ぺーパークラフトは、ぺーパークラフトである。

ペーパークロマトグラフィーは、ペーパークロマトグラフィーである。

ペーパーテストは、ペーパーテストである。

ペーパードライバーは、ペーパードライバーである。

ペーパーナイフは、ペーパーナイフである。

ペーパーバックは、ペーパーバックである。

ペーパープランは、ペーパープランである。



北平は、北平である。

ペーブメントは、ペーブメントである。

ベーブルースは、ベーブルースである。

ベーベルは、ベーベルである。

ベームは、ベームである。

ベーメは、ベーメである。

ベーラムは、ベーラムである。

ベーリングは、ベーリングである。

ベーリング海は、ベーリング海である。

ベーリング海峡は、ベーリング海峡である。

ヘールは、ヘールである。

ベールは、ベールである。

ベールイは、ベールイである。

ペールギュントは、ペールギュントである。

ヘール天文台は、ヘール天文台である。

ペーロンは、ペーロンである。

攣は、攣である。

綜緒は、綜緒である。

屁負比丘尼は、屁負比丘尼である。

ベオウルフは、ベオウルフである。

ベオグラードは、ベオグラードである。

ヘ音記号は、ヘ音記号である。

ベガは、ベガである。

べかこは、べかこである。

べかこうべは、べかこうべである。

ペガサス座は、ペガサス座である。

ペガソスは、ペガソスである。

ヘカタイオスは、ヘカタイオスである。

べかなりは、べかなりである。

べか船は、べか船である。

へかへかは、へかへかである。

べかめりは、べかめりである。

可からずは、可からずである。

可かりは、可かりである。

剥がるは、剥がるである。

べかんなりは、べかんなりである。

べかんめりは、べかんめりである。

碧は、碧である。

壁は、壁である。

璧は、璧である。

癖は、癖である。

折ぎは、折ぎである。

剥ぎは、剥ぎである。

羃は、羃である。

冪は、冪である。

可きは、可きである。



僻案は、僻案である。

僻案抄は、僻案抄である。

ペギーは、ペギーである。

折板は、折板である。

剥板は、剥板である。

碧雲は、碧雲である。

辟易は、辟易である。

僻遠は、僻遠である。

折折敷は、折折敷である。

剥折敷は、剥折敷である。

折ぎ折は、折ぎ折である。

剥ぎ折は、剥ぎ折である。

壁画は、壁画である。

碧海は、碧海である。

劈開は、劈開である。

壁画古墳は、壁画古墳である。

壁間は、壁間である。

碧眼は、碧眼である。

壁龕は、壁龕である。

冖冠は、冖冠である。

碧巌録は、碧巌録である。

羃級数は、羃級数である。

碧虚は、碧虚である。

僻郷は、僻郷である。

僻境は、僻境である。

碧玉は、碧玉である。

碧空は、碧空である。

僻隅は、僻隅である。

壁虎は、壁虎である。

碧梧は、碧梧である。

羃根は、羃根である。

僻在は、僻在である。

ヘキサクロロ白金酸は、ヘキサクロロ白金酸である。

ヘキサシアノ鉄酸カリウムは、ヘキサシアノ鉄酸カリウムである。

ヘキサデカンは、ヘキサデカンである。

ヘキサンは、ヘキサンである。

碧山は、碧山である。

羃指数は、羃指数である。

僻邪は、僻邪である。

羃集合は、羃集合である。

僻処は、僻処である。

壁書は、壁書である。

碧霄は、碧霄である。

壁牆は、壁牆である。

壁上は、壁上である。

碧色は、碧色である。



ヘキシルレゾルシンは、ヘキシルレゾルシンである。

僻すは、僻すである。

碧水は、碧水である。

汨水は、汨水である。

僻陬は、僻陬である。

僻説は、僻説である。

壁泉は、壁泉である。

ヘキソーゲンは、ヘキソーゲンである。

ヘキソースは、ヘキソースである。

僻村は、僻村である。

碧苔は、碧苔である。

碧潭は、碧潭である。

僻地は、僻地である。

僻地教育は、僻地教育である。

壁中書は、壁中書である。

碧蹄館は、碧蹄館である。

碧天は、碧天である。

霹電は、霹電である。

僻土は、僻土である。

劈頭は、劈頭である。

碧南は、碧南である。

羃法は、羃法である。

壁面は、壁面である。

壁面線は、壁面線である。

折餅は、折餅である。

分餅は、分餅である。

折ぎ焼は、折ぎ焼である。

僻邑は、僻邑である。

碧羅は、碧羅である。

碧蘿は、碧蘿である。

碧落は、碧落である。

汨羅江は、汨羅江である。

碧瀾は、碧瀾である。

部切りは、部切りである。

壁立は、壁立である。

日置流は、日置流である。

壁塁は、壁塁である。

碧瑠璃は、碧瑠璃である。

霹靂は、霹靂である。

僻陋は、僻陋である。

僻論は、僻論である。

ベギンは、ベギンである。

北京は、北京である。

北京官話は、北京官話である。

北京原人は、北京原人である。

北京条約は、北京条約である。



北京大学は、北京大学である。

北京ダックは、北京ダックである。

折ぐは、折ぐである。

可くは、可くである。

ペグは、ペグである。

竈食いは、竈食いである。

ペグーは、ペグーである。

可漆は、可漆である。

可杯は、可杯である。

可くしては、可くしてである。

可助は、可助である。

可く候は、可く候である。

屁屎葛は、屁屎葛である。

ベクターは、ベクターである。

ヘクタールは、ヘクタールである。

ペクチンは、ペクチンである。

ヘクトは、ヘクトである。

瓸は、瓸である。

ヘクトパスカルは、ヘクトパスカルである。

粨は、粨である。

竡は、竡である。

ヘクトルは、ヘクトルである。

ベクトルは、ベクトルである。

ベクトル空間は、ベクトル空間である。

ベクトル積は、ベクトル積である。

ベクトル量は、ベクトル量である。

可内は、可内である。

可飲みは、可飲みである。

ペグマタイトは、ペグマタイトである。

可くもないは、可くもないである。

舳倉島は、舳倉島である。

平群は、平群である。

ベクレルは、ベクレルである。

変化は、変化である。

ペケは、ペケである。

剥げ石は、剥げ石である。

へげたれは、へげたれである。

ベケットは、ベケットである。

ヘゲモニーは、ヘゲモニーである。

へ杪は、へ杪である。

べこは、べこである。

兵児祝は、兵児祝である。

兵児帯は、兵児帯である。

褌親は、褌親である。

兵児組は、兵児組である。

へこたこは、へこたこである。



へこたれるは、へこたれるである。

ベゴニアは、ベゴニアである。

へこへこは、へこへこである。

ぺこぺこは、ぺこぺこである。

凹ますは、凹ますである。

凹みは、凹みである。

凹むは、凹むである。

褌息子は、褌息子である。

ぺこりは、ぺこりである。

ペコロスは、ペコロスである。

戸座は、戸座である。

ペサーニャは、ペサーニャである。

弁才は、弁才である。

弁財は、弁財である。

弁才天は、弁才天である。

弁財天は、弁財天である。

舳先は、舳先である。

圧しは、圧しである。

減しは、減しである。

可しは、可しである。

圧し合いは、圧し合いである。

圧し合うは、圧し合うである。

圧し入るは、圧し入るである。

ヘシオドスは、ヘシオドスである。

圧し折るは、圧し折るである。

平敷屋は、平敷屋である。

平敷屋朝敏は、平敷屋朝敏である。

圧し口は、圧し口である。

可しげは、可しげである。

圧し込むは、圧し込むである。

ベジタリアンは、ベジタリアンである。

圧し付くは、圧し付くである。

圧し潰すは、圧し潰すである。

圧し詰むは、圧し詰むである。

別しては、別してである。

圧し伏すは、圧し伏すである。

圧面は、圧面である。

ペシミストは、ペシミストである。

ペシミズムは、ペシミズムである。

へしむくれは、へしむくれである。

ペシャーワルは、ペシャーワルである。

戸籍は、戸籍である。

ヘジャズは、ヘジャズである。

ベシャメルソースは、ベシャメルソースである。

ぺしゃんこは、ぺしゃんこである。

海州は、海州である。



ヘジラは、ヘジラである。

圧すは、圧すである。

減すは、減すである。

拆すは、拆すである。

ペスカトーレは、ペスカトーレである。

ベスタは、ベスタである。

ペスタロッチは、ペスタロッチである。

平秩東作は、平秩東作である。

ヘスティアは、ヘスティアである。

ベストは、ベストである。

ペストは、ペストである。

ペスト菌は、ペスト菌である。

ベストセラーは、ベストセラーである。

ベストテンは、ベストテンである。

ベストドレッサーは、ベストドレッサーである。

ベスト判は、ベスト判である。

ベストメンバーは、ベストメンバーである。

ヘスの法則は、ヘスの法則である。

竈墨は、竈墨である。

ベスビオは、ベスビオである。

剥るは、剥るである。

ペセタは、ペセタである。

臍は、臍である。

綜麻は、綜麻である。

巻子は、巻子である。

べそは、べそである。

ペソは、ペソである。

臍猪は、臍猪である。

臍土器は、臍土器である。

臍柑は、臍柑である。

綜麻繰は、綜麻繰である。

臍繰りは、臍繰りである。

臍繰り金は、臍繰り金である。

臍繰るは、臍繰るである。

臍包みは、臍包みである。

臍黒は、臍黒である。

臍茶は、臍茶である。

臍の緒は、臍の緒である。

竈墨塗は、竈墨塗である。

臍曲りは、臍曲りである。

蔕は、蔕である。

へたは、へたである。

下手は、下手である。

べたは、べたである。

ベタは、ベタである。

ペタは、ペタである。



ベターは、ベターである。

ペダーセンは、ペダーセンである。

ベターハーフは、ベターハーフである。

平鯛は、平鯛である。

べた一面は、べた一面である。

べた書きは、べた書きである。

下手糞は、下手糞である。

べた組みは、べた組みである。

下手巧者は、下手巧者である。

隔たりは、隔たりである。

隔たるは、隔たるである。

隔つは、隔つである。

べた付くは、べた付くである。

隔ては、隔てである。

隔て顔は、隔て顔である。

隔てがましは、隔てがましである。

隔て紙は、隔て紙である。

隔て心は、隔て心である。

隔てるは、隔てるである。

べた凪は、べた凪である。

べた塗りは、べた塗りである。

下手念は、下手念である。

下手の皮は、下手の皮である。

へたばるは、へたばるである。

へたへたは、へたへたである。

べたべたは、べたべたである。

ぺたぺたは、ぺたぺたである。

べた褒めは、べた褒めである。

べた惚れは、べた惚れである。

べた焼きは、べた焼きである。

べた雪は、べた雪である。

べたりは、べたりである。

ぺたりは、ぺたりである。

へたり込むは、へたり込むである。

へたるは、へたるである。

ペダルは、ペダルである。

ぺたんは、ぺたんである。

ペタンは、ペタンである。

ぺたんこは、ぺたんこである。

ペダンチックは、ペダンチックである。

ペダントは、ペダントである。

ペダントリーは、ペダントリーである。

別は、別である。

ペチカは、ペチカである。

別儀は、別儀である。

別義は、別義である。



別儀揃は、別儀揃である。

別行は、別行である。

ペチコートは、ペチコートである。

別時は、別時である。

別段は、別段である。

別納は、別納である。

別納所は、別納所である。

別別は、別別である。

糸瓜は、糸瓜である。

天糸瓜は、天糸瓜である。

糸瓜襟は、糸瓜襟である。

糸瓜草履は、糸瓜草履である。

糸瓜の皮は、糸瓜の皮である。

糸瓜野郎は、糸瓜野郎である。

へちむくれは、へちむくれである。

べちゃくちゃは、べちゃくちゃである。

ぺちゃくちゃは、ぺちゃくちゃである。

ぺちゃぺちゃは、ぺちゃぺちゃである。

へちゃむくれは、へちゃむくれである。

ぺちゃんこは、ぺちゃんこである。

ペチュニアは、ペチュニアである。

ヘ調は、ヘ調である。

蔑は、蔑である。

瞥は、瞥である。

鼈は、鼈である。

別誂えは、別誂えである。

別異は、別異である。

別意は、別意である。

別院は、別院である。

別宴は、別宴である。

別火は、別火である。

別科は、別科である。

別家は、別家である。

別駕は、別駕である。

辺つ櫂は、辺つ櫂である。

辺付かふは、辺付かふである。

別格は、別格である。

別格官幣社は、別格官幣社である。

別格本山は、別格本山である。

辺つ風は、辺つ風である。

べっかっこうべは、べっかっこうべである。

ペッカリーは、ペッカリーである。

ベッカリーアは、ベッカリーアである。

別巻は、別巻である。

別館は、別館である。

鼈羹は、鼈羹である。



別願は、別願である。

べっかんこは、べっかんこである。

べっかんこうは、べっかんこうである。

別記は、別記である。

戸次は、戸次である。

戸次庄左衛門は、戸次庄左衛門である。

別給は、別給である。

別居は、別居である。

別教は、別教である。

別業は、別業である。

辺付くは、辺付くである。

ベックは、ベックである。

別宮は、別宮である。

別口は、別口である。

ベックマンは、ベックマンである。

へつくりは、へつくりである。

ベックリーンは、ベックリーンである。

別郭は、別郭である。

別掲は、別掲である。

別家証文は、別家証文である。

ヘッケルは、ヘッケルである。

ベッケルは、ベッケルである。

別件は、別件である。

瞥見は、瞥見である。

別言は、別言である。

別件逮捕は、別件逮捕である。

別戸は、別戸である。

別個は、別個である。

別後は、別後である。

別項は、別項である。

鼈甲は、鼈甲である。

別号は、別号である。

鼈甲飴は、鼈甲飴である。

鼈甲色は、鼈甲色である。

鼈甲紙は、鼈甲紙である。

鼈甲蜻蛉は、鼈甲蜻蛉である。

鼈甲蜂は、鼈甲蜂である。

別小作は、別小作である。

別懇は、別懇である。

別才は、別才である。

別冊は、別冊である。

ベッサラビアは、ベッサラビアである。

ペッサリーは、ペッサリーである。

ヘッジは、ヘッジである。

別使は、別使である。

別紙は、別紙である。



蔑視は、蔑視である。

別事は、別事である。

別辞は、別辞である。

別仕立ては、別仕立てである。

別室は、別室である。

別子銅山は、別子銅山である。

別時念仏は、別時念仏である。

別種は、別種である。

別集は、別集である。

別宿は、別宿である。

別巡給は、別巡給である。

別所は、別所である。

別墅は、別墅である。

別除は、別除である。

蔑如は、蔑如である。

別称は、別称である。

蔑称は、蔑称である。

別条は、別条である。

別状は、別状である。

別所温泉は、別所温泉である。

別除権は、別除権である。

別所長治は、別所長治である。

別心は、別心である。

別人は、別人である。

別刷は、別刷である。

ヘッセは、ヘッセである。

別製は、別製である。

別世界は、別世界である。

別席は、別席である。

ベッセマー転炉は、ベッセマー転炉である。

ベッセルは、ベッセルである。

ヘッセンは、ヘッセンである。

別選は、別選である。

別訴は、別訴である。

別荘は、別荘である。

別送は、別送である。

別荘番は、別荘番である。

別足は、別足である。

別尊は、別尊である。

別尊雑記は、別尊雑記である。

別尊法は、別尊法である。

別尊曼荼羅は、別尊曼荼羅である。

別体は、別体である。

ヘッダガブラーは、ヘッダガブラーである。

別宅は、別宅である。

へったくれは、へったくれである。



別立ては、別立てである。

別建ては、別建てである。

べったらは、べったらである。

べったら市は、べったら市である。

べったら漬は、べったら漬である。

べったりは、べったりである。

ぺったりは、ぺったりである。

ぺったんこは、ぺったんこである。

へっちゃらは、へっちゃらである。

別丁は、別丁である。

別勅は、別勅である。

別珍は、別珍である。

別手は、別手である。

別邸は、別邸である。

ヘッディングは、ヘッディングである。

ペッティングは、ペッティングである。

別伝は、別伝である。

別殿は、別殿である。

別天地は、別天地である。

別伝派は、別伝派である。

ヘットは、ヘットである。

ヘッドは、ヘッドである。

別途は、別途である。

ベッドは、ベッドである。

ペットは、ペットである。

別当は、別当である。

別当寺は、別当寺である。

別当宣は、別当宣である。

別当代は、別当代である。

別働隊は、別働隊である。

別当坊は、別当坊である。

ヘッドギアは、ヘッドギアである。

ヘッドクオーターは、ヘッドクオーターである。

ヘッドコーチは、ヘッドコーチである。

ヘッドストックは、ヘッドストックである。

ヘッドスライディングは、ヘッドスライディングである。

ベッドタウンは、ベッドタウンである。

別途積立金は、別途積立金である。

ヘッドバンは、ヘッドバンである。

ヘッドハンターは、ヘッドハンターである。

ヘッドハンティングは、ヘッドハンティングである。

ペット病は、ペット病である。

ペットフードは、ペットフードである。

ペットボトルは、ペットボトルである。

ヘッドホンは、ヘッドホンである。

ヘッドホンステレオは、ヘッドホンステレオである。



ヘッドライトは、ヘッドライトである。

ヘッドラインは、ヘッドラインである。

ヘッドランプは、ヘッドランプである。

べっとりは、べっとりである。

ベッドルームは、ベッドルームである。

ヘッドワークは、ヘッドワークである。

別鍋は、別鍋である。

辺つ波は、辺つ波である。

別には、別にである。

別派は、別派である。

ペッパーは、ペッパーである。

別杯は、別杯である。

別盃は、別盃である。

別腹は、別腹である。

別火屋は、別火屋である。

ベッヒャーは、ベッヒャーである。

別表は、別表である。

屁っ放りは、屁っ放りである。

屁っ放り腰は、屁っ放り腰である。

屁っ放り虫は、屁っ放り虫である。

別便は、別便である。

別品は、別品である。

別嬪は、別嬪である。

別符は、別符である。

別府は、別府である。

別封は、別封である。

ヘップバーンは、ヘップバーンである。

辺つ方は、辺つ方である。

ヘッベルは、ヘッベルである。

別法は、別法である。

別報は、別報である。

へっぽこは、へっぽこである。

別本は、別本である。

別間は、別間である。

辺つ宮は、辺つ宮である。

別名は、別名である。

別棟は、別棟である。

別命は、別命である。

辺つ藻は、辺つ藻である。

別物は、別物である。

辺つ藻葉は、辺つ藻葉である。

別紋は、別紋である。

別問題は、別問題である。

別屋は、別屋である。

別様は、別様である。

諂いは、諂いである。



諂うは、諂うである。

へつりは、へつりである。

別離は、別離である。

ベッリーニは、ベッリーニである。

へつり金は、へつり金である。

別流は、別流である。

別涙は、別涙である。

別類は、別類である。

ベツレヘムは、ベツレヘムである。

別路は、別路である。

別枠は、別枠である。

ペディキュアは、ペディキュアである。

ペティナイフは、ペティナイフである。

ヘディンは、ヘディンである。

ヘディングは、ヘディングである。

ペテーフィは、ペテーフィである。

ベデカーは、ベデカーである。

ペデストリアンデッキは、ペデストリアンデッキである。

ベテランは、ベテランである。

ベテルギウスは、ベテルギウスである。

ペテルブルグは、ペテルブルグである。

ヘテロは、ヘテロである。

ペテロは、ペテロである。

ヘテローシスは、ヘテローシスである。

ヘテロ接合体は、ヘテロ接合体である。

ヘテロダイン受信は、ヘテロダイン受信である。

ペテンは、ペテンである。

ペテン師は、ペテン師である。

反吐は、反吐である。

嘔吐は、嘔吐である。

ベドウィンは、ベドウィンである。

ベトーは、ベトーである。

べとつくは、べとつくである。

ベトナムは、ベトナムである。

ベトナム語は、ベトナム語である。

ベトナム戦争は、ベトナム戦争である。

ヘドニストは、ヘドニストである。

ヘドニズムは、ヘドニズムである。

ベドノルツは、ベドノルツである。

露菌病は、露菌病である。

へとへとは、へとへとである。

べとべとは、べとべとである。

ベトミンは、ベトミンである。

へどもどは、へどもどである。

ペトラルカは、ペトラルカである。

ペトリ皿は、ペトリ皿である。



ヘトルは、ヘトルである。

ペトルーシュカは、ペトルーシュカである。

ペトルスは、ペトルスである。

へどろは、へどろである。

ペトロは、ペトロである。

ペトログラードは、ペトログラードである。

ベトンは、ベトンである。

ペトンは、ペトンである。

粘土は、粘土である。

甲香は、甲香である。

へなちょこは、へなちょこである。

へなぶりは、へなぶりである。

へなへなは、へなへなである。

ベナベンテは、ベナベンテである。

辺波は、辺波である。

へなもは、へなもである。

隔るは、隔るである。

ペナルティーは、ペナルティーである。

ペナルティーエリアは、ペナルティーエリアである。

ペナルティーキックは、ペナルティーキックである。

ペナルティーゴールは、ペナルティーゴールである。

ベナレスは、ベナレスである。

ベナンは、ベナンである。

ペナンは、ペナンである。

ペナントは、ペナントである。

ペナントレースは、ペナントレースである。

紅は、紅である。

ペニーは、ペニーである。

ペニーウェートは、ペニーウェートである。

紅板は、紅板である。

紅色は、紅色である。

紅鬱金は、紅鬱金である。

紅団扇は、紅団扇である。

紅空木は、紅空木である。

紅絵は、紅絵である。

紅絵売は、紅絵売である。

紅緒は、紅緒である。

紅白粉は、紅白粉である。

紅返しは、紅返しである。

紅萼は、紅萼である。

紅額は、紅額である。

紅蟹は、紅蟹である。

紅鉄漿は、紅鉄漿である。

紅鹿の子は、紅鹿の子である。

紅殻は、紅殻である。

紅朽葉は、紅朽葉である。



紅隈は、紅隈である。

紅栗毛は、紅栗毛である。

紅粉は、紅粉である。

紅粉染は、紅粉染である。

紅先は、紅先である。

紅鮭は、紅鮭である。

紅差指は、紅差指である。

紅皿は、紅皿である。

紅皿欠皿は、紅皿欠皿である。

紅羊歯は、紅羊歯である。

紅下翅は、紅下翅である。

紅絞りは、紅絞りである。

紅生薑は、紅生薑である。

ペニシリンは、ペニシリンである。

ペニシリンショックは、ペニシリンショックである。

ベニスは、ベニスである。

ペニスは、ペニスである。

紅雀は、紅雀である。

紅天蛾は、紅天蛾である。

紅摺絵は、紅摺絵である。

紅ずわい蟹は、紅ずわい蟹である。

紅染は、紅染である。

紅茸は、紅茸である。

紅猪口は、紅猪口である。

紅付指は、紅付指である。

紅鶴は、紅鶴である。

ペニテンシャは、ペニテンシャである。

紅木は、紅木である。

紅花は、紅花である。

紅花隠元は、紅花隠元である。

紅檜は、紅檜である。

ペニヒは、ペニヒである。

紅鶸は、紅鶸である。

紅檜皮は、紅檜皮である。

紅筆は、紅筆である。

紅猿子は、紅猿子である。

紅鱒は、紅鱒である。

ベニヤ板は、ベニヤ板である。

ベニンは、ベニンである。

ペニン山脈は、ペニン山脈である。

戸主は、戸主である。

ベネシャンは、ベネシャンである。

ベネシュは、ベネシュである。

ベネズエラは、ベネズエラである。

ベネチアは、ベネチアである。

ベネチアンブラインドは、ベネチアンブラインドである。



ベネットは、ベネットである。

ベネディクトは、ベネディクトである。

ベネディクトゥスは、ベネディクトゥスである。

ベネディクト修道会は、ベネディクト修道会である。

ベネルクスは、ベネルクスである。

ペネロペは、ペネロペである。

屁の河童は、屁の河童である。

陰核は、陰核である。

への字は、への字である。

への字形は、への字形である。

へのへのもへじは、へのへのもへじである。

ヘノポジ油は、ヘノポジ油である。

舳乗は、舳乗である。

ペパーミントは、ペパーミントである。

へばりつくは、へばりつくである。

ヘパリンは、ヘパリンである。

へばるは、へばるである。

蛇は、蛇である。

ヘビーは、ヘビーである。

ベビーは、ベビーである。

ベビーカーは、ベビーカーである。

ヘビー級は、ヘビー級である。

ベビーゴルフは、ベビーゴルフである。

ベビーサークルは、ベビーサークルである。

ベビーシッターは、ベビーシッターである。

ヘビースモーカーは、ヘビースモーカーである。

ベビーセットは、ベビーセットである。

蛇苺は、蛇苺である。

ベビーブーマーは、ベビーブーマーである。

ベビーブームは、ベビーブームである。

蛇貝は、蛇貝である。

蛇神は、蛇神である。

蛇神遣いは、蛇神遣いである。

蛇神憑きは、蛇神憑きである。

蛇喰い鷲は、蛇喰い鷲である。

蛇口は、蛇口である。

蛇座は、蛇座である。

ベヒスタンは、ベヒスタンである。

蛇責めは、蛇責めである。

蛇遣いは、蛇遣いである。

蛇遣い座は、蛇遣い座である。

戸人は、戸人である。

蛇毒は、蛇毒である。

蛇蜻蛉は、蛇蜻蛉である。

蛇の衣は、蛇の衣である。

放屁は、放屁である。



放屁虫は、放屁虫である。

ヘファイストスは、ヘファイストスである。

ペプシンは、ペプシンである。

戸札は、戸札である。

ペプチダーゼは、ペプチダーゼである。

ペプチドは、ペプチドである。

ペプチド結合は、ペプチド結合である。

ペプチドホルモンは、ペプチドホルモンである。

ペプトンは、ペプトンである。

ヘプバーンは、ヘプバーンである。

ヘブライは、ヘブライである。

ヘブライ語は、ヘブライ語である。

ヘブライズムは、ヘブライズムである。

ペプラムは、ペプラムである。

ヘブリディーズ諸島は、ヘブリディーズ諸島である。

ヘブンは、ヘブンである。

へへは、へへである。

べべは、べべである。

ベ平連は、ベ平連である。

べべの子は、べべの子である。

へへののもへじは、へへののもへじである。

へへやかは、へへやかである。

ベベルギヤは、ベベルギヤである。

ペヘレイは、ペヘレイである。

へべれけは、へべれけである。

ペペロミアは、ペペロミアである。

へぼは、へぼである。

ペポ南瓜は、ペポ南瓜である。

へぼ榧は、へぼ榧である。

ヘボンは、ヘボンである。

ヘボン式は、ヘボン式である。

へまは、へまである。

経優るは、経優るである。

ヘマタイトは、ヘマタイトである。

ヘマトクリットは、ヘマトクリットである。

へまむし入道は、へまむし入道である。

へみは、へみである。

ヘミングウェーは、ヘミングウェーである。

ヘムは、ヘムである。

ヘムステッチは、ヘムステッチである。

ヘム蛋白質は、ヘム蛋白質である。

ヘムロックは、ヘムロックである。

経回るは、経回るである。

歴回るは、歴回るである。

ヘモグロビンは、ヘモグロビンである。

ヘモシアニンは、ヘモシアニンである。



ヘモジデリンは、ヘモジデリンである。

部屋は、部屋である。

ヘヤは、ヘヤである。

ペヤは、ペヤである。

部屋親は、部屋親である。

部屋頭は、部屋頭である。

舳屋形は、舳屋形である。

部屋方は、部屋方である。

部屋着は、部屋着である。

部屋子は、部屋子である。

部屋衆は、部屋衆である。

部屋住みは、部屋住みである。

部屋持は、部屋持である。

部屋割りは、部屋割りである。

箆は、箆である。

へらは、へらである。

ヘラは、ヘラである。

遍羅は、遍羅である。

ぺらは、ぺらである。

ヘラートは、ヘラートである。

ベラーレンは、ベラーレンである。

箆大葉子は、箆大葉子である。

ペラグラは、ペラグラである。

ヘラクリウスは、ヘラクリウスである。

ベラクルスは、ベラクルスである。

ヘラクレイトスは、ヘラクレイトスである。

ヘラクレスは、ヘラクレスである。

ペラごろは、ペラごろである。

箆鷺は、箆鷺である。

べら作は、べら作である。

箆鹿は、箆鹿である。

箆羊歯は、箆羊歯である。

ヘラスは、ヘラスである。

減らすは、減らすである。

減らず口は、減らず口である。

ベラスケスは、ベラスケスである。

減らず物は、減らず物である。

箆台は、箆台である。

べらつくは、べらつくである。

箆付けは、箆付けである。

箆取りは、箆取りである。

ベラドンナは、ベラドンナである。

べらなりは、べらなりである。

箆の木は、箆の木である。

箆鮒は、箆鮒である。

平等平等は、平等平等である。



へらへらは、へらへらである。

べらべらは、べらべらである。

ぺらぺらは、ぺらぺらである。

便乱坊は、便乱坊である。

可坊は、可坊である。

べらぼう奴は、べらぼう奴である。

箆増しは、箆増しである。

ベラミは、ベラミである。

ベラムは、ベラムである。

ベラルーシは、ベラルーシである。

ペラルゴニウムは、ペラルゴニウムである。

箆渡しは、箆渡しである。

ペランは、ペランである。

ベランジェは、ベランジェである。

ベランダは、ベランダである。

べらんめえは、べらんめえである。

べらんめえ口調は、べらんめえ口調である。

耗りは、耗りである。

減りは、減りである。

ヘリは、ヘリである。

ペリーは、ペリーである。

ベリーズは、ベリーズである。

ベリーセットは、ベリーセットである。

ベリーダンスは、ベリーダンスである。

ペリーメイスンは、ペリーメイスンである。

ベリーロールは、ベリーロールである。

ヘリウムは、ヘリウムである。

ペリオは、ペリオである。

ペリオイコイは、ペリオイコイである。

ヘリオスは、ヘリオスである。

ヘリオスコープは、ヘリオスコープである。

ヘリオスタットは、ヘリオスタットである。

ヘリオトロープは、ヘリオトロープである。

ヘリオトロピンは、ヘリオトロピンである。

ヘリオメーターは、ヘリオメーターである。

ヘリカルギヤは、ヘリカルギヤである。

ヘリカルスプリングは、ヘリカルスプリングである。

縁革は、縁革である。

ペリカンは、ペリカンである。

謙るは、謙るである。

遜るは、遜るである。

減り口は、減り口である。

屁理屈は、屁理屈である。

ペリクレスは、ペリクレスである。

縁削り盤は、縁削り盤である。

ヘリコイドは、ヘリコイドである。



ヘリコプターは、ヘリコプターである。

ヘリコプター農法は、ヘリコプター農法である。

縁刺しは、縁刺しである。

縁刺し蓆は、縁刺し蓆である。

ベリサリオスは、ベリサリオスである。

縁地は、縁地である。

ペリシテ人は、ペリシテ人である。

ペリスコープは、ペリスコープである。

減り高は、減り高である。

耗り高は、耗り高である。

縁叩きは、縁叩きである。

べりたつは、べりたつである。

縁付きは、縁付きである。

縁付けは、縁付けである。

ペリドットは、ペリドットである。

縁塗は、縁塗である。

縁塗烏帽子は、縁塗烏帽子である。

ペリパトス学派は、ペリパトス学派である。

ベリベリは、ベリベリである。

ヘリポートは、ヘリポートである。

ベリヤは、ベリヤである。

ベリリウムは、ベリリウムである。

ベリンスキーは、ベリンスキーである。

ヘリンボーンは、ヘリンボーンである。

ヘルは、ヘルである。

経るは、経るである。

歴るは、歴るである。

減るは、減るである。

綜るは、綜るである。

ベルは、ベルである。

ベルイマンは、ベルイマンである。

ペルーは、ペルーである。

ベルエポックは、ベルエポックである。

ペルオキソ硫酸は、ペルオキソ硫酸である。

ベルガモットは、ベルガモットである。

ペルガモンは、ペルガモンである。

ベルカントは、ベルカントである。

ベルギーは、ベルギーである。

ベルギウスは、ベルギウスである。

ベルクは、ベルクである。

ベルクシュルントは、ベルクシュルントである。

ベルクソンは、ベルクソンである。

ベルグラードは、ベルグラードである。

ヘルクレスは、ヘルクレスである。

ヘルクレス座は、ヘルクレス座である。

ベルゲンは、ベルゲンである。



ペルゴレージは、ペルゴレージである。

ベルサイユは、ベルサイユである。

ペルシアは、ペルシアである。

ペルシア革は、ペルシア革である。

ペルシア語は、ペルシア語である。

ペルシア戦争は、ペルシア戦争である。

ペルシア猫は、ペルシア猫である。

ペルシア湾は、ペルシア湾である。

ヘルシーは、ヘルシーである。

ベルジャーエフは、ベルジャーエフである。

ペルシュロンは、ペルシュロンである。

ヘルシンキは、ヘルシンキである。

ヘルスは、ヘルスである。

ヘルスセンターは、ヘルスセンターである。

ヘルスメーターは、ヘルスメーターである。

ペルセウスは、ペルセウスである。

ペルセウス座は、ペルセウス座である。

ベルセーリウスは、ベルセーリウスである。

ペルセフォネは、ペルセフォネである。

ペルセポリスは、ペルセポリスである。

ペルソナは、ペルソナである。

ペルソナノングラータは、ペルソナノングラータである。

ヘルダーは、ヘルダーである。

ヘルダーリンは、ヘルダーリンである。

ベルダンは、ベルダンである。

ヘルツは、ヘルツである。

ベルツは、ベルツである。

ペルツは、ペルツである。

ヘルツェゴヴィナは、ヘルツェゴヴィナである。

ヘルツシュプルングラッセル図は、ヘルツシュプルングラッセル図である。

ベルツ水は、ベルツ水である。

ヘルツベルクは、ヘルツベルクである。

ヘルツルは、ヘルツルである。

ベルディは、ベルディである。

ペルティエ効果は、ペルティエ効果である。

ペルテス病は、ペルテス病である。

ベルトは、ベルトである。

ベルト車は、ベルト車である。

ベルトコンベヤーは、ベルトコンベヤーである。

ベルト伝動は、ベルト伝動である。

ベルトランは、ベルトランである。

ベルトローは、ベルトローである。

ペルトン水車は、ペルトン水車である。

ベルナールは、ベルナールである。

ベルナノスは、ベルナノスである。

ベルナルダンドサン‐ピエールは、ベルナルダンドサン‐ピエールである。



ヘルニアは、ヘルニアである。

ベルニーニは、ベルニーニである。

ベルヌは、ベルヌである。

ベルヌーイは、ベルヌーイである。

ベルヌーイの定理は、ベルヌーイの定理である。

ベルヌ条約は、ベルヌ条約である。

ベルネは、ベルネである。

ヘルパーは、ヘルパーである。

ヘルパー細胞は、ヘルパー細胞である。

ベルハーレンは、ベルハーレンである。

ヘルバルトは、ヘルバルトである。

ペルピニャンは、ペルピニャンである。

ヘルプは、ヘルプである。

ベルファストは、ベルファストである。

ヘルペスは、ヘルペスである。

ヘルペスウイルスは、ヘルペスウイルスである。

ベルベットは、ベルベットである。

ベルベルは、ベルベルである。

ベルベル語は、ベルベル語である。

ベルボトムは、ベルボトムである。

ベルボトムパンツは、ベルボトムパンツである。

ベルマークは、ベルマークである。

ヘルマンとドロテーアは、ヘルマンとドロテーアである。

ペルム紀は、ペルム紀である。

ペルム系は、ペルム系である。

ヘルムホルツは、ヘルムホルツである。

ヘルメスは、ヘルメスである。

ヘルメットは、ヘルメットである。

ベルモットは、ベルモットである。

ベルモパンは、ベルモパンである。

ペルリは、ペルリである。

ベルリーニは、ベルリーニである。

ベルリオーズは、ベルリオーズである。

ベルリラは、ベルリラである。

ベルリンは、ベルリンである。

ベルリン青は、ベルリン青である。

ベルリン会議は、ベルリン会議である。

ベルリン自由大学は、ベルリン自由大学である。

ベルリン大学は、ベルリン大学である。

ベルリンの壁は、ベルリンの壁である。

ベルレーヌは、ベルレーヌである。

ベルンは、ベルンである。

ベルンシュタインは、ベルンシュタインである。

ベルンハイムは、ベルンハイムである。

ベレーは、ベレーである。

ペレーの毛は、ペレーの毛である。



ペレーの涙は、ペレーの涙である。

ペレスガルドスは、ペレスガルドスである。

ペレストロイカは、ペレストロイカである。

ペレタイジングは、ペレタイジングである。

ペレットは、ペレットである。

ヘレニズムは、ヘレニズムである。

ヘレネは、ヘレネである。

ヘレネスは、ヘレネスである。

ヘレフォードは、ヘレフォードである。

ベレロフォンは、ベレロフォンである。

ベレンは、ベレンである。

ヘレンケラーは、ヘレンケラーである。

ベレンスは、ベレンスである。

ベレンソンは、ベレンソンである。

辺ろは、辺ろである。

べろは、べろである。

ベロアは、ベロアである。

ヘロイズムは、ヘロイズムである。

ヘロインは、ヘロインである。

ベローは、ベローである。

ペローは、ペローである。

ベローズは、ベローズである。

ベロオリゾンテは、ベロオリゾンテである。

ベロキラプトルは、ベロキラプトルである。

ベロッキオは、ベロッキオである。

ヘロットは、ヘロットである。

ぺろっとは、ぺろっとである。

ヘロデは、ヘロデである。

ヘロドトスは、ヘロドトスである。

ベロナールは、ベロナールである。

ベロニーテは、ベロニーテである。

ベロネーゼは、ベロネーゼである。

ペロピダスは、ペロピダスである。

へろへろは、へろへろである。

べろべろは、べろべろである。

ぺろぺろは、ぺろぺろである。

べろべろの神は、べろべろの神である。

ペロポネソスは、ペロポネソスである。

ペロポネソス戦争は、ペロポネソス戦争である。

べろりは、べろりである。

ぺろりは、ぺろりである。

ベロルシアは、ベロルシアである。

ヘロンは、ヘロンである。

ペロンは、ペロンである。

ヘロンの公式は、ヘロンの公式である。

べろんべろんは、べろんべろんである。



返は、返である。

変は、変である。

扁は、扁である。

偏は、偏である。

遍は、遍である。

篇は、篇である。

へんは、へんである。

弁は、弁である。

辨は、辨である。

瓣は、瓣である。

辯は、辯である。

勉は、勉である。

娩は、娩である。

冕は、冕である。

ベンは、ベンである。

ペンは、ペンである。

偏愛は、偏愛である。

変圧は、変圧である。

変圧器は、変圧器である。

辺夷は、辺夷である。

変位は、変位である。

変移は、変移である。

変異は、変異である。

偏倚は、偏倚である。

便衣は、便衣である。

便意は、便意である。

変域は、変域である。

変位記号は、変位記号である。

便衣隊は、便衣隊である。

変位電流は、変位電流である。

片雲は、片雲である。

片影は、片影である。

変易は、変易である。

便益は、便益である。

抃悦は、抃悦である。

辺遠は、辺遠である。

弁円は、弁円である。

偏屋は、偏屋である。

変温動物は、変温動物である。

返歌は、返歌である。

卞和は、卞和である。

べん河は、べん河である。

ペン画は、ペン画である。

辺戒は、辺戒である。

辺海は、辺海である。

辺界は、辺界である。



変改は、変改である。

遍界は、遍界である。

辺涯は、辺涯である。

弁解は、弁解である。

ヘンカイパンは、ヘンカイパンである。

変替は、変替である。

変化記号は、変化記号である。

変化球は、変化球である。

変革は、変革である。

変格は、変格である。

偏角は、偏角である。

偏格は、偏格である。

扁額は、扁額である。

勉学は、勉学である。

変格活用は、変格活用である。

偏角計は、偏角計である。

変額保険は、変額保険である。

ベンガジは、ベンガジである。

変化組織は、変化組織である。

ベンガラは、ベンガラである。

弁柄糸は、弁柄糸である。

弁柄縞は、弁柄縞である。

弁柄紬は、弁柄紬である。

変化率は、変化率である。

ベンガルは、ベンガルである。

ベンガル語は、ベンガル語である。

ベンガル菩提樹は、ベンガル菩提樹である。

ベンガル湾は、ベンガル湾である。

片簡は、片簡である。

辺関は、辺関である。

返還は、返還である。

返簡は、返簡である。

返翰は、返翰である。

変換は、変換である。

片岩は、片岩である。

弁官は、弁官である。

辨官は、辨官である。

弁韓は、弁韓である。

冕冠は、冕冠である。

変関数は、変関数である。

弁官下文は、弁官下文である。

偏気は、偏気である。

偏諱は、偏諱である。

騙欺は、騙欺である。

便器は、便器である。

番瀝青は、番瀝青である。



変記号は、変記号である。

便宜主義は、便宜主義である。

便宜置籍船は、便宜置籍船である。

便宜的は、便宜的である。

ペンキ塗は、ペンキ塗である。

ペンキ屋は、ペンキ屋である。

返却は、返却である。

扁球は、扁球である。

変宮は、変宮である。

偏急は、偏急である。

褊急は、褊急である。

便宮は、便宮である。

辺境は、辺境である。

辺疆は、辺疆である。

偏狂は、偏狂である。

偏狭は、偏狭である。

褊狭は、褊狭である。

偏境は、偏境である。

勉強は、勉強である。

辺境伯は、辺境伯である。

変局は、変局である。

偏曲は、偏曲である。

編曲は、編曲である。

変曲点は、変曲点である。

返金は、返金である。

ペンギンは、ペンギンである。

辺区は、辺区である。

片隅は、片隅である。

辺隅は、辺隅である。

偏屈は、偏屈である。

偏窟は、偏窟である。

ペンクラブは、ペンクラブである。

扁形は、扁形である。

変形は、変形である。

変型は、変型である。

弁慶は、弁慶である。

べん京は、べん京である。

鞭刑は、鞭刑である。

弁慶蟹は、弁慶蟹である。

弁慶縞は、弁慶縞である。

弁慶上使は、弁慶上使である。

変形性関節症は、変形性関節症である。

弁慶草は、弁慶草である。

変形体は、変形体である。

扁形動物は、扁形動物である。

変形文法は、変形文法である。



弁慶遣手は、弁慶遣手である。

変形労働時間制は、変形労働時間制である。

変化身は、変化身である。

片月は、片月である。

変化土は、変化土である。

変化物は、変化物である。

偏見は、偏見である。

片言は、片言である。

変幻は、変幻である。

変現は、変現である。

変幻自在は、変幻自在である。

弁顕密二教論は、弁顕密二教論である。

変故は、変故である。

扁壺は、扁壺である。

偏固は、偏固である。

片語は、片語である。

便壺は、便壺である。

弁護は、弁護である。

辺功は、辺功である。

辺寇は、辺寇である。

変更は、変更である。

偏光は、偏光である。

偏向は、偏向である。

弁口は、弁口である。

弁巧は、弁巧である。

便巧は、便巧である。

偏光計は、偏光計である。

偏光顕微鏡は、偏光顕微鏡である。

偏光子は、偏光子である。

変光星は、変光星である。

弁口立ては、弁口立てである。

偏光プリズムは、偏光プリズムである。

偏光面は、偏光面である。

辺国は、辺国である。

偏国は、偏国である。

弁護士は、弁護士である。

弁護士会は、弁護士会である。

弁護士法は、弁護士法である。

弁護人は、弁護人である。

偏差は、偏差である。

騙詐は、騙詐である。

弁座は、弁座である。

便座は、便座である。

便坐は、便坐である。

辺塞は、辺塞である。

辺際は、辺際である。



返済は、返済である。

変災は、変災である。

辺材は、辺材である。

偏在は、偏在である。

遍在は、遍在である。

弁済は、弁済である。

辺塞詩は、辺塞詩である。

弁鰓類は、弁鰓類である。

ペン先は、ペン先である。

弁指は、弁指である。

偏差値は、偏差値である。

返札は、返札である。

編冊は、編冊である。

ベンサムは、ベンサムである。

返盞は、返盞である。

偏衫は、偏衫である。

褊衫は、褊衫である。

編纂は、編纂である。

貶竄は、貶竄である。

遍参は、遍参である。

片志は、片志である。

片思は、片思である。

片紙は、片紙である。

返詞は、返詞である。

変死は、変死である。

偏私は、偏私である。

片時は、片時である。

辺地は、辺地である。

返事は、返事である。

返辞は、返辞である。

変事は、変事である。

編次は、編次である。

弁士は、弁士である。

弁事は、弁事である。

ペンジアスは、ペンジアスである。

弁識は、弁識である。

ペン軸は、ペン軸である。

弁じ立てるは、弁じ立てるである。

変質は、変質である。

偏執は、偏執である。

便室は、便室である。

変質者は、変質者である。

編者は、編者である。

弁者は、弁者である。

扁鵲は、扁鵲である。

ベンジャミンは、ベンジャミンである。



片手は、片手である。

辺守は、辺守である。

変種は、変種である。

篇首は、篇首である。

編首は、編首である。

騙取は、騙取である。

辺戍は、辺戍である。

扁舟は、扁舟である。

編修は、編修である。

編集は、編集である。

編輯は、編輯である。

篇什は、篇什である。

偏執狂は、偏執狂である。

編集権は、編集権である。

ペン習字は、ペン習字である。

編集著作権は、編集著作権である。

編集人は、編集人である。

偏執病は、偏執病である。

編述は、編述である。

娩出は、娩出である。

返書は、返書である。

辺将は、辺将である。

返抄は、返抄である。

返章は、返章である。

返照は、返照である。

返償は、返償である。

変症は、変症である。

変称は、変称である。

変象は、変象である。

篇章は、篇章である。

編章は、編章である。

編鐘は、編鐘である。

辺城は、辺城である。

返上は、返上である。

返状は、返状である。

変成は、変成である。

変生は、変生である。

変状は、変状である。

遍昭は、遍昭である。

遍照は、遍照である。

弁証は、弁証である。

弁償は、弁償である。

編上靴は、編上靴である。

遍照金剛は、遍照金剛である。

遍照遮那仏は、遍照遮那仏である。

変成男子は、変成男子である。



遍照如来は、遍照如来である。

弁証法は、弁証法である。

弁証法神学は、弁証法神学である。

弁証法的唯物は、弁証法的唯物である。

弁証法的論理学は、弁証法的論理学である。

弁証論は、弁証論である。

変色は、変色である。

偏食は、偏食である。

ペンションは、ペンションである。

変じるは、変じるである。

弁じるは、弁じるである。

辨じるは、辨じるである。

便じるは、便じるである。

ペンシルは、ペンシルである。

ベンジルアルコールは、ベンジルアルコールである。

ペンシルヴァニアは、ペンシルヴァニアである。

ペンシルビルは、ペンシルビルである。

返信は、返信である。

返進は、返進である。

変心は、変心である。

変身は、変身である。

変針は、変針である。

遍身は、遍身である。

変人は、変人である。

偏人は、偏人である。

ベンジンは、ベンジンである。

偏心機構は、偏心機構である。

弁神論は、弁神論である。

遍すは、遍すである。

ベン図は、ベン図である。

ペンスは、ペンスである。

ベンズアルデヒドは、ベンズアルデヒドである。

辺陲は、辺陲である。

辺陬は、辺陬である。

変数は、変数である。

偏頭痛は、偏頭痛である。

偏するは、偏するである。

貶するは、貶するである。

変ずるは、変ずるである。

便するは、便するである。

弁ずるは、弁ずるである。

辨ずるは、辨ずるである。

辯ずるは、辯ずるである。

便ずるは、便ずるである。

変性は、変性である。

偏性は、偏性である。



編成は、編成である。

編制は、編制である。

鞭声は、鞭声である。

変成岩は、変成岩である。

変成器は、変成器である。

変声期は、変声期である。

編制権は、編制権である。

変性剤は、変性剤である。

変成作用は、変成作用である。

変成帯は、変成帯である。

偏西風は、偏西風である。

偏西風帯は、偏西風帯である。

偏析は、偏析である。

貶斥は、貶斥である。

編籍は、編籍である。

弁析は、弁析である。

片積雲は、片積雲である。

変節は、変節である。

変説は、変説である。

弁舌は、弁舌である。

弁説は、弁説である。

変節漢は、変節漢である。

変遷は、変遷である。

貶遷は、貶遷である。

ベンゼンは、ベンゼンである。

ベンゼン核は、ベンゼン核である。

ベンゼン環は、ベンゼン環である。

変旋光は、変旋光である。

弁線図は、弁線図である。

ベンゼン酸は、ベンゼン酸である。

編組は、編組である。

弁疏は、弁疏である。

ベンゾイル基は、ベンゾイル基である。

返送は、返送である。

変相は、変相である。

変装は、変装である。

変造は、変造である。

片層雲は、片層雲である。

変奏曲は、変奏曲である。

ベンゾールは、ベンゾールである。

辺側は、辺側である。

変則は、変則である。

変速は、変速である。

変速装置は、変速装置である。

変則的は、変則的である。

ベンゾピレンは、ベンゾピレンである。



変体は、変体である。

変態は、変態である。

編隊は、編隊である。

弁代は、弁代である。

変体仮名は、変体仮名である。

変体漢文は、変体漢文である。

変態性欲は、変態性欲である。

駢体文は、駢体文である。

変態ホルモンは、変態ホルモンである。

変態葉は、変態葉である。

貶謫は、貶謫である。

ペン胼胝は、ペン胼胝である。

ペンタゴンは、ペンタゴンである。

鞭撻は、鞭撻である。

便達屋は、便達屋である。

ペンタプリズムは、ペンタプリズムである。

偏袒は、偏袒である。

偏たんは、偏たんである。

ペンタンは、ペンタンである。

偏袒右肩は、偏袒右肩である。

ペンタン温度計は、ペンタン温度計である。

ペンダントは、ペンダントである。

変徴は、変徴である。

胼胝は、胼胝である。

弁知は、弁知である。

鞭笞は、鞭笞である。

ベンチは、ベンチである。

ペンチは、ペンチである。

ベンチウォーマーは、ベンチウォーマーである。

へんちきは、へんちきである。

へんちきりんは、へんちきりんである。

貶逐は、貶逐である。

便竹は、便竹である。

へんちくりんは、へんちくりんである。

胼胝体は、胼胝体である。

貶黜は、貶黜である。

篇帙は、篇帙である。

ベンチプレスは、ベンチプレスである。

ベンチャーは、ベンチャーである。

ベンチャーキャピタルは、ベンチャーキャピタルである。

ベンチャービジネスは、ベンチャービジネスである。

べんちゃらは、べんちゃらである。

ベンチャロンは、ベンチャロンである。

鞭虫は、鞭虫である。

ベンチュリ計は、ベンチュリ計である。

片楮は、片楮である。



編著は、編著である。

返牒は、返牒である。

変調は、変調である。

偏重は、偏重である。

弁長は、弁長である。

変調療法は、変調療法である。

ベンチレーターは、ベンチレーターである。

ベンツは、ベンツである。

変通は、変通である。

便通は、便通である。

偏付きは、偏付きである。

偏継ぎは、偏継ぎである。

偏継ぐは、偏継ぐである。

ベンツピレンは、ベンツピレンである。

ペンディングは、ペンディングである。

へんてこは、へんてこである。

ペンテコステは、ペンテコステである。

へんてこりんは、へんてこりんである。

ペンテシレイアは、ペンテシレイアである。

変哲は、変哲である。

褊綴は、褊綴である。

編綴は、編綴である。

ヘンデルは、ヘンデルである。

変転は、変転である。

返電は、返電である。

弁天は、弁天である。

弁天小僧は、弁天小僧である。

弁天島は、弁天島である。

変電所は、変電所である。

弁天娘は、弁天娘である。

ヘントは、ヘントである。

辺土は、辺土である。

ベンドは、ベンドである。

返答は、返答である。

扁桃は、扁桃である。

へん豆は、へん豆である。

変動は、変動である。

弁当は、弁当である。

便当は、便当である。

弁道は、弁道である。

扁桃炎は、扁桃炎である。

偏導関数は、偏導関数である。

便当者は、便当者である。

変動所得は、変動所得である。

扁桃腺は、扁桃腺である。

変動相場制は、変動相場制である。



変動帯は、変動帯である。

弁当箱は、弁当箱である。

弁当始めは、弁当始めである。

変動費は、変動費である。

扁桃肥大は、扁桃肥大である。

偏東風は、偏東風である。

弁当持は、弁当持である。

弁当屋は、弁当屋である。

扁桃油は、扁桃油である。

変動利付債は、変動利付債である。

ペントースは、ペントースである。

便毒は、便毒である。

ベントスは、ベントスである。

ベントナイトは、ベントナイトである。

ペントハウスは、ペントハウスである。

ペントリットは、ペントリットである。

ヘンナは、ヘンナである。

篇無いは、篇無いである。

ペンナイフは、ペンナイフである。

弁難は、弁難である。

変には、変にである。

変易生死は、変易生死である。

編入は、編入である。

ペンネは、ペンネである。

便佞は、便佞である。

ペンネームは、ペンネームである。

へんねしは、へんねしである。

編年は、編年である。

編年史は、編年史である。

編年体は、編年体である。

返納は、返納である。

片脳油は、片脳油である。

弁内侍は、弁内侍である。

偏頗は、偏頗である。

反閇は、反閇である。

反閉は、反閉である。

返陪は、返陪である。

返杯は、返杯である。

扁柏は、扁柏である。

弁駁は、弁駁である。

辮髪は、辮髪である。

ペンパルは、ペンパルである。

辺備は、辺備である。

編尾は、編尾である。

篇尾は、篇尾である。

辺鄙は、辺鄙である。



便秘は、便秘である。

偏微分は、偏微分である。

偏微分方程式は、偏微分方程式である。

返品は、返品である。

返付は、返付である。

ヘンプは、ヘンプである。

抃舞は、抃舞である。

辺幅は、辺幅である。

蝙蝠は、蝙蝠である。

便服は、便服である。

便腹は、便腹である。

冕服は、冕服である。

偏物は、偏物である。

変物は、変物である。

ペンフレンドは、ペンフレンドである。

変分は、変分である。

変文は、変文である。

駢文は、駢文である。

変分学は、変分学である。

変分原理は、変分原理である。

辺幣は、辺幣である。

扁平は、扁平である。

便嬖は、便嬖である。

扁平コンジロームは、扁平コンジロームである。

扁平足は、扁平足である。

扁平率は、扁平率である。

返璧は、返璧である。

偏僻は、偏僻である。

便辟は、便辟である。

弁別は、弁別である。

弁別閾は、弁別閾である。

弁別素性は、弁別素性である。

べんべらは、べんべらである。

ベンベルグは、ベンベルグである。

返弁は、返弁である。

片片は、片片である。

翩翩は、翩翩である。

便便は、便便である。

ぺんぺんは、ぺんぺんである。

ぺんぺん草は、ぺんぺん草である。

便便だらりは、便便だらりである。

ベンボは、ベンボである。

変母音は、変母音である。

辺防は、辺防である。

変貌は、変貌である。

偏旁は、偏旁である。



扁旁は、扁旁である。

返報は、返報である。

変報は、変報である。

弁妄は、弁妄である。

便房は、便房である。

便法は、便法である。

返報返しは、返報返しである。

変法自強は、変法自強である。

ペンホルダーは、ペンホルダーである。

返本は、返本である。

翩翻は、翩翻である。

片麻岩は、片麻岩である。

弁膜は、弁膜である。

片麻痺は、片麻痺である。

遍満は、遍満である。

ペンマンシップは、ペンマンシップである。

変味は、変味である。

変名は、変名である。

逸見流は、逸見流である。

辺民は、辺民である。

弁務は、弁務である。

弁務官は、弁務官である。

片務契約は、片務契約である。

弁務使は、弁務使である。

弁明は、弁明である。

片面は、片面である。

便面は、便面である。

便蒙は、便蒙である。

鞭毛は、鞭毛である。

鞭毛運動は、鞭毛運動である。

鞭毛藻類は、鞭毛藻類である。

鞭毛虫類は、鞭毛虫類である。

編目は、編目である。

篇目は、篇目である。

便門は、便門である。

変約は、変約である。

ベンヤミンは、ベンヤミンである。

辺邑は、辺邑である。

編輿は、編輿である。

べん輿は、べん輿である。

辺要は、辺要である。

変容は、変容である。

変様は、変様である。

変乱は、変乱である。

片理は、片理である。

弁理は、弁理である。



便利は、便利である。

ヘンリーは、ヘンリーである。

ヘンリーの法則は、ヘンリーの法則である。

便利瓦は、便利瓦である。

片利共生は、片利共生である。

弁理公使は、弁理公使である。

弁理士は、弁理士である。

便利屋は、便利屋である。

偏流は、偏流である。

貶流は、貶流である。

冕旒は、冕旒である。

変量は、変量である。

片鱗は、片鱗である。

辺塁は、辺塁である。

ヘンルーダは、ヘンルーダである。

返礼は、返礼である。

返戻は、返戻である。

勉励は、勉励である。

駢儷体は、駢儷体である。

遍歴は、遍歴である。

遍路は、遍路である。

偏陋は、偏陋である。

遍路姿は、遍路姿である。

弁論は、弁論である。

弁論主義は、弁論主義である。

ほは、ほである。

秀は、秀である。

穂は、穂である。

保は、保である。

哺は、哺である。

圃は、圃である。

捕は、捕である。

浦は、浦である。

畝は、畝である。

補は、補である。

輔は、輔である。

舗は、舗である。

鋪は、鋪である。

ぼは、ぼである。

戊は、戊である。

拇は、拇である。

募は、募である。

暮は、暮である。

模は、模である。

慕は、慕である。

簿は、簿である。



ぽは、ぽである。

葡は、葡である。

ポは、ポである。

暮鴉は、暮鴉である。

ボアは、ボアである。

暮靄は、暮靄である。

火明命は、火明命である。

帆足は、帆足である。

帆脚は、帆脚である。

帆足万里は、帆足万里である。

ポアズは、ポアズである。

ボアソナードは、ボアソナードである。

ホアチンは、ホアチンである。

ポアッソンは、ポアッソンである。

ポアッソン比は、ポアッソン比である。

ボアローは、ボアローである。

保安は、保安である。

ポアンカレは、ポアンカレである。

保安官は、保安官である。

保安警察は、保安警察である。

保安条例は、保安条例である。

保安処分は、保安処分である。

保安隊は、保安隊である。

保安庁は、保安庁である。

保安要員は、保安要員である。

保安林は、保安林である。

本意は、本意である。

補遺は、補遺である。

ほいは、ほいである。

ぽいは、ぽいである。

ボイアルドは、ボイアルドである。

ホイールは、ホイールである。

ホイールキャップは、ホイールキャップである。

ホイールベースは、ホイールベースである。

ボイエルデューは、ボイエルデューである。

ボイオティアは、ボイオティアである。

ほい駕籠は、ほい駕籠である。

墓域は、墓域である。

保育は、保育である。

哺育は、哺育である。

保育園は、保育園である。

保育器は、保育器である。

保育所は、保育所である。

追ひこくるは、追ひこくるである。

ボイコットは、ボイコットである。

ボイジャーは、ボイジャーである。



ホイジンガは、ホイジンガである。

ボイスは、ボイスである。

ぽい捨ては、ぽい捨てである。

ホイストは、ホイストである。

ボイスバロットの法則は、ボイスバロットの法則である。

ボイスレコーダーは、ボイスレコーダーである。

追ひ出すは、追ひ出すである。

捕逸は、捕逸である。

ホイッグ党は、ホイッグ党である。

ホイッスラーは、ホイッスラーである。

ホイッスルは、ホイッスルである。

ホイットニーは、ホイットニーである。

ホイットマンは、ホイットマンである。

ホイップは、ホイップである。

歩一歩は、歩一歩である。

陪堂は、陪堂である。

乞児は、乞児である。

乞食は、乞食である。

ぽいとは、ぽいとである。

本意無しは、本意無しである。

追ひ乗すは、追ひ乗すである。

ホイヘンスは、ホイヘンスである。

ホイヘンスの原理は、ホイヘンスの原理である。

ほいほいは、ほいほいである。

ぽいぽいは、ぽいぽいである。

追ひまくるは、追ひまくるである。

ほいやりは、ほいやりである。

ボイラーは、ボイラーである。

ボイラー胴は、ボイラー胴である。

ボイラーマンは、ボイラーマンである。

ホイルは、ホイルである。

ボイルは、ボイルである。

ボイルシャルルの法則は、ボイルシャルルの法則である。

ボイルドは、ボイルドである。

ボイルドエッグは、ボイルドエッグである。

ボイルの法則は、ボイルの法則である。

ボイル油は、ボイル油である。

焙炉は、焙炉である。

ぼいんは、ぼいんである。

母音は、母音である。

母韻は、母韻である。

拇印は、拇印である。

母音交替は、母音交替である。

母音三角形は、母音三角形である。

ポインセチアは、ポインセチアである。

ポインターは、ポインターである。



母音調和は、母音調和である。

ポイントは、ポイントである。

ポイントオブビューは、ポイントオブビューである。

ポイント活字は、ポイント活字である。

呆は、呆である。

芳は、芳である。

邦は、邦である。

宝は、宝である。

抱は、抱である。

抛は、抛である。

放は、放である。

朋は、朋である。

泡は、泡である。

胞は、胞である。

苞は、苞である。

倣は、倣である。

俸は、俸である。

峰は、峰である。

峯は、峯である。

疱は、疱である。

砲は、砲である。

袍は、袍である。

崩は、崩である。

萌は、萌である。

逢は、逢である。

捧は、捧である。

烽は、烽である。

訪は、訪である。

報は、報である。

豊は、豊である。

飽は、飽である。

鳳は、鳳である。

褒は、褒である。

鋒は、鋒である。

縫は、縫である。

鵬は、鵬である。

ほうは、ほうである。

亡は、亡である。

乏は、乏である。

卯は、卯である。

妄は、妄である。

忙は、忙である。

坊は、坊である。

妨は、妨である。

忘は、忘である。

防は、防である。



茅は、茅である。

肪は、肪である。

茫は、茫である。

昴は、昴である。

某は、某である。

冒は、冒である。

剖は、剖である。

旁は、旁である。

紡は、紡である。

望は、望である。

帽は、帽である。

棒は、棒である。

貿は、貿である。

貌は、貌である。

謗は、謗である。

暮雨は、暮雨である。

追ふは、追ふである。

棒商いは、棒商いである。

暴悪は、暴悪である。

棒上げは、棒上げである。

防遏は、防遏である。

暴圧は、暴圧である。

膨圧は、膨圧である。

ボヴァリーふじん夫人は、ボヴァリーふじん夫人である。

方案は、方案である。

奉安は、奉安である。

法案は、法案である。

棒暗記は、棒暗記である。

奉安殿は、奉安殿である。

方位は、方位である。

包囲は、包囲である。

芳意は、芳意である。

邦威は、邦威である。

宝位は、宝位である。

抱囲は、抱囲である。

法衣は、法衣である。

法位は、法位である。

法威は、法威である。

胞衣は、胞衣である。

ほういは、ほういである。

防已は、防已である。

暴威は、暴威である。

方位角は、方位角である。

法医学は、法医学である。

邦域は、邦域である。

法域は、法域である。



封域は、封域である。

方位測定器は、方位測定器である。

放逸は、放逸である。

放佚は、放佚である。

抱一派は、抱一派である。

布衣始は、布衣始である。

方忌は、方忌である。

芳韻は、芳韻である。

宝印は、宝印である。

法印は、法印である。

旁引は、旁引である。

暴飲は、暴飲である。

謀印は、謀印である。

法宇は、法宇である。

法雨は、法雨である。

暴雨は、暴雨である。

棒浮きは、棒浮きである。

棒受網は、棒受網である。

宝運は、宝運である。

法会は、法会である。

芳詠は、芳詠である。

宝永は、宝永である。

放映は、放映である。

泡影は、泡影である。

防衛は、防衛である。

防衛機制は、防衛機制である。

宝永銀は、宝永銀である。

宝永小判は、宝永小判である。

宝永山は、宝永山である。

宝永地震は、宝永地震である。

防衛施設庁は、防衛施設庁である。

防衛出動は、防衛出動である。

防衛大学校は、防衛大学校である。

防衛庁は、防衛庁である。

宝永通宝は、宝永通宝である。

法益は、法益である。

縫腋は、縫腋である。

防疫は、防疫である。

貿易は、貿易である。

貿易依存度は、貿易依存度である。

貿易外収支は、貿易外収支である。

貿易銀は、貿易銀である。

貿易銀行は、貿易銀行である。

貿易金融は、貿易金融である。

貿易サービス収支は、貿易サービス収支である。

貿易自由化は、貿易自由化である。



貿易収支は、貿易収支である。

貿易商は、貿易商である。

貿易条件は、貿易条件である。

貿易尻は、貿易尻である。

貿易手形は、貿易手形である。

貿易ドルは、貿易ドルである。

縫腋の袍は、縫腋の袍である。

貿易風は、貿易風である。

貿易摩擦は、貿易摩擦である。

法悦は、法悦である。

方円は、方円である。

芳縁は、芳縁である。

法筵は、法筵である。

法縁は、法縁である。

保延は、保延である。

砲煙は、砲煙である。

烽煙は、烽煙である。

烽烟は、烽烟である。

豊艶は、豊艶である。

防炎は、防炎である。

防煙は、防煙である。

望遠は、望遠である。

ボウエンは、ボウエンである。

望遠鏡は、望遠鏡である。

望遠鏡座は、望遠鏡座である。

方鉛鉱は、方鉛鉱である。

望遠写真は、望遠写真である。

望遠レンズは、望遠レンズである。

法王は、法王である。

法皇は、法皇である。

訪欧は、訪欧である。

鳳凰は、鳳凰である。

鳳凰座は、鳳凰座である。

鳳凰三山は、鳳凰三山である。

鳳凰竹は、鳳凰竹である。

法王庁は、法王庁である。

法王帝説は、法王帝説である。

鳳凰堂は、鳳凰堂である。

鳳凰の間は、鳳凰の間である。

鳳凰木は、鳳凰木である。

鳳凰文は、鳳凰文である。

蓬屋は、蓬屋である。

房屋は、房屋である。

茅屋は、茅屋である。

棒衽裁ちは、棒衽裁ちである。

方音は、方音である。



芳恩は、芳恩である。

法音は、法音である。

報恩は、報恩である。

忘恩は、忘恩である。

防音は、防音である。

報恩講は、報恩講である。

法苑珠林は、法苑珠林である。

防音装置は、防音装置である。

防音壁は、防音壁である。

包裹は、包裹である。

邦家は、邦家である。

邦貨は、邦貨である。

放下は、放下である。

放火は、放火である。

放歌は、放歌である。

放課は、放課である。

法科は、法科である。

法家は、法家である。

法貨は、法貨である。

砲火は、砲火である。

砲架は、砲架である。

烽火は、烽火である。

蜂窩は、蜂窩である。

豊下は、豊下である。

萌芽は、萌芽である。

邦画は、邦画である。

奉加は、奉加である。

奉賀は、奉賀である。

宝駕は、宝駕である。

法衙は、法衙である。

鳳駕は、鳳駕である。

防火は、防火である。

謗家は、謗家である。

忘我は、忘我である。

宝戒は、宝戒である。

宝界は、宝界である。

抱懐は、抱懐である。

法海は、法海である。

法界は、法界である。

崩壊は、崩壊である。

崩潰は、崩潰である。

方外は、方外である。

宝蓋は、宝蓋である。

法外は、法外である。

蓬艾は、蓬艾である。

妨害は、妨害である。



妨碍は、妨碍である。

妨礙は、妨礙である。

望外は、望外である。

暴害は、暴害である。

法外組合は、法外組合である。

崩壊系列は、崩壊系列である。

妨害罪は、妨害罪である。

法界寺は、法界寺である。

法解釈学は、法解釈学である。

方解石は、方解石である。

法界節は、法界節である。

法界坊は、法界坊である。

法界無縁は、法界無縁である。

法界屋は、法界屋である。

法界悋気は、法界悋気である。

方書きは、方書きである。

奉加金は、奉加金である。

宝閣は、宝閣である。

訪客は、訪客である。

鳳閣は、鳳閣である。

蓬客は、蓬客である。

方角は、方角である。

邦楽は、邦楽である。

放学は、放学である。

法学は、法学である。

方格規矩四神鏡は、方格規矩四神鏡である。

方角違いは、方角違いである。

方角火消は、方角火消である。

方角見は、方角見である。

放課後は、放課後である。

防火構造は、防火構造である。

放火罪は、放火罪である。

防火剤は、防火剤である。

放下師は、放下師である。

防河使は、防河使である。

防鴨河使は、防鴨河使である。

蜂窩織炎は、蜂窩織炎である。

防火樹は、防火樹である。

奉加状は、奉加状である。

望廈条約は、望廈条約である。

棒頭は、棒頭である。

放下すは、放下すである。

放下僧は、放下僧である。

邦貨建相場は、邦貨建相場である。

防火地域は、防火地域である。

奉加帳は、奉加帳である。



包括は、包括である。

包括遺贈は、包括遺贈である。

包括一罪は、包括一罪である。

包括財産は、包括財産である。

包括承継は、包括承継である。

包括的は、包括的である。

防火戸は、防火戸である。

坊がねは、坊がねである。

防火布は、防火布である。

防火壁は、防火壁である。

萌芽林は、萌芽林である。

防火林は、防火林である。

芳甘は、芳甘である。

芳翰は、芳翰である。

奉還は、奉還である。

宝冠は、宝冠である。

宝鑑は、宝鑑である。

放還は、放還である。

法官は、法官である。

砲艦は、砲艦である。

幇間は、幇間である。

鳳管は、鳳管である。

包含は、包含である。

芳顔は、芳顔である。

砲丸は、砲丸である。

砲眼は、砲眼である。

鳳眼は、鳳眼である。

坊官は、坊官である。

坊間は、坊間である。

防寒は、防寒である。

望観は、望観である。

傍観は、傍観である。

暴漢は、暴漢である。

抱関撃柝は、抱関撃柝である。

法観寺は、法観寺である。

方眼紙は、方眼紙である。

防乾紙育は、防乾紙育である。

宝冠章は、宝冠章である。

判官代は、判官代である。

判官館は、判官館である。

砲丸投は、砲丸投である。

坊間の書は、坊間の書である。

判官贔屓は、判官贔屓である。

判官物は、判官物である。

伯耆は、伯耆である。

芳卉は、芳卉である。



芳紀は、芳紀である。

邦基は、邦基である。

邦畿は、邦畿である。

宝亀は、宝亀である。

宝器は、宝器である。

放棄は、放棄である。

抛棄は、抛棄である。

法規は、法規である。

法喜は、法喜である。

法器は、法器である。

蜂起は、蜂起である。

豊肌は、豊肌である。

方技は、方技である。

包犠は、包犠である。

法義は、法義である。

忘機は、忘機である。

亡機は、亡機である。

耄期は、耄期である。

望気は、望気である。

榜木は、榜木である。

謗毀は、謗毀である。

妄議は、妄議である。

謀議は、謀議である。

謗議は、謗議である。

箒神は、箒神である。

箒木は、箒木である。

箒草は、箒草である。

法規裁量は、法規裁量である。

箒鞘は、箒鞘である。

箒尻は、箒尻である。

箒茸は、箒茸である。

箒星は、箒星である。

箒虫は、箒虫である。

箒目は、箒目である。

法規命令は、法規命令である。

箒蜀黍は、箒蜀黍である。

放却は、放却である。

抛却は、抛却である。

忘却は、忘却である。

暴虐は、暴虐である。

謀逆は、謀逆である。

忘却曲線は、忘却曲線である。

俸給は、俸給である。

報仇は、報仇である。

茅宮は、茅宮である。

旄牛は、旄牛である。



俸給生活者は、俸給生活者である。

崩御は、崩御である。

鮑魚は、鮑魚である。

妄挙は、妄挙である。

暴挙は、暴挙である。

防御は、防御である。

防禦は、防禦である。

方響は、方響である。

方鏡は、方鏡である。

包茎は、包茎である。

邦疆は、邦疆である。

邦境は、邦境である。

法橋は、法橋である。

封疆は、封疆である。

封境は、封境である。

豊凶は、豊凶である。

豊胸は、豊胸である。

豊頬は、豊頬である。

防共は、防共である。

望郷は、望郷である。

貌形は、貌形である。

宝篋印塔は、宝篋印塔である。

豊凶考照試験は、豊凶考照試験である。

方形造は、方形造である。

宝玉は、宝玉である。

防御率は、防御率である。

伯耆流は、伯耆流である。

棒切れは、棒切れである。

方金は、方金である。

邦禁は、邦禁である。

法禁は、法禁である。

砲金は、砲金である。

芳吟は、芳吟である。

放吟は、放吟である。

傍近は、傍近である。

棒銀は、棒銀である。

法均尼は、法均尼である。

法句は、法句である。

法鼓は、法鼓である。

惚くは、惚くである。

耄くは、耄くである。

反故は、反故である。

法具は、法具である。

防具は、防具である。

棒杙は、棒杙である。

法空は、法空である。



防空は、防空である。

防空演習は、防空演習である。

防空壕は、防空壕である。

防空識別圏は、防空識別圏である。

方組は、方組である。

棒組は、棒組である。

棒グラフは、棒グラフである。

法狂は、法狂である。

亡君は、亡君である。

傍訓は、傍訓である。

暴君は、暴君である。

暴君放伐論は、暴君放伐論である。

暴君竜は、暴君竜である。

宝華は、宝華である。

方形は、方形である。

方計は、方計である。

方磬は、方磬である。

芳契は、芳契である。

芳恵は、芳恵である。

奉掲は、奉掲である。

宝髻は、宝髻である。

宝鶏は、宝鶏である。

法系は、法系である。

奉迎は、奉迎である。

亡兄は、亡兄である。

妄計は、妄計である。

忘形は、忘形である。

傍系は、傍系である。

謀計は、謀計である。

旄倪は、旄倪である。

傍系姻族は、傍系姻族である。

傍系会社は、傍系会社である。

傍系血族は、傍系血族である。

方形周溝墓は、方形周溝墓である。

傍系親は、傍系親である。

傍系親族は、傍系親族である。

忘形の交わりは、忘形の交わりである。

砲撃は、砲撃である。

矛戟は、矛戟である。

棒消しは、棒消しである。

茅闕は、茅闕である。

鳳闕は、鳳闕である。

萌蘖は、萌蘖である。

乏月は、乏月である。

望月は、望月である。

法気付くは、法気付くである。



惚けるは、惚けるである。

耄けるは、耄けるである。

邦憲は、邦憲である。

奉献は、奉献である。

宝剣は、宝剣である。

法剣は、法剣である。

法権は、法権である。

法憲は、法憲である。

封建は、封建である。

方言は、方言である。

放言は、放言である。

法言は、法言である。

法眼は、法眼である。

法源は、法源である。

法諺は、法諺である。

法験は、法験である。

保元は、保元である。

冒険は、冒険である。

剖検は、剖検である。

望見は、望見である。

妄言は、妄言である。

暴言は、暴言である。

謗言は、謗言である。

方言区画論は、方言区画論である。

封建時代は、封建時代である。

封建社会は、封建社会である。

方言周圏論は、方言周圏論である。

冒険小説は、冒険小説である。

封建制度は、封建制度である。

保建大記は、保建大記である。

封建地代は、封建地代である。

封建的は、封建的である。

保元の乱は、保元の乱である。

保元物語は、保元物語である。

房玄齢は、房玄齢である。

布袴は、布袴である。

宝庫は、宝庫である。

蓬戸は、蓬戸である。

蓬壺は、蓬壺である。

反古は、反古である。

邦語は、邦語である。

放語は、放語である。

法語は、法語である。

保護は、保護である。

房戸は、房戸である。

茫乎は、茫乎である。



妄語は、妄語である。

防護は、防護である。

旁午は、旁午である。

夢後は、夢後である。

方向は、方向である。

彷徨は、彷徨である。

芳香は、芳香である。

咆哮は、咆哮である。

奉公は、奉公である。

放光は、放光である。

放校は、放校である。

法興は、法興である。

封侯は、封侯である。

砲口は、砲口である。

砲腔は、砲腔である。

砲熕は、砲熕である。

報公は、報公である。

報効は、報効である。

咆号は、咆号である。

宝号は、宝号である。

抱合は、抱合である。

法号は、法号である。

縫合は、縫合である。

膀胱は、膀胱である。

暴行は、暴行である。

膀胱炎は、膀胱炎である。

法興王は、法興王である。

方向角は、方向角である。

膀胱カタルは、膀胱カタルである。

奉公構は、奉公構である。

膀胱癌は、膀胱癌である。

膀胱鏡は、膀胱鏡である。

縫工筋は、縫工筋である。

方向係数は、方向係数である。

膀胱結石は、膀胱結石である。

抱合検査は、抱合検査である。

抱合語は、抱合語である。

暴行罪は、暴行罪である。

方広寺は、方広寺である。

法興寺は、法興寺である。

方孝孺は、方孝孺である。

芳香族化合物は、芳香族化合物である。

方向舵は、方向舵である。

方向探知器は、方向探知器である。

方向付けは、方向付けである。

方向転換は、方向転換である。



奉公人は、奉公人である。

奉公人宿は、奉公人宿である。

封侯福禄は、封侯福禄である。

彷徨変異は、彷徨変異である。

芳香油は、芳香油である。

方向余弦は、方向余弦である。

棒肥は、棒肥である。

報午球は、報午球である。

邦国は、邦国である。

奉告は、奉告である。

封国は、封国である。

報告は、報告である。

報国は、報国である。

亡国は、亡国である。

坊刻は、坊刻である。

豊国神社は、豊国神社である。

防穀令事件は、防穀令事件である。

方骨は、方骨である。

暴虎馮河は、暴虎馮河である。

澎湖列島は、澎湖列島である。

鳳五郎は、鳳五郎である。

方今は、方今である。

芳魂は、芳魂である。

亡魂は、亡魂である。

蓬左は、蓬左である。

宝座は、宝座である。

法座は、法座である。

砲座は、砲座である。

防砂は、防砂である。

包柴は、包柴である。

奉斎は、奉斎である。

庖宰は、庖宰である。

泡斎は、泡斎である。

報賽は、報賽である。

報祭は、報祭である。

堡塞は、堡塞である。

堡砦は、堡砦である。

方剤は、方剤である。

奉財は、奉財である。

宝財は、宝財である。

亡妻は、亡妻である。

防災は、防災である。

防寨は、防寨である。

防塞は、防塞である。

望祭は、望祭である。

防災計画は、防災計画である。



防災頭巾は、防災頭巾である。

泡斎念仏は、泡斎念仏である。

棒先は、棒先である。

方策は、方策である。

封冊は、封冊である。

豊作は、豊作である。

謀作は、謀作である。

謀策は、謀策である。

豊作飢饉は、豊作飢饉である。

豊作貧乏は、豊作貧乏である。

棒下げは、棒下げである。

坊定めは、坊定めである。

芳札は、芳札である。

砲殺は、砲殺である。

忙殺は、忙殺である。

榜札は、榜札である。

暴殺は、暴殺である。

謀殺は、謀殺である。

防砂堤は、防砂堤である。

棒砂糖は、棒砂糖である。

蓬左文庫は、蓬左文庫である。

棒鞘は、棒鞘である。

奉賛は、奉賛である。

奉讃は、奉讃である。

宝算は、宝算である。

放参は、放参である。

放散は、放散である。

硼酸は、硼酸である。

宝山は、宝山である。

坊さんは、坊さんである。

房山は、房山である。

法参議は、法参議である。

法三章は、法三章である。

放散虫は、放散虫である。

放散虫軟泥は、放散虫軟泥である。

硼酸軟膏は、硼酸軟膏である。

方士は、方士である。

芳志は、芳志である。

芳姿は、芳姿である。

芳紙は、芳紙である。

奉伺は、奉伺である。

奉祀は、奉祀である。

放氏は、放氏である。

放恣は、放恣である。

放肆は、放肆である。

法師は、法師である。



法嗣は、法嗣である。

胞子は、胞子である。

烽子は、烽子である。

蓬矢は、蓬矢である。

褒詞は、褒詞である。

褒賜は、褒賜である。

鋒矢は、鋒矢である。

邦字は、邦字である。

奉事は、奉事である。

宝字は、宝字である。

宝治は、宝治である。

宝璽は、宝璽である。

抱持は、抱持である。

法事は、法事である。

保持は、保持である。

捧持は、捧持である。

報時は、報時である。

褒じは、褒じである。

鳳字は、鳳字である。

鳳児は、鳳児である。

ほうじは、ほうじである。

褒辞は、褒辞である。

亡子は、亡子である。

亡姉は、亡姉である。

亡師は、亡師である。

坊市は、坊市である。

防止は、防止である。

某氏は、某氏である。

茅茨は、茅茨である。

紡糸は、紡糸である。

眸子は、眸子である。

傍視は、傍視である。

帽子は、帽子である。

暴死は、暴死である。

鋩子は、鋩子である。

謀士は、謀士である。

亡児は、亡児である。

庖仕は、庖仕である。

房事は、房事である。

榜示は、榜示である。

法師唄は、法師唄である。

法師温泉は、法師温泉である。

法師還りは、法師還りである。

法史学は、法史学である。

鋒矢形は、鋒矢形である。

宝治合戦は、宝治合戦である。



法師が母は、法師が母である。

帽子兜は、帽子兜である。

法師髪は、法師髪である。

方式は、方式である。

法式は、法式である。

報時球は、報時球である。

宝字銀は、宝字銀である。

ほう示杙は、ほう示杙である。

法師子は、法師子である。

棒磁石は、棒磁石である。

報時信号は、報時信号である。

胞子生殖は、胞子生殖である。

法師蝉は、法師蝉である。

胞子体は、胞子体である。

法師大名は、法師大名である。

焙じ茶は、焙じ茶である。

胞子虫類は、胞子虫類である。

宝字丁銀は、宝字丁銀である。

封豕長蛇は、封豕長蛇である。

亡失は、亡失である。

亡室は、亡室である。

忘失は、忘失である。

防湿は、防湿である。

房室は、房室である。

冒疾は、冒疾である。

某日は、某日である。

望日は、望日である。

房室結節は、房室結節である。

防湿剤は、防湿剤である。

法実証主義は、法実証主義である。

房室弁は、房室弁である。

法師名は、法師名である。

法師為りは、法師為りである。

胞子嚢は、胞子嚢である。

胞子嚢群は、胞子嚢群である。

帽子花は、帽子花である。

帽子針は、帽子針である。

棒縛は、棒縛である。

棒縞は、棒縞である。

法師勝りは、法師勝りである。

宝字豆板銀は、宝字豆板銀である。

法師武者は、法師武者である。

奉謝は、奉謝である。

抛射は、抛射である。

放射は、放射である。

放赦は、放赦である。



砲車は、砲車である。

報謝は、報謝である。

硼砂は、硼砂である。

坊舎は、坊舎である。

房舎は、房舎である。

茅舎は、茅舎である。

紡車は、紡車である。

法社会学は、法社会学である。

放射化学は、放射化学である。

放射霧は、放射霧である。

宝尺は、宝尺である。

封爵は、封爵である。

宝積寺は、宝積寺である。

傍若無人は、傍若無人である。

放射計は、放射計である。

放射状は、放射状である。

放射状登山は、放射状登山である。

放射性は、放射性である。

放射性核種は、放射性核種である。

放射性元素は、放射性元素である。

放射性降下物は、放射性降下物である。

放射性炭素年代測定は、放射性炭素年代測定である。

放射性同位体は、放射性同位体である。

放射性廃棄物は、放射性廃棄物である。

放射性物質は、放射性物質である。

放射線は、放射線である。

放射線化学は、放射線化学である。

放射線重合は、放射線重合である。

放射線障害は、放射線障害である。

放射線帯は、放射線帯である。

放射線量は、放射線量である。

放射線療法は、放射線療法である。

放射相称は、放射相称である。

放射相称花は、放射相称花である。

放射組織は、放射組織である。

放射熱は、放射熱である。

放射年代は、放射年代である。

放射能は、放射能である。

放射冷却は、放射冷却である。

宝珠は、宝珠である。

法主は、法主である。

保守は、保守である。

砲手は、砲手である。

宝寿は、宝寿である。

宝樹は、宝樹である。

保寿は、保寿である。



卯酒は、卯酒である。

芒種は、芒種である。

防守は、防守である。

謀主は、謀主である。

傍受は、傍受である。

報酬は、報酬である。

報讐は、報讐である。

豊州は、豊州である。

放縦は、放縦である。

法中は、法中である。

防州は、防州である。

防臭は、防臭である。

房州は、房州である。

防臭剤は、防臭剤である。

房州砂は、房州砂である。

宝珠頭は、宝珠頭である。

奉祝は、奉祝である。

法粥は、法粥である。

豊熟は、豊熟である。

防縮は、防縮である。

昴宿は、昴宿である。

鮑叔牙は、鮑叔牙である。

防縮加工は、防縮加工である。

抛出は、抛出である。

放出は、放出である。

方術は、方術である。

法術は、法術である。

砲術は、砲術である。

傍出は、傍出である。

旁出は、旁出である。

棒術は、棒術である。

宝珠の玉は、宝珠の玉である。

宝珠柱は、宝珠柱である。

芳春は、芳春である。

芳潤は、芳潤である。

芳醇は、芳醇である。

豊潤は、豊潤である。

髦俊は、髦俊である。

茅盾は、茅盾である。

膨潤は、膨潤である。

方所は、方所である。

方処は、方処である。

芳書は、芳書である。

奉書は、奉書である。

法書は、法書である。

苞苴は、苞苴である。



報書は、報書である。

幇助は、幇助である。

防暑は、防暑である。

某所は、某所である。

某処は、某処である。

謀書は、謀書である。

防除は、防除である。

宝生は、宝生である。

宝鈔は、宝鈔である。

奉承は、奉承である。

奉唱は、奉唱である。

奉詔は、奉詔である。

奉頌は、奉頌である。

放笑は、放笑である。

法性は、法性である。

法相は、法相である。

保障は、保障である。

報奨は、報奨である。

報障は、報障である。

報償は、報償である。

鳳笙は、鳳笙である。

鳳詔は、鳳詔である。

褒称は、褒称である。

褒章は、褒章である。

褒賞は、褒賞である。

鮑照は、鮑照である。

胞子葉は、胞子葉である。

方丈は、方丈である。

北条は、北条である。

芳情は、芳情である。

奉上は、奉上である。

放生は、放生である。

法条は、法条である。

法帖は、法帖である。

法城は、法城である。

法場は、法場である。

豊壌は、豊壌である。

豊穣は、豊穣である。

豊饒は、豊饒である。

鳳城は、鳳城である。

褒状は、褒状である。

乏少は、乏少である。

芒硝は、芒硝である。

冒称は、冒称である。

傍生は、傍生である。

傍証は、傍証である。



帽章は、帽章である。

ぼうじょうは、ぼうじょうである。

亡状は、亡状である。

坊城は、坊城である。

棒状は、棒状である。

暴状は、暴状である。

北条顕時は、北条顕時である。

宝生新は、宝生新である。

宝生院は、宝生院である。

北条氏綱は、北条氏綱である。

北条氏直は、北条氏直である。

北条氏長は、北条氏長である。

北条氏政は、北条氏政である。

北条氏康は、北条氏康である。

放生会は、放生会である。

北条霞亭は、北条霞亭である。

方丈記は、方丈記である。

胞状奇胎は、胞状奇胎である。

胞状鬼胎は、胞状鬼胎である。

法条競合は、法条競合である。

北条九代記は、北条九代記である。

北条九代名家功は、北条九代名家功である。

宝生九郎は、宝生九郎である。

宝生座は、宝生座である。

北条実時は、北条実時である。

法成寺は、法成寺である。

北条重時は、北条重時である。

法帖仕立は、法帖仕立である。

法成就は、法成就である。

北条早雲は、北条早雲である。

北条高時は、北条高時である。

北条民雄は、北条民雄である。

北条団水は、北条団水である。

北条経時は、北条経時である。

放生田は、放生田である。

北条時政は、北条時政である。

北条時宗は、北条時宗である。

北条時行は、北条時行である。

北条時頼は、北条時頼である。

宝生如来は、宝生如来である。

北条秀司は、北条秀司である。

北条政子は、北条政子である。

北条政村は、北条政村である。

北条泰時は、北条泰時である。

北条義時は、北条義時である。

宝生流は、宝生流である。



北条流は、北条流である。

奉書紙は、奉書紙である。

宝飾は、宝飾である。

奉職は、奉職である。

飽食は、飽食である。

縫織は、縫織である。

紡織は、紡織である。

望蜀は、望蜀である。

暴食は、暴食である。

防食剤は、防食剤である。

防蝕剤は、防蝕剤である。

奉書足袋は、奉書足袋である。

奉書包は、奉書包である。

奉書紬は、奉書紬である。

法助動詞は、法助動詞である。

奉書船は、奉書船である。

奉書連判は、奉書連判である。

奉じるは、奉じるである。

崩じるは、崩じるである。

報じるは、報じるである。

焙じるは、焙じるである。

方針は、方針である。

芳心は、芳心である。

芳辰は、芳辰である。

芳信は、芳信である。

放心は、放心である。

放神は、放神である。

法身は、法身である。

疱疹は、疱疹である。

砲身は、砲身である。

方陣は、方陣である。

邦人は、邦人である。

庖人は、庖人である。

法人は、法人である。

封人は、封人である。

報身は、報身である。

亡心は、亡心である。

亡臣は、亡臣である。

亡親は、亡親である。

妄信は、妄信である。

望診は、望診である。

傍心は、傍心である。

傍臣は、傍臣である。

傍親は、傍親である。

謀心は、謀心である。

謀臣は、謀臣である。



防人は、防人である。

防塵は、防塵である。

傍人は、傍人である。

暴人は、暴人である。

法人格は、法人格である。

法人株主は、法人株主である。

法人企業は、法人企業である。

法人事業税は、法人事業税である。

法人所得は、法人所得である。

法人税は、法人税である。

豊心丹は、豊心丹である。

法人成りは、法人成りである。

法親王は、法親王である。

褒すは、褒すである。

方図は、方図である。

方頭は、方頭である。

坊主は、坊主である。

房主は、房主である。

亡ずは、亡ずである。

忘ずは、忘ずである。

謗ずは、謗ずである。

坊主頭は、坊主頭である。

方錐は、方錐である。

放水は、放水である。

法水は、法水である。

烹炊は、烹炊である。

豊水は、豊水である。

防水は、防水である。

房水は、房水である。

紡錘は、紡錘である。

防水隔室は、防水隔室である。

防水隔壁は、防水隔壁である。

防水加工は、防水加工である。

防水着は、防水着である。

抱水クロラールは、抱水クロラールである。

紡錘形は、紡錘形である。

防水剤は、防水剤である。

防水紙は、防水紙である。

紡錘体は、紡錘体である。

紡錘虫は、紡錘虫である。

紡錘虫石灰岩は、紡錘虫石灰岩である。

抱水テルピンは、抱水テルピンである。

防水布は、防水布である。

防水マントは、防水マントである。

放水路は、放水路である。

方数は、方数である。



鳳雛は、鳳雛である。

坊主襟は、坊主襟である。

坊主落ちは、坊主落ちである。

坊主還りは、坊主還りである。

坊主合羽は、坊主合羽である。

坊主禿は、坊主禿である。

坊主刈りは、坊主刈りである。

坊主臭いは、坊主臭いである。

坊主子は、坊主子である。

坊主殺しは、坊主殺しである。

坊主ばきは、坊主ばきである。

坊主筆は、坊主筆である。

坊主枕は、坊主枕である。

坊主丸太は、坊主丸太である。

坊主麦は、坊主麦である。

坊主捲りは、坊主捲りである。

坊主持ちは、坊主持ちである。

坊主山は、坊主山である。

坊主湯は、坊主湯である。

坊主読みは、坊主読みである。

奉ずるは、奉ずるである。

崩ずるは、崩ずるである。

報ずるは、報ずるである。

焙ずるは、焙ずるである。

坊主礼は、坊主礼である。

坊主椀は、坊主椀である。

方寸は、方寸である。

法施は、法施である。

方正は、方正である。

芳声は、芳声である。

法制は、法制である。

法政は、法政である。

砲声は、砲声である。

鳳声は、鳳声である。

縫製は、縫製である。

防錆は、防錆である。

昴星は、昴星である。

暴政は、暴政である。

ぼう製鏡は、ぼう製鏡である。

法制局は、法制局である。

法制局長官は、法制局長官である。

法制史は、法制史である。

法制審議会は、法制審議会である。

法政大学は、法政大学である。

朋誠堂喜三二は、朋誠堂喜三二である。

法正林は、法正林である。



芳跡は、芳跡である。

芳蹟は、芳蹟である。

宝石は、宝石である。

法席は、法席である。

紡績は、紡績である。

紡績糸は、紡績糸である。

紡績機械は、紡績機械である。

紡績絹糸は、紡績絹糸である。

紡績工業は、紡績工業である。

紡績腺は、紡績腺である。

紡績紬は、紡績紬である。

紡績綿糸は、紡績綿糸である。

包摂は、包摂である。

抱接は、抱接である。

妄説は、妄説である。

防雪は、防雪である。

暴説は、暴説である。

傍接円は、傍接円である。

包接化合物は、包接化合物である。

防雪林は、防雪林である。

奉遷は、奉遷である。

奉饌は、奉饌である。

法線は、法線である。

砲戦は、砲戦である。

烹鮮は、烹鮮である。

宝前は、宝前である。

封禅は、封禅である。

防染は、防染である。

防戦は、防戦である。

傍線は、傍線である。

棒線は、棒線である。

呆然は、呆然である。

厖然は、厖然である。

茫然は、茫然である。

惘然は、惘然である。

鳳仙花は、鳳仙花である。

放線菌は、放線菌である。

放線菌症は、放線菌症である。

奉遷使は、奉遷使である。

宝泉寺駕籠は、宝泉寺駕籠である。

茫然自失は、茫然自失である。

方尖柱は、方尖柱である。

防潜網は、防潜網である。

宝祚は、宝祚である。

萌蘇は、萌蘇である。

硼素は、硼素である。



ホウ素は、ホウ素である。

方相は、方相である。

包装は、包装である。

芳草は、芳草である。

奉送は、奉送である。

放送は、放送である。

法曹は、法曹である。

疱瘡は、疱瘡である。

砲創は、砲創である。

蓬窓は、蓬窓である。

篷窓は、篷窓である。

ほうぞうは、ほうぞうである。

包蔵は、包蔵である。

宝蔵は、宝蔵である。

法蔵は、法蔵である。

妄想は、妄想である。

房総は、房総である。

暴走は、暴走である。

放送員は、放送員である。

宝蔵院流は、宝蔵院流である。

疱瘡絵は、疱瘡絵である。

放送衛星は、放送衛星である。

蜂巣炎は、蜂巣炎である。

法曹界は、法曹界である。

疱瘡神は、疱瘡神である。

放送局は、放送局である。

宝相華は、宝相華である。

放送劇は、放送劇である。

方相氏は、方相氏である。

包蔵水力は、包蔵水力である。

暴走族は、暴走族である。

放送大学は、放送大学である。

房総半島は、房総半島である。

放送法は、放送法である。

放送無線電話は、放送無線電話である。

放送網は、放送網である。

方則は、方則である。

法則は、法則である。

邦俗は、邦俗である。

亡息は、亡息である。

ぼうぞくは、ぼうぞくである。

法則科学は、法則科学である。

亡卒は、亡卒である。

亡孫は、亡孫である。

亡損は、亡損である。

滂沱は、滂沱である。



芳体は、芳体である。

芳態は、芳態である。

奉体は、奉体である。

奉対は、奉対である。

奉戴は、奉戴である。

法体は、法体である。

蜂たいは、蜂たいである。

繃帯は、繃帯である。

包帯は、包帯である。

邦題は、邦題である。

放題は、放題である。

封内は、封内である。

砲台は、砲台である。

厖大は、厖大である。

傍題は、傍題である。

膨大は、膨大である。

謀大逆は、謀大逆である。

豊太閤は、豊太閤である。

繃帯地は、繃帯地である。

包帯地は、包帯地である。

棒倒しは、棒倒しである。

棒高跳は、棒高跳である。

芳躅は、芳躅である。

宝鐸は、宝鐸である。

方祟りは、方祟りである。

棒立ちは、棒立ちである。

棒裁ちは、棒裁ちである。

方立は、方立である。

方立柱は、方立柱である。

棒球は、棒球である。

棒鱈は、棒鱈である。

宝丹は、宝丹である。

放胆は、放胆である。

鋒端は、鋒端である。

放談は、放談である。

法談は、法談である。

砲弾は、砲弾である。

妄誕は、妄誕である。

牡丹は、牡丹である。

棒炭は、棒炭である。

妄断は、妄断である。

妄談は、妄談である。

防弾は、防弾である。

防弾ガラスは、防弾ガラスである。

防弾チョッキは、防弾チョッキである。

放胆文は、放胆文である。



放置は、放置である。

法治は、法治である。

封地は、封地である。

報知は、報知である。

鳳池は、鳳池である。

棒乳切は、棒乳切である。

棒千切は、棒千切である。

棒乳切木は、棒乳切木である。

棒千切木は、棒千切木である。

方竹は、方竹である。

放逐は、放逐である。

法治国家は、法治国家である。

法治主義は、法治主義である。

報知新聞は、報知新聞である。

俸秩は、俸秩である。

法秩序は、法秩序である。

穂打棒は、穂打棒である。

宝鐸草は、宝鐸草である。

方柱は、方柱である。

包虫は、包虫である。

庖厨は、庖厨である。

忙中は、忙中である。

坊中は、坊中である。

防虫は、防虫である。

房中は、房中である。

傍注は、傍注である。

旁註は、旁註である。

防虫剤は、防虫剤である。

庖丁は、庖丁である。

包丁は、包丁である。

放鳥は、放鳥である。

烹調は、烹調である。

鳳鳥は、鳳鳥である。

亡兆は、亡兆である。

亡朝は、亡朝である。

妄聴は、妄聴である。

坊庁は、坊庁である。

坊長は、坊長である。

防長は、防長である。

防潮は、防潮である。

防諜は、防諜である。

傍聴は、傍聴である。

膨張は、膨張である。

膨脹は、膨脹である。

膨張宇宙は、膨張宇宙である。

庖丁刀は、庖丁刀である。



膨張係数は、膨張係数である。

庖丁師は、庖丁師である。

庖丁式は、庖丁式である。

庖丁者は、庖丁者である。

防潮堤は、防潮堤である。

庖丁人は、庖丁人である。

庖丁始めは、庖丁始めである。

膨張弁は、膨張弁である。

膨張率は、膨張率である。

防潮林は、防潮林である。

奉勅は、奉勅である。

方杖は、方杖である。

棒遣いは、棒遣いである。

棒突は、棒突である。

ぼうっとは、ぼうっとである。

ぽうっとは、ぽうっとである。

貿手は、貿手である。

方程は、方程である。

奉呈は、奉呈である。

法廷は、法廷である。

法弟は、法弟である。

法定は、法定である。

捧呈は、捧呈である。

鵬程は、鵬程である。

亡弟は、亡弟である。

亡帝は、亡帝である。

茅亭は、茅亭である。

法定果実は、法定果実である。

法定貨幣は、法定貨幣である。

法定刑は、法定刑である。

法廷警察は、法廷警察である。

法定血族は、法定血族である。

方程式は、方程式である。

法定準備金は、法定準備金である。

法定証拠主義は、法定証拠主義である。

法定清算は、法定清算である。

法定代理は、法定代理である。

法定伝染病は、法定伝染病である。

法廷闘争は、法廷闘争である。

法定得票数は、法定得票数である。

法定犯は、法定犯である。

法定比価は、法定比価である。

法廷侮辱罪は、法廷侮辱罪である。

法定平価は、法定平価である。

法定利息は、法定利息である。

法定利率は、法定利率である。



放擲は、放擲である。

抛擲は、抛擲である。

法的は、法的である。

法敵は、法敵である。

鋒鏑は、鋒鏑である。

法哲学は、法哲学である。

棒手振は、棒手振である。

奉天は、奉天である。

奉奠は、奉奠である。

宝典は、宝典である。

法典は、法典である。

ほうでんは、ほうでんである。

宝殿は、宝殿である。

放電は、放電である。

茅店は、茅店である。

傍点は、傍点である。

暴殄は、暴殄である。

放電加工は、放電加工である。

放電管は、放電管である。

放電灯は、放電灯である。

奉天の会戦は、奉天の会戦である。

奉天派は、奉天派である。

放電箱は、放電箱である。

方斗は、方斗である。

方途は、方途である。

ほうとは、ほうとである。

方土は、方土である。

方度は、方度である。

邦土は、邦土である。

邦帑は、邦帑である。

邦度は、邦度である。

報土は、報土である。

ほうどは、ほうどである。

房杜は、房杜である。

暴徒は、暴徒である。

謀図は、謀図である。

暴怒は、暴怒である。

方塔は、方塔である。

奉灯は、奉灯である。

奉答は、奉答である。

宝刀は、宝刀である。

宝灯は、宝灯である。

宝塔は、宝塔である。

放蕩は、放蕩である。

朋党は、朋党である。

法灯は、法灯である。



法棟は、法棟である。

法統は、法統である。

砲塔は、砲塔である。

報答は、報答である。

蓬頭は、蓬頭である。

ほうとうは、ほうとうである。

方等は、方等である。

法幢は、法幢である。

砲銅は、砲銅である。

報道は、報道である。

冒頭は、冒頭である。

暴投は、暴投である。

暴騰は、暴騰である。

妄動は、妄動である。

茅堂は、茅堂である。

暴動は、暴動である。

豊島沖の戦は、豊島沖の戦である。

報道機関は、報道機関である。

方等経は、方等経である。

報道協定は、報道協定である。

宝塔寺は、宝塔寺である。

報道陣は、報道陣である。

砲塔旋盤は、砲塔旋盤である。

冒頭陳述は、冒頭陳述である。

冒頭手続は、冒頭手続である。

方等の滝は、方等の滝である。

法灯派は、法灯派である。

芳牘は、芳牘である。

宝徳は、宝徳である。

報徳は、報徳である。

奉読は、奉読である。

捧読は、捧読である。

亡匿は、亡匿である。

冒涜は、冒涜である。

防毒は、防毒である。

彭徳懐は、彭徳懐である。

報徳記は、報徳記である。

報徳教は、報徳教である。

報徳仕法は、報徳仕法である。

報徳社は、報徳社である。

防毒マスクは、防毒マスクである。

和唐珍解は、和唐珍解である。

方内は、方内である。

房内は、房内である。

法内組合は、法内組合である。

泡雪崩は、泡雪崩である。



法難は、法難である。

謗難は、謗難である。

法爾は、法爾である。

訪日は、訪日である。

放尿は、放尿である。

乏尿は、乏尿である。

放任は、放任である。

法認は、法認である。

放任主義は、放任主義である。

棒根は、棒根である。

棒捻じは、棒捻じである。

放熱は、放熱である。

傍熱陰極は、傍熱陰極である。

放熱器は、放熱器である。

芳年は、芳年である。

芳念は、芳念である。

放念は、放念である。

法然は、法然である。

豊年は、豊年である。

忘年は、忘年である。

法然院は、法然院である。

豊年蝦は、豊年蝦である。

豊年踊は、豊年踊である。

忘年会は、忘年会である。

法然忌は、法然忌である。

豊年魚は、豊年魚である。

豊年紙は、豊年紙である。

法然上人絵伝は、法然上人絵伝である。

忘年の友は、忘年の友である。

奉納は、奉納である。

奉納歌は、奉納歌である。

奉納仕合は、奉納仕合である。

奉納相撲は、奉納相撲である。

法の支配は、法の支配である。

法の精神は、法の精神である。

坊津は、坊津である。

棒手は、棒手である。

奉拝は、奉拝である。

奉背は、奉背である。

胞胚は、胞胚である。

澎湃は、澎湃である。

彭湃は、彭湃である。

朋輩は、朋輩である。

傍輩は、傍輩である。

防黴剤は、防黴剤である。

朋輩付きは、朋輩付きである。



朋輩付合いは、朋輩付合いである。

方伯は、方伯である。

法博は、法博である。

旁魄は、旁魄である。

傍白は、傍白である。

茫漠は、茫漠である。

茫ばくは、茫ばくである。

方伯神は、方伯神である。

亡八は、亡八である。

忘八は、忘八である。

砲発は、砲発である。

萌発は、萌発である。

蓬髪は、蓬髪である。

放伐は、放伐である。

暴発は、暴発である。

防波堤は、防波堤である。

棒端は、棒端である。

棒鼻は、棒鼻である。

棒針は、棒針である。

棒針編みは、棒針編みである。

芳飯は、芳飯である。

苞飯は、苞飯である。

剖判は、剖判である。

亡叛は、亡叛である。

防犯は、防犯である。

謀判は、謀判である。

謀叛は、謀叛である。

包皮は、包皮である。

包被は、包被である。

芳菲は、芳菲である。

鳳尾は、鳳尾である。

褒美は、褒美である。

防備は、防備である。

宝引は、宝引である。

棒引きは、棒引きである。

棒引仮名遣は、棒引仮名遣である。

宝引銭は、宝引銭である。

宝引縄は、宝引縄である。

鳳尾蕉は、鳳尾蕉である。

鳳尾竹は、鳳尾竹である。

蓬ひつは、蓬ひつである。

豊肥本線は、豊肥本線である。

棒火箭は、棒火箭である。

棒火矢は、棒火矢である。

彭百川は、彭百川である。

宝瓶は、宝瓶である。



妄評は、妄評である。

暴評は、暴評である。

防府は、防府である。

抱負は、抱負である。

豊富は、豊富である。

邦舞は、邦舞である。

亡夫は、亡夫である。

亡父は、亡父である。

亡婦は、亡婦である。

防腐は、防腐である。

蚌埠は、蚌埠である。

暴富は、暴富である。

防風は、防風である。

暴風は、暴風である。

暴風雨は、暴風雨である。

防風着は、防風着である。

暴風警報は、暴風警報である。

暴風圏は、暴風圏である。

防風林は、防風林である。

芳馥は、芳馥である。

抱腹は、抱腹である。

法服は、法服である。

捧腹は、捧腹である。

報復は、報復である。

報復関税は、報復関税である。

捧腹絶倒は、捧腹絶倒である。

防腐剤は、防腐剤である。

望夫石は、望夫石である。

髣髴は、髣髴である。

彷彿は、彷彿である。

方物は、方物である。

宝物集は、宝物集である。

放物線は、放物線である。

抛物線は、抛物線である。

放物線面は、放物線面である。

放物面は、放物面である。

抛物面は、抛物面である。

放物面鏡は、放物面鏡である。

望夫の山は、望夫の山である。

孑孑は、孑孑である。

南瓜は、南瓜である。

孑孑踊は、孑孑踊である。

棒振りは、棒振りである。

棒振り剣術は、棒振り剣術である。

方墳は、方墳である。

邦文は、邦文である。



法文は、法文である。

邦文タイプライターは、邦文タイプライターである。

奉幣は、奉幣である。

法幣は、法幣である。

封閉は、封閉である。

砲兵は、砲兵である。

宝瓶宮は、宝瓶宮である。

砲兵工廠は、砲兵工廠である。

奉幣使は、奉幣使である。

防壁は、防壁である。

方偏は、方偏である。

褒貶は、褒貶である。

方便は、方便である。

放免は、放免である。

謀反は、謀反である。

妄弁は、妄弁である。

方便団子は、方便団子である。

方便力は、方便力である。

亡母は、亡母である。

方法的懐疑は、方法的懐疑である。

ほうほうは、ほうほうである。

方法は、方法である。

方袍は、方袍である。

蓬蓬は、蓬蓬である。

這這は、這這である。

方方は、方方である。

宝坊は、宝坊である。

蜂房は、蜂房である。

鋒鋩は、鋒鋩である。

竹麦魚は、竹麦魚である。

謗法は、謗法である。

ぼうぼうは、ぼうぼうである。

茫茫は、茫茫である。

惘惘は、惘惘である。

某某は、某某である。

茫茫頭は、茫茫頭である。

方法序説は、方法序説である。

方方すは、方方すである。

方法論は、方法論である。

芳墨は、芳墨である。

放牧は、放牧である。

抱朴子は、抱朴子である。

ほうほけきょは、ほうほけきょである。

坊本は、坊本である。

報本反始は、報本反始である。

法馬は、法馬である。



俸米は、俸米である。

亡妹は、亡妹である。

包膜は、包膜である。

泡沫は、泡沫である。

棒眉は、棒眉である。

放漫は、放漫である。

豊満は、豊満である。

飽満は、飽満である。

暴慢は、暴慢である。

膨満は、膨満である。

法曼荼羅は、法曼荼羅である。

芳味は、芳味である。

法味は、法味である。

法脈は、法脈である。

法名は、法名である。

法命は、法命である。

暴民は、暴民である。

法務は、法務である。

法務官は、法務官である。

法務局は、法務局である。

法務省は、法務省である。

法務大臣は、法務大臣である。

葬り去るは、葬り去るである。

芳名は、芳名である。

芳命は、芳命である。

芳茗は、芳茗である。

奉命は、奉命である。

保命は、保命である。

報命は、報命である。

亡命は、亡命である。

亡命政権は、亡命政権である。

豊明殿は、豊明殿である。

法滅は、法滅である。

亡滅は、亡滅である。

方面は、方面である。

方面委員は、方面委員である。

方面隊は、方面隊である。

法網は、法網である。

紡毛は、紡毛である。

紡毛織物は、紡毛織物である。

紡毛糸は、紡毛糸である。

紡毛紡績は、紡毛紡績である。

捧物は、捧物である。

宝物は、宝物である。

宝物殿は、宝物殿である。

坊守は、坊守である。



法門は、法門である。

法問は、法問である。

砲門は、砲門である。

訪問は、訪問である。

蓬門は、蓬門である。

坊門は、坊門である。

茅門は、茅門である。

訪問看護は、訪問看護である。

訪問着は、訪問着である。

法文歌は、法文歌である。

訪問販売は、訪問販売である。

保谷は、保谷である。

坊やは、坊やである。

棒焼は、棒焼である。

方薬は、方薬である。

邦訳は、邦訳である。

方薬払いは、方薬払いである。

芳油は、芳油である。

包有は、包有である。

朋友は、朋友である。

封邑は、封邑である。

亡友は、亡友である。

卯酉は、卯酉である。

忘憂は、忘憂である。

暴勇は、暴勇である。

卯酉線は、卯酉線である。

忘憂の物は、忘憂の物である。

卯酉屋は、卯酉屋である。

方輿は、方輿である。

宝輿は、宝輿である。

豊予は、豊予である。

鳳輿は、鳳輿である。

褒誉は、褒誉である。

包容は、包容である。

芳容は、芳容である。

奉養は、奉養である。

抱擁は、抱擁である。

放養は、放養である。

放鷹は、放鷹である。

法要は、法要である。

苞葉は、苞葉である。

包葉は、包葉である。

蜂腰は、蜂腰である。

褒揚は、褒揚である。

妄用は、妄用である。

茫洋は、茫洋である。



芒洋は、芒洋である。

望洋は、望洋である。

貌容は、貌容である。

亡羊の嘆は、亡羊の嘆である。

蜂腰病は、蜂腰病である。

豊予海峡は、豊予海峡である。

豊沃は、豊沃である。

鵬翼は、鵬翼である。

棒読みは、棒読みである。

奉礼は、奉礼である。

咆雷は、咆雷である。

蓬莱は、蓬莱である。

暴雷は、暴雷である。

蓬莱織は、蓬莱織である。

蓬莱飾は、蓬莱飾である。

蓬莱山は、蓬莱山である。

鳳来寺山は、鳳来寺山である。

蓬莱竹は、蓬莱竹である。

蓬莱洞は、蓬莱洞である。

蓬莱米は、蓬莱米である。

蓬莱豆は、蓬莱豆である。

放楽は、放楽である。

法楽は、法楽である。

炮烙は、炮烙である。

焙烙は、焙烙である。

崩落は、崩落である。

暴落は、暴落である。

法楽歌会は、法楽歌会である。

法楽頭巾は、法楽頭巾である。

焙烙頭巾は、焙烙頭巾である。

包絡線は、包絡線である。

法楽能は、法楽能である。

豊楽焼は、豊楽焼である。

法楽連歌は、法楽連歌である。

法楽和歌は、法楽和歌である。

放埒は、放埒である。

放埒三昧は、放埒三昧である。

芳蘭は、芳蘭である。

抱卵は、抱卵である。

放濫は、放濫である。

峰巒は、峰巒である。

蓬乱は、蓬乱である。

棒蘭は、棒蘭である。

方里は、方里である。

法吏は、法吏である。

法理は、法理である。



鳳梨は、鳳梨である。

棒利は、棒利である。

暴吏は、暴吏である。

暴利は、暴利である。

放り上げるは、放り上げるである。

法理学は、法理学である。

法力は、法力である。

放り込むは、放り込むである。

法律は、法律である。

法律案は、法律案である。

法律家は、法律家である。

法律学は、法律学である。

法律規範は、法律規範である。

法律行為は、法律行為である。

法律婚主義は、法律婚主義である。

法律事実は、法律事実である。

法律事務所は、法律事務所である。

法律審は、法律審である。

法律秩序は、法律秩序である。

法律発案権は、法律発案権である。

法律扶助は、法律扶助である。

法律問題は、法律問題である。

法律要件は、法律要件である。

暴利取締令は、暴利取締令である。

放り投げるは、放り投げるである。

方略は、方略である。

宝暦は、宝暦である。

暴掠は、暴掠である。

謀略は、謀略である。

放流は、放流である。

法流は、法流である。

傍流は、傍流である。

膨隆は、膨隆である。

法隆寺は、法隆寺である。

芳慮は、芳慮である。

亡虜は、亡虜である。

方量は、方量である。

方領は、方領である。

法量は、法量である。

豊漁は、豊漁である。

坊領は、坊領である。

暴力は、暴力である。

暴力革命は、暴力革命である。

暴力団は、暴力団である。

宝輪は、宝輪である。

法輪は、法輪である。



ボウリングは、ボウリングである。

法輪寺は、法輪寺である。

抛るは、抛るである。

ボウルは、ボウルである。

方類は、方類である。

法涙は、法涙である。

法類は、法類である。

砲塁は、砲塁である。

堡塁は、堡塁である。

防塁は、防塁である。

宝鈴は、宝鈴である。

法令は、法令である。

法例は、法例である。

報礼は、報礼である。

豊麗は、豊麗である。

亡霊は、亡霊である。

坊令は、坊令である。

傍例は、傍例である。

暴戻は、暴戻である。

法令審査権は、法令審査権である。

法令全書は、法令全書である。

鳳暦は、鳳暦である。

宝暦事件は、宝暦事件である。

宝暦暦は、宝暦暦である。

芳烈は、芳烈である。

放列は、放列である。

鳳輦は、鳳輦である。

宝蓮華は、宝蓮華である。

菠薐草は、菠薐草である。

宝蓮台は、宝蓮台である。

茅廬は、茅廬である。

宝楼は、宝楼である。

放浪は、放浪である。

法臘は、法臘である。

報労は、報労である。

琺瑯は、琺瑯である。

崩漏は、崩漏である。

望楼は、望楼である。

報労金は、報労金である。

琺瑯質は、琺瑯質である。

俸禄は、俸禄である。

焙烙売は、焙烙売である。

焙烙鑵子は、焙烙鑵子である。

焙烙仕合は、焙烙仕合である。

焙烙調練は、焙烙調練である。

炮烙火矢は、炮烙火矢である。



焙烙火矢は、焙烙火矢である。

焙烙蒸しは、焙烙蒸しである。

焙烙焼きは、焙烙焼きである。

焙烙割りは、焙烙割りである。

放論は、放論である。

法論は、法論である。

暴論は、暴論である。

法論石は、法論石である。

法話は、法話である。

飽和は、飽和である。

飽和化合物は、飽和化合物である。

飽和脂肪酸は、飽和脂肪酸である。

飽和蒸気は、飽和蒸気である。

飽和蒸気圧は、飽和蒸気圧である。

飽和人口は、飽和人口である。

飽和水蒸気圧は、飽和水蒸気圧である。

飽和水蒸気量は、飽和水蒸気量である。

飽和溶液は、飽和溶液である。

暮雲は、暮雲である。

ほえは、ほえである。

保衛は、保衛である。

宝恵駕籠は、宝恵駕籠である。

補益は、補益である。

母液は、母液である。

募役法は、募役法である。

吠猿は、吠猿である。

ポエジーは、ポエジーである。

吠鹿は、吠鹿である。

吠え死には、吠え死にである。

吠え付くは、吠え付くである。

ポエットは、ポエットである。

吠え面は、吠え面である。

ボエティウスは、ボエティウスである。

ポエトリーは、ポエトリーである。

ポエニ戦争は、ポエニ戦争である。

吠え回るは、吠え回るである。

ポエムは、ポエムである。

吠えるは、吠えるである。

吼えるは、吼えるである。

ほ宴は、ほ宴である。

暮煙は、暮煙である。

朴は、朴である。

厚朴は、厚朴である。

頬は、頬である。

ボーは、ボーである。

ポーは、ポーである。



ボーアは、ボーアである。

頬赤は、頬赤である。

ボーア人は、ボーア人である。

頬当は、頬当である。

ボーア半径は、ボーア半径である。

ボーイは、ボーイである。

ボーイスカウトは、ボーイスカウトである。

ボーイソプラノは、ボーイソプラノである。

ボーイッシュは、ボーイッシュである。

ボーイフレンドは、ボーイフレンドである。

ボーイングは、ボーイングである。

ボーヴォワールは、ボーヴォワールである。

頬笑みは、頬笑みである。

頬笑むは、頬笑むである。

ホーエンツォレルン家は、ホーエンツォレルン家である。

ポーカーは、ポーカーである。

ポーカーフェースは、ポーカーフェースである。

頬返しは、頬返しである。

頬被りは、頬被りである。

頬冠りは、頬冠りである。

頬輔は、頬輔である。

頬被り小屋は、頬被り小屋である。

ボーカリストは、ボーカリストである。

ボーカルは、ボーカルである。

ホーカンドは、ホーカンドである。

ボーキサイトは、ボーキサイトである。

ホークは、ホークである。

蓬くは、蓬くである。

ボークは、ボークである。

ボーグは、ボーグである。

ポークは、ポークである。

ポークカツレツは、ポークカツレツである。

ポークソテーは、ポークソテーである。

頬桁は、頬桁である。

蓬け起つは、蓬け起つである。

蓬けるは、蓬けるである。

ボーゲンは、ボーゲンである。

ボーザイトは、ボーザイトである。

頬前は、頬前である。

頬刺は、頬刺である。

ボージュラは、ボージュラである。

ボージョレーは、ボージョレーである。

ボージョレーヌーヴォーは、ボージョレーヌーヴォーである。

頬白は、頬白である。

頬白鴨は、頬白鴨である。

ホースは、ホースである。



ボースは、ボースである。

ポーズは、ポーズである。

酸漿は、酸漿である。

鬼灯は、鬼灯である。

鬼灯市は、鬼灯市である。

酸漿提灯は、酸漿提灯である。

ほおすけは、ほおすけである。

ボース統計は、ボース統計である。

ホースラディッシュは、ホースラディッシュである。

頬摺りは、頬摺りである。

ボースンは、ボースンである。

ホーソーンは、ホーソーンである。

ボーダーは、ボーダーである。

ポーターは、ポーターである。

ボーダープリントは、ボーダープリントである。

ボーダーラインは、ボーダーラインである。

ボーダーレスは、ボーダーレスである。

頬立は、頬立である。

ポータブルは、ポータブルである。

和田は、和田である。

ボーダンは、ボーダンである。

穂落ちは、穂落ちである。

ポーチは、ポーチである。

ポーチドエッグは、ポーチドエッグである。

ホーチミンは、ホーチミンである。

頬杖は、頬杖である。

頬付きは、頬付きである。

ポーツマスは、ポーツマスである。

ポーツマス条約は、ポーツマス条約である。

ボーデは、ボーデである。

ボーディングブリッジは、ボーディングブリッジである。

ボーデの法則は、ボーデの法則である。

ホーデンは、ホーデンである。

ボーデン湖は、ボーデン湖である。

ボートは、ボートである。

ボードは、ボードである。

ポートは、ポートである。

ポートアイランドは、ポートアイランドである。

ボードインは、ボードインである。

ポートヴィラは、ポートヴィラである。

ポートオブスペインは、ポートオブスペインである。

ボードガヤーは、ボードガヤーである。

ポートサイドは、ポートサイドである。

ボードセーリングは、ボードセーリングである。

ボートデッキは、ボートデッキである。

ボートネックラインは、ボートネックラインである。



ボートピープルは、ボートピープルである。

ボードビリアンは、ボードビリアンである。

ボードビルは、ボードビルである。

ポートフォリオは、ポートフォリオである。

ボートマンは、ボートマンである。

ポートモレスビーは、ポートモレスビーである。

ポートラップは、ポートラップである。

ポートランドは、ポートランドである。

ボードリヤールは、ボードリヤールである。

ボートルは、ボートルである。

ポートルイスは、ポートルイスである。

ボートレースは、ボートレースである。

ポートレートは、ポートレートである。

ボードレールは、ボードレールである。

ボートロ円は、ボートロ円である。

ポートワインは、ポートワインである。

ボーナスは、ボーナスである。

ホーニングは、ホーニングである。

ホーネッカーは、ホーネッカーである。

朴の木は、朴の木である。

朴歯は、朴歯である。

ホーバークラフトは、ホーバークラフトである。

頬張るは、頬張るである。

頬脹れは、頬脹れである。

頬髭は、頬髭である。

ホープは、ホープである。

ポープは、ポープである。

頬嚢は、頬嚢である。

ボーブナルグは、ボーブナルグである。

ホーフマンは、ホーフマンである。

頬辺は、頬辺である。

頬紅は、頬紅である。

ホーベルは、ホーベルである。

ポーポーは、ポーポーである。

頬骨は、頬骨である。

ホーホフートは、ホーホフートである。

ホーマーは、ホーマーである。

ボーマルシェは、ボーマルシェである。

ボーマン嚢は、ボーマン嚢である。

ホーミングは、ホーミングである。

ホームは、ホームである。

ホームインは、ホームインである。

ホームオートメーションは、ホームオートメーションである。

ホームグラウンドは、ホームグラウンドである。

ホームゲームは、ホームゲームである。

ホームシックは、ホームシックである。



ホームズは、ホームズである。

ホームスチールは、ホームスチールである。

ホームステイは、ホームステイである。

ホームステッド法は、ホームステッド法である。

ホームストレートは、ホームストレートである。

ホームストレッチは、ホームストレッチである。

ホームスパンは、ホームスパンである。

ホームセクションは、ホームセクションである。

ホームセンターは、ホームセンターである。

ホームタウンデシジョンは、ホームタウンデシジョンである。

ホームドクターは、ホームドクターである。

ホームドラマは、ホームドラマである。

ホームトレーディングは、ホームトレーディングである。

ホームドレスは、ホームドレスである。

ホームバンキングは、ホームバンキングである。

ホームプレートは、ホームプレートである。

ホームページは、ホームページである。

ホームベースは、ホームベースである。

ホームヘルパーは、ホームヘルパーである。

ホームポジションは、ホームポジションである。

ホームメードは、ホームメードである。

ホームランは、ホームランである。

ホームランダービーは、ホームランダービーである。

ホームルームは、ホームルームである。

ホームレスは、ホームレスである。

ボーメ比重計は、ボーメ比重計である。

頬歪むは、頬歪むである。

和了は、和了である。

ポーラーは、ポーラーである。

ポーラーメソッドは、ポーラーメソッドである。

ポーラロイドは、ポーラロイドである。

ポーラログラフは、ポーラログラフである。

ポーランは、ポーランである。

ポーランドは、ポーランドである。

ポーランド回廊は、ポーランド回廊である。

ポーランド語は、ポーランド語である。

ポーランド分割は、ポーランド分割である。

火遠理命は、火遠理命である。

ボーリングは、ボーリングである。

ポーリングは、ポーリングである。

ボーリングマシンは、ボーリングマシンである。

ホールは、ホールである。

ボールは、ボールである。

ポールは、ポールである。

ホールアウトは、ホールアウトである。

ホールインワンは、ホールインワンである。



ボール紙は、ボール紙である。

ホールディングは、ホールディングである。

ボールディングは、ボールディングである。

ホールドは、ホールドである。

ボールトは、ボールトである。

ボールドは、ボールドである。

ホールドアップは、ホールドアップである。

ポールとヴィルジニーは、ポールとヴィルジニーである。

ボールドウィンは、ボールドウィンである。

ボール爆弾は、ボール爆弾である。

ボール盤は、ボール盤である。

ボールベアリングは、ボールベアリングである。

ボールペンは、ボールペンである。

ポールポジションは、ポールポジションである。

ポールロワイヤルは、ポールロワイヤルである。

ボーロは、ボーロである。

ポーロは、ポーロである。

保温は、保温である。

ホーンは、ホーンである。

ポーンは、ポーンである。

保温育は、保温育である。

保温折衷苗代は、保温折衷苗代である。

ボーンチャイナは、ボーンチャイナである。

ポーンペイ島は、ポーンペイ島である。

ボーンヘッドは、ボーンヘッドである。

外は、外である。

他は、他である。

簿価は、簿価である。

ぽかは、ぽかである。

ホガースは、ホガースである。

外歩きは、外歩きである。

外居は、外居である。

行器は、行器である。

寿は、寿である。

簿外資産は、簿外資産である。

補外法は、補外法である。

寿ふは、寿ふである。

祝ふは、祝ふである。

帆掛りは、帆掛りである。

保革は、保革である。

捕獲は、捕獲である。

補角は、補角である。

捕獲審検所は、捕獲審検所である。

帆掛けは、帆掛けである。

穂掛けは、穂掛けである。

帆影は、帆影である。



火影姿は、火影姿である。

帆掛け船は、帆掛け船である。

母蛾検査は、母蛾検査である。

外心は、外心である。

外方は、外方である。

外様は、外様である。

外しは、外しである。

暈しは、暈しである。

暈し染めは、暈し染めである。

暈し繍いは、暈し繍いである。

ほかすは、ほかすである。

ほがすは、ほがすである。

暈すは、暈すである。

外住みは、外住みである。

帆風は、帆風である。

ぽかっとは、ぽかっとである。

ほかとは、ほかとである。

他ならぬは、他ならぬである。

外腹は、外腹である。

ほかほかは、ほかほかである。

外外は、外外である。

ほがほがは、ほがほがである。

ぽかぽかは、ぽかぽかである。

小腹は、小腹である。

外目は、外目である。

ほがらは、ほがらである。

朗らは、朗らである。

ポカラは、ポカラである。

朗らかは、朗らかである。

朗ら朗らは、朗ら朗らである。

ぽかりは、ぽかりである。

保管は、保管である。

補完は、補完である。

母艦は、母艦である。

母岩は、母岩である。

ぽかんは、ぽかんである。

補完財は、補完財である。

補間法は、補間法である。

崖は、崖である。

補記は、補記である。

ほきは、ほきである。

蒲戯は、蒲戯である。

墓記は、墓記である。

簿記は、簿記である。

母儀は、母儀である。

ボギーは、ボギーである。



ボギー車は、ボギー車である。

寿歌は、寿歌である。

祝歌は、祝歌である。

慕帰絵は、慕帰絵である。

簿記学は、簿記学である。

簿記方は、簿記方である。

祝き狂ほすは、祝き狂ほすである。

祝事は、祝事である。

祝詞は、祝詞である。

寿言は、寿言である。

寿詞は、寿詞である。

祝酒は、祝酒である。

崖路は、崖路である。

簿記棒は、簿記棒である。

ぽきぽきは、ぽきぽきである。

祝き回すは、祝き回すである。

ほぎゃあは、ほぎゃあである。

歩脚は、歩脚である。

ボキャブラリーは、ボキャブラリーである。

捕球は、捕球である。

補給は、補給である。

補給基地は、補給基地である。

補給金は、補給金である。

補給線は、補給線である。

脯魚は、脯魚である。

補強は、補強である。

補強証拠は、補強証拠である。

ぽきりは、ぽきりである。

募金は、募金である。

ぽきんは、ぽきんである。

保菌者は、保菌者である。

ほくは、ほくである。

北は、北である。

呆くは、呆くである。

祝ぐは、祝ぐである。

卜は、卜である。

木は、木である。

目は、目である。

牧は、牧である。

睦は、睦である。

僕は、僕である。

墨は、墨である。

撲は、撲である。

樸は、樸である。

北阿は、北阿である。

北緯は、北緯である。



北越は、北越である。

北越雪譜は、北越雪譜である。

北燕は、北燕である。

北円堂は、北円堂である。

北欧は、北欧である。

北欧学派は、北欧学派である。

北欧神話は、北欧神話である。

北画は、北画である。

墨家は、墨家である。

墨画は、墨画である。

北漢は、北漢である。

北岸は、北岸である。

木杆可汗は、木杆可汗である。

北魏は、北魏である。

北魏書は、北魏書である。

牧牛は、牧牛である。

木牛流馬は、木牛流馬である。

墨銀は、墨銀である。

木偶は、木偶である。

木偶人は、木偶人である。

墨刑は、墨刑である。

木屐は、木屐である。

北元は、北元である。

北限は、北限である。

穆公は、穆公である。

繆公は、繆公である。

ボクサーは、ボクサーである。

北斎は、北斎である。

牧宰は、牧宰である。

撲殺は、撲殺である。

北槎聞略は、北槎聞略である。

北山抄は、北山抄である。

北史は、北史である。

北枝は、北枝である。

火串は、火串である。

牧師は、牧師である。

墨子は、墨子である。

卜辞は、卜辞である。

墨字は、墨字である。

解し織は、解し織である。

北支事変は、北支事変である。

卜日は、卜日である。

樸実は、樸実である。

朴実は、朴実である。

解し銘仙は、解し銘仙である。

ホクシャは、ホクシャである。



卜者は、卜者である。

牧舎は、牧舎である。

牧者は、牧者である。

北首は、北首である。

木主は、木主である。

牧守は、牧守である。

墨守は、墨守である。

北州は、北州である。

北周は、北周である。

北宗は、北宗である。

北洲は、北洲である。

僕従は、僕従である。

墨汁は、墨汁である。

北宗画は、北宗画である。

北周書は、北周書である。

墨書は、墨書である。

北上は、北上である。

木匠は、木匠である。

僕妾は、僕妾である。

墨床は、墨床である。

卜定は、卜定である。

目上は、目上である。

牧場は、牧場である。

墨帖は、墨帖である。

墨場は、墨場である。

墨場必携は、墨場必携である。

墨色は、墨色である。

墨書土器は、墨書土器である。

北辰は、北辰である。

北進は、北進である。

牧神は、牧神である。

卜人は、卜人である。

牧人は、牧人である。

北辰一刀流は、北辰一刀流である。

ボクシングは、ボクシングである。

北辰権現は、北辰権現である。

北辰祭は、北辰祭である。

北清事変は、北清事変である。

解すは、解すである。

牧すは、牧すである。

墨水は、墨水である。

卜するは、卜するである。

ほぐせは、ほぐせである。

北西は、北西である。

北征は、北征である。

北斉は、北斉である。



卜筮は、卜筮である。

北斉書は、北斉書である。

木石は、木石である。

墨蹟は、墨蹟である。

墨跡は、墨跡である。

木石漢は、木石漢である。

木石腸は、木石腸である。

北鮮は、北鮮である。

卜占は、卜占である。

火糞は、火糞である。

朴素は、朴素である。

北宋は、北宋である。

北総は、北総である。

牧草は、牧草である。

ほくそ笑むは、ほくそ笑むである。

苧屑頭巾は、苧屑頭巾である。

ほくそ笑ふは、ほくそ笑ふである。

墨台は、墨台である。

北戴河は、北戴河である。

木鐸は、木鐸である。

北端は、北端である。

卜地は、卜地である。

牧地は、牧地である。

墨池は、墨池である。

火口金は、火口金である。

牧畜は、牧畜である。

北朝は、北朝である。

墨勅は、墨勅である。

朴直は、朴直である。

樸直は、樸直である。

墨堤は、墨堤である。

北庭都護府は、北庭都護府である。

北狄は、北狄である。

牧笛は、牧笛である。

墨てきは、墨てきである。

北天は、北天である。

北転船は、北転船である。

北伝仏教は、北伝仏教である。

卜伝流は、卜伝流である。

北斗は、北斗である。

北都は、北都である。

墨斗は、墨斗である。

北東は、北東である。

北堂は、北堂である。

木刀は、木刀である。

ぼく頭は、ぼく頭である。



墨東は、墨東である。

牧童は、牧童である。

僕僮は、僕僮である。

ぼく東綺譚は、ぼく東綺譚である。

北東気流は、北東気流である。

北斗七星は、北斗七星である。

北斗真君は、北斗真君である。

北斗星は、北斗星である。

木訥は、木訥である。

朴訥は、朴訥である。

冒頓単于は、冒頓単于である。

攴繞は、攴繞である。

朴念仁は、朴念仁である。

牧馬は、牧馬である。

北焙は、北焙である。

木牌は、木牌である。

北伐は、北伐である。

穂首は、穂首である。

木皮は、木皮である。

僕婢は、僕婢である。

木筆は、木筆である。

墨浜は、墨浜である。

牧夫は、牧夫である。

墨譜は、墨譜である。

北風は、北風である。

北米は、北米である。

北米自由貿協定は、北米自由貿協定である。

北辺は、北辺である。

火窪は、火窪である。

北ぼうは、北ぼうである。

墨宝は、墨宝である。

北ぼう山は、北ぼう山である。

北ぼうの煙は、北ぼうの煙である。

北ぼうの衢は、北ぼうの衢である。

北ぼうの塵は、北ぼうの塵である。

ほくほくは、ほくほくである。

ぼくぼくは、ぼくぼくである。

ぽくぽくは、ぽくぽくである。

北北西は、北北西である。

北北東は、北北東である。

墨本は、墨本である。

穂組みは、穂組みである。

墨妙は、墨妙である。

牧民は、牧民である。

牧民官は、牧民官である。

北溟は、北溟である。



北冥は、北冥である。

撲滅は、撲滅である。

北面は、北面である。

北面の武士は、北面の武士である。

牧野は、牧野である。

僕射は、僕射である。

北洋は、北洋である。

卜養は、卜養である。

牧羊は、牧羊である。

牧養は、牧養である。

北洋漁業は、北洋漁業である。

北洋軍閥は、北洋軍閥である。

牧羊城は、牧羊城である。

牧羊神は、牧羊神である。

神庫は、神庫である。

木履は、木履である。

北陸は、北陸である。

北陸自動車道は、北陸自動車道である。

北陸先端科学技術大学院大学は、北陸先端科学技術大学院大学である。

北陸道は、北陸道である。

北陸トンネルは、北陸トンネルである。

北陸本線は、北陸本線である。

北涼は、北涼である。

北虜南倭は、北虜南倭である。

北林禅尼は、北林禅尼である。

北嶺は、北嶺である。

僕隷は、僕隷である。

朴烈事件は、朴烈事件である。

解れるは、解れるである。

ほくろは、ほくろである。

ポクロフスキーは、ポクロフスキーである。

ポグロムは、ポグロムである。

輔君は、輔君である。

謨訓は、謨訓である。

火気は、火気である。

本家は、本家である。

法華は、法華である。

惚けは、惚けである。

呆けは、呆けである。

木瓜は、木瓜である。

捕鯨は、捕鯨である。

母兄は、母兄である。

母系は、母系である。

母型は、母型である。

暮景は、暮景である。

模型は、模型である。



母系社会は、母系社会である。

捕鯨船は、捕鯨船である。

母型文は、母型文である。

捕鯨砲は、捕鯨砲である。

惚け色は、惚け色である。

法華経は、法華経である。

法華経寺は、法華経寺である。

惚け痴るは、惚け痴るである。

帆桁は、帆桁である。

補欠は、補欠である。

補闕は、補闕である。

墓碣は、墓碣である。

補欠選挙は、補欠選挙である。

ポケッタブルは、ポケッタブルである。

ほけ土は、ほけ土である。

ぼけっとは、ぼけっとである。

ポケットは、ポケットである。

ポケット型は、ポケット型である。

ポケットチーフは、ポケットチーフである。

ポケットブックは、ポケットブックである。

ポケットベルは、ポケットベルである。

ポケットマネーは、ポケットマネーである。

ポケットモンキーは、ポケットモンキーである。

補欠募集は、補欠募集である。

法華堂は、法華堂である。

惚け茄子は、惚け茄子である。

惚け人は、惚け人である。

ポケベルは、ポケベルである。

惚惚は、惚惚である。

呆呆は、呆呆である。

ぼけぼけは、ぼけぼけである。

惚惚しは、惚惚しである。

呆呆しは、呆呆しである。

呆けるは、呆けるである。

ほげるは、ほげるである。

暈けるは、暈けるである。

保健は、保健である。

保険は、保険である。

母権は、母権である。

保険医は、保険医である。

保険会社は、保険会社である。

保険価額は、保険価額である。

保険掛金は、保険掛金である。

保険金は、保険金である。

保険契約は、保険契約である。

保険契約者は、保険契約者である。



保険事故は、保険事故である。

保健室は、保健室である。

保険者は、保険者である。

保健所は、保健所である。

保険証券は、保険証券である。

保健体育は、保健体育である。

保険代理店は、保険代理店である。

保健婦は、保健婦である。

保険薬は、保険薬である。

保険料は、保険料である。

矛は、矛である。

戈は、戈である。

鉾は、鉾である。

布護は、布護である。

補語は、補語である。

ぼこは、ぼこである。

母語は、母語である。

保護預りは、保護預りである。

歩行は、歩行である。

浦項は、浦項である。

補考は、補考である。

補講は、補講である。

母校は、母校である。

母港は、母港である。

蒲公英は、蒲公英である。

歩行器は、歩行器である。

歩行者は、歩行者である。

歩行者天国は、歩行者天国である。

補酵素は、補酵素である。

保甲法は、保甲法である。

戈構えは、戈構えである。

保護観察は、保護観察である。

保護関税は、保護関税である。

架木は、架木である。

架衣は、架衣である。

母国は、母国である。

母国語は、母国語である。

輔国公は、輔国公である。

保護検束は、保護検束である。

保護国は、保護国である。

保護コロイドは、保護コロイドである。

保護細胞は、保護細胞である。

矛先は、矛先である。

鉾先は、鉾先である。

保護司は、保護司である。

保護施設は、保護施設である。



ほこしもないは、ほこしもないである。

保護者は、保護者である。

保護者会は、保護者会である。

保護主義は、保護主義である。

ほこしゅもないは、ほこしゅもないである。

保護少年は、保護少年である。

保護色は、保護色である。

保護処分は、保護処分である。

矛杉は、矛杉である。

桙杉は、桙杉である。

矛竹は、矛竹である。

矛出しは、矛出しである。

鉾出しは、鉾出しである。

矛山車は、矛山車である。

鉾山車は、鉾山車である。

ほこたちは、ほこたちである。

架垂は、架垂である。

保護鳥は、保護鳥である。

殳旁は、殳旁である。

弄槍は、弄槍である。

矛取は、矛取である。

ポゴノフォラは、ポゴノフォラである。

鋒襖は、鋒襖である。

矛襖は、矛襖である。

矛偏は、矛偏である。

ポコペンは、ポコペンである。

保護貿易は、保護貿易である。

ほこほこは、ほこほこである。

ぼこぼこは、ぼこぼこである。

桙星は、桙星である。

戈星は、戈星である。

帆薦は、帆薦である。

桙持は、桙持である。

鉾矢は、鉾矢である。

矛行は、矛行である。

鉾弓は、鉾弓である。

叢祠は、叢祠である。

祠は、祠である。

誇らかは、誇らかである。

誇らかすは、誇らかすである。

誇らしいは、誇らしいである。

埃は、埃である。

誇りは、誇りである。

誇りかは、誇りかである。

誇り顔は、誇り顔である。

埃被きは、埃被きである。



埃銭は、埃銭である。

埃茸は、埃茸である。

埃っぽいは、埃っぽいである。

埃払いは、埃払いである。

埃塗れは、埃塗れである。

保護林は、保護林である。

誇るは、誇るである。

誇ろふは、誇ろふである。

綻ばかすは、綻ばかすである。

綻ばすは、綻ばすである。

綻びは、綻びである。

綻びるは、綻びるである。

ぽこんは、ぽこんである。

保佐は、保佐である。

補佐は、補佐である。

帆座は、帆座である。

補剤は、補剤である。

募債は、募債である。

墓祭は、墓祭である。

母材は、母材である。

帆先は、帆先である。

穂先は、穂先である。

穂咲下野は、穂咲下野である。

穂咲の総藻は、穂咲の総藻である。

補作は、補作である。

ほさくは、ほさくである。

ほざくは、ほざくである。

摸索は、摸索である。

菩薩は、菩薩である。

捕殺は、捕殺である。

補殺は、補殺である。

簿冊は、簿冊である。

菩薩戒は、菩薩戒である。

菩薩乗は、菩薩乗である。

ぼさっとは、ぼさっとである。

菩薩道は、菩薩道である。

ホサナは、ホサナである。

保佐人は、保佐人である。

輔佐人は、輔佐人である。

補佐人は、補佐人である。

ボサノバは、ボサノバである。

ぼさぼさは、ぼさぼさである。

捕斬は、捕斬である。

逋竄は、逋竄である。

墓参は、墓参である。

暮山は、暮山である。



乾しは、乾しである。

干しは、干しである。

星は、星である。

ほ時は、ほ時である。

拇指は、拇指である。

墓誌は、墓誌である。

暮歯は、暮歯である。

ポジは、ポジである。

星合いは、星合いである。

星合いの空は、星合いの空である。

星明りは、星明りである。

乾し上げるは、乾し上げるである。

干し上げるは、干し上げるである。

星葦毛は、星葦毛である。

乾鮑は、乾鮑である。

干鮑は、干鮑である。

乾餡は、乾餡である。

干餡は、干餡である。

糒は、糒である。

欲しいは、欲しいである。

乾飯は、乾飯である。

干飯は、干飯である。

星石は、星石である。

星糸は、星糸である。

擅は、擅である。

恣は、恣である。

縦は、縦である。

乾芋は、乾芋である。

干芋は、干芋である。

乾饂飩は、乾饂飩である。

干饂飩は、干饂飩である。

星占いは、星占いである。

乾瓜は、乾瓜である。

ポシェットは、ポシェットである。

乾蝦は、乾蝦である。

干海老は、干海老である。

母子及び寡婦福祉法は、母子及び寡婦福祉法である。

乾鰯は、乾鰯である。

干鰮は、干鰮である。

乾柿は、乾柿である。

干柿は、干柿である。

星影は、星影である。

星鹿毛は、星鹿毛である。

星形は、星形である。

星型は、星型である。

星型機関は、星型機関である。



乾し固めるは、乾し固めるである。

干し固めるは、干し固めるである。

母子家庭は、母子家庭である。

星兜は、星兜である。

星烏は、星烏である。

欲しがるは、欲しがるである。

星鰈は、星鰈である。

乾鰈は、乾鰈である。

干鰈は、干鰈である。

母子感染は、母子感染である。

ホジキン病は、ホジキン病である。

星供は、星供である。

星草は、星草である。

乾草は、乾草である。

干草は、干草である。

星屑は、星屑である。

星屎は、星屎である。

星降りは、星降りである。

星口動物は、星口動物である。

乾栗は、乾栗である。

干栗は、干栗である。

穿り返すは、穿り返すである。

穿り出すは、穿り出すである。

穿るは、穿るである。

欲しけくは、欲しけくである。

母子健康手帳は、母子健康手帳である。

星建盞は、星建盞である。

乾海鼠は、乾海鼠である。

干海鼠は、干海鼠である。

乾し殺すは、乾し殺すである。

干し殺すは、干し殺すである。

干し棹は、干し棹である。

干し竿は、干し竿である。

星鮫は、星鮫である。

脯は、脯である。

乾肉は、乾肉である。

干肉は、干肉である。

ポジションは、ポジションである。

星印は、星印である。

星白は、星白である。

星白の兜は、星白の兜である。

星砂は、星砂である。

母子生活支援施設は、母子生活支援施設である。

穂紫蘇は、穂紫蘇である。

星空は、星空である。

乾大根は、乾大根である。



干大根は、干大根である。

星宝貝は、星宝貝である。

保湿は、保湿である。

乾しっ返しは、乾しっ返しである。

星月は、星月である。

星月夜は、星月夜である。

星月夜の井戸は、星月夜の井戸である。

ポジティビズムは、ポジティビズムである。

ポジティブは、ポジティブである。

ポジティブオルガンは、ポジティブオルガンである。

ポジティブリストは、ポジティブリストである。

母子手帳は、母子手帳である。

ほしとは、ほしとである。

星亨は、星亨である。

星取りは、星取りである。

乾鳥は、乾鳥である。

干鳥は、干鳥である。

ポジトロンは、ポジトロンである。

ポジトロンＣＴは、ポジトロンＣＴである。

保科は、保科である。

乾菜は、乾菜である。

干菜は、干菜である。

保科孝一は、保科孝一である。

乾棗は、乾棗である。

干棗は、干棗である。

保科正之は、保科正之である。

星縫いは、星縫いである。

星繍は、星繍である。

母子年金は、母子年金である。

星の入東風は、星の入東風である。

星の王子さまは、星の王子さまである。

星の国は、星の国である。

星の位は、星の位である。

星の契りは、星の契りである。

星の等級は、星の等級である。

星の林は、星の林である。

星の舟は、星の舟である。

星の紛れは、星の紛れである。

星の祭は、星の祭である。

星の物は、星の物である。

星の宿りは、星の宿りである。

乾海苔は、乾海苔である。

干海苔は、干海苔である。

星原は、星原である。

星額は、星額である。

ポシビリティーは、ポシビリティーである。



乾葡萄は、乾葡萄である。

干葡萄は、干葡萄である。

ポシブルは、ポシブルである。

母子保健法は、母子保健法である。

ほしほしとは、ほしほしとである。

星仏は、星仏である。

星仏祭は、星仏祭である。

星斑は、星斑である。

星祭は、星祭である。

星回りは、星回りである。

星廻りは、星廻りである。

星曼荼羅は、星曼荼羅である。

星見は、星見である。

星見草は、星見草である。

乾店は、乾店である。

干店は、干店である。

欲しむは、欲しむである。

星迎えは、星迎えである。

星虫は、星虫である。

星眼は、星眼である。

墓誌銘は、墓誌銘である。

ほしめかすは、ほしめかすである。

星眼鏡は、星眼鏡である。

乾し物は、乾し物である。

干し物は、干し物である。

輔車は、輔車である。

保釈は、保釈である。

暮雀は、暮雀である。

ぼじゃぼじゃは、ぼじゃぼじゃである。

ポシャるは、ポシャるである。

捕手は、捕手である。

母樹は、母樹である。

補修は、補修である。

補習は、補習である。

補充は、補充である。

募集は、募集である。

暮秋は、暮秋である。

補習科は、補習科である。

補充規定は、補充規定である。

補習教育は、補習教育である。

補集合は、補集合である。

募集設立は、募集設立である。

補充選挙は、補充選挙である。

補充隊は、補充隊である。

母集団は、母集団である。

母集団の大きさは、母集団の大きさである。



母集団分布は、母集団分布である。

母集団変数は、母集団変数である。

母集団変量は、母集団変量である。

補充兵は、補充兵である。

補充兵役は、補充兵役である。

ボシュエは、ボシュエである。

蒲寿庚は、蒲寿庚である。

保守合同は、保守合同である。

保守主義は、保守主義である。

戊戌は、戊戌である。

戊戌政変は、戊戌政変である。

戊戌変法は、戊戌変法である。

保守的は、保守的である。

保守党は、保守党である。

暮春は、暮春である。

補助は、補助である。

輔助は、輔助である。

簿書は、簿書である。

歩哨は、歩哨である。

歩障は、歩障である。

保証は、保証である。

堡礁は、堡礁である。

補償は、補償である。

輔相は、輔相である。

圃場は、圃場である。

捕縄は、捕縄である。

暮鐘は、暮鐘である。

慕情は、慕情である。

保証株は、保証株である。

保証期間付終身年金は、保証期間付終身年金である。

保証金は、保証金である。

保証小切手は、保証小切手である。

保証債務は、保証債務である。

保証準備は、保証準備である。

保証書は、保証書である。

保障占領は、保障占領である。

補償点は、補償点である。

保証人は、保証人である。

保証発行は、保証発行である。

保証保険は、保証保険である。

蒲松齢は、蒲松齢である。

保証渡しは、保証渡しである。

補助活用は、補助活用である。

補助貨幣は、補助貨幣である。

補助艦は、補助艦である。

補助記憶装置は、補助記憶装置である。



補助機関は、補助機関である。

補助記入帳は、補助記入帳である。

補助金は、補助金である。

捕食は、捕食である。

補色は、補色である。

補植は、補植である。

補職は、補職である。

暮色は、暮色である。

捕食者は、捕食者である。

補助参加は、補助参加である。

補助線は、補助線である。

補助単位は、補助単位である。

補助帳簿は、補助帳簿である。

補助定理は、補助定理である。

補助動詞は、補助動詞である。

補助肥料は、補助肥料である。

補助簿は、補助簿である。

補助砲は、補助砲である。

補助元帳は、補助元帳である。

補助翼は、補助翼である。

ほしりほしりは、ほしりほしりである。

母子寮は、母子寮である。

保磁力は、保磁力である。

乾蕨は、乾蕨である。

干蕨は、干蕨である。

保身は、保身である。

戊申は、戊申である。

戊辰は、戊辰である。

戊申詔書は、戊申詔書である。

戊辰戦争は、戊辰戦争である。

母神像は、母神像である。

乾すは、乾すである。

干すは、干すである。

歩すは、歩すである。

ボスは、ボスである。

歩数は、歩数である。

歩趨は、歩趨である。

補数は、補数である。

母数は、母数である。

ボズウェルは、ボズウェルである。

歩数計は、歩数計である。

穂末は、穂末である。

ホスゲンは、ホスゲンである。

ポスシステムは、ポスシステムである。

穂薄は、穂薄である。

穂芒は、穂芒である。



ボス政治は、ボス政治である。

火闌降命は、火闌降命である。

ポスターは、ポスターである。

ポスターカラーは、ポスターカラーである。

ホステスは、ホステスである。

ホストは、ホストである。

ポストは、ポストである。

ボストークは、ボストークである。

ポストカードは、ポストカードである。

ホストコンピューターは、ホストコンピューターである。

ポストノーティスは、ポストノーティスである。

ポストハーベストは、ポストハーベストである。

ホストファミリーは、ホストファミリーである。

ポストモダンは、ポストモダンである。

ボストンは、ボストンである。

ボストン茶会事件は、ボストン茶会事件である。

ボストンバッグは、ボストンバッグである。

ボストン美術館は、ボストン美術館である。

ポズナニは、ポズナニである。

ボスニアは、ボスニアである。

ボスニア湾は、ボスニア湾である。

ホスピスは、ホスピスである。

ホスピタリズムは、ホスピタリズムである。

ホスピタルは、ホスピタルである。

ホスファターゼは、ホスファターゼである。

ホスフィンは、ホスフィンである。

ホスフィン酸は、ホスフィン酸である。

ボスポラス海峡は、ボスポラス海峡である。

ホスホリラーゼは、ホスホリラーゼである。

ホスホン酸は、ホスホン酸である。

保するは、保するである。

補するは、補するである。

ホスローは、ホスローである。

ホセアは、ホセアである。

補正は、補正である。

補整は、補整である。

輔成は、輔成である。

保税は、保税である。

逋税は、逋税である。

母性は、母性である。

墓制は、墓制である。

母性愛は、母性愛である。

保税上屋は、保税上屋である。

保税工場は、保税工場である。

保税制度は、保税制度である。

保税倉庫は、保税倉庫である。



保税地域は、保税地域である。

補整天府は、補整天府である。

ポセイドンは、ポセイドンである。

補整振子は、補整振子である。

母性保護は、母性保護である。

補正予算は、補正予算である。

ほぜ祝は、ほぜ祝である。

舗石は、舗石である。

鋪石は、鋪石である。

補説は、補説である。

暮雪は、暮雪である。

保線は、保線である。

保全は、保全である。

母川は、母川である。

母船は、母船である。

母銭は、母銭である。

母線は、母線である。

墓前は、墓前である。

母川回帰は、母川回帰である。

保全会社は、保全会社である。

母川国主義は、母川国主義である。

母船式漁業は、母船式漁業である。

保全処分は、保全処分である。

細は、細である。

圃蔬は、圃蔬である。

逋租は、逋租である。

ほぞは、ほぞである。

ほぞ穴は、ほぞ穴である。

細井は、細井である。

細藺は、細藺である。

細いは、細いである。

細井広沢は、細井広沢である。

細糸は、細糸である。

細井平洲は、細井平洲である。

細入は、細入である。

舗装は、舗装である。

鋪装は、鋪装である。

母倉は、母倉である。

補装具は、補装具である。

細腕は、細腕である。

細江は、細江である。

細纓は、細纓である。

細烏帽子は、細烏帽子である。

細緒は、細緒である。

臍落ちは、臍落ちである。

蔕落ちは、蔕落ちである。



細男は、細男である。

細帯は、細帯である。

細帯姿は、細帯姿である。

細面は、細面である。

細書きは、細書きである。

細冠者は、細冠者である。

細金は、細金である。

細川は、細川である。

細川勝元は、細川勝元である。

細川紙は、細川紙である。

細川ガラシヤは、細川ガラシヤである。

細川重賢は、細川重賢である。

細川澄元は、細川澄元である。

細川高国は、細川高国である。

細川忠興は、細川忠興である。

細川晴元は、細川晴元である。

細川政元は、細川政元である。

細川幽斎は、細川幽斎である。

細川頼之は、細川頼之である。

細木は、細木である。

蔓椒は、蔓椒である。

細木藤兵衛は、細木藤兵衛である。

細公達は、細公達である。

歩測は、歩測である。

捕捉は、捕捉である。

補足は、補足である。

補則は、補則である。

細くずは、細くずである。

細口は、細口である。

細首は、細首である。

火退は、火退である。

燹は、燹である。

逆焼は、逆焼である。

細声は、細声である。

細腰は、細腰である。

細言葉は、細言葉である。

細棹は、細棹である。

ほぞ差は、ほぞ差である。

細しは、細しである。

細字は、細字である。

細路は、細路である。

細敷は、細敷である。

細上布は、細上布である。

細透かしは、細透かしである。

細田は、細田である。

細田栄之は、細田栄之である。



細高は、細高である。

細太刀は、細太刀である。

細剣は、細剣である。

細立烏帽子は、細立烏帽子である。

細谷川は、細谷川である。

細乳は、細乳である。

熟瓜は、熟瓜である。

臍落は、臍落である。

細税は、細税である。

歩卒は、歩卒である。

細作りは、細作りである。

細堤は、細堤である。

ぼそっとは、ぼそっとである。

細殿は、細殿である。

細殿住みは、細殿住みである。

細長は、細長である。

細長いは、細長いである。

蔕抜けは、蔕抜けである。

細布は、細布である。

細布衣は、細布衣である。

細塗骨は、細塗骨である。

細音は、細音である。

細脛は、細脛である。

細橋は、細橋である。

細引は、細引である。

細引網は、細引網である。

細引くは、細引くである。

細櫃は、細櫃である。

細鰭のは、細鰭のである。

細細は、細細である。

ぼそぼそは、ぼそぼそである。

ぽそぽそは、ぽそぽそである。

細巻は、細巻である。

細眉は、細眉である。

細みは、細みである。

細身は、細身である。

細水は、細水である。

細道は、細道である。

細身造りは、細身造りである。

細むは、細むである。

細目は、細目である。

細海布は、細海布である。

細目螺子は、細目螺子である。

細めるは、細めるである。

臍本は、臍本である。

細元手は、細元手である。



細物は、細物である。

細やかは、細やかである。

細やぐは、細やぐである。

細らかは、細らかである。

細り節は、細り節である。

細るは、細るである。

保曾呂倶世利は、保曾呂倶世利である。

細腸は、細腸である。

本尊は、本尊である。

保存は、保存である。

ボソンは、ボソンである。

ほぞんかけたかは、ほぞんかけたかである。

保存血は、保存血である。

保存行為は、保存行為である。

保存水域は、保存水域である。

保存法則は、保存法則である。

保存料は、保存料である。

保存量は、保存量である。

榾は、榾である。

ホタは、ホタである。

穂田は、穂田である。

捕拿は、捕拿である。

ぼたは、ぼたである。

榾明りは、榾明りである。

ポタージュは、ポタージュである。

補体は、補体である。

補題は、補題である。

母体は、母体である。

母胎は、母胎である。

菩提は、菩提である。

菩提講は、菩提講である。

菩提声は、菩提声である。

菩提薩たは、菩提薩たである。

菩提子は、菩提子である。

菩提寺は、菩提寺である。

菩提樹は、菩提樹である。

菩提所は、菩提所である。

菩提心は、菩提心である。

菩提僊那は、菩提僊那である。

菩提達磨は、菩提達磨である。

菩提の水は、菩提の水である。

母体保護法は、母体保護法である。

菩提楽は、菩提楽である。

ほたえ死には、ほたえ死にである。

ほたえるは、ほたえるである。

保多織は、保多織である。



穂高神社は、穂高神社である。

穂高岳は、穂高岳である。

武尊山は、武尊山である。

榾木は、榾木である。

誇言は、誇言である。

談笑は、談笑である。

ほたくは、ほたくである。

榾杙は、榾杙である。

穂丈は、穂丈である。

絆されるは、絆されるである。

絆しは、絆しである。

ポタシウムは、ポタシウムである。

絆すは、絆すである。

穂立ちは、穂立ちである。

逋脱は、逋脱である。

穂立ては、穂立てである。

穂蓼は、穂蓼である。

帆立貝は、帆立貝である。

攪てるは、攪てるである。

帆棚は、帆棚である。

菩多尼訶経は、菩多尼訶経である。

榾火は、榾火である。

ほたほたは、ほたほたである。

ぼたぼたは、ぼたぼたである。

ぽたぽたは、ぽたぽたである。

牡丹餅は、牡丹餅である。

ぼた山は、ぼた山である。

ぼた雪は、ぼた雪である。

ポタラ宮布達拉宮は、ポタラ宮布達拉宮である。

秀樽は、秀樽である。

ぽたりは、ぽたりである。

蛍は、蛍である。

蛍烏賊は、蛍烏賊である。

蛍石は、蛍石である。

蛍貝は、蛍貝である。

蛍籠は、蛍籠である。

蛍蔓は、蛍蔓である。

蛍合戦は、蛍合戦である。

蛍狩は、蛍狩である。

蛍草は、蛍草である。

蛍柴胡は、蛍柴胡である。

蛍手は、蛍手である。

蛍なすは、蛍なすである。

蛍の光は、蛍の光である。

蛍火は、蛍火である。

蛍袋は、蛍袋である。



山小菜は、山小菜である。

蛍船は、蛍船である。

穂垂は、穂垂である。

穂垂首は、穂垂首である。

穂垂ひきは、穂垂ひきである。

穂垂星は、穂垂星である。

ボタロー管は、ボタロー管である。

穂俵は、穂俵である。

ボタンは、ボタンである。

ボタン孔は、ボタン孔である。

牡丹蝦は、牡丹蝦である。

牡丹花肖柏は、牡丹花肖柏である。

牡丹杏は、牡丹杏である。

牡丹江は、牡丹江である。

牡丹桜は、牡丹桜である。

ボタン戦争は、ボタン戦争である。

ボタンダウンは、ボタンダウンである。

牡丹卵は、牡丹卵である。

牡丹蔓は、牡丹蔓である。

牡丹亭還魂記は、牡丹亭還魂記である。

牡丹灯籠は、牡丹灯籠である。

牡丹菜は、牡丹菜である。

牡丹鍋は、牡丹鍋である。

ボタンの木は、ボタンの木である。

牡丹の芽は、牡丹の芽である。

牡丹刷毛は、牡丹刷毛である。

牡丹防風は、牡丹防風である。

ボタンホールは、ボタンホールである。

牡丹槍は、牡丹槍である。

牡丹雪は、牡丹雪である。

点は、点である。

ホチキスは、ホチキスである。

点袋は、点袋である。

ほちほちは、ほちほちである。

ぼちぼちは、ぼちぼちである。

ぽちぽちは、ぽちぽちである。

ほちゃほちゃは、ほちゃほちゃである。

ぼちゃぼちゃは、ぼちゃぼちゃである。

ぽちゃぽちゃは、ぽちゃぽちゃである。

捕虫は、捕虫である。

補注は、補注である。

補註は、補註である。

捕虫網は、捕虫網である。

捕虫葉は、捕虫葉である。

ホ調は、ホ調である。

歩調は、歩調である。



補聴器は、補聴器である。

母丁字は、母丁字である。

没は、没である。

歿は、歿である。

勃は、勃である。

没意義は、没意義である。

上枝は、上枝である。

勃焉は、勃焉である。

歩荷は、歩荷である。

牧歌は、牧歌である。

没我は、没我である。

北海は、北海である。

牧会は、牧会である。

渤海は、渤海である。

墨界は、墨界である。

法界縁起は、法界縁起である。

渤海楽は、渤海楽である。

法界身は、法界身である。

北海道は、北海道である。

北海道開発庁は、北海道開発庁である。

北海道教育大学は、北海道教育大学である。

北海道神宮は、北海道神宮である。

北海道新聞は、北海道新聞である。

北海道大学は、北海道大学である。

北海盆唄は、北海盆唄である。

北海油田は、北海油田である。

渤海湾は、渤海湾である。

ぼっ返すは、ぼっ返すである。

北郭は、北郭である。

北廓は、北廓である。

墨客は、墨客である。

ぼっ掛けるは、ぼっ掛けるである。

ボッカッチョは、ボッカッチョである。

牧歌的は、牧歌的である。

ほっかとは、ほっかとである。

頬っ被りは、頬っ被りである。

ほっかりは、ほっかりである。

ぼっかりは、ぼっかりである。

ぽっかりは、ぽっかりである。

ほっかりほっかりは、ほっかりほっかりである。

保津川は、保津川である。

発願は、発願である。

没官は、没官である。

発願文は、発願文である。

発企は、発企である。

勃起は、勃起である。



ほつきあぐは、ほつきあぐである。

北寄貝は、北寄貝である。

法起寺は、法起寺である。

発起設立は、発起設立である。

発起人は、発起人である。

没却は、没却である。

卜居は、卜居である。

北疆は、北疆である。

木強は、木強である。

木強漢は、木強漢である。

北曲は、北曲である。

北極は、北極である。

北極海は、北極海である。

北極気団は、北極気団である。

北極狐は、北極狐である。

北極距離は、北極距離である。

北極熊は、北極熊である。

北極圏は、北極圏である。

北極星は、北極星である。

北極探検は、北極探検である。

北極点は、北極点である。

ぽっきりは、ぽっきりである。

発起利得は、発起利得である。

ホックは、ホックである。

ほつくは、ほつくである。

発句合は、発句合である。

法句経は、法句経である。

ボックスは、ボックスである。

ボックスコートは、ボックスコートである。

ボックススパナは、ボックススパナである。

ぽっくりは、ぽっくりである。

ぽっくり病は、ぽっくり病である。

ほっけは、ほっけである。

北家は、北家である。

ホッケは、ホッケである。

ポッケは、ポッケである。

法華一乗は、法華一乗である。

法華一揆は、法華一揆である。

法華会は、法華会である。

ホッケーは、ホッケーである。

法華験記は、法華験記である。

法華玄義は、法華玄義である。

法華三大部は、法華三大部である。

法華三昧は、法華三昧である。

法華寺は、法華寺である。

法華七喩は、法華七喩である。



法華十講は、法華十講である。

法華宗は、法華宗である。

法華修法一百座聞書抄は、法華修法一百座聞書抄である。

法華神道は、法華神道である。

法華懺法は、法華懺法である。

法華大乗は、法華大乗である。

北闕は、北闕である。

ポッケットは、ポッケットである。

法華八講は、法華八講である。

法華法は、法華法である。

法華曼荼羅は、法華曼荼羅である。

法華滅罪之寺は、法華滅罪之寺である。

法華文句は、法華文句である。

ボッケリーニは、ボッケリーニである。

法顕は、法顕である。

黄絹は、黄絹である。

木剣は、木剣である。

ほっけんぎょうは、ほっけんぎょうである。

法顕伝は、法顕伝である。

没後は、没後である。

歿後は、歿後である。

北郊は、北郊である。

勃興は、勃興である。

墨香は、墨香である。

北高型は、北高型である。

没交渉は、没交渉である。

北高南低型は、北高南低型である。

北国は、北国である。

北国赤海老は、北国赤海老である。

北国廻船は、北国廻船である。

北国街道は、北国街道である。

北国路は、北国路である。

ほっこしゅうもないは、ほっこしゅうもないである。

卜骨は、卜骨である。

没骨は、没骨である。

ぼっ込むは、ぼっ込むである。

ほっこりは、ほっこりである。

墨痕は、墨痕である。

発作的は、発作的である。

没字漢は、没字漢である。

解し木綿は、解し木綿である。

没取は、没取である。

ボッシュは、ボッシュである。

没収は、没収である。

没収試合は、没収試合である。

没趣味は、没趣味である。



没書は、没書である。

勃如は、勃如である。

没上は、没上である。

法性寺は、法性寺である。

法勝寺は、法勝寺である。

没常識は、没常識である。

法性寺流は、法性寺流である。

法性身は、法性身である。

没食子は、没食子である。

ほっしりは、ほっしりである。

発心は、発心である。

没人格は、没人格である。

発心集は、発心集である。

払子は、払子である。

法数は、法数である。

払子貝は、払子貝である。

欲するは、欲するである。

没するは、没するである。

没世は、没世である。

没前は、没前である。

歿前は、歿前である。

勃然は、勃然である。

没線描法は、没線描法である。

法相宗は、法相宗である。

ほっそりは、ほっそりである。

堀田は、堀田である。

法体装束は、法体装束である。

秀鷹は、秀鷹である。

掘建ては、掘建てである。

掘立ては、掘立てである。

掘建て小屋は、掘建て小屋である。

ぼっ立てるは、ぼっ立てるである。

堀田正俊は、堀田正俊である。

堀田正睦は、堀田正睦である。

ポツダムは、ポツダムである。

ポツダム会談は、ポツダム会談である。

ポツダム政令は、ポツダム政令である。

ポツダム宣言は、ポツダム宣言である。

ポツダム命令は、ポツダム命令である。

ほったらかしは、ほったらかしである。

ほったらかすは、ほったらかすである。

ぼったら焼は、ぼったら焼である。

ほったりは、ほったりである。

ぼったりは、ぼったりである。

ぽっちは、ぽっちである。

ホッチキスは、ホッチキスである。



ぽっちゃりは、ぽっちゃりである。

坊っちゃんは、坊っちゃんである。

坊つちやんは、坊つちやんである。

坊っちゃん刈りは、坊っちゃん刈りである。

ボッチョーニは、ボッチョーニである。

ほっ散らかすは、ほっ散らかすである。

ほっちりは、ほっちりである。

ぽっちりは、ぽっちりである。

帆筒は、帆筒である。

ほっつき歩くは、ほっつき歩くである。

ほっつくは、ほっつくである。

穂躑躅は、穂躑躅である。

ぽつっとは、ぽつっとである。

ぽっつりは、ぽっつりである。

発伝は、発伝である。

最手は、最手である。

秀手は、秀手である。

勃泥は、勃泥である。

ボッティチェリは、ボッティチェリである。

没溺は、没溺である。

ほってとは、ほってとである。

ほってもは、ほってもである。

ぼってりは、ぼってりである。

ぽってりは、ぽってりである。

没田は、没田である。

ホッテントットは、ホッテントットである。

ホットは、ホットである。

ほっとは、ほっとである。

ぼっとは、ぼっとである。

ポットは、ポットである。

ぽっとは、ぽっとである。

没頭は、没頭である。

ホットウィスキーは、ホットウィスキーである。

ホットウォーは、ホットウォーである。

発頭人は、発頭人である。

ほっとくは、ほっとくである。

ホットケーキは、ホットケーキである。

ホットコーナーは、ホットコーナーである。

ぼっとしょ髪は、ぼっとしょ髪である。

ホットスポットは、ホットスポットである。

ポット造林は、ポット造林である。

ぽっと出は、ぽっと出である。

ホットドッグは、ホットドッグである。

ホットニュースは、ホットニュースである。

ホットパンツは、ホットパンツである。

ホットプレートは、ホットプレートである。



ホットマネーは、ホットマネーである。

ホットラインは、ホットラインである。

ほっとりは、ほっとりである。

ぼっとりは、ぼっとりである。

ぼっとり者は、ぼっとり者である。

帆綱は、帆綱である。

没日は、没日である。

没入は、没入である。

没年は、没年である。

歿年は、歿年である。

ぽつねんは、ぽつねんである。

ホッパーは、ホッパーである。

勃発は、勃発である。

ポッピーは、ポッピーである。

北氷洋は、北氷洋である。

ホッビングマシンは、ホッビングマシンである。

ホップは、ホップである。

ボッブは、ボッブである。

ボップは、ボップである。

ポップは、ポップである。

ポップアートは、ポップアートである。

没風流は、没風流である。

ポップコーンは、ポップコーンである。

ホッブズは、ホッブズである。

ポップスは、ポップスである。

ホップステップジャンプは、ホップステップジャンプである。

ポップフライは、ポップフライである。

ポップミュージックは、ポップミュージックである。

没分暁は、没分暁である。

没分暁漢は、没分暁漢である。

頬っぺは、頬っぺである。

頬っぺたは、頬っぺたである。

ホッベマは、ホッベマである。

ぽっぽは、ぽっぽである。

北方は、北方である。

北方人種は、北方人種である。

北方戦争は、北方戦争である。

北方領土問題は、北方領土問題である。

発哺温泉は、発哺温泉である。

ほつほつは、ほつほつである。

ぼつぼつは、ぼつぼつである。

勃勃は、勃勃である。

ぽつぽつは、ぽつぽつである。

ほっぽらかすは、ほっぽらかすである。

ほっぽり出すは、ほっぽり出すである。

ほっぽるは、ほっぽるである。



秀真は、秀真である。

秀真国は、秀真国である。

穂積は、穂積である。

穂積重遠は、穂積重遠である。

穂積陳重は、穂積陳重である。

穂積八束は、穂積八束である。

最勝海藻は、最勝海藻である。

没滅は、没滅である。

没落は、没落である。

ぽつりは、ぽつりである。

没理想は、没理想である。

ボツリヌス菌は、ボツリヌス菌である。

解れは、解れである。

解れ髪は、解れ髪である。

ボツワナは、ボツワナである。

ぽつんは、ぽつんである。

ぽつんぽつんは、ぽつんぽつんである。

ほては、ほてである。

帆手は、帆手である。

ほでは、ほでである。

ぼては、ぼてである。

保定は、保定である。

補訂は、補訂である。

補綴は、補綴である。

布袋葵は、布袋葵である。

ボディーは、ボディーである。

ボディーガードは、ボディーガードである。

ボディースーツは、ボディースーツである。

ボディーチェックは、ボディーチェックである。

ボディービルは、ボディービルである。

ボディーブローは、ボディーブローである。

ボディーボードは、ボディーボードである。

ボディーランゲージは、ボディーランゲージである。

ボディコンは、ボディコンである。

布袋草は、布袋草である。

布袋竹は、布袋竹である。

布袋腹は、布袋腹である。

布袋屋歌留多は、布袋屋歌留多である。

布袋蘭は、布袋蘭である。

ぼて鬘は、ぼて鬘である。

ほてぎは、ほてぎである。

ほてくろしいは、ほてくろしいである。

ほてっ腹は、ほてっ腹である。

ほでてんごうは、ほでてんごうである。

ポテトは、ポテトである。

ポテトチップは、ポテトチップである。



ぼてぼては、ぼてぼてである。

火照りは、火照りである。

熱りは、熱りである。

火照命は、火照命である。

ホテルは、ホテルである。

火照るは、火照るである。

熱るは、熱るである。

ボデルは、ボデルである。

ぼてれんは、ぼてれんである。

最手脇は、最手脇である。

補填は、補填である。

ほ田は、ほ田である。

ポテンシオメーターは、ポテンシオメーターである。

ポテンシャルは、ポテンシャルである。

ポテンシャルエネルギーは、ポテンシャルエネルギーである。

陰は、陰である。

程は、程である。

塊芋は、塊芋である。

土芋は、土芋である。

歩度は、歩度である。

ぼとは、ぼとである。

程合いは、程合いである。

赫図阿拉は、赫図阿拉である。

浦東は、浦東である。

歩道は、歩道である。

補導は、補導である。

輔導は、輔導である。

舗道は、舗道である。

鋪道は、鋪道である。

母堂は、母堂である。

歩道橋は、歩道橋である。

熱は、熱である。

熱気は、熱気である。

保土ヶ谷は、保土ヶ谷である。

缶は、缶である。

缶偏は、缶偏である。

解き物は、解き物である。

解くは、解くである。

仏石は、仏石である。

仏弄りは、仏弄りである。

仏降ろしは、仏降ろしである。

仏顔は、仏顔である。

仏掻きは、仏掻きである。

仏気は、仏気である。

仏臭いは、仏臭いである。

仏倒しは、仏倒しである。



仏作りは、仏作りである。

仏作るは、仏作るである。

仏嬲りは、仏嬲りである。

仏の鏡は、仏の鏡である。

仏の御器は、仏の御器である。

仏の座は、仏の座である。

仏の正月は、仏の正月である。

仏の年越しは、仏の年越しである。

仏参りは、仏参りである。

仏守りは、仏守りである。

解けるは、解けるである。

施しは、施しである。

施し薬は、施し薬である。

施し米は、施し米である。

施し物は、施し物である。

施すは、施すである。

ポドゴリツァは、ポドゴリツァである。

播るは、播るである。

延るは、延るである。

被るは、被るである。

ポトシは、ポトシである。

ポトスは、ポトスである。

ポドゾルは、ポドゾルである。

程近いは、程近いである。

殆どは、殆どである。

程遠いは、程遠いである。

杜鵑は、杜鵑である。

霍公鳥は、霍公鳥である。

時鳥は、時鳥である。

子規は、子規である。

杜宇は、杜宇である。

杜鵑草は、杜鵑草である。

ほととぎすは、ほととぎすである。

沓手鳥孤城落月は、沓手鳥孤城落月である。

程無いは、程無いである。

火床中は、火床中である。

程無くは、程無くである。

程には、程にである。

潤ばかすは、潤ばかすである。

迸るは、迸るである。

潤ばすは、潤ばすである。

程拍子は、程拍子である。

潤びるは、潤びるである。

ポトフーは、ポトフーである。

潤ぼすは、潤ぼすである。

ほとほとは、ほとほとである。



殆は、殆である。

幾は、幾である。

程程は、程程である。

ぼとぼとは、ぼとぼとである。

ぽとぽとは、ぽとぽとである。

殆しは、殆しである。

幾しは、幾しである。

程程しは、程程しである。

星宿は、星宿である。

ポトマックは、ポトマックである。

ボトムは、ボトムである。

ボトムアップは、ボトムアップである。

程村紙は、程村紙である。

ほとめくは、ほとめくである。

程好いは、程好いである。

ホドラーは、ホドラーである。

程らひは、程らひである。

ポトラッチは、ポトラッチである。

ぽとりは、ぽとりである。

ボトリチス病は、ボトリチス病である。

辺歯は、辺歯である。

雄柱は、雄柱である。

辺ばむは、辺ばむである。

ボトルは、ボトルである。

ボトルキープは、ボトルキープである。

ボトルネックは、ボトルネックである。

ほどろは、ほどろである。

穂泥打ちは、穂泥打ちである。

ほどろほどろは、ほどろほどろである。

幾どは、幾どである。

ボナールは、ボナールである。

ボナヴェントゥラは、ボナヴェントゥラである。

火中は、火中である。

穂長は、穂長である。

无火殯斂は、无火殯斂である。

ボナパルチスムは、ボナパルチスムである。

穂波は、穂波である。

穂並は、穂並である。

ボナンは、ボナンである。

ボナンザグラムは、ボナンザグラムである。

盆は、盆である。

ホニアラは、ホニアラである。

ポニーは、ポニーである。

ポニーテールは、ポニーテールである。

ボニファティウスは、ボニファティウスである。

哺乳は、哺乳である。



母乳は、母乳である。

哺乳期は、哺乳期である。

哺乳児は、哺乳児である。

哺乳動物は、哺乳動物である。

哺乳類は、哺乳類である。

骨は、骨である。

骨疼きは、骨疼きである。

骨惜しみは、骨惜しみである。

骨折りは、骨折りである。

骨折り損は、骨折り損である。

骨折るは、骨折るである。

骨折れは、骨折れである。

骨降ろしは、骨降ろしである。

骨貝は、骨貝である。

骨書きは、骨書きである。

骨限りは、骨限りである。

骨絡みは、骨絡みである。

骨皮は、骨皮である。

骨皮筋右衛門は、骨皮筋右衛門である。

骨切りは、骨切りである。

骨切り歌は、骨切り歌である。

骨組は、骨組である。

骨仕事は、骨仕事である。

骨柴は、骨柴である。

骨正月は、骨正月である。

骨立つは、骨立つである。

骨違いは、骨違いである。

骨付きは、骨付きである。

骨接ぎは、骨接ぎである。

骨継ぎの日は、骨継ぎの日である。

骨っ節は、骨っ節である。

骨っぽいは、骨っぽいである。

骨無しは、骨無しである。

骨抜きは、骨抜きである。

骨離れは、骨離れである。

骨張るは、骨張るである。

骨醤は、骨醤である。

骨節は、骨節である。

骨太は、骨太である。

骨偏は、骨偏である。

骨細は、骨細である。

骨骨しいは、骨骨しいである。

骨身は、骨身である。

骨休めは、骨休めである。

骨業は、骨業である。

暮年は、暮年である。



仄は、仄である。

仄明りは、仄明りである。

仄開くは、仄開くである。

炎は、炎である。

焔は、焔である。

炎の人は、炎の人である。

仄かは、仄かである。

側かは、側かである。

仄聞くは、仄聞くである。

盆の窪は、盆の窪である。

仄暗いは、仄暗いである。

仄暮れは、仄暮れである。

ほの字は、ほの字である。

仄白いは、仄白いである。

仄好くは、仄好くである。

ボノボは、ボノボである。

仄仄は、仄仄である。

仄仄明けは、仄仄明けである。

仄仄しは、仄仄しである。

仄見えるは、仄見えるである。

仄めかすは、仄めかすである。

仄めくは、仄めくである。

ホノルルは、ホノルルである。

牡馬は、牡馬である。

ポパーは、ポパーである。

ホバークラフトは、ホバークラフトである。

ポパイは、ポパイである。

捕縛は、捕縛である。

帆柱は、帆柱である。

檣は、檣である。

帆柱立ちは、帆柱立ちである。

歩幅は、歩幅である。

保馬法は、保馬法である。

ボハラは、ボハラである。

穂孕みは、穂孕みである。

ボバリーふじん夫人は、ボバリーふじん夫人である。

ホバリングは、ホバリングである。

母斑は、母斑である。

墓畔は、墓畔である。

補肥は、補肥である。

墓碑は、墓碑である。

ホビーは、ホビーである。

ポピーは、ポピーである。

ボビージョーンズは、ボビージョーンズである。

帆引網は、帆引網である。

補筆は、補筆である。



輔弼は、輔弼である。

墓碑銘は、墓碑銘である。

ポピュラーは、ポピュラーである。

ポピュリスムは、ポピュリスムである。

ポピュリズムは、ポピュリズムである。

墓表は、墓表である。

母標準偏差は、母標準偏差である。

ほひろかは、ほひろかである。

ほひろくは、ほひろくである。

ボビンは、ボビンである。

ぽぴんは、ぽぴんである。

保父は、保父である。

歩武は、歩武である。

ホブは、ホブである。

ボブは、ボブである。

ボブキャットは、ボブキャットである。

匍匐は、匍匐である。

匍匐茎は、匍匐茎である。

匍匐枝は、匍匐枝である。

帆袋は、帆袋である。

ボブスレーは、ボブスレーである。

ホブ盤は、ホブ盤である。

ホフマンは、ホフマンである。

ホフマン式計算法は、ホフマン式計算法である。

ホフマンスタールは、ホフマンスタールである。

ポプラは、ポプラである。

ポプリは、ポプリである。

ポプリンは、ポプリンである。

ボブロフスキーは、ボブロフスキーである。

母分散は、母分散である。

火へは、火へである。

募兵は、募兵である。

母平均は、母平均である。

ポベーダは、ポベーダである。

帆別運上は、帆別運上である。

ボヘミアは、ボヘミアである。

ボヘミアガラスは、ボヘミアガラスである。

ボヘミアンは、ボヘミアンである。

蒲鞭は、蒲鞭である。

ほ火は、ほ火である。

歩歩は、歩歩である。

ほほは、ほほである。

保母は、保母である。

保姆は、保姆である。

粗は、粗である。

略は、略である。



ぼぼは、ぼぼである。

捕亡は、捕亡である。

母法は、母法である。

微笑ましいは、微笑ましいである。

頬笑ましいは、頬笑ましいである。

微笑みは、微笑みである。

微笑むは、微笑むである。

ポポーは、ポポーである。

ぼぼかすは、ぼぼかすである。

ポポカテペトルは、ポポカテペトルである。

法吉鳥は、法吉鳥である。

墓木は、墓木である。

舗木道は、舗木道である。

ぽぽ様は、ぽぽ様である。

帆前船は、帆前船である。

ホマーテは、ホマーテである。

ポマードは、ポマードである。

ほまちは、ほまちである。

ほまち商いは、ほまち商いである。

ほまち雨は、ほまち雨である。

ほまち子は、ほまち子である。

ほまち田は、ほまち田である。

誉れは、誉れである。

穂水は、穂水である。

誉むは、誉むである。

褒むは、褒むである。

穂向きは、穂向きである。

穂麦は、穂麦である。

穂向けは、穂向けである。

帆筵は、帆筵である。

火結神は、火結神である。

火産霊神は、火産霊神である。

鞆は、鞆である。

誉め上げるは、誉め上げるである。

墓銘は、墓銘である。

ホメイニは、ホメイニである。

ホメオスタシスは、ホメオスタシスである。

ホメオティック遺伝子は、ホメオティック遺伝子である。

ホメオパチーは、ホメオパチーである。

ホメオボックスは、ホメオボックスである。

轟くは、轟くである。

熱くは、熱くである。

誉め言葉は、誉め言葉である。

褒め詞は、褒め詞である。

誉め殺しは、誉め殺しである。

誉めそやすは、誉めそやすである。



誉め称えるは、誉め称えるである。

誉め立てるは、誉め立てるである。

誉めちぎるは、誉めちぎるである。

誉めなすは、誉めなすである。

褒め物は、褒め物である。

褒め者は、褒め者である。

誉めらは、誉めらである。

ポメラニアは、ポメラニアである。

ポメラニアンは、ポメラニアンである。

誉めるは、誉めるである。

褒めるは、褒めるである。

ホメロスは、ホメロスである。

ホモは、ホモである。

ホモエコノミクスは、ホモエコノミクスである。

ホモエレクトゥスは、ホモエレクトゥスである。

ホモサピエンスは、ホモサピエンスである。

ほ文字は、ほ文字である。

ホモセクシャルは、ホモセクシャルである。

ホモ接合体は、ホモ接合体である。

ホモニムは、ホモニムである。

ホモハビリスは、ホモハビリスである。

ホモファーベルは、ホモファーベルである。

ホモフォニーは、ホモフォニーである。

帆木綿は、帆木綿である。

ホモルーデンスは、ホモルーデンスである。

ホモロクエンスは、ホモロクエンスである。

海鞘は、海鞘である。

老海鼠は、老海鼠である。

寄生は、寄生である。

寄生木は、寄生木である。

穂屋は、穂屋である。

ぼやは、ぼやである。

戊夜は、戊夜である。

暮夜は、暮夜である。

ぼやかすは、ぼやかすである。

帆役は、帆役である。

補薬は、補薬である。

ぼやくは、ぼやくである。

火焼けは、火焼けである。

火焼け地蔵は、火焼け地蔵である。

ぼやけるは、ぼやけるである。

吼やすは、吼やすである。

ぼやっとは、ぼやっとである。

寄生鳥は、寄生鳥である。

ほやほやは、ほやほやである。

ぼやぼやは、ぼやぼやである。



ほやりは、ほやりである。

吠ゆは、吠ゆである。

吼ゆは、吼ゆである。

保有は、保有である。

補佑は、補佑である。

保有米は、保有米である。

歩揺は、歩揺である。

保養は、保養である。

慕容は、慕容である。

保養所は、保養所である。

輔翼は、輔翼である。

洞は、洞である。

法螺は、法螺である。

ほらは、ほらである。

ぼらは、ぼらである。

鯔は、鯔である。

鰡は、鰡である。

ボラは、ボラである。

ホラーは、ホラーである。

ホラーサーンは、ホラーサーンである。

洞穴は、洞穴である。

法螺貝は、法螺貝である。

吹螺は、吹螺である。

梭尾螺は、梭尾螺である。

洞ヶ峠は、洞ヶ峠である。

洞口は、洞口である。

ホラズムは、ホラズムである。

ホラティウスは、ホラティウスである。

洞床は、洞床である。

法螺吹きは、法螺吹きである。

法螺吹き男爵の冒険は、法螺吹き男爵の冒険である。

ほらほらは、ほらほらである。

ポラリスは、ポラリスである。

ポラロイドカメラは、ポラロイドカメラである。

ボランは、ボランである。

ボランタリーチェーンは、ボランタリーチェーンである。

ボランティアは、ボランティアである。

ポランニーは、ポランニーである。

堀は、堀である。

彫りは、彫りである。

捕吏は、捕吏である。

ポリは、ポリである。

彫上げは、彫上げである。

掘上げ田は、掘上げ田である。

ポリアセタールは、ポリアセタールである。

ポリアセチレンは、ポリアセチレンである。



掘り当てるは、掘り当てるである。

ポリアミドは、ポリアミドである。

ポリアンドリーは、ポリアンドリーである。

ポリアンナは、ポリアンナである。

掘池は、掘池である。

掘井戸は、掘井戸である。

ボリーバルは、ボリーバルである。

ポリープは、ポリープである。

ポリウレタンは、ポリウレタンである。

堀江は、堀江である。

ポリエステルは、ポリエステルである。

ポリエチレンは、ポリエチレンである。

ポリエチレンテレフタラートは、ポリエチレンテレフタラートである。

ポリエンは、ポリエンである。

ポリ塩化ビニルは、ポリ塩化ビニルである。

ポリ塩化ビフェニルは、ポリ塩化ビフェニルである。

堀尾は、堀尾である。

ポリオは、ポリオである。

ポリオキシメチレンは、ポリオキシメチレンである。

彫り起すは、彫り起すである。

掘り起すは、掘り起すである。

堀尾吉晴は、堀尾吉晴である。

ポリカーボネートは、ポリカーボネートである。

掘り返すは、掘り返すである。

ポリガミーは、ポリガミーである。

堀川は、堀川である。

堀川院は、堀川院である。

堀川学は、堀川学である。

堀川塾は、堀川塾である。

堀河天皇は、堀河天皇である。

堀川波鼓は、堀川波鼓である。

堀河百首は、堀河百首である。

塹は、塹である。

堀杏庵は、堀杏庵である。

堀切は、堀切である。

堀口は、堀口である。

堀口大学は、堀口大学である。

堀頸は、堀頸である。

ポリグラフは、ポリグラフである。

掘子は、掘子である。

堀越は、堀越である。

堀越公方は、堀越公方である。

堀越御所は、堀越御所である。

掘炬燵は、掘炬燵である。

彫込みは、彫込みである。

刻込は、刻込である。



ポリ酢酸ビニルは、ポリ酢酸ビニルである。

掘り下げるは、掘り下げるである。

彫師は、彫師である。

ポリシーは、ポリシーである。

ポリシーミックスは、ポリシーミックスである。

ボリシェヴィキは、ボリシェヴィキである。

ボリシェヴィズムは、ボリシェヴィズムである。

ボリショイ劇場は、ボリショイ劇場である。

欲すは、欲すである。

ポリスは、ポリスである。

ボリスゴドゥノフは、ボリスゴドゥノフである。

ポリスチレンは、ポリスチレンである。

ポリスボックスは、ポリスボックスである。

ポリセントリズムは、ポリセントリズムである。

ホリゾントは、ホリゾントである。

墾田子は、墾田子である。

掘出し物は、掘出し物である。

掘り出すは、掘り出すである。

堀辰雄は、堀辰雄である。

ポリタンクは、ポリタンクである。

ポリツィアーノは、ポリツィアーノである。

彫り付けるは、彫り付けるである。

堀釣りは、堀釣りである。

ポリティックスは、ポリティックスである。

ホリデーは、ホリデーである。

ポリテクニズムは、ポリテクニズムである。

ポリテトラフルオロエチレンは、ポリテトラフルオロエチレンである。

彫樋は、彫樋である。

ポリトビューローは、ポリトビューローである。

堀留は、堀留である。

掘抜きは、掘抜きである。

掘抜き井戸は、掘抜き井戸である。

掘り抜くは、掘り抜くである。

彫り抜くは、彫り抜くである。

ポリヌクレオチドは、ポリヌクレオチドである。

彫塗は、彫塗である。

ポリネシアは、ポリネシアである。

堀の内は、堀の内である。

堀の内詣りは、堀の内詣りである。

掘場は、掘場である。

堀麦水は、堀麦水である。

ポリバケツは、ポリバケツである。

堀端は、堀端である。

ボリビアは、ボリビアである。

ポリビオスは、ポリビオスである。

ポリビニルアルコールは、ポリビニルアルコールである。



ポリプは、ポリプである。

ポリフォニーは、ポリフォニーである。

ポリ袋は、ポリ袋である。

ポリ弗化ビニリデンは、ポリ弗化ビニリデンである。

彫舟は、彫舟である。

ポリプロピレンは、ポリプロピレンである。

堀部は、堀部である。

ポリペプチドは、ポリペプチドである。

堀部安兵衛は、堀部安兵衛である。

堀部弥兵衛は、堀部弥兵衛である。

ぼりぼりは、ぼりぼりである。

ぽりぽりは、ぽりぽりである。

ポリマーは、ポリマーである。

掘り回すは、掘り回すである。

彫目は、彫目である。

ポリメーターは、ポリメーターである。

ポリメラーゼは、ポリメラーゼである。

ポリメラーゼ連鎖反応法は、ポリメラーゼ連鎖反応法である。

彫物は、彫物である。

彫物師は、彫物師である。

暴利屋は、暴利屋である。

保留は、保留である。

蒲柳は、蒲柳である。

ボリュームは、ボリュームである。

ポリュクレイトスは、ポリュクレイトスである。

捕虜は、捕虜である。

補力は、補力である。

掘割は、掘割である。

恍るは、恍るである。

惚るは、惚るである。

耄るは、耄るである。

掘るは、掘るである。

彫るは、彫るである。

欲るは、欲るである。

ぼるは、ぼるである。

ボルガは、ボルガである。

ポルカは、ポルカである。

ポルカドットは、ポルカドットである。

ホルクハイマーは、ホルクハイマーである。

ボルケナウは、ボルケナウである。

ボルジアは、ボルジアである。

ポルシェは、ポルシェである。

ボルシチは、ボルシチである。

ホルスは、ホルスである。

ホルスタインは、ホルスタインである。

ホルストは、ホルストである。



ボルゾイは、ボルゾイである。

ボルタは、ボルタである。

ホルダーは、ホルダーである。

ポルダーは、ポルダーである。

ポルターガイストは、ポルターガイストである。

ポルタヴァは、ポルタヴァである。

ポルタティブは、ポルタティブである。

ボルタの電池は、ボルタの電池である。

ボルタメーターは、ボルタメーターである。

ポルタメントは、ポルタメントである。

ボルチモアは、ボルチモアである。

ホルチンは、ホルチンである。

ポルックスは、ポルックスである。

ボルツマンは、ボルツマンである。

ボルツマン定数は、ボルツマン定数である。

ホルティは、ホルティである。

ボルテージは、ボルテージである。

ポルテーニャ音楽は、ポルテーニャ音楽である。

ボルテールは、ボルテールである。

ホルトは、ホルトである。

ボルトは、ボルトである。

ポルトは、ポルトである。

ボルドーは、ボルドーである。

ボルドー液は、ボルドー液である。

ポルトープランスは、ポルトープランスである。

ポルトガルは、ポルトガルである。

ポルトガル語は、ポルトガル語である。

ホルト草は、ホルト草である。

ホルトの油は、ホルトの油である。

ポルトノヴォは、ポルトノヴォである。

ホルトの樹は、ホルトの樹である。

ボルトメーターは、ボルトメーターである。

ボルネオは、ボルネオである。

ボルネオールは、ボルネオールである。

ポルノは、ポルノである。

ポルノグラフィーは、ポルノグラフィーである。

ホルバインは、ホルバインである。

ホルバッハは、ホルバッハである。

ポルフィリン症は、ポルフィリン症である。

ポルフュリオスは、ポルフュリオスである。

ホルベアは、ホルベアである。

ボルヘスは、ボルヘスである。

ボルボックスは、ボルボックスである。

ホルマリンは、ホルマリンである。

ホルミウムは、ホルミウムである。

ホルムアルデヒドは、ホルムアルデヒドである。



ホルムズ海峡は、ホルムズ海峡である。

ホルモンは、ホルモンである。

ホルモン受容体は、ホルモン受容体である。

ホルモン製剤は、ホルモン製剤である。

ホルモン放出因子は、ホルモン放出因子である。

ホルモン焼は、ホルモン焼である。

ホルンは、ホルンである。

ホルンフェルスは、ホルンフェルスである。

保冷は、保冷である。

牡蠣は、牡蠣である。

保冷車は、保冷車である。

ボレーは、ボレーである。

ボレーキックは、ボレーキックである。

惚れ薬は、惚れ薬である。

惚れ込むは、惚れ込むである。

惚れっぽいは、惚れっぽいである。

惚れ惚れは、惚れ惚れである。

惚れ惚れしは、惚れ惚れしである。

ポレミックは、ポレミックである。

耄れ者は、耄れ者である。

ホレリスは、ホレリスである。

恍れるは、恍れるである。

惚れるは、惚れるである。

耄れるは、耄れるである。

掘れるは、掘れるである。

ボレロは、ボレロである。

ほろは、ほろである。

母衣は、母衣である。

幌は、幌である。

保呂は、保呂である。

襤褸は、襤褸である。

梵論は、梵論である。

暮露は、暮露である。

ぼろは、ぼろである。

ポロは、ポロである。

襤褸藍は、襤褸藍である。

ぼろいは、ぼろいである。

襤褸市は、襤褸市である。

歩廊は、歩廊である。

ホロヴィッツは、ホロヴィッツである。

ほろ旨いは、ほろ旨いである。

ボローニャは、ボローニャである。

ボローニャ大学は、ボローニャ大学である。

ぼろおんは、ぼろおんである。

襤褸買は、襤褸買である。

母衣蚊屋は、母衣蚊屋である。



襤褸切れは、襤褸切れである。

ほろくは、ほろくである。

母衣串は、母衣串である。

襤褸糞は、襤褸糞である。

ホログラフィーは、ホログラフィーである。

保呂毛は、保呂毛である。

襤褸けるは、襤褸けるである。

ホロコーストは、ホロコーストである。

ほろさもは、ほろさもである。

白莫は、白莫である。

ほろ子は、ほろ子である。

ポロシモは、ポロシモである。

ポロシャツは、ポロシャツである。

幌尻岳は、幌尻岳である。

ホロスコープは、ホロスコープである。

ほろせは、ほろせである。

ポロックは、ポロックである。

母衣付は、母衣付である。

ほろっとは、ほろっとである。

ぽろっとは、ぽろっとである。

ボロディンは、ボロディンである。

襤褸綴じは、襤褸綴じである。

ポロニウムは、ポロニウムである。

ほろ苦いは、ほろ苦いである。

ポロネーズは、ポロネーズである。

ポロ葱は、ポロ葱である。

保呂羽は、保呂羽である。

幌馬車は、幌馬車である。

母衣馬車は、母衣馬車である。

母衣引は、母衣引である。

滅びるは、滅びるである。

亡びるは、亡びるである。

滅ぶは、滅ぶである。

亡ぶは、亡ぶである。

母衣袋は、母衣袋である。

ボロブドゥールは、ボロブドゥールである。

滅ぼすは、滅ぼすである。

亡ぼすは、亡ぼすである。

ほろほろは、ほろほろである。

ぼろぼろは、ぼろぼろである。

梵論梵論は、梵論梵論である。

ぽろぽろは、ぽろぽろである。

ほろほろ鳥は、ほろほろ鳥である。

珠鶏は、珠鶏である。

幌幌の木は、幌幌の木である。

ぼろ負けは、ぼろ負けである。



法論味噌は、法論味噌である。

母衣武者は、母衣武者である。

ボロメーターは、ボロメーターである。

ぼろ儲けは、ぼろ儲けである。

微酔機嫌は、微酔機嫌である。

ほろりは、ほろりである。

ぼろりは、ぼろりである。

ぽろりは、ぽろりである。

ほろろは、ほろろである。

ほろろぐは、ほろろぐである。

襤褸綿は、襤褸綿である。

ホロンは、ホロンである。

勃ろんは、勃ろんである。

ボロンは、ボロンである。

ほろんこは、ほろんこである。

梵論字は、梵論字である。

梵論師は、梵論師である。

ボロン繊維は、ボロン繊維である。

ホワイエは、ホワイエである。

ホワイトは、ホワイトである。

ホワイトアウトは、ホワイトアウトである。

ホワイトアスパラガスは、ホワイトアスパラガスである。

ホワイトカラーは、ホワイトカラーである。

ホワイトゴールドは、ホワイトゴールドである。

ホワイトシャツは、ホワイトシャツである。

ホワイトソースは、ホワイトソースである。

ホワイトチョコレートは、ホワイトチョコレートである。

ホワイトハウスは、ホワイトハウスである。

ホワイトヘッドは、ホワイトヘッドである。

ホワイトメタルは、ホワイトメタルである。

ホワイトリカーは、ホワイトリカーである。

ボワソナードは、ボワソナードである。

穂絮は、穂絮である。

穂綿は、穂綿である。

ボワローは、ボワローである。

ポワンカレは、ポワンカレである。

黄酒は、黄酒である。

本は、本である。

奔は、奔である。

翻は、翻である。

飜は、飜である。

ホンは、ホンである。

梵は、梵である。

ボンは、ボンである。

本蜑は、本蜑である。

本阿弥は、本阿弥である。



本阿弥光悦は、本阿弥光悦である。

本案は、本案である。

翻案は、翻案である。

本案判決は、本案判決である。

反胃は、反胃である。

本位は、本位である。

翻意は、翻意である。

本位音は、本位音である。

本位貨は、本位貨である。

本位貨幣は、本位貨幣である。

本位記号は、本位記号である。

盆市は、盆市である。

奔逸は、奔逸である。

本員は、本員である。

本院は、本院である。

翻印は、翻印である。

本因坊は、本因坊である。

本因坊跡目秀策は、本因坊跡目秀策である。

本因坊丈和は、本因坊丈和である。

本因坊道策は、本因坊道策である。

本有は、本有である。

盆唄は、盆唄である。

本打は、本打である。

本乳母は、本乳母である。

本姥は、本姥である。

本絵は、本絵である。

本画は、本画である。

盆会は、盆会である。

盆絵は、盆絵である。

本営は、本営である。

本影は、本影である。

本縁は、本縁である。

梵王は、梵王である。

盆送りは、盆送りである。

盆踊は、盆踊である。

盆踊唄は、盆踊唄である。

梵音は、梵音である。

本科は、本科である。

本歌は、本歌である。

犯科は、犯科である。

盆画は、盆画である。

本懐は、本懐である。

本会議は、本会議である。

梵我一如は、梵我一如である。

本街道は、本街道である。

本海道は、本海道である。



盆替えは、盆替えである。

本格は、本格である。

本覚は、本覚である。

梵閣は、梵閣である。

梵学は、梵学である。

本覚寺は、本覚寺である。

本覚思想は、本覚思想である。

本格小説は、本格小説である。

梵学津梁は、梵学津梁である。

本格的は、本格的である。

盆炊きは、盆炊きである。

盆帷子は、盆帷子である。

本勝手は、本勝手である。

本歌取は、本歌取である。

犯科人は、犯科人である。

本印は、本印である。

本窯は、本窯である。

盆釜は、盆釜である。

本革は、本革である。

本瓦葺きは、本瓦葺きである。

本官は、本官である。

本貫は、本貫である。

本管は、本管である。

本館は、本館である。

本願は、本願である。

凡眼は、凡眼である。

椪柑は、椪柑である。

凸柑は、凸柑である。

本願寺は、本願寺である。

本願寺派は、本願寺派である。

本願主は、本願主である。

盆勧進は、盆勧進である。

本願誇りは、本願誇りである。

本気は、本気である。

本器は、本器である。

本紀は、本紀である。

本義は、本義である。

本儀は、本儀である。

本決りは、本決りである。

本極まりは、本極まりである。

本給は、本給である。

虹口は、虹口である。

本居は、本居である。

本拠は、本拠である。

本行は、本行である。

本業は、本業である。



凡境は、凡境である。

梵境は、梵境である。

梵行は、梵行である。

盆狂言は、盆狂言である。

本行物は、本行物である。

本業焼は、本業焼である。

本曲は、本曲である。

本局は、本局である。

本金は、本金である。

本銀は、本銀である。

凡近は、凡近である。

ポンキンは、ポンキンである。

盆供は、盆供である。

凡愚は、凡愚である。

本宮は、本宮である。

梵宮は、梵宮である。

本籤は、本籤である。

本鬮は、本鬮である。

本公事は、本公事である。

本国持は、本国持である。

本組は、本組である。

本曇りは、本曇りである。

盆供養は、盆供養である。

盆暗は、盆暗である。

盆暮は、盆暮である。

本卦は、本卦である。

本化は、本化である。

凡下は、凡下である。

本刑は、本刑である。

本渓は、本渓である。

ホンゲイは、ホンゲイである。

盆景は、盆景である。

本卦帰りは、本卦帰りである。

本卦還りは、本卦還りである。

本月は、本月である。

本家本元は、本家本元である。

本件は、本件である。

本拳は、本拳である。

本間は、本間である。

本絹は、本絹である。

本権は、本権である。

本繭は、本繭である。

本源は、本源である。

本源的蓄積は、本源的蓄積である。

本元服は、本元服である。

本子は、本子である。



本語は、本語である。

梵語は、梵語である。

ボンゴは、ボンゴである。

本工は、本工である。

本甲は、本甲である。

本坑は、本坑である。

本校は、本校である。

本郷は、本郷である。

本高迹下は、本高迹下である。

本郷新は、本郷新である。

本郷草は、本郷草である。

本石は、本石である。

本国は、本国である。

本圀寺は、本圀寺である。

本国法は、本国法である。

盆茣蓙は、盆茣蓙である。

本腰は、本腰である。

凡骨は、凡骨である。

ぽんこつは、ぽんこつである。

盆小屋は、盆小屋である。

ボンゴレは、ボンゴレである。

香港は、香港である。

ホンコンシャツは、ホンコンシャツである。

本座は、本座である。

本妻は、本妻である。

本才は、本才である。

凡才は、凡才である。

盆栽は、盆栽である。

梵妻は、梵妻である。

本採用は、本採用である。

盆魚は、盆魚である。

凡作は、凡作である。

凡策は、凡策である。

梵刹は、梵刹である。

本鯖は、本鯖である。

坊ん様は、坊ん様である。

本鞘は、本鞘である。

本佐録は、本佐録である。

本山は、本山である。

奔竄は、奔竄である。

盆山は、盆山である。

梵讃は、梵讃である。

本山衆は、本山衆である。

ボンサンスは、ボンサンスである。

本山派は、本山派である。

本支は、本支である。



本旨は、本旨である。

本志は、本志である。

本始は、本始である。

本師は、本師である。

本紙は、本紙である。

本誌は、本誌である。

本地は、本地である。

本字は、本字である。

本寺は、本寺である。

本辞は、本辞である。

翻字は、翻字である。

梵志は、梵志である。

梵字は、梵字である。

本式は、本式である。

本敷は、本敷である。

本試験は、本試験である。

本地垂迹説は、本地垂迹説である。

本質は、本質である。

本日は、本日である。

凡失は、凡失である。

本質的は、本質的である。

本質的属性は、本質的属性である。

本四備讃線は、本四備讃線である。

本地仏は、本地仏である。

盆仕舞は、盆仕舞である。

本地物は、本地物である。

本社は、本社である。

本迹は、本迹である。

ぼんじゃりは、ぼんじゃりである。

本主は、本主である。

凡手は、凡手である。

凡主は、凡主である。

本州は、本州である。

本州四国連絡橋は、本州四国連絡橋である。

ボンジュールは、ボンジュールである。

奔出は、奔出である。

ホンジュラスは、ホンジュラスである。

梵舜は、梵舜である。

本初は、本初である。

本書は、本書である。

本署は、本署である。

本所は、本所である。

凡書は、凡書である。

凡庶は、凡庶である。

本生は、本生である。

本性は、本性である。



本省は、本省である。

本証は、本証である。

本庄は、本庄である。

本荘は、本荘である。

本城は、本城である。

凡小は、凡小である。

凡聖は、凡聖である。

梵鐘は、梵鐘である。

凡常は、凡常である。

凡聖一如は、凡聖一如である。

本荘追分は、本荘追分である。

本正月は、本正月である。

本証拠金は、本証拠金である。

本成寺は、本成寺である。

本省人は、本省人である。

本醸造酒は、本醸造酒である。

本色は、本色である。

本職は、本職である。

本初子午線は、本初子午線である。

本四連絡橋は、本四連絡橋である。

本心は、本心である。

本震は、本震である。

翻身は、翻身である。

本陣は、本陣である。

凡身は、凡身である。

犯ずは、犯ずである。

ポンスは、ポンスである。

ポン酢は、ポン酢である。

本粋は、本粋である。

凡水は、凡水である。

本筋は、本筋である。

本相撲は、本相撲である。

本刷は、本刷である。

本姓は、本姓である。

奔星は、奔星である。

本税は、本税である。

本誓は、本誓である。

梵砌は、梵砌である。

盆歳暮は、盆歳暮である。

本製本は、本製本である。

本籍は、本籍である。

盆石は、盆石である。

本籍地は、本籍地である。

本説は、本説である。

本セルは、本セルである。

本船は、本船である。



本銭は、本銭である。

本線は、本線である。

本選は、本選である。

本然は、本然である。

本膳は、本膳である。

翻然は、翻然である。

凡戦は、凡戦である。

本銭返は、本銭返である。

本然の性は、本然の性である。

本膳料理は、本膳料理である。

本船渡しは、本船渡しである。

本訴は、本訴である。

奔走は、奔走である。

本葬は、本葬である。

本草は、本草である。

凡僧は、凡僧である。

梵僧は、梵僧である。

本草家は、本草家である。

本草学は、本草学である。

奔走子は、奔走子である。

本草綱目は、本草綱目である。

本草綱目啓蒙は、本草綱目啓蒙である。

本草図譜は、本草図譜である。

本草和名は、本草和名である。

本束は、本束である。

本則は、本則である。

本属は、本属である。

凡俗は、凡俗である。

本属長官は、本属長官である。

奔走の子は、奔走の子である。

奔走息子は、奔走息子である。

本染分倍良は、本染分倍良である。

ボンソワールは、ボンソワールである。

本多は、本多である。

本田は、本田である。

凡打は、凡打である。

本多頭は、本多頭である。

本体は、本体である。

本隊は、本隊である。

本態は、本態である。

本題は、本題である。

凡退は、凡退である。

ホンタイジは、ホンタイジである。

本態性は、本態性である。

本態風は、本態風である。

本体論は、本体論である。



本宅は、本宅である。

本多光太郎は、本多光太郎である。

本多重次は、本多重次である。

本多静六は、本多静六である。

本田宗一郎は、本田宗一郎である。

本多忠勝は、本多忠勝である。

本裁ちは、本裁ちである。

本立ては、本立てである。

本蓼は、本蓼である。

盆立ては、盆立てである。

盆点は、盆点である。

本立入れは、本立入れである。

本多利明は、本多利明である。

本店は、本店である。

本棚は、本棚である。

盆棚は、盆棚である。

本多髷は、本多髷である。

本多正純は、本多正純である。

本多正信は、本多正信である。

本垂は、本垂である。

ぽん太郎は、ぽん太郎である。

馬尾藻は、馬尾藻である。

神馬藻は、神馬藻である。

奔湍は、奔湍である。

本知は、本知である。

奔馳は、奔馳である。

ぼんちは、ぼんちである。

凡知は、凡知である。

盆地は、盆地である。

盆池は、盆池である。

ポンチは、ポンチである。

ポンチ絵は、ポンチ絵である。

盆地霧は、盆地霧である。

本茶は、本茶である。

本中は、本中である。

本注は、本注である。

奔注は、奔注である。

ポンチョは、ポンチョである。

本庁は、本庁である。

本朝は、本朝である。

凡兆は、凡兆である。

本朝一人一首は、本朝一人一首である。

本朝桜陰比事は、本朝桜陰比事である。

本朝画史は、本朝画史である。

本朝軍器考は、本朝軍器考である。

本朝月令は、本朝月令である。



本朝皇胤紹運録は、本朝皇胤紹運録である。

本朝高僧伝は、本朝高僧伝である。

本朝三字経は、本朝三字経である。

本調子は、本調子である。

本朝十二銭は、本朝十二銭である。

本朝書籍目録は、本朝書籍目録である。

本朝食鑑は、本朝食鑑である。

本朝神社考は、本朝神社考である。

本朝神仙伝は、本朝神仙伝である。

本朝水滸伝は、本朝水滸伝である。

本朝世紀は、本朝世紀である。

本朝続文粋は、本朝続文粋である。

盆提灯は、盆提灯である。

本朝通鑑は、本朝通鑑である。

本朝廿四孝は、本朝廿四孝である。

本朝二十不孝は、本朝二十不孝である。

本町二丁目は、本町二丁目である。

本朝文粋は、本朝文粋である。

ポンツーンは、ポンツーンである。

ぽんつくは、ぽんつくである。

本通夜は、本通夜である。

本釣鐘は、本釣鐘である。

本手は、本手である。

本邸は、本邸である。

ポンディシェリは、ポンディシェリである。

本手組は、本手組である。

本天は、本天である。

本伝は、本伝である。

本殿は、本殿である。

品田は、品田である。

梵天は、梵天である。

梵天瓜は、梵天瓜である。

本店勘定は、本店勘定である。

梵天国は、梵天国である。

梵天竹は、梵天竹である。

梵天米は、梵天米である。

本当は、本当である。

本途は、本途である。

本土は、本土である。

本渡は、本渡である。

ボンドは、ボンドである。

ポントは、ポントである。

ぽんとは、ぽんとである。

ポンドは、ポンドである。

本島は、本島である。

奔騰は、奔騰である。



本堂は、本堂である。

本道は、本道である。

梵灯庵は、梵灯庵である。

本登記は、本登記である。

本動詞は、本動詞である。

本当には、本当にである。

盆灯籠は、盆灯籠である。

本通りは、本通りである。

本床は、本床である。

本土佐は、本土佐である。

本綴じは、本綴じである。

ボンド紙は、ボンド紙である。

先斗町は、先斗町である。

ポンドブロックは、ポンドブロックである。

本富は、本富である。

本途物成は、本途物成である。

ポントリャーギンは、ポントリャーギンである。

本直しは、本直しである。

本名題は、本名題である。

本縄は、本縄である。

本には、本にである。

本二階は、本二階である。

本人は、本人である。

本人給は、本人給である。

ボンヌフォワは、ボンヌフォワである。

本塗りは、本塗りである。

本音は、本音である。

ボンネットは、ボンネットである。

本練りは、本練りである。

本ネルは、本ネルである。

本年は、本年である。

本のは、本のである。

本能は、本能である。

煩悩は、煩悩である。

煩悩鷺は、煩悩鷺である。

本能寺は、本能寺である。

本能寺の変は、本能寺の変である。

本能主義は、本能主義である。

煩悩濁は、煩悩濁である。

本能的は、本能的である。

煩悩魔は、煩悩魔である。

ほんのりは、ほんのりである。

本場は、本場である。

本葉は、本葉である。

奔馬は、奔馬である。

盆梅は、盆梅である。



梵唄は、梵唄である。

本箱は、本箱である。

翻波式は、翻波式である。

盆初めは、盆初めである。

本場所は、本場所である。

盆柱は、盆柱である。

ボンバックスは、ボンバックスである。

ポンパドールは、ポンパドールである。

盆花は、盆花である。

本派本願寺は、本派本願寺である。

本腹は、本腹である。

本番は、本番である。

紅幇は、紅幇である。

凡卑は、凡卑である。

犯否は、犯否である。

ぽん引きは、ぽん引きである。

ポンピドゥーセンターは、ポンピドゥーセンターである。

本百姓は、本百姓である。

本俵は、本俵である。

本病は、本病である。

本天鵞絨は、本天鵞絨である。

ぽんぴんは、ぽんぴんである。

本部は、本部である。

本夫は、本夫である。

本譜は、本譜である。

品封は、品封である。

凡夫は、凡夫である。

ポンプは、ポンプである。

本風は、本風である。

本葺きは、本葺きである。

本奉行は、本奉行である。

本復は、本復である。

ポンプ座は、ポンプ座である。

本節は、本節である。

本普請は、本普請である。

ポンプ損失は、ポンプ損失である。

本舞台は、本舞台である。

本仏は、本仏である。

本肥りは、本肥りである。

盆舟は、盆舟である。

本降りは、本降りである。

本分は、本分である。

本文は、本文である。

梵文は、梵文である。

ボンベは、ボンベである。

ポンペは、ポンペである。



ボンベイは、ボンベイである。

ポンペイは、ポンペイである。

ポンペイウスは、ポンペイウスである。

ポンペイ最後の日は、ポンペイ最後の日である。

ボンヘッファーは、ボンヘッファーである。

本編は、本編である。

本篇は、本篇である。

本帆は、本帆である。

本舗は、本舗である。

ぽんぽは、ぽんぽである。

本坊は、本坊である。

本方は、本方である。

本邦は、本邦である。

本法は、本法である。

本俸は、本俸である。

奔放は、奔放である。

ぽんぽこは、ぽんぽこである。

ぽんぽこなは、ぽんぽこなである。

本補地頭は、本補地頭である。

ぽんぽち米は、ぽんぽち米である。

ぼんぼりは、ぼんぼりである。

ぼんぼり綿は、ぼんぼり綿である。

本本は、本本である。

ぼんぼんは、ぼんぼんである。

盆盆は、盆盆である。

ボンボンは、ボンボンである。

ぽんぽんは、ぽんぽんである。

ポンポンは、ポンポンである。

ぽんぽん蒸気は、ぽんぽん蒸気である。

ポンポンダリアは、ポンポンダリアである。

ぼんぼん時計は、ぼんぼん時計である。

本真は、本真である。

本馬は、本馬である。

本槙は、本槙である。

本蒔絵は、本蒔絵である。

本幕は、本幕である。

本鮪は、本鮪である。

本斗は、本斗である。

本末は、本末である。

本末転倒は、本末転倒である。

本祭は、本祭である。

盆祭は、盆祭である。

本眉は、本眉である。

本丸は、本丸である。

本身は、本身である。

本磨きは、本磨きである。



本御影は、本御影である。

凡ミスは、凡ミスである。

ほんみちは、ほんみちである。

盆路は、盆路である。

本脈は、本脈である。

本名は、本名である。

本命は、本命である。

本妙寺は、本妙寺である。

本命星は、本命星である。

本命的殺は、本命的殺である。

本命道場は、本命道場である。

本命日は、本命日である。

本妙法華宗は、本妙法華宗である。

本務は、本務である。

本結びは、本結びである。

本棟造りは、本棟造りである。

本目は、本目である。

奔命は、奔命である。

本望は、本望である。

梵網は、梵網である。

梵網会は、梵網会である。

梵網経は、梵網経である。

梵網菩薩戒は、梵網菩薩戒である。

本物返は、本物返である。

本元は、本元である。

本物は、本物である。

本紅は、本紅である。

本諸子は、本諸子である。

本門は、本門である。

本紋は、本紋である。

本門寺は、本門寺である。

本門の戒壇は、本門の戒壇である。

本門の題目は、本門の題目である。

本門の本尊は、本門の本尊である。

本文批判は、本文批判である。

本文批評は、本文批評である。

本門法華宗は、本門法華宗である。

本屋は、本屋である。

本屋学問は、本屋学問である。

本役は、本役である。

翻訳は、翻訳である。

翻訳方は、翻訳方である。

翻訳権は、翻訳権である。

翻訳名義集は、翻訳名義集である。

本屋取は、本屋取である。

本槍は、本槍である。



ぼんやりは、ぼんやりである。

本有観念は、本有観念である。

本有的は、本有的である。

本様は、本様である。

凡庸は、凡庸である。

本予算は、本予算である。

本読みは、本読みである。

本来は、本来である。

奔雷は、奔雷である。

本来空は、本来空である。

本来成仏は、本来成仏である。

本来の面目は、本来の面目である。

本来無一物は、本来無一物である。

本欄は、本欄である。

本利は、本利である。

本流は、本流である。

奔流は、奔流である。

凡流は、凡流である。

凡慮は、凡慮である。

本領は、本領である。

本領安堵は、本領安堵である。

本両替は、本両替である。

本塁は、本塁である。

本塁打は、本塁打である。

本鈴は、本鈴である。

盆礼は、盆礼である。

本暦は、本暦である。

ボンレスハムは、ボンレスハムである。

翻弄は、翻弄である。

本論は、本論である。

ほんわかは、ほんわかである。

本割は、本割である。

まは、まである。

目は、目である。

身は、身である。

真は、真である。

馬は、馬である。

間は、間である。

澗は、澗である。

麻は、麻である。

摩は、摩である。

磨は、磨である。

魔は、魔である。

まあは、まあである。

眉間は、眉間である。

間合は、間合である。



真赤は、真赤である。

マーガリンは、マーガリンである。

マーガレットは、マーガレットである。

マーカンティリズムは、マーカンティリズムである。

間明き大名は、間明き大名である。

マーキュリーは、マーキュリーである。

マーケティングは、マーケティングである。

マーケティングリサーチは、マーケティングリサーチである。

真薊は、真薊である。

まあじは、まあじである。

真鰺は、真鰺である。

マージは、マージである。

マージナルは、マージナルである。

マージナルマンは、マージナルマンである。

マーシャルは、マーシャルである。

マーシャル諸島は、マーシャル諸島である。

マーシャルプランは、マーシャルプランである。

麻雀は、麻雀である。

マージョラムは、マージョラムである。

マージンは、マージンである。

マージン取引は、マージン取引である。

マースは、マースである。

マーストリヒトは、マーストリヒトである。

マーストリヒト条約は、マーストリヒト条約である。

マーゾニンは、マーゾニンである。

真新しいは、真新しいである。

マーチは、マーチである。

マーチャンダイジングは、マーチャンダイジングである。

マーチャントは、マーチャントである。

マーチャントバンカーは、マーチャントバンカーである。

馬車は、馬車である。

マーティニは、マーティニである。

マーテルリンクは、マーテルリンクである。

マートは、マートである。

碼頭は、碼頭である。

真穴子は、真穴子である。

まあまあは、まあまあである。

真網は、真網である。

真網逆網は、真網逆網である。

真網船は、真網船である。

マーラーは、マーラーである。

マールは、マールである。

マールブランシュは、マールブランシュである。

マールブルクは、マールブルクである。

マールブルク学派は、マールブルク学派である。

マールブルク病は、マールブルク病である。



マーレは、マーレである。

マーロウは、マーロウである。

マーローは、マーローである。

幣は、幣である。

舞は、舞である。

烏牛は、烏牛である。

毎は、毎である。

米は、米である。

妹は、妹である。

枚は、枚である。

昧は、昧である。

埋は、埋である。

邁は、邁である。

麻衣は、麻衣である。

マイは、マイである。

参は、参である。

まいは、まいである。

舞い上がるは、舞い上がるである。

毎朝は、毎朝である。

舞脚は、舞脚である。

マイアミは、マイアミである。

舞衣裳は、舞衣裳である。

舞衣装は、舞衣装である。

参到るは、参到るである。

マイウェイは、マイウェイである。

舞人は、舞人である。

マイエットは、マイエットである。

邁往は、邁往である。

舞扇は、舞扇である。

舞ひ納まるは、舞ひ納まるである。

舞い納めは、舞い納めである。

舞い納めるは、舞い納めるである。

舞い降りるは、舞い降りるである。

真烏賊は、真烏賊である。

マイカは、マイカである。

マイカーは、マイカーである。

毎回は、毎回である。

まい瑰は、まい瑰である。

まい瑰油は、まい瑰油である。

舞風は、舞風である。

舞カッターは、舞カッターである。

舞ひ奏づは、舞ひ奏づである。

毎巻は、毎巻である。

毎期は、毎期である。

舞衣は、舞衣である。

舞杵は、舞杵である。



マーキュロクロムは、マーキュロクロムである。

枚挙は、枚挙である。

埋経は、埋経である。

舞狂言は、舞狂言である。

埋玉は、埋玉である。

舞錐は、舞錐である。

マーキングは、マーキングである。

マークは、マークである。

マイクは、マイクである。

参来は、参来である。

マークシートは、マークシートである。

舞曲は、舞曲である。

舞い下りは、舞い下りである。

マークトウェーンは、マークトウェーンである。

舞い狂うは、舞い狂うである。

舞車は、舞車である。

マイクロは、マイクロである。

マイクロウェーブは、マイクロウェーブである。

マイクロエレクトロニクスは、マイクロエレクトロニクスである。

マイクロカードは、マイクロカードである。

マイクログラムは、マイクログラムである。

マイクロコンピューターは、マイクロコンピューターである。

マイクロサージェリーは、マイクロサージェリーである。

マイクロ写真は、マイクロ写真である。

マイクロスコピックは、マイクロスコピックである。

マイクロ波は、マイクロ波である。

マイクロバーストは、マイクロバーストである。

マイクロバスは、マイクロバスである。

マイクロファラドは、マイクロファラドである。

マイクロフィッシュは、マイクロフィッシュである。

マイクロフィルムは、マイクロフィルムである。

マイクロフォンは、マイクロフォンである。

マイクロプログラミングは、マイクロプログラミングである。

マイクロプロセッサーは、マイクロプロセッサーである。

マイクロメーターは、マイクロメーターである。

マイクロメートルは、マイクロメートルである。

マイクロリーダーは、マイクロリーダーである。

眉毛は、眉毛である。

毎月は、毎月である。

毎月抄は、毎月抄である。

マイケルゴールドは、マイケルゴールドである。

マイケルソンモーリーの実験は、マイケルソンモーリーの実験である。

舞子は、舞子である。

舞妓は、舞妓である。

毎戸は、毎戸である。

迷子は、迷子である。



迷子石は、迷子石である。

毎号は、毎号である。

埋骨は、埋骨である。

舞事は、舞事である。

マイコトキシンは、マイコトキシンである。

舞子の浜は、舞子の浜である。

迷子札は、迷子札である。

マイコプラスマは、マイコプラスマである。

マイコプラスマ肺炎は、マイコプラスマ肺炎である。

舞い込むは、舞い込むである。

マイコンは、マイコンである。

毎歳は、毎歳である。

舞阪は、舞阪である。

舞師は、舞師である。

昧死は、昧死である。

毎次は、毎次である。

毎事は、毎事である。

毎時は、毎時である。

昧者は、昧者である。

毎週は、毎週である。

舞装束は、舞装束である。

毎食は、毎食である。

邁進は、邁進である。

マイシンは、マイシンである。

売僧は、売僧である。

売子は、売子である。

参すは、参すである。

参出は、参出である。

枚数は、枚数である。

売僧侍は、売僧侍である。

マイスターは、マイスターである。

マイスタージンガーは、マイスタージンガーである。

マイスナー効果は、マイスナー効果である。

売僧の皮は、売僧の皮である。

売僧坊主は、売僧坊主である。

毎夕は、毎夕である。

埋設は、埋設である。

マイセン磁器は、マイセン磁器である。

昧爽は、昧爽である。

埋草は、埋草である。

埋葬は、埋葬である。

埋蔵は、埋蔵である。

埋蔵物は、埋蔵物である。

埋蔵文化財は、埋蔵文化財である。

舞初めは、舞初めである。

舞茸は、舞茸である。



舞い立つは、舞い立つである。

毎旦は、毎旦である。

昧旦は、昧旦である。

真一文字は、真一文字である。

麻逸は、麻逸である。

参ったは、参ったである。

舞鶴は、舞鶴である。

舞鶴草は、舞鶴草である。

況いては、況いてである。

参出来は、参出来である。

舞戸は、舞戸である。

毎度は、毎度である。

舞灯籠は、舞灯籠である。

毎年は、毎年である。

舞殿は、舞殿である。

マイトマイシンは、マイトマイシンである。

マイナーは、マイナーである。

マイナーチェンジは、マイナーチェンジである。

賂は、賂である。

まいないは、まいないである。

賄ふは、賄ふである。

マイナスは、マイナスである。

毎日は、毎日である。

毎日新聞は、毎日新聞である。

舞鼠は、舞鼠である。

舞の師は、舞の師である。

舞の手は、舞の手である。

蟠車は、蟠車である。

参上るは、参上るである。

舞の本は、舞の本である。

マイノリティーは、マイノリティーである。

舞羽は、舞羽である。

舞葉は、舞葉である。

舞萩は、舞萩である。

槙皮は、槙皮である。

槙肌は、槙肌である。

舞働きは、舞働きである。

舞囃子は、舞囃子である。

米原は、米原である。

毎晩は、毎晩である。

舞姫は、舞姫である。

毎秒は、毎秒である。

埋伏は、埋伏である。

巻文は、巻文である。

舞振りは、舞振りである。

マイペースは、マイペースである。



買弁は、買弁である。

マイホームは、マイホームである。

埋没は、埋没である。

埋没原価は、埋没原価である。

埋没谷は、埋没谷である。

舞舞は、舞舞である。

毎毎は、毎毎である。

舞舞蛾は、舞舞蛾である。

舞舞被は、舞舞被である。

蝸牛被は、蝸牛被である。

買売城は、買売城である。

舞舞螺は、舞舞螺である。

舞舞虫は、舞舞虫である。

真忌は、真忌である。

マイムは、マイムである。

舞い戻るは、舞い戻るである。

マイモニデスは、マイモニデスである。

毎夜は、毎夜である。

マイヤーは、マイヤーである。

マイヤー百科事典は、マイヤー百科事典である。

マイヤーフェルスターは、マイヤーフェルスターである。

マイヤーベーアは、マイヤーベーアである。

マイヤーホーフは、マイヤーホーフである。

毎葉は、毎葉である。

枚葉紙は、枚葉紙である。

マイヨールは、マイヨールである。

マイラーは、マイラーである。

参らすは、参らすである。

参らせ候は、参らせ候である。

舞良戸は、舞良戸である。

参りは、参りである。

参入音声は、参入音声である。

参音声は、参音声である。

参り来は、参り来である。

参り下向は、参り下向である。

参り肴は、参り肴である。

参り着くは、参り着くである。

詣り墓は、詣り墓である。

参り墓は、参り墓である。

参り物は、参り物である。

マイルは、マイルである。

参るは、参るである。

マイルストーンは、マイルストーンである。

マイルドは、マイルドである。

間色は、間色である。

まいろしは、まいろしである。



間祝は、間祝である。

真祝は、真祝である。

万祝は、万祝である。

間祝着は、間祝着である。

真鰯は、真鰯である。

マインは、マインである。

マインツは、マインツである。

マインドは、マインドである。

マインドコントロールは、マインドコントロールである。

眩うは、眩うである。

舞うは、舞うである。

マウイは、マウイである。

真上は、真上である。

マーカーは、マーカーである。

真受けは、真受けである。

まうしは、まうしである。

真後ろは、真後ろである。

マウスは、マウスである。

申すは、申すである。

マウスピースは、マウスピースである。

マウスボーは、マウスボーである。

間内は、間内である。

客は、客である。

真人は、真人である。

間人は、間人である。

マウナケアは、マウナケアである。

マウナロアは、マウナロアである。

マウマウは、マウマウである。

真裏は、真裏である。

マウリヤ朝は、マウリヤ朝である。

マウンティングは、マウンティングである。

マウンテンバイクは、マウンテンバイクである。

マウントは、マウントである。

マウンドは、マウンドである。

前は、前である。

マエは、マエである。

前上がりは、前上がりである。

前開きは、前開きである。

前足は、前足である。

前脚は、前脚である。

前肢は、前肢である。

前板は、前板である。

前祝は、前祝である。

前後ろは、前後ろである。

前歌は、前歌である。

前唄は、前唄である。



前売りは、前売りである。

前緒は、前緒である。

前置きは、前置きである。

前帯は、前帯である。

前屈みは、前屈みである。

前書は、前書である。

前掻は、前掻である。

前掛けは、前掛けである。

前貸しは、前貸しである。

前頭は、前頭である。

前方は、前方である。

前語りは、前語りである。

前廉は、前廉である。

前金は、前金である。

前銀は、前銀である。

前神は、前神である。

前髪は、前髪である。

前髪親は、前髪親である。

前髪盛りは、前髪盛りである。

前髪立ては、前髪立てである。

前借りは、前借りである。

前勘定は、前勘定である。

前鉋は、前鉋である。

麻疫は、麻疫である。

前狂言は、前狂言である。

前行司は、前行司である。

前桐は、前桐である。

前巾着は、前巾着である。

前句は、前句である。

前句付は、前句付である。

前芸は、前芸である。

前景気は、前景気である。

マーケットは、マーケットである。

マーケットシェアは、マーケットシェアである。

マーケットバスケット方式は、マーケットバスケット方式である。

マーケットリサーチは、マーケットリサーチである。

前口上は、前口上である。

前小口は、前小口である。

前小作は、前小作である。

前腰は、前腰である。

前下がりは、前下がりである。

前先は、前先である。

前作は、前作である。

前提げは、前提げである。

前挿は、前挿である。

前差は、前差である。



前捌きは、前捌きである。

前仕手は、前仕手である。

前島は、前島である。

前島密は、前島密である。

前知らせは、前知らせである。

前後は、前後である。

前簾は、前簾である。

マエストーソは、マエストーソである。

マエストロは、マエストロである。

前臑は、前臑である。

前脛は、前脛である。

前相撲は、前相撲である。

前説は、前説である。

前銭は、前銭である。

前宣伝は、前宣伝である。

前苧は、前苧である。

前袖は、前袖である。

前備えは、前備えである。

前田は、前田である。

前田慧雲は、前田慧雲である。

前倒しは、前倒しである。

前田寛治は、前田寛治である。

前工みは、前工みである。

前田玄以は、前田玄以である。

前田河は、前田河である。

前田河広一郎は、前田河広一郎である。

前田青邨は、前田青邨である。

前立ちは、前立ちである。

前田綱紀は、前田綱紀である。

前立ては、前立てである。

前立は、前立である。

前田利家は、前田利家である。

前田夏蔭は、前田夏蔭である。

前田夕暮は、前田夕暮である。

前田流は、前田流である。

前垂れは、前垂れである。

前垂れ掛けは、前垂れ掛けである。

前垂れ被きは、前垂れ被きである。

前垂れ奉公は、前垂れ奉公である。

前つ方は、前つ方である。

公卿は、公卿である。

卿は、卿である。

大夫は、大夫である。

前付は、前付である。

前つ戸は、前つ戸である。

前髱は、前髱である。



前壺は、前壺である。

前つ輪は、前つ輪である。

前流れは、前流れである。

前野は、前野である。

前のめりは、前のめりである。

前の世は、前の世である。

前野良沢は、前野良沢である。

前歯は、前歯である。

前橋は、前橋である。

前幅は、前幅である。

前原は、前原である。

前払いは、前払いである。

前払勘定は、前払勘定である。

前原一誠は、前原一誠である。

前張は、前張である。

前張大口は、前張大口である。

前日は、前日である。

前引は、前引である。

前挽は、前挽である。

前弾きは、前弾きである。

前評判は、前評判である。

前広は、前広である。

前広には、前広にである。

前袋は、前袋である。

前船は、前船である。

前振りは、前振りである。

前触れは、前触れである。

前前は、前前である。

前身は、前身である。

前身頃は、前身頃である。

前店は、前店である。

前褌は、前褌である。

前向きは、前向きである。

前結びは、前結びである。

マーメードは、マーメードである。

前申しは、前申しである。

マーモセットは、マーモセットである。

前以ては、前以てである。

マーモットは、マーモットである。

マーヤーは、マーヤーである。

前厄は、前厄である。

前輪は、前輪である。

前渡しは、前渡しである。

前渡りは、前渡りである。

魔炎は、魔炎である。

魔縁は、魔縁である。



真麻は、真麻である。

苧麻は、苧麻である。

間男は、間男である。

麻黄は、麻黄である。

魔王は、魔王である。

馬王堆は、馬王堆である。

真岡は、真岡である。

真小薦は、真小薦である。

申さくは、申さくである。

白さくは、白さくである。

真男鹿は、真男鹿である。

茅台酒は、茅台酒である。

毛沢東は、毛沢東である。

密男は、密男である。

間男本多は、間男本多である。

魔脅しは、魔脅しである。

マードックは、マードックである。

マードレデデウス号事件は、マードレデデウス号事件である。

茅盾は、茅盾である。

マーブルは、マーブルである。

麻婆豆腐は、麻婆豆腐である。

マーマレードは、マーマレードである。

真面は、真面である。

真表は、真表である。

真麻蘭は、真麻蘭である。

マオリ族は、マオリ族である。

摩訶は、摩訶である。

曲は、曲である。

禍は、禍である。

マカートニーは、マカートニーである。

マカームは、マカームである。

真櫂は、真櫂である。

魔界は、魔界である。

魔魁は、魔魁である。

紛いは、紛いである。

擬いは、擬いである。

紛い糸は、紛い糸である。

紛い織は、紛い織である。

磨崖仏は、磨崖仏である。

摩崖仏は、摩崖仏である。

紛い道は、紛い道である。

擬い物は、擬い物である。

紛うは、紛うである。

紛えるは、紛えるである。

摩訶衍は、摩訶衍である。

澳門は、澳門である。



真顔は、真顔である。

摩訶迦葉は、摩訶迦葉である。

禍神は、禍神である。

摩訶迦羅は、摩訶迦羅である。

籬は、籬である。

曲垣は、曲垣である。

籬節は、籬節である。

曲垣平九郎は、曲垣平九郎である。

目蔭は、目蔭である。

真鹿毛は、真鹿毛である。

巻子は、巻子である。

白薇は、白薇である。

禍言は、禍言である。

禍事は、禍事である。

真鹿児矢は、真鹿児矢である。

真鹿児弓は、真鹿児弓である。

真楫は、真楫である。

馬借は、馬借である。

間貸しは、間貸しである。

摩訶止観は、摩訶止観である。

真旗魚は、真旗魚である。

まかしょは、まかしょである。

目頭は、目頭である。

マガジンは、マガジンである。

マガジンラックは、マガジンラックである。

引すは、引すである。

任すは、任すである。

委すは、委すである。

負かすは、負かすである。

間数は、間数である。

罷出は、罷出である。

任せは、任せである。

魔風は、魔風である。

魔風恋風は、魔風恋風である。

任せるは、任せるである。

委せるは、委せるである。

マガダは、マガダである。

侍婢は、侍婢である。

侍女は、侍女である。

曲玉は、曲玉である。

勾玉は、勾玉である。

マカダミアナッツは、マカダミアナッツである。

マカダムローラーは、マカダムローラーである。

目勝つは、目勝つである。

磨羯宮は、磨羯宮である。

マカッサルは、マカッサルである。



マカッサル海峡は、マカッサル海峡である。

禍霊は、禍霊である。

禍津日神は、禍津日神である。

退出音声は、退出音声である。

罷出音声は、罷出音声である。

真鉋は、真鉋である。

真仮名は、真仮名である。

真仮字は、真仮字である。

賄いは、賄いである。

賄方は、賄方である。

賄吟味役は、賄吟味役である。

まかない子は、まかない子である。

賄い付は、賄い付である。

賄い部屋は、賄い部屋である。

賄うは、賄うである。

真悲しは、真悲しである。

真愛しは、真愛しである。

間がな隙がなは、間がな隙がなである。

真鉋持ちは、真鉋持ちである。

真金は、真金である。

摩訶波闍波提は、摩訶波闍波提である。

摩訶不思議は、摩訶不思議である。

まかぶらは、まかぶらである。

禍禍しいは、禍禍しいである。

曲曲しいは、曲曲しいである。

摩訶曼珠沙華は、摩訶曼珠沙華である。

摩訶曼陀羅華は、摩訶曼陀羅華である。

真神は、真神である。

真神原は、真神原である。

真鴨は、真鴨である。

まかやきは、まかやきである。

まがようは、まがようである。

罷らくは、罷らくである。

罷りは、罷りである。

曲りは、曲りである。

勾りは、勾りである。

鋺は、鋺である。

まがりは、まがりである。

間借りは、間借りである。

罷り散るは、罷り散るである。

罷り出づは、罷り出づである。

罷り入るは、罷り入るである。

罷り要るは、罷り要るである。

曲り江は、曲り江である。

マカリオスは、マカリオスである。

曲り角は、曲り角である。



曲金は、曲金である。

曲尺は、曲尺である。

曲りくねるは、曲りくねるである。

罷り越すは、罷り越すである。

曲差は、曲差である。

罷り道は、罷り道である。

罷り出るは、罷り出るである。

罷り通るは、罷り通るである。

罷り成らぬは、罷り成らぬである。

曲り形は、曲り形である。

曲り形にもは、曲り形にもである。

罷り成るは、罷り成るである。

罷り上るは、罷り上るである。

曲水は、曲水である。

罷り間違うは、罷り間違うである。

曲り道は、曲り道である。

曲り路は、曲り路である。

曲り目は、曲り目である。

罷り申しは、罷り申しである。

罷り申すは、罷り申すである。

環餅は、環餅である。

曲屋は、曲屋である。

マガリャンイスは、マガリャンイスである。

罷り寄るは、罷り寄るである。

負かるは、負かるである。

罷るは、罷るである。

曲るは、曲るである。

マカルーは、マカルーである。

真鰈は、真鰈である。

マガレイトは、マガレイトである。

マカレンコは、マカレンコである。

マカロニは、マカロニである。

マカロニウェスタンは、マカロニウェスタンである。

マカロニグラタンは、マカロニグラタンである。

マカロフは、マカロフである。

眼皮は、眼皮である。

紛はしは、紛はしである。

紛はすは、紛はすである。

真雁は、真雁である。

麻冠は、麻冠である。

まきは、まきである。

任は、任である。

牧は、牧である。

巻きは、巻きである。

巻は、巻である。

槙は、槙である。



薪は、薪である。

真木は、真木である。

マキは、マキである。

間木は、間木である。

マキアヴェリは、マキアヴェリである。

マキアヴェリズムは、マキアヴェリズムである。

巻き上がるは、巻き上がるである。

巻上げは、巻上げである。

巻揚げは、巻揚げである。

捲上げは、捲上げである。

巻揚げ機は、巻揚げ機である。

捲上げ機は、捲上げ機である。

巻上げ法は、巻上げ法である。

巻き上げるは、巻き上げるである。

巻き揚げるは、巻き揚げるである。

捲き上げるは、捲き上げるである。

巻足は、巻足である。

巻網は、巻網である。

旋網は、旋網である。

槙有恒は、槙有恒である。

巻石は、巻石である。

蒔石は、蒔石である。

真木和泉は、真木和泉である。

巻鰤は、巻鰤である。

巻き入るは、巻き入るである。

巻き入れるは、巻き入れるである。

巻打は、巻打である。

蒔絵は、蒔絵である。

撒き餌は、撒き餌である。

巻纓は、巻纓である。

蒔絵師は、蒔絵師である。

蒔絵筆は、蒔絵筆である。

巻き起すは、巻き起すである。

捲落しは、捲落しである。

巻帯は、巻帯である。

巻貝は、巻貝である。

捲替えは、捲替えである。

巻返しは、巻返しである。

捲返しは、捲返しである。

巻き返すは、巻き返すである。

捲き返すは、捲き返すである。

巻籠は、巻籠である。

まき頭は、まき頭である。

冂構えは、冂構えである。

巻紙は、巻紙である。

巻髪は、巻髪である。



巻狩は、巻狩である。

巻川は、巻川である。

巻絹は、巻絹である。

巻脚絆は、巻脚絆である。

巻経は、巻経である。

地膚は、地膚である。

葵は、葵である。

巻雲は、巻雲である。

捲雲は、捲雲である。

巻毛は、巻毛である。

蒔期は、蒔期である。

蒔肥は、蒔肥である。

撒き心は、撒き心である。

巻き込むは、巻き込むである。

捲き込むは、捲き込むである。

散米は、散米である。

蒔米は、蒔米である。

真木割くは、真木割くである。

巻差は、巻差である。

巻尺は、巻尺である。

真木撮棒は、真木撮棒である。

マキシは、マキシである。

巻軸は、巻軸である。

巻き舌は、巻き舌である。

マキシマムは、マキシマムである。

マキシムは、マキシムである。

マキシモウィッチは、マキシモウィッチである。

巻心は、巻心である。

巻きスカートは、巻きスカートである。

巻き鮨は、巻き鮨である。

蒔砂は、蒔砂である。

撒砂は、撒砂である。

蒔砂子は、蒔砂子である。

巻鯣は、巻鯣である。

播き性は、播き性である。

巻攻めは、巻攻めである。

巻線は、巻線である。

捲線は、捲線である。

散銭は、散銭である。

蒔銭は、蒔銭である。

巻き添えは、巻き添えである。

巻袖は、巻袖である。

巻染は、巻染である。

真北は、真北である。

蒔田は、蒔田である。

蒔太刀は、蒔太刀である。



巻き立つは、巻き立つである。

真木立つ山は、真木立つ山である。

巻立は、巻立である。

巻煙草は、巻煙草である。

巻樽は、巻樽である。

撒き散らすは、撒き散らすである。

巻き付くは、巻き付くである。

蒔付けは、蒔付けである。

巻き付けるは、巻き付けるである。

巻弦は、巻弦である。

巻斗は、巻斗である。

巻取紙は、巻取紙である。

巻き取るは、巻き取るである。

蒔直しは、蒔直しである。

纏き寝は、纏き寝である。

牧野は、牧野である。

牧野英一は、牧野英一である。

槙尾は、槙尾である。

真木の瓦は、真木の瓦である。

牧野省三は、牧野省三である。

牧野信一は、牧野信一である。

真木の立つは、真木の立つである。

真木の嬬手は、真木の嬬手である。

牧野富太郎は、牧野富太郎である。

牧野伸顕は、牧野伸顕である。

槙葉は、槙葉である。

牧ノ原は、牧ノ原である。

任のまにまには、任のまにまにである。

牧場は、牧場である。

巻葉は、巻葉である。

蒔き灰は、蒔き灰である。

捲端折りは、捲端折りである。

真木柱は、真木柱である。

槙柱は、槙柱である。

牧畑は、牧畑である。

巻機山は、巻機山である。

真黍は、真黍である。

巻鬚は、巻鬚である。

巻鬢は、巻鬢である。

巻封は、巻封である。

牧笛は、牧笛である。

巻燻べは、巻燻べである。

巻筆は、巻筆である。

巻き解すは、巻き解すである。

真木骨は、真木骨である。

巻本は、巻本である。



撒き水は、撒き水である。

纏向遺跡は、纏向遺跡である。

巻向山は、巻向山である。

纏向山は、纏向山である。

巻目は、巻目である。

纏き持つは、纏き持つである。

巻き戻すは、巻き戻すである。

巻物は、巻物である。

マキャベリズムは、マキャベリズムである。

魔境は、魔境である。

マ行は、マ行である。

麻行は、麻行である。

紛らは、紛らである。

紛らかしは、紛らかしである。

紛らかすは、紛らかすである。

紛らすは、紛らすである。

紛らせるは、紛らせるである。

紛らわしは、紛らわしである。

紛らわしいは、紛らわしいである。

紛らはし所は、紛らはし所である。

紛らわすは、紛らわすである。

間切は、間切である。

間切骨は、間切骨である。

巻菱湖は、巻菱湖である。

紛るは、紛るである。

間切るは、間切るである。

紛れは、紛れである。

紛れ歩くは、紛れ歩くである。

紛れ込むは、紛れ込むである。

紛れ幸いは、紛れ幸いである。

紛れ所は、紛れ所である。

紛れ物は、紛れ物である。

紛れるは、紛れるである。

真際は、真際である。

間際は、間際である。

巻藁は、巻藁である。

巻藁前は、巻藁前である。

薪割りは、薪割りである。

莫は、莫である。

幕は、幕である。

膜は、膜である。

任くは、任くである。

枕くは、枕くである。

婚くは、婚くである。

纏くは、纏くである。

負くは、負くである。



巻くは、巻くである。

捲くは、捲くである。

設くは、設くである。

蒔くは、蒔くである。

播くは、播くである。

撒くは、撒くである。

罷くは、罷くである。

まくは、まくである。

マグは、マグである。

曲ぐは、曲ぐである。

覓ぐは、覓ぐである。

求ぐは、求ぐである。

幕間は、幕間である。

幕間劇は、幕間劇である。

幕開きは、幕開きである。

幕開けは、幕開けである。

真杙は、真杙である。

真杭は、真杭である。

幕板は、幕板である。

幕内は、幕内である。

幕切りは、幕切りである。

幕切れは、幕切れである。

幕際は、幕際である。

幕串は、幕串である。

膜構造は、膜構造である。

膜骨は、膜骨である。

幕詞は、幕詞である。

真草は、真草である。

秣は、秣である。

馬草は、馬草である。

目草は、目草である。

マグサイサイは、マグサイサイである。

まぐさ石は、まぐさ石である。

秣桶は、秣桶である。

秣切りは、秣切りである。

まぐさ式構造は、まぐさ式構造である。

秣場は、秣場である。

真櫛は、真櫛である。

馬櫛は、馬櫛である。

捲し上げるは、捲し上げるである。

捲し掛るは、捲し掛るである。

捲し掛けるは、捲し掛けるである。

幕下は、幕下である。

捲し出すは、捲し出すである。

捲し立てるは、捲し立てるである。

膜質は、膜質である。



膜質迷路は、膜質迷路である。

マクシマムは、マクシマムである。

マクシミアヌスは、マクシミアヌスである。

マクシミリアンは、マクシミリアンである。

膜状は、膜状である。

幕尻は、幕尻である。

膜翅類は、膜翅類である。

真葛は、真葛である。

マクスウェルは、マクスウェルである。

マクスウェルの電磁理論は、マクスウェルの電磁理論である。

マクスウェルの方程式は、マクスウェルの方程式である。

マクスウェルの魔物は、マクスウェルの魔物である。

真葛原は、真葛原である。

真葛焼は、真葛焼である。

目屎は、目屎である。

馬糞は、馬糞である。

馬糞鷹は、馬糞鷹である。

幕外は、幕外である。

幕溜りは、幕溜りである。

真下りは、真下りである。

膜蛋白質は、膜蛋白質である。

間口は、間口である。

魔窟は、魔窟である。

幕支えは、幕支えである。

マクデブルクは、マクデブルクである。

マクデブルクの半球は、マクデブルクの半球である。

幕電は、幕電である。

膜電位は、膜電位である。

マクドナルドは、マクドナルドである。

マグナカルタは、マグナカルタである。

まくなぎは、まくなぎである。

幕無しは、幕無しである。

マグナムは、マグナムである。

マグニチュードは、マグニチュードである。

マクニンは、マクニンである。

マグネサイトは、マグネサイトである。

マグネシアは、マグネシアである。

マグネシウムは、マグネシウムである。

マグネシウム合金は、マグネシウム合金である。

マグネタイトは、マグネタイトである。

マグネチックは、マグネチックである。

マグネチックスピーカーは、マグネチックスピーカーである。

マグネットは、マグネットである。

マグネトロンは、マグネトロンである。

幕の内は、幕の内である。

間配るは、間配るである。



幕引きは、幕引きである。

膜平衡は、膜平衡である。

膜壁は、膜壁である。

マクベスは、マクベスである。

膜片は、膜片である。

まくほしは、まくほしである。

マグマは、マグマである。

まくまくは、まくまくである。

マグマ溜りは、マグマ溜りである。

マクマホンラインは、マクマホンラインである。

幕見は、幕見である。

マクミランは、マクミランである。

膜鳴楽器は、膜鳴楽器である。

莫目は、莫目である。

莫牟は、莫牟である。

莫妄想は、莫妄想である。

幕屋は、幕屋である。

幕湯は、幕湯である。

枕は、枕である。

枕当ては、枕当てである。

枕石は、枕石である。

枕絵は、枕絵である。

枕香は、枕香である。

枕貝は、枕貝である。

枕返しは、枕返しである。

枕掛けは、枕掛けである。

枕籠は、枕籠である。

枕刀は、枕刀である。

枕勝手は、枕勝手である。

枕金は、枕金である。

枕上は、枕上である。

枕神は、枕神である。

枕紙は、枕紙である。

枕蚊帳は、枕蚊帳である。

枕木は、枕木である。

枕几帳は、枕几帳である。

枕経は、枕経である。

枕芸者は、枕芸者である。

枕言は、枕言である。

枕詞は、枕詞である。

枕言葉は、枕言葉である。

枕米は、枕米である。

枕探しは、枕探しである。

枕下がりは、枕下がりである。

枕崎は、枕崎である。

枕崎台風は、枕崎台風である。



枕獅子は、枕獅子である。

枕慈童は、枕慈童である。

枕障子は、枕障子である。

枕状溶岩は、枕状溶岩である。

枕相撲は、枕相撲である。

枕するは、枕するである。

枕添は、枕添である。

枕草紙は、枕草紙である。

枕太刀は、枕太刀である。

枕団子は、枕団子である。

枕付くは、枕付くである。

枕机は、枕机である。

枕集えは、枕集えである。

枕時計は、枕時計である。

枕直しは、枕直しである。

枕草子は、枕草子である。

枕草子絵巻は、枕草子絵巻である。

枕草子春曙抄は、枕草子春曙抄である。

枕箱は、枕箱である。

枕花は、枕花である。

枕火は、枕火である。

枕引きは、枕引きである。

枕屏風は、枕屏風である。

枕辺は、枕辺である。

枕本は、枕本である。

枕飯は、枕飯である。

マクラメレースは、マクラメレースである。

枕文字は、枕文字である。

枕許は、枕許である。

枕元は、枕元である。

枕物語は、枕物語である。

枕物狂は、枕物狂である。

枕槍は、枕槍である。

枕脇差は、枕脇差である。

捲りは、捲りである。

海人草は、海人草である。

海仁草は、海仁草である。

捲り上げるは、捲り上げるである。

捲り入れるは、捲り入れるである。

捲り落つは、捲り落つである。

捲り落すは、捲り落すである。

捲り切りは、捲り切りである。

捲り出すは、捲り出すである。

捲り立つは、捲り立つである。

捲り付くは、捲り付くである。

マグリットは、マグリットである。



捲り手は、捲り手である。

捲り飲みは、捲り飲みである。

捲り葉は、捲り葉である。

マグリブは、マグリブである。

マクリントックは、マクリントックである。

捲るは、捲るである。

眩るは、眩るである。

マクルーハンは、マクルーハンである。

紛れ中りは、紛れ中りである。

紛れ当りは、紛れ当りである。

紛れ入るは、紛れ入るである。

マグレブは、マグレブである。

捲れるは、捲れるである。

真黒は、真黒である。

マクロは、マクロである。

鮪は、鮪である。

マクロ経済学は、マクロ経済学である。

マクロコスモスは、マクロコスモスである。

マクロスコピックは、マクロスコピックである。

マクロバーストは、マクロバーストである。

マクロファージは、マクロファージである。

マクロ分析は、マクロ分析である。

マクロレンズは、マクロレンズである。

真桑は、真桑である。

馬鍬は、馬鍬である。

目合は、目合である。

真桑瓜は、真桑瓜である。

目細しは、目細しである。

魔軍は、魔軍である。

まけは、まけである。

任けは、任けである。

負けは、負けである。

設けは、設けである。

まげは、まげである。

曲げは、曲げである。

髷は、髷である。

曲庵は、曲庵である。

負戦は、負戦である。

負軍は、負軍である。

摩醯首羅は、摩醯首羅である。

負け犬は、負け犬である。

負け色は、負け色である。

曲げ応力は、曲げ応力である。

負け惜しみは、負け惜しみである。

髷掛は、髷掛である。

負方は、負方である。



髷型は、髷型である。

負け勝ちは、負け勝ちである。

曲木は、曲木である。

曲木椅子は、曲木椅子である。

曲木細工は、曲木細工である。

負け嫌いは、負け嫌いである。

負け越すは、負け越すである。

曲げ試験は、曲げ試験である。

負けじ心は、負けじ心である。

負けじ魂は、負けじ魂である。

負けず劣らずは、負けず劣らずである。

負けず嫌いは、負けず嫌いである。

負相撲は、負相撲である。

負けっ振りは、負けっ振りである。

負手は、負手である。

枉げては、枉げてである。

負け投手は、負け投手である。

任所は、任所である。

マケドニアは、マケドニアである。

マケドニア語は、マケドニア語である。

真日長くは、真日長くである。

任けのまにまには、任けのまにまにである。

負博打は、負博打である。

負腹は、負腹である。

馬煙は、馬煙である。

負け惚くは、負け惚くである。

負星は、負星である。

儲溝は、儲溝である。

負け目は、負け目である。

曲げモーメントは、曲げモーメントである。

曲物は、曲物である。

髷物は、髷物である。

髷結わいは、髷結わいである。

負けるは、負けるである。

曲げるは、曲げるである。

枉げるは、枉げるである。

負業は、負業である。

負態は、負態である。

負けん気は、負けん気である。

磨研紙は、磨研紙である。

負けん性は、負けん性である。

真子は、真子である。

麻姑は、麻姑である。

孫は、孫である。

馬子は、馬子である。

真鯉は、真鯉である。



孫祝は、孫祝である。

馬公は、馬公である。

抹額は、抹額である。

万劫は、万劫である。

磨光韻鏡は、磨光韻鏡である。

孫請は、孫請である。

馬子唄は、馬子唄である。

マコーリーは、マコーリーである。

真子鰈は、真子鰈である。

孫子は、孫子である。

真心は、真心である。

孫作は、孫作である。

孫杓子は、孫杓子である。

孫障子は、孫障子である。

孫次郎は、孫次郎である。

孫抱きは、孫抱きである。

孫店は、孫店である。

孫太郎虫は、孫太郎虫である。

真東風は、真東風である。

正東風は、正東風である。

孫嫡子は、孫嫡子である。

まごつくは、まごつくである。

孫弟子は、孫弟子である。

実は、実である。

誠は、誠である。

実顔は、実顔である。

実しは、実しである。

実し顔は、実し顔である。

実しやかは、実しやかである。

真事問ふは、真事問ふである。

真には、真にである。

実には、実にである。

誠には、誠にである。

寔には、寔にである。

洵には、洵にである。

真の花は、真の花である。

真の人は、真の人である。

真の道は、真の道である。

実やは、実やである。

孫の手は、孫の手である。

孫引きは、孫引きである。

孫引出物は、孫引出物である。

孫廂は、孫廂である。

孫庇は、孫庇である。

孫振舞は、孫振舞である。

孫別家は、孫別家である。



まごまごは、まごまごである。

孫娘は、孫娘である。

馬籠は、馬籠である。

真菰は、真菰である。

真薦は、真薦である。

真菰刈るは、真菰刈るである。

真菰墨は、真菰墨である。

苜蓿は、苜蓿である。

真昆布は、真昆布である。

まさは、まさである。

正は、正である。

マザーは、マザーである。

マザーグースは、マザーグースである。

マザーコンプレックスは、マザーコンプレックスである。

真刀は、真刀である。

万歳は、万歳である。

マサイ族は、マサイ族である。

万歳楽は、万歳楽である。

坐さふは、坐さふである。

真青は、真青である。

正岡は、正岡である。

政岡は、政岡である。

正岡子規は、正岡子規である。

まさかは、まさかである。

真榊は、真榊である。

真賢木は、真賢木である。

真逆さまは、真逆さまである。

将門は、将門である。

将門記は、将門記である。

鉞は、鉞である。

真盛りは、真盛りである。

真先は、真先である。

真拆は、真拆である。

真崎は、真崎である。

柾は、柾である。

正木は、正木である。

真幸くは、真幸くである。

真崎甚三郎は、真崎甚三郎である。

真拆葛は、真拆葛である。

真拆の葛は、真拆の葛である。

正清は、正清である。

正木流は、正木流である。

弄り物は、弄り物である。

弄るは、弄るである。

真砂は、真砂である。

真砂路は、真砂路である。



マザコンは、マザコンである。

勝様は、勝様である。

正様は、正様である。

増様は、増様である。

正しは、正しである。

真狭しは、真狭しである。

正しくは、正しくである。

正成流は、正成流である。

間挿し苗は、間挿し苗である。

正しには、正しにである。

美児は、美児である。

マサチューセッツは、マサチューセッツである。

マサチューセッツ工科大学は、マサチューセッツ工科大学である。

摩擦は、摩擦である。

摩擦音は、摩擦音である。

摩擦クラッチは、摩擦クラッチである。

摩擦車は、摩擦車である。

摩擦係数は、摩擦係数である。

摩擦損失は、摩擦損失である。

正土は、正土である。

マザッチオは、マザッチオである。

摩擦継手は、摩擦継手である。

摩擦抵抗は、摩擦抵抗である。

摩擦的失業は、摩擦的失業である。

摩擦電気は、摩擦電気である。

正恒は、正恒である。

政常は、政常である。

摩擦ブレーキは、摩擦ブレーキである。

摩擦力は、摩擦力である。

正てには、正てにである。

正無は、正無である。

正無事は、正無事である。

正無しは、正無しである。

正には、正にである。

真鯖は、真鯖である。

正秀は、正秀である。

柾葺きは、柾葺きである。

麻沙本は、麻沙本である。

まざまざは、まざまざである。

まざまざしいは、まざまざしいである。

正宗は、正宗である。

正宗白鳥は、正宗白鳥である。

正目は、正目である。

柾目は、柾目である。

正眼は、正眼である。

正目紙は、正目紙である。



真明は、真明である。

真清は、真清である。

正夢は、正夢である。

マザランは、マザランである。

優りは、優りである。

勝りは、勝りである。

優り劣りは、優り劣りである。

勝り顔は、勝り顔である。

優り顔は、優り顔である。

マサリクは、マサリクである。

優り草は、優り草である。

勝り草は、勝り草である。

勝り様は、勝り様である。

勝り水は、勝り水である。

雑り物は、雑り物である。

マザリングは、マザリングである。

真猿は、真猿である。

増さるは、増さるである。

優るは、優るである。

勝るは、勝るである。

交ざるは、交ざるである。

雑ざるは、雑ざるである。

混ざるは、混ざるである。

馬山は、馬山である。

麻三斤は、麻三斤である。

猿は、猿である。

増しは、増しである。

麻糸は、麻糸である。

麻紙は、麻紙である。

汝は、汝である。

ましは、ましである。

まじは、まじである。

蠱は、蠱である。

真風は、真風である。

まじいは、まじいである。

交えるは、交えるである。

雑えるは、雑えるである。

真塩は、真塩である。

真潮は、真潮である。

真四角は、真四角である。

磨糸機は、磨糸機である。

間仕切は、間仕切である。

まじくじは、まじくじである。

まじくなうは、まじくなうである。

驀地は、驀地である。

まじくらは、まじくらである。



蠱るは、蠱るである。

益子は、益子である。

猿子は、猿子である。

猿子鳥は、猿子鳥である。

益子焼は、益子焼である。

蠱凝るは、蠱凝るである。

ましじは、ましじである。

マジシャンは、マジシャンである。

増助郷は、増助郷である。

真下は、真下である。

増田は、増田である。

増高は、増高である。

増田長盛は、増田長盛である。

貧鉤は、貧鉤である。

マジックは、マジックである。

マジックアイは、マジックアイである。

マジックインキは、マジックインキである。

マジックテープは、マジックテープである。

マジックナンバーは、マジックナンバーである。

マジックハンドは、マジックハンドである。

マジックミラーは、マジックミラーである。

況しては、況してである。

真鵐は、真鵐である。

呪いは、呪いである。

呪うは、呪うである。

増値は、増値である。

マジノ線は、マジノ線である。

真柴は、真柴である。

真柴垣は、真柴垣である。

真屡には、真屡にである。

真島は、真島である。

まじまじは、まじまじである。

在すは、在すである。

坐すは、坐すである。

真島利行は、真島利行である。

真清水は、真清水である。

増水は、増水である。

まじめは、まじめである。

真面目は、真面目である。

真面目腐るは、真面目腐るである。

蠱物は、蠱物である。

マジャール人は、マジャール人である。

間尺は、間尺である。

マジャパヒト朝は、マジャパヒト朝である。

増山は、増山である。

増山雪斎は、増山雪斎である。



魔手は、魔手である。

摩周湖は、摩周湖である。

魔術は、魔術である。

魔術師は、魔術師である。

マシュマロは、マシュマロである。

マジュロは、マジュロである。

魔所は、魔所である。

魔女は、魔女である。

真正は、真正である。

魔性は、魔性である。

魔障は、魔障である。

ましょうは、ましょうである。

真正直は、真正直である。

真正面は、真正面である。

真情者は、真情者である。

マショーは、マショーである。

魔女狩は、魔女狩である。

マジョリカは、マジョリカである。

マジョリティーは、マジョリティーである。

マジョルカは、マジョルカである。

交らいは、交らいである。

交らふは、交らふである。

真白髪は、真白髪である。

真精げは、真精げである。

真白斑は、真白斑である。

交りは、交りである。

雑りは、雑りである。

混りは、混りである。

眦は、眦である。

目尻は、目尻である。

雑り気は、雑り気である。

雑り毛は、雑り毛である。

交り立つは、交り立つである。

雑り種は、雑り種である。

まじりまじりは、まじりまじりである。

交見世は、交見世である。

交じるは、交じるである。

混じるは、混じるである。

雑じるは、雑じるである。

真白は、真白である。

真白いは、真白いである。

瞬ぎは、瞬ぎである。

瞬ぐは、瞬ぐである。

蠱事は、蠱事である。

交わりは、交わりである。

交わるは、交わるである。



麻疹は、麻疹である。

痲疹は、痲疹である。

マシンは、マシンである。

魔神は、魔神である。

マシンガンは、マシンガンである。

マシンヘッドは、マシンヘッドである。

マシン油は、マシン油である。

枡は、枡である。

升は、升である。

斗は、斗である。

鱒は、鱒である。

マスは、マスである。

ますは、ますである。

増すは、増すである。

益すは、益すである。

交ずは、交ずである。

先ずは、先ずである。

枡網は、枡網である。

麻酔は、麻酔である。

痲酔は、痲酔である。

不味いは、不味いである。

麻酔科は、麻酔科である。

麻酔剤は、麻酔剤である。

枡石は、枡石である。

麻酔薬は、麻酔薬である。

マスウーディーは、マスウーディーである。

枡打は、枡打である。

枡売りは、枡売りである。

枡落しは、枡落しである。

枡織は、枡織である。

マスカーニは、マスカーニである。

真澄鏡は、真澄鏡である。

十寸鏡は、十寸鏡である。

増鏡は、増鏡である。

枡掻は、枡掻である。

升掻は、升掻である。

枡掛は、枡掛である。

枡掛筋は、枡掛筋である。

枡形は、枡形である。

升形は、升形である。

斗形は、斗形である。

枡形本は、枡形本である。

マスカットは、マスカットである。

真菅よしは、真菅よしである。

マスカラは、マスカラである。

マスキー法は、マスキー法である。



マスクは、マスクである。

真直は、真直である。

枡組は、枡組である。

斗組は、斗組である。

枡組棚は、枡組棚である。

マスクメロンは、マスクメロンである。

マスクラットは、マスクラットである。

真菅は、真菅である。

マスゲームは、マスゲームである。

ま少しは、ま少しである。

マスコットは、マスコットである。

マスコミは、マスコミである。

マスコミュニケーションは、マスコミュニケーションである。

枡座は、枡座である。

升座は、升座である。

枡酒は、枡酒である。

貧しいは、貧しいである。

枡頭巾は、枡頭巾である。

枡席は、枡席である。

升席は、升席である。

升田は、升田である。

益田は、益田である。

マズダは、マズダである。

マスターは、マスターである。

マスターオブアーツは、マスターオブアーツである。

マスターキーは、マスターキーである。

マスターコースは、マスターコースである。

マスターズは、マスターズである。

マスタードは、マスタードである。

マスタードガスは、マスタードガスである。

マスタードソースは、マスタードソースである。

マスターピースは、マスターピースである。

マスターファイルは、マスターファイルである。

マスタープランは、マスタープランである。

マスターベーションは、マスターベーションである。

マスターワークは、マスターワークである。

鱒茸は、鱒茸である。

升田幸三は、升田幸三である。

益田孝は、益田孝である。

益田時貞は、益田時貞である。

マスタバは、マスタバである。

マスチフは、マスチフである。

斗束は、斗束である。

枡束は、枡束である。

マスデモクラシーは、マスデモクラシーである。

マストは、マストである。



マストドンは、マストドンである。

増富温泉は、増富温泉である。

枡取は、枡取である。

マスネーは、マスネーである。

鱒の介は、鱒の介である。

枡呑みは、枡呑みである。

先ずはは、先ずはである。

増花は、増花である。

益人は、益人である。

マスプロは、マスプロである。

マスプロダクションは、マスプロダクションである。

真赭は、真赭である。

増穂は、増穂である。

増穂残口は、増穂残口である。

益々は、益々である。

先ず先ずは、先ず先ずである。

真澄は、真澄である。

十寸見は、十寸見である。

十寸見河東は、十寸見河東である。

真清田神社は、真清田神社である。

真澄の鏡は、真澄の鏡である。

マスムーブメントは、マスムーブメントである。

枡目は、枡目である。

升目は、升目である。

まずめは、まずめである。

マスメディアは、マスメディアである。

先ず以ては、先ず以てである。

正占は、正占である。

益荒は、益荒である。

益荒男は、益荒男である。

丈夫は、丈夫である。

益荒男のは、益荒男のである。

益荒男振は、益荒男振である。

丈夫振は、丈夫振である。

益荒神は、益荒神である。

益荒猛男は、益荒猛男である。

摩するは、摩するである。

まするは、まするである。

マズルカは、マズルカである。

ませは、ませである。

笆は、笆である。

架は、架である。

馬塞は、馬塞である。

雑ぜは、雑ぜである。

交ぜは、交ぜである。

まぜは、まぜである。



混ぜ合せるは、混ぜ合せるである。

交ぜ合せるは、交ぜ合せるである。

磨製石器は、磨製石器である。

交ぜ織は、交ぜ織である。

雑ぜ返すは、雑ぜ返すである。

籬垣は、籬垣である。

混ぜ書きは、混ぜ書きである。

交ぜ書きは、交ぜ書きである。

交ぜ果物は、交ぜ果物である。

雑ぜ繰り返すは、雑ぜ繰り返すである。

雑ぜ繰るは、雑ぜ繰るである。

雑拳は、雑拳である。

籬越しは、籬越しである。

まぜこぜは、まぜこぜである。

混ぜ御飯は、混ぜ御飯である。

交魚は、交魚である。

雑ぜっ返しは、雑ぜっ返しである。

ませなんだは、ませなんだである。

交羽は、交羽である。

交矧は、交矧である。

雑ぜ雑ぜは、雑ぜ雑ぜである。

交ぜ物は、交ぜ物である。

混ぜ物は、混ぜ物である。

マゼランは、マゼランである。

マゼラン雲は、マゼラン雲である。

マゼラン海峡は、マゼラン海峡である。

マセルは、マセルである。

ませるは、ませるである。

交ぜるは、交ぜるである。

雑ぜるは、雑ぜるである。

混ぜるは、混ぜるである。

マゼンタは、マゼンタである。

厩栓棒は、厩栓棒である。

媽祖は、媽祖である。

マゾは、マゾである。

まそいは、まそいである。

真十鏡は、真十鏡である。

雅しは、雅しである。

まそっとは、まそっとである。

真袖は、真袖である。

マゾヒストは、マゾヒストである。

マゾヒズムは、マゾヒズムである。

真赭の薄は、真赭の薄である。

真麻群は、真麻群である。

真麻木綿は、真麻木綿である。

摩損は、摩損である。



磨損は、磨損である。

叉は、叉である。

股は、股である。

胯は、胯である。

摩多は、摩多である。

又は、又である。

亦は、亦である。

復は、復である。

未だは、未だである。

又預りは、又預りである。

復後月は、復後月である。

マタイは、マタイである。

全いは、全いである。

真鯛は、真鯛である。

間代は、間代である。

マタイ受難曲は、マタイ受難曲である。

マタイ伝は、マタイ伝である。

又従兄弟は、又従兄弟である。

又従姉妹は、又従姉妹である。

マタイ福音書は、マタイ福音書である。

又請けは、又請けである。

復写しは、復写しである。

全人は、全人である。

又売りは、又売りである。

又縁者は、又縁者である。

又甥は、又甥である。

又買いは、又買いである。

又貸しは、又貸しである。

マダガスカルは、マダガスカルである。

股上は、股上である。

胯上は、胯上である。

又借りは、又借りである。

跨るは、跨るである。

またぎは、またぎである。

叉木は、叉木である。

股木は、股木である。

夙は、夙である。

叉木形は、叉木形である。

又聞きは、又聞きである。

全くは、全くである。

急ぐは、急ぐである。

速ぐは、速ぐである。

跨ぐは、跨ぐである。

股座は、股座である。

胯座は、胯座である。

股座膏薬は、股座膏薬である。



股鍬は、股鍬である。

真竹は、真竹である。

又家来は、又家来である。

真蛸は、真蛸である。

真章魚は、真章魚である。

又小作は、又小作である。

又小者は、又小者である。

胯越ゆは、胯越ゆである。

跨ゆは、跨ゆである。

全しは、全しである。

未だしは、未だしである。

股下は、股下である。

胯下は、胯下である。

又質は、又質である。

復質は、復質である。

又してもは、又してもである。

未だしもは、未だしもである。

胯白は、胯白である。

遣すは、遣すである。

股鋤は、股鋤である。

股擦れは、股擦れである。

又候は、又候である。

又代官は、又代官である。

瞬きは、瞬きである。

瞬くは、瞬くである。

瞬く間は、瞬く間である。

又頼みは、又頼みである。

木天蓼は、木天蓼である。

股旅は、股旅である。

股旅芸者は、股旅芸者である。

股旅物は、股旅物である。

真太刀は、真太刀である。

股造りは、股造りである。

真蓼は、真蓼である。

又弟子は、又弟子である。

又とは、又とである。

マタドールは、マタドールである。

又隣は、又隣である。

又無しは、又無しである。

真だには、真だにである。

マタニティーは、マタニティーである。

マタニティードレスは、マタニティードレスである。

又寝は、又寝である。

又の朝は、又の朝である。

又の生は、又の生である。

又の月は、又の月である。



又の年は、又の年である。

又の名は、又の名である。

又の日は、又の日である。

股野矢は、股野矢である。

又の世は、又の世である。

又の夜は、又の夜である。

又はは、又はである。

又生えは、又生えである。

又将は、又将である。

真旅は、真旅である。

股火は、股火である。

胯火は、胯火である。

又被官は、又被官である。

又廂は、又廂である。

又庇は、又庇である。

股火鉢は、股火鉢である。

又臥しは、又臥しである。

また椏は、また椏である。

股仏は、股仏である。

真玉は、真玉である。

真玉葛は、真玉葛である。

又又は、又又である。

まだまだは、まだまだである。

未だ未だは、未だ未だである。

真玉付くは、真玉付くである。

真玉手は、真玉手である。

俣水松は、俣水松である。

マダムは、マダムである。

マダムバタフライは、マダムバタフライである。

股眼鏡は、股眼鏡である。

又者は、又者である。

又者駕籠は、又者駕籠である。

又者分は、又者分である。

又もやは、又もやである。

斑は、斑である。

真鱈は、真鱈である。

曼陀羅は、曼陀羅である。

斑犬は、斑犬である。

斑馬は、斑馬である。

斑瓜は、斑瓜である。

斑かは、斑かである。

斑河原毛は、斑河原毛である。

斑蜘蛛は、斑蜘蛛である。

摩多羅神は、摩多羅神である。

斑竹は、斑竹である。

馬渡節は、馬渡節である。



斑衾は、斑衾である。

斑幕は、斑幕である。

まだらまだらは、まだらまだらである。

マタラム王国は、マタラム王国である。

斑雪は、斑雪である。

間怠いは、間怠いである。

目弛いは、目弛いである。

間怠っこいは、間怠っこいである。

麻垂は、麻垂である。

マタロスは、マタロスである。

股割は、股割である。

魔弾の射手は、魔弾の射手である。

まちは、まちである。

区は、区である。

町は、町である。

待ちは、待ちである。

襠は、襠である。

麻知は、麻知である。

待合は、待合である。

待合遊びは、待合遊びである。

待合酒は、待合酒である。

待合室は、待合室である。

待合政治は、待合政治である。

待合茶屋は、待合茶屋である。

待ち明かすは、待ち明かすである。

町明りは、町明りである。

街明りは、街明りである。

待ちあぐむは、待ちあぐむである。

待足駄は、待足駄である。

町預は、町預である。

待膏は、待膏である。

待油は、待油である。

待網は、待網である。

待ち合すは、待ち合すである。

待合せは、待合せである。

待ち合せるは、待ち合せるである。

町医は、町医である。

待軍は、待軍である。

町医者は、町医者である。

待ち出づは、待ち出づである。

町入能は、町入能である。

待ち入るは、待ち入るである。

待ち得は、待ち得である。

待ち受けるは、待ち受けるである。

待謡は、待謡である。

待人は、待人である。



待馬は、待馬である。

マチエールは、マチエールである。

町絵師は、町絵師である。

待ち果せるは、待ち果せるである。

町送りは、町送りである。

町表は、町表である。

間近は、間近である。

間違いは、間違いである。

町買いは、町買いである。

間近いは、間近いである。

町会所は、町会所である。

間違うは、間違うである。

間違えるは、間違えるである。

待ち顔は、待ち顔である。

町鑑は、町鑑である。

待ち懸くは、待ち懸くである。

町駕籠は、町駕籠である。

町方は、町方である。

町形は、町形である。

待ちがたには、待ちがたにである。

待ちがてには、待ちがてにである。

町角は、町角である。

街角は、街角である。

待兼は、待兼である。

待兼山は、待兼山である。

待ち兼ねるは、待ち兼ねるである。

待兜は、待兜である。

町構えは、町構えである。

待ち構えるは、待ち構えるである。

町着は、町着である。

街着は、街着である。

待木は、待木である。

町木戸は、町木戸である。

町君は、町君である。

麻竹は、麻竹である。

待具足は、待具足である。

待ち草臥れるは、待ち草臥れるである。

町くだりは、町くだりである。

町口は、町口である。

町組は、町組である。

待ち暮すは、待ち暮すである。

町郭は、町郭である。

町芸者は、町芸者である。

町工場は、町工場である。

待肥は、待肥である。

待ち焦がれるは、待ち焦がれるである。



待駒は、待駒である。

待ち幸いは、待ち幸いである。

待肴は、待肴である。

待酒は、待酒である。

待叫は、待叫である。

待ち時間は、待ち時間である。

町衆は、町衆である。

町中は、町中である。

待女郎は、待女郎である。

マチスは、マチスである。

待ち出は、待ち出である。

待ち過すは、待ち過すである。

町筋は、町筋である。

町育ちは、町育ちである。

町田は、町田である。

町代は、町代である。

待ち退屈は、待ち退屈である。

襠高は、襠高である。

町田嘉章は、町田嘉章である。

襠高袴は、襠高袴である。

町田忠治は、町田忠治である。

待ち付くは、待ち付くである。

町尽しは、町尽しである。

待ち尽すは、待ち尽すである。

まちっとは、まちっとである。

待ち連れは、待ち連れである。

まちとは、まちとである。

町道場は、町道場である。

町同心は、町同心である。

待ち遠は、待ち遠である。

待ち遠しいは、待ち遠しいである。

町所は、町所である。

町年寄は、町年寄である。

待取り顔は、待取り顔である。

待ち取るは、待ち取るである。

襠無し袴は、襠無し袴である。

町名主は、町名主である。

町並は、町並である。

街並は、街並である。

町女房は、町女房である。

待女房は、待女房である。

町庭は、町庭である。

町人は、町人である。

待ち寝は、待ち寝である。

マチネーは、マチネーである。

待ち望むは、待ち望むである。



町乗物は、町乗物である。

町場は、町場である。

町外れは、町外れである。

待針は、待針である。

町版は、町版である。

町飛脚は、町飛脚である。

町火消は、町火消である。

待直垂は、待直垂である。

待ち人は、待ち人である。

町夫は、町夫である。

町風は、町風である。

町奉行は、町奉行である。

待ち伏せは、待ち伏せである。

町触れは、町触れである。

待ち惚けは、待ち惚けである。

町彫は、町彫である。

区区は、区区である。

町回りは、町回りである。

町女は、町女である。

待ち設けるは、待ち設けるである。

待物は、待物である。

町家は、町家である。

マチャードは、マチャードである。

町屋形船は、町屋形船である。

町役は、町役である。

町役人は、町役人である。

町役場は、町役場である。

町奴は、町奴である。

真中古は、真中古である。

マチュピチュは、マチュピチュである。

町与力は、町与力である。

待鎧は、待鎧である。

町礼は、町礼である。

待ち渡るは、待ち渡るである。

待ち侘しは、待ち侘しである。

待ち侘びるは、待ち侘びるである。

町割は、町割である。

馬銭は、馬銭である。

番木鼈は、番木鼈である。

松は、松である。

末は、末である。

抹は、抹である。

待つは、待つである。

俟つは、俟つである。

松井は、松井である。

松居は、松居である。



末位は、末位である。

松井石根は、松井石根である。

松烏賊は、松烏賊である。

松井簡治は、松井簡治である。

松井源水は、松井源水である。

松居松翁は、松居松翁である。

松井須磨子は、松井須磨子である。

松井田は、松井田である。

纏ふは、纏ふである。

松植えの節供は、松植えの節供である。

松浦は、松浦である。

松浦静山は、松浦静山である。

松浦武四郎は、松浦武四郎である。

末運は、末運である。

松江は、松江である。

末裔は、末裔である。

松江重頼は、松江重頼である。

松右衛門帆は、松右衛門帆である。

松尾は、松尾である。

松王丸は、松王丸である。

松岡は、松岡である。

松岡映丘は、松岡映丘である。

松岡駒吉は、松岡駒吉である。

松岡恕庵は、松岡恕庵である。

松岡洋右は、松岡洋右である。

松尾鉱山は、松尾鉱山である。

松納めは、松納めである。

松尾芭蕉は、松尾芭蕉である。

松下ろしは、松下ろしである。

真っ赤は、真っ赤である。

松科は、松科である。

マッカーサーは、マッカーサーである。

マッカーシズムは、マッカーシズムである。

間使は、間使である。

真っ返様は、真っ返様である。

松柏は、松柏である。

松が枝は、松が枝である。

松柏のは、松柏のである。

松反りは、松反りである。

松ヶ岡は、松ヶ岡である。

松垣は、松垣である。

末学は、末学である。

松陰は、松陰である。

松影は、松影である。

松毬は、松毬である。

松笠は、松笠である。



松毬魚は、松毬魚である。

松襲は、松襲である。

松飾りは、松飾りである。

松風は、松風である。

任せ声は、任せ声である。

松風草は、松風草である。

松風月は、松風月である。

松風村雨は、松風村雨である。

松風物は、松風物である。

松方は、松方である。

松方コレクションは、松方コレクションである。

松方三郎は、松方三郎である。

松方正義は、松方正義である。

靺鞨は、靺鞨である。

松が根は、松が根である。

松が根のは、松が根のである。

松紙は、松紙である。

マッカリは、マッカリである。

松枯葉は、松枯葉である。

松皮は、松皮である。

松皮紙は、松皮紙である。

松川事件は、松川事件である。

松皮肌は、松皮肌である。

松皮菱は、松皮菱である。

松皮葺きは、松皮葺きである。

末巻は、末巻である。

末期は、末期である。

末技は、末技である。

真搗きは、真搗きである。

末期的は、末期的である。

末客は、末客である。

マッキントッシュは、マッキントッシュである。

マッキンリーは、マッキンリーである。

末金鏤は、末金鏤である。

松食い虫は、松食い虫である。

松喰い虫は、松喰い虫である。

マックスウェルは、マックスウェルである。

真っくすみは、真っくすみである。

松胡頽子は、松胡頽子である。

真っ暗は、真っ暗である。

松倉は、松倉である。

真っ暗がりは、真っ暗がりである。

真暗三宝は、真暗三宝である。

松倉重政は、松倉重政である。

真っ暗闇は、真っ暗闇である。

真っ黒は、真っ黒である。



真っ黒いは、真っ黒いである。

睫は、睫である。

睫毛は、睫毛である。

末芸は、末芸である。

松毛虫は、松毛虫である。

マッケンジーは、マッケンジーである。

真っ甲は、真っ甲である。

真っ向は、真っ向である。

末項は、末項である。

抹香は、抹香である。

末香は、末香である。

末額は、末額である。

真っ斯うは、真っ斯うである。

抹香臭いは、抹香臭いである。

抹香鯨は、抹香鯨である。

末期の水は、末期の水である。

末期養子は、末期養子である。

末座は、末座である。

マッサージは、マッサージである。

真っ最中は、真っ最中である。

真っ青は、真っ青である。

松阪は、松阪である。

松坂は、松坂である。

松坂踊は、松坂踊である。

松坂牛は、松坂牛である。

真っ逆さまは、真っ逆さまである。

松坂木綿は、松坂木綿である。

真っ盛りは、真っ盛りである。

真っ先は、真っ先である。

松崎は、松崎である。

真っ先駆けは、真っ先駆けである。

松崎慊堂は、松崎慊堂である。

万津桜は、万津桜である。

抹殺は、抹殺である。

真っ新は、真っ新である。

松沢病院は、松沢病院である。

末子は、末子である。

末寺は、末寺である。

末子相続は、末子相続である。

松下は、松下である。

松下見林は、松下見林である。

松下幸之助は、松下幸之助である。

松下禅尼は、松下禅尼である。

松下大三郎は、松下大三郎である。

末日は、末日である。

松島は、松島である。



松島明神は、松島明神である。

松島屋は、松島屋である。

末社は、末社である。

マッシュは、マッシュである。

マッシュポテトは、マッシュポテトである。

マッシュルームは、マッシュルームである。

マッシュルームカットは、マッシュルームカットである。

末書は、末書である。

末梢は、末梢である。

抹消は、抹消である。

真っ正直は、真っ正直である。

末梢神経は、末梢神経である。

末梢的は、末梢的である。

抹消登記は、抹消登記である。

真っ白は、真っ白である。

松代は、松代である。

松代群発地震は、松代群発地震である。

松代大本営は、松代大本営である。

マッスは、マッスである。

松過ぎは、松過ぎである。

真っ直ぐは、真っ直ぐである。

松炭は、松炭である。

まっするは、まっするである。

抹するは、抹するである。

末世は、末世である。

末席は、末席である。

末節は、末節である。

松蝉は、松蝉である。

真っ其のは、真っ其のである。

末孫は、末孫である。

待ったは、待ったである。

松田は、松田である。

マッターホルンは、マッターホルンである。

松台は、松台である。

松手火は、松手火である。

末大は、末大である。

末代は、末代である。

末代物は、末代物である。

真っ平らは、真っ平らである。

松平は、松平である。

松平容保は、松平容保である。

松平定信は、松平定信である。

松平春岳は、松平春岳である。

松平忠直は、松平忠直である。

松平長七郎は、松平長七郎である。

松平信綱は、松平信綱である。



松平治郷は、松平治郷である。

松平慶永は、松平慶永である。

松田浮舟は、松田浮舟である。

全くの所は、全くの所である。

全く以ては、全く以てである。

松茸は、松茸である。

松田権六は、松田権六である。

真っ唯は、真っ唯である。

真っ直中は、真っ直中である。

真っ只中は、真っ只中である。

待った無しは、待った無しである。

まったりは、まったりである。

末端は、末端である。

末端価格は、末端価格である。

末端肥大症は、末端肥大症である。

マッチは、マッチである。

真土は、真土である。

マッチプレーは、マッチプレーである。

マッチポイントは、マッチポイントである。

マッチポンプは、マッチポンプである。

抹茶は、抹茶である。

抹茶家は、抹茶家である。

真土山は、真土山である。

待乳山は、待乳山である。

マッチョは、マッチョである。

マッチングは、マッチングである。

マッツィーニは、マッツィーニである。

松尽しは、松尽しである。

末弟は、末弟である。

松手入れは、松手入れである。

マットは、マットである。

まっとは、まっとである。

松戸は、松戸である。

真っ当は、真っ当である。

松任は、松任である。

全うは、全うである。

松灯蓋は、松灯蓋である。

末灯鈔は、末灯鈔である。

全うするは、全うするである。

マットレスは、マットレスである。

松菜は、松菜である。

松永は、松永である。

松永尺五は、松永尺五である。

松永貞徳は、松永貞徳である。

松永久秀は、松永久秀である。

松永和風は、松永和風である。



松無草は、松無草である。

松波は、松波である。

松波勘十郎は、松波勘十郎である。

末男は、末男である。

松根は、松根である。

松根東洋城は、松根東洋城である。

末年は、末年である。

松の浮根は、松の浮根である。

松の内は、松の内である。

松尾大社は、松尾大社である。

松の落葉は、松の落葉である。

松尾寺は、松尾寺である。

松の御飯は、松の御飯である。

松の門は、松の門である。

松の位は、松の位である。

松の煙は、松の煙である。

松の声は、松の声である。

松の蘿は、松の蘿である。

松の言の葉は、松の言の葉である。

松材線虫は、松材線虫である。

松の戸は、松の戸である。

松の葉は、松の葉である。

松の花は、松の花である。

松の葉のは、松の葉のである。

松の間は、松の間である。

松斑天牛は、松斑天牛である。

松の緑は、松の緑である。

松屋筆記は、松屋筆記である。

松の雪は、松の雪である。

松の齢は、松の齢である。

松海苔は、松海苔である。

マッハは、マッハである。

松葉は、松葉である。

末派は、末派である。

末輩は、末輩である。

松葉色は、松葉色である。

松葉掻きは、松葉掻きである。

松葉蟹は、松葉蟹である。

松葉紙は、松葉紙である。

松葉簪は、松葉簪である。

真椿は、真椿である。

松葉菊は、松葉菊である。

真っ始めは、真っ始めである。

マッハ主義は、マッハ主義である。

マッハ数は、マッハ数である。

真っ裸は、真っ裸である。



松葉杖は、松葉杖である。

松葉牡丹は、松葉牡丹である。

松羽目は、松羽目である。

松羽目物は、松羽目物である。

松林は、松林である。

松囃子は、松囃子である。

松拍子は、松拍子である。

松囃は、松囃である。

松林桂月は、松林桂月である。

松葉百合は、松葉百合である。

松原は、松原である。

松原二十三階堂は、松原二十三階堂である。

松葉蘭は、松葉蘭である。

末班は、末班である。

松火は、松火である。

末尾は、末尾である。

末筆は、末筆である。

真っ平は、真っ平である。

真っ平御免は、真っ平御免である。

真っ昼間は、真っ昼間である。

マップは、マップである。

末伏は、末伏である。

松陰嚢は、松陰嚢である。

真具は、真具である。

松房は、松房である。

真っ二つは、真っ二つである。

末文は、末文である。

真っ平地は、真っ平地である。

集べるは、集べるである。

纏べるは、纏べるである。

松秀は、松秀である。

真壺は、真壺である。

末法は、末法である。

末法思想は、末法思想である。

末法灯明記は、末法灯明記である。

松塊は、松塊である。

松帆の浦は、松帆の浦である。

松前は、松前である。

松前漬は、松前漬である。

松前鉄砲は、松前鉄砲である。

松前奉行は、松前奉行である。

松見草は、松見草である。

集むは、集むである。

纏むは、纏むである。

松迎えは、松迎えである。

松虫は、松虫である。



松虫草は、松虫草である。

山蘿蔔は、山蘿蔔である。

松村は、松村である。

松村景文は、松村景文である。

松村月渓は、松村月渓である。

松村謙三は、松村謙三である。

松村任三は、松村任三である。

松藻は、松藻である。

松本は、松本である。

松擬きは、松擬きである。

松本奎堂は、松本奎堂である。

松本幸四郎は、松本幸四郎である。

松本治一郎は、松本治一郎である。

松本重治は、松本重治である。

松本順は、松本順である。

松本竣介は、松本竣介である。

松本清張は、松本清張である。

松本長は、松本長である。

松本盆地は、松本盆地である。

松藻虫は、松藻虫である。

松脂は、松脂である。

松脂油は、松脂油である。

松脂蝋燭は、松脂蝋燭である。

松山は、松山である。

松山鏡は、松山鏡である。

松山絣は、松山絣である。

待雪草は、待雪草である。

待宵は、待宵である。

待宵草は、待宵草である。

末葉は、末葉である。

服ふは、服ふである。

順ふは、順ふである。

松浦潟は、松浦潟である。

松浦佐用姫は、松浦佐用姫である。

松浦鎮信は、松浦鎮信である。

松浦党は、松浦党である。

松浦宮物語は、松浦宮物語である。

松浦船は、松浦船である。

松浦山は、松浦山である。

祭りは、祭りである。

末利は、末利である。

祭上げは、祭上げである。

祭り上げるは、祭り上げるである。

茉莉花は、茉莉花である。

纏り絎は、纏り絎である。

政つは、政つである。



政は、政である。

政所は、政所である。

政殿は、政殿である。

庁は、庁である。

政始は、政始である。

政事始は、政事始である。

判官は、判官である。

祭り込むは、祭り込むである。

祭酒は、祭酒である。

奉り出すは、奉り出すである。

祭月は、祭月である。

纏り縫いは、纏り縫いである。

祭の帰さは、祭の帰さである。

祭除目は、祭除目である。

祭使は、祭使である。

祭場は、祭場である。

霊畤は、霊畤である。

祭鱧は、祭鱧である。

祭囃子は、祭囃子である。

祭り祓は、祭り祓である。

祭り屋は、祭り屋である。

末流は、末流である。

纏るは、纏るである。

奉るは、奉るである。

献るは、献るである。

祭るは、祭るである。

祀るは、祀るである。

末路は、末路である。

縫腋袍は、縫腋袍である。

纏はすは、纏はすである。

纏わり付くは、纏わり付くである。

纏わるは、纏わるである。

まては、まてである。

馬蛤は、馬蛤である。

馬刀は、馬刀である。

蟶は、蟶である。

真手は、真手である。

詣では、詣でである。

迄は、迄である。

マティーニは、マティーニである。

マティスは、マティスである。

マデイラは、マデイラである。

マテオは、マテオである。

マテオリッチは、マテオリッチである。

馬蛤貝は、馬蛤貝である。

馬刀貝は、馬刀貝である。



蟶貝は、蟶貝である。

両手肩は、両手肩である。

魔笛は、魔笛である。

詣で来は、詣で来である。

待て暫しは、待て暫しである。

マテ茶は、マテ茶である。

真手結は、真手結である。

真手番は、真手番である。

待てど暮せどは、待てど暮せどである。

万里小路は、万里小路である。

馬刀葉樫は、馬刀葉樫である。

馬刀葉椎は、馬刀葉椎である。

全手葉椎は、全手葉椎である。

マテリアリズムは、マテリアリズムである。

マテリアルは、マテリアルである。

マデロは、マデロである。

摩天楼は、摩天楼である。

的は、的である。

真砥は、真砥である。

待とは、待とである。

窓は、窓である。

窗は、窗である。

窓明りは、窓明りである。

纏は、纏である。

的射は、的射である。

惑いは、惑いである。

円居は、円居である。

団居は、団居である。

惑ひ合ふは、惑ひ合ふである。

惑ひ歩くは、惑ひ歩くである。

惑ひ出づは、惑ひ出づである。

惑ひ入るは、惑ひ入るである。

惑ひ来は、惑ひ来である。

纏い付くは、纏い付くである。

惑い箸は、惑い箸である。

惑ひふためくは、惑ひふためくである。

纏持は、纏持である。

惑い者は、惑い者である。

円居るは、円居るである。

団居るは、団居るである。

纏うは、纏うである。

魔道は、魔道である。

惑うは、惑うである。

償ふは、償ふである。

的鯛は、的鯛である。

マトゥラーは、マトゥラーである。



間遠は、間遠である。

間遠いは、間遠いである。

円かは、円かである。

窓貝は、窓貝である。

窓掛けは、窓掛けである。

窓硝子は、窓硝子である。

的皮は、的皮である。

窓木は、窓木である。

窓際は、窓際である。

窓際族は、窓際族である。

的串は、的串である。

窓口は、窓口である。

窓口規制は、窓口規制である。

真床は、真床である。

間所は、間所である。

貧しは、貧しである。

窓障子は、窓障子である。

窓銭は、窓銭である。

窓台は、窓台である。

的立は、的立である。

的付は、的付である。

窓の中は、窓の中である。

窓の月は、窓の月である。

窓の蛍は、窓の蛍である。

窓の雪は、窓の雪である。

的場は、的場である。

的始めは、的始めである。

的外れは、的外れである。

万灯火は、万灯火である。

的奉行は、的奉行である。

窓蓋は、窓蓋である。

窓辺は、窓辺である。

的前は、的前である。

纏りは、纏りである。

纏まるは、纏まるである。

馬止は、馬止である。

纏め役は、纏め役である。

纏めるは、纏めるである。

真艫は、真艫である。

マドモアゼルは、マドモアゼルである。

的申しは、的申しである。

的矢は、的矢である。

的屋は、的屋である。

円やかは、円やかである。

的山は、的山である。

的矢湾は、的矢湾である。



的ゆがけは、的ゆがけである。

的弓は、的弓である。

マドラーは、マドラーである。

マドラサは、マドラサである。

マドラスは、マドラスである。

真鳥は、真鳥である。

間取りは、間取りである。

マドリードは、マドリードである。

マトリカリアは、マトリカリアである。

マドリガルは、マドリガルである。

真鳥住むは、真鳥住むである。

マトリックスは、マトリックスである。

マトリックス力学は、マトリックス力学である。

真鳥羽は、真鳥羽である。

マトリョーシカは、マトリョーシカである。

間取るは、間取るである。

マドレーヌは、マドレーヌである。

まどろこしいは、まどろこしいである。

マドロスは、マドロスである。

マドロスパイプは、マドロスパイプである。

まどろっこしいは、まどろっこしいである。

微睡は、微睡である。

微睡むは、微睡むである。

惑わかすは、惑わかすである。

窓枠は、窓枠である。

纏わすは、纏わすである。

惑わすは、惑わすである。

纏はるは、纏はるである。

マトンは、マトンである。

マドンナは、マドンナである。

真名は、真名である。

真字は、真字である。

真魚は、真魚である。

末那は、末那である。

マナは、マナである。

勿は、勿である。

愛は、愛である。

マナーは、マナーである。

まなあたりは、まなあたりである。

マナーマは、マナーマである。

マナイズムは、マナイズムである。

俎板は、俎板である。

俎は、俎である。

真魚板は、真魚板である。

俎板木は、俎板木である。

俎木は、俎木である。



俎開きは、俎開きである。

マナウスは、マナウスである。

真中は、真中である。

間中は、間中である。

間半は、間半である。

真名鹿は、真名鹿である。

眼間は、眼間である。

目交は、目交である。

真名書は、真名書である。

真魚鰹は、真魚鰹である。

まなかぶらは、まなかぶらである。

まながるは、まながるである。

マナグアは、マナグアである。

真魚食は、真魚食である。

真魚咋は、真魚咋である。

眼は、眼である。

愛子は、愛子である。

眼居は、眼居である。

眼差は、眼差である。

真砂地は、真砂地である。

真名暦は、真名暦である。

眥は、眥である。

目差は、目差である。

眼指は、眼指である。

間無しは、間無しである。

無目堅間は、無目堅間である。

無目籠は、無目籠である。

無間勝間は、無間勝間である。

末那識は、末那識である。

真名序は、真名序である。

睚は、睚である。

マナスルは、マナスルである。

曲直瀬は、曲直瀬である。

曲直瀬道三は、曲直瀬道三である。

真夏は、真夏である。

真夏の夜の夢は、真夏の夜の夢である。

真夏日は、真夏日である。

真名鶴は、真名鶴である。

真鶴は、真鶴である。

真鶴岬は、真鶴岬である。

マナティーは、マナティーである。

真名弟子は、真名弟子である。

愛弟子は、愛弟子である。

真魚の祝は、真魚の祝である。

真魚箸は、真魚箸である。

魚味始は、魚味始である。



真菜始は、真菜始である。

真魚始は、真魚始である。

鶺鴒は、鶺鴒である。

真南蛮は、真南蛮である。

真名盤は、真名盤である。

学びは、学びである。

学びの園は、学びの園である。

学びの庭は、学びの庭である。

学びの窓は、学びの窓である。

学舎は、学舎である。

学ぶは、学ぶである。

瞼は、瞼である。

眼縁は、眼縁である。

真名文は、真名文である。

間部は、間部である。

間部詮勝は、間部詮勝である。

間部詮房は、間部詮房である。

真名本は、真名本である。

真字本は、真字本である。

真海鼠は、真海鼠である。

まなまなは、まなまなである。

愛娘は、愛娘である。

摩尼は、摩尼である。

随は、随である。

儘は、儘である。

マニアは、マニアである。

間に合いは、間に合いである。

間に合い紙は、間に合い紙である。

間に合い言葉は、間に合い言葉である。

間に合うは、間に合うである。

マニアックは、マニアックである。

間に合せは、間に合せである。

間に合せるは、間に合せるである。

マニエールは、マニエールである。

マニエリスムは、マニエリスムである。

マニオクは、マニオクである。

マニキュアは、マニキュアである。

摩尼教は、摩尼教である。

末尼教は、末尼教である。

真西は、真西である。

摩尼珠は、摩尼珠である。

マニッシュは、マニッシュである。

マニトバは、マニトバである。

マニフィカトは、マニフィカトである。

マニフェストは、マニフェストである。

マニフェストデスティニーは、マニフェストデスティニーである。



マニプリは、マニプリである。

摩尼宝殿は、摩尼宝殿である。

随意は、随意である。

随には、随にである。

随意には、随意にである。

マニュアルは、マニュアルである。

マニュスクリプトは、マニュスクリプトである。

マニュファクチュアは、マニュファクチュアである。

マニラは、マニラである。

マニラ麻は、マニラ麻である。

マニラ紙は、マニラ紙である。

マニラロープは、マニラロープである。

馬庭念流は、馬庭念流である。

真人間は、真人間である。

真似は、真似である。

免れるは、免れるである。

マヌカンは、マヌカンである。

間抜けは、間抜けである。

間抜けるは、間抜けるである。

澗主は、澗主である。

マヌ法典は、マヌ法典である。

まぬらるは、まぬらるである。

間緩いは、間緩いである。

まねは、まねである。

マネは、マネである。

マネーは、マネーである。

マネーゲームは、マネーゲームである。

マネーサプライは、マネーサプライである。

マネージは、マネージである。

マネージメントは、マネージメントである。

マネージャーは、マネージャーである。

マネービルは、マネービルである。

マネーフロー表は、マネーフロー表である。

マネーローンダリングは、マネーローンダリングである。

真似形は、真似形である。

招きは、招きである。

機躡は、機躡である。

招看板は、招看板である。

招造は、招造である。

招き猫は、招き猫である。

招き寄せるは、招き寄せるである。

マネキンは、マネキンである。

招くは、招くである。

招ぐは、招ぐである。

真似事は、真似事である。

多しは、多しである。



マネジャーは、マネジャーである。

マネタリズムは、マネタリズムである。

学び出づは、学び出づである。

学び出すは、学び出すである。

学び立つは、学び立つである。

真似るは、真似るである。

まのあたりは、まのあたりである。

免るは、免るである。

眼伸しは、眼伸しである。

魔の手は、魔の手である。

真野の萱原は、真野の萱原である。

間延びは、間延びである。

眼の前は、眼の前である。

マノメーターは、マノメーターである。

魔の山は、魔の山である。

間鈍いは、間鈍いである。

マノンは、マノンである。

マノンレスコーは、マノンレスコーである。

真羽は、真羽である。

馬場は、馬場である。

マハーカーシヤパは、マハーカーシヤパである。

マハーバーラタは、マハーバーラタである。

マハーラージャは、マハーラージャである。

真萩は、真萩である。

間柱は、間柱である。

真鯊は、真鯊である。

真羽太は、真羽太である。

真裸は、真裸である。

真赤土は、真赤土である。

真埴は、真埴である。

目映いは、目映いである。

眩いは、眩いである。

疎らは、疎らである。

魔払いは、魔払いである。

疎懸けは、疎懸けである。

疎駆けは、疎駆けである。

疎だるきは、疎だるきである。

真榛は、真榛である。

瞻るは、瞻るである。

真日は、真日である。

真火は、真火である。

麻痺は、麻痺である。

痲痺は、痲痺である。

間日は、間日である。

真東は、真東である。

目引は、目引である。



間引きは、間引きである。

間引き菜は、間引き菜である。

間引くは、間引くである。

目庇は、目庇である。

眉庇は、眉庇である。

馬柄杓は、馬柄杓である。

麻痺性痴呆は、麻痺性痴呆である。

真他言は、真他言である。

間拍子は、間拍子である。

真平は、真平である。

真昼は、真昼である。

真広くは、真広くである。

真広げ姿は、真広げ姿である。

真広しは、真広しである。

真鶸は、真鶸である。

麻布は、麻布である。

マフは、マフである。

まぶは、まぶである。

間分は、間分である。

間歩は、間歩である。

間府は、間府である。

間夫は、間夫である。

まぶいは、まぶいである。

マフィアは、マフィアである。

マフィンは、マフィンである。

マプートは、マプートである。

目深は、目深である。

真吹きは、真吹きである。

再吹は、再吹である。

真河豚は、真河豚である。

間夫狂いは、間夫狂いである。

蔟は、蔟である。

目伏しは、目伏しである。

射翳は、射翳である。

眩しいは、眩しいである。

塗すは、塗すである。

目蓋は、目蓋である。

間塞は、間塞である。

真二つは、真二つである。

瞼の母は、瞼の母である。

目縁は、目縁である。

真仏師は、真仏師である。

真経津の鏡は、真経津の鏡である。

マフディーは、マフディーである。

目太むは、目太むである。

摩文仁は、摩文仁である。



真船は、真船である。

真船豊は、真船豊である。

真冬は、真冬である。

真冬日は、真冬日である。

マフラーは、マフラーである。

守りは、守りである。

護りは、護りである。

真振出は、真振出である。

まぶるは、まぶるである。

守るは、守るである。

塗るは、塗るである。

まべ貝は、まべ貝である。

馬淵川は、馬淵川である。

間別は、間別である。

魔変化生の者は、魔変化生の者である。

マヘンドラ王は、マヘンドラ王である。

真帆は、真帆である。

真秀は、真秀である。

魔法は、魔法である。

魔方陣は、魔方陣である。

魔法使いは、魔法使いである。

魔法瓶は、魔法瓶である。

マホガニーは、マホガニーである。

まほしは、まほしである。

真星は、真星である。

マホメットは、マホメットである。

マホメット教は、マホメット教である。

まほらは、まほらである。

守らふは、守らふである。

まほらまは、まほらまである。

まほるは、まほるである。

幻は、幻である。

幻の世は、幻の世である。

まほろばは、まほろばである。

崖は、崖である。

飯は、飯である。

乳母は、乳母である。

間間は、間間である。

ママは、ママである。

継は、継である。

継兄は、継兄である。

庶兄は、庶兄である。

継妹は、継妹である。

庶妹は、庶妹である。

継親は、継親である。

飯借りは、飯借りである。



真巻は、真巻である。

細射は、細射である。

真巻矢は、真巻矢である。

細射矢は、細射矢である。

真巻弓は、真巻弓である。

細射弓は、細射弓である。

継子は、継子である。

継粉は、継粉である。

継子扱いは、継子扱いである。

継子虐めは、継子虐めである。

継子傅きは、継子傅きである。

継子根性は、継子根性である。

継子算は、継子算である。

継子立ては、継子立てである。

飯事は、飯事である。

飯子菜は、飯子菜である。

継子の尻拭いは、継子の尻拭いである。

継しいは、継しいである。

飯菜貰いは、飯菜貰いである。

飯焚きは、飯焚きである。

継父は、継父である。

吃は、吃である。

儘ならぬは、儘ならぬである。

儘には、儘にである。

ままの川は、ままの川である。

儘の皮は、儘の皮である。

真間手児奈は、真間手児奈である。

継母は、継母である。

継母根性は、継母根性である。

継人は、継人である。

継息子は、継息子である。

継娘は、継娘である。

儘よは、儘よである。

ママンは、ママンである。

馬守は、馬守である。

猯は、猯である。

眉は、眉である。

目見は、目見である。

魔魅は、魔魅である。

眉相は、眉相である。

目見えは、目見えである。

見えるは、見えるである。

眉白は、眉白である。

真水は、真水である。

真水水母は、真水水母である。

真南は、真南である。



間宮は、間宮である。

間宮海峡は、間宮海峡である。

間宮林蔵は、間宮林蔵である。

塗れは、塗れである。

塗れるは、塗れるである。

真向いは、真向いである。

真向きは、真向きである。

真麦は、真麦である。

蝮は、蝮である。

まむしは、まむしである。

蝮草は、蝮草である。

蝮酒は、蝮酒である。

蝮指は、蝮指である。

真結びは、真結びである。

茨田は、茨田である。

マムルーク朝は、マムルーク朝である。

真室川音頭は、真室川音頭である。

豆は、豆である。

荳は、荳である。

菽は、菽である。

肉刺は、肉刺である。

忠実は、忠実である。

豆油は、豆油である。

豆飴は、豆飴である。

豆板は、豆板である。

豆板銀は、豆板銀である。

豆炒りは、豆炒りである。

豆打ちは、豆打ちである。

豆甘しは、豆甘しである。

豆占は、豆占である。

豆右衛門は、豆右衛門である。

豆男は、豆男である。

忠実男は、忠実男である。

豆科は、豆科である。

荳科は、荳科である。

豆柿は、豆柿である。

豆粕は、豆粕である。

大豆粕は、大豆粕である。

豆仮名は、豆仮名である。

豆蟹は、豆蟹である。

豆粥は、豆粥である。

豆幹は、豆幹である。

豆銀は、豆銀である。

豆黄金虫は、豆黄金虫である。

忠実心は、忠実心である。

忠実事は、忠実事である。



豆細工は、豆細工である。

豆咲きは、豆咲きである。

豆桜は、豆桜である。

忠実様は、忠実様である。

忠実しは、忠実しである。

豆鹿は、豆鹿である。

矮鹿は、矮鹿である。

豆色紙は、豆色紙である。

忠実し気は、忠実し気である。

豆自動車は、豆自動車である。

豆絞りは、豆絞りである。

豆助は、豆助である。

豆蔵は、豆蔵である。

豆象虫は、豆象虫である。

豆索麺は、豆索麺である。

豆染は、豆染である。

豆太鼓は、豆太鼓である。

豆大師は、豆大師である。

豆台風は、豆台風である。

豆倒しは、豆倒しである。

忠実立つは、忠実立つである。

豆狸は、豆狸である。

豆炭は、豆炭である。

豆茶は、豆茶である。

摩滅は、摩滅である。

磨滅は、磨滅である。

魔滅は、魔滅である。

豆搗は、豆搗である。

豆蔦は、豆蔦である。

豆鎚は、豆鎚である。

豆粒は、豆粒である。

豆鉄砲は、豆鉄砲である。

豆電球は、豆電球である。

豆鳥は、豆鳥である。

豆納豆は、豆納豆である。

豆人形は、豆人形である。

豆糠撒きは、豆糠撒きである。

豆の油は、豆の油である。

豆の粉は、豆の粉である。

大豆粉は、大豆粉である。

豆の花は、豆の花である。

豆斑猫は、豆斑猫である。

忠実人は、忠実人である。

豆生は、豆生である。

豆田は、豆田である。

豆平糖は、豆平糖である。



豆偏は、豆偏である。

豆本は、豆本である。

豆本多は、豆本多である。

豆蒔きは、豆蒔きである。

豆撒きは、豆撒きである。

忠実忠実しいは、忠実忠実しいである。

豆回しは、豆回しである。

豆味噌は、豆味噌である。

豆名月は、豆名月である。

豆飯は、豆飯である。

豆餅は、豆餅である。

忠実やかは、忠実やかである。

豆焼は、豆焼である。

豆奴は、豆奴である。

豆ランプは、豆ランプである。

麻綿糸は、麻綿糸である。

摩耗は、摩耗である。

磨耗は、磨耗である。

間も無くは、間も無くである。

真物は、真物である。

麻物は、麻物である。

苧物は、苧物である。

魔物は、魔物である。

守り合ふは、守り合ふである。

守り上ぐは、守り上ぐである。

守り刀は、守り刀である。

守り神は、守り神である。

守付は、守付である。

守り手は、守り手である。

守り抜くは、守り抜くである。

守り袋は、守り袋である。

守り札は、守り札である。

守り仏は、守り仏である。

守り本尊は、守り本尊である。

守り目は、守り目である。

守り脇差は、守り脇差である。

護るは、護るである。

真屋は、真屋である。

両下は、両下である。

馬屋は、馬屋である。

摩耶は、摩耶である。

まやかしは、まやかしである。

まやかし物は、まやかし物である。

まやかすは、まやかすである。

麻薬は、麻薬である。

痲薬は、痲薬である。



厩子は、厩子である。

マヤコフスキーは、マヤコフスキーである。

摩耶山は、摩耶山である。

まやしは、まやしである。

摩耶夫人は、摩耶夫人である。

マヤ文明は、マヤ文明である。

真山は、真山である。

真山青果は、真山青果である。

厩祭は、厩祭である。

繭は、繭である。

真木綿は、真木綿である。

紕ふは、紕ふである。

迷ふは、迷ふである。

眉書は、眉書である。

眉際は、眉際である。

繭検定は、繭検定である。

繭籠りは、繭籠りである。

眉尻は、眉尻である。

まゆすひは、まゆすひである。

眉墨は、眉墨である。

黛は、黛である。

繭玉は、繭玉である。

繭団子は、繭団子である。

眉月は、眉月である。

眉作りは、眉作りである。

眉唾は、眉唾である。

眉唾物は、眉唾物である。

眉刀自女は、眉刀自女である。

眉半は、眉半である。

眉根は、眉根である。

眉掃きは、眉掃きである。

眉掃草は、眉掃草である。

眉払いは、眉払いである。

眉引きは、眉引きである。

檀は、檀である。

真弓は、真弓である。

騎射は、騎射である。

真世がなしは、真世がなしである。

迷いは、迷いである。

紕は、紕である。

迷ひ出づは、迷ひ出づである。

迷い神は、迷い神である。

迷い子は、迷い子である。

迷い箸は、迷い箸である。

迷い星は、迷い星である。

迷うは、迷うである。



紕うは、紕うである。

魔除けは、魔除けである。

真横は、真横である。

真夜中は、真夜中である。

真夜中の月は、真夜中の月である。

マヨネーズは、マヨネーズである。

眉引きのは、眉引きのである。

マヨラナは、マヨラナである。

迷はかすは、迷はかすである。

迷わし神は、迷わし神である。

迷わすは、迷わすである。

魔羅は、魔羅である。

摩羅は、摩羅である。

末羅は、末羅である。

マラーは、マラーである。

マラーターは、マラーターである。

マライは、マライである。

マライポリネシア語族は、マライポリネシア語族である。

マラウイは、マラウイである。

マラウイ湖は、マラウイ湖である。

マラカイボは、マラカイボである。

マラカスは、マラカスである。

マラゲーニャは、マラゲーニャである。

マラケシュは、マラケシュである。

マラスキーノは、マラスキーノである。

まらするは、まらするである。

マラソンは、マラソンである。

マラソン剤は、マラソン剤である。

マラッカは、マラッカである。

マラッカ海峡は、マラッカ海峡である。

マラッカ半島は、マラッカ半島である。

マラトンは、マラトンである。

マラバルは、マラバルである。

賓は、賓である。

マラボは、マラボである。

マラマッドは、マラマッドである。

マラヤ連邦は、マラヤ連邦である。

マラリアは、マラリアである。

マラリア原虫は、マラリア原虫である。

マラリア療法は、マラリア療法である。

マラルメは、マラルメである。

椀は、椀である。

鞠は、鞠である。

毬は、毬である。

マリは、マリである。

余は、余である。



マリアは、マリアである。

マリア観音は、マリア観音である。

鞠足は、鞠足である。

マリアッチは、マリアッチである。

マリアテレサは、マリアテレサである。

マリアテレジアは、マリアテレジアである。

マリアナ海溝は、マリアナ海溝である。

マリアナ諸島は、マリアナ諸島である。

マリアの首は、マリアの首である。

マリアルース号事件は、マリアルース号事件である。

マリーは、マリーである。

マリーアントワネットは、マリーアントワネットである。

マリーゴールドは、マリーゴールドである。

マリードフランスは、マリードフランスである。

マリーナは、マリーナである。

マリーニは、マリーニである。

マリーノは、マリーノである。

マリーンは、マリーンである。

マリヴォーは、マリヴォーである。

毬歌は、毬歌である。

鞠歌は、鞠歌である。

毬打ちは、毬打ちである。

マリオネットは、マリオネットである。

鞠会は、鞠会である。

鞠懸りは、鞠懸りである。

魔力は、魔力である。

鞠括りは、鞠括りである。

鞠沓は、鞠沓である。

マリケンは、マリケンである。

丸子は、丸子である。

摩利支天は、摩利支天である。

マリタンは、マリタンである。

毬突きは、毬突きである。

鞠突きは、鞠突きである。

マリッジは、マリッジである。

マリ帝国は、マリ帝国である。

マリネは、マリネである。

マリネッティは、マリネッティである。

マリノフスキーは、マリノフスキーである。

マリファナは、マリファナである。

毬藻は、毬藻である。

まり矢は、まり矢である。

マリンは、マリンである。

マリンスノーは、マリンスノーである。

マリンスポーツは、マリンスポーツである。

マリンバは、マリンバである。



マリンブルーは、マリンブルーである。

丸は、丸である。

円は、円である。

虎子は、虎子である。

マルは、マルである。

放るは、放るである。

丸明きは、丸明きである。

丸洗いは、丸洗いである。

丸暗記は、丸暗記である。

丸行灯は、丸行灯である。

円いは、円いである。

丸いは、丸いである。

丸一は、丸一である。

丸打は、丸打である。

丸写しは、丸写しである。

丸襟は、丸襟である。

盤領は、盤領である。

丸帯は、丸帯である。

丸塚は、丸塚である。

マルカートは、マルカートである。

円顔は、円顔である。

丸顔は、丸顔である。

丸抱えは、丸抱えである。

円鏡は、円鏡である。

丸角屋は、丸角屋である。

丸かしは、丸かしである。

丸齧りは、丸齧りである。

丸かすは、丸かすである。

丸かせは、丸かせである。

円形は、円形である。

円型は、円型である。

丸形は、丸形である。

丸勝ちは、丸勝ちである。

丸合羽は、丸合羽である。

丸亀は、丸亀である。

丸髢は、丸髢である。

丸刈りは、丸刈りである。

丸為替は、丸為替である。

丸瓦は、丸瓦である。

丸鉋は、丸鉋である。

円鉋は、円鉋である。

丸木は、丸木である。

丸木位里は、丸木位里である。

マルキシストは、マルキシストである。

マルキシズムは、マルキシズムである。

マルキストは、マルキストである。



丸木橋は、丸木橋である。

独木橋は、独木橋である。

丸木柱は、丸木柱である。

丸木船は、丸木船である。

独木舟は、独木舟である。

丸木弓は、丸木弓である。

丸切りは、丸切りである。

マルクは、マルクである。

マルクーゼは、マルクーゼである。

丸絎は、丸絎である。

丸絎帯は、丸絎帯である。

マルクスは、マルクスである。

マルクスアウレリウスアントニヌスは、マルクスアウレリウスアントニヌスである。

マルクス経済学は、マルクス経済学である。

マルクス主義は、マルクス主義である。

マルクス主義者は、マルクス主義者である。

マルクスレーニン主義は、マルクスレーニン主義である。

丸ぐちは、丸ぐちである。

丸首は、丸首である。

マルグリットドナヴァールは、マルグリットドナヴァールである。

マルケは、マルケである。

マルケサス諸島は、マルケサス諸島である。

マルコは、マルコである。

丸公は、丸公である。

丸香台は、丸香台である。

マルコーニは、マルコーニである。

丸腰は、丸腰である。

マルコスは、マルコスである。

マルコ伝は、マルコ伝である。

丸五点は、丸五点である。

丸ごとは、丸ごとである。

マルコフは、マルコフである。

マルコ福音書は、マルコ福音書である。

マルコポーロは、マルコポーロである。

丸材は、丸材である。

マルサスは、マルサスである。

マルサス主義は、マルサス主義である。

円鞘は、円鞘である。

丸鞘は、丸鞘である。

丸師は、丸師である。

丸Ｃは、丸Ｃである。

孔方は、孔方である。

丸心は、丸心である。

丸芯は、丸芯である。

マルスは、マルスである。

丸頭巾は、丸頭巾である。



マルセイエーズは、マルセイエーズである。

マルセーユは、マルセーユである。

マルセルは、マルセルである。

マルセル石鹸は、マルセル石鹸である。

丸袖は、丸袖である。

丸備えは、丸備えである。

丸染めは、丸染めである。

丸損は、丸損である。

丸太は、丸太である。

マルタは、マルタである。

マルターゼは、マルターゼである。

丸太洗いは、丸太洗いである。

マルタ語は、マルタ語である。

丸出しは、丸出しである。

丸太舟は、丸太舟である。

丸玉は、丸玉である。

マルタンは、マルタンである。

マルタンデュガールは、マルタンデュガールである。

丸太ん棒は、丸太ん棒である。

マルチは、マルチである。

マルチーズは、マルチーズである。

マルチウィンドーは、マルチウィンドーである。

マルチ商法は、マルチ商法である。

マルチスクリーンは、マルチスクリーンである。

マルチタスクは、マルチタスクである。

マルチメディアは、マルチメディアである。

マルチョイは、マルチョイである。

丸帳は、丸帳である。

丸提灯は、丸提灯である。

円提灯は、円提灯である。

マルチラテラリズムは、マルチラテラリズムである。

マルチリヨは、マルチリヨである。

マルチングは、マルチングである。

円塚は、円塚である。

円柄は、円柄である。

丸っ切りは、丸っ切りである。

丸尽しは、丸尽しである。

円作りは、円作りである。

丸作りは、丸作りである。

丸漬は、丸漬である。

丸っこいは、丸っこいである。

丸筒は、丸筒である。

丸髱は、丸髱である。

丸鍔は、丸鍔である。

丸潰れは、丸潰れである。

丸爪は、丸爪である。



丸では、丸でである。

マルティは、マルティである。

マルティアリスは、マルティアリスである。

マルティーニは、マルティーニである。

マルディヴは、マルディヴである。

マルティニクは、マルティニクである。

マルティネは、マルティネである。

マルティプルチョイスは、マルティプルチョイスである。

マルテの手記は、マルテの手記である。

マルテンサイトは、マルテンサイトである。

円天井は、円天井である。

丸天井は、丸天井である。

マルトースは、マルトースである。

丸年は、丸年である。

マルトノは、マルトノである。

丸鞆は、丸鞆である。

丸取りは、丸取りである。

丸投げは、丸投げである。

丸煮は、丸煮である。

マルヌは、マルヌである。

丸根は、丸根である。

丸寝は、丸寝である。

丸の内は、丸の内である。

丸鋸は、丸鋸である。

丸鋸盤は、丸鋸盤である。

丸呑みは、丸呑みである。

円鑿は、円鑿である。

丸鑿は、丸鑿である。

丸葉は、丸葉である。

円葉は、円葉である。

円刃は、円刃である。

丸刃は、丸刃である。

丸葉朝顔は、丸葉朝顔である。

丸剥ぎは、丸剥ぎである。

丸橋は、丸橋である。

丸橋忠弥は、丸橋忠弥である。

丸柱は、丸柱である。

円柱は、円柱である。

丸裸は、丸裸である。

丸八は、丸八である。

丸ばつは、丸ばつである。

丸ばつ式は、丸ばつ式である。

丸縹は、丸縹である。

円縹は、円縹である。

円花蜂は、円花蜂である。

丸花蜂は、丸花蜂である。



丸幅は、丸幅である。

丸葉萩は、丸葉萩である。

丸秘は、丸秘である。

マルピーギは、マルピーギである。

マルピーギ管は、マルピーギ管である。

マルピーギ小体は、マルピーギ小体である。

丸額は、丸額である。

マルビナス諸島は、マルビナス諸島である。

マルファン症候群は、マルファン症候群である。

丸仏手柑は、丸仏手柑である。

マルブランシュは、マルブランシュである。

丸粉は、丸粉である。

丸へしは、丸へしである。

丸ボイラーは、丸ボイラーである。

丸坊主は、丸坊主である。

丸干しは、丸干しである。

丸ぽちゃは、丸ぽちゃである。

丸彫は、丸彫である。

丸本は、丸本である。

円盆は、円盆である。

丸盆は、丸盆である。

丸本物は、丸本物である。

丸巻は、丸巻である。

丸負けは、丸負けである。

丸髷は、丸髷である。

丸曲は、丸曲である。

丸まこいは、丸まこいである。

丸まっちいは、丸まっちいである。

丸窓は、丸窓である。

円窓は、円窓である。

マルマラ海は、マルマラ海である。

丸丸は、丸丸である。

丸まるは、丸まるである。

丸みは、丸みである。

円みは、円みである。

丸見えは、丸見えである。

丸むは、丸むである。

丸麦は、丸麦である。

円棟造は、円棟造である。

丸目は、丸目である。

丸目蔵人は、丸目蔵人である。

丸め込むは、丸め込むである。

丸めるは、丸めるである。

マルメロは、マルメロである。

丸儲けは、丸儲けである。

丸文字は、丸文字である。



丸持は、丸持である。

丸餅は、丸餅である。

円餅は、円餅である。

丸物は、丸物である。

円物は、円物である。

丸焼きは、丸焼きである。

丸焼けは、丸焼けである。

丸山は、丸山である。

円山は、円山である。

円山応挙は、円山応挙である。

丸山薫は、丸山薫である。

丸山教は、丸山教である。

円山公園は、円山公園である。

丸山定夫は、丸山定夫である。

円山四条派は、円山四条派である。

円山派は、円山派である。

丸山真男は、丸山真男である。

丸山ワクチンは、丸山ワクチンである。

マル優は、マル優である。

マルローは、マルローである。

丸綿は、丸綿である。

稀は、稀である。

希は、希である。

マレは、マレである。

まれは、まれである。

磨礪は、磨礪である。

マレーは、マレーである。

マレーヴィチは、マレーヴィチである。

マレー群島は、マレー群島である。

マレー語は、マレー語である。

マレーシアは、マレーシアである。

マレー人は、マレー人である。

マレー半島は、マレー半島である。

稀男は、稀男である。

稀事は、稀事である。

稀稀は、稀稀である。

稀物は、稀物である。

稀者は、稀者である。

稀らは、稀らである。

マレルブは、マレルブである。

マレンコフは、マレンコフである。

マロは、マロである。

麻呂は、麻呂である。

麿は、麿である。

客居は、客居である。

賓居は、賓居である。



客実は、客実である。

賓実は、賓実である。

転がへるは、転がへるである。

丸頭は、丸頭である。

円かすは、円かすである。

転がすは、転がすである。

円鼎は、円鼎である。

丸がるは、丸がるである。

円がるは、円がるである。

円がれ合ふは、円がれ合ふである。

真陸は、真陸である。

円ぐは、円ぐである。

丸ぐは、丸ぐである。

丸倉は、丸倉である。

丸殿は、丸殿である。

マロニエは、マロニエである。

転ばかすは、転ばかすである。

転ばすは、転ばすである。

転び合ふは、転び合ふである。

転び入るは、転び入るである。

転び落つは、転び落つである。

転び寝は、転び寝である。

転び退くは、転び退くである。

転び寄るは、転び寄るである。

転ぶは、転ぶである。

丸臥しは、丸臥しである。

丸ほやは、丸ほやである。

転まかすは、転まかすである。

丸虫は、丸虫である。

丸屋は、丸屋である。

円らかは、円らかである。

マロリーは、マロリーである。

マロングラッセは、マロングラッセである。

マロン派は、マロン派である。

回かすは、回かすである。

回しは、回しである。

廻しは、廻しである。

回し板は、回し板である。

回し男は、回し男である。

廻し男は、廻し男である。

回し親は、回し親である。

回し方は、回し方である。

廻し方は、廻し方である。

回し合羽は、回し合羽である。

回し金は、回し金である。

回し錐は、回し錐である。



回し飲みは、回し飲みである。

回し文は、回し文である。

廻し文は、廻し文である。

回し部屋は、回し部屋である。

廻し部屋は、廻し部屋である。

回し者は、回し者である。

回し盛りは、回し盛りである。

回すは、回すである。

廻すは、廻すである。

真綿は、真綿である。

間度は、間度である。

回りは、回りである。

廻りは、廻りである。

周りは、周りである。

回り合せは、回り合せである。

回り縁は、回り縁である。

回り階段は、回り階段である。

回り金は、回り金である。

回り気は、回り気である。

回りくどいは、回りくどいである。

回り競は、回り競である。

回検地は、回検地である。

回り根性は、回り根性である。

回り将棋は、回り将棋である。

回り双六は、回り双六である。

回り炭は、回り炭である。

廻り炭は、廻り炭である。

回り知恵は、回り知恵である。

回り灯籠は、回り灯籠である。

回り遠いは、回り遠いである。

回り場は、回り場である。

回り花は、回り花である。

廻り花は、廻り花である。

回り番は、回り番である。

回り膝は、回り膝である。

回り舞台は、回り舞台である。

廻り舞台は、廻り舞台である。

回り道は、回り道である。

回り路は、回り路である。

回り持ちは、回り持ちである。

回るは、回るである。

廻るは、廻るである。

回れ右は、回れ右である。

万は、万である。

満は、満である。

幔は、幔である。



慢は、慢である。

漫は、漫である。

饅は、饅である。

マンは、マンである。

慢易は、慢易である。

万一は、万一である。

満引は、満引である。

満員は、満員である。

満悦は、満悦である。

万延は、万延である。

蔓延は、蔓延である。

万延金は、万延金である。

漫画は、漫画である。

満会は、満会である。

満開は、満開である。

万買は、万買である。

万が一は、万が一である。

漫画家は、漫画家である。

満額は、満額である。

漫画字は、漫画字である。

まんがちは、まんがちである。

満月は、満月である。

満株は、満株である。

万が稀は、万が稀である。

満干は、満干である。

饅羹は、饅羹である。

晩羹は、晩羹である。

万巻は、万巻である。

満願は、満願である。

満貫は、満貫である。

満款は、満款である。

マンガンは、マンガンである。

マンガンクロム鋼は、マンガンクロム鋼である。

マンガン鋼は、マンガン鋼である。

満艦飾は、満艦飾である。

マンガン団塊は、マンガン団塊である。

満期は、満期である。

慢気は、慢気である。

満期日は、満期日である。

満喫は、満喫である。

満期手形は、満期手形である。

蔓脚類は、蔓脚類である。

万行は、万行である。

万金は、万金である。

万鈞は、万鈞である。

漫吟は、漫吟である。



万金丹は、万金丹である。

万句合は、万句合である。

満腔は、満腔である。

マングースは、マングースである。

マングローブは、マングローブである。

万芸は、万芸である。

漫芸は、漫芸である。

万花会は、万花会である。

万華鏡は、万華鏡である。

万言は、万言である。

慢言は、慢言である。

漫言は、漫言である。

慢語は、慢語である。

漫語は、漫語である。

万恒河沙は、万恒河沙である。

万劫末代は、万劫末代である。

マンゴーは、マンゴーである。

万石騒動は、万石騒動である。

万石朔日は、万石朔日である。

万石通しは、万石通しである。

万越祝は、万越祝である。

マンゴスチンは、マンゴスチンである。

満座は、満座である。

マンサード屋根は、マンサード屋根である。

満済は、満済である。

満載は、満載である。

漫才は、漫才である。

万歳扇は、万歳扇である。

満載喫水線は、満載喫水線である。

万載狂歌集は、万載狂歌集である。

万座温泉は、万座温泉である。

満作は、満作である。

満更は、満更である。

満参は、満参である。

蹣跚は、蹣跚である。

満山は、満山である。

卍は、卍である。

万治は、万治である。

卍崩し組子は、卍崩し組子である。

慢じくすむは、慢じくすむである。

満室は、満室である。

卍巴は、卍巴である。

万次万三郎は、万次万三郎である。

満車は、満車である。

万寿は、万寿である。

満珠は、満珠である。



曼殊院は、曼殊院である。

満州は、満州である。

満洲は、満洲である。

饅頭は、饅頭である。

饅頭笠は、饅頭笠である。

饅頭金物は、饅頭金物である。

饅頭蟹は、饅頭蟹である。

満洲源流考は、満洲源流考である。

満州語は、満州語である。

満州国は、満州国である。

満州国協和会は、満州国協和会である。

饅頭錏は、饅頭錏である。

満州事変は、満州事変である。

満州族は、満州族である。

饅頭肌は、饅頭肌である。

饅頭本は、饅頭本である。

満州文字は、満州文字である。

饅頭屋本は、饅頭屋本である。

万秋楽は、万秋楽である。

満洲里は、満洲里である。

万寿山は、万寿山である。

万寿寺は、万寿寺である。

曼殊沙華は、曼殊沙華である。

曼珠沙華は、曼珠沙華である。

万庶は、万庶である。

満床は、満床である。

満場は、満場である。

満場一致は、満場一致である。

満城漢墓は、満城漢墓である。

マンションは、マンションである。

まんじりは、まんじりである。

慢じるは、慢じるである。

満身は、満身である。

慢心は、慢心である。

満身創痍は、満身創痍である。

満ずは、満ずである。

満水は、満水である。

満数は、満数である。

マンズーは、マンズーである。

万筋は、万筋である。

マンスフィールドは、マンスフィールドである。

マンスリーは、マンスリーである。

慢ずるは、慢ずるである。

慢性は、慢性である。

蔓生は、蔓生である。

蔓菁は、蔓菁である。



慢性疾患は、慢性疾患である。

満誓沙弥は、満誓沙弥である。

蔓性植物は、蔓性植物である。

慢性中毒は、慢性中毒である。

慢性伝染病は、慢性伝染病である。

慢性疲労症候群は、慢性疲労症候群である。

満席は、満席である。

マンセル表色系は、マンセル表色系である。

満線は、満線である。

万善は、万善である。

漫然は、漫然である。

万草は、万草である。

蔓草は、蔓草である。

万雑公事は、万雑公事である。

マンゾーニは、マンゾーニである。

満足は、満足である。

満足感は、満足感である。

マンタは、マンタである。

万代は、万代である。

万代和歌集は、万代和歌集である。

茨田の池は、茨田の池である。

茨田の堤は、茨田の堤である。

マンダメントは、マンダメントである。

曼荼羅は、曼荼羅である。

曼荼羅供は、曼荼羅供である。

曼陀羅華は、曼陀羅華である。

曼荼羅堂は、曼荼羅堂である。

マンタリテは、マンタリテである。

マンダリンは、マンダリンである。

マンダレーは、マンダレーである。

満タンは、満タンである。

漫談は、漫談である。

満地は、満地である。

満池は、満池である。

マンチェスターは、マンチェスターである。

マンチェスターガーディアンは、マンチェスターガーディアンである。

マンチェスター学派は、マンチェスター学派である。

瞞着は、瞞着である。

満中陰は、満中陰である。

満潮は、満潮である。

万朝報は、万朝報である。

マンツーマンは、マンツーマンである。

マンツーマンディフェンスは、マンツーマンディフェンスである。

満廷は、満廷である。

満庭は、満庭である。

マンテイカは、マンテイカである。



マンデーは、マンデーである。

マンテーニャは、マンテーニャである。

満鉄は、満鉄である。

満鉄調査部は、満鉄調査部である。

マンデラは、マンデラである。

マンデリシタームは、マンデリシタームである。

マンテルは、マンテルである。

マンテルピースは、マンテルピースである。

万天は、万天である。

満天は、満天である。

満点は、満点である。

満天下は、満天下である。

満天星は、満天星である。

満都は、満都である。

マントは、マントである。

まんとは、まんとである。

万度は、万度である。

万灯は、万灯である。

マン島は、マン島である。

満堂は、満堂である。

マンドヴィルは、マンドヴィルである。

万灯会は、万灯会である。

マントー反応は、マントー反応である。

万徳は、万徳である。

マントドクールは、マントドクールである。

万度祓は、万度祓である。

マント狒狒は、マント狒狒である。

マントラは、マントラである。

マンドリルは、マンドリルである。

マンドリンは、マンドリンである。

マントルは、マントルである。

マントル対流は、マントル対流である。

マントルピースは、マントルピースである。

マントル物質は、マントル物質である。

間直しは、間直しである。

真直しは、真直しである。

真ん中は、真ん中である。

真字書は、真字書である。

万成石は、万成石である。

マンナンは、マンナンである。

万日は、万日である。

万葉は、万葉である。

万葉集は、万葉集である。

万人は、万人である。

万人向きは、万人向きである。

マンネリは、マンネリである。



マンネリズムは、マンネリズムである。

万年は、万年である。

万年紙は、万年紙である。

万年草は、万年草である。

万年暦は、万年暦である。

万年新造は、万年新造である。

万年酢は、万年酢である。

万年杉は、万年杉である。

万年青は、万年青である。

万年茸は、万年茸である。

万年通宝は、万年通宝である。

万年床は、万年床である。

万年筆は、万年筆である。

万年塀は、万年塀である。

万年娘は、万年娘である。

万年雪は、万年雪である。

満年齢は、満年齢である。

まんねんろうは、まんねんろうである。

万能は、万能である。

満濃池は、満濃池である。

万能膏は、万能膏である。

マンノースは、マンノースである。

慢罵は、慢罵である。

漫罵は、漫罵である。

マンバは、マンバである。

万波は、万波である。

満杯は、満杯である。

マンハイムは、マンハイムである。

まんばちは、まんばちである。

万八は、万八である。

マンハッタンは、マンハッタンである。

マンハッタン計画は、マンハッタン計画である。

マンパワーは、マンパワーである。

慢板は、慢板である。

満尾は、満尾である。

万引は、万引である。

漫筆は、漫筆である。

漫筆画は、漫筆画である。

万病は、万病である。

満票は、満票である。

漫評は、漫評である。

万病円は、万病円である。

万部は、万部である。

慢侮は、慢侮である。

マンフォードは、マンフォードである。

万部経は、万部経である。



万福は、万福である。

満幅は、満幅である。

満腹は、満腹である。

万福寺は、万福寺である。

万福寺派は、万福寺派である。

万福長者は、万福長者である。

漫文は、漫文である。

万分の一は、万分の一である。

満遍は、満遍である。

満遍ないは、満遍ないである。

マンボは、マンボである。

漫歩は、漫歩である。

翻車魚は、翻車魚である。

万宝は、万宝である。

万法は、万法である。

万邦は、万邦である。

万法一如は、万法一如である。

万宝山事件は、万宝山事件である。

マンホールは、マンホールである。

万歩計は、万歩計である。

真ん前は、真ん前である。

幔幕は、幔幕である。

マンマシンインターフェースは、マンマシンインターフェースである。

まんまとは、まんまとである。

真ん丸は、真ん丸である。

真ん円は、真ん円である。

満満は、満満である。

漫漫は、漫漫である。

万万は、万万である。

万万一は、万万一である。

慢慢的は、慢慢的である。

まんまんとは、まんまんとである。

真ん真ん中は、真ん真ん中である。

満面は、満面である。

満蒙は、満蒙である。

満蒙開拓団は、満蒙開拓団である。

万目は、万目である。

満目は、満目である。

満目蕭条は、満目蕭条である。

マンモスは、マンモスである。

マンモンは、マンモンである。

漫遊は、漫遊である。

万葉緯は、万葉緯である。

万葉仮名は、万葉仮名である。

万葉集考は、万葉集考である。

万葉集古義は、万葉集古義である。



万葉集抄は、万葉集抄である。

万葉集玉の小琴は、万葉集玉の小琴である。

万葉集註釈は、万葉集註釈である。

万葉集美夫君志は、万葉集美夫君志である。

万葉集略解は、万葉集略解である。

万葉代匠記は、万葉代匠記である。

万葉調は、万葉調である。

孟浪は、孟浪である。

万力は、万力である。

万両は、万両である。

満了は、満了である。

万両分限は、万両分限である。

満塁は、満塁である。

万暦は、万暦である。

漫録は、漫録である。

みは、みである。

三は、三である。

巳は、巳である。

水は、水である。

回は、回である。

見は、見である。

子は、子である。

海は、海である。

神は、神である。

霊は、霊である。

箕は、箕である。

未は、未である。

味は、味である。

弥は、弥である。

微は、微である。

魅は、魅である。

ミは、ミである。

御は、御である。

見合いは、見合いである。

御合は、御合である。

見合うは、見合うである。

御饗は、御饗である。

御贖は、御贖である。

御明かしは、御明かしである。

御灯明は、御灯明である。

御灯は、御灯である。

御証文は、御証文である。

御県は、御県である。

御明りは、御明りである。

身上りは、身上りである。

身揚りは、身揚りである。



見明らむは、見明らむである。

見飽きるは、見飽きるである。

見飽くは、見飽くである。

見上は、見上である。

土産は、土産である。

見上板は、見上板である。

見上皺は、見上皺である。

見上げるは、見上げるである。

見浅むは、見浅むである。

御足参りは、御足参りである。

見当るは、見当るである。

見扱ふは、見扱ふである。

見集むは、見集むである。

見集めは、見集めである。

水浴は、水浴である。

身網は、身網である。

見誤るは、見誤るである。

御舎は、御舎である。

御殿は、御殿である。

見顕すは、見顕すである。

御生は、御生である。

御阿礼は、御阿礼である。

御阿礼木は、御阿礼木である。

御阿礼宣旨は、御阿礼宣旨である。

見合すは、見合すである。

見合せは、見合せである。

見合せるは、見合せるである。

三井は、三井である。

御井は、御井である。

ミーイズムは、ミーイズムである。

御軍は、御軍である。

皇軍は、皇軍である。

皇師は、皇師である。

御軍祭は、御軍祭である。

三池は、三池である。

三池炭田は、三池炭田である。

三池闘争は、三池闘争である。

御稜威は、御稜威である。

見出づは、見出づである。

ミースファンデル‐ローエは、ミースファンデル‐ローエである。

見出すは、見出すである。

みいちゃんはあちゃんは、みいちゃんはあちゃんである。

ミーツケヴィッチは、ミーツケヴィッチである。

ミーティングは、ミーティングである。

三井寺は、三井寺である。

御井寺は、御井寺である。



三井寺歩行虫は、三井寺歩行虫である。

ミートは、ミートである。

ミードは、ミードである。

ミートソースは、ミートソースである。

ミートパイは、ミートパイである。

ミートボールは、ミートボールである。

ミートローフは、ミートローフである。

みいはあは、みいはあである。

ミーマーンサーは、ミーマーンサーである。

ミイラは、ミイラである。

実入りは、実入りである。

ミーリングは、ミーリングである。

ミールは、ミールである。

見入るは、見入るである。

見入れは、見入れである。

三色組は、三色組である。

身祝は、身祝である。

ミーンズテストは、ミーンズテストである。

実植えは、実植えである。

身請けは、身請けである。

見受けるは、見受けるである。

身動きは、身動きである。

見失うは、見失うである。

御歌は、御歌である。

身内は、身内である。

御内は、御内である。

御袿は、御袿である。

三浦は、三浦である。

三浦按針は、三浦按針である。

三浦乾也は、三浦乾也である。

三浦梧楼は、三浦梧楼である。

三浦環は、三浦環である。

三浦樗良は、三浦樗良である。

三浦大助紅梅たづなは、三浦大助紅梅たづなである。

三浦梅園は、三浦梅園である。

三浦半島は、三浦半島である。

三浦周行は、三浦周行である。

三浦泰村は、三浦泰村である。

三浦義明は、三浦義明である。

三浦義同は、三浦義同である。

三浦義澄は、三浦義澄である。

三浦義村は、三浦義村である。

身売りは、身売りである。

見えは、見えである。

三重は、三重である。

見え逢ふは、見え逢ふである。



見え当るは、見え当るである。

御影は、御影である。

御影供は、御影供である。

御影堂は、御影堂である。

見え返るは、見え返るである。

見え隠れは、見え隠れである。

三重重ねは、三重重ねである。

三重襲は、三重襲である。

三重襲の扇は、三重襲の扇である。

見え交すは、見え交すである。

見え苦しは、見え苦しである。

見えしらがふは、見えしらがふである。

見え透くは、見え透くである。

三重大学は、三重大学である。

見えたかは、見えたかである。

三重襷は、三重襷である。

見栄っ張りは、見栄っ張りである。

見え難いは、見え難いである。

見えぬ国は、見えぬ国である。

三重の扇は、三重の扇である。

三重の唐衣は、三重の唐衣である。

見栄張るは、見栄張るである。

見栄坊は、見栄坊である。

見え紛ふは、見え紛ふである。

見え見えは、見え見えである。

ミエリンは、ミエリンである。

ミエローマは、ミエローマである。

見え分るは、見え分るである。

見え分くは、見え分くである。

見え渡るは、見え渡るである。

澪は、澪である。

水脈は、水脈である。

未央宮は、未央宮である。

見果すは、見果すである。

澪木は、澪木である。

見置くは、見置くである。

澪杭は、澪杭である。

見送りは、見送りである。

見送るは、見送るである。

ミオグロビンは、ミオグロビンである。

見遣すは、見遣すである。

見収めは、見収めである。

見納めは、見納めである。

澪浚えは、澪浚えである。

水押は、水押である。

舳は、舳である。



御食は、御食である。

澪標は、澪標である。

ミオシンは、ミオシンである。

澪筋は、澪筋である。

見落しは、見落しである。

見落すは、見落すである。

見劣りは、見劣りである。

鳰鳥は、鳰鳥である。

見劣るは、見劣るである。

美保の関は、美保の関である。

三保の松原は、三保の松原である。

澪引は、澪引である。

水脈引は、水脈引である。

水脈引くは、水脈引くである。

見覚えは、見覚えである。

見覚えるは、見覚えるである。

身重は、身重である。

御母は、御母である。

御思いは、御思いである。

御祖は、御祖である。

見及ぶは、見及ぶである。

三節は、三節である。

三節祭は、三節祭である。

三節の酒は、三節の酒である。

見下ろすは、見下ろすである。

甕は、甕である。

三日は、三日である。

未開は、未開である。

味解は、味解である。

未解決は、未解決である。

未開社会は、未開社会である。

未開地は、未開地である。

実海棠は、実海棠である。

未解放部落は、未解放部落である。

見返しは、見返しである。

見返すは、見返すである。

見返りは、見返りである。

身返りは、身返りである。

見返り売りは、見返り売りである。

見返り買いは、見返り買いである。

見返り資金は、見返り資金である。

見返り婆は、見返り婆である。

見返り品は、見返り品である。

見返り柳は、見返り柳である。

ミカエルは、ミカエルである。

見返るは、見返るである。



見変えるは、見変えるである。

御垣は、御垣である。

磨きは、磨きである。

研きは、研きである。

瑩は、瑩である。

磨き上げるは、磨き上げるである。

御垣ヶ原は、御垣ヶ原である。

磨き粉は、磨き粉である。

磨き地は、磨き地である。

磨き砂は、磨き砂である。

磨き立てるは、磨き立てるである。

身欠き鰊は、身欠き鰊である。

磨き盆は、磨き盆である。

磨き丸太は、磨き丸太である。

御垣守は、御垣守である。

磨き楊枝は、磨き楊枝である。

見限りは、見限りである。

見限るは、見限るである。

味覚は、味覚である。

未学は、未学である。

磨くは、磨くである。

研くは、研くである。

味覚芽は、味覚芽である。

味覚器は、味覚器である。

見隠しは、見隠しである。

見隠し塀は、見隠し塀である。

見隠すは、見隠すである。

未確認飛行物体は、未確認飛行物体である。

御神楽は、御神楽である。

水隠るは、水隠るである。

見隠るは、見隠るである。

身隠るは、身隠るである。

水隠れは、水隠れである。

見隠れは、見隠れである。

見掛けは、見掛けである。

水陰は、水陰である。

御蔭は、御蔭である。

御影石は、御影石である。

見掛け倒しは、見掛け倒しである。

御蔭祭は、御蔭祭である。

見掛けるは、見掛けるである。

三笠は、三笠である。

水嵩は、水嵩である。

三笠付は、三笠付である。

三笠宮は、三笠宮である。

三笠山は、三笠山である。



厳しは、厳しである。

みか潮は、みか潮である。

御炊殿は、御炊殿である。

見ケ〆は、見ケ〆である。

箕被は、箕被である。

見方は、見方である。

御形は、御形である。

御像は、御像である。

味方は、味方である。

御方は、御方である。

身方は、身方である。

味方討は、味方討である。

三方ヶ原は、三方ヶ原である。

三方五湖は、三方五湖である。

身固めは、身固めである。

身語りは、身語りである。

身勝ちは、身勝ちである。

三日月は、三日月である。

三日月形は、三日月形である。

三日月湖は、三日月湖である。

三日月女郎は、三日月女郎である。

三日月眉は、三日月眉である。

三日月藻は、三日月藻である。

身勝手は、身勝手である。

見がてりは、見がてりである。

御門は、御門である。

帝揚羽は、帝揚羽である。

御門拝みは、御門拝みである。

朝拝は、朝拝である。

みかどの司は、みかどの司である。

御門参りは、御門参りである。

朝参は、朝参である。

御門祭は、御門祭である。

御門守は、御門守である。

身金は、身金である。

見兼ねるは、見兼ねるである。

瓶原は、瓶原である。

三日の餅は、三日の餅である。

御荷鉾緑色岩類は、御荷鉾緑色岩類である。

見が欲しは、見が欲しである。

身構えは、身構えである。

身構えるは、身構えるである。

御薪は、御薪である。

身が儘は、身が儘である。

三上は、三上である。

三上於菟吉は、三上於菟吉である。



三上参次は、三上参次である。

御上神社は、御上神社である。

三上山は、三上山である。

三上義夫は、三上義夫である。

水鴨は、水鴨である。

御粥神事は、御粥神事である。

三日夜の餅は、三日夜の餅である。

身柄は、身柄である。

身柄送検は、身柄送検である。

みかりは、みかりである。

身軽は、身軽である。

身軽いは、身軽いである。

三河は、三河である。

参河は、参河である。

御溝は、御溝である。

甕わは、甕わである。

三河衆は、三河衆である。

見交すは、見交すである。

御溝竹は、御溝竹である。

三川内焼は、三川内焼である。

三河国一向一揆は、三河国一向一揆である。

三河万歳は、三河万歳である。

御溝水は、御溝水である。

三河物語は、三河物語である。

三河木綿は、三河木綿である。

御厠人は、御厠人である。

身代りは、身代りである。

身替りは、身替りである。

身替座禅は、身替座禅である。

三河湾は、三河湾である。

未刊は、未刊である。

未完は、未完である。

味官は、味官である。

味感は、味感である。

蜜柑は、蜜柑である。

蜜柑科は、蜜柑科である。

蜜柑籠は、蜜柑籠である。

御巫は、御巫である。

蜜柑小実蠅は、蜜柑小実蠅である。

蜜柑酒は、蜜柑酒である。

未完成は、未完成である。

未完成交響曲は、未完成交響曲である。

幹は、幹である。

三木は、三木である。

身木は、身木である。

御酒は、御酒である。



神酒は、神酒である。

御棺は、御棺である。

右は、右である。

幹糸は、幹糸である。

右腕は、右腕である。

右書きは、右書きである。

右勝手は、右勝手である。

見聞きは、見聞きである。

右利きは、右利きである。

三木清は、三木清である。

見聞くは、見聞くである。

御酒草は、御酒草である。

ミキサーは、ミキサーである。

三岸は、三岸である。

三岸好太郎は、三岸好太郎である。

ミキシングは、ミキシングである。

右するは、右するである。

右ずれ断層は、右ずれ断層である。

三木武夫は、三木武夫である。

三木竹二は、三木竹二である。

御酒造は、御酒造である。

右手は、右手である。

右手系は、右手系である。

右巴は、右巴である。

右螺子の法則は、右螺子の法則である。

右馬頭は、右馬頭である。

右大臣は、右大臣である。

造酒司は、造酒司である。

酒司は、酒司である。

右左は、右左である。

三木武吉は、三木武吉である。

右前は、右前である。

右回りは、右回りである。

御木本は、御木本である。

御木本幸吉は、御木本幸吉である。

右様は、右様である。

御教書は、御教書である。

右四つは、右四つである。

右寄りは、右寄りである。

右よりは、右よりである。

見切りは、見切りである。

砌は、砌である。

見切り発車は、見切り発車である。

見切り品は、見切り品である。

見切るは、見切るである。

身綺麗は、身綺麗である。



三木露風は、三木露風である。

汀は、汀である。

渚は、渚である。

身際は、身際である。

汀線は、汀線である。

汀優りは、汀優りである。

見極めは、見極めである。

見極めるは、見極めるである。

ミグは、ミグである。

三種は、三種である。

水草は、水草である。

美草は、美草である。

見臭いは、見臭いである。

三種の宝物は、三種の宝物である。

御鬮は、御鬮である。

神籤は、神籤である。

御首は、御首である。

御髪は、御髪である。

御髪上げは、御髪上げである。

御髪下ろしは、御髪下ろしである。

御櫛笥は、御櫛笥である。

御匣殿は、御匣殿である。

御櫛笥殿は、御櫛笥殿である。

ミクスは、ミクスである。

水屑は、水屑である。

ミクスチュアは、ミクスチュアである。

ミクストは、ミクストである。

ミクストダブルスは、ミクストダブルスである。

見下すは、見下すである。

三行半は、三行半である。

三下半は、三下半である。

三国は、三国である。

御国は、御国である。

御国争いは、御国争いである。

三国街道は、三国街道である。

御国詞は、御国詞である。

御国言葉は、御国言葉である。

御国詞活用抄は、御国詞活用抄である。

三国山脈は、三国山脈である。

三九日は、三九日である。

三国峠は、三国峠である。

御国文は、御国文である。

御国風は、御国風である。

御国学びは、御国学びである。

三国焼は、三国焼である。

御国譲りは、御国譲りである。



見縊るは、見縊るである。

水隈は、水隈である。

ミグマタイトは、ミグマタイトである。

み熊野は、み熊野である。

三熊野は、三熊野である。

水分は、水分である。

水分神は、水分神である。

御位は、御位である。

御蔵島は、御蔵島である。

御倉の小舎人は、御倉の小舎人である。

見比べるは、見比べるである。

見較べるは、見較べるである。

御厨は、御厨である。

三稜草は、三稜草である。

実栗は、実栗である。

三稜簾は、三稜簾である。

三稜縄は、三稜縄である。

見苦しいは、見苦しいである。

見転べかすは、見転べかすである。

身包みは、身包みである。

ミグレニンは、ミグレニンである。

ミクロは、ミクロである。

ミクロ経済学は、ミクロ経済学である。

ミクロコスモスは、ミクロコスモスである。

ミクロスコピックは、ミクロスコピックである。

ミクロトームは、ミクロトームである。

ミクロネシアは、ミクロネシアである。

ミクロ分析は、ミクロ分析である。

ミクロンは、ミクロンである。

三毛は、三毛である。

御饌は、御饌である。

みげは、みげである。

未経過保険料は、未経過保険料である。

御饌歌は、御饌歌である。

ミケーネ文明は、ミケーネ文明である。

ミケーレルッジェーリは、ミケーレルッジェーリである。

御衣は、御衣である。

未決は、未決である。

御食津神は、御食津神である。

御饌津神は、御饌津神である。

未決監は、未決監である。

御食つ国は、御食つ国である。

未決勾留は、未決勾留である。

未決囚は、未決囚である。

御食つ物は、御食つ物である。

御饌殿は、御饌殿である。



ミケナイ文明は、ミケナイ文明である。

三毛猫は、三毛猫である。

御食人は、御食人である。

御食向かふは、御食向かふである。

ミケランジェロは、ミケランジェロである。

未見は、未見である。

眉間尺は、眉間尺である。

眉間白毫相は、眉間白毫相である。

巫女は、巫女である。

神子は、神子である。

御子は、御子である。

皇子は、皇子である。

皇女は、皇女である。

美籠は、美籠である。

みごは、みごである。

巫女秋沙は、巫女秋沙である。

白魚は、白魚である。

御格子は、御格子である。

見巧者は、見巧者である。

実肥は、実肥である。

神子上は、神子上である。

神子上典膳は、神子上典膳である。

御国忌は、御国忌である。

御心をは、御心をである。

妊娠酒は、妊娠酒である。

見越しは、見越しである。

御輿は、御輿である。

神輿洗いは、神輿洗いである。

御輿草は、御輿草である。

神輿草は、神輿草である。

み越路は、み越路である。

見越入道は、見越入道である。

見越しの松は、見越しの松である。

神輿振りは、神輿振りである。

神輿舎は、神輿舎である。

身拵えは、身拵えである。

御子代は、御子代である。

見越すは、見越すである。

見応えは、見応えである。

尊は、尊である。

命は、命である。

御言は、御言である。

見事は、見事である。

美事は、美事である。

詔は、詔である。

勅は、勅である。



宰は、宰である。

司は、司である。

身熟しは、身熟しである。

見こなすは、見こなすである。

ミコノスは、ミコノスである。

皇子の尊は、皇子の尊である。

皇子の命は、皇子の命である。

東宮は、東宮である。

春宮は、春宮である。

皇女腹は、皇女腹である。

御子左家は、御子左家である。

巫女舞は、巫女舞である。

見込みは、見込みである。

見込代は、見込代である。

見込み違いは、見込み違いである。

見込み外れは、見込み外れである。

見込むは、見込むである。

水菰は、水菰である。

水薦は、水薦である。

水菰刈るは、水菰刈るである。

巳籠りは、巳籠りである。

巳妊は、巳妊である。

水籠りは、水籠りである。

水籠り草は、水籠り草である。

水籠り沼は、水籠り沼である。

水籠るは、水籠るである。

身籠るは、身籠るである。

御子宿は、御子宿である。

ミコヤンは、ミコヤンである。

神子寄せは、神子寄せである。

巫女寄せは、巫女寄せである。

見懲らしは、見懲らしである。

見懲らすは、見懲らすである。

見懲りは、見懲りである。

見頃は、見頃である。

身頃は、身頃である。

見殺しは、見殺しである。

未婚は、未婚である。

未墾は、未墾である。

ミサは、ミサである。

未済は、未済である。

未裁は、未裁である。

微細は、微細である。

御斎会は、御斎会である。

ミサイルは、ミサイルである。

ミサイル療法は、ミサイル療法である。



操は、操である。

水棹は、水棹である。

操作るは、操作るである。

御坂は、御坂である。

見境は、見境である。

見境ふは、見境ふである。

真盛は、真盛である。

方は、方である。

岬は、岬である。

崎は、崎である。

三崎は、三崎である。

御先は、御先である。

御前は、御前である。

岬馬は、岬馬である。

御先追は、御先追である。

警蹕は、警蹕である。

御先神は、御先神である。

御前烏は、御前烏である。

岬回は、岬回である。

見放くは、見放くである。

実桜は、実桜である。

見下げ果てるは、見下げ果てるである。

見下げるは、見下げるである。

鶚は、鶚である。

雎鳩は、雎鳩である。

鶚鮨は、鶚鮨である。

鶚腹は、鶚腹である。

三朝は、三朝である。

陵は、陵である。

見止すは、見止すである。

ミサ聖祭は、ミサ聖祭である。

見定めるは、見定めるである。

三郷は、三郷である。

御里は、御里である。

京は、京である。

京職は、京職である。

水銹は、水銹である。

水錆は、水錆である。

御侍は、御侍である。

見様は、見様である。

身様は、身様である。

みさみさは、みさみさである。

見醒めは、見醒めである。

見猿は、見猿である。

三沢は、三沢である。

ミサンガは、ミサンガである。



ミザントロープは、ミザントロープである。

短は、短である。

短編みは、短編みである。

短いは、短いである。

短歌は、短歌である。

短刀は、短刀である。

短手は、短手である。

短めるは、短めるである。

短やかは、短やかである。

短夜は、短夜である。

短らかは、短らかである。

ミシガンは、ミシガンである。

拉くは、拉くである。

身動るは、身動るである。

身肉は、身肉である。

ミシシッピは、ミシシッピである。

身支度は、身支度である。

身仕度は、身仕度である。

緊とは、緊とである。

御稲は、御稲である。

粛慎は、粛慎である。

水渋は、水渋である。

御修法は、御修法である。

三島は、三島である。

身仕舞は、身仕舞である。

三島虎魚は、三島虎魚である。

三島暦は、三島暦である。

三島柴胡は、三島柴胡である。

三島菅は、三島菅である。

三島大社は、三島大社である。

三島中洲は、三島中洲である。

三島手は、三島手である。

三島通庸は、三島通庸である。

三島木綿は、三島木綿である。

三島由紀夫は、三島由紀夫である。

身締りは、身締りである。

みしみしは、みしみしである。

見占むは、見占むである。

惨めは、惨めである。

御標縄は、御標縄である。

御注連縄は、御注連縄である。

みしゃぐは、みしゃぐである。

みしゃれは、みしゃれである。

未収は、未収である。

未収金勘定は、未収金勘定である。

未熟は、未熟である。



未熟児は、未熟児である。

未熟児網膜症は、未熟児網膜症である。

ミシュレは、ミシュレである。

実生は、実生である。

未生は、未生である。

未詳は、未詳である。

微笑は、微笑である。

身性は、身性である。

身状は、身状である。

未定は、未定である。

未生以前は、未生以前である。

巳正月は、巳正月である。

御正体は、御正体である。

未生流は、未生流である。

ミショーは、ミショーである。

見知らすは、見知らすである。

身知らずは、身知らずである。

見知らぬは、見知らぬである。

見知りは、見知りである。

見知り合いは、見知り合いである。

見知り置くは、見知り置くである。

見知り顔は、見知り顔である。

見知り越しは、見知り越しである。

見知るは、見知るである。

御璽は、御璽である。

身じろぎは、身じろぎである。

身じろぐは、身じろぐである。

未進は、未進である。

ミシンは、ミシンである。

微塵は、微塵である。

微塵切りは、微塵切りである。

微塵子は、微塵子である。

水蚤は、水蚤である。

微塵粉は、微塵粉である。

微塵粉っ灰は、微塵粉っ灰である。

微塵縞は、微塵縞である。

微塵棒は、微塵棒である。

身慎莫は、身慎莫である。

微塵もは、微塵もである。

微塵流は、微塵流である。

御簾は、御簾である。

ミスは、ミスである。

見すは、見すである。

みずは、みずである。

瑞は、瑞である。

針孔は、針孔である。



針眼は、針眼である。

ミズは、ミズである。

水青は、水青である。

水葵は、水葵である。

雨久花は、雨久花である。

水垢は、水垢である。

水明りは、水明りである。

水上げは、水上げである。

水揚げは、水揚げである。

水浅葱は、水浅葱である。

水足は、水足である。

水遊びは、水遊びである。

水中りは、水中りである。

水当りは、水当りである。

水浴びは、水浴びである。

水油は、水油である。

水飴は、水飴である。

水洗いは、水洗いである。

水争いは、水争いである。

未遂は、未遂である。

水烏賊は、水烏賊である。

未遂罪は、未遂罪である。

御随身所は、御随身所である。

水糸は、水糸である。

水芋は、水芋である。

水入らずは、水入らずである。

御簾入りは、御簾入りである。

水入りは、水入りである。

水入り水晶は、水入り水晶である。

水入れは、水入れである。

水色は、水色である。

水祝は、水祝である。

水碓は、水碓である。

碾磑は、碾磑である。

御簾内は、御簾内である。

翠簾内は、翠簾内である。

水打ちは、水打ちである。

水駅は、水駅である。

湖は、湖である。

水占は、水占である。

水売は、水売である。

ミズーリは、ミズーリである。

水絵は、水絵である。

瑞枝は、瑞枝である。

水絵具は、水絵具である。

見据えるは、見据えるである。



水緒は、水緒である。

鐙靼は、鐙靼である。

水緒金は、水緒金である。

鐙靼鉄は、鐙靼鉄である。

水桶は、水桶である。

水長は、水長である。

水白粉は、水白粉である。

水落ちは、水落ちである。

鳩尾は、鳩尾である。

水音は、水音である。

水泳ぎは、水泳ぎである。

美簀織は、美簀織である。

御簾貝は、御簾貝である。

水飼いは、水飼いである。

水貝は、水貝である。

水飼ふは、水飼ふである。

水替えは、水替えである。

水鏡は、水鏡である。

水掻きは、水掻きである。

蹼は、蹼である。

瑞垣は、瑞垣である。

瑞籬は、瑞籬である。

水垣は、水垣である。

瑞垣のは、瑞垣のである。

瑞牆山は、瑞牆山である。

水稼業は、水稼業である。

水掛けは、水掛けである。

水影は、水影である。

水掛合いは、水掛合いである。

水掛草は、水掛草である。

水陰草は、水陰草である。

水掛聟は、水掛聟である。

水掛け論は、水掛け論である。

水加減は、水加減である。

水菓子は、水菓子である。

見透かすは、見透かすである。

水銀は、水銀である。

水銀滓は、水銀滓である。

水黴は、水黴である。

水被り根は、水被り根である。

御簾紙は、御簾紙である。

三栖紙は、三栖紙である。

美栖紙は、美栖紙である。

水髪は、水髪である。

水上下は、水上下である。

水神鳴は、水神鳴である。



水瓶は、水瓶である。

水甕は、水甕である。

水瓶座は、水瓶座である。

身すがらは、身すがらである。

みずからは、みずからである。

自らは、自らである。

水絡繰は、水絡繰である。

水機関は、水機関である。

水硝子は、水硝子である。

水涸れは、水涸れである。

身過ぎは、身過ぎである。

水木は、水木である。

水城は、水城である。

みずきは、みずきである。

瑞木は、瑞木である。

水着は、水着である。

不見不聞は、不見不聞である。

水飢饉は、水飢饉である。

ミスキャストは、ミスキャストである。

水灸は、水灸である。

水狂言は、水狂言である。

水切りは、水切りである。

水木流は、水木流である。

水切れは、水切れである。

水際は、水際である。

水際作戦は、水際作戦である。

水際立つは、水際立つである。

水金は、水金である。

水金梅は、水金梅である。

水杙は、水杙である。

水茎は、水茎である。

水茎のは、水茎のである。

水茎の跡は、水茎の跡である。

御簾草は、御簾草である。

水瘡は、水瘡である。

水臭いは、水臭いである。

水櫛は、水櫛である。

見過すは、見過すである。

水薬は、水薬である。

水口は、水口である。

水汲みは、水汲みである。

水汲は、水汲である。

水含むは、水含むである。

水蜘蛛は、水蜘蛛である。

水水母は、水水母である。

水栗は、水栗である。



水車は、水車である。

水気は、水気である。

水芸は、水芸である。

水下駄は、水下駄である。

水気立ちは、水気立ちである。

水煙は、水煙である。

水喧嘩は、水喧嘩である。

水子は、水子である。

稚子は、稚子である。

水恋鳥は、水恋鳥である。

水肥は、水肥である。

水蘚は、水蘚である。

水苔は、水苔である。

水心は、水心である。

水漉しは、水漉しである。

水翻は、水翻である。

水零しの祝は、水零しの祝である。

水垢離は、水垢離である。

水衣は、水衣である。

水焜炉は、水焜炉である。

水栽培は、水栽培である。

水盃は、水盃である。

水杯は、水杯である。

水先は、水先である。

水先案内は、水先案内である。

水先区は、水先区である。

水先船は、水先船である。

水先人は、水先人である。

水先法は、水先法である。

水差は、水差である。

水指は、水指である。

水沢は、水沢である。

三筋は、三筋である。

みずしは、みずしである。

御厨子は、御厨子である。

水仕は、水仕である。

水師は、水師である。

水仕男は、水仕男である。

牙しかは、牙しかである。

水資源は、水資源である。

水資源開発は、水資源開発である。

水仕事は、水仕事である。

御厨子棚は、御厨子棚である。

御厨子所は、御厨子所である。

水しぶきは、水しぶきである。

水仕奉公は、水仕奉公である。



水島は、水島である。

水島工業地域は、水島工業地域である。

水島三一郎は、水島三一郎である。

三筋町は、三筋町である。

水仕女は、水仕女である。

水締めは、水締めである。

水霜は、水霜である。

水尺は、水尺である。

水ジャケットは、水ジャケットである。

水性は、水性である。

水商売は、水商売である。

見ず知らずは、見ず知らずである。

水篶は、水篶である。

三篶は、三篶である。

水篶刈るは、水篶刈るである。

水杉は、水杉である。

水筋は、水筋である。

水澄ましは、水澄ましである。

水施餓鬼は、水施餓鬼である。

水石鹸は、水石鹸である。

水攻めは、水攻めである。

水責めは、水責めである。

水葬式は、水葬式である。

水雑炊は、水雑炊である。

水葬礼は、水葬礼である。

水田は、水田である。

ミスターは、ミスターである。

水田芥は、水田芥である。

水炊きは、水炊きである。

水蛸は、水蛸である。

水蓼は、水蓼である。

水棚は、水棚である。

水谷は、水谷である。

水谷不倒は、水谷不倒である。

水谷八重子は、水谷八重子である。

水玉は、水玉である。

水玉紙は、水玉紙である。

水玉草は、水玉草である。

水玉模様は、水玉模様である。

水溜りは、水溜りである。

水溜めは、水溜めである。

蛟は、蛟である。

水茶屋は、水茶屋である。

水中毒は、水中毒である。

御図帳は、御図帳である。

水帳は、水帳である。



水調子は、水調子である。

七寸は、七寸である。

水注ぎは、水注ぎである。

水漬くは、水漬くである。

水漬は、水漬である。

水槌は、水槌である。

水っ洟は、水っ洟である。

水っぽいは、水っぽいである。

水手は、水手である。

ミスティシズムは、ミスティシズムである。

ミスティックは、ミスティックである。

ミステークは、ミステークである。

水鉄砲は、水鉄砲である。

ミステリアスは、ミステリアスである。

ミステリーは、ミステリーである。

ミステリヨは、ミステリヨである。

見捨てるは、見捨てるである。

見棄てるは、見棄てるである。

不見点は、不見点である。

水伝馬は、水伝馬である。

水動力計は、水動力計である。

ミスト機は、ミスト機である。

水時計は、水時計である。

水虎の尾は、水虎の尾である。

ミストラルは、ミストラルである。

水取りは、水取りである。

水鳥は、水鳥である。

水取り雨は、水取り雨である。

水鳥のは、水鳥のである。

水取り船は、水取り船である。

水取玉は、水取玉である。

ミストレスは、ミストレスである。

水菜は、水菜である。

水魚は、水魚である。

水流れは、水流れである。

水薙鳥は、水薙鳥である。

水梨は、水梨である。

消梨は、消梨である。

雪梨は、雪梨である。

水嬲りは、水嬲りである。

水波は、水波である。

瑞浪は、瑞浪である。

水楢は、水楢である。

水縄は、水縄である。

水苗代は、水苗代である。

水煮は、水煮である。



水韮は、水韮である。

水抜きは、水抜きである。

水主は、水主である。

水野は、水野である。

水の泡は、水の泡である。

壬は、壬である。

水の尾は、水の尾である。

水尾帝は、水尾帝である。

瑞の小佩は、瑞の小佩である。

水の神は、水の神である。

水の粉は、水の粉である。

水野十郎左衛門は、水野十郎左衛門である。

水野忠邦は、水野忠邦である。

水の手は、水の手である。

水の出端は、水の出端である。

癸は、癸である。

癸の祭は、癸の祭である。

水の華は、水の華である。

水の春は、水の春である。

水野広徳は、水野広徳である。

水の実は、水の実である。

水呑みは、水呑みである。

瑞御舎は、瑞御舎である。

水呑の緒は、水呑の緒である。

水呑百姓は、水呑百姓である。

水野目林は、水野目林である。

水の餅は、水の餅である。

水野錬太郎は、水野錬太郎である。

水のわななきは、水のわななきである。

罔象は、罔象である。

瑞歯は、瑞歯である。

稚歯は、稚歯である。

水場は、水場である。

水パイプは、水パイプである。

水準は、水準である。

準縄は、準縄である。

水秤は、水秤である。

水吐きは、水吐きである。

瑞歯含むは、瑞歯含むである。

水捌けは、水捌けである。

水はこべは、水はこべである。

瑞歯さすは、瑞歯さすである。

水弾きは、水弾きである。

水芭蕉は、水芭蕉である。

水柱は、水柱である。

水端は、水端である。



水洟は、水洟である。

水離れは、水離れである。

水刎ねは、水刎ねである。

罔象女は、罔象女である。

水歯磨は、水歯磨である。

水原は、水原である。

水腹は、水腹である。

水原秋桜子は、水原秋桜子である。

水張りは、水張りである。

水馬力は、水馬力である。

水腫れは、水腫れである。

水番は、水番である。

水半球は、水半球である。

水引は、水引である。

水引暖簾は、水引暖簾である。

水引幕は、水引幕である。

水引藻は、水引藻である。

水浸しは、水浸しである。

水蕗は、水蕗である。

水脹れは、水脹れである。

水袋は、水袋である。

水太りは、水太りである。

水船は、水船である。

ミスプリは、ミスプリである。

ミスプリントは、ミスプリントである。

水篩は、水篩である。

水風呂は、水風呂である。

水辺は、水辺である。

水蛇座は、水蛇座である。

瑞穂は、瑞穂である。

水疱瘡は、水疱瘡である。

瑞穂国は、瑞穂国である。

みすぼらしいは、みすぼらしいである。

水堀は、水堀である。

水撒きは、水撒きである。

水撒き車は、水撒き車である。

水枕は、水枕である。

水増しは、水増しである。

水増し資本は、水増し資本である。

見澄ますは、見澄ますである。

水枡は、水枡である。

ミスマッチは、ミスマッチである。

水祭は、水祭である。

水椀は、水椀である。

水鞠は、水鞠である。

御統は、御統である。



水廻りは、水廻りである。

水磨きは、水磨きである。

三隅蚊帳は、三隅蚊帳である。

見す見すは、見す見すである。

瑞瑞しいは、瑞瑞しいである。

三角草は、三角草である。

水道は、水道である。

水見舞は、水見舞である。

水向けは、水向けである。

水虫は、水虫である。

みずめは、みずめである。

水眼鏡は、水眼鏡である。

水飯は、水飯である。

水餅は、水餅である。

水物は、水物である。

水盛は、水盛である。

準は、準である。

水漏りは、水漏りである。

水漏れは、水漏れである。

水屋は、水屋である。

水櫓は、水櫓である。

三栖屋針は、三栖屋針である。

御簾屋針は、御簾屋針である。

瑞山は、瑞山である。

水遣りは、水遣りである。

水羊羹は、水羊羹である。

水ヨーヨーは、水ヨーヨーである。

水除けは、水除けである。

角髪は、角髪である。

角子は、角子である。

鬟は、鬟である。

髻は、髻である。

ミスリードは、ミスリードである。

魅するは、魅するである。

ミスるは、ミスるである。

水牢は、水牢である。

水論は、水論である。

水輪は、水輪である。

水若酢神社は、水若酢神社である。

水蕨は、水蕨である。

水割りは、水割りである。

水割り株は、水割り株である。

水割り酒は、水割り酒である。

店は、店である。

見世は、見世である。

店商人は、店商人である。



見世商人は、見世商人である。

店商いは、店商いである。

見世商いは、見世商いである。

未成は、未成である。

未成年は、未成年である。

未成年者は、未成年者である。

未製品は、未製品である。

店売りは、店売りである。

見世女は、見世女である。

見せ顔は、見せ顔である。

店懸りは、店懸りである。

見せ掛けは、見せ掛けである。

見せ掛け大尽は、見せ掛け大尽である。

見せ掛けるは、見せ掛けるである。

見せ金は、見せ金である。

店構えは、店構えである。

見世構えは、見世構えである。

見せ衣は、見せ衣である。

店口は、店口である。

店蔵は、店蔵である。

見せ消ちは、見せ消ちである。

店拵えは、店拵えである。

みせ竿は、みせ竿である。

店先は、店先である。

見世先は、見世先である。

店鎖時は、店鎖時である。

見せ鞘は、見せ鞘である。

店晒しは、店晒しである。

見世晒しは、見世晒しである。

店仕舞いは、店仕舞いである。

見せしめは、見せしめである。

見世女郎は、見世女郎である。

ミセスは、ミセスである。

見世清掻は、見世清掻である。

見せ勢は、見せ勢である。

身せせりは、身せせりである。

見せ備えは、見せ備えである。

店台は、店台である。

見世棚は、見世棚である。

店棚は、店棚である。

見世棚造は、見世棚造である。

未設は、未設である。

店付は、店付である。

見世付は、見世付である。

見せ付けるは、見せ付けるである。

ミゼットは、ミゼットである。



見せ所は、見せ所である。

身銭は、身銭である。

見せ場は、見せ場である。

見せ旗は、見せ旗である。

見せばやは、見せばやである。

店番は、店番である。

見世番は、見世番である。

見せびらかすは、見せびらかすである。

店開きは、店開きである。

見世開きは、見世開きである。

見世物は、見世物である。

店屋は、店屋である。

見世屋は、見世屋である。

見せ櫓は、見せ櫓である。

ミゼラブルは、ミゼラブルである。

ミセルは、ミセルである。

見せるは、見せるである。

味煎は、味煎である。

弥山は、弥山である。

未然は、未然である。

未然形は、未然形である。

三十は、三十である。

味噌は、味噌である。

溝は、溝である。

味噌和えは、味噌和えである。

味噌韲は、味噌韲である。

味噌餡は、味噌餡である。

溝板は、溝板である。

御荘は、御荘である。

御族は、御族である。

未曾有は、未曾有である。

味噌水は、味噌水である。

溝埋めは、溝埋めである。

密は、密である。

三十日は、三十日である。

晦日は、晦日である。

溝貝は、溝貝である。

溝隠は、溝隠である。

御衣懸は、御衣懸である。

密心は、密心である。

密事は、密事である。

晦日節は、晦日節である。

三十日蕎麦は、三十日蕎麦である。

密盗人は、密盗人である。

溝金は、溝金である。

三十日払いは、三十日払いである。



晦日払いは、晦日払いである。

密人は、密人である。

密法師は、密法師である。

密女は、密女である。

味噌粥は、味噌粥である。

溝川は、溝川である。

溝鉋は、溝鉋である。

禊は、禊である。

御衣木は、御衣木である。

禊川は、禊川である。

禊教は、禊教である。

禊祓は、禊祓である。

禊ぐは、禊ぐである。

味噌臭いは、味噌臭いである。

味噌糞は、味噌糞である。

溝口は、溝口である。

溝口健二は、溝口健二である。

溝口流は、溝口流である。

味噌蔵は、味噌蔵である。

味噌気は、味噌気である。

網底は、網底である。

溝五位は、溝五位である。

味噌麹は、味噌麹である。

味噌漉しは、味噌漉しである。

見損いは、見損いである。

見損うは、見損うである。

見そこなはすは、見そこなはすである。

鷦鷯は、鷦鷯である。

三十路は、三十路である。

未組織は、未組織である。

未組織労働者は、未組織労働者である。

三十一文字は、三十一文字である。

味噌汁は、味噌汁である。

味噌擂りは、味噌擂りである。

味噌擂り坊主は、味噌擂り坊主である。

味噌煎餅は、味噌煎餅である。

溝蕎麦は、溝蕎麦である。

味噌玉は、味噌玉である。

味噌っ滓は、味噌っ滓である。

味噌搗きは、味噌搗きである。

溝付軸は、溝付軸である。

味噌漬は、味噌漬である。

味噌っ歯は、味噌っ歯である。

見そなふは、見そなふである。

小槐花は、小槐花である。

見そなはすは、見そなはすである。



味噌煮は、味噌煮である。

御園は、御園である。

御園生は、御園生である。

三十の輻は、三十の輻である。

味噌歯は、味噌歯である。

溝萩は、溝萩である。

御衣筥は、御衣筥である。

御衣櫃は、御衣櫃である。

御衣姫は、御衣姫である。

溝蓋は、溝蓋である。

味噌部屋は、味噌部屋である。

みそぼらしいは、みそぼらしいである。

味噌豆は、味噌豆である。

みそみそは、みそみそである。

味噌味噌は、味噌味噌である。

溝葎は、溝葎である。

見初めるは、見初めるである。

三十文字余り一文字は、三十文字余り一文字である。

密やかは、密やかである。

味噌焼は、味噌焼である。

味噌役人は、味噌役人である。

味噌用人は、味噌用人である。

み空は、み空である。

身空は、身空である。

美空ひばりは、美空ひばりである。

霙は、霙である。

霙酒は、霙酒である。

見逸れるは、見逸れるである。

霙れるは、霙れるである。

ミソロジーは、ミソロジーである。

見損じるは、見損じるである。

見損ずるは、見損ずるである。

共は、共である。

三田は、三田である。

御田は、御田である。

屯田は、屯田である。

弥陀は、弥陀である。

みたいは、みたいである。

御台は、御台である。

御台代は、御台代である。

御台所は、御台所である。

御台盤所は、御台盤所である。

水絶えは、水絶えである。

見倒しは、見倒しである。

見倒し屋は、見倒し屋である。

見倒すは、見倒すである。



三鷹は、三鷹である。

三鷹事件は、三鷹事件である。

御宝は、御宝である。

みたくしは、みたくしである。

見たくでもないは、見たくでもないである。

身丈は、身丈である。

身長は、身長である。

御岳は、御岳である。

御嶽は、御嶽である。

御岳教は、御岳教である。

乱銭は、乱銭である。

御岳精進は、御岳精進である。

御岳詣では、御岳詣でである。

乱けるは、乱けるである。

見出しは、見出しである。

乱し書きは、乱し書きである。

身嗜みは、身嗜みである。

御田代は、御田代である。

みたすは、みたすである。

満たすは、満たすである。

充たすは、充たすである。

ミダスは、ミダスである。

乱すは、乱すである。

紊すは、紊すである。

御館は、御館である。

見立ては、見立てである。

見立絵は、見立絵である。

見立新田は、見立新田である。

三立羽は、三立羽である。

見立てるは、見立てるである。

み谷は、み谷である。

弥陀如来は、弥陀如来である。

み狸は、み狸である。

弥陀仏は、弥陀仏である。

三田文学は、三田文学である。

御霊は、御霊である。

御霊遷しは、御霊遷しである。

御霊会は、御霊会である。

御霊代は、御霊代である。

見だますは、見だますである。

恩賚は、恩賚である。

恩頼は、恩頼である。

御霊の飯は、御霊の飯である。

御霊振は、御霊振である。

御霊祭は、御霊祭である。

御霊屋は、御霊屋である。



御民は、御民である。

見たむないは、見たむないである。

三田村は、三田村である。

三田村鳶魚は、三田村鳶魚である。

見た目は、見た目である。

身為は、身為である。

御田屋は、御田屋である。

乱ゆは、乱ゆである。

水絶ゆは、水絶ゆである。

見た様だは、見た様だである。

淫らは、淫らである。

猥らは、猥らである。

御手洗は、御手洗である。

みだらおの馬は、みだらおの馬である。

御執は、御執である。

御弓は、御弓である。

御手洗川は、御手洗川である。

御手洗団子は、御手洗団子である。

御手洗祭は、御手洗祭である。

御手洗詣では、御手洗詣でである。

三人は、三人である。

乱りは、乱りである。

妄りは、妄りである。

濫りは、濫りである。

猥りは、猥りである。

乱り足は、乱り足である。

乱り脚の気は、乱り脚の気である。

乱り顔は、乱り顔である。

乱り書きは、乱り書きである。

乱り脚病は、乱り脚病である。

乱り風は、乱り風である。

濫りがましいは、濫りがましいである。

猥りがましいは、猥りがましいである。

乱り髪は、乱り髪である。

濫りがわしいは、濫りがわしいである。

猥りがわしいは、猥りがわしいである。

乱り心地は、乱り心地である。

乱り言は、乱り言である。

妄りには、妄りにである。

濫りには、濫りにである。

猥りには、猥りにである。

乱り胸は、乱り胸である。

見足るは、見足るである。

乱るは、乱るである。

紊るは、紊るである。

乱れは、乱れである。



乱れ合うは、乱れ合うである。

乱れ足は、乱れ足である。

乱れ脚の気は、乱れ脚の気である。

乱れ尾は、乱れ尾である。

乱れ麻は、乱れ麻である。

乱れ緒は、乱れ緒である。

乱れ書きは、乱れ書きである。

乱れ籠は、乱れ籠である。

乱れ髪は、乱れ髪である。

みだれ髪は、みだれ髪である。

猥れがはしは、猥れがはしである。

乱れ草は、乱れ草である。

乱れ鞍は、乱れ鞍である。

乱れ恋は、乱れ恋である。

乱れ心地は、乱れ心地である。

乱れ心は、乱れ心である。

乱れ言は、乱れ言である。

乱れ事は、乱れ事である。

乱れ酒は、乱れ酒である。

乱れ姿は、乱れ姿である。

乱れ墨は、乱れ墨である。

乱れ飛ぶは、乱れ飛ぶである。

乱れ鳥は、乱れ鳥である。

乱れ刃は、乱れ刃である。

乱れ箱は、乱れ箱である。

乱れ版は、乱れ版である。

乱れ焼は、乱れ焼である。

乱れ世は、乱れ世である。

乱れるは、乱れるである。

紊れるは、紊れるである。

未断は、未断である。

ミタンニは、ミタンニである。

満ちは、満ちである。

道は、道である。

路は、路である。

途は、途である。

径は、径である。

海驢は、海驢である。

蜜は、蜜である。

未知は、未知である。

道饗の祭は、道饗の祭である。

道開けは、道開けである。

満ち溢れるは、満ち溢れるである。

道案内は、道案内である。

道石は、道石である。

道糸は、道糸である。



道打は、道打である。

道占は、道占である。

道押えは、道押えである。

道教えは、道教えである。

路導は、路導である。

身近は、身近である。

道交は、道交である。

見違いは、見違いである。

身近いは、身近いである。

道交許は、道交許である。

見違えは、見違えである。

見違えるは、見違えるである。

道楽は、道楽である。

満ち欠けは、満ち欠けである。

盈ち虧けは、盈ち虧けである。

三千風は、三千風である。

路刈は、路刈である。

道行は、道行である。

道切りは、道切りである。

道際は、道際である。

道草は、道草である。

路草は、路草である。

道競べは、道競べである。

道妨げは、道妨げである。

満ち潮は、満ち潮である。

道敷は、道敷である。

道芝は、道芝である。

道順は、道順である。

道標は、道標である。

道導は、道導である。

未知数は、未知数である。

道すがらは、道すがらである。

道筋は、道筋である。

途立つは、途立つである。

満ち足りるは、満ち足りるである。

道造りは、道造りである。

道辻は、道辻である。

道続きは、道続きである。

道綱母は、道綱母である。

道列は、道列である。

道面は、道面である。

道連れは、道連れである。

道てんごうは、道てんごうである。

道通りは、道通りである。

三千年は、三千年である。

三千歳は、三千歳である。



道止めは、道止めである。

道中は、道中である。

路薙ぎは、路薙ぎである。

道ならぬは、道ならぬである。

道形は、道形である。

道臣命は、道臣命である。

道の神は、道の神である。

道の記は、道の記である。

陸奥は、陸奥である。

陸奥紙は、陸奥紙である。

道の口は、道の口である。

陸奥国は、陸奥国である。

陸奥国紙は、陸奥国紙である。

道師は、道師である。

道の後は、道の後である。

道の空は、道の空である。

道の空路は、道の空路である。

道の中は、道の中である。

道の辺は、道の辺である。

道の者は、道の者である。

道程は、道程である。

道果は、道果である。

道捗は、道捗である。

道橋は、道橋である。

道外れは、道外れである。

道端は、道端である。

蜜蜂は、蜜蜂である。

道払いは、道払いである。

路墾は、路墾である。

道治は、道治である。

満ち干は、満ち干である。

道火は、道火である。

導きは、導きである。

導き人は、導き人である。

導くは、導くである。

道人は、道人である。

満干の珠は、満干の珠である。

道開きは、道開きである。

道普請は、道普請である。

道触りは、道触りである。

道辺は、道辺である。

道惑いは、道惑いである。

道道は、道道である。

道道しは、道道しである。

通村流は、通村流である。

通盛は、通盛である。



道守は、道守である。

未着は、未着である。

道柳は、道柳である。

ミチューリンは、ミチューリンである。

道行占は、道行占である。

道行衣は、道行衣である。

道行摺りは、道行摺りである。

道行苞苴は、道行苞苴である。

道行人は、道行人である。

道行触りは、道行触りである。

道行振りは、道行振りである。

道行物は、道行物である。

御帳は、御帳である。

御帳台は、御帳台である。

道寄りは、道寄りである。

満ちるは、満ちるである。

充ちるは、充ちるである。

みちれないは、みちれないである。

道分の石は、道分の石である。

道悪は、道悪である。

褌は、褌である。

三つは、三つである。

満つは、満つである。

充つは、充つである。

三相は、三相である。

三葵は、三葵である。

三つ足は、三つ足である。

三脚は、三脚である。

三つ編みは、三つ編みである。

蜜蟻は、蜜蟻である。

密意は、密意である。

三井財閥は、三井財閥である。

三井親和は、三井親和である。

三井高利は、三井高利である。

密印は、密印である。

密淫売は、密淫売である。

三鱗は、三鱗である。

密雲は、密雲である。

御杖は、御杖である。

御杖代は、御杖代である。

三つ襟は、三つ襟である。

三扇は、三扇である。

光起は、光起である。

蜜教えは、蜜教えである。

三つ折は、三つ折である。

三つ折絎は、三つ折絎である。



密画は、密画である。

水塚は、水塚である。

三日洗いは、三日洗いである。

密会は、密会である。

水海道は、水海道である。

軫宿は、軫宿である。

三日ころりは、三日ころりである。

三つ重ねは、三つ重ねである。

三頭は、三頭である。

三柏は、三柏である。

三槲は、三槲である。

三日天下は、三日天下である。

三つ角は、三つ角である。

三日苗は、三日苗である。

三つ鼎は、三つ鼎である。

三つ鉄輪は、三つ鉄輪である。

三日熱は、三日熱である。

三ヶ日人骨は、三ヶ日人骨である。

三日坊主は、三日坊主である。

三日干しは、三日干しである。

見付かるは、見付かるである。

見付きは、見付きである。

貢は、貢である。

御調は、御調である。

調は、調である。

見継は、見継である。

密儀は、密儀である。

密議は、密議である。

見突きは、見突きである。

ミッキーマウスは、ミッキーマウスである。

ミツキェーヴィチは、ミツキェーヴィチである。

貢宝は、貢宝である。

三亀甲は、三亀甲である。

貢船は、貢船である。

御坏物は、御坏物である。

御膳は、御膳である。

貢物は、貢物である。

調物は、調物である。

密教は、密教である。

密教美術は、密教美術である。

三つ切本は、三つ切本である。

密供は、密供である。

見付くは、見付くである。

貢ぐは、貢ぐである。

見継ぐは、見継ぐである。

ミックスは、ミックスである。



見尽すは、見尽すである。

三具足は、三具足である。

三つ口は、三つ口である。

三つ熊は、三つ熊である。

三つ組は、三つ組である。

三つ蔵は、三つ蔵である。

箕作は、箕作である。

三栗は、三栗である。

箕作佳吉は、箕作佳吉である。

箕作元八は、箕作元八である。

箕作阮甫は、箕作阮甫である。

三栗のは、三栗のである。

箕作麟祥は、箕作麟祥である。

身繕いは、身繕いである。

見繕うは、見繕うである。

三鍬形は、三鍬形である。

見付は、見付である。

見附は、見附である。

密契は、密契である。

密計は、密計である。

見付け出すは、見付け出すである。

蜜月は、蜜月である。

見付柱は、見付柱である。

見付けるは、見付けるである。

蜜源植物は、蜜源植物である。

三つ子は、三つ子である。

三つ児は、三つ児である。

密語は、密語である。

蜜語は、蜜語である。

密行は、密行である。

密航は、密航である。

密告は、密告である。

密言は、密言である。

密厳浄土は、密厳浄土である。

光崎は、光崎である。

光崎検校は、光崎検校である。

密殺は、密殺である。

蜜砂糖は、蜜砂糖である。

密旨は、密旨である。

密使は、密使である。

密室は、密室である。

密迹金剛は、密迹金剛である。

密宗は、密宗である。

密集は、密集である。

密書は、密書である。

密商は、密商である。



密詔は、密詔である。

密植は、密植である。

ミッションは、ミッションである。

ミッションスクールは、ミッションスクールである。

みっしりは、みっしりである。

ミッシングリンクは、ミッシングリンクである。

蜜吸いは、蜜吸いである。

密生は、密生である。

三瀬川は、三瀬川である。

密接は、密接である。

密栓は、密栓である。

蜜腺は、蜜腺である。

密疏は、密疏である。

密訴は、密訴である。

密奏は、密奏である。

密送は、密送である。

密葬は、密葬である。

蜜槽は、蜜槽である。

密造は、密造である。

密蔵は、密蔵である。

三つ揃いは、三つ揃いである。

光田は、光田である。

密陀は、密陀である。

密陀絵は、密陀絵である。

三宝銀は、三宝銀である。

光田健輔は、光田健輔である。

密陀僧は、密陀僧である。

密陀僧油は、密陀僧油である。

光忠は、光忠である。

密陀油は、密陀油である。

密談は、密談である。

ミッチェナーは、ミッチェナーである。

ミッチェルは、ミッチェルである。

みっちゃは、みっちゃである。

密着は、密着である。

密着印画は、密着印画である。

みっちゃくちゃは、みっちゃくちゃである。

密勅は、密勅である。

みっちりは、みっちりである。

密通は、密通である。

蜜漬は、蜜漬である。

三つ連れは、三つ連れである。

密偵は、密偵である。

ミッテランは、ミッテランである。

ミットは、ミットである。

三斗は、三斗である。



密度は、密度である。

ミッドウェーは、ミッドウェーである。

三つ道具は、三つ道具である。

ミッドナイトは、ミッドナイトである。

ミッドフィールダーは、ミッドフィールダーである。

三つ巴は、三つ巴である。

みっともないは、みっともないである。

身綱は、身綱である。

光長は、光長である。

御綱柏は、御綱柏である。

才無しは、才無しである。

御綱助は、御綱助である。

三つ成は、三つ成である。

密入国は、密入国である。

御角は、御角である。

三つの朝は、三つの朝である。

三角柏は、三角柏である。

御津柏は、御津柏である。

三つの車は、三つの車である。

三つの宝は、三つの宝である。

三つの宝の鳥は、三つの宝の鳥である。

三つの友は、三つの友である。

光信は、光信である。

三つの径は、三つの径である。

三つの道は、三つの道である。

三つの山は、三つの山である。

三葉は、三葉である。

三葉葵は、三葉葵である。

三葉木通は、三葉木通である。

三葉通草は、三葉通草である。

密売は、密売である。

三葉空木は、三葉空木である。

三葉黄連は、三葉黄連である。

三葉柏は、三葉柏である。

三柱鳥居は、三柱鳥居である。

三葉芹は、三葉芹である。

三鉢は、三鉢である。

三葉躑躅は、三葉躑躅である。

三羽の征矢は、三羽の征矢である。

みつばよつばは、みつばよつばである。

三つ半は、三つ半である。

三引両は、三引両である。

三菱財閥は、三菱財閥である。

密夫は、密夫である。

密婦は、密婦である。

密封は、密封である。



ミップスは、ミップスである。

三蒲団は、三蒲団である。

密閉は、密閉である。

水粒は、水粒である。

泡沫は、泡沫である。

密房は、密房である。

密謀は、密謀である。

密法は、密法である。

密貿易は、密貿易である。

三つ星は、三つ星である。

三叉は、三叉である。

三椏は、三椏である。

三叉錐は、三叉錐である。

三的は、三的である。

蜜豆は、蜜豆である。

身詰りは、身詰りである。

三つ身は、三つ身である。

密密は、密密である。

みつみつしは、みつみつしである。

三つ目は、三つ目である。

三つ目錐は、三つ目錐である。

三つ目小僧は、三つ目小僧である。

見詰めるは、見詰めるである。

密毛は、密毛である。

三つ物は、三つ物である。

見積りは、見積りである。

見積り書は、見積り書である。

見積るは、見積るである。

三つ紋は、三つ紋である。

密約は、密約である。

密輸は、密輸である。

三結は、三結である。

密輸出は、密輸出である。

密輸入は、密輸入である。

三つ指は、三つ指である。

光世は、光世である。

見面は、見面である。

見辛いは、見辛いである。

密猟は、密猟である。

密漁は、密漁である。

密林は、密林である。

羸るは、羸るである。

蜜蝋は、蜜蝋である。

三輪は、三輪である。

密話は、密話である。

三輪髷は、三輪髷である。



三つ割りは、三つ割りである。

三割菊は、三割菊である。

見手は、見手である。

ミディは、ミディである。

ミディアムは、ミディアムである。

ミディーは、ミディーである。

未定稿は、未定稿である。

未丁年は、未丁年である。

三手掛りは、三手掛りである。

幣代は、幣代である。

幣をは、幣をである。

見て呉れは、見て呉れである。

三て五覧は、三て五覧である。

三手先は、三手先である。

御手代は、御手代である。

見て取るは、見て取るである。

水門は、水門である。

水戸は、水戸である。

婚はすは、婚はすである。

未到は、未到である。

未踏は、未踏である。

味到は、味到である。

御堂は、御堂である。

御堂関白は、御堂関白である。

御堂関白記は、御堂関白記である。

御堂筋は、御堂筋である。

見たうもなしは、見たうもなしである。

見通しは、見通しである。

水戸折敷は、水戸折敷である。

見通すは、見通すである。

水戸街道は、水戸街道である。

水戸学は、水戸学である。

見咎めるは、見咎めるである。

見時は、見時である。

御読経は、御読経である。

御時好くは、御時好くである。

未得は、未得である。

味得は、味得である。

見解くは、見解くである。

味読は、味読である。

水戸家は、水戸家である。

水戸黄門は、水戸黄門である。

三所は、三所である。

見所は、見所である。

身所は、身所である。

三所攻は、三所攻である。



三所籐は、三所籐である。

三所物は、三所物である。

ミトコンドリアは、ミトコンドリアである。

御年は、御年である。

御年神は、御年神である。

御歳神は、御歳神である。

御戸代は、御戸代である。

御刀代は、御刀代である。

ミトスは、ミトスである。

三年は、三年である。

三歳は、三歳である。

見届けるは、見届けるである。

遘合は、遘合である。

ミドハト憲法は、ミドハト憲法である。

御戸開きは、御戸開きである。

水戸彫は、水戸彫である。

水戸祭は、水戸祭である。

三富は、三富である。

三富朽葉は、三富朽葉である。

認むは、認むである。

みとむないは、みとむないである。

認めは、認めである。

認印は、認印である。

認めるは、認めるである。

身共は、身共である。

御伴神は、御伴神である。

みともないは、みともないである。

従神は、従神である。

ミトラは、ミトラである。

ミトラ教は、ミトラ教である。

見取りは、見取りである。

緑は、緑である。

翠は、翠である。

緑石は、緑石である。

緑亀は、緑亀である。

緑児は、緑児である。

嬰児は、嬰児である。

見取小作は、見取小作である。

緑猿は、緑猿である。

見取り算は、見取り算である。

見取図は、見取図である。

緑のおばさんは、緑のおばさんである。

緑の革命は、緑の革命である。

緑の黒髪は、緑の黒髪である。

緑の衣は、緑の衣である。

緑の袖は、緑の袖である。



緑の党は、緑の党である。

緑の林は、緑の林である。

みどりの日は、みどりの日である。

緑の洞は、緑の洞である。

緑の窓口は、緑の窓口である。

見取場は、見取場である。

見取米は、見取米である。

緑虫は、緑虫である。

見取るは、見取るである。

ミドルは、ミドルである。

ミドルアイアンは、ミドルアイアンである。

ミドルエイジは、ミドルエイジである。

ミドル級は、ミドル級である。

ミドルクラスは、ミドルクラスである。

ミドルスクールは、ミドルスクールである。

ミドルマネージメントは、ミドルマネージメントである。

見蕩れるは、見蕩れるである。

見惚れるは、見惚れるである。

塗は、塗である。

みどろしは、みどろしである。

ミトンは、ミトンである。

皆は、皆である。

蜷は、蜷である。

水合は、水合である。

見直すは、見直すである。

見流すは、見流すである。

南方は、南方である。

南方熊楠は、南方熊楠である。

水上は、水上である。

水神は、水神である。

水上滝太郎は、水上滝太郎である。

皆が皆は、皆が皆である。

皆がらは、皆がらである。

皆川は、皆川である。

皆川淇園は、皆川淇園である。

漲らふは、漲らふである。

水霧らふは、水霧らふである。

漲るは、漲るである。

見和ぐは、見和ぐである。

水潜るは、水潜るである。

水口煙管は、水口煙管である。

水口細工は、水口細工である。

水口花は、水口花である。

水口祭は、水口祭である。

皆熊は、皆熊である。

皆紅は、皆紅である。



皆紅の扇は、皆紅の扇である。

身投げは、身投げである。

皆殺しは、皆殺しである。

鏖は、鏖である。

皆様は、皆様である。

皆さんは、皆さんである。

見做しは、見做しである。

水無川は、水無川である。

見做し規定は、見做し規定である。

実無し栗は、実無し栗である。

虚栗は、虚栗である。

孤は、孤である。

孤児は、孤児である。

水下経は、水下経である。

見做し配当は、見做し配当である。

見做し法人は、見做し法人である。

水下は、水下である。

御名代は、御名代である。

見做すは、見做すである。

看做すは、看做すである。

皆水晶は、皆水晶である。

ミナスジェライスは、ミナスジェライスである。

水無瀬は、水無瀬である。

水無瀬川は、水無瀬川である。

水無瀬三吟は、水無瀬三吟である。

水無瀬神宮は、水無瀬神宮である。

水底は、水底である。

水底経は、水底経である。

水注くは、水注くである。

水無月は、水無月である。

六月は、六月である。

水無月会は、水無月会である。

六月会は、六月会である。

水無月祓は、水無月祓である。

六月祓は、六月祓である。

港は、港である。

湊は、湊である。

港江は、港江である。

港風は、港風である。

湊紙は、湊紙である。

湊川は、湊川である。

湊川神社は、湊川神社である。

湊川の戦は、湊川の戦である。

皆殿達は、皆殿達である。

港町は、港町である。

皆ながらは、皆ながらである。



三七日は、三七日である。

男女川は、男女川である。

皆の衆は、皆の衆である。

皆の者は、皆の者である。

蜷の腸は、蜷の腸である。

皆人は、皆人である。

南淵は、南淵である。

南淵請安は、南淵請安である。

水派は、水派である。

水俣は、水俣である。

水俣病は、水俣病である。

南は、南である。

南アジアは、南アジアである。

南アジア語族は、南アジア語族である。

南足柄は、南足柄である。

南アフリカ共和国は、南アフリカ共和国である。

南アメリカは、南アメリカである。

南アルプスは、南アルプスである。

南アルプス国立公園は、南アルプス国立公園である。

南イエメンは、南イエメンである。

南面は、南面である。

南回帰線は、南回帰線である。

南頭は、南頭である。

南風は、南風である。

南東風は、南東風である。

南支那海は、南支那海である。

南シナ海は、南シナ海である。

南十字は、南十字である。

南十字座は、南十字座である。

南大東島は、南大東島である。

南太平洋は、南太平洋である。

南殿は、南殿である。

南鳥島は、南鳥島である。

皆皆は、皆皆である。

南の魚座は、南の魚座である。

南の御殿は、南の御殿である。

南の冠座は、南の冠座である。

南の三角座は、南の三角座である。

南半球は、南半球である。

南鮪は、南鮪である。

南町奉行は、南町奉行である。

南祭は、南祭である。

南満州鉄道は、南満州鉄道である。

南向きは、南向きである。

南村は、南村である。

南村梅軒は、南村梅軒である。



水席は、水席である。

蜷結びは、蜷結びである。

水面は、水面である。

源は、源である。

源有仁は、源有仁である。

源家長は、源家長である。

源実朝は、源実朝である。

源重之は、源重之である。

源順は、源順である。

源高明は、源高明である。

源隆国は、源隆国である。

源為朝は、源為朝である。

源為憲は、源為憲である。

源為義は、源為義である。

源親行は、源親行である。

源経信は、源経信である。

源経基は、源経基である。

源融は、源融である。

源俊頼は、源俊頼である。

源範頼は、源範頼である。

源博雅は、源博雅である。

源信は、源信である。

源通親は、源通親である。

源通具は、源通具である。

源満仲は、源満仲である。

源光行は、源光行である。

源師房は、源師房である。

源行家は、源行家である。

源義家は、源義家である。

源義経は、源義経である。

源義朝は、源義朝である。

源義仲は、源義仲である。

源義平は、源義平である。

源義光は、源義光である。

源頼家は、源頼家である。

源頼朝は、源頼朝である。

源頼信は、源頼信である。

源頼政は、源頼政である。

源頼光は、源頼光である。

源頼義は、源頼義である。

見習いは、見習いである。

見習士官は、見習士官である。

見習うは、見習うである。

見倣うは、見倣うである。

見慣らふは、見慣らふである。

見馴らふは、見馴らふである。



見慣らすは、見慣らすである。

見馴らすは、見馴らすである。

身形は、身形である。

水馴るは、水馴るである。

巳成る金は、巳成る金である。

水馴れ木は、水馴れ木である。

身馴れ衣は、身馴れ衣である。

水馴れ棹は、水馴れ棹である。

ミナレットは、ミナレットである。

見慣れるは、見慣れるである。

見馴れるは、見馴れるである。

水泡は、水泡である。

水沫は、水沫である。

身縄は、身縄である。

美奈和集は、美奈和集である。

水沫集は、水沫集である。

背腸は、背腸である。

皆腸は、皆腸である。

ミナンカバウは、ミナンカバウである。

実南天は、実南天である。

ミニは、ミニである。

ミニアチュアは、ミニアチュアである。

ミニアチュア管は、ミニアチュア管である。

ミニアチュールは、ミニアチュールである。

ミニカーは、ミニカーである。

醜いは、醜いである。

見憎いは、見憎いである。

見難いは、見難いである。

醜やかは、醜やかである。

見逃げは、見逃げである。

身逃神事は、身逃神事である。

ミニコミは、ミニコミである。

ミニコンは、ミニコンである。

ミニコンピューターは、ミニコンピューターである。

ミニシアターは、ミニシアターである。

壬二集は、壬二集である。

ミニ新幹線は、ミニ新幹線である。

ミニスカートは、ミニスカートである。

ミニスターは、ミニスターである。

ミニチュアは、ミニチュアである。

ミニトマトは、ミニトマトである。

ミニバイクは、ミニバイクである。

ミニマムは、ミニマムである。

ミニマルミュージックは、ミニマルミュージックである。

ミニャールは、ミニャールである。

ミニヤコンカは、ミニヤコンカである。



ミニュエットは、ミニュエットである。

ミニョンは、ミニョンである。

ミニラボは、ミニラボである。

見抜くは、見抜くである。

身抜けは、身抜けである。

水沼は、水沼である。

見ぬ世の人は、見ぬ世の人である。

峰は、峰である。

嶺は、嶺である。

美祢は、美祢である。

御哭は、御哭である。

ミネアポリスは、ミネアポリスである。

峰入は、峰入である。

峰打ちは、峰打ちである。

刀背打ちは、刀背打ちである。

峰崎は、峰崎である。

峰崎勾当は、峰崎勾当である。

峰蘇芳は、峰蘇芳である。

ミネストローネは、ミネストローネである。

ミネソタは、ミネソタである。

峰続きは、峰続きである。

峰の撓は、峰の撓である。

峰の薬師は、峰の薬師である。

峰榛は、峰榛である。

峰辺は、峰辺である。

ミネラルは、ミネラルである。

ミネラルウォーターは、ミネラルウォーターである。

ミネラルコルチコイドは、ミネラルコルチコイドである。

ミネルヴァは、ミネルヴァである。

ミネルヴァの梟は、ミネルヴァの梟である。

蓑は、蓑である。

三幅は、三幅である。

三布は、三布である。

美濃は、美濃である。

ミノは、ミノである。

ミノア文明は、ミノア文明である。

蓑市は、蓑市である。

蓑芋は、蓑芋である。

みのうは、みのうである。

未納は、未納である。

身の上は、身の上である。

身の上話は、身の上話である。

箕面は、箕面である。

蓑蛾は、蓑蛾である。

美濃囲いは、美濃囲いである。

蓑笠は、蓑笠である。



蓑笠子は、蓑笠子である。

蓑飾は、蓑飾である。

見逃しは、見逃しである。

見遁しは、見遁しである。

見逃すは、見逃すである。

見遁すは、見遁すである。

美濃紙は、美濃紙である。

蓑亀は、蓑亀である。

美濃加茂は、美濃加茂である。

蓑鴨は、蓑鴨である。

身の皮は、身の皮である。

三軒は、三軒である。

美濃絹は、美濃絹である。

蓑組は、蓑組である。

身の毛は、身の毛である。

蓑毛は、蓑毛である。

身の毛立つは、身の毛立つである。

身拭いは、身拭いである。

蓑五位は、蓑五位である。

箕甲は、箕甲である。

巳の刻は、巳の刻である。

巳の剋は、巳の剋である。

見残すは、見残すである。

蓑米は、蓑米である。

美濃縞は、美濃縞である。

美濃衆は、美濃衆である。

身の代は、身の代である。

蓑代は、蓑代である。

身の代金は、身の代金である。

身の代金誘拐罪は、身の代金誘拐罪である。

蓑代衣は、蓑代衣である。

ミノスは、ミノスである。

ミノタウロスは、ミノタウロスである。

身の丈は、身の丈である。

身の長は、身の長である。

箕の手は、箕の手である。

箕の手形は、箕の手形である。

巳の時は、巳の時である。

美濃の家づとは、美濃の家づとである。

身の後は、身の後である。

美濃派は、美濃派である。

蓑貼りは、蓑貼りである。

美濃判は、美濃判である。

巳の日は、巳の日である。

身のひしは、身のひしである。

巳の日の節会は、巳の日の節会である。



巳の日の祓は、巳の日の祓である。

身延は、身延である。

見延ぶは、見延ぶである。

美濃風は、美濃風である。

身延山は、身延山である。

身延線は、身延線である。

三幅蒲団は、三幅蒲団である。

三布蒲団は、三布蒲団である。

身延参りは、身延参りである。

美濃部は、美濃部である。

美濃部達吉は、美濃部達吉である。

美濃部亮吉は、美濃部亮吉である。

美濃干し大根は、美濃干し大根である。

身の程は、身の程である。

身の程知らずは、身の程知らずである。

美濃彫は、美濃彫である。

登るは、登るである。

美濃本は、美濃本である。

三布前垂れは、三布前垂れである。

身の回りは、身の回りである。

蓑虫は、蓑虫である。

水の面は、水の面である。

美濃物は、美濃物である。

美濃焼は、美濃焼である。

蓑葦は、蓑葦である。

実りは、実りである。

稔りは、稔りである。

巳糊は、巳糊である。

御法は、御法である。

御法の花は、御法の花である。

美濃流は、美濃流である。

実るは、実るである。

稔るは、稔るである。

ミノルカは、ミノルカである。

三焦は、三焦である。

見端は、見端である。

未配は、未配である。

ミハイロフスキーは、ミハイロフスキーである。

見映えは、見映えである。

見栄えは、見栄えである。

実生えは、実生えである。

実蠅は、実蠅である。

果実蠅は、果実蠅である。

御佩刀は、御佩刀である。

御佩刀をは、御佩刀をである。

御佩かすは、御佩かすである。



見計らうは、見計らうである。

見計るは、見計るである。

御階は、御階である。

御階の桜は、御階の桜である。

御階の橘は、御階の橘である。

見始めは、見始めである。

見外すは、見外すである。

未発は、未発である。

未発表は、未発表である。

見果てるは、見果てるである。

見放すは、見放すである。

水縹は、水縹である。

見放つは、見放つである。

身離れは、身離れである。

身幅は、身幅である。

身巾は、身巾である。

三幅前垂れは、三幅前垂れである。

美浜は、美浜である。

見栄やすは、見栄やすである。

三原は、三原である。

未払いは、未払いである。

未払勘定は、未払勘定である。

見晴らしは、見晴らしである。

見晴らし台は、見晴らし台である。

見晴らすは、見晴らすである。

三原物は、三原物である。

三原やっさ節は、三原やっさ節である。

三原山は、三原山である。

みはりは、みはりである。

見張りは、見張りである。

三春は、三春である。

見張るは、見張るである。

見霽かすは、見霽かすである。

三春駒は、三春駒である。

身晴れは、身晴れである。

身贔屓は、身贔屓である。

御樋代は、御樋代である。

御火炬は、御火炬である。

未必の故意は、未必の故意である。

身一つは、身一つである。

見開きは、見開きである。

身開きは、身開きである。

見開くは、見開くである。

御封は、御封である。

壬生は、壬生である。

乳部は、乳部である。



三斑鶉は、三斑鶉である。

三府鶉は、三府鶉である。

壬生狂言は、壬生狂言である。

み掘串は、み掘串である。

身節は、身節である。

見伏すは、見伏すである。

御簡は、御簡である。

身二つは、身二つである。

御仏名は、御仏名である。

壬生寺は、壬生寺である。

壬生菜は、壬生菜である。

御船代は、御船代である。

三船は、三船である。

三船敏郎は、三船敏郎である。

壬生念仏は、壬生念仏である。

壬生忠岑は、壬生忠岑である。

御書始は、御書始である。

み冬は、み冬である。

三冬は、三冬である。

三冬月は、三冬月である。

壬生艾は、壬生艾である。

身振りは、身振りである。

身振狂言は、身振狂言である。

身振り言語は、身振り言語である。

身振師は、身振師である。

身振り信号は、身振り信号である。

身振いは、身振いである。

身震いは、身震いである。

身分は、身分である。

未分は、未分である。

未分化は、未分化である。

身分権は、身分権である。

身分行為は、身分行為である。

身分証明書は、身分証明書である。

身分制議会は、身分制議会である。

身分相応は、身分相応である。

身分相続は、身分相続である。

身分犯は、身分犯である。

身分法は、身分法である。

ミヘルスは、ミヘルスである。

身偏は、身偏である。

未亡人は、未亡人である。

水乾しは、水乾しである。

箕宿は、箕宿である。

美保神社は、美保神社である。

美保関は、美保関である。



三保の松は、三保の松である。

身褒めは、身褒めである。

御母衣ダムは、御母衣ダムである。

見本は、見本である。

見本市は、見本市である。

見本刷は、見本刷である。

御体は、御体である。

御孫は、御孫である。

御馬は、御馬である。

見舞は、見舞である。

見舞状は、見舞状である。

見舞物は、見舞物である。

見舞うは、見舞うである。

見まうしは、見まうしである。

御馬飼は、御馬飼である。

飼部は、飼部である。

見紛ふは、見紛ふである。

身任せは、身任せである。

身罷るは、身罷るである。

身まきは、身まきである。

御牧は、御牧である。

見まくは、見まくである。

御馬草は、御馬草である。

御秣は、御秣である。

美作は、美作である。

見優りは、見優りである。

見優るは、見優るである。

御席は、御席である。

御座は、御座である。

三枡は、三枡である。

見増すは、見増すである。

三枡格子は、三枡格子である。

三枡縞は、三枡縞である。

三枡蔦は、三枡蔦である。

在そがりは、在そがりである。

巳待は、巳待である。

見間違いは、見間違いである。

見間違うは、見間違うである。

見間違えるは、見間違えるである。

箕祭は、箕祭である。

任那は、任那である。

見真似は、見真似である。

御孫命は、御孫命である。

身儘は、身儘である。

見守るは、見守るである。

御馬屋は、御馬屋である。



御厩は、御厩である。

見回しは、見回しである。

見回すは、見回すである。

見回りは、見回りである。

見廻りは、見廻りである。

見廻組は、見廻組である。

見回るは、見回るである。

見廻るは、見廻るである。

未満は、未満である。

耳は、耳である。

身身は、身身である。

耳垢は、耳垢である。

耳新しいは、耳新しいである。

耳当ては、耳当てである。

耳烏賊は、耳烏賊である。

耳石は、耳石である。

耳糸は、耳糸である。

耳打ちは、耳打ちである。

耳折表紙は、耳折表紙である。

耳掻きは、耳掻きである。

耳掻草は、耳掻草である。

耳隠しは、耳隠しである。

耳学問は、耳学問である。

耳飾りは、耳飾りである。

耳賢いは、耳賢いである。

耳滓は、耳滓である。

耳固しは、耳固しである。

耳金は、耳金である。

耳鐘は、耳鐘である。

耳利きは、耳利きである。

耳絎は、耳絎である。

耳鎖は、耳鎖である。

耳抉りは、耳抉りである。

耳癖は、耳癖である。

耳糞は、耳糞である。

耳屎は、耳屎である。

耳組は、耳組である。

ミミクリは、ミミクリである。

耳苦しいは、耳苦しいである。

耳削り盤は、耳削り盤である。

耳巧者は、耳巧者である。

耳擦りは、耳擦りである。

耳言は、耳言である。

耳聡いは、耳聡いである。

耳障りは、耳障りである。

耳癈は、耳癈である。



聾は、聾である。

耳印は、耳印である。

耳白銭は、耳白銭である。

蚯蚓は、蚯蚓である。

みみずは、みみずである。

蚯蚓書は、蚯蚓書である。

身自らは、身自らである。

躬自らは、躬自らである。

木菟は、木菟である。

みみずのたはことは、みみずのたはことである。

蚯蚓脹れは、蚯蚓脹れである。

完骨は、完骨である。

耳栓は、耳栓である。

耳相談は、耳相談である。

耳雑談は、耳雑談である。

耳訴訟は、耳訴訟である。

耳立たしは、耳立たしである。

耳立つは、耳立つである。

耳朶は、耳朶である。

耳玉は、耳玉である。

耳盥は、耳盥である。

耳垂りは、耳垂りである。

耳垂れは、耳垂れである。

耳漏は、耳漏である。

耳談合は、耳談合である。

耳近しは、耳近しである。

耳塚は、耳塚である。

耳付きは、耳付きである。

ミミックは、ミミックである。

みみっちいは、みみっちいである。

耳潰れは、耳潰れである。

耳遠いは、耳遠いである。

耳疾しは、耳疾しである。

耳聡しは、耳聡しである。

耳年増は、耳年増である。

耳菜は、耳菜である。

耳菜草は、耳菜草である。

耳成山は、耳成山である。

耳鳴りは、耳鳴りである。

耳慣れるは、耳慣れるである。

耳馴れるは、耳馴れるである。

耳挟みは、耳挟みである。

耳挟むは、耳挟むである。

耳はしこいは、耳はしこいである。

耳早いは、耳早いである。

耳映しは、耳映しである。



耳払いは、耳払いである。

耳引きは、耳引きである。

耳袋は、耳袋である。

耳嚢は、耳嚢である。

耳塞ぎは、耳塞ぎである。

耳旧るは、耳旧るである。

耳偏は、耳偏である。

耳掘りは、耳掘りである。

耳目鳥は、耳目鳥である。

耳元は、耳元である。

耳許は、耳許である。

耳易しは、耳易しである。

耳安しは、耳安しである。

見見ゆは、見見ゆである。

微妙は、微妙である。

三夫婦は、三夫婦である。

耳寄りは、耳寄りである。

耳輪は、耳輪である。

耳環は、耳環である。

見向きは、見向きである。

見向くは、見向くである。

実紫は、実紫である。

御室は、御室である。

三室戸寺は、三室戸寺である。

御室山は、御室山である。

三室山は、三室山である。

見目は、見目である。

御妻は、御妻である。

妃は、妃である。

未明は、未明である。

見目麗しいは、見目麗しいである。

見目形は、見目形である。

見回らすは、見回らすである。

見回らはすは、見回らはすである。

三囲神社は、三囲神社である。

見目様は、見目様である。

ミメシスは、ミメシスである。

見目姿は、見目姿である。

見目好いは、見目好いである。

見目好しは、見目好しである。

見目悪は、見目悪である。

御喪は、御喪である。

御裳は、御裳である。

御水は、御水である。

味盲は、味盲である。

ミモザは、ミモザである。



味文字は、味文字である。

御裳濯川は、御裳濯川である。

御裳濯川の末は、御裳濯川の末である。

身悶えは、身悶えである。

身悶えるは、身悶えるである。

身持ちは、身持ちである。

身持ち揚げは、身持ち揚げである。

身元は、身元である。

身許は、身許である。

御許は、御許である。

身元金は、身元金である。

身元引受は、身元引受である。

身元保証は、身元保証である。

身元保証金は、身元保証金である。

見物は、見物である。

実物は、実物である。

御物は、御物である。

諒闇は、諒闇である。

見漏らすは、見漏らすである。

見守は、見守である。

ミモレは、ミモレである。

御諸は、御諸である。

三諸は、三諸である。

御諸つくは、御諸つくである。

未聞は、未聞である。

宮は、宮である。

宮居は、宮居である。

みやい魚は、みやい魚である。

宮入貝は、宮入貝である。

宮遷しは、宮遷しである。

苗族は、苗族である。

宮女は、宮女である。

宮方は、宮方である。

宮川は、宮川である。

宮川町は、宮川町である。

宮川長春は、宮川長春である。

宮川派は、宮川派である。

宮木は、宮木である。

宮城は、宮城である。

宮城教育大学は、宮城教育大学である。

宮城野は、宮城野である。

宮城野信夫は、宮城野信夫である。

宮城野萩は、宮城野萩である。

宮城道雄は、宮城道雄である。

宮木守は、宮木守である。

宮城流は、宮城流である。



脈は、脈である。

脈圧は、脈圧である。

脈圧計は、脈圧計である。

脈打つは、脈打つである。

脈搏つは、脈搏つである。

脈管は、脈管である。

脈管系は、脈管系である。

脈翅類は、脈翅類である。

脈石は、脈石である。

脈釣りは、脈釣りである。

脈動は、脈動である。

脈道は、脈道である。

脈所は、脈所である。

脈無し病は、脈無し病である。

脈搏は、脈搏である。

脈拍は、脈拍である。

脈幅は、脈幅である。

脈脈は、脈脈である。

脈絡は、脈絡である。

脈絡膜は、脈絡膜である。

脈絡膜炎は、脈絡膜炎である。

脈理は、脈理である。

脈流は、脈流である。

三宅は、三宅である。

屯倉は、屯倉である。

宮家は、宮家である。

三宅花圃は、三宅花圃である。

三宅観瀾は、三宅観瀾である。

三宅克己は、三宅克己である。

三宅坂は、三宅坂である。

三宅島は、三宅島である。

三宅尚斎は、三宅尚斎である。

三宅嘯山は、三宅嘯山である。

三宅石庵は、三宅石庵である。

三宅雪嶺は、三宅雪嶺である。

土産団子は、土産団子である。

土産話は、土産話である。

土産物は、土産物である。

三宅米吉は、三宅米吉である。

都は、都である。

宮古は、宮古である。

都薊は、都薊である。

都一中は、都一中である。

都出では、都出でである。

都入りは、都入りである。

宮号は、宮号である。



都遷しは、都遷しである。

都移りは、都移りである。

都襟は、都襟である。

都大路は、都大路である。

都落ちは、都落ちである。

都をどりは、都をどりである。

都貝は、都貝である。

都替えは、都替えである。

都返りは、都返りである。

都顔は、都顔である。

都方は、都方である。

都方人は、都方人である。

都草は、都草である。

百脈根は、百脈根である。

都心は、都心である。

都腰巻は、都腰巻である。

都路は、都路である。

宮古路は、宮古路である。

宮古路薗八は、宮古路薗八である。

宮古路節は、宮古路節である。

宮古路豊後掾は、宮古路豊後掾である。

宮古島は、宮古島である。

都衆は、都衆である。

宮古上布は、宮古上布である。

都上臈は、都上臈である。

宮古諸島は、宮古諸島である。

都育ちは、都育ちである。

都染は、都染である。

都たなごは、都たなごである。

都詰は、都詰である。

都鳥は、都鳥である。

都鳥廓白浪は、都鳥廓白浪である。

都城は、都城である。

都の錦は、都の錦である。

都上りは、都上りである。

都良香は、都良香である。

都柱は、都柱である。

都花は、都花である。

京引くは、京引くである。

都人は、都人である。

都ぶは、都ぶである。

都風は、都風である。

都節音階は、都節音階である。

都辺土は、都辺土である。

都誇りは、都誇りである。

都辺は、都辺である。



都舞は、都舞である。

宮籠りは、宮籠りである。

都忘れは、都忘れである。

宮座は、宮座である。

宮崎は、宮崎である。

宮崎医科大学は、宮崎医科大学である。

宮崎市定は、宮崎市定である。

宮崎寒雉は、宮崎寒雉である。

宮崎湖処子は、宮崎湖処子である。

宮崎三昧は、宮崎三昧である。

宮崎神宮は、宮崎神宮である。

宮崎大学は、宮崎大学である。

宮崎滔天は、宮崎滔天である。

宮崎文庫は、宮崎文庫である。

宮崎安貞は、宮崎安貞である。

宮崎友禅は、宮崎友禅である。

宮様は、宮様である。

宮沢は、宮沢である。

宮沢賢治は、宮沢賢治である。

宮沢俊義は、宮沢俊義である。

宮主は、宮主である。

宮仕は、宮仕である。

宮道は、宮道である。

宮路は、宮路である。

宮重大根は、宮重大根である。

宮芝居は、宮芝居である。

宮島は、宮島である。

宮島細工は、宮島細工である。

宮柊二は、宮柊二である。

見易いは、見易いである。

宮雀は、宮雀である。

御息所は、御息所である。

宮簀媛は、宮簀媛である。

宮相撲は、宮相撲である。

宮薗節は、宮薗節である。

宮大工は、宮大工である。

宮武は、宮武である。

宮武外骨は、宮武外骨である。

宮建ちは、宮建ちである。

宮立ちは、宮立ちである。

宮地は、宮地である。

宮地芝居は、宮地芝居である。

宮津は、宮津である。

宮仕ふは、宮仕ふである。

宮仕えは、宮仕えである。

宮仕え所は、宮仕え所である。



宮仕え人は、宮仕え人である。

宮司は、宮司である。

身八口は、身八口である。

宮作りは、宮作りである。

造は、造である。

御奴は、御奴である。

宮つ子は、宮つ子である。

造木は、造木である。

宮勤めは、宮勤めである。

宮出は、宮出である。

宮寺は、宮寺である。

宮処は、宮処である。

宮薙ぎは、宮薙ぎである。

宮之浦岳は、宮之浦岳である。

宮の大夫は、宮の大夫である。

宮のめは、宮のめである。

宮の渡しは、宮の渡しである。

宮始めは、宮始めである。

宮柱は、宮柱である。

宮腹は、宮腹である。

宮儕は、宮儕である。

雅は、雅である。

雅男は、雅男である。

雅かは、雅かである。

雅言は、雅言である。

雅事は、雅事である。

雅言葉は、雅言葉である。

宮人は、宮人である。

雅やかは、雅やかである。

雅ぶは、雅ぶである。

宮奉行は、宮奉行である。

見破るは、見破るである。

看破るは、看破るである。

宮部は、宮部である。

宮部金吾は、宮部金吾である。

宮部鼎蔵は、宮部鼎蔵である。

宮法師は、宮法師である。

宮彫は、宮彫である。

みやまは、みやまである。

み山は、み山である。

深山は、深山である。

御山は、御山である。

深山猪手は、深山猪手である。

宮参りは、宮参りである。

深山薄雪草は、深山薄雪草である。

宮前は、宮前である。



深山苧環は、深山苧環である。

深山颪は、深山颪である。

深山隠れは、深山隠れである。

深山酢漿草は、深山酢漿草である。

深山烏は、深山烏である。

深山木は、深山木である。

深山霧島は、深山霧島である。

深山金梅は、深山金梅である。

深山桜は、深山桜である。

深山里は、深山里である。

深山路は、深山路である。

深山しきみは、深山しきみである。

御山獅子は、御山獅子である。

深山田は、深山田である。

深山海桐花は、深山海桐花である。

深山鳥は、深山鳥である。

深山辺は、深山辺である。

深山嫁菜は、深山嫁菜である。

宮曼荼羅は、宮曼荼羅である。

宮水は、宮水である。

宮巡りは、宮巡りである。

宮詣では、宮詣でである。

宮本は、宮本である。

宮本三郎は、宮本三郎である。

宮本常一は、宮本常一である。

宮本武蔵は、宮本武蔵である。

宮本百合子は、宮本百合子である。

宮守は、宮守である。

宮門跡は、宮門跡である。

見遣りは、見遣りである。

見遣るは、見遣るである。

ミャンマー連邦は、ミャンマー連邦である。

み湯は、み湯である。

見ゆは、見ゆである。

Μは、Μである。
μは、μである。
ミュージアムは、ミュージアムである。

ミュージカルは、ミュージカルである。

ミュージカルグラスは、ミュージカルグラスである。

ミュージカルショーは、ミュージカルショーである。

ミュージカルソーは、ミュージカルソーである。

ミュージカルボーは、ミュージカルボーである。

ミュージカルボックスは、ミュージカルボックスである。

ミュージシャンは、ミュージシャンである。

ミュージックは、ミュージックである。

ミュージックコンクレートは、ミュージックコンクレートである。



ミュージックホールは、ミュージックホールである。

ミューズは、ミューズである。

ミュータントは、ミュータントである。

ミュートは、ミュートである。

μ 粒子は、μ 粒子である。

ミュールは、ミュールである。

み雪は、み雪である。

深雪は、深雪である。

徭は、徭である。

御幸は、御幸である。

ミュケナイ文明は、ミュケナイ文明である。

見譲るは、見譲るである。

ミュゼットは、ミュゼットである。

ミュッセは、ミュッセである。

ミュトスは、ミュトスである。

ミュラーは、ミュラーである。

ミュラー管は、ミュラー管である。

見赦すは、見赦すである。

ミュルダールは、ミュルダールである。

ミュロンは、ミュロンである。

ミュンツァーは、ミュンツァーである。

ミュンヘンは、ミュンヘンである。

ミュンヘン会談は、ミュンヘン会談である。

三世は、三世である。

御世は、御世である。

御代は、御代である。

見好いは、見好いである。

名は、名である。

妙は、妙である。

明は、明である。

苗は、苗である。

冥は、冥である。

明朝は、明朝である。

妙案は、妙案である。

明闇は、明闇である。

明暗流は、明暗流である。

妙衣は、妙衣である。

妙位は、妙位である。

明雲は、明雲である。

妙雲如来は、妙雲如来である。

明衣は、明衣である。

明恵は、明恵である。

名謁は、名謁である。

明王は、明王である。

冥応は、冥応である。

苗親は、苗親である。



妙音は、妙音である。

冥恩は、冥恩である。

妙音講は、妙音講である。

妙音天は、妙音天である。

妙音菩薩は、妙音菩薩である。

妙果は、妙果である。

猛火は、猛火である。

茗荷は、茗荷である。

冥加は、冥加である。

冥界は、冥界である。

冥加永は、冥加永である。

冥加金は、冥加金である。

妙覚は、妙覚である。

妙覚寺は、妙覚寺である。

冥加銭は、冥加銭である。

冥加涙は、冥加涙である。

茗荷の子は、茗荷の子である。

妙花風は、妙花風である。

冥官は、冥官である。

冥感は、冥感である。

冥鑑は、冥鑑である。

妙機は、妙機である。

妙技は、妙技である。

妙喜庵は、妙喜庵である。

妙義山は、妙義山である。

名義抄は、名義抄である。

名吉は、名吉である。

妙境は、妙境である。

明鏡は、明鏡である。

妙行は、妙行である。

明経は、明経である。

明経生は、明経生である。

明経道は、明経道である。

明経博士は、明経博士である。

妙曲は、妙曲である。

妙句は、妙句である。

明空は、明空である。

妙計は、妙計である。

冥見は、冥見である。

明眼は、明眼である。

冥顕は、冥顕である。

妙見山は、妙見山である。

妙顕寺は、妙顕寺である。

妙見菩薩は、妙見菩薩である。

明後は、明後である。

冥護は、冥護である。



妙工は、妙工である。

苗講は、苗講である。

名号は、名号である。

名香は、名香である。

妙高山は、妙高山である。

妙興寺は、妙興寺である。

妙好人は、妙好人である。

名語記は、名語記である。

明後日は、明後日である。

明後年は、明後年である。

妙策は、妙策である。

妙算は、妙算である。

名字は、名字である。

苗字は、苗字である。

苗氏は、苗氏である。

名字朝臣は、名字朝臣である。

名色は、名色である。

名字御免は、名字御免である。

名字帯刀は、名字帯刀である。

名字盗みは、名字盗みである。

名字拝領は、名字拝領である。

名主は、名主である。

妙手は、妙手である。

妙趣は、妙趣である。

冥衆は、冥衆である。

明寿は、明寿である。

命終は、命終である。

名主職は、名主職である。

妙術は、妙術である。

明春は、明春である。

妙所は、妙所である。

冥助は、冥助である。

明匠は、明匠である。

明星は、明星である。

妙荘厳は、妙荘厳である。

明星派は、明星派である。

名神は、名神である。

明神は、明神である。

身用心は、身用心である。

名神祭は、名神祭である。

妙心寺は、妙心寺である。

明神礁は、明神礁である。

明神鳥居は、明神鳥居である。

名跡は、名跡である。

名籍は、名籍である。

妙跡は、妙跡である。



妙迹は、妙迹である。

明夕は、明夕である。

妙絶は、妙絶である。

妙想は、妙想である。

妙諦は、妙諦である。

名代は、名代である。

妙丹は、妙丹である。

明旦は、明旦である。

妙致は、妙致である。

妙ちきは、妙ちきである。

妙ちきりんは、妙ちきりんである。

名帳は、名帳である。

明珍は、明珍である。

明珍織は、明珍織である。

妙貞問答は、妙貞問答である。

妙適は、妙適である。

妙典は、妙典である。

名田は、名田である。

名田小作は、名田小作である。

女夫は、女夫である。

妻夫は、妻夫である。

夫婦は、夫婦である。

冥道は、冥道である。

冥道供は、冥道供である。

妙には、妙にである。

明日は、明日である。

明年は、明年である。

妙葩は、妙葩である。

冥罰は、冥罰である。

明晩は、明晩である。

明礬は、明礬である。

明礬石は、明礬石である。

妙筆は、妙筆である。

妙品は、妙品である。

名簿は、名簿である。

名符は、名符である。

命婦は、命婦である。

冥福は、冥福である。

名分山は、名分山である。

妙法は、妙法である。

明法は、明法である。

妙法院は、妙法院である。

妙法寺は、妙法寺である。

明法道は、明法道である。

明法博士は、明法博士である。

妙法蓮華経は、妙法蓮華経である。



妙味は、妙味である。

見様見真似は、見様見真似である。

妙妙は、妙妙である。

冥冥は、冥冥である。

明明後日は、明明後日である。

明明後年は、明明後年である。

命命鳥は、命命鳥である。

名目は、名目である。

名聞は、名聞である。

妙文は、妙文である。

名聞苦しは、名聞苦しである。

名聞利養は、名聞利養である。

明夜は、明夜である。

妙薬は、妙薬である。

苗山は、苗山である。

妙用は、妙用である。

冥覧は、冥覧である。

名利は、名利である。

妙理は、妙理である。

冥利は、冥利である。

冥慮は、冥慮である。

妙齢は、妙齢である。

ミヨーは、ミヨーである。

見よかしは、見よかしである。

見よかし顔は、見よかし顔である。

粃は、粃である。

三好は、三好である。

三次は、三次である。

三善は、三善である。

三善清行は、三善清行である。

三好三人衆は、三好三人衆である。

三好十郎は、三好十郎である。

三好達治は、三好達治である。

三好長慶は、三好長慶である。

御葭の神事は、御葭の神事である。

三好学は、三好学である。

三善康信は、三善康信である。

三世の師は、三世の師である。

御世の名は、御世の名である。

御世始めは、御世始めである。

御代始めは、御代始めである。

身寄りは、身寄りである。

韭は、韭である。

韮は、韮である。

ミラは、ミラである。

ミラーは、ミラーである。



ミラージュは、ミラージュである。

ミラーボールは、ミラーボールである。

未来は、未来である。

味蕾は、味蕾である。

未来永永は、未来永永である。

未来永劫は、未来永劫である。

未来学は、未来学である。

未来記は、未来記である。

未来際は、未来際である。

未来図は、未来図である。

未来世は、未来世である。

未来像は、未来像である。

未来派は、未来派である。

ミラクルは、ミラクルである。

ミラノは、ミラノである。

ミラノ勅令は、ミラノ勅令である。

細辛は、細辛である。

ミラボーは、ミラボーである。

ミリは、ミリである。

ミリアンペアは、ミリアンペアである。

ミリオネアは、ミリオネアである。

ミリオンは、ミリオンである。

ミリオンセラーは、ミリオンセラーである。

ミリカンの実験は、ミリカンの実験である。

ミリグラムは、ミリグラムである。

ミリスチン酸は、ミリスチン酸である。

ミリタリーは、ミリタリーである。

ミリタリーマーチは、ミリタリーマーチである。

ミリタリストは、ミリタリストである。

ミリタリズムは、ミリタリズムである。

ミリ波は、ミリ波である。

ミリバールは、ミリバールである。

ミリボルトは、ミリボルトである。

ミリメートルは、ミリメートルである。

ミリューは、ミリューである。

ミリュコーフは、ミリュコーフである。

未了は、未了である。

魅了は、魅了である。

未了の因は、未了の因である。

魅力は、魅力である。

魅力的は、魅力的である。

ミリリットルは、ミリリットルである。

味醂は、味醂である。

味淋は、味淋である。

ミリンダ王の問は、ミリンダ王の問である。

味醂漬は、味醂漬である。



味醂乾しは、味醂乾しである。

海松は、海松である。

水松は、水松である。

ミルは、ミルである。

見るは、見るである。

視るは、視るである。

観るは、観るである。

海松色は、海松色である。

水松色は、水松色である。

ミルウォーキーは、ミルウォーキーである。

ミルカーは、ミルカーである。

海松貝は、海松貝である。

水松貝は、水松貝である。

見るからは、見るからである。

見るからには、見るからにである。

ミルキーハットは、ミルキーハットである。

ミルクは、ミルクである。

海松食は、海松食である。

水松食は、水松食である。

海松食貝は、海松食貝である。

ミルク色は、ミルク色である。

ミルクキャラメルは、ミルクキャラメルである。

ミルクセーキは、ミルクセーキである。

ミルク飲み人形は、ミルク飲み人形である。

ミルクパンは、ミルクパンである。

ミルクプラントは、ミルクプラントである。

ミルクホールは、ミルクホールである。

ミルズは、ミルズである。

海松茶は、海松茶である。

ミルテは、ミルテである。

ミルトンは、ミルトンである。

ミルフィーユは、ミルフィーユである。

海松房は、海松房である。

水松房は、水松房である。

見る見るは、見る見るである。

見る目は、見る目である。

海松布は、海松布である。

水松布は、水松布である。

見る目なしは、見る目なしである。

見る目の前は、見る目の前である。

ミルラは、ミルラである。

ミルンは、ミルンである。

ミレイは、ミレイである。

ミレーは、ミレーである。

ミレトスは、ミレトスである。

ミレトス学派は、ミレトス学派である。



未練は、未練である。

未練がましいは、未練がましいである。

未練たらしいは、未練たらしいである。

ミロは、ミロである。

弥勒は、弥勒である。

弥勒会は、弥勒会である。

弥勒踊は、弥勒踊である。

弥勒経は、弥勒経である。

弥勒三会は、弥勒三会である。

弥勒の浄土は、弥勒の浄土である。

弥勒の世は、弥勒の世である。

弥勒仏は、弥勒仏である。

弥勒菩薩は、弥勒菩薩である。

ミロナイトは、ミロナイトである。

ミロのヴィーナスは、ミロのヴィーナスである。

みろみろは、みろみろである。

魅惑は、魅惑である。

見分くは、見分くである。

見分けは、見分けである。

見分けるは、見分けるである。

三輪神社は、三輪神社である。

三輪神道は、三輪神道である。

見忘れるは、見忘れるである。

三輪田は、三輪田である。

水曲は、水曲である。

見渡しは、見渡しである。

見渡すは、見渡すである。

三輪田真佐子は、三輪田真佐子である。

三輪鳥居は、三輪鳥居である。

三輪明神は、三輪明神である。

三輪山は、三輪山である。

三輪山説話は、三輪山説話である。

民は、民である。

旻は、旻である。

眠は、眠である。

民意は、民意である。

民営は、民営である。

民営鉄道は、民営鉄道である。

民煙は、民煙である。

民屋は、民屋である。

民家は、民家である。

民会は、民会である。

明楽は、明楽である。

民活は、民活である。

民間は、民間である。

民間外交は、民間外交である。



民間銀行は、民間銀行である。

民間人は、民間人である。

民間信仰は、民間信仰である。

民間省要は、民間省要である。

民間説話は、民間説話である。

民間伝承は、民間伝承である。

民間放送は、民間放送である。

民間療法は、民間療法である。

民居は、民居である。

民業は、民業である。

ミンクは、ミンクである。

民具は、民具である。

ミンク鯨は、ミンク鯨である。

民芸は、民芸である。

民芸品は、民芸品である。

民権は、民権である。

民権主義は、民権主義である。

民権党は、民権党である。

民権論は、民権論である。

民戸は、民戸である。

岷江は、岷江である。

民工潮は、民工潮である。

岷江入楚は、岷江入楚である。

民国は、民国である。

見ん事は、見ん事である。

ミンコフスキーは、ミンコフスキーである。

民財は、民財である。

明史は、明史である。

民事は、民事である。

民治は、民治である。

民事会社は、民事会社である。

明史稿は、明史稿である。

民事裁判は、民事裁判である。

民事事件は、民事事件である。

民事執行は、民事執行である。

民事執行法は、民事執行法である。

民事責任は、民事責任である。

民事訴訟は、民事訴訟である。

民事訴訟法は、民事訴訟法である。

民事調停法は、民事調停法である。

民事部は、民事部である。

民事法は、民事法である。

民事保全法は、民事保全法である。

民社は、民社である。

みんじゃは、みんじゃである。

民社党は、民社党である。



民主は、民主である。

民需は、民需である。

民衆は、民衆である。

民衆芸術は、民衆芸術である。

民衆訴訟は、民衆訴訟である。

民衆的は、民衆的である。

民主化は、民主化である。

民主化同盟は、民主化同盟である。

民宿は、民宿である。

民主国家は、民主国家である。

民主社会主義は、民主社会主義である。

民主自由党は、民主自由党である。

民主主義は、民主主義である。

民主主義文学は、民主主義文学である。

民主政治は、民主政治である。

民主的は、民主的である。

民主党は、民主党である。

民主同盟は、民主同盟である。

民庶は、民庶である。

民情は、民情である。

眠食は、眠食である。

民心は、民心である。

明清楽は、明清楽である。

ミンスクは、ミンスクである。

ミンストレルは、ミンストレルである。

みんずりは、みんずりである。

民生は、民生である。

民声は、民声である。

民政は、民政である。

眠性は、眠性である。

民生委員は、民生委員である。

民生主義は、民生主義である。

民政党は、民政党である。

民生部は、民生部である。

民籍は、民籍である。

民設は、民設である。

民選は、民選である。

明銭は、明銭である。

民選議員は、民選議員である。

民選議院は、民選議院である。

民撰議院は、民撰議院である。

民訴は、民訴である。

民俗は、民俗である。

民族は、民族である。

民族意識は、民族意識である。

民族衣装は、民族衣装である。



民族運動は、民族運動である。

民族音楽は、民族音楽である。

民族解放運動は、民族解放運動である。

民俗学は、民俗学である。

民族学は、民族学である。

民俗芸能は、民俗芸能である。

民族国家は、民族国家である。

民族誌は、民族誌である。

民族自決は、民族自決である。

民族資本は、民族資本である。

民族主義は、民族主義である。

民族性は、民族性である。

民族精神は、民族精神である。

民族大移動は、民族大移動である。

民俗文化財は、民俗文化財である。

民族料理は、民族料理である。

ミンダナオ島は、ミンダナオ島である。

民譚は、民譚である。

民地は、民地である。

ミンチは、ミンチである。

ミンチボールは、ミンチボールである。

明兆は、明兆である。

明朝綴じは、明朝綴じである。

民定憲法は、民定憲法である。

明笛は、明笛である。

ミントは、ミントである。

民帑は、民帑である。

民度は、民度である。

民党は、民党である。

民同は、民同である。

民徳は、民徳である。

ミンネは、ミンネである。

ミンネザングは、ミンネザングである。

ミンネゼンガーは、ミンネゼンガーである。

民泊は、民泊である。

閔妃は、閔妃である。

民部は、民部である。

民風は、民風である。

民部卿は、民部卿である。

民部省は、民部省である。

民部省札は、民部省札である。

民兵は、民兵である。

民兵制は、民兵制である。

民望は、民望である。

民放は、民放である。

民法は、民法である。



民報は、民報である。

民法典は、民法典である。

民本主義は、民本主義である。

みんみん蝉は、みんみん蝉である。

民約論は、民約論である。

民有は、民有である。

民友社は、民友社である。

民有地は、民有地である。

民謡は、民謡である。

民謡音階は、民謡音階である。

明律は、明律である。

民力は、民力である。

民話は、民話である。

むは、むである。

六は、六である。

矛は、矛である。

武は、武である。

務は、務である。

無は、無である。

无は、无である。

夢は、夢である。

謀は、謀である。

霧は、霧である。

ムアーウィヤは、ムアーウィヤである。

無愛は、無愛である。

無悪不造は、無悪不造である。

ムアッラカートは、ムアッラカートである。

無案内は、無案内である。

無位は、無位である。

無畏は、無畏である。

無為は、無為である。

無意は、無意である。

六日は、六日である。

六日限は、六日限である。

六日垂れは、六日垂れである。

六日年越しは、六日年越しである。

無意気は、無意気である。

無意義は、無意義である。

無意気力は、無意気力である。

無意識は、無意識である。

無意識的は、無意識的である。

無意識の哲学は、無意識の哲学である。

無畏施は、無畏施である。

無医村は、無医村である。

無一物は、無一物である。

無一文は、無一文である。



無為徒食は、無為徒食である。

無位の真人は、無位の真人である。

無為法は、無為法である。

無意味は、無意味である。

無意味綴りは、無意味綴りである。

無韻は、無韻である。

無因行為は、無因行為である。

無韻詩は、無韻詩である。

無因証券は、無因証券である。

無韻の詩は、無韻の詩である。

無有は、無有である。

むうは、むうである。

ムーアは、ムーアである。

ムーア人は、ムーア人である。

無憂華は、無憂華である。

ムーサイは、ムーサイである。

無憂樹は、無憂樹である。

ムージルは、ムージルである。

ムースは、ムースである。

ムーズは、ムーズである。

無宇宙論は、無宇宙論である。

ムーディーは、ムーディーである。

ムートは、ムートである。

ムードは、ムードである。

ムートンは、ムートンである。

ムーニエは、ムーニエである。

ムービーは、ムービーである。

ムーブマンは、ムーブマンである。

ムーブメントは、ムーブメントである。

ムームーは、ムームーである。

ムーランルージュは、ムーランルージュである。

ムール貝は、ムール貝である。

ムーンは、ムーンである。

ムーンストーンは、ムーンストーンである。

ムーンライトは、ムーンライトである。

ムーンライトソナタは、ムーンライトソナタである。

無依は、無依である。

無影灯は、無影灯である。

無射は、無射である。

無益は、無益である。

無援は、無援である。

無煙は、無煙である。

無鉛は、無鉛である。

無塩は、無塩である。

無縁は、無縁である。

夢魘は、夢魘である。



無鉛白粉は、無鉛白粉である。

無鉛ガソリンは、無鉛ガソリンである。

無煙火薬は、無煙火薬である。

無縁所は、無縁所である。

無塩醤油は、無塩醤油である。

無塩食療法は、無塩食療法である。

無煙炭は、無煙炭である。

無縁塚は、無縁塚である。

無縁寺は、無縁寺である。

無縁法界は、無縁法界である。

無縁墓地は、無縁墓地である。

無縁仏は、無縁仏である。

無塩療法は、無塩療法である。

無音は、無音である。

無価は、無価である。

無瑕は、無瑕である。

無我は、無我である。

無我愛は、無我愛である。

向かいは、向かいである。

迎いは、迎いである。

向井は、向井である。

霧海は、霧海である。

無害は、無害である。

無涯は、無涯である。

無蓋は、無蓋である。

向い合いは、向い合いである。

向い合うは、向い合うである。

向い合すは、向い合すである。

向い合せは、向い合せである。

向い合せるは、向い合せるである。

向い鬼は、向い鬼である。

向い風は、向い風である。

向い唐門は、向い唐門である。

向い側は、向い側である。

向井去来は、向井去来である。

向い郭は、向い郭である。

向い座は、向い座である。

向い坐は、向い坐である。

向い様は、向い様である。

向い潮は、向い潮である。

無蓋車は、無蓋車である。

向い城は、向い城である。

向い陣は、向い陣である。

向い棚は、向い棚である。

無害通航権は、無害通航権である。

向付は、向付である。



向い鎚は、向い鎚である。

向い礫は、向い礫である。

向い隣は、向い隣である。

向い幟は、向い幟である。

向い歯は、向い歯である。

向い腹は、向い腹である。

向い火は、向い火である。

正妃は、正妃である。

嫡妻は、嫡妻である。

向い櫓は、向い櫓である。

向井流は、向井流である。

無海流は、無海流である。

無外流は、無外流である。

向い辺は、向い辺である。

無何有は、無何有である。

向かうは、向かうである。

対うは、対うである。

迎ふは、迎ふである。

邀ふは、邀ふである。

無何有の郷は、無何有の郷である。

迎えは、迎えである。

迎え入れるは、迎え入れるである。

迎え撃ちは、迎え撃ちである。

邀え撃ちは、邀え撃ちである。

迎え撃つは、迎え撃つである。

邀え撃つは、邀え撃つである。

迎え温泉は、迎え温泉である。

迎え角は、迎え角である。

迎え駕籠は、迎え駕籠である。

迎え鐘は、迎え鐘である。

迎え雲は、迎え雲である。

迎え車は、迎え車である。

迎え講は、迎え講である。

迎え小袖は、迎え小袖である。

迎え酒は、迎え酒である。

迎え備えは、迎え備えである。

迎手火は、迎手火である。

迎え提灯は、迎え提灯である。

迎え取るは、迎え取るである。

迎えの雲は、迎えの雲である。

迎えの使者は、迎えの使者である。

迎え火は、迎え火である。

迎え人は、迎え人である。

迎え船は、迎え船である。

迎え盆は、迎え盆である。

迎え水は、迎え水である。



迎え湯は、迎え湯である。

迎えるは、迎えるである。

邀えるは、邀えるである。

無花果は、無花果である。

無学は、無学である。

無核化は、無核化である。

無角牛は、無角牛である。

無格社は、無格社である。

無学祖元は、無学祖元である。

無額面株は、無額面株である。

無顎類は、無顎類である。

零余子は、零余子である。

零余子蕁麻は、零余子蕁麻である。

向離くるは、向離くるである。

むかさりは、むかさりである。

昔は、昔である。

むがしは、むがしである。

昔今は、昔今である。

昔方は、昔方である。

昔方人は、昔方人である。

昔縁は、昔縁である。

昔男は、昔男である。

昔気質は、昔気質である。

昔堅気は、昔堅気である。

昔語りは、昔語りである。

昔話稲妻表紙は、昔話稲妻表紙である。

昔草は、昔草である。

昔心地は、昔心地である。

昔心は、昔心である。

昔事は、昔事である。

昔小判は、昔小判である。

昔暦は、昔暦である。

昔様は、昔様である。

昔染めは、昔染めである。

昔作りは、昔作りである。

無過失責任は、無過失責任である。

昔蜥蜴は、昔蜥蜴である。

昔蜻蛉は、昔蜻蛉である。

昔ながらは、昔ながらである。

昔馴染は、昔馴染である。

昔の世は、昔の世である。

昔話は、昔話である。

昔噺は、昔噺である。

憙は、憙である。

昔人は、昔人である。

昔ぶは、昔ぶである。



昔風は、昔風である。

昔文は、昔文である。

昔昔は、昔昔である。

昔めくは、昔めくである。

昔物は、昔物である。

昔者は、昔者である。

昔物語は、昔物語である。

昔模様は、昔模様である。

昔渡りは、昔渡りである。

無勝は、無勝である。

向つ嶺は、向つ嶺である。

むかつかすは、むかつかすである。

むかつかせるは、むかつかせるである。

嘔は、嘔である。

むかつくは、むかつくである。

むかっとは、むかっとである。

向っ腹は、向っ腹である。

蜈蚣は、蜈蚣である。

百足は、百足である。

百足台は、百足台である。

百足凧は、百足凧である。

百足海苔は、百足海苔である。

蜈蚣舟は、蜈蚣舟である。

むかとは、むかとである。

向歯は、向歯である。

向脛は、向脛である。

行縢は、行縢である。

行騰は、行騰である。

向腹は、向腹である。

無花被花は、無花被花である。

向伏すは、向伏すである。

むかむかは、むかむかである。

むがむがは、むがむがである。

無我夢中は、無我夢中である。

向股は、向股である。

無何有郷は、無何有郷である。

ムガル帝国は、ムガル帝国である。

無為替輸出は、無為替輸出である。

無為替輸入は、無為替輸入である。

身代は、身代である。

質は、質である。

周期は、周期である。

周期月は、周期月である。

周期年は、周期年である。

周期弔いは、周期弔いである。

周期日は、周期日である。



むかわるは、むかわるである。

無官は、無官である。

無冠は、無冠である。

无冠は、无冠である。

無考えは、無考えである。

無感覚は、無感覚である。

無関係は、無関係である。

無鑑査は、無鑑査である。

無感地震は、無感地震である。

無干渉は、無干渉である。

無勘定は、無勘定である。

無関心は、無関心である。

無官の大夫は、無官の大夫である。

無冠の帝王は、無冠の帝王である。

向きは、向きである。

無季は、無季である。

無記は、無記である。

無期は、無期である。

無機は、無機である。

麦は、麦である。

無愧は、無愧である。

向き合いは、向き合いである。

向き合うは、向き合うである。

麦秋は、麦秋である。

麦跡は、麦跡である。

麦飯は、麦飯である。

麦炒粉は、麦炒粉である。

麦鶉は、麦鶉である。

麦歌は、麦歌である。

麦打ちは、麦打ちである。

麦打ち台は、麦打ち台である。

麦熟らしは、麦熟らしである。

麦漆は、麦漆である。

無機栄養は、無機栄養である。

剥蝦は、剥蝦である。

剥海老は、剥海老である。

無期延期は、無期延期である。

麦押しは、麦押しである。

麦押木は、麦押木である。

無気音は、無気音である。

無機化学は、無機化学である。

無機化合物は、無機化合物である。

麦滓は、麦滓である。

麦かたは、麦かたである。

武儀紙は、武儀紙である。

麦稈は、麦稈である。



麦刈りは、麦刈りである。

麦切は、麦切である。

無期禁錮は、無期禁錮である。

麦慈姑は、麦慈姑である。

無期刑は、無期刑である。

無議決権株は、無議決権株である。

無期限は、無期限である。

麦粉は、麦粉である。

無技巧は、無技巧である。

無期公債は、無期公債である。

麦麹は、麦麹である。

無技巧の技巧は、無技巧の技巧である。

麦焦がしは、麦焦がしである。

麦扱きは、麦扱きである。

無気呼吸は、無気呼吸である。

無気根者は、無気根者である。

麦作は、麦作である。

無機酸は、無機酸である。

無機質は、無機質である。

無軌条電車は、無軌条電車である。

無傷は、無傷である。

無疵は、無疵である。

麦抄いは、麦抄いである。

無疵船荷証券は、無疵船荷証券である。

麦蝉は、麦蝉である。

麦田は、麦田である。

剥茸は、剥茸である。

剥き出しは、剥き出しである。

剥き出すは、剥き出すである。

麦茶は、麦茶である。

無期懲役は、無期懲役である。

麦搗きは、麦搗きである。

麦搗き歌は、麦搗き歌である。

無機的は、無機的である。

無軌道は、無軌道である。

麦薯蕷は、麦薯蕷である。

向き直るは、向き直るである。

麦撫子は、麦撫子である。

麦索は、麦索である。

麦縄は、麦縄である。

麦糠は、麦糠である。

無期年金は、無期年金である。

麦の秋は、麦の秋である。

麦の従兄弟は、麦の従兄弟である。

麦の音は、麦の音である。

麦黒子は、麦黒子である。



麦の褌は、麦の褌である。

無気肺は、無気肺である。

麦畑は、麦畑である。

麦日和は、麦日和である。

無機肥料は、無機肥料である。

麦生は、麦生である。

麦笛は、麦笛である。

無機物は、無機物である。

麦踏みは、麦踏みである。

無気噴射は、無気噴射である。

麦埃は、麦埃である。

麦褒めは、麦褒めである。

麦賞めは、麦賞めである。

麦松は、麦松である。

麦播きは、麦播きである。

麦饅頭は、麦饅頭である。

剥き身は、剥き身である。

向き向きは、向き向きである。

無記名は、無記名である。

無記名裏書は、無記名裏書である。

無記名株券は、無記名株券である。

無記名債権は、無記名債権である。

無記名式は、無記名式である。

無記名証券は、無記名証券である。

無記名投票は、無記名投票である。

麦餅は、麦餅である。

麦萌やしは、麦萌やしである。

麦や節は、麦や節である。

麦湯は、麦湯である。

無休は、無休である。

無給は、無給である。

無窮は、無窮である。

無窮級数は、無窮級数である。

無興は、無興である。

無疆は、無疆である。

夢境は、夢境である。

無形は、無形である。

無業は、無業である。

無教育は、無教育である。

無教会主義は、無教会主義である。

無極は、無極である。

無極性分子は、無極性分子である。

麦落雁は、麦落雁である。

無規律は、無規律である。

無気力は、無気力である。

麦藁は、麦藁である。



麦藁籠は、麦藁籠である。

麦藁紙は、麦藁紙である。

麦藁菊は、麦藁菊である。

麦藁細工は、麦藁細工である。

麦藁真田は、麦藁真田である。

麦藁鯛は、麦藁鯛である。

麦藁蛸は、麦藁蛸である。

麦藁蜻蛉は、麦藁蜻蛉である。

麦藁笛は、麦藁笛である。

麦藁葺きは、麦藁葺きである。

麦藁帽は、麦藁帽である。

無菌は、無菌である。

無菌動物は、無菌動物である。

尨は、尨である。

椋は、椋である。

無患子は、無患子である。

無苦は、無苦である。

無垢は、無垢である。

向くは、向くである。

剥くは、剥くである。

報いは、報いである。

酬いは、酬いである。

尨犬は、尨犬である。

報いるは、報いるである。

酬いるは、酬いるである。

報うは、報うである。

酬うは、酬うである。

無窮自在は、無窮自在である。

無垢衣は、無垢衣である。

椋榎は、椋榎である。

むく起きは、むく起きである。

木槿は、木槿である。

槿は、槿である。

毳は、毳である。

尨毛は、尨毛である。

むくさかは、むくさかである。

椋鞘は、椋鞘である。

無垢三昧は、無垢三昧である。

無垢世界は、無垢世界である。

無口は、無口である。

むくつけは、むくつけである。

むくつけ男は、むくつけ男である。

むくつけ女は、むくつけ女である。

むくつけしは、むくつけしである。

むくつけなしは、むくつけなしである。

潜っちょは、潜っちょである。



むくとは、むくとである。

椋鳥は、椋鳥である。

木工頭は、木工頭である。

椋の木は、椋の木である。

樸樹は、樸樹である。

椋の葉は、椋の葉である。

向原寺は、向原寺である。

浮腫は、浮腫である。

浮腫むは、浮腫むである。

むくむくは、むくむくである。

むぐむぐは、むぐむぐである。

むくむくしは、むくむくしである。

蠢くは、蠢くである。

無垢湯は、無垢湯である。

報ゆは、報ゆである。

酬ゆは、酬ゆである。

無功用は、無功用である。

葎は、葎である。

土竜は、土竜である。

葎生は、葎生である。

むくりは、むくりである。

潜りは、潜りである。

潜商人は、潜商人である。

蒙古高句麗は、蒙古高句麗である。

起破風は、起破風である。

むくりむくりは、むくりむくりである。

剥るは、剥るである。

潜るは、潜るである。

木欒子は、木欒子である。

欒樹は、欒樹である。

剥れるは、剥れるである。

躯は、躯である。

躯籠は、躯籠である。

むくろ腹は、むくろ腹である。

向けは、向けである。

平は、平である。

無卦は、無卦である。

無下は、無下である。

無碍は、無碍である。

無礙は、無礙である。

無稽は、無稽である。

無芸は、無芸である。

無計画は、無計画である。

無形資本は、無形資本である。

無芸大食は、無芸大食である。

無形文化財は、無形文化財である。



向け変えるは、向け変えるである。

無碍光は、無碍光である。

無礙光は、無礙光である。

剥節供は、剥節供である。

むげちないは、むげちないである。

無欠は、無欠である。

無缺は、無缺である。

無血は、無血である。

無月は、無月である。

無血革命は、無血革命である。

むげつけないは、むげつけないである。

無血虫は、無血虫である。

むげないは、むげないである。

向け直すは、向け直すである。

無下には、無下にである。

むけりは、むけりである。

向けるは、向けるである。

剥けるは、剥けるである。

無間は、無間である。

無言は、無言である。

無限は、無限である。

夢幻は、夢幻である。

無限遠は、無限遠である。

無限花序は、無限花序である。

無限軌道は、無限軌道である。

無限級数は、無限級数である。

夢幻劇は、夢幻劇である。

無限後退は、無限後退である。

無間地獄は、無間地獄である。

無限集合は、無限集合である。

無限小は、無限小である。

無限小数は、無限小数である。

無限数列は、無限数列である。

無限責任は、無限責任である。

無原則は、無原則である。

無限大は、無限大である。

無権代理は、無権代理である。

無見頂相は、無見頂相である。

夢幻的は、夢幻的である。

夢幻能は、夢幻能である。

無間の鐘は、無間の鐘である。

無間の底は、無間の底である。

夢幻泡影は、夢幻泡影である。

婿は、婿である。

聟は、聟である。

壻は、壻である。



無辜は、無辜である。

惨は、惨である。

惨いは、惨いである。

酷いは、酷いである。

婿入りは、婿入りである。

婿入り婚は、婿入り婚である。

婿祝いは、婿祝いである。

向こうは、向こうである。

向日は、向日である。

無功は、無功である。

無効は、無効である。

向揚幕は、向揚幕である。

向う合せは、向う合せである。

向う意気は、向う意気である。

向板は、向板である。

無公害車は、無公害車である。

向う河岸は、向う河岸である。

向う風は、向う風である。

向う髪は、向う髪である。

向う側は、向う側である。

向う気は、向う気である。

向う岸は、向う岸である。

向う疵は、向う疵である。

向う傷は、向う傷である。

向う切りは、向う切りである。

無口湖は、無口湖である。

向う桟敷は、向う桟敷である。

向う様は、向う様である。

向う皿は、向う皿である。

向う三軒両隣は、向う三軒両隣である。

向島は、向島である。

無鉤条虫は、無鉤条虫である。

向う正面は、向う正面である。

向う脛は、向う脛である。

向う鎚は、向う鎚である。

向うっ面は、向うっ面である。

向う詰めは、向う詰めである。

向う面は、向う面である。

向う隣は、向う隣である。

向う歯は、向う歯である。

向う鉢巻は、向う鉢巻である。

向う払いは、向う払いである。

向う前は、向う前である。

向う見ずは、向う見ずである。

向う向きは、向う向きである。

向う目は、向う目である。



向う持ちは、向う持ちである。

向う山は、向う山である。

向う横町は、向う横町である。

婿傅きは、婿傅きである。

婿がねは、婿がねである。

無告は、無告である。

婿子は、婿子である。

婿座は、婿座である。

無腰は、無腰である。

ムコ多糖は、ムコ多糖である。

惨たらしいは、惨たらしいである。

酷たらしいは、酷たらしいである。

無骨は、無骨である。

婿取りは、婿取りである。

むこ取りは、むこ取りである。

婿取り娘は、婿取り娘である。

婿逃げは、婿逃げである。

武庫泊は、武庫泊である。

婿引出は、婿引出である。

婿引出物は、婿引出物である。

婿星は、婿星である。

婿紛らかしは、婿紛らかしである。

婿名跡は、婿名跡である。

婿養子は、婿養子である。

婿養子縁組は、婿養子縁組である。

惨らしは、惨らしである。

酷らしは、酷らしである。

無根は、無根である。

無痕は、無痕である。

夢魂は、夢魂である。

無言歌は、無言歌である。

無言劇は、無言劇である。

無言道場は、無言道場である。

無言の行は、無言の行である。

武者は、武者である。

無作は、無作である。

無才は、無才である。

無妻は、無妻である。

無菜は、無菜である。

むさいは、むさいである。

無罪は、無罪である。

無財餓鬼は、無財餓鬼である。

無彩色は、無彩色である。

無策は、無策である。

無作為は、無作為である。

無作為抽出は、無作為抽出である。



むさくさは、むさくさである。

むさくるしいは、むさくるしいである。

むさくろしいは、むさくろしいである。

むささびは、むささびである。

六指は、六指である。

武蔵は、武蔵である。

武蔵鐙は、武蔵鐙である。

武蔵絣は、武蔵絣である。

武蔵丘陵森林公園は、武蔵丘陵森林公園である。

武蔵小判は、武蔵小判である。

武蔵七党は、武蔵七党である。

武蔵野は、武蔵野である。

武蔵野線は、武蔵野線である。

武蔵野陵は、武蔵野陵である。

武蔵平は、武蔵平である。

武蔵村山は、武蔵村山である。

無札は、無札である。

無雑は、無雑である。

むさとは、むさとである。

むさぶりつくは、むさぶりつくである。

無差別は、無差別である。

無差別級は、無差別級である。

貪るは、貪るである。

むさむさは、むさむさである。

むざむざは、むざむざである。

親沢は、親沢である。

無産は、無産である。

無算は、無算である。

霧散は、霧散である。

無慚は、無慚である。

無慙は、無慙である。

無残は、無残である。

無惨は、無惨である。

無三悪趣は、無三悪趣である。

無産運動は、無産運動である。

無産階級は、無産階級である。

無産者は、無産者である。

無酸症は、無酸症である。

無産政党は、無産政党である。

虫は、虫である。

むしは、むしである。

苧は、苧である。

蒸しは、蒸しである。

無死は、無死である。

無私は、無私である。

無始は、無始である。



無視は、無視である。

夢死は、夢死である。

無地は、無地である。

無字は、無字である。

虫青は、虫青である。

虫襖は、虫襖である。

蒸し暑いは、蒸し暑いである。

虫合は、虫合である。

蒸飯は、蒸飯である。

ムジークは、ムジークである。

虫入は、虫入である。

虫売りは、虫売りである。

虫選びは、虫選びである。

虫送りは、虫送りである。

虫押えは、虫押えである。

蒸し返しは、蒸し返しである。

蒸し返すは、蒸し返すである。

虫篝は、虫篝である。

無資格は、無資格である。

無自覚は、無自覚である。

虫籠は、虫籠である。

蒸菓子は、蒸菓子である。

虫齧りは、虫齧りである。

蒸し釜は、蒸し釜である。

虫噛歯は、虫噛歯である。

齲歯は、齲歯である。

むしかりは、むしかりである。

虫狩は、虫狩である。

虫鰈は、虫鰈である。

蒸し鰈は、蒸し鰈である。

蒸し器は、蒸し器である。

無識は、無識である。

無食は、無食である。

無色界は、無色界である。

虫食いは、虫食いである。

虫喰いは、虫喰いである。

虫食い算は、虫食い算である。

虫食い歯は、虫食い歯である。

虫食うは、虫食うである。

むしくしは、むしくしである。

虫薬は、虫薬である。

蒸し薬は、蒸し薬である。

虫下しは、虫下しである。

虫供養は、虫供養である。

蒸しくり暑いは、蒸しくり暑いである。

虫気は、虫気である。



虫螻は、虫螻である。

虫拳は、虫拳である。

無試験は、無試験である。

無試験検定は、無試験検定である。

無始曠劫は、無始曠劫である。

虫籠格子は、虫籠格子である。

虫熟しは、虫熟しである。

虫瘤は、虫瘤である。

虫籠窓は、虫籠窓である。

無翅昆虫類は、無翅昆虫類である。

無資産は、無資産である。

虫時雨は、虫時雨である。

虫唾は、虫唾である。

虫酸は、虫酸である。

蒸し鮨は、蒸し鮨である。

蒸し攻めは、蒸し攻めである。

蒸し蕎麦は、蒸し蕎麦である。

蒸しタオルは、蒸しタオルである。

虫出しの雷は、虫出しの雷である。

蒸し立ては、蒸し立てである。

虫垂は、虫垂である。

無実は、無実である。

虫尽しは、虫尽しである。

虫取りは、虫取りである。

虫取菫は、虫取菫である。

虫取撫子は、虫取撫子である。

狢は、狢である。

貉は、貉である。

蒸し鍋は、蒸し鍋である。

豸偏は、豸偏である。

狢藻は、狢藻である。

虫の息は、虫の息である。

虫の口焼は、虫の口焼である。

無始の罪障は、無始の罪障である。

虫の知らせは、虫の知らせである。

虫巣は、虫巣である。

むしの垂衣は、むしの垂衣である。

虫の音は、虫の音である。

虫歯は、虫歯である。

虫食むは、虫食むである。

蝕むは、蝕むである。

虫早しは、虫早しである。

虫腹は、虫腹である。

虫払いは、虫払いである。

蒸しパンは、蒸しパンである。

無慈悲は、無慈悲である。



虫ピンは、虫ピンである。

虫封じは、虫封じである。

虫笛は、虫笛である。

苧衾は、苧衾である。

蒸し風呂は、蒸し風呂である。

虫偏は、虫偏である。

虫干しは、虫干しである。

蒸し蒸しは、蒸し蒸しである。

無始無終は、無始無終である。

蒸し室は、蒸し室である。

虫眼鏡は、虫眼鏡である。

蒸し飯は、蒸し飯である。

虫持ちは、虫持ちである。

蒸し餅は、蒸し餅である。

蒸し物は、蒸し物である。

無遮は、無遮である。

虫屋は、虫屋である。

武者出立は、武者出立である。

武者絵は、武者絵である。

無遮会は、無遮会である。

武者押しは、武者押しである。

武者返しは、武者返しである。

武者隠しは、武者隠しである。

蒸し焼きは、蒸し焼きである。

無邪気は、無邪気である。

無錫は、無錫である。

無爵は、無爵である。

無着は、無着である。

無著は、無著である。

むしゃくしゃは、むしゃくしゃである。

むしゃくしゃ腹は、むしゃくしゃ腹である。

武者組は、武者組である。

武者烟は、武者烟である。

武射祭は、武射祭である。

霧社事件は、霧社事件である。

虫養ひは、虫養ひである。

武者修行は、武者修行である。

武者草子は、武者草子である。

武者草履は、武者草履である。

武者揃えは、武者揃えである。

武者大将は、武者大将である。

武者立つは、武者立つである。

武者溜りは、武者溜りである。

武者遣いは、武者遣いである。

武者所は、武者所である。

武者人形は、武者人形である。



武者小路は、武者小路である。

武者小路実篤は、武者小路実篤である。

武者小路千家は、武者小路千家である。

武者走りは、武者走りである。

武者奉行は、武者奉行である。

武者振りは、武者振りである。

むしゃぶりつくは、むしゃぶりつくである。

武者振いは、武者振いである。

武者震いは、武者震いである。

武者顫いは、武者顫いである。

武者埃は、武者埃である。

武者窓は、武者窓である。

むしゃむしゃは、むしゃむしゃである。

むしゃりむしゃりは、むしゃりむしゃりである。

武佐竜胆は、武佐竜胆である。

武者草鞋は、武者草鞋である。

無主は、無主である。

無数は、無数である。

無臭は、無臭である。

無執は、無執である。

無住は、無住である。

無住寺は、無住寺である。

無集配郵便局は、無集配郵便局である。

無重量は、無重量である。

無重力は、無重力である。

無宿は、無宿である。

無宿者は、無宿者である。

無宿牢は、無宿牢である。

無主的命題は、無主的命題である。

無首尾は、無首尾である。

無主風は、無主風である。

無主物は、無主物である。

無趣味は、無趣味である。

矛盾は、矛盾である。

矛盾概念は、矛盾概念である。

矛盾原理は、矛盾原理である。

矛盾対当は、矛盾対当である。

矛盾律は、矛盾律である。

矛盾冷覚は、矛盾冷覚である。

墓所は、墓所である。

無性は、無性である。

無償は、無償である。

霧鐘は、霧鐘である。

無上は、無上である。

無状は、無状である。

亡状は、亡状である。



無城は、無城である。

無常は、無常である。

無情は、無情である。

無常風は、無常風である。

蒸羊羹は、蒸羊羹である。

無常観は、無常観である。

無常気は、無常気である。

無償契約は、無償契約である。

無条件は、無条件である。

無条件降伏は、無条件降伏である。

無称光は、無称光である。

無常講は、無常講である。

無償行為は、無償行為である。

無償交付は、無償交付である。

無常心は、無常心である。

無常所は、無常所である。

無上正覚は、無上正覚である。

無常迅速は、無常迅速である。

無上尊は、無上尊である。

無常鳥は、無常鳥である。

無常人は、無常人である。

無上道は、無上道である。

無性には、無性にである。

無上には、無上にである。

無生忍は、無生忍である。

無常の風は、無常の風である。

無常の刹鬼は、無常の刹鬼である。

無常咄は、無常咄である。

無生法忍は、無生法忍である。

無上菩提は、無上菩提である。

無上命法は、無上命法である。

無常門は、無常門である。

無常休みは、無常休みである。

無性闇には、無性闇にである。

無所依は、無所依である。

無色は、無色である。

無職は、無職である。

無色光覚は、無色光覚である。

無色鉱物は、無色鉱物である。

虫除けは、虫除けである。

無所作は、無所作である。

無所属は、無所属である。

無所得は、無所得である。

毟り魚は、毟り魚である。

毟り取るは、毟り取るである。

無資力は、無資力である。



毟るは、毟るである。

むじるは、むじるである。

無印は、無印である。

筵は、筵である。

席は、席である。

蓆は、蓆である。

莚は、莚である。

寧ろは、寧ろである。

筵打ちは、筵打ちである。

筵織は、筵織である。

筵貝は、筵貝である。

蓆敷は、蓆敷である。

席田は、席田である。

筵戸は、筵戸である。

筵旗は、筵旗である。

蓆旗は、蓆旗である。

筵機は、筵機である。

筵張の車は、筵張の車である。

筵庇は、筵庇である。

筵破りは、筵破りである。

無心は、無心である。

無人は、無人である。

無尽は、無尽である。

無尽会社は、無尽会社である。

無尽萱は、無尽萱である。

無尽業は、無尽業である。

無神経は、無神経である。

無尽講は、無尽講である。

無心所着は、無心所着である。

無信心は、無信心である。

無尽蔵は、無尽蔵である。

無心体は、無心体である。

無進退は、無進退である。

無人島は、無人島である。

無尽灯は、無尽灯である。

無心連歌は、無心連歌である。

無神論は、無神論である。

生すは、生すである。

産すは、産すである。

蒸すは、蒸すである。

噎すは、噎すである。

咽すは、咽すである。

むずは、むずである。

無水は、無水である。

無水亜砒酸は、無水亜砒酸である。

無水亜硫酸は、無水亜硫酸である。



無水アルコールは、無水アルコールである。

無水珪酸は、無水珪酸である。

無水酢酸は、無水酢酸である。

無水酸は、無水酸である。

無水炭酸は、無水炭酸である。

無水硫酸は、無水硫酸である。

無水燐酸は、無水燐酸である。

むず折れは、むず折れである。

難しいは、難しいである。

難し屋は、難し屋である。

むず痒いは、むず痒いである。

ムスカリは、ムスカリである。

憤るは、憤るである。

ムスクは、ムスクである。

息子は、息子である。

息は、息である。

息株は、息株である。

ムスコビヤは、ムスコビヤである。

ムズターグは、ムズターグである。

ムズターグアタは、ムズターグアタである。

むずつくは、むずつくである。

むすっとは、むすっとである。

無手とは、無手とである。

結ばるは、結ばるである。

結ばれるは、結ばれるである。

結ばはるは、結ばはるである。

結びは、結びである。

産霊は、産霊である。

結び合せるは、結び合せるである。

結び髪は、結び髪である。

結雁は、結雁である。

結狩衣は、結狩衣である。

結び木は、結び木である。

結び切りは、結び切りである。

結び昆布は、結び昆布である。

結び針魚は、結び針魚である。

結び状は、結び状である。

結び玉は、結び玉である。

結び付きは、結び付きである。

結び付くは、結び付くである。

結び机は、結び机である。

結び付けるは、結び付けるである。

結び灯台は、結び灯台である。

結び綴じは、結び綴じである。

結び留めは、結び留めである。

結び留めるは、結び留めるである。



結びの神は、結びの神である。

産霊神は、産霊神である。

結び花は、結び花である。

結び紐は、結び紐である。

結び袋は、結び袋である。

結び文は、結び文である。

結び松は、結び松である。

結び目は、結び目である。

結ぶは、結ぶである。

産霊の神は、産霊の神である。

結ぼほるは、結ぼほるである。

結ぼるは、結ぼるである。

結ぼれ心は、結ぼれ心である。

結ぼれるは、結ぼれるである。

むずむずは、むずむずである。

娘は、娘である。

娘気質は、娘気質である。

娘勝ちは、娘勝ちである。

娘気は、娘気である。

娘義太夫は、娘義太夫である。

むずめくは、むずめくである。

娘組は、娘組である。

娘子は、娘子である。

娘御は、娘御である。

娘心は、娘心である。

娘盛りは、娘盛りである。

娘師は、娘師である。

娘道成寺は、娘道成寺である。

娘の子は、娘の子である。

娘分は、娘分である。

娘婿は、娘婿である。

娘宿は、娘宿である。

ムスリムは、ムスリムである。

ムスリム同胞団は、ムスリム同胞団である。

ムスリム連盟は、ムスリム連盟である。

無声は、無声である。

夢精は、夢精である。

無税は、無税である。

無勢は、無勢である。

無声映画は、無声映画である。

無声音は、無声音である。

無性芽は、無性芽である。

無制限は、無制限である。

無制限法貨は、無制限法貨である。

無性生殖は、無性生殖である。

無性世代は、無性世代である。



無声の詩は、無声の詩である。

無税品は、無税品である。

無政府は、無政府である。

無政府主義は、無政府主義である。

無政府主義者は、無政府主義者である。

無政府状態は、無政府状態である。

無生物は、無生物である。

無声放電は、無声放電である。

無制約者は、無制約者である。

無精卵は、無精卵である。

噎せ入るは、噎せ入るである。

無世界説は、無世界説である。

噎せ返るは、噎せ返るである。

無籍は、無籍である。

無脊椎動物は、無脊椎動物である。

無責任は、無責任である。

無節操は、無節操である。

噎び入るは、噎び入るである。

噎び泣くは、噎び泣くである。

咽び泣くは、咽び泣くである。

噎ぶは、噎ぶである。

咽ぶは、咽ぶである。

噎せるは、噎せるである。

咽せるは、咽せるである。

無銭は、無銭である。

無線は、無線である。

夢占は、夢占である。

無前は、無前である。

無線操縦は、無線操縦である。

無線通信は、無線通信である。

無線電信は、無線電信である。

無線電話は、無線電話である。

無線綴じは、無線綴じである。

無線標識は、無線標識である。

無線方位測定器は、無線方位測定器である。

六十は、六十である。

むぞいは、むぞいである。

無双は、無双である。

無相は、無相である。

無想は、無想である。

夢相は、夢相である。

夢想は、夢想である。

夢想家は、夢想家である。

無双側は、無双側である。

夢想側は、夢想側である。

夢想曲は、夢想曲である。



夢想剣は、夢想剣である。

夢想権之助は、夢想権之助である。

無造作は、無造作である。

夢窓疎石は、夢窓疎石である。

無双箪笥は、無双箪笥である。

夢想箪笥は、夢想箪笥である。

無双羽織は、無双羽織である。

夢想羽織は、夢想羽織である。

無双抽斗は、無双抽斗である。

夢想抽斗は、夢想抽斗である。

夢想開きは、夢想開きである。

無双筆は、無双筆である。

夢想筆は、夢想筆である。

無双枕は、無双枕である。

夢想枕は、夢想枕である。

無双窓は、無双窓である。

夢想窓は、夢想窓である。

無相無念は、無相無念である。

無想無念は、無想無念である。

無相離念は、無相離念である。

夢想流は、夢想流である。

夢想連歌は、夢想連歌である。

無双連子は、無双連子である。

夢想連子は、夢想連子である。

無足は、無足である。

無足衆は、無足衆である。

無足人は、無足人である。

六十路は、六十路である。

無租地は、無租地である。

無反は、無反である。

ムソルグスキーは、ムソルグスキーである。

与は、与である。

無駄は、無駄である。

徒は、徒である。

無駄足は、無駄足である。

徒足は、徒足である。

無代は、無代である。

無体は、無体である。

無台は、無台である。

無題は、無題である。

無体財産権は、無体財産権である。

無袋栽培は、無袋栽培である。

無体攻めは、無体攻めである。

無体物は、無体物である。

無高は、無高である。

無駄書は、無駄書である。



徒書は、徒書である。

無駄金は、無駄金である。

徒金は、徒金である。

無高百姓は、無高百姓である。

抱くは、抱くである。

無駄食いは、無駄食いである。

徒食は、徒食である。

無駄口は、無駄口である。

徒口は、徒口である。

無駄毛は、無駄毛である。

無駄言は、無駄言である。

徒言は、徒言である。

無駄事は、無駄事である。

徒事は、徒事である。

無駄駒は、無駄駒である。

徒駒は、徒駒である。

無駄字は、無駄字である。

徒字は、徒字である。

無駄死には、無駄死にである。

徒死は、徒死である。

無駄玉は、無駄玉である。

無駄遣いは、無駄遣いである。

徒遣いは、徒遣いである。

むたとは、むたとである。

無駄歯は、無駄歯である。

無駄花は、無駄花である。

徒花は、徒花である。

無駄話は、無駄話である。

徒話は、徒話である。

無駄腹は、無駄腹である。

徒腹は、徒腹である。

無駄骨は、無駄骨である。

徒骨は、徒骨である。

六玉川は、六玉川である。

武玉川は、武玉川である。

むたむたは、むたむたである。

無駄飯は、無駄飯である。

徒飯は、徒飯である。

無駄物は、無駄物である。

徒物は、徒物である。

無駄矢は、無駄矢である。

徒矢は、徒矢である。

無断は、無断である。

無担保は、無担保である。

無担保裏書は、無担保裏書である。

貴は、貴である。



鞭は、鞭である。

韃は、韃である。

策は、策である。

笞は、笞である。

無知は、無知である。

無智は、無智である。

無恥は、無恥である。

鞭打ちは、鞭打ちである。

鞭打ち症は、鞭打ち症である。

鞭つは、鞭つである。

鞭打つは、鞭打つである。

鞭懸は、鞭懸である。

無畜は、無畜である。

鞭差は、鞭差である。

無秩序は、無秩序である。

無知の知は、無知の知である。

むちむちは、むちむちである。

鞭目は、鞭目である。

無知文盲は、無知文盲である。

無茶は、無茶である。

無茶苦茶は、無茶苦茶である。

無着陸は、無着陸である。

夢中は、夢中である。

霧中は、霧中である。

霧中信号は、霧中信号である。

夢中問答集は、夢中問答集である。

夢中遊行症は、夢中遊行症である。

無腸は、無腸である。

無腸漢は、無腸漢である。

無腸公子は、無腸公子である。

無賃は、無賃である。

睦は、睦である。

むつは、むつである。

六つは、六つである。

無痛は、無痛である。

無痛分娩は、無痛分娩である。

睦語りは、睦語りである。

睦月は、睦月である。

襁褓は、襁褓である。

六つ切は、六つ切である。

ムックは、ムックである。

憤くは、憤くである。

むっくとは、むっくとである。

むっくりは、むっくりである。

ムックリは、ムックリである。

憤けるは、憤けるである。



むつ蚕は、むつ蚕である。

睦言は、睦言である。

睦言の葉は、睦言の葉である。

むつ五郎は、むつ五郎である。

むつ地は、むつ地である。

ムッシューは、ムッシューである。

ムッソリーニは、ムッソリーニである。

ムッターは、ムッターである。

むったとは、むったとである。

睦魂は、睦魂である。

むっちりは、むっちりである。

むっつりは、むっつりである。

むっつり助兵衛は、むっつり助兵衛である。

むっつり屋は、むっつり屋である。

むっとは、むっとである。

むっと顔は、むっと顔である。

むっとがるは、むっとがるである。

むっと気は、むっと気である。

六つ時は、六つ時である。

六つの緒は、六つの緒である。

六つの巷は、六つの巷である。

六つの塵は、六つの塵である。

六つの根は、六つの根である。

六つの花は、六つの花である。

六つの道は、六つの道である。

六つの渡りは、六つの渡りである。

睦びは、睦びである。

睦び月は、睦び月である。

睦びの月は、睦びの月である。

睦ぶは、睦ぶである。

睦まかは、睦まかである。

睦まじいは、睦まじいである。

睦まやかは、睦まやかである。

睦み合うは、睦み合うである。

睦むは、睦むである。

六つ六指は、六つ六指である。

陸奥宗光は、陸奥宗光である。

睦物語は、睦物語である。

ムッラーは、ムッラーである。

六連星は、六連星である。

睦るは、睦るである。

陸奥話記は、陸奥話記である。

六つ割りは、六つ割りである。

陸奥湾は、陸奥湾である。

無手は、無手である。

無定位は、無定位である。



無定位針は、無定位針である。

無定義用語は、無定義用語である。

無定形は、無定形である。

無定型は、無定型である。

無定形星雲は、無定形星雲である。

無定形炭素は、無定形炭素である。

無定見は、無定見である。

無抵抗は、無抵抗である。

無抵抗主義は、無抵抗主義である。

無丁字は、無丁字である。

無抵当は、無抵当である。

無手勝流は、無手勝流である。

無敵は、無敵である。

霧笛は、霧笛である。

無敵艦隊は、無敵艦隊である。

無手っ法は、無手っ法である。

無鉄砲は、無鉄砲である。

ムデハルは、ムデハルである。

むでむでは、むでむでである。

無点は、無点である。

無電は、無電である。

無添加は、無添加である。

無点なは、無点なである。

無点法は、無点法である。

無店舗販売は、無店舗販売である。

無点本は、無点本である。

武藤は、武藤である。

無刀は、無刀である。

無灯は、無灯である。

無糖は、無糖である。

無動は、無動である。

無道は、無道である。

武藤山治は、武藤山治である。

無道心は、無道心である。

無党派は、無党派である。

無投票は、無投票である。

無刀流は、無刀流である。

無土器時代は、無土器時代である。

無徳は、無徳である。

無毒は、無毒である。

無得心は、無得心である。

むとすは、むとすである。

無届けは、無届けである。

無頓着は、無頓着である。

空は、空である。

胸は、胸である。



棟は、棟である。

胸当は、胸当である。

胸当錐は、胸当錐である。

胸板は、胸板である。

胸落は、胸落である。

胸懸は、胸懸である。

鞅は、鞅である。

鞅尽しは、鞅尽しである。

宗像は、宗像である。

棟方は、棟方である。

棟方志功は、棟方志功である。

宗像神社は、宗像神社である。

胸金物は、胸金物である。

胸搦みは、胸搦みである。

棟瓦は、棟瓦である。

胸勘定は、胸勘定である。

鰻は、鰻である。

棟木は、棟木である。

胸糞は、胸糞である。

空国は、空国である。

胸座は、胸座である。

胸倉は、胸倉である。

胸苦しいは、胸苦しいである。

空車は、空車である。

胸黒は、胸黒である。

胸毛は、胸毛である。

虚言は、虚言である。

空言は、空言である。

胸坂は、胸坂である。

胸先は、胸先である。

胸前は、胸前である。

胸騒ぎは、胸騒ぎである。

胸算は、胸算である。

胸算用は、胸算用である。

空しは、空しである。

虚しは、虚しである。

空しいは、空しいである。

虚しいは、虚しいである。

空し頼みは、空し頼みである。

空し手は、空し手である。

空船は、空船である。

胸じゃくりは、胸じゃくりである。

胸づはらしは、胸づはらしである。

胸算盤は、胸算盤である。

胸高は、胸高である。

胸高帯は、胸高帯である。



空頼みは、空頼みである。

胸乳は、胸乳である。

胸突きは、胸突きである。

胸突き八丁は、胸突き八丁である。

胸尽しは、胸尽しである。

胸積りは、胸積りである。

空手は、空手である。

徒手は、徒手である。

棟柱は、棟柱である。

空馳せは、空馳せである。

胸鬚は、胸鬚である。

胸紐は、胸紐である。

胸鰭は、胸鰭である。

棟札は、棟札である。

棟別は、棟別である。

胸骨は、胸骨である。

棟持柱は、棟持柱である。

胸元は、胸元である。

棟門は、棟門である。

胸焼けは、胸焼けである。

胸分くは、胸分くである。

胸分けは、胸分けである。

牟尼は、牟尼である。

文尼は、文尼である。

無二は、無二である。

ムニエルは、ムニエルである。

無二念打払令は、無二念打払令である。

無二無三は、無二無三である。

むにゃむにゃは、むにゃむにゃである。

無尿は、無尿である。

無人声は、無人声である。

無任所大臣は、無任所大臣である。

無人別は、無人別である。

宗は、宗である。

旨は、旨である。

棟上げは、棟上げである。

棟打ちは、棟打ちである。

棟飾りは、棟飾りである。

胸勝ちは、胸勝ちである。

刀背角は、刀背角である。

胸気は、胸気である。

宗清は、宗清である。

胸株は、胸株である。

胸三寸は、胸三寸である。

宗尊親王は、宗尊親王である。

胸叩きは、胸叩きである。



宗近は、宗近である。

無熱池は、無熱池である。

棟続きは、棟続きである。

無熱悩池は、無熱悩池である。

宗とは、宗とである。

宗良親王は、宗良親王である。

胸走りは、胸走りである。

胸走り火は、胸走り火である。

胸幅は、胸幅である。

棟梁之臣は、棟梁之臣である。

棟別銭は、棟別銭である。

棟区は、棟区である。

棟祭は、棟祭である。

胸回りは、胸回りである。

宗宗しは、宗宗しである。

胸安めは、胸安めである。

棟割長屋は、棟割長屋である。

無念は、無念である。

無念がるは、無念がるである。

無念泣きは、無念泣きである。

無念腹は、無念腹である。

無念無想は、無念無想である。

無念流は、無念流である。

無能は、無能である。

無脳児は、無脳児である。

無農薬栽培は、無農薬栽培である。

無能力は、無能力である。

無能力者は、無能力者である。

無派は、無派である。

姥は、姥である。

無配は、無配である。

無媒は、無媒である。

無媒介は、無媒介である。

無配当は、無配当である。

奪ふは、奪ふである。

むばたまは、むばたまである。

むばたまのは、むばたまのである。

無罰的は、無罰的である。

ムババネは、ムババネである。

茨は、茨である。

荊は、荊である。

ムバラクは、ムバラクである。

無飯は、無飯である。

無反動砲は、無反動砲である。

ムハンマドは、ムハンマドである。

ムハンマドアリーは、ムハンマドアリーである。



無比は、無比である。

夢寐は、夢寐である。

無筆は、無筆である。

無謬は、無謬である。

霧氷は、霧氷である。

無病は、無病である。

無表情は、無表情である。

無病息災は、無病息災である。

無尾類は、無尾類である。

無封は、無封である。

無風は、無風である。

無風地帯は、無風地帯である。

無服の殤は、無服の殤である。

無仏世界は、無仏世界である。

無分暁は、無分暁である。

無分別は、無分別である。

無分別智は、無分別智である。

郁子は、郁子である。

野木瓜は、野木瓜である。

宜は、宜である。

宜宜しは、宜宜しである。

無辺は、無辺である。

無偏は、無偏である。

謀反は、謀反である。

無辺光は、無辺光である。

無辺際は、無辺際である。

無辺世界は、無辺世界である。

無辺法界は、無辺法界である。

無辺流は、無辺流である。

無法は、無法である。

無帽は、無帽である。

無謀は、無謀である。

無防守都市は、無防守都市である。

無縫塔は、無縫塔である。

無防備は、無防備である。

無法者は、無法者である。

無法破りは、無法破りである。

無品は、無品である。

謀叛は、謀叛である。

謀叛気は、謀叛気である。

謀叛人は、謀叛人である。

今は、今である。

夢魔は、夢魔である。

馬飼は、馬飼である。

馬副は、馬副である。

美しは、美しである。



厩は、厩である。

駅は、駅である。

生るは、生るである。

無味は、無味である。

無味乾燥は、無味乾燥である。

無名は、無名である。

無明は、無明である。

無名異は、無名異である。

無名異焼は、無名異焼である。

無名円は、無名円である。

無名抄は、無名抄である。

無明世界は、無明世界である。

無名草子は、無名草子である。

無明長夜は、無明長夜である。

無明の酒は、無明の酒である。

無明の眠りは、無明の眠りである。

無明の闇は、無明の闇である。

無明闇には、無明闇にである。

むむは、むむである。

むむきは、むむきである。

無矛盾性は、無矛盾性である。

梅は、梅である。

無目は、無目である。

無銘は、無銘である。

無名契約は、無名契約である。

無名骨は、無名骨である。

無名氏は、無名氏である。

無名指は、無名指である。

無名数は、無名数である。

無目鴨居は、無目鴨居である。

無免許は、無免許である。

無面目は、無面目である。

無毛症は、無毛症である。

埋るは、埋るである。

無文は、無文である。

無紋は、無紋である。

無門関は、無門関である。

無文冠は、無文冠である。

無文太刀は、無文太刀である。

母屋は、母屋である。

喪屋は、喪屋である。

舫は、舫である。

纜は、纜である。

舫船は、舫船である。

纜船は、纜船である。

舫ふは、舫ふである。



纜ふは、纜ふである。

無役は、無役である。

無益しは、無益しである。

無山は、無山である。

無闇は、無闇である。

無闇矢鱈は、無闇矢鱈である。

むやむやは、むやむやである。

夢遊病は、夢遊病である。

無余は、無余である。

無用は、無用である。

無要は、無要である。

無影は、無影である。

無羊膜類は、無羊膜類である。

無葉蘭は、無葉蘭である。

無欲は、無欲である。

無慾は、無慾である。

無翼鳥は、無翼鳥である。

無余涅槃は、無余涅槃である。

匹は、匹である。

疋は、疋である。

端は、端である。

村は、村である。

群は、群である。

叢は、叢である。

簇は、簇である。

村預けは、村預けである。

ムラートは、ムラートである。

ムラービトは、ムラービトである。

村井は、村井である。

無礼は、無礼である。

無頼は、無頼である。

村井弦斎は、村井弦斎である。

無礼講は、無礼講である。

村井長庵は、村井長庵である。

ムラヴィヨフは、ムラヴィヨフである。

村請は、村請である。

村請新田は、村請新田である。

村岡は、村岡である。

村岡典嗣は、村岡典嗣である。

村岡局は、村岡局である。

村掟は、村掟である。

村送りは、村送りである。

村起しは、村起しである。

村長は、村長である。

村替えは、村替えである。

村鑑は、村鑑である。



村垣は、村垣である。

村垣範正は、村垣範正である。

群がすは、群がすである。

群霞は、群霞である。

村方は、村方である。

村方三役は、村方三役である。

村方騒動は、村方騒動である。

村上は、村上である。

村上華岳は、村上華岳である。

村上鬼城は、村上鬼城である。

村上源氏は、村上源氏である。

村上水軍は、村上水軍である。

村上専精は、村上専精である。

村上天皇は、村上天皇である。

村上浪六は、村上浪六である。

村上英俊は、村上英俊である。

村上平は、村上平である。

村上義光は、村上義光である。

群烏は、群烏である。

群鴉は、群鴉である。

群がりは、群がりである。

叢がりは、叢がりである。

簇がりは、簇がりである。

群がるは、群がるである。

叢がるは、叢がるである。

簇がるは、簇がるである。

斑気は、斑気である。

斑消えは、斑消えである。

叢菊は、叢菊である。

匹絹は、匹絹である。

邑君は、邑君である。

村君は、村君である。

漁父は、漁父である。

村極は、村極である。

群肝のは、群肝のである。

斑消ゆは、斑消ゆである。

村切は、村切である。

村限は、村限である。

斑霧は、斑霧である。

叢草は、叢草である。

叢雲は、叢雲である。

村雲御所は、村雲御所である。

叢雲剣は、叢雲剣である。

斑濃は、斑濃である。

叢濃は、叢濃である。

村濃は、村濃である。



村香奠は、村香奠である。

斑声は、斑声である。

群声は、群声である。

斑濃の縅は、斑濃の縅である。

紫は、紫である。

紫貽貝は、紫貽貝である。

紫海胆は、紫海胆である。

紫馬肥は、紫馬肥である。

紫衛門は、紫衛門である。

紫縅は、紫縅である。

紫万年青は、紫万年青である。

紫貝は、紫貝である。

紫酢漿草は、紫酢漿草である。

紫狩は、紫狩である。

紫革は、紫革である。

紫華鬘は、紫華鬘である。

紫格子は、紫格子である。

紫腰は、紫腰である。

紫式部は、紫式部である。

紫式部日記は、紫式部日記である。

紫式部日記絵巻は、紫式部日記絵巻である。

紫湿地は、紫湿地である。

紫水晶は、紫水晶である。

紫裾濃は、紫裾濃である。

紫摺は、紫摺である。

紫草は、紫草である。

紫立つは、紫立つである。

紫足袋は、紫足袋である。

紫露草は、紫露草である。

紫匂は、紫匂である。

紫野は、紫野である。

紫のは、紫のである。

紫の上は、紫の上である。

紫の薄様は、紫の薄様である。

紫の雲は、紫の雲である。

紫の雲路は、紫の雲路である。

紫の袖は、紫の袖である。

紫の塵は、紫の塵である。

紫の庭は、紫の庭である。

紫の一本は、紫の一本である。

紫の星は、紫の星である。

紫の宮は、紫の宮である。

紫の縁は、紫の縁である。

紫海苔は、紫海苔である。

紫菜は、紫菜である。

紫丁香花は、紫丁香花である。



紫帽子は、紫帽子である。

紫埃黴は、紫埃黴である。

紫屋は、紫屋である。

村定は、村定である。

村里は、村里である。

叢雨は、叢雨である。

村雨は、村雨である。

連は、連である。

叢時雨は、叢時雨である。

村時雨は、村時雨である。

村重籐は、村重籐である。

叢柴は、叢柴である。

村芝居は、村芝居である。

蒸らすは、蒸らすである。

叢薄は、叢薄である。

群雀は、群雀である。

村相撲は、村相撲である。

斑摺りは、斑摺りである。

村瀬は、村瀬である。

村瀬栲亭は、村瀬栲亭である。

村田は、村田である。

村高は、村高である。

村田清風は、村田清風である。

叢竹は、叢竹である。

群竹は、群竹である。

村田銃は、村田銃である。

村田珠光は、村田珠光である。

村田新八は、村田新八である。

群田鶴は、群田鶴である。

村田整みんは、村田整みんである。

叢立ちは、叢立ちである。

群立ちは、群立ちである。

叢立つは、叢立つである。

群立つは、群立つである。

村田春海は、村田春海である。

村田反応は、村田反応である。

群玉のは、群玉のである。

群千鳥は、群千鳥である。

村繋は、村繋である。

斑付きは、斑付きである。

腎は、腎である。

村戸は、村戸である。

群戸は、群戸である。

群友は、群友である。

群鳥は、群鳥である。

群鳥のは、群鳥のである。



群苗は、群苗である。

村流しは、村流しである。

村入用は、村入用である。

村人足は、村人足である。

群寝は、群寝である。

村生えは、村生えである。

村墓は、村墓である。

村外れは、村外れである。

村八分は、村八分である。

村払は、村払である。

村人は、村人である。

村正は、村正である。

叢松は、叢松である。

村祭は、村祭である。

むらむらは、むらむらである。

叢叢は、叢叢である。

群群は、群群である。

斑斑しは、斑斑しである。

村明細帳は、村明細帳である。

群めかすは、群めかすである。

村屋は、村屋である。

村役は、村役である。

村役人は、村役人である。

村役場は、村役場である。

村山は、村山である。

群山は、群山である。

村山大島は、村山大島である。

村山槐多は、村山槐多である。

村山絣は、村山絣である。

村山左近は、村山左近である。

村山知義は、村山知義である。

村山竜平は、村山竜平である。

無理は、無理である。

夢裏は、夢裏である。

夢裡は、夢裡である。

ムリーリョは、ムリーリョである。

無理圧状は、無理圧状である。

無理押しは、無理押しである。

無理解は、無理解である。

無理からぬは、無理からぬである。

無理関数は、無理関数である。

無力は、無力である。

無理酒は、無理酒である。

無理算段は、無理算段である。

無利子は、無利子である。

無理強いは、無理強いである。



無理式は、無理式である。

無理心中は、無理心中である。

無理数は、無理数である。

無理筋は、無理筋である。

無利息は、無利息である。

無理頼みは、無理頼みである。

ムリダンガムは、ムリダンガムである。

無理難題は、無理難題である。

無理方程式は、無理方程式である。

無理無体は、無理無体である。

むりむりは、むりむりである。

無理遣りは、無理遣りである。

無理矢理は、無理矢理である。

無慮は、無慮である。

六糸緞は、六糸緞である。

無料は、無料である。

無聊は、無聊である。

無量は、無量である。

無量義経は、無量義経である。

無量光は、無量光である。

無量光仏は、無量光仏である。

無量寿は、無量寿である。

無量寿院は、無量寿院である。

無量寿経は、無量寿経である。

無量寿仏は、無量寿仏である。

無量大数は、無量大数である。

無量無辺は、無量無辺である。

無力感は、無力感である。

無力性体質は、無力性体質である。

むりりは、むりりである。

無輪犂は、無輪犂である。

群るは、群るである。

無類は、無類である。

ムル石は、ムル石である。

ムルナウは、ムルナウである。

ムルマンスクは、ムルマンスクである。

山は、山である。

群れは、群れである。

群れ居るは、群れ居るである。

群れ立つは、群れ立つである。

群れ行くは、群れ行くである。

群れらかは、群れらかである。

群れるは、群れるである。

蒸れるは、蒸れるである。

室は、室である。

榁は、榁である。



杜松は、杜松である。

無漏は、無漏である。

室鰺は、室鰺である。

室生は、室生である。

室生犀星は、室生犀星である。

室生寺は、室生寺である。

室君は、室君である。

室鳩巣は、室鳩巣である。

無禄は、無禄である。

室咲きは、室咲きである。

無漏路は、無漏路である。

無漏智は、無漏智である。

室津は、室津である。

室積は、室積である。

館は、館である。

室戸は、室戸である。

室堂は、室堂である。

室床は、室床である。

室戸岬は、室戸岬である。

室戸台風は、室戸台風である。

室主は、室主である。

室の木は、室の木である。

室の泊は、室の泊である。

室の早咲きは、室の早咲きである。

室の八島は、室の八島である。

無漏法は、無漏法である。

室寿ぎは、室寿ぎである。

室町は、室町である。

室町時代は、室町時代である。

室町時代文学は、室町時代文学である。

室町殿は、室町殿である。

室町幕府は、室町幕府である。

室屋は、室屋である。

室山味噌は、室山味噌である。

室蘭は、室蘭である。

室蘭工業大学は、室蘭工業大学である。

室蘭本線は、室蘭本線である。

無論は、無論である。

ムワッヒドは、ムワッヒドである。

ムンクは、ムンクである。

むんずとは、むんずとである。

ムンダー諸語は、ムンダー諸語である。

ムンバイは、ムンバイである。

ムンプスは、ムンプスである。

むんむんは、むんむんである。

めは、めである。



芽は、芽である。

雌は、雌である。

牝は、牝である。

女は、女である。

海布は、海布である。

奴は、奴である。

目垢は、目垢である。

目明しは、目明しである。

目明きは、目明きである。

目明けは、目明けである。

雌麻は、雌麻である。

目新しいは、目新しいである。

目当ては、目当てである。

メアリは、メアリである。

メアリスチュアートは、メアリスチュアートである。

妻わすは、妻わすである。

妻わせるは、妻わせるである。

姪は、姪である。

迷は、迷である。

茗は、茗である。

盟は、盟である。

銘は、銘である。

鳴は、鳴である。

名案は、名案である。

明暗は、明暗である。

冥暗は、冥暗である。

明暗順応は、明暗順応である。

明暗灯は、明暗灯である。

名医は、名医である。

名彙は、名彙である。

明夷待訪録は、明夷待訪録である。

銘打つは、銘打つである。

命運は、命運である。

メイエは、メイエである。

メイエルホリドは、メイエルホリドである。

名園は、名園である。

名苑は、名苑である。

名演は、名演である。

茗園は、茗園である。

茗えんは、茗えんである。

名王は、名王である。

明応は、明応である。

冥王星は、冥王星である。

名花は、名花である。

名家は、名家である。

名菓は、名菓である。



名歌は、名歌である。

銘菓は、銘菓である。

名画は、名画である。

螟蛾は、螟蛾である。

明快は、明快である。

明解は、明解である。

迷界は、迷界である。

溟海は、溟海である。

明確は、明確である。

名花十二客は、名花十二客である。

名花十友は、名花十友である。

銘柄は、銘柄である。

銘柄売買は、銘柄売買である。

銘柄米は、銘柄米である。

名鑑は、名鑑である。

明鑑は、明鑑である。

銘肝は、銘肝である。

鳴管は、鳴管である。

名器は、名器である。

明記は、明記である。

明器は、明器である。

冥鬼は、冥鬼である。

銘記は、銘記である。

銘旗は、銘旗である。

名妓は、名妓である。

名義は、名義である。

名義人は、名義人である。

命宮は、命宮である。

迷宮は、迷宮である。

盟休は、盟休である。

迷宮入りは、迷宮入りである。

明渠は、明渠である。

名教は、名教である。

冥境は、冥境である。

明鏡止水は、明鏡止水である。

名曲は、名曲である。

名局は、名局である。

名玉は、名玉である。

鳴禽は、鳴禽である。

名吟は、名吟である。

鳴禽類は、鳴禽類である。

名句は、名句である。

女軍は、女軍である。

名君は、名君である。

明君は、明君である。

茗渓は、茗渓である。



盟兄は、盟兄である。

明決は、明決である。

名月は、名月である。

明月は、明月である。

明月記は、明月記である。

名犬は、名犬である。

名剣は、名剣である。

名言は、名言である。

明言は、明言である。

鳴弦は、鳴弦である。

姪御は、姪御である。

命期は、命期である。

迷悟は、迷悟である。

謎語は、謎語である。

名工は、名工である。

明皇は、明皇である。

名香合は、名香合である。

明衡往来は、明衡往来である。

明皇幸蜀は、明皇幸蜀である。

明皇酔帰は、明皇酔帰である。

謎語画題は、謎語画題である。

明骨は、明骨である。

命根は、命根である。

迷魂は、迷魂である。

冥婚は、冥婚である。

名コンビは、名コンビである。

瞑座は、瞑座である。

瞑坐は、瞑坐である。

明細は、明細である。

迷彩は、迷彩である。

明細書は、明細書である。

名作は、名作である。

名作物は、名作物である。

名刹は、名刹である。

明察は、明察である。

名産は、名産である。

名山は、名山である。

名士は、名士である。

名刺は、名刺である。

名詞は、名詞である。

明視は、明視である。

名辞は、名辞である。

明示は、明示である。

明治は、明治である。

明治維新は、明治維新である。

名刺入れは、名刺入れである。



名刺受けは、名刺受けである。

明治学院大学は、明治学院大学である。

明視距離は、明視距離である。

名詞句は、名詞句である。

明治憲法は、明治憲法である。

明治三十七八年戦役は、明治三十七八年戦役である。

明治十四年の政変は、明治十四年の政変である。

明治女学校は、明治女学校である。

明治神宮は、明治神宮である。

明治神宮外苑は、明治神宮外苑である。

名詞節は、名詞節である。

明治節は、明治節である。

明治大学は、明治大学である。

名実は、名実である。

明治天皇は、明治天皇である。

明治農法は、明治農法である。

明治の森は、明治の森である。

名刺判は、名刺判である。

明治美術会は、明治美術会である。

名詞法は、名詞法である。

明治村は、明治村である。

目医者は、目医者である。

眼医者は、眼医者である。

鳴謝は、鳴謝である。

梅山豚は、梅山豚である。

名手は、名手である。

名酒は、名酒である。

明主は、明主である。

明珠は、明珠である。

盟主は、盟主である。

銘酒は、銘酒である。

名儒は、名儒である。

迷執は、迷執である。

銘酒屋は、銘酒屋である。

明順応は、明順応である。

名所は、名所である。

名所案内は、名所案内である。

名匠は、名匠である。

名相は、名相である。

名将は、名将である。

名称は、名称である。

名勝は、名勝である。

明証は、明証である。

名状は、名状である。

名城は、名城である。

明浄は、明浄である。



迷情は、迷情である。

明治用水は、明治用水である。

明正天皇は、明正天皇である。

明色は、明色である。

瞑色は、瞑色である。

名所香は、名所香である。

名所図会は、名所図会である。

名所尽しは、名所尽しである。

命じるは、命じるである。

銘じるは、銘じるである。

名臣は、名臣である。

迷信は、迷信である。

迷津は、迷津である。

名人は、名人である。

迷信家は、迷信家である。

名人芸は、名人芸である。

名臣言行録は、名臣言行録である。

名神高速道路は、名神高速道路である。

迷津慈航は、迷津慈航である。

名人肌は、名人肌である。

迷信犯は、迷信犯である。

銘すは、銘すである。

名水は、名水である。

名数は、名数である。

命数は、命数である。

命数法は、命数法である。

メイストームは、メイストームである。

瞑するは、瞑するである。

命ずるは、命ずるである。

銘ずるは、銘ずるである。

名声は、名声である。

明晰は、明晰である。

名節は、名節である。

名説は、名説である。

名川は、名川である。

銘仙は、銘仙である。

鳴箭は、鳴箭である。

名草は、名草である。

名僧は、名僧である。

明窓は、明窓である。

迷走は、迷走である。

迷想は、迷想である。

瞑想は、瞑想である。

冥想は、冥想である。

瞑捜は、瞑捜である。

冥捜は、冥捜である。



明窓浄几は、明窓浄几である。

迷走神経は、迷走神経である。

迷走台風は、迷走台風である。

名族は、名族である。

目板は、目板である。

命題は、命題である。

命題論理は、命題論理である。

目板鰈は、目板鰈である。

明達は、明達である。

明断は、明断である。

名地は、名地である。

明知は、明知である。

明智は、明智である。

銘茶は、銘茶である。

命中は、命中である。

螟虫は、螟虫である。

名著は、名著である。

明徴は、明徴である。

明暢は、明暢である。

明鬯は、明鬯である。

明澄は、明澄である。

迷鳥は、迷鳥である。

迷蝶は、迷蝶である。

名調子は、名調子である。

目一杯は、目一杯である。

明帝は、明帝である。

酩酊は、酩酊である。

鳴鏑は、鳴鏑である。

明哲は、明哲である。

明徹は、明徹である。

明てつは、明てつである。

名鉄電車は、名鉄電車である。

名店は、名店である。

名店街は、名店街である。

明天子は、明天子である。

明度は、明度である。

冥土は、冥土である。

冥途は、冥途である。

名刀は、名刀である。

名湯は、名湯である。

名答は、名答である。

明刀は、明刀である。

明答は、明答である。

銘刀は、銘刀である。

明堂は、明堂である。

明道は、明道である。



鳴動は、鳴動である。

名徳は、名徳である。

明徳は、明徳である。

明徳記は、明徳記である。

明徳の乱は、明徳の乱である。

冥途の飛脚は、冥途の飛脚である。

冥土の土産は、冥土の土産である。

命日は、命日である。

明認は、明認である。

鳴嚢は、鳴嚢である。

名馬は、名馬である。

明白は、明白である。

名盤は、名盤である。

明反応は、明反応である。

明媚は、明媚である。

名筆は、名筆である。

迷謬は、迷謬である。

名品は、名品である。

明敏は、明敏である。

冥府は、冥府である。

明部は、明部である。

名物は、名物である。

名物男は、名物男である。

名物記は、名物記である。

名物切は、名物切である。

名物裂は、名物裂である。

メイフラワーは、メイフラワーである。

名分は、名分である。

名文は、名文である。

明文は、明文である。

銘文は、銘文である。

明文化は、明文化である。

明弁は、明弁である。

明辨は、明辨である。

明辯は、明辯である。

名方は、名方である。

名宝は、名宝である。

名峰は、名峰である。

明鮑は、明鮑である。

盟邦は、盟邦である。

名望は、名望である。

明眸は、明眸である。

明眸皓歯は、明眸皓歯である。

名木は、名木である。

面目は、面目である。

銘木は、銘木である。



伽羅先代萩は、伽羅先代萩である。

命脈は、命脈である。

迷夢は、迷夢である。

迷霧は、迷霧である。

命名は、命名である。

明命は、明命である。

明明は、明明である。

銘銘は、銘銘である。

銘銘買いは、銘銘買いである。

銘銘書は、銘銘書である。

銘銘皿は、銘銘皿である。

銘銘膳は、銘銘膳である。

銘銘伝は、銘銘伝である。

明明白白は、明明白白である。

銘銘払いは、銘銘払いである。

銘銘盆は、銘銘盆である。

明滅は、明滅である。

迷妄は、迷妄である。

溟濛は、溟濛である。

瞑目は、瞑目である。

名目貨幣は、名目貨幣である。

名目資本は、名目資本である。

名目賃金は、名目賃金である。

名目的は、名目的である。

名目的定義は、名目的定義である。

名目論は、名目論である。

名門は、名門である。

名訳は、名訳である。

名薬は、名薬である。

盟約は、盟約である。

明喩は、明喩である。

名優は、名優である。

盟友は、盟友である。

名誉は、名誉である。

名誉革命は、名誉革命である。

名誉毀損罪は、名誉毀損罪である。

名誉教授は、名誉教授である。

名誉刑は、名誉刑である。

名誉市民は、名誉市民である。

名誉職は、名誉職である。

名誉心は、名誉心である。

名誉領事は、名誉領事である。

メイラーは、メイラーである。

梅蘭芳は、梅蘭芳である。

名流は、名流である。

明亮は、明亮である。



明瞭は、明瞭である。

明倫館は、明倫館である。

明倫堂は、明倫堂である。

滅入るは、滅入るである。

命令は、命令である。

螟蛉は、螟蛉である。

命令形は、命令形である。

命令航路は、命令航路である。

命令文は、命令文である。

命令法は、命令法である。

明暦は、明暦である。

明暦の大火は、明暦の大火である。

明歴歴は、明歴歴である。

目色は、目色である。

迷路は、迷路である。

迷盧は、迷盧である。

冥路は、冥路である。

明朗は、明朗である。

命禄は、命禄である。

明六雑誌は、明六雑誌である。

名論は、名論である。

明和は、明和である。

迷惑は、迷惑である。

迷惑千万は、迷惑千万である。

明和事件は、明和事件である。

メインは、メインである。

目上は、目上である。

牝牛は、牝牛である。

雌牛は、雌牛である。

雌臼は、雌臼である。

目打は、目打である。

目移しは、目移しである。

目移りは、目移りである。

牝馬は、牝馬である。

雌馬は、雌馬である。

メーカーは、メーカーである。

メーカー品は、メーカー品である。

メーキャップは、メーキャップである。

メークは、メークである。

メークアップは、メークアップである。

メークインは、メークインである。

メーザーは、メーザーである。

メーソンは、メーソンである。

メーターは、メーターである。

メータクは、メータクである。

メーデーは、メーデーである。



メーデー事件は、メーデー事件である。

メーテルリンクは、メーテルリンクである。

メートは、メートである。

メードは、メードである。

メードインジャパンは、メードインジャパンである。

メートルは、メートルである。

メートル原器は、メートル原器である。

メートル尺は、メートル尺である。

メートル条約は、メートル条約である。

メートル制は、メートル制である。

メートル噸は、メートル噸である。

メートル螺子は、メートル螺子である。

メートル波は、メートル波である。

メートル法は、メートル法である。

メーヌドビランは、メーヌドビランである。

メービウスの帯は、メービウスの帯である。

没法子は、没法子である。

メーフラワーは、メーフラワーである。

メープルは、メープルである。

メープルシロップは、メープルシロップである。

メーメルは、メーメルである。

メーリケは、メーリケである。

メーリングは、メーリングである。

メールは、メールである。

メールオーダーは、メールオーダーである。

メールシュートは、メールシュートである。

メーンは、メーンである。

メーンアンプは、メーンアンプである。

メーンイベントは、メーンイベントである。

メーンシャフトは、メーンシャフトである。

メーンスタンドは、メーンスタンドである。

メーンストリートは、メーンストリートである。

メーンタイトルは、メーンタイトルである。

メーンディッシュは、メーンディッシュである。

メーンテーブルは、メーンテーブルである。

メーンバンクは、メーンバンクである。

メーンポールは、メーンポールである。

メーンマストは、メーンマストである。

メーンメモリーは、メーンメモリーである。

女男は、女男である。

女男挿は、女男挿である。

夫婦合は、夫婦合である。

夫婦岩は、夫婦岩である。

夫婦茶碗は、夫婦茶碗である。

夫婦塚は、夫婦塚である。

夫婦連れは、夫婦連れである。



夫婦仲は、夫婦仲である。

夫婦雛は、夫婦雛である。

夫婦星は、夫婦星である。

女夫髷は、女夫髷である。

夫婦髷は、夫婦髷である。

夫婦松は、夫婦松である。

夫婦窓は、夫婦窓である。

夫婦別れは、夫婦別れである。

目鬼は、目鬼である。

目覚えは、目覚えである。

女親は、女親である。

牝鹿は、牝鹿である。

メカは、メカである。

め荷は、め荷である。

メガは、メガである。

目界は、目界である。

めかい顔は、めかい顔である。

目替は、目替である。

目顔は、目顔である。

芽掻きは、芽掻きである。

女餓鬼は、女餓鬼である。

目隠しは、目隠しである。

目隠し葺きは、目隠し葺きである。

妾は、妾である。

妾狂いは、妾狂いである。

妾腹は、妾腹である。

妾奉公は、妾奉公である。

目掛けるは、目掛けるである。

目籠は、目籠である。

めかこうは、めかこうである。

目瘡は、目瘡である。

粧しは、粧しである。

めかしいは、めかしいである。

眼梶木は、眼梶木である。

眼旗魚は、眼旗魚である。

目賢しは、目賢しである。

粧し込むは、粧し込むである。

粧し屋は、粧し屋である。

目糟は、目糟である。

めかすは、めかすである。

目鬘は、目鬘である。

目方は、目方である。

雌型は、雌型である。

女敵は、女敵である。

妻敵は、妻敵である。

女敵討は、女敵討である。



目かちは、目かちである。

目勝は、目勝である。

女桂は、女桂である。

目角は、目角である。

メカトロニクスは、メカトロニクスである。

メガトンは、メガトンである。

メカニカルは、メカニカルである。

メカニズムは、メカニズムである。

メカニックは、メカニックである。

妻がねは、妻がねである。

眼鏡は、眼鏡である。

眼鏡絵は、眼鏡絵である。

眼鏡越しは、眼鏡越しである。

眼鏡猿は、眼鏡猿である。

眼鏡違いは、眼鏡違いである。

眼鏡橋は、眼鏡橋である。

眼鏡蛇は、眼鏡蛇である。

メガバイトは、メガバイトである。

和布蕪は、和布蕪である。

メガフォンは、メガフォンである。

メガヘルツは、メガヘルツである。

メガホンは、メガホンである。

メガマウスは、メガマウスである。

女神は、女神である。

メガラ学派は、メガラ学派である。

めかりは、めかりである。

和布刈は、和布刈である。

藻刈は、藻刈である。

睇つは、睇つである。

目借時は、目借時である。

和布刈の神事は、和布刈の神事である。

海藻刈舟は、海藻刈舟である。

目離るは、目離るである。

雌刈萱は、雌刈萱である。

銘苅子は、銘苅子である。

目離れは、目離れである。

メガロパは、メガロパである。

メガロポリスは、メガロポリスである。

牝瓦は、牝瓦である。

女瓦は、女瓦である。

女木は、女木である。

雌木は、雌木である。

目木は、目木である。

小蘗は、小蘗である。

目利きは、目利きである。

目利き立ては、目利き立てである。



目利き違いは、目利き違いである。

メキシコは、メキシコである。

メキシコ革命は、メキシコ革命である。

メキシコ銀は、メキシコ銀である。

メキシコドルは、メキシコドルである。

メキシコ湾は、メキシコ湾である。

メキシコ湾流は、メキシコ湾流である。

めきしゃきは、めきしゃきである。

牝狐は、牝狐である。

女君は、女君である。

妻君は、妻君である。

めきめきは、めきめきである。

芽キャベツは、芽キャベツである。

目切れは、目切れである。

めくは、めくである。

めぐは、めぐである。

メグオームは、メグオームである。

目釘は、目釘である。

目釘竹は、目釘竹である。

目腐り金は、目腐り金である。

目腐れは、目腐れである。

目腐れ金は、目腐れ金である。

愛しは、愛しである。

めくじらは、めくじらである。

目薬師は、目薬師である。

目薬は、目薬である。

眼薬は、眼薬である。

眼薬の木は、眼薬の木である。

目癖は、目癖である。

目糞は、目糞である。

目口は、目口である。

目口乾きは、目口乾きである。

めくばせは、めくばせである。

目配りは、目配りである。

目凹は、目凹である。

目隈は、目隈である。

恵まれるは、恵まれるである。

恵みは、恵みである。

め組は、め組である。

め組の喧嘩は、め組の喧嘩である。

恵むは、恵むである。

恤むは、恤むである。

芽ぐむは、芽ぐむである。

萌むは、萌むである。

盲は、盲である。

瞽は、瞽である。



回らふは、回らふである。

盲打ちは、盲打ちである。

盲撃ちは、盲撃ちである。

盲鰻は、盲鰻である。

回らかすは、回らかすである。

盲壁は、盲壁である。

盲蜘蛛は、盲蜘蛛である。

盲御前は、盲御前である。

盲暦は、盲暦である。

盲探しは、盲探しである。

盲地は、盲地である。

回文は、回文である。

盲縞は、盲縞である。

盲将棋は、盲将棋である。

回らすは、回らすである。

廻らすは、廻らすである。

巡らすは、巡らすである。

盲僧は、盲僧である。

盲長屋は、盲長屋である。

盲長屋梅加賀鳶は、盲長屋梅加賀鳶である。

盲判は、盲判である。

盲船は、盲船である。

目比べは、目比べである。

盲蛇は、盲蛇である。

盲法師は、盲法師である。

目眩ましは、目眩ましである。

盲窓は、盲窓である。

眩むは、眩むである。

盲滅法は、盲滅法である。

めぐりは、めぐりである。

巡りは、巡りである。

巡り合いは、巡り合いである。

巡り合うは、巡り合うである。

巡り合せは、巡り合せである。

巡神は、巡神である。

捲りカルタは、捲りカルタである。

捲り札は、捲り札である。

曲水の豊明は、曲水の豊明である。

巡るは、巡るである。

目眩くは、目眩くである。

目黒は、目黒である。

目黒行人坂の火事は、目黒行人坂の火事である。

目黒の秋刀魚は、目黒の秋刀魚である。

めくわすは、めくわすである。

めくわせは、めくわせである。

めげは、めげである。



めげるは、めげるである。

女子は、女子である。

妻子は、妻子である。

めごいは、めごいである。

雌鯒は、雌鯒である。

目言は、目言である。

目粉は、目粉である。

目溢しは、目溢しである。

目溢れは、目溢れである。

メコンは、メコンである。

メサは、メサである。

メサイアは、メサイアである。

目前は、目前である。

目先は、目先である。

黥くは、黥くである。

召上ぐは、召上ぐである。

目刺しは、目刺しである。

目差しは、目差しである。

目指しは、目指しである。

芽挿しは、芽挿しである。

目刺籠は、目刺籠である。

目差すは、目差すである。

目指すは、目指すである。

芽差すは、芽差すである。

目敏は、目敏である。

目敏いは、目敏いである。

目聡いは、目聡いである。

メサビは、メサビである。

目覚しは、目覚しである。

目覚しいは、目覚しいである。

目覚しがるは、目覚しがるである。

めさまし草は、めさまし草である。

目不酔草は、目不酔草である。

目覚し草は、目覚し草である。

めさまし新聞は、めさまし新聞である。

目覚し時計は、目覚し時計である。

目覚すは、目覚すである。

目覚めは、目覚めである。

目覚めるは、目覚めるである。

目醒めるは、目醒めるである。

召さるは、召さるである。

目笊は、目笊である。

召されるは、召されるである。

目障りは、目障りである。

召しは、召しである。

徴は、徴である。



めじは、めじである。

目地は、目地である。

目路は、目路である。

メシアは、メシアである。

召上り物は、召上り物である。

召し上がるは、召し上がるである。

召し上げるは、召し上げるである。

召し合すは、召し合すである。

召合せは、召合せである。

メシアンは、メシアンである。

メジアンは、メジアンである。

召し出づは、召し出づである。

召し出すは、召し出すである。

召し入れるは、召し入れるである。

召歌は、召歌である。

囚人は、囚人である。

召人は、召人である。

召馬は、召馬である。

メシエは、メシエである。

メシェッドは、メシェッドである。

召仰せは、召仰せである。

召し置くは、召し置くである。

召下ろしは、召下ろしである。

めじかは、めじかである。

召替えは、召替えである。

召し返すは、召し返すである。

召し替えるは、召し替えるである。

召し抱えるは、召し抱えるである。

飯釜は、飯釜である。

召具は、召具である。

召し具すは、召し具すである。

召声は、召声である。

召し籠むは、召し籠むである。

召籠めは、召籠めである。

飯行李は、飯行李である。

飯時分は、飯時分である。

飯杓子は、飯杓子である。

召状は、召状である。

目下は、目下である。

雌羊歯は、雌羊歯である。

飯代は、飯代である。

飯炊きは、飯炊きである。

飯炊き釜は、飯炊き釜である。

飯茶碗は、飯茶碗である。

メシチリン耐性葡萄球菌は、メシチリン耐性葡萄球菌である。

召使は、召使である。



召し使うは、召し使うである。

飯つぎは、飯つぎである。

召次は、召次である。

召継は、召継である。

召次所は、召次所である。

召し集ふは、召し集ふである。

飯粒は、飯粒である。

召し連れるは、召し連れるである。

飯時は、飯時である。

召し取るは、召し取るである。

召し捕るは、召し捕るである。

召名は、召名である。

眼仁奈は、眼仁奈である。

メジナは、メジナである。

飯鍋は、飯鍋である。

飯の種は、飯の種である。

女芝は、女芝である。

飯鉢は、飯鉢である。

召し放すは、召し放すである。

召し放つは、召し放つである。

飯櫃は、飯櫃である。

召符は、召符である。

召文は、召文である。

雌蕊は、雌蕊である。

飯前は、飯前である。

飯前仕事は、飯前仕事である。

めじ鮪は、めじ鮪である。

召し物は、召し物である。

飯貰いは、飯貰いである。

飯盛りは、飯盛りである。

飯屋は、飯屋である。

メジャーは、メジャーである。

メジャーカップは、メジャーカップである。

妻ぢゃ者は、妻ぢゃ者である。

目性は、目性である。

召し寄せるは、召し寄せるである。

召し料は、召し料である。

目汁は、目汁である。

目標は、目標である。

目印は、目印である。

目代は、目代である。

眼代は、眼代である。

目白は、目白である。

目白押しは、目白押しである。

目白鮫は、目白鮫である。

目白酸漿は、目白酸漿である。



飯椀は、飯椀である。

メスは、メスである。

召すは、召すである。

看すは、看すである。

馬頭は、馬頭である。

愛づは、愛づである。

目水晶は、目水晶である。

メスカリンは、メスカリンである。

目好きは、目好きである。

愛づ子は、愛づ子である。

メスシリンダーは、メスシリンダーである。

メスティーソは、メスティーソである。

メスバウアー効果は、メスバウアー効果である。

珍は、珍である。

珍かは、珍かである。

珍しいは、珍しいである。

珍しがるは、珍しがるである。

珍し人は、珍し人である。

珍しむは、珍しむである。

めずりは、めずりである。

目擦膾は、目擦膾である。

目塞は、目塞である。

目塞編笠は、目塞編笠である。

目塞垣は、目塞垣である。

目塞笠は、目塞笠である。

メセナは、メセナである。

目線は、目線である。

目千両は、目千両である。

めそは、めそである。

メゾは、メゾである。

メソアメリカは、メソアメリカである。

メソジストは、メソジストである。

メゾスコピックは、メゾスコピックである。

メゾソプラノは、メゾソプラノである。

メソッドは、メソッドである。

メゾティントは、メゾティントである。

メゾネットは、メゾネットである。

メゾピアノは、メゾピアノである。

メゾフォルテは、メゾフォルテである。

メソポタミアは、メソポタミアである。

目染は、目染である。

めそめそは、めそめそである。

メソンは、メソンである。

メゾンは、メゾンである。

メタは、メタである。

メダイは、メダイである。



目高は、目高である。

目高見物は、目高見物である。

雌宝香は、雌宝香である。

雌滝は、雌滝である。

女滝は、女滝である。

メタクリル酸は、メタクリル酸である。

メタクリル樹脂は、メタクリル樹脂である。

女竹は、女竹である。

雌竹は、雌竹である。

メタ言語は、メタ言語である。

芽出しは、芽出しである。

愛だしは、愛だしである。

目出しの祝は、目出しの祝である。

目出し帽は、目出し帽である。

芽出し播きは、芽出し播きである。

メタスタージオは、メタスタージオである。

メタセコイアは、メタセコイアである。

メタセンターは、メタセンターである。

メタゾエアは、メタゾエアである。

目立たしいは、目立たしいである。

目爛れは、目爛れである。

芽立ちは、芽立ちである。

目立つは、目立つである。

芽立つは、芽立つである。

目立ては、目立てである。

めたとは、めたとである。

メタノールは、メタノールである。

メタノール車は、メタノール車である。

メタファーは、メタファーである。

メタフィジークは、メタフィジークである。

メタフィジカルは、メタフィジカルである。

メタボリズムは、メタボリズムである。

目玉は、目玉である。

目玉焼は、目玉焼である。

めためたは、めためたである。

めたものには、めたものにである。

メタモルフォーゼは、メタモルフォーゼである。

メタモルフォセスは、メタモルフォセスである。

目足は、目足である。

目垂り顔は、目垂り顔である。

メタリコンは、メタリコンである。

メダリストは、メダリストである。

メタリックは、メタリックである。

メタ倫理学は、メタ倫理学である。

メタルは、メタルである。

メダルは、メダルである。



メタルラスは、メタルラスである。

目垂れ顔は、目垂れ顔である。

メタロセンは、メタロセンである。

メタンは、メタンである。

メダンは、メダンである。

メタン系炭化水素は、メタン系炭化水素である。

メタン細菌は、メタン細菌である。

メチエは、メチエである。

メチオニンは、メチオニンである。

目近は、目近である。

目違いは、目違いである。

目近扇は、目近扇である。

目近しは、目近しである。

メチニコフは、メチニコフである。

めちゃは、めちゃである。

めちゃくちゃは、めちゃくちゃである。

めちゃめちゃは、めちゃめちゃである。

雌蝶は、雌蝶である。

メチルは、メチルである。

メチルアルコールは、メチルアルコールである。

メチルエーテルは、メチルエーテルである。

メチルオレンジは、メチルオレンジである。

メチル水銀は、メチル水銀である。

メチレンブルーは、メチレンブルーである。

滅は、滅である。

メッカは、メッカである。

目遣いは、目遣いである。

めっかちは、めっかちである。

めっかるは、めっかるである。

鍍金は、鍍金である。

滅金は、滅金である。

目付きは、目付きである。

芽接ぎは、芽接ぎである。

目突柴は、目突柴である。

滅鬼積鬼は、滅鬼積鬼である。

芽付米は、芽付米である。

めっきめっきは、めっきめっきである。

滅却は、滅却である。

めっきらは、めっきらである。

めっきりは、めっきりである。

滅菌は、滅菌である。

目付は、目付である。

芽漬は、芽漬である。

目付絵は、目付絵である。

目付柱は、目付柱である。

めっけ物は、めっけ物である。



目付紋は、目付紋である。

目付役は、目付役である。

メッケルは、メッケルである。

めっけるは、めっけるである。

女っ子は、女っ子である。

滅後は、滅後である。

滅期は、滅期である。

めっこうは、めっこうである。

メッサーシュミットは、メッサーシュミットである。

滅罪は、滅罪である。

滅罪生善は、滅罪生善である。

滅私は、滅私である。

滅紫は、滅紫である。

メッシーナは、メッシーナである。

滅色は、滅色である。

滅失は、滅失である。

メッシュは、メッシュである。

滅尽は、滅尽である。

滅するは、滅するである。

メッセは、メッセである。

メッセージは、メッセージである。

滅絶は、滅絶である。

メッセンジャーは、メッセンジャーである。

メッセンジャーＲＮＡは、メッセンジャーＲＮＡである。

メッセンジャーボーイは、メッセンジャーボーイである。

滅相は、滅相である。

滅多は、滅多である。

滅多打ちは、滅多打ちである。

滅多斬りは、滅多斬りである。

滅多急きは、滅多急きである。

滅多には、滅多にである。

滅多腹は、滅多腹である。

滅多無性は、滅多無性である。

滅多無尽は、滅多無尽である。

滅多矢鱈は、滅多矢鱈である。

メッチェンは、メッチェンである。

メッツォは、メッツォである。

メッテルニヒは、メッテルニヒである。

滅度は、滅度である。

滅道は、滅道である。

滅日は、滅日である。

目張は、目張である。

目っ張りこは、目っ張りこである。

目潰しは、目潰しである。

滅亡は、滅亡である。

滅法は、滅法である。



滅法界は、滅法界である。

目法界は、目法界である。

滅法人は、滅法人である。

目妻は、目妻である。

愛妻は、愛妻である。

目褄は、目褄である。

目詰りは、目詰りである。

目積りは、目積りである。

滅門は、滅門である。

滅門日は、滅門日である。

目面は、目面である。

滅裂は、滅裂である。

めては、めてである。

馬手は、馬手である。

愛では、愛でである。

愛逢月は、愛逢月である。

メディアは、メディアである。

メディアクラシーは、メディアクラシーである。

メディアミックスは、メディアミックスである。

メディアムは、メディアムである。

メディアンは、メディアンである。

メディカルは、メディカルである。

メディカルエレクトロニクスは、メディカルエレクトロニクスである。

メディカルエンジニアリングは、メディカルエンジニアリングである。

メディカルチェックは、メディカルチェックである。

メディシンボールは、メディシンボールである。

メディチは、メディチである。

メディナは、メディナである。

めてくちは、めてくちである。

愛で覆るは、愛で覆るである。

愛で事は、愛で事である。

馬手差は、馬手差である。

愛で痴るは、愛で痴るである。

めでたは、めでたである。

めでたいは、めでたいである。

めでたくかしこは、めでたくかしこである。

めでたしは、めでたしである。

馬手の草摺は、馬手の草摺である。

馬手の袖は、馬手の袖である。

愛で惑ふは、愛で惑ふである。

愛でやぐは、愛でやぐである。

愛で揺するは、愛で揺するである。

メデリンは、メデリンである。

愛でるは、愛でるである。

蓍は、蓍である。

目処は、目処である。



馬道は、馬道である。

メドヴェージェフは、メドヴェージェフである。

女踏歌は、女踏歌である。

メドゥサは、メドゥサである。

目通しは、目通しである。

メトーデは、メトーデである。

目通りは、目通りである。

メトールは、メトールである。

女時は、女時である。

目時は、目時である。

筮は、筮である。

蓍木は、蓍木である。

めどちは、めどちである。

メドックは、メドックである。

蓍萩は、蓍萩である。

女捕は、女捕である。

雌鳥は、雌鳥である。

メトリックは、メトリックである。

女鳥王は、女鳥王である。

雌鳥羽は、雌鳥羽である。

娶るは、娶るである。

メドレーは、メドレーである。

メドレーリレーは、メドレーリレーである。

メトロは、メトロである。

メトロノームは、メトロノームである。

メトロポリスは、メトロポリスである。

メトロポリタンは、メトロポリタンである。

メトロポリタン美術館は、メトロポリタン美術館である。

メトン期は、メトン期である。

目永は、目永である。

女児は、女児である。

女児結びは、女児結びである。

目無しは、目無しである。

目無し板は、目無し板である。

目無し児は、目無し児である。

赤目魚は、赤目魚である。

眼奈太は、眼奈太である。

メナドは、メナドである。

女波は、女波である。

メナムは、メナムである。

めなもみは、めなもみである。

目並ぶは、目並ぶである。

目馴れるは、目馴れるである。

メナンドロスは、メナンドロスである。

メニエール病は、メニエール病である。

メニスカスは、メニスカスである。



メニューは、メニューである。

メヌエットは、メヌエットである。

目抜きは、目抜きである。

目貫は、目貫である。

目貫師は、目貫師である。

目抜き通りは、目抜き通りである。

目抜は、目抜である。

目塗りは、目塗りである。

雌螺子は、雌螺子である。

雌捩子は、雌捩子である。

瑪瑙は、瑪瑙である。

目の内は、目の内である。

妻の妹は、妻の妹である。

妻の女は、妻の女である。

女の子は、女の子である。

布の子は、布の子である。

目の子は、目の子である。

目の子勘定は、目の子勘定である。

女の子子は、女の子子である。

目の子算は、目の子算である。

目の子算用は、目の子算用である。

女の子奴は、女の子奴である。

婢は、婢である。

目の鞘は、目の鞘である。

目の玉は、目の玉である。

眼の球は、眼の球である。

メノッティは、メノッティである。

傅子は、傅子である。

乳母子は、乳母子である。

目の前は、目の前である。

雌の万年草は、雌の万年草である。

女の童は、女の童である。

女の童部は、女の童部である。

芽生えは、芽生えである。

芽生えるは、芽生えるである。

目秤は、目秤である。

目計頭巾は、目計頭巾である。

目端は、目端である。

目弾きは、目弾きである。

目ばしこいは、目ばしこいである。

目柱は、目柱である。

目走りは、目走りである。

目恥かしは、目恥かしである。

めばちは、めばちである。

眼撥は、眼撥である。

目八分は、目八分である。



目鼻は、目鼻である。

雌花は、雌花である。

目鼻立ちは、目鼻立ちである。

目早は、目早である。

目早いは、目早いである。

目張りは、目張りである。

目張り鮓は、目張り鮓である。

芽張り柳は、芽張り柳である。

眼張は、眼張である。

メビウスの帯は、メビウスの帯である。

女日芝は、女日芝である。

雌日芝は、雌日芝である。

雌陽皺は、雌陽皺である。

女雛は、女雛である。

雌紐は、雌紐である。

雌蛭木は、雌蛭木である。

馬部は、馬部である。

メフィストフェレスは、メフィストフェレスである。

芽吹きは、芽吹きである。

芽吹き柳は、芽吹き柳である。

芽吹くは、芽吹くである。

女節は、女節である。

雌節は、雌節である。

めぶとは、めぶとである。

メフメトは、メフメトである。

目分量は、目分量である。

目減りは、目減りである。

目偏は、目偏である。

めぼは、めぼである。

目棒は、目棒である。

目箒は、目箒である。

目星は、目星である。

芽乾しは、芽乾しである。

目ぼしいは、目ぼしいである。

目細は、目細である。

目眩は、目眩である。

眩暈は、眩暈である。

目眩持ちは、目眩持ちである。

目紛らしいは、目紛らしいである。

目紛れは、目紛れである。

女幕は、女幕である。

妻覓ぐは、妻覓ぐである。

目まぐるしいは、目まぐるしいである。

目交じは、目交じである。

瞬は、瞬である。

目交ぜは、目交ぜである。



雌松は、雌松である。

女松は、女松である。

目纏いは、目纏いである。

めみは、めみである。

目見せは、目見せである。

馬鳴は、馬鳴である。

妻迎えは、妻迎えである。

メムリンクは、メムリンクである。

目目雑魚は、目目雑魚である。

女女しいは、女女しいである。

メモは、メモである。

妻儲けは、妻儲けである。

目文字は、目文字である。

メモ帳は、メモ帳である。

目元は、目元である。

目許は、目許である。

メモランダムは、メモランダムである。

目盛は、目盛である。

メモリアルは、メモリアルである。

メモリアルパークは、メモリアルパークである。

メモリーは、メモリーである。

目盛るは、目盛るである。

メモるは、メモるである。

メモワールは、メモワールである。

めやは、めやである。

目安は、目安である。

目安裏判は、目安裏判である。

目安書は、目安書である。

目安方は、目安方である。

目安しは、目安しである。

目安状は、目安状である。

目安箱は、目安箱である。

目安読は、目安読である。

女奴は、女奴である。

芽柳は、芽柳である。

目脂は、目脂である。

目病みは、目病みである。

目疾は、目疾である。

目結は、目結である。

目結革は、目結革である。

目らは、目らである。

奴等は、奴等である。

めらしは、めらしである。

めらし宿は、めらし宿である。

メラトニンは、メラトニンである。

メラニンは、メラニンである。



メラネシアは、メラネシアである。

メラノーマは、メラノーマである。

メラノサイトは、メラノサイトである。

メラミンは、メラミンである。

メラミン樹脂は、メラミン樹脂である。

めらめらは、めらめらである。

女童は、女童である。

メランコリアは、メランコリアである。

メランコリーは、メランコリーである。

メランコリックは、メランコリックである。

メランヒトンは、メランヒトンである。

減りは、減りである。

乙は、乙である。

罵詈は、罵詈である。

めりは、めりである。

メリアムは、メリアムである。

メリーは、メリーである。

メリークリスマスは、メリークリスマスである。

メリーゴーラウンドは、メリーゴーラウンドである。

メリーランドは、メリーランドである。

メリエは、メリエである。

メリエスは、メリエスである。

乙甲は、乙甲である。

メリケは、メリケである。

米利堅は、米利堅である。

メリケン粉は、メリケン粉である。

メリケン波止場は、メリケン波止場である。

メリケン針は、メリケン針である。

メリケン松は、メリケン松である。

減り込むは、減り込むである。

メリスマは、メリスマである。

メリダは、メリダである。

減り付くは、減り付くである。

メリッサは、メリッサである。

メリットは、メリットである。

メリット制は、メリット制である。

メリノは、メリノである。

減り張りは、減り張りである。

乙張は、乙張である。

メリメは、メリメである。

めりめりは、めりめりである。

めりやすは、めりやすである。

メリヤスは、メリヤスである。

メリヤス編みは、メリヤス編みである。

馬料は、馬料である。

馬寮は、馬寮である。



メリンスは、メリンスである。

メリンス友禅は、メリンス友禅である。

減るは、減るである。

罵るは、罵るである。

メルヴィルは、メルヴィルである。

メルカトル図法は、メルカトル図法である。

メルカプタンは、メルカプタンである。

メルキは、メルキである。

メルクマールは、メルクマールである。

メルクリウスは、メルクリウスである。

メルシーは、メルシーである。

メルセン条約は、メルセン条約である。

メルトダウンは、メルトダウンである。

メルトンは、メルトンである。

メルヘンは、メルヘンである。

メルヘン街道は、メルヘン街道である。

メルボルンは、メルボルンである。

メルランは、メルランである。

メルルーサは、メルルーサである。

メルロポンティは、メルロポンティである。

メレジコフスキーは、メレジコフスキーである。

メレディスは、メレディスである。

めれんは、めれんである。

メレンゲは、メレンゲである。

メレンスは、メレンスである。

女郎は、女郎である。

メロヴィング朝は、メロヴィング朝である。

メローは、メローである。

メロゴニーは、メロゴニーである。

女郎才は、女郎才である。

メロディーは、メロディーである。

メロドラマは、メロドラマである。

めろめろは、めろめろである。

目ろ寄しは、目ろ寄しである。

メロンは、メロンである。

免は、免である。

面は、面である。

棉は、棉である。

綿は、綿である。

緬は、緬である。

麺は、麺である。

綿衣は、綿衣である。

面板は、面板である。

面打ちは、面打ちである。

免役は、免役である。

免疫は、免疫である。



免疫応答遺伝子は、免疫応答遺伝子である。

免疫学は、免疫学である。

免疫グロブリンは、免疫グロブリンである。

免疫血清は、免疫血清である。

免疫体は、免疫体である。

免疫担当細胞は、免疫担当細胞である。

免役日は、免役日である。

免疫不全症は、免疫不全症である。

免疫抑制剤は、免疫抑制剤である。

免疫療法は、免疫療法である。

面謁は、面謁である。

綿御召縮緬は、綿御召縮緬である。

綿織は、綿織である。

綿織糸は、綿織糸である。

綿織物は、綿織物である。

綿花は、綿花である。

棉花は、棉花である。

メンガーは、メンガーである。

面会は、面会である。

綿海気は、綿海気である。

面角は、面角である。

面形は、面形である。

綿壁糸は、綿壁糸である。

綿壁織は、綿壁織である。

綿火薬は、綿火薬である。

面皮柱は、面皮柱である。

免官は、免官である。

面詰は、面詰である。

免許は、免許である。

免許営業は、免許営業である。

免許皆伝は、免許皆伝である。

免許鑑札は、免許鑑札である。

免許漁業は、免許漁業である。

免許証は、免許証である。

免許状は、免許状である。

免許税は、免許税である。

免許代言は、免許代言である。

免許料は、免許料である。

綿金襴は、綿金襴である。

面工は、面工である。

面垢は、面垢である。

面食いは、面食いである。

面喰うは、面喰うである。

面食らうは、面食らうである。

綿黒八は、綿黒八である。

綿毛繻子は、綿毛繻子である。



面見は、面見である。

瞑眩は、瞑眩である。

面子は、面子である。

面晤は、面晤である。

面語は、面語である。

めんこいは、めんこいである。

面向は、面向である。

綿甲は、綿甲である。

綿亘は、綿亘である。

面向不背は、面向不背である。

綿サージは、綿サージである。

芽先は、芽先である。

免罪は、免罪である。

免罪符は、免罪符である。

綿撒糸は、綿撒糸である。

面山瑞方は、面山瑞方である。

綿糸は、綿糸である。

メンシェヴィキは、メンシェヴィキである。

面識は、面識である。

綿実油は、綿実油である。

棉実油は、棉実油である。

綿糸紡績は、綿糸紡績である。

免者は、免者である。

面謝は、面謝である。

面授は、面授である。

免囚は、免囚である。

面従は、面従である。

面従後言は、面従後言である。

面従腹背は、面従腹背である。

綿繻子は、綿繻子である。

綿繻珍は、綿繻珍である。

面述は、面述である。

免除は、免除である。

免状は、免状である。

面上は、面上である。

免職は、免職である。

面色は、面色である。

免所居官は、免所居官である。

免じるは、免じるである。

免震構造は、免震構造である。

面心立方格子は、面心立方格子である。

麺子は、麺子である。

メンスは、メンスである。

メンズは、メンズである。

面するは、面するである。

免ずるは、免ずるである。



免税は、免税である。

免税店は、免税店である。

免税点は、免税点である。

免責は、免責である。

面責は、面責である。

面積は、面積である。

面積グラフは、面積グラフである。

面積計は、面積計である。

免責行為は、免責行為である。

免責証券は、免責証券である。

面積速度は、面積速度である。

免責特権は、免責特権である。

面折は、面折である。

面接は、面接である。

綿セルは、綿セルである。

面前は、面前である。

綿繊維は、綿繊維である。

免租は、免租である。

免訴は、免訴である。

面疽は、面疽である。

面訴は、面訴である。

面争は、面争である。

面奏は、面奏である。

面相は、面相である。

面像は、面像である。

眠蔵は、眠蔵である。

面相筆は、面相筆である。

メンソールは、メンソールである。

明太は、明太である。

明太子は、明太子である。

面対称は、面対称である。

メンタリズムは、メンタリズムである。

メンタリティーは、メンタリティーである。

メンタルは、メンタルである。

メンタルテストは、メンタルテストである。

メンタルヘルスは、メンタルヘルスである。

面談は、面談である。

綿段通は、綿段通である。

メンチは、メンチである。

メンチカツは、メンチカツである。

綿縮は、綿縮である。

メンチボールは、メンチボールである。

メンチュは、メンチュである。

免黜は、免黜である。

面疔は、面疔である。

面張牛皮は、面張牛皮である。



綿縮緬は、綿縮緬である。

面陳は、面陳である。

面桶は、面桶である。

メンツェルは、メンツェルである。

免停は、免停である。

面体は、面体である。

メンテナンスは、メンテナンスである。

メンデリズムは、メンデリズムである。

メンデルは、メンデルである。

メンデルスゾーンは、メンデルスゾーンである。

メンデルの法則は、メンデルの法則である。

メンデレーエフは、メンデレーエフである。

メンデレビウムは、メンデレビウムである。

面展は、面展である。

免田は、免田である。

緬甸は、緬甸である。

メンデンホールは、メンデンホールである。

面倒は、面倒である。

面道は、面道である。

面倒臭いは、面倒臭いである。

面倒見は、面倒見である。

面通しは、面通しである。

メントールは、メントールである。

メンドサは、メンドサである。

面取りは、面取りである。

めんない千鳥は、めんない千鳥である。

綿ネルは、綿ネルである。

面罵は、面罵である。

メンバーは、メンバーである。

メンバーシップは、メンバーシップである。

面拝は、面拝である。

麺包は、麺包である。

綿博多は、綿博多である。

面縛は、面縛である。

綿羽二重は、綿羽二重である。

面晴れは、面晴れである。

綿蛮は、綿蛮である。

緜蛮は、緜蛮である。

面皮は、面皮である。

メンヒルは、メンヒルである。

綿天鵞絨は、綿天鵞絨である。

面部は、面部である。

綿布は、綿布である。

メンフィスは、メンフィスである。

面風は、面風である。

綿服は、綿服である。



面梟は、面梟である。

面扶持は、面扶持である。

綿フランネルは、綿フランネルである。

面分は、面分である。

麺粉は、麺粉である。

面壁は、面壁である。

面貌は、面貌である。

綿紡は、綿紡である。

綿棒は、綿棒である。

麺棒は、麺棒である。

面疱は、面疱である。

麺麭は、麺麭である。

面頬は、面頬である。

面目玉は、面目玉である。

面目無は、面目無である。

面目ないは、面目ないである。

面目躍如は、面目躍如である。

綿ポプリンは、綿ポプリンである。

麺碼は、麺碼である。

綿馬エキスは、綿馬エキスである。

綿馬根は、綿馬根である。

綿密は、綿密である。

めんめは、めんめである。

綿銘仙は、綿銘仙である。

面面は、面面である。

綿綿は、綿綿である。

面面稼ぎは、面面稼ぎである。

面面捌きは、面面捌きである。

綿綿繻子は、綿綿繻子である。

面模は、面模である。

綿モスリンは、綿モスリンである。

面諛は、面諛である。

面諭は、面諭である。

面友は、面友である。

綿結城は、綿結城である。

面妖は、面妖である。

面容は、面容である。

緬羊は、緬羊である。

綿羊は、綿羊である。

面鎧は、面鎧である。

綿綸子は、綿綸子である。

麺類は、麺類である。

面廊は、面廊である。

面話は、面話である。

面割りは、面割りである。

もは、もである。



喪は、喪である。

裳は、裳である。

藻は、藻である。

茂は、茂である。

摸は、摸である。

模は、模である。

最は、最である。

モアは、モアである。

舫いは、舫いである。

モアイは、モアイである。

モアッサンは、モアッサンである。

モアブ人は、モアブ人である。

モアレは、モアレである。

もいは、もいである。

梅花は、梅花である。

モイゼは、モイゼである。

水取司は、水取司である。

主水司は、主水司である。

水司は、水司である。

モイライは、モイライである。

もうは、もうである。

亡は、亡である。

毛は、毛である。

妄は、妄である。

孟は、孟である。

耗は、耗である。

望は、望である。

猛は、猛である。

網は、網である。

蒙は、蒙である。

申は、申である。

思ふは、思ふである。

念ふは、念ふである。

盲唖は、盲唖である。

盲愛は、盲愛である。

盲唖学校は、盲唖学校である。

猛悪は、猛悪である。

毛遊びは、毛遊びである。

盲安杖は、盲安杖である。

猛安謀克は、猛安謀克である。

毛夷は、毛夷である。

毛衣は、毛衣である。

猛威は、猛威である。

猛雨は、猛雨である。

濛雨は、濛雨である。

毛穎は、毛穎である。



藻魚は、藻魚である。

孟夏は、孟夏である。

孟軻は、孟軻である。

妄覚は、妄覚である。

毛顎動物は、毛顎動物である。

盲学校は、盲学校である。

孟夏の宴は、孟夏の宴である。

孟夏の旬は、孟夏の旬である。

儲かるは、儲かるである。

毛幹は、毛幹である。

毛管は、毛管である。

盲官は、盲官である。

盲管は、盲管である。

毛管現象は、毛管現象である。

盲管銃創は、盲管銃創である。

盲亀は、盲亀である。

濛気は、濛気である。

朦気は、朦気である。

濛気差は、濛気差である。

盲亀の浮木は、盲亀の浮木である。

蒙求は、蒙求である。

蒙求抄は、蒙求抄である。

毛挙は、毛挙である。

蒙疆は、蒙疆である。

盲教育は、盲教育である。

猛禽は、猛禽である。

猛禽類は、猛禽類である。

毛孔は、毛孔である。

儲くは、儲くである。

儲けは、儲けである。

儲け口は、儲け口である。

儲け仕事は、儲け仕事である。

孟月は、孟月である。

孟月の宴は、孟月の宴である。

儲殿は、儲殿である。

儲けの君は、儲けの君である。

儲けの宮は、儲けの宮である。

儲け船は、儲け船である。

儲け物は、儲け物である。

儲け役は、儲け役である。

設けるは、設けるである。

儲けるは、儲けるである。

猛犬は、猛犬である。

妄言は、妄言である。

猛虎は、猛虎である。

蒙古は、蒙古である。



妄語は、妄語である。

毛亨は、毛亨である。

猛攻は、猛攻である。

蒙古牛は、蒙古牛である。

孟浩然は、孟浩然である。

妄語戒は、妄語戒である。

蒙古源流は、蒙古源流である。

蒙古語は、蒙古語である。

蒙古襲来絵詞は、蒙古襲来絵詞である。

蒙古症は、蒙古症である。

蒙古帝国は、蒙古帝国である。

蒙古野馬は、蒙古野馬である。

蒙古野驢馬は、蒙古野驢馬である。

蒙古斑は、蒙古斑である。

蒙古襞は、蒙古襞である。

蒙古羊は、蒙古羊である。

蒙古文字は、蒙古文字である。

蒙古来は、蒙古来である。

毛根は、毛根である。

猛者は、猛者である。

毛細管は、毛細管である。

毛細管現象は、毛細管現象である。

毛細血管は、毛細血管である。

申さんやは、申さんやである。

申しは、申しである。

毛詩は、毛詩である。

孟子は、孟子である。

猛士は、猛士である。

申し上がるは、申し上がるである。

申し上げるは、申し上げるである。

申合せは、申合せである。

申し合せるは、申し合せるである。

申出では、申出でである。

申し出るは、申し出るである。

申入れは、申入れである。

申し入れるは、申し入れるである。

申し受けるは、申し受けるである。

申し置くは、申し置くである。

申し送りは、申し送りである。

申し送るは、申し送るである。

申し遅れるは、申し遅れるである。

申し行ふは、申し行ふである。

申し兼ねるは、申し兼ねるである。

申し交すは、申し交すである。

申し聞かせるは、申し聞かせるである。

申し聞けるは、申し聞けるである。



申し子は、申し子である。

申し越すは、申し越すである。

申し事は、申し事である。

申込みは、申込みである。

申込の誘引は、申込の誘引である。

申し込むは、申し込むである。

申し沙汰は、申し沙汰である。

申し沈むは、申し沈むである。

毛詩抄は、毛詩抄である。

申し状は、申し状である。

申し添えるは、申し添えるである。

参従ふは、参従ふである。

申し達すは、申し達すである。

申立ては、申立てである。

申し立てるは、申し立てるである。

申し通ずは、申し通ずである。

申次ぎは、申次ぎである。

申次衆は、申次衆である。

申し次ぐは、申し次ぐである。

申付けは、申付けである。

申し付けるは、申し付けるである。

申し伝えるは、申し伝えるである。

申し妻は、申し妻である。

申し得は、申し得である。

申し所は、申し所である。

申殿は、申殿である。

申し取るは、申し取るである。

申し直すは、申し直すである。

申し做しは、申し做しである。

申し做すは、申し做すである。

申し述べるは、申し述べるである。

申し開きは、申し開きである。

申し開くは、申し開くである。

申し含めるは、申し含めるである。

申文は、申文である。

申し分は、申し分である。

申し申しは、申し申しである。

盲者は、盲者である。

盲射は、盲射である。

猛射は、猛射である。

亡者は、亡者である。

亡者船は、亡者船である。

妄執は、妄執である。

孟秋は、孟秋である。

猛襲は、猛襲である。

盲従は、盲従である。



猛獣は、猛獣である。

孟春は、孟春である。

猛暑は、猛暑である。

猛将は、猛将である。

網状は、網状である。

孟嘗君は、孟嘗君である。

網状脈は、網状脈である。

毛翅類は、毛翅類である。

申し分けは、申し分けである。

申し訳は、申し訳である。

申し訳無いは、申し訳無いである。

申渡しは、申渡しである。

申し渡すは、申し渡すである。

妄信は、妄信である。

盲信は、盲信である。

盲進は、盲進である。

猛進は、猛進である。

毛人は、毛人である。

妄心は、妄心である。

盲人は、盲人である。

蒙塵は、蒙塵である。

帽子は、帽子である。

詣づは、詣づである。

毛錐は、毛錐である。

猛省は、猛省である。

猛勢は、猛勢である。

妄説は、妄説である。

もう先は、もう先である。

毛氈は、毛氈である。

妄染は、妄染である。

惘然は、惘然である。

猛然は、猛然である。

毛氈苔は、毛氈苔である。

妄想は、妄想である。

孟宗は、孟宗である。

孟宗竹は、孟宗竹である。

盲僧琵琶は、盲僧琵琶である。

猛卒は、猛卒である。

猛打は、猛打である。

妄誕は、妄誕である。

妄断は、妄断である。

盲腸は、盲腸である。

猛鳥は、猛鳥である。

盲腸炎は、盲腸炎である。

猛追は、猛追である。

毛越寺は、毛越寺である。



以ては、以てである。

詣でるは、詣でるである。

盲点は、盲点である。

蒙恬は、蒙恬である。

毛頭は、毛頭である。

孟冬は、孟冬である。

妄動は、妄動である。

盲動は、盲動である。

艨艟は、艨艟である。

盲導犬は、盲導犬である。

孟冬の宴は、孟冬の宴である。

孟冬の旬は、孟冬の旬である。

猛毒は、猛毒である。

もうどりは、もうどりである。

網内系は、網内系である。

妄念は、妄念である。

毛嚢は、毛嚢である。

盲爆は、盲爆である。

猛爆は、猛爆である。

毛髪は、毛髪である。

毛髪湿度計は、毛髪湿度計である。

盲斑は、盲斑である。

毛皮は、毛皮である。

毛筆は、毛筆である。

毛筆画は、毛筆画である。

妄評は、妄評である。

毛布は、毛布である。

猛風は、猛風である。

猛兵は、猛兵である。

孟母は、孟母である。

毛包は、毛包である。

もうぼるは、もうぼるである。

蒙昧は、蒙昧である。

濛昧は、濛昧である。

蒙昧主義は、蒙昧主義である。

網膜は、網膜である。

網膜炎は、網膜炎である。

網膜剥離は、網膜剥離である。

蒙霧は、蒙霧である。

朦霧は、朦霧である。

濛溟は、濛溟である。

耄耄は、耄耄である。

惘惘は、惘惘である。

莽莽は、莽莽である。

朦朦は、朦朦である。

濛濛は、濛濛である。



盲目は、盲目である。

盲目的は、盲目的である。

貿易は、貿易である。

猛勇は、猛勇である。

毛様体は、毛様体である。

網羅は、網羅である。

毛利は、毛利である。

毛利敬親は、毛利敬親である。

毛利輝元は、毛利輝元である。

毛利元就は、毛利元就である。

魍魎は、魍魎である。

毛輪花は、毛輪花である。

莫臥爾は、莫臥爾である。

莫臥児は、莫臥児である。

亡霊は、亡霊である。

猛烈は、猛烈である。

朦朧は、朦朧である。

朦朧車夫は、朦朧車夫である。

朦朧状態は、朦朧状態である。

朦朧体は、朦朧体である。

耄碌は、耄碌である。

燃えは、燃えである。

燃え上がるは、燃え上がるである。

燃え石は、燃え石である。

萌え出づは、萌え出づである。

燃え滓は、燃え滓である。

燃え殻は、燃え殻である。

萌え木は、萌え木である。

萌葱は、萌葱である。

萌黄は、萌黄である。

萌葱糸縅は、萌葱糸縅である。

萌黄色は、萌黄色である。

萌葱縅は、萌葱縅である。

萌葱匂は、萌葱匂である。

燃え切るは、燃え切るである。

燃え杭は、燃え杭である。

燃え種は、燃え種である。

燃え口は、燃え口である。

燃え焦がるは、燃え焦がるである。

燃え盛るは、燃え盛るである。

燃え止しは、燃え止しである。

燃え退るは、燃え退るである。

萌え出すは、萌え出すである。

燃え出すは、燃え出すである。

萌え立つは、萌え立つである。

燃え立つは、燃え立つである。



燃え尽きるは、燃え尽きるである。

燃え付くは、燃え付くである。

萌え出るは、萌え出るである。

燃え残りは、燃え残りである。

藻蝦は、藻蝦である。

燃え広がるは、燃え広がるである。

萌えるは、萌えるである。

燃えるは、燃えるである。

萌え渡るは、萌え渡るである。

燃え渡るは、燃え渡るである。

モーは、モーである。

モーアは、モーアである。

真岡木綿は、真岡木綿である。

モーガンは、モーガンである。

モーグルは、モーグルである。

モーゲージは、モーゲージである。

モーゲンソーは、モーゲンソーである。

モーションは、モーションである。

モーションピクチュアは、モーションピクチュアである。

モースは、モースである。

モースの硬度計は、モースの硬度計である。

モーセは、モーセである。

モーセの五書は、モーセの五書である。

モーゼルは、モーゼルである。

モーゼル連発銃は、モーゼル連発銃である。

モーターは、モーターである。

モーターカーは、モーターカーである。

モーターサイクルは、モーターサイクルである。

モーターショーは、モーターショーである。

モータードライブは、モータードライブである。

モーターバイクは、モーターバイクである。

モーターバイシクルは、モーターバイシクルである。

モータープールは、モータープールである。

モーターボートは、モーターボートである。

モータリゼーションは、モータリゼーションである。

モーダルシフトは、モーダルシフトである。

モーツァルトは、モーツァルトである。

モーテルは、モーテルである。

モードは、モードである。

モートルは、モートルである。

モーニングは、モーニングである。

モーニングコートは、モーニングコートである。

モーニングコールは、モーニングコールである。

モーニングサービスは、モーニングサービスである。

モーパッサンは、モーパッサンである。

モーブは、モーブである。



モームは、モームである。

モーメントは、モーメントである。

モーラは、モーラである。

モーランは、モーランである。

モーリアックは、モーリアックである。

モーリシャスは、モーリシャスである。

モーリタニアは、モーリタニアである。

モールは、モールである。

モール革は、モール革である。

モールスキンは、モールスキンである。

モールス符号は、モールス符号である。

モールトンは、モールトンである。

モーロアは、モーロアである。

モカは、モカである。

モガは、モガである。

もがは、もがである。

もがくは、もがくである。

痘瘡は、痘瘡である。

モカシンは、モカシンである。

モガディシュは、モガディシュである。

もがなは、もがなである。

最上は、最上である。

最上川は、最上川である。

最上川舟唄は、最上川舟唄である。

最上徳内は、最上徳内である。

最上義光は、最上義光である。

最上流は、最上流である。

もがもは、もがもである。

藻刈りは、藻刈りである。

もがりは、もがりである。

虎落は、虎落である。

殯は、殯である。

虎落竹は、虎落竹である。

強請り取るは、強請り取るである。

虎落縄は、虎落縄である。

殯の宮は、殯の宮である。

虎落笛は、虎落笛である。

藻刈舟は、藻刈舟である。

もがるは、もがるである。

強請るは、強請るである。

虎落るは、虎落るである。

裳着は、裳着である。

模擬は、模擬である。

摸擬は、摸擬である。

もぎ木は、もぎ木である。

模擬試験は、模擬試験である。



もぎ立つは、もぎ立つである。

もぎ付は、もぎ付である。

模擬店は、模擬店である。

没義道は、没義道である。

無義道は、無義道である。

もぎ取るは、もぎ取るである。

喪衣は、喪衣である。

もぎ離すは、もぎ離すである。

もぎりは、もぎりである。

もぎるは、もぎるである。

もくは、もくである。

木工は、木工である。

杢は、杢である。

木は、木である。

黙は、黙である。

もぐは、もぐである。

木阿弥は、木阿弥である。

黙阿弥は、黙阿弥である。

黙庵霊淵は、黙庵霊淵である。

木印は、木印である。

沐雨は、沐雨である。

木絵は、木絵である。

木画は、木画である。

木ガスは、木ガスである。

木簡は、木簡である。

木牛流馬は、木牛流馬である。

木魚は、木魚である。

木魚講は、木魚講である。

木偶は、木偶である。

木契は、木契である。

木屐は、木屐である。

目撃は、目撃である。

黙劇は、黙劇である。

目けん連は、目けん連である。

目語は、目語である。

黙坐は、黙坐である。

艾は、艾である。

藻草は、藻草である。

木材は、木材である。

木材パルプは、木材パルプである。

木柵は、木柵である。

木酢は、木酢である。

木醋は、木醋である。

木酢酸は、木酢酸である。

黙殺は、黙殺である。

目算は、目算である。



目眦は、目眦である。

目視は、目視である。

黙止は、黙止である。

黙示は、黙示である。

黙思は、黙思である。

黙視は、黙視である。

黙識は、黙識である。

目次は、目次である。

木食は、木食である。

木喰は、木喰である。

黙識心通は、黙識心通である。

木質は、木質である。

木質繊維は、木質繊維である。

黙示文学は、黙示文学である。

目耳法は、目耳法である。

木主は、木主である。

木銃は、木銃である。

黙従は、黙従である。

木春菊は、木春菊である。

木匠は、木匠である。

木梢は、木梢である。

目笑は、目笑である。

目睫は、目睫である。

黙照禅は、黙照禅である。

黙示録は、黙示録である。

木人は、木人である。

木心乾漆像は、木心乾漆像である。

藻屑は、藻屑である。

藻屑蟹は、藻屑蟹である。

藻屑火は、藻屑火である。

目するは、目するである。

沐するは、沐するである。

黙するは、黙するである。

木星は、木星である。

木犀は、木犀である。

木精は、木精である。

木製は、木製である。

木星型惑星は、木星型惑星である。

木生羊歯は、木生羊歯である。

木犀草は、木犀草である。

木船は、木船である。

目銭は、目銭である。

黙然は、黙然である。

目送は、目送である。

黙想は、黙想である。

木造は、木造である。



木像は、木像である。

木象嵌は、木象嵌である。

目測は、目測である。

木賊は、木賊である。

木タールは、木タールである。

黙諾は、黙諾である。

木炭は、木炭である。

木炭画は、木炭画である。

木炭紙は、木炭紙である。

木炭自動車は、木炭自動車である。

木彫は、木彫である。

木鳥は、木鳥である。

木通は、木通である。

目的は、目的である。

目的意識は、目的意識である。

目的因は、目的因である。

目的格は、目的格である。

目的刑主義は、目的刑主義である。

目的語は、目的語である。

目的税は、目的税である。

目的地は、目的地である。

目的の国は、目的の国である。

目的犯は、目的犯である。

目的物は、目的物である。

目的論は、目的論である。

目的論的解釈は、目的論的解釈である。

目的論的証明は、目的論的証明である。

目途は、目途である。

目睹は、目睹である。

黙祷は、黙祷である。

黙読は、黙読である。

黙認は、黙認である。

木螺子は、木螺子である。

黙念は、黙念である。

木馬は、木馬である。

木杯は、木杯である。

木盃は、木盃である。

木牌は、木牌である。

目外しは、目外しである。

木馬屋は、木馬屋である。

木版は、木版である。

木版画は、木版画である。

木皮は、木皮である。

木樋は、木樋である。

黙秘は、黙秘である。

黙秘権は、黙秘権である。



木筆は、木筆である。

木部は、木部である。

木仏は、木仏である。

木芙蓉は、木芙蓉である。

木片は、木片である。

木浦は、木浦である。

木母は、木母である。

木母寺は、木母寺である。

木舗道は、木舗道である。

木本は、木本である。

木麻黄は、木麻黄である。

木目は、木目である。

杢目は、杢目である。

木目織は、木目織である。

木目絞りは、木目絞りである。

木目塗は、木目塗である。

木毛は、木毛である。

もくもくは、もくもくである。

黙黙は、黙黙である。

もぐもぐは、もぐもぐである。

木門の十哲は、木門の十哲である。

黙約は、黙約である。

木葉は、木葉である。

木曜は、木曜である。

木曜島は、木曜島である。

沐浴は、沐浴である。

沐浴海綿は、沐浴海綿である。

土竜打ちは、土竜打ちである。

土竜脅しは、土竜脅しである。

土竜叩きは、土竜叩きである。

土竜曳は、土竜曳である。

木蘭は、木蘭である。

木蘭地は、木蘭地である。

木蘭色は、木蘭色である。

木理は、木理である。

もくりこくりは、もくりこくりである。

潜り込みは、潜り込みである。

潜り込むは、潜り込むである。

潜り代言は、潜り代言である。

潜り屋は、潜り屋である。

木工寮は、木工寮である。

目礼は、目礼である。

黙礼は、黙礼である。

木蓮は、木蓮である。

目連は、目連である。

木煉瓦は、木煉瓦である。



木蝋は、木蝋である。

目録は、目録である。

目録学は、目録学である。

目論見は、目論見である。

目論見書は、目論見書である。

目論むは、目論むである。

目割れは、目割れである。

木椀は、木椀である。

木瓜は、木瓜である。

物怪は、物怪である。

模型は、模型である。

モケットは、モケットである。

もげるは、もげるである。

対手は、対手である。

模糊は、模糊である。

糢糊は、糢糊である。

帽額は、帽額である。

模傚は、模傚である。

摸傚は、摸傚である。

模刻は、模刻である。

模刻本は、模刻本である。

龕は、龕である。

裳階は、裳階である。

裳層は、裳層である。

もこそは、もこそである。

もごもごは、もごもごである。

もこようは、もこようである。

もこよかは、もこよかである。

如は、如である。

若は、若である。

如己男は、如己男である。

裳衣は、裳衣である。

もさは、もさである。

茂才は、茂才である。

モザイクは、モザイクである。

モザイク病は、モザイク病である。

モザイク卵は、モザイク卵である。

模作は、模作である。

模索は、模索である。

摸索は、摸索である。

もさ言葉は、もさ言葉である。

もさっとは、もさっとである。

モサデクは、モサデクである。

もさ引は、もさ引である。

もさもさは、もさもさである。

モサラベは、モサラベである。



モサラベ聖歌は、モサラベ聖歌である。

モザンビークは、モザンビークである。

模試は、模試である。

持は、持である。

茂しは、茂しである。

若しは、若しである。

もしは、もしである。

綟は、綟である。

もじは、もじである。

文字は、文字である。

門司は、門司である。

綟網は、綟網である。

文字合せは、文字合せである。

捫ふは、捫ふである。

文字移りは、文字移りである。

文字絵は、文字絵である。

藻塩は、藻塩である。

藻塩木は、藻塩木である。

藻塩草は、藻塩草である。

藻塩火は、藻塩火である。

綟織は、綟織である。

綟子織は、綟子織である。

若しかは、若しかである。

若しか兄は、若しか兄である。

綟肩衣は、綟肩衣である。

もじかわは、もじかわである。

模式は、模式である。

文字寸半は、文字寸半である。

綟衣は、綟衣である。

文字鎖は、文字鎖である。

若しくはは、若しくはである。

文字言語は、文字言語である。

文字声は、文字声である。

文字詞は、文字詞である。

文字讃歎は、文字讃歎である。

文字算段は、文字算段である。

文字式は、文字式である。

捩摺は、捩摺である。

捩摺衣は、捩摺衣である。

若し夫れは、若し夫れである。

文字遣いは、文字遣いである。

文字面は、文字面である。

綟手摺は、綟手摺である。

字典は、字典である。

文字典は、文字典である。

綟灯籠は、綟灯籠である。



文字通りは、文字通りである。

綟戸棚は、綟戸棚である。

若しの事は、若しの事である。

若しはは、若しはである。

文字化けは、文字化けである。

綟張は、綟張である。

文字盤は、文字盤である。

文字片半は、文字片半である。

文字札は、文字札である。

文字放送は、文字放送である。

若しもは、若しもである。

もしもしは、もしもしである。

もじもじは、もじもじである。

若しもの事は、若しもの事である。

模写は、模写である。

摸写は、摸写である。

若しやは、若しやである。

藻雑魚は、藻雑魚である。

模写説は、模写説である。

もしゃもしゃは、もしゃもしゃである。

もじゃもじゃは、もじゃもじゃである。

喪主は、喪主である。

モジュールは、モジュールである。

喪章は、喪章である。

文字様石は、文字様石である。

文字読みは、文字読みである。

捩りは、捩りである。

もじりは、もじりである。

モジリアニは、モジリアニである。

綟り織は、綟り織である。

捩るは、捩るである。

モスは、モスである。

燃すは、燃すである。

百舌は、百舌である。

鵙は、鵙である。

モスールは、モスールである。

モスカは、モスカである。

百舌勘定は、百舌勘定である。

モスクは、モスクである。

水雲は、水雲である。

海蘊は、海蘊である。

モスグリーンは、モスグリーンである。

モスクワは、モスクワである。

モスクワ芸術座は、モスクワ芸術座である。

モスクワ大学は、モスクワ大学である。

モスクワ大公国は、モスクワ大公国である。



モスコーは、モスコーである。

も少しは、も少しである。

モスコビヤは、モスコビヤである。

百舌鳥古墳群は、百舌鳥古墳群である。

裳裾は、裳裾である。

モストランジスターは、モストランジスターである。

物集は、物集である。

物集高見は、物集高見である。

モスリンは、モスリンである。

モスルは、モスルである。

模するは、模するである。

摸するは、摸するである。

モスレムは、モスレムである。

茂生は、茂生である。

もぞは、もぞである。

模造は、模造である。

摸造は、摸造である。

模像は、模像である。

模造紙は、模造紙である。

もそっとは、もそっとである。

もそもそは、もそもそである。

もぞもぞは、もぞもぞである。

醪は、醪である。

もそろもそろは、もそろもそろである。

瓮は、瓮である。

勿体無しは、勿体無しである。

悶えは、悶えである。

悶え死には、悶え死にである。

悶えるは、悶えるである。

擡ぐは、擡ぐである。

もだくだは、もだくだである。

擡げるは、擡げるである。

もだしは、もだしである。

持たすは、持たすである。

黙すは、黙すである。

黙止すは、黙止すである。

持たせは、持たせである。

持たせ掛けるは、持たせ掛けるである。

凭せ掛けるは、凭せ掛けるである。

持たせ振りは、持たせ振りである。

持たせるは、持たせるである。

もたつくは、もたつくである。

モダニストは、モダニストである。

モダニズムは、モダニズムである。

藻玉は、藻玉である。

もたもたは、もたもたである。



もだもだは、もだもだである。

悶ゆは、悶ゆである。

齎すは、齎すである。

持たりは、持たりである。

凭るは、凭るである。

靠るは、靠るである。

凭れ掛るは、凭れ掛るである。

靠れ掛るは、靠れ掛るである。

凭れ込むは、凭れ込むである。

靠れ込むは、靠れ込むである。

凭れるは、凭れるである。

靠れるは、靠れるである。

モダンは、モダンである。

モダンアートは、モダンアートである。

モダンガールは、モダンガールである。

モダンジャズは、モダンジャズである。

モダンバレエは、モダンバレエである。

モダンボーイは、モダンボーイである。

もちは、もちである。

持ちは、持ちである。

餅は、餅である。

糯は、糯である。

黐は、黐である。

持合は、持合である。

保合は、保合である。

持合所帯は、持合所帯である。

持ち合うは、持ち合うである。

持ち上がるは、持ち上がるである。

持ち上げるは、持ち上げるである。

持ち味は、持ち味である。

玩びは、玩びである。

翫びは、翫びである。

弄びは、弄びである。

玩ぶは、玩ぶである。

翫ぶは、翫ぶである。

弄ぶは、弄ぶである。

持扱いは、持扱いである。

持ち扱うは、持ち扱うである。

もち網端は、もち網端である。

持網は、持網である。

餅網は、餅網である。

持ち荒らすは、持ち荒らすである。

糯粟は、糯粟である。

餅間は、餅間である。

持ち合すは、持ち合すである。

持合せは、持合せである。



持ち合せるは、持ち合せるである。

用いは、用いである。

望日は、望日である。

餅飯は、餅飯である。

持ち家は、持ち家である。

餅鏡は、餅鏡である。

持ち斎くは、持ち斎くである。

糯稲は、糯稲である。

モチーフは、モチーフである。

用いるは、用いるである。

用ふは、用ふである。

持ち歌は、持ち歌である。

持ち唄は、持ち唄である。

望打ちは、望打ちである。

餅負いは、餅負いである。

持扇は、持扇である。

持送りは、持送りである。

持ち重りは、持ち重りである。

持ち返すは、持ち返すである。

持ち帰りは、持ち帰りである。

持ち帰るは、持ち帰るである。

持ち替えるは、持ち替えるである。

持ち掛けるは、持ち掛けるである。

餅菓子は、餅菓子である。

持ち方は、持ち方である。

持刀は、持刀である。

持株は、持株である。

持株会社は、持株会社である。

望粥は、望粥である。

餅粥は、餅粥である。

餅木は、餅木である。

持来りは、持来りである。

糯黍は、糯黍である。

持切りは、持切りである。

持ち切るは、持ち切るである。

餅草は、餅草である。

持腐れは、持腐れである。

持ち崩すは、持ち崩すである。

望降つは、望降つである。

持口は、持口である。

餅配りは、餅配りである。

持越しは、持越しである。

持ち越すは、持ち越すである。

持ち堪えるは、持ち堪えるである。

持駒は、持駒である。

持込みは、持込みである。



持込み渡し値段は、持込み渡し値段である。

持ち込むは、持ち込むである。

糯米は、糯米である。

持ち籠るは、持ち籠るである。

黐竿は、黐竿である。

持ち去るは、持ち去るである。

望潮は、望潮である。

持ち時間は、持ち時間である。

持尺は、持尺である。

持将棋は、持将棋である。

持城は、持城である。

持初は、持初である。

餅代は、餅代である。

持出しは、持出しである。

持ち出すは、持ち出すである。

持太刀は、持太刀である。

持ち立ては、持ち立てである。

持楯は、持楯である。

持ち長じるは、持ち長じるである。

餅搗きは、餅搗きである。

望月は、望月である。

望月玉蟾は、望月玉蟾である。

望月三英は、望月三英である。

望月の駒は、望月の駒である。

望月牧は、望月牧である。

持ち付けるは、持ち付けるである。

羊躑躅は、羊躑躅である。

黐躑躅は、黐躑躅である。

餅躑躅は、餅躑躅である。

持ち点は、持ち点である。

望年は、望年である。

黐鳥は、黐鳥である。

持ち直すは、持ち直すである。

餅中は、餅中である。

持ち成すは、持ち成すである。

黐縄は、黐縄である。

持荷は、持荷である。

持逃げは、持逃げである。

持主は、持主である。

持頭は、持頭である。

餅の形は、餅の形である。

黐の木は、黐の木である。

望の月は、望の月である。

望の日は、望の日である。

餅の札は、餅の札である。

餅糊は、餅糊である。



持場は、持場である。

持運びは、持運びである。

持ち運ぶは、持ち運ぶである。

餅肌は、餅肌である。

餅膚は、餅膚である。

餅花は、餅花である。

餅花煎は、餅花煎である。

餅腹は、餅腹である。

持番は、持番である。

以仁王は、以仁王である。

餅病は、餅病である。

持分は、持分である。

持夫は、持夫である。

餅舟は、餅舟である。

餅踏みは、餅踏みである。

持ち振りは、持ち振りである。

持ち古すは、持ち古すである。

持ち分は、持ち分である。

モチベーションは、モチベーションである。

餅紅は、餅紅である。

持ち前は、持ち前である。

持丸は、持丸である。

持丸長者は、持丸長者である。

持回りは、持回りである。

持回り閣議は、持回り閣議である。

持ち回るは、持ち回るである。

餅筵は、餅筵である。

持ち持ちは、持ち持ちである。

もちもち節供は、もちもち節供である。

持ち物は、持ち物である。

持家は、持家である。

持屋は、持屋である。

餅屋は、餅屋である。

持ちゃげるは、持ちゃげるである。

持槍は、持槍である。

用ゆは、用ゆである。

喪中は、喪中である。

餅雪は、餅雪である。

持弓は、持弓である。

持丁は、持丁である。

持ち寄るは、持ち寄るである。

持料は、持料である。

勿論は、勿論である。

持ち分くは、持ち分くである。

もつは、もつである。

物は、物である。



持つは、持つである。

モツァルトは、モツァルトである。

黙過は、黙過である。

木灰は、木灰である。

木槨は、木槨である。

木化石は、木化石である。

木活字版は、木活字版である。

木管は、木管である。

木環は、木環である。

没官は、没官である。

木管楽器は、木管楽器である。

木記は、木記である。

木器は、木器である。

勿吉は、勿吉である。

没却は、没却である。

黙許は、黙許である。

盛切は、盛切である。

木琴は、木琴である。

もっけは、もっけである。

勿怪は、勿怪である。

木鶏は、木鶏である。

牧谿は、牧谿である。

黙契は、黙契である。

物怪顔は、物怪顔である。

畚は、畚である。

持子は、持子である。

歿後は、歿後である。

没後は、没後である。

木香は、木香である。

唐木香は、唐木香である。

目光は、目光である。

目耕は、目耕である。

沐猴は、沐猴である。

黙考は、黙考である。

木工機械は、木工機械である。

木香薔薇は、木香薔薇である。

木斛は、木斛である。

もっこすは、もっこすである。

木骨は、木骨である。

没骨は、没骨である。

木骨煉瓦造は、木骨煉瓦造である。

畚褌は、畚褌である。

畚棒は、畚棒である。

目今は、目今である。

もっさりは、もっさりである。

没収は、没収である。



没蹤跡は、没蹤跡である。

没食子は、没食子である。

没食子酸は、没食子酸である。

没食子蜂は、没食子蜂である。

没すは、没すである。

モッセは、モッセである。

物相は、物相である。

盛相は、盛相である。

物相頭は、物相頭である。

持双船は、持双船である。

物相飯は、物相飯である。

勿体は、勿体である。

物体は、物体である。

勿体顔は、勿体顔である。

勿体無は、勿体無である。

勿体無いは、勿体無いである。

勿体振るは、勿体振るである。

勿体らしいは、勿体らしいである。

持っ立てるは、持っ立てるである。

もっちょうずるは、もっちょうずるである。

持って来いは、持って来いである。

以ての外は、以ての外である。

持って回るは、持って回るである。

モットは、モットである。

もっとは、もっとである。

元結は、元結である。

没倒は、没倒である。

モットーは、モットーである。

尤もは、尤もである。

最もは、最もである。

尤もごかしは、尤もごかしである。

尤も至極は、尤も至極である。

尤も千万は、尤も千万である。

尤草紙は、尤草紙である。

尤も役は、尤も役である。

尤もらしいは、尤もらしいである。

もつ鍋は、もつ鍋である。

没日は、没日である。

没入は、没入である。

専らは、専らである。

モッブは、モッブである。

モップは、モップである。

モッブシーンは、モッブシーンである。

モップルは、モップルである。

もつ焼は、もつ焼である。

没薬は、没薬である。



もつ料理は、もつ料理である。

縺るは、縺るである。

縺れは、縺れである。

縺れ髪は、縺れ髪である。

縺れ込むは、縺れ込むである。

縺れるは、縺れるである。

もては、もてである。

持て合ふは、持て合ふである。

持て上ぐは、持て上ぐである。

玩び草は、玩び草である。

弄び種は、弄び種である。

弄び物は、弄び物である。

持て扱いは、持て扱いである。

持て扱い種は、持て扱い種である。

持て扱うは、持て扱うである。

持て余しは、持て余しである。

持て余すは、持て余すである。

モティーフは、モティーフである。

持て出づは、持て出づである。

モディフィケーションは、モディフィケーションである。

モディリアーニは、モディリアーニである。

もて返すは、もて返すである。

もて隠すは、もて隠すである。

もて傅くは、もて傅くである。

もて興ずは、もて興ずである。

もて消つは、もて消つである。

もて騒ぐは、もて騒ぐである。

もて鎮むは、もて鎮むである。

もて損ふは、もて損ふである。

もて付くは、もて付くである。

もて付けは、もて付けである。

モテットは、モテットである。

持て成しは、持て成しである。

持て成すは、持て成すである。

持て悩み種は、持て悩み種である。

持て悩むは、持て悩むである。

持て馴らすは、持て馴らすである。

もて離るは、もて離るである。

もて映やすは、もて映やすである。

もて囃すは、もて囃すである。

持て参るは、持て参るである。

モデムは、モデムである。

持て持ては、持て持てである。

もて行くは、もて行くである。

モデラートは、モデラートである。

モデリングは、モデリングである。



持てるは、持てるである。

モデルは、モデルである。

モデルケースは、モデルケースである。

モデルスクールは、モデルスクールである。

モデルチェンジは、モデルチェンジである。

モデルノロジーは、モデルノロジーである。

モデルハウスは、モデルハウスである。

モデルルームは、モデルルームである。

持て煩ふは、持て煩ふである。

持て渡るは、持て渡るである。

下は、下である。

許は、許である。

本は、本である。

元は、元である。

原は、原である。

基は、基である。

旧は、旧である。

故は、故である。

本荒は、本荒である。

元いは、元いである。

元家は、元家である。

元入れは、元入れである。

元入れ資本は、元入れ資本である。

本色は、本色である。

元浮けは、元浮けである。

元請は、元請である。

元請負は、元請負である。

本歌は、本歌である。

元内は、元内である。

元売りは、元売りである。

元えは、元えである。

廻は、廻である。

縫腋の袍は、縫腋の袍である。

本居は、本居である。

本居内遠は、本居内遠である。

本居大平は、本居大平である。

本居豊穎は、本居豊穎である。

本居宣長は、本居宣長である。

本居春庭は、本居春庭である。

廻ろふは、廻ろふである。

もどかしいは、もどかしいである。

本柏は、本柏である。

本方は、本方である。

元方は、元方である。

もどかわしは、もどかわしである。

本木は、本木である。



素木は、素木である。

擬きは、擬きである。

抵牾は、抵牾である。

牴牾は、牴牾である。

抵牾顔は、抵牾顔である。

本木庄左衛門は、本木庄左衛門である。

本木昌造は、本木昌造である。

本木良永は、本木良永である。

元金は、元金である。

元銀は、元銀である。

擬くは、擬くである。

抵牾くは、抵牾くである。

牴牾くは、牴牾くである。

本降つは、本降つである。

元口は、元口である。

元首は、元首である。

本黒は、本黒である。

モトクロスは、モトクロスである。

元子は、元子である。

左右は、左右である。

基肥は、基肥である。

元肥は、元肥である。

左右人は、左右人である。

元込めは、元込めである。

戻しは、戻しである。

元重は、元重である。

本重籐は、本重籐である。

戻し交雑は、戻し交雑である。

戻し汁は、戻し汁である。

戻し税制度は、戻し税制度である。

本篠は、本篠である。

元締は、元締である。

本白は、本白である。

本城は、本城である。

戻すは、戻すである。

本末は、本末である。

本栖湖は、本栖湖である。

元栓は、元栓である。

本備えは、本備えである。

元田は、元田である。

元高は、元高である。

本立ちは、本立ちである。

本立ては、本立てである。

元店は、元店である。

元田永孚は、元田永孚である。

元種は、元種である。



元帳は、元帳である。

本つ家は、本つ家である。

基づくは、基づくである。

本つ国は、本つ国である。

元綱は、元綱である。

元っ流行は、元っ流行である。

元つ人は、元つ人である。

本つ妻は、本つ妻である。

前妻は、前妻である。

本詰めは、本詰めである。

元手は、元手である。

元通りは、元通りである。

元所は、元所である。

元処は、元処である。

もとなは、もとなである。

本生りは、本生りである。

本成りは、本成りである。

元値は、元値である。

元のえは、元のえである。

本の国は、本の国である。

本の心は、本の心である。

本の誓いは、本の誓いである。

元信は、元信である。

本の御門は、本の御門である。

元の妻は、元の妻である。

元の木阿弥は、元の木阿弥である。

本葉は、本葉である。

本矧は、本矧である。

元箱根は、元箱根である。

本弭は、本弭である。

本筈は、本筈である。

元流行は、元流行である。

元払い運賃は、元払い運賃である。

本拍子は、本拍子である。

元船は、元船である。

本船は、本船である。

本船渡しは、本船渡しである。

元へは、元へである。

本辺は、本辺である。

本時鳥は、本時鳥である。

本宮は、本宮である。

求むは、求むである。

本村は、本村である。

求めは、求めである。

求子は、求子である。

求女塚は、求女塚である。



求塚は、求塚である。

求めては、求めてである。

求めるは、求めるである。

元元は、元元である。

本本は、本本である。

元屋は、元屋である。

本山は、本山である。

本山彦一は、本山彦一である。

元結紙は、元結紙である。

元よりは、元よりである。

固よりは、固よりである。

素よりは、素よりである。

戻らかすは、戻らかすである。

戻りは、戻りである。

翻筋斗は、翻筋斗である。

戻り馬は、戻り馬である。

戻売は、戻売である。

戻り掛けは、戻り掛けである。

戻り駕籠は、戻り駕籠である。

戻駕は、戻駕である。

戻り鰹は、戻り鰹である。

戻為替手形は、戻為替手形である。

戻り車は、戻り車である。

戻り様は、戻り様である。

戻り正月は、戻り正月である。

戻り梅雨は、戻り梅雨である。

戻手形は、戻手形である。

戻橋は、戻橋である。

戻り舟は、戻り舟である。

戻り道は、戻り道である。

戻るは、戻るである。

悖るは、悖るである。

戻ろかすは、戻ろかすである。

斑かすは、斑かすである。

斑くは、斑くである。

本渡りは、本渡りである。

モナーキーは、モナーキーである。

最中は、最中である。

最中の月は、最中の月である。

モナコは、モナコである。

モナズ石は、モナズ石である。

モナドは、モナドである。

モナド論は、モナド論である。

モナミは、モナミである。

モナリザは、モナリザである。

モニターは、モニターである。



モニュメンタルは、モニュメンタルである。

モニュメントは、モニュメントである。

モニリア症は、モニリア症である。

蛻くは、蛻くである。

蛻は、蛻である。

蛻皮は、蛻皮である。

蛻の殻は、蛻の殻である。

モネは、モネである。

モネラは、モネラである。

モネルメタルは、モネルメタルである。

者は、者である。

モノは、モノである。

物合は、物合である。

物間は、物間である。

物厭きは、物厭きである。

物商人は、物商人である。

物揚げ場は、物揚げ場である。

物新しいは、物新しいである。

物争いは、物争いである。

物洗貝は、物洗貝である。

物哀れは、物哀れである。

物案じは、物案じである。

物射は、物射である。

物言いは、物言いである。

物言い伽は、物言い伽である。

物言うは、物言うである。

物射馬は、物射馬である。

物射沓は、物射沓である。

物出では、物出でである。

物忌は、物忌である。

物忌の館は、物忌の館である。

斎の館は、斎の館である。

物忌の札は、物忌の札である。

物入りは、物入りである。

物入れは、物入れである。

物弄いは、物弄いである。

物祝いは、物祝いである。

物憂は、物憂である。

物憂いは、物憂いである。

懶いは、懶いである。

物倦じは、物倦じである。

物打は、物打である。

物疎しは、物疎しである。

物恨みは、物恨みである。

物恨めしは、物恨めしである。

物羨みは、物羨みである。



物売りは、物売りである。

物怨じは、物怨じである。

モノーは、モノーである。

物置は、物置である。

物怖じは、物怖じである。

物惜しみは、物惜しみである。

物恐ろしいは、物恐ろしいである。

物音は、物音である。

物驚きは、物驚きである。

物覚えは、物覚えである。

物思いは、物思いである。

物思い種は、物思い種である。

物思うは、物思うである。

物思はしは、物思はしである。

モノーラルは、モノーラルである。

ものかは、ものかである。

物飼いは、物飼いである。

物書きは、物書きである。

物隠しは、物隠しである。

物陰は、物陰である。

物影は、物影である。

物頭は、物頭である。

物数は、物数である。

物数えは、物数えである。

物堅いは、物堅いである。

物語らふは、物語らふである。

物語は、物語である。

物語合は、物語合である。

物語絵は、物語絵である。

物語所は、物語所である。

物語書は、物語書である。

物語本は、物語本である。

物語るは、物語るである。

ものかなは、ものかなである。

物悲しいは、物悲しいである。

物悲しらは、物悲しらである。

ものかはは、ものかはである。

物がましは、物がましである。

モノガミーは、モノガミーである。

ものからは、ものからである。

物柄は、物柄である。

物殻は、物殻である。

モノカルチュアは、モノカルチュアである。

物着は、物着である。

物聞きは、物聞きである。

物聞ゆは、物聞ゆである。



物着せは、物着せである。

物穢しは、物穢しである。

物着の合方は、物着の合方である。

物着星は、物着星である。

物興じは、物興じである。

物清しは、物清しである。

物端正しは、物端正しである。

物切れは、物切れである。

物際は、物際である。

懶は、懶である。

物臭は、物臭である。

物種は、物種である。

懶草履は、懶草履である。

物くさ太郎は、物くさ太郎である。

懶道心は、懶道心である。

物ぐねりは、物ぐねりである。

物暗しは、物暗しである。

モノグラフは、モノグラフである。

モノグラフィーは、モノグラフィーである。

モノグラムは、モノグラムである。

モノクルは、モノクルである。

物狂いは、物狂いである。

物狂おしいは、物狂おしいである。

物狂わしいは、物狂わしいである。

モノクロは、モノクロである。

モノクローナル抗体は、モノクローナル抗体である。

モノクロームは、モノクロームである。

物けざやかは、物けざやかである。

物承るは、物承るである。

物気無しは、物気無しである。

物乞いは、物乞いである。

物恋しは、物恋しである。

物恋ほしは、物恋ほしである。

モノコードは、モノコードである。

物心は、物心である。

物心付きなしは、物心付きなしである。

物心細しは、物心細しである。

物越しは、物越しである。

物腰は、物腰である。

物事は、物事である。

物毎には、物毎にである。

物好みは、物好みである。

物懲りは、物懲りである。

物強しは、物強しである。

物差しは、物差しである。

物指しは、物指しである。



物沙汰は、物沙汰である。

物定めは、物定めである。

物実は、物実である。

物淋しいは、物淋しいである。

物さぶは、物さぶである。

物騒がしいは、物騒がしいである。

物多には、物多にである。

物仕は、物仕である。

物師は、物師である。

物しは、物しである。

物静かは、物静かである。

物自体は、物自体である。

物知らずは、物知らずである。

物知りは、物知りである。

物識りは、物識りである。

物知り顔は、物知り顔である。

物識り立ては、物識り立てである。

物代は、物代である。

物すは、物すである。

物好きは、物好きである。

物数奇は、物数奇である。

物好者は、物好者である。

物凄いは、物凄いである。

物凄じは、物凄じである。

物するは、物するである。

モノセックスは、モノセックスである。

ものぞは、ものぞである。

物損いは、物損いである。

モノタイプは、モノタイプである。

物工は、物工である。

物匠は、物匠である。

物嗜みは、物嗜みである。

物断ちは、物断ちである。

物裁ちは、物裁ちである。

物裁ち刀は、物裁ち刀である。

物足りないは、物足りないである。

物近しは、物近しである。

物憑きは、物憑きである。

物尽しは、物尽しである。

物作りは、物作りである。

物付は、物付である。

物慎しは、物慎しである。

物慎みは、物慎みである。

モノディーは、モノディーである。

物問いは、物問いである。

物問ふは、物問ふである。



物遠は、物遠である。

物遠しは、物遠しである。

モノトーンは、モノトーンである。

物咎めは、物咎めである。

者共は、者共である。

モノドラマは、モノドラマである。

物取りは、物取りである。

物嘆かしは、物嘆かしである。

物嘆きは、物嘆きである。

物懐かしは、物懐かしである。

物ならは、物ならである。

物習いは、物習いである。

物ならずは、物ならずである。

物習わしは、物習わしである。

物成は、物成である。

物馴れは、物馴れである。

物馴れるは、物馴れるである。

物悪みは、物悪みである。

寄物陳思歌は、寄物陳思歌である。

物縫いは、物縫いである。

物縫い女は、物縫い女である。

物主は、物主である。

物願いは、物願いである。

物妬みは、物妬みである。

物念じは、物念じである。

もののは、もののである。

物の彼方は、物の彼方である。

物の哀れは、物の哀れである。

債は、債である。

物の数は、物の数である。

物の聞えは、物の聞えである。

物の具は、物の具である。

物の怪は、物の怪である。

物の怪だつは、物の怪だつである。

物の諭しは、物の諭しである。

物の師は、物の師である。

物覘きは、物覘きである。

物の序では、物の序でである。

物の道理は、物の道理である。

物の名は、物の名である。

物の音は、物の音である。

物の始めは、物の始めである。

物の弾みは、物の弾みである。

武士は、武士である。

物の節は、物の節である。

武士のは、武士のである。



物部は、物部である。

物部神社は、物部神社である。

物部尾輿は、物部尾輿である。

物部守屋は、物部守屋である。

物の本は、物の本である。

物の本店は、物の本店である。

物の紛れは、物の紛れである。

物の見事は、物の見事である。

物の芽は、物の芽である。

物の用は、物の用である。

物果無しは、物果無しである。

物恥じは、物恥じである。

物始めは、物始めである。

物恥かしは、物恥かしである。

物は尽しは、物は尽しである。

物は付けは、物は付けである。

藻の花は、藻の花である。

物食みは、物食みである。

物映しは、物映しである。

物張りは、物張りである。

物日は、物日である。

モノフォニーは、モノフォニーである。

物深しは、物深しである。

物古るは、物古るである。

物旧るは、物旧るである。

物保険は、物保険である。

物誇りらかは、物誇りらかである。

物干しは、物干しである。

物欲しいは、物欲しいである。

物欲しげは、物欲しげである。

物干し竿は、物干し竿である。

物欲しそうは、物欲しそうである。

モノポリーは、モノポリーである。

モノマーは、モノマーである。

物参りは、物参りである。

物前は、物前である。

物申すは、物申すである。

尸者は、尸者である。

物学びは、物学びである。

モノマニアは、モノマニアである。

物真似は、物真似である。

ものまめやかは、ものまめやかである。

物見は、物見である。

物見笠は、物見笠である。

物見草は、物見草である。

物見車は、物見車である。



物見簾は、物見簾である。

物見せ立ては、物見せ立てである。

物見台は、物見台である。

物見高いは、物見高いである。

物見猛しは、物見猛しである。

物見船は、物見船である。

物見窓は、物見窓である。

物見役は、物見役である。

物見櫓は、物見櫓である。

物見遊山は、物見遊山である。

物難しは、物難しである。

物憤りは、物憤りである。

物めかしは、物めかしである。

物めかすは、物めかすである。

物珍しいは、物珍しいである。

物愛では、物愛でである。

ものもは、ものもである。

物思ひは、物思ひである。

物思ふは、物思ふである。

ものもうは、ものもうである。

物申しは、物申しである。

謁者は、謁者である。

物詣では、物詣でである。

物持は、物持である。

物抵牾は、物抵牾である。

物物しいは、物物しいである。

物貰いは、物貰いである。

物病みは、物病みである。

物柔らかは、物柔らかである。

ものゆえは、ものゆえである。

物床しは、物床しである。

物吉は、物吉である。

物読みは、物読みである。

物らしは、物らしである。

モノラルは、モノラルである。

モノレールは、モノレールである。

モノローグは、モノローグである。

物分りは、物分りである。

物別れは、物別れである。

物分れは、物分れである。

物忘れは、物忘れである。

物侘しいは、物侘しいである。

物侘しらは、物侘しらである。

物笑いは、物笑いである。

ものをは、ものをである。

藻葉は、藻葉である。



もはは、もはである。

藻場は、藻場である。

モバイルコンピューティングは、モバイルコンピューティングである。

モハメッドは、モハメッドである。

最早は、最早である。

思はゆは、思はゆである。

茂原は、茂原である。

模範は、模範である。

模範試合は、模範試合である。

模範生は、模範生である。

模範的は、模範的である。

モヒは、モヒである。

モビールは、モビールである。

裳引きは、裳引きである。

裳引くは、裳引くである。

最姫は、最姫である。

裳紐は、裳紐である。

喪服は、喪服である。

藻臥束鮒は、藻臥束鮒である。

喪船は、喪船である。

モヘアは、モヘアである。

モヘアプラッシュは、モヘアプラッシュである。

もへ箱は、もへ箱である。

モヘルは、モヘルである。

モヘンジョダロは、モヘンジョダロである。

モボは、モボである。

模倣は、模倣である。

摸倣は、摸倣である。

模倣芸術は、模倣芸術である。

模倣説は、模倣説である。

モホリナジは、モホリナジである。

モホロヴィチッチ面は、モホロヴィチッチ面である。

模本は、模本である。

摸本は、摸本である。

も又は、も又である。

揉まれるは、揉まれるである。

籾は、籾である。

紅は、紅である。

紅絹は、紅絹である。

樅は、樅である。

蝦蟇は、蝦蟇である。

もみは、もみである。

揉合いは、揉合いである。

揉藍は、揉藍である。

揉み合うは、揉み合うである。

揉上げは、揉上げである。



揉足は、揉足である。

揉洗いは、揉洗いである。

揉板は、揉板である。

籾臼は、籾臼である。

紅裏は、紅裏である。

揉瓜は、揉瓜である。

揉烏帽子は、揉烏帽子である。

紅返しは、紅返しである。

揉紙は、揉紙である。

籾殻は、籾殻である。

揉革は、揉革である。

揉錐は、揉錐である。

揉鬮は、揉鬮である。

揉みくたは、揉みくたである。

揉みくちゃは、揉みくちゃである。

籾蔵は、籾蔵である。

籾車は、籾車である。

揉み消すは、揉み消すである。

揉み込むは、揉み込むである。

籾米は、籾米である。

紅師は、紅師である。

紅葉は、紅葉である。

黄葉は、黄葉である。

紅葉葵は、紅葉葵である。

紅葉苺は、紅葉苺である。

紅葉卸しは、紅葉卸しである。

紅葉貝は、紅葉貝である。

紅葉笠は、紅葉笠である。

紅葉傘は、紅葉傘である。

紅葉襲は、紅葉襲である。

紅葉唐松は、紅葉唐松である。

槭唐松は、槭唐松である。

紅葉狩は、紅葉狩である。

紅葉衣は、紅葉衣である。

紅葉月は、紅葉月である。

紅葉鳥は、紅葉鳥である。

紅葉賀は、紅葉賀である。

紅葉の笠は、紅葉の笠である。

紅葉の衣は、紅葉の衣である。

紅葉の帳は、紅葉の帳である。

紅葉の錦は、紅葉の錦である。

紅葉の橋は、紅葉の橋である。

紅葉のは、紅葉のである。

黄葉のは、黄葉のである。

紅葉楓は、紅葉楓である。

紅葉袋は、紅葉袋である。



紅葉鮒は、紅葉鮒である。

紅葉見は、紅葉見である。

紅葉蓆は、紅葉蓆である。

紅葉山文庫は、紅葉山文庫である。

紅葉づは、紅葉づである。

黄葉づは、黄葉づである。

籾摺りは、籾摺りである。

籾摺り歩合は、籾摺り歩合である。

紅染は、紅染である。

紅葉たふは、紅葉たふである。

黄葉たふは、黄葉たふである。

紅葉たすは、紅葉たすである。

黄葉たすは、黄葉たすである。

揉み出すは、揉み出すである。

揉み立てるは、揉み立てるである。

籾種は、籾種である。

紅葉つは、紅葉つである。

黄葉つは、黄葉つである。

籾搗きは、籾搗きである。

揉み潰すは、揉み潰すである。

揉み手は、揉み手である。

籾所は、籾所である。

もみないは、もみないである。

籾糠は、籾糠である。

揉海苔は、揉海苔である。

籾挽きは、籾挽きである。

揉み伏すは、揉み伏すである。

揉み解すは、揉み解すである。

揉み揉みは、揉み揉みである。

揉み療治は、揉み療治である。

揉むは、揉むである。

もむないは、もむないである。

もむ楡は、もむ楡である。

揉めは、揉めである。

茂名は、茂名である。

揉め事は、揉め事である。

揉めるは、揉めるである。

木綿は、木綿である。

木綿糸は、木綿糸である。

木綿織は、木綿織である。

木綿合羽は、木綿合羽である。

木綿紙は、木綿紙である。

木綿切れは、木綿切れである。

木綿縞は、木綿縞である。

木綿縮は、木綿縮である。

木綿蔓は、木綿蔓である。



モメントは、モメントである。

木綿豆腐は、木綿豆腐である。

木綿錦は、木綿錦である。

木綿布子は、木綿布子である。

木綿羽織は、木綿羽織である。

木綿機は、木綿機である。

木綿幅は、木綿幅である。

木綿針は、木綿針である。

木綿張は、木綿張である。

木綿物は、木綿物である。

木綿綿は、木綿綿である。

百は、百である。

腿は、腿である。

桃は、桃である。

桃色は、桃色である。

桃色白粉は、桃色白粉である。

百色染は、百色染である。

百枝は、百枝である。

百重は、百重である。

百重波は、百重波である。

百重山は、百重山である。

百日は、百日である。

ももがは、ももがである。

百日斎は、百日斎である。

百篝は、百篝である。

百絡みは、百絡みである。

楊梅皮は、楊梅皮である。

桃皮は、桃皮である。

鳥臓は、鳥臓である。

百木は、百木である。

百岐年は、百岐年である。

百草は、百草である。

百種は、百種である。

百隈は、百隈である。

百声鳥は、百声鳥である。

百囀りは、百囀りである。

百石の船は、百石の船である。

百磯城は、百磯城である。

百敷は、百敷である。

百磯城のは、百磯城のである。

百敷のは、百敷のである。

百小竹のは、百小竹のである。

桃尻は、桃尻である。

モモスは、モモスである。

桃園は、桃園である。

桃園天皇は、桃園天皇である。



桃染は、桃染である。

百田紙は、百田紙である。

股立は、股立である。

百度は、百度である。

百足らずは、百足らずである。

百足るは、百足るである。

桃太郎は、桃太郎である。

百千は、百千である。

百千度は、百千度である。

百千足るは、百千足るである。

百千鳥は、百千鳥である。

百づ島は、百づ島である。

百伝ふは、百伝ふである。

百綴りは、百綴りである。

百手は、百手である。

百手祭は、百手祭である。

百歳は、百歳である。

百鳥は、百鳥である。

百取の机は、百取の机である。

股長は、股長である。

股貫は、股貫である。

股貫沓は、股貫沓である。

桃井は、桃井である。

桃井幸若丸は、桃井幸若丸である。

桃井春蔵は、桃井春蔵である。

桃生柵は、桃生柵である。

桃の盃は、桃の盃である。

桃の酒は、桃の酒である。

桃の節句は、桃の節句である。

百官は、百官である。

桃の弓は、桃の弓である。

百羽掻きは、百羽掻きである。

股脛巾は、股脛巾である。

股引は、股引である。

股引掛けは、股引掛けである。

百船は、百船である。

桃眉は、桃眉である。

百矢は、百矢である。

百族は、百族である。

百八十神は、百八十神である。

桃山は、桃山である。

桃山時代は、桃山時代である。

桃湯は、桃湯である。

百代は、百代である。

百世は、百世である。

百夜は、百夜である。



百代草は、百代草である。

股寄は、股寄である。

百代花は、百代花である。

桃割れは、桃割れである。

ももんがは、ももんがである。

ももんがあは、ももんがあである。

ももんじいは、ももんじいである。

ももんじ屋は、ももんじ屋である。

もやは、もやである。

靄は、靄である。

身屋は、身屋である。

身舎は、身舎である。

もやいは、もやいである。

舫い繋りは、舫い繋りである。

舫い杭は、舫い杭である。

舫い綱は、舫い綱である。

舫い詰めは、舫い詰めである。

舫い船は、舫い船である。

舫い結びは、舫い結びである。

もやい山は、もやい山である。

もやうは、もやうである。

もやくやは、もやくやである。

もやくるは、もやくるである。

母屋桁は、母屋桁である。

萌やしは、萌やしである。

萌やしっ子は、萌やしっ子である。

萌やすは、萌やすである。

税すは、税すである。

燃やすは、燃やすである。

もやつきは、もやつきである。

もやつくは、もやつくである。

母屋の大饗は、母屋の大饗である。

もやもやは、もやもやである。

もやもや病は、もやもや病である。

靄るは、靄るである。

萌ゆは、萌ゆである。

燃ゆは、燃ゆである。

もゆらは、もゆらである。

燃ゆる土は、燃ゆる土である。

燃ゆる水は、燃ゆる水である。

もよは、もよである。

もよいは、もよいである。

催いは、催いである。

模様は、模様である。

模様替えは、模様替えである。

模様尽しは、模様尽しである。



模様眺めは、模様眺めである。

模様びゆは、模様びゆである。

模様河豚は、模様河豚である。

模様物は、模様物である。

催しは、催しである。

催し顔は、催し顔である。

催し種は、催し種である。

催し勢は、催し勢である。

催し物は、催し物である。

催すは、催すである。

最寄りは、最寄りである。

最寄り品は、最寄り品である。

最寄り船は、最寄り船である。

モヨロ貝塚は、モヨロ貝塚である。

モラールは、モラールである。

貰いは、貰いである。

貰い受けるは、貰い受けるである。

貰い聞きは、貰い聞きである。

貰い食いは、貰い食いである。

貰い子は、貰い子である。

貰い下げるは、貰い下げるである。

貰い事故は、貰い事故である。

貰い溜めるは、貰い溜めるである。

貰い乳は、貰い乳である。

貰いっ放しは、貰いっ放しである。

貰い手は、貰い手である。

貰い年は、貰い年である。

貰い取りは、貰い取りである。

貰い泣きは、貰い泣きである。

貰い涙は、貰い涙である。

貰い放しは、貰い放しである。

貰い火は、貰い火である。

貰い引きは、貰い引きである。

貰い水は、貰い水である。

貰い婿は、貰い婿である。

貰い息子は、貰い息子である。

貰い娘は、貰い娘である。

貰い物は、貰い物である。

貰い湯は、貰い湯である。

貰い笑いは、貰い笑いである。

貰うは、貰うである。

モラヴィアは、モラヴィアである。

モラエスは、モラエスである。

貰かすは、貰かすである。

漏らすは、漏らすである。

洩らすは、洩らすである。



モラトリアムは、モラトリアムである。

モラトリウムは、モラトリウムである。

モラリストは、モラリストである。

モラルは、モラルである。

モランは、モランである。

モランテは、モランテである。

もりは、もりである。

盛りは、盛りである。

森は、森である。

杜は、杜である。

漏りは、漏りである。

銛は、銛である。

森青蛙は、森青蛙である。

盛上りは、盛上りである。

盛り上がるは、盛り上がるである。

盛上げは、盛上げである。

盛上げ彩色は、盛上げ彩色である。

盛り上げるは、盛り上げるである。

森薊は、森薊である。

森有礼は、森有礼である。

森有正は、森有正である。

盛合せは、盛合せである。

モリーナは、モリーナである。

守歌は、守歌である。

モリエールは、モリエールである。

森鴎外は、森鴎外である。

盛岡は、盛岡である。

守親は、守親である。

森槐南は、森槐南である。

盛り返すは、盛り返すである。

森恪は、森恪である。

盛籠は、盛籠である。

盛菓子は、盛菓子である。

森川は、森川である。

森川許六は、森川許六である。

森川杜園は、森川杜園である。

守木は、守木である。

漏り聞くは、漏り聞くである。

盛切りは、盛切りである。

盛切り御台は、盛切り御台である。

守口は、守口である。

守口大根は、守口大根である。

守邦親王は、守邦親王である。

盛込みは、盛込みである。

盛り込むは、盛り込むである。

盛り殺すは、盛り殺すである。



守貞親王は、守貞親王である。

守貞漫稿は、守貞漫稿である。

盛り塩は、盛り塩である。

森重流は、森重流である。

森下紙は、森下紙である。

森島は、森島である。

森島中良は、森島中良である。

森春濤は、森春濤である。

モリスは、モリスである。

盛り砂は、盛り砂である。

森銑三は、森銑三である。

森狙仙は、森狙仙である。

盛蕎麦は、盛蕎麦である。

モリソンは、モリソンである。

モリソン号事件は、モリソン号事件である。

守田は、守田である。

森田は、森田である。

守田勘弥は、守田勘弥である。

盛り沢山は、盛り沢山である。

守武は、守武である。

守武千句は、守武千句である。

守武流は、守武流である。

森田座は、森田座である。

盛出しは、盛出しである。

森田思軒は、森田思軒である。

森田草平は、森田草平である。

守り立てるは、守り立てるである。

森田正馬は、森田正馬である。

森田流は、森田流である。

盛り付けるは、盛り付けるである。

守りっ子は、守りっ子である。

守りっ子被ぎは、守りっ子被ぎである。

盛り土は、盛り土である。

盛綱陣屋は、盛綱陣屋である。

森燕は、森燕である。

盛り潰すは、盛り潰すである。

盛り手は、盛り手である。

森戸事件は、森戸事件である。

盛殿は、盛殿である。

護良親王は、護良親王である。

守人は、守人である。

森の生活は、森の生活である。

盛鉢は、盛鉢である。

盛花は、盛花である。

もり食むは、もり食むである。

盛久は、盛久である。



モリブデンは、モリブデンである。

モリブデン鉛鉱は、モリブデン鉛鉱である。

モリブデン鋼は、モリブデン鋼である。

守部は、守部である。

森雅之は、森雅之である。

守女は、守女である。

守女着物は、守女着物である。

森本は、森本である。

森本薫は、森本薫である。

森本六爾は、森本六爾である。

盛物は、盛物である。

もりもりは、もりもりである。

守屋は、守屋である。

盛屋は、盛屋である。

守役は、守役である。

守山は、守山である。

森蘭丸は、森蘭丸である。

茂林は、茂林である。

茂林寺は、茂林寺である。

モルは、モルである。

もるは、もるである。

盛るは、盛るである。

漏るは、漏るである。

洩るは、洩るである。

モルガンは、モルガンである。

モルジヴは、モルジヴである。

モル質量は、モル質量である。

モル体積は、モル体積である。

モルダウは、モルダウである。

モルダヴィアは、モルダヴィアである。

モルタルは、モルタルである。

モルッカ諸島は、モルッカ諸島である。

モルテールは、モルテールである。

モルデントは、モルデントである。

モルトは、モルトである。

モルドヴァは、モルドヴァである。

モルトケは、モルトケである。

モルナールは、モルナールである。

モル熱は、モル熱である。

モル濃度は、モル濃度である。

モルヒネは、モルヒネである。

モルヒネ中毒は、モルヒネ中毒である。

モルフィンは、モルフィンである。

モルフォ蝶は、モルフォ蝶である。

モル分率は、モル分率である。

守る目は、守る目である。



モルモットは、モルモットである。

モルモン教は、モルモン教である。

モルレーは、モルレーである。

漏れは、漏れである。

洩れは、洩れである。

泄れは、泄れである。

モレアスは、モレアスである。

モレーンは、モレーンである。

漏れ落ちるは、漏れ落ちるである。

洩れ落ちるは、洩れ落ちるである。

漏れ聞くは、漏れ聞くである。

洩れ聞くは、洩れ聞くである。

漏れ無くは、漏れ無くである。

漏れるは、漏れるである。

洩れるは、洩れるである。

モロは、モロである。

諸は、諸である。

諸挙は、諸挙である。

諸鐙は、諸鐙である。

脆いは、脆いである。

諸糸は、諸糸である。

諸色は、諸色である。

諸薄青は、諸薄青である。

諸腕は、諸腕である。

モローは、モローである。

諸思いは、諸思いである。

双親は、双親である。

諸織は、諸織である。

諸折戸は、諸折戸である。

モロカイは、モロカイである。

諸回りは、諸回りである。

諸加賀は、諸加賀である。

諸鉤は、諸鉤である。

諸角は、諸角である。

諸飾りは、諸飾りである。

諸葛は、諸葛である。

諸鬘は、諸鬘である。

諸果報は、諸果報である。

諸果報者は、諸果報者である。

諸神は、諸神である。

同船は、同船である。

もろきゅうは、もろきゅうである。

諸具足は、諸具足である。

諸口は、諸口である。

諸敬は、諸敬である。

諸子は、諸子である。



諸恋は、諸恋である。

諸声は、諸声である。

諸心は、諸心である。

唐土は、唐土である。

唐は、唐である。

唐黍は、唐黍である。

蜀黍は、蜀黍である。

諸腰は、諸腰である。

蜀黍団子は、蜀黍団子である。

唐土判官は、唐土判官である。

唐土人は、唐土人である。

唐土船は、唐土船である。

唐土書は、唐土書である。

唐土文字は、唐土文字である。

蜀黍餅は、蜀黍餅である。

諸差しは、諸差しである。

諸差縄は、諸差縄である。

諸白髪は、諸白髪である。

諸脛は、諸脛である。

もろせは、もろせである。

諸袖は、諸袖である。

諸手船は、諸手船である。

モロッコは、モロッコである。

モロッコ革は、モロッコ革である。

モロッコ事件は、モロッコ事件である。

諸手は、諸手である。

諸手突きは、諸手突きである。

諸手伸しは、諸手伸しである。

諸点は、諸点である。

諸人は、諸人である。

モロトフは、モロトフである。

諸共は、諸共である。

諸涙は、諸涙である。

胡頽子は、胡頽子である。

諸成は、諸成である。

モロニは、モロニである。

諸には、諸にである。

諸寝は、諸寝である。

師宣は、師宣である。

諸刃は、諸刃である。

諸白は、諸白である。

両葉草は、両葉草である。

諸橋は、諸橋である。

諸橋轍次は、諸橋轍次である。

諸肌は、諸肌である。

諸刃造りは、諸刃造りである。



諸膝は、諸膝である。

諸鬢は、諸鬢である。

諸伏は、諸伏である。

モロヘイヤは、モロヘイヤである。

諸穂は、諸穂である。

諸舞は、諸舞である。

諸眉は、諸眉である。

諸味は、諸味である。

諸向は、諸向である。

双向は、双向である。

諸結びは、諸結びである。

諸目は、諸目である。

諸銘は、諸銘である。

諸持は、諸持である。

諸々は、諸々である。

諸矢は、諸矢である。

諸屋は、諸屋である。

諸社は、諸社である。

諸撚糸は、諸撚糸である。

諸業は、諸業である。

諸羂は、諸羂である。

諸割りは、諸割りである。

文は、文である。

門は、門である。

紋は、紋である。

問は、問である。

悶は、悶である。

聞は、聞である。

もんは、もんである。

門閾は、門閾である。

門院は、門院である。

門衛は、門衛である。

紋御召は、紋御召である。

紋織は、紋織である。

紋織御召は、紋織御召である。

紋織物は、紋織物である。

門下は、門下である。

門外は、門外である。

門外漢は、門外漢である。

門外不出は、門外不出である。

門下起居郎は、門下起居郎である。

門客は、門客である。

文覚は、文覚である。

門下侍中は、門下侍中である。

門下省は、門下省である。

門下侍郎は、門下侍郎である。



門下生は、門下生である。

紋形は、紋形である。

門型起重機は、門型起重機である。

門構えは、門構えである。

紋紙は、紋紙である。

紋柄は、紋柄である。

門下録事は、門下録事である。

文観は、文観である。

門鑑は、門鑑である。

紋看板は、紋看板である。

文木は、文木である。

文義は、文義である。

モンキーは、モンキーである。

モンキースパナは、モンキースパナである。

モンキーレンチは、モンキーレンチである。

紋黄蝶は、紋黄蝶である。

問詰は、問詰である。

紋切型は、紋切型である。

文句は、文句である。

文句入は、文句入である。

紋櫛は、紋櫛である。

文句無しは、文句無しである。

モンクメール語派は、モンクメール語派である。

紋車は、紋車である。

文車は、文車である。

モンケは、モンケである。

門闕は、門闕である。

門限は、門限である。

門戸は、門戸である。

問拷は、問拷である。

聞香は、聞香である。

紋甲烏賊は、紋甲烏賊である。

門戸開放は、門戸開放である。

門戸開放政策は、門戸開放政策である。

モンゴルは、モンゴルである。

モンゴル語は、モンゴル語である。

モンゴル国は、モンゴル国である。

モンゴル語派は、モンゴル語派である。

モンゴル帝国は、モンゴル帝国である。

モンゴルフィエは、モンゴルフィエである。

モンゴロイドは、モンゴロイドである。

文言は、文言である。

文才は、文才である。

問罪は、問罪である。

問罪の師は、問罪の師である。

文作は、文作である。



門札は、門札である。

門歯は、門歯である。

悶死は、悶死である。

文字者は、文字者である。

紋下は、紋下である。

文字の獄は、文字の獄である。

文字の法師は、文字の法師である。

紋紗は、紋紗である。

文者は、文者である。

問者は、問者である。

文尺は、文尺である。

文籍は、文籍である。

問籍は、問籍である。

悶着は、悶着である。

もんじゃ焼は、もんじゃ焼である。

門主は、門主である。

門首は、門首である。

文殊は、文殊である。

モンジュは、モンジュである。

文集は、文集である。

問注所は、問注所である。

文殊会は、文殊会である。

文殊堂は、文殊堂である。

文殊の智慧は、文殊の智慧である。

文殊八字法は、文殊八字法である。

文殊菩薩は、文殊菩薩である。

文書は、文書である。

聞書は、聞書である。

紋書院は、紋書院である。

門牆は、門牆である。

門墻は、門墻である。

紋章は、紋章である。

文章は、文章である。

問状は、問状である。

文章院は、文章院である。

紋章学は、紋章学である。

文章生は、文章生である。

文章道は、文章道である。

文章得業生は、文章得業生である。

文章博士は、文章博士である。

文書袋は、文書袋である。

紋白蝶は、紋白蝶である。

問診は、問診である。

門人は、門人である。

問訊は、問訊である。

門守は、門守である。



門枢は、門枢である。

モンスーンは、モンスーンである。

モンスターは、モンスターである。

モンステラは、モンステラである。

門生は、門生である。

問責は、問責である。

門跡は、門跡である。

門籍は、門籍である。

悶絶は、悶絶である。

悶絶びゃく地は、悶絶びゃく地である。

門扇は、門扇である。

文選は、文選である。

門前は、門前である。

問禅は、問禅である。

門前地は、門前地である。

門前町は、門前町である。

門前払いは、門前払いである。

文選読みは、文選読みである。

門訴は、門訴である。

門送は、門送である。

モンゾニ岩は、モンゾニ岩である。

モンタージュは、モンタージュである。

モンターレは、モンターレである。

紋体は、紋体である。

文体は、文体である。

問対は、問対である。

問題は、問題である。

問題意識は、問題意識である。

問題外は、問題外である。

問題劇は、問題劇である。

問題史は、問題史である。

問題視は、問題視である。

問題児は、問題児である。

文体無いは、文体無いである。

問題法は、問題法である。

問答ふは、問答ふである。

モンタナは、モンタナである。

モンタヌス主義は、モンタヌス主義である。

モンタンは、モンタンである。

文段は、文段である。

文談は、文談である。

文治は、文治である。

門地は、門地である。

捫着は、捫着である。

門中は、門中である。

門柱は、門柱である。



問注は、問注である。

問注記は、問注記である。

紋帳は、紋帳である。

紋散らしは、紋散らしである。

紋縮緬は、紋縮緬である。

紋付は、紋付である。

紋尽しは、紋尽しである。

門弟は、門弟である。

門弟子は、門弟子である。

モンテヴェルディは、モンテヴェルディである。

モンテーニュは、モンテーニュである。

モンテカッシノは、モンテカッシノである。

モンテカルロは、モンテカルロである。

モンテカルロ法は、モンテカルロ法である。

モンテクリスト伯は、モンテクリスト伯である。

モンテコルヴィノは、モンテコルヴィノである。

モンテスキューは、モンテスキューである。

モンテッソリは、モンテッソリである。

モンテネグロは、モンテネグロである。

モンテビデオは、モンテビデオである。

モンテリウスは、モンテリウスである。

モンテルランは、モンテルランである。

モンテレーは、モンテレーである。

モンテローザは、モンテローザである。

門徒は、門徒である。

主水は、主水である。

門灯は、門灯である。

問頭は、問頭である。

問答は、問答である。

問答歌は、問答歌である。

紋唐紙は、紋唐紙である。

問答法は、問答法である。

問答無用は、問答無用である。

モンドガスは、モンドガスである。

文徳実録は、文徳実録である。

文徳天皇は、文徳天皇である。

紋所は、紋所である。

門徒宗は、門徒宗である。

門留めは、門留めである。

モンドリアンは、モンドリアンである。

モントリオールは、モントリオールである。

モントリオール議定書は、モントリオール議定書である。

問話は、問話である。

門内は、門内である。

モンナヴァンナは、モンナヴァンナである。

文無しは、文無しである。



紋無しは、紋無しである。

問難は、問難である。

文人は、文人である。

紋緯は、紋緯である。

文雄は、文雄である。

門派は、門派である。

紋羽は、紋羽である。

モンバサは、モンバサである。

門閥は、門閥である。

門閥家は、門閥家である。

紋羽病は、紋羽病である。

紋羽二重は、紋羽二重である。

モンパルナスは、モンパルナスである。

門番は、門番である。

門番所は、門番所である。

門びは、門びである。

紋日は、紋日である。

門扉は、門扉である。

門標は、門標である。

紋天鵞絨は、紋天鵞絨である。

紋広めは、紋広めである。

文部は、文部である。

モンフォールは、モンフォールである。

文部卿は、文部卿である。

紋服は、紋服である。

文部省は、文部省である。

文部大臣は、文部大臣である。

モンブランは、モンブランである。

もんぺは、もんぺである。

紋別は、紋別である。

モンペリエは、モンペリエである。

門ぼうは、門ぼうである。

聞法は、聞法である。

紋奉書は、紋奉書である。

聞法値遇は、聞法値遇である。

紋本は、紋本である。

モンマルトルは、モンマルトルである。

門脈は、門脈である。

門脈循環は、門脈循環である。

文武天皇は、文武天皇である。

匁は、匁である。

文目は、文目である。

文綿は、文綿である。

木綿巾着は、木綿巾着である。

文盲は、文盲である。

モンモリロン石は、モンモリロン石である。



悶悶は、悶悶である。

門役は、門役である。

門櫓は、門櫓である。

門矢倉は、門矢倉である。

門破りは、門破りである。

門葉は、門葉である。

紋様は、紋様である。

文様は、文様である。

紋羅は、紋羅である。

門立は、門立である。

門柳は、門柳である。

門流は、門流である。

門閭は、門閭である。

紋絽は、紋絽である。

門廊は、門廊である。

門楼は、門楼である。

モンロヴィアは、モンロヴィアである。

モンローは、モンローである。

モンローウォークは、モンローウォークである。

モンロー主義は、モンロー主義である。

やは、やである。

八は、八である。

矢は、矢である。

箭は、箭である。

谷は、谷である。

屋は、屋である。

家は、家である。

嫌は、嫌である。

厭は、厭である。

輻は、輻である。

也は、也である。

冶は、冶である。

夜は、夜である。

野は、野である。

揶は、揶である。

爺は、爺である。

弥は、弥である。

やあは、やあである。

やあいは、やあいである。

ヤーウェは、ヤーウェである。

ヤークーブベクは、ヤークーブベクである。

八咫は、八咫である。

野鶏は、野鶏である。

屋充ては、屋充てである。

ヤードは、ヤードである。

ヤードポンド法は、ヤードポンド法である。



岩穴は、岩穴である。

ヤーパンは、ヤーパンである。

やあらは、やあらである。

ヤールは、ヤールである。

ヤール幅は、ヤール幅である。

矢合せは、矢合せである。

やいは、やいである。

焼嗅は、焼嗅である。

焼金は、焼金である。

焼鎌は、焼鎌である。

焼狩は、焼狩である。

矢軍は、矢軍である。

焼臭は、焼臭である。

焼串は、焼串である。

焼米は、焼米である。

焼軸は、焼軸である。

焼印は、焼印である。

焼炭は、焼炭である。

矢板は、矢板である。

焼津は、焼津である。

灸は、灸である。

灸饗は、灸饗である。

灸箸は、灸箸である。

灸花は、灸花である。

灸日は、灸日である。

灸虫は、灸虫である。

や否やは、や否やである。

やいのは、やいのである。

やいのやいのは、やいのやいのである。

刃は、刃である。

焼畑は、焼畑である。

焼鍼は、焼鍼である。

刃渡しは、刃渡しである。

焼火は、焼火である。

焼火初は、焼火初である。

やいやいは、やいやいである。

矢入れは、矢入れである。

矢色は、矢色である。

八色鳥は、八色鳥である。

夜陰は、夜陰である。

家請は、家請である。

家内は、家内である。

家内水夫は、家内水夫である。

家移りは、家移りである。

屋移りは、屋移りである。

屋移り粥は、屋移り粥である。



八占は、八占である。

弥占は、弥占である。

やうれは、やうれである。

ヤウンデは、ヤウンデである。

八重は、八重である。

八重雨は、八重雨である。

夜営は、夜営である。

野営は、野営である。

八重織は、八重織である。

八重垣は、八重垣である。

八重垣姫は、八重垣姫である。

八重霞は、八重霞である。

八重霧は、八重霧である。

八重雲は、八重雲である。

八重衣は、八重衣である。

八重咲きは、八重咲きである。

八重崎は、八重崎である。

八重崎検校は、八重崎検校である。

八重桜は、八重桜である。

八重十文字は、八重十文字である。

八重洲は、八重洲である。

八重簀は、八重簀である。

八重畳は、八重畳である。

八重立つは、八重立つである。

八重棚雲は、八重棚雲である。

八重浪は、八重浪である。

八重生りは、八重生りである。

八重歯は、八重歯である。

八重旗雲は、八重旗雲である。

八重一重は、八重一重である。

八重葺きは、八重葺きである。

八重葎は、八重葎である。

八重無尽は、八重無尽である。

八重八重は、八重八重である。

八重山は、八重山である。

八重山語彙は、八重山語彙である。

八重山諸島は、八重山諸島である。

八重山吹は、八重山吹である。

夜宴は、夜宴である。

野猿は、野猿である。

八百は、八百である。

八尾は、八尾である。

八百会は、八百会である。

野翁は、野翁である。

八百重は、八百重である。

八百日は、八百日である。



八百穎は、八百穎である。

矢送りは、矢送りである。

八百路は、八百路である。

八百稲は、八百稲である。

ヤオ族は、ヤオ族である。

八穂蓼は、八穂蓼である。

八穂蓼をは、八穂蓼をである。

八百長は、八百長である。

矢音は、矢音である。

八少女は、八少女である。

八百によしは、八百によしである。

八面は、八面である。

矢面は、矢面である。

家表は、家表である。

八百屋は、八百屋である。

八百屋お七は、八百屋お七である。

八百屋防風は、八百屋防風である。

八百万は、八百万である。

やおらは、やおらである。

やおれは、やおれである。

宅は、宅である。

駅家は、駅家である。

夜火は、夜火である。

野火は、野火である。

野花は、野花である。

やかは、やかである。

夜蛾は、夜蛾である。

夜会は、夜会である。

屋粥は、屋粥である。

野外は、野外である。

野外劇は、野外劇である。

夜会草は、夜会草である。

夜会服は、夜会服である。

夜会巻は、夜会巻である。

夜会結びは、夜会結びである。

屋粥申そうは、屋粥申そうである。

矢反しは、矢反しである。

矢懸りは、矢懸りである。

夜鶴は、夜鶴である。

野客は、野客である。

野鶴は、野鶴である。

夜学は、夜学である。

家陰は、家陰である。

舎屋は、舎屋である。

矢数は、矢数である。

家数は、家数である。



矢数俳諧は、矢数俳諧である。

矢絣は、矢絣である。

矢飛白は、矢飛白である。

矢風は、矢風である。

屋形は、屋形である。

館は、館である。

矢形尾は、矢形尾である。

屋形車は、屋形車である。

屋形号は、屋形号である。

屋形輿は、屋形輿である。

弥堅しは、弥堅しである。

館城は、館城である。

屋形縮緬は、屋形縮緬である。

屋形船は、屋形船である。

屋形町は、屋形町である。

屋固めは、屋固めである。

屋形者は、屋形者である。

宅つ神は、宅つ神である。

夜学校は、夜学校である。

宅つ部は、宅つ部である。

軈ては、軈てである。

弥栄は、弥栄である。

焼腹は、焼腹である。

家部は、家部である。

宅部は、宅部である。

喧しいは、喧しいである。

喧し屋は、喧し屋である。

八上比売は、八上比売である。

族は、族である。

矢柄は、矢柄である。

矢幹は、矢幹である。

やから鉦は、やから鉦である。

矢柄責めは、矢柄責めである。

矢柄投げは、矢柄投げである。

やがるは、やがるである。

矢代りは、矢代りである。

夜間は、夜間である。

射干は、射干である。

野干は、野干である。

薬缶は、薬缶である。

薬缶頭は、薬缶頭である。

夜間中学校は、夜間中学校である。

やきは、やきである。

焼きは、焼きである。

八寸は、八寸である。

夜気は、夜気である。



薬器は、薬器である。

柳は、柳である。

山羊は、山羊である。

野羊は、野羊である。

八木は、八木である。

焼き上げるは、焼き上げるである。

焼網は、焼網である。

八木アンテナは、八木アンテナである。

焼飯は、焼飯である。

焼家は、焼家である。

焼石は、焼石である。

焼芋は、焼芋である。

焼入れは、焼入れである。

焼入れ炉は、焼入れ炉である。

焼印編笠は、焼印編笠である。

焼討は、焼討である。

焼打は、焼打である。

焼饂飩は、焼饂飩である。

焼絵は、焼絵である。

ヤギェウォ大学は、ヤギェウォ大学である。

ヤギェウォ朝は、ヤギェウォ朝である。

焼落しは、焼落しである。

焼菓子は、焼菓子である。

焼鉄は、焼鉄である。

焼切りは、焼切りである。

焼桐は、焼桐である。

焼切り強盗は、焼切り強盗である。

焼き切るは、焼き切るである。

焼草は、焼草である。

焼草船は、焼草船である。

焼栗は、焼栗である。

焼粉は、焼粉である。

焼肥は、焼肥である。

焼鏝は、焼鏝である。

山羊座は、山羊座である。

焼魚は、焼魚である。

焼肴は、焼肴である。

焼刺は、焼刺である。

矢木沢ダムは、矢木沢ダムである。

焼塩は、焼塩である。

焼締めは、焼締めである。

八木重吉は、八木重吉である。

矢疵は、矢疵である。

矢傷は、矢傷である。

焼杉は、焼杉である。

焼き過ぎは、焼き過ぎである。



焼き捨てるは、焼き捨てるである。

焼石膏は、焼石膏である。

焼攻めは、焼攻めである。

焼蕎麦は、焼蕎麦である。

焼太刀は、焼太刀である。

焼太刀のは、焼太刀のである。

焼太刀をは、焼太刀をである。

焼き立ては、焼き立てである。

焼き立てるは、焼き立てるである。

焼玉は、焼玉である。

焼玉機関は、焼玉機関である。

焼付きは、焼付きである。

焼接ぎは、焼接ぎである。

焼き付くは、焼き付くである。

焼付は、焼付である。

焼き付けるは、焼き付けるである。

焼土は、焼土である。

焼き手は、焼き手である。

焼手は、焼手である。

焼豆腐は、焼豆腐である。

焼鳥は、焼鳥である。

焼直しは、焼直しである。

焼き直すは、焼き直すである。

焼頽れは、焼頽れである。

焼鍋は、焼鍋である。

焼鈍しは、焼鈍しである。

焼準しは、焼準しである。

焼肉は、焼肉である。

山羊乳は、山羊乳である。

焼海苔は、焼海苔である。

焼刃は、焼刃である。

焼場は、焼場である。

焼灰は、焼灰である。

焼働きは、焼働きである。

焼蛤は、焼蛤である。

焼嵌めは、焼嵌めである。

焼き払うは、焼き払うである。

焼判は、焼判である。

山羊鬚は、山羊鬚である。

焼麩は、焼麩である。

八木節は、八木節である。

焼豚は、焼豚である。

焼筆は、焼筆である。

焼蒔は、焼蒔である。

焼増しは、焼増しである。

焼味噌は、焼味噌である。



焼明礬は、焼明礬である。

焼結びは、焼結びである。

やきもきは、やきもきである。

焼餅は、焼餅である。

焼餅子は、焼餅子である。

焼餅節供は、焼餅節供である。

焼餅焼きは、焼餅焼きである。

焼戻しは、焼戻しである。

焼物は、焼物である。

焼物薬は、焼物薬である。

焼物師は、焼物師である。

やきやきは、やきやきである。

野球は、野球である。

柳生は、柳生である。

野牛は、野牛である。

柳生十兵衛は、柳生十兵衛である。

野球盤は、野球盤である。

柳生宗矩は、柳生宗矩である。

柳生宗厳は、柳生宗厳である。

柳生流は、柳生流である。

柳生連也斎は、柳生連也斎である。

ヤ行は、ヤ行である。

也行は、也行である。

夜行は、夜行である。

夜業は、夜業である。

夜驚症は、夜驚症である。

夜曲は、夜曲である。

矢切は、矢切である。

矢切の渡しは、矢切の渡しである。

焼き林檎は、焼き林檎である。

海楊類は、海楊類である。

焼枠は、焼枠である。

焼框は、焼框である。

焼割れは、焼割れである。

冶金は、冶金である。

夜勤は、夜勤である。

夜禽は、夜禽である。

野禽は、野禽である。

冶金学は、冶金学である。

厄は、厄である。

役は、役である。

易は、易である。

疫は、疫である。

約は、約である。

益は、益である。

訳は、訳である。



葯は、葯である。

薬は、薬である。

躍は、躍である。

籥は、籥である。

ヤクは、ヤクである。

焼くは、焼くである。

夜具は、夜具である。

やぐは、やぐである。

役当ては、役当てである。

薬医は、薬医である。

薬医門は、薬医門である。

役印は、役印である。

役員は、役員である。

施薬院は、施薬院である。

ヤクーツクは、ヤクーツクである。

ヤクートは、ヤクートである。

役馬は、役馬である。

厄運は、厄運である。

薬液は、薬液である。

役枝は、役枝である。

薬園は、薬園である。

薬王は、薬王である。

薬王菩薩は、薬王菩薩である。

役男は、役男である。

厄落しは、厄落しである。

約音は、約音である。

訳解は、訳解である。

夜久貝は、夜久貝である。

厄害は、厄害である。

薬害は、薬害である。

役替えは、役替えである。

薬学は、薬学である。

役上下は、役上下である。

役柄は、役柄である。

役儀は、役儀である。

訳義は、訳義である。

訳業は、訳業である。

役金は、役金である。

役供は、役供である。

約月は、約月である。

約言は、約言である。

厄子は、厄子である。

訳語は、訳語である。

八種は、八種である。

八色は、八色である。

やくざは、やくざである。



厄災は、厄災である。

厄歳は、厄歳である。

訳載は、訳載である。

薬剤は、薬剤である。

薬剤師は、薬剤師である。

扼殺は、扼殺である。

薬殺は、薬殺である。

八色姓は、八色姓である。

やくさむは、やくさむである。

やくざ者は、やくざ者である。

屋久猿は、屋久猿である。

訳詞は、訳詞である。

訳詩は、訳詩である。

薬司は、薬司である。

薬師は、薬師である。

薬餌は、薬餌である。

焼く塩のは、焼く塩のである。

屋久鹿は、屋久鹿である。

薬食は、薬食である。

薬師経は、薬師経である。

薬師悔過は、薬師悔過である。

薬師講は、薬師講である。

薬師算は、薬師算である。

薬師三尊は、薬師三尊である。

薬師寺は、薬師寺である。

薬師草は、薬師草である。

薬師岳は、薬師岳である。

薬室は、薬室である。

約日は、約日である。

薬師堂は、薬師堂である。

薬師如来は、薬師如来である。

薬師法は、薬師法である。

薬事法は、薬事法である。

薬師仏は、薬師仏である。

屋久島は、屋久島である。

役者は、役者である。

訳者は、訳者である。

役者絵は、役者絵である。

役者子供は、役者子供である。

役者染は、役者染である。

役者付は、役者付である。

役者論語は、役者論語である。

役者評判記は、役者評判記である。

薬酒は、薬酒である。

薬種は、薬種である。

薬種商は、薬種商である。



訳出は、訳出である。

躍出は、躍出である。

訳述は、訳述である。

役所は、役所である。

訳書は、訳書である。

躍如は、躍如である。

約定は、約定である。

約定書は、約定書である。

約定利息は、約定利息である。

約定利率は、約定利率である。

役職は、役職である。

役代は、役代である。

益信は、益信である。

薬疹は、薬疹である。

躍進は、躍進である。

厄神は、厄神である。

疫神は、疫神である。

厄神祭は、厄神祭である。

厄神詣では、厄神詣でである。

訳すは、訳すである。

約数は、約数である。

屋久杉は、屋久杉である。

扼するは、扼するである。

約するは、約するである。

訳するは、訳するである。

薬石は、薬石である。

約説は、約説である。

役銭は、役銭である。

薬箋は、薬箋である。

薬膳は、薬膳である。

躍然は、躍然である。

役送は、役送である。

益送は、益送である。

役僧は、役僧である。

薬草は、薬草である。

躍増は、躍増である。

約束は、約束である。

約束事は、約束事である。

約束証券は、約束証券である。

約束説は、約束説である。

約束手形は、約束手形である。

益体は、益体である。

薬袋は、薬袋である。

薬代は、薬代である。

薬袋紙は、薬袋紙である。

役高は、役高である。



役宅は、役宅である。

約諾は、約諾である。

厄祟りは、厄祟りである。

役立つは、役立つである。

役立てるは、役立てるである。

役知は、役知である。

矢口は、矢口である。

矢口祝は、矢口祝である。

役知恵は、役知恵である。

矢口の祭は、矢口の祭である。

矢口渡は、矢口渡である。

訳注は、訳注である。

訳註は、訳註である。

厄塚は、厄塚である。

厄月は、厄月である。

役付は、役付である。

役作りは、役作りである。

役付けは、役付けである。

約手は、約手である。

約転は、約転である。

薬店は、薬店である。

易田は、易田である。

役とは、役とである。

薬湯は、薬湯である。

躍動は、躍動である。

役得は、役得である。

訳読は、訳読である。

薬毒は、薬毒である。

厄年は、厄年である。

益無しは、益無しである。

厄難は、厄難である。

役日は、役日である。

役人は、役人である。

役人根性は、役人根性である。

薬嚢は、薬嚢である。

易博士は、易博士である。

役場は、役場である。

弥木栄は、弥木栄である。

厄払いは、厄払いである。

矢配りは、矢配りである。

厄日は、厄日である。

疫病は、疫病である。

疫病神は、疫病神である。

疫病除けは、疫病除けである。

薬品は、薬品である。

役夫は、役夫である。



役服は、役服である。

役夫工米は、役夫工米である。

役不足は、役不足である。

役扶持は、役扶持である。

薬物は、薬物である。

薬物アレルギーは、薬物アレルギーである。

薬物依存は、薬物依存である。

薬物学は、薬物学である。

薬物消毒は、薬物消毒である。

役船は、役船である。

約分は、約分である。

約文は、約文である。

訳文は、訳文である。

訳文筌蹄は、訳文筌蹄である。

訳補は、訳補である。

薬圃は、薬圃である。

薬舗は、薬舗である。

薬鋪は、薬鋪である。

役俸は、役俸である。

薬方は、薬方である。

薬包は、薬包である。

薬包紙は、薬包紙である。

訳本は、訳本である。

役米は、役米である。

厄前は、厄前である。

役前は、役前である。

厄負けは、厄負けである。

厄回りは、厄回りである。

役回りは、役回りである。

薬味は、薬味である。

薬味皿は、薬味皿である。

薬味酒は、薬味酒である。

厄水は、厄水である。

役水は、役水である。

薬弥大観は、薬弥大観である。

薬味箪笥は、薬味箪笥である。

役向きは、役向きである。

役目は、役目である。

役名は、役名である。

訳名は、訳名である。

薬名は、薬名である。

八雲は、八雲である。

八雲琴は、八雲琴である。

八雲さすは、八雲さすである。

益母草は、益母草である。

八雲たつは、八雲たつである。



約物は、約物である。

八雲の道は、八雲の道である。

八雲御抄は、八雲御抄である。

役家は、役家である。

役屋は、役屋である。

役役は、役役である。

躍躍は、躍躍である。

漸漸は、漸漸である。

役屋敷は、役屋敷である。

薬用は、薬用である。

薬用植物は、薬用植物である。

薬用石鹸は、薬用石鹸である。

薬浴は、薬浴である。

厄除けは、厄除けである。

櫓は、櫓である。

矢倉は、矢倉である。

窟は、窟である。

櫓落しは、櫓落しである。

矢倉囲いは、矢倉囲いである。

櫓炬燵は、櫓炬燵である。

櫓下は、櫓下である。

櫓衆は、櫓衆である。

櫓太鼓は、櫓太鼓である。

櫓時計は、櫓時計である。

櫓投げは、櫓投げである。

櫓貫は、櫓貫である。

櫓葱は、櫓葱である。

櫓船は、櫓船である。

櫓幕は、櫓幕である。

櫓物は、櫓物である。

櫓門は、櫓門である。

薬欄は、薬欄である。

薬理は、薬理である。

薬理学は、薬理学である。

薬力は、薬力である。

役力士は、役力士である。

役料は、役料である。

薬料は、薬料である。

矢車は、矢車である。

矢車菊は、矢車菊である。

矢車草は、矢車草である。

屋榑は、屋榑である。

薬礼は、薬礼である。

薬籠は、薬籠である。

薬籠蓋は、薬籠蓋である。

約論は、約論である。



役割は、役割である。

役割理論は、役割理論である。

扼腕は、扼腕である。

焼けは、焼けである。

自棄は、自棄である。

焼け上がるは、焼け上がるである。

焼け跡は、焼け跡である。

焼け穴は、焼け穴である。

夜景は、夜景である。

夜警は、夜警である。

野径は、野径である。

野逕は、野逕である。

野景は、野景である。

夜警国家は、夜警国家である。

焼け石は、焼け石である。

焼生は、焼生である。

焼け失せるは、焼け失せるである。

焼け落ちるは、焼け落ちるである。

焼け金は、焼け金である。

焼け切れは、焼け切れである。

自棄糞は、自棄糞である。

焼糞は、焼糞である。

焼け焦げは、焼け焦げである。

自棄酒は、自棄酒である。

焼酒は、焼酒である。

焼け死には、焼け死にである。

焼け死ぬは、焼け死ぬである。

焼岳は、焼岳である。

焼け出されは、焼け出されである。

焼け出されるは、焼け出されるである。

焼誕生は、焼誕生である。

夜月は、夜月である。

焼け付くは、焼け付くである。

焼け土は、焼け土である。

自棄っぱちは、自棄っぱちである。

焼っぱちは、焼っぱちである。

自棄っ腹は、自棄っ腹である。

焼っ腹は、焼っ腹である。

焼け面は、焼け面である。

火傷は、火傷である。

やけには、やけにである。

焼野は、焼野である。

焼野が原は、焼野が原である。

焼け残るは、焼け残るである。

焼野原は、焼野原である。

自棄飲みは、自棄飲みである。



焼飲みは、焼飲みである。

焼け灰は、焼け灰である。

焼け畑は、焼け畑である。

焼け原は、焼け原である。

自棄腹は、自棄腹である。

家人は、家人である。

焼け火箸は、焼け火箸である。

焼け脹れは、焼け脹れである。

焼け太りは、焼け太りである。

自棄分別は、自棄分別である。

焼分別は、焼分別である。

焼け棒杭は、焼け棒杭である。

焼け木杭は、焼け木杭である。

焼け埃は、焼け埃である。

焼け誇りは、焼け誇りである。

焼け山は、焼け山である。

焼山は、焼山である。

焼けるは、焼けるである。

野犬は、野犬である。

野剣は、野剣である。

薬研は、薬研である。

野犬狩は、野犬狩である。

薬研台は、薬研台である。

薬研通吉光は、薬研通吉光である。

薬研堀は、薬研堀である。

薬研彫は、薬研彫である。

野狐は、野狐である。

椰胡は、椰胡である。

水ごは、水ごである。

野語は、野語である。

冶工は、冶工である。

夜光は、夜光である。

屋号は、屋号である。

家号は、家号である。

野合は、野合である。

夜光雲は、夜光雲である。

夜光貝は、夜光貝である。

夜行性は、夜行性である。

夜光虫は、夜光虫である。

夜行動物は、夜行動物である。

夜光時計は、夜光時計である。

夜光塗料は、夜光塗料である。

夜光の珠は、夜光の珠である。

夜光の杯は、夜光の杯である。

夜行列車は、夜行列車である。

や声は、や声である。



矢声は、矢声である。

八声の鳥は、八声の鳥である。

ヤコービは、ヤコービである。

家越しは、家越しである。

野狐禅は、野狐禅である。

矢答えは、矢答えである。

止事無しは、止事無しである。

屋事は、屋事である。

ヤコブは、ヤコブである。

ヤコブ書は、ヤコブ書である。

ヤコブセンは、ヤコブセンである。

ヤコブソンは、ヤコブソンである。

ヤコブの手紙は、ヤコブの手紙である。

ヤコボは、ヤコボである。

ヤコポーネダトーディは、ヤコポーネダトーディである。

矢零れは、矢零れである。

矢頃は、矢頃である。

矢比は、矢比である。

弥五郎は、弥五郎である。

矢座は、矢座である。

夜坐は、夜坐である。

野菜は、野菜である。

屋財は、屋財である。

野菜物は、野菜物である。

優男は、優男である。

優女は、優女である。

八尺は、八尺である。

家捜しは、家捜しである。

家探しは、家探しである。

八坂神社は、八坂神社である。

優形は、優形である。

八尺鳥は、八尺鳥である。

八尺瓊は、八尺瓊である。

八尺瓊勾玉は、八尺瓊勾玉である。

八坂瓊曲玉は、八坂瓊曲玉である。

痩さかむは、痩さかむである。

八坂流は、八坂流である。

屋坂流は、屋坂流である。

矢先は、矢先である。

矢先祝は、矢先祝である。

矢叫びは、矢叫びである。

優言葉は、優言葉である。

優しいは、優しいである。

恥しいは、恥しいである。

易しいは、易しいである。

優しがるは、優しがるである。



優しだつは、優しだつである。

優姿は、優姿である。

八道行成は、八道行成である。

野冊は、野冊である。

優ばむは、優ばむである。

優人は、優人である。

優びるは、優びるである。

優書は、優書である。

優法師は、優法師である。

矢狭間は、矢狭間である。

優者は、優者である。

優優しは、優優しである。

八皿は、八皿である。

野蚕は、野蚕である。

やさんすは、やさんすである。

矢師は、矢師である。

野史は、野史である。

野師は、野師である。

弥四は、弥四である。

香具師は、香具師である。

椰子は、椰子である。

やしは、やしである。

親父は、親父である。

弥次は、弥次である。

野次は、野次である。

弥次馬は、弥次馬である。

野次馬は、野次馬である。

弥次馬根性は、弥次馬根性である。

野次馬根性は、野次馬根性である。

八入は、八入である。

八潮は、八潮である。

やじおは、やじおである。

八塩折は、八塩折である。

八塩折の酒は、八塩折の酒である。

八塩折の紐刀は、八塩折の紐刀である。

八潮路は、八潮路である。

椰子科は、椰子科である。

椰子蟹は、椰子蟹である。

屋敷は、屋敷である。

邸は、邸である。

屋敷改は、屋敷改である。

屋敷方は、屋敷方である。

屋敷構えは、屋敷構えである。

屋敷神は、屋敷神である。

屋敷女中は、屋敷女中である。

屋敷城は、屋敷城である。



屋敷育ちは、屋敷育ちである。

弥次喜多は、弥次喜多である。

屋敷地は、屋敷地である。

屋敷勤めは、屋敷勤めである。

屋敷所は、屋敷所である。

屋敷取は、屋敷取である。

屋敷年貢は、屋敷年貢である。

屋敷奉公は、屋敷奉公である。

屋敷町は、屋敷町である。

屋敷娘は、屋敷娘である。

屋敷者は、屋敷者である。

屋敷守は、屋敷守である。

屋敷割は、屋敷割である。

椰子糖は、椰子糖である。

養いは、養いである。

養い親は、養い親である。

養い君は、養い君である。

養い子は、養い子である。

養ひ立つは、養ひ立つである。

養い嫁は、養い嫁である。

養うは、養うである。

箭篠は、箭篠である。

八洲は、八洲である。

八島は、八島である。

屋島は、屋島である。

矢島は、矢島である。

矢島楫子は、矢島楫子である。

八洲国は、八洲国である。

屋島寺は、屋島寺である。

屋島の戦は、屋島の戦である。

夜叉は、夜叉である。

野錫は、野錫である。

玄孫は、玄孫である。

夜叉五倍子は、夜叉五倍子である。

やしゃるは、やしゃるである。

やしゃんすは、やしゃんすである。

野手は、野手である。

野趣は、野趣である。

椰子油は、椰子油である。

夜襲は、夜襲である。

野州は、野州である。

野獣は、野獣である。

野獣主義は、野獣主義である。

野獣派は、野獣派である。

野手選択は、野手選択である。

耶輸陀羅は、耶輸陀羅である。



野乗は、野乗である。

野情は、野情である。

野嬢は、野嬢である。

痩馬は、痩馬である。

夜色は、夜色である。

夜食は、夜食である。

夜燭は、夜燭である。

野色は、野色である。

家職は、家職である。

屋職は、屋職である。

矢尻は、矢尻である。

鏃は、鏃である。

家尻は、家尻である。

屋後は、屋後である。

家尻切りは、家尻切りである。

矢尻細かは、矢尻細かである。

鏃巻は、鏃巻である。

弥次るは、弥次るである。

野次るは、野次るである。

矢印は、矢印である。

社は、社である。

矢代は、矢代である。

屋代は、屋代である。

社堂は、社堂である。

社の司は、社の司である。

屋代弘賢は、屋代弘賢である。

弥次郎兵衛は、弥次郎兵衛である。

矢代幸雄は、矢代幸雄である。

野心は、野心である。

野人は、野人である。

野心家は、野心家である。

野心的は、野心的である。

野心満満は、野心満満である。

安は、安である。

養は、養である。

やすは、やすである。

痩すは、痩すである。

瘠すは、瘠すである。

安上りは、安上りである。

安井は、安井である。

安寝は、安寝である。

保井は、保井である。

安いは、安いである。

易いは、易いである。

安井算哲は、安井算哲である。

保井春海は、保井春海である。



安井曾太郎は、安井曾太郎である。

安井息軒は、安井息軒である。

安井道頓は、安井道頓である。

安請合いは、安請合いである。

安売りは、安売りである。

安方は、安方である。

痩すかむは、痩すかむである。

野洲川は、野洲川である。

易きは、易きである。

八杉は、八杉である。

安来は、安来である。

安き位は、安き位である。

八杉貞利は、八杉貞利である。

安来節は、安来節である。

安国は、安国である。

靖国神社は、靖国神社である。

矢竦みは、矢竦みである。

矢竦めは、矢竦めである。

弥助は、弥助である。

安げは、安げである。

安けくは、安けくである。

安げ無しは、安げ無しである。

安材料は、安材料である。

野洲晒は、野洲晒である。

安しは、安しである。

易しは、易しである。

矢筋は、矢筋である。

安田は、安田である。

保田は、保田である。

易大事は、易大事である。

安田財閥は、安田財閥である。

安田善次郎は、安田善次郎である。

安田靫彦は、安田靫彦である。

保田与重郎は、保田与重郎である。

康継は、康継である。

安綱は、安綱である。

安っぽいは、安っぽいである。

安手は、安手である。

馬陸は、馬陸である。

馬陸擬は、馬陸擬である。

康富記は、康富記である。

保名は、保名である。

安値は、安値である。

安値引けは、安値引けである。

安の河は、安の河である。

養の御器は、養の御器である。



安の渡りは、安の渡りである。

ヤスパースは、ヤスパースである。

安旅籠は、安旅籠である。

安原は、安原である。

安原貞室は、安原貞室である。

安ぴかは、安ぴかである。

安分は、安分である。

安普請は、安普請である。

安札は、安札である。

ヤスペルスは、ヤスペルスである。

安仏は、安仏である。

休幕は、休幕である。

休まるは、休まるである。

安まるは、安まるである。

休みは、休みである。

八隅は、八隅である。

八隅知しは、八隅知しである。

安見知しは、安見知しである。

休み所は、休み所である。

八隅知るは、八隅知るである。

安見すは、安見すである。

休田は、休田である。

休み茶屋は、休み茶屋である。

安幣帛は、安幣帛である。

安殿は、安殿である。

休み日は、休み日である。

休み休みは、休み休みである。

休むは、休むである。

安蓆は、安蓆である。

休めは、休めである。

安目は、安目である。

休め言葉は、休め言葉である。

休め字は、休め字である。

休め弦は、休め弦である。

休め所は、休め所である。

休めるは、休めるである。

休もふは、休もふである。

安物は、安物である。

安安は、安安である。

易易は、易易である。

痩す痩すは、痩す痩すである。

安宿は、安宿である。

安代は、安代である。

安吉は、安吉である。

安らは、安らである。

休らいは、休らいである。



安らいは、安らいである。

夜須礼祭は、夜須礼祭である。

安楽祭は、安楽祭である。

休らうは、休らうである。

安らうは、安らうである。

安らかは、安らかである。

安らぎは、安らぎである。

安らぐは、安らぐである。

安らけしは、安らけしである。

鑢は、鑢である。

安利は、安利である。

矢摺は、矢摺である。

鑢紙は、鑢紙である。

矢摺籐は、矢摺籐である。

安んじるは、安んじるである。

安んずるは、安んずるである。

痩せは、痩せである。

瘠せは、瘠せである。

八瀬は、八瀬である。

野生は、野生である。

野性は、野性である。

屋税は、屋税である。

野生型は、野生型である。

野性的は、野性的である。

野性味は、野性味である。

痩せ腕は、痩せ腕である。

痩せ馬は、痩せ馬である。

痩せ男は、痩せ男である。

痩せ衰えるは、痩せ衰えるである。

痩せ女は、痩せ女である。

痩せ我は、痩せ我である。

痩せ形は、痩せ形である。

痩せ型は、痩せ型である。

痩せ我慢は、痩せ我慢である。

痩せかむは、痩せかむである。

痩せ枯れるは、痩せ枯れるである。

野蹟は、野蹟である。

野跡は、野跡である。

痩せぎすは、痩せぎすである。

痩薬師は、痩薬師である。

痩せこけは、痩せこけである。

痩せこけるは、痩せこけるである。

痩せさらばえるは、痩せさらばえるである。

痩せさらぼふは、痩せさらぼふである。

痩猿は、痩猿である。

痩猴は、痩猴である。



痩せ肉は、痩せ肉である。

痩所帯は、痩所帯である。

痩身代は、痩身代である。

痩せ臑は、痩せ臑である。

痩せ地は、痩せ地である。

痩せ力は、痩せ力である。

夜雪は、夜雪である。

野拙は、野拙である。

痩せっこけは、痩せっこけである。

痩せ土は、痩せ土である。

痩せっぽちは、痩せっぽちである。

痩せ通るは、痩せ通るである。

痩せ得意は、痩せ得意である。

痩せ所は、痩せ所である。

痩せ脛は、痩せ脛である。

痩せばむは、痩せばむである。

痩せ法師は、痩せ法師である。

痩せ細るは、痩せ細るである。

痩松は、痩松である。

痩せ目は、痩せ目である。

痩せ痩せは、痩せ痩せである。

痩せ藪は、痩せ藪である。

痩せ山は、痩せ山である。

痩せ病は、痩せ病である。

痩せるは、痩せるである。

瘠せるは、瘠せるである。

痩浪人は、痩浪人である。

矢銭は、矢銭である。

箭銭は、箭銭である。

夜戦は、夜戦である。

野戦は、野戦である。

野選は、野選である。

夜前は、夜前である。

夜船閑話は、夜船閑話である。

野戦病院は、野戦病院である。

八十は、八十である。

耶蘇は、耶蘇である。

やぞは、やぞである。

夜窓は、夜窓である。

野叟は、野叟である。

野草は、野草である。

野葬は、野葬である。

野僧は、野僧である。

弥蔵は、弥蔵である。

夜想曲は、夜想曲である。

八十氏は、八十氏である。



八十氏人は、八十氏人である。

野叟曝言は、野叟曝言である。

八十日は、八十日である。

八十楫は、八十楫である。

耶蘇会は、耶蘇会である。

八十蔭は、八十蔭である。

八十日日は、八十日日である。

八十神は、八十神である。

八十川は、八十川である。

耶蘇教は、耶蘇教である。

夜賊は、夜賊である。

八十国は、八十国である。

八十隈は、八十隈である。

八十隈手は、八十隈手である。

八十坂は、八十坂である。

八十路は、八十路である。

八十島は、八十島である。

八十島下りは、八十島下りである。

八十島祭は、八十島祭である。

八十島巡りは、八十島巡りである。

八十島詣では、八十島詣でである。

八十瀬は、八十瀬である。

八十梟帥は、八十梟帥である。

八十継ぎは、八十継ぎである。

八十続きは、八十続きである。

八十綱は、八十綱である。

八十伴の緒は、八十伴の緒である。

八十葉は、八十葉である。

八十禍津日神は、八十禍津日神である。

八十魂神は、八十魂神である。

八十村は、八十村である。

八十村路通は、八十村路通である。

八十山は、八十山である。

八十万は、八十万である。

やだは、やだである。

屋台は、屋台である。

屋体は、屋体である。

家大工は、家大工である。

屋体崩しは、屋体崩しである。

家台崩しは、家台崩しである。

矢大神は、矢大神である。

矢大臣は、矢大臣である。

矢大神門は、矢大神門である。

弥太一は、弥太一である。

屋台囃子は、屋台囃子である。

屋台引は、屋台引である。



屋台骨は、屋台骨である。

屋台店は、屋台店である。

八咫鏡は、八咫鏡である。

八咫烏は、八咫烏である。

野沢二流は、野沢二流である。

弥猛は、弥猛である。

矢丈は、矢丈である。

矢竹は、矢竹である。

箭竹は、箭竹である。

弥猛心は、弥猛心である。

やたこは、やたこである。

矢立は、矢立である。

家建ては、家建てである。

矢棚は、矢棚である。

矢種は、矢種である。

八咫の烏は、八咫の烏である。

矢束は、矢束である。

矢束ねは、矢束ねである。

矢田部は、矢田部である。

矢田部良吉は、矢田部良吉である。

八田間は、八田間である。

矢玉は、矢玉である。

矢弾は、矢弾である。

やたらは、やたらである。

矢鱈縞は、矢鱈縞である。

矢鱈漬は、矢鱈漬である。

谷地は、谷地である。

八千は、八千である。

屋地は、屋地である。

野致は、野致である。

八千種は、八千種である。

八千草は、八千草である。

やち下駄は、やち下駄である。

八千入は、八千入である。

谷地田は、谷地田である。

八千度は、八千度である。

谷地だもは、谷地だもである。

谷地鼠は、谷地鼠である。

八千矛神は、八千矛神である。

やちまぐそは、やちまぐそである。

八街は、八街である。

八衢は、八衢である。

夜中は、夜中である。

野中寺は、野中寺である。

夜中遊行は、夜中遊行である。

野猪は、野猪である。



八千代は、八千代である。

夜鳥は、夜鳥である。

野帳は、野帳である。

野鳥は、野鳥である。

夜直は、夜直である。

八千代獅子は、八千代獅子である。

やちわたは、やちわたである。

家賃は、家賃である。

やっは、やっである。

奴は、奴である。

八つは、八つである。

八足は、八足である。

八脚は、八脚である。

八足の机は、八足の机である。

八脚の案は、八脚の案である。

八脚門は、八脚門である。

八つ当りは、八つ当りである。

八峰は、八峰である。

薬価は、薬価である。

薬禍は、薬禍である。

やつかは、やつかである。

八束は、八束である。

八握は、八握である。

厄介は、厄介である。

厄介払いは、厄介払いである。

厄介もっかいは、厄介もっかいである。

厄介者は、厄介者である。

八垣は、八垣である。

八頭は、八頭である。

九面芋は、九面芋である。

戴勝は、戴勝である。

八ヶ岳は、八ヶ岳である。

八束脛は、八束脛である。

八束鬚は、八束鬚である。

八束穂は、八束穂である。

八束水臣津野命は、八束水臣津野命である。

やっかむは、やっかむである。

僕は、僕である。

約款は、約款である。

訳官は、訳官である。

薬気は、薬気である。

躍起は、躍起である。

矢継ぎは、矢継ぎである。

家継ぎは、家継ぎである。

八匹は、八匹である。

矢継ぎ早は、矢継ぎ早である。



訳経は、訳経である。

薬莢は、薬莢である。

薬局は、薬局である。

薬局方は、薬局方である。

八つ切は、八つ切である。

八口は、八口である。

家作りは、家作りである。

ヤッケは、ヤッケである。

臣は、臣である。

奴頭は、奴頭である。

柔いは、柔いである。

薬効は、薬効である。

奴踊は、奴踊である。

奴詞は、奴詞である。

奴さんは、奴さんである。

奴島田は、奴島田である。

奴正月は、奴正月である。

奴草は、奴草である。

奴凧は、奴凧である。

奴道成寺は、奴道成寺である。

奴豆腐は、奴豆腐である。

奴俳諧は、奴俳諧である。

奴髭は、奴髭である。

奴元結は、奴元結である。

やっこらさは、やっこらさである。

奴髷は、奴髷である。

やっさは、やっさである。

八つ下りは、八つ下りである。

八つ裂きは、八つ裂きである。

やっさもっさは、やっさもっさである。

窶しは、窶しである。

やつしがきは、やつしがきである。

やつしがたは、やつしがたである。

やつしごとは、やつしごとである。

やつしことばは、やつしことばである。

やつしじは、やつしじである。

やっしゃるは、やっしゃるである。

八代は、八代である。

八代海は、八代海である。

八代宮は、八代宮である。

八代草は、八代草である。

八代蜜柑は、八代蜜柑である。

八代焼は、八代焼である。

窶すは、窶すである。

八つ過ぎは、八つ過ぎである。

谷津田は、谷津田である。



八乳は、八乳である。

やっちゃは、やっちゃである。

八つ茶は、八つ茶である。

やっちゃ場は、やっちゃ場である。

矢筒は、矢筒である。

遣っ付け仕事は、遣っ付け仕事である。

遣っ付けるは、遣っ付けるである。

八手は、八手である。

八手網は、八手網である。

遣って来るは、遣って来るである。

遣って退けるは、遣って退けるである。

八手海星は、八手海星である。

やっとは、やっとである。

やっとうは、やっとうである。

八つ時は、八つ時である。

鋏は、鋏である。

やっとこは、やっとこである。

やっとこさは、やっとこさである。

やっとこせは、やっとこせである。

やっとこまかせは、やっとこまかせである。

やっとなは、やっとなである。

やっとまかせは、やっとまかせである。

八橋は、八橋である。

やっぱしは、やっぱしである。

八橋織は、八橋織である。

八橋検校は、八橋検校である。

八橋煎餅は、八橋煎餅である。

八橋流は、八橋流である。

八桴は、八桴である。

八撥は、八撥である。

八花形は、八花形である。

奴原は、奴原である。

奴儕は、奴儕である。

やっぱらかいは、やっぱらかいである。

やっぱりは、やっぱりである。

ヤッピーは、ヤッピーである。

やっぴしは、やっぴしである。

八つ拍子は、八つ拍子である。

ヤッファは、ヤッファである。

八房は、八房である。

八房梅は、八房梅である。

ヤップ島は、ヤップ島である。

やつべは、やつべである。

矢壺は、矢壺である。

矢坪は、矢坪である。

ヤッホーは、ヤッホーである。



屋端は、屋端である。

八的は、八的である。

八棟造は、八棟造である。

八目は、八目である。

奴めは、奴めである。

八目鰻は、八目鰻である。

やつめ滓は、やつめ滓である。

八目鏑は、八目鏑である。

やつめさすは、やつめさすである。

八目の藁沓は、八目の藁沓である。

八目の草鞋は、八目の草鞋である。

八目蘭は、八目蘭である。

窶窶しいは、窶窶しいである。

弥つ世は、弥つ世である。

奴等は、奴等である。

八らの舞は、八らの舞である。

穴釣は、穴釣である。

窶るは、窶るである。

矢弦は、矢弦である。

窶れは、窶れである。

窶ればむは、窶ればむである。

窶れるは、窶れるである。

八つ割りは、八つ割りである。

矢手は、矢手である。

野体は、野体である。

野亭は、野亭である。

夜天は、夜天である。

野店は、野店である。

野田は、野田である。

野兎は、野兎である。

野渡は、野渡である。

宿は、宿である。

宿預は、宿預である。

雇いは、雇いである。

傭いは、傭いである。

雇い入れるは、雇い入れるである。

雇い切るは、雇い切るである。

雇人は、雇人である。

雇い人は、雇い人である。

雇い主は、雇い主である。

宿入りは、宿入りである。

夜盗は、夜盗である。

野党は、野党である。

野盗は、野盗である。

雇うは、雇うである。

傭うは、傭うである。



野衲は、野衲である。

夜盗蛾は、夜盗蛾である。

矢だうなは、矢だうなである。

夜盗虫は、夜盗虫である。

矢通し機械は、矢通し機械である。

宿親は、宿親である。

矢通りは、矢通りである。

宿下りは、宿下りである。

宿介は、宿介である。

宿替えは、宿替えである。

宿顔は、宿顔である。

宿貸鳥は、宿貸鳥である。

宿借りは、宿借りである。

宿車は、宿車である。

宿小屋は、宿小屋である。

矢所は、矢所である。

宿下がりは、宿下がりである。

宿すは、宿すである。

八年は、八年である。

八歳は、八歳である。

八年児は、八年児である。

宿銭は、宿銭である。

宿茶は、宿茶である。

宿帳は、宿帳である。

宿賃は、宿賃である。

宿人は、宿人である。

宿取りは、宿取りである。

雇女は、雇女である。

宿無しは、宿無しである。

宿無し旅は、宿無し旅である。

宿無し猫は、宿無し猫である。

宿主は、宿主である。

宿這入は、宿這入である。

宿払いは、宿払いである。

宿引きは、宿引きである。

野兎病は、野兎病である。

宿札は、宿札である。

宿船は、宿船である。

矢止めは、矢止めである。

宿元は、宿元である。

宿許は、宿許である。

宿守は、宿守である。

宿屋は、宿屋である。

宿屋入りは、宿屋入りである。

宿屋飯盛は、宿屋飯盛である。

矢取は、矢取である。



宿りは、宿りである。

宿下は、宿下である。

宿木は、宿木である。

寄生木は、寄生木である。

宿の官は、宿の官である。

寄生蠅は、寄生蠅である。

宿蜂は、宿蜂である。

宿り人は、宿り人である。

宿るは、宿るである。

宿六は、宿六である。

雇はかすは、雇はかすである。

宿割りは、宿割りである。

梁は、梁である。

簗は、簗である。

やなは、やなである。

やなあさっては、やなあさってである。

ヤナーチェックは、ヤナーチェックである。

柳井は、柳井である。

屋内は、屋内である。

箭内は、箭内である。

柳葉は、柳葉である。

柳筥は、柳筥である。

矢内原は、矢内原である。

矢内原忠雄は、矢内原忠雄である。

箭内亘は、箭内亘である。

簗運上は、簗運上である。

谷中は、谷中である。

柳ヶ瀬は、柳ヶ瀬である。

柳川は、柳川である。

梁川は、梁川である。

柳川検校は、柳川検校である。

柳川春三は、柳川春三である。

柳川春葉は、柳川春葉である。

梁川星巌は、梁川星巌である。

柳川鍋は、柳川鍋である。

柳川焼は、柳川焼である。

柳川流は、柳川流である。

楊柳は、楊柳である。

柳色は、柳色である。

柳裏は、柳裏である。

柳箙は、柳箙である。

楊柳科は、楊柳科である。

柳籠は、柳籠である。

柳襲は、柳襲である。

柳紙は、柳紙である。

柳髪は、柳髪である。



柳行李は、柳行李である。

柳腰は、柳腰である。

柳皺は、柳皺である。

柳沢は、柳沢である。

柳沢淇園は、柳沢淇園である。

柳沢吉保は、柳沢吉保である。

柳絞りは、柳絞りである。

柳代は、柳代である。

柳田は、柳田である。

柳田国男は、柳田国男である。

柳襷は、柳襷である。

柳蓼は、柳蓼である。

柳樽は、柳樽である。

柳塔婆は、柳塔婆である。

柳の糸は、柳の糸である。

柳の営は、柳の営である。

柳の鬘は、柳の鬘である。

柳の髪は、柳の髪である。

柳の酒は、柳の酒である。

柳の盤は、柳の盤である。

柳の間は、柳の間である。

柳の眉は、柳の眉である。

柳鮠は、柳鮠である。

柳箸は、柳箸である。

柳橋は、柳橋である。

柳刃庖丁は、柳刃庖丁である。

柳虫鰈は、柳虫鰈である。

柳宗悦は、柳宗悦である。

柳藻は、柳藻である。

柳屋は、柳屋である。

柳家は、柳家である。

柳家金語楼は、柳家金語楼である。

柳家小さんは、柳家小さんである。

柳蘭は、柳蘭である。

柳原は、柳原である。

胡ぐいは、胡ぐいである。

胡ぐい差は、胡ぐい差である。

梁崩れは、梁崩れである。

梁簀は、梁簀である。

柳瀬は、柳瀬である。

梁瀬は、梁瀬である。

柳瀬正夢は、柳瀬正夢である。

梁田は、梁田である。

梁田蛻巌は、梁田蛻巌である。

梁誇りは、梁誇りである。

矢並は、矢並である。



屋並は、屋並である。

家並は、家並である。

家鳴りは、家鳴りである。

脂は、脂である。

脂こいは、脂こいである。

脂下がるは、脂下がるである。

脂っこいは、脂っこいである。

夜尿症は、夜尿症である。

楡皮は、楡皮である。

脂蝋は、脂蝋である。

矢庭は、矢庭である。

矢場は、矢場である。

家庭は、家庭である。

矢庭には、矢庭にである。

矢場には、矢場にである。

ヤニングスは、ヤニングスである。

家主は、家主である。

ヤヌスは、ヤヌスである。

屋根は、屋根である。

屋根石は、屋根石である。

屋根板は、屋根板である。

屋根裏は、屋根裏である。

屋根替えは、屋根替えである。

屋根伝いは、屋根伝いである。

屋根番は、屋根番である。

屋根ぶは、屋根ぶである。

屋根葺きは、屋根葺きである。

屋根船は、屋根船である。

屋根屋は、屋根屋である。

矢野は、矢野である。

矢箆は、矢箆である。

弥の明後日は、弥の明後日である。

矢の口祭は、矢の口祭である。

やの字は、やの字である。

やの字結びは、やの字結びである。

矢野仁一は、矢野仁一である。

矢の根は、矢の根である。

矢の根石は、矢の根石である。

矢野竜渓は、矢野竜渓である。

やはは、やはである。

やばは、やばである。

夜馬は、夜馬である。

野坡は、野坡である。

野馬は、野馬である。

野梅は、野梅である。

やばいは、やばいである。



ヤハウェは、ヤハウェである。

野馬追いは、野馬追いである。

矢場女は、矢場女である。

矢作は、矢作である。

矢矧は、矢矧である。

矢作川は、矢作川である。

矢作部は、矢作部である。

矢矧部は、矢矧部である。

夜泊は、夜泊である。

耶馬渓は、耶馬渓である。

矢挟みは、矢挟みである。

矢筈は、矢筈である。

矢筈豌豆は、矢筈豌豆である。

矢筈草は、矢筈草である。

矢筈餅は、矢筈餅である。

矢橋は、矢橋である。

八橋油田は、八橋油田である。

八幡は、八幡である。

野馬台は、野馬台である。

邪馬台国は、邪馬台国である。

耶馬台国は、耶馬台国である。

八幡製鉄所は、八幡製鉄所である。

やばちいは、やばちいである。

矢羽は、矢羽である。

矢羽根は、矢羽根である。

やはりは、やはりである。

夜半は、夜半である。

夜番は、夜番である。

野蛮は、野蛮である。

野蛮人は、野蛮人である。

夜半亭は、夜半亭である。

夜半楽は、夜半楽である。

野卑は、野卑である。

野鄙は、野鄙である。

弥彦神社は、弥彦神社である。

弥彦山は、弥彦山である。

矢櫃は、矢櫃である。

矢開きは、矢開きである。

箭開きは、箭開きである。

八枚手は、八枚手である。

八開手は、八開手である。

八尋殿は、八尋殿である。

八節は、八節である。

野夫は、野夫である。

藪は、藪である。

野巫は、野巫である。



藪医は、藪医である。

藪医者は、藪医者である。

藪井竹庵は、藪井竹庵である。

藪入は、藪入である。

家父入は、家父入である。

藪鶯は、藪鶯である。

藪蚊は、藪蚊である。

豹脚蚊は、豹脚蚊である。

藪垣は、藪垣である。

藪陰は、藪陰である。

藪蚊の餅搗きは、藪蚊の餅搗きである。

藪枯らしは、藪枯らしである。

藪萱草は、藪萱草である。

野府記は、野府記である。

野服は、野服である。

破くは、破くである。

藪潜りは、藪潜りである。

藪薬師は、藪薬師である。

破けるは、破けるである。

藪柑子は、藪柑子である。

藪漕ぎは、藪漕ぎである。

藪孤山は、藪孤山である。

吝かは、吝かである。

悋がるは、悋がるである。

慳がるは、慳がるである。

悋しは、悋しである。

慳しは、慳しである。

藪雨は、藪雨である。

藪鮫は、藪鮫である。

流鏑馬は、流鏑馬である。

八節結は、八節結である。

藪蝨は、藪蝨である。

家普請は、家普請である。

藪雀は、藪雀である。

矢衾は、矢衾である。

射乏は、射乏である。

藪蘇鉄は、藪蘇鉄である。

藪蕎麦は、藪蕎麦である。

藪畳は、藪畳である。

藪煙草は、藪煙草である。

藪力は、藪力である。

藪椿は、藪椿である。

藪手毬は、藪手毬である。

藪肉桂は、藪肉桂である。

藪睨みは、藪睨みである。

藪睨めは、藪睨めである。



藪人参は、藪人参である。

屋船は、屋船である。

屋船の神は、屋船の神である。

藪内は、藪内である。

藪内剣仲は、藪内剣仲である。

藪の中は、藪の中である。

藪野椋十は、藪野椋十である。

藪畑は、藪畑である。

藪原は、藪原である。

藪蛇は、藪蛇である。

藪苧麻は、藪苧麻である。

藪巻は、藪巻である。

矢文は、矢文である。

藪茗荷は、藪茗荷である。

叢焼は、叢焼である。

藪蘭は、藪蘭である。

破るは、破るである。

敗るは、敗るである。

破れは、破れである。

破れ傘は、破れ傘である。

破れかぶれは、破れかぶれである。

破れ子持は、破れ子持である。

破れ僧は、破れ僧である。

破菖蒲は、破菖蒲である。

破れ築地は、破れ築地である。

破れ目は、破れ目である。

破れ屋は、破れ屋である。

破れるは、破れるである。

敗れるは、敗れるである。

ヤブロノイは、ヤブロノイである。

夜分は、夜分である。

矢偏は、矢偏である。

弥帆は、弥帆である。

野暮は、野暮である。

野砲は、野砲である。

野堡は、野堡である。

野望は、野望である。

野暮堅いは、野暮堅いである。

野暮臭いは、野暮臭いである。

八矛は、八矛である。

野暮助は、野暮助である。

夜発は、夜発である。

野暮ったいは、野暮ったいである。

野暮照柿は、野暮照柿である。

野暮天は、野暮天である。

弥帆柱は、弥帆柱である。



野暮用は、野暮用である。

矢母衣は、矢母衣である。

やまは、やまである。

山は、山である。

矢間は、矢間である。

山間は、山間である。

山藍は、山藍である。

山上がりは、山上がりである。

山薊は、山薊である。

山足は、山足である。

山紫陽花は、山紫陽花である。

山遊びは、山遊びである。

山当ては、山当てである。

山荒らしは、山荒らしである。

豪猪は、豪猪である。

山嵐は、山嵐である。

山蘭は、山蘭である。

山蟻は、山蟻である。

山歩きは、山歩きである。

病は、病である。

山井は、山井である。

山居は、山居である。

病気は、病気である。

山石は、山石である。

山磯遊びは、山磯遊びである。

病田は、病田である。

病倒れは、病倒れである。

病垂は、病垂である。

病付くは、病付くである。

山犬は、山犬である。

豺は、豺である。

病犬は、病犬である。

病草紙は、病草紙である。

病鉢巻は、病鉢巻である。

病晴れは、病晴れである。

山芋は、山芋である。

薯蕷は、薯蕷である。

病者は、病者である。

病弱いは、病弱いである。

山祝は、山祝である。

病まふは、病まふである。

山鶯は、山鶯である。

山兎は、山兎である。

山鶉は、山鶉である。

山内は、山内である。

山靫は、山靫である。



山人は、山人である。

山独活は、山独活である。

山姥は、山姥である。

山姥の洗濯日は、山姥の洗濯日である。

山売りは、山売りである。

山漆は、山漆である。

山尾は、山尾である。

山峰は、山峰である。

山緒は、山緒である。

山岡は、山岡である。

山岡元隣は、山岡元隣である。

山岡頭巾は、山岡頭巾である。

山岡鉄舟は、山岡鉄舟である。

山奥は、山奥である。

山送りは、山送りである。

山おこぜは、山おこぜである。

山苧環は、山苧環である。

山男は、山男である。

山親爺は、山親爺である。

山折りは、山折りである。

山颪は、山颪である。

山颪の風は、山颪の風である。

山女は、山女である。

山家は、山家である。

山鹿は、山鹿である。

山峡は、山峡である。

山回りは、山回りである。

山帰りは、山帰りである。

山蛙は、山蛙である。

赤楝蛇は、赤楝蛇である。

山楝蛇は、山楝蛇である。

蟒蛇は、蟒蛇である。

山隠るは、山隠るである。

山隠れは、山隠れである。

山掛けは、山掛けである。

山陰は、山陰である。

山影は、山影である。

山掛け豆腐は、山掛け豆腐である。

山駕籠は、山駕籠である。

山笠は、山笠である。

山火事は、山火事である。

山何首烏は、山何首烏である。

山頭は、山頭である。

山家住まいは、山家住まいである。

山鬘は、山鬘である。

山蔓蔭は、山蔓蔭である。



山葛蘿は、山葛蘿である。

山風は、山風である。

山稼ぎは、山稼ぎである。

山鹿素行は、山鹿素行である。

山家育ちは、山家育ちである。

山方は、山方である。

山片は、山片である。

山形は、山形である。

山型は、山型である。

山県は、山県である。

山県有朋は、山県有朋である。

山形カッターは、山形カッターである。

山型鋼は、山型鋼である。

山県周南は、山県周南である。

山形新幹線は、山形新幹線である。

山形大学は、山形大学である。

山県大弐は、山県大弐である。

山刀は、山刀である。

山片蟠桃は、山片蟠桃である。

山賤は、山賤である。

山蟹は、山蟹である。

山金は、山金である。

山叺は、山叺である。

山神は、山神である。

山柄は、山柄である。

山雀は、山雀である。

山烏は、山烏である。

山狩は、山狩である。

山鹿流は、山鹿流である。

山川は、山川である。

山側は、山側である。

山川菊栄は、山川菊栄である。

山川健次郎は、山川健次郎である。

山川酒は、山川酒である。

山川均は、山川均である。

山勘は、山勘である。

山冠は、山冠である。

八巻は、八巻である。

山木は、山木である。

山気は、山気である。

山木兼隆は、山木兼隆である。

山岸は、山岸である。

山傷は、山傷である。

山疵は、山疵である。

山桐は、山桐である。

山霧は、山霧である。



山極は、山極である。

山際は、山際である。

山極勝三郎は、山極勝三郎である。

山草は、山草である。

山公事は、山公事である。

山鯨は、山鯨である。

山崩れは、山崩れである。

山口は、山口である。

山口薫は、山口薫である。

山口華楊は、山口華楊である。

山口祭は、山口祭である。

山口誓子は、山口誓子である。

山口青邨は、山口青邨である。

山口素堂は、山口素堂である。

山口大学は、山口大学である。

山口貯水池は、山口貯水池である。

山口栞は、山口栞である。

山口蓬春は、山口蓬春である。

山口説は、山口説である。

山国は、山国である。

山国川は、山国川である。

山隈は、山隈である。

山雲は、山雲である。

山栗は、山栗である。

山車は、山車である。

山桑は、山桑である。

山下駄は、山下駄である。

山啄木鳥は、山啄木鳥である。

山子は、山子である。

山香ばしは、山香ばしである。

山胡椒は、山胡椒である。

山肥は、山肥である。

山越えは、山越えである。

山越え阿弥陀は、山越え阿弥陀である。

山こかしは、山こかしである。

山心は、山心である。

山越しは、山越しである。

山事は、山事である。

山言葉は、山言葉である。

山詞は、山詞である。

山牛蒡は、山牛蒡である。

山籠りは、山籠りである。

山小屋は、山小屋である。

山五郎家持は、山五郎家持である。

山坂は、山坂である。

山険は、山険である。



山崎は、山崎である。

山崎闇斎は、山崎闇斎である。

山崎神道は、山崎神道である。

山崎宗鑑は、山崎宗鑑である。

山崎朝雲は、山崎朝雲である。

山崎直方は、山崎直方である。

山崎の戦は、山崎の戦である。

山桜は、山桜である。

山桜戸は、山桜戸である。

山幸は、山幸である。

山猟師は、山猟師である。

山里は、山里である。

山里人は、山里人である。

山里ぶは、山里ぶである。

山さな葛は、山さな葛である。

山さぶは、山さぶである。

山猿は、山猿である。

山沢は、山沢である。

山沢人は、山沢人である。

山様は、山様である。

知母は、知母である。

山師は、山師である。

山路は、山路である。

山路愛山は、山路愛山である。

疾しいは、疾しいである。

疚しいは、疚しいである。

山塩は、山塩である。

山鷸は、山鷸である。

山仕事は、山仕事である。

山紫蘇は、山紫蘇である。

山下は、山下である。

山下陰は、山下陰である。

山下風は、山下風である。

山下新太郎は、山下新太郎である。

山下露は、山下露である。

山下のは、山下のである。

山下水は、山下水である。

山科は、山科である。

山階は、山階である。

山科閑居は、山科閑居である。

山科御坊は、山科御坊である。

山階寺は、山階寺である。

山階道理は、山階道理である。

山科言継は、山科言継である。

山階宮は、山階宮である。

山科別院は、山科別院である。



山科流は、山科流である。

山柴は、山柴である。

山仕舞は、山仕舞である。

山清水は、山清水である。

山砂利は、山砂利である。

山衆は、山衆である。

山印は、山印である。

山導は、山導である。

山城は、山城である。

山背は、山背である。

山代温泉は、山代温泉である。

山白菊は、山白菊である。

山背大兄王は、山背大兄王である。

山城国一揆は、山城国一揆である。

山代半紙は、山代半紙である。

山城物は、山城物である。

山城屋事件は、山城屋事件である。

やますは、やますである。

山水牛は、山水牛である。

山菅は、山菅である。

山頭巾は、山頭巾である。

山菅占は、山菅占である。

山菅笠は、山菅笠である。

山菅のは、山菅のである。

山裾は、山裾である。

山住みは、山住みである。

山勢は、山勢である。

山背風は、山背風である。

山勢松韻は、山勢松韻である。

山翡翠は、山翡翠である。

山魚狗は、山魚狗である。

山蝉は、山蝉である。

山芹は、山芹である。

山千は、山千である。

山苧は、山苧である。

山沿いは、山沿いである。

山育ちは、山育ちである。

山岨は、山岨である。

山田は、山田である。

山田顕義は、山田顕義である。

山田朝右衛門は、山田朝右衛門である。

山田浅右衛門は、山田浅右衛門である。

山台は、山台である。

山高は、山高である。

山高帽子は、山高帽子である。

山田検校は、山田検校である。



山田耕筰は、山田耕筰である。

山出しは、山出しである。

山田抄太郎は、山田抄太郎である。

山たづは、山たづである。

山たづのは、山たづのである。

山立は、山立である。

山橘は、山橘である。

山立姫は、山立姫である。

山立ては、山立てである。

山田寺は、山田寺である。

山田長政は、山田長政である。

山谷風は、山谷風である。

山田の御田植は、山田の御田植である。

八岐大蛇は、八岐大蛇である。

山田美妙は、山田美妙である。

山田奉行は、山田奉行である。

山田方谷は、山田方谷である。

山田守は、山田守である。

山田盛太郎は、山田盛太郎である。

山田孝雄は、山田孝雄である。

山田吉彦は、山田吉彦である。

山田流は、山田流である。

山力は、山力である。

山児は、山児である。

山萵苣は、山萵苣である。

山杖は、山杖である。

山尽しは、山尽しである。

山作所は、山作所である。

山っ気は、山っ気である。

山伝いは、山伝いである。

山躑躅は、山躑躅である。

山苞は、山苞である。

山津浪は、山津浪である。

山椿は、山椿である。

山祇は、山祇である。

山積みは、山積みである。

山面は、山面である。

山手は、山手である。

山寺は、山寺である。

夜摩天は、夜摩天である。

耶摩天は、耶摩天である。

山処は、山処である。

山登は、山登である。

大和は、大和である。

倭は、倭である。

大和アルプスは、大和アルプスである。



大和芋は、大和芋である。

大和歌は、大和歌である。

倭歌は、倭歌である。

大和打は、大和打である。

大和靫は、大和靫である。

大和絵は、大和絵である。

倭絵は、倭絵である。

大和絵師は、大和絵師である。

大和大路は、大和大路である。

大和織は、大和織である。

大和海嶺は、大和海嶺である。

大和掛は、大和掛である。

大和掻は、大和掻である。

大和柿は、大和柿である。

大和絣は、大和絣である。

倭片仮字反切義解は、倭片仮字反切義解である。

大和仮名は、大和仮名である。

倭鍛冶は、倭鍛冶である。

大和川は、大和川である。

東西史は、東西史である。

大和草は、大和草である。

大和鞍は、大和鞍である。

倭鞍は、倭鞍である。

山登検校は、山登検校である。

倭音は、倭音である。

和音は、和音である。

大和郡山は、大和郡山である。

大和蜚ぶりは、大和蜚ぶりである。

大和心は、大和心である。

大和火燵は、大和火燵である。

大和国家は、大和国家である。

大和琴は、大和琴である。

倭琴は、倭琴である。

大和言の葉は、大和言の葉である。

山人言葉は、山人言葉である。

大和言葉は、大和言葉である。

大和猿楽は、大和猿楽である。

大和三山は、大和三山である。

大和路は、大和路である。

大和四座は、大和四座である。

大和蜆は、大和蜆である。

大和時代は、大和時代である。

大和路節は、大和路節である。

大和島根は、大和島根である。

大和政権は、大和政権である。

大和相は、大和相である。



大和俗訓は、大和俗訓である。

大和高田は、大和高田である。

日本武尊は、日本武尊である。

倭建命は、倭建命である。

大和魂は、大和魂である。

大和朝廷は、大和朝廷である。

大和使は、大和使である。

大和伝は、大和伝である。

大和綴じは、大和綴じである。

大和名は、大和名である。

大和撫子は、大和撫子である。

大和煮は、大和煮である。

大和錦は、大和錦である。

倭根子は、倭根子である。

東漢直は、東漢直である。

倭姫命は、倭姫命である。

倭姫命世記は、倭姫命世記である。

大和表具は、大和表具である。

大和表装は、大和表装である。

和笛は、和笛である。

大和笛は、大和笛である。

大和葺は、大和葺である。

大和文は、大和文である。

大和風炉は、大和風炉である。

大和塀は、大和塀である。

大和本草は、大和本草である。

大和舞は、大和舞である。

倭舞は、倭舞である。

大和窓は、大和窓である。

大和御言は、大和御言である。

大和民族は、大和民族である。

大和棟は、大和棟である。

大和目は、大和目である。

山止めは、山止めである。

山留めは、山留めである。

大和文字は、大和文字である。

大和物は、大和物である。

大和物語は、大和物語である。

大和屋は、大和屋である。

大和訓は、大和訓である。

山取りは、山取りである。

山鳥は、山鳥である。

山鳥薇は、山鳥薇である。

山鳥茸は、山鳥茸である。

山名は、山名である。

止まないは、止まないである。



已まないは、已まないである。

山名氏清は、山名氏清である。

山中は、山中である。

山中湖は、山中湖である。

山中貞雄は、山中貞雄である。

山中鹿介は、山中鹿介である。

山中塗は、山中塗である。

山中節は、山中節である。

山梨は、山梨である。

山梨医科大学は、山梨医科大学である。

山梨大学は、山梨大学である。

山梨稲川は、山梨稲川である。

山名宗全は、山名宗全である。

山並は、山並である。

山脈は、山脈である。

山鳴らしは、山鳴らしである。

山鳴りは、山鳴りである。

山抜けは、山抜けである。

山主は、山主である。

山盗人は、山盗人である。

山鼠は、山鼠である。

冬眠鼠は、冬眠鼠である。

山猫は、山猫である。

山猫座は、山猫座である。

山猫ストは、山猫ストである。

山年貢は、山年貢である。

山野は、山野である。

山の井は、山の井である。

山の家は、山の家である。

薯蕷科は、薯蕷科である。

山上は、山上である。

山上憶良は、山上憶良である。

山内一豊は、山内一豊である。

山内清男は、山内清男である。

山内容堂は、山内容堂である。

山の神は、山の神である。

山の神祭は、山の神祭である。

山の口明けは、山の口明けである。

山の講祭は、山の講祭である。

山の崎は、山の崎である。

山の幸は、山の幸である。

山の雫は、山の雫である。

山の末は、山の末である。

山の段は、山の段である。

山の司は、山の司である。

山の手は、山の手である。



山手線は、山手線である。

山の手奴は、山の手奴である。

山の刀禰は、山の刀禰である。

山の念仏は、山の念仏である。

山の端は、山の端である。

山の鼻は、山の鼻である。

山の辺は、山の辺である。

山辺の道は、山辺の道である。

山登りは、山登りである。

山場は、山場である。

山袴は、山袴である。

山萩は、山萩である。

山畑は、山畑である。

山肌は、山肌である。

山膚は、山膚である。

山蜂は、山蜂である。

山薄荷は、山薄荷である。

山鳩は、山鳩である。

山鳩色は、山鳩色である。

山歯歯車は、山歯歯車である。

山母子は、山母子である。

山番は、山番である。

山半紙は、山半紙である。

山榛は、山榛である。

山傍は、山傍である。

山彦は、山彦である。

山襞は、山襞である。

山姫は、山姫である。

山開きは、山開きである。

山蛭は、山蛭である。

山枇杷は、山枇杷である。

山吹は、山吹である。

款冬は、款冬である。

山蕗は、山蕗である。

山吹色は、山吹色である。

山吹織は、山吹織である。

山吹襲は、山吹襲である。

山吹升麻は、山吹升麻である。

山吹草は、山吹草である。

山吹鉄砲は、山吹鉄砲である。

山吹匂は、山吹匂である。

山藤は、山藤である。

山伏は、山伏である。

山臥は、山臥である。

山伏心は、山伏心である。

山伏茸は、山伏茸である。



山伏道は、山伏道である。

山葡萄は、山葡萄である。

山懐は、山懐である。

やま吾は、やま吾である。

山踏みは、山踏みである。

やまべは、やまべである。

山辺は、山辺である。

山部は、山部である。

山部赤人は、山部赤人である。

山偏は、山偏である。

山法師は、山法師である。

山火口は、山火口である。

山鉾は、山鉾である。

山程は、山程である。

山杜鵑は、山杜鵑である。

山誉めは、山誉めである。

山幕は、山幕である。

山松は、山松である。

山祭は、山祭である。

山窓は、山窓である。

山眉は、山眉である。

山繭は、山繭である。

天蚕は、天蚕である。

山繭糸は、山繭糸である。

山繭織は、山繭織である。

山繭紬は、山繭紬である。

山迷いは、山迷いである。

山見は、山見である。

山水は、山水である。

山道は、山道である。

山向けは、山向けである。

山娘は、山娘である。

山村は、山村である。

山村座は、山村座である。

山村才助は、山村才助である。

山村暮鳥は、山村暮鳥である。

山村流は、山村流である。

山室は、山室である。

山室軍平は、山室軍平である。

鰥は、鰥である。

寡は、寡である。

やまめは、やまめである。

山巡りは、山巡りである。

山燃えは、山燃えである。

山もがしは、山もがしである。

山持ちは、山持ちである。



山本は、山本である。

山元は、山元である。

山本五十六は、山本五十六である。

山本荷兮は、山本荷兮である。

山本嘉次郎は、山本嘉次郎である。

山本鼎は、山本鼎である。

山本勘助は、山本勘助である。

山本丘人は、山本丘人である。

山本健吉は、山本健吉である。

山本権兵衛は、山本権兵衛である。

山本薩夫は、山本薩夫である。

山本実彦は、山本実彦である。

山本周五郎は、山本周五郎である。

山本宣治は、山本宣治である。

山本滝之助は、山本滝之助である。

山本長五郎は、山本長五郎である。

山元派は、山元派である。

山本芳翠は、山本芳翠である。

山本北山は、山本北山である。

山本安英は、山本安英である。

山本有三は、山本有三である。

山紅葉は、山紅葉である。

山桃は、山桃である。

山守は、山守である。

山盛りは、山盛りである。

山焼きは、山焼きである。

山役は、山役である。

山焼けは、山焼けである。

山屋豆腐は、山屋豆腐である。

山山は、山山である。

山山入は、山山入である。

山百合は、山百合である。

山酔いは、山酔いである。

山艾は、山艾である。

山薤は、山薤である。

止まるは、止まるである。

山瑠璃草は、山瑠璃草である。

山論は、山論である。

山脇は、山脇である。

山脇東洋は、山脇東洋である。

山分けは、山分けである。

山分け衣は、山分け衣である。

山童は、山童である。

止みは、止みである。

病みは、病みである。

闇は、闇である。



矢見は、矢見である。

病み上りは、病み上りである。

闇商いは、闇商いである。

病み挙句は、病み挙句である。

闇市は、闇市である。

闇討は、闇討である。

病み返しは、病み返しである。

病み返るは、病み返るである。

闇絣は、闇絣である。

止み方は、止み方である。

止み難いは、止み難いである。

病み紮げは、病み紮げである。

闇カルテルは、闇カルテルである。

闇雲は、闇雲である。

闇米は、闇米である。

病み離るは、病み離るである。

闇路は、闇路である。

闇仕合は、闇仕合である。

闇試合は、闇試合である。

病み猪は、病み猪である。

病み死には、病み死にである。

闇汁は、闇汁である。

闇相場は、闇相場である。

八溝山地は、八溝山地である。

病み付きは、病み付きである。

病み付くは、病み付くである。

闇取引は、闇取引である。

闇鍋は、闇鍋である。

闇値は、闇値である。

闇の現は、闇の現である。

闇の奥は、闇の奥である。

闇の女は、闇の女である。

闇の夜は、闇の夜である。

病み歯は、病み歯である。

闇半は、闇半である。

病み袋は、病み袋である。

病み耄けるは、病み耄けるである。

病み目は、病み目である。

病み眼は、病み眼である。

闇屋は、闇屋である。

闇闇は、闇闇である。

闇夜は、闇夜である。

やみらみっちゃは、やみらみっちゃである。

病み煩いは、病み煩いである。

病み患いは、病み患いである。

止むは、止むである。



已むは、已むである。

罷むは、罷むである。

病むは、病むである。

ヤム芋は、ヤム芋である。

矢虫は、矢虫である。

ヤムスクロは、ヤムスクロである。

飲茶は、飲茶である。

止むないは、止むないである。

已むないは、已むないである。

止むなくは、止むなくである。

已むなくは、已むなくである。

止むに止まれぬは、止むに止まれぬである。

已むに已まれぬは、已むに已まれぬである。

止むを得ずは、止むを得ずである。

已むを得ずは、已むを得ずである。

止むを得ないは、止むを得ないである。

已むを得ないは、已むを得ないである。

止めは、止めである。

已めは、已めである。

八女は、八女である。

矢目は、矢目である。

止めるは、止めるである。

已めるは、已めるである。

辞めるは、辞めるである。

罷めるは、罷めるである。

病めるは、病めるである。

痛めるは、痛めるである。

八方は、八方である。

やもは、やもである。

夜盲症は、夜盲症である。

病人は、病人である。

鰥夫は、鰥夫である。

寡男は、寡男である。

やもめは、やもめである。

寡暮しは、寡暮しである。

鰥暮しは、鰥暮しである。

寡住みは、寡住みである。

鰥住みは、鰥住みである。

寡倒しは、寡倒しである。

守宮は、守宮である。

家守は、家守である。

稚は、稚である。

稍は、稍である。

漸は、漸である。

ややは、ややである。

稍あっては、稍あってである。



やや芋は、やや芋である。

家焼きは、家焼きである。

稚児は、稚児である。

ややこ踊は、ややこ踊である。

ややこしいは、ややこしいである。

稍寒は、稍寒である。

動ともは、動ともである。

動ともするとは、動ともするとである。

動ともすればは、動ともすればである。

ややましは、ややましである。

ややむは、ややむである。

動もするとは、動もするとである。

動もすればは、動もすればである。

動もせばは、動もせばである。

揶揄は、揶揄である。

邪揄は、邪揄である。

也有は、也有である。

夜遊は、夜遊である。

野遊は、野遊である。

やよは、やよである。

弥生は、弥生である。

弥生狂言は、弥生狂言である。

弥生時代は、弥生時代である。

弥生尽は、弥生尽である。

弥生土器は、弥生土器である。

弥生山は、弥生山である。

やよしは、やよしである。

やよやは、やよやである。

八万は、八万である。

やらは、やらである。

遣らいは、遣らいである。

矢来は、矢来である。

夜来は、夜来である。

遣らい小屋は、遣らい小屋である。

遣らい初めは、遣らい初めである。

遣らふは、遣らふである。

遣らかすは、遣らかすである。

遣らずの雨は、遣らずの雨である。

遣らずぶったくりは、遣らずぶったくりである。

遣らずもがなは、遣らずもがなである。

遣らせは、遣らせである。

ヤラッパ根は、ヤラッパ根である。

葯剌巴根は、葯剌巴根である。

やら腹立ちは、やら腹立ちである。

やらやらは、やらやらである。

やららは、やららである。



遣られるは、遣られるである。

やらんは、やらんである。

遣りは、遣りである。

槍は、槍である。

鎗は、鎗である。

鑓は、鑓である。

遣り合うは、遣り合うである。

槍合せは、槍合せである。

槍烏賊は、槍烏賊である。

鎗柔魚は、鎗柔魚である。

遣り出すは、遣り出すである。

槍梅は、槍梅である。

槍頤は、槍頤である。

槍踊は、槍踊である。

遣り甲斐は、遣り甲斐である。

遣り返すは、遣り返すである。

遣り替えるは、遣り替えるである。

遣り掛けは、遣り掛けである。

やり霞は、やり霞である。

遣り方は、遣り方である。

遣形は、遣形である。

槍ヶ岳は、槍ヶ岳である。

鑓ヶ岳は、鑓ヶ岳である。

槍絡みは、槍絡みである。

槍鉋は、槍鉋である。

槍疵は、槍疵である。

槍傷は、槍傷である。

遣り切れないは、遣り切れないである。

遣句は、遣句である。

槍草は、槍草である。

槍薬煉は、槍薬煉である。

遣り口は、遣り口である。

遣り競は、遣り競である。

遣り繰りは、遣り繰りである。

遣り繰り算段は、遣り繰り算段である。

遣り繰り身上は、遣り繰り身上である。

遣り繰るは、遣り繰るである。

槍声は、槍声である。

遣り熟すは、遣り熟すである。

遣り込めるは、遣り込めるである。

槍先は、槍先である。

槍先の功名は、槍先の功名である。

槍柵は、槍柵である。

槍錆は、槍錆である。

槍師は、槍師である。

槍下は、槍下である。



槍下の高名は、槍下の高名である。

槍印は、槍印である。

遣り過ぎは、遣り過ぎである。

遣り過すは、遣り過すである。

遣り損いは、遣り損いである。

遣り損うは、遣り損うである。

槍備えは、槍備えである。

遣り損じは、遣り損じである。

遣り損じるは、遣り損じるである。

遣り損ずるは、遣り損ずるである。

遣りたい放題は、遣りたい放題である。

遣出は、遣出である。

槍たなごは、槍たなごである。

槍玉は、槍玉である。

遣り違うは、遣り違うである。

遣り違えるは、遣り違えるである。

耶律は、耶律である。

耶律阿保機は、耶律阿保機である。

遣り付けるは、遣り付けるである。

耶律楚材は、耶律楚材である。

耶律大石は、耶律大石である。

遣りっ放しは、遣りっ放しである。

遣り手は、遣り手である。

槍手は、槍手である。

遣手婆は、遣手婆である。

遣手結びは、遣手結びである。

遣戸は、遣戸である。

遣り時は、遣り時である。

遣戸口は、遣戸口である。

遣り遂げるは、遣り遂げるである。

槍床は、槍床である。

槍止めは、槍止めである。

遣り取りは、遣り取りである。

遣り直しは、遣り直しである。

遣り直すは、遣り直すである。

槍投げは、槍投げである。

遣り縄は、遣り縄である。

遣り難いは、遣り難いである。

遣り抜くは、遣り抜くである。

遣り退けるは、遣り退けるである。

鑓の権三重帷子は、鑓の権三重帷子である。

遣り端は、遣り端である。

遣羽は、遣羽である。

遣り場は、遣り場である。

槍場は、槍場である。

遣羽子は、遣羽子である。



槍梯子は、槍梯子である。

遣り放しは、遣り放しである。

遣羽根は、遣羽根である。

槍奉行は、槍奉行である。

鑓奉行は、鑓奉行である。

槍衾は、槍衾である。

槍振は、槍振である。

破反古は、破反古である。

遣り水は、遣り水である。

槍持は、槍持である。

野流は、野流である。

夜涼は、夜涼である。

遣り様は、遣り様である。

遣り寄すは、遣り寄すである。

遣るは、遣るである。

行るは、行るである。

やるは、やるである。

遣る方無いは、遣る方無いである。

葉爾羌は、葉爾羌である。

遣る気は、遣る気である。

遣る瀬無いは、遣る瀬無いである。

ヤルタは、ヤルタである。

ヤルタ会談は、ヤルタ会談である。

ヤルタ秘密協定は、ヤルタ秘密協定である。

やれは、やれである。

破れ垣は、破れ垣である。

破れ笠は、破れ笠である。

破れ車は、破れ車である。

破れ薦は、破れ薦である。

破れ芭蕉は、破れ芭蕉である。

破れ蓮は、破れ蓮である。

破れ間は、破れ間である。

破れ破れは、破れ破れである。

やれやれは、やれやれである。

夜郎は、夜郎である。

夜漏は、夜漏である。

野老は、野老である。

野郎は、野郎である。

やろうは、やろうである。

野郎遊びは、野郎遊びである。

野郎頭は、野郎頭である。

野郎買いは、野郎買いである。

野郎歌舞伎は、野郎歌舞伎である。

夜郎自大は、夜郎自大である。

野郎茶屋は、野郎茶屋である。

野郎帽子は、野郎帽子である。



野郎虫は、野郎虫である。

野郎呼ばわりは、野郎呼ばわりである。

ヤロビザーチヤは、ヤロビザーチヤである。

和は、和である。

柔は、柔である。

夜話は、夜話である。

やわは、やわである。

やわかは、やわかである。

飢しは、飢しである。

和すは、和すである。

八幡黒は、八幡黒である。

八幡牛蒡は、八幡牛蒡である。

八幡駒は、八幡駒である。

八幡草は、八幡草である。

八幡の不知藪は、八幡の不知藪である。

八幡浜は、八幡浜である。

八幡巻は、八幡巻である。

家渡りは、家渡りである。

家渡り粥は、家渡り粥である。

柔肌は、柔肌である。

柔柔は、柔柔である。

柔らは、柔らである。

やわらは、やわらである。

柔らかは、柔らかである。

軟らかは、軟らかである。

柔らかいは、柔らかいである。

軟らかいは、軟らかいである。

柔ら懸りは、柔ら懸りである。

和良紙は、和良紙である。

柔らか物は、柔らか物である。

和らぐは、和らぐである。

和らげは、和らげである。

和らげるは、和らげるである。

柔取は、柔取である。

やわらやわらは、やわらやわらである。

矢割りは、矢割りである。

ヤンガージェネレーションは、ヤンガージェネレーションである。

やんがりは、やんがりである。

薬缶声は、薬缶声である。

ヤンキーは、ヤンキーである。

ヤングは、ヤングである。

ヤングアダルトは、ヤングアダルトである。

ヤング案は、ヤング案である。

ヤング率は、ヤング率である。

秧歌は、秧歌である。

止事無いは、止事無いである。



ヤンゴンは、ヤンゴンである。

仰韶文化は、仰韶文化である。

やん衆は、やん衆である。

やんすは、やんすである。

ヤンセンは、ヤンセンである。

ヤンチェンニンは、ヤンチェンニンである。

やんちゃは、やんちゃである。

やんちゃんは、やんちゃんである。

洋車は、洋車である。

やんつは、やんつである。

やんとらは、やんとらである。

已んぬる哉は、已んぬる哉である。

やんのうは、やんのうである。

山原は、山原である。

山原水鶏は、山原水鶏である。

両班は、両班である。

羊皮は、羊皮である。

ヤンフスは、ヤンフスである。

やんまは、やんまである。

やんやは、やんやである。

ヤンヨーステンは、ヤンヨーステンである。

やんれは、やんれである。

やんわりは、やんわりである。

ゆは、ゆである。

弓は、弓である。

斎は、斎である。

揺は、揺である。

湯は、湯である。

由は、由である。

油は、油である。

柚は、柚である。

喩は、喩である。

愉は、愉である。

遊は、遊である。

諭は、諭である。

輸は、輸である。

癒は、癒である。

自は、自である。

従は、従である。

湯垢は、湯垢である。

湯上りは、湯上りである。

湯浅は、湯浅である。

湯浅常山は、湯浅常山である。

湯中りは、湯中りである。

油圧は、油圧である。

油圧器は、油圧器である。



湯浴びは、湯浴びである。

湯浴び祝は、湯浴び祝である。

湯浴みは、湯浴みである。

湯浴は、湯浴である。

湯浴むは、湯浴むである。

湯浴し柄は、湯浴し柄である。

湯洗いは、湯洗いである。

結いは、結いである。

唯は、唯である。

惟は、惟である。

遺は、遺である。

由比は、由比である。

由井は、由井である。

結い上げるは、結い上げるである。

唯一は、唯一である。

唯一神教は、唯一神教である。

唯一神道は、唯一神道である。

唯一神明造は、唯一神明造である。

唯一無二は、唯一無二である。

結入れは、結入れである。

結納は、結納である。

唯円は、唯円である。

結い緒は、結い緒である。

結桶は、結桶である。

遺戒は、遺戒である。

遺誡は、遺誡である。

遺骸は、遺骸である。

結い頭は、結い頭である。

結ひ固むは、結ひ固むである。

唯我独尊は、唯我独尊である。

由比ヶ浜は、由比ヶ浜である。

結い髪は、結い髪である。

結い紮げるは、結い紮げるである。

結ひ搦むは、結ひ搦むである。

唯我論は、唯我論である。

遺教は、遺教である。

遺形は、遺形である。

遺教経は、遺教経である。

遺教経会は、遺教経会である。

ゆいきりは、ゆいきりである。

結倉は、結倉である。

結鞍は、結鞍である。

遺訓は、遺訓である。

結袈裟は、結袈裟である。

遺言は、遺言である。

遺骨は、遺骨である。



結ひ籠むは、結ひ籠むである。

結い籠めは、結い籠めである。

遺言書は、遺言書である。

遺言状は、遺言状である。

遺言養子は、遺言養子である。

唯識は、唯識である。

唯識会は、唯識会である。

唯識三十頌は、唯識三十頌である。

唯識宗は、唯識宗である。

唯識派は、唯識派である。

唯識論は、唯識論である。

結柴小紋は、結柴小紋である。

由緒は、由緒である。

由井正雪は、由井正雪である。

由緒書は、由緒書である。

唯心は、唯心である。

唯心一刀流は、唯心一刀流である。

唯心の浄土は、唯心の浄土である。

唯心の弥陀は、唯心の弥陀である。

唯心流は、唯心流である。

唯心論は、唯心論である。

ユイスマンスは、ユイスマンスである。

遺跡は、遺跡である。

結い初めは、結い初めである。

結田は、結田である。

結樽は、結樽である。

魚翅は、魚翅である。

遺勅は、遺勅である。

結い付けるは、結い付けるである。

遺弟は、遺弟である。

維那は、維那である。

結橋は、結橋である。

結機は、結機である。

唯美主義は、唯美主義である。

唯美派は、唯美派である。

結い紐は、結い紐である。

唯物は、唯物である。

唯物史観は、唯物史観である。

唯物弁証法は、唯物弁証法である。

唯物論は、唯物論である。

遺法は、遺法である。

維摩は、維摩である。

維摩会は、維摩会である。

維摩詰は、維摩詰である。

維摩経は、維摩経である。

維摩の方丈は、維摩の方丈である。



結い目は、結い目である。

唯名的定義は、唯名的定義である。

唯名論は、唯名論である。

遺物は、遺物である。

湯入りは、湯入りである。

湯入桟留は、湯入桟留である。

遺領は、遺領である。

結綿は、結綿である。

結綿頭は、結綿頭である。

結綿菱は、結綿菱である。

油印本は、油印本である。

夕は、夕である。

木綿は、木綿である。

友は、友である。

尤は、尤である。

右は、右である。

用は、用である。

有は、有である。

佑は、佑である。

邑は、邑である。

酉は、酉である。

岫は、岫である。

勇は、勇である。

幽は、幽である。

祐は、祐である。

悠は、悠である。

郵は、郵である。

揖は、揖である。

湧は、湧である。

涌は、涌である。

猶は、猶である。

裕は、裕である。

雄は、雄である。

誘は、誘である。

憂は、憂である。

融は、融である。

優は、優である。

Ｕは、Ｕである。

ｕは、ｕである。

ユーは、ユーである。

言うは、言うである。

云うは、云うである。

謂うは、謂うである。

結うは、結うである。

友愛は、友愛である。

友愛会は、友愛会である。



夕明りは、夕明りである。

夕上がりは、夕上がりである。

優渥は、優渥である。

夕漁りは、夕漁りである。

夕嵐は、夕嵐である。

幽暗は、幽暗である。

有位は、有位である。

有為は、有為である。

有意は、有意である。

雄偉は、雄偉である。

優位は、優位である。

有意義は、有意義である。

有意差は、有意差である。

有意水準は、有意水準である。

夕色は、夕色である。

遊印は、遊印である。

誘引は、誘引である。

誘因は、誘因である。

ユーイングは、ユーイングである。

有因行為は、有因行為である。

誘引剤は、誘引剤である。

友于は、友于である。

悒鬱は、悒鬱である。

憂鬱は、憂鬱である。

憂鬱質は、憂鬱質である。

憂鬱症は、憂鬱症である。

夕占は、夕占である。

夕卜は、夕卜である。

遊泳は、遊泳である。

游泳は、游泳である。

遊泳動物は、遊泳動物である。

有益は、有益である。

郵駅は、郵駅である。

誘掖は、誘掖である。

ＵＳＩＳは、ＵＳＩＳである。

ＵＳＡは、ＵＳＡである。

ＵＳＳＲは、ＵＳＳＲである。

ユーエススチールは、ユーエススチールである。

優越は、優越である。

優越感は、優越感である。

ＵＨＦは、ＵＨＦである。

ＵＨＶ送電は、ＵＨＶ送電である。

ＵＮは、ＵＮである。

幽遠は、幽遠である。

幽艶は、幽艶である。

悠遠は、悠遠である。



遊宴は、遊宴である。

優婉は、優婉である。

優艶は、優艶である。

遊園地は、遊園地である。

勇往は、勇往である。

幽王は、幽王である。

雄黄は、雄黄である。

勇往邁進は、勇往邁進である。

有価は、有価である。

雄花は、雄花である。

融化は、融化である。

幽雅は、幽雅である。

釉瓦は、釉瓦である。

優雅は、優雅である。

有界は、有界である。

幽界は、幽界である。

雄快は、雄快である。

誘拐は、誘拐である。

融解は、融解である。

有害は、有害である。

有蓋は、有蓋である。

有蓋貨車は、有蓋貨車である。

幽回忌は、幽回忌である。

誘拐罪は、誘拐罪である。

遊外僧は、遊外僧である。

融解点は、融解点である。

融解熱は、融解熱である。

夕顔は、夕顔である。

夕顔瓢箪は、夕顔瓢箪である。

夕顔別当は、夕顔別当である。

柚香菊は、柚香菊である。

遊客は、遊客である。

遊郭は、遊郭である。

遊廓は、遊廓である。

雄核は、雄核である。

優角は、優角である。

夕掛くは、夕掛くである。

遊学は、遊学である。

遊楽は、遊楽である。

有殻アメーバは、有殻アメーバである。

夕陰は、夕陰である。

夕影は、夕影である。

木綿鹿毛は、木綿鹿毛である。

夕陰草は、夕陰草である。

夕影鳥は、夕影鳥である。

夕河岸は、夕河岸である。



有価証券は、有価証券である。

夕霞は、夕霞である。

木綿鬘は、木綿鬘である。

夕風は、夕風である。

夕方は、夕方である。

木綿肩衣は、木綿肩衣である。

夕方設けては、夕方設けてである。

誘蛾灯は、誘蛾灯である。

夕雷は、夕雷である。

木綿髪は、木綿髪である。

ユーカラは、ユーカラである。

夕烏は、夕烏である。

夕狩は、夕狩である。

夕猟は、夕猟である。

ユーカリは、ユーカリである。

ユーカリストは、ユーカリストである。

ユーカリ油は、ユーカリ油である。

夕川は、夕川である。

夕刊は、夕刊である。

有閑は、有閑である。

勇敢は、勇敢である。

勇悍は、勇悍である。

幽閑は、幽閑である。

幽間は、幽間である。

遊翫は、遊翫である。

遊観は、遊観である。

憂患は、憂患である。

有閑階級は、有閑階級である。

有感地震は、有感地震である。

遊閑地は、遊閑地である。

有閑マダムは、有閑マダムである。

結城は、結城である。

有期は、有期である。

有機は、有機である。

勇気は、勇気である。

幽鬼は、幽鬼である。

雄気は、雄気である。

雄毅は、雄毅である。

誘起は、誘起である。

憂喜は、憂喜である。

友誼は、友誼である。

遊技は、遊技である。

遊戯は、遊戯である。

結城氏朝は、結城氏朝である。

有機栄養は、有機栄養である。

有機塩素剤は、有機塩素剤である。



有気音は、有気音である。

有機化学は、有機化学である。

有機化合物は、有機化合物である。

結城合戦は、結城合戦である。

有機硝子は、有機硝子である。

有機岩は、有機岩である。

有機感覚は、有機感覚である。

有期禁錮は、有期禁錮である。

有機金属化合物は、有機金属化合物である。

有期公債は、有期公債である。

有機栽培は、有機栽培である。

有機酸は、有機酸である。

結城氏新法度は、結城氏新法度である。

有機質は、有機質である。

有機質堆積岩は、有機質堆積岩である。

結城縞は、結城縞である。

有機水銀剤は、有機水銀剤である。

有機水銀中毒は、有機水銀中毒である。

有機体は、有機体である。

有機体論は、有機体論である。

有期懲役は、有期懲役である。

勇気付けるは、勇気付けるである。

結城紬は、結城紬である。

有機的は、有機的である。

木綿絹は、木綿絹である。

夕砧は、夕砧である。

有期年金は、有期年金である。

有機農業は、有機農業である。

有義波高は、有義波高である。

有機半導体は、有機半導体である。

結城秀康は、結城秀康である。

有機肥料は、有機肥料である。

有機物は、有機物である。

結城孫三郎は、結城孫三郎である。

結城宗広は、結城宗広である。

結城木綿は、結城木綿である。

遊義門は、遊義門である。

遊宜門は、遊宜門である。

有給は、有給である。

悠久は、悠久である。

遊休は、遊休である。

有給休暇は、有給休暇である。

遊休資本は、遊休資本である。

幽居は、幽居である。

游魚は、游魚である。

遊魚は、遊魚である。



遊漁は、遊漁である。

勇怯は、勇怯である。

勇侠は、勇侠である。

幽境は、幽境である。

遊狂は、遊狂である。

遊侠は、遊侠である。

遊興は、遊興である。

雄強は、雄強である。

有業は、有業である。

幽曲は、幽曲である。

遊曲は、遊曲である。

游魚石は、游魚石である。

夕霧は、夕霧である。

夕霧阿波鳴渡は、夕霧阿波鳴渡である。

夕霧伊左衛門は、夕霧伊左衛門である。

遊戯療法は、遊戯療法である。

有機燐剤は、有機燐剤である。

游禽は、游禽である。

遊金は、遊金である。

遊吟は、遊吟である。

憂苦は、憂苦である。

憂懼は、憂懼である。

遊具は、遊具である。

憂惧は、憂惧である。

憂虞は、憂虞である。

世乞は、世乞である。

優遇は、優遇である。

有虞氏は、有虞氏である。

夕雲は、夕雲である。

夕曇りは、夕曇りである。

ユークリッドは、ユークリッドである。

ユークリッド幾何学は、ユークリッド幾何学である。

ユークリッド空間は、ユークリッド空間である。

ユークリッドの互除法は、ユークリッドの互除法である。

夕暮は、夕暮である。

夕暮方は、夕暮方である。

ユーグレナは、ユーグレナである。

夕紅は、夕紅である。

有勲は、有勲である。

遊君は、遊君である。

友軍は、友軍である。

遊軍は、遊軍である。

夕食は、夕食である。

夕餉は、夕餉である。

夕景は、夕景である。

有形は、有形である。



幽径は、幽径である。

幽契は、幽契である。

雄勁は、雄勁である。

遊芸は、遊芸である。

有形財産は、有形財産である。

有形資本は、有形資本である。

熊経鳥申は、熊経鳥申である。

有形文化財は、有形文化財である。

有形無形は、有形無形である。

遊屐は、遊屐である。

遊撃は、遊撃である。

遊撃手は、遊撃手である。

遊撃戦は、遊撃戦である。

遊撃隊は、遊撃隊である。

夕景色は、夕景色である。

夕化粧は、夕化粧である。

勇決は、勇決である。

雄傑は、雄傑である。

夕占の卜は、夕占の卜である。

夕煙は、夕煙である。

夕烟は、夕烟である。

ゆうけんは、ゆうけんである。

有権は、有権である。

勇健は、勇健である。

郵券は、郵券である。

雄剣は、雄剣である。

雄健は、雄健である。

有限は、有限である。

幽玄は、幽玄である。

有限会社は、有限会社である。

有権解釈は、有権解釈である。

有限花序は、有限花序である。

有限級数は、有限級数である。

有権者は、有権者である。

有限集合は、有限集合である。

有限小数は、有限小数である。

有限数列は、有限数列である。

有限責任は、有限責任である。

有限責任組合は、有限責任組合である。

有限責任社員は、有限責任社員である。

幽玄体は、幽玄体である。

有権代理は、有権代理である。

有限直線は、有限直線である。

ユーゲントシュティールは、ユーゲントシュティールである。

優弧は、優弧である。

ユーゴは、ユーゴである。



友好は、友好である。

有功は、有功である。

有効は、有効である。

遊行は、遊行である。

融合は、融合である。

有効塩素は、有効塩素である。

有効求人倍率は、有効求人倍率である。

有口湖は、有口湖である。

有効需要は、有効需要である。

有鉤条虫は、有鉤条虫である。

遊行女婦は、遊行女婦である。

有効数字は、有効数字である。

有向線分は、有向線分である。

有孔虫は、有孔虫である。

有孔虫軟泥は、有孔虫軟泥である。

有効貯水量は、有効貯水量である。

融合反応は、融合反応である。

有効落差は、有効落差である。

夕声は、夕声である。

ユーゴーは、ユーゴーである。

夕氷は、夕氷である。

夕刻は、夕刻である。

幽谷は、幽谷である。

憂国は、憂国である。

幽谷佳人は、幽谷佳人である。

ユーゴスラヴィアは、ユーゴスラヴィアである。

夕東風は、夕東風である。

夕凝りは、夕凝りである。

幽魂は、幽魂である。

雄渾は、雄渾である。

雄魂は、雄魂である。

ユーコンは、ユーコンである。

夕座は、夕座である。

ユーザーは、ユーザーである。

ユーザーインターフェースは、ユーザーインターフェースである。

有妻は、有妻である。

有罪は、有罪である。

雄材は、雄材である。

融剤は、融剤である。

有彩色は、有彩色である。

結崎座は、結崎座である。

優作は、優作である。

夕桜は、夕桜である。

誘殺は、誘殺である。

夕さらずは、夕さらずである。

夕さりは、夕さりである。



夕さりつ方は、夕さりつ方である。

夕さるは、夕さるである。

夕されは、夕されである。

夕さればは、夕さればである。

有産は、有産である。

雄山は、雄山である。

有産階級は、有産階級である。

ユーザンスは、ユーザンスである。

友視は、友視である。

右史は、右史である。

有司は、有司である。

有史は、有史である。

有志は、有志である。

有刺は、有刺である。

勇士は、勇士である。

勇姿は、勇姿である。

幽姿は、幽姿である。

幽思は、幽思である。

猶子は、猶子である。

遊士は、遊士である。

遊子は、遊子である。

遊糸は、遊糸である。

遊資は、遊資である。

雄志は、雄志である。

雄姿は、雄姿である。

雄視は、雄視である。

憂思は、憂思である。

融資は、融資である。

優士は、優士である。

有事は、有事である。

ユージェニックスは、ユージェニックスである。

夕潮は、夕潮である。

夕汐は、夕汐である。

有視界飛行は、有視界飛行である。

有職は、有職である。

有識は、有識である。

夕時雨は、夕時雨である。

Ｕ字谷は、Ｕ字谷である。

有翅昆虫類は、有翅昆虫類である。

有志者は、有志者である。

有司専制は、有司専制である。

夕下風は、夕下風である。

有櫛動物は、有櫛動物である。

木綿垂は、木綿垂である。

木綿四手は、木綿四手である。

有刺鉄線は、有刺鉄線である。



有糸分裂は、有糸分裂である。

遊子方言は、遊子方言である。

夕霜は、夕霜である。

勇者は、勇者である。

有爵は、有爵である。

有若は、有若である。

幽寂は、幽寂である。

幽趣は、幽趣である。

遊手は、遊手である。

有終は、有終である。

有衆は、有衆である。

幽囚は、幽囚である。

幽愁は、幽愁である。

憂愁は、憂愁である。

優秀は、優秀である。

有住は、有住である。

優柔は、優柔である。

有終の美は、有終の美である。

優柔不断は、優柔不断である。

涌出は、涌出である。

湧出は、湧出である。

誘出は、誘出である。

優恤は、優恤である。

有鬚動物は、有鬚動物である。

優駿は、優駿である。

郵書は、郵書である。

遊所は、遊所である。

佑助は、佑助である。

宥恕は、宥恕である。

遊女は、遊女である。

有償は、有償である。

勇将は、勇将である。

湧昇は、湧昇である。

熊掌は、熊掌である。

優勝は、優勝である。

優詔は、優詔である。

優賞は、優賞である。

友情は、友情である。

有情は、有情である。

邑城は、邑城である。

揖譲は、揖譲である。

優諚は、優諚である。

有章院は、有章院である。

優勝旗は、優勝旗である。

有償契約は、有償契約である。

有償行為は、有償行為である。



有償取得は、有償取得である。

優勝杯は、優勝杯である。

優勝劣敗は、優勝劣敗である。

遊女歌舞伎は、遊女歌舞伎である。

有色は、有色である。

油色は、油色である。

遊食は、遊食である。

憂色は、憂色である。

有色鉱物は、有色鉱物である。

有色人種は、有色人種である。

有色体は、有色体である。

有色野菜は、有色野菜である。

遊女狂いは、遊女狂いである。

遊女町は、遊女町である。

遊女屋は、遊女屋である。

有事立法は、有事立法である。

有心は、有心である。

勇進は、勇進である。

幽深は、幽深である。

郵信は、郵信である。

雄心は、雄心である。

雄臣は、雄臣である。

憂心は、憂心である。

友人は、友人である。

有人は、有人である。

幽人は、幽人である。

遊人は、遊人である。

有心故造は、有心故造である。

有神論は、有神論である。

幽すは、幽すである。

揖すは、揖すである。

幽邃は、幽邃である。

湧水は、湧水である。

雄蕊は、雄蕊である。

遊水地は、遊水地である。

有数は、有数である。

融通は、融通である。

融通王は、融通王である。

融通手形は、融通手形である。

融通念仏は、融通念仏である。

融通念仏宗は、融通念仏宗である。

融通無碍は、融通無碍である。

夕菅は、夕菅である。

夕涼は、夕涼である。

夕涼みは、夕涼みである。

夕星は、夕星である。



長庚は、長庚である。

ユースホステルは、ユースホステルである。

有するは、有するである。

有性は、有性である。

幽栖は、幽栖である。

幽棲は、幽棲である。

幽静は、幽静である。

郵政は、郵政である。

遊星は、遊星である。

雄性は、雄性である。

憂世は、憂世である。

優生は、優生である。

優性は、優性である。

優勢は、優勢である。

有税は、有税である。

疣贅は、疣贅である。

郵税は、郵税である。

遊説は、遊説である。

有声音は、有声音である。

優生学は、優生学である。

優勢勝ちは、優勢勝ちである。

郵政官署は、郵政官署である。

郵政局は、郵政局である。

優生手術は、優生手術である。

郵政省は、郵政省である。

有性生殖は、有性生殖である。

有性世代は、有性世代である。

雄性先熟は、雄性先熟である。

郵政大臣は、郵政大臣である。

優性の法則は、優性の法則である。

遊星歯車装置は、遊星歯車装置である。

優生保護法は、優生保護法である。

雄性ホルモンは、雄性ホルモンである。

有精卵は、有精卵である。

有責は、有責である。

憂戚は、憂戚である。

夕節は、夕節である。

融雪は、融雪である。

夕蝉は、夕蝉である。

有線は、有線である。

勇戦は、勇戦である。

涌泉は、涌泉である。

湧泉は、湧泉である。

郵船は、郵船である。

遊船は、遊船である。

優占は、優占である。



優先は、優先である。

友禅は、友禅である。

油然は、油然である。

祐善は、祐善である。

悠然は、悠然である。

融然は、融然である。

優然は、優然である。

友禅絵は、友禅絵である。

友禅扇は、友禅扇である。

友禅金巾は、友禅金巾である。

優先株は、優先株である。

友禅紙は、友禅紙である。

遊仙窟は、遊仙窟である。

優先権は、優先権である。

優占種は、優占種である。

友禅染は、友禅染である。

友禅縮緬は、友禅縮緬である。

有線通信は、有線通信である。

優先的は、優先的である。

有線テレビは、有線テレビである。

有線電信は、有線電信である。

有線電話は、有線電話である。

友禅ビロードは、友禅ビロードである。

有線放送は、有線放送である。

有線放送電話は、有線放送電話である。

友禅モスリンは、友禅モスリンである。

友禅模様は、友禅模様である。

遊船宿は、遊船宿である。

勇壮は、勇壮である。

郵送は、郵送である。

遊僧は、遊僧である。

遊走細胞は、遊走細胞である。

有巣氏は、有巣氏である。

遊走子は、遊走子である。

遊走腎は、遊走腎である。

有爪動物は、有爪動物である。

有職家は、有職家である。

有職故実は、有職故実である。

有職文様は、有職文様である。

有租地は、有租地である。

夕空は、夕空である。

猶存社は、猶存社である。

游蛇は、游蛇である。

遊惰は、遊惰である。

ユーターンは、ユーターンである。

勇退は、勇退である。



郵袋は、郵袋である。

優待は、優待である。

雄大は、雄大である。

勇退高踏は、勇退高踏である。

有体動産は、有体動産である。

有体物は、有体物である。

有袋類は、有袋類である。

木綿襷は、木綿襷である。

木綿畳は、木綿畳である。

夕立は、夕立である。

夕立雲は、夕立雲である。

夕立つは、夕立つである。

ユータナジーは、ユータナジーである。

夕玉草は、夕玉草である。

勇胆は、勇胆である。

勇断は、勇断である。

有段者は、有段者である。

有知は、有知である。

有智は、有智である。

誘致は、誘致である。

有畜農業は、有畜農業である。

夕千鳥は、夕千鳥である。

悠長は、悠長である。

遊鳥は、遊鳥である。

優長は、優長である。

雄鎮は、雄鎮である。

夕つ方は、夕つ方である。

夕月は、夕月である。

夕月夜は、夕月夜である。

夕付くは、夕付くである。

夕付く日は、夕付く日である。

木綿作りは、木綿作りである。

木綿付は、木綿付である。

木綿付鳥は、木綿付鳥である。

夕告鳥は、夕告鳥である。

夕露は、夕露である。

夕鶴は、夕鶴である。

友悌は、友悌である。

郵亭は、郵亭である。

郵程は、郵程である。

遊底は、遊底である。

遊艇は、遊艇である。

ユーディオメーターは、ユーディオメーターである。

ユーティリタリアニズムは、ユーティリタリアニズムである。

ユーティリティーは、ユーティリティーである。

有蹄類は、有蹄類である。



融滌は、融滌である。

ゆうでくは、ゆうでくである。

祐天は、祐天である。

融点は、融点である。

郵伝は、郵伝である。

祐天寺は、祐天寺である。

誘電体は、誘電体である。

誘電率は、誘電率である。

夕戸は、夕戸である。

雄図は、雄図である。

雄途は、雄途である。

友党は、友党である。

遊蕩は、遊蕩である。

優等は、優等である。

有道は、有道である。

遊動は、遊動である。

誘動は、誘動である。

誘導は、誘導である。

誘導運動は、誘導運動である。

遊動円木は、遊動円木である。

遊動嵌合は、遊動嵌合である。

誘導機は、誘導機である。

誘導起電機は、誘導起電機である。

誘導コイルは、誘導コイルである。

遊蕩児は、遊蕩児である。

誘導式電気炉は、誘導式電気炉である。

誘導尋問は、誘導尋問である。

優等生は、優等生である。

誘導体は、誘導体である。

誘導弾は、誘導弾である。

誘導単位は、誘導単位である。

誘導蛋白質は、誘導蛋白質である。

誘導電動機は、誘導電動機である。

誘導電流は、誘導電流である。

誘導放出は、誘導放出である。

誘導路は、誘導路である。

有徳は、有徳である。

有毒は、有毒である。

祐徳稲荷神社は、祐徳稲荷神社である。

有徳院は、有徳院である。

有毒菌は、有毒菌である。

有毒植物は、有毒植物である。

夕轟きは、夕轟きである。

ユートピアは、ユートピアである。

ユートピアンは、ユートピアンである。

夕泊りは、夕泊りである。



夕菜は、夕菜である。

夕眺めは、夕眺めである。

夕凪は、夕凪である。

夕波は、夕波である。

夕波千鳥は、夕波千鳥である。

優には、優にである。

夕虹は、夕虹である。

夕寝惑いは、夕寝惑いである。

遊年は、遊年である。

夕念仏は、夕念仏である。

遊年方は、遊年方である。

有能は、有能である。

有配は、有配である。

有肺類は、有肺類である。

夕映えは、夕映えである。

誘爆は、誘爆である。

誘発は、誘発である。

ゆうパックは、ゆうパックである。

木綿花は、木綿花である。

木綿花鬘は、木綿花鬘である。

木綿花のは、木綿花のである。

夕羽振るは、夕羽振るである。

夕映ゆは、夕映ゆである。

夕祓は、夕祓である。

夕張は、夕張である。

夕張川は、夕張川である。

夕張山地は、夕張山地である。

夕張炭田は、夕張炭田である。

夕晴れは、夕晴れである。

夕飯は、夕飯である。

有半は、有半である。

雄藩は、雄藩である。

夕日は、夕日である。

夕陽は、夕陽である。

雄飛は、雄飛である。

熊斐は、熊斐である。

熊羆は、熊羆である。

優美は、優美である。

ＵＰＩは、ＵＰＩである。

夕陽ヶ丘は、夕陽ヶ丘である。

夕日隠れは、夕日隠れである。

夕日影は、夕日影である。

右筆は、右筆である。

祐筆は、祐筆である。

雄筆は、雄筆である。

右筆衆は、右筆衆である。



遊標は、遊標である。

遊標尺は、遊標尺である。

有尾類は、有尾類である。

遊牝は、遊牝である。

郵便は、郵便である。

郵便受けは、郵便受けである。

郵便為替は、郵便為替である。

郵便為替証書は、郵便為替証書である。

郵便切手は、郵便切手である。

郵便局は、郵便局である。

郵便禁制品は、郵便禁制品である。

郵便集配人は、郵便集配人である。

郵便書簡は、郵便書簡である。

郵便船は、郵便船である。

郵便貯金は、郵便貯金である。

郵便年金は、郵便年金である。

郵便葉書は、郵便葉書である。

郵便箱は、郵便箱である。

郵便番号は、郵便番号である。

郵便物は、郵便物である。

郵便振替は、郵便振替である。

郵便振替貯金は、郵便振替貯金である。

郵便報知新聞は、郵便報知新聞である。

郵便料は、郵便料である。

有夫は、有夫である。

有婦は、有婦である。

勇夫は、勇夫である。

勇婦は、勇婦である。

勇武は、勇武である。

幽舞は、幽舞である。

遊舞は、遊舞である。

ＵＶは、ＵＶである。

ＵＶフィルターは、ＵＶフィルターである。

幽風は、幽風である。

雄風は、雄風である。

ユーフォーは、ユーフォーである。

ユーフォニウムは、ユーフォニウムである。

有夫姦は、有夫姦である。

有福は、有福である。

裕福は、裕福である。

尤物は、尤物である。

勇払平野は、勇払平野である。

ユーフラテスは、ユーフラテスである。

勇奮は、勇奮である。

憂憤は、憂憤である。

右文は、右文である。



雄文は、雄文である。

右文左武は、右文左武である。

有吻類は、有吻類である。

夕べは、夕べである。

勇兵は、勇兵である。

幽閉は、幽閉である。

遊兵は、遊兵である。

昨夜気は、昨夜気である。

雄編は、雄編である。

雄篇は、雄篇である。

雄弁は、雄弁である。

雄弁術は、雄弁術である。

遊歩は、遊歩である。

友邦は、友邦である。

友朋は、友朋である。

雄峰は、雄峰である。

有望は、有望である。

遊方僧は、遊方僧である。

ユーボートは、ユーボートである。

遊牧は、遊牧である。

遊牧民族は、遊牧民族である。

遊歩場は、遊歩場である。

遊歩道は、遊歩道である。

雄邁は、雄邁である。

夕籬は、夕籬である。

夕間暮れは、夕間暮れである。

夕ましは、夕ましである。

夕惑いは、夕惑いである。

夕見草は、夕見草である。

夕御食は、夕御食である。

夕宮は、夕宮である。

勇猛は、勇猛である。

幽妙は、幽妙である。

幽冥は、幽冥である。

勇猛精進は、勇猛精進である。

遊民は、遊民である。

有無は、有無である。

有名は、有名である。

勇名は、勇名である。

幽明は、幽明である。

幽冥界は、幽冥界である。

有名税は、有名税である。

有名無実は、有名無実である。

宥免は、宥免である。

ユーモアは、ユーモアである。

勇猛心は、勇猛心である。



夕紅葉は、夕紅葉である。

夕靄は、夕靄である。

ユーモラスは、ユーモラスである。

ユーモリストは、ユーモリストである。

ユーモレスクは、ユーモレスクである。

幽門は、幽門である。

憂悶は、憂悶である。

幽門狭窄は、幽門狭窄である。

幽門痙攣は、幽門痙攣である。

遊冶は、遊冶である。

勇躍は、勇躍である。

釉薬は、釉薬である。

夕薬師は、夕薬師である。

夕焼けは、夕焼けである。

夕山は、夕山である。

夕山颪は、夕山颪である。

夕山陰は、夕山陰である。

夕山風は、夕山風である。

夕山桜は、夕山桜である。

夕山吹は、夕山吹である。

夕闇は、夕闇である。

遊冶郎は、遊冶郎である。

幽幽は、幽幽である。

悠悠は、悠悠である。

融融は、融融である。

優遊は、優遊である。

優優は、優優である。

悠悠閑閑は、悠悠閑閑である。

悠悠自適は、悠悠自適である。

優遊不断は、優遊不断である。

有余は、有余である。

猶予は、猶予である。

有用は、有用である。

有要は、有要である。

悠揚は、悠揚である。

酉陽雑俎は、酉陽雑俎である。

遊弋は、遊弋である。

有翼弾は、有翼弾である。

猶予契約は、猶予契約である。

有楽町は、有楽町である。

ユーラシアは、ユーラシアである。

ユーラシア主義は、ユーラシア主義である。

ユーラトムは、ユーラトムである。

遊覧は、遊覧である。

遊覧バスは、遊覧バスである。

有利は、有利である。



有理は、有理である。

遊里は、遊里である。

遊離は、遊離である。

ユーリーは、ユーリーである。

有理化は、有理化である。

遊離基は、遊離基である。

勇力は、勇力である。

遊離魂は、遊離魂である。

有理式は、有理式である。

有理数は、有理数である。

ユーリピデスは、ユーリピデスである。

勇略は、勇略である。

雄略は、雄略である。

雄略天皇は、雄略天皇である。

憂慮は、憂慮である。

有料は、有料である。

遊猟は、遊猟である。

優良は、優良である。

優良株は、優良株である。

有料道路は、有料道路である。

有料老人ホームは、有料老人ホームである。

有力は、有力である。

有力者は、有力者である。

有鱗類は、有鱗類である。

幽霊は、幽霊である。

雄麗は、雄麗である。

優麗は、優麗である。

幽霊烏賊は、幽霊烏賊である。

幽霊会社は、幽霊会社である。

幽霊株は、幽霊株である。

幽霊蜘蛛は、幽霊蜘蛛である。

幽霊人口は、幽霊人口である。

幽霊茸は、幽霊茸である。

幽霊花は、幽霊花である。

幽霊火は、幽霊火である。

ユーレイルパスは、ユーレイルパスである。

遊歴は、遊歴である。

勇烈は、勇烈である。

優劣は、優劣である。

ユーロは、ユーロである。

ゆう婁は、ゆう婁である。

ユーロ円は、ユーロ円である。

ユーロープは、ユーロープである。

ユーロカレンシーは、ユーロカレンシーである。

有禄は、有禄である。

ユーロコミュニズムは、ユーロコミュニズムである。



ユーロ債は、ユーロ債である。

ユーロスターは、ユーロスターである。

ユーロダラーは、ユーロダラーである。

ユーロトンネルは、ユーロトンネルである。

ユウロピウムは、ユウロピウムである。

宥和は、宥和である。

融和は、融和である。

誘惑は、誘惑である。

宥和政策は、宥和政策である。

故は、故である。

湯坐は、湯坐である。

ユエは、ユエである。

故有りげは、故有りげである。

輸贏は、輸贏である。

輸液は、輸液である。

故障りは、故障りである。

故立つは、故立つである。

兪えつは、兪えつである。

愉悦は、愉悦である。

踰越は、踰越である。

故付くは、故付くである。

故無しは、故無しである。

故には、故にである。

故ぶは、故ぶである。

故故しは、故故しである。

故由は、故由である。

所以は、所以である。

由縁は、由縁である。

油煙は、油煙である。

油煙形は、油煙形である。

油煙斎貞柳は、油煙斎貞柳である。

油煙墨は、油煙墨である。

油煙出しは、油煙出しである。

油煙髭は、油煙髭である。

硫黄は、硫黄である。

湯桶は、湯桶である。

ゆおびかは、ゆおびかである。

湯母は、湯母である。

床は、床である。

牀は、牀である。

斎甕は、斎甕である。

由加は、由加である。

瑜伽は、瑜伽である。

床上がりは、床上がりである。

愉快は、愉快である。

床板は、床板である。



愉快犯は、愉快犯である。

床上浸水は、床上浸水である。

床運動は、床運動である。

弓返しは、弓返しである。

弓返りは、弓返りである。

甕桶は、甕桶である。

瑜伽行派は、瑜伽行派である。

行かくは、行かくである。

湯掻くは、湯掻くである。

弓影は、弓影である。

弓懸は、弓懸である。

湯掛は、湯掛である。

湯加減は、湯加減である。

床しいは、床しいである。

懐しいは、懐しいである。

床しがるは、床しがるである。

懐しがるは、懐しがるである。

瑜伽師地論は、瑜伽師地論である。

床下は、床下である。

湯ヶ島は、湯ヶ島である。

瑜伽宗は、瑜伽宗である。

瑜伽上乗は、瑜伽上乗である。

床浄瑠璃は、床浄瑠璃である。

瑜伽振鈴は、瑜伽振鈴である。

行かず後家は、行かず後家である。

床涼みは、床涼みである。

浴衣は、浴衣である。

浴衣掛けは、浴衣掛けである。

浴衣地は、浴衣地である。

浴衣染は、浴衣染である。

床棚は、床棚である。

湯帷子は、湯帷子である。

ユカタン半島は、ユカタン半島である。

床暖房は、床暖房である。

床束は、床束である。

湯鼎は、湯鼎である。

床の子は、床の子である。

床張りは、床張りである。

床梁は、床梁である。

床本は、床本である。

柚釜は、柚釜である。

湯釜は、湯釜である。

歪みは、歪みである。

揺髪は、揺髪である。

歪み面は、歪み面である。

歪み形は、歪み形である。



歪み柱は、歪み柱である。

歪み文字は、歪み文字である。

歪むは、歪むである。

歪めるは、歪めるである。

由加物は、由加物である。

由加物の使は、由加物の使である。

ユカラは、ユカラである。

弓幹は、弓幹である。

縁は、縁である。

所縁は、所縁である。

縁係りは、縁係りである。

縁の色は、縁の色である。

縁の草は、縁の草である。

由縁の月は、由縁の月である。

縁の露は、縁の露である。

縁睦びは、縁睦びである。

縁るは、縁るである。

瑜伽論は、瑜伽論である。

湯川は、湯川である。

斎川浴みは、斎川浴みである。

湯川秀樹は、湯川秀樹である。

湯河原は、湯河原である。

湯灌は、湯灌である。

湯灌場は、湯灌場である。

湯灌場買は、湯灌場買である。

行きは、行きである。

往きは、往きである。

裄は、裄である。

雪は、雪である。

悠紀は、悠紀である。

斎忌は、斎忌である。

由基は、由基である。

弓木は、弓木である。

斎木は、斎木である。

湯器は、湯器である。

靫は、靫である。

由木は、由木である。

湯木は、湯木である。

行合は、行合である。

行合姉は、行合姉である。

行合兄弟は、行合兄弟である。

行合の稲は、行合の稲である。

行合の霜は、行合の霜である。

行合の空は、行合の空である。

行合の谷は、行合の谷である。

行合の隙は、行合の隙である。



行合の間は、行合の間である。

行合の餅は、行合の餅である。

行合の早稲は、行合の早稲である。

行合夫婦は、行合夫婦である。

行き合うは、行き合うである。

行き逢うは、行き逢うである。

雪明りは、雪明りである。

行き別るは、行き別るである。

雪遊びは、雪遊びである。

行き当りは、行き当りである。

行き当りばったりは、行き当りばったりである。

行き当るは、行き当るである。

雪穴は、雪穴である。

雪洞は、雪洞である。

雪嵐は、雪嵐である。

行き合すは、行き合すである。

行き合せるは、行き合せるである。

雪安居は、雪安居である。

行き至るは、行き至るである。

雪兎は、雪兎である。

行き失すは、行き失すである。

雪打ちは、雪打ちである。

雪打合いは、雪打合いである。

雪占は、雪占である。

靫負は、靫負である。

靫負尉は、靫負尉である。

雪覆いは、雪覆いである。

雪起しは、雪起しである。

雪男は、雪男である。

雪鬼は、雪鬼である。

雪折るは、雪折るである。

雪折れは、雪折れである。

雪折れ竹は、雪折れ竹である。

雪下ろしは、雪下ろしである。

雪女は、雪女である。

行き交いは、行き交いである。

往き交いは、往き交いである。

行き交い路は、行き交い路である。

行き交うは、行き交うである。

往き交うは、往き交うである。

行き帰りは、行き帰りである。

往き還りは、往き還りである。

行き帰るは、行き帰るである。

往き還るは、往き還るである。

行き掛りは、行き掛りである。

行き掛るは、行き掛るである。



雪掻きは、雪掻きである。

雪垣は、雪垣である。

雪掻き車は、雪掻き車である。

行き隠るは、行き隠るである。

行きかぐるは、行きかぐるである。

行き掛けは、行き掛けである。

行き掛けの駄賃は、行き掛けの駄賃である。

雪籠は、雪籠である。

雪囲いは、雪囲いである。

雪風は、雪風である。

行き方は、行き方である。

悠紀方は、悠紀方である。

雪形は、雪形である。

行きかつは、行きかつである。

雪合戦は、雪合戦である。

雪糅ては、雪糅てである。

行構えは、行構えである。

行き通うは、行き通うである。

行き変るは、行き変るである。

行き来は、行き来である。

往き来は、往き来である。

雪消えは、雪消えである。

雪消月は、雪消月である。

雪沓は、雪沓である。

雪国は、雪国である。

雪雲は、雪雲である。

雪曇りは、雪曇りである。

行き暮すは、行き暮すである。

行き暮れは、行き暮れである。

雪暗れは、雪暗れである。

雪暮れは、雪暮れである。

行き暮れるは、行き暮れるである。

雪気は、雪気である。

雪消は、雪消である。

雪消しは、雪消しである。

雪景色は、雪景色である。

雪化粧は、雪化粧である。

行桁は、行桁である。

雪下駄は、雪下駄である。

雪消の沢は、雪消の沢である。

雪消水は、雪消水である。

雪煙は、雪煙である。

雪乞いは、雪乞いである。

雪転しは、雪転しである。

雪漕ぎは、雪漕ぎである。

雪小屋は、雪小屋である。



雪転がしは、雪転がしである。

雪竿は、雪竿である。

行先は、行先である。

雪裂けは、雪裂けである。

雪笹は、雪笹である。

雪晒しは、雪晒しである。

行き去るは、行き去るである。

雪路は、雪路である。

雪垂は、雪垂である。

雪質は、雪質である。

行きしなは、行きしなである。

雪しまきは、雪しまきである。

雪じものは、雪じものである。

湯起請は、湯起請である。

雪女郎は、雪女郎である。

雪汁は、雪汁である。

雪代は、雪代である。

雪白は、雪白である。

行過ぎは、行過ぎである。

行過ぎ者は、行過ぎ者である。

行き過ぎるは、行き過ぎるである。

行き摩りは、行き摩りである。

行き摺りは、行き摺りである。

雪摺りは、雪摺りである。

雪滑笠は、雪滑笠である。

雪空は、雪空である。

行き倒れは、行き倒れである。

行き斃れは、行き斃れである。

行き違ふは、行き違ふである。

裄丈は、裄丈である。

雪叩きは、雪叩きである。

行き立つは、行き立つである。

雪溜まりは、雪溜まりである。

雪達磨は、雪達磨である。

雪達磨式は、雪達磨式である。

行違いは、行違いである。

行違い様は、行違い様である。

行き違うは、行き違うである。

行き違えるは、行き違えるである。

行き散るは、行き散るである。

雪月は、雪月である。

雪月夜は、雪月夜である。

行き着くは、行き着くである。

行き付けは、行き付けである。

雪椿は、雪椿である。

雪礫は、雪礫である。



行詰りは、行詰りである。

行き詰るは、行き詰るである。

行き詰むは、行き詰むである。

行き詰めは、行き詰めである。

行きつ戻りつは、行きつ戻りつである。

雪釣は、雪釣である。

雪吊りは、雪吊りである。

行き連るは、行き連るである。

悠紀田は、悠紀田である。

悠紀殿は、悠紀殿である。

雪訪いは、雪訪いである。

雪灯籠は、雪灯籠である。

行き通るは、行き通るである。

雪解けは、雪解けである。

雪融けは、雪融けである。

雪解け道は、雪解け道である。

行き所は、行き所である。

雪年は、雪年である。

行き届くは、行き届くである。

行き訪ふは、行き訪ふである。

行き止りは、行き止りである。

行き止るは、行き止るである。

雪止めは、雪止めである。

雪菜は、雪菜である。

雪中は、雪中である。

雪投げは、雪投げである。

雪薺は、雪薺である。

雪傾れは、雪傾れである。

雪雪崩は、雪雪崩である。

雪鱠は、雪鱠である。

行き悩みは、行き悩みである。

行き悩むは、行き悩むである。

行成は、行成である。

雪濁りは、雪濁りである。

雪に千鳥は、雪に千鳥である。

行き抜けは、行き抜けである。

雪布は、雪布である。

雪の会は、雪の会である。

雪の賀は、雪の賀である。

悠紀の国は、悠紀の国である。

雪の下は、雪の下である。

雪の下紅梅は、雪の下紅梅である。

行きの集いは、行きの集いである。

雪の肌は、雪の肌である。

雪の膚は、雪の膚である。

雪の果ては、雪の果てである。



雪の花は、雪の花である。

雪の華は、雪の華である。

雪の隙は、雪の隙である。

行信は、行信である。

行き延ぶは、行き延ぶである。

雪の枕は、雪の枕である。

雪の山は、雪の山である。

雪の別れは、雪の別れである。

行端は、行端である。

行き場は、行き場である。

雪袴は、雪袴である。

行始は、行始である。

雪肌は、雪肌である。

雪膚は、雪膚である。

雪花は、雪花である。

行き離るは、行き離るである。

行き憚るは、行き憚るである。

雪腹は、雪腹である。

雪晴れは、雪晴れである。

雪庇は、雪庇である。

雪日和は、雪日和である。

行平は、行平である。

行平鍋は、行平鍋である。

雪平鍋は、雪平鍋である。

行符は、行符である。

雪吹雪は、雪吹雪である。

雪踏みは、雪踏みである。

雪降りは、雪降りである。

行き触りは、行き触りである。

雪降り髪は、雪降り髪である。

行き触るは、行き触るである。

行き触れは、行き触れである。

靫部は、靫部である。

雪帽子は、雪帽子である。

雪仏は、雪仏である。

雪間は、雪間である。

雪幕は、雪幕である。

雪雑りは、雪雑りである。

雪交りは、雪交りである。

行き交じるは、行き交じるである。

行き雑じるは、行き雑じるである。

雪雑ぜは、雪雑ぜである。

雪交ぜは、雪交ぜである。

雪松は、雪松である。

雪待月は、雪待月である。

雪祭は、雪祭である。



行き惑うは、行き惑うである。

行き迷うは、行き迷うである。

雪丸火鉢は、雪丸火鉢である。

雪丸げは、雪丸げである。

雪転ばしは、雪転ばしである。

雪見は、雪見である。

雪見草は、雪見草である。

雪見御幸は、雪見御幸である。

雪見酒は、雪見酒である。

雪水は、雪水である。

行き道は、行き道である。

行き路は、行き路である。

雪道は、雪道である。

雪見月は、雪見月である。

雪見灯籠は、雪見灯籠である。

行見舞は、行見舞である。

雪見舞は、雪見舞である。

行き廻るは、行き廻るである。

行き向かふは、行き向かふである。

雪迎えは、雪迎えである。

雪虫は、雪虫である。

雪娘は、雪娘である。

雪眼は、雪眼である。

雪眼鏡は、雪眼鏡である。

雪持ちは、雪持ちである。

雪餅は、雪餅である。

雪持草は、雪持草である。

行き戻りは、行き戻りである。

雪もよは、雪もよである。

雪催いは、雪催いである。

雪模様は、雪模様である。

雪焼けは、雪焼けである。

雪やこんこんは、雪やこんこんである。

雪柳は、雪柳である。

雪山は、雪山である。

行き遣るは、行き遣るである。

行き行くは、行き行くである。

雪夜は、雪夜である。

遊行忌は、遊行忌である。

遊行寺は、遊行寺である。

遊行宗は、遊行宗である。

遊行上戸は、遊行上戸である。

遊行上人は、遊行上人である。

遊行派は、遊行派である。

遊行聖は、遊行聖である。

遊行柳は、遊行柳である。



雪除けは、雪除けである。

雪避けは、雪避けである。

雪避けトンネルは、雪避けトンネルである。

雪輪は、雪輪である。

行別れは、行別れである。

行き別れるは、行き別れるである。

雪分け衣は、雪分け衣である。

行き渡るは、行き渡るである。

雪割草は、雪割草である。

雪割豆は、雪割豆である。

行くは、行くである。

往くは、往くである。

逝くは、逝くである。

湯具は、湯具である。

行く秋は、行く秋である。

行方は、行方である。

行方不明は、行方不明である。

行く影のは、行く影のである。

行く方は、行く方である。

往く川のは、往く川のである。

行くさは、行くさである。

行く先は、行く先である。

行くさ離るさは、行くさ離るさである。

行くさ来さは、行くさ来さである。

行く末は、行く末である。

ユクスキュルは、ユクスキュルである。

行く瀬は、行く瀬である。

行立は、行立である。

湯口は、湯口である。

行く手は、行く手である。

ゆくとは、ゆくとである。

行く年は、行く年である。

行く鳥のは、行く鳥のである。

ユグノーは、ユグノーである。

ゆくの木は、ゆくの木である。

的は、的である。

行橋は、行橋である。

行く春は、行く春である。

行く人は、行く人である。

往く船のは、往く船のである。

湯汲みは、湯汲みである。

行く水は、行く水である。

行く水のは、行く水のである。

行くも帰るもの関は、行くも帰るもの関である。

行く行くは、行く行くである。

ゆくゆくとは、ゆくゆくとである。



ゆくらかは、ゆくらかである。

ゆくらゆくらは、ゆくらゆくらである。

ゆぐりは、ゆぐりである。

ゆくりかは、ゆくりかである。

ゆくりなくは、ゆくりなくである。

ゆくりなしは、ゆくりなしである。

斎鍬は、斎鍬である。

斎郡は、斎郡である。

湯気は、湯気である。

弓削は、弓削である。

遊化は、遊化である。

靫負督は、靫負督である。

靫負庁は、靫負庁である。

靫負司は、靫負司である。

靫負の命婦は、靫負の命婦である。

靫負部は、靫負部である。

遊戯三昧は、遊戯三昧である。

湯化粧は、湯化粧である。

井桁は、井桁である。

湯桁は、湯桁である。

湯下駄は、湯下駄である。

湯気立ては、湯気立てである。

輸血は、輸血である。

油頁岩は、油頁岩である。

輸血反応は、輸血反応である。

弓削皇子は、弓削皇子である。

弓削部は、弓削部である。

湯煙は、湯煙である。

弓削流は、弓削流である。

諛言は、諛言である。

湯鯉は、湯鯉である。

衣桁は、衣桁である。

柚柑は、柚柑である。

癒合は、癒合である。

ユゴーは、ユゴーである。

諭告は、諭告である。

湯鏝は、湯鏝である。

弓籠手は、弓籠手である。

湯零しは、湯零しである。

ゆさは、ゆさである。

油彩は、油彩である。

油剤は、油剤である。

斎笹は、斎笹である。

ゆさつくは、ゆさつくである。

ゆさばるは、ゆさばるである。

揺さ振りは、揺さ振りである。



揺さ振るは、揺さ振るである。

揺さ振れるは、揺さ振れるである。

湯冷ましは、湯冷ましである。

湯冷めは、湯冷めである。

ゆさゆさは、ゆさゆさである。

湯沢は、湯沢である。

鞦韆は、鞦韆である。

遊山は、遊山である。

遊山所は、遊山所である。

遊山茶屋は、遊山茶屋である。

遊山船は、遊山船である。

遊山宿は、遊山宿である。

油紙は、油紙である。

油脂は、油脂である。

諭示は、諭示である。

諭旨は、諭旨である。

遊止は、遊止である。

諛辞は、諛辞である。

油脂工業は、油脂工業である。

輸地子田は、輸地子田である。

油脂焼夷弾は、油脂焼夷弾である。

柞は、柞である。

ユジノサハリンスクは、ユジノサハリンスクである。

湯島は、湯島である。

諭旨免職は、諭旨免職である。

輸出は、輸出である。

輸出依存度は、輸出依存度である。

輸出送状は、輸出送状である。

輸出カルテルは、輸出カルテルである。

輸出組合は、輸出組合である。

輸出原価は、輸出原価である。

輸出工業は、輸出工業である。

輸出志向は、輸出志向である。

輸出商は、輸出商である。

輸出奨励金は、輸出奨励金である。

輸出申告書は、輸出申告書である。

輸出税は、輸出税である。

輸出超過は、輸出超過である。

輸出手形は、輸出手形である。

輸出入は、輸出入である。

輸出入銀行は、輸出入銀行である。

輸出品は、輸出品である。

輸出保険は、輸出保険である。

輸出補償制度は、輸出補償制度である。

由旬は、由旬である。

油症は、油症である。



油状は、油状である。

愉色は、愉色である。

斎しりは、斎しりである。

ゆ信は、ゆ信である。

揺すは、揺すである。

柚子は、柚子である。

茹ずは、茹ずである。

結ふは、結ふである。

弓末は、弓末である。

濯ぐは、濯ぐである。

柚酒は、柚酒である。

柚酢は、柚酢である。

ユスティニアヌスは、ユスティニアヌスである。

ユスティニアヌス法典は、ユスティニアヌス法典である。

揺す振るは、揺す振るである。

揺す振れるは、揺す振れるである。

柚子坊は、柚子坊である。

柚味噌は、柚味噌である。

柚餅は、柚餅である。

柚湯は、柚湯である。

揺す揺すは、揺す揺すである。

桜桃は、桜桃である。

譲らふは、譲らふである。

山桜桃は、山桜桃である。

梅桃は、梅桃である。

揺すりは、揺すりである。

譲りは、譲りである。

譲り合いは、譲り合いである。

揺り合ふは、揺り合ふである。

譲り合うは、譲り合うである。

揺り上げるは、揺り上げるである。

譲り受けは、譲り受けである。

譲り受けるは、譲り受けるである。

揺り起すは、揺り起すである。

揺り蚊は、揺り蚊である。

揺り掛けるは、揺り掛けるである。

揺り仮名は、揺り仮名である。

譲り金は、譲り金である。

揺り字は、揺り字である。

譲状は、譲状である。

譲証文は、譲証文である。

強請場は、強請場である。

弓摺羽は、弓摺羽である。

譲葉は、譲葉である。

交譲木は、交譲木である。

楪は、楪である。



譲文は、譲文である。

揺り満つは、揺り満つである。

揺り寄るは、揺り寄るである。

譲り渡しは、譲り渡しである。

譲り渡すは、譲り渡すである。

ゆするは、ゆするである。

揺するは、揺するである。

輸するは、輸するである。

譲るは、譲るである。

ゆする浴は、ゆする浴である。

ゆする杯は、ゆする杯である。

土蜂は、土蜂である。

揺すれるは、揺すれるである。

油井は、油井である。

油性は、油性である。

輸精管は、輸精管である。

油性塗料は、油性塗料である。

愉絶は、愉絶である。

湯煎は、湯煎である。

湯銭は、湯銭である。

輸租は、輸租である。

油送は、油送である。

油倉は、油倉である。

油層は、油層である。

油槽は、油槽である。

輸送は、輸送である。

輸送機は、輸送機である。

輸送現象は、輸送現象である。

油送船は、油送船である。

油槽船は、油槽船である。

輸送船は、輸送船である。

癒瘡木は、癒瘡木である。

輸租帳は、輸租帳である。

輸卒は、輸卒である。

輸租田は、輸租田である。

ゆたは、ゆたである。

寛は、寛である。

雨打は、雨打である。

雪打は、雪打である。

ユタは、ユタである。

ユダは、ユダである。

ゆたうは、ゆたうである。

ユダ王国は、ユダ王国である。

湯田温泉は、湯田温泉である。

豊かは、豊かである。

由多加織は、由多加織である。



湯炊きは、湯炊きである。

油濁は、油濁である。

弓丈は、弓丈である。

豊けしは、豊けしである。

弓立は、弓立である。

弓裁ちは、弓裁ちである。

湯立は、湯立である。

諭達は、諭達である。

雨打造は、雨打造である。

雪打造は、雪打造である。

湯立神楽は、湯立神楽である。

湯田中温泉は、湯田中温泉である。

委ぬは、委ぬである。

斎種は、斎種である。

委ねるは、委ねるである。

湯玉は、湯玉である。

弓矯は、弓矯である。

ユダヤは、ユダヤである。

豊やかは、豊やかである。

ユダヤ教は、ユダヤ教である。

ユダヤ人は、ユダヤ人である。

ユダヤ暦は、ユダヤ暦である。

揺揺は、揺揺である。

茹だるは、茹だるである。

弓太郎は、弓太郎である。

油単は、油単である。

油断は、油断である。

輸胆管は、輸胆管である。

油単包は、油単包である。

湯湯婆は、湯湯婆である。

湯茶は、湯茶である。

癒着は、癒着である。

斎つは、斎つである。

弓杖は、弓杖である。

ユッカは、ユッカである。

弓束は、弓束である。

湯疲れは、湯疲れである。

斎槻は、斎槻である。

湯次は、湯次である。

湯注は、湯注である。

弓月の君は、弓月の君である。

緩は、緩である。

ユッケは、ユッケである。

湯漬は、湯漬である。

ゆっすりは、ゆっすりである。

ゆっつらは、ゆっつらである。



湯壺は、湯壺である。

弓弦は、弓弦である。

移るは、移るである。

弓弦打は、弓弦打である。

湯手は、湯手である。

茹では、茹でである。

茹であげるは、茹であげるである。

茹で小豆は、茹で小豆である。

茹で海老は、茹で海老である。

油滴は、油滴である。

茹で栗は、茹で栗である。

茹で溢すは、茹で溢すである。

茹で蛸は、茹で蛸である。

茹で卵は、茹で卵である。

茹で玉子は、茹で玉子である。

茹で物は、茹で物である。

茹でるは、茹でるである。

油点は、油点である。

油田は、油田である。

油土は、油土である。

湯桶石は、湯桶石である。

湯桶言葉は、湯桶言葉である。

湯豆腐は、湯豆腐である。

湯桶読みは、湯桶読みである。

湯通しは、湯通しである。

夜床は、夜床である。

湯殿は、湯殿である。

湯殿方は、湯殿方である。

湯殿山は、湯殿山である。

湯殿山神社は、湯殿山神社である。

湯殿始は、湯殿始である。

ユトランド半島は、ユトランド半島である。

ゆとりは、ゆとりである。

湯取は、湯取である。

湯取飯は、湯取飯である。

ユトリロは、ユトリロである。

ユトレヒトは、ユトレヒトである。

ユトレヒト条約は、ユトレヒト条約である。

ユトレヒト同盟は、ユトレヒト同盟である。

油団は、油団である。

湯女は、湯女である。

ユナイテッドステーツオブアメリカは、ユナイテッドステーツオブアメリカである。

ユナニミスムは、ユナニミスムである。

湯女風呂は、湯女風呂である。

ゆなゆなは、ゆなゆなである。

湯煮は、湯煮である。



ユニークは、ユニークである。

ユニオンは、ユニオンである。

ユニオンジャックは、ユニオンジャックである。

ユニオンショップは、ユニオンショップである。

ユニコーンは、ユニコーンである。

ユニセックスは、ユニセックスである。

ユニセフは、ユニセフである。

ユニックスは、ユニックスである。

ユニットは、ユニットである。

ユニット家具は、ユニット家具である。

ユニット型投資信託は、ユニット型投資信託である。

ユニットシステムは、ユニットシステムである。

ユニットバスは、ユニットバスである。

ユニティーは、ユニティーである。

ユニテリアンは、ユニテリアンである。

ユニバーサリストは、ユニバーサリストである。

ユニバーサリズムは、ユニバーサリズムである。

ユニバーサルは、ユニバーサルである。

ユニバーサルジョイントは、ユニバーサルジョイントである。

ユニバーサルタイムは、ユニバーサルタイムである。

ユニバーシアードは、ユニバーシアードである。

ユニバーシティーは、ユニバーシティーである。

ユニフォームは、ユニフォームである。

ユニホームは、ユニホームである。

輸入は、輸入である。

輸入依存度は、輸入依存度である。

輸入インフレは、輸入インフレである。

輸入課徴金は、輸入課徴金である。

輸入管理は、輸入管理である。

輸入組合は、輸入組合である。

輸入商は、輸入商である。

輸入申告書は、輸入申告書である。

輸入税は、輸入税である。

輸入代替は、輸入代替である。

輸入担保制度は、輸入担保制度である。

輸入超過は、輸入超過である。

輸入手形は、輸入手形である。

輸入品は、輸入品である。

輸入ユーザンスは、輸入ユーザンスである。

輸入割当制度は、輸入割当制度である。

輸尿管は、輸尿管である。

弓庭は、弓庭である。

斎場は、斎場である。

斎庭は、斎庭である。

ユネスコは、ユネスコである。

ユノは、ユノである。



湯の泡は、湯の泡である。

輸納は、輸納である。

湯の神は、湯の神である。

湯の器は、湯の器である。

湯の子は、湯の子である。

湯熨斗は、湯熨斗である。

柚の葉は、柚の葉である。

湯の華は、湯の華である。

湯の花は、湯の花である。

湯野浜は、湯野浜である。

湯呑みは、湯呑みである。

湯飲みは、湯飲みである。

湯呑み茶碗は、湯呑み茶碗である。

湯の峰温泉は、湯の峰温泉である。

湯の山温泉は、湯の山温泉である。

弓場は、弓場である。

湯場は、湯場である。

湯葉は、湯葉である。

湯波は、湯波である。

油皮は、油皮である。

豆腐皮は、豆腐皮である。

柚葉色は、柚葉色である。

ゆ迫は、ゆ迫である。

油幕は、油幕である。

湯始めは、湯始めである。

湯走りは、湯走りである。

弓弭は、弓弭である。

弓弭高は、弓弭高である。

弓弭の調は、弓弭の調である。

纈は、纈である。

斎肌帯は、斎肌帯である。

纈革は、纈革である。

油鉢は、油鉢である。

弓場殿は、弓場殿である。

湯花は、湯花である。

弓場始は、弓場始である。

弓腹は、弓腹である。

湯腹は、湯腹である。

湯原王は、湯原王である。

弓張は、弓張である。

尿は、尿である。

尿壺は、尿壺である。

尿袋は、尿袋である。

湯番は、湯番である。

指は、指である。

指遊びは、指遊びである。



指折りは、指折りである。

指金は、指金である。

指果報は、指果報である。

指革は、指革である。

湯引きは、湯引きである。

指切りは、指切りである。

湯引くは、湯引くである。

指先は、指先である。

指差しは、指差しである。

指差すは、指差すである。

指サックは、指サックである。

指猿は、指猿である。

柚醤は、柚醤である。

指竹箆は、指竹箆である。

指尺は、指尺である。

指相撲は、指相撲である。

ユピテルは、ユピテルである。

指人形は、指人形である。

指貫は、指貫である。

指の腹は、指の腹である。

指嵌めは、指嵌めである。

指引きは、指引きである。

指笛は、指笛である。

指巻は、指巻である。

鐶は、鐶である。

指窓は、指窓である。

指輪は、指輪である。

指環は、指環である。

由布院温泉は、由布院温泉である。

弓袋は、弓袋である。

弓袋差は、弓袋差である。

弓袋持は、弓袋持である。

湯船は、湯船である。

湯槽は、湯槽である。

揺めかすは、揺めかすである。

揺めくは、揺めくである。

ゆぶゆぶは、ゆぶゆぶである。

揺るは、揺るである。

湯風呂は、湯風呂である。

兪平伯は、兪平伯である。

柚餅子は、柚餅子である。

油母頁岩は、油母頁岩である。

弓鉾は、弓鉾である。

湯巻は、湯巻である。

油膜は、油膜である。

ユマニスムは、ユマニスムである。



ユマニテは、ユマニテである。

斎はるは、斎はるである。

ゆみは、ゆみである。

弓足軽は、弓足軽である。

弓打は、弓打である。

弓音は、弓音である。

弓蔵しは、弓蔵しである。

ゆみかけは、ゆみかけである。

弓頭は、弓頭である。

弓形は、弓形である。

弓ヶ浜は、弓ヶ浜である。

弓切るは、弓切るである。

弓組は、弓組である。

湯巫は、湯巫である。

弓腰は、弓腰である。

弓師は、弓師である。

弓仕掛は、弓仕掛である。

弓衆は、弓衆である。

弓次郎は、弓次郎である。

湯水は、湯水である。

弓台は、弓台である。

弓大将は、弓大将である。

弓倒しは、弓倒しである。

弓竹は、弓竹である。

湯道は、湯道である。

弓造りは、弓造りである。

弓弦師は、弓弦師である。

弓弦袋は、弓弦袋である。

弦袋は、弦袋である。

弓床は、弓床である。

弓取は、弓取である。

弓取る方は、弓取る方である。

弓の結は、弓の結である。

弓鋸は、弓鋸である。

弓鋸盤は、弓鋸盤である。

弓の手は、弓の手である。

弓の天下は、弓の天下である。

弓の取柄は、弓の取柄である。

弓の鉾形は、弓の鉾形である。

弓の者は、弓の者である。

弓始は、弓始である。

弓筈は、弓筈である。

弓破魔は、弓破魔である。

弓張提灯は、弓張提灯である。

弓張月は、弓張月である。

弓引くは、弓引くである。



弓奉行は、弓奉行である。

弓衾は、弓衾である。

弓筆は、弓筆である。

弓偏は、弓偏である。

弓矢は、弓矢である。

弓箭は、弓箭である。

弓屋は、弓屋である。

弓矢神は、弓矢神である。

弓矢神道は、弓矢神道である。

弓矢台は、弓矢台である。

弓矢取は、弓矢取である。

弓矢の家は、弓矢の家である。

弓矢の長者は、弓矢の長者である。

弓矢の道は、弓矢の道である。

弓矢の冥加は、弓矢の冥加である。

弓矢始は、弓矢始である。

弓矢八幡は、弓矢八幡である。

弓矢奉行は、弓矢奉行である。

弓矢槍奉行は、弓矢槍奉行である。

弓八幡は、弓八幡である。

湯剥きは、湯剥きである。

ゆむしは、ゆむしである。

湯村温泉は、湯村温泉である。

夢は、夢である。

ゆめは、ゆめである。

夢合せは、夢合せである。

夢聊かは、夢聊かである。

夢現は、夢現である。

夢占は、夢占である。

夢占いは、夢占いである。

夢語りは、夢語りである。

夢がましは、夢がましである。

夢心地は、夢心地である。

夢心は、夢心である。

夢更は、夢更である。

夢路は、夢路である。

夢二式は、夢二式である。

夢知らせは、夢知らせである。

夢助は、夢助である。

夢違観音は、夢違観音である。

夢違えは、夢違えである。

夢解きは、夢解きである。

夢殿は、夢殿である。

夢には、夢にである。

夢にもは、夢にもである。

夢主は、夢主である。



夢市郎兵衛は、夢市郎兵衛である。

夢浮橋は、夢浮橋である。

夢野久作は、夢野久作である。

夢の島は、夢の島である。

夢の代は、夢の代である。

夢野の鹿は、夢野の鹿である。

夢許りは、夢許りである。

夢話は、夢話である。

夢判じは、夢判じである。

夢判断は、夢判断である。

夢人は、夢人である。

夢評定は、夢評定である。

夢枕は、夢枕である。

夢祭は、夢祭である。

夢幻は、夢幻である。

夢見は、夢見である。

夢見草は、夢見草である。

夢見心地は、夢見心地である。

夢見月は、夢見月である。

夢見鳥は、夢見鳥である。

夢見るは、夢見るである。

夢むは、夢むである。

夢虫は、夢虫である。

夢物語は、夢物語である。

ゆめゆめは、ゆめゆめである。

夢夢しは、夢夢しである。

夢分け船は、夢分け船である。

湯文字は、湯文字である。

湯元は、湯元である。

湯本は、湯本である。

斎屋は、斎屋である。

湯屋は、湯屋である。

熊野は、熊野である。

湯谷は、湯谷である。

踊躍は、踊躍である。

熊野権現は、熊野権現である。

湯屋浄瑠璃は、湯屋浄瑠璃である。

湯痩せは、湯痩せである。

湯奴は、湯奴である。

湯屋風呂は、湯屋風呂である。

忌忌しいは、忌忌しいである。

由由しいは、由由しいである。

湯ゆでは、湯ゆでである。

輸庸は、輸庸である。

輸庸帳は、輸庸帳である。

ゆらは、ゆらである。



淘は、淘である。

由良は、由良である。

由来は、由来である。

由来書は、由来書である。

揺らふは、揺らふである。

揺らかすは、揺らかすである。

由良川は、由良川である。

揺らぎは、揺らぎである。

愉楽は、愉楽である。

揺らぐは、揺らぐである。

緩しは、緩しである。

揺らすは、揺らすである。

揺らつくは、揺らつくである。

由良の門は、由良の門である。

由良の湊は、由良の湊である。

由良比女神社は、由良比女神社である。

揺らめかすは、揺らめかすである。

揺らめくは、揺らめくである。

揺らゆは、揺らゆである。

ゆらゆらは、ゆらゆらである。

ゆららは、ゆららである。

ゆらりは、ゆらりである。

ゆらりゆらりは、ゆらりゆらりである。

輸卵管は、輸卵管である。

後は、後である。

揺りは、揺りである。

百合は、百合である。

由利は、由利である。

ユリア樹脂は、ユリア樹脂である。

ユリアヌスは、ユリアヌスである。

揺り余りは、揺り余りである。

揺り合すは、揺り合すである。

揺り椅子は、揺り椅子である。

揺板は、揺板である。

揺り動かすは、揺り動かすである。

揺り動くは、揺り動くである。

ユリウス暦は、ユリウス暦である。

百合科は、百合科である。

揺り返しは、揺り返しである。

揺り返すは、揺り返すである。

揺り掛くは、揺り掛くである。

揺り掛け髪は、揺り掛け髪である。

揺籃は、揺籃である。

淘金は、淘金である。

百合鴎は、百合鴎である。

由利公正は、由利公正である。



揺子は、揺子である。

揺り下げるは、揺り下げるである。

ユリシーズは、ユリシーズである。

揺り据うは、揺り据うである。

ゆり田は、ゆり田である。

輸率は、輸率である。

百合根は、百合根である。

百合樹は、百合樹である。

揺り戻しは、揺り戻しである。

湯量は、湯量である。

油糧は、油糧である。

揺輪は、揺輪である。

百合若大臣は、百合若大臣である。

淘り分けるは、淘り分けるである。

揺り分けるは、揺り分けるである。

百合山葵は、百合山葵である。

許るは、許るである。

聴るは、聴るである。

緩いは、緩いである。

緩かは、緩かである。

緩かしいは、緩かしいである。

揺がし出すは、揺がし出すである。

揺るがすは、揺るがすである。

忽は、忽である。

ゆるぎは、ゆるぎである。

揺るぎは、揺るぎである。

揺ぎ合ふは、揺ぎ合ふである。

揺ぎ歩くは、揺ぎ歩くである。

揺ぎ出づは、揺ぎ出づである。

揺ぎ立つは、揺ぎ立つである。

揺ぎ出るは、揺ぎ出るである。

揺ぎ無いは、揺ぎ無いである。

揺の板は、揺の板である。

揺の糸は、揺の糸である。

緩くは、緩くである。

揺るぐは、揺るぐである。

緩けしは、緩けしである。

揺粉は、揺粉である。

許されは、許されである。

許され顔は、許され顔である。

許しは、許しである。

聴しは、聴しである。

赦しは、赦しである。

許し色は、許し色である。

聴し色は、聴し色である。

赦し状は、赦し状である。



許し代は、許し代である。

許し内力は、許し内力である。

許しの色は、許しの色である。

赦しの秘跡は、赦しの秘跡である。

赦し文は、赦し文である。

許し物は、許し物である。

許すは、許すである。

赦すは、赦すである。

聴すは、聴すである。

ユルスナールは、ユルスナールである。

緩びは、緩びである。

緩ぶは、緩ぶである。

弛ぶは、弛ぶである。

緩褌は、緩褌である。

緩まるは、緩まるである。

弛まるは、弛まるである。

緩みは、緩みである。

弛みは、弛みである。

緩むは、緩むである。

弛むは、弛むである。

緩めるは、緩めるである。

弛めるは、弛めるである。

緩やかは、緩やかである。

緩る緩るは、緩る緩るである。

緩らかは、緩らかである。

地炉は、地炉である。

緩りとは、緩りとである。

緩るかは、緩るかである。

揺れは、揺れである。

揺れ動くは、揺れ動くである。

揺藻は、揺藻である。

揺れるは、揺れるである。

結はふは、結はふである。

結え付けるは、結え付けるである。

結わえるは、結わえるである。

湯沸しは、湯沸しである。

結わくは、結わくである。

ユンカーは、ユンカーである。

ユングは、ユングである。

ユングフラウは、ユングフラウである。

ユンケルは、ユンケルである。

弓勢は、弓勢である。

ゆんたは、ゆんたである。

弓手は、弓手である。

弓手切は、弓手切である。

弓手の草摺は、弓手の草摺である。



弓手捩りは、弓手捩りである。

弓手横は、弓手横である。

昨夜は、昨夜である。

よは、よである。

世は、世である。

代は、代である。

四は、四である。

枝は、枝である。

節は、節である。

与は、与である。

予は、予である。

豫は、豫である。

余は、余である。

餘は、餘である。

誉は、誉である。

預は、預である。

輿は、輿である。

夜明しは、夜明しである。

夜商いは、夜商いである。

ヨアキムデフローリスは、ヨアキムデフローリスである。

夜商人は、夜商人である。

夜明けは、夜明けである。

夜明け方は、夜明け方である。

夜明け烏は、夜明け烏である。

夜明けの明星は、夜明けの明星である。

夜明け前は、夜明け前である。

夜遊びは、夜遊びである。

予圧器は、予圧器である。

与圧室は、与圧室である。

ヨアヒムは、ヨアヒムである。

夜網は、夜網である。

夜嵐は、夜嵐である。

夜歩きは、夜歩きである。

宵は、宵である。

酔いは、酔いである。

夜居は、夜居である。

夜寝は、夜寝である。

余威は、余威である。

余意は、余意である。

良いは、良いである。

善いは、善いである。

好いは、好いである。

佳いは、佳いである。

宵暁の声は、宵暁の声である。

宵居は、宵居である。

好い加減は、好い加減である。



善哉は、善哉である。

夜軍は、夜軍である。

宵庚申は、宵庚申である。

酔心地は、酔心地である。

宵越しは、宵越しである。

宵込めは、宵込めである。

よいさは、よいさである。

宵皐月は、宵皐月である。

酔い醒ましは、酔い醒ましである。

酔い醒めは、酔い醒めである。

好い衆は、好い衆である。

善い衆は、善い衆である。

よいしょは、よいしょである。

酔い痴れるは、酔い痴れるである。

酔い倒れるは、酔い倒れるである。

宵立ちは、宵立ちである。

世一は、世一である。

夜市は、夜市である。

与市は、与市である。

余市は、余市である。

宵月は、宵月である。

宵月夜は、宵月夜である。

宵っ張りは、宵っ張りである。

酔い潰れるは、酔い潰れるである。

よいとこは、よいとこである。

よいとなは、よいとなである。

よいとまけは、よいとまけである。

宵泊りは、宵泊りである。

酔い止めは、酔い止めである。

酔いどれは、酔いどれである。

宵鳴きは、宵鳴きである。

酔い泣きは、酔い泣きである。

宵寝は、宵寝である。

宵寝惑いは、宵寝惑いである。

宵の口は、宵の口である。

宵覗きは、宵覗きである。

宵の年は、宵の年である。

宵の春は、宵の春である。

宵の明星は、宵の明星である。

宵は待ちは、宵は待ちである。

酔い臥すは、酔い臥すである。

善い程は、善い程である。

宵待ちは、宵待ちである。

宵待草は、宵待草である。

宵祭は、宵祭である。

宵惑いは、宵惑いである。



宵宮は、宵宮である。

よいやは、よいやである。

よいやさは、よいやさである。

よいやなは、よいやなである。

宵山は、宵山である。

宵闇は、宵闇である。

よいやよいやは、よいやよいやである。

よいよいは、よいよいである。

宵宵は、宵宵である。

余胤は、余胤である。

余音は、余音である。

余蔭は、余蔭である。

余韻は、余韻である。

夭は、夭である。

幼は、幼である。

羊は、羊である。

妖は、妖である。

沃は、沃である。

拗は、拗である。

杳は、杳である。

俑は、俑である。

洋は、洋である。

要は、要である。

容は、容である。

庸は、庸である。

痒は、痒である。

揚は、揚である。

葉は、葉である。

遥は、遥である。

陽は、陽である。

傭は、傭である。

徭は、徭である。

腰は、腰である。

楊は、楊である。

溶は、溶である。

様は、様である。

熔は、熔である。

踊は、踊である。

窯は、窯である。

擁は、擁である。

謡は、謡である。

曜は、曜である。

癰は、癰である。

鷹は、鷹である。

酔うは、酔うである。

善うは、善うである。



良うは、良うである。

能うは、能うである。

ようは、ようである。

養痾は、養痾である。

溶暗は、溶暗である。

用意は、用意である。

妖異は、妖異である。

洋医は、洋医である。

容易は、容易である。

庸医は、庸医である。

陽イオンは、陽イオンである。

養育は、養育である。

用意周到は、用意周到である。

用意どんは、用意どんである。

要因は、要因である。

要員は、要員である。

要因証券は、要因証券である。

妖雲は、妖雲である。

揺曳は、揺曳である。

耀映は、耀映である。

用役は、用役である。

用益は、用益である。

要駅は、要駅である。

葉腋は、葉腋である。

傭役は、傭役である。

徭役は、徭役である。

溶液は、溶液である。

用益権は、用益権である。

要役地は、要役地である。

用益物権は、用益物権である。

妖婉は、妖婉である。

妖艶は、妖艶である。

遥遠は、遥遠である。

陽炎は、陽炎である。

楊炎は、楊炎である。

拗音は、拗音である。

揚音は、揚音である。

陽音階は、陽音階である。

善かは、善かである。

八日は、八日である。

妖花は、妖花である。

沃化は、沃化である。

洋貨は、洋貨である。

楊家は、楊家である。

蛹化は、蛹化である。

熔化は、熔化である。



溶化は、溶化である。

養家は、養家である。

幼芽は、幼芽である。

洋画は、洋画である。

葉芽は、葉芽である。

陽画は、陽画である。

妖怪は、妖怪である。

洋灰は、洋灰である。

容喙は、容喙である。

溶解は、溶解である。

熔解は、熔解である。

鎔解は、鎔解である。

幼孩は、幼孩である。

要害は、要害である。

瑩貝は、瑩貝である。

八日市は、八日市である。

八日市場は、八日市場である。

溶解度は、溶解度である。

溶解度曲線は、溶解度曲線である。

溶解度積は、溶解度積である。

溶解熱は、溶解熱である。

要害の板は、要害の板である。

妖怪変化は、妖怪変化である。

溶解炉は、溶解炉である。

熔解炉は、熔解炉である。

沃化カリウムは、沃化カリウムである。

陽画感光紙は、陽画感光紙である。

沃化銀は、沃化銀である。

幼学は、幼学である。

洋学は、洋学である。

洋楽は、洋楽である。

幼学綱要は、幼学綱要である。

洋学所は、洋学所である。

洋傘は、洋傘である。

ようかしは、ようかしである。

洋菓子は、洋菓子である。

沃化水素は、沃化水素である。

八日ぞは、八日ぞである。

用方は、用方である。

養方は、養方である。

八日団子は、八日団子である。

洋楽器は、洋楽器である。

洋学校は、洋学校である。

八日花は、八日花である。

沃化物は、沃化物である。

様がましは、様がましである。



八日餅は、八日餅である。

洋芥子は、洋芥子である。

様がりは、様がりである。

洋瓦は、洋瓦である。

永観は、永観である。

羊羹は、羊羹である。

洋館は、洋館である。

陽関は、陽関である。

腰間は、腰間である。

容顔は、容顔である。

溶岩は、溶岩である。

熔岩は、熔岩である。

羊羹色は、羊羹色である。

溶岩円頂丘は、溶岩円頂丘である。

羊羹紙は、羊羹紙である。

溶岩樹型は、溶岩樹型である。

陽関数は、陽関数である。

溶岩尖塔は、溶岩尖塔である。

溶岩台地は、溶岩台地である。

溶岩ドームは、溶岩ドームである。

溶岩トンネルは、溶岩トンネルである。

溶岩流は、溶岩流である。

用器は、用器である。

妖気は、妖気である。

妖姫は、妖姫である。

容器は、容器である。

揚棄は、揚棄である。

陽気は、陽気である。

様器は、様器である。

楊器は、楊器である。

養気は、養気である。

要義は、要義である。

容疑は、容疑である。

容儀は、容儀である。

用器画は、用器画である。

洋鬼子は、洋鬼子である。

容疑者は、容疑者である。

陽起石は、陽起石である。

容儀帯佩は、容儀帯佩である。

楊岐派は、楊岐派である。

楊貴妃は、楊貴妃である。

用脚は、用脚である。

洋客は、洋客である。

要脚は、要脚である。

洋弓は、洋弓である。

要求は、要求である。



要急は、要急である。

楊弓は、楊弓である。

楊弓師は、楊弓師である。

楊弓場は、楊弓場である。

幼魚は、幼魚である。

養魚は、養魚である。

妖教は、妖教である。

佯狂は、佯狂である。

陽狂は、陽狂である。

洋教は、洋教である。

容共は、容共である。

窯業は、窯業である。

陽極は、陽極である。

謡曲は、謡曲である。

陽極線は、陽極線である。

陽極電流は、陽極電流である。

用金は、用金である。

洋斤は、洋斤である。

洋琴は、洋琴である。

洋銀は、洋銀である。

用具は、用具である。

要具は、要具である。

庸愚は、庸愚である。

洋釘は、洋釘である。

用具教科は、用具教科である。

幼君は、幼君である。

庸君は、庸君である。

養君は、養君である。

羊群岩は、羊群岩である。

洋鶏は、洋鶏である。

楊炯は、楊炯である。

養鶏は、養鶏である。

葉茎菜は、葉茎菜である。

幼形成熟は、幼形成熟である。

要劇は、要劇である。

要撃は、要撃である。

邀撃は、邀撃である。

要訣は、要訣である。

溶血は、溶血である。

妖げつは、妖げつである。

要月は、要月である。

陽月は、陽月である。

溶結凝灰岩は、溶結凝灰岩である。

溶血性貧血は、溶血性貧血である。

溶血性連鎖球菌は、溶血性連鎖球菌である。

溶血素は、溶血素である。



溶血反応は、溶血反応である。

用件は、用件である。

洋犬は、洋犬である。

洋剣は、洋剣である。

要件は、要件である。

楊堅は、楊堅である。

用言は、用言である。

妖言は、妖言である。

要言は、要言である。

揚言は、揚言である。

謡言は、謡言である。

葉剣英は、葉剣英である。

要件事実は、要件事実である。

養賢堂は、養賢堂である。

幼孤は、幼孤である。

杳乎は、杳乎である。

腰鼓は、腰鼓である。

養狐は、養狐である。

養虎は、養虎である。

用後は、用後である。

用語は、用語である。

洋語は、洋語である。

影護は、影護である。

養護は、養護である。

擁護は、擁護である。

妖光は、妖光である。

洋行は、洋行である。

洋紅は、洋紅である。

要港は、要港である。

要項は、要項である。

要綱は、要綱である。

揺光は、揺光である。

陽光は、陽光である。

傭耕は、傭耕である。

永劫は、永劫である。

影向は、影向である。

姚江学派は、姚江学派である。

影響衆は、影響衆である。

葉黄素は、葉黄素である。

揚抗比は、揚抗比である。

溶鉱炉は、溶鉱炉である。

熔鉱炉は、熔鉱炉である。

養護学校は、養護学校である。

養護教諭は、養護教諭である。

陽刻は、陽刻である。

陽国は、陽国である。



楊国忠は、楊国忠である。

養護施設は、養護施設である。

ようこそは、ようこそである。

養護老人ホームは、養護老人ホームである。

幼根は、幼根である。

栄西は、栄西である。

洋才は、洋才である。

洋菜は、洋菜である。

洋裁は、洋裁である。

要塞は、要塞である。

庸才は、庸才である。

葉菜は、葉菜である。

溶滓は、溶滓である。

熔滓は、熔滓である。

甕菜は、甕菜である。

用材は、用材である。

溶剤は、溶剤である。

熔剤は、熔剤である。

要塞地帯は、要塞地帯である。

傭作は、傭作である。

要殺は、要殺である。

夜さつ方は、夜さつ方である。

夜さりは、夜さりである。

夜さり方は、夜さり方である。

夜さりつ方は、夜さりつ方である。

葉酸は、葉酸である。

養蚕は、養蚕である。

洋算は、洋算である。

腰斬は、腰斬である。

要斬は、要斬である。

夭死は、夭死である。

幼歯は、幼歯である。

用紙は、用紙である。

羊脂は、羊脂である。

羊歯は、羊歯である。

洋紙は、洋紙である。

要旨は、要旨である。

容止は、容止である。

容姿は、容姿である。

揚子は、揚子である。

陽子は、陽子である。

楊子は、楊子である。

養子は、養子である。

幼児は、幼児である。

幼時は、幼時である。

用字は、用字である。



用事は、用事である。

洋字は、洋字である。

要事は、要事である。

楊枝は、楊枝である。

楊時は、楊時である。

楊枝入は、楊枝入である。

楊子魚は、楊子魚である。

養子縁組は、養子縁組である。

楊子親は、楊子親である。

洋式は、洋式である。

要式は、要式である。

様式は、様式である。

幼児期は、幼児期である。

楊枝木は、楊枝木である。

様式化は、様式化である。

要式行為は、要式行為である。

要式証券は、要式証券である。

幼児教育は、幼児教育である。

幼児語は、幼児語である。

養子先は、養子先である。

養嗣子は、養嗣子である。

幼児心理学は、幼児心理学である。

養子説は、養子説である。

洋室は、洋室である。

容質は、容質である。

溶質は、溶質である。

揚子方言は、揚子方言である。

揚子法言は、揚子法言である。

楊枝店は、楊枝店である。

幼者は、幼者である。

用捨は、用捨である。

容赦は、容赦である。

幼弱は、幼弱である。

用尺は、用尺である。

幼若ホルモンは、幼若ホルモンである。

用捨箱は、用捨箱である。

溶射法は、溶射法である。

幼主は、幼主である。

洋酒は、洋酒である。

洋種は、洋種である。

要須は、要須である。

庸主は、庸主である。

楊朱は、楊朱である。

容受は、容受である。

庸儒は、庸儒である。

遥授は、遥授である。



陽樹は、陽樹である。

榕樹は、榕樹である。

揚州は、揚州である。

雍州は、雍州である。

揚州十日記は、揚州十日記である。

揚州八怪は、揚州八怪である。

曜宿は、曜宿である。

洋繻子は、洋繻子である。

洋種朝鮮朝顔は、洋種朝鮮朝顔である。

妖術は、妖術である。

容術は、容術である。

洋種山牛蒡は、洋種山牛蒡である。

陽春は、陽春である。

用所は、用所である。

洋書は、洋書である。

要所は、要所である。

幼女は、幼女である。

妖女は、妖女である。

葉序は、葉序である。

養女は、養女である。

幼少は、幼少である。

妖粧は、妖粧である。

要証は、要証である。

要衝は、要衝である。

要償は、要償である。

葉鞘は、葉鞘である。

厭勝は、厭勝である。

洋上は、洋上である。

葉状は、葉状である。

横笛は、横笛である。

養生は、養生である。

葉紹鈞は、葉紹鈞である。

養生訓は、養生訓である。

葉状茎は、葉状茎である。

楊尚昆は、楊尚昆である。

要証事実は、要証事実である。

葉状植物は、葉状植物である。

葉状体は、葉状体である。

洋食は、洋食である。

要職は、要職である。

容色は、容色である。

容飾は、容飾である。

容餝は、容餝である。

溶食は、溶食である。

溶蝕は、溶蝕である。

養殖は、養殖である。



養殖真珠は、養殖真珠である。

洋書調所は、洋書調所である。

要津は、要津である。

痒疹は、痒疹である。

葉身は、葉身である。

養親は、養親である。

用心は、用心である。

洋人は、洋人である。

要人は、要人である。

要心は、要心である。

庸人は、庸人である。

用心駕籠は、用心駕籠である。

用心金は、用心金である。

用心子は、用心子である。

養親子は、養親子である。

楊真操は、楊真操である。

用心土は、用心土である。

用心時は、用心時である。

楊振寧は、楊振寧である。

用心深いは、用心深いである。

用心棒は、用心棒である。

用心門は、用心門である。

揚心流は、揚心流である。

容子は、容子である。

様子は、様子である。

夭すは、夭すである。

ようずは、ようずである。

要図は、要図である。

用ずは、用ずである。

瑩ずは、瑩ずである。

養ずは、養ずである。

用水は、用水である。

羊水は、羊水である。

揚水は、揚水である。

用水池は、用水池である。

用水桶は、用水桶である。

揚水機は、揚水機である。

用水権は、用水権である。

揚水式発電は、揚水式発電である。

用水地役権は、用水地役権である。

用水堀は、用水堀である。

用水路は、用水路である。

揚子江は、揚子江である。

揚子江鰐は、揚子江鰐である。

様子振るは、様子振るである。

用済みは、用済みである。



様子者は、様子者である。

要するは、要するである。

擁するは、擁するである。

要するには、要するにである。

夭逝は、夭逝である。

幼生は、幼生である。

妖星は、妖星である。

妖精は、妖精である。

要請は、要請である。

陽性は、陽性である。

養正は、養正である。

養成は、養成である。

幼生器官は、幼生器官である。

陽性元素は、陽性元素である。

陽生植物は、陽生植物である。

雍正帝は、雍正帝である。

陽成天皇は、陽成天皇である。

妖精の女王は、妖精の女王である。

熔成燐肥は、熔成燐肥である。

溶成燐肥は、溶成燐肥である。

容積は、容積である。

陽石は、陽石である。

容積率は、容積率である。

能うせずはは、能うせずはである。

夭折は、夭折である。

要説は、要説である。

溶接は、溶接である。

熔接は、熔接である。

溶接棒は、溶接棒である。

熔接棒は、熔接棒である。

用船は、用船である。

用箋は、用箋である。

用銭は、用銭である。

洋船は、洋船である。

葉尖は、葉尖である。

葉先は、葉先である。

傭船は、傭船である。

傭銭は、傭銭である。

溶銑は、溶銑である。

熔銑は、熔銑である。

杳然は、杳然である。

よう然は、よう然である。

窈然は、窈然である。

傭船契約は、傭船契約である。

陽旋法は、陽旋法である。

溶銑炉は、溶銑炉である。



熔銑炉は、熔銑炉である。

沃素は、沃素である。

ヨウ素は、ヨウ素である。

要素は、要素である。

壅阻は、壅阻である。

癰疽は、癰疽である。

善うぞは、善うぞである。

洋装は、洋装である。

様相は、様相である。

影像は、影像である。

様相論理学は、様相論理学である。

沃素価は、沃素価である。

壅塞は、壅塞である。

庸俗は、庸俗である。

壅塞阻止は、壅塞阻止である。

養祖父は、養祖父である。

養祖母は、養祖母である。

宜候は、宜候である。

良候は、良候である。

養鱒は、養鱒である。

溶存酸素は、溶存酸素である。

様だは、様だである。

拗体は、拗体である。

要諦は、要諦である。

溶体は、溶体である。

腰帯は、腰帯である。

様態は、様態である。

容体は、容体である。

容態は、容態である。

煬帝は、煬帝である。

様体は、様体である。

瑶台は、瑶台である。

容体書は、容体書である。

容体振るは、容体振るである。

洋凧は、洋凧である。

用足しは、用足しである。

用達は、用達である。

用立つは、用立つである。

用立てるは、用立てるである。

用談は、用談である。

要談は、要談である。

用箪笥は、用箪笥である。

夜討ちは、夜討ちである。

幼稚は、幼稚である。

用地は、用地である。

要地は、要地である。



揚地は、揚地である。

夜討ち朝駆けは、夜討ち朝駆けである。

幼稚園は、幼稚園である。

夜討掛けは、夜討掛けである。

用畜は、用畜である。

夜討曾我は、夜討曾我である。

幼虫は、幼虫である。

幼沖は、幼沖である。

幼冲は、幼冲である。

陽鋳は、陽鋳である。

蛹虫は、蛹虫である。

要注意は、要注意である。

幼鳥は、幼鳥である。

羊腸は、羊腸である。

窈窕は、窈窕である。

膺懲は、膺懲である。

永沈は、永沈である。

葉枕は、葉枕である。

腰椎は、腰椎である。

腰椎穿刺は、腰椎穿刺である。

腰椎麻酔は、腰椎麻酔である。

腰痛は、腰痛である。

用次は、用次である。

幼帝は、幼帝である。

庸丁は、庸丁である。

揚程は、揚程である。

葉挺は、葉挺である。

羊蹄山は、羊蹄山である。

要点は、要点である。

陽転は、陽転である。

瑶電は、瑶電である。

耀天記は、耀天記である。

陽電気は、陽電気である。

陽電子は、陽電子である。

用途は、用途である。

用土は、用土である。

用度は、用度である。

夭桃は、夭桃である。

洋刀は、洋刀である。

洋灯は、洋灯である。

洋島は、洋島である。

蠅頭は、蠅頭である。

幼童は、幼童である。

要道は、要道である。

揺動は、揺動である。

陽道は、陽道である。



羊頭狗肉は、羊頭狗肉である。

陽動作戦は、陽動作戦である。

陽徳は、陽徳である。

洋綴じは、洋綴じである。

杳としては、杳としてである。

用途地域制は、用途地域制である。

養豚は、養豚である。

用無しは、用無しである。

洋梨は、洋梨である。

要無しは、要無しである。

洋生は、洋生である。

ようなりは、ようなりである。

羊肉は、羊肉である。

葉肉は、葉肉である。

用人は、用人である。

容認は、容認である。

遥任は、遥任である。

傭人は、傭人である。

幼年は、幼年である。

幼年学校は、幼年学校である。

用場は、用場である。

妖婆は、妖婆である。

遥拝は、遥拝である。

楊梅は、楊梅である。

溶媒は、溶媒である。

熔媒は、熔媒である。

羊背岩は、羊背岩である。

洋白は、洋白である。

洋舶は、洋舶である。

洋鋏は、洋鋏である。

洋髪は、洋髪である。

鎔笵は、鎔笵である。

用番は、用番である。

洋盤は、洋盤である。

楊万里は、楊万里である。

妖美は、妖美である。

曜日は、曜日である。

羊皮紙は、羊皮紙である。

用筆は、用筆である。

用品は、用品である。

洋品は、洋品である。

洋品店は、洋品店である。

用布は、用布である。

妖婦は、妖婦である。

洋婦は、洋婦である。

庸夫は、庸夫である。



庸布は、庸布である。

傭夫は、傭夫である。

傭婦は、傭婦である。

徭夫は、徭夫である。

養父は、養父である。

洋舞は、洋舞である。

腰部は、腰部である。

洋風は、洋風である。

洋風画は、洋風画である。

洋服は、洋服である。

洋服掛けは、洋服掛けである。

洋服箪笥は、洋服箪笥である。

洋物は、洋物である。

陽物は、陽物である。

養物は、養物である。

要物契約は、要物契約である。

養父母は、養父母である。

用不用説は、用不用説である。

洋文は、洋文である。

陽文は、陽文である。

養分は、養分である。

用文章は、用文章である。

用兵は、用兵である。

葉柄は、葉柄である。

傭兵は、傭兵である。

傭聘は、傭聘である。

壅閉は、壅閉である。

壅蔽は、壅蔽である。

洋癖は、洋癖である。

擁壁は、擁壁である。

用部屋は、用部屋である。

妖変は、妖変である。

葉片は、葉片である。

窯変は、窯変である。

曜変は、曜変である。

耀変は、耀変である。

用弁は、用弁である。

用便は、用便である。

揺変性は、揺変性である。

養母は、養母である。

用法は、用法である。

陽報は、陽報である。

養蜂は、養蜂である。

要望は、要望である。

容貌は、容貌である。

要法寺版は、要法寺版である。



用木は、用木である。

楊墨は、楊墨である。

沃剥は、沃剥である。

洋本は、洋本である。

妖魔は、妖魔である。

洋間は、洋間である。

用米は、用米である。

羊膜は、羊膜である。

養鰻は、養鰻である。

葉脈は、葉脈である。

幼名は、幼名である。

用務は、用務である。

洋鵡は、洋鵡である。

要務は、要務である。

用務員は、用務員である。

洋務運動は、洋務運動である。

用向きは、用向きである。

用命は、用命である。

容面は、容面である。

揚名は、揚名である。

溶明は、溶明である。

陽明学は、陽明学である。

陽明学派は、陽明学派である。

用明天皇は、用明天皇である。

揚名介は、揚名介である。

陽明文庫は、陽明文庫である。

陽明門は、陽明門である。

葉面散布は、葉面散布である。

羊毛は、羊毛である。

羊毛脂は、羊毛脂である。

羊毛斑は、羊毛斑である。

洋もくは、洋もくである。

要目は、要目である。

要文は、要文である。

妖冶は、妖冶である。

熔冶は、熔冶である。

要扼は、要扼である。

要約は、要約である。

漸くは、漸くである。

妖厄神は、妖厄神である。

要約筆記は、要約筆記である。

ようやっとは、ようやっとである。

揚雄は、揚雄である。

熔融は、熔融である。

溶融は、溶融である。

養由基は、養由基である。



溶融電解は、溶融電解である。

容与は、容与である。

腰輿は、腰輿である。

夭夭は、夭夭である。

永永は、永永である。

用用は、用用である。

ようようは、ようようである。

杳杳は、杳杳である。

洋洋は、洋洋である。

要用は、要用である。

揚揚は、揚揚である。

陽葉は、陽葉である。

溶溶は、溶溶である。

雍容は、雍容である。

様様は、様様である。

鷹揚は、鷹揚である。

漸うは、漸うである。

様様しは、様様しである。

羊酪は、羊酪である。

揺落は、揺落である。

瓔珞は、瓔珞である。

洋藍は、洋藍である。

洋蘭は、洋蘭である。

要覧は、要覧である。

揺籃歌は、揺籃歌である。

揺籃期は、揺籃期である。

要理は、要理である。

葉理は、葉理である。

養鯉は、養鯉である。

揚陸は、揚陸である。

擁立は、擁立である。

要略は、要略である。

楊柳観音は、楊柳観音である。

用量は、用量である。

要領は、要領である。

容量は、容量である。

養料は、養料である。

容量分析は、容量分析である。

揚力は、揚力である。

葉緑素は、葉緑素である。

葉緑体は、葉緑体である。

用例は、用例である。

妖麗は、妖麗である。

妖霊星は、妖霊星である。

陽暦は、陽暦である。

庸劣は、庸劣である。



熔錬は、熔錬である。

溶錬は、溶錬である。

溶連菌は、溶連菌である。

要路は、要路である。

熔炉は、熔炉である。

溶炉は、溶炉である。

養老は、養老である。

養老院は、養老院である。

養老絞りは、養老絞りである。

養老酒は、養老酒である。

葉蝋石は、葉蝋石である。

養老年金は、養老年金である。

養老の滝は、養老の滝である。

養老保険は、養老保険である。

養老律令は、養老律令である。

熔和は、熔和である。

養和は、養和である。

余蘊は、余蘊である。

余映は、余映である。

余栄は、余栄である。

余裔は、余裔である。

余贏は、余贏である。

余炎は、余炎である。

余煙は、余煙である。

夜追いは、夜追いである。

余殃は、余殃である。

ヨーガは、ヨーガである。

ヨーガ派は、ヨーガ派である。

夜起きは、夜起きである。

ヨークは、ヨークである。

ヨークシャーは、ヨークシャーである。

ヨークタウンは、ヨークタウンである。

ヨーグルトは、ヨーグルトである。

ヨーシンは、ヨーシンである。

ヨーゼフは、ヨーゼフである。

ヨーチンは、ヨーチンである。

ヨーテボリは、ヨーテボリである。

ヨーデルは、ヨーデルである。

ヨードは、ヨードである。

ヨードカリウムは、ヨードカリウムである。

ヨード剤は、ヨード剤である。

沃度丁幾は、沃度丁幾である。

ヨードホルムは、ヨードホルムである。

ヨーネ病は、ヨーネ病である。

ヨーマンは、ヨーマンである。

ヨーヨーは、ヨーヨーである。



節折は、節折である。

ヨーロッパは、ヨーロッパである。

ヨーロッパ共同体は、ヨーロッパ共同体である。

ヨーロッパ経済共同体は、ヨーロッパ経済共同体である。

ヨーロッパ人権条約は、ヨーロッパ人権条約である。

ヨーロッパ山猫は、ヨーロッパ山猫である。

ヨーロッパ連合は、ヨーロッパ連合である。

予価は、予価である。

予科は、予科である。

余花は、余花である。

余暇は、余暇である。

ヨガは、ヨガである。

与格は、与格である。

予覚は、予覚である。

余角は、余角である。

夜神楽は、夜神楽である。

夜駆けは、夜駆けである。

傭駕籠は、傭駕籠である。

夜風は、夜風である。

夜稼ぎは、夜稼ぎである。

世語りは、世語りである。

夜語りは、夜語りである。

余割は、余割である。

夜がなよっぴては、夜がなよっぴてである。

善か善か飴は、善か善か飴である。

世柄は、世柄である。

夜烏は、夜烏である。

良からぬは、良からぬである。

夜狩は、夜狩である。

善がるは、善がるである。

夜離るは、夜離るである。

善かれは、善かれである。

夜離れは、夜離れである。

善かれ悪しかれは、善かれ悪しかれである。

善かれかしは、善かれかしである。

予科練は、予科練である。

夜川は、夜川である。

横川は、横川である。

夜川船は、夜川船である。

横川法語は、横川法語である。

世変りは、世変りである。

予感は、予感である。

余寒は、余寒である。

与願印は、与願印である。

与勘平は、与勘平である。

斧は、斧である。



予期は、予期である。

夜着は、夜着である。

予議は、予議である。

余技は、余技である。

余儀は、余儀である。

斧琴菊は、斧琴菊である。

避き路は、避き路である。

夜汽車は、夜汽車である。

斧立は、斧立である。

余儀無いは、余儀無いである。

善き程は、善き程である。

避き道は、避き道である。

余教は、余教である。

余興は、余興である。

余響は、余響である。

余業は、余業である。

夜切は、夜切である。

夜霧は、夜霧である。

夜霧隠るは、夜霧隠るである。

過るは、過るである。

預金は、預金である。

預金銀行は、預金銀行である。

預金口座は、預金口座である。

預金小切手は、預金小切手である。

預金コストは、預金コストである。

預金準備率は、預金準備率である。

預金証書は、預金証書である。

預金通貨は、預金通貨である。

預金通帳は、預金通帳である。

預金保険制度は、預金保険制度である。

抑は、抑である。

浴は、浴である。

欲は、欲である。

慾は、慾である。

翌は、翌である。

翼は、翼である。

避くは、避くである。

善くは、善くである。

良くは、良くである。

能くは、能くである。

欲垢煩悩は、欲垢煩悩である。

翌朝は、翌朝である。

抑圧は、抑圧である。

よく苡は、よく苡である。

よく苡仁は、よく苡仁である。

浴院は、浴院である。



抑鬱は、抑鬱である。

抑鬱症は、抑鬱症である。

抑鬱状態は、抑鬱状態である。

翼果は、翼果である。

欲海は、欲海である。

欲界は、欲界である。

欲がましは、欲がましである。

翼鏡は、翼鏡である。

翌暁は、翌暁である。

欲気は、欲気である。

翌月は、翌月である。

翌月限は、翌月限である。

浴後は、浴後である。

翼鰓類は、翼鰓類である。

翼賛は、翼賛である。

翼賛政治会は、翼賛政治会である。

翼賛選挙は、翼賛選挙である。

抑止は、抑止である。

浴室は、浴室である。

翌日は、翌日である。

ヨクジャカルタは、ヨクジャカルタである。

翌秋は、翌秋である。

翌週は、翌週である。

翼手類は、翼手類である。

翌春は、翌春である。

抑情は、抑情である。

沃壌は、沃壌である。

沃饒は、沃饒である。

浴場は、浴場である。

欲情は、欲情である。

翼状は、翼状である。

欲心は、欲心である。

欲塵は、欲塵である。

横臼は、横臼である。

浴主は、浴主である。

浴司は、浴司である。

良くするは、良くするである。

能くするは、能くするである。

浴するは、浴するである。

抑制は、抑制である。

翼成は、翼成である。

抑制栽培は、抑制栽培である。

沃瘠は、沃瘠である。

翌夕は、翌夕である。

よくせきは、よくせきである。

善くせずはは、善くせずはである。



抑折は、抑折である。

沃沮は、沃沮である。

善くぞは、善くぞである。

浴槽は、浴槽である。

夜糞峰榛は、夜糞峰榛である。

抑損は、抑損である。

夜降ちは、夜降ちである。

抑奪は、抑奪である。

翌旦は、翌旦である。

沃地は、沃地である。

欲面は、欲面である。

浴丁は、浴丁である。

欲天は、欲天である。

沃田は、沃田である。

沃土は、沃土である。

浴湯は、浴湯である。

欲動は、欲動である。

欲得は、欲得である。

欲得尽は、欲得尽である。

翌年は、翌年である。

欲どしは、欲どしである。

欲念は、欲念である。

欲張りは、欲張りである。

欲張るは、欲張るである。

浴盤は、浴盤である。

翌晩は、翌晩である。

欲深は、欲深である。

欲深いは、欲深いである。

浴仏は、浴仏である。

欲太りは、欲太りである。

翼弁は、翼弁である。

欲望は、欲望である。

欲望という名の電車は、欲望という名の電車である。

欲ぼるは、欲ぼるである。

欲目は、欲目である。

善くもは、善くもである。

沃野は、沃野である。

翌夜は、翌夜である。

抑揚は、抑揚である。

浴用は、浴用である。

抑揚頓挫は、抑揚頓挫である。

抑揚法は、抑揚法である。

抑抑は、抑抑である。

翌翌は、翌翌である。

翼翼は、翼翼である。

善く善くは、善く善くである。



能く能くは、能く能くである。

翌翌月は、翌翌月である。

翌翌月切は、翌翌月切である。

翌翌日は、翌翌日である。

翌翌年は、翌翌年である。

抑留は、抑留である。

翼竜は、翼竜である。

翼廊は、翼廊である。

欲論は、欲論である。

余薫は、余薫である。

善げは、善げである。

余計は、余計である。

余慶は、余慶である。

余計物は、余計物である。

余計者は、余計者である。

良けくは、良けくである。

預血は、預血である。

余蘖は、余蘖である。

除の歌は、除の歌である。

避け路は、避け路である。

避けるは、避けるである。

除けるは、除けるである。

与件は、与件である。

予見は、予見である。

予言は、予言である。

余弦は、余弦である。

預言は、預言である。

預言者は、預言者である。

預言書は、預言書である。

余弦定理は、余弦定理である。

横は、横である。

予後は、予後である。

横合いは、横合いである。

横穴は、横穴である。

横穴式石室は、横穴式石室である。

横雨は、横雨である。

横井は、横井である。

横堰は、横堰である。

横意地は、横意地である。

横井小楠は、横井小楠である。

横板は、横板である。

横一線は、横一線である。

緯は、緯である。

横糸は、横糸である。

横井也有は、横井也有である。

予行は、予行である。



予稿は、予稿である。

余光は、余光である。

余香は、余香である。

予行演習は、予行演習である。

横枝は、横枝である。

横絵は、横絵である。

夜声は、夜声である。

夜越えは、夜越えである。

横詠草は、横詠草である。

横蝦は、横蝦である。

横送り台は、横送り台である。

横泳ぎは、横泳ぎである。

横ほるは、横ほるである。

横折るは、横折るである。

横顔は、横顔である。

横書きは、横書きである。

横額は、横額である。

横掛けは、横掛けである。

横絣は、横絣である。

横風は、横風である。

軸は、軸である。

横上は、横上である。

横紙は、横紙である。

横紙破りは、横紙破りである。

横川省三は、横川省三である。

横木は、横木である。

横聞きは、横聞きである。

横切は、横切である。

横切縞は、横切縞である。

横切の座は、横切の座である。

横切るは、横切るである。

横切れは、横切れである。

与国は、与国である。

予告は、予告である。

余国は、余国である。

予告解散は、予告解散である。

横櫛は、横櫛である。

予告手当は、予告手当である。

予告登記は、予告登記である。

横組は、横組である。

横雲は、横雲である。

横車は、横車である。

横郭は、横郭である。

横銜えは、横銜えである。

余呉湖は、余呉湖である。

横坑は、横坑である。



世心地は、世心地である。

横言は、横言である。

世心は、世心である。

横さは、横さである。

横座は、横座である。

横材は、横材である。

横裂きは、横裂きである。

横挿は、横挿である。

横皺は、横皺である。

横方は、横方である。

横様は、横様である。

横方雨は、横方雨である。

横方斬りは、横方斬りである。

横様の幸は、横様の幸である。

横様の死は、横様の死である。

横去らふは、横去らふである。

横猿は、横猿である。

横猿戸は、横猿戸である。

横桟は、横桟である。

横産は、横産である。

脾は、脾である。

横しは、横しである。

汚しは、汚しである。

夜越しは、夜越しである。

横軸は、横軸である。

横軸受は、横軸受である。

横時雨は、横時雨である。

横蔀は、横蔀である。

横しの道は、横しの道である。

横しぶきは、横しぶきである。

横四方固めは、横四方固めである。

邪は、邪である。

横しまは、横しまである。

横縞は、横縞である。

横しま風は、横しま風である。

邪言は、邪言である。

讒すは、讒すである。

寄越すは、寄越すである。

遣すは、遣すである。

汚すは、汚すである。

横須賀は、横須賀である。

横須賀線は、横須賀線である。

横好きは、横好きである。

横筋は、横筋である。

横外方は、横外方である。

横滑りは、横滑りである。



横ずれ断層は、横ずれ断層である。

横座りは、横座りである。

横坐りは、横坐りである。

横瀬は、横瀬である。

横瀬夜雨は、横瀬夜雨である。

横膳は、横膳である。

横田は、横田である。

横題は、横題である。

横たふは、横たふである。

横たえるは、横たえるである。

横倒しは、横倒しである。

横抱きは、横抱きである。

横田喜三郎は、横田喜三郎である。

横手綱は、横手綱である。

横縦は、横縦である。

横たわるは、横たわるである。

横町は、横町である。

横付けは、横付けである。

横槌は、横槌である。

横っちょは、横っちょである。

横っ面は、横っ面である。

横っ跳びは、横っ跳びである。

横っ飛びは、横っ飛びである。

横綱は、横綱である。

横っ腹は、横っ腹である。

横面は、横面である。

横手は、横手である。

横手縞は、横手縞である。

横手投げは、横手投げである。

吉事は、吉事である。

寿詞は、寿詞である。

賀詞は、賀詞である。

吉言は、吉言である。

夜毎は、夜毎である。

横樋は、横樋である。

横綴じは、横綴じである。

横跳びは、横跳びである。

横飛びは、横飛びである。

横取りは、横取りである。

横取るは、横取るである。

横長は、横長である。

横流しは、横流しである。

横流れは、横流れである。

横薙ぎは、横薙ぎである。

横殴りは、横殴りである。

横投げは、横投げである。



横訛るは、横訛るである。

横訛りは、横訛りである。

横波は、横波である。

横並びは、横並びである。

横錦は、横錦である。

横睨みは、横睨みである。

横縫は、横縫である。

横根は、横根である。

横寝は、横寝である。

横幅は、横幅である。

横乗りは、横乗りである。

横這いは、横這いである。

横佩は、横佩である。

横梯子は、横梯子である。

横走りは、横走りである。

横走るは、横走るである。

横鉢巻は、横鉢巻である。

横鼻緒は、横鼻緒である。

横浜は、横浜である。

横浜絵は、横浜絵である。

横浜国立大学は、横浜国立大学である。

横浜事件は、横浜事件である。

横浜正金銀行は、横浜正金銀行である。

横浜市立大学は、横浜市立大学である。

横浜線は、横浜線である。

横浜ベイブリッジは、横浜ベイブリッジである。

横浜毎日新聞は、横浜毎日新聞である。

横腹は、横腹である。

横張りは、横張りである。

横張るは、横張るである。

夜興引は、夜興引である。

横襞は、横襞である。

横表具は、横表具である。

横兵庫は、横兵庫である。

横太りは、横太りである。

横吹雪は、横吹雪である。

横降りは、横降りである。

横棒は、横棒である。

横堀川は、横堀川である。

横本は、横本である。

横窓は、横窓である。

横眉は、横眉である。

横見は、横見である。

夜込みは、夜込みである。

横道は、横道である。

横褌は、横褌である。



横光は、横光である。

横光利一は、横光利一である。

横向きは、横向きである。

横目は、横目である。

横目扇は、横目扇である。

横目遣いは、横目遣いである。

横目使いは、横目使いである。

横目付は、横目付である。

横目録は、横目録である。

横文字は、横文字である。

横物は、横物である。

夜籠りは、夜籠りである。

世籠るは、世籠るである。

夜籠るは、夜籠るである。

横矢は、横矢である。

横屋は、横屋である。

横谷は、横谷である。

横谷宗みんは、横谷宗みんである。

横山は、横山である。

横山源之助は、横山源之助である。

横山神道は、横山神道である。

横山大観は、横山大観である。

横山辺ろは、横山辺ろである。

横山操は、横山操である。

横槍は、横槍である。

横雪は、横雪である。

横揺れは、横揺れである。

汚るは、汚るである。

汚れは、汚れである。

汚れ年は、汚れ年である。

汚れ目は、汚れ目である。

汚れ物は、汚れ物である。

汚れ役は、汚れ役である。

汚れるは、汚れるである。

横恋慕は、横恋慕である。

横絽は、横絽である。

夜頃は、夜頃である。

横割りは、横割りである。

夜さは、夜さである。

善さは、善さである。

与謝は、与謝である。

四座は、四座である。

余材は、余材である。

余財は、余財である。

余罪は、余罪である。

世盛りは、世盛りである。



夜桜は、夜桜である。

よさこいは、よさこいである。

よさこい節は、よさこい節である。

任は、任である。

寄さすは、寄さすである。

予察は、予察である。

夜さでは、夜さでである。

夜聡は、夜聡である。

夜聡いは、夜聡いである。

与謝野は、与謝野である。

与謝野晶子は、与謝野晶子である。

与謝の海は、与謝の海である。

与謝野寛は、与謝野寛である。

与謝蕪村は、与謝蕪村である。

善様は、善様である。

好様は、好様である。

依網は、依網である。

依羅は、依羅である。

夜寒は、夜寒である。

夜雨は、夜雨である。

よさよさは、よさよさである。

夜晒しは、夜晒しである。

寄さるは、寄さるである。

予参は、予参である。

預参は、預参である。

予算は、予算である。

余算は、余算である。

予算外は、予算外である。

予讃線は、予讃線である。

予算先議権は、予算先議権である。

予算超過は、予算超過である。

止しは、止しである。

因は、因である。

葦は、葦である。

蘆は、蘆である。

葭は、葭である。

予示は、予示である。

余子は、余子である。

余矢は、余矢である。

余資は、余資である。

良しは、良しである。

善しは、善しである。

好しは、好しである。

縦しは、縦しである。

よしは、よしである。

余事は、余事である。



善し悪しは、善し悪しである。

由有り顔は、由有り顔である。

由有り気は、由有り気である。

吉井は、吉井である。

吉井勇は、吉井勇である。

葭植は、葭植である。

ヨジウムは、ヨジウムである。

ヨジウムチンキは、ヨジウムチンキである。

縦しゑは、縦しゑである。

吉江は、吉江である。

吉江喬松は、吉江喬松である。

よしえやしは、よしえやしである。

吉雄は、吉雄である。

夜潮は、夜潮である。

吉岡は、吉岡である。

吉岡憲法は、吉岡憲法である。

吉岡染は、吉岡染である。

吉岡隆徳は、吉岡隆徳である。

吉岡弥生は、吉岡弥生である。

吉岡流は、吉岡流である。

吉雄耕牛は、吉雄耕牛である。

よじおざしは、よじおざしである。

よしかは、よしかである。

由懸りは、由懸りである。

葦垣は、葦垣である。

葦囲いは、葦囲いである。

葦鴨は、葦鴨である。

吉川は、吉川である。

吉川英治は、吉川英治である。

吉川幸次郎は、吉川幸次郎である。

吉川惟足は、吉川惟足である。

吉川神道は、吉川神道である。

余食は、余食である。

宜寸川は、宜寸川である。

よしきたは、よしきたである。

葦切は、葦切である。

葦雀は、葦雀である。

葦切鮫は、葦切鮫である。

捩くるは、捩くるである。

捩くれるは、捩くれるである。

四次元は、四次元である。

葦子は、葦子である。

葭子は、葭子である。

葦五位は、葦五位である。

夜仕事は、夜仕事である。

よしこの節は、よしこの節である。



葦子笛は、葦子笛である。

吉崎御坊は、吉崎御坊である。

吉沢は、吉沢である。

芳沢は、芳沢である。

芳沢あやめは、芳沢あやめである。

吉沢検校は、吉沢検校である。

吉沢義則は、吉沢義則である。

慶滋は、慶滋である。

慶滋保胤は、慶滋保胤である。

余事象は、余事象である。

葦簀は、葦簀である。

葭簀は、葭簀である。

葦簀囲いは、葦簀囲いである。

葦簀張りは、葦簀張りである。

吉住は、吉住である。

吉田は、吉田である。

吉田栄三は、吉田栄三である。

吉田追風は、吉田追風である。

吉田兼倶は、吉田兼倶である。

葦竹は、葦竹である。

葭竹は、葭竹である。

吉田健一は、吉田健一である。

吉田兼好は、吉田兼好である。

吉田絃二郎は、吉田絃二郎である。

吉田定房は、吉田定房である。

吉田茂は、吉田茂である。

吉田松陰は、吉田松陰である。

吉田神社は、吉田神社である。

吉田神道は、吉田神道である。

吉田町は、吉田町である。

吉田東伍は、吉田東伍である。

吉田東洋は、吉田東洋である。

吉田富三は、吉田富三である。

吉田奈良丸は、吉田奈良丸である。

吉田肉腫は、吉田肉腫である。

吉田半兵衛は、吉田半兵衛である。

吉田文五郎は、吉田文五郎である。

吉田光由は、吉田光由である。

吉田屋は、吉田屋である。

吉田山は、吉田山である。

吉田流は、吉田流である。

余日は、余日である。

由付くは、由付くである。

義経千本桜は、義経千本桜である。

義経袴は、義経袴である。

葦戸は、葦戸である。



葭戸は、葭戸である。

夜尿は、夜尿である。

由無いは、由無いである。

由無しは、由無しである。

由無し心は、由無し心である。

由無し言は、由無し言である。

由無し事は、由無し事である。

由無し文は、由無し文である。

由無し物は、由無し物である。

由無し物語は、由無し物語である。

由無し業は、由無し業である。

よしなには、よしなにである。

吉野は、吉野である。

吉野行宮は、吉野行宮である。

吉野織は、吉野織である。

吉野紙は、吉野紙である。

吉野紙子は、吉野紙子である。

吉野榧は、吉野榧である。

吉野ヶ里遺跡は、吉野ヶ里遺跡である。

吉野川は、吉野川である。

吉野草は、吉野草である。

吉野葛は、吉野葛である。

吉野熊野国立公園は、吉野熊野国立公園である。

吉野源三郎は、吉野源三郎である。

吉野氷は、吉野氷である。

吉野作造は、吉野作造である。

吉野桜は、吉野桜である。

吉野静は、吉野静である。

吉野時代は、吉野時代である。

吉野拾遺は、吉野拾遺である。

吉野神宮は、吉野神宮である。

吉野杉は、吉野杉である。

吉野煙草は、吉野煙草である。

吉野朝は、吉野朝である。

吉野塗は、吉野塗である。

吉野の宮は、吉野の宮である。

吉野雛は、吉野雛である。

由奉幣は、由奉幣である。

葦登りは、葦登りである。

攀じ上るは、攀じ上るである。

吉野水分神社は、吉野水分神社である。

吉野詣では、吉野詣でである。

吉野山は、吉野山である。

由ばむは、由ばむである。

善祓は、善祓である。

好は、好である。



誼は、誼である。

能久親王は、能久親王である。

義弘は、義弘である。

葦生は、葦生である。

葦笛は、葦笛である。

葦葺きは、葦葺きである。

吉不祥は、吉不祥である。

吉益は、吉益である。

吉益東洞は、吉益東洞である。

吉見は、吉見である。

吉水院は、吉水院である。

吉光は、吉光である。

吉満は、吉満である。

吉満義彦は、吉満義彦である。

良岑は、良岑である。

良岑宗貞は、良岑宗貞である。

良岑安世は、良岑安世である。

吉見の百穴は、吉見の百穴である。

吉見幸和は、吉見幸和である。

吉村は、吉村である。

芳村は、芳村である。

吉村虎太郎は、吉村虎太郎である。

吉村冬彦は、吉村冬彦である。

吉村流は、吉村流である。

由めくは、由めくである。

縦しもは、縦しもである。

由もがなは、由もがなである。

輿車は、輿車である。

吉屋は、吉屋である。

縦しやは、縦しやである。

吉屋掛りは、吉屋掛りである。

吉屋組は、吉屋組である。

輿車図考は、輿車図考である。

吉屋信子は、吉屋信子である。

吉屋風は、吉屋風である。

予修は、予修である。

預修は、預修である。

予州は、予州である。

予習は、予習である。

余宗は、余宗である。

余臭は、余臭である。

余執は、余執である。

余習は、余習である。

余集合は、余集合である。

吉行は、吉行である。

吉行淳之介は、吉行淳之介である。



予祝は、予祝である。

予祝行事は、予祝行事である。

余乗は、余乗である。

余剰は、余剰である。

余情は、余情である。

余饒は、余饒である。

余剰価値は、余剰価値である。

四畳半は、四畳半である。

四畳半趣味は、四畳半趣味である。

余色は、余色である。

縦し縦しは、縦し縦しである。

よしよしは、よしよしである。

由由しは、由由しである。

捩り捩りは、捩り捩りである。

捩るは、捩るである。

攀じるは、攀じるである。

捩れるは、捩れるである。

与次郎は、与次郎である。

与次郎人形は、与次郎人形である。

吉原は、吉原である。

葦原は、葦原である。

吉原駕籠は、吉原駕籠である。

吉原狂いは、吉原狂いである。

吉原言葉は、吉原言葉である。

吉原細見は、吉原細見である。

吉原治良は、吉原治良である。

吉原雀は、吉原雀である。

葦原雀は、葦原雀である。

吉原俄は、吉原俄である。

吉原楊枝は、吉原楊枝である。

予診は、予診である。

予審は、予審である。

予震は、予震である。

余震は、余震である。

余人は、余人である。

余塵は、余塵である。

余燼は、余燼である。

縦んばは、縦んばである。

麗水は、麗水である。

止すは、止すである。

寄すは、寄すである。

輿図は、輿図である。

攀づは、攀づである。

余水は、余水である。

余酔は、余酔である。

余水吐きは、余水吐きである。



余水路は、余水路である。

余数は、余数である。

便は、便である。

夜すがらは、夜すがらである。

世過ぎは、世過ぎである。

夜濯ぎは、夜濯ぎである。

世捨て人は、世捨て人である。

四隅は、四隅である。

四角は、四角である。

四隅餅は、四隅餅である。

寄せは、寄せである。

寄席は、寄席である。

寄せ足は、寄せ足である。

寄せ集めは、寄せ集めである。

寄せ集めるは、寄せ集めるである。

寄蟻は、寄蟻である。

寄せ合すは、寄せ合すである。

寄せ合せは、寄せ合せである。

寄せ合せるは、寄せ合せるである。

余生は、余生である。

余声は、余声である。

余勢は、余勢である。

夜勢は、夜勢である。

寄せ植えは、寄せ植えである。

寄歌は、寄歌である。

寄せ貝は、寄せ貝である。

寄せ返るは、寄せ返るである。

寄せ書きは、寄せ書きである。

寄せ掛けは、寄せ掛けである。

寄せ掛けるは、寄せ掛けるである。

寄せ框は、寄せ框である。

余席は、余席である。

よ石は、よ石である。

寄木は、寄木である。

寄木細工は、寄木細工である。

寄几帳は、寄几帳である。

寄木造りは、寄木造りである。

寄せ切れは、寄せ切れである。

寄口は、寄口である。

寄せ口は、寄せ口である。

寄せ来るは、寄せ来るである。

寄せ事は、寄せ事である。

寄猿は、寄猿である。

寄せ算は、寄せ算である。

寄敷は、寄敷である。

寄せ衆は、寄せ衆である。



寄せ太鼓は、寄せ太鼓である。

余接は、余接である。

余切は、余切である。

寄束は、寄束である。

寄せ接ぎは、寄せ接ぎである。

寄せ付けるは、寄せ付けるである。

寄せ綱は、寄せ綱である。

寄せ手は、寄せ手である。

寄せ鬨は、寄せ鬨である。

寄せ鍋は、寄せ鍋である。

寄場は、寄場である。

寄せばしは、寄せばしである。

寄せ柱は、寄せ柱である。

寄場奉行は、寄場奉行である。

寄せ襞は、寄せ襞である。

寄せ拍子は、寄せ拍子である。

ヨセフは、ヨセフである。

ヨセフスは、ヨセフスである。

寄文は、寄文である。

ヨセミテは、ヨセミテである。

寄せ宮は、寄せ宮である。

寄棟造は、寄棟造である。

夜攻めは、夜攻めである。

寄せ物は、寄せ物である。

寄せるは、寄せるである。

予選は、予選である。

余銭は、余銭である。

余喘は、余喘である。

予餞会は、予餞会である。

四十は、四十である。

余所は、余所である。

他所は、他所である。

装いは、装いである。

余所行きは、余所行きである。

装草は、装草である。

装い言は、装い言である。

装い所は、装い所である。

装図は、装図である。

予想は、予想である。

比ふは、比ふである。

寄ふは、寄ふである。

装うは、装うである。

予想外は、予想外である。

比えは、比えである。

寄えは、寄えである。

比え物は、比え物である。



比えるは、比えるである。

寄えるは、寄えるである。

装ほしは、装ほしである。

四十日は、四十日である。

余所語りは、余所語りである。

余所がましいは、余所がましいである。

余所聞きは、余所聞きである。

予測は、予測である。

余賊は、余賊である。

他所口は、他所口である。

余所げは、余所げである。

余所子は、余所子である。

余所心は、余所心である。

余所事は、余所事である。

四十路は、四十路である。

余所立つは、余所立つである。

余所妻は、余所妻である。

四十年は、四十年である。

余所ながらは、余所ながらである。

余所人は、余所人である。

余所外は、余所外である。

余所見は、余所見である。

余所耳は、余所耳である。

余所目は、余所目である。

余所者は、余所者である。

装物所は、装物所である。

よそよそは、よそよそである。

余所余所は、余所余所である。

余所余所しいは、余所余所しいである。

夜空は、夜空である。

寄夫は、寄夫である。

寄妻は、寄妻である。

寄るは、寄るである。

装るは、装るである。

与太は、与太である。

依田は、依田である。

預貸率は、預貸率である。

夜鷹は、夜鷹である。

夜鷹蕎麦は、夜鷹蕎麦である。

依田学海は、依田学海である。

夜焚は、夜焚である。

夜抱は、夜抱である。

余沢は、余沢である。

預託は、預託である。

節竹は、節竹である。

よだけしは、よだけしである。



夜たたしは、夜たたしである。

夜立ちは、夜立ちである。

与奪は、与奪である。

予奪は、予奪である。

弥立つは、弥立つである。

四立羽は、四立羽である。

与太話は、与太話である。

与太者は、与太者である。

よたよたは、よたよたである。

四人は、四人である。

涎は、涎である。

涎懸は、涎懸である。

与太るは、与太るである。

弥怠いは、弥怠いである。

涎掛けは、涎掛けである。

涎金は、涎金である。

涎繰りは、涎繰りである。

与太郎は、与太郎である。

予断は、予断である。

余談は、余談である。

四段活用は、四段活用である。

よちは、よちである。

予知は、予知である。

余地は、余地である。

輿地は、輿地である。

世近しは、世近しである。

よち子は、よち子である。

輿地誌略は、輿地誌略である。

輿地図は、輿地図である。

予兆は、予兆である。

預貯金は、預貯金である。

よちよちは、よちよちである。

四つは、四つである。

四足は、四足である。

四脚は、四脚である。

四脚鳥居は、四脚鳥居である。

四足門は、四足門である。

四脚門は、四脚門である。

四居は、四居である。

四桶は、四桶である。

四つ折は、四つ折である。

四日は、四日である。

欲火は、欲火である。

翼下は、翼下である。

四日市は、四日市である。

四日市喘息は、四日市喘息である。



四街道は、四街道である。

倚っ懸るは、倚っ懸るである。

浴客は、浴客である。

四つ角は、四つ角である。

四つ仮名は、四つ仮名である。

世付かはしは、世付かはしである。

四つ変りは、四つ変りである。

世嗣は、世嗣である。

世継は、世継である。

世継榾は、世継榾である。

世継物語は、世継物語である。

欲求は、欲求である。

欲求不満は、欲求不満である。

四つ切は、四つ切である。

世付くは、世付くである。

四子は、四子である。

四つ賽は、四つ賽である。

四辻は、四辻である。

四白は、四白である。

四つ過ぎは、四つ過ぎである。

四つ相撲は、四つ相撲である。

四宝銀は、四宝銀である。

四竹は、四竹である。

四竹打は、四竹打である。

四竹節は、四竹節である。

四立は、四立である。

四乳は、四乳である。

四つの自由は、四つの自由である。

因っては、因ってである。

仍ては、仍てである。

四手は、四手である。

四手網は、四手網である。

四手駕籠は、四手駕籠である。

由って来るは、由って来るである。

寄ってたかっては、寄ってたかってである。

四手造は、四手造である。

四手付は、四手付である。

四手結びは、四手結びである。

四つ点は、四つ点である。

ヨットは、ヨットである。

四つ時は、四つ時である。

ヨットパーカは、ヨットパーカである。

ヨットハーバーは、ヨットハーバーである。

四つの海は、四つの海である。

四つの緒は、四つの緒である。

四つの時は、四つの時である。



四つの船は、四つの船である。

四つの蛇は、四つの蛇である。

四つ葉は、四つ葉である。

四つ這いは、四つ這いである。

四葉塩竈は、四葉塩竈である。

四葉鵯は、四葉鵯である。

酔っ払いは、酔っ払いである。

酔っ払うは、酔っ払うである。

夜つ尿は、夜つ尿である。

能っ引くは、能っ引くである。

夜っぴては、夜っぴてである。

夜っぴといは、夜っぴといである。

ヨッフェは、ヨッフェである。

余っ程は、余っ程である。

夜妻は、夜妻である。

四間草は、四間草である。

四叉は、四叉である。

四つ身は、四つ身である。

四つ目は、四つ目である。

夜爪は、夜爪である。

夜詰めは、夜詰めである。

四つ目垣は、四つ目垣である。

四つ目錐は、四つ目錐である。

四つ目水母は、四つ目水母である。

四つ目格子は、四つ目格子である。

四つ目鹿は、四つ目鹿である。

四つ目綴じは、四つ目綴じである。

四つ目結びは、四つ目結びである。

四つ目屋は、四つ目屋である。

四目結は、四目結である。

四つ餅は、四つ餅である。

四つ物は、四つ物である。

四つ門は、四つ門である。

四谷は、四谷である。

四谷怪談は、四谷怪談である。

四谷丸太は、四谷丸太である。

夜露は、夜露である。

夜釣は、夜釣である。

四つ割りは、四つ割りである。

四つ割り帯は、四つ割り帯である。

四つん這いは、四つん這いである。

因ては、因てである。

予定は、予定である。

予程は、予程である。

輿丁は、輿丁である。

予定説は、予定説である。



予定調和は、予定調和である。

予定表は、予定表である。

余滴は、余滴である。

よてこは、よてこである。

四天は、四天である。

余田は、余田である。

夜音は、夜音である。

淀は、淀である。

澱は、澱である。

与党は、与党である。

余党は、余党である。

与同は、与同である。

余桃の罪は、余桃の罪である。

夜通しは、夜通しである。

淀川は、淀川である。

世時は、世時である。

夜伽は、夜伽である。

淀君は、淀君である。

余得は、余得である。

余徳は、余徳である。

余毒は、余毒である。

淀鯉は、淀鯉である。

よど号事件は、よど号事件である。

淀瀬は、淀瀬である。

夜戸出は、夜戸出である。

淀縫は、淀縫である。

夜殿は、夜殿である。

淀の川瀬は、淀の川瀬である。

四度の公文は、四度の公文である。

四度使は、四度使である。

四度幣は、四度幣である。

淀橋は、淀橋である。

淀舟は、淀舟である。

夜泊りは、夜泊りである。

淀むは、淀むである。

澱むは、澱むである。

淀屋は、淀屋である。

淀屋革は、淀屋革である。

淀屋辰五郎は、淀屋辰五郎である。

世取は、世取である。

よどるは、よどるである。

夜取るは、夜取るである。

よなは、よなである。

米は、米である。

ヨナは、ヨナである。

米内は、米内である。



余内は、余内である。

余荷は、余荷である。

米内光政は、米内光政である。

世直しは、世直しである。

世直し一揆は、世直し一揆である。

夜長は、夜長である。

夜ながりは、夜ながりである。

夜泣きは、夜泣きである。

夜鳴きは、夜鳴きである。

夜啼きは、夜啼きである。

夜凪は、夜凪である。

夜泣石は、夜泣石である。

夜鳴き鶯は、夜鳴き鶯である。

夜鳴饂飩は、夜鳴饂飩である。

夜鳴蕎麦は、夜鳴蕎麦である。

淘ぐは、淘ぐである。

与那国蚕は、与那国蚕である。

与那国島は、与那国島である。

米蔵は、米蔵である。

淘屋は、淘屋である。

淘げるは、淘げるである。

米子は、米子である。

よなどりは、よなどりである。

夜鍋は、夜鍋である。

世並は、世並である。

米虫は、米虫である。

夜な夜なは、夜な夜なである。

世習いは、世習いである。

夜並べては、夜並べてである。

世慣れるは、世慣れるである。

世馴れるは、世馴れるである。

余難は、余難である。

世には、世にである。

夜逃げは、夜逃げである。

世に無し源氏は、世に無し源氏である。

世に無し者は、世に無し者である。

世にもは、世にもである。

世に世には、世に世にである。

四人懸りは、四人懸りである。

四人組は、四人組である。

四人張は、四人張である。

夜脱けは、夜脱けである。

娼は、娼である。

米市は、米市である。

米川流は、米川流である。

娼狂いは、娼狂いである。



米沢は、米沢である。

米沢織は、米沢織である。

米沢紬は、米沢紬である。

米沢琉球紬は、米沢琉球紬である。

米代川は、米代川である。

米酢は、米酢である。

米田は、米田である。

米田庄太郎は、米田庄太郎である。

予熱は、予熱である。

余熱は、余熱である。

米の祝は、米の祝である。

米の守りは、米の守りである。

夜念仏は、夜念仏である。

米偏は、米偏である。

米饅頭は、米饅頭である。

米山は、米山である。

米山甚句は、米山甚句である。

夜狙いは、夜狙いである。

米琉は、米琉である。

余年は、余年である。

余念は、余念である。

夜不寝講は、夜不寝講である。

予燃焼室は、予燃焼室である。

与野は、与野である。

四幅は、四幅である。

よのは、よのである。

予納は、予納である。

よのうは、よのうである。

夜の御殿は、夜の御殿である。

世の重しは、世の重しである。

世の限りは、世の限りである。

世の固めは、世の固めである。

余の儀は、余の儀である。

世之介は、世之介である。

四の膳は、四の膳である。

与の膳は、与の膳である。

世の例は、世の例である。

世の常は、世の常である。

世の常ぶは、世の常ぶである。

世の中は、世の中である。

世の中心地は、世の中心地である。

世の習いは、世の習いである。

四幅袴は、四幅袴である。

四幅蒲団は、四幅蒲団である。

夜のほどろは、夜のほどろである。

夜の目は、夜の目である。



余波は、余波である。

余輩は、余輩である。

予輩は、予輩である。

婚は、婚である。

婚人は、婚人である。

婚文は、婚文である。

婚星は、婚星である。

夜這星は、夜這星である。

呼ばふは、呼ばふである。

喚ばふは、喚ばふである。

余白は、余白である。

よ筈は、よ筈である。

夜肌は、夜肌である。

夜働きは、夜働きである。

夜咄は、夜咄である。

世離れるは、世離れるである。

ヨハネは、ヨハネである。

ヨハネスバーグは、ヨハネスバーグである。

ヨハネ伝は、ヨハネ伝である。

ヨハネパウロは、ヨハネパウロである。

ヨハネ福音書は、ヨハネ福音書である。

ヨハネ黙示録は、ヨハネ黙示録である。

呼ばるは、呼ばるである。

呼ばれるは、呼ばれるである。

呼ばわりは、呼ばわりである。

呼ばわるは、呼ばわるである。

四番目物は、四番目物である。

予備は、予備である。

預備は、預備である。

呼び上げるは、呼び上げるである。

呼び集めるは、呼び集めるである。

呼び活くは、呼び活くである。

呼び出づは、呼び出づである。

呼び出すは、呼び出すである。

呼び入れるは、呼び入れるである。

予備役は、予備役である。

呼び起すは、呼び起すである。

呼び返すは、呼び返すである。

予備学生は、予備学生である。

呼掛けは、呼掛けである。

呼び掛けるは、呼び掛けるである。

呼鐘は、呼鐘である。

呼び交すは、呼び交すである。

予備教育は、予備教育である。

予備金は、予備金である。

呼び具すは、呼び具すである。



予備軍は、予備軍である。

呼子は、呼子である。

予備校は、予備校である。

予備交渉は、予備交渉である。

呼び声は、呼び声である。

呼び越すは、呼び越すである。

呼込みは、呼込みである。

呼び込むは、呼び込むである。

呼び覚ますは、呼び覚ますである。

呼び塩は、呼び塩である。

予備試験は、予備試験である。

予備支払人は、予備支払人である。

呼状は、呼状である。

呼び据うは、呼び据うである。

呼捨ては、呼捨てである。

呼出しは、呼出しである。

呼出し桑は、呼出し桑である。

呼出し状は、呼出し状である。

呼出し電話は、呼出し電話である。

呼立ては、呼立てである。

呼び立てるは、呼び立てるである。

予備知識は、予備知識である。

予備調査は、予備調査である。

呼使は、呼使である。

呼び接ぎは、呼び接ぎである。

呼び次ぐは、呼び次ぐである。

呼付けは、呼付けである。

呼び付けるは、呼び付けるである。

世人は、世人である。

呼樋は、呼樋である。

予備登記は、予備登記である。

呼び時は、呼び時である。

呼び止めるは、呼び止めるである。

夜一夜は、夜一夜である。

呼び響むは、呼び響むである。

呼鳥は、呼鳥である。

呼び取るは、呼び取るである。

呼び名は、呼び名である。

呼び習わすは、呼び習わすである。

呼び慣わすは、呼び慣わすである。

呼塗は、呼塗である。

呼値は、呼値である。

呼び放つは、呼び放つである。

予備判事は、予備判事である。

予備費は、予備費である。

呼笛は、呼笛である。



呼び回るは、呼び回るである。

呼び水は、呼び水である。

呼び水コックは、呼び水コックである。

呼び迎えるは、呼び迎えるである。

呼び戻しは、呼び戻しである。

呼び戻すは、呼び戻すである。

呼び物は、呼び物である。

呼び屋は、呼び屋である。

余病は、余病である。

呼び寄せるは、呼び寄せるである。

四片は、四片である。

四葩は、四葩である。

呼び鈴は、呼び鈴である。

ヨヒンビンは、ヨヒンビンである。

呼ぶは、呼ぶである。

喚ぶは、喚ぶである。

余風は、余風である。

夜深は、夜深である。

夜更しは、夜更しである。

夜深しは、夜深しである。

ヨブ記は、ヨブ記である。

夜更けは、夜更けである。

夜深けは、夜深けである。

呼子鳥は、呼子鳥である。

喚子鳥は、喚子鳥である。

呼子の笛は、呼子の笛である。

夜衾は、夜衾である。

夜衾草は、夜衾草である。

夜船は、夜船である。

夜振は、夜振である。

余憤は、余憤である。

余分は、余分である。

余聞は、余聞である。

余兵は、余兵である。

余弊は、余弊である。

四方は、四方である。

予報は、予報である。

余芳は、余芳である。

予防は、予防である。

誉望は、誉望である。

輿望は、輿望である。

予防医学は、予防医学である。

四方錐は、四方錐である。

予防拘禁は、予防拘禁である。

予防接種は、予防接種である。

予防線は、予防線である。



予防戦争は、予防戦争である。

四方棚は、四方棚である。

予防注射は、予防注射である。

よぼくれは、よぼくれである。

よぼくれるは、よぼくれるである。

よぼけるは、よぼけるである。

余程は、余程である。

よぼよぼは、よぼよぼである。

丁は、丁である。

膕は、膕である。

膕金は、膕金である。

膕筋は、膕筋である。

よまは、よまである。

四間は、四間である。

四枚は、四枚である。

余米は、余米である。

四枚肩は、四枚肩である。

四枚金胴は、四枚金胴である。

よまい言は、よまい言である。

四枚胴は、四枚胴である。

夜参りは、夜参りである。

余蒔は、余蒔である。

夜交ぜは、夜交ぜである。

余沫は、余沫である。

夜祭は、夜祭である。

夜回りは、夜回りである。

読みは、読みである。

黄泉は、黄泉である。

余味は、余味である。

読上げは、読上げである。

読上げ算は、読上げ算である。

読み上げるは、読み上げるである。

読み漁るは、読み漁るである。

読み誤るは、読み誤るである。

読合せは、読合せである。

読み合せるは、読み合せるである。

読み入るは、読み入るである。

詠み入れるは、詠み入れるである。

読歌は、読歌である。

読売は、読売である。

読売新聞は、読売新聞である。

読み落すは、読み落すである。

読み返すは、読み返すである。

読み替えるは、読み替えるである。

蘇るは、蘇るである。

甦るは、甦るである。



読み書きは、読み書きである。

読み掛けは、読み掛けである。

読み掛けるは、読み掛けるである。

読み方は、読み方である。

読み仮名は、読み仮名である。

夜見ヶ浜は、夜見ヶ浜である。

読みガルタは、読みガルタである。

読み聞かせるは、読み聞かせるである。

読切りは、読切りである。

読切り点は、読切り点である。

読み切るは、読み切るである。

読み癖は、読み癖である。

読み下すは、読み下すである。

詠み口は、詠み口である。

読み声は、読み声である。

読み応えは、読み応えである。

読みこなすは、読みこなすである。

読み込むは、読み込むである。

読み止しは、読み止しである。

読み止すは、読み止すである。

黄泉路は、黄泉路である。

黄泉帰るは、黄泉帰るである。

黄泉鳥は、黄泉鳥である。

夜水は、夜水である。

読み過すは、読み過すである。

読み捨てるは、読み捨てるである。

嘉するは、嘉するである。

夜店は、夜店である。

夜見世は、夜見世である。

読み初めは、読み初めである。

読み立てるは、読み立てるである。

読み回むは、読み回むである。

夜道は、夜道である。

読み違えるは、読み違えるである。

読み散らすは、読み散らすである。

詠み散らすは、詠み散らすである。

読み付けるは、読み付けるである。

黄泉苞苴は、黄泉苞苴である。

読み手は、読み手である。

読みでは、読みでである。

黄泉門は、黄泉門である。

読み飛ばすは、読み飛ばすである。

読み取るは、読み取るである。

読み流すは、読み流すである。

読み慣ふは、読み慣ふである。

読み馴れるは、読み馴れるである。



読み悪いは、読み悪いである。

黄泉の国は、黄泉の国である。

宿花は、宿花である。

詠み人は、詠み人である。

読み人は、読み人である。

詠人知らずは、詠人知らずである。

読み耽るは、読み耽るである。

読み札は、読み札である。

読み振りは、読み振りである。

詠み振りは、詠み振りである。

読本は、読本である。

読み物は、読み物である。

夜宮は、夜宮である。

読み破るは、読み破るである。

夜宮祭は、夜宮祭である。

読み渡すは、読み渡すである。

読むは、読むである。

詠むは、詠むである。

よめは、よめである。

嫁は、嫁である。

娵は、娵である。

婦は、婦である。

良目は、良目である。

夜目は、夜目である。

嫁当りは、嫁当りである。

余命は、余命である。

嫁入りは、嫁入りである。

娵入りは、娵入りである。

嫁入り盛りは、嫁入り盛りである。

嫁入り道具は、嫁入り道具である。

嫁入り時は、嫁入り時である。

嫁入り本は、嫁入り本である。

嫁入り前は、嫁入り前である。

嫁入るは、嫁入るである。

嫁祝は、嫁祝である。

嫁教え鳥は、嫁教え鳥である。

嫁が笠貝は、嫁が笠貝である。

嫁鑑は、嫁鑑である。

嫁掛りは、嫁掛りである。

嫁が君は、嫁が君である。

嫁担ぎは、嫁担ぎである。

嫁が萩は、嫁が萩である。

嫁比べは、嫁比べである。

夜巡りは、夜巡りである。

嫁御は、嫁御である。

嫁御前は、嫁御前である。



嫁御大根は、嫁御大根である。

嫁御寮は、嫁御寮である。

嫁座敷は、嫁座敷である。

嫁女は、嫁女である。

嫁女黍は、嫁女黍である。

嫁節供は、嫁節供である。

嫁誹りは、嫁誹りである。

嫁大根は、嫁大根である。

嫁叩き棒は、嫁叩き棒である。

嫁突きは、嫁突きである。

四目十目は、四目十目である。

嫁取りは、嫁取りである。

嫁菜は、嫁菜である。

嫁盗みは、嫁盗みである。

嫁の皿は、嫁の皿である。

嫁の尻叩きは、嫁の尻叩きである。

嫁引きは、嫁引きである。

嫁広めは、嫁広めである。

嫁星は、嫁星である。

嫁紛らかしは、嫁紛らかしである。

嫁学び鳥は、嫁学び鳥である。

嫁迎えは、嫁迎えである。

嫁らすは、嫁らすである。

嫁入は、嫁入である。

読めるは、読めるである。

よもは、よもである。

蓬は、蓬である。

艾は、艾である。

蓬生は、蓬生である。

蓬が門は、蓬が門である。

蓬が島は、蓬が島である。

蓬が杣は、蓬が杣である。

蓬が洞は、蓬が洞である。

蓬が本は、蓬が本である。

蓬が宿は、蓬が宿である。

艾の跡は、艾の跡である。

蓬の門は、蓬の門である。

蓬の髪は、蓬の髪である。

蓬の島は、蓬の島である。

蓬の関は、蓬の関である。

蓬の窓は、蓬の窓である。

蓬の丸寝は、蓬の丸寝である。

蓬の矢は、蓬の矢である。

蓬の宿は、蓬の宿である。

蓬餅は、蓬餅である。

終夜は、終夜である。



よもつは、よもつである。

黄泉軍は、黄泉軍である。

黄泉神は、黄泉神である。

黄泉国は、黄泉国である。

黄泉醜女は、黄泉醜女である。

黄泉平坂は、黄泉平坂である。

黄泉戸喫は、黄泉戸喫である。

四方の赤は、四方の赤である。

四方赤良は、四方赤良である。

四方の嵐は、四方の嵐である。

四方の海は、四方の海である。

よもやは、よもやである。

四方山は、四方山である。

四方山話は、四方山話である。

四方八方は、四方八方である。

四表八表は、四表八表である。

よやは、よやである。

予約は、予約である。

予約出版は、予約出版である。

予約販売は、予約販売である。

余裕は、余裕である。

余裕綽綽は、余裕綽綽である。

余裕派は、余裕派である。

よよは、よよである。

代代は、代代である。

世世は、世世である。

夜夜は、夜夜である。

代々木は、代々木である。

四十四は、四十四である。

世吉は、世吉である。

よよむは、よよむである。

夜らは、夜らである。

予楽院は、予楽院である。

宜しは、宜しである。

良らしは、良らしである。

よらわるは、よらわるである。

寄りは、寄りである。

選りは、選りである。

縒りは、縒りである。

よりは、よりである。

度は、度である。

寄合は、寄合である。

寄合入は、寄合入である。

寄合書は、寄合書である。

寄合肝煎は、寄合肝煎である。

寄合組は、寄合組である。



寄合小作は、寄合小作である。

寄合衆は、寄合衆である。

寄合所帯は、寄合所帯である。

寄合勢は、寄合勢である。

寄合田は、寄合田である。

寄合出は、寄合出である。

寄合所は、寄合所である。

寄り合うは、寄り合うである。

寄り集りは、寄り集りである。

寄り集まるは、寄り集まるである。

寄り合すは、寄り合すである。

縒り合せるは、縒り合せるである。

寄居は、寄居である。

縒糸は、縒糸である。

撚糸は、撚糸である。

寄り居るは、寄り居るである。

寄人は、寄人である。

寄親は、寄親である。

倚り懸りは、倚り懸りである。

凭り掛りは、凭り掛りである。

倚り懸るは、倚り懸るである。

凭り掛るは、凭り掛るである。

縒掛けは、縒掛けである。

縒り掛けるは、縒り掛けるである。

与力は、与力である。

寄り気は、寄り気である。

寄切りは、寄切りである。

縒り金は、縒り金である。

撚り金は、撚り金である。

寄り鯨は、寄り鯨である。

選り屑は、選り屑である。

寄り来るは、寄り来るである。

よりけりは、よりけりである。

寄子は、寄子である。

選り好みは、選り好みである。

寄座は、寄座である。

依代は、依代である。

憑代は、憑代である。

寄州は、寄州である。

寄洲は、寄洲である。

寄り縋るは、寄り縋るである。

選りすぐるは、選りすぐるである。

寄り相撲は、寄り相撲である。

寄り添うは、寄り添うである。

寄倒しは、寄倒しである。

寄り竹は、寄り竹である。



選り出すは、選り出すである。

寄付きは、寄付きである。

寄月は、寄月である。

寄付相場は、寄付相場である。

寄付値段は、寄付値段である。

寄り付くは、寄り付くである。

縒綱は、縒綱である。

寄弦は、寄弦である。

依りては、依りてである。

因りては、因りてである。

仍りては、仍りてである。

寄道具は、寄道具である。

拠は、拠である。

選り取りは、選り取りである。

選り取り見取りは、選り取り見取りである。

選り取るは、選り取るである。

選りに選っては、選りに選ってである。

選り抜きは、選り抜きである。

選り抜くは、選り抜くである。

寄値は、寄値である。

選り残りは、選り残りである。

寄羽は、寄羽である。

寄り果つは、寄り果つである。

寄り臥すは、寄り臥すである。

寄り船は、寄り船である。

寄棒は、寄棒である。

頼政は、頼政である。

憑坐は、憑坐である。

寄り身は、寄り身である。

寄り道は、寄り道である。

寄り目は、寄り目である。

縒り目は、縒り目である。

寄り藻は、寄り藻である。

縒り戻しは、縒り戻しである。

選り物は、選り物である。

余流は、余流である。

余力は、余力である。

度度は、度度である。

選り分けるは、選り分けるである。

よるは、よるである。

因るは、因るである。

由るは、由るである。

拠るは、拠るである。

依るは、依るである。

凭るは、凭るである。

頼るは、頼るである。



選るは、選るである。

択るは、択るである。

縒るは、縒るである。

撚るは、撚るである。

余類は、余類である。

夜顔は、夜顔である。

夜型は、夜型である。

夜去らずは、夜去らずである。

夜席は、夜席である。

ヨルダンは、ヨルダンである。

夜の秋は、夜の秋である。

夜の御座は、夜の御座である。

夜の衣は、夜の衣である。

夜の蝶は、夜の蝶である。

夜の鶴は、夜の鶴である。

夜の殿は、夜の殿である。

夜の帳は、夜の帳である。

夜の錦は、夜の錦である。

夜の寝覚は、夜の寝覚である。

夜の物は、夜の物である。

ヨルバは、ヨルバである。

ヨルバ語は、ヨルバ語である。

夜光る玉は、夜光る玉である。

夜昼は、夜昼である。

寄方は、寄方である。

寄辺は、寄辺である。

寄辺の水は、寄辺の水である。

夜夜中は、夜夜中である。

予冷は、予冷である。

予鈴は、予鈴である。

余齢は、余齢である。

余瀝は、余瀝である。

縒れ杉は、縒れ杉である。

余烈は、余烈である。

よれよれは、よれよれである。

縒れるは、縒れるである。

具は、具である。

鎧は、鎧である。

甲は、甲である。

鎧板は、鎧板である。

鎧魚は、鎧魚である。

鎧親は、鎧親である。

鎧形は、鎧形である。

甲形は、甲形である。

鎧合羽は、鎧合羽である。

鎧着は、鎧着である。



鎧着初は、鎧着初である。

鎧草は、鎧草である。

鎧組は、鎧組である。

鎧毛は、鎧毛である。

鎧突きは、鎧突きである。

鎧作りは、鎧作りである。

鎧戸は、鎧戸である。

鎧通しは、鎧通しである。

鎧鼠は、鎧鼠である。

鎧直垂は、鎧直垂である。

鎧櫃は、鎧櫃である。

鎧窓は、鎧窓である。

鎧武者は、鎧武者である。

鎧餅は、鎧餅である。

鎧焼は、鎧焼である。

鎧うは、鎧うである。

余禄は、余禄である。

余録は、余録である。

蹌踉は、蹌踉である。

蹣跚は、蹣跚である。

蹣跚織は、蹣跚織である。

蹣跚縞は、蹣跚縞である。

蹌踉けるは、蹌踉けるである。

喜ばしいは、喜ばしいである。

喜びは、喜びである。

悦びは、悦びである。

喜び勇むは、喜び勇むである。

喜び使は、喜び使である。

喜び泣きは、喜び泣きである。

慶申しは、慶申しである。

喜ぶは、喜ぶである。

悦ぶは、悦ぶである。

喜ぼふは、喜ぼふである。

喜ぼしは、喜ぼしである。

宜しいは、宜しいである。

宜しくは、宜しくである。

宜しなへは、宜しなへである。

宜し女は、宜し女である。

宜しやかは、宜しやかである。

よろずは、よろずである。

万は、万である。

万有帳は、万有帳である。

万売帳は、万売帳である。

万覚帳は、万覚帳である。

万掛帳は、万掛帳である。

万度は、万度である。



万朝報は、万朝報である。

万鉄五郎は、万鉄五郎である。

万歳は、万歳である。

万の文反古は、万の文反古である。

万屋は、万屋である。

万代は、万代である。

万世は、万世である。

蹌踉つくは、蹌踉つくである。

蹌踉ふは、蹌踉ふである。

弱法師は、弱法師である。

蹌踉めくは、蹌踉めくである。

よろりは、よろりである。

輿論は、輿論である。

世論は、世論である。

輿論調査は、輿論調査である。

与論島は、与論島である。

余話は、余話である。

齢は、齢である。

歯は、歯である。

弱いは、弱いである。

齢草は、齢草である。

歯するは、歯するである。

齢人は、齢人である。

弱肩は、弱肩である。

弱気は、弱気である。

弱気筋は、弱気筋である。

弱吟は、弱吟である。

弱腰は、弱腰である。

弱材料は、弱材料である。

弱しは、弱しである。

弱蔵は、弱蔵である。

夜亘しは、夜亘しである。

世渡らひは、世渡らひである。

世渡りは、世渡りである。

世渡るは、世渡るである。

夜渡るは、夜渡るである。

与話情浮名横櫛は、与話情浮名横櫛である。

弱音は、弱音である。

夜半の秋は、夜半の秋である。

夜半の嵐は、夜半の嵐である。

夜半の煙は、夜半の煙である。

夜半の寝覚は、夜半の寝覚である。

弱火は、弱火である。

弱含みは、弱含みである。

弱まるは、弱まるである。

弱みは、弱みである。



弱味は、弱味である。

弱味噌は、弱味噌である。

弱むは、弱むである。

弱虫は、弱虫である。

弱目は、弱目である。

弱めるは、弱めるである。

弱者は、弱者である。

弱弱は、弱弱である。

弱弱しいは、弱弱しいである。

弱りは、弱りである。

弱り切るは、弱り切るである。

弱り大根は、弱り大根である。

弱り抜くは、弱り抜くである。

弱り果てるは、弱り果てるである。

弱り目は、弱り目である。

弱るは、弱るである。

四一六事件は、四一六事件である。

四Ｈクラブは、四Ｈクラブである。

四駆は、四駆である。

四サイクル機関は、四サイクル機関である。

四色問題は、四色問題である。

四大工業地帯は、四大工業地帯である。

４ＷＳは、４ＷＳである。

４ＷＤは、４ＷＤである。

四度は、四度である。

拠無いは、拠無いである。

宵鳥棒は、宵鳥棒である。

四倍体は、四倍体である。

夜間男は、夜間男である。

四眠蚕は、四眠蚕である。

よんやさは、よんやさである。

よんやよんやは、よんやよんやである。

四輪は、四輪である。

四輪駆動は、四輪駆動である。

四輪操舵は、四輪操舵である。

らは、らである。

拉は、拉である。

裸は、裸である。

螺は、螺である。

羅は、羅である。

ラは、ラである。

等は、等である。

ラーは、ラーである。

ラーガは、ラーガである。

ラーゲリは、ラーゲリである。

ラーゲルクヴィストは、ラーゲルクヴィストである。



ラーゲルレーヴは、ラーゲルレーヴである。

ラーケンは、ラーケンである。

ラージプートは、ラージプートである。

ラージャは、ラージャである。

ラージャグリハは、ラージャグリハである。

ラージンは、ラージンである。

ラードは、ラードである。

ラードナーは、ラードナーである。

ラートブルッフは、ラートブルッフである。

ラードロフは、ラードロフである。

ラーベは、ラーベである。

ラーマーヤナは、ラーマーヤナである。

ラーマ五世は、ラーマ五世である。

ラーマンは、ラーマンである。

拉麺は、拉麺である。

ラーメンは、ラーメンである。

ラーメン橋は、ラーメン橋である。

辣油は、辣油である。

臘肉は、臘肉である。

ラーワルピンディーは、ラーワルピンディーである。

礼は、礼である。

耒は、耒である。

来は、来である。

雷は、雷である。

頼は、頼である。

瀬は、瀬である。

癩は、癩である。

罍は、罍である。

籟は、籟である。

羅衣は、羅衣である。

ライは、ライである。

来意は、来意である。

雷雨は、雷雨である。

雷雲は、雷雲である。

来謁は、来謁である。

ライエルは、ライエルである。

来援は、来援である。

来演は、来演である。

来往は、来往である。

ライオンは、ライオンである。

ライオンタマリンは、ライオンタマリンである。

雷火は、雷火である。

ライカは、ライカである。

来賀は、来賀である。

来駕は、来駕である。

来会は、来会である。



磊塊は、磊塊である。

磊嵬は、磊嵬である。

来客は、来客である。

来格は、来格である。

来学年は、来学年である。

来学期は、来学期である。

ライカ判は、ライカ判である。

礼冠は、礼冠である。

来簡は、来簡である。

来翰は、来翰である。

来観は、来観である。

雷管は、雷管である。

雷丸は、雷丸である。

礼記は、礼記である。

来期は、来期である。

来儀は、来儀である。

頼久寺は、頼久寺である。

来去は、来去である。

雷魚は、雷魚である。

頼杏坪は、頼杏坪である。

癩菌は、癩菌である。

来国次は、来国次である。

来国俊は、来国俊である。

来国行は、来国行である。

来下は、来下である。

来詣は、来詣である。

雷鶏は、雷鶏である。

雷撃は、雷撃である。

雷撃機は、雷撃機である。

来月は、来月である。

来県は、来県である。

来献は、来献である。

来現は、来現である。

雷鈷は、雷鈷である。

雷鼓は、雷鼓である。

来光は、来光である。

来迎は、来迎である。

来航は、来航である。

来貢は、来貢である。

来寇は、来寇である。

雷公は、雷公である。

雷光は、雷光である。

雷汞は、雷汞である。

頼光は、頼光である。

来降は、来降である。

頼豪は、頼豪である。



来迎院は、来迎院である。

来迎引接は、来迎引接である。

来迎寺は、来迎寺である。

来迎図は、来迎図である。

来迎の三尊は、来迎の三尊である。

来迎柱は、来迎柱である。

来今は、来今である。

来歳は、来歳である。

来札は、来札である。

雷様は、雷様である。

礼参は、礼参である。

礼讃は、礼讃である。

礼賛は、礼賛である。

来山は、来山である。

雷酸水銀は、雷酸水銀である。

礼讃舞は、礼讃舞である。

頼山陽は、頼山陽である。

礼紙は、礼紙である。

耒耜は、耒耜である。

来旨は、来旨である。

雷子は、雷子である。

雷師は、雷師である。

賚賜は、賚賜である。

櫑子は、櫑子である。

罍子は、罍子である。

来示は、来示である。

礼紙書は、礼紙書である。

来日は、来日である。

来社は、来社である。

来車は、来車である。

来者は、来者である。

癩者は、癩者である。

ライシャワーは、ライシャワーである。

来週は、来週である。

来集は、来集である。

来襲は、来襲である。

雷獣は、雷獣である。

雷州半島は、雷州半島である。

来春は、来春である。

頼春水は、頼春水である。

来書は、来書である。

来序は、来序である。

雷序は、雷序である。

来状は、来状である。

来場は、来場である。

ライ症候群は、ライ症候群である。



来信は、来信である。

来診は、来診である。

雷神は、雷神である。

頼信紙は、頼信紙である。

ライスは、ライスである。

礼すは、礼すである。

ライスカレーは、ライスカレーである。

ライスセンターは、ライスセンターである。

ライスペーパーは、ライスペーパーである。

ライスミルは、ライスミルである。

来世は、来世である。

雷声は、雷声である。

来世金は、来世金である。

磊石は、磊石である。

らい節は、らい節である。

ライセンスは、ライセンスである。

ライセンス生産は、ライセンス生産である。

癩瘡は、癩瘡である。

来属は、来属である。

ライソゾームは、ライソゾームである。

来孫は、来孫である。

雷樽は、雷樽である。

懶惰は、懶惰である。

ライターは、ライターである。

ライダーは、ライダーである。

来宅は、来宅である。

来談は、来談である。

来談者中心療法は、来談者中心療法である。

らい地は、らい地である。

ライチーは、ライチーである。

来着は、来着である。

来朝は、来朝である。

来牒は、来牒である。

来聴は、来聴である。

雷鳥は、雷鳥である。

雷霆は、雷霆である。

ライティングは、ライティングである。

ライティングデスクは、ライティングデスクである。

来店は、来店である。

来電は、来電である。

雷電は、雷電である。

ライデンは、ライデンである。

雷電様は、雷電様である。

ライデン大学は、ライデン大学である。

雷電為右衛門は、雷電為右衛門である。

ライデン瓶は、ライデン瓶である。



ライトは、ライトである。

ライトアップは、ライトアップである。

来島は、来島である。

礼堂は、礼堂である。

来同は、来同である。

雷同は、雷同である。

雷動は、雷動である。

ライトオペラは、ライトオペラである。

ライト級は、ライト級である。

ライトハウスは、ライトハウスである。

ライトバリューは、ライトバリューである。

ライトバンは、ライトバンである。

ライトブルーは、ライトブルーである。

ライトペンは、ライトペンである。

ライトモチーフは、ライトモチーフである。

ライトランチは、ライトランチである。

ライナーは、ライナーである。

雷難は、雷難である。

来任は、来任である。

ライニングは、ライニングである。

ライネケ狐は、ライネケ狐である。

来年は、来年である。

来納は、来納である。

ライノウイルスは、ライノウイルスである。

ライノタイプは、ライノタイプである。

雷の鳥は、雷の鳥である。

礼拝は、礼拝である。

礼拝講は、礼拝講である。

礼拝堂は、礼拝堂である。

礼博士は、礼博士である。

ライバルは、ライバルである。

礼盤は、礼盤である。

ライヒは、ライヒである。

ライヒイは、ライヒイである。

癩病は、癩病である。

来賓は、来賓である。

来付は、来付である。

来附は、来附である。

雷斧は、雷斧である。

ライフは、ライフである。

ライブは、ライブである。

礼服は、礼服である。

来服は、来服である。

来復は、来復である。

ライフサイエンスは、ライフサイエンスである。

ライフサイクルは、ライフサイクルである。



ライフジャケットは、ライフジャケットである。

ライフスタイルは、ライフスタイルである。

ライフステージは、ライフステージである。

ライフセービングは、ライフセービングである。

ライプチヒは、ライプチヒである。

ライプニッツは、ライプニッツである。

ライプニッツ式計算法は、ライプニッツ式計算法である。

ライブハウスは、ライブハウスである。

ライフヒストリーは、ライフヒストリーである。

ライフボートは、ライフボートである。

ライフラインは、ライフラインである。

ライブラリーは、ライブラリーである。

ライフルは、ライフルである。

ライフル射撃は、ライフル射撃である。

ライブレコードは、ライブレコードである。

ライフワークは、ライフワークである。

来聘は、来聘である。

ライヘンバッハは、ライヘンバッハである。

礼法は、礼法である。

来訪は、来訪である。

来報は、来報である。

擂盆は、擂盆である。

ライ豆は、ライ豆である。

ライマンは、ライマンである。

頼三樹三郎は、頼三樹三郎である。

ライムは、ライムである。

ライ麦は、ライ麦である。

ライ麦畑でつかまえては、ライ麦畑でつかまえてである。

ライムライトは、ライムライトである。

来命は、来命である。

雷名は、雷名である。

雷鳴は、雷鳴である。

来物は、来物である。

雷文は、雷文である。

雷文脚は、雷文脚である。

来諭は、来諭である。

頼瑜は、頼瑜である。

来由は、来由である。

来遊は、来遊である。

来陽は、来陽である。

雷除けは、雷除けである。

磊らは、磊らである。

磊磊は、磊磊である。

来来世世は、来来世世である。

磊磊落落は、磊磊落落である。

磊落は、磊落である。



ライラックは、ライラックである。

来臨は、来臨である。

来歴は、来歴である。

来話は、来話である。

ラインは、ラインである。

ラインアウトは、ラインアウトである。

ラインアップは、ラインアップである。

ラインシャフトは、ラインシャフトである。

ラインダンスは、ラインダンスである。

ラインの守りは、ラインの守りである。

ラインバッカーは、ラインバッカーである。

ラインハルトは、ラインハルトである。

ライン部門は、ライン部門である。

ラインプリンターは、ラインプリンターである。

ラインマンは、ラインマンである。

ラインラントは、ラインラントである。

ラインラントファルツは、ラインラントファルツである。

羅宇は、羅宇である。

ラウエ斑点は、ラウエ斑点である。

ラヴェルは、ラヴェルである。

ラヴェンナは、ラヴェンナである。

ラヴォアジエは、ラヴォアジエである。

ラヴクラフトは、ラヴクラフトである。

ラウジネスは、ラウジネスである。

ラウスは、ラウスである。

羅臼岳は、羅臼岳である。

ラウタルは、ラウタルである。

ラウドスピーカーは、ラウドスピーカーである。

ラウヒェンは、ラウヒェンである。

ラウファーは、ラウファーである。

ラウリン酸は、ラウリン酸である。

ラヴローフは、ラヴローフである。

ラウンジは、ラウンジである。

ラウンドは、ラウンドである。

ラウンドテーブル法廷は、ラウンドテーブル法廷である。

ラウンドナンバーは、ラウンドナンバーである。

ラウンドネックラインは、ラウンドネックラインである。

羅越は、羅越である。

ラオは、ラオである。

羅宇替は、羅宇替である。

ラオ語は、ラオ語である。

ラオコーンは、ラオコーンである。

ラオスは、ラオスである。

羅宇竹は、羅宇竹である。

老酒は、老酒である。

老朋友は、老朋友である。



羅織は、羅織である。

ら音は、ら音である。

裸花は、裸花である。

らかは、らかである。

ラガーは、ラガーである。

ラガービールは、ラガービールである。

螺階は、螺階である。

羅蓋は、羅蓋である。

ら果類は、ら果類である。

羅漢は、羅漢である。

ラカンは、ラカンである。

裸眼は、裸眼である。

羅漢講は、羅漢講である。

羅漢寺は、羅漢寺である。

羅漢松は、羅漢松である。

羅漢台は、羅漢台である。

羅貫中は、羅貫中である。

羅漢柏は、羅漢柏である。

羅漢槙は、羅漢槙である。

羅綺は、羅綺である。

邏騎は、邏騎である。

ラ行は、ラ行である。

良行は、良行である。

裸形は、裸形である。

ラ行変格活用は、ラ行変格活用である。

羅欽順は、羅欽順である。

洛は、洛である。

絡は、絡である。

落は、落である。

楽は、楽である。

酪は、酪である。

らくは、らくである。

楽遊びは、楽遊びである。

楽阿弥は、楽阿弥である。

絡緯は、絡緯である。

楽居は、楽居である。

楽易は、楽易である。

楽市楽座は、楽市楽座である。

落胤腹は、落胤腹である。

烙印は、烙印である。

落胤は、落胤である。

楽隠居は、楽隠居である。

ラグーは、ラグーである。

ラグーザは、ラグーザである。

落羽松は、落羽松である。

ラグーンは、ラグーンである。



落英は、落英である。

楽栄は、楽栄である。

絡繹は、絡繹である。

駱駅は、駱駅である。

楽園は、楽園である。

洛河は、洛河である。

洛外は、洛外である。

落書は、落書である。

楽書は、楽書である。

洛学は、洛学である。

楽髪は、楽髪である。

落雁は、落雁である。

落慶は、落慶である。

楽毛は、楽毛である。

落月は、落月である。

落伍は、落伍である。

落後は、落後である。

落語は、落語である。

落語家は、落語家である。

落差は、落差である。

楽座は、楽座である。

楽歳は、楽歳である。

落索は、落索である。

落札は、落札である。

酪酸は、酪酸である。

楽山は、楽山である。

楽山焼は、楽山焼である。

落字は、落字である。

楽事は、楽事である。

落柿舎は、落柿舎である。

絡糸嬢は、絡糸嬢である。

落日は、落日である。

洛叉は、洛叉である。

落沙は、落沙である。

絡車は、絡車である。

落着は、落着である。

落手は、落手である。

落首は、落首である。

楽出家は、楽出家である。

洛書は、洛書である。

落掌は、落掌である。

落照は、落照である。

楽勝は、楽勝である。

酪漿は、酪漿である。

落城は、落城である。

落飾は、落飾である。



落書露顕は、落書露顕である。

楽人は、楽人である。

楽水紙は、楽水紙である。

楽助は、楽助である。

ラクスネスは、ラクスネスである。

洛西は、洛西である。

落成は、落成である。

落勢は、落勢である。

落石は、落石である。

落籍は、落籍である。

落屑は、落屑である。

落雪は、落雪である。

落選は、落選である。

酪素は、酪素である。

落僧は、落僧である。

落想は、落想である。

楽剃りは、楽剃りである。

落蹲は、落蹲である。

落堕は、落堕である。

駱駝は、駱駝である。

落体は、落体である。

落帯は、落帯である。

落第は、落第である。

落題は、落題である。

ラグタイムは、ラグタイムである。

駱駝色は、駱駝色である。

落託は、落託である。

駱駝炭は、駱駝炭である。

落脱は、落脱である。

駱駝祥子は、駱駝祥子である。

ラクタムは、ラクタムである。

駱駝虫は、駱駝虫である。

落胆は、落胆である。

楽地は、楽地である。

楽茶碗は、楽茶碗である。

洛中は、洛中である。

洛中尽しは、洛中尽しである。

洛中払いは、洛中払いである。

洛中洛外図は、洛中洛外図である。

落緒は、落緒である。

落丁は、落丁である。

落潮は、落潮である。

楽ちんは、楽ちんである。

烙鉄は、烙鉄である。

楽天は、楽天である。

楽天家は、楽天家である。



楽天観は、楽天観である。

楽天主義は、楽天主義である。

楽天地は、楽天地である。

楽天的は、楽天的である。

楽天論は、楽天論である。

楽土は、楽土である。

ラクトアイスは、ラクトアイスである。

洛東は、洛東である。

洛東江は、洛東江である。

ラクトースは、ラクトースである。

ラクトフラビンは、ラクトフラビンである。

ラクトンは、ラクトンである。

洛南は、洛南である。

楽には、楽にである。

楽寝は、楽寝である。

酪農は、酪農である。

ラクノーは、ラクノーである。

楽乗物は、楽乗物である。

落馬は、落馬である。

落梅は、落梅である。

落梅集は、落梅集である。

落剥は、落剥である。

落魄は、落魄である。

落莫は、落莫である。

落髪は、落髪である。

落磐は、落磐である。

落盤は、落盤である。

楽日は、楽日である。

ラグビーは、ラグビーである。

ラグビースクールは、ラグビースクールである。

落筆は、落筆である。

駱賓基は、駱賓基である。

駱賓王は、駱賓王である。

洛びんの学は、洛びんの学である。

楽変化天は、楽変化天である。

楽坊主は、楽坊主である。

洛北は、洛北である。

落木は、落木である。

落命は、落命である。

落綿は、落綿である。

楽焼は、楽焼である。

洛邑は、洛邑である。

洛陽は、洛陽である。

落葉は、落葉である。

落陽は、落陽である。

洛陽伽藍記は、洛陽伽藍記である。



落葉樹は、落葉樹である。

落葉集は、落葉集である。

落葉松は、落葉松である。

洛陽田楽記は、洛陽田楽記である。

落雷は、落雷である。

落落は、落落である。

楽楽は、楽楽である。

犖犖は、犖犖である。

落落磊磊は、落落磊磊である。

ラグランジアンは、ラグランジアンである。

ラグランジュは、ラグランジュである。

ラグランスリーブは、ラグランスリーブである。

落涙は、落涙である。

ラクロは、ラクロである。

楽浪は、楽浪である。

ラクロスは、ラクロスである。

羅裙は、羅裙である。

螺髻は、螺髻である。

蘿径は、蘿径である。

羅計火星は、羅計火星である。

ラケダイモンは、ラケダイモンである。

蘿月は、蘿月である。

ラケットは、ラケットである。

羅ごは、羅ごである。

乱碁は、乱碁である。

羅ご阿修羅王は、羅ご阿修羅王である。

羅国は、羅国である。

羅こくは、羅こくである。

ラコシは、ラコシである。

ラゴスは、ラゴスである。

羅ご星は、羅ご星である。

ラコニアは、ラコニアである。

羅ご羅は、羅ご羅である。

ラサは、ラサである。

ラザーニャは、ラザーニャである。

ラサールは、ラサールである。

羅斎は、羅斎である。

ラザフォードは、ラザフォードである。

ラサリーリョデトルメスの生涯は、ラサリーリョデトルメスの生涯である。

ラサルは、ラサルである。

ラザロは、ラザロである。

螺子は、螺子である。

らしは、らしである。

ラジアルタイヤは、ラジアルタイヤである。

ラジアンは、ラジアンである。

らしいは、らしいである。



ラジーシチェフは、ラジーシチェフである。

ラシードアッディーンは、ラシードアッディーンである。

ラシーヌは、ラシーヌである。

ラジウスは、ラジウスである。

ラジウムは、ラジウムである。

ラジウム泉は、ラジウム泉である。

ラジウム療法は、ラジウム療法である。

ラジエーターは、ラジエーターである。

ラジオは、ラジオである。

ラジオアイソトープは、ラジオアイソトープである。

ラジオコントロールは、ラジオコントロールである。

ラジオコンパスは、ラジオコンパスである。

ラジオゾンデは、ラジオゾンデである。

ラジオ体操は、ラジオ体操である。

ラジオドラマは、ラジオドラマである。

ラジオビーコンは、ラジオビーコンである。

ラジカセは、ラジカセである。

ラジカリストは、ラジカリストである。

ラジカリズムは、ラジカリズムである。

ラジカルは、ラジカルである。

ラジカル重合は、ラジカル重合である。

ラジカル反応は、ラジカル反応である。

ラ式蹴球は、ラ式蹴球である。

ラジコンは、ラジコンである。

裸子植物は、裸子植物である。

ラシャは、ラシャである。

羅紗掻草は、羅紗掻草である。

羅紗紙は、羅紗紙である。

羅紗綿は、羅紗綿である。

羅紗緬は、羅紗緬である。

羅袖は、羅袖である。

羅什は、羅什である。

裸出は、裸出である。

ラシュディは、ラシュディである。

螺状は、螺状である。

羅城は、羅城である。

羅生門は、羅生門である。

羅城門は、羅城門である。

羅生門河岸は、羅生門河岸である。

羅生門蔓は、羅生門蔓である。

ラショナリズムは、ラショナリズムである。

ラショナリゼーションは、ラショナリゼーションである。

ラショナルは、ラショナルである。

裸身は、裸身である。

羅針は、羅針である。

羅津は、羅津である。



羅針儀は、羅針儀である。

羅振玉は、羅振玉である。

羅針盤は、羅針盤である。

羅針盤座は、羅針盤座である。

ラスは、ラスである。

ラスヴェガスは、ラスヴェガスである。

ラスウェルは、ラスウェルである。

ラスカサスは、ラスカサスである。

ラスキは、ラスキである。

ラスキンは、ラスキンである。

ラスクは、ラスクである。

ラスコー洞窟は、ラスコー洞窟である。

ラスせんざいは、ラスせんざいである。

ラスターは、ラスターである。

ラストは、ラストである。

ラストシーンは、ラストシーンである。

ラストスパートは、ラストスパートである。

ラストヘビーは、ラストヘビーである。

ラスパイレス指数は、ラスパイレス指数である。

ラスプーチンは、ラスプーチンである。

ラズベリーは、ラズベリーである。

ラセイタは、ラセイタである。

ラセイタ草は、ラセイタ草である。

羅切は、羅切である。

羅刹は、羅刹である。

羅刹国は、羅刹国である。

羅刹天は、羅刹天である。

羅刹日は、羅刹日である。

羅刹女は、羅刹女である。

ラセミ体は、ラセミ体である。

螺旋は、螺旋である。

螺線は、螺線である。

ラセンは、ラセンである。

螺旋階段は、螺旋階段である。

羅氈絞りは、羅氈絞りである。

螺旋推進器は、螺旋推進器である。

羅氈草は、羅氈草である。

螺旋水揚げ機は、螺旋水揚げ機である。

蘿窓は、蘿窓である。

乱声は、乱声である。

裸像は、裸像である。

邏卒は、邏卒である。

ラダーは、ラダーである。

裸体は、裸体である。

裸体画は、裸体画である。

ラタンは、ラタンである。



埒は、埒である。

拉致は、拉致である。

埒明けは、埒明けである。

埒明けず屋は、埒明けず屋である。

ラチェットは、ラチェットである。

埒外は、埒外である。

埒口も無いは、埒口も無いである。

ラチチュードは、ラチチュードである。

埒内は、埒内である。

裸虫は、裸虫である。

剌は、剌である。

辣は、辣である。

落下は、落下である。

落花は、落花である。

落果は、落果である。

ラッカーは、ラッカーである。

ラッカークロスは、ラッカークロスである。

落角は、落角である。

落下傘は、落下傘である。

落下傘部隊は、落下傘部隊である。

落花生は、落花生である。

落花生油は、落花生油である。

落下点は、落下点である。

落花流水は、落花流水である。

落花狼藉は、落花狼藉である。

落款は、落款である。

楽観は、楽観である。

楽観的は、楽観的である。

落暉は、落暉である。

ラッキーは、ラッキーである。

ラッキーセブンは、ラッキーセブンである。

ラッキーゾーンは、ラッキーゾーンである。

拉鬼体は、拉鬼体である。

落居は、落居である。

薤は、薤である。

辣韭は、辣韭である。

楽境は、楽境である。

薤漬は、薤漬である。

落句は、落句である。

ラックは、ラックである。

ラッグは、ラッグである。

ラック介殻虫は、ラック介殻虫である。

ラックスマンは、ラックスマンである。

ラック鉄道は、ラック鉄道である。

落繭は、落繭である。

海獺は、海獺である。



海猟は、海猟である。

猟虎は、猟虎である。

拉薩は、拉薩である。

ラッサールは、ラッサールである。

ラッサ熱は、ラッサ熱である。

臈次は、臈次である。

臈次口も無いは、臈次口も無いである。

ラッシュは、ラッシュである。

ラッシュアワーは、ラッシュアワーである。

ラッススは、ラッススである。

拉するは、拉するである。

ラッセルは、ラッセルである。

ラッセル車は、ラッセル車である。

蝋燭は、蝋燭である。

ラッダイツは、ラッダイツである。

らっちもないは、らっちもないである。

ラッテは、ラッテである。

ラットは、ラットである。

乱波は、乱波である。

喇叭は、喇叭である。

喇叭管は、喇叭管である。

喇叭管炎は、喇叭管炎である。

喇叭手は、喇叭手である。

喇叭水仙は、喇叭水仙である。

喇叭ズボンは、喇叭ズボンである。

喇叭飲みは、喇叭飲みである。

喇叭吹きは、喇叭吹きである。

喇叭節は、喇叭節である。

喇叭虫は、喇叭虫である。

乱飛乱外は、乱飛乱外である。

らっぴらんごくは、らっぴらんごくである。

ラッピングは、ラッピングである。

乱舞は、乱舞である。

ラップは、ラップである。

ラップコートは、ラップコートである。

ラップジョイントは、ラップジョイントである。

ラップ人は、ラップ人である。

ラップタイムは、ラップタイムである。

ラップトップは、ラップトップである。

ラップ磨きは、ラップ磨きである。

ラップランドは、ラップランドである。

ラッフルズは、ラッフルズである。

糲糧は、糲糧である。

辣腕は、辣腕である。

裸ていは、裸ていである。

ラディアンは、ラディアンである。



ラティーニは、ラティーニである。

ラティウムは、ラティウムである。

ラディカルは、ラディカルである。

ラディゲは、ラディゲである。

ラディッシュは、ラディッシュである。

ラティフンディウムは、ラティフンディウムである。

ラティモアは、ラティモアである。

ラテックスは、ラテックスである。

ラテライトは、ラテライトである。

ラテラノ条約は、ラテラノ条約である。

ラテルネは、ラテルネである。

ラテンは、ラテンである。

螺鈿は、螺鈿である。

ラテンアメリカは、ラテンアメリカである。

ラテン音楽は、ラテン音楽である。

ラテン区は、ラテン区である。

ラテン語は、ラテン語である。

ラテン帝国は、ラテン帝国である。

螺鈿の太刀は、螺鈿の太刀である。

ラテン文学は、ラテン文学である。

ラテン方陣は、ラテン方陣である。

ラテン民族は、ラテン民族である。

ラテン文字は、ラテン文字である。

ラテンリズムは、ラテンリズムである。

ラドは、ラドである。

蘿洞は、蘿洞である。

ラトヴィアは、ラトヴィアである。

ラトヴィア語は、ラトヴィア語である。

ラトゥールは、ラトゥールである。

ラドクリフブラウンは、ラドクリフブラウンである。

ラドンは、ラドンである。

ラナンキュラスは、ラナンキュラスである。

蘭は、蘭である。

ら抜き言葉は、ら抜き言葉である。

ラノリンは、ラノリンである。

騾馬は、騾馬である。

ラバは、ラバである。

ラバーは、ラバーである。

ラバーソールは、ラバーソールである。

ラバーブは、ラバーブである。

螺杯は、螺杯である。

螺盃は、螺盃である。

ラバウルは、ラバウルである。

ラパスは、ラパスである。

螺髪は、螺髪である。

ラバトは、ラバトである。



ラパポートは、ラパポートである。

ラパロ条約は、ラパロ条約である。

羅幡は、羅幡である。

羅盤は、羅盤である。

ラビは、ラビである。

ラビオリは、ラビオリである。

ラピスラズリは、ラピスラズリである。

ラビットパンチは、ラビットパンチである。

ラビンは、ラビンである。

裸婦は、裸婦である。

羅布は、羅布である。

羅府は、羅府である。

ラフは、ラフである。

ラブは、ラブである。

ラファイエットは、ラファイエットである。

ラファエルは、ラファエルである。

ラファエル前派は、ラファエル前派である。

ラファエロは、ラファエロである。

ラブアフェアは、ラブアフェアである。

ラファルグは、ラファルグである。

ラフィア椰子は、ラフィア椰子である。

ラフォルグは、ラフォルグである。

ラフォンテーヌは、ラフォンテーヌである。

羅鱶は、羅鱶である。

ラフカディオハーンは、ラフカディオハーンである。

蘿蔔は、蘿蔔である。

ラブゲームは、ラブゲームである。

ラブコールは、ラブコールである。

ラブシーンは、ラブシーンである。

ラブストーリーは、ラブストーリーである。

ラプソディーは、ラプソディーである。

ラブソングは、ラブソングである。

ラフティングは、ラフティングである。

ラブ波は、ラブ波である。

ラブホテルは、ラブホテルである。

ラフマーンは、ラフマーンである。

ラフマニノフは、ラフマニノフである。

ラプラスは、ラプラスである。

ラプラタは、ラプラタである。

ラブラドルは、ラブラドルである。

ラブラドル海流は、ラブラドル海流である。

ラフランスは、ラフランスである。

ラブリーは、ラブリーである。

ラブリュイエールは、ラブリュイエールである。

ラブレーは、ラブレーである。

ラフレシアは、ラフレシアである。



ラブレターは、ラブレターである。

邏兵は、邏兵である。

ラベイカは、ラベイカである。

ラベルは、ラベルである。

ラペルは、ラペルである。

ラ変は、ラ変である。

ラベンダーは、ラベンダーである。

ラボは、ラボである。

ラボアジエは、ラボアジエである。

ラボエームは、ラボエームである。

ラホールは、ラホールである。

ラポールは、ラポールである。

ラボラトリーは、ラボラトリーである。

蘿まは、蘿まである。

ラマは、ラマである。

らまは、らまである。

ラマーズ法は、ラマーズ法である。

喇嘛教は、喇嘛教である。

喇嘛僧は、喇嘛僧である。

ラマダーンは、ラマダーンである。

ラマルクは、ラマルクである。

ラマルク説は、ラマルク説である。

ラマルセイエーズは、ラマルセイエーズである。

ラマルティーヌは、ラマルティーヌである。

ラマンは、ラマンである。

ラマン効果は、ラマン効果である。

ラマンチャは、ラマンチャである。

ラミーは、ラミーである。

ラミネートは、ラミネートである。

ラムは、ラムである。

らむは、らむである。

ラムサール条約は、ラムサール条約である。

ラム酒は、ラム酒である。

ラムゼーは、ラムゼーである。

ラムディスクは、ラムディスクである。

ラムネは、ラムネである。

ラメは、ラメである。

ラメトリは、ラメトリである。

羅網は、羅網である。

ラモーは、ラモーである。

羅文は、羅文である。

羅門は、羅門である。

羅文紙は、羅文紙である。

らゆは、らゆである。

裸葉は、裸葉である。

ララは、ララである。



ララバイは、ララバイである。

乱離は、乱離である。

ラリーは、ラリーである。

乱離骨灰は、乱離骨灰である。

羅利粉灰は、羅利粉灰である。

羅綾は、羅綾である。

羅陵王は、羅陵王である。

羅竜王は、羅竜王である。

蘭陵王は、蘭陵王である。

らるは、らるである。

ラルースは、ラルースである。

ラルゲットは、ラルゲットである。

ラルゴは、ラルゴである。

ラルティーグは、ラルティーグである。

ラルボーは、ラルボーである。

羅列は、羅列である。

られるは、られるである。

ラレンタンドは、ラレンタンドである。

ラロは、ラロである。

ラロシュフーコーは、ラロシュフーコーである。

ラワンは、ラワンである。

ラワンデルは、ラワンデルである。

乱は、乱である。

卵は、卵である。

嵐は、嵐である。

覧は、覧である。

濫は、濫である。

藍は、藍である。

欄は、欄である。

爛は、爛である。

襴は、襴である。

鸞は、鸞である。

ランは、ランである。

らんは、らんである。

乱鴉は、乱鴉である。

乱悪は、乱悪である。

濫悪は、濫悪である。

卵アルブミンは、卵アルブミンである。

闌位は、闌位である。

蘭医は、蘭医である。

襤衣は、襤衣である。

藍衣社は、藍衣社である。

ランイチは、ランイチである。

濫飲は、濫飲である。

蘭印は、蘭印である。

乱打は、乱打である。



乱雲は、乱雲である。

乱壊は、乱壊である。

爛壊は、爛壊である。

卵円孔は、卵円孔である。

卵黄は、卵黄である。

蘭科は、蘭科である。

爛柯は、爛柯である。

蘭画は、蘭画である。

鸞駕は、鸞駕である。

ランガージュは、ランガージュである。

乱階は、乱階である。

乱魁は、乱魁である。

卵塊は、卵塊である。

蘭艾は、蘭艾である。

欄外は、欄外である。

乱開発は、乱開発である。

卵核は、卵核である。

卵殻は、卵殻である。

濫獲は、濫獲である。

乱獲は、乱獲である。

蘭学は、蘭学である。

巒壑は、巒壑である。

蘭学階梯は、蘭学階梯である。

蘭学事始は、蘭学事始である。

卵殻塗は、卵殻塗である。

乱がしいは、乱がしいである。

ランカシャーは、ランカシャーである。

ランカスターは、ランカスターである。

卵割は、卵割である。

卵管は、卵管である。

闌干は、闌干である。

欄干は、欄干である。

欄杆は、欄杆である。

卵管妊娠は、卵管妊娠である。

乱気は、乱気である。

嵐気は、嵐気である。

蘭気は、蘭気である。

鸞旗は、鸞旗である。

乱菊は、乱菊である。

蘭菊は、蘭菊である。

乱逆は、乱逆である。

濫救は、濫救である。

籃球は、籃球である。

嵐峡は、嵐峡である。

鸞鏡は、鸞鏡である。

乱行は、乱行である。



闌曲は、闌曲である。

乱切りは、乱切りである。

卵切りは、卵切りである。

乱気流は、乱気流である。

ランキンは、ランキンである。

乱吟は、乱吟である。

ランキングは、ランキングである。

ランクは、ランクである。

ラングは、ラングである。

乱杙は、乱杙である。

乱杭は、乱杭である。

乱杙歯は、乱杙歯である。

ラングールは、ラングールである。

ラングーンは、ラングーンである。

濫掘は、濫掘である。

乱掘は、乱掘である。

ラングミュアは、ラングミュアである。

ラングランドは、ラングランドである。

ラングレスは、ラングレスである。

乱軍は、乱軍である。

ランケは、ランケである。

卵形は、卵形である。

濫刑は、濫刑である。

蘭契は、蘭契である。

蘭閨は、蘭閨である。

蘭けいは、蘭けいである。

鸞鏡調は、鸞鏡調である。

蘭渓道隆は、蘭渓道隆である。

ランゲージは、ランゲージである。

ランゲージラボラトリーは、ランゲージラボラトリーである。

乱撃は、乱撃である。

蘭月は、蘭月である。

ランゲルハンス島は、ランゲルハンス島である。

襴絹は、襴絹である。

卵原細胞は、卵原細胞である。

蘭語は、蘭語である。

乱交は、乱交である。

闌更は、闌更である。

濫行は、濫行である。

蘭交は、蘭交である。

蘭膏は、蘭膏である。

乱高下は、乱高下である。

らんごくは、らんごくである。

乱国は、乱国である。

ランゴバルドは、ランゴバルドである。

乱婚は、乱婚である。



乱座は、乱座である。

乱坐は、乱坐である。

卵細胞は、卵細胞である。

濫作は、濫作である。

乱作は、乱作である。

乱雑は、乱雑である。

乱騒ぎは、乱騒ぎである。

乱山は、乱山である。

嵐山は、嵐山である。

乱視は、乱視である。

卵子は、卵子である。

蘭芝は、蘭芝である。

爛死は、爛死である。

乱辞は、乱辞である。

ランジェリーは、ランジェリーである。

蘭室は、蘭室である。

蘭質は、蘭質である。

乱射は、乱射である。

鸞車は、鸞車である。

蘭麝は、蘭麝である。

蘭奢待は、蘭奢待である。

乱酒は、乱酒である。

乱樹は、乱樹である。

卵舟は、卵舟である。

蘭州は、蘭州である。

ランジュヴァンは、ランジュヴァンである。

爛熟は、爛熟である。

濫出は、濫出である。

藍綬褒章は、藍綬褒章である。

欄楯は、欄楯である。

蘭書は、蘭書である。

乱序は、乱序である。

乱鐘は、乱鐘である。

卵生は、卵生である。

濫賞は、濫賞である。

濫觴は、濫觴である。

蘭省は、蘭省である。

藍晶石は、藍晶石である。

卵色は、卵色である。

藍色は、藍色である。

藍色植物は、藍色植物である。

乱心は、乱心である。

乱臣は、乱臣である。

乱人は、乱人である。

乱臣賊子は、乱臣賊子である。

ランスは、ランスである。



嵐翠は、嵐翠である。

濫吹は、濫吹である。

爛酔は、爛酔である。

乱酔は、乱酔である。

乱数は、乱数である。

乱数賽は、乱数賽である。

乱数表は、乱数表である。

濫するは、濫するである。

ランスロは、ランスロである。

乱世は、乱世である。

乱政は、乱政である。

闌声は、闌声である。

濫製は、濫製である。

乱製は、乱製である。

欄井は、欄井である。

蘭藉桂筵は、蘭藉桂筵である。

嵐雪は、嵐雪である。

ランセッタは、ランセッタである。

ランセットは、ランセットである。

乱戦は、乱戦である。

爛然は、爛然である。

藍閃石は、藍閃石である。

藍閃石片岩は、藍閃石片岩である。

濫訴は、濫訴である。

乱僧は、乱僧である。

濫僧は、濫僧である。

卵巣は、卵巣である。

藍藻は、藍藻である。

濫造は、濫造である。

乱造は、乱造である。

乱層雲は、乱層雲である。

卵巣炎は、卵巣炎である。

卵巣嚢腫は、卵巣嚢腫である。

卵巣ホルモンは、卵巣ホルモンである。

乱賊は、乱賊である。

嬾惰は、嬾惰である。

乱堆は、乱堆である。

籃胎は、籃胎である。

蘭台は、蘭台である。

鸞台は、鸞台である。

卵胎生は、卵胎生である。

ランダウは、ランダウである。

ランタオは、ランタオである。

爛脱は、爛脱である。

乱脱は、乱脱である。

ランタナは、ランタナである。



ランタノイドは、ランタノイドである。

ランダムは、ランダムである。

ランダムアクセスは、ランダムアクセスである。

ランダムウォークは、ランダムウォークである。

ランダムサンプリングは、ランダムサンプリングである。

ランタンは、ランタンである。

ランチは、ランチである。

乱痴気は、乱痴気である。

乱痴気騒ぎは、乱痴気騒ぎである。

蘭竹は、蘭竹である。

乱帙は、乱帙である。

ランチボックスは、ランチボックスである。

蘭鋳は、蘭鋳である。

乱丁は、乱丁である。

乱調は、乱調である。

蘭帳は、蘭帳である。

蘭蝶は、蘭蝶である。

鸞鳥は、鸞鳥である。

乱調子は、乱調子である。

ランチョンマットは、ランチョンマットである。

蘭通詞は、蘭通詞である。

乱積みは、乱積みである。

蘭亭は、蘭亭である。

蘭亭帖は、蘭亭帖である。

蘭亭の会は、蘭亭の会である。

乱泥流は、乱泥流である。

乱泥流堆積物は、乱泥流堆積物である。

ランディングは、ランディングである。

藍鉄鉱は、藍鉄鉱である。

ランデブーは、ランデブーである。

ランテルンは、ランテルンである。

藍てんは、藍てんである。

藍田は、藍田である。

らんでん鎖は、らんでん鎖である。

ランドは、ランドである。

乱闘は、乱闘である。

卵塔は、卵塔である。

蘭塔は、蘭塔である。

鸞刀は、鸞刀である。

藍銅鉱は、藍銅鉱である。

蘭東事始は、蘭東事始である。

卵塔場は、卵塔場である。

濫読は、濫読である。

乱読は、乱読である。

ランドサットは、ランドサットである。

ラントシュタイナーは、ラントシュタイナーである。



ランドスケープは、ランドスケープである。

ランドセルは、ランドセルである。

ランドマークは、ランドマークである。

乱取は、乱取である。

乱捕は、乱捕である。

ランドリーは、ランドリーである。

ランドルト環は、ランドルト環である。

ランドルフィは、ランドルフィである。

ランドレースは、ランドレースである。

ランナーは、ランナーである。

欄内は、欄内である。

蘭若は、蘭若である。

乱入は、乱入である。

濫入は、濫入である。

ランニングは、ランニングである。

ランニングコストは、ランニングコストである。

ランニングシャツは、ランニングシャツである。

ランニングシューズは、ランニングシューズである。

ランニングストックは、ランニングストックである。

ランニングバックは、ランニングバックである。

ランニングプレーは、ランニングプレーである。

ランニングホームランは、ランニングホームランである。

卵嚢は、卵嚢である。

乱売は、乱売である。

乱杯は、乱杯である。

乱盃は、乱盃である。

卵白は、卵白である。

覧箱は、覧箱である。

覧筥は、覧筥である。

濫伐は、濫伐である。

乱伐は、乱伐である。

濫罰は、濫罰である。

乱髪は、乱髪である。

濫発は、濫発である。

乱発は、乱発である。

爛発は、爛発である。

ランバレネは、ランバレネである。

乱反射は、乱反射である。

藍尾は、藍尾である。

婪尾は、婪尾である。

濫費は、濫費である。

乱費は、乱費である。

蘭引は、蘭引である。

乱筆は、乱筆である。

藍毘尼園は、藍毘尼園である。

乱拍子は、乱拍子である。



乱鬢は、乱鬢である。

ランプは、ランプである。

ランブイエ侯夫人は、ランブイエ侯夫人である。

ランプウェーは、ランプウェーである。

ランブールは、ランブールである。

ランフォードは、ランフォードである。

ランフォリンクスは、ランフォリンクスである。

乱舞芸は、乱舞芸である。

ランプシェードは、ランプシェードである。

ランプ芯は、ランプ芯である。

ランプ台は、ランプ台である。

ランプ釣りは、ランプ釣りである。

乱文は、乱文である。

卵粉は、卵粉である。

藍碧は、藍碧である。

卵胞は、卵胞である。

乱暴は、乱暴である。

濫妨は、濫妨である。

乱妨は、乱妨である。

蘭房は、蘭房である。

乱邦は、乱邦である。

乱峰は、乱峰である。

蘭方は、蘭方である。

蘭法は、蘭法である。

鸞鳳は、鸞鳳である。

卵胞期は、卵胞期である。

卵胞ホルモンは、卵胞ホルモンである。

乱暴狼藉は、乱暴狼藉である。

ランボーは、ランボーである。

卵母細胞は、卵母細胞である。

藍本は、藍本である。

乱麻は、乱麻である。

欄間は、欄間である。

卵膜は、卵膜である。

乱漫は、乱漫である。

爛漫は、爛漫である。

乱脈は、乱脈である。

乱民は、乱民である。

卵麺は、卵麺である。

らんもんは、らんもんである。

乱紋は、乱紋である。

欄門は、欄門である。

籃輿は、籃輿である。

鸞輿は、鸞輿である。

濫用は、濫用である。

乱用は、乱用である。



攬要は、攬要である。

卵用種は、卵用種である。

乱落は、乱落である。

爛爛は、爛爛である。

乱立は、乱立である。

乱流は、乱流である。

蘭陵は、蘭陵である。

蘭領は、蘭領である。

蘭領印度は、蘭領印度である。

蘭領西印度は、蘭領西印度である。

乱倫は、乱倫である。

濫倫は、濫倫である。

襤褸は、襤褸である。

りは、りである。

吏は、吏である。

李は、李である。

利は、利である。

里は、里である。

俚は、俚である。

厘は、厘である。

釐は、釐である。

浬は、浬である。

梨は、梨である。

理は、理である。

痢は、痢である。

裏は、裏である。

裡は、裡である。

履は、履である。

罹は、罹である。

離は、離である。

リアは、リアである。

リアーゼは、リアーゼである。

リアールは、リアールである。

利合は、利合である。

理合いは、理合いである。

リア王は、リア王である。

リアカーは、リアカーである。

リアクションは、リアクションである。

リアクタンスは、リアクタンスである。

利上げは、利上げである。

リアス海岸は、リアス海岸である。

リアトリスは、リアトリスである。

リアリスティックは、リアリスティックである。

リアリストは、リアリストである。

リアリズムは、リアリズムである。

リアリティーは、リアリティーである。



リアルは、リアルである。

リアルタイムは、リアルタイムである。

リアルタイム処理は、リアルタイム処理である。

リーは、リーである。

リーガルは、リーガルである。

リーキは、リーキである。

リークは、リークである。

李いくは、李いくである。

リーグは、リーグである。

リーグ戦は、リーグ戦である。

リーグニッツの戦は、リーグニッツの戦である。

リーグルは、リーグルである。

李光耀は、李光耀である。

リーケージは、リーケージである。

リースは、リースである。

リーズは、リーズである。

リース会計は、リース会計である。

リーズナブルは、リーズナブルである。

リースマンは、リースマンである。

リーズンは、リーズンである。

リーゼントスタイルは、リーゼントスタイルである。

黎族は、黎族である。

リーダーは、リーダーである。

リーダーシップは、リーダーシップである。

リーダーズダイジェストは、リーダーズダイジェストである。

立直は、立直である。

リーチは、リーチである。

リーツォンダオは、リーツォンダオである。

リーディングは、リーディングである。

リーディングヒッターは、リーディングヒッターである。

リートは、リートである。

リードは、リードである。

リードオフマンは、リードオフマンである。

リードオルガンは、リードオルガンである。

リード楽器は、リード楽器である。

リート形式は、リート形式である。

リーパーは、リーパーである。

リービッヒは、リービッヒである。

リープクネヒトは、リープクネヒトである。

リーフデ号は、リーフデ号である。

リーブルヴィルは、リーブルヴィルである。

リーフレットは、リーフレットである。

リーベは、リーベである。

リーマーは、リーマーである。

リーマンは、リーマンである。

リーマン幾何学は、リーマン幾何学である。



リームは、リームである。

リーメンシュナイダーは、リーメンシュナイダーである。

リールは、リールである。

吏員は、吏員である。

リーンは、リーンである。

リヴァイアサンは、リヴァイアサンである。

リヴァプールは、リヴァプールである。

リウィウスは、リウィウスである。

リヴィエラは、リヴィエラである。

リヴィングストンは、リヴィングストンである。

リウマチは、リウマチである。

リウマチ熱は、リウマチ熱である。

利売りは、利売りである。

理運は、理運である。

利運は、利運である。

リエーカは、リエーカである。

リエージュは、リエージュである。

利益は、利益である。

利益共同体は、利益共同体である。

利益衡量は、利益衡量である。

利益社会は、利益社会である。

利益準備金は、利益準備金である。

利益処分計算書は、利益処分計算書である。

利益代表は、利益代表である。

利益配当は、利益配当である。

利益配当付保険は、利益配当付保険である。

利益率は、利益率である。

リエゾンは、リエゾンである。

李淵は、李淵である。

梨園は、梨園である。

離宴は、離宴である。

離筵は、離筵である。

離縁は、離縁である。

リエンジニアリングは、リエンジニアリングである。

離縁状は、離縁状である。

李王家は、李王家である。

リオグランデは、リオグランデである。

リオタールは、リオタールである。

利落ちは、利落ちである。

リオデジャネイロは、リオデジャネイロである。

李下は、李下である。

李花は、李花である。

俚歌は、俚歌である。

梨花は、梨花である。

理科は、理科である。

籬下は、籬下である。



李賀は、李賀である。

リガは、リガである。

リガーゼは、リガーゼである。

リカードは、リカードである。

理会は、理会である。

理解は、理解である。

裏海は、裏海である。

利害は、利害である。

理外は、理外である。

利害関係は、利害関係である。

リカオンは、リカオンである。

理化学は、理化学である。

理化学研究所は、理化学研究所である。

釐革は、釐革である。

離角は、離角である。

離隔は、離隔である。

理学は、理学である。

離隔概念は、離隔概念である。

理学神道は、理学神道である。

理学療法は、理学療法である。

理学療法士は、理学療法士である。

梨花女子大学校は、梨花女子大学校である。

利方は、利方である。

理方は、理方である。

利金は、利金である。

利勘は、利勘である。

罹患は、罹患である。

離間は、離間である。

離岸は、離岸である。

離岸堤は、離岸堤である。

力は、力である。

利器は、利器である。

理気は、理気である。

理義は、理義である。

力泳は、力泳である。

力役は、力役である。

力演は、力演である。

力学は、力学である。

力学的エネルギーは、力学的エネルギーである。

力感は、力感である。

力行は、力行である。

力作は、力作である。

力士は、力士である。

力士立ちは、力士立ちである。

力士舞は、力士舞である。

力車は、力車である。



力者は、力者である。

力者法師は、力者法師である。

力織機は、力織機である。

力人は、力人である。

力積は、力積である。

力説は、力説である。

理気説は、理気説である。

力戦は、力戦である。

力線は、力線である。

力走は、力走である。

力漕は、力漕である。

リキッドは、リキッドである。

力点は、力点である。

力投は、力投である。

力闘は、力闘である。

力道は、力道である。

力道山は、力道山である。

力動風は、力動風である。

理気二元論は、理気二元論である。

力婦は、力婦である。

力編は、力編である。

力本説は、力本説である。

力みは、力みである。

力み返るは、力み返るである。

力むは、力むである。

利休は、利休である。

離宮は、離宮である。

犂牛は、犂牛である。

利休色は、利休色である。

利休形は、利休形である。

利休忌は、利休忌である。

利休下駄は、利休下駄である。

裏急後重は、裏急後重である。

利休好みは、利休好みである。

利休茶は、利休茶である。

利休鼠は、利休鼠である。

利休箸は、利休箸である。

離宮八幡宮は、離宮八幡宮である。

利休焼は、利休焼である。

リキュールは、リキュールである。

リキュールグラスは、リキュールグラスである。

離居は、離居である。

李漁は、李漁である。

鯉魚は、鯉魚である。

離京は、離京である。

離郷は、離郷である。



力率は、力率である。

力量は、力量である。

力量計は、力量計である。

力量者は、力量者である。

利銀は、利銀である。

釐金税は、釐金税である。

六は、六である。

陸は、陸である。

戮は、戮である。

離苦は、離苦である。

離垢は、離垢である。

陸揚げは、陸揚げである。

陸揚げ桟橋は、陸揚げ桟橋である。

陸尉は、陸尉である。

利食いは、利食いである。

陸羽は、陸羽である。

陸羽一三二号は、陸羽一三二号である。

リグヴェーダは、リグヴェーダである。

陸羽線は、陸羽線である。

リクールは、リクールである。

陸運は、陸運である。

リクエストは、リクエストである。

六衛府は、六衛府である。

陸王学派は、陸王学派である。

六花は、六花である。

六科は、六科である。

陸賈は、陸賈である。

陸海は、陸海である。

陸海空は、陸海空である。

六合釈は、六合釈である。

六官は、六官である。

六気は、六気である。

陸機は、陸機である。

六義は、六義である。

六儀は、六儀である。

六議は、六議である。

六義園は、六義園である。

六宮は、六宮である。

陸九淵は、陸九淵である。

六具は、六具である。

六軍は、六軍である。

陸軍は、陸軍である。

陸軍記念日は、陸軍記念日である。

陸軍卿は、陸軍卿である。

陸軍士官学校は、陸軍士官学校である。

陸軍省は、陸軍省である。



陸軍総裁は、陸軍総裁である。

陸軍造兵廠は、陸軍造兵廠である。

陸軍大学校は、陸軍大学校である。

陸軍大臣は、陸軍大臣である。

陸軍中野学校は、陸軍中野学校である。

陸軍始は、陸軍始である。

陸軍奉行は、陸軍奉行である。

陸軍幼年学校は、陸軍幼年学校である。

六経は、六経である。

六卿は、六卿である。

六芸は、六芸である。

陸繋島は、陸繋島である。

陸圏は、陸圏である。

陸弧は、陸弧である。

六合は、六合である。

六合雑誌は、六合雑誌である。

六国は、六国である。

陸佐は、陸佐である。

陸産は、陸産である。

陸産物は、陸産物である。

六師は、六師である。

陸士は、陸士である。

六事は、六事である。

陸路は、陸路である。

陸秀夫は、陸秀夫である。

六出は、六出である。

六出花は、六出花である。

六書は、六書である。

陸相は、陸相である。

陸将は、陸将である。

陸上は、陸上である。

陸上運送保険は、陸上運送保険である。

陸上機は、陸上機である。

陸上競技は、陸上競技である。

陸象山は、陸象山である。

陸上自衛隊は、陸上自衛隊である。

陸上植物は、陸上植物である。

六親は、六親である。

戮すは、戮すである。

陸図は、陸図である。

陸水は、陸水である。

陸水学は、陸水学である。

陸生は、陸生である。

陸棲は、陸棲である。

陸生植物は、陸生植物である。

陸成層は、陸成層である。



陸生動物は、陸生動物である。

六籍は、六籍である。

陸戦は、陸戦である。

陸前は、陸前である。

陸戦隊は、陸戦隊である。

陸前高田は、陸前高田である。

陸前浜街道は、陸前浜街道である。

陸送は、陸送である。

陸曹は、陸曹である。

陸続は、陸続である。

六体は、六体である。

陸棚は、陸棚である。

陸地は、陸地である。

六畜は、六畜である。

陸地測量標は、陸地測量標である。

陸地測量部は、陸地測量部である。

陸地棉は、陸地棉である。

陸中は、陸中である。

陸中海岸国立公園は、陸中海岸国立公園である。

六朝は、六朝である。

六朝民歌は、六朝民歌である。

理屈は、理屈である。

理窟は、理窟である。

理屈責めは、理屈責めである。

陸続きは、陸続きである。

理屈っぽいは、理屈っぽいである。

理屈詰めは、理屈詰めである。

理屈抜きは、理屈抜きである。

理屈屋は、理屈屋である。

六典は、六典である。

陸田は、陸田である。

六韜は、六韜である。

陸島は、陸島である。

陸稲は、陸稲である。

六道は、六道である。

六韜三略は、六韜三略である。

六徳は、六徳である。

陸軟風は、陸軟風である。

六如は、六如である。

リグニンは、リグニンである。

陸の孤島は、陸の孤島である。

陸半球は、陸半球である。

六盤水は、六盤水である。

六部は、六部である。

陸封は、陸封である。

陸風は、陸風である。



六服は、六服である。

陸兵は、陸兵である。

陸放翁は、陸放翁である。

六夢は、六夢である。

陸屋根は、陸屋根である。

六諭は、六諭である。

陸游は、陸游である。

六諭衍義は、六諭衍義である。

リクライニングシートは、リクライニングシートである。

陸離は、陸離である。

リグリア海は、リグリア海である。

リクリエーションは、リクリエーションである。

六六魚は、六六魚である。

陸梁は、陸梁である。

戮力は、戮力である。

リクルートは、リクルートである。

リクルート事件は、リクルート事件である。

六礼は、六礼である。

理系は、理系である。

リケッチアは、リケッチアである。

リゲルは、リゲルである。

利剣は、利剣である。

利権は、利権である。

理研は、理研である。

離見は、離見である。

俚言は、俚言である。

俚諺は、俚諺である。

李元昊は、李元昊である。

俚言集覧は、俚言集覧である。

理源大師は、理源大師である。

利権屋は、利権屋である。

利子は、利子である。

利己は、利己である。

俚語は、俚語である。

利口は、利口である。

利巧は、利巧である。

里甲は、里甲である。

里こうは、里こうである。

理工は、理工である。

犂耕は、犂耕である。

履行は、履行である。

離合は、離合である。

離合詩は、離合詩である。

離合集散は、離合集散である。

李鴻章は、李鴻章である。

履行遅滞は、履行遅滞である。



履行不能は、履行不能である。

利口ぶるは、利口ぶるである。

李広利は、李広利である。

李公麟は、李公麟である。

リコーダーは、リコーダーである。

リコールは、リコールである。

李克用は、李克用である。

利己主義は、利己主義である。

利己心は、利己心である。

利己的は、利己的である。

リゴリストは、リゴリストである。

リゴリズムは、リゴリズムである。

リゴレットは、リゴレットである。

利根は、利根である。

離恨は、離恨である。

離婚は、離婚である。

リコンストラクションは、リコンストラクションである。

利根草は、利根草である。

離婚届は、離婚届である。

離魂病は、離魂病である。

リコンファームは、リコンファームである。

リサーチは、リサーチである。

リザーブは、リザーブである。

リサールは、リサールである。

里宰は、里宰である。

罹災は、罹災である。

李在は、李在である。

理財は、理財である。

理財家は、理財家である。

理財学は、理財学である。

理財局は、理財局である。

リサイクルは、リサイクルである。

リサイタルは、リサイタルである。

離作料は、離作料である。

利下げは、利下げである。

利札は、利札である。

利鞘は、利鞘である。

離散は、離散である。

離山は、離山である。

驪山は、驪山である。

驪山宮は、驪山宮である。

離散数学は、離散数学である。

離散的は、離散的である。

李参平は、李参平である。

李斯は、李斯である。

李詩は、李詩である。



李贄は、李贄である。

律師は、律師である。

俚耳は、俚耳である。

理事は、理事である。

利子生み資本は、利子生み資本である。

リシエは、リシエである。

理事官は、理事官である。

李思訓は、李思訓である。

理事国は、理事国である。

理事者は、理事者である。

李自成は、李自成である。

李氏朝鮮は、李氏朝鮮である。

李時珍は、李時珍である。

利子付き資本は、利子付き資本である。

リシノール酸は、リシノール酸である。

利子補給は、利子補給である。

理趣は、理趣である。

離朱は、離朱である。

履修は、履修である。

離愁は、離愁である。

理趣経は、理趣経である。

リシュリューは、リシュリューである。

利潤は、利潤である。

李舜臣は、李舜臣である。

利潤分配制度は、利潤分配制度である。

利潤率は、利潤率である。

犂鋤は、犂鋤である。

利生は、利生である。

理性は、理性である。

離生は、離生である。

離床は、離床である。

離昇は、離昇である。

離礁は、離礁である。

李商隠は、李商隠である。

理性院流は、理性院流である。

利生男は、利生男である。

利生塔は、利生塔である。

李承晩は、李承晩である。

李承晩ラインは、李承晩ラインである。

利生方便は、利生方便である。

利殖は、利殖である。

離職は、離職である。

利尻は、利尻である。

利尻昆布は、利尻昆布である。

利尻山は、利尻山である。

利子率は、利子率である。



利尻礼文サロベツ国立公園は、利尻礼文サロベツ国立公園である。

リシンは、リシンである。

吏人は、吏人である。

利刃は、利刃である。

里人は、里人である。

離人症は、離人症である。

離心率は、離心率である。

理神論は、理神論である。

栗鼠は、栗鼠である。

離洲は、離洲である。

リスは、リスである。

理すは、理すである。

リスアニアは、リスアニアである。

利水は、利水である。

離水は、離水である。

離水海岸は、離水海岸である。

里数は、里数である。

理数は、理数である。

理数科は、理数科である。

リスクは、リスクである。

リスクマネージメントは、リスクマネージメントである。

リスケジューリングは、リスケジューリングである。

栗鼠猿は、栗鼠猿である。

リスターは、リスターである。

リストは、リストである。

リストアップは、リストアップである。

リストバンドは、リストバンドである。

リストラは、リストラである。

リストラクチュアリングは、リストラクチュアリングである。

リスナーは、リスナーである。

リスプは、リスプである。

リスボンは、リスボンである。

リスボン条約は、リスボン条約である。

リズミカルは、リズミカルである。

リズムは、リズムである。

リズムアンドブルースは、リズムアンドブルースである。

リスリンは、リスリンである。

利するは、利するである。

リセは、リセである。

李成は、李成である。

里正は、里正である。

理世は、理世である。

理政は、理政である。

理勢は、理勢である。

釐正は、釐正である。

理性概念は、理性概念である。



李成桂は、李成桂である。

李清照は、李清照である。

理性的は、理性的である。

李政道は、李政道である。

理世撫民は、理世撫民である。

李世民は、李世民である。

理性論は、理性論である。

離席は、離席である。

離籍は、離籍である。

離接原理は、離接原理である。

リセッションは、リセッションである。

リセットは、リセットである。

リセプションは、リセプションである。

理責めは、理責めである。

利銭は、利銭である。

履践は、履践である。

離船は、離船である。

李先念は、李先念である。

理訴は、理訴である。

理想は、理想である。

離層は、離層である。

離騒は、離騒である。

理想化は、理想化である。

理想家は、理想家である。

理想気体は、理想気体である。

理想郷は、理想郷である。

理想型は、理想型である。

理想主義は、理想主義である。

李宗仁は、李宗仁である。

理想性は、理想性である。

離巣性は、離巣性である。

理想的は、理想的である。

理想派は、理想派である。

理想論は、理想論である。

リソースは、リソースである。

リゾートは、リゾートである。

リゾートウェアは、リゾートウェアである。

リゾートホテルは、リゾートホテルである。

リゾートマンションは、リゾートマンションである。

リゾールは、リゾールである。

利息は、利息である。

理即は、理即である。

里俗は、里俗である。

俚俗は、俚俗である。

利息算は、利息算である。

リソグラフィーは、リソグラフィーである。



リソスフェアは、リソスフェアである。

リソソームは、リソソームである。

リゾチームは、リゾチームである。

吏卒は、吏卒である。

リゾットは、リゾットである。

リソルジメントは、リソルジメントである。

離村は、離村である。

利他は、利他である。

リダーは、リダーである。

リターナブルは、リターナブルである。

リターンは、リターンである。

リターンマッチは、リターンマッチである。

理体は、理体である。

里内は、里内である。

リタイアは、リタイアである。

李退渓は、李退渓である。

李大しょうは、李大しょうである。

李太白は、李太白である。

利沢は、利沢である。

李卓吾は、李卓吾である。

利他主義は、利他主義である。

利達は、利達である。

離脱は、離脱である。

リタッチは、リタッチである。

リタルダンドは、リタルダンドである。

離檀は、離檀である。

律は、律である。

理知は、理知である。

理智は、理智である。

理致は、理致である。

リチア雲母は、リチア雲母である。

リチウムは、リチウムである。

リチウム電池は、リチウム電池である。

律儀は、律儀である。

律義は、律義である。

律儀全いは、律儀全いである。

律儀全うは、律儀全うである。

律儀者は、律儀者である。

律義者は、律義者である。

理知的は、理知的である。

率分は、率分である。

リチャーズは、リチャーズである。

リチャードは、リチャードである。

リチャードソンは、リチャードソンである。

離着陸は、離着陸である。

履中天皇は、履中天皇である。



李朝は、李朝である。

里長は、里長である。

李長吉は、李長吉である。

李朝実録は、李朝実録である。

立は、立である。

率は、率である。

慄は、慄である。

立案は、立案である。

律院は、律院である。

律衣は、律衣である。

立円は、立円である。

律音階は、律音階である。

立花は、立花である。

立華は、立華である。

立夏は、立夏である。

律雅は、律雅である。

律格は、律格である。

立花供養は、立花供養である。

律管は、律管である。

立願は、立願である。

利付きは、利付きである。

利付債は、利付債である。

利付資本は、利付資本である。

利付手形は、利付手形である。

立脚は、立脚である。

立脚地は、立脚地である。

立脚点は、立脚点である。

陸橋は、陸橋である。

立教大学は、立教大学である。

六極は、六極である。

律家は、律家である。

リッケルトは、リッケルトである。

立件は、立件である。

立憲は、立憲である。

立言は、立言である。

立憲改進党は、立憲改進党である。

陸圏学は、陸圏学である。

立憲君主制は、立憲君主制である。

立憲国は、立憲国である。

立憲国民党は、立憲国民党である。

立憲主義は、立憲主義である。

立券荘号は、立券荘号である。

立憲政治は、立憲政治である。

立憲政体は、立憲政体である。

立憲政友会は、立憲政友会である。

立憲帝政党は、立憲帝政党である。



立憲同志会は、立憲同志会である。

立憲民政党は、立憲民政党である。

律語は、律語である。

六行は、六行である。

立后は、立后である。

陸行は、陸行である。

立候補は、立候補である。

立国は、立国である。

六国史は、六国史である。

立志は、立志である。

律詩は、律詩である。

リッジは、リッジである。

立志社は、立志社である。

立志伝は、立志伝である。

竪者は、竪者である。

立者は、立者である。

立石寺は、立石寺である。

立秋は、立秋である。

律宗は、律宗である。

立春は、立春である。

立春大吉は、立春大吉である。

立哨は、立哨である。

立証は、立証である。

律条は、律条である。

立正安国論は、立正安国論である。

立正佼成会は、立正佼成会である。

立証責任は、立証責任である。

立正大学は、立正大学である。

立食は、立食である。

立身は、立身である。

立身出世は、立身出世である。

立身尽は、立身尽である。

立心偏は、立心偏である。

立錐は、立錐である。

立錐の地は、立錐の地である。

律するは、律するである。

律旋は、律旋である。

慄然は、慄然である。

律旋法は、律旋法である。

律僧は、律僧である。

立像は、立像である。

律蔵は、律蔵である。

リッターは、リッターである。

立体は、立体である。

立体異性は、立体異性である。

立体映画は、立体映画である。



立体音響は、立体音響である。

立体回路は、立体回路である。

立体化学は、立体化学である。

立体角は、立体角である。

立体画法は、立体画法である。

立体感は、立体感である。

立体幾何学は、立体幾何学である。

立体鏡は、立体鏡である。

立体交差は、立体交差である。

立体裁断は、立体裁断である。

立体視は、立体視である。

立太子は、立太子である。

立体飼育は、立体飼育である。

立体写真は、立体写真である。

立太子礼は、立太子礼である。

立体図形は、立体図形である。

立体戦は、立体戦である。

立体的は、立体的である。

立体農業は、立体農業である。

立体派は、立体派である。

立体配座は、立体配座である。

立体美は、立体美である。

立談は、立談である。

立地は、立地である。

リッチは、リッチである。

立地条件は、立地条件である。

リッチモンドは、リッチモンドである。

立儲は、立儲である。

律調は、律調である。

立刀は、立刀である。

立冬は、立冬である。

立党は、立党である。

律動は、律動である。

律動体操は、律動体操である。

リットルは、リットルである。

リットル病は、リットル病である。

リットンは、リットンである。

立派は、立派である。

立破は、立破である。

立拝は、立拝である。

立派好きは、立派好きである。

リッピは、リッピである。

立標は、立標である。

リップは、リップである。

リップヴァンウィンクルは、リップヴァンウィンクルである。

立腹は、立腹である。



リップクリームは、リップクリームである。

リップサービスは、リップサービスである。

リップスは、リップスである。

リップスティックは、リップスティックである。

リップマンは、リップマンである。

律文は、律文である。

率分所は、率分所である。

率分堂は、率分堂である。

リッベントロップは、リッベントロップである。

立坊は、立坊である。

立方は、立方である。

立法は、立法である。

律法は、律法である。

率法は、率法である。

立法院は、立法院である。

立法機関は、立法機関である。

律法教は、律法教である。

立法権は、立法権である。

立方根は、立方根である。

立方晶系は、立方晶系である。

立方体は、立方体である。

立方倍積問題は、立方倍積問題である。

立法府は、立法府である。

立法論は、立法論である。

理詰めは、理詰めである。

立命は、立命である。

立命館大学は、立命館大学である。

立面は、立面である。

立面図は、立面図である。

立毛筋は、立毛筋である。

理強は、理強である。

律呂は、律呂である。

律令は、律令である。

律令格式は、律令格式である。

律令国家は、律令国家である。

律令時代は、律令時代である。

律令制は、律令制である。

栗林公園は、栗林公園である。

立礼は、立礼である。

律暦志は、律暦志である。

律歴志は、律歴志である。

立論は、立論である。

里程は、里程である。

リディアは、リディアである。

里程標は、里程標である。

リテールは、リテールである。



利敵は、利敵である。

李迪は、李迪である。

リテラシーは、リテラシーである。

リテラチュアは、リテラチュアである。

利点は、利点である。

吏道は、吏道である。

吏吐は、吏吐である。

吏読は、吏読である。

李杜は、李杜である。

リトアニアは、リトアニアである。

リトアニア語は、リトアニア語である。

吏党は、吏党である。

吏登は、吏登である。

利刀は、利刀である。

李唐は、李唐である。

離党は、離党である。

離島は、離島である。

利導は、利導である。

里道は、里道である。

リトヴィノフは、リトヴィノフである。

李登輝は、李登輝である。

李蹈天は、李蹈天である。

離頭銛は、離頭銛である。

李杜韓白は、李杜韓白である。

李杜韓柳は、李杜韓柳である。

利得は、利得である。

李徳全は、李徳全である。

李徳裕は、李徳裕である。

リトグラフは、リトグラフである。

リトマスは、リトマスである。

リトマス苔は、リトマス苔である。

リトマス試験紙は、リトマス試験紙である。

リトミックは、リトミックである。

リトルは、リトルである。

リトルリーグは、リトルリーグである。

リトレは、リトレである。

利鈍は、利鈍である。

リナロールは、リナロールである。

リニアプログラミングは、リニアプログラミングである。

リニアモーターは、リニアモーターである。

離日は、離日である。

離乳は、離乳である。

リニューアルは、リニューアルである。

離乳食は、離乳食である。

利尿は、利尿である。

利尿剤は、利尿剤である。



離任は、離任である。

リネージは、リネージである。

理念は、理念である。

リネンは、リネンである。

理念型は、理念型である。

離農は、離農である。

リノール酸は、リノール酸である。

利乗せは、利乗せである。

リノリウムは、リノリウムである。

リノレン酸は、リノレン酸である。

リバーは、リバーである。

リバーサイドは、リバーサイドである。

リハーサルは、リハーサルである。

リバーサルフィルムは、リバーサルフィルムである。

リバーシブルは、リバーシブルである。

リバースは、リバースである。

リバースロールは、リバースロールである。

リパーゼは、リパーゼである。

離杯は、離杯である。

離盃は、離盃である。

離背は、離背である。

利売は、利売である。

利倍は、利倍である。

利倍人は、利倍人である。

リバイバルは、リバイバルである。

リバウンドは、リバウンドである。

李白は、李白である。

利発は、利発である。

理髪は、理髪である。

理髪師は、理髪師である。

利発立ては、利発立てである。

リバティーは、リバティーである。

リバノールは、リバノールである。

利幅は、利幅である。

リハビリは、リハビリである。

リハビリテーションは、リハビリテーションである。

リバプールは、リバプールである。

リパブリックは、リパブリックである。

利払いは、利払いである。

離反は、離反である。

離叛は、離叛である。

理藩院は、理藩院である。

李攀竜は、李攀竜である。

理非は、理非である。

リビアは、リビアである。

リビア砂漠は、リビア砂漠である。



リビア猫は、リビア猫である。

リビーは、リビーである。

リピーターは、リピーターである。

リピートは、リピートである。

離被架は、離被架である。

理非曲直は、理非曲直である。

リヒテルは、リヒテルである。

リヒテンシュタインは、リヒテンシュタインである。

リピドは、リピドである。

リビドーは、リビドーである。

利平は、利平である。

痢病は、痢病である。

罹病は、罹病である。

リビングは、リビングである。

リビングストンは、リビングストンである。

リビングルームは、リビングルームである。

り婦は、り婦である。

吏部は、吏部である。

リブは、リブである。

リファインは、リファインである。

リファレンスは、リファレンスである。

リファレンダムは、リファレンダムである。

リフォームは、リフォームである。

利福は、利福である。

リプシッツは、リプシッツである。

吏部尚書は、吏部尚書である。

理不尽は、理不尽である。

理仏性は、理仏性である。

リフトは、リフトである。

リフトバルブは、リフトバルブである。

リプリントは、リプリントである。

リフレインは、リフレインである。

リプレーは、リプレーである。

リフレーションは、リフレーションである。

リプレースは、リプレースである。

リフレクターは、リフレクターである。

リフレックスは、リフレックスである。

リプレッサーは、リプレッサーである。

リフレッシュは、リフレッシュである。

リフレッシュメントは、リフレッシュメントである。

リブロースは、リブロースである。

リプロダクションは、リプロダクションである。

利分は、利分である。

理分は、理分である。

利兵は、利兵である。

リベートは、リベートである。



離別は、離別である。

リベッターは、リベッターである。

リベッテッドジョイントは、リベッテッドジョイントである。

リベットは、リベットである。

リベット継手は、リベット継手である。

リベラは、リベラである。

リベラリストは、リベラリストである。

リベラリズムは、リベラリズムである。

リベラルは、リベラルである。

リベラルアーツは、リベラルアーツである。

リベリアは、リベリアである。

リベルは、リベルである。

利便は、利便である。

離弁は、離弁である。

離瓣は、離瓣である。

離弁花は、離弁花である。

離弁花冠は、離弁花冠である。

離弁花類は、離弁花類である。

リポイドは、リポイドである。

李鵬は、李鵬である。

理法は、理法である。

李夢陽は、李夢陽である。

リボーは、リボーである。

リボースは、リボースである。

リポーターは、リポーターである。

リポートは、リポートである。

リボ核酸は、リボ核酸である。

リポ酸は、リポ酸である。

リボソームは、リボソームである。

リポ蛋白質は、リポ蛋白質である。

リボヌクレアーゼは、リボヌクレアーゼである。

リボフラビンは、リボフラビンである。

リボルバーは、リボルバーである。

リボンは、リボンである。

リボングラスは、リボングラスである。

リボン刺繍は、リボン刺繍である。

リマは、リマである。

利米は、利米である。

利瑪竇は、利瑪竇である。

利回しは、利回しである。

利回りは、利回りである。

リマン海流は、リマン海流である。

リミットは、リミットである。

リミットゲージは、リミットゲージである。

里民は、里民である。

理民は、理民である。



吏務は、吏務である。

リムは、リムである。

リムジンは、リムジンである。

リムスキーコルサコフは、リムスキーコルサコフである。

リムセは、リムセである。

リメークは、リメークである。

裏面は、裏面である。

裏面工作は、裏面工作である。

裏面史は、裏面史である。

リモートは、リモートである。

リモートコントロールは、リモートコントロールである。

リモートセンシングは、リモートセンシングである。

リモコンは、リモコンである。

利物は、利物である。

利本は、利本である。

リモネンは、リモネンである。

リヤは、リヤである。

リヤカーは、リヤカーである。

掠は、掠である。

略は、略である。

略意は、略意である。

略押は、略押である。

暦応は、暦応である。

略画は、略画である。

略儀は、略儀である。

略解は、略解である。

略言は、略言である。

略語は、略語である。

歴劫は、歴劫である。

略号は、略号である。

歴劫修行は、歴劫修行である。

歴劫不思議は、歴劫不思議である。

略載は、略載である。

略字は、略字である。

略式は、略式である。

略式手続は、略式手続である。

略式引受は、略式引受である。

略取は、略取である。

略頌は、略頌である。

略綬は、略綬である。

略述は、略述である。

略取誘拐罪は、略取誘拐罪である。

略叙は、略叙である。

略称は、略称である。

略章は、略章である。

略定は、略定である。



略すは、略すである。

略図は、略図である。

略するは、略するである。

略説は、略説である。

略装は、略装である。

略体は、略体である。

略奪は、略奪である。

掠奪は、掠奪である。

略奪婚は、略奪婚である。

略奪農業は、略奪農業である。

略伝は、略伝である。

略読は、略読である。

暦仁は、暦仁である。

略筆は、略筆である。

略表は、略表である。

略譜は、略譜である。

略服は、略服である。

略文は、略文である。

略法は、略法である。

略帽は、略帽である。

略本は、略本である。

略本暦は、略本暦である。

歴名は、歴名である。

略名は、略名である。

掠虜は、掠虜である。

掠領は、掠領である。

略礼服は、略礼服である。

略暦は、略暦である。

略歴は、略歴である。

略論は、略論である。

リャザーノフは、リャザーノフである。

略訛は、略訛である。

略記は、略記である。

略訓は、略訓である。

リヤドは、リヤドである。

リャノスは、リャノスである。

リャマは、リャマである。

リヤルは、リヤルである。

両は、両である。

両江道は、両江道である。

両個は、両個である。

柳は、柳である。

流は、流である。

留は、留である。

竜は、竜である。

粒は、粒である。



笠は、笠である。

隆は、隆である。

硫は、硫である。

溜は、溜である。

理由は、理由である。

流亜は、流亜である。

硫安は、硫安である。

劉安は、劉安である。

劉晏は、劉晏である。

柳暗花明は、柳暗花明である。

竜安寺は、竜安寺である。

留意は、留意である。

流域は、流域である。

溜飲は、溜飲である。

劉禹錫は、劉禹錫である。

隆運は、隆運である。

立纓は、立纓である。

柳営は、柳営である。

柳営連歌始は、柳営連歌始である。

留役は、留役である。

柳煙は、柳煙である。

劉淵は、劉淵である。

竜涎香は、竜涎香である。

流鶯は、流鶯である。

竜王は、竜王である。

竜王申しは、竜王申しである。

流音は、流音である。

流下は、流下である。

流火は、流火である。

琉歌は、琉歌である。

硫化は、硫化である。

竜駕は、竜駕である。

硫化亜鉛は、硫化亜鉛である。

流会は、流会である。

竜蓋寺は、竜蓋寺である。

柳花苑は、柳花苑である。

硫化カドミウムは、硫化カドミウムである。

硫化銀は、硫化銀である。

竜角は、竜角である。

立楽は、立楽である。

留学は、留学である。

留学生は、留学生である。

柳下恵は、柳下恵である。

竜ケ崎は、竜ケ崎である。

硫化水銀は、硫化水銀である。

硫化水素は、硫化水素である。



硫化染料は、硫化染料である。

硫化鉄は、硫化鉄である。

硫化銅は、硫化銅である。

竜河洞は、竜河洞である。

硫化物は、硫化物である。

流変りは、流変りである。

流汗は、流汗である。

流感は、流感である。

柳眼は、柳眼である。

流丸は、流丸である。

竜眼は、竜眼である。

竜頷は、竜頷である。

竜顔は、竜顔である。

竜眼肉は、竜眼肉である。

流鬼は、流鬼である。

流期は、流期である。

竜旗は、竜旗である。

隆起は、隆起である。

劉徽は、劉徽である。

瘤起は、瘤起である。

流儀は、流儀である。

竪義は、竪義である。

立義は、立義である。

劉希夷は、劉希夷である。

隆起海岸は、隆起海岸である。

榴輝岩は、榴輝岩である。

硫気孔は、硫気孔である。

隆起珊瑚礁は、隆起珊瑚礁である。

竜騎兵は、竜騎兵である。

流求は、流求である。

琉球は、琉球である。

琉球藍は、琉球藍である。

琉球藺は、琉球藺である。

琉球芋は、琉球芋である。

琉球表は、琉球表である。

琉球音階は、琉球音階である。

琉球海溝は、琉球海溝である。

琉球絣は、琉球絣である。

琉球組は、琉球組である。

琉球弧は、琉球弧である。

琉球語は、琉球語である。

琉球諸島は、琉球諸島である。

琉球処分は、琉球処分である。

琉球大学は、琉球大学である。

琉球躑躅は、琉球躑躅である。

琉球紬は、琉球紬である。



立御は、立御である。

劉向は、劉向である。

柳橋新誌は、柳橋新誌である。

琉金は、琉金である。

劉きんは、劉きんである。

竜吟は、竜吟である。

立金花は、立金花である。

竜吟調は、竜吟調である。

竜宮は、竜宮である。

流寓は、流寓である。

竜宮城は、竜宮城である。

竜宮造は、竜宮造である。

りゅうぐうのおとひめのもとゆいのきりはは、りゅうぐうのおとひめのもとゆいのきりはである。

竜宮の使いは、竜宮の使いである。

竜宮祭は、竜宮祭である。

竜華は、竜華である。

流刑は、流刑である。

粒径は、粒径である。

竜華会は、竜華会である。

竜華越は、竜華越である。

竜華三会は、竜華三会である。

竜華寺は、竜華寺である。

竜華樹は、竜華樹である。

流血は、流血である。

竜闕は、竜闕である。

竜血樹は、竜血樹である。

流外の官は、流外の官である。

流言は、流言である。

流言蜚語は、流言蜚語である。

竜虎は、竜虎である。

立鼓は、立鼓である。

輪鼓は、輪鼓である。

輪子は、輪子である。

流光は、流光である。

流行は、流行である。

隆光は、隆光である。

隆興は、隆興である。

林檎は、林檎である。

流行歌は、流行歌である。

流行語は、流行語である。

竜口寺は、竜口寺である。

流行性肝炎は、流行性肝炎である。

流行性感冒は、流行性感冒である。

流行性結膜炎は、流行性結膜炎である。

流行性耳下腺炎は、流行性耳下腺炎である。

流行性髄膜炎は、流行性髄膜炎である。



流行性脳炎は、流行性脳炎である。

流行性脳脊髄膜炎は、流行性脳脊髄膜炎である。

流行病は、流行病である。

竜谷大学は、竜谷大学である。

輪鼓鞘は、輪鼓鞘である。

竜骨車は、竜骨車である。

竜骨は、竜骨である。

輪鼓柄は、輪鼓柄である。

竜骨座は、竜骨座である。

竜骨突起は、竜骨突起である。

竜骨弁は、竜骨弁である。

流沙は、流沙である。

竜座は、竜座である。

竜作は、竜作である。

硫酸は、硫酸である。

流産は、流産である。

流竄は、流竄である。

硫酸亜鉛は、硫酸亜鉛である。

硫酸アルミニウムは、硫酸アルミニウムである。

硫酸アンモニウムは、硫酸アンモニウムである。

硫酸塩は、硫酸塩である。

硫酸カルシウムは、硫酸カルシウムである。

硫酸紙は、硫酸紙である。

榴散弾は、榴散弾である。

榴霰弾は、榴霰弾である。

硫酸鉄は、硫酸鉄である。

硫酸銅は、硫酸銅である。

硫酸ナトリウムは、硫酸ナトリウムである。

硫酸ニコチンは、硫酸ニコチンである。

硫酸バリウムは、硫酸バリウムである。

竜山文化は、竜山文化である。

硫酸マグネシウムは、硫酸マグネシウムである。

柳糸は、柳糸である。

流矢は、流矢である。

粒子は、粒子である。

臨時は、臨時である。

柳子厚は、柳子厚である。

柳子新論は、柳子新論である。

粒子線は、粒子線である。

流質は、流質である。

流失は、流失である。

臨時の祭は、臨時の祭である。

流砂は、流砂である。

竜車は、竜車である。

竜舎は、竜舎である。

隆車は、隆車である。



流錫は、流錫である。

留錫は、留錫である。

竜種は、竜種である。

竜樹は、竜樹である。

リュージュは、リュージュである。

柳州は、柳州である。

劉秀は、劉秀である。

留住は、留住である。

流出は、流出である。

留出は、留出である。

溜出は、溜出である。

流出説は、流出説である。

隆準は、隆準である。

柳絮は、柳絮である。

流女は、流女である。

留省は、留省である。

隆昌は、隆昌である。

劉勝は、劉勝である。

柳条は、柳条である。

粒状は、粒状である。

劉少奇は、劉少奇である。

柳条湖は、柳条湖である。

竜驤虎視は、竜驤虎視である。

柳条湖事件は、柳条湖事件である。

竜攘虎搏は、竜攘虎搏である。

粒状性は、粒状性である。

粒状斑は、粒状斑である。

柳色は、柳色である。

粒食は、粒食である。

留心は、留心である。

流人は、流人である。

留陣は、留陣である。

竜神は、竜神である。

竜陣は、竜陣である。

竜神温泉は、竜神温泉である。

笠信太郎は、笠信太郎である。

竜神囃子は、竜神囃子である。

竜神巻は、竜神巻である。

竜頭は、竜頭である。

流水は、流水である。

流水文は、流水文である。

竜頭巻は、竜頭巻である。

流星は、流星である。

隆盛は、隆盛である。

流星雨は、流星雨である。

流星火は、流星火である。



流星群は、流星群である。

竜生派は、竜生派である。

流説は、流説である。

竜舌蘭は、竜舌蘭である。

流泉は、流泉である。

流涎は、流涎である。

流箭は、流箭である。

流線は、流線である。

竜船は、竜船である。

竜潜は、竜潜である。

隆然は、隆然である。

流線形は、流線形である。

流線型は、流線型である。

竜泉洞は、竜泉洞である。

竜象は、竜象である。

竜蔵は、竜蔵である。

柳宗元は、柳宗元である。

竜造寺は、竜造寺である。

竜造寺隆信は、竜造寺隆信である。

留巣性は、留巣性である。

竜草廬は、竜草廬である。

流速は、流速である。

流俗は、流俗である。

流賊は、流賊である。

流体は、流体である。

留滞は、留滞である。

隆替は、隆替である。

竜戴は、竜戴である。

竜台は、竜台である。

流体機械は、流体機械である。

流体継手は、流体継手である。

流体力学は、流体力学である。

流謫は、流謫である。

隆達節は、隆達節である。

竜立は、竜立である。

竜胆は、竜胆である。

流弾は、流弾である。

榴弾は、榴弾である。

榴弾砲は、榴弾砲である。

留置は、留置である。

竜智は、竜智である。

劉知幾は、劉知幾である。

留置権は、留置権である。

留置場は、留置場である。

留置物は、留置物である。

流注は、流注である。



流暢は、流暢である。

留鳥は、留鳥である。

流通は、流通である。

流通革命は、流通革命である。

流通貨幣は、流通貨幣である。

流通機構は、流通機構である。

流通経済は、流通経済である。

流通産業は、流通産業である。

流通市場は、流通市場である。

流通資本は、流通資本である。

流通手段は、流通手段である。

流通証券は、流通証券である。

立坪は、立坪である。

流涕は、流涕である。

竜蹄は、竜蹄である。

流涕焦がるは、流涕焦がるである。

柳亭種彦は、柳亭種彦である。

滝亭鯉丈は、滝亭鯉丈である。

竜笛は、竜笛である。

流転は、流転である。

流伝は、流伝である。

流電は、流電である。

竜天栄螺は、竜天栄螺である。

リュートは、リュートである。

りゅうとは、りゅうとである。

リュードは、リュードである。

柳塘は、柳塘である。

流灯は、流灯である。

竜灯は、竜灯である。

流動は、流動である。

流灯会は、流灯会である。

竜灯鬼は、竜灯鬼である。

竜頭鷁首は、竜頭鷁首である。

硫銅鉱は、硫銅鉱である。

流動公債は、流動公債である。

流動資金は、流動資金である。

流動資産は、流動資産である。

流動資本は、流動資本である。

流動食は、流動食である。

流動性は、流動性である。

流動性選好説は、流動性選好説である。

流動体は、流動体である。

竜頭蛇尾は、竜頭蛇尾である。

流動的は、流動的である。

流動比率は、流動比率である。

流動負債は、流動負債である。



流動物は、流動物である。

流読は、流読である。

竜吐水は、竜吐水である。

流内の官は、流内の官である。

流入は、流入である。

竜女は、竜女である。

留任は、留任である。

立年は、立年である。

流年は、流年である。

留年は、留年である。

竜脳は、竜脳である。

竜脳菊は、竜脳菊である。

理由の原理は、理由の原理である。

竜の玉は、竜の玉である。

竜の鬚は、竜の鬚である。

流派は、流派である。

流輩は、流輩である。

劉伯承は、劉伯承である。

柳髪は、柳髪である。

竜蟠虎踞は、竜蟠虎踞である。

竜盤類は、竜盤類である。

柳眉は、柳眉である。

劉備は、劉備である。

隆鼻術は、隆鼻術である。

竜尾壇は、竜尾壇である。

硫砒鉄鉱は、硫砒鉄鉱である。

竜尾道は、竜尾道である。

流氷は、流氷である。

りゅうびんたいは、りゅうびんたいである。

竜鬢筵は、竜鬢筵である。

流風は、流風である。

留分は、留分である。

溜分は、溜分である。

流弊は、流弊である。

立米は、立米である。

留別は、留別である。

リューベックは、リューベックである。

流眄は、流眄である。

立圃は、立圃である。

留保は、留保である。

劉邦は、劉邦である。

流亡は、流亡である。

流氓は、流氓である。

劉夢得は、劉夢得である。

立木は、立木である。

流木は、流木である。



流木権は、流木権である。

竜馬は、竜馬である。

リューマチスは、リューマチスである。

流沫は、流沫である。

竜猛は、竜猛である。

流民は、流民である。

竜鳴は、竜鳴である。

竜文は、竜文である。

竜紋は、竜紋である。

竜門は、竜門である。

流紋岩は、流紋岩である。

竜門石窟は、竜門石窟である。

劉裕は、劉裕である。

柳腰は、柳腰である。

流用は、流用である。

流落は、流落である。

留落は、留落である。

流覧は、流覧である。

劉覧は、劉覧である。

瀏覧は、瀏覧である。

流離は、流離である。

流理構造は、流理構造である。

りゅうりゅうは、りゅうりゅうである。

流流は、流流である。

粒粒は、粒粒である。

隆隆は、隆隆である。

粒粒辛苦は、粒粒辛苦である。

流量は、流量である。

嚠喨は、嚠喨である。

流量計は、流量計である。

柳緑花紅は、柳緑花紅である。

竜鱗は、竜鱗である。

流涙症は、流涙症である。

流例は、流例である。

流麗は、流麗である。

劉伶は、劉伶である。

流連は、流連である。

留連は、留連である。

流連荒亡は、流連荒亡である。

流露は、流露である。

竜楼は、竜楼である。

劉郎は、劉郎である。

リュクサンブールは、リュクサンブールである。

リュクルゴスは、リュクルゴスである。

リュシッポスは、リュシッポスである。

リュックは、リュックである。



リュックサックは、リュックサックである。

リュディアは、リュディアである。

リュトブフは、リュトブフである。

リュブリャーナは、リュブリャーナである。

リュブリュキは、リュブリュキである。

リュミエールは、リュミエールである。

リュリは、リュリである。

呂は、呂である。

旅は、旅である。

虜は、虜である。

慮は、慮である。

閭は、閭である。

了は、了である。

令は、令である。

良は、良である。

凌は、凌である。

料は、料である。

梁は、梁である。

涼は、涼である。

猟は、猟である。

陵は、陵である。

量は、量である。

稜は、稜である。

僚は、僚である。

寥は、寥である。

漁は、漁である。

領は、領である。

寮は、寮である。

諒は、諒である。

霊は、霊である。

遼は、遼である。

療は、療である。

瞭は、瞭である。

糧は、糧である。

粮は、粮である。

利用は、利用である。

利養は、利養である。

里謡は、里謡である。

俚謡は、俚謡である。

理容は、理容である。

菱亜鉛鉱は、菱亜鉛鉱である。

良案は、良案である。

諒闇は、諒闇である。

亮陰は、亮陰である。

良医は、良医である。

陵夷は、陵夷である。



稜威は、稜威である。

領域は、領域である。

霊異記は、霊異記である。

涼燠は、涼燠である。

療育は、療育である。

療育手帳は、療育手帳である。

両院は、両院である。

両院協議会は、両院協議会である。

料飲税は、料飲税である。

涼雨は、涼雨である。

両腕は、両腕である。

凌雲は、凌雲である。

凌雲閣は、凌雲閣である。

凌雲集は、凌雲集である。

凌雲台は、凌雲台である。

両粤は、両粤である。

良縁は、良縁である。

梁園は、梁園である。

遼遠は、遼遠である。

陵王は、陵王である。

両凹レンズは、両凹レンズである。

両押えは、両押えである。

両落ちは、両落ちである。

両下は、両下である。

良家は、良家である。

良貨は、良貨である。

菱花は、菱花である。

寮歌は、寮歌である。

燎火は、燎火である。

凌駕は、凌駕である。

陵駕は、陵駕である。

遼河は、遼河である。

了解は、了解である。

梁楷は、梁楷である。

領会は、領会である。

領海は、領海である。

領解は、領解である。

諒解は、諒解である。

遼海は、遼海である。

領海漁業は、領海漁業である。

了解心理学は、了解心理学である。

両界曼荼羅は、両界曼荼羅である。

両替は、両替である。

両替商は、両替商である。

両替賃は、両替賃である。

両替屋は、両替屋である。



菱花鏡は、菱花鏡である。

楞伽経は、楞伽経である。

了覚は、了覚である。

両角は、両角である。

猟獲は、猟獲である。

稜角は、稜角である。

寥廓は、寥廓である。

両掛は、両掛である。

利用価値は、利用価値である。

両花被花は、両花被花である。

両鎌槍は、両鎌槍である。

両神山は、両神山である。

両側は、両側である。

両側検定は、両側検定である。

良寛は、良寛である。

涼感は、涼感である。

猟官は、猟官である。

量感は、量感である。

僚官は、僚官である。

僚艦は、僚艦である。

両岸は、両岸である。

両眼は、両眼である。

綾がんは、綾がんである。

両眼鏡は、両眼鏡である。

猟官制は、猟官制である。

良器は、良器である。

涼気は、涼気である。

猟奇は、猟奇である。

猟期は、猟期である。

量器は、量器である。

僚機は、僚機である。

漁期は、漁期である。

了義は、了義である。

両義は、両義である。

両儀は、両儀である。

了義教は、了義教である。

両義性は、両義性である。

綾綺殿は、綾綺殿である。

両脚は、両脚である。

凌虐は、凌虐である。

陵虐は、陵虐である。

両脚規は、両脚規である。

陵丘は、陵丘である。

涼轎は、涼轎である。

両極は、両極である。

両極性は、両極性である。



両極端は、両極端である。

両切りは、両切りである。

両切り煙草は、両切り煙草である。

両金は、両金である。

良禽は、良禽である。

料金は、料金である。

両吟は、両吟である。

料金後納郵便は、料金後納郵便である。

料金所は、料金所である。

料金別納郵便は、料金別納郵便である。

良狗は、良狗である。

猟狗は、猟狗である。

猟具は、猟具である。

霊供は、霊供である。

領空は、領空である。

領空権は、領空権である。

両口は、両口である。

菱苦土鉱は、菱苦土鉱である。

領家は、領家である。

令外は、令外である。

霊気は、霊気である。

両敬は、両敬である。

良計は、良計である。

菱形は、菱形である。

量刑は、量刑である。

梁啓超は、梁啓超である。

両毛作は、両毛作である。

令外官は、令外官である。

領家変成帯は、領家変成帯である。

領解文は、領解文である。

両肩は、両肩である。

料簡は、料簡である。

了簡は、了簡である。

了見は、了見である。

猟犬は、猟犬である。

良源は、良源である。

燎原は、燎原である。

料簡勝ちは、料簡勝ちである。

猟犬座は、猟犬座である。

料簡尽は、料簡尽である。

料簡違いは、料簡違いである。

燎原の火は、燎原の火である。

料簡深いは、料簡深いである。

両虎は、両虎である。

良賈は、良賈である。

猟戸は、猟戸である。



陵戸は、陵戸である。

了悟は、了悟である。

良工は、良工である。

良好は、良好である。

良港は、良港である。

利用厚生は、利用厚生である。

両国は、両国である。

料国は、料国である。

領国は、領国である。

両国橋は、両国橋である。

両腰は、両腰である。

両御番は、両御番である。

楞厳経は、楞厳経である。

僚佐は、僚佐である。

良才は、良才である。

良妻は、良妻である。

良材は、良材である。

良剤は、良剤である。

料材は、料材である。

良妻賢母は、良妻賢母である。

聊斎志異は、聊斎志異である。

良策は、良策である。

了察は、了察である。

諒察は、諒察である。

亮察は、亮察である。

両三は、両三である。

良算は、良算である。

涼傘は、涼傘である。

量産は、量産である。

梁山泊は、梁山泊である。

両氏は、両氏である。

良士は、良士である。

良師は、良師である。

料紙は、料紙である。

竜子は、竜子である。

竜姿は、竜姿である。

猟師は、猟師である。

量子は、量子である。

漁師は、漁師である。

寮試は、寮試である。

遼史は、遼史である。

理容師は、理容師である。

令旨は、令旨である。

両次は、両次である。

聊爾は、聊爾である。

領事は、領事である。



療治は、療治である。

量子色力学は、量子色力学である。

量子エレクトロニクスは、量子エレクトロニクスである。

量子化は、量子化である。

量子化学は、量子化学である。

量子仮説は、量子仮説である。

領事官は、領事官である。

領事館は、領事館である。

良識は、良識である。

領事裁判は、領事裁判である。

領事条約は、領事条約である。

量子数は、量子数である。

両シチリア王国は、両シチリア王国である。

良質は、良質である。

良日は、良日である。

両執権は、両執権である。

両仕手は、両仕手である。

量子電気力学は、量子電気力学である。

量子物理学は、量子物理学である。

両者は、両者である。

寮舎は、寮舎である。

両手は、両手である。

良主は、良主である。

良酒は、良酒である。

良種は、良種である。

領主は、領主である。

領取は、領取である。

竜舟は、竜舟である。

竜集は、竜集である。

梁州は、梁州である。

涼州は、涼州である。

涼秋は、涼秋である。

領収は、領収である。

領袖は、領袖である。

猟銃は、猟銃である。

領収書は、領収書である。

領主権は、領主権である。

霊鷲山は、霊鷲山である。

両所は、両所である。

良書は、良書である。

料所は、料所である。

梁書は、梁書である。

猟書は、猟書である。

領所は、領所である。

両序は、両序である。

諒恕は、諒恕である。



了承は、了承である。

良匠は、良匠である。

良相は、良相である。

良宵は、良宵である。

良将は、良将である。

料峭は、料峭である。

領承は、領承である。

領掌は、領掌である。

諒承は、諒承である。

糧餉は、糧餉である。

梁上は、梁上である。

領状は、領状である。

糧仗は、糧仗である。

凌霄花は、凌霄花である。

廖承志は、廖承志である。

猟色は、猟色である。

糧食は、糧食である。

凌辱は、凌辱である。

陵辱は、陵辱である。

両色灯は、両色灯である。

両所権現は、両所権現である。

量子力学は、量子力学である。

量子論は、量子論である。

両心は、両心である。

両親は、両親である。

良心は、良心である。

良臣は、良臣である。

良辰は、良辰である。

良人は、良人である。

梁塵は、梁塵である。

猟人は、猟人である。

両唇音は、両唇音である。

梁塵愚案抄は、梁塵愚案抄である。

良心的は、良心的である。

猟人日記は、猟人日記である。

良心の自由は、良心の自由である。

梁塵秘抄は、梁塵秘抄である。

療すは、療すである。

凌ずは、凌ずである。

陵ずは、陵ずである。

量水は、量水である。

領水は、領水である。

量水計は、量水計である。

量水標は、量水標である。

了するは、了するである。

領するは、領するである。



諒するは、諒するである。

令制は、令制である。

両生は、両生である。

両棲は、両棲である。

両性は、両性である。

良性は、良性である。

良政は、良政である。

寮生は、寮生である。

両性花は、両性花である。

両性化合物は、両性化合物である。

両性酸化物は、両性酸化物である。

良性腫瘍は、良性腫瘍である。

両性電解質は、両性電解質である。

両成敗は、両成敗である。

両税法は、両税法である。

両生類は、両生類である。

両説は、両説である。

良説は、良説である。

両舌は、両舌である。

良賤は、良賤である。

良暹は、良暹である。

猟船は、猟船である。

稜線は、稜線である。

僚船は、僚船である。

了然は、了然である。

令前は、令前である。

両全は、両全である。

亮然は、亮然である。

霊山は、霊山である。

瞭然は、瞭然である。

霊山浄土は、霊山浄土である。

霊山派は、霊山派である。

両総は、両総である。

両造は、両造である。

領送使は、領送使である。

梁漱溟は、梁漱溟である。

両総用水は、両総用水である。

両足は、両足である。

料足は、料足である。

良俗は、良俗である。

僚属は、僚属である。

両足尊は、両足尊である。

両袖は、両袖である。

両袖机は、両袖机である。

蓼太は、蓼太である。

領諾は、領諾である。



了達は、了達である。

両建は、両建である。

両建預金は、両建預金である。

両為は、両為である。

両袒は、両袒である。

両端は、両端である。

両断は、両断である。

両段再拝は、両段再拝である。

了知は、了知である。

良知は、良知である。

料地は、料地である。

掠笞は、掠笞である。

陵遅は、陵遅である。

量地は、量地である。

領地は、領地である。

領知は、領知である。

領置は、領置である。

量地尺は、量地尺である。

了知主義は、了知主義である。

良忠は、良忠である。

両朝は、両朝である。

猟鳥は、猟鳥である。

寮長は、寮長である。

両津は、両津である。

料亭は、料亭である。

量定は、量定である。

量的は、量的である。

菱鉄鉱は、菱鉄鉱である。

両天は、両天である。

両点は、両点である。

両伝奏は、両伝奏である。

両天秤は、両天秤である。

良図は、良図である。

涼菟は、涼菟である。

両度は、両度である。

領土は、領土である。

両刀は、両刀である。

両統は、両統である。

両頭は、両頭である。

良刀は、良刀である。

裲襠は、裲襠である。

遼東は、遼東である。

両道は、両道である。

領導は、領導である。

糧道は、糧道である。

遼東還付は、遼東還付である。



両頭政治は、両頭政治である。

良導体は、良導体である。

両刀遣いは、両刀遣いである。

両統迭立は、両統迭立である。

遼東半島は、遼東半島である。

両刀論法は、両刀論法である。

了得は、了得である。

両得は、両得である。

領得は、領得である。

領土権は、領土権である。

領土主権は、領土主権である。

両凸レンズは、両凸レンズである。

両隣は、両隣である。

領内は、領内である。

両流造は、両流造である。

粱肉は、粱肉である。

良二千石は、良二千石である。

両人は、両人である。

良忍は、良忍である。

遼寧は、遼寧である。

良能は、良能である。

良農は、良農である。

菱脳は、菱脳である。

領納は、領納である。

糧嚢は、糧嚢である。

寮の馬は、寮の馬である。

令義解は、令義解である。

令集解は、令集解である。

両刃は、両刃である。

良馬は、良馬である。

料馬は、料馬である。

猟場は、猟場である。

漁場は、漁場である。

僚輩は、僚輩である。

良媒は、良媒である。

両肌は、両肌である。

両罰は、両罰である。

良馬場は、良馬場である。

両班は、両班である。

凌犯は、凌犯である。

陵犯は、陵犯である。

量販は、量販である。

両番は、両番である。

良否は、良否である。

寮費は、寮費である。

良弼は、良弼である。



良筆は、良筆である。

霊病は、霊病である。

療病は、療病である。

両開きは、両開きである。

良品は、良品である。

両鬢は、両鬢である。

両夫は、両夫である。

猟夫は、猟夫である。

令法は、令法である。

両部は、両部である。

凌侮は、凌侮である。

陵侮は、陵侮である。

良風は、良風である。

涼風は、涼風である。

両部習合神道は、両部習合神道である。

両部神道は、両部神道である。

両蓋は、両蓋である。

両部鳥居は、両部鳥居である。

漁船は、漁船である。

両部曼荼羅は、両部曼荼羅である。

両分は、両分である。

領分は、領分である。

良平は、良平である。

良兵は、良兵である。

両辺は、両辺である。

両便は、両便である。

良弁は、良弁である。

良謨は、良謨である。

陵墓は、陵墓である。

寮母は、寮母である。

霊簿は、霊簿である。

両方は、両方である。

良朋は、良朋である。

良法は、良法である。

稜堡は、稜堡である。

領邦は、領邦である。

療法は、療法である。

両方綱は、両方綱である。

良木は、良木である。

料木は、料木である。

梁木は、梁木である。

両墓制は、両墓制である。

糧米は、糧米である。

両前は、両前である。

糧秣は、糧秣である。

菱マンガン鉱は、菱マンガン鉱である。



涼味は、涼味である。

良民は、良民である。

両向いは、両向いである。

両目は、両目である。

量目は、量目である。

領命は、領命である。

両面は、両面である。

両面価値は、両面価値である。

両面作戦は、両面作戦である。

両面羊歯は、両面羊歯である。

両面テープは、両面テープである。

両毛は、両毛である。

凌濛初は、凌濛初である。

寮門は、寮門である。

良夜は、良夜である。

涼夜は、涼夜である。

良薬は、良薬である。

両雄は、両雄である。

良友は、良友である。

僚友は、僚友である。

領有は、領有である。

領邑は、領邑である。

療友は、療友である。

両用は、両用である。

両様は、両様である。

両曜は、両曜である。

遼陽は、遼陽である。

療養は、療養である。

療養補償は、療養補償である。

両翼は、両翼である。

綾羅は、綾羅である。

良楽は、良楽である。

寥落は、寥落である。

撩乱は、撩乱である。

繚乱は、繚乱である。

良吏は、良吏である。

料理は、料理である。

陵鯉は、陵鯉である。

料理飲食等消費税は、料理飲食等消費税である。

料理方は、料理方である。

料理菊は、料理菊である。

料理者は、料理者である。

料理茶屋は、料理茶屋である。

両立は、両立である。

料理人は、料理人である。

料理袴は、料理袴である。



料理番は、料理番である。

料理物語は、料理物語である。

料理屋は、料理屋である。

陵轢は、陵轢である。

凌轢は、凌轢である。

領略は、領略である。

両流は、両流である。

りょうりょうは、りょうりょうである。

了了は、了了である。

両両は、両両である。

喨喨は、喨喨である。

稜稜は、稜稜である。

寥寥は、寥寥である。

りょうりょうじは、りょうりょうじである。

両輪は、両輪である。

料るは、料るである。

涼炉は、涼炉である。

両六波羅は、両六波羅である。

両論は、両論である。

両淮は、両淮である。

両脇は、両脇である。

両分けは、両分けである。

リョーマチは、リョーマチである。

旅懐は、旅懐である。

慮外は、慮外である。

慮外者は、慮外者である。

旅客は、旅客である。

虜獲は、虜獲である。

旅客機は、旅客機である。

旅客車は、旅客車である。

旅客船は、旅客船である。

旅館は、旅館である。

旅雁は、旅雁である。

呂紀は、呂紀である。

旅銀は、旅銀である。

緑は、緑である。

利欲は、利欲である。

緑衣は、緑衣である。

緑陰は、緑陰である。

緑雨は、緑雨である。

旅寓は、旅寓である。

緑営は、緑営である。

緑鉛鉱は、緑鉛鉱である。

緑黄色は、緑黄色である。

緑黄色野菜は、緑黄色野菜である。

緑眼は、緑眼である。



緑旗は、緑旗である。

緑玉は、緑玉である。

緑児は、緑児である。

緑酒は、緑酒である。

緑樹は、緑樹である。

緑十字は、緑十字である。

緑綬褒章は、緑綬褒章である。

緑女は、緑女である。

緑色は、緑色である。

緑色岩は、緑色岩である。

緑色植物は、緑色植物である。

緑色藻類は、緑色藻類である。

緑色片岩は、緑色片岩である。

緑豆は、緑豆である。

緑水は、緑水である。

緑閃石は、緑閃石である。

力争は、力争である。

緑草は、緑草である。

緑藻類は、緑藻類である。

緑苔は、緑苔である。

緑黛は、緑黛である。

緑地は、緑地である。

緑竹は、緑竹である。

緑地帯は、緑地帯である。

緑茶は、緑茶である。

緑柱玉は、緑柱玉である。

緑柱石は、緑柱石である。

緑泥は、緑泥である。

緑泥石は、緑泥石である。

緑泥片岩は、緑泥片岩である。

緑土は、緑土である。

緑内障は、緑内障である。

緑膿菌は、緑膿菌である。

緑波は、緑波である。

緑髪は、緑髪である。

緑礬は、緑礬である。

緑肥は、緑肥である。

緑肥作物は、緑肥作物である。

緑蕪は、緑蕪である。

緑風は、緑風である。

緑風会は、緑風会である。

緑便は、緑便である。

緑袍は、緑袍である。

緑門は、緑門である。

緑野は、緑野である。

緑葉は、緑葉である。



緑葉甘藍は、緑葉甘藍である。

緑羅は、緑羅である。

緑蘿は、緑蘿である。

緑林は、緑林である。

緑簾石は、緑簾石である。

旅券は、旅券である。

呂后は、呂后である。

旅行は、旅行である。

閭巷は、閭巷である。

旅行家は、旅行家である。

旅行記は、旅行記である。

旅行小切手は、旅行小切手である。

旅行信用状は、旅行信用状である。

旅行鳩は、旅行鳩である。

旅魂は、旅魂である。

旅次は、旅次である。

呂氏春秋は、呂氏春秋である。

呂氏の乱は、呂氏の乱である。

旅舎は、旅舎である。

旅愁は、旅愁である。

虜囚は、虜囚である。

旅宿は、旅宿である。

旅順は、旅順である。

旅所は、旅所である。

呂尚は、呂尚である。

旅商は、旅商である。

旅情は、旅情である。

旅人は、旅人である。

旅人木は、旅人木である。

旅人宿は、旅人宿である。

旅帥は、旅帥である。

呂旋は、呂旋である。

呂旋法は、呂旋法である。

旅装は、旅装である。

呂祖謙は、呂祖謙である。

旅大は、旅大である。

旅団は、旅団である。

呂調は、呂調である。

旅鳥は、旅鳥である。

緑化は、緑化である。

旅亭は、旅亭である。

旅程は、旅程である。

旅店は、旅店である。

旅嚢は、旅嚢である。

旅泊は、旅泊である。

侶伴は、侶伴である。



旅費は、旅費である。

呂不韋は、呂不韋である。

呂本中は、呂本中である。

閭門は、閭門である。

旅用は、旅用である。

呂覧は、呂覧である。

閭里は、閭里である。

呂律は、呂律である。

虜掠は、虜掠である。

膂力は、膂力である。

リヨンは、リヨンである。

リラは、リラである。

リライトは、リライトである。

籬落は、籬落である。

リラダンは、リラダンである。

リラックスは、リラックスである。

理乱は、理乱である。

離離は、離離である。

リリーは、リリーである。

リリーサーは、リリーサーである。

リリースは、リリースである。

リリーフは、リリーフである。

理里有楽は、理里有楽である。

リリエンタールは、リリエンタールである。

リリエンフェルト派は、リリエンフェルト派である。

リリカルは、リリカルである。

離陸は、離陸である。

凜凜しいは、凜凜しいである。

律律しいは、律律しいである。

リリシズムは、リリシズムである。

利率は、利率である。

リリックは、リリックである。

李立三は、李立三である。

リリパットは、リリパットである。

リリヤンは、リリヤンである。

李笠翁は、李笠翁である。

里閭は、里閭である。

吏僚は、吏僚である。

李陵は、李陵である。

驪竜は、驪竜である。

リルケは、リルケである。

リレーは、リレーである。

リレーションは、リレーションである。

リレーレースは、リレーレースである。

履歴は、履歴である。

履歴書は、履歴書である。



理路は、理路である。

離婁は、離婁である。

理路整然は、理路整然である。

理論は、理論である。

理論家は、理論家である。

理論化学は、理論化学である。

リロングウェは、リロングウェである。

理論生計費は、理論生計費である。

理論的は、理論的である。

理論哲学は、理論哲学である。

理論闘争は、理論闘争である。

理論物理学は、理論物理学である。

理論理性は、理論理性である。

理惑論は、理惑論である。

林は、林である。

倫は、倫である。

悋は、悋である。

淪は、淪である。

淋は、淋である。

鈴は、鈴である。

綸は、綸である。

凜は、凜である。

輪は、輪である。

燐は、燐である。

リンは、リンである。

隣は、隣である。

臨は、臨である。

鱗は、鱗である。

臨安は、臨安である。

廩院は、廩院である。

霖雨は、霖雨である。

鈴打時計は、鈴打時計である。

鱗雲は、鱗雲である。

林縁は、林縁である。

輪王は、輪王である。

林家は、林家である。

輪禍は、輪禍である。

燐火は、燐火である。

隣家は、隣家である。

林歌は、林歌である。

臨河は、臨河である。

臨画は、臨画である。

臨臥は、臨臥である。

鱗芽は、鱗芽である。

リンガは、リンガである。

リンガー液は、リンガー液である。



リンカーンは、リンカーンである。

臨海は、臨海である。

臨界は、臨界である。

鱗介は、鱗介である。

臨界圧力は、臨界圧力である。

燐灰ウラン石は、燐灰ウラン石である。

臨界温度は、臨界温度である。

臨界角は、臨界角である。

臨海学校は、臨海学校である。

臨界現象は、臨界現象である。

臨海工業地帯は、臨海工業地帯である。

臨海実験所は、臨海実験所である。

臨界状態は、臨界状態である。

燐灰石は、燐灰石である。

燐灰土は、燐灰土である。

臨界量は、臨界量である。

輪郭は、輪郭である。

輪廓は、輪廓である。

麟角は、麟角である。

林学は、林学である。

臨岳は、臨岳である。

輪花盆は、輪花盆である。

林冠は、林冠である。

林間は、林間である。

輪奐は、輪奐である。

輪姦は、輪姦である。

臨監は、臨監である。

林間学校は、林間学校である。

輪環面は、輪環面である。

悋気は、悋気である。

臨機は、臨機である。

稟議は、稟議である。

悋気諍いは、悋気諍いである。

臨機応変は、臨機応変である。

悋気講は、悋気講である。

稟議書は、稟議書である。

臨休は、臨休である。

臨御は、臨御である。

隣境は、隣境である。

林業は、林業である。

輪業は、輪業である。

林業基本法は、林業基本法である。

林業経済学は、林業経済学である。

林業試験場は、林業試験場である。

淋菌は、淋菌である。

痳菌は、痳菌である。



リンクは、リンクである。

リングは、リングである。

リンク運動は、リンク運動である。

リングサイドは、リングサイドである。

リンクスは、リンクスである。

リンク制は、リンク制である。

リングブックは、リングブックである。

リングワンデルングは、リングワンデルングである。

林下は、林下である。

輪形は、輪形である。

鱗形は、鱗形である。

鱗茎は、鱗茎である。

鱗茎菜は、鱗茎菜である。

輪形陣は、輪形陣である。

輪形動物は、輪形動物である。

リンケージは、リンケージである。

臨月は、臨月である。

リンゲル液は、リンゲル液である。

臨検は、臨検である。

綸言は、綸言である。

凜乎は、凜乎である。

苹果は、苹果である。

輪講は、輪講である。

燐光は、燐光である。

燐鉱は、燐鉱である。

隣交は、隣交である。

隣好は、隣好である。

臨行は、臨行である。

臨幸は、臨幸である。

隣郷は、隣郷である。

燐鉱石は、燐鉱石である。

臨港線は、臨港線である。

燐光体は、燐光体である。

稟告は、稟告である。

隣国は、隣国である。

林檎酸は、林檎酸である。

林檎酒は、林檎酒である。

林語堂は、林語堂である。

林檎病は、林檎病である。

輪坐は、輪坐である。

臨済は、臨済である。

臨済寺は、臨済寺である。

輪栽式は、輪栽式である。

臨済宗は、臨済宗である。

臨済録は、臨済録である。

輪作は、輪作である。



林産は、林産である。

燐酸は、燐酸である。

燐酸カルシウムは、燐酸カルシウムである。

燐酸コデインは、燐酸コデインである。

燐酸肥料は、燐酸肥料である。

淋糸は、淋糸である。

痳糸は、痳糸である。

臨死は、臨死である。

臨しは、臨しである。

倫次は、倫次である。

綸旨は、綸旨である。

鱗次は、鱗次である。

綸旨紙は、綸旨紙である。

臨時記号は、臨時記号である。

臨時客は、臨時客である。

臨時給は、臨時給である。

臨時教育会議は、臨時教育会議である。

臨時教育審議会は、臨時教育審議会である。

輪軸は、輪軸である。

臨時工は、臨時工である。

臨時国語調査会は、臨時国語調査会である。

臨時国会は、臨時国会である。

臨時試験は、臨時試験である。

燐脂質は、燐脂質である。

臨時損益は、臨時損益である。

臨死体験は、臨死体験である。

淋疾は、淋疾である。

痳疾は、痳疾である。

隣室は、隣室である。

臨時除目は、臨時除目である。

臨時祭は、臨時祭である。

臨時法は、臨時法である。

臨写は、臨写である。

悋惜は、悋惜である。

吝惜は、吝惜である。

輪尺は、輪尺である。

臨時雇いは、臨時雇いである。

嶺上開花は、嶺上開花である。

臨終は、臨終である。

臨終正念は、臨終正念である。

隣住点は、隣住点である。

臨終仏は、臨終仏である。

臨書は、臨書である。

林じょは、林じょである。

林床は、林床である。

林鐘は、林鐘である。



輪唱は、輪唱である。

臨床は、臨床である。

倫常は、倫常である。

輪状は、輪状である。

臨帖は、臨帖である。

臨場は、臨場である。

鱗状は、鱗状である。

臨床医学は、臨床医学である。

麟祥院は、麟祥院である。

臨床家は、臨床家である。

臨場感は、臨場感である。

臨床検査技師は、臨床検査技師である。

藺相如は、藺相如である。

林床植生は、林床植生である。

臨床尋問は、臨床尋問である。

臨床心理学は、臨床心理学である。

臨床心理士は、臨床心理士である。

吝嗇は、吝嗇である。

鱗翅類は、鱗翅類である。

林森は、林森である。

稟申は、稟申である。

隣人は、隣人である。

隣人愛は、隣人愛である。

リンスは、リンスである。

綸子は、綸子である。

綾子は、綾子である。

綸子紙は、綸子紙である。

林政は、林政である。

稟請は、稟請である。

輪生は、輪生である。

輪精は、輪精である。

燐青銅は、燐青銅である。

林清節は、林清節である。

隣席は、隣席である。

臨席は、臨席である。

隣接は、隣接である。

鱗屑は、鱗屑である。

りんぜつは、りんぜつである。

輪説は、輪説である。

臨説は、臨説である。

林泉は、林泉である。

綸宣は、綸宣である。

輪旋は、輪旋である。

臨川は、臨川である。

臨戦は、臨戦である。

凜然は、凜然である。



林泉高致集は、林泉高致集である。

臨川寺は、臨川寺である。

臨川寺版は、臨川寺版である。

臨川集は、臨川集である。

林相は、林相である。

林葬は、林葬である。

林藪は、林藪である。

輪蔵は、輪蔵である。

輪藻類は、輪藻類である。

鱗族は、鱗族である。

林則徐は、林則徐である。

隣村は、隣村である。

輪台は、輪台である。

麟台は、麟台である。

輪タクは、輪タクである。

厘揉めは、厘揉めである。

釐揉めは、釐揉めである。

隣単は、隣単である。

燐蛋白質は、燐蛋白質である。

林地は、林地である。

隣地は、隣地である。

臨地は、臨地である。

臨池は、臨池である。

リンチは、リンチである。

鱗虫は、鱗虫である。

輪虫類は、輪虫類である。

輪丁花は、輪丁花である。

リンツは、リンツである。

厘付は、厘付である。

釐付は、釐付である。

厘付取は、厘付取である。

釐付取は、釐付取である。

輪転は、輪転である。

輪転印刷機は、輪転印刷機である。

リンデンバウムは、リンデンバウムである。

リントは、リントである。

凜とは、凜とである。

林塘は、林塘である。

輪灯は、輪灯である。

輪塔は、輪塔である。

林道は、林道である。

倫道は、倫道である。

淋毒は、淋毒である。

痳毒は、痳毒である。

輪読は、輪読である。

リンドバーグは、リンドバーグである。



リンドパピルスは、リンドパピルスである。

厘取は、厘取である。

釐取は、釐取である。

厘無しは、厘無しである。

輪廻は、輪廻である。

リンネは、リンネである。

リンネ草は、リンネ草である。

リンネルは、リンネルである。

輪王寺は、輪王寺である。

輪王寺宮は、輪王寺宮である。

臨の手は、臨の手である。

輪の手は、輪の手である。

りんばは、りんばである。

琳派は、琳派である。

リンパは、リンパである。

林ぱいは、林ぱいである。

淋巴液は、淋巴液である。

厘秤は、厘秤である。

釐秤は、釐秤である。

淋巴管は、淋巴管である。

淋巴球は、淋巴球である。

淋巴質は、淋巴質である。

淋巴節は、淋巴節である。

淋巴節炎は、淋巴節炎である。

淋巴節腫は、淋巴節腫である。

淋巴腺は、淋巴腺である。

輪伐は、輪伐である。

輪番は、輪番である。

燐肥は、燐肥である。

鱗被は、鱗被である。

淋病は、淋病である。

痳病は、痳病である。

林彪は、林彪である。

燐票は、燐票である。

輪舞は、輪舞である。

林分は、林分である。

鱗粉は、鱗粉である。

鱗片は、鱗片である。

鱗片葉は、鱗片葉である。

臨模は、臨模である。

輪補は、輪補である。

輪甫は、輪甫である。

隣保は、隣保である。

輪宝は、輪宝である。

隣邦は、隣邦である。

輪宝貝は、輪宝貝である。



輪宝船は、輪宝船である。

リンホカインは、リンホカインである。

林木は、林木である。

りん木は、りん木である。

鱗木は、鱗木である。

隣保事業は、隣保事業である。

淪没は、淪没である。

臨本は、臨本である。

稟米は、稟米である。

廩米は、廩米である。

綸命は、綸命である。

淪滅は、淪滅である。

臨もは、臨もである。

厘毛は、厘毛である。

鱗毛は、鱗毛である。

悋文字は、悋文字である。

林野は、林野である。

林野庁は、林野庁である。

林邑は、林邑である。

隣佑は、隣佑である。

隣邑は、隣邑である。

林邑楽は、林邑楽である。

輪輿は、輪輿である。

鱗葉は、鱗葉である。

林葉累塵集は、林葉累塵集である。

鱗翼は、鱗翼である。

淪落は、淪落である。

倫理は、倫理である。

淋漓は、淋漓である。

隣里は、隣里である。

倫理学は、倫理学である。

倫理神学は、倫理神学である。

林立は、林立である。

倫理的は、倫理的である。

倫理的宗教は、倫理的宗教である。

林良は、林良である。

りんりんは、りんりんである。

凜凜は、凜凜である。

林齢は、林齢である。

凜冽は、凜冽である。

琳琅は、琳琅である。

琳瑯は、琳瑯である。

林麓は、林麓である。

るは、るである。

縷は、縷である。

鏤は、鏤である。



ルアーは、ルアーである。

ルアーヴルは、ルアーヴルである。

ルアンダは、ルアンダである。

涙は、涙である。

累は、累である。

塁は、塁である。

誄は、誄である。

類は、類である。

ルイは、ルイである。

涙雨は、涙雨である。

涙液は、涙液である。

類苑は、類苑である。

類縁は、類縁である。

類音語は、類音語である。

累加は、累加である。

累家は、累家である。

誄歌は、誄歌である。

類化は、類化である。

類火は、類火である。

類家は、類家である。

類歌は、類歌である。

羸骸は、羸骸である。

類概念は、類概念である。

累加記録は、累加記録である。

涙管は、涙管である。

涙眼は、涙眼である。

涙器は、涙器である。

類規は、類規である。

類義語は、類義語である。

累及は、累及である。

類句は、類句である。

累計は、累計である。

類型は、類型である。

類型学は、類型学である。

類型論は、類型論である。

累月は、累月である。

累減は、累減である。

累減税は、累減税である。

類語は、類語である。

類柑子は、類柑子である。

涙痕は、涙痕である。

累差は、累差である。

累坐は、累坐である。

櫑茶は、櫑茶である。

累歳は、累歳である。

塁砦は、塁砦である。



ルイサイトは、ルイサイトである。

累算は、累算である。

類纂は、類纂である。

誄詞は、誄詞である。

誄詩は、誄詩である。

累次は、累次である。

類字は、類字である。

類似は、類似である。

ルイジアナは、ルイジアナである。

ルイジアナ購入は、ルイジアナ購入である。

類脂質は、類脂質である。

類似症は、類似症である。

累七は、累七である。

類質は、類質である。

累日は、累日である。

羸弱は、羸弱である。

類聚は、類聚である。

類集は、類集である。

るい囚は、るい囚である。

類従は、類従である。

類聚歌林は、類聚歌林である。

類聚国史は、類聚国史である。

類聚三代格は、類聚三代格である。

類聚神祇本源は、類聚神祇本源である。

類聚符宣抄は、類聚符宣抄である。

類聚名義抄は、類聚名義抄である。

類聚名物考は、類聚名物考である。

類書は、類書である。

累除は、累除である。

類症は、類症である。

類焼は、類焼である。

累乗は、累乗である。

涙小管は、涙小管である。

累乗根は、累乗根である。

累進は、累進である。

塁審は、塁審である。

類親は、類親である。

誄人は、誄人である。

類人猿は、類人猿である。

累進税は、累進税である。

ルイスは、ルイスである。

類推は、類推である。

類推解釈は、類推解釈である。

ルイス酸塩基は、ルイス酸塩基である。

類するは、類するである。

累世は、累世である。



累積は、累積である。

累積債務は、累積債務である。

累積投票は、累積投票である。

累積度数は、累積度数である。

累積膜は、累積膜である。

縲絏は、縲絏である。

縲紲は、縲紲である。

涙腺は、涙腺である。

累遷は、累遷である。

類船は、類船である。

ルイセンコは、ルイセンコである。

累祖は、累祖である。

累層は、累層である。

羸痩は、羸痩である。

累増は、累増である。

類族は、類族である。

類族改は、類族改である。

累損は、累損である。

累代は、累代である。

類題は、類題である。

類題怜野集は、類題怜野集である。

類題和歌集は、類題和歌集である。

累朝は、累朝である。

類典は、類典である。

涙道は、涙道である。

類同は、類同である。

累年は、累年である。

涙嚢は、涙嚢である。

羸馬は、羸馬である。

羸憊は、羸憊である。

累犯は、累犯である。

類板は、類板である。

類伴は、類伴である。

類比は、類比である。

涙鼻管は、涙鼻管である。

類比推理は、類比推理である。

類病は、類病である。

羸病は、羸病である。

ルイフィリップは、ルイフィリップである。

ルイブランは、ルイブランである。

誄文は、誄文である。

ルイベは、ルイベである。

羸兵は、羸兵である。

塁壁は、塁壁である。

類別は、類別である。

塁堡は、塁堡である。



類本は、類本である。

累夜は、累夜である。

類薬は、類薬である。

類友は、類友である。

累葉は、累葉である。

類葉は、類葉である。

類葉升麻は、類葉升麻である。

類葉牡丹は、類葉牡丹である。

累卵は、累卵である。

類林は、類林である。

累累は、累累である。

累類は、累類である。

るいるいは、るいるいである。

類例は、類例である。

瘰癧は、瘰癧である。

羸老は、羸老である。

ルインは、ルインである。

ルーは、ルーである。

ルーアンは、ルーアンである。

ルーヴルは、ルーヴルである。

ルヴェルディは、ルヴェルディである。

ルーキーは、ルーキーである。

ルークは、ルークである。

ルーゴンマッカールは、ルーゴンマッカールである。

ルーサンは、ルーサンである。

ルージュは、ルージュである。

ルーズは、ルーズである。

ルーズヴェルトは、ルーズヴェルトである。

ルーズリーフは、ルーズリーフである。

ルーターは、ルーターである。

ルーダキーは、ルーダキーである。

ルーダ草は、ルーダ草である。

ルーチンは、ルーチンである。

ルーツは、ルーツである。

ルーツ送風機は、ルーツ送風機である。

ルーデサックは、ルーデサックである。

ルーテルは、ルーテルである。

ルーデンドルフは、ルーデンドルフである。

ルートは、ルートである。

ルートウィヒは、ルートウィヒである。

ルーバーは、ルーバーである。

ルーピンは、ルーピンである。

ルーフは、ルーフである。

ループは、ループである。

ループアンテナは、ループアンテナである。

ループ糸は、ループ糸である。



ルーフィングは、ルーフィングである。

ルーフガーデンは、ルーフガーデンである。

ループ線は、ループ線である。

ループタイは、ループタイである。

ルーブリは、ルーブリである。

ルーブルは、ルーブルである。

ループルは、ループルである。

ルーペは、ルーペである。

ルーベンスは、ルーベンスである。

ルーマニアは、ルーマニアである。

ルーマニア語は、ルーマニア語である。

ルーマンは、ルーマンである。

ルーミーは、ルーミーである。

ルームは、ルームである。

ルームクーラーは、ルームクーラーである。

ルームサービスは、ルームサービスである。

ルームチャージは、ルームチャージである。

ルームメートは、ルームメートである。

ルームライトは、ルームライトである。

ルームランプは、ルームランプである。

ルーメンは、ルーメンである。

ルーラーは、ルーラーである。

ルールは、ルールである。

ルールオブローは、ルールオブローである。

ルーレットは、ルーレットである。

ルーン文字は、ルーン文字である。

ルオーは、ルオーである。

ルカーチは、ルカーチである。

ルカ伝は、ルカ伝である。

ルカ福音書は、ルカ福音書である。

流記は、流記である。

留記は、留記である。

ルキアノスは、ルキアノスである。

鏤金は、鏤金である。

ルグウィンは、ルグウィンである。

ルクスは、ルクスである。

ルクセンブルクは、ルクセンブルクである。

ルクソルは、ルクソルである。

ルクランシェ電池は、ルクランシェ電池である。

ルクレチウスは、ルクレチウスである。

縷言は、縷言である。

縷紅は、縷紅である。

縷紅草は、縷紅草である。

留紅草は、留紅草である。

ルゴール液は、ルゴール液である。

漏刻は、漏刻である。



鏤刻は、鏤刻である。

鏤骨は、鏤骨である。

ルコックは、ルコックである。

ルコルビュジエは、ルコルビュジエである。

ルコントドリールは、ルコントドリールである。

ルサージュは、ルサージュである。

流罪は、流罪である。

ルサンチマンは、ルサンチマンである。

僂指は、僂指である。

屡次は、屡次である。

ルジーアダスは、ルジーアダスである。

ルジチカは、ルジチカである。

ルシッドは、ルシッドである。

ルシファーは、ルシファーである。

ルシフェリンは、ルシフェリンである。

ルシャトリエは、ルシャトリエである。

ルシャトリエの法則は、ルシャトリエの法則である。

盧舎那仏は、盧舎那仏である。

ルジャンドルは、ルジャンドルである。

屡述は、屡述である。

縷述は、縷述である。

ルシュディは、ルシュディである。

流所は、流所である。

瘻人は、瘻人である。

留守は、留守である。

流徒は、流徒である。

留守居は、留守居である。

留守居駕籠は、留守居駕籠である。

留守居番は、留守居番である。

留守居松は、留守居松である。

流通分は、流通分である。

留守勝ちは、留守勝ちである。

留守神は、留守神である。

留守事は、留守事である。

留守職は、留守職である。

留守住いは、留守住いである。

留守代は、留守代である。

ルスタヴェリは、ルスタヴェリである。

留守宅は、留守宅である。

留守官は、留守官である。

留守鉄砲は、留守鉄砲である。

留守問いは、留守問いである。

留守所は、留守所である。

留守人は、留守人である。

留守寝は、留守寝である。

留守番は、留守番である。



留守番電話は、留守番電話である。

留守札は、留守札である。

留守見舞は、留守見舞である。

留守録は、留守録である。

縷説は、縷説である。

流僧は、流僧である。

ルソーは、ルソーである。

ルソンは、ルソンである。

呂宋助左衛門は、呂宋助左衛門である。

呂宋壺は、呂宋壺である。

ルターは、ルターである。

ルター派教会は、ルター派教会である。

ルダンゴットは、ルダンゴットである。

ルチズムは、ルチズムである。

ルチフェルは、ルチフェルである。

流帳は、流帳である。

縷陳は、縷陳である。

ルチンは、ルチンである。

ルツェルンは、ルツェルンである。

ルックは、ルックである。

ルックザックは、ルックザックである。

ルックスは、ルックスである。

ルッジェーリは、ルッジェーリである。

ルッターは、ルッターである。

ルッツジャンプは、ルッツジャンプである。

坩堝は、坩堝である。

坩堝鋼は、坩堝鋼である。

坩堝炉は、坩堝炉である。

ルテチウムは、ルテチウムである。

ルテニウムは、ルテニウムである。

流転輪廻は、流転輪廻である。

ルドゥーは、ルドゥーである。

ルドベキアは、ルドベキアである。

ルドンは、ルドンである。

ルナールは、ルナールである。

ルナチャルスキーは、ルナチャルスキーである。

ルナパークは、ルナパークである。

ルナンは、ルナンである。

ルネサンスは、ルネサンスである。

ルノートルは、ルノートルである。

ルノルマンは、ルノルマンである。

ルノワールは、ルノワールである。

ルバートは、ルバートである。

ルバーブは、ルバーブである。

ルバイヤートは、ルバイヤートである。

ルバシカは、ルバシカである。



ルパンは、ルパンである。

ルビは、ルビである。

ルピアは、ルピアである。

ルビーは、ルビーである。

ルピーは、ルピーである。

ルビー硝子は、ルビー硝子である。

ルビー蝋虫は、ルビー蝋虫である。

ルビコンは、ルビコンである。

ルビジウムは、ルビジウムである。

ルビジウムストロンチウム法は、ルビジウムストロンチウム法である。

ルビ付は、ルビ付である。

ルビッチは、ルビッチである。

ルピナスは、ルピナスである。

ルビンシュタインは、ルビンシュタインである。

流布は、流布である。

ルフェーヴルは、ルフェーヴルである。

流布本は、流布本である。

ルフランは、ルフランである。

ルブランは、ルブランである。

ルブラン法は、ルブラン法である。

ルブリケーションは、ルブリケーションである。

ルブルックは、ルブルックである。

ルベーグ積分は、ルベーグ積分である。

ルポは、ルポである。

屡報は、屡報である。

ルポライターは、ルポライターである。

ルポルタージュは、ルポルタージュである。

ル又は、ル又である。

ルミナールは、ルミナールである。

ルミネセンスは、ルミネセンスである。

ルミノールは、ルミノールである。

ルムンバは、ルムンバである。

ルムンバ民族友好大学は、ルムンバ民族友好大学である。

ルメートルは、ルメートルである。

留萌は、留萌である。

ルモンドは、ルモンドである。

瑠璃は、瑠璃である。

ルリアは、ルリアである。

瑠璃色は、瑠璃色である。

瑠璃懸巣は、瑠璃懸巣である。

瑠璃瓦は、瑠璃瓦である。

瑠璃観音は、瑠璃観音である。

瑠璃釉は、瑠璃釉である。

瑠璃光如来は、瑠璃光如来である。

瑠璃紺は、瑠璃紺である。

ルリスタンは、ルリスタンである。



瑠璃草は、瑠璃草である。

瑠璃たて蝶は、瑠璃たて蝶である。

瑠璃鳥は、瑠璃鳥である。

瑠璃灯は、瑠璃灯である。

瑠璃虎の尾は、瑠璃虎の尾である。

兎児尾苗は、兎児尾苗である。

瑠璃はこべは、瑠璃はこべである。

瑠璃鶲は、瑠璃鶲である。

縷縷は、縷縷である。

ルルドは、ルルドである。

ルレットは、ルレットである。

流浪は、流浪である。

ルワンダは、ルワンダである。

ルンギーは、ルンギーである。

ルンゲは、ルンゲである。

ルンゼは、ルンゼである。

ルンバは、ルンバである。

ルンビニーは、ルンビニーである。

ルンペンは、ルンペンである。

ルンペンストーブは、ルンペンストーブである。

ルンペンプロレタリアートは、ルンペンプロレタリアートである。

れは、れである。

レは、レである。

レアは、レアである。

レアメタルは、レアメタルである。

レアリスムは、レアリスムである。

レアリテは、レアリテである。

伶は、伶である。

冷は、冷である。

励は、励である。

戻は、戻である。

例は、例である。

怜は、怜である。

零は、零である。

黎は、黎である。

隷は、隷である。

嶺は、嶺である。

齢は、齢である。

癘は、癘である。

麗は、麗である。

レイは、レイである。

令愛は、令愛である。

レイアウトは、レイアウトである。

霊安室は、霊安室である。

冷暗所は、冷暗所である。

冷罨法は、冷罨法である。



礼意は、礼意である。

霊位は、霊位である。

霊威は、霊威である。

霊異は、霊異である。

霊域は、霊域である。

零位法は、零位法である。

令尹は、令尹である。

冷雨は、冷雨である。

零雨は、零雨である。

霊雨は、霊雨である。

霊烏は、霊烏である。

霊雲は、霊雲である。

嶺雲は、嶺雲である。

霊液は、霊液である。

冷艶は、冷艶である。

霊園は、霊園である。

霊応は、霊応である。

礼扇は、礼扇である。

霊屋は、霊屋である。

レイオフは、レイオフである。

冷温は、冷温である。

冷夏は、冷夏である。

冷菓は、冷菓である。

零下は、零下である。

隷下は、隷下である。

冷灰は、冷灰である。

冷塊は、冷塊である。

例会は、例会である。

例解は、例解である。

霊怪は、霊怪である。

霊界は、霊界である。

冷害は、冷害である。

例外は、例外である。

例外法は、例外法である。

礼返しは、礼返しである。

冷覚は、冷覚である。

例格は、例格である。

藜かくは、藜かくである。

礼楽は、礼楽である。

伶楽は、伶楽である。

礼方は、礼方である。

伶官は、伶官である。

冷汗は、冷汗である。

冷寒は、冷寒である。

冷感は、冷感である。

霊感は、霊感である。



霊鑑は、霊鑑である。

冷眼は、冷眼である。

冷汗三斗は、冷汗三斗である。

霊岸島は、霊岸島である。

冷感症は、冷感症である。

礼器は、礼器である。

冷気は、冷気である。

励起は、励起である。

例規は、例規である。

霊鬼は、霊鬼である。

霊亀は、霊亀である。

癘気は、癘気である。

癘鬼は、癘鬼である。

礼義は、礼義である。

礼儀は、礼儀である。

麗気記は、麗気記である。

励起状態は、励起状態である。

レイキャヴィクは、レイキャヴィクである。

冷却は、冷却である。

冷却器は、冷却器である。

冷却期間は、冷却期間である。

冷却材は、冷却材である。

冷却剤は、冷却剤である。

冷却鰭は、冷却鰭である。

霊柩は、霊柩である。

霊柩車は、霊柩車である。

囹圄は、囹圄である。

囹圉は、囹圉である。

鈴鏡は、鈴鏡である。

霊香は、霊香である。

霊境は、霊境である。

零距離射撃は、零距離射撃である。

礼儀類典は、礼儀類典である。

礼金は、礼金である。

玲琴は、玲琴である。

霊菌は、霊菌である。

霊禽は、霊禽である。

霊区は、霊区である。

麗句は、麗句である。

儷句は、儷句である。

礼遇は、礼遇である。

冷遇は、冷遇である。

霊窟は、霊窟である。

令兄は、令兄である。

令閨は、令閨である。

麗景殿は、麗景殿である。



冷血は、冷血である。

令月は、令月である。

例月は、例月である。

冷血動物は、冷血動物である。

霊剣は、霊剣である。

霊けんは、霊けんである。

令厳は、令厳である。

冷厳は、冷厳である。

例言は、例言である。

霊験は、霊験である。

黎元は、黎元である。

霊験記は、霊験記である。

黎元洪は、黎元洪である。

霊験所は、霊験所である。

霊元天皇は、霊元天皇である。

例挙は、例挙である。

冷語は、冷語である。

冷光は、冷光である。

励行は、励行である。

例貢は、例貢である。

霊光は、霊光である。

藜羹は、藜羹である。

冷硬鋳物は、冷硬鋳物である。

冷酷は、冷酷である。

例刻は、例刻である。

霊告は、霊告である。

礼拵えは、礼拵えである。

霊魂は、霊魂である。

霊魂信仰は、霊魂信仰である。

霊魂不滅は、霊魂不滅である。

冷菜は、冷菜である。

例祭は、例祭である。

零砕は、零砕である。

零細は、零細である。

霊祭は、霊祭である。

霊犀は、霊犀である。

零細企業は、零細企業である。

零細農は、零細農である。

霊刹は、霊刹である。

例様は、例様である。

令史は、令史である。

令姉は、令姉である。

令嗣は、令嗣である。

茘枝は、茘枝である。

霊芝は、霊芝である。

霊祀は、霊祀である。



霊祠は、霊祠である。

麗姿は、麗姿である。

令慈は、令慈である。

励磁は、励磁である。

例示は、例示である。

例時は、例時である。

零時は、零時である。

霊畤は、霊畤である。

霊璽は、霊璽である。

隷字は、隷字である。

麗辞は、麗辞である。

茘枝貝は、茘枝貝である。

礼式は、礼式である。

例式は、例式である。

励磁機は、励磁機である。

例時作法は、例時作法である。

レイシズムは、レイシズムである。

例時懺法は、例時懺法である。

令室は、令室である。

霊室は、霊室である。

麗質は、麗質である。

例日は、例日である。

麗日は、麗日である。

冷湿布は、冷湿布である。

励磁電流は、励磁電流である。

礼者は、礼者である。

礼謝は、礼謝である。

霊社は、霊社である。

霊車は、霊車である。

霊舎は、霊舎である。

冷酒は、冷酒である。

黎首は、黎首である。

麗種は、麗種である。

醴酒は、醴酒である。

れい酒は、れい酒である。

霊獣は、霊獣である。

隷従は、隷従である。

令書は、令書である。

冷所は、冷所である。

冷処は、冷処である。

鈴杵は、鈴杵である。

黎庶は、黎庶である。

隷書は、隷書である。

冷床は、冷床である。

冷笑は、冷笑である。

例証は、例証である。



令状は、令状である。

令嬢は、令嬢である。

礼状は、礼状である。

礼譲は、礼譲である。

霊場は、霊場である。

藜杖は、藜杖である。

令状主義は、令状主義である。

令色は、令色である。

冷色は、冷色である。

冷食は、冷食である。

れいしょくは、れいしょくである。

麗色は、麗色である。

令辰は、令辰である。

伶人は、伶人である。

霊神は、霊神である。

隷人は、隷人である。

麗人は、麗人である。

伶人草は、伶人草である。

冷水は、冷水である。

霊水は、霊水である。

麗水は、麗水である。

霊瑞は、霊瑞である。

冷水塊は、冷水塊である。

冷水摩擦は、冷水摩擦である。

冷水浴は、冷水浴である。

令するは、令するである。

隷するは、隷するである。

令正は、令正である。

令政は、令政である。

令婿は、令婿である。

冷製は、冷製である。

冷静は、冷静である。

励精は、励精である。

鈴声は、鈴声である。

励声は、励声である。

冷泉は、冷泉である。

冷泉院は、冷泉院である。

冷泉為相は、冷泉為相である。

冷泉為恭は、冷泉為恭である。

冷泉為村は、冷泉為村である。

冷泉天皇は、冷泉天皇である。

冷泉富小路殿は、冷泉富小路殿である。

霊迹は、霊迹である。

霊跡は、霊跡である。

礼接は、礼接である。

礼節は、礼節である。



例説は、例説である。

礼銭は、礼銭である。

冷戦は、冷戦である。

霊泉は、霊泉である。

醴泉は、醴泉である。

冷然は、冷然である。

霊前は、霊前である。

冷然院は、冷然院である。

礼装は、礼装である。

霊草は、霊草である。

霊想は、霊想である。

冷蔵は、冷蔵である。

霊像は、霊像である。

冷蔵庫は、冷蔵庫である。

冷蔵浸酸は、冷蔵浸酸である。

令息は、令息である。

隷属は、隷属である。

令孫は、令孫である。

令尊は、令尊である。

例損は、例損である。

礼代は、礼代である。

例題は、例題である。

霊代は、霊代である。

霊台は、霊台である。

例大祭は、例大祭である。

戻太子は、戻太子である。

霊台郎は、霊台郎である。

霊託は、霊託である。

令達は、令達である。

冷淡は、冷淡である。

犂旦は、犂旦である。

黎旦は、黎旦である。

冷暖は、冷暖である。

冷暖自知は、冷暖自知である。

冷暖房は、冷暖房である。

霊地は、霊地である。

霊池は、霊池である。

霊知は、霊知である。

霊智は、霊智である。

冷茶は、冷茶である。

令長は、令長である。

礼帳は、礼帳である。

冷腸は、冷腸である。

冷嘲は、冷嘲である。

冷調は、冷調である。

零凋は、零凋である。



霊長は、霊長である。

霊鳥は、霊鳥である。

霊寵は、霊寵である。

黎朝は、黎朝である。

れいちょうは、れいちょうである。

霊長類は、霊長類である。

レイテは、レイテである。

令弟は、令弟である。

霊丁は、霊丁である。

霊的は、霊的である。

霊笛は、霊笛である。

霊的交感は、霊的交感である。

冷徹は、冷徹である。

礼典は、礼典である。

礼奠は、礼奠である。

冷点は、冷点である。

例典は、例典である。

零点は、零点である。

釐等は、釐等である。

礼電は、礼電である。

霊殿は、霊殿である。

釐等具は、釐等具である。

零度は、零度である。

冷凍は、冷凍である。

霊灯は、霊灯である。

令堂は、令堂である。

戻道は、戻道である。

霊堂は、霊堂である。

冷凍機は、冷凍機である。

冷凍魚は、冷凍魚である。

冷凍庫は、冷凍庫である。

冷凍食品は、冷凍食品である。

冷凍船は、冷凍船である。

令徳は、令徳である。

霊徳は、霊徳である。

冷肉は、冷肉である。

霊肉は、霊肉である。

冷熱は、冷熱である。

例年は、例年である。

例のは、例のである。

隷農は、隷農である。

霊能者は、霊能者である。

レイノー病は、レイノー病である。

レイノルズは、レイノルズである。

レイノルズ数は、レイノルズ数である。

礼馬は、礼馬である。



礼場は、礼場である。

冷罵は、冷罵である。

冷杯は、冷杯である。

零敗は、零敗である。

霊牌は、霊牌である。

冷媒は、冷媒である。

霊媒は、霊媒である。

霊媒術は、霊媒術である。

冷飯は、冷飯である。

麗筆は、麗筆である。

例人は、例人である。

冷評は、冷評である。

霊猫は、霊猫である。

霊廟は、霊廟である。

令扶は、令扶である。

霊府は、霊府である。

霊符は、霊符である。

礼部は、礼部である。

レイプは、レイプである。

冷風は、冷風である。

礼部卿は、礼部卿である。

礼部省は、礼部省である。

令夫人は、令夫人である。

礼物は、礼物である。

霊仏は、霊仏である。

霊物は、霊物である。

令聞は、令聞である。

礼文は、礼文である。

例文は、例文である。

礼聘は、礼聘である。

伶へいは、伶へいである。

例幣は、例幣である。

例幣使は、例幣使である。

鈴慕は、鈴慕である。

礼砲は、礼砲である。

霊方は、霊方である。

霊宝は、霊宝である。

霊峰は、霊峰である。

令望は、令望である。

礼帽は、礼帽である。

礼貌は、礼貌である。

冷房は、冷房である。

礼奉公は、礼奉公である。

冷房装置は、冷房装置である。

零墨は、零墨である。

霊木は、霊木である。



隷僕は、隷僕である。

零本は、零本である。

令妹は、令妹である。

礼参りは、礼参りである。

礼回りは、礼回りである。

霊妙は、霊妙である。

黎民は、黎民である。

霊夢は、霊夢である。

令名は、令名である。

黎明は、黎明である。

黎明会は、黎明会である。

黎明期は、黎明期である。

冷麺は、冷麺である。

レイモントは、レイモントである。

冷薬は、冷薬である。

霊薬は、霊薬である。

怜野集は、怜野集である。

霊囿は、霊囿である。

霊友会は、霊友会である。

令誉は、令誉である。

零余は、零余である。

礼容は、礼容である。

羚羊は、羚羊である。

麗容は、麗容である。

麗様は、麗様である。

羚羊角は、羚羊角である。

冷用酒は、冷用酒である。

零余子は、零余子である。

レイヨニスムは、レイヨニスムである。

零落は、零落である。

怜悧は、怜悧である。

伶俐は、伶俐である。

レイリーは、レイリーである。

レイリー波は、レイリー波である。

冷涼は、冷涼である。

霊力は、霊力である。

伶倫は、伶倫である。

冷冷は、冷冷である。

玲玲は、玲玲である。

麗麗は、麗麗である。

麗麗しいは、麗麗しいである。

零露は、零露である。

令郎は、令郎である。

玲瓏は、玲瓏である。

例話は、例話である。

レインは、レインである。



レインボーは、レインボーである。

レウは、レウである。

レヴァイアサンは、レヴァイアサンである。

レヴァント貿易は、レヴァント貿易である。

レヴィストロースは、レヴィストロースである。

レヴィナスは、レヴィナスである。

レヴィブリュールは、レヴィブリュールである。

レヴィモンタルチーニは、レヴィモンタルチーニである。

レヴィンは、レヴィンである。

レウキッポスは、レウキッポスである。

レーヴィは、レーヴィである。

レーウィンは、レーウィンである。

レーヴェは、レーヴェである。

レーウェンフックは、レーウェンフックである。

レーガンは、レーガンである。

レーキは、レーキである。

レーキドーザーは、レーキドーザーである。

レークは、レークである。

レークサイドは、レークサイドである。

レークプラシッドは、レークプラシッドである。

レーサーは、レーサーである。

レーザーは、レーザーである。

レーザーカットは、レーザーカットである。

レーザーダイオードは、レーザーダイオードである。

レーザーディスクは、レーザーディスクである。

レーザープリンターは、レーザープリンターである。

レーザーメスは、レーザーメスである。

レーシングカーは、レーシングカーである。

レースは、レースである。

レース編みは、レース編みである。

レースクイーンは、レースクイーンである。

レースラーは、レースラーである。

レーズンは、レーズンである。

レーゼドラマは、レーゼドラマである。

レーゾンデートルは、レーゾンデートルである。

レーダーは、レーダーである。

レーダーサイトは、レーダーサイトである。

レートは、レートである。

レードルは、レードルである。

レーナウは、レーナウである。

レーニアは、レーニアである。

レーニンは、レーニンである。

レーニン主義は、レーニン主義である。

レーニン峰は、レーニン峰である。

レーピンは、レーピンである。

レーベルは、レーベルである。



レーベンは、レーベンである。

レーミゾフは、レーミゾフである。

レームスは、レームスである。

レーヨンは、レーヨンである。

レールは、レールである。

レールウェーは、レールウェーである。

レールバスは、レールバスである。

レールモントフは、レールモントフである。

レーレー波は、レーレー波である。

レーンは、レーンである。

レーンコートは、レーンコートである。

レーンジャーは、レーンジャーである。

レーンシューズは、レーンシューズである。

レーンハットは、レーンハットである。

レーンブルックは、レーンブルックである。

レオは、レオである。

レオーノフは、レオーノフである。

レオスタットは、レオスタットである。

レオタードは、レオタードである。

レオナルドダヴィンチは、レオナルドダヴィンチである。

レオニダスは、レオニダスである。

レオパルディは、レオパルディである。

レオポンは、レオポンである。

レオロジーは、レオロジーである。

レオンは、レオンである。

レオンティエフは、レオンティエフである。

レガーズは、レガーズである。

レガートは、レガートである。

レガッタは、レガッタである。

鬲は、鬲である。

暦は、暦である。

歴は、歴である。

礫は、礫である。

轢は、轢である。

れきは、れきである。

暦運は、暦運である。

暦家は、暦家である。

歴階は、歴階である。

礫塊は、礫塊である。

暦学は、暦学である。

歴官は、歴官である。

礫岩は、礫岩である。

礫耕は、礫耕である。

歴歳は、歴歳である。

轢殺は、轢殺である。

歴山は、歴山である。



暦師は、暦師である。

歴仕は、歴仕である。

歴史は、歴史である。

轢死は、轢死である。

歴事は、歴事である。

歴史家は、歴史家である。

歴史画は、歴史画である。

歴史科学は、歴史科学である。

歴史学は、歴史学である。

歴史学派は、歴史学派である。

歴史観は、歴史観である。

歴史劇は、歴史劇である。

歴史言語学は、歴史言語学である。

歴史考古学は、歴史考古学である。

レキシコンは、レキシコンである。

歴史時代は、歴史時代である。

歴史主義は、歴史主義である。

歴史小説は、歴史小説である。

歴史地理学は、歴史地理学である。

暦日は、暦日である。

歴日は、歴日である。

歴史的は、歴史的である。

歴史的意識は、歴史的意識である。

歴史的仮名遣は、歴史的仮名遣である。

歴史的唯物論は、歴史的唯物論である。

歴史哲学は、歴史哲学である。

歴史派経済学派は、歴史派経済学派である。

歴史文法は、歴史文法である。

歴史法学は、歴史法学である。

歴史法則は、歴史法則である。

歴史物語は、歴史物語である。

暦者は、暦者である。

櫟社は、櫟社である。

暦術は、暦術である。

歴巡は、歴巡である。

暦書は、暦書である。

暦象は、暦象である。

レキシントンは、レキシントンである。

暦推算学は、暦推算学である。

暦数は、暦数である。

歴数は、歴数である。

暦生は、暦生である。

歴世は、歴世である。

瀝青は、瀝青である。

瀝青ウラン鉱は、瀝青ウラン鉱である。

瀝青岩は、瀝青岩である。



瀝青炭は、瀝青炭である。

歴戦は、歴戦である。

歴然は、歴然である。

歴代は、歴代である。

轢断は、轢断である。

暦注は、暦注である。

歴朝は、歴朝である。

歴朝詔詞解は、歴朝詔詞解である。

歴程は、歴程である。

歴伝は、歴伝である。

礫土は、礫土である。

暦道は、暦道である。

歴任は、歴任である。

暦年は、暦年である。

歴年は、歴年である。

暦年齢は、暦年齢である。

櫪馬は、櫪馬である。

歴拝は、歴拝である。

暦博士は、暦博士である。

暦表は、暦表である。

暦表時は、暦表時である。

暦法は、暦法である。

歴訪は、歴訪である。

暦本は、暦本である。

れきまは、れきまである。

暦命は、暦命である。

歴名帳は、歴名帳である。

歴名簿は、歴名簿である。

歴問は、歴問である。

歴遊は、歴遊である。

レギュラーは、レギュラーである。

レギュラーコーヒーは、レギュラーコーヒーである。

レギュラーポジションは、レギュラーポジションである。

レギュラーメンバーは、レギュラーメンバーである。

レギュラシオン派は、レギュラシオン派である。

レギュレーターは、レギュレーターである。

歴葉は、歴葉である。

歴落は、歴落である。

歴覧は、歴覧である。

歴歴は、歴歴である。

瀝瀝は、瀝瀝である。

轣轣は、轣轣である。

轣轆は、轣轆である。

レギンスは、レギンスである。

レクイエムは、レクイエムである。

レクチャーは、レクチャーである。



レグホーンは、レグホーンである。

レグミンは、レグミンである。

レクラムは、レクラムである。

レクリエーションは、レクリエーションである。

レグルスは、レグルスである。

レゲエは、レゲエである。

レゲンダは、レゲンダである。

れこは、れこである。

レコーダーは、レコーダーである。

レコーディングは、レコーディングである。

レコードは、レコードである。

レコードコンサートは、レコードコンサートである。

レコードプレーヤーは、レコードプレーヤーである。

レコードホルダーは、レコードホルダーである。

レコード破りは、レコード破りである。

れこ式は、れこ式である。

レゴンは、レゴンである。

レコンキスタは、レコンキスタである。

レザーは、レザーである。

レザークラフトは、レザークラフトである。

レザークロスは、レザークロスである。

レザーブは、レザーブである。

レザーペーパーは、レザーペーパーである。

レザノフは、レザノフである。

レジは、レジである。

レシートは、レシートである。

レシーバーは、レシーバーである。

レシーブは、レシーブである。

レジェは、レジェである。

レジオネラ菌は、レジオネラ菌である。

レジオンドヌールは、レジオンドヌールである。

レジスターは、レジスターである。

レジスタンスは、レジスタンスである。

レシタティーヴは、レシタティーヴである。

レシチンは、レシチンである。

レシテーションは、レシテーションである。

レジデンスは、レジデンスである。

レシピは、レシピである。

レシピエントは、レシピエントである。

レシフェは、レシフェである。

レシプロエンジンは、レシプロエンジンである。

レジメは、レジメである。

レジメンタルタイは、レジメンタルタイである。

レジャーは、レジャーである。

レジャー産業は、レジャー産業である。

レジュメは、レジュメである。



レジンは、レジンである。

レスは、レスである。

レズは、レズである。

レスキューは、レスキューである。

レスキュー隊は、レスキュー隊である。

レスコーフは、レスコーフである。

レストハウスは、レストハウスである。

レストランは、レストランである。

レストルームは、レストルームである。

レスビアンは、レスビアンである。

レスピーギは、レスピーギである。

レスピレーターは、レスピレーターである。

レスボスは、レスボスである。

レスポンスは、レスポンスである。

レスラーは、レスラーである。

レスリングは、レスリングである。

レセップスは、レセップスである。

レセプションは、レセプションである。

レセプターは、レセプターである。

レセプトは、レセプトである。

レセルピンは、レセルピンである。

れそは、れそである。

レソトは、レソトである。

レソルシノールは、レソルシノールである。

レゾルシンは、レゾルシンである。

レダは、レダである。

レターは、レターである。

レターペーパーは、レターペーパーである。

レダクションギヤは、レダクションギヤである。

レダクターゼは、レダクターゼである。

レタスは、レタスである。

レタックスは、レタックスである。

レタッチは、レタッチである。

レダマは、レダマである。

レタリングは、レタリングである。

列は、列である。

レチクル座は、レチクル座である。

レチタティーヴォは、レチタティーヴォである。

劣は、劣である。

烈は、烈である。

裂は、裂である。

劣悪は、劣悪である。

列位は、列位である。

劣位は、劣位である。

列火は、列火である。

劣化は、劣化である。



烈火は、烈火である。

裂果は、裂果である。

裂罅は、裂罅である。

レッカーは、レッカーである。

裂開は、裂開である。

裂開果は、裂開果である。

劣化ウランは、劣化ウランである。

劣角は、劣角である。

裂罅充填は、裂罅充填である。

裂罅泉は、裂罅泉である。

列記は、列記である。

礫器は、礫器である。

歴とは、歴とである。

列居は、列居である。

列挙は、列挙である。

列強は、列強である。

列禦寇は、列禦寇である。

レッグウォーマーは、レッグウォーマーである。

レッグオブマトン‐スリーブは、レッグオブマトン‐スリーブである。

列見は、列見である。

劣弧は、劣弧である。

列伍は、列伍である。

劣後は、劣後である。

列侯は、列侯である。

烈公は、烈公である。

列伍運動は、列伍運動である。

劣後株は、劣後株である。

列国は、列国である。

列座は、列座である。

レッサーパンダは、レッサーパンダである。

劣才は、劣才である。

列参は、列参である。

列子は、列子である。

烈士は、烈士である。

列士は、列士である。

列次は、列次である。

列氏温度は、列氏温度である。

烈日は、烈日である。

列車は、列車である。

劣弱は、劣弱である。

列車ダイヤは、列車ダイヤである。

列車標識は、列車標識である。

列宿は、列宿である。

列叙は、列叙である。

烈女は、烈女である。

列女は、列女である。



裂傷は、裂傷である。

劣情は、劣情である。

烈丈夫は、烈丈夫である。

列女伝は、列女伝である。

烈震は、烈震である。

レッシングは、レッシングである。

列するは、列するである。

レッスンは、レッスンである。

列世は、列世である。

列星は、列星である。

列聖は、列聖である。

劣性は、劣性である。

劣勢は、劣勢である。

列席は、列席である。

レッセフェールレッセ‐パッセは、レッセフェールレッセ‐パッセである。

列祖は、列祖である。

列訴は、列訴である。

烈祖は、烈祖である。

裂創は、裂創である。

列卒は、列卒である。

列代は、列代である。

列置は、列置である。

列柱は、列柱である。

列帖装は、列帖装である。

レッテルは、レッテルである。

列伝は、列伝である。

列伝体は、列伝体である。

レットは、レットである。

レッドは、レッドである。

列島は、列島である。

劣等は、劣等である。

劣等感は、劣等感である。

劣等財は、劣等財である。

裂頭条虫は、裂頭条虫である。

レッドカードは、レッドカードである。

レッドデータブックは、レッドデータブックである。

レッドパージは、レッドパージである。

レッドパワーは、レッドパワーである。

レッドペッパーは、レッドペッパーである。

レットルフランセーズは、レットルフランセーズである。

列拝は、列拝である。

劣敗は、劣敗である。

裂帛は、裂帛である。

列藩は、列藩である。

列品は、列品である。

烈夫は、烈夫である。



烈婦は、烈婦である。

烈風は、烈風である。

レッペは、レッペである。

列邦は、列邦である。

列立は、列立である。

冽冽は、冽冽である。

烈烈は、烈烈である。

レディーは、レディーである。

レディースは、レディースである。

レディーファーストは、レディーファーストである。

レディーメードは、レディーメードである。

レディネスは、レディネスである。

レ点は、レ点である。

レトリックは、レトリックである。

レトリバーは、レトリバーである。

レトルトは、レトルトである。

レトルト食品は、レトルト食品である。

レトロは、レトロである。

レトロウイルスは、レトロウイルスである。

レトロマン語は、レトロマン語である。

レナは、レナである。

レニウムは、レニウムである。

レニエは、レニエである。

櫺子は、櫺子である。

レニンは、レニンである。

レニングラードは、レニングラードである。

レネは、レネである。

レバーは、レバーである。

レパートリーは、レパートリーである。

レバノンは、レバノンである。

レパントの海戦は、レパントの海戦である。

レピドゥスは、レピドゥスである。

レビューは、レビューである。

レビューガールは、レビューガールである。

レビレートは、レビレートである。

レフは、レフである。

レファレンスは、レファレンスである。

レファレンダムは、レファレンダムである。

レフェリーは、レフェリーである。

レフェリーストップは、レフェリーストップである。

レプチャ語は、レプチャ語である。

レフトは、レフトである。

レプトスピラ症は、レプトスピラ症である。

レプトセファルスは、レプトセファルスである。

レプトンは、レプトンである。

レプラは、レプラである。



レプリカは、レプリカである。

レフレクターは、レフレクターである。

レフレックスは、レフレックスである。

レフレックスカメラは、レフレックスカメラである。

礼文島は、礼文島である。

レベルは、レベルである。

レベルアップは、レベルアップである。

レベルダウンは、レベルダウンである。

レペルトワールは、レペルトワールである。

レポは、レポである。

レポーターは、レポーターである。

レポートは、レポートである。

レボリューションは、レボリューションである。

レマルクは、レマルクである。

レマン湖は、レマン湖である。

レミゼラブルは、レミゼラブルである。

レミニセンスは、レミニセンスである。

レミングは、レミングである。

レムは、レムである。

レム睡眠は、レム睡眠である。

レモネードは、レモネードである。

レモンは、レモンである。

レモンイエローは、レモンイエローである。

レモングラスは、レモングラスである。

レモン水は、レモン水である。

レモンスカッシュは、レモンスカッシュである。

檸檬草は、檸檬草である。

レモンティーは、レモンティーである。

レモン油は、レモン油である。

レリーズは、レリーズである。

レリーフは、レリーフである。

れるは、れるである。

れろれろは、れろれろである。

恋は、恋である。

連は、連である。

廉は、廉である。

煉は、煉である。

蓮は、蓮である。

練は、練である。

匳は、匳である。

奩は、奩である。

憐は、憐である。

輦は、輦である。

錬は、錬である。

斂は、斂である。

聯は、聯である。



簾は、簾である。

恋愛は、恋愛である。

憐愛は、憐愛である。

恋愛結婚は、恋愛結婚である。

恋愛至上主義は、恋愛至上主義である。

漣いは、漣いである。

連印は、連印である。

連陰は、連陰である。

連雨は、連雨である。

連雲港は、連雲港である。

連延は、連延である。

瀲えんは、瀲えんである。

連音は、連音である。

漣音は、漣音である。

連音符は、連音符である。

恋歌は、恋歌である。

連枷は、連枷である。

廉価は、廉価である。

蓮荷は、蓮荷である。

輦下は、輦下である。

連火は、連火である。

連歌は、連歌である。

煉瓦は、煉瓦である。

連歌合は、連歌合である。

簾外は、簾外である。

蓮角は、蓮角である。

連歌師は、連歌師である。

連歌新式は、連歌新式である。

煉瓦石は、煉瓦石である。

煉化石は、煉化石である。

煉瓦造りは、煉瓦造りである。

連歌盗人は、連歌盗人である。

連歌始は、連歌始である。

連歌本式は、連歌本式である。

連桿は、連桿である。

連管は、連管である。

連関は、連関である。

聯関は、聯関である。

連環は、連環である。

連環画は、連環画である。

連関群は、連関群である。

連環馬は、連環馬である。

連記は、連記である。

連木は、連木である。

連記投票制は、連記投票制である。

連丘は、連丘である。



連休は、連休である。

れん魚は、れん魚である。

連翹は、連翹である。

練行は、練行である。

廉謹は、廉謹である。

連吟は、連吟である。

錬金術は、錬金術である。

連句は、連句である。

聯句は、聯句である。

蓮華は、蓮華である。

蓮花は、蓮花である。

連係は、連係である。

連繋は、連繋である。

聯繋は、聯繋である。

連携は、連携である。

蓮茎は、蓮茎である。

蓮華王院は、蓮華王院である。

蓮華往生は、蓮華往生である。

蓮華坐は、蓮華坐である。

蓮華座は、蓮華座である。

蓮華升麻は、蓮華升麻である。

蓮華草は、蓮華草である。

蓮華蔵世界は、蓮華蔵世界である。

蓮華台は、蓮華台である。

連結は、連結である。

聯結は、聯結である。

廉潔は、廉潔である。

連月は、連月である。

連結器は、連結器である。

連結決算は、連結決算である。

連結財務諸表は、連結財務諸表である。

蓮華躑躅は、蓮華躑躅である。

蓮月尼は、蓮月尼である。

蓮華の日は、蓮華の日である。

蓮華文は、蓮華文である。

連言は、連言である。

連呼は、連呼である。

連碁は、連碁である。

聯碁は、聯碁である。

連語は、連語である。

連亘は、連亘である。

聯亘は、聯亘である。

連行は、連行である。

連岡は、連岡である。

連衡は、連衡である。

連合は、連合である。



聯合は、聯合である。

連合艦隊は、連合艦隊である。

連合規約は、連合規約である。

連合軍は、連合軍である。

連合国は、連合国である。

連合国家は、連合国家である。

連合心理学は、連合心理学である。

連合野は、連合野である。

連合領は、連合領である。

輦轂は、輦轂である。

煉獄は、煉獄である。

輦轂の下は、輦轂の下である。

連子鯛は、連子鯛である。

連弧文鏡は、連弧文鏡である。

漣痕は、漣痕である。

蓮根は、蓮根である。

連鎖は、連鎖である。

連座は、連座である。

連坐は、連坐である。

蓮座は、蓮座である。

連歳は、連歳である。

連載は、連載である。

連鎖球菌は、連鎖球菌である。

連作は、連作である。

連索は、連索である。

連鎖群は、連鎖群である。

連鎖劇は、連鎖劇である。

連鎖式は、連鎖式である。

連札は、連札である。

連刷は、連刷である。

憐察は、憐察である。

連鎖店は、連鎖店である。

連鎖反応は、連鎖反応である。

連山は、連山である。

連山の眉は、連山の眉である。

連枝は、連枝である。

廉士は、廉士である。

練思は、練思である。

蓮子は、蓮子である。

錬士は、錬士である。

聯詩は、聯詩である。

連子は、連子である。

連辞は、連辞である。

レンジは、レンジである。

連辞関係は、連辞関係である。

連獅子は、連獅子である。



連日は、連日である。

レンジファインダーは、レンジファインダーである。

連子窓は、連子窓である。

連射は、連射である。

蓮社は、蓮社である。

輦車は、輦車である。

連借は、連借である。

連尺は、連尺である。

連雀は、連雀である。

連着は、連着である。

連尺商いは、連尺商いである。

連着の鞦は、連着の鞦である。

連珠は、連珠である。

聯珠は、聯珠である。

連衆は、連衆である。

練修は、練修である。

練習は、練習である。

蓮宗は、蓮宗である。

連中は、連中である。

練習艦隊は、練習艦隊である。

練習機は、練習機である。

練習曲は、練習曲である。

練習船は、練習船である。

攣縮は、攣縮である。

練熟は、練熟である。

連珠砦は、連珠砦である。

聯珠詩格は、聯珠詩格である。

憐恤は、憐恤である。

連署は、連署である。

憐恕は、憐恕である。

連宵は、連宵である。

連捷は、連捷である。

連勝は、連勝である。

恋情は、恋情である。

連状は、連状である。

連声は、連声である。

連乗は、連乗である。

連城は、連城である。

廉譲は、廉譲である。

憐情は、憐情である。

連勝単式は、連勝単式である。

連城の璧は、連城の璧である。

連勝複式は、連勝複式である。

蓮生坊は、蓮生坊である。

レンズは、レンズである。

恋ずは、恋ずである。



練ずは、練ずである。

レンズ雲は、レンズ雲である。

レンズシャッターは、レンズシャッターである。

レンズ付きフィルムは、レンズ付きフィルムである。

レンズ豆は、レンズ豆である。

連星は、連星である。

廉正は、廉正である。

錬成は、錬成である。

練成は、練成である。

簾政は、簾政である。

憐惜は、憐惜である。

連接は、連接である。

廉節は、廉節である。

連接棒は、連接棒である。

連戦は、連戦である。

連銭は、連銭である。

連銭葦毛は、連銭葦毛である。

連戦連勝は、連戦連勝である。

連奏は、連奏である。

聯奏は、聯奏である。

連想は、連想である。

聯想は、聯想である。

斂葬は、斂葬である。

連想価は、連想価である。

連想検査は、連想検査である。

連装砲は、連装砲である。

連双窓は、連双窓である。

連続は、連続である。

連続関数は、連続関数である。

連続スペクトルは、連続スペクトルである。

連続性の公理は、連続性の公理である。

連続梁は、連続梁である。

連続犯は、連続犯である。

連村は、連村である。

連打は、連打である。

連帯は、連帯である。

連隊は、連隊である。

聯隊は、聯隊である。

蓮台は、蓮台である。

輦台は、輦台である。

連台は、連台である。

簾台は、簾台である。

連隊旗は、連隊旗である。

連体形は、連体形である。

連帯債務は、連帯債務である。

連体詞は、連体詞である。



連帯借は、連帯借である。

連帯責任は、連帯責任である。

連隊長は、連隊長である。

蓮台野は、蓮台野である。

連帯保証債務は、連帯保証債務である。

輦台渡しは、輦台渡しである。

レンタカーは、レンタカーである。

連濁は、連濁である。

連凧は、連凧である。

練達は、練達である。

レンタルは、レンタルである。

煉丹は、煉丹である。

練炭は、練炭である。

煉炭は、煉炭である。

連弾は、連弾である。

聯弾は、聯弾である。

廉恥は、廉恥である。

蓮池は、蓮池である。

レンチは、レンチである。

恋着は、恋着である。

簾中は、簾中である。

簾中入立は、簾中入立である。

廉直は、廉直である。

レンツは、レンツである。

連通管は、連通管である。

レンツの法則は、レンツの法則である。

連綴は、連綴である。

聯綴は、聯綴である。

錬鉄は、錬鉄である。

練鉄は、練鉄である。

レンテンマルクは、レンテンマルクである。

レントは、レントである。

連弩は、連弩である。

臠刀は、臠刀である。

連動は、連動である。

輦道は、輦道である。

れん童は、れん童である。

連読は、連読である。

レントゲンは、レントゲンである。

レントゲン写真は、レントゲン写真である。

レントゲン線は、レントゲン線である。

連飛は、連飛である。

簾内は、簾内である。

練若は、練若である。

練乳は、練乳である。

煉乳は、煉乳である。



蓮如は、蓮如である。

連年は、連年である。

連破は、連破である。

連覇は、連覇である。

廉頗は、廉頗である。

廉売は、廉売である。

連俳は、連俳である。

連敗は、連敗である。

簾箔は、簾箔である。

連発は、連発である。

連発銃は、連発銃である。

連番は、連番である。

連判は、連判である。

連判借は、連判借である。

連判状は、連判状である。

連比は、連比である。

レンヒイは、レンヒイである。

連筆は、連筆である。

連比例は、連比例である。

憐憫は、憐憫である。

憐愍は、憐愍である。

練武は、練武である。

蓮府は、蓮府である。

臉譜は、臉譜である。

連福草は、連福草である。

レンブラントは、レンブラントである。

連袂は、連袂である。

練兵は、練兵である。

練兵場は、練兵場である。

蓮弁は、蓮弁である。

恋慕は、恋慕である。

練歩は、練歩である。

蓮歩は、蓮歩である。

連邦は、連邦である。

聯邦は、聯邦である。

連峰は、連峰である。

連邦国家は、連邦国家である。

連邦準備銀行は、連邦準備銀行である。

連邦準備制度は、連邦準備制度である。

恋慕事は、恋慕事である。

恋慕流しは、恋慕流しである。

練磨は、練磨である。

錬磨は、錬磨である。

連名は、連名である。

連盟は、連盟である。

聯盟は、聯盟である。



連綿は、連綿である。

連綿体は、連綿体である。

蓮門は、蓮門である。

蓮門教は、蓮門教である。

連夜は、連夜である。

練薬は、練薬である。

煉薬は、煉薬である。

輦輿は、輦輿である。

連用は、連用である。

連用形は、連用形である。

連絡は、連絡である。

聯絡は、聯絡である。

濂洛関びんの学は、濂洛関びんの学である。

連絡船は、連絡船である。

連理は、連理である。

廉吏は、廉吏である。

連理草は、連理草である。

連立は、連立である。

聯立は、聯立である。

連立内閣は、連立内閣である。

連立方程式は、連立方程式である。

連理の枝は、連理の枝である。

連理引は、連理引である。

連理秘抄は、連理秘抄である。

連量は、連量である。

連累は、連累である。

連類は、連類である。

恋恋は、恋恋である。

連連は、連連である。

漣漣は、漣漣である。

連連引は、連連引である。

輦路は、輦路である。

輦輅は、輦輅である。

ろは、ろである。

炉は、炉である。

絽は、絽である。

路は、路である。

魯は、魯である。

瘻は、瘻である。

濾は、濾である。

廬は、廬である。

露は、露である。

艪は、艪である。

櫓は、櫓である。

艫は、艫である。

驢は、驢である。



ロアールは、ロアールである。

露悪は、露悪である。

艪脚は、艪脚である。

櫓脚は、櫓脚である。

驢鞍橋は、驢鞍橋である。

ロイコ化合物は、ロイコ化合物である。

ロイシンは、ロイシンである。

ロイズは、ロイズである。

ロイスダールは、ロイスダールである。

ロイターは、ロイターである。

ロイドは、ロイドである。

ロイドジョージは、ロイドジョージである。

ロイド眼鏡は、ロイド眼鏡である。

ロイヒリンは、ロイヒリンである。

ロイブは、ロイブである。

ロイマチスは、ロイマチスである。

ロイヤリティーは、ロイヤリティーである。

ロイヤルは、ロイヤルである。

ロイヤルアカデミーは、ロイヤルアカデミーである。

ロイヤルゼリーは、ロイヤルゼリーである。

ロイヤルソサイエティーは、ロイヤルソサイエティーである。

ロイヤルボックスは、ロイヤルボックスである。

蝋色は、蝋色である。

蝋色漆は、蝋色漆である。

蝋色鞘は、蝋色鞘である。

蝋色塗は、蝋色塗である。

老は、老である。

労は、労である。

弄は、弄である。

牢は、牢である。

郎は、郎である。

陋は、陋である。

朗は、朗である。

浪は、浪である。

狼は、狼である。

婁は、婁である。

廊は、廊である。

楼は、楼である。

漏は、漏である。

癆は、癆である。

臘は、臘である。

臈は、臈である。

隴は、隴である。

朧は、朧である。

蝋は、蝋である。

籠は、籠である。



聾は、聾である。

鑞は、鑞である。

ろうは、ろうである。

聾唖は、聾唖である。

聾唖学校は、聾唖学校である。

牢上がりは、牢上がりである。

聾唖教育は、聾唖教育である。

ロヴァニエミは、ロヴァニエミである。

牢改めは、牢改めである。

労逸は、労逸である。

牢入は、牢入である。

老陰は、老陰である。

狼咽は、狼咽である。

聾暗は、聾暗である。

老嫗は、老嫗である。

朗詠は、朗詠である。

漏洩は、漏洩である。

漏泄は、漏泄である。

労役は、労役である。

労役場は、労役場である。

労役場留置は、労役場留置である。

狼煙は、狼煙である。

狼烟は、狼烟である。

老翁は、老翁である。

老媼は、老媼である。

老鶯は、老鶯である。

陋屋は、陋屋である。

漏屋は、漏屋である。

労音は、労音である。

老化は、老化である。

弄火は、弄火である。

弄花は、弄花である。

浪花は、浪花である。

浪華は、浪華である。

狼火は、狼火である。

廊下は、廊下である。

弄瓦は、弄瓦である。

蝋画は、蝋画である。

老獪は、老獪である。

浪界は、浪界である。

撈海は、撈海である。

労咳は、労咳である。

隴海鉄道は、隴海鉄道である。

蝋描染は、蝋描染である。

浪客は、浪客である。

楼閣は、楼閣である。



老化現象は、老化現象である。

牢瘡は、牢瘡である。

蝋型は、蝋型である。

聾学校は、聾学校である。

廊下伝いは、廊下伝いである。

廊下続きは、廊下続きである。

廊下鳶は、廊下鳶である。

廊下橋は、廊下橋である。

廊下番は、廊下番である。

蝋紙は、蝋紙である。

乱がはしは、乱がはしである。

老幹は、老幹である。

老漢は、老漢である。

弄翰は、弄翰である。

牢檻は、牢檻である。

琅かんは、琅かんである。

楼観は、楼観である。

瘻管は、瘻管である。

蝋管は、蝋管である。

老眼は、老眼である。

老顔は、老顔である。

弄丸は、弄丸である。

弄玩は、弄玩である。

老眼鏡は、老眼鏡である。

老気は、老気である。

老耆は、老耆である。

老驥は、老驥である。

老騏は、老騏である。

牢記は、牢記である。

癆気は、癆気である。

老妓は、老妓である。

螻蟻は、螻蟻である。

労基法は、労基法である。

老脚は、老脚である。

老朽は、老朽である。

漏救は、漏救である。

籠球は、籠球である。

老朽化は、老朽化である。

老朽化水田は、老朽化水田である。

陋居は、陋居である。

籠居は、籠居である。

撈魚は、撈魚である。

老狂は、老狂である。

老境は、老境である。

陋狭は、陋狭である。

聾教育は、聾教育である。



浪曲は、浪曲である。

労金は、労金である。

労勤は、労勤である。

労銀は、労銀である。

朗吟は、朗吟である。

朧銀は、朧銀である。

老躯は、老躯である。

労苦は、労苦である。

僂佝は、僂佝である。

牢腐しは、牢腐しである。

老屈は、老屈である。

労組は、労組である。

老君は、老君である。

郎君は、郎君である。

労気は、労気である。

老兄は、老兄である。

朗景は、朗景である。

臈纈は、臈纈である。

蝋纈は、蝋纈である。

楼闕は、楼闕である。

弄月は、弄月である。

朗月は、朗月である。

臘月は、臘月である。

朧月は、朧月である。

狼牙棒は、狼牙棒である。

老健は、老健である。

陋見は、陋見である。

弄言は、弄言である。

牢乎は、牢乎である。

牢固は、牢固である。

狼虎は、狼虎である。

楼鼓は、楼鼓である。

漏壺は、漏壺である。

漏鼓は、漏鼓である。

螻蛄は、螻蛄である。

老後は、老後である。

老公は、老公である。

老功は、老功である。

老巧は、老巧である。

労功は、労功である。

陋巷は、陋巷である。

瘻孔は、瘻孔である。

漏告は、漏告である。

漏剋は、漏剋である。

牢獄は、牢獄である。

漏刻博士は、漏刻博士である。



漏剋博士は、漏剋博士である。

牢輿は、牢輿である。

牢御所は、牢御所である。

老骨は、老骨である。

老者は、老者である。

老妻は、老妻である。

老歳は、老歳である。

労災は、労災である。

癆さいは、癆さいである。

癆さい気質は、癆さい気質である。

蝋細工は、蝋細工である。

弄斎節は、弄斎節である。

労災保険は、労災保険である。

労作は、労作である。

籠作は、籠作である。

労作歌は、労作歌である。

労作教育は、労作教育である。

牢鞘は、牢鞘である。

老残は、老残である。

籠山は、籠山である。

老残遊記は、老残遊記である。

老士は、老士である。

老子は、老子である。

老死は、老死である。

老師は、老師である。

老視は、老視である。

労使は、労使である。

労資は、労資である。

牢死は、牢死である。

浪士は、浪士である。

浪死は、浪死である。

臘次は、臘次である。

蝋地は、蝋地である。

聾児は、聾児である。

労使協議制は、労使協議制である。

労資協調は、労資協調である。

娘子軍は、娘子軍である。

老子化胡経は、老子化胡経である。

領じ占むは、領じ占むである。

蝋嘴鳥は、蝋嘴鳥である。

老疾は、老疾である。

陋室は、陋室である。

陋質は、陋質である。

漏失は、漏失である。

老実は、老実である。

臘日は、臘日である。



老舎は、老舎である。

牢舎は、牢舎である。

牢者は、牢者である。

籠舎は、籠舎である。

聾者は、聾者である。

老若は、老若である。

老弱は、老弱である。

狼藉は、狼藉である。

狼藉日は、狼藉日である。

老手は、老手である。

楼主は、楼主である。

老寿は、老寿である。

老儒は、老儒である。

老樹は、老樹である。

陋儒は、陋儒である。

老醜は、老醜である。

陋習は、陋習である。

陋醜は、陋醜である。

老中は、老中である。

郎従は、郎従である。

老中格は、老中格である。

老中並は、老中並である。

老熟は、老熟である。

漏出は、漏出である。

老女は、老女である。

老小は、老小である。

老少は、老少である。

老松は、老松である。

老将は、老将である。

労相は、労相である。

労症は、労症である。

癆性は、癆性である。

労傷は、労傷である。

弄璋は、弄璋である。

朗笑は、朗笑である。

朗唱は、朗唱である。

朗誦は、朗誦である。

老嬢は、老嬢である。

楼上は、楼上である。

籠城は、籠城である。

老松堂日本行録は、老松堂日本行録である。

老少不定は、老少不定である。

老職は、老職である。

朗色は、朗色である。

老女物は、老女物である。

老臣は、老臣である。



老身は、老身である。

老親は、老親である。

労心は、労心である。

労神は、労神である。

老人は、老人である。

老人医療は、老人医療である。

老人星は、老人星である。

老人性痴呆は、老人性痴呆である。

老人と海は、老人と海である。

老人の日は、老人の日である。

老人病は、老人病である。

老人病院は、老人病院である。

老人福祉センターは、老人福祉センターである。

老人福祉法は、老人福祉法である。

老人ホームは、老人ホームである。

老人保健施設は、老人保健施設である。

老人保健法は、老人保健法である。

ろうずは、ろうずである。

老ずは、老ずである。

弄ずは、弄ずである。

領ずは、領ずである。

論ずは、論ずである。

老衰は、老衰である。

老悴は、老悴である。

狼燧は、狼燧である。

漏水は、漏水である。

労するは、労するである。

弄するは、弄するである。

聾するは、聾するである。

老生は、老生である。

老成は、老成である。

労政は、労政である。

漏精は、漏精である。

隴西は、隴西である。

郎世寧は、郎世寧である。

蝋石は、蝋石である。

陋拙は、陋拙である。

臘雪は、臘雪である。

鑞接は、鑞接である。

弄舌は、弄舌である。

鑞接剤は、鑞接剤である。

楼船は、楼船である。

漏箭は、漏箭である。

蝋箋は、蝋箋である。

老先生は、老先生である。

老壮は、老壮である。



老荘は、老荘である。

老叟は、老叟である。

老僧は、老僧である。

狼瘡は、狼瘡である。

緑衫は、緑衫である。

踉蹌は、踉蹌である。

老足は、老足である。

陋俗は、陋俗である。

蝋燭鞘は、蝋燭鞘である。

蝋燭立は、蝋燭立である。

老措大は、老措大である。

労組法は、労組法である。

蝋染は、蝋染である。

艪歌は、艪歌である。

櫓歌は、櫓歌である。

老体は、老体である。

老態は、老態である。

陋態は、陋態である。

老大は、老大である。

老台は、老台である。

楼台は、楼台である。

老大家は、老大家である。

老大国は、老大国である。

老大人は、老大人である。

ろうたがるは、ろうたがるである。

陋宅は、陋宅である。

浪宅は、浪宅である。

臈たけるは、臈たけるである。

ろうたしは、ろうたしである。

漏脱は、漏脱である。

壟断は、壟断である。

隴断は、隴断である。

龍断は、龍断である。

老丁は、老丁である。

籠鳥は、籠鳥である。

労調法は、労調法である。

労賃は、労賃である。

弄枕は、弄枕である。

鑞付けは、鑞付けである。

牢手形は、牢手形である。

朗徹は、朗徹である。

漏電は、漏電である。

老杜は、老杜である。

漏斗は、漏斗である。

牢問は、牢問である。

労働は、労働である。



郎党は、郎党である。

郎等は、郎等である。

労働安全衛生法は、労働安全衛生法である。

労働委員会は、労働委員会である。

労働移動は、労働移動である。

労働運動は、労働運動である。

労働歌は、労働歌である。

労働科学は、労働科学である。

労働価値説は、労働価値説である。

労働学校は、労働学校である。

労働過程は、労働過程である。

労働関係調整法は、労働関係調整法である。

労働基準監督官は、労働基準監督官である。

労働基準局は、労働基準局である。

労働基準法は、労働基準法である。

労働貴族は、労働貴族である。

労働基本権は、労働基本権である。

労働協約は、労働協約である。

労働金庫は、労働金庫である。

労働組合は、労働組合である。

労働組合期成会は、労働組合期成会である。

労働組合主義は、労働組合主義である。

労働組合法は、労働組合法である。

労働契約は、労働契約である。

労働権は、労働権である。

莨とう根は、莨とう根である。

労働祭は、労働祭である。

労働災害は、労働災害である。

労働三権は、労働三権である。

労働三法は、労働三法である。

労働時間は、労働時間である。

労働市場は、労働市場である。

労働者は、労働者である。

労働者階級は、労働者階級である。

労働者災害扶助法は、労働者災害扶助法である。

労働者派遣法は、労働者派遣法である。

労働集約的産業は、労働集約的産業である。

労働手段は、労働手段である。

労働省は、労働省である。

労働条件は、労働条件である。

労働生産性は、労働生産性である。

労働世界は、労働世界である。

労働争議は、労働争議である。

労働争議調停法は、労働争議調停法である。

労働対象は、労働対象である。

労働大臣は、労働大臣である。



労働団体は、労働団体である。

労働党は、労働党である。

労働能率は、労働能率である。

労働日は、労働日である。

労働分配率は、労働分配率である。

労働法は、労働法である。

労働問題は、労働問題である。

労働力は、労働力である。

労働力人口は、労働力人口である。

労働力率は、労働力率である。

朗読は、朗読である。

牢としては、牢としてである。

牢名主は、牢名主である。

老若男女は、老若男女である。

牢人は、牢人である。

浪人は、浪人である。

浪人改めは、浪人改めである。

蝋人形は、蝋人形である。

浪人分は、浪人分である。

牢脱は、牢脱である。

老年は、老年である。

老年学は、老年学である。

老年期は、老年期である。

老年痴呆は、老年痴呆である。

老年病は、老年病である。

老衲は、老衲である。

老農は、老農である。

労農は、労農である。

労農政府は、労農政府である。

労農党は、労農党である。

労農同盟は、労農同盟である。

労農派は、労農派である。

労農ロシアは、労農ロシアである。

蝋の木は、蝋の木である。

老馬は、老馬である。

老婆は、老婆である。

老廃は、老廃である。

老癈は、老癈である。

老輩は、老輩である。

老憊は、老憊である。

僂背は、僂背である。

老梅は、老梅である。

狼狽は、狼狽である。

蝋梅は、蝋梅である。

臘梅は、臘梅である。

老廃物は、老廃物である。



老婆心は、老婆心である。

老婆心切は、老婆心切である。

老婆親切は、老婆親切である。

臘八は、臘八である。

臘八粥は、臘八粥である。

臘八接心は、臘八接心である。

牢払いは、牢払いである。

牢番は、牢番である。

老婢は、老婢である。

浪費は、浪費である。

臘尾は、臘尾である。

蝋引きは、蝋引きである。

老筆は、老筆である。

弄筆は、弄筆である。

牢櫃は、牢櫃である。

籠櫃は、籠櫃である。

老病は、老病である。

廊廟は、廊廟である。

廊廟の器は、廊廟の器である。

老夫は、老夫である。

老父は、老父である。

老婦は、老婦である。

陋風は、陋風である。

牢扶持は、牢扶持である。

老仏は、老仏である。

老物は、老物である。

老分は、老分である。

漏聞は、漏聞である。

老兵は、老兵である。

労兵は、労兵である。

弄兵は、弄兵である。

労兵会は、労兵会である。

老舗は、老舗である。

老鋪は、老鋪である。

壟畝は、壟畝である。

隴畝は、隴畝である。

老母は、老母である。

朗報は、朗報である。

老木は、老木である。

老僕は、老僕である。

粮米は、粮米である。

蝋松は、蝋松である。

浪漫は、浪漫である。

労務は、労務である。

労務管理は、労務管理である。

労務者は、労務者である。



労務出資は、労務出資である。

老耄は、老耄である。

粮物は、粮物である。

楼門は、楼門である。

老爺は、老爺である。

牢屋は、牢屋である。

朧夜は、朧夜である。

牢役人は、牢役人である。

牢屋敷は、牢屋敷である。

牢屋奉行は、牢屋奉行である。

牢破りは、牢破りである。

老友は、老友である。

老雄は、老雄である。

老優は、老優である。

籠輿は、籠輿である。

老幼は、老幼である。

老陽は、老陽である。

老来は、老来である。

老莱子は、老莱子である。

籠絡は、籠絡である。

老懶は、老懶である。

楼蘭は、楼蘭である。

老吏は、老吏である。

臘裏は、臘裏である。

粮料は、粮料である。

労力は、労力である。

労力移転は、労力移転である。

老涙は、老涙である。

老羸は、老羸である。

蝋涙は、蝋涙である。

老齢は、老齢である。

狼戻は、狼戻である。

老齢年金は、老齢年金である。

老齢福祉年金は、老齢福祉年金である。

陋劣は、陋劣である。

老練は、老練である。

老老は、老老である。

労労は、労労である。

牢籠は、牢籠である。

朗朗は、朗朗である。

浪浪は、浪浪である。

琅琅は、琅琅である。

朧朧は、朧朧である。

労労じは、労労じである。

牢籠人は、牢籠人である。

朗話は、朗話である。



漏話は、漏話である。

露営は、露営である。

ロエスレルは、ロエスレルである。

ローは、ローである。

ローエングリンは、ローエングリンである。

ローカルは、ローカルである。

ローカルカラーは、ローカルカラーである。

ローカル線は、ローカル線である。

ローガンは、ローガンである。

ローキートーンは、ローキートーンである。

ローザルクセンブルクは、ローザルクセンブルクである。

ローザンヌは、ローザンヌである。

ローザンヌ会議は、ローザンヌ会議である。

ローザンヌ学派は、ローザンヌ学派である。

艪押は、艪押である。

ローションは、ローションである。

ロースは、ロースである。

ローズは、ローズである。

ローズヴェルトは、ローズヴェルトである。

ロースターは、ロースターである。

ローストは、ローストである。

ローストビーフは、ローストビーフである。

ローズマリーは、ローズマリーである。

ローズマリー油は、ローズマリー油である。

ローゼルは、ローゼルである。

ローゼンストックは、ローゼンストックである。

ローゼンベルクは、ローゼンベルクである。

ローターは、ローターである。

ロータスは、ロータスである。

ロータリーは、ロータリーである。

ロータリーエンジンは、ロータリーエンジンである。

ロータリークラブは、ロータリークラブである。

ロータリー車は、ロータリー車である。

ロータリーポンプは、ロータリーポンプである。

ローダンテは、ローダンテである。

ローツェは、ローツェである。

ローティーンは、ローティーンである。

ローテーションは、ローテーションである。

ローデシアは、ローデシアである。

ローデンバッハは、ローデンバッハである。

ローテンブルクは、ローテンブルクである。

ロードは、ロードである。

ロートアイアンは、ロートアイアンである。

ロードアイランドは、ロードアイランドである。

ロートエキスは、ロートエキスである。

ロードゲームは、ロードゲームである。



ロードショーは、ロードショーである。

ロートシルトは、ロートシルトである。

ロードスは、ロードスである。

ロードスターは、ロードスターである。

ロードテストは、ロードテストである。

ロードマップは、ロードマップである。

ロードムービーは、ロードムービーである。

老頭児は、老頭児である。

ロートレアモンは、ロートレアモンである。

ロードレーサーは、ロードレーサーである。

ロードレースは、ロードレースである。

ロートレックは、ロートレックである。

ロードローラーは、ロードローラーである。

ロードワークは、ロードワークである。

ローヌは、ローヌである。

ローハードルは、ローハードルである。

ローブは、ローブである。

ロープは、ロープである。

ローファーは、ローファーである。

ローファットは、ローファットである。

ロープウェーは、ロープウェーである。

ロープ車は、ロープ車である。

ロープ紙は、ロープ紙である。

ロープシンは、ロープシンである。

ローブデコルテは、ローブデコルテである。

ローブモンタントは、ローブモンタントである。

ローブローは、ローブローである。

ローマは、ローマである。

ローマカトリック教会は、ローマカトリック教会である。

ローマ教会は、ローマ教会である。

ローマ教皇は、ローマ教皇である。

ローマ教皇庁は、ローマ教皇庁である。

ローマクラブは、ローマクラブである。

ローマ字は、ローマ字である。

ローマ字綴りは、ローマ字綴りである。

ローマ条約は、ローマ条約である。

ローマ人への手紙は、ローマ人への手紙である。

ローマ神話は、ローマ神話である。

ローマ数字は、ローマ数字である。

ローマ大学は、ローマ大学である。

ローマ帝国は、ローマ帝国である。

ローマナイズは、ローマナイズである。

ローマ法は、ローマ法である。

ローマ法王は、ローマ法王である。

ローマ法大全は、ローマ法大全である。

浪漫主義は、浪漫主義である。



浪漫主義者は、浪漫主義者である。

ローマンスは、ローマンスである。

ローマン体は、ローマン体である。

浪漫的は、浪漫的である。

浪漫派は、浪漫派である。

ロームは、ロームである。

ローヤルは、ローヤルである。

ローラーは、ローラーである。

ローラー作戦は、ローラー作戦である。

ローラースケートは、ローラースケートである。

ローラーベアリングは、ローラーベアリングである。

ローラシアは、ローラシアである。

ローランサンは、ローランサンである。

ローランスは、ローランスである。

絽織は、絽織である。

ローリエは、ローリエである。

ローリングは、ローリングである。

ローリングミルは、ローリングミルである。

ロールは、ロールである。

ロールオーバーは、ロールオーバーである。

ロールオンロールオフ船は、ロールオンロールオフ船である。

ロール機は、ロール機である。

ロールキャベツは、ロールキャベツである。

ロールクラッシャーは、ロールクラッシャーである。

ロールサンドは、ロールサンドである。

ロール紙は、ロール紙である。

ロールシャッハテストは、ロールシャッハテストである。

ロールズは、ロールズである。

ロールスロイスは、ロールスロイスである。

ロールパンは、ロールパンである。

ロールフィルムは、ロールフィルムである。

ロールプレーイングゲームは、ロールプレーイングゲームである。

ローレライは、ローレライである。

ローレルは、ローレルである。

ローレンシウムは、ローレンシウムである。

ローレンスは、ローレンスである。

ローレンツは、ローレンツである。

ローレンツ変換は、ローレンツ変換である。

ローレンツ力は、ローレンツ力である。

ローンは、ローンである。

ローンスキーは、ローンスキーである。

ローンテニスは、ローンテニスである。

炉火は、炉火である。

濾過は、濾過である。

蘆花は、蘆花である。

露華は、露華である。



露臥は、露臥である。

蘆薈は、蘆薈である。

艪櫂は、艪櫂である。

櫓櫂は、櫓櫂である。

艪櫂船は、艪櫂船である。

ロカイユは、ロカイユである。

艪掛りは、艪掛りである。

濾過器は、濾過器である。

鹵獲は、鹵獲である。

櫓閣は、櫓閣である。

蘆角は、蘆角である。

濾過紙は、濾過紙である。

炉滓は、炉滓である。

濾過性病原体は、濾過性病原体である。

路肩は、路肩である。

濾過池は、濾過池である。

ロカビリーは、ロカビリーである。

ロガリズムは、ロガリズムである。

ロカルノ条約は、ロカルノ条約である。

炉管は、炉管である。

蘆岸は、蘆岸である。

露岩は、露岩である。

盧橘は、盧橘である。

魯魚は、魯魚である。

鱸魚は、鱸魚である。

路銀は、路銀である。

露菌病は、露菌病である。

肋は、肋である。

勒は、勒である。

鹿は、鹿である。

禄は、禄である。

録は、録である。

ログは、ログである。

ログアウトは、ログアウトである。

六阿弥陀は、六阿弥陀である。

六阿弥陀詣では、六阿弥陀詣でである。

艪杭は、艪杭である。

六一銀行は、六一銀行である。

六位の蔵人は、六位の蔵人である。

勒韻は、勒韻である。

ログインは、ログインである。

六衛は、六衛である。

六衛の司は、六衛の司である。

鹿苑は、鹿苑である。

録音は、録音である。

鹿苑院は、鹿苑院である。



鹿苑寺は、鹿苑寺である。

鹿苑日録は、鹿苑日録である。

録画は、録画である。

六骸は、六骸である。

六月は、六月である。

六月芋は、六月芋である。

六月柿は、六月柿である。

六月無礼は、六月無礼である。

六観音は、六観音である。

六君子は、六君子である。

六牙の白象は、六牙の白象である。

六弦琴は、六弦琴である。

六絃琴は、六絃琴である。

六号は、六号である。

六号活字は、六号活字である。

六郷川は、六郷川である。

六号記事は、六号記事である。

六号欄は、六号欄である。

六言は、六言である。

六座は、六座である。

六采は、六采である。

六斎は、六斎である。

鹿砦は、鹿砦である。

鹿柴は、鹿柴である。

肋材は、肋材である。

六斎市は、六斎市である。

六斎日は、六斎日である。

六斎念仏は、六斎念仏である。

六下りは、六下りである。

六三制は、六三制である。

六三除けは、六三除けである。

禄仕は、禄仕である。

禄賜は、禄賜である。

六字は、六字である。

六時は、六時である。

録事は、録事である。

六識は、六識である。

六師外道は、六師外道である。

六時三昧は、六時三昧である。

六地蔵は、六地蔵である。

六地蔵参りは、六地蔵参りである。

六字陀羅尼は、六字陀羅尼である。

六十進法は、六十進法である。

六時の勤めは、六時の勤めである。

六字の名号は、六字の名号である。

六時不断は、六時不断である。



六字法は、六字法である。

録写は、録写である。

六尺は、六尺である。

陸尺は、陸尺である。

六尺帯は、六尺帯である。

六尺袖は、六尺袖である。

陸尺裹は、陸尺裹である。

六尺裹は、六尺裹である。

六尺褌は、六尺褌である。

六尺棒は、六尺棒である。

六社の宮は、六社の宮である。

六種は、六種である。

六趣は、六趣である。

六宗は、六宗である。

六十四卦は、六十四卦である。

六十の手習いは、六十の手習いである。

六十分法は、六十分法である。

六十余州は、六十余州である。

六十六部は、六十六部である。

六種回向は、六種回向である。

六種供具は、六種供具である。

六種震動は、六種震動である。

六種力は、六種力である。

禄所は、禄所である。

禄賞は、禄賞である。

緑青は、緑青である。

六条は、六条である。

六情は、六情である。

鹿茸は、鹿茸である。

六帖詠草は、六帖詠草である。

六条河原は、六条河原である。

六条家は、六条家である。

六勝寺は、六勝寺である。

六条天皇は、六条天皇である。

六条豆腐は、六条豆腐である。

六条御息所は、六条御息所である。

六条参りは、六条参りである。

六所遠流は、六所遠流である。

六所の宮は、六所の宮である。

六時礼讃は、六時礼讃である。

六震は、六震である。

六塵は、六塵である。

六神丸は、六神丸である。

六親眷族は、六親眷族である。

六信五行は、六信五行である。

六神通は、六神通である。



六親等は、六親等である。

勒すは、勒すである。

陸すっぽは、陸すっぽである。

碌すっぽは、碌すっぽである。

録するは、録するである。

六正刑は、六正刑である。

六施日は、六施日である。

陸迫持は、陸迫持である。

六線表は、六線表である。

六祖は、六祖である。

六窓は、六窓である。

六即は、六即である。

六賊は、六賊である。

六足物は、六足物である。

六祖壇経は、六祖壇経である。

陸そっぽうは、陸そっぽうである。

碌そっぽうは、碌そっぽうである。

六孫王は、六孫王である。

ろくだいは、ろくだいである。

六大は、六大である。

六代は、六代である。

六大師は、六大師である。

六大州は、六大州である。

六大都市は、六大都市である。

禄高は、禄高である。

陸たまは、陸たまである。

碌たまは、碌たまである。

六段は、六段である。

六炭糖は、六炭糖である。

六段目は、六段目である。

六知事は、六知事である。

六町一里は、六町一里である。

六調子は、六調子である。

六通は、六通である。

六突は、六突である。

陸でなしは、陸でなしである。

碌でなしは、碌でなしである。

陸でもないは、陸でもないである。

碌でもないは、碌でもないである。

六天は、六天である。

六度は、六度である。

六盗は、六盗である。

陸頭は、陸頭である。

六道絵は、六道絵である。

六道四生は、六道四生である。

六道銭は、六道銭である。



六道能化は、六道能化である。

六道の巷は、六道の巷である。

六道の辻は、六道の辻である。

六道参りは、六道参りである。

六道巡りは、六道巡りである。

六道輪廻は、六道輪廻である。

六度目は、六度目である。

陸なは、陸なである。

碌なは、碌なである。

陸には、陸にである。

碌には、碌にである。

六人組は、六人組である。

六人衆は、六人衆である。

禄盗人は、禄盗人である。

勒馬は、勒馬である。

ログハウスは、ログハウスである。

六博は、六博である。

六八弘誓は、六八弘誓である。

六波羅は、六波羅である。

六波羅守護は、六波羅守護である。

六波羅探題は、六波羅探題である。

六波羅殿は、六波羅殿である。

六波羅蜜は、六波羅蜜である。

六波羅蜜寺は、六波羅蜜寺である。

六波羅様は、六波羅様である。

肋板は、肋板である。

鹿皮は、鹿皮である。

六拍子は、六拍子である。

六府は、六府である。

六部笠は、六部笠である。

六奉行は、六奉行である。

六分儀は、六分儀である。

六分儀座は、六分儀座である。

六分の一殿は、六分の一殿である。

六蔽は、六蔽である。

六辺香は、六辺香である。

六母は、六母である。

肋木は、肋木である。

禄米は、禄米である。

六枚肩は、六枚肩である。

肋膜は、肋膜である。

肋膜炎は、肋膜炎である。

六味は、六味である。

六脈は、六脈である。

六無斎は、六無斎である。

鹿鳴は、鹿鳴である。



鹿鳴館は、鹿鳴館である。

鹿鳴の宴は、鹿鳴の宴である。

六面体は、六面体である。

六物は、六物である。

禄物は、禄物である。

六門は、六門である。

六文銭は、六文銭である。

鹿野苑は、鹿野苑である。

六役は、六役である。

六弥太は、六弥太である。

六夜待は、六夜待である。

六喩は、六喩である。

六葉は、六葉である。

六曜は、六曜である。

六欲は、六欲である。

六欲天は、六欲天である。

六暦は、六暦である。

六連銭は、六連銭である。

轆轤は、轆轤である。

六老僧は、六老僧である。

轆轤鉋は、轆轤鉋である。

轆轤錐は、轆轤錐である。

陸陸は、陸陸である。

碌碌は、碌碌である。

轆轆は、轆轆である。

六六判は、六六判である。

轆轤首は、轆轤首である。

六六鱗は、六六鱗である。

轆轤座は、轆轤座である。

轆轤細工は、轆轤細工である。

轆轤師は、轆轤師である。

轆轤台は、轆轤台である。

轆轤っ首は、轆轤っ首である。

轆轤縄は、轆轤縄である。

轆轤袴は、轆轤袴である。

轆轤挽きは、轆轤挽きである。

ロケは、ロケである。

路径は、路径である。

路逕は、路逕である。

ロケーションは、ロケーションである。

ロケーションハンティングは、ロケーションハンティングである。

ロケットは、ロケットである。

ロケハンは、ロケハンである。

露顕は、露顕である。

露見は、露見である。

廬元坊は、廬元坊である。



露語は、露語である。

ロゴは、ロゴである。

路考は、路考である。

露光は、露光である。

盧溝橋は、盧溝橋である。

盧溝橋事件は、盧溝橋事件である。

露光計は、露光計である。

路考茶は、路考茶である。

濾光板は、濾光板である。

露国は、露国である。

魯国は、魯国である。

ロココは、ロココである。

ロゴスは、ロゴスである。

ロゴタイプは、ロゴタイプである。

露骨は、露骨である。

顱骨は、顱骨である。

露根は、露根である。

炉座は、炉座である。

露座は、露座である。

露坐は、露坐である。

邏斎は、邏斎である。

絽刺は、絽刺である。

ロサリオは、ロサリオである。

ロザリオは、ロザリオである。

廬山は、廬山である。

廬山会議は、廬山会議である。

廬山寺は、廬山寺である。

魯山人は、魯山人である。

ロサンゼルスは、ロサンゼルスである。

炉址は、炉址である。

路次は、路次である。

濾紙は、濾紙である。

露積は、露積である。

露地は、露地である。

路地は、路地である。

露次は、露次である。

ろじは、ろじである。

ロシアは、ロシアである。

ロシア革命は、ロシア革命である。

ロシア共産党は、ロシア共産党である。

ロシア語は、ロシア語である。

ロシア国民楽派は、ロシア国民楽派である。

ロシア五人組は、ロシア五人組である。

ロシア式ルーレットは、ロシア式ルーレットである。

ロシア正教会は、ロシア正教会である。

ロシアフォルマリズムは、ロシアフォルマリズムである。



ロシア文字は、ロシア文字である。

ロシア暦は、ロシア暦である。

ロシア連邦は、ロシア連邦である。

露地行灯は、露地行灯である。

ロジウムは、ロジウムである。

路地裏は、路地裏である。

ロジェストウェンスキーは、ロジェストウェンスキーである。

露地笠は、露地笠である。

ロジカルは、ロジカルである。

露地下駄は、露地下駄である。

路地下駄は、路地下駄である。

露地栽培は、露地栽培である。

ロジスティックスは、ロジスティックスである。

ロジックは、ロジックである。

路次手形は、路次手形である。

路次盆は、路次盆である。

露地門は、露地門である。

廬舎は、廬舎である。

呂州は、呂州である。

呂衆は、呂衆である。

蘆洲は、蘆洲である。

滷汁は、滷汁である。

蘆洲夜泊は、蘆洲夜泊である。

露宿は、露宿である。

露出は、露出である。

濾出液は、濾出液である。

露出計は、露出計である。

露出症は、露出症である。

ロシュミット数は、ロシュミット数である。

蘆笋は、蘆笋である。

蘆筍は、蘆筍である。

路床は、路床である。

濾床は、濾床である。

蘆笙は、蘆笙である。

露礁は、露礁である。

路上は、路上である。

露場は、露場である。

盧照鄰は、盧照鄰である。

炉心は、炉心である。

路人は、路人である。

魯迅は、魯迅である。

ロジンは、ロジンである。

ロジンバッグは、ロジンバッグである。

露清秘密協定は、露清秘密協定である。

炉心熔融は、炉心熔融である。

ロスは、ロスである。



蘆頭は、蘆頭である。

ロスアンジェルスは、ロスアンジェルスである。

濾水は、濾水である。

蘆錐は、蘆錐である。

ロス海は、ロス海である。

露助は、露助である。

ロスコは、ロスコである。

ロスタイムは、ロスタイムである。

ロスタンは、ロスタンである。

ロスチャイルドは、ロスチャイルドである。

ロストジェネレーションは、ロストジェネレーションである。

ロストフは、ロストフである。

ロストルは、ロストルである。

ロストロポーヴィッチは、ロストロポーヴィッチである。

ロゼは、ロゼである。

路生は、路生である。

艪声は、艪声である。

櫓声は、櫓声である。

盧生の夢は、盧生の夢である。

ろせ漆は、ろせ漆である。

鹵瘠は、鹵瘠である。

蘆雪は、蘆雪である。

ロゼッタ石は、ロゼッタ石である。

ロセッティは、ロセッティである。

ロゼットは、ロゼットである。

路銭は、路銭である。

路線は、路線である。

路線価は、路線価である。

路線測量は、路線測量である。

魯桑は、魯桑である。

ロゾーは、ロゾーである。

蘆粟は、蘆粟である。

ろそんは、ろそんである。

露台は、露台である。

炉畳は、炉畳である。

艪立は、艪立である。

櫓立は、櫓立である。

露探は、露探である。

炉壇は、炉壇である。

ロダンは、ロダンである。

ロダンバックは、ロダンバックである。

ロチは、ロチである。

魯仲連は、魯仲連である。

ロ調は、ロ調である。

顱頂は、顱頂である。

驢腸羹は、驢腸羹である。



鷺腸羹は、鷺腸羹である。

絽縮緬は、絽縮緬である。

路通は、路通である。

漉過は、漉過である。

艪柄は、艪柄である。

櫓柄は、櫓柄である。

ロッカーは、ロッカーである。

六界は、六界である。

六角は、六角である。

鹿角は、鹿角である。

六角形は、六角形である。

鹿角砦は、鹿角砦である。

鹿角菜は、鹿角菜である。

六角氏式目は、六角氏式目である。

六角紫水は、六角紫水である。

六角堂は、六角堂である。

六角仏は、六角仏である。

六角義賢は、六角義賢である。

六価クロムは、六価クロムである。

六家集は、六家集である。

六歌仙は、六歌仙である。

肋間は、肋間である。

肋間筋は、肋間筋である。

肋間神経は、肋間神経である。

肋間神経痛は、肋間神経痛である。

六器は、六器である。

六輝は、六輝である。

ロッキーは、ロッキーである。

ロッキード事件は、ロッキード事件である。

六気筒は、六気筒である。

六境は、六境である。

六禁は、六禁である。

ロッキングチェアは、ロッキングチェアである。

六区は、六区である。

六垢は、六垢である。

ロックは、ロックである。

ロックアウトは、ロックアウトである。

ロックウールは、ロックウールである。

ロッグウッドの樹は、ロッグウッドの樹である。

ロックガーデンは、ロックガーデンである。

ロッククライミングは、ロッククライミングである。

ロックナットは、ロックナットである。

ロックファイバーは、ロックファイバーである。

ロックフィルダムは、ロックフィルダムである。

ロックフェラーは、ロックフェラーである。

ロックミュージックは、ロックミュージックである。



ロックンロールは、ロックンロールである。

六穴は、六穴である。

禄券は、禄券である。

六甲アイランドは、六甲アイランドである。

六甲山は、六甲山である。

六穀は、六穀である。

肋骨は、肋骨である。

六根は、六根である。

六根罪障は、六根罪障である。

六根懺悔は、六根懺悔である。

六根自在は、六根自在である。

六根浄は、六根浄である。

六根清浄は、六根清浄である。

ロッジは、ロッジである。

ロッシーニは、ロッシーニである。

ロッシェル塩は、ロッシェル塩である。

ロッシュは、ロッシュである。

ロッセリーニは、ロッセリーニである。

ロッソは、ロッソである。

ロッテルダムは、ロッテルダムである。

ロットは、ロットである。

ロッドは、ロッドである。

ロッドアンテナは、ロッドアンテナである。

ロット生産は、ロット生産である。

艪綱は、艪綱である。

櫓綱は、櫓綱である。

六白は、六白である。

六派哲学は、六派哲学である。

ロッビアは、ロッビアである。

六百番歌合は、六百番歌合である。

六百番陳状は、六百番陳状である。

六腑は、六腑である。

ロップは、ロップである。

ろっぺん鳥は、ろっぺん鳥である。

六方は、六方である。

六法は、六法である。

六放海綿は、六放海綿である。

ろっぱう笠は、ろっぱう笠である。

六方組は、六方組である。

六方詞は、六方詞である。

六放珊瑚は、六放珊瑚である。

六方衆は、六方衆である。

六方晶系は、六方晶系である。

六方石は、六方石である。

六法全書は、六法全書である。

六方焼は、六方焼である。



六方礼経は、六方礼経である。

六本木は、六本木である。

路程は、路程である。

露呈は、露呈である。

露帝は、露帝である。

ロディー朝は、ロディー朝である。

路程計は、路程計である。

ロデオは、ロデオである。

蘆笛は、蘆笛である。

蘆荻は、蘆荻である。

炉手前は、炉手前である。

露天は、露天である。

露店は、露店である。

露点は、露点である。

露点計は、露点計である。

露点湿度計は、露点湿度計である。

露天商人は、露天商人である。

露天風呂は、露天風呂である。

露天掘りは、露天掘りである。

露都は、露都である。

ろ土は、ろ土である。

炉頭は、炉頭である。

路頭は、路頭である。

露頭は、露頭である。

盧仝は、盧仝である。

艪床は、艪床である。

ロドスは、ロドスである。

露土戦争は、露土戦争である。

ロドヒポキシスは、ロドヒポキシスである。

ロドプシンは、ロドプシンである。

ロドリーゲスは、ロドリーゲスである。

魯鈍は、魯鈍である。

論無しは、論無しである。

艪縄は、艪縄である。

櫓縄は、櫓縄である。

炉の名残は、炉の名残である。

ろはは、ろはである。

艪羽は、艪羽である。

櫓葉は、櫓葉である。

驢馬は、驢馬である。

絽羽織は、絽羽織である。

絽袴は、絽袴である。

炉辺は、炉辺である。

炉端は、炉端である。

ロハ台は、ロハ台である。

炉端焼は、炉端焼である。



ロバチェフスキーは、ロバチェフスキーである。

魯般は、魯般である。

露伴は、露伴である。

路盤は、路盤である。

露盤は、露盤である。

路費は、路費である。

ロビーは、ロビーである。

ロビイストは、ロビイストである。

ロビネは、ロビネである。

路標は、路標である。

艪拍子は、艪拍子である。

櫓拍子は、櫓拍子である。

炉開きは、炉開きである。

ロビンは、ロビンである。

ロビングは、ロビングである。

ロビンソンは、ロビンソンである。

ロビンソンクルーソーは、ロビンソンクルーソーである。

ロビンフッドは、ロビンフッドである。

ロブは、ロブである。

ロブグリエは、ロブグリエである。

炉塞ぎは、炉塞ぎである。

ロブスターは、ロブスターである。

炉縁は、炉縁である。

路物は、路物である。

露仏は、露仏である。

露仏同盟は、露仏同盟である。

ロフトは、ロフトである。

ロブノールは、ロブノールである。

露文は、露文である。

ロベスピエールは、ロベスピエールである。

艪臍は、艪臍である。

ロペデベーガは、ロペデベーガである。

ロベリアは、ロベリアである。

路辺は、路辺である。

鹵簿は、鹵簿である。

濾胞は、濾胞である。

露鋒は、露鋒である。

路傍は、路傍である。

路傍の石は、路傍の石である。

路傍の人は、路傍の人である。

濾胞ホルモンは、濾胞ホルモンである。

蘆木は、蘆木である。

ロボットは、ロボットである。

ロボトミーは、ロボトミーである。

六まは、六まである。

羅馬書は、羅馬書である。



六ませは、六ませである。

ロマネスクは、ロマネスクである。

ロマノフ王朝は、ロマノフ王朝である。

ロマンは、ロマンである。

ロマン主義は、ロマン主義である。

ロマンシュ語は、ロマンシュ語である。

ロマンスは、ロマンスである。

ロマンスカーは、ロマンスカーである。

ロマンスグレーは、ロマンスグレーである。

ロマンス語は、ロマンス語である。

ロマンスシートは、ロマンスシートである。

ロマンチシストは、ロマンチシストである。

ロマンチシズムは、ロマンチシズムである。

ロマンチストは、ロマンチストである。

ロマンチックは、ロマンチックである。

ロマンチック街道は、ロマンチック街道である。

ロマン派音楽は、ロマン派音楽である。

ロマンロランは、ロマンロランである。

ロミオとジュリエットは、ロミオとジュリエットである。

ロムは、ロムである。

ロムルスは、ロムルスである。

ロメは、ロメである。

露命は、露命である。

ロメ協定は、ロメ協定である。

路面は、路面である。

路面電車は、路面電車である。

鹵莽は、鹵莽である。

絽モスリンは、絽モスリンである。

ロモノーソフは、ロモノーソフである。

露訳は、露訳である。

路用は、路用である。

蘆葉達磨は、蘆葉達磨である。

ロヨラは、ロヨラである。

ロランは、ロランである。

ロランの歌は、ロランの歌である。

露里は、露里である。

ロリコンは、ロリコンである。

ロリスは、ロリスである。

ろりめくは、ろりめくである。

鹵掠は、鹵掠である。

露量は、露量である。

ろりろりは、ろりろりである。

ロルカは、ロルカである。

臚列は、臚列である。

呂蓮は、呂蓮である。

ロレンツェッティは、ロレンツェッティである。



ロワールは、ロワールである。

論は、論である。

論意は、論意である。

論外は、論外である。

論客は、論客である。

論議は、論議である。

論義は、論義である。

論詰は、論詰である。

論及は、論及である。

論究は、論究である。

論拠は、論拠である。

ロングは、ロングである。

ロングアイアンは、ロングアイアンである。

ロングアイランドは、ロングアイランドである。

ロングアンドショート‐ステッチは、ロングアンドショート‐ステッチである。

ロングショットは、ロングショットである。

ロングスカートは、ロングスカートである。

ロングステイは、ロングステイである。

ロングセラーは、ロングセラーである。

ロングトンは、ロングトンである。

ロングビーチは、ロングビーチである。

ロングヒットは、ロングヒットである。

ロングフェローは、ロングフェローである。

ロングライフミルクは、ロングライフミルクである。

ロングランは、ロングランである。

ロングレールは、ロングレールである。

論決は、論決である。

論結は、論結である。

論語は、論語である。

論功は、論功である。

論考は、論考である。

論攷は、論攷である。

論衡は、論衡である。

論功行賞は、論功行賞である。

論告は、論告である。

論語集解は、論語集解である。

論語集注は、論語集注である。

ロンサールは、ロンサールである。

論罪は、論罪である。

論策は、論策である。

論賛は、論賛である。

論纂は、論纂である。

論士は、論士である。

論旨は、論旨である。

論師は、論師である。

ロンジーは、ロンジーである。



論者は、論者である。

論宗は、論宗である。

論集は、論集である。

論述は、論述である。

論所は、論所である。

論証は、論証である。

論証幾何は、論証幾何である。

論証的は、論証的である。

論じるは、論じるである。

論陣は、論陣である。

論ずるは、論ずるである。

論説は、論説である。

論説文は、論説文である。

論戦は、論戦である。

論争は、論争である。

論奏は、論奏である。

論叢は、論叢である。

論蔵は、論蔵である。

論題は、論題である。

論断は、論断である。

論談は、論談である。

論壇は、論壇である。

論調は、論調である。

論定は、論定である。

論敵は、論敵である。

論点は、論点である。

論点先取の虚偽は、論点先取の虚偽である。

論点相違の虚偽は、論点相違の虚偽である。

ロンドは、ロンドである。

ロンドンは、ロンドンである。

ロンドン会議は、ロンドン会議である。

ロンドン海軍条約は、ロンドン海軍条約である。

ロンドン大学は、ロンドン大学である。

ロンドンタイムズは、ロンドンタイムズである。

ロンドンデリーは、ロンドンデリーである。

ロンドン塔は、ロンドン塔である。

ロンドンナショナルギャラリーは、ロンドンナショナルギャラリーである。

論難は、論難である。

論人は、論人である。

論破は、論破である。

ロンパースは、ロンパースである。

ロンバード街は、ロンバード街である。

論駁は、論駁である。

論白は、論白である。

ロンバルディアは、ロンバルディアである。

論判は、論判である。



論評は、論評である。

ロンブローゾは、ロンブローゾである。

論文は、論文である。

論弁は、論弁である。

論弁的は、論弁的である。

論法は、論法である。

論鋒は、論鋒である。

ロンボックは、ロンボックである。

論孟は、論孟である。

論理は、論理である。

論理解釈は、論理解釈である。

論理回路は、論理回路である。

論理学は、論理学である。

論理計算は、論理計算である。

論理実証主義は、論理実証主義である。

論理主義は、論理主義である。

論理素子は、論理素子である。

論理的は、論理的である。

論理的構文論は、論理的構文論である。

論理的統辞論は、論理的統辞論である。

わは、わである。

曲は、曲である。

回は、回である。

輪は、輪である。

環は、環である。

羽は、羽である。

把は、把である。

和は、和である。

倭は、倭である。

話は、話である。

我は、我である。

吾は、吾である。

わあは、わあである。

わあいは、わあいである。

ワーカーは、ワーカーである。

ワーカホリックは、ワーカホリックである。

ワーキングホリデーは、ワーキングホリデーである。

ワークは、ワークである。

ワークシェアリングは、ワークシェアリングである。

ワークショップは、ワークショップである。

ワークステーションは、ワークステーションである。

ワークブックは、ワークブックである。

ワーグマンは、ワーグマンである。

ワーストは、ワーストである。

ワーズワースは、ワーズワースである。

ワーテルローは、ワーテルローである。



ワードは、ワードである。

ワードプロセッサーは、ワードプロセッサーである。

ワードローブは、ワードローブである。

ワープは、ワープである。

輪鐙は、輪鐙である。

ワープロは、ワープロである。

ワールドは、ワールドである。

ワールドカップは、ワールドカップである。

ワールドシリーズは、ワールドシリーズである。

ワールドロペットは、ワールドロペットである。

ワールドワイドウェッブは、ワールドワイドウェッブである。

ワールブルクは、ワールブルクである。

わあわあは、わあわあである。

歪は、歪である。

猥は、猥である。

賄は、賄である。

Ｙは、Ｙである。

ｙは、ｙである。

私は、私である。

わいは、わいである。

我家は、我家である。

ワイエスは、ワイエスである。

ＹＭＣＡは、ＹＭＣＡである。

ワイエルシュトラスは、ワイエルシュトラスである。

矮屋は、矮屋である。

ワイオミングは、ワイオミングである。

矮化は、矮化である。

淮河は、淮河である。

脇掛けるは、脇掛けるである。

脇楫は、脇楫である。

脇舵は、脇舵である。

ワイキキは、ワイキキである。

歪曲は、歪曲である。

矮躯は、矮躯である。

淮軍は、淮軍である。

猥言は、猥言である。

猥語は、猥語である。

猥雑は、猥雑である。

ワイシャツは、ワイシャツである。

矮樹は、矮樹である。

猥書は、猥書である。

矮小は、矮小である。

矮人は、矮人である。

ワイスは、ワイスである。

淮水は、淮水である。

ワイスマンは、ワイスマンである。



歪正は、歪正である。

矮性は、矮性である。

矮星は、矮星である。

猥褻は、猥褻である。

猥褻罪は、猥褻罪である。

Ｙ染色体は、Ｙ染色体である。

わいたは、わいたである。

ワイダは、ワイダである。

脇楯は、脇楯である。

ＹＷＣＡは、ＹＷＣＡである。

弁むは、弁むである。

弁別は、弁別である。

矮短は、矮短である。

猥談は、猥談である。

ワイツゼッカーは、ワイツゼッカーである。

別いては、別いてである。

ワイドは、ワイドである。

ワイドショーは、ワイドショーである。

ワイドスクリーンは、ワイドスクリーンである。

ワイド番組は、ワイド番組である。

ワイドレンズは、ワイドレンズである。

和井内は、和井内である。

和井内貞行は、和井内貞行である。

ワイナリーは、ワイナリーである。

淮南は、淮南である。

わいのは、わいのである。

ワイパーは、ワイパーである。

穢貊は、穢貊である。

隈板内閣は、隈板内閣である。

ワイフは、ワイフである。

ワイプは、ワイプである。

猥本は、猥本である。

ワイマールは、ワイマールである。

ワイマール共和国は、ワイマール共和国である。

ワイマール憲法は、ワイマール憲法である。

ワイヤは、ワイヤである。

わいやいは、わいやいである。

ワイヤグラスは、ワイヤグラスである。

ワイヤゲージは、ワイヤゲージである。

ワイヤブラシは、ワイヤブラシである。

ワイヤレスは、ワイヤレスである。

ワイヤロープは、ワイヤロープである。

淮勇は、淮勇である。

わいらは、わいらである。

ワイラーは、ワイラーである。

歪力は、歪力である。



矮林は、矮林である。

ワイルは、ワイルである。

ワイルダーは、ワイルダーである。

ワイルドは、ワイルドである。

ワイルドピッチは、ワイルドピッチである。

ワイル病は、ワイル病である。

賄賂は、賄賂である。

賄賂罪は、賄賂罪である。

わいわいは、わいわいである。

分分しは、分分しである。

わいわい天王は、わいわい天王である。

わいわい連は、わいわい連である。

和院は、和院である。

和韻は、和韻である。

ワインは、ワインである。

ワインカラーは、ワインカラーである。

ワインガルトナーは、ワインガルトナーである。

ワイングラスは、ワイングラスである。

ワインドアップは、ワインドアップである。

ワインドアップポジションは、ワインドアップポジションである。

ワインビネガーは、ワインビネガーである。

ワインレッドは、ワインレッドである。

ワウは、ワウである。

わうは、わうである。

汚穢は、汚穢である。

和英は、和英である。

和英語林集成は、和英語林集成である。

和英辞典は、和英辞典である。

我男は、我男である。

和男は、和男である。

我御許は、我御許である。

和御許は、和御許である。

和音は、和音である。

我女は、我女である。

和女は、和女である。

若は、若である。

稚は、稚である。

和歌は、和歌である。

倭歌は、倭歌である。

我がは、我がである。

吾がは、吾がである。

若鮎は、若鮎である。

和解は、和解である。

和諧は、和諧である。

若いは、若いである。

稚いは、稚いである。



我が意は、我が意である。

吾が意は、吾が意である。

我が家は、我が家である。

若い衆は、若い衆である。

若い衆頭は、若い衆頭である。

若い燕は、若い燕である。

我が命をは、我が命をである。

若い者は、若い者である。

若い者頭は、若い者頭である。

若隠居は、若隠居である。

若上は、若上である。

若枝は、若枝である。

輪替えは、輪替えである。

若夷は、若夷である。

若戎は、若戎である。

若生い姿は、若生い姿である。

我が大君は、我が大君である。

若男は、若男である。

若大人は、若大人である。

若御許は、若御許である。

若女は、若女である。

若かへは、若かへである。

若楓は、若楓である。

若返りは、若返りである。

若返るは、若返るである。

若鶏冠木は、若鶏冠木である。

若書きは、若書きである。

若髪は、若髪である。

若木は、若木である。

若気は、若気である。

若きウェルテルの悩みは、若きウェルテルの悩みである。

稚木の桜は、稚木の桜である。

若きぶは、若きぶである。

若君は、若君である。

吾が君は、吾が君である。

若木迎えは、若木迎えである。

和学は、和学である。

倭学は、倭学である。

和楽は、和楽である。

若くへは、若くへである。

和学講談所は、和学講談所である。

若草は、若草である。

嫩草は、嫩草である。

若草のは、若草のである。

若草山は、若草山である。

嫩草山は、嫩草山である。



和学者は、和学者である。

和学所は、和学所である。

我が国は、我が国である。

若栗栖原は、若栗栖原である。

若気の過ちは、若気の過ちである。

若気の至りは、若気の至りである。

若子は、若子である。

若児は、若児である。

若御は、若御である。

若後家は、若後家である。

若菰は、若菰である。

若駒は、若駒である。

若菰をは、若菰をである。

若さは、若さである。

若狭は、若狭である。

若狭街道は、若狭街道である。

若盛りは、若盛りである。

若鷺は、若鷺である。

公魚は、公魚である。

倭歌作式は、倭歌作式である。

若桜は、若桜である。

若狭塗は、若狭塗である。

若狭彦神社は、若狭彦神社である。

若侍は、若侍である。

若様は、若様である。

輪飾りは、輪飾りである。

別されは、別されである。

若狭湾は、若狭湾である。

和歌三神は、和歌三神である。

わかしは、わかしである。

若しは、若しである。

稚しは、稚しである。

和菓子は、和菓子である。

若潮は、若潮である。

若潮祝は、若潮祝である。

若塩祝は、若塩祝である。

若潮迎えは、若潮迎えである。

和歌式は、和歌式である。

沸かし冷ましは、沸かし冷ましである。

和歌四式は、和歌四式である。

沸かし接ぎは、沸かし接ぎである。

和歌四天王は、和歌四天王である。

若死には、若死にである。

若衆は、若衆である。

沸かし湯は、沸かし湯である。

若衆買いは、若衆買いである。



若衆方は、若衆方である。

若衆歌舞伎は、若衆歌舞伎である。

若衆髪は、若衆髪である。

若衆組は、若衆組である。

若衆狂いは、若衆狂いである。

若衆盛りは、若衆盛りである。

若衆女郎は、若衆女郎である。

若衆道は、若衆道である。

若衆成は、若衆成である。

若衆宿は、若衆宿である。

若衆髷は、若衆髷である。

若精霊は、若精霊である。

若白髪は、若白髪である。

若洲は、若洲である。

沸かすは、沸かすである。

涌かすは、涌かすである。

湧かすは、湧かすである。

分かずは、分かずである。

我背子は、我背子である。

若蔵は、若蔵である。

若造は、若造である。

我が田は、我が田である。

若大将は、若大将である。

若鷹は、若鷹である。

若竹は、若竹である。

若竹煮は、若竹煮である。

分たずは、分たずである。

我が畳は、我が畳である。

若立ちは、若立ちである。

若立つは、若立つである。

我が立つ杣は、我が立つ杣である。

若旦那は、若旦那である。

分ちは、分ちである。

別ちは、別ちである。

分ち合うは、分ち合うである。

分ち書きは、分ち書きである。

別ち書きは、別ち書きである。

分ち難いは、分ち難いである。

分かつは、分かつである。

別つは、別つである。

若槻は、若槻である。

若槻礼次郎は、若槻礼次郎である。

若付くは、若付くである。

若作りは、若作りである。

若角は、若角である。

若妻は、若妻である。



我が妻は、我が妻である。

我が夫は、我が夫である。

我妻は、我妻である。

我妻栄は、我妻栄である。

機巧は、機巧である。

機は、機である。

機巧るは、機巧るである。

誘るは、誘るである。

若手は、若手である。

若敵は、若敵である。

我がでには、我がでにである。

若党は、若党である。

我が党は、我が党である。

ワガドゥーグは、ワガドゥーグである。

和歌童蒙抄は、和歌童蒙抄である。

若戸大橋は、若戸大橋である。

和歌所は、和歌所である。

若年は、若年である。

若年様は、若年様である。

若年寄は、若年寄である。

若殿は、若殿である。

若殿原は、若殿原である。

我が友は、我が友である。

我が輩は、我が輩である。

若鳥は、若鳥である。

若鶏は、若鶏である。

若名は、若名である。

若菜は、若菜である。

若苗は、若苗である。

若苗色は、若苗色である。

若魚子は、若魚子である。

若菜集は、若菜集である。

若夏は、若夏である。

若菜摘みは、若菜摘みである。

若菜病は、若菜病である。

若菜迎えは、若菜迎えである。

綰ぬは、綰ぬである。

若主は、若主である。

若音は、若音である。

若根は、若根である。

綰ねるは、綰ねるである。

和歌の浦は、和歌の浦である。

若葉は、若葉である。

嫩葉は、嫩葉である。

若葉雨は、若葉雨である。

我輩は、我輩である。



吾輩は、吾輩である。

吾輩は猫であるは、吾輩は猫であるである。

若生えは、若生えである。

若葉風は、若葉風である。

若禿は、若禿である。

若葉マークは、若葉マークである。

若囃子は、若囃子である。

和歌囃子は、和歌囃子である。

若人は、若人である。

我が人は、我が人である。

若生は、若生である。

若ぶは、若ぶである。

若穂は、若穂である。

我が方は、我が方である。

若松は、若松である。

若松賤子は、若松賤子である。

我儘は、我儘である。

和紙は、和紙である。

我が身は、我が身である。

若水は、若水である。

若緑は、若緑である。

若宮は、若宮である。

若みんずりは、若みんずりである。

若向きは、若向きである。

若虫は、若虫である。

若武者は、若武者である。

若紫は、若紫である。

若室は、若室である。

若布は、若布である。

和布は、和布である。

稚海藻は、稚海藻である。

裙蔕菜は、裙蔕菜である。

若芽は、若芽である。

若餅は、若餅である。

若者は、若者である。

我が物は、我が物である。

我物は、我物である。

我が物顔は、我が物顔である。

若者組は、若者組である。

若者宿は、若者宿である。

若者連は、若者連である。

和歌八重垣は、和歌八重垣である。

若やかは、若やかである。

若やがすは、若やがすである。

若屋形は、若屋形である。

若やぎ立つは、若やぎ立つである。



若柳流は、若柳流である。

若役は、若役である。

若やぐは、若やぐである。

若山は、若山である。

和歌山は、和歌山である。

和歌山大学は、和歌山大学である。

若山節は、若山節である。

若山踏みは、若山踏みである。

若山牧水は、若山牧水である。

若やるは、若やるである。

若湯は、若湯である。

若ゆは、若ゆである。

若湯坐は、若湯坐である。

若代は、若代である。

若世は、若世である。

我が世の春は、我が世の春である。

若らかは、若らかである。

分らず屋は、分らず屋である。

分りは、分りである。

我許は、我許である。

分り切るは、分り切るである。

分り易いは、分り易いである。

分かるは、分かるである。

別るは、別るである。

判るは、判るである。

解るは、解るである。

別れは、別れである。

分れは、分れである。

別れ際は、別れ際である。

別れ言は、別れ言である。

別れ方は、別れ方である。

別れ路は、別れ路である。

別れ霜は、別れ霜である。

別れの御酒は、別れの御酒である。

別れの櫛は、別れの櫛である。

別れの袖は、別れの袖である。

別れの床は、別れの床である。

別れ話は、別れ話である。

別れ道は、別れ道である。

分れ目は、分れ目である。

分れ家は、分れ家である。

分かれるは、分かれるである。

別れるは、別れるである。

別れ別れは、別れ別れである。

若若しいは、若若しいである。

和姦は、和姦である。



和漢は、和漢である。

倭館は、倭館である。

和館は、和館である。

和漢混淆文は、和漢混淆文である。

和漢三才図会は、和漢三才図会である。

輪かんじきは、輪かんじきである。

和漢書は、和漢書である。

わかんどおりは、わかんどおりである。

わかんどほり腹は、わかんどほり腹である。

ワ冠は、ワ冠である。

和漢薬は、和漢薬である。

和漢洋は、和漢洋である。

和漢聯句は、和漢聯句である。

和漢朗詠集は、和漢朗詠集である。

倭漢朗詠集は、倭漢朗詠集である。

別きは、別きである。

分きは、分きである。

沸きは、沸きである。

涌きは、涌きである。

湧きは、湧きである。

脇は、脇である。

腋は、腋である。

掖は、掖である。

和気は、和気である。

和議は、和議である。

和気藹藹は、和気藹藹である。

沸き上がるは、沸き上がるである。

脇明けは、脇明けである。

腋明けは、腋明けである。

脇当は、脇当である。

涌き出づは、涌き出づである。

湧き出づは、湧き出づである。

脇板は、脇板である。

脇売は、脇売である。

脇絵は、脇絵である。

脇往還は、脇往還である。

脇起しは、脇起しである。

沸き起るは、沸き起るである。

腋臭は、腋臭である。

狐臭は、狐臭である。

脇街道は、脇街道である。

沸き返るは、沸き返るである。

脇顔は、脇顔である。

脇懸りは、脇懸りである。

脇書は、脇書である。

脇掛は、脇掛である。



脇懸は、脇懸である。

脇方は、脇方である。

脇刀は、脇刀である。

脇語りは、脇語りである。

脇壁は、脇壁である。

脇窯は、脇窯である。

脇紙は、脇紙である。

脇鉋は、脇鉋である。

脇狂言は、脇狂言である。

脇句は、脇句である。

腋草は、腋草である。

腋毛は、腋毛である。

脇毛は、脇毛である。

脇子は、脇子である。

腋子は、腋子である。

脇心は、脇心である。

脇輿は、脇輿である。

脇座は、脇座である。

脇在郷は、脇在郷である。

脇坂は、脇坂である。

脇坂安治は、脇坂安治である。

脇差は、脇差である。

脇指は、脇指である。

脇師は、脇師である。

脇士は、脇士である。

脇島は、脇島である。

脇三味線は、脇三味線である。

脇障子は、脇障子である。

脇正面は、脇正面である。

脇膳は、脇膳である。

脇僧は、脇僧である。

脇備えは、脇備えである。

脇丈は、脇丈である。

脇立は、脇立である。

沸き立つは、沸き立つである。

涌き立つは、涌き立つである。

湧き立つは、湧き立つである。

脇几は、脇几である。

脇机は、脇机である。

脇付は、脇付である。

脇鼓は、脇鼓である。

脇壺は、脇壺である。

腋壺は、腋壺である。

脇詰めは、脇詰めである。

脇連れは、脇連れである。

脇手は、脇手である。



別きては、別きてである。

分きては、分きてである。

脇寺は、脇寺である。

涌き出るは、涌き出るである。

湧き出るは、湧き出るである。

脇戸は、脇戸である。

腋戸は、腋戸である。

脇取り盆は、脇取り盆である。

涌魚は、涌魚である。

湧魚は、湧魚である。

脇荷物は、脇荷物である。

脇能は、脇能である。

腋の御膳は、腋の御膳である。

脇の御膳は、脇の御膳である。

腋の下は、腋の下である。

脇の下は、脇の下である。

脇挟むは、脇挟むである。

脇柱は、脇柱である。

脇ばむは、脇ばむである。

脇腹は、脇腹である。

脇引は、脇引である。

腋引は、腋引である。

脇百姓は、脇百姓である。

側辺は、側辺である。

脇塞ぎは、脇塞ぎである。

和議法は、和議法である。

脇骨は、脇骨である。

脇本陣は、脇本陣である。

弁ふは、弁ふである。

弁えは、弁えである。

弁え心は、弁え心である。

弁えるは、弁えるである。

脇見は、脇見である。

傍視は、傍視である。

吾君は、吾君である。

和君は、和君である。

涌き水は、涌き水である。

湧き水は、湧き水である。

脇路は、脇路である。

脇道は、脇道である。

脇路弁は、脇路弁である。

脇目は、脇目である。

腋芽は、腋芽である。

吾妹子は、吾妹子である。

吾妹は、吾妹である。

吾妹子には、吾妹子にである。



吾妹子をは、吾妹子をである。

涌き物は、涌き物である。

湧き物は、湧き物である。

脇門は、脇門である。

脇門跡は、脇門跡である。

脇屋は、脇屋である。

脇役は、脇役である。

傍役は、傍役である。

脇屋義助は、脇屋義助である。

脇槍は、脇槍である。

沸湯は、沸湯である。

和牛は、和牛である。

和協は、和協である。

和鏡は、和鏡である。

倭鏡は、倭鏡である。

ワ行は、ワ行である。

和行は、和行である。

和玉篇は、和玉篇である。

倭玉篇は、倭玉篇である。

輪切りは、輪切りである。

脇艪は、脇艪である。

分き分きしは、分き分きしである。

和金は、和金である。

枠は、枠である。

框は、框である。

惑は、惑である。

和煦は、和煦である。

分くは、分くである。

別くは、別くである。

沸くは、沸くである。

涌くは、涌くである。

湧くは、湧くである。

綰ぐは、綰ぐである。

枠石は、枠石である。

枠外は、枠外である。

枠型アンテナは、枠型アンテナである。

和釘は、和釘である。

枠組みは、枠組みである。

枠組壁構法は、枠組壁構法である。

和句解は、和句解である。

惑業は、惑業である。

惑業苦は、惑業苦である。

枠指鳥居は、枠指鳥居である。

輪腐病は、輪腐病である。

ワクスマンは、ワクスマンである。

惑星は、惑星である。



惑星状星雲は、惑星状星雲である。

惑星探査機は、惑星探査機である。

わくせきは、わくせきである。

ワクチンは、ワクチンである。

惑溺は、惑溺である。

ワグナーは、ワグナーである。

ワグナー法は、ワグナー法である。

枠内は、枠内である。

ワグネルは、ワグネルである。

枠肘木は、枠肘木である。

ワクフは、ワクフである。

綰むは、綰むである。

わくもは、わくもである。

枠物語は、枠物語である。

或問は、或問である。

和倉は、和倉である。

倭鞍は、倭鞍である。

和鞍は、和鞍である。

病葉は、病葉である。

邂逅には、邂逅にである。

惑乱は、惑乱である。

わくわくは、わくわくである。

和訓は、和訓である。

倭訓は、倭訓である。

和訓栞は、和訓栞である。

倭訓栞は、倭訓栞である。

倭訓類林は、倭訓類林である。

分けは、分けである。

別けは、別けである。

別は、別である。

訳は、訳である。

戯奴は、戯奴である。

髷は、髷である。

訳合いは、訳合いである。

分け合うは、分け合うである。

訳有りは、訳有りである。

わけいは、わけいである。

和敬は、和敬である。

話芸は、話芸である。

分け入るは、分け入るである。

訳柄は、訳柄である。

分葱は、分葱である。

話劇は、話劇である。

髷括りは、髷括りである。

分け口は、分け口である。

輪袈裟は、輪袈裟である。



分け作は、分け作である。

訳里は、訳里である。

分里は、分里である。

訳品は、訳品である。

訳知らずは、訳知らずである。

訳知りは、訳知りである。

分け知りは、分け知りである。

訳知り立ては、訳知り立てである。

綰げ溜るは、綰げ溜るである。

別けては、別けてである。

別けてもは、別けてもである。

分け取りは、分け取りである。

訳無いは、訳無いである。

訳無しは、訳無しである。

和気清麻呂は、和気清麻呂である。

分の女郎は、分の女郎である。

和気広虫は、和気広虫である。

分け隔ては、分け隔てである。

別け隔ては、別け隔てである。

訳法師は、訳法師である。

分け前は、分け前である。

分け目は、分け目である。

髷目は、髷目である。

綰物は、綰物である。

曲物は、曲物である。

分家は、分家である。

訳良しは、訳良しである。

訳らしは、訳らしである。

分けるは、分けるである。

別けるは、別けるである。

和犬は、和犬である。

和弦は、和弦である。

吾子は、吾子である。

和子は、和子である。

和語は、和語である。

倭語は、倭語である。

和光は、和光である。

倭寇は、倭寇である。

和合は、和合である。

和合神は、和合神である。

和合人は、和合人である。

和光垂迹は、和光垂迹である。

和合僧は、和合僧である。

和光同塵は、和光同塵である。

吾大君は、吾大君である。

倭国は、倭国である。



和国は、和国である。

和刻本は、和刻本である。

輪後光は、輪後光である。

和子様は、和子様である。

輪越祭は、輪越祭である。

我御前は、我御前である。

和御前は、和御前である。

和語説略図は、和語説略図である。

輪五点は、輪五点である。

我事は、我事である。

和事は、和事である。

和事師は、和事師である。

我御房は、我御房である。

和御坊は、和御坊である。

輪ゴムは、輪ゴムである。

我御寮は、我御寮である。

我御料は、我御料である。

わごれは、わごれである。

和魂は、和魂である。

和琴は、和琴である。

ワゴンは、ワゴンである。

和魂漢才は、和魂漢才である。

ワゴンサービスは、ワゴンサービスである。

ワゴン車は、ワゴン車である。

和魂洋才は、和魂洋才である。

早稲は、早稲である。

早は、早である。

輪差は、輪差である。

業は、業である。

技は、技である。

技有りは、技有りである。

和裁は、和裁である。

早稲飯は、早稲飯である。

早稲植えは、早稲植えである。

童謡は、童謡である。

謡歌は、謡歌である。

早瓜は、早瓜である。

俳優は、俳優である。

わざくれは、わざくれである。

わざくれ心は、わざくれ心である。

俳言は、俳言である。

俳諧は、俳諧である。

早稲米は、早稲米である。

早酒は、早酒である。

業師は、業師である。

早薄は、早薄である。



早稲田は、早稲田である。

態っとは、態っとである。

わさ角は、わさ角である。

態とは、態とである。

態とがましいは、態とがましいである。

態とぶは、態とぶである。

態とめくは、態とめくである。

態とらしいは、態とらしいである。

早苗は、早苗である。

早稲苗は、早稲苗である。

早鍋は、早鍋である。

業並は、業並である。

早萩は、早萩である。

山葵は、山葵である。

山葵卸しは、山葵卸しである。

山葵醤油は、山葵醤油である。

山葵清汁は、山葵清汁である。

山葵大根は、山葵大根である。

山葵漬は、山葵漬である。

俳人は、俳人である。

業人は、業人である。

山葵の木は、山葵の木である。

山葵餅は、山葵餅である。

早稲穂は、早稲穂である。

業前は、業前である。

早稲蓑は、早稲蓑である。

早物は、早物である。

業物は、業物である。

業良しは、業良しである。

禍は、禍である。

災いは、災いである。

災いするは、災いするである。

わさわさは、わさわさである。

態態は、態態である。

態態しは、態態しである。

和産は、和産である。

倭産は、倭産である。

和算は、和算である。

和讃は、和讃である。

和讒は、和讒である。

和算家は、和算家である。

和三盆は、和三盆である。

鷲は、鷲である。

和市は、和市である。

和糸は、和糸である。

倭詩は、倭詩である。



和詩は、和詩である。

わしは、わしである。

和字は、和字である。

ワジは、ワジである。

和爾雅は、和爾雅である。

和式は、和式である。

鷲口は、鷲口である。

鷲座は、鷲座である。

和字正濫鈔は、和字正濫鈔である。

走すは、走すである。

和字大観抄は、和字大観抄である。

鷲鷹類は、鷲鷹類である。

和室は、和室である。

鷲津は、鷲津である。

和実は、和実である。

鷲掴みは、鷲掴みである。

鷲津毅堂は、鷲津毅堂である。

鷲造りの太刀は、鷲造りの太刀である。

鷲の峰は、鷲の峰である。

鷲羽岳は、鷲羽岳である。

鷲鼻は、鷲鼻である。

輪島は、輪島である。

輪島塗は、輪島塗である。

輪注連は、輪注連である。

輪標は、輪標である。

話者は、話者である。

和州は、和州である。

倭州は、倭州である。

和臭は、和臭である。

和習は、和習である。

和酬は、和酬である。

輪中は、輪中である。

和集合は、和集合である。

鷲羽山は、鷲羽山である。

和熟は、和熟である。

話術は、話術である。

和順は、和順である。

和書は、和書である。

和勝は、和勝である。

和尚は、和尚である。

和上は、和上である。

我丈は、我丈である。

和丈は、和丈である。

我上臈は、我上臈である。

和上臈は、和上臈である。

和食は、和食である。



我女郎は、我女郎である。

和女郎は、和女郎である。

走らかすは、走らかすである。

走り出は、走り出である。

走るは、走るである。

わ印は、わ印である。

わじわじは、わじわじである。

和しんは、和しんである。

和親は、和親である。

倭人は、倭人である。

和人は、和人である。

倭人伝は、倭人伝である。

ワシントンは、ワシントンである。

ワシントン会議は、ワシントン会議である。

ワシントン条約は、ワシントン条約である。

ワシントンポストは、ワシントンポストである。

座すは、座すである。

僅かは、僅かである。

纔かは、纔かである。

わずきは、わずきである。

ワスプは、ワスプである。

煩いは、煩いである。

煩い付くは、煩い付くである。

患い付くは、患い付くである。

患うは、患うである。

煩うは、煩うである。

煩わしいは、煩わしいである。

煩わすは、煩わすである。

煩わせるは、煩わせるである。

忘るは、忘るである。

和するは、和するである。

忘るな草は、忘るな草である。

忘るる草は、忘るる草である。

忘れは、忘れである。

忘れ井は、忘れ井である。

忘れ緒は、忘れ緒である。

忘れ扇は、忘れ扇である。

忘れ貝は、忘れ貝である。

忘れ形見は、忘れ形見である。

忘れ草は、忘れ草である。

萱草は、萱草である。

忘れ種は、忘れ種である。

忘れ咲きは、忘れ咲きである。

忘れ去るは、忘れ去るである。

忘れ潮は、忘れ潮である。

忘れ霜は、忘れ霜である。



忘れっぽいは、忘れっぽいである。

勿忘草は、勿忘草である。

忘れ音は、忘れ音である。

忘れ花は、忘れ花である。

忘れ水は、忘れ水である。

忘れ物は、忘れ物である。

忘れ雪は、忘れ雪である。

忘れるは、忘れるである。

忘れん坊は、忘れん坊である。

早生は、早生である。

和声は、和声である。

和製は、和製である。

和製英語は、和製英語である。

和声的短音階は、和声的短音階である。

和声法は、和声法である。

早稲田軍研事件は、早稲田軍研事件である。

早稲田大学は、早稲田大学である。

早稲田文学は、早稲田文学である。

話説は、話説である。

ワセリンは、ワセリンである。

和船は、和船である。

和戦は、和戦である。

我先生は、我先生である。

和先生は、和先生である。

我僧は、我僧である。

和僧は、和僧である。

和装は、和装である。

和装コートは、和装コートである。

和荘兵衛は、和荘兵衛である。

和装本は、和装本である。

和俗は、和俗である。

我俗は、我俗である。

海は、海である。

腸は、腸である。

綿は、綿である。

棉は、棉である。

草綿は、草綿である。

和田は、和田である。

綿秋は、綿秋である。

綿油は、綿油である。

綿飴は、綿飴である。

渡いは、渡いである。

話題は、話題である。

和大黄は、和大黄である。

綿板は、綿板である。

腸熬りは、腸熬りである。



腸煎りは、腸煎りである。

綿入れは、綿入れである。

綿打ちは、綿打ちである。

綿打ち弓は、綿打ち弓である。

和田英作は、和田英作である。

腸香は、腸香である。

綿菓子は、綿菓子である。

蟠りは、蟠りである。

蟠るは、蟠るである。

肩上は、肩上である。

綿上は、綿上である。

綿噛は、綿噛である。

海神は、海神である。

綿殻は、綿殻である。

綿衣は、綿衣である。

私商いは、私商いである。

私雨は、私雨である。

私歩きは、私歩きである。

私軍は、私軍である。

私闘は、私闘である。

私金は、私金である。

私心は、私心である。

私事は、私事である。

私様は、私様である。

私仕事は、私仕事である。

私小説は、私小説である。

私するは、私するである。

私田は、私田である。

私大は、私大である。

私戦いは、私戦いである。

私戯れは、私戯れである。

私連れは、私連れである。

私取合は、私取合である。

私物は、私物である。

私立は、私立である。

綿屑は、綿屑である。

綿轡は、綿轡である。

綿雲は、綿雲である。

腸繰は、腸繰である。

綿繰りは、綿繰りである。

綿繰り唄は、綿繰り唄である。

綿繰機は、綿繰機である。

綿繰車は、綿繰車である。

綿車は、綿車である。

綿毛は、綿毛である。

輪竹は、輪竹である。



綿子は、綿子である。

腸籠は、腸籠である。

和田三造は、和田三造である。

渡しは、渡しである。

綿師は、綿師である。

渡し合ふは、渡し合ふである。

渡し女は、渡し女である。

渡し金は、渡し金である。

渡し込みは、渡し込みである。

渡し銭は、渡し銭である。

渡し賃は、渡し賃である。

渡し場は、渡し場である。

渡し舟は、渡し舟である。

渡し船は、渡し船である。

渡し文は、渡し文である。

渡し物は、渡し物である。

渡し守は、渡し守である。

渡すは、渡すである。

済すは、済すである。

綿菅は、綿菅である。

渡瀬は、渡瀬である。

和田清は、和田清である。

和田草は、和田草である。

綿種は、綿種である。

綿種油は、綿種油である。

わたたびは、わたたびである。

腸樽は、腸樽である。

轍は、轍である。

和達は、和達である。

和達清夫は、和達清夫である。

轍の鮒は、轍の鮒である。

和達ベニオフ面は、和達ベニオフ面である。

わたつうみは、わたつうみである。

度津神社は、度津神社である。

和田維四郎は、和田維四郎である。

綿津見は、綿津見である。

綿摘みは、綿摘みである。

海神神社は、海神神社である。

和田峠は、和田峠である。

綿時は、綿時である。

渡殿は、渡殿である。

綿取りは、綿取りである。

海中は、海中である。

渡辺は、渡辺である。

渡辺崋山は、渡辺崋山である。

渡辺一夫は、渡辺一夫である。



渡辺始興は、渡辺始興である。

渡辺錠太郎は、渡辺錠太郎である。

渡辺水巴は、渡辺水巴である。

渡辺綱は、渡辺綱である。

渡辺政之輔は、渡辺政之輔である。

腸煮は、腸煮である。

腸抜きは、腸抜きである。

綿抜きは、綿抜きである。

綿貫は、綿貫である。

綿抜の朔日は、綿抜の朔日である。

海の底は、海の底である。

輪田の泊は、輪田の泊である。

海の原は、海の原である。

海外は、海外である。

海表は、海表である。

綿の実は、綿の実である。

綿の実油は、綿の実油である。

綿花は、綿花である。

綿羽は、綿羽である。

和田英松は、和田英松である。

綿帽子は、綿帽子である。

綿帽子雪は、綿帽子雪である。

綿埃は、綿埃である。

移徙は、移徙である。

渡座は、渡座である。

渡座の祝は、渡座の祝である。

綿繭は、綿繭である。

和田万吉は、和田万吉である。

曲水は、曲水である。

和田岬は、和田岬である。

綿虫は、綿虫である。

腸持は、腸持である。

綿屋は、綿屋である。

綿雪は、綿雪である。

綿弓は、綿弓である。

和田義盛は、和田義盛である。

渡らいは、渡らいである。

度会は、度会である。

度会家行は、度会家行である。

渡らい種は、渡らい種である。

渡らい心は、渡らい心である。

度会神道は、度会神道である。

度会常昌は、度会常昌である。

度会延佳は、度会延佳である。

度会の宮は、度会の宮である。

度会行忠は、度会行忠である。



渡らふは、渡らふである。

渡良瀬川は、渡良瀬川である。

辺は、辺である。

径は、径である。

渡りは、渡りである。

渡り合うは、渡り合うである。

渉り合うは、渉り合うである。

渡り腮は、渡り腮である。

渡り歩くは、渡り歩くである。

渡り板は、渡り板である。

渡り稼ぎは、渡り稼ぎである。

渡り徒士は、渡り徒士である。

渡り蟹は、渡り蟹である。

渡り粥は、渡り粥である。

渡り烏は、渡り烏である。

渡り川は、渡り川である。

渡り革は、渡り革である。

渡り種は、渡り種である。

渡り小姓は、渡り小姓である。

渡り酒は、渡り酒である。

渡り侍は、渡り侍である。

渡島は、渡島である。

渡り繻子は、渡り繻子である。

渡荘は、渡荘である。

渡り瀬は、渡り瀬である。

渡り台詞は、渡り台詞である。

渡り初めは、渡り初めである。

渡り段は、渡り段である。

渡手は、渡手である。

渡り鳥は、渡り鳥である。

渡り鳥条約は、渡り鳥条約である。

渡り流れは、渡り流れである。

渡り並は、渡り並である。

渡の山は、渡の山である。

渡り場は、渡り場である。

渡り箸は、渡り箸である。

渡り人は、渡り人である。

渡拍子は、渡拍子である。

渡り船は、渡り船である。

渡り奉公は、渡り奉公である。

渡り間は、渡り間である。

渡り米は、渡り米である。

渡り物は、渡り物である。

渡り者は、渡り者である。

渡り守は、渡り守である。

渡り櫓は、渡り櫓である。



渡り櫓門は、渡り櫓門である。

渡領は、渡領である。

渡り廊は、渡り廊である。

渡り廊下は、渡り廊下である。

渡るは、渡るである。

渉るは、渉るである。

わだわだは、わだわだである。

わだんは、わだんである。

和談は、和談である。

輪地は、輪地である。

輪違は、輪違である。

輪違草は、輪違草である。

わちきは、わちきである。

和衷は、和衷である。

和衷協同は、和衷協同である。

和中散は、和中散である。

和朝は、和朝である。

倭朝は、倭朝である。

わっは、わっである。

わっかは、わっかである。

稚内は、稚内である。

ワックスは、ワックスである。

わっさりは、わっさりである。

わっさわっさは、わっさわっさである。

和辻は、和辻である。

和辻哲郎は、和辻哲郎である。

ワッシャーは、ワッシャーである。

わっしょいは、わっしょいである。

ワッセルマンは、ワッセルマンである。

ワッセルマン反応は、ワッセルマン反応である。

輪束は、輪束である。

わっちらんは、わっちらんである。

ワッツは、ワッツである。

ワットは、ワットである。

わっとは、わっとである。

ワット時は、ワット時である。

ワット時メーターは、ワット時メーターである。

ワットタイラーの乱は、ワットタイラーの乱である。

ワットマン紙は、ワットマン紙である。

ワットメーターは、ワットメーターである。

わっぱは、わっぱである。

童は、童である。

輪っぱは、輪っぱである。

ワッハーブ派は、ワッハーブ派である。

わっぱさっぱは、わっぱさっぱである。

童し奴は、童し奴である。



割符は、割符である。

割賦は、割賦である。

割賦金は、割賦金である。

割賦償還は、割賦償還である。

ワッフルは、ワッフルである。

ワッペンは、ワッペンである。

輪積法は、輪積法である。

わてざは、わてざである。

倭奴は、倭奴である。

話頭は、話頭である。

吾党は、吾党である。

和党は、和党である。

和同は、和同である。

和銅は、和銅である。

和同開珎は、和同開珎である。

和唐紙は、和唐紙である。

和唐珍解は、和唐珍解である。

和藤内は、和藤内である。

ワトーは、ワトーである。

和独は、和独である。

和読は、和読である。

和独辞典は、和独辞典である。

倭奴国は、倭奴国である。

和綴じは、和綴じである。

ワトソンは、ワトソンである。

吾殿は、吾殿である。

和殿は、和殿である。

輪留めは、輪留めである。

我鳥は、我鳥である。

輪取るは、輪取るである。

罠は、罠である。

羂は、羂である。

輪奈は、輪奈である。

和南は、和南である。

輪奈糸は、輪奈糸である。

輪奈織物は、輪奈織物である。

縊くは、縊くである。

経くは、経くである。

輪投げは、輪投げである。

輪奈天は、輪奈天である。

戦慄かすは、戦慄かすである。

戦慄は、戦慄である。

戦慄声は、戦慄声である。

戦慄手は、戦慄手である。

顫掣筆は、顫掣筆である。

戦慄くは、戦慄くである。



輪奈天鵞絨は、輪奈天鵞絨である。

和生は、和生である。

罠網は、罠網である。

吾儕は、吾儕である。

輪奈結びは、輪奈結びである。

輪形は、輪形である。

わなわなは、わなわなである。

鰐は、鰐である。

王仁は、王仁である。

鰐足は、鰐足である。

鰐皮は、鰐皮である。

鰐口は、鰐口である。

鰐鮫は、鰐鮫である。

ワニスは、ワニスである。

我入道は、我入道である。

和入道は、和入道である。

我女房は、我女房である。

和女房は、和女房である。

ワニラは、ワニラである。

ワニリンは、ワニリンである。

わにるは、わにるである。

輪抜けは、輪抜けである。

吾主は、吾主である。

和主は、和主である。

倭の五王は、倭の五王である。

倭奴国王印は、倭奴国王印である。

輪乗りは、輪乗りである。

ワハービ派は、ワハービ派である。

輪墓は、輪墓である。

輪発条は、輪発条である。

わははは、わははである。

和版は、和版である。

和蕃公主は、和蕃公主である。

侘は、侘である。

詫びは、詫びである。

詫び入るは、詫び入るである。

侘隠者は、侘隠者である。

侘歌は、侘歌である。

侘声は、侘声である。

侘言は、侘言である。

詫び言は、詫び言である。

侘事は、侘事である。

詫び事は、詫び事である。

侘桜は、侘桜である。

侘戯れは、侘戯れである。

侘しいは、侘しいである。



侘しむは、侘しむである。

詫状は、詫状である。

詫証文は、詫証文である。

侘しらは、侘しらである。

侘好きは、侘好きである。

侘数寄は、侘数寄である。

侘助は、侘助である。

侘住いは、侘住いである。

侘禅師は、侘禅師である。

ワピチは、ワピチである。

侘茶は、侘茶である。

詫手紙は、詫手紙である。

我人は、我人である。

侘鳴きは、侘鳴きである。

詫びなすは、詫びなすである。

詫人は、詫人である。

侘寝は、侘寝である。

侘人は、侘人である。

侘びるは、侘びるである。

詫びるは、詫びるである。

侘ぶは、侘ぶである。

詫ぶは、詫ぶである。

和風は、和風である。

和服は、和服である。

輪節は、輪節である。

和仏は、和仏である。

和仏辞典は、和仏辞典である。

ワフド党は、ワフド党である。

侘ぶるは、侘ぶるである。

和文は、和文である。

和文英訳は、和文英訳である。

和平は、和平である。

話柄は、話柄である。

和方は、和方である。

話法は、話法である。

和方家は、和方家である。

我法師は、我法師である。

和法師は、和法師である。

輪帽子は、輪帽子である。

我坊主は、我坊主である。

和坊主は、和坊主である。

和木は、和木である。

和睦は、和睦である。

和本は、和本である。

話本は、話本である。

輪回しは、輪回しである。



我尊は、我尊である。

和尊は、和尊である。

倭名は、倭名である。

和名は、和名である。

和名抄は、和名抄である。

倭名鈔は、倭名鈔である。

倭名類聚鈔は、倭名類聚鈔である。

輪虫は、輪虫である。

輪結びは、輪結びである。

輪目は、輪目である。

叫くは、叫くである。

喚くは、喚くである。

わ文字は、わ文字である。

我文字は、我文字である。

和物は、和物である。

倭物は、倭物である。

わやは、わやである。

わやくは、わやくである。

和約は、和約である。

和訳は、和訳である。

和薬は、和薬である。

わやく人は、わやく人である。

わやく者は、わやく者である。

わやくやは、わやくやである。

和野菜は、和野菜である。

わやわやは、わやわやである。

ワヤンは、ワヤンである。

和与は、和与である。

和洋は、和洋である。

和様は、和様である。

和洋折衷は、和洋折衷である。

和与状は、和与状である。

和与地は、和与地である。

藁は、藁である。

笑いは、笑いである。

笑ひ入るは、笑ひ入るである。

笑い絵は、笑い絵である。

笑い顔は、笑い顔である。

笑い川蝉は、笑い川蝉である。

笑い翡翠は、笑い翡翠である。

笑い種は、笑い種である。

笑い薬は、笑い薬である。

笑い崩れるは、笑い崩れるである。

笑い口は、笑い口である。

笑い声は、笑い声である。

笑い倒けるは、笑い倒けるである。



笑い事は、笑い事である。

笑い転げるは、笑い転げるである。

笑いさざめくは、笑いさざめくである。

笑い様は、笑い様である。

笑い癪は、笑い癪である。

笑尉は、笑尉である。

笑い上戸は、笑い上戸である。

笑い初めは、笑い初めである。

笑い茸は、笑い茸である。

笑い蕈は、笑い蕈である。

笑い出すは、笑い出すである。

笑い道具は、笑い道具である。

笑い飛ばすは、笑い飛ばすである。

笑い話は、笑い話である。

笑い仏は、笑い仏である。

笑い本は、笑い本である。

笑い物は、笑い物である。

笑うは、笑うである。

咲うは、咲うである。

藁蓋は、藁蓋である。

円座は、円座である。

藁打ちは、藁打ちである。

藁打ち石は、藁打ち石である。

藁嚊は、藁嚊である。

藁囲いは、藁囲いである。

笑かすは、笑かすである。

藁紙は、藁紙である。

藁履は、藁履である。

藁沓は、藁沓である。

藁ぐまは、藁ぐまである。

藁組みは、藁組みである。

藁工品は、藁工品である。

藁薦は、藁薦である。

藁金剛は、藁金剛である。

藁婚式は、藁婚式である。

稚鰤は、稚鰤である。

藁座は、藁座である。

藁座鳥居は、藁座鳥居である。

童衆は、童衆である。

草鞋は、草鞋である。

草鞋親は、草鞋親である。

草鞋掛けは、草鞋掛けである。

草鞋食いは、草鞋食いである。

藁仕事は、藁仕事である。

草鞋酒は、草鞋酒である。

草鞋擦れは、草鞋擦れである。



草鞋銭は、草鞋銭である。

草鞋大王は、草鞋大王である。

草鞋脱ぎは、草鞋脱ぎである。

草鞋穿きは、草鞋穿きである。

藁しべは、藁しべである。

藁しべ長者は、藁しべ長者である。

草鞋虫は、草鞋虫である。

鼠姑は、鼠姑である。

藁寸莎は、藁寸莎である。

藁筋は、藁筋である。

藁すべは、藁すべである。

藁素坊は、藁素坊である。

藁草履は、藁草履である。

藁塚は、藁塚である。

藁包は、藁包である。

藁苞は、藁苞である。

藁鉄砲は、藁鉄砲である。

藁とんは、藁とんである。

藁縄は、藁縄である。

藁におは、藁におである。

藁人形は、藁人形である。

藁の下下は、藁の下下である。

藁灰は、藁灰である。

藁履物は、藁履物である。

藁半紙は、藁半紙である。

蕨は、蕨である。

藁火は、藁火である。

ワラビーは、ワラビーである。

蕨粉は、蕨粉である。

蕨綱は、蕨綱である。

蕨手は、蕨手である。

蕨手の刀は、蕨手の刀である。

蕨縄は、蕨縄である。

蕨熨斗は、蕨熨斗である。

蕨糊は、蕨糊である。

蕨帚は、蕨帚である。

蕨餅は、蕨餅である。

藁葺きは、藁葺きである。

藁筆は、藁筆である。

藁蒲団は、藁蒲団である。

童諍いは、童諍いである。

童歌は、童歌である。

童威しは、童威しである。

童気は、童気である。

童心は、童心である。

童しいは、童しいである。



童賺しは、童賺しである。

童姿は、童姿である。

童誑しは、童誑しである。

童名は、童名である。

藁帚は、藁帚である。

藁ぼては、藁ぼてである。

藁みごは、藁みごである。

藁筵は、藁筵である。

藁屋は、藁屋である。

笑らかは、笑らかである。

ワラルーは、ワラルーである。

妾は、妾である。

童遊びは、童遊びである。

童生いは、童生いである。

笑はかすは、笑はかすである。

童髪は、童髪である。

童ぐは、童ぐである。

童車は、童車である。

童げは、童げである。

童声は、童声である。

童心地は、童心地である。

童言は、童言である。

笑はしは、笑はしである。

童装束は、童装束である。

童随身は、童随身である。

童縋りは、童縋りである。

笑わせるは、笑わせるである。

童殿上は、童殿上である。

童友達は、童友達である。

童取の髪は、童取の髪である。

童泣きは、童泣きである。

童盗人は、童盗人である。

童部は、童部である。

童部諍いは、童部諍いである。

童陪従は、童陪従である。

童舞は、童舞である。

童巫子は、童巫子である。

童女は、童女である。

瘧は、瘧である。

わらわらは、わらわらである。

笑われ者は、笑われ者である。

ワラントは、ワラントである。

ワラント債は、ワラント債である。

わらんべ草は、わらんべ草である。

童子草は、童子草である。

理は、理である。



割は、割である。

和犂は、和犂である。

割合は、割合である。

割合には、割合にである。

割当ては、割当てである。

割当て制は、割当て制である。

割り当てるは、割り当てるである。

破飯は、破飯である。

割石は、割石である。

割り入っては、割り入ってである。

割印は、割印である。

割替えは、割替えである。

割書は、割書である。

割かしは、割かしである。

割方は、割方である。

割粥は、割粥である。

割唐子は、割唐子である。

割り勘は、割り勘である。

割看板は、割看板である。

割木は、割木である。

割り切るは、割り切るである。

割り切れるは、割り切れるである。

割金は、割金である。

割楔は、割楔である。

割口説は、割口説である。

割栗は、割栗である。

割栗石は、割栗石である。

割稽古は、割稽古である。

割下水は、割下水である。

破子は、破子である。

破籠は、破籠である。

割興は、割興である。

割り声は、割り声である。

割小札は、割小札である。

破子蕎麦は、破子蕎麦である。

割込みは、割込みである。

割り込むは、割り込むである。

割米は、割米である。

わりさまは、わりさまである。

割り算は、割り算である。

割錏は、割錏である。

割下は、割下である。

割下帯は、割下帯である。

割り醤油は、割り醤油である。

割台詞は、割台詞である。

割ダイスは、割ダイスである。



割高は、割高である。

割竹は、割竹である。

割竹形石棺は、割竹形石棺である。

割竹形木棺は、割竹形木棺である。

割出しは、割出しである。

割出し台は、割出し台である。

割り出すは、割り出すである。

割り立つは、割り立つである。

割地は、割地である。

割注は、割注である。

割註は、割註である。

割束は、割束である。

割接ぎは、割接ぎである。

割付けは、割付けである。

割り付けるは、割り付けるである。

割とは、割とである。

割床は、割床である。

理無は、理無である。

理無いは、理無いである。

割には、割にである。

ワリニャーノは、ワリニャーノである。

割挟みは、割挟みである。

割箸は、割箸である。

割花は、割花である。

割判は、割判である。

破氷は、破氷である。

割引は、割引である。

割引債は、割引債である。

割引市場は、割引市場である。

割引高は、割引高である。

割引手形は、割引手形である。

割引人は、割引人である。

割引発行は、割引発行である。

割引歩合は、割引歩合である。

割引募集法は、割引募集法である。

割引料は、割引料である。

割り引くは、割り引くである。

割り膝は、割り膝である。

割菱は、割菱である。

割ピンは、割ピンである。

割普請は、割普請である。

割札は、割札である。

割蓋は、割蓋である。

割舟は、割舟である。

割り振りは、割り振りである。

割り振るは、割り振るである。



割褌は、割褌である。

割犢鼻褌は、割犢鼻褌である。

割干は、割干である。

割干大根は、割干大根である。

割前は、割前である。

割前勘定は、割前勘定である。

割増は、割増である。

割増金は、割増金である。

割増発行は、割増発行である。

割松は、割松である。

割麦は、割麦である。

割目は、割目である。

割飯は、割飯である。

割元は、割元である。

割本は、割本である。

割戻しは、割戻しである。

割り戻すは、割り戻すである。

割物は、割物である。

割物絵は、割物絵である。

割屋は、割屋である。

割安は、割安である。

和流は、和流である。

和硫は、和硫である。

割り渡すは、割り渡すである。

和林檎は、和林檎である。

悪は、悪である。

割るは、割るである。

悪足掻きは、悪足掻きである。

悪商いは、悪商いである。

悪遊びは、悪遊びである。

悪案じは、悪案じである。

悪いは、悪いである。

悪悪戯は、悪悪戯である。

悪い虫は、悪い虫である。

悪酔いは、悪酔いである。

悪遠慮は、悪遠慮である。

悪落ちは、悪落ちである。

悪賢いは、悪賢いである。

悪堅いは、悪堅いである。

悪金は、悪金である。

悪紙は、悪紙である。

悪気は、悪気である。

ワルキューレは、ワルキューレである。

悪くするとは、悪くするとである。

悪癖は、悪癖である。

悪口は、悪口である。



悪口言いは、悪口言いである。

悪口祭は、悪口祭である。

悪狂いは、悪狂いである。

悪功は、悪功である。

悪御達は、悪御達である。

悪さは、悪さである。

悪さ子は、悪さ子である。

悪戯は、悪戯である。

悪騒ぎは、悪騒ぎである。

悪沢岳は、悪沢岳である。

悪しは、悪しである。

悪品は、悪品である。

悪洒落は、悪洒落である。

ワルシャワは、ワルシャワである。

ワルシャワ条約機構は、ワルシャワ条約機構である。

悪尻は、悪尻である。

悪推は、悪推である。

悪推量は、悪推量である。

悪澄ましは、悪澄ましである。

悪擦れは、悪擦れである。

ワルソーは、ワルソーである。

ワルターは、ワルターである。

ワルターフォンデアフォーゲルワイデは、ワルターフォンデアフォーゲルワイデである。

悪巧みは、悪巧みである。

悪達者は、悪達者である。

悪樽は、悪樽である。

悪血は、悪血である。

悪知恵は、悪知恵である。

悪智慧は、悪智慧である。

悪茶は、悪茶である。

ワルツは、ワルツである。

悪遣いは、悪遣いである。

悪てんがうは、悪てんがうである。

ワルトハイムは、ワルトハイムである。

悪止めは、悪止めである。

悪乗りは、悪乗りである。

悪場は、悪場である。

悪怯れるは、悪怯れるである。

悪ふざけは、悪ふざけである。

悪振るは、悪振るである。

悪物は、悪物である。

悪者は、悪者である。

悪者小説は、悪者小説である。

ワルラスは、ワルラスである。

割れは、割れである。

破れは、破れである。



我一は、我一である。

割れ返るは、割れ返るである。

我勝ちは、我勝ちである。

破鐘は、破鐘である。

割殻は、割殻である。

我からは、我からである。

割れ木は、割れ木である。

和暦は、和暦である。

破声は、破声である。

ワレサは、ワレサである。

我賢しは、我賢しである。

我先は、我先である。

我様は、我様である。

我じは、我じである。

我知らずは、我知らずである。

我知り顔は、我知り顔である。

割相撲は、割相撲である。

破角力は、破角力である。

破銭は、破銭である。

割銭は、割銭である。

割れ竹は、割れ竹である。

破竹は、破竹である。

我猛しは、我猛しである。

我頼みは、我頼みである。

破茶碗は、破茶碗である。

割れては、割れてである。

破れては、破れてである。

我とは、我とである。

我どちは、我どちである。

我乍らは、我乍らである。

破鍋は、破鍋である。

我は顔は、我は顔である。

我は気色は、我は気色である。

我はとは、我はとである。

破舟は、破舟である。

我褒めは、我褒めである。

割れ目は、割れ目である。

破目は、破目である。

割れ目噴火は、割れ目噴火である。

吾木香は、吾木香である。

我毛香は、我毛香である。

吾亦紅は、吾亦紅である。

割れ物は、割れ物である。

破物は、破物である。

我等は、我等である。

我等式は、我等式である。



割れるは、割れるである。

破れるは、破れるである。

破破は、破破である。

割れ割れは、割れ割れである。

我我は、我我である。

ワレンシュタインは、ワレンシュタインである。

和郎は、和郎である。

我郎は、我郎である。

悪所は、悪所である。

悪人は、悪人である。

悪怯るは、悪怯るである。

悪ぶは、悪ぶである。

凡客は、凡客である。

和論語は、和論語である。

枉惑は、枉惑である。

わわくは、わわくである。

わわけは、わわけである。

わわしは、わわしである。

わわめくは、わわめくである。

わわらばは、わわらばである。

わわりつくは、わわりつくである。

わわるは、わわるである。

わんは、わんである。

椀は、椀である。

湾は、湾である。

腕は、腕である。

彎は、彎である。

ワンは、ワンである。

ワンウェーは、ワンウェーである。

椀家具は、椀家具である。

椀がけは、椀がけである。

椀貸伝説は、椀貸伝説である。

湾岸は、湾岸である。

湾岸諸国は、湾岸諸国である。

湾岸戦争は、湾岸戦争である。

椀久は、椀久である。

椀久末松山は、椀久末松山である。

湾曲は、湾曲である。

彎曲は、彎曲である。

腕巾は、腕巾である。

湾屈は、湾屈である。

彎屈は、彎屈である。

ワンクッションは、ワンクッションである。

わんぐりは、わんぐりである。

ワングルは、ワングルである。

湾渓は、湾渓である。



彎月は、彎月である。

ワンゲルは、ワンゲルである。

湾口は、湾口である。

椀子蕎麦は、椀子蕎麦である。

腕骨は、腕骨である。

わんさは、わんさである。

ワンサイドゲームは、ワンサイドゲームである。

わんさガールは、わんさガールである。

わんざくれは、わんざくれである。

わんさわんさは、わんさわんさである。

ワンシーターは、ワンシーターである。

腕車は、腕車である。

腕章は、腕章である。

万子は、万子である。

ワンステップは、ワンステップである。

ワンスモアは、ワンスモアである。

わん惜は、わん惜である。

ワンセットは、ワンセットである。

腕足類は、腕足類である。

ワンダーフォーゲルは、ワンダーフォーゲルである。

ワンダーランドは、ワンダーランドである。

ワンタッチは、ワンタッチである。

椀種は、椀種である。

ワンダフルは、ワンダフルである。

雲呑は、雲呑である。

雲呑麺は、雲呑麺である。

ワンデルングは、ワンデルングである。

湾処は、湾処である。

湾頭は、湾頭である。

彎刀は、彎刀である。

湾刀は、湾刀である。

湾内は、湾内である。

湾入は、湾入である。

彎入は、彎入である。

忘八は、忘八である。

王八は、王八である。

腕白は、腕白である。

ワンパターンは、ワンパターンである。

ワンピースは、ワンピースである。

椀挽きは、椀挽きである。

わん袍は、わん袍である。

ワンポイントは、ワンポイントである。

ワンポイントリリーフは、ワンポイントリリーフである。

黄包車は、黄包車である。

ワンボックスカーは、ワンボックスカーである。

ワンマンは、ワンマンである。



ワンマンカーは、ワンマンカーである。

ワンマンコントロールは、ワンマンコントロールである。

ワンマンショーは、ワンマンショーである。

椀盛りは、椀盛りである。

椀焼きは、椀焼きである。

完了は、完了である。

腕力は、腕力である。

湾流は、湾流である。

腕力沙汰は、腕力沙汰である。

ワンルームマンションは、ワンルームマンションである。

還礼は、還礼である。

わんわんは、わんわんである。

ゐは、ゐである。

ゑは、ゑである。

をは、をである。

乎古止点は、乎古止点である。

をばは、をばである。

をやは、をやである。

んは、んである。

ンジャメナは、ンジャメナである。

んすは、んすである。

んずは、んずである。

んとすは、んとすである。

(参考) http://7x7whitebell.net/new-method/manifesto2_j.html
(継続) http://7x7whitebell.net/new-method/

西暦２０１２年９月４日

起草と立会　平間貴大

起草と立会　馬場省吾

起草と立会　皆藤将


